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じ ひ 


凌 直 あ まね く 慈 愛 深 き ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 


じ ょ げ ん 
序 戸 
SE し ゅ し ょ うさ ん ほ ま 


全 創 造物 の 主 、 た プー に 称 准 あれ 。 か れ は 、 そ の 状 れ 高き 書 
ー ン の 中 で 、 こ う 仰 せら れ ま し た 。 


み も と か い め い 
「 ア ッ ラ ー の 御 許 か ら あ な た 方 の も と に 、 確 か に 光 と 解明 の 書 が や っ 
て 来 た の で ある 」。 


また 、 最 も 高貴 な 使徒 で あ り 預言 者 で ある 、 私 た ちの 預言 者 ハハ ンマ 


し ゅ く ふ く 


ド に 祝福 と 平安 あれ 。 彼 は 、 こ う 人 いま し た 。 


「 あ な た 方 の 内 で 最善 の 者 は 、 ク ルアー ン を 学び 、 教 えた 者 で ある 」。 
二 大 聖地 の 守護 者 サル マー ン ・ ブ プン ・ ア プ ド ル ア ズ ィ ー ズ ・ ア ー リ ・ サ ウ 
ー ド 国王 陸 下 (アッ ラー が 彼 を お 守り 下さ いま す よ う ) か ら は 、 ア ッ ラ ー 
の 書 ク ルアー ン と その 出版 の 便宜 、 全 世界 の イス ラー ム 教 徒 へ の 配布 、 
界 の 様々 な 言語 へ の その 翻訳 と いっ た こと に 特別 な 関心 を 払う よう 、 御 
導 を 承 っ て お り ま す 。 ま た 、 サ ウジ アラ ビア 王国 イス ラー ム 諸事 布教 
伝道 省 は 、 非 アラ ビア 語 話 者 の イス ラー ム 教 徒 に と っ て クル アー ン 理 解 
容易 な も の と な り 、 か っ つ 預 言 者 ヘ へ ハン マ ド の 「 私 か ら 伝達 せよ 。 そ れ が 、 
た だ 一 つの アー ヤ (クル アー ン の 一 旬 ) で あっ た と し て も 」 と いう 伝達 命 
の 言 某 が 成 記 さ れる べく 、 クル アー ン の 意味 を 全 世 界 の 主 
する こと の 重要 性 を 肝 に 銘じ て お り ま す 。 


た ぴ 
ファ ハ ド 国 王 マ ディ ー CA ン 印 刷 コ ンプ レッ クス は この 度 、 非 
どう ほう も に ち あ た いや くち ゅ うか い 
アラ マビ ア 語 話 者 で ある 同胞 へ の 奉仕 と し で 、 クル アー ンジ の 日 』 対訳 注 解 を 
ほん や く た ず き さ 


読者 各位 に ご 提供 で きる こと を 、 喜 ば し く 思 いま す 。 翻 訳 に 携 わっ た の は 
佐藤 裕一 (サイ ー ド ) 氏 で あり 、 コ ンプ レッ クス 側 か ら は 奥山 裕子 (ナビ 
ラ ) ・ 佐 藤 純 子 (ファ ー テ ィ マ ) の 両氏 が 校正 を 担当 し まし た 。 


か ん すい すう こう 
私 た ち は 、 この 僅 大 な 仕事 の 完遂 を 成功 させ て 下さ っ た 祭 高 な る アッ 
し ょ うさ ん 


ラー を 、 称 准 し ます 。 そ し て 、 それ が アッ ラー の 御 顔 の み を 求め て 純粋 に 
行わ れん た こと で ある こと を 、 か つ 人 々 に 有益 な も の と な る こと を 望み ます 。 


私 た ち は 、 ど れ ほ ど 精 密 さ を 追求 し た も の で あっ た と し て も 、 ク ル ア 
ほん や く 
ー ン の 意味 の 番 訳 と いう も の は 、 本 来 の 奇跡 的 な 文章 が 示す 偉大 な 意味 を 
ほん や く 
表す に は 役不足 だ と いう こと を 、 心 得 て い ます 。 ま た 、 翻 訳 が 表す 意味 と 
ほん や く 


いう の は 、 翻 訳者 が クル アー ン の 理解 に お いて 知り 得る こと の 出来 た も の 
に 過ぎ ず 、 人 間 の 仕事 に は 付き 物 の 間違い や 欠陥 付き物 で ある こと も 、 
心得 て いま す 。 

読者 各位 に お 願い し た い の は 、 こ の 翻訳 を 読ん で 問 違い 、 欠 落 、 余 分 
な 付け 足し な ど を 発見 し た らち 、 フ ァ ハ ド 国 王 マデ ィ ー ナ ・ ク ルアー ン 印 刷 コ 
ンプ レッ クス まで ご 連絡 頂き た いと いう こと で す 。 ア ッ ラ ー が お 望み な ら 
ば 、 そ れ は 次 刷 で の 改定 に 反映 させ た いと 思い ます 。 


アッ ラー こそ は 成功 を お 授け に な る お 方 、 ま っ すぐ な 道 へ の 導き 手 で 
あら れ ま す 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ちか ら お 受け 入れ 下さ い 。 本 当 に あな た こ 
そ は 、 よ く お 聞 き に な る お 方 、 全 知 者 な の で すか ら 。 


サウ ジア ラビ ア 王 国 イ スラ ー ム 諸事 ・ 布 教 ・ 伝 道 省 大 臣 
ファ ハ ド 国 王 マ ディ ー ナ ・ ク ルアー ン 印 刷 コ ンプ レッ クス 代表 


アブ ドッ ラテ ィ ー フ ・ ブ ン ・ ア ブ ドレ アズ ィ ー ズ ・ ア ー リ ・ ア ッ = シ ャ イブ フ 博 士 


クル アー ン * の 意味 の 翻訳 に つい て 


は じ め に 
クル アー ン * と は 、 ア ッ プ ー* が その 文字 と 意味 と 共 に 使徒 * ム ハン マ ド 


し ゅ く ふ く し 
* ( 彼 に 祝福 と 平安 あれ ) 【 こ 其 示し た 、 アッ ラー* の 御 言 葉 で ある 。 使 和 * 
し ゅ く ふ く じ ひ 
ム ハ ン マ (後に 祝 福 と 平安 あれ ) は 全 世 界 へ の 慈悲 と し て 、 ま た 、 


吉報 を 伝え 警告 『 を 告げ る 者 、 アッ ラー* の 許し と 共に アッ ラー* へ と 人 々 を 
ん ぜん が や つか 

招く 者 、 岩 然 と 輝 く 光 と し て 、 遺 わ ちさ れ た の で ある 。 こ こ で は クル アー ン 

* と その メッ セー ジ に 関し て 、 簡 単 な 紹介 を する 。 


クル アー ン * に つい て の 一 般 的 紹介 
1. クル アー NGVYEG 拉 町 。 その 名 称 と 属性 の 説明 : 
クル アー ン * と は 、 その 使徒 * ム ハン マ ド * ( 彼 に 祝福 と 平安 あれ ) 1 


み こと ば 

下さ れ た 、 ア ッ ラ ー* の 御 言 葉 で ある 。 それ は その 言葉 と 意味 と に 使徒 * 
けい じ ぎ ね ん 

ムハンマド * に 啓示 され 、 書 と し て 書き 留め ら 】 、 疑 念 の 余地 の な い ほ ど 多 

どく し ょ う すう は い 


数 の 伝承 に よっ て 伝え られ 、 そ の 読 衣 が 崇拝 * 行 為 と な る も の で ある 。 


し と 


使徒 * ム ハン マ ド * に に 下さ れ た 啓示 を 「 ク ルアー ン ま * (読ま れる も の ) ] 
と 名 づけ た の は 、 そ れ を 盛 示し た アッ ラー* ご 自身 で ある 。 ア ッ ラ ー* は 仰 
せら れ た 。 「 (使徒 * よ 、) 本 当 に われ ら * は あな た に 、 ク ルアー ン * を 徐々 
に 下 し た 」 ( 和 人間 章 23) 。 と いう の も 、 そ れ は 読ま れ 、 読 論 され る も の 


で あり 、 そ うさ れず に 放置 し て お か れる も の で は な いか ら で あ る 。 


また 、 ア ッ ラ ー* は それ を TF キタ ー ブ ( 書 ) 」 と も お 呼び に な っ 
お お 

た 。 ア ッ ラ ー* は 仰せ られ る 。「 (使徒 * よ 、 ) 本 当 に われ ら * は 、 あ な た に 
真理 の 書 を 下 し た 」 (婦人 章 105) 。 そ れ は クル アー ン * が 書か れ 、 そ うさ 


た ぐ 
れず に 放っ て お か る 類 い の も の で は な いか ら で あ る 。 


し き べ つ 


その 他 、 ア ッ ラ ー#*f は クル プー a 「 フ ルカ ー ン (識別 ) 」 「 ズ ィ ク 
えい よ いや 
ル (教訓 、 栄 準 ) 」 1 ( 導 さき ) 」 「 ヌ ー ル ( 光 ) 」「 シ ファ ー ( 癒 


むけ けつ ん か い 
し ) 」「 ハ キー ム (完全 無欠 な も の ) 」「 マ ウイ ザ ( 訓 戒 ) 」 な ど 、 そ の 
ぞ く せ い 


偉大 さと メッ セー ジ の 完全 性 を 表す 属性 で 形容 し て いる 。 


「 ム スハ フ 」 と いう 言葉 は 、 タル アー ン * が 書き 留め られ た 「 ス フフ 
書 巻 ) 」 と いう 語 に 由来 する 。 こ れ は 教 友 * た ち が 、 ク ルアー ン * が 書き 
留め られ た 書 を 指す 時 に H』 い て いた 名 称 で ある 。 


クル アー ン * は 、 CN ー ル * ( 彼 に 平安 あれ ) を 介 

大 言 者 + ム ハン マ ド * ( 彼 に 祝福 と 平安 あれ ) の 心 に ] ド し た 啓示 で あ 
る 。 アッ ラー* は 仰せ られ た 。 = 時 全 創 造物 の 主 * か ら 
下さ れ た も の 。 (啓示 の 伝達 を ) 託さ れ た 革 が 、 そ れ を 携 えて 降臨 し た 
の で ある 。 (使徒 * よ 、 ) あな た が 銘 告 者 の 一 人 と な る べく 、 あな た の 心 へ 
と 、 明 白 な る アラ ビア の 言葉 に よっ て 」 (詩人 た ち 章 192-195) 。 


預言 者 *+ ム ハン マ ド * は 啓示 に 関し 、 使 徒 * の 内 で も 目 新 し いこ と を 言 
う 者 だ っ た わけ で は な い 。 アッ ラー* の 啓示 は ジブ リー ル * ( 彼 に 平安 あれ ) 
を 介 し 、 彼 の 同胞 で ある 全て の 使徒 * た ち (彼ら に 祝福 と 平安 あれ ) に 
っ た の で ある 。 ア ッ ラ ー* は こ の 僅 大 な 信託 を 詫 す に こ あ た り 、 か れ が お 望み 
に な る 者 を お 選び に な る 。 ア ッ ラ ー* は 仰せ られ る 。 「 ア ッ ラ ー* は 天使 * た 
ちと 人 々 か ら 、 (その 救え を 人 々 に 伝え る ) 使い を お 選び に な る 。 本 当 
アッ ラー* は 、 よ く お 聞 き に な る お 方 、 よ く ご 覧 に な る お 方 」 (巡礼 
75) 。 ま た 、 ア ッ ラ ー* は その 任務 に 誰が 適格 で 、 誰 が 不適 格 か を 最も よく 
ご 存 知 の お 方 で ちら れる 。 と いう の も 、 ア ッ ラ ー* ご 自身 が 被 造物 を お 創り 
に な っ た お 方 な の だ か ら 。 ア ッ ラ ー* は 仰せ られ る 。「 あ な た の 皇 * は 、 お 


望み の も の を 創り 、 選 ば れる 」 (物語 章 68) 。 


けい じ 
2. クル アー ン * の 啓示 : 
屋 


けい じ 
アッ ラー* の 使徒 * ( 彼 に 祝福 と 平安 あれ ) に 最初 に 盛 示 が 下っ た の は 


暦 610 年 ラマ ダー ン 月 * (ヒジ ュ ラ 暦 *9 月 ) 17 日 月 曜日 、 マ ッ カ * の と あ 
る 山 に ある ヒラ ー 洞 窟 で の こと で あっ た 。 そ の 時 、 ジ プリ ー ル * ( 彼 に 平安 
あれ ) が 彼 に 伝え た の が 、 こ の アー ヤ * ( 句 ) で ある 。「 (預言 者 * よ 、) 

創造 を され た 、 あ な た の 主 * の 御名 に お いて (、 啓 示さ れ た クル アー ン * を ) 
読め 。 か れ は 人 間 を 、 一 塊 の 凝 血 か ら お 創り に な っ た 。 (預言 者 * よ 、 ク 


と うと 


ルアー ン * を ) 読め 、 あ な た の 主 * は 、 最 も 貴 い * お 方 。 筆 ( 記 ) を 教え て 


下さ っ た お 方 。 人 間 に 、 彼 が 知ら な か っ た こと を 教え て 下さ っ た (お 方 ) 」 
ぎょ うけ つ し と し ゅ く ふ く 


( 凝 血 章 1-5) 。 こ れ が 、 ア ッ ラ ー* の 使徒 * ( 彼 に 祝福 と 平安 あれ ) に 
下さ れ た 、 最 初 の クル アー ン * で あっ た 。 


し ゅ く ふ く 


預言 者 * ( 彼 に 祝福 と 平安 あれ ) は それ を 携 えて 、 下 司 で 心 を 記 わ せ 
な が ら 家 族 の も と に 戻る と 、 妻 で あり 、 後 に 信仰 者 た ちの 母 と 呼ば れる こ 
と に な る ハデ ィ ー ジ ャ (彼女 に アッ ラー* の お 喜び あれ ) に 、 そ の こと を 話 
し た 。 彼 は 言っ た 。 「 私 は 自分 が 恐い 」。 す る と 、 彼 女 は 言っ た 。「 い い 
え 、 埋 び な さい 。 ア ッ ラ ー* に か け て 、 か れ は 決し て あな た に 不 名 和 誉 を 与え 
た り は し ませ ん 。 あ な た は 近親 の 絆 を つなぎ ます し 、 話 せ ば 正直 で 、 選 者 
を 助け 、 客 を も て な し 、 災 難 に お いて は 手 を 差し 伸 べ る の で すか ら 」。 こ 
うし て ハデ ィ ー ジ ャ は 彼 を 、 ワ ラ カ ・ ブ ン ・ ナ ウフ ァ ル の も と に 連れ て 行っ 
た 。 ワ ラ カ は 見 識 と 知恵 を 備え た 人 物 で あり 、 ハ ディ ー ジ ャ は 彼 に こう 言 


っ た 。「 お し じ さ ん 、 あな た の 兄弟 の 人 息子 の 話 を 聞い て 下さ い 」。 そ し て ア 
し ゅ く ふ く 


ッ ラ ー* の 使徒 * ( 彼 に 祝福 と 平安 あれ ) が 、 彼 に 自分 が 見 た こと を 伝え る 
つか ひそ 
と 、 ワ ラ カ は こう 言っ た 。 「 そ れ は 、 ム ー サ ー* に 遣わ され た 、 密 や か な る 


者 (ジブ リー ル *) ! で ある 。 ああ 、 私 が 若者 で あっ た な ら ! ああ 、 あ な 
た が 自分 の 民 か ら 追 放さ れる 時 、 私 が まだ 生き て いた な ら 「! 」 ア ッ ラ ー* の 
使徒 * ( 彼 に 祝福 と 平安 あれ ) は 、 言 っ た 。「 彼 ら が 、 私 を 追放 する と い 
う の で すか ?」 I NT 
えて 来 た 者 は 皆 、 追 害さ れる こと に な っ て いる の だ 。 も し 私 が 、 あ な た が 
EN 


出来 た の だ が 」。 こ うし て ワラ カ は 、 こ の 出会い の 後 ま も な く 他 界 す る 。 


よ げん し ゃ し ゅ く ふ く けい て ん 
クル アー ン * は 過去 の 預言 者 たち (彼ら に 祝福 と 平安 あれ ) に 啓典 が 
下っ た 時 の よう に 、 ア ッ ラ ー* の 使徒 * ( 彼 に 祝福 と 平安 あれ ) に 全部 一 財 
に 下っ た わけ で は な い 。 ク ルアー ン * は 二 十 三 年 間 に 渡っ て 、 時 に は 一 つの 
スー ラ * が 下っ た り 、 ま た 時 に は スー ラ * の 中 の 一 部 の アー ヤ * が 下っ た りす 


じ ょ じ ょ 
る と いっ た 形 で 、 徐 々 に 下さ れ た の で ある 。 


1 「 容 や か な る 者 」 と は 、 預 言 者 * た ち に 啓示 の 伝達 を 任 さ れ た 、 天 使 * ジ ブリー ル * ( 彼 に 平安 あれ ) 
の こと 。 


じ ょ じ ょ けい じ ひそ よ げん し ゃ 


クル アー ン * が 徐々 に 啓示 され た こと に 浴 む 英知 ! は 、 預 言 者 * ム ハン マ 
し ゅ く ぶ く 2 
ド * ( 彼 に 祝福 と 平安 あれ ) の 心 を 堅固 に 強化 する こ と で あり 、 ジ ブ 


けい じ 


リー ル * ( 彼 に 平安 あれ ) が 族 示 を 携 えて 繰り 返し 到来 する こと で 、 彼 を 
力強く する こと で あっ た 。 彼 は この こと に より 、 使徒 * と し て の 使命 を 授 か 


が ん めい 


っ た 当初 、 シル ク * の 徒 の 頑 迷 さと 反対 に 直面 し で も 礁 固 ど し て いる こと が 

出来 た 。 アッラー* ょ 仰せ られ る 。 「 不 信 仲 に 礁 っ た 者 * た ち は 、 言 っ た 。 
ふく よ げん し ゃ 

『 ど うし て クル アー ン * は (トー ラー* や 福 音 * の よう 【 こ ) 、 彼 (預言 者 * ム 


いっ ぺん 


ハン マ ド *) 【 に 下さ れ な い の か ? 』 わ れ ら * は 、 それ に よっ て あな た 
けん ご 


の 心 を 革 固 こす べく 、 (クル アー ン * を ) その よう に (徐々 に 下 ) し . 、 ま 
た それ を 明 上 に 区 切っ た の だ 」 (識別 章 32) 。 


また 、 ク ルアー ン * が 徐々 に 啓示 され た こと に は 、 別 の 佑 大 な 教育 的 英 
知 も 存在 する 。 そ れ は 信仰 者 た ち が 宗 教 的 な 決ま り に 関す る 知識 と 実践 に 
お いて 、 段 階 的 に 身 に つけ て いく こと を 可能 に し た と いう こと で ある 。 そ 

れ は 彼ら の 学習 と 理解 こ あ っ て も 、 ま た 彼ら が 無知 と 不信 仰 と シル レク * と い 
う 開 か ら 、 信仰 と アッ ラー の 唯一 性 + と 知識 と いう 光 へ と 脱出 する に あたっ 
て も 、 彼ら に と っ て の 便宜 と な っ た 。 


9 クル アー ン * の 筆 録 : 


ひつ ろく 


筆記 は 、 文章 を 保存 する た め の 最も 重要 な 手段 の ー つ で ある 。 筆 録 さ 

れ な い 言 葉 は 、 忘却 に 晒さ れる 。 クル アー ン * は 、 復 活 の 日 まま で の 全 世 界 
みち び ひつ ろく 

へ の 導き と し て 下さ れ た ゆえ 、 筆 録 さ れ な けれ ば な ら な か っ た の で ある 。 


ひつ ろく よ げん し ゃ 


クル アー ン * の 筆 ほ 倫 は 、 預言 者 * ふ ムハンマド * ( 彼 に 祝福 と 平安 あれ ) 
の 特別 な 関心 に よっ て 成 就き され た 。 ま た 、 彼 は 筆記 を 知る 教 友 * に クル ア 
ー ン * の 筆 録 を 命じ 、 啓 示 の 筆 録 者 と し た 。 そ の 中 で も 最も 有名 な の が 、 ア 
ン サ ー ル * の 一 人 で あっ た ザイ ド ・ ブ ン ・ サ ー ビ ト * ( 彼 に アッ ラー* の お 喜び 


あれ ) で ある 。2 


1 アッ ニタ バリ ー19:10、 ア ブー・ シ ャ ー マ ・ ア ル ニ マ クダ スィ ー 「 偉 大 な る 書 に 関す る 諸 学 へ の 人 簡潔 
な る 導き 手 」28 頁 参 照 。 


2 アッ テ タ バリ ー1.:28 参照 。 


アッ ラー* の 使徒 * ( 彼 に 祝福 と 平安 あれ ) は 麻 示 が 下る と 、 ま ず そ れ 
を 暗記 し 、 それ か ら 括 示 の 筆 録 者 の 誰か に に それ を 書き 取ら せ 、 こ う 言っ た 。 
「 こ の アー ヤ * を 、 ス ー ラ * の 中 の 、 然 々 と いう 場所 に 入れ よ 」!。 こ うし て 
彼 は スー ラ * の 名 前 を 述べ 、 そ こ に アー ヤ * を 書き 留め る よう に 命じ た の で 
ある 。 それ か ら 彼 は 教 友 * た ち に 、 RN 斉 記す 
る よう 命じ た 。 こ の よう に し て 全 ク ルアー ン * は 、 彼 ( 彼 に 祝福 と 平安 あ 
れ ) の 存命 中 に 、 革 や 木 な どの 切れ 端 に 書き 留め られ た の で ある 。? 


し ゅ く ふ く 


また 、 ジ ブリ ー ル * ( 彼 に 平安 あれ ) は 毎年 王国 言 者 ( 彼 に 祝福 
と 平安 あれ ) に クル アー ン * を 確認 させ た 。 預言 者 * ( 彼 に 祝福 と 平安 あれ ) 
が 逝去 し た 年 に ew こ あ る クル アー ン * と 
同じ アー ヤ * と スー ラ * の 順番 で 、 二 回 確認 させ た の で ある 。 こ れ は アッ ラ 
ー* が 、 クル アー ン * の 中 で この よう に アッ ラー* が 仰せ られ て いる こと が 、 
NII 


と 、 そ れ を (あな た が 望む 時 に いつ で も ) 読む こと (を 可能 に させ る の ) 


は 、 わ れ ら * の 任務 な の だ か ら 。 そ れ で 、 わ れ ら * が それ を (ジブ リー ル * を 
介し 、 あ な た に ) 読ん だ 時 に は 、 そ の 誠 み に (まず は よく 耳 を 傾け 、 そ れ 
か ら そ の 読本 に ON i Wi 
は 、 あ な た に (ジブ リー ル * を 介し て 、 ク ルアー ン * を ) 読ま せよ う 。 そ し 
て 、 あ な た は (それ を ) 忘れ な い 」 (至高 者 章 6) 。 


~ ん さん 


4. クル アー ン * の 編集 : 


ゅ く ふ く 


アッ ラー* の 使徒 * ( 彼 に 祝福 と 平安 あれ ) の 逝去 後 、 正 統 カ リフ の アプ 
ー・ バ クル * ( 彼 に アッ ラー* の お 喜び あれ ) は 、 ク ルアー ン * を 書物 に 整理 し 
て まとめ る 命令 を 出し た 。 そ れ は クル アー ン * 暗 記者 た ちの 死去 や 、 ク ルアー 


その 


ン * が 書き 留め られ た 木々 や 革 な どの 切れ 端 の 要 2 に に よっ て 、 ク ルアー ン * の 
きず 
一 部 が 失わ れ て し まわ な いよ うに する た めで あっ た 。 こ の 任務 を 授かっ た の 


けい じ ひつ ろく 


が 、 啓 示 の 筆 録 者 の 一 人 ザイ ド ・ プ ブン ・ サ ー ビ ト * ( 彼 に アッ ラー* の お 喜び あ 


1 アブ ー・ ダ ー ウ ー ド 786、 ア ッ ー ニ ティ ルミ ズィー3086、 ア ルー ニ ハ ー キ ム 3325 参照 。 


2 アル = テ ブ ハー リー4392、4393 参照 。 


れ ) で ある 。 こ うし て 検証 と 、 切 れ 端 に 書き 留め られ た も の と 人 々 に 暗記 さ 
れ て いる も の の 符号 性 の 確認 が な され た 後 、 そ の 書 は アブ ー・ バ クル * ( 彼 に 
アッ ラー* の お 喜び あれ ) の 家 に 保管 され た 。 そ し て 彼 の 死後 に は 第 二 代 カ リ 
フ の ウマ ル * ( 彼 に アッ ラー* の お 井 び あれ ) へ と 受け 継が れ 、 ウ マル * の 死後 


こ は そ の 娘 で あり 、 預 言 者 * の 妻 の 一 人 で も あっ た 信仰 者 た ちの 母 、 ハ フサ 
(彼女 に アッ ラー* の お 喜び あれ ) の 家 に 保管 され る こと と な っ た 。! 


イス ラー NGO ムスリム * た ち が 読 むこ CED A 
秋物 と し て 編 筑 され た クル アー ン *) を 必要 と し た 時 、 何人 か の 教 友 * た 
ち が 第 三代 正統 カリ フ * ウス マー ン * ( 彼 に アッ ラー* の お 喜び あれ ) 【 

ルアー ン * 読 語 に ES 
し た 。 こ うし て ウス マー ン * は 、 ク ルアー MG 


筆記 を 知る 者 た ちの 一 団 に 、 そ の 任務 を 課 し た の で ある 。 彼ら の 内 の 筆頭 
が 、 ザ イド ・ ブ ン ・ サ ー ビ ト * ( 彼 に アッ ラー* の お 喜び あれ ) で あっ た 。 彼 


ら は アブ ー・ バ クル * ( 彼 に アッ ラー* の お 喜び あれ ) の 時 代 に 集め られ た 書 


を 検証 ・ 確 認 し 、 そ れ を 一 冊 の 書 に まとめ 、 それ を 何 冊 か 複製 し た 。 そし て 
ふく せい 
それ ら の 複製 書 を 、 イ スラ ー ム * 国 家内 の 主たる 都市 に 送り 、 更 に そこ か ら 
ふく せい 


複製 する こと を 命じ た の で ある 。 


今日 、 世 界 中 で 通用 し て いる 全て の ム ス ハ フ は 、 そ れ が 手 で 書き 写 さ 
れ た も の で あれ 、 印 刷 所 で 印刷 され た も の で あれ 、 原 本 は それ ら の 都 』 
ふく せい 


送ら れ た 複製 書 で ある 。 そ の テキ スト に お いて も 、 順 番 に お いて も 、 原 本 
と 変わ ちと ころ は な い 。 


いん きつ 


そし て 今日 まで 、 ム スリ ム * た ち は 、 ム スハ フ の 印刷 は も ちろ ん の こと 、 
日々 更新 され る 印刷 ツー ル ・ 技 術 ・ 周 辺 機器 の 導入 に 高い 関心 を 払っ て いる 。 
それ は 最高 の 品質 レベ ル を 実現 する と 共に 、「 ウ スマ ー ン 書体 」 と し て 知 
られ て いる 、 第 三代 正統 カリ フ ・ ウ スマ ー ン * ( 彼 に アッ ラー* の お 喜び あれ ) 
の 時 代 に に 書か れ た 書体 に よる 、 ク ルアー ン * の テキ スト 筆記 の 正確 き を 師 
及 する た め な の で ある 。 


1 アル ニブ ハー リー4986、 ア ッ ー ニ ティル ミズ イィ ー3086、 ア フ マ ド 76 参照 。 


ファ ハハ 


に 対す る その 高い 関心 を 表す 、 


‘国王 マデ ィ ー ナ ・ ク ルアー ン 印 


いん さ つ 


刷 コ ンプ レッ クス は 、 ク ルアー 
けん ちょ 
ーー つの 顕著 な る 印 で ある 。 そ れ は サウ ジ 


ほう し 
政府 に よる アッ ラー* の 書 に 対す る 熱意 と 、 その 奉仕 に 対す る 
に お いて 美しく 仕 


アデ アラ ビア 王国 
関心 の 表れ で あり 、 印 刷 ・ 製 本 ・ 品 質 ・ 管 理 ・ 
べ ん ぎ は か 
上 げ ら れ た ム ス ハ フ が 、 ム スリ ム * た ちの 手 に と の 便宜 を 図っ て 


の こと な の で ある 。 


諾 と いっ た 面 
と 肌 


に 届く よう 


5. ム ス ハ フ の 配列 と 区 分 : 
か いた ん 


クル アー ン * は 開 端 章 


に 始ま り 、 人 々 章 で 終わ る 。 百 十 四 の スー ラ * か 
ら 成立 する が 、 こ の 順番 は 神 命 の も の で あり 、 預 言 者 * ( 彼 に 祝福 と 平安 
あれ ) に 依拠 し た も の で ある 。 最 初 に 下さ れ た スー ラ * は 疾 血 章 で ある が 、 
ム ス ハ フ の 配列 で は 九 十 大 番目 に 配置 され て いる よう に 、 ス ー ラ * の 配列 は 
茂 示さ れ た 順番 に よる も の で は な い 。 教 友 * た ち は 、 預 言 者 ( 彼 に 祝福 


祝 福 
平安 あれ ) の クル アー ン * 読 衣 か ら り 、 ア ー ヤ * (名) と スー ラ * の 順番 を 認 
識 し て いた 。 ! 


mL HI 


現在 、 ム スハ フ は 三 十 の ジュ ズ ( 巻 ) に 区 分 され て いる 。 各 ジュ ズ は 、 
ニニ つ の ヒズ ブ ( 半 ジ ュ ズ ) か ら 成 り 、 各 ヒズ ブ は 四 つ の ルプ ツウ ( 四 分 
ヒズ ブ ) か ら 成 立 し て いる 。 こ れ ら の 区 分 は 学者 た ち が 努 力 し て 考案 し た 
も の で あり 、 そ の 目的 は クル アー ン * 読 衣 が へ スリ ム * た ち に と っ て 容易 な 
も の と な る た めで あっ た 。 


6. クル アー ン * の 学習 : 
ムスリム * た ち は ク ルアー ン * 学 習 、 暗 

往 と 平安 あれ ) に 下っ た まま の 形 で クル アー シ * 部 語 す る こと に 、 大 変 な 
関心 を 払っ て きた 。 教 友 の 内 の 読 論者 た ち は 、 タ ー ビ ウ ー ン * に クル アー 
ン * を 教え ふ 、 そ の 字 旬 を 正確 に 暗記 させ 、 一 ラー つの アー ヤ * で 立ち 止ま り 
つつ 、 そ の 意味 を 理解 させ た 。 こ うし て 彼ら は 知識 と 行い を 、 共 に 学ん だ 
の で ある 。 それ か ら タ ー ビ ウ ー ン * の 内 の 暗記 者 た ち が 、 TT ーッ 
伝授 の た め の 学校 を 『 設立 し た 。 彼 ら は 教 友 * か ら 学 ん だ 異な る 読 語 、 字句 


し ゅ く 
E* ( 彼 に 祝 


EE し と 
アッ ラー* の 使 科 


記 、 


1 アッ ニダー ニー 「 諸 都市 民 の ム ス ハ フ 筆 記 体 に 関す る 知識 に つい て の 満足 」8 頁 参照 。 


VIII 


どく し ょ う 
の 正確 な 暗記 、 文 字 と 語 の 数 、 ス ー ラ * と アー ヤ * の 順番 、 読 褒 規則 、 正 し 
ろう し ょ う 
い 発 音 、 衣 褒 法 を 忠実 に 守っ た 。 こ うし て クル アー ン * は 学ば れ 、 暗 記さ 


bE いた 
れ 、 読 衣 され て いっ た 。 ク ルアー チチ 学習 者 は 今日 に 至る まで 、 ク ルアー 
どく し ょ う し ょ う 


ン * を 暗記 し た 読 席 家 で ある 分 の 師匠 を 介 し 、 口 伝 に より 、 ア ッ ラ ー* 


し と し ゅ く ふ く 


更 徒 * ( 彼 に 合 福 と 平安 あれ ) 【 こ 下 され た 通り の 生き 生き と 
ラビ ゼア 語 の まま で 、 継承 され て いる の で ある 。 


ど だ くる し ょ う 
クル アー ン * は 、 複 数 の 読 席 法 に よっ て 読 肖 され る 。 
クル アー ン * の 話 、 文 字 の 読み 方 、 及び その 発音 法 で ある 。 ター ビ ウ ー ン * 


けい し ょ う 
は 、 ク ルアー ン * を 暗 記し た 教 友 * の 読 語 家 か ら 、 そ れ を 継承 し た 。 そ し 
し ゅ く ふ く 


て その 教 友 * た ち は 、 預 言 者 * (後に 祝福 と 平安 あれ ) か ら それ を 学び 、 
承認 され た の で ある 。 現 代 に に お いて 最も 有名 な 衣 ょ 、 アース イィ ム か ら 
その 和 弟子 ハフ ス ・ ブ ン ・ ス ライ マー ン が 伝え る 読 衣 法 と 、 ナー フィ ウ か ら そ 
の 弟子 ウス マー ン ・ ブ ン ・ サ イー ド 、 通 称 ワ ル シ ュ が 伝え る 読 衣 法 で ある 。 
その 他 、 ア ブー・ ア ムル ・ ア ル テ バ スリ ー か Am ドッ ー リ サー が 伝え る 読 


し ょ う 


語 法 や 、 カー ルー ン が ナー フィ ウ か ら 伝え る その 読 1 法 も 有名 で ある 。 


7。 フス ズ スズ オール (クル アー ン * 解 釈 ) 


タフ スィ ー ル と は 、 ク ルアー ン * の 意味 の 解明 で ある !。 言葉 は 、 そ れ が 

表わす 意味 を 知る こと な し に は 、 そ の 目的 を 果たさ な い 。 宇 高 な る アッ ラ 
うな が お お 

ー* は 、 ク ルアー ン サ を 読む 者 が その 意味 を 理解 する よ う 促し て 、 こ う 仰 せ 


じゅ くり ょ 


られ た 。 「 (使徒 * よ 、 こ の クル アー ン * は ) 彼ら が その 御 徴 を 熱 慮 し 、 

す けい て ん 

澄ん だ 理性 の 持ち 主 ら が 教訓 を 得る べく 、 わ れ ら * が あな た に 下 し た 訂 典 、 
くり ょ す な わ ね わ 


祝 福 あ ふれ た も の で ある 」 (サー ド 章 29) 。 熟慮 と は 即ち 、 理 解す る 
こと で ある 。 


し 


きょう ゆう 
また アッ ラー* の 使徒 * ( 彼 に 祝 福 と 平安 あれ ) は 教 友 * た ち に 、 彼 ら 
* 分 か ら な か っ た クル アー ン * の 意味 を 、 説 明 し た も の だ っ た *。 た だ 
クル アー ン * が アラ ビア 語 で 下っ た こと 、 そ し て 当時 の 人 々 が アラ ビア 語 に 


1 アッ テニ ザ ルカ シー「 ク ルアー ン 諸 学 に お ける 明 証 」1:13 参照 。 


2 アッ ニタ バリ ー1:13、 イ ブン ・ タ イミ ー ヤ 「 タ フス イール 原理 学 」 33 頁 参 照 。 


つう ぎょ う 


通 暁 し て いた こと も 相まって 、 ク ルアー ン * の アー ヤ * の 意味 に つい て 多く 
の 質問 が な され る こと は な か っ た 。 タ フス イィ ー ル に 対す る 人 々 の 必要 性 


けい か 


年 月 の 経過 と 共に 増大 し た の で ある 。 


よ げん し ゃ 


預言 者 * ( 彼 に 祝福 と 平安 あれ ) と 教 友 * た ち 、 そ し て その 弟子 で あ 
る ター ビ ウ ー ン * た ち が タ フス ィ ー ル に 関し て 残し 、 伝 えら れ た 言葉 が 、 タ 
フス ィ ー ル 学 の 基軸 と な っ た 。 こ れ が 「 伝 承 に よる タフ スィ ー ル 」 と 呼ば 
れる 、 タ フス イィ イー ル に お いて 最 重 要 の 手段 と 目 さ れる も の で ある 。 と いう 
の も そこ に は 、 ア ラビ ア 語 共に 通 暁 し 、 ク ルアー ン * が 下っ た 当時 の 出来 
や 状況 を 生き た 最初 の 世代 に よる 、 ク ルアー ン * の アー ヤ * 理 解 が 明らか に 


され て いる か ら で あ る 。 


① タフ スィ ー ル の 種類 : 

タフ スイ ィ イー ル 学 者 ら の 方 向 性 は 、 そ の 学術 的 関心 に より 多岐 に 渡っ た 。 そ 
こ に は 、 ク ルアー ン ま * を 語学 的 側面 か ら 説明 する こと に 関心 を 払う タフ スィ ー 
ル も あれ ば 、 法 学 的 側面 の 説明 に 重点 を 置く タフ スィ イー ル も ある 。 ま た 、 歴 


昌 的 側面 、 論理 的 側面 、 品 行 的 側面 と いっ た 部 分 を 重視 する タフ スィー ル や も 
この 上 で 、 学 者 ら は タフ スイ ー ル を 、 二 つの 範 叶 に 分 類 し て いる : 


- つ 目 : 伝承 に よる タフ スィ イー ル 。 つっ まり 預言 者 * ( 彼 に 祝福 と 平安 
きょう ゆう 


あれ ) 、 教 友 *、 タ ー ビ ウ ー ン * か ら 伝 えら れ た も の 。 


し きけ ん き ば ん も と 


: 識見 に よる タフ スィ イー ル 。 ま 上 E レ い 学問 的 基盤 に 基 づ 
\ た 努力 に よる タフ スィ ー ル 。 


@ 最 閣 の タフ スィ ー ル 方 法論 と 、 そ の 規定 : 


か いし ゃ 


クル アー ン * の 解 息 ! に お いて 優先 され る の が 、 伝 承 に よる タフ スィ ー 
よ げん し ゃ し ゅ く ふ く 
ル * で ある 。 なぜなら それ は 預言 者 * ( 彼 に 祝福 と 平安 あれ ) 、 あ る い は そ 


きょう ゆう 
の 教 友 *、 そ し て その また 和 弟子 で ある ター ビ ウ ー ン * か ら 伝 えら れ た も の で 
つう ぎょ う 
り 、 彼 らち こそ は より クル アー ン * に 通 暁 し た 者 た ち で ある か ら だ 。 も し 
みい だ 


伝 基 に よる タフ スィ イー ル に は 見 出す こと の で き な い 、 更 な る クル アー ン * の 
アー ヤ * の 説明 が 必要 に な っ た 場合 、 タ フス ィ ー ル 学者 は 以下 の 規定 を 重 ん 
じ な けれ ば な ら な い : 


. アー ヤ * の 意味 に 関す る 、 伝 承 に よる タフ スイ ー ル の 中 で も 正しい 伝承 経 
む じゅ ん か いし ゃ く 
路 で 伝わる も の を 重視 し 、 そ れ に 矛 盾 する よう な 解釈 を し な いこ と 。 


タフ スィ イー ル が 、 ク ルアー ン * 全 体 に 認め られ る 一 般 的 な 意味 、 及 び 預 
言 者 * の 伝承 に お いて 説明 され て いる 内 容 に 合致 する こと 。 ゆ え に タ フ 
スイ ー ル 学者 は 、 ク ルアー ン * の 一 般 的 な 意味 と 相反 する よう な 解釈 
を し て は な ら な い 。 ク ルアー ン * は その 一 部 が 別 の 一 部 を 説明 する の で 
あり 、 あ る 一 部 が 別 の 一 部 と 矛盾 する こと は な い 。 ま た 預言 者 * の 伝 
承 は 、 ク ルアー ン * の 中 で 大 ま か な 形 で 取り 上 げ ら れ て いる 部 分 を 、 説 


明 す る も の で ある 。 


. 語 の 意味 、 構 文 、 様 々 な 使い 回 し な ど に お いて 、 ア ラビ ア 語 文法 の 知 


識 を 有する こと 。 ク ルアー ン * は アラ ビア 語 で 下さ れ た の で あり 、 そ の 
し た が 
語学 的 法則 に 従 っ て 理解 され る 必要 が ある 。 


クル アー ン * の アー ヤ * に 間際 らし い 意 味 の 部 分 が ちっ た ら 、 そ れ を ク 
ルアー ン * の 中 の 意味 が 明確 な 部 分 に 照ら し 合わ せる こと 。 と いう の も 、 
クル アー ン * の ある 部 分 は 、 別 の 部 分 を 説明 し て いる か ら で あ る 。 ク ル 
ン * の アー ヤ * の 大 半 は 意味 が 明確 な も の で ある が 、 あ る 種 の 者 に 
と っ て 、 そ の 意味 が 間際 らし く 映 る も の も ある 。 そ の よう な も の を 、 
意味 が 明確 な アー ヤ * と 照ら し 合わ せる こと は 、 そ の 意味 の 理解 と 明確 
化 に つなが る 。 ア ッ ラ ー* は 、 こ う 仰 せら れ て いる 。「 か れ は 、 こ の 
啓典 (クル アー ン *) を あな た に 下さ れ た お 方 。 そ の 中 に は 、 啓 典 の # 
で ある 明確 な アー ヤ * と 、 (それ と は ) 別 の 間際 らし い ア ー ヤ * が ある 。 
心 に 欠 み が ある 者 た ち は (人 々 の ) 誘 感 を 望み 、 (好き 勝手 な ) 解釈 
を 求め て 、 意 味 が 間際 らし い 部 分 に 従 う の だ 。 ア ッ ラ ー* と 、『 私 た 
ち は こ れ (クル アー ン *) を 信じ た 。 (これ は ) 全て 、 我 ら が 主 * の 御 
評 か ら の も の で ある 』 と 言う 、 知 識 が 深く 根ざし た 者 た ちの 外 、 そ の 
( 真 の ) 解 邊 を 知る も の は な いと いう の に 。 釜 ん だ 知性 の 持ち 主 以外 、 
教訓 を 受け る こと は な い の だ 」 (イム ラー ン 家 章 7。 詳 し く は 、 訳 本 
文 の 訳注 も 参照 ) 。 


然 現象 に 
‘る 科学 的 
スィ ー ル に 
それ が そ も 
る た めで あ 


関す る アー ヤ * の タフ スィ ー ル に お いて は 、 既に 確証 され て 
事実 へ の 依拠 の み に 留 め 、 科 学 的 理論 を クル アー ン * の タフ 
挿入 し な いよ うに する こと 。 そ れ は クル アー ン * に 対し 、 
そ も ゃ 意味 し て いな いと ころ の も の を 当て は め な いよ うに す 
る 。 


は な 
VI。 アッ ラー* の 言葉 の 意味 を 、 イ スラ ー ム * の 教え の 本 質 か ら か け 離 れ た 


も の 、 ア ラ 
する 注意 。 


や 使い 回 し に お け 


で ある よう 


ビア 語 の 法則 に に 反し た も の へ と 不当 な 解釈 を する こ と に 対 
それ ら の 原因 は 改 穴 の 意図 で あっ た り 、 ア ラビ ア 語 の 意味 
む えん 


ける 無知 で あっ た り 、 ア ッ ラ ー* の 言葉 が そこ か ら 和 無縁 
な 不当 な 意味 へ の 誤解 で や っ た りす る 。 


8. クル アー ン * の 奇跡 性 : 


奇跡 性 と は こ 
で の る と を 指 


さい は い 


の 場合 、 行 動 ・ 意 見 ・ 米 配 な ど に お いて 、 その 実現 が 不可 能 
し て いう 言 抄 で ある 。 そし て 再 革 ( ム ゥ ジ ザ ) と は 、 預言 者 


* や 使徒 * た ち (彼ら に 祝 福 と 平安 あれ ) の 御 徴 や 明 証 を 証明 する 出来 事 の 


こと を 指す 。 ク ルアー ン * の 中 に この 語 の 言及 は 見 られ な い が 、 そ の 代わ り に 


み し る し 


御 徴 (アー ヤ $) 


や 明 証 (ブル ハー ン ) な ど と いっ た 語 で 登場 し て いる 。 


こと ば 


クル アー ン * は 至高 の ア ッ ラー* の 御 言葉 で あ り 、 そ の 意味 に は 完全 性 が 、 


その アー ヤ * と 


能 な も の で あり 、 


言 と 構造 に は 壮 骸 さ が 備 わっ て いる 。 それ は 人 間 が 創作 不可 
アッ ラー* は こう 仰せ られ る 。 「 ア リフ ・ ラ ー ム ・ ラ ー 。 


(これ は ) その アー ヤ * が 完全 に 仕上 げ ら れ 、 そ れ か ら 解 明 さ れ た 、 英 知 あ ふ 
つう ぎょ う み も と けい て ん 
れる * お 方 、 通 暁 され た お 方 の 御 許 か ら の 項 典 で ある 」 (フー ド * 章 1) 。 


と \ ね ん い だ 


うそ 
E ら は 、 ク ルアー ン * の 出所 に 関し て 疑念 を 抱か せ 、 貴 の 


ジル ルク * の 徒 


握 肖 に 


提 半 や 間 を 炉 選 


明り 立 て る こ と に よっ て 、 人 々 を そこ か ら 遠 ざけ よう と し た ! 


それ で 崇高 な る アッ ラー* は 彼ら に 対し 、 も し 彼ら が 本 当 の こ と を 言っ て い 
る の な ら 、 ク ルアー ン * と 同様 の も の 、 ま た は 十 ス ネー ラ *、 あ る い は スーラ * 


- つ で も よい か 


ら 創作 し て みよ と 、 い くつ か の アー ヤ * の 中 で 挑ん で みせ た 


30 も 参照 。 


1 家畜 章 7、25、 預 言 者 * た ち 章 $、 サ バア 章 43、 ヤ ー・ ス イィ ー ン 章 69、 整 列 者 章 36、 サ ー ド 章 4、 山 章 


XII 


の で ある !。 し か し 彼ら は それ に 応じ る こと が 出来 な か っ た 。 こ うし て 彼ら 
は 、 た と え ク ルアー ン * が アラ ビア 語 に よる も の で あっ た と し て も 、 そ の 検 
條 や それ と 同様 の も の の 創作 が 不可 能 で ある こと を 、 認 め ざ る を 得 な く な 
っ た の で ある 。 ア ッ ラ ー* は 仰せ られ る 。 「 い や 、 一 体 、 彼 ら は (こう ) 言 
う の か ? 『 彼 (ムハンマド *$) が それ (クル アー ン *) を 提 造 し た の だ 』 。 
(使徒 * よ 、) 言っ て や れ 。『 で は 、 そ れ と 同様 の スー ラ * を 一 つ 、 披 露 レ 
て みよ 。 そ し て 、 あ な た 方 が アッ ラー* 以 外 に (それ を 頼む こと が ) 出来 
る (あら ゆる ) 者 を 、 呼 ん で (手伝わ せ て ) みる が よい 。 も し 、 あ な た 方 
が 本 当 の こと を 言っ て いる の な ら 』」 (ユー ヌス * 章 38) 。 


また クル アー ン * は 、 人 間 が 一 団 と な り 、 そ こ に ジン * が 加わ り 、 彼 ら 
が お 互い に 助け 合っ た と し て も 、 ク ルアー ン * 同 様 の も の を 創作 する こと は 


不可 能 で ある と 、 高 ら か に 宮 告 し て いる 。 「 言 っ て や れ 。『 も し も 、 こ の 
クル アー ン * と 同様 の も の を 創作 すべ く 、 人 間 と ジン * が 結集 し た と し て も 、 


それ と 同様 の も の を 作る こ と は 断じて 叶わ な い 。 た と え 彼 ら が お 互い に 力 
を 合わ せ て も 、 で ある 』」 ( 夜 の 旅 章 88) 。 


クル アー ン * は アッ ラー* の 御 言 葉 で あり 、 被 造物 の 言葉 と は 似つか な 
いも の で ある が ゆえ に 、 奇 跡 な の で ある 。 ク ルアー ン * は その 語 、 ア ー ヤ *、 
粒々 な 形 で の 説明 と 修 詳 表 現 、 そこ に 含ま れる 真 の 情報 と 物語 、 規 

定 と 法 、 心 と 感情 へ と 訴 え か け る カカ 、 区 異 的 な 科学 的 事実 な ど に お いて 、 


み し る し 


御 徴 で あり 、 明 証 な の で ある 。 


クル アー ン * は 、 上 自然 科学 、 天 文学 、 生 物 学 、 医 学 な ど に 携 わる 学者 
きょう が く いそ 
た ち を 、 ど れ だ け 和 驚 慢 さ せ て きた こと で あろ うか ? そこ に は 、 彼 ら が 勤 


し ん で いる 党 間 と 関係 の ある 科学 的 事 実に つい て の 話 や 、 自 然 現象 に 関す 
る 示唆 が 、 精 級 な 学問 的 表現 に よっ て 表 さ れ て いる の で ある 。 それら は 


も ん も う 
それ ら の 現象 に つい て 無知 で あっ た 当時 の 世界 に お いて 、 文 盲 の 社会 の 


も ん も う 


文盲 の 使徒 * が も た らし た も の と は 、 ID の の 
と は 、 多 く の 人 々 が イス ラー ム * を 受け 入れ る 、 一 つの 原因 と な っ た 。 とい 


E 牛 章 23、 ユ ー ヌ ス * 章 38、 フ ー ド * 章 13、 山 章 24 も 参照 。 
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う の も 彼ら は 、 ク ルアー ン * の 内 容 が 人 間 の 言葉 で あり 得る は ず が な く 、 こ 
の 宇宙 と 人 間 と を 創造 し た お 方 の 御 言 葉 で ある こ と を 認識 し た か ら で あ る 。 


クル アー ン * の 中 に は 、 至高 の アッ ラー の 唯一 性 * と 、 その 創造 素 晴 ら 
し き を 示す アー ヤ * が 、 非常 に 沢山 谷 ま れ て いる 。 ア ッ ラ ー* は 秩 せ ち れ た 。 
「 わ れ ら * は 、 役 ら に 見 せよ う 。 そ れ (クル アー ン *) が 彼ら に 真実 で ある こ 
と が 明らか に な る まで 、 わ れ ら * の 御 徴 を 彼方 に 、 そ し て 彼ら 自身 の 内 に 。 
一 体 、 あ な た の 主 * だ け で 、 か れ が 全て の こと の 証人 と いう こと だ け で 、 ( ク 


ルアー ン ま * の 真実 性 の 証拠 は ) 十分 な の で は な いか ?」 (詳細 に され た 章 53) 


ほん や く 
9. クル アー ン * の 翻訳 : 
ほん や く 


翻訳 と は 、 ある 言語 か ら 別 の 言語 と 言葉 を 移転 する こ と で あぁ ある"!。 


ほん や く こん な ん 


翻訳 は 困難 さ を 伴 う も の で ある 。 言葉 の 言い 回 し は 文章 構成 要素 の 一 つ で 
あり 、 あ る 言語 か ら 別 の 言語 に 移転 する 際 に 、 そ の 言い 回 し に よる 言語 的 


意味 を 保持 する こと は 困難 だ か ら で あ る 。? 
ほん や く 


これ が 人 間 の 作っ た 文章 の 翻訳 に 関し て の こと で ある な ら ば 、 ク ル ア 
ー ン * の 拓 訳 を する 際 に は 、 の 護 に 大 き な も の と な る 。 クル アー ン 
* は アッ ラー* に よっ て アラ ビア 古 で 下さ れ た その 御 言 『 葉 で あり 、 その 言葉 
と 意味 に お いて アッ ラー* か ら 啓 示さ れ た も の だ か ら だ 。 人 間 が クル アー ン 
* の 意味 を 完全 に 知り えた と 主張 し た り 、 ア ラビ ア 語 の テキ スト と 同じ 形 に 
お いて 、 そ の 言葉 の 言い 回 し を 再現 し た りす る こと は 、 困 難 を 極め る 。 


ほん や く こん な ん 
し か し クル アー ン * の 翻訳 の 困難 さ が あ る 一 方 で 、 ム スリ ム * の 学者 た 
ち は ク ルアー ン * と その メッ セー ジ の 伝達 の 必要 性 を 確信 し て いる 。 い か な 


属し て いよ うと 、 それ を 全て の 民 へ と 伝達 する 必要 性 で ある 。 そ 


ほん や 
任務 は 、 翻訳 を な く し て は 実現 不可 能 な の だ 。* 


ほん や く 


クル アー ン * の 別 の 言語 へ の 翻訳 は 、 次 の 二 つ の いずれ か に 分 類 で きる : * 


イブ ン ・ マ ンズ ー ル 「 ア ラブ の 言詞 」 参照 。 


イブ ラー ヒー ム ・ ア ニー ス 「 語 の 意味 」171 一 175 頁 、 ム ハン マ ド ・ ア ワ ド ・ ム ハン マ ド 「 徳 訳 術 」 
19 頁 参 照 。 


イブ ン ・ タ イミ ー ヤ 「 フ ァ ト ワー 集 」4:116 参照 。 


前 掲 書 4:115、542、 ム ハン マ ド ・ フ サイ ン ・ ア ッ テ ザ ハビ ー 「 タ フス ィ ー ル と 解釈 学者 た ち 」1:23 
参照 。 


XIV 


ほん や く ほん や く 


クル アー ン * の 意味 の 翻訳 。 タ フス ィ ー ル 抜き の 翻訳 で 、 ク ルアー ン ま * 
の テキ スト の 言葉 が 指し 示す も の の 説明 に 留め た も の 。 


ほん や く 


説明 や 例 ポ を つけ る こと に よる 、 タ フス ィ ー ル 的 な 翻訳 。 こ れ は 
ラビ ア 語 以外 の 言語 に よる タフ スィ ー ル と い 2 位置 づけ に な る 。 


ほん や く 
いずれ に せよ 、 ク ルアー ン * の 意味 の 翻訳 と いう も の は 、 そ れ が いか に 
せい ち ほん や く せい つう 
精 弘 な も の で あっ た と し て も 、 そ し て 割 訳 者 が いか に 両 言 語 に 精通 し 、 ア 


ー ヤ * の 意味 に 通 暁 し て いた と し て も 、 ク ルアー ン * と 呼ば れる こと は な い 。 
それ は 以下 の 二 つ の 理由 に よる :! 


みこ と ば 


. クル アー ン * は 、 ア ラビ ア 語 i kil 
り 、 そ の 表現 と 完成 度 に に お いて 極 致 の 域 に 達し た も の で ある 。 そ の 
態 を アラ ビア 語 以外 の 別 の 言語 で 再現 すれ ば 、 ク ルアー ン * と いう 名 称 
は 無効 化 さ れる 。 


ほん や く ほん や 


. 翻訳 は 、 翻訳 者 が クル アー ン * の 意味 に つい て 理解 し た も の で ある と 見 


な され る 。 そ の 意味 で は 、 タ フス イール に 近い 。 タ フス イール が クル 
ほん や く 


アー ン * と 呼ば れる こと が な いよ うに 、 翻 訳 も また クル アー ン * と 呼ば 


れる こと は な い 。 


ほん や 


クル アー ン + の 意味 の 痢 訳 が 許容 され 得る も の と な る に は 、 学 者 た ち が 
クル アー ン * の 意味 の 説明 に 関し て 定め た 諸々 の 条件 を 満た さ な け ば な ら 


まん や く まん や く 

な い 。 同 時 に 翻訳 者 は 、 自 分 の 翻訳 を も っ て 、 ク ルアー ン * の 意味 を 改変 し 

か く み の 

て 拡散 する た め の 隠 れ 装 と し た り 、 ム スリ ム * た ちの 儀式 や 彼ら が 神聖 視 し 

て いる も の を 侵害 し た り し て は な ら な い 。 あ る 種 の 東洋 学者 や イス ラー ム * 
ほん や く 


司 を 標 杜 する 者 た ちの 翻訳 の 中 に は 、 こ の 手 の も の が 認め られ る 。 

うな も の は 、 イ スラ ー ム * の 教え に 基づい た 価値 観 を 破 壌 し 、 その 正 
ふく 

言 仰 筒 条 と 寛容 な る 法規 定 に 被害 を 及ぼ そう と いう 、 悪 意 を 含ん で い 


アン = ニナ ワウ ィ ー「『 精 錬 され た も の J』 注釈 全集 」3:342 参照 。 


いん さっ 
ファ ハ ド 国 王 マ ディ ー ナ ・ ク ルアー ン 印 刷 コ ンプ レッ クス は この よう な 
ほん や く 
観点 か ら 、 信 頼 に 足る クル アー ン * の 意味 の 翻訳 出版 と いう 任務 に 身 を 投じ 
て いる 。 非 アラ ビア 語 話 者 に 向け て 、 彼 ら の 母語 に よっ て クル アー ン * の 包 


括 的 メッ セー ジ を 伝え る べく 、 尽 力 を 惜しま な い 所 存 で ある 。 


ぜん そう ぞう ぶつ し ゅ し ょ うさ ん よ げん し ゃ 


全 創 造物 の 主 *、 ア ッ ラ ー* に 称 堆 あ れ 。 そ し て 私 た ちの 預言 者 * ム ハ 
きょう ゆう と うし ゅ う 
ンマ ド * と その 一 族 、 教 友 * た ち 全 員 に 、 ま た 彼ら を よく 踏襲 し た 者 た ち 
さば し ゅ く ふ く 
に 、 裁 き の 日 * ま で 祝福 と 平安 あれ 。 


XVI 


Joe 


抽 訳 に お ける 重要 な 注意 点 


ほん や く 


翻訳 する に あたっ て 用 いた ク ファ ハ ド 国 王 マ 
ディ ー ナ ・ ク ルアー ン 印 刷 コ ンプ レッ クス 発行 の も の で す 。 ア ー ス ィ ム 
か ら そ の 弟子 ハフ ス が 伝え る 読 衣 法 に 依拠 し つつ 、 同 コン プレ ックス 
発行 の クル アー ン 解 恋 書 「 タ フス ィ ー ル ・ ム ヤッ サル 」 を 主要 参考 
文献 と し て 翻訳 が 行わ れ ま し た 。 そ の 他 、 「 ア ッ = タ バリ ー」「 ア ル 
テク ルト ゥ ピー」 I サ ァ ディ ー」 と いっ 


「 イ ブン ・ 22 
た クル アー ン 解 釈 書 を 始め 、 参 考 文献 目録 に 収録 さ れ て いる 


ぶん けん 


文献 を 参考 に し て いま す 。 


ルアー ン の テキ スト は 


諸々 の 


クル アー ン 本 文 の 意味 訳 か ら は 可能 な 限り 、 本 文 の 意味 に は 含ま れ な 
いも の を 除外 し まし た 。 脚 注 へ と 立ち 返る こと な し に 本 文 を 読む だ 
け で 必要 最低 限 の 理解 が 得 ら れる よう 心がけ た つも り で す が 、 そ の た 
め に 必要 、 ま た は あっ た 方 が よい 、 あ る い は 吉 解 の 防止 と な る と 各 記 
者 が 判断 し た も の に 関し て は 、 Ne 
つ 、 本 文 内 に 括弧 内 の 説明 を 補助 的 に 示す こと が あり ます 。 
て 示さ れる 説明 は 、 括 弧 内 の 説明 に よっ て 本 文 に 挿入 する に は 不適 当 


と 翻 訳者 が 判断 し た も の で す 。 


いる 人 名 ・ 地 名 ・ 用 語 な ど は 、 巻 末 の 頻出 
に その 説明 が あり ます 。 


「*」 マ ー ク が つい て 


畔 説 


や くち ゅ う 


見 注 に て クル アー ン 内 の 別 の スー ラ が 参考 と し て 言及 され る 場合 
通常 「 ス ー ラ 名 : アー ヤ 番 号 」 の 形式 で 表示 され ます 。 ア ー ヤ 番号 の 
み で 言及 され て いる 、 同 スー ラ 内 の アー ヤ の こと を 示し て いま す 。 


ぶん けん 


ぶん けん ちょ し ゃ ぶん けん 
参考 文献 の 表示 は 「 著 春名 ・ 文 献 名 ・ 巻 ・ マ ー ジ 」 の 順番 で す が 、 


に つい て は 
し ょ うり ゃ く 

逢 略し て いま す 。 
録 を ご 参照 くだ さ v 


ム ヤ ッ サ ル 」 に 


は 、 言及 され る 著者 に に 提 計 


つい て は 、 


し ゃ せっ や 


文献 名 と その 記 
せつ や く 

\。 前 、 

し ょ うり や く 


省 略 


R 内 で の 複数 の 引 
E 細 に つい て は 、 人 巻末 の 参考 文献 


ちょ し 


文献 名 


著書 が な い 限 り 、 


ぶん けん 


ぶん けん 


抽 訳 の 主要 参考 文献 で も る 「 タ フス イィ ー ル ・ 
し て 「 ム ヤッ サル 」 と し まし た 。 ま 


ぶん けん 
た 、 同 一 の ペー ジ で 同一 文献 が 連続 し て 出現 する 場合 の み 、 一 度目 以 
ぜん けい ん けん 
降 は (前提 昔 」 と いう 表現 で 済ま せ て いま す 。 「 序 言 」 内 の 参考 文献 
ほん や 


は 、 翻訳 者 が 依拠 し た 参考 本 と は 独立 し た 別 の も の で ある こと 、 そ 


れ ゆ え に 人 巻末 の 参考 文献 目録 に 存在 し て いな い 可 能 性 が ある こと 、 及 
び 存 在 し て いた と し て も 、 出 版 社 や 発行 年 な どの 情報 に お いて 一 致し 
な い 可 能 性 が 高い と いう こと に も ご 注意 下さ い 。 


アラ ビア 語 の 定冠詞 「 ア ル 」 「 ア ン 」 「 ア ッ 」 は 、 「 ア ル テ カ リー ム 」 
「 ア ッ テ ラ フ マ ー ン 」「 ア ン テ ナ ー ス ィ ル 」 の よう に 、 そ れ が 結び つ 


た だ 


いて いる 語 と 「 三 」 記 号 で 区 別 さ れ て いま す 。 但 し 「 ア ブ ド ッ ラー」 
と いう 語 と 、「 ズ ル テ ヒ ッ ジ ャ 」 の よう に に 定冠詞 を 伴う 名 詞 が 後続 す 
る 「 ズ ー」 と いう 語 で 始ま る 名 詞 は 便宜 上 、 「 ア プ ド ・ ア ッ ニ アッ ラー」 
「 ズ ー・ ア ル テ ヒ ッ ジ ャ 」 と いう 表示 の 仕方 は し て いま せん 。 そ の 他 
「 ク ルアー ン 」 「 マ ディ ー ナ 」 と いっ た 、 定 冠詞 「 ア ル 」 が な い 


し ょ うり ゃ く 

通用 し て いる 固有 名 詞 な ど に = 関し て も 、 定 達 詞 を 省略 し て 表示 
ほん や く 
いる こと が あり ます 。 和尚 、 「 序 言 」 や 「 ク ルアー ン の 意味 の 翻訳 に つ 
ひん し ゅ つ 

いて 」 と いっ た 、 本 書 に お ける クル アー ン の 対訳 お よび 頻出 語 ・ 参 考 
ぶん けん 


文献 リス ト 以 外 の 箇所 で は 、 既 に 個人 名 と し て 通用 し て いる 「 ア ブ ド 
の っ と 

ル ア ズ ィ ー ズ 」 な ど に 関し て は 、 こ れ ら の 表記 法 に 則 っ て いな い 場 合 

も ある こと に 、 ご 注意 下さ い 。 


間 Ii ジ 2 


第 1 章 
開 端 章 (アル = ファ ー テ ィ ハ ) ! 


1. 慈悲 あま ね く * 慈 愛 深 き * ア ッ ラ ー* の 御名 に 
お いて 。 

8 全 創造 物 の 主 *、 アッ ラー* に 称賛 * あ れ 、 

3. 慈悲 あま ね く 慈 愛 深き お 方 、 

4 報い の 日 * の 支配 者 (に ) 。 

5. 私 た と ち は あ な た だ け を 崇拝 * し 、 あな た だ け 


に お 力添え を を いま す %。 
6. 私 た ち を 、 ま っ すぐ な 道 * へ と お 導き 下さ い 。 OE STN GI 
7。 あ な た が 由恵 を お 授け に な っ た 者 た ち A EI EN by 
まり 、 (あな た の ) 0 OA I gE 


く 、 迷 う で も な い 者 た ちの 道 へ 。$* 


クル アー ン * の 各 ス ー ラ * と アー ヤ * は 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * の マデ ィ ー ナ * 移 住 * を 基準 に 、 
それ 以前 の 時 期 に ド っ た も の を 「 マ ッ カ "啓示 」、 そ れ 以 後に 下っ た も の を 「 マ ディ ー ナ * 
啓示 」 と 呼ぶ この スー ラ * に 関し て は 、 マ ッ カ * 啓 示説 と 、 マ ディ ー ナ * 啓 示説 、 そ の 両方 
で 下っ た と いう 説 が ある (アッ = ニス ユー ティ ー1:55-56 参照 )。 ま た この スー ラ * は 、 全 ク 
ルアー ン * の メッ セー ジ が 凝縮 (ぎょ うし ゅ く ) され て お り 、 各 礼拝 の 際 に は その 読 謀 ( ど 
くし ょ う ) が 義務 づけ られ て いる こと か ら 、「 ク ルアー ン * の 母 」「 啓 典 の 開 端 」「 繰 り 返し 
読 語 され る 七 節 」 な ど 数 々 の 別称 も ね ある (前 掲 書 1:174-177 参照 )。 
「 崇 拝 *| だ け で な く 、 ア ッ OO 凸 わ な い 。 イブ ン ・ カ スィ ー 
「( こ の アー ヤ * の ) 前 半 部 分 で は 、 ア ッ ラ ー* RI 
、 そ し て 後半 部 分 で は 、 NN NE 
‘ こ 全 て を 委ね る こと が 命じ られ て いる 」 と し 、 こ の 意味 こそ が 重い = 
ン * の 奥義 (お う ぎ ) で あり 、 開 端 章 の 奥義 が この アー ヤ * で ある 」 と いう 先 人 た ちの 言葉 
の 所 以 (ゆえ ん ) で ある と し て いる (1:70 参照 )。 
3 来世 で の 成功 へ と 続く 道 で ある 、 イ スラ ー ム * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 1 頁 参 照 )。 
婦人 章 66-69 も 参照 。 

「 お 怒り を 受け る 」 者 た ちと は 、 知 識 を 授かっ て は いて も 、 そ れ に 沿っ て 行わ な か っ た 当 
圭 の ユダ ヤ 教 徒 *、 お よび 彼ら と 同様 の 状態 に ある 者 た ちの こと 。 また 「 迷 う 」 者 た ちと は 、 
無知 ゆえ に 導 か れず 、 正しい 道 か ら 迷 い 去 っ て し まっ た 当時 の キリ スト 教徒 *、 お よび 彼ら 

と 同様 の 状態 に ある 者 た ちの こと (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 
6 礼拝 中 か どう か に 関わ ら ず 、 開 端 章 を 読み 終え た 後に は 、「 ア ー ミ ー ン (アッ ラー よ 、 聞 き 
届け た まえ )」 と 唱え る こと が 薦 (すす ) め ら れ て いる (前 掲 書 、 同 真 参照 )。 


= 


NM 


た 


131 


2. 雌牛 章 


の 5 第 2 章 
雌牛 章 (アル = バカ ラ ) ! 


じ 
慈 尋 ド あ まね < ' 有 愛 深き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


1. アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム 。 
2. それ (クルアーン は 、 疑惑 の 余地 の な い 


けい て ん 


啓 ト _ ( ア ッ ラ ー* を ) 虹 れ る * 者 た ち に と っ 
て の 導き で ある 。 


3 (彼ら は ) 不可 視 の 世界 * を 信じ 、 礼拝 を 遵 
守 し *、 わ れ ら * が 彼ら に 授け た も の か ら ( 施 
し の た め に ) 費やす 3 者 た ち 


no 
(クル アー ン * と 、 あ な た 以前 に 下さ れ 
た も の (啓典 ) を 信じ 、 来世 を こそ 確信 す 
る 者 た ち 

5. それ ら の 者 た ち は 、 彼 ら の 主 * か ら の 導き の 
上 に ある 者 た ち で ある 。 そ し て それ ら の 者 
た ちこ そ は 、 成 功 者 な の だ 。 


— 


に 対す る 人 々 の 様々 な 立場 が 


ー サ ー* と イス ラー イー ル の 子 ら * と の 間 に 起 こっ た 逸話 
恩恵 、 そ こ に お ける 信仰 者 と 不信 仰 者 * の 能 


ご 慈悲 、 國 


ラー* の 全能 性 、 唯 一 性 *、 英知 、 


マデ ィ ー ナ * 盛 示 。 ク ルアー ン 最 長 の スー ラ \。 冒頭 で は クル アー 
ョ 写 さ れ て いる 。 その後 、 ア ー 


た 
© OD 


ン * の 真実 性 と 、 そ れ 
ダム * と イブ リー ス *、 ム 
(いつ わ ) な ど と 共に 、 ア ッ 


度 が 示さ れる 。 こ の スー ラ * の 名 称 と な っ て いる 「 雌 和牛 」 の 話 も 、 そ の 内 の 一 つ 。 そ れ 
か ら 、 建 設 さ れ た ば か り の イス ラー ム * 国 家 が 必要 と し て いた 様々 な 法規 定 の 説明 と 、 


イス ラー ム * の 信仰 と 法規 定 に 基づい た 共同 体 の 必要 性 
預言 者 * ム ハン マ ド * の 共同 体 が その 偉大 な 任務 に 選ば れ た の だ 、 


締め くく られ る 。 
これ ら の 文字 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 
を 参照 。 
3 浄 財 * や 、 家 族 そ の 他 、 


sl 


が 提起 され る 。 そ し て 最後 は 、 
と いう 証言 に よっ て 


H 語 解説 の 「 ク ルアー ン の 冒頭 に 現れ る 文字 群 *」 


自分 の 扶養 義務 が ある 者 の た め な ど 、 義 務 の 出費 を する と 同時 に 、 
施し な ど 、 推 奨 され た 任意 の 出費 を する こと ( ム ヤ ッ サ ル 336 頁 参 照 )。 
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LL 
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6. 


10. 


11, 


12. 


(使徒 * よ 、 ) 本 当 に 、 不 信仰 に 陥っ た "者 
た ち は 、 あな た が 彼ら に 警告 し よう ウ と 警告 
し まい と 同じ こと で 、 信 じ は し な い 。 


アッ ラー* は 彼ら の 心 と 丹 覚 を 仁 が れ た の 

で あり 、 彼 ら の 視覚 に は 導い が か けら れ て 
いる !。 そ し て 彼ら に は 、 厳し い 懲罰 が あ 
る の だ 。 


また 人 々 の 中 に は 、 信 仰 者 で も な い の に 、 
「 私 た ち は ア 2 * と 最後 の 日 * を 信じ 
る 」 と 言う ( 偽 信 ) 者 * が いる 

彼ら は 、 アッ ラー と 信仰 する 者 た ち を 欺 い て 
いる (と 思っ て いる ) 。 (実際 は ) 気付 か ず 


み 


RU 


彼ら の 心 の に は 病 が あり 、 アッ ラー* は 
彼ら に (その ) 病 を 上 乗せ ささ れ た 。 そし て 
彼ら に は 、 彼ら が 虫 を つい て いた こと ゆえ 


の 、 痛 まし い 懲 罰 が ある の だ 。 


また 彼ら は 、「 地 上 で 腐敗 * を 働い て は な ら 
な い 」 と 言わ れれ ば 、「 私 た ち は 外 で も な 
い 、 改 善 者 だ 」 と 言っ た 。 


本 当 に 彼ら こそ は 、 腐敗 を 働く 者 た ち で は な 
いか 。 し か し 彼ら は 、 気 づい て いな い の だ 。 


— 


ーー 


胡 音 時 

彼ら は 現 
行為 で も っ て 取り 繕 (つく ろ ) う 
の 結末 は 全て 自分 
で ある (婦人 章 142、 ム ヤッ サル 3 頁 参 
宗教 上 の 疑念 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 3 


sl 


w 


照 )。 


員 参 照 )。 


FS NS 
OS RO 


FI rs LC 
の ん 時 の CR は の 1] 


Per SN 3 
OO | 


し ラン 区 人 3 ある の 6 き 
RE NG 


RIL 間 3y 

の SA 

ET 
COHEN nN 


彼ら は シャ イタ ー ン * に 従っ た た め に 彼 に 制圧 され 、 そ れ ゆ え に ア ッ ラ ー* は 彼ら の 心 と 聴 
覚 を ふさ が れ 、 彼 ら の 視覚 を 覆 わ れ た 。 そ れ で 彼ら は 導き を 
a も 、 それ を 理解 する こと も な い ( イ ブン ・ カ スィ ー ル 1:174 参照 )。 アー 
、 雷 鳴 章 16、 フ ー ド * 章 20 と それ ら の 訳注 も 参照 。 

世に お いて 、 不 信仰 や 疑念 と いう 本 心 を 隠す べく 、 そ の 外面 を 上 辺 だ け の 言葉 や 
(アッ テ タ バリ ー1:203 参照 )。 し か し 
に 返っ て くる た め 、 実 際 の と ころ 彼ら が 歌い て いる の は 、 彼 ら 


に する こと も 、 そ れ に 耳 を 
ヤ *18、 


、 そ の よう な 行い 
身 な の 


2. 雌牛 章 ブ 4 NM らら か 
13. また 彼ら は 、「 人 々 (信仰 者 た ち ) が 信仰 | で Gk る っ Rb 
し た よう に 、 信 仰せ よ 」 と 言わ れる と 、 言 OR CNTIE 
っ た 。「 愚 か 者 た ち が 信 じ た よ うに 、 私 た ON 
ち も 信 じ る と 言う の か ?」 本 当 に 彼ら こ 
そ 、 愚 か 者 な の で は な いか 。 し か し 彼ら に 
は 、 分 か ら な い の だ 。 

14. また 、 彼 ら は 信仰 する 者 た ち に 会 えば 、「 私 | 区 bk6U2ze 導 層 6y 
た ち は 信 じ る 」 と 言っ た 。 そ し て 、 彼 ら の GA る 
シャ イタ ー ン * 達 ! と だ け に な れ ば 、 (彼ら の の も を 
に こう ) 言っ た の だ 。 「 本 当 に 私 た ち は 、 
あな た 方 と 共に ある 。 私 た ち は 、 た だ ( 彼 
ら を ) 愚 弄 する 者 な の で ある 」。 

i5. アッラー* が 彼ら を 『 さ れる の だ ?。 そ し の 1 夫 す 76 す す の と 
て か れ は 、 彼ら が 稚 往 うま ま に 、 彼ら の @3 
放 坪 さ に 更 な る 拍車 を お か け に な る 。 

i6. そ れ ら の 者 た ち は 導 き と 引 き 換 え に 、 迷 亡 RR ND 
を 買っ た 者 た ち 。 そし て 彼ら の 売買 は 実 を 3 
結ば な か っ た の で あり 、 彼 ら は 導 か れ た 者 SLE 
で は な か っ た の で ある 。 

17. 彼ら ( 偽 信 者 の 状態 は 、 火 を 灯 し て ( そ CWC 
れ が ) 自分 同軸 コチ の 
や 、 ア ッ ラ ー* が その 明か り を 消し 去ら れ 、 Oo IS 


開 の 中 に 何 も 見 えな いま ま 放 置 され た 者 
の よう で ある 。3 


1 不信 仰 者 * た ち 、 あ る い は 偽 信者 * た ちの 長 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 3 頁 参 照 )。 


2 アッ ラー* は 彼ら の 愚 


放 


w 


偽 信 者 * は 表面 上 、 


弄 に 対し 、 六 で お 報い に な る 。 役 ら へ の 「 六 と いう 応報 」 が 、 
で ある 「 愚 弄 」 と いう 罪 の 名 その も の で 表わさ れ て いる の は 、 
れる 修辞 的 表現 (アル ニク ルト ゥ ビー12:207 参照 )。 


信仰 者 た ちか ら 「 信 仰 」 と いう 火 を 借り 、 現 世に お いて 利益 を 得る 。 し 


その 原 
いら 


ビデ 請 で よく )/ 


か し 死ん で し まえ ば 、 そ の 明か り を 利用 する こと も 不可 能 と な り 、 墓 の 中 の 闇 、 不 信仰 の 


間 、 偽 の 信人 


の 間 、 様々 な 罪 の 闇 に 包ま れ 、 最後 に は 地獄 の 聞 へ と 放り こま れ て し まう ( ア 
ッ ー サ アァ ディ ー44 頁 参 照 )。 


2. 雌牛 章 


22 全 1 拉 い き 


A -Y 


18. MM 貢 で 、 中 で 、 盲人 ! で 
、( 迷 亡 か ら 信仰 へ と ) 戻る と こと が な い 。 


a pas Me Me 
、 天 か ら の 大 雨 (の 中 に ある 者 た ち ) の 
際 條 らち は 死 を 槍 れ 、 稲妻 ゆえ に 指 で そ 


の 耳 を 傾 く *。 アッ ラー“* は 、 不 信仰 者 * た ち 
i 


稲光 は 、 彼ら の 視覚 を 礁 わん ば か り 。 彼ら 
は (それ が ) 彼ら を 照ら す 度 に 歩 を 進め 、 

き 間 が 彼ら を 逢う と 立ち 止ま る 。 そし て 、 
も し アッ ラー* が お 望み な ら 、 彼 ら の 聴 党 
と 視覚 を お 取り 去り に な っ た の で ある 。 本 
当 に アッ ラー* は 、 全 て の こと が お 出来 の お 
方 な の だ か ら 。 


21. 人 々 よ 、 あな た 方 と 、 それ 以前 の 者 た ち を 
創造 され た あな た 方 の 主 * (アッ ラー? を 
崇拝 * す る の だ 。 そ れ は あな た 方 が 、 散 庶 * 
に な る た めで ある 。 


あな た 方 の た め に 大 地 を 敷物 と され 、 空 を 
屋根 と され 、 天 か ら は ( 雨 ) 水 を お 降ら し 
に な り 、 あ な た 方 の 糧 と すべ く 、 そ れ に よ 
り (様々 な ) 果実 を 実ら せら れ た お 方 を 。 


20. 


22, 


真理 を 受け 人 人 れ な い 者 が 、 


= 


アー ヤ *7、 家 畜 章 50、 フ ー 
2 て この 「 埋 ! 
ブン ・ ア ティ ー ヤ 1:102 参照 )。 


の 


は 別 の 傘 信者 * た ち に つい て の た と え 。 
あり 、「 雷 鳴 」 は 恐怖 、「 稲 光 」 に は 、 
ン ・ カ スィ ー ル 1:189-190 参照 )。 


それ を 聞か な い 者 と し て 「 却 」、 真理 を 語 ろ うう と も し な い 、 
い は 表面 上 は 信仰 者 で は あっ て も 、 実は それ と は 違う も の を 内 に 秘め た 者 が 「 貴 」、 真理 を 
見 る 眼 識 の な い 者 が 「 盲 人 」 同 様 で ある 、 と 形容 され て いる (アル テバ ガウ ィ ー1.90 参照 )。 
ド * 章 20、24 の 訳注 も 参照 。 


鳥 」 は 、 先 代 の 主 な 解釈 学者 ら の 解釈 に よれ ば 、「 雲 を 操る 天使 * の 声 」 の こと ( イ 


一 説 に これ は 、 真理 へ の 疑念 と 不信 仰 の 間 を ゆれ 動く 、 
つま り 「 痢 に 降る 雨 」 は 疑念 と 不信 仰 、 
時 に 彼ら の 心 に きら めく 信仰 の 光 で ある と いう (イブ 


DIPGN 2 


タッ ン ン BA CN Ct 
へ の ぅ こい < に と ジン | 


ンー ジン 


の) le きっ oz (アー)/ 


OL EA 
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IGR っ る 


KC は 人 CGI 
DEA 


ある 


ヤ * で 描写 され た の と 
偽 の 信仰 で 


こと の 前 の ア 
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A -Y 


23。 


24. 


28。 


な ら ば (アッ ラー* が 唯一 の 詩 * で あり 、 崇 拓 
"すべ き お 方 だ と ) 知り つつ 、 アッ ラー* に 
同位 者 を 設け て (崇拝 * し て ) は な ら な い 。 


(不信 仰 者 * た ちょ 、 ) も し あな た 方 が 、 
れ ら * が われ ら * の 僕 ( ム ハ ン マ Ne に 
し た も の (クル アー ン *) に つい て 疑惑 を 抱 
いて いる の な ら 、 、 そ れ と 同等 の スー ラ * を 一 
つ で も よい か ら 創 作 し 、 ア ッ ラ ー* 以 外 の あ 
な た 方 の 証人 (の 助け ) を 呼ん で みる が い 
い 。 も し あな た 方 が 、 本 当 の こと を 言っ て 
いる と いう の な ら ば !。 


そし て 、 も し そう 出来 な い の な ら ー 一 あな 
た 方 は 絶対 に そう 出来 な い の だ が ーー、 
( 屈 言 者 * へ の 信仰 と ア ッ ラ ー* へ の 服従 
に よっ て 、) そ の 燃料 が 人 間 と 石 で ある ( 地 
獄 の ) 炎 か ら 身 を 守る の だ 2。 そ れ は 不信 
仰 者 * た ちの た め に 準備 され て いる 

また (使徒 * よ ) 、 信 仰 し て 正しい 行い * を 
行う 者 た ち に は 、 彼ら の た め に 、 そ の 下 か 
ら 河川 が 流れ る 楽 s 園 が ある と いう 吉報 を 
伝え よ 。 彼ら は そこ で 果実 の 糧 を 授かる た 
びに 「 こ れ は 、 私 た ち が 以 前 授かっ て いた 
も の だ 」 と 言う 一 一 彼ら に は 、 似 た も の が 
授け られ る の だ 3 と そこ に は 彼ら の 


1 この 挑戦 は マッ カ * で も マデ ィ ー ナ * で も 、 


1】 


ww 


C2 イン 2 イタ ッ ー タン ちっ ン 
9 il 


DO 


NE A 
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G5 LL 
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RE 


最も 雄弁 な 民 で ある アラ ブ 人 た ち に 対し て 何 度 


も 向け られ た (ユー ヌス * 章 38、 フ ー ド * 章 13、 夜 の 旅 章 88、 山 章 33-34 も 参照 ) が 、 


ス 


1 


和 肥 ら の イス ラー ム * に 対す る 敵意 と 憎悪 に も 関わ ら ず 、 その 挑戦 は 破 ら れ な か っ た 。 


そし て 


アー ヤ *24 に も ある 通り 、 そ れ は 現在 に 公 る まで 、 そ し て 未来 で も 破 ら れる こと は な い の 
で ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 1:199 参照 )。 


預言 者 * た ち 章 98 と その 訳注 、 
一 説 に 、 そ れ ら の 果実 は 色 ・ 見 た 目 ・ 名 前 に お 
その 風味 と お いし さ は 新しい も の で ある ( ム ヤ ッ サ ル 5 


禁止 章 6 も 参照 


$ い て 、 過 去 に 


に し て いた 果実 と 似 て いる が 、 


参照 )。 


2. 雌牛 章 メガ ャ し lst 
た め に 、 純 潔 な 妻 ! た ちがい る 。 彼 ら は そ 
と に 永遠 に 住 せ の で ある 。 
26. 本 当 に アッ ラー* は 、 避 や それ 以上 の (取る 
る に 足ら な い ) も の で も 、 腎 えと され る こ | kG 6 
と を 恥じ た り は な され な い %。 信仰 する 者 | 地 っ 0 敵 43 
た ち は と いえ ば 、 そ れ が 主 * か ら の 真理 で ei 2 
ある と いう こと を 知る 。 そし て 一 方 、 不信 ea LI ン 
仰 に 陥っ た * 者 た ち は 、 [アア アー (は > ヤレ Lz a 
z& < の っ 
この 腎 え で 何 を 刻ん だ の か ?」 な ど と 言 3 es 
。 か れ は それ (試練 ) に よっ て 多く の 者 ao 
i また 多く の 者 を 導 か れる の だ 。 
か れ が 迷わ せら れる の は 、 放 逸 な 者 た ち だ 
け で ある 。 
27。 (彼ら は ) アッ ラー* と の 契約 を その 確約 Po | 
後に 破り 、 ア ッ ラ ー* が 繋ぎ と め ら れる よう A OL 


1 


sl 


ww 


クル アー ン * で は この 他 の アー ヤ * で も 、 男 性 に 対す る 天国 で の 褒美 (ほう び ) と し て 、 


「( 外 面 的 に も 内 直 


的 に も ) 純潔 な 妻 」 が いる と 言及 され て いる が 、 女 性 に 関し て 同様 


の 言及 は な い 。 た だ 男性 に も 女性 に も 、 天 国 の 住人 に は 等 し く 褒 美 が 授け られ 、 望 む 
も の 全て が 手 に 入る こと が 示さ れ て いる の み で ある (イム ラー ン 家 章 195、 金 の 装飾 
章 70 な ど 参 照 )。 また この 問題 に 関連 する 預言 者 * ハ ムハンマド * の 伝承 と し て 、「 天 国 に 
は 、 独 身 者 は いな い 」( ム スリ ム 「 天 


照 )、「 女 性 は ( 天 


国 に お 


伝承 の 連鎖 」1281) な ど が ある ( 出 > 


国 と その 享楽 、 及 びそ の 住人 の 描写 の 書 」14 参 


$ い て ) 最後 の 夫 の も の と な る 」 (アル テニ アルバ ー ニ ー「 真 正 な 


間 の こと を 最も よく ご 存 知 で ある 英 B 


あたっ て 、 美しい 男性 


と いう 閣 美 を 言 


K 事 章 35-37 の 訳注 も 参照 )。 い ずれ に せよ 、 人 
月 な アッ ラー* が 、「 女 性 を 天国 へ と 激励 され る に 
及 さ れ な か っ た こと も 、 そ の 英知 の な せる 業 ( わ 


ざ ) で ある 」( イ ブン ・ ウ サイ ミー ン 
霧 章 54 と その 訳注 も 参照 。 


アッ ラー\ 以 外 に 


「 価 値 あ る 集成 」1:175 参照 )。 整 列 者 章 48、 煙 


崇拝 * さ れ て いる も の の 無能 さ を 証明 する に あたり 、 クル アーン \* の 中 で 


は 昌 (は え ) や 昌 昧 (くも ) が た と えと し て 言及 され て いる (巡礼 * 章 73、 児 昧 章 41 
参照 )。 あ る 種 の 人 々 は その よう な 貼 
れ は 信仰 者 と そう で な い 者 を 区 別 する 試練 で あっ た (アッ ニタ バリ ー1:272-273、 ム ヤ 


ッ サ ル 5 参照 )。 
この 「 契 約 」 と は 、 


(た と ) え を 喘 笑 (ちょ うし ょ う ) し た が 、 実 は そ 


使徒 * た ち が 伝 達し た 諸 啓 典 の 中 で 明らか に され た 、 ア ッ ラ ー* の ど 


命令 の こと で ある と され る (アル テク ルト ゥ ピー1:246 参照 )。 ア ー ヤ \*40、 食 卓 章 12 


も 参照 。 


2. 雌牛 章 


/ 5 いし 4205) - バ 


28. 


29. 


30. 


命じ られ た も の を 断っ て !、 地 上 で 腐敗 * を 
働く 者 た ち 。 そ れ ら の 者 た ちこ そ は 、 損 失 
者 で ある 。 


(シル ク * の 徒 よ 、) あな た 方 は どう し て 、 
アッ ラー* を 否定 する の か ? か れ は 、( 創 
造 され る 以前 、) 死ん で いる 状態 に あっ た 
あな た 方 に 生命 を お 授け に な り 、 や が て あ 
な た 方 を 死な せ 給 い 、 そ し て (また 復活 の 
日 * に は ) あな た 方 に 生 を お 授け に な り 、 そ 
れ か ら あ な た 方 は か れ の 御 許 に 戻さ れる 2 
と いう の に ? 


か れ は 地上 に ある 全て の も の を あな た 方 
の た め に 創造 され 、 それ か ら 天 (の 創造) 
を お 望み に な り 、 七 層 の 天 を 完成 され た お 

方 。 そ し て か れ は 、 全 て の こ と を ご存知 の 
お 方 な の で ある 。 


(使徒 * よ 、) あな た の 主 * が 天使 "た ち に 、 
「 本 当 に われ は 、 地上 に 継承 者 * を 置 こう 」 
と 仰せ られ た 時 の こと (を 、 人 々 に 思い 起 
こさ せよ ) 。 彼ら (天使 * た ち ) は 申し 上 げ 
/ だ 。 「 あ な た は そこ で 腐敗 を 働き 、 [を 流 
す 者 を (継承 者 と し て ) 置か れる の で す 
か ? 私 た ち は あ な た へ の 称賛 * と 共に 
(あな た を ) 称え *、 あな た を 神聖 な お 方 と 
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つこ と を 始め 、 全 て の 使徒 * 
別々 に し な いこ と な ど 、 イ スラ ー ム * に 


ーー ラン イン ラテ て 
ER | 
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「 ア ッ ラ ー* が 繋ぎ と め ら れる よう 命じ られ た も の 」 と は 、 家族 や 親類 と の 良好 な 関係 を 保 


れる (アル テク ルト ゥ ピー1.247 参照 )。 
2 赦し 深い お 方 章 11 も 参照 。 
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・ 項 言 者 * を 分 け 隔 (へ だ ) て な く 信 仰 す る こと 、 信 仰 と 行い を 
お いて 上 繋ぎ と め て お くべ き 全 て の 命令 を 指す と 言わ 


「 継 承 者 」 と いう 訳語 を 当て た アラ ビア 語 は 「 ハ リー ファ 」 で 、 語 源 的 に は 文字 通り 「 受 


け 継 ぐ 者 」。 こ こ で は 、 地 上 の 統治 を 世代 か ら 世 代 へ と 受け 継い で いく 人 間 の こと を 指す 、 


と され る ( ム ヤ ッ サ ル 6 真 参照 )。 一説 に は 、 ア 


1:263 参照 )。 


ダム *E 


身 の こ と (アル = クル トゥ ビー 


2. 雌牛 章 


Lo 


A -Y 


31. 


32. 


33, 


34. 


し て 崇め て いま す の に 」。 か れ は 仰せ られ 
た 。「 本 当 に われ は 、 あ な た 方 が 知ら な い 
こと を 知っ て いる の だ 」。 


か れ は アー ダム * に 、 ( 物 の ) 名 を 全て お 教 
え に な っ た 。 そ れ か ら そ れ ら を 天使 『 た ち に 
示し て 、 仰せ られ た 。 「 こ れ ら の 物 の 名 を 、 
われ に 告げ て みよ 。 も し あな た 方 が 、 真実 
を 語っ て いる と いう の で あれ ば 」。 


彼ら は 申し 上 げた 。「 あ な た に 称え * あ れ 。 
あな た が 私 た ち に 教え て 下さ っ た も の 以 
外 、 私 た ち に は 知識 な どど ご ざい ませ ん 。 あ 
な た こそ は 全 知 者 、 英 知 あ ふれ る * お 方 な の 
で すか ら 」。 


か れ は 仰せ られ た 。「 ア ー ダ ム * よ 、 彼 ら 
(天使 * た ち ) に それ ら の 名 を 告げ ば て や る 
が よい 」。 そ し て 彼 (アー ダム ?) が それ 
ら を 彼ら に 告げ た 時 、 か れ は 仰せ られ た 。 
「 一 体 わ れ は 、 あ な た 方 に 言わ な か っ た の 
か ? われ こそ は 諸 天 と 大 地 に お ける 
不可 視 の 世界 * も 、 あ な た 方 が 圭 わ に する 
と と も 障 す と と も 知っ て いる の だ 、 と いう 
と と を ] 。 
われ ら * が 天使 * た ち に 「 ア ー ダ ム * に サジ ダ 
* せ よ !」 と 言い 、 そし て 彼ら が サジ ダ * し た 
時 の こと (を 思い 起こ させ よ ) 。 但 1 し イブ 
人 ス * は 、 別 だ っ た 。 彼 は (サジ ダ * を ) 拒 絶 
、 購 り 高 ぶり 、 不 信仰 者 * と な っ た 。? 


1 この サジ ダ * は 崇拝 
の も の 。 尚 イス ラー ム * に お いて 、 こ の 租 
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* 行 為 と し て の も の で は な く 、 ア ー ダ ム * へ の 挨拶 と 散 意 を 表明 する 種類 
B の サジ タダ * は 禁じ られ た ( ム ヤ ッ サ ル 457 頁 参 照 )。 


2 この 出来 事 の 詳細 に 関し て は 、 高 壁 章 11-25、 アル = ヒジ ュ ル 章 28-42、 夜 の 旅 章 61-65、 


壁 章 8 と その 訳注 を 参照 。 


ター・ ハ ー 章 116-123、 サ ー ド 章 71-83 な ども 参照 イブ リー ス * の 言い 分 に つい て は 、 高 


2. 雌牛 章 10 NN りー 
35. そし て われ ら * は 言っ た 。「 ア ー ダ ム * よ 、 ENRIE EE 
あな た と あな た の 妻 は 楽 人 その NE EE EI 

! の どこ と で も 望む 所 か ら 快 く 存 分 に 食べ の 5 5 る 3 


36. 


37. 


38. 


る が よい 。 そ し て 、 こ の 木 ? に は 近づい て ( そ 
の 実 を 食べ て ) は な ら な い 。 (そう すれ ば) 
あな た 方 は 、 不 正 * 著 に な っ て し まう か ら 」。 


する と シャ イタ ー "は 、 それ ( 木 ) で 二 人 
を ( 唆 し て 足 を ) 滑ら させ 、 彼 ら が いた 
場所 か ら 追 い 出 し て し まっ た 3。 わ れ ら * は 
言っ た 。「 あ な た 方 は (シャ イタ ー ン * と ) 
互い に 英 と な っ て 、 (楽園 か ら ) 落ち て 行 
け 。 そし て あな た 方 に は 地上 で 、 暫し の * 住 
まい と 楽し み が あ る 」。 


それ か ら ア ー ダ ム * は 、 彼 の 主 * か ら 御 言 
葉 ? を 授かっ た 。 そし て (その 御 言 葉 で 悔 
悟 し ) 、 か れ は その 悔 司 を お 受け 入れ に 
な っ た 。 本 当 に か れこ そ は 、 . よ く 悔 悟 を 
お 受け 入れ に な る * お 方 、 慈 愛 深い * お 方 
な の だ か ら 。 


われ ら * は 言っ た 、「 あ な た 方 は 皆 、 そ と 
(楽園 ) か ら 沙 ち て 行け 。 そし て 、 も し あ 
な た 方 に わが 御 許 か ら 導 き (使徒 * と 


— 


ー ダ ム * と その 妻 ハ ウ ワ ー ウ * が 住 


ん で いた 楽園 


に コ 0 ネン レッ ン i ン . 
sb し 07 SR MR 
& 


Sa ES 


Gued) と ラー | 


ER pk S 
S| al 


rE Gale 


ンタ ダッ ン ン ン 


IT ER 


に 関し て は 、 そ れ が 永 功 (えい ご どう ) 


の 天国 で ある と いう 説 と 、 
参照 )。 


sj 


1:336-340 参照 )。 
3 預言 者 *・ 使 徒 * 共 に 、 


HH 


E 法 」1:470-472 参照 )。 


5 高 壁 章 23 の 言 


この 木 の 種類 を 特定 する 真 』 


地上 の 楽園 で ある と いう 説 が ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 1:233 


アッ ラー* の 教え の 伝達 に お いて は お 
学者 は 、 大 罪 * 以 外 の その 他 の 間違い ・ 忘 却 な ど は 、 
彼ら が それ を 承認 し 続け る こと は な い 、 


天命 を 迎え る まで 、 あ る い は 復活 の 日 * 
葉 の こと を 指す 、 と 言わ れる ( ム ヤ ッ サ ル 6 頁 参 照 )。 


E* な 伝 


氏 は 、 皆無 (か いむ お) と され る (アッ テ タ バリ ー 


良 ( む び ゅ う ) で ある 。 大半 の 
彼ら に も 起き 得る こと と し て いる が 、 
と し て いる (イブ ン ・ タ イミ ー ヤ 「 預 言 者 的 慣行 の 


まで 、 と いう 意味 (アル = テク ルト ウゥ ビー1.321 参照 )。 


2. 雌牛 章 ブ 11 NN まう EE 
啓典 ) が 到来 し た 時 、 わが 導き に 従う 者 SHE 


39. 


40. 


41. 


42. 


43. 


が あれ ば 、 彼ら に は 怖 れ も な けれ ば 、 悲し 
むこ と も な い !。 


そし て 、 わ れ ら * の 御 徴 ? を 否定 し 、 そ れ を 
嘘 と し た 者 た ち は (地獄 の ) 業火 の 民 。 彼 
ら は そこ に 、 永 遠 に 留まる の だ 」。 

イス ラー イー ル の 6" よ 、 わ れ が あな た 方 
に 接 けた わが 恩恵 を 思い 起こ し 、 わ れ と の 
契約 を PP 
あな た 方 と の 契約 を 全う し よう *。 そし て 、 
われ だ け を 恐れ る の だ 。 


また 、 わ れ が あな た 方 の 許 に ある も の の 確 
証 と し て 下 し た も の (クル アー ン や を 、 
信じ よ 。 それ を 可 定 する 者 た ちの 先刻 け と 
な っ て は な ら な い 。 そし て 、 われ の 御 微 と 
引き 換え に 僅か な 値打ち の も の を 買っ た 
り せ ず 、 われ だ け を 思 れ * よ 。 


また 、 知 っ て いな が ら 、 真 理 に 虚妄 を 紛れ 


させ た り 、 真 理 を 隙 蔽 し た り し て は な ら 
な い 。 


そし て 礼拝 を 遵 等 * し 、 浄 財 * を 支払 い 、 ル 
クー ウゥ * す る 者 た ちと 一 緒 に ルク ー ウ #* す る 
の だ 。 


2C ハ いさ 


1 正 
っ て 行っ た 現世 に つい て 悲し むこ と も な い ( ム ヤ ッ サ ル 7 
この 「 御 徴 」 と は 、 ク ルアー ン * の アー ヤ * や 、 


IN) 


し い 教 え に 入 


ン ~~ つの ピコ 
Oo IO っ | 


CS 
EY 2 3 ば 5 


プン ンー レン 


@ っ 85 つじ JIC re 


SI 
oAS 


AR 
Doe 


る に 
5 


E っ て 行う 者 は 、 近 づい て 来る 来世 の こと で 怖がる こと も な けれ ば 、 過 ぎ 去 


参照 ) 


ュ ユタ パ ノ o 


アッ ラー の 唯一 性 * を 示す 証拠 の こと (前 掲 


書 同 参照 )。 
3 全て の 啓典 と 使徒 * を 信じ 、 ア ッ ラ ー* の 教え に 従う こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 ) ー ヤ *27 
も 参照 


り 
2 
ご 
Ni O 


世に お ける 慈悲 と 、 来 世 


に お ける 救い の こと (前 掲 書 、 同 頁 参 


2. 雌牛 章 i らら か 
44. 一 体 (イス ラー イー ル の 子 らち * と 、 そ の 学者 | 大 っ 05 
た ちよ ) 、 あ な た 方 は 盛 典 を 読 謀 し て いる ee 
と いう の に 、 人 々 に は 善 を 命じ な が ら 、 自 
分 た ちの こと は 忘れ て いる の か ? 一 体 、 
あな た 方 は 分 別 し な い の か ? 

45. また 、 妨 弄 * と 礼拝 を 助力 と せよ 。 それ は 、 bay25 42 し は = 
(デパ ッ ラ ー* に ) 恭 』 : 順 な 者 た ち 以 外 に は SN ENI 
困難 な こと で ある が 。 

46. (彼ら は 復活 の 日 * に 、) 自分 た ちの 主 * に RA 
拝 詞 す る こと を 、 そし て 上 自分 た ち が か れ の OOP SN 
御 許 戻っ て いく と いう こと を 、 確 信 す る 
者 た ち 。 

47. イス ラー イー ル の 子 ら * よ 、 わ れ が あな た 方 CNEL Ek 
に 授け た わが 大 恵 を 思い 起こ す が よい 。 ま OE RRE 
た われ が あな た 方 を 、 外 の いか な る 者 より 
も 引き 立て た こと を 2。 

48. そし て 誰 も 他人 を 和 益 す る こと も な けれ ば 、 CREOLE 
いか な る 執り 成 し も 受理 され ず *、 ま た どん OCS 
な 代償 も 受け 入れ られ な けれ ば 、 彼 ら が ON 
( 誰 に も ) 助け られ る こと も な い (復活 の ) 

日 を 、 恐 れ よ 。 
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ゆえ に 謙虚 
これ は 1 


IN) 


「 恭 


順 」 と 訳し た 原語 は 、「 ハ シャ ア ( 慎 ま し く あ る こと )」 の 派生 形 。 
まし さ が 映 体 に お いて も 表れ て いる よう な 、 
参照 )b。 こ と こ で は アッ ラー* に 対し 慎み 深く 、 か れ へ の 服従 に お 


T 


静けさ と 慎 (つつ ) 


心 の 状態 の こと (アル = クル トゥ ビー1:374 


$ い て 従順 で 、 か れ へ の 恐れ 


サル 7 頁 参照 )。 


w 


も の と され る 。 と いう の も 、 復 活 の 


(けん き ょ ) な 者 た ちの こと を 指す (アッ = タバ リ 
皮 ら の 父祖 ( ふ そ ) の 代 の こと で あり 、 あ くま で 当 


1:375 参照 )。 
寺 に 限っ て の 話 で ある ( ム ヤ ッ 


と の アー ヤ * は 、 不 信仰 の まま 悔 悟 (か い ご ) する こと な く 、 死 を 迎え た 者 に 対し て 下っ た 
* の 執り 成 し が 起こ と る こと は 、 信 交 (し ん ぴ びょう) 性 


の 高い 多く の 伝承 に よっ て 確証 され て いる か ら で あ る (アッ = テ タ バリ ー1:382-383)。 例え 


ば 、 預言 者 * ム へ ムハンマド 
られ る (ムスリム 「 信 仰 の 書 


こ は 復 活 の 日 *、 彼 の 共 


同体 に 対し 、 執り 成 し の 大 き な 権 限 が 与え 
ほ 」 345 参照 )。 タ ー・ ハ ー 章 109 も 参照 。 


2. 雌牛 章 ダ 8 いい りー 


49. また 、 わ れ ら * が あな た 方 ! を 、 フ ィ ル アウ | っ と こみ の 5 ら sUko み を の 生 あ 


ン "の 一 族 か ら 救い 出し た 時 の こと (を 思い a RE 
起こ す が よ よい ) 。 彼 ら は あな た 方 に 過酷 な EI RS と る 
懲罰 を 味わわ せ 、 男児 は 殺し まく り 、 女児 の Ab の を) 


は 生か し て お いた ?。 そこ に は 、 あな た 方 の 
主 * か ら の 偉大 な 試練 が あっ た の だ 。 


5s0. また 、 わ れ ら * が あな た 方 の た め に 海 を 分 け i Ck 


て あな た 方 を 救い 、 あな た 方 の 見 て いる 前 
で フィ ルアウ ン * の 一 族 を 汐 れ させ た 時 * の 
CR (を 思い 起こ せ ) o 


RO 


51。 ま た 、 わ れ ら * が ムー サー* と 四 十 夜 を 約束 | 2o 生 32630cS53e9395 
し た 時 4 の こ ど と (を 思い 起こ す の だ ) 。 その @ OAD 


52。 そ し て その 後 、 われ ら * は あな た 方 が 感謝 A I ES 
$ つ 


後 あな た 方 は 彼 の (立ち 去っ た ) 後に 、 不 
正 * に も 仔牛 を (崇拝 * の 対象 と ) な し た 。 5 


ら ン 
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こう 


する よう に と 、 あ な た 方 を 大 目 に 見 て や 


っ た 。 
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た 
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先代 の イス ラー イー ル の 子 ら * の 子孫 に 対し て 、「 あ な た 方 の 父祖 」 で は な く 、 あ た か も を 彼 
ら が 当事者 で ある か の よう に 「 あ な た 方 」 と 語り か け て いる 。 そ れ は 彼ら が 、 フ ィ ル アウ 
ン * か ら 救 われ た 時 代 の イス ラー イー ル の 子 ら * の 子孫 で あり 、 そ の 恩恵 が 彼ら に も 及 ん で 
いる た めで ある (アッ テ タ バリ ー1.:385 参照 )。 

一 説 に よる と 、 ある 日 フィ ルアウ ン * は 、 エジプト を 滅ぼす 男 が イス ラー イー ル の 民 か ら 出 
現す る こと を 暗示 する 夢 を 見 た 。 そ れ で 一 定期 間 、 イ スラ ー イ ー ル の 民 に 生ま れ た 男児 を 
皆殺し に し て 女児 は 生か し て お き 、 成人 に は 苦 役 ( く え き ) を 強要 し て 虐 (し いた ) げた 。 

し か し 苦 役 を 課す た め の 労 働 力 が 少な く な る と 、 男 児 の 皆殺し は 隔年 (か くね ん ) ご と に 
な っ た 。 ムー サー* が 生ま れ た の は 、 男児 が 殺さ れる 年 で あっ た と され る (アッ テ タ バリ ー 
1:386-389、 イ ブン ・ カ スィ ー ル 1:258、5:283 参照 )。 

同様 の 場面 と し て 、 ユ ー ヌ ス * 剖 90-92、 タ ー・ ハ ー 章 77-78、 詩 人 た ち 章 52-66、 煙 霧 章 
23-24 も 参照 。 

アッ ラー* が 、 ムー サー* に トー ラー* を 下す こと を 約束 し た 四 十 夜 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 8 頁 
参照 )。 高 壁 章 142 以降 も 参照 。 

イス ラー イー ル の 子 ら * と 仔牛 の 話 に つい て は 、 高 壁 草 148 以降 、 タ ー・ ハ ー 章 83-98 も 
参照 。 


2. 雌 千草 ブ 14 NN 5) と て 
53. ま た 、 あな た 方 が 導 か れる よう に と 、 われ 55235 ご cs と CE 
ら * が ムー サー* に 識別 の 啓典 ! を 授け た 時 DL EKIS 

の こと (を 思い 起こ す の だ ) o° 


54。 そ し て 、 ムー サー* が 彼 の 民 に (こう ) 言っ i 
た 時 の こと (を 思い 起こ す が よ い ) 。「 我 SS | 
が 民 よ 、 本 当 に あな た 方 は 仔牛 を (崇拝 * っ 54 i 
の 対象 と ) な し た こと で 、 自 分 自身 に 不正 みこ を と 
* を 働い た 。 な ら ば 、 あ な た 方 の 創 生 者 * に 悔 0 鍋 
悟 し 、 あな た 方 自身 を 殺す の だ 2?。 それ が あ 
な た 方 に と っ て 、 あ な た 方 の 創 生 者 の 御 許 
で より 善い こ と な の で ある 」 。 そう し て 、 
か れ は あな た 方 か ら 悔 悦 を お 受け 入れ に 
な っ た 。 本当に か れこ そ は 、 よ く 悔 悟 を お 
受け 入れ に な る * お 方 、 慈愛 深い * お 方 な の 
だ か ら 。 


55. また 、 あ な た 方 が (こう ) 言っ た 時 の こと SI 
(を 思い 起こ す の だ ) 。「 ム ー サ ー* よ 、 私 | @5yPikb 和 2 っ 05G5z に 
た ち は ア ッ ラ ー* を この 有 眼 で 見 る まで 、 あ な 
た を 信じ な い 」 0 それ で あな た 方 の 見 て い 
る 前 で 、 稲 婦 が あな た 方 を 捕らえ (、 あな 
た 方 は 死ん で し まっ ) た 。 


56。 それから 、 わ れ ら * は あな た 方 が 感謝 する 
よう に と 、 あ な た 方 が 死ん だ 後に 生き 返 
し た 。 

57。 そ し て 、 わ れ ら * は 薄い 白雲 で あな た 方 の 上 1 

に 日 険 を 作り 、 あ な た 方 に マン ヌ と ウズ ラ DC 


1 真理 と 虚妄 ( き ょ も う ) と を 分 ける 識別 の 書 で あっ た 、 ト ー ラ ー* の こと ( ム ヤ ッ サ ル 
8 頁 参 照 )。 


2 彼ら の 内 の 一 部 が 、 お 恵み 深い 創造 主 を 差し お いて 仔牛 を 崇拝 * し た 罪 の 悔 悟 が 受け 入れ ら 
れる 条件 は 、 互い に 殺し 合う こと で あっ た 。 アッ ラー* の この ご 命令 に 従っ て 死ん だ 者 は 列 
教 (じゅ ん きょう ) 者 と な り 、 生き残っ た 者 は 悔 悟 を 受け 入れ られ た 者 と な っ た (イブ ン ・ 
カス ィ ー ル 1:261-263 参照 )。 


2. 雌牛 章 


ブ 15 NN N° 


58. 


59. 


' を 下 し (て 、 言っ ) た 。「 わ れ ら * が あな 


た 方 に 授け た 、 よき も の を 食べ よ 」 o 彼ら 
が われ ら * に 不正 * を 働い た の で は な い 。 し 


か し 彼ら は 、 自 分 自身 に 不正 * を 働い て いた 


の で ある 。2< 


思い 起こ す の だ ) 9 「 こ の 町 3 に 入り 、 どこ 
か ら で も 快く 存 分 に 食べ よ 。 そ し て 身 を 


低め て 讃 ん で 門 に 入り 、 『 (私 た ち が 望 む 


の は 、 罪 の ) 免除 で す 』 と 言う の だ 。 ( そ 


うす れ ば ) われ ら * は 、 あな た 方 の 過ち を 散 
し て や ろう 。 善 を 尽く す 者 * こ は 、 更に (次 


美 を ) 上 乗せ し て や る 」。 


する と 不正 * 者 た ち は 、 御 言葉 を 彼ら に 言 
われ た の で は な いも の と 変え て し まっ 
た 。 そ こと で われ ら は その 放 逸 な 振る 舞い 
ゆえ に 、 不 正 * 者 た ち に 天 か ら ( 久 の ) 制 坊 
を 下 し た 。 5 


= 


い パ ン 、 な ど と いっ た 解釈 が ある 。 また 、 
し も べた ち に 、 


IN) 


解釈 学者 た ち に よれ ば 、 
と シャ ー ム 地方 (現在 の シリ ア 、 


また 、 わ れ ら * が (こう ) 言 っ た 時 の こと (を 


OA LS 


の の 2 EAE 
ES ちら と 
イン ンー タラ ニー イ ッッ タ ダーン 


LL 
OA 


有 クン 。 シン ン レー マッ ン ン 


25 0 
6 0 に EN 


アル = テク ルト ゥ ビー* に よれ ば 、 大 半 の 解釈 学者 は 「 マ ン ヌ 」 を 、「 空 か ら 降 っ て くる 、 軍 
(し ずく ) 状 の 甘い 固形 物 」 と する が 、 そ の 他 ア ラビ アガ ム 、 蜜 (みつ )、 甘 い 飲み 物 、 薄 
も っ と 一 般 的 な 解釈 と し て 、「 ア ッ ラ ー* が その 
労力 や 栽培 な ども 要 さ ず に お 恵み に な っ た も の の 総称 」 と いう も の も ある 


(1:406 参照 )。 ま た 「 ウ ズラ 」 は 、 ウ ズラ その も の で は な く 、 ウ ズラ に 類似 し た 鳥類 の こ 
と と され る ( ム ヤ ッ サ ル 8 頁 参 照 )。 


これ は 食卓 章 21-26 で 描か れ て いる 出来 事 の 後 、 彼ら が エジプト 
パレ スチ ナ 周 辺 地 域 ) の 間 で 、 


| 
エ 


F 間 簡 往 (さま よ ) 


っ た 時 の 出来 事 と され る (アル = クル トッ ゥ ビー1:406 参照 )。 


ww 


た 


3J1 


エル ササ 


ナレ ム の こと で ある 、 と 言わ れる (アッ ニタ バリ ー1:420、 ム ヤッ サル 9 頁 参照 )。 


「 善 を 尽く す 者 」 に つい て は 、 密 蜂 章 128 の 訳注 を 参照 。 


彼ら は 「 身 を 低め て 謗 ん で 人 る 」 よ うに 言わ れ た が 、 


ふざけ て 地面 に 尻 を 引き ずり な が ら 


入り 、 ま た アー ヤ *58 で 言う よう に 命じ られ た 言葉 尻 を 変え て 、 喘 笑 (ちょ うし ょ う ) し 


た 。 つ まり 言葉 と 行い に お いて 、 


ル 1:277 参照 )。 


アッ ラー* の ご 命令 に 


反し た の で ある (イブ ン ・ カ スィ ー 


2. 雌牛 章 16 NM らら か 
60. ま た 、 ム ー サ ー* が その 民 の た め に 、 水 を を | っ a Gb 
う て 祈 っ た 時 の こと (を 思い 起こ す が よ I お A 
い ) 。 そ れ で われ ら * は 「 あ な た の 杖 で 、 | を U EE 
人 岩 を 叩い て みよ 」 と 言っ た 。 する と そこ か i 
ら 十 二 の 泉 が 湧き あふ れ 、 (彼ら の 内 の ) Oona 
全て の 人 々 ! は 、 確 か に 自分 た ちの 水 場 を 
知っ た 。 (われ ら * は 言っ た 。) 「 ア ッ ラ 
ー* の 糧 か ら 食べ 、 飲 む が よい 。 そ し て 亡 敗 
* を 働く 者 と な っ て 、 地 上 で 退廃 を 広め て 
は な ら な い 」。 
61. また 、 あ な た 方 が (こう ) 言っ た 時 の こと ルン ある 2 の 835 
(を 思い 起こ と す の だ ) 。「 ム ー サ ー* よ 、 私 BY まわ 
た ち は 一 一 種類 の 食べ 物 に は 耐え られ な い 。 a 
だ か ら あ な た の 主 * に お 願い し て 、 私 た ち に EAN 
野菜 、 キ ュ ウ リ 、 殻 物 、 レ ンズ 豆 、 玉 熱 と 2 
a MEER EE ST 


くれ 」。 彼 (ムー サー*) は 言っ た 。「 あ な た 
方 は より 普 い も の を 、 それ 以下 の も の と 取 
り 換え る と いう の か ? (この 荒野 を 去っ 
て ) 町 に 行く が よい 。 そ うす れ ば きっ と 、 
あな た 方 の 求め る も の が ある だ ろう 」 。 役 
ら な は 届 辱 と 貧困 に 付き まま と われ 、 ア ッ ラ ー 
* の お 怒り と 共に 戻 ほっ て 来 た 2 。 それ と いう 

の も 彼ら は ア ッ ラ ー* の 御 徴 を 否定 し 、 不 
当 に も 預言 者 * た ち を 殺害 し て いた か ら で 
ある 。 それ は 彼ら が (アッ ラー* に ) 反抗 し 、 
(か れ の 法 に 反する こと に お いて ) 度 を 越 
し て いた た め な の だ 。3 


1 ユダ ヤ 教 徒 * の 十二支 族 の とこ と ( ム ヤ ッ サ ル 9 
2 つま り 、 
3 この よう に 彼ら は 、 


参照 ) 9 


アッ ラー* の お 怒り が まとい つい た 、 と 


優先 させ て いた i ッ サ ル 9 頁 参 照 )。 


Ec A i 


を 
sg 


A Ra a 


a Re 2 2 っ > 


ニッ ラブ テッ ニン 


し 3 UE 
SHE 


ヽ う 意味 (アル = クル トゥ ビー1:430 参照 )。 
アッ ラー* が お 選び に な っ た も の より も 、 彼ら 自身 の 欲望 と 選択 を 


常に 


2. 雌牛 章 2 りら か 
62. 本 当 に 、 信 仰 する 者 た ち 、 ユ ダ ヤ 教 徒 * | 届い Ck NS 
Et キリ スト 教徒 * た ち 、 サー UA Fk SR Te 

ア 教 徒 * た ち で 、 アッ ラー* と 最後 の 日 * | te 部 
LN 彼ら に 
は 、 そ の 主 * の 御 許 に 褒美 が ある !。 そ し 

て 彼ら に は 怖 れ も な けれ ば 、 悲 し せこ と 


イス ンー レン ライン イン タン イン 
S23 DRDO 


も な い ?。 

63. また (イス ラー イー ル の 子 ら * よ ) 、 わ れ ら * | っ 32C35 あ SE っ 613035 
が あな た 方 の 確約 を 取っ た 時 の こと (を 思い 3 ECU う 記 
起こ す の だ ) ?。 わ れ ら は あな た 方 の 上 に 山 | 0 を 


を 掲げ (、 言 っ ) た ° 「 わ れ ら が あな た 方 
に 授け た も の を 、 真 迷 に 受け 取る が よい *。 
そし て (わが 懲罰 を ) 長 れ る * べ く 、 そ の 内 
容 を 教訓 と する の だ 」。 


64. そし て その 後 (再び ) 、 あな た 方 は 背 き 去 A 
っ た 。 あ な た 方 に 対す る アッ ラー* の ど 皿 NI 


幸 と ご 慈悲 が な けれ ば 、 あな た 方 は 損失 者 
と な っ て いた で あろ う 。 


65. また あな た 方 は 、 あな た 方 の (先祖 の ) 内 、 
土曜 (の 安息 ) 日 を 破っ た 者 た ちの こと を 


1 「 信 仰 す る 者 た ち 」 で ある ムスリム *、 ユダ ヤ 教 徒 *、 キリ スト 教徒 * サービ ア 教徒 * の 内 、 

アッ ラー* を 正しく 誠実 に 信仰 し 、 復 活 と 清算 の 日 を 信じ 、 ア ッ ラ ー* が お 喜び に な る 行い 

に 励む 者 の 褒美 (ほう び ) は 、 ア ッ ラ ー* の 御 許 で 確か な も の と な る 。 そ し て 最後 の 預言 者 

* ム ハン マ ド * が 全 人 類 に 遺 2 わ さ れ た 後 、 ア ッ ラ ー* が イス ラー ム * 以 外 の 宗教 を お 

受け 入れ に な る こと は な い ( ム ヤ ッ サ ル 10 頁 参 照 )。 

「 怖 れ も な けれ ば 、 悲 し むこ と も な い 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *38 の 訳注 を 参照 。 

「 確 約 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *27、40 の 「 契 約 」 を 参照 。 

高 壁 章 171 も 参照 。 彼 ら は その 頑 迷 (が ん めい ) さと 不服 従 ゆ え 、 山 (原語 で は 「 ア ッ = テ 

トゥ ー ル 」、 シ ナイ 山 の こ と と され る ) を 落と す と 脅 (お ど ) され る まで 、 確 約 を 受け 入れ 

る こと を 拒ん だ (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 

5 彼ら へ の 啓典 トー ラー* を 信じ 、 そ の 中 に 記さ れ て いる 法 を 実践 する こと に お いて 真 撃 に 努 
力 せ よ 、 と いう こと (アッ テ タ バリ ー1:452-453、 ム ヤッ サル 10 頁 参照 )。 
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66. 


67. 


68. 


69. 


確か に 知っ た !。 . そ し て われ ら * は 彼ら に 、 
「 追 いや られ た 惨め な 猿 に な っ て し まえ 」 
と 言 ら た 。 


と うし て われ ら * は 、 それ (海岸 の 町 ) を そ 
の 時 代 と 、 (同様 の 罪 を 犯す ) それ 以後 の 
者 た ち に 対す る (見 せしめ の ) | 萌 と し 、 敬 劇 
な * 者 た ち へ の 訓 戒 と し た の で ある 。 


また (イス ラー イー ル の 子 ら * よ ) 、 ム ー サ 
ー* が 彼 の 民 に こう 言っ た 時 の こと (を 、 思 
い 起 こし て みよ ) 。 「 本 当 に ア ッ ラ ー* は 、 
あな た 方 に 一 頭 の 雌牛 を 層 る よう 命 命じ て 
お られ る 」。 彼 ら は 言っ た 。「 一 体 あ な た 
は 、 私 た ち を 馬鹿 に し て いる の か ?」 彼 ( ム 
ー サ ー*) は 言っ た 。 「 私 は 、 自分 が 無知 な 
( 咽 笑 ) 者 た ちの 仲間 と な ら な いよ う 、 
アッ ラー* に ご 加護 を 祈る 」。 


彼ら は 言っ た 。 「 あ な た の 主 * に 、 そ れ が ど 
ん な も の か 私 た ち に 明らか に し て くれ る 
よう 、 お 願い し て くれ 」。 彼 (ムー サー? 
は 言っ た 。 「 本 当 に かれ は 、 実に それ が 年 
老い た 和牛 で も 仔牛 で も な く 、 丁度 その 間 
に あたる 雌牛 で ある 、 と 仰せ られ る 。 な ら 
ば 、 命 じ ら れ た こと を せよ 」。 


彼ら は 言っ た 。「 あ な た の 主 * に 、 そ の 色 に 
つい て 私 た ち に 明らか に し て くれ る よう 、 
お 願い し て くれ 」 。 彼 (ムー サー*) は 言っ 
た 。 「 本 当 に か れ は 、 実 に それ が 見 る 者 を 
楽し ませ る 、 鮮やか な 真っ 黄色 の 雌牛 で あ 
る 、 と 仰せ られ る 」 


1 


高 壁 章 163-166 も 参照 。 


土曜 日 に 網 (あみ ) を し か けた り 、 


に 汐 を する こと と を 禁じ られ た が 、 土 曜 


彼ら - ある 海岸 の 町 に 居住 し て いた ユダ ヤ 教 徒 * た ち 
に 限っ て 魚 が 大 群 で 押し 寄せ た 。 そ れ で 役 ら は 
穴 を 掘っ た り し て お き 、 


GS nx ュ ン で 1 ン ン ン 
O TSE 


CR 2 
JI > i 


2 LE DHS Dt 


EN a $2 RP 
RE RS 


る ンー 
$ っ 9 し. の 
- は 、 土曜 


日 曜日 


に それ を 収穫 (し ゅ う 


か く ) する と いう ご ま か し を し た ( ム ヤ ッ サ ル 10 真 参照)。 


2. 雌牛 章 19 NN りー 
70. 彼ら は 言っ た 。「 あ な た の 主 * に 、 そ れ が ど FN EG 
ん な も の か 私 た ち に 明らか に し て くれ る よ | @5 生 対 交 放 gBbE 北 5 


71。 


74 


73. 


う 、 お 願い し て くれ 。 本 当 に 雌牛 は 、 私 た ち 
に 似通っ て 見 える の だ 。 そし て 本 当 に 私 た ち 
は 、 一 一 アッ ラー* が お 望み な ら ば 一 一 必ず 
や (目的 の 雌 邊 に ) 導 か れる か ら 」。 


彼 (ムー サー”) は 言っ た 。「 本 当 に か れ は 、 
実に それ が 地面 を 耕し た り 、 農 地 の 潮 六 を 
し た りす る 挿し め ら れ た も の で は な く 、 混 
じ り 所 の な い 無 導 の 雌 生 だ 、 と 仰せ られ 
る 」。 彼 ら は 言っ た 。 「 あ な た は 今 、 よ う 
や く 真 実 を 伝え て くれ た 」。 と うし て 彼ら 
は 雌牛 を (見 つけ 、 K 々 ) 層 っ た が 、 それ 
を や り 損ね そう な ほど ( 頑 迷 ) で あっ た ! 


あな た 方 が ある 者 を 殺害 し 、 そ の こと で 
( 罪 を ) 押し 付け 合っ た 時 の こと (を 思い 
起こ せ )3 ア ッ ラ ー* は 、 あな た 方 が 基 蔽 
し て いた こと を 暴露 著 さ れる 一 一 。 


それ で われ ら * は 言っ た 。「 そ の ( 肉 生 の ) 一 
部 で 、 彼 (死者 ) を 叩い て みよ (、 彼 は 生 
き 返っ て 犯人 を 告げ る で あろ う ) 」。 同様 
に アッ ラー* は (復活 の 日 、 死 者 を 生き 


こう 


1 教 友 *\ イ ブン ・ ア 


ッ バ パー ス * は 言っ て いる 。「( 最 初 の 
済ん だ こと だ っ た 。 し か し 彼ら が ( 


っ て いれ ば 、 


2 アー ヤ *49 の 「 あ な た 方 」 に 関す る 訳注 を 参照 。 


3 多く の 解釈 学者 は 、 こ の アー ヤ * で 示さ れ て いる 内 容 が 、 
ヤ *67-71) の 
この 事件 に は 、 
その 3 


頭 に あたる 
次 の よう な 背景 が ある と され る : ある 時 、 


ラン タン 


JON る Rt 


ie と スン ン の 0 
Saks 


I EA I ES 
OSS 


@ “< ラス G 


の ラマ タラン 
ーッ ンジ じ US5 

2 we る て っ クラ < 
ot i 


詩 点 で ) 最も 手ごろ な 雌牛 を 層 ( ほ ふ ) 
分 た ち で ) 上 厳し くし た た め に 、 
ー* も 彼ら に 対し て 厳し くさ れ た の だ 」( ア ッ = テ タバ リー1.478 参 


アツ フラ 


招 ) © 


雌牛 に まつ わる 


一 連 の 事件 (アー 


部 分 で ある と し て いる (アル = クル トゥ ビー1:445 参照 )。 尚 、 
犯人 不明 の 殺人 事件 が 起こ っ た 。 


カス ィ ー ル 1:293-298 参照 )。 


H 人 を 究明 する に あたっ て 、 イス ラー イー ル の 子 ら * の 集団 間 で 争い が 起き た の で 、 彼 
ら は ムー サー* に 犯人 の 特定 を 頼ん だ 。 ム ー サ ー 
死者 を 打 


* は 、 役 ら が 層 ( ほ ふ ) っ た 雌牛 の 一 部 で 
て ば 、 彼 が 生き 返っ て 犯人 が 誰か を 告げ る だ ろう 、 と いう 啓示 を 告げ た (イブ ン ・ 


2. 雌牛 章 / 20 NN りー 
返ら され 、 あ な た 方 が 分 別 する よう 、 あ な 
た 方 に その 御 徴 ! を お 示し に な る の だ 」。 

74 そし て その 後 、 あな た 方 の 心 は 硬く な り 、 の OUT 
岩 の よ うに 、 また は それ 以上 に 硬く な っ た 。 6512 よじ っ 
本 当 に 岩 の 中 に は 、 そ こ か らち 河 川 が 湧き 出 Ns 
i EH 割れ て 、 LE 0 
そこ か ら 水 が 流れ 出る も の さえ も ある 。 ま @ で し えい IP 
た その 中 に は 、 ア ッ ラ ー* へ の 異 怖 か ら 、 転 
げ 沙 ちる も の さえ も ある の だ ? 。 アッ ラー* 

は 、 NT 

75. 一 体 あな た 方 (信仰 者 は 、 彼ら (ユダ ヤ 教 | 3132 っ 2 する 96 
徒 O が あな た 方 (の 宗教 ) を 信じ る よう に I es 
な る こと を 、 所 望 し て いる と いう の か ? AE 
彼ら の 内 の 一 部 は アッ ラー* の 御 言 葉 を 確 
か に 聞き 、 そ れ を 理解 し た 後に 知り つつ 、 
それ を 改 穴 し た と いう の に 。 

76. また 、 彼ら (ユダ ヤ 教 徒 ” は 信仰 する 者 た CET EAA 


ち に 出会う と 、「 私 た ち は (あな た 方 の 宗 
教 を ) 信じ る 」 と 言っ た 。 そ し て 仲間 内 に 
な る と 、 (互い に こう ) 言っ た の だ 。「 一 
体 あ な た 方 は 、 ア ッ ラ ー* が あな た 方 に 明 ら 
か に され た こと ? を 、 彼 ら ( 信 仰 者 ) に 伝え る 
と いう の か ? それ に よっ て 彼ら が 、 あ な 
た 方 の 主 * の 御 許 で あな た 方 に 反証 する た 
め に ? 一体 、 あ な た 方 は 分 別 し な い の 
か ?」 


1 て この 「 御 徴 」 は 、 
2 カタ ー ダ * は この アー ヤ * に 関し 、 


アッ ラー* の 御 力 の 完 


容認 され た 。 そ し て (不信 仰 ゆ え に 心 が 硬く な っ た ) ア 


認 さ れ な か っ た の だ 」( ア ッ ニ タバ リー1.499 参照 )。 


3 トー ラー* の 中 で 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * に つい て 語ら れ た 真実 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 11 


照 )。 イ ムラ ー ン 家 章 73 も 参照 。 


る 5 GR くも と トッ 
Se CAE っ 


5 5 る 


②⑨、 つ る 5 そっ うう 


完全 さ を 示 す 証 拠 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 11 頁 参 照 )。 
こう 述べ て いる 。 「 ア ッ ラ ー* は 、 岩 の こ と は Ne 


ー ダ ム * の 子 ら の 悪人 の こと は 、 


NN 


2. 雌牛 章 a い Dt 

77. 一 体 彼ら は 、 ア ッ ラ ー* が 彼ら の 隠し て いる OASNS 
こと も 霞 わ に し て いる と こと も 、 全 て ど ご 存 知 ORAL 
で ある こと を 知ら な い の か ? 

78。 また 、 彼ら (ユダ ヤ 教 徒 の 中 に は 啓典 を | EN つじ ちり 
知ら な い 文盲 も いて 、 た だ 上 を 提 造 する だ さっ 和み 55SMS) 
け で ある 。 そ し て 彼ら は 、 憧 測 し て いる に 
過ぎ な い の だ 。 

79。 それ と 引き 換え に 僅か な 代価 を 得る た め 、 邊 | みあ 吉 ceo 
ら の 手 で 哨 典 を 書き 、 「 こ れ は 、 アッ ラー* の の PP の 
御 許 か ら 下 され た も の 」 な ど と 言う 者 に 、 炎 | zz 3238C3。 
いあ れ 。 そし て 彼ら の 手 が 書 いた も の ゆえ に 、 の 5 と だ 9564 
彼ら に 災い あれ 。 また 、 (その こと で ) 彼ら - 
が 稼ぐ も の ゆえ に 、 彼 ら に 災い あれ 。 

80. ま た 、 彼ら (イス ラー イー ル の 子 ら は 言 CT ES NG 
っ た 。「 (地獄 の ) 業火 が 私 た ち に 人 触れ る 8 KA 2 
の は 、 どう せ 数 日 間 だ け だ !」 。( 使 徒 * よ 、) る 計る SE 
言っ て や れ 。 「 一 体 あ な た 方 は 、 アッ ラー ン EN 
* の 御 許 で (その よう な ) i PS 
う の か ? そう で ある な ら 、 ア ッ ラ ー* は 決 
し て 契約 を 反故 に は され な い 。 そ れ と も あ 
な た 方 は アッ ラー* に 対し 、 知 り も し な いこ 
と を 言う の か ?」 

81. いや 、 誰 で も 悪行 を 稼ぎ 、 自 ら の 過ち が Sk 
自分 自身 を が ん じ が ら め に し て し まっ た | 32S と 3 
者 2 それ ら の 者 た ち は 業 火 の 住民 で あり 、 AEG 
彼ら は そこ に 永遠 に 留まる の だ 。 


1 一 説 に は ユダ ヤ 教 徒 * の 一 
四 十 


1:313-314 参照 )。 


2 ここ で の 「 悪 行 」 と は 、 シ ルク * の こと と 言わ れる 。 


部 は 、 彼ら が 業火 に 焼 か れる の は 、 彼ら の 祖先 が 仔牛 を 崇拝 し た 
日 間 だ け で ある と 主張 し た (アッ ニタ バリ ー1:517-520、 イ ブン 


・ カ スィ ー ル 


方 「 


分 自身 を 過ち で が ん じ が ら め 」 


に する 者 と は 、 そ の まま 悔 悟 せ ず に 死 を 迎え る こと を 指す 、 と 言わ れる (アッ テ タ バリ ー 
1:522-525 参照 )。 


2. 雌牛 章 メグ 22 いい らら か 

82. そし て 信仰 し 、 正 し い 行い * を 行っ た 者 た 3 と し る の 1FG4Pe 
ち 、 そ れ ら の 者 た ち は 天国 の 住民 で あり 、 OE Ga 
彼ら は そこ に 永住 する 。 

83. また 、 わ れ ら * が イス ラー イー ル の 子 ら * の NS EY 
(次 の よう な ) 確約 を 取っ た 時 の こと (を | 所 lo2 直 2 人 6 いそ 9 59 
思い 起こ す が よ い ) 。「 ア ッ ラ ー* 以 外 の 何 | 60 6 
NN る > あせ っ AU 
孝行 し 、 親 戚 、 孤児 、 貧者 * ら に も ( 普 行 を | 5 らち 0 あう 
尽く せ ) 。 , また 人 々 に 対し て は 善い 言 言葉 を の も た を こっ 
か け 、 礼 振 を 遵守 * し 、 浄 財 * を 支払 う の 
だ 」。 (と ころ が ) その 後 あな た 方 は 、 あ 
な た 方 の 内 の 僅か な 者 た ち を 除い て 、 身 を 
- 翻 し 、 背 を 向け た 。 

84. また (イス ラー イー ル の 子 ち * よ ) 、 A CE CR A 
ら * が あな た 方 の (次 の よう な ) 確約 を 取 | 作る く 所 っ ん 3 
っ た 時 の こと (を 思い 起こ し て みよ ) 。 oOVY ま 5 を 1 すく た 
「 あ な た 方 の 血 を 流し た り 、 あ な た 方 自 
身 を 住居 か ら 追 放 ! し た り し て は な ら な 
い 」。 そ れ か ら あ な た 方 は (それ が 正 し 
いと と で ある こと を ) 証言 し つつ 、 承 認 
し た 。 

85.、 その後 、 あ な た 方 と いう 人 た ち は 、 罪 と に か (もい は その 
侵害 を も っ て 互い に ( 瑞 と) 協力 し 合い な yo つう 
が ら あ な た 方 自身 を 殺し 、 あ な た 方 の 一 派 tC 
を その 住居 か ら 追 放す る *。 そし て 、 も し 彼 I 
ら が 捕虜 と な っ て あな た 方 の も と に や っ I ほじ と 
て 来れ ば 、 彼 ら の 追放 が (そもそも ) 違法 i と 1 

ER 


で ある に も 関わ ら ず 、 あ な た 方 は 彼ら の 身 


1 つま り 、 お 互い に 殺 


2 アー ヤ *84「 追 放 」 の 訳注 を 参照 。 


合っ た り 、 追 放し 合っ た りす る こと 


( ム ヤ ッ サ ル 13 頁 参照 )。 


2. 雌牛 章 LN らら か 
代金 を 払う !。 一 体 、 あ な た 方 は 啓典 の 一 部 | axzfas3i< を っ 5 
だ け を 信じ 、 他 の 部 分 は 否定 する と いう の つと 2 し 
か ? な ら ば 、 あ な た 方 の 内 で その よう な | あっ EoW ら GR 
こと を する 者 の 報い は 、 現世 の 生活 に お け 
る 届 辱 で し か な い 。 復 活 の 日 *、 彼 ら は こ 
の 上 な く 厳 し い 徐 調 へ と 戻さ れる の だ 。 ア 
ッ ラ ー* は あな た 方 の 行い に 、 決 し て 税 導 で 
は あら れ な い 。 

s6。 そ れ ら の 者 た ち は 、 来 世 と 引き 換え に 現世 CU は CUTE 
の 生活 を 買っ た 者 た ち 。 ゆえ に 懲罰 が 、 彼 TN 
ら か ら 軽 減 さ れる こと も な けれ ば 、 彼 ら が あの は る 
(誰か に ) 救 わ れる こと も な い 。 

87. ま た 、 わ れ ら * は 確か に ムー サー* に 啓典 ( ト | 8 53z33 
ー ラ ー や を 授け 、 使 徒 * た ち に その 後 を 継が | eC 
せ た %。 そし て マル ヤム * の 子 イ ー サ ー* に 明 ob レン 
証 * を 与え 、 聖霊 で 彼 を 強め た 。 ー 体 、 使徒 EI 2 と 2 に 
* が あな た 方 の 気に入ら な いも の を 携え て OC GRE 


あな た 方 の も と に 来る た びに 、 あな た 方 は 
令 慢 に な り 、 ある 一 派 の こと は 嘘つき 呼ば 
わり し 、 ま た 別 の 一 派 の こと は 殺 害する と 
いう の か ? 


— 


イス ラー ム *\ 到 来 以前 の マデ ィ ー ナ * で は 、 
分 か れ 、 互 い に 和 争い 合 


アラ ブ 住 民 が アウ ス 族 と ハズ ラジ ュ 族 の 二 派 に 
っ て いた 。 そ し て カイ ヌカ ー ウ ゥ 族 、 ナ ディ ー ル 族 、 ク ライ ザ 族 と い 


っ た 当地 の ユダ ヤ 教 徒 * も また 、 不 信仰 者 * で ある それ ら の アラ ブ 部 族 と 各々 同盟 し て 互い 


に 敵対 
た が 、 

う 矛 盾 
ムー サ 


tv 


ー* と は 異な る 法 を も た らし た た め 、 


の 


この 「 明 証 」 と は 、 イ ムラ ー ン 家 章 49、 食 卓 


し 合い 、 同士 討ち を し て いた 。 その こと 


* の 後 イ ー サ ー* の 到来 まで 、 


(1:321 参照 )。 


奇跡 の こと (アッ テ タ バリ ー1.:544 参照 )。 


に 


体 ト ー ラ 
彼ら は 戦争 で 同胞 が 捕虜 に され れ ば 、 トーラー* の 教え に 則っ て 身代金 を 払う 、 と い 
を 犯し て いた (アッ = テ タ バリ ー1.:536-537 参照 )。 

アッ ラー* は トー ラー* の 法 で 裁く 使徒 *・ 預 言 者 * を 遺 
わ さ れ た (食卓 章 44 参照 )。 6 ・ カ スィ ー ル * に よれ ば 、 イ ー サ ー*\ は 一 部 トー 
アッ ラー* は 彼 に 様々 な 奇跡 を 授け た の だ と いう 


* で 禁じ られ て いた こと で あっ 


仙 


| 


章 110 な ど に 示さ れ て いる よう な 、 数 々 の 


大 半 の 解釈 学者 に よれ ば 、 天 使 * ジ ブリ ー ル * の こと (アッ テニ サ ァ ディ ー58 頁 参 照 )。 


2. 雌 生 章 / 24 \ ND 
88. 彼ら (イス ラー イー ル の 子 ら ?) は 、 言 っ た 。 EG 
「 私 た ちの 心 は 和 覆 わ れ て いる (か ら 、 あ な ONE すす 


た の 言う こと が 分 か ら な い ) 」。 い や 、 

ツ ラー な その 不信 凶 ゆえ に 彼ら を 呪 われ 
た ! の だ 。 彼ら は 、 倍 か ば か り し か 信仰 し な 
いと こと よ 。 


ダ っ 


rs 


s9. 彼ら は 、 一 一 か つて 、 不 信仰 だ っ た * 者 た ち | 8 る re eR 
に 対す る 勝利 求め て いた に も 関わ ら ず | つま っ 3oxiA そ っ スジ し) 
ーー ア ッ ラ ー* の 件 許 か ら 彼ら に 、 彼 ら の も A VE NE 
と に ある も の を 確証 する 啓典 が も た ら さ DEN EAR VE 
れ た 時 、 そ し て 彼ら が 知っ て いた も の が 彼 
ら の も と に 到来 し た 時 、 それ を 否定 し た の 
だ 2。 な ら ば アッ ラー* の 呪い 3 は 、 (使徒 * 
ムハンマド * と クル アー ン * を 否定 する 全て 
の ) 不信 仰 者 * た ちの 上 に ある 。 

90. 彼ら (イス ラー イー ル の 子 ら ) が 、 ア ッ ラ | の 下 に 
ー* が 下さ れ た も の を 始 み ゆえ に 否定 する | 3 と 頒 3C る 陶 伏 と 。 
こと と で 、 自 分 自身 と 交換 し た も の の 、 何 と | こる 5 GS 
醒 悪 な こと か 。 アッ ラー* は その 僕 の 内 、 の の とこ らし を 
時 00 コウ ド り ) に ご 恩 鐘 を 下さ 
れる と いう の に 4。 こう し て 彼ら は (アッ ラ 

1 「 呪 い 」 と いう 訳語 を 当て た 原語 は 「 ラ アナ 」 で あり 、 語源 的 に は 「 追 いや る 」「 遠 ざけ る 」 

な どの 意味 を 含む 。 つ まり 「 ア ッ ラ ー の 呪い 」 と は 、 か れ か ら 遠 ざけ られ 、 見 放さ れる こ 


ww 


た 


と を 指す の だ と いう (アッ = テ タ バリ ー1:549 参照 )。 


マデ ィ ー ナ * の ユダ ヤ 教 徒 * は 、 


最後 の 預言 者 の 出現 が 近い と し 、 
勝利 を 収め る こと を 願っ て いた 。 し か し 、 い ざ 預 言 者 * と し て の 特 
彼 を 嘘つき 呼ば わ お り し た ( ム ヤ ッ サ ル 


役 に 従 っ て 同 地 の ア ラブ 


人 不信 仰 者 * ら と 戦い 、 
微 と 正直 さ で 知ら れ た ムハンマド * が 到来 する と 、 
14 頁 参 照 )。 
「 ア ッ ラ ー* の 呪い 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *88 の 訳注 を 参照 。 


預言 


者 * と 使徒 * は 、 長 らく イス ラー イー ル の 子 ら *、 


つま り イ スハ ー ク * の 息子 ヤ ア クー プ }* 


の 子孫 か ら 選 ば れ て いた が 、 最後 の 預言 者 * ヘ ムハンマド * は イス マー イー ル * の 子孫 の アラ ブ 


人 で あっ た 。 こ の こと も 、 ユ ダ ヤ 教 徒 


あ 


っ た と いう (アッ = テ タ バリ ー1.:557.-559 参照 )。 


の 彼 に 対す る 妨 如 (し っ と ) を 誘う 、 大 き な 一 因 で 


2. 雌牛 章 / 25 い 5) と て 
ー* の ) お 怒り の 上 に 、 更 な る お 怒り を 買っ 
て 戻っ て 来 た ! o 不信 仰 者 * た ち に は 、 屈辱 
的 な 懲 宙 が ある 。 
91. また 彼ら (ユダ ヤ 教 徒 り は 、「 ア ッ ラ ー* が | Gb 


下さ れ た も の (クル アー ン ?) を 信じ よ 」 と 
言わ れれ ば 、「 私 た ち は 、 自分 た ち に 下さ れ 
た も の (だ け ) を 信じ る 」 と 言っ た 。 そし て 
その 後 の も の は 、 それ が 彼ら の も と に ある も 
の を 確証 する 真理 で ある の に 、 否 定 する の 
だ 。 (使徒 * よ 、) 言っ て や る が よい 。「 な 
ら ば 、 な ぜ あ な た 方 は 以前 、 ア ッ ラ ー* の 預 
言 者 * た ち を 殺害 し た の か ? も し 、 あ な た 
方 が (本 当 に ) 信仰 者 だ た と する な ら ば 」 。 


92。 ムー サー* は 明 証 2 を 携え て 、 確か に あな た 


93 また < 


方 3 の も と に や っ て 来 た 。 それ か ら 、 あな た 
方 は 彼 の (出発 ) 後 、 不 正 * に も 仔 生 を ( 岩 振 
* の 対象 と ) な し た の で ある 。* 


われ ら * が あな た 方 の 確約 を 取っ た 
時 の こと (を 思い 出し て みよ ) 。 わ れ ら * 
は あな た 方 の 上 に 山 を 掲げ (、 言 っ ) た 
ER 真 誤 

受け 取り 7、 聴 き 従う の だ 」。 (し か し ) 
人 ら は 計っ た 。 「 私 た ち は 間 き は する が 
逆 ら お う 」 。 そ し て その 不信 仰 ゆ え に 、 彼 


— 


sl 


w 


た 


wn 


[er 


7 


こと の 「 戻 っ て 来 た 」 に つい て は 、 ア ー 
と の 「 明 証 」 と は 、 高 壁 草 107、108、 
数 々 の 奇跡 に 代表 され る 、 彼 の 


133、 


グ ご 51。 
「 確 約 」 に つい て は 、 ア ー ヤ \*27、40 の 「 契 約 」 
この 出来 事 の 詳細 に 関し て は 、 
「 真 撃 に 受け 取る 」 に つい て は 、 


アー ヤ *63 の 訳注 を 参照 。 
アー ヤ *63 の 訳注 を 参照 。 


EE EI 
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ヤ *61 の 訳注 を 参照 。 

詩人 た ち 章 63 な ど に 描写 され て いる よう な 
E 直 さ を 示 す 証 拠 の こと (アッ ニタ バリ ー1:564 参照 )。 
と の 「 あ な た 方 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *\*49 の 訳注 を 参照 。 

高 壁 章 142-153、 タ ー・ ハ ー 章 83-98 参照 。 

を 参照 。 


2. 雌牛 章 


LL 


A -Y 


94. 


95、 


96. 


97、 


ら の 心 に は 仔牛 (へ の 愛情 ) が 注ぎ 込ま れ 
て ( 汐 みこ ん で ) し まっ た の だ 。 言っ て や 
る が よい 。 「 あ な た 方 の 信仰 が あな た 方 に 
NR 何と 醒 悪 な と こと とか? も 

し 、 あ な た 方 が (本 当 に ) 信仰 者 で ある と 
いう な ら 」。 


陳 徒 * よ 、 彼 ら イ スラ ー イ ー ル の 子 ら * に ) 
っ て や る が よい 。「 ア ッ ラ ー* の 御 許 で の 
世 の 住ま い (で の 恩恵 ) が 、( 他 の ) 人 々 
に は 許さ れ な いあ な た 方 の 専有 で ある の 
な ら 、 死 を 望ん で みた らい か が か ? も 
し 、 あ な た 方 が 真実 を 語っ て いる と いう の 
で あれ ば (、 だ が ) 」。 * 


彼ら は 自分 た ち が 行 っ て きた こと ゆえ 、 決 
し て その よう な こと を 望ん だ り は し まい 。 
アッ ラー* は 、 不 正 * 者 た ちの こと と を ど ご 存 知 
の お 方 。 


また (使徒 * よ 、) あな た は 、 彼ら (ユダ ヤ 
教徒 ) が 最も 生 に 執着 する 人 々 で あり 、 
シル ク * を 犯し て いる 者 た ちよ り も そう で 
ある の を 、 必 ず や 見 出す で あろ う 。 彼ら の 
1 に は 、 干 年 で も 生き た いと 望む 者 が い 
る 。 (た と え そ の よう に ) 長生 き し た と し 
て も 、 懲 注 から 逃れ る こと 3 
が 。 アッ ラー* は 、 彼ら の 行う こと を ご 覧 

な ( り 、 i る 
お 方 。 

言っ て や る が よい 。 「 た と え 、 ジ ブリ ー ル 
* に 対し て 敵対 する 者 が あろ うと (、 その よ 
うな 敵対 心 に は 何 の い われ も な い ) 、 実 に 


し 商 下 


1 アー ヤ *111 参照 。 


メー ンー 


タン イー ラン スン と や セ 
22 Lg 6 
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2. 雌牛 章 


2 


A -Y 


98. 


99; 


101. 


で し て 一 体 、 


彼 (ジブ リー ル * や は アッ ラー* の お 許し 
に より 、 あ な た の 心 に それ (クルアーン? 
を 、 それ 以前 の も の ( 謗 交 典 ) の 確証 、 
信仰 者 た ち に と っ て の 導き 、 吉 報 と し て 
下 し た 者 な の だ か ら ! 


アッ ラー* と その 天使 * た ち 、 そ の 使徒 * た 
ち 、 ジ ブリ ー ル *、 ミ ー カ ー ル (ミー カ 
イー ル ?) に 敵対 する 者 が あろ うと 、 実 に 
アッ ラー* は (その よう な ) 不信 仰 者 * た 
ち に 対し て の 英 な の だ 」。 


(使徒 * よ 、) われ ら * は 確か に 、 あ な た 
へ 明白 な 御 徴 ? を 下 し た 。 そし て それ を 否 
定 する の は 、 放 逃 な 者 た ちの み で ある 。 


彼ら (イス ラー イー ル の 子 
ら ゃ ) が 契約 を 結ぶ た び 、 彼ら の 内 の 一 派 
は それ を 破棄 し た と いう の か ? いや 、 
彼ら の 大 半 は 信じ な い 。 

また 、 ア ッ ラ ー* の 御 許 か ら 、 彼 ら の 手許 
に ある も の (トー ラー* を 確証 する 
使徒 *( ム ハン マ ド り が $ 到来 し た 時 、 啓 』 
を 授かっ て いた 民 の 一 派 は あたかも 何 
も 知ら な いか の よう に 、 ア ッ ラ ー* の 書 
PD の の 

だ 。 


に = 


1 この アー ヤ * は 、 預言 者 * が 、 ある ユダ ヤ 教 徒 * た ち 
「 ジ ブリ ー ル * だ 」 と 答え た 所 、 
私 た ちの 敵 だ 。 慈悲 と 植物 と 雨 を も た ら す ミー カー イー ル * だ 、 
っ た と と に 関し 、 下 っ た と 言わ れる (アフ マ ド 2483 参照 )。 
な 御 徴 」 と は 、 彼 の 預言 者 * 性 を 示す 証拠 の こと 。 ア ッ ラ ー* は 彼 に 啓 
* の 中 で 、 ユ ダ ヤ 教 徒 * の 学者 し か 知ら な いよ うな 彼ら の 秘密 や 、 
トー ラー* に お いて 改ざん され た 物事 な ど を 明らか に され た (アッ ニタ バリ ー 


2 て の 「 明 
ルアー ン 
去 の 出来 事 、 


1:586 参照 )。 


ン イジ シン の ネン シン ンー ン 

< と と っ 2 6. と OU っ の 
プイ タン マン ン テイ = と ララ ン 
BO ns 9 AD 


> は の ンタ の 70y41 


に 「 あ な た の 同伴 者 は 誰か ?」 と 聞か れ 
「 ジ ブリ ー ル * は 戦争 ・ 殺 し 合い ・ 懲 罰 を も た ら す 者 で あり 、 


と 言え ば よい も の を 」 と 言 


示し た ク 
彼ら に 起き た 過 


2. 雌牛 章 


/ 28 \ 


102. また 彼ら (ユダ ヤ 教 徒 め は 、 ス ライ マー 


ン * の 王権 (の 時 代 ) に つい て 、 シ ャ イタ 
ー ン * が 語 貞 る こと ! に 従っ た 。 スラ イマ ー 
ン * は 、 不信 仰 に な ど 陥 っ て は いな い 。 し 
か し シャ イタ ー ン * た ち が 不 信仰 (の 行 
い ) を 犯し 、 人々 に 魔術 と 、 バー ビル ( バ 
ビ ロ ン ) で ハー ルー ト と マー ルー ト 2 の 両 
天使 に 授け られ た も の を 伝授 し て いた の 
で ある 。 両 天使 は 、 「 私 た ち は 本 当 に 、 誠 
練 な の だ 。 . だ か ら (魔術 を 習い 、 シャ イ 
ター ン * に 従う こと で ) 、 不信 仰 に 陥っ 
て は いけ な い 」 と 言っ て か ら で な けれ ば 、 
誰 に も 教え は し な か っ た 。 そし て 彼ら は 
二 人 か ら 、 夫 と その 妻 の 間 を 裂く 術 を 学 
ん だ 一 一 彼ら と て アッ ラー * の お 許し が 
な けれ ば 、 誰 の こと も それ で 害する こと 
な ど 出 来 な い の だ が 。 また 彼ら は 、 
自分 ) た ち を 害し は し て も 、 益 し は し な い 
も の を 学ん だ 。 そ し て 彼ら は 、 それ (魔術 ) 
を (真理 と 引き 換え に ) 買っ て し まっ た 
者 な ど に は 、 来 世に お いて いか な る ( よ 
き )2 分 け 前 も な いと いう こと を 、 確か に 承 
知 し て いた の だ 。 そ れ で 彼ら が 自 . ら を 売 
っ て 手 に 入れ た も の の 、 何と 実に 醒 悪 な 
こと こと か 3。 彼 ら が (その こと を ) 知っ て い 
た ら (、 そ ん な こと は し な か っ た ろう に ) 。 


= 


せつ つ 、 人 々 に 魔術 を 提示 し た (アッ = テニ サ ァ デ ィ ー60 頁 参 
力 だ け で は 役不足 で ある 何ら か の 
事 で 、 そ の 助力 と する も の 」。 付 


呈 
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シャ イタ ー ン * ら は 、 ス ライ マー ン * が 魔術 に よっ て 偉大 な 王 


国 を 手 に し た の だ と 思 


い 込 ま 


照 )。 ま た 、 魔 術 と は 「 人 間 の 


上 か け や 道 具 を 


sl 


手品 な どの 類 は 


、 こ の 内 【 


参照 )。 
ン * は ユダ ヤ 教 徒 * た ち に 魔術 を 教え た が 、 
(た っ と ) ぶ ほ ど に な る まで 、 彼 ら の 間 に 広 まっ た 


(前 掲 書 、 


的 を 達成 する た め 、 シ ャ イタ ー ン * へ の お 近づき を を ぢ う 
いた り 、 手先 の 器 
こ は 入 ら な い (アル = バイ ダー ウィ ー1:371-372 参照 )。 

ハー ルー ト と マー ルー ト は 、 人 間 を 試練 に か ける た め に 天 か ら 下 され た 天使 * で ある と 言わ 
れる ( ム ヤ ッ サ ル 16 
3 ジャ イタ ー 


] さ な ど を 利 / 


1 し て 行う 


それ は 、 彼 ら が それ を 抄 


同 頁 参照 )。 


mA よ り も 尊 


2. 雌牛 章 / 29 い まう EE 
103. 彼ら (ユダ ヤ 教 徒 O が も し 信仰 し 、 ( ア eG 
ッ ラ ー* を ) 良 れ * た の な ら 、 ア ッ ラ ー* の 御 0 AE RIN 


104. 


105. 


106. 


許 で の 奏 度 美 こそ が (魔術 と それ に よる 利 
益 ) より 善 か っ た の だ 。 も し 彼ら が ( そ 
の こと を ) 知っ て いれ ば (、 信 仰 し た で 
あろ うに ) 。 


信仰 する 者 た ちよ 、「 私 た ち に 配慮 し て 
下さ い 」 な ど と 言っ て は な ら な い 。 し か 
し 、「 私 た ち を 見 守っ て 下さ い 」 と 言っ 
て '、 (クル アー ン * を ) 聴く の だ 。 不信 仲 
者 * に は 、 痛 まし い 6 微 罰 が ある 。 


啓典 の 民 * や シル ク * の 徒 と いう 不信 仰 に 
陥っ た * 者 た ち は 、 あ な た 方 の 主 * か ら あ 
な た 方 の も と に 、 い か な る 善き も の が 下 
され る こと も 望ま な い 。 ア ッ ラ ー* は 、 か 
れ が お 望み に な る 者 に 、 その ど ご 慈悲 を 特 
別に お 授け に な る 。 そし て アッ ラー* は 、 
偉大 な 恩 鐘 の 主 で あら れる 。 


アー ヤ * を 撤回 する に せよ 、 ま た は 忘れ さ 
NM われ ら * は それ より 善い も の 

、 あ る い は 同等 の も の を も た ら す の で 
寺 げん 


(預言 者 * よ 、) 一 体 あ な た (と そ 


— 


ムスリム * た ちの 預言 


者 * に 対す る 言い 回 し に 


Ce ST ご GG 
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2PGSIAINTS 
DOIN LE TE 
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~~ 


0 記 人 が A 


は 、「 私 た ち に 配慮 し て 下さ い ( ラ ー イ ナー)」 


と いう 言葉 が あり 、 そ れ に は 「 私 た ち を 見 守っ て 下さ い 」 「 私 た ち が 理 解す る まで 、 お 待ち 


下さ い 」 と いう 意味 が あっ た 。 し か し ユダ ヤ 教 徒 * ら は 、 そ の 言葉 を 預言 者 へ の 悪口 に 利 
し た 。 彼ら は 一 
の 言葉 で 、 へ ブ ライ 語 の 同音 の 悪 


TO 


w 


が 撤回 され た も の (学者 間 の 意見 が 


の 意味 だ が 、 


説 に 、 そ れ を 「 ラ ァ ン (愚か さ )」 と いう 


を 意図 し た 。 それ で ア ッ ラ ー* は その 言葉 を 禁じ 、 同様 

その よう な 害 の 恐れ の な い 「 私 た ち を 見 守っ て 下さ い (ウン ズル ナー)」 と い 
う 言 葉 を 使う よう に 命じ た の で ある (アル テバ イダ ー ウ ィ ー1:375 参照 )。 

こと の 「 ご 慈悲 」 は 特に 、 預 言 者 * 性 ・ 使 徒 * 性 の こと を 指す と 言わ れる ( ム ヤ ッ サ ル 16 


学者 に よっ て その 数 や 特定 の 仕方 は 異な る が 、 
の アー ヤ * の 規定 に よっ て その 規定 が 撤回 され た も の と 、 代 替 (だ いた い ) な し に その 規定 
致し て いる も の の 例 と し て は 、 抗弁 する 女 章 12) が 


クル アー ン * の アー ヤ * に は 、 


意味 に 結び つけ 、 ま た 一 説 に は そ 


参照 )。 


後に 下っ た 別 


2. 雌 千 章 ブ 30 NN りら と 
の 信徒 た ち ) は 、 ア ッ ラ ー* が 全て の こと 
I 

107. (預言 者 * よ 、) 一 体 あな た (と その 信徒 NE A TAS 
た ち ) は 、 天 地 の 王 権 が アッ ラー* の み に SY 


属す る こと を 知ら な い の か ? あな た 方 Sa 
に は アッ ラー* 以 外 に 、 いか な る 底 s 穫 者 * 
も 援助 者 も いな い の だ 。 


キン ラテ ネイ 


108. いや (人 々 よ ) 、 一 体 あ な た 方 は 、 か つて に と と bobe So の も 
ムー サー* が 注文 され た よう に 、 あ な た 方 の | を 0 と の 用 ビ タプ 
使徒 * に 注文 を つけ た い の か ?! 信仰 を 不 SL EEEN 
信仰 に 取り 換え る 者 は 誰 で あれ 、 確 か に 真 
っ 当 な 道 か ら 迷 い 去っ て いる の で ある 。 


109. 啓典 の 民 * の 多く は 、 彼 ら に 真理 が 明らか | っ を る 
に され た 後 で も 、 彼 ら 自 身 か ら の 鱗 始 ゆ | ンー を っ を っ と いろ は 
え 、 あ な た 方 が 信仰 し た 後に 不信 仰 者 * に ーッ 
戻 そう と 望ん で いる 。 な ら ば 、 アッ ラー* | 氷 eszb1A2 
が ご 裁決 々 を お 下 し に な る まで 彼ら を 大 目 | a ちあ に 所 
に 見 、 見 逃し て や る が よい 。 本 当 に アッ ラ - ーー 
ー* は 、 全て の こと を お 出来 の お 方 で ある 。 


110. (信仰 者 た ちよ 、 ) 礼拝 を 遵守 * し 、 浄 財 TA RE 

"を 払う の だ 。 ど ん な 善い と と で も 、 自 分 | pt た っ と っ 8 
自身 ひ た め に 前 も っ て 行っ て お け ば 、 あ OE RI NE Ne 
な た 方 は それ (褒美 ) を 、 ア ッ ラ ー * の 御 


ある a 「 ク ルアー ン 諸 学研 究 」416-417 頁 参照 )。 ま た アッ ラー* の ご 決定 
に より 、 i そこ に 含ま れる 規定 も ろ と も 消滅 し た ケー ス も ある (同書 
413 和 の 雷鳴 章 39、 蜜 蜂 章 101 と その 訳注 も 参照 。 


= 


ムー サー* が イス ラー イー ル の 子 ら * の 無理 難題 に 苦労 し た (アー ヤ *55 な ど 参 照 ) よ うに 、 
預言 者 * ム ハン マ ド * も 、 周囲 の 不信 仰 者 * た ちか ら 奇 跡 を 起こ すこ と な ど 、 様 々 な 注文 を つ 
けら れ た (家畜 章 109-110、 ユ ー ヌ ス * 章 97、 夜 の 旅 章 90-93、 タ ー・ ハ ー 章 133、 預 言 
者 * た ち 章 5、 識 別 章 7-8、 創 成 者 * 章 42 も 参照 )。 

彼ら と の 戦い の 許可 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 17 頁 参照 )。 雌 牛 章 190、 悔 悟 剖 29、 巡 礼 * 章 
39 な ども 参照 。 


) 


2. 雌牛 章 メグ 80 らら か 
許 で 見 出す で あろ う 。 本 当 に ア AE 
は 、 あな た 方 の 行う こと (全て ) を ご覧 に 
な る お 方 な の だ か ら 。 

ill. 彼ら (啓典 の 民 り は 言っ た 。「 ユ ダ ヤ 教 | Su と MOE 
徒 ? か キリ スト 教徒 * で ある 者 の 外 は 、 決 | ゆっ 5 を っ 蓄 は 
し て 天国 に 入れ な い 」。 そ れ は 彼ら の ③ そ ぁ ょ の を と に と を とら 
根拠 も な い 願 望 で ある 。 (使徒 * よ 、) 言 
っ て や る の だ 。「 明 証 を 見 せ す て み よ 。 も 
し あな た 方 が 、 真 実 を 語 っ て いる と 言う 
の な ら 」。 

112 いや 、 誰 で あろ うと 、 普 を 尽く す 者 で あ | 265 っ 2 ある 4 
りつ つ 、 ア ッ ラ ー の み に 顔 を 向け て 服従 FEED DE 
する 者!、 彼 に は その 主 * の 御 許 に 朋美 が あ OS 
る 。 そ し て 彼ら に は 怖 れ も な けれ ば 、 悲 
し むこ と も な い <2。 

113. また 、 ユダ ヤ 教 徒 * よ 「 キ リス ト 教 徒 * (の EE NIL 
教え ) は 、 全 く (正当 な ) 根拠 が な い 」 | も 9 に 3 の Js 
と 言い 、 キ リス ト 教 徒 * も 「 ユ ダ ヤ 教 徒 * | < 拓 まこ Ego た > 
(の 教え ) は 、 全 く (正当 な ) 根拠 が な RN 
い 」 と 言っ た 。 彼ら は 、 (自分 た ちの ) 秘 典 | ふっ cz ML と ュ ao っ 
を 読 許 し て いる の に 3。 こ の よう に 、 知ら 
な い 者 た ち * も 、 彼 ら と 同様 の こと を 言っ 


= 


教え に 忠 
従 す る 」 と は 
こと 。 こ こ で 「 顔 」 の み が 言 及 さ れ て いる の は 、 


「 普 を 尽く す 」( 宙 蜂 草 128 の 訳注 
に と (イブ ン ・ カ スィ ー ル 185 参 昌 。「 ア ッ ラー の み に 顔 を 向け て 服 
: 辻 で も っ て 、 真琴 (し ん し ) に アッ ラー に 従う 
顔 が 人 間 の 身体 で 、 最 も 高 


も 参照 ) と は 、 


実に 従う 


や 心 や 身体 を 含む 全身 


ッ ラ ー へ の 上 服従 に お いて 、 そ の 使徒 の 


貴 な 部 位 で あ 


る た め と され る (アッ = テ タ バリ ー3:1724 参照 )。 こ の 「 イ スラ ー ム の 教え の 遵守 」 と 「 ア 
ッ ラ ー に 対す る 真 軸 さ 」 と いう 二 つ が 揃 (そろ ) っ て 初め て 、 行 為 は 受け 入れ られ る ( イ 


ブン ・ カ スィ ー ル 1:385 参 
「 怖 れ も な けれ ば 、 悲 し むこ 


sl 


A)。 
と も な い 」 に つい て は 、 


3 トー ラー* に も 福音 * に も 、 全 て の 預言 者 *・ 使 
18 頁 参照 )。 
4 「 知 ら な い 者 た ち 」 と は 、 啓 典 の 


民 * 以 外 の シル ク * の 徒 の こと (前 掲 書 、 


アー ヤ *38 の 訳注 を 参照 。 


同 頁 


] 
/ 


j 徒 * を 信 i じ る 義務 が 説 か れ て いる ( ム ヤ ッ サ ル 


2. 雌牛 章 / 32 い 5) と て 
た の だ 。 な ら ば アッ ラー“ は 復活 の 日 ^、 
彼ら が 意見 を 異 に し て いた こと に つい 
て 、 彼 ら の 間 を 裁 か れ (、 彼 ら に 応報 を 
お 与え に な ) る 。 

114 アッ ラー* の マス ジ ド * で 、 か れ の 名 が 唱 OPEC の 
えら れる こと を 阻 み 、 そ の 破壊 に 努め る | SE CVE GS NG 
者 た ち 以上 に 不正 * を 働く 者 が あろ う NN 
か ? それ ら の 者 た ち は 、 頂 気 づか ず に OEE 
は そこ に 人 る こと が 出来 な い 。 彼ら に は 
現世 で 屈辱 が あり 、 . ま た 彼ら に は 来世 に 
お いて 、 こ の 上 な い 懲 罰 が ある 。 

115. 東 も 西 も (その 間 の も の も 全て 、) アッ 222 っ 5 る 3 9 
ラー* の も の 。 あ な た 方 が ど : こ を 向こう と Ok NS Va 
も 、 そこ に は アッ ラー* の 御 顔 が ある '。 本 
当 に アッ ラー* は 広 量 な * お 方 、 全 知 者 で 
あら れる 。 

il6. 彼ら (啓典 の 民 * や 、 その 他 シ ルク * の 徒 ) CO CANE 
は 言っ た 。「 ア ッ ラ ー* は 御子 を も うけ ら $ っ 52 NEN 
れ た 」 。 か れ (アッ ラー*) に 称え * あ れ 2。 
いや 、 か れ に こそ 、 諸 天 と 大 地 に ある も 
の (全て ) は 属す る 。 全て は 、 か れ に 従 順 
な の だ 。 

I17. (アッ ラー* は ) 諸 天 と 大 地 の 独 削 者 *。 GE NG og NS 
そし て 、 か れ が 一 事 を お 取り 決め に な OL A CG 


(9、 お 望み に な ) れ ば 、 そ れ に 「 あ れ 」 
と 仰せ られ る だ け で 、 そ れ は 存在 する の 
で ある 。 


1 アッ ラー* の 命 に 従っ て 礼拝 を する 際 、 あな た 方 が いか な る 方 向 を 向い た と し て も 、 か れ の 
御 顔 を 望む こ と に な る の で あり 、 か れ の 王権 と か れ へ の 服従 か ら 抜 け 出 る こと は な い の だ 、 
と いう 意味 だ た と され る ( ム ヤ ッ サ ル 18 真 参照 )。 


2 唯一 、 
る か 無 


己 完 結 し た 存在 で ある アッ ラー* は 、 
縁 で 崇高 な 存在 で ある (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


子供 を 持つ な ど と いう 不 完全 


な 性 質 か ら 、 は 


2. 雌牛 章 


/ ss \ 


A -Y 


118. また 、 知 ら な い 者 た ち は 言 う 。 


119. 


120. 


「 ど うし 
て アッ ラー* は 私 た ち に 、( あ な た が 使徒 
* で ある こと に つい て 、 直 接 ) お 話し に 
は な ら な い の か ? ある い は 、 私 た ちの 
も と に (あな た の 正直 さ を 示 す ) 御 徴 が 
や っ て 来 な い の か ? 」 同様 に 、 彼ら 以前 
の (不信 仰 ) 者 * た ち も 、 彼 ら の 言葉 と 
似 た よう な こと を 言っ た の で ある 一 一 
彼ら の 心 は 似通っ て いる の だ ー 一 。 わ れ 
ら * は 確信 する 民 に 、 確 か に 御 徴 を 明示 
し た 。 

本 当 に われ ら * は あな た を 、 吉報 を 伝え る 
者 警告 を 告げ る 者 ' と し て 、 真 理 と 共に 遺 
わし た の で ある 。 そ し て (それ を 伝え た 
後 、) あな た が 火 獄 の 住民 に つい て 、( 貢 
任 を ) 問わ れる こと は な い 。 


また 、 ユ ダ ヤ 教 徒 * も キリ スト 教徒 * も 、 
あな た が 彼ら の 宗教 に 従わ な い 限り 、 あ 
な た に 満足 する こと は 決し て な いで あろ 
う 。 言っ て や る が よい 。「 ア ッ ラ ー* の お 
導き こそ が 、( 真 の ) 導き で ある 」。 (使徒 
* よ 、) も し も あな た 2 が 、 あな た の も と に 
(アッ ラー か ら の ) 知識 が も た ら さ れ た 
後 、 彼 ら の 私 欲 に 従う の な ら 、 あ な た に 
は アッ ラー* (の 懲 禄 ) に 対す る いか な る 


な を 


棄 護 者 * も 援助 者 も な い 。 


1 預言 者 * や 使徒 * は 、 ア ッ ラ ー* に 従う 者 に は 天国 を 約束 


に は 、 地 獄 を 警告 する ( ム ヤ ッ サ ル 33 頁 参 照 )。 


2 預言 者 * ム ハハ ンマ ド * に 対す る 語り か け の 


同体 の こと (アル テバ ガウ ィ ー1:161 参照 )。 


2 と は な っ て いる が 、 意 図 さ れ て いる の は 彼 の 共 
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学ぶ の MY RN EY 
ラッ シラ ラン 性 ミライ ネェ 
UTC の CI も PT 
ララ イラ ッ ン レン と イタ ッ っ 
OA A 
OA NE 


に ウラ ラン レン ィ ン 
つう A あ あい CSIGL 
の っ し と PS 


か れ を 信じ ず 、 か れ に 逆らう 者 


2. 雌牛 章 / 34 \ Nt 


けい て ん さ ず どく し ょ う ン ン どの ウッ ン ン ン る っ 。 ラ タン 
121. われ ら * が 啓典 を 授け 、 そ れ を 真 の 読 詩 5 の 5 あの JUNS3z る s 導 


122, イス ラー ho よ 、 わ れ が あな た 


で 調 む ! 者 た ち 2、 そ の よう な 者 た ち が 、 a I 
彼 * を 信じ る の だ 。 そ し て 誰 で も 彼 を 否定 i 
する 者 、 そ れ ら の 者 た ちと そ は 損失 者 で 
ある 。 


方 4 に 授け た 、 わ \ 恩 ) 恵 を 思 v ‘起こ す の だ 。 
rie 外 の いか な る 者 
より も 引き 立て て や っ た て と を 


123. そ し て 誰 も 他人 を 益 す る こと も な けれ EE GS 


ば 、 いか な る 代償 も 受け 入れ られ ず 、 ま OA Ci 
た どん な 執り 成 し も 役に立た な けれ ば 、 
彼ら が ( 誰 に も ) 助け りら れる こと も な い 
(復活 の ) 日 * を 、 恐 れる の だ 。 


124。 イ ブラ ー ヒ ー ム * を 、 その 主 * が 御 言葉 (に RE Eb 
よる ご 命令 6 で 試み られ た 時 の こと (を ELC LE NE I 
思い 起 と す が よ い ) 。 そ し て 彼 は 、 それ の SUG353 
を 成し遂げ た 。 か れ (アッ ラー や は 仰せ 


られ た 。 「 本 当 に われ は 、 あ な た を 人 々 
の 導師 と し よう 」。 彼 (イブ ラー ヒー ム $ 
は 申し 上 げた 。 「 そ し て 、 私 の 子孫 か ら 


の 


た 


m 


こと ここ で 「 読 謀 / 謗 む 」 < 語 「 テ ィ ラ ー ワ ググ タ ラー」 に は 、「 行 為 に よっ て 服従 する ググ 

従う 」 と いう 意味 も ある 。 アッ ニラ ー ズ ィ ー* に よれ ば 、 こ こ で は いずれ の 意味 も 含ま れる 
(2:30 参照 )。 

自分 た ちの 啓典 を 正しく 読み 、 そ れ に いか な る 変更 も 施 (ほど こ ) さ ず 、 そ こ に 記さ れ て 

と - 預言 者 * ム ハン マ ド * を 含む 全 使 徒 *・ 預 言 者 * を 信仰 する 義務 な ど - に 従う 、 啓 

の 民 * の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 19 頁 参照 )。 

こと この 「 彼 」 は 、 預 言 者 * ム ハン マ ド *、 及 び 彼 に 下さ れ た 啓典 いずれ を も 指す と され る (前 

掲 書 、 同 頁 参 照 )。 
ここ で の 「 あ な た 方 」 に 関し て は 、 ア ー ヤ *49 の 訳注 を 参照 。 

「 外 の いか な る 者 より も 引き 立て 」 た こと に つい て は 、 ア ー ヤ *47 の 訳注 を 参照 。 

イブ ラー ヒー ム * に 課せ られ た 、 全 て の 命令 や 禁止 の こ と 。 そし て 彼 は 、 そ れ ら を 全て 遂行 

し た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 1:206 参照 )。 


==: 


2. 雌 午 章 メガ 35 \ A 
も (、 導師 を お 授け 下さ い ) 」。 か れ は 価 
せら れ た 。「 わ が 約束 ! は 、 不正 者 * た ち に 
は 及ば な い 」。 

125. また 、 われ ら が と の 館 (カアバ 神農 り を I GEN 
人 々 に と っ て の (不断 の ) 拠り 所 と し 、 a 
か つ 安 全 (な 場 ) と し た 時 の こと (を 思い っ US ルル Pd) っ > 
起こ す が よ い ) 2。 (われ ら * は 言っ た 。 ) る 、 A 


126. 


「 イ ブラ ー ヒ ー ム * の 立ち 所 3 を 、 礼拝 (の 
場 ) と せよ 」。 わ れ ら は 、 イ ブラ ー ヒ ー ム 
* と イス マー イー ル * に 、「 タ ワー フ * す る 
者 た ち 、 イ アァ ティ カー フ * す る 者 た ち 、 ル 
クー ウツ "する 者 た ち 、 サジ タダ * す る 者 た ちの 
た め に 、 わが 館 を 清め る * の だ 」 と 命じ た 。 
また 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * が (こう ) 申し 上 
げた 時 の こと 5 (を 思い 起こ せ ) 。 「 我 が 主 
* よ 、 こ と と (マッ カ ?) を 平安 な る 町 と し 、 
その 住民 、 つ まり 彼ら の 内 、 フェー イ ご 
最後 の 日 * を 信じ た 者 に 、 (様々 な ) 果実 
を お 授け 下さ い 」 。 か れ は 仰せ られ た 。 
「 そ し て 不信 仰 に 陥っ た * 者 われ は 彼 に 
(現世 で ) 束の間 の 楽し み を 与え よう 。 
それ か ら わ れ は 、 彼 を 業火 の 懲 凡 へ と 押 
し ゃ る の だ 。 そ の 行き 先 は 、 何と 醒 悪 な 


こと で あろ うか 」。 


1 「 わ が 終 


カ ァ バ 神 


の H 


w 


東 」 と は 、 彼 の 子孫 か ら 導 師 


ー ム * の 立ち 所 」 と は 、 


と で ある と され る ( ム ヤ ッ サ ル 19 頁 参 照 )。 


4 シル ク *、 
と (アッ = テ サ アァ ディ ー65 
同様 の くだ り と し て 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * 剖 35-41 と その 


wn 


不信 仰 、 ア ッ ラ ー* へ の 


参照 )。 


巡礼 * 章 26 も 参照 。 


が 禁じ られ て お り 、 絶え 間 な い 部 族 抗争 
ド 穏 (へ い お ん ) で あっ た (アッ = テ タバ リー1.:690-692 参照 )。 
彼 が カ ァ アバ 神殿 * を 建設 


(ビバ て 


し の と eS 2 3 
SL. A SES 
ALES る 


を 遣わ すこ と ( ム ヤ ッ サ ル 19 頁 参 照 )。 


殿 * は 文字 通り 、 イ スラ ー ム * 以 前 か ら 巡 礼 * 者 で 賑 (に ぎ ) わ う 会 合 の 場 で あっ た 。 ま 
た その 周囲 の 聖 城 で は イス ラー ム * 以 前 の 時 代 で も 流 
計 代 に あっ て も 、 そ こ だ け は 1 
「 イ ブラ ー ヒ 


する 際 に 、 足 場 と し た 石 の こ 


反抗 、 不 光 (ふじ ょ う ) な も の や 汚れ か ら 「 清 め る 」 こ て 


注 も 参照 。 


2. 雌牛 章 / 36 \ りら か 
127. グラー Bk VIA の AU の LO 
、 そ の 館 (カアバ 神殿 ) の 礎 を 上 げ | @ 3 (cd 

NO た 時 の こと (を 思い 起こ さ 
せよ 。 二 人 は 、 と こう 祈っ て いた 。) 「 我 
ら が 主 * よ 、 私 た ちか ら (祈り と 行い を ) 
お 受け 入れ 下さ い 。 あ な た は 本 当 に 、 よ 
く お 聴 き に な る お 方 、 全 知 者 で あら れ ま 


すか ら 。 

128. 我ら が 主 * よ 、 また 、 私 た ち 二 人 を あな た HHI 
に 服従 する 者 (ムスリム) と し 、 私 た ち EE 
の 子孫 か ら あな た に 服従 する 民 を も た ら DLN NI 


し て 下さ い 。 ま た 、 私 た ち に 儀礼 ! の あり 
方 を 示し 、 私 た ちの 悔 司 を お 受け 入れ 下 
さい 。 本 当 に あな た は 、 よく 悔 司 を お 受 
け 入 れ に な る * お 方 、 慈愛 深い * ね お 方 な の 
で すか ら 。 


129. 我ら が 主 * よ 、 そ し て 彼ら 自身 の 内 か ら 彼 EE 
ら の 中 に 、 あな た の 御 徴 (アー ヤツ を 彼 むる bs 
ら に 講 み 聞か せ 、 啓典 と 英知 を 教え 、 彼 の BA を うち 
ら を 清め る 3 一 人 の 使徒 “を お 道 わ し 下さ 
い 。 本 当 に あな た は 偉 力 な ら び な い * お 
方 、 英知 あ ふれ る * お 方 な の で すか ら 」。 


1 この 「 儀 礼 」 は 、 文 脈 か ら 見 て 、「 ハ ッ ジ * の 宗教 儀礼 」 と も 解釈 され うる し 、「 宗 教 そ の も 

の 」「 全 て の 崇拝 行為 」 と いう よう に 、 も っ と 広い 意味 に 解釈 する こと も 可能 (アッ = テ サ アァ 

ディ ー66 頁 参 照 )。 

ここ と で の 「 英 知 」 の 解釈 に は 、 そ れ が 預言 者 * ヘ ハンマ ド * の スン ナ * で ある と か 、 宗教 的 知 

識 ・ 理 解 な ど と いっ た 説 が ある (アッ テ タ バリ ー1:719 参照 )。 

シル ク * や 悪い 品 性 か ら 「 清 め る 」 こ と ( ム ヤ ッ サ ル 20 頁 参 照 )。 

この 「 使 徒 *」 と は 、 使徒 * ム ハン マ ド * の こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 1:425 参照 )。 彼 は 自分 

自身 を 、「 イ ブラ ー ヒ ー ム * の 祈り (の 実現 )」 で あり 、「 イ ー サ ー\ の 吉報 (戦列 章 6 参照 )」 

で ある 、 と 仰 (お っ し ゃ ) っ た (アフ マ ド 17163 参照 )。 尚 この こと は 、 彼 が アラ ブ 人 だ 

け に 対す る 預言 者 * で ある こと を 意味 しない 。 高 壁 草 158 と その 訳注 も 参照 (イブ ン ・ カ ス 
ィ ー ル 1:442 参照 )。 
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2. 雌牛 章 


130. 一 体 、 愚か 者 以外 の 誰が 、 イブ ラー ヒー 


131. 


132, 


ム * の 宗教 を 散 遠 す る と いう の か ? わ 
れ ら * は 現世 に お $ い て 確か に 、 彼 を 選 り 
抜い た の だ 。 そ し て 彼 こそ は 来世 に お い 
て 、 必ず や 正しい 者 * の 一 人 と な る の で 
ある 。 


彼 (イブ ラー ヒー ム ?$ の 皇 * が 、 彼 に 「 服 
従 (イス ラー ム ? せよ 」 と 仰せ られ た 時 
の こと (を 思い 起こ させ よ ) o 彼 は 申し 
上 げた 。「 私 は 、 全 創 造物 の 主 に 服従 し 
ます 。 


また イブ ラー ヒー ム * と ヤァ クー プ * は そ 
の 息子 た ち に 、 そ れ ( イ スラ ー ム * の 遵守 
を 勧め (て 、 言 っ ) た 。「 我 が 子 ら よ 、 
本 当 に アッ ラー* は あな た 方 の た め に 、 こ 
の 宗教 を お 選び に な られ た 。 だ か ら あ な 
た 方 は 絶対 に 、 服 従 する 者 (ムスリム 
と し て で し か 死ん で は な ら な い 」。 


A いや (ユダ ヤ 教 徒 * た ちよ 、 ) 一 体 あ な 


た 方 は ヤ ア クー プ * に 死 が 訪れ た 時 、 つま 
り 彼 が その 息子 た ち に 「 私 の ( 死 ) 後 、 
あな た 方 は 何 を 崇拝 * す る の か ?」 と 言っ 
た 時 、 (その 場 に ) 立ち 会 っ て いた と で 
も いう の か ? 彼ら は 言っ た の だ 。「 私 
た ち は 、 あ な た の 神 !、 そ し て あな た の 父祖 
OA A 

、 イ スハ ー ク * の 神 を 、 た だ ー つ の 神 と 
ら 6 か れ だ け に 服従 し つつ 崇拝 し ま 
す 」。 


1「 神 」 と いう 訳語 を あて た アラ ビア 語 は 「 イ ラー フ 」 で あり 、 


対象 を 指す (アッ ニタ バリ ー1.:724 参照 )。 


CYP ので ICO プリ 
あら So を 2298 
oA 


ST 
MO 本 
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語源 的 に は 崇拝 され る 全て の 


2. 雌牛 章 メガ 38 \ Nt 


134。 それは 、 既 に 過ぎ 去っ た 民 の こと と 。 彼ら と シス Cg GS: 


に は 彼ら が 稼い だ こと の 報い が あり 、 あ CN GC 
な た 方 に は あな た 方 が 稼い だ こと の 報い ks 


が ある 。 彼ら が 行っ て いた こと に つい て 、 
あな た 方 が 問わ れる こと は な い 。 


I35. また 、 彼ら は (それ ぞ れ ) 言っ た !。「 ユ ダ | 2 
ヤ 教 徒 * か 、 キ リス ト 教 徒 *" に な る が よい 。 ON Is 
そう すれ ば 、 導 か れ よ ウ 2 6 (使徒 * よ 、 ) 
言っ て や る が いい 。「 い や 、 純 正 な * イ ブラ 
ー ヒ ー ム * の 宗教 に (従え ) 。 彼 は 、 シ ル 
ク * の 徒 の 類 い な ど で は な か っ た の だ 」。 


136. (信仰 者 た ちよ 、) 言っ て や る が いい 。 jk3) GL 3 
「 私 た ち は ア ッ ラ ー* と 、 私 た ち に 下さ れ | レラ ンー 
中 っ bt) 
た も の (クル アー ン $ ヽ また イブ ラー ヒ EZ NS 
ー ム *、 イ スマ ー イ ー ル *、 イ スハ ー ク ^、 2 
ヤァ クー プ * 及 び 語 支族 "に 下さ れ た も の 、 1 
Eo * に 授け られ た OIL A 
も の と 、 預言 者 * た ち が 彼 ら の 主 * か ら 授 
けら れ た も の を 信じ る 。 私 た ち は 彼 ら の 
内 の 誰 も 2 分 け 隔て せ ず 、 か れ (アッ ラー$ 
だ け に 服従 する 者 (ムスリム * で ある 」。 


137. それ で も し 彼ら が 、 あ な た 方 が 信じ る も PE Esc 
の と 同じ も の を 信じ る の な ら ば 、 確 か に Sr FD 
(真実 へ と ) 導 か れ た こと と に な る 。 そし | る x A 
て も し 背 き 去 る の で あれ ば 、 まさ に 彼ら 


タッ プイ 。 ョ グイ 。 WP 
あさ よる の oO2O と IO じ ぅ 


1 これ は 、 預 言 者 * 時 代 の ムスリム * に 対す る 啓典 の 民 * の 言葉 ( ム ヤ ッ サ ル 21 頁 参 照 )。 

2 「 純 正 」 と 訳し た 語 は 「 ハ ニー フ 」 で あり 、 語 源 的 に は 何 か に 対し て 偏ら ず 、 ま っ すぐ で 
ある こと 。 こ とこ で は 、 ア ッ ラ ー* と その ご 命令 へ の 服従 に まっ すぐ な 様 を 指す (アッ = タバ 
リー1:726、3:1825 i 

3 「 講 支族 」 と は 、 イ スラ ー イ ー ル の 子 ら * の 十二支 族 か ら 出 た 、 ヤ ァ ク ー ブ * の 子 で ある 
預言 者 * た ちの こと を 指す と 言わ れる ( ム ヤ ッ サ ル 21 頁 参 照 )。 


2. 雌 千 章 / 39 \ RA 
A ! に ある 。 な ら ば 彼ら の こと な 
、 あ な た に は アッ ラー* (の ご 援助 ) だ 
0 ) で あろ う 。 か れ は よく お 聴き に 
な る お 方 、 全 知 者 で あら れる 。 


138. アッ ラー* の 色 染 め (に と そ 従 え ) 2 AE NI 
アッ ラー* よ り も 善い 色 染 め を され る お OE RS 


方 が ちあ ちろ うか ? 一 一 。 そし て (言う の だ ) 。 
「 私 た ち は 、 か れ の み を 上 崇拝 * す る 者 な の 
で ある 」。 


139. (使徒 * よ 、) 言っ て や る が いい 。「 一 体 SS ER 
あな た 方 は アッ ラー* に つい て 、 私 た ちと | 2 る が る CA 
口論 し よう と いう の か ? か れ は 私 た ち AE 

の 半 * で あり 、 あ な た 方 の 主 * で ある 。 ま 

た 、 私 た ち に は 私 た ちの 行い が あり 、 あ 

な た 方 に は あな た 方 の 行い が ある 。 そ し 

て 私 た ち は か れ に こそ 、 (上 拝 * 行 為 を ) 

走 疫 に 捧げ る 者 な の だ 。」 


140. いや 、 一 体 あ な た 方 は 、「 本 当 に イブ ラ be っ 
ー ヒ ー ム *、 イ スマ ー イー ル *、 イス ハー Di ss 
ク *、 ヤ アァ クー プ * 及 び 諸 支族 3 は 、 ユダ ヤ PWR3 & 3KA 
教徒 * か キリ ス ト 教 徒 * だ っ た 」 な ど と 言 SA 
う の か ? (使徒 * よ 、) 言っ て や る が い OG NS 


い 。 「 一 体 、 あ な た 方 と アッ ラー* の 、 ど 
ちら が (彼ら の 宗教 に つい て ) より よく 


1 アッ ラー* と その 使徒 *、 そ し て その 信徒 た ちと の 対立 (アッ = タバ リー1:731 参照 )。 

2 当時 の キリ スト 教徒 * に は 、 子 供 を 洗礼 する に あたっ て 彼ら を 水 に 浸し 、 キ リス ト 教 徒 * と 
し て の 「 色 染め 」 の 儀式 と する 一 派 が あっ た (前 掲 書 1:732 参照 )b。 し か し イス ラー ム * こ 
そ は 、 誕 生 し た 時 点 で は 誰 も が 備え て いる 、 正 し い 天 性 に 沿っ た 宗教 な の で ある (ビザ ン 
チン 章 30 参照 )。 尚 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * は 次 の よう に 仰 (お っ し ゃ ) っ た 。「 全 て の 赤 
子 は 、( 正 し い ) 天性 の も と に 誕生 する 。 し か し その 両親 が 彼 を ユダ ヤ 教 徒 * に し た り 、 キ 
リス ト 教 徒 * に し た り 、 マジ ュー ス 教 徒 GX 礼 * 章 17 の 訳注 を 参照 ) に し た りす る の だ 」 ( ア 
ル テ ブ ハー リー1385 参照 )。 

3 「 諸 支族 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *136 の 訳注 を 参照 。 


2. 雌牛 章 


/ 49 \ 


A -Y 


141. 


142. 


143. 


知っ て いる と いう の か ? アッ ラー* か 

ら 証 言 を 隠蔽 する 者 より も 、 ひ どい 不正 * 
を 働く 者 が あろ うか ? アッ ラー* は あ 
な た 方 の 行い に 、 NS 8 


それ は 、 既に 過ぎ 去っ た 民 の こ と 。 彼ら 
に は 彼ら が 稼い だ こと の 報い が あり 、 あ 
な た 方 に は あな た 方 が 稼い だ こ と の 報い 
が ある 。 彼ら が 行っ て いた こと に つい て 
あな た 方 が 問わ れる こと は な い 。 


人 々 の 中 の 、 愚か な 者 た ち は 言 うだ ろう 。 
NN 

、 彼ら (ムスリム * た ち ) を 転じ させ 
ns 何 な の か ?!」 (使徒 * よ 、) 言 
っ て や る が よい 。 「 東 も 西 も 、 ア ッ ラ ー* 
の も の 。 か れ は 、 が WW2 に な る 
を 、 ま っ すぐ な 道 に 導 か れる 」。 


i 
た の と ) 同様 に 、 わ れ ら * は あな た 方 を 最 
良 の 共同 体 と し た 。 (それ は ) あな た 方 
が 人 々 に 対す る 証人 と な り 、 使 徒 * ( ム ハ 
ンマ ド や りう が あな た 方 の 証人 と な る 2 た めで 
ある 。 ま た 、 わ れ ら * が 、 あ な た が 以前 向 
か っ て いた キ ブ ラ * (と 、 その 変更 ) を 定 
め た の は 、 使 徒 * に 従う 者 と 後ろ へ 引き 返 
す 者 $ と を 如 実 に 表す た めで あっ た 


中 


1 預言 者 * ム ハン マ ド * の マデ ィ ー ナ * へ の 移住 * 後 、 約 十 六 、 


イン ンタ 


ea 


EN _ 
Sok HEEL 


の 
dz 153 
a REI 性 rt 

a eo 


ンー マン 


ba "の 2 
ez a i 
人 る < グー マジ a ; a 3 
OO 


七 ヶ 月 後に 、 ム スリ ム * た ち は そ 


れ ま で キ ブ ラ * と し て いた エル サレ ム か ら 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * の キ ブ ラ *『 で も あっ た マッ カ *\ 
の ハラ ー ム ・ マ スジ ド * へ と 向かう こと を 命じ られ た (アル = テ ブ ハー リー4492 参照 )。 


2 ムスリム * は 復活 の 日 *、 現 
を 証言 する 。 同じ よう に 使 入 
と を 証言 する ( ム ヤ ッ サ ル 22 


参照 )。 


世 で 使徒 * た ち が 到 来 し 、 人 々 に アッ ラー* の 教え を 伝え た こと 
ムハンマド * も また 、 役 が 人 々 に アッ ラー* の 教え を 伝え た こ 


3 「 後 ろ へ 引き 返す 者 」 と は 、 イ スラ ー ム ゞ * を 棄 ( す ) て る 者 の こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


2. 雌牛 章 


グ る 


A -Y 


144. 


145. 


れ ( キ ブ ラ * の 変更 に 従う こと ) は アッ ラ 
ー* が 導 か れ た 者 以外 の 者 に と っ て は 、 
困難 だ っ た の だ 一 一 。 ま た アッ ラー* は 、 
あな た 方 の 信介 "を 押 典 に は な され な い 。 
本 当 に アッ ラー は 、 人 々 に 対 し 実に 哀れ 
み 深 い * お 方 、 慈 愛 深い * お 方 な の だ か ら 。 


(使徒 * よ 、) われ ら * は 、 あ な た の 顔 が 
天 を 何 度 も 仰ぐ の を 見 る 。 で は 、 われ ら 
* は あな た の 満足 する キ ブ ラ * へ と 、 必 ず 
や あな た を 向け させ よう 。 な ら ば 、 あな 
た の 顔 を ハラ ー ム ・ マ スジ ド * の 方 向 に 
向け る が よい 。 ま た (ムスリム * た ちよ )、 
どこ に あろ うと も 、 (礼拝 の 時 は ) あな 
た 方 の 顔 を そちら へ と 向け る の だ 。 本 当 
に 、 啓 興 を 授け られ た 民 * は 、 そ れ ( キ 
ブラ * の 変更 ) が 彼ら の 主 * か ら も た ら さ 
れ た 真理 で ある と いう こと を 、 ま さ し く 
知っ て いる 。 そ し て アッ ラー* は 、 彼 らち 
が 行っ て いる こと に 、 潤 闇 で は あら れ な 
い の だ 。 

また (使徒 * よ ) 、 た と え あ な た が 、 啓典 


を 授け られ た 民 * に 全て の 御 徴 を 示し た 
と し て も 、 彼 ら は あな た の キ ブ ラ * に は 従 


わな い 一 一 あな た が 彼ら の キ ブ プラ * に 従 
彼ら が 互い の キ ブ ラ * に 従 


うこ と は な く 、 
うこ ともない 


。 そし て 、 も し も あな 


1 こと で の 「 信 仰 」 は 、 文 字 通 り の 意味 以外 に 、 
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ッ ン ン 、 ン ン ュ ン 


SR 
と と っ ルー 
DK の IO カス クィ ーッ キマ 
I EN 

OE NG 
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A A lS 


礼拝 の こと も 指す と 言わ れる ( ム ヤ ッ サ ル 
参照 )。 ま た この アー ヤ * は 、 キ ブラ * が 変更 され た 後 、 あ る 教 友 * た ち が 「 キ ブラ * の 


変更 前 に 死ん で し まっ た 同胞 の 礼拝 は どう な る の か ?」 と 尋 8 (た ず ) ね た こと に 関し 、 下 


っ た も の と され る (アッ テテ ィ ル ミズ 
と の 「 御 徴 」 は 、 キ ブラ * が カアバ 神殿 * に 変わ っ た こと が アッ ラー* か ら の 真理 で ある こと 
を 示す 、 


I 


証拠 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 22 頁 参照 )。 


ー2964 参照 )。 


2. 雌牛 章 


メグ あい NS -Y 


146. 


147. 


148. 


149. 


た ' が (真理 の ) 知識 が 自分 の も と に や っ 
て 来 た 後 、 彼 ら の 私 欲 に 従う の な ら 、 そ 
の 時 本 当 に あな た は 、 ま さ し く 不正 * 者 の 
仲間 と な っ て し まう だ ろう 。 


われ ら * が 啓典 を 授け た 者 た ち * は 、 そ の 
こと 2 を 自分 の 子供 の こと を 知る よう に 、 
(よく ) 知っ て いる 。 そ し て 実に 、 彼 らち 
の 内 の 一 派 は (その こと を ) 知り な が ら 
真実 を まさ に 隠蔽 し て いる の だ 。 


(預言 者 * よ 、 あ な た へ の 啓示 は 、) あ 
な た の 主 * の 御 許 か ら の 真理 。 な ら ば 、 
あな た ? は 絶対 た 、 (その こと に お いて ) 
疑わ し く 思 う 者 た ちの 類 い と な っ て は 
な ら な い 。 


それ ぞ れ (の 民 ) に は 、 ( 礼 捧 の 際 に ) 
彼 ( ら ) が 向かう べき 方 向 が ある 。 な ら 
ば (信仰 者 た ちよ 、) 善行 を 競い 合う の 
だ 。 あ な た 方 が どこ に いよ うと も 、 ア ッ 
ラー* は (復活 の 日 *、) あな た 方 全員 を 
連れ て 来 ら れる 。 本当 に アッ ラー* は 、 全 
て の こと が お 出来 の お 方 な の だ か ら 。 


また (預言 者 * よ ) 、 ど と か ら 出 か け よ う 
Suit 
スジ ド * の 方 向 へ 、 顔 を 向け よ 。 本当に 

れ は まさ し く 、 ee 
の だ か ら 。 アッ ラー* は 、 あな た 方 が 行っ 
i GPU 


RS RN 
6 つめる 


SR od 


る イイン イン の ンス ン ス 。 ン を 
SRN EIR HI 


0 3 つう 5 


ie RA 


FI I 
シィ ー シイ ガレ シン 、 ニン 
さい Pr の SPP 

⑨⑤ っ た SE2 NS 


1 この 「 あ な た 」 に つい て は 、 ア ー ヤ \*120 の 訳注 を 参照 (へ ヤッ サル 23 頁 参 照 )。 


2 「 そ の こと 」 と は 、 預言 者 * ム ハン マ ド * が 、 真 の 


預言 者 で ある と いう こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


3 この 「 あ な た 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *120 の 訳注 を 参照 (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


2. 雌 千草 メグ 43 \ lt 
150. また ( 祥 言 者 * よ ) 、 ど こ か ら 出 か け よ う SE PE 
と も 、 (礼拝 を する 時 は ) ハラ ー ム ・ マ EK ON 
スジ ド * の 方 向 へ 顔 を 向け よ 。 そし て ( ム を ua 2 と ジー 
スリ ム * た ちよ ) 、 どこ に あろ うと も (礼拝 AE EZ 
時 な た 上 イン 
を する 時 は ) 、 あ な た 方 の 顔 を そちら へ Cf と も 


151. 


・ ゆえ に 、 われ を 思い 起こ す の だ 。 


と 向け る の だ 。 そ れ は 、 彼 ら の 内 の 不正 * 
者 た ち は 別 と し て 、 人 々 の あな た 方 に 対 
する 議論 の 余地 を 残さ ぬ よ うに する た め 

で あり ! 一 一 な ら ば 彼ら を 怖 れ ず 、 わ れ を 
怖 れ よーー、 わ れ が あな た 方 へ の わが 
鳳 恵 を 全う し 、 あな た 方 が 導 か れる よう 
に する た めで ある 。 


(あな た 方 の キ ブ ラ * を カ ァ バ 神 殿 
た の と ) 同様 に 、 mo 
あな た 方 の 内 か ら 一 人 の 使徒 * を 遣わ し 
(て 軸 恩恵 恵 を 授け ) だ s 彼 は あな た 方 に 、 わ 

れ ら * の 御 徴 (アー ヤ *) を 』 語 み 聞か せ 、 あ 
な た 方 を 清め 、 また あな た 方 に 啓典 と 英知 
と を 教え る 2。 そし て あな た 方 が 知ら な か 
っ た こと を 、 あ な た 方 に 教示 する の だ 。 


(そう 
すれ ば) われ も 、 あな た 方 を 思い 起こ と そ 

。 また 、 われ に 感謝 し 、 われ (の 恩恵 ) 
2 ろ に する の で は な い 。 


Sms 


1 ここ で の 「 不 正 * 者 た ち 」 と は 、 

た ちの 宗教 に 戻っ て 来る に 違い な い 」 な ど と 言っ て いた マッ カ \* の 不信 仰 者 * た 
hi 間 は 、 私 た ち が 示 し て や る まで 、 彼 ら の キ ブ ラ * を 知る こと が 
「 ム ハン マ ド * は 私 た ちの 宗教 と 祥 (た も と ) を 分 か ちな が ら も 、 私 た ち 


と は 「 ム ハン マ ド * と その 人 
な か っ た 」 と か 、 


の キ ブ ラ * に 従っ て いる 」 と か いう 言い が か り を つけ て 


ッ テ タ バリ ー1:773-774 参上 
「 清 め る 」 と 「 英 知 」 に つい て は 、 
アッ ラー* が その し も べ を 「 
うい ) で 応じ られ る こと で ある と か 、 
ん きゅう ) され る こと 、 な ど と いっ た 解釈 が ある ( ム ヤ ッ サ ル 23 


IN) 


の 


挫 )。 


アー ヤ *129 の 訳 


代 、 ンー ラン タン 


RES 


の I 
NI 


の 36S254 く 1 


2 2 と を と て . レン 
も る So を っ 
Dora 


「 ム ハン マ ド * が 私 た ちの キ ブ ラ * に 戻っ た ぞ 。 そ の 内 、 私 


ち 、「 人 々 」 


いた 、 啓典 の 民 * の こと だ と いう ( ア 


E を 参照 。 


思い 起こ す 」 と は 、 彼 ら に その ご 慈悲 と お 赦し と いう ご 
ある い は お 合 ( ほ ) め と 讃 美 の 言葉 で も っ て 言及 ( げ 


厚意 ( こ 


参照 )。 


上 喉 少 


2. 雌 千草 44 NM と 

153. 信仰 する 者 た ちよ 、 忍耐 * と 礼拝 を も っ て 4 
助力 と せよ 。 本当に アッ ラー* は 、 忍 耐 * 5Us の 5 
ある 者 た ちと 共に お られ る の だ か ら 。 

154 そし て アッ ラー* の 道 に お いて 殺さ れる | 5 順 acajBodb 
者 を 、 死 人 だ な ど と 言っ て は な ら な い 。 OT A 


155. 


156. 


158. 


その よう な 者 た ち 、 彼 ら の 上 に は 、 oO 


いや 、 彼 ら は 生き て いる の だ !。 だ が あな 
た 方 が 、 そ の こと を 感じ 取れ な い だ け の 
こと で ある 。 


われ ら * は 、 いく ば く か の 怖 や 負え 、 財 
産 や 生命 や 果 ド 実 の 損失 に よっ て 、 必ず や 
あな た 方 を 試練 4 に か ける 。 妨 * する 者 た 
ち に は 、 吉報 を 伝え よ 。 


(彼ら は ) 災難 が 降り か か れ ば 、 本 当 
に 私 た ち は 、 アッ ラー* に と そ 属 し ます 。 
i か れ の 御 許 へ と 
帰り 行く の で す 」 と 言う 者 た ち 


+ か ら の 賞賛 と ご 慈悲 が ある 。 そし て その 


よう な 者 た ちこ そ は 、 正 し く 導 堅 か れ た 者 
た ちな の で ある 。 
本 当 に サフ ァ ー と マル ワ * は 、 の ッ ラ ー* 


の 聖 徴 の 一 つ で ある 。 状 で も 館 ( カ ァ バ 
神殿 役 ) へ の ハッ ジ * に 8 邊 で た り 、 ウム ラ * 


= 


の 


に 


ム 


w 


( 


こ は 、 彼 ら は 復活 の 前 まで 、 天国 か ら の 食事 を 振舞 
マ ド 2390、 ム スリ ム 「 統 治 の 書 」121 参照 )。 イ ムラ ー ン 家 


「 試 績 」 に つい て は アー ヤ *214、 イ ムラ ー ン 家 章 186、 


世界 (バル ザ フ ) に お いて 


ョ ププ タ シン 


レン て イン ン 。 ィ 、 ラ そえ イン 
boo と る 
CPP 
Sra 


ダレ ラーン 


に の シン イミ 
サタ ウス I GO 
ゃ る ン ィ る し 

RA ER WY 


アッ ラー* の 道 に お いて 奮闘 (ふん と う ) し 殺さ れ た 者 は 、 現 世 と 来世 と の 狭間 (は ざま ) 
* の 恩恵 を 授かり な が ら 特 別 な 「 生 」 を 送る 。 一 説 
(ふる ま ) われ る と も 言わ れる (アフ 


章 169 の 訳注 も 参照 。 


1 


司 章 16、 洞窟 章 7、 時 昧 章 2、 


ハン マ ド * 章 31、 王 権 草 2 と それ ら の 訳注 も 参照 。 


は さ ) む 、 二 つの 丘 の こと 。「 サ ファ 


「 サ ファ ー と マル ワ 」 と は 、 マッ カ * の ハラ ー ム ・ マ スジ ド * に 


男 し た 全長 約 四 百 m の 通路 を 挟 


ー の 丘 」 か ら 始 め て その 間 を 三 往復 半 す る 行 (ぎょ う ) 
は 「 サ ァ イ 」 と 呼ば れ 、 ハ ッ ジ *『 と ウム ラ * に お ける 必須 (ひっ す ) 項 


の 一 つ で ある 。 


2. 雌牛 章 / 45 \ i 


ン ッ 


を 行っ た りす る 者 は 、 その 間 を タワ ー フ * PE の PC BC 
し て も 支障 は な い !。 そ し て 自ら 進ん で OL 
並行 を と 行う 者 が あれ ば 、 実に アッ ラー* は 


よく 労 わ れる * お 方 、 全 知 者 な の で ある 。 


159. 本 当 に われ ら * が 下 し た 明 証 と 導き を 、 EA SR NY 
われ ら * が 啓典 の 中 で 人 々 に 明らか に し UEC っ る YY 
た 後に 隠蔽 する 者 た ち 、 そ の よう な 者 た PA | 


ち は 、 ア ッ ラ ー* が 彼ら を 呪 わ れ 、 呪 う も OR LR 
の た ち が 彼 ら を 呪う 2 の だ 。 - 


160. し か し 悔 悟 し 、( 行 い を ) 改め 、( 障 項 し | 302L あ Ge 
て いた 真理 を ) 明らか に する 者 た ち は 別 ON ZH 
で ある 。 それ ら の 者 た ち 、 われ は 彼ら の 悔 
0 われ は よく 悔 
悟 を 受け 入れ る * 者 、 慈 愛 深い * 者 で ある 。 


Ne NS 
死ん だ 者 た ち 、 そ れ ら の 者 た ちの 上 に は BOE 
アッ ラー と 天使 * た ち 、 そ し て 人 々 全員 の 


呪い 3 が ある 。 

162. 彼ら は その 中 に 永住 する の だ 。 懲 六 が 彼 EIEN GE 
ら か ら 軽 減 さ れる こと も な けれ ば 、 彼ら Gy ジジ 
が 獲 予 べ れる こ こと も な い 。 


ハッ ジ *『 で も ウム ラ *『 で も 、「 サ アァ イ 」 は 巡礼 * に お ける 必須 項目 の 一 つ 。 し か し この アー ヤ \* 
で 、 それ が あたかも 任意 の 行為 で や る か の よう に 述べ られ て いる の は 、 この アー ヤ * が 下っ 
た 当時 、 マ ッ カ * は まだ 不信 仰 者 * の 支配 下 に あり 、 サ ファ ー と マル ワ の 両 丘 に は 偶像 が あ 
っ た か ら で あ る 。 そ れ で ムスリム * た ち は ウ ムラ * を 行う 際 、 そ の よう な 状況 で サ ァ イ を 行 
うこ と に 中 路 (ちゅ うち ょ ) し て いた が 、 ア ッ ラ ー* は その よう な 中 で も サ ア ァ アイ を 行っ て よ 
ヽ 、 と 許可 され た Dee 

「 ア ッ ラ ー* の 呪い 」 に つい て は アー ヤ \88 の 訳注 を 参照 。 ま た 「 呪 う も の た ち が 彼 ら を 呪 
う 」 と は 、 役 ら に 対し て アッ ラー* の 呪い を 祈る こと 。「 呪 うち も の た ち 」 の 解釈 に は 、「 天 使 
*|」「 ジ ン * と 人 間 」「 動 物 」 な どの 諸説 が あめ る (アル テバ ガウ ィ ー1:194 参照 )。 

3 「 ア ッ ラ ー の 呪い 」 に つい て は アー ヤ 88 の 訳注 ん 、 ア ッ ラ ー 以 外 の も の の 呪い に つい て 
は 、 ア ー ヤ 159 の 訳注 を 参照 。 
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to 


2. 雌牛 章 メグ 46 \ Np -Y 


163. あな た 方 の 神 ! は 、 た だ 一 つの 神 (アッ ラ LITT 95 


aa か れ 以 外 に は 、 崇拝 * す べき も @ oN 
の な ど な い お 方 、 慈悲 あま ね き * お 方 、 慈 
愛 深い * お 方 な の で ある 。 
164. 本 当 に 、 諸 天 と 大 地 の 創造 、 夜 と 昼 の 交 DoS NE I 
代 、 人 々 に 役立つ も の を 載せ て 海 を 進む SIG AGI 


船 、 ア ッ ラ ー* が 天 か ら お 降ら し に な っ SIG NG 5 
た ( 雨 ) ポーー か れ は それ で 大 地 を 、 で EN AC N 
の 死後 に 息吹 か せ ?、 そ こと に 陸 を 歩く あ | 3 うー 
ら ゆ る 生物 を 散在 させ られ た 一 一 、 風 の RN 
変化 、 天地 の 間 に 仕え させ られ < 雲 々 の あこ あら 3205 
Ii に は まさ し く 、 分 別 する 民 へ の 御 後 ? 
が ある 。 


165. また 、 人 々 の 中 に は 、 アッ ラー* を 其 し お re 


oy RN 
いて 同位 者 を 設 i bass 


が いる 。 彼ら は それ ら を 、 あ た か も アッ SE NG 
ラー* へ の 愛情 の ご と く 愛 する 一 一 信仰 SGT 
する 者 た ちの アッ ラー* に 対す る 愛情 は 、 人 Gu る る 人 


(その よう な 者 た ちの 愛情 ) より 強烈 な 

の だ が ーー。 それ で 、 も し (その よう な ) 

不正 * を 働い た 者 た ち が (来世 の ) 懲 信 を 

目の当たり に する 時 、 (それ を ) 見 る な 

ら ば 、 全 て の 力 は アッ ラー* に の み 必 し 、 

本 
を 、 思 い 知っ た だ ろう ) 。 


ノ 


1 「 神 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *133 の 訳注 を 参照 。 

物 の 生え な い 枯れ た 地 を 、 塵 (うる わ ) し い 緑 で 覆 わ れる 、 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 25 
頁 参 参 照 )。 

3 この 「 御 微 」 は 、 ア ッ ラ ー の 唯一 性 * と 、 そ の 恩恵 の 偉大 さ を 示 す 証 拠 の こと (前 掲 書 、 同 
参照 )。 

言 仰 者 は アッ ラー* へ の 愛情 を 純粋 な も の に する が 、 不 信仰 者 * は アッ ラー* へ の 愛情 に お い 
て 、 他 の 崇拝 * 対 象 へ の 愛情 を 混ぜ る た め (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


1 間 


ト ) 
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166. 


167. 


168. 


169. 


170. 


(それ は 、 シル ク * に お いて ) 従わ れ た 者 
た ち が 、 懲罰 を 目 の 当たり に し て (彼ら 
に ) 従っ た 者 た ち を 見 捨て 、 彼ら の 関係 ! 
が 断絶 され る 時 。 


そし て 彼ら に 従っ た 者 た ち は 、 (こう ) 
言う 。「 も し (現世 に ) 戻る こと が 出来 
る の な ら 、 ( 今 ) 彼ら が 私 た ち を 見 捨て 
た よう に 、 私 た ち も 彼ら と 決別 する の だ 
が 」 。 同様 に アッ ラー* は 、 彼 ら へ の 悲 嘩 
と な る 彼ら の (虚しい ) 行い を 、 彼 ら に 
お 見 せ に な る 。 そ し て 、 彼 ら が (地獄 の ) 
業火 か ら 出 る こと は な い 。 


人 々 よ 、 地 上 に ある 合法 な 善い 物 の 内 か ら 

食べ る の だ 。 そし て シャ イタ ー ン * の 歩み に 
従っ て は な ら な い 。 本 当 に 彼 は 、 あ な た 方 
に と っ て 紛れ も な い 敵 な の だ か ら 。 


本 当 に 彼 は あな た 方 に 、 悪事 と 醒 行 3、 そ 
し て あな た 方 が アッ ラー* に 関し て 知り 
も し な いこ と を 語る こと を 命じ る の だ 。 


また 、「 ア ッ ラ ー* が 下さ れ た も の に 従え 」 
と 言わ れれ ば 、 彼 ら (不信 仰 者 * た ち ) は 
言っ た 。「 い や 、 私 た ち は 、 私 た ち が 見 出 
し た 自分 た ちの ご 先祖 様 の や り 方 "に 従 
う 」。 一 体 、 た と え 彼 ら の 先祖 が 何 も 弁 え 


= 


うに 
A < っ 


3 も 55 


RU 


うと っ! 3 ラン で 
ニン ン ジス ニラ i 
= rests ee 


hE A 2 3 


と RR 
RA GP 


ン ライ る 
NM 
Ck EE 区 し “= 
SE Me 


と の 「 関 係 ] と は 、 近 親 関係 ・ 主 従 関係 ・ 宗 教 上 の 関係 を 含む 全て の 関係 の こと ( ム ヤ ッ サ 


ル 25 頁 参 
同様 の 情景 の 描写 と し て 、 


1 


県)。 


に つい て は 、 徐 蜂 章 90 の 訳注 も 参照 。 


高 壁 章 38、 イ ブラ ー ヒ ー ム * 章 21-22、 識 別 章 17-19、 物 語 章 
63、 部 族 連合 章 67-68、 サ バア 章 31.33、40-41 も 参照 。 

「 醒 行 」 
「 ご 先祖 様 の や り 方 」 と は 、 彼 ら の 先祖 の 宗教 、 つ まり シル ク * の こと (アル テバ ガウ ィ ー 
:198 参照 )。 ま た 、 宗 教 に 関す る こと に お いて 、 
仁 を 示す 根拠 と も 、 


使徒 *『 で も な い 人 間 の 行い は 、 そ の 正当 
本 と も な り 得 な い (アッ ー サ アァ ディ ー525 真 参照 )。 


2. 雌牛 章 / 48 \ lt 
て は お ら ず 、 導 か れ て も いな か っ た と し 
て も 、 (そう する の ) か ? 


171. 不信 仰 に 陥っ た * 者 た ち (と 、 彼 ら を 導 | EE 
き と 信仰 へ と 招く 者 ) の 様子 は 、 あ た か EN ENC 
も 呼び か け や 掛 け 声 し か 聞こ えな いも A 
の (家畜 ) に 喘 き ちら す 者 の よう で ある 。 
(彼ら は 真理 に お いて ) 曽 で 、 貴 で 、 

盲人 !。 ゆ え に 、 彼 ら は 分 別 す る こと が 

な い の だ 。 


172. 信仰 する 者 た ちよ 、 われ ら * が あな た 方 に II 
授け た 善い も の か ら 食 べ 、 ア ッ ラ ー* た 感 
謝 せ よ 。 も し 、 あな た 方 が か れ (アッ ラ 
ー* の み を 崇拝 * し て いる の な ら 。 


173. か れ は あな た 方 に 、 死 肉 2、 血 液 3、 豚 肉 、 
アッ ラー* 以 外 の 名 に お いて 層 ら れ た も 
の * を 、 禁 じ ら れ た の だ 。 や む お を 得 な い 状 | 記 る 2362036CS 
態 に ある 者 は 誰 で も 、 法 を 超え ず 度 を 越 @? る 
さ な い 限り に お いて 5、 (それ を 口 に し て 
も ) 罪 は な い 。 本 当 に アッ ラー* は 赦し 深 
い お 方 、 慈 愛 深い * お 方 な の だ か ら 。 


1 「 龍 」「 嘩 」「 盲 人 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *18 の 訳注 を 参照 。 

2 「 死 肉 」 と は 、 届 和 殺 (と さ つ ) を 条件 に 食用 が 許さ れる 種類 の 生き 物 の 内 、 イ スラ ー ム * 
法 に 則 (の っ と ) っ た 方 法 で 層 殺 され な か っ た も の 。 ま た 、 た と え 選 殺さ れ た と し て も 、 
そもそも イス ラー ム * 法 で 食用 を 許さ れ て いな いも の 。 尚 、 水生 生物 は 、 こ の 内 に は 入ら な 
いと され る (アル テク ルト ッ ゥ ピー2:217 参照 )。 

「 血 液 」 と は 、 流 れる 血液 の こと (家畜 章 145 参照 )。 肝 臓 や 有 看 臓 ( ひ ぞ う ) 内 の も の 、 
肉 の 中 に 混じっ て いる 血液 な ど は 合法 と いう こと で 、 学 者 間 の 見 解 は 一 致し て いる (前 掲 
書 2:222 参照 )。 
アッ ラー* 以 外 の た め に 居 ( ほ ふ ) られ た も の 、 と いう 説 も ある (アッ テ タ バリ ー1.:835-836 
参照 )。 

「 法 を 超え ず 、 度 を 越 さ な い 限り に お いて 」 と は 、 合 法 な も の を 差し お いて 非 合 法 な も の 
を 望ま ず 、 や お を 得 な い 場 合 で も 必要 以上 に それ を 摂取 (せっ し ゅ ) し な いこ と で ある 、 
と 言わ れる (前 掲 書 1:837-840 参照 )。 


ww 


に 


wn 


2. 雌牛 章 


174. 本 当 に ア ッ ラ ー* が 下さ れ た 啓典 を を 隠蔽 | 


175. 


176. それ と いう の も 、 アッ ラー* が 真理 と 共に 
次 を 下さ れ た た めで ある ち 本 当 に 、 啓典 
に つい て 異 論 を 唱え る 者 は 、 (真理 か ら ) 


いん べ い っ 


し 、 そ れ と 引き 換え に 僅か な 代価 を 得る | gC る 
者 た ち 、 それ ら の 者 た ち が 腹 の 中 に 食べ etd 


ウス 


て (詰め 込ん で ) いる の は 、( 業 火 の ) 炎 
に 外 な ら な い 。 そし て アッ ラー* は 復活 の 


*、 彼 ら に お 5 言葉 を か けら れる こと も 
けれ ば 、 彼 ら を ( 罪 か ら ) 清め られ る こと 


と も な い 。 ま た 彼ら に は 、 痛 烈 な 懲罰 が 


ある の だ 。 


を 、 お 赦し の 代わ り に 二 (前 を 買 っ た 者 
ち 。 彼ら は 業火 (の 責め 苦 ) に 対し て 、 
何と 辛抱 強い こと と か も 


実に 遠い 対立 の 中 に ある 。 


それ ら の 者 た ち は 、 導 き の 代わ り に 迷 要  ) の (| 


の お 


イマ 


Pe る A 
EA I 


ww 


な 
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177. 善 と は 、 た だ あな た 方 の 顔 を 東 や 西 に 


H 


啓典 、 5 た ち を 信じ 、 財産 を 近親 の 
者 、 孤 児 、 貧 者 *、 旅 路 (で 苦境 ) に ある 


— 


sl 


w 


SEA 


向 SIPS は 
ける こと で は な い ?。 し か し RA ンス I IGEN 


者 ) と は 、 アッラー*、 最 後 の 日 *、 大 使 へ | xczz NA 


NG Se NI IE 


彼ら が 、 自 ら 懲 久 を 招く よう な 罪 へ と 急ぐ こと を 基 (さげ す ) お 、 修 辞 (し ゅ うじ ) 的 表 


現 ( ム ヤ ッ サ ル 26 頁 参 照 )。 


彼ら が その よう な 懲 久 に 値 し た の は 、 ア ッ ラ ー* が その 使徒 * に 真理 と 共に 啓典 を 下さ れ 、 
し か も 和枝 ら が その 事 表 を 認知 し で て いた lc も 関わ ら ず 、 それ を 人 否認 し た り 隠 蔽 し た り し て い 


た か ら で あ る (アッ = テ タ バリ ー1.:844-845 参照 )。 
アッ ラー* が 、 ム スリ ム *『 た ち に キ ブ ラ * の 変更 を 命 


それ は 一 部 の 啓典 の 民 * と ムスリム *『 に と っ て の 試 績 と な っ た 。 そ れ で アッ ラー* は 、 善 ・ 敬 


虚 さ *・ 完 全 な 信仰 と は 、 善行 も 服従 行為 も 行わ ず 、 


じ ら れ た (アー ヤ *142 以降 参照 ) 時 、 


アッ ラー* の ご 命令 に も 基づか ず に 、 単 


に 東 や 西 を 向く こと で は な いこ と を 明らか に され た 。 信仰 者 に 重要 な の は 、 アッ ラー* の ご 
命令 に 従い 、 向 く よ う に 命じ られ た 方 に 向き 、 定 め ら れ た こと を 守る こと で ある 、 と お 知 


ら せ に な っ た の で ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 1:485 


参照)。 
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178. 


者 、 物 と い 、 首 ! の た め に 、 自 ら の (それ 
に 対す る ) 愛 着 に も 関わ ら ず 施し 、 礼 拝 
遵守 * し 、 浄 財 * を 支払 い 、 約束 すれ ば そ 
れ を 果たす 者 た ち で 、 陸 只 と 災難 、 戦 い 
の 時 に 忍 請 * あ る 者 た ち 。 そ の よう な 者 た 
ちこ そ は 、 (信仰 に ) 正直 な 者 。 そ し て 
その よう な 者 た ちこ そ は 、 散 農 な * 者 な の 
で ある 。 


信仰 する 者 た ちよ 、 ( 改 意 の ) 殺人 に 関 
し て 、 あ な た 方 に キサ ー ス 刑 ? が 義務 づけ 
られ た 。 自由 民 は 自由 民 、 奴 半 "は 奴隷 
女性 は 女性?。 (殺人 の キサ ー ス 刑 が ) 同胞 
"に よっ て 大 目 に 見 られ (代償 金 へ と 軽減 
され ) た 者 が あれ ば 、 (被害 者 の 遺族 は 
その 請求 に あたっ て ) 適切 さ を 守り 、 3 
害 者 は その 文 払い に お いて ) 彼 に 善 

くし て 全う せよ 。 IO 
か ら の 淵 減 と 、 ご 慈悲 で ある 。 そし て 、 
その 後に 侵犯 し た 者 が あれ ば 、 彼 に は 痛 
まし い 懲 罰 が ある の だ 。 


= 


身体 の 高貴 
ディ ー2: 518)。 こ 
光 章 33 の 同 語 に 関す る 訳 1 


サ ァ ディ ー83 頁 参照 )。 


sl 


CF 


a tiscali 

人 NS 
2 A EN 
SE SS TG I 


ン ン みろ 
ts' eo 


oy あり 


うみ 
ID 


貴 な 一 部 で ある 「 首 」 に よっ て 、 人 間 そ の も の が 意図 され て いる (アッ ニテ ズ バイ 
こ で の 「 首 」 は 、 奴 隷 の 解放 と その 援助 、 書 を 交わ すこ と を 望む 者 ( 御 
注 を 参照 ) の 援助 、 捕 虜 の 解放 な ど と 解釈 され て いる (アッ = 


「 キ サー ス 」 と は 、「 追 う 、 模 條 する 」 と いっ た 意味 の アラ ビア 語 が 


来 で 、 つ まり 語源 的 


に は 誰か の 行為 を 模 條 (も ほう ) する こと で ある 、 と 言わ れる (アッ = ラー ズィー2:222 


参照 )。 
犯し た の と 
つま り 自 


w 


し か し イス ラー ム * 


語 に お いて は 、 


民 の 殺人 は 、 犯 人 が 同様 の 自 


隷 や 女性 も 同様 で ある ( ム ヤ ッ サ ル 27 頁 参 照 )。 


wn 


被害 者 の 遺族 の こと (前 掲 書 、 貼 
代償 金 を 受け 取っ た 後 、 
加害 者 当 人 1( 


参照 )。 


殺人 ある い は 傷害 
同等 の 罰 を 受け る 刑 の こと (クウ ェ イ ト 法 学 大 全 21:45 参照 )。 


民 で ある 場合 に お いて キサ ー ス 刑 に 処 さ れ 、 奴 


加害 者 側 を 殺す こと (前 掲 書 、 
こも 、 そ れ 以 外 の 者 に も 危害 を 加え た り し て は な ら な い 。 


の 罪 を 犯し た 者 が 、 自 ら が 


同 頁 参 照 )。 ま た 被害 者 の 遺族 は 、 


の 執行 者 は 、 為 政 


(いせ い ) 者 の み で ある (アル テク ルト ッ ゥ ピー2:245 参照 )。 


2. 雌 千草 ブ 51 NN lt 
179. そし て キサ ー ス 刑 (の 定め ) に こそ 、 あ ts 
な た 方 に と っ て 生命 (の 安全 ) が ある ! 一 OT 
一 澄ん だ 理性 の 持ち 主 た ち よー 。 あな 
た 方 が (アッ ラー* を ) 団 れ る * よ う (、 
それ は 定め られ た の だ ) 。 
180. あ な た 方 の 誰か が 死に 面 し た 時 、 一 一 も ちっ 
し 、 彼 が 財産 を 残し た な ら 一 一 、 両 親 と | ou29bcA 和 2 し る 5 
近親 者 に 対し て 適切 な 形 で 遺言 ? を する よ DN ES ON 


181. 


の あな た 方 に 義務 づけ られ た 3 
は ) 敬 虎 な * 者 た ちの 義務 で ある 。 


それ で 、 それ (遺言 ) を 聞い た 後 、 それ 
を (勝手 に ) 変更 し た 者 が あれ ば 、 罪 は 
その 変更 し た 者 に こそ ある 。 本 当 に ア 
ラー* は 、 i 
な の だ か ら 。 


(それ 


あや ま つみ 。 ゆい ご ん お ね おそ oe キラ レン 2 レン ニュ ン ン 
182.、 ま た 、 過 ちや 罪 を 遺言 者 に 対し て 怖 れる ST 2p rE 
者 が 、 彼 ら の 間 を 取り 持っ て も 罪 で は な EE I 
い %4。 本 当 に アッ ラー* は 赦し 深い お 方 、 六 OS 
愛 深い * お 方 な の だ か ら 。 
1 人 を 殺せ ば 自分 も 殺さ れる こと を 知る 者 は 、 そ う は 殺人 な ど 犯 す も の で は な い 。 ま た 殺人 


犯 の 死刑 が 人 々 の 前 で 執行 され る こと は 、 彼 ら を その よう な 犯罪 か ら 抑止 する も の で ある 
(アッ = テ サ アァ ディー84 頁 参 照 )。 


1S】 


「 適 切な 形 で 遺 
産 を 譲っ た り せ ず 、 自 


言 」 す る こと と は 、 


ッ サ ル 27 頁 参 照 )。 


CO 


176 参照 ) 前 に 下っ た も の と 言わ れる (前 掲 書 、 
続 人 に も 、 遺 言 で 財産 を 語 


遺言 で の 贈与 に 関し 、 
分 の 財産 の 三 分 の 一 以上 を 贈与 し た り 


貧し い 者 を よそ に 


豊か な 者 に 財 
し な いこ と な ど を 指す ( ム ヤ 


この アー ヤ * は 、 各 相続 人 の 取り 分 a Nk 示 (婦人 章 11、12、 


れ た (アッ = ティ ルミ ズィー2121 参照)。 


た 


うな 場合 、 SN el 
叶わ な けれ ば 、 


言 者 に 公 


する ( ム ヤ i 28 頁 参 照 )。 


同 頁 参 照 )。 自 分 の 両親 の よう な 遺産 相 
穫 (ゆず ) る こと が 出来 る と いう 決ま り は 、 


最終 的 に は 無効 化 さ 


遺言 に お ける 「 過 ち 」 は 意図 し な いも の で 、「 罪 」 は 故意 の も の で ある と 言わ れる 。 こ の よ 
\ 正 な 遺言 を 勧め る 。 し か し 、 も し それ が 
言 者 の 死後 に 相続 人 の 取り 分 を 、 イ スラ ー ム * の 相続 法 に 沿 


つ た 形 で 変更 
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183. 信仰 する 者 た ちよ 、 あな た 方 以前 の 者 た 


184. 


ち に も 義務 づけ られ た よう うに 、 あ な た 方 
に も 斎 成 " が 義務 づけ られ た 。 (それ は ) 
あな た 方 が 、 艇 虚 * に な る よう に で ある 。 


さい か い 


(ラマ ダー ン 月 * の ) 一 定 の 日 数 を ( 斎 戒 
* せ よ ) 。 そ れ で あな た 方 の 内 、 病 人 や 旅 
DN 

、 別 の 日 々 に (その ) 日 数 を ( 斎 茂 * す 
_ 8 そし て それ ( 斎 茂り を 遂行 で き な 
い 者 の 償い は 、 貧 者 * 人 へ の 食べ 物 !。 
また 、 進 ん で 善行 を する 者 な ら ば 、 そ れ 
が 彼 に と っ て より 善い こと ? で ある 。 そ し 
て 斎 戒 * す る 方 が 、 あ な た 方 に は より 善い 
の だ 3。 も し 、 あ な た 方 が (その 徳 を ) 知 
っ て いる の な ら 。 


(それ は ) 人 々 へ の 導き と し て 、 ま た 導 
き と 識 別 の 明 証 * と し て クル アー ン * が 下 
され た 、 ラ マダ ー ン 月 *。 そ れ で 誰 で あろ 
うと 、 (旅行 中 で は な い ) 定住 者 と し て 
その 月 に 立ち 会 っ た (健常) 者 は 、 斎 成 
せよ 。 そ し て 病人 や 旅行 中 の 者 (で 斎 戒 * 
し な か っ た 者 ) は 誰 で も 、 別 の 日 々 に ( そ 
の ) 日 数 を ( 斎 式 * す る ) 。 アッラー* は 
あな た 方 に 易 き を 望ま れる の で あっ て 、 
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老衰 (ろう すい ) し た 者 や 、 快 復 (か いふ く ) の 望み が 薄い 病人 な ど は 、 ラ マダ ー ン 月 * 
の 斎 戒 * の 義務 を 免除 され る が 、 そ の 代償 は 毎日 一 人 の 貧者 * に 食べ 物 を 提供 する こと で あ 


る 


貧者 * へ の 食べ 物 の 提供 


( ム ヤ ッ サ ル 28 頁 参 照 )。 


掲 書 、 


、 同 真 参照)。 


bi 


に お いて 、 義務 の 枠 (わく ) を 超え た 施 (ほど こ ) し を する こと (前 


己 の 理由 に より 詠 戒 * の 義務 が 免除 され る 者 で も 、 斎 戒 * す る こと の 方 が 望ま し いと いう 


こと (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 


アツ 


証拠 の こと (前 掲 書 、 同 真 参照 )。 


ラー* の お 導き 、 そ し て 上 真理 と 虚妄 ( き ょ も う ) と の 明白 な 判別 に つい て の 、 明 ら か な 


2. 雌牛 章 


ss \ 


A -Y 


186. 


187. 


困難 を 望ん で お られ る の で は な い 。 そ し 
て それ は 、 あな た 方 が (落成 * の ) 日 数 を 
全う し 、 あな た 方 を 導い て 下さ っ た こと 
に つい て ア ッ ラ ー* の 偉大 さ を 称 揚 する * 
た めで あり !、 あ な た 方 が 感謝 する よう に 
な る た めで ある 。 


そし て (使徒 * よ 、) わが 僕たち が 、 われ 
に つい て あな た に 尋ね た 時 に は 、 (われ 
が 、 こう 語っ て いる 、 と 言う の だ 。 ) 「 本 
当 に われ は 、 (あな た 方 の ) 近く に ある 。 
われ に 祈 れ ば 、 わ れ は 、 祈 る 者 の 祈 順に 応 
えよ う 。 な ら ば 、 彼 ら が 正しく 導 か れる 
よう に 、 われ (の 呼び か け ) に 応え させ ^、 
われ を 信仰 させ る の だ 」。 


NO 0 

交わ る こと が 許さ れ て いる 。 彼女 ら は 
MPEG の ee あな た 方 
は 彼女 ら に と っ て の 衣 で ある *。 アッ ラー 
* は 、 あな た 方 が 自 ら を 欺 い て いた こと“ 
を ご 存 知 で あっ た 。 そし て か れ は 、 あ な 
た 方 の 悔 司 を お 受け 入れ に な り 、 あな た 
方 を 大 目 に 見 られ た の で ある 。 今 あ な た 
方 は 、 彼女 ら と 交 ぷわ り 、 アッ ラー* が あな 
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IN) 
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合い 、 ま た 、 


ここ で の 「 ア ッ ラ ー* の 偉大 さ を 称揚 する 」 と は 、 ラ マダ ー ン 
言葉 だ と も 言わ れる ( ム ヤ ッ サ ル 28 頁 参 照 )。 


る こと を 推奨 され て いる 、 特 定 の 称賛 の 
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* が 明け た イー ド * の 


に 唱 


アッ ラー* が 命じ られ た こと を 行い 、 禁 じ ら れ た こと を 避け る こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


2:316-317 参照 )。 


た 


ペー ン 月 * の 斎 戒 * が 義務 づけ られ た 当初 は 、 


i 
ブー・ ダ ー ウ ー ド 2314、 


没 ま で 飲食 や 配偶 者 と の 性 交 


ぷ 渉 が 禁じ られ て いた と 言わ れる 。 
で 人 々 が 、 苦境 に 陥 ( お ちい ) る こと が あっ た こと を 示し て いる の だ と いう ( ア 
アッ = タバ リー2:931-937 参照 )。 


夫婦 と は 、 身 に まとう 衣服 の よう に 常に 一 緒 で あり 、 か つ 禁 じ ら れ た も の か ら お 互い を 守 
お も 互い に 安らぎ の 場 と な る よう な 存在 


で ある (アル = クル トゥ ビー 


没後 で も 一 旦 眠っ て し まえ ば 、 翌 日 の 


「 自 ら を 欺く 」 と は 、 この 
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188. 


た 方 に 対し て 定め られ た こと ' を 求め る が 


よい 。 そ し て 夜明け の 白い 糸 が 黒い 糸 か 
ら 明 白 に な る まで ^ 食べ 、 飲 む の だ 。 そ 


れ か ら (太陽 が 沈ん で ) 夜 に な る まで 、 
斎 表 * を 全う せよ 。 ま た 、 マ スジ ド * で イ 
アァ ティ カー フ * し て いる 時 に 、 彼 女 ら ( 自 
分 の 妻 ) と 交わ っ て は な ら な い 。 そ れ は 、 
アッ ラー* の 決ま り で ある 。 な ら ば 、 そ こ 
に 近づく の で は な い 。 この よう に アッ ラ 
ー* は 人 々 に 、 彼 ら が 敬 度 * に な る よう 、 
(法規 定 に 関す る ) か れ の 御 徴 を 解き 明 
か され る の だ 。 


あな た 方 は 自分 


あな た 方 の 財 


oo は と 


4 し て そい バン 人 ッ ラ タン 
\ 禁 い や の る ン 生 
0 Rn 
AI り な が ら 、 系 < も 他人 の 財 の 一 部 を 5 
に シン すら 玉 判 衛 に それ (偽り の 
し 立て ) に よる 訴え を し て も な ら な い 。 
189. (預言 者 * よ 、 ) 彼ら は 新 月 に つい て 、 あ AL 56 る * 
な た に 尋ね る 。 言う の だ 。「 そ れ は 人 々 発作 (あめ 5 ES 
の 、 そし て ハッ ジ * の 時 節 の 目安 」。 また 、 NY RP | 
da A Cg DI eS 
う 行 為 は 、 善行 で は な い *?。 し か し 善行 と 
1 子供 の こと で ある 、 と され る ( ム ヤ ッ サ ル 29 頁 参 照 )。 
2 暁 ( あ か つき ) に 、 夜 の 黒 さ か ら 朝 の 光 が は っ きり と 芽生 える 時 の こと (前 掲 書 、 同 頁 参照)。 
3 「 偽 り の 手段 」 と は 、 ア ッ ラ ー* が 非 合 法 と され た 手段 の こと 。 強奪 (どう だ つ ) ・ 傘 資 ( せ 
っ と う ) ・ 詐 欺 ( さ ぎ ) ・ 利 息 * な どの 外 、 労 働 者 の 賃金 を 搾取 (さく し ゅ ) し た り 、 任務 を 
全う せ ず に 報酬 (ほう し ゅ う ) を 得 た りす る こと も 含ま れ て くる (アッ テニ サ ァ ディ ー88 頁 
参照 )。 
4 マデ ィ ー ナ * の 民 は 、 巡 礼 * の た め の イ フラ ー ム * に 人 人 っ た 後 、 自 分 の 頭上 と 空 を 遮 ( さ え ぎ ) 


ら な いこ と を 宗 拝 * 行 為 ・ 善 行 と し て いた 。 それ で 、 イフ ラー ム * 後 に 家 に 人 る 必要 が 生じ た 


際 に は 、 


通常 の 戸 


クル トウ ゥ ビー2.:344-345 参照 )。 


か ら 人 入ら ず 、 家 の 天井 か ら 穴 を 開け て 入っ た り し た の だ っ た (アル = 
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190. 


191. 


は 、 主 * を 異 れ る * 者 (の 行為 ) の こと を 
いう の で ある 。 戸口 か ら 家 に 人 り 、 あな 
た 方 が 成功 する た め に 、 ア ッ ラ ー* を 異 れ 
る の だ 。 

あな た 方 に 戦い を 人 [掛け る 者 た ち と 、 

ラー の 導 に お いて 戦え 。 そし て 、 度 を 直 


し て は な ら な い ?。 実 に アッ ラー* は 、 度 を 
越す 者 を お 好み に は な ら な い の だ か ら 。 


また 、 捕 ら え 次 第 、 彼 ら を 殺し 、 彼 ら が 
あな た 方 を 追放 し た 場所 (マッ カ *) か ら 
彼ら を 追放 せよ 。 一 一 試練 は 、 殺 害 より 
も っ と 悪い 3 の だ 一 一 。 そ し て 、 彼 ら が ハ 
ー ム ・ マ スジ ド * で あな た 方 に 戦い を 
仕掛 け て 来る を まで は 、 彼 ら に そこ で 戦い 
を 仕掛 け て は な ら な い 。 彼ら が (そこ と で) 
あな た 方 に 戦い を 仕掛 け て くる の な ら 、 
彼ら を (戦っ て ) 殺す の だ 。 不 信仰 者 * た 
ち へ の 報い は 、 その よう な も の で ある 。 


それ で 彼ら が や め る 4 の な ら 、( ア ッ ラ ー* 
は 彼ら を お 赦し に な ろう 、) 本 当 に アッ 


ラー* は 落し 深い お 方 、 慈 愛 深 い * お 方 な 
の だ か ら 。 
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4 イタ ラン イイ キレ ンー ンマ で ー ン 
⑮ ん の う ゅ と 2 Alob 


1 この アー ヤ * は 巡礼 * 章 39 に 次 いで 、 敵 対す る マッ カ * の 不信 仰 者 * と の 戦闘 を 許可 する 初期 


の アー ヤ * で あっ た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 1:524 参照 )。 関 連 す る アー ヤ * と し て 、 
巡礼 * 章 39、 
2 「 度 を 越す 」 と は 、 戦 死者 の 遺体 を 故意 
修道 位 を 殺し た りす る こと な ど 、 ア ッ ラ 


悔 悟 章 5、36、123 も 参照 。 


いう ( ム ヤ ッ サ ル 29 頁 参 照 )。 


3 この 「 試 練 」 は 、「 不 信 


兄 」「 シ ルク *」「 イ スラ ー ム * に 対す る 妨害 」 で 、 


アー ヤ *193、 


に 損ね た り 、 戦 闘 に 関与 し な い 女性 ・ 子 供 ・ 老 人 ・ 
ー* が 禁じ られ た こと に 背 ( そ む ) く こ と を 指す と 


「 殺 害 」 と は 「 信 


仰 者 の 、 不 信仰 者 * に 対す る 殺害 」 の こと と され る 0 ッ サ ル 30 真 参照 )。「 信 仰 者 を 不 


信 | 仰 へ と 戻す た め に 試練 に か ける こ に と は 、 信 仰 者 


も あり (アッ テ タ バリ ー2.963-964 参照 )。 


4 不信 仰 と 9 


を 殺す こと より も 悪い 」 と いう 解釈 


別して 信仰 に 入り 、 戦 闘 を や め る こと ( ム ヤ ッ サ ル 30 頁 参 照 )。 
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193. そし て 試練 ! が な く な り 、 宗 教 が アッ ラー* | る RTE 
だ け の も の と な る 2 まで 、 彼 ら と 戦え 。 彼 ONI 
ら が や め る 3 の な ら 、 不 正 * 者 * た ち 以外 に 
対し て は 侵害 し て な ら な い 。 

194. 神聖 月 * こ は 神聖 月 *、 神 晶 さ (の 侵犯) 


195. 


196. 


に は 、 同様 の こ と で (報い よ ) 5。 そし て 、 
あな た 方 を 侵害 し て きた ら 8 彼 に は 、 彼 
が あな た 方 を 侵害 し た よう な 形 で 、 害し 
返す * の だ 。 ア ッ ラ ー* を 異 れ *、 アツ ーー* 
I 
知る が よい 。 


また 、 ア ッ ラ ー* の 道 に お いて ( 財 を ) 費 
や せ 。 そし て 、 自分 の 手 で ( 自 ちら を ) 破滅 
へ と 追い や っ て は な ら な い 。 療 を 尽く す ? 
の だ 。 本 当 に アッ ラー* は 、 善 を 尽く す 者 
た ち を お 好み に な る の だ か ら 。 

ハッ ジ * と ウム ラ * を 、 アッ ラー* の た め に 


全う せよ 。 そ れ で 、 も し 陸 ま れ て し まっ 
< きら 、 (イフ ラー ム * を 解く た め に 、) 簡単 
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「 試 練 」 に つい て は 、 ア ー ヤ \191 の 訳注 を 参照 。 
アッ ラー* 以 外 の 何 も の も 並べ て 崇拝 
と ( ム ヤ ッ サ ル 30 頁 参 照 )。 

「 彼 ら が や め る 」 に つい て は 、 
不信 仰 を 棄 ( す ) て る こと な く 、 
アッ ラー* が 神聖 と し た 場所 や 時 時 
と いう こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 
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* さ れる こと が な い 、 
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アー ヤ *192 の 訳注 を 参照 。 
敵対 と 迫害 を 止め な い 者 た ちの こと (前 掲 書 、 


同 真 参照 )。 


され な けれ ば な ら な い 、 


「 報 復 する 」 と すべ き 所 で 「 害 し 返す 」 と いう 表現 され て いる の は 、 そ の 前 に ある 「 侵 害 」 


と いう 語 へ の 対応 に 


だ け の た め に 純粋! 
注 も 参照 。 


イフ ラー ム * 後 に 、 敵 の 妨害 や 、 病 気 な ど に よっ て 、 


の 意 (前 掲 書 、 同 真 参照)。 


よる 、 修 辞 的 意味 合い の た め (イブ ン 
この 「 善 を 尽く す 」 と は 、 特 に 施し と 善行 に お ける こと で 、 
こす る と と と され る ( ム ヤ ッ サ ル 30 


巡 * 


・ カ スィ ー ル 1:527 参照 )。 
か つ 全 て の 行い を アッ ラー* 
参照 2。 ま た 、 和 蜜蜂 章 128 の 訳 


し L* の 続行 を 阻ま れ て し まっ た ら 、 
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に 手 に 入る 供物 ! を (捧げ よ ) 。 そし て 供物 I RAE ET 


が その 場 に 達 て し 、 そ れ を 必殺 ) する ま 


で は 、 頭髪 を 剃っ て は いけ な い ?。 
な た 方 の 内 、 


また あ 


(イフ ラー ム * に 入っ た 者 


で 、) 病人 や 、 
部 に 問題 が ある 者 は 誰 で も ( 頭 問 を 剃っ 
て も よい が ) 、 斎 戒 * 施し 、 供 t 物 の 内 か 


ら 償 い を (選べ ) 3。 
ハッ ジ * (の 時 期 ) まで ウム ラ 
* (で 禁じ られ て いた も の ) を 堪能 
手頃 な 供 ょ 物 を (捧げ よ ) 。 そ 


全 に な り 、 


で あれ ば 、 


(害虫 な ど が 原因 で ) 豆 


また 、 あ な た 方 が 安 


る “の 


れ で 、 そ れ (供物 ) を 入手 出来 な い 者 は 、 


ハッ ジ * (の 巡礼 * 月 ) に 三 日 間 、 


(家族 


の も と に ) 帰っ た 後に 七 日 間 の 斎 戒 を せ 


よ 。 と これ が 完全 な る 十 


間 で ある 。 そ れ 


は 、 ハラ ー ム ・ マ スジ ド * に 家族 の な い 者 
"に 関す る こと 。 
ラー* が 厳 し い 守 湯 を 与え られ る お 方 で 
ある こと を 、 知 っ て お く が よい 。 


ア Sa 


アッ ラー* を 異 れ *、 ツ 


TO 


た 


wn 


羊 、 ラ クダ 、 


巡礼 * の 続行 が 「 阻 まれ て 」 不 可能 
る 。 そ うす る まで は 、 
て 、) イフ ラー ム * を 解除 する こと が 出来 な い 。 尚 、 
は 、 マ ッ カ * の 聖域 で あり 、 ズ ル テ ヒ ッ ジ ャ 月 * 十 
数 」 の 訳注 を 参照 )) まで で ある (前 掲 書 、 


られ る 「 場 所 」 


アッ ニテ タ シ ュ リ ー ク (アー ヤ *203「 一 定 の 


同 頁 参照 )。 
つま り 


マッ カ * の 聖域 に いる 貧者 の た め に 羊 を 一 頭 居る こと (前 
ウム ラ * を 行っ た 後に 一 旦 イ フラ ー ム #* を 解き 、 ハ ッ ジ * の 行 
ラー ム * に 入る まで 、 イフ ラー ム * に 伴う 様々 な 制限 か ら 
同 頁 参照 )。 


ッ ト ッ ゥ (堪能 )」 と 


マッ カ * を 訪問 する に あたり 、 イ スラ ー ム * 法 上 の 旅行 者 と 見 


肖 
いう 、 


生 な どの 犠牲 の 家畜 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 30 
似 と し て その 場 で 犠牲 を 居 (ほる ふる ) 
体 か ら 


に な っ た 者 は 、 そ の 代 


頭髪 を 刈っ て (ある い は 、 頭 部 全 
ハッ ジ * を 続行 ・ 完 遂 し た 者 の 犠牲 が 屋 


2 式 (前 掲 書 、 


ハッ ジ * の 


ッ ー サ ァ デ ィ ー90 頁 参照 )。 


っ 
ゃ ン と イン 


pd の グン も jp 


ン ャ ン ピ ソー マーマン プン 
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参照 )。 


人 久 


均等 に 短く する こと に よっ 


か ら 「 ア イヤ ー ム ・ 


日 間 の 斎 戒 か 、 六 人 の 貧者 * た ち に 半 サ ー ア * ず つの 食料 を 施 (ほど こ ) すこ と か 、 
jj 掲 書 、 
事 が 始ま る に あたっ て 再度 イフ 


同 頁 参照 )。 


な 状態 を 堪能 する こと 。「 タ マ 


な され る 者 の こと と され る ( ア 
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NR A re 
を 凍ら に 課 し た 者 は 誰 で も 、 その ハッ ジ * は I 


に お いて 、 淫ら な 言動 や 、 放 逸 さや 、 言 い 争 
い 2 に 陥っ て は な ら な い 。 ee 
が いか な る 療 行 で も すれ ば 、 アッ ラー* は そ 
れ を ご存知 に な る の だ 。 の 辿 え を 準備 せ 
よ 。 と いう の も 、 実に 旅 の 藩 え で 最善 の も 
の は 、 敬 農 * さ な の だ か ら 。 そし て 澄ん だ 理 
作 の 持ち 主 た ち よ 、 われ を 良 れ る * の だ 。 


198. (ハッ ジ * 1 に 、 ) あな た 方 の 主 * か ら の 恩 ーー 

鶴 を 求め る こと 3 は 、 あな た 方 に と っ て 罪 ころ ムン 9 3 

で は な い 。 そ れ で あな た 方 が アラ ファ ー RN des 
ト * か ら 一 昔 に や っ て 来 た ら 、 聖 標 ? で ア sisi 
ツ ラー* を 唱 次 する の だ 。 そし て か れ が あ 
な た 方 を 導 か れ た よう に 、 か れ を 唱 念 せ SAA Nt td 
よ 。 本 当 に あな た 方 は それ 以前 、 迷 っ た 


民 だ っ た の だ か ら 。 


199. それ か ら 、 人 々 が 一 昔 に や っ て 来る と こ 
ろか ら や っ て 来 て 、 アッ ラー* 罪 の お 赦 
し を を を う の だ * i ッ ラー* は 赦し 深 
い お 方 、 慈愛 愛 深い * お 方 な の だ か ら 。 


i 4 の 


SAN wR EN 串 
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1 「 周 知 の 数 ヶ月 」 と は 、 ハ ッ ジ * の 巡礼 * 月 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 31 頁 参 照 )。 

怒り や 、 望 まし く な い 行 い へ と つなが る よう な 「 言 い 争 い 」 の と こと (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 
つま り 、 商売 する こと 。 この アー ヤ * は 、 巡礼 * の 時 期 に 商売 する こと を 罪 と 見 な し て いた 、 
ある 種 の 人 々 に 対し て 下っ た と され る (アル テ ブ ハー リー4519 参照 )。 
「 ア ラフ ァ ー ト 」 あ る い は 「 ア ラフ ァ 」 と は 、 ズ ル = テ ヒッ ジャ 月 日 に ハッ ジ * を 行う 者 た ち 
が 向かい 、 日 没 ま で 滞在 する マッ カ * 近 郊 (きん こう ) の 台地 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 31 頁 参照)。 
5 「 聖 標 」 と は 、 巡 礼 * 者 が 日 没後 、「 ア ラフ ァ 」 を 後に し て 向かう 、 ム ズ ダ リフ ァ の 地 の こ 
と (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 ot TAU し て 野営 し 、 翌 朝 フ ァ ジ ュ ル * の 礼拝 後 、 空 
が 白 む まで アッ ラー* の 唱 念 に 努め る (アッ テニ サ ァ ディ ー92 頁 参照 )。 

こと この よう に ムスリム * は 、 ER 分 の 至ら な さ に 対す る アッ ラ 
ー* の お 赦し を 師 い 、 そ れ を 人 達成 させ て 下さ っ た アッ ラー* に 、 感 謝 す る べき で ある (前 掲 
、 同 頁 参 照 )。 
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200. そし て (ハッジ * に お ける ) 儀式 を 全う [上 


201. 


202. 


203. 


た ら 、 ちな た 万 の 人 伯 に 対す る 人 
うに 、 あ る い は それ 以上 に 強い 唱 
ア ッ ラ ー* を 哨 : 念 せよ 人 々 の 中 に は G 
世 の み を 望ん で ) 、 [我ら が 主 * よ 、 現 ] 
に お いて 私 た ち に お 恵み 下さ い 」 と 言う 
者 が ある 。 そ し て 彼ら に は 、 来 世に お け 
る (よき ) 取り 分 な ど な い の だ 。 


また 彼ら の 中 に は 、「 我 ら が 主 * よ 、 私 た 
ち に 現世 に お いて 善き も の と 、 来世 に お 

いて 善き も の を お 授け 下さ い 。 そし て 、 

私 た ち を 業火 の 懲罰 か ら お 守り 下さ い 」 
と 言う 者 が ある 。 


それ ら の 者 た ち 、 彼 ら に は 、 自 分 た ち が 稼 
い だ も の に 対す る (よき ) 取り 分 が ある 
の だ 。 アッラー* は 、 即座 に 計算 され る * 
お 方 で ある 。 


一 定 の 日 数 * ア ッ ラ ー* を 員 念 せよ 。 そ 
れ で (滞在 を ) 間 で 早め に 切り 上 げ 
て も へ 彼 に は 罪 は な く 、 また ( 三 日 目 ま 
で 滞在 を ) 遅 ちせ て も 、 彼 に 罪 は な い 。 
(この お 許し は 、 ) 敬 諾 な * 者 の た め 。 そ 
し て アッ ッ ラ ー を 虹 れ *、 あな た 方 が か れ の 
御 許 に 召集 され る と いう こと を 知っ て 
お く が よい 。 


陸 思 ^ 


1 ジャ ー ヒ リー 時 代 、 


2 


う ) 
[= 


を 称え 、 
定 の 日 数 」 と は 、 マ ッ カ * 近 郊 (きん こう 


ム ・ ア 
。 預言 者 *: ム ハン マ ド * は この 三 
た (アフ マ ド 7134 参照 )。 
3 その 場合 、 十 


結語 
食 と 、 


ッ テ タ シュ リー ク 」 (ズル = テヒ ッ ジ ャ 月 
間 を 、「 飲 


の 投石 を 終え て か ら 、 


日 


アラ ブ 人 た ち は ハ ッ ジ * を 終え た 後 、 
誇 (ほこ ) り 合 っ た と され る ( ア Pe 1089 参照 )。 


) の ミナ ー 


人 を っ 5: を に 231 6 
a RN を と を 


こし 3 う 2 の 
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EI 
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2 さと る ? YS 
USD RPC の 
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OE ey 2 


自分 た ちの 先祖 の 威光 (いこ 


の 地 で 過ごす 、 
旨 、 幸三 目 、 二 三 


いわ ゆる 「 ア イヤ 


日 没 前 に ミナ ー を 後に する ( ム ヤ ッ サ ル 32 


日 の 三 日 間 ) の こ 
々 」 と 描写 され 


アッ ラー* の 唱 念 の 


参 照 )。 


中 錠 
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ee \ 


204. 


206. 


209. 


. また 彼 は 、 


. また 、 


(使徒 * よ 、) 人 々 の 中 に は 、 (イス ラ 

ー ム * に 対す る ) 最も 強硬 な 論客 で ある 
に も 関わ ら ず 、 現世 に お いて は (上 辺 だ 
け の ) 言葉 で あな た を 喜ば せ 、 自 ら の 
胸中 に つい て アッ ラー* を 証人 と する 
者 が いる 


(あな た の も と を ) 立ち 去れ 
ば 、 地 上 で 腐敗 * を 広め た り 、 作 物 や 子孫 
を 損ね た り し よう と 努め る 。 ア ッ ラ ー* 
は 、 腐 敗 * を お 好み に は な ら な い の だ 。 


また だ 。、 ダグ ッ ラ ー* を 長 れ * よ 」 と 言 われ 
れ ば 、 尊大 さ が 彼 を ( 更 な る ) 人 罪 へ と 走 
et 彼 (の 第 六 ) に は 、 地獄 で 十 

}。 そし て その 寝床 は 、 何と 実に 醒 悪 な 
on 


人 々 の 中 に は 、 ア ッ ラ ー* の ご 満悦 
を 求め て 自 ら の 魂 売る が いる 。 ア 
ッ ラ ー* は その 僕たち に 対し 、 哀 れ み 深い 
* お 方 で ある 。 


. 信仰 する 者 た ちよ 、 余 すこ と な く 平 安 の 


内 に 入れ '。 そし て シャ イタ ー ン * の 歩み に 
従っ て は な ら な い 。 本 当 に 彼 は あな た 方 
に と っ て 、 紛 れ も な い 敵 な の だ か ら 。 


それ で 、 あ な た 方 の も と に 明 証 2 が 到来 し 
CO 
る の な ら ば 、 ア ッ ラー* が 僚 力 な ら び な い 
ts 
て お く が よい 。 


= 


NM 


部 分 的 に で は な く 、 
いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 32 
クル アー ン * と 、 預言 者 * ム ん ムハンマド * の スン ナ * に よる 、 明 


参照 )。 


= 


3 


る か タ うるし ヒュ ン る 
ES 


SE Db 
Dh の 0 1 も 


祭 す こと な く イ スラ ー ム * 法 を 実践 し 、 そ の 教え の 中 に 実 を 投じ よ 、 と 


白 な 証拠 の こと (前 掲 書 、 同 E 


[参照 )。 
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210. 彼ら は た だ 、 ア ッ ラ ー* が (復活 の 日 や) | EoykJISylzis 
薄い 白 i 法 の も と に ご 劉 来 する ! の を 、 そ | ある 
し て 天使 * た ち (の 到来 ) を 待っ て いる 内 本 まし 


と いう の か ? (その 日 、 ) は 


れ 、 全 て の 物事 は か れ の 御 許 に 帰す る の 
で ある 。 


211. イス ラー イー ル の 子 ら * に 幸 尋ね る が よい 、 
oo どれ だ け 多 く の (真実 へ 
導く ) 明 証 を 彼ら に 授け た の か を 。 だ 
W 時 * の 恩恵 (か れ の 宗教 ) を 、 そ れ が 
り 来 し た 後に (不信 仰 と ) 取り 替え る な 
ら 、 ( ア ッ ラ ー“* は 彼 を 前 され よう 、 ) 本 
当 に ア ッ ラ ー* は 厳し い 懲罰 を 下さ れる 

お 方 な の だ か ら 。 


212. 現世 は 不信 仰 に 陥っ た * 者 た ち に と っ て 1 RN 
如 びやかに され 、 彼ら は 信仰 する 者 た ち 


He 


ッ プ セン 


ed A 


そし て 散 虚 * だ っ た 者 た ち us BP OA 
、 復 活 の 日 * に 彼ら の 上 位 に ある の だ 。 
デ ei お 望み に な る 者 に 、 際限 な 
く お お 恵み に な る 。 
213. 人 々 は 、 か つて 一 つの 民 で あっ た 2。 そ れ 人 ANE 


か ら (宗教 に お いて 分 裂 し た の で 、) ア | oR 
ッ ラ ー* は 、〒 吉報 を 伝え 、 警告 を 告げ る * 順 ec 
言 者 * た ち を 遣わ ちさ れ た の で ある 。 また か NNI 2 ls パラ イィ 
れ は 、 人 々 の 間 を 、 彼ら が 意見 を 異 に し 


て いた こと に つい て 裁く た め 、 彼 ら ( 預 


MC て 
5 
む 
6 
KN 


アッ ラー* は その 日 、 そ の 壮 厳 (そう ご ん ) さと 偉大 さ に ふさ わし い 形 に お いて 、「 薄 い 
雲 の も と に ご 到来 」 す る ( ム ヤ ッ サ ル 32 頁 参 照 )。 同 様 の アー ヤ * と し て 、 識 別 章 25、 
実 章 15-17、 暁 章 22 も 参照 。 
以前 、 全 人 類 は アッ ラー* か ら の 正しい 教え の 中 に あっ た 、 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 33 頁 
参照 )。 


3 「 吉 報 を 伝え 、 警 告 を 告げ る 」 に つい て は 、 ア ー ヤ \119 の 訳注 を 参照 。 
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214. 


けし 


計 者 * た ち ) と 共に 真理 の 藩 典 を お 下 し に 
な っ た 。 そ し て 、 それ ! に 関し て 意見 を 異 に 
し た の は 、 それ ? を 授かっ た 者 た ち に 外 な 
A 
こと で あり 、 彼 ら が 互い に 侵犯 し 合 
い だ ' ゆ え の こ と で あっ た 。 時 ッ ラ 
ー* は その お | 許し に より 、 信仰 する 者 た ち 
を 、 彼ら が 意見 を 異 に し て いた 真理 へ と 
お 導き に な っ た 。 ア ツン ーー やま > か れ が お 
望み に な る 者 を 、 ま っ すぐ な 道 首 に お 導き 
に な る 。 


いや (信仰 者 た ちよ ) 、 一 体 あ な た 方 は 、 
あな た 方 以前 に 滅ん だ (信仰) 者 た ちの 
(遭遇 し た ) よ うな も の に 出 章 うこ と と な 
く 、 天 国 に 入れ る と で も 思い 込ん で いる 
の か ? ひど い 困 鍛 や 災難 が 彼ら を 柚 

ヽ 、( 彼 ら は 様々 な 恐怖 に ) 揺るが され 、 
i 彼 と は 共に 信仰 する 者 た ち が 「 ア 
ッ ラ ー* の ご 援助 は いつ な の で あろ う 
か 1 ?」 と 言っ た ほど だ っ た * の だ 。 本 
当 に ア ッ ラ ー* の ご 援助 は 、 間近 な の で 
は な いか 。 
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IN) 


(て 


wn 


こと この 「 そ れ 」 の 解釈 に は 、「 啓 
ッ テ シ ャ ウ カ ー ニ ー1:378 参照 )。 
こと の 「 そ れ 」 の 解釈 に は 、「 啓 典 」 


「 真理 


諸説 が ある (アッ ニタ バリ ー2:1134 参照 )。 


この 「 明 証 」 と は 、 彼 ら が 「 意 見 を 異 に し た こと 」 が 、 
を 示す 、 論 
まり 、 (し っ と ) 心 や 、 現 世 の 欲 望 ゆ え の 「 侵 犯 」 (前掲 書 、 


つま 


論拠 と 証拠 の こと (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 


も 参照 。 


この 言葉 は 疑念 で は な く 、 


た 、 


信仰 者 の 試 績 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 186、 


ハン マ ド 章 31、 干 権 章 2 と それ ら の 訳注 も 参照 。 


「 預 言 者 * ム ハン マ ド *」「 真 下 


待ち わび る 気持 ちか ら 出 た 言葉 で ある (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 ま 
悔 司 間 


NN My it 


CCAR 
52 し な る SN 


El と いっ た 諸説 が ある ( ア 


El]「 預 言 者 *: ん ムハンマド * に つい て の 知識 」 と いっ た 


異論 の 余地 の な い 真 実 で ある こと 


同 真 参照 )。 相 談 章 1 


16、 洞 窟 章 7、 更 


2. 雌牛 章 ブ es \ りー 
215. (預言 者 * よ 、) 彼ら ( 教 友 * た ち ) は あな 2 
た に 、 何 を ( 誰 に 対し て ) 費やす べき か 、 DN を 8 
N 和 CS も | ooo 
の し と し て な ho 
⑮ え 62 に つゆ うー 
近親 者 、 撤 児 、 貧 者 *、 旅 路 (で 苦境 ) に ST 
ある 者 の た め に (費やす が よ い ) Oo そし て 、 
あな た 方 が どん な 普 行 を し よう と 、 本 当 に 
アッ ラー* は それ を ど 存 知 な の だ 」。 

216. (信仰 者 た ちよ 、) 戦い が 、 あ な た 方 に ため ち JE と を こす 
義務 づけ られ た 。 そし て それ は 、 あな た た A I 
方 に と っ て 嫌 な も の 。 あな た 方 は 自分 た | 2 1 
し 、 自 分 た ち に と っ て 悪い こと を 好む か 
も し れ な い 。 ア ッ ラ ー* が (あな た 方 に と 
っ て 真 に 良い こと を ) ご 存 知 な の で あり 、 
あな た 方 は 知ら な い の で ある 。 

217. (使徒 * よ 、) 彼ら (シル ク * の 徒 ) は あな | GWS 
た に 、 神 聖 月 * に お いて 戦う こと に つい て EINE I 

尋ね る 。 言っ て や る が いい 。「 そ こ (神聖 | ou 誠 Ebeb3NJ 35 
月 やり に お ける 戦闘 は 、 a (な 罪 ) で あ > 0 | 
1 ーー ネ 道 1 

阻む こと 、 か れ に 対す る 不信 人 フー < 
ム ・ マ スジ ド * (に 入る こと の 紋 告 ) 、 を | の ea poo 人 人 
I ーー 
こと は 、 ア ッ ラ ー* の 御 許 で より 重大 (な 5 を 285 SH 
罪 ) な の だ 。 そし て 試練 は 、 殺害 より も 重 | ⑨ a 

大 な の で ある <」。 彼 ら は 、 あ な た 方 を あ 
1 大 半 の 学者 は 、 神 聖 月 * に 戦う こと の 禁止 は 後に 撤回 (て っ か い ) され た 、 と し て いる 。 ま 
< 一 部 の 学者 は 、 そ の 規定 は 撤回 され て は いな いも の の 、 敵 か ら 攻 撃 さ れ た 時 に の み 神 聖 
月 に 戦う こと が 許さ れる 、 と し て いる (アッ テニ サ ァ ディ ー97 頁 参照 )。 アー ヤ * の 撤回 に つ 


いて は 、 
と の 「 試 練 」 は 、 こ の 直前 に 言及 され た 全て の こと で 、「 殺 害 」 と は 、 神 聖 


IN) 


アー ヤ *106 と その 訳注 を 参照 。 


害 の こと 、 と され る (アッ テニ サ ァ ディ ー97 頁 参 照 )。 


1* に お ける 殺 


2. 雌牛 章 / e4 \ らら か 
な た 方 の 宗孝 (イス ラー ム *) か ら (不信 
仰 に ) 戻ら せる まで 、 あな た 方 と 戦い 続 
ける こと と で あろ う 一 一 彼ら が 、 (そう ) 出 
来る の な ら ば 、 だ が 一 。 誰 で あろ うと 、 
あな た 方 の 内 で 自ら の 宗教 か ら (不信 爺 
へ と ) 戻り 、 不信 仰 者 * の まま 死ん だ 者 、 
それ ら の 者 た ち は その (善い ) 行い が 、 現 
世 と 来世 に お いて 台無し に な っ て し まっ 
た の だ 。 そ し て 、 そ れ ら の 者 た ち は (地獄 
了 業火 の 住人 で あり 、 彼ら は そこ に 永遠 

こ 留まる の で ある 。 

218. 本 当 に 、 信 仰 する 者 た ちと 、 移 住 * し 、 a GE NS 

ッ ラ ー* の 道 に ち お いて 敗 闘 する 者 た ち 、 に ゆう 5 Sb 
れ ら の 者 た ち が 、 アッ ラー* の ご 慈悲 欠 OE DAE 

0 し て いる の で ある 。 ア ッ ラ ー* は 落し 深 
い お 方 、 慈愛 深い * お 方 。 

219. (預言 者 * よ 、) 彼ら (ムスリム * た ち ) re 
は 酒 * と 賭け 事 に つい て 、 あ な た に 媒 まね | 
る 。 言う が いい 。「 そ の 二 つ に は 大 き な 罪 LGA | 
中 人 々 へ の 益 が ある 。 そし て 、 そ れ ら | と コ 話 5 eS ee 
二 つ の 罪 は 和 益 よ り も 大 きい 。 ま た 、 彼 ys 2 どこ NN 


ら は 何 を ( 施 し に ) 費やす か に つい て 、 
あな た に 香 まね る 。 言う が よい 。 「 余 分 な 

も の 2 を (費やす の だ ) J 。 その よう に ア 
ッ ラ ー* は 、 あな た 方 が 熟考 する よう 、 あ 
な た 方 に (法規 定 に 関す る ) 御 徴 を 明 ら 
か に され る 。 


1 イス ラー ム * の 歴史 に 
この アー ヤ * は 、 その 完全 な 禁止 が 定め られ る 前 に 下っ 
ヤ * の 後に 婦人 章 43 が 、 


お いて 、 こ れ ら の 物事 は 段階 的 に 


そし て 最終 的 に 食卓 章 90 が 


た も の で ある 。 


最終 的 に は 禁じ られ た 。 
順番 的 に は この アー 


制限 され 、 


トド り 、 そ れ ら が 完全 に 禁じ られ た と 


する 教 友 * 及 び タ ー ビ ウ ー ン * の 学者 ちら に よる 多く の 伝承 が 伝え られ て いる (アブー・ ダ ー ウ 


ー ド 3670、 
2 本 人 が 


アッ = テ タ バリ ー2:1161-1164 参照 )。 
分 の 必要 以上 に 所 有 し て いる 、 余剰 (よじ ょ う ) 


物 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 34 頁 参照 )。 


ニル グ 3 


2. 雌牛 章 


/ 65 \ い N° 


220. 現世 と 、 来世 に つい て (あな た 方 が 熟考 す 


2 る 中 


る よう に ) 。 また (預言 者 * よ 、 ) 彼ら は 
孤児 に つい て 、 あ な た に 尋ね る 。 言 っ て 
や る が いい 。 「 彼 ら の た め に (状況 を ) 
改善 し て や る の が 、 よ り 善 い 。 そし て あ 
な た 方 が 彼ら と (生活 の 諸事 に お いて ) 交 
わる の な ら 、 (彼ら は ) あな た 方 の 兄弟 
ii 。 アッラー* は 、 腐 敗 * を 働く 者 

oo (見 分 け て ) ご 存 知 に な 
そし て ア ッ ラ ー* が お 望み で あれ ば 、 
あな た 方 に 困難 を 課す 2 こ と も お 出来 で あ 
る 。 本 当 に ア ッ ラ ー* は 偉 力 な ら び な い * 
お 方 、 英 知 あ ふれ る * お 方 な の だ 。 


(ムスリム * た ちよ 、) シル ク * の 徒 の 女 
性 た ちと は 、 彼 女 ら が 信仰 する まで 結婚 
し て は いけ な い 。 本 当 に 信仰 者 の 奴隷 * 女 
性 の 方 が 、 た と え 彼 女 ら が あな た 方 の 気 
に 入っ た と し て も 、 シ ルク * の 徒 で ある 女 
性 より も 善い の だ か ら 。 ま < シル ク * の 徒 
の 男性 に 、 (信仰 者 の 女性 を ) 嫁 が せる 
の で は な い 。 本 当 に 信仰 者 の 奴隷 * 男 性 の 
方 が 、 た と え 彼 ら が あな た 方 の 気に入っ 
た と し て も 、 シ ルク * の 徒 で ある 男性 より 
も 善い の だ か ら ?3。 それ ら の 者 た ち は 、( 彼 


Ns ka 3 
の の 3 出 2 3 Jo 
A 
a 


ダ ンダ 22 
© と 2 Ok 


2 a OO 

EE BE 

; の も 
ノン と る まう 

i 

NE NL 

EN 2 2 し sas 


DL < あう 


1 婦人 章 10 や 家畜 章 152 が 下っ た 後 、 孤 児 の 後見 人 で あっ た 人 々 は 孤児 の 財産 に 手 を つけ 
と を 恐れ 、 飲食 な ど に 至る まで 彼ら と 自分 た ちと 別に し 始め た 。 この アー ヤ * は その よ 
状況 に より 、 役 ら が 日 常 生活 に 非常 な 不便 さ を 感じ る よう に な っ た 際 に 下っ た も の と 


IO 


w 


る こ 
うな 
され 


る (アブ ー・ ダ ー ウ ー ド 2871 参照 )。 


上 記 訳 注 に 描写 され て いる よう に 、 孤 児 と の 交流 を 禁じ 、 人 々 が それ に よっ て 生活 上 の 非 


常 な 


不便 に 陥る こと ( ム ヤ ッ サ ル 35 頁 参 照 )。 


ムスリム * 男 性 が 「 シ ルク * の 徒 の 女性 」 と 結婚 し て は いけ な い 、 と いう 禁止 令 か ら は 、 啓 


1 の 


男性 


民 * の 女性 が 除外 され る (食卓 章 5 を 参照 )。 一 方 、 ム スリ ム * 女 性 が 「 シ ルク * の 徒 の 


」 と 結婚 する こと は 、 例 外 な く 禁 止 さ れる (アッ ニー サ ァ ディ ー99 頁 参 照 )。 


2. 雌牛 章 


ノ ee \ 


A -Y 


223。 


224. 


. また 彼ら は 月 経 に つい て 、 あな た に 尋 


ら の 侍 信 を ) 業火 へ と 招く の で あり 、 ア 
ッ ラ ー* は その お 許し に より 、 (あな た 方 
を ) 天国 と お 落し へ と お ね 招き に な る 。 そ 
し て か れ は 人 々 に 、 彼 ら が 教訓 を 得る よ 
うに と 、 (法規 定 に 関す る ) その 御 徴 を 
明らか に され る の だ 。 


まね 
る 。 (預言 者 * よ 、) 言う が いい 。「 そ れ 
は 害 で ある 。 な ら ば 、 月 経 中 の 女性 (と 
の 性 交 ) を 避け よ 。 そ し て 彼女 ら が 清浄 な 
状態 に な る まで 、 (性 交 < の た め に ) 近 づ 
いて は な ら な い 。 そ し て 彼女 ら が 清浄 な 
状態 に な っ た ら 、 アッ ラー" が あな た 方 に 
i RW 。 ぷわ る の だ 

。 本 当 に ア ッ ラ ー* は 、 よく 悔 悟 す る 者 
の よく 自ら (の 心身 ) を 清め る 者 
を お 好み に な る の だ か ら 。 


あな た 方 の 妻たち は 、 あな た 方 の 耕作 の 場 
で ある 。 な ら は ば 、 どこ と で も 望む 所 3 か ら 耕 作 
地 に 赴き 、 自 分 自身 の た め に (来世 に 向け 
て 並行 を ) し て お く の だ 。 そ し て 、 ア ッ ラ 
ー* を 暴れ * よ 。 あ な た 方 が (復活 の 日 *、) 
か れ に お 目 に か か る の だ と いう こと を 知 
り 、 信 仰 者 た ち に は 吉報 を 伝え る の だ 。 


0 う あな た 方 は アッ ラ 
ー* を 、 自 分 た ちの 次 的 の 妨げ と し て は な 
ら な い 。 つ まり 、 | あな た 方 が 基本 を 行い 
(アッ ラー* を ) 不 れ *、 人 々 の 問 を 正す 


1 肛門 を 用 いた 性 交 を し て は な ら な い 、 
「 耕 作 の 場 」 と いう 表現 は 、 男 性 の 精子 を その 子宮 に 沿 
よる (前 掲 書 、 同 
器 に よる 性 交 


2 


3 性 


参照 )。 


a 急 


で あれ ば 、 い か な る 


と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 35 
生 ぐ こと で 、 子 孫 が 得 ら れる こと に 


(4 ンー イラ クビ ジン ナル 。 っ 
CR NE 
EN 


A I 
ol NAM 


る RAR 


を べく ラー イタ ンチ ニン 
SI の a ピ 。 
2 セッ 


> 


の る と を As5 
レン CN 人 は 腕 5 
BE つの や 

oy と と > ン る 所 \ 


邊 参照)。 


ュ グ 


有形 に お いて も 、 と いう 意味 と され る (前 掲 書 、 同 


[参照 )。 


= 


2. 雌牛 章 


67 \ 


A -Y 


225, 


226. 


227. 


228. 


こと の (妨げ と し て は な ら な い ) 1 
ラー* は 、 よ く お 聴 き に な る お 方 、 全 知 者 
で あら れる 。 


アッ ラー* は あな た 方 を 、 あな た 方 の 党 交 
に お ける 香 は ずみ さ * ゆ え に 、 単 せ られ た 
り は し な い 。 し か し か れ が 六 せ られ る の 
は 、 あな た 方 の 心 が 意図 し (た 後 、 そ れ 
を 遂行 し な か っ ) た も の に つい て で ある 。 
アッ ラー* は 赦し 深い お 方 、 四 大 な * お 方 。 


分 た ちの 妻 (と の 性 交 交渉 の 放棄 ) に 関し 
て 碑 い を 立て る 者 た ち 3 に は 、 四 ヶ月 
予 が ある 。 そし て (その 期限 内 に 妻 と の 関 


係 に ) 戻 っ た の な ら 、 本 当 に ア ッ ラ ー* は 赦 
し 深い お 方 、 慈 愛 深い * お 方 で ある 。 


まだ 、 Ni 固め た な 
ら ば 、 アッ ラー* こ そ は よく お 聴き に な る 
お 方 、 ND 


また 、 離婚 され た 女性 は (結婚 せ ず に ) 独 
り 身 の まま で 、 三 度 の 月 経 を 待た な けれ 
ば な ら な い *。 そし て 彼女 ら が 、 アッ ラー* 


アッ 


II 


= 


その 
の 償 


意図 


to 


の 


制限 
この 
ウ 」 

よっ 


た 


い が 、 
た 女 1 


女性 
掲 書 


ジャ ー 
< 渉 を 


善行 を 行い 、 
い に 関 し て は 、 食 卓 章 89 参照 。 


せ ず に 、 
ヒ リ ー ヤ * か ら イ スラ ー 


を 与え た (アル テバ ガウ ィ ー1:297 参照 )。 
待ち 期間 は 、 
に は 、「( 月 経 を 終え た ) 清浄 な 状態 」 と い 
て 、 そ の 期間 も 異な っ て くる 。 妊娠 中 の 女性 
夫 と 死別 し た 女性 


口 を つい て 出 て し まっ た 宣誓 の 言葉 (前 掲 書 、 


! Aly Rd RY 


36 


OE Rt, 


El と て スー ン イ ラン 6 
TI RS OI 
a ] > 


EE 


を 


タン シン 


SE A 
RIS I 


何ら か の 善行 を 放棄 (ほう き ) する よう な 誓い を 立て て し まっ た 場合 、 替 い を 取り 消し て 
更に その 罪 を 償 (つぐ な ) う ( ム ヤ ッ サ ル 35 頁 参 照 )。 級 い の 取 り 消 し 


参照 )。 


ム * 初 期 に か け て は 、 夫 が 


自分 け の 気 に 人 


一 般 に 「 イ ッ ダ *」 と 呼ば れる 。 尚 、 こ 


の イッ ダ * は 雌牛 章 234、 夫 は 生 
性 の イッ ダ * は 部 族 連合 章 49、 夫 が 生存 中 で 床 入り も 済ん で いる 場合 、 月 経 の な い 


期限 に 放棄 する こと を 誓う こと が あっ た 。 イス ラー ム * は これ に 、 


こ で 「 月 経 」 と 訳し た 語 
う 意 味 も あり 、 
の イッ ダ * は 離婚 章 4、 妊 娠 し て は 


ら な い 姦 に 対し て 、 
四 ヶ ケ月 と いう 


「 カ ル 
いずれ の 解釈 を 採る か に 
いな 


1! だ が 、 床 人 り 前 に 離婚 され 


の イッ ダ * は 離婚 章 4、 月 経 が ある 場合 の イッ ダ * は 当 ア ー ヤ * に 言及 され て いる (前 


1:298-300 参照 )。 


2. 雌牛 章 / es \ りー 


が その 胎内 に お 創り に な られ た も の を 隠 | 3 し も る 598606 を eg 
すこ と は 、 彼女ら に 許さ れ な い 一 彼女 | 2oLga の を 絢 和 
ら が 、 ア ッ ラ ー* と 最後 の 日 * を 信じ る の の | 
で あれ ば ーー 一 。 また 彼女 ら の 主人 は 、 そ レン 

の 期間 中 に 妻 を 復 緑 する 権利 が ある 一 一 I ASHE 
も し 彼ら が 、 (夫婦 関係 の ) 修復 を 望む 

な ら ば ーー 一 。 また 彼女 ら に は 、 ( 夫 に 対 

する ) 自 2 分 た ちの 適切 な 義務 と 同様 の 、 

( 夫 に 対す る 適切 な ) 権利 が ある の だ 。 

そし て ( 夫 で ある ) 男性 に は 、 彼 女 た ち 

に 対し 、 更 な る ) 位階 が ある 2 アッ ラ 

ー* は 偉 力 な ら び な い * お 方 、 A 

る * お 方 。 

229. 離婚 は 一 回 (まで な ら 、 復 勿 で きる ) %。 a と Mg 
で し (離婚 後 は 、 彼女 を ) 適切 な 形 で 劉 I 
め 置 く か 、 ある い は 普 を 尽く し て (結婚 し Eo i 
関係 か ら ) 解き 放つ ! の だ 。 そし て 彼ら ( 天 | cy Sit 
婦 ) 二 人 が 、 ア ッ ラ ー“ の 決ま り 5 を 遵守 出 も 3 あら 人 lack 
来 な さそ うだ と 怖 れ な い 限 り 、 あな た 方 3 < シン a A 
(大 ) に は 、 彼 女 た ち に 贈っ た 財産 か ら | タッ ンー 


離婚 し た 夫 の 子 を 妊娠 し て いる 事実 を 隙 し た り 、 月 経 の 数 を で ご ま か し た りす る こと ( ム ヤ 
ッ サ ル 36 頁 参照 )。 
この 表現 に 関し アッ ニタ バリ ー* は 、 夫 は 「 妻 が 自分 に 対す る 義務 を 多少 怠 (お こ た ) っ て 
も 、 自 分 は 彼女 に 対す る 義務 を 果たす 」 限 り に お いて 、 妻 より 上 位 に ある の だ と いう 見 解 
を 示し て いる (2:1272 参照 )。 
イス ラー ム * 以 前 ある い は イス ラー ム * 初 期 の 社会 に お いて は 、 夫 は 同一 の 妻 を 離婚 し て は 
再婚 する と いう こと を 際限 (さい げん ) な く 行 うこ と が 出来 た 。 し か し この アー ヤ * に よっ 
、 一 部 の 悪意 ある 男 た ちの 妻 に 対す る 横暴 (お ち う ぼう ) に 歯止め が か けら れ た (アッ = 
タバ リー2:1273 参照 )。 
離婚 前 で も 、 離 婚 宣告 後に より を 戻し た 後 で も 、 夫 は 妻 と 良い 形 で 付き 合わ な けれ ば な ら 
な い (婦人 章 19 参照 )。 ま た 完全 に 離別 する 場合 で も 、 妻 が イッ ダ * を 終了 する まで 、 扶 
養 ( ふ よ う ) や 住居 の 提供 な ど 、 妻 に 対す る 諸々 の 義務 を 適切 な 形 で 全 (まっ と ) うし 、 
彼女 の こと を 悪く 言っ た り し て は な ら な い ( ム ヤ ッ サ ル 36 頁 参 照 )。 
夫婦 の 、 互 い に 対す る 義務 の こと (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 
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IS) 
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2. 雌牛 章 / 69 \ りら か 
何 か 取 り 上 げ る こと は 許さ れ な い 。 そ し Ko 
2 も し あな た 方 "が 、 彼ら 二 人 が ア ッ ラ 

ー* の 決ま り を 遵守 出来 そう に な いと 屈 
れる の で あれ ば 、 ( 夫 が ) 妻 か ら の 代償 * 
(を 受け 取る こと ) に お いて 、 彼 ら 二 人 
に 問題 は な い 。 そ れ は 、 ア ッ ラ ー* の 決ま 
り で ある 。 な ら ば 、 そ れ を 侵し て は な ら 
な い 。 そ し て 誰 で あろ うと アッ ラー* の 決 
まり を 侵す 者 、 そ の よう な 者 た ちこ そ は 、 
不正 * 者 な の で ある 。 

230。 それで 、 も し 彼 ( 夫 ) が 彼女 ( 妻 ) を ( 三 | SS ESA ob 
回 目 に ) 離婚 し て し まっ た ら 、 その 後 彼 CE IE 
女 は 、 彼 女 が 別 の 夫 と 結婚 (し て また 苑 Ce 
婚 ) する * ま で 、 彼 CE 夫 ) に は (結婚 相 | ある uo ちろ 53 
手 と し て ) 許さ れ な い 。 そ れ か ら 、 も し 6 
彼 ( 別 の 夫 ) が 彼女 を 離婚 し た 場合 、 彼 
ら 二 人 (彼女 と 元夫 ) が アッ ラー* の 決ま 
り を 遵守 で きそう だ と 思う な ら 、 彼 ら の 
再婚 に 罪 は な い 。 そ し て それ が 、 ア ッ ラ 
i 
ある 民 に 明らか に され る 。 

231、 ま た 、 あな た 方 が 女性 た ち ( 妻 ) を 離婚 し a NO 
た 後 、 彼 女 た ち が その 期限 に 差し か か っ は 
た な ら ば 、 彼 女 た ち を 適切 な 形 で 劉 め 軒 We 
く か 、 あ る い は 善 を 尽く し て (結婚 関係 

1 この 「 あ な た 方 」 は 、 統 治 者 や 、 彼 ら の 仲介 者 た ちの こと と され る (アル テク ルト ウゥ ビー 

3:138 参照 )。 
2 夫 の 性 格 の 悪さ 、 宗 教 的 な 不 真面目 暴力 、 扶 養 義務 に お ける 怠慢 (た いま ん ) な どの 
理由 か ら 、 iron Ne 合法 で ある (クウ ェ イ ト 法 


学 大 全 19:240 以降 参照 )。 


3 再婚 の 都合 を つけ る た め の 偽装 


式 な 


( ぎ そ う ) 結婚 な ど で は な く 、 


結婚 で な けれ ば な ら な い (アッ ー サ アァ ディ 
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=~ 


性 交渉 を 伴 (と も な ) う 正 


邊 参照)。 


2. 雌牛 章 


70 NN 5) と て 


232. また 、 あな た 方 が 女性 た ち ( 妻 ) を 離婚 し 


か ら ) 解き 放つ の だ !。 ま た 、 (彼女 た ち 
の 権利 を ) 侵害 する た め に 、 虐 げ る こと 
を 意図 し て 、 彼 女 た ち を 留め 置い て は な 
ら な い 2?。 そ うす る 者 は 誰 で も 、 ま さ に 自 
分 自身 に 不正 * を 働い た の だ 。 ア ッ ラ ー* 
i et 
そし て 、 あ な た 方 に 対す る アッ ラー* の 
山 恵 と 、 か れ が あな た 方 に 下さ れ た 、 落 典 
と 英知 * を 思い 起こ す の だ 。 か れ は それ で 、 
あな た 方 に 訓 成 を お 与え に な る 。 アッ ラ 
ー* を 呉れ *、 アッ ラー*\ が いか な る こと も 
ご 存 知 で ある こと を 知っ て お く が よい 。 


5、 そ れ か ら 彼 女 た ち が その 期限 (イッ ダ ? 
を 終え た な ら 、 あ な た 方 “は 彼女 ら が 、 自 
分 た ちの ( 元 ) 夫 と 結婚 する と と を 阻ん 
で は な ら な い 。 (それ は 、) 彼ら ( 二 人 
が 適切 な 形 7 で 合意 し た 限り に お いて 、 だ 
が 。 そ れ は 、 あ な た 方 の 内 で アッ ラー* と 
最後 の 日 * を 信じ る 者 が 訓 成 を 受け る も 


— 


1】 


の 


た 


wn 


ココ 


アー ヤ *229「( 結 婚 関係 か ら ) 解き 放つ 」 の 訳注 を 参照 。 


に 2 イン ラン タン イ ビ ピュン ご イン ンー ン ン 
SB AA Ns ES 


A lu sk 


RR ES 


A ン っ UE 


OL NSA 


FT EID 
の NR RR 
ape a es 2% 

SN = bo 


ン 


0 る 人 92 


この アー ヤ * は 、 姦 に 離婚 宣告 し て は イッ ダ * が 完了 する 直前 に より を 戻す 、 と いう こと を 
悪意 を も っ て 繰り 返し 、 妻 ん を いじ め よ うと する 者 に 関し て 下っ た も の と 言わ れる (アッ = テ 


タバ リー2:1301-1303 参照 )。 
こと で の 「 御 徴 」 は 、 ア ッ ラ ー* の 教え 一 般 の こと (アル = 


カー スィ ミー3:608 参照 )。 こ 


の アー ヤ * は 、 妻 離婚 宣告 し た り 、 奴 隷 * の 解放 を 宣言 し た り し た 後 、「 冗 談 で 言っ た の だ 」 


な ど と 言う 者 に 関し て 下っ た と され る (アッ ー タ バリ ー2: 


1304 参照 )。 預言 者 * ヘ ハン マ ド 


* は 、 仰 (お っ し ゃ ) っ た 。 「 本 気 で 言っ て も 実現 し 、 冗談 で 言っ て も 実現 する 三 つ の こと : 
結婚 、 離 婚 、 復 緑 (ふく えん )」( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド 2194 参照 )。 


「 英 知 」 に つい て は 、 ア ー ヤ \*129 の 訳注 を 参照 。 


ここ で の 離婚 は 、 三 回 目 未満 の も の に 限る ( ム ヤ ッ サ ル 37 真 参照)。 


ー ヤ *229「 あ な た 方 」 の 訳注 を 参照 。 
つま り 、 イ スラ ー ム * 法 と 良識 に 則 (の っ と ) っ た 、 よ い 


用 の こと (前 掲 書 、 同 真 参照 )。 


2. 雌牛 章 メメ 20. らら か 
の で ある 。 の 最 
も 実り 多く 清 いこ と 。 アッ ラー* こ と こそ が 
(あな た 方 に と っ ee と を ) ご 
存 知 な の で あり 、 あ な た 方 は 知ら な い の 
で ある 。 

233. 授乳 を 全う させ た い 者 の た め 、 母親 は そ | SLPz65635x2 ら 5 
の 子供 た ち に 丸 二 年 間 授乳 する 。 そ し て | dA 
父親 は 、 彼 女 ら の 食事 と 衣類 を 適切 な 形 RG, 
OO 3 CG IN 

の 負 負う こと は な い の だ 。 A 
母親 が その 子 ゆ え に 害 を 被っ て は な ら な _ 
いし 、 そ の 父親 も 、 そ の 子 ゆ え に (そう | ブウ トウ ラッ 99 
な っ て は な ら な い ) ?。 ま た 相続 人 に も SS by て 
それ と 同様 の も の が 義務 づけ られ る *。 ま a 
た 、 彼 ら 二 人 が お 互い の 合意 と 話し 合い 55 UMS た IF 
の 上 で (一 年 終了 前 に ) 離乳 を 望ん で も 、 eco 308 
彼ら に は 何 の 罪 も な い 。 また (その後) 
あな た 方 が 、 与 える べき も の を 適切 な 形 
で 支払 う 《 の で あれ ば 、 自 分 た ちの 子供 を 
(実母 で は な い 乳 母 に ) 授乳 させ る こと 
を 望ん で も 、 あな た 方 に は 何 の 俳 も な い 。 
そし て アッ ラー* を 長 れ *、 か れこ そ は あ 
な た 方 の 行う こと を ご 覧 に な る お 方 だ と 
いう こと を 知る が よい 。 

1 妨害 を 受け る こと な く 、 元 夫婦 が 再婚 する こと ( ム ヤ ッ サ ル 37 頁 参照 )。 


to 


w 


アル = クル トゥ ビー 


ら 
KG 


乳 


場合 


ッ 
授 
の 


* に よれ ば 、 大 半 の 解釈 学者 は この アー ヤ * の 意味 を 、「 母 親 は 、 父 


< 親 を 困 


せる た め に 授乳 を 拒 ( こ ば ) ん だ り 、 授 乳 の 報酬 (ほう し ゅ う ) を 法 外 に 吊り 上 げた り し 


は な ら ず 、 
児 に 父親 が お ら ず 、 か つ 、 そ の 乳児 が 十分 な 財産 
、 乳児 の 相続 人 が 父 
104 上 頁 参 


照 ) 


三 サ アデ ィ 


o 


乳 期間 が 終了 する 前 に 授乳 し た 実母 へ の 代金 と 、 そ の 後 授乳 を 引き 継 


こと で ある と 言わ れる ( ム ヤ ッ サ ル 37 真 参照 )。 


父親 は 、 授 乳 を 望む 母親 を 拒ん で は な ら な い 」 と 解釈 し て いる (3:167 参照 )。 


= を (相続 な ど に よっ て ) 有 し て いな い 
< 親 の 代わ り に 、 そ の 乳母 に 対し て 衣食 の 本 


j 倒 を 見 る 必要 が ある ( ア 


` だ 乳母 へ の 代金 


2. 雌牛 章 


グ クタ い NS -Y 


234、 ま た あな た 方 の 内 、 妻 を 残し て 他界 する RE TR 


と に 通 暁 され る お 方 。 


者 が あれ ば 、 彼女 ら は 独り 身 の ま ま 四 ケ Re Nl 
月 と 十 日 の 間 、 待 た な けれ ば な ら な い !。 RR 
それ で 人 彼女ら が その 骨 限 を 終え た ら 、 彼 
女 ら が 適切 な 形 で その 身 を 処す る こ と に 
関し て 、 あな た 方 (彼女 ら の 後見 人 ) に 罪 
は な い 。 ア ッ ラ ー* は 、 あ な た 方 の 行う こ 


の 
ステ える NVY 


235 また ( 男 た ちよ ) 、 あ な た 方 が (その よ | ea 
うな ) 女性 3 へ の 結婚 の 申し 込み を 、 そ れ スー た と も > 
と な く 払 めか し た と し て も 、 あ る い は 自 っ と も るー モー か 


分 自身 の 内 に 秘め て お いた と し て も 、 あ | 0 お 3 IF 
な た 方 に 俳 は な い 。 ーー アッ ラー*\ は 、 あ マン 
な た 方 が ( 我 柱 で きず 、 ) 彼女 た ち に 思 


Ns CPP 6 


A 
い を ) 口 に する だ ろう こと を 、 ど ご 存 知 で の を 
ある 一 一 。 そし て 適切 な 言葉 を 用 いて 話 i 
す 以 外 、 秘 密 裏 に 彼女 ら と 約束 し た り し ORI RE 


て は な ら な い *。 また 定め られ た も の ( イ 
ッ ダ ") が 因 間 を 潮 了 する まで は 、 ま 結婚 の 
契約 を 決め て も な ら な い 。 アッ ラー* こ そ 
は 、 あ な た 方 自身 の 内 に ある も の を ど 存 
知 で ある こと を 知る の だ 。 な ら ば 、 か れ 
を 警 茂 せよ 。 また 、 アッ ラー* こと こそ は 落し 
深い お 方 、 寛大 な * お 方 で ある こと を 知る 


が よい 。 


= 


1 いい 】 


w 


た 


夫婦 の 住居 か ら 外 出せ ず 、 身 を 飾り も せ ず 、 結 婚 も し な い 状 態 で いる こと ( ム ヤ ッ サ ル 38 


参照 )。 


喪 (も ) が 明け た 後 、 2 0 と ) っ た 範囲 で 外出 し た り 、 着 飾っ た り 、 


ある い は 結婚 し た りす る こと (前 掲 書 、 同 


夫 に 先立た れ た り 、 ある い は 完全 に 離婚 され た 状態 で 、 イ ッ ダ * の 期間 中 に ある 女性 の こと 


(前 掲 書 、 同 頁 参照)。 


結婚 を 約束 し つつ 婚前 交渉 を 求め た り 、 イ ッ ダ * 中 に 結婚 の 約束 を し た り し て は な ら な い 。 


た だ し 、「 役 女 の よ うな 人 で あれ ば 、 男 性 


た ち が (結婚 を ) 望む だ ろう 」 と いう よう な 、 払 


( ほ の ) めか し の 言葉 を 用 いる こと は 別 で ある (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


238. (ムスリム * た ちよ 、 


2. 雌 千草 メグ 2 い まう EE 
236. (大 た ちょ 、) あな た 方 が まだ 彼女 ら に 抽 3 A 
れず !、 ま た 義務 ( 婚 資 金 * の 額 ) も 決定 し Fs 
Op te 
婚 す る こと に 、 あ な た 方 へ の 罪 は な い 。 EE OL 


そし て 彼女 ら に は 、 余 裕 の ある 者 は その 
程度 に 応じ た も の を 、 貧し い 者 も その 程 
度 に 応じ た も の を と いう 風 に 、 適切 な 此 
り 物 を 贈る の だ 。 (それ は 、) 善 を 尽く 
す 者 た ちの 義務 な の で ある 。 


237. ま た 、 ま だ 彼女 ら に 触れ ? て は いな く て も 、 


既に 義務 ( 婚 資 金 の 接 を 決定 し た 後に 彼 
女 ら を 離婚 し た な ら ば 、 決 定 し た 額 の 
半 絡 を 支払 う の だ 。 但 し 彼女 ら か 、 ある 
い は 結婚 の 在 』 約 当事者 ( 夫 ) が 大 目 に 見 
る 3 の な ら ば 、 そ の 限り で は な い 。 一 一 大 
目 に 見 て や る こと こそ が 、 散 諾 さ * に より 
近い の だ 一 一 。 あ な た 方 の 間 の 徳 * を 、 記 
れ て は な ら な い 。 本当 に ア ッ ラ ー" は 、 あ 
な た 方 の 行う こと を 全て ど ご覧 に を っ て い 
る の だ か ら 。 


) 生 を "9 
ま よぶ 、 で し て ! 間 の 礼拝 ? を 。 また 、 アッ 
ラー* に 向かい 、 恭 しく (礼拝 に ) 立 


つの だ 。 


性 交渉 を 持つ こと ( ム ヤ ッ サ ル 38 頁 参 照 )。 
「 彼 女 ら に 触れ 」 る と こと に つい て は 、 
妻 側が その 半額 すら も 大 
掲 書 、 同 頁 参 照 )。 
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アー ヤ *236 の 訳注 を 参照 。 
こ 見 て 免除 する か 、 あ る い は 夫 側 が 寛大 に 全額 支払 うこ と (前 


同 ア ー ヤ \「 大 目 に 見 る 」 の 訳注 に 示さ れ て いる よう な 、 寛 大 さ の こと (前 掲 書 、 同 真 参照)。 


「 中 間 の サラ ー」 と は 、 
アテ ィ ー ヤ 1:323 参照 ) 


アス ル * の 礼拝 で ある と いう 説 が 、 


大 多数 の 見 解 で や る (イブ ン ・ 
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239、 それで 、 も し あな た 方 が ( 英 を) 怖 れ る BTS i 
の で あれ ば 、 歩き な が ら 、 ある い は ( 乗 2 Rats 
り 物 に ) 乗り な が ら (礼拝 せよ ) 。 そ し 6 た 9S 交 


て 安全 に な っ た ら 、 (また ) アッ ラー* を 
唱 念 する ' の だ 。 か れ が 、 (以前 ) あな た 
方 が 知ら な か っ た こと を 、 あ な た 方 に 教 
えて 下さ っ た よう に 。 


240. あな た 方 の 内 、 妻 を 後に 残し て 他界 する | 3 っ 5: と ニッ ンタ っ 
a 4 OS no 
M う 、 雪 で こ 遺 言 よ ルン ュ ッ タラ イン 
9 z= と 3 
ば な ら な い 。 も し 彼女 ら が (その 期間 を ンー as コー 
終え る 前 に 自ら ) 出 て 行き 、 適切 な 形 で EO 
その 身 を 処す る えにし て も 、 あ な た 方 (故人 
の 相続 人 た ちと 妻たち ) に 罪 は な い 。 ァ 
ッ ラ ー* は 偉 力 な ら び な い * お 方 、 英知 あ 
ふれ る * お 方 で ある 。3 


241. 離婚 し た 妻 に は 、 適 切な 贈り 物 : を (持た PG TA 2 
せる の だ ) 。 (それ は 、) 散 謀 な 者 の 義務 ミ 


で ある 。 
242. (これ ら 、 子 供 や 女性 に 関す る 法規 定 の i 
説明 と ) 同様 に アッ ラー* は 、 あ な た 方 が Rr i | 


分 別 す る よう に と 、 あな た 方 に (法規 定 
に 関す る ) か れ の 御 徴 を 明らか に され る 
の だ 。 


普段 通り の 形 で 礼拝 し 、 そ こ に お いて アッ ラー* を 唱 念 し 感謝 する こと ( ム ヤ ッ サ ル 39 頁 
参照 )。 
イス ラー ム * 法 に 則 (の っ と ) っ た 範囲 で 着飾っ た り 、 香水 を つけ た りす る こと (アッ = テ サ 
ァ デ ィ ー106 頁 参 照 )。 

こと この アー ヤ * は 、 ア ー ヤ \234 が 示す 法規 定 に よっ て 撤回 (て っ か い ) され た 、 と いう の が 
大 方 の 学者 の 見 解 で や る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 1:658 参照 )。 ア ー ヤ \106 も 参照 。 

イス ラー ム * 法 に お いて 勧 (すす ) め ら れ た 、 適切 な 形 で の 衣服 や 生活 費 な ど に よる 、 贈り 
物 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 39 頁 参 照 )。 
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243. 


244. 


246. 


(使徒 * よ 、 ) 死 を 恐 れ て 故郷 か ら 出 て 行 
っ た 何 千 も の 人 々 を 、 あ な た は 知ら な い 
の か ? それ で ア ッ ラ ー* は 彼ら に 「 死 ぬ 
が よい 」 と 仰せ られ 、 (彼ら は 死ん だ が 、) 
それ か ら 彼 ら を 1 菊 ら せ ら れ た 。 本 当 に ア 
ッ ラ ー* は 、 人 々 に 対す る 実に (偉大 な ) 
因 負 の 主 で あら れる が 、 大 半 の 者 た ち は 
感 許し な い の だ 。 


また 、 ア ッ ラ ー* の 道 に お いて 戦う の だ 。 
そし て 、 ア ッ ラ ー* こ そ は よく お 聴き に な 
る お 方 、 全 知 者 で ある と いう こと を 知っ 
て お く が よい 。 


。 アッ ラー* に 、 よ き 貸 付 ' を する 者 は 誰か ? 


そう すれ ば 、 か れ は それ を 彼 の た め に 、 

何 僅 に も 倍増 し て 下さ る 。 ア ッ ラ ー "は 、 

(その お 恵み を お 望み の まま に ) お 控え 
に な り 、 ま た ( 気 前 よく ) 与え られ る お 
方 。 そ し て あな た 方 は 、 か れ の 御 叶 へ と 戻 
ら さ れる の で ある 。 


(使徒 * よ 、 ) あな た は 、 ムー サー* の (時 
代 ) 後 の 、 イス ラー イー ル の 子 ら * の 長老 
た ち に つい て 知ら な い の か ? 彼ら が 、 
彼ら の 預言 者 に 対し て こう 言っ た 時 の 
C3 「 私 た ち に 王 を 遣わ し て 下さ い 。 

(そう すれ ば 、) ア ッ ラ ー* の 道 に お いて 

戦い まし ょ う 」。 彼 (その 預言 者 は 言 
っ た 。 「 あ な た 方 は 、 自 分 た ち に 戦い が 
命じ られ て も 、 戦わ な い の で は な いか ?」 


= 


NM 


一 説 に 、 


アッ ラー* に 対す る 「 貸 付 」 と は 、 か れ の 御 許 で の 褒美 (ほう び ) を 望み つつ 、 
の 道 に お いて 善い 施 (ほど こ ) し を する こと ( ム ヤ ッ サ ル 39 
この 預言 者 の 名 は 「 シ ャ ムウ ィ ー ル 」 あ る い は 「 シ ャ ムウ ー ン 」( イ ブン ・ カ スィ 
ー ル 2:665 参照 )。 上 旧約 聖 書 の サム エル と の 明確 な 関連 性 


a a 


PICK で きけ き で 
0 る ACG1233 A 
CD NE k 
oN 


アツ ター ド 


参照 )。 


は 不明 。 
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彼ら は 言っ た 。「 ど うし て 私 た ち が 、 ア 
ッ ラ ー* の 道 の た め に 戦わ な いこ と が あ 
り ま し ょ うか ? 私 た ち は ( 英 に よっ 
て ) 、 政 郷 や 子供 た ちか ら 引 き 離 され て 
し まっ た と いう の に 」。 そ れ で 、 い ざ ぎ 彼 
ら に 戦い が 命じ られ る 彼ら は 彼ら の 
内 の 少数 の 者 を 除き 、 背 き 去っ て (逃げ 
て ) し まっ た 。 ア ッ ラ ー* は 不正 * 者 た ち 
を 、 よ くど ご 存 知 で ある 。 

247. また 、 彼 ら の 疾 言 者 * は 、 彼 ら に こう 言っ WEL ES I 
た 。「 本 当 に 、 ア ッ ラ ー* は あな た 方 に 対 GE OE 
し 、 確 か に ター ルー ト ! を 王 と し て 遣わ さ | 2 2 光 区 大 の を 
れ た 」。 彼ら は 言っ た 。「 ど うし て 彼 ( タ CA TO 
ー ル ー ト ) に 、 私 た ち に 対す る 王権 な ど A IEA SIS 
あり まし ょ うか ? 私 た ちの 方 が 、 彼 よ 絆 

SAGA GS 

り も 王権 に 相応 し いく らい で すし 、 彼 に セス ンー 
は 財産 も 十分 に は 授け られ て いま せん の | Oe 
に 2」。 彼 ( 預 言 者 り ) は 、 (彼ら に こう ) 
言っ た 。 「 本 当 に 、 ア ッ ラ ー は あな た 方 
の 上 に 彼 (ター ルー ト ) を 選ば れ 、 知 識 
と 体力 に お いて 彼 を 豊か に され た 。 ア ッ 
ラー* は 、 か れ が お 望み に な る 者 に 王権 を 
授け られ る の だ 。 ア ッ ラ ー は 、 広 量 な * 
お 方 、 全 知 者 で あら れる 」。 

248. また 、 彼 ら の 預言 者 * は 彼ら に 言っ た 。「 実 | 2= じ 2k6k 和 0 
に 、 彼 (ター ルー ト ) の 王権 の 印 は 、 あ FI 
な た 方 の と ころ に 聖 極 が や っ て 来る こと |  g 生 > と っ 3352 移 ニン 
で ある 。 そ の 中 に は あな た 方 の 主 * か ら の 


1 旧約 聖書 に は 、 同 様 の 逸話 の 


で イス ラー イー ル の 3 コ 


ター ルー ト と の 明確 な 関連 性 は 不明 。 


2 ター ルー ト は 、 そ れ 以 前 に 


し て いた と 言わ れる ( ム ヤ ッ サ ル 40 


王 も 預言 者 * も 輩出 (は いし ゅ つ ) し た こと が な か っ た 部族 に 属 


年 参照)。 


ュ グ 


E サ ウル が 言及 され て いる 。 た だ し 、 
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Lr 


安らぎ と 、 ムー サー の 一 族 お よび ハー ル 
ー ン * の 一 族 が 残し た 遺品 の 一 部 が 納め 
られ て お り 、 天 使 * た ち が そ れ を 運ん で 来 
る 。 本 当 に その 中 に こそ 、 あ な た 方 へ の 件 
徴 が ある の だ 。 も し 、 あ な た 方 が 信仰 者 
で ある の な ら (、 だ が ) 」。 


249. そし て 、 タ ー ル ー ト が その 兵士 た ち を 引 EA SCG 
き 連 れ て (巨人 族 と の 戦い に ) 出かけ た EE 
時 、 彼 は 言っ た 。 「 本 当 に アッ ラー* は 、 a な 2 
あな た 方 を 川 で 鐵 さ れる 。 そ れ で 、 誰 で | ” 
も そこ か ら 飲 ん だ 者 は 私 の 仲間 で は な ュー 
く 、 そ れ を 全く 味わわ な か っ た 者 は 誰 で | C3 
も 、 ま さ し く 私 の 仲間 で あ ( り 、 私 と 共 STG A 
に 戦う こと に な ) ろう 。 伯 し 、 片 手 で 一 Ee 
すく いし か 拘 わ な か っ た 者 は 、 その 限り 所 
で は な い が 」。 こ う し て 彼ら の 内 の 僅か CO OE 
な 者 を 除き 、 彼 ら は ( 皆 ) そこ か ら 飲 ん Or OL 
だ 。 そ し て 彼 (ター ルー ト ) が 、 信 仰 す 
る 者 た ちと 共に ( 敵 と 対 財 す べく ) そこ 
( 川 ) を 渡っ た 時 、 彼 ら は 言っ た 。 「 今 

私 た ち に は 、 ジ ャ ー ル ー ト ? と その 兵士 

た ち に 対抗 する 力 が 、 全く あり ませ ん 3」 。 
(来世 に お いて ) ア ッ ラ ー" に 排 議 する こ 
と を 確信 する 者 た ち は 、 言 っ た 。「 一 体 
どれ だ け 多 く の (信人 深く 叶 強 い ) 小 
さ な 集 団 が 、 ア ッ ラ ー* の お 許し に より 、 

1 この 「 御 徴 」 は 、 タ ー ル ー ト が 王 と され た 根拠 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 40 頁 参 照 )。 

2 旧約 聖書 に は 、 同 様 の 逸話 の 中 で ゴリ アテ が 登場 する 。 た だ し 、 ジ ャ ー ル ー ト と の 明確 な 
関連 性 は 不明 。 

3 ター ルー ト に 従っ て 、 川 の 水 を 全く 、 あ る い は 一 拘 (すく ) いし か 飲ま ず に 、 彼 と 共 
に 川 を 渡っ た の は 三 百 十 数 名 。 つ まり ヒジ ュ ラ 暦 *2 年 に マッ カ * 軍 に 対し て 軍事 的 初 
勝利 を 収め た マデ ィ ー ナ * の ムスリム * 軍 と 同数 で あっ た 、 と 言わ れる (アル = テ ブ ハー 
リー3958 参照 )。 
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(不信 仰 者 * の ) 大 集団 に 勝利 し た こと 
か ? アッ ラー* は 、 忍耐 * す る 者 た ちと 
- の だ 」。 


250. そし て 、 ジャ ー ル ー ト と その 兵士 た ちの 


前 に 現れ 出 た 時 、 彼ら は 言っ た 。 「 我 ら 
が 主 * よ 、 私 た ち に 妨 A 硬 * を お 授け 下さ い 。 
そし て 私 た ちの 足 を 堅固 に し 不信 仰 者 * 
で ある 民 に 勝利 させ て 下さ い 」。 


251. こう し て 彼ら (ター ルー ト と 信仰 者 た ち ) 


は 、 アッ ラー* の お 許し に より 彼ら を 打ち 
負かし 、 ダ ー ウ ー ド * は ジャ ー ル ー ト を 倒 
し た な また ア ッ ラ ー" は 、 彼 (ダー ウー ド 
お ) に 王権 と 英知 \ を 授け られ 、 お 望み の こ 
と を 伝授 され た 。 も し アッ ラー* が ある 者 
た ち (信仰 者 ) に よっ て 、 他 の 者 た ち ( 不 
信仰 者 ) を 海 汰 され る こと と が な か っ た な 
ら 、 地上 は 腐敗 * し た こと で あろ う 。 し か 
し ア ッ ラ ー* は 、 全 創造 物 に 対す る 恩 軍 の 
主 な の で ある 。 


4 CC われ ら * が 真実 を も っ て あな た 


語っ て 聞か せる 、 ア ッ ラ ー* の 御 徴 %。 
0 ( 聞 言 者 * よ 、) 本 当 に あな た は 、 
まさ し く 使徒 * の 一 人 な の だ 。 


1】 
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いじ 2 EY KC C3 BE) 


CAN ES 


「 足 を 堅固 に する 」 と は 、 敵 と の 戦い に お いて し っ か り と 踏 ( ふ ) ん ば ら せ 、 戦 い に よ る 


恐怖 か ら 逃 げ な いよ うに する こと ( ム ヤ ッ サ ル 41 


参照 )。 


ター ルー ト は ダー ウー ド に 、 も し ジャ ー ル ー ト を 倒す こと が で きた ら 、 自 分 の 娘 と 自分 の 


財産 の 半分 を 分 け 与 え 、 王権 の 一 部 を 授け る こと を 約 
ル 1:669 参照 )。 


東 し た と 言わ れる (イブ ン ・ カ スィ ー 


ここ と で の 「 英 知 」 は 、 預 言 者 * 性 と いう 意味 で ある と され る ( ム ヤ ッ サ ル 41 頁 参 照 )。 


この 「 御 微 」 は 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * の 正 し さ を 示す 証拠 の こと 。 アー ヤ 『243- 251 の 中 
で 語ら れ た 話 は 啓典 の 民 * も 知っ て いた も の だ っ た が 、 


預言 者 や は 文 育 で あり 、 叫 落 1 を 読ん 


だ こと も な か っ た か ら で あ る (アッ ニタ バリ ー2:1479 参照 )。 
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253. そ れ ら の 使徒 * た ち 、 わ れ ら * は 彼ら の あ 


254. 


アッ ラー* は 、 か れ の 外 に ( 真 に ) 岩 振 


る 者 を 、 他 の ある 者 より も 特に 引き 立て 
た 。 彼ら の 中 に は 、 アッ ラー* が (直接 ) 
人 計 を か り て 下 き っ た 者 も ある し 、 ま 
た ある 者 は 、 その 位 を 高め られ た 。 ま 
だ われ ら は マル ヤム * の 子 イ ー サ ー* 
に 明 証 を 授け 、 聖霊 ! に よっ て 彼 を 強め 
7 だ 。 4 ッ ラ ー* が お 望み で あっ た な ら 、 
明 証 が 到来 し た 後 、 彼ら (預言 者 * た ち ) 
の 後 (の 世代 ) の 者 た ち が 和 争い 合う こ 
と は な か っ た の だ 。 だ が 彼ら は 意見 を 暴 
に し 、 それ で 彼ら の 内 の ある 者 は 信 爺 
し 、 また ある 者 は 不信 仰 に 陥っ た 。 そ 
し て 、 ア ッ ラ ー* が お 望み で あっ た な ら 、 
彼ら は 争っ た り し な か っ た の だ 。 し か 
し アッ ラー* は 、 か れ が お 望み に な る こ 
と を 行わ れる 。 


信仰 する 者 た ちよ 、 売 買 も 友愛 も 執り 成 
し も な く な る 日 が 来る 前 に 、 わ れ ら が あ 
な た 方 に 授け た も の か ら ( 施 し と し て ) 費 
や す 3 の だ 。 不信 仰 者 * た ち は 、 まさ し く 不 
正 * 者 な の で ある 。 


え 


すべ きも の が な く 、 永生 する * お 方 、 全て 
を 司る "お 方 。 まどろみ も 眠り も 、 か れ 
を 捉え る こ と は な い 。 諸 天 に ある も の と 、 


1 と の 「 明 証 」 と 「 聖 霊 」 に つい て は 、 
2 復活 の 日 * の こと 。 そ の 
の 六 を 免 ( ま ぬ が ) れる た め の お 金 も な く 、 
軽減 (けい げん ) し て くれ る 執り 成 し 手 も ちい な い ( ム ヤ ッ サ ル 42 


に つい て は 、 ア ー ヤ *48 と 、 そ の 訳注 も 参照 。 
3 「 わ れ ら が … 費 や す 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *3 の 訳注 を 参照 
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アー ヤ *87 の 訳注 を 参照 
、 不 信仰 者 * に と っ て 儲 (も う ) け の ある 売買 は な く 、 
自分 を 助け て くれ る 友人 の 友情 も な く 、 沖 を 


アフ ブー 


参照 )。「 執 り 成 し 」 


No 


2. 雌牛 章 


so \ 


A -Y 


大 地 に ある も の は (全て ) 、 か れ に 属す 
る 。 か れ の お 許し な くし て 、 誰 が か れ の 御 
i か れ 
、 彼 ら ( 全 存在 ) の 前 に ある も の も 、 
後に ある も の 2 も 、 ご 存 知 で ある 。 
そし て か れ の お 望み に な る こと の 外 、 彼 
ら は か れ の 御 知識 に つい て 、 何 も 提 所 す 
る こと は な い の だ 。 か れ の 玉座 * は 、 諸 天 
と 大 地 に 広がり 、 そ の 二 つ の 護持 が 、 か 


れ を 疲れ させ る こと も な い 。 そ し て か れ 
は 至高 の * お 方 、 こ の 上 な く 偉 大 な * お 方 
で あら れる 。* 

256. (この ) 宗教 に 強制 は な い *。 実に 正 し 
さ は 、 誤 りか ら 明 確 に 分 け 隔 て られ た 
の だ か ら 。 そ れ で 、 タ ー グ ー ト * を 耕 定 
し て アッ ラー* を 信仰 する 者 は 誰 で も 、 
決し て 外れ る こと の な い 堅 固 な 取っ 手 
を 確か に 提 り 締め た の で ある 。 ア ッ ラ ー 
* は 、 よ く お お 聴き に な る お 方 、 全 知 者 で 
あら れる 。 

1 復活 の 日 * の 「 執 り 成 し 」 に つい て は 、 

その 訳注 を 参照 
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アー ヤ *48、 マ ル ヤ ム * 章 87、 タ ー・ ハ ー 章 109 と 


つま り 全 存在 の 、 未 来 と 過去 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 42 


アッ バー ス * は 言っ た 「 玉 座 は か れ (アッ ラー*) の 足 台 で 、 御 座 (みく ら ) 
の (さい げん ) が な い 」 ( ア 


教 友 * イ ブン ・ 


が いか な る も の か は 、 か れ ど 自 


身 の み 


座 」 に つい て は 高 壁 章 54 の 訳注 を 参上 


参照 )。 


ル = ハ キー ム 2:338 参照 )。 アッ ラー* の 「 足 台 」 
が ご 存 知 で ある ( ム ヤ ッ サ ル 42 頁 参 照 )。 尚 、「 御 
誠 。 


この アー ヤ * は 、 ク ルアー ン * の 中 で 最も 偉大 な アー ヤ * の 一 つと され (ムスリム 「 旅 行者 の 


礼拝 の 書 」257 参照 )、 
イス ラー 


「 ア ー ヤ ト ・ ア 


参照)。 


ル = テ クル スィ ー (玉座 の 節 )」 と 呼ば れ て いる 。 


ム * は 、 そ の 完全 性 、 そ し て それ を 示す 根拠 の 明白 さゆ え 、 強 制 さ れる 必要 が な い 、 
と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 42 頁 


2. 雌牛 章 a りー 

257. アッ ラー* は 、 信 仰 する 者 た ちの 旗 計 者 *。 EN Nd 
か れ は 、 彼ら を 間 か ら 光 ' へ と 導き 出し て LAR 
下さ る 。 そし て 、 不 信仰 に 陥っ た * 者 た ち OPT 
の 旗 護 者 は ター グー ト *。 そ れ ら は 、 彼 ら の OCN 
を 光 か ら 間 へ と 引き 出し て し まう 。 そ れ 9 っ Esc 人 9 
ら の 者 た ちこ そ は 、 業 火 の 民 。 彼 ら は そ 
の 中 に 永住 する の だ 。 

258. (使徒 よ 、) あな た は 、 ア ッ ラ ー* が 王 | e358 
権 を お 授け に な っ た こと と で ( 高 i 慢 に な と の で ON まい IO 
5) 。 イプ ラー ビー ム *e、 彼 の 主 * に つ | 2 を 。 GI 
いて 言い 争っ た 者 ? を 知ら な い の か ?3 CNIS 
A A 生 を 授 NIR NE 
け 、 死 を 与え られ る お 方 」 と 言っ た 時 の CN RS 
と と 。 (し か し ) 彼 ( 王 ) は 、「 私 は 生 NN 


か し 、 死 を 与え る *」 と 言っ た 。 (そこ と で 、) 
イブ ラー ヒー ム * は 言っ た 。「 そ れ な ら 、 
本 当 に アッ ラー* は 、 太陽 を 東 か ら 昇 ら せ 
る お 方 で ちる 。 な ら ば 、 あ な た は 太陽 を 
A 
信仰 だ っ た 者 * は 当惑 し て し まっ た 。 ア 
重い に に 
な ら な い の だ 。 


= 


原語 で は 「 閣 」 は 複数 形 


、「 光 」 は 単数 形 で 表現 され て いる 。 こ れ は 、 真理 が 一 つ で ある 一 


方 、 不信 仰 に は 様々 な 種類 が あり 、 その 全て が 無 意 味 で ある こと を 示し て いる の だ と いう 
(イブ ン ・ カ スィ ー ル 1:685 参照 )。 


1 い 】 


ニム ロ ド 二 と の 明確 な 関連 性 は 、 不 明 。 


の 


RR ム * と その 父親 、 及び その 


章 42-48、 預 言 者 * た ち 章 52-70、 


も 参照 。 


に 


意 の まま に 人 を 殺し 、 あ る い は 4 


参照)。 


E か し て お く 権 力 が ある 、 と いう 意味 ( ム ヤ ッ サ ル 43 頁 


この 王 の 名 は ナム ルー ズ 、 と 言わ れる (アッ ニテ タバ リー2:1505-1506 参照 )。 旧 約 聖 書 の 


民 の や り 取 り に つい て は 、 家畜 章 74-82、 マル ヤム 
詩人 た ち 章 70 一 89、 整 列 者 章 85-98、 金 の 装飾 章 26-28 


2. 雌牛 章 / sz \ Dt 
259、 そ れ と も 、 屋 根 ど と 月 れ 落ち た ' 廃 村 を 通 SS 
りか か り 、 i ッ ラ ー* は 、 ど の よう に し |< < 


260. 


て これ ( 廃 桂 ) を 、 そ れ が (一 旨 ) 滅び 
て し まっ た 後に 、 多 ちせ られ る の で あろ 
う ? 」 と 言っ た よう な 者 を (知ら な い の 
か ?) 。 ア ッ ラー* は 彼 を 百年 間 死 な せ 、 
それから 人 を 区 ちせ られ た 。 か れ アッ 
ラー や は 仰せ られ た 。「 あ な た は ( こ 

で ) 、 どれ だ け 過 ご し て いた の か ?」 令 
は 申し 上 げた 。「 一 日 か 、 一 日 の 部 を 過 

ご し た だ け で す 」。 か れ は 仰せ られ た 。 
「 い や 、 あ な た は 百年 間 人 過ごし た の だ 。 
な ら ば 、 あな た の 食べ 物 と 飲み 物 を 見 よ 。 
それ は まだ 、 変 わら ぬ ま まで あろ う 。 ま 
た 、 あ な た の ロバ を 見 て みよ 。 わ れ ら * は 
あな た を 、 人 々 へ の 御 徴 2Z と し よう 。 そし 
て 、 そ の 骨 を 見 て みる が よい 。 わ れ ら * が 
どの よう に し て それ ら を 組み 立て 、 そ れ 
か ら そ れ ら に 肉 付 け する の か を 」。 そ し 
て 、 そ れ が 彼 に と っ て 明らか に な っ た 時 、 
彼 は 申し 上 げた 。「 私 は 、 ア ッ ラ ー* こ そ 
が 全て の こと を お 出来 な の を 、 存 じ 上 げ 
て いま す 」。 

また 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * が (こう ) 申し 
上 げた 時 の こと (を 、 思 い 出 す が よ い ) 。 
「 我 が 主 * よ 、 あ な た が どの よう に し て 
死者 を 生き 返ら せら れる の か 、 私 に お 
見 せ 下さ い 」。 か れ (アッ ラー? は 爺 
せら れ た 。 「 一 体 、 あ な た は (まだ ) 


1 「 月 れ 落 ち た 」 と 訳し た 語 


る (アル = クル トゥ ビー3:290 参照 )。 
2 アッ ラー* に は 、 死後 に 人 々 を 復活 させ る 力 が 備わっ て いる こと を 示す 、 証 拠 の こと ( ム ヤ 
ッ サ ル 43 頁 参 照 )。 


「 ハ ー ウ ィ ヤ 」 に は 、「 空 っ 


ig 
IG 
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ン ン で レン 
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SR 
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ま に な っ た 」 と いう 意味 も 含ま れ 得 


2. 雌牛 章 
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. アッ ラー* の 道 に お い 


信じ て いな い の か ?」 彼 は 申し 上 げた 。 
「 い いえ 、( た だ ) 自分 の 心 が (確信 で ) 
安らぐ た め に 、 (それ を 見 た い の ) で 
す 」。 か れ は 仰せ られ た 。「 な ら ば 四 
羽 の 鳥 を 捕まえ て 、 i 
手許 に 集め ( 層 っ て 切り 刻み ) 、 
i ee 
く が よい 。 それ か ら そ れ ら を 呼ぶ の だ 。 
(そう すれ ば ) それ ら は (生き 返り ) 、 
急い で あな た の も と へ と や っ て 来る で 
あろ う 。 ア ッ ラ ー* こそ が 偉 力 な ら び な 
い * お 方 、 英 知 あ ふれ る * お 方 で ある と 
いう こと を 、 知 る の だ 」。 


アッ ラー* の 道 に お いて 自ら の 財産 を 
負 や す 者 た ちの 休 子 は 、 ちょ う う ど 七 本 の 
穂 を 実ら せ た 、 ー つ の 種 粒 の よう で あ 
る 。 それ ぞ れ の 穂 に は 、 百 の 種 粒 が つい 
て いる 。 ア ッ ラ フー“ は 、 か れ が お 望み に 
な る 者 に 、 (その 褒美 を ) 倍増 され る の 
だ 。 アッ ラー* は 広 量 な * お 方 、 全 知 者 で 
あら れる 。 


て 自ら の 財産 を 費 
や し 、 そ れ か ら 自 分 が 費やし た も の に 、 
(施し を 費やし た 相手 に 対す る ) 遇 着せ 
が まし さや 害 ! を 伴わ せな い 者 た ち 、 彼ら 
に は 、 そ の 皇 * の 御 許 に 奉 美 が ある 。 そ し 
て 彼ら に は 怖 れ も な けれ ば 、 悲 し むこ と 
も な い ?。 


a oto Os 
WC 
OIE 


お EM 
a EA CS 3 
ek 
Oo ある 


1 こと で の 「 害 」 は 、 施 し た 相手 に 対し 、 引け目 を 感じ させ る よう な 言動 に よる も の で ある 
と され る ( ム ヤ ッ サ ル 44 真 参照 )。 


2 「 怖 れ も な けれ ば …・」 


に 関し て は 、 


アー ヤ *38 の 訳注 を 参照 。 
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263. 適切 な 言葉 と 赦し は 、 


264. 


(施し た 相手 に 対 | SS 


し て ) 害 を 伴う 施し より も 、 ま し で ある 。 の コバ タ (TNI な と 
アッ ラー は 満ち 足り て お られ る * お 方 、 

買 大 な * お 方 。 

信仰 する 者 た ちよ 、 あな た 方 の 施し (E DUN kG 


ょ る 褒美 ) を 、 因 着 せ が ま し さや 害 に よ SN 3 
づつ て 、 EN に 人 々 に 見 DE, 


せ び ら か す た め に 自分 の 財産 を 費やし る 2 
アッ ラー* も 最後 の 日 * も 信じ て は いな い 
者 の よう に 。 と いう の も 彼 の 様子 は 、 あ 


ズー タン ン ン と ど . ST 
oS ES 
ンダ 


\ ぷ SG っ 5 


た か も 土 で 首 わ れ た 滑ら か な 岩 の よ う う で * 絢 NR 


あり 、 そ こ に 大 雨 が 降れ ば 、 


し て し まう か ら で あ る 。 彼 ら は 自分 た ち 
が 稼い だ 行い か ら 、 何 も 得る こ と が な い 3。 
アッ ラー* は 、 不 信仰 者 * で ある 民 を お 導 


き に は な ら な い の だ 3} O 


1 


IN) 


ww 
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それ を 裸 に 


Si 


SI 


「 適 切な 言葉 」 と は 、 ぢ う 者 に 対し て 普 い 言葉 で 応じ る こと や 、 そ の 時 は 要望 を 叶え られ 
な く て も 、 後 に それ を 叶え る こと を 約束 する こと ( 夜 の 旅 章 28 と その 訳注 も 参照 )、 あ る 
い は 彼 の た め に 祈っ て や る こと 。「 赦 し 」 と は 、 他 人 の 第 逐 (きゅう ぼう ) や 過 (あや ま ) 


ち を 隙 し て お いた り 、 不正 * を 行っ た 者 を 赦し た り 、 物 を い が 出 すぎ た 態度 を と っ て も 大 


に 見 て や っ た りす る こと (アル テバ ガウ ィ ー1:360 参照 )。 


アッ ラー* の た めで は な く 、 人目 や 評 
預言 者 * ム ハン マ ド * は ムスリム * の 「 リ 


な ど を 目的 と し た 行為 は 、「 リ ヤー ウゥ 」 と 呼ば れる 。 
ヤー ゥ 」 を 、「 小 さ な シ ルク *」 と 表現 し た (アフ マ 


ド 23686 参照 )。 な ぜ な ら そ れ は 、 崇拝 * 行 為 や 普 行 を アッ ラー* だ け の た めで は な く 、 人 々 


の 自分 に 対す る 賞 貸 の た め に する こと に な り 、 その 結果 、 来世 に お ける アッ ラー\ の 谷 ョ 


を 


4 


禁じ られ る か ら で あ る (イブ ン ・ バ ッ タ ー ル 1:113 参照 )。 
他人 に 見 せ び ら か す た め に 善行 を 行う 者 の 心 は 、 こ の 岩 の よ うに 人 硬く 、 施 し を 始め と し た 


彼 の 善行 は 、 そ の 表面 の 土 の よ う で あ 


る 。 無知 な 者 は 、 そ れ が 農 作 に 適し た 良い 土地 だ と 


考え る 。 し か し 真実 が 暴 (ちあ ちば) か れれ ば 、 そ の 土 は な く な り 、 そ こ で の 労働 が 無駄 ( む 


だ ) で あっ た こと 、 そ こ が 農 作 に は 適 
ディ ー113 頁 参 照 )b。 イ ムラ ー ン 家 章 
章 23 も 参照 。 


し て いな か っ た こと を 知る こと に な る (アッ = ニ サ ア 
117、 イブ ラー ヒー ム * 章 18、 御 光 章 39-40、 議 別 


アッ ラー* は 、 不 信仰 者 * が 施し や その 他 の こと に お いて 、 真 に 正しい 形 で 行う こと を お 助 
け に は な ら な い 、 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 44 頁 参 照 )。 


2. 雌 午 章 / s5 \ RA 
265。 ま た 、 ア ッ ラ ー* の お 喜び を 求め 、 自 ら の AC 
確固 と し た 信念 を も っ て 自分 ) の 財産 を 費 OA IN 
や す 者 た ち ! の 様子 は 、 まる で 大 雨 が 隆 り CG IR 

か か っ て 倍 の 収穫 物 を も た らし た 、 丘 陵 | # ァ し 。 
J ひ 25 3 a 
の 農園 の よう で ある 。 た と え 多 量 の 雨 が en oO 
降ら な く て も 、 僅 か な 雨 で (十分 な の だ ) 。 NR 
アッ ラー* は 、 あな た 方 が 行う こと を ( 全 

て ) ご 覧 に な る お 方 。 


266. 一 体 あ な た 方 の 内 で 、 ナ ツメ ヤシ や 攻 共 ンー 45 
の 農園 一 一 その 下 か ら は 川 が 流れ 、 そこ 2 AN GE rE 
に は 彼 の た め の 、 あ ら ゆ る 種類 の 果実 が NW 
ある 一 一 を 所 有 し て いる が 、 既に (本 人 I る る 
は ) 年 老い て し まい 、 そ の 子供 は まだ 幼 
く 、 そ うし て いる 内 に 火事 を 伴う 強風 が 


こと < が EI 


吹い て 、 つ い に は (農園 が ) 全焼 し て し aris 
まう 、 と いう こと を 望む 者 が いる の か ? 

(この よう な 説明 と ) 同様 に 、 ア ッ ラ ー* 

は あな た 方 が 就 考 す る よう に と 、 あ な た 

方 に (法規 定 に 関す る ) 御 徴 を 明らか に 

され る の で ある 。 

267. 信仰 する 者 た ちよ 、 あ な た 方 が 稼い だ 普 | cbozlsgly2coaWtia 
きも の と 、 わ れ ら * が 大 地 か ら あ な た 方 の みつ Co た ーー 
た め に 大 地 か ら わ れ ら * が 出し (て 生育 さ SNAG GN 
せ ) た も の か ら 、 (施し と し て ) 費やす 2| yg 4 あっ 
の だ 。 また 、 そ と か ら 費 や そう と し て 、 粗 内 


悪 な を も の を 意図 し て は な ら な い 。 あな た 
方 自身 で さえ 、 そ れ に 対し て 目 を つぶ ら 
ず に は 、 手 に し よう と は し な いと いう の 


1 アッ テ サ ァ アァ ディ ー* に よれ ば 、 こ の アー ヤ * で 言及 され て いる の は 、 施 し に お いて 二 つ の 害 
を 克服 (こく ふく ) し た 者 で ある と いう 。 つま り 、 ア ッ ラ ー* の お 喜び だ け を 望ん で 施す こ 
と で 「 見 せ び ら か し の 行為 」 と いう 害 を 、 そ し て 確固 と し た 信念 を も っ て 施す こと で 、「 決 
心 の 弱 さ や 踏 路 (ちゅ うち ょ )」 と いう 害 を 克服 する 者 で ある (114 頁 参 照 )。 

2 「 わ れ ら が … 費 や す 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *3 の 訳注 を 参照 。 


2. 雌牛 章 / se \ ND 
に !。 ア ッ ラ ー* こ そ が 満ち 足り て お られ る 
* お 方 、 称 賛 さ れる べき * お 方 で ある こと 
を 知る の だ 。 

268.、 シ ャ イタ ー ン * は あな た 方 に 貧 末 を 約 東 SN 
し (て 乙 え きせ ) 、 本 行 ? を 合 じ 、 ア ッ ラ tS Es 

ー" は あな た 方 に ( 施 し に よっ て 、 ) か れ Sk 3 
の 御 許 か ら の お 赦し と ご 皿 編 を 約束 され 

る 。 そ し て アッ ラー* は 、 広 量 な * お 方 、 

全 知 者 で あら れる の だ 。 

269、 か れ は 、 か れ が お 望み に な る 者 に 英知 を SII ENS 

お 授け に な る 。 誰 で も 英知 を 授け られ た 人 SR 

者 は 、 確 か に 多く の 善 を 授かっ た の だ 。 CINIIT ES 
教訓 を 得る の は 、 澄 ん だ 理性 の 持ち 主 た 

ち だ け で ある 。 

270、 ま た 、 あ な た 方 が (施し の た め に ) 費 や | あみ S33 
し た いか な る 出費 も 、 あ な た 方 が 合っ た ES 
いか な る 百 約 も 、 必ず や アッ ラー* は ご 存 OC EN 
知 で ある 。 不正 * 者 た ち に は 、 い か な る 援 
助 者 も な い 。 

271。 あ な た 方 が 施し を 公然 と 行え ば 、 そ れ は | ご あじ っ ゅ こう て 2(b13o) 


素晴らし いこ と 。 また 、 そ れ を 秘密 裏 に 困 
身 者 * た ち に 与え れ ば 、 それ が あな た 方 に 
と っ て 更に 善い か れ は 、 あ な た 方 の 悪 
行 の 一 部 を 帳消し に し て 下さ る 。 ア ッ ラ 
ー* は 、 あな た 方 の 行う こと (全て に ) 通 
暁 さ れ て いる お 方 。 


1 一 説 に よれ ば 、 こ の アー ヤ * は 、 わ ざと 質 


ッ 


ティ ルミ ズィー2987 参照 )。 


2 「 醒 行 」 に つい て は 、 密 蜂 章 90 の 訳注 も 参照 


3 これ は 任意 の 施し や 善行 に 関し て で あり 、 義 務 の 洋 財 に 関し て は 公然 


う 


見 解 も ある (アッ テニ タ バリ ー2:1584 参照 )。 


9 いつ っ cb 
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タ ン 


⑨$ ス テー に 5 に っ 


\ 


の 悪い ナツ メ ヤ シ の 実 を 施す 者 に 関し て 下っ た ( ア 


然 と 行う 方 が よい と い 


2. 雌牛 章 ノ sz \ りか 
272. (使徒 * よ 、) 彼ら (不信 仰 者 "たち ) を 導 IID TE ln 
く こ と と ! は 、 あ な た の 義務 で は な い 。 し か | < GE Ts 
し アッ ラー* こ そ が 、 か れ が お 望み に な る a 3 
者 を お 導き に な る の だ 。 あ な た 方 が 何 か 1 
善い も の を (施し と し て ) 費 や せ ば 2、( そ の で RE 
れ は ) あな た 方 自身 の た め (と な る ) 。 13 
あな た 方 (信仰 者 た ち ) は 、 アッ ラー* の 
お 喜び を 求め ず に は 、 OS 
こと が な い 。 そ し て 、 あ な た 方 が 何で あ 
れ 善 いも の を (施し と し て ) 費 や せ ば 、 
あな た 方 は 不正 * を 受け る こと な く 、 ふ ん 
ぐん に 報 わ れる の だ 。 
273. (生活 の 糧 を 稼ぐ た め に ) 大 地 を 旅 する NE 


こ と も で きず 、 アッ ラー* の 道 に お いて 
靖 さ れ た 状態 ' に ある 、 困 鍛 者 た ちの た 
め に (施す の だ ) 。 無知 な 者 た ち は 、 ( 彼 
ら 央 将 者 た ちの ) 遠慮 深 さゆ え 、 彼 ら が 
裕福 で ある と 思 1 い 込 ん で いる 。 あ な た は 
彼ら を 、 その 他 ま い に よ っ て 知る の だ が 。 
彼ら は 人 々 に 、 し つこ くせ が ん だ り は し 
な い 。 あな た 方 が 何で あれ 善い も の を ( 施 
し と し て ) 費 やせ ば 、 ア ッ ラ ー* は 必ず や 、 
それ を ど ご存知 な の で ある 。 


1 最終 的 に 人 を 導く の は アッ ラー* で あり 、 預 言 者 * (ある い は それ 以下 の 者 ) の 一 存 で 叶う 


と と で は な い 。 


だ け で ある (アル = テバ ガウ ィ ー1:376 参照 )。 蜜 蜂 章 
物語 章 56、 相 談 章 52 と その 訳注 も 参照 。 


to 


も 同 訳注 を 参照 。 


w 


こと に お いて 、 


「 ア ッ ラ ー* の 道 に お いて 遮断 され た 状態 」 と は 、 


参照 )。 


の 一 角 に 住ん で いた 、 


貸し い ム ハー ジル ー ン * た ち 


ウィ ー1:377 参照 )。 


た だ 預言 者 * に は 、 導き の 説明 や 、 そ こ へ と 招く こと が 義務 づけ られ て いる 
37、 ユ ー ヌ ス * 章 99-100、 農 章 80、 


「( 施 し と し て ) 費やす 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 3 の 訳注 を 参照 。 以下 、 同 頁 の 同様 の 表現 


アッ ラー* の 道 に お ける 戦い や その 他 の 
ア i TE の と (アッ テニ サ ァ ディ ー116 
説 に この アー ヤ * は 、 住 む 家 も 近親 も な く 、 マ ディ ー ナ * で 預言 者 の マス ジ ド * 
に 関し て 下っ た 、 


と され る (アル = テバ ガ 


2. 雌牛 章 ss \ りー 
274. 自分 の 財産 を 、 夜 も 昼 も 、( 時 に は ) 秘密 | 395 いあ 5 メン 問 
裏 に 、 そ し て (時 に は ) 公然 と (施し と の て ンジ 1 に 054963 


275. 


277。 


し て ) 費やす 者 た ち 、 彼ら に は 、 自分 た 
ちの 皇 * の 御 許 で その 次 美 が ある 。 そし じ て 
彼ら に は 怖 れ も な けれ ば 、 悲し むこ と も 
な い の だ !。 


利息 * を 信 る 者 た ち は 、 シ ャ イタ ー ン * が 
と り 天 いて 足かせ る 者 の よう な 立ち 上 が 
り 方 し か で き な い ?。 そ れ は 彼ら が 、「 本 
当 に 売買 だ っ て 、 利 息 の よ うな も の だ 」 
と 言っ た た めで ある 。 で し て だ ッ ラ ー* は 
売買 を 合法 と され 、 利息 を 禁じ られ た 。 
自分 ) の 主 * か ら の 訓 成 が 到来 し た 後に ( 利 
息 を ) や め る の な ら 、 彼 に は 過ぎ 去っ た 
こと (へ の お 赦し ) が あり 、 その 前 途 は 

アッ ラー* に 委ね られ る 。 そし て 再び ( そ 
の 症 *) 繰り 返す の な ら 、 その よう な 者 
た ち は 業 火 の 住民 と な る 。 彼ら は そこ に 、 
永住 する の だ 。 


アッ ラー"* は 利息 を 根絶 や し に され 、 施し 
(の 褒美 ) は 増幅 させ られ る 。 そし て ア 
ッ ラ ー* は 、 不 信心 この 上 な く 、 罪 に 溢れ 
た 、 い か な る 者 も お 好み に は な ら な い 。 


本 当 に 、 信 仰 し て 正しい 行い * に 励み 、 
礼拝 を 尊 遵守 写し 、 浄 財 * を 支払 3 う 者 た ち 


彼ら に は 、 その 主 * の 件 誠に 彼ら の 振 美 が 
ある 。 そし て 彼ら に は 怖 れ も な けれ ば 、 
悲し むこ と も な い の だ 3。 


1 「 怖 れ も な けれ ば … 


・」 の 意味 に 関し て は 、 
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ー ヤ *38 の 訳注 を 参照 。 


ア 
2 これ は 復活 の 日 * が 到来 し 、 復 活 さ せら れる 時 の 様子 で ある と 言わ れる ( ム ヤ ッ サ ル 47 
参照 )。 


3 「 怖 れ も な けれ ば ・…・」 の 意味 に 関し て は 、 


アー ヤ *38 の 訳注 を 参照 。 


2. 雌牛 章 


se \ 


278. 


279. 


280. 


281. 


282. 


言 仰 する 者 た ちよ 、 アッ ラー* を 長 れ *、 利 
oS 


方 が 信仰 者 で ある の な ら 。 


それ で 、 も し そう し な い の な ら 、 ア ッ ラ 
ー* と その 徒 * か ら の 戦い (の 賞 千 を 
確信 せよ 。 そ し て も し 悔い 改め る の で あ 
れ ば 、 あ な た 方 に は 元 金 (へ の 権利 ) が 
ある 。 あ な た 方 は 不正 * を 働く こと も な 
く 、 不 正 * を 被る こと も な い 。。 


また 、 彼 (債務 者 が ) が 苦境 に ある の な 
ら 、 余裕 が 出来 る まで 待っ て や る が よい 。 
(債務 を 帳消し に し て ) 施し と し て し ま 
うこ と が 、 あ な た 方 に と っ て より 善い の 
だ 。 も し 、 あ な た 方 が (その こと を ) 知 
っ て いる の な ら 。 


そし て あな た 方 が 、 ア ッ ラ ー* の 御 許 に 帰 
され る (復活 の ) 日 を 恐れ よ 。 や が て 
人 は 自分 が 稼い だ も の (の 報い ) を 、 不 
正 * を 受け る こと も な く 、 ふ ん だ ん に 受け 
取る こと に な る の だ 。2< 


計 他 する 者 た ちょ 、 定め られ た (返済 ) 
期限 まで 借金 を 貸し 借り する 際 に は 、 そ 
れ を 書面 に する の だ 3。 ま た 、 (当事者 以 
外 の ) 一 人 の 記録 者 が 、 あ な た 方 の 間 に 
立ち 、 公正 さ を も っ て 記録 せよ 。 そし て 、 
アッ ラー* が 彼 に (筆記 と いう 恩恵 


恩恵 を ) 教 


— 


他人 か ら 不 当 な 利益 を 得る こと も な けれ ば 、 


こと ( ム ヤ ッ サ ル 47 頁 参 照 )。 


tv 


w 


14:137 参照 )。 
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自分 の 元 手 を 不当 に 失う こと も な い 、 


と いう 


一 説 に は 、 こ の アー ヤ * が クル アー ン * で 下っ た 最後 の も の (アッ = タバ リー2:1610 参照 )。 
四 犬 法学 派 * は これ が 義務 で は な く 、 財産 権 上 の すす めで ある と する (クウ ェ イ ト 法 学 大 全 


2. 雌牛 章 


eo \ 


A -Y 


えら れ た よう に 、 記録 者 は 筆記 (に よっ 
て 他人 を 符 ) する こと を 拒ん で は な ら な 
い 。 な ら は ば 、 彼 (記録 者 ) に 記録 させ 、 
債務 者 に は 1 述 さ せ 、 彼 の 皇 * で ある ア 
ッ ラ ー* を 泉 れ * さ せ 、 そこ (借り た 額 ) 
か ら (口述 で 族 意 に ) 何一つ 減ら し て は 
な ら な い 。 また 、 債務 者 が 無知 "で あっ た 
り 、 貧 弱 ? だ っ た り 、 あ る い は 彼 が 口述 す 
る こと が 出来 な い 状態 に あっ た 場合 に 
は 、 その 後見 人 に 公正 さ を も っ て 口述 さ 
せよ 。 そ し て あな た 方 の 中 か ら 、 二 名 の 
男性 3 の 証人 に 証言 を 求め る の だ 。 そ し 
て 、 も し 二名 の 男性 で な けれ ば 、 証 人 と 
し て あな た 方 が 満足 する 男性 一 名 と 女 
性 二名 (が 証言 する ) 。 (それ は ) 片方 
の 女性 が 忘れ て し まっ て も 、 も う 一 方 の 
女性 が (それ を ) 思い 出さ せる よう に で 
ある 。 また 、 証人 は (証言 を する よう に ) 
NE 

。 そ し て ( 和 額 の) 大小 に 関わ ら ず 、 期 
了 補 め られ た それ ( 侍 人 を 記す る 
の を 、 面 倒 が っ て は な ら な い 。 そう する 
こと が アッ ラー* の 御 許 で よ り 公 正 な こ 
と で あり 、 証 言 を より 確立 させ 、 か つ ( 貸 
し 借り の 契約 に お 5 いて ) あな た 方 が 疑惑 
を 抱く と と か ら 、 より 遠ざけ て くれ る も 
の な の で ある 。 し か し (借金 で は な く ) 、 


— 


IN) 


(いい 


つま り 茜 治 産 者 や 、 過 度 の 浪費 癖 (ろう ひ へ き ) が ある 者 な ど 、 
知 な 者 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 48 頁 参照 )。 
つま り 幼 少 だ っ た り 、 精 神 


的 に 正常 で は な い 状 態 に あっ た りす る こと (前 掲 書 、 同 
分 別 と 良識 を 備え 、 信 頼 性 の ある ムスリム * の 成人 * 男 性 
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金銭 的 な 常識 に お いて 無 


参照 )。 
(前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 な お 信頼 性 


に 関し て は 、 頻 出 名 ・ 用 語 解 説 の 「 真 正 *」 の 項 ② も 参照 の こと 。 


2. 雌牛 章 


sn 5208 


283. 


あな た 方 の 間 で 取り 交わ す 直 接 の 売買 
取引 の 場 合 は 別 。 それ を 記録 し な く て 
も 、 あな た 方 に 罪 は な い 。 あ な た 方 が 
gis 十 人 を 立て る が よ 

ヽ 。 そし て 記録 者 も 証人 も 、 侵害 し て は 
な ら な い YS (を うい うこ と を ) すれ は 
本 当 に それ は あな た 方 の 放 逸 さと な る 
の だ 。 そ し て 、 アッ ラー* を 長 れ * よ 。 アデ 
ッ ラ ー* は あな た 方 に お 教え に な る 。 ア ッ 
ラー* は 全て を ご 存 知 の お 方 。 


また 、 あ な た 方 が 旅 の 途上 に あっ て 記録 
者 を 見 出せ な いな ら 、 渡す べき 担保 を ( 渡 
8 る も し て 、 も し あな た 方 が お 互い に 
信頼 し 合っ て いる (ゆえ に 無 担保 で 貸す ) 
の で あれ ば 、 信用 を 受け た 者 に は その 信 
託 (債務 ) を 果たさ せ 、 彼 の 主 * で ある ア 
ッ ラ ー* を 長 れ * さ せよ 。 ま た 、 あ な た 方 
は 証言 を 隠し て は な ら な い *。 誰 で も それ 
を 隠す 者 、 本 当 に 彼 は 、 罪 深い 心 の 持ち 
主 な の だ か ら 。 ア ッ ラ ー* は 、 あ な た 方 の 
行う こと (全て ) を ど ご存知 で ある 。 
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sl 


た 


通常 の 売買 取引 に お いて も 証人 を 立て る こと は 、 推奨 
ヤ 3 サル 48 )。 
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OC Gk 


(すい し ょ う ) され る 行為 で ある ( ム 


「 侵 害し て は な ら な い 」 と 訳し た 原語 「 ラ ー・ ユ ダー ッ ル 」 は 、 アラ ビア 語 の 形態 文法 学 上 、 


「 侵 害さ れ て は な ら な い 」 と いう 意味 に も 解釈 され 得る 。 つ まり 借金 の 当事者 が 、 無 理 な 


要求 に よっ て 記録 者 と 証言 者 を 害し て も な ら な いし 


ヽ 記録 者 と 証言 者 も 、 記録 や 証言 に お 


いて 事実 と 異な る こと を 書い た り 、 言 っ た な り し て も な ら な い (アブ ー・ ハ イヤ ー ン 2: 370 


参照 )。 


大 多数 の 学者 は 、 こ こ で 言及 され て いる 「 旅 の 途上 」 に ある こと は 、「 記 録 者 が 見 つか ら な 
い 典 型 的 状況 」 を 示し て いる だ け な の で あり 、 担 保 は 旅行 中 で な く と も 入れ る こと が 可能 


で ある 、 と いう 見 解 を と っ て いる (イブ ン ・ ア ル = テ アラ ビー1:343 参照 )。 


債務 者 が 自分 の 義務 を 無視 する よう な こと が あれ ば 、 そ の 貸し 借り の 契約 の 証人 は 、 自 分 
の 証言 を 隠し て は な ら な い ( ム ヤ ッ サ ル 49 頁 参 照 )。 
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諸 天 に ある も の と 、 大 地 に ある も の は 、 

アッ ラー* に こそ 属す る 。 そし て あな た 方 
A 自分 ) 自 身 の 内 に ある こと を 忠 わ に し 
よう と 、 そ れ を 隠 そ うと 、 ア ッ ラ ー* は ( そ 
れ を ど ご 存 知 で あり 、) その こと に つい て 
あな た 方 を 清算 な され る '。 か れ は 、 か れ 
が お 望み に な る 者 を お 赦し に な り 、 ま 
た 、 か れ が お 望み に な る 者 を 罰せ られ る 
の だ 。 アッ ラー* は 、 全て の こと が お 出来 
の お 方 。 


使徒 * は 、 彼 の 主 * か ら 彼 に 下さ れ た も の 


ッ Aob NG の かっ 


2 
0 ここ 
Do つつ 
の I の 
の 5 の 0 と っ 


285. a GN 
を 信仰 する 。 そ し て 信仰 者 た ち も (同様 A 
で ある ) 。 (彼ら は ) 皆 、 ア ッ ラ ー* と そ bY 
の 天使 * た ち 、 詳 秋 典 と 便 全 "た ち を 信仰 し っ 26k 
する 。 (彼ら は 言う 。 2 「 私 た ち は 、 か @ ぇ 2 GA 
れ (アッ ラー*) の 使徒 * た ちの 間 に 差 別 
を つけ な い ?」。 そ し て 彼ら は 言う の だ 。 
「 私 た ち は (あな た の ご 命令 を ) 聞き 、 従 
いま す 。 我ら が 主 * よ 、 あな た の お 赦し を 
Ce いま より) そし て あな た の 御 許 こそ 、 
(私 た ちの ) 帰り 所 な の で す 」。 

286. アッ ラー* は 誰 に も 、 そ の 能力 以上 の も の こる Cy) ERKN 
を 負わ せら れ な い 」 人 は 自 ら 得 た も の ( 立 | Cs 
行 ) に よっ て 自ら を 益 し 、 自 ら 稼 い だ も | も E も る 
の (悪行 ) に よっ て 自 ら を 損ね る 。 (と | 
う 祈 る が よい 。) 「 我 ら が 主 * よ 、 私 た ち 

1 現世 で 「 自 分 自身 の 内 に 陣 し て いた 」 路 深 いこ と に つい て の 「 清 算 」 は 、 la 


2 


ゆえ に 今 


意味 する わけ で は な い 。 復活 の 日 *、 信 仰 者 は 現世 で の 罪 を 見 せら れる が 、 


アッ ブー は ここ 


叩 ( お お ) せら れる 。 「 わ れ は それ を 現世 に お いて 、 A 
日 、 わ れ は それ を 赦し て や ろう 」。 し か し 不信 仰 者 * や 偽 信者 * ら は 、 そ の 罪 を 証言 


する 多く の 証人 (それ が 自分 


な る (アル = テ ブ ハー リー2441、 


2 婦人 章 150 も 参照 。 


身 の 肉 体 で ある 可能 性 も ある ) の 前 に 運び 出さ れる こと に 
アッ = テ タ バリ ー2:1648-1650 参照 )。 
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を お 符 め に は な ら な いで 下さ い 。 も し 私 | る CSEICCE る TS 
た ち が 忘 れ た と し て も 、 また 過ち を 犯し | こ 和 人選 5 zai 325 
た と し て も 。 我ら が 壮 * よ 、 ま た 、 あ な た OR ES 
が 私 た ち 以前 の 者 た ち に 課さ れ た よう な 
厳し い ご 命令 を 、 私 た ち に は 課さ な いで 
下さ い 。 我ら が 詩 * よ 、 そ し て 私 た ち が 担 
いき れ な い 重 荷 を 、 私 た ち に 負わ せな い 
で 下さ い 。 ま た 、 私 た ち を 大 目 に ご 覧 に 
な り 、 私 た ち (の 罪 ) を お 落し に な り 、 
私 た ち に ご 慈悲 を お か け 下 さい 。 あ な た 
は 私 た ちの 底 護 者 * な の で すか ら 。 ゆえ に 
不信 仰 者 * で ある 民 に 対し て 、 私 た ち を 勝 
利 さ せ て 下さ い 」。 
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第 3 章 
29 0 トク ウン 


じ 
慈 尋 まあ まね < " 粉 愛 深 き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


1. アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム 2。 ©A 
2. ア ッ ラ ー* は か れ の 外 に 真 に 幸 捧 すべ きも の OA CN 

が な く 、 永 生 する * お 方 、 全 て を 司 る * お 方 。 
(使徒 * よ 、 ) か れ は あな た に 、 そ れ 以前 の ATS 
も の * を 確証 する 啓典 (クル アー ン *) を 、 MP 


真理 を も ちっ て お 下 し に な っ た 。 ま た 、 か れ 
は トー ラー* と 福音 * も お 下 し に な り 、 


4 (それ ら を クル アー ン ツ 以前 に 人々 へ の 導 GT AR 
き と し て ( 下 し 給 い ) 、 また (上 真理 と 虚 克 を EUAN EN 
分 ける ) 識別 を 下さ れ た 。 本 当 に 、 ア ッ ラ の AA る 


ー* の 御 徴 ? を 否定 する 者 た ち 5 彼ら に は 厳 
し い 懲 罰 が ある 。 アッ ラー* は 偉 力 な ら び 
な い * お 方 、 電 科 の 


1 マデ ィ ー ナ * 啓 示 で 、 学 者 間 の 意見 は ほぼ 一 致 。 ス ー ラ \* 前 半 は 一 説 に 、 ナ ジュ ラー ン 地 方 
(アラ ビア 半島 南部 ) か ら マ ディ ー ナ * を 来訪 し た キリ スト 教徒 * 学 者 を 含む 派遣 (は けん ) 
団 が 、 預言 者 * ム へ ムハンマド * に イー サー* に 関し て の 論争 を 挑 ( い ど ) ん だ こと に 関し 下っ た 
と 言わ れ 、 イ スラ ー ム * の 基本 的 な 信仰 筒 条 (か じょう )、 特に アッ ラー の 唯一 性 * の 説明 が 
主 に 取り 上 げ ら れ て いる 。 スー ラ \* 名 と も な っ て いる 「 イ ムラ ー ン 家 」 の 「 イ ムラ ー ン 」 は 、 
この 説明 の 流れ で 登場 する 、 イー サー* の 母 マ ル ヤ ム * の 父親 の 名 と され る (アー ヤ \*33・35 
参照 )。 一 方 後半 で は 、 バド ル の 戦い * や ウフ ド の 戦い * の 描写 と 共に 、 戦闘 時 の 決ま り 、 そ 
こ に お ける ムスリム * や 偽 (に せ ) 信者 * ら の 様々 な 様子 、 諸 々 の 訓 戒 、 讐 告 な ど が 描か れ 
て いる 。 
こと これら の 文字 に つい て は 、 頻出 名 ・ 用 語 解説 の 「 ク ルアー ン の 冒頭 に 現れ る 文字 群 *」 を 参照 。 
預言 者 * ム ハン マ ド * 以 前 の 、 諸 啓典 や 諸 預 言 者 * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 50 頁 参 照 )。 
こと の 「 識 別 」 に は 、「 啓 典 一 般 」「( ダ ー ウ ー ド * の ) 書簡 」「 ク ルアー ン *」 と いっ た 解釈 が 
ある (アル テバ イダ ー ウ ィ ー2:4-5 参照)。 
この 「 御 徴 」 と は 、 ア ッ ラ ー の 唯一 性 * と 、 イ ー サ ー* が か れ の 僕 (し も べ ) で ある と いう 
WO 4 (アッ テ タ バリ ー3:1673 参照 )。 


sl 


ww 


た 


wn 
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5. 本 当 に アッ ラー* は 、 地 で も 大 で も 、 か れ か 
ら 姿 を 暗 ます こ と が 出来 る も の な ど 、 何 一 
つない 。 


6 か れ は お 望み の まま に 、 あ な た 方 を (母親 
の ) 胎内 に 形 造ら れる お 方 。 か れ の 外 に 、 
( 真 に ) 崇拝 * す べき も の は な い 。 (か れ は ) 
偉 力 な ら び な い * お 方 、 英 知 あ ゃ れる * お 方 
で ある 。 


7. か れ は 、 こ の 啓典 (クルアーン を あな た 
に 下さ れ た お 方 。 そ の 中 に は 、 啓 典 の 母 ! で 
ある 明確 な アー ヤ * と 、 (それ と は ) 別 の 間 
際 ら し い ア ー ヤ * が ある 。 心 に 狂 み が ある 者 
た ち は (人 々 の ) 譜 を 所 み 、 (好き 勝手 
な ) 解釈 を 求め て 、 意味 が 間際 らし い 部 分 
に 従う の だ 。 アッ ラー* と 、「 私 た ち は こ れ 
(クル アー ン ?) を 信じ た 。 (これ は ) 全て 、 
我ら が 主 * の 御 許 か ら の も の で ある 」 と 言 
う 、 知識 が 深く 根ざし た 者 た ちの 外 、 その 
( 真 の ) 解 駅 を 知る も の は な いと いう の に 。 
演 ん だ 知性 の 持ち 主 以外 、 教 訓 を 受け る こ 
DER 


8. (彼ら は 、 こ う 言 う 。 ) 「 我 ら が 主 * よ 、 私 
た ち を 導 か れ た 後 で 、 私 た ちの 心 を 歪め な 
いで 下さ い 。 そし て あな た の 御 許 か ら 、 私 
た ち に ご 慈悲 を お 授け 下さ い 。 本 当 に あな 
た こそ は 、 恵 み 深い * お 方 な の で すか ら 。 


1 「 啓 典 の 母 」 と は 、 間際 らし さ を 感 じ た 際 に 、 そ こ へ と 立ち 返る べき クル アー ン * の 根本 的 
部 分 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 50 真 参照 )。 ア ラビ ア 語 で は 、 何 か の 大 半 を 占め る も の や 、 物 事 
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の 基礎 と な る も の を 、「( 何 か の ) 母 」 と 呼ぶ こと が ある (イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 3:154 参 
照 )。 そ し て 「 間 際 ら し い ア ー ヤ \*」 を 「 明 確 な アー ヤ *」 と いう 基準 に よっ て 判断 する 者 は 


正しく 導 か れ 、 逆 に 「 間 際 ら し い ア ー ヤ *」 を 基準 に 「 明 確 な アー ヤ *」 を 判断 し よう と す 


る 者 は 、 そ れ に 逆行 する こと に な る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 2:6 参照 )。 
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9. 


10. 


11. 


12. 


13. 


我ら が 主 * よ 、 本 当 に あな た は 、( そ の 到来 
に ) 疑惑 の 余地 が な い (復活 の ) 日 * に 、 人 々 
を 召集 され る お 方 。 本当 に アッ ラー* が 、 

約束 を 違え られ る こと は あり ませ ん 」。 

本 当 に 、 不 信仰 に 陥っ た * 者 た ち 、 彼 ら に 
は その 財産 も 子供 も 、 ア ッ ラ ー* (の 懲 禄 ) 
に 対し て は 何 の 役に立つ こと も な い 。 それ 


ら の 者 た ちこ そ は 、 業火 の 閑 な の だ 。 


(彼ら の 結末 は ) フィ ル ア ウン * の 一 族 や 、 
それ 以前 の (不信 仰 ) 者 "た ちの 習い と 同様 
で ある 。 彼ら は われ ら * の 御 徴 ! を 嘘 よ ば わ 
わし 、 アッ ラー* は その 俳 ゆえ に 彼ら を WM 
の ) 弟 ら えら れ た 。 ア ッ ラ ー* は 、 厳し く 懲 
澤 さ れる お 方 。 

(使徒 * よ 、) 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち に 、 
言っ て や る が いい 。 「 あ な た 方 は 、 じ き に 
打ち 負 か さ れ て 、 地獄 に 集め られ よう 。 そ 
の 寝床 は 、 何 と 柄 悪 な こと か 」。 
(ユダ ヤ 教 徒 * た ちよ 、 バ ドル の 戦い * で ) 
会 し た 二 つ の 集団 に は 、 確 か に あな た 方 へ 
の 御 徴 2 が あっ た 。 (一 方 は ) アッ ラー* 
の 道 に お いて 戦う 集団 で あり 、 不 信仰 で あ 
る も う 一 方 (の 集団 ) に は 確か に 、 彼 ら が 


その (実際 の 


数 の ) 倍 に 見 えた の だ 3。 ア 


1 と の 「 御 徴 」 は 、 ク ルアー 
ル テ ク ルト ッ ゥ ビー4:23 参照 )。 


2 この 「 御 微 」 は 、 


アッ ラー* が イス ラー ム * を 威光 (いこ 


に 3 2 タ イ ン ン ン 


A 3 
$s ン 
0 oe 
EG a NY 
oN RE 


ン * の アー ヤ *、 ある い は アッ ラー の 唯一 性 * を 示す 証拠 の こと ( ア 


う ) 高き も の と され 、 そ の 使徒 * 


を 援助 され 、 A RE と いう 教示 と 証拠 の こと (アル = カー スィ ミー 


4:802 参照 )。 


3 この アー ヤ \ の 解釈 に は 、 以 下 の よ うな 説 が ある : ① 信 仰 者 た ち に と っ て 、 不 信仰 者 * た ち 
が 、 自 分 た ちの 倍 の 数 に 見 えた 。 そ も そ も 不 信仰 者 * た ちの 数 は 信仰 者 た ちの 三 倍 だ っ た が 、 
それ より 少な く 見 える こと で 、 信 仰 者 た ち を 戦闘 へ と 鼓舞 (こぶ ) する 結果 と な っ た ( 戦 
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14. 


15. 


16. 
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ッ ラ ー* は 、 か れ が お 望み に な る 者 を 、 か 
れ の こ 援 助 で お 助け に な る 。 本 当 に そこ に 
は まさ し く 、 最上 限 を 有する 者 た ち へ の 教 
示 が ある の だ 。 


欲望 (を 誘う も の へ ) の 愛情 は 、 人 々 に 煙 び 
や か に され た 。 旬 女 、 子供 、 英 大 な 金銀 財 
宝 、 美 し い 馬 !、 家 畜 、 農 地 。 そ れ ら は 、 現 
世 の 生 活 に お ける 楽し み 。 そ し て アッ ラー* 
の 御 許 に こそ は 、 善 い 帰り 所 が ある の だ 。 


(使徒 * よ 、) 言っ て や る が いい 。「 あ な た 
方 に 、 そ れ よ り も 善い も の を 教え よう か ? 
散 度 で ある * 者 た ち に は 、 彼 ら の 主 * の 御 許 
に 、 そ の 下 か ら 河 川 が 流れ る 楽園 一 彼ら 
は そこ に 永遠 に 住む ーー と 、 純 着 な 胡 * た 
ち 、 ア ッ ラ ー* か ら の ご 満悦 が ある 。 


ー* は 、 そ の 僕たち を よく ご i 


(彼ら は 、 こ う 言 う 。 ) 「 我 ら が 主 * よ 、 私 
た ち は 本 当 に 信仰 し ま し た 。 ゆえ に 、 私 た 
ちの た め に 私 た ちの 罪 を お 落し に な り 、 私 
た ち を 業火 の 懲 貞 か ら お 救い 下さ い 」。 


(彼ら は ) 忍耐 * が あり 、 (言動 に お いて ) 
正直 、( ア ッ ラ ー" の 教え に ) 従 順 で 、 ( 施 
し の た め に ) よく 費やし 、 夜明け 前 に ( 罪 
の ) 赦し を を う 者 た ち 


利 品 
倍 に 見 えた 。 ③ 不 信仰 者 * た ち に と っ て 、 信 仰 者 た ち が 、 


ン ・ ジ ュ ザ イ 1:137-138 参照 )。 


1 


閣 印 (らく いん 


「 美 し い 馬 」 に は 外 に も 、「 放 し 飼い に され た 』j 


) な どの 「 印 に よっ て 特徴 づけ られ た 


ガウ ィ ー1:417-418 参照)。 


2 


「 純 潔 な 妻 」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 25 の 訳注 参照 。 


6N 
で 


A PAY SN 
DOIN こら 5 


* 章 44 も 参照 )。② 不 信仰 者 * た ち に と っ て 、 信 仰 者 た ち が 、 信 仰 者 た ちの 本 来 の 数 の 


自分 た ちの 数 の 倍 に 見 えた (イブ 


馬 」 と か 、 
馬 」、 と いっ た 解釈 も あり (アル = テバ 


狂 点 (は ん て ん ) や 色 、 あ る い は 


3. イ ムラ ー ン 家 章 / 98 \ Ole Yi pe 

18。 アッ ラー* は 、 公 正 を 行わ れる か れ の 外 に 、 NR 
崇拝 * す べき も の が な いこ と を 証言 され た 。 LN 
そし て 天使 * た ち も 、 知識 ある 者 た ち も 、 ま 2 寺 
た (それ を 証言 する ) 。 か れ の 外 に 、 崇拝 の 
* す べき も の は な い 。 (か れ は ) 偉 力 な ら a 
びな い * お 方 、 英 知 あ ふれ る * お 方 。 

19. 本 当 に アッ ラー* の 御 許 に お ける ( 真 の ) 宗 NI NS 

教 ! は 、 イ スラ ー ム * で ある 。 そし て 嘱 典 を 授 Nc oN 
けら れ た 人 々 が 意見 を 異 に し た の は 、 彼ら EI EN 
の も と に 知識 が 到来 し た 後 の こ と 、 彼ら の OV RO Hee 
間 の 侵犯 3 ゆえ 以外 の 何 も の で も な か っ た 。 6 - 
誰 だ ろう と ア アッ ラー* の 御 徴 (を 青 定 する 
者 が あっ て も (、 Ni 
を ちえ られ る の で あり ) 、 本 当 に アッ ラー 
0 

20. それで (使徒 * よ ) 、 も し 彼ら (啓典 の 民 あの うと 4 ああ と 8 
が あな た に (アッ ラー の 唯一 性 * に つい て ) | < が っ あと の 
論争 し て くる の な ら 、 言 っ て や る が よい 。「 私 A a 
は アッ ラー* に (の み ) 自分 の 顔 を 向け 、 服従 AS IG EN 
し た 5。 そし て 、 私 に 従っ た 者 も 同様 で あ SNAP 
る 」。 また 、 啓典 を 授け られ た 者 * た ちと 文盲 
者 た ち % に 、 (こう ) 言う の だ 。 「 あ な た 方 


は (アッ ラー の 唯一 性 * に お いて ) 、 服 従 し 


= 


それ 以外 の も の は お 受け 入れ 
ヤ *85 も 参照 。 


2 この 「 知 識 」 は 、 使 徒 * や 啓 


アッ ラー* が 創造 物 に 対し て お 喜び に な り 、 使 徒 * た ち に 託 (た く ) し て 遺 
に は な ら な い 「 宗 教 」 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 52 頁 参 照 )。 ア 


の こと (前 掲 書 、 同 


3 この 「 侵 犯 」 に つい て は 、 雌 邊 章 213 の 訳注 を 参照 。 


た 


この 「 御 徴 」 は 、 ク ルアー ン * の アー ヤ *、 


書 、 同 貞 


! 参 照 )。 


131 


oo 


「 ア ッ ラ ー* に の み 顔 を 向け 、 服 従 す る 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 112 の 訳 沼 
アラ ブ 人 を 筆頭 (ひっ と う ) と する 、 シ ルク * の 徒 の こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 合 同 礼拝 
章 2 の 同 語 


に 関す る 訳注 も 参照 。 


(つか ) わし 、 


参照 )。 相 談 章 14 の 訳注 も 参照 。 


及び アッ ラー の 唯一 性 * を 示す 証拠 の こと (前 掲 


生 を 参照 。 


3. イ ムラ ー ン 家 章 / 99 \ os Jr 
た の か ?!」 も し 服従 し た な ら ば 、 彼 ら は 確 
か に (正しく ) 導 か れ た の で ある 。 そし て 、 

も し 彼ら が 背 き 去っ た と し て も 、 あな た の 
義務 は (啓示 の ) 伝達 だ け な の だ 。 ア ッ ラ フー 
* は 、 その 僕たち を よく ご 覧 に な る お 方 。 

21. 本当に 、 ア ッ ラ ー* の 御 徴 を 否定 し 、 聞 aoy5 っ っ ol 
言 者 * た ち を 不当 に 殺害 し 、 人 々 の 内 、 正 義 RE おう 
を 命じ る 者 た ち * を 殺す 者 た ち *、 彼ら に は 、 | 
痛烈 な 懲罰 の 吉報 9 を 告げ て や る が よい 。 ONG HS 

22. それ ら の 者 た ち は 、 現 世 と 来世 に お いて そ RE ER i 
の 行い が 台無し に な っ て し まっ た 者 た ち の の の 6 と 3 し 
彼ら に は 、 い か な る 援助 者 も な い 。 - 

23. (使徒 * よ 、) あな た は 、 啓典 の 一 部 を 授け | Ee 
られ た 者 た ち ( 幻 典 の 民 う が 、 彼ら の 間 に を た 用 こ 56 計 
裁決 を 下す た め に アッ ラー* の 啓典 (クル ア Or 
ー ン や へ と 呼び か けら れ 、 それ か ら 彼 ら の 
一 部 が 、 (真理 か ら ) 身 を 翻 し て 背 を 向 
ける の を 見 な か っ た の か ? 

24。 それと いう の も 、 彼 ら が 「 (地獄 の ) 業火 NO 


が 私 た ち に 触れ る の は 、 ど う せ 数 日 間 だ け 
だ 6」 と 言っ て いた か ら な の だ 。 彼ら が で っ 


NN】 


この 質問 は 命令 の 意味 を 含む 、 
この 「 御 徴 」 は 、 ク ルアー ン * と 使徒 * ム ハン マ ド * の こと (イブ ン ・ ア / 


アラ ビア 


Ss 


2 和信 の ARE 


語 の 言い 回 し (アッ テ タ バリ ー3:1725 参照 )。 


レー= ジ ャ ウズ ィ ー1:365 


126 頁 参 照 )。 ア ー ヤ *104 と 


t の 


参照 )。 

3 つま り 善 事 を 命じ 、 悪 事 を 禁じ る 者 た ち (アッ ニ サ ァ アデ ィ 
その 訳注 も 参照 。 

4 預言 者 * た ち を 殺害 し た の は 、 こ こ で 語り か けら れ て いる 預言 者 * ム ハン マ ド * 時 代 の 啓 
民 * の 、 先 祖 で ある 。 し か し 、 役 ら が 先 視 の その よう な 行い に 満足 し て いた こと か ら 、 そ れ 
が 彼ら 自身 の 行い で ある か の よう に 表現 され て いる (アブ ー・ ハ イヤ ー ン 2:314 参照)。 


wn 


は 、 彼 らち へ の 蔵 (さげ す ) み を 表す 、 修 辞 的 表現 と し て / 


「 吉 報 を 告げ る こと (タブ シー ル )」 は 本 来 、 


ー ル 3:207 参照 )。 
6 雌牛 章 80 の 訳注 も 参照 。 


喜ば し い 知 


ら せ に 用 いら れる 。 し か し ここ で 


いら れ て いる (イブ ン ・ ア ーシュ 


3. イム ラー ン 家 章 100 Ole J 
ち 上 げ て いた も の が 、 彼ら の 宗教 に お いて 
彼ら を 欺 い た の で ある 。 

25. (その 到来 に ) 疑惑 の 余 人 地 の な い (復活 の ) NA EGS 
日 *、 われ ら * が 彼ら を 召集 し 、 各 人 が 不正 BIE 
"を 受け る こと な く 、 自ら が 稼い だ こと と を to に お) 
ふん だ ん に 報 わ れる 時 、 (彼ら の 状況 は ) 
どう な っ て し まう だ ろう か ? 

26. ( 背 言 者 * よ 、 祈 っ て ) 言う が よい 。 「 王 権 NN ISHN 
の 所 有 者 アッ ラー* よ 、 あな た は 、 あな た が EN GGA 
お 望み の 者 に 王権 を お 与え に な り 、 あ な た ES 
が お 望み の 者 か ら 王権 を 剥 稚 さ れ ま す 。 ま | 
た 、 あ な た が お 望み の 者 に 権勢 を お 与え に 
な り 、 NG 
す 。 あ な た の 御手 に こそ 、 療 きも の は あり 
a 
来 に な る お 方 な の で すか ら 。 

27。 あ な た は 夜 を 昼 の 中 に お 入れ に な り 、 昼 を | 13ia2 に ASa02d) 
夜 の 中 に お 入れ に な り ま す !。 ま た 死 か ら 生 | と と ん あと de8 る 
を 取り 出さ れ 、 生 か ら 死 を 取り 出さ れ ま す DO ES 
2。 そし て あな た は 、 あ な た が お 望み の 者 に 、 1 
際限 な く お 恵 みな に な る の で す 」。 

28 信仰 者 た ち は 、 ( 他 の ) 信仰 者 を 差し お い | sjogse_IoiosS 


て 、 不 信仰 者 * た ち を その 盟友 と し て は な ら 
な い 。 そう する 者 は 、 アッ ラー* か ら 完 全 に 
無縁 と な る 3。 但し 、 彼ら (の 危害 ) か ら 本 


1 夜 の 一 部 を 昼 に 入れ て 夜 を 短く し た り 、 ま た 同様 に 、 


りす る こと を 意味 する 、 と され る (アッ 


2 利 


SN A IS 
ERE ITS 


あん と ぴ 人 5, スン 5 


昼 の 一 部 を 夜 に 入れ て 昼 を 短縮 し た 


タバ リー3:1733 


参 照 )。 


ほ W か ら 作物 を 、 作 物 か ら 種 を 出し た り 、 不 信仰 者 * を 信仰 才 に 、 信 仰 者 を 不信 仰 者 * に し た 


り 、 鶏 か ら 卵 を 、 卵 を 凌 か ら 出 し た りす る 、 と いう よう な こと で ある と され る (イブ ン ・ 
カス ィ ー ル 2:29 参照 )。 


3 不信 仰 へ の 愛情 、 


ムスリム * に 対す る 敵対 ・ 害 悪 な ど ゆ え に 、 
は 禁じ られ る 。 し か し ムスリム * た ち へ の 害 と な ら な い 限 り 、 


非 ム い ス リム を 盟友 と する こと 
非 ム スリ ム と よい 形 で 付き 合 


3. イム ラー ン 家 章 


101 dls i 


29. 


30. 


31. 


当 に 身 を 守る ! 場 合 は 、 そ の 限り で は な い 
が 。 ア ッ ラ ー* は あな た 方 に 、 ご 自身 (の お 
怒り ) に つい て 警告 され る 。 か れこ そ は 、 
あな た 方 の 帰り 所 な の だ 。 


(預言 者 * よ 、 信 仰 者 た ち に ) 言う が いい 。 
「 あ な た 方 が 、 自分 た ちの 胸中 に ある こ 
と を 隠 そ う が 、 そ れ を 露 わ に し よう が 、 ア 
ッ ラ ー* は その こと を ど ご 存 知 で ある 。 か れ 
は 、 諸 天 に ある も の と 、 大 地 に ある も の を 
(全て ) 、 知 っ て お られ る の だ 。 ア ッ ラ ー 
* は 、 全 て の こと が お 出来 に な る お 方 」。 


各 人 が 、 自 ら が (現世 で ) 行っ た 善い こと 
も 悪い こと も 、 あ りあ り と 目の当たり に す 
る 、 (復活 * の ) その 日 の こと (を 思い 起こ 
す が よ い ) 。 彼 は (その 時 ) 、 自 分 自身 と 
その (悪事 と の ) 間 に 、 遠い 時 間 の 隔たり 
が あっ た な ら 、 と 望む の だ 。 ア ッ ラ ー* は あ 
な た 方 に 、 ご 自身 (の 懲 六 ) に つい て 警告 
され る 。 ア ッ ラ ー* は 、 そ の 僕たち に 哀れ 
み 深 い * お 方 。 
(使徒 * よ 、) 言う の だ 。「 も し 、 あ な た 
方 が ア ッ ラ ー* の と と を ( 真 に ) 愛し て い 
る の な ら 、 私 に 従う の だ 。( そ うす れ ば ) 
アッ ラー も あな た 方 を 愛し て 下さ り 、 あ 
な た 方 の た め に 、 その 罪 を お 赦し 下さ る 。 
ア ッ ラ ー は 落し 深い お 3 方 、 慈愛 深い * お 方 
な の だ か ら 」。 


っ た り 、 親戚 づき あい な ど を し た り し て 、 個人 的 に 親 し 
ブン ・ ア ーシュ ー ル 3 : 217-220 参照 )。 試 問 さ れる 女 章 8 も 参照 。 
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3 レッ ラッ クー 2 
RAR NC 
っ a 2? = 
LIOR NC SDR 
ン 門 イン 2 イン そる 

の のり と っ Ab の 


イン リン << る デン ニン 
RE i ES 
CR Gr I st 2 
全う シン ァ 


スン 人 2 おい 2 Gay 


© CN SS 


i ES 
みっ 1 ん > る 
イタ タン る 


い うう る 


い 関 係 を 結ぶ こと に 問題 は な い ( イ 


不信 仰 者 * の 悪 を 怖 れ る 状況 で は 、 彼ら か ら 身 を 守る た め 、 外面 的 に 彼ら に お も ね る こと が 


許さ れる 。 た だ し 、 内 面 ま で そう し て は な ら な い 。 宣 蜂 章 106 も 参照 (イブ ン ・ カ スィ ー 
ル 2:30 参照 )。 


3. イム ラー ン 家 章 102 OU と も -Y 

32. (使徒 * よ 、) 言え 。「 ア ッ ラー* と 使徒 *| 485oO252WzMY 
に 従う の だ 」 Oo それ で 、 も し 彼ら が 背 き 去 ko wc Ee る 49 
っ た な ら ば 、 本 当 に アッ ラー* が 不信 仰 者 * - 

た ち を 愛さ れる こと は な い の で ある 。 

33. 実に アッ ラー* は 、 アー ダム *、 ヌ ー フ トイ | 20 に め 23co 二 228U 
レン 0 ム * の 一 族 、 YA ター ン の 一 族 ! ON Ee dk 
を 、 全 創造 物 の 中 か ら 選 り 抜 か れ た 。 

34. 互い に 繋が り 合う 子孫 と し て 。 アッ ラー* は 、| @⑧£g と と の VR OF 
よく お 聞き に な る お 方 、 全 知 者 で あら れる 。 

35. イム ラー ン の 妻 が 、 (祈っ て 、 こ う ) 言っ 
た 時 の こと (を 思い 起こ させ よ ) 5 「 我 が 
主 * よ 、 本 当 に 私 は 、 自分 ) の お 腹 に 宿っ て い 
る も の を 、 自 由 な 者 ? と し て あな た に 搾 げ る 
と 誓い まし た 。 ゆ え に 私 か ら 、 お 受け 入れ 
下さ い 。 本当に あな た は 、 よ く お 聞 き に な 
る お 方 、 全 知 者 で あら れ ま すか ら 」。 

36. 彼女 (マル ヤム を 出産 し た 時 、 彼女 ( イ | 部 紋 を 3 RSDC 
ムラ ー ン の 妻 ) は 言っ た 。「 我 が 主 * よ 、 本 GA 所 っ 60 の 
当 に 私 は 女児 を 生ん で し まい まし た 一 一 (の 5 Ee フン 
だ か ラー 生 2 a 0 の 
アッ ラー* は 、 彼 女 が 生ん だ も の を 最も よく OE 


ご ど 存 知 で ある 一 一 。 そ し て 男性 は 、 女 性 の 
よう で は あり ませ ん 3。 ま た 、 本 当 に 私 は 、 
彼女 を マル ヤム * と 名 付け まし た 。 そ し て 実 
に 私 は 、 追 放さ れ た 4 シャ イタ ー ン * に 対し 、 


1 「 イ ブラ ー ヒ ー ム * の 一 族 」 


ま 
さ 


2 ア 


と 


ヽ レ 
3 当 


当時 女子 は 、 神 殿 で の 奉仕 に 


「 追 放さ れ た 」 と 訳し た 原語 


た 、「 イ ムラ ー ン の 一 族 」 
れる (イブ ン ・ カ スィ ー ル 2:33 参照 )。 


ッ ラ ー* と エル サレ ム の 神殿 へ の 奉仕 に 専念 し 、 そ の 他 の いか な る 仕事 か ら も 「 


いう こと (アッ = テ タ バリ ー3:1747 参照 )。 


語 は 「 ラ ジー ム 」 で 、 


の 中 に は 、 人 類 の 長 ・ 最 後 の 預言 者 * ム ハン マ ド * も 含ま れる 。 
の 「 イ ムラ ー ン 」 と は 、 イ ー サ ー* の 母 マ ル ヤ ム * の 父 の こと と 


な 者 」 


に 適当 で は な いと され て いた (アル = テバ ガウ ィ ー1.:431 参照 )。 
「 呪 われ た (つま り 、 


アッ ラー* の ご 慈悲 


か ら 遠 ざけ られ た )」「 け な され た 」「( 天 か ら ) 追放 され た 」「( 流 星 で ) 奉 た れ た 」 な ど 、 
複数 の 意味 を 含み える (アッ ニタ バリ ー1:120 参照 )。 


3. イム ラー ン 家 章 103 Ole J 
彼女 と その 子孫 へ の あな た の ご 加護 を お 
祈り し ます 。」 

37. 彼女 (イム ラー ン の 妻 ) の 主 は 、 彼女 を 快 | GE も 。 そ JSC 
く お 受 け 入 れ に な り 、 彼 女 (マル ヤム や を (kg ES と 
見 事 に お 育て に な っ た 。 そ し て か れ は 、 ザ SGI NS 
カリ ー ヤ ー* に 彼女 の 養育 を お 任せ に な っ 2 
た !。 彼 ( げ び カ リー ヤー は 彼女 を 訪れ て | 
ミ フ ラー プ ? に 入る た びに 、 彼女 の も と に 食 Is 
べ 物 * が ある の を 見 出し た 。 彼 は 言っ た 。「 マ 
ル ヤ ム * よ 、 一 体 ど と こ か ら あ な た に これ 
が ?」 彼女 は (答え て ) 言っ た 。「 こ れ は 、 

ア ッ ラ ー* の 御 許 か ら で す 。 本 当 に ア ッ ラ ー 
* は 、 かれ が お 望み の 者 に 、 際限 な く お 恵 み 
に な る の で す 」。 
38。 そ と で ザ カ リー ヤー* は 、 彼 の 詩 *ic 祈 (っ | pedes dE EA 
て 言 ) っ た 。「 我 が 王 * よ 、 あ な た の 御 許 か OENLL LL ES 
ら 私 に 、 よき 子孫 を お 授け 下さ い 4。 本 当 に 
あな た は 、 祈 り を お 聞き に な る お 方 で す 」。 

39。 そ し て 、 彼 ( ザ カ リー ヤー や が ミ フ ラー ブ i 
で 礼拝 し つつ 立っ て いる と 、 天 使 * た ち が 彼 | Ro RS 
に 呼び か けた 。 「 ア ッ ラ ー* は あな た に 、 MG i 
ヒヤ ー* (誕生 ) の 吉報 を お 伝え に な る 。 A 
ア ッ ラ ー* か ら の 御 言 葉 5 を 信じ る 者 、 ( 民 

1 アー ヤ *44 を 参照 。 

2 ここ で の 「 ミ フラ ー ブ 」 と は 、 独 りき り で 崇拝 * 行 為 や 礼拝 な ど に 専念 する た め の 場 所 の こ 

と (イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 3:237 参照 )。 


3 夏 の 果物 が 冬 に あっ た り 、 冬 の 果物 が 夏 に あっ た り し た の だ と され る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 
2:36 参照 )。 


4-5 も 参照 。 


アル = クル トゥ ビー* に よれ ば 大 半 の 解釈 学者 は 、 こ の 「 ア ッ ラ ー* の 御 言 葉 」 を イー サー* 
彼 が その よう に 呼ば れる の は 、「 ア ッ ラ ー* が 『 あ れ 』 と 仰せ られ た こと 


5 


の こと と 解釈 し 、 


ー ヤ *40 に ある よう に 、 


ザ カ リー ヤー* は 高齢 で 、 そ の 妻 は 不妊 で あっ た 。 マ ル ヤ ム ゞ 章 


父親 も な し に 存在 し た (アー ヤ *47 参照 )) た めで ある 、 と し て いる (4:76 参照 )。 


3. イ ムラ ー ン 家 章 104 いた これ 1FY の En 
の ) 長 、 隔て られ た 者 !、 正 し い 者 * た ちの 
一 人 で ある 預言 者 * と し て (の 彼 の 吉報 
を ) 」。 

40. 彼 (が カ リー ヤー*?) は 言っ た 。「 我 が 主 * EIS HIG 
よ 、 ど うし て 私 に 男の子 が 出来 まし ょ う ? | 8 る っ dG23C 5 
私 は も う 高 齢 に 達し 、 私 の 妻 は 不妊 だ と い OE HN 
いま す の に 」。 彼 (天使 り は 言っ た 。「 そ 
の よう に 、 ア ッ ラ ー* は お 望み の こと を な さ 
れる の だ 」。 

41. 彼 ( ザ カ リー ヤー は 言っ た 。「 我 が 主 * SI SS 
よ 、 MINN ee s 彼 (大 NE NE si( 
使 ) は 言っ た 。 「 あ な た へ の 御 徴 は 、 あ っ も と つの Us 685 
な た が 三 日 間 、 身 振り に よる 以外 は 人 々 と の と っ も 

話す こと が 出来 な く な る こと で ある 。 そし 0 
て 、 あな た の 壮 * を 多く 中 念 し 、 タ に 朝 に 称 
える * の だ 」。 

42. 天使 * た ち が 、( こ う ) 言っ た 時 3 の こと (を LTA IG 
思い 起こ させ よ ) 。「 マ ル ヤ ム * よ 、 本当 に | 
アッ ラー* は あな た を お 選び に な り 、 清 め ら DOAN 
れ た 。 そ し て 全 世 界 の 女性 の 中 か ら 、 あ な 
た を 選 り す ぐ ら れ た の で ある 。 

43. マル ヤム * よ 、 あ な た の 主 * に 護 ん で 仕え SS 
よ 。 そし て (か れ に ) サジ ダ * し 、 ルク ー ウ OPC を て 
* す る 者 た ちと 共に ルク ー ゥ * を する の だ 」。 

44。 そ れ は (使徒 * よ ) 、 わ れ ら * が あな た に 背 示 | ご Ga 
する 、 不 可視 の 世界 * に 属す る 消息 の 一 部 2 
で ある 。 そし て 彼ら が 、 誰が マル ヤム * を 養 OE 

1 罪 や 、 有 害 な 欲望 に 近づく こと な く 、 そ の よう な 物事 か ら 「 隔 て られ た 者 」( ム ヤッ サル 

55 頁 参 照 )。 


2 この 「 御 徴 」 と は 、 子 
3 この 時 の 


m 写 は 、 マ ル ヤ ム * 章 16-21 に 詳し い 。 


ょ を 授かる こと の 証拠 と し て の 印 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 55 頁 参照 )。 


3. イ ムラ ー ン 家 章 


105 ole diy 


45. 


46. 


47. 


育 す る か を 決め る た め に (くじ 引き の ) 筆 
を 投げ た 時 !、 あ な た は 彼ら の 所 に は いな か 
っ た 。 ま た 彼ら が 言い 争っ た 時 も 、 あ な た 
は 彼ら と 一 緒 で は な か っ た の だ 。 


天使 * た ち が 、( こ う ) 言っ た 時 の こと (を 
思い 起こ させ る が よい ) 。 「 マ ル ヤ ム “ よ 、 
本 当 に ア ッ ラ ー* は 、 ご 自身 か ら の 御 言葉 2 
に つい て の 吉報 を 、 あな た に お 伝え に な 
る 。 その 名 は マス ィ ー フ *、 マ ル ヤ ム * の 子 
イー サー*。 現世 で も 来世 で も 栄 米 堂 あ る 者 
で あり 、( ア ッ ラ ー* の 御 許 で は その ) 側近 
の 一 人 。 


また 、 彼 は 揺り か ご の 中 か ら で も 、 壮年 に 
な っ て か ら も 人 々 に 語り か け 、 正 し い 者 * 
た ちの 一 人 で ある 」。 


彼女 (マル ヤム けり は 、( 和 驚い て ) 言っ た 。 
「 我 が 主 * よ 、 ど う し て 私 に 子供 が 出来 ま し 
ょ うか ? 今 まで 誰 一 人 、 私 に 触れ た こと 
な ど あ り ま せん の に 」。 彼 (天使 は 言っ 
た 。「 そ の よう に 、 ア ッ ラ ー* は お 望み の も 
の を お 創り に な る 。 か れ が 一 事 を お 取り 決 
め に な ( り 、 お 望み に な ) れ ば 、 そ れ に 『 あ 
れ 」 と 仰せ られ る だ け で 、 そ れ は 存在 する 
の で ある 。 3 


1 マル ヤム * の 母 が 彼女 を 連れ て エル サレ ム の 神殿 に 行っ 
で 、 人 々 の 間 に 議 論 が 起き た 。 マル ヤム * が 、 


神殿 の 導師 


i NG ES 
Sr Ns 


ESS 5 と 8 の 
cg と 6 
oA 


た と ころ 、 誰 が 彼女 の 面倒 を 見 る か 
イム ラー ン の 娘 で あっ た た めで あ 


る 。 それ で 彼ら は 川 に 筆 を 投げ 入れ 、 それ が 流れ な か っ た 者 が マル ヤム * の 後見 人 と な る こ 


と に 決め た 。 そ の 結果 、 ザ カリ ー ヤ ー 


アッ = テ サ ァ アデ ィ ー130 頁 参 照 )。 
「 ア ッ ラ ー* か ら の 御 言葉 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *39 の 訳注 を 参照 。 


NM 


cw 


章 22 以降 を 参照 。 


* が 彼女 の 後見 人 と な っ た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 2:42、 


マル ヤム * が イー サー* を 身 ご も り 、 出 産 し た 時 と その 後 の 出来 事 に つい て は 、 マ ル ヤ ム * 


3. イ ムラ ー ン 家 章 106 IT -¥ 
48. また 、 か れ (アッ ラー? は 書 !、 英 知 、 ト A NS 
ー ラ ー*、 福 音 * を 、 彼 (イー サー*) に お 教 Oa 


49. そし て ( 彼 を ) 、 


50. また (私 は ) 、 


え に な る 。 


イス ラー イー ル の 子 ら * 


へ の 使徒 * と (され 、 彼 に こう 言わ せら れ 
る ) 。「 実 に 私 は 、 あな た 方 の 主 * か ら の 御 


徴 を 携え て 、 あな た 方 の も と に や っ て 来 
た 。 本 当 に 私 が あな た 方 の た め に 、 泥 土 で 
島 の 形 の よう な も の を 作り 、 そ こ に 皿 を 吹 
き 込 むと 、 そ れ は アッ ラー* の お 許し に より 
(本 物 の ) 鳥 と な る 。 ま た 、 私 は アッ ラー 
* の お 許し に より 、 生 まれ つき の 盲人 や ライ 
病 3 患者 を 癒し 、 死 人 を 蘇 ちら せよ う 。 そ し 
て あな た 方 が 家 で 食べ て いる も の と 、 著 え 
て いる も の に つい て 、 あ な た 方 に 話し て 聞 
か そう 。 本 当 に そこ に こそ 、 あ な た 方 へ の 
御 徴 が ある の だ 。 も し 、 あな た 方 が 信仰 者 
で ある と いう の な ら 。 

トー ラー* と いう う 私 以前 の 


も の (の 内 容 ) を 確証 し 、 あ な た 方 に 禁 
じ ら れ た も の の 一 部 ? を あな た 方 に 合法 化 


mm 


to 


ww 


た 


この 「 書 」 の 解釈 


この 「 御 徴 」 と は 、 
A 参照)。 


あえ て 「 ラ イ 病 」 と いう 訳 を あて た 原語 


こ は 、「 啓 典 」 あるいは 「 筆 記 」 と いう 説 が ある (アッ ニー サ アデ ィ 
彼 が アッ ラー* の 使徒 * で ある こと を 示す 証拠 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 56 


「 ア ブラ ス 」 は 、 肌 が 


ン っ < 


" < RS つう 


131 真 )。 


く な る 皮膚 ( ひ ふ ) 病 の 


ほか 、 現在 ハン セン 病 と し て 知ら れ て いる 症状 の こと も 指す 。 ユダ ヤ 教 徒 *\ は この 病 を 非常 


に 忌避 ( き ひ ) し 、 彼 ら を 隔離 (か くり ) し て いた 。 そ の よう な 中 、 イ ー サ 


ー* が この 病 を 


治す こと は 、 当 時 の ユダ ヤ 教 徒 * に と っ て 大 き な 奇 跡 を 意味 し た の で ある (イブ ン ・ ア ー 


ュー ル 3:251 参照 )。 


「 禁 じ ら れ た も の の 一 部 」 と は 、 あ る 種 の 食べ 物 の こと 。 


や 爪 を 有する 生き 物 (家畜 


一 説 に 、 そ れ は 脂肪 (し ぼう ) 
章 143 の 訳注 を 参照 ) の よう に 、 
て いな か っ た に も 関わ ら ず 、 ユ ダ ヤ 教 徒 * の 罪 ゆ え に 禁 じ ら れ た も の (婦人 章 


本 来 ト ー ラ ー* で は 禁じ られ 
160 参照 )。 


ある い は 、 トーラー* が 禁じ て いな か っ た に も 関わ ら ず 、 彼ら の 学者 た ち が 勝 手 に 禁じ た も 
の (アル = テク ルト ゥ ピー496 参照 )。 金 の 装飾 章 63 と その 訳注 も 参照 。 


3. イ ムラ ー ン 家 章 107 らし とめ -Y 


する た め に (、 あな た 方 の も と に や っ て 来 rE 
た ) 。 そし て 私 は 、 あな た 方 の 主 * か ら の 件 
徴 ! を 携え て 、 あな た 方 の も と に 到来 し た 
の で ある 。 ゆえ に アッ ラー* を 異 れ *、 私 に 


従う の だ 。 
51. 本 当 に を ッ ラ ー* は 、 我 が 主 * で あり 、 あな る 放 と る る 3 人 8 
た 方 の 主 *。 な ら ば 、 か れ (の み ) を 上 尿 振 * Oy 


せよ 。 これが 、 ま っ すぐ な 道 な の だ か ら 』」。 
52. (し か し 彼ら は イー サー* を 、 嘘つき 呼ば | 2 えい の OTC * 


わり し た 。 ) それ で イー サー* は 、 彼ら ? の | N06 IE 
不信 仰 を 察知 する と 、 言 っ た 。「 ア ッ ラ GER NI 
ー* (の 道 ) へ の 、 私 の 援助 者 は 誰か ?」 弟 あこ 所 


子 た ち ? は 言っ た 。「 私 た ち が 、 ア ッ ラ ー 
* の 援助 者 で す 。 私 た ち は ア ッ ラ ー* を 信 
じ ま し た 。 (イー サー* よ 、) 私 た ちこ と こそ 
は 服従 する 者 (ムスリム で ある 、 と 証 


言 し て 下さ い 」。 
53. (弟子 た ち は 、 ア ッ ラ ー* に 祈っ て 言っ た 。) NC TA 
「 我 ら が 主 * よ 、 私 た ち は 、 あな た が 下さ れ A A 


た も の を 信じ 、 使徒 * (イー サー に 従い 
まし た 。 な ら ば 私 た ち を 、 証言 者 た ち * と 共 
に お 書き 留め 下さ い 」 


アー ヤ * 49「 御 徴 」 の 訳注 を 参照 。 

2 彼 と その 信徒 を 敵視 し た 、 ユ ダ ヤ 教 徒 * た ちの こと (アッ = タバ リー3:1800 参照 )。 
便宜 上 「 弟 子 た ち 」 と いう 訳語 を あて た 原語 「 ハ ワー リー ユー ン 」 は 、「 純 白 」 を 意味 する 
「 ハ ワル 」 から 派生 し た と され る 。 そ の 名 称 の 由来 に は 、「 彼 ら の 意図 の 真 撃 (し ん し ) さ 
と 、 内 面 の 純粋 さゆ え 」「 白 い 衣 服 を 着 て いた た め 」「 衣 服 の 漂白 に 携 (た ず さ ) わる 者 た 
ち で あっ た た め 」 と いっ た 諸説 が あめ る (アル テバ イダ ー ウ ィ ー2:44 参照 )。 

アッ ラー の 唯一 性 * と 使徒 * の 真実 性 を 証言 する 者 た ち 、 つ まり 全て の 使徒 が 、 彼 ら の 遺 ( つ 
か ) わ さ れ た 民 に アッ ラー* の 教え を 伝え た と いう こと を 証言 する 、 ム スリ ム * た ちの こと 
( ム ヤ ッ サ ル 57 頁 参 照 )。 雌 牛 章 143「 証 人 と な る 」 の 訳注 も 参照 。 
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ww 
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3. イ ムラ ー ン 家 章 108 に コ = 
さく ぼ さく ぼう 
54、 そ し て 彼ら ! は 策謀 し 、 ア ッ ラ ー* も 策謀 な 


さく ぼう 


され た 2。 ア ッ ラ ー* は 、 a 
られ る 。 


55、 ア ッ ラ ー* が 、 (こう ) 仰せ られ た 時 の こ | 8 63 
と (を 思い 起こ させ よ ) 。「 イ ー サ ー* | dco を 
よ 、 本 当 に われ は あな た を 召し 、 あ な た | QUE っ 直人 ゆる を 所 < 区 
を われ の 許 に 上 げ 、 不 信仰 に 陥っ た 者 * | 2 を っ な ンジ あう 
た ちか ら 清 め る 3 者 で ある 。 ま た 、 あ な た Ee 
に 従っ た 者 た ち を 、 復 活 の 日 * ま で 不信 爺 
に 陥っ た 者 * た ち に 優越 させ る 者 で ある 。 
それ か ら (清算 の 日 ) 、 わ れ に こそ 、 あ 
な た 方 の 戻り 所 が ある 。 そ し て われ は 、 
あな た 方 が (イー サー* に お いて ) 意見 を 
異 に し て いた こと に お いて 、 あな た 方 の 
間 に 裁 定 を 下す の だ 。 


NMM 
れ は 彼ら を 、 現 世に お いて も 来世 に お いて | @ 
も 厳し い 懲 六 で 六 す る 。 そ し て 彼ら に は 、 
いか な る 援助 者 も な い 」。 


57. また 、 信 仰 し て 正しい 行い * を 行っ た 者 た | cu っ 0 人 % 
ち 、 か れ (アッ ラー は 彼ら に 、 余 すこ と IKUE う きき の 
な く 寿 美 を お 授け に な る 。 ア ッ ラ ー は 、 不 
正 * 者 た ち を 好ま れ な い の だ 。 


1 この 「 彼 ら 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *52「 彼 ら 」 の 訳注 を 参照 。 

2 この 「 ア ッ ラ ー* の 策謀 」 と は 、 イ ー サ ー* の 殺害 を 企 (た くら ) ん だ ユダ ヤ 教 徒 * ら の 策謀 
に 対し 、 ア ッ ラ ー* が ある 男 に イー サー* の 容貌 (よう ぼう ) を 与え られ た こと 。 その 結果 、 
彼ら は その 者 を イー サー* と 思い 込ん で 捕まえ 、 礁 (はり つけ) に し た ( ム ヤ ッ サ ル 57 頁 
参照 )。 婦 人 章 157 と その 訳注 も 参照 。 彼 ら へ の 罰 が 、 彼 ら の 罪 (策謀 ) の 名 で 表現 され 
て いる こと に つい て は 、 雌 牛 章 15 の 訳注 を 参照 。 

イー サー* は 死ぬ と こと な く 、 アッラー* の 御 許 ( み も と ) へ と 召さ れ た (前 掲 書 、 同 真 参照 )。 
婦人 章 157-159 の 


cw 


3. イ ムラ ー ン 家 章 109 Olas Jl な -Y 

58。 それ ! は (使徒 * よ ) 、 わ れ ら * が あな た に 語 | っ 583d 
み 聞 か せる 御 徴 ? で あり 、 英 知 に あふ れる あっ と 
教訓 で ある 。 

59. 本 当 に 、 ア ッ ラ ー* の 御 許 に お ける イー サー* 

の 状況 は 、 ま る で アー ダム * の よう な も の *。 

か れ (アッ ラー” が 土 ! か ら 彼 (アー ダム う 
を 創造 され 、 それ に 「 (人 間 と ) な れ 」 と 仰せ 
られ る だ け で 、 そ れ は (そう ) な る の で ある 。 

60. (使徒 * よ 、 こ と れ は ) あな た の 辛 * か ら の 真 I RI 
理 。 な ら ば 、 あ な た ? は 絶対 に 、 疑わ し く SLAN 
思う 者 た ちの 類 い と な っ て は な ら な い 。 

61. それ で (使徒 * よ 、 イ ー サ ー* に 関す る 真実 AA Os 
の ) 知識 が あな た に 下さ れ た 後 、 彼 に つい CS SCS 
て あな た に 議論 を し か ける 者 が あれ ば 、 (と | 3 を っ 3 Et 
う ) 言っ て や る が いい 。 「 来 な さい 。 私 た Si ンプ し プター 

Oux NE 
ちの 子供 と あな た 方 の 子供 、 私 た ちの 表 た | で ‘ss Os 
ちと あな た 方 の 妻たち 、 そ し て 私 た ち 自 身 
と あな た 方 自身 を 呼び (集め ) 、 そ れ か ら 
互い に 本 気 で 祈り 合い 、 嘘 を つい て いる 者 
に アッ ラー* の 呪い が ある と し よう 7」 。 

1 アッ ラー* が 預言 者 * に 啓示 し た 、 イ ー サ ー* に まつ わる これ ら の 真実 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 57 頁 )。 


2 この 「 御 徴 」 と は 、 ム ハン マ ド * の 預言 者 * 性 が 真実 で ある と いう 証拠 。 と いう の も ここ で 


語ら れ た 知識 は 啓 


を 読ん だ こと が ある 者 か 、 啓 示 の 主 に 


し か 分 か ら な いこ と だ が 、 彼 は 


文盲 (も ん も う ) だ っ た か ら で あ る (アル テバ ガウ ィ ー1.:449 参照 )。 


w 


ダム * は 父親 どこ ろか 、 


に 


に 


ー サ ー* が 父親 な し に 創造 され た こと を 彼 の 神 性 の 根拠 と する こと は 、 誤り で ある 。 アー 
母親 も な し に 創造 され た の で あり 、 
記 ぎ な いこ と は 、 異 論 の 余地 の な いこ と な の だ か ら ( ム ヤ ッ サ ル 57 


ー ダ ム * が 「 土 」 か ら 創 造 さ れ た こと に つい て は 、 


彼 が アッ ラー* の し も べ の 一 人 
参照 )。 


ミ 銀 


アル = ヒジ ュ ル 章 26 の 訳注 を 参照 。 


5 この 「 あ な た 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 120「 あ な た 」 の 訳注 を 参照 。 
6 「 ア ッ ラ ー* の 呪い 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 88 の 訳注 参照 。 


=3 


預言 者 * は 、 キ リス ト 教 徒 * の 派遣 団 (スー ラ *\ 冒 頭 の 訳注 を 参照 ) に こう する こと を 提示 し 


た が 、 彼 ら は それ を 拒否 し た (アル ニブ ハー リー4380 参照 )b。 も し そう し た ら 、 自 分 た ち 
自分 た ち に と っ て 最愛 の 人 々 に 「 呪 い 」 が 返っ て 来る こと を 、 知っ て いた か ら で あ る ( ア 


ツ 


テ サ アァ ディ 


133 頁 参 照 )。 
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2. 本 当 に 


63. 


64. 


65. 


これ こそ は 、 ま さ し く 真実 の 物語 
5 いつ に に の 
な ど は な い 。 そ し て 本 当 に アッ ラー* こ そ 
は 、 ま さ に 偉 力 な ら び な い * お 方 、 英知 あ 
ふれ る * お 方 で あら れる 。 


それ で 、 も し 彼ら が (あな た を 信じ る こ 
と か ら ) 背 き 去っ た と し て も 、 2 マー 
こそ は 腐敗 * を 働く 者 た ち を ご 存 知 な お 
方 な の だ 。 


(使徒 * よ 、) 言え 。「 啓 典 の 民 * よ 、 私 
た ちと あな た 方 と の 間 の (共通 する ) 正 
し い 言葉 へ と や っ て 来 な さい 。『 私 た ち 
は ア ッ ラ ー* 以 外 に は 崇拝 * せ ず 、 か れ に 
対し て 何 も の を も 並べ な い !。 また ア 
HDP の の 年 
主 と し た り も し な い 』 (と いう 言葉 へ ) 」。 
も し 彼ら が (この 呼び か け か ら ) 背 き 夫 
っ た の な ら 、 (ムスリム * た ちよ 、 と こう ) 
言っ て や る が いい 。 「 私 た ち が (アッ ラ 
ー* に ) 服従 する 者 (ムスリム や で ある 
と 、 証 言 せよ 2」 。 


ぇ つこ Ni GL と る 2 


RN 


と と 52 


PO 
OPEN や CI 
SRLACL WIG 


けい て ん 
啓典 の 民 * よ 、 ト 


ー ラ ー* も 福音 * も イブ ラー 
ヒー ム * の 後に 下さ れ た も の な の に 、 ど う し 


て あな た 方 は イブ ラー ヒー ム * の こと で 議 IS 
論 す る の か ? 一 体 あな た 方 は 、 分 別 す る 
こと が な い の か ?3 


1 つま り 、 シ ルク * を 犯さ な い 、 
2 も し 彼ら が こ 


3 


と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 58 
の 善い 誘い を 断 わ る の で あれ ば 、 


生 参 照 )。 


ュ グ 


分 た ち (ムスリム ?*) が 宗 拝 * 行 為 と 真 琶 


(し ん し ) さ を も っ て アッ ラー* に 従い 、 正 義 の 言葉 へ と 招く 者 た ち で ある こと を 証言 せよ 、 


と いう こと (前 掲 書 、 同 


参照 )。 


ュ グ 


ユダ ヤ 教 徒 * と キリ スト 教徒 * は 共に 、 


だ 、 


と 主 


E 張 し て いた (アッ テニ サ ア ディ 


イブ ラー ヒー ム * は 自分 た ちの 宗教 に 属し て いた の 


134 頁 参 照 )。 


3. イム ラー ン 家 章 111 Olas ds pu -¥ 
66. ほら 、 あ な た 方 と いう 人 た ち は 、 自 分 た ち に っ と 
が 知識 を 有 し て いる こと に つい て さえ ( 信 の の 3 に っ つえ Ee 
じ ず に ) 議論 し て いる と いう の に 、 な せ 自 の っ 2 も 5 克 売 っ 
分 た ち に 知識 の な いこ と に つい て 議論 す 
る の か ?! アッ ラー* が ご 存 知 な の で あ 
り 、 あ な た 方 は 知ら な い の だ 。 

67. イブ ラー ヒー ム * は 、 ユ ダ ヤ 教 徒 * で も キリ SEE 
スト 教徒 * で も な か っ た 。 し か し 彼 は 純正 な SE EE 
人 ? で あり 、 上 服従 する 者 (ムスリム で あ ON 
っ た 。 そし て 、 シル ク * の 徒 の 類 い で は な か 
っ た の だ 。 

68. 本 当 に 、 イ ブラ ー ヒ ー ム に 最も 近しい 人 々 EC N33 
と は 、 まさ し く 彼 に 従っ た 者 た ちと 、 こと の OG 
預言 者 * (ムハンマド * 、 そ し て ( 彼 を ) 
信仰 し た 者 た ち で ある 。 ア ッ ラ ー* は 、 信仰 
者 た ちの 庄 護 者 * な の だ 。 

69. 啓典 の 民 * の 一 派 は 、 あ わ よ くば あな た 方 を I NE oS 
(イス ラー ム * か ら ) 迷 ちせ よう と 望ん で い OO と PIE 
る 。 彼 ら は 気付 か ず に 、 自 分 自身 を 迷わ す 
だ け な の だ が 。 

70 啓典 の 民 * よ 、 あ な た 方 は な ぜ ア ッ ラ ー* の | kk 
御 微 ! を 拒否 する の か ? あな た 方 は 、( そ oe 
れ を ) 目の当たり に し て いる と いう の に 。 

71、 啓典 の 民 * よ 、 あ な た 方 は な ぜ 知 っ て いな が | db 
ら 、 真理 を 虚 計 で 紛 ら わ そ うと し た り 、 真 RD 8s る 5 
理 を 隙 項 し た りす る の か ? 

1 彼ら は 、 自 ら が よく 知っ て いる 預言 者 * ム ん 人 ハン マ ド * と その 教え の 真実 性 に つい て も 受け 入 


れず に 議論 し て いる の に 、 な ぜ 彼 ら が 知り も し な い イ ブラ ー ヒ ー ム * の こと に つい て まで 議 


諭す る こと が 出来 る の か 、 と 


NN) 


w 


と の 「 御 徴 」 と は 、 


「 純 正 」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 135 の 訳注 を 参照 。 
彼ら の 啓 


ン * の こと (アル テバ ガウ ィ ー1.456 参照 )。 


いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 58 


RA の 中 に お ける 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * の 描写 、 


J 
参照 )。 


及び クル アー 


3. イム ラー ン 家 章 112 9 し と りら か 

72. 啓典 の 民 * の 一 派 は 、 言っ た 。「 一 日 の 始め | kc 
に は 信仰 する 者 た ち に 下さ れ た も の を 信 NN ES 
じ 、 そ の (日 の ) 終り に は 杏 定 する の だ 。 TY 
誰 ら く 彼ら は 、 (再び 不信 仰 に) 戻っ て 来 
る で あろ うか ら 

73。 そ し て あな た 方 の 宗教 に 従う 者 以外 は 、 ee 

(本 気 で ) 信じ て は な ら な い 一 一 (使徒 * SS 
よ 、) 言っ て や れ 、 本 当 に 導き と は アッ ラ | っ Se 
ー* の お 導き だ け で ある 、 と 一 一 、 (それ OG 
は ) あな た 方 が 授かっ た も の と 同様 の も の 
が 誰か に 授け られ た り 、 彼 ら が あな た 方 の 
主 * の 御 許 で あな た 方 と 議論 (し て 勝利 ) す 
る よう な こと が な いよ うに する た めで あ 
る 2」。 (使徒 * よ 、 の 言っ て や る が いい 。 
「 実 に (全て の ) 恩 穴 は アッ ラー* の 御手 に 
あり 、 か れ は それ を 、 か れ が お 望み の 者 に 
お 授け に な る 。 ア ッ ラ ー* は 広 貴 な * お 方 、 
全 知 者 で あら れる 。 

74. か れ は 、 彼 が お 望み に な る 者 に 、 そ の ご | 5 うと 
慈 想 を 特別 に お 与え に な る 。 ア ッ ラ ー* は 、 OA 
俸 大 な 恩 男 の 主 で あら れる 」。 - 

75. 啓 嘩 の 民 * の 中 に は 、 あ な た が 大 金 を 託し GG A 
も 、 そ れ を あな た に 返済 する 者 が ある 。 s LAS EE 
た 彼ら の 中 に は 、 あ な た が 一 枚 の 金貨 を 旗 EERIE 
し て も 、 常 に 催促 し な い 限 り 、 返 さ な い 者 

1 ユダ ヤ 教 徒 * の 一 部 は 、 信 仰 心 の 弱い ムスリム *# に 、 イス ラー ム * に 疑念 を 抱か せ て 茎 教 ( き 


きょう ) させ る べく 、 


to 


の 正当 
この 「 ご 療 


w 


彼ら ユダ ヤ 教 徒 * の 一 部 が 恐れ て いた の は 、 彼 ら が 預言 
知識 を ムスリム * た ち に 教え て し まえ ば 、 ム スリ ム * た ちの 方 が E 
し まう こと 、 あ る い は 、 そ の こと が ア 
性 の 証拠 と な っ て し まう こと で あっ た ( ム ヤ ッ サ ル 59 頁 参 照 )。 


慈悲 」 は 、 預 言 者 * す と し て の 天 分 、 及 び イ スラ ー 


この よう な 策略 を 行っ た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 2:59 参照 )。 


59 真 参照)。 


ッ ラ ー* の 御 許 で 、 彼 ら 


* ム ハン マ ド * を 信じ 、 自 分 た ちの 
分 た ちよ り 優 位 に な っ て 
ヨ 身 に 対す る ムスリム * た ち 


ム * へ の 導き の こと ( ム ヤ ッ サ ル 


3. イム ラー ン 家 章 113 いた これ 1FY の En 
も いる 。 それ は 彼ら が 、「 文 盲 者 た ち ! (の | coe 系: 
権利 侵害 ) に お いて 、 私 た ち に ( 替 め られ RAE SN GRY 
る ) 筋合い な ど は な い 」 NG 
で ある 。 彼ら は 知っ て いな が ら 、 アッ ラー 
* に 対し て 嘘 を 言っ て いる の だ 。 

76. い や 、 か れ ( ア ッ ラー” と の 約束 を 果たし I 
(か れ を ) 長 れ * る ? 者 な ら ば 、 本 当 に アッ あっ > 
ラー* は (か れ を ) 黒 れる * 者 た ち を お 好み 
に な る 。 

7 本 当 に 、 ア ッ ラ ー* と の 契約 と 自分 > た ちの 235 SU 
写 約 と 引き 換え に 、 僅 か な 代価 を 得る 者 た | zz3( ぁ EE ISHIIES 
ち 、 そ れ ら の 者 た ち に は 来世 に お いて 何 の すき | 2 PE 
(善き ) 取り 分 も ちな い 。 そ し て アッ ラー* i a 
は 復活 の 日 *、 彼ら に (嬉し い ) お 言 葉 を か a 4 
け て も 下さ ら な けれ は 、 彼ら を (慈悲 の 目 
で ) ご 覧 に も な ら ず 、 彼 ら を ( 罪 か ら ) 清 
め て 下さ る こと も な い 。 彼ら に は 、 痛 まし 
い 懲 負 が ある の だ 。 

78. ま た 、 本 当 に 彼ら (ユダ ヤ 教 徒 の 中 に は 、 0 
0 0 IN 部 と 思い 込む dic 
よう に すべ く 、 啓 典 (の 内 容 ) を 口 で 言い っ Ni 
換え る 一 派 が ある 。 それ は 砂 上 の 一 部 な ど | 4122 誠 と タレ 2 Lo 
で は な い の に 。 また 彼ら は 、「 こ れ は アッ @5 及 っ バン = に ちっ っ 2 MW 
ラー* の 御 許 か ら の も の だ 」 な ど と 言う 。 そ 
れ は 、 ア ッ ラ ー* の 御 許 か ら の も の な ど で は 
な い の に 。 彼ら は アッ ラー* に つい て 、 知り 

つつ 嘘 を き 告 っ て いる の だ 。 

1 文 育 の 民 で あっ た 、 当 時 の アラ ブ 人 の こと を 指す と 言わ れる 。 ユダ ヤ 教 徒 * ら は 、 彼 ら の 財産 
は 、 不 当 に 奪っ て も よい と 信じ て いた ( ム ヤ ッ サ ル 59 貢 参照 )。 合 同 礼拝 章 2 の 訳注 も 参照 。 
2 「 か れ と の 約束 を 果たす 」 と は 、 信 託 を 守る こと 、 ア ッ ラ ー* と その 使徒 * を 信じ 、 そ の 導 

SN し た 、 SO (前 掲 書 、 同 頁 参 


照 )。 また 「 良 れる *」 と は 、 


アッ SH 


、 か れ に 対す る 義務 だ け で な く 、 


no (アッ = テ サ ァ デ ィ ー135 頁 参 照 )。 


3. イ ムラ ー ン 家 章 114 oL と りら た -Y 

79. アッ ラー* が 人 間 ! に 、 啓典 と 英知 ? と 預言 者 NMI 
* と し て の 天 分 を 授け られ た 後 、 そ の 者 が rd A, 
人 々 に 向かっ て 、「 ア ッ ラ ー* を 差し お いて GIo KC。 
私 を 吾 持 せよ 」 な ど と 言う こと は あり えな 3 衝 と っ し uo 
い 。 し か し (その よう な 者 は 、 こ う 命じ る CE 
の が 当然 な の だ 。) 「 あ な た 方 は 、 啓 典 を SS 
教え 、 自 ら も 学ん で きた こと に よっ て 、 
学識 豊か な 指導 者 ? と な る の だ 」。 

80. また (その よう な 者 が 、) 「 天 使 * や 預言 才 ICP の の 
* た ち を 主 * と せよ 」 な ど と 、 あ な た 方 に 命 | 競っ 
じ る と と も (、 あ りえ な い ) 。 一体 、 あ な OI 
た 方 が 服従 する 者 (ムスリム や と な っ た 
後 、 ( 彼 が ) あな た 方 に 不信 仰 を 命じ る こ 
と な ど が あろ うか ? 

81.、 アッラー* が 、 預 言 者 * た ちの 確約 を 受け 取 BN GA ES 


られ た 時 の こと (を 思い 起こ させ よ 。 か れ 
は 、 こ う 仰 せら れ た ) 。「 わ れ が あな た 方 
に 啓典 と 英知 を 授け 、 そ の 後に あな た 方 の 
も と に ある も の ( 嘱 典 ) を 確証 する 使徒 * 
が あな た 方 の と ころ に 米 た ら 、 あ な た 方 は 
必ず や 彼 を 信じ 、 援助 する の だ 」。 (それ 
か ら ) か れ は 仰せ られ た 。「 あ な た 方 は ( そ 
の こと を ) 了承 し 、 そ れ に つい て 、 わが 確約 
を 受け 取る か ?」 彼ら は 中 し 上 げた 。「 承 
知 し まし た 」。 (する と ) か れ は 仰せ られ 


1 ここ で の 「 人 間 」 


3 


リー* は これ が 


は 全 人 類 の こと だ が 、 


「 学 識 豊か な 指導 者 」 と いう 訳語 を あて た 原 


PO ES > 
a 2 


ン ン 


る 2 ィ ン wy ~~ 
E68 


特に イー サー*、 あ る い は 預言 者 * ム ハン マ ド * の こ 
と を 指し て いる と 言わ れる (アル = バ ガ ウ ィ ー1:462-463 参照 )。 
2 と の 「 英 知 」 は 理解 ・ 知 識 、 あ る 


は 人 々 を 裁く 権威 の こと (前 掲 書 1:463 参照 )。 
語 は 、「 ラ ッ バ パー ニー」 の 複数 形 。 ア 
「 ラ ッ パ バ (面倒 を 見 る 、 成す る )」 と いう 語 の 派生 形 と し 、 宗 教 的 知識 を 


ッ テ タ バ 


備え つつ も 、 現 世 的 分 野 に お いて も 人 々 の 教育 と 指導 に 携 (た ず さ ) わる 者 で ある 、 と 解 
釈 し て いる (3:1849 参照 )。 


4 


「 確 約 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 27 の 「 契 約 」 に つい て の 訳注 


も 参照 


デム No 


3. イ ムラ ー ン 家 童 
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82. 


83. 


84. 


た 。 「 そ れ で は 証言 せよ !。 
と 共に 、 証 人 と な ろう 」。 


誰 で あれ 、 その (確約 の ) 後に (イス ラー 
ム * へ の 招き か ら ) 1 背 き 去っ た 者 、 それら の 
者 た ち は 放 逸 な 者 で ある 。 


一 体 、 彼ら は アッ ラー* の 宗教 (イスラーム 
り 以外 の も の を 求め る と いう の か ? 諸 天 
と 大 地 に いる も の は 一 一 従順 に で あろ う 
と 、 嫌 々 で あろ うと か れ に 服従 レバ 
そし て 彼ら は (復活 の 日 や 、 か れ の 御 許 に 
こそ 戻ら され る と いう の に 。 


(使徒 * よ 、 ) 言っ て や る が いい 。「 私 た ち 
は アッ ラー*、 私 た ち に 下さ れ た も の (クル 
= ジン) 。 イプ ラー ビビ = ムイ スズ マー ニー イ 
ー ル *、 イス ハー ク *、 ヤ ァ ク ー プ *、 諸 支族 
3 に 下さ れ た も の を 信じ る 。 また ムー サー* 
と イー サー* と 、 (その 他 の ) 預言 者 * た ち 
が 彼ら の 詩 * か ら 授け られ た も の を 信じ る 。 
i 彼ら の 内 の 誰 も 分 け 隔て は し な 
。 そし て 私 た ち は 、 か れ (アッ ラー*) 
rr (ムスリム *) な の で ある 」。 


われ も あな た 方 


= 


I*} 


この 「 証 言 」 に つい て は 、 雌 和牛 
全て の 預言 者 * と その 民 は 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * を 信仰 する 義務 が ある と いう 根拠 が ある 


( ム ヤ ッ サ ル 60 頁 参照 )。 


「 信 仰 者 は 従順 に 従い 、 不 信人 1 


後者 は 議論 の 未 に アッ ラー の 唯一 性 


3 


ジ ダ * す る 


を 参照 )」 


『 嫌 々 に 従う 』 と は 、 辛 苦 と 』 


* に 降伏 (こう 
(アル テク ルト ゥ ピー4:127-128 参照 )。 
「 諸 支族 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 136 の 訳注 を 参照 。 


4 婦人 章 150-152 参照 。 


章 143「 証 人 と な る 」 の 


ィ 和 も マン ンー と 
Oi NR 
ンタ ーー 

Oo 

PAA A I ND 2 
2 I コ 


⑧、 つ の 


) わ っ NO あり EP 
ビニ bk 0 
EEG NG 
nT 


OR 


訳注 を 参照 。 沿 この アー ヤ * に は 、 


全 創 造物 は 、 脱出 する こと の で き な い 定め の 中 に ある 。 この アー ヤ * の 解釈 に は 、 ほ か に も 
! 者 * は 死 の 際 に 嫌々 従う こと に な る (家畜 

「 不 信仰 者 * は アッ ラー* 以 外 の も の に サジ ダ * す る が 、 そ 
(雷鳴 章 15、 密 蜂 章 48 と その 訳注 を 参照 )」「『 従 順に 従う 』」 と は 容易 な も の で 、 
E 否 感 を 伴 (と も な ) う も の 」「 前 者 は 議論 な し に 従っ た 者 、 
ふく ) し た 者 」 な ど と いっ た 諸説 が ある 


章 158 と その 訳 
の 影 は アッ ラー* に サ 


3. イ ムラ ー ン 家 章 116 Olas JI な -Y 
85. 誰 で あれ 、 イ スラ ー ム * 以 外 の も の を 宗教 と I 
し て 望む 者 は 、 決 し て それ を 受け 入れ られ EE 
な い 。 ま た 来世 に お いて 、 そ の 者 は 損失 者 
の 類 い と な る の で ある 。 

86. 信仰 に 入り 、 使 徒 * は 真実 で ある と 証言 し | を Gc 
た 後 、 自 分 ) た ちの も と に 明 証 が 訪れ た に LN の の 
も 関わ ら ず 不信 仰 に 陥っ た 民 を 、 アッ ラ RO OS eS 

ー* が どう し て お 導き に な ろう か ? ア OR 
ッ ラ ー* は 、 不 正 * 者 で ある 民 を お 導き に 
は な ら な い 。 

87.。 そ れ ら の 者 た ちの 応報 は 、 ア ッ ラー* と 天使 | 誠 3 ェ 仙 4 和 = る | 
* た ち 、 そ し て 人 々 全員 の 呪い が 、 彼 ら の 上 DR IE 
に 注 が れる こと ! で ある 。 

88. 彼ら は そこ (地獄 の 業火 ) に 永住 する 。 彼 Nb 
ら は 懲罰 を 軽減 され る こと も な けれ ば 、 獲 Sar 
予 を 与え られ る こと も な い 。 

89. 信 し 、 (不信 仰 の ) その 後に 悔 倍 し 、( 計 | yabd5ysbeiA ら SN 
り を ) 正 し た 者 た ち は 別 で あ ( り 、 ア ッ ラ DIE 
ー* は 彼ら を お 赦し に な ) る 。 本 当 に アッ ラ 
ー* は 、 赦 し 深い お 方 、 慈 愛 深い * お 方 な の 
だ か ら 。 

90. 本当 に 、 信仰 し た 後に 不信 仰 に 陥り 、 そ れ | Sacjast る SU 
か ら 更 に 不信 仰 が 甚だ し く な っ た 者 た ち 、 ーー 
彼ら の 悔 悟 は 受け 入れ られ な い ?。 そ し て そ る NR 


れ ら の 者 た ちこ そ は 、 迷 い 去 っ た 者 た ちな 
の だ 。 


1 


「 ア ッ ラ ー* の 呪い 」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 88 の 訳注 を 、 


いて は 、 雌 和牛 章 159 の 訳注 を 参照 。 


2 死 が 訪れ る 前 まで に 悔 悟 し な けれ ば 、 
この 次 の アー ヤ *、 


受け 入れ られ な い 、 
お よび 家畜 章 158 と その 訳注 も 参照 。 


アッ ラー*\ 以 外 の も の の 呪い に つ 


の 意 ( ム ヤ ッ サ ル 61 頁 参 照 )。 


ュ グ 


3. イ ムラ ー ン 家 章 117 OU と 5。-Y 

91. nt 不信 作者 の まま ん | 3 cg 
だ 者 た ち 、 彼 ら の 誰 一 人 と し て 、 大 地 一 杯 の PE 
黄金 さ 受け 人 れ ら れる こと は な い 。 た と SN る CS 
え 、 (9 の 日 の 訪 和 を 免じ て も ら うた め < 

5 の の みる 2 

それ で 償 お うと し て も (、 受 け 入れ られ な MM 
い の だ ) 。 それ ら の 者 た ち に は 痛ま し い 懲 久 
が あり 、 彼 ら に は いか な る 援助 者 も な い 。 

92. あな た 方 は 自ら が 欲す る 物 の 内 か ら 施 す ERS 
まで 、 ( 真 の ) 善 ! に 到達 する こと は な い 。 a う 
そし て いか な る も の で も 、 あな た 方 が 施す 
な ら ば 、 ア ッ ラ ー* は それ を 必ず や ご 存 知 
1 

93。 トーラー* が 下さ れる 以前 に イス ラー イー 0 
ル ( ヤ ァ ク ー ブ め が 自ら 禁じ た も の 以外 は 、 PA! zu nl 
全て の (善き ) 食物 は イス ラー イー ル の 子 了 Ph 2 放 

ら * に 許さ れ て いた 。 (使徒 * よ 、 ) 言っ て S52 >2.2 oa 
や る が いい 。「 トー ラー* を 持っ て き て 、( ア 
ッ ラ ー* が それ を 付 じ られ た と いう 証拠 を 
見 せる べく 、 ) それ を 読 論 し て みよ 。 も し 、 
あな た 方 が 真実 を 語っ て いる の な ら ば 。2 
94. それ で その 後 、 ア ッ ラ ー* に 対し て 嘘 を 提 衝 OEE NS 


する 者 が あれ ば 、 そ れ ら の 者 た ちこ そ は 不 
正 * 者 で ある 」。 


叩 。 江 = 


9 


a あな た が ?」 と 革 ら た と て と に 関 


ここ で の 「 善 」 は 天国 
2 ヤァ クー ブ * は 重病 を 患 ({ わ ずら ) っ た 際 、 
の 一 番 好き な 物 で ある ラク ダ の 肉 と 乳 を 
命令 で は な く 、 ヤ アァ クー ブ * が 
た ち に 禁じ た だ け だ っ た 。 そ し て ( 後 ] 
分 た ちの 不正 * と 侵害 


mi 


の 意味 で ある と 言わ れる ( ム ヤ ッ サ ル 62 頁 参 照 )。 
アッ ラー* が 癒 (いや) し て 下さ っ た ら 、 自 分 


ら 人 禁じ た も の で あり 、 


世に ) トー ラー* が 下っ た 時 、 
に 対す る 罰 (婦人 章 160 参照 ) と し て 、 ヤ ァ ク ー ブ * が 
の 以外 の 、 そ れ ま で 合法 だ っ た ある 種 の 食べ 物 を 禁じ られ た (アッ ニ サ アァ ディ 

一 説 に この アー ヤ * は 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * の 宗教 の 後継 者 を 主張 し た 預 
に 対し 、 ユ ダ ヤ 教 徒 * ら が 「( イ ブラ ー ヒ ー ム * に 禁じ られ て いた ) ラク ダ の 肉 と 乳 を 
し 、 下 っ た (アル = ワー ヒデ ィ ー5:426 参照 )。 


分 に 禁じ る 、 と 誓っ た 。 それ は アッ ラー* か ら の 
彼 の 子孫 も 彼 に 従っ て 、 そ れ を 自分 


ユダ ヤ 教 徒 * た ち は 
ら 禁 じ た も 

138 頁 参 
言 者 * ム か ハンマ 


3. イ ムラ ー ン 家 章 
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95. 


96. 


97. 


(使徒 * よ 、) 言っ て や れ 。「 ア ッ ラ ー* は 
真実 を 述べ られ る 。 ゆ え に シ ルク * の 徒 の 類 
いで は な か っ た 、 純 正 な を: イブ ラー ヒー ム * 
の 宗教 に 従う の だ 」。 

本 当 に 、( ア ッ ラ ー* を 崇拝 * す る た め ) 人 々 
の た め に 最初 に 建立 され た 館 (カアバ 
神殿 ) は 、 バッ カカ * に ある も の 。 祝福 に 
あふ れ 、 全 世界 へ の 導き と し て (建立 さ 
れ た も の な の だ ) 。 


そこ に は 、 数 々 の 明白 な 御 徴 3 が ある 。( そ 
の 一 つが 、) イブ ラー ヒー ム * の 立ち 所 % 
誰 で も その 中 に 入る 者 は 、 安 全 な の だ 5。 
人 々 、 つ まり そこ まで の 道 (を 旅行 する こ 
と ) が 可能 な 者 9 に は 、 そ の 館 へ と ハッ ジ * 
する と いう アッ ラー* へ の 義務 が ある 。 そ し 
て それ (ハッ ジ * の 義務 性 ) を 否定 する 者 が 
あっ て も 、 実に アッ ラー* は 全 世 界 (の いか 
な る も の へ の 必要 ) か ら 、 満ち 足り た * お 方 
な の だ 。 


2 


ッ カ 」 は 「 混 雑 す る 」 と いう 動詞 か ら 派 


「 純 正 な 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 135 の 訳注 を 参照 。 


リン Y マイ レン イイ ニン ン 
ARAN Ss 


TO IN 
ON IO 


「 バ ッ カ 」 と は 「 マ ッ カ *」 そ の も の で ある と いう 説 と 、 マ ッ カ * の 中 で も カ ァ バ 神 殿 * の 周 
り の み 、 あ る い は ハラ ー ム ・ マ スジ ド * の こと だ け を 示す 語 で ある と いう 説 が ある 。 尚 、「 バ 


3:1879-1881 参照 )。 


の 


れ た 証拠 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 62 頁 参 照 )。 
「 イ ブラ ー ヒ ー ム * の 立ち 所 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 125 の 訳注 を 参照 。 


た 


wn 


の 


参照 )。 詳 しく は 頻 H 


その 安全 さ に 関し て は 、 雌 和牛 章 125 の 訳注 を 参照 。 


E し た も の 、 と 言わ れる (アッ = タバ リー 


この 「 御 徴 」 と は 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * が それ を 建立 し 、 ア ッ ラ ー* が それ を 偉大 な も の と さ 


「 道 が 可能 」 で ある と は 、 そ れ が 旅行 の 次 (た くわ ) えと 交通 手段 で や る と か 、 巡 礼 * す る 
本 人 の 能力 で ある と か 、 健 康 の こと で ある な ど 、 諸 説 あ る (アッ ニタ バリ ー3:1886-1890 


H 名 ・ 用 語 解 説 の 「 ハ ッ ジ *」 を 参照 。 


3. イ ムラ ー ン 家 章 119 oe ちら -Y 


98. (使徒 * よ 、) 言っ て や る が いい 。 「 典 IOS SNES 
の 民 * よ 、 あな た 方 は な ぜ 、 アッ ラー* の 御 DOR EL EI 
徴 ! を 否定 する の か ? アッ ラー* は 、 あ - 
な た 方 が 行う こと の 証人 で あら れる と い 
う の に 」。 
99. (使徒 * よ 、) 言っ て や る が いい 。「 啓 典 SE 
の 民 * よ 、 あ な た 方 は な ぜ 、 信 仰 する 者 を cc 
アッ ラー* の 道 か ら 阻 む の か ? あな た 
I 
に 、 そ れ (その 道 ) を 投じ 曲げ よう と し 
て ? アッ ラー* は あな た 方 の 行い に 、 決 
て 若 間 で は あら れ な い 」。 
100. 信仰 する 者 た ちよ 、 も し あな た 方 が 啓典 


を 授かっ た 人 々 の 一 派 に 従う うな ら ば 、 彼 
ら は あな た 方 を 信仰 の 後 、 不信 仰 者 * へ と 


ーー プ イン 


® | G6 る 


戻し て し まう で あろ う 。 
101. そし て (信仰 者 た ちよ ) 、 ど うし て あな et SS 
た 方 が 不信 仰 と な ろう か ? ア ッ ラ ー* Fi A 
の 御 微 ( ア ーー が あな た 方 に 読 議 さ Ox OC 


れ 、 か れ の 使徒 * は 、 あな た 方 の 間 に い る 
と いう の に ? ア ッ ラ ー* (の 教え ) に し 
が みつ く 者 は 、 既に まっ すぐ な 道 に 導 か 
れ て いる の で ある 。 


102. 信仰 する 者 た ちよ 、 真 の 暴 怖 の 念 ? を も っ 
て ア ッ ラ ー* を 異 れ * よ 。 そし て 服従 する 
者 (ムスリム や と し て で し か 、 死 ん で は 
な ら な い 。 


1 この 「 御 徴 」 と は 、 イ スラ ー ム * が 真 の 宗教 で ちあ る と いう 証拠 。 そ れ は 彼ら の 啓典 の 中 に 、 
存在 し て いた ( ム ヤ ッ サ ル 62 上 頁 参 照 )。 

「 真 の 曳 怖 の 念 に よっ て 、 ア ッ ラ ー* を 思 れ *」 る こと と は 、 教 友 *\ イ ブン ・ マ スウ ー ド * に よ 
れ ば 「 か れ に 服従 し て 送ら わ ず 、 常 に か れ を 思い 起こ し て 忘れ な いこ と 」 だ と いう (アル 
= ハー キム 2:352)。 


IN) 
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103. また 、 ア ッ ラ ー* の 絆 ' に 皆 で し っ か り と し EE A 
が み 付 き 、 分 裂 し て は な ら な い 。 あな た 方 aa 


104. 


、 そ し て 明 証 


に 対す る アッ ラー* の 恩恵 を 、 思 い 出 す の 
だ 。 あな た 方 が (か つて ) 敵対 し 合っ て い 
た 2 の に 、 か れ が あな た 方 の 心 を 結び 付け 
られ 、 あな た 方 が か れ の 恩恵 に よっ て 同胞 
と な っ た 時 の こ と を 。 (以前 ) あな た 方 は 
業火 の 穴 の 淵 に いた が 、 か れ は あな た 方 を 
(イス ラー ム * に よっ て ) 、 そ こと から お 救 
い に な っ た の で ある 。 とこ の よう に アッ ラー 
"は 、 あな た 方 が 導 ほか れる よう 、 あな た 方 
に 御 微 を 明らか に され る の だ 。 


また (信仰 者 た ちよ ) 、 あ な た 方 の 内 か 
ら 、 善 きこ と へ と 招き 、 善 事 を 命じ て 悪 
事 を 禁じ る ? 共 同体 を あら し め よ 。 そ れ ら 
の 者 た ちこ そ は 、 成 功 者 な の で ある 。 


が 訪れ た 後に 人 ) 裂 し 、 (互い 
に ) 意見 を 異 に し た 者 た ち * の よう に な っ 


て は な ら な い 。 そ れ ら の 者 た ち に は 、 こ 
の 上 な い 懲 罰 が ある 。 


(復活 * の ) その 日 、 あ る (者 の ) 顔 は 白 
く な り 、 また 別 の (者 の ) 顔 は 黒く な る 5?。 
顔 が 黒く な っ た 者 た ちと いえ ば 、 (こう 
言わ れる 。) 「 一 体 あ な た 方 は 信仰 し た 


1 


の 


た 


m 


「 ア ッ ラ ー* の 絆 」 の 解釈 に は 


、「 イ スラ 


ー ム *」「 団 結 」「 ク ルアー 


2 る 
EE 


っ PPM 
で で タッ ンタ ン ェ < の を 。。 と ジン を っ < 。 
ag こみ 


ラン Z ン 
プン デマ ャ ン スン ゥ ラフ 
5 So る 13。coz を う 


っ ニン 


> J 


ン 


PS ER 


の 465 光 ウ 
6 ンタ 1 タ SS 


i ゆる ON 63 
あ 5 し 


IRE 


3 る レレ マン タ 


うるう ンタ 


2 2 


と タタ と 
YO ゆら 


ン *|「 ア ッ ラ ー* の ご 


令 と 、 か れ へ の 服従 」 と いっ た 諸説 が ある (アル テバ ガウ ィ ー1:480-481 参照 )。 


雌 


この 「 善 事 」 と は 、 普 行 と アッ ラー* へ の 服従 行為 、 及 び イ スラ ー ム * の 教え と 理性 
認め られ る 、 全て の 物事 。 「 悪 事 」 は その 逆 (アッ = ニ サ ァ デ ィ ー202 頁 参 


「 意 見 を 異 に する 」 と は 、 イ スラ ー ム * の 根本 的 な 教え に 


て その 普 性 が 
この 「 明 六 


ト 章 85 の 訳注 、 戦 利 品 * 剖 63 と その 訳注 も 参照 。 


E」 と は 、 真 理 の こと 。 


お ける 相違 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 63 頁 参 照 )。 


これ に つい て は 、 実際 に 顔 の 色 が 変 
く な る 」 の 悲し み の た と え で ある 、 と いう 見 解 が ある (アル = カー スィ ミー4: 932-933 参照 )。 


“わる と いう 見 解 と 、「 顔 が 


照 )。 


白く な る 」 と いう の は 喜び を 、 1 上 


W と 4 
UN 


に よっ 


で 
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後に 、 不 信仰 に 陥っ た と いう の か ? な 
ら ば 、 あ な た 方 が 不信 仰 だ っ た こと ゆえ 


ちょ うば 


の 懲 久 を 、 味わう が よい 」。 


107. また 、 顔 が 白く な っ た 者 と いえ ば 、 アッ 
ラー* の ご 慈悲 の 中 ! に あり 、 そこ に 永遠 に 
留まる 。 


108 それ は ( 便 徒 * よ ) 、 わ れ ら * が あな た に EE 

真理 と 共に 前 み 聞か せる アッ ラー* の 御 徴 SG 
(アー ヤ * や ) 。 アッ ラー* は いか な る 創造 物 
に 対し て も 、 i は な ら な い 。 


109. そし て 請 天 に ある も の と 、 大 地 に ある も 
の は ア ッ ラ ー* に こそ 属し 、 (ご 切 の ) 物 
事 は ア ッ ラ ー* へ と 帰 さ れる 。 


110. (ムハンマド * の 共同 体 よ 、) あな た 方 は | 8 の 2G ES る る 
も と より 、 人 類 へ 遣わ され た 最良 の 共同 | し を W283 
体 な の だ 。 あ な た 方 は 善 事 を 命 じ て 杜 事 EGR 
を 禁じ 2?、 アッラー* を 信仰 する 。 も し 啓典 3 を 223 の EK 
の 民 * が i を ) 信じ た な ら 、 @ っ を 癌 信和 も 
(それ が ) 彼ら に と っ て 、 よ り 善 いと と i 
ne 

、 大 部 分 の 者 は 放 和 逸 な 者 た ち で ある 。 


ii1. 彼ら は あな た 方 の こと を いく ら か 悩ま | SpGNk と あら 
せる 3 だ け で 、 害する こと は な い 。 i OLIN 
も し あな た 方 と 戦っ た と し て も 、 背 中 を 
見 せ (て 販 十 す ) る の が お ち で ある 。 そ 
れ か ら 彼 ら が 、 勝 利 を 授かる こと も な い 
の だ 。 


こと こ で の 「 ご 慈悲 」 と は 、 天 国 と 、 そ の 恩恵 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 63 頁 参 照 )。 
2 「 善 事 を 命じ て 悪事 を 禁じ る 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *104 の 訳注 を 参照 。 


3 シル ク * や 不信 仰 な どの 言葉 で 、「 い くら か 悩ま せる だ け 」 と いう こと と ( ム ヤ ッ サ ル 64 頁 
参照 )。 
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112。 アッ ラー* か ら の 絆 と 、 人 々 と の 絆 ! に よら YU 1 の Eh 
な い 限 り 、 彼ら は どこ で 捕らえ られ よう と NS NN 
屈辱 に 付き ま と わ れ 、 アッ ラー* の お 怒り 0 
と 共に 戻っ て 来 て 2? は 、 和 c 全 きま と われ 0920 2 は の 
る 。 そ れ と いう の も 彼ら は アッ ラー* の 御 od 6 
ヽ レ メル = 所 だ DI マン 人 ENG 

微 を 否定 し 、 不当 に も 預言 者 * た ち を 殺 害 プ の リージ ジ 
し て いた 3 か ら で あ る 。 それ は 彼ら が (アッ RA A fd 
ラー* に ) 反抗 し 、( か れ の 法 に 反する こと 

に お いて ) 度 を 越し て いた た め な の だ 。 


けい て ん の i 
113. 彼ら は 一 様 で は な い 。 啓典 の 民 * の 中 に 3 


A 
も 、 正 し い 一 団 * が ある 。 彼ら は 人 夜 の 刻 に NE NK EL 
サジ ダ * し つつ 、 ア ッ ラ ー* の 御 徴 (アー - あッ セン < 
ヤ 1 を 読 調 す る の だ 。 
114. 彼ら は アッ ラー* と 最後 の 日 * を 信じ 、 療 事 OL 8 


を 命じ て 悪事 を 禁じ ?、 善 行 に 急 ANs それ ら 2 と esdU 
の 者 た ち は 、 正 し い 者 * た ちの 類 い で ある 。 5 ala 


115. また 、 2 チン 55 と と DC 
て 無駄 に され る こと は な い 。 アデ ツラ フー oo 
は 、 散 虚 な * 者 た ち を ご 存 名 な の た だ 。 MO 


Il6. 本 当 に 、 不 信仰 に 陥っ た 者 * た ち 、 彼 ら に 
は その 財産 も 子供 も 、 ア ッ ラ ー*( の 竹久 
に 対し て は 何 の 役 に も 立た な い 。 それ ら 
の 者 た ち は 業 火 の 住人 。 彼 ら は その 中 で 


永住 する の だ 。 


1 イブン ・ カ スィ ー ル * に よれ ば 、「 ア ッ ラ ー* か ら の 絆 」 と は 「 ア ッ ラ ー* か ら の 保護 と 、 ジ ズ 
ヤ * の 後 収 、 及び (民法 、 刑法 に お ける 表面 的 な ) イス ラー ム * 法 規定 の 遵守 」 で あり 、「 人 々 
と の 絆 」 と は ムスリム * に よる 彼ら へ の 底 護 (ひご ) の こと (2:104 参照 )。 

2 「 ア ッ ラ ー* の お 怒り と 共に …」 に つい て は 、 睦 牛 章 61 の 訳注 を 参照 。 

3 「 預 言 者 * た ち を 殺害 し て いた 」 に つい て は 、 ア ー ヤ \*21「… 殺 す 者 た ち 」 の 訳注 を 参照 。 

4 つま り 啓 典 の 民 * の 内 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * を 信仰 し た 者 た ちの こと ( ム ヤ ッ サ ル 64 頁 参照 )。 

5 「 善 事 を 命じ て 悪事 を 禁じ る 」 に つい て は 、 ア ー ヤ \104 の 訳注 を 参照 。 
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117. 彼ら が この 現世 の 生活 で 施す も の の 様子 eC 
は 、 あ た か も 酷 寒 を 運ぶ 風 の よ うな も の '。 EF rd 
それ は (不信 仰 と ア ッ ラ ー* へ の 反抗 に よっ GEA 
て ) 自 ら に 不正 "を 働い た 民 の 作物 を 襲い 、 @ A OP 
それ を 枯らし て し まう 。 ア ッ ラ ー* が 彼ら に 
不正 * を 働か れ た の で は な い 。 し か し 彼ら が 、 
自分 自身 に 不正 * を 働い て いた の で ある 。 

118. 信仰 する 者 た ちよ 、 あ な た 方 (信仰 者 た の もじ cos 
ち ) を 差し お いて 、 (不信 仰 者 * の ) 腹心 2 
を 選ん で は な ら な い 。 彼ら は 、 あ な た 方 ns 
(の 状況 ) を 忠 落 させ る と と に 抜か りな | ンー ンジ っ 
い 。 彼 ら は 、 あ な た 方 が 苦難 に 道 うこ と 便り 
を 望ん だ の だ 。 敵意 (の 印 ) は 、 も う 彼 Di EN 
ら の 口 か ら 明 ら か に な っ た の で あり 、 彼 
ら が 胸 中 に 潜め て いる も の は 更に 其 だ 
し い 。 われ ら * は 既に 、 あな た 方 に 御 徴 ? を な 
明らか に し た 。 も し あな た 方 が 、 (それ 
を ) 理解 する な ら ば 。 

119. ほら 、 あ な た 方 と いう 人 た ち は 彼 ら を 好 


いて いる が 、 彼ら の 方 で は あな た 方 を 好 
いて は いな い 。 あな た 方 は 、 全 て の 啓典 を 
信じ て いる と いう の に 3。 ま た 彼ら は 、 あ 
な た 方 と 会 っ た 時 に は (本 音 と は 裏腹 
に 、) 「 私 た ち は 信 仰 す る 」 と 言っ た 。 
そし て 自分 た ち だ け に な る と 、 ( ム ス リ 
ム * た ちの 団結 と イス ラー ム * の 興隆 に 対 
する ) 恒 り ゆ え に 、 指 先 を 噛ん だ の だ 。 


= 


Mv 


w 


この 「 御 微 」 と は 、( 信 1 
ー1:615 参照 )。 
ムスリム * は 啓典 の 民 * の も の も 含む 、 全 て の 啓 
れ ら 全て を 信じ る こと が な い ど ころ か 、 啓 
に 彼ら に 好意 を 抱く と は 、 ど うい うこ と か 、 


だ 2 る 2 
SI 
2 民 時 2 


同様 の アー ヤ * と し て 、 雌牛 章 264、 イブ ラー ヒー ム * 章 18、 御 光 章 39-40、 識 引 鹿 23 な ども 参照 。 


! に 対す る ) 誠実 さ の 義務 を 示す 根拠 の こと (アッ ニテ シャウ カー ニ 


を 信仰 する 。 そ の 一 方 、 啓 典 の 民 * は 、 そ 
を 改 軒 (か いざ ん ) まで し て いる 。 そ れ な の 
と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 65 頁 参 照 )。 
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120. 


24, 


122. 


123, 


(使徒 * よ 、 彼 ら に ) 言っ て や れ 。 
する が いい 」。 本 当 に アッ ラー* は 、 胸中 
に ある も の を ご ど 存 知 に な る お 方 。 


(信仰 者 た ちよ 、 ) 彼ら は 、 あな た 方 に 善 

いこ と が 起き れ ば 落 腸 する 。 また 、 あな た 

方 を 災難 が 襲え ば 、 それ に 歓喜 する 。 そし 

て 忍 面 し て ( ア ッ ラ ー* を ) 良 れ る * な ら ば 、 

彼ら の 策略 は 少し も あな た 方 を 害する こ 

a 本 当 に ア ッ ラ ー* は 、 彼 ら の 行 
こと を 蒸 く 包囲 され る * お 方 。 


(使徒 * よ 、) あな た が 信仰 者 た ち を 戦闘 

の た め の 持 ち 場 に 配置 すべ く 、 早 朝 に 家 
族 の も と を 後に し た 時 ! の こと (を 思い 起 
こさ せる が よい ) 。 ア ッ ラ ー* は よく お 聴 
き に な る お 方 、 全 知 者 で あら れる 。 


あな た 方 の 内 の 二 団 ? が 、 臓 病 風 に 吹か れ 
( 叫 即 し ) そう に な っ た 時 の こと (を 思 
い 起 こす の だ ) 。 ア ッ ラ ー* が 彼ら の 底 護 
者 * だ と いう の に 。 eb アッ 
ラー* に こそ 全て を 委ね させ よ *。 


(信仰 者 た ちよ 、) アッ ラー* は 確か に 、 

まだ あな た 方 が 弱小 で あっ た 時 、 バド ル 
(の 戦い う で あな た 方 に 勝利 を 授け られ 
た 3。 な ら ば (か れ の 皿 恵 に ) 感謝 すべ く 、 

ア ッ ラ ー* を 良 れる * の だ 。 


1 これ は ウフ ド の 戦い * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 65 真 )。 


2 サリ マ 族 と ハー リサ 族 の こと 。 宗教 に お いて 疑念 を 抱い て いた わけ で は な い が 、 


IE か 228 


ラー ンダー 2 の 


eT ンタ PC の F こ を その 


CRIES 2 


UN の PC 
to たき: すい 


アブ ドッ 


ラー・ ブ ン ・ ウ バイ イミ * が 多数 の 兵 と 共に 撤退 (て っ た い ) し た 際 、 戦力 の 低下 に よっ て 士気 


が 下がり 、 


彼ら の 中 に 退却 の 気運 が 高 


タバ リー3:1947-1949 参照)。 


w 


バド ル の 戦い * に つい て は 、 戦 利 品 


まっ た 。 し か し 彼ら は 結局 、 共 に 進軍 し た (アッ = テ 


* 章 の 中 に 多く の 描写 が 見 られ る 。 
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よ げん し ゃ 


124. (預言 者 * よ 、) あな た が 信仰 者 た ち に 、 | 公 2 を この 3 
(こう ) 言っ た 時 の こと (を 思い 出さ せ | @38R RN ka 5 
よ ) 。「 あ な た 方 の 辛 * が 、 舞 い 降 り る 三 
千 の 天使 * で あな た 方 を 増強 させ られ れ 
ば 、 そ れ で 十分 な の で は な いか ? 


i25. いや (、 そ れ で 十分 な の だ ) 。 も し 、 あ | と 和 の 才 33 
な た 方 が 忍耐 * し て ( 主 * を ) 良 れ *、 彼 2 タ 0 


ら (英軍 ) が あな た 方 の も と に その よう 
に 逸 り 立っ て (襲い か か っ て ) 来る な ら 
ば 、 あ な た 方 の 主 は 目印 を つけ た ' 五 千 
の 天使 * で も っ て 、 あ な た 方 を 増強 させ 


られ る 」。 3 
126. そし て アッ ラー* が そう され た の は 、 ( そ | NV 
れ が ) あな た 方 へ の 吉報 と な り 、 そ れ で SI NG ti 


あな た 方 の 心 が 安 ら ぐ た め に 外 な ら な か 
っ た 。 勝利 は 、 偉 力 な ら び な く *、 英知 あ 
ふれ る * ア ッ ラ ー* の 御 許 か ら の み 、 訪 れ 
る の だ 。 


127. ( バ ドル で の 勝利 は 、 アッ ラフ ラー“ が) 不信 
仰 に 陥 っ た 者 * た ち の 一 部 を 壊滅 させ た 
り 、 ま た は 彼ら に 普 汁 を 党 め させ て 、 取 
北 者 と し て 撤退 させ た り 、 


た UPP 


1 と の 「 目 印 」 の 解釈 に つい て は 、「 肩 まで か か る 白い (ある い は 黄色 い ) ター バン 」「 ま 

だ ら の 馬 に 乗っ て いた こと 」「 た て が み と 尻 尾 (し っ ぽ ) に 切り 込み を 入れ て 、 そ こ に 羊 
毛 を 飾り 付け られ た 馬 に 乗っ て いた こと 」 と いっ た 諸説 が ある (アル = クル トゥ ビー 
4:196 参照 )。 
2 アー ヤ *124-125 は 、 バ ドル の 戦い * の こと で ある と いう 説 と 、 ウ フ ド の 戦い * の こと で あ 
る と いう 説 が ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 2:112-113 参照 )。 ア ッ ー ニ タバ リー* は 、 戦 利 品 * 章 
9 に ある 「 千 の 天使 *」 が バド ル の 戦い * で 4 三 千 また は 五 千 の 天使 * 
が 下っ た か どう か に つい て は 、 バ ドル と ウフ ド い ずれ の 戦い に お いて も 確実 な 証拠 は な い 
と し 、 も し ウフ ド の 戦い * で 多く の 天使 * が 下さ れ て いた ら 、 ム スリ ム * 側 に あの よう な 被害 
は 出 て いな か っ た だ ろう 、 と 述べ て いる (3:1955 参照 )。 
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128. 一 一 ( 便 徒 * よ 、 


129. 


131. 


132. 


133. 


) その こと に つい て 、 
あな た に は 何 の 権限 も な い ! 一 また 
は 彼ら の 悔 悟 を 受け 入れ た り 、 あ る い 
は 彼ら が 不正 * 者 で ある が ゆえ に 、 彼 ら 
を 懲らしめ た りす る た め の も の だ っ た 
の だ 。 


そし て アッ ラー* に と こそ 、 諸 天 に ある も の 
と 大 地 に ある も の は 、 届 す る 。 か れ は か 
れ が お 望み に な る 者 を お 赦し に な り 、 ま 
た お 望み に な る 者 を 削 さ れる 。 ア 

は 赦し 連 い お 方 、 慈愛 深い * お 方 。 


ツブ フー 


信仰 する 者 た ちよ 、 利 息 * を 何 倍 に も 膨 ら 


ませ て 、 人 太っ て は な ら な いら 。 また 、 あ な 
た 方 が (現世 と 来世 で ) 成功 すべ く 、 ア 
ッ ラ ー* を 呉れ * よ 。 


そし て 、 不信 仰 者 * た ちの た め に 用 意 意 さ れ 
て いる 業火 を 恐れ 


MN 
ー* と 使徒 * に 従う の だ 。 


そし て あな た 方 の 壮 * か ら の お 赦し と 
天国 (の 獲得 ) に 、 秦 走 す る が よい 。( 天 
NII 


、 散 席 な * 者 た ちの た め に 用 意 さ れ て 
“ 


ll Ix NN 6 
の の ES 


の ィ イタ イー の レン 
DLS RE 
R32 isJi ョ ン レ ン 前 nC 
A 6 つい > 
イ ララ ィ ブン ン ンタ テン っ 
タ CE DS と ! 
< (る 

〇 


を くる ュー ンー > 
| ※ 
ンー Di 


1 全て の こと は アッ ラー* に 委ね られ て いる の で あり 、 か れ は 彼ら 不信 仰 者 * の 内 の 者 を ム ス 
リム * と され る か も し れ な いし 、 ある い は 現世 と 来世 に お いて 罰 さ れる か も し れ な い ( ム ヤ 


ッ サ ル 66 頁 参 照 )。 


2 利息 
さ 問 題 な い 、 


ーー 


* は いか な る 形 で も 禁じ られ て お り (雌牛 
と いう 意味 で は な い 。 この ア 


章 275 参照)、 
ヤ * で 描写 され て いる の は 、 返済 の 期限 日 を 延 
長 す る た びに 借金 の 額 を 増やし て いく と いう 、 当 時 の アラ ブ 人 の 間 で 一 般 的 だ っ た 利息 の 
特徴 を 示し て いる だ け で ある (アッ = 


「 何 倍 に も 膨らませ 」 な けれ 


シャ ウ カ ー ニ ー1.622 参照 )。 
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OL -Y 


134. 


135. 


136. 


138. 


. あ な た 方 以前 に も 既に 、 


(彼ら 散 護 な "者 た ちと は 、 ) 順 境 に お いて 
も RO で あっ て も 施し 、 慎 り を 抑え 
!、 人 々 を 大 目 に 見 て や る 者 た ち 。 アッ ラー 
* は 療 を 尽く す 者 ? た ち を 、 お 好み に な る 。 


また 、 貞 行 を し た り 、( 俳 を 犯す こと で ) 
自ら に 対し て 不正 * を し た り し た 時 に は 
アッ ラー* を 思い 出し 、 その 罪 の 赦し を を 
う 者 た ち 。 ーー ア ッ ラ ー* の 外 に 、 誰が 罪 
を 赦 す こ と が 出来 よう か ?ーー そ し て 役 
ら は 、 ( ア ッ ラ ー* に 悔 悟 すれ ば 、 それ を 
I 自 

分 の し た 悪い ) こと に 固執 し 続け る と 
と が な い 。 


それ ら の 者 た ち 、 そ の 褒美 は 、 彼 ら の 主 か 
ら の お 赦し と 、 そ の 下 か ら 河 川 が 流れ る 
楽園 。 彼ら は そこ に 永住 する 。 ( ア ッ ラ 
ー* の た め に 、 善行 に ) 励む 者 へ の 手 度 美 は 、 
何と 素 曳 らし いも の か 。 


(信仰 者 が 不信 
仰 者 * と の 戦い と いう 試練 に 遭い 、 _ 最 後に 
は 勝利 する と いう ) アッ ラー* の 摂理 が 過 
ぎ 去 っ て きた 。 な ら ば 、 あな た 方 は 地上 
を 旅 し て 、 (アッ ラー* と 使徒 * を ) 嘩 
ば わり し た 者 た ちの 結末 が どの よう な も 
の で あっ た か 、 見 て みる が よい 。 


これ (クル ア = ニン) は 人 々 へ の 明示 で あ 
り 、 散 虚 な * 者 た ち へ の 導き と 訓 戒 で ある 。 


時 


1 


と (アッ = 
2 「 善 を 尽く す 者 」 に つい て 


「 慣 り 」 と 訳し た 原語 


3 「 柄 行 」 に つい て は 、 密 蜂 剖 90 の 訳注 を 参照 。 


「 ガ イズ 」 は 、 た だ の 怒り で は な く 、 
ラー ギブ 371)。 相 談 章 37 と その 訳注 も 参照 。 
は 、 蜜 蜂 章 128 の 訳注 を 参照 。 


Ws 
ーー ババ 
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rR NA 
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\ 


<. イン 


EOID 


ーッ て ーッ ダン 。 と で ス る に ン ン 4 
A | 
Ce ンタ 2 


Er 


A ーー ン 代 の 
oe ke 


‘ 


タン 2 
と の rr っ 


ダ ィ ンー ラン ンー ラン て バダ ュ ン ンマ ン 
US 


頭 に 血 が 昇る 激しい 慣 り の こ 
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oles JI -Y 


139. 


140. 


141. 


. いや 、 


(信仰 者 た ちよ 、 ウ フ ド の 戦い * で の 和 被害 
ゆえ に 、) あな た 方 は 衰 紅 し た り 、 悲 し 
ん だ り し て は な ら な い 。 あ な た 方 は 勝利 
者 な の で ある 。 も し 、 あ な た 方 が 信仰 者 
で ある の な ら 。 


(信仰 者 た ちよ 、) た と え あ な た 方 が 靖 
手 を 負っ た と し て も 、 か の 民 ! も 確か に 、 
(か つて バド ル の 戦い * で ) 同様 の 痛 手 を 
負っ た の で ある ?2。 わ れ ら * は それ ら の 日 々 
を 、 人 ん 々 の 間 に 交 互 に 配分 する の だ 3。 ま 
た 、 (それ は ) ア ッ ラ ー* が 信仰 する 者 た 
ち を 如 実 に 表 さ れ 、 あ な た 方 の 内 か ら 


じゅ ん きょう 


疾 教 者 を お 選び に な る た めで ある 一 一 


アッ ラー* は 、 不 正 * 者 を お 好み に は な ら 
な い 
また (それ は ) 、 アッ ラー* が 信仰 する 者 


た ち を 浄化 * さ れ 、 直人 人 
し に され る た め な の で ある 。 


( 教 友 * た ちよ 、 ) あな た 方 は 、 

アッ ラー* が あな た 方 の 内 の 努力 番 闘 す 
る 者 た ら を 誠に 表 さ れ す 、 和 ある 
た ち を 露 胡 わ に され て も いな いと いう の 
に 、 天 国 に 入れ る と で も 思い 込ん で いた 
の か ? 


DIP の ISCSI 
Op I 


oN Ca Ng 3 
Cig Ads 


ON EGR 


ard 5 を 1 | 


1 「 か の 民 」 と は 、 マ ッ カ * の 不信 仰 者 * た ちの こと ( ム ヤ ッ サ ル 67 頁 参 照 )。 


I*} 


w 


バド ル ・ ウ フ ド 両方 の 戦い に お ける 両 軍 の 被害 に 関し て は 、 ア 
参照 。 

「 そ れ ら の 日 々 」 
側が 勝 


利 し た が 、 続 く ウ フ ド の 戦い * に 


バリ ー3:1982-1984 参照)。 


た 


罪 や 汚点 か ら 「 浄 化 」 され 、 偽 信者 * か ら 判 別 ・ 精 選 さ れる こと (アッ = テニ サ ァ ディ 


参照 )。 


と は 、 戦 争 の 勝ち 負け の こと 。 上 内 体 的 に 、 
お いて は マッ カ * 軍 が 形勢 を 逆転 させ た (アッ = テ タ 


ー ヤ *165 と その 訳注 を 


バド ル の 戦い * で は ムスリム * 


150 内 
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143. また (信仰 者 た ちよ ) 、 あ な た 方 は 確か CL 
に (ウフ ド の 戦い * 以 前 に は 、 郊 教 に よ 0 
る ) 死 を 望ん で いた の だ 。 そ れ ( 死 ) に 
直面 する 前 に は 。 そ し て 確か に 、 あ な た 
方 は それ を まざまざ と 、 目 の 当たり に し 
た 。* 
144。 ムハンマド * は 、 一 人 の 使徒 * に 過ぎ な い 。| Esc と 5 
彼 以前 に も 、 使 徒 * た ち が 滅 び 去っ て いっ Fr DT IS 
た の で ある 。 それ で も し 彼 が 死ん だ り 、 | 2 語っ 26 
殺さ れ た り し た ら 、 あな た 方 は 中 を 返す a 
の か ?2? 路 を 返す 者 が あっ て も 、 そ の 者 - a 
が 少し も アッ ラー* を 害する こと は な い 。 
アッ ラー* は (その 遇 恵 に ) 感謝 する 者 た 
ち に 、 (善く) お 報い に な る 。 
145. また 、 定 め られ た 期限 と いう アッ ラー* の | iLNMSS9_ 委 つと 
ね f し な くし て は 、 誰 も 死ぬ こと が な い 。 Co | 


そし て 誰 で も 現世 の 奏 美 を 望む 者 に は 、 
われ ら が そこ (現世 の 争 美 ) か ら 与え よ 
う 。 ま た 、 誰 で も 来世 の 褒美 を 望む 者 に 
は 、 わ れ ら * が そこ (来世 の 細美 ) か ら 与 
えよ う 3。 わ れ ら * は 感謝 する 者 た ち に 、( よ 
く ) 報い る の だ 。 


1 バド ル の 戦い * に 参加 出 


sl 


cw 


張 し 
る ( 


不信 


ド の 


た 者 た ち (頻出 名 ・ 
アル テク ルト ッ ゥ ピー4:220-221 参照 )。 
仰 へ と 戻る の か 、 の 意 ( ム ヤ ッ サ ル 68 
戦い * で 劣勢 ( れ っ せ い ) に な っ た 時 、 


つゆ Po っ 


て 

Nd 

の がき 

vos 

S N 愉 
へい VN と 
5 


来 な か っ た 教 友 * た ちの 多く は 、 ま た 戦い の 機会 が 訪れ る こと を 望 
ん で いた 。 こ の アー ヤ * は 彼ら 、 そ し て 特に マデ ィ ー ナ * 苑 外 へ と 戦い に 出る こと を 
語 解説 「 ウ フ ド の 戦い *」 参照) に 対す る 、 お 叱 (し か ) り で あ 


強く 主 


参照 。 こ の アー ヤ * は 、 ム スリ ム * 軍 が ウフ 
「 ム ハン マ ド * は 戦死 し た 」 と いう 噂 (うわ さ ) 


が 流れ 、 ム スリ ム * た ちの 土気 が 下がり 、 尻 込み し 始め た 折 に 下っ た と され る (イブ ン ・ カ 


スィ 


た だ し 
方 後者 は 、 現 世 で の 必要 を 満た され る 上 に 、 


バリ 


ー ル 2:128 参照 )。 


ー3:1995 参照 )。 


、 前 者 は 現世 で の 報い や 必要 の 一 部 を 満た され る だ け で 、 来 世 で の 褒美 は な い 。 一 
来世 で の 褒美 も 授かる こと に な る (アッ ニテ タ 


3. イム ラー ン 家 章 130 lee ds pu -¥ 
よ げん し ゃ a ラン 
146. どれ だ け 多 く の 預 言 者 * と 共に 、 数 多く の i 


信徒 ! が 戦っ を こと で あろ う 。 そ し て 彼ら RR RS 
は 、 ア ッ ラ ー* の 道 に お いて 自分 ) た ち に 降 OE Ng 


りか か っ た も の * ゆ え に 裏 弱 し た り 、 弱体 
化し た り 、 ( 英 に 対し て ) 届 し た り も し 
な か っ た 。 アッラー* は 、 忍耐 * あ る 者 た 


ち を お 好み に な る 。 

147 そし て 彼ら ( 訪 醒 "ある 者 た ち ) の 言葉 は 、 | 5 お: 記 CO 的 365 
(こう ) 言う も の で し か な か っ た 。「 我 ら が OAC RE A CY 
主 * よ 、 私 た ちの 罪 と 、 自 分 た ちの ( 宗 教 ト wd Py と コレ 絢 し Eo 


の ) 事 に お ける 私 た ちの 行き 過ぎ * を 、 お 赦し 
下さ い 。 そし て 私 た ちの 足 を 堅固 に し 、 不信 
爺 者 * の 民 に 対し て 勝利 を お 授け 下さ い 」 。 


148、 こ うし て アッ ラー* は 、 彼ら に 現世 の 細美 ご ゆこ と ちば 3 に つゆ 人 る は る 365 
と 、 来 世 の 素晴らし い 究 美 * を 接 けら れ た 。 OA 
アッ ラー* は 、 普 を 尽く す 者 ? た ち を お 好み 
に な る 。 


149. 信仰 する 者 た ちよ 、 あ な た 方 が も し 不信 た 2 NN 
仰 に 陥っ た 者 * た ち に 従う な ら ば 、 彼ら M 
は (不信 仰 へ と ) あな た 方 の 踏 を 返 返さ せ 、 
あな た 方 は 損失 者 へ と 舞い 戻っ て し まう 
で あろ う 。 


150. いや 、 ア ッ ラ ー* が あな た 方 の 底 訓 者 * な 
の で あり 、 か れ が 最善 の 援助 者 な の だ 。 


1 「 信 徒 (リッ ビー ユ )」 と は 、 預 言 者 * た ち が 信仰 と 正しい 行い * の も と に 育て あげ た 、 彼 ら 
の 追従 (つい じゅ う ) 者 た ちの こと (アッ = テ サ ァ デ ィ ー151 頁 参 照 )。 

2 怪我 (けが ) や 死 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 68 頁 参 照 )。 

3 こと で の 「 罪 」 は 小さ い 罪 で 、「 行 き 過ぎ 」 は 大 罪 * で ある 、 と 言わ れる (アッ = タバ リー 
3:2000 参照 )。 

4 前 者 の 「 論 美 」 は 敵 に 対す る 勝利 や 地上 で の 確立 で 、 後 者 は 天国 で ある と 言わ れる ( ム ヤ 
ッ サ ル 68 頁 参照 )。 

5 「 療 を 尽く す 者 」 に つい て は 、 蜜 蜂 章 128 の 訳注 を 参照 。 


3. イム ラー ン 家 章 


131 


51. われ ら * は じき に 、 NN 


ちの 心 に 恐怖 を 投げ 込 も う う 。 彼ら が 、 
ッ ラ ー* が "に ね ける 正当 作 に 関す 
る ) いか な る 根拠 も 下さ れ な か っ た も の 
を 、 か れ に 並べ (て 峡 め ) た こと ゆえ に 。 
そし て 彼ら の 住処 は 業火 なの だ 。 不正 * 者 
た ちの 住ま い は 、 何 と 柄 悪 な た こと か 。 


また 、 あ な た 方 が アッ ラー* の お 許し に よ 


り 、 (ウフ ド の 戦い * で ) 彼ら (不信 仰 者 
*) を 討伐 し て いた 時 、 か れ は 確か に あな 
た 方 へ の (勝利 の ) 約束 を 果たさ れ た 。 
か れ が あな た 方 の 好む も の (で ある 勝利 
と 戦利 品 り を お 見 せ に な っ た 後 、 あ な た 
方 が 尻込み し 、 命令 [の こと で 争い 始め 、 

(それ に ) 背く まで は 。 一 一 あな た 方 の 
中 に は 、 現 世 を 欲す る 者 も いれ ば 、 来 世 
を 欲す る 者 も いる ーー。 そ れ か ら か れ ( ア 

ラー や) は あな た 方 を 試さ れる た め 、 あ 
な た 方 を 彼ら (へ の 勝利 ) か ら 転 じ さ せ 
られ た 。 そ し て か れ は 、 も う あ な た 方 を 
大 目 に 見 て 下さ っ た の で ある 。 アッ ラー* 
は 信仰 者 た ち に 対す る 、 恩 能 の 主 で あら 
れる の だ か ら 。 


( 教 友 * た ちよ 、 ) あな た 方 が ( 敵 軍 か ら 
逃げ て 山 を 駆け ) 登り 、 誰 の こと も 顧み 
な か っ た 時 の こと (を 思い 出せ ) 。 使 徒 * 
は (戦場 に 留まり ) 、 あ な た 方 の こと を 
後方 か ら 呼 ん を で いた 。 そ れ で か れ (アッ 


と っ の 
TE i 

IN A 
A GE 


ン 


ッ ラッ ン > タ イン ン イネ と 


& ン LA ン > 
A \ よ とう 5 


この 5、 て の il* 
いう 5 ーー 


に る と 36 ょ を っ Ne 
ああ EI 


1 て の 「 命 令 」 と は 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * が 弓 兵 (きゅう へ い ) た ち に 対し 、「 絶 対 に 持ち 場 


を 離れ な 
2 前 者 は 現世 の 恩恵 、 


ル 4:129 参照 )。 


いよ うに 」 と 仰 (ね っ し ゃ ) っ た こと (アッ = テ タ バリ ー3:2009 参照 )。 
つま り 戦 利 品 * を 得る の に 上 躍起 (や っ き ) だ っ た 者 た ち 。 後者 は それ よ 
も 、 使 徒 * の 命令 に 忠実 に 従う こと で 、 来 世 の 人 褒美 を 望ん だ 者 た ち (イブ ン ・ ア ーシュ ー 
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ラー” は 暗雲 に 次 ぐ 暗雲 "で 、 あな た 方 に A AV 
報 わ れ た 。 (それ は ) あな た 方 が 逃し た た 


154. 


も の (勝利 と 戦利 品 ) や 、 あ な た 方 に 降 
りか か っ た こと (恐怖 や 敢 北 ) に つい て 、 


ee 
あっ た 2 o 


まし まな いよ うに する た めで 
ッ ラ ー* は 、 あな た 方 の 行う こ 


と の に 3 通 暁 さ れ て いる 


へ 安らぎ を 、 


それ か ら か れ は その 暗雲 の 後 、 あ な た 方 


つま り ま どろ み を 下さ れ た 。 


それ は 、 あ な た 方 の 一 派 (信仰 者 た ち ) 


を 包ん で くれ た 。 


一 方 、 自 分 た ちの 身 が 


と て も 心配 で あ ( り 、 眠れ な か ) っ た 9 
の ) 一 派 (で ある 偽 信者 * た ち ) は 、 


ラー* に 対し 、 


不当 に も ジャ ー ヒ リ ー J 


の 憶測 の よう な 憶測 * を し て いる 。 彼 ら は 


言う の だ 。 


「 私 た ち に は その 事 で 、 ど う 


する こと も 日 


4」 (使徒 * よ 、 


HH 来 な か っ た の で は な いか ? 
彼ら に こう ) 言っ て や る が 


= 


いい 】 


た 


この 二 つ の 「 暗 雲 」 


に つい て は 、 


説 が ある (アル = クル トゥ ピー 4:240 参照 )。 


この 解釈 に つい て は 、「 こ の 文 は 、 
で ある 』 に か か る 」「 こ の 文 は 『 そ れ で か れ は … 報 われ た 』 


前 者 と 後者 が それ ぞ れ 
れ た と いう 噂 (うわ さ )」「 〇 勝利 と 戦利 品 を 逃し た こと 、 
ー・ ス フ ヤ ー ン *\ と 凡 et リド が 、 
ム * た ち は 、 そ れ に より EE 


山の上 方 に 


アー ヤ *152 の 『 そ し て か れ は 、 


1 Mas GN (38 
さり NSE 
の 2 EEE 
うう Rd VL ES 
ジロ 6 の 
@ っ えら っ 5 る 8 


「① 戦 死 や 負傷 、② 預 言 者 が 殺さ 
② 戦 死 と 敗北 」「① 敗 北 、② ア ブ 


陣 取 (じん ど ) っ た こと 。 ム スリ 
分 た ち が 壊 滅 (か い め つ ) させ られ る こと を 恐れ た 」 と いっ た 諸 


大 
に か か る が 、 


に 見 て 下さ っ た の 
『 悲 し まな いよ うに 


する た め 』 と いう 文中 の 否定 名 『 ラ ー』 な は 耕 定 の 意味 で は な く 、 虚 辞 ( き ょ じ ) 名 で 、「『 悲 し 


むように する た め 』 と いう 意味 で ある 」 「 続 け ざ ま に 起 きた 一 連 の 出来 事 が 、 


a 


それ 以前 の 『 暗 


雲 』 を 軽減 させ 、 忘 れ さ せ た 」 と いっ た 諸説 が ある (アル = クル トゥ ビー4:241 参照 )。 


結局 アッ ラー* は 使徒 * を 援助 され ず 、 こ の 敗北 に よっ て イス ラー ム * は 終わ っ た の だ と いう 


「 憶 測 」 の こと (アッ = テ サ アァ アディ 


153 頁 参 照 )。 


一 説 に これ は 、 戦 利 品 * を 求め 、 信 仰 者 た ちの 目 を 恐れ つつ 、 ウ フ ド の 戦い * に H 


日 た 偽 信者 * た ち 


の 言葉 。 つま り 、 戦 い の た め 


か っ た こと な の で あり 、 
参照 )。 また 一 説 に 、 
は 


分 た ちの 言う こと を 聞か な か っ 
に は 、 勝 利 な ど な か っ た で は な いか 」 


に マデ ィ ー ナ * の 「 外 に 出 


る こと は 、 
分 た ち は 嫌 々 出 て きた の だ 」 と いう こ 
これ は アブ ドッ ラー・ ブ ン ・ ウ バイ イ * の 言葉 で 、「 彼 ら (ムスリム * た ち ) 
た 」 と いう 意味 (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 1:162 参照 )。「 私 た ち 
と いう 解釈 も ある ( ア 


自分 た ち に は どう に も な ら な 
と (アル テク ルト ウゥ ビー4:242 


ル テ バ ガウ ィ ー1.:525 参照 )。 
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いい 。「 事 は 、 全て アッ ラー* に 属す る 」 。 
彼ら は あな た に 明か し て いな いこ と を 、 

知 中 に 潜め て いる 。 彼ら は 、 (こう ) 言 
う の だ 。 「 も し 私 た ち に 、 そ の 事 に 関し 
て 何 か 出来 た な ら 、 こ ん な 所 で 殺さ れ は 
し な か っ た の に 」。 言 っ て や る が いい 。 

「 た と え あ な た 方 が (出征 せ ず に ) 家 の 
i に 劉 』 ま っ た と し て も 、 殺さ れる こと を 
定め られ て いる 者 は 、 死 に 場所 へ と ( 自 
ら ) 出 て 来る も の な の で ある 」。 そ し て 
(それ は ) 、 アッ ラー* が あな た 方 の 胸中 
bP また あな た 方 の 心 
! に ある も の を 浄化 "され る た めで あっ 
た 。 ア ッ ラ プー\ は 、 胸 中 に ある も の を ど 
存 知 に な る お 方 で ある 。 


( 教 友 * た ちよ 、) 両 軍 が 会 し た (ウフ ド 
の 戦い * の ) 日 、 本 当 に あな た 方 の 内 で 逃亡 
し た 者 た ち は 、 彼ら が 稼い だ も の ) の 
一 部 に よっ て 、 シャ イタ ー ン * が 滑り 落と さ 
せ た に 外 な ら な い 2。 ア ッ ラ ー* は 、 も う 彼 
ら を 大 目 に 見 られ た 。 本 当 に ア ッ ラ ー* は 攻 
し 深い お 方 、 宴 大 な * お 方 な の だ か ら 。 


信仰 する 者 た ちよ 、 不 信仰 に 陥り 、 自 分 
た ちの 同胞 に 対し 、 彼 ら が 地上 を 旅 し た 
り 、 また は 出征 中 だ っ た り し (て 落 命 し ) 
た 時 、 (こう ) 言っ た 者 た ちの よう に な 
っ て は な ら な い 。「 も し 彼ら が 私 た ちの 
も と に (留まっ て ) いた な ら 、 死 ん だ り 、 
殺さ れ た りす る こと も な か っ た の に 」。 


1 ど 


2 つま り 彼 ら は シャ イタ ー ン \* の 誘い { 


の 「 浄 化 」 に つい て は 、 


アー ヤ *141 の 訳注 を 参照 。 
て 応じ て 、 預言 者 * の 命令 


ココ 


RAY 
3 NN ey G5 
1 


a 


あろ っ i SC 前 


こ 反 し た り 、 戦利 品 * や 現世 に 


が くら ん だ りす る こと で 、 罪 を 犯し て し まっ た (アル = テバ イダ ー ウ ィ ー2:106 参照 )。 
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(それ は ) ア ッ ラ ー* が その こ と ! で 、 彼ら 
の 心 に ( 更 な る ) 悲痛 を お 与え に な る た 
め な の だ 。 アッラー* は 生 を 与え 、 死 を 与 
えら れる 。 そ し て ア ッ ラ ー* は 、 あな た 方 
の 行い を (全て ) ご 覧 に な る お 方 。 


(信仰 者 た ちよ 、) も し も 、 あ な た 方 が 
アッ ラー* の 道 に お いて 殺さ れ た り 、 死ん 
だ り し た と し て も 、 アッラー* か ら の お 落 
し と ご 慈悲 こそ は 、 " (現世 で ) 集 
め る も の より も 優る の だ 。 


そし て 、 も し も あな た 方 が 死ん だ り 、 殺 
され た り し て も 、 あな た 方 は 必ず や ( 復 
活 の 日 *、) ア ッ ラ ー* の 御 許 に 用 集 さ れ 


る の で ある 。 


(預言 者 * よ 、) 内 ( 教 友 * た 
ち ) に 優し か っ た の は 、 アッラー の ご 閑 電 
に よる も の で あっ た 。 あな た が も し 本 
で 硬い 心 の 持ち 主 だ っ た な ら 、 彼 ら は あ 
な た の 周囲 か ら 離れ 去っ た だ ろう 。 な ら 
ば ( 屈 言 者 * よ 、) 彼ら を 大 目 に 見 、 彼 ら 
の た め に (アッ ラー* の ) お 赦し を を い 、 
また (必要 な ) 諸事 に お いて は 彼ら と 相 
談 せ よ ?。 そ し て 決意 し た な ら ば 、 (その 
結果 は ) ア ッ ラ ー* に 全て を 委ね る * の だ 。 
本 当 に アッ ラー* は 、 全 て を (か れ に ) 委 
ね る * 者 た ち を お 好み に な る の だ か ら 。 


2 


1 


NN) 


ス 


「 そ の こと 」 と は 、 
ァ デ ィ 


アル テハ サン * は この アー ヤ * に 関し て 、 こ う 言 っ て いる 。「 ア ッ ラ ー* は 、 


1 


行為 に お いて ) 彼 を 模範 (も は ん ) 


153 


MR 


ィ ム 4416 参照 )。 


アッ ラー* の 定め た 運命 に 逆行 する よう な 言葉 や 信念 


ED 
た EE NG 


EI NG 
EAs 
DNLRASIN GIs 


^ の こと (アッ テ サ 


彼 (預言 者 り が 


肥 ら の こと を そもそも 必要 と し て いな いこ と を ご 存 知 で ある が 、 彼 以後 の 者 た ち が (その 
に する こと を お 望み に な っ た 」 (イブ ン ・ フ 


アビ ー・ ハ ー テ 
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160. 


161. 


163. 


も し アッ ラー* が あな た 方 を お 助け に な 
れ ば 、 あ な た 方 を 打ち 負かす も の は 何 一 
つない 。 また 、 も し か れ が あな た 方 を 見 捨 
て られ れ ば 、 か れ を 差し お いて あな た 方 
を 助け る 者 と は 、 一 体 誰 な の か ? 信仰 
者 た ち に は 、 こそ 全て を 委ね 
* さ せよ 。 


アッ ラー* に 


よ げん し ゃ 


預言 者 * が ご ま か す な ど と いう こと は 、 あ 
り 得 な い !。 そ し て ご ま か す 者 は 誰 で あろ 
うと 、 復 活 の 日 * に その 着服 し た も の を 
携え て や っ て 来る ? の だ 。 それ か ら 各 人 は 
不正 * を 受け る こと な く 、 自 ら が 稼い だ も 
の (の 報い ) を 全う され る 。 


ON 


従 し ) た 者 は 、 (服従 ゆえ に ) ア 
Mt 
地獄 と な る 者 と 同じ だ ろう か ? その 行 


し ゅ う あ 


き 先 は 、 何 と 醒 悪 で あろ う 。 


彼ら は 、 アッ ラー の 御 許 に お いて (様々 
に 異な る ) 位 な の で ある 。 ア 2 * は 、 
彼ら の 行い を (一 つ 残 さ ず ) ご 覧 に な る 
お 方 。 


1 この アー ヤ * は 、 


「 バ ドル の 戦い * で 、 預 言 者 * が 戦利 品 * の 一 つ を せしめ た 、 
さ ) を 立て られ た こと 」 に 関し て 下っ た と も 、 
に つい て 、 彼 に 濡 ( ぬ ) れ 衣 を か けた こと 」 に 関し て 下っ た 、 


「 偽 信者 * た ち が 、 


FE NEI 
ジ タッ レーン シン ロレ 
CV 
OCGFR NG SS 


5 あ des 
ンジ の っ 
a ES ER 二 


RN I LA 
OIE NS 2 


と いう 噂 (うわ 
ある 紛失 (ふん し つ ) 物 
と も 言わ れる 。 い ずれ に せ 


よ 、 託 され た 物事 の 遂行 、 戦 利 品 * の 分 配 な ど 全 て の こと に お いて 、 預 言 者 * が ご ま か し を 


する こと は な い (イブ ン ・ カ スィ ー ル 2 : 


2 戦利 品 
し て アッ ラー* の 


* な ど を 着服 し た 者 は 、 復 活 の 日 『 に それ を 


ゃ っ か ) され る (アル = テ ブ ハー リー3073 参照 )。 


3 この 表現 に つい て は 、 雌 和牛 章 161「 ア ッ ラ ー* の お 怒り と 共に … 


150-151 参照 )。 


の 周り に 巻き つけ た 状態 で 現れ る 。 そ 
更 徒 * の も と に 赴 (お も む ) いて その 苦し み を 訴え る が 、 


それ は 却下 ( き 


」 の 訳注 を 参照 。 
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164. アッラー* は 信仰 者 た ちの 上 に 、 確 か に お FE EG 
恵み を か けら れ た 。 か れ が 彼ら 自身 の 内 明け KC を いで 
か ら 彼 ら の 中 に 、 その 御 徴 (アー ヤツ を EA 
彼ら に 語 み 聞か せ い 彼ら を 清め 、 彼ら に Or Ek 
啓典 と 英知 ! を 教え る 一 人 の 使徒 * を 遣わ 2 
され た 時 の こと 。 (その 使徒 * が 遣わ され 
る ) 以前 、 彼 ら は 明白 な 迷い の 中 に あっ 
た の だ 。 

165. 一 体 、( ウ フ ド の 戦い * で ) あな た 方 に 災難 A 

ーー あな た 方 は 既に (バド ル の 戦い * で ) 、| zz 当 CS 
その 倍 の 被害 を ( 英 に ) 与え て いる ? OF RRA 
が 降り か か っ た 時 、 あ な た 方 は 「 こ れ は 
一 体 ど うし た こ と か ?」 など と 言う の 
か ? (預言 者 よ 、 ) 言っ て や る が いい 。 
「 そ れ は (預言 者 * の 命令 3 に 反し た こ と が 
原因 で 起き た ) 、 あ な た 方 自身 に よる も 
の で ある 。 本当に アッ ラー* は 、 全 て の こ 
と が お 出来 の お 方 」。 

166. また 、 両 軍 が 会 し た (ウフ 0 oo 3 し ぶっ 2 
日 に あな た 方 に 降り か か っ た こと は 、 SY 
ッ ラ ー* の お 許し (定め ) に よる も の で あ 
り 、 そ し て 信仰 者 た ち が 如 実に 表 され 、 

167. 偽 の 信仰 だ っ た 者 た ち が 明 る み に な る | 56905oa5 
た めで あっ た 。 彼 ら ( 偽 信者 * た ち ) に | 35 
は 、( こ う ) 言わ れ た の だ 。「 来 な さい 、 EE 
アッ ラー* の 道 に お いて (私 た ちと 共に ) P| 


戦う か 、 ま た は ( 軍 に 加勢 し て 人 数 を 増 


1 「 清 め る 」「 英 知 」 に 関し て は 、 雌 邊 章 129 の 訳 沼 


2 ウフ ド の 戦い * に お ける ムスリム * 軍 の 被害 は 七 十 名 の 2 


る マッ カ * 軍 の 被害 は 七 十 名 の 死者 お よび 七 十 名 の 振 
参照 )。 


3 この 「 命 令 」 に つい て は 、 


アー ヤ *152 の 訳注 を 参照 。 


E 者 だ っ た が 、 バド ル の 戦い * に お け 
『 虜 で あっ た (アッ ニテ タバ リー3:2048 
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169. 


170. 


や し 、 敵 を ) 追い 返す の だ 」。 彼 ら ( 僧 
信者 * た ち ) は 、 言 っ た 。「 も し 戦い が 
(本 当 に ある こと が ) 分 か れ ば 、 あな た 
方 に つい て 行っ た の だ が 1!」 。 彼ら は そ 
の 日 、 信 仰 よ り も 不信 仰 の 方 に 近かっ 
た 。 彼ら は 自分 た ちの 心 に も な いこ と 
を 、 口 先 で 言っ て いる の だ 。 ア ッ ラ ー* 
は 、 彼 ら が 隠し て いる こと を 最も よく ど 
存 知 で ある 。 

(彼ら 偽 信者 * た ち は 、 出 征 せ ず に ) 留 ま 
りつ つ 、 i 
た ち に 従っ て いた ら 、 殺さ れ な か っ た の 
に 」 な ど と 言っ た 者 た ち 。 (使徒 * よ 、) 
言っ て や る が いい 。 「 で は 、 自 分 自身 か 
ら 死 を 押し の け て みよ 。 も し 、 あ な た 方 
が 真実 語っ て いる の な ら ば 」。 


(預言 者 ! よ 、) アッ ラー* の 道 に お いて 
殺さ れ た 者 た ち を 、 決 し て 死人 だ な ど と 
思っ て は な ら な い 。 いや 、 彼ら は 、 彼ら 
の 主 * の 御 許 で 生き て お り 、 糧 を 授かっ て 
いる の だ 。3 


人 彼ら は 、 フ アッ ラー* が その ど 夏 鈴 か ら 彼 ら 
に お 授け に な っ た も の に 喜び 、 その 後方 
で まだ 自分 た ち に は 追い つい て は いな い 


Dorks 


EU 


Go 
io 


ッッ ララ 


は 


シン 


i a シン 5 WC 
OAR 


| eg 
I CGE 


ン ラン 一 


OE NT ES ES 


1 これ は 、 偽 信者 * ア ブ ド ッ ラー・ ブ ン ・ ウ バイ イ * が ウフ ド 山 へ の 行軍 中 、 約 三 百 の 兵 と 共に 


撤退 (て っ た い ) し た 時 に 言っ た 言 
2 この 「 同 胞 ]」 に は 、「 宗 教 上 の 同胞 で は な く 、 


彼ら と 


葉 と され る (イブ ン ・ イ スハ ー ク 1:333 参照 )。 


緑 ・ 隣 人 関係 に あっ た 、 ハ ズラ ジュ 


族 の 列 教 者 た ち 」「 彼 ら と 同様 の 偽 信者 * た ち 」 と いう 説 が ある (アル = クル トゥ ビー4:267 
参照 )。 


3 ウフ ド で の 交 教 者 た ちの 魂 は 、 天国 の 河川 で 遊び 、 そ の 果実 を つい ば み 、 
の 陰 に ある 金 の ラン プ に と まる 、 緑 色 の 鳥 の 中 に 入れ られ た と 
ブー・ ダ ー ウ ー ド 2520 参照 )。 雌牛 章 154 の 訳注 


アッ ラー* の 玉座 
いう ( ア 9 2388、 ア 


も 参照 。 
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(、 ア ッ ラ ー* の 道 に 戦う ) 者 た ち (が 同 
様 の も の を 勝ち 取る こと ) に 、 心 躍ら せ 
て いる 。 彼ら に は 怖 れ も な けれ ば 、 悲し 
お むと と も な い の だ !、 と 。 


お ん ちょ 


171. 彼ら は アッ ラー* か ら の 乱 恵 と 忠 幼 に 、 そ SI CI SI SE 
し て アッ ラー* が 信仰 者 た ち へ の 僅 美 を | @e 約 し と 29 宙 そ も 
決し て 無駄 に され な いと いう こ こと に 、y, 

躍ら せ て いる 


172. (彼ら は 戦い で ) 痛 手 を 負っ た 後 で も 、 
アッ ラー* と 使徒 * (の 呼び かけ) に 応え 
た 者 た ち 2。 彼ら の 内 、 善 を 尽く し ^、 敬 庶 
だ っ た * 者 た ち に は 、 こ の ト な い 謙 美 が 


2 
173. (彼ら は 、) 人 々 が 彼ら に 向かっ て 「 本 | と る る R223 


当 に 人 々 (マッ カ * 軍 ) は 、 あ な た 方 の た GIES RE 
め に 既に 集結 し て いる 。 だ か ら 、 彼 ら を CD NG ッ ピ 


恐れ よ 」* と 言っ た 後 、 (却って ) それ が 
彼ら の 信仰 心 を 増大 させ 、 (こう ) 言っ 
た 者 た ち 。 「 私 た ち に は 、 アッ ラー* だ け 
で 十分 。 全て を 負わ れる * お 方 は 、 休 
と 素晴らし いこ と か 」。 


1 「 怖 れ も な けれ ば …」 に つい て は 、 雌 和牛 章 38 の 訳注 を 参照 。 

2 マッ カ * 軍 は ウフ ド の 戦い * で マデ ィ ー ナ * 軍 に 痛 手 を 負わ せ た 後 、 マ ッ カ * へ と 立ち 去っ た 。 
し か し 彼ら が マデ ィ ー ナ * に 立ち 寄っ て 、 更 な る 被害 を 与え る 気配 を 見 せ た 時 、 預 言 者 * は 

彼ら に 自分 た ちの 余力 を 見 せ 、 威 帳 す べく 、 彼 ら を 追跡 する よう 提案 し た 。 こ れ は 、 痛 手 

を 負っ て いた に も 関わ ら ず 、 預言 者 * の この 呼び か け に 応え 、 ハム ラー ウ ・ ア ル = ア サド ( マ 

ディ ー ナ * か ら 約 八 マ イル 離れ た 地点 ) まで 行軍 し た 者 た ちの こと を 指し て いる と され る 

(イブ ン ・ カ スィ ー ル 2:165-169 参照 )。 

「 善 を 尽く す 」 に つい て は 、 蜜 蜂 章 128 の 訳注 を 参照 。 

アブ ー・ ス フ ヤ ー ン * は マッ カ * へ と 戻る 道中 、 マ ディ ー ナ * 軍 が 彼ら を 追跡 し て いる 、 と の 

知ら せ を 受け た 。 恐怖 に 襲わ れ た 彼 は 、 マ ディ ー ナ * へ 向かう 隊商 の 人 々 を 買収 し 、 ム スリ 

ム * 軍 と 出 遺 っ た ら こ の よう に 言う よう に 頼ん だ 上 で 、 マ ッ カ * へ の 撤退 を 続行 し た (イブ 

ン ・ ヒ シャ ー ム 3:66-68 参照)。 


w 


た 
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174。 と うし て 彼ら は 何 の 炎 厄 も 降り か か る こと 5206 の し 
と な く 、 ア ッ ラ ー* か ら の 皿 忠 と 乱 軍 と 共 ios 
に (マデ ィ ー ナ * に ) 帰 還 し た 。 彼ら は 、 
アッ ラー* の お 喜び を 追及 し (て 服従 し ) 
た の で ある 。 アッ ラー* は 、 偉大 な 恩 負 の 
主 で あら れる 。 

175、 実 に あの 者 "は 、 そ の 製 友 に 対し て (あな Ee A 
た 方 を ) 怖 気 づか せる シャ イタ ー ン * な の DINEIRMER 
だ 。 な ら ば 彼ら を 怖 れ ず 、 わ れ を 怖 れ よ 。 
も し 、 あ な た 方 が 信仰 者 で ある な ら ば 。 

176. ( 便 徒 * よ 、) 不信 仰 に 急ぐ 者 た ち が 、 あ NG NE 
な た を 悲し ませ る よう で あっ て は な ら な | :8caNINL 生 3 用 区 ちば 
い 。 本 当 に 彼ら は 、 少 し も アッ ラー* を 害 | @ 0 の に 
する こと な ど な い の だ か ら 。 アッ ラー* は 
来世 に お いて 、 彼ら に (褒美 の ) 分 け 前 な 
ど 与 えな いこ と を お 望み な の で ある 。 そし 
て 彼ら に は 、 こ の 上 な い 懲 罰 が ある の だ 。 

177. 本 当 に 、 信 仰 と 引き 換え に 不信 仰 を 買っ RN EN 
た 者 た ち は 、 少 し も アッ ラー* を 害する こ Sie を っ る 
と な ど な い 。 そ し て 彼ら に は 、 痛 まし い 向 
単 が ある 。 

178. 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち は 、 われ ら * が 彼 の 2 oS シン の 5 


ら に (懲罰 を 下さ ず ) 猫 予 を 与え て や っ 
て いる こと を 、 自 分 た ち に と っ て 善い こ 
と だ な ど と 断じて 思っ て は な ら な い 。 わ 
れ ら は 、 彼ら が 自分 た ち に 罪 を 上 乗せ さ 
せる べく 、 獲 予 を 与え て や っ て いる に 外 
な ら な い の だ か ら 。 そし て 彼ら に は 、 屈 辱 
的 な 懲罰 が ある 。 


ー ヤ *173 の よう な 言 


3:2069 参照 )。 


A リン 
COP ラ マリ 


葉 で 、 ム スリ ム * た ち を 怖がら せ た 者 の こと (アッ ニテ タ バリ ー 
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179. アッ ラー* は 、 悪質 な も の を 良質 な も の ! I EO NIE 
か ら 選 り 分 けら れる まで は 、 信 仰 者 た ち | za ら と 5 3 ちっ を 
を ( 今 の ) あ な た 方 の よう な 状況 の まま 、 EE LAN EN 
放っ た ら か し に は され な い 。 また (信仰 I RE Ga 
者 た ちよ 、) アッ ラー* は 不可 視 の 世界 * ERS 
の こと を 、 あ な た 方 に 知ら せる こと も さ 
れ な い 。 だ が アッ ラー* は 、 ど 自身 の 使徒 
* た ちの 中 か ら 、 か れ が お 望み に な る 者 
を 選ば れ (、 啓示 に よっ て その 一 部 を お 
教え に な ) る の だ ?。 な ら ば あな た 方 は 、 
ッ ラ ー* と その 使徒 * た ち を 信じ よ 。 も 
し あな た 方 が 信じ 、( ア ッ ラ ー* を ) 長 れ 
る * の な ら 、 あ な た 方 に は 偉大 な 奏 美 が 
ある 。 

Ia0.、 ま た 、 ア ッ ラ ー* が その ご 皿 編 か ら 授け | 43C> つ 263 に 
て 下さ っ た も の を 出し 惜しみ する 者 は 、 OC 
それ が 自分 た ち に と っ て より 善い こと PC EN NE st Jol 
だ な ど と 、 絶対 に 思っ て は な ら な い 。 い oy A 
や 、 そ れ は 彼ら に と っ て 、 も っ と 悪い こ クス を に る に っ 2 
と で ある 。 彼 ら が 出し 惜しみ し て いた 物 
は 復活 の 日 *、 彼 ら の 首 に 巻き つけ られ 
る の だ 3。 諸 天 と 大 地 の 遺 産 は アッ ラー* 

1 「 悪 質 な も の 」 と は 偽 信 者 *、「 良 質 な も の 」 と は 正直 な 信仰 者 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 73 頁 

参照 )。 

2 人 は 不可 視 の 世界 * に 立ち 入り 、 他 人 の 心 の 中 の 不信 仰 ・ 信 仰 を 知る こと は 出来 な い 。 し か 


の 


し アッ ラー* は 啓示 に よっ て 、 
か り と な る も の を お 授け に な っ た 
と その 訳注 、 


ア 


ツ ラー 
日 * に それ 
が お 前 の 宝 だ ! 」( ア ル = テ ブ ハ ー リ ー1403 参照 ) 1 
* は 、 
た ち に 関し て 下っ た 、 


使 1 


ジン * 章 26-27 も 参照 。 


* か ら 授 か っ た 財産 か ら 浄 財 (じょう ざい ) 
が 蛇 と な っ て 巻き つき 、 噛 (か ) みつ 


走 * に 不可 視 の 世界 * の 一 
りす る (アル テバ イダ ー ウ ィ ー2:121 参照 )。 家 畜 章 50 


MO me 


部 を 明らか に され た り 、 そ の 手 が 


* を 払わ な い 者 の 首 に は 、 復 活 の 
「 私 が お 前 の 財 だ ! 私 
居 章 34-35 も 参照 。 灘 この アー ヤ 


ムハンマド * の 預言 者 * 性 に つい て の 証拠 を 「H 
と いう 説 も ある (アル = バ ガ 


その 訳注 も 参照 。 


H し 惜しみ し て いた 」 ユ ダ ヤ 教 徒 * 
ウィ ー1:546 参照 )。 婦 人 章 37 と 
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181. 


182. 


183. 


に こそ 属す る !。 そ し て アッ ラー* は 、 あ 
な た 方 の 行う こと (全て ) に 通 暁 され 
る お 方 。 


「 実 に アッ ラー* が 貧し く 、 私 た ちか 豊か 
な の だ 」 な ど と 言っ た 者 た ちの 言葉 を 、 
アッ ラー* は 確か に お 聞き に な っ た ?。 わ れ 
ら * は 彼ら の 言っ た こと と 、 彼 ら が 預言 者 
* た ち を 不当 に 殺害 し た と と * を 記録 し て 
お こう 。 そ し て われ ら * は (来世 で 、 地 氏 
の 中 に いる 彼ら に ) 言う の だ 。 「 詐 火 の 和信 
罰 を 味わえ 」 & 


それ は 、 あ な た 方 自身 が (現世 で ) 行っ 
た こと ゆえ (の 報い ) で ある 。 そ し て ア 
ッ ラ ー* は その 僕たち に 対す る 、 不 正 * 者 
な ど で は な い の だ 。 


(彼ら ユダ ヤ 教 徒 * た ち は 、) 「 本 当 に 、 
アッ ラー* は 私 た ち に (トー ラー* の 
で ) 、 い か な る 使徒 * も 信じ て は な ら な い 、 
と 命じ られ た の だ 。 そ の 者 が 私 た ちの も 
と に 、 火 が ( 天 か ら 落 ち て き て ) 焼き 尽く 
すこ と に な る 、 供 え 物 を 携え て 来 な い 限 


= 


IO 


(いい 


いか 
ずれ 
は ア 
タバ 
この 


1 と 3 っ ろう 9 
EE こみ どい iss 
® wR ーー お 


な る 所 有 物 も その 所 有 主 が 死亡 すれ ば 、 遺 産 と し て 引き 継が れる 。 そ し て 全 世 界 は い 


消滅 する 運命 に ある が 、 そ の 後に 残る の は アッ ラー* だ け で ある 。「 諸 天 と 大 地 の 遺 産 


ッ ラ ー* に こそ 属す る 」 と いう 表現 の 裏 に は 、 こ うい っ た 意味 が 含ま れ て いる (アッ 


リー3:2080 参照 )。 


アー ヤ * は 、 ク ルアー ン * の 「 ア ッ ラ ー* に よい 貸付 を せよ 」( 肉 牛 章 245、 鉄 章 11 な 


ど 参 照 ) と いう 言葉 を 聞い た ユダ ヤ 教 徒 * が 、 ア ッ 


で 、 貸付 を 必要 と する アッ ラー* こ そ が 貧し い の だ 、 


れる (イブ ン ・ ア ビー・ ハ ー テ ィ ム 4589 参照 )。 


「 問 言 者 * た ち を 不当 に 殺害 し た こと 」 に つい て は 、 


参照 。 


ラー* に 貸付 を する 自分 た ちこ そ が 豊か 
な ど と 言っ た こと に 関し て 下っ た と さ 


アー ヤ “*21「… 殺 す 者 た ち 」 の 訳注 を 
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184. 


185. 


り は !」 と 言っ た 者 た ち 。 (使徒 * よ 、 彼ら 
に ) 言 っ て や る が よい 。 「 私 以前 に も 、 使徒 
"た ち は 明 証 ? と あな た 方 の 言っ て いる も 
の を 携え て 、 確か に あな た 方 (の 先祖 ) 
の も と に 到来 し た 。 そ れ な の に 、 ど うし 
て あな た 方 (の 先祖 ) は 彼ら を 殺害 し た 
の か ? も し 、 あ な た 方 が 本 当 の こと を 
言っ て いる と いう の な ら 」。 


そし て (使徒 * よ ) 、 も し 彼ら (ユダ ヤ 孝 
徒 * た ち ) が あな た を 嘘つき 呼ば わり し た 
と し て も 、 明 証 や 書 養 や 光明 の 書 ? を 携 
えて あな た 以前 に 到来 し た 使徒 * た ち も 
(また ) 、 確 か に 嘘つき 呼ば わり され た 
の で ある 。 


全て の 者 は 、 死 を 味わう 。 そ し て 復活 の 
日 *、 あな た 方 は (現世 で の 行い に 対す る ) 
自分 た ちの 答 雷 美 を 、 余 すこ と な く 授 か る 
の だ 。 そ れ で 、 誰 で も (地獄 の ) 業火 か 
ら 遠 ざけ られ 、 天 国 に 入れ られ た 者 は 、 
確か に (自分 が 望む 最高 の も の を ) 勝ち 
取っ た の で ある 。 現世 の 生活 は 、 偽 り の 
楽し み に 過ぎ な い 。 


1 イス ラー イー ル の 子 ら * の 預言 者 * は 、 犠 牲 ( ぎ せ い ) を 捧 (ささ ) げ て 祈る と 、 天 か ら 
それ を 焼き 尽く す の が 習い だ っ た の だ と いう 。 こ れ は 彼ら の で っ ち 上 
ー* と 預言 者 * ム ハン マ ド * は この 習い に お ける 例外 で あっ た が 、 彼ら が 
既に 撤回 (て て っ か い ) され た も の だ っ た 


い 火 が 落ち て き て 、 
げ か 、 
その こと を 隠し て いた か 、 


また は イー サ 


ある い は この 習い は 、 


(アル テク ルト ゥ ピー4:295-296 参照 )。 


NM 


w 


と の 「 明 証 」 と は 、 


と の 「 明 証 」 と は 知 的 ・ 神 的 根拠 、 
規定 、 お よび 正しい 情報 を 明らか に す 


「 書 筒 」 と は 啓 


L、 


る 啓 


真 参照 )。 
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CRT 
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奇跡 や 、 彼ら の 正直 さ を 証明 する 根拠 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 74 真 参照 )。 


「 光 明 の 書 」 と は アッ ラー* の 法 


の こと と され る (アッ テニ サ ァ ディ ー159 


3. イム ラー ン 家 章 143 TP 
I86. (信仰 者 た ちよ 、) あな た 方 は 、 自 分 た | > と =。3h 和 記さ と 先 39 
ちの 財産 や あな た 方 自身 に お いて 、 必 ず sr 
や 試練 を 受け よう ! 。 ま た 、 あ な た 方 以前 Ny sc 
に 幻 典 を 授け られ た 者 * た ちや 、 シ ルク * < 
を 犯す 者 た ちか ら 、 多 く の 聞 くに 堪え な bo 
いと と を 、 必 ず や 耳 に し よう 。 そ し て 、 SN 
も し あな た 方 が (それ ら の こと に ) 忍耐 * 
し 、 ( 壮 * を ) 思 れ る * な ら 、 それ こそ は 
あな た 方 が 決意 を 固め る べき 事柄 の 内 の 
も の な の で ある 。 

187。 (か つて ) アッ ラー* が 、 啓典 を 授け られ (CET 
た 者 * た ちの 確約 を お 取り に な っ た 時 の GR 
こと (を 、 思 い 起こ し て みよ ) 。 (か れ | gei 擬 so 導 和 
は 仰せ られ た 。 ) 「 あ な た 方 は 必ず や 、 あつ 光る 5 
それ (啓典 ) を 人 々 に 明らか に し 、 絶 対 NHN 
に それ を 障 工 し た り し て は な ら な い 」 。 
する と 彼ら は それ を 背 『 後 に 放り 捨て 、 そ 
れ と 引き 換え に 僅か な 代価 を 買っ た ?。 彼 
ら が 買う 物 の 、 何 と 醒 悪 な た こと か 。 

188. あな た ? は 絶対 に 、 自分 た ち が 行 っ た ( 悪 ) A EY 


事 に 有頂天 な 者 た ちや 、 自分 た ち が し て 
も いな いこ と に お いて 褒め られ る こと を 
次 人 ぶ 者 た ちの こと な ど を 、 考え て は な ら 
な い 。 彼ら が 懲罰 を 免れ る な ど と は 、 決 
し て 考え て は な ら な い の だ 。 彼 ら に は 、 
痛ま し い 懲 凡 が ある 。 


の 
OG DC oh 2 38 っ 


1 「 財 産 に お ける 試練 」 と は 、 義 務 ( ぎ む ) の 、 あ る い は 推奨 (すい し ょ う ) され た 拠出 


( き ょ し ゅ つ ) や 、 財 産 の 損失 な ど 。「 あ な た 方 自身 に お ける 試練 」 と は 、 義 務 の 服従 行 
為 、 死 傷 ( し し ょ う )、 愛 する 人 々 を 失う こと な ど ( ム ヤッ サル 74 頁 参 照 )。 ア ー ヤ \186、 
雌牛 章 214、 悔 悟 章 16、 洞 窟 章 7、 昌 昧 章 2、 ム ハン マ ド * 章 31、 王 権 章 2 と それ ら の 
訳注 も 参照 。 

2 雌牛 章 79、174 も 参照 。 


この 「 あ な た 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 120「 あ な た 」 の 訳注 を 参照 。 


3. イ ムラ ー ン 家 章 144 EYE 

189. 諸 天 と 大 地 の 王 権 は 、 ア ッ ラ ー* に こそ 必 | 2 約 2NDo< NL A 
する 。 アッラー* は 、 i と が お 出来 DL 
に な る お 方 。 

190. 本 当 に 、 諸 天 と 大 地 の 創造 と 夜 と 昼 の 交 ED oR NE 8 
代 の 中 に は 、 澄ん だ 知性 の 持ち 主 た ち へ SNIN NED 
の (、 アッ ラー の 唯一 性 * を な 示す ) 御 徴 が 
ある 。 

191。 (彼ら は ) 立ち 、 座 り 、 横 に な りつ つ ア | めじ に っ 信 2 っ 5o ポ 
リン 唱 念 し 、 諸 天 と 大 地 の 創造 を EL 
部 考 す る 者 た ち 。 (彼ら は 言う 。) 「 我 RE Gk 
ら が 主 * よ 、 あ な た は これ ら を 無 意 味 に お ONG 
創り に な っ た の で は あり ませ ん ーー あな 
た に 称え 。 ゆ え に 私 た ち を 、 

( 地 鍼 の ) 業火 の 窟 痢 か ら ね 守り 下さ い 。 
192. 我ら が 主 * よ 、 本 当 に あな た が 誰か を ( そ | O82 CS 
の 罪 ゆ え に 、 地 獄 の ) 業火 に 放り 込ま れ ⑤ ル と ouUBU22 
る の な ら 、 あ な た は 確か に その 者 を 辱め - 
られ た の で す 。 不正 * 者 た ち に は (復活 の 
*) 、 い か な る 援助 者 も あり ませ ん 。 

193. 我ら が 壮 * よ 、 本 当 に 私 た ち は 、 信 仰 へ と Ii 
招く 者 が 、『 あ な た 方 の 主 * を 信じ よ 』 と CS お 2 
呼び か ける の を 聞い て 、 信 仰 に 入り まし こと とっ | 
た 。 我ら が 主 * よ 、 で すか ら 私 た ちの た め LA 
に 私 た ちの 罪 を お 赦し に な り 、 私 た ちの 
悪行 を 帳消し に し 、 私 た ち を 善行 者 た ち 
と 共に お 召し 下さ い 。 

1 アッ ラー* は この 偉大 で 驚異 的 な 創造 を 、 無 意 味 に 、 英知 に も よら ず 、 無益 ( む え き ) に 創 
られ た の で は な い 。 そ う で は な く 、 偉 大 な 英知 と 利益 ゆえ に お 創り に な っ た 。 そ の 利益 の 
ー つ が 、 そ れ 自 体 が アッ ラー* を 知る こと 、 か れ に 従 (し た が ) う 義 務 ( ぎ む )、 か れ に 反 
する こと を 回 避 (か いひ ) する 根拠 と な り 、 ま た そこ が 人 々 の 生活 の 場 と な り 、 そ れ が 創 


造 の 原初 と 復活 の 様子 を 知る ヨ 


参照 )。 


FE が か り と な る た め な の で ある (アル = カー スィ ミー4:1968 
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194. 


196. 


197. 


198. 


我ら が 主 * よ 、 ま た 、 あ な た の 使徒 * た ち 
(の 言葉 ) に よっ て 私 た ち に 約束 され た 
も の ! を 、 私 た ち に お 接 け 下さ い 。 そ し て 
復活 の 日 * に 、 私 た ち を 辱 め な いで 下さ 
い 。 本 当 に あな た は 、 約 束 を お 破り に は 
な ら な い の で すか ら 」。 


彼ら の 詩 * は 、 彼 ら (の 祈り ) に (こう ) 


お 応え に な られ た 。 「 本 当 に われ は 、 男 
女 の 別 な く 、 あな た 方 の 内 の (正しい ) 
行い を する 者 の 行い を 、 無 駄 に は し な い 
ーー あな た 方 は 、 互 い に 同等 な の で ある 

。 移住 * し 、 故郷 か ら 追 放さ れ 、 わ 
が 道 草 の た め に され 、 戦 い 、 殺 され た 
者 た ち 、 わ れ は 必ず や 彼ら の た め に その 
悪行 を 帳消し に し その 下 か ら 河 川 が 流 
れる 楽園 に 入ら せよ う 。 ア ッ ラ ー* の 件 許 
か ら の 袋 美 と し て 。 ア ッ ラ ー* の 御 許 に こ 
そ 、 よ き 和 褒美 は ある の だ 」。 


(使徒 * よ 、) あな た 2 は 、 不 信仰 に 陥っ 
た 者 『 た ち が 地 上 で (商売 や 旅行 な ど に ) 
勤しん で いる こと に 、 決し て 惑わ され て 
は な ら な い 。 


(それ は 一 時 の ) 僅か な 楽 ミ し み で 、 や が 
て 彼ら の 住処 は 地獄 と な る の だ か ら 。 そ 
の 寝床 は 、 何と 柄 悪 な こと か 。 


だ が 、 自分 た ちの 主 * を 良 れ る * 者 た ち 
彼ら に は その 下 か ら 河川 が 流れ 、 そこ に 
永遠 語 に 留まる こと に な る 楽園 が ある 。 
Nr Mt 
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1 つま り 勝 利 、 確 立 、 成 功 、 導 き と い っ た こと ( ム ヤ ッ サ ル 75 頁 参照 )。 
2 この 「 あ な た 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 120「 あ な た 」 の 訳注 を 参照 。 


3. イム ラー ン 家 章 146 Olas ds po -¥ 
アッ ラー* の 御 許 に ある も の は 善行 者 た 
ち に と っ て 、 (不信 仰 者 * た ち が 現 世 で 楽 
し ん で いる も の ) より 善い も の な の だ 。 

199. 本 当 に 啓典 の 民 * の 中 に も まさ に 、 アッ ラ | 殴り きのこ Ee 人 WSb 
ー* と 、 あ な た 方 に 下さ れ た も の (クル ア CAAA 


ー ン やわ と 自分 た ち に 下さ れ た も の を 、 信 | ue の 5335e 芝 
じ る 者 が いる 。 彼ら は ア ッ ラ ー* に 恭 奈 : 順 ! A I CS 
で 、 アッ ラー* の 御 徴 と 引き 換え に 僅か な SER 
代価 を 買っ た り し な い %。 それ ら の 者 た ち 6 2 i 
に は 、 彼ら の 主 * の 御 許 に その 製 美 が あ 
る 。 本 当 に アッ ラー* は 、 即座 に 計算 され 
る お 方 * な の だ か ら 。 

200. 信仰 する 者 た ちよ 、( ア ッ ラ ー* へ の 服従 UN 
に お いて ) 忍耐 * し 、 ( 敵 と の ) 我慢 比べ 3 


に 打ち 勝ち 、 前 線 を 守れ 。 そし て あな た 
方 が 成功 する べく 、 ア ッ ラ ー * を 上 れ * る 
の だ 。 


1 「 恭 順 」 に つい て は 、 雌 和牛 凍 45 の 訳注 を 参照 。 
2 アー ヤ *187、 お よび 雌牛 章 79、174 も 参照 。 


4. 婦 人 章 


じ 
綴 まあ まね < " 粉 愛 深 き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


p " よ 、 あ な た 方 を 一 人 の 者 (アー ダム 


いら 創 られ 、 彼 か ら その 妻 を 創 られ 、 そ し 
MM 人 か ら 多 く の 男女 を (創り ) 広め 
られ た 、 あな た 方 の 主 * を 時 れ る * の だ 。 そ 
し て 、 あ な た 方 が か れ に お いて 頼み ご と を 

合う アッ ッ ラ ー* と 、 親戚 の 絆 (の 断絶) 
を 長 れ * よ 。 本 当 に ア ッ マ ラー* は も と より 。 
あな た 方 (の 一 部 始終 ) を 見 守ら れる お 
方 で ある 。 


また 、 孤 児 に 彼ら の 財産 を 与え る の だ 3。 そ 
し て (あな た 方 の 財産 の ) 悪い も の と 、 (孤児 
A 

。 ま た 彼ら の 財産 を 、 あ な た 方 の 財産 と 
i a 本 当 に 
それ は 大 き な 罪 な の だ か ら 。 
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マデ ィ ー ナ '* 啓 示 。 女性 ・ 孤 児 ・ 婚 敬 ・ 夫 婦 ・ 遺 産 相続 な ど に 関す る 規定 が 数 多く 取り 上 げ 
られ て いる こと が 、 名 称 の 由来 と され る 。 ま た マデ ィ ー ナ \* へ の 移住 の 命令 と その 徳 、 
ムスリム * を よそ に 啓典 の 民 * や シル ク * の 徒 、 偽 信者 * ら と 親密 に な る こと へ の 警告 、 


写 さ れ て いる 


正義 と 公正 の 勧め と 欺 騰 ( ぎ ま ん ) の 禁止 、 イ ー サ ー* の 神 性 の 否定 な ども 、 随 所 に 指 


この 解釈 と し て は 、 当 時 の 人 々 の 間 で は 「『 ア ッ ラ ー* に 誓っ て 、 あ な た に 頼む お 』 と いう 言 


い 回 し が あっ た こと 」 自 分 た ちの 権利 を 要求 する 際 、 ア 


ッ ラ ー* の 御名 を 言及 する こと で 、 


その 重要 性 を 強調 し て いた こと 」「 ア ッ ラ ー* に お いて 、 契 約 を 結ん で いた こと 」 を 示し て 
いる 、 と いっ た 諸説 が ある (アブ ー・ ハ イヤ ー ン 3:125 参照 )。 

il NN (孤児 が 遺産 な ど に よる 財産 を 有する の で あれ ば 、) 
その 財産 を よい 形 で 用 い 、 孤 児 が 成人 * し て 十分 な 能力 が 備わっ た 際 に は 、 財 産 を 不 


も 参照 。 


ee (アッ = テ サ ァ デ ィ ー163 頁 参 照 )。 ア ー ヤ *6 
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し Jl 5) の を 


人 名 し 。 あな た 方 が ( 女 の ) 孤児 


に 対し て 公 

正 を 貫 け な いこ と と! を 居れ る の な ら ば 、 あな 
た 方 に 合法 な 女性 を 二 人 で も 、 三 人 で も 、 

ある い は 四 人 で も 繋 る が よい 。 そし て も し 
( 榎 数 の 妻 を 胃 っ た ら 、 彼 女 ら を ) 平 等 に 抽 
えな いこ と を 怖 れ る の な ら 、 妻 は 一 人 だ け 
に する か 、 あ る い は あな た 方 の 右手 が 所 有 
する も の (奴隷 * 女 性 ) だ け に (留め て お く 
の だ ) 。 そう する こと が 、 あな た 方 が 罪 を 犯 
さ ず に いる た め に 、 より 無難 な の で ある 。 


そし て ( 夫 と な る 者 た ちよ 、 ) 女性 た ち に 
は 婚 資金 * を 、 贈り 物 と し て 与え る の だ 。 も 
し 、 彼女 ら が あな た 方 の た め に 、 自ら 進ん 
で その 一 部 を 議 歩 (し 、 あ な た 方 に 賜 与 ) 
する の な ら 、 そ れ を 普 く 、 合 法 な も の と し 
て 受け 取る が よい 。 


また 、 ア ッ ラ ー* が あな た 方 の (生活 の ) 基 
盤 と され た 財産 を 、 分 別 な 者 に 渡し て は 
な ら な い 。 そ し て それ で も っ て 彼ら を 扶養 
し 、 衣 服 を 与え 、 適 切な 言葉 で 話し か ける 
の だ 。 


また 、 結 婚 (適齢 期 ) * に 達する まで 、 孤児 を 
試す の だ 。 そし て 、 も し 彼ら に 十分 な 2 分 別 が 
ある と 認め た な ら ば 、 彼 ら の 財産 を 彼ら に 
渡せ 。 また 、 彼 ら が 成人 する 前 に それ を 浪費 
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自分 の 後見 下 に ある 女 の 孤 児 が 美 し さ や 財産 に 恵まれ て いる 時 に 、 彼 女 と 結婚 で きる 関係 


に ある 後見 人 が 、 通常 より も 安い 婚 資金 * を 支払 っ て 彼女 と 結婚 し よう と する こと (アル = 


ブ ハ ー リ ー4574 参照 )。 そ の よう な 不正 * を 働い て し まい そう な 者 は 、 
公正 な 婚 資金 * を 払っ て 要 る こと を 命じ られ て いる ( ム ヤ ッ サ ル 77 


アー ヤ *127 と その 訳注 も 参照 。 
財産 を 、 適 切な 形 で 管理 運営 する 


つま り 成 人 する こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 頻 出 名 ・ 用 語 


能力 に 欠け た 者 の こと (前 掲 書 、 同 頁 参 


彼女 以外 の 女性 を 
参照 )。 関 連 し て 、 


照 )。 
の 項 も 参照 。 


説 の 「 成 人 *」 
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st 


し た り 、 先手 を 取っ て 使い 込ん だ り し て は 
な ら な い 。 (後見 人 が ) 裕福 な ら ば 、 (孤児 
の 財産 に 対し て ) 慎 ま し く あ る よう に し 、 
貧乏 な ら は 、 (そこ か ら 必 要 に 応じ て ) 適度 
に 使う が よい 。 また 、 彼 ら (孤児 ) に その 
財産 を 返 避 する 時 に は 、 彼 ら に 対し て 証人 
を 立て る の だ 。 ア ッ ラ ー* だ け で 、 清 算 者 * 
は 十分 な の で ある 。 


多かれ 少な か れ 、 男性 に は 両親 と 近親 が 残 
し た も の (遺産 ) か ら の 取り 分 が あり 、 . 女 
AN 
か ら の 取り 分 が ある 。 定 め ら れ た 取り 分 

し て 、 で ある 。 


そし て (遺産 の ) 2 分 配 の 場 に (相続 権 を 有 
さ な い ) 親戚 や 孤児 や 貧者 * ら が 現れ た ら 、 
そこ か らい くら か の も の を 施し て や る の 
だ 。 そ し て 彼ら に は 、 適 切な 言葉 * で 話し か 
け よ 。 


も し 自分 ) た ちの ( 死 ) 後に 貧弱 な 子孫 を 残 
RR ( 自 

分 の 後見 下 に ある 孤児 ら の こと も 、 それ と 
同様 に ) 恐れ させ よ 。 そし て アッ ラー* を 最 
れ 2 さ せ *、 的 確 な 言葉 を 語ら せる 3? の だ 。 


bss5 SU 


GNI SIA 


ララ 
Do rs TE ES 


ES oy 
0 
の の 23 ある りあ 


FE I ON 
PO すら 1 コ い プッ で 
I Ee 


1 ここ で の 「 適 切な 言葉 」 と は 、 全 く 、 あ る い は 僅か ば か り し か 彼ら に 施し て や れ な いよ う 


NN) 


w 


な 場合 に 、 そ の こと を 詫び る 言葉 で ある と か 、 
彼ら へ の 祈願 の 言葉 


ここ で は 特に 、 


また は 人 夜 の 旅 章 アー ヤ *28 に ある よう に 
ほ で ある 、 と か いう 説 な ど が ある (アッ ニテ タ バリ ー3:2164-2165 参照 )。 


孤児 を 始め と し た 自分 の 後見 下 に ある 者 の 財産 ・ 養 育 ・ 保 護 な どの 義務 に お 


いて 、 か れ の お 怒り を 恐れ る 、 と いう 意味 合い が 強い と 言わ れる ( ム ヤ ッ サ ル 78 頁 参 照 )。 


この 「 的 確 な 言葉 」 と は 、 孤 児 に 対し て は 、 自 


分 の 実子 に 対す る よう な 慈しみ の 念 と よい 


作法 で も っ て 話す こと 。 ま た 瀬 死 (ひん し ) の 病人 に 対し て は 、 節 度 の ある 遺言 と 、 相 続 
人 の 権利 の 遵守 、 そ し て 悔 悟 と シャ ハー ダ * の 言葉 を 勧め る こと 。 また 相続 権 の な い 貧 者 た 


ち に は 、 本 貞 の 訳注 1 に ある よう な 言葉 。 あ る い は 遺言 の 際 


に 、 そ の 人 額 が 全 財 産 の 三 分 の 


一 を 超え な いよ うに する こと で ある 、 な ど と 言わ れる (アル テバ イダ ー ウ ィ ー2:152 参照 )。 


ン ・ ア ル テ ジ ャ ウズ ィ ー2:29、 


4. 婦 人 章 150 NS et 
10. 本 当 に 孤児 の 財産 を 不正 * に 食 る 者 た ち | CR 
は 、 炎 を 食べ て (、 そ れ を ) 腹の中 に 詰め D す のか 
込ん で いる に 外 な ら な い 。 そし て 彼ら は 、 RE 
(地獄 の ) 烈火 の 中 に 入り 炎 ら れる こと に 
な る の だ 。 

11. アッラー* は あな た 方 に 、 あ な た 方 の 子 | お 。 と 30533 交 を ンタ 
供 (の 相続 ) に 関し て (この よう に ) ゆれ つと ーー 
命じ られ る : 男 に は 、 (その 姉妹 で あ eG 
る ) 女 の 倍 の 取り 分 が ある 。 も し ( 男 陸生 
が お ら ず ) 女 が 一 人 以 上 いる 場合 、 . 彼 和 KE Es NC 
女 た ち に は ( 親 の ) 遺し た も の (遺産 ) A dog 
の 三 分 の 二 が (配当 分 と し て ) ある 。 
そし て 女 一 人 し か いな い 場 合 に は 、 彼 A NAS Eb 
女 に は (遺産 の ) 半分 が ある 。 彼 ( 改 人 っ と eta 
人 ) に 子供 が ある な ら ば 、 そ の 両親 に 30C* そく 作り CRYcy! 
は 各々 、 彼 の 遺産 か ら 六 分 の 一 が ある 。| ⑧ じ S と し じ JE SE RING 
彼 (故人 ) に 子供 が な く 、 そ の 両親 (だ 
け ) が 彼 を 相続 し た 場合 、 母 親 に は 三 
RU a 
弟 姉 妹 が いる 場合 、 母 親 に は 六 分 
で ある 。 (これ ら の 分 配 は 、 ) 仙 拓 し 
た 遺言 (の 実行 ) と 、 (抱え て いた ) 債 
務 の (清算 ) 後に (行わ れる ) 。 あ な 
た 方 の 父母 と あな た 方 の 子供 と 、 ど ち 
ら が あな た 方 に と っ て より 有益 ' か を 
あな た 方 は 知ら な い の だ 。 (これ ら は ) 
アッ ラー* か ら の 義務 と し て (定め られ 
た も の ) 。 本当 に アッ ラー* は も と より 
全 知 者 、 英 知 あ ふれ る * お 方 な の だ 。 

1 この 「 有 益 さ 」 と は 、 現 世に お いて は 遺産 の 相続 ・ 祈 願 ・ 施 (ほど こと) し な ど 、 そ し て 来世 

に お いて は 、 お 互い の 執り 成 し の こと に つい て で ある 、 と され る 。 ゆ え に 、 こ こ で の 「 父 
母 」 及び 「 子 供 」 は 一 親等 に 留まら ず 、 そ れ 以 上 の 尊属 直系 ・ 卑 属 直 系 も 含ま れ 得 る (イブ 


吾 


アル = テク ルト ゥ ピー5:74-75 参照 )。 
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12  ( 男 た ちよ 、 亡くな っ た ) あな た 方 の 厩 に 子 | と っ と 9 もう し し っ て を ーD* 
供 が な い 場 合 、 あ な た 方 に は 彼女 ら の 遺し た | <uz_og 物 る 8 こと 
物 (道産 ) の 半分 が ある 。 そし て も し 彼女 ら | と と EC を 才 和 5 
に 子供 が ある 場合 は 、 あな た 方 に は 彼女 ら の お 45) し 
遺し た 物 の 、 四 分 の 一 が ある 。 (これ ら の 分 | za っ 4 る ちら 5 
配 は ) 彼女 ら が 遺し た 遺言 の 実生 と 、 折 | ze 3。 と っ 3 
えて いた ) 債務 の (清算 ) 後に (行わ れる ) 。 5 A 1 

また ( 男 た ちよ ) 、 あ な た 方 に 子供 が な い 場 
合 、 彼女 ら (あな た 方 の 奏 た ち ) に は あな た | デジ っ ックス そ クト 354 
方 の 遺し た 物 の 四 分 の 一 が ある 。 そし て あな ~~ 
た 方 に 子供 が ある 場合 、 彼 女 ら に は あな た 方 | うう まあ お お 
の 遺し た 物 の 八 分 の 一 が ある 。 (これ ら の 分 | スジ ンーogy 和 3 に も > 
配 は ) あな た 方 が 遺し た 遺言 (の 実行 ) と 、| BA と みお つづ 
(抱え て いた ) 債務 の (清算 ) 後に (行わ れ | 、 ン ob の あ の ょ > 
る ) 。 も し 、 男 ある い は 女 が 、 子 供 も 親 も な HAD I TE 
い 状 態 で (亡くな っ て で) 遺産 を 遣 す 場合 、 彼 ORIEN 
(また は 彼女 ) に (異父) 兄弟 か 姉妹 が 一 人 
だ けい る の な ら 、 その 各々 に は (遺産 の ) ババ 
分 の 一 が ある 。 そし て も し (その 異父 兄弟 姉 
妹 が ) それ ( 二 人 ) 以上 で あれ ば 、 彼 ら は 三 
分 の 一 を 共同 で 受け 取る 。 (これ ら の 分 配 は 、 
故人 に よっ て ) 遺 され た 害悪 の な い 遺 言 の 
実行 ) と 、 (抱え て いた ) 債務 の (清算 ) 後 
に (行わ れる ) 。 (これ ら は ) アッ ラー* か 
WC の の リッ アッ ラー 
は 全 知 者 、 寛 大 な * お 方 で あら れる 。 

13. それら は 、 アッ ラー* の 決ま り 。 ア ッ ラ ー* EE 


と その 使徒 * に 従 う 者 は 誰 で あろ うと 、 か 
れ ( ア ッ ラ ー*) が その 下 か ら 河 川 の 流れ る 
楽園 に 、 その 者 を お 人 れ に な る 。 (彼ら は ) 
そこ に 永遠 に 留まる の だ 。 それ は この 上 な 
い 成 功 な の で ある 。 


ます ( を る て (の 
の PP ら > 
OL IN IG 
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し Jl 5 ) と を 


14. そし て 、 


15. 


16. 


デア ッ ラ ー* と その 使徒 * に 逆らい 、 
か れ (アッ ラー?) の 決ま り を 破る 者 は 誰 で 
も 、 かれ (アッ ラー? が その 者 を 地獄 に お 
人 人 れ に な る 。 彼 は ) そこ に 水 遠 に 名 まる 
の だ 。 彼 に は 、 屈 辱 的 な 懲罰 が ある 。 


あな た 方 の 女性 の 内 、 醒 行 ! を 働い た 者 が 
あれ ば 、 あ な た 方 の 内 か ら 彼女 ら に 対し 、 
(それ を 証言 する ) 四 名 の 証人 を 立て よら 。 
も し 彼ら が (それ を ) 証言 し た な ら ば 、 彼 
女 ら が 天寿 を 全う する か 、 あ る い は アッ ラ 
ー* が 彼女 ら の た め に ( 別 の ) 道 を お 決め に 


な る まで 、 彼女 ら を 家 の i に 拘束 する の だ 。 


こん が いと こう し ょ う 


そし て あな た 方 の 内 、 それ ( 婚 外 交渉 ) を 
犯し た 二 人 を 害 せ *。 彼ら が 悔 悟 し て (行い 
を ) 正 し た な ら ば 、 彼 ら (へ の 仕打ち ) か 
ら 身 を 引く が よい 。 本 当 に アッ ラー* は も と 
より 、 よく 悔 悟 を 受け 入れ られ る お 方 、 
愛 深き * ね お 方 で ちら れる か ら 。 


半 


1 ここ と で の 「 酸 行 」 は 、 婚 外交 


to 


の 


に 


と は その 

(3:2188 参上 
信頼 性 の ある ムスリム * 成 人 * 男 性 (信頼 性 に 関し て は 、 頻 出 名 ・ 
の 認め られ な し 
と を 正確 に 証言 する こと 。 尚 その 証言 に 十分 な 根拠 と 信頼 性 が 許 
る こと に な る 。 


② 
と 
彼 
な 
あ 
証言 


と の 「 拘 東 」 
複数 の 伝承 に 基づく 、 婚 外交 
106 の 訳注 
回 の 鞭打ち 


員 ) 


も 参照 ) 四 人 が 、 互 い の 証言 に お いて 矛盾 の 


ら は 逆 に 名 誉 避 損 ( き そ ん ) の 罪 で 六 さ れ 
どの 理由 で 責任 能力 を 有 し て いな か っ た り 、 


る い は 婚 外交 渉 の 非 合 法 性 に 無 
i が な く て も 、 E は 確定 する 。 御 


白 に よっ て 人 罪 
に 取っ て 代わ る 「 別 の 道 」 と は 、 御 


を 参照 )。 四 大 法学 派 * 
| を 科す こと (一 定期 


知 だ っ た り し た 場合 


< 渉 の こと 。 ま た アッ テー タ バリ ー* に よれ ば 、 
寺 点 で 配偶 者 が いる か どう か に 関わ ら ず 、 | 防護 され た 女性 ( ム フ サ ナ ?)」 の こと 


ヽ ヨ 


光 章 2 の 訳注 
光 章 2 や 預言 者 \ ム ハン マ ド * か ら 伝 わる 
渉 に 対す る 刑罰 の 規定 (アー ヤ * の 撤回 に つい て は 、 
は 、 男女 の ム フ サ ン * に は 石打 ち 
間 の 追放 も を 科す か どう か は 、 学 派 に よっ て 異な る ) で 


る 


DS A DI HY 
a A 3 


og (AA 


WII LN 
op 


RR 聞 
CLE 
OR EE 


= we 


ここ で の 「 女 性 」 


語 解説 の 「 真 正 *」 の 項 
形 で 、 実 際 に 性 交 を 目視 し た 
誰 め られ な か っ た 場合 、 

また 当 人 が 未成 年 や 精神 異常 


ら 選 択 し て 行っ た 行動 で は な か っ た り 、 
人 非 に は 問わ れ な い 。 


また 四 人 の 
も 参照 。 


生音 


を 、 非 ム フサ ン に は 百 


作 


一 致し て いる (クウ ェ イ ト 法 学 大 全 41:122 参照 )。 な お 刑 の 確定 と 執行 は イス ラー ム * 法 


治 


非難 の 言葉 や 、 潜 で 叩く な ど し て 
た 。 一 説 


治 国家 監 


督 の 下 、 様 々 な 条件 を 全 


厳し い 


て 満た し た 場合 の み 可 能 に な る 。 
「 害 する 」 こ と 。 こ れ も ア ー ヤ *\15 同様 、 
に この 「 二 人 」 と は 、 ム フサ ン * で は な い 男 女 (イブ ン ・ カ スィ ー ル 2:235 参照 )。 


後に 撤回 され 
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17. アッラー* が 悔 悟 を お 受け 入れ に な る の は 、 


18. そ し て (アッ ラー* に 受け 入れ られ る ) 悔 何 


19. 信仰 する 者 た ちよ 、 嫌 が る 女性 (自身 ) を 


無知 ゆえ に ! 悪 事 を 犯 し て も 、 そ の 後 す ぐに 
2 梅 い 改 め る 者 だ け で ある 。 そし て それ ら 
の 者 た ちと そ 、 ア ッ ラ ー* が 悔 司 を お 受け 入 
れ に な る 者 た ちな の だ 。 ア ッ ラ ー* は も と よ 
り 、 全 知 者 、 英 知 あ ふれ る * お 方 。 


と は 、 あな た 方 の 内 、 悪 行 を 行い 続け 、 死 
が 訪れ る 時 に な っ て 「 私 は 今 、 悔い 改め ま 
し た 」 な ど と 言う 者 た ちや 、 不信 仰 者 * の ま 
まで 死 を 迎え る 者 た ちの た め の も の で は 
な い *。 それ ら の 者 た ちの た め に と こそ 、 われ 
ら * は 痛ま し い 懲 割 を 準備 i し て お いた の で 
ある 。 


相続 する こと * は 、 あ な た 方 に 許さ れ な い 。 
また 、 あな た 方 ( 夫 ) は 、( 和 資 金 と し て ) 
妻 に 贈っ た 物 の 一 部 を 持ち 去 ろ うと し て 、 
彼女 ら に 嫌がら せ を し て は な ら な い 5。 伯 


— 


sj 


た 


故意 に せよ 、 そ う で は な い に せ よ 、 罪 を 犯す 者 と は 、 
と アッ ラー* の お 怒り に つい て 無知 で ある が ゆえ 
80 頁 参 照 )。 

死 が 訪れ る 前 に 、 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 80 頁 参照 )。 
ぐに (アル テカ ー ス ィ ミ ー1154-1155 参照 )。 


イイ レン ン て る ン 2ZY ニン イン 
> る NA に 3 
で RE を 人 
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EE NE 
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ST RLS 2 


そう する こと に よる 自ら の 結末 


に 、 罪 を 犯す の で ある ( ム ヤ ッ サ ル 


ある い は 、 遅 ら せ る こと な く 、 す 


関連 する アー ヤ * と し て 、 家畜 章 158 と その 訳注 も 参照 。 


ジャ ー ヒ リー ヤ * で は 、 妻 が 未亡人 と な っ た 場合 に は 、 息 
の 男性 が 彼女 自身 を 相続 する と いう 悪 習 が あっ i . し 
要 ( め と ) っ た り 、 誰 か に 嫁 が せ た り 、 あ る い は 誰 に も 


子 な ど 、 彼女 の 亡き 夫 に 最も 近 緑 
て 彼 は 望む な ら 彼 女 を 自分 自身 で 
嫁 が せ ず に 生涯 独身 で いさ せる 、 


と いう こと も 出来 た (アッ テニ タ バリ ー3:2203-2206 参照 )。 尚 、「 嫌 が る 」 は 単なる 描写 で 


あり 、 た と え 嫌 が っ て は いな く て も 、 そ の よう な こと が 合 


スィ ミー1157 参照 )。 


法 な わけ で は な い (アル = カー 


妻 を 嫌う が ゆえ に 、 妻 の 方 か ら 離 婚 を 求め させ 、 その 代償 と し て 自分 が 払っ た 婚 資 金 * の 一 


部 を せしめ よう と すべ く 、 嫌 が ら せ を する こと (アル テバ ガウ ィ ー1:588 参照 )。 雌 牛 章 


229 と その 訳注 も 参照 。 
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154 し Jl 5 ) と ー を 


20. 


21. 


し 、 彼 女 ら が 紛れ も な い 了 本 行 ! を 働い た 坦 
合 は 別 で ある 。 ま た 妻 と は 、 適 切な 形 で 付 

合う ? の だ 。 も し 、 あな た 方 が (何ら か の 
現世 的 理由 ゆえ に ) 彼女 ら を 嫌っ た と し て 
も (、 忍 面 * せ よ ) 3。 あ な た 方 は 、 ア ッ ラ 
ー* が そこ に 沢山 の 善き も の を ど ご 用意 下さ 
っ て いる も の を 、 嫌 っ て いる の か も し れ な 
い の だ か ら 。 


あな た 方 が ( 現 ) 妻 を (離婚 し て 、 他 の ) 
女性 と 取り 普 まえ た いな ら ば 、 , 彼女 ( 現 妻 ) 
に ( 既 資 金 * と し て ) 大 金 を 贈っ て いて も 、 
そこ か ら 一 貧 た り と も 取り 返し て は な ら 
な い 和 4 あな た 方 は 大 距 と 紛れ も な い 罪 を 犯 
し て 、 そ れ を 取り 戻 そ うと いう の か ? 


一 体 、 あな た 方 は それ ( 妻 に 贈っ た 婚 次 金 
う を いか に 取り 戻す と いう の か ? あな た 
方 は 既に 近づき ( 交 ぷわ り ) 合い 、 彼 女 ら は 
あな た 方 か ら 茂 洗 な る 確約 を 得 て い る と 
いう の に 。 


1 この 「 本 行 」 は 、 婚 外 交渉 の ほか 、 
ッ テ タ バリ ー3:2208-2211 参照 )。 
敬意 と 愛情 を も っ て 接し 、 妻 へ の 義務 を きち ん と 果たす こと NN ッ サ ル 80 頁 参 照 )。 預 
言 者 * は 仰 (お っ し ゃ ) っ た :「 あ な た 方 の 中 で 最善 の 者 は 、 自 分 の 妻 に 対し て 最善 の 者 で 
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夫 へ の 口 の 悪さ 、 嫌がら せな ども 含ま れる と され る ( ア 


ある 」( ア ル = テ ハー キム 7406 参照 )。 


w 


て は な ら な い 。 も し 彼女 の ある 性 格 が 嫌 で も 、 別 の 一 男 


「 養 育 の 書 」 61 参照 )。 


預言 者 * は 仰 (お っ し ゃ ) っ た :「 男 の 信仰 者 が 、( 妻 で ある ) 女 の 信仰 者 を (完全 に ) 嫌っ 


を 気に入る よう に せよ 」 (ムスリム 


他 の 新た な 女性 と 結婚 し た い が た め に 、 


現 奏 に わざ と 嫌がら せ を し 、 妻 の 方 か ら 離 婚 を 求 


め る よう に 仕向 け 、 そ の 結果 彼女 か ら 代 償 を せしめ よう と する こと を 指す (アッ ニタ バリ 


ー3:2212 参照 )。 


wn 


「 厳 雷 な る 確約 」 と は 、 男 性 が 妻 に 対し て 適切 か つ 親 切 に 接し 、 や む な く 離婚 する に し て 


も 、 い た わり の 念 を も っ て そう する こと (雌牛 章 229 も 参照 )。 ま た 、 男 女 が 肉体 関係 を 


合法 な も の と する 結婚 の 契約 自体 、 非 常に 厳 (お ご そ ) か で 神聖 な も の で ある (前 掲 書 


3:2214-2216 参照 )。 
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22. あな た 方 の 父 が 結婚 し た 女性 と 、 結婚 し て は 2 
な ら な い 。 但し 、 既 た 過ぎ 去っ た こと ! は 問 NC 

われ な い 。 本 当 に それ は 醒 行 、 憎む べき こ ee ジ 
と 2 で あり 、 何と 忌まわしい 道 首 で ある こと か 。 
23. あ な た 方 (男性 ) に は 、( 以 下 の 女性 を 轄 4 とみ 
る こと が ) 禁じ られ た : あな た 方 の 母親 | を 22 の を お も を 
た ち 3。 あな た 方 の 娘 た ち 4。 あな た 方 の 姉 ES 
味 た ち 。 あ な た 方 の 父方 の 叔 ( 伯 ) 母 た 6 
つろ) 0 じらい be 
ち 。 あ な た 方 の 母方 の 叔 ( 伯 ) 母 た ち の の 
兄弟 の 娘 た ち 5。 記 妹 の 娘 た ちゃ 。 あな た 方 1 0 の 1 
に 授乳 し た 乳母 た ち 。 乳 姉妹 た ち 。 あ な | し と っ 4 ちっ つろ 
た 方 の 妻 の 母親 た ち 。 あ な た 方 が 床 入 り リー ビー 
し た 妻 か ら (の 連れ 子 ) で 、 あ な た 方 の | 3m 
家 で 養育 され た 娘 た ち ィ ーー も し 、 あな た | と う 半 っ る 56 
方 が まだ 彼女 ら (その 母親 ) と 床 入り し ーー ユン し じ る っ 
て いな けれ ば 、 (その 娘 を 辿る こ と に ) 罪 に お 
は な い 一 あな た 方 の 後背 部 か ら 出 た TERE 
、 あ な た 方 の 息子 の 妻たち 。 また 、 姉 妹 eo 
同士 を (同時 に ) 上 毅 る こと (も 伏 じ られ 
た ) 。 但 し 過ぎ 去っ た こと ? は 、 問 われ な 
1 ジャ ー ヒ リー ヤ * に お いて 、 既 に 行っ て し まっ た こと ( ム ヤ ッ サ ル 81 上 頁 参 照 )。 
2 その よう な こと は 、 アッ ラー* と 創造 物 に と っ て 憎む べき こと で あり 、 親子 間 の 憎悪 を も た 
ら す 原因 で ある (アッ テニ サ ァ ディ ー173 頁 参 照 )。 
3 この 「 母 親 」 に は 、 そ れ 以 上 の 父方 ・ 母 方 の 女性 尊属 (そん ぞ く ) も 含ま れる ( ム ヤ ッ サ ル 
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Co 
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81 頁 参 照 )。 


この 「 娘 」 に は 、 孫娘 な ど 、 それ 以下 の 女性 卑 属 ( ひ ぞ く ) も 含ま れる (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 
上 記 訳 注 を 参照 (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 

上 記 訳注 を 参照 (前 掲 書 、 同 真 参照)。 

「 あ な た 方 の 家 で 養育 され た 」 と いう 言葉 は 、 条 件 で は な く 典 型 的 状況 の 描写 に 過ぎ な い 。 
大 半 の 学者 に よれ ば 、 1 て も 、 彼 女 の 母 親 と 結 
婚 し 、 床 人 り し た 後 の 男性 と 彼女 と の 結婚 は 禁じ られ る (イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 4:299 参照 )。 


これ は 養子 で は な く 、 実 の 
部 」 に つい て は 、 夜 訪れ る も の 章 7 の 訳注 
アー ヤ *22 の 同 表現 に 関す る 訳注 を 参照 。 


照 )。 


後背 


息子 で ある こと を 強調 する 表現 (イブ ン ・ カ スィ ー ル 2:253 参 


も 参照 。 


「 過 ぎ 去 っ た こと 」 に つい て は 、 
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し Js) の を 


24. 


29。 


い 。 本 当 に アッ ラー* は も と より 、 救 し 深 
い お 方 、 慈愛 深い * お 方 で あら れる 。 


また 、 夫 の ある 女性 (も あな た 方 に 禁じ ら 
れ た ) 。 但し 、 あ な た 方 の 右手 の 所 有する 
者 (奴隷 * 女 性 ) は 別 で ある '!。 あ な た 方 に 
対す る アッ ラー* の ご 命令 と し て (、 アッ ラ 
ー* は これ ら の 女性 と の 結婚 を 禁止 され 
た ) 。 そ れ ら 以外 (の 女性 ) で あれ ば 、 あ 
な た 方 が 当ら の 財産 ( 広 資 金 う を も っ て 、 
貞 激 に 、 数 淫 を 犯す こと な く 、 (彼女 ら と 
の 結婚 を ) 望む こと は 、 あ な た 方 に 許さ れ 
て いる 。 あな た 方 が 彼女 ら か ら 悦び を 得 た 
ら 、 務 と し て 定め られ た 婚 交 金 "を 、 彼女 


ら に 贈 れ 2 義務 (で ある 、 結婚 契約 に お け 
る 婚 資金 * 額 の 合意 ) の 後 、 あな た 方 (双方 ) 
が 合意 し た も の に つい て は 、 (その 額 を 変 


更 し て も ) あな た 方 に 罪 は な い 。 本 当 に ア 
ッ ラ ー* は も と より 全 知 者 、 英 知 あ ふれ る * 
お 方 で ある 。 


あな た 方 の 内 、 自 由 民 の 信仰 者 女性 を 柚 る 
力 の な い 者 は 、 あな た 方 の 右手 が 所 有する 
信仰 者 の 娘 (奴隷 * 女 性 ) た ちか ら (辿る が 
よい ) アッ ラー* は 、 あな た 方 の 信仰 心 
を 最も よく ご 存 知 で ある 。 あ な た 方 は 、 お 
互い に 繋が っ て いる の だ 3ー。 それで あな 
た 方 は 彼女 ら の 所 有 者 た ちの 承諾 を 得 て 、 


1 これ は 、 戦 争 の 際 に 捕虜 と な り 奴 隷 * と な っ た 、 
結婚 する こと が 合法 と な る ( ム ヤ ッ サ ル 82 
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の 月 経 を 確認 し た 後 、 
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ム * 法 に 沿っ た 正 


し い 結 婚 の 下 、 妻 と 性 交渉 を し た 時 点 で 、 前 も っ 
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夫 が ある 女性 の こと 。 この よう な 者 は 、 一 


参 照 )。 


合意 し て いた 


婚 資金 * の 全額 支払 い 義務 が 確定 する (アル ニク ルト ゥ ビー5:129 参照 )。 
全て の 者 は アー ダム * の 子孫 ゆえ 、 血 緑 で つなが っ て いる 。 ま た は 、 イ スラ ー ム * と いう 宗教 
で つなが っ て いる 。 こ の アー ヤ * が 下っ た 背景 に は 、 


アラ ブ 人 た ち が 奴 隷 * と の 間 に 産ま れる 


子供 を 見 下 し 、 卑下 (ひげ) し て いた と いう 状況 が ある (アッ ニテ シャウ カー ニー1.722 参照 )。 
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157 し Js) と を 


彼女 ら と 結婚 する が よい 。 


に 、 適切 な 形 ! で 婚 資 金 * を 贈る の だ 。 


そし て 彼女 ら A TO Tr 


< る 


( 彼 Spoo I 


26. 


27. 


28. 


女 ら が ) 貞 源 で 、 


ツラ フー 


$a 


(公然 と ) 姜 浮 を 犯す の 飽き っ 
で も な く 、 情 夫 を 持っ た り も し な いよ う 
に 。 結 婚 し た 後 、 彼 女 ら が ( 婚 外交 渉 の ) 
醒 行 を 働い た な ら ば 、 彼 女 ら に は 、 自由 
民 の 女性 が 課さ れる も の ( 六 ) の 半分 が 課 

せら れる 。 それ (奴隷 * 女 性 と の 結婚 ) は 、 
あな た 方 の 内 で 苦難 * を 丸 れ る 者 の た めで 
ある 。 そし て ( 旧 節 さ を 保ち つつ 、 彼女 ら 
と 結婚 せ ず に ) 忍耐 * す る 方 が 、 あな た 方 に 
と っ て より よい の だ ? a アッ ラー* は 赦し 深 
i RA 


アッ ラー* は あな た 方 に (正しい 教え を ) 明 
示し て 、 あな た 方 を 以前 の 者 た ちの ( 正 し 
い ) 道 へ と 導き 、 あな た 方 の 悔 惜 を お 受け 
入れ に な る と と を 望ま れ て いる 。 ア 
* は 全 知 者 、 英 知 あ ふれ る * お 方 。 


アッ ラー* は 、 あ な た 方 の 悔 悟 を お 受け 入れ 
に な る こと を お 望み に な る 。 そ し て 欲望 
従う 者 た ち に は 、 (正しい 宗教 か ら ) 大 き 
く 人 逸脱 す る こと を 望ま れる の だ 。 


アッ ラー* は 、 あな た 方 (の 負担 ) を 軽減 す 


う 望ま れる 。 人 間 は 弱く 創 ら れ て いる 
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参照 )。 


ここ で の 「 自 由 民 の 女性 」 と は 、 ム 
は 、 五 十 回 の 鞭打ち の 
諸説 あり 。 

女 淫 (か ん いん ) の 罪 の こと 。 あ る v 


1】 


CO 


た 


つま り 遅 らち せ た り 、 害 を 及ぼ し た り 


| ( 御 光 章 2、 


、 減額 し た り し な いこ と (アル テバ イダ ー ウ ィ ー2:173 


フサ ナ * で は な い 自 由 民 女性 の こと 。 ゆえ に 「 六 の 半分 」 


アッ = ニタ バリ ー3:2249 参照 )。 追 放 刑 に つい て は 、 


^ ヽ は それ ゆえ の 刑罰 (アル = バイ ダー ウィ ー2:174 参照 )。 


関連 する アー ヤ * と し て 、 御 光 章 33 と その 訳注 も 参照 。 
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し Js) と を 


29. 


30. 


31. 


32. 


信仰 する 者 た ちよ 、 あな た 方 の 間 で 自分 
ちの 財産 を 不当 に 食っ て は な ら な い 。 し か 
し 、 あ な た 方 の 間 で 合意 の も と に 行わ れる 
商売 取引 で ある な ら 、 別 で ある 。 そ し て あ 
な た 方 自身 を 殺し て は いけ な い '。 本 当 に ア 
ッ ラ ー* は も と より 、 あな た 方 に 対し て 慈愛 
深い * お 方 で あら れる 。 


そし て 、 そ の よう な こ と を 侵害 と 不正 * 
を も っ て する 者 は 、 われ ら * が 業火 に 放り 
込ん で 炎 っ て や ろう 。 その よう な こ と は 
アッ ラー* に と っ て 、 そもそも 容易 いこ と 
な の だ 。 


(信仰 者 た ちょ 、 ) も し あな た 方 が 禁じ ら 
れ て いる 大 罪 * を 避け る の な ら 、 わ れ ち ら * は 
(それ 以外 の ) あな た 方 の 悪事 を 帳消し 
に し 、 あ な た 方 を 栄 準 あ る 入り 所 (天国 ) 
に 人 ら せ よ う 。 


アッ ラー* が あな た 方 の ある 者 に 対し 、 
他 の 者 より も 多く お 恵み に な っ た も の 
に 関し て 、 葵 望 す る の で は な い 。 男 た ち 
に は 彼ら が 稼い だ も の (行い ) に よる 取 
り 分 が あり 、 女 た ち に も 彼女 ら が 稼い だ 
も の (行い ) に よる 取り 分 ) が ある の だ 。 
( 談 望 する 代わ り に ) アッ ラー* の 恩 窟 
を を を う が よ い 。 本 当 に アッ ラー* は も と 
より 、 全 て の こと を ご 存 知 で あら れる お 
方 な の だ か ら 。 


信仰 者 どう し 殺し 合っ て は な ら な いし 、 互 い の 財 を 不当 


し 合う よう な 真似 を し て も な ら な い 、 


と いう 意味 。 ま た 、 
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4 に 焦り 合っ た り し て 、 間 接 的 に 殺 
自殺 し て は な ら な い 、 と いう 意 


味 も 含ま れる と され る (アル = バ ガ ウ ィ ー1:602-603 参照 )。 


2 ここ と で の 「 悪 ョ 


ル 83 頁 参 照 )。 


還 」 と は 、 大 罪 * に は 至ら な い 小さ な 罪 の こと で ある 、 と 言わ れる ( ム ヤ ッ サ 
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33 


34. 


. われ ら * は 各 人 に 、 そ の 両親 と 近親 が 残す も 


の の 相続 者 た ち を 定め た 。 そ し て 、 あ な た 
方 が (盟約 の ) 哲 い を 交わ し た 者 に も 、 そ 
の 取り 分 を 与え よ *!。 本 当 に アッ ラー* は も 
と より 、 全 て の こと の 証人 で あら れる 。 


男 た ち は 女 た ちの 監護 役 で ある 。 そ れ は ア 
ッ ラ ー* が 、 一 方 ( 女 た ち ) より も 多く の も 
の を 他方 ( 男 た ち ) に お 授け に な っ た た め 


で あり 、 ま た 彼ら が (妻たち の た め に ) 自 


ら の 財産 か ら 拠出 する た めで ある 。 正しい 
* 女 た ちと は 従順 で *、 ( 夫 の ) 不在 に も ア 
ッ ラ ー* の ご 守護 に よっ て よく 遵守 する 3 
者 。 そし て あな た 方 が (自分 た ち に 対す る ) 
その 不 従順 さ を 怖 れ る 女 た ち は 、 (まず 
は ) 彼女 ら を (よき 言葉 で ) 戒め 、 (それ 
で も 効き 目 が な けれ ば ) 寝室 で 彼女 ら を 遠 
ざけ *、 そ し て (それ で も 効き 目 が な けれ 
ば 、 ) 叩く の だ 5。 も し 彼女 ら が あな た 方 に 


— 


RE 
CE EN 


< に ん タン 所 
0 の に な の メト か っ 3 


MMS の 
A a rN 
けり 
SM 
RE OE 
EN 3A 
OE (oe 人 6 


イス ラー ム * 初 期 に お いて は 、 盟約 の 区 い を 交わ し た 人 々 の 間 の 相続 が 認め られ て いた 。 し 
か し 遺産 相続 を 定め る アー ヤ * が 下っ た 後 、 そ れ は 撤回 され た ( ム ヤ ッ サ ル 83 


)。 戦 利 


品 * 章 75 と その 訳注 も 参照 。 また 、 アー ヤ * の 撤回 に つい て は 、 雌牛 章 106 の 訳注 を 参照 。 


to 


アッ ラー* に 、 そ し て 夫 に 対し て 従順 な こと (前 掲 書 84 


参照 )。 相 手 が 夫 で ある か どう 


か に 関わ ら ず 、 ム スリ ム * に と っ て の 服従 と は 、 あ くま で イス ラー ム * の 教え と 法 に 適っ た 


こと に 関し て で ある 。 預言 者 * は 仰 (お っ し ゃ ) っ た :「 ム スリ ム * は 好む こと に お いて も 嫌 
言う こと を よく 聴き 、 服従 する 義務 が ある 。 但し アッ ラー 
E を 命じ られ た 場合 は 別 で あり 、 それ を 命じ られ た 場合 に は 聞き 入れ た り 、 服従 
は な ら な い 」( ア ル テ ブ ハー リー7144 参照 )。 

自分 自身 の 貞 節 さ を 始 め 、 夫 の 財産 ・ 家 ・ 秘 密 な ど を 守る こと (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 1:188 参照 )。 


「 寝 室 で 彼女 ら を 遠ざけ る 」 の 解釈 に は 、「 一 緒 の 寝具 で 寝 な い 」「 寝 る 
寝 る 」「 性 交 し な いこ と の た と え 」「 同 じ 家 で 夜 を 過ごさ な い 」 と いう 説 な ど が ある (アッ 


うこ と に お 
* へ の 不服 和 
し た り し て 


ヽ て も 、 (指導 者 の ) 


= シャ ウ カ ー ニ ー1:738 参照 )。 


5 その 


計 に 背中 を 向け て 


的 は あく まで 訓 戒 で あり 、 身 体 的 苦痛 を 味わわ せる こと で は な い 。 ゆ え に 頭 部 な ど 


の 急所 を 避け 、 傷 や 大 き な 痛 みな ど を 与え な い 程 度 の も の で ある べき と され る (クウ ェ イ 
ト 法学 大 全 24:10 参照 )。 ま た 一 説 に は 、 そ れ は 細い 木 の 枝 で 叩く こと で ある (イブ ン ・ ア 
ビー・ ハ ー テ ィ ム 4:944 参照 )。 
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35. 


36. 


じゅ うじ ゅ ん 


従順 に する の な ら 、 彼女 ら に (それ 以上 
の ) 替 め 立て を する の で は な い 。 本 当 に ア 
ッ ラ ー* は も と より 、 至 高 の * お 方 、 大 いな 
る * お 方 で あら れる 。 


(夫婦 それ ぞ れ の 後見 人 た ちよ 、 ) あな た 
方 が (夫婦 ) 両 人 の 不 和 を 知っ た な ら 、 ( 事 
情 の 調査 と 問題 の 解決 に 際 ま せる べく 、) 
彼 の 一 族 か ら 一 人 の 仲裁 人 と 、 彼 女 の 一 
族 か ら 一 人 の 仲裁 人 を 遣わ す の だ 。 も し 
(仲裁 人 ) 両 人 が (夫婦 間 の ) 改善 を 望 
お の で あれ ば 、 アッ ラー* は (夫婦 ) 両 人 
の 間 を 正しく 簡 い て 下さ ろう か ら (。 本 当 
に アッ ラー* は も と より 全 知 者 、 通 暁 され 
て いる お 方 。 


アッ ラー* を 崇拝 * し 、 か れ と 共に 何 も の を 
も 並べ て は な ら な いち そし て 両親 に 孝行 
し 、 親 戚 、 孤 児 、 貧 者 *、 近い 隣人 、 遠い 隣人 
3、 道 連れ の 仲間 *、 旅 路 (で 苦境 境 ) に ある 
あな た 方 の 右手 が 所 有する 者 (0 の 

も 行 を 尽く せ ) 。 本 当 に アッ ラー 
" 座っ 高慢 ち き な 者 を お 好み 
に は な ら な い 。 


to 


一 説 に は 、 一 番目 と 二 番 目 の いずれ の 「 両 人 」 と も に 、 
ずれ も 夫婦 の こと を 指す (アル = バイ ダー ウィ ー2:186 参照 )。 


ア 


り し て は な ら な い 、 
唯一 性 *」「 シ ルク *」 も 参照 。 


< ラーラ 


NI 
RC A I es 
ED IO 5 
A I 
SS I 


チル tt で 
の GE っ 


仲裁 人 の こと 。 ま た 一 説 に は 、 い 


ッ ラ ー* 以 外 に 主 が ある と 信じ た り 、 ア ッ ラ ー\* 以 外 の も の に 崇拝 * 行 為 を 捧 (ささ ) げた 
と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 84 頁 参 照 )。 頻 出 名 ・ 用 語 解説 「 ア ッ ラ ー の 


「 近 い 隣人 」 と 「 遠 い 隣人 」 の 解釈 に は 、「 血 縁 上 の 距離 」「 家 の 距離 」「 款 教 上 の 距離 ( つ 
り 前 者 が ムスリム *、 後 者 が 啓典 の 民 *)」 と いっ た 諸説 が ある (アッ = テ タ バリ ー 
3:2311-2314 参照 )。 


ま 


「 道 連れ の 仲間 」 と は 一 説 に 、 学 習 、 仕 事 、 製 造 、 旅 行 な ど 、 全 て の よい こと に お ける 仲 
間 。 


一 説 に は 、 女 性 の こと (アル テバ イダ ー ウ ィ ー2:187 参照 )。 
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161 し Jl 5 ) の を 


37. (彼ら は ) けち で 、 人々 に も ま た 簿 番 『 を 和信 PN DHIS 
め 、 ア ッ ラー* が 彼ら に 授け て 下さ っ た 央 恵 CHIP 


を 隠蔽 する 者 た ち われ ら * は 、 不信 
た ち に 屈辱 的 な 懲罰 を 準備 し て お い 


を ン 


el 


2 EA 


る 


仰 者 "| co とっ ME 


た 。 SEE 


38. ま た (彼ら は 、) 人 々 の 視線 ゆえ に その 財 NE 
産 を 施し 、 アッ ラー* も 最後 の 日 * も 信じ な 7 


いたち 。 証 で あろ 3 と シャ イタ ー 


分 の 相棒 で ある 者 、 そ れ は 相棒 と し て 何と - 


し 
ン * が 自 OIE 54 5E> SN 


如 ま わし いこ と と か 。 

39. も し 彼ら が アッ ラー* と 最後 の 日 * を 信じ 4 
ア ッ ラ ー" が 彼ら に 授け て 下さ っ た も の か YWCA 
ら 施し た と ころ で 、 一 体 何 (の 害 ) に な ろ Ge 
うか ? アッ ラー* は も と より 彼ら を 、 よ く 
ご 存 知 の お 方 。 

40. 本 当 に アッ ラー* は 、( ほん の 僅か な 重み さえ | 
も 、 不 正 * に 扱わ れ た り は し な い % そし て っ 3 っ 2 ンー 
(その 僅か な も の が ) 問 f 了 で ある な ら ば 、 OL 


それ を 何 倍 に も され 、 そし て その 御 許 か 
ら 、 偉 大 な る 細 美 を お 授け に な る の だ 。 


41. (使徒 * よ 、 復活 の 日 *、) われ ら * が 各 共 同 | 5 者 と っ ys 2 
体 か ら 証人 * を 連れ て 来 た ら 、 そ し て あな た 
を これ ら の 者 た ち * に 対す る 証人 と し て 連 


= 


彼ら が 次 益 し 、 隠 蔽 し て いた アッ ラー* か ら の 恩恵 の 内 で も 最たる も の は 、 ム ハン マ ド * の 


預言 者 * 性 の 真実 に 関す る も の で あっ た 。 彼ら は それ を 知っ て いた に も 関わ ら ず 、 その 隠蔽 
に 努め た (アッ テニ タ バリ ー3:2321 参照 |。 イ ムラ ー ン 家 章 180 と 、 そ の 訳注 も 参照 。 


IN) 


震 章 7-8 も 参照 。 


(て 


アッ ラー*\ の 教え を その 民 に 伝達 し た 、 各 使 徒 * の こと 。 民 が 使徒 * に 対し 、 ど の よう な 態 


で も っ て 応じ た か を 証言 する ( ム ヤ ッ サ ル 85 頁 参 照 )。 


た 


て の 不信 仰 者 | と いっ た 説 が ある (アル = テク 


「 こ れ ら の 者 た ち 」 に は 、「 彼 の 全 共 同体 」「 ク ライ シュ 族 * の 不信 仰 者 * を 筆頭 と する 、 


レト ゥ ピー5:198 参照 )。 


つま り ア ッ ラ ー* は 僅か ば か り も 、 人 の 善行 を 減ら し た り 、 悪行 を 上 乗せ し た りす る こと は 
な い (アッ = テ サ ァ デ ィ ー179 頁 参照 )。 洞 窟 章 49、 預 言 者 * た ち 47、 ル クマ ー ン 章 16、 


全 
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し Js) の を 


42. 


43. 


れ て 来 た ら 、 (彼ら の 有 様 は ) いか な る も 
の と な ろう か ? ' 

その 日 、 不 信仰 に 陥り 、 使 徒 * に 従わ な か 
っ た 者 た ち は 、 大 地 と 共に 平ら に され (て 
土 と な り 、 蘇 ちさ れる こと な ど な か っ ) 
た な ら 、 と 願う 。 彼ら は アッ ラー* に 対し て 、 
何一つ 黙秘 で き な い ! の で ある 。 
信仰 する 者 た ちよ 、 あ な た 方 が 酔っ 払っ た 
時 2 に は 、 自 分 の 言う こと が 理解 出来 る よう 
に な る まで 礼拝 に 近付い て は な ら な い 。 ま 
だ 、 ジャ ナー バ * の 状態 に ある 時 も 、 た だ そ 
こ を 通過 する 者 3 以外 は 、 全 身 漆 浴 し た 後 で 
な けれ ば (礼拝 


E と 礼拝 所 に 近付い て は な ら 


な い ) 。 も し 、 あ な た 方 が 病気 いや 旅行 で 
あ っ た り 、 あな た 方 の 誰か が 窪地 か ら ( 戻 


っ て ) 来 た り 5、 女性 と 交 ぷわ っ た り し た 後に 
(生れ を 清め る た め の ) 水 を 見 つけ られ な 
か っ た 時 は 、 清 浄 な 地 還 へ と 向かい (それ 
に 触れ ) 、 MI MI 
本 当 に ア ッ ラ ー は も と より 、 よく 質 急 さ 

る お 方 *、 赦 し 深い お 方 で ある 。 


= 


sj 


の 


131 


oo 


復活 の 日 
が 、7 
出し ( 借 
参照 )。 消息 
こと これ は 、 酒 な どの 酔い を 引き 起こ す 物 の 摂取 を 、 


る 


し な けれ ば な ら な い 者 の こと 。 別 説 で は 「 旅 行者 」。 そ の 場合 、 
る 旅行 者 は 、 


る 


ーー 
し し 


85 


排便 する こと の 如 | 


アア 


ッ ラ ー* は 彼ら の 


章 40 と その 訳注 も 参照 。 
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* に 不信 仰 者 * ら は 、 彼 ら が シル ク * の 徒 な ど で は な か っ た と 痺 う (家畜 章 23 参照 ) 
を 封じ られ る 。 する と 、 彼ら の ヨ 


完全 に 禁じ 


禁じ 


F 足 が 現 世 で の 彼ら の 行い を 語 


光 章 24 参照 )、 彼 ら は それ を 隙 す こと が 出来 な い (アッ ニテ タバ リー3:2329-2330 


る 命令 が 下る 前 の アー ヤ * で あ 


(前 掲 書 3 : 2332 参照 )。 詳 し く は 、 雌 和牛 凍 219 と その 訳注 を 参照 。 
マス ジ ド * の 中 で ジャ ナー バ の 状態 に な っ た りす る こと で 、 や む を 得 ず 、 マ スジ ド を 通過 


水 が 見 つか ら な い 場 合 、 
(アル テバ ガウ ィ ー1:627 参照 ) 。 
で の 「 病 気 」 は 、 
参照)。 


する 習慣 が あっ た (アッ ニタ バリ ー3:2338 参照 ) 。 


この 清め 方 は タ ヤ ン ム ム と 呼ば れる 。 詳し く は 、 頻出 名 ・/ 


1 (えん きょく ) 的 表現 。 当 時 の アラ ブ 人 に は 、 そ の よう な 場所 で 排 浴 


「 ジ ャ ナー バ の 状態 に あ 


タ ヤ ン ム ム * を し て 礼拝 し て も よい 」 と いう 解釈 と な 


水 に 触れ た ら 症 状 の 悪化 が 予想 され る 類 の 病気 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 


詳 


語 解 説 「 タ ヤン ム ム 」 を 参照 。 
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し Js) と を 


44 (使徒 * よ 、) あな た は 、 啓典 を 幾ばく か 授 


45. プア" 


46. ユダ ヤ 教 徒 * で ある 者 た ちの 


けら れ た に も 関わ ら ず (導き を 売っ て ) 
迷 記 を 購 い '、 あ な た 方 MM を 
(も 、 彼 ら と 共に ) 道 に 迷う を 望ん で 
a の の 2 


ッ ラ ー" は あな た 方 の 敵 を 、 最も よく ご 存 
知 で ある 。 棄 護 者 * と し て アッ ラー* は 万 全 
で あり 、 また 、 援助 者 と し て アッ ラー* は 万 
全 で ある 。 


に は 、( 砂 典 
言葉 を (本 来 の ) 意味 合い か ら す り 幸 
、 ま た MM 者 * ム ハン マ ド * に 対し ) そ 
りら 、 宗 教 を 誹謗 し て (こう ) 言う 
he 。「 私 た ち は (あな た の 言葉 
を ) 聞き は する が 、 (あな た の 命令 に は ) 
逆らう 」。 「 聞 いて みよ 、 聞き は し な い だ 
ろう が 」2S。 「 私 た ち に 配慮 せよ 」 3。 も し 
彼ら が 「 私 た ち は 聞き 、 従 いま す 」「 (私 
た ちの こと を ) 聞い て 下さ い 」「 私 た ち を 
見 守っ て 下さ い 4」 と 言う の な ら ば 、 それ が 
彼ら に と っ て より 善く 、 よ り 正 し い の で あ 
る 。 し か し ア ッ ラ ー“* は 彼ら の 不信 仰 ゆ え 、 
彼ら を 呪 わ れ た 5。 彼ら は 、 僅か ば か り し か 
信仰 し な い の だ か ら 。 


イン ンー 人 し キイ レン で 
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1 これ は 、 ト ー ラ ー* に よる 知識 を 頂き 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * の 使徒 * 性 の 正 し さ を 示す 証拠 


を 知っ て いな が ら も 拒否 し た 、 ユ ダ ヤ 教 徒 * ら の 描写 


( ム ヤ ッ サ ル 85 頁 参照 )。 


2 つま り 「 私 た ちの こと を 聞け 、 で も 私 た ち は あ な た の こと を 聞か な い 」、 あ る い は 「 聞 いて 下さ 


い 」 と 口 で は 言い つつ 、 


3 雌牛 凍 104 と その 訳注 を 参照 。 


4 雌牛 章 104 と 、 そ の 訳注 を 参照 。 


5 


「 ア ッ ラ ー* の 呪い 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 88 の 訳注 参照 。 


心 の 中 で は 「 聞 く な 」 と 言っ て いた (アル テバ ガウ ィ ー1:641 参照 )。 
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47. 


48. 


49. 


啓典 を 授け られ た 民 * よ 、 あ な た 方 の も と に 
ある も の (トー ラー? を 確証 する 、 われ ら 
* が 下 し た も の (クルアーン?) を 信じ よ 。 
われ ら * が (不信 仰 の 報い と し て ) 顔 を 消し 、 
それ を 後ろ 向き に し て し まう 前 に 。 あ る い 
は 、 わ れ ら が 土曜 日 の 人 々 ! を 呪っ た よう 
に 、 彼ら を 呪っ て し まわ な い 前 に 。 ア ッ ラ 
ー* の ご 命令 は も と より 、 成し遂げ られ る こと 
と に な っ て いる の だ 。 


本 当 に アッ ラー* は 、 か れ と 共に ( 何 か が ) 
CN DE 
こと は な い が 、 それ 以外 の こと は 、 御 心 に 
適う 者 に お 赦し に な る 。 ア ッ ラー* に 対し て 
シル ク * を 犯す 者 は 誰 で も 、 この ト な い 罪 を 


確か に 所 造 し て いる の だ 。 


(使徒 * よ 、 ) あな た は 、 自分 自身 の 清らか 
さ を 主 張 す る 者 た ち ? を 知ら な か っ た の 
か ? いや 、 ア ッ ラ ー* が その 御 心 に 適う 
者 を 、 お 清め に な る の だ 。 そ し て 彼ら は 、 
糸 く ず * ほ ど さ え も 不正 * に 扱わ れる こと 
が な い 。 


1 


ww 


た 


「 土 曜 
2 ここ で の 「 彼 ら 」 と は 、 
い は 「 イ ル テ ィ メア ー ド (転換 )」 と 呼ば れる 、 
変換 し て いる の だ 、 と も 言わ れる 。 つ まり この ア 
言 仰 を 拒否 し た 場合 
誘い を より 効果 的 な も の 【 


イメ ラー ム * の 信仰 へ と 舞 か れ て いる が 、 
て 彼ら に 直接 結び 付け て 
と いう (アブ ー・ ハ イヤ ー ン 3:267-268 参照 )。 


この 主張 が 何 か に つい て は 、「 雌 和牛 章 111、 


供 


原語 で は 「 フ ァ テ ィ 
や 指 を こす り 合 わせ た 時 に 


の 人 々 」 


一 説 に は 「 顔 を 消さ れ 、 


ョ 写し な いこ と で 、 そ の 


の よう に 罪 が な いと いう こ 


出る 手垢 の こと 。 


た と え (アッ テ タ バリ ー3.:2269-2270 参照 )。 


に 関し て の 詳細 は 、 雌 和牛 章 65、 高 壁 


食卓 章 18 に ある よう な 言葉 」「 
と 」「 ご 先祖 様 が 執り 成 し て くれ る こと 」「 お 互 v 
と いっ た 諸説 が ある (アッ ニシ ャ ウ カ ー ニ ー1.:762 参照 )。 

ー ル 」。 ナ ツメ ヤシ の 実 の 種 に 付着 し た 、 
いずれ に せよ 、 非 常に 微々 (びび ) た る 物 の 


し JI yn と 
ァ ン ン 1 , リラ 92 を し イン フタ る 
RR NG 


BS 3 


ES 


ES EE RE 
OAR AG NS 2 


oN と の os 
wn I 


章 163-166 と その 訳注 も 参照 。 


アラ ビデ ア ア 語 独特 の 修辞 法 に よっ て 、 人 称 が 


ヤ * で 啓典 の 民 * は 、 
の 結果 と し て の 懲罰 を 、 あえ 
こし て いる の だ 


分 た ち は 子 
ヽ へ の 称賛 」 


細い 糸状 の 物質 。 ま た は 、 手 
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165 し Jl 5 ) の を 


50. (使徒 * よ 、 ) 見 よ 、 彼 ら が アッ ラー* に 対 (と 作る | 
し て 、 いか に 嘘 を で っ ち 上 げ て いる か を 。 SLL GE 
それ だ け で 十分 、 明白 な 罪 に 値する の だ 。 

51. (使徒 * よ 、) あな た は 知ら な か っ た の か ? CE BIN 
啓典 を 幾ばく か 授け られ た に も 関わ ら ず 、 A be 
AE A RAS 4 
は 信仰 する 者 た ちよ り も 、 より 正しい 道 に 人 

導 か れ て いる 」 と 言う 者 た ち を ? 

52. それ ら の 者 た ち は 、 ア ッ ラ ー* が 呪い 給 うた ROR 
“者 た ち で ある 。 誰 で あろ うと アッ ラー* が OBA 
呪い 給 う 者 に 、 あな た は いか な る 援助 者 も 
見 出す こと が な い の だ 。 

53. いや 、 彼 ら に は 、 王 権 の 一 部 で も 届 し て い RG 
る と いう の か ?3 で は 、 そ う で あっ た と し SELN 
て も 、 彼 ら は 斑点 一 つ * ほ ども 人 々 に 与え は 
し な いで あろ う 。 

54。 い や 、 彼 ら は アッ ラー* が お 授け に な っ た 央 
衛 に 対し て 、 人 々 を 始 ん で いる の か ? 
われ ら * は 確か に 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * の 一 族 

1 アッ ニテ タバ リー* に よれ ば 「 ジ ブ ト 」 と 「 タ ー グ ー ト *」 と は 、 ア ッ ラ ー* を 差し お いて 崇拝 

i 、 従 われ た りす る 全て の 対象 の こと で ある 。 i ン * 
も 、 魔 術 師 も 巫女 (みこ) も 、 あ る い は アッ ラー* と その 使徒 * に 対す る 不信 仰 と 敵対 行為 
に お いて 指導 的 役割 を 担っ て いた 者 た ち も 、 全 て この 中 に 含ま れる こと に な る 


(3:2371-2374 参照 )。 


IS) 


w 


た 


「 ア ッ ラ ー* の 呪い 」 に つい て は 、 雌 4 
ユダ ヤ 教 徒 * ら が 、 王 権 ま た は 預言 者 * 
従う 
原語 で は 「 ナ キー ル 」 で あり 、 ナ ツメ 


こと な ど 不 可能 だ と 考え て いた こ 


FE 章 88 の 訳注 参照 。 

に 相応 し い の は 自分 た ち で ある と 信じ 、 ア ラブ 人 に 
と を 指す と 言わ れる (アッ = テラー ズィー4:103 参照 )。 
ヤシ の 実 の 種 に ある 小さ な 玉 点 、 あ る い は 穴 の こと 


で ある と 言わ れる 。 つま り 、 非常 に 微々 (びび ) た る 物 の 代名詞 ( ム ヤ ッ サ ル 87 頁 参 照 )。 


m 


の た と 言わ れる (前 掲 書 、 同 


こと こ で の 「 恩 術 」 は ムハンマド * の 使徒 


E* 性 を 、「 人 々 」 は 彼 を 含む 信仰 者 た ちの こと を 指し 


参照 )。 
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けし 


に 啓典 と 英知 ! を 授け た の で あり 、 彼 ら に 偉 
大 な る 王権 を 与え た の だ 。 


55. それ で 、 彼ら の 内 に は それ (預言 者 * ム ハン 
マ ド * に 下っ た 有 藩 示 ) を 信じ た 者 も 、 それ を 
(自分 ) た ちと 人 々 か ら ) 阻ん だ 者 も ある 。 
( 嘘 呼ば わり する 者 た ちよ 、 あな た 方 に 
は ) 燃え 盛る 地獄 だ け で 、 十 分 で ある 。 


56. 本 当 に われ ら * の 御 徴 を 信じ な い 者 は 、 や 
が て われ ら が 業火 に 入れ て 炎 っ て や ろう 。 
彼ら の 皮膚 が 焼き 上 が る 度 、 われ ら * は 彼ら 
に 別 の 皮膚 を 取り 替え て や る の だ 。 彼ら 
が 、 (ずっ と ) 懲 信 を 味わう よう に する た 
めで ある 。 本 当 に アッ ラー* は も と より 、 偉 
力 な ら び な い * お 方 、 英 知 あ ふれ る * お 方 。 


57. 一 方 、 信 仰 し て 正しい 行い * を 行う 者 た ち 
われ ら * は 彼ら を 、 そ の 下 か ら 川 が 流れ る 楽 
園 に 入れ て や ろう 。 (彼ら は ) そこ に ずっ 
と 永遠 に 留まる の だ 。 そこ に は 彼ら の た め 
に 、 純 潔 な 妻 々 た ちがい る 。 そ し て われ ら * 
は 彼ら を 、 幾重 に も 重なる 附 の に 人 入れ て 
や る の だ 。 


58. 本 当 に アッ ラー* は 、 あな た 方 が 信託 を そ 
の 権利 主 に 返す こと ? を 、 そ し て あな た 方 
が 人 々 の 間 を 裁く 時 に は 公正 さ に よっ て 
裁く こと を 、 ご 命じ に な る 。 実に ア ッ ラ 
ー* は 、 そ の 衣 訓 戒 の 何と も 素晴らし い お 


1 ここ で の 「 英 知 」 と は 、 彼 ら に 下さ れ た 啓示 の 内 で 、 啓 
ある 、 と 言わ れる ( ム ヤ ッ サ ル 87 頁 )。 
2 「 純 潔 な 妻 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 25 の 訳注 参照 。 
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る 


⑳ し っ し 552 


と は な ら な か っ た も の の こと で 


3 「 信 託 を その 権利 主 に 返す こと 」 に は 、 礼 拝 * や 浄 財 * な どの アッ ラー* に 対す る 義務 や 、 預 
か り 物 な どの 人 間 に 対 する 義務 な ど 、 あ ら ゆ る 信託 の 遵守 (じゅ ん し ゅ ) が 含ま れる ( イ 


ブン ・ カ スィ ー ル 2:338 参照 )。 
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方 。 本 当 に アッ ラー* は も と より 、 よ く お 
聞き に な る お 方 、 よ くど ご覧 に な る お 方 で 
ある 。 

59. 信仰 する 者 た ちょ 、 アッ ラー* に 従い 、 8 702M20AUI22 a NN 
し て 使徒 * と 、 あな た 方 の 内 の 長 た も NM CS 
LE 、 あな た 方 が 何 か で 争っ た 時 に Aa 
は 、 それ (に つい て の 裁定 ) を ア ラー* OR EA 35 | 
と 使徒 * (ムハンマド や に 返す の だ 2。 も し 
あな た 方 が 、 ア ッ ラ ー と 最後 の 日 * を 信仰 し 
て いる の な ら ば 、 で ある 。 そ れ が 最善 な の 
で あり 、 最 良 の 帰結 な の だ 。 

SM CKP4 う だ UN 

ン う と 、 あ な た 以前 に 下さ れ た も の ( そ NE 
の 他 の 通 の 次 6 を 信じ た と 尼 要 する (Sd nh; 
DO bs 
ND 1 う "に 命 k シン ’ EN 
る る た しら 1 
じ ら れ た と いう の に 、 (自分 た ちの 争い に 9 8 
関し て ) タ ー グ ー ト * に 裁定 し て も ら うこ 
を 望ん で いる 。 シ ャ イタ ー ン * は 、 彼 ら を (E 
道 か ら ) 遠く 迷い 去ら せる こと を 欲し て い 
る の だ 。 

61. また 、 彼 ら に 向かっ て 「 (争い の 裁定 の た | し NC 
め に 、) アッ ラー* が 下さ れ た も の と 使徒 の SND I LNG 
も と に 来 な さい 」 と 告げ られ た 時 、 あ な た あろ 2、 つ ん る 
は 偽 信者 * た ち が 、 あ な た か ら そ っ ぽ を 向い 
て 背 き 去る の を 見 た の で ある 。 

1 「 あ な た 方 の 内 の 長 た ち 」 と は 、 指導 者 ・ 統 治 者 ・ イ スラ ー ム * 法 学者 な ど 、 人 々 の 諸事 を 司 
(つか さ ど ) る 者 た ち 。 た だ し 、 彼ら へ の 服従 義務 は 、 罪深い こと で は な いこ と に 限る ( ア 

ッ テ サ アァ ディー183 頁 参照 )。 ア ー ヤ 『*34 の 、「 従 順 」 に つい て の 訳注 も 参照 。 


2 つま り ク ルアー ン * と 預言 者 * の スン ナ *。 し か し どの よう に その 二 つ を 参照 する か と いう 知 
識 は 、 学 者 に 属す る (アル = テク ルト ゥ ピー5:260 参照 )。 


4. 婦 人 章 168 sl も 
62. 彼ら ( 信 信 者 * た ち ) が 、 自分 た ち が 行 っ た ES 
こと と ゆえ に 災難 に 遭遇 し 、 それ か ら あ な た A OES Ss 
の も と に や っ て 来 て 、 「 私 た ち が 望 ん だ の OEY GE \ 
は 、 (裁定 に お ける ) 並行 と 調停 に 外 な ら 
な い 」 と アッ ラー* に 約 う 時 、 (彼ら の 状況 
は ) どう な る で あろ う ? 

63. それ ら の 者 た ち は 、 ア ッ ラ ー* が その 心 の 内 II の 二 っ 人 ピ FE 
に ある も の ! を ご 存 知 で ある 。 な ら ば あな た | Ee な お ちと 
は 彼ら を ( 六 さ ず ) 放っ て お き 、 戒 め 、 彼 [ov すき rc すき う 1 
ら の 心 に 届く 言葉 で 彼ら に 語り か ける が 
よい 。 

64。 わ れ ら * が 使徒 * を 造 わ し た の は 、 彼 が アッ | 中 Ma 氏 っ 
ラー* の お 許し の も と 、 (人 々 に ) 従わ れ 知っ 
る た め に 外 な ら な か っ た 。 ( 便 徒 * よ 、) も EAS - 和 が 
し 彼ら が 財 ら に 不正 2 を 働い た 時 に 、 あな 2 1 た まま 02 ッ ン 北 
た の も と に や っ て 来 て ア ッ ラ ー* の お 赦し > っ 0 

③⑤ じ > つゆ 2 
を を を い 、 そし て 使徒 * が 彼ら の た め に (アッ - 
ラー* の ) お 赦し を と うた な ら ば 、 彼ら は ア 
ツ ラー* が よ く 全便 を お 受け 入れ に な る お 
方 、 慈 愛 深い * お 方 で ある こと と を 見 出 し た で 
あろ うに 。 

65. あな た の 主 * に 碑 っ て 。 彼ら の 間 の 争い に 関 SEL EIEN 
a 彼ら が あな た に その 裁定 を 価 ぎ 、 それ CS CE 
か ら あ な た が 裁決 し た こ と に つい て 、 彼ら が I 
自分 自身 の 内 に 少し の 不満 も 見 出さ ず 、 完全 
こ 受 け 人 れる よう に な る まで は 、 彼 ら は (上 真 
に ) 信仰 し て は いな い の で ある 。3 

1 偽 の 信仰 、 あ る い は 信仰 に お ける 不誠実 さ の こと ( ム ヤ ッ サ ル 88 頁 参照 )。 

2 ここ で の 「 不 正 *| と は 特に 、 こ れ よ り 前 の アー ヤ * が 示し て いる よう に 、 ア ッ ラ ー* 以 外 の 

も の に 裁定 を 求め 、 ア ッ ラ ー* と その 使徒 * を 拒否 し 、 et (アッ = テ 


タバ リー3:2400 0 


w 


部 族 連合 


章 36 も 参照 。 
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66. 


67. 


68. 


69. 


70. 


71. 


2 


また 、 た と え わ れ ら * が 彼ら ( 偽 信 者 * た ち ) 
に 、「 互 い に 殺 合え 、 ある い は 「 故 郷 
か ら 出 て 行け 」 と 義務 づけ た と し て も 、 そ 
うす る の は 彼ら の 中 の 僅か な 者 た ち だ け 
で あっ た だ ろう 。 そし て 、 . も し 彼ら が ( ア 
ッ ラー* と その 使徒 か ら ) 忠告 され る こと 
に 従っ た な ら ば 、 それ は 彼ら の た め に より 
善く 、 (彼ら の 信仰 心 を ) より 堅固 に する 
も の だ っ た の だ 。 


そう すれ ば 、 われ ら “ は 彼ら に 、 われ ら * の 御 
許 か ら の 偉大 な 答 ほ 美 を 授け た の だ が 。 


そし て 、 われ ら * は 彼ら を 、 ま っ すぐ な 道 
導い た の だ が 。 


座 で あろ うと ア ッ ラ ー* と 使徒 * ( ム ハ ン マ 
ド り に 服従 する 者 、 そ れ ら の 者 た ち は ( 来 

a 大 そう な 正直 者 

、 胸 教 者 、 正 し い * 者 た ちと いっ た 、 

アッ ラ * が 恩恵 を お 授け に な っ た 者 た ち 

i, EO ER 

素晴らし い 同 伴 者 だ ろう か 。 

その 妃 鶴 は 、 ア ッ ラ ー* か ら (の も の ) で 

ある 。 ア ッ ラ ー* は 全 知 者 と し て 万 全 で あら 

れる 。 

信仰 する 者 た ちよ 、 用 心 せ よ 。 そ し て 分 隊 

で 、 あ る い は 総勢 で 出征 する の だ 。 

本 当 に あな た 方 の 中 に は 、 まさし く (出征 

に わざ と ) 遅れ を と る 者 が いる 。 そ し て も 
し あな た 方 に 災難 が 襲い か か れ ば 、 「 ア ッ 


1 雌牛 章 の アー ヤ *54 と その 訳注 を 参照 。 


2 


「 大 そう な 正 
し た 強調 能動 分 


詞 。 上 自ら の 言葉 


= テ タ バリ ー3:2406 参照 )。 


直 者 た ち 」 と 訳し た 語 は 、「 サ ダ カ (信じ る 、 本 当 の こと を 言う )」 か ら 派生 
を 行動 で 現実 化 さ せ 示 す 者 、 と いう 意味 合い が ある (アッ 


っ gcC を 6 あ 
SN ED ol 
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4. 婦 人 章 170 し ちと 
ラー* は まさ に 、 私 に 恩恵 を 授け て 下さ っ る しろ あう スン を 
た 。 私 は 彼ら と 共に (戦場 に ) いな か っ た 
の だ か ら 」 な ど と 言う 。 

73。 そ し て 、 も し も ア ッ ラ ー* の 恩 籠 ! が あな た RS et Ca oN 
方 に 降り か か れ ば 、 ま る で あな た 方 と 彼 の SS xs) 
間 に 何 の 愛 情 も な か っ た か の よう に 、 ま さ OC 
- De 言う の だ 。「 あ あ 、 も し 私 が 彼 

一 緒 に あっ た な ら ば 。 そ うす れ ば 、 私 
0 ! 」 

74、 な ら ば 、 現 世 の 生活 と 引き 換え に 来世 を 購 RC 
う 者 は 、 アッ ラー* の 道 に お いて 戦え 。 誰 で NEN 
あろ る ろう と アッ ラー* の 道 に お いて 戦う 者 は 、 CU 
殺さ れ よ う が 、 ある い は 勝利 を 収め よう の し る 322 
が 、 わ れ ら * が この 上 な い 和 健美 を 与え る こと 
に な る の だ 。3 

75. (信仰 者 た ちよ 、) あな た 方 が アッ ラー* RNN 
の 道 に お いて 戦わ な い の は 、 一 体 どう いう 856 
こと か 7 そし て 「 我 ら が 皇 * よ 、 その 民 が EU | 
不正 * を 働い て いる この 町 (マッカ) か ら A RN 
私 た ち を (救い ) 出し て 下さ い 。 そし て 私 OE 
た ち に 、 あな た の 御 許 か ら 店 者 * を お 道 わ 
し 下さ い 。 私 た ち に 、 あな た の 御 許 か ら 援 
助 者 を お 遣わ し 下さ い 」 と (祈っ て ) 言う 、 

男 た ちや 女 た ち 、 子 供 ら と いっ た 弱者 た ち 
4 の た め に (戦わ な い の は ) ? 

1 ここ で の 「 ア ッ ラ ー* の 恩 籠 」 と は 、 勝 利 や 戦利 品 な どの こと で ある と いう (アッ ニテ タ バリ 

ー3:2410 参照 )。 

2 つま り 救 援 と 勝利 と 戦利 品 ?* の こと ( ム ヤ ッ サ ル 89 頁 参 照 )。 


ww 


た 


関連 する アー ヤ * と し て 、 雌 和牛 章 190、 悔 悟 
これ は 、 不 信仰 者 * ら に よる 妨害 や 、 ま た は 自分 
で きず 、 マ ッ カ * に 貿 


まっ て 抑圧 され 、 


ィ ー2:218 参照 )。 


章 36、 巡 礼 * 章 39 と それ ら の 訳注 も 参照 。 
けた ちの 弱 さ ゆえ に (マデ ィ ー 
試練 を 受け て いた 者 た ちの こと (アル テバ イダ ー ウ 


ナ * へ ) 移住 * 
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し Jl 5 ) と を 


76. 信仰 する 者 た ち は ア ッ ラ ー* の 道 に お いて 


Th 


78. 


戦い 、 不 信仰 に 陥っ た 者 * た ち は タ ー グ 一 
ト * の 道 の た め に 戦う 。 な ら は 、 シャ イタ ー 
ン * の 盟友 ' と 戦え 。 本 当 に シャ イタ ー トン 
の 策謀 は 、 そ も そ も 脆 いも の で ある か ら 。 


(使徒 * よ 、 ) あな た は 知ら な か っ た の か 、 

英 に ) 手 を 出す の で は な い 。 そ し て 礼拝 
を 遵守 し *、 浄 財 * を 施す の だ 」 と 言わ れ た 
者 た ち * を ? に も 関わ ら ず 、 彼ら に 戦闘 が 
義務 づけ られ た 時 に は 、 どう で あろ うか 、 彼 
ら の 一 派 は ちあ ち た か も アッ ラー* を 恐れ る か 、 
ある い は それ より も っ と 強い 恐怖 で も っ て 、 
人 々 * を 乱れ る の だ 。 そし て 、 彼 ら は (こう ) 
言う 。「 我 ら が 主 * よ 。 あ な た は どう し て 、 
私 た ち に 戦 韻 を 義務 づけ られ た の で すか 2? 
暫し の 間 、 私 た ち に 猫 予 を 与え て 下さ いま せ 
ん か ?」 (使徒 * よ 、 ) 言っ て や る が いい 。 
「 現 世 の 事 楽 は 供 か な も の で ある が 、 来 世 
の 方 が 敬 農 * で ある 者 に と っ て 、 よ り 善 い の 
だ 。 そ し て あな た 方 は 、 糸 くず ほど さえ も 
不正 * こ 扱わ れる こと が な い 」。 


どこ に いよ うと 、 死 は あな た 方 に 降り か か 
る 。 た と え あ な た 方 が 、 戦 固 な 砦 の 中 に い 
た と し て も 。 彼ら は 自分 た ち が 善い 目 に 章 
えば 、「 こ れ は 、 アッ ラー か ちの も の だ 」 


| 


1 


ヤッ サル 90 真 参照 )。 雌 牛 章 190、 
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OCR NDI RN 
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NO a | 
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あおる Sd 
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「 シ ャ イタ ー ン * の 距 友 」 と は 、 シ ャ イタ ー ン * に 従う 、 彼 ら と 親密 な 不信 仰 者 * の こと ( ム 


悔 悟 剖 36、 巡 礼 * 章 39 と それ ら の 訳注 も 参照 。 


2 マッ カ * 時 代 、 一 部 の ムスリム * は 不信 仰 者 * た ちの 迫害 に 耐え か ね て 、 役 ら と の 戦闘 が 許可 


され る こと を 待ち 望ん で いた 。 ま た 一 
下っ た の だ 、 


説 に は 、 


この アー ヤ * は ユダ ヤ 教 徒 * の 一 派 に 関し て 
と も 言わ れる (アッ = テ タ バリ ー3:2413-2415 参照 )。 


3 こと で の 「 人 々 」 は 、 マ ッ カ * の シル ク * の 徒 で ある 、 と 言わ れる (アル = テバ ガウ ィ ー1:664 
参照 )。 


4 


「 糸 くず 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *\*49 の 訳注 を 参照 。 
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し Js) と を 


79. 


80. 
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と 言う 。 そ し て 悪い 目 に 遭 え ば 、「 こ と これ は 
あな た の せい だ 」 と 言う 。 言っ て や れ 。「 全 
て は アッ ラー* か ら の も の で ある 」 。 それ ら 
の 民 が 、 殆 ど 話 を 理解 する こと が な い の 
は 、 ど うい うこ と か ? 


(人 間 よ 、) あな た に 降り か か っ た いか な 
る 善き も の も 、 ア ッ ラ ー* か ら の も の で あ 
る 。 ま た 、 あ な た に 降り か か っ た いか な る 
災難 も 、 あな た 自身 か ら の も の で ある !。 

(使徒 * よ 、 ) われ ら * は あな た を 、 人 々 へ 
の 使徒 * と し て 遣わ し た 。 ア ッ ラ ー は 証人 と 
し て 万 全 な る お 方 で あら れる 。 


誰 で あろ うと 使徒 * (ムハンマド うに 従う 
者 は 、 実に アッ ラー* 従っ た の だ 。 そ し 
て われ ら は (使徒 * へ の 服従 を 拒ん で ) 背 き 
去る 者 に 対し 、 あ な た を 監視 役 と し て 遣わ 
し た の で は な い *。 


彼ら は (あな た の 前 で は ) 、 「 (私 た ちの 
すべ き は ) 服従 で す 」 と 言う 。 そ し て あな 
た の も と か ら 立 ち 去 る と 、 彼 ら の 一 派 は 
(あな た に ) 言う こと と は 違う こと を 、 夜 
! に 企む の だ 。 だ が アッ ラー* は 、 彼ら の 
夜中 の 策 課 を 記録 な され る 。 な ら ば 彼ら に 


背 を 向け 、 アッ ラー* に (全て を ) 委ね る * 
en そ は 、 全て を 』 謀 け 負わ れ 
る * お 方 と し て 万 全 で あら れる 。 


1 本来 、 善 いこ と も 災難 も 全て は アッ ラー* か ら の も の だ が 、 


】 


と と だ けが か れ に 帰せ られ 、 
と と は 、 自 分 


2 Sd oa oa 
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EA 
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SA 


で ン ッ ン ノ っ 


EL 
Sp OP ry 


253 er 


アッ ラー* へ の 礼節 と し て 普 い 


災難 は 人 間 に 帰 せら れ て いる 。 Cet ee 
身 の 罪 ゆえ (相談 章 30 参照 ) な の で あり 、 そ の 意味 で 災難 は 自分 


身 が 


原因 で あり 、 そ れ を 創造 され る お 方 が アッ ラー* な の で ある (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 1:199 参照 )。 
ア I ド * を 遣わ され た の は 、 彼 が 不信 仰 者 * ら の 行い を 監視 ・ 寺 5 


定 す る た めで は な く 、 
ー* が 復活 の 前 けち 


ッ ラ ー* の 教え を 伝達 させ る た めで ある 。 彼ら の 行い の 清算 は 、 
われ る (アッ テ タ バリ ー3.:2421、 


ム ヤ ッ サ ル 91 頁 参 照 )。 
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82. 一 体 彼ら は 、 ク ルアー ン * を 熟慮 し な い 0 
の か ? も し それ が アッ ラー* 以 外 の も el bE 
の に 由来 する も の で あっ た な ら 、 彼ら は 
その 中 に 沢山 の 相違 点 を 見 出し た で あ 
ろう に 。 

83. また 彼ら は 、 安全 や 娘 怖 に 関わ る 諸事 ! (の PRE RA PR 
知ら せ ) が 訪れ る と 、 それ を 言い ふら す 。 ああ る 
も し 彼ら が それ を 使徒 * に 、 そ し て 権威 を 有 | 5 星 の 拓 た > 
する 者 た ち 2 に 伝え た な ら 、 彼 ら の 内 で そこ と 33 


84. 


か ら (正しい ) 結 


幸 と ご 慈悲 が な か っ た な ら ば 、 
ち を 除き 、 
CEO と で あろ う 。 


な ら ば (預言 者 * よ ) 、 


いて 戦う の だ 。 の 
そし て 信仰 者 た ち を (戦い へ 
激励 せよ 。 きっ と ア ッ ラ ー* は 、 不信 仰 


分 自身 の み % 
と ) 
に 陥っ た 者 * た ちの 括 威 を 陽 ん 
か ら 。 
が よ ™ し い お 方 。* 


密 に し て お くべ き 物 


to 


の) 


た 


照 )。 


給 を 導き 出す (こと の 出 
来る ) 者 は 、 そ れ 3 を 知っ た こ と で あろ うに 。 
も し 、 あな た 方 に 対す る ア の 


あな た 方 は シャ イタ ー ン * に 従 


アッ ラー* の 道 に お 


アッ ラー* は 犯 成 が よ り 厳 し く 、 懲 浪 


* の ど ご 恩 


僅か な 者 た 


円 


a 


参照 )。 


wn 


参照 )。 


アッ ラー* が 勝利 を お 約束 に な っ た の だ か ら 
医 ( ほ うき ) し て は な ら な い 、 と いう 


還 」 と は 、 そ れ を 不 


20 ラン 
Je ムン ォ つ 
シン タク 2 で 、 ン ュ イ ヤン 
SN36SY A LG 
シィ シン イラ タッ レ ング 4 で ニン ン 
gl oo あら 
タン そし こも し タ ン そ ィ マ し と ン ン ン 
ュ 25 し も ス うる (00 の a と っ の 


とこ で の 「 安 全 に 関わ る 諸事 」 と は 、 イ スラ ー ム * と ムスリム * の 安全 に 関わ る も の で 、 内 
。 一 方 「 恐 怖 に 関わ る 物 
スリ ム * た ちの 心 を 恐怖 に 陥れ る よう な 物事 ( ム ヤ ッ サ ル 91 
この 「 権 威 を 有する 者 」 と は 、 知 識 や 優れ た 知 
ャ ウ カ ー ニ ー782 頁 参 
つま り 、 そ の 知ら せ の 真意 の こと (前 掲 書 、 同 
た と え あ な た 一 人 で あっ て も 、7 
弱い 信仰 者 の 援助 を 放棄 


滞 に 貼 に すれ ば 、 ム 


参照 )。 


ュ グ 


計 を 備え た 者 。 あ る い は 指導 者 (アッ = テ シ 


、 敵 と の 戦い と 
こと (アル テク ルト ッ ゥ ピー5:293 


関連 する アー ヤ * と し て 、 雌 和牛 章 190、 悔 司 剖 36、 巡 礼 * 章 39 と それ ら の 訳注 も 参照 。 
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sa 


85. 


86. 


87. 


88. 


89. 


よい 執り 成 し を する 者 に は 誰 で も 、 その 
(よい 克美 の ) 分 け 前 が あろ う 。 ま た 、 悪 
い 執 り 成 し を する 者 に は 誰 で も 、 そ の (上 罪 
の ) 取 り 分 が あろ う 。 ア ッ ラ ー* は も と より 、 
全て の こ eo 


あな た 方 が 挨拶 さき れ た ら 、 それ より も っ と 丁 
重 な 挨拶 を する か 、 あ る い は それ (同様 の 
挨拶 ) を 返す の だ 。 本 当 に アッ ラー* は も と 
より 、 全 て の 清算 者 ' で あら れる の だ か ら 。 


アッ ラー* は 、 か れ 以 外 に 2 崇拝 "すべ きも の 
が な い お 方 。 か れ は 必ず や あな た 方 を 、 攻 
惑 の 余地 の な い 復 活 の 日 *c 召 集 さ れる 。 
一 体 、 ア ッ ラ ー* よ り も 真実 を 語る も の が あ 
ろう か ? 


(信仰 者 た ちよ 、 ) あな た 方 は 、 ど うし て 
偽 信 者 * た ち ! (の こと ) で 一 派 に 分 > れる の 
か ? ア ッ ラ ー* は 彼ら が 稼い だ ( 悪 ) 事 
え に 、 彼 ら を (不信 仰 と 迷 妄 に ) 陥れ 給 う 
た と いう の に ? あな た 方 は 、 アッ ラー* 
が 迷わ せ 給 うた 者 を 導 こ うと 望ん で いる 
の か ? 誰 で あろ うと ア ルー 迷わ せ 
られ た 者 に 、 あな た が 彼 の た め の ( 導 き の ) 
道 を 見 出す こと な ど 、 な い の だ 。 


UL 


IN 


A Os 
あな た 方 も 不信 仰 に 陥り 、 (彼ら の ) 同類 


に な る こと を ん で いる な は 彼ら が 
アッ ラー* の 道 に お いて 移住 * す る まで は 、 

計ら の 内 か ら 入 友 を 得 て は な ら な い 。 そし 

て も し 彼ら が (移住 * を 拒ん で ) 背 を 向け 


1 これ は 、 ム スリ ム * を 装 (よそ お ) っ た 偽 信者 * ら の 内 で も 、 不 信仰 ゆえ に マデ ィ ー ナ * に 移 


住 * し な か っ た 者 た ちの こと と され る (アッ = テ サ アァ アディ 
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違 参 照 )。 


ニャ スン 
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し Js) の を 


90. 


91. 


た な ら ば 、 彼ら を 捕え 、 見 つけ 次 第 、 彼ら 
を 殺 疫 す の だ 。 彼ら の 内 か ら 盟 友 も 援助 者 
も 、 得 て は な ら な い 。 


但し 、 あな た 方 と 盟約 を 結ん で いる 民 の も と 
に 身 を 寄せ る 者 た ち '、 あ る い は あな た 方 と 
戦う こと も 、 自分 た ちの 民 と 戦う こと も 嫌 が 
っ て 、 あな た 方 の と ころ へ や っ て 来 た 者 た ち 
? は 別 で ある 。 も し アッ ラー* が お 望み な ら 
ば 、 か れ は 彼ら を あな た 方 に 対し て 威勢 強く 
させ 、 (その 結果 ) 彼ら は (あな た 方 の 敵 と 
共に ) あな た 方 と 戦っ た こと で あろ う 。 も し 、 
彼ら が あな た 方 か ら 身 を 引い て あな た 方 と 
戦わ ず 、 あ な た 方 に 和平 を 申し 出る な ら ば 、 
アッ ラー* は あな た 方 に 彼ら へ の (戦い と い 
う ) 道 を お 許し に は な ら な い 。 


あな た 方 は 、 あ な た 方 か ら 安全 を 望み 、 ま 
た (不信 仰 者 * で ある ) 自ら の 民 か ら も 安 
全 で あり た いと 望む 、 別 の 者 た ち ? を 見 出す 
で あろ う 。 彼ら は (不信 仰 へ の ) 試練 に 戻 
され る 度 、 そ こ に 転落 する 。 そ し て 、 彼 ら 
が も し あな た 方 (と の 戦い ) か ら 身 を 引か 
ず 、 あ な た 方 に 和平 も 申し 出 ず 、 ま た ( 攻 
撃 の ) 手 を 止め も し な い の な ら 、 彼ら を 捕 
、 捕 獲 し 次 第 、 彼 ら を 殺す の だ 。 そ れ ら 
の 8 た ち に 対し て こそ 、 わ れ ら * は あな た 方 
に (交戦 の ) 明白 な 根拠 を 授け た の で ある 。 


1 ムスリム * と 休戦 協定 
つい て 

2 一 説 に これ は 、 マ ディ ー ナ * に 移住 
と を 免除 し て も ら っ た 者 た ちの こと (イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 5:153 参照 )。 

3 この 「 別 の 者 た ち 」 と は 、 ム スリ ム * 側 に は ムスリム * の 顔 を 見 せ 、 不 信仰 者 * で ある 
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や 玄 護 (ひご ) 協定 を 結ん で いる 民 の も と に 避難 (ひな ん ) し た 者 に 
は 、 そ の 民 と 同じ 位置 づけ が され る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 2:372 参照 )。 


* し た も の の 、 信 仰 者 た ちと 共に 


分 た ちの 民 と 戦う こ 


分 の 


民 に は 不信 仰 者 * の 顔 を 見 せる 、 偽 信者 * の こと で ある と 言わ れる ( ム ヤ ッ サ ル 92 頁 参 照 )。 
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93. 


信仰 者 が 信仰 者 を 殺 は め る こと が あっ て は 
な ら な い 。 信 い 過失 の 場合 は 別 で ある 。 

それ で 過失 か ら 信 仰 者 を 殺め て し まっ た 
者 に は 誰 で も 、 信仰 者 の 首 一 つの 解放 と 、 

その 遺族 へ の 代 貸 金 (が 義 務 づ けら れ 
る ) 2 . だ が \、 彼ら (被害 者 の 遺族 ) が (免責 
を ) 施し て や る 場 合 は 別 で ある 。 また 、 彼 
(第 填 者 ) が あな た 方 に 敵対 し て いる 民 に 
届 す る 信仰 者 で あっ た ら 、 信仰 者 の 首 一 つ 
の 解放 。 また 、 彼 (被害 者 ) が あな た 方 と 
前 約 を 結ん で いる 民 に 届 す る 者 で あっ た 
ら 、 その 遺族 へ の 代償 金 と 、 信仰 者 の 首 一 

つの 解放 。 そし て (信仰 者 の 改革 ある い 
は それ を 解放 する 財産 を ) 見 出せ な い 者 
は 、 ア ッ ラ ー* が 悔 悦 を ね お 受け 入れ に な る よ 
う 、 連 続 二 ヶ 月 の 斎 戒 * を (義務 づけ られ 
る ) 。 アッ ラー* は も と より 、 全 知 者 、 英 知 
あふ れる * お 方 で あら れる 。 


一 方 、 誰 で あろ と 信仰 者 を 故意 に 殺め る 
者 、 tT 
に 永遠 こ 留 まる 。 そし て アッ ラー* は 彼 を お 
怒り に か 、 彼 を 呪 わ れ ?、 彼 の た め に この 
上 な い 微 信 を ご 用 意 に な る 。* 


る (アル テバ イダ ー ウ ィ ー2:234 参照 )。 


2 こと で の 「 


対価 の こと 。 被 害 者 の 遺族 に 対し て 支払 われ る 。 
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こ で の 「 首 」 は 、 奴 隷 の こと 。 身体 の 一 部 の 言及 に よっ て 、 人 間 の 全身 が 表わさ れ て い 


代償 金 」 は 、 キ サー ス 刑 (雌牛 章 178 参照 ) の 免除 と し て 課せ られ る 、 生 命 の 


「 ア ッ ラ ー* の 呪い 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 88 の 訳注 参照 。 
4 先代 ・ 後 代 の 学者 の 大 半 は 、 故意 の 殺人 者 に も 悔 悟 の 余 


地 は 残さ れ て お り 、 真 に 悔 悟 し 、 従 


順 な し も べ と な り 、 正 し い 行 い * を 行う な ら ば 、 悪 行 は 善行 に 替え て も ら え る と する 。 ま た 、 
信仰 者 が 地獄 に 永遠 に 留まる こと が な いこ と は 、 多 く の 伝承 に よっ て 明らか に され て いる 


(イブ ン ・ カ スィ ー ル 2:380-381 参照 )。 識 別 章 68-71 も 参照 。 
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94. 信仰 する 者 た ちよ 、 あ な た 方 が アッ ラー* | ax と 5 は 2 
の 道 に 出征 する 時 は 、( 事 を 慎重 に ) 見 極 RR NS 
め る の だ 。 そ し て あな た 方 に (イス ラー ム RN 


* の ) 挨拶 を する! 者 に 向かっ て 、 現 世 の 生 i 0 
活 の つま ら ぬ 利益 を 求め つつ 、「 あ な た は oe ' 
信仰 者 で は な い 」 と 言っ て は な ら な い 。 ア | 


ッ ラ ー* の 御 許 に こそ 、 ふ ん だ ん な 倫 美 が あ ー Oo テー 
る の だ か ら 2。 あ な た 方 も あか つて は そう で あ oe i Ele 
っ た の だ が 、 ア ッ ラ ー* が あな た 方 に お 恵み Dh DR I 


を 与え て 下さ っ た の だ 3。 な ら ば (慎重 に ) 
見 極め よ 。 本 当 に アッ ラー* は も と より 、 あ 
な た 方 の 行う こと に 通 暁 され て いる お 方 。 
95 信仰 者 の 内 で 支障 も な い の に (出征 せ ず に | Jose 
家 に ) 居 残 る 者 た ちと 、 ア ッ ラ ー* の 道 に お i 


いて 中 ら の 財 と y を か け て 太 較 する 者 た ち tea 1 
は 同等 で は な い 。 自 ら の 財 と 命 を か け て (WE 人 CM ペイ i ~ 


奮闘 する 者 た ち を 、 ア ッ ラ ー* は (支障 ゆえ 
に ) 居 残 る 者 た ちよ り も 、 一 段階 上 に 置か れ 
た 。 ア ッ ラ ー* は その いずれ に も 、 最 善 の も 
の * を お 約束 され た の だ 。 そし て ア ッ ア ー* 
は 、 准 関 する 者 た ち を 居 残 る 者 た ちの 上 に 、 
偉大 な 褒美 で も っ て 優越 させ られ た の だ 。 


ある い は 、 自 分 が ムスリム * で ある と 言っ た り 、 シ ャ ハー タダ * の 言葉 を 口 に し た りす る 者 の 
と と (アッ = テ タ バリ ー3:2471 参照 )。 
教 友 * イ ブン ・ ア ッ バ パー ス * に よれ ば 、 バ ヌー・ ス ライ ム 族 の 男 が 一 頭 の 羊 を 率い て 、 教 友 * 
た ちと 遭遇 し た 。 彼 は 教 友 * た ち に イス ラー ム * の 挨拶 を し た が 、 教 友 た ち は 「 こ いつ は 、 
あな た 方 か ら 保身 する た め に (ムスリム * を 装っ て ) 挨拶 し た の だ 」 と 言い 、 彼 を 殺害 し 、 
羊 を 礁 っ て し まっ た 。 彼 ら は 羊 を 連れ て アッ ラー* の 使徒 * の も と に や っ て 来 た が 、 そ の 時 
この アー ヤ * が 下っ た (アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー3030 参照 )。 

3 彼ら 信仰 者 た ちの 多く も 、 か つて は マッ カ * の 不信 仰 者 * の 中 で 信仰 を 隠し つつ 暮らし て い 
た 。 そ し て 彼ら が あや め た 者 も また 、 不 信仰 の 民 の 中 で 信仰 を 隠し て 生き て いた の で ある 。 

し か し アッ ラー* は その お 恵み で も っ て 、 彼 ら が 信仰 を 公 け に する こと が 出来 る ほど まで に 、 
勢力 を 強め て 下さ っ た の だ (アッ = テ タ バリ ー3:2476-2477 参照 )。 


4 ここ で の 「 最 善 の も の 」 は 天国 の こと で ある 、 と 言わ れる ( ム ヤ ッ サ ル 94 頁 参照 )。 
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(それ ら の 秦 美 と は 、 ) か れ か ら の 数 々 の 
位 ! と 、 お 落し と 、 ご 慈悲 で ある 。 アッ ラ 
ー* は も と より 、 需 し 深い お 方 、 慈 愛 深 い * 
お 方 で あら れる 。 


本 当 に 、 自 分 自身 に 不正 * を 働い た 状態 の 
まま 、 天使 "た ち に (その 強 を ) 召さ れ た 
者 た ち ? (は 、 破滅 し た ) 。 (天使 * た ち は 、 
彼ら を 符 め て ) 言う 。「 あ な た 方 は (生前 、 
宗教 に 関し て ) どの よう な 状態 に あっ た の 
か ?」 彼 ら は 、 (答え て ) 言う 。「 私 た ち 
は 、 地 上 で 抑圧 され て いた 者 た ち で し た 3」。 
彼ら (天使 * た ち ) は 、 言 う 。「 ア ッ ラ ー* 
の 地 は 広大 で あり 、 あ な た 方 は そこ で 移住 
* す る こと が 出来 た の で は な いか ?4」 それ 
ら の 者 た ちの 住処 は 地獄 で ある 。 そ れ は 何 
と 悪い 還 り 所 で ある こと か 。 


し か し (移住 * す る ) 策 も 立て られ ず 、 道 
も 知ら な か っ た 、 男 た ち 、 女 た ち 、 子供 た 
ちと いう 弱者 た ち ? は 別 で ある 。 


それ ら の 者 た ち は 、 ア ッ ラ ー* が 大 目 に 見 て 
下さ ろう 。 ア ッ ラ ー* は も と より 、 ( 罪 を ) 
よく 損 急 され る お 方 赦し 深い お 方 で あら 
れる 。 
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「 位 」 と は 、 天 国 に お ける 高い 位階 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 94 頁 )。 


嘘 の 言い 訳 (アル テバ ガウ ィ ー1:685 参照 )。 
10 と その 訳注 も 参照 。 
語 に 関す る 訳注 も 参照 。 


可能 で あり な が ら 、 移 住 * せ ず に 不信 仰 の マッ カ \* 社 会 に 留まっ た ムスリム * た ちの こと 。 一 
説 に は 、 彼ら は バド ル の 戦い * の 際 に マッ カ * 軍 と 
り 命 を 失っ た り 、 捕虜 (ほり ょ ) 
タバ リー3:2484-2489 参照 )。 戦 利 品 * 章 50 と その 訳 沼 
これ は 、 
昌 昧 章 56、 集 団 


ょ に 駆り 出さ れ 、 ム スリ ム * 軍 の 攻撃 に よ 
に な っ た り し た (アル テ ブ ハー リー4596・7085、 ア ッ テ 
E も 参照 。 
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し Jl 5 ) と を 


100。 アッラー* の 道 に お いて 移住 * す る 者 は 誰 


102. 


で も 、 地 上 に 広い 避難 所 と ゆとり を 見 出す 
で あろ う 。 そ し て 、 アッ ラー* と その 使徒 * 
の も と に 移住 * す べく 自分 ) の 家 を 後に し 

それ か ら (目的 地 に 猟 寺 する 前 に ) 死 を 錠 
える 者 は 誰 で も 、 その 礁 美 が みず や アッ ラ 


ー の 御 許 で 確定 する の だ 。 ア アッ ラー* は も 
と より 赦し 深い お 方 、 慈 慈愛 深い * お ね 方 。 


(信仰 者 た ちよ 、) あな た 方 が 地上 を 旅 
する 時 、 も し 不信 仰 に | 陥っ た 者 * た ち が 危 
害 を 加え て くる 恐れ が ある な ら は 、 礼拝 
を 短縮 し て も あな た 方 に 罪 は な い '。 本 当 
に 不信 仰 者 * ら は 元 来 、 あな た 方 に と っ て 
の 紛れ も な い 敵 で ある 。 


また (預言 者 * よ ) 、 あ な た が 彼ら と 共に 
(戦場 に ) あり 、 彼 ら を 率い て 礼拝 する 
時 2 に は 、 (彼ら を 二 つ の 集団 に 分 け 、 そ 
の ) 一 団 を あな た と 共に (礼拝 に ) 立た 
せ 、 彼 ら に 自分 た ちの 武器 を 持た せよ 。 
そし て 彼ら が サジ タダ * す る 時 に は 、 ( 別 の 
一 団 を ) あな た 方 (礼拝 中 の 一 団 団 ) の 後 
ろ に いさ せ (て 、 護 衛 させ ) る の だ 。 そ 
れ か ら 、 ま だ 礼拝 し て いな いそ の 別 の 一 
団 に 来 さ せ て 、 あ な た と 共に 礼拝 させ よ 。 
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し … 恐 れ が ある な ら ば 」 と いう の は 、 当 時 の 大 方 の 状況 の 描写 に 過ぎ ず 、 礼 拝 の 短縮 


大 半 の 学者 は 、 


旅行 者 が ある 一 定 の 条件 下 で 、 


四 ラ クア の 礼拝 を ニラ ク 


短縮 で きる と いう 見 解 を 示し て いる (イブ ン ・ カ スィ ー ル 2:393-394 参照 )。 
は 「 恐 れ の 礼拝 」 と 呼ば れる 礼拝 。 ア ー ヤ * の 中 で は その や り 方 の 詳細 に は 触れ られ て いな 


数 多く の 


伝承 に よっ て 、 


だ け 先 導 者 と 共 


)、 先 導 者 が 二 ニラ クア 
( ム ヤ ッ サ ル 95 頁 参 照 )。 


に 行い 、 二 ニラ クア 
に は 別 の 集団 が や っ て 来 て 、 先 導 者 と 共 
を 終え た 後に は 、 も う 一 ラク ア ( 彼 ら に と っ て の ニラ クア 目 ) 


2 式 が 伝え られ て いる (アブ ー・ ハ イヤ ー ン 3.276-277 参照 )。 


目 は 自分 た ち で 行う 。 先 
に 礼拝 し (彼ら に と っ て は 一 ラ 
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そし て 用 心 さ せ 、 武器 を 持た せる の だ 。 
不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち は 、 あ な た 方 が 自 
分 た ちの 武器 や 装 備 品 を お ろ そ か に し 5 
それ で 彼ら が あな た 方 に 一 斉 に 襲い か か 
れ た な ら 、 と 望ん で いる 。 も し 雨 に よる 
害 が あっ た り 、 あ な た 方 が 病気 だ っ た り 
し た ら 、 自分 ) た ちの 武器 を 置い て も 、 あ 
な た 方 に 罪 は な い 。 用 心 せよ 。 . 本 当 に ア 
ッ ラ ー“ は 不信 仰 者 * た ち に 、 屈辱 的 な 懲 

貞 を ご 用 意 な され た の だ 。 


そし て あな た 方 が 礼拝 を 終え た な ら ば 、 立 
っ た まま 、 座っ た まま 、 横たわっ た まま 、 
アッ ラー* を 唱 邊 7 念 せよ 。 そし て 安全 に な っ 
た ら 、 (通常 通り の 形 で ) 礼拝 を 遵守 * せ 
よ 。 本 当 に 礼拝 は も と より 、 信仰 者 に 対し 
て 定刻 に 義務 づけ られ て いる の だ か ら 。 


あな た 方 は 、 英 を 追う こと に 弱気 に な っ て 
は な ら な い 。 あな た 方 が 苦し か っ た と し て 
も 、 本 当 に 彼ら も 、 あな た 方 が 苦し む よ う 
i ee し か も あな た 方 

ょ 、 彼 ら が 期待 し て は いな いも の ! を アッ 
1 し て いる 。 アッ ラー* は も と 
より 全 知 者 、 英 知 あ ふれ る * お 方 。 


(使徒 * よ 、) 本 当 に われ ら * は 、 あ な た 
に 真理 の 啓典 を 下 し た 。 (それ は ) アッ 
ラー* が あな た に お 示し に な っ た も の に 
ま ら や 。 あな た が 人 々 の 間 を 裁く た めで 
ある 。 そ し て 、 其 く 者 た ちの 弁護 者 と な 
っ て は な ら な い “*。 


1 来世 で の 褒美 や 、 勝 利 、 


2 この 
リム 


ラン イレ っ 5 レン 2 ララ スペ 
に eo 
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み ラー ヤン マイ ン ンー タッ ァ ン ン 
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アッ ラー か ら の に と 援 助 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 95 真 参照 )。 


一 連 の アー ヤ * が 下っ た 背景 を 示す 伝承 の 大 筋 は 、 以下 ひよ うな も の で ある : ある ム ス 
* が 他人 の 鎧 (よろ い ) を 不当 に 人 入手 し 、 彼 と その 部 族 が 共同 し て その 罪 を ある 者 (一 
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106. 


107. 


108. 


109. 


110. 


そし て アッ ラー* の お 赦し を を う の だ 。 本 
当 に アッ ラー* は も と より 、 救 し 深い お 
方 、 慈 愛 深い * お 方 な の だ か ら 。 

そし て 、 ( 罪 を 犯す こと に よっ て ) 自 
ら を 匠 く 者 た ち を 弁護 し て は な ら な 
い 。 本 当 に アッ ラー* は 、 央 財 に 満ち 、 
罪 に 消 れ た 者 を お 好み に は な ら な い 
の だ か ら 。 


彼ら は 人 々 か ら (自分 た ちの 罪 を ) 隠 そ 
うと は する が 、 ア ッ ラ ー* か ら 隠 そう と は 
し な い 。 彼 ら が 、 か れ の お 喜び に な ら な 
い 言葉 を 夜中 に 企む お! 時 で も 、 か れ は 彼ら 
と 共に お られ る ? と いう の に 。 ア ッ ラ ー* 
は も と より 、 彼 ら の 行う こと を 名 く 包囲 
+ され て いる お 方 。 


ほら 、 本 当 に あな た 方 と いう 人 た ち は 、 
現世 の 生活 に お いて 彼ら を 弁護 し た 。 で 
は 誰が 復活 の 日 『* に 、 ア ッ ラ ー* に 対し て 
彼ら を 弁護 する の か ? いや 、 誰 が 彼ら 
の 代理 人 と な る の か ? 


悪事 を 行っ た り 、 自 ら に 不正 * を 働い た 
り し て も 、 そ の 後 ア ッ ラー*( に (自分 の 罪 
の ) お 赦し を を う 者 は 誰 で も 、 ア ッ ラ ー* 
が 散 し 深い お 方 、 慈愛 深い * お 方 で ある の 
見 出す で あろ う 。 
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2 る RE NAN 


ア ン レーシ ラジ 
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スン 52 うく のび ひ う 


アビ る タン ンタ や ーー マイ ニー ョ ンー 一 
OS 5 と 1( 衣 キ と 


説 に は ユダ ヤ 教 徒 め に 擦 (な す ) り 付 け よ うと し た 。 預言 者 * ム ハン マ ド * は それ を 一 昌信 
じ か け た が 、 そ の 折 に これ ら の アー ヤ * が 下り 、 真 相 が 明らか に な っ た (アッ ニティ ルミ ズ 


ォ ー 
無実 の 者 に 罪 を 着せ た り 、 嘘 の 替 い や 偽証 (ぎし ょ う ) を し た りす る た め 、 企 こと ( ア 


ル テ バ イダ ー ウ ィ ー2:250 参照 )。 ア ー ヤ *105 の 訳注 も 参照 。 


= 


3036、 ア ッ タ バリ ー3:2522-2528 参照 )。 


2 つま り 彼 ら の こと を お 見 通し で ある 、 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 96 真 参照 )。 
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st 


111. 
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113. 


114. 


115. 


また 、 誰 で あろ うと 罪 を 犯す 者 は 、 自 分 
自身 を 害 す べ くそ れ ! を 稼い で いる に 外 な 
ら な い 。 ア ッ ラ ー* は も と より 、 全 知 者 、 
英知 あふ れる * お 方 で あら れる 。 


そし て 首 ちゃ 罪 ? を 犯 し た 後 、 それ を 無実 
の 者 に 擦り 付け る 者 は 誰 で も 、 確か に 大 忠 
と 紛れ も な い 罪 を 脊 負 い 込ん で いる の だ 。 


(使徒 * よ 、 上 も し あな た へ の アッ ラー* の 
讐 と ご 慈悲 が な か っ た な ら ば 、 彼 ら 
の 一 派 は 、 あな た を 迷わ そう と 思い 立っ た 
で あろ う 。 彼ら が 迷わ ちせ る の は 自分 自身 に 
外 な ら ず 、 彼 ら が あな た を 害する こと な 
ど 、 少し も 出来 や し な い の だ が 。 アッ ラー 
* は あな た に ) 啓典 と 英知 * を 下 し 、 あな た か 
(か つて ) 知ら な か っ た こ と を 教示 され 
た 。 そ し て 、 あ な た に 対す る アッ ラー* の 


ご 損 電 は も と より 、 偉 大 な の で ある 。 


彼ら の 密談 の 多く は 無益 で ある 。 但 し 、 施 
し ゃ 普 事 へ 人 々 の 間 の 調停 を 命 じ る 者 (の 
密談 ) は 別 で ある 。 ア ッ ラ ー* の ど 満 悦 を 
ん で そう する 者 に は 誰 で も 、 われ ら * が 
や が て 、 こ の 上 な い 案 美 を 授け よう 。 


また 、 誰 で あろ うと 、 自ら に 導 『 き が 明 ら 
か に な っ た 後に 及 ん で 更 徒 * に 歯 向かい 、 
信仰 者 ら の 道 以 外 の も の を 追求 する 者 、 
われ ら * は 彼 を 役 が 向かっ た も の へ と 放 
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1 「 そ れ 」 と は 、 罪 を 犯し た 結果 と し て の 罰 の こと (アッ テニ サ ァ ディ ー200 
一 説 に 、 こ と で の 「 過 ち 」 は 故意 の も の と そう で な いも の の 両方 が 含ま れる が 、「 罪 」 は 故 
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参照 )。 


ュ グ 


意 に 行っ た も の の み を 指す と され る (アッ ニテ タバ リー3:2531-2532 参照 )。 


3 ここ で の 「 英 知 」 は スン ナ *\ の こと で ある 、 と 言わ れる ( ム ヤ ッ サ ル 96 
4 この 「 善 事 ] に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 104 の 同 語 


参照)。 


に つい て の 訳注 を 参照 


Oo 
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し Js) の を 


116. 


117. 


118. 


119, 


っ て お き 、 地獄 に 入れ て 炎 っ て や る 。 そ 


れ は 何と 悪い 還 り 所 で あろ うか 。 
本 当 に アッ ラー* は 、 か れ と 共に ( 何 か が ) 


I er 
る と と は な い が 、 そ れ 以外 の と と は 、 御 や 
に 適う 者 に お 赦し に な る 。 アッ ラー* に 対 
22 の で らい 
遠く へ 迷い 去っ て し まっ て いる の だ 。 


彼ら は 、 か れ (アッ ラー や を 差し お いて 
女性 ! に 祈っ て いる に 過ぎ な い 。 そ し て 彼 
ら は 、 (アッ ラー* に 対し ) 反逆 的 な シャ 
イタ ー ン * に 祈っ て いる に 過ぎ な い の だ 。 


アッ ラー* は 彼 (シャ イタ ー ン ? を 呪 わ れ た 
2。 そし て (シャ イタ ー ン “は 、 こと う ) 言う だ 。 

「 私 は あな た の 僕 た ちの 内 か ら 、 一 定 の 取 
り 分 * を 必ず や 頂い て みせ ま ee う 。 


また 彼ら を 迷 夢想 に 乏 ら せ (て 私 
に 従わ せ ) ヽ i じ て 3 家畜 の 耳 を 切 
断 さ せる よう に し まし ょ う 。 ま た 私 は 彼 


ら に 命じ て 、 ア ッ ラ ー* の 創造 を 変え させ 
まし ょ う 4| 。 誰 で も アッ ラー* を 差し お い 


— 


て いた 偶像 ! 
称 が 付け られ て いた た め 
ッ テ タ バリ ー3:2541-2543 参照 )。 星 章 19.23 と その 訳注 

「 ア ッ ラ ー* の 呪い 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 88 の 訳注 参 ) 
に 関し て は 、 雌 牛 章 34.39、 高 壁 章 11-25、 


to 


洞窟 章 50、 タ 
3 「 一 定 の 


原語 で は 文字 通り 「 女 性 (イナ ー ス )」 で ある 。 
こ は 、 専 (も っ ぱ ) ら ア ッ = テ ラー ト と か ア / 
こと で 「 女 性 」 


、 役 ら の 偶像 が こ 


・ ノ ハ 


取り 分 


= 


4 「 家 畜 の 目 
と 呼ば れる ラク ダ の 
ー* の 創造 の 変更 


参照 )。 


当時 の マッ カ * の 不信 仰 者 * た ち が 宗 電 


の 切断 」 は イス ラー ム * 以 前 の 不信 仰 的 習慣 で 、 
印 の た め と 言わ れる (アッ = タバ リー4:2544 参 
戸 」 は アッ ラー* の 宗教 その も の の 改変 を 始め 、 刺 青 や 美容 整 


メッ タン イン Re J ン 
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DY GA 
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イッ イレ バン イン テイ も イン 
スジ の 3 を 2 ツメ を し ジ ツ 5 


内 まい | 
2 52 235 


こつ らら Es 


マン ーーー 


SS 


い 


攻 し 
レー= ウ ッ ザ ー な ど と いう 女性 形 の 名 
と 描写 され た の だ と 言わ れる ( ア 
も 参照 。 


この 話 の 背景 に ある こと 


哲 。 ま た 、 


アル ニテ ヒジ ュ ル 上 章 28-42、 夜 の 旅 章 61-65、 
草 116-123、 サ ー ド 章 71-83 と その 訳注 も 参照 。 


*」 と は 、 シ ャ イタ ー ン * に 従っ て 迷わ され る 者 た ちの こと ( ム ヤ ッ サ ル 97 


食卓 章 103 参照 ) 
招 )。 ま た 「 ア ッ ラ 
有形 な ど 、 宗 教 


パ ビ ー ジ 


に お いて 禁じ られ て いる 創造 上 の 改変 な ども 含ま れる と いう (前 掲 書 4:2545-2549 参照 )。 
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ン ン ッ 


で シャ イタ ー ン * を 盟友 と する 者 は 、 確か CI LS BN 
に 明らか な 損失 を 被っ て いる の だ 。 

120. 彼 (シャ イタ ー 0 6 のり と 二 こ リコ 
束 を し 、 (虚妄 と 天 幅 の ) 夢想 を 膨 ら OHINNN 


せる 。 そし て シャ イタ ー ン が 彼ら に * 電 
する の は 、 到 き 以外 の 何 も の で も な い 。 


121. それ ら の 者 た ち 、 彼 ら の 住処 は 地獄 で あ EE Oi 
る 。 彼 ら は そこ か ら の 、 い か な る 逃げ 道 DC GE DY 
も 見 出す こ と が な い 。 

122. われ ら * は 信仰 し て 正しい 行い * を 行う 者 る edb 
を 、 そ の 下 か ら 川 が 流れ る 楽園 に 入れ て EE Ei 
90 Tt 
まる 。 アッ * の 真 な る お 約束 (を 、 信 


RO 。 一体 、 
アッ ラー* よ り も 真実 の 言葉 を 語る 者 な 
どい よう か ? 


123. (ムスリム * た ちよ 、 アッラー* の お 約束 0 
に iD みな た な の に よる の で も な SE 
れ ば 、 啓 典 の 民 * の 夢想 に よ (っ て 得 ら OE TE 人 の 
れ ) る の で も な い 。 也 事 を 行う 者 は 誰 で 
も その 報い を 受け る の で あり 、 そ の 者 は 
アッ ラー* の 外 に 、 自 分 ) に と っ て の いか 
な る 底 護 者 や 援助 者 も 見 出す こと が な 
い の だ 。* 


一 説 に この アー ヤ * は 、 ユ ダ ヤ 教 徒 * や キリ スト 教徒 * が ムスリム * に 対し て 「 我 々 は 
あな た 方 より も 優れ て いる 。 我々 の 宗教 と 啓典 と 預言 者 * は 、 あ な た 方 の も の に 先 立 
っ て いる か ら で あ る 」 と 言い 、 か た や ムスリム * が 「 我 々 の 啓典 と 預言 者 * は あな た 
方 の それ より も 後に 下さ れ た の で あり 、 あ な た 方 は 我々 に 従う よう に 命じ られ て い 
る 。 ゆ え に 我 々 の 方 が 優れ て いる の だ 」 と 言っ た こと に 関し て 、 下 され た と 言わ れ 
る 。 つ まり 救済 と は 単なる 願望 や 思い 込み で は な く 、 ア ッ ラ ー* に 従い 、 使 徒 * た ち 
に よっ て 伝え られ た か れ の 教え を 実践 する こと に よっ て 達成 され る (イブン ・ カ スィ 
ー ル 2:417 参照 )。 


4. 婦 人 章 185 NS et 


124. そし て 男性 で あれ 女性 で あれ 、 誰 で あろ bk 
うと 信仰 者 で 正しい 行い * を 行う 者 、 そ れ A me 
ら の 者 た ち は 天 国 に 入る 。 彼 ら は 、 斑点 ! 一 ER DE 


つ ほ ども 不正 * に 扱わ れる こ こと は な い 。 


125. 誰 で あろ うと 、 普 を 尽く す 者 で あり つつ 、 の NE 
ア ッ ラ ー* の み に 顔 を 向け て 服従 し ^ 純 
正 な ミイ ブ プ ブラー ヒー ム * の 教え を 踏襲 する 
者 より も 、 よ い 宗 教 の 者 が いよ うか ? 
アッ ラー* は イブ ラー ヒー ム * を 、 (か れ 
に ) 近しい 者 と され た の で ある 。 


126. そし て 諸 天 に ある も の も 大 地 に ある も の EC も い 作 で 
も (全て ) 、 ア ッ ラ ー* の も の 。 ア ッ ラ ー* 


> ラタン ター 


ティ Ami IM 本 人 
OE NS 


ン 2 4 ゼ PU 
は も と より 、 全て を 包囲 され て いる * お 方 。 の Pe 
127. (預言 者 * よ 、) 彼ら (人 々 ) は 、 女性 た ri 

2 ンコ 2 

(に 関す る 法規 定 ) に つい て 、 あ な た | oo 

に 教示 を 請う 。 言っ て や る が いい 。「 ア 9 で て の O っ と つら 

ッ ラ ー* は 、 彼女 ら に つい て 教示 を 下さ れ A A EN 

る 。 ま た 、 族 典 の 中 で あな た 方 に 議 み 間 23260 こ CA と 889 


か され る こと * が (、 教 示 を 下す ) 。 あな Sauce A LS 
た 方 が (権利 と LT) 定め られ た も の を cal 5 Ny タラ 2 人 5 
与え ず 、 ま た 結婚 させ よう と も し な い 5、 EAE RR 


1 「 斑 点 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *53 の 訳注 を 参照 。 

2 「 善 を 尽く す 者 で あり つつ 、 ア ッ ラ ー* の み に 顔 を 向け て 服従 」 す る こと に 関し て は 、 雌 和牛 
章 112 の 訳注 を 参照 。 

3 ここ で の 「 純 正 」 の 意味 に 関し て は 、 雌 和牛 章 135 の 訳注 を 参照 。 

イブ ン ・ ア ティ ー ヤ * に よれ ば 、「 女 の 孤児 」 に 関し て 下っ た クル アー ン * は 本 章 の アー ヤ \3 
(アル = テ ブ ハー リー4574 も 参照 ) で あり 、 ま た 「 子 供 ら の 内 で も 、 か 弱い 者 た ち 」 に 関 

し て 下っ た の は 、 女 性 や 子供 に 対す る 遺産 相続 の 権利 を 定め た 本 章 ア ー ヤ \*11、「 孤 児 を 公 

正 に 待遇 」 する こと に 関し て 下っ た の は 、 本 章 の アー ヤ *2 で ある 、 と いう (2:118 参照 )。 

遺産 や 、 正 当 な 額 の 婚 資 金 * を 始め と し た 諸 権 利 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 98 買 参照 )。 

当時 の アラ ブ 社 会 で は 、( 自 分 が 結婚 で きる 関係 に ある ) 女 の 孤児 の 後見 人 は 、 不 正 * を 働 

く こ と が あっ た 。 自 分 自身 が 彼女 と 結婚 し た く な い 場 合 、 そ れ は 彼女 の 財産 に 不当 に 手 を 

つけ た り 、 そ の 財産 を 自分 が 利用 し た い が た め に 彼女 を 結婚 か ら 阻 ん だ り 、 結 婚 さ せ て も 


m 


oo 
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sa 


128. 


129. 


女 の 孤 児 た ち に つい て 。 そ し て 子供 ら の 
内 で も 、 か 翌 い 者 た ちと 、 あな た 方 が 孤児 
を 公正 に 待遇 し な けれ ば な ら な いこ と に 
つい て (、 教示 を 下す ) 」 。 あ な た 方 が 
どん な 善行 を 行っ て も 、 本 当 に アッ ラー* 
は も と より 、 そ れ を ど ご存知 に な る お 方 で 
あら れる 。 


も し 女性 ( 事 ) が その 主人 ( 夫 ) に つれ 
な くさ れ た り 、 避 けら れ た りす る こと を 
知っ た の で あれ ば 、 二 人 が 互い に 和解 し 
合っ て も 罪 は な い 。 和解 が 、 よ り 善 い の 
で ある 。 次 欲 さ は 人 間 と 、 切っ て も 切れ 
な い の だ が 2。 そし て 、 も し あな た 方 が ( 妻 
に 対し て ) よく し て や り 、 (彼女 ら に 関 
し て アッ ラー* を ) 黒 れる * の で あれ ば 、 
本 当 に ア ッ ラ ー* は も と より 、 あな た 方 の 
成す こ と 全て に 通 時 さ れ (、 それ ら の 善 
行 に お 報い 下さ ) る お 方 で ある 。 


( 男 た ちよ 、) あな た 方 は た と え 懸 命 に な 
っ た と し て も 、 女性 ( 吾 ) た ち を (愛情 に 
お いて ) 平等 に 扱う こと な ど 出 来 な い 。 


で 


し 


I de CER 
ラ タン ラン シン 
oe 2 に 5 


Nb 
OK i 


4 NG bsd テコ 


7 A 
FA RA 


彼女 の 婚 資金 * を 不当 に 奪っ た りす る こと だ っ た 。 また 、 彼女 が 美貌 や 財産 を 有 し て いた 場 


へ 
= 


ー ヤ *3 も 参照 )。 尚 、 
っ て いる 」 と いう 解釈 も 可能 
夫婦 が 互い に 、 扶 養 や 共に 過ごす 時 間 の 割り 
解す る こと ( ム ヤ ッ サ ル 99 
2 複数 の 妻 を 有する 夫 は 、 イ スラ ー 


= 


ら が # 


隊 
ザム ア 
ー リ ー5212 参照 )。 


規定 


き 婚 を 望ん で も 、 非 常に 少な い 婚 資 金 * し か 与え な か っ た りす る こと も あっ た ( ア 
[結婚 させ よう と も し な い 」 と いう アラ ビア 語 の 表現 は 「 結 婚 し た が 


(アッ = テニ サ ァ ディ ー206 


参照 )。 


* は 、 自 分 の 割り 当て の 日 を 、 自 ら : 


アル = カー スィ ミー* 


当て な どの 権利 と 義務 を 譲り 合う こ 


参照 )。 


と で 、 和 


ム * に お いて 、 各々 の 妻 に 対し 扶養 や 共に 過ごす 時 間 の 割 
当て な ど を 平等 に する 義務 が ある 。 だ が 預言 者 * ム ハン マ ド * の 妻 の 一 人 サウ ダ ・ ビ ント ・ 
E ん で 別 の 妻 ア ー イ シャ \ 
に よれ ば 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * が 年 を と っ た 彼 
女 を 離婚 し よう と し た の が この 出来 事 の 原因 だ と する 説 は 、 信 頼 に 値する 伝承 に 基づい て 
は いな い 。 そ し て 彼 が 彼女 の 申し 出 を 受け 入れ た の も 、 ひ と え に 彼 の 共同 体 に 対し その 法 
と 合法 性 を 示す た めで あっ た の だ と いう (4:1597)。 


に 譲っ た (アル テ ブ ハ 


4. 婦人 章 


187 


ss 


130. 


131. 


132. 


も し か れ が お 望み に な れ ば 、 人 々 よ 、 あ 


な ら ば 、 あ な た 方 は ( 姦 を ) 完全 に 放っ た 
ら か し に し て 、 彼女 を 宙 ぶ ぶら りん の 状態 に 
し て は な ら な い '。 そし て あな た 方 が ( 妻 
に 対す る 義務 に お 5 いて 行い を ) 正 し 、 ( 彼 
女 ら に 関し アッ ラー* を ) 長 れ る * な ら ば 、 
本 当 に アッ ラー* は も と より 赦し 深い お 
方 、 ND EE 


そし て も し 彼ら 二 人 が 離縁 する な ら 、7 
ラー か その間 か き で 同人 (の 区) を 浴 た 
し て 下さ ろう 。 アッ ラー* は も と より 広 量 * 
な お 方 、 英 知 あふ れる * お 方 で あら れる 。 


諸 天 に ある も の と 大 地 に ある も の は 、 ア 
ッ ラ ー* の も の 。 そ し て われ ら * は 、 あ な 
た 方 以前 に 啓典 を 与え られ た 者 た ちと 、 

あな た 方 ( ム ハ ン マ ド * の 共同 体 ) に 、「 ア 
ッ ラ ー* を 長 れ よ *」 と 確か に 命 じ た 。 諾 
と え 、 あ な た 方 が 不信 仰 に 陥 ろ うと も 、 

諸 天 に ある も の と 大 地 に ある も の (全て ) 
ば は 、 デ ッ ラ ー* の も の 。 アッ ラー* は も と 
より 、 満ち足り て お られ る * お 方 、 称 賛 さ 
れる べき * お 方 で あら れる 。 


そし て 諸 天 に ある も の と 大 地 に ある も の 
は 、 ア ッ ラ ー* の も の 。 ア ッ ラ ー* は 全て を 請 
け 負 われ る * お 方 と し て 、 万 全 で あら れる 。 


な た 方 を 滅ぼし 、 別 の 民 を 出現 させ 給 う 
で あろ う 。 ア ッ ラ ー* は そもそも 、 そ れ が 
お 出来 の お 方 。 


1 預言 者 ムハンマド * は 仰 (お っ し ゃ ) っ た : 「 妻 が 二 
者 は 、 復 活 の 日 
また 
態 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 99 


人 ある の に 、 


* に 体 半 分 が 月 れ た 形 で 現れ る で あろ う 」 


上 参照 )。 


@ じ っ 3 直っ っ 用 6 


ン ン ン ン 


と 本 0 


の の Po DIEyP い 0 
SN 8 
ok Ne A 
CR ceN! 


その 片方 だ け を 偏愛 する 
(アブ ー・ ダ ー ウ ー ド 2133 参照 )。 
「 笛 示 ら りん の 状態 」 と は 、 結 婚 し て いる の で も 離婚 され て いる の で も な いよ うな 状 
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134. 現世 の 奉 美 を 欲す る 者 が あっ て も 、 アッ EE 60 
ラー* の 御 許 に は 現世 と 来世 の 褒美 が あ AN aE CN 
る 。 アッ ラー* は も と より 、 よく お 聴き に to 
な られ る お 方 、 よ く ご 覧 に な られ る お 方 。 
135. 信仰 する 者 た ちよ 、 公 正 を 貫く 者 、 ア ッ | >Lso2coai6s 
ラー* の た め の 証 言 者 と な れ 。 た と え そ れ PV 
が あな た 方 自身 や あな た 方 の 両親 、 近 親 6 ID 
に 不利 で あろ うと も 。 (証言 され る 者 が ) PE 
豊か で あろ うと 、 貧 し か ろう と 、 
ちる 5 
ーー の 方 が (あな た 方 より も ) 彼ら に 近い ee 
! の だ か ら 。 な ら ば 私 欲 に 従っ て 、 (公正 3 
さか ら ) 逸脱 し て は な ら な い 。 も し 、 あ 
な た 方 が (証言 を ) 投じ げた り 、 ( す 
る べき 証言 を ) 放棄 し た り し て も 、 本 当 
に アッ ラー* は も と より 、 あな た 方 の 行う 
こと に 通 暁 ほ さ れ て いる お 方 (で あり 、 そ 
れ に 対し て 報 わ れる の だ ) Oo 
136. 信仰 する 者 た ちよ 、 ア ッ ラ ー* と か れ の | 50 は 
伸 、 か れ (アッ ラー か その 佑 "た MP 作り 
お 下 し に な っ た 啓典 (クル アー ン ?) と 、 Ee 
それ 以前 に か れ が お 下 し に な っ た (全て | 2 めく 3 邊 婦 
の ) 盛 典 を 信じ よ 。 そし て アッ ラー* と 諸 ONS 
EG ez5 
天使 *、 諸 啓典 、 諸 使徒 *、 最 後 の 日 * を 耕 2 
定 する 者 は 誰 で も 、 実 に (真理 の 道 か ら ) 
遥か 遠 く 迷 い 去 っ て いる の だ 。 
137. 本 当 に 、 信 仰 に 入り 、 そ の 後に 不信 仰 に 陥 yr 


り 、 その 後 信仰 に 戻り 、 それ か ら 不 信仰 
に 陥り 、 そ れ か ら 不 信仰 を 募ら せ (固執 し 


E 言 され る 者 の 裕福 さや 貧し さゆ え に 、 意 図 的 に 公 


王 旧 王 遇 


ば な ら な い (アッ ニタ バリ ー4:2589 参照 )。 


止 で は な い 証 言 を する より も 、 


A PU 2 SUP 
SI 


公正 な 


上 言 を 義務 付け られ 、 人 々 の 真 の 福利 を ご 存 知 で ある アッ ラー* の ご 命令 を 優先 視 し な けれ 
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続け ) る 者 た ち ! は 、 アッ ラー* が お 赦し に 
も な ら な いし 、 (真理 の ) 道 へ と お 導き 
に な る こと も な い 。 

138. (使徒 * よ 、 ) 僧 信 者 * た ち に 吉報 を 告げ OC NIN S 
て や れ 2。 彼ら に は 痛烈 な 懲罰 が ある 、 と 。 


139. (彼ら は ) 信仰 者 た ち を 差し お いて 、 不 eos II 
信仰 者 " ら を 周 友 と する 者 た ち ?。 . 彼 ら は 、 や 


\ \o» 
彼ら (不信 爺 者 * ら ) の も と に 権勢 を 求め esas 
る と いう の か ? 本 当 に (全て の ) 権勢 2 2 
は 、 ア ッ ラ ー* に こそ 属す る と いう の に 。 
140. か れ (アッ ラー は その 惑 典 の 中 で 、 あ LR 
な た 方 に 確か に (こう ) 下さ れ た 。「 ア | し gk 3 gg 
ッ ラ ー* の 御 竹 が 否定 され 、 吊 次 され る | ンジ Nt 


の を 聞い た ら 、 彼 ら が それ と は 別 の 話題 CR 
に 移る まで 、 彼 ら と 同席 し て は な ら な い 。 
本 当 に あな た 方 は 、 そ うす れ ば 、 彼 ら と 
同類 な の だ か ら 」 5。 本 当 に アッ ラー* は 、 
偽 信者 * た ちと 不信 仰 者 * た ち を 皆 、 地 狼 
に お 集め に な る 。 


141. (信仰 者 た ちよ 、 彼 ら 偽 信者 * た ち は 、) 


っ 


あな た 方 に (災難 が 降り か か る の を ) 待 EAD 2 


ち わ び る 者 た ち で ある 。 あ な た 方 に アッ EG 
ラー* か ら の 勝利 が あれ ば 、 彼 ら は ( あ | 332. る se 
な た 方 に 、 こ う ) 言う 。「 私 た ち は 、 あ ea ES 


1 ここ で 言わ れ て いる 者 た ち は 、 ム ー サ ー* を 信じ た 後に 不信 仰 に 陥り ム い 、 そ の 後 イ ー サ ー* を 
信じ て 再び 不信 仰 に 陥り 、 更 に は ムハンマド * を も 否定 し た 啓典 の 民 * の こと で ある と か 、 
ある い は 偽 信者 * た ちの こと で ある 、 と 言わ れる (アッ ニテ タバ リー4:2595-2597 参照 )。 

2 本 来 で あれ ば 警告 を 表す 語 が 用 いら れる べき 所 に 、 吉 報 と いう 表現 が 使わ れ て いる 。 偽 信 
者 * へ の 皮肉 を 表す 修辞 的 表現 (アル ニテ バイ ダー ウィ ー2:268 参照 )。 

3 イム ラー ン 家 章 28 と その 訳注 、 試 問 さ れる 女 章 8 も 参照 。 

4 アッ ラー* か ら 示 され る 諸々 の 論拠 や 、 ク ルアー ン * の アー ヤ * の こと (アッ = タバ リー 
4:2598 参照 )。 

5 同様 の アー ヤ * と し て 、 家 畜 章 68 と その 訳注 も 参照 。 
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し Js) の を 


142. 


143. 


な た 方 と 一 緒 だ っ た で は な いか ?!」 そ 
し て 、 も し 不信 仰 者 * た ちの 方 に 分 け 前 2 
が あれ ば 、 (彼ら に 向かっ て 、 こう ) 言 言 
う 。「 私 た ち は あ な た 方 の 上 に 店 了 臨 し て 
いた (が 、 あな た 方 に 危害 は 加え ず に お 
いた や っ た ) で は な いか ? そし て 、 信 
仰 者 た ちか ら あ な た 方 を 守っ て や っ た 
で は な いか ?」 ア ッ ラ ー* は 復活 の 日 *、 
あな た 方 の 間 を お 裁き に な る 。 そし て ア 
ッ ラ ー* が 不信 仰 者 * た ち に 、 信 仰 者 た ち 

に 対す る (勝利 の ) 道 を お 授け に な る こ 
と は な い 。 


本 当 に 僧 信 者 * た ち は 、 ア ッ ラ ー* を 夷 い 
て いる (と 思っ て いる ) 。 (実際 は 、) 
か れ が 彼ら を 其 い て いる の だ が *。 ま た 、 
彼ら が 礼拝 に 立つ 時 に は 、 億 区 そう に 立 
ち 上 が る 。 人 々 に 対す る 見 せ か け の た め 
で あり 、 ア ッ ラ ー* を 少し し か 念じ る こと 
が な い 。 


(彼ら は ) これ ら の 者 た ち に で も な けれ 
ば 、 こ れ ら の 者 た ち に (属す る の ) で も 


1 偽 信者 * た ち は ム スリ ム * 側 に 勝利 や 戦利 品 * が 訪れ る と 、 


2 いく ば く か の 勝利 や 、 戦 利 品 * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 101 頁 参 
「 偽 信者 * が アッ ラー* を 歌い て いる 」 に つい て は 、 雌牛 章 9 の 訳注 を 参照 。「 歌 きま 」 と いう 
き 」 と いう 同じ 表現 で 表 さ れ て いる の は 、 
で ある (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 1:215 参照 )。 尚 、「 ア ッ 
彼ら が 放 坪 (ほう ら つ ) さと 迷 亡 に 留 


3 


た と 55S5 ん る 操 6 
DI LN 


a 
SC INI 
EE hes 


NR I ES RA 
イン ンー イン イ ーッ ラテ ンー て タン 
op Wy A LB I 


「 私 た ち は あ な た 方 の 宗教 と 共に 


あり 、 戦 い に お いて は あな た 方 と 共に あっ た で は な いか ?」 な ど と 言い 、 現 世 の 分 け 前 に 
あず か ろう と する (アル = バ ガ ウ ィ ー1:714 参照 )。 


1 


罪 は 結局 、 
ラー* が 偽 信 者 * を 欺く 」 と は 、 


穫 ら の 罪 に 対す る アッ ラー* の 罰 が 、「』 


分 た ち に 返っ て 来る か ら 


照 )。 


彼ら の 


まる こと ゆえ に 、 実 


際 に は アッ ラー* が 彼ら を 徐々 に 破滅 へ と お 導き な の で ある こと 、 そ し て 現世 で は 彼ら が 真 


理 に 到達 する こと は な く 、 復 活 の 


* に は 「 鉄 章 」 の アー ヤ \*13-14 で 描写 され て いる よう 


な 状況 に 陥 (お ちい ) る こと を 意味 する (イブ ン ・ カ スィ ー ル 2:437 参照 )。 
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な く 、 そ の 間 を あたふた と する '。 誰 で あ 
ろう と アッ ラー* が 迷わ せら れる 者 に 、 あ 
な た が 彼 の た め の (導き の ) 道 を 見 出す 
こと は な い 。 


144. 信仰 する 者 た ちよ 、 信仰 者 た ち を 差し お 
いて 不信 仰 者 * た ち を 盟友 と し て は な ら 
な い ?。 一 体 、 あ な た 方 は 自分 た ち (の 
信仰 の 不誠実 き ) に 対す る 紛れ も な い 証 
拠 を 、 ア ッ ラ ー* に 差し 出す こと を 望む 
の か ? 


145. 本 当 に 偽 信者 * た ち は 、 地獄 の 業火 の 最 下 
層 に ( い 続 ける こと に な る )。 そし て (使徒 
* よ 、) あな た は 彼ら に 対す る 、 い か な る 
援助 者 も 見 出す こと な ど な い 。 


か い ご 1 。 ン ン ン イイ ラ イン イィ ラン の 
146. だ が 悔 悟 し て (心身 を ) 正 し 、 ア ッ ラ ー* ED PS IE 1 


(の 教え ) に し っ か り と 縁 りつ き 、 そ の CG hb 
崇拝 * 行 為 を アッ ラー* だ け に 真 設 に 捧げ WR 
る * 者 た ち は 別 で ある 。 そ れ ら の 者 た ち は 、 CE 


信仰 者 た ちと 共に ある の だ 。 そ し て アッ 
ラー* は や が て 、 信 仰 者 た ち に 偉大 な 谷 美 
を お 授け に な ろう 。 


1 信仰 者 た ちと 一 緒 で も な いし 、 不信 仰 者 * た ちと 一 緒 で も な い 、 不安 定 な 状況 ( ム ヤ ッ サ ル 
101 上 頁 参 照 )。 教 友 * イ ブン ・ ウ マル * に よれ ば 、 預 言 者 * は 仰 (お っ し ゃ ) っ た :「 偽 信者 * 
と いう も の は 、 二 つの 羊 の 群れ の 間 を 簡 利 (さま よ ) う 、 一 頭 の 羊 の よう な も の で ある 。 
時 に は そちら に 行っ た り 、 また 別 の 時 に は こち ら に 行っ た りす る の だ 」 (ムスリム 「 偽 信者 
* の 特徴 の 書 」17 参照 )。 つ まり 彼ら は 眼 識 を 備え た 信仰 者 で も な けれ ば 、 無知 な 不信 仰 者 
* で も な い (アッ テ タ バリ ー4:2605 参照 )。 
関連 する アー ヤ * と し て 、 イ ムラ ー ン 家 章 28 と その 訳注 、 試 問 さ れる 女 章 8 も 参照 。 

「 そ の 崇拝 * 行 為 を アッ ラー* だ け に 真 軸 に 捧げ る 」 と は 、 心身 に よる 崇拝 * 行 為 に お いて ア 
ッ ラ ー* の み を 意図 し 、 人 目 を 気 に し た 療 行 や イス ラー ム * へ の 不誠実 さ を 避 ける こと ( ア 
ッ テ サ ァ デ ィ ー211 頁 参 照 )。 


Mv 
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147. li na 信仰 する な ら ば 、 


148. 


149. 


150. 


アッ ラー* が あな た 方 を 当 さ れ た りす る こ 
と が ある うか ? アッ ラー* は も と より 、 
よく 労 わ れる * お 方 、 全 知 者 で あら れる 。 


アッ ラー* は 、 (人 が ) 悪い 言葉 "を 口外 す 
る の を お 好み に は な ら な い 。 但し 、 不 正 * 
を 被っ た 者 は その 限り で は な い が 2。 アッ 
ラー* は も と より 、 よ く お 聞 き に な る お 


方 、 全 知 者 で あら れる 。 


た と え 、 あ な た 方 が 善い と と を 公 け に し 
よう が 、 そ れ を 隠し て お こう が 、 あ る い 
は (他人 の ) 悪 を 大 目 に 見 よう が 、 (大 
目 に 見 る こと が 最 療 な の だ 、) アッ ラー* 
こそ は も と より 、 よ く 筑 孝 さ れる * お 方 、 
全能 の お 方 な の だ か ら 。 


本 当 に 、 ア ッ ラー* と その 使徒 * た ち を 否 
定 し 、 ア ッ ラー* と その 便 徒 * た ちの 間 を 


分 断 し よう と し 3、 また 、「 私 た ち は (使徒 


* の ) ある 者 は 信じ る が 、 ( 別 の ) 0 
は 杏 定 する 」 と 言っ て 、 そ の 狭間 * に ( 溢 
の ) 道 を 見 出す と と を 望む 者 た ち 


1 この 
言葉 の こと (アッ = サ 
不正 * を 被っ た 者 は 、 

彼 に 対し て 不利 に な る よう な 祈 


ww 


た 


超 い 言葉 」 と は 、 悪 口 、 名 准 暇 損 ( き そ ん )、 
ァ デ ィ ー212 頁 参 照 )。 


分 に 不正 * を 働い た 者 に 対し 、 


テー 


願 を する こと も で きる 。 ま た 、 


Ka 
ン ライン ンー ンー ち テニ レン ン 
EE A 


GR 


OES MIG MWY 


ィ ンー ンー タイ マタ の ン ン 
の > つの 2 4 5 っ と 0 9 


は So の ルス do 
a 人 つう うぅ レン > 


PUT 


a こと i 


禁じ られ た あら ゆる 種類 の 


中 傷 な ど 、 


アッ ラー* に その 不正 * を 訴え た り 
悪い こと を 公然 と 言わ れ た 


ら 、 嘘 を つい た り 、 度 を 越し た り 、 当 人 以外 の こと まで 引き 合い に 出し た りす る こと な く 、 


その 者 に 対し て 悪い こと を 公然 と 言う こ 
い 方 が よい 。 相 談 章 
アッ ラー*\ の こと は 信じ る が 、 
い は 使徒 * た ちの 

( ム ヤ ッ サ ル 102 


る 。 


アッ ラー* へ の 信 
信仰 と 不信 仰 の 狭間 


と も で きる 。 
40 も 参照 (前 掲 書 、 同 真 参照)。 
か れ の 遣わ され た 使徒 


参照 )。 ア ッ ラ ー* へ の 信仰 と 、 


アッ ラー* は 使徒 * た ち を 通し て 人 々 に 命 
男 も 成り 立た な な い の だ か ら (アル = テ 


の こと (前 掲 書 6:5 参照 )。 


し か し それ で も 、 悪 に は 悪 で 応じ な 


* た ちの こと を 嘘つき と し た り 、 あ る 


一 部 を 正直 者 と する 一 方 で 、 別 の 者 た ち は 嘘 つき で ある と し た りす る こと 


その 使徒 * た ち へ の 信仰 は 不可 分 で あ 


令 さ れる の で あり 、 彼 ら へ の 信仰 な くし て は 、 


クル トゥ ビー6:5 参照 )。 
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151。 そ れ ら の 者 た ちと こそ は 、 真 に 不信 仰 者 * で CIR 
ある 。 われ ら * は 不信 仰 者 * た ち に 対し 、 屈 EEE 
辱 的 な 懲罰 を 用 意 し て お いた 。 ーー 

152. また 、 アッ ラー* と その 使徒 * た ち を 信じ 2 とり (27P00F 2 
彼ら の 内 の 区 も 分 け 凍 て し な か っ た 者 た A 


ち 、 そ れ ら の 者 た ち に は 、 か れ (アッ ラ | @ に 35 索 共 565 あ に 3 
ー*) が や が て 、 その 褒美 を 与え て 下さ る 。 _ 
アッ ラー* は も と より 、 落し 深い お 方 、 慈 


愛 深い * お 方 。 
153. ( 便 徒 * よ 、) 啓典 の 民 * (ユダ ヤ 教 徒 う II 


は あな た に 、 天 か ら 彼ら の も と に 書 を 下す | Eg FAC BN 
よう 注文 を つけ る !。 (驚く こと は な い 、) COGN 
彼ら は (それ 以前 に も ) I PA 
それ より も 大 それ た こと を 注文 し 、 確か に 


(こう ) 言っ た の だ か ら 。「 上 入る こら し お えっ じ ュ ちろ 
E 言っ た の だ か アッ ラー* SK 
っ 0 235 


私 た ち に 、 し か と 見 せ て みよ 」 e。 そし て そ 
の 不正 * ゆ え に 、 彼ら を 稲妻 が 所 え (、 彼 
ら は 死ん で し まっ ) た それ か ら 役 ら は 
( 蘇 ら さ れ )、 明 証 * が 彼ら の も と に 訪れ 
た 後 で 、 仔 生 を (崇拝 * の 対象 と ) な し た 4 
それ で われ ら * は 、 そ れ に つい て 大 目 に 見 
た の で ある 。 また 。 われ ら * は ムー サー* に 、 


さ 3 


紛れ も な き 証 拠 を 授け た の だ 。 


154。 ま た われ ら * は 、 彼 ら の 確約 (の 不履行) PG DEE 
ゆえ 、 彼ら の 頭上 に 山 を 高く 掲げ た 6 し 、 BSCE 
彼ら に 「 身 を 低め て 建 ん で 門 に 入る が よ EEE NS 3 


1 雌牛 章 108 と その 訳注 も 参照 。 

2 雌牛 章 55-56 も 参照 。 

3 ムー サー* の も と で 起き た 、 シ ルク * を 否定 する 奇跡 の 数 々 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 102 頁 参 照 )。 
4 雌牛 章 51、 高 壁 章 148-153、 タ ー・ ハ ー 章 83-98 も 参照 。 

5 ムー サー* が 預言 者 * で ある こと の 正 し さ を 示す 、 偉 大 な 根拠 の こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 
6 雌牛 章 63 と その 訳注 、 高 壁 章 171 も 参照 。 
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Y」 と 言っ た し 、 ま た 彼ら に 「 土 曜 (の 
に 反する の で は な いり と も 
た (が 、 彼 ら は それ に 背 い た ) 。 そ し 
て われ ら * は 、 彼 ら か ら 厳か な る 確約 を 取 
っ た の だ (が 、 彼 ら は それ も 破棄 し た ) 。 


155. 彼ら の 確約 の 破棄 と 、7 アッ ラー* の 御 徴 の dra GA 
否定 、 預 言 者 た ちの 不当 な 殺害 、「 私 た の 
ちの 心 は 覆 わ れ て いる (か ら 、 あ な た の し と て 
言う た で が か ら な い ) 」 と いう 1 

え (、 わ れ ら は 彼ら を 呪っ た 3 の だ ) 。 し い き 
や 、 ア ッ ラ ー" は 彼ら の 不信 仰 ゆ え に 、 そ 
れ ら (彼ら の 心 ) を 業 が れ た の で ある 。 
それ で 彼ら は 、 僅 か ば か り し か 信仰 する 
こと が な い の だ 。 


156. また 、 人 05 の で 信 旧 な ィ ル Yo? に つい OEE TIS 
われ らち は 彼ら を 呪っ た ) 。 


157. OC Ge oN 
「 の 皿 子 マス ィ ー フ *・ イ ー サ ー*、 ア ッ ラ A 
ー* の 使徒 * を 殺 し た ぞ 」 A SON ot 

に (、 わ れ ら * は 彼ら を 呪っ た の だ ) a 彼 

ら は 、 彼 を 殺し て も いな けれ ば 、 春の 刑 

に も し て いな い 。 だ が 、 彼 ら に は 似通っ 

て 見 えた の だ ?。 本 当 に 、 彼 に つい て 意見 
を 異 に し た 者 た ち は 、 まさ し くそ こ に お 


5 NS 


1 肉牛 章 58-59 と その 訳注 、 高 壁 章 161-162 も 参照 。 

2 雌牛 章 65 と その 訳注 、 高 壁 章 163 参照 。 

3 「 ア ッ ラ ー* の 呪い 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 88 の 訳注 を 参照 。 

4 彼女 が 女 浮 (か ん いん ) し た 、 と いう 嘘 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 103 頁 参照 )。 

5 イー サー* と は 別 の 男 に イー サー* の 姿 が 与え られ 、 人々 は その 者 を イー サー* と 思い 込ん で 
礎 (は りつ け ) に し た 。 一 方 、 イーサ ー* は 生き た まま 天 に 召さ れ た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 
1:448-449 参照 )。 
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いて 疑念 念 の 中 に あっ た !。 彼ら は その こと 
に つい て 僅か ば か り の 知識 も な く 、 た だ 
憶測 に 従っ て いた に 過ぎ な い 。 そし て 彼 
ら は 、 確 信 を も っ て 彼 を 殺し た わけ で は 
な か っ た の だ 。 


158. いや 、 アッ ラー* は 彼 (イー サー*) を 、 か 
OO ON 
な っ た の で ある 。 ア ッ ラ ー* は も と より 儲 
i PD 


159. 啓典 の 民 * の 内 の いか な る 者 も 、 彼 (イー お 
サー*) が (降臨 し 、 それ か ら ) 死 を 迎え 
る まで に は 、 必ず や 彼 を 信仰 する こと に 
な る の だ 2?。 そし て 復活 の 日 *、 彼 は 彼ら へ 
の 証人 と な る 3。 


160. ユダ ヤ 教 徒 * で ある 者 た ちの 不正 * ゆ 
、 わ れ ら * は (本 来 ) 彼ら に 合法 と され て 
0 き も の を 、 彼 ら に 禁じ た ?。 ま た 彼ら 
が (自分 た ちと 人 々 を ) 、 アッ ラー* の 道 か 
ら ひ どく 阻ん だ ゆえ (そう 08 o 


161. また 彼ら が 、 そ れ を 禁じ られ て いる に も 時 
関わ ら ず 、 利 息 " を せしめ た り 、 他 人 の 財 | KW 
産 を 不当 に 儲 っ た り し た こと ゆえ に (、 
それ ら を 禁じ た の で ある ) 。 そ し て われ 
ら * は 、 . 彼 ら の 内 の 不信 仰 者 “た ち に 、 育 
まし い 懲罰 を 用 意 し て お いた 。 


つま り 、 イ ー サ ー* を 殺し た か どう か に つい て 、 疑 念 を 持っ て いた (アル テバ ガウ ィ ー1:719 

参照)。 

2 未 世 に イー サー* が 降臨 し 、 イ スラ ー ム * で 世 を 治め る 
と に な る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 2:452-454 参照 )。 

3 彼 (イー サー? を 嘘つき 呼ば わり し た 者 に 関し て は 、 そ の 嘘 に つい て 、 そ し て 彼 を 信仰 し 

た 者 に は 、 そ の 信仰 に つい て 証言 する ( ム ヤ ッ サ ル 103 頁 参 照 )。 

イム ラー ン 家 章 50 「 禁 じ ら れ た も の の 一 部 」 の 訳注 、 同 章 93 の 訳注 、 家畜 章 146 と その 

訳注 も 参照 。 


= 


全て の 者 が イー サー* を 信じ る こ 


た 
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162. し か し 彼ら の 内 、 知識 が 深く 根 ざ し た 者 


163. 


164. 


た ちと 信仰 者 た ち は 、 (使徒 * よ 、) あな 
た に 下さ れ た も の (クルアーン? と 、 あ 
な た 以前 に 下さ れ た も の ! を 言 じ る 。 ま た 、 
礼拝 を 遵守 する * 者 た ち (に 答 れ あれ ) 、 
(彼ら は ) 浄 財 * を 払う 者 た ちと 、 ア ッ ラ 
ー* と 最後 の 日 * を 信じ る 者 た ち で ある 。 
それ ら の 者 た ち 、 われ ら * は や が て 彼ら 
に 、 こ の 上 な い 符 美 を 授け よう 。 


本 当 に われ ら * は 、 ヌ ー フ * と それ 以後 の 預 
言 者 * た ち に 啓示 し た よう に 、 (使徒 * よ 、) 
あな た に も 啓示 を 下 し た 。 ま た われ ら * は 、 
イブ ラー ヒー ム *、 イ スマ ー イ ー ル *、 イ ス 
0 ヤァ クー プ *、 諸 支族 < イー サー 

アイ ユー ブ *、 0 の ハー ルー ン *、 


RN も 啓示 を 下 し た 。 そし て ダ 


ー ウ ー ド * に は 、 書 巻 を 投 け た の だ 。 


また 、 わ れ ら * が 以前 、 あ な た に 語っ て 聞 
か せ た 使 徒 * た ちと 、 ま だ あな た に 語っ て 
聞か せ て は いな い 使 徒 * た ち を (遣わ し 
た ) 。 そ し て アッ ラー* は ムー サー* に 、 
直々 に 語り か けら れ た の だ 。 


165. 吉報 を 伝え 、: 区 人 告げ る “使徒 "た ち を 


(、 われ ら * は 道 置 わ し た ) o それ は 使徒 * 
(の 劉 来 ) の 後 、 人 々 に アッ ラー* に 対す 
る 弁解 の 余地 が な いよ う うに する た めで 


1 トー ラー* や 福 
2 「 諸 支族 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 136 の 訳 3 
ゲッ ラー* が ゲー ワウ ワード 9 に 下さ 和 れ 充 直 


3 「 語 


音 * の よう に 、 そ れ 以 前 に 下さ れ た 砂 』 


生 を 参照 。 


書 巻 ( ザ ブ ー ル )」 は 、 ア 


参照 )。 


4 「 吉 報 を 伝え 、 


La -6 
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ジ CAC a 
SY 
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2 S563 PN EN EL 


2 


OL hs 
の こと ( ム ヤ ッ サ ル 103 頁 参 照 )。 


(イブ ン ・ カ スィ イー ル 2:469 


警告 を 告げ る 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 119 の 訳注 を 参照 。 
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し Js) の を 


166. 


167. 


168. 


169. 


170. 


ある !。 ア ッ ラ ー* は も と より 、 偉 力 な ら 
i 英知 あふ れる * お 方 。 


し か し (使徒 * よ 、 あ な た を 否定 する 者 が 
いよ うと 、 ) アッ ラー* は 、 あ な た に 下 し 
給 う た も の を 証言 され る 。 か れ は それ を 、 
その 御 知識 と 共に 下さ れ た の だ 。 ま た 天 
使 * た ち も 証 言 す る 。 ア ッ ラ ー* だ け で 、 
証人 は 十分 な の だ 。 


本 当 に (あな た を ) 否定 し 、 (自分 けた ち 
と 人 々 を ) ア ッ ラ ー* の 道 か ら 阻 ん だ 者 た 
ち は 、 確 か に 遠く 迷っ て し まっ た 。 


Mie 
不 正 * を 働 \ た 3 者 た ち 、 ア ッ ラ ー* は 彼ら を 
お 赦し に は な ら な いし 、 A 
ム * の ) 道 へ と お 導き に な る こと も な い 。 


彼ら が そこ に 、 ず っ と 永遠 に 留まる こと 
に な る 地獄 へ の 道 以外 、 (彼ら が 導 か れ 
る こと は ) な い の だ 。 それ は アッ ラー* に 
9 も と より 容易 いこ と 。 


人 々 よ 、 使徒 ( ム ハ ン マ ド *) は 確か に 、 
あな た 方 の 主 * の 御 許 か ら 真理 を 携え て 、 
あな た 方 の も と に 到来 し た 。 な ら ば 信じ 

よ 、 そ れ が あな た 方 に と っ て より 善い こ 
と 。 そ し て 、 も し あな た 方 が 不信 仰 で あ 
ろう と 、 (アッ ラー* は あな た 方 の こと な 


— 


IN) 


関連 する アー ヤ * と し て 、 
134、 
つま り 彼 が 、 


ーー た ーー 


宗 音 草 131、 
詩人 た ち 章 208、 創 成 者 * 間 24 も 参照 


= 


アッ ニー サ ァ ディ ー* に よれ ば 、 


参照 )。 


タッ ン 


ひよ ob スン 。 2 ユン 


SL 2 


A PN 
(ok 本 きく プク 


と 


ィ ン 
ン 
に 


A CN 
DN NE 


ン 
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NogN Es Es 
SESS ENE 


155-157、 夜 の 旅 章 15 と その 訳注 、 タ ー・ ハ ー 章 


徒 * で ある こと を 「 証 言 され る 」 ( ム ヤ ッ サ ル 104 


この 「 不 正 *」 と は 、 不 信仰 的 な 諸々 の 行為 、 お よび 不信 爺 


に 浸 ( ひ た ) り 切 っ て いる 状態 を 示し て いる 、 と いう (215 頁 参 照 )。 


4. 廊 人 草 198 RUE 


ど 必 要 と は され な い 、) 本 当 に ア ッ ラ ー* 
に こそ 、 諸 天 と 大 地 に ある も の が 属す る 
の だ か ら !。 ア ッ ラ ー* は も と より 、 全 知 者 、 


英知 あふ れる * お 方 で あら れる 。 

171. 啓典 の 民 * (で ある キリ スト 教徒 よ 、 SN NG 
あな た 方 の 宗教 に お いて (正しい 信仰 に CE RN CLSY 
反し て ) 行き 過ぎ て は な ら な いし 、 アッ et 
ラー* に つい て 真理 以外 を 語っ て は な ら も 3 II て し 


な い 。 本当 に マス ィ ー フ *、 マル ヤム * の Js RG 
子 イ ー サ ー* は 、 ア ッ ラ ー* の 使徒 * で あり 、 2 人 V1 
か れ (アッ ラー*) が マル ヤム * に (ジブ 1 
リー ル * を 介し て ) 投げ か けら れ た 、 か れ 3 i を oh な テン 
の 御 言葉 ? で あり 、 か れ に よる 薄 * で あ I ON Go 
る 。 な ら ば 、 ア ッ ラー* と その 使徒 * た ち 
を 信じ よ 。 そ し て 、「 三 位 (一 体 の 神 ) 」 
な ど と 言っ て は な ら な い 。 (そん な こと 
を 言う の は 、) や め る の だ 、 MM 
た 方 に と っ て より 善い こ だ go 2 ツア プー 
そ は 唯一 OS 
ー 一 子供 が ある な ど と いう こと か ら ( 無 
縁 な ) か れ に 、 称え * あ れ *ー。 庄 天 に あ 
る も の と 大 地 に ある も の は 、 か れ に 
属す る 。 そし て 、 和合 
方 * は 、 ア ッ ラ ー* だ け で 十分 な の で ある 。 


天地 は アッ ラー* の も の で 、 か れ に 従っ て いる 。 同様 に 人 々 が 、 ア ッ ラ ー* と その 使徒 *、 そ 
し て クル アー ン * を 信じ 、 従わ な けれ ば な ら な い の は 、 尚 更 (な お さら ) の こと で ある ( ム 
ヤッ サル 104 頁 参照 )。 

この 「 か れ の 御 言葉 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 39 の 訳注 参照 。 

と の 「 魂 (ルー フ )」 と は 、 天使 * ジ ブリ ー ル * が アッ ラー* の ご 命令 に より 、 マ ル ヤ ム }* の 衣 
服 の 隙間 (すき ま ) か ら 吹 き 込 ん だ も の の こと 。 これ に よっ て 彼女 は 、 イ ー サ ー* を 身 笹 ( み 
ご も ) っ た ( ム ヤ ッ サ ル 105 真 参照 )。 こ の 詳し い 情景 に つい て は 、 マ ル ヤ ム * 章 16 以降 
を 参照 。 


4 雌牛 章 116 の 訳注 も 参照 。 


= 


) 


w 


4. 婦 人 章 199 NS st 
172。 マ スィ ー フ * (イー サー や は 断じて 、 ア rt 
ッ ラ ー* の 僕 で ある こと を 尊大 に も 拒ん NE A Ga 
だ り は し な い 。 ま た 、 か れ の お 傍 た 仕え | zzogdceseS 3 
る 天使 * た ち も (同様 で ある ) 。 そ し て 対 Op Piss 
で あろ うと 、 - か れ (アッ ラー ツ の 尿 拝 * 
を 尊大 に も 拒み 、 思い 上 が る 者 は 、 か れ 
が や が て (その 行い に 対し て 報い る べく ) 
か れ の 御 許 に 全員 、 召 集 し 給 う 。 

173. それ で 信仰 し 、 正 し い 行 い * を 行っ た 者 た RN ESA NE 
ちと いえ ば 、 か れ ( ア ッ フ プー が 彼ら に i I 
その 替 美 を ふん だ ん に お 授け に な り 、 そ RN 
の ご 恩 航 か ら 彼ら に 更に 上 乗せ し て 下さ CC cs 5 
る 。 また 、 ( ア ッ ラ ー* へ の 服従 を ) 尊大 RE 
に も 拒み 、 思 い 上 が っ た 者 た ち は と いえ 
ば 、 か れ が 彼ら を 痛ま し い 懲 六 で も っ て 
罰 さ れる の だ 。 そし て 彼ら は ア 2 * 以 
外 に 、 自 分 ) た ちの 為 の いか な る 旗 汗 護 者 も 
援助 者 も 見 出す こと が な い 。 

174。 人々 よ 、 あ な た 方 の 主 * か ら の 明 証 が 確か | か 2o255 と る BIAE 
に 、 あ な た 方 の も と に 到来 し た 。 そ し て IO 
われ ら * は あな た 方 に 、 解明 の 光 を 下 し た 
の だ 。 ! 

175. アッ ラー* を 信じ 、 か れ に 細 り つい た 者 た | eg kN 
ち は と いえ ば 、 UR RN PILL ER 
て 彼ら を 、 そ の ご 慈悲 と ご 思 交 の 中 に お (to あて あれ い プチ レト さと 


人 れ 下 さろ う 。 そ し て (天国 へ と 続く ) 


まっ すぐ な 道 を 、 か れ の 御 許 へ と 導 いて 
下さ る の だ 。 
1 「 明 証 」 と は 、 預 言 者 * ム ん ムハンマド * と 、 彼 の 預言 者 * 性 


の 明 証 


と 使徒 * 性 の 真実 を 証言 する 、 数 々 


ルアー ン * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 105 頁 参 照 )。 


と 絶対 的 証拠 で あや り 、 そ の 最大 の も の が クル アー ン * で ある 。 


「 解 明 の 光 」 と は 、 ク 


4. 婦人 章 200 RUE 
176. ( 疾 詩 者" よ 、) 彼ら は あな た に 教示 を 請 BN IR RAS his 
う 。 言 え 。「 ア ッ ラ ー* は 、 親 も 子 も な い BA 
者 (の 遺産 相続 ) に つい て 、 あ な た 方 に edt 
ご 教示 され る 。 も し 子供 (も 親 ) も な い OC 
が 、 ( 同 父 ※ 母 ある い は 異母) 姉妹 が 一 人 GBC SE 


だ けい る 男性 が 他界 し た の で あれ ば 、 彼 
女 に は 彼 が 遺し た 物 の 半分 が ある 。 a ( 同 
じ 状 況 ' に お いて ) 役 は 、 彼女 (の 全 遺 産 を ) 
を 相続 する 一 も し 、 彼女 に 子供 (と 親 ) 
が な か っ た の な ら ば 、 だ が 一 一 。 も し 、 
(遺産 を 残し て 他界 し た 、 子供 も 親 も な 
い 男 性 に ) 二 人 の ( 同 父 交 母 ある い は 異母) 
姉妹 が あれ ば 、 彼 女 た ち 二 人 に は 、 彼 か 遺 
し た 物 の 三 分 の 二 が ある 。 そし て 、 も し 
彼ら が 男女 か ら な る ( 同 父 母 あ る い は 
異母 の ) 兄弟 姉妹 で あれ ば 、 男 性 に は 女 
性 の 倍 の 取り 分 が ある 。 ア ッ ラ ー" は あな 
た 方 が 迷わ ぬ よ う 、 あな た 方 に 明示 し 給 
う 。 アッラー* は 、 全て の こと を ご 存 知 の 
お 方 で ある 。 


ヤッ サル 106 上 頁 参 照 )。 


A EN I ss 
Dk, Sd 


1 つま り 親 も 子 も な い が 、 同 父母 、 あ る い は 異母 児 弟 が 一 人 だ けい る 女性 が 他界 し た 場合 ( ム 


5. 食卓 章 


し ょ く た く 


食卓 章 (アル = マー イダ) ! 


第 5 章 


悲 あ まね く ' 朋 愛 深き * 


ラー* の 御名 に お いて 


信仰 する 者 た ちよ 、 契 約 を 果たす ? の だ 。 あ | ee 


な た 方 に 諭 み 聞か され る も の 3 を 除き 、 家 畜 0 SN RE 
獣 * は あな た 方 に 合法 と され た 。 あ な た 方 が | 〇 4208 の っ っ 


イフ ラー ム * 
な い 。 本 当 に ア 


こと を 取り 決め られ る お 方 な の だ か ら 。 
信仰 する た ちよ 、 ア ッ ラ ー* の 聖 徴 5、 神 陽 月 | Lc は co 


i に 狩猟 を 合 法 と する こと も 
ッ ラ ー* は 、 か れ が お 望み の 


まき 5 あう AI 


いか 、 肖 委 り 、 そし て その 宇 の 側 か GE CE 

ら の ご 和夫 と (か れ の ) 喜び を 求め て 陽太 eA pe Ure Re 3 
(カアバ 神殿 ) を 志 す 者 た ちの こと を 、 侵 

1 マデ ィ ー ナ * 啓 示 。 ス ー ラ * の 主 な テー マ は 、 信仰 面 か 法 的 側面 か を 問わ ず 、 ア ッ ラ ー* の 教 


いい 】 


の) 


の 


7 


8 


え を 守り 、 実行 する こと の 強調 。 その 流れ で 、 飲食 物 ・ 狩 猟 ・ et 4 非 合 法 
な 物事 の 説明 、 賛 い ・ 遺 言 ・ 礼 拝 ・ 裁 判 ・ 刑 罰 な どの 法規 定 が スー ラ * 随 所 に 示さ 
* の 誤っ た 信仰 教義 に つい て の 議論 や 、 偽 信者 * ら の 描写 、 和 る 。 
復活 の 日 * と 、 使 徒 * た ちの 各 共 同体 に 対す る 証言 に 関す る 警告 、 ア ッ ラ 
ー* の 賛美 で 締め くく られ る が 、 ス ー ラ \* 名 と な っ て いる 「 食 卓 」 の 話 も 、 イ ー 
民 と の 出来 事 の 中 で 言及 され た も の (アー ヤ *\112-115 参照)。 


スー ラ * の 最後 は 、 


イス ラー ム * を 信じ 、 そ れ に 従う と いう アッ ラー* と の 契約 (雌牛 章 27 の 訳 沿 


れ 、 啓典 の 民 


サー* と その 


E も 参照 )。 及 


び 、 信 託 や 売買 な ど 、 イ スラ ー ム * 法 で 合法 と され る 範囲 内 で の 人 と 人 の 間 の 約束 の こと ( ム 
ヤッ サル 106 参照 )。 

「 調 み 聞 か され る も の 」 の 内 容 は 、 ア ー ヤ *3 で 明確 に され て いる (アッ ニタ バリ ー4:2666 参照 )。 
一 般 に は ラク ダ 、 羊 、 ヤ ギ 、 后 の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 106 頁 参照 )。 


「 聖 徴 」 と は 、 


アッ ラー* が お 定め に な り 、 ご 命じ に な り 、 禁 じ 給 うた 全て の 


タバ リー4:2671 の の 
に 戦う こと を 意味 する と され る ( ム ヤ ッ サ ル 106 頁 参 照 )。 雌 牛 章 194、 
217 と その 訳注 も 参照 。 
アッ ラー* に 捧げ る べく マッ カ * の 聖域 へ と 連れ て いく 、 羊 や ラク ダ な どの 


と こと で は 、 神 聖 月 * 


「 供 物 」 と は 、 
犠牲 用 の 家畜 の こ 


と (アッ = テ サ アァ ディー218 頁 参 照 )。 


犠牲 用 の 家畜 で 、 特 別に 首飾り を つけ られ た も の (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


も の (アッ = テ 


5. 食卓 章 202 saSUl , ps -0 
し て は な ら な い 。 ま た 、 (イフ ラー ム * を ) | 255 押 と 2 に BE の 
解禁 し た な ら ば 、 狩猟 し て も よい 。 そし て 、 


あな た 方 を ハラ ー ム ・ マス ジ ド * か ら 阻 ん だ 
こと ゆえ の 、 ある 民 へ の 憎しみ が 、 あな た 
方 を (彼ら に 対す る ) 侵害 へ と 向け て し ま 
う よ う で は な ら な い 。 また 、 善 と 散 虎 さ * に 
お いて は 互い に 助け 合い 、 罪 や 侵犯 に お い 
て は 互い に 助け 合 っ て な ら な い 。 そし て ア 
ッ ラ ー* を 長 れ * よ 。 本 当 に アッ ラー* は 、 厳し 
く 懲 信 され る お 方 な の だ か ら 。 


あな た 方 に は 、 (以下 の も の が ) 禁じ られ 
た : 死体 、 血 液 、 豚 肉 、 ア ッ ラ ー* 以 外 の 名 
に ね お いて 飛 ら れ た も も の 絞め 朴 され た も の 、 
撲殺 され た も の 、 転落 死 し た も の 、 ( 外 の 家 
次 の 角 で ) 突き 殺 殺さ れ た も の 、 野獣 に 食い 

殺さ れ た も の 一 一 但 1 し (それ ら が まだ 】 応 の 
ある 内 に ) あな た 方 が 止め を 刺し た も の は 、 
その 限り で は な い 、 (アッ ラー* を 差し 
お いて 崇め る た め に ) 立て られ た も の の 上 
で 居 ら れ た も の * 賭 矢 を 引く こと 4 それ ら 
は 放 逸 さ な の だ 。 今日 、 不信 仰 に 陥っ た 者 * 
た ち は ( あな た 方 が ) あな た 方 の 宗教 (を 
棄て な いこ と ) に 失意 し きっ て いる 。 な ら 
ば 彼ら の こと は 恐れ ず に 、 われ (アッ ラー 


IO 


w 


た 


「 死 体 」「 
訳注 を 参照 。 


ンー と カン 
BA AA iC を | oO 


3 2 NAS 
© GENII Ga A 


っ タッ ラタン ン 


AE 
も 
CI の を 
DIP の ずら 
co ra (8565 
くる SIRY623TP さ で 


タン ン 7 タン 
ラー a. と タップ し 
つと うか と Dc 


EL 


og eo 
2 OB RE Cc 


液 」、「 ア ッ ラ ー* 以 外 の 名 に お いて 層 ら れ た も の 」 に つい て は 、 睦 和牛 章 173 の 


この 「 そ れ ら 」 は 、「 絞 め 殺 され た も の 」 以 下 を 指す ( ム ヤ ッ サ ル 107 頁 参 照 )。 


「 立 て られ た も の 」 と は 、 崇 め ら れ 、 犠 牲 の 血 を か けら れ て いた 石 の こと 。 一 説 ( 
の 石 の 上 で 層 ら れ た も の で は な く 、 そ れ ら の 石 の た め に 


トゥ ビー6:57 参照 )。 
ジャ ー ヒ リー ヤ * に お いて 、 人 々 は 何ら か を 


に 決断 の 選択 を どう 
3:24-25 参照 )。 


決意 する に あたり 、 これ ら の 賭 矢 な ど を 
「 く じ 引 き 」 に 頼る こと が あっ た 。 イ スラ ー ム * は これ を 禁じ 、 そ の 代わ り に 、 
、「 イ ステ ィ ハ ー ラ 」 と いう 3 特別 な 礼拝 を 定め た (イブ ン ・ カ スィ イー ル 


こ は 、 そ 
層 ら れ た も の の こと (アル = テク ル 


| いた 
アツ プー ポ 


5. 食卓 章 


203 


SU ye -9 


の こと と を 恐れ る の だ 。 こ の 日 ! わ れ は あな た 
方 の た め に 、 あな た 方 の 款 教 を 完成 させ 、 
あな た 方 へ の わが 恩 ) 恵 を 全う し 、 イ スラ ー 
A* が あな た 方 へ の 宗教 で ある こ 0 
し た 。 ( 散 意 に ) 罪 に 傾く 2 の で も な く 、 
腹 で や お を 得 な い 状 態 に ある 者 は 誰 で も て 
禁じ られ た も の を 食べ て も よい 3) 、 本 当 に 


アッ ラー* は 落 し 深い お 方 、 慈愛 深い * お 方 な 
の だ か ら 。 


よ げん し ゃ 


(預言 者 * よ 、) 彼ら ( 教 友 * た ち ) は 、 自 
分 た ち に 合法 と され た (食べ ) 物 は 何 な の 
か 、 あ な た に 連ね る 。 言 っ て や る が いい 。 

「 あ な た 方 に は 、 普 きも の * が 合法 と され た 。 
また 措 供 駅 5 の 内 、 あ な た 方 が 獅 狼 を 前半 
し 、 ア ッ ラ ー* が あな た 方 に お 教え に な っ た 
も の で 調教 


調教 する も の (が 捕まえ た 獲物 ) も 。 
な ら ば 、 そ れ ら が あな た 方 の た め に 捕まえ 
た も の を 食べ 、 それ に アッ ラー* の 御名 を 唱 
える の だ 6。 そし て ア ッ ラ ー* を 長 れ * よ 。 本 
当 に アッ ラー* は 、 即座 に 計算 され る * お 方 な 


の だ か ら 」 o 


1 


4 


彼 が 2 


「 こ の 日 」 と は 、 預言 者 * が 他界 する 数 十 日 前 、 
ッ ジ *」 に お ける 、 
ル テ ブ ハー リー45 参照 )。 


E? 


0 訂 


2 0 BR 
そつ に ME EN 
A 
aE 衣 a PA 3 りつ 


A A 


DL 


庫 で 最初 で 最後 に 行っ た 「 別 れ の ハ 


アラ ファ の 日 (ヒジ ュ ラ 暦 *10 年 ズル テニ ヒッ ジャ 


3* 第 九 日 ) の こと ( ア 


と の 「 罪 に 傾く 」 と は 、 必 要 も な く 禁 じ ら れ た も の を 食べ た り 、 や む を 得 な い 状 態 で あ 


の 
参照 )。 


ヨ ヨ 分 の 必 


ミュ 人 銀 


必 


肉牛 章 173 と その 訳注 も 参照 。 
こと の 「 善 きも の 」 と は 、 健 全 な 感覚 が 忌 
と と の な いも の 。 ある い は 、 ク ルアー 


避 ( き ひ ) 感 や 
ン * と スン ナ *、 及 びそ れ ら か ら 導 き 出 され る 類推 


要 を 満た す 以上 の も の を 口 に し た りす る こと (アッ テニ サ ァ ディ ー219 


悪 (けん お ) 感 を 抱 ( い だ ) く 
(る 


いす い ) に より 、 禁 じ ら れ て は いな いも の (アル テバ イダ ー ウ ィ ー2:295 参照 )。 


に は 、 同 じ 類 (た ぐ ) い の 


EE 


鳥類 も 含ま れる ( ム ヤ ッ サ ル 107 


参照 )。 


ラー* の 御名 を 唱え る の は 、 持 猟 を 調教 し た 島 


鳥獣 を 放す 時 (前 掲 書 、 同 上 


参照 )。 


5. 食卓 章 204 SU , ps -0 
5. (信仰 者 た ちよ 、) この 日 、 あ な た 方 に は | icio 人 8 
善き も の が 許さ れ た 。 また 、 啓典 を 授け ら しとる お と < 
れ た 者 * た ちの 食べ 物 1 は あな た 方 に と っ 0 
て 合法 で あり 、 あ な た 方 の 食べ 物 は 彼ら に 83 CP 88 
と っ て も 合法 で ある 。 まだ 信仰 者 女性 の Le 5 
CD IIE I OD 
内 の 貞 泊 な 女性 と 、 あ な た 方 以前 に 啓典 EE RE 
を 授け られ た 者 * た ちの 内 の 貞 泊 な 女性 3 
も (合法 で ある ) 。 あ な た 方 が 真 泊 で あ EE 
り 、 (公然 と ) 北洋 を 犯し た り 、 情 帰 を 
持っ た り も せ ず 、 彼 女 た ち に 婚 資金 * を 贈 
る の で あれ ば 、 だ が 。 誰 で あろ うと 信仰 を 
否定 する 者 、 そ の 行い は 確実 に 台無し と な 
る の で あり 、 来 世に お いて 彼 は 損失 者 の 頻 
いと な る の だ 。 
6. 信仰 する 者 た ちよ 、 あな た 方 が 礼拝 を 意図 し | dk 
た 時 に は 、 自 分 た ちの 顔 と 、 両 腕 を 肘 ま で 洗 BA 
、 頭 を 撫で 、 両 足 を くる ぶし まで (洗え ) の し とも 3A) 
2 で ぞ じ で て 、 あな た 方 が ジャ ナー パパ の 状態 に RN I 
あっ た ら 、 (礼拝 の 前 に 、 水 で ) 身 を 清め よ 。| で る る と 5 
また 、 も し あな た 方 が 病人 * や 旅行 中 で あっ I 


た り 、 あ な た 方 の 誰か が 妹 地 か ら (戻っ て ) 


タラ ィ ン ン ーー 


来 た り ?、 ( 妻 で ある ) 女性 と 交わ っ た り し の 8 
た 後 (、 稼 れ を 清め る た め の ) 水 を 見 つけ ら cr 
れ な か っ た 時 は 、 清 浄 な 地面 へ と 向かい ( そ AA AES bm 
れ に 触れ ) 、 そ の 一 部 で あな た 方 の 顔 と 両手 Lo 
1 この 「 食 べ 物 」 は 、 大 半 の 学者 の 見 解 で は 、 彼 ら が 居 殺 (と さ つ ) し た 生き 物 の 肉 の こと 
(アル = クル トゥ ビー6:76 参照 )。 家 畜 章 121 も 参照 
2 いずれ の 場合 で も 、 こ こ で は 民 女 性 の こと を 示す と いう の が 、 大 半 の 学者 の 見 解 ( ア 


の 


4 


ル テ バ ガウ ィ ー2:19、 ム ヤッ サル 107 参照 )。 婦 人 章 25 も 参照 。 


この 清め の 行為 は 、「 ウ ドウ ー*」 と 言わ れる 。 
「 病 気 」 に 関し て は 、 婦 人 章 43 の 訳注 を 参照 。 


「 窪 地 か ら 戻 っ て 来る 」 と いう 意味 に 関し て は 、 婦 人 章 43 の 訳 泊 


生 を 参照 。 


5. 食卓 章 205 SU 0 
を 撫で る ! の だ 。 ア ッ ラ ー* は あな た 方 に 、 に ーー っ の を 
困難 を お 授け に な り た い の で は な い 。 し か OTH 3 る 3 


10. 


し 、 か れ は あな た 方 を 清め られ 、 あ な た 方 
が 感謝 する よう に 、 あ な た 方 の 上 に その 
恩恵 を 全う され た い の で ある 。 
また 、 あ な た 方 に 対す る アッ ラー* の 皿 恵 
と 、 あ な た 方 が 「 私 た ち は 聞き 、 従 いま し 
た 」 と 言っ た 時 に か れ が あな た 方 と 結ん 
だ 、 か れ と の 確約 ? を 思い 起こ す が よ い 。 そ 
し て 、 ア ッ ラー* を 長 れ * よ 。 本 当 に アッ ラ 
ー* は 、 胸 中 に ある も の を ご存知 に な る お 
方 な の だ か ら 。 


信仰 する 者 た ちよ 、 ア ッ ラ ー* の た め に よく 
(権利 を ) 履 行 する 者 *、 正義 の 証人 で あれ 。 
そし て ある 民 に 対す る 憎しみ が 、 あな た 方 
を 公 正 の 不履行 へ と 向け て し まう よう で 
は な ら な い 。 公正 に 徹する の だ 。 それ が よ 
り 散 虎 さ * に 近い の だ か ら 。 そし て アッ ラー 
* を 異 れ よ 。 本 当 に ア ッ ラ ー* は 、 あ な た 方 
の 行う こと に 通 暁 され て いる お 方 。 


アッ ラー* は 、 信 仰 し 、 正 し い 行い * を 行う 
者 た ち に 、 (天国 を ) お 約束 され る 。 彼ら 
に は 、 お 赦し と 、 こ の 上 な い 奏 美 が ある 。 


そし て 不信 爺 に 区 り 、 わ れ ら * の (唯一 性 * 
を 示す ) 御 徴 を 嘘 よ ば わり し た 者 た ち 、 そ 
れ ら の 者 た ち は 火 獄 の 住人 で ある 。 


1 


この 清め の 行為 は 、「 タ ヤン ム ム *」 と 呼ば れる 。 


25 うと と っ 022 ちゆ とっ 5 
じ スム 8 a GG 


A LE C2 
ON 


2 ラン ンー 一 


oR EN Ap OE 


CC "_ 
OLE ASY 


2 こと で の 「 確 約 」 に つい て は 、 雌 牛 章 40 と その 訳注 を 参照 。 


3 この 「 よ く (権利 を ) 履行 する 者 」 と は 、 


アッ ラー* の 諸 権 利 と 、 か れ が 自分 ! 


こ 義 務 づ けら 


れ た も の 、 お よび 他人 の 諸 権利 を 、 の と に で お (アル = ジャ ザー イリ ー 


1:601 参照 )。 


5. 食卓 章 206 saSUl , ps -0 
- 信仰 する 者 た ちよ 、 あ な た 方 に 対す る アッ | ss を ik 
ラー* の 買 意 を 思い 起こ す の だ 。 あ る 民 が あ 2 gia 
な た 方 に (支配 の ) その 手 を 伸ばそ うと し 、 と と と sd 1 
それ で か れ が 、 その 手 を あな た 方 か ら 阻ま 00 
れ た 時 の こと を 。 そ し て アッ ラー* を 明 れ * こま os 
よ 。 信仰 者 た ち に は 、 アッ ラー* に こそ 全て の 
を 委ね * さ せる の だ 。 

12. アッ ラー* は 確か に 、 イス ラー イー ル の 子 ら TT 
i を お 取り に な り 、 わ れ ら "” は 彼ら し ラー ES 
の 内 か ら 十 二 人 の 族長 を 遺 わし た *。 そし i Js 
て 、 アッ ラー* は 彼ら に 仰せ られ た 。「 本 当 GIS GN 
に われ は 、 あ な た 方 と 共に ある 4。 も し も 、 
ちな た 方 か を 道 ぎ し 、 を 還 sing ンー 

、 わが 使徒 * た ち を 信じ 、 彼ら を 助け 、 Oo 

ッ ラー で よき 午 人 を する の で あれ は 、 i 
れ は 必ず や あな た 方 の 悪行 を あな た 方 の 0 の 0. 
た め に 帳消し に し 、 あな た 方 を その 下 か ら |  ③J ッ 0 も っ ひと っ っ 
河川 が 流れ る 楽園 に 入れ て や ろう 。 あな た 

方 の 内 、 その 後に 及 ん で 不信 仰 に 陥 る 者 * 

は 、 確か に 真っ 当 な 道 か ら 迷 米 っ て し まっ て 

いる の で ある 」。 

i3。 わ れ ら * は 、 彼 ら (ユダ ヤ 教 徒 ) が 確約 を | Co つ 入 >252 ッ と っ 8 し 
破棄 し た こと ゆえ に 彼ら を 呪い 6、 彼 ら の 心 | と 4 つめ っ 2 祭 お と ね お 介 


を 人 硬化 させ た 。 役 らち は (トー ラー* の 中 の ) 


SKU に 5 kk 


js, 


to 


w 


5 


この 「 確 約 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 40 と その 訳注 を 参照 。。 


第 三人称 か ら 第 一 人 称 に 突如 変わ っ て いる が 、 
異な る 人 称 で 入れ 替わる 、 


象 が 、 


いずれ も 主語 


ト (転換 )」 と 呼ば れる も の (アッ = テス ユー ティ ー3.214-219 参照 )。 


ユダ ヤ 教 徒 * の 支族 数 と 、 同 数 の 族長 。 彼ら は それ ぞ れ 自分 
ー* と その 使徒 * ム ー サ ー*、 


つま り 、 


「 よ き 貸 


そし て 啓 
「 わ が 守護 と 援助 に よっ て 、 あ な た 方 と 共に ある 」 と いう 
付 」 に つい て は 、 睦 和牛 章 245 の 訳注 を 参照 。 


「 ア ッ ラ ー* の 呪い 」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 88 の 訳注 を 参照 。 


こと (前 掲 


選 状 


EN 


、 同 


員 ) 


ュ ン ッッ 


は アッ ラー*。 これ は 同一 の 対 
アラ ビア 語 独特 の 修辞 法 の 一 つ で あり 、「 イ ル テ ィ フ ァ ー 
た ちの 配下 の 者 に 対し 、 ア ッ ラ 
ほ へ の 服従 を 命じ た ( ム ヤ ッ サ ル 109 


o 


参照)。 


5. 食卓 章 207 saSUl , ps -0 
御 言 葉 を 本 来 の 形 か ら 改 鑑 し 、 自分 た ち が | 3 $A 0653 
それ (トー ラー や に よっ て 成 め られ て い | 


14. 


15. 


た も の の 多く ! を 忘れ た ?。 そ し て (使徒 
よ 、) あな た は 、 彼ら の 内 の 僅か な 者 を 除 
いて は 、 未 だ に 彼ら の 裏切り を 見 出す の 
だ 。 な ら ば 彼ら を 大 目 に 見 、 見 逃し て や れ 。 
本 当 に アッ ラー* は 、 善 を 尽く す 者 3 た ち を 
お 好き に な る の だ か ら 。 


また われ ら * は 、「 私 た ち は キリ スト 教徒 
で す 」 と 言う 者 た ちか ら も 、 その 確約 を 取 
っ た 。 そし て 彼ら も 、 自 分 た ち が そ れ ( 柱 
で 席 め られ て いた も の の 多く を 、 記 れ 
て し まっ た の だ *。 そ れ で 、 わ れ ら * は 復活 
の 日 "まで 、 彼 ら の 問 に 没 窟 と 憎悪 を 煽り 立 
て た 。 アッ ラー* は や が て 、 彼ら が 成 し て い 
人 A の 


啓典 の 民 * よ 、 あな た 方 の も と に は 確か に 、 
われ ら * の 使徒 (ムハンマド が 到来 し た 。 
彼 は その 啓典 の 内 の 、 あ な た 方 が 隣 蔽 し て 
いた も の の 多く を 明らか に し 、 ま た (その 
他 の ) 多く に つい て は 大 目 に 見 て くれ る 6。 


— 


これ は 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * へ の 信仰 や 、 彼 の 特 


ORNL EY 


“ーー 


TIT 


7 
こと と 生生 
ーー と っ Ve 


徴 を 人 々 に 明らか に する 義務 な ど を 含む 、 


アッ ラー* と の 契約 の こと を 意味 する と され る (アル ニテ クル トゥ ピー6:116 参照 )。 イ ムラ 
ー ン 家 章 187 も 参照 。 


2 つま り 、 


サル 109 i 


た 


wn 


「 癌 を 尽く す 者 」 に つい て は 、 密 蜂 章 128 の 訳注 を 参照 。 
この 「 確 約 」 に つい て は 、 雌 
「 戒 め ら れ て いた も の の 多く 」 と 「 忘 れ て し まっ た 」 に つい て は 、 ア ー 


を 参照 。 


[er 


それ を 逐一 (ちく いち ) 公 け に され る こと は な い 。 ある い は 、 彼ら の 多く を 大 


上 章 40 と その 訳注 を 参照 。 


アッ ラー* と の 契約 を 放 (ほう ) っ た ら か し に し 、 そ れ を 実行 し な か っ た ( ム ヤ ッ 


ヤ *13 の 訳注 


彼ら が 隠蔽 し て いた こと の 多く に つい て 多め に 見 られ 、 宗 教 上 の 必要 に 迫 ら れ な い 限 り 、 


に 見 られ 、 


その 罪 を お 答 (と が ) め に は な ら な い (アル テニ バイ ダー ウィ ー2:307 参照 )。 


5. 食卓 章 


208 


SU ye 9 


16. 


7 


18. 


ア 0 許 か ら あ な た 方 の も と に 、 光 
と 解明 の 書 ! 確か に や っ て 来 た の で ある 。 


アッ ラー* は 、 そ れ (クル アー ン *) に よっ 
て か れ の お 喜び を 追求 する 者 を 、 平安 の 道 
へ と お 導き に な る 。 そし て その 3 許し に よ 
3 て ; 彼ら を 聞か ら 光 ? へ と 救い 出さ れ 、 ま 
っ すぐ な 道 へ と お 導き に な る の で ある 。 


「 本 当 に アッ ラー* こ そ は 、 マ ル ヤ ム * の 子 マ 
スィ ー フ * (イー サー で ある 」 な ど と 言っ 
た 者 た ち は 、 確か に 不信 仰 に 陥 っ た の だ 。 

(使徒 * よ 、 ) 言っ て や る が いい 。 「 な ら ば 、 
誰が アッ ラー* に 対し て 、 僅か ば か り で も ( 力 
を ) 有する と いう の か ? も し アッ ラー* が 、 
マル ヤム * の 子 マ スィ ー プ * と その 母 、 そ し て 
地上 に ある も の 全て を 滅ぼす こと を 欲 され 
た な ら ば 3? (、 誰 も どう する こと も 出来 な い ) 。 
諸 天 と 大 地 、 その 間 に あ る も の (全て ) の 王 
権 は 、 アッ ラー* に こそ 属す る の だ 。 か れ は 、 
の の り に な る の だ か 
ら 。 そ し て アッ ラー*\ は 、 全 て の こと が お 出 
来 に な る お 方 で あら れる 」。 
ユダ ヤ 教 徒 * と キリ スト 教徒 * は 、 言 っ た 。 

「 私 た ち は ア ッ ラ ー* の 子 で あり 、 その 埋 
愛 を 受け る 者 で ある 」 。 (使徒 * よ 、) 言っ 
て や る の だ 。 「 な ら ば 、 な ぜ 、 か れ (アッ 
ラー*) は あな た 方 の 罪 ゆ え に 、 あな た 方 を 
六 さ れる の か ? いや 、 あ な た 方 は か れ が 


1 この 「 光 」? 


こ は 、「 イ スラ ー ム *」「 預 言 者 * ム ハン マ ド *」 と いっ た 解釈 が ある 。「 解 明 の 書 」 
は クル アー ン * の こと (アル テク ルト ッ ゥ ピー6:118 参照 )。 


、 ター る ター ンー タス る 

OR TT TEEN 

RS Cn 
EY CAC 

A に 

⑨ ょ の テッ) >4 ジ 


PUREDUPICEc あ つの! ワー 
ン ラシン 。 ン イン イン 
os $s うぷ 、 3 え 2 


マイ ン c ンー し ドン プッ ン | 一 
EA EE 


3 Ss 5 
5 ad 


© 上 NLL SIS 
@ ん 2 づい 3 NI 


2 と の 「 痢 」 と 「 光 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 257 の 訳注 を 参照 。 


3 も し 彼ら が 主張 する よう に 、 
親 、 ま た その 他 、 全 て の も の の 運命 を 変え る こと が 出来 た で あろ う 、 


イー サー* が ア 


タバ リー4:2793-2794 参照 )。 


ッ ラ ー* で あっ た と し た ら 、 


彼 は 自ら と その 母 
と いう こと (アッ = 


5. 食卓 章 209 SU , ps -0 


創 られ た も の (で ある 外 の 人 間 と 同種 ) の 、 
人 間 な の だ 。 か れ は 、 か れ が お 望み に な る 
者 を お 赦し に な り 、 か れ が お 望み に な る 者 

を 江 さ れ 給 う 。 そ し て 諸 天 と 大 地 、 その 間 
に ある も の の 王権 は ア ッ ラ ー* に こそ 属し 、 
か れ に こそ 帰り 所 が ある の だ 」 o 


19. 啓典 の 民 * よ 、 あ な た 方 の も と に (それ 以前 | の 2 の 
の ) 使徒 * た ちか ら 期 間 を お いて て 、( 直 実 と TU LNG 
導き を ) 明示 する われ ら * の 使 徒 * ( ム ハ ン 2 と 2 EV 


マ ド が 到来 し た 。 (それ は ) あな た 方 が 、 koei Py 
「 私 た ちの も と に は 、 吉報 を 伝え る 者 も 、 

警告 を 告げ る 者 ' も 、 ( 誰 も ) 来 な か っ た 」 
な ど と 言わ な いよ うに する た め 。 そし て 、 

あな た 方 の も と に は 確 か に 、 吉報 を 伝え 
警告 を 告げ る 者 が 到来 し た の だ 。 アッ ラー 
* は 、 全 て の こと が お 出来 に な る お 方 。 


20. ムー サー* が 、 そ の 民 に (こう ) 言っ た 時 の ゆー 200 と 6 


こと (を 思い 起こ させ る が よい ) 。「 我 が BC の (EC 
民 よ 、 あな た 方 に 対す る 、 ア ッ ラ ー* の 恩恵 RE RS 
を 思い 出す の だ 。 か れ が 、 あ な た 方 の 内 に の sa 


数 々 の 預言 者 * を 遣わ され 、 あ な た 方 を 王 と 
し 全 創造 物 の いか な る 者 に も 与え られ な 
か っ た も の を 、 あ な た 方 に お 授け に な っ た 
時 の こと を 。2< 


21. 我 が 民 よ 、 ア ッ ラ ー* が あな た 方 に 約束 され NE 
た 還 な る 昌 入 る の だ 。 そ し て 背 を 向け て 3  - 
退散 する の で は な い 。 そ うす れ ば あな た 方 DES 

A ー ジュ ゝ 


は 、 損 失 者 と し て 帰っ て 来る こと に な ろう 」。 


1 「 吉 報 を 伝え 、 警 告 を 告げ る 」 に つい て は 、 睦 和牛 章 119 の 訳注 を 参照 。 
2 雌牛 章 47「 外 (ほか ) の いか な る 者 より も 引き 立て た 時 の こと 」 の 訳注 も 参照 。 
3 この 「 聖 な る 地 」 と は 、 エ ル サ レ ム と その 周辺 の こと と 言わ れる ( ム ヤ ッ サ ル 111 頁 参 照 )。 
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22. 彼ら は 言っ た 。「 ム ー サ ー* よ 、 実に そこ に I LE 
は 強大 な 民 が いる 。 そ し て 本 当 に 私 た ち ES EV 
、 彼 ら が そこ か ら 出 て 行く まで 、 絶 対 に OE 
そこ に は 入ら な い ぞ 。 も し 彼ら が そこ と から 
出 て 行く な ら 、 ま さ し く 私 た ち は (そこ へ ) 
入る 者 と な ろう 」。 

23 (アッ ラー* を ) 舌 れ る 者 た ちの 内 、 二 人 の | So 
男 !ーー ア ッ ラ ー* は 彼ら に 、 ( ア 0 の 3 に 
と ムー サー* へ の 服従 と いう ) 恩恵 を 投 け る の の As 
て 下さ っ た ー が 、 言っ た 。 「 門 に 入り 、 to の 
彼ら の も と に 突入 する の だ 。 それ で 、 も し 
そこ に 入っ た な ら 、 あ な た 方 は 必ず や 勝利 
者 と な ろう 。 な ら ば アッ ラー* に こ \ 作 て 
を 委ね る * の だ 。 も し 、 あな た 方 が 信仰 者 で 
ある と いう な ら 」。 

24. 彼ら は 言っ た 。「 ム ー サ ー* よ 、 彼ら が そこ と | MCE SOeo 記 基 
に いる 限り 、 私 た ち は 絶 対 に そこ に は 入ら BRDHICIEGS 
な い ぞ 。 な ら ば 、 あ な た と 、 あ な た の 主 * ot 
が 行っ て 、 戦 っ て 来る が いい 。 実に 私 た ち - 
は 、 こ とこ で 留まる 者 と な る か ら 」。 

25. 彼 (ムー サー?) は (祈っ て 、 ) 申し 上 げた 。 
「 我 が 主 * よ 、 本当に 私 は 、 自分 自身 と 我 が 
見 (ハー ルー ン の 外 、 何 も 有 し て お り ま 
せん 。 ゆえ に 、 私 た ちと 放 和 逸 な 民 と の 間 に 、 
ご 裁決 を お 下 し 下さ い 」。 

26 か れ (アッ ラー は 、 仰 せら れ た 。 「 で は ? 6 


(その 間 、 ) i な ら 
ば 、 放 和 逸 な 民 の た め に 悲し む の で は な い |」 。 


1 先代 ・ 後 代 に お ける 多く の 学者 が 、 こ の 二 人 を 、 ユ ーシュ ア 


・ ブ ン ・ ヌ ー ン (ヨシ ュ ア ) と 、 
カー リブ ・ ブ ン ・ ユ ー フ ナー (カレ ブ ) で ある と し て いる (イブ ン ・ カ スィ ー ル 3:77 参照 )。 
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27. (使徒 * よ 、) 彼ら に アー ダム * の 二 人 の 子 「| er 
に つい て の 真実 の 話 を 、 席 ん で 聞か せる が ES SS 
いい 。 二 人 が 供物 を 捧げ 、 彼 ら の 一 人 ( ハ NN 
ー ビ ー ル ) か ら は 受け 入れ ら れ 、 も う 一 人 OA 
(カー ビー ル ) か ら は 受け 入れ られ な か っ 
た 時 の こと 2。 彼 (カー ビー ル ) は 言っ た 。 
「 絶 対 に 、 お 前 を 殺し て や る 」。 彼 (ハー 
ビー ル ) は 言っ た 。「 ア ッ ラ ー* は 敬 虎 な * 
者 た ちか ら の み 、 お 受け 入れ に な る の だ 。 
28. も し も 、 あ な た が 私 を 殺 そ うと し て 、 そ の CR 
手 を 私 に 伸ばし た と し て も 、 私 は あな た を EDRN NE ba 
殺 そ うと し て 、 我 が 手 を あな た へ f ば し は DNSN 
し まい 。 本 当 に こ 私 は 、 全 創 造物 の 主 * ア ッ ラ 
を 、 怖 れ て いる の だ か ら 。 
29 本当 に 私 は 、 あな た が 私 の 発 と あな た 自身 の | っ 33uibu3ubEd さ 
* と 共に ( ア ッ ラ ー* の 御 許 へ と ) 戻り 、 業 OE 
火 の 民 の 類 い と な る こと を 望ん で いる * の 
だ 。 それ が 、 不 正 * 者 た ち へ の 応報 で ある 」。 
30. 彼 (カー ビー ル ) の 自我 は 、 彼 に 自分 の 弟 | 235054255 交 と 22b5 
を 殺害 する よう 仕向 け 、 彼 は 彼 (ハー ビー る の Hoa 
ル ) を 殺し た 。 そ し て 彼 は 、 損 失 者 の 類 い 
と な っ た 。 


jas 


I*} 


ww 


た 


ハー ビー ル (アベ ル ) と カー ビー ル (カイ ン ) の 話 で ある 、 と 言わ れる (イブ ン ・ カ スィ ー 


ル 3:82、 ム ヤッ サル 112 頁 参照 )。 

大 半 の 解釈 学者 に よれ ば 、 ハ ー ビ ー ル は 羊 飼い で 、 カ ー ビ ー ル は 農夫 だ っ た 。 そ し て 自分 
の 持ち 物 の 内 、 最良 の 羊 を 供物 と し て 捧げ た ハー ビー ル が アッ ラー* に 受け 入れ られ 、 一 方 
質 の 低い 作物 を 供物 と し た カー ビー ル は 受け 入れ られ な か っ た の だ と いう (イブ ン ・ カ ス 
ィ ー ル 3:85 参照 )。 

「 私 の 罪 」 と は 、 ハービー ル を 殺害 し た 罪 の こと で 、「 あ な た 自身 の 罪 」 と は 、 そ れ 以 前 の 彼 
の 罪 で ある 、 と いう の が 大 半 の 解釈 学者 の 見 解 (アル テク ルト ゥ ビー6:137 参照 )。 


これ は 文字 通り の 願望 で は な く 、 
と を 望む 」 と いう 、 二 つ の 好ま し く な い 物 


1:233 参照 )。 


「 私 は 、 あ 


な た を 殺す より は 、 
肝 の 間 の 選択 と いう 意 


ヨ 分 が あな た に 殺さ れる こ 
意味 合い (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 


5. 食卓 章 212 suSUls) -0 
- そし て アッ ラー* は 、 そ の 弟 の 亡骸 を いか に NEE NE 
埋め る か を 示す た め 、 地 面 を 掘 る 、 一 羽 の | Elsgzo る る 
カラ ス を 遣わ され た! 。 彼 (カー ビー ル ) は Ba ERS 
言っ た 。 「 我 が 災い よ 2 ! 一 体 、 私 は こ TFPC tN 
の カラ ス の よう に し て 、 自分 ) の 弟 の 亡骸 を る < RIN 
埋め る こと も 出来 な か っ た の か ?」 彼 は 、 RT 
後悔 する 者 の 類 い と な っ た 。 

32. それ (殺人 の 罪 ) ゆえ に 、 われ ら * は イス ラ | ひっ EN 
ー イ ー ル の 子 ら * に (こう ) 定め た の だ 。 誰 | 3 SECIS 
か 一 人 (の 命 ) の 代償 と し て で も な く 、 地 C1 
上 に お ける 腐敗 * 々 ゆえ に で も な くし て 人 一 CI 
人 の 命 を 奪っ た 者 は 、 あ た か も 全 人 類 を 殺 REE 
し た よう な も の で ある ?。 また 、 そ れ (一 人 i J 
の 命 ) を 生か し た 者 は 、 あ た か も 全 人 類 を i em 
生か し た よう な も の で ある 5。 わ れ ら * の OA NG EN 
使徒 * た ち は 確 か に 、 明 証 6 を 携え て 彼ら の 
も と に 到来 し た の だ 。 そ れ か ら 実 に 、 彼 ら 
の 多く は その 後 、 地上 で ( ア ッ ラ ー* の 法 を 
侵犯 する こと に お いて 、 ) 正しく 度 を 越し 
た 者 た ちな の で ある 。 

1 この 事件 は 人 類 史 初 の 殺人 で あっ た ゆえ 、 カ ー ビ ー ル は 遺体 に 対し て いか に 対処 すべ きか を 


1 いい 】 


ww 


た 


wn 


の 


知ら な か っ た 。 そ こ で アッ ラー* は 彼 に 、 
[方 を 教え られ た の だ と いう (アッ ニテ タバ リー4:2831-2834 参照 )。 
慣 の 念 を 表す アラ ビア 


れ 、 埋葬 (まい そう ) の 


「 我 が 災い よ 」 と は 、 心配 や 後 f 
参照 )。 


「 命 の 代償 」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 178-179 の 「 キ サー ス 


と な る 「 地 上 で 腐敗 * を も た ら す こと 」 


殺し て は な ら な い 命 を 奪う 者 に と っ て 、 


っ て 、 殺 し た い 者 を 殺す に 過ぎ な い 。 
サ ァ ディ ー229 頁 参照 )。 
た と え 殺 し したい 


者 は 、 全 人 類 の 生命 を 生か し て お く 者 に 等 し い 。 
殺害 を 禁じ られ て いる 、 い か な る 命 も 奪っ た り は し な いか ら で あ る (前 掲 書 、 


この 「 明 証 」 は 、 使 徒 * た ちの 教え の 


参照 )。 


8 


旧 手 が いて も 、 アッ ラー* へ の 恐れ ゆえ に 


カラ ス が 仲間 の 遺体 を 地面 に 埋 ( う ) め る の を 示さ 


語 表 現 (アル = バイ ダー ウィ ー2:318 


上 」 の くだ り を 、 ま た 刑罰 の 対象 
の 具体 的 内 容 に つい て は 、 ア ー ヤ *33 を 参照 。 

殺す 相手 に 違い は な く 、 た だ 自分 の 悪 の 欲望 に 従 
その 意味 で 、 彼 は 全 人 類 を 殺す の に 等 し い (アッ = 


思い と どまり 、 彼 を 生か し て お く 
と いう の も 役 は アッ ラー* へ の 恐れ ゆえ 、 


同 
E し さ を 示 す 、 様 々 な 証拠 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 113 


参照 )。 
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アッ ラー* と その 使徒 * に 戦い を し か け 、 地 


33. Rl 
上 で 腐 販 " を 仙 く a と に 発走 する 者 た ち ! の oo 355 
応報 は 、 殺さ れる か 、 (死刑 の 上 に ) に CE RI 
され る か 、 ま た は その 手足 ? を 交互 に 切断 さ 生生 人 隊 も きえ 人 2 しま 

上 SNE GE HII 
ER お の PT の 
こと に 外 な ら な い 。 それ は 、 現世 に お ける 夫 Ne の 0 oO 
彼ら へ の 屈辱 で ある 。 そし て 来世 に お いて DE NII 
は 彼ら に 、 こ の 上 な い 懲 凡 が ある の だ 。 

34. 但し 、 あ な た 方 が 召し 捕る 前 に 悔 倍 し た 者 | 病 SASoa 放 っ 半 せ 
た ち は 別 で ある 。 な ら ば (信仰 者 た ちよ ) 、| ⑧ ん っ ら う 入る 2 
アッ ラー* が 赦し 深い お 方 、 慈 愛 深い * お 方 
で ある こと を 知る が よい 。 

35. 信仰 する 者 た ちよ 、 ア ッ ラ ー* を 長 れ *、 か れ | (25 区 5 i 
へ の お 近づき を 求め *、 か れ の 道 に お いて eo 
蒼 闘 する の だ 。 あ な た 方 が 成功 する よう に 。 る は 

36. 人 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち は 、 た と 
え 彼 ら に 、 復活 の 日 * の 懲 信 を それ で 償 セロ スン NRL: 
(っ て 免除 し て も ら ) うた め 、 地 上 に ある 0 

TE 
も の 全て と 、 そ れ と 同様 の も の が も う 一 つ 2 
あっ た と し て も 、 そ れ が 役 ら か ら 受 け 入れ NN 
られ る こと は な い 。 そ し て 彼ら に は 、 痛 烈 
な 懲罰 が ある 。 

37. 業火 か ら 抜け 出し た く て も 、 彼 ら が そこ か | 3 
ら 出 る こと は 叶わ な い 。 そし て 彼ら に は 、 ED 
永 元 の 懲罰 が ある 。 

1 アッ ラー* に 対し て 宮 戦 し 、 そ の 敵意 を 露 (あら ) わ に し 、 ア ッ ラ ー* と その 使徒 * の 法 に 逆 

ら う 者 た ちや 、 強 盗 ・ AR Gy ッ サ ル 113 頁 参照 )。 

2 右手 と 左足 の こと 。 も し 再犯 で ちあ れ ば 、 そ の 時 は 左手 と 右足 (前 掲 書 、 同 頁 参照)。 

3 追放 され た 先 の 土地 で 、 悔 悟 する まで 拘束 され る (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


4 アグ 


掲 


ッ ラ ー* へ の 服従 と 、 か れ 
書 、 同 真 参照 )。 


が 喜ば れる 行い に よっ て 


「 お 近づき 」 


を 求め よ 、 と いう こと (前 


5. 食卓 章 214 SU , ps -0 

38. (イス ラー ム * 法 に よっ て 統治 する 者 よ 、) A A A 
男女 の 縛 光 2 は 、 彼ら が (不当 に ) 稼い だ CC 
こと の 応報 、 ア ッ ラ ー* か ら の 懲罰 ゆえ に 、 oy こる 2 
OE アッ ラー* は 、 偉 
力 な ら び な い * お 方 、 英 知 あ ふ ゃ れる * お 方 。 

39.、 そ し て 、 そ の 不正 * ( 科 容 ) の 後に 悔 属し ( 行 eb っ de っ Eo 


40. 


41. 


い を ) 正 し た 者 は 誰 で あろ う と 、 本 当 に ア 

ッ ラ ー* は 、 その 梅 司 を 受け 入れ て 下さ る 。 
本 当 に アッ ラー* は 落し 深い お 方 、 慈 愛 深 い 
* お 方 で あら れる の だ か ら 。 


(使徒 * よ 、) あな た 3 は 、 諸 天 と 大 地 の 王 
権 が アッ ラー* に 属す る と いう こと を 知ら 
な い の か ? か れ は お 望み の 者 を 出さ れ 、 


お 望み の 者 を お 赦し に な る の だ 。 ア ッ ラ ー 
* は 、 全 て の こと が お 出来 の お 方 。 
使徒 * よ 、「 私 た ち は 信 仰 し た 」 と 口先 で は 


言い つつ も 、 そ の 心 は 信仰 し て いな い 者 た 
ちの 内 、 不 信仰 へ と 急ぐ 者 た ち が 、 あ な た 
を 悲 し ませ る よう で あっ て は な ら な い 。 ま 
た 、 嘘 に 耳 を 傾け 、( 余 り の 憎しみ ゆえ に ) 
あな た の も と に は 顔 を 出さ ず 、 (トー ラー 
"の ) 言葉 を その 場所 の (確定 ) 後に 改変 す 
る 民 に 傾聴 する *、 ユ ダ ヤ 教 徒 * で ある 者 た 


— 


いい 】 


ww 


イス ラー ム * 法 に お ける 和 容 資 と は 、 
の 所 有 物 (その 所 有 権 に お 


と 。( ク ウェ イト 法学 大 全 24:292 参照 )。 


容 盗 は 
定 する 。 


本 的 に 、 本 人 の 自白 か 、 
尚 、 初 犯 者 は 、 


この 「 あ な た 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 120 の 訳注 を 参照 。 


この 「 民 」 と は 、 こ こ で 「 傾 聴 す る 」 ユ ダ ヤ 教 徒 * と は 別 の ユダ ヤ 教 徒 * ( ム ヤ ッ サ ル 114 


書 24:332-334、338 参照 )。 


正常 な 理性 を 備え た 成人 * が 、 
いて 疑念 の な いも の ) を 、 そ の 保管 場所 か ら こ っ そり と 盗む こ 


参照 )。 彼ら に 「 傾 聴 す る 」 と は 、 彼 ら の 言う こと を 聞い て 従う 


ODIREN SD 4 っ を sl 


る 
ン ッ ン そ ンー レイ そそ 


の AR 


© OSs GAS 


OA 
2 > の ン 2 
GI < 
WA = ター ンタ 
< テウ oy 


っ イス タン ルン きき 


SR 8 


E の 価値 を 有する 他人 


の 条件 を 満た し た 二 人 の 証人 に よる 証言 に よっ て 確 
右手 を 手首 か ら 切 断 さ れる 、 と いう の が 大 半 の 学 3 


の 見 解 (前 掲 


こと 、 あ る い は ( ム ス リ 


ム * た ちの 間 の ) 言葉 を 聞き 回 っ て は 、 彼 ら に それ を 伝達 する こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 
3:113 参照 )。 
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PUT の 


42. 


43. 


ち (の 不信 仰 者 り も (同様 で ある ) 。 彼ら 
(その 人 々 ) は 、 言 う の だ 。「 も し 、 あ な 
た 方 が (ムハンマド * か ら ) これ を 与え られ 
た ら 、 こ れ を 受け 入れ よ 。 そ し て も し 、 こ と 
れ を 与え られ な か っ た ら 、 用 心 す る の だ !」。 
(使徒 * よ 、 ) 誰 で あろ うと 、 ア ッ ラ ー* が 
その 試練 を お 望み に な る 者 、 SM 
者 の た め に 、 ア ッ ラ ー* に 反し て 何一つ 出来 
な い だ ろ う ?%。 それ ら の 者 た ち は 、 アッ ラー 
* が (不信 仰 か ら ) その 心 の 浄化 を お 望み 
に は な ら な か っ た 者 た ち 。 彼 ら に は 現世 に 
お いて 屈辱 が あり 、 来世 に お いて は と の ト 
な い 懲 禄 が ある 。 


(彼ら ユダ ヤ 孝 徒 * は ) 距 に 耳 を 傾け 、 禁 | >>3 
じ ら れ た 物 を 食 る 者 た ち 。 彼ら が (裁決 を 
求め て ) あな た の も と に 来 た ら 、 彼 ら の 問 
を 裁く か 、 ある い は 彼ら か ら 背 『 を 向け よ 。 
そし て 、 あ な た が 彼ら に 背 を 向け る に し て 
SN 0 eo 
う 。 ま た 、 裁 決する の で あれ ば 、 公 正 さ で 
I Ne 
な 者 た ち を お 好み に な る の だ か ら 。 


彼ら は 、 自 分 た ちの 手許 に は アッ ラー* の 規 
定 が 記さ れ た トー ラー* が ある と いう の に 、 
一 体 ど うし て あな た に 裁決 を 求め る の 
か ? それ か ら 彼 ら は 、 そ の (裁決 が 下さ 


— 


この 「 こ れ 」 と は 、 ユ ダ ヤ 教 徒 * た ち が 


分 た ちの 私 欲 に 沿 


2 ッ ンー ラシン レ 

ON 0 
る NE A 

そ レ ォ 

2 め 5 2 2 oe 


の 2 | っ 3 \ ン I ンー 
PBP も か ck 
| 


ララ ン ァ ンク 


ンタ ン 一 


2 の の とら 
CR Ee 
OI AS YOU 


+ っ て 、 本 来 の トー ラー* の 法規 定 


を 改変 し た も の の こと ( ム ヤ ッ サ ル 114 頁 参照 2。 マデ ィ ー ナ * の ユダ ヤ 教 徒 * ら は 、 女 通 (か 


ん つう ) の 罪 に 対す る 罰 
叶 く 塗り 、 鞭 (むち ) 打ち 刑 に 処す こと と し て いた 。 
定め た 刑罰 で ある 石打 ち 刑 を 実施 し た の だ っ た (ムスリム 「 固 
定 刑 の 書 」28 参照 )。 女 通 罪 の 刑罰 に 関し て は 婦人 章 15、 及 び 御 光 章 2 を 参照 。 


使徒 * だ ろう と 、 アッ ラー* が 迷 亡 (めい も う ) を お 望み に な る 者 を 導く こと は 出来 な い ( ム 


の 顔 を 墨 (すみ ) で 時 
通し た 者 に 対し 、 ア ッ ラ ー* の 


IN) 


と し て 、 ト ー ラ ー* の 中 で 定め られ て いた 石打 ちの 刑 で は な く 、 


俳人 


それ で 預言 者 * は 女 


ヤッ サル 114 頁 参照 )。 
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れ た ) 後 、 そ れ に 背 を 向け る の で ある 。 そ 
れ ら の 者 た ち は 、 信 仰 者 な ど で は な い '。 


44. 本 当 に われ ら * は 、 (7 ッ ラ ー* の 法 に ) 服従 EY ra 9 
(イス ラー ム し た 預言 者 たち が 、 それ に | 1 誠志 で 8 二 
よっ て ユダ ヤ 教 徒 『 で ある 者 た ち * を 裁く 、 導 ku2K295 A 
き と 光 を 宿 し た トー ラー* を 下 し た 。 ま た 、 ot 
学識 紳 か な 指導 者 * た ちや 学者 ら も 、 自 分 た 肌 和 りお 2 
ち が ア ッ ラ ー* の 書 (で ある トー ラー* が 改変 oe er 
され る こと か ら ) の 保持 を 託さ れ た が ゆえ に IEC IE 
(、 そ れ で 壮 い て いた ) 。 そし て 彼ら は 、 そ | ©82a を 6 
れ に 対す る 証人 3 だ っ た の だ 。 な ら ば 人 々 を 
恐れ ず 、 わ れ ( ア ッ ラ ー め を 恐れ よ *。 そし 
て 、 わ れ の (規定 と いう ) 御 徴 と 引き 換え 
に 、 僅か な 値打ち の も の を 買っ た り し て は な 
ら な い 。 誰 で あろ う と 、 ア ッ ラ ー* が お 下 し 
ke od それ ら の 者 た ち 
こそ は 不信 仰 者 * な の で ある 。 

45. また 、 われ ら * は その (トー ラー* の ) 中 で 、 EC っ 


彼ら に (こう ) 定め た 。 命 に は 命 で 、 目 | っ NuGN6zdts35。 殆 

に は 目 で 、 鼻 に は 上 鼻 で 、 耳 に は 是 で 、 歯 に NS 

は 歯 で ( 報 わ れる ) oO そし て 傷害 は 、 キサ i 
IM に \) お clo 日 ダン マン 

ス 刑 5 (に よる 報い ) な の だ 」 誰 で も 、 ヒ 。 9 が 4 っ 


それ (キサ ー ス 
は 、 そ れ が 自分 


| の 執行 ) を 免じ て や る 者 
へ の 俳 測 ぼ し と な る 。 そし | ゆっ BIA 


ァ ン 


PR 1 


sl 


w 


に 


5 


ける 、 と いう 二 


彼ら は 自分 た ちの 法 に つい て は 不信 仰 を 犯し つつ 、 預 言 者 *: ム へ ハンマ ド * の 裁決 に も 背 を 向 
計 の 罪 を 犯し て いる ( ム ヤ ッ サ ル 115 頁 参 照 )。 


「 学 識 豊 か な 指導 者 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 79 の 訳注 を 参照 。 


それ ら 先 代 の 預言 者 *※ た ち が 、 ト ー ラ ー* に よっ て ユダ ヤ 教 徒 * を 裁 い て いた と いう こと の 
「 証 人 」 (前掲 書 、 同 頁 参照 )。 


彼ら ユダ ヤ 教 久 


計 の 学者 ら は 、 役 ら が 光 


日 っ て いる 預言 者 * ム ハン マ ド * の 特徴 や 、 姦通 (か ん 


つう ) 罪 に 対す る 本 来 の 刑罰 で ある 石打 ちの 刑 を 公 (お お や ) け に する こと に お いて 、 ア 
ッ ラ ー* 以 外 の 誰 を も 恐れ る べき で は な い 、 と いう こと (アル テク ルト ウゥ ビー6:189 参照 )。 


「 キ サー ス 刑 」 に つい て は 、 睦 和牛 章 178 の 訳注 を 参照 。 
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ROUTE 


46. 


47. 


48. 


て 誰 で あろ うと 、 ア ッ ラ ー* が お 下 し に な っ 
た も の で 裁 か な い 者 、 それ ら の 者 た ちこ そ 
は 不正 * 者 な の で ある 。 


われ ら * は 、 そ れ 以 前 に 下さ れ た トー ラー* 
を 確証 する マル ヤム * の 子 イ ー サー* に 、 彼 
ら (イス ラー イー ル の 子 ら * の 預言 者 * た ち ) 
の 跡 を 継が せ た 。 そし て われ ら * は 、 導き 
と 光 を 和 宿 し 、 それ 以前 に 下さ れ た トー ラー 
で の 正しき) を 確証 する 、 散 虎 な * 者 た ち 5 
へ の 導き と 訓 戒 と し て の 福音 * を 、 彼 に 授 
けた の だ 。 


福音 * の 徒 は 、 ア ッ ラ ー* が ( 柱 音 * の ) その 
ME 誰 で 
あろ うと 、 ア ッ ラ ー* が お 下 し に な っ た も の 
で 裁 か な い 者 、 それ ら の 者 た ちこ そ は 放 逸 
な 者 な の で ある 。 


また ( 使 ド 徒 * よ ) 、 われ ら * は あな た に 、 そ 
れ 以 前 の 内 典 (の 正 し さ ) を 確証 し 、 か つ 

統制 する も の ! と し て 、 真実 の 啓典 (クル ア 
に を 下 し た 。 な ら ば ア ッ ラ ー" が お 下 
し に な っ た も の に よっ て 、 彼ら の 間 を 栽 く 
の だ 。 そ し て 、 あ な た に 到来 し た 真理 を よ 
そ に 、 彼 ら の 欲望 に 従っ て は な ら な い 。 わ 
れ ら “は あな た 方 の 各々 (の 共同 体 ) に 、 法 
と (明白 な ) 道筋 を 授け た 2 。 そし て 、 も し 
ア ッ ラ ー* が お 望み に な っ た の で あれ は ば 、 あ 
な た 方 を 一 つの ( 法 に 基づい た ) 共同 体 と 


1 クル アー 


5) 


ン * は 、 そ れ 以 前 の 啓 


し か し 宗教 の 根本 的 部 分 


ディ ー234 頁 参 照 )。 


RA の 正しい 部 分 を 確証 し 、 
は 暴 ( あ ば ) き 、 そ の 中 の ある 種 の 法規 定 に つい て は 撤 
ヤッ サル 116 頁 参照 )。 
アッ ラー* の 法規 定 は 、 
う も の だ っ た 。 


計 代 背景 に より 異な る も の で は あっ た が 、 7 I 
(タウ ヒー ド * な ど ) は 、 不 


タン の AcEE こ 52 


= 
ン 和 1 


2 A 25 衣 (eR 


ンタ ラン タス メン 


っ つ REID SA 


65 EI IN 


IRN, GI 
AS 


I NAN 
CI EN SR 
EC 人 0 る 
ee ts ER 
NII ろ の の スル っ 
3054 od 


OE 


改 准 (かい ざん) され て いた 部 分 
回 する 、 啓 典 の 最終 版 で ある ( ム 


3 いて 正義 に 叶 
変 で ある (アッ テ サ ァ 
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SU ye -9 


49. 


50. 


51. 


され た だ ろう 。 し か し (そう され な か っ た 


の は ) 、 あ な た 方 に 授け た も の に お いて 、 
あな た 方 を お 試し に な る た め !。 
行 を 競い 合う が よい 。 7 
活 の 日 、 あ な た 方 全員 の 帰り 所 は あり 、 


そし て か れ は 、 あな た 方 が 意見 を 異 に UT 
いた こと に 関し て 、 あな た 方 に お 告げ に な 


る の だ か ら 。 


また (使徒 * よ ) 、 
っ た も の で 條 ちの 則 を 衣 ま 
従う の で は な い 。 そし て 。、 
な た に 刻 示 し た も の の 一 Ms 


、 彼ら が あ 


な た を 惑わ せ (、 そ の 実践 を 阻止 し ) よう 
と する こと に 用 心 せよ 。 も し 彼ら が (あな 


た の 裁決 か ら ) 背 きき 去る な ら 、 知る が よい 、 


アッ ラー* は 彼ら の 罪 の 一 部 ゆえ に 、 彼 ら を 


六 す る こ と と を お 望み な の だ と いう こ と と を 。 


本 当 に 人 々 の 多く は 、 ま さ し く 放 逸 な 者 た 


ちな の で ある 。 


な ら ば 、 善 
アッ ラー* に と こそ ( 復 


アッ フラー" の お 下 し に な 
彼ら の 私 欲 に 
アッ ラー* が あ 


一 体 彼ら は 、 ジ ャ ー ヒ リー ヤ * の 裁決 を 望む 


と いう の か ? そし て (アッ ラー* の 法 の 1 
し さ を ) 確信 する 民 に と っ て 、 ア > 
より も 裁決 に 優れ た お 方 が あろ うか ? 


盟友 は 、 彼 ら 自 


1 各 | 


2 


計 代 に お 


理 か ら 腕 線 し 、 実 践 を お うろ そ か に する か どう か 、 
ー ウ ィ ー2:332 参照 )。 


イム ラー ン 家 章 28 と その 訳注 も 参照 。 


信仰 する 者 た ちよ 、 ユ タダ ヤ 教徒 * と キリ スト 
教徒 * を 盟友 と し て は な ら な い ?。 彼 ら の 
身 な の だ か ら 。 そし て 誰 で 
あろ うと 、 あ な た 方 の 内 で 彼ら を 盟友 と す 


* 


RN 3 RE | DL 

ba 5 もみ 
GS 

es ん 


A 


ン 


i 
or PO 


を を 


0 


EN 部 5* 
tar 3 
A Ye REV PR MK 


5 いて 、 い か な る 相違 (そう い ) も な い 同 一 の 法 で は な く 、 異 な る 法 が 定め られ 
た の は 、 人 々 が 、 法 の 変更 が アッ ラー* の 英知 に よ に る も の で ある と 信じ 従う か 、 
試 績 に か ける た め だ っ た (アル テバ イダ 


ある い は 真 
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る 者 、 そ の 者 は まさ し く 彼 ら の 仲間 で あ 
る 。 本 当 に ア ッ ラ ー* は 、 不 正 * 者 で ある 民 
を お 導き に は な ら な い 。 


52. また あな た は 、 そ の 心 に 病 を 宿す 者 た ち ! 

が 、「 私 た ち は 、 自 分 た ち に (状況 の ) 暗 
転 が 訪 れる 2 こと を 怖 れ て いる 」 と 言っ て 、 
彼ら (の 親愛 ) へ と 急ぐ の を 目 に する 。 ア 
ッ ラ ー* は きっ と 勝利 か 、 あ る い は その 件 誕 
か ら (新た な ) 局面 を も た ら され る だ ろう 

。 それ で 彼ら は 、 自ら の 胸中 に 潜め て い 
た と こ と を 後悔 する こ と と に な る の だ 。 


53. 信仰 する 者 た ち は (その 時 、 偽 信者 * た ちの RP SEA RNY 
と と を 知っ て 、 とう) 言う 。「 一 体 こ れ ら の の の あう rd 
者 た ち は 、 本 当 に 自分 た ちと そ は あな た 方 の Sszc 売 


仲間 で ある と 、 躍起 に な っ て ア ッ ラ ー* に か 
け て 約 折っ た 者 た ちな の か ?」 彼ら の 行い は 台 
無し と な り 、 損失 者 と な っ て し まう の だ 。 


54. 信仰 する 者 た ちよ 、 あ な た 方 の 内 で 自分 の I SN NE 
宗教 (て イスラーム から (不信 仰 へ と ) 戻 EE IM 
っ て し まう 者 が あっ て も 、 ア ッ ラ ー*\ は か れ dE 
が 愛 で 給 い 、 その 者 た ち も ま た 、 か れ の こ NI EG Sd 
と を 愛す る よう な 別 の 民 を 、 や が て 出現 さ s 
せ 給 お う 。 (彼ら は ) 信仰 者 た ち に 対し て 
は 控え めで 、 不 信仰 者 * た ち に は 厳格 で あ 
り 、 ア ッ ラ ー* の 道 に お いて 努力 奮闘 し 、 


1 この 「 心 に 病 を 宿す 者 た ち 」 と は 、 信 仰 に 疑念 を 抱き 、 か つ ユ ダ ヤ 教 徒 * ら に 親愛 の 念 を 示 

し て いた 偽 信者 * た ちの こと ( ム ヤ ッ サ ル 117 頁 参 照 )。 

つま り ユ ダ ヤ 教 徒 * ら が ムスリム * た ち に 勝利 する こと で 、 彼 ら 自 身 も その 被害 に あっ て し 

まう こと (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 

3 この 「 勝 利 」 は 、 マ ッ カ 開城 * と 、 ム スリ ム * た ちの 不信 仰 者 # た ち に 対す る 勝利 を 、「 新 た 
な 局面 」 と は 、 啓 典 の 民 * の 弱体 化 を 原因 づけ る 出来 事 の こと を 指す 、 と され る (前 掲 書 、 
同 頁 参照 )。 


to 
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55. 


56. 


57. 


58. 


59. 


中 傷 す る 者 の 中 傷 な ど 怖 れ な い 。 そ れ ! は 

アッ ラー* が 、 か れ の お 望み に な る 者 に 授け 
5 れる 、 か れ の ご ど 恩 籠 で ある 。 ア ッ ラ ー* 
は 広 量 な * お 方 、 全 知 者 で あら れる 。 


(信仰 者 た ちよ 、 ) あな た 方 の 盟友 と は 、 
アッ ラー* と その 使徒 * で あり 、 礼拝 を 遵守 
し を 


(アッ ラー* に 対し て ) 内 順 に 浄 財 * 
を 支払 う 、 信 仰 す る 者 た ち に 外 な ら な い 。 
そし て 誰 で あろ うと 、 ア ッ ラー* と その 使徒 
* と 信仰 する 者 た ち を 盟友 と する 者 は (アッ 
ラー* の 発 派 で あり ) 、 本 当 に アッ ラー* の 
党派 こそ は 勝利 者 な の で ある 。 


信仰 する 者 た ちょ 、 あな た 方 以前 に 啓典 を 
授け られ た 者 * た ちと 不信 仰 者 * た ちの 内 、 
あな た 方 の 宗教 を 明 突 と 放 邊 の 的 と し た 
者 た ち を 、 前 友 と する の で は な い 。 そし て 、 
アッ ラー* を 暴れ * よ 。 も し 、 あ な た 方 が 信 


仰 者 で ある な ら ば は 。 
あな た 方 が 礼拝 へ 


また (信仰 者 た ちよ ) 、 

と 呼び か けれ ば 、 役 ら は それ を 喘 笑 と 施 
興 の 的 と し た 。 そ れ と いう の も 彼ら は 、 
分 別 し な い 民 で ある か ら な の だ 。 


(使徒 * よ 、) 言っ て や る が いい 。「 啓 典 の 
民 * よ 、 あな た 方 は 、 私 た ち が ア ッ ラ ー* と 、 
私 た ち に 下さ れ た も の 、 (それ ) 以前 に 下 
され た も の ? を 信じ た と いう だ け で 、 私 た ち 

を 傘 め る の か ? あな た 方 の 大 半 は 、 放 旬 
な 者 で ある の に 」。 


1 


「 そ れ 」 と は 、「 信 仰 者 た ち に 対し て は 控え めで 、 
(アッ = テ タ バリ ー4:2933 参照) 


A OI 
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Ve 
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NC 
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oN UE 


A NIS 
@SA292 2 し 35 
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… 中 傷 な ど 怖 れ な い 」 と いう 美 点 の こと 


2 つま り 全 て の 啓典 の こと (アル = バイ ダー ウィ ー2:341 参照 )。 
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60. 


61. 


62. 


63. 


64. 


( 台 言 者 * よ 、) 言っ て や る が いい 。「 ア ッ 
ラー* の 御 許 に お いて 、 そ れ よ り も 悪い 応報 
を (受け る 者 た ち に つい て 、) あな た 方 に 
教え よう か ? (それ は 、 OT 
人 層 さゆ え に ) ア ッ ラ ー* が 呪い * 給 い 、 

乱 り に な り 、 その 一 部 を 猿 や 豚 に お 変 0 
な り ?、 タ ー グ ー ト * を 振 し た 者 」。 そ れ ら 
本 NG Ea 
り 、 (現世 で は ) 真っ 当 な 道 か ら 、 よ り 迷 
い 去 っ た 者 た ちな の だ 。 


また 、 彼 ら ( 偽 信 者 * た ち ) は あな た 方 の も 
と に や っ て 来れ ば 、「 私 た ち は 信仰 し た 」 
と 言う 。 彼ら は 確か に 、 不 信仰 と 共に ( あ 
な た 方 の も と に ) 入り 、 そ し て 不信 仰 と 共 
に (あな た 方 の も と を ) 出 て 行っ た の だ 。 
アッ ラー* は 、 彼 ら が 隠し て いた こと を 最も 
よく ど ご存知 で ある 。 


( 使 矯 * よ 、) あ な た は 彼ら の 多く が 俳 と ( 法 
の ) 侵犯 、 禁じ られ た 物 を 次 人 る と こと に 急ぐ 
の を 日 に する 。 彼ら の 行っ て いる こと は 、 
何と 実に 本 悪 な こ と か 。 


学識 豊か な 指導 者 * た ちや 学者 ら は な ぜ 、 罪 
深い 言葉 と 禁じ られ た 物 を 食 る こと を 彼 
ら に 止め させ な い の か 。 彼ら の 成 し て いた 
こと と の 、 何 と 実に 醒 悪 な こと か 。 


ユダ ヤ 教 徒 * は 言っ た 。 「 ア ッ ラ ー* の 御手 
は 、 縛ら れ て いる <」 。 一 一 縛ら れ た の は 彼 


1 


3 


4 彼ら は 日 照 ( ひ で ) りや 時 湯 ( か ん ば つ ) の 時 に 、 ア ッ ラ ー* が 自分 た ち 
し み し て いる 、 な ど と 言っ た の だ と いう ( ム ヤ ッ サ ル 118 頁 参 照 )。 


3 Re a ジャ ン 2 
ER a 


> 
op 


ec つこ ンー と 2 ve 


< 


CARON Sa の 


SN ds 


USE 


2 Or 2 を とう 


TED 
GSN も 


NS Ss DAE 
EE RAN し 


「 ア ッ ラ ー* の 呪い 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 88 の 訳注 を 参照 。 
2 雌牛 章 65、 高 壁 章 166 も 参照 。 


「 学 識 豊 か な 指導 者 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 79 の 訳注 を 


と 4 


LC 


I 
se は 


参照 。 


に 対し て 出し 惜 ( お ) 
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65. 


66. 


ら の 手 で あり 、 彼 ら は 彼ら の 言っ た こと ゆ 
え に 呪 われ た の だ 一 一 。 いや 、 か れ (アッ 
ラー? の 御手 は 大 きく 広げ られ て お り 、 か 
れ は お 望み の まま に お 恵み に な る 。 あな た 
の 主 * の 御 許 か ら あ な た に 下さ れ た も の は 
必ず や 、 彼ら の 多く に 、 放 縛 さと 不信 仰 を 
上 乗せ する!。 そし て 、 われ ら * は 復活 の 日 * 
まで 彼ら の 間 に (互い へ の ) 敵意 と 憎悪 
の 念 を 投じ た の だ 。 彼ら が (ムスリム * に 対 
する 策略 の ) 戦争 に 火 を 点け よう と する た 
び 、 ア ッ ラ ー" は それ を お 消し に な る 。 そし 
て 彼ら は (依然 ) 、 地 上 で 腐敗 * を 働い て い 
る の だ 。 ア ッ ラ ー* は 、 腐敗 * を 働く 者 た ち 
を お 好み に は な ら な い 。 


も し 啓典 の 民 * が 信仰 し 、 (アッラー* を ) 暴 
れ * た な ら 、 わ れ ら * は 彼ら の た め に その 各 
行 を 覆い 隠し て や り 、 彼 ら を (来世 に お い 


の 安寧 の 楽園 に 入れ て や る の だ が 。 


また 、 も し 彼ら が トー ラー*、 福 音 *、 彼 ら 
NR 
ン ツ を 実際 し た な ら ば 、 その 頭上 か ら 
NN 食べ (る た め の 糧 を 授かっ ) 
た で あろ う 2?。 彼 ら の 中 に は 中 唐 な 集団 * も 
ある 。 そ し て 人 役 ら の 多く の 者 た ちの 行い 


は 、 何と 忌 ま わ し いこ と か 。 


NN) 


w 


ス 


1 


肥 ら は クル アー ン * を 聞く こと に よっ て 、 放 縛 さと 不 
は 有益 な 栄養 を 扱 (と ) る こと で 、 病 人 の 病状 が 更に 悪 
イダ ー ウ ィ ー2:346 参照 )。 夜 の 旅 章 82、 詳 細 に 
3:147 参照 )。 そ し て その 
際 ( ま ぎ わ ) らし い 嘘 を 
アッ ラー* が お 降ら し に な っ た 雨 の 恵み と 、 そ れ に よ 
る 、 と いう 意味 (アッ ニタ バリ ー4:2952、 ム ヤッ サ 


「 中 唐 


言 1 


BOLD 

人 次 5 RL RI 
ER Med a 
YY CG RY 


PV 


る NG 


~ 2¢ 6 22 


EA NY 
| 
DN EE 


EE 3 
Pr 


a cL 
$ つ 3 じ 和え っ た が 2 移る っ 


! を 増す 。 それ は 、 あ た か も 健常 者 に 


原因 は 、 啓 示 に 育 き 、 反 対 


23 


つ 


な 集 


団 」 と は 、 過激 で も いい 加減 で も な い 、 


いて 対抗 し た た め な の で ある (アッ デニ サ ア ディ ー237 


化す る 状態 の よう で ある (アル = テバ 


され た 章 44 も 参照 (イブ ン ・ カ スィ ー ル 


頑 (か た く ) な に 拒 ( こ ば ) み 、 間 
参照 )。 


て 大 地 に 生 


育 する 作物 の 恵み を 授 か 


ル 119 頁 参 照 )。 
正しい 集団 


ここ で は 啓 


の こと 。 LL の 民 * 


の 内 、 イ スラ ー ム * を 信じ た 者 た ちの こと (アル = バ ガ ウ ィ ー2:68 参照 )。 
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67. (使徒 * よ 、) あな た の 詩 * か ら あ な た に 下 | 28 UE Gs 
され た も の を 伝え よ 。 も し そう し な けれ EE 2839o5 
ば 、 あな た は か れ の 和 お 言 伝 を 伝え な か っ た LN NS 
と と に な る !。 そ し て アッ ラー* が 、 あ な た 8 
を 人 々 か ら 守 っ て 下さ る の だ 。 本 当 に アッ DOESN 
ラー* は 、 不信 仰 者 * で ある 民 を お 導き に は 
な ら な い %。 

68. (使徒 " よ 、) 言っ て や る が いい 。 「 北 典 の | まぁ また iuEeNOas 
民 * よ 、 ト ー ラ ー*、 福 並 :、 そ し て あな た 方 A SE 1 
の "から ちな た 方 の も と に 下さ れ た も の が と gg 
rn siirase. war | bess 

示 無関係 な の だ ぞ 」。 ンー イーラ イィ イン レン 
AY 
あな た の 王 * の 人 か ら あな た に 下さ れ た も Dr 
の は 必ず や 、 彼ら の 多く に 、 放 挟 さ と 不信 
仰 を 上 乗せ すす る 3。 な ら ば (使徒 * よ 、) 不信 
仰 者 * で ある 民 ゆ え に 、 悲し お の で は な い 。 

69. 本当 に 、 信 仰 する 者 た ち 、 ユダヤ 教徒 * で あ | 624xouNbM2cS3N8 
る 者 た ち 、 サー ビア 教徒 * た ち 、 キ リス ト 教 | て る 3 し saczy 
徒 * た ち で 、 ア ッ ラ ー* と 最後 の 日 『 を 信じ て CHENGI EE SI 
正しい 行い * を 行う 者 、 彼 ら に は 、 怖 れ も な 
けれ ば 、 悲 し むと と も な い %。 

70. われ ら * は 、 イ スラ ー イ ル の 子 ら * の 確約 A bg Sal 1 
5 を 確か に 取り 、 彼ら に 数 々 の 使徒 * を 遺 わ NP の RS 
し た 。 彼ら 自身 の 気に入ら な いも の を 携 RC CE A 内 
えた 使徒 * が 、 彼 ら の も と に 到来 する 度 、 

1 OT ド * は 、 アッラー* の 教え を 余す こと な く 伝 えた 。 ゆえ に 、 彼 が 少し 

啓示 を 隠蔽 (いん べ ぺい) し た と 考え る 者 は 、 ア ッ ラ ー* と その 使徒 * に 対し て 大 それ た 
a と に な る ( ム ヤ i 


1】 


つま り ア ッ ラ ー* は 彼ら に 、 


シャ ウ カ ー ニ ー2:85 参照 )。 


ww 


た 


m 


アー ヤ *64 の 、 同 様 の くだ り の 訳注 


この 「 確 約 」 


も 参照 。 


あな た を 害する よう な こと は 許さ れ な い 、 


と いう と こと (アッ テ 


「 怖 れ も な けれ ば 、 悲 し むこ と も な い 」 に つい て は 、 睦 和牛 章 38 の 訳注 を 参照 。 


に 関し て は 、 雌 牛 章 27 の 「 契 約 」 に 関す る 訳 泊 


を 参照 。 
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71. 


72. 


73. 


彼ら は (使徒 * た ちの ) ある 一 派 を 嘘つき 
と し た の で あり 、 ま た 別 の 一 派 は 殺害 する 
の だ っ た 。 


また 、 彼ら は 試練 な ど な い だ ろう うと 思い 込 
み 、 (導き に 対し て ) 弟 目 に な り 、 襲 に 
な っ た 2。 そ の 後 ア ッ ラ ー* は 彼ら の 悔 悟 を 
お 受け 入れ に な っ た が 、 そ れ か ら 彼ら の 多 
く は (再び 、 導き に 対し て ) 盲目 に な り 、 

皿 に な っ た の だ 。 ア ッ ラ ー* は 、 彼 ら の 行 
うこ と を ご 覧 き に な る お 方 。 


「 本 当 に アッ ラー*、 か れ は 、 マ ル ヤ ム * の 
子 マ スィ ー フ * の こ と で ある 」 と 言っ た 者 
は 、 確 か に 不信 仰 に 陥っ た の だ 。 マス ィ ー 

フ * は 0 CES) 言っ た と いう の に 。 「 イ ス 
ラー イー ル の 子 ら * よ 。 我 が 主 * で あり 、 あ 
な た 方 の 主 * で ある アッ ラー ー を 岩 拝 * せ よ 。 
本 当 に 、 ア ッ ラ ー* に 対し て シル ク * を 犯す 
者 は 誰 で あろ うと 、 ア ッ ラ ー* が 彼 に 天国 を 
人 桂 じ られ る の だ 。 そし て 、 その 住処 は ( 地 
獄 の ) 業火 で ある 。 不正 * 者 た ち に は 、 いか 
な る 援助 者 も ちな い 」。 


「 本 当 に ア ッ ラ ー* は 、 三 位 の 内 の 一 つ で あ 
る 3」 と 言っ た 者 は 、 確 か に 不信 仰 に 陥っ 
た の だ 。 そし て 、 た だ 一 つの 水 拝 * す べき 存 
在 (アッ ラー や の 外 に は 、 い か な る 神 * も 
な い 。 も し 彼ら が (その よう に ) 言う の を 


= 


の 


こと の 「 試 練 」 と は 、 


キリ スト 教 * の 


分 た ちの 罪 深 さ ゆえ に 、 
は 、 雌 牛 章 7、 


「 盲 目 」「 龍 」 に つい て 


er 


ダン っ ン 
の に つっ S っ oy ニー 6 
いつの i 和 
RN 1 うる の や 0 に と 


PS 


Or を 26 昌和 
OL I 


1 
Rob 3 139M の ESG 
ss あか EES A っ っ 


Oe 


ua ( ム ヤ ッ サ ル 120 頁 参 照 )。 
畜 章 50、 フ ー ド * 章 20、24 の 訳 計 


、 三 位 一 体 論 の こと 。 時 Ne て ( 
か ら 子 へ と ほ と ば し っ た 御 言葉 の 神 性 と いう 、 


を 参照 。 


父 な る 神 性 ・ 全 NM 父 
論 」 の こと で ある と か 、 ア ッ ラ 


ー* と 共に 、 イ ー サ ー* と マル ヤム * を 神 と し た こと で ある 、 と いう 説 が ある 0 の カス 


ィ ー ル 3:158 参照 )。 


「 神 」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 
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止め な いな ら ば 、 痛ま し い 懲 前 は 必ず や 、 
彼ら の 内 の 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち に 降り 
か か る で あろ う 。 

74. 一 体 、 彼ら (キリ スト 教徒 は アッ ラー* て (1Y2 い 
に 悔 悟 し 、 か れ に お 赦し を を わな い の か ? OE 

アッ ラー* は 赦し 深い お 方 、 慈 愛 深 い * お 方 
で ある と いう の に 。 

75. マルヤ ム * の 子 マス ィ ー フ * は 、 彼 以前 に も Pt あの] 0 
数 々 の 使徒 * が 滅び 去っ て 行っ た 、 一 人 の 1 MA の 
使徒 * に 過ぎ な い 。 ま た 彼 の 母親 は よき 信 仰 eS SW 
者 ' で あり 、 二 人 と も 食事 を 口 に し て いた の の 388 
だ 2。 見 よ 、 わ れ ら * が 彼ら に 対し て 、 い か に 
御 微 を 明示 する か を 。 それ か ら 見 よ 、 彼ら 
が いか に (真理 か ら ) 背 か され て いる か を 。 

76. (使徒 * よ 、) 言っ て や る が いい 。「 一 体 あ | 8SCR On 
な た 方 は 、 ア ッ ラー* を よそ に 、 あな た 方 に OL ES 
A キ す る 
と いう の か ? アッ ラー* こ と こそ は よく お 聞 
き に な る お 方 、 A 

77. (使徒 * よ 、) 言っ て や れ 。「 落 典 の 民 * ( キ 0 の GS 
リス ト 教 徒 よ 、 あ な た 方 の 宗教 に お いて | 8 AN もの 
不当 に も 度 を 越し て は な ら な い 。 ま た 過去 TE3 
に 迷い 去り 、 多 く (の 人 々 ) を 迷わ せ 、 真 
っ 当 な 道 か ら 迷 い 去 っ た 民 * の 私 欲 に 従っ 
て は な ら な い 」。 

1 ある い は 、「 大 そう な 正直 者 」( ア ル テ バ ガウ ィ ー2:72 参照 )。 

2 つま り 彼 ら 二 人 は 、 他 の 人 々 同様 、 食 べ 物 を 必要 と する 人 間 で あっ た 。 そ し て 生き る た め 


w 


た 


ーー 


この 「 御 徴 」 は 、 
人 と (前掲 書 、 同 


この 「 民 」 と は 、 ユ ダ ヤ 教 徒 


こ 食 べ な けれ ば な ら な い 存 在 は 、 神 な ど で は な い ( ム ヤ ッ サ ル 120 頁 参照 )。 
預言 者 た ち に つい て 主張 し て いる 


アッ ラー の 唯一 性 * を 証明 し 、 
参照)。 


彼ら が 


の こと ( ム ヤ ッ サ ル 120 頁 参 照 )。 
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78. イス ラー イー ル の 子 ら * の 内 の 不信 仰 だ | 3 
っ た 者 * た ち は 、 ダー ウー ド * と マル ヤム * | る と ル ら らら 5259L う と 
の 子 イ ー サ ー* の 舌 に よっ て 呪 わ れ た ! の AE 
で ある 。 それ は 彼ら が 反抗 し 、 (アッ ラ 
ー* が 禁じ られ た 物事 を ) 侵犯 し て いた か 
ら な の だ 。 

79. 彼ら は 、 自 分 た ち が し て いた 悪事 を 互い に | が る と っ あつ ACGY ど 
禁じ 合わ な か っ た 。 彼 ら が し て いた こと OE 
の 、 何 と 実に 醒 悪 な と と か 。 

80. (使徒 * よ 、) あな た は 彼ら (ユダヤ 教 徒 っ 0 っ っ em 
の 多く が 、 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち を 昼 友 0 と 233 じ 3 と 一 
と する の を 目 に する 。 彼ら が 自ら の た め に |  、5: 移 導 と ンジ 招 
成 し た こと の 、 何と 実に 醒 悪 な と と か 。 ア AE RN 
ッ ラ ー* は (それ ゆえ に ) 彼 ら に 激怒 し 給 い 、 ; 
彼ら は 懲 久 の 1 に 永遠 に 留まる の だ 。 

81、 そ し て 、 も し 彼ら が アッ ラー* と 預言 者 * と 、| gd つみ 9 と 
彼 に 下さ れ た も の を 信じ て いた ら 、 彼 ら BUY や IE 
(不信 仰 者 り の こと を 盟友 と は し な か っ た @、 つ ん 52 る 5 と 5 
で あろ う 。 し か し 彼ら の 多く は 、 放 逸 な 者 
た ちな の で ある 。 

82. (使徒 * よ 、) あな た は 、 信仰 する 者 た ち に IE AN 


対し て 最も 敵意 の 激しい 人 々 が 、 ユダ ヤ 教 
徒 "と シル ク * を 犯す 者 た ち で ある こ こと を 、 
必ず や 見 出す の だ 。 また 、 信仰 する 者 た ち 
に 対し 、 彼 ら (人 々 ) の 内 で 最も 親愛 の 念 
を 示す 者 た ち が 、「 本 当 に 私 た ち は 、 キ リ 
スト 教徒 * で す 」 と 言う 者 た ち で ある こと 


1 つま り ア ッ ラ ー* は 、 ダー ウー ド * と イー サ 
ら * の 不信 仰 者 * が 、 
ッ サ ル 121 人 


「 悪 事 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 章 104 の 訳注 を 参照 。 


2 


* に 下さ れ た 啓 
アッ ラー* の ご 慈悲 か ら 遠 ざけ られ て し まっ た と 、 仰 せ に な っ た ( ム ヤ 


(と ヶ 5 っ AP く 名 As 
3 るる 人 5 る 
EE SGN 


A rs 
DE NN 


の 中 で 、 イス ラー イー ル の 子 


5. 食卓 章 


227 


ROUTE 


83. 


84. 


85. 


86. 


87. 


を 、 必ず や 見 出す 。 それ は 彼ら の 1 に は 学 
僧 や 修道 代 が お り 、 彼 ら が 高慢 で は な いた 
めで ある 。! 


また 、 彼 ら が 使徒 * に 下さ れ た も の (クル ア 
ー ン ?) を 聞く 時 、 あな た は 彼ら の 眼 が 、 彼 
ら が 知っ た 真理 ゆえ に 涙 で 溢れ る の を 目 
に する 。 彼ら は 言う 。 「 我 ら が 主 * よ 、 私 た 
ち は 信 仰 し まし た 。 ゆ え に 私 た ち を 、 証 人 
た ちと 共に 書き 留め て 下さ いら 。 


また 私 た ち が 、 アッ ラー* と 、 自分 た ちの も 
と に 到来 し た 真 Re 
いう こと で し ょ うか ? 私 た ち は 私 た ち 

の 主 が 、 自 分 た ち を 正しい 者 * た ちと 共に 
(天国 に ) 入れ て 下さ る こと を 望ん で いま 
す の に 」。 


そし て アッ ラー* は 、 彼 ら が 言っ た (その ) 
こと ゆえ に 、 彼ら を その 下 か ら 河 川 が 流れ 

る 楽園 で お 報い に な っ た 。 彼ら は そこ に 水 
遠 に 留まる 。 そし て それ は 、 善 を 尽く す 3 者 
た ち の 褒美 な の で ある 。 


また 、 不信 仰 に 陥り 、 われ ら * の 御 徴 ( ア 
ー ヤ ツウ を 嘘 と する 者 た ち 、 そ れ ら の 者 た ち 
は 火 獄 の 住人 で ある 。 


信仰 する 者 た ちよ 、 ア ツ ラー* が あな た 方 に 
お 許し に な っ た 善き も の を 、 生じ る の で は 
な い 。 ま た 、 (禁じ られ た 物事 を ) 侵犯 し 


1 一 説 に 、 
ナジ ャ ー シ ー ら に 関し て 下っ た (アン 


預言 者 * ム ハン マ ド * の 共同 体 の こと 


2 


「 証 人 た ち 」 と は 、 
く は 、 雌 和牛 章 143 の 訳注 を 参照 。 


1 


と の ER vy 
SE RA 


ES te 池 
NIGGAS Cs 
DNS 


A 
ee i Rd 


as 


とこ の アー ヤ * は 、 イ スラ ー ム * を 受容 し た 当時 の キリ スト 教 国 エチ オ ピ ア 王 ア ン = 
テ ナ サ ー イ ー11148 参照 )。 


ム ヤ ッ サ ル 121 頁 参 照 )。 詳 し 


3 それ が どこ で あろ うと 、 そ し て 誰 の も と に あろ うと 、 真 理 に 従う こと に お いて 「 善 を 尽く 
す 」 こ と (イブ ン ・ カ スィ ー ル 3:169 参照 )。 蜜 蜂 章 128 の 訳注 も 参照 。 


5. 食卓 章 


228 SOUS , ps -0 


て も な ら な い !。 本 当 に アッ ラー* は 、 侵 犯す ONT LINY 
る 者 た ち を お 好き で は な い の だ か ら 。 

88. また (信仰 者 た ちよ ) 、 アッ ラー* が あな た RE 
ne Oa ENT 
まそ UT あな た 方 が 信じ て いる ア ッ ラ 

ー* を こそ 、 異 れる * の だ 。 

89. アッ ラー* は あな た 方 を 、 あ な た 方 の 次 的 た ん sa NY 
5 る 電 は ずみ まゆ え に 、 抽 きち れ た り NG 
し な い 。 し か し か れ は 、 あ な た 方 が 定 辻 を 生 和 7 
確定 し (た 後 、 それ を 遂 行 し な か っ ) た こ はら ES NS 
と に 対し て 、 単 せ られ る 。 な ら ば 、 そ の 罪 oi の の 
滅ぼし は 、 あ な た 方 の 土地 の 人 々 に 食べ さ RI 
せる 平均 的 な も の で 、 十 人 の 貧者 * に 食物 ! PP 
を 施す こと か 、 ま た は 彼ら に 対す る 衣服 の ーー 
提供 、 あ る い は 首 * 一 つの 解放 (の 内 、 い ず DES 

れ か ー つ ) で ある 。 (それ ら の いずれ も ) 
見 出せ な い 者 * は 誰 で も 、 三 日 間 の 音 戒 *( が 
義務 づけ られ る ) 。 そ れ が 、 あな た 方 が 番 
っ た 際 の 、 あ な た 方 の 宣 塚 (の 不履行 ) に 
対す る 罪滅ぼし で ある 。 そ し て (ムスリム 
* た ちよ ) 、 神 約 を 守る 6 の だ 。 そ の よう に 
| 同様 の 意味 と し て 、 ア ー ヤ “103、 家 斉 章 136 以降 、 章 31 も 参照 。 こ の アー ヤ * は 一 
説 に 、 禁 谷 を 意図 し て 去勢 (きよ せい ) や 放浪 を し た り 、 肉 食 < 結 婚 ・ 睡 限 な ど を 避 ( さ ) 


ww 


wn 


er) 


けた り し よう と し た 教 友 * た ち に 関し て 下っ た と 言わ れる (イブ ン ・ カ スィ ー ル 3:169 参照 )。 
「 宮 奪 に お ける 軽 は ずみ さ 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 225 の 訳注 を 参照 。 


その 分 量 は 、 ハナ フィ ー 法 学派 * 以 外 の 四 大 法学 派 * で は 一 人 に つき 


法学 派 で は 半 サ ー ア *、 物 に よっ て は 一 
ウェ イト 法学 大 全 35:101-102 参照 )。 
この 「 
それ ら 三 つの 選択 の 内 、 
ー ル 3:176 参照 )。 


いずれ も 物質 


軽 は ずみ な 宣 抄 
い 限 り に お いて 実行 する こと 。 ま た 、 
ル 122 頁 参 照 )。 


」 に つい て は 、 婦 人 章 92 の 訳 沼 


『 を 避 ( さ ) け 、 も し 何 か を 誓っ た 


ーー っ る ムッ ツ ド か ハナ ブイ ィ イー 
| 格 と いう 説 も あり ( ク 


サー ア *、 ある い は その 相当 1 


E を 参照 。 


的 に 不可 能 で ある 場合 、 と いう こと (イブ ン ・ カ スィ 


場合 に は 、 そ れ が イス ラー ム * 法 に 反し な 


宮 堆 を 破る 際 に は 、 そ の 代償 を 払う こと ( ム ヤ ッ サ 
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アッ ラー* は 、 あな た 方 が 感謝 する よう に 
と 、 あ な た 方 に (法規 定 に 関す る ) 御 徴 を 
明示 され る 。 

90. 信仰 する 者 た ちよ 、 酒 *、 賭け 事 、( ア ッ ラ AA NE 

ー* を 差し ちい て 崇め る た め に ) 立 て られ た EE 人 か 5 
も の 、 周 矢 を 引く こと ! は 、 シャ イタ ー ン * | ⑥5009 と 32 EN 
の 行い で あり 、 生れ に 外 な ら な い 。 ゆえ に 
あな た 方 が 成功 する よう に 、 そ れ ( ら ) を 
避け る の だ 。 

91. まさ に シャ イタ ー ン * は 酒 * と 賭け 事 で 、 あ を Es 
な た 方 の 間 に 敵 意 や 憎悪 を も た らし 、 あ な CE | 
た 方 を アッ ラー* の 中 念 や 礼拝 か ら 妨害 し の と っ の と うろ) 
た い の で ある 。 で は 一 体 、 あ な た 方 は ( そ OE 
れ ら を ) 止め る の か ?2 

92. ま た 、 アッラー* に 従い 、 使徒 * ( ム ハ ン マ | cb 人 0 ん 必 

ド た 従え 。 そ し て 、 用 心 する の だ 。 も | Gb まし ke: 
し あな た 方 が 背 を 向け て も 、 わ れ ら * の 使徒 nN 
* の 義務 は 、 (真理 を ) 解明 する (次 放 示 の ) 
伝達 の み で ある と いう こと を 知っ て お く 
が よい 。 

93. 信仰 し て 正しい 行い * を 行っ た 者 た ち に は 、 NL NA 
彼ら が 食べ た も の に 関し て 罪 は な い *。 彼 らち PA A Ta 
が (アッ ラー* を ) 長 れ *、 信 仰 し て 正しい 行 は 人 522 っ と ja 


い * を 行い 、 更に 己 れ * て 信仰 し 、 そ れ か ら ま 


1 


2 


w 


「 立 て られ た も の 」 と 「 賭 け 矢 を 引く こと 」 に つい て は 、 


で 
う 


is 2b 


アー ヤ *3 の 訳注 を 参照 。 


「 あ な た 方 は … 


参照 )。 


止め る の か ?」 は 、 表 面 上 は 疑問 形 だ が 、 
テバ ガウ ィ ー2:81 参照 )。 ク ルアー ン * に お いて 、 
関し て は 、 雌 和牛 章 219 の 訳注 を 参照 。 

この アー ヤ * は 、 まだ 酒 * が 禁じ られ て は いな か っ た 頃 に 飲酒 し た こと が あり 、 か つ 酒 * が 完 
全 に 禁じ られ る 前 に 他界 し た ムスリム * に 関し て 下っ た と され る (アル = 


意図 され て いる の は 命令 (アル 
酒 * と 賭け 事 が 禁止 され て いっ た # 


和 過 に 


ブ ハ ー リ ー2464 
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た 長 れ * て 善 を 尽く し た ! の な ら ば 。 アッ ラー 
* は 、 普 を 尽く お 
94. 信仰 する 者 た ちよ 、 アッ ラー* は 必ず や 、 A 
ot RAG RS 
か * に よっ て 、 あな た 方 を 試さ れる 。 それ は | so に 3 20 と 
アッ ラー* が 、 ま だ 見 ぬ ぬ まま に か れ を 怖 れ る の 
4 者 を 、 如 実 に 表す た め な の で ある 。 EE 
誰 で あろ うと 、 その 後に ( 法 を ) 侵犯 する 
者 、 彼 に は 痛ま し い 懲 劉 が ある 。 
95. 信仰 する 者 た ちよ 、 あ な た 方 が イフ ラー ム 0 kG 
* (ある い は 聖域 ) に ある 時 に は 、 狩猟 物 ' A EC 
を 殺し て は な ら な い 。 そ し て あな た 方 の ake 
内 、 誰 で あろ うと (それ ら を ) 履 意 に 殺し A a ks 
て し まっ た 者 、 (その 者 に は ) 報い も dz sc 
ァ バ 神殿 “に 届く 信 t 物 と し て 、 あな た 方 の る 1 1 
内 の 公正 な 男性 二 人 が 判定 し た 、 彼 が 殺し | “ A 4 Ne 
た の と 同様 の 家 鞭 ーー か 、 発 厳 ぼ ば レ ーー | O44 
1 つま り 罪 深い 行い を 避 ( さ ) け 、 ア ッ ラ ー* を 正しく 信じ 、 そ の 信仰 が 義務 づけ る 正しい 行 
い * に 励 (は げ ) み 、 Ma ONE OR し 、 更 に は その 状態 
を 死ぬ Me また 、 過 去 に 禁じ られ た と と を 犯し て いて も 、 そ の 罪 を 認め 
て 悔 悟 し 、 アッラー* を 曳 れ *、 信 じ 、 正 し い 行 い * に 努め れ ば 、 罪 の お 赦し を 頂け る の で あ 
る (アッ = テ サ ァ デ ィ ー243 [参照 。 


2 「 療 を 
「 狩 猟 4 


ww 


尽く す 者 」 に つい て は 、 密 蜂 章 128 の 訳注 も 参照 。 


物 の 何 か 」 と は 陸上 生物 を 、 
れる も の は 、 大 きい も の を 指す 、 と され る ( ム ヤ ッ サ ル 123 


参照 )。 ま た 、 


と の 「 手 」 


手 で 捕まえ られ る も の は 小さ いも の で 、 槍 で 捕まえ ら 


に は 、 他 の 身体 器官 や 、 紐 (ひも )、 罠 (わな )、 網 (あみ ) な ど に よる も の も 、 そ し て 「 槍 」 


に は 、 弓 矢 な ども 含ま れる 。 
いる 時 と 、 聖 域 に いる 


尚 、 陸 上 生物 の 狩猟 が 禁じ られ る の は 、 イ フラ ー ム * に 人 っ て 
寺 で ある (アル ニク ルト ッ ゥ ピー6:299-300 参照 )。 


「 ま だ 見 ぬ ま ま に ・… 
この 「 和 狩猟 物 」 に つ 


た 


131 


oo 


7 公正 な 男性 二 人 が 
野牛 に は 和牛 、 鹿 に は 
ビー6:310 参照)。 


|] に つい て は 、 預言 
いて は 、 


ここ で は マッ カ * の 全 聖 域 の 意 ( ム ヤ ッ サ ル 123 


アー ヤ *94 と その 訳注 、 


者 * た ち 章 49 の 訳 沿 


参照 )。 


E を 参照 。 


アー ヤ 96 も 参照 。 


定 する 「 同 様 の 家畜 」 と は 、 例 えば 、 ダ チョ ウ に は ラク ダ 、 野 ロバ ・ 


羊 、 と いっ た よう に 、 


体 の 作り や 姿 が 似 て いる も の (アル = クル トッ 
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96. 


97. 


貧者 * た ち に 食 を 施す か 、 ある い は 音 戚 * で 
その 代わ り と する こと "一 一 が (義務 と し 
て ) ある 。 (それ ら は 、) 自分 の (し た ) 
と こと の 悪 を 味わう た め 。 アッ ラー* は 、( 禁 
じ ら れ る 前 に ) 時 お PP 大 
目 に 見 給 う 。 そし て 誰 で あろ うと 、 (禁じ 
られ た 後 、 意図 的 に それ を ) 繰り 返す 者 、 
アッ ラー は 彼 に 報復 し 給 う 。 ア ッ ラ ー は 借 
a 報復 の 主 * な の だ 。 


(ムスリム * た ちよ 、) あな た 方 に は 、 あ な 
た 方 (定住 者 ) と 旅 了 中 の 者 へ の 利 と で 、 

海 で の 狩猟 物 と その 食物 が 許さ れ た 。 また 、 
陸上 の 狩猟 物 は 、 あな た 方 が イフ ラー ム * の 
状態 に ある 限り 、 あ な た 方 に は 人 禁じ られ た 。 
あな た 方 が (復活 の "に ) その 御 許 へ と 
有 有 集 アッ ラー* を 長 れる * の だ 。 


召集 され る 、 

聖 護 で ある カ ァ アパ *、 神聖 月 ^、 
供物 、 首飾り 3 を 、 人 々 へ の 拠り 所 と され た 4 
それ は あな た 方 が 、 ア ッ ラ ー* が 諸 天 に ある 
i (全て ) を ご 存 知 に な 


i 


の 食べ 物 を 一 | 
法学 派 ご と の 主 
この 「 海 」 は 、 少 
まだ 、 
ある と され る ( ム ヤ ッ サ ル 124 頁 参 


いい 】 


CO 


た 


家畜 の 肉 は 聖域 で 


も 積もっ た 家畜 の 1 


格 に 相当 


アー ヤ *2 も 参 


分 と 


# 細 は 、 


ま 昭 )。 


「 供 物 」 と 「 首 飾り 」 に つい て は 、 


届 ( ほ ふ ) られ た 後 、 そ こ で 貧し い 人 々 に 施さ 】 


cA NAN 
EA LG 
a NS 
SE EIR 


し る 。 また その 代わ り に 


する 食べ 物 を 、 彼 ら に 施 3 
も 積もり 、 斎 戒 で 償 (つぐ な ) うこ と も 可能 
クウ ェ イ ト 法 学 大 全 2:186-188 を 参照 。 
、 河 川 な ど 、 あ ら ゆ る 水域 を 指す と され る (アッ ニテ タ バリ ー4:3040 参照 )。 
ここ と で の 「 和 狩猟 物 」 と は 生け 捕り に し た も の 、「 食 物 」 と は 、 


すこ と も 出来 る し 、 あ る い は 一 人 分 
( ム ヤ ッ サ ル 123 真 参照 ) 。 


既に 死ん で いる も の で 


アー ヤ *2 の 訳注 を 参照 


用 No 


褒 。 ア ッ ラ ー* は これ ら の も の を 、 人 々 の 利益 ・ 生 活 ・ 安 全 を 守る 、 


「 拠 り 所 」 


と され た 。 イ スラ ー ム * が 到来 する 以前 か ら 、 カ ァ バ 神殿 * は 人 々 の 長 敬 (いけ い ) の 的 で 


あり 、 そこ に 身 
月 * も 流血 を 禁じ られ た 月 


を 寄せ た 者 は 生命 の 安全 を 保証 


され た (雌牛 章 125 も 参照 )。 また 、 
で あっ た し 、 カ ァ バ 神殿 * で 捧げ る た め の 犠 牲 


神聖 
の 家畜 や 、 そ の た 


め に 特別 に 飾り 付け られ た 家畜 を 率い て 旅 す る 者 は 、 そ の 旅行 中 に 危害 を 加え られ る こと 
が な か っ た (アル = テク ルト ゥ ビー6:325-326 参照 )。 


5. 食卓 章 232 saSUl , ps -0 
り 、 また アッ ラー* が 、 全て の こと を ご 存 知 
の お 方 で ある こと を 知る た め な の で ある 。 

98 (人 々 よ 、) 知る が よい 、 アッラー* が 厳 | る GR る 
IS また ⑨ え 54 
アッ ラー* が 、 落 し 深い お 方 、 慈 愛 深い * 

の 0 

99 使徒 "の 義務 は 、( 編 示 の ) 伝達 に 過ぎ な い 。 A TLE 
そし て アッ ラー* は 、 あ な た 方 の 露 わ に する MO の TYO 
こと も 、 了 隠す こと も 、 ど ご 存 知 で ある 。 

100. (使徒 * よ 、) 言っ て や る が いい 。「 悪 と a 
普 は 同等 で は な い 。 た と え 悪 の 多 さ が 、 UE 
(人 間 よ 、 ) あな た を 惹き つけ た と し て EI 
" な ら ば 一 澄 ん だ 知性 の 持ち 主 た ち 

、 あ な た 方 が 成功 する よう に 、 ア 
%/ 3 o 

101. 信仰 する 者 た ちよ 、 そ れ が 自分 た ち に 明 | EE 
ら か に され た ら 、 郊 っ て あな た 方 を 害 す OO 
る 物事 に つい て 、 尋 ね る の で は な い 。 そ 
し て 、 ク ル ア ー プ "が 下っ て いる 時 に その 
(よう な ) こと に つい て 尋ね れ ば 、 そ れ 
は あな た 方 に 明示 され る の だ ぞ '!。 ア ッ ラ 
ー* は それ ら の こと を 、 大 目 に 見 られ た 。 

アッ ラー* は 赦し 深い お 方 、 寛 大 な * お 方 。 
102. あな た 方 以前 の 民 は 確か に 、 (自分 た ち 


の 使徒 * に 対し て ) その (よう な ) こと を 
尋ね た の で あり 、 その 後 そ れ に 対す る 否 
定 者 と な っ た 2 の だ 。 


1 まだ 起こ っ て も いな いこ と や 、 そ れ を 尋ね れ ば 結果 的 に 厳し い 法規 定 を 招い て し まい そう 


な こと な ど 、 そ も そ も 命 じ ら れ て は いな い 宗 教 的 諸事 に つい て 尋ね て は な ら な い 、 


こと ( ム ヤ ッ サ ル 124 頁 参 照 )。 
2 いざ 、 そ の 哲 問 が きっ か け と な っ て 何 か が 義務 づけ られ る と 、 そ れ を 拒 ( こ ば ) ん だ 、 の 


意 (前 掲 書 、 


同 真 参照 )。 


と いう 
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103. アッ ラー* が 、 パ バ パ ヒ ー ラ 、 サ ー イ パ 、 ワ ス の てら サス か 月 どう 
ィ ー ラ 、 ハ ー ミ ー! (を 偶像 へ の 捧げ も の SU sb 
と し 、 そ の 利用 を 禁止 する こと ) を 定め の SA も る 
られ た の で は な い 。 し か し 不信 仰 に 陥っ 
た 者 * た ち が 、 ア ッ ラ ー* に 対し て 嘘 を 
提 造 する の だ 。 そし て 彼ら の 大 半 は 、 分 別 
する こと が な い 。 
104. ま た 、 彼 ら は 「 (法規 定 を 明らか に する RI GIN 
た め 、) アッ ラー* が 下さ れ た も の と 、 使 徒 ENR 
の も と に 来る の だ 」 と 言 われ れ ば 、 ( こ sas:t3Ccge3 信 2 
う ) 言っ た 。「 私 た ち が 見 出し た と 先祖 OIE NE 
様 の や り 方 々 だ け で 、 私 た ち に は 十分 」。 
一 体 、 彼 ら の 先祖 は 何 も 知ら ず 、 導 か れ 
て も いな か っ た と し て も 、 (そん な こと 
を 言う の ) か ? 
NM あな た 方 自身 に 専念 RE 
。 あな た 方 が 導 か れれ ば 、 迷っ た 者 3 PC と 
2 Po アッ ラ る 6 
ー* の 御 許 こ そ が 、 あ な た 方 全員 の 帰り 所 


な の で あり 、 か れ は 、 あ な た 方 が 行っ て 
いた こと に つい て 、 あ な た 方 に お 告げ に 
な る の だ か ら 。 


の 


「 バ ヒー ラ 」 と は 、 多 く の 子 を 出産 


イ バ 」 は 、 偶 像 な ど 、 


し た も の で 、 耳 に 切れ 
アッ ラー* 以 外 の も の の た め に 放 


目 を 入れ た 雌 ラ クダ の こと 。「 サ 
阪 さ れる も の 。「 ワ スィ ー ラ 」 は 


生け の 「 ハ ー ミ ー」 は 、 沢 山 の 子 を も うけ た 雄 ラ クダ の こと で ある 、 
と 言わ れる ( ム ヤ ッ サ ル 124 頁 参 照 )。 家 畜 章 136、138-139 な ども 参照 。 

「 ご 先祖 様 の や り 方 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 170 の 訳注 を 参照 。 

た と え 他 人 が 自分 に 同調 し な く て も 、 ア ッ ラ ー* へ の 服従 行為 に 勤 (いそ ) し み 、 罪 を 遠 ざ 
け 続 ける こと に 努力 せよ 、 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 125 頁 参照 。 た だ し 、 こ の こと が 、 
善 事 を 命じ 、 悪 事 を 禁じ る 努力 の 放 径 (ほう き ) を 意味 する わけ で は な い (アッ テニ サ ァ デ 
ィ ー246 頁 参 照 )。 
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106. 


107. 


信仰 する 者 た ちよ 、 あな た 方 の 内 の 誰か に 
死 が 訪れ (そう に な っ ) た ら 、 遺 言 の 際 
に は 、 あな た 方 の 内 の 公正 さ を 備え た 男 1 性 
二 人 が 、 あ な た 方 の 間 の 証言 ! (を せよ ) 。 
ある い は 、 あ な た 方 以外 の 二 人 が (証言 す 
る の だ ) ?。 も し 、 あ な た 方 が 地上 を 旅 し 
て お り 、 死 の 不幸 が あな た 方 に 降り か か っ 
た な ら ば (、 そ う せ よ ) 。 も し 、 あ な た 方 
が (彼ら の 証言 に ) 疑惑 を 抱く の で あれ ば 、 
あな た 方 は 礼拝 後 3 に 彼ら 二 人 を 引き 止め 
る 。 そし て 彼ら 二 人 は 、 CN 
て (と う ) 絆 う の だ 。「 私 た ち は 、 れ (上 敬 
い ) と 引き 換え に 代価 を 得 た 0 り は し な い 。 

た と え 親 戚 で ちっ た と し て も (、 彼 ら に 偏 
っ た 的 い な ど し な い ) E また 、 私 た ち は ア 
ッ ラ ー* の 証言 を 、 隠蔽 し た り は し な い 。 

本 当 に 私 た ち は 、 そ うす れ ば 、 まさ に 罪悪 
者 と な っ て し まう 」 。 


そし て 、 彼 ら (証人 ) 二 人 が 罪 に 値する 
こと * が 路 見 し た な ら ば 、 (遺産 へ の ) 析 
利 が ある 者 た ちの 内 、 最 も (遺産 に ) 優 
先 され る 別 の 二 人 が 彼ら (証人 ) 二 人 の 
アッ ラー* に お いて (こう ) 警 
彼ら の 証言 


場 に 立ち 、 


う 。 


— 


いさ 】 


遺言 の 内 容 を 証言 する こと 、 と され る (アッ テニ サ ァ ディ 
大 半 の 解釈 学者 に よれ ば 、 


「 あ な た 方 の 内 の ・ 


SS sa 2< WAM 
ちゆ サン っ 
ka 
Sst る a 
EN 2 
bo 


ン っ 


8 22 


GE GE RE 
EE NC EE 
CN ok Cr | 

CE ore 


参照 )。 


・」 と は ムスリム * の こと で 、 


246 


「 あ な た 方 以外 


の ・・」 と は 、 ム スリ ム * 以 外 の 者 で ある (アル テバ ガウ ィ ー2:97 参照 )。 た だ し ムスリム * 
以外 の 者 を 証人 と する こと が 出来 る の は 、 その 必要 が あり 、 ムスリム * が 不在 の 場合 に 限る 
と され る (アッ = テ サ ァ デ ィ ー246 頁 参照 )。 


CO 


ブン ・ カ スイ ー ル * 


こと の 「 礼 拝 」 は 、 特 に アス ル * の 礼拝 


だ と いう (3:217 参照 )。 


と の 「 罪 」 と は 


の こと と を 指す と され る ( ム ヤ ッ サ ル 125 
に よれ ば 、 礼 拝 後 、 人 々 が 集まっ て いる 


、 証 言 や 遺言 に お ける 不実 さ の こと ( ム ヤ ッ サ ル 125 


参照 )。 イ 
1 で 証言 させ る こと が 目的 な の 


参照)。 
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108. 


109. 


110. 


NGI 
の で ある 。 ま た 、 私 た ち は (自分 た ち 
証言 に お いて 、 権 利 を ) 潤し て は いな 
い 。 本 当 に 私 た ち は 、 そ うす れ ば 、 ま さ 
に 不正 * 者 と な っ て し まう 」 。 


それ ( ら の 証言 に つい て の 規定 ) が 、 
ら が ( 真 真実 に 基づい た ) 本 来 の 形 で * 証 言 
し 、 ある い は 彼ら の ( 嘘 の ) 替 い の 後 、 

(その ) 炊い が 、 (遺産 の 権利 人 た ち に 
よっ て ) 突き 返さ れ て し まう こと を 居れ 
(る よう に な ) る の に 、 最適 な の で ある 。 
アッ ラー* を 長 れ *、 (か れ の 訓 成 を ) 聴く 
の だ 。 アッ ラー* は 、 放 逸 な 民 を お 導 ほ 『 き に 
は な ら な い の で ある 。 


(人 々 よ 、) ア ッ ラ ー* が 使徒 * た ち を 
大 集 さ れ 、( 彼 ら に ) こう 仰せ られ る ( 復 
活 の ) 日 * の こと (を 、 思い 起こ す の だ ) 。 
「 あ な た 方 は 、 ( 民 を アッ ラー* の 教え に 
招い た 時 、) どの よう な 返答 を 受け た の 
か ?!」 彼ら は 中 し 上 げ る 。「 私 た ち は 、 
全く 存じ 上 げ ま せん ?。 あ な た こそ は 、 
不可 視 の 世界 * を 熟知 され る お 方 な の で 
すか ら 」。 


アッ ラー* が 、 (こう ) 仰せ られ た 時 の こと 
と (を 思い 起こ す が よ い ) 。 「 マ ル ヤ ム * 
の 子 イ ー サ ー* よ 、 あ な た と あな た の 母 に 


1 全 


いい 】 


H 


的 に し て いる の で は な い 。 
し (し か ) り を 意図 し て いる の で あり 、 


知 者 で あら れる アッ ラー* が 復活 の 日 * に され る 次 


も 参照 。 


ン キ ー テ ィ ー2:6-7 参照 )。 高 壁 章 8 の 訳注 


ん 」 と いう 意味 と され る ( ム ヤ ッ サ ル 126 真 参照 )。 


問 は 、 
それ は 不信 仰 者 * に 対す る 、 質問 の 
彼ら に と っ て の 一 種 の 罰 な の で ある (アッ ニテ シャ 


es を そ ン そ を ン 


Cs NF Wo 3 
> 


PE CR 533o jBgi 
@os_ 絢 RA 


1 


oo ‘6 


$ 


回 答 者 に 教示 を 求め る こと を 
2 に よる お 答 (と が ) め と お 


「 私 た ち は 人 々 の 胸 の 内 や 、 私 た ち が 民 の も と を 去っ た 後 、 役 ら が や っ た こと を 知り ませ 
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111. 


ん し 


対す る 、 わ が 恩恵 を 思い 出す の だ 。 わ れ 
が あな た を 、 聖霊 < よっ て 支え た 時 の こ 
あな た は 揺り か どの 中 (か ら ) で も 、 
壮年 に な っ て (か ら ) も 、 人 々 に 語り か 
ける 。 また 、 われ が あな た に 、 書 ^、 英知 、 
ドーラ デー ま * 福音 * を 教え た 時 の こと 。 ま 
た 、 あな た が わが 許し に よっ て 、 泥 土 で 
島 の 形 の よう な も の を 作り 、 あ な た が そ 
こ に 息 を 吹き 込ん で 、 そ れ が わが 許し に 
MM (本 物 の ) 鳥 と な る 時 の こと 。 ま 

、 あ な た が わが 許し に より 、 生ま れつ 
I ON の と 
と ) 。 ま た 、 あ な た が わが 許し に よっ て 、 
死人 を ( 鱗 ら せ 、 墓場 か ら ) 出す 時 の こ 
と 。 また 、 わ れ が イス ラー イー ル の 子 ら * 
を 、 あな た が 明 証 "を 携え て 彼ら の も と に 
到来 し た 時 、 あ な た (の 殺害 ) か ら 阻ん 
だ 時 の こと 。 彼ら の 内 の 不信 仰 だ っ た 者 * 
た ち は 、 (こう ) 言っ た の だ 。『 こ れ な は 、 
紛れ も な い 魔 術 に 外 な ら な い 』 5 


また (イー サー よ ) 、 わ れ が (あな た の ) 
弟子 た ち に 、 わ れ と わが 使徒 を 信じ よ 、 
と 示し た 時 の こと (を 思い 出せ ) 。 彼 ら 
は 中 し 上 げた 。『 私 た ち は 信じ まし た 。 
私 た ち が 服 従 する 者 (ムスリム で ある 
こと を 、 証 言 し て 下さ い 』」。 


= 


1】 


ww 


た 


m 


この 「 聖 霊 ] に つい て は 、 雌 牛 章 87 の 訳注 を 参照 。 
と の 「 書 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 48 の 訳注 を 参照 。 
「 ラ イ 病 患者 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 49 の 訳 洛 
と の 「 明 証 」 は 、 彼 の 預言 者 * 性 を 裏付け る 、 数 々 の 驚く べき 奇跡 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 126 
参照)。 


「 弟 子 た ち 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 草 52 の 訳注 


を 参照 


ンタ 1 こと と 2 2 
> イン ガッ タッ レラ 4 
NL AE LE AR 


i Ao の 


を ジン プー 


SNG3 NS ( 半 


Sb うる を 5 


ン 


ゅ 2 a い ジ と 
Lv a 


E を 参照 。 


No 
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112. 


113. 


114. 


115. 


116. 


(イー サー の ) 弟子 た ち も が 、 (こう ) 言 
っ た 時 の こと (を 思い 起こ す が よ い ) 。 
「 マ ル ヤ ム * の 子 イ ー サ ー* よ 、 あ な た の 
主 * は 、 天 か ら 私 た ち に 食卓 を 下す こと が 
出来 ます か ?」 彼 (イーサー?) は 言っ た 。 
「 ア ッ ラ ー* を 長 れ * よ 。 も し 、 あ な た 方 
が 信仰 者 で ある な ら ば 」。 


彼ら は 言っ た 。「 私 た ち は そ こ か ら 食 べ 、 
私 た ちの 心 を 安らげ た い の で す 。 ま た 、 あ 
な た が 私 た ち に 、 確 か に 真実 を 語っ た こと 
を 知り 、 そ の 証人 ! に な り た い の で す 」。 


マル ヤム * の 子 イー サー* は 、 申 し 上 げた 。 
「 ア ッ ラ ー* よ 、 我 ら が 主 * よ 、 私 た ち に 
天 か ら 食卓 を お 下 し 下さ い 。 そ れ は 私 た 
ちの 代 と 後代 の 者 た ち に と っ て の 祭日 
と な り 、 あな た か ら の 御 徴 と な る も の で 
す 。 そし て 私 た ち に 、 糧 を お 授け 下さ い 。 
あな た は 、 最 も よく 糧 を 授け られ る お 方 
で す 」。 


アッ ラー* は 仰せ られ た 。 「 本 当 に われ は 、 
それ を あな た 方 に 下す 者 で ある 。 そ し て 
離 で あろ うと 、 そ の 後 あな た 方 の 内 で 不 
信仰 に 陥る 者 *、 本 当 に われ は 彼 を 、 全 
創造 物 の いか な る も の も i 罰する こと の な 
い ( よ うな) 凡 し 方 で 、 劇 す る で あろ う 」 6 
アッ ラー* が (復活 の 日 *、 こ う ) 仰せ ら 
れる 時 の こと (を 、 思 い 起 こさ せよ ) 。 

「 マ ル ヤ ム * の 子 イ ー サ ー* よ 、 一 体 あな 


1 アッ ラー* が 、 
確証 する 証拠 と し て 、 


自ら の 唯 


一 性 


* と 全能 


上 に 対す る 証拠 と し て 、 ま た イー サー* の 預言 者 * 性 


4:3115 参照 )。 


食卓 を お 下 し に な る こと へ の 「 証 


ン ン > ンタ > 


OS a NIE 
RELIS ES 
RI RN 


CS CR NG 
GS5 SE スン A 
SEN 


EE 


を 
人 」、 と いう 意味 (アッ = タバ リー 
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117. 


118. 


た は 人 々 に 、『 ア ッ ラ ー* と は 別に 、 私 と 
私 の 母親 も 二 つ の 神 * と せよ 』 な どど と 言っ 
た の か ?2」 彼 は 申し 上 げ る 。 「 あ な た に 称 
え * あ れ 。 私 は 、 自 分 に 権利 が な いよ うな 
こと を 言う は ず が あり ませ ん 。 も し 、 そ 
う 言 っ た と し た ら 、 あな た は その こと に 
つい て 既に ご 存 知 で す 。 あ な た は 私 自身 
の 内 に ある も の を ご 存 知 で す が 、 私 は あ 
な た ご 自身 の 内 に ある も の に つい て 、 存 
じ 上 げ な い の で すか ら 。 あな た こそ は 、 
不可 視 の 世界 * を 熟知 され る お 方 で あら 
れ ま す 。 


私 は 彼ら に 、 あ な た が 私 に 命じ られ た こ 
と 、 つま り 我 が 主 * で あり 、 あな た 方 の 主 
(の SUG アッ ラー* を 加 拝 * せ よ 、 と い 

こと し か 言っ て お り ま せん 。 また 私 は 、 
i i 
し て の 証人 で し た 。 そ し て 、 あ な た が 私 
を お 召し に な っ て か ら は 3、 あ な た こそ が 
彼ら へ の 監視 者 だ っ た の で す 。 あな た は 、 
全て の こと の 証人 で あら れ ま す 。 


NIS 
実に 彼ら は 、 あな た の 僕たち で す %。 そ 

て 彼ら を お 赦し に な る と し て も 、 

あな た こそ は 偉 力 な ら び な い * お 方 、 英 知 
あぶ ふれ る * お 方 で す 」。 


1 「 神 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 


2 復活 の 


4 アッ ラー* こ そ が 、 ご EE 


* の 使徒 * へ の 質問 に つい て は 、 


タン イニ ラン ンション ラ a タ 
の の 
EY 


Ld es EAI YE 
SIE LI 
4 


の AA 3 


Sb ES 
OT NAS 


アー ヤ *109 の 訳注 を 参照 。 


ー サ ー* が 殺さ れ て は いな いこ と に つい て は 、 イム ラー ン 家 章 55、 婦人 章 157-159 と そ 
(i 


身 の し も べた ちの 状況 を 最も よく ご 存 知 で あり 、 その 公正 さ に よっ 


て 彼ら を 、 お 望み の まま に 処 さ れる お 方 で ある ( ム ヤ ッ サ ル 127 頁 参 照 )。 


5. 食卓 章 239 SU 6 
ii9、 ア ッ ラ ー* は 仰せ られ る 。「 こ れ は 、 正 直 hoo 
者 た ち を 、 自 分 自身 の 正直 さ ! が 益 す る ( 復 Gos NE の 


活 の ) 日 


*。 彼 ら に は 、 彼 ら が そこ に ずっ 


と 永遠 に 住む こと に な る 、 そ の 下 か ら 河 


川 が 流れ る 楽園 が ある 。 ア 


を お 喜び に な り 、 


ッ ラ ー* は 彼ら 
彼ら も アッ ラー*\* に 満足 


する 。 そ れ は この 上 な い 勝 利 な の だ 」。 


120. 
a 
て の こと が お 出来 


アッ ラー* に こそ 諸 天 と 大 地 と 、 そこ に あ 


する 。 そし て か れ は 、 全 
に な る お 方 な の で ある 。 


1 アッ ラー* の み を 崇拝 * し 、 
た こと ( ム ヤ ッ サ ル 127 時 


その 法 を 守り 、 
[参照 )。 


ニャ ンス 


3 タン 


PAW 


SA 


2 イン レーン ン ン や ラッ ッ テ 
EIEN A 
人 < る > 
oI A A 


ら の 意図 と 言動 に お いて 真 撃 (し ん し ) だ っ 


あい 


じ ひ じ 
慈悲 あま ね く * 慈 愛 深き * 


み な 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


諸 天 と 大 地 を 創造 され 、 間 と 光 * を お 創り に 
な っ た アッ ラー* に 、 称賛 * あ れ 。 そ の 後に 
及 ん で 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち は 、 自 分 た ち 
の 壮 * に 対し て (か れ 以 外 の も の を ) 並べ て 
いる 3。 


か れ は 、 あ な た 方 (の 父祖 アー ダム ”) を 泥 土 
か ら お 創り に な り *、 それから (あな た 方 の ) 
寿命 を 決定 され た お 方 。 そ し て 定め られ た 
時 期 ? (の 知識 ) は 、 か れ の 御 許 に ある 。 そ 
の 後に 及 ん で 、 あ な た 方 は (死後 の 復活 を ) 


うた が 


疑わ し く 思 っ て いる の だ 。 


そし て か れ は 、 諸 天 と 大 地 に お いて ( 真 に ) 
崇拝 され る べき お 方 。 あ な た 方 が 密か に す 
る こと も 、 赴 わ に する こと も ご 存 知 で あり 、 
あな た 方 が 稼ぐ も の “も ご 存 知 で ある 。 


IN) 


wn 


ン パ ラン ン 


スタ 
の と プリ ルー 


ジン そ 2 


GII 6 


ラフ モル ラン ラダー そし 
の の みる の 5 えろ と 5 


YA 
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© II ER 


マッ カ * 啓 示 (一 部 アー ヤ * に つい て は 、 マ ディ ー ナ * 刻 示説 も あり )。 ア ッ ラ ー の 唯一 性 *、 
預言 者 * ム ん ムハンマド * に 下さ れ た 啓示 、 復 活 と 報 (むく) い の 確 証 と いっ た 信仰 の 基礎 が 、 


質疑 応答 、 議 論 、 物 語 な ど 様々 な 形 で 提示 され る 。 スー ラ * 名 と も な っ て いる 「 家 畜 」 の 話 


も また 、 当 時 の 不信 仰 者 * の 誤っ た 宗教 観 を 暴露 (ば くろ ) する と 共に 、 そ れ を 正す 文脈 の 


中 で 取り 上 げ ら れ た も の で ある 。 

こと この 「 聞 」 と 「 光 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 257 の 訳注 を 参照 。 

つま り 、 シ ルク * を 犯し て いる と いう こと 。 

アー ダム * が 土 か ら 段 階 を 経 (へ ) て 創 ら れ た こと に つい て は 、 ア ル = ヒ ジュ ル 章 26 の 訳 
注 を 参照 。 

復活 の 日 * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 128 頁 参照 )。 

善悪 を 問わ ず 、 あ ら ゆ る 行為 の こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


6. 家畜 章 241 PND と - ハ 

4 彼ら の 主 * の 御 徴 ! の 内 、 い か な る 御 微 が 彼 A 
ら の も と に 到来 し た 時 で も 、 彼 ら が それ に の 62 
背 を 向け な いこ と は な か っ た 。 

5 彼ら は 真理 (タル アー ン の を 、 それ が 自分 nO 3 
の だ か ら 。 な ら ば 、 DGD 
彼ら が 咽 笑 し て いた も の の 知ら せ が (事実 
と し て ) や っ て 来る で あろ う 。 

6 一 体 彼ら は 、 わ れ ら * が 彼ら 以前 に 、 ど れ だ CR Ae 
け 多 く の (不信 仰 な ) 世代 を 滅ぼし て きた | C5 RS 
か を 、 知 ら な い の か ? われ ら * は 地上 に お ENGI EN 
いて 彼ら に 、 あな た 方 に は 授け な か っ た 力 CU Ar IN ンジ の 

Co ES | ‘な 
を 授け た また 、 わ れ ら は 彼ら に 豊か な 雨 Ok63 あ る 
を 送り 、 彼 ら の 下 か ら は 河川 を 走ら せ た 。 a 
に も 関わ ら ず (彼ら は 不信 仰 に 陥っ た の 
で 、) われ ら * は 彼ら を その 俳 ゆ え に 減 ぼ し 、 
彼ら の 後に 別 の 世代 を 設け た の で ある 。 

7。 (使徒 * よ 、) た と え わ れ ら * が 、 あ な た に 啓典 | 貼ら 225 53KSadzd5 
を 書面 で し 、 彼ら が それ に 自分 ON oN 
は (こう 2 言っ た で あろ う 。 I 
も な い 魔 術 に 外 な ら な い 」。 

8. また 、 彼 ら は 言っ た 。「 ど うし て 彼 に 、 ( 彼 CT A PIN 
が 使徒 * で ある こと を 証言 する ) 天使 * が 下 ら SN 
な い の か ?」 も し われ ら * が 天使 * を 下 し た ら 
事 は 決定 され て し まっ だ 2 で ある ろう 。 その後 、 
彼ら は 、 猫 予 与 えら れる こと も な い の だ 。 

1 この 「 御 徴 」 と は 、 ア ッ ラ ー の 唯一 性 * と 預言 者 * ム ハン マ ド * の 正直 さ を 示 す 根 拠 の 数 々 の 


こと と (が ヤ ッ サ ル a 頁 参照 )。 
彼ら が 不信 仰 の 状態 に ある 時 に 天使 


夜 の 旅 章 92、 識 別 章 7 も 参照 。 


錠 が 遣わ され た ら 、 そ れ は アッ ラー* か ら 彼 ら へ の 懲 六 
が 下る 時 で ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 3:241 参照 )。 ア ー ヤ \111、 


アル テヒ ジュ ル 章 7-8、 


6. 家 畜 章 242 eS と - ハ 
9 また 、 も し 彼 (使徒 を 天使 * と し た な ら SNE 
ば 、 われ ら * は 彼 (その 天使 》 を 人 (の 姿 ) DL 
と し た の で ある 。 そし て われ ら * は 、 彼 ら が 
(自分 た ち を ) 惑わ し て いる も の で 、 彼ら 
を 惑わ すこ と に な っ た だ ろう 。。 

10. あ な た 以前 の 使徒 * た ち も ま た 、 確 か に OS だ OCT 
咽 笑 され た の で ある 。 そ れ で 彼ら の 内 の Bb ちっ 6 引 
則 っ て いた 者 た ち を 、 彼 ら が 喘 笑 し て い OO ES 
た も の (懲罰) が 包囲 し た の だ 。 - 

ii (使徒 * よ 、 ) 言 っ て や る が いい 。「 地 上 を 2 っ NL 
旅 し 、 そ れ か ら (使徒 * た ち を) 嘘 呼ば わり ON EE 
し た 者 た ちの 結末 が どの よう な も の で あ 
っ た か 、 見 て みる が よい 」。 

12. (使徒 * よ 、) 言っ て や る の だ 。「 諸 天 と | 585 CR 
大 地 に ある も の は 、 誰 に 必 し て いる の oo る こく 
か ?」 言 う の だ 。「 ア ッ ラ ー* に 属す る 」 。 LE お で 9 しゅ 
アッ ラー" は 自身 に 、 間 を 定め られ た の 

。 か れ は 疑惑 の 余地 の な い 復 活 の 日 * に 、 
GII 
(シル ク * で ) 損ね た 者 た ち 、 彼ら は 信じ 
な い の で ある 。 
13. 夜 と 昼 に 静止 する も の (と 動く も の )? は ( 全 NG NI 
て ) 、 か れ に こそ 属す る 。 か れ は よく お 聴 ON 
き に な る お 方 、 全 知 者 で あら れる 。 
1 通常 、 人 間 は 天使 * を その 本 来 の 次 に お いて 提 (と ら ) える こと が 不可 能 な た め 、 た と え ア 


ッ ラ ー* が 天使 * を 下 し た と し て も 、 結 
ら は 、 人 間 で ある 預言 者 * ム ハン マ ド * の 使徒 * 性 
に つい て も 同様 の 態度 を 取る こと に な る ( ム ヤ ッ サ ル 129 頁 参照 )。 


預言 者 * ム へ ムハンマド * は 仰 (お っ し ゃ ) っ た 。 


の 使徒 * 


局 は 人 間 の 姿 を 取る こと に な る 。 
を 拒否 し た よう に 、 


「 創 造 を 完成 され た 後 、 


こう し て 不信 仰 者 * 
人 間 の 姿 を し た 天使 * 


アッ ラー* は 守ら 


れ し 碑 板 * に こう 記さ れ た 。『 わ が 慈悲 は 、 わ が 怒り に 勝 れ り 』」 (アルテ = ブ ハー リー7404 
参照 )。 


w 


つま り 天 地 に 存在 する 全 創 造物 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 129 


(参照 )。 


| 
IN 


6. 家 畜 章 243 eS と - ハ 
14. (使徒 * よ 、) 言っ て や る が いい 。「 私 が 、 内 0OYY や 3 
諸 天 と 大 地 の 創成 者 * ア ッ ラ ー* 以 外 の も の OO 
を 、 底 護 者 * と する こと な ど あ ろう か ? か | 2 
れ は 養い 給 う お 方 で あっ て 、 養 われ る お ュ っ の らし 02 
方 で は な いと いう の に 」。 言う の だ 。「 私 sc eS 
は (この 共同 体 に お いて ) 、 服 従 する 者 ( ム 
スリ ム わ の 先駆 け と な る こと を 命じ られ た 
の で ある 。 (私 は 、 こう 命じ られ た の だ 。 ) 
『 決 し て 、 シル ク * の 徒 の 類 い と な っ て は な 
ら な い 』」。 

15. (使徒 * よ 、) 言う が よい 。「 本 当 に 私 は 、| gc あて eS 
も し 我 が 主 * に 逆らっ た り し た ら 、 こ の 上 な @。 
い (復活 の ) 日 * の 仁 削 ] (が 自分 に 降り か 
か る こと ) を 怖 れ る 」。 

16. その 日 、 そ れ (懲罰 ) か ら 遠 ざけ られ る WISE 
者 が あれ ば 、 かれ (アッ ラー ツ は 確か に 、 OA 
その 者 に ご 慈悲 を お か け に な っ た こ と に 
な る 。 そ し て それ が 、 明 白 な 勝利 な の で 
ある 。 

1 (人 間 よ 、 ) も し ア ッ ラ ー* が あな た に G6 A 
害悪 ! を お 与え を に な れ ば 、 そ れ を 取り 除い Ed 
て くれ る 者 は 、 か れ 以 外 に は いら っ し ゃ OS 
ら な い 。 ま た 、 か れ が あな た に 善 ? を お 与 
え に な る と し て も (、 そ れ を 阻む 者 は な 
く ) 、 か れ は 全て の こと が お 出来 に な る 
お 方 な の だ 。 

18. か れ は その 僕たち の 上 に 苫 区 さ れる * お 方 つと し 3 
で あり 、 ま た 、 か れ は 英知 あふ ゃ れる * お 方 、 OLS 
(全て に ) 通 暁 され て いる お 方 。 

1 この 「 害 悪 」 と は 、 貧 困 や 病気 な どの こと ( ム ヤ ッ サ ル 129 頁 参照 )。 


2 この 「 善 」 


と は 、 豊 か さや 健康 な どの こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 
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19. 


20. 


21. 


22。 


(使徒 * よ 、) 言っ て や る が いい 。「 何 が 最 
EE 

、 私 と あな た 方 の 間 の 証人 で あら れ 
る 。 et ー ン * は 、 私 が それ で 
あな た 方 と 、 それ が 届い た 全て の 者 に 警告 
を 告げ る た め 、 私 に 刻 示さ れ た の だ 。 一 体 、 
本 当 に あな た 方 は 、 ア ッ ラ ー* と 共に 別 の 
神々 2 が 存在 する と 証言 する の か ?」 (使徒 
よ 、) 言え 。「 私 は (その よう な こと を ) 
証言 し な い 」 。 言う の だ 。 「 か れこ そ は 、 
唯一 崇拝 * さ れる べき お 方 で あら れる 。 そ 
し て 本 当 に 私 は 、 あ な た 方 が (アッ ラー* 
の 崇拝 * に お いて ) シル ク * を 犯し て いる も 
の か ら 無 緑 な の だ 」。 


われ ら * が 啓典 を 授け た 者 * た ち は 、 彼 の こ 
と を 自分 た ちの 子供 を 知る よう に (よく ) 
ps 自ら を (不信 仰 で ) 損ね た 
者 た ち 、 彼 ら は 信じ な い の で ある 。 


アッ ラー* に 対し て 嘘 を 提 m 告 し 、 そ の 御 敏 
を 嘘 と する 者 * よ り も 、 ひ どい 不正 * を 働く 
者 が いよ うか ? 本 当 に 不正 * 者 た ち は 、 成 
功 し な い の で ある 。 


われ ら * が 彼ら を 和 皆 5 有 有 入 1 し 、 A 
5 の と と (を 思い 起こ と させ よ ) 。「 あ な た 方 


RE A 
EA oN PICSIC 
ICO 0 KW 
EN 


OS の 
ンタ ズ っ 4 ン ン 
PER 


シイ レイス ン ネ レン ラン テン 
IWC ンス 
OE 


1 預言 者 * ム か ムハンマド * が アッ ラー* の 使徒 * で ある 、 と いう こと に つい て の 証拠 ( ム ヤ ッ サ ル 


to 


w 


130 頁 参 照 )。 


「 神 々 」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 


る 、 と いう こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


た 


つま り ア ッ ラ ー* に 同位 者 が ある と 主張 し 、 


証 を 嘘 呼 ば わり する 者 の こと (前 掲 書 、 同 因 )。 


wn 


復活 の 日 * の こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


彼ら の 啓典 の 中 に 記さ れ て いる 特徴 に よっ て 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * の こと を よく 知っ て い 


アッ ラー* が その 使徒 * た ち を 援助 し た 数 々 の 明 
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23. 


24. 


25. 


26. 


が 主張 し て いた !、 あな た 方 (が アッ ラー 
の 同位 者 (と し て いた も の ) た ち は ど こ に 
いる の か ?」 


それ か ら 彼 ら の 試練 (に 対す る 答え ) は 、 
[我ら が 壮 * ア ッ ラ ー* に 碑 っ て 、 私 た ち は 
シル ク * の 徒 で は あり ませ ん で し た 」 と 言う 
こと の み で あっ た 。 


見 よ 、 彼 ら が いか に 自分 自身 を 偽っ た か 
を 。 そ し て 彼ら が (執り 成 し 手 と し て ) で 
っ ち 上 げ て いた も の は 、 彼 ら か ら 消 え 去 っ 
て し まっ た の だ 。 


か た む お 


(使徒 * よ 、) 彼ら の 内 に は 、 あ な た に 耳 を 傾 
ける 者 も いる 。 わ れ ら * は 、 彼 ら が それ ( ク 
ルアー ン *) を 理解 出来 な いよ うに 、 彼 ら の 
心 に は 覆い を 、 そ の 耳 に は 重 し を か けた 2 と 
いう の に 。 そ し て 、 た と えい か な る 御 徴 # を 
目 に し て も 、 彼ら は それ を 信仰 し な い 。 0 
は ( 御 徴 を 見 た 挙句 、 ) あな た の も と に 

を 吹 っ か け な が ら や っ て 来る と 、 不信 仰 に 
陥っ た 者 * た ち は ( こ う ) 言う の だ 。 「 こ れ 
は 、 昔 の 人 た ちの お 伽 嘱 に 過ぎ な い 」。 


また 、 彼 ら は (人 々 に ) それ 4 を 禁じ 、 自 分 
た ち も ま た それ か ら 遠 ざか る 。 彼ら は 気付 
か な いま ま 、 自 分 自身 を 滅ぼし て いる に 外 
な ら な い 。 


js 


ML 


CO 


た 


彼ら は それ ら の も の が 、 
ヤッ サル 130 
訳注 も 参照 。 

「 耳 に は 重 し を か けた 」 と は 、 聴 覚 を 鈍ら せ 、 彼 ら を 益 す る も の を 聞こ えな くさ せ た 、 の 
意 (アッ = ニ サ アァ ディ ー253 
こと の 「 御 徴 」 に つい て は 、 
つま り 預 言 者 * ム ハン マ ド * に 耳 を 傾け 、 従 うこ 


計 参照)。 ま た 、 


SN 3 


A NE 
ORE 


FR SY et 
ob es 
RE N33 < ひと っ 


VM WN 3 る あめ 2 
ON NY 


1< う ェ イッ ンタ 


ン を タタ ン ン タダ 
〇 め ユ ODED EI 


CA | 


アッ ラー* の 御 許 で 、 彼ら を 執り 成 し て くれ る と 主張 し て いた ( ム 
参照 )。 0 48、 マ ル ヤ ム * 章 87、 タ ー・ ハ ー 章 109、 集 団 章 3 と その 


雌牛 章 7 の 訳注 も 参照 。 


アー ヤ \*4 「 御 徴 」 の 訳注 を 参照 (アッ ニタ バリ ー4:3150 参照)。 
と ( ム ヤ ッ サ ル 130 真 参照 )。 
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A あな た が 目 に し た な ら CC AN OG EAN 


28. 


29. 


30. 


。 彼ら が (地獄 の ) 業火 の 上 に 留まら さ 
が 「 あ あ 、 私 
た ち が (現世 に ) 戻さ れ 、 我ら が 六 * の 御 微 
を 忠 呼 ば わり せ ず 、 信 仰 者 た ちの 仲間 と な 
れ た な ら ! 」」 


いや 、 (その 日 は ) か つて 彼ら が 隠し て い 
た こと 2 が 、 彼ら の 前 で 露呈 する の だ 。 そし 
て た と え (現世 に ) 戻さ れ た と し て も 、 彼 
ら は 禁じ られ た こ と に 立ち 返る の で ある 。 
本 当 に 彼ら は 、 まさ し く 嘘 つき な の だ 。 


また 彼ら (シル ク * の 徒 ) は 、 言っ た 。「 そ 
れ ? は 、 私 た ちの 現世 の 生活 以外 に は な い 。 
そし て 私 た ち は 、 交 ちさ れる 身 な ど で は 
な い の だ 」。 


(使徒 * よ 、) 彼ら が (復活 の *、) その 主 
* の 御前 に 立た され る 時 の こと を 、 あな た が 
目 に し た な ら ば 。 か れ (アッ ラー は 仰せ 
られ る 。 「 一 体 こ れ (死後 の 復活 ) は 、 真 
実 で は な い の か ?」 彼 ら は 言う 。「 我 ら が 
王 * に 次 っ て 、 確か に そう で す 」。 か れ は 爺 
せら れる 。 「 な ら は ば 、 あな た 方 が (アッ ラ 
ー* と その 使徒 * を ) 否定 し て いた こと ゆえ 
に 、 懲 劇 を 味わう が よ い 」。 


1 いざ 復活 の 日 * (ある い は 死 ) が 到来 する と 、 
現 ] 


NN) 


の 


たこ 
草 


世に 返し て くれ る こと を 頼ん だ りす が 、 
44、 信 仰 者 た ち 章 99-100、 ア ッ 


相談 章 44、 偽 信者 * た ち 章 10-11 も 参照 。 
つま りら 彼ら は 、 現世 で 使徒 * た ち が 伝 えた こと が 真実 だ と いう こと を 隠し て いた ( ム ヤ ッ サ 


ル 


131 頁 参照 )。 


彼ら は 現世 で の 猫 予 を 求め た 
それ は 叶わ な い 。 高 壁 章 53、 イ ブラ ー ヒ ー ム }* 
= サジ ダ * 章 12、 創 成 者 * 章 37、 赦 し 深い お 方 章 11-12、 


a A 
の SAY の eb33 


る 


⑨oO5 を る 
0 みる り 90 で > Ry 


533 


OC BE 
る 5 の 5325 い 


り 、 自 分 た ち を 


この 「 そ れ 」 は 、 人 生 を 指す 。 つ まり 彼ら は 現世 の 生活 し か 信じ て いな か っ た (前 掲 書 、 


同 E 


参照 ) ° 


ュ グ 
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MM ア ッ ラー* と の 拝 調 を 嘘 と し た 者 た ち は 、 確 EC 
か に 損失 し た の だ 。 や が て (復活 の ) その El レセ 
時 が 彼ら の も と を 不 犬 に 訪れ る と 、 彼ら は Ik 
( 罪 と いう ) 重荷 を その 背 に 負い な が ら (、 PE の IP 


こう ) 言う 。「 あ あ 、 私 た ち が そ こ (現世 ) 
で 貴 か に し て いた こと と ! へ の 、 私 た ちの 電 
痛 よ !」 彼 ら が 背負 っ て いる も の は 、 何と 


訪 ま わし いも の で は な いか 。 
32 現 過 の 生活 は 、 遊 幅 と 戯れ ご と に 過ぎ な い | 02K NC 
。 そ し て 来世 の 住ま いこ そ は 、 (アッ ラー EE 


- を ) 長 れ る * 者 た ち に と っ て 、 より 善い の 
で ある 。 一体 あな た 方 は 、 弁 え な い の か ? 


33.、 わ れ ら * は 、 本 当 に 彼ら の 言う こと が あな た | 8968383 


を 悲し ませ る こと を 、 確 か に 知っ て いる 。 NE 3 
(だ が 、 悲し む の で は な い 。 ) と いう の も 、 eC 


彼ら は (確信 を 持っ て ) あな た を 嘘つき 呼 
ば わり し て いる の で は な い の だ 。 だ が 不正 
* 者 た ち は ア ッ ラ ー* の 御 微 を 、 否定 し て い 


る の で ある 3。 

34. ま た 、 あな た 以前 の 便 徒 た ち も 、 確 か に 嘘 | 23U3o209 こ 9 とっ) 
つき 呼ば わり され た の だ 。 そ れ で 彼ら は 、 9 を Us 
自分 ) た ち に われ ら * の 勝利 が 到来 する まで 、 EA DR I 
嘘つき 呼ば わり され た り 迫 害さ れ た りす @sA23 


1 「 貴 か に し て いた こと 」 と は 、 来 世 の た め の 現 世 で の 行い の こと (アル = クル トゥ ビー 
6:413 参照 )。 

と の 「 現 世 」 に は 、「 不 信仰 者 * の 人 生 」 と 「 現 世 の 享楽 」 と いう 解釈 が ある 。 後 者 の 解釈 
の 場合 、「 現 世 の 享 楽 」 が 「 遊 鍋 と 戯れ ご と 」 に た と えら れ て いる 理由 は 、 い ずれ も 「 期 間 
が 短い 」「 大 方 の 場合 、 好ま し く な いこ と を 伴う 」 「 無 意味 で あり 真 の 価値 が な い 」「 賞 替 す 
べき 結末 を 伴わ な い 」 と いっ た 共通 点 が ある た め 、 と 言わ れる 。 一 方 「 来 世 」 の 解釈 に は 、 
「 天 国 」「 来 世 の た め の 行い 」「 来 世 の 安 寧 (あん ね い )」 と いっ た 説 が ある (アッ = ニラ ー ズ 
ィ ー4:515-517 参照 )。 
彼ら は 、 預 言 者 * と な る 前 か ら 「 信 頼 の お ける 人 」 と いう 名 で 呼ば れ て いた ムハンマド * 自 
身 の こ と で は な く 、 役 に 啓示 され た アー ヤ * の こと を 嘘 よ ば わり し て いた (アッ ニテ サ ァ ディ 
ー254 頁 参 照 )。 


sl 


の 
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35. 


36. 


る こ と に 忍 前 "し 続け た の で ある 。 そ し て ア 


ツ ラー* の 御 言 5 葉 ! を 変更 する も の は 、 何 一 


つない 。 (使徒 * よ 、 ) あな た の も と に は 、 


(あな た 以前 に ) 遣わ され た 者 た ちの 知ら 


せ ? の 一 部 が 、 
また 、 


確か に 届い た の だ 。 


が 地面 に 穴 を 、 ある い は 天 に 模 子 を 求め 
彼ら に ( 
も た ら す こと が 
て みよ ょ ) *%。 そし - 
みな ら 、 彼 ら を 導き の も と に 一 
の だ 。 な ら ば あな た 5 は 決し て 、 


る の で は な い 。 


た ち 


戻さ れる 。 


= 


IN 


た 


5 


預言 者 * が 彼 に 敵対 する 者 に 対し て 勝利 を 収め る と いう 、 


ッ サ ル 131 頁 参 照 )。 
これ は 、 使 徒 * た ち に は 勝利 が 、 
ー* の お 怒り と 懲 六 が 下っ た 、 と いう 「 知 ら せ 」 の こ 


「 地 面 に 穴 を 、 あ る い は 天 に 桶 子 を … 


参照 )。 


預言 者 * ム ハン マ ド * は 彼ら が 信仰 する こと を 強く NMOS 


て いた 。 し か し 彼 自身 が いか に 努力 し て も 、 アッ 
こと は 出来 な い の で ある (アッ = テ 
物語 章 56、 相 談 章 52 と その 訳注 も 参照 。 


(使徒 "* よ 、) も し 彼ら の 拒絶 が あな 
た に と っ て 過酷 だ と いう な ら 、 も し あな た 


自分 の 正 し さ を 証明 する ) 御 徴 を 
出来 る の な ら ば (、 そ うし 
そし て 、 も し アッ ラー* が お 望 
同 に させ た 
(無間 に 胡 
し み を 募ら せる ) 無知 な 者 た ちの 類 い と な 


ida 

、 聴 き 人 れる 者 た ち だ け で ある 。 そ し て 
アッ ラー* は 彼ら を 3 ら さ れる 
の だ 。 それ か ら 彼 ら は 、 か れ の 御 許 に こそ 


2606 と る に aa 1 の 


a 


< 、 


が う 


ッ ラ ー* の お 約束 の こと ( ム ヤ 


そし て 使徒 * た ち を 嘘つき 呼ば わり し た 者 た ち に は アッ ラ 


と (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 


」 と は 、 夜 の 旅 章 90、92-93 で 言及 され て い 
る よう な 、 シ ルク * の 徒 の 要求 を 示し て いる と され る (イブ ン ・ 


アー シュ ー ル 7:205 


、 役 ら の 拒絶 に 胸 を 痛め 
ー* が 導き を お 望み に な ら な い 者 を 導く 


サ ァ ディー254 a 272、 ユ ー ヌ ス * 章 99-100、 


この 「 あ な た 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 120 の 訳注 を 参照 。 
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37. 


38. 


39. 


40. 


彼ら (シル ク * の 徒 ) は 、 言 っ た 。「 ど うし 
て 彼 ( ム ハン マ ド り に 、 そ の 詩 * か ら の 御 微 
! が 下らない の か ?」 (使徒 * よ 、) 言っ て 
や る が いい 。「 本 当 に アッ ラー* は 、 御 徴 を 
下す こと が お 出来 の お 方 。 だ が 彼ら の 大 半 
は 、 (奇跡 が 起き る か どう か は 、 ア ッ ラ ー 
* の 英知 に 任 さ れ て いる と いう こと を ) 知 ら 
な い の だ 」。 


地 を 歩く いか な る も の も 、 そ の 双 翼 で 飛ぶ 
いか な る も の も 、 あ な た 方 の よう な 共同 休 
で な いも の は 和 皆無 で ある ?。 わ れ ら * が その 


書 3 の 中 で 定め 残し た こと な ど 、 何 一 つない 

の だ 。 それ か ら 彼ら は 、 自 分 た ちの 壮 * の 御 

許 に こそ 、 君 集 さ れる 。 

NN 00 
、 龍 で 貴 * で 、 導 の 中 。 ア ッ ラ ー* は 誰 

2 か れ が お 望み の 者 を 迷わ せ 


られ る 。 ま た 誰 で あろ うと 、 か れ が お 望 
み の 者 を 、 ま っ すぐ な 道 の 上 に 置か れる 
の だ 。 


(使徒 * よ 、 シ ルク * の 徒 に ) 言っ て や る が 
いい 。 「 言 っ て みよ 。 も し あな た 方 に アッ 
ラー* の 懲 凡 が や っ て 来 た り 、 ある い は あ 
な た 方 に (復活 の ) 時 が 訪れ た り し た ら 、 
一 体 あ な た 方 は 、 ア ッ ラ ー* 以 外 の も の に 祈 


ーー 


立っ て いる 」「 お 互い に 意思 を 通 


この 「 御 徴 」 は 、 


0 


WC sae033 Us 
S59 kd NN 
A 


GS 3 5 
GII 
OI DS 


2 A CN 
(GRA こ 


ィ シ ン ラン >? 
AAACN 
Susxs 


預言 者 * の 正直 さ を 示 す 奇 跡 の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 132 頁 参 照 )。 


「 あ な た 方 の よう な 共同 体 」 の 解釈 に は 、「 和 名 前 に よっ て 区 分 され る 、 様 々 な 種類 か ら 成 り 


じ 合 わせ る こと が 出来 る 」「 ア ッ ラ ー の 唯一 性 * を 知っ て い 


る 」「 食 べ 、 餌 (えさ ) を 探し 、 死 か ら 身 を 守る 」 と いっ た 諸説 が あめ る (アル テバ ガウ ィ ー 
2:122 参照 )。 


3 この 「 書 」 と は 、 守 られ し 碑 板 * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 132 頁 参照)。 


「 細 」「 嘩 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 18 の 訳注 を 参照 。 
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41. 


る の か ? も し あな た 方 が 、 本 当 の こと ! を 
言っ て いる な ら (、 そ うし て みよ ) 。 


いや 、 あ な た 方 は (その 時 、) か れ (アッ | oY 

ー の に の み 祈 る の で あり 、 そ れ で か れ は 、 OE 
あな た 方 か かれ に (その 論法 を ) 折っ て い 
る も の を 、 取 り 除 いて 下さ る 一 一 か れ が お 
望み に な れ ば 、 だ が 一 一 。 そ し て あな た 方 
は (その 時 ) 、 自 分 た ちか ( ア ッ ラ ー* の 崇拝 
* に お いて 、) シル ク * を 犯し て いる も の を 
忘れ る の だ 」。 


42. (使徒 * よ 、) われ ら * な 確か に 、 あ な た 以 | や aso。3dMEL33 


前 の # 氏 同 体 に (使徒 "た ち を ) 遣わ し た 。 そ EE ES に U 
し て (彼ら が 使徒 * た ち を 嘘つき 呼ば わり す 
る と 、) われ ら * は 彼ら が (われ ら * の み に ) 
お それ 長 ま る よう 、 困 鍛 と 災難 で 彼ら を 
捕らえ た 。 


タイン スン 


43。 そ し て 、 ど うし て 彼ら の も と に われ ら * の 疾 I A NE 


成 : が 到来 し た 時 、 彼 ら は (われ ら * に ) お | 962 
それ 異 ま ら な か っ た の か ? し か し 彼ら 8 
の 心 は 硬化 し 、 シ ャ イタ ー ン * は 彼ら が 行っ 
て いた こと を 彼ら に 目 映 く 見 せ た の だ 。 


{ イン 


44。 それ で 彼ら が 論 さ れ て いた も の を 忘れ た 3 Hi 


時 、 われ ら * は 全て の ( 得 の ) 扉 を 彼ら に 開 は 9s Nr 
放し た " 上 つい に は 自 2 分 た ち に 与え られ た も SOLRAN 6 る や 
の に 有頂天 に な っ た 時 、 わ れ ら * は 彼ら を 突 


= 


sl 


w 


た 


つま り 、 アッ ラー* 以 外 の 何 か が 物事 の 害 益 (が いえ き ) に 作用 する 、 と いう 彼ら の 主張 の 
こと 0 ッ サ ル 132 頁 参照 )。 


と の 「 猛 威 」 と は 、 懲 調 の こと (アル テバ ガウ ィ ー2:123 参照)。 

この 「 忘 れ た 」 は 、 意 図 的 に 放棄 し た 、 の 意 ( ム ヤ ッ サ ル 132 頁 参照 )。 

これ に よっ て 困 鍛 は 豊か さ に 、 災 難 は 安全 に 取っ て 代わ っ た 。 し か し それ は 、 彼 ら へ の 懲 
凛 が 少し ずつ 近づい て 来る 序章 に 過ぎ な か っ た (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 


6. 家斉 章 251 eS と - ハ 

NM ee 
ろう 、 彼 ら は 落胆 する 者 た ちと な る 。 

45. こ うし て 不正 * を 働い た 民 は 、 一 人 残さ ず 根 | ふむ 35eW 導 5 
に そぎ に され た 。 全 創 造物 の 主 *、 アッ ラー RSS 
* に 称賛 * あ れ 。 

46. (使徒 " よ 、 彼 ら シル ク * の 徒 に ) 言っ て や | ジン ak 
る の だ 。「 言 っ て みよ 。 も し アッ ラー が あ | て 北信 放 2 
な た 方 の 障 覚 と 視覚 を 礁 われ 、 あ な た 方 の SE 
心 を 土 が れ た ら !、 一 体 ア ッ ラ ー* 以 外 の い る る 
か な る 神 ? が 、 そ れ を あな た 方 に 与え て くれ 
る の か ?」 見 よ 、 われ ら * が いか に 御 徴 3 を 
多彩 に 示し 、 その 後に 及 ん で 、 彼ら が ( そ 
の 熟慮 を ) 拒絶 する の か を 。 

47. (使徒 * よ 、) 言っ て や る が いい 。 「 言 っ て EPR べつ 
みよ 。 も し アッ ラー* の 懲 詞 が 突然 に 、 あ OLAV RNR LR TE 

る い は 、 まざまざ と * あ な た 方 に 到来 し て 

も 、 一体 不正 * 者 で ある 民 以外 、 滅ぼさ れる 
こと が あろ うか ?」 

48. われ ら * が 遺 わ さ れる 者 (使徒) た ち を 遣わ NS AR 
す の は 、 吉報 を 伝え 、 盤 生 を 告げ る 者 5 と し RLS 
て に 外 な ら な い 。 それ で 誰 で あろ うと 、 信 る $2 


仰 し て (行い を ) 正す 者 、 彼 ら に は 怖 れ も 
な けれ ば 、 悲 し むこ と も な い 6。 


民 


し 


この 「 御 徴 」 に つい て は 、 アー ヤ *4 「 和 件 


ッ ラ ー RN 
注 を 参 
「 神 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 
徴 」 の 訳注 


前 者 が 「 突 然 、 
後者 は 


「 突 然 に … ま ざま ざと 」 と は 、 
)\ う こと 。 ま た 、 前 者 が 夜 で 、 


ー6:2317 参照 )。 
警告 を 告げ る 」 に つい て は 、 雌 牛 章 119 の 訳注 


「 吉 報 を 伝え 、 


、 心 を 窪 が れ た りす る こと に つい て は 、 雌 和牛 凍 7 の 


を 参照 (アル テバ ガウ ィ ー2:124 参照 )。 


前 置き も な く 」 後者 が 「 前 置き と 共に 」 と 
昼 の こと を 指す と いう 説 も ある (アル テカ ー ス ィ ミ 


を 参照 。 


「 怖 れ も な けれ ば 、 悲 し むこ と も な い 」 に つい て は 、 肉 和牛 章 38 の 訳注 を 参照 。 


6. 家斉 章 252 eS と - ハ 


49. われ ら * の 御 微 を 嘘 呼ば わり し た | CGC Ps 
者 た 、 彼 ら に は 、 彼ら が 放 逸 で あっ た こ 
OPD 


50. (使徒 * よ 、 ) 言っ て や る が いい 。「 私 は あ 

な た 方 に 、 自 分 に は アッ ラー* の (数 々 の ) 
宝庫 が ある な ど と は 言っ て いな いし 、 
不可 視 の 世界 * も 知ら な い 2。 ま た あな た 方 
に 、 自 分 と そ は 天使 * だ 、 と も 言っ て は いな 
い 。 私 は 、 自分 に 啓示 され る こと に 従っ て 
いる だ け な の だ 」。 言 うがい い 。 「 紅 人 と 
見 える 者 は 、 同 じ で あろ うか ? そし て 一 
体 、 あ な た 方 は 熟考 し な い の か ?」 


51. また (使徒 * よ ) 、 自 分 た ちの 主 * の 御 許 へ | UEs4d 9 

か れ の 外 、 棄 庶 者 "も 執り 成 し 手 も いな PF ジッ 

いと いう 状態 まで 一 召集 され る こと を 屈 

れ て いる 者 た ち が 、 (アッラー* を ) 良 れ る 

"よう に な る よう に 、 それ (クル アー ン 3$ 
で 警告 する が よい 。 


52. そし て (預言 者 * よ 、) 朝 に 夕 に 、 そ の 主 * | e365 Se 
の 御 顔 を 望ん で か れ に 祈る 者 た ち を 、 追い | sag p80 


払っ て は な ら な い *。 あな た に 彼ら の 診 索 を RE 


RE 
る 2 ン ッ ルプ 


= 


と の 「 御 徴 」 は 、 ク ルアー ン * の アー ヤ * や 、 預 言 者 * に 与え られ た 奇跡 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 
133 頁 参照 )。 

アッ ラー* の 知識 に よる も の 以外 は 、 と いう 意味 。 預言 者 \ は 、 ア ッ ラ ー* が お 教え に な っ た 
も の 以外 、 不 可視 の 世界 に つい て 知る こと は な い (イブ ン ・ i 3:258 参照 )。 イ 
ムラ ー ン 家 章 179、 ジ ン * 章 26-27 も 参照 。 

3 「 盲 人 」 と は アッ ラー* の 明 証 に 盲目 で 、 そ れ を 理解 する こと も な けれ ば 、 受容 する こと も 
な い 者 の こと 。「 見 える 者 」 は その 逆 (アッ ニタ バリ ー4:3185 参照 )。 雌 和牛 章 7、 雷 鳴 章 
16、 フ ー ド * 章 20、24、 巡 礼 * 章 46 と その 訳注 も 参照 。 

この アー ヤ * は 、 ア ンマ ー ル *、 ビ ラー ル 、 ハ ッ パ ー プ と いっ た 、 散 虚 な *『 ム スリ ム *『 で あり 
つつ も 社会 的 地位 の 低かっ た 者 た ち に つい て 、 マ ッ カ * の 不信 仰 者 * ら が 預言 者 * に 対し 、 彼 
ら を 追い 出す の な ら あ な た に 従 お う 、 と 言っ た こと に 関し て 下っ た と 言わ れる (ムスリム 
「 教 友 * た ちの 徳 の 書 」46 参照 )。 洞 窟 章 28 も 参照 。 
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53. 


54. 


する 必要 は 一 切な く 、 彼 ら に も も あな た の 
訟 索 を する 必要 は 一 切な い の だ !。 ゆ え に 役 
ら を 追い 払っ て 、 不 正 * 者 た ちの 類 い と な っ 
て し まっ て は な ら な い 。 


i 
けた 2。 そ の 結果 、 彼ら は 、「 一 体 、 

ー* は 私 た ちの 間 か ら 、 こ れ ら の の 
者 た ち (を 選ん で 特別 ) に (導き を ) お 恵 
み に な っ た と いう の か ?」 と 言っ た の で あ 
る 3。 一 体 ア ッ ラ ー* が 、 (か れ の) 山 恵 に ) 
感謝 する 者 た ち を 、 最 も よく ご 存 知 な の で 
は な いか ? 


また (預言 者 * よ ) 、 わ れ ら * の 御 徴 ? を 信 
じ る 者 た ち ? が あな た の も と に や っ て 来 た 
時 に は 、 (こう ) 言う が よい 。 「 あ な た 方 
に 平安 を 6。 あ な た 方 の 主 * は 、 ど 自身 に 慈悲 


IN) 


の 


wn 


〇 


oso と づく ス < ルル 3 


5 4 っ ean A OE Cy 
次 20 ES rs FR 
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| BPR 
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ン ター | 


ee 1 


一 説 に 、 不信 仰 者 * た ち は 彼ら の 信仰 心 を 、 疑う よう な こと を 言っ た (アッ ニシ ャ ウ カ ー ニ 
ー2:168 参照 )。 だ が 、 彼 ら の 信仰 心 を 話 康 する こと は 預言 者 * の 仕事 で は な く 、 そ の 内 実 
は 彼 に と っ て 関係 の な いこ と で ある 。 彼 ら の 行い の 清算 が 預言 者 * に 影響 する こと も な けれ 


ば 、 


その 逆 も な い 。 ま た 、 別 の 解釈 に よれ ば 、「 彼 ら の 糧 に つい て 、 あ な た が 気 に か ける こ 


と は な い 」 (アルテ バイ ダー ウィ ー2:412 参照 ) と いう 意味 。 


アッ ラー* は 人 々 の 間 に 、 貧富 や 強弱 な どの 差 を お 付け に な っ た 。 こう し て 彼ら は アッ ラー 
* か ら の 試練 と し て 、 お 互い に 依存 し 合う の で ある ( ム ヤ ッ サ ル 134 頁 参 照 )。 金 の 装飾 章 
32 も 参照 。 


ッ カ * 時 代 初 期 に お いて イス ラー ム * を 受容 し た 者 の 多く は 、 社 会 的 に 弱い 立場 に あっ た 


マ 


男女 の 
(イス ラー ム * へ の 導き ) が 善い も の な ら ば 、 
な 者 た ち 


3:261 参照 )b。 マ ル ヤ ム * 章 73、 砂 丘 章 11 も 参照 。 


と の 「 御 徴 」 は クル アー ン * な ど 、 預言 者 * ム へ ハ ンマ ド * の 正直 さ を 示 す 証 拠 の こと ( ム ヤ ッ 
サル 134 頁 参 照 )。 


ここ て で 言及 され て いる 者 た ちと は 、 
彼ら が 犯し た 過去 の 罪 に つい て 質 
「 あ な た 方 に 


現 


民 や 奴隷 『 で あっ た 。 ク ライ シュ 族 * の 不信 仰 者 * ら は 彼ら を 見 下 し 、「 も し それ 
アッ ラー* は 私 た ち を 差し お いて 、 あ の よう 
を 善 へ と お 導き に な る は ず が な い 」 と 主張 し た の だ っ た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 


新しく イス ラー ム * を 受容 し た 後に 預言 者 * の も と を 訪れ 、 
問 し た 者 た ち で ある 、 と いう (アッ ニテ タバ リー4:3195 参照 )。 
平安 を 」 と は 、 あ ら ゆ る 忌 ( い ) まわ し い 物 事 か ら の 無事 を 祈願 する 言葉 。 
世 と 来世 に お ける 、 信 仰 者 どう し の 挨拶 で ある (アル ニテ ジ ャ ザー イリ ー2:66 参照 )。 
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55. 


56. 


57. 


を お 定め に な っ た '。 本 当 に 誰 で あろ うと 、 
ON 悪 を 行っ て し ま 
、 そ れ か ら そ の 後に 悔 悟 し て (行い を ) 
0 実に か れ (アッ ラー ツ は (その 
よう な 者 に 対し 、) 赦し 深い お 方 、 慈 愛 深 
い * お 方 な の で ある 」。 


同様 に われ ら * は 、 御 徴 ? を 明らか に する 。 
そし て (それ は 真理 が 赴 加わ に な り 、) 罪悪 
者 た ちの 道 が 浮き 彫り に な る た め な の だ 。 


(使徒 * よ 、 彼 ら シ ルク * の 徒 に ) 言っ て や 
る が いい 。 「 本 当 に 私 は 、 あ な た 方 が アッ 
ラー* を 差し お いて 崇め て いる 者 た ち を 
崇拝 * す る こと を 、 禁じ られ た の だ 」。 言う 
0 あな た 方 の 私 汰 に は 従わ な 

。 そ ん な こと を すれ ば 私 は 確か に 迷い 去 
了 導 か れ た 者 の 一 人 で は な く な っ て し ま 
う の だ か ら 」。 


(使徒 * よ 、) 言っ て や る が いい 。「 本 当 に 
私 は 、 自 分 の 主 * か ら の 明 証 に 依拠 し て いる 

3。 あ な た 方 は (確か に ) 、 それ を 忠 呼 ば わ 
り し た の だ が 。 私 に は 、 あ な た 方 が 性 急 に 
求め て いる も の 3 (を 実現 させ る カカ) な ど な 
い 。 ( 懲 六 の 時 期 に つい て の ) 裁決 は 、 真 
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1S】 


ww 


ン ン 


ント 
Sr Rb I? 


「 ご 自身 に 慈悲 を お 定め に な っ た 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *12 の 訳注 を 参照 。 
の 「 御 徴 」 は 、 不信 仰 者 * ら が 否定 する 全て の 真理 に 対す る 証拠 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 134 


© 


ーー 


つま り ア ッ ラ ー* か ら 砂 示さ れ た 、 その 教え - 


生 参 照 )。 


を 有 し て いる 、 と いう こと (前 掲 書 、 同 [NO。 


ス 


2 


は 


ユー ヌス * 章 50、 フ ー ド * 章 8、 雷鳴 章 6、 夜 の 旅 章 92、 


ド 章 


アッ ラー* の み の 岩 拝 * - に お ける 明白 な 理解 


彼ら 不信 仰 者 * ら へ の 懲罰 の こと (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 不信 仰 者 * ら は その 余り の 不信 心 ゆ 
分 た ち に 早く 懲罰 を 下 し て みよ 、 と 喘 笑 (ちょ うし ょ う ) し た も の だ っ た 。 一説 に 


、 と これ は 懲罰 で は な く 、 奇 跡 の こと (アル テク ルト ゥ ピー6:436 参照 )。 戦 利 品 * 章 32、 


章 16、 相 談 章 18、 階 段 章 1-2 な ども 参照 。 


巡礼 * 章 47、 時 昧 章 53.54、 サ ー 
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理 を 仰 り 、 最善 の 裁き 手 で あら れる アッ 
ラー* に の み 属 する の だ か ら 」。 

58. (使徒 * よ 、) 言う が いい 。「 も し 私 に 、 あ っ 6 も os 
な た 方 が 性 急 に 求め て いる も の !( を 実現 さ UN 
の 問 の 問題 は 訟 が つけ られ た で ある ろう 。 ア 
ッ ラ ー* は 不正 * 者 た ちの こと を 、 最 も よく 
ご 存 知 で あら れる 」。 

59、 ま た 、 か れ (アッ ラー 以外 に 知る 者 は な | AS CE 
い 不 可視 の 世界 * の 鍵 2 は 、 か れ の 御 許 に こ 0 0 
そ あ る 。 ま た か れ は 、 陸 と 海 に ある も の も NS る 
(全て ) ご 存 知 で ある 。 そ し て か れ が ご 存 人 BR 
知 に な ら ず し て は 、 葉 一 枚 も 落ち る こと が 0 
な い 。 また 、 地 面 の 暗 間 の 中 に ある 種 一 粒 62 の 
で あっ て も 、 ある い は 混 っ て いる も の で 
も 、 乾い て いる も の 3 で も 。 (それ ら の こと 
で ) 明白 な 書 ? の 中 に (記録 され て ) な いも 
の は 、 な い の だ 。5 

60. また 、 か れ は 夜 に あな た 方 (の 魂 ) を 召さ 5 
れ 6$、 あ な た 方 が 昼 に 稼い だ も の を ご ど ご存知 に a A 
な る お 方 。 それから か れ は 、 (現世 で の ) と ンス っ 

テグ 4 ーー 

定め られ た 期間 が 全う され る べく 、( そ の う 


= 


の 


いも の 」 1 


前 アー ヤ * の 訳注 を 参照 。 
教 友 * イ ブン ・ 
の 知識 の こ i と いう 


アッ パー ス * に よれ ば 、 


テバ ガウ ィ ー2:130 参照 )。 


⑨5 に 334 る る 


これ は ルク マー ン 章 34 の 中 で 言及 され て いる 五 つ 
(アル = テ ブ ハー リー4778 参照 )。 

この 「 混 っ て いる も の 」「 乾 いて いる も の 」 に は 、 「 水 場 と 砂漠 」「 芽 
E 命 の ある も の と 死ん だ も の 」「 つ まり 全て の も の 」 と いっ た 解釈 が ある (アル 


月 


E え る も の と 芽生 えな 


131 


「 明 


は 、 死 後 の 復活 が お 


白 な 書 


同様 の アー ヤ *『 と し て 、 和 婦人 章 40、 ユ ー ヌ ス * 章 61、 
アッ ラー* は 夜 (眠っ て いる 
召さ れる の と 似 て いる 。 ま た 
それ は 死後 に 生命 が 与え られ る こと を 簡 従 
H 来 な の だ ( ム ヤ ッ サ ル 135 頁 参 照 )。 ま た 、 


年 」 と は 、 守 られ し 碑 板 * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 134 


眠り か ら 目 覚め た 


サバ ア 
妊 に )、 人 の 魂 を お 召し に な る が 、 
圭 、 か れ は その 魂 を その 身体 へ と 
(ほう ふつ ) と させ る 。 そ し て 同様 に アッ ラー* 


参照 )。 
章 3 も 参照 。 


それ は ちょ うど 死 の 際 に 魂 が 
戻さ れる が 、 


集団 章 42 も 参照 。 
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61. 


62. 


63. 


64. 


た まし い ふた た 


魂 を 再び 身体 に 戻す こと で 、 ) あな た 方 
を そこ ( 昼 ) に お いて 蘇 ら さ れる 。 その 
後 か れ の 御 許 に こそ 、 あ な た 方 の 帰り 所 が 
ある の で あり 、 そ れ か ら か れ は 、 あ な た 方 
が (現世 で ) 行っ て いた こと に つい て 、 あ 
な た 方 に お 告げ ば に な る の だ 。 


また 、 か れ は その 僕たち の 上 に 苦 臨 され る 
* お 方 で あり 、 あ な た 方 に 記録 者 た ち ! を 遺 
わ さ れ る 。 や が て あな た 方 の 誰か に 死 が 訪 
れれ ば 、 わ れ ら * の 使い た ち 2 は 抜か りな く 、 
彼 (の 魂 ) を 召す の だ 。 


それ か ら 彼ら は 、 自 分 た ちの 真 の 底 護 者 
で ある ア ッ ラ ー* の 件 fF へ と 戻さ れる 。 ( そ 
の 日 の ) 裁決 は 、 か れ の み に 属 する の で は 
な いか 。 か れ は 、 最も 早く 計算 され る * お 方 
で ある 。 


(使徒 * よ 、) 言っ て や る が いい 。「 (人 目 
を は ば か ら ず ) 長 ま り 、 そし て 密か に (と 
う ) 祈る あな た 方 を 、 陸 と 海 の 開か ら 救っ 
て 下さ る の は 誰 な の か ?『 か れ (アッ ラー 
*) が 、 も し も 私 た ち を ここ か ちら 救っ て 下さ 
っ た ら 、 私 た ち は 必ず や (か れ の み を 崇拝 
* す る こと で 、) 感謝 する 者 に な り ます 』 」 。 


(使徒 * よ 、) 言っ て や る が いい 。 4 ッ ラ 
ー* が そこ か ら 、 そし て あら ゆる 苦悩 カ 

あな た 方 を お 救い 下さ る の だ 。 a 

ん で 、 あな た 方 は シル ク * を 犯す の で ある 」。 


1 この 「 記 録 者 た ち 」 と は 、 
ッ テ タ バリ ー4:3203 参照 )。 雷 鳴 章 11「 交 代 番 」 の 訳注 
2 と の 「 使 いた ち 」 は 、 死 の 天使 


3 


に 陥っ た 時 、? 


昼夜 交代 で 人 間 の 行い を 監視 し 、 
E も 参照 。 


か りあ ss 1 
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a2 49 の の 5 


OAI 


EEE 
ot 


記録 する 天使 * た ちの こと ( ア 


詩 た ちの こと を 指す ( ム ヤ ッ サ ル 135 頁 参 照 )。 


「 陸 と 海 の 閥 」 と は 、 そ こ で の 困難 や 恐怖 の こと 。 陸 や 海 の 旅行 
皮 ら は アッ ラー* だ け に 祈っ た も の で あっ た (アル = バ ガ ウ ィ ー2:130 参照 )。 


、 道 に 迷っ て 死 の 恐怖 
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65. (使徒 * よ 、) 言っ て や る の だ 。「 か れ は あ 人 
な た 方 の 頭上 か ら 、 ま た は あな た 方 の 足元 33 
か ら 、 あな た 方 に 懲 六 を も た ら す こと ! も 、 LL 
ある い は あな た 方 を 惑わ せ て 分 } 鉛 させ 、 互 a 
or ALN 
い に (争わ せ て ) 痛い 目 に あわ せる こと も 
お 出来 の お 方 」。 見 よ 、 彼 ら が 理解 する よ 
うに と 、 わ れ ら * が いか に 御 徴 を 多彩 に 示 
すか を 。 

66. あ な た の 民 は 、 そ れ ? を 嘘 呼ば わり し た 。 | Ee 
それ は 真理 で ある と いう の に 。 言っ て や の ひと 
る の だ 。「 私 は 、 あ な た 方 の 代理 人 3 な ど 
で は な い 」。 

67. いか な る 話 に も 、 帰 結 が ある 。 あな ox | 
た 方 は 、 ( 答 罰 と いう 自分 た ちの 最後 を ) 
知る だ ろう 。 

68. (使徒 * よ 、) われ ら * の 御 往 (アー ヤツ | E6982 
に つい て ( 嘘 と 嘱 笑 を も っ て ) 喋っ て Cs 
いる 者 た ち を 目 に し た ら 、 彼ら が それ と まあ 
は 別 の 話題 に 移る まで 、 彼 ら か ら 離 れ OREN 
よ 。 そ し て 、 も し シャ イタ ー ン * が あな 
た に (、 そ れ が 禁止 され て いる の を ) 忘 
れ さ せ て し まう こと が あっ て も 、 思 い 出 
し た 後に は 、 不 正 * 者 で ある 民 と 同席 し 
て は な ら な い $。 
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ww 


「 頭 上 か ら 」 の 懲罰 と は 、 石 が 降っ て きた り 、 大 雨 に よ 
懲罰 と は 、 地 震 や 地割れ な どの こと で ある 、 と され る ( ム ヤ ッ サ ル 135 頁 参照 )。 


この 「 そ れ 」 に は 、「 ク ルアー ン 


参照 )。 
彼ら を 守っ た り 、 監 視 し た りす る 「 代 理 人 」( ム ヤッ サル 135 


アッ ー サ ァ デ ィ ー* は 、 


力 が な い 限 り 「 偽 (\ 
同 


この アー ヤ * が 示す 内 容 に 
ヽ つ も わ ) り を 語る 者 」「 非 合法 な 物 


る 洪水 な どの こと 。 「 足 元 か ら 」 の 


*」「 懲 久 」 と いっ た 解釈 が ある (アル テバ ガウ ィ ー2:133 


参照 )。 


ュ グ 


含ま れる も の と し て 、 本 人 に それ を 正す 


且 を 語っ た り 行 っ た りす る 者 」 と の 


席 や 、 あ ら ゆ る 悪事 の 場 に 立ち 会 うこ と の 禁止 も 挙げ て いる (260 頁 参 照 )。 
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69. そ し て (アッ ラー* を ) 異 れる * 者 た ち は 、 EC RIE NG 


70. 


Tl 


彼ら の 勘定 ! に お いて 、 いか な る 責任 も 問 
われ な い 。 し か し 彼ら が (アッ ラー* を ) 長 
れる * べ く 、 訓 戒 を (与え よ ) 。 


(使徒 * よ 、) 自分 た ちの 宗教 ? を 遊 買 と 虐 
れ ご と と し 、 現世 の 生活 に 取 か れ た 者 た 
ち は 、 放っ て お け 。 また 、 人 が 自分 で 稼い 
だ も の 3 ゆえ に (あら ゆる 善 を ) 差し 止め 
られ ぬ よ う 、 そ れ (クル アー ン う で 教訓 
を 与え よ 。 彼 に は ア ッ ラ ー* の 外 、 いか な 
る 棄 護 者 * も 執り 成 し 手 も な い の だ 。 ま た 、 
た と え あ ら ゆ る 代償 を 払っ て も 、 彼 か ら 
受け 人 人 れ て は も ら え な い 。 それ ら の 者 た ち 
は 、 自 分 ) の 稼い だ も の ゆえ 、 (あら ゆる 療 
を ) 差し 止め られ た 者 た ち で ある 。 彼ら に 
は 、 彼 ら が 不信 仰 に 陥っ て いた こと ゆえ 
の 、 煮え た ぎる 湯 の 飲み 物 と 、 痛 まし い 懲 
軸 が ある の だ 。 


(使徒 * よ 、) 言っ て や る が いい 。「 一 体 私 
た ち が 、 アッ ラー* を 差し お いて 、 私 た ち を 
RI 害する こと も な い 
も の に 祈る と いう の か ? また 、 ア ッ ラ ー 
* が 私 た ち を 導 か れ た 後に 、 私 た ち が 自 分 
た ちの 後方 へ 引き 返す $ と で も ? ちょ う 
ど 、『 私 た ちの も と に 来 な さい 』 ! と 導き に 
呼び か ける (信仰 者 の ) 仲間 た ち が あ る に 
も 関わ ら ず 、 シ ャ イタ ー ン * ど も に 唆 さ 


池 
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「 彼 ら の 旧 


清算 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 136 頁 参 照 )。 


2 
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イス ラー ム * の こと (前 掲 書 、 同 頁 
3 と の 「 稼 い だ も の 」 と は 、 罪 と 、 
「 後 方 へ 引き 返す 」 と は 、 不 信仰 へ 戻る こと を 指す (前 掲 書 、 


(参照)。 


定 」 と は 、 ク ルアー ン * を 喘 笑 し つつ 語っ て いる 者 た ち に 対す る 、 


分 の 主 * に 対す る 不信 仰 の こと (前 掲 書 、 
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EE RN 
みつ を ーッ ee し る 
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アッ ラー* の 


同 頁 参照 )。 


同 真 参照 )。 
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72. 


73. 


74. 


れ 、 地 上 で 迷 ぷっ つて し まっ た 者 の よう に ?」 
IE 」 本 当 に ア ッ ラ ー* の お 導き こ 
、.( 真 の ) 導き で ある 。 そし て 私 た ち は 、 
の "に 前 (イス ラー ム $ する 
よう 命じ られ た の だ 」。 


また (、 私 た ち は ) 礼拝 を 遵守 * し 、 か れ 
を 異 れ * よ 、 と (命じ られ た ) 。 か れ は ( 復 
活 の 日 、 あ な た 方 が その 御 許 へ と 有 有 集 
され る お 方 で ある 。 


また 、 か れ は 、 真 実に よっ て 諸 天 と 大 地 を 
お 創り に な っ た お 方 !。 か れ が 「 あ れ 」 と 合 
せら れれ ば 、 即 その よう に な る (復活 の ) 
日 "の こ ど と (を 思い 起こ させ よ ) 。 か れ の 御 
は 、 真 。 角 科 に 吹 込ま れる その 日 

、 か れ に こそ 王権 は 属す る 3。 (か れ は 
才 庁 視 の 世界 * も 、 前 角界 も ご 存 知 の お 
方 。 そ し て か れ は 、 英 知 あ ふれ る * お 方 、 ( 全 
て に ) 通 暁 され た お 方 な の だ 。 


イブ ラー ヒー ム * が その 父 ア ー ザ ル に 対し 、 
(こう ) 言っ た 時 の こと (を 思い 起こ と させ 
よ ) 。「 一 体 あ な た は 、 偶像 を 神 ? と する の 
で すか ? 本 当 に 私 は 、 あな た と あな た の 

民 が 、 紛れ も な い 迷 妄 の 中 に ある と お 見 受 
けし ます 」。 
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イム ラー ン 家 章 191「 我 ら が ヨ 
この 角 


回 


「 


笛 が 天使 * イ スラ ー フ ィ ー ル に よっ て 一 回 


bsy20 も 3 
⑳ この 


eS? 


EI RN 
ON 3 OY 


CE RA 
On I I 


陸 参 照 )。 


ュ グ 


現象 界 ] と は 、 人 々 が 


参照 )。 


「 


に 関し て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 


E* よ 、… あ り ま せん 」 の 訳注 も 参照 。 

に 吹き 鳴ら され る と 、 
目 に 吹き 鳴ら され る と 、 そ れ ら が 復活 する (アル テク ルト ウゥ ビー7:20 参照 )。 
そもそも 全て の 王権 は アッ ラー* に 属す る が 、 復 活 の 
いな く な る (アッ = テ サ ァ デ ィ ー261 


全て は 皿 絶 え 、 二 


* に は 、 か れ 以 外 に 干 を 名 乗る 者 が 


目 に し 、 知 る こと の 出来 る 物事 の こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:309 
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75. また 同様 に 、 わ れ ら * は イブ ラー ヒー ム * に 2 に 


76. 


Th: 


78. 


79. 


諸 天 と 大 地 の 絶 対 な る 王権 を 見 せ た !。( そ 
れ は 彼 が それ に よっ て 証明 し 、) 彼 が ( ア 
ッ ラ ー の 唯一 性 * に つい て ) 確 億 する 者 の 一 
人 と な る た めで あっ た 。 


そし て 夜 の 帳 が 彼 の 上 に 下り た 時 、 彼 は 星 
を 見 た 。 彼 は ( 民 に 向かっ て ) 言っ た * a 
れ が 我 が 主 * だ 」。 そ し て それ が 交 を 消し 
た 時 、 彼 は 言っ た 。「 私 は 、 消 え 行 くも の 
が 好き で は な い 」。 


また 、 月 が 昇る の を 見 た 時 、 彼 は 言っ た 。 「 こ 
れ が 我 が 主 * だ 」。 そ し て それ が 姿 を 消し た 
時 、 彼 は 言っ た 。「 も し も 、 我 が 主 *" が 私 を 
お 導き に な ら な けれ ば 、 私 は 必ず や 迷い 去 
っ た 民 の 類 い と な っ て し まう うだ ろう 」。 


それ か ら 太 陽 が 昇る の を 見 た 時 、 彼 は 言っ 
た 。 「 こ れ が 我 が 主 * だ 。 これ は (前 者 ) よ 
り 大 きい 」。 そ し て それ が 姿 を 消し た 時 、 
彼 は 言っ た 。「 我 が 民 よ 、 本 当 に 私 は 、 あ 
な た 方 が (アッ ラー* に ) 並べ て (崇め て ) 
いる も の と は 無縁 な の だ 。 

本 当 に 私 は 、 諸 天 と 大 地 を 創成 され た お 方 
* に 、 我 が 顔 を 純正 に 向け る ?。 そ し て 私 は 、 
シル ク * の 徒 の 上 類 い で は な い の だ 」 。 


= 


つま り ア ッ ラ ー* は そこ に ある 創造 物 を 通し て 、 イブ ラー ヒー ム * が ア 


a N32 i 
ウー SPY の NE 


C2 S と 55 


EE GD I NG 
NS LR 
OA 


@ つ の se 


2 ET 3 
っ EN AMI 2 
Douce | 


ッ ラ ー の 唯一 性 * を 証 


明 す る 方 法 を 教示 され た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 3:290 参照 )。 
こ か ら ア ー ヤ 『*78 Sat 天体 を 拝 し て いた 自分 の 民 に 対し 、 


to 


人 ら の 宗教 の 間違い と 


アッ ラー の 唯一 性 * を 証明 する た め の 議 諭 と し て 彼 が 


いた 手法 で 


あり 、 彼 自身 の 信 EN た お けさ は な い ( ム ヤ ッ サ ル 137 頁 参 照 )。 
3 頻出 名 ・ 用 語 解説 の 「 創 成 者 * も 参照 。 


に 


と され る (アル = クル トゥ ビー7:28 参照 )。 「 純 正 


「 我 が 顔 を 純正 に 向け る 」 と は 、 
「 顔 」 と いう 語 が 


自分 の 崇拝 * 行 為 を アッ ラー* の み に 向 ける 、 と し 
1] い られ て いる の は 、 そ れ が 人 間 に お いて 最も 特徴 ある 部 位 で ある た め 
E」 に つい て は 雌牛 章 135 の 訳注 を 参照 。 


\ う こと 。 


6. 家畜 章 261 YS, 


80. 彼 の 民 は 、 NN BATE EL 
「 一 体 あ な た 方 は 、 ッ ラ フー (の 唯一 性 24 ラ レン 4 ン そ ー イ そ 


Fl < 

に つい て 、 私 と 言 い 常 うと いう の か ? か SE る a 

れ は 確か に 、 私 を お 導き に な っ た と いう の LEN 
に 。 私 は 、 あな た 方 が (アッ ラー* に ) 並べ 
て ( 岩 め て ) いる も の (の 害 ) な ど 、 怖 れ 
て は いな い 。 た だ 、 我 が 主 * が 何 か (私 を 前 
され る よう な こと ) を お 望み に な る の な 
ら 、 別 だ が 。 我 が 主 * は (その ) 知識 で 、 全 
て の も の を 網羅 され て いる の だ 。 一体 あな 
た 方 は 、 教 訓 を 得 な い の か ? 

81. ま た 、 ど うし て 私 が 、 あ な た 方 が (アッ ラ | 393 はら EdGiG る 5 
ー* に ) 並べ て ( 影 め て ) いる も の を 居れ よ | っ ぁ 雪 死 遍 生計 を る 
うか ? あな た 方 は アッ ラー* た 対し 、 か れ | 3 る 。 宙 、 移 Ez を 
が ( 岩 拝 * す べき ) いか な る 根拠 も 下さ れ な 83 
か っ た も の を 並べ (て 崇め ) る こと を 、 眉 
れ て は いな い 。 な ら ば 二 派 ! の 内 の いずれ 
が 、 (アッ ラー* の 懲 六 か ら ) より 安泰 で 
ある と いう の か ? も し 、 あ な た 方 が 知っ 
て いる の な ら ば (、 だ が ) 」。 


92 信 爺 し 、 そ の 人 仲 に 、 い か な る 不正 “も 混 じ 人 た Eo 
えな い 者 た ち 、 そ の よう な 者 た ち に とこ LH I SS 
安泰 が ある の で あり 、 彼 ら は 導 か れ た 者 た 
ちな の だ 。 

83.。 そ れ が 、 わ れ ら * が イプ ラー ヒー ム * に 、 そ | 490 に as 
の 民 に 対し て 授け た 論考 で ち も る 。 わ れ ら * Os 
は 、 わ れ ら * が 望む 者 の 位 を 上 げ る の だ 。 or rd 
本 当 に あな た の 主 * は 、 英 知 あ ふれ る * お 方 、 

全 知 者 で あら れる の だ か ら 。 


1 つま り ア ッ ラ ー* だ け を 崇拝 * す る 徒 と 、 シ ルク * の 徒 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 137 頁 参照 )。 
2 て の 「 不 正 *」 は 、 シ ルク * の こと (アル = テ ブ ハー リー4629 参照 )。 


6. 家斉 章 262 eS と - ハ 
84. また 、 わ れ ら * は 彼 に イス ハー ク * と ヤァ ク Ge や っ うと ント SY 
ー ブ * を 恵み 、 (その ) いずれ を も 導い た 。 A 
また (彼ら ) 以前 に 、 ヌ ー フ * も 導い た 。 の の ニン ラ ラン ン | ラン 
I IOP 

そし て その 子孫 で ある ダー ウー ド *、 ス ライ a 
マー ン *、 アイ ユー ブ *、 ユー ス フ *、 ム ー サ 4 " 
RA | 


85. 


86. 


87. 


88. 


89. 


= ハー ルー ン * も 。 同様 に われ ら * は 、 善 
を 尽く す 者 ! た ち に 報い る の だ 。 


また だ カ リー ヤー ド ヤセ ヤー トイ ー サ ー ネ 
イル ヤー ス * も (導い た ) 。 (彼ら は ) 皆 、 
正しい 者 * た ちの 仲間 で あっ た 。 


そし て イス マー イー ル *、 ア ル ニ テ ヤ サ ツ ウド *、 
ユー ヌス *、 ルー ト * も (導い た ) 。 彼ら 全 
員 を 、 われ ら * は 外 の いか な る 者 より も 引き 
立て た 2 の だ 。 


また 彼ら の 先祖 、 子孫 、 兄 弟 の 内 か ら も ( 竹 
いた ) 。 そし て われ ら * は 彼ら を 選 ほり 抜き 、 
彼ら を まっ すぐ な 道 へ と 導い た の だ 。 


それ は ア ッ ラ ー* の お 導き で あり 、 か れ は 
その 僕たち の 内 か ら 、 か れ が お 望み に な る 
者 を それ で 導 か れる 。 そし て 、 も し 彼ら が 
シル ク * を 犯し た ら 、 彼ら が 行っ て いた こと 
I 


それ ら の (預言 お ) 者 * た ち は 、 われ ら * * が 藩 典 
と 英知 と 預言 者 * と し て の 天 分 を 授け た 者 
た ち で ある 。 そ れ で 、 も し これ ら の (不信 
仰 ) 者 * た ち が そ れ ? を 否 定 す る の な ら 、 わ 
れ ら “は それ を 否 定 し な い ( 別 の ) 民 * に 、 
それ を 確か に 委ね る で あろ う 。 


1 
2 
3 クル アー ン * の アー ヤ * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 138 
4 と の 「 民 」 と は 、 ム ハー ジル ー ン * と アン サー ル *、 


「 善 を 尽く す 者 」 に つい て は 、 蜜 蜂 章 128 の 訳注 


ある ちご 5 と っ 5 


DE 


ce 


AC 2 
DE rod A 


て Ni 


PAG 
OE ES 


ンー と と 用 zo 


を 参照 。 


「 外 の いか な る 者 より も …」 に つい て は 、 雌 和牛 章 47 の 訳注 を 参照 。 


ュ グ 


こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


軸 参 照 )。 


そし て 彼ら の 後 を 継ぐ ムスリム * た ちの 


6. 家畜 章 263 eS と - ハ 


90. それ ら の 者 た ち は 、 アッ ラー* が お 導き 下 NS 


91. 


さっ た 者 た ち 。 な ら ば (人 よ 、 彼ら の a 
導き を こそ 了 踏 襲 す る の だ 。 言う が よい 。 や 2 


「 私 は その こと ゆえ に 、 あ な た 方 に 見 返り 
"を 求め て いる わけ で は な い 。 それ は 全 世 界 
へ の 教訓 に 外 な ら な い の だ か ら 」。 


彼ら は 、 彼 ら が 「 ア ッ ラ ー* は 人 間 に 、 何 | 0 の C6 
も お 下 し に は な ら な か っ た 」 と 言っ た 時 、 NG ES 
os I I EI A 
、 彼ら シル ク “ の 徒 に ) 言っ て や る が い っ る た 
い e 「 ム ー ー サ ー* が 人 々 へ の 光 と 導き と し CP A 
て 携え て 来 た 啓典 (トー ラー*) を 下 し た の ES 
の は 、 一 体 誰 な の か ? あな た 方 i は それ 2 
を (分 断 さ れ た ) 紙片 に 記し て いる 。 あ 
な た 方 は それ (の 一 部 ) は 公 け に し 、 多 
く の 部 分 * は 隙 蔽 し て いる の だ 。 あな た 方 
(アラ ブ 人 ) は 、 あ な た 方 自身 も 自分 た 
ちの 先祖 も 知ら な か っ た こと を 、 (クル 
ン * に よっ て ) 教わっ た と いう の に 」。 
っ て や る の だ 。 「( そ れ を 下 し た の は 、) 
ッ ラ ー* で ある 」 。 それ か ら 彼 ら を 、 そ 
の 戯言 の 中 で ふざけ る まま に 、 放 っ て お 
く の だ 。 


a A 5 


2 


92. これ (クル アー ン *) は 、 わ れ ら * が 下 し た 、 NG A LE 


祝福 に あふ れ 、 それ 以前 の も の を 確証 する i 
啓典 で ある 。 また 、 あ な た が 都市 の 母 と 、 


I I EI 


— 


w 


アッ ラー* の 教え へ と 招く こと と 、 人 々 が それ を 受け 入れ る こと に よる 、 貸し や 物質 的 見 返 
り の こと (アッ = テ サ ァ アディ ー263 頁 参 照 )。 

この 「 あ な た 方 」 は マッ カ * の 不信 仰 者 * で は な く 、 語 りか け の 対象 が 一 転 し て 、 ユ ダ ヤ 教 
徒 * た ち を 指し て いる 、 と され る 。 そ し て 後に 、 ま た 語り か け の 対象 は アラ ブ 人 の 不信 仰 者 
* ら に 戻る ( ム ヤ ッ サ ル 139 頁 参照 )。 


預言 者 * ム ハン マ ド * の 特徴 と 、 彼 の 預言 者 * 性 を 描写 する くだ りな どの こと (前 掲 書 、 同 頁 
参照 )。 


6. 家畜 章 264 eS と - ハ 
その 周辺 ! に いる 者 へ 警告 を 告げ る た め に の 
(、 われ ら * は それ を 下 し た ) 。 そし て 来世 
を 信じ る 者 は 、 自 分 た ちの 礼拝 を 遵守 * し 
つつ 、 そ れ を 信じ る の だ 。 

93. 一 体 、 ア ッ ラー* に 対し て 嘘 を 提 造 し た り 、| 663 が PG 
自分 に は 何 も 下 っ て いな い の に 「 私 に 盛 示 NE ER 
が 下っ た 」 と 言っ た り 、 あ る い は 「 ア ッ ラ RC d 
ー* が 下 し た よう な も の を 、 下 し て や ろう 」| :。 A っ と ちら 
な ど と 言っ た 者 より も 、 ひ どい 不正 "を 働く ilo co の 
者 が あろ うか ? (使徒 * よ 、) も し あな た た あー 
が 、 不正 * 者 た ち が 死 の 苦 問 の 中 に あり 、 天 > 
使 * た ち 2 が 彼ら に 手 を 伸ばす 時 の こと を 見 OSE 
る の な ら ば ! (天使 * た ち は 、 言う 。 ) 「 あ 
な た 方 の 魂 を 、 出 せ 3。 この 日 あな た 方 は 、 
自分 た ち が ア ッ ラ ー* に 対し て 真実 で は な 
いこ と を 語っ て いた こと と 、 か れ の 御 徴 に 
対し て 者 り 高ぶっ て いた こと と ゆえ に 、 屈辱 
の 懲罰 で 報 わ れる の だ 」。 

94. (復活 の 日 *、 彼 ら に は こう 言わ れる 。)「 あ | 0 示 を Eee 
な た 方 は 確か に 、 わ れ ら * が あな た 方 を 最初 つと 
に 創っ た 時 の よう に 、 わ れ ら * の も と に 一 人 | な る ゆみ の 
きり で や っ て 来 た *。 わ れ ら * が (現世 で ) gd ね 

1 「 都 市 の 母 」 と は 、 マ ッ カ * の こと 。 こ の 呼び 名 の 理由 に は 、 大 地 が マッ カ * か ら 広 が っ た 
か ら と いう 説 や 、 ア ッ ラ ー* を 崇拝 * す る た め の 最 初 の 館 が そこ に 建設 され た か ら と いう 説 
な ど 、 諸 説 あ る ッ テ タ バリ ー4:3262 参照 )。 ま た 「 そ の 周辺 に いる 者 」 と は 、 全 て の 
土地 の 民 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 139 頁 参 照 )。 

2 人 の 魂 を 抜き 取る 役目 を 負う 、 死 の 天使 * た ちの こと (前 掲 書 、 同 真 参照 )。 

3 死 の 天使 * た ち は 不 信仰 者 * が 死ぬ 時 、 彼 に 対す る 懲 負 と アッ ラー* の お 怒り を 告げ る 。 する 
と 不信 仰 者 * の 魂 は その 体 か ら 出 る こと を 拒 (てこ ば ) む の で 、 天 使 * は それ を 叩い て 無理 や 
り 引 き 出 すこ と に な る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 3:302 参照 )。 一 方 、 信 仰 者 の 魂 は 主 * と の 拝 
調 (は いえ つ ) を 望み 、 自 ら 進ん で 出 て くる (アル ニー クル トゥ ピー7.42 参照)。 

4 預言 者 * は 仰 (お っ し ゃ ) っ た 。「 復 活 の 日 *、 人 々 は 靴 も 衣服 も 統 ( ま と ) わ ず 、 割礼 も さ 


れ て いな い 状 態 で 召集 され る 」 (アル = ニブ ハー リー6527 参照 )。 また 、 洞窟 章 48 と 預言 者 
* た ち 章 104 も 参照 。 


6. 家畜 章 265 eS と - ハ 


あな た 方 に 授け た も の を 、 自分 た ちの 背後 OL 
に 置き 去り に し て 。 そし て われ ら * は (この 
日 、) あな た 方 が 、 自分 た ち (の 崇拝 り に 
お ける ( ア の 2 同位 者 で ある と 主張 
し て いた あな た 方 の 執り 成 し 手 ! を 、 あ な た 
方 と 共に 見 出す こと は な い 。 あな た 方 の 間 
(の 関係 ) は 既に 断絶 し 、 あ な た 方 が 主張 
し て いた も の は 、 あ な た 方 か ら 消え 失せ て 
し まっ た の だ 」。 


95. 本 当 に ア ッ ラ ー* は 、 種 粒 と 種子 を 裂 か れ (、 
芽 吹 か せ ) る お 方 。 か れ は 死 か ら 生 を 取り 
出さ れ 、 生 か ら 死 を 取り 出さ れる お 方 3。 そ 
の お 方 が アッ ラー*。 で は 一 体 どう し て 、 あ 
な た 方 は (真理 か ら ) 背 か され る の か ? 


96. (か れ は 夜 の 痢 か ら ) 時 を 裂き 出さ れる お oN EN 
方 。 ま た 、 か れ は 夜 を 安住 の 場 と され 、 太 A TO A 
陽 と 月 (の 運行) を 計算 ! と され た 。 それ は 僚 
力 な ら び な ぎ き * お 方 、 全 知 者 の お 定め で ある 。 


97. また か れ は 、 そ れ に よっ て あな た 方 が 陸 と I 
海 の 聞 の 中 を 導 か れる べく 、 あな た 方 の た ES EDB AAL I 
め に 星々 を お 創り に な っ た お 方 。 わ れ ら * Se の 
KO の べし! 
は 知識 ある 民 に 対し 、 確 か に 御 微 5 を 詳細 CN 

に し た 。 


1 彼ら が それ ら を 執り 成 し 手 と 見 な し て いた こと に つい て は 、 集 団 章 3 と その 訳注 を 参照 。 
「 種 粒 (ハッ プ )」 は 麦 類 の よう な 、 種 その も の の こと 。「 種 子 ( ナ ワ ー)」 は 桃 や ナツ メ ヤ 
シ な どの よう に 、 果 実に 包ま れ た 種 の こと (アッ テラー ズィー5:71 参照 )。 

3 「 死 か ら 生 を 取り 出さ れ …」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 27 の 訳注 を 参照 。 

つま り 、 そ れ ら が 正確 な 「 計 算 」 に 基づい て 運行 する も の と され た ( ム ヤ ッ サ ル 140 頁 参 
照 )。 そ し て 人 は それ ら の 運行 に より 、 時 間 を 知る こと が 出来 る (アッ テニ サ ァ ディ ー265 
参照 )b。 ユ ー ヌ ス * 章 5 と その 訳注 も 参照 。 

こと の 「 御 徴 」 は 、 ア ッ ラ ー* の 御 力 と 偉大 さ 、 英知 を 示す 数 々 の 証拠 の こと (アッ ニシ ャ ウ 
カー ニー2:202 0)。 
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6. 家畜 章 266 RY IE 
98. また か れ は 、 あ な た 方 を 一 人 の 者 (アー CR 
あ 


99. 


100. 


ダム か ら お 創り に な っ た お 方 。 そ れ で 
(あな た 方 に は 、 ) 定住 地 と 収容 地 ! が あ 
る 。 わ れ ら * は 理解 ある 民 に 対し 、 確 か に 
御 徴 ? を 明らか に し た 。 


また か れ は 、 天 か ら ( 雨 ) 水 を お 降ら し に 
な っ た お 方 。 そ し て われ ら * は 、 そ れ で あ 
ら ゆ る 植物 を 芽 吹 か せ 、 そ こ か ら ( 麗 々 し 
い ) 緑 を 生じ させ た 。 われ ら * は そこ か ら 、 
連なり 重なる 種 粒 を 実ら せる 。 また ナツ メ 
ヤシ の 木 、 その 茨 か ら は (われ ら * の 意思 
に よっ で ) 、 低く 生れ 下がる 房 が な る 。 そ 
し て 区 荷 の 果樹 園 、 ま た (、 一 面 で は ) 似 
て いる が 、 ( 別 の 面 で は ) 異な る * オ リー 
ブ と ザク ロ も (生じ させ た ) 。 それ が 実 を 
つけ 熟し た 時 に 、 そ の 果実 を 見 て みる が 
よい 。 実に その 中 に は まさ し く 、 信仰 する 
民 へ の 御 徴 5 が ある の だ か ら 。 


彼ら (シル ク * の 徒 ) は ア ッ ラ ー"* に 対し 、 
ジン * を ( ア ッ ラ ー* の 崇拝 * に お ける ) 同 
位 者 と し (て 崇め ) た 。 か れ (アッ ラー 
が 、 彼 ら (ジン ?) を お 創り に な っ た と い 
う の に 。 ま た 彼ら (シル ク * の 徒 ) は 知識 
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「 定 住地 と 収容 地 」 の 解釈 に は 


= 


背部 (男性 の 精液 が 生成 ・ 収 容 さ れる 場所 の 意 )」「 子 宮 と 
現世 」「 墓 場 と 来世 」 と いう よう に 大 き な 見 解 の 相違 が 見 られ る (アル = テバ ガウ ィ ー 


2:146-147 参照 )。 


こと の 「 御 徴 」 に つい て は 、 


アー ヤ *97 の 訳注 を 参照 。 


これ は ナツ メ ヤ シ の 実 が な る 房 が H 
7:328 参照 )。 
この 意味 の 解釈 に は 、「 葉 は 似 て いる 


HH て くる 、 閑 状 の も の の こと (イブ ン ・ ア 


が 、 実は 異な る 」「 見 た 


と いっ た 複数 の 説 が ある (アッ ニタ バリ ー4:3287 参照 )。 


この 「 御 徴 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *9 


7 の 訳注 を 参照 。 
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、 前 者 と 後者 が それ ぞ れ 「 子 宮 と 墓場 」「 子 宮 と 男性 の 後 


地上 」「 現 世 と 来世 」「 幕 場 と 


ーシュ ー ル 


は 似 て いる が 、 味 は 異な る 」 
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も な く 、 か れ に 息子 や 娘 を で っ ち 上 げた ` 0 
か れ に 称え * あ れ 、 か れ は 彼ら の 言 言う よう 
な こと (シル ク * を 犯し て いる も の ) か ら 
(無縁 で ) 、 遥 か 高遠 ? で あら れる 。 


101. (か れ は ) 諸 天 と 大 地 の 独創 者 *。 か れ に | 鉛 46 と < 剖 PX MA 


102. その お 方 が ア ッ ラ ー* 、 あ な た 方 の 主 *、 
か れ 以 外 に ( 真 に ) 上 すべ きも の は な 
い 。 (か れ は ) 全て の 創造 主 で ある 。 な 
ら ば 、 か れ を 崇拝 * せ よ 。 か れ は 、 全 て の 
こと を 請け 負わ れる * お 方 で あら れる 。 


103. 視覚 が (現世 で ) か れ ( ア ッ ラ ー9 を 所 
える こと は な い 3。 NM 
の で あり 、 か れ は 霊 妙 な * お 方 、 通 暁 


存 知 の お 方 だ と いう の に ? 


れる お 方 な の だ 。 


104. (使徒 *。 よ 、 言う が よい 。) 
主 * の 御 許 か ら あな た 方 の も と に 、 開眼 が EE ES LE RB 


確か に 到来 し た 。 (それ に 
は 誰 で も 、 自 分 自身 を 益 し 、 


は 僚 億 も な い の に 、 ど うし て か れ に 子供 | 5 と 入っ 4 まあ 
な ど あ り 得 よう か ? そし て か れ が 全て 
を お 創り に な り 、 か れ は 全て の こと を ど ご 


© yd ぁ こ の と ひと > 


「 あ な た 方 の a 


) 開眼 する 者 
(そこ に お 


= 


た 


キリ スト 教徒 * の イー サー* や ユダ ヤ 教 徒 * の ウザ イル ( 悔 悟 剖 30 参照 ) の よう に 、 ア ッ ラ 


ー* に は 息子 が ある と か 、 あ る い は 当 


計 の アラ ブ 人 の よう に 、 天 使 * が アッ ラー* の 娘 で ある 


(蜜蜂 章 57 と その 訳注 も 参照 ) と いう よう な こと を 、 根 拠 も な く 語 っ て いた こと を 指す 


(イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 1:281 参照 )。 
雌牛 章 116 の 訳注 も 参照 。 


ー リ ー7434 参照 )。 


復活 の 日 *、 信 仰 者 は アッ ラー* と の 拝 
出来 な く て も 、 か れ を 拝見 する 栄 准 に 与 (あず ) か る こと が 出来 る と され る (アル = テ ブ ハ 


調 (は いえ つ ) の 際 、 か れ の 全体 像 を 捉え る こと は 


と の 「 開 眼 」 と は 、 そ れ に よっ て 迷い か ら 導 き を 見 極 (みき ぎわ) め る こと の 出来 る 明 証 、 
つま り ク ルアー ン * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 141 頁 参照 )。 
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いて ) 盲目 で ある 者 ! は 誰 で も 、 自 分 自身 
を 寄 す る の だ 。 そし て 私 は 、 あな た 方 の 監 
視 役 2 な ど で は な い 」。 


105. 同様 に 、 わ れ ら * は 御 徴 3 を 多彩 に 示す の だ 。 PO Ud 
そし て (その 結果 、) 彼ら (シル ク * の 徒 ) | @ が る 謗 を 2 
は 、「 あ な た は 学習 し た の だ 」 “と 言っ た の 
だ が 、 (それ は ) われ ら * が 、 そ れ を 知識 あ 
る 民 に 明らか に する た め な の だ 。 


106. (使徒 * よ 、 ) あな た の 主 * か ら あ な た に 刻 


示さ れ た も の に 、 従え か れ の 外 に 、 
崇拝 * す べき も の は な い a そし で 、 シ 
ルク * の 徒 か ら 遠 ざか れ 。 
107. また 、 も し アッ ラー* が お 望み で あっ た な SE A る 


ら 、 彼 ら は シル ク * を 犯さ な か っ た の だ 5。 
そし て われ ら * は 、 (使徒 * よ 、) あな た 
を 彼ら に 対す る 監視 役 6 と し た の で は な い 
し 、 あ な た は 彼ら へ の (諸事 の 面倒 を 見 
る た め の ) 代理 人 と いう わけ で も な い 。 


108. (ムスリム * た ちよ 、) あな た 方 は 、 彼 ら IP の パプ は 35 
が アッ ラー* を 差し お いて 祈っ て いる も PE 
の を 、 島 っ たり し て は な ら な い 。 そう す 
れ ば 彼ら は 度 を 越し て 、 知 識 も な いま ま 
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1 「 盲 目 で ある 者 」 に 関し て は 、 ア ー ヤ *50「 盲 人 」 の 訳注 を 参照 。 
2 「 監 視 役 」 に つい て は 、 婦 人 草 80 の 訳注 を 参照 。 


こと の 「 御 微 」 と は 、 ア ッ ラ ー の 唯一 性 *、 ム ハン マ ド * の 預言 者 * 性 、 復 活 な どの 証拠 ( ム ヤ 
ッ サ ル 141 0 

マッ カ * の 不信 仰 者 * ら は 、 預 言 者 *: ム ん ムハンマド * が クル アー ン * を 、 異 国人 や 啓典 の 民 * か ら 
教わっ た も の で ある 、 と 主張 し た り も し た (アル = テバ ガウ ィ ー2:149 参照 )。 蜜 蜂 章 103、 
識別 章 4-5、 煙 霧 章 14 も 参照 。 

これ は シル ク * の 徒 が 信仰 を 望ん で いる の に 、 ア ッ ラ ー* が それ を 阻 (は ば ) まれ る と いう 
こと で は な い 。 アッラー* は 、 信仰 へ の 意思 も 示さ ず 、 不信 仰 に し が みつ いて いる 者 の 信仰 
を 望ま れ な い の で ある (アブ ー・ ア ッ テ ス ウー ド 3:171 参照 )。 集 団 章 7 も 参照 。 

6 「 監 視 役 」 に つい て は 、 婦 人 章 80 の 訳注 を 参照 。 
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109. 


110. 


111. 


に 、 ア ッ ラ ー* の と と を 騙っ て し まう だ ろ 
う 。 同 様 に われ ら * は 、 各 共同 体 に その 行 
い を 目 映 く 見 せ た の だ 。 その 後 、 彼 ら の 六 
* の 御 許 こ と そ は 、 彼ら の 戻る 場所 な の で あ 
り 、 か れ は 彼ら が 行っ て いた こと に つい 
て 、 彼 ら に お 告げ に な る の で ある 。 


彼ら は 、 も し も 御 徴 ! が 自分 た ち に 到来 し 
た ら (使徒 * の こ と を ) 必ず 信じ る 、 と 忠 
起 に な っ て ア ッ ラ ー* に か け て 誓っ た 。 
(使徒 " よ 、) 言っ て や る が いい 。「 御 徴 
は 、 ア ッ ラ ー* の 御 許 ( か ら ) だ け で ある 」。 
そし て それ が 到来 し て も 、 彼 ら が 信じ な 
い (か も し れ な い ) と いう こと を 、 何 が 
あな た 方 に 知ら せよ うか ? 


彼ら が それ を 当初 か ら 信 じ な か っ た よう 
に 、 わ れ ら は 彼ら の 心 と 眼 を (アッ ラー* 
の 御 微 の 理解 か ら ) 転回 させ る ?。 そし て 
われ ら * は 、 彼ら が 初 往 う まま 、 彼ら を ( ア 
ッ ラ ー* へ の 反抗 と いう ) ひど い 放 坪 さ の 
に 放っ た ら か し に し て お く の だ 。 


た と え 、 われ ら * が 彼ら (シルク * の 徒 ) 
に 天使 * を 降臨 させ 、 (われ ら * が 鱗 ら せ 
た ) 死人 が 彼ら に 語り か け 、 彼ら の 眼前 に 
(彼ら が 求め る ) 全て を 結集 させ た と こ 
ろ で 、 ア ッ ラ ー* が お 望み に な ら な い 限 
り 、 彼 ら が 信仰 すべ くも な い 。 し か し 役 
ら の 大 半 は 、 無 知 な の で ある 。 


ン ン そ 


NIE 3 おじ う 


> ラン 、ー ァ = 


I る う 
の 3 2 


Ry a 


RE de 
EIS 3 っ う 
ESS 2 


SR 


" 


LS 


1 この 「 御 徴 」 と は 、 奇 跡 の こと 。 雌 和牛 章 108、 ユ ー ヌ ス * 章 97、 夜 の 旅 章 90-93、 タ ー・ 


ハー 章 133、 預 言 


RS) 


者 * た ち 章 6、 識 別 章 7-8、 創 成 者 * 章 


まり 、 信 仰 か ら 阻 (は ば ) まれ る と いう こと 。 こ れ は 有 目 
た に も 関わ ら ず 、 当 初 
結果 を 招い た の は 、 自 分 


i 42 も 参照 。 


の 前 に 扉 が 開か れ 、 道 を 示さ れ 


か ら 信 仰 を 拒 ( こ ば ) み 続 けた 不信 仰 者 * の 状態 。 そ し て その よう な 
身 な の で ある (アッ = テ サ ァ デ ィ ー269 


参照 )。 


ミュ 
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112. 同様 に 、 わ れ ら * は 全て の 預言 者 * に 、 人 EP HE 
間 と ジン * の シャ イタ ー ン * と いう 敵 を i NG 
創っ た 。 彼 ら は (アッ ラー* の 道 に 反し CF RS 


413, 


114. 


て ) 衣 と うと し 、 飾り 立て た ( 嘘 の ) 
言葉 で 互い に 唆 し 合う 。 そ し て 、 も し 
あな た の 主 * が お 望み だ っ た な ら 、 彼 ら 
は そう し な か っ た だ ろう (、 し か し それ 
は 、 ア ッ ラ ー* か ら の 試練 な の だ ) 。 な 
ら ば 彼ら を 、 彼 ら の 所 人 造 する も の 諸 共 、 
放っ て お く の だ 。 


また 、 来 世 を 信じ な い 者 た ちの 心 が そ こ 
( 嘘 の 言葉 ) へ と 傾き 、 それ に 満足 し 、 

彼ら が 犯す も の ! を 犯す よう に する た め (、 
彼ら は 唆 し 合う ) 。 

(使徒 * よ 、 シ ルク * の 徒 に 言っ て や る が 
いい 。 ) 「 一 体 、 私 が アッ ラー\* 以 外 の 
も の を 裁決 者 と し て 望む と いう の か ?23 
か れ は あな た 方 に 、 明 ら か に され た 紗 』 
を お 下 し に な っ た お 方 な の に ? 」 わ れ ら 
"が 和典 を 授け た 者 た ち ( 記 典 の 民 め は 、 
それ (クルアーン *) が あな た の 主 * か ら 
真理 と 共に 下さ れ た も の で ある こと を 
知っ て いる 。 な ら ば あな た ? は 決し て 、 疑 
わし く 思 う 者 た ちの 類 い と な っ て は な 
ら な い 。 


層 : 


財 


1 「 彼 ら が 犯す も の 」 と は 、 
一 説 に よれ ば 、 マ ッ カ * の 不 
決 者 を 置 こ 
の 学者 か ら で も 。 彼ら の 啓 
う 。」 と 言っ た も の だ っ た (イブ ン ・ ア 

3 この 「 あ な た 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 120 の 訳注 を 参照 。 


う で は な いか 。 望む な ら ユ ダ ヤ 教 徒 


悪行 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 142 
言 仰 者 * は 預言 者 *: ム ハン マ ド * に 、「 私 た ちと あな た の 間 に 、 裁 
E* の 学者 か ら で も 、 あ る い は キリ スト 教徒 * 
1 の 中 で あな た に つい て 何 が 書か れ て いる の か 、 
ル = テ ジャ ウズ ィ ー3:110 参照 )。 
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参照 )。 


述べ て も ら お 
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115. あな た の 主 * の 、 真実 で 公 正 な 御 言葉 (クル EC 
アー ン * は 、 完遂 され た !。 か れ の 御 言 葉 に 5 ちら と) 
は 、 い か な る 変更 者 も いな い 。 か れ は よく 
お 聴き に な る お 方 、 全 知 者 で あら れる 。 
ii6. そし て (使徒 * よ ) 、 も し あな た が 地上 の 大 | ば gugNigo み の 
半 の 者 ? に 従え ば 、 彼 ら は あな た を アッ ラ | YkAob3 
ーー の 道 か ら 迷 わせ て し まう うだ ろう 2。 彼ら は 
| っ た ) 憶測 に 従っ て いる に 外 な ら な 
`。 彼 ら は 決め つけ て いる だ け な の だ 。 


117. 本 当 に あな た の 主 * こ そ は 、 か れ の 道 か ら DE ESI RS 
迷う 者 を 、 最も よく こ 存 知 で ある 。 また GAA 


か れ は 、 導 か れる 者 た ちの こと も 、 最も 
よく ご ど ご存知 な の だ 。 


118。 な ら ば 、 あ な た 方 は 、 アッ ラー* の 御名 が ES 
その 上 に oN Dg sl iol 


3、 も し あな た 方 が 、 か れ の 御 後 * を 信じ 
て いる の な ら ば (、 だ が ) 。 


1i19.、 そ し て 、 ア ッ ラ ー* の 御名 が その 上 に だ 唱 | 0 ルー が 
えら れ た も の の 内 か ら 食べ な いと は 、 6 
どう いう こと か ? か れ は あな た 方 に AV LC 
禁じ た も の を 確か に 、 あ な た 方 に 詳し A Se A 
く 説 明 さ れ た と いう の に 。 し か し 、 あ A 


な た 方 が その 必要 に 迫 ら れ た も の 5 は 


クル アー ン * に 含ま れる 言葉 と 情報 は 真実 で 、 そ の 法規 定 は 公正 で ある ( ム ヤ ッ サ ル 142 
員 参 照 )。 

2 当時 、 人 類 の 大 半 は 不信 仰 の 中 に あっ た (アッ = テ タ バリ ー4:3318 参照 )。 

つま り 信 仰 者 は 、 ア ッ ラ ー* の 御名 が 唱え られ る こと な く 情 殺 (と さ つ ) され た 肉 を 、 食べ 
ICP こと 。 シル ク * の 徒 で ある 不信 仰 者 * た ち は 、 アッラー* の 御名 が 唱え ら 


= 


ww 


れ て いな い 肉 や 、 ア ッ ラ ー* 以 外 の も の に 控 げ られ た 肉 を 合 NR (イブ ン ・ カ スィ 
ー ル 3:323 参照 )。 
4 と この 「 御 微 」 は 、 ア ッ ラ ー* の 法規 定 と ご 命令 の こと (アル = クル トゥ ビー7:72 参照 )。 


5 雌牛 章 173 と 、 そ の 訳注 も 参照 。 
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120. 


1 の 還 


122. 


別 で ある 。 本 当 に 多く (の 誤っ た 者 た 
ち ) は 知識 も な く 、 そ の 私 欲 に よっ て 
合法 ・ 非 合法 な 物事 に お いて ) 正 に 
迷わ せる の だ 。 本 当 (使徒 よ 、) あ 
な た の 主 * こ そ は 、 度 を 越す 者 た ち を 最 
も よく ご 存 知 で ある 。 


赴 わ な 罪 も 、 密やか な 俳 も 放棄 する の だ 。 
実に 罪 を 株 ぐ 者 た ち は 、 自 分 た ち が 犯 し 
て いた こと ゆえ に 、 や が て 報い を 受け る 
と と に な る の だ か ら 。 


また (ムスリム * た ちよ ) 、 ア ッ ラ ー* の 
御名 が その 上 に iH 目 え られ て いな いも の の 
内 か ら 食べ る の で は な い 。 本 当 に それ 
は 、 まさ し く 艇 間 さ * で ある 。 本 当 に シャ 
イタ ー 8 (の ジン * た ち ) は 、 あな た 方 
と 言 い 争 う よ う 、 自分 た ちの 盟友 (で あ 
る シャ イタ ー ン * の 人 間 た ち ) を 、 ま さ に 
唆 す の だ ?。 そ し て 、 も し 彼ら に 従っ た 
ら 、 本 当 に あな た 方 は 正しく シル ク * の 徒 
で ある 3。 


一 体 、 (か つて は ) 死人 だ っ た が 、 わ れ 
ら * が 生命 を 与え 、 人 々 の 間 を それ に よっ 
て 歩く 光 を 授け た 者 は 、 脱 出す る こと の 


1 アッ ラー* の 服従 か ら の 逸脱 (いつ だ つ ) ゆえ の 、「 放 人 逸 さ 」 と いう 


> 


参照 )。 


この アー ヤ * は 一 説 に 、 
し 、 不 信仰 者 * ら が 


「 ム ハン マ ド * よ 、 あ な た 方 は E 


アッ ラー* の 御名 が 唱え られ て 


oA うじ ゆ の う 
ン > eas 3 


AN $d 


A 
$③5 シ 9) 


PEAR CE 
AIDING oY 
a ンー ュ ン の Das シー ンプ る る 
BG LAN 


こと ( ム ヤ ッ サ ル 143 


は いな い 死 肉 が 禁じ られ た こと に 関 
分 で 層 ( ほ ふ ) っ た も の は 食べ る くせ 


に 、 あ な た 方 の 主 * が 息の根 を 止め られ た も の (自然 死 し た も の ) は 人 禁じ る と いう の か ! ?」 
と 言っ た こと に 関し 、 下 っ た と 言わ れる (アブ ー・ ダ ー ウ ー ド 2818 参照 )。 


3 か れ の 御名 が 唱え られ ず に 


視 し た り 、 か れ の 命じ られ た こと を 勝手 に 禁じ た りす る こと は 、 シ ルク * の 


4 


タバ リー4 : 3330 参照 )。 


層 ら れ た 家畜 の 肉 に 限ら ず 、 ア 


ッ ラ ー* の 禁じ られ た も の を 合法 
有 態 で ある ( ア 
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出来 な い 導 の 中 に ある 者 ! と 同等 だ ろう あっ se-Co% 
か ? 同様 に 不信 仰 者 1 た ち に は 、 彼 ら が 
行っ て いた こと が 灯 び や か に 映っ た の で 
ある ?。 

123 また (マッ カ * の 不信 仰 者 * た ちと ) 同様 | 2330 と と ゅ GE< 2 っ 
に 、 わ れ ら は いか な る 町 に お いて も 、 そ な 
の 罪 電 悪者 た ち を (町 の ) 有力 者 と し た 。 と まれ ば ア あと の 
(それ は ) 彼ら が そこ で 、 策謀 する た め 
で ある 。 そし て 彼ら が 策謀 し て いる の は 、 
自分 自身 に 対し て に 外 な ら な い 3。 彼 ら は 
それ に 気付 いて いな い の だ が 。 

124. ま た 、 御 徴 が 彼ら の も と に 到来 し た 時 、| 8 まっ 5 移 6 
彼ら は 言っ た 。「 私 た ち は 、 ア ッ ラ ー* の は と 各 疾 人 023 う 光 
人" た ちか 拉 け られ た も の と 同様 の も WR 
Rt (ムハンマド * を ) Ce 移 2 
決し て 信じ な い 」 。 アッラー * が 、 そ の お Or 
半 公 を 記す (に 柚 ま し い ) 場所 を 最も よ 
く ご 存 知 で ある 。 や が で 罪深い 者 た ち に 
は 、 彼ら が 策謀 し て いた こと と ゆえ に 、 ア 
ッ ラ ー* の 御 許 で の 惨め さと 、 厳し い 懲 六 
が 降り か か る で あろ う 。 

1 前 者 は 、 一 時 は 迷い の 中 で 混乱 し た 、 死 人 に 等 し い 状態 に あっ た も の の 、 そ の 後 、 信 仰 心 


IS) 


ww 


た 


m 


が な い 者 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 143 頁 参照 )。 
食べ 物 に つい て 議論 し て きた 不信 仰 者 た ち に 、 彼ら へ の 痛ま し い 懲 罰 の 原因 と な る 、 自分 


た ちの 悪い 行い が 煙 び や か に 映っ た の と 同様 、 


も また 、 懲 凡 の 原因 と な る 罪 が 灯 び や か に 映る の だ 、 
参照 )。 

と いう の も 彼ら は 、 

と ころ その 罪 は 自分 I (前 掲 書 
と の 「 御 徴 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *37 の 訳注 を 参照 。 
つま り 、 預 言 者 * 性 と 奇跡 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 143 


に よっ て 心 が 生 き 返 り 、 導 か れ 、 使 徒 * た ち へ の 服従 と いう 恩 
中 に 生き る 者 。 一 方 後者 は 、 様 々 な 


中 を 授かり 、 導き と いう 光 の 


知 と 私 欲 と 迷い の 中 に あり 、 そ こ か ら 脱 出す る 手段 


彼ら と 同様 の 不信 仰 の 状態 に ある 者 た ち に 
と いう こと (アッ = テ タ バリ ー4:3333 


アッ ラー* の 宗教 と その 使徒 * を 阻止 し よう と し て 策謀 する が 、 結 局 の 
4:3334 参照 )。 


参照 )。 金 の 装飾 章 31-32 も 参照 。 
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125. ア ッ ラ ー* が 誰か を 導 く と と を お 望み に 


126. 


127, 


128. 


な れ ば 、 か れ は その 者 の 胸 を 服従 (イス 
ラー ム * へ と 広げ て 下さ る 。 ま た 、 か れ 
が 誰か を 迷わ せる こ と を お 望み に な れ 
ば 、 か れ は その 者 の 胸 を ひど く 狭 め られ 
る 。 それ は 、 あたかも (上) 2 空 に 何と か 上昇 
ろう と する ! よ うな も の 。 同様 に ア ッ ラ ー* 
は 、 信 仰 し な い 者 た ち に 稼 れ 2 を お 与え に 
な る の だ 。 


(使徒 * よ 、) これ が あな た の 主 * の 、 ま 
っ すぐ な 道 。 われ ら * は 確か に 教 衣 川 を 得る 
民 に 対し 、 御 徴 を 詳細 に し た の だ 。 
彼ら に は その 主 * の 御 許 に 、 平安 の 卿 * が あ 
る 。 か れ は 彼ら が 行っ て いた (正しい ) 
こと ゆえ の 、 彼 ら の 底 護 者 * な の だ 。 


か れ が 彼ら 全員 を 召集 され (、 こ う 仰 せ 
られ ) る 日 の こと (を 思い 起こ させ よ ) 。 
「 ジ ン * の 衆 ( の シャ イタ ー ン * た ち ) よ 、 
本 当 に あな た 方 は 人 間 を 、 随 分 と 集め た 
も の だ な 4」。 そ し て (不信 仰 な ) 人 間 
の 内 の 、 彼 ら の 盟友 は 言う 。「 我 ら が 主 
* よ 、 私 た ち は 互い に 楽し み 合っ て いま 
し た 5。 そ し て 私 た ち は 、 あ な た が 私 た 


— 


sj 


wn 


イス ラー ム * を 否定 する 者 の 心 の 3 


陥 


この 「 機 れ 」 と は 、 懲 六 


= 


平安 の 郷 」 と は 、 天 国 


(お ちい ) る 状態 に た と えら れ て いる ( ム ヤ ッ 


の こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 ) 


o 


替 (きょう さく ) が 、 
サル 144 頁 参 照 )。 


の こと と され る (前 掲 書 、 


お と と うっ eol lo っ 
AS 3 
EC IS 
CO CAE 
DTI NE の 


ンタ ェ ン ーッ ルレ 


CU なつ 2 ざら シラ 
DN | 


Re 


A 


を た みつ っ と と RA > あて) 
③S た 52ー ビ っ 


CR 
MD を で 
JE CY 
BBBES IaCAIG っ っ と じ ち る 
MIN RE IE 
Os GEER 


At 


空 高く 昇 ろ うう と し て 、 呼 吸 困難 に 


同 真 参照 )。 


シャ イタ ー ン * が 人 間 た ち を 迷わ せ 、 地 獄 へ の 道連れ と し た こと を 指す (アッ ニタ バリ ー 
4:3343 参照 )。 


ジン * は と いえ ば 、 人 間 が 自分 た ち に 服従 する こと を 楽し み 、 人 間 は と いえ ば 、 女 通 (か ん 


つう ) や 飲酒 な どの ジン * の 誘惑 を 受け 入れ る こと で 、 楽し ん で いた (アル = クル トゥ ビー 
7:84 参照 )。 


6. 家畜 章 


275 


eS と - ハ 


129. 


130. 


ち に 定め られ た 時 期 ! ま で 到達 し て し ま 
っ た の で す 」。 か れ は 仰せ られ る 。「 ( 地 
獄 の 業火 が あな た 方 の 、 住 まい で ある 。 
あな た 方 は そこ に 永遠 に 留まる の だ 」。 
但し 、 アッ ラー* が お 望み に な っ た 者 * は 
別 で ある が 。 本 当 に あな た の 主 * は 英知 
あぶ ふれ る * お 方 、 全 知 者 で あら れる の だ 
か ら 。 


その よう に われ ら * は 不正 * 者 た ち を 、 彼 
ら が 稼い で いた も の ゆえ に 、 互 い の 盟 友 
と させ る 。 


(アッ ラー* は 復活 の 日 *、 仰 せら れる 。) 
「( シ ルク “の 徒 で あっ た ) ジン * と 人 間 
の 衆 よ 、 一 体 あ な た 方 の も と に 、 わ れ 
の 御 徴 を あな た 方 に 語っ て 聞か せ 、 あ 
な た 方 の この 日 の 面会 に つい て あな た 
方 に 警告 を 放つ 、 あ な た 方 (人 間 ) 自身 
の 内 か ら の 使徒 * た ちはや っ て 来 な か っ 
た の か ?」 彼ら は 申し 上 げ る 。「 私 た ち 
は 、 自分 自身 に 対し て (不利 に ) 証言 3 し 
ます 」。 現 世 の 生活 が 、 彼 ら を 欺 い た 
の で ある 。 そ し て 彼ら は 自分 た ち が 不 信 
仰 者 * で あっ た こと を 、 自 分 自身 に 対し 
て 証言 する の だ 。 


1 「 私 た ち 


2 ご 


(前 掲 書 、 同 
3 使徒 * た ち 
た と いう 証言 の こと (前 掲 書 、 同 頁 


参照 )。 
れ は 、 罪深い ムスリム * の こと 。 
参照 )。 フ ー ド * 章 


! 参 照 )。 


に 定め られ た 時 期 」 と は 、 現 世 で の 彼ら の 人 


Co < BE 


® rE 


bg 
Ra 
GARG 
は 
RC 


E の 終わ り の こと ( ム ヤ ッ サ ル 144 


彼ら は 地獄 に 入っ て も 、 そ こ に 永遠 に 留まる こと は な い 
107 と その 訳注 も 参照 。 


が アッ ラー* の 御 微 を 伝え 、 復活 の 日 * に つい て 警告 


操 し た が 、 役 ら は それ を 嘘 と し 


6. 家畜 凍 276 Pb と 
131。 それ! は あな た の 主 * が 、 そ の 住民 が 無 頓 | 所 る Lda 


132、 


着 な 状態 2C あ る 時 、 町 々 を 不正 3 ゆえ に 
滅ぼさ れ た り は し な いか ら で あ る 。 

また 各 人 に は 、( ア ッ ラー* へ の 服従 行為 
で あろ うと 、 か れ へ の 反抗 で あろ うと 、) 
自分 が 行っ た こと ゆえ の 位 が ある の だ 。 


そし て あな た の 主 * は 、 彼ら が 行う こと に 
補間 で は あら れ な い 。 
133. そし て (使徒 * よ ) 、 あな た の 主 * は 満ち 


134. 


足り て お られ る * お 方 、 慈 閣 の 主 で あら れ 
る 。 も し か れ が お 望み に な れ ば 、 ( 不 従 順 
な ) あな た 方 を 消し 去り 、 ち ょ うど あな 
た 方 を 別 の 民 の 子孫 か ら 出現 させ られ た 
よう に 、 あ な た 方 の 後に か れ が お 望み に 
な る も の 1? を 引き 継が せら れる の だ 。 
(シル ク * の 徒 よ 、 ) 実に あな た 方 に 約束 
され て いる こと は 、 必ず や 到来 する こと と と 
に な っ て いる 。 そし て あな た 方 は 、 ( ア 
ツ ラー* の 懲罰 を ) や り 過 ご すこ と が 出来 
る 者 で は な い 。 


ee 間 


あつ Eb 


DUI そっ る らく ひと っ 
oo か つと えい 


a a 


鐘 典 を 下さ れ た こと で 、 彼 ら 
参照 )。 


135. (使徒 * よ 、) 言っ て や る が いい 。「 我 が | 汰 5 
民 よ 、 あ な た 方 は 自分 た ちの や り 方 で 行 EROREIL の 
う が よ い 。 実に 私 も 、 (自分 の や り 方 で ) | @?u 有 名 8 

1 「 そ れ 」 8 アッ ラー* が ジン * と 人 間 に 使 徒 * を 遺 わ さ れ 、 

が 後に pe OR i い 訳 で き な い よう に され た こと RA 

2 「 無 頼 着 な 状態 」 と は 、 イ スラ ー ム * の 教え が 伝わっ て いな い 状 態 の こと (イブ ン ・ カ スィ 


ー ル 3:341 参照 )。 関 
ター・ ハ ー 章 134、 
と の 「 不 正 


の 


詩人 た ち 章 208、 


連 す る アー ヤ * と し て 、 婦 人 章 165、 家畜 章 155-157、 夜 の 旅 章 15、 
創成 者 * 章 24 も 参照 。 
*」 と は 、 シ ルク * を 始め と する 全て の 罪 の こと と され る 。 尚 、 


「 あ な た の 主 * が 


不当 に も 、 そ の 住民 が 無頓着 な 状態 に ある 


寺 、 町 々 を 滅ぼさ れ な いこ と が な いた めで ある 」 


と いう 解釈 の 仕方 も ある (前 掲 書 、 同 真 参照)。 


つま り 、 役 ら よ り も アッ ラー* に 従順 ( じ 
2:161 参照 )。 


た 


うじ ゅ ん ) で 善い 民 の こと (アル テバ ガウ ィ ー 


6. 家畜 章 


277 


eS と - ハ 


136. 


137: 


行 お う 。 そう すれ ば 、 いずれ あな た 方 は 、 
誰 に 世 の (善き ) 結末 ! が あ ある か を 知る こ 
と に な ろう か ら 。 人 本当に 、 不 正 * 者 た ち が 
成功 する こと は な い の だ 」。 
彼ら (シル ク * の 徒 ) は アッ ラー* に 、 か 
れ が 緊 茂 させ 給 う た 作物 と 家畜 の 内 か ら 
割り 当て 分 を 決め 、 自 分 た ちの 主張 する 
と こと ころ に より 、 (こう ) 言っ た 。「 こ れ 
は アッ ラー* の 分 。 そ し て これ は 、 私 た ち 
(が アッ ラー?) の 同位 者 (と する も の ) 
Ne )」。 そ し て 彼ら の 同位 者 た ちの 
分 だ っ た も の は 、 アッ ラー* に 届く こと が 
な く 、 ee 
の 同位 者 た ち に 届く の だ 2 彼ら の 決め る 
と と の 、 何 と 忌まわしい こと か 。 


同様 に 、 彼ら (が アッ ラー?) の 同位 者 (と 
し た も の 、 つ まり シャ イタ ー ン ?) た ち は 、 
シル ク * の 徒 の 多く に 対し 、 自分 た ちの 子 
供 を 殺 す こと を 肢 践 的 に 見 せ た !。 (それ 
は ) 彼ら を (破滅 に ) 転落 させ 、 彼ら に 
自分 た ちの 宗教 を 紛らわしく 見 せ (て 迷 
わせ ) る た めで あっ た 。 そ し て 、 も し ア 


OLE 


A EN SIAREA HN 
A 0 
2 \<| 9 て と タ NAO 


の ンー 和 2 た 353 う 0 


1 「 世 の (善き ) 結末 」 と は 、 現 世 と 来世 に お ける 善い 結末 の こと (アッ ニ サ アァ ディー274 


か っ た 。 また 、 


参照 )。 


2 具体 的 に 
を 元 に 戻し た が 、 


逆 の 場 
分 の 所 へ 行っ て し まっ た 場合 、 


は 、 偶像 の 分 の 作物 や 果物 な ど が アッ ラー* の 分 の 中 に 落ち て し まっ た 場合 、 そ れ 
合 は そう し な か っ た 。 ま た 偶像 の た め の 給 水 が (不慮 に ) ア 

それ を 偶像 の 分 の 方 に 戻し た が 、 逆 の 場合 は そう 
それ が アッ ラー* の た め と 思い 込み つつ 、 家畜 の 一 部 を 偶像 の た め に 捧げ て 


いた (アッ = テ タ バリ ー4:3351 参照 )。 食 卓 章 103 も 参照 。 


の 


っ た 。 ま た 女児 


ジャ ー ヒ リー ヤ * の アラ ブ 人 の 一 部 で は 、 貧 


ず か し ) め な ど を 受け る こと を 恐れ て 、 殺 害し て し まう 
ルー スィ ー8:32 参照 )。 


困 に 対す る 恐れ な どか ら 、 子供 を 殺す 悪 習 が あ 
に 関し て は 、 貧 困 だ け で な く 戦 争 で 捕虜 (ほり ょ ) と な っ た 場合 


の 辱 (は 
と と も あっ た と され る (アル テア 
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ッ ラ ー* が お 望み で あっ た な ら 、 彼 ら は そ 
の よう な こ と を し な か っ た の だ "。 な ら ば 


彼ら を 、 彼ら が 提 造 し た も の 諸 共 、 放 っ 
て お け 。 
138. 彼ら (シルク * の 徒 ) は 自分 た ちの 主張 す | N23 
る と ころ に より 、 か れ (アッ ラー) に 対 IL AAS ON 
し ( 嘘 を ) 提 造 し つつ 、 (こう ) 言っ た 。 NG 3 
「 こ れ ら は 、 私 た ち が 望 む 者 し か 食す る | 
こと が 出来 な い 、 禁 じ ら れ た 家畜 と 作物 2 の つが ヒン 
で ある 。 ま た (これ ら は) 、 背 中 が 禁じ 
られ て いる 家畜 *。 そし て (これ らら) 役 
ら が 、 その 上 に ア ッ ラ ー* の 御名 を 唱え な 
い 家畜 | 。 か れ は や が て 、 彼ら が 提 造 し 
て いた こと ゆえ に 、 彼ら に 応報 を 与え ら 
れる で あろ う 。 
139. また 、 彼 ら は 言っ た 。「 こ れ ら の 家畜 の | し 2C。GNtsso 必 5 
腹の中 に ある も の 5 は 、 私 た ちの 内 の 男性 NG ET 
だ け の も の で あり 、 私 た ちの 妻たち に は ES ES 
禁じ られ る 。 そ し て それ が (生ま れ た 時 ) OI IE 
死ん で いた 場合 、 彼ら (男女 ) は それ (の 
利用 ) に お ける 共同 者 と な る 」 。 か れ ( ア 
ッ ラ ー*) は や が て その 言葉 ゆえ 、 彼 ら に 
応報 を 与え られ よう 。 本 当 に か れ は 、 
知 あふ ゃ れる * お 方 、 全 知 者 な の だ か ら 。 
1 同様 の 言い 回 し の ある 、 ア ー ヤ *107 と その 訳注 も 参照 。 
2 つま り 、 彼 ら が 偶像 に 捧げ た も の の こと (アル = クル トゥ ビー7:94 参照 )。 
3 「 背 中 が 禁じ られ て いる 家畜 」 と は 、 乗 用 や 荷役 な ど に 利用 し な い 家 畜 ( ム ヤ ッ サ ル 146 
頁 参照 )。 
4 アッ ラー* の 御名 で は な く 、 偶 像 の 名 に よっ て 層 ( ほ ふ ) られ る 家畜 の こと 。 一 説 に は 、 そ 


wn 


れ に 乗っ て ハッ ジ * を し な い 家 畜 (アル テバ ガウ ィ ー2:163 参照 )。 


これ は 、 


供 
と 主張 し た (イブ ン ・ ア ー 


の 肉 は 男性 


だ け に 許さ れる が 、 
シュ ー ル 110 頁 参照 )。 


アー ヤ 138 で 言及 され て いる 家畜 が 卒 (は ら ) ん だ 子供 の こと 。 生 まれ た その 子 
死産 で あれ ば 、 男 女 と も に それ を 食す る こと か が 出来 る 、 
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140. 愚か に も 、 知 識 も な く 自 分 > た ちの 子供 を | 
殺し 、 アッ ラー* に 対す る 提 造 ゆえ に 、 か PO I Re 
れ が 自分 た ち に お 恵み に な っ た も の を る 
(勝手 に ) 禁じ た 者 た ち は 、 確 か に 損失 し SEB 


た の で ある 。 彼ら は 確か に (真理 か ら ) 
迷い 去っ た の で あり 、 導 か れ た 者 の 仲間 


で は な か っ た の だ 。 ! 

141。 か れ は 、 高 く 上 げ ら れ た 果樹 園 ? と 、 高く | 3 
上 げ ら れ て は いな いも の 、 異 な る 味 の ナ A ot a9 
ツメ ヤシ と 作物 、 (一 面 で は ) 似 て いる | っ Bb っ AE 
が 、 ( 別 の 面 で は ) 異な っ て いる 3 オリー | 2 る 
ブ と ザク ロ を 創 られ た お 方 。 そ れ が 実っ ン ン 3 


し ゅ うか く DE 
た ら そ の 果実 か ら 食べ 、 収穫 日 に は その の ca と 43343. 


義務 * を 支払 う の だ 。 そし て 度 を 越す の で 
は な い 5。 本 当 に か れ は 、 度 を 越す 者 た ち 
を お 好き に は な ら な い の だ か ら 。 


142。 ま た (か れ は ) 、 運搬 用 の 家畜 と 、 小 型 A RE 
の 家畜 も (お 創り に な っ た ) 。 プ ツラ ー* oy 52 を 3 めじ ょ 


が あな た 方 に お 枝 け 下さ っ た も の か ら 食 OA ANN 
べ 、 そし て シャ イタ ー ン * の 歩み に 従っ て 
は な ら な い 。 本当 に 彼 は あな た 方 に と っ 
て 、 紛 れ も な い 敵 な の だ か ら 。 


1 何 か が 合法 か 非 合 法 か と いう こと を 決定 する 権威 は 、 ア ッ ラ ー* の み に 属 する 。 か れ 以 外 の 
いか な る 者 も 、 そ の よう な 法規 定 を 勝手 に 定め る こと は 出来 な い ( ム ヤッ サル 146 頁 参 照 )。 
アー ヤ 121 の 訳注 も 参照 。 
高く 上 げ ら れ た 果樹 彫 」 と は 罰 茶 の よう に 、 棚 な どの 上 部 に 生育 する 果実 類 の それ を 指 
す と 言わ れる (アッ ニタ バリ ー4:3363-3364 参照 )。 
3 「( 一 面 で は ) 似 て いる が …」 に つい て は 、 ア ー ヤ *99 の 訳注 を 参照 。 
4 イブ ン ・ カ スィ ー ル * に よれ ば 、 こ れ は 義務 の 浄 財 (じょう ざい ) * の こと 。 た だ し 義務 の 浄 
財 * の 詳細 、 重 量 、 数 量 が 定め られ た の は 、 ヒ ジュ ラ 暦 *2 年 の こと で ある (3.349 参照 )。 
5 浄 財 * や 食事 、 そ の 他 あ ら ゆ る 物事 に お いて 、 度 を 越し て は な ら な い ( ム ヤ ッ サ ル 146 頁 
参照 )。 


sl 
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143. 八頭 の 雌雄 を (お 創り に な っ た ) 。 半 の | IIS 


つが いと 、 中 壮 の つが い 。 (使徒 * よ 、 ) CE EE 
い こ あ レン レン 

を を っ so の SN 

る も の を 伏 じ られ た と 言う の か る?! ( あ i 


な た 方 の 主張 を 裏づけ る ) 知識 に よっ て 、 
私 に 告げ て みよ 。 も し 、 あ な た 方 が 本 当 の 
こと を 言っ て いる の な ら ば (、 だ が ) 」。 


144。 また 、 ラ クダ の つが いと 、 邊 の つが い 。 | お 人 0 し og が JNI6s 
(使徒 よ 、 ) 言う の だ 。 「 一 体 、 か れ が 両 て NL oe セ 
方 の 雄 、 また は 両方 の 雌 9 UNAN の NV と PC < 
雌 の お 腹 に ある も の を 禁じ られ た と 居 0 を 4 9 し 302 る の る | 

の か ? いや 、 一 体 あ な た 方 は 、 アッ ラー マイ イン 、 ン と タマ ニン ジン を し ン ン も シン 
MEIN A 

RR ER 内 0 


(その 場 に ) 立ち 会 わせ て いた と で も いう 
の か ? な ら ば 、 知 識 も な く 人 々 を 迷わ せ 
よう と し て 、 ア ッ ラ ー* に 対し て 嘘 を 提 人 造 
する 者 ほど 、 ひ どい 不正 * を 働く 者 が あろ 
うか ? 本 当 に ア ッ ラ ー は 、 不 正 * 者 で あ 
る 民 を お 導き に は な ら な い 」 8 


i45. (使徒 * よ 、) 言っ て や る が いい 。「 私 に | eb gs dab 
啓示 され た も の の 中 で は 、 死 肉 、 流 れ 出 CA CR A 
る 血液 ^、 豚肉 一 一 実に それ は 委 れ で ある | な っ 6 っ て うみ つう 


か ら 一 一 、 アッラー* 以 外 の 名 に お いて 居 | 和 姜 史 る る 所 9E っ 3 
られ た 泊 迄 な も の 和 外 、 そ れ ( ら の 家 閣 ) | @ ぁ 。 入 先 566 25 っ 
を 食す る 者 に と っ て 非 合 法 な を も の は 、 見 


シル ク * の 徒 は 、 こ れ ら の 家 座 の 一 部 を 非 合 法 と し た り 、 ある い は 一 部 の 者 に と っ て 非 合 法 
な も の と し た 。 し か し それ ら の 家畜 は 雄 も 雌 も 、 ま だ 雌雄 の 判別 が つか な い 胎 児 も 、 全 て 
合法 な の で ある (アッ テニ サ ァ ディ ー277 頁 参 照 )。 

2 「 死 肉 」 と 「 血 液 」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 173 の 訳注 を 参照 。 

3 雌牛 章 173 の 訳注 も 参照 。 

ー ヤ *121「 放 人 逸 さ 」 の 訳注 も 参照 。 
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146. 


147. 


148. 


出せ な い '。 や む を 得 な い 状態 ある 者 は 、 
法 を 超え ず 度 を 越 さ な い 限り に お いて 2 
(それ を 口 に し て も 罪 は な い 、 な ぜ な ら ) 
本 当 に あな た の 主 * は 赦し 深い お 方 、 慈 愛 
深い * お 方 な の だ か ら 」。 


われ ら * は ユダ ヤ 教 徒 * で ある 者 た ち に 対 
し 爪 を 有する 全て の も の * を 禁じ た 。 ま 
た 和牛 と 羊 の 内 で も 、 背 中 と 腸 が 療 えた も 
の か 、 あ る い は 骨 に 第 着 し た も の を 除き 、 
その 脂肪 を 彼ら に (禁じ た ) 。 そ れ は 役 
ら の 侵害 * ゆ え に 、 わ れ ら * が 彼ら に 報い た 
も の 。 本 当 に われ ら * こ そ は 、 真実 を 語る 

者 で ある 。 


そし て (使徒 * よ 、) 彼ら が あな た を 忠 つ 
き 呼ば わり し た な ら ば 、 (こう ) 言っ て 
や れ 。「 あ な た 方 の 主 * は 、 広 大 な ご 慈悲 
の 主 。 そ し て か れ の 猛 成 ? は 、 罪 悪者 で あ 
る 民 か ら 遮 られ る こと は な い 」。 

シル ク * を 犯し て いた 者 た ち は 言 う で あ 
ろう 。「 ア ッ ラ ー* が お 望み な ら ば 、 私 た 
ち も 私 た ちの ご 先祖 様 た ち も シ ルク * な 
ど 犯 さなか っ た し 、 何 も (勝手 に ) 禁じ 


= 


一 説 に 、「 こ の アー ヤ * が 下っ た 時 点 で は 、 


I 

Cs ey NC» て る 
> タ 

ee 


マイ そ 


っ E Wi (rah \ 


ラン の タ 


そう 1 3 る 2 っ og 


の どけ を 9 
Oras 


eo ey C3 NC 
I NE っ 
を sk 


見 出せ な い 」 と いう 意味 。 この アー や ヤ * で 言及 さ 


れ て いる 以外 に も 、 猛 獣 ・ 猛 高 (も うき ぎん) 類 の 肉 な ど 、 イ スラ ー ム * 法 で 禁じ られ て いる 


to 


ww 


た 


食物 は 存在 する (アッ ニ サ アァ ディ ー277 
「 法 を 超え ず 、 
この 解釈 に は 、 
っ た 諸説 が ある 
彼ら の この 具体 的 な 侵 汗 


参照 )。 


度 を 越 さ な い 限 り に 


(アッ テラー ズ ィ ー5:171 参照 )。 


参照 )b。 ま た 、 蜜 蜂 章 90 の 訳注 も 参照 。 
5 「 猛 成 」 と は 、 懲 罰 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 148 頁 参照 )。 


お いて 」 に つい て は 雌牛 章 173 の 訳注 を 参照 。 
ラク ダ 」「 ラ クダ と ダチ ョ ウ 」 「 捕 食 の た め の 爪 を 持っ た 動物 ・ 


鳥類 」 と い 


時 に つい て は 、 婦 人 章 160-161 を 参照 (イブ ン ・ カ スィ ー ル 3:355 
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149. (使徒 * よ 、) 言っ て や る の だ 。「 な ら ば 


150. (使徒 * よ 、 ) 言う が よい 。 「 ア ッ ラ ー* 


た り は し な か っ た で あろ う 「!」 。 同様 に 彼 
ら 以 前 の (不信 仰 ) 者 * た ち も 、 われ ら * 
の 猛威 を 味わう まで 、 (使徒 "た ち を ) 中 
つき 呼ば わり し (続け ) た の だ 。 (使徒 * 
よ 、) 言っ て や る が いい 。「 あ な た 方 に 

は 少し で も (正しい ) 知識 が あっ て 、 そ 
れ で あな た 方 は それ を 私 た ち に 持っ て と 
れる の か ? あな た 方 は 憶測 し て いる に 
過ぎ ず 、 あな た 方 は 決め つけ て いる だ け 
な の で ある 」。 


アッ ラー* に こそ 、 決 定 的 な 証拠 が ある 。 
そし て 、 も し か れ が お 望み な ら は ば 、 あな 
た 方 全員 を 導 か れ た こ と で あろ う 」 o 


が これ を 禁じ 給 うた 、 と いう こと を 証言 
する 、 あ な た 方 の 証人 た ち を 連れ て 来る 
の だ 。 そ し て も し 彼ら が 証言 し て も 、 あ 
な た “は 彼ら と 共 に 証言 し て は な ら な い 。 

また あな た は 、 われ ら * の 御 徴 を 嘘 呼ば わ 
りす る 者 や 、 来 世 を 信じ ず 、 自 分 ) た ちの 主 
* に 対し て (か れ 以 外 の も の を ) 並べ て い 
る 5 者 た ちの 私 欲 に 従っ て は な ら な い 」 0 


= 


I} 


ww 


た 


wn 
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SRN LSC 
oO 2 ラバ 
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彼ら の 言い 分 は こう で ある : 「 ア ッ ラ ー* は 、 自 分 た ち が シ ルク * を 犯し 、 合法 な も の を 非 合 


法 と する の を ご 覧 に な っ て いた が 、 そ れ を 正す こと が お 出来 で あっ た に も 関わ ら ず 、 そ う 


され な か っ た 。 つま り ア ッ ラ ー* は それ ら の 物事 を お 望み に な っ た の で あり 、 それ に 満足 さ 
れ て いた の で ある 」。 し か し 、 も し 彼ら の 言い 訳 が 正しけれ ば 、 ア ッ ラ ー* は 役 ら と 同じ こ 
と を 言っ て いた 過去 の 不信 仰 者 * を 滅 ぼ ば され も し な か っ た し 、 役 ら に 対し て 使徒 * を 遺 わ さ 
れる こと も な か っ た の だ (イブ ン ・ カ スィ ー ル 3:357-358 参照 )。 


「 猛 成 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *\147 の 訳注 を 参照 。 


とこ の 「 こ れ 」 は 、 彼 ら が 勝手 に 禁じ た ある 種 の 家畜 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 148 真 参照 )。 
と の 「 あ な た 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 120 の 訳注 を 参照 。 以下 、 同 様 の 表現 に つい て も 同 訳 


注 を 参照 。 
アー ヤ *1 の 、 同 様 の 表現 に つい て の 訳注 を 参照 。 
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151. (使徒 * よ 、) 言っ て や る が いい 。「 来 な に の られ CUE 
さい 。 私 は あな た 方 の 辛 * が 、 あ な た 方 に pm 内 


152. 


伏 じ られ た こと を 請 ん で 聞か せよ う 。 あ 
な た 方 は 、 ( ア ッ ラ ー* の 崇 凡 拝 * に お いて 、 ) 
いか な る も の も か れ に 並べ て は な ら な 
い 。 そ し て 自分 の 両親 に 孝行 を (せよ ) 。 
また 貧困 ゆえ に 、 あ な た 方 の 子供 た ち を 
殺し て は な ら な い !。 われ ら * が 、 あな た 方 
と 彼ら を 養う の だ か ら 。 また 梗 行 2 に は 、 
その 内 の 赴 わ な も の に も 、 秘 め ら れ た も 
の に も 、 近 づく な 。 そ し て 権利 が な い 限 
り 、 ア ッ ラ ー* が (その 殺 & 害 を ) 禁じ られ 
た 者 を 殺し て は な ら な い 。 そ れ は あな た 
方 が 分 別 す る よう に と 、 か れ が あな た 方 
に 命じ られ た こと な の で ある 。 


また 。 孤 ! 児 の 財産 に は 、 それ が 最善 の 形 
4 で な い 限 り 、 彼 が 成熟 ? す る まで 近づい 


NR ES CN 


を ジン る る ーッ 


GC PR ls 
RS Ce を る 
SH Est 


i a るー 


て は な ら な い 。 そ し て 井 と 衝 ? を 、 公 正 に と 3 
に 全う する の だ 。 i は 誰 に 35、 つ あり 。 率 8 や 
も 、 そ の 能力 以上 の も の を 負わ せな い ? と ora ES 

1 アー ヤ *137 と その 訳注 も 参照 。 

2 「 醒 行 」 に つい て は 、 蜜 蜂 章 90 の 訳注 を 参照 。 

3 この 「 権 利 」 と は 、 女 通 罪 (婦人 章 15、 御 光 章 2 と その 訳注 を 参照 )、 故 意 の 殺人 に 対す 
る キサ ー ス 刑 (雌牛 凍 178 の 訳注 を 参照 )、 イ スラ ー ム * か ら の 械 教 (きき ょ う ) 罪 が 確定 
する こと ( ム ヤ ッ サ ル 148 頁 参 照 )。 

4 その 財産 を 、 彼 の 福利 の た め に 用 いる こと (前 掲 書 149 頁 参照 )。 

5 ここ で の 「 上 成熟 」 と は 、 分別 を 備え た 状態 で あり つつ 、 成人 * す る こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


の 


人 


「 井 」 と いう 訳 を あて 
計量 その も の 、 あ る い は それ に )/ 
対し 、 


> 全 五 
とこ 


「 カ イル 」 も 、「 程 」 と いう 訳 を あて た 「 ワ ズン 」 も 、 い ずれ も 
いる 器具 の こと 。 但 し 前 者 が 容積 こよ る も の で ある の に 
後者 は 重量 に よる も の で ある (クウ ェ イ ト 法 学 大 全 35:177)。 


公正 さと 正確 さ の 追求 に 努力 すれ ば 、 そ こ に 多少 の 誤差 が 生じ て も 問題 は な い 。 あ る い は 、 


や せ 我 慢 を し て まで 自分 


ヤッ 


サル 149 


参照 )。 


の 権利 を 譲歩 し た り 、 他 人 に 多め に 与え た りす る 必要 も な い ( ム 
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。 また 、 あ な た 方 が 話す 際 に は 、 DS 
正 を 貰 く の だ 』 。 た と え 、 の 
者 (の 利 ) に 反する こと で あっ て も 。 そ 
し て 、 ア ッ ラ ー* と の 契約 2 を と そ 全 う せ 
よ 。 EG 川 を 得る よう に 
と 、 か れ が あな た 方 に ご 命じ に な っ た こ 
と な の で ある 。 


153. そ し て これ こそ が 、 ま っ すぐ な る わか が 道 A 
(イス ラー ム *) だ と いう こと を (、 私 スン 25 PE 
は 衣 ん で 聞か せる ) 。 な ら ば 、 それ に 従 OI A 
う の だ 。 そし て (それ 以外 の ) 道 に 従っ 
(3 あな た 方 を か れ (アッ ラー*) の 道 
か ら 分 ) 裂 させ て し まっ て は な ら な い 。 
それ は あな た 方 が 敬 席 * に な る よう に 
と 、 か れ が あな た 方 に 命じ られ た こと な 


の で ある 」。 
154. それ か ら わ れ ら * は 、 普 を 尽く し た 者 へ EGO 
の ( 皿 恵 の ) ) 完遂 、 (宗教 上 の ) 全て Ee 系 
の 物事 の 解明 、 導 き 、 慈悲 と し て 、 ム SR 
サ * に 啓 』 1 (トー ラー*) を 下 し た 。 


彼ら が 、 そ の 主 * と の 拝 調 を 信じ る よう 


に Ej 
155。 そ し て これ (クル アー ン *) は われ ら * が EO UY 
下 し た 、 祝福 に あふ れ た 啓典 で ある 。 な OE 


ら ば 、 あな た 方 が 慈 し まれ る よう 、 それ 
に 従い 、 (アッ ラー* を ) 異 れる * の だ 。 


1 情報 の 伝達 、 証言 、 判決 、 執り 成 し に お いて 、 公正 を 貫く こと ( ム ヤ ッ サ ル 149 頁 参 照 )。 

2 「 ア ッ ラ ー* と の 契約 」 に つい て は 、 典 和牛 章 27 の 訳注 を 参照 。 

3 ある 時 、 預 言 者 * は (地面 に ) 一 本 の 線 を 引き 、 こ う 仰 (おっしゃ) っ た 。「 こ れ が アッ ラ 
ー* の 道 で ある 」。 それ か ら そ の 左右 に 複数 の 線 を 引き 、 こ う 仰 っ た 。「 こ れ が 分 像 し た 道 で 
ある 。 そ の 各々 に は 、 そ こ へ と 招く シャ イタ ー ン * が いる の だ 」。 そ れ か ら 、 こ の アー ヤ * 
を お 読み に な っ た と いう (アフ マ ド 4142 参照 )。 


6. 家畜 章 285 eS と - ハ 
156. (クル アー ン * を 下 し た の は 、) あな た 方 | isoSOE3B5 
(アラ ブ 人 の 不信 仰 者 * た ち ) が 、「 啓 典 i 
は 私 た ち 以 前 の 二 集 団 ! に こそ 下さ れ た の 
で あり 、 本 当 に 私 た ち は 、 彼ら (の 北 和 ) 
を 学ぶ こと に まさ し く 和 無頓着 な 者 た ち だ 
っ た の だ 」 と 言わ な いよ うに する た めで 
ある 。 

157. ある い は 、 「 も し 私 た ち に 啓典 が 下っ て ee 
いた ら 、 私 た ち は 彼ら より も 導 か れ て と た 53 を 5 
いた の に 」 な ど と (、 言わ な いよ うに す a 
る た め ) 。 あ な た 方 の 主 * か ら の 明 証 と Sed I 
導き と ご 慈悲 は 、 確か に あな た 方 の も GfK oe 
と に や っ て 来 た の だ ぞ 。 な ら ば 、 ア ッ OE (の 2 
ー* の 御 微 を 嘘 呼 ば ド わ り し 、 そ れ に 背 い 
た 者 より も ひど い 不 正 * を 働く 者 が あろ 
うか ? われ ら * は や が て 、 わ れ ら * の 御 
徴 に 背く 者 た ち を 、 彼 ら が 背 い て いた 
こと ゆえ に 、 訪 ま わし い 微 儲 に よっ て 
報い て や ろう 。 

158 まま 天使 * た ち が 自 分 た ちの も と | CCENNIS2 

到来 する か 、 ま た は あな た の 主 が 御 出 | ysz 395 
0 ある い は あな た の 皇 * の 御 役 3 SN 
の 一 部 が 到 来 する ? ま で 、 待っ て いる と い CG 
う の か ? あな た の 光夫 の ー 部 が SG Aa 8 
到来 する (復活 の ) 日 *、 (それ ) 以前 に 2 
信仰 し て は いな か っ た 、 ある い は その 信 


仰 に お いて 善 を 稼ぐ こと の な か っ た 者 の 


1 ユダ ヤ 教 徒 *% と キリ スト 教徒 * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 149 頁 参 照 )。 
2 この 「 天 使 * た ち 」 と は 、 死 期 が 訪れ た 時 に 人 の 魂 を 召す 「 死 の 天使 *] の こと 。「 ア ッ ラ ー 


* が 御 出 で に な る 」 と は 、 
御 出 で に な る こと 、「 主 * の 御 微 の 一 
の 予兆 の こと で ある 、 と され て いる (前 掲 書 150 


復活 の 日 『* に アッ ラー* が 僕 (し も べ ) た ち を お 裁き に な る た め に 
部 の 到来 」 と は 、 太 陽 が 西 か ら 昇 る な どの 復活 の 日 * 
ョ 参照 )。 
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159. 


160. 


161. 


162. 


信仰 が 、 自ら を 益 す る こと は な い '。 (使徒 
* よ 、) 言っ て や る の だ 。 「 (その 時 を ) 
待っ て いる が よい 。 本当に 私 た ち も 、 待 
つ 者 と な る か ら 」。 


本 当 に 、 自 分 ) た ちの 宗教 を 分 袋 させ 、 
派 と な っ た 者 た ち 、 (全能 よ 、) あな た 
は 彼ら と 全く の 無 E 緑 で ある 。 彼ら の こと 
は 、 ア ッ ラ ー* に こそ 帰 さ れる の だ 。 そ の 
後 、 か れ は 彼ら が し て いた こと に つい て 、 
彼ら に お 告げ に な る 。 


(復活 の 日 *、 ) 誰 で あろ うと 、 ー つ の 善 
行 と 共に ( 宇 * の 御 許 へ ) や っ て 来 た 者 、 
彼 に は 、 そ の 十 倍 (の 褒美 ) が ある 。 そ 
し て 誰 で あろ う と 、 一 つの 悪行 と 共に 3 
* の 御 許 へ ) や っ て 来 た 者 、 彼 は それ と 同 
等 の 報い し か 受け な い 。 彼ら が 不正 * を 被 
る こと は な い の だ 。 


(使徒 * よ 、) 言う の だ 。「 本 当 に 我 が 主 
* は 、 私 を まっ すぐ な 道 (イス ラー ム う 
へ と お 導き に な っ た 。 正しい 教え 、 純正 3 
な イブ ラー ヒー ム * の 宗教 へ と 。 彼 は シル 
ク * の 徒 の 類 い で は な か っ た 」。 


言え 。 「 本 当 に 私 の 礼拝 も 犠牲 も 、 生 も 死 
も 、 全 創造 物 の 主 * ア ッ ラ ー* の た め の み 。 
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1 預言 者 * ム ハン マ ド * は 仰 (おっしゃ) っ た 。「 太 陽 が 西 か ら 昇る 時 、 全 て の 者 は 信仰 する 」 
(アル = テ ブ ハー リー4635 参照 )。 そ し て この 時 、 不 信仰 者 * が 信仰 し て も 意味 は な い 。 一 


方 、 既に 信仰 者 で あっ た 者 は 、 そ の 時 1 
ル 150 頁 参照 )。 信仰 は 、 自 


こ 正 し い 行 い * を 行っ て も 意味 が な く な る ( ム ヤ ッ サ 
分 自身 の 選択 に よっ て 、 不 可視 の 世界 * を 信じ る こと で 有効 と 


な る 。 全 て の 物事 が 明らか に な っ た 時 、 4 eo 意味 


は な い (アッ テニ サ ァ ディー281 
章 4 と その 訳注 、 


2 これ は 、 人 々 が アッ ラー の 唯一 司 


赦し 深い お 方 章 84-85 も 参照 。 


分 像 させ る 者 た ちの こと ( ム ヤ ッ サ ル 150 真 参照)。 
3 「 純 正 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 135 の 訳注 を 参照 。 


と 、 そ の 教え の 実践 に お いて 


1 参照 )。 婦 人 章 18、 ユ ー ヌ ス * 章 90-91、99、 詩 人 た ち 


団結 し た 後に 、 そ の 宗教 を 
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163. か れ に は (その 唯一 性 * に お いて 、) いか 


な る 同位 者 も な い 。 私 は 、 そ れ ! こ そ を 命 
じ ら れ た の だ 。 そ し て 私 は ( 我 が 共同 休 
に お いて ) 、 服従 する 者 (ムスリム の 
先駆 け な の で ある 」。 


の 2 て を レン シン ン ラン 
DA TG ANAN 0 る 


164. (使徒 * よ 、) 言っ て や る が いい 。「 一 体 、 EAC で を PP 
私 が ア ッ ラー* 以 外 を & 崇拝 * の 対象 で EN, し 
ある ) 主 * と し て 欲す る こと な ど あ ろう SE 
か ? か れ は 、 全 て の も の の 主 * で あら れ 2 の 
る と いう の に 。 いか な る 者 も 、 自分 で ( そ So 
の 罪 を ) 背負 うこ と な し に 、( 悪 行 を ) 稼 
ぐ こ と は な い 。 また ( 罪 の ) 重荷 を 育 『 負 う 
者 は 、 他 の 者 (が 犯し た 罪 ) の 重荷 まで 
背負 うこ と は な い 。 それ か ら 、 あ な た 方 

の 主 * の 御 許 に こと そ 、 あ な た 方 の 帰り 所 は 
ある の だ 。 そし て か れ は 、 あな た 方 が ( 宗 
教 上 の こと で ) 】: 意見 を 異 に し て いた こと と 
に つい て 、 あな た 方 に お 告げ に な る 。 

165. か れ は 、 あな た 方 を 地上 の 継承 者 ? と さ NSE GN 
れ 、 か れ が あな た 方 に お 授け に な っ た も | も 8 作 eu 9 
の で あな た 方 を 試み られ る べく 、 あ な た aR 
方 の 内 の ある 者 を 別 の 者 より も 高く 位置 A 
づけ られ た お 方 3。 本 当 に (使徒 * よ 、) あ 
な た の 主 * は 、 即 座 に 懲罰 を 下さ れる お 
方 。 そ し て 、 実 に か れ は まさ し く 、 赦し 
深い お 方 、 慈 愛 深い * お 方 で ある 。 

1 つま り 、 ア ッ ラ ー の 唯一 性 * 信 仰 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 150 頁 参照 )。 

2 「 地 上 の 継承 者 」 と は 、 ア ッ ラ ー* へ の 服従 に お いて 地上 を 開拓 すべ く 、 ア ッ ラ ー* が 滅 ぼ 

され た 民 の 後 を 継い だ 者 た ちの こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )b。 あ る い は 、 地 上 の 開拓 を 世代 か 
ら 世 代 へ と 受け 継い で ゆく 者 た ちの こと 。( イ ブン ・ カ スィ ー ル 3:384 参照 )。 


3 つま り 、 人 々 を その 形質 、 


そ 
す 
で 


れ は 富める 者 が その 癌 ゆえ に 感謝 する か どう か 、 


糧 、 能 力 、 体 力 、 徳 、 知 識 な ど に お いて 、 
貸し い 者 が その 貧し さ に 対し て 忍耐 * 
る か どう か と いう よう に し て 、 人 々 が 褒美 (ほう び )、 あ る い は 信 


千 差 万 別に され た 。 


を 得る よう に する た め 


ある (アル = ニク ルト ゥ ピー7:158 参照 )。 金 の 装飾 章 32 と その 訳注 も 参照 。 


li, a -V 


慈悲 あま ね 、 * 基 愛 迷 き * 
ー* の 御名 に お いて 


アツ ラ 


アリ フ ・ ラ ー ム ・ 


ミー ム P サー ド 2。 
(使徒 * よ 、 て と の クル ア ー ン * は 、 た あな た に 


る 9 


ター 一 


RAE ONE 


下さ れ た 啓典 。 な ら ば 、 そ れ で 警告 を 告げ 、| の の 333 


信仰 者 た ち へ の 教訓 と する に あたっ て 、 あ 
な た の 胸 の 内 に いか な る 燃 問 ? が あっ て も な 


ら な い 。 


(人 々 よ 、) あな た 方 の 主 * か ら 、 あな た 
方 に 下さ れ た も の に 従う の だ 。 そし て 、 

か れ を よそ に し て 盟友 た ち に 従う の で は 
訓 を 得る こと の 、 


な い ?。 あ な た 方 が 教 
な いこ と よ 。 


EO OA IF 
OE I ET 


少 


1 


sl 


w 


た 


es (一 部 
ラ * 内 に 唯一 登場 する 「 高 壁 」 
Re ド * に 下っ た 所 


ク * の 徒 と 、 感 謝 深 い タ ウ ヒ ー 
- 天国 と 地獄 - が 、 


ウ ヒ ー ド * 信 仰 、 
(に NUM そし て スー ラ 
上 に よっ て 締め くく られ る 。 


アー ヤ * に つい て は 、 マ ディ 


臨場 (りん じょう ) 感 あ ふれ る 
Cr の 説話 が 大 半 を 占め て お り 、 彼ら と その 民 の 間 に 起 こっ た 出来 事 が 、 
言 者 * へ の 服従 の 義務 の 確証 、 シ ルク * の 徒 へ の 警告 、 


これ ら の 文字 に つい て は 頻出 名 ・ 


ー ナ * 啓 示説 も あり )。 ク ルアー ン * 内 
(アー ヤ *46 参照 ) が 、 ス ー ラ *\ 名 の 


で この 
来 。 預 


と いう 語 


衝 示 の 偉大 さと 、 そ の 伝達 の 命令 に 始ま り 、 人 間 に 対 する アッ 
ラー* の 数 々 の 恩恵 が 描写 され 、 そ れ に 対し て 恩 知 ら ず で あり 、 シ ャ イタ ー ン * に 従 
ド * の 徒 、 そ し て 来世 に お いて 両者 に 終 


う シ ル 
束 さ れ て いる 行き 先 
ラ * は 、 
タ 
言 仙 者 へ の 吉報 と 
ヒー ド * へ の 呼び か け と 、 シ ルク * の 禁 


2 で 捉 示 され る 。 ま た この スー 


* の 最後 は 、 タ ウ 


語 解説 の 「 ク ルアー ン の 冒頭 に 現れ る 文字 群 *」 を 参照 。 


啓示 に 疑念 を 抱く こと な く 、 そ れ で も っ て 人 々 に アッ ラー* の 御 言 葉 を 伝 達 する と いう 俺 大 
な 義務 を 果たす こと 、 及 びそ の 過程 で 遭遇 する 様々 な 苦難 に お いて 、 捧 (くじ ) けた り し 


て は な ら な い 、 
つま り 人 間 で あれ ジン * で あれ 、 ア 


崇拝 や 私 欲 や 宗教 に お ける 改変 
7:2610 参照 )。 


と いう こと (アッ = テ 


i て は な ら な い 、 


タバ リー5:3435-3436 参照 )。 
分 の 盟友 と し 、 偶像 (ぐう ぞう ) 
こと こと (アル = カー スィ ミー 


ッ ラ ー* 以 外 の 何 か を 自 
と いう 


7. 高 壁 章 


289 が の 


- 一体 われ ら * は 、 どれ だ け 多 く の (不信 仰 者 
* の ) 町 を 滅ぼし た きた こ と か 。 そ し て われ 

ら * の 猛威 ! は ( 夜 ) 眠っ て いる 時 で も 、 あ る 
い は 彼ら が 昼寝 し て いる 間 で も 、 彼 ら の も 
と に 到来 し た の だ 。 


それ で われ ら * の 猛威 が 彼ら の も と に 到来 し 


た 時 、 彼 ら の 言い 分 は 、「 本 当 に 私 た ち は 、 
不正 * 者 で し た 」 と 言う だ け の も の だ っ た 。 


われ ら * は 必ず や 、 (使徒 * ら が ) 遣わ され 
た 者 た ち に 尋ね よう 。 また 必ず や 、 使徒 * 
た ち に も 婦 尋ね よう 。 2 


それ か ら 必ず や 知識 を も っ て 、 (彼ら が 現 
世 で 行っ た こと に つい て 、) 彼ら に 語り 聞 
か せよ う 。 そ し て 、 わ れ ら は も と より ( 彼 
ら に 対す る ) 不 在 者 で あっ た わけ で は な い 3?。 


1 


2 


ww 


1 


39 FL も と も 562 つゆ 


I 


(復活 の ) その 日 *、 (行い の ) 重み は 真実 ET OY 
で ある “*。 誰 で も 、 自 分 の (善行 の ) 衝 が 重 AE 
か っ た 者 、 そ れ ら の 者 た ちこ そ は 成功 者 で 

ある 。? 
この 「 猛 成 」 と は 、 懲 罰 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 151 頁 参 照 )。 
使徒 * が 遣わ され た 人 々 に は 、 彼 ら が 自分 た ちの 使徒 * に 、 い か な る 返答 を し た か を お 尋ね 


に な る 。 ま た 使徒 * た ち に は 、 役 ら が アッ ラー* の 教え の 伝達 を 果たし 、 そ し て 人 々 が それ 


に 対し て どの よう な 返答 
卓 章 109 の 訳注 も 参照 。 
か れ は 全て を ご 覧 
ン ・ カ スィ ー ル 3:389 参照 )。 

その 日 、 人 々 の 行い の 重み は 衝 に よっ て 公正 に 量 


を し た か を 


、 お 尋ね に な る (前 掲 書 、 


は か ) ら れる ( ム ヤ ッ サ ル 151 


同 頁 参照 )。 ア ー ヤ *8、 食 


(らん ) に な る お 方 で あり 、 か れ か ら 隠 れ ら れる も の は 何 も な い (イブ 


照 )。 


ュ グ 


そもそも アッ ラー* は 人 々 の 行い を 含め 、 Ce それ が 存在 する 前 か ら ど 


存 知 で あり 、 それ が 存在 し た 後に お 忘れ に な る こと も な い 。 ア 
も 「 現 世 で の 行い の 帳簿 」 も 、 の いい ie の DO 
アッ ラー* が 復活 の 


議論 の 余地 が な く な る よう に する た め な の で ある 。 


ッ ラ ー* は 「 守 られ し 碑 板 *」 
た だ それ は 創造 物 に 対し て 
日 * に あえ て 各 を 提 


示さ れる の も 同様 で 、 そ れ は 天国 の 徒 で あれ 、 地 獄 の 徒 で あれ 、 創 造物 に 対す る 証明 と す 
る た め の も の に 過ぎ な い (アッ = テ タ バリ ー5:3445 参照 )。 
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9 そし て 誰 で も 、 そ の ( 著 行 の ) 笠 が 軽かっ | sgiia3 る 和 5 の 
た 者 、 それ ら の 者 た ち は わ れ ら * の 御 徴 に DAE 胡 
不正 * を 働い て いた ! ゆ え に 、 自 ら を 損ね た 
者 た ち で ある 。 

10. (人 々 よ 、) われ ら * は 確か に 、 あな た 方 に Is 
地上 で 力 を 授け 、 そこ に あな た 方 の た め の DIL I EE 
生活 の 糧 を 設え た 。 あな た 方 が 感謝 する こ 
と の 、 少な いこ ど ま 。 

11。 ま た 、 われ ら * は 確か に あな た 方 (の 父祖 ア | CM EC 
ー ダ ム *) を 創造 し 、 それ か ら 形 作り 、 そ れ | OS る EY 
か ら 天 使 * た ち に (こう ) 言っ た 。「 ア ー ダ IO も くす 
ム * に サジ ダ "? せ よ 」。 す る と 、 彼 ら は ( 全 
員 ) サジ ダ * し た 。 但し イブ リー ス * は 別 で 、 

彼 は サジ ダ * す る 者 た ちの 一 人 で は な か っ 
だ 
12. かれ (アッ ラー や は 、 価 せら れ た 。「 わ れ | 生 人 cc3Niaczcd6 


が あな た に 命じ た 時 、 あ な た が サジ ダ * す る 
の を 妨げ た も の は 何 な の か ?」 彼 (イブ リ 
ー ス *) は 申し 上 げた 。「 私 は 彼 (アー ダム 
う より も 優れ て いま す 。 あな た は 私 を 火 か 
ら お 創り に な り 、 彼 の こ と は 記 二 から お 和 
り に な っ た の で すか ら 」。 


= 


sl 


に 


wn 


Ob rE FE 


つま り ア ッ ラ ー* の 御 徴 の 否定 と 、 そ れ に 対す る 不服 従 に お 


$ い て 、 度 を 越し て いた と いう こ 


と ( ム ヤ ッ サ ル 151 頁 参照 )。 
ここ で の 「 サ ジ ダ *」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 34 の 訳注 を 参照 。 


この 出来 事 の 詳細 に 関し て は 、 雌牛 章 34-39、 


ww 


ー\ー 章 


アー ダム * が 土 か ら 段階 を 経 (へ ) て 創 ら れ た こと に つい て は 、 


注 を 参照 。 


イブ リー ス * は この 件 に 関し 、 い くつ も の 間違い を 犯し た 。 
逆らっ た こと 」「EE 


こと 」「 火 が ゴ 


アル = ヒジ ュ ル 章 28-42、 夜 の 旅 章 61-65、 
116-123、 サ ー ド 章 71-83 も 参照 。 
アル = ヒジ ュ ル 章 26 の 訳 


つま り 「 ア ッ ラ ー* の ご 命令 に 
惚 ( う ぬ ぼ ) れ と 高慢 さ 」「 ア ッ ラ ー* に 対し て 知り も し な いこ と を 言う 
上 より も 優れ て いる と いう 間違っ た 推測 、 あ る い は 嘘 」 と いっ た こと で ある ( ア 


ッ デ ー サ アァ ディー284 頁 参照 )。 
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li, -V 


13. 


14. 


15. 


16. 


17. 


18. 


か れ は 仰せ られ た 。「 な ら ば 、 そ こ ! か ら 
落ち て ゆく が いい 。 あ な た が そこ で 高 
に な る 筋合い は 、 な い の だ か ら 。 そ し て 
出 て 行け 。 本 当 に あな た は 、 史 し い 者 の 類 
いな の だ 」。 


彼 は 申 し 上 げた 。 「 彼 ら が 菊 ら さ れる 日 
まで 、 私 に 猫 予 お 授け 下さ い 」。 


か れ は 仰せ られ た 。 「 実 に あな た は 、 (角笛 
に 最初 に 吹き 込ま れる で ) 猫 予 を 与え 
られ る 者 の 一 人 で ある 」。 


彼 は 1 し 上 げた 。「 な ら ば 、 あな た が 私 を 
誤 ら せら れ た の で すか ら 、 私 は 必ず や あ 
な た の ま っ すぐ な 道 (イス ラー ム ) に お い 
て ( 誤 ら せる べく ) 、 彼 ら に 立ち は だ か り 
まし よう 。 


それ か ら 私 は 必ず や 、 彼ら の 前 か ら 、 後 ろ 
か ら 、 右 か ら 、 左 か ら 、 彼 ら に 到来 し まし 
ょ う *。 そし て あな た は 彼ら の 大 半 を 、 感謝 
する 者 と し て 見 出さ な い の で す 」。 


か れ は 仰せ られ た 。「 叱 責 され 、 追 放さ れ 
つづ つつ 、 そこ か ら 出 て 行く の だ 。 実に 彼ら の 
内 で あな た に 従っ た 者 が あれ ば 、 わ れ は き 
っ と (彼ら を 含め た ) あな た 方 全員 で 、 地 
獄 を 満た す で あ ろう 」。 


1 楽 


2 この 「 角 笛 」 に つい て は 、 家 畜 章 73 と その 訳注 を 参照 。 
3 イブ リー ス * の 申し 出 が 受け 入れ られ た の 
いて の 訳 泊 


園 の こと 。 雌牛 章 35 の 訳注 も 参照 。 


来る よう に する た め (アル = バイ ダー ウィ ー3:9 参照 )。 
4 これ は つま り 、 真理 か ら 阻 (は ば ) ん だ り 、 嘘 を 勧 (すす ) め た り 、 現世 を 目 映 ( ま ば ゆ ) 


く 見 せ た り 、 来世 


ル 


152 頁 参 照 )。 


ts REI LE 
Sp 


0 


OR Rs る 3 


と うそ Ct, RN 


Ss: 


AE A NG 


ンマ ン そ ン 


Boas RS EN 


は 、 し も べた ち へ の 試練 (王権 章 2 の 同 語 に つ 
も 参照 ) と 、 イ ブリ ー ス * の 誘惑 に 打ち 勝つ こと で 、 彼 ら が 褒美 を 得る こと が 出 


に 疑念 を 抱 ( い だ ) か せ た り する こと な ど を 意味 する と いう ( ム ヤ ッ サ 


7 高 壁 章 292 つら V 
19. 「 ア ー ダ ム * よ 、 あ な た と あな た の 妻 は 楽 RN EE 
園 ! に 住み 、 ど こと で も 望む 所 か ら 食 べ る が CNG 
よい 。 そ し て 、 こ の 木 ? に 近づい て (その SB 
実 を 食べ て ) は な ら な い 。 そう すれ ば あな 
た 方 二 人 は 、 不正 * 者 の 類 い に な っ て し ま 
うか ら 」。 

20. そし て シャ イタ ー ン * は 、 彼 ら 二 一 人 の 隠さ れ LE EN I 
て いた 恥部 ( ア ツラ を 彼ら 自身 に 露 わ に | ぱち 5 ~~ 
すべ く 、 二 人 を 唆 し て 言っ た 。「 あ な た TI TE 
方 の 壮 * が あな た 方 に この 木 を 禁じ られ た Sue) 
の は 、 あな た 方 が 天使 * に な る か 、 ある い は 
永遠 な る ( 生 を 得る ) 者 の 仲間 と な ら な い 
よう に する た め に 外 な ら な い 」 o 

21. そし て 彼 は 、 二 人 に 向かっ て (こう ) 次 っ OASIS 
た 。「 本 当 に 私 は まさ し く 、 あ な た 方 二 人 
に 対す る 忠告 者 で ある 」 a 

22. こう し て 彼 は 、 偽 り に よっ て 二 人 を 陥 SANE 3M: 
れ た 。 そ し て 二 人 が 木 (の 実 ) を 味わっ DE GEE 
た 時 、 その 恥部 (アウ ラ は 彼ら 自身 に a 2 CG 

赴 わ に な り 、 彼ら は 楽園 の 葉 を 自分 自身 OE 交 
(の 部 ) に 当て 始め た 3 そし て 彼ら の 
主 * は 二 人 に 呼び か けら れ 、 (こう ) 仰せ 
られ た 。 「 わ れ は あの 木 を 、 あ な た 方 に 
禁じ た の で は な か っ た か ? そし て あな 
た 方 に 、 本 当 に シャ イタ ー ン * は あな た 方 
に と っ て の 紛れ も な い 敵 で ある 、 と 言わ 
な か っ た の か ?」 

1 アー ダム * と その 妻 ハ ウ ワ ー ゥ ウ * が 住ん で いた 楽園 に 関し て は 、 雌 和牛 章 35 の 訳注 を 参照 。 

こと の 「 木 」 に つい て は 、 雌 牛 章 35 の 訳注 を 参照 。 

3 恥部 を 釧 わ こす る こと は 重大 な こと と で あり 、 現 在 に 至る まで それ は 、 人 間 の 性 質 が 不快 に 

の く ) いと 見 な す も の で ある ( ム ヤ ッ サ ル 152 頁 参照)。 
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23. 二 人 は 申し 上 げた 。「 我 ら が 主 * よ 、 私 た ち CR ECE EN 
は 自分 ) 自 身 に 不正 * を 犯し まし た 。 そ し て あ Or ES 
な た が 私 た ち を お 落 し に な り 、 ご 煽 悲 を か 
け て 下さ ら な けれ ば 、 私 た ち は 間 違い な く 
損失 者 の 類 い と な っ て し まい ます 」。 ! 

24. か れ は 仰せ られ た 。「 あ な た 方 は (シャ イ | と 移っ 
ター ン * と ) 互い に 敵 と な っ て 、( 楽 園 か ら ) Or EE Ng 
落ち て 行け 。 そ し て あな た 方 に は 地上 で 、 - 
暫し の 2 住ま いと 楽し み が あ る 」。 

25. か れ は 仰せ られ た 。「 あ な た 方 は そこ で 生 の O あ お Os06 
き 、 そ こ で 死に 、 そ し て そこ か ら (復活 の @ た る 
日 *、 菊 ら さ れる た め に ) 出さ れる の だ 」 。 

26.。 ア ー ダ ム * の 子 ら (人類) よ 、 わ れ ら * は あ | RC EA gS 
な た 方 に 、 自分 た ちの 恥部 (アウ ラ を 和 OER 
う 衣 服 と 、 着 帥 る た め の も の を 、 確か に 下 OES 8 と 
し た 3。 そ し て 散 虎 さ * の 衣 こ そ が 、 よ り 善 
い の で ある 。 それ は 彼ら が 教訓 を 得る よう 
に と の 、 アッ ラー* の 御 徴 の 一 つ な の だ 。 

27. i シャ イタ ー ン * が ( 罪 へ RD 

誘惑 に よっ て ) 、 あ な た 方 を 試 績 に か け ENE 
6 よう 6 て と か あっ て は 決し て な ら な EE 
ヽ 。 彼 が あな た 方 の 先祖 二 人 を 、 その 恥部 NE 
PA を 彼ら 自身 に 忠 わ に すべ く 、 そ DNV DIGLSN 
の 衣服 を 彼ら か ら 剥 ぎ 取 り 、 楽 園 か ら 追い 
出し て し まっ た よう に 。 まさ に 彼 と その 征 
常 は 、 あ な た 方 が 彼ら を 見 る こと の 出来 な 
1 預言 者 *・ 使 徒 * の 無 謙 (ば びゅ う ) 性 に つい て は 、 雌 和牛 章 36 の 訳注 を 参照 。 


NN) 


この 「 暫 し 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 36 の 訳注 
衣服 の 原料 と な る 植物 は 、 天 か ら 「 下 され る 」 雨水 に よっ て 生育 する こと か ら 、 


を 参照 。 


3 一 説 に 、 
衣服 が 「 下 され た 」 と 表現 され て いる (アル テバ ガウ 
4 アッ ラー* の 主 * 性 、 唯 一 性 *、 ど ご 恩 籠 (お ん ちょ う )、 


ル 153 頁 参照 )。 


ィ ー2:185 参照 )。 
ご 慈悲 を 志す 証拠 の こと ( ム ヤ ッ サ 
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28, 


29. 


30. 


い 所 か ら 、 あ な た 方 を 見 て いる の だ ぞ 。 本 
当 に われ ら * は シャ イタ ー ン * た ち を 、 信 仰 
し な い 者 た ちの 盟友 と し た の で ある 。 


また 彼ら (信仰 し な い 者 た ち ) は 、 自分 た 
ち が 梗 行 ! を 行っ た 時 に は 、 (こう ) 言っ た 。 
「 私 た ち は 、 私 た ちの こ 先 祖 様 が 、 この よ 
うに する の を 見 出し た の だ 。 ア ッ ラ ー* が 、 

それ を 私 た ち に こ 舘 じ に な っ た の で ある 」 。 
(使徒 * よ 、 ) 言っ て や る が いい 。 「 本 当 に 
アッ ラー* は 、 柄 行 を ご 命じ に は な ら な い 。 
一 体 あ な た 方 は アッ ラー* に 対し て 、 自 分 た 
ち が 知 り も し な いこ と を 言う の か ?」 


(使徒 * よ 、) 言う が よい 。 「 我 が 主 * は 、 
公正 を ご 命じ に な っ た 。 そ し て あな た 方 
は 、 い か な る マス ジ ド * で も 自分 た ちの 顔 を 
正 し ^ か れ に 祈 れ 。 か れ だ け に 真琴 に 崇 拓 
* 行 為 を 捧げ つつ 3。 か れ が あな た 方 (の 
創造) を 始め 給 う た よう に 、 あな た 方 は ( 死 
後 の 復活 へ と ) 戻る の だ か ら 」。 


(アッ ラー* は 人 々 を 二 - つ の 集団 に お 2 分 け 
に な っ た 。 ) か れ が お 導き に な っ た 集団 
と 、 迷 記 が 確定 し た 集団 。 本 当 に 彼ら は 、 
アッ ラー* を よそ に シャ イタ ー ン * ら を 
盟友 と し 、 自 分 た ち が 導 か れ た 者 だ と 思 
い 込 ん で いる 。 


1 


「 醒 行 」 に つい て は 、 密 蜂 章 90 の 訳注 を 参照 そし て その 一 つが 、 


et 
| ) > \ 0 a 2 
PIN 


まい a 


® Os oo 


裸 で タワ ー フ * を 行う 


こと (アッ = テ = サ ァ ディ ー286 頁 参 照 )。 イ ブン ・ カ スィ ー ル * に よれ ば 、 ク ライ シュ 族 * 以 外 


の 当 


と いう (3:402 参照 )。 


2 


「 マ スジ ド * で 顔 を 正す 」 と は 、 ア ッ ラ ー* へ と 向かい 、 崇拝 
内 画 


雌牛 章 112 と 、 そ の 訳注 も 参照 。 


3 アッ ラー* だ け に 「 真 刺 に 崇 


"行為 、 特に 礼 


寺 の アラ ブ 人 に は 、 い か な る 正当 な 宗教 的 根拠 も な い 、 こ の よう な 習慣 が あっ た の だ 


E を 、 そ の 外面 ・ 


いずれ に お いて も 、 完 全 な 形 で 行う よう 努力 する こと (アッ テニ サ ァ ディ ー286 頁 参 照 )。 


パ 捧 * 行 為 を 捧げ る 」 こ と に つい て は 、 婦 人 章 146 の 訳注 を 参照 。 
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32. 


33. 


アー ダ ム が“ の 子 ら よ 、 いか な る マス ジ 1 
も 、 自分 た ちの 飾り を ( 身 に ) 着け よら 

た 、 みか つ 全く る の だ 。 そし て 放し 
て は いけ な い ?%。 本 当 に か れ は 、 度 を 越す 者 
を お 好き に は な ら な い の だ か ら 。 


(使徒 よ 、 シ ルク * の 徒 に ) 言っ て や る が 
いい 。 「 か れ ( ア ッ ラ ー* が その 僕たち 
の た め に 出し 給 う た ア ッ ラ ー* の 装飾 品 


と 、 糧 の 内 の 善き も の を 禁じ た の は 、 一 体 
誰 な の か ? 」 言う の だ 。「 そ れ ら は 現世 の 


生活 に お いて 、 信 仰 す る 者 た ち (と 、 そ れ 
以外 の 者 た ち ) の た め の も の で あ り 、 復 活 
の 日 * に は (信仰 者 た ちの ) 専有 物 と な る 」。 
同様 に われ ら は 、 知 識 あ る 民 に 御 微 を 詳 
ら か に する の で ある 。 


= 


に 則 (の っ と ) っ た 形 で 「 身 を 飾る 」( ム ヤッ サル 154 
ド っ た と され る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 3:405 参 


照 )。 


アラ ブ 人 が 裸 で タワ ー フ * す る こと に 関し 、 
アー ヤ *28 の 訳注 も 参照 。 


eb bk の っ ※ 
と ぶし と 
So 


(使徒 * よ 、) 言っ て や る が いい 。「 我 が | Ge 
主 * は 、( 次 の こと を ) まさ に 禁 $ じ られ た 。 sb る Ys 
醒 行 の 内 の 赴 わ な も の と 、 秘め られ た も eS 
の 。 罪悪 。 不 当 な 侵害 3。 あ な た 方 が アッ ON 操る 
ラー* に 対し 、 か れ が そこ に お いて *、 い 

CO 

べ (て 崇め ) る こと 。 あ な た 方 が ア 

ー* に 対し 、 自分 た ち が 知 り も 人 間 3 , 

を 語る こと 」。 
礼拝 を する 時 に は 、 ア ウラ * を 導 う 衣服 、 清 潔 さ 、 心 身 の 清め な ど に よる 、 イ スラ ー ム * 法 


A 参照)。 こ の アー ヤ * は 、 当 時 の 


2 食べ 物 な ど を 食べ 過ぎ た り 、 飲 食 ・ 衣 服 な ど に お いて 浪費 し た り 、 合 法 ・ 非 合法 の 決ま り を 


破っ た り し て は な ら な い 、 


CO 


と いう こと (アッ = テ サ ァ デ ィ ー287 


参 照 )。 


「 醒 行 」「 侵 


害 」 に つい て は 、 和 蜜蜂 章 90 の 訳注 を 参照 。「 罪 悪 」 は 、 


アッ ラー* が その 和食 を 


約束 され て いる よう な 、 全 て の 罪 の こと (前 掲 書 、 同 


4 つま り 、 


参照 )。 


a 急 


アッ ラー* と 並べ て 崇拝 * す る こと に お いて ( ム ヤ ッ サ ル 154 頁 参照 )。 
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34. いか な る (不信 仰 な ) 共同 体 に も 、 (定め A 
られ た ) 期限 ! が ある 。 そし て 彼ら の 期限 が ENC る 
訪れ れ ば 、 (彼ら は それ を ) 一 刻 た り と も 
遅らせ た り 、 早 め た りす る こと は な い 」。 

35. アー ダム * の 子 ら よ 、 も し も あな た 方 の 内 か OT GK ONCE PS 
ら 、 あな た 方 に わが 御 徴 (アー ヤ *) を 読 SG 
み 聞 か せる 使 お 徒 * た ち が 、 あな た 方 の も と に Er 
到来 し た 時 、 誰 で あれ (アッ ラー* を ) 長 れ 
*、 (行い を ) 正 し た 者 、 そ の 者 た ち に は 李 
れ も な けれ ば 、 悲 し むこ と ともない 2。 

36. そし て われ ら * の 御 微 を 中 放 ば わり し 、 そ | 
れ に 対し て 秦 り 高ぶる 者 た ち 、 それ ら の 者 0 A 
た ち は 業 火 の 住人 で ある 。 彼ら は そこ に 永 
遠 に 留まる の だ 。 

37. な ら ば 一 体 、 ア ッ ラー に 対し て 距 を 提 造 し | っ 3 と CS FERIA 2 
た り 、 そ の 御 徴 を 嘘 呼 ド わ り し た りす る | Co ls ad 
者 より も 、 ひ どい 不正 * を 働く 者 が あろ う SR 
か ? それ ら の 者 た ち に は (現世 で ) 、 書 Eo ott 
3 (に 記さ れ て ある も の ) か ら の 、 自 分 た OI EE 
ちの 分 け 前 4 が 訪れ よう 。 や が て 、 われ ら 
"の 使い た ち * が 彼ら (不正 * 者 だ ちの 魂 ) 

を 召す べく 、 彼 ら の も と を 訪れ る と 、 彼 
ら (使い た ち ) は (、 と こう ) 言う 。「 あ な 
た 方 が 、 ア ッ ラ ー* を 差し お いて 祈っ て い 
た も の は どこ か ?」 彼ら は 言う 。「 (それ 
1 この 「 期 限 」 は 、 彼 ら に 下る 懲罰 の 時 期 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 154 頁 参照 。 


sj 


ww 


た 


wn 


「 彼 ら 


この 「 書 」 は 、 守 られ し 碑 板 * の こと と され る (前 掲 書 、 


に は 怖 れ も な けれ ば 、 悲 し むこ と も な い 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 38 の 訳注 を 参照 。 


[参照 )。 


ュ グ 


同 E 


この 「 分 け 前 」 の 解釈 に は 、「 療 悪 の 行為 」 
ブン ・ カ スィ ー ル 3:410-411 参照 )。 


「 行 いと 糧 と 寿命 」 な ど と いっ た 説 が ある ( イ 


死期 が 訪れ た 人 間 の 魂 を 引き 抜く 、 死 の 天使 * の こと (アッ テニ サ ァ ディ ー288 真 参照 )。 家 


畜 章 93 と その 訳注 も 参照 。 
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38. 


39. 


ら は ) 私 た ちの も と か ら 、 喪失 し て し まい 
まし た 」。 彼 ら は 、 自 分 た ち が 不 信仰 者 * 
だ っ た こと と を 、 自ら に 対し て 証言 する と 
と に な る の で ある 。 


か れ (アッ ラー や は 仰せ られ る 。「 あ な 
た 方 以前 に 滅び た ジン * と 人 間 か ら な る 
(、 不 信仰 だ っ た ) 共同 体 と 共に 、 業 火 の 
1i に 人 人 れ 」。 あ る 共同 体 が (地獄 に ) 入 
っ て 来る た び 、 それ は その (先代 で ある ) 
仲間 を 呪う \。 や が て 彼ら が そこ に 勢揃い 
する と 、 役 ら の 内 の 後代 の 者 た ち は 、 そ 
の 先代 に 関し て (アッ ラー* に 訴え つつ 、 
こう ) 言う 。「 我 ら が 主 * よ 、 こ れ ら の 者 
た ち が 私 た ち を (真理 か ら ) 迷わ ちせ た の 

で す 。 ゆえ に 彼ら に は 、 業火 に よる 倍 の 

NN 
る 。 「 (あな た 方 と 彼ら ) 全員 に 、 倍 の 

も の が ある 。 し か し あな た 方 は 、 分 か っ 
て いな い の だ 2?」。 


そし て 、 彼 ら の 内 の 先代 は その 後代 の 者 た 
ち に 、 (こう ) 言う 。「 な ら ば 、 あ な た 方 
が (懲罰 に お いて 、) 私 た ちよ り も まし と 
いう わけ で は な い 」 。 (アッ ラー* は 、 彼 ら 
全員 に 仰せ られ る 。 ) 「 で は 、 あ な た 方 が 
像 いで いた も の ( 凍 ) ゆえ に 、 懲 懲 劇 を 味 わ 
う が よ い 」。 


1 先代 の 不信 仰 な 共同 体 に 従っ た こと で 、 
に 先代 の 者 た ち を 呪う 
2 アッ ラー* が あな た 方 に 
いう こと (前 掲 書 、 同 頁 
3 同様 の 情景 
物語 章 63、 部 族 連合 


ど ご 用意 さ れ た 地獄 の 懲罰 が 、 
参照 )。 


の 描写 と し て 、 雌 和牛 章 166-167、 イ ブラ ー ヒ 


と ao 


自ら も 不信 仰 と な っ た 後代 の 共同 体 が 、 
、 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 155 頁 参 照 )。 
いか な る も の か を 分 か っ て いな い 、 と 


GN 


EN や 
に = とっ を El 
NR に ORPA 
ひと rc gE 


ON KG 


と 9) SS 
te 


2 
A 


それ ゆえ 


ー ム * 章 21-22、 識 別 章 17-19、 


章 67-68、 サ バア 章 31-33、40-41 も 参照 。 


7 高 壁 章 298 が の 


40. 本 当 に われ ら * の 御 徴 ! を 中 冬 ば わり し 、 そ 
れ に 対し て 秦 り 高ぶる 者 た ち 、 彼 ら に は 天 
の 門 が 開き 放 た れる こと は な い ?。 そし て 彼 
ら は 、 ラ クダ が 針 の 穴 を 通る まで 、 天 国 に 
人 る こと は な い の だ 。 同様 に われ ら * は 、 
罪悪 者 た ち に 報い る の で ある 。 


41. 彼ら に は 地獄 の 寝床 が あり 、 その 頭上 か ら 
は ( 炎 の ) 接 い が ある 。 その よう に われ ら 
* は 、 不 正 * 者 た ち に 報い る の だ 。 


42. 信仰 し 、 正 し い 行 い * を 行う 者 た ち ーー わ れ 
ら * は 人 に 、 そ の 能力 以上 の も の を 負わ せな 
い 一 一 、 そ れ ら の 者 た ち は 天国 の 民 と な 
る 。 彼ら は そこ に 永遠 に 留まる の だ 。 


43. ま た 、 わ れ ら * は 彼ら の 胸中 に ある 、 憎 し 
み の 念 を 一 掃 す る 3。 彼 ら の 下 か ら は 河川 
が 流れ て もり 、 彼ら は (こう ) 言う の だ 。 
「 私 た ち を こ こ へ と 導 導い て 下さ っ た ア 
ラー* に 、 称 賛 * あ れ 。 Pe 
べく も な か っ た の だ 、 も し アッ ラー* が 私 
た ち を お 導き 下さ ら な か っ た な ら ば 。 我 
ら が 主 * の 使徒 7 たち は 真理 と 共に 、 確か に 
到来 し た の で ある 」 。 そし て 、 彼 ら に は 呼 
び か けら れる 。「 そ の 天国 は 、 あ な た 方 が 
行っ て いた こと と ゆえ 、 あ な た 方 に 引き 継が 
され た * の だ 」。 


ja 


NN 
LT 


こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


Wy 


の 
下 


が 許さ れる (アル = ブ ハ ー リ ー6535 参照 )。 


対 『 縛 


Be IS NS 
EG EN 4 SN 
We A EN 

Oia NG HS 


ンー ン メン ン ーッ ババ 
IEP I ND 
DN GL A, 


os Na HS 
Fa a CENICE 
DTA Gh 


PE JAI 
NIG Bf 2 
CR ER 
I 
NR NE 


と の 「 御 徴 」 と は 、 ア ッ ラ ー の 唯一 性 * を 示す 様々 な 証拠 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 155 頁 参 照 )。 
EE 前 に お いて は その 行い が 、 死 後に は 魂 そ の も の が 天 に 受け 入れ られ る こと が な い 、 と い 


元 者 た ち は 復活 の 日 *、 天国 と 地獄 の 間 の アー チ で 止め られ 、 現世 で の お 互い に 対す る 不 
の 清算 を つけ させ られ る 。 そ し て 正 さ れ 、 清 い 状 態 に な っ た 後に 、 初 め て 天国 に 入る こ 


国 を 「 引 き 継が され た 」 と いう 表現 に つい て は 、 マ ル ヤ ム * 章 63 の 訳注 を 参照 。 
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44. 天国 の 民 は 、 地 獄 の 民 に (とう) 呼び か け | oD 
る 。「 私 た ち は 確か に 、 我ら が 主 * が 私 た ち SI SI IE IE TS 
に 約束 され た も の が 真実 だ と : 見 上 田 し た 。 そ I 
れ で あな た 方 は 、 あな た 方 の 主 * が あな た 方 OE も 
に 約束 され た も の が 真実 だ と 見 出し た の 
か ?」 彼ら (地獄 の 民 ) は 言う 。「 え え (、 
見 出し まし た と も ) 」。 そ し て 呼び か ける 
者 が 、 彼ら の 中 に (こう) 呼び か ける 。「 不 
正 * 者 た ち に アッ ラー* の 呪い ! あ れ 」。 
45. (彼ら は 、 自 分 た ちと 人 々 を ) アッ ラー* | 区 FRE IIEN 
の 道 か ら 阻 み 、 そ れ (その 道 ) を 捨 じ 曲 げ OE I 
よう と する 者 た ち 。 そ し て 彼ら は 、 来 世 を 
否定 する 者 た ちな の で ある 。 

46. (天国 の 民 と 地獄 の 民 の ) 両者 の 間 に は 、 障 RE I GR 
壁 2 が ある 。 そし て 高 壁 き の 上 に は 、 (両者 EC 
いずれ の こと も 、 その 目印 に よっ て 知る 者 た イリ (あの まで は (の 
ちがい る *。 彼 ら は 天国 の 民 に 、 (こう ) 中 

び か ける 。「 あ な た 方 に 平安 を 4」 。 彼ら ( 高 馬 
の ER) は 、 (自分 た ち も 天 国 に 入る こと を ) 
所 望 し つつ も を 、 (まだ ) そこ に 入れ ず に いる 。 

47. また 、 彼 ら ( 高 壁 の 民 ) の 目 が 地獄 の 民 の NSS ba * 
方 に 向け られ る と 、 彼 ら は (こう ) 言う 。 OE TT EN 
「 我 ら が 主 * よ 、 私 た ち を 不正 * 者 で ある 民 
と 一 緒 に は し な いで 下さ い ! 」 

1 「 ア ッ ラ ー* の 呪い 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 88 の 訳注 を 参照 。 

2 て と の 障壁 が 、 す な わ ち 高 壁 の こと で ある 、 と され る ( ム ヤ ッ サ ル 156 頁 参 照 )。 一説 に こ 

れ は 、 鉄 章 13 に 登場 する 壁 の こと (アッ ニタ バリ ー5 : 3517 参照 )。 


3 


天国 の 民 の 「 目 印 」 と は 、 


4 


顔 の 美 し さ と 


ビー7:212 参照 )。 


この 「 高 壁 の 民 」 は 、 現世 で の 善行 と 悪行 が 同等 で や っ た た め 、 天国 ・ 地 獄 の いずれ に 入る 
こと も 許さ れ て は いな い 者 た ちの こと と され る (イブ ン ・ カ スィ イィ ー ル 3:418-420 参照 )。 尚 、 
さ (イム ラー ン 家 章 107 参照 ) で 、 地 獄 の 民 の 
「 目 印 」 は 顔 の 醸 ( み に く ) さと 黒 さ (イム ラー ン 家 章 106 参照 ) で ある 、 と 言わ れる ( ア 
ル テ ク ルト ウゥ 


「 あ な た 方 に 平安 を 」 に つい て は 、 二 鳴 草 24 の 訳注 を 参照 。 


7 高 壁 章 300 つら と -Y 
48. また 高 壁 の 民 は 、 そ の 目印 に よっ て 知る 者 NG NE 


た ち ! に 呼び か け 、 (こう ) 言う 。「 あ な た 
方 が (現世 で ) 集め て いた も の も 、 あ な た 
方 が 思い 上 が っ て いた こと 2 も 、 (この 日 、 ) 
自分 自身 の 役に立た な か っ た で は な いか ? 


一 体 これ ら の 者 た ち ? は 、 . あ な た 方 が 『 ア 

ー* が 彼ら を 、 その 和合 か ら せ る と と 
な ど は な い 』 と 、 替 っ て いた 者 た ち で は な い 
の か ?」( ア ッ ラ ー* は 仰せ られ る 。 ) 「 ( 計 
の 民 よ 、 ) 天国 に 入る が よい 。 あな た 方 に は 頂 
れ も な けれ ば 、 悲 し むこ と も な い ?」。 


50. 地獄 の 民 は 、 天国 の 民 に 呼び か ける 。 「 私 


51. 


た ちの 上 に 、 水 を いく ら か 注い で く れ ! 
ある い は 、 ア ッ ラ ー* が あな た 方 に 授け て 下 
さっ た 糧 の 内 か ら (、 何 か を ) ! 」 彼ら ( 天 
国 の 民 ) は 言う 。「 実 に アッ ラー* は 不信 仰 
者 * た ち に 、 そ れ ら を 禁じ られ た の だ 。 


(彼ら は 、) 自 2 分 た ちの 宗教 を 戯れ ご と や 遊 
興 と し 、 現世 の 生活 に 欺 か れ た 者 た ち 」 。 今 
日 われ ら * は 、 彼ら が 自分 た ちの (復活 の ) こ 
の 日 の 拝 調 を 忘れ 、 わ れ ら * の 御 徴 を 否定 し 
て いた よう に 、 彼 ら の こと を 忘れ て や ろう 5。 


ja 


oo 


不信 仰 者 * の 内 で も 、 そ の 指導 者 的 な 地位 
「 集 め て いた も の 」 と は 、 財 産 や 仲間 な ど 。 
の 信仰 と 、 真 理 を 受容 する こと に 対す る 思い 上 が り の こと (前 掲 書 、 同 ゆめ 


「 こ れ ら の 者 た ち 」 と は 、 現 世に お いて 弱く 、 貧 し か っ た 信仰 者 た ち 
貞 参 照 )。 家畜 草 53 と その 訳注 も 参照 。 


国 に 入れ て 下さ る こと (前 掲 書 、 同 頁 
「 怖 れ も な けれ ば 、 悲 し むこ と も な い 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 38 の 訳注 を 参照 。 
* の 拝 調 (は いえ つ ) を 「 忘 れ た 」 と いう の は 、 彼 ら が その た め に 現世 で 


れる (前 掲 書 、 同 
「 ご 慈悲 に 与 か ら 


彼ら が 、 復 活 の 


せる こと 」 と は 、 天 国 


ICU あっ 


0 OE < 

ピン 2 
お Sg EA NAS 
®oz 


TNL A EI 
BG 540 し cc 
OE EE HY 


EAP NGI 
A 6 人 5c2 
a A 


DS 


に あっ た 者 た ち ( ム ヤ ッ サ ル 156 頁 参照 )。 
「 思 い 上 が っ て いた こと 」 と は 、 


アッ ラー* 


の こと で ある 、 と さ 


参照)。 


(ほう き ) し た こと を 、 そ し て アッ ラー* が 「 彼 ら の こと を 忘れ る 」 と 
ょ 、 彼 ら を 地獄 に 置き 去り に する こと を 意味 する 、 と 言わ れる (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 
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52. われ ら * は 彼ら (不信 仰 者 ) に 、 わ れ ら * が | ee 


53. 


54. 


知識 と 共に 明らか に し た 、 信 仰 す る 民 へ の 
導き 、 慈 悲 で ある 啓典 (クル アー ン ?) を 、 
確か に も た らし た の だ 。 


一 体 彼 ら は 、 そ の 結末 ! を 待っ て いる だ け 
な の か ? その 結末 が や っ て 来る (復活 
の ) 日 *、 以 前 それ を 忘れ て いた 者 た ち 2 
は 、( こ う ) 言う の だ 。「 我 ら が 皇 * の 使徒 
* た ち は 、 真 理 と 共に 確か に 到来 し まし 
た 。 で は 、 私 た ち に 誰か (アッ ラー* の 御 
許 で の ) 執り 成 し 手 が お り 、 それ で 彼ら 
は 私 た ち に 執り 成 し て くれ る で し ょ う 
か ?3 ある い は 私 た ち は (現世 に ) 戻さ 
れ て 、 私 た ち が 行 っ て いた も の と は 違う 
(善い ) 行い を する (こと は 、 出来 ます ) 
で し ょ うか ?4」 彼ら は 確か に 、 自 分 自身 
を 損ね た の で ある 。 そ し て 彼ら が で っ ち 
上 げ て いた も の 5 は 、 彼 ら の 前 か ら 消え 失 
せ て し まっ た 。 


本 当 に あな た 方 の 詩 * は 、 諸 天 と 大 地 を 六 日 
間 で 創造 され 5、 そ れ か ら 御座 に 上 が られ た 


2 現世 で クル アー 


クル アー ン * の 中 で 彼ら 不信 仰 者 * に 警告 され て いた 、 懲 人 
ン * を 放棄 (ほう き ) し 、 信じ な か っ た 者 た ちの こと (前 掲 書 、 同 


DRA I 


I IE LY 

gi と っ I iS 2 
Gig oie 
cs 


EE 


の こと ( ム ヤ ッ サ ル 157 頁 参 照 )。 
参照 )。 


ュ グ 


3 復活 の 日 * の 「 執 り 成 し 」 に つい て は 、 雌 牛 章 48、 マ ル ヤ ム * 章 87、 タ ー・ ハ ー 章 109 と 
その 訳注 を 参照 。 

4 いざ 復活 の 日 * (ある い は 死 ) が 到来 する と 、 彼 ら は 現世 で の 猫 予 を 求め た り 、 自 分 た ち 
現世 に 返し て くれ る こと を 頼ん だ りす る 。 だ が 、 も ちろ ん それ は 叶わ な い 。 家畜 草 27-28、 
イブ ラー ヒー ム * 章 44、 信 仰 者 た ち 章 99-100、 ア ッ ニ サジ ダ * 章 12、 創成 者 * 37、 赦し 
深い お 方 章 11-12、 相 談 章 44、 偽 信者 Ne 11 も 参照 。 

5 現世 で 、 彼 ら が アッ ラー* と 並べ て 崇拝 * し て いた も の の こと ( ム ヤ ッ サ ル 157 真 参照)。 

6 「 六 日 間 で の 天地 創造 」 に つい て は 、 詳 細 に され た 章 9-12 と その 訳注 も 参照 。 
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55. 


56. 


87. 


! ア ッ ラ ー* で ある 。 か れ は 夜 を 昼 に 暫 わ せ 
られ (、 昼 を 夜 に お 入れ に な ) る ?。 そ れ は 
(互い に ) 相手 を せわ し な く 求 め る 3。 また 
(か れ は ) 太陽 も 月 も 星々 も 、 その ご 命令 
に よっ て (か れ が お 望み の 者 に ) 奉仕 させ 
られ る も の (と し て 、 お 創り に な っ た ) 。 
か れ に こそ 、 (全て の ) 創造 と ど 命令 は 
する の で は な いか ? 全 創 造物 の 主 * ア ッ 
ラー* は 、 祝 福 に あふ れ た お 方 よ 。 

(信仰 者 よ 、 ) あな た 方 の 主 * こ お それ 思 
りつ つ 、 密か に 祈る の だ 。 本 当 に か れ は 、 財 
を 越す 者 た ち を お 好き で は な い の だ か ら 。 * 


また 地上 で 、 (使徒 "が 遣わ され て ) そこ が 
正 さ れ た 後 、 腐敗 "を 働い て は な ら な い 。 そ 
し て ( ア ッ ラ ー* の 懲 貞 を ) 怖 れ 、 (その 符 
美 を ) 望み つつ 、 か れ に 祈る の だ 。 本 当 に 
療 を 尽く す 者 5 た ち 


ア ッ ラー* の ご 慈悲 は 

の 商 放 に ある の だ か ら 。 
か れ は その ご 慈悲 ( 雨 ) の 前 触れ に 、 吉報 
を 告げ る 風 を 送ら れる お 方 。 や が て それ は 
( 雨 を 江 え た ) 重厚 な 雲 を 運び 、 わ れ ら * 


1 


いい 】 


w 


「 御 座 (アル シュ )」 は そもそも アラ ビア 語 で 、 


交代 する と いう 


4 全て の 物事 に お いて 、「 度 を 越す こと 」 は 禁じ られ る 。 


祈っ た り 、 祈 願 を 誇張 し た り 、 そ の 声 を 上 げ 3 


サ ァ ディ ー291 頁 参照 )。 


5 


「 療 を 尽く す 者 」 


寝台 の 意 。 
被 造物 で ある 、 と 言わ れる 。「 御 座 に お 上 り に な る 」 と 
に ?」 と 問わ ず 、 そ の 行為 を 他 の 被 造物 の 行為 と 同相 
せ ず に その まま 受け 入れ る の が 、 
バ ガ ウ ィ ー2:197、 イ ブン ・ カ スィ ー ル 3:426-427 参 
イム ラー ン 家 章 27 の 、 同 様 の くだ り に 関す る 訳注 を 参照 。 
お 互い に 遅れ る こと な く 、 素 早く 3 


ま の も の と 見 な すこ と な く 、 ま た 耕 定 
先代 の 模範 (も は ん ) 的 な ムスリム * た ちの 手法 (アル = 
照 )。 


> CC NN i 
3 GS 2 3 
mm A NNE 


eid 


CS se (も も る 3 


& み 3 EN ヴ ウ 


て ン を と ター 


RN bs No 
移る GS NT FS 
Ct 4 a 人 0 


っ 


アッ ラー* の 御座 は 最も 偉大 な 
` ヽ う 表 現に 関し て は 、 そ れ を 「 い か 


こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 3:427 参照 )。 


アッ ラー* に 対し て 不適 切な こと を 


ee その 内 の 一 つ (アッ = テ 


に つい て は 、 密 蜂 章 128 の 訳注 を 参照 。 
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は それ を 死ん だ 大 地 : へ と 導く 。 そ し て 、 SNE NN 
われ ら * は それ で ( 雨 ) 水 を 降ら せ 、 そ れ に の の た か 


よっ て あら ゆる 果実 を 生ま れ 出 させ る 。 同 
様 に われ ら * は 、 あな た 方 が 教訓 を 得 る よう 
に と 、 死 者 を (人 蘇 ら せ て 墓 か ら ) 引き 出 
す の で ある 。 


58. 善い 土地 は 、 その 主 * の お 許し に より 、 そ の | co3u.2E8 る と id5 
(善い ) 植物 が 生え る 。 そ し て 悪性 の も の BN LN EE 
(、 そ こ か ら ) は 粗悪 な も の し か 生え な い TO 
2。 同様 に われ ら は 感謝 する 民 に 対し 、 御 徴 
を 多彩 に 示す の だ 。 


59. われ ら * は 確か に 、 ヌ ー フ * を その 民 に 遣わ | 2363.as% 
し た 3。 彼 は 言っ た 。「 我 が 民 よ 、 アッ ラー | 3 が 
* (の み ) を 桂 挫 * す る の だ 。 あ な た 方 に は ( 
か れ の 外 に 、 崇拝 * す べき も の な ど な い 。 本 
当 に 私 は 、 あ な た 方 に 対し 、 偉 大 な (復活 
の ) 日 の 懲 祖 (が 襲い か か る の ) を 怖 れ て 
いる の だ 」。 


60. 彼 の 民 の 内 の 、 有 力 者 た ち は 言っ た 。「( ヌ | 2 ゅ Go306 
ー フ * よ 、 ) 本 当 に 私 た ち は ま さ に 、 あな た Os 


が 紛れ も な い 迷 い の 中 に ある と 思う 」。 
61. 彼 (ヌー フ は 言っ た 。「 我 が 民 よ 、 私 は RT 
迷っ て な どい な い 。 だ が 私 は 、 全 創造 物 の SN 
主 * か ら の 使徒 * な の だ 。 


1 枯れ 果て て 植物 の 育た な い 土地 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 158 頁 参照 )。 

2 信仰 者 の 心 は クル アー ン * が (し ) み 込 め ば 、 そ れ を 信仰 し 、 そ こ に 信仰 心 が 定着 する 。 
だ が 不信 仰 者 * の 心 は クル アー ン * が 入っ て 来 て も 、 そ の ご 利益 に 与 か る こと な く 、 信 仰 が 
定着 する こと も な い 。 そ し て そこ に 残存 する の は 、 無 益 な も の だ け な の で ある (アッ = テ タ 
バリ ー5:3543 参照 )。 ま た 同様 の 警 (た と ) えと し て 、 埋 鳴 章 17 も 参照 。 

3 ヌー フ * と その 民 の 間 の 出来 事 に つい て は 、 フ ー ド * 章 25-48、 信 仰 者 た ち 章 23-30、 詩 人 
た ち 章 105-122、 整 列 者 章 75-82、 月 章 9.17、 ヌ ー フ * 章 な ども 参照 。 
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62. 私 は 我 が 主 *" の お 言 伝 を あな た 方 に 伝え 、 あ I St 
な た 方 に 忠 言 する 。 そし て 私 は アッ ラー* A GA 


に よっ て 、 あ な た 方 が 知ら な いこ と を 知っ 
て いる の だ 。 


63. 一 体 あな た 方 は 、 自 分 た ちの 皇 * か ら の 教 訓 | I 
が 、 自 分 た ちの 内 の 一 人 の 男 に 到来 し た こ EC けし 5 し 12 
と を 、 驚い て いる の か ? Mi 彼 が の 5 と たと る 
あな た 方 に 警告 し 、 あな た 方 が 異 れ *、 そし 
て あな た 方 が 慈 し まれ る よう に 、 iis 
な の だ 」。 

64. そし て 彼ら は 彼 (ヌー フ *) を 嘘つき 呼ば わ | No を 65S 
り し 、 われ ら * は 彼 と 、 彼 と 共に あっ た 者 た 人 
ち を 船 で 救い 、 わ れ ら * の 御 徴 を 嘘 呼ば わ bc Ne 
り し た 者 た ち を 油 れ させ た 。 本 当 に 彼ら 
は 、 盲 目 ! の 民 だ っ た の だ か ら 。 

65. ま た アー ド * に は 、 そ の 同胞 フー 本 A EAR 
し た ) %。 彼 は 言っ た 。「 我 が 民 よ 、 5 ちと さじ も 
ー* (の み ) を 崇拝 * す る の だ 。 "00 ⑨6 上 % 
は か れ の 外 に 、 崇拝" すべ きも の な ど な い 。 

一 体 、 あ な た 方 は (アッ ラー* を ) 異 れ * な 
い の か ?」 

66. 彼 の 民 の 内 の 、 不 信仰 だ っ た 有力 者 た ち は PE NIR I 
言っ た 。「 (フー ド * よ 、) 本 当 に 私 た ち は 、 RIG RR 
まさ に あな た が 愚か さ の 中 に ある と 思う 。 あっ og 
そし て 本 当 に 私 た ち は 、 あ な た が まさ し く 
嘘つき の 類 い だ と 思う の だ 」。 

1 「 盲 目 」 に つい て は 、 睦 和牛 章 7、 家 畜 章 50、 フ ー ド * 章 20、24、 巡 礼 * 草 46 と その 訳注 

2 アー ド * と その 民 に 起こ っ た こと に つい て は 、 フ ー ド * 章 50-60、 詩 人 た ち 章 123-140、 

MD 13-16、 砂 丘 章 21-26、 月 章 18-22、 真 実 章 1.8、 暁 章 6-14 な ども 


の Oo 
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67. 


68. 


69. 


70. 


Th 


彼 (フー ド ) は 言っ た 。 「 我 が 民 よ 、 私 は 
愚か 者 で は な い 。 だ が 私 は 、 全 創造 物 の 主 
から の 使 私 な の だ 。 


る 。 私 は 、 1 の 
な の だ 。 


一 体 あ な た 方 は 、 あな た 方 の 主 * か ら の 教訓 
が 、 あな た 方 に (アッ ラ * の 懲 前 を ) 暫 砲 和 
すべ く 、 自分 ) た ちの 内 の 一 人 の 男 に 到来 し 
た こと を 驚い て いる の か ? か れ ( ア ッ ラ 

ー*) が あな た 方 を ヌー フ * の 民 の 後 の 継承 
者 と され 、 あ な た 方 の 肉体 に 強大 さ を 上 乗 
せ さ れ た こと を 、 思 い 起 こす が よい 。 な ら 
ば 、 あな た 方 が 成功 する よう 、 アッ ラー* 
の 恩 徳 を 思い 出す の だ 」 o 


彼ら は 言っ た 。「 (フー ド * よ 、 ) あな た は 、 
私 た ち に ア ッ ラー* だ け を 昧 拝 * さ せ 、 私 た 
ちの ご 先祖 様 が 崇め て いた も の を 捨て 去 
ら せ る た め に や っ て 来 た の か ? な ら ば 、 
あな た が 私 た ち に 約束 する も の ! を 、 私 た ち 
に も た ら し て みよ 。 も し あな た が 、 正 直 者 
の 類 い で ある と いう な ら ば (、 だ が ) 」。 


彼 (フー ド *) は 言っ た 。「 あ な た 方 の 主 * 
か ら の 機 れ ? と お 徐 り は 、 あ な た 方 に 対し て 
既に 下っ て いる 。 一 体 あ な た 方 は 、 自 分 た 
ちと 自分 た ちの 先祖 が 名 付け た 名 前 3 に お 
いて 、 私 と 議論 する と 言う の か ? アッ ラ 


中 5 


1 懲罰 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 159 頁 参照 )。 
2 この 「 根 れ 」 と は 、 懲 罰 の こと と され る (前 掲 書 、 同 


3 いか な る 神 性 


| 
に SD ば の お 12 Pi は く で = 
NC SN 3 


イィ 


So 


” 4 Ct えと 
Ce ER 2 > Ct 


AC 4 うる OM と っ 


ン . 


ks 


イン ン そ ン > ン 


eC 
KISS TE 
RU Q すく 1 と そく も 
SR 
Dk Nt 


ー294 頁 参 照 )。 


参照 )。 


も 有 し て いな い の に 、 彼 ら が 神 と 名 付け て いた 偶像 の こと (アッ ニテ サ ア ディ 
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72. 


ー* は それ ら (の 崇拝 ツ に 、 い か な る 正 
当 な ) 根拠 も 下さ れ な か っ た の だ 。 な ら ば 、 
あな た 方 は (自分 た ち に 懲 凡 が 下る の を ) 
待つ が よい 。 実に 私 も 、 あ な た 方 と 共に ( そ 
れ を ) 待つ 者 の 一 人 と な る か ら 」。 
こう し NN 
慈悲 に 、 彼 と 彼 と 共に あっ た 者 た ち を 
OC 信仰 者 で 
は な か っ た 者 た ち を 一 人 残さ ず 根 こそ ぎ 
に し た 


yg また サム ー ド * に は 、 その 同胞 サー リ フ * を 


(遣わ し た ) '。 彼 は 言っ た 。「 我 が 民 よ 、 
アッ ラー* (の み ) を 崇拝 本 する の だ 。 あ な 
た 方 に は か れ の 外 に 、 岩 拝 * す べき も の な ど 
な い 。 あ な た 方 の 主 * か ら の 明 証 ? は 、 確か 
に あな た 方 の も と に や っ て 来 た の だ 。 こ れ 
は あな た 方 へ の 御 徴 と し て の 、 アッ ラー* 
の 雌 ラ クダ ? で ある 。 ゆ え に そ れ を 放っ て お 
き 、 ア ッ ラ ー* の 地 で 食べ る が まま に させ 


* る を し て それ に 寄 を 及ぼ すこ と で 、 自 
分 た ち に 痛烈 な 懲罰 を 襲い か か ら せ て は 
な ら な い 。* 


js 


ww 


サー リフ * と その 民 の 間 の 出来 事 に つい て は 、 フ ー ド * 章 60-68、 
詳細 に され た 章 17-18、 月 章 23-32 な ども 参照 。 
明 す る も の の こと ( ム ヤ ッ サ ル 159 


詩人 た ち 章 141-159、 帳 章 45-53、 


計 参 照 )。 


司 


「 明 証 」 と は 、 サー リフ * が 伝達 する こと の 正 し さ を 証 


「 ア ッ ラ ー* の 雌 ラ クダ 」 と いう 表現 に つい て は 、 
する 訳注 を 参照 


ャ ーー ーッ ンー タン ーー 


ビ 24< デル スン そし 5 ROSA 
ER SC 


アル = ヒジ ュ ル 章 80-84、 


アル テヒ ジュル 章 29 の 「 わ が 魂 」 に 関 


サム ー ド * の 民 は サー リフ * に 対し 、 彼 が 預言 者 * で ある こと の 証明 と し て 、 岩山 か ら 子 を 学 


(は ら ) ん だ 巨大 な 雌 ラ クダ を 出す よう 要求 し た 。 サ 


ー リ フ * は 民 が 信 1 


する と いう 誓約 ( せ 


いや く ) を させ た 上 で 、 そ の 奇跡 を 行っ た が 、 彼 ら は 信じ な か っ た 。 彼 は 、 人 々 と 雌 ラ ク 


ダ が 、 一 日 ど と に 交 代 で 水 を 飲む こと を 命じ る 。 語 
ン ・ カ スィ ー ル 3:440-441 参照 )。 


詩人 た ち 章 155、 月 章 28 も 参照 (イブ 
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74 また 、 か れ (アッ ラー や が あな た 方 を ア 
ー ド * の 後 の 継承 者 と され 、 あ な た 方 を そ 
の 地 に 住ま わせ た こと を 思い 起こ す の 
だ 。 あ な た 方 は その 平地 を 城郭 と し 、 山 
を くり ぬい て 住居 と し て いる 。 な ら ば 、 
アッ ラー* の 恩 徳 を 思い 出す の だ 。 腐敗 * 
を 働く 者 と な っ て 、 地 上 で 退廃 を 広め て 
は な ら な い 」。 


75. 彼 の 民 の 内 の 高慢 だ っ た 有力 者 た ち は 、 
抑圧 され た 者 た ち で ある 、 彼 ら の 内 の 信 爺 
し た 者 に 言っ た 。 「 一 体 あ な た 方 は 、 サ ー 
リフ * が その 主 * か ら 遣 わ さ れ た 者 だ と ( 実 
際 に ) 知っ て いる の か ?」 彼 ら (信仰 者 た 
ち ) は 言っ た 。「 私 た ちこ そ は 、 彼 が 携え 
て 遣わ され た も の へ の 、 信 仰 者 な の で す 」。 


76. 高慢 だ っ た 者 た ち は 言 っ た 。「 私 た ちと そ 
は 、 あ な た 方 が 信じ た も の に 対す る 否定 者 
で ある 」。 

77. こう し て 彼ら は 雌 ラ クダ の 脆 を 切り !、 自 分 
た ちの 主 * の ご 命令 に 反抗 し て 2、 (こう ) 
言っ た 。「 サ ー リ フ * よ 、 あ な た が 私 た ち に 
約束 する も の (竹久 ) を 、 も た らし て みよ 。 
も し あな た が 、 使 徒 * の 一 人 で ある な ら ば (、 
だ が ) 」。 


し まる いっ ゆ を = や 
DS 2 9 5 Pe 
OLR 
A 

DTI 3 


と ルス EE も oh 
Sas A 
2 Ka hd NG 


2 


1 「 膝 を 切っ た 」 と は 、 つ まり 居 ( ほ ふ ) る こと の 間接 的 表現 。 ラ クダ を 層 ( ほ ふ ) る 時 に 
は 、 ま ず 足 の 腫 を 切っ て か ら そ うし た こと に よる (アル テバ ガウ ィ ー2:207 参照 )。 

2 雌 ラ クダ が 水 を 飲む 日 、 人 々 は その 乳 を 心 行く まで 飲む こと が 出来 た 。 し か し 彼ら の 家畜 
が 、 餌 を 求め て 自由 に 往来 する 巨大 な 雌 ラ クダ を 怖がる の と 、 彼 ら 自 身 が 水 を 毎日 占有 し 
た いと いう 望み 、 そ し て サー リフ * へ の 不信 感 な どか ら 、 雌 ラ クダ を 殺す こと で 全員 一 致し 
た 。 雌 ラク ダ を 層 っ た の は 一 人 で あっ た が 、 こ うし た 背景 か ら 「 彼 ら 全 員 が 層 っ た 」 と い 
う 表 現 が 用 いら れ て いる (イブ ン ・ カ スィ ー ル 3:440-441 参照 )。 
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78. こう し て 彼ら を 激 選 が 捕らえ '、 彼 ら は 朝 、 っ 5 と 5 和え 352 し 633 
その 地 で 笑っ 伏し て (死ん で ) いた 。 Do 

79. そし て 彼 ( サ ー リ フ わ は 彼ら の も と を 去り 、 RAS 
(こう ) 言っ た 2。「 我 が 民 よ 、 私 は 確か に os 
あな た 方 に 我 が 主 * の お 言 伝 を 伝え 、 あな た REI rt 
方 に 忠告 し た ぞ 。 し か し あな た 方 は 、 忠告 
者 た ち を 好ま な い の だ 」。 

80. ま た 、 ル ー ト * が その 民 に (こう ) 言っ た 時 | し = O38 と 
の こと (を 思い 出す の だ ) 3。「 一 体 あな た の の と シン 
方 は 、 00 


81. 


82. 


83. 


前 に は 行わ な か っ た 本 行 * に 、 手 を 染 
と いう の か ? 


本 当 に あな た 方 は 女性 を 差し お いて 、 欲望 
ゆえ に 男性 に 赴 こ う うと し て いる ?。 い や 、 
あな た 方 は 度 を 越し た 民 で ある 」 o 

彼 の 民 の 答え は 、 (この よう に ) 言う こと 
だ け で あっ た 。 「 彼 ら を あな た 方 の 町 から 
追放 する の だ 。 本当に 彼ら は 、 潔癖 ぶっ た 
人 々 な の だ か ら 」。 


とこう し て われ ら * は 彼 と 、 彼 の 妻 を 除く その 
家族 を 救っ た 。 彼 女 は 残っ (て 減 ! まさ れ ) 
た 者 た ちの 一 人 と な っ た 。 


— 


to 


説 が ある 。 ア ッ テ タ バリ ー* (5:3566 参照 )、 
a て いる 。 
3 彼 と その 民 の 間 に 起 こっ た 話 に つい て は 、 フ ー ド * 章 77-83、 


人 た ち 章 160-175、 里 章 54-58、 昌 


m 


〇 


サム ー ド * に 下さ れ た 懲罰 の 詳細 に つい て 
この 言葉 は 、 サ ムー ド * の 民 に 懲罰 が 下る 前 の こと で あっ た と いう 説 と 、 後 で あっ た と いう 
アル = クル トゥ ビー 


は 、 頻 出 名 ・ 


「 醒 行 」 に つい て は 、 密 蜂 章 90 の 訳注 を 参照 。 


つま り 男 色 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 160 頁 参照 )。 
この 「 町 」 に つい て は 、 フ ー ド * 章 81 の 訳注 


を 参照 


o 


ws eo RF oe 


2 Hr 2 


OO ウツ イプ で 和束 


の と 
A 

語 解説 の 「 サ ムー ド *」 の 項 を 参照 。 
* (7:242 参照 ) ら は 、 


アル テヒ ジュ ル 章 61-77、 詩 


味 章 28-35、 月 章 33-40 も 参照 。 


(Ad 309 esa v 
放り 省 い だ 。 重夫 才 た ちの 把 当 が 、 いか な NESE 
る も の だ っ た か を 見 る が よい 。 に 


85. 


86. 


87. 


また マ ド ウ ヤン * に は 、 そ の 同胞 シュ アイ ブ 
* を ( 壮 わ し た ) '。 彼 は 言っ た 。 「 我 が 民 
よ 。 アッ ラー* (の み ) を 崇拝 * す る の だ 。 
あな た 方 に は か れ の 外 に 、 崇 拝 * す べき も の 
な ど な い 。 あ な た 方 の 壮 * か ら の 明 証 ? は 、 
確か に あな た 方 の も と に や っ て 来 た の だ 。 
な ら ば 井 と 笠 * を 全う し 、 人 々 に 対し 、 彼 
ら の も の (権利 ) を 損ね て は な ら な い 。 ま 
た 地上 で 、 (使徒 * が 遣わ され て ) そこ が 正 
され た 後 、 腐敗 * を 働い て は な ら な い 。 それ 
、 あ な た 方 に と っ て より 善い の で ある 。 
も し 、 あ な た 方 が 信仰 者 で ある と いう な ら 
ば (、 だ が ) 。 


また (人 々 を ) 戚 帳 し 、 アッ プー を 人情 呈し 
a それ を 失 じ 曲げ 
よう と し て 、 道 々 に 立ち は だ か っ た り し て 
は な ら な い 。 そ し て あな た 方 が (以前 ) 無 
勢 だ っ た の を 、 か れ が 増やし て 下さ っ た 時 
の こと と を 思い 出す の だ 。 そ し て 腐敗 を 働く 
者 た ちの 結末 が いか な る も の だ っ た か を 、 
見 る が よい 。 

も し あな た 方 の 内 の 一 派 が 、 私 が 携え て 
遣わ され た も の を 信じ 、 別 の 一 派 が 信じ な 
か っ た と し て も 、 ア ッ ラ ー* が 私 た ちの 間 


1 シュ アイ ブ * と その 
176-191、 
「 明 証 」 と は 、 シ ュ ア イブ * が 伝達 する こと の 正 し さ を 証明 する も の の こと 


2 


曲 昧 章 36-37 も 参照 。 


161 真 参照)。 


3 


「 井 と 租 」 に つい て は 、 家 畜 章 152 の 訳注 を 参照 。 


③ ムジ を っ いい じ を っ 


に の すら ひと っ も 2 MD 
CAGE IES 
A 
SE 


~ sz 


CL 


SS 
トッ 0 うい 

ン 』 a 
る っ To (スン 所 
SS Sl 


cs と る を 


民 の 間 に 起こ っ た こと に つい て は 、 フ ー ド * 章 84-95、 詩 人 た ち 音 


( ム ヤ ッ サ ル 
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に ご 裁決 を 下さ れる まで 妨 ド す る の だ 。 De 
か れ は 裁き 手の内 で も 、 最 善 の お 方 な の だ 
か ら 」。 

88. 彼 の 民 の 内 、 (信仰 に 対し て ) 高慢 だ っ た A RN 
有力 者 た ち は 言 っ た 。「 シ ュ アイ ブ プ * よ 、 私 PO 
た ち は 必 ず や あな た と 、 あ な た と 共に 信仰 IE I 
し た 者 た ち を 、 私 た ちの 町 か ら 追放 し よ ot 
う 。 さ も な くば 、 あ な た 方 は 絶対 に 私 た ち 8 

の 宗教 に 戻る の だ 」 。 彼 (シュ アイ ブ $ は 
言っ た 。「 た と え 私 た ち が 、 (その よう な 
宗教 を ) 毛嫌い し て いた と し て も か ? 

89. ア ッ ラ ー* が 私 た ち を そこ か ら お 救い 下さ で る (OM 
っ た 後 、 あ な た 方 の 宗教 戻っ た り し た Gt の の 1 
ら 、 私 た ち は アッ ラ ー* に 対し て まさ に 嘘 を CPP 
提 造 し た こと に な っ て し まう 。 そ し て 我ら SG HF os 
が 主 * ア ッ ラ ー* が (そう ) . お 望み に な ら な る を ER 
い 限 り 、 私 た ち が そ こ に 戻る こと は あり 得 
な い 。 我ら が 主 * は (その ) 知識 で 、 全て の 
も の を 綱 羅 され て いる の だ か ら 。 私 た ち 
は 、 アッ ラー* の み に 全 て を 委ね * た 。 我ら 
が 六 よ 、 和 た ちと 我ら が 民 の 問 を 真理 に よ 
っ て ご 裁決 下さ い 。 あ な た は 裁決 者 の 中 で 
も 、 最 善 の お 方 で あられ ます 」。 

90. 彼 の 民 の 内 、 不 信仰 で あっ た 有力 者 た ち は | gao る So 365 
言っ た 。「 も し も シュ アイ ブ * に 従っ た ら 、 も 
そう すれ ば 実に あな た 方 は 、 ま さ し く 損失 
者 と な ろう 」。 

91。 そ し て 彼ら を 激 圭 が 捕らえ 2、 彼ら は 朝 、 そ | $oesz5dbzc25 和 おじ る 55 


の 地 で 突っ 伏し て (死ん で ) いた 。 


1 この 「 ど ご 裁決 」 と は 、 彼 ら に 警告 され て いた 懲罰 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 161 
2 マ ド ゥ ヤ ン * を 滅ぼし た 懲罰 に つい て は 、 


参照 )。 


詩人 た ち 章 189 の 訳注 を 参照 


7. 高 璧 章 311 っ LM) と -V 
92. シュ アイ ブ * を 嘘つき 呼ば わり し た 者 た ち RS 
は 、 あ た か も そこ に 暮らし て は いな か っ た | @ e268 
か の よう で あっ た !。 シ ュ フ アイ ブ * を 嘘つき 
呼ば わり し た 者 た ちこ そ が 、 損失 者 だ っ た 
の で ある 。 

93. そし て 彼 (シュ アイ ブ $) は 彼ら の も と を 去 GUY 
り 、 (こう ) 言っ た 。 「 我 が 民 よ 、 私 は 確 IL 
か に あな た 方 に 我 が 主 * の お 言 伝 を 伝え 、 あ Oa Ek 
な た 方 に 忠告 し た ぞ 。 な ら ば 、 ど うし て 不 
信仰 な 民 の こと で 、 私 が 心痛 ませ る こと が 
あろ うか ?」 

94。 わ れ ら * が 預言 者 * を 町 に 遣わ す 時 ? に は 決 CET EIT 
まっ て 、 その 住民 を 陸 負 や 災難 で 捕らえ た EE 
も の だ っ た 。 (それ は ) 彼ら が 、 お それ 在 
まる よう に する た め だ っ た の だ 。 

95、 そ れ か ら わ れ ら * は 、 逆 境 を 順 境 に と っ | あ を を 3 の 2 
て 換え た 。 や が て 彼ら が (身体 的 に も 経済 NE IIE 
的 に も ) 潤い 、 「 私 た ちの ご 先祖 様 た ち に OT EE EA 
も 確か に 、 災 難 と 順 境 が 訪れ た も の な の 
だ 3」 な ど と 言い 出し た と ころ で 、 わ れ ら * 

は 彼ら が 気付 か ぬ 内 に 突然 、 彼 ら を 懲 六 で 
捕らえ た の だ 。 

96。 そ し て 、 も し 町 々 の 住民 が 信仰 し 長 れ * た な | 29 を 人 8 
ら 、 わ れ ら * は 彼ら に 天 と 地 か ら の 祝福 * を NEN ET 

1 一 人 残ら ず 全 滅 し 、 生 活 の 痕跡 も な く な っ た た め ( ム ヤ ッ サ ル 162 頁 参 照 )。 

2 預言 者 * の 使命 と は 、 ア ッ ラ ー* の み の 崇 拝 * へ と 招き 、 シ ルク * を 禁じ る こと で ある (前 掲 


書 、 同 頁 参 照 )。 
3 アッ ラー* は 彼ら が お それ 曳 ま り 、 
れ た 。 


し か し 彼ら は それ に 気づか ず 、 そ れ が 』 


ま 培 する よう に と 


、 順 境 と 逆境 に よっ て 彼ら に 試練 を 与え ら 
単なる 世 の 習 い だ と 思い 、 い ずれ の 試練 に も 成功 


し な か っ た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 3:450 参照 )。 同 様 の アー ヤ * と し て 、 家 畜 章 42-44 も 参照 。 


イダ ー ウ ィ ー3:43 参照 )。 


全て の 善き も の の こと 。 あ る い は 天 か ら の 雨 と 、 作 物 な どの 大 地 の 恵 かのこ と (アル = テバ 


7. 高 壁 章 312 LN -V 


解き 放っ た だ ろう 。 し か し 彼ら は 、 ( わ ee BR 
れ ら * の 使徒 * ら を ) 嘘つき 呼ば わり し た 。 る 


ゆえ に われ ら * は 、 彼ら が 稼い で いた も の 
! ゆ え 、 彼 ら を (前 で ) 捕らえ た の だ 。 


97. 一 体 、 ( 在 信仰 な ) 町 々 の 住民 は 、 彼 ら に 直 


が ( 和 夜 ) 眠っ て いる 間 に 、 われ ら * の 猛威 Co すく 
2 が 彼ら に や っ て こない と 安心 し て いた の 
か ? 


98. また 一 体 、 (不信 仰 な ) 町 々 の 住民 は 、 | に を 3S 
彼ら が 朝 ふ ざけ て いる 時 に 、 わ れ ら * の 猛 ラン デラ 
人 OR 
威 が 彼ら に や っ て こない と 安心 し て いた 9 の 
の か ? 


2 で 


99. 一 体 、 彼 ら は アッ ラー* の 策 課 * か ら 安全 だ | ラン シ ン 3s と っ 2 は 
と で も いう の か ? (彼ら は 間違え て い RE IP 
る 、) と いう の も ア ッ ラ ー* の 策謀 か ら 安 
全 だ と 思い 込む の は 、 損 失 者 で ある 民 に 
外 な ら な い の だ か ら 。 


100. (過去 の ) その 住民 の (滅亡 ) 後 、 そ の 
地 を 引き 継ぐ 者 た ち に は 、 ま だ 明らか に 
な っ て いな い の か ? も し われ ら * が 台 
め ば (彼ら の 先 人 た ちと 同様 ) 、 その 罪 ゆ 
え に 彼 ら を ( 罰 に よっ て ) 掌握 し た の だ 
と いう こと が ? われ ら * は その 心 を 閉 
じ 、 そ れ で 彼ら は 聞こ えな く な っ て し ま 
っ た の だ も 


1 不信 仰 や 罪 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 163 頁 参 照 )。 

2 この 「 猛 威 」 と は 、 懲 罰 の こと (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 

3 「 ア ッ ラ ー* の 策謀 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *182-183 と その 訳注 を 参照 。 ま た 、 雌 
の 訳注 も 参照 。 

4 雌牛 章 7 の 訳注 も 参照 。 


7 高 壁 章 313 SL V 
101。 そ れ ら の 町 々 、 わ れ ら * は それ ら の 消息 の CE REN 


内 か ら 、 (使徒 * よ 、 ) あな た に 語っ て 聞 
か せる 。 彼ら の 使徒 た ち は 明 証 ! を 携え 

て 、 彼 ら の も と に 確か に 到来 し た が 、 彼 
ら は 以前 に (真理 を ) 嘘 呼ば わり し て い 
た こと ゆえ 、 (使徒 * た ちの も た らし た も 
の を ) 信じ る べく も な か っ た <2。 同様 に 、 
アッ ラー* は 不信 仰 者 * た ちの 心 を 閉じ て 
し まう 3 の で ある 。 


SR A 
2 レッ し っ 


る イィ ンタ 


⑤ AI EN 


102. また われ ら * は 、 彼ら の 大 半 に 契約 4( の 遵 i 
守 ) を 見 出さ な か っ た 。 そ し て 実に われ 
ら は 、 彼ら の 大 半 が まさ し く 放 逸 な 者 た 
ち で ある こと を 見 出し た の で ある 。 

103。 それ か ら わ れ ら * は 彼ら の 後 、 ムー サー* を CR FI 
われ ら * の 御 徴 と 共に 、 フ ィ ル アウ ン * と そ AB A 
の (配下 の ) 有力 者 た ち に 遣わ し た 。 そし TA et 
0 . そ れ ら に 対し て 不正 * を 働い た 

。 な ら ば 腐敗 * を 働く 者 た ちの 結末 が いか 

な る も の だ っ た か を 、 見 て みる が よい 。 

104. ムー サー* は 言っ た 。 「 フ ィ ル ア ウン は 、 私 ご 205 つら 
は まさ に 全 創 造物 の 主 * か ら の 使徒 * で す 。 

105. 私 は アッ ラー* に 対し 、 真実 以外 は 喋ら KEI oo 
な いこ と が 相応 し い の で す 。 私 は あな た とっ 5 る 
方 に 対し て 確か に 、 あな た 方 の 主 * か ら SPs 
の 明 証 を 携え て 来 ま し た 。 な ら ば イス 

1 この 「 明 証 」 と は 、 使 徒 #* た ちの 正直 さ を 示 す 証 拠 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 163 頁 参 照 )。 

2 同様 の アー ヤ * と し て 、 家 畜 章 110 と その 訳注 も 参照 (アッ = ニ サ アァ ディ ー298 頁 参照 )。 

3 雌牛 章 7 の 訳注 も 参照 。 

4 この 「 契 約 」 に つい て は 、 雌 和牛 凍 27 の 訳注 を 参照 (アッ = ニ サ アァ ディ ー298 頁 参 照 )。 ま た 

一 説 に 、 こ れ は アー ヤ \*172 に 言及 され て いる こと を 指す (イブ ン ・ カ スィ ー ル 3:453 参照 )。 


mh 


つま り 、 そ れ ら の 御 徴 (奇跡 ) を 否定 し 、 信 じ な か っ た ( ム ヤ ッ サ ル 163 頁 参 照 )。 
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ラー イー ル の 子 ら * を 、 私 と 共に 自由 に 


し で 下 き いり 。 
106. 彼 (フィ ルアウ ン ” は 言っ た 。「 も し 、 Es を 
あな た が 御 微 を 携え て 来 た と いう の な ③ os と を っ 


ら 、 そ れ を 披露 し て みよ 。 も し 、 あ な た 
が 本 当 の こと を 言っ て いる と いう の な ら 
ば 《。 だ が ) 」。 


107. それ で 彼 (ムー サー や は 、 自分 の 杖 を 投 OS EA 
げた 。 する と 、 どう で あろ う 、 それ は 紛れ 
も な い 一 匹 の 大 蛇 と な っ た 。 


108. また 、 彼 が 自分 } の 手 を ( 懐 に 入れ て か ら ) OT PI 
出す と 、 ど うだ ろう 、 それ は 観衆 (の 前 ) 
に 白く な っ て 現れ た 。 


109. フィル アウ ン * の 民 の 内 の 有力 者 た ち は 、 
言っ た 。「 本 当 に こと れ は 、 ま さ に 習熟 し 
た 魔術 師 で す 。 

110. 役 は あな た 方 を 、 あ な た 方 の 土地 か ら 追 
い 出 そう と の 魂 肌 な の で す 」。 (フィ ル 
アウ ン * は 、 有 有力 者 た ち に 言っ た 。) 「 あ 
な た 方 は 、 私 に 何 を 命じ る の か ?」 


111. 彼ら (有力 者 た ち ) は 、 言 っ た 。「 彼 と BN IIE 
その 兄 (ハー ルー ン *) ? の こと は 後 回 し に Sa 
され て 、 (ムー サー* に 対抗 する た め の 訂 
術 師 た ち を ) 召集 する 者 た ち (兵隊 ) を 、 
町 々 に お 遣わ し 下さ い 。 


1 アッ ラー* の 崇拝 * の た め に 自由 に し ( ム ヤ ッ サ ル 164 頁 参 照 )、 エ ジ プ ト か ら 聖 な る 地 へ 
と 旅 立 た せる こと (アル = テバ ガウ ィ ー2:218 参照 )。 当 時 の イス ラー イー ル の 子 ら * の 抑圧 
(よく あつ ) され た 状況 に つい て は 、 雌 和牛 章 49 と その 訳注 を 参照 。 

2 ムー サー* は 、 フ ィ ル アウ ン * と その 民 を ア ッ ラ ー* の 教え に 招く に あたり 、 ハー ルー ン * が 

彼 の 助っ人 と な る こと を アッ ラー* に 求め た 。 詳 し く は 、 タ ー・ ハ ー 章 29-32、 詩 人 た ち 章 

12-13、 物 語 章 34-35 を 参照 。 


過 
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112. (そう すれ ば 、) 彼ら は あな た の も と に 、 Oo 
ちら ゆる 習 符 し た 廃 術 師 を 参上 させ る 
こと で し ょ う 」 o° 

ii3。 そし て 、 魔 術 師 た ち は フ ィ ル アウ ン * の | GB 
も と に 到着 し た 。 彼 ら は 言っ た 。「 本 当 $、 ン 5 を っ 


に 私 た ち に は 、 ま さ し く ご 褒美 が あり ま 
す (で し ょ うか ) 。 も し 、 私 た ち が ( ム 
ー サ ー* に ) 勝利 し た な ら ば 」。 


114. 彼 (フィ ルアウ ン や は 言っ た 。「 あ あ 。 DTN SG 
そし て 本 当 に あな た 方 は 、 き っ と ( 我 が ) 
側近 の 仲間 と な ろう 」。 

115. 彼ら (魔術 師 た ち ) は 、 言 っ た 。「 ム ー サ この AMG 
ー* よ 、 あ な た が ( 先 に 杖 を ) 投げ る か 、 そ 6 
0 


116. 彼 (ムー サー は 、 言 っ た 。「 あ な た | 。W っ 直志 < ン 1 誠人 36 
方 が 投げ る が よい 」 。 それ で 彼ら が ( 継 や RE CT Tr yy 
杖 を ) 投 げた 時 、 彼 ら は 人 々 の 目 に 魔術 を 
か け ^、 彼ら を 戦 便 さ せ た 。 そ し て 彼ら は 


変 な 魔術 を 披露 し た の だ 。 

Ii7.。 わ れ ら * は 、 ム ー サ ー* に 啓示 し た 。「 あ | のみ SW3u2edNONe み 9E と も * 
な た の 枕 を 投げ よ 」。 そ し て ( 彼 が そう kk oR 
する と ) 、 どう で ある ろう 、 それ は 彼ら が 
まや か す も の を 呑み 込ん で し まう 。 


se 


Ii8. こ うし て 真実 は 明らか に な り 、 彼 ら の 行 | @③ つ 9 し Oy 
っ て いた こ と は 無駄 に な っ た 。 


ii9。 そし て 彼ら (フィ ルアウ ン * と その 仲間 A A TO A PA 
た ち ) は そこ で 敗北 を 喫し 、 惨め に 引き 
下がり 、 


1 フィ ルアウ ン * が 魔術 師 た ち を 集結 させ 、 ム ー サ ー* と 魔術 師 た ち に 決戦 させ た こと に つい 
て は 、 コ ユー ヌス * 章 79-.82、 タ ー・ ハ ー 章 57-73、 詩 人 た ち 章 34-51 も 参照 。 
2 この 「 魔 術 」 の 内 容 に つい て は 、 タ ー・ ハ ー 章 66 を 参照 。 
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120. 


121, 


122. 


23。 


124. 


125. 


126. 


魔術 師 た ち は 、 サ ジ ダ * し つつ 崩れ 落ち 
た 1。 


彼ら (魔術 師 た ち ) は 、 言 っ た 。 
ち は 全 創造 物 の 主 * を 信 じ ま し た 。 


「 私 た 


ムー サー* と ハー ルー ン * の 主 を 」 a 


フィ ルアウ ン * は (魔術 師 た ち に ) 、 
言っ た 。「 私 が あな た 方 に 許可 を 出す 
前 に 、 あ な た 方 は 信じ た (の か ) 。 本 
当 に これ は まさ し く 、 あな た 方 が 町 で 、 
その 住民 を そこ か ら 追 放す べく 企ん だ 
策謀 で ある 。 な ら ば 、 あ な た 方 は きっ 
と ( 自 2 分 た ち が 受 ける ! 凛 を 、 ) 知る こ 


と に な ろう フ 【e】 
私 は 必ず や あな た 方 の 手足 を 交互 に 切り 
落と し 、 そ れ か ら 全員 磁 に し て や る 」。 
彼ら (魔術 師 た ち ) は 、 言 っ た 。「 実 に 
私 た ち は 、 我ら が 主 * の 御 許 へ と 戻り 行く 
身 な の で す 。 


そし て あな た が 私 た ち ち を 答 め る の は 、 我 
ら が 主 の 御 微 が 到来 し た 時 fF 、 私 た ち が そ 


れ を 信じ た が ゆえ に 外 な り ま せん 。 我ら 
が 主 よ 、 私 た ち に (多く の ) 妨 * を お 注 
ぎ 下 さい 。 そ し て 私 た ち を 服従 する 者 ( ム 
スリ ム * と し て 、 お 召し 下さ い %」 。 


= 


sj 


アッ ラー* の 御 力 の 偉大 さ を 


魔術 師 で あっ た が 、 


ー5:3597-3598 参照 )。 


ON 


TR 


A i RC 
NIR 
EES 


ES A 
Re 4 の 


6 際 和 0 
0 0 


の 当たり に し て 、 か れ に 対し サジ ダ * し た ( ム ヤ ッ サ ル 164 
参照 )。 魔 術 に つい て 最も よく 心得 て いる 彼ら は 、 ム ー サ ー* の 行っ た こと が アッ ラー* 
に よる 御 微 で や る こと を 、 最 も よく 理解 し た の だ っ た (アッ = ニ サ アァ ディ ー299 
彼ら は 実際 に 、 信 仰 者 と し て 絢 教 (じゅ ん きょう ) する こと に な っ た 。 彼 ら は 昼 始め に は 
昼 の 終わ り に は 列 教 者 と な っ て いた 、 


生 参 照 )。 


ュ グ 


と 言わ れ て いる (アッ ニテ タ バリ 
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127. フィ ルアウ ン * の 民 の 内 の 有力 者 た ち 


128. 


129. 


は 、 (フィ ルアウ ン * に ) 言っ た 。「 一 
体 あ な た は 、 ム ー サ ー* と その 民 が ( エ 
ジ プ ト の ) 地 で 腐敗 * を 働き 、 あ な た 
と あな た の 神々 2 (の 崇拝 う を 放棄 す 
る まま に され る の で すか ?」 彼 (フィ 
ルアウ ン *) は 言っ た 。「 私 た ち は 彼 ら 
の 男児 は 殺し まく り 、 女 児 は 生か し て 
お こう 。 本 当 に 私 た ち は 、 彼 らち の 上 に 
君臨 する 者 な の で ある 」。 * 

ムー サー* は その 民 に 言っ た 。「 ア ッ ラ 
ー* に ご 助力 を を い 、 忍 硬 * せ よ 。 本当に 
大 地 は 、 アッ ラー* の も の な の だ か ら 。 か 
れ は それ を その 僕たち の 内 、 か れ が お 望 


み の 者 に 引き 継が され る の で ある 。 そ し 
て (よき ) 結末 は 、 散 虚 * な 者 た ち に ある 


の だ 」。 


彼ら (イス ラー イー ル の 子 ら ? は 、 
ー サ ー* に ) 言っ た 。 


が 私 た ちの と ころ に 来る 前 も 、 人 


( ム 
「 私 た ち は 、 あ な た 


1 ンジ ンー の ネイ ィ ン 
RN つめ Mo J65 
HIN LS $3 


SE Sens 
Ry IEE CA A 2 


GG Gd nlc i 
hii Fe dG 


vd マタ ン 


と 2 きか 2 の うー と 
私 た ちの と こと ころ に 来 て か ら も 、 害さ れ @S イン と 2 
SE 0 
1 彼ら に と っ て 、 エ ジ プ ト の 宗教 を 、 ア ッ ラ ー* だ け を 崇拝 * す る 宗教 へ と 変え る こと は 「 腐 


敗 *」 以外 の 何 も の で も な か っ た ™* ッ サ ル 165 
「 神 々 」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 
フィ ルアウ ン * は 、 ム ー サ ー 
注 を 参照 ) が 、 
ー ル の 子 ら * の 抑圧 と いう 彼 の 意図 と は 裏腹 に 、 
(イブ ン ・ カ スィ ー ル 3:460 参照)。 


ムー サー*\ 到 来 前 と 到来 後に イス ラー イー ル の 子 ら * が 受け た 


*127 と その 訳注 を 参照 ( ム ヤ ッ サ ル 165 


参照 )。 


ュ グ 5 


ュ グ 


* の 誕生 前 に も これ と 同様 の こと を し た (雌牛 章 49 と その 訳 
その 結果 は 彼 の 思惑 と は 逆 の も の と な っ た 。 そ し て この 
彼 と その 軍勢 の 破滅 と いう 結果 に 終わ る 


参照 )。 


計 も 、 イ スラ ー イ 


「 人 迫害 」 に つい て は 、 ア ー ヤ 


7. 高 壁 章 318 LY, -V 


130. われ ら * は フィ ルアウ ン * の 一 族 を 、 彼 ら I IE “CES 


な た 方 の 主 * は 恐らく 、 あ な た 方 の 敵 を 滅 
ば ぼ し 、 あな た 方 を (エジプト の ) 地 に お 
ける 継承 者 ! と され 、 あな た 方 が いか に 行 
うか を ご 覧 に な る で ある ろう 2」。 


ン 


が 教訓 を 得る べく 、 里 能 と 果実 の 不作 (と OE TIN 
いう 試練 ) に よっ て 確か に 捕 ら 移 た 。 3 


131. そし て 彼ら は 、 自 分 56 順 境 が 訪れ た oS ES 


132. 彼ら は 言っ た 。「 私 た ち を それ で 魔術 に GAS 


時 に は 、 「 私 た ち に こ 、 こ れ は (当然 i 


の 権利 と し て ) 層 す る の で ある 」 と 言い 、 て 9 
も し 災難 が 彼ら を 襲え ば 、 ム ー サ ー* と 彼 @Su1sY ze 
と 共に ある 者 を 、 不 吉 が っ た 43。 本 当 に 彼 


ら の 不吉 の も と は 、 ア ッ ラー* の 御 許 に あ 
る 5 の で は な いか 。 二 6 し 彼ら の 大 半 は 、 
分 か ら な い の だ 。 


か け (、 フ ィ ル ア ウン * の 宗教 か ら 音 きけ) の oo 近い 
よう と し て 、 どん な 御 微 を 披露 し た と し 
て も 、 私 た ち は あ な た の こと を 信じ た り 
は し な い ぞ 」。 


1 


IO 


w 


た 


131 


「 継 承 者 」 に つい て は 、 雌 牛 章 30 の 訳注 を 参照 。 

彼ら の 土地 を 継承 し た 後 、 彼ら が 感謝 深い 者 た ちと な る か 、 ある い は 恩 知 ら ず の 不信 仰 者 * 
に な る か を ご 覧 に な る 、 の 意 ( ム ヤ ッ サ ル 165 頁 参照 )。 

夜 の 旅 章 101 と その 訳注 も 参照 。 
「 不 吉 に 思う (タタ イヤ ル )」 は 、「 鳥 (タイ ル )」 と いう 語 か ら 派 生 し た 語 。 ジ ャ ー ヒ リー 
ヤ * で は 鳥 の 動向 で 吉兆 (きっ ちょ う ) を 占う 習慣 が あり 、 そ れ が 転じ て 、 全 て の 「 不 吉 に 
思わ れる 物事 」 に 対し 、 こ の 表現 が 用 いら れる よう に な っ た (イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 9:65-66 
参照 )。 

あな た 方 に 降り か か る 災難 は 、 全て アッ ラー* の 定め と ご 裁決 に よる も の 、 あな た 方 の 罪 と 
不信 仰 に よる も の で ある 、 と いう 意味 ( ム ヤ ッ サ ル 166 頁 参 照 )。 あ る い は 、 順 境 で も 逆 
境 で も 、 あ な た 方 に 訪れ る 全て の も の は 、 ア ッ ラ ー* か ら の も の で ある 、 と いう 意味 (アル 
テバ ガウ ィ ー2:223 参照 )。 


7 高 壁 音 ブ 319 \ っ Le と -Y 

133. それ で われ ら * は 彼ら に 洪水 、 イ ナ ゴ 、 重 、 a a 
星 、 血 を 、 断続 的 な 御 徴 と し て 送っ た と 5 と rb ちち 
する と 彼ら は (信仰 に 対し て ) 礁 り 高 ぶ の トブ ec 
り 、 罪 深い 民 で あり 続け た の だ 。 

134. そし て 彼ら に ( 六 の ) 制裁 が 下さ れ た 時 、 NG を ST 
彼ら は 言っ た 。 | ムー サー“ よ 、 私 た ち SE 
の た め 、 あ な た の 主 * に 、 か れ が あな た I EIR NES 
に 約束 され た も の 2 で 祈っ て くれ 。 も し Ed 
も 、 あな た が 私 た ちか ら この ( 彰 の ) 制 我 
を 取り 除け て くれ た な ら 、 私 た ち は 必 
ず や あな た の こと を 信じ 、 必ず や あな 
た と 共に イス ラー イー ル の 子 ら * を 行か 
せ て や ろう 」。 

135、 それで 、 彼 ら が 行き 着く こと に な っ て い EC そう sci2 る っ 5 
る (次 の 全 六 の 到来) 時 期 まで 、 われ ら * が TCR 
彼ら か ら ( 六 の ) 制裁 を 取り 除け て や る 
と 、 ど う で あろ う 、 彼 ら は (約束 を ) 破 
る の だ 。 

136. それ で 、 われ ら * は (定め られ た 彼ら の 破 


滅 の 時 期 が 来 た 時 、 ) 彼ら に 報復 し 、 彼 
ら を 海原 に 潤 れ させ た 3。 と いう の も 、 彼 


jas 


IN) 


cw 


NE 
(oO NG 


まず 大 雨 に より 作物 が 全滅 する と 、 フ ィ ル アウ ン * の 民 は 、 イ スラ ー イ ー ル の 子 ら * を ムー 


サー* と 共に 脱出 させ る こと を 条件 に 、 災難 の 
ん だ (アー ヤ * 134 参照 )。 ム ー サ ー* が 祈る と それ は 止ん だ が 、 


除去 を アッ ラー* に 祈る よう 、 ムー サー* に 頼 


彼ら は 約束 を 破っ た ( ア 


ー ヤ * 135 参照 )。 そ の 後 豊作 を 迎え た が 、 今度 は イナ ゴ が 送ら れ 、 作 物 は 再び ほぼ 全滅 す 


る 。 これ も 同様 に し て ムー サー* の 祈り に よっ て 止ん だ が 、 彼ら は また 約束 を 破っ た 。 
度 は 起 が 送ら れ 、 残 り の 作物 も 全滅 し た 。 そ の 後 も 同様 に 峠 が 送ら れ て 彼ら の 住居 に 
だ わっ た り し た が 、 役 ら の 不信 仰 と 嘘 は 止 


で 今 
侵入 し た り 、 ま た 彼ら の 水 と いう 水 が 全 て 血 に 変 


まな か っ た (アッ = テ タ バリ ー5:3607-3608 参照 )。 


つま 


この 情景 の 描写 と し て 、 ユ ー ヌ ス * 章 90-92、 タ ー・ ハ ー 章 77-78、 
霧 章 


り 悔 悟 す れ ば 、 制 


23-24 も 参照 。 


裁 を 解除 し て も ら え る と いう 約束 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 166 


それ 


参照 )。 


詩人 た ち 章 61-66、 煙 


7. 高 壁 章 


320 


ls, a -V 


137, 


139. 


ら は われ ら * の 御 微 ! を 嘘 呼ば わ も 。 で 
れ に 対し て 無頓着 な 者 た ち だ っ た か ら で 
ある 。 


われ ら * は 抑圧 され て いた 民 (イス ラー イ 
ー ル の 子 ら *) に 、 わ れ ら * が 祝福 し た そ 
の 土地 2 の 東方 と 西方 を 引き 継が せ た 。 イ 
スラ ー イ ー ル の 子 ら * に 対す る あな た の 
主 * の よき 御 言葉 が 、 彼 ら が 忍耐 * し た こ 
と ゆえ に 完遂 され た の だ 。 そ し て 、 わ れ 
ら * は フィ ルアウ ン * と その 民 が 作り 上 げ 
て いた も の と 、 築き 上 げ て いた も の を 破 
壊し た の で ある 。 


. われ ら * は 、 イ スラ ー イ ー ル の 子 ら * に 海 


を 渡ら せ た 。 そ し て 彼ら は 、 自分 た ちの 
偶像 に 秦 仕 し 続け る 民 の と ころ に 出 く わ 
し た 。 彼ら (イス ラー イー ル の 子 ら ?) は 
言 つ た 。 「 ム ーー サー* 寺 、 彼ら に 神々 ? が あ 
る よう に 、 私 た ち に も 神 (の 偶像) を 一 
つ 、 こ し ら え て くれ 」。 彼 (ムー サー 
は 言っ た 。「 本 当 に あな た 方 は 、 無 知 な 
民 で ある 。 


実に これ ら の 者 た ち は 、 (シル ク * と いう ) 
その 状況 が 滅ぼさ れる (こと に な る ) の 
で あり 、 そ の 行っ て いた こと は 無 に 帰す 
(こと に な る ) の だ か ら 」。 


= 


sj 


この 「 御 徴 」 は 、 ム ー サ ー* の 
シャ ー ム 地方 (現在 の シリ ア 、 


Gr 
0 SO EA 
I EC 
i so 
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ね Or 


1 ン ン 


AL ウン タ 2 の 5 
③$ つ た る 2 っ 


CM ちょ る 


数 々 の 奇跡 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 166 頁 参 照 )。 
パレ スチ ナ 周 辺 地 域 ) の こと (前 掲 書 、 同 


参照 )。 エ ジ プ 


ト と シャ ー ム 地方 の こと 、 と いう 説 も ある (アル テバ ガウ ィ ー2:226 参照 )。 


w 


この 「 御 言葉 」 と は 、 物 汗 間 5-6 に ある 
5:3618 参照 )。 


内 容 の こと で ある 、 と 言わ れる (アッ ニタ バリ ー 


4 「 作 り 上 げ て いた も の 」 と は 建物 や 農場 な ど 、「 築 き 上 げ て いた も の 」 と は 城郭 な どの こと 
で ある 、 と 言わ れる ( ム ヤ ッ サ ル 166 頁 参 照 )。 


5 「 神 々 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 


7. 高 壁 章 321 ご Le ちと -Y 
140. 彼 (ムー サー や は 言っ た 。「 一 体 私 が 、| と る の AA ス 人 0 
あな た 方 に 対し 、 アッ ラー* 以 外 の も の を SAE 
宮 と し て 撲 する と で も いう の か ? か れ 
は あな た 方 を 、 全 創 造物 の 上 に お 引き 立 
て に な っ た ! と いう の に 」 o 
141。 (イス ラー イー ル の 子 ら * よ 、) われ ら * が SS 
あな た 方 を 、 フ ィ ル アウ ン * の 一 族 か ら 救 と SE る っ いづ 
い 出 し た 時 の こと (を 思い 起こ す が よ い )。| と 535 多 =4 つ 5 お る 5 
彼ら は あな た 方 に 過酷 な 懲 誤 を 味わわ OI 
せ 、 あな た 方 の 男児 は 殺し まく り 、 女児 は - 
生か し て お いた 。 そこ に は 、 あな た 方 の 主 
* か ら の 偉大 な 試練 が あっ た の だ 。 
142. われ ら * は 、 ム ー サ ー* と 三 十 夜 を 約束 し (に A EI CIE 
た 。 そし て われ ら “ は 、 それ を ( 更 な る ) 3 BD EI 
十 夜 で 完遂 し 、 彼 の 主 * の 定め られ た 期間 づき 聞き あの 
は 四 十 夜 ? と tal し た 。 ム ー サ ー* は そ | る op 0 っ は 5 
の 兄 ハ ー ル ー ン * に 、 (こう ) 言っ た 。 「( 私 
の 不在 中 、 ) 我 が 民 の ! で 私 の 代理 を 務め 
て くれ 。 そし て (彼ら の 状態 を ) 正す の 
で あり 、 腐敗 * を 働く 者 た ちの 道 に 従っ て 
は な ら な い 」。 
143、 そし て ムー サー が われ ら の 定め た 時 に や っ NG を と れい 
て 来 て 、 か れ の 主 が 彼 に 語り 給 うた * 時 、 彼 | 35906 し 駅 こう 
(ムー 1 は 申し ト げ た 。「 我 が 主 よ 、 RS 
\ 」 O \ は 1 Co we うる し ~~ et 
うと CS 
な た が 、 わ れ を 見 る こと は 出来 な い 。 だ が 、 2 
1 「 全 創造 物 の 上 に お 引き 立て に な っ た 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 47 も 参照 。 
2 「 四 十 夜 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 51 の 訳注 を 参照 。 
3 同一 文 、 あ る い は 連続 し た 文章 に お ける 人 称 の 転換 に 関し て は 、 食 卓 章 12 の 訳注 参照 の 
と と 。 
4 家畜 章 103 と 、 そ の 訳注 も 参照 。 


7. 高 壁 章 322 LY, -V 
その 山 を 見 る の だ 。 そ し て 、 も し それ が そ ER IGEE 
の 場 に し っ か り と 留まっ て いる の な ら 、 あ A 
な た は われ を 見 る で あろ う !」 。 そ れ で 、 彼 
の 皇 が 山 に お 姿 を お 見 せ に な る と 、 か れ は 
それ を 粉々 に され 、 ムー サー は 気絶 し て 倒 
れ た 。 そ し て 意識 を 取り 戻す と 、 彼 は 申し 
上 げた 。 「 あ な た に 称え * あ れ ! 私 は 、 あ 
な た に 悔 倍 し まし た 。 そ し て 私 は 、 ( 我 が 
民 の 内 の ) 信仰 者 の 先駆 け で す 」 時 

i44。 か れ は 仲 せら れ た 。「 ム ー サー* よ 、 本 当 の LS 
に われ は 、 わ が 言 伝 と わが 言葉 ? で 、 あ な OEIC 
た を 人 々 の 上 に 選りすぐっ た 。 な ら ば 、 0 

DN 
われ が あな た に 授け た も の * を 手 に し (て 、 wob2 
それ を 遵守 し ) 、 感 謝 す る 者 の 一 人 と な 
る の だ 」。 

145. わ れ ら * は 彼 (ムー サー や の た め 、 ( 宗 OPRO 
教 に お いて 必要 な ) 全て の 物事 を 、 つ ま る be A 
り 訓 成 と 、 全 て の も の の 詳細 * を 、 板 の っ Mk 和み ES3 

i に 記し た 。 な ら ば それ を 真 加 に 受け 取 
か ) ン る Wf 
り 5$、 あ な た の 民 に 命じ て 、 そ の 最善 の の os 
も の を 行わ せよ 6%。 じ き に われ は 、 あ な 
1 つま り 、 ム ー サ ー よ り も 強く て 堅固 な 山 が 、 ア ッ ラ ー の お 次 を 前 に し て 確固 と し て 


いら れ た ら 


、 彼 も その お 姿 を 拝見 で きる だ ろう 、 


7:278 参照 )。 


Mv 


の 


m 


て 


「 言 伝 」 と は 、 人 々 を アッ ラー* の 教え へ と 招く 、 
ラー* が 直接 彼 に 語り か けら れ た と いう 特別 な 栄 益 の こと ( ム ヤ ッ 
ア 


つま り 、 
ー ラ ー* の こと 
「 真 麗 に 受け 
つま り 、 そ の 命令 を 実行 し 、 


ッ ラ ー* の ご 命じ に な っ た こと と 、 禁 じ ら れ た こと 


と いう こと (アル = クル トゥ ビー 


使徒 * と し て の 使命 。 


言葉 」 と は 、 ア ッ 
サル 168 頁 参照 )。 
参照 )。 


(前 掲 書 、 同 


法規 定 ・ 義 務 ・ 物 語 ・ 信 仰 教義 ・ 不 可視 の ] 
(前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 

取る 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 63 の 訳注 
禁令 を 避 ( さ ) け 、 
と 。 ある い は 、「 最 善 の も の 」 と は 義務 と 任意 の 


れ 以 下 の も の 」( ア ル テ ク ルト ッ ゥ ピー7.:282 参照 )。 


世界 * の 情報 な ど を 網羅 (も うら ) し た 、 


を 参照 。 


た と えと 訓 戒 を 熟慮 (じゅ くり ょ ) する 
服従 行為 で 、 そ の 他 の 合法 な 物事 が 「 そ 
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ls, a -V 


146. 


147. 


148. 


た 方 に 放 逸 な 者 た ちの 住ま い を 見 せ て 
や る か ら !。 


われ ら * は 、 不 当 に も 地上 で (われ ら * へ 
の 服従 に 対し 、 そし て 人 々 に 対し ) 秦 り 
高ぶる 者 た ち を 、 わ が 御 徴 ? (の 理解 ) か 
ら 遠 の け て し まお う 。 そ し て 彼ら は 、 い 
か な る 御 徴 を 目 に し て も 、 そ れ を 信じ る 
こと が な い 。 ま た 正 し さ の 道 を 目 に し て 
も 、 そ れ を 道 と し て 選ぶ と と も な い 。 
し て 誤り の 道 を 目 に すれ ば 、 そ れ を 首 

し て 選ん で し まう 。 そ れ と いう の も 、 
ら が われ ら * の 御 微 を 嘘 と し 、 そ れ に 無 順 
着 な 者 た ち だ っ た か ら な の で ある 。 
われ ら * の 御 徴 と 来世 に お ける 拝 調 を 中 
呼ば わり する 者 は 、 そ の 行い が 台無し に 
な っ て し まっ た の で ある 。 一 体 彼ら が ( 来 
世 で ) 報い を 受け る の は 、 自分 た ち が ( 現 
世 で ) 行っ て いた と と (に よる も の ) 以 
外 の 、 何 も の で も な い の で は な いか ? 
ムー サー* の 民 は 彼 の ( ア ッ ラ ー* と の 約束 
の た め の 出 発 ) 後 、 彼ら の 宝飾 品 か ら 
実 休 が あり 、 鳴き 声 を 有する 位 折 を 作り 出 
し た 3。 一 体 彼ら は 、 そ れ が 彼ら に 語り か 
け も し な けれ ば 、 彼ら を (よき) 道 に 導き 
も し な いこ と を 知ら な か っ た の か ? 彼 
ら は それ を (崇拝 * の 対象 と し て ) 選ん だ 
の で あり 、 彼ら は 不正 * 者 だ っ た の で ある 。 


SEEING ES 


3 SD DS DY 


Ga ob a 

I I 
5 こも お 
DA EI CE 


EAE ND 
op se cbs 
1 ン 

SO 


は 


a ES 
2 3 MP AZ 
ジン 23512 人 

© EI 


w 


1 来世 に お いて 、 彼ら の 内 の 、 ある い は 彼ら 以外 の シル ク * の 徒 の 行き 先 で ある 地獄 を お 見 せ に 


な る 、 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 168 頁 参 照 )。 


ほか に も 、「 エ ジ プ ト 」「 シ ャ ー ム 地方 (現在 


の シリ ア 、 パ レス チ ナ 周辺 地域 )」 と いっ た 解釈 な ども ある (アル = ニク ルト ウゥ ピー7:282 参照)。 


2 て 


3 


の 「 御 徴 」 と は 、 


参照)。 


この 時 の 状況 に つい て は ター・ ハ ー 章 83-98 に 、 


より 詳 


アッ ラー* の 偉大 さと その 法規 定 を ぶす 証拠 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 168 


細 に 描写 され て いる 。 
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149. 


150. 


そし て ( 企 生 の 崇拝 を ) 後悔 し !、 自 分 た 
ち が 確 か に 迷い 去っ て いた の を 知る と 、 
彼ら は 言っ た ?。「 も し も 我ら が 主 * が 私 た 
ち に ご 慈悲 を か け て 下さ ら ず 、 私 た ち を 
ね 赦し に な ら な けれ ば 、 私 た ち は 本 当 に 
損失 者 の 類 い と な っ て し まい ます 」。 


ムー サー* は 人 然 り 、 悲 し みつ つ 、 その 民 の 
も と に 戻っ て 来 た 時 3、 (こう ) 言っ た 。 
「 私 の (出発 ) 後に 、 あ な た 方 が 務め た 
我 が 代 役 の 何と 醒 悪 な こと か 。 一 体 あ な 
た 方 は 、 自 分 ) た ちの 主 * の 定め を 急い だ の 

か 4 ? 」 彼 は 碑 板 を 投げ *、 彼 の 兄 (ハー ル 
ー ン } の 頭 を つか ん で 自分 の 方 に 引 ぎ 寄 
せ た 。 彼 (ハー ルー ンカ は 言っ た 。 「 我 
が 母 の 息子 6 よ 、 本 当 に 民 は 私 を 軽 ん じ 、 

私 を 今にも 殺さ ん ば か り だ っ た の だ 。 だ 
か ら 、 私 (に 対し て あな た が する こと) 
ゆえ に 、 敵 を 喜ば せ た り し て は いけ な い 。 
そし て 私 を 、 不 正 * 者 で ある 民 と 一 緒 に は 
し な いで くれ 」。 


mm 


この 「 後 悔し た 」 は 、 直 訳 的 に は 「 
る 者 が 、 苦悩 ゆえ に 自分 


ッ ニ シャ ウ カ ー ニ ー2:352 参照 )。 


いい 】 


の 手 に 口 を つけ て 噛 (か ) お 様子 が 、 


36 2 A 
rr RIN Ne 
ee 


SN の 
PO 


分 た ちの 手 の 中 に 落と され た 」 と いう 表現 。 後 悔 す 


その 意味 の 由来 と され る ( ア 


これ は ムー サー* が アッ ラー* と の 語ら い を 終え 、 シ ナイ 山 を 降り て 民 の も と に 帰っ て きた 


後 の こ と で ある (アッ ニテ タバ リー5:3638-3639、 ム ヤッ サル 168 頁 参照 )。 


の 


た 


「 主 * の ご 命 
クル トゥ ピー7.288 参照 )。 
イブ ン ・ カ スィ ー ル * に よれ ば 、 大 


131 


この 「 怒 り と 悲し み 」 は 、 彼 が アッ ラー* か ら 、 
と を 知ら され た た め ( ム ヤ ッ サ ル 169 


令 も な いま ま に 、 


怒り ゆえ の こと で あっ た と し て いる (3:477 参照 )。 


oo 


ムー サー* と ハー ルー 
と に よっ て 、 よ り 相 ヨ 


5:3645 参照 )。 


ド の 学者 は 、 ム ー サ ー 


民 が サー ミリ ー に よっ て 不信 仰 に 走っ た こ 
参照 2。 詳 しく は 、 タ ー・ ハ ー 章 85 を 参照 

この 「 定 め 」 に は 、「 四 十 日 間 の 約束 (雌牛 章 51「 四 十 夜 」 の 訳注 を 参照 )」「 主 * の お 女 り 」 
仔 生 の 崇拝 * へ と 急い だ こと 」 と いっ た 解釈 が あら る (アル = 


* が 「 碑 板 を 投げ 」 た の は 、 民 へ の 


ン * の 父母 は 、 そ も そ も 同 一 。 こ の 言い 回 し は 、 母 親 を 前 面 に 出す こ 
F の 同情 を 引く た め の 修辞 的 表現 で ある と され る (アッ = タバ リー 
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Is. 彼 (ムー サー わ は 申し 上 げた 。「 我 が 主 kb So206 
も 私 と 我 が 兄 を お 赦し 下さ い 。 そし て NS eS OT ES 
私 た ち を 、 あ な た の ご 慈悲 の 中 に お 入れ 


152. 


153. 


154. 


下さ い 。 あな た は 慈悲 MO 
te 0 


本 当 に 仔牛 を (崇拝 * の 対象 と し て ) 選ん 


だ 者 た ち 、 彼 ら に は 、 彼ら の 主 * か ら の お 
怒り と 、 現 世 の 生 活 に お ける 辱め が 降り 
か か ろう 。 同様 に われ ら * は 、 (宗教 に お 


ける ) 提 造 者 た ち に 報い る の で ある 。 


そし て 悪行 を 犯し 、 そ れ か ら そ の (悪行 
の ) 後に 悔 悟 し て 信仰 する 者 た ち 、 本 当 
に あな た の 主 * は その ( 悔 悟 の ) 後 、 ( 彼 
ら に 対し て ) まさ し く 救 し 深い お 方 、 栗 愛 
深い * お 方 で あら れる 。 


ムー サー* の 怒り が 沈ま る と 、 彼 は 碑 板 を 
(再び ) 手 に 取っ た 。 そ の 写し に は 自分 
た ちの 辛 * こ そ を 慌 れ る 者 た ち へ の 導き 
と 、 ご 慈悲 が ある 。 


。 そし て ムー サー* は われ ら * と の 約束 の 時 


2 の た め 、 彼 の 民 か ら 七 十 人 の ( 秀 で た ) 
和男 た ち を 選ん だ 。 そ し て 彼ら を 激 圭 が 捕 
ら え た 3 時 、 彼 (ムー サー や は 申し 上 げ 
た 。「 我 が 主 * よ 、 も し あな た が お 望み な 
ら ば 、 あ な た は 彼ら と 私 を (これ ) 以前 


= 


sl 


に 悔 
参 ! 


w 


預言 者 *・ 使 徒 * の i 
彼ら の 内 の 愚か 者 が 仔 


圭 | の こと ( ム ヤ ッ サ ル 169 


サー* に 、 
これ に よっ て 彼ら は 死ん で し まっ た と され る (前 掲 書 、 


人 2 スン 


(の いら ょ る 


I 1 ELE 


ESO SAY 
@③ o> 


EOI IEE 


ーー 


1 


206 522 し る る JIS5 
DG I J 


りう 9559 ieSUE SM 
dr Ge 


イス ラー イー ル の 子 ら * の この 罪 が 招い た 結果 に つい て は 、 雌 牛 章 54 と その 訳注 を 参照 。 
誠 (な びゅ う ) 性 に つい て は 、 同 章 36 の 訳注 を 参照 。 

FE の 件 で 犯し た 罪 (アー ヤ *148 以降 参照 ) に 関し 、 
悟 す る た め 、 シ ナイ 山 に 赴 (お も む お ) く 「 約 束 の B 
照 )。 

一 説 に 、 こ の 激震 に よる 罰 の 原因 は 、 彼 ら が ムー 
言っ た せい で あり 、 


アバ ブー 


雌牛 章 55 に ある よう な 言葉 を 
同 真 参照 )。 
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156. 


157. 


に 、 (上 ) 滅亡 させ られ た は ず で す !。 
体 あ な た は 、 私 た ちの 内 の 愚か 者 た ち が 
し た こと ゆえ に 、 私 た ち を 滅ぼさ れる の 
で すか ? こと これ は 、 あ な た が それ に よっ 
て あな た が お 望み の 者 を 迷わ され 、 あな 
た が お 望み の 者 を お 導き に な る 、 あな た 
の 試練 に 外 な り ま せん 。 あな た は 私 た ち 
の 底 護 者 "で す 。 で すか ら 私 た ち を お 示し 
| 私 た ち に ご 慈悲 を お か け 下 さ 

。 あ な た は 落す 者 の 内 で も 、 最 善 の お 
a 


また 、 私 た ち に この 現世 に お いて 、 善 き 
も の を お 定め 下さ い 。 そ し て 来世 に お い 
て も ?。 本 当 に 私 た ち は 、 あ な た に 悔 悟 し 
た の で すか ら 」。 か れ (アッ ラー や は 爺 
せら れ た 。 「 わ が 懲 六 、 われ は それ で 、 
われ が 望む 者 を 襲う の だ 。 そ し て わが 
慈悲 は 、 あら ゆる も の に 広く 及 ん で いる 
われ は (われ を ) 胃 れ *、 浴 肝 を 払う 者 
た ち 、 わ れ ら * の 御 微 を 信じ る その 者 た ち 
に 、 そ れ (慈悲 ) を 定め よう 。 


(その 者 た ちと は 、) 彼ら (啓典 の 民 ? 
が 、 自 分 た ちの も と に ある トー ラー* と 
福音 * の 中 に 記さ れ て いる の を 見 出す と 


mm 


w 


イス ラー イー ル の 子 ら * の 内 、 選 り 抜 き の 七 十 人 が 死ん で し まっ た ら 、 ム ー サ ー* は 残っ た 


民 の と ころ へ 


以 
る 
現 
け 


( ム ヤ ッ サ ル 169 頁 参 照 )。 


戻っ て 行っ た 時 、 彼 ら に 何と 言い 訳し て いい か 分 
前 に 民 が 全滅 させ られ て いた ら 、 そ の 方 が むし ろ ム ー サ ー* に と っ て は まし だ っ た の で あ 


E し い 者 * に ご 


る 「 善 きも の 」 と は 、 ア ッ ラ ー* が 正 


サ ア ディ ー305 


還 


ミュ 人 多 


) か ら な く な る 。 も し 、 こ れ 


世 で の 「 普 きも の 」 と は 、 有 和 益 な 知識 、 豊 か な 糧 (か て )、 正 し い 行い * な ど 。 来 世に お 
意 さ れ た 褒美 の こと と され る (アッ 


この 「 兆 財 *」 は 、 義 務 の 浄 財 * と も 、 上 心 を 清め る こと 」 と も 、 あ る い は 、 そ の 両方 で ある 


と 


も され る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 3:483 参照 )。 
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OE 預言 者 "に 従う 者 RE FO 
ち 。 彼 は 、 彼 ら に 療 事 を 命じ て 悪事 を oo 2 2 ウッ 
さ 善 Es シン プ ィ と < 了 の 
" OO な と っ 60 お 
非 合 法 と する ま < 彼 は 彼ら の に の Ss の の! RS 
し か か っ て いた 重 課 と 柳 を 、 彼 ら か ら 取 と 
り 除 いて くれ る *。 彼 を 信仰 し 、 散 い 、 援 | 
助 し て 、 彼 と 共に 下さ れ た 光 * に 従う 者 た PE 
ち 、 そ れ ら の 者 た ちこ そ は 、 成 功 者 な の | あつ っ 


で ある 」。 


(使徒 * よ 、 ) 言っ て や る が いい 。「 人 々 
よ 、 本 当 に 私 は あな た 方 全員 へ の 、 アッ 
ラー* の 使徒 * で ある 6。 ( ア ッ ラ ー* は 、 ) 
か れ に こそ 諸 天 と 大 地 の 王権 が 届 す る お 
方 。 か れ の 外 に 、 哨 拝 * す べき も の な ど は 
な い 。 生 を 与え 、 死 を 与え られ る (お 方 ) 。 
アッ ラー* と 、 ア ッ ラ ー* と その 御 
言 じ る その 使徒 *、 中 


て 文盲 の 預言 者 
を 信じ 、 彼 に 従う の だ 。 あな た 方 が 導 か 
れる よう に する た め に 」。 
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トー ラー* と 福音 * の 中 で その 特徴 や 使命 に つい て 記さ れ て いる 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * の こ 


と ( ム ヤ ッ サ ル 170 頁 参 照 )。 雌牛 章 129「 使 徒 *」 の 訳注 、 
を 禁じ る 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 104 の 訳注 を 参照 。 

関わ ら ず 、 人 々 が 勝手 に 非 合 法 と 見 な し て 
そもそも アッ ラー* が 禁じ られ た に 


「 立 事 を 命じ て 悪事 


x 


こ で の 「 善 きも の 」 と は 、 本 来 合法 で ある に も 


物事 で あり 、「 悪 いも の 」 と は 豚肉 や 利息 * の よう に 、 


戦列 章 6 と その 訳注 も 参照 。 


も 関わ ら ず 、 人 々 が 合法 と し て いた 物事 の こと で ある と いう (アッ テ タ バリ ー5:3663 参照 )。 


「 重 


i 課 」 と 「 柳 」 と は 、 イ スラ ー イ ー ル の 子 ら * が 結ん だ ア 


従う 


が か か っ た 衣服 は その 部 分 を 切り 取る こと 」 「 戦 利 品 
り 、 食 べた り 、 寝 た りす る こと な どの 禁止 」 と いっ た 過去 の 厳し い 決 まり を 、 


っ た 
し た 


この 「 光 」 と は 、 クル アー ン *、 お よび 預言 者 * の スン ナ * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 170 頁 参 
特定 の 民 に 遣わ され た の で は な い 。 
全 人 類 へ の 教え と 共に 到来 し た (アッ = タバ リー5:3665 参照 )。 家畜 章 19、 識別 章 


預言 


役 は 、 


ッ ラ ー* と の 契約 と 、 そ の 中 で 


よう に 命じ られ た 厳し い 決ま り の こと と され る 。 預 言 者 * ム ハン マ ド * は 、「 尿 (に ょ う ) 


(アル = クル トゥ ビー7:300 参照 )。 


者 * ム ハン マ ド * は 、 そ れ 以 前 の 預言 者 * の よう に 、 


1、 サ バア 章 28 も 参照 。 


ョ の 非 合 法 性 」「 月 経 中 の 妻 と 一 緒 に 座 


合法 化 


照 ) © 
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159、 そ し て ムー サー* の 民 の 中 に も 、 真 理 に | Lu 直っ 


160. 


161. 


(則り 、 そ れ に ) よっ て 導き 、 そ れ で 正 
義 を 行う 一 派 が ある 。 

また 、 わ れ ら * は 彼ら (イス ラー イー ル の 
子 ら ?) を 、 十 二 支 族 の 集団 に 分 けた 。 そ 
し て ムー サー* に 対し 、 その 民 が 彼 に 水 を 
を うた 時 、 わ れ ら * は 「 あ な た の 枕 で 、 そ 
の 石 を 叩く が よい 」 と 啓示 し た 。 す る と 
そこ か ら 十 二 の 泉 が 湧き 出 た 。 (十二支 族 
の ) 全て の 人 々 は 、 確 か に 自分 た ちの 水 
場 を 知っ た 。 ま た 、 わ れ ら * は 雲 々 で 彼ら 
の 上 に 日 除 を 作り 、 彼 ら の た め に マン ヌ 
と ウズ ラ ' を 下 し (て 、 言 っ ) た 。「 わ れ 
ら * が あな た 方 に 授け た 、 よ きも の を 食べ 
よ 2」。 彼ら が われ ら * に 不正 * を 働い た の 
で は な い 。 し か し 彼ら が 、 自 分 自身 に 不 
正 * を 働い て いた の で ある 。 


彼ら に 、 (こう ) 言わ れ た 時 の こと (を 
思い 起こ す が よ い ) 。 「 こ の 町 3 に 住み 、 
そこ で どこ か ら で も 食べ る が よい 。 そ し 
て 『 (私 た ち が 望 の は 、 罪 の ) 免除 で 
す 』 と 言っ て 、 身 を 低め つつ 護 ん で 門 に 
入る の だ 。 (そう すれ ば ) われ ら * は 、 あ 
な た 方 の 過ち を 散 し て や る 。 われ ら * は 普 
を 尽く す 者 4 た ち に は 、 更に ( 奉 美 を ) 上 乗 
せ し て や ろう 」。 


1 モン < ン 
と を っ と 2 
oC 

る A ID 


RE DS 
し : 才 は らき CH 

(と つら うい ネン る RR 
RA 


1 「 マ ン ヌ 」 と 「 ウ ズラ 」 に 関し て は 、 雌 和牛 凍 57 の 訳注 を 参照 。 


2 これ ら は イス ラー イー ル の 子 ら * が 荒野 に あっ た 時 、 


アッ ラー* か ら 恵 まれ た 恩恵 の 数 々 で 


ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 1:133 参照 )。 同 様 の 描写 が ある 、 雌 和牛 章 57-61 も 参照 。 


3 「 こ の 町 」 に つい て 
4 「 善 を 尽く す 者 」 に つい て は 、 風 蜂 章 128 の 訳注 を 参照 


は 、 雌 牛 章 58 の 訳注 を 参照 。 


Oo 
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162. する と 彼ら の 内 の 不正 * を 働く 者 た ち EEE NTS 
は 、 御 言葉 を 自分 た ち に 言わ れ た の で は | な ら 交 区 


163. 


164. 


な いも の と 変え て し まっ た 。 そ こ で われ 

ら * は 、 彼ら が 不正 * を 働い て いた ゆえ に 、 
彼ら の 上 に 天 か ら ( 凡 と いう ) 制裁 を 送 
っ た の だ 。` 


また (使徒 * よ ) 、 海 に 面 し て いた 町 (の 
人 々 ) に つい て 、 彼 ら (ユダ ヤ 孝 徒 ? に 
尋ね て みよ 。 彼 ら が 、 土 曜 (の 安息 ) 日 
を 破っ た 時 %。 彼 ら の 土曜 (の 安息 ) 日 に 
は 、 彼 ら の 魚群 が 彼ら の も と に 大 挙 し て 
水面 まで や っ て 来 た が 、 彼 ら が 安息 し な 
い 日 に は 、 そ れ ら が 彼ら の も と に や っ て 
来 な か っ た 時 の こと 。 そ の よう に われ ら 
は 彼ら を 、 彼 ら が 放 多 で も っ た こと ゆえ 
に 試み た の で ある 。 


また 、 彼 ら の 一 派 が (こう ) 言っ た 時 の 
こと (を 思 \ い 起こ させ よ ) 。「 な ぜ あ な 
た 方 は 、 ア ッ ラ ー* が (現世 で ) 破滅 さ 
せる か 、 あ る い は (来世 に お いて ) 厳し 
い 削 で 前 され よう と する 民 を 戒め る の 
か ?」 彼ら は 言っ た 。 「 あ な た 方 の 主 * 
に 対す る 弁解 ゆえ (、 そう する の だ ) 。 
彼ら が ( ア 0 県 れる * よ うに す 
る た めで ある 」。 


1 この 話 の 詳細 に つい て は 、 雌 和牛 章 59 の 訳注 


2 
3 


(< 
一 


を 参照 。 


の 出来 事 に つい て は 、 雌 牛 章 65 の 訳注 も 参照 。 


ヤ *163 の 試練 に お いて 


の 人 々 は 三 つ の 集団 に 分 か れ た 。 


が 


名 


は 、 


息 日 を 破っ た 者 た ち 、 ② そ れ を 止め よう うじ 、 
を 破り は し な か っ た が 、 


3:494 参照 )。 


彼ら か ら 距 離 を 置い た 者 た ち 、③ 安 息 
それ を 破る 者 た ち を 止め みな か っ た 者 た ち 。 アー ヤ \ 冒 頭 の 言葉 
この ③ の 集団 か ら 、② の 集団 に 向け て 発せ られ た も の で ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 


⑨ つ み 呈 2 っ と 2 ニタ 


EN 23> の と た を と っ えも と 2 う 
NG DH SIL SN 2 シン レ 
I I SS 

SE TA 
RT EAN CE 


PSN キ と 2 し (は 
t SW の 


e 


A 


つま り 、① 魚 を 採っ て 
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165. それで 彼ら が 戒め られ た 物事 を 忘れ て し 


166. 


167. 


168. 


まっ た 時 、 わ れ ら * は 悪 を 禁じ る 者 た ち を 
救い 出し 、 不正 "を 働い た 者 た ち を 、 彼ら 


が 放 逃 で あっ た こ と ゆえ に 惨 民 た る 懲 食 
で 捕らえ た 。 


そし て 彼ら が 禁じ られ た こと に 反抗 し た 
時 、 われ ら * は 彼ら に 言っ た 。 「 惨 め な 猿 
に な っ て し まえ!」。 


また (使徒 * よ ) 、 あな た の 主 * が 彼ら ( ユ 
ダ ヤ 教 徒 ” に 対し 、 彼ら に 過酷 な 仙骨 を 
味わわ せる 者 を 、 復活 の 日 * ま で 必ず や 送 
( り 続 け ) る と いう こと 2: を お 知ら せ に な 
っ た 時 の こと (を 、 思い 起こ させ よ ) 8 
本 当 に あな た の 主 * は まさ し く 、 即座 に 懲 懲 
前 を 下さ れる お 方 * で あり 、 本 当 に か れ は 
( 悔 情 する 者 に 対し て 、 ) 実に 赦し 深い 
お 方 、 慈愛 深い * お 方 な の だ 。 


また われ ら * は 地上 に お いて 、 彼 ら (イス 
ラー イー ル の 子 ら ?) を 数 々 の 集団 に 分 け 
た 。 彼ら の 内 に は 正しい 者 * た ち 1# も いれ 
ば 、 そう で は な い 者 た ち も い る 。 そし て 
われ ら * は 彼ら が (われ ら * に 悔 悟 し て ) 
立ち 返る べく 、 彼 ら を 善き こと と 悪い こ 
と 5 に よっ て 試練 に か けた の で ある 。 


TO 


w 


た 


雌 


「 過 酷 な 懲罰 」 
も の 。 それ は 役 ら が アッ ラー* の ご 命令 と 法 に 


上 章 65 と 食卓 章 60 も 参照 。 


と は 、 屈 辱 (くつ じ ょ く ) や 、 ジ ズ ヤ * の 徴収 (ちょ うし ゅ う ) な ど に よる 
反抗 し 、 禁じ られ た 物事 を ご ど ま か し つつ 犯し 


て いた た めで ある (アル = カー スィ ミー7:2893 参照 )。 


アッ ラー* に 対す る 不信 仰 と 不服 従 ゆ え に 、 か れ の 懲 禄 


NC Cal RR PA 
ry ED 


Yo ) 史 つる 13 6 っ ロン ンタ sg っ 


I A 


0 


の ょ と と 和信 こう 355S53 
HS A | 
04 ャ 5 35 1 あつ 


Gs gr A I 
VG RL 

ラメ ン ン 用 < し ララ ィ 
CN ISERIES こつ うえ どる 
OK ププ) 


UE 


この 「 正 し い 者 * た ち 」 と は 彼ら の 
ル = ク ルト ゥ ビー7:310 参照 )。 


を 下さ れる お 方 」( ム ヤッ サル 172 頁 参 照 )。 
内 、 預言 者 * ム ハン マ ド * の こと を 知り 、 信じ た 者 た ち ( ア 


「 状 きこ と 」 と は 豊作 や 健康 、「 更 


起 い こと 」 と は 不作 や 


が 確定 し た 者 に 対し て 、「 即 座 に 懲 


困難 の こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 
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169. 


170. 


17 1. 


そし て 彼ら の 後に 、 啓 典 を 引き 継い だ 時 
か な 後継 者 が 到来 し た 。 彼 ら は 現世 の つ 
ま ら ぬ 利 益 を (禁じ られ た 手段 で ) 手 に 
し 、 (こう ) 言う 。「 私 た ち は 赦 され る 
で あろ う 」。 また 、 も し それ と 同様 の ( 禁 
じ ら れ た 種類 の ) つま ら ぬ 利益 が 彼ら の 
も と に や っ て 来れ ば 、 彼 ら は それ を ( 反 
省 せ ず に ) 手 に する の だ 。 一 体 彼ら は 、 
アッ ラー* に 対し て 真実 し か 語ら な い 、 と 
の 啓典 の 確約 ! を 取ら れ た の で は な か っ た 
か ? そし て 彼ら は 、 そ の 内 容 を 学ん だ 
上 で 、 そ れ に 反し た ) の で ある 。 ( ア 
ッ ラ ー* を ) 胃 れ る * 者 に と っ て は 、 来 世 
の 住ま い が よ り 善 い の だ 。 一体 あな た 方 
は 、 弁 えな い の か ? 


典 を 固守 し (それ に 則っ て 行い ) 、 礼 排 
守 * し た 者 た ち 、 本 当 に われ ら * は 改 
の 


また 、 わ れ ら * が 山 を 彼ら (イス ラー イー 
ル の 子 ら や ) の 上 方 に 、 ま る で 疾 い か ぶさ 
る 雲 の よ うに 掲げ 、 彼 ら が それ が 自分 た 
ちの 上 に 落下 し て 来る も の と 確信 し た 時 
の こと (を 思い 起こ させ よ ) 2。 (その 時 、 
われ ら * は 言っ た 。) 「 わ れ ら * が あな た 
方 に 授け た も の を 、 真 基 に 受 け 取 る 3 が よ 
い 。 そ し て (われ ら * を ) 長 れ る * べ く 、 
その 内 容 を 心 に 刻み 込む の だ 」。 


アベ 


粗 “ 


ん 


上 


中 RY 喝 3 


1 彼 
注 
2 同 


3 


「 わ れ ら * が あな た に 授け た も の を 、 真 撃 に 受 


ら の 啓 
も 参照 。 


じ 出 来 事 の 描写 と し て 、 雌 和牛 凍 63、93 も 参照 。 
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* に 沿っ て 行う 、 と の 確約 ( ム ヤ ッ サ ル 172 真 参照 )。 雌 牛 章 27 の 訳 


は 雌牛 章 63 の 訳注 を 参照 。 
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172。 そ し て (使徒 * よ 、) あな た の 主 * が 、 ア OR ECO RA 
ー ダ ム * の 子 ら の 後背 部 か ら 彼ら の 子 人 A 
を 取り 出し 、 彼 ら 自 身 に 対し て (こう ) GIES 
証言 させ た 時 の こと (を 思い 起こ させ よ 。 DEH EE | 


173. 


174. 


175. 


われ ら は 言っ た ) 。「 一 体 わ れ は 、 あ な 
た 方 の 壮 * で は な い の か ?」 彼 ら は 言っ 
た 。「 そ の 通り で す 。 私 た ち は 証 言 し ま 
し た 」。 (それ は 、) あな た 方 が 復活 の 
* に 「 本 当 に 私 た ち は 、 こ れ に 対し て 無 
頓 着 な 者 だ っ た の で す 」 な ど と 言わ な い 
よう に する た めで ある 。 } 


ある い は 、 あ な た 方 が 「 私 た ちの と 先祖 
様 こそ が 以前 に (確約 を 破っ て ) シル ク * 
を 犯し た の で あり 、 私 た ち は 彼 ら (に 従っ 
て いた だ け ) の 後 の 子 了 係 な の で す 。 な の 
に 、 あな た は (シル ク * に よっ て 肖 ら の 行 
い を ) 無 駄 に する 者 た ち が し た こと と ゆえ 
に 、 私 た ち を 滅ぼさ れる の で すか ?」 な 
ど と 言わ な いよ うに する た めで ある 。 


その よう に われ ら * は 、 御 徴 を 詳らか に 
する の だ 。 (それ は 、 不 信仰 者 : た ち が そ 
れ を 熟慮 し 、) 彼ら が (われ ら * に 悔 悟 し 
て 、) 立ち 返る よう に する た めで ある 。 


(使徒 * よ 、) われ ら * が われ ら * の 御 微 を 
授け た も の の 、 それ を 放棄 し 、 シ ャ イタ 
ー ン * に 従わ せら れ 、 そ れ で (不信 仰 へ と ) 


1 この 
後背 
「 ア 


アー ヤ * の 意味 に つい て は 、 よ く 知 られ た 二 つ の # 


I 3 


C0 の 0243 う 5 じ る っ う 
A 


EG Nt 
DRI NE 


呂 釈 が ある : 〇 「 ア ー ダ ム * の 子 ら の 


部 か ら そ の 子 係 を 取り 出す 」 と いう の は 、 人 類 を 世代 か ら 世 代 へ と 出現 させ る こと で 、 


ッ ラ ー* こ と こそ が 主 * で ある と いう 証言 」 と は 、 役 ら が 


その こと を 示す 根拠 を 提示 され て 、 


それ を 認め る こと 。② ア ッ ラ ー* は 文字 通り 、 ア ー ダ ム * の 後背 部 か ら そ の 全て の 子孫 を 粒 


子 の 


の 後 、 


有形 で お 出し に な り 、 か れ が 彼ら に と っ て の 主 で あ 


る と の 証言 を させ られ た 。 し か し そ 


各 人 は その 約束 を 忘れ て 生ま れ て くる た め 、 それ を 想起 させ る べく 使徒 * た ち が 遣 わ 


され る の で ある 、 と いう も の (アッ テ シ ャ ン キ ー テ ィ ー2:42-43 参照 )。 
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176. 


TT 


178. 


179. 


逸脱 し た 者 の 類 い と な っ た 者 の 消 皿 
彼ら (あな た の 民 ) に 語っ て 聞か せる が 
いい 。 


そし て 、 も し われ ら * が 望ん だ の で あれ 
ば 、 われ ら * は それ ( 御 徴 ) で 彼 (の 位 ) 
を 上 げ て や っ た だ ろう 。 だ が 彼 は (現世 
と い う ) 地 に し が みつ き 、 自分 の 欲望 に 
従っ た の だ 。 そ れ で 彼 の 様子 は 、 犬 の 
様子 の よう で ある 。 あ な た が それ を 追い 
立て て も 舌 を 出し て 喘い で いる し 、 放 っ 
A 

。 それ は 、 われ ら * の 御 徴 を 嘘 呼ば わ 
i 
就 考 する よう に 、 そ の 物語 を 語っ て 聞 
か せる の だ 。 


われ ら * の 御 微 を 嘘 呼ば わり し た 民 の 様 
子 の 、 何 と 忌まわしい こと か 。 彼 ら は 自 
分 自身 に 、 不 正 * を 働い て いた の で ある 。 


誰 で あろ うと ア ッ ラ ー* が お 導き に な 
っ た 者 、 そ れ が 導 か れ た 者 な の だ 。 そ 
し て 誰 で あろ うと 、 か れ が 迷わ せ 給 うた 
者 、 そ れ ら の 者 た ちと そ は 損失 者 な の で 
ある 。 


われ ら * は 確か に 、 多 く の ジ ン * と 人 間 を 
地獄 の た め に 創っ た 。 彼ら に は 理解 する 
と と の な い 心 が あり 、 見 る こと の な い 眼 


1 て 


れ は 、 


び 3 売ら と を る 3226 みあ 
を \ Ec EN yl 
と 計る 3 に と PC 
IGT 2 3 


GEA No 
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BE NID 
ON SE 


2 
SS 1 aN 
A I 22 


GR その 知識 が 高徳 
a じ 、 高 い 地 位 を 約束 し て いる に も 関わ ら ず 、 弄 


と それ が 命じ る 高徳 を 


放棄 し 、 最 も 卑 (いや ) し い 位 階 に 成り SN (アッ テニ サ ァ アァ ディー308 


参照 )。 


ハハ 


2 これ は 、 イ スラ ー ム * を 熱心 に 勧 (すす ) め て も 、 ま た は 放っ た ら か し に し て も 、 結 局 は 不 


言 仰 で あり 続け る 者 の た と え ( ム ヤ ッ サ ル 173 真 参照 )。 
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が あり 、 聞 く こ と の な い 耳 が ある '。 そ れ RNC 
ら の 者 た ち は 家 誰 の よう 。 い や 、 彼 ら は @5 ね 氷 
(それ ら ) より ひど く 迷 っ て いる ?。 それ 
ら の 者 た ちこ そ は 、 (信仰 に ) 無頓着 な 
者 た ちな の だ 。 

180. アッ ラー* に こそ 、 美 名 は 層 す る *。 な ら ば 、 DOS CN 


181. 


182. 


それ に よっ て か れ に 祈願 する の だ 。 そし 
て 、 か れ の 美 名 に お いて (真理 か ら ) 逸脱 
する 者 * た ち は 、 放 っ て お く が いい 。 
分 た ち が 行 っ て いた 
事 の 応報 を 受け る こと に な る の だ か ら 。 


われ ら * が 創っ た も の の 内 に は 真理 に 
っ て 導き 、 それ に よっ て 正義 を 行う 共同 


は いずれ 、 自 


山 


体 が ある 。 


また 、 わ れ ら * の 件 徴 を 嘘 呼ば わり し た 者 
た ち 、 われ ら * は 彼ら を 、 彼ら が 知ら な い 所 
か ら 徐 々 に (破滅 へ と ) 3 


彼ら 
悪 ) 


よ 


導い て 行こ 9。 


= 


sl 


た 


この 表現 は 、 こ れ ら の 器 
お いて ) 役立て られ ず 、( 来 


世 で の ) 


と が な い 」 と し 、 導 き を 


「 見 る こと 」 が な く 、 


ある (アル テク ルト ゥ ピー7:324 参照 )。 


の 訳注 も 参照 。 


ーー た ーー 


家斉 草 50、 電 


家畜 で さえ 、 自 分 


5 


は 、 大 


預言 者 * ム ハン マ ド * は 仰っ た 。「 ア ッ ラ ー* 


官 の 感覚 機能 を 否定 し て いる の で は な い 。 
褒美 も 分 か ら ず 、 懲 罰 も 怖 れ な いた め に 「 理 解す る こ 
訓 戒 を a こと が な い 」 と し て いる の で 


へ の 害悪 を 見 極 (みき わ ) め 、 そ の 飼い 主 に 従う の に 、 
反対 で ある こと の た と え ( ム ヤ ッ サ ル 174 買 参照 )。 
に は 九 十 九 の 美 名 が ある 。 そ れ を 数 え 上 げた 者 
国 に 入る で あろ う 」( ア ル テ ブ ハー リー6410 参照 )。 し か し 実際 の と ころ 、 ア ッ ラ 


Co 219 : 


DI I TAGE 


39 ーッ ン ン 一 


SS 


心 を (本 来 の 使い 方 に 


章 16、 フ ー ド * 章 20、24 と そ 


彼ら は それ と は 


ー* の 美 名 は 九 十 九 と いう 数 に 限定 され な いと され る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 3:515 参照 )。 


「 か れ の 美 名 に お いて 


- 逸 腕 す る 」 と は 、 
する こと ( ム ヤ ッ サ ル 174 頁 参 照 )。 当 
に 手 を 加え 、 彼ら の 偶像 に 「 ア ッ ラ ー ト (『 ア 


ル = テ ウッ ザ 


アッ ラー* の 美 名 を 改変 し た り 、 2 
寺 の マッ カ * の 不信 仰 者 * た ち は 、 
ッ ラ ー た EBIP も Oi と か 「 ア 
(『 ア ル = テ アズ ィ ー ズ 』( 偉 力 な ら び な い * お 方 )" の 女性 形 )」 な ど と いう 名 称 


アッ ラー* の 美 名 


を つけ て いた (イブ ン ・ カ スィ ー ル 3:516 参照 )。 星 草 19 と 、 そ の 訳注 も 参照 。 


「 知 
を 参照 。 


ら な い 所 か ら 徐 々 に (破滅 へ と ) 導い て 行く 」 こ と の 具体 例 に つい て は 、 


家畜 章 44 
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183. 


184. 


185. 


186. 


187. 


そし て われ ら * は 彼ら に 、 猫 予 を 与え て お 
く の だ 。 本 当 に わが 策略 ! は 、 手堅い の だ 
か ら 。 


一 体 、 彼ら は 此 考 し な か っ た の か ? 彼 
ら の 仲間 (ムハンマド やう に は 、 大 き 物 な 
ど 選 いて は いな い ?。 彼 は 明白 な る 警告 ; 
に 外 な ら な い の だ 。 


また 、 一 体 彼ら は 、 諸 天 と 大 地 の 絶対 な る 
王権 と 、 (そこ に ) アッ ラー* が お 創り に 
な っ た も の を 見 な い の か ? そし て 彼ら 
の ( 死 の ) 期限 が 、 確か に 迫っ て し まっ た 
か も し れ な いこ と を ? な ら ば 、 そ れ ( ク 
ルアー ン * の 警告 ) を 差し お いて 、 彼 ら は 
一 体 い か な る 話 を 信じ る と いう の か ? 


誰 で あろ うと ア ッ ラ ー* が 迷 米 わ せ 給 うた 
者 、 彼 に は いか な る 導き 手 も な い 。 か れ 
は 、 彼 ら が 入 委 う まま 、 そ の ひど い 放 坪 さ 
の 中 に 彼ら を 放っ た ら か し に され る 。 


(使徒 * よ 、 ) 彼ら ( マ ッ カ “の 不 信仰 者 ) 
0 その 到来 が いつ な 

、 あ な た に 等 き ね る 。 言っ て や る が い 
い 。 「 そ の 知識 は 、 我 が 主 * の 御 許 に こそ 
ある 。 その (到来 する ) 時 期 に それ を 露 わ 
に され る の は 、 か れ の みな の だ 。 そ れ は 
諸 天 と 大 地 (の 住人 た ち ) に 重い 3。 そ れ 
は 突然 に し か 、 あ な た 方 の も と に や っ て 
来る と と が な い の だ 」。 彼ら は まる で 、 


1 彼ら に 猪 予 を 与え て お く こ と に お ける 、 


178 を 参照 。 


2 「 還 か れ 
3 復活 の 
うこ と ( ム ヤ ッ サ ル 174 ま 


た 者 」 に つい て は 、 ア ル テ ヒ ジュ ル 章 6 の 訳 泊 


RE 
OPN 


ィ ィ 


NGOoEN i 
Re 


イン nl > ラン 
RA GI ひろ の 
0 OR 


る は ンジ クセ ァ ョ 
EN EES 


アッ ラー* の 「 策 略 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 


を 参照 。 


[参照 )。 


ニニ ェ ン 


* が 到来 する 時 期 に 関す る 知識 は 、 か れ 以 外 の 誰 に も 知り 得る も の で は な い 、 


と い 
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li, -V 


あな た が それ (を 知る こと ) に 躍起 な 者 ! で 
ある か の よう に 、 あな た に 旭 ね る 。 言っ 
て や れ 。「 そ の 知識 は 、 アッ ラー* の 御 許 
に と そ あ る 。 PA な の 7 


の こと が ) 分 か ら な い の だ 」。 

188. (使徒 * よ 、) 言う が よい 。「 私 は 自分 邊 人 MOI 
身 に 対し 、 ア ッ ラ ー* が お 望み に な っ た も UR OEY 
の の 所 、 閑 する の も 佑 する の も っ つら Jo 
有 し て は いな い 。 そし て 、 も し 私 が 不可 視 OR RIN GN 
の 世界 * を 知っ て いた ら 、 善 いこ と を 増 や 
(すこ と ば か り ) し た だ ろう し 、 私 に 悪 
が 降り か か る こと も な か っ た だ ろう S。 私 
は 、 信 仰 する 民 に 堆 # 告 を 告げ る 者 吉報 を 
伝え る 者 3* に 過ぎ な い の で ある 」。 

189. かれ (アッ ラー や は あな た 方 を 一 人 の 者 | 5 ンス あみ Es 
(アー ダム や か ら お 創り に な り 、 彼 が そ | GCG I 
と へ と 安らぐ べく 、 彼 自身 か らち そ の 表 い の | GIG Ss 
ウリ ワー ウ お ) を 創造 され た お 方 。 彼 が 彼女 AE OR 
4 に 狼 い か ぶさ っ た 時 ? 、 彼 女 は 軽い 荷 f を LCN ; 
宿 し それ を 身 どもり 続け た 。 そし て (お DI 
腹 が ) 重く な っ た 時 、 二 人 は 彼ら の 主 * ア 
ッ ラ ー* に (こう ) 祈っ た の だ 。「 も し も 、 

1 つま り 臣 起 さ ゆえ に 、 そ の 知識 に 到達 し た 者 、 と いう 意味 (イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 9:204 
参照 )。 

2 預言 者 \ は 、 ア ッ ラ ー* か ら 教 わる こと 以外 、 不可 視 の 世界 * に つい て 知る こと が な い (イブ 
ン ・ カ スィ ー ル 3:523 参照 )。 イ ムラ ー ン 家 章 179、 家畜 章 50 と その 訳注 、 ジ ン * 章 26-27 
も 参照 。 

3 「 般 告 を 告げ る 者 」「 吉 報 を 伝え る 者 」 に つい て は 、 雌 邊 章 119 の 訳注 を 参照 


た 


いう の が 大 
つま り 、 
6 「 軽 い 荷 」 と は 、 精 液 の こと (前 


wn 


と の 「 彼 」 と 「 彼 女 」 は 、 ア ー 
ド の 解釈 学者 ら の 見 解 と され る ( ム ヤ ッ サ ル 175 


性 交 の こと (前 掲 書 、 同 頁 参照)。 


各 書 、 同 


参照 )。 


ダム * と ハウ ワー ウ * の 子孫 で ある 非 特定 の 夫婦 を 指す 、 と 


参照 )。 
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人 MAA を お 授け 下さ 
と な り ま A う 』's 


190. そし て 、 か れ が 二 人 に 正しい 者 を 授け ら っ A Ch 

れ た 時 、 彼 ら は か れ が 自分 た ち に 授け て ODE I 
下さ っ た も の に お いて 、 か れ に (か れ の 
崇拝 * に お ける ) 同位 者 た ち を 』 役 け た ?。 か 
れ は 、 彼ら が (アッ ラー* の 崇拝 * に お い 
て ) 1 も の か ら (無線 


で 遠 な お 方 で あら れる 。 


i91 一 体 彼ら は 、 そ れ ら (自身 ) が 創 られ る |  @3 各 63Co5 
も の で あっ て 、 何 一 つ 創造 する こと も な 
いよ うな も の を 、 (崇拝 * に お いて アッ ラ 
ー* と ) 並べ る と いう の か ? 


192. それ ら は 彼ら へ の 援助 も 出来 な い ど ころ | 803922064ES95 
か 、 自 分 自身 すら 救え な いと いう の に 。 る Or 
193. そ し て (シル ク の 徒 よ 、) も し あな た 方 NORI Rb 
が それ ら (アッ ラー の 崇拝 に お いて 同位 RO 


者 と し て いる も の ) を 導き へ と 招い た と 
ころ で 、 それ ら が あな た 方 に 従う こと は 
な い 。 あな た 方 が それ ら を 招 こ う が 、 沈黙 
し て いよ う が 、 あ な た 方 に と っ て は 同じ 
こと な の で ある 。 


194. 本 当 に 、 あ な た 方 が アッ ラー* を 差し お い MN 
0 も の は 、 あ な た 方 同様 ( ア (すい まっ 
ー”) の 僕たち な の だ 。 な ら ば 、 それ A 
ら を 呼び あな た 方 に 応え させ て みる が 
いい 。 も し 、 あ な た 方 が 本 当 の こと を 言 
っ て いる の な ら ば 。 


1 て の 「 正 し い 者 」 と は 、 健 全 な 子供 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 175 頁 参照 )。 


2 つま り 、 その 子供 を 誕生 させ 、 恵 ん で 下さ っ た の は 、 誰 な ら ぬ アッ ラー* で ある に も 関わ ら 
ず 、 そ の 子供 を アッ ラー* 以 外 の も の の 僕 ( し も べ ) と し た (アッ テ サ ァ デ ィ ー311 頁 参照 )。 
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195. 一 体 そ れ ら に は 、 歩 く 足 が あ る と いう の あお 
か ? いや 、 一 体 そ れ ら に は 、 制 する 手 EI on 

が ある と いう の か ? いや 、 eS kk > ライ も 。 
に は 、 見 る (こと の 出来 る ) 眼 が ある と | Go て ンー る と 
いう の か ? いや 、 一 体 そ を れ ら に は 、 聞 
く (こと と の 出来 る ) 耳 が ある の か ? 
(使徒 * よ 、) 言っ て や る の だ 。「 あ な た 
方 (が アッ ラー? の 同位 者 (と し て いる 
も の ) た ち に 、 祈 る が いい 。 それ か ら 私 
に 対し て (災い が 降り か か る よう ) 、 策謀 
し て みよ 。 私 に は 、 猫 予 を 与え て くれ な 
く て も いい 。 
196. 本 当 に 私 の 底 護 者 * は 、 啓典 典 典 (クル ア 
ー ン *) を 下さ れ た ア ッ ラー な の だ か 
ら 。 か れ は 、 正 し い 者 * た ち を 棄 護 
て 下さ る 。 
197. そし て (シル ク * の 徒 よ ) 、 あ な た 方 が か | EN 
れ を 差し お いて 祈っ て いる 者 た ち は 、 あ の 6 アル つの ルン ン 
な た 方 を 援助 で きず 、 自 分 自身 すら 救え 
な い 。 
198、 ま た 、 も し あな た 方 が それ ら を 用 き へ と | 2 ああ SN は cb 
招 と うと も 、 そ れ ら は 聞き は し な い 。 そ oa HNL 
し て (使徒 * よ 、) あな た は 、 そ れ ら が 自 
分 の 方 を 見 て いる と 思う だ け 。 それ ら は 、 
見 て な どい な い の だ が 。 
199. (預言 者 * よ 、) あな た ! は 雅 量 を 身 に つ | あみ 和み 30 と 
け 、 善 事 ? を 命じ 、 無知 な 者 た ち (と の 争 SR 
い ) か ら 遠 ざか れ 。 
1 この 「 あ な た 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 120 の 訳注 を 参照 。 以 下 、 同 様 の 表現 の 際 に も 、 同 訳 


「 開 


注 を 参照 。 
事 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 104 の 訳注 を 参照 。 


= 
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200. そし て 、 も し シャ イタ ー ン * か ら の 一 突き 


201. 


202. 


203. 


が あな た を 突く よう な こ と が あれ ば !、 ア 
ッ ラ ー* に ご 加護 を を う の だ 。 か れこ そ は 
よく お 聴き に な られ る お 方 、 全 知 者 で あ 
られ る の だ か ら 。 


本 当 に (アッ ラー* を ) 長 れる * 者 た ち と は 、 
ジ シャイ ター ン * の 内 の 簡 答 者 が 自分 ) た ち に 
触れ た 時 、 (アッ ラー* へ の 服従 と 悔 悟 の 
義務 を ) 思い 出す の で ある 。 する と どう で 
あろ う 、 彼 ら は 開眼 し た 者 と な る の だ 2 


そし て 、 彼 ら (ジン * の シャ イタ ー ン の の 
同胞 (で ある 、 人 間 の シャ イタ ー ン う 。 彼 
ら (ジン *『 の シャ イタ ー ン や は 、 逸脱 に お 
いて 彼ら (人 間 の シャ イタ ー ン ?) を 助長 す 
る の で あり 、 抜 か り が な い ?。 


また (使徒 * よ ) 、 あ な た が 彼ら (シルク * 
の 徒 ) に 御 徴 を 持っ て 来 な けれ ば 、 彼ら は 
言う 。「 ど うし て 、 それ を 選ば な い の か ?1」 
言っ て や る の だ 。「 私 は 、 我 が 主 * か ら 啓 示 
され る も の に 従っ て いる だ け 。 これ 0 

ン *) は あな た 方 の 主 "か ら の 開眼 *、 等 
時 信仰 する 民 へ の ご 慈悲 な の だ 」 8 


— 


ン タン メダ ラーン ァ タル 


Py 3 の 


> 


つま り 、 シャ イタ ー ン * に 怒り を 煽 (あお ) られ た り 、 その 悪 の 中 (ささ や ) き を 感じ た り 、 


療 の 妨害 と 悪 へ の 扇動 (せん どう ) に 出くわし た りす る こと ( ム ヤ ッ サ ル 176 頁 参 照 )。 


sj 


つま り 誤 (あや ま ) り と シャ イタ ー ン * の 策謀 を 見 極 (みき わ ) め 、 そ れ を 避 ( さ ) け 、 そ 


こ に お いて シャ イタ ー ン * に 従わ な い (アル = バイ ダー ウィ ー3:85 参照 )。 


w 


従う こと に 抜か りな い ( ム ヤ ッ サ ル 176 頁 参 照 )。 


た 


つま り 、 


「 ク ルアー ン * の アー ヤ * を 提 造 (ね つ ぞ う ) し て みよ 」 と いう こと 。 時 に 啓示 は 遅 


ジン * の シャ イタ ー ン * は 彼ら を 逸脱 させ る の に 抜か りな く 、 人 間 の シャ イタ ー ン * も 彼ら に 


れる こと が あり 、 不 信仰 者 * た ち は こ の よう に 挑発 し た の だ と いう 。 ま た 一 説 に は 、「 ア ッ 


ラー* に 頼ん で 、 


イ 1:335 参照 )。 
5 「 開 眼 」 に つい て は 、 家 畜 章 104 の 訳注 を 参照 。 


自分 が 選ん だ 奇跡 を 叶 (か な ) えて も ら え 」 と いう 意味 (イブ ン ・ ジ ュ ザ 
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204. クル アー ン * が 読ま れ た ら 、 あ な た 方 が | (252 EO NE 


205. 


206. 


K 


惹 し まれ る よう 、 そ れ に 耳 を 傾け 、 傾 oo 
聴 せ よ 。 

また (使徒 * よ 、) 朝 に 夕 に 自分 の 内 で !、 る の の 32595 tr 
譜 ん で 怖 れ な が ら 、 声 を 上 げ (過ぎ ) る | J 
こと な く 、 あ な た の 主 * を 念じ る の だ 。 そ OAI 
し て 、 (アッ ラー* の 唱 念 に ) 無頓着 な 

者 の 類 い で あっ て は な ら な い 。 


本 当 に あな た の 主 * の 和信 主 に 侍 る 者 た ち 


は 、 か れ を 崇拝 E* す る こと に お 
ぶる こと な く 、 か れ を 称え *、 
サジ ダ * す る の だ 。 


1 


「 自 
と いう こと 。 後者 の 解釈 の 場合 、「 声 を 』 


方 の 説明 と な る が 、 前 者 の 場合 、「 声 を 」 
方 に お ける 状況 を 表す こと に な る (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 1:336 参照 )。 
2 天使 * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 176 真 参照 )。 


age Nec 
いて 著 り 高 同 人 っ, PO の 6 あこ づ う 5 し と 


か れ の み に 


分 の 内 で 」 と は 、「 舌 を 動か すこ と な く 、 心 で 」 ある い は 「 舌 を 動か し つつ も 、 蜜 か に 」 


上 げ (過ぎ ) る こと な く 」 と いう 部 分 0 その 念じ 
上 げ (過ぎ ) る こと な く 」 と いう 部 分 は 、 別 の 念じ 


1. 


次 起ち まね く * 迷 愛 深き * 


アッ ラー* の 御名 に お いて 
(預言 者 * よ 、) 彼ら は 戦利 品 * に つい て 、 あ 
な た に 娠 ね る 2 言う の だ 。 「 戦 利 品 ロロ は ア ツ 


i 
、 あ な た 方 の 間 の 状態 を 正 し 、 アッ ラー 
が 信仰 者 で ある と いう な ら ば 」。 


( 真 の ) 信仰 者 た ち と は 外 で も な く 、 
に (の こ と ) が 言 深き れれ ば その ふ が 憶 
、 そ の 御 徴 ( ア ー ヤ ツ う が 彼ら に 読 施さ 
i それ が 彼ら に ( 更 な る ) 信仰 心 を 上 
乗せ すす る 者 た ち 。 そし て 彼ら の 主 * に の み 、 
全て を 委ね る * 者 た ちの こ と で ある 。 


(彼ら は ) 礼 捧 を 遵守 * し 、 われ ら * "が 彼ら 
に 授け た も の か ら ( 施 し の た め に ) 費やす 5 
者 た ち 


= 


sl 


マデ ィ ー ナ * 窟 示 (一 部 アー ヤ * 


の み に 繰 り 返 し 登場 する 「 戦 利 品 * (アン ファ ー ル )」 と いう 語 に 
英 対 する 不信 仰 者 * と の 戦い を 
バド ル の 戦い * (ヒジ ュ ラ 礎 *2 年 ) で 不信 
出来 事 を 背景 
徒 * へ の 絶対 的 信頼 と 服従 の 義務 、 イ スラ ー ム * に 敵対 する 者 た ち へ の 警告 、 軍 事 上 の 様々 
ョ 写 さ れる 。 また 最後 は 、 不信 仰 者 *" ど うし が そう で ある の と 同様 、 信 仰 者 
や 出身 地 の 別 な く 盟 友 で ある こと が 強調 され て いる 。 


ディ ー ナ * 移 住 * 後 に 初め て 、 
て 圧倒 的 に 劣る マデ ィ ー ナ * の ムスリム * 軍 が 、 
者 * か ら な る マッ カ * 軍 に 初 の 軍事 的 大 勝利 を 収め た 


な 法規 定 な ど が 
どう し は 出 


ラン ンマ で 


a 2 みゆ 


EG いる 
A | 
ンタ レタ ぁ 

Ou 


に は 、 マ ッ カ * 啓 示説 も あり )。 ス ー ラ \* 名 は 、 こ の スー ラ \ 


来 。、 ム スリ ム * た ち は マ 
許さ れ た 。 物質 的 な 戦力 に お い 


景 に 、 ア ッ ラ ー* と その 使 


ムスリム * 共 同体 に お ける 初 の 戦利 品 * の 分 配 に つい て 、 一 部 の 教 友 * 間 で 意見 の 相違 が 生じ 


た 。 そ れ で 役 ら は 預言 者 * に 、 


の 者 が 口出し する こと で は な い ( ム ヤ ッ サ ル 177 
団 章 23 の 訳注 も 参照 。 
この 意味 に つい て は 、 雌 和牛 章 3 の 訳注 を 参照 。 


洪 


質問 し た の で ある (アッ テニ サ ァ ディ ー315 


戦利 品 * は 、 預 言 者 * ム へ 人 ハン マ ド * が アッ ラー* の ご 命令 に よっ て 分 配 す る の で あり 、 
ョ 参照 )。 


参照 )。 


彼 以外 
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それ ら の 者 た ちこ そ 、 真 の 信仰 者 で ある 。 
彼ら に こそ 、 その 主 * の 御 許 で の (高い ) 位 
と お 散 し 、 貴 い 粒 : が ある の だ 。 


NO 
、 あ な た を 真理 と 共に 、 あ な た の 家 ( マ 
ー ナ ") か ら 出 発 させ られ た の と 同様 で 
NN DA 
まさ し く 嫌 が る 者 た ち だ っ た の だ が 。2 


. 彼ら は 真理 に お いて 、 それ が 明らか に な っ 


た 後 、 あな た と 議論 する 。 彼ら は まる で ( 死 
を ) 眼前 に し な が ら 、 死 へ と 連れ て 行か れ 
る 者 た ちの よう で ある 。 


(議論 倫 す る 者 た ちょ ) 、 アッ ラー* が あな た 
方 に 、 二 派 * の いずれ か OPD を 
お 約束 に な っ た 時 の こと (を 思い 出す が よ 

い ) 。 あな た 方 は 武装 し て いる 者 た ち で は 
な い 方 (隊商 ) が 、 自 分 た ちの も の と な る 
こと を 望ん で いた 。 そ し て アッ ラー* は その 
御 言葉 ? に よっ て 真理 を 確立 させ 、 不 信仰 者 
た ち を 一 人 残さ ず 根こそぎ に され る こと を 
お 望み な の で ある 。6 


1】 


1 の 


wn 


er) 


「 貴 い 糧 」 と は こ 
ア A SS 


こ で は 、 天国 の こと を 指し て いる と 言わ れる ( ム ヤ ッ サ ル 177 
クラ イシ ュ 族 * の 隊商 を 襲撃 (し ゅ う げ き ) すべ く 出 征 す る よう 、 


< を 
Ee ged) 
OI I 


イル ン ョ ン 衝 スー ラン 。 スシ る スー* < 
FN DIT 


DA NG 


< 


oo 2 
on 2 5 あ っ 


ラー ラン 563 


ENGEL N92 


参照 )。 


に よっ て 命じ られ た (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 そ し て 一 部 の ム ス リ (Se 0 


つ a 


この こと は 結局 、 ム スリ ム * た ちの 大 勝利 と いう 結果 に つなが る 。 MM 


の 件 は 、 当 初 は 一 部 の 者 に 不満 が あめ っ た も の の 、 結 局 は 公平 な 分 配 に よっ て 決着 し た 、 


いう こと (アル テバ イダ ー ウ ィ ー3:89 参照 )。 


こと ここ と で の 「 真 理 」 は 、 戦 い の こ と で ある と 言わ れる ( ム ヤ ッ サ ル 177 頁 参照 )。 
一 方 は 、 戦 い の 必 要 も な い は ほど 軽装 備 な 隊商 で 、 も う 一 方 は 隊商 を 守る た め に 出動 し て き 


た マッ カ * 軍 の こと (アッ = テ タ バリ ー5:3775 参照 )。 


この 「 御 言葉 」 は 、 戦い の ご 命令 、 あ る い は 勝利 の お 約束 の こと (アル = バ ガ ウ ィ ー2:272 参照 )。 


アッ ラー* は 、 ム スリ ム * た ち が 武 装 し た マッ カ * 軍 と 戦い 、 
こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:16 参照 )。 


利 し 、 確立 する こと を お 望み に な っ て いる 、 と いう 


ムスリム * た ちと その 宗教 が 勝 
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8. 


10. 


1 


真理 を 確立 させ 、 虚 半 ! を 無 に 帰 さ せる た め (、 
アッ ラー* は その よう に され る ) 。 た と え 弾 悪 
者 た ち が 、 (それ を ) 嫌がっ た と し て も 。 


あな た 方 が ( 敵 へ の 勝利 に 関し て ) 自分 た 
ちの 主 * に ご 助力 を 求め 、 か れ が あな た 方 に 
(こう 仰せ られ つつ 、) 応え られ た 時 の こと 
と (を 思い 出す の だ ) 。「 実 に われ は 、 次 々 
と や っ て 来る 千 の 天使 * に よっ て 、 あ な た 方 
を 増強 する 者 で ある 」。2 


そし て ア ッ ラ ー* が そう され た の は 、 (あな 
た 方 の 勝利 へ の ) 吉報 と し 、 それ に よっ て 
あな た 方 の 心 が 安 ら ぎ を 得る た め に 外 な 
ら な か っ た 。 勝利 は 、 アッ ラー* の 御 許 か ら 
の み 。 本 当 に ア a 力 な ら び な い * 
お 方 、 英 知 あ ふれ る * お 方 な の だ か ら 。 


か れ が その 御 許 か ら 平 安 と し て 、 あ な た 方 
を まどろみ で 包ま れ 、 天 か ら あ な た 方 の 上 
に ( 雨 ) 水 を お 降ら し に な っ た 時 の こと (を 
思い 出す が よい ) 。 そ れ は あな た 方 (の 外 
面 な 汚れ ) を それ で 清め 、 あ な た 方 (の 内 
面 )/ か ら シ ャ イタ ー ン * の 汚れ 3 を 取り 除き 、 
あな た 方 の 心 を (忍耐 * で ) 繋ぎ と め *、 そ 
れ に よっ て あな た 方 の 足元 を 確固 と する 
た めで あっ た 5。 


= 


サル 177 頁 参照 )。 


) 


ww 


た 
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イム ラー ン 家 章 124-125 と 、 そ の 訳注 も 参照 。 
こと の 「 汚 れ ]| は 、 シ ャ イタ ー ン * の 嘱 (ささ や ) きのこ と と され る (前 掲 書 178 頁 参 照 )。 


= -A 
SENS 

Rs と 
dd A 3 


OO 3 (ALS 


プレ もの ニュ ン を (所 ン ン 
DG 3 
ン ン シタ 


8 本 C 時 
の ちと る 


0 4 A 

2% SE NE 

33 
ONE 


ここ で の 「 真 理 」 と は イス ラー ム * と その 信徒 、「 虚 妄 」 は シル ク * と その 民 の こと ( ム ヤ ッ 


L 心 を 繋ぎ と め る 」 と は 、 堅 固 さ と 揺 る ぎ の な さ が 備 わる こと (イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 9:280 参照)。 


バド ル で は マッ カ * 軍 が 先 に 水 場 を 確保 し て し まい 、 そ れ に よっ て ムスリム * た ち は 喉 (の 


ど ) の 渦 き を 癒 ( い や) すこ と も 出来 ず 、 礼 拝 の 際 の 清め も 叶わ な い 状 態 と な っ た 。 oO 
の 者 た ち は 先 行き が 心配 に な っ た が 、 雨 が 降っ た こと に より 問題 は 解決 し 、 両 軍 の 間 に 
っ た 砂丘 も 雨 に よっ て 固まっ た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:23 参照 )。 
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12. (預言 者 * よ 、) あな た の 主 * が 天使 * た ち に 、 に る CI を | 
(こう ) お 伝え に な っ た 時 の こと (を 思い 起 | る 。 直っ 2k ン 導 人 る 
て させ る の だ ) o 「 わ れ は あな た 方 と 共に あ 3 ちこ ゆり 2 
る 。 な ら ば 信仰 する 者 た ちな 、 江 固 に する の の dE 
だ と 陥 つ た 者 * た ちの 心 
に 才 屈 を 投げ 込 も うーー 。 そし て ( 信 爺 者 た 
ちよ 、) 彼ら の 首 を 打ち 、 彼ら の 指 の 節々 す 
べ て を 断ち 切っ て や る ! が よい 」 。 

13. それ と いう の も 、 彼 ら が アッ ラー* と その の 553 る 3 
使徒 * に 反し て いた か ら な の で ある 。 そし て OG A 2 
誰 で あろ うと 、 アッ ラー* と その 使徒 * に 反 
する 者 (、 ア リラ ー' は る の 者 を 出さ れる )、 
と いう の も 、 実に か れ は 厳し い 懲罰 を 与え 
られ る お 方 な の だ か ら 。 

14。 それ (が 、 微 記 ) で ある 。 な ら ば 、 そ れ を LU 

(現世 で ) 味わう が よい 。 そ し て 不信 仰 者 oD 

* た ち に こそ は (来世 に お いて ) 、 業火 の 食 前 
が ある の だ 。 

15. 信仰 する 者 た ちよ 、 進 軍 中 に 不信 伽 に 陥っ Rk is 
た 者 * た ちと 出 道 っ た な ら ば 、 彼ら に 背 を 見 る CN 人 
せる の で は な い 。 

16。 そ し て 、 そ の 日 彼ら に 背 を 向け る 者 は 誰 で JC 39 


も 、 戦闘 (お ける 策 斉 の た め に (一 旦 
戦線 か ら ) 胸 け た り 、 ある い は (味方 の 別 
の ) 一 団 に 編入 し た りす る た めで な い 限 
り 、 確 か に アッ ラー* か ら の お 急 < り と 共に 戻 
っ た 2 こと に な る の で ある 。 そし て その 住処 
は 、 地獄 で ある 。 そ の 行き 先 は 、 何 と 柄 悪 
で あろ うか 。 


1 


2 


ンズ ッ ン ・ 


2 3 5 1 っ 2 


Sra 2 


「 指 を 断ち 切る 」 の は 、 武 器 を 使え な いよ うに する た め ( イ ブン ・ ア ーシュ ー ル 9:283 参照)。 
「 ア ッ ラ ー* の お 怒り と 共に 戻っ た 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 61 の 訳注 を 参照 。 
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17. な ら ば (信仰 者 た ちよ ) 、 


18. 


19. 


あな た 方 が ( 自 
分 た ちの 力 で ) 彼ら を 殺し た の で は な く 、 
アッ ラー* が 彼ら を 殺さ れ た の で ある 。 ま 
た (使徒 * よ 、 0 ( 実 
は ) あな た が 投げ た の で は な く 、 アッ ラフ 

ー* が 投げ 給 う た の だ !。 そ し て be ッ ラ 
ー* が そう され た の は 、) か れ が それ に よ 
っ て 、 信 仰 者 た ち を よき 試練 に お か け に 
な る た めで あっ た 2。 本当 に アッ ラー* は 
よく お 聞き に な る お 方 、 全 知 者 で あら れ 
る の だ か ら 。 


それ (は 、 ア ッ ラ ー* に よる も の ) で ある 。 
そし て アッ ラー* こ そ は 、 不 信仰 者 * た ちの 
策略 を 脆い も の と され る お 方 な の だ 。 


(不信 仰 者 * た ちよ 、 ) も し 、 あな た 方 が 裁決 
を 求め る “の な ら 、 裁決 は 確か に あな た 方 の 
も と に 到来 し た 。 ま た 、 も し あな た 方 が ( 不 
信仰 と 、 ムスリム * と の 戦い を ) や め る の な 
ら 、 それ が あな た 方 に と っ て より 善い の で 
ある 。 そ し て (ムスリム と の 戦い に ) 戻る 
と いう な ら 、 わ れ ら * も (あな た 方 に 再び 
敗北 を も た ら す べく ) 戻っ て 来 よ う 。 また 、 


1 ここ で 預言 者 * が 投げ た の は 、 敵 軍 に 向かっ て 投げ た 肪 
それ を 敵 軍 ま で 到達 させ て 命中 させ 、 彼ら 全員 の 戦力 を お 下げ に な っ た の ン ・ カ スィ ー 


ル 4:30 参照)。 


ウ 粒 で ある 、 と され る 。 


2 GG イン テラ イラッ ン ニン 


AO と た る 
Ee LD 

65 っ SS 
の んっ っ 


Oi SN 


で 3 と: ンス 39 3 2 と だ つい 
03 と CYP 
つら っ だっ か 0 


CNS 5 る っ 


アッ ラー* は 


IS) 


の 


アッ ラー* が お 望み な ら 、 戦 いな し に ム ス ! 
か し それ は 、 役 ら が 戦い に よっ て より 高い 


ム * た ち を 勝利 させ る こと も お 出来 で ある 。 し 
信 に 到達 し 、 大 き な 褒 美 (ほう び ) を 得る た め 


の 試 績 だ っ た の だ (アッ ー サ アァ ディー317 


参照 )。 


ュ グ 


この 「 裁 決 を 求め る 」 と は 、 決戦 前 た マッ カ * 軍 の 指揮 官 ア ブー・ ジ ャ ハル * が 口 に し た 、「 ア 
ッ ラ ー* よ 、 近親 と の 絆 (きず な ) を 断ち 切っ て ば か り い て 、 我々 の 知ら な いも の を 我々 に 


も た らし た 者 た ち を 今朝 、 
ルー ハー キム 2:389 参照 )。 


滅ぼし て 下さ い ! 」 


と いう 祈り の こと で ある 、 と 言わ れる ( ア 
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Ju -A 


20. 


21. 


22。 


23. 


24. 


あな た 方 の 集団 な ど 、 あ な た 方 に と っ て 何 
の 役 に も 立た な い の で ある 。 た と え 、 そ れ 
が 多勢 で あろ うと (、 同 じ こ と ) 。 本当に 
アッ ラー* は (その ご 援助 に よっ て ) 、 信仰 
者 と 共に あら れる の だ 。 


信仰 する 者 た ちょ 、 
* に 従え 。 そし て ウル ァ = 
て いる の に 、 彼 (使徒 * ) に 背 
な い '。 


アッ ラー* と その 使徒 
ン * を ) 聞い 
いて は な ら 


また 、 聞 いて な どい な い の に 、「 私 た ち は 
聞き まし た 」 と 言う 者 た ち 2? の よう に な っ て 
は な ら な い 。 


本 当 に ア ッ ラ ー* の 御 で 、 地上 を 歩く 生き 
物 の 内 で も 最悪 の も の と は 、 弁 え る こと の 
な い 龍 と 忠 3 た ちの こと な の で ある 。 


も し アッ ラー* が 彼ら の 内 に 善い こと 4 が あ 
る の を ご 存 知 だ っ た な ら 、 彼 ら に お 聞か せ 
に な っ た ? で あろ う 。 そし て 、 た と え お 聞か 


せ に な っ た と し て も 、 彼 ら は 身 を 翻 し て 
背 を 向け る の が お ちな の だ 。 


信仰 する 者 た ちよ 、 ア ッ ラ ー* と 使徒 * に 応 
えよ 、 彼 (使徒 が あな た 方 を 生か す 物 


1 使徒 * に 背 


きく と と は 、 ア ッ ラ ー* に 背 


ー ル 9:303 参照 )。 


IN) 


の 


に 


m 


クル アー 
な い シ ルク * の 徒 や 偽 信 者 * た ちの こと ( ム ヤ ッ サ 
この 「 襲 」 と 「 呆 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 18 の 訳注 を 参照 。 


クル アー ン * の 訓 戒 と 教示 を お 聞か せ に な り 、 
と いう 


きく こと に 等 し い 。 婦 


H GQ 


YI 
⑧o つ > 


0 


3 ン 


5 た る 
A 
RR 


2 かけ すい の 
3 on 


i A < っ 0 IZA 


5 計る の る Cs6 UJ め 2 


『 人 章 80 も 参照 (イブ ン ・ ア ーシュ 


ン * を 「 ち ゃ ん と 耳 で 聞い て いる 」 と 言い な が ら も 、 そ れ を 熟 護 (じゅ くり ょ ) し 
ル 179 頁 参照 )。 


「 善 いこ と 」 と は 、 幸福 な 運命 、 あ る い は アー ヤ * か ら 益 を 得る こと (アル = バイ ダー ウィ 
ー3.98 参照 )。 


こと ( ム ヤ ッ サ ル 179 頁 参 照 )。 


アッ ラー* の お 話 を 理解 させ られ た で あろ う 、 
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事 ! へ と 呼び か けた 時 に は 2?。 そ し て アッ ラ | ba 
ー* が 人 と その 心 の 間 を 焦ら れる こと 3 を 、 OL 


また 、 あ な た 方 が か れ の 御 許 に こそ 有 有 集 
され る と いう こと を 知れ 。 


25. そし て (信仰 者 た ちよ 、) 決し て 、 あ な た 
方 の 内 の 不正 * 者 た ち だ け に 降り か か る わ 
け で は な い 試 練 か ら 、 身 を 守る の だ *。 そし 
て 、 ア ッ ラ ー* が 厳し く 竹久 され る お 方 で 
ある こと を 知れ 。 


26. ま た 、 あ な た 方 が 地上 (マッ カ や う に お いて EETOIRITTH 
無 勢 で 、 抑圧 され た 者 た ち で あり 、 人 々 が EE SEIS 
あな た 方 の こと を 撮っ て し まう こと を 居れ i 

て いた 時 の こと を 思い 出す が よい 。 それ か DTE x 


ら 、 か れ (アッ ラー*) は あな た 方 が 感謝 す 
る よう に と 、 あ な た 方 を (マデ ィ ー ナ * に ) 
住ま わせ 、 その ご 援助 に よっ て (バド ル の 
戦い * で ) あな た 方 を 支え られ 、 あ な た 方 に 
善き も の の 内 か ら お 恵み に な っ た の だ 。 


27. 信仰 する 者 た ちよ 、 アッ ラー* と 使徒 * を 斉 TNI の APP 
切っ て は な ら な い 。 そし て (それ を する OS 
義務 を ) 知り つつ 、 あな た 方 の 供託 を 斉 切 
っ て も な ら な い 。 


1 「 生 か す 物 事 」 の 解釈 に は 諸説 ある が 、 ア ルー クル トゥ ビー* に よる と 多く の 学者 は 「 服 従 

行為 、 及 び ク ルアー ン * が 命じ 、 禁 じ る こと の 遵守 (じゅ ん し ゅ ) の こと 。 と いう の も 、 そ 

こ に は 永遠 の 生 と 恩恵 が ある か ら で あ る 」 と し て いる (7:389 参照 )。 

と の 言い 回 し は 、 ア ッ ラ ー* と その 使徒 * が 招く も の は 全て 「 生 か す 物 事 」 で ある こと を 意 

味 し 、 ま た そこ に お ける 利益 と 英知 を 説明 し て いる (アッ テニ サ ァ ディ ー318 頁 参照 )。 ア 

ー ヤ *20 の 訳注 も 参照 。 

アッ ラー* こ そ は 全て の 物事 を ご 自由 に 操 (あや つ ) られ る お 方 で 、 人 間 を 、 そ の 心 が 望 む 

も の か ら 遮 る こと も お 出来 に な る お 方 で ある ( ム ヤ ッ サ ル 179 真 参照 )。 

4 正しい 者 * で も 、 不 正 * 者 た ちと 共に あり 、 そ の 能力 が ある に も 関わ ら ず 彼ら の 不正 を 正 さ 
な いな ら ば 、 彼 ら と 同じ 試練 に 晒 (さら ) され る こと を 意味 する (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 

5 「 信 託 」 に つい て は 、 婦 人 章 58、 部 族 連 合 章 72 の 訳注 を 参照 。 


sl 


ww 
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28. そし て (信仰 者 た ちよ ) 、 知 る の だ 。 あ な 


29. 


30. 


31。 


た 方 の 財産 と 、 あな た 方 の 子供 は 試練 ! で あ 
り 、 ア ッ ラ ー* の 御 許 に こそ 偉大 な 論 褒美 が あ 
る と いう こと を 。 


信仰 する 者 た ちよ 、 も し あな た 方 が アッ ラ 

ー* を 長 れ る * な ら ば 、 か れ は あな た 方 に (上 在 
理 と 虚妄 と の ) 識別 2 を お 授け に な り 、 あな 
た 方 の た め に その 悪行 を 帳消し に され 、 あ 
な た 方 を お 赦し 下さ る 。 ア ッ ラ ー* は 、 偉大 
な 恩 科 の 主 で あら れる 。 


そし て (使徒 * よ 、 ) 不信 仰 に 陥っ た 者 * た 
ち が あ な た を 拘束 し た り 、 殺害 し た り 、 ( 故 
卿 か ら ) 追放 し た りす る た め に 策謀 し て い 
の (を 思い 起こ させ よ ) 。 彼 ら は 
策謀 アッ ラー* も 策謀 ほし 給 う ?。 ア ッ ラ 

2 ON SB の お 方 で あ 
られ る の だ 。 


われ ら * の 御 微 ( ア ーー ヤツ ) が 彼ら に 読 謀 さ 
れれ ば 、 彼ら は (無知 と 頑 迷 さか ら 、 こと こう) 
言っ た 。 「 (これ は 以前 に も 、) 確か に 聞 
いた こと が ある ぞ 。 も し その 気 に な れ ば 、 
私 た ち は こ れ と 同じ よう な も の を 語 i つっ た 
で あろ う 。 人 昔 の 人 々 の お 伽 話 に 外 
な ら な い の だ 」。 


2 現世 と 来世 に お ける 活路 、 救 い 、 勝 利 、 と いっ た 解釈 も ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:43 参照 )。 


気 つ きも し な いよ うな 形 で 、 役 ら の 策謀 に 対し て 六 
われ る こと (アル = テク ルト ッ ゥ ピー7:397 参照 )。 同 様 の 表現 法 の 説明 と し て 、 雌 和牛 草 15 の 


訳注 
アッ ラー* は クル アー ン * と 同様 の も の を 作っ て みる よう 仰せ られ た が 、 役 ら に は それ が 叶 
参照 )。 雌牛 章 23、 ユー ヌス * 章 38、 フ ー ド * 章 13 


わな か っ た (アッ テニ サ ァ ディ ー320 


( ム ヤ ッ サ ル 180 


J 
参照 )。 


「 ア ッ ラ ー* の 策謀 」 と は 、 彼 ら が 気 


も 参照 。 


財産 や 子供 は 、 人 が それ ゆえ に アッ ラー* に 感謝 し 、 そ こ に お 
ある い は それ ゆえ に アッ ラー* へ の 服従 を お うろ そ か に し て し まう か どう か の 、 試 練 で ある 


: と レー) 266 2 
©® a \ さい A の ァ ン ン 


っ 2 た と っ 5 う 


NIR 
co 3 3 


Sn Ee 


a Ce ゝ うり 
RR RS 


SR re A 


$ い て アッ ラー* に 服従 する か 、 


で 報 


夜 の 旅 章 88、 山 章 33-34 も 参照 。 
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32. 彼ら が 、 (こう ) 言っ た 時 の こと (を 思い AO っ UE 
起こ させ る が よい ) 。 「 ア ッ ラ ー" よ 、 も し oo 
これ が 本 当 に あな た の 御 許 か ら の 真実 で OE 
ある な ら 、 大 か ら 私 た ちの 上 に 石 を お 降ら 
し に な る か 、 I し い 懲 
農 を お 与え 下さ い 」 6 


33. そし て (使徒 * よ 、) ア ッ ラ ー* は あな た が AES 
彼ら の 中 に いる 限り 、 彼ら を 前 され な い 。 I RIE 
また アッ ラー* は 、 彼ら が ( 罪 の ) お 赦し を ES 
を う 限 り は 、 彼 ら を 六 さ れ た りす る お 方 で 
は な い の だ 。 

34. どう し て アッ ラー* が 、 彼 ら を 六 さ れ な い だ i 3 
ろう か ? 彼ら は (信仰 者 た ち を ) ハラ ー 3 るり es Ah 
ム ・ マ スジ ド * か ら 阻 ん で お り 、 そ の 後見 人 TI rR 
で も な いと いう の に ? その 後見 人 と は 、 A 


敬 典 な * 者 た ち 以 外 に は な い の で ある 2。 だ 
が 彼ら の 大 半 は 、 (それ を ) 知ら な い 。 


35. 重 農 (ハラー ム ・ マ スジ ド ") に お ける 彼ら ee CIE 
の 礼拝 は 、 口笛 と 手拍子 以外 の 何 も の で も MN GE 
な か っ た 3。 な ら ば 、 あな た 方 が 不信 仰 を 犯 OTOL 


し て いた こと ゆる え 、 懲罰 を 味わう が よい 。 


不信 仰 者 * ら は 、 そ の 無知 さ 、 頑 迷 さ か ら 、 懲 罰 を 早く 下 し て みよ 、 と 求め た も の だ っ た 。 
家畜 章 57-58、 ユ ー ヌ ス * 章 50、 フ ー ド * 章 8、 雷 鳴 章 6、 夜 の 旅 章 92、 巡礼 * 章 47、 時 昧 
章 53-.54、 サ ー ド 章 16、 相 談 章 18、 階 段 章 1.2 な ども 参照 。 

2 「 後 見 人 」 と は 、 ハ ラー ム ・ マ スジ ド * に ふさ わし い 者 た ち (雌牛 章 217、 悔 司 章 17-18 も 
参照 ) の こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4 : 51 参照 )。 尚 、「 ハ ラー ム ・ マ スジ ド * の 後見 人 」 で 
は な く 、「 ア ッ ラ ー* と 親密 な 者 た ち 」( ユ ー ヌ ス * 章 62 の 訳注 を 参照 ) と いう 解釈 も ある 
( ム ヤ ッ サ ル 181 頁 参 照 )。 

この 様子 は 、「 あ る 種 の 人 々 が 裸 で 、 こ の よう に し て タワ ー フ * し て いた こと ( 高 壁 章 28 
と その 訳注 も 参照 )」「 そ の よう な こと を し て 、 預言 者 * の 礼拝 を 妨害 し て いた こと (詳細 に 
され た 章 26 と その 訳注 も 参照 )」「 信 仰 者 た ち を 喘 笑 し て いた こと 」 を 表し て いる 、 と い 
っ た 解釈 が ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:52 参照 )。 


= 


ww 


8. 戦 利 品 章 


350 


NIR EYE 


36. 本 当 に 不信 仰 に 陥っ た 者 " た ち は 、 アッ ラフ 


937。 


38. 


39. 


ー* の 道 を 阻む べく 、 彼 ら の 財産 を 費やす 。 
彼ら は それ を 費やす で あろ う 。 や が て それ 
は 彼ら に と っ て の 悲痛 と な り 、 そ れ か ら 彼 
ら は 打ち 負 か さ れる の だ 。 そ し て 不信 仰 だ 
っ た 者 * た ち は 、 地 獄 へ と 召集 させ られ る 
の で ある 。! 

ほ い も 


(それ は ) ア ッ ラ ー* が 善い も の か ら 悪 
の を 分 別 さ れ 2、 悪い も の を 互い に 積み 上 げ 
て それ を まとめ て 重ね られ 、 そ し て それ を 
地獄 へ と 放り 込ま れる た め な の だ 。 そ の よ 
うな 者 た ちこ そ 、 損失 者 な の で ある 。 


(使徒 * よ 、) 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち に 、 
(こう ) 言っ て や れ 。 も し 彼ら が (不信 仰 
と 、 信仰 者 た ちと の 戦い を ) や め る な ら ば 、 
既に 過ぎ 去っ た こ と (の 罪 ) は 彼ら に 落 さ 
れ よ う 。 そ し て 、 も し 彼ら が (バド ル の 戦 
い * の 後 、 再 び ム スリ ム * た ち と の 戦い に ) 戻 
っ て 来る な ら ば (、 われ ら * は 彼ら に 報復 し 
よう ) 、 確 か に 昔 の 人 々 (に 対す る アッ ラ 
ー? の 摂理 * は 先んじ た の だ か ら 。 

また 、 試練 が な く な り 、 宗教 が 全て アッ ラ 
ー* の も の と な る まで 5、 彼 ら と 戦う の だ 。 


ー 
し 


費 


= 


の アー ヤ * は 一 説 に 、 
や し た アブ ー・ ス フ ヤ ー 


バド ル の 戦い * で の 敗戦 の 雪辱 を 果たす べく 、 
ン * に 関し て 下っ た と され る 。 し か し アー ヤ * の 意味 は 、 同様 の 状 


1 
ER TE 
ei 

EE 


DR IR SI 2 
FO AN 8 
Ee BB 3 の 


OR OA 


> ラス ~ 


PC っ と あと ちち 
> を っ NS 


[ 戦 に 向け て 大 金 を 


態 に ある 全て の 不信 仰 者 * に 当て は まる も の で ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:53 参照 )。 


「 
1 い \ 


使 1 
表 


ご 


NN) 


の 


た 


善い も の 」 と は 信仰 者 、 よ い 行 い 、 


よい 施し の こと で 、 
行い 、 悪 い 施 し の こと (アル テバ ガウ ィ ー2:292 参照 )。 
徒 * を 嘘つき 呼ば わり し 、 不 信仰 に お いて 頑 迷 で あり 続け た 者 た ち に は 、 


「 悪 いも の 」 と は 不信 仰 者 *、 悪 


アッ ラー* の 懲 


が 下る と いう 摂理 の こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:55 参照 )。 


こと こ で の 


「 試 練 」 と は 、 シ ルク * と 、 イ スラ ー ム * へ の 妨害 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 181 頁 参 照 )。 


5 宗教 、 服従 行為 、 崇拝 * 行 為 が アッ ラー* の み に 捧 げ ら れる よう に な る まで 、 と いう 意味 (前 


掲 


書 、 同 頁 参 照 )。 


8. 戦 利 品 章 351 EN A 
そし て も し 彼ら が 止め る の で あれ ば (、 ア | @ え a る る OR 
ッ ラ ー* は 彼ら に 報 わ れ よ う ) 、 本 当 に アッ 
ラー* は 彼ら の 行う こと を よく ど ご 覧 に な る 
お 方 な の だ か ら 。 

40. そし て 、 も し 彼ら が CE RA A 
か け に ) 背 を 向け た の で あれ ば 、 ア ッ ラ ー* O02 る 
が あな た 方 の 底 症 "で ある こと を 知る の 
だ 。 (アッ ラー* と いう ) その 友 護 識者 * は 何と 
素晴らし いと と か 、 そし て (アッ ラー* と い 
う ) その 援助 者 は 何と 素晴らし いこ と か 。 

41. また 、 あ な た 方 が 戦利 品 * と し て 得 た いか な | 先 。 用 ゅ た 3 
る も の も 、 そ の 五 分 の 一 ' は アッ ラー* と | の 痢 の の の 5 
使徒 や 、 そ の 近親 =、 孤児 、 貧者 ^ 旅路 (で | みあ ae 
苦境 ) に ある 者 に 属す る こと を 知る の だ 。 EE EG テン レ 
も し 、 NN ツラ アー と 、 識別 の 二 CG 
両 陣営 が 会 し た に 、 わ れ ら * が われ ら * の : 0 の 
僕 (ムハンマド に 下 し た も の 5 を 信じ る ンプ バー 
の で あれ ば (、 そ う せ よ ) 。 ア ッ ラ ー* は 、 
全て の こと が お 出来 に な る お 方 で ある 。 

42. あ な た 方 が 谷 の (マデ ィ ー ナ * か ら 見 て ) I NI 
最寄り 側 に 、 そし て 彼ら が 谷 の 最も 遠い 側 あ 0 SR 
に あり 、 隊商 が あな た 方 より も 下方 5 に 位 dA 2 に 2 3 
置 し て いた 時 の こと (を 思い 出す の だ ) 。 BIZ  . 

1 戦利 品 * の 五 分 の 四 は 、 戦 闘 に 参加 し た 兵士 に 分 配 さ れる ( ム ヤ ッ サ ル 182 頁 参照 )。 

2 アッ ラー* と その 使徒 * の 割り 当て 分 は 、 ム スリ ム * の 一 般 的 な 福利 の た め に 費やさ れる (前 
掲 書 、 同 頁 参 照 )。 

3 預言 者 * ム ハン マ ド * の 家系 で ある 、 ハー シム 族 と ムッ タリ ブ 族 の こと 。 彼ら は 施 ( ほ どこ ) 
し を 受け 取る こと が 禁じ られ て いる の で 、 こ れ が その 代わ りな の だ と も され る (前 掲 書 、 
同 頁 参照 )。 

4 「 識 別 の 日 」 と は 、 真 理 と 虚妄 の 明暗 が 鮮明 に され た バド ル の 戦い * の 日 の こと (前 掲 書 、 
司 頁 参照 )。 

5 アッ ラー* か ら の ご 助力 と 勝利 な ど 、 そ こ で 現れ た 御 徴 の 数 々 の こと (前 掲 書 、 同 真 参照 )。 

6 ムスリム * た ちか ら 見 て 、 紅 海 方 面 の 低地 に 位置 し て いた 、 と いう こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


8. 戦 利 品 章 352 JMA 


た と え あ な た 方 が (前 も っ て 、 両 軍 が 会 し FF GI HE NS 
た 時 の よう な 時 と 場所 を ) 約束 し 合っ て い OLE AWE I 
た と し て も 、 あな た 方 は その 約束 を 違え て 
し まっ た で あろ う 。 し か し (アッ ラー* が 、 
あな た 方 を 約束 も な し に 一 常に 会 させ た 
の は 、 ) アッ ラー* が 、 実現 され る こと に な 
っ て いた こと を こと 決行 され る た め 。 (それ 
は ) 滅び る 者 が 明 証 に よっ て 滅び 、 生き る 
者 が 明 証 に よっ て 生き る た め ! で あっ た 。 本 
当 に アッ ラー* こ そ は 、 よ く お 聞 き に な る お 
方 、 全 知 者 で あら れる 。 


43. ( 避 言 者 * よ 、) アッ ラー* が あな た の 夢 の | 35 る C80 3 
! で 、 彼 ら (の 数 ) を あな た に 、 少 な く お 2 っ 4 
見 せ に な っ た 時 の こと (を 思い 起こ させ る イン スイ スン NS 
が よい ) 。 そ し て 、 も し か れ が 、 あ な た に oo 
彼ら が 多数 で ある の を お 見 せ に な っ て い > 
た ら 、 あな た 方 は 尻込み 、 そ の 件 2? に つい て 
争い 合 っ た こと こと で あろ う 。 だ が ア ッ ラ ー* 
は 、 (その よう な こと か ら ) 無事 に 済ま せ 
られ た 。 本 当 に か れ は 胸 中 に ある も の を 、 
ご 存 知 に な る お 方 な の だ か ら 。 

44. また 、 あ な た 方 が 会 し た 時 に 、 か れ が あな PA BI 


~~? 


た 方 の 目 に は 彼ら を 少な く お 見 せ に な り 、 Pi 2 
彼ら の 目 に も あな た 方 を 少な く お 見 せ に 
な っ た 時 の こと 3 (を 思い 出す の だ ) 。 ( そ 
れ は ) アッ ラー* が 、 実現 され る こと に な っ 
て いた こ と を こ 決 行 され る た め だ っ た 。 ア 
ッ ラ ー* に こそ 、 全 て の 物事 は 戻り 行く 。 


oA 


1 イス ラー ム * の 真実 性 と 不信 仰 の 嘘 が 、 議論 の 余地 な く 明 ら か に な っ た 後 、 そ れ で も 不信 仰 
に こだわ る 者 が 不信 仰 者 * と し て 、 信 仰 者 が 信仰 者 と し て あり 続け る こと (イブ ン ・ カ スィ 
ー ル 4:69 参照)。 

2 攻撃 する か どう か 、 と いう こと (アル テバ ガウ ィ ー2:297 参照 )。 

3 この こと で ムスリム * た ち は 田 気づけ られ 、 一 方 の 敵 軍 は 戦闘 の 準備 を 怠 ( お こ た ) っ た ( ム 
ヤッ サル 182 真 参照 )。 イ ムラ ー ン 家 章 13 と 、 そ の 訳注 も 参照 。 


8. 戦利 癌 章 
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45. 信仰 する 者 た ちよ 、 (戦い に や っ て 来 


信仰 者 * の ) 集団 と 会 し た ら 、 了 堅固 で あれ 。 


た 不 


そし て あな た 方 が 成功 する よう に 、 ア ッ ラ 
ー* を 沢山 唱 念 する の だ 。 

46. 7 ッ ラ ー* と その 使徒 * に 従え 。 そし EDA a 
て 合っ て 、 それ ゆえ に 羽 込 み し 、 力 | I 
と 悦 利 へ の ) 勢い を 失っ て は な ら な い 。 SN SHS 
妨 耐 * す る の だ 。 本 当 に ア ッ ラ ー* は (その 
ご 援助 に よっ て ) 、 忍 する 者 た ちと 共に 
ある の だ か ら 。 

47. また 、 得 意 然 と し て 人 々 に 見 せ び ら か し A EB 
(自分 た ちと 人 々 を ) ア ッ ラ ー* の 道 か ら 較 EI LNE 
むべ く 、 自 分 た ちの 家 を 出 た 者 た ちの よう | あぁ 。 ょ っ sc6 宮 
に な る の で は な い !。 アッ ラー* は 、 彼 ら の 
i 

48. シャイ ター ン * が 、 彼 ら の 行い を 彼ら に 爆 び 8 
や か に し て 見 せ 、 (こう ) 言っ た 時 の こと BR IN 
(を 思い 起こ させ る が よい ) 。「 こ の 日 、 Co 
な い 。 そし て 本当 に 私 は あな た 方 の 援 OI 
者 で ある 2」。 それ で 両 軍 カ 会 する と 、 彼 ( シ a ン イラ テー ンマ と ン イ メン 

CIGNA DO 
ャ イタ ー ン *) は 忠 を 返 し て 後ずさり し 、 ー 
(こう ) 言っ た の だ 。 「 本 当 に 私 は 、 あ な 
た 方 と は 無関係 だ 。 実 に 私 は 、 あ な た 方 の 
見 えな いも の を 目 に し て いる 3。 本 当 に 私 
1 隊商 が マデ ィ ー ナ * 軍 を や り 過 ご し 、 無事 マッ カ * 方 面 へ と 立ち 去っ た 後に も 、 マ ッ カ * か ら 


の 援軍 は 退却 せ ず 、 彼 ら の 名 声 が 響 (ひび ) き 


度 る よう に と 、 バ ドル に 人 留 


(と ど ) まっ て 


音楽 や 酒 * の 宴 (うた げ ) を 開 こ うと し た と され る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:72 参照 )。 


I 


た 。 そこ で シャ イタ ー 
うに 言っ た の だ と いう 。 また 一 


一 説 に クラ イシ ュ 族 * は 、 役 ら と 敵対 関係 に あっ た バク ル 旋 に 攻め 込ま れる こと を 恐れ て い 
ン * が バク ル 族 出身 の スラ ー カ ・ ブ ン ・ マ ー リ ク の 次 を 
説 に シャ イタ ー ン * た ち は 、 スラ ー カ と その 軍勢 の 姿 を 借り 


芽 り て 、 この よ 


て 戦場 に 赴 (お も お ) いた と され る (アル = クル トゥ ビー8:26 参照 )。 


3 バド ル の 戦場 に 降臨 し た 天使 * を 


に し た の だ 、 と 言わ れる ( ム ヤ ッ サ ル 183 真 参照 )。 
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49. 


50. 


51. 


52. 


は 、 ア ッ ラ ー* を 怖 れ て いる の だ 。 アッ ラー 
* は 厳し く 微 負 され る お 方 で ある 」 a 


偽 代 者 * た ちと 、 心 に 病 が ある 者 た ち ! が 
(こう ) 言っ た 時 の こと (を 思い 起こ させ 
よ ) 。「 そ の 宗教 (イス ラー - ム り が 、 こ れ 
ら の 者 た ち (ムスリム を 取 い た の だ !」 
誰 で あろ うと ア ッ ラ ー* に 全て を 委ね る 者 
(の ッ ラ ー* は その 者 を 見 捨て ち れ た り は 
し な い ) 、 本 当 に アッ ラー* は 偉 力 な ら び 
OT 


天使 * た ち が その 顔 や 背中 を 取 ほり つけ つつ 、 
不信 仰 だ っ た 者 * た ち (の 魂 ) を 取り 上 げ 
る 時 の こと ? を 、 あ な た が 見 る の な ら ば ! 
(彼ら は 、 こ う 言 う 。) 「 (焼き 尽く す ) 
の 懲罰 を 味わう の だ 」。 


それ は 、 あな た 方 自身 が 行っ た こと ゆえ 


(の 報い ) で ある 。 また ア ッ ラ ー* が ( 公 正 
に 裁 か れる お 方 で あり ) 、 僕たち に 対す る 
不正 * 者 な ど で は な いこ と ゆえ な の だ 。 


(彼ら の 結末 は ) フィ ル ア ウン * の 一 族 と 
それ 以前 の (不信 仰 ) 者 た ちの 塗 いと 同様 
で ある 。 彼ら は ア ッ ラー* の 御 微 を 否定 し 、 
それ で アッ ラー* は その 罪 ゆ え に 彼 ら を 憲 前 
され た 。 本 当 に ア ッ ラ ー* は 強力 な お 方 、 厳 
し く 懲 凡 され る お 方 。 


1 


NN) 


* が 日 


アァ ディ ー322 頁 参 照 ) う 。 尚 、 


ャ ゥ タータン っ 
っ 


マー ン ン ン ニン ン 


る 2 


SN TENE 


i 


「 心 に 病 が ある 者 た ち 」 と は 、 イ スラ ー ム * に 疑念 を 抱く 、 信 仰 心 の 弱い 者 た ち (アッ = サ 


93 と その 訳注 も 参照 。 尚 、 


畜 章 61、 


この 「 偽 信者 * た ちと 心 に 病 が ある 者 た ち 」 と は 、① マ ッ カ \* 
の 不信 仰 者 * た ち 、② マ ッ カ * に いた 偽 信者 * た ち 、③ マ ディ ー ナ * の 偽 信 者 * た ち 、④ 移 住 * 
せ ず に マッ カ * に 留 (と ど ) まり 、 マ ッ カ * 軍 と は 
ち 、 な ど と いっ た 説 が ある (イブ ン ・ カ スィ 


よ に バド ル の 戦い * に 出征 し た ムスリム * た 
ー ル 4 : 75-76 参照 )。 

れ は バド ル の 戦い * の みな ら ず 、 全 て の 不信 仰 者 
HH くわ すこ と に な る 状況 で ある ( ム ヤ ッ サ ル 183 頁 参照 )。 
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Ju -A 


53. そ れ と いう の も アッ ラー は 、 あ る 民 に 授け 
られ た 恩恵 を 、 彼 ら が 自分 た ちの 状況 を 
(敢えて 悪い 方 へ ) 変え な い 限 り 、 変 更 さ 
れる こと が な い お 方 だ か ら で あ る !。 ま た ア 
ッ ラ ー が 、 よ く お 聞 き に な る お 方 、 全 知 者 
で あら れる か ら な の だ 。 


54. (彼ら の 結末 は ) フィ ルアウ ン * の 一 族 と 
(使徒 * た ち を 嘘つき 呼ば わ り し た ) 彼 ら 以 
前 の 者 た ちの 習い と 、 同様 で ある 。 彼 ら は 
その 主 * の 御 微 を 嘘 呼ば わり し 、 それ で わ 
れ ら * は その 罪 ゆ え に 彼 ら を 滅ぼし た 。 ま た 
われ ら は 、 フ ィ ル アウ ン * の 一 族 を 湖 れ させ 
た の で ある 。 そ し て (彼ら は ) 皆 、 不 正 * 

者 で あっ た 。 


55. 本 当 に アッ ラー* の 御 許 で 、 地 上 を 歩く 生き 
物 の 内 で も 最悪 の も の と は 、 不 信仰 に 路 っ 
た 者 * た ちの こと で ある 。 彼 ら は 信じ な い の 
だ か ら 。 


56. (使徒 * よ 、 彼 ら は ) あな た が 彼ら と 協定 
1 (アッ ラー* を ) 長 れ る * 
こと な く <^、 毎 回 、 自 分 た ちの 協定 を 破る 

者 た ち 3。 


ーッ < に 32335b35 
A FC 


9 Rh 3a 
SIE ES 
OS 


2 
NM < そる 


NA iceo532 る ひ 


OS 

< タ タン ンタ 
Opa つう EN 
RT pe IA CR 0 


1 フィ ルアウ ン * の 一 族 や クラ イシ ュ 族 *、 彼 ら と 同様 の 状態 に ある シル ク * の 徒 ら は 、 現世 で 
の 幸運 ・ 使 徒 *・ 啓 典 と いっ た 恩恵 を 授かっ た が 、 それに 対し て 不信 仰 で 応じ た 。 ゆえ に アッ 


ラー* は 、 役 らち へ の 恩恵 を 変更 され た (アッ ニシ ャ ウ カ ー ニ ー2:457 参照 )。 雷 鳴 章 11 と 
その 訳注 も 参照 。 


to 


8 : 3020 参照 )。 


協約 を 破る こと に お いて 「 身 を 慎む こと が な い 」 と いう 解釈 も ある (アル = カー スィ ミー 


3 当時 の マデ ィ ー ナ * に は 、 ユダ ヤ 教 徒 * の クラ イザ 族 の よう に 、 ム スリ ム * た ちと 安全 協約 を 


結ん で は 破る こと を 繰り 返し 、 不信 仰 者 * た ちと 共謀 する 者 た ちがい た (アル = バ ガ ウ ィ ー 


2:302 参照 )。 


8. 戦 利 品 章 356 JUN -A 
57. それで 、 も し あな た が 戦争 で 役 ら を 捕らえ | 3 とみ 3 
た な ら ば 、 彼 ら (を 罰する こと ) に よっ て 、 OLE 2 


58. 


59. 


60. 


その 背後 に いる 者 た ち を 散り 散り に し て 
し まう が よい 。 (それ は ) 彼ら が 、 教 訓 を 
得る よう に する た めで ある 。 


また (使徒 * よ ) 、 も し あな た が ある 民 に よ 

る 裏切り 行為 を 怖 れ る ! と いう の な ら 、 彼 ら 
に 向け て (協定 を ) 、 等 し く * 投 げ 捨て て や 
れ 。 本 当 に アッ ラー* は 、 裏切り 者 た ち を お 
好み に は な ら な い の だ か ら 。 


不信 仰 に 陥っ た 者 " た ち は 、 自 分 ) た ち が ( ア 
ッ ラ ー* の 懲罰 を ) や り 過 ご ど し た な ど と 、 断 
じ て 考 える の で は な い 。 本 当 に 彼ら は 、 ( ア 
ッ ラ ー* を ) や り 過 ご すこ と が 出来 る 者 で は 
な い の だ か ら 。 


また (ムスリム * た ちよ 、) あな た 方 は 彼 
ら に 対し 、 力 と 、 馬 を 繋ぎ と め て お く こ と 
に よっ て 、 出 来る 限り の 準備 ? を し て お く 
の だ 。 あ な た 方 は それ に よっ て アッ ラー* 
の 敵 と あな た 方 の 敵 、 そ し て あな た 方 が 
(まだ ) 知ら ず と も ア ッ ラ ー* は ご 存 知 で 
あら れる 、 彼ら 以外 の 別 の 者 た ち * を 脅 か 
す 。 ア ッ ラ ー* の 道 に お いて 何 か 費 や せ ば 、 
あな た 方 は 不正 * を 蒙 る こと と な く 、 ふん だ 
ん に 報 われ よう 。 


1 た と え 明 言 な し で も 、 


サ ァ ディ ー324 頁 参照) 


2 協定 の 破棄 が 、 両 陣営 に と っ て 等 し く 明 確 な も の と な る よう に 、 
184 頁 参 照 )。 
アッ ー ニ サ ア ディ ー* に よれ ば 、 と の 中 に は 、 知 力 ・ 体 力 ・ 各 種 

の みな ら ず 、 敵 の 悪 を 防ぐ 政治 力 な ども 含ま れる (324 


3 


彼ら の 裏切り を 示す 証拠 が 明らか 


ea 


る 


RIE 
I EOS よら 5 
ACT で 
dE 


sy ~ 


EY の | 


に な っ た ら 、 と いう こと (アッ = テ 


と いう 意味 ( ム ヤ ッ サ ル 


兵器 な ど に よる あら ゆる 「 準 備 」 


参照)。 


「 別 の 者 た ち 」 と は 、 ま だ 敵意 を 忠 (あら) わ に し て いな い 者 た ち ( ム ヤッ サル 184 頁 参 照 )。 
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Ju -A 


61. 


62. 


63. 


64. 


65. 


また 、 も し 彼ら が 講和 に 傾く の な ら 、 ( 預 
言 者 * よ 、) あな た も そこ へ と 傾く が よい *。 
そし て アッ ラー* に 全て を 委 た ね る * の だ 。 本 
当 に か れこ そ は よく お 聞き に な る お 方 、 全 
知 者 な の だ か ら 。 


そし て 、 も し 彼ら (講和 を 結ぶ 者 た ち ) が 
あな た を 歌 こ うと し て も 、 本 当 に アッ ラー 
* だ け で あな た に は 十分 な の で ある 。 か れ 
は 、 そ の ご 援助 と 信仰 者 た ち に よっ て 、 あ 
な た を 支え られ た お 方 な の だ か ら 。 


また 、 か れ (アッ ラー や は 、 彼 ら の 心 を 
結び つけ て 下さ っ た 2?。 た と え あ な た が 地 
上 に ある 全て の も の を 費やし た と し て 
も 、 あ な た が 彼ら の 心 を 結び つけ る こと 
は 叶わ な か っ た 。 し か し アッ ラー* が 、 彼 
ら を 団結 させ られ た の で ある 。 本 当 に か 
れ は 、 偉 力 な ら び な い * お 方 、 英知 あふ れ 
る "お 


十分 な の で ある 。 i 
GS あな た に 従っ た 者 に と っ て も 。 


預言 者 * よ 、 信 仰 者 た ち を 戦い へ と 駆り 立て 
あな た 方 の 内 か ら の 妨 耐 * 強 い 者 

二 十 人 いれ ば 、 彼 ら は ( 敵 ) 二 百 人 を 打 
ち 負かす で あらう 。 また 、 も し あな た の 
内 か ら の ( 尺 耐 * 強 い ) 者 百人 が いれ ば 、 彼 


1 預言 者 * ヘ ムハンマド * は フ ダ イ ビ ー ヤ * の 年 、 
戦争 の 停止 を 
参照)。 


し 出 た 時 、 


6 と abe 


⑧⑤ ぇ 5 3 


2 イニ ン ラン マン て ラン タン る 還 
Lo HE NIL FO 

イセ ンー レン スン イー イラ 
OR PG CY 


i タタ ニッ ン 


ol RR 3 


RR MI a 
pl と 


3 


OC RT WG 
| 
Us NG 
2 
IE 
LN GN 


A 2 


GY OR IAP 


シル ク * の 徒 が ムスリム * た ちと の 講和 と 
それ を 条件 つき で 受け 入れ た (イブ ン 


・ カ スィ ー ル 4:83 


2 信仰 者 の 心 を イス ラー ム * に よっ て 結び つ 


部 族 問 で 争い 合い 、 マ ディ ー ナ * の 住民 も また 互 


参照 )。 雌牛 意 85「 身 代金 を 払う 」 の 訳注 


けた 、 の 意 。 ジ ャ ー ヒ リー ヤ * に お いて 、 人 々 は 
互い に 分 像 し て いた (アッ ニテ タ バリ ー5:3886 


E、 イ ムラ ー ン 家 章 103 も 参照 。 
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NIR EYE 


66. 


67. 


68. 


ら は 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち 千 人 を 打ち 負 
か す で あ ろう 。 そ れ と いう の も 、 彼 ら は 理 
解す る こと の な い 民 ! だ か ら で あ る 。 


(信仰 者 た ちよ 、) 今 、 アッ ラー* は あな た 
方 に 軽減 され た 。 そ し て か れ は 、 あ な た 方 
の 内 に 翌 さ を お 認め に な っ た の で ある 。 も 
し 、 あ な た 方 の 内 か ら の 忍耐 * 強 い 者 百人 が 
いれ ば 、 彼ら は 二 百 人 (の 不信 仰 者 *) を 打 
ち 負 か す で あ ろう 。 ま た 、 も し あな た 方 の 
内 か ら の 千 人 が いれ ば 、 ア ッ ラ ー* の お 許し 
に より 、 二 千 人 を 打ち 負かす で あろ う 。 ア 
ッ ラ ー* は (その ご 援助 と 共に ) 、 忍 耐 * 強 
い 者 た ちと 共に お られ る 。 

地上 で 徹底 的 に 痛め つけ る ? ま で 、 い か な る 
背 言 者 に も 、 捕 虜 を 取る こと は 許さ れ な か 
っ た 。 あ な た 方 は 現世 の つま ら ぬ 利益 3 を 湖 
み 、 アッ ラー* は 来世 4 を お 望み に な る 。 ア 
ッ ラ ー* は 偉 力 な ら び な い * お 方 、 英知 あふ 
れる * お 方 。 

も し 、 (戦利 品 * と 捕虜 の 身代金 が 合法 化 
され る と いう こと を ) 先んじ (て 記し ) 
た 、 あ な た の 主 * か ら の 書 5 が な けれ ば 、 


= 


sj 


w 


た 


31 


イブ ン ・ イ スハ ー ク * に よれ ば 、「 い か な る (正しい ) 意 B 
戦う 者 た ち 」 の こと (316 


に 
CS 
RK Ga 

Sn rn Ai 


A 20 


あら 2 46%Sgo3 oo 


CN oh o> 


の 


2 っ 


3 2 


A CR 


タビ 
@% 2 
ププ 


も 、 正 当 性 も 、 善悪 の 分 別 も な く 


参 照 )。 


ニン 


イス ラー ム * と ムスリム * の 減 亡 を 望ん で 戦う 不信 仰 者 * を 徹底 的 に 痛め つけ る まで 、 と いう 


こと (アッ = テ サ アァ ア ディー326 頁 参照 )。 


リ 


次 アー ヤ * と その 訳注 、 お よび と この 件 に 関し 、 ム ス 


ム * た ちの 勢力 が 


参照 )。 


バド ル の 戦い * で 捕まえ た 捕虜 を 、 身代金 


司 


つま り 、 ムスリム * に と っ て の 来 
と 、 敵 の 滅亡 


計 参 照 )。 


世 で の 褒美 に つなが る 、 イス ラー ム * の 
に つなが る 原因 と な る も の (アル = バイ ダー ウィ ー3:121 参照 )。 


強く な っ て か ら 下 っ た ムハンマド * 章 4 も 参照 (アル テバ ガウ ィ ー2:310 


と 引き 換え に 解放 する こと な ど ( ム ヤッ サル 184 


昌 隆 (こう りゅう ) 


この 「 書 」 は 、 守 られ し 碑 板 * の こと (アッ ニタ バリ ー5:3897 参照 )。 
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359 ND A 


69. 


70. 


71. 


あな た 方 に は 自分 > た ち が 手 に し た も の ゆ 
え 、 こ の ト 上 な い 懲 六 が 降り か か っ た こと 
で あろ う 。! 


な ら ば 、 あな た 方 が 戦利 品 * と し た も の か 
ら 、 合法 で 善き も の を 享受 する が よい 。 
そし て ア ッ ラ ー* を 長 れ * よ 。 本 当 に 
ラー* は 赦し 深い お 方 、 時 
の だ か ら 。 


預言 者 * よ 、 捕虜 の 内 、 あな た 方 の 手 に あ 
る 者 に 、 (こう ) 言っ て や る が いい 。 「 も 
し アッ ラー* が 、 あ な た 方 の 心 の 内 に 善き も 
の が ある こと を ご 存 知 な ら ば 、 か れ は 、 あ 
な た 方 か ら 人 奪わ れ た も の より も 普 き も の 
を あな た 方 に お 授け に な り ^、 、 あ な た 方 を お 
赦し に な ろう 」。 ア ッ ラ ー* は 赦し 深い お 方 、 
慈愛 深い * お 方 。 


そし て (使徒 * よ 、 ) も し 彼ら (解放 し た 
捕 虜 た ち ) が あな た へ の 裏切り を 望ん で 
いる と し て も (、 そ れ が あな た を 害する 
と と は な い ) 、 以前 3 に も 彼ら は アッ ラー 
* を 裏切り 、 1 
ら を 掌握 させ られ た の だ か ら 。 ア ッ ラ ー 
A 
お 方 。 


NNE 12 ー 


2 IEE 
OI RNY 


ジジ え イラ Ne 


OS ORES 


ァ ン < っ, ン の 


0 BE BIS 35 


SL Ss ん 0 の の Ed 


1 以前 の 預言 者 * た ちと その 共同 体 に と っ て 、 戦 利 品 * を 手 に する こと は 禁じ られ て いた 。 し 


1 いい 】 


3 つき 


か し バド ル の 戦い * の 後 、 ム スリ ム *# た ち は 戦 利 品 * を 
ー ヤ * は 、 こ の よう な 状況 で 下っ た と され る (アル = 
「 善 きも の 」 と は イス ラー ム * の こと で 、「 奪 われ た も の 」 と は 身代金 の こと で ある と 言わ 


れる 


。 一 説 に 、 こ の アー ヤ * は バド ル の 戦い * で 捕虜 と 


F に し 、 捕 虜 の 身代金 を 取っ た 。 と の 
バ ガ ウ ィ ー2:310 参照 )。 


な っ た 、 預 言 者 * の 叔父 アル ニア ッ パ バ 


ー ス ら に 関し て 下っ た 。 アル ニテ アッバース は イス ラ 
の 百倍 に あたる 財産 を 得 た 、 と され る (アッ ニタ バリ ー5:3901-3902 参照 )。 


ム * を 受け 入れ た 後 、 支払 っ た 身代金 


まり バド ル の 戦い * の 時 の こと (アル テバ ガウ ィ ー2:312 参照 )。 
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72. 本当に 信仰 し 、 移 住 * し 、 自分 た ちの 財産 | 4 を zzz2k683) 
と 生命 に よっ て アッ ラー* の 道 に 奮闘 し た cb ッッ pe 
者 た ち ( ム ハ ー ジ ルー ン と 、 (彼ら を ) 2 Ss AES: 
住ま わせ 、 援 助 し た 者 た ち ( ア ン サ ー ル ツ 、 i ee 
それ ら の 者 た ち は 、 お 互い に 盟友 ' で ある 。 も | 
そし て 信仰 し て も 移住 * し な か っ た 者 た ob と 
ち は 、 彼 ら が 移住 * す る まで 、 あ な た 方 に | が マー 
彼ら と の 角 友 関係 な ど は 一 切な い 。 ま た 、 の か 
も し 彼ら が 宗教 に お いて あな た 方 に 援助 Chia 
を 求め て 来 た ら 、 あ な た 方 は 彼ら を 援助 し 
な けれ ば な ら な い 。 但し 、 あな た 方 と その 
間 に 確 約 が ある 民 に 敵対 (し て 彼ら を 援 
助 ) する こと は 除 か れる が 。 ri 
あな た 方 の 行う i 
る お 方 。 

73. また 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち は 、 お 互い に On Pd) 
前 友 で ある 。 (信仰 者 た ちよ 、) あな た 方 NE DN 
が そう し な けれ ば 、 地 上 に 試練 と 大 き な 腐 OA 
敗 * が 生じ て し まう で ある ろう 。? 

74. そし て 信仰 し 、 移住 * し 、 ア ッ ラ ー* の 道 に | 所 ab22UE2Mco8D 
赤間 し た 者 た ち ( ム ハー ジル ー ン と 、( 彼 | 0 RIS 


ら を ) 住ま わせ 、 援 助 し た 者 た ち (アン サ 


ー ル ?) 、 それ ら の 者 た ちこ そ は 、 真 の 信仰 
者 で ある 。 彼ら に こそ 、 お 散 し と 、 貴 い 糧 
3 が ある の だ 。 


1 この 「 盟 友 」 は 、 相 続 に 関す る こと と も 、 支 持 と 援 


説 の 場合 、 そ の 決ま り は 撤回 され た (アー ヤ \ の 撤回 に つい て は 、 雌 牛 章 106 の 訳注 を 参 


ry OH っ 2 っ 


助 に 関す る こと と も 言わ れる 。 前 者 の 


照 ) と 見 な され る (アー ヤ *75 と その 訳注 を 参照 )。 婦 人 章 33 と その 訳注 も 参照 (アル = 
クル トゥ ピー8:56 参照 )。 


sl 


ヤッ サル 186 参照 )。 


3 


「 貴 い 糧 」 と は 、 天 国 に お ける 褒美 の こと 、 と され る (前 掲 書 、 同 頁 


つま り 、 信 仰 者 どう し が 助け 合わ な けれ ば 、 イ スラ ー ム * に お いて 「 試 練 」 が 生じ 、 イ スラ 
ー ム * を 阻 (は ば ) み 、 不信 仰 の 基盤 が 強化 され る と いう 「 腐 敗 」 が 現れ る 、 と いう 


と と ( ム 


参照 )。 
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75. また ( ム ハ ー ジ ルー ン * と アン サー ル * の ) OY 
後に 信仰 し 、 移住 * し 、 あ な た 方 と 共に ア SN EDNGG の 6 る 
ッ ラ ー* の 道 に 次 時 し た 者 た ち 、 そ れ ら の 者 | 0 と 85 
た ち は 、( 信 仰 者 た ちよ 、 ) あな た 方 の 同胞 上 ES る 


で ある 。 また 近親 関係 に ある 者 た ち は ( 貴 
産 相続 に 関し ) 、 アッ ラー* の 定め に お いて 
oe 本 当 に アッ ラー* は 、 
全て を ご 存 知 の お 方 な の だ 。 


1 マデ ィ ー ナ * 時 代 の 初期 に お いて は 、 信 仰 上 の 兄弟 と いう 契り を 交わ し た 信仰 者 どう し が 、 
親族 関係 を 越え て 遺産 を 相続 し 合っ た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:95 参照 )。 し か し この アー 
ヤ * に よっ て 、 そ の よう な 遺産 相続 は 撤回 され た (前 掲 書 4:99-100 参照 )。 婦人 章 33 と 
その 訳注 、 部 族 連合 章 6 も 参照 。 ま た 、 ア ー ヤ \* の 撤回 に つい て は 、 睦 和牛 章 106 の 訳注 
を 参照 。 


第 9 章 
居合 剖 (アッ ニタ ウ バ ) ! 


1. (これ は ) シル ク * の 徒 の 内 で 、 あ な た 方 が | EN SAR 
協約 を 結ん だ 者 た ち に 対す る 、 0 ラー る 
その 使徒 * か ら の 解除 (通告 ) の - 

2. ゆえ に (シルク * の 徒 よ 、) あな た 方 は 四 ヶ | の 
月 間 、 地 上 を (安全 に ) 通行 する が よい 。 そ RRR GE 
し て 、 あな た 方 が アッ ラー* (の 懲 禄 ) か ら 逃 _ OE 
れる こと な ど 出 来 な い 身 で あり 、 ア ッ ラ ー* - 

は 不信 仰 者 * た ち を (現世 と 来世 で ) 辱め ら 
れる お 方 で ある こと を 、 知 る の だ 。 3 
3. また (これ は 、) 大 いな る ハッ ジ * の 日 に お ER PR 
ける 、 ア ッ ラ ー* と その 使徒 * か ら 人 々 へ の 、 NEUEN 
「 ア ッ ラ ー* と その 使徒 * は 、 シ ルク * の 徒 と の a 
は 無縁 で ある 」 と いう 通告 * で ある 。 も し ( シ 
ルク * の 徒 よ ) 、 あ な た 方 が 悔 悟 し (て シル 

1 マデ ィ ー ナ * 盛 示 で も 最後 期 に 属す る 。 ク ルアー ン * の 中 で 「 慈 悲 あ まね く *、 慈愛 深き * ア 
ッ ラ ー の 御名 に お いて 」 と いう 言葉 に よっ て 始ま ら な い 、 唯一 の スー ラ *。 スー - ラ * 名 は 「 悔 
悟 」 と いう 語 の 頻出 と 、 タブ ー ク の 戦い * に 出征 し な か っ た 信仰 者 三 人 の 悔 惜 の 話 に 由来 す 

ユダ ヤ 教 徒 * の 諸 部 族 、 偽 信者 * ら に よる 度 重 (た び か さ ) な る 協約 の 破 


る 。 シ ルク * の 徒 、 
棄 (は き ) の 後 、 ア ッ ラ ー* は ムスリム *# た ち に 、 シ ルク * の 徒 と の 絶縁 を 命じ 、 シ ルク * の 
徒 ・ 啓 典 の 民 * に 関す る 法規 定 を 明らか に され る 。 ま た 、 ア ッ ラ ー* の 使徒 * が タブ ー ク の 戦 
い * へ と 徴集 (ちょ うし ゅ う ) し た 際 の 、 人 々 の 様々 な 様子 を 描写 し 、 偽 信者 * た ちの 心中 
を 暴露 する と 共に 、 ア ッ ラ ー* と その 使徒 * の 呼び か け に 背く 者 に 厳し い 警 告 を 放っ て いる 


こと の 「 解 除 」 通 告 の 原因 は 、 預 言 者 * 率 いる ムスリム * 軍 が タブ ー ク の 戦い * へ と 出征 し た 際 、 


通 


いい 】 


CO 


に 


偽 信者 * ら が 嘘 の 


棄 し た り し た こと に ある と され る ( ア 


塵 を 広め た り 、 シ ノリ 


と の アー ヤ \* が 意 区 


し て いる の は 、 


レク * の 徒 ら が ア 


ッ ラ ー* の 使徒 


ル テ バ ガウ ィ ー2.:314 参照 )。 
当時 ムスリム * た ちと の 協約 に お いて 以下 の よう な 状態 


に あっ た シル ク * の 徒 ら で ある :① 無 } 


参照 )。 
ち に つい て は 、 


「 大 いな る ハッ ジ * の 日 」 と は 、 ズ / 


( ム ヤ ッ サ ル 187 sy 預言 者 * は 、 ア リー* を これ ら の アー ヤ * と 共に 巡礼 肖 
る 通告 を させ た (アル = ブ ハ ー リ ー4655 参照 )。 


カカ * へ と 派遣 し 、 読 調 に 


I 


の いわ ゆ 


レル = ヒッ ジャ 


有限 の 協約 を 結ん で いた 者 た ち 、② 期 限 が 四 
の 協約 を 結ん で いた 者 た ち 、③ 協 約 を 結ん で いた が 、 そ れ を 破っ た 者 た ち ( ム ヤッ 
方 、 四 ヶ 月 以上 の 協約 を 結ん で お り 、 裏切り 行為 も 協約 の 違反 も な か っ た 者 た 
アー ヤ *4 で その 処遇 が 定め られ て いる (アッ テニ サ ァ ディ ー328 


攻 と 結ん で いた 協定 を 破 


ヶ月 以下 
サル 187 


24 
参照)。 


る 「 犠 牲 祭 の 日 」 の こと 


棚 の マッ 
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ク * を 止め ) た な ら 、 そ れ が あな た 方 に と っ NAR 
て より 善い こと 。 そし て も し (シル ク * の 放 ④。 Ta 
棄 と 信仰 か ら ) - 衣 を 向け る の な ら は ば 、 自分 ー- 
た ち が ア ッ ラ ー*\ (の 後 食 ) か ら 逃 れる こと 
な ど 、 出来 な い 身 で ある こと を 知る が よい 。 
(使徒 * よ 、 ) 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち に 、 
痛烈 な 懲 六 の 吉報 を 告げ て や る ! の だ 。 

4 但し シル ク * の 徒 の 内 、 あ な た 方 が 協約 を 結 I EN 
ん だ 者 た ち で 、 それ か ら あ な た 方 (と の 協 6 5 ラー 
約 ) に 対し て いか な る 不備 も な く 、 あな た OPEN に YY た 6 
方 に ( 敵 ) 対し て いか な る 者 も 援助 し な か 
っ た 者 た ち は 、 別 で ある 。 な ら ば 彼ら に 対 の こる 
し て は 、 彼 ら と の 協約 を 、 その 期限 まで 全う 
せよ 。 本当 に アッ ラー* は 、 身 を 慎む 者 2 た 
ち を お 好み に な る の だ か ら 。 

5. また 、 禁じ られ た ( 四 ヶ ) 月 3 が 終了 し た ら 、 (8 EN A RB 
シル ク * の 徒 を どこ で も 見 つけ た 場所 で 殺 る 3 
す が よ い $。 そし て 彼ら を 捕まえ 、 彼ら を 阻 み を レン イラ 

の ュー 
、 彼 ら の た め に あら ゆる 見 張り 場所 に 待機 RE 
せよ 。 それ で も し 彼ら が (不信 仰 か ら ) 悔 人 = ~~ oi 
し 、 礼 排 を 道生 "し て 光 財 "を 支払 っ た な ら | 2 
ば 、 彼ら を 自由 に し て や る が よい 。 本 当 に 
アッ ラー* は 落し 深い お 方 、 慈 愛 深 い * お 方 な 
の だ か ら 。 

1 「 吉 報 を 告げ る 」 と いう 言い 回 し に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 21 の 訳注 を 参照 。 

2 シル ク *、 裏 切り 、 そ の 他 の 罪 か ら 身 を 慎む 者 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 187 頁 参 照 )。 

3 大 半 の 解釈 学者 に よれ ば 、 こ こ で の 「 禁 じ ら れ た 月 」 と は 「 神 聖 月 *] の とこ と で は な く 、 シ 


mh 


ルク * の 徒 と の 戦い が 禁じ られ 、 彼ら の 生命 が 保障 され た 四 ヶ 月 の こと (アル = カー スィ ミ 


ー8:3072-3073 参照 )。 
雌牛 190、 ア ー ヤ *36 と その 訳注 も 参照 。 
許可 が な い 限 り 、 ムスリム * の 国 に 入っ た り 、 そ こ で 
こと (アル = クル トゥ ビー38:73 参照 )。 


自 


に # 


= 


舞っ た りす る こと か ら 阻 む 
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6. また (使徒 * よ 、) シル ク * の 徒 の 誰か が 、 De NS 
な た に 底 護 を 要請 し て きた ら 、 彼 が アッ ラ bea ge 
ー* の 御 言 葉 (クル ア ー ン *) を 耳 に する ( こ る A 夫 2 NS 2 
と で 、 その 導き を 知る こと が 出来 る ) まで 、 
彼 を 底 護 し て や る が よい !。 そ れ か ら 彼 を 、 
彼 に と っ て 安全 な 場所 まで 送り 届け て や 
れ 。 そ れ と いう の も 、 役 ら が (イス ラー ム * 
の 実像 を ) 知ら な い 民 で ある か ら な の だ 。 

7. アッ ラー* の 御 許 と その 便 徒 * の も と で 、 ど う | AE 662 っ 
し て シル ク * の 徒 に 対す る 協約 な ど が あり 得 | の EA 
よう か ? 但し 、 ハ ラー ム ・ マ スジ ド * で あな を EET Yt 
た 方 が 協約 "を 結ん だ 者 た ち は 、 別 で ある 。 NL 
彼ら が あな た 方 (と の 協約 の 遵守 ) に 忠 * 実 で ーー 0 
ある 限り 、 あな た 方 も 彼ら (と の 協約 の 遵守 ) 3 
に 忠実 で あれ 。 本 当 に アッ ラー* は 、 身 を 慎 
む お 者 3 た ち を お 好み に な る の だ か ら 。 

8 どう し て (その よう な こと が 、 あ り 得 よう | の 人 io っ る 
か ) ? も し 彼ら (シル ク * の 徒 ) が あな た Nt 
方 に 対し て 優位 に 立て ば 、 彼 ら は あな た 方 RC 
に 関し て 血縁 も 契約 も 遵守 し な いと いう の O48 
に 。 彼 ら は 口 で は あな た 方 を 喜ば せる が 、 
その 心 は 拒絶 し て いる の で あり 、 彼 ら の 大 
半 は 放 逸 な の だ 。 

9. 彼ら は アッ ラー* の 御 徴 と 引き 換え に 僅か | MC る CS 
な 代価 を 買い 、 (自分 ) た ちと 人 々 を ) か れ ービス ント の 
の 道 か ら 阻 ん だ 。 本 当 に 彼ら が 行っ て いた る つた る 
こ と は 、 何 と 忌まわしい こと と か 。 

1 た と え イ スラ ー ム * 法 統治 国家 と 戦争 中 の 状態 に ある 国 の 者 で も 、 文 書 な どの 配送 、 商 売 、 

調停 停戦 の 申し 出 、 ジ ズ ヤ * の 納付 な どの 目的 の た め 、 入 国 ・ 滞 在 許可 を その 統治 者 、 ま た 


sl 


3 


は その 代理 人 に 要請 する 者 は 、 そ れ を 許可 され 、 滞在 
ィ ー ル 4:114 参照 )。 


の 安全 を 保障 され る (イブ ン ・ カ ス 


と の 「 協 約 」 は 、 フ ダイ ビー ヤ の 和議 * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 188 頁 参 照 )。 


「 身 を 慎む 者 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *4 の 訳注 を 参照 。 


9. 悔 司 章 
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A A 


10. 


11. 


12. 


13. 


14. 


彼ら は 信仰 者 に 対し 、 血 緑 も 契約 も 店 守 し 
な い 。 そし て それ ら の 者 た ちこ そ 、 (契約 の 
破棄 に お いて ) 度 を 越し た 者 た ちな の だ 。 


それ で 、 も し 彼ら が (シル ク * か ら ) 悔 司 し 、 
礼拝 を 遵守 * し 、 浄 財 * を 施 し た の で あれ 
ば 、 (彼ら は ) 宗教 て イスラーム” に お け 
る 、 あな た 方 の 同胞 で ある 。 われ ら * は 知識 


ある 民 に 、 御 徴 ! を 明らか に する の だ 。 


また 、 . も し 彼ら (シル ク * の 徒 ) が その 協約 後 
に 確約 を 破り 、 あな た 方 の 宗教 (イス ラー ム $ 
を 中 傷 し た な ら ば 、 信仰 の 長 た ちと 戦え 。 
本 当 に 、 彼ら に は 確約 な ど な い の だ か ら 。 ( そ 
れ は ) 彼ら が 、 (不信 仰 と イス ラー ム * へ の 敵 
対 を ) 止め る よう に する た めで ある 。 


一 体 あな た 方 は 、 自 分 た ちの 確約 を 破り 、 
(マッ カ * か ら の ) 使徒 * の 追放 を 意図 し 、 
あな た 方 に 対し て 最初 に 仕掛 け て きた ? 民 
と 戦わ な い の か ? 一 体 あな た 方 は 、 彼ら を 
居れ る の か ? な ら は 、 アッ ラー* の 方 が 、 

i 
な た 方 が 、 信 仰 者 で ある と いう な ら ば 。 


彼ら と 戦え 。 ア ッ ラ ー* は あな た 方 の 手 で も 
っ て 彼ら を 六 さ れ 、 彼 ら を 辱 め ら れ 、 あ 
な た 方 を 彼ら に 勝利 させ て 下さ ろう 。 そし 
て 信仰 する 民 * の 胸 (の 悲し み ) を 、 癒し て 
下さ る の だ 。 


1 てこ の 「 御 徴 」 は 、 


1 


322) oP oY 
OA (る 3 


ーー で We 


COA 0 


EA EE OS 
Ns Er OES 
る OS 2 > ス <9 ププッ ei リン! 


ウル 3 ン 


OE A Nr | 

0 eS 
NC 
Oa EI 


ララ フッ や ンタ ッ ライ 


SE 
サタ ング の ナジ 
DRS 


アッ ラー* が ご 説明 に な る 法規 定 の こと (アブー・ ハ イヤ ー ン 5:9 参照 )。 


バド ル の 戦い * で 先 に 仕掛 け て きた (戦利 品 * 章 47 の 訳注 を 参照 ) の は 、 あ る い は フ ダ イ ビ 


ー ヤ の 和議 * の 破棄 を 最初 に 行っ た の は 、 彼ら の 方 で ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:117 参照 )。 


w 


シル ク * の 徒 か ら の 迫害 
の 和議 * の 後 、 彼ら の 協約 違反 に よっ て 憂き目 


ア の こと (アッ テ タ バリ ー5:3949 参照 )。 


を 蒙 (こう む お ) っ て きた ムスリム * の こと 。 あ る い は フ ダ イ ビ ー ヤ 
を 見 た 、 ア ッ ラ ー* の 使徒 * の 同盟 部 族 フ ザー 
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ゃ らち A 


15. 


16. 


17. 


18. 


19. 


また 、 彼 ら の 心 の 慎 り を 解消 し て 下さ ろ 
う 。 ア ッ ラ ー* は か れ が お 望み に な る 者 の 悔 
悟 を 、 お 受け 入れ に な る 。 アッ ラー* は 全 知 
者 、 英 知 あ ゃ れる * お 方 。 


いや 、 一 体 あ な た 方 は 、 (試練 か ら ) 放免 
され る と で も 思い 込ん で いた の か ? ア 
ッ ラ ー" は あな た 方 の 内 で 、 グ の ツン フー の で 
の 使徒 * と 信 人 者 た ち 以 外 を 用 と する こ と 
と な く 努 力 番 闘 し た 者 た ち を 、 まだ 如 実 に 
表 さ れ て は いな いと いう の に 。 ア ッ ラ ー* 
は 、 あ な た 方 の 行う こと (全て ) に 通 暁 さ 
れ て いる お 方 。 


自ら に 対し て 不信 仰 を 証言 し て いな が 
ら 、 シ ルク * の 徒 が アッ ラー* の マス ジ ド 
ON 

。 その よう な 者 た ち は 、 そ の 行い が 台 
朱 し に な る の で ある 。 3 Nii 
し く 業 火 の 中 に 、 永遠 こ 劉 まる こと に な 
る の だ 。 


アッ ラー* の マス ジ ド * を 管理 する の は 、 ア 
ッ ラ ー* と 最後 の 日 * を 信じ 、 礼拝 を 遵守 * 
し て 浄 財 * を 支払 い 、 アッ ラー* 以 外 の 何 も 
需 れ な い 者 の み 。 そし て それ ら の 者 た ち は 
入ら く 、 導 か れ た 者 の 類 いと な ろう 。 


( 我 が 民 よ 、) 一 体 あ な た 方 は 、 ハッ ジ * の 
給水 と ハラ ー ム ・ マ スジ ド * の 管理 (に 従事 
する 者 ) を 、 ア ッ ラ ー* と 最後 の 日 * を 信仰 
し 、 ア ッ ラ ー* の 道 に お いて 努力 奮闘 する 者 
と 同等 に する の か ? 彼ら は アッ ラー* の 


「 試 練 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 214、 イ ムラ ー ン 家 章 142、 


ムハンマド * 章 31、 土 権 章 2 と その 訳注 も 参照 。 
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154、179、 晶 昧 章 2 と その 
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御 許 で 、 同等 で は な い '。 アッ ラー* は 不正 * 

者 で ある 民 を 、 お 導き に は な ら な い の だ 。 

20. 信仰 し て 移住 し 、 肖 ら の 財産 と 生命 を か | Ji 
け て ア ッ ラ ー* の 道 に 努力 付 闘 する 者 は 、 ア A WT 人 
ッ ラ ー* の 御 許 に お いて 、 よ り 位 が 偉大 な ORE 
の で ある 。 そ し て 、 そ の よう な 者 た ちこ そ 
が 勝利 者 な の だ 。 

21. 彼ら の 主 * は 彼ら に 、 そ の 御 許 か ら の ご 慈悲 2 うう とじ キ くう と 
と ご 満足 、 楽園 の 吉報 を お 告げ に な る 。 そ OA SG ts 
と (楽園 ) に は 彼ら の た め 、 永遠 の 安 蜜 が 
ある の だ 。 

22. 彼ら は そこ に 、 ず っ と 永遠 に 留まる 。 本当 | Hzcg26LC2IeouE 
に アッ ラー*、 か れ の 御 許 に は 、 この 上 な い bz 
究 美 が ある 。 

23. 信仰 する 者 た ちよ 、 自 分 た ちの 親 や 兄弟 を EN oN 
盟友 と し て は な ら な い 、 も し 彼ら が 信仰 より と 3 ほし し と 
も 不信 仰 を 好む 2 の な ら ば 。 そ し て 、 あ な た RN ed 
方 の 内 で 彼ら を 盟友 と する 者 が あれ ば は 、 その る こ A A = 
よう な 者 た ちこ そ は 不正 * 者 な の で ある 。3 = a 

24. (使徒 * よ 、) 言っ て や る が いい 。「 あ な た あー っ 
方 の 親 、 あな た 方 の 子供 、 あな た 方 の 兄弟 、 だ さき へ 5 の 5 2 と なら 
0 0 あな の $5 
< 方 の 稼 だ 財産 、 また 、 あな た 方 が その A NAS ン ン 
RN の 
る 住ま い が 、 ア ッ ラ ー* と その 使徒 *、 の Gd 

1 ある 種 の シル ク * の 徒 は 、 マ ッ カ * に お ける それ ら の 高貴 な 任務 が 最善 の 行い で ある と し 、 

ある 種 の ムスリム * は 、 信 仰 と アッ ラー* の 道 に お ける 奮闘 こそ が 最善 の 行い で ある と 主張 
し て 、 議 論 し た 。 こ の アー ヤ * は 、 後者 の 主張 を 確証 すべ く 下 っ た の だ と いう (アッ = テ サ アァ 
ディ ー331 頁 参照 )。 


IN】 


w 


具体 的 に は 、 イ スラ ー 
彼ら に ムスリム * た ち に と っ て の 主 


ム * に 敵対 する 不信 仰 者 * に 対し 、 ム スリ ム * た ちの 秘密 を 明か し た り 、 
E 要 な 事柄 を 相談 し た りす る こと ( ム ヤ ッ サ ル 190 
最も 近しい 間柄 で さえ そう な の だ か ら 、 そ れ 以 下 の 関係 に ある 者 た ち で あれ ば 、 尚 更 で あ 


参照 )。 


る (アッ ー サ アァ ディ ー332 頁 参 照 )。。 イ ムラ ー ン 家 章 28 の 訳注 も 参照 。 


9. 悔 恒 章 
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て か れ の 道 に お ける 努力 奮闘 より も あな 
た 方 に と っ て 好ま し いな ら ば 、 ア ッ ラ ー* 
が その ご 命令 ! を も た ら さ れる まで 待つ が 
よい 。 ア ッ ラ ー* は 、 放 間 な 民 を お 導き に 
は な ら な い の だ 」。 


25. (信仰 者 た ちよ 、) アッ ラー* は 確か に 、 多 


く の 場面 で あな た 方 を お 助け に な っ た ?。 ま 
た 自分 た ちの 多勢 ぶり が 、 あな た 方 を 悦 に 入 
ら せ た フナ イン * の 日 も (、 同 様 で あっ た ) 。 
そし て それ は あな た 方 の 何 の 役 に も 立た ず 、 
大 地 は その 広 さ に も 関わ ら ず あな た 方 に と 
っ て 狭く な り *、 更 に は あな た 方 は 音 ぎ を 見 せ 
て | 敗走 し た の で ある 。 


26. それ か ら ア ッ ラ ー* は 、 その 使徒 * と 信仰 者 


た ち に (彼ら を 堅固 に すべ く 、 ) か れ の 和 静 
寂 を お 下 し に な り 、 あな た 方 の 目 に は 見 え 
な か っ た 軍勢 * を 下さ れ 、 不 信仰 だ っ た 者 * 
た ち を 前 さ れ た 。 そ れ が 不信 仰 者 * た ち へ の 
報い な の だ か ら 。 


27. そし て その 後 ア ッ ラ ー* は 。 Ne 


な る 者 の 選 司 ? を お 受け 入れ に な る 。 
ー* は 赦し 深い お 方 、 ss 


28. 信仰 する 者 た ち よ 、 シ ルク * の 徒 こ そ は 不 


浄 6 で ある 。 ゆえ に 今年 ? 以 降 、 彼 ら は ハラ 
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いい 】 


oo 


ココ 


ええ: 所 に ーー 
(OO 2 GS 2 


EE nS る 2 
の up 


~~ 2 
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EA OARS 


ィ ン ン ニン イマ イン イン ン 
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te 
\ 
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アッ ラー* の 懲 遇 と いう 「 ご 命令 」 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 190 頁 参 照 )。 
そし て それ は 、 ム スリ ム * た ち が 成 功 に 必要 な 手 は ず を 整 (と と の ) え 、 か つ ア ッ ラ ー* に 


全て を 委ね た 時 で あっ た (前 掲 書 、 同 真 参照 )。 


広い 大 地 が 、 狭 く て 感じ られ る ほど の 苦境 や 困難 を 表し て いる (アブ ー・ ハ イヤ ー ン 5:25 参照 )。 
この 「 軍 勢 」 と は 、 天 使 * た ちの こと で ある 、 と 言わ れる ( ム ヤ ッ サ ル 190 頁 参 照 )。 


不信 仰 を 棄 ( す ) て 、 イス ラー ム * を 受け 入れ た 者 の 「 悔 


悟 」 の こと (前掲 書 191 頁 参照 )。 


大 多数 の 学者 は 、 こ の 「 不 浄 さ 」 を 物質 的 ・ 本 質 的 な も の で は な く 、「 信 仰 的 な 不浄 さ 」 と 


し て いる (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:131 参照 )。 


アリ ー* が マッ カ * で この 禁止 通告 を 行っ た 、 ヒ ジュ ラ 歴 *9 年 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 191 


参照 )。 ア ー ヤ *3 の 訳注 も 参照 。 


9. 悔 恒 章 
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AA 


29. 


30. 


a マス ジ ド "に 近付い て は な ら な い 。 
そし TC も し あな た 方 が 困 益 を 怖 れ る の で 


Se や が て ア ッ ラ ー* が その こと 責 窒 
か れ が お 望み な ら ー 一 、 あ な た 方 を 


i し て くれ よう 2。 本 当 に アッ ラー* は 、 
全 知 者 、 英 知 あ ふれ る * お 方 な の だ か ら 。 


(ムスリム * た ちよ 、) 啓典 を 授け られ た 者 
* た ちの 内 、 ア ッ ラ ー* と 最後 の 日 * を 信仰 せ 
ず 、 ア ッ ラ ー* と その 便 徒 * が 禁じ た 物事 を 
禁じ も せ ず 、 真 理 の 宗教 に 従わ な い 者 た ち 
と 、 彼ら が 、 す ご すご と ジ ズ ヤ * を 手渡 し で 
払う まで 戦う の だ 。 3 


ユダ ヤ 教 徒 * は 言 言っ た 。 「 ウ ザイ ル ペ “は アッ 
ラー* の 御子 で ある 」 。 また 、 キリ スト 教徒 
* は 言っ た 。 「 マ スィ ー フォ (イー ザー*) は 
アッ ラー* の 御子 で ある 」。 そ れ は (彼ら ) 
以前 の 不信 仰 だ っ た 者 * た ちの 言葉 に 似 た 、 
口先 だ け の 彼ら の 言葉 で ある 。 ツン シーツ 
の 彼ら を 大 し て さい ます よう 。 彼ら は 
どう し て 、 (真理 か ら ) 背 か され る の か ? 


= 


to 


w 


イス ラー ム \ 到 来 以 前 
り 、 そ の こと は マッ カ * の 物質 的 繁栄 
ご 命令 が 下っ た 時 、 
うこ と を 居れ た の だ と いう (アッ ニテ タ バリ ー5:3965 参照 )。 

イス ラー ム * の 勝利 が アラ ビア 半島 で 確実 な も の と な っ た 時 、 近 隣 諸国 の キリ スト 教徒 * た 
ち は 危 機 感 を 強め た 。 ロー マ 帝 国 は 、 シャ ー ム 地方 (現在 の シリ ア 、 


繁栄 


マッ カ * の 民 の ある 者 た ち は 、 


ーッ タ 


陸 科 2 
2 2 を PC x つめ 
ey en GE 


と 
6 
は 
A 
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‘& 


1 0 | 


en aA 9 2M\ 
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この 「 マ スジ ド ・ ハ ラー ム *」 は 、 マ ッ カ * の 聖域 の こと と され る (前 掲 書 191 頁 参照 )。 
こも 、 アラ ビア 半島 の シル ク * の 徒 に は マッ カ * 人 巡礼 訪問 の 慣習 が あ 
に 大 きく 貢献 し て いた 。 そ れ ゆ え ア ッ ラ ー* か ら こ の 
分 た ちの 大 き な 収 入 源 が 消失 し て し ま 


パレ スチ ナ 周 辺 地域 ) 


を 治め させ て いた ガッ サー ン 族 の キリ スト 教徒 * を 介し 、 対 ムスリム * の 戦争 準備 を 始め る 


ブン ・ カ スィ ー ル 4:132 参照 ) が 、 
と と が 原因 で 、 ム ウタ の 戦い * が 起 


(イブ ン ・ ア ー 


「 ウ ザイ ル 」 は 、 一 説 に は | 


シュ ー ル 10:162 参照 )。 そ し て ヒジ ュ ラ 暦 *9 
と に より 、 ム スリ ム * た ち は シ ャ ー ム 地方 に 近接 する タブ ー ク * へ と 出征 
この 前 年 に は ガッ サー ン 族 が 預言 者 * の 使節 を 殺害 し た 
まき て いる ( ム バ ー ラ ク フ ー! 
約 聖 書 の 「 エ ズラ 」 の こと (イブ ン ・ ア 


年 に この アー ヤ * が 下っ た こ 
し た と され る ( イ 


ー387 参照 )。 
ーシュ ー ル 10:167-168)。 


9. 悔 悟 章 370 A 

31. 彼ら ( 話 典 の 民 う は アッ ラー* を 差し お い | CS 沙 を の ちあ 
て 、 彼ら の 学者 や 修道 僧 た ち を 、 彼ら の 主 eA hs 
に 2 し た の だ 。 また 、 マ ル ヤ ム * の 子 マ スィ A 6 
ー フ * も ( 主 と し た ) 1 彼ら は 、 唯一 の 神 を ビ ェ スカ 3 TY 
(アッ ラー*) の み を 崇拝 する こと こと し か 、 と ーー テ ジン 
命じ られ て は いな か っ た と いう の に 。 か れ Oi 
以外 に 、 ( 真 に ) 崇拝 "すべ きも の な ど 存 存 
し な い 。 彼 ら が シル ク * を 犯し て いる も の か 
ら ( 無 緑 な ) 、 アッ ラー* に 称え * あ れ 。 

32. 彼ら は 、 そ の 口先 で アッ ラー* の 御 光 ? を 消 | > 3 つう 
し て し まお うと 望ん で いる 。 そ し て アッ ラ OA GS 
ー は 、 そ の 御 光 を 完遂 させ ず に は お か れ な OE 
い 。 た と え 不 信仰 者 * た ち が 、 (それ を ) 
お うと も (、 で ある ) 。 

33.、 か れ は 、 そ の 使徒 * を 導き と 真理 の 宗教 ( イ し あう 送る 
スラ ー ム *?) と 共に 遣わ され た お 方 。 (それ Np 
は ) か れ が 、 そ れ (イス ラー ム *) を あら ゆ NE 
る 宗教 の 上 に 君臨 させ る 3 た め 。 た と え 、 シ 
ルク * の 徒 が (その こと を ) 嫌 お うと も (、 
な の だ ) 。 

34. 信仰 する 者 た ちよ 、 本 当 に ( 営 典 の 民 * の 内 RN EA 


の ) 多く の 学者 や 修道 信 た ちな は 、 まさ に 
人 々 の 財産 を 偽っ て 信 り 、 (自分 た ちと 
人 々 を ) ア アッ ラー* の 道 か ら 阻 ん で いる 。 そ 
し て 金銀 を 貯め 込み 、 そ れ を アッ ラー* の 道 


1 学者 や 修道 信 を 「 主 と し て 選ぶ 」 と は 、 ー* が 定 
め る 法 に 従う こと 。 イ ー ee NN 
ヤッ サル 191 頁 参照 )。 


2 と の 「 御 光 」 と は 、 イスラーム *、 


め る 法 を そ を っ ちの け に し 、 彼 ら が 定 
を 認め 、 宗 拝 


そし て アッ ラー の 唯一 性 


ンタ ラミ を ン し ニック 2 


se 


* の 対象 と し た こと ( ム 


* を 示す 証拠 の こと (前 掲 書 192 


ム * は あら ゆる 宗教 を 撤廃 (て っ ぱい ) し 、 唯 一 の 宗教 と し な る 。 あ る い は 、 


頁 参照 )。 
3 つま り イ スラ ー 
他 宗教 の 信徒 を 落ち ぶら せる (アル テバ イダ ー ウ ィ ー3.:142 参照 )。 


9. 悔 司 章 371 A A 
に お いて 施す こと の な い 者 た ち !、 彼 ら に i 


35, 


36. 


は (使徒 * よ 、) 痛ま し い 懲 禄 の 吉報 を 告げ 


る 2 が よい 。 


それ ら (の 金銀 ) が 地獄 の 業火 の 中 で 熱せ 


1 が それ で 焼き 


られ 、 彼 ら の 額 と 脇腹 と 背 
付け られ る (復活 の ) 日 *。 
う 言 われ る 。) 「 こ れ が 、 


お 前 た ち が 自 


(彼ら に は 、 こ 


分 


た ちの た め に 貯め 込ん で いた 物 で ある 。 な 


ら ば お 前 た ち は 、 自分 


0 id 


た 物 (ゆえ の 信 ) を 味わう が よい 。 


ee 


た 日 、 ア ッ ラ ー* の 書 3 で の アッ ラー* (の 


起 定 ) に お ける 月 数 は 
その 内 の 四 ヶ 月 が 神聖 月 *。 


宗教 な の だ 。 な ら ば 、 そ こ に お いて 
* を 働い て は な ら な い ?。 


ち に 不正 
ルク * の 徒 と 全 
方 と 全 


町 的 に 戦え 、 
町 的 に 戦う よう に 5。 


数 は 、 十 二 


ケ月 で ある 。 
それ が 正しい 
自分 た 
また 、 シ 
彼ら が あな た 
そし て アッ ラ 


ー* は 散 席 な * 者 た ちと 共に ある と いう こ 


と を 、 知 る の だ 。 


1 教 友 * ア ブー・ ザ ッ ル * に よれ ば 、 こ と れ は 啓 


2 


3 


4 


5 


t の 


民 * の 不 


= ラーン 
ンジ ラン 


CI 
EC 
と 0 

6 20 


IE 92 ピ 2 


うう 


NS 
ES 培 
Se os ら う 
a 


イン = 


ど 人 や A 


店 仰 者 * だ け で は な く 、 浄 財 * の 義務 


を 果たさ な い ム スリ ム * の こと も 含ん で いる (アル テ ブ ハー リー1406、4660 参照 )。 


「 懲 調 の 吉報 を 告げ る 」 と いう 言い 
ここ で の 「 ア ッ ラ ー* の 書 」 と は 、 
神聖 月 * に お ける 不 il 
以外 で も 不正 * 
と の 「 シ ルク * の 徒 」 は 、 


は 禁じ られ て いる (前 掲 書 、 
アー ヤ *2、5 で 言及 され て いる 期限 が 終了 し た シル ク * の 徒 の こ 


守ら れ し 碑 板 * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 192 頁 参 
E* は 、 そ れ 以 外 の 月 より も 大 き な 罪 と な る こと を 示し て お り 、 神聖 月 * 


同 頁 参照 )。 


回 し に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 21 の 訳注 を 参照 。 


ま 照 )。 


と と され る (アル テニ ジャ ザー イリ ー2:366 参照 )。 イ スラ ー ム * は 、( そ の 宗教 を 間 わ ず 、) 
協約 を 結ん で いる 者 ・ 安 全 の 保障 を 与え て いる 者 (アー ヤ *6 の 訳注 も 参照 ) の 殺害 を 、 厳 


し く 禁 じ て い る (アル テ ブ ハー リー3166 参照 )。 ま た 、 
ー ム * へ と 招き 、 そ れ を 受 


い に お いて は 、 ま ず イ スラ 
か け 、 彼 ら が それ ら を 全て 拒ん で 初 
子供 、 老 人 、 修 道 僧 の ほか 、 戦 闘 員 
(クウ ェ イ ト 法 学 大 全 16:143、 


め て 、 
で は な い 農 民 、 


148-149 参照 )。 


戦闘 状態 た ある 非 ム スリ ム と の 戦 


容 し な けれ ば ジ ズ ヤ * の 支払 い を 呼び 
攻撃 が 許さ れる 。 ま た 戦闘 に お いて も 、 女 性 、 
使節 な ど を 殺害 する こと は 禁じ られ 


る 


9. 悔 悟 章 372 も と A 


て 


実に ( 宰 理 月 * の ) 延期 は 、 不 信仰 に お ける | 3383 G2 
( 更 な る ) 上 乗せ で ある 。 不信 仰 に 陥っ た | 4 ほり 科 っ si きる 5 


者 * た ち は 、 それ に よっ て 迷わ せら れ て いる EE 
の だ 。 彼ら は ア ッ ラ ー* が 禁じ られ た (神聖 ンー レ 11 る 2 セン レ 

4 ラー デー > NA 
月 * の ) 数 に 帳 尻 合わ せ し て 、 ある 年 に は NR 2 の と みく 
それ を 合法 と し 、 ま た 別 の 年 に は それ を 禁 Ne 
じ 、 ア ッ ラ ー* の 禁じ られ た も の を 合法 と し DN I GI 


て いる !。 彼ら に は その 悪い 行い が 、 自 映 く 
映っ た の だ 。 ア ッ ラ ー* は 、 不 信仰 で ある 民 
を お 導き に は な ら な い ?。 


38. 信仰 する 者 た ちよ 、 あな た 方 に 「 ア ッ ラ ー < 
* の 道 に 出征 せよ 」 と 言わ れ た 後 、 (自分 a 


Gl 3 
た ちの ) 土地 に (へ ば りつ いて ) も た も た | に 2 
し た の は どう いう こと か ? ー 体 あな た EN 
方 は 来世 を よそ に 、 現 世 の 生 活 に 満足 し て a 


いる と いう の か ? 現世 の 生活 の 楽し みな 
ど 、 来 世 (と の 比較 ) N° ご く 供 
か な 物 で し か な い の だ で ぞ 。 


39. (信仰 者 た ちよ 、) も し 出征 し な い の で あ CR 
れ ば 、 か れ (アッ ラー は あな た 方 を 痛ま と お りり た っ 22 ES 
し い 処 六 で 害さ れ 、 あな た 方 以外 の (アッ SEES 
ラー* と その 使徒 * に 従 順 な ) 民 を 代わ り に 
置か れ よ う 。 あな た 方 が か れ の こ と を 害 す 
る こと な ど 、 微塵 も な い 。 アッ ラー* は 全て 
の こと が お 出来 の お 方 。 


1 ジャ ー ヒ リー ヤ * の アラ ブ 人 た ち に は 、 ア ッ ラ ー* に よっ て 定め られ た 四 つ の 神聖 月 * を 守ら 
ず 、 戦争 な どの 自分 た ちの 都合 に 合わ せ 、 あ る 神聖 月 * を 遅らせ た り 早 め た り し 、 そ の 分 を 
本 来 神聖 月 『 で は な い 月 に あて が うと いう 習慣 が あっ た ( ム ヤ ッ サ ル 193 頁 参 照 )。 

2 つま り 不 信仰 に 固執 (て こし つ ) し 、 そ れ を や め よ うと し な い 者 は 、 真 に 求め られ る べき 目 
的 へ と 導 か れる こと は な い 、 の 意味 (アッ ニシ ャ ウ カ ー ニ ー2:514 参照 ) 。 

3 この アー ヤ * は 、 タ ブー ク の 戦い * へ の 出征 に 関し て 下っ た 。 当 時 、 人 々 は 苦境 に あっ た 上 、 暑 
さ が 厳 し く 、 果 実 が 実る 時 節 に あっ た 。 し か も タブ ー ク は と て も 遠い 土地 で 、 敵 の 数 も 多かっ 
た た め 、 人 々 は 出征 に 億 基 (お っ くう ) に な っ た の だ と いう (アル テバ ガウ ィ ー2.:348 参照 )。 


9. 


悔 悟 章 373 


も 
! 


40. た と え 、 あな た 方 が 彼 (ムハンマド . を 援 


41. 


助 し な く て も 、 ア ッ ラ ー* は 不信 仰 に 頑 っ 
た 者 * た ち が 、 NM 
(マッ カ * か ら ) 追放 し た 時 、 確か に 彼 を 援 
助 さ すれ た の で ある 。 人 が 洞窟 の 中 に あっ 
た 時 、 つま り 彼 (ムハンマド) が その 同伴 
者 に 「 悲 し お の で は な い 。 本 当 に アッ ラー 
* は 私 た ちと 共に ある の だ か ら 」 と 言っ た 
時 。 ア ッ ラ ー* は 彼 に その 静寂 を お 下 し に 
な り 、 あ な た 方 の 目 に 見 えな い (天使 * の ) 
軍勢 に よっ て 彼 を お 助け に な り 、 不 信仰 に 
陥っ た 者 * た ちの 言葉 を 最 下 の も の と され 
た !。 ア ッ ラ ー* の 御 言葉 こそ は 最上 の も の 
な の だ 2。 ア ッ ラ ー* は 偉 力 な ら び な い * お 
方 、 英知 あ ふれ る * お 方 。 


軽 か ろ うと 、 重 か ろう と 3、 出 征 し 、 あ な た 
方 の 財産 と 生 命 を か け て 、 ア ッ ラ ー* の 道 に 
OO Re 
て 、 よ り 善 いこ と な の で ある 。 も し 、 あ な た 
方 が (その 徳 と 加 美 を ) 知っ て いた の な ら は ば 。 
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GC 
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駅 8 る 2 タ UN 
人 を っ AL 5 と っ 


ン ン 


③ つ ぬう 


こと で 描写 され て いる の は 、 預言 者 * ム ハン マ ド * と 教 友 * ア ブー・ バ クル * の 二 人 が 、 マ ディ 


ー ナ * へ の 移住 * の た め に マッ カ * を 出発 し た 時 の 出来 事 。 


彼ら は 追っ 手 を 撤 ( ま ) く た め 、 


マッ カ * 郊 外 の サウ ル 洞 窒 に 一 時 身 を 隙 し た が 、 追っ 手 の 


E は その 間近 に まで 迫っ た 。 アブ 


ー・ バ クル * は 預言 者 * が そこ で 捕まっ て し まう こと を 恐れ た が 、 預言 者 * の 彼 に 対す る 団 ( な 
ぐさ ) め の 言 葉 通り 、 ア ッ ラ ー* は 彼ら を お 守り に な っ た 。 こ の よう に アッ ラー* は 、 預 言 


者 * に た だ 一 人 の 同伴 者 し か な か っ た 時 に も 、 彼 を お 助け 


に な っ た 。 だ か ら 今 や 、 一 部 の 者 


が 出征 に 応じ な か っ た と し て も 、 ア ッ ラ ー* に よっ て 彼 が 援助 され る こと は 容易 な こと な の 


で ある (アッ ニテ タ バリ ー5:3998 参照 )。 
ト 信仰 に 陥っ た 者 * た ちの 言葉 」 と は 、 シ ルク * の 言葉 。 
まれ る も の で ある こと か ら 、「 最 下 」 と され る 。 ま た 「 ア ッ 


5 


それ は 制圧 され 、 剖 (さげ す ) 
ラー* の 御 言葉 」 と は 、 タ ウ ヒ ー 


ド * の 言葉 、 シ ャ ハー ダ * の 言葉 。 シ ルク * と その 民 を 制す る こと か ら 、「 最 上 」 と 表 さ れ て 


いる (前 掲 書 5:4000 参照 )。 


「 軽 か ろう と 、 重 か ろう と 」 の 解釈 に は 、「 分 散 し て 、 ま た は 軍隊 で 」「 元 気 が あ っ て も 、 
な く て も 」「 貧 し く て も 、 豊 か で も 」「 若 く て も 、 年 寄り で も 」「 扶 養 すべ き 者 が な く て も 、 


あっ て も 」 な どの 諸説 が ある (アル ニク ルト ゥ ピー8:150 


参照 )。 


9. 悔 情意 374 A A 
42. (預言 者 * よ 、) も し それ が 手近 な 利益 だ っ | 2 
た り 、 適度 な (距離 の ) 旅 ! だ っ た な ら 、 彼 | e362 る 5 
ら ( 偽 信 者 * た ち ) は あな た に つい て 行っ た ei 
の で あろ う 。 だ が 彼ら に は 、 由 離 が 遠かっ 2 る ニン 
た (た め に 、 厳し く 感じ られ た ) の で ある 。 0 
そし て 彼ら は 、 ア ッ ラ ー* に 誓 ( っ て こう 言 ) 
う 。「 出 来る も の な ら 、 私 た ち は あな た 方 
と 共に 出発 し た の だ が 」。 彼ら は ( 嘘 と 偽 
の 信仰 で 、) 自分 自身 を 滅ぼし て いる 。 ア 
ッ ラ ー* は 本 当 に 彼ら が 、 ま さ し く 嘘つき で 
ある こと を ご 存 知 な の だ 。 
43. ( 避 言 者 * よ 、) アッ ラー* は あな た を 大 目 | RS EE 
に 見 られ た 。 (言い 訳 を し て 出征 し な か っ | @ ぁ < スン < 宮 
た 者 の 内 、 そ の 言い 訳 に お いて ) 正直 だ っ 
た 者 た ち が あ な た に 明らか に な り 、 あ な た 
が (彼ら の 内 の ) 嘘つき ども を 知る 前 に 、 
彼ら に (出征 の 免除 を ) 許可 する と は どう 
いう こと か ?3 
44 アッ ラー* と 最後 の 日 * を 信じ る 者 は 、 自 ら 8 記 
の 財産 と 生命 を か け て 努力 堆 闘 する こと NY 
に お いて 、 あな た に (歳計 い 訳 を し つつ 、 OG 
出征 免除 の ) 許可 を 請う た り は し な い 。 ア 
ッ ラ ー* は 和敬 席 な * 者 た ち を 、 ご 存 知 の お 方 。 
45. 実に あな た に (中 の 言い 訳 を し て 、 出 征 | 0 で G88 
免除 の ) 許可 を 請う の は 、 アッラー* と 最後 ET I 
の 日 * を 信じ ず 、 その 心 が (イス ラー ム * に oe PY 
対す る ) 疑惑 に 満ち た 者 た ち だ け で ある 。 
そし て 彼ら は 自ら の 疑惑 の 中 で 、 右往左往 
し て いる の だ 。 
1 タブ ー ク の 戦い * の 出征 に まつ わる 状況 に ヒ つ いて は 、 ア ー ヤ *38 の 訳注 を 参照 。 


2 使徒 * 預 言 者 * の 無 


斉 ( む で びゅ う ) 性 に つい て は 、 雌 邊 章 36 の 訳注 を 参照 。 
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46. 


47. 


48. 


も し 彼ら ( 偽 信 者 * た ち ) が 出発 を 望ん だ な 
ら 、 そのため に 装備 を 刺 え た だ ろう 。 し か 
し ア ッ ラ ー* は 彼ら の 遠征 を 大 われ 、 彼ら を 
億 坊 に させ られ た の だ 。 そし て 彼ら に 、「 居 
残る 者 た ち ! と 共に 、 残っ て いよ 」 と 言わ れ 
た 2 の で ある 。 


た と え あ な た 方 と 共に 出発 し た と し て も 、 
彼ら ( 偽 信 者 * た ち ) は あな た 方 に 堕落 し か 
上 乗せ せ ず 、 あな た 方 に 誘惑 > を 望み つつ 、 
あな た 方 の 間 を 秦 走 する * (信仰 者 た ち 
よ 、) あな た 方 の 中 に は 彼ら の スパ イ も い 
る の だ 一 一 。 ア ッ ラ ー* は 、 不 正 * 者 た ちの 
と と を ど 存 知 の お 方 。 


よ げん 


(預言 者 * よ 、 タ ブー ク の 戦い や 以前 か 

ら 、 彼ら ( 偽 信 者 * た ち ) は 確か に (信仰 
者 た ち へ の ) 誘惑 s を 望み 、 あな た に 対し 
て 策 を 練り 上 げ て 来 た 5。 (それ は ) 真理 
が 到来 し 、 ア ッ ラ ー* の 物事 が 顕現 する 
まで の こと だ っ た 。 彼 ら は それ を 嫌っ て 
いた の だ が 。 


= 


ここ で の 「 居 残る 者 た ち 」 と は 女性 な ど 、 イ スラ ー 


され た 者 た ちの こと (アッ = テ サ ァ アデ ィ ー339 頁 参 照 )。 


TO 


w 


wn 


[er 


7 


この 言葉 の 主 に は 、「 シ ャ イタ ー 
と いっ た 解釈 が ある (アッ ニシ ャ ウ カ ー ニ ー2:522 参照)。 
この 「 誘 惑 」 の 解釈 に は 、「 敵 軍 
「 シ ルク *」 と いっ た 説 が ある (アル テバ ガウ ィ ー2:355 参照 )。 
4 具体 的 に は 、 信 仰 者 の 間 に お 互い に 対す る 憎 
た りす る こと ( ム ヤ ッ サ ル 194 頁 参 


照 )。 


「 誘 惑 」 に つい て は 、 ア ー ヤ \47 の 訳注 を 参照 。 


「 真 理 |」 と は アッ ラー* か ら の 勝利 で 、 か れ 
(アッ = テ タ バリ ー5:4010 参照 )。 


ム * 法 的 に 正当 


ン *」「 彼 ら ( 修 信者 * た ち ) 


ぼ の 強 大 さ を ほ の めか し て 土気 を 下げ る こと 」 「 困 難 や 悪事 」 


悪 を 生じ させ る べく 、 陰 品 


NN A 
DE 7 の 
OO と 


イマ タタ UP 
ME 


そこ て 


Se! I 
PD 3 
Le A ラマ ター > を 3 


う 


© 


) 
= ラー 


No 


は 


か ら 、 出征 を 免除 


4 な 理 


身 」「 預 言 者 *」 


や 悪口 な ど を 広め 


それ まで に も 偽 信 者 * た ち は 、 ウ フ ド の 戦い * や 部 族 連合 の 戦い * い な ど で 、 預 言 者 * が も た ら 
し た 教え を 滅ぼそ うと 、 策 略 を 練っ て きた も の だ っ た (前 掲 書 195 頁 参 照 )。 
の 「 物 事 」 と は 、 イ スラ ー ム * の こと と され る 


9. 悔 情意 376 A A 
49。 また 、 彼ら ( 偽 信 者 * た ち ) の 内 に は 、「 私 do SS 
に (出征 か ら の 残留 を ) お 許し 下さ い 。 そ Eb ET 
し て 、 私 の こと を 試 績 に か け な い で 下さ る こ ぁ Et 
い 」 と 言う 者 も いる 。 彼ら は まさ に 、 ( 偽 
の 信仰 と いう ) 試練 の 中 に 陥っ た の で は な 
いか 。 そし て 本 当 に 地獄 は 、 不信 仰 者 * た ち 
を まさ に 包囲 し て いる 。 ! 

50. ( 宮 言 者 * よ 、 ) も し あな た に 善い こと が 起 た お セー まり あの で 
これ ば 、 それ は 彼ら ( 偽 信 者 "た ち ) を 消沈 CE LL TS 
させ る 。 そ し て も し あな た に 災厄 が 降り か EGG 
か れ ば 、 彼 ら は 「 私 た ち は 確 か に 前 も っ て 、 

大 事 を 取っ て お いた の だ ?」 と 言い 、 有 頂 天 
に な っ て (あな た か ら ) 背 き 去る 。 

51. ( 疾 言 者 * よ 、 彼 ら に ) 言っ て や る が よい 。 | 避 列 ご 2=CYE ン 8 
「 私 た ち に は 、 ア ッ ラ ー* が 私 た ち に お 定め EE RI TZ 
に な っ た こと し か 起こ と ら な い 一 一 か れ は - 

私 た ちの 棄 護 者 * で ある 一 一 。 そし て 信仰 者 
た ち に は 、 アッ ラー* に こそ 全て を 委ね * さ 
の 

52. ( 台 言 者 * よ 、 彼ら に ) 言う の だ 。「 あ な た | ERG ES 
方 は 私 た ち に 、 二 つの 善き こと 3 の いずれ か I RS 
を 待ち 望ん で いる に 外 な ら な い の で は な a oS 
いか ? そし て 私 た ち は あ な た 方 に 、 アッ の の と の 
ラー* が その 御 許 か ら の 懲罰 に よっ て 、 あ 
る い は 私 た ちの 手 (に よる 成敗 ) に よっ て 、 

1 この アー ヤ \* は 、 自 分 は 女性 に 目 が な く 、 ロ ー マ 人 女性 を 見 た ら そ の 虜 (と りこ ) に な っ て 


た と され る (アッ ニテ タ バリ ー5:4012 参照 )。 


2 


か っ た こと を 指す ( ム ヤ ッ サ ル 195 


3 


「 大 事 を 取っ て お いた 」 と は 、 ム スリ ム * 
参照 )。 


ミュ 急 


「 二 つの 善き こと 」 と は 、⑦ 英 へ の 勝利 と 、 現 ] 


世 と 来世 


し まう の を 恐れ る 、 と 嘘 の 言い 訳 を し 、 タ ブー ク の 戦い * に 出征 し な か っ た 者 に 関し て 下っ 


軍 の 敗北 と 苦難 を 予期 し て 、 タ ブー ク に 出征 し な 


に お ける 褒美 、② 別 教 (じゅ ん き 


ょ う ) と 、 そ の 偉大 な る 地位 の こと (アッー テ サ ァ デ ィ ー339 頁 参 照 )。 


9. 悔 情 章 377 A 
あな た 方 を 襲わ れる の を 待ち 望ん で いる 
の で ある 。 な ら ば 、 待 ち 望 む が よい 。 本 当 
に 私 た ち も 、 あ な た 方 と 共に 待ち 望む 者 と 
な る か ら 」。 

53. ( 導 言 者 * よ 、 侯 信者 * た ち に ) 言っ て や る Ye 
の だ 。「 従 順に で あれ 、 嫌々 で あれ 、 施 す し: も るー と うに を っ 
が よい 。 あな た 方 か ら (アッ ラー* に ) 受け Dr 
入れ られ る こと な ど 、 な い の だ 。 本 当 に あ 
な た 方 は 、 放 逸 た 民 だ っ た の だ か ら 」。 

54. また 、 彼 ら の 施し が 、 受け 入れ られ る こと | 共生 20 に 
を 彼ら か ら 阻ん だ の は 、 彼ら が アッ ラー* ッッ: が 
と その 使徒 * を 否定 し 、 礼拝 に は いつ も 面 倒 | る LN CG 
く さそ うに 顔 を 出し 、 鎌 々 に で し か 施す こ の っ る っ こき トン 5 
と が な いか ら に 外 な ら な い 。 ー- 

55. な ら ば (預言 者 * よ 、 わ れ ら * が 彼ら に 与え OU rd 
た ) その 財産 や 子供 に 、 心 引か れ て は な ら ao 35) 交 
な い 。 7 ッ ラ ー* は それ ら に よっ て 、 現世 の る つみ と 2 635 
生活 で 彼ら を 六 せ られ !、 彼 ら が 不信 爺 者 * 

と し て 事 切れ る こと を 、 ま さ に お 望み な の 
だ か ら 。 

56. また 彼ら ( 偽 信 者 * た ち ) は 、 あな た 方 の 促 IP 
間 で は な い の に 、 本 当 に 自分 た ち は まさ し I 
く あ な た 方 の 仲間 で ある 、 と ( 忠 を つい て ) 

ア ッ ラ ー* に 胡 う 。 し か し 彼ら は 、 怖 気 づい 
て いる 民 な の で (、 そ の よう に する の で ) 
ある 。 

57. も し 避難 所 や 洞窟 、 火 で も 見 つけ れ ば 、 彼 | 光る opkCzL っ つっ 4 る 
ら は 一 目 散 に 、 そ こと へ と 退散 する で あろ う 。 る ⑧ アー に ちる 0 


1 つま り 、 そ れ ら を アッ ラー* の 御 許 で の 褒美 (ほう び ) を 得る た め の 手 段 と し な いた め 、 そ 
れ ら の 獲得 に お ける 消耗 (し ょ う も う ) や 、 そ こ に お ける 損失 ゆえ に 「 罰 せら れ 」 る こと 


( ム ヤ ッ サ ル 196 真 参照 )。 戦 利 品 


* 章 28 の 訳注 も 参照 。 
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58. また 、 彼ら ( 偽 信 者 * た ち ) の 
の と と で あな た を けなす 者 も いる 。 そ れ で 


59. 


60. 


彼ら は 、 そ こ か ら 


人 どう で あろ う 
、 漁 交 す る の で ある 。 


も し 彼ら が 、 


* は その 妃 堆 に よ 
も ( 彼 が ア 
ら ) 、 
当 に 私 た ち は 、 


A 


か っ た も の を ) 。 
(義務 の ) 浄 財 * 


を 与え られ る こと 
る 者 ^、 首 ?、 


和 の ) 浄 財 "は 、 困 宙 者 *、 貧 者 *、 そ 

れ ( 浄 財 * の 徴収 ) に 携わる 者 、 (それ 
に よっ て ) 心 が 融和 され 
借金 し て いる 者 *、 アッラー* 

旅路 (で 


の 道 (ゆえ に 努力 稚 闘 する 者 ) 、 
苦境 ) に ある 者 の た め に の み (与え られ 


る ) 。 (それ は ) ア 
し て 定め られ た ) 


間 の 


アッ ラー* と その 使徒 * が 
分 た ち に 与え て くれ た も の に 満足 し 、「 私 
た ち に は アッ ラー* だ け で 十分 。 アッ ラー 


ッ ラ ー* か ら 授 か っ た も の か 
私 た ち に お 授け 下さ る だ ろう 。 本 


に は 、 施 し 


与え られ れ ば 満足 し 、 そ 


うっ て そし て その 使徒 


アッ ラー* に こそ (豊か さ 
(と 言え ば よ 


ッ ラ ー* か ら の 義務 (と 
。 アッ ラー* は 全 知 者 、 英 


= 


と の アー ヤ * は 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * の も と に 集め られ た 施し を 分 配 し て いる 
分 配 せ よ 」 と 言い が か り を つけ た こと に 関し て よっ た と され る (アル ニブ ハー リ 


「 公 正 に 
ー3610 参照 )。 


ヤッ サル 196 真 参照 )。 


「 首 」 に つい て は 、 雌 


借金 が ある が 、 返 済 で き な い 者 の こと 。 尚 、 不適 切な こと に 
悔 悟 する まで 浄 財 を 受給 する 資格 は な い (アル ニク ルト ゥ ピー8:183 参照 )。 


上 章 177 の 訳注 を 参照 。 


ラッ ーー 


Se 3 
So td 
ep ete 


タン ンタ NEO AL 


う 和 0 と の 9 4 
うと イン ーー 
Sa 


ョ ン ン 


0 の 3 A 


2 ER 
or4 う P We の 


EE Ne 
OD 
a I 3 


寺 、 あ る 男 が 


「 心 が 融和 され る 者 」 と は 、 浄 財 * の 受給 に よっ て イス ラー ム * へ の 改宗 や 信仰 心 の 強化 が 


望ま れる 者 や 、 そ れ に よっ て ムスリム * の 利益 や 害悪 の 防止 に つなが る こと 、 と され る ( ム 


お いて 借金 し た 者 に つい て は 、 
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61. また 、 彼ら ( 備 信 者 * た ち ) の 中 に は 預言 者 | 22336 
* を 害し 、「 奴 は 耳 な の だ !」 と 言う 者 が あ コッ 
る 。 (預言 者 * よ 、 ) 言っ て や る の だ 。「 ( ム CG Sa 
ハン マ ド * は ) あ な た 方 へ の 善 の 耳 な の で あ a 
ET Et EE (の | “ う nn 
言う と と ) を 信じ る 。 ま た ( 彼 は ) 、 あ な Oe 
た 方 の 内 の 信仰 する 者 た ち へ の 慈悲 な の 
だ 。 そ し て アッ ラー* の 使徒 * を 害する 者 た 
ち 、 彼 ら に は 痛ま し い 懲 凡 が ある 」。 

62. 彼ら ( 偽 信 者 * た ち ) は 、 あ な た 方 (信仰 者 | 50 と っ あと とり 拓 6 介 る 
た ち ) を 満足 させ よう と し 、 あな た 方 の た うと っ 
め に アッ ラー* に ( 曰 の 百 い を ) 約 う 。 アッ SOT 
ラー* と その 使徒 "の 方 が 、 満 足 さ せる に よ 
り 相応 し いと いう の に 。 も し 彼ら が 、 (本 
当 に ) 信仰 者 で ある と いう の な ら ば 。 

63 一 体 、 彼 ら ( 偽 信 者 "た ち ) は 知ら な い の か ? | 4226 と 誠信 
誰 で あろ うと 、 アッ ラー* と その 使徒 * に CE EA 
歯 向かう 者 、 彼 に は 永遠 に 留まる こと に な DRNGEARN EY 
る 地獄 の 業火 が ある 、 と いう こと を ? そ 
れ は この 上 な い 屈辱 な の で ある 。 

64. 偽 信者 * た ち は 、 そ の 心 の 内 (に ある 不信 爺 ) Oo 
を 自分 た ち に 告げ る スー ラ * が 、 彼 ら 3 に 下 Sa 
る こと と を 警 茂 し て いる 。 (預言 者 * よ 、) 言 Pr EA 
っ て や れ 。 「 萌 笑 し て いる が よい 。 本 当 
に ア ッ ラ ー" は 、 あな た 方 が 警 戒 し て いる も 


の を 暴き 出さ れる お 方 な の だ か ら 」。 


1 何 を 言っ て も 鵜 呑 ( う の ) み に す る 、 と いう 蔵 (さげ す ) み の 言 葉 ( ム ヤ ッ サ ル 196 頁 


参照 )。 


2 普 い こと の み を 聞き 人 れる 耳 で ある 、 と いう 


こと ( ム ヤ ッ サ ル 196 頁 参 照 )。 あ る い は 、 


「 正 直 者 と 嘘つき を 聞き 分 ける 耳 」( イ ブン ・ カ スィ ー ル 4:170 参照 )。 
3 この 「 彼 ら 」 が 誰 を 指す か に つい て は 、「 信 仰 者 た ち 」「 偽 信者 * た ち 」 と いう 説 が ある ( ア 


ッ テ シ ャ ウ カ ー ニ ー2:536 参照 )。 


380 


A A 


66. 


67. 


や 


(預言 者 * よ 、) も し も あな た が 、 彼 ら に ( 預 
i と その 教 友 * た ち に つい て 何 を 言っ た 

、 と ) 尋ね た な ら ば 、 彼ら は きっ と ( こ 
(1 
を 言っ て いた だ け で す よ 」。 言っ て や る が 
いい 。 「 一 一 体 あな た 方 は 、 0 


の 御 微 どく その 便 衝 "を 電光 し て いた の 
か ?! 


A 


い 


言い 訳 を する の で は な い 。 あ な た 方 は 確 
か に あな た 方 の 信仰 後 、 不 信仰 を 犯し た 
の だ か ら 。 た と え 、 わ れ ら * が あな た 方 の 
内 の ある 集団 を 大 目 に 見 る に し て も 、 わ 
れ ら * は ( 別 の ) 集 ほ 団 の こ と は 罰する の だ 。 
と いう の も 、 彼 ら は 罪悪 者 だ っ た か ら で 
ある 」。 

偽 信者 * の 男 た ちと 偽 信者 * の 女 た ち は 、 
同じ 穴 の な おじ な で ある 。 彼 ら は 悪事 を 命 
じ て 善 事 を 禁じ 2、 (アッ ラー* の 道 ゆえ 
の 施 し か ら ) その 手 を 引っ 込め る 。 彼ら 
が アッ ラー* を 忘れ た ゆえ に 、 か れ も 彼 ら 
の こと を お 忘れ に な っ た 3 の だ 。 本 当 に 偽 
信者 * た ちこ そ は 、 (アッ ラー* と その 使徒 
* へ の 信仰 か ら 逸 脱し た 、) 放 和 逸 な 者 た ち 
で ある 。 


1 この アー ヤ * は 、 タ ブー ク へ の 遠征 中 、 偽 信者 * の 


1 の 


る A 


RC 
eds | あう 、 あ 痕 
⑨ の ちと うた を っ 


て 

DSO 815239 
レイ レッ メン プ ク レレ ニ イ レ ン スタ 

い っ 22 と うる 


to の と と FC 


I GA aN 
A SS 
SIN ETE 
I 
0 i 


一 派 が 預言 者 * ム ハン マ ド * と ムスリム * 


の と と を 陰 で 笑い も の に し た こと に 関し 、 下 っ た と され る (アッ テ タ バリ ー5:4037-4039 


参照 )。 
この 「 悪 事 」 と 「 善 事 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 104 の 訳注 を 参照 。 


彼ら が アッ ラー* の 想起 を 忘れ た た め 、 ア 
参照 )。 ま た は 、 彼 ら が アッ ラー* の ご 命令 
* は 彼ら を 疑念 の 中 に 放っ た ら か し に され た (アル テク ルト ウゥ ビー8:199 2 


ヤッ サル 197 
ッ ラ ー 


得 


\ て は 、 雌 牛 章 15 の 訳注 も 参照 。 


の 表現 法 に つ し 


ッ ラ ー* は 彼ら を その ご 慈悲 か ら 遠 ざけ られ た 9 
を 放っ た ら か し に し た た め 、 


9. 悔 悟 草 381 ls A 

68. アッ ラー* は 偽 信者 * の 男 た ち 、 偽 信 者 * の 女 た EAE AI の 
ち 、 不信 仰 者 "た ち に 、 永遠 に 留まる こと に な (こと 2 
る 地獄 の 業火 を 約束 され た 。 それ だ け で 、 彼 22020 2 あこ に らら 3 
ら (の 前) に は 二分 。 アッ ラー* は 彼ら を 呪 わ OR BS 
れ 給 い !、 彼 ら に は 永遠 の 懲 久 が ある 。 a 

69. ( 偽 信 者 * た ちよ 、 あ な た 方 は 、) あな た 方 | a は 
以前 の (不信 仰 ) 者 * た ちと 同様 で ある 。 彼 Pe ei 
ら は あな た 方 より 力 が 強く 、 よ り 多 く の 財 る 6 た 光 
産 と 子供 を 有 し 、 (現世 で の ) その 取り 分 と orz dfCe_ 
を 堪能 し て いた 。 ま た あな た 方 も 、 あ な た i 
方 以前 の 者 た ち が (現世 で の ) その 取り 分 | ーー 
を 堪能 し て いた よう に 、 自 分 た ちの (現世 RE 
で の ) 取り 分 を 堪能 ほし 、 彼 ら が (アッ ラー* | @⑥ の 
に 対す る 嘘 と いう ) 虐 計 言 を 喋っ た よう に 、 
(アッ ラー* に 対す る 嘘 と いう ) 戯言 を 喋っ 
た 。 そ れ ら の 者 た ち は 、 そ の 行い が 、 現 世 
と 来世 に お いて 台無し に な っ て し まっ た の 
だ 。 そし て 彼ら こそ は 、 損失 者 な の で ある 。 

70. 彼ら の も と に は 、 ヌ ー フ * の 民 、 アー ド *^、 サラ 
ムー ド *、 イ ブラ ー ヒ ー ム * の 民 、 マ ドゥ ヤン SE 
* の 仲間 た ち 、 転覆 し た 町 々 2 と いっ た 、 そ れ A RE 
以前 の 者 た ちの 知ら せ が 届 か な か っ た の 9 5 
か ? 彼ら の 使徒 * た ち は 、 彼 ら の も と に ( そ a 
の 正 し さ を 証明 する ) 明 証 を 携え て 劉 来 し OE BE) 
た (が 、 彼ら は 使徒 * た ち を 嘘つき 呼ば わり 
し た の で 、 アッ ラー* に 滅ぼさ れ た の だ ) 。 
アッ ラー* が 彼ら に 不正 * を 働く な ど と いう 
こと は 、 あ る べく も な か っ た 。 し か し 彼ら が 、 
自分 自身 に 不正 * を 働い て いた の で ある 。 

1 「 ア ッ ラ ー* の 呪い 」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 88 の 訳注 を 参照 。 

2 「 転 覆し た 町 々 」 と は 、 複 数 の 町 に 居住 し て いた 、 ル ー ト * の 民 の こと 。 ある い は それ ら の 

中 心 で や っ た 、 サ ドー ム の 町 の こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:174 参照 )。 こ の 名 称 の 由来 、 


お よび それ ら が 滅ぼさ れ た 時 の 様子 に つい て は 、 フ ー ド * 章 82-83、 


73-74 を 参照 。 


アル テヒ ジュ ル 章 


9. 悔 司 章 382 A A 
71 また 、 信 仰 者 の 男 た ちと 信仰 者 の 女 た ち 0 oe 
は 、 互い に 遇 友 で ある 。 . 彼 ら は 療 事 を 命じ EEG GS Po 
て 可 事 を 禁じ ト 礼拝 を 遵守 し *、 浄 財 * を 202 ーー た ai 
施し 、 アッ ラー* と その 使徒 * に 従う 。 それ 3 有人 っ, EN 
7 アッ ラー* は 彼ら に 、 こ 慈 悲 を OE AM を メン 


お か け に な る の だ 。 本 当 に ア ッ ラ ー は 偉 力 
な ら び な い * お 方 、 英 知 あ ふれ る * お 方 な の 
だ か ら 。 


る ン っ 


72。 アッ ラー* は 信仰 者 の 男 た ちと 信仰 者 の 女 ec 
た ち に 、 彼 ら が 永遠 に 留まる こと に な る 、 2 用 
その 下 か ら 油 用 が 流れ る 楽園 を 約束 され | 35 っ に Joe と 
た 。 ま た 、 永 久 の 楽園 の 羽 し き 住 まい も ( 約 バス 
束 さ れ た ) 。 そ し て アッ ラー* の ご 満悦 は 、 @ 2 
更に 大 きい (事業 ) 。 それ と こそ は こと の 上 な 
い 勝 利 な の だ 。 

73. 預言 者 * よ 、 不 信仰 者 * た ちと 偽 信 者 * ら に 対 | gsg2b う 6 と hG | 
し て 努力 稚 闘 し 、 彼 ら に 厳し く あ れ 。 彼 ら 和信 と もみ を 届 
の 住処 は 地獄 な の だ 。 そ し て その 行き 先 CO 
は 、 何 と 醒 悪 で あろ うか 。 

74. 彼ら ( 偽 信 者 * た ち ) は 、 自分 た ち は ( 預 言 者 FCfO も CPUCVP い We 
* と その 教 友 * た ちの 悪口 な ど ) 言っ て い に se 
な い ? と 言っ て 、 ア ッ ラ ー* に 警 う 。 彼ら は | 光史 3! る CU 
確か に 不信 仰 の 言葉 を 口 に し 、 服従 ( イ A 
スラ ー ム ? 後に 不信 仰 に 陥り 、 彼ら が ( 結 る る 2 の 
局 は ) 達成 で き な か っ た こと 3 を 意図 し た 3 
の で ある 。 彼 ら は (使徒 * を ) 符 め た が 、 a 
実に ア ッ ラー* と その 合 徒 * は その 起 鶴 に 2 
より 、 彼 ら を 富 ま せ て 下さ っ た に 外 な ら な 

1 「 善 事 を 命じ て …」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 104 の 訳注 を 参照 。 

2 この 背景 に ある 出来 事 に つい て は 、 ア ー ヤ *64-66 を 参照 。 

3 つま り 、 ア ッ ラ ー* の 使徒 * に 危害 を 加え る こと ( ム ヤ ッ サ ル 199 頁 参 照 )。 


9. 悔 悟 章 383 UE 
い の で ある '。 も し 彼ら が 悔 悟 する な ら 、 
それ が 彼ら に と っ て より 善い の で ある 。 け 
れ ど も 、 も し 汗 きき 去る の で あれ ば 、 か れ ( ア 

ー ツ は 現世 と 来世 に お いて 彼ら を 靖 
しい 第 午 で 前 さ れ 給 う 。 そし て 彼ら に 
は 地上 に お いて 、 い か な る 底 護 者 も 援助 者 
も な い の だ 。 

75. 彼ら ( 偽 信 者 * た ち ) の 中 に は 、 ア ッ ラー SE Lat 
* に 対し て (この よう に 故 っ て ) 約束 し た ES IIE 
者 が ある 。「 も し も 、 か れ (アッ ラー の で DA 
が その ご 興 【 龍 か ら 私 た ち に 授け て 下さ 
i 私 た ち は 必 ず や (そこ か ら ) 施 

し 、 必 ず や 正しい 者 * た ちの 仲間 入り を し 
まじ よう 。 

76。 そ し て 、 か れ が その で 皿 密 か ら 彼ら に お 投 | Amgl2o み も 3EG 
け に な れ ば 、 彼 ら は それ を 出し 惜しみ し 、 の の を うし ゆう 
(イス ラー ム * か ら ) 身 を 翻 し て 背 を 向け 
た の で ある 。 

77. それで か れ (アッ ラー は 、 彼ら が か れ と (0 る を 22 
拝 記す る こと に な る (復活 の ) 日 * ま で 、 そ | Be 20 

の 心 の 中 の 偽 信 (の 増加 ) を 、 彼 ら の ( 行 @S タ がら 
い の ) 帰結 と され た 。 そ れ と いう の も 彼ら 
が アッ ラー* に 対し て 、 か れ に 約束 し た こと 
を 破り 、 嘘 を つい て いた た め な の で ある 。 
78. 一 体 、 彼 ら は 知ら な か っ た の か ? アッ ラ に も (ENIPA 


ー* が 彼ら の 秘密 も 密談 も ご 存 知 で あり 、 ア 
ッ ラ ー* が 不可 視 の 世界 * を 熟知 され る お 
方 で ある と いう こと を ? 


= 


199 頁 参照 )。 


ONT IS 


往信 者 * に 代表 され る ある 種 の 人 々 は 、 ア ッ ラ ー* が 預言 者 * ム ハン マ ド * に お 授け に な っ た 
恩恵 や 祝福 の 数 々 ep 皿 知 ら ず な 態 


度 を 変え な か っ た ( ム ヤ ッ サ ル 


9. 悔 恒 章 
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Ty; 


80. 


81. 


(彼ら は ) 信仰 者 た ちの 内 、 \ 発 し て 爺 す 
(豊か な ) 者 た ちや 、 自 分 た ちの 能力 分 し 
か (施し 物 を ) 見 出せ な い (貧し い ) 者 た 
ちの こと を けなし 、 彼 ら を 喘 笑 する 者 た 
ち !。 アッ ラー* が 、 彼ら の こと を 瑞 笑 され 
た 2? の で ある 。 そ し て 彼ら に は 、 痛 まし い 懲 
六 が ある の だ 。 


使徒 * よ 、 ) 彼ら の た め に (アッ ラー* に ) 
お 散 し を を うがい い 。 ある い は 、 彼 ら の た め 
に お 赦し を と う の で は な い 。 た と え 、 あ な た 
が 彼ら の た め に 七 十 回 毅 し を を う て も 、 ア 
人 
。 それと いう の も 、 OV 
の 人 を 定 し た か ら で あ る 。 アッ ラー* 
は 、 放 逸 な 民 を お 導 a 


(タブ ー ク の 戦い * へ と 出征 せ ず 、 ) ア 
ラー* の 使徒 * に 反し た 状態 で '( マ ディー 6 
* に 居 残 ら され た ( 偽 信 ) 者 * た ち $ は 、 そ 
の 居残り に 有頂天 に な っ た 。 そし て 、 彼 ら 
は 自分 た ちの 財産 と 生命 を か け て アッ ラ 
ー* の 道 に 努力 奮闘 する こ こ と を 
に こう) 言っ た の だ 。「 暑 さ の 
る こと は な い ぞ 」。 (使徒 * よ 、) 言っ て や 


きぐ 


= 


ww 


た 


沢山 の も の を 施す 者 に は 
は こん な 施し な ど 、 必 要 と は され な い 
ハー リー1415 参照 )。 
この 表現 に つい て は 、 
この 「 七 十 回 


見 せ び ぜ ら か し だ 」 と 言い 、 僅 


雌牛 章 15 の 訳注 を 参照 。 


な ど と 言っ た 者 た ち 
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に は 「 ア ッ ラ ー* 
いう (アル = テ ブ 


きか な も の を 施す 者 に 
が いた の だ と 


」 は 文字 通り の 意味 で は な く 、「 単 に 数 の 多 さ を 示す 表現 で ある 」 と いう 説 と 、 


文字 通り の 意味 で ある 、 と いう 説 が ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:188 参照 )。 
一 説 に は 、「 ア ッ ラ ー* の 使徒 * の 後方 に 」 と いう 意味 (アル = テバ ガウ ィ ー2.:374 参照 )。 


「 


も 
の 


居 残 ら され た 者 た ち 」 と 表現 され て いる の は 、 
し 彼ら が 共に 出征 すれ ば 悪事 や 面倒 を 起こ すこ と に な る の を 知っ て いた 預 
出征 を 禁じ た か ら で あ る (アッ テラー ズィー6:113 参照 )。 


に ヽ 


5 


言 者 が 、 


9. 悔 情 章 385 Sat 
る が いい 。 「 地 獄 の 業火 は 、 も っ と 熱さ が 
厳し い ぞ 」 。 も し 彼ら が 、 (その こと を ) 
理解 し て いた な ら ば 。 


82. 


83. 


84. 


85. 


な ら ば 、 彼ら が 稼い で いた も の (不信 師 ) の 
報い ゆえ 、 彼 ら を (現世 で ) 少し 笑わ せ て お 
き 、 (地獄 で ) 沢山 泣か せ て お く が よい 。 


(使徒 * よ 、 ) アッ ラー* が あな た を 、 彼 ら 
( 偽 信 者 * た ち ) の 内 の 一 派 の も と へ と ( タ 
ブー ク の 戦い * か ら ) 帰 選 さ せ 給 い 、 彼ら が 
あな た に (次 の 戦い の ) 出征 の 品 F 可 を 請う 
た ら 、 言 っ て や る の だ 。「 あ な た 方 は 断 じ 
て 、 私 と 共に 出征 する こと は な いし 、 私 と 


共に 敵 と 戦う こと も ある まい 。 本 当 に あな 
た 方 は 最初 (出征 せ ず に ) 居 残 る こと に 


満足 し た の だ か ら 。 な ら ば 、 後 方 に 居 残 る 
者 た ち ! と 共に 居 残 っ て いる が よい 」。 


また (使徒 * よ ) 、 彼 ら ( 偽 信 者 * た ち ) の 
i 
は な ら な い 。 ま た (祈願 の た め に ) 、 
(0 
ラー* と その 使徒 * を 否定 し た の で あり 、 
放 韻 な ( 偽 信 ) 者 * と し て 死ん だ の だ か ら 。 
そし て (預言 者 * よ 、 わ れ ら * が 彼ら に 与え 
た ) その 財産 や 子供 に 、 心 引か れ て は な ら 
な い 。 実に アッ ラー* は それ ら に よっ て 、 現 
世 で 彼ら を 禄 し 絵 い 2、 彼ら が 不信 仰 者 * と 
し て 事 切 れる こと を 、 ま さ に お 望み な の だ 
か ら 。 
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2 アー ヤ *55 の 同様 の 件 


「 後 方 に 居 残 る 者 た ち 」 の 解釈 に は 、「 後 方 


EI 
LCE 


de a a 


@ su 7 ン 用 0 


スレ レビ イン ンー ラッ ー イト イン イ ン ネ イン 
Ss 


1 る スン ーー タイ 【 EN 2 
GA RT 


ya 2 ター 


Oey 


3 Po 002005 3 お 
GEN sd 
Ry 


に 居 残 る 偽 信者 * た ち 」「 女 性 や 弱い 男性 た ち 」 


「 放 逸 な 者 た ち 」 と いっ た 説 が ある (アル = クル トゥ ビー8:218 参照 )。 


(くだ り ) の 訳注 も 参照 。 


9. 悔 恒 章 


386 


A A 


86. 


87. 


88. 


89. 


90. 


また 、 ア ッ ラ ー* を 信じ 、 その 使徒 * と 共に 
努力 番 闘 せよ 、 と いう スー ラ * が 下っ た 時 、 
彼ら ( 偽 信 者 "た ち ) の 内 の 裕福 な 者 た ち は 


あな た に 、 (出征 せ ず に 居 残 る ) 許し を 請 
い 、 (こう ) 言っ た 。「 私 た ち を 放っ て お 


いて 下さ い 。 私 た ち は 、 居 残 る 者 た ち ! と 一 
緒 に いま す 」。 


彼ら (人 信者 * た ち ) は 、 (出征 せ ず に ) 後 
方 に 居 残 る 者 た ち ? と 共に ある こと に 満足 
し 、 そ の 心 は ( 偽 の 信仰 と 居残り ゆえ に ) 詩 
が れ た 。 ゆ え に 彼 ら は 、 理 解す る こと が な い 。 


し か し 使徒 * と 、 彼 と # 共に 信仰 する 者 た ち は 、 
その 財産 と 生命 を か け て 努力 奮闘 し た 。 それ 
ら の 者 た ち 、 彼 ら に は 善き も の が あり 3、 そ 
れ ら の 者 た ちこ そ は 成功 者 な の で ある 。 


アッ ラー* は 彼ら の た め に 、 そ の 下 か ら 河 川 
が 流れ る 楽園 を 用意 な され た 。 彼 ら は そ 
こ に 永遠 に 留まる 。 それ は 、 こ の 上 な い 騰 
利 な の だ 。 


また (出征 の 免除 の ) 許し を も ら う た め 、 
ベ ド ウィ ン の 弁解 者 た ち * が や っ て 来 た 。 そ 

し て ア ッ ラ ー* と その 使徒 * に 嘘 を つい た 者 
た ち が 、 (後方 に ) 居 残 っ た の で ある 。 彼 
ら の 内 、 不信 仰 だ っ た 者 * た ち に は 、 (現世 


1 と の 「 居 残る 者 た ち 」 に つい て は 、 
「 後 方 ! 
現世 で は 


1S】 


ww 


こ 居 残る 者 た ち 」 に つい て は 、 


201 頁 参照 )。 


た 
ミー 
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ュ グ ジ ジ 


これ は 、 マ ディ ー ナ * 和 近郊 に いた ベ ド ウィ ン た ちの 内 、 マ ディ ー ナ 屯 
こ 自 分 た ちの 弱 さ と 無 


力 さ を 訴 (うっ た ) え 、 出 征 


と 。 とこ の アー ヤ * の 
( ム ヤ ッ サ ル 201 頁 参 照 )。 
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アー ヤ *46 の 訳注 を 参照 。 
アー ヤ * 46「 居 残る 者 た ち 」 の 訳注 を 参照 。 
崎 利 や 戦利 品 * な ど 、 そ し て 来世 に お いて は この 上 な い 栄 


准 を 得る ( ム ヤ ッ サ ル 


こ や っ て 来 て 、 預 言 者 * 


し な く て も よい 許し を 請う た 者 た ちの 
「 居 残っ た 」 者 た ち は 、 正当 な 言い 訳 の な か っ た 別 の 民 で ある と され 


9. 悔 恒 章 


387 


A 


91. 


92. 


93. 


94. 


と 来世 に お いて ) 痛ま し い 懲 割 が 襲い か か 
る で あろ う 。 


弱 者 に も 、 病 人 に も 、 て 出征 に ) 費 す も の 
を 見 出せ な い 者 に も 、 (出征 せ ず に 居 残 る 


こと の ) 罪 は な い 。 も し 、 アッ ラー* と その 
使徒 "に 誠実 で ある の な ら 。 善 を 尽く す 者 ! た 
ち に 、 ( 測 さ れる ) 筋合い は な い の で ある 。 

アッ ラー* は 落し 深い お 方 、 慈愛 宗 い * お 方 。 


4 


また (使徒 * よ 、) 自分 た ち を て 出征 の た 
め 、 乗 用 の 家畜 に ) 乗せ て くれ る よう に と 、 


あな た の 所 に や っ て 来 た も の の 、 あな た が 
「 あ な た 方 を 乗せ る (余分 な ) も の (家畜 ) 
は な い 」 と 言っ た 者 た ち に も (、 罪 は な い ) 。 
彼ら は (出征 の た め に ) 費 す も の を 見 出せ 
ず に 悲し み 、 そ の 目 か ら は 涙 を 溢れ 出さ せ 
な が ら 、 引 き 返 し て 行っ た の で ある 。 


知 め ら れる べき は 、 裕 福 で ある に も 関わ ら 
ず 、 (出征 せ ず に 居 残 る ) 許し を あな た に 
を うぅ ( 偽 信 ) 者 * た ち に こそ ある 。 彼ら は 、 
後方 に 居 残 る 者 た ち ? と 共に ある こと に 満 
足し 、 アッ ラー* は 彼ら の 心 を ( 偽 の 信仰 ゆ 
ee (自分 た 
ちの 悪い 結末 を ) 知る こと も な い の だ 。 


(信仰 者 た ちよ 、 ) あな た 方 が (ターク 
の 戦い * か ら ) 彼ら の も と に 戻っ て 来 た 時 、 


彼ら は あな た 方 に ( 忠 の ) 言い 訳 を する 。 
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I 


ot そ レ ン 


(使徒 ES 、 ) 言っ て や る の だ 。 「 言 言い 訳す gs た し or 

る の で は な い 。 私 た ち は あ な た 方 の こ と を 、 >2.2 2 りり | 

信じ な い の だ か ら 。 ア ッ ラ ー* は 、 あ な た 方 る セス 
1 「 善 を 尽く す 者 」 に つい て は 、 和 蜜蜂 章 128 の 訳注 を 参照 。 


に 居 残 る 者 た ち 」 に つい て は 、 


アー ヤ *46「 居 残る 者 た ち 」 の 訳注 を 参照 。 


9. 悔 悟 章 388 A A 
の 消息 の 一 部 を 、 私 た ち に 確か に お 告げ に 
な っ た の だ 。 ア 2/ ラー* は あな た 方 の 行い を 


ご 覧 に な り 、 その 使徒 * も また (そう する ) 
!。 それから あな た 方 は 不 ョ ト 可視 の 世界 * も 現象 
界 ? も ご 存 知 の お 方 の 御 許 へ と 返さ れ 、 か れ 
は あな た 方 が (現世 で ) 行っ て いた こと に 
つい て 、 あ な た 方 に お 告げ に な る 」。 


95. あな た 方 が 彼ら ( 偽 信 者 * た ち ) の も と に 帰 | 4155 に と すし 6 誠 ン っ 
れ ば 、 彼 ら は あな た 方 が (問い 詰め る こと ct Fc 
な く ) 自分 ) た ちか ら 離れ 去る よう に と 、 | 
な た 方 に 対し ( 躍 の 言 い 訳 で ) ア ッ ラ ー* O22 
に 替 う で あろ う 。 なら ば 、 彼ら か ら 離 れ 去 Sas 
る が よい 。 彼ら は 機 れ $ な の で あり 、 彼ら の 
儲 処 は 、 彼 ら が 稼い で いた こと に よる 報い 
ゆえ の 地獄 な の だ か ら 。 

96. 彼ら ( 偽 信 者 * た ち ) は 、 あな た 方 が 自分 た | 5 
ち に 満足 し て くれ る よう に と 、 あな た 方 に EN EZ る 
対し 、 (偽っ て ) 賛 う 。 そし て 、 た と え あ oN 2 
な た 方 が 彼ら に 満足 し た と し て も 、 (そん 
な も の は 彼ら の 役 に は 立た な い 、 ) 本 当 に 
ア ッ ラ ー* が 放 逸 な 民 を 喜ば れる こ と は な 
い の だ か ら 。 

97. ベ ドウ ィ ン た ち * は 不信 仰 と 偽 信 に お いて | B3306G 8 
(町 の 民 ) より ひど く 、 ア ッ ラ ー* が その ET RS 
MR OY 
も 、 よ り 当 然 な の だ 5。 アッ ラー* は 全 知 者 、 
英知 あふ れる * お 方 で ある 。 

1 悔 域 する か どう か 、 ご 覧 に な る と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 202 頁 参照 )。 
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この 「 和 れ 」 に つい て は 、 フ 7 
砂漠 の 


「 現 象 界 」 に つい て は 、 家 畜 章 73 の 訳注 を 参照 。 


アー ヤ *28「 不 浄 」 の 訳注 も 参照 。 
民 の こと 。 こ こ で は ベ ド ウィ ン の 内 の 偽 信者 * を 指す (アル テク ルト ウゥ ビ ピー8:231 参照 )。 
これ は べ ベ ド ウィ ン が 粗暴 ( そ ぼ う ) か つ 頑 固 で 、 知識 や 学者 、 訓 戒 や 教訓 の 場 か ら 疎 遠 ( そ 


えん ) で ある た め ( ム ヤ ッ サ ル 202 頁 参 照 )。 ア ー ヤ *98、99 も 参照 。 


9. 悔 悟 章 389 UE 
98. また 、 ベ ドウ ィ ン た ちの 中 に は 自ら が 費 VC pe OY 
や す も の ' を 衣 金 と と ら え 、 あ な た 方 に ( 状 な 
況 の ) 暗転 を 待 人 N A 
彼ら の 方 に こそ 、 悪し き 暗 転 が あ る の だ 。 
アッ ラー* は よく お 聴き に な る お 方 、 全 知 
者 で あら れる 。 

99. また べ ベ ド ウィ ン た ちの 中 に も アッ ラー* 35 いし ポア こ NG 
と 最後 の 日 * を 信じ 軒 ら が 費やす も の を 1 
アッ ラー* の 件 匠 で の (か れ へ の ) お 近づき | CN 
と 、 (自分 へ の ) 使徒 "の 祈願 (の 手段 ) と 1  - セス 
し て と ら え る 者 た ちがい る 。 本 当 に それ は 、 ーー ある っ 3 る 
彼ら に と っ て (アッ ラー* へ の ) お 近づき (の 
手段 ) な の で は な いか 。 アッラー* は 彼ら を 、 

(天国 と いう ) その ご - 慈 起 の 中 に お 人 入れ に 
な ろう 。 本 当 に アッ ラー は 落し 深い お 方 、 療 
愛 深い * お 方 な の だ 。 

100. ム ハ ー ジ ルー ン * と アン サー ル * の 内 、 先 EA Ey [ERA 
人 の 先駆 け ? た ちと 、 善 を 尽く し て 彼ら に に ob NG 
従っ た 者 3 た ち アッ ラー* は 彼ら を お 喜 ラッ ンー ター ッッッ ーッ 


びに な り 、 2 ッ ラ ー* に 満足 する 。 
そし て か れ (アッ ラー は 彼ら の た め に 、 
その 下 を 河川 が 流れ る 楽園 を 用 意 さ れ て 
いる 。 彼ら は そこ に 、 ず っ と 永遠 に 留 ま 
る 。 そ れ は 、 と この上ない 勝 利 な の だ 。3* 
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不信 仰 者 * と の 戦い や 、 ム スリ ム * へ の 援助 、 


費 の こと (アッ = テ タ バリ ー5:4085 参照 )。 


アッ ラー* と その 
離れ て 移住 * し た ム ハ ー ジ ルー 
と ( ム ヤ ッ サ ル 203 頁 参 照 )。 


アッ ラー* の ご 満悦 を 求め て 、 


隔 徒 * へ の 信仰 を 早く か ら 受 け 入れ た 者 た ちの 内 、 


アッ ラー* が お 勧め に な る 物事 な ど に お ける 出 


分 た ちの 民 や 家族 を 


ン * と 、 不 信仰 者 * に 対し て 彼ら を 援助 し た アン サー ル * の こ 


信仰 と 言行 に お いて 知 を 


尽く し 、 彼ら 先 人 た ちの 道 に 続く 者 


た ちの こと ( ム ヤ ッ サ ル 203 頁 参 照 )。 蜜 蜂 章 128 の 訳注 も 参照 。 


この アー ヤ * に も ある よう に 、 


中 参 ま 照 )。 


教 友 * た ち へ の 敬意 は 信人 1 


の 基本 の 一 つ で ある (前 掲 書 、 同 


9. 悔 恒 章 


390 


A 


101. 


102. 


また ベ べ ド ウィ ン た ちの 内 、 あ な た 方 (マデ 


ー ナ * の 住民 ) の 周り に いる 者 た ちの 中 に 


偽 信 者 * が いる 。 そし て 、 マデ ィ ー ナ の 
住民 の 中 に も (同様 に ) 彼ら は 偽 の 信仰 
に し が みつ いて 放 旦 さ を 更に 上 乗せ し 


て ) いる の だ 。 
の こと を 知ら な い 。 


(使徒 * よ 、) あな た は 彼ら 
(し か し ) われ ら * は 、 


彼ら の こと を 知っ て いる 。 われ ら は 彼ら を 、 
一 度 に 豆 っ て 流し て や ろう !。 . そ れ か ら 彼ら 


は (復活 の 日 ) 、 こ の 上 な い 微 


出 へ と 戻さ 


れる こと に な る の だ 。 


また (マデ ィ ー ナ * の 周り の ベ ド ウィ ン 
と 、 マ ディ ー ナ * の 住民 の 中 に は 、) 


自分 


た ちの 罪 を 認め た 、 別 の 者 た ち 2 が いる 。 
彼ら は 正しい 行い * と 、 別 の 悪 ( い 行 い ) 


3 


を 混在 させ た 。 恐 ら く ア ッ ラ ー* は 、 彼ら 


の 悔 悟 を 受け 入れ て 下さ る で あろ う 。 本 


当 に アッ ラー* は 落 し 深い お 方 、 慈愛 深い 


ED 


取る が よい 。 


は ぐ 


(預言 者 * よ 、) 彼ら * の 財産 か ら 施 し を 
あな た は それ で 彼ら を 清め 、 


育ん で や る 5。 


そし て 彼ら の た め に 、 ( 罪 


= 


sj 


この 


ける も の で 、 二 つ 
の こと で ある と され る (前 掲 書 、 同 


一 説 
ナ * に ! 


その まま で いる 、 と 落っ た 者 た ち に つい て 
る 信仰 者 は 赦 さ れる (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:206 参照)。 

、 後 悔 、 罪 の 認識 な どの こと 。 
その 他 全 て の 悪行 ( ム ヤ ッ サ ル 203 頁 参 照 )。 


この 


この 


背 いて 出征 し な か っ た こ と を 始め と し た 、 
アー ヤ *102 の 「 別 の 者 た ち 」 の こと (前 掲 書 、 同 
E と 正しい 行い * を 育み 、 そ の 現世 と 来世 に お ける 褒美 を 上 乗せ し 、 その 財産 を 増 
や し て や る (頻出 名 ・ 用 語 解説 「 浄 財 *」 も 参照 )、 と いう 


彼ら の 普 き 品 作 


レン CY 内 イッ ン > 選 ニン 

RAL て を うとう 

Ya eb の NS 
2 ン る ーッ ン ン 


こと で 


WCS の 


イン ラン ン 。 フス オイ オデ ッ イ ン ラン ョ レン 
VRE うた 20 ビ ICE た つげ 
GR ts 


ンタ ラー 0 


つう 炊 と 2 の MM 


ラン ン 


5 っ あと 
2 Rd 0 ed 


「 二 度 の 懲 久 」 の 一 つ 目 は 、 殺 害 、 拘 束 、 彼 ら の 秘密 の 暴露 (ば くろ ) な ど 現 世に お 


は 死後 、 


参照 )。 


こと この アー ヤ * は 、 タ ブー ク の 戦い * に 出征 せ ず に 
帰還 し た 際 に 自分 た ち を マス ジ ド * の 柱 に くく り 


因 残 っ た が 、 
つけ 、 預言 者 * が 赦し て くれ る まで は 


つた 。 同 


「 正 し い 行 い *」 は 、 悔 悟 


「 彼 ら 」 と は 、 


様 に どん な に 罪深い 者 で も 、 悔 


墓 の 中 で の 懲 六 (信仰 者 た ち 章 100「 障 壁 」 の 訳注 も 参照 ) 


預言 者 * た ち が マ ディ ー 


悟 す 


「 悪 い 行い 」 は 使徒 * の 命令 に 


参照 )。 


こと (アッ = テ サ ァ アデ ィ ー350 頁 参 照 )。 


9. 悔 恒夫 391 SUET SN 
の 赦し を ) 祈っ て や る の だ 。 本 当 に あな 
た の 祈願 は 、 彼ら に と っ て ( 心 の ) 静寂 な 
の だ か ら 。 ア ッ ラ ー* は よく 聴か れる お 
方 、 全 知 者 で あら れる 。 


104. 一 体 、 彼ら は ア ッ ラ ー* こ そ が 、 その 僕 た EA RN SA 
ちか ら 悔 司 を お 受け 入れ に な り 、 施 し を OA ele 
お 受け 取り に な る こと を 知ら な い の か ? あん っ 


そし て アッ ラー* と そ が 、 よく 悔 司 を お 受 
け 入 れ に な る * お 方 、 慈 愛 深 き * お 方 で あ 


る こと を ? 
105. (預言 者 * よ 、 彼 ら に ) 言っ て や る の だ 。 A NE GL 
「 (アッ ラー* が お 喜び に な る と と を 、) EI 


行え 。 ア ッ ラ ー* は 、 あ な た 方 の 行い を ご RR RG 

覧 に な る だ ろう か ら 。 ま た 、 そ の 使徒 * と 
信仰 者 た ち も (あな た 方 の 行い を 見 る だ 
ろう ) 。 そ し て あな た 方 は 、 不 可視 の 世 
界 * も 現象 界 '! も ご 存 知 の お 方 の 御 許 へ と 
返さ れ 、 か れ は あな た 方 が (現世 で ) 行 
っ て いた こと に つい て 、 あ な た 方 に お 告 
げに な ろう 」。 


と アル アブ 】 


106. また (出征 の 命令 に 応じ な か っ た 者 た ち FR ie oe 
の 内 、 そ の 処分 に つい て ) 、 ア ッ ラ ー* の OL LE EC 
ご 裁決 を 見 合わ され て いる 別 の 者 た ち ? 
か れ ( ア ルリ は 彼ら を 宙 さ れる か 、 
ある い は その 悔 悟 を 受け 入れ られ る か さ 
れる で あろ う 。 アッラー* は 全 知 者 、 英 知 
あふ れる * お 方 で ある 。 


1 「 現 象 界 」 に つい て は 、 家 畜 章 73 の 訳注 を 参照 。 
2 これ は アー ヤ *\102 で 言及 され て いる 者 た ちと は 別 で 、 ア ー ヤ *118 の 訳注 に 言及 され て い 
る 三 人 の こと で ある 、 と され る ( ム ヤ ッ サ ル 203 頁 参 照 )。 


9. 悔 恒 章 


392 


107. また (出征 の 命令 に 応じ な か っ た 者 た ち 


108. 


の 内 に は ) 、 マス ジ ド * を (信仰 者 た ち へ 
の ) 害悪 と 不信 仰 、 信仰 者 た ちの 間 の 分 
断 と 、 (それ) 以前 に アッ ラー* と その 使徒 
* に 戦い を 仕掛 けた 者 を 待ち 受け る た め 
の も の と する 者 た ちがい る !。 彼 ら は 実に 、 
(こう ) 坂 う の だ 。「 私 た ち は (その 建 
設 に お いて ) 、 A 
の で す 」。 ア ッ ラ ー* は 本 当 に 彼ら が 、 

さ し く 嘘つき で ある こと を 証言 » 


(預言 者 * よ 、) そこ に は 決し て (礼拝 の 
た め ) 立つ の で は な い 。 最初 の 日 か ら 
散 庶 さ に 基づい て 築 か れ た マス ジ ド ? こ 
そ は 、 あ な た が (礼拝 に ) 立つ に ふさ わ 
し い の だ か ら 。 そ こ に は 、 上 
め る こと “を 愛す る 者 た ちがい る アッ ラ 
ー* は 、 etn 
な る の だ 。 


1 マデ ィ 
う ) を 計画 し た 、 7 
が 勢力 を 強め た 後 、 


to 


w 


意 し て お く よ う 【 


れ に 応じ て 偽 信 者 * ら は 、 ム スリ ム * 軍 が タブ ー ク に 日 
スジ ド (アー ヤ *108 「 マ スジ ド *」 の 訳 沼 
な ど に そこ に 行け な い 人 々 の た め 、 と いう 名 目だっ た が 、 
リム * に 対す る 策謀 の 場 と する こと を 
れ た が 、 


タブ ー ク の 戦い * か ら マ ディ 


ー ナ * に は 、 ム スリ ム * た ち が そ こ に 移住 * し た 後 、 
・ ア ー ミ ル ・ ア ッ テ ラ ー ヒ ブ と いう 男 が いた 。 し か し ムスリム * た ち 
彼 は 「 ロ ー マ 軍 を 従え て マデ ィ ー ナ * を 攻撃 する か ら 
こ 」 と マデ ィ ー ナ * の 偽 信者 * た ち に 約束 し 、 ロー マ 宙 回 に 記 八 ま る 。 そ 
H 征 する 前 、 
も 参照 ) 近く に 彼ら の マス ジ ド * を 建て た 。 


ー ナ * に 戻る 途中 、 こ の アー ヤ * が 落 


ラン リン ニタ ンー 


OO 


My 
32 


19 


NY : 
So 


5 め ゆ 5 & 
ED 2 る 
Ss 524 


彼ら を 憎み 、 様々 な 策謀 (さく ぼ 


比 (と り で ) を 


ー ナ * の ク バ ー・ マ 
雨 夜 
実際 は 礼拝 者 た ちの 分 断 や ム ス 


マデ ィ ー 


的 と し て いた 。 預言 者 * は そこ で 礼拝 する よう 頼ま 


示さ れ た 。 結局 そ 


の マス ジ ド * は 、 破 壊さ れ た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:210-212 参照 )。 


アー ヤ *107 の 訳注 に も ある よう に 、 
マス ジ ド の こと で ある と され る 。 イス ラー ム * に お いて 二 番 
、 ク バー・ マ スジ ド よ り も 礼拝 する に ふさ わし い 場 所 で ある こと は 、 


ヤッ サル 204 真 参照 )。 
水 で 身 の 汚れ を 清め 、 罪 の 赦し を と うこ と と 敬 虚 さ * に より 、 心 の 罪 を 清め る こと (前 掲 書 、 
同 頁 参照 )。 


これ は イス ラー ム * 史 


上 初 の マス ジ ド * で ある ク バ ー・ 


に 徳 が ある 預言 者 * マ スジ ド * 


言う まで も な い ( ム 


9. 悔 司 章 393 


A 


109. 一 体 、 アッ ラー* へ の 異 れ * の 念 と 、 か れ 
の お 記 び (を 追求 する と と ) に 基づい て 
その 建物 を 築く 者 の 方 が 普 い の か 、 それ 
と も 崩れ か か っ た 崖 の ほとり に その 建物 
を 築き 、 それ と 一 緒 に 地獄 の 業火 へ と 崩 
れ 落 ち て し まう 者 (の 方 が 善い の ) か ? 
アッ ラー* は 、 不 正 * 者 で ある 民 を お 導き 
に は な ら な い の だ 。 


Ii0. 彼ら ( 偽 信 者 * た ち ) が 建て た その 建物 は 、 
彼ら の 心 が ば ら ば ら に 張り 裂け る まで !、 彼 
ら の 心 の 中 の 疑惑 で あり 続け る 。 アッ ラー* 
は 全 知 者 、 英 知 あ ゃ れる お 方 で ある 。 


1 本 当 に ア ッ ラ ー* は 信仰 者 た ちか ら 、 天国 と 
引き 換え に 、 彼 ら の 命 と 財産 を 買い 取ら れ 
た 。 彼ら は アッ ラー* の 道 に お いて 戦い 、 殺 
し 、 殺 され る の で ある 。 ト ー ラ ー* と 福音 * 
と クル ア ー ン "に お ける 、 その 真 の お 約束 
ーー アッ ラー* よ り も 自 ら の 約束 に 忠実 な 
お 方 が あろ うか ?ーー。 な ら ば 、 あな た 方 
が 契約 し た 自分 ) た ちの 取引 に 心 躍ら せよ 。 
それ こそ は 、 こ の 上 な い 勝 利 な の だ 。 


112. (彼ら 信仰 者 た ちと は 、 ) 悔 悟 する 者 た 
ち 、 岩 拝 サ F 為 に 専念 する 者 た ち 、 (アッ 
ラー* を ) 称賛 * す る 者 た ち 、 斎 戒 * す る 者 
た ち 、 ル クー ウゥ * す る 者 た ち 、 サ ジ ダ * す 


る 者 た ち 、 善 事 を 命じ る 者 た ち 、 悪 事 を 


SA 


て ン て ーー を < 
2 RR 20 eI VD 


あっ の ろ ン 
を とき 27 


明和 2 
③ ふ 9 PP 


1 「 心 が ば ら ば ら に 張り 像 ける まで 」 の 解釈 に は 、「 殺 され る まで 」 「 死 ぬ ま で 」「 と て も 後悔 
し て 、 ア ッ ラ ー* に 悔 惜 し 、 か れ を 非常 に 謗 れる よう に な る まで 」 と いっ た 解釈 が ある ( ム 


ヤッ サル 204 頁 参照 )。 


2 外 に も 「 ア ッ ラ ー* の 道 に お いて 奮闘 する 」「 知 識 を 求め る 」 な どの 解釈 が ある (アル = テバ 
ガウ ィ ー2:392 参照 )。 原語 「 サ ー ハ 」 に は そもそも 、「 移 動 す る 」「 旅 行 す る 」 と いっ た 意 


味 が あり 、 そ こ か ら 一 般 に 「 イ スラ ー ム * に お いて 人 賞 讃 す 
と いう (イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 11:41 参照 )。 


べき 旅 を する 」 こ と を 指す の だ 、 


9. 悔 悟 章 394 A A 
禁じ る ! 者 た ち 、 ア ッ ラ ー* の 決ま り を 守る ; 


oe (i よ 、 こ れ ら の ) 信仰 者 
ち に 震 報 を 伝え よ 。 


113. 預言 者 * と 、 信仰 する 者 た ち に と っ て 、 シ kz マッ NEC 
ルク * の 徒 の た め ( ア ッ ラ ー* に 罪 の ) お 落 あっ 2 る 
し を を うこ と な ど 、 あ っ て は な ら な い 。 
た と え 彼 ら が (自分 た ちの ) 近親 の 者 で 
あろ うと も 、 火 獄 の 徒 で ある こと が 彼ら 
に 明白 に な っ た 後に は 3 (、 そ うし て は な 


RC 8 
Do Ns の 


ら な い ) 。 

114 イブ ラー ヒー ム * が (、 シ ルク “の 徒 で あっ Nat る 6 EG 
た )_ 自分 の 父 < の た め 、 ( ア ッ ラ ー* に 罪 の ) HRI 3 
お 赦し を を と うた の は 、 彼 (イプ ラー ヒー ム ふり の A 5 ts 
が 彼 ( 父 ) に し た 約束 ゆえ に 過ぎ な か っ た 。| OA 


そし て 彼 ( 父 ) が 、 ア ッ ラ ー* の 敵 で ある こ up 
ER 彼 (イブ ラー ヒー 
ム り は 彼 と 決別 し た の で ある 。 本 当 に イブ 
ラー ヒー ム * は まさ し く 、 長 順 す る 者 *、 算 容 
な 者 だ っ た の だ か ら 。 


115、 そ し て アッ ラー* は 、 あ る 民 を お 導き に な eG 
っ た 後 、 彼 ら が 保身 する た め の こ と を 明 oY 


w 


1 


た も 
ら か に され な い 限 り は 、 彼 ら を 迷わ せ 給 SLE ざい と も 
「 善 事 を 命じ る 」「 悪 事 を 禁じ る 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 104 の 訳注 を 参照 。 


アッ ラー* か ら 課 せら れ た 義務 を 果たし 、 命 じ ら れ た こと を 行い 、 禁 じ ら れ た こと を 避 ( さ ) 
け 、 ア ッ ラ ー* へ の 服従 に 従事 し 、 か れ が お 定め に な っ た 探 を 破 ら な いこ と ( ム ヤ ッ サ ル 
205 貢 参 昭 )。 
つま り 、 シ ルク * を 犯し た まま 死ん だ こと で 、「 火 獄 の 徒 」 で ある こと が 確定 し た ら 、 と い 
うこ と (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 婦 人 章 48 も 参照 。 

イブ ラー ヒー ム * は 父 が ムスリム * に な る こと を 望む が ゆえ に 、 役 の 罪 の 赦し を どう こと を 、 
彼 に 約束 し た 。 マ ル ヤ ム ゞ 章 47、 試 問 さ れる 女 剖 4 も 参照 (アル ニ バ ガウ ィ ー2:395 参照 )。 
「 哀 願 す る 者 」 と いう 訳 を あて た 語 「 ア ウ ワ ー フ 」 に は 、「 よ く 祈 る 者 」「 慈 悲 深い 者 」「 確 
信 す る 者 」「 よ く ア ッ ラ ー* を 唱 念 する 者 」「 よ く 嘆 く 者 」「 お それ 思 (か し こ ) まり 、 恭 順 
(肉牛 章 45 参照 ) な 者 」 な ど 、 様 々 な 解釈 が ある (アル ニク ルト ゥ ビー8.275 参照)。 


9. 悔 情 章 395 Sat 
うこ と は な い '。 本 当 に アッ ラー* は 、 全て 
の こと を ど ご存知 の お 方 な の だ か ら 。 

116. 本 当 に アッ ラー*、 か れ に と こそ 、 諸 天 と 大 PPT A 
地 の 王 権 は 属す る 。 か れ は (お 望み の 者 A 
に ) 生 を お 授け に な り 、 (お 望み の 者 に ) ⑤ ん る 55 
死 を お 授け に な る 。 そ し て あな た 方 に は - 
アッ ラー* の 外 に 、 いか な る 棄 護 者 も 援助 
者 も な い 。 

117. アッ ラー* は 確か に 、 預 言 者 * と 、 (タプ A eC 8 週 
ー ク の 戦い * と いう ) 苦難 の 時 2 に 彼 ( 預 32 ン 3 人 
言 者 ) に 従っ た ム ハ ー ジ ルー ン * と アン 2 


118. 


サー ル * の 悔 悟 を 、 彼ら の 一 派 の 心 が 傾 き 
か けた 3 後 、 お 受け 入れ に な っ た 。 それ か 
ら 、 か れ は 彼ら の 悔 悟 を お 受け 入れ に な 
っ た の で ある 。 本 当 に か れ は 、 彼ら に 対 
し て こそ 、 哀れ み 深 い * お 方 、 慈愛 深い * 
お 方 な の だ 。 


そし て (出征 せ ず ) 後方 に 残さ れ た 三 人 * 
に 対し て も (、 ア ッ ラ ー* は その 悔 悟 を お 
受け 入れ に な っ た ) 。 や が て 、 大 地 が そ 


= 


し て 
の 閣 


[I] 


が 


CO 


た 


の こと 。 ムスリム * 軍 


つま り ア ッ ラ ー* は 、 ま だ 明 


「 心 が 傾 ぼ か けた 」 の は 、「 
ー ク の ) 戦い へ の 出征 


大 変 厳 し い 遠征 
言 仰 に お ける 確 
か ら 」 だ と 


且 な っ た 、 


白 に 禁じ られ て も いな しい 物事 
亡くな っ た 者 の 罪 の 落 し を を うこ と ) を 行っ て し まっ た 者 に 対し て 、「 迷 妄 (めい も う )」 
印 (らく いん ) を 押さ れる こと は な い (アッ = テ タ バリ ー5:4141-4142 参照 )。 


タブ ー ク の 戦い * は 真夏 の 酷暑 (こく し ょ )、 食 料 や 水 の 不足 、 旅 行 用 の ラク ダ の 欠如 な ど 


だ っ た ( ム ヤ ッ サ ル 205 頁 


EE RN 
の の 


NN EIN 2 1 


* 


トー い 


(ここ で は 特に 、 シ ルク * の 徒 と 


参照 )。 


固 さ か ら 」 だ と か 、 
か いう 解釈 が ある (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 1:372 参照 )。 

カ ァ ブ ・ ブ ン ・ マ ー リ ク 、 ヒ ラー ル ・ ブ ン ・ ウ マイ ヤ 、 ム ラー ラ ・ ブ ン ・ ア ッ テ ラ ビー ウ の 三 人 
が タブ ー ク か ら 久 旋 (が いせ ん ) し た 後 、 出 征 


「 困 


鍛 と 苦難 ゆえ に (タブ 


の 命令 に 応じ な か っ た 


多く の 者 は 言い 訳 を し 、 そ の 言い 訳 が 真実 で ある と 誓っ た (アー ヤ *94 以降 を 参照 )。 だ が 


この 三 人 は 嘘 の 言 0 の 
が 下る まで 、 ムスリム * た ちか ら 村 八 分 


た と の 啓示 が 下っ た の は 、 村 八 分 が 始ま っ て か ら 五 十 


ブフ 


ュー リー4418 参照 )。 


に され る こと に な っ た 。 


日 


) け に つい て の アッ ラー* の ご 命令 


彼ら の 悔 悟 が 受け 入れ られ 


の 夜明け の こと だ っ た (アル = 


9. 悔 司 章 396 


の 広 さ に も 関わ ら ず 彼 ら に と っ て 狭く な 
っ て !、 彼 ら に 心苦しい も の と な り 、 彼 ら 
が アッ ラー* (の お 然 り ) か ら の 逃げ 場所 
は 、 か れ ど 自身 (に 赦し を を うこ と ) し 
か な いこ と を 確信 し た 時 、 (彼ら は アッ 
ラー* に 悔 悟 し 、) それ か ら か れ (アッ ラ 
ー*) は 、 彼 ら が (その後 も し っ か り と ) 
悔 悟 す る よう 、 彼 ら の 悔 悟 を お 受け 入れ 
に な っ た 。 本当に アッ ラー* こそ は 、 よく 
悔 悟 を お 受け 入れ に な る * お 方 、 慈愛 深い 


* お 方 な の だ か ら 。 
119. 信仰 する 者 た ちよ 、 ア ッ ラー* を 嘩 れ *、 
正直 な 者 た ち 2 と 共に あれ 。 


120 マデ ィ ー ナ * の 住民 と その 周辺 の ベ ド ウ 
ィ ン た ち は 、 ア ッ ラー* の 使徒 * を よそ に 
(出征 せ ず ) 後方 に 留 ま っ た り 、 彼 (使徒 
*) より も 自分 自身 を 優先 させ た りす べき 
で は な い 3。 と いう の も 、 アッ ラー* の 道 道 に 
on Rh 
われ た り 、 (交戦 状態 に ある ) 不信 仰 者 * 
た ち を 慎 ら せ る 土地 に 足 を 縮み 人 れ た 


フラ ンプ イー 


に ご 5 
PU 


ン 
ラン ン 
ンプ 1( 3 っ 2 マフ ンタ 


とう 0 し Co MG 


csr 
は EC 


と の (所 OK ES の 


タタ ン 
ELEN 
FN 8 es 
J ES る タ 人 so 


BEI 


り 、 敵 に 被害 を 与え た りす れ ば 、 そ れ に に OR っ な テッ 
より 正しい 行い * (の 袋 美 ) が 、 彼 ら の た oe | 
め に 必ず 記録 され る か ら で あ る 。 本 当 に 
ツウ ンー 8、 療 を 尽く す 者 * た ちの 香美 
を 、 無 駄 に は は され な い の だ か ら 。 

1 と の 表現 に つい て は 、 ア ー ヤ \*25 の 訳注 を 参照 。 

2 「 正 直 な 者 た ち 」 と は 、 言葉 と 行い が 矛盾 し て いる 偽 信 者 の よう で は な く 、 ア ッ ラ ー* へ の 


信仰 に お いて 正直 で 、 そ の 言葉 を 行い で 実証 する よう な 者 の こと ( ア i 5:4151 


参照 )。 


ww 


ヤッ サル 206 頁 参 照 )。 
4 「 善 を 尽く す 者 」 に つい て は 、 密 蜂 章 128 の 訳注 を 参照 。 


預言 者 * が 大 変 な 目 に あっ て いる の に 、 自 分 た ち は 楽 を し て いて は な ら な い 、 と いう こと ( ム 


9. 悔 情意 397 A A 
121. また (アッ ラー* の 道 に お いて 、) 費用 を も 5 で 
少し 、 あ る い は 多く 出費 し た り 、 (行軍 2 ENCE 
し て ) 谷 一 つ 越 えた りす れ ば 、 彼ら の た DE 3 
め に (その 和 褒美 が ) 記録 され な いこ と は $ つ を る 
な い の で ある 。 (それ は ) アッ ラー* が 彼 
ら に 、 彼ら が 行っ て いた 最善 の も の ( 行 
い ) で お 報い に な る た め な の だ 。 

122. また 信仰 者 た ち は 、 総 動員 で 出征 すべ き rd SNE St 
で は な い 。 ど う i EE 
ら 、 (必要 に 見 合っ た 人 数 だ け の ) 一 I DG RS 
UO (それ は 内 RC ee PC 

こ 留 まる 者 た ち が ) 宗教 に お いて 理解 を 
深め 、 そし て (出征 し て いた ) その 民 が 
上 ) た ちの も と に 戻っ て 来 た 時 、 彼 ら に 
警告 する た め め !。 (それ は ) 彼ら が 、 ( ア 
ッ ラ ー の 懲 宙 に 対し て ) 用 心 す る よう に 
な る た め な の だ 。 

123. 信仰 する 者 た ちよ 、 Ne NE 
あな た 方 に 隣接 する 者 た ちと 戦え 2 Nk 
CC oi ON A 
し め よ 。 ッ ラ ー* こ そ は (その 支持 と 援 
tn 艇 虚 * な 者 た ちと 共に ある 
こと を 知る の だ 。 

124。 スー ラ * が 下る と 、 彼 ら ( 偽 信 者 * た ち ) Ng Ni ll 
i [= 一 体 あ な た 方 の NEE と 


内 の 誰が 、 これ で ( 更 な る ) 信仰 心 を 上 乗 


1 つま り ク ルアー ン 、 ス ン ナ 、 義 務 行為 、 法 規定 な ど を 学び 、 遠 征 軍 
在 中 に 啓示 され た も の を 伝え る こと 。 和尚 、 


が 戻っ て 来 た ら 、 彼 ら の 不 


[宗教 に お いて 理解 を 深め 」 る 者 た ち が 、「 出 征 し 


た 人 々 」 で あり 、「 警 告 」 さ れる 側が 、「 出 征 せ ず に 留まる 者 た ち 」 と いう 説 な ど 、 他 の 解釈 


の 付 


2 と の 「 隣 接する 不信 仰 者 * た ち 」 と は 、 マ ディ ー ナ * や ハイ バル の ユダ ヤ 教 徒 * た ちと か 、 当 
パレ スチ ナ 周 辺 地域 ) を 支配 し て いた ロー マ 人 た ちの 
2:406 参照 )。「 不 信仰 者 * と の 戦い 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 190、 


悔 悟 


計 の シャ ー ム 地方 (現在 の シリ ア 、 
こと で ある と され る (前掲 書 


[方 も ある (アル テバ ガウ ィ ー2.403-404 参照 ) 。 


i 草 36 と その 訳注 も 参照 。 


9. 悔 情意 398 A A 


せ す る と いう の か ?」 信 仰 する 者 た ちこ CC お 3 も 322c 
そ は 、 (スー ラ * の 啓示 に よっ て 、 更 な る ) つめ 52 3 


信仰 心 を 上 乗せ すす る の で ある 。 そし て 役 
ら は 、 (授け られ た 信仰 心 に ) 心中 ら せ 
る の だ 。 


125。 ま た 、 心 に 病 が ある 者 た ち ! は と いえ ば (DY 


(スー ラ * の 啓示 に より ) 、 彼ら の 生れ 2 の 
上 に 更 な る 生れ を 上 乗せ し 、 不信 仰 者 * と 
し て 死ん で し まっ た の で ある 。 


126. 一 体 、 彼 ら ( 徐 信 者 * た ち ) は 、 自分 た ち | ひっ ぁ つ 只 261 つ あ 3 


が 毎年 一 度 や 二 度 は 、 試 練 に か けら れる | っ つ 計 33 お っ 225 
と いう こと を 知ら な い の か ? その 後に RE 
及 ん で 、 彼 ら は 悔 僅 する こと も な く 、 教 
訓 を 得る こと も な い の だ 。 


127. ま た 、 ス ー ラ が 下 れ ば 、 彼 ら ( 偽 信者 | CS 


w- 一 


NM ti a gt) 
い に こ う 言 っ ) た 。「 ( 今 、 ム ハン マ LLNS 
ド * の も と を 立ち 去っ た と し て も 、) 誰 @ 
か あな た 方 を 目 に する こと が あろ う 
か ? 」 そ れ か ら ( 誰 の 目 に も つか な け 
れ ば 、) 彼ら は 立ち 去っ て し まう 。 ア 
ッ ラ ー* が 彼ら の 心 を 、 彼ら が 理解 し な 
い 民 で ある ゆえ に 、( 信 仰 か ら ) お 逸 ら 
し に な っ た の だ 。 


も 


NN 


= 


IN) 


w 


た 


偽 信者 * や 、 イ スラ ー ム * へ の 疑念 が 強い 者 た ちの こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 207 頁 参照 )。 
この 「 生 れ 」 に は 、「 疑 念 」「 不 信仰 」「 罪 」 な ど と いっ た 解釈 が ある (アル = クル トゥ ビー 
8:299 参照 )。 
こと の 「 試 練 」 の 解釈 に は 、「 病 気 や 逆境 」「 早 拓 (か ん ば つ )」 「 戦 い 」「 偽 の 信仰 が 露 (あら ) 
わ に な る こと 」 な どの 諸説 が ある (アル テバ ガウ ィ ー2:407 参照 )。 

こ で は 特に 、 偽 信者 * た ちの 問題 や 行動 を 指摘 する スー ラ * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 207 
0 


9. 悔 悟 章 399 ゃ らき 
128. あな た 方 自身 の 内 か ら 一 人 の 使徒 * ( ム ハ | た 拓 39: ェ と イース 
ンマ ド *) が 、 確 か に あな た 方 の も と に | と あっ も 2 しょ 移る 
到来 し た 。 あ な た 方 が 苦し む の は 、 彼 に 3 
と っ て 辛い こと 。 ( 彼 は ) あな た 方 に 対 
し て 懸命 で 、 信仰 者 た ち に こそ 哀れ み 深 
く 、 慈 愛 深い の だ 。 

129. (使徒 * よ 、 ) それ で 、 も し 彼ら (不信 仰 NR 8 
者 た ちと 偽 信者 * た ち ) が (あな た へ の 信 I 
仰 か ら ) 背く の で あれ ば 、 言 っ て や る が Oa 
よい 。 「 私 に は 、 アッ ラー* だ け で 十分 


か れ 以 外 に i 崇拝 * すべ きも の は な 
く 一 一 私 は 、 か れ に こそ 全て を 委ね た *ー 
一 、 か れ は 偉大 な る 御座 2 の 主 で あら れる 
お 方 」。 


1 あな た 方 の 導き と 、 諸 事 の 改善 に 「 懸 命 」 で ある と いう 
2 「 御 座 」 に つい て は 、 


高 壁 章 54 の 訳注 を 参照 。 


こと ( ム ヤ ッ サ ル 207 


参照 )。 


ュ グ 


10. ユー ヌス 章 400 


0 0 
ユー ヌス * 章 1 


き さ 


い 


リフ ・ ラ ー ム ・ ラ ー*。 そ れ は 、 完 全 無 欠 な ? 


じ 
綴 ド まあ まね < * 基 愛 迷 き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


む けつ 


典 の 御 微 ツー の で ある 。 


遇 : 


われ ら * が 彼ら の 内 の ある 男 に 、 「 人 々 に 、 

( ア ッ ラ ー* の 懲 神 を ) 警 告 せよ 。 そし て 信 
仰 する 者 た ち に は 吉報 を 伝え よ 、 彼ら に は 
自分 た ちの 主 * の 御 許 で 、 真 の 高み 4 が ある と 
いう こと を 」 と 啓示 し た こと が ? 不信 仰 
者 * ら は 言っ た 。 「 本 当 に これ は まさ し く 、 
紛れ も な い 魔 術 師 で ある 」 o 


あな た 方 の 主 * は 、 諸 大 と 大 地 を 六 日 間 で 
創造 され *、 それ か ら 御 護 に お 上 が り に な っ 


た ア 


本 、 人 々 に は 驚 きき だ っ た と いう の か ? 


ッ ラ ー で ある 。 か れ は 、 万 事 を 司 られ 


1 マッ カ * 刻 示 (一 部 アー ヤ * に は 、 マ ディ ー ナ * 北 


1】 


ww 


4 


5 


6 


> NE つめ 

ュー ン ン イン る 

es ュ の で 人 
aE CAN 


示説 あり )。 マッカ"* 刻 示 の 常 と し て 、 ク ル 


ー ン * の 真実 性 と 奇跡 性 、 ア ッ ラ ー の 唯一 性 * と 全能 性 、 死 後 の 復 活 と 清算 と いっ た 基本 


的 な 信仰 箇条 (か じょう ) を 確証 する と 共 
明らか に され 、 様 々 な た と え ・ 証 明 ・ 物 語 な ど を 用 いた 議論 


に 、 そ れ ら に 対す る シル ク * の 徒 の 態度 や 反応 が 
が な され る 。 ス ー ラ * 名 の 由来 は 、 


一 時 は 預言 者 * ユ ー ヌ ス * を 拒否 し て いた も の の 、 悔 悟 に よっ て すん で の 所 で 六 を 免れ た 、 
彼 の 民 の 話 (アー ヤ *98) に よる 。 そ れ は マッ カ * の 不信 仰 者 * た ち に 対す る 懲罰 の 警告 で 
と 共に 、 彼 ら に 早期 で の 悔 悟 を 促 (うな が ) し て も いる 


ある 


これ ら の 文字 に つい て は 頻出 名 ・ 用 語 解説 の 「 ク ルアー ン の 冒 


頭 に 現れ る 文字 群 *」 を 参照 。 


アッ ラー* は クル アー ン * を 、 消失 、 欠損 、 変化 、 嘘 、 矛盾 と いっ た こと か ら 「 完 全 無 欠 な 」 
も の と され た 。 そ の 他 、「 英 知 に あふ れ た 」「 裁 決する 」「( 様 々 な 教え が 、 そ の 中 に ) 定め 


られ た 」 と いっ た 解 
「 真 の 高み 」 と は 、( 来 世 の た め 


R も ある (アッ テラ ー ズ ィ ー6:184-185 参照 )。 


と ( ム ヤ ッ サ ル 208 頁 参 照 )。 


「 六 
「 御 


ン 


間 で の 天地 創造 」 に つい て は 、 詳 細 に され た 章 9-12 と その 訳注 


卒 に お 上 が り に な る 」 に つい て は 、 高 壁 章 54 の 訳注 


を 参照 。 


に 現世 で ) 前 も っ て 行っ て いた 善行 ゆえ の 、 善き 痢 ビ 美 の こ 


も 参照 。 


10. ユ ー ヌ ス 章 401 oO や ぷり ダーツ 


る 。 か れ の お 許し の 後 で な くし て は (復活 | @3 が 68% む 芝 58 
の 日 $ 、 いか な る 執り 成 し 手 も いな い 。 そ 

の お 方 が アッ ラー\、 あな た 方 の 主 *。 ゆえ に 、 

か れ を 崇拝 * せ よ 。 一体 、 あ な た 方 は 教訓 を 

得 な い の か ? 

4。 か れ の 御 許 に と そ (復活 の 日 か 、 あ な た 方 | 4 に 人 2 レン 
全員 の 帰り 所 は ある 。 ア ッ ラ ー* の 真 な る お | WU 288 人 6 
約束 (を 、 お 約束 に な っ た ) 。 本当に か れ 26 こし る と 
は 創造 を 始め られ 、 それ か ら (死後 に ) そ / 

れ を お 戻し に な る の だ 。 (それ は ) か れ が 、 2 の Di 
信仰 し て 正しい 行い * を 行っ た 者 た ち に 、 公 oo 
正 に お 報い に な る た め 。 そし て 不信 仰 だ っ 

た 者 "た ち に は 、 彼 ら が 不信 仰 に 陥っ て いた 

こと ゆえ に 、 煮 えた ぎる 湯 の 飲 み 物 と 靖 烈 

な 徴 仙 が ある の だ 。 

5 かれ は 太陽 を ( 嬢 然 た る ) 光 、 月 を 明か り ee 

SM NA 

それ ? に 諸々 の 宿り 場 を 定め られ た お 方 。 3 VIL 
ッ ラ ー* が それ を 創造 され た の は 、 a a 
に 外 な ら な い 3。 か れ は 知識 ある 民 に 、 御 徴 
4 を 明らか に され る の だ 。 

6. 本 当 に 夜 と 昼 の 交代 と 、 ア ッ ラ ー* が 諸 天 と ES EG REIS 
大 地 に 抽 吐 され た も の の 内 に は まさ に 、 内 が 放つ IE 2 
艇 虚 な る * 民 へ の 御 徴 5 が ある 。 & ES 


この 「 計 算 」 は 月 日 の 数 や 、 時 間 の 計算 の こと で ある と 言わ れる (アル テバ ガウ ィ ー2:411 
参照 )。 
この 「 そ れ 」 は 太陽 と 月 、 両 方 を 指し て いる と も 、 月 だ け を 指し て いる の だ と も 言わ れる 
(アル = クル トゥ ビー8:310 参照 )。 

イム ラー ン 家 章 191「 我 ら が 主 * よ 、… あ り ま せん 」 の 訳注 も 参照 。 

この 「 御 徴 」 と は 、 ア ッ ラ ー* の 完全 な る 御 力 と 知識 を 示す 証拠 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 208 
頁 参 照 )。 


この 「 御 徴 」 に つい て は 、 アー ヤ *5「 御 徴 」 の 訳注 を 参照 (アル = カー スィ ミー9:3325 参照 )。 


= 


to 


の 
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10. ユー ヌス 章 402 oO こま りら 

7. 本 当 に われ ら * と の (来世 に お ける ) 拝 議 を | ちち 5 電 っ あ 295A3 
望ま ず !、 現世 の 生活 に 満足 し て 、 それ に 安 gzeec ob に bb 
ん じ る 者 た ち 、 そ し て 、 わ れ ら * の 御 微 2 を の っ れる 
な お ざり に し て いる 者 た ち 、 

8. その よう な 者 た ちの (来世 で の ) 住処 は 、| @5 ん Se- と , 移 23 
彼ら が (現世 で ) 稼い で いた も の ( 罪 ) ゆ 
え の 業 火 。 

9 本 当 に 、 信 仰 し 、 正 し い 行い * を 行っ た 者 た A A 
ち 、 、 伝 ら の 主 * は その 信仰 心 ゆえ 、 彼ら を お EI 
導き に な る *。 安寧 の 楽園 で は 、 役 ら の 下 oO まま ンコ ンタ 3 IP 2 
か ら 河 川 が 流れ て いる 。 _ 

10. そこ で の 彼ら の 祈願 は 、「 あ な た に 称え * UGC うま す こ リズ 
あれ 、 アッ ラー* よ 」 で あり 、 そこ で の 彼ら シワ プン と 
の 挨拶 は 「 (あな た 方 に ) 平安 を 4」 。 そし SND A 
て 祈願 の 締め くく り は 、 「 全 創造 物 の 主 *、 

アッ ラー* に 全て の 称賛 * あ れ 」。? 

1. も し 、 アッ ラー* が 人 々 に 善き こと (の 祈願 SR IS 
i を 急 が れる よう に 、 彼 | し っ 導い.9c 
ら に 悪い こと (の 祈願 《 の 聞き 入れ ) を 急 が Re EC 

1 この 「 望 まず 」 は 、 原語 で は 「 ラ ジャ ー ウ 」 か らち 派生 し た 動詞 。「 望 む 」 と 「 恐 れる 」 と い 

う 意味 、 い ずれ を も 含む お 。 つ まり 本 来 は 、 復 活 の 日 * の 懲罰 を 恐れ も し な けれ ば 、 そ の 日 の 
褒美 を 望み も し な い 、 と いう 意味 で ある と いう (アル テバ ガウ ィ ー2.:411 参照 )。 

2 この 「 御 徴 」 の 解釈 に は 、「 ク ルアー ン * の アー ヤ *」「 ア ッ ラ ー の 唯一 性 *、 全 能 性 を 示す 証 


拠 」「 ア ッ ラ ー* の 法規 定 」 と いっ た 説 が ある (アブ ー・ ハ イヤ ー ン 5:120 参照 )。 


3 天国 へ の 道 と 、 そ れ に つなが る 正 


wn 


〇 


よう な 祈願 の 言葉 を 


と 言い さ 0 天使 
と 挨拶 を 
or 


「 あ な た 方 に ヨ 
一 説 に よれ ば 、 天 国 の 住 


人 は 何 か 欲 し い 物 が あれ ば 、 


し い 行 い へ と 、「 お 導き に な る 」( ム ヤッ サル 209 頁 参照 )。 
F 安 を 」 に つい て は 、 和 雷鳴 章 24 の 訳注 を 参照 。 

「 ア ッ ラ ー* よ 、 あ な た に 称え * あ れ 」 
本 が お 望み の 物 を 持っ て や っ て 来る 。 そ の 際 、 彼 ら は 「 平 安 あ れ 」 
、 望 み の 物 を 頂い た 後に は 主 * を 称賛 する の だ 、 


と いう (アッ テ タ バリ ー 


「 悪 いこ と の 祈願 」 と は 怒り ゆえ に 、 自 分 


に し て し まう こ 


と 。 あ る い は 戦利 品 


身 や 子供 、 財 産 な ど に 対し 、 実 現し た ら 困 る 
* 章 32 に ある よう な 類 の 、 不 信 


仰 者 * の 祈願 の こと で ある 、 と も 言わ れる (アル テバ ガウ ィ ー2:412 参照 )。 


10. ユー ヌス 章 403 rH 


れる の で あれ ば 、 彼 ら に は 自分 た ちの ODA 
(滅亡 の ) 期限 (の 到来 ) が 決定 され て し 
まっ た で あろ う 。 だ が 、 わ れ ら * は (そう せ 
ず 、 ) われ ら * と の 拝 記 を 望ま な い ' 者 た ち 
を 初 筆 う まま 、 その ひど い 放 坪 さ の 中 に 放 
っ た ら か し に し て お く の だ 。 


12. また (不信 仰 な ) 人 間 は 、 害悪 が 降り か か れ | 4 EN 
ば 、 横 に な っ て 、 ま た は 座り つつ 、 あ る い は CE EIGN 
立ち な が ら 、 わ れ ら * に 祈る 。 そ し て 、 わ れ NC 


ら * が 彼 か ら そ の 害悪 を 取り 除い て や れ ば 、 
彼 は 自分 に 降り か か っ た 害悪 (か ら の 救い ) 
に つい て 、 わ れ ら * に 祈り な ど し な か っ た か 
の よう に (以前 の 不信 仰 な 状態 を) 続け る 。 
同様 に 、 ( ア ッ ラ ー* と その 使徒 * に 対す る 路 
に お いて ) 度 を 越し た 者 た ち に は 、 自分 た ち 
が 行っ て いた こと と 2 が 上 自 映 く 見 えた の だ 。 


13。 ま た 、 わ れ ら * は 確か に あな た 方 以前 の 幾つ RAAT CR RY 

も の 世代 を 、 滅 ぼ し た 。 使 徒 * た ち が 明 証 * を BCs cE IS 
携え て 彼ら の も と に 到来 し た に も 関わ ら あー っ 20 CP) 
ず 、 彼 ら が 不正 * を 働き 、 信仰 すべ くも な い 
状態 に あっ た 時 の こと で あっ た 。 同 様 に 、 
われ ら * は 罪深い 民 に 報い る の だ 。 


そっ し NS ues 
る あつ たる 


i4。 それから (人 々 よ ) 、 わ れ ら * は 彼ら の ( 江 記 Ga 
の ) 後 、 あ な た 方 を 地上 の 継承 者 # と し た 。 OE 
あな た 方 が どの よう な 行い を する か 、 見 届 
ける た め に 。 


この 「 望 まな い 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *7 の 訳注 を 参照 。 


つま り 試 練 の 時 に だ け (アッ ラー* に ) 祈願 し 、 順 境 の 時 に は 感謝 を 忘れ る こと (アル = バ 
ガウ ィ ー2:413 参照 )。 


この 「 明 証 」 は 、 彼 ら の 言う こと の 正 し さ を 証明 する 明らか な 奇跡 や 、 根 拠 の こと ( ム ヤ 
ッ サ ル 209 頁 参 照 )。 


4 「 地 上 の 継承 者 」 に つい て は 、 家 畜 章 165 の 訳注 を 参照 。 
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10. ユー ヌス 章 


404 


15, 


16. 


17. 


また 、 彼 ら (シル ク * の 徒 ) に われ ら * の 明 
白 な 御 徴 (アー ヤツ が 読 語 さ れ た 時 、 わ 
れ ら と の 拝 調 を 望ま な い * 者 た ち は (、 こう ) 
言っ た 。「 こ れ で は な い ク ル ア ー ン * を 披露 
し て みよ 。 あ る い は 、 そ れ を 変え よら 」。( 合 徒 
* よ 、) 言っ て や る が いい 。「 私 に は 、 そ れ 
を 自分 勝手 に 変更 する 権利 な ど な い 。 た だ だ 
私 は 、 自 分 ) に 紗 示 され た も の に 従う だ け な 
の だ か ら 。 本 当 に 私 は 、 も し 我 が 六 * に 逆 ら 
っ た り し た ら 、 偉大 な る (復活 の や 日 の 懲 
祖 (が 降り か か る こと ) を 怖 れ て いる 」。 


( 便 徒 * よ 、) 言っ て や れ 。「 も し アッ ラー 
A 私 は それ (クル 

ン *) を あな た 方 に 対し て 読 謀 し な か 
a また (アッ ラー* は ) それ を あな た 
方 に お 教え に も な ら な か っ た の だ 。 (それ 
が アッ ラー* か ら の 真実 た と 知れ 、 ) 私 は 確 
か に 、 そ れ (が 下さ れる ) 以前 、 あ な た 方 
の も と で (長い ) 年 月 ? を 過 ご し た の だ か ら 。 
一 体 、 あ な た 方 は 2 分 別 し な い の か ?」 


ア ッ ラ ー* に 対し て 嘘 を 提 造 し 、 あ る い は そ 
の 御 微 を 嘘 呼ば わり する # 者 より も 、 ひ ど 
い 不 正 * を 働く 者 が いよ うか ? 本当に 


ざい あく 


罪悪 者 た ち は 、 成 功 し な い の で ある 。 


I} 


この 「 望 まな い 」 に つい て は 、 


「 こ れ で は な い ク ルアー 


アー ヤ *7 の 訳注 を 参照 。 
ン *」 と は 、 不 信仰 者 * ら の 崇め て いた 偶像 な ど を 批判 し 、3 


5 ン 


っ go 23 
ua i [el 8 に 3 


③⑤ ム タタ ご JAc 


< 


© Ds A A 


と Po 3 
DLA 


よう な も の で は な いも の の こと (アル テバ ガウ ィ ー i 参照 |。 ま た 「( ク ルアー ン * を ) 


i こと と は 、 不 信仰 者 * ら の 意向 に 沿っ て 
法 と する ア レー ヤ * に 変え た り 、 また その 逆 に し た りす 


、 何 か を 非 合 法 と する アー ヤ * を 合 


| こと (アッ = テ タ バリ ー5:4188 参照 )。 


嘘 を つい た こと な ども な く 、 


「 年 月 」 と は 具体 的 


「 嘘 の 提 造 」 と は 、 


アッ ラー* に 共同 者 や 子 


こ 、 啓 示 が 下る まで の 四 十 年 間 の こと 。 そ の 間 、 
正直 さ で 知ら れ て いた (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:253-254 参照 )。 


t が ある 、 と いう 主張 。「 御 徴 を 嘘 呼 ば わり す 


ヤ * を 吉報 の アー ヤ * に 変え た 


預言 者 ムハンマド * は 


る 」 と は 、 問 言 者 * や クル アー ン * を 嘘 呼 ば わり する こと (アル テバ ガウ ィ ー4:414 参照 )。 


10. ユ ー ヌ ス 章 405 RD 

18. 彼ら (シルク * の 徒 ) は アッ ラー* を 差し お RRC NR LS 
いて 、 彼 ら を 害し な けれ は ば 、 益 も し な いよ CE 3 2 
うな も の を 崇め て いる 。 そし て (彼ら は 、) SLT GS 


言う の だ 。 「 こ の 者 た ち は ア ッ ラ ー* の 御 許 
で の 、 私 た ちの 執り 成 し 手 な の で ある 」。 
(使徒 * よ 、) 言っ て や る が いい 。「 ア ッ ラ 
ー* に 対し 、 か れ が 諸 天 に お いて も 大 地 に お 
いて も 関知 され な いと と を 、 申 し 上 げ る と 
i か れ に 称え * あ れ 、 か れ は 彼ら 
(WeR206 (無縁 で ) 、 
遠 な お 方 。 


19. 人 々 は か つて 、( イ スラ ー ム * と いう 一 つの 


ほか 


宗教 に 基づい た 、) た だ 一 つの 民 に 外 な ら 
な か っ た の で あり 、 その 後に 意見 を 異 に し 

た の で ある '。 そし て 、 も し あな た の 主 か ら 
の 先んじ た 御 言 葉 2 (に よる 懲 六 の 猫 予 ) 
が な か っ た な ら ば 、 彼 ら の 間 に は 、 彼 ら が 
意見 を 異 に し て いた こと に お いて 、 (早期 
で の ) 裁決 が 下さ れ て いた だ ろう 。 


20. ま た 、 彼 ら ( 頑 迷 な 不信 仰 者 * た ち ) は 言 う < 


「 ど う し て 彼 (た ハン ツマ ド 9 亡 は 、 彼 の 導 
* か ら の 御 徴 1 が 下らない の か ?」 で は 
(使徒 * よ ) 、 言っ て や る が いい 。 「 本 当 に 
アッ ラー* に こそ 、 不 可視 の 世界 * は 属す る 


js 


1】 


258 OAI 


OL CS の う 


スト oe 
rE 2 EAC 区 


OR es 


つま り 、 ある 者 た ち は 不 信仰 に 陥り 、 また ある 者 た ち は 真 理 を 固守 し た ( ム ヤ ッ サ ル 210 


と 
ツ 


同 


この 「 御 言葉 」 と は 、 復 活 の 日 * ま で 、 


真 


この 「 御 徴 」 は 


雌 


参照 )。 雌 牛 章 


214、 相 談 章 14 と その 訳注 も 参照 。 


ラー * の 定め の こと (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 


頁 参 照 )。 


和牛 章 108、 家 畜 章 109-110、 夜 の 旅 章 90-93、 


別 章 7-8、 創 成 者 * 章 42 も 参照 。 


里 を 固守 し た 者 た ち が 救 われ 、 不 信仰 の 民 * が 滅ぼさ れる と いう 「 裁 決 」 の こと (前 掲 書 、 


彼ら 不信 仰 者 * た ちの 懲罰 が 猫 予 べ れ る 、 と いう ア 


、 奇 跡 の こと (アル テク ルト ッ ゥ ビー8:323 参照 )。 同 様 の ア し て 、 
ター・ ハ ー 章 133、 預 言 


10. ユー ヌス 章 406 oO や まり どー 
の だ 。 な ら ば 、( 私 た ち へ の アッ ラー* の ご 
裁決 を ) 待つ が よい 。 実 に 私 も 、 あ な た 方 
と 共に 待つ 者 と な る か ら 」。 

21、 ま た 、 わ れ ら * が (シル ク * を 犯し て いる ) ESN I 


人 々 に 、 彼 ら に 降り か か っ た 災難 の 後 、 

慈悲 ' を 味わわ せ た な ら ば 、 どう で あろ う 、 
彼ら は われ ら * の 御 徴 に 対し て 策 課 ? す る 。 
(使徒 * よ 、 ) 言っ て や れ 。 「 ア ッ ラ ー* は 、 
より 速く 策謀 され る お 方 3」 。 本 当 に われ ら 
“の 使い (大使 り た ち は 、 あな た 方 の 策謀 を 
書き 留め て いる の だ か ら 4。 


22. (人 々 よ 、) か れ (アッ ラー*) は 、 あ な た 


方 を 海 に 陸 に 移動 させ られ る お 方 。 や が 
て 、 あ な た 方 が 船上 の 人 と な り 、 そ れ ら が 
よき 風 と 共に 彼ら ? を 乗せ て 進み 、 彼 ら が そ 
れ (よき 風 ) に 有 頂 天 に な る と 、 そこ に 強 
風 が 到来 し 、 あら ゆる 場所 か ら 波 が 彼ら を 
向い 、 彼 ら は (八方 ふさ が り に な っ て ) 自 
分 た ちの 一 巻 の 終わ り を 情 る 。 彼ら は ア ツ 
ラー* だ け に 真 到 に 崇拝 * 行 為 を 捧げ つつ 、 
(こう 言っ て ) か れ に 祈る の で ある 6。「 も 


1 


w 


wn 


oo 


と の 「 慈 悲 」 は 、 順 境 、 平 安 、 
この 「 策 謀 」 と は 、 


アッ ラー* の 御 徴 を 嘘 よ ば わり し 、 境 
つま り 彼 ら の 策謀 は 、 彼ら に 不利 な 方 に 働く 。 天使 * た ち は 彼 ら の 行い を 記録 し 、 


ce ぅ と し だ 


JEdcd タ シン 
OR REL 


BS の に PIN の 
TO 
Py 

の i el 

NA NI の 

CoS 86 uc 


豊か さ の こと ( ム ヤ ッ サ ル 211 頁 参照 )。 
笑 す る こと (前 掲 書 、 同 


参照 )。 


アッ ラー 


* は それ を 仔細 (し さい ) に 渡っ て 数 え 上 げ ら れ 、 そ れ に 十 2 な 報い を 与え られ る の だ か ら 
(アッ テニ サ ア ディ ー361 真 参照 )。「 ア ッ ラ ー* が 策謀 する 」 と いう 表現 に つい て は 、 雌牛 章 


15 の 同様 の 表現 に つい て の 訳注 も 参照 。 


この 天使 * た ち に つい て は 、 雷 鳴 章 11 と その 訳注 も 参照 。 


ここ で 突然 「 あ な た 方 」 か ら 5 に 人 称 が 変わ る 独特 の 修辞 (し ゅ うじ ) 法 に つい て は 、 


食卓 章 12 の 訳注 を 参照 。 一 説 に 、 


と で 「 彼 ら 」 と 切り 替わる の は 、 


アッ ラー* か ら の お 稀 


りや 、 NR ゆら れる と と を いて いる の ) ら と いう (アッ = テラー の 


つま り 、 そ れ ま で 拝 し て いた ア 


に 捧げ る 」 に 関す る 訳注 も 参照 。 


ッ ラ ー* 以 外 の も の を 放棄 し 、 
すがる ( ム ヤ ッ サ ル 211 頁 参 照 )。 婦 人 章 146 の 「 そ の 崇拝 


アッ ラー* だ け に 真 黄 に 祈り 
eS を アッ ラー* だ け に 真吾 
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23。 


24. 


25。 


し も 、 あ な た が 私 た ち を これ か ら お 救い 下 
さっ た な ら 、 私 た ち は 必 ず や (あな た の 
恩恵 を ) 感謝 する 者 と な り ま す の に 」。 


それ で 、 か れ (アッ ラー?) が 彼ら を (その 
苦境 と 恐怖 か ら ) お 救い に な れ は 、 どう で あ 
ろう 、 彼ら は 不当 に も 地 上 で (腐敗 * や 罪 に 
よっ て ) 侵犯 する の だ 。 人 々 よ 、 あな た 方 の 
侵犯 は 、 自 分 自身 に 対す る も の ! に 外 な ら な 
い の だ そ ぞ 。 現世 の 生活 の 楽し み (を 、 あ な た 
方 は 楽し ん で いる だ け ) 。 や が て 、 わ れ ら * 
こそ が あな た 方 の 帰り 所 と な り 、 わ れ ら * は 
あな た 方 が 行っ て いた こ と を 、 あな た 方 に 告 
げ 聞 か せ (、 そ れ に 報い ) る の で ある 。 


本 当 に 現世 の 生活 の 様子 は 、 ( 雨 ) 水 の よ 
うな も の 。 わ れ ら * は 天 か ら そ れ を 降ら し 、 
人 々 と 家畜 が 食す る 大 地 の (様々 な ) 植物 
が 、 そ れ と 混合 (し 、 茂っ て 互い に 混 生 ) 
する 。 や が て 大 地 が その 装 侯 品 を 身 に ま と 
い 、 (種子 や 果実 や 花々 で ) 自ら を 飾り 立 
て 、 そ の 住民 が それ ら (の 収穫 ) を 手 に す 
る こと が 出来 る と 思っ た と こと ろ で 、 (それ 
ら を 壊滅 させ る と いう ) わ れ ら “の 命令 が 夜 
Ii に 、 あ る い は 昼間 に 、 そ れ ら を 襲う 。 そ 
し て われ ら * は 、 ま る で それ ら が 昨日 まで は 
存在 し な か っ た か の よう に 、 根 こそ ぎ に し 
て し まう の だ 。 こ の よう に われ ら * は 、 熟考 
する 民 に 御 徴 (アー ヤツ を 明らか に する 。 
アッ ラー* は 平安 の 地 へ と お 招き に な り 、 か 


れ が お 望み に な る 者 を ま っ すぐ な 道々 ヽ と 
お 導き に な る 。 


1 その 入 は 自分 


身 に 返っ て 来る 、 と いう 


AN 
6 


PS 名 人 
Wa SG 19 つ っ い UP 
ge 耳 Si 


ITA HS 


NR 
CE HS 
END RES 


イタ レンタ 


@5 が 6 多 5 


1 る て バ 


PIAIPE di nr 
Oa od 


と と ( ム ヤ ッ サ ル 211 頁 参照 )。 
「 平 安 の 地 」 は 天国 で 、「 真 っ 直ぐ な 道 」 は イス ラー ム * の こと と され る (前 掲 書 、 同 頁 参 
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26. 善 を 尽く し た 者 けた ち に は 、 


27。 


28. 


29; 


最善 の も の と 、 
( 更 な る ) 上 乗せ ? が ある 。 そし て 彼ら の 顔 
を 、 來 や 屈辱 が 逢う こと は な い 。 それ ら 
の 者 た ち は 天 国 の 民 で あり 、 彼ら は そこ に 
永遠 に 留まる 。 


そし て 悪行 を 稼い で いた 者 た ち に は 、 それ と 

同様 の 悪い 報い が あり 、 居 太 大 : が 彼ら を 逢う 。 

彼ら に は 、 ア ッ ラ ー* (の 懲 凛 ) か ら 守 っ て 

a 誰 も いな い 。 彼ら の 顔 は 、 あ 

た か も 真っ 暗 な 夜 の 断片 に 首 わ れ て し まっ 

tos それ ら の 者 た ち は 業 火 の 民 で あ 
、 彼 ら は そこ に 永遠 に 留まる の だ 。 


われ ら * が 彼ら を 皆 如 集 し 、 それ か ら シ ル 
ク * を 犯し て いた 者 た ち に 、 (こう ) 言 う ( 復 
活 の ) 日 * の こと (を 思い 起こ させ よ ) 。「 あ 
な た 方 と 、 あ な た 方 (が アッ ラー$ の 同位 
者 (と し て いた も の ) た ち は 、 自 分 た ちの 
場所 に (控え て いよ ) 3」。 わ れ ら * は 彼ら 
を 別々 に し 、 彼 ら の ( ア ッ ラ フー に 対す る ) 
同位 者 た ち は 、 (自分 た ち を 崇め て いた 者 
た ち に 向かっ て 、 こう ) 言う 。「 あ な た 方 
が 岩 め て いた の は 、 私 た ち で は な か っ た 。 


アッ ラー* だ け で 、 私 た ちと あな た 方 の 間 の 
証人 は 十分 。 本 当 に 私 た ち は 、 あ な た 方 の 


(私 た ち に 対す る ) 近 ' に つい て 、 無頓着 
だ っ た の だ か ら 」 o 


= 


w 


た 


密 
[ 
や 、 


蜂 章 128「 療 を 尽く す 者 」 の 訳注 も 参照 。 


最善 の も の 」 と は 天国 
罪 の お 落し 、 


EA 
| a お 


I TN 


NR 


ーー と 


ララ タン ンー 


プリ] 2 守ら 
Jl っ 2 CR SE 
sc CTC 
So 


EE 
SE RC 
OLLI 1 の 


ORIEL 


、「 上 乗せ 」 と は 、 天 国 で アッ ラー* の 御 顔 を 捧 (お が ) むこ と 
Netter ( ム ヤ ッ サ ル 212 頁 参照 )。 


彼ら シル ク * の 徒 は 復活 の 日 *、 信仰 者 た ちと は 別 の 場所 


こ 区 別 さ れる (イブ ン ・ カ スィ ー ル 


4:264 参照 )。 ビ ザン チン 章 14、 ヤ ー・ ス ィ ー ン 章 59 も 参照 。 


周 
成 


様 の 情 
者 * 章 13- 14、 砂 丘 


『 6 な ども 参照 。 


景 の 描写 と し て 、 雌 牛 章 166-167、 マ ル ヤ ム ゞ * 章 82、 物 語 章 63、 睦 昧 章 25、 創 


10. ユー ヌス 章 409 の の まり ど つ 
30. そこ に お いて 全て の 者 は 、 自分 が (現世 で ) | 4522C1E uk 
既に 行っ た こと を 検証 する 。 そし て アッ ラ i RO 
ー* へ と 、 彼ら の 真 の 底 護 者 * の 御 許 へ と 戻 る 0 

され る の で あり 、 彼ら が 提 造 し て (アッ ラ 
ー* と 並べ て 崇め て ) い た も の は 彼ら か ら 消 
え 失 せ て し まう の だ 。 

31. (使徒 " よ 、 彼 ら シ ルク * の 徒 に ) 言っ て や | U5 
れ 。「 天 と 大 地 か ら 、 あ な た 方 に 糧 を 与え が ecNcaioc 
られ る ? お 方 は 誰か ? いや 、( あ な た 方 の ) ころ ee と 5 っ 2 2 
聴覚 と 視覚 を 所 有 さ れる お 方 3: は 、 誰 な の 導 癌 知る 誰 52 
か ? また 、 死 か ら 生 を 取り 出さ れ 、 生 か ラン 
ら 死 を 取り 出さ れる * お 方 は 誰か ? そし rs 
て (全て の ) 物事 を 司 られ る お 方 は 、 誰 
な の か ? 」 そ うし た ら 、 彼 ら は 言う だ ろう 、 

「 ア ッ ラー* で ある 」 と 。 言っ て や れ 。「 一 
体 、 あ な た 方 は (か れ を ) 異 れ * な い の か ?」 

32.。 そ の お 方 が アッ ラー*、 あ な た 方 の 真 の 主 * IKE 
で ある 。 そ し て 真理 の 外 に は 、 迷 安 が ある と あ プン IN 
OT どう し て あ - 
な た 方 は て LV 崇拝 * か ら 別 の も 
i 逸 ら さ れる の か ? 

33. (彼ら シル ク * の 徒 と ) 同様 に 、 放 和 逸 だ っ た | 層 る の MERE 
者 た ち に は 、 彼 ら は 信仰 し な いと いう 、 あ ON ZN 
な た の 主 * の 御 言 葉 が 確定 し た の で ある 。 

1 つま り 自 ら の 状態 と 成果 を 検証 し 、 善 く 有 益 な も の を 知り 、 醒 ( み に く ) く 有 害 な も の を 


知る こと に な る (イブ ン ・ ア ー 
食卓 章 66「 頭 上 か ら も 足 


IS) 


の 


アツ ンー 


: 元 か ら も …」 の 訳注 を 参照 。 


こそ は 人 間 に 聴 覚 や 視覚 を お 授け に な り ( ゴ 


シュ ー ル 11:153 参照 )。 


E 権 章 23 な ど 参 照 )、 ま た お 望み に 


な れ ば 、 そ れ を 奪う こと の で きる 御 力 を お 持ち (家畜 章 46 な ど 参 照 ) の お 方 で ある ( イ 


ブン ・ カ スィ ー ル 4: 


に 


m 


アッ ラー* 以 外 の も の を 主 と し 、 崇拝 
ッ テ タ バリ ー5:4209 参照)。 


266 参照 )。 
「 死 か ら 生 を 取り 出さ れ …」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 


家斉 27 の 訳注 を 参照 。 


* す る こと は 、 例外 な く 「 迷 妄 」 で ある と いう こと ( ア 


10. ユー ヌス 章 410 oO や まり デー 
34 ( 使 千 * よ 、) 言っ て や れ 。「 あ な た 方 が | 生計 8 
アッ ラー? の 同位 者 (と し て いる も の ) た ER 
の ( 無 か ら ) 創造 を 始め 、 そ の ( 消 3 


35. (使徒 * よ 、 ) 言っ て や る が いい 。 「 あ な た 


36. 彼ら の 大 半 が 従っ て いる の は 、 憶測 に 外 な 


滅 ) 後 、 そ れ を ( 元 通 り に ) 戻す も の は あ 
る の か ?」 言っ て や る の だ 。 「 ア ッ ラ ー* 
(の み ) が 創造 を 始め られ 、 その 後に それ 
を お 戻し に な る 。 一 体 、 ど うし て あな た 方 


は (、 ア ッ ラー* の 振 拓 攻 か ら 別 の も の の 崇拝 
* へ と ) 背 か され る の か ?」 


方 (が アッ ラー の 同位 者 (と し て いる も 
の ) た ちの 内 、 真理 へ と 導く も の は ある の 
か ?」 言っ て や れ 。 「 ア ッ ラ ー* (の みあ) が 
真理 へ と お 導き 下さ る の で ある 。 それ で 一 
体 、 真理 へ と お 導き 下さ る お 方 が 、 従 わ 
れる に より 相応 し い の か ? それ と も 導 
か れ な けれ ば 、 自 ら 導 き を 得る こと は な 
い ! も の (が 従わ れる に 相応 し い の ) か ? 
一 体 、 あな た 方 は どう し た こと か ? あな 
た 方 は 何と いう 、 (誤っ た ) 判断 を し て 
いる の か ?」 


ら な い 。 実に 憶測 は 真理 に 対し て 、 少し も 
役立つ こと な ど な い の に 3。 本当に アッ ラー 
* は 、 彼 ら が な すこ と を ど ご 存 知 の お 方 。 


1 


sl 


w 


これ が 偶像 の よう な 非 生 命 体 で ある 場合 、 そ の 意味 は 「 誰 か に 運ば れ な い 限 り は 、 自 分 自 


和 ィ ンー イネ あし < クン 
FEE ENS 
ン と テ ンー レッ そ ー マ ュー イイ レタ 。 
GELINEIN A 
DORE 


ERs 
ン タン レッ ン 


OILENNEE Ho 


身 で 移動 する こと も 出来 な い 」 と いっ た も の に 解釈 され る と いう (アル = バ ガ ウ ィ ー2:419 


参照 )。 


アッ ラー* と その 創造 物 を 並べ (て 崇め ) る 、 と いう 「 判 断 」 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 213 頁 


参照 )。 


この 「 憶 測 」 は 、 偶 像 が 神 で あり 、 そ れ ら が 来世 で 彼ら の 執り 成 し を し て くれ る 、 と いう 


考え の こと 。 
ー2:420 参照 )。 


「 真 理 」 と は 、 一 説 に は 「 懲 罰 」、 あ る い は 「 知 識 」 の こと (アル テバ ガウ ィ 
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37. 


38. 


39. 


40. 


この クル ア ー ン * が 、 ア ッ ラ ー* 以 外 (の 誰か ) 
に よっ て 提 ie あり 得 な い 。 

だ が (それ は 、) それ 以前 の も の ( 還 商 穫 ) 
へ の 確証 で あ り 、 人 創造 物 の 主 * か ら の 、 疑惑 
の 余地 の な い 啓 典 ( 法 ) の 解明 な の で ある 。 


いや 、 一 体 、 彼ら は (こう ) 言う の か ? ! 彼 
(ムハンマド が それ (クルアーン を 拐 和 
し た の だ 」。 (使徒 よ 、 ) 言っ て や れ 。「 で 
は 、 そ れ と 同様 の スー ラ * を 一 つ 、 持っ て 来 て 
みよ !。 そ し て 、 あ な た 方 が アッ ラー*\* 以 外 に 
(それ を 頼む こと が ) 出来 る (あら ゆる ) 者 
を 、 呼 ん で (手伝わ せ て ) みる が よい 。 も し 、 
あな た 方 が 本 当 の こと を 言っ て いる の な ら 」。 


いや 、 彼 ら は 、 まだ その 知識 を 把握 し て も 
いな か っ た も の を 、 叶 合 点 し で) 嘘 よ ば わ 
り し た の だ 。 そし て その 結末 は 、 まだ 彼ら の 
OC 

、 彼 ら 以 前 の (不信 仰 ) 者 * た ち も 、 嘘 よ 
夫人 し た の だ 。 そ し て 見 る が よい 、 不 正 * 
者 た ちの 結果 が いか な る も の で あっ た か を 。 


(使徒 * よ 、 ) 彼ら (あな た の 民 ) の 内 に は 、 
それ (クル アー ン ぷ ) を 信じ る 者 が お り 、 ま 
た 彼ら の 内 に は 、 そ れ を 信じ な い 者 も い 
る 。 あ な た の 主 * は 、 腐 敗 * を 働く 者 た ちの 
こと を 最も よく ご 存 知 で ある 。 


1 肉牛 章 23 の 訳注 も 参照 。 


2 復活 や 、 現 世 で の 行い へ の 応報 、 天 


213 頁 参 照 )。 


3 この アー ヤ \* の 解釈 に は 、「 ア ッ ラ ー 


可視 の 世界 * に つい て の 知ら せ は 、 ま だ 結果 と し て 実現 し て いな い 。 


(アッ = テ サ アァ ディー364 頁 参 照 ) 「 彼 ら の 理解 が 、 
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国 、 地 獄 な ど に つい て の 「 知 識 」 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 


* が 彼ら に 約束 され て いる 懲罰 は 、 ま だ 到来 し て いな い 」 
まだ その 意味 に 追い つい て いな い 」「 不 


ゆえ に 彼ら は 、 そ れ ら 


が 真実 か 嘘 か 、 ま だ 分 か ら な い 」( ア ル ニ バ イダ ー ウ ィ ー3:199 参照 ) と いっ た 諸説 が ある 。 


10. ユー ヌ ス 章 412 oO や まり どー 
41. また (使徒 * よ ) 、 も し 彼ら (シル ク * の 徒 ) ys ER 
が あな た を 嘘つき 呼ば わり し た な ら 、 言 っ と 
て や る の だ 。「 私 に は 自分 の 行い (と その 
報い ) が あり 、 あ な た 方 に は 自分 た ちの 行 Sks 
い (と その 報い ) が ある 。 あ な た 方 は 私 が 
行う こと か ら 無 関係 で あり 、 私 も あな た 方 
が 行う こと と は 無関係 な の だ 」。 

42. また 彼ら (不信 仰 者 * た ち ) の 中 に は 、 あな IE 
た に (表面 的 に の み ) 耳 を 傾け る 痢 た ち が ot が) 3 あう 

る 。 一 体 あ な た は 、 分 別 す る こと も な い 
遂に 聞か せる と いう の か ?! 

43. また 、 彼 ら (不信 仰 者 * た ち ) の 中 に は 、 あ | お 2 っ 8c 
な た (の 正 し さ の 証明 ) に (表面 的 に の み ) DLN 
目 を 向け る 者 た ちがい る 。 一 体 あ な た は 、 

了 識 も な い 肖 人 を 過 く と いう の か ? 

44. 本 当 に アッ ラー* は 、 人 々 に 対し て 少し の 不 EAIEE EAN 
正 * も 行わ れ な い 。 し か し 人 々 が 、 自ら に 5 み 引 入っ 計っ 部 
不正 * を 働い て いる の で ある 。 

45. か れ (アッ ラー や が 彼ら を 、 あたかも 昼 の のり IP 
一 時 し か 過ごさ な か っ た か の よう な 状態 2 0 EN 

(召集 され る (復活 の ) 日 (そこ で ) OL 1 
彼ら は 、 お 互い を 認め 合う 3。 ア ッ ラ ー* と 
の 振 記 を 嘘 呼ば わり し た 者 た ち は 確 か に 

1 預言 者 * が 語る 言葉 に 何 も 感化 され な い 者 が 、「 分 別 す る こと も な い 衣 」 に 民 (た と ) えら れ 


て いる 。 次 アー ヤ * で も 同様 に 、 
「 眼 識 も な い 育 人 」 に 璧 (た と ) えら れ て いる (イブ ン ・ ア 
と こと で それ 以前 に 「 昼 の 一 時 」 し か 留まっ て いな か っ た と 感じ る の は 、 そ の 
し さゆ え で ある 。 ま た その 場所 に つい て は 、 現 世 で ある と か 、 


1S】 


ろ 


預言 者 * の 行い や 人 と な り を 


に し つつ も 導 か れ な い 者 が 、 
ーシュ ー ル 11:177-178 参照 )。 

の 余り の 恐 
死後 の 墓場 で や る と いう 


説 な ど が ある (アル = テク ルト ゥ ピー8:347 参照 )。 タ ー・ ハ ー 章 103、 信 仰 者 た ち 章 113-114、 


ビ 
3 現 


ゆえ に 、 お 互い の 
参照 )。 信 仰 者 た ち 章 101、 


安否 (あん び ) を 尋ね 


ザン チン 章 55、 砂 丘 章 35、 引 き 離 す も の 章 46 も 参照 。 
世 で 知り 合い だ っ た 者 どう し は 、 復 活 の 場 で も 互い の 存在 を 認め 


合う 。 だ が 余り の 恐怖 


合う こと な ども な い ( イ ブン ・ カ スィ ー ル 4:271-272 
階段 章 10-11 な ども 参照 。 


10. ユー ヌス 章 413 RD 
損失 し た の で あり 、 彼ら は 導 か れ た 者 た ち 


で は な か っ た の だ 。 
46. そ し て (使徒 * よ ) 、 も し われ ら * が (あな | 義人 3GN 23036 
た の 存命 中 ) 、 彼 ら に 約束 し た も の の 一 部 ES 
! を あな た に 見 せ て や る に せよ 、 あ る い は ⑨S た 53 じ 


(その 前 に ) あな た を 召す に せよ 、 わ れ ら 
* に こそ 彼ら の 帰り 所 は ある 。 そ れ か ら ア ッ 
ラー* は 、 彼ら が する こと の 証人 な の (で あ 
り 、 彼 ら に 相応 の 報い を 与え られ る の ) だ 。 


47. また 、( 毅 去 の ) 全て の 民 に は 、 使 徒 * が ( 壮 |  : も ち 生 66322 誠 と 5 
わ さ れ て ) いる 。 それ で 彼ら の 使徒 が CK | So ちよ 交 -fxo 
世に お いて ) 到来 する 時 、 彼ら の 間 は 公 正 
に 、 不 正 * を 被る こと な く 裁 か れる の だ 。 

48. ま た 、 彼 ら (シル ク * の 徒 ) は 言う 。「 そ の 約 | の っ ッッ oo の 94 

東 (復活 の 日 や は 、 い つ な の か ? も し 、 あ 

な た 方 が 本 当 の こと を 言っ て いる の な ら ば 」 。 


49. (使徒 * よ 、) 言っ て や れ 。「 私 は 自分 自身 EG NS 


に 対し 、 ア ッ ラ ー* が お 望み に な っ た も の の EE MM 
外 、 害 (する 力 ) も 益 (する 力 ) も 有 し て CEN ILE 3 


は いな い 。 い か な る 民 に も 、 (定め られ た 
滅亡 の ) 期限 が ある の だ 。 そ の 期限 が 来れ 
ば 、 (彼ら は それ を ) 一 刻 た り と も 遅らせ 
た り 、 早 め た りす る こと は な い 」。 


50. (使徒 * よ 、) 言っ て や る が いい 。「 言 っ て RN 
みよ 、 も し 了 夜 、 あ る い は 昼 に 、 か れ (アッ OPC 
ラー や の 懲罰 が あな た 方 に 到来 し た ら ? 
I その (懲罰 の ) 内 の 何 

を 、 性 急 に 求め て いる 2 の か ? 


1 RI SH 警告 され た 、 現 世 で の 懲罰 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 214 頁 参 照 )。 
2 同様 の アー ヤ と し て 、 家畜 章 57-58、 戦利 品 章 32、 フー ド * 章 8、 雷鳴 章 6、 夜 の 旅 章 92、 
巡礼 * 章 47、 野 昧 章 二 54、 サ ー ド 章 16、 相 談 章 18、 階 段 章 1- 2 も 参照 。 


10. ユー ヌス 章 


414 


RD 


51. 


52. 


53. 


54. 


それ か ら 一 体 、 あな た 方 (シル ク * の 徒 ) は 、 
それ ( ア ッ ラ ー* の 懲 食 ) が 起こ る 時 に な 
っ て 、 そ れ を 信じ る と いう の か ? 
時 、 あ な た 方 に は こう 言わ れる 、) 『 一 体 、 
> 頃 に な っ て (信じ る の か ) ? あな た 方 
は 確か に 、 そ れ を 性 急 に 求め て いた くせ 
に 』」。" 


それ か ら 不 正 * (シル クサ を 働い て いた 者 た 
ち に 、 (こう ) 言わ れる 。 [永遠 の 懲 六 を 
味わえ 。 一 体 、 あな た 方 が 報 われ て いる の は 、 
自分 た ち が (現世 で ) 稼い で いた こ と ゆえ 以 
外 の 、 何 も の で も な い の で は な いか ?」 


(使徒 * よ 、 ) 彼ら (シル ク * の 徒 ) は 、 あ 
な た に 尋ね る 。 「 一 体 、 そ れ 2 は 真実 な の 
か ?」 言 っ て や る の だ 。「 然 り 、 我 が 主 * 
に か け て 、 本 当 に それ は まさ し く 真 実 で あ 
る 。 そ し て あな た 方 は (それ か ら ) 、 逃 れ 
られ る 者 で は な い 」。 


も し 、 不 正 * (シル ク *) を 働い た あら ゆる 
者 に 、 地 上 に ある も の (全て ) が あっ た な 
ら 、 (そし て 、 それ を 懲罰 を 免れ る た め 
の 代償 と する こと が 出来 た の な ら は 、 ) そ 
れ で 償 っ た で あろ う 。 そし て 懲罰 を 目 の 
当たり に する 時 、 彼ら は (余り の 恐怖 ゆえ ) 
後悔 の 念 を 圭 わ に 出来 な い 3。 彼 ら は 不正 * 
を 受け る こと な く 、 自分 た ちの 間 を 公正 に 
裁 か れる の だ 。 


1 アッ ラー* の 最終 的 な 懲罰 が 訪れ た ら 、 私 た ち は 今 信仰 

ある ( ム ヤ ッ サ ル 214 頁 参 8 
2 彼ら に 約束 され た 、 復 活 の 日 * の 懲罰 の こと (前 掲 書 、 
に は 、「 露 わ に する 」 と いう 全く 逆 の 意味 も 


3 


し まし た 、 
喉 )。 家畜 章 158 と その 訳注 も 参照 。 


eas A 
Sos 


a i 0 0 っ 


IM EVER 


A A 


I 
PA 


な ど と 言っ て も 手記 


SS 
の 


参照)。 


「 露 わ に 出来 な い 」 と 訳し た 動詞 「 ア サッ ラ 」 


ある (アル テバ ガウ ィ ー2:423 参照 )。 


10. ユー ヌス 章 415 oO や まり デー 
55. 本 当 に アッ ラー* に こそ 、 諸 天 と 大 地 に ある | 89I&Nbuk3iak る SN 
ぞ く 
も の (全て ) が 属す る の で は な いか 。 本当 | 8$5S 5 に 因 る 
に アッ ラー* の お 約束 ! は 、 真 実 で は な いか 。 
だ が 、 役 ら の 大 半 は 知ら な い の だ 。 


S6. か れ は 生 を も た ら さ れ 、 死 を も た ら せ ら れ RT OE 
る 。 そし て か れ (の 件 f) に こそ 、 あ な た 
方 は 戻ら され る の で ある 。 

57. 人 々 よ 、 あ な た 方 の も と に は 確か に 、 あ な Ab クレ GO 
た 方 の 主 * か ら の 訓 戒 と 、 胸 の 内 に ある も の Nos 
へ の 癒し 2、 導 き と 、 信仰 者 た ち へ の 慈 攻 SY 
(で ある 、 ク ルアー ン *) が 到来 し た 。 

58. (使徒 * よ 、) 言う の だ 。「 ア ッ ラ ー* の ご 婦 0 RW 
科 と その ご 慈悲 3 ゆえ に (喜べ) 、 そ れ ゆ DO 
え に こ そ 喜 ぶ が よい 。 そ れ は 彼ら が (現世 


で ) 集め て いる (つま ら な く 僅 い ) も の よ 
り 、 善 い の だ か ら 」。 


59. (使徒 * よ 、 彼 ら 不 信仰 者 * た ち に ) 言っ て | 5 こち と を J 佑 3 ある 
や る が いい 。「 言 っ て みよ 、 アッ ラー* が あ | っ ik お 3 と だら 先 23 
の 1 RE HER ) 
て ) 。 あ な た 方 は (自分 た ち に ) 、 そ の 一 
部 を 非 合 法 と し 、 ( 別 の 一 部 を ) 合法 と し 
た 4」 。 言っ て や れ 。「 一 体 アッ ラー* が 、 
あな た 方 に (それ を ) 許可 され た の か ? 
いや 、 あな た 方 は ア ッ ラ ー* に 対し て ( 嘘 を ) 
提 造 し て いる の だ 」 る 


— 


褒美 と 懲 久 と いう 「 お 約束 」 の こと (アル = バイ ダー ウィ ー3:203 参照 )。 
クル アー ン * は 間際 ( ま ぎ わ ) らし い 間 違い や 、 疑 念 へ の 癒し で あり 、 心 の 中 の 汚れ を 除去 
し て くれ る も の で ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:274 参照 )。 


ここ で の 「 ご 恩 准 と ご 将 悲 」 と は 、 ア ッ ラ ー* の お 導き と 、 イ スラ ー ム * の こと ( ム ヤ ッ サ 
ル 215 真 参照 )。 


4 具体 例 と し て 、 食 卓 章 103、 家 畜 章 136、138-139 も 参照 。 


to 


CO 


10. ユー ヌス 章 416 の の ぷり や 

60. 復活 の 日 *、 アッラー* に 対し て 距 を 近 造 す | っ (を っ みっ 前 5 

る 者 た ちの (、 自 分 た ちの 結末 に 対す る ) 2 

予測 は 、 い か な る も の で あろ う ? アッ ラ 2 

る 〇 YA 入 と | > 

ー* こ そ は まさ し く 、 人 々 へ の 恩 補 の 主 で DO に 
あら れる が 、 彼 ら の 大 半 は 感謝 し な い 。 

61. (使徒 * よ 、) あ な た が 何ら か の 用 事 中 で も 、 rE 
まさ に クル アー ン * か ら 読 謀 す る 時 で も 、 EN EY 
あな た 方 が いか な る 行為 を 行っ て いる 時 OE 
で も 、 あ な た 方 が それ に 取り か か っ て いる 1 i 

VI 3 
時 、 われ ら * は も と より 、 あな た 方 を 見 守る tak, oO 
者 な の で ある 。 そ し て 僅か な 重み で も 、 大 2 pe 
地 に あろ う が 天 に あろ う が 、 あな た の 主 * ok] 
(の 知識 ) か ら 人 免れ る と こと は な い 。 ま な た 、 
それ より 小さ いも の で も 、 大 き な も の で 
も 、 明 白 な 書 ! に ( 予 め 記 され て い ) な い 
も の は な い の だ 。 3 

62. 本 当 に アッ ラー* と 親密 な 者 * た ち 、 彼 ら に ES 軸 る 
は 居れ も な けれ ば 、 悲し むと と も な い 4 の で SEA 
は な いか 。 

63. (彼ら は ) 信仰 し 、 (アッ ラー* を ) 暴れ * |  $ っ っ 222 っ 守 
て いた 者 た ち 

64. 彼ら に は 現世 の 生活 と 来世 に お いて 、 吉 報 tt ee 


が ある *。 アッ ラー* の (お 約束 と いう ) 御 言 
葉 に 、 変 更 は な い 。 それ こそ は 、 偉 大 な る 
勝利 な の で ある 。 


IN) 


の 


畜 章 59、 サ バア 


ルカ ー ス イィ ミー9:3364-3365 参照 )。 
「 怖 れ も な けれ ば …」 に つい て は 、 雌 和牛 章 38 の 訳注 を 参照 。 


た 


131 


預言 者 * は 、 
ムスリム * が 見 る 、 あ る い は 見 せら れる 


こう 仰 (お ね おっしゃ) っ た と 


(アフ マ ド 27526 参照 )。 


伝え られ て いる 
E 夢 で あり 、 来 世に お ける 役 ら の 吉報 は 天国 で ある 」 


こと の 「 明 白 な 書 」 と は 、 RA と され る (アル テバ ガウ ィ ー2:424 参照 )。 
同様 の アー ヤ * と し て 、 婦 人 章 40、 
服従 行為 に よっ て ア Ne 


章 3 も 参照 。 


アッ ラー* か ら の 厚遇 を 受け る 者 た ち ( ア 


。「 現 世に お ける 彼ら の 吉報 と は 、 


10. ユー ヌス 章 


417 


rH 


65. 


66. 


67. 


68. 


(使徒 * よ 、) 彼ら (シル ク * の 徒 ) の 言葉 
が 、 あ な た を 悲し ませ る よう で あっ て は な 
ら な い 。 本 当 に 偉 力 は 全て 、 ア ッ ラ ー* に 属 
する の だ か ら 。 か れ は よく お 有 聴き に な る お 
方 、 全 知 者 で あら れる 。 


本 当 に アッ ラー* に こそ 、 諸 天 に ある 者 と 、 
大 地 に ある 者 (全て ) が 届 す る の で は な い 
か 。 そし て アッ ラー* を 差し お いて (、 か れ 
の ) 同位 者 (と 自分 た ち が 見 な し て いる も 
の ) た ち に 祈っ て いる 者 た ち は 、 何 に 従っ 
て いる の か ? 彼ら は 憶測 に 従っ て いる に 
過ぎ な い の で あり 、 彼 ら は 決め つけ て いる 
だ け な の だ 。 


(人 々 よ 、) か れ (アッ ラー や は 、 あな た 
方 が そこ で 安らぐ よう に 夜 を お 創り に な 
り 、 昼 を (生活 の た め に ) 視界 が 利く も の 
と され た お 方 。 本 当 に そこ に は まさ し く 、 
耳 を 傾け る 民 に と っ て の 御 後 ! が ある 。 


彼ら (シル ク * の 徒 ) は 、 言 っ た 。「 ア ッ ラ 
ー* は 御子 を も うけ られ た 」 一 一 か れ (アッ 


ラー*) に 称え * あ れ 2ー 一 。 か れ は 、 満 ち 足 
り て お られ る * お 方 で ある の に 。 か れ に こ 
そ 、 諸 天 に ある も の と 大 地 に ある も の ( 全 
て ) は 届 す る 。 あな た 方 に は 、 これ? に つい 
て の 根拠 な ど な い の だ 。 一 体 あ な た 方 は 、 
アッ ラー* に つい て 知り も し な いこ と を 言 
う の か ? 
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1 この 「 御 徴 」 と は 、 ア ッ ラ ー の 唯一 性 * の 証拠 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 216 頁 参 照 )。 


2 


3 


雌牛 章 116 の 訳注 も 参照 。 
「 ア ッ ラ ー* は 御子 を も うけ られ た 」 な ど と いっ た 、 シ ルク * の 徒 の 嘘 の 数 々 を 指す (前 掲 
書 、 同 頁 参 照 )。 


10. ユー ヌス 章 418 oO や まり デー 
69. 言っ て や れ 。「 本 当 に 、 ア ッ ラ ー* に 対し て 602 EN 8 
嘘 を 提 造 する 者 た ち は 成 功 し な い 」。 NN 

70. (それ は ) 現世 に お ける 享楽 '。 そ の 後 、 SES WY 
われ ら * (の 御 許 ) こそ が 、 彼ら の 帰り 所 と |B こら る 
な る 。 それ か ら わ れ ら * は 、 彼 ら が 不信 仰 を の っ の 
犯し て いた こと ゆえ に 、 彼 ら に 厳し い 懲 食 
を 味わわ せる の だ 。 

71 ( 便 徒 よ 、) 彼ら (不信 仰 者 たち) に 、 ヌ | e888 
ー フ * の 話 を 読 唱 し て 聞か せよ 。 彼 (ヌー SE や 
フ ) が その 民 に 、 (こう ) 言っ た 時 の こと 。 pir 3 {2 NEN 
「 我 が 民 よ 、 NM EE 
私 の 滞留 と 、 ア ッ ラ ー の 御 徴 2? こ よる ( あ So も 
DI の あな た 方 上 
に と っ て 苦痛 と な っ た と し て も 、 私 は アッ 
ラー に こそ 全て を 委ね た * の だ 。 な ら ば 、 あ 
な た 方 は 自分 た ちの 事 を 、 あ な た 方 (が ア 
ッ ラ ー) の 同位 者 (と し て いる も の ) た ち 
と 共に 決定 し 、 そ の 後 は あな た 方 の (決定 
し た ) 事 を 包み 隠す こと な く ( 公 け に し ) 、 
それ か ら 私 に 対し て や り 遂 げ て みよ 3 私 を 
獲 予 し て くれ な く て も よい 。 

72. そ れ で 、 も し あな た 方 が (私 の 呼び か け か SECS 
ら ) 背 き 去っ た と し て も 、 私 は あな た 方 に ES 
見 返り * を 要求 し て いた わけ で は な い 。 私 の A 
見 返り は 、 全 創造 物 の 主 * か ら 以 外 の 何 も の 

1 シル ク * の 徒 ら の 一 部 は 、 現世 で 享楽 や 幸福 を 味わっ て お り 、 あたかも 成功 し て いる か の よ 


う で ある 。 し か し それ は 現世 で の 束の間 の 享楽 で あり 、 真 の 成功 で は な い (アブ ー・ ア 


スウ ー ド 4:163 参照 )。 
2 この 「 御 徴 」 に つい て は 、 
ょ も う ) 性 を 暴 ( あ ば ) く 根 拠 の こと (アル = 


3 出来 る 限り の 懲罰 や 迫害 に よっ て 、 ヌ ー フ を 始末 する と いう 
見 返り の 要求 」 に つい て は 、 家 畜 章 90 の 訳注 を 参照 。 


| 


4 


アッ ラー の 唯一 性 を 示し 、 
アル ー ス ィ ー11:157 参照 )。 
こと ( ム ヤ ッ サ ル 217 頁 参照 )。 


彼ら が 犯し て いた シル ク の 


ツ 


虚妄 ( き 


10. ユー ヌス 章 


419 


RD 


73, 


74. 


75. 


で も な い の で あり 、 私 は 服従 する 者 ( ム ス 
リム ) と な る よう に 命じ られ た の だ か ら 」。 


そし て 彼ら は 、 彼 (ヌー フ *) を 嘘つき 呼ば 
わり し た 。 それ で 、 わ れ ら * は 彼 と 、 彼 と 共 

に あっ た 者 を 船 で 救っ て 、 彼 ら を 継承 者 ! 
と し 、 わ れ ら * の 御 徴 z? を 嘘 と し た 者 た ち 
を 、 滑れ (死に ) させ た ?。 な ら ば 、 警 告 を 
受け た 者 た ちの 結末 が いか な る も の だ っ 
た か を 、 見 て みる が よい 。 


それ か ら 彼 (x= フカ の 後 、 われ ら * は ( そ 
の 他 の ) 使徒 た ち を 、 彼ら の 民 に 遣わ し た 。 
それ で 彼ら (使徒 "た ち ) は 、 明 証 * と 共に 彼 
ら (その 民 ) の も と に 到来 し た も の の 、 彼ら 
は 以前 に それ を 嘘 呼ば わり し て いた こと ゆ 
え 、 (使徒 * た ちの も た らし た も の を ) 信じ 

る べく も な か っ だ * ° 同様 に われ ら * は 、 ( ア 
ッ ラ ー* の 法 と 使徒 た ちの 教え に 対す る ) 
侵犯 者 た ちの 心 を 、 閉じ て し まう の で ある 9。 


それ か ら 彼 ら の 後 、 わ れ ら * は ムー サー* と ハ 
ー ル ー ン * を われ ら * の 御 徴 7 と 共に 、 フ ィ ル 
アウ ン * と その ( 民 の ) 有力 者 た ち に 遣わ し 
た 。 そ し て 彼ら は 、 (真実 を 受け 入れ る こと 
に ) 高慢 で あり 、 罪 悪者 で ある 民 で あっ 7 
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sl 


1] 


=3 


「 継 承 者 」 に つい て は 、 家 畜 
と の 「 御 徴 」 は 、 


章 165 の 訳注 を 参照 。 


アッ ラー の 唯一 


ー5:4240 昌 。 


この 時 の 様子 は 、 フ ー 
この 「 明 証 」 に つい て は 、 
同様 の アー ヤ * と し て 、 
和牛 章 7 「… 塞 が れ た 」 の 訳注 も 参照 。 
* と 、 使 徒 * の 正 し さ を 示す 証拠 の こと (アッ ニタ バリ 


雌 


こと の 「 御 徴 」 は 、 


ド * 章 42-48 に 詳 
デー ツヤ 13 
家畜 章 110 と その 訳 当 


し い 。 


BI! 気 3 2 の 9 4 0 
SN GE IES 
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が aa 
5 て 50 Kgell 
ON Ot 33 RE 


ンター っ 。 


a 


ン ン 


の いい し ゅ 


性 * と 、 使 徒 * の 正 し さ を 示す 証拠 の こと (アッ ニタ バリ 


「 明 証 」 の 訳注 を 参照 。 
も 参照 (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:284 参照 )。 


アッ ラー の 唯一 性 


ー5:4240 参照 )。 


10. ユー ヌス 章 420 の つまり やつ 

76。 で し て 、 彼ら の も と に われ ら * の 御 許 か ら の AIR RC 
真実 が 訪れ る と 、 彼ら は 言っ た 。 「 本 当 に の っ] 
これ は まさ し く 、 紛 れ も な い 魔 術 だ 」。 

77. ムー サー は 言っ た 。「 一 体 あな た 方 は 真実 FE 
が あな た 方 の も と を 訪れ た 時 、 それ に 対し CD の UE 0 の 1 
て (その よう な こと を ) 言う の か ? これ 
が 魔術 だ と いう の か ? 魔術 師 た ち は 、 
成功 し な いと いう の に 」。 

78. 彼ら は 、 (ムー サー* に ) 言っ た 。「 一 体 あ 前 
な た は 、 私 た ち が 見 出し た 自 2 分 た ちの ご 先 EE GN GINSSS 
祖 様 の や り 方 ! か ら 、 私 た ち を 背 か せる た め 0 内 
に 来 た の か ? そし て 地上 で の 権威 が 、 あ な 
た 方 両 人 (ムー サー* と ハー ルー ン ?) の も 
の と な る た め に ? 私 た ち は あ な た 方 の こ 
と な ど 、 信 じ る 者 で は な いと いう の に 」。 

79. フ ィ ル アウ ン * は 、( 有 力 者 た ち に ) 言っ た 。 Oo NE 
「 あ ら ゆ る 習熟 し た 魔術 師 を 、 私 の も と 
に 連れ て 来い 」。 

80. そし て 魔術 師 た ち が や っ て 来る と 、 ム ー サ AN 

ー* は 彼ら に 言っ た 。 Rs る @O 刀 肖 
( 紐 や 枕 な ど ) を 、 投 げ る が よい 」。 
51 それ で 彼ら が (それ ら を ) 投げ た 時 、 ER i: 


の は 、 度 術 で ぁ る 。 本 当 に アッ ラー 0 


1 


1 い 】 


「 ご 先祖 様 の や り 方 」 に つい て は 、 


ンマ ィ ン 


OE NS RN 
ON 


雌牛 章 170 の 訳注 を 参照 。 
話 の 流れ と し て は 、 こ の 前 に 高 壁 章 115、 タ ー・ ハ ー 章 65 の よう な 状況 が ある 。 尚 ム 


ー サ ー* が 魔術 師 ら に 先手 を 取ら せ た の は 、 彼 ら が 既に 列 を 作っ て 準備 を 整え て いた の 


と 、 先 に 人 々 に 魔術 師 ら の 行い を 見 せる こと で 、 ム ー サ ー 


* に よる アッ ラー* の 奇跡 の 


真実 性 と 魔術 の 嘘 を 明らか に する た めで あっ た 、 と され る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:286 
参照 )。 
3 ムー サー* の この 言葉 の 前 に は 、 高 壁 章 116、 タ ー・ ハ ー 章 67-69 に 描か わか れ て いる よう な 状 


況 が ある (前 掲 書 4:286-287 参照 )。 


10. ユー ヌス 章 421 oO の まり デー 
それ を 無効 に し て 下さ ろう 。 実に アッ ラー 
* は 、 腐敗 * を 働く 者 た ちの 行い ! を 、 容認 さ 
れ な い の だ か ら 。 

82、 そ し て アッ ラー* は 、 そ の 件 言葉 に よっ て 上 真 PPP 
理 を 確立 され る 。 た と え 、 罪 悪者 た ち が 嫌 | 
が ろう と も 」。 

83. そし て ムー サー を 信じ た の は 、 そ の 民 の 子 | oz239cz2S5 
孫 だ け だ っ た 。 彼 ら は 、 フ ィ ル アウ ン * と | 62 に 0 
その 有力 者 た ち 2 が 、 自 分 ) た ち を 試練 に か 65 NB つの 
ける こと を 俺 が っ て いた 一 一 本 当 に フィ ro 
ルアウ ン は 地上 で 暗 り 高 ぶ り 、 本 当 に まさ 3 
た a 

84.。 ま た 、 ム ー サ ー* は 言っ た 。「 我 が 民 よ 、 も | 40 2805 の 
し アッ ラー* を 信じ た と いう の な ら 、 か れ に ORE 
こそ 全て を 委ね よ *。 も し あな た 方 が 、 服 従 
する 者 (ムスリム や で ある な ら ば 」。 

85. そ れ で 彼ら (ムー サー* の 民 ) は 、 言 っ た 。| CRT 
「 私 た ち は 、 ア ッ ラ ー* に こそ 全て を 委ね ま 6) の UTC 
し た 。 我 ら が 主 * よ 、 私 た ち を 不正 * 者 で あ 
る 民 へ の 試 績 と は し な いで 下さ い 3。 

86. また 、 あ な た の ご ど ご 慈悲 に よっ て 、 私 た ち を RR PA 


不信 仰 の 民 * か ら お 救い 下さ い 」。 


1 これ は 一 説 に 、 


る も の で ある (アッ ニテ シャウ カー ニー2:672 参照 )。 


2「 そ の 民 」「 そ の 有力 者 た ち 」 い ずれ も 、 


腐敗 * を 及ぼ す あ ら ゆ る 物事 の こと 。 そし て 魔術 や 魔術 師 は 、 こ の 内 の 最 た 


「 そ の 」 が 「 ム ー サ ー の 」 あ る い は 「 フ ィ ル アウ ン 


の 」 を 指す 、 と いう 異な る 解釈 が ある (アル = テバ ガウ ィ ー2.:430 参照 )。 
「 不 信仰 者 * た ち が 私 た ち に 勝利 し 、 そ の 結果 、 私 た ち が 宗 教 か ら 遠 ざけ られ な いよ うに し 
て 下さ い 」 と いう 意味 。 あ る い は 、「 不 信仰 者 * た ち が 私 た ち に 勝利 する こと に より 、 そ の 


3 


こと が 彼ら 


と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 218 頁 参照 )。 


に 、 役 ら の 方 が 正しかっ た の だ と 誤解 (ご か い ) させ な いよ う 


に し て 下さ い 」 


10. ユ ー ヌ ス 章 422 OR ー ツ 
87. われ ら * は 、 ム ー サ ー* と その 兄 (ハー ルー Ey 
ン に (、 こう ) 落 示 し た 。「 あ な た 方 二 | asb Ga 
人 の 民 の た め に エジプト で 家々 を 拠り 所 ORNL 
と し 、 あな た 方 の 家々 を キ ブ ラ * と し 、 礼 拓 
を 遵守 * せ よい 。 そし て 信仰 者 た ち に は 、 
吉報 を 伝え る の だ 」 o 

88. また 、 ム ー サ ー* は 言っ た 。「 我 ら が 辛 * よ 、 EE 6 
実に あな た は フィ ルアウ ン * と その ( 民 の ) CE IT ORY 
有力 者 に 、 現 世 の 生活 に お いて 、 飾り と 財 EGS 
産 を お 与え に な り ま し た 。 我 ら が 主 * よ 、 (で 0 
の 結果 、) 彼ら は (それ ら の 恩恵 に 感謝 せ 内 Ne 2 
ず 、) あな た の 道 か ら (自分 た ちと 人 々 を ) 
迷わ せ た の で す 。 我ら が 主 * よ 、 彼ら の 財産 
を 変容 させ 2、 彼ら の 心 を きつ く 狭 め 、 それ 
で 痛烈 な 懲罰 を 目の当たり に する まで は 、 
彼ら が 信仰 し な いよ うに し て 下さ い 」。 

89. かれ (アッラー? は 仰せ られ た 。「 あ な た | ヒ 放 を 3 に 
方 二 人 の 祈願 は 、 確 か に 聞き 入れ られ た 。 SHAENNG HD 
ゆえ に 確固 と し て あれ 3。 そ し て (われ ら * 

の 約束 と 警告 に つい て ) 知識 の な い 者 た ち 
の 道 に は 、 断 じ て 従 っ て は な ら な い 」。 

90. われ ら * は 、 イ スラ ー イ ー ル の 子 ら * に 海 を りつ NO ジン edb う 》 と うま * 
渡ら せ た *。 そ し て フィ ルアウ ン * と その 軍 ER 
勢 は 不当 に も 敵対 し て 、 彼 ら を 追っ た 。 や | WN と k 36 あ RN 

1 大 半 の 解釈 学者 に よれ ば 、 イ スラ ー イ ー ル の 子 ら * は ムー サー* た ちの 到来 後 、 彼 ら の 礼拝 


IN) 


所 を 破壊 (は か い ) され 、 礼 拝 を 禁じ られ た 。 そ れ で 役 ら は 家 を マス ジ ド * と し 、 役 ら の キ 
ブラ * で ある エル サレ ム の 方 に 向け る よう に 命じ られ た (アル テバ ガウ ィ ー4:431 参照 )。 


まう こと (アッ テ タ バリ ー5:4254-4256 参照 )。 


自分 


ける こと に お いて 、 確 固 と し て ある こと ( ム ヤ ッ サ ル 219 


この 出来 事 詩人 た ち 章 61-66、 煙 霧 章 23-24 も 参照 。 


た ちの 宗教 の 遵守 


に つい て は 、 タ ー・ ハ ー 章 77-78、 


貨幣 や 農産 物 な ど が 、 価 値 の な い 石 に 変わ り 果 て る こと 。 あ る い は 、 朽 ( く ) ち 果 て て し 


(じゅ ん し ゅ ) と 、 フ ィ ル アウ ン * と その 民 を 正しい 教え へ と 招き 続 


参照 )。 


ュ グ 


10. ユー ヌス 章 


が て 湖 死 が 彼 (フィ ルアウ ン * に 襲い か か 
っ た 時 、 彼 は 言っ た 。 「 私 は 、 イ スラ ー イ 
ー ル の 子 ら * が 信じ た お 方 (アッ ラー の 
外 、 持 拝 * す べき 何 も の も な いこ と を 信じ ま 
し た 。 そ し て 私 は 、 服従 する 者 (ムスリム 
*) の 一 人 な の で す 」。 


91. 「( フ ィ ル アウ ン *\ よ 、) 今頃 (信仰 する の ) 


か ?! あな た は 以前 、 確 か に 反抗 し て いた 
し 、 腐 敗 * を 働く 者 た ちの 類 い だ っ た の に 。 


92. それ で われ ら * は この 日 、 あ な た が あな た 


の 後 ( 世 ) の 者 た ち へ の ( 訓 戒 すべ き ) 御 
微 と な る べく 、 あ な た を その 了 肉体 の み 2、 
高台 に うち 上 げ て や る と し よう 。 本 当 に こ 多 


く の 人 々 は 、 わ れ ら * の 御 徴 に 無頓着 な の 
で ある 3」 。 * 


93. われ ら * は 確か に 、 イ スラ ー イ ー ル の 子 ら * 


に 善き も の の 内 か 

、 彼 ら に 糧 を 授け た 。 そ し て 彼ら が 意見 
. 彼ら の も と に 知識 が 到来 
し た 後 の こ と だ っ た の だ ?。 本 当 に あな た の 
詩 * は 復活 の 日 *、 彼 ら が 意見 を 異 に し て い 
た こと に つい て 、 彼 ら の 間 に 裁 決 を お 下 し 
に な る 。 


= 


IS) 


w 


た 
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死 が 訪れ れ ば 、 
その 訳注 も 参照 。 


悔 惜 を し て も 受け 入れ られ な い ( ム ヤ ッ サ ル 219 


EE 


( 


6 とう あ て 


MV 5 と 02 に On 
So 


I 
EA Ise) みや の つつ うう 


2 を eS HS SMA 
OPC CR 


ンー マー ンーー 


(は 4 て 


魂 の な い 肉体 、 あ る い は 彼 が 着 て いた 鎧 (よろ い ) の こと (アル テバ ガウ ィ ー2:433 参照 )。 
一 説 に よれ ば 、 ム ー サ ー* と 共に エジプト を 脱出 し た イス ラー イー ル の 子 ら * の 一 部 は 、 フ 


ィ ル アウ ン * が 湧 れ 死ん だ の を 信じ な い 、 


と 主張 し た 。 そ れ で アッ ラー* は 、 


彼 の 死 が 明白 


に な る よう 、 こ の よう に され た の だ と いう (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:294 参照 )。 
これ が 誰 の 言葉 で ある か 、 と いう 点 に つい て は 、「 ア ッ ラ ー*」「 ジ ブリ ー ル *」「 ミ ー カ ー イ 


ー ル *」「 そ の 他 の 天使 *] と いっ た 諸説 が ある (アル = クル トゥ ビー8:379 参照 )。 
こと この アー ヤ \* の 意味 に つい て は 、 雌 牛 章 213、 相 談 章 14 と その 訳注 を 参照 。 
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94。 も し (使徒 * よ ) 、 わ れ ら * が あな た ! に 下 し SE a 
た も の (の 真実 性 ) に つい て 疑念 を 抱い て ER ENG BEN 
いる の な ら 、 (確証 と 証言 を 得る た め 、) RIIIL 
あな た 以前 に 溶 県 を 読ん で いる 者 た ち に oO 

尋ね る が よい 。 真理 は 確か に 、 あ な た の 主 

* か ら 、 あな た の も と に 到来 し た の で ある 。 
な ら ば 絶対 に 、 (その こと を ) 疑わ し く 思 
う 者 た ちの 類 い に な っ て は な ら な い 。 

95. また (使徒 * よ 、 ) あな た は 絶対 に 、 ア ッ ラ 
ー* の 御 徴 を 嘘 呼ば わり し た 者 た ちの 一 人 
と な り 、 そ れ に よっ て 損失 者 の 類 い と な っ 
て は な ら な い 。 

96. 本 当 に 、( 懲 罰 と いう ) あな た の 主 * の 御 言 | 3842ー:E と を る 08 
葉 が 自分 た ち に 確定 し た 者 た ち は 、 信 じ な @32 用 
い の で ある 。 

97。 た と え 、 彼 ら の も と に ( 訓 成 と 教訓 と し て | 38=4ok と と: お寺 
の ) あら ゆる 御 徴 が 訪れ て も 。 靖 列 な 懲 凡 @zJN に AG 
を 目の当たり に する まで (、 信 じ な い の 
だ ) 。2 

98. どう し て 町 (の 住民 ) は (、 懲 罰 を 目 の 当 CE 
た り に する 前 に ) 信仰 し 、 そ の 信仰 で 自ら | る っ 
を 益 し な か っ た の か ?3? 但し ユー ヌ ス * の CN EL NEESE 
民 だ け は 別 で 、 彼ら が 信仰 し た 時 (、 懲 信 DE 
は まさ に 下ろ うと し て いた が ) 、 わ れ ら * : 

1 この アー ヤ * と 、 後 続 の アー ヤ * の 「 あ な た 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 120 の 訳注 を 参照 (前 掲 

書 8:383 参照 )。 
2 アー ヤ *91 の 訳注 も 参照 。 


w 


懲罰 が 到来 し た 時 
いる と いう (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 参 遇 


この 件 ( く ee 懲 久 が 下る まで 信仰 し な か っ た 過 
に 信仰 し て も 彼ら は 救 わ れ な か っ た の だ と いう 、 和 否定 の 意味 が 含ま れ て 
照 1:388)。 また 当時 の マッ カ * の 民 に 対す る 警 
に 含ま れ て いる (イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 11:289 参照 )。 家 


へ の 奨励 (し ょ うれ い ) も 多分 
畜 章 158 と その 訳注 も 参照 。 


苗 去 の 不信 仰 の 民 


* に 対す る 非難 と 、 


告 と 、 信仰 


10. ユー ヌス 章 425 oO や まり どー 
は 彼ら か ら 現 世 の 生活 に お ける 順 辱 の 旬 
罰 を 取り 除い て や り 、 暫 し の 間 、 彼 ら (の 
余命 ) を 楽し ませ て お いた の で ある 。 

99. (使徒 * よ 、 ) あな た の 主 * が お 望み に な は の 8 名 
っ た な ら 、 地 上 の 全て の 者 が 揃っ て 、 信 | 68 2 
仰 に 入っ た で あろ う 。 一体 あな た は 、 人 々 の っ 
が 信仰 者 と な る よう に 強制 する と いう の 
か ?2 

100、 ま た 、 ア ッ ラ ー* の お 許し な くし て は 、 誰 | oo ラー 
も 信仰 する こと な ど 呆 わな い 。 そ し て 、 SONNE る 
か れ (アッ ラー ツ は で その ご 命令 を ) 

借 え な い 者 た ち に 対し て 、 機 れ 3 を お 与え 
に な る の だ 。 

101. (使徒 * よ 、) 言っ て や れ 。「 諸 天 に ある | COD っ NC 
も の と 、 大 地 に ある も の を 考え て みよ 一 EO Py 
一 御 徴 も 警告 も 、 信 仰 し な い 民 に は 無益 $ っ る 的 
な の だ が 一 一 」。 

102. 彼ら は 一 体 、 彼 ら 以前 に 過ぎ 去っ て 行っ LENE 
た ( 下 信 休 ) 者 * た ちの 日 々 1 の よう な も の EE 
を 、 待 つと いう の か ? (使徒 * よ 、) 言 OE 
i 「 で は 、 待 つが よい 。 ー- 

本 当 に 私 も 、 あ な た 方 と 共に (あな た 方 
へ の 懲罰 を 、) 待つ 者 と な る か ら 」。 
1 ユー ヌス * は その 民 に 懲罰 の 警告 を し て 立ち まっ た (詳し く は 預言 者 * た ち 章 87、 整列 者 章 


to 


w 


た 


139-148 と その 訳注 を 参照 ) が 、 


i 家畜 


は 、 


0 
この 「 乏 れ 」 は 、 懲 罰 と 屈辱 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 220 頁 参 


過去 の 不信 仰 者 * た ち が 、 


懲罰 の 兆候 (ちょ うこ 


章 158、 詩 人 た 


アッ ラー の み に 委 ね られ て いる こと に 関し て は 、 睦 和牛 章 272、 


56、 相 談 章 52 と その 訳注 を 参照 。 


アッ ラー* か ら の 懲罰 


を 


こう ) 
に 人 り 、 必 死に な っ て アッ ラー* に 救い を 求め た 。 そ の 結果 、 
お か け に な っ た の で ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:297 参照)。 


章 4 と その 訳注 も 参照 。 最終 


ュ グ 


ッ サ ル 220 頁 参 照 )。 


ま 照 )。 


の 当たり に し た 「 


の 当たり に し た 


民 は 信仰 


アッ ラー* は 彼ら に ご 慈悲 を 


的 な 導き 
座 章 37、 剛 章 80、 


の 3 


密 蜂 


々 」 の こと ( ム ヤ 


10. ユー ヌス 章 
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103、 そ れ か ら わ れ ら * は 、 わ れ ら の 使徒 た ち 


104. 


106. 


そし て 、 


と 信仰 し た 者 た ち を 、 救い 出す 。 その 
よう に 一 一 (それ は ) われ ら に と っ て 必須 
な の だ 言 他 者 た ち を 救う 。 


(使徒 * よ 、) 言う の だ 。「 人 々 よ 、 も し 
あな た 方 が 私 の 宗教 (イス ラー ム り に 疑 
念 を 抱い て いた と し て も 、 私 は あな た 方 
が アッ ラー* を 差し お いて 崇め て いる も 
の を 、 崇 拝 * し な い 。 だ が 私 は 、 あ な た 方 
(の 魂 ) を お 召し に な る ア ッ ラ ー* を 
崇拝 * す る の で あり 、 信仰 者 の 一 人 と な る 
こと を 命じ られ た の で ある 。 


『 (使徒 * よ 、) あな た ! の 顔 を そ 
の 純正 ? な 宗教 (イス ラー ム 〉 へ と 正す 
の だ 。 断じて 、 シル ク * の 徒 の 類 い と な っ 
て は な ら な い 。 


また 、 あ な た を 益 す る こと も な けれ ば 
害する こと も な いも の を 、 ア ッ ラ ー* 
を 差し お いて 祈っ て は な ら な い 。 も し 
(その よう な こと を ) し た な ら ば 、 そ 
うし た ら 、 本当 に あな た は 不正 * 者 の 類 
いと な っ て し まう だ る ろう 』 と (命じ ら 
れ た の だ ) 」。 
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この 「 あ な た 」 は 預言 者 * だ け で な く 、 彼 の 共同 体 の 全員 に も 向け られ て いる ( ム ヤ ッ サ ル 


220 
雌牛 


この 「 あ な た 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 120 の 訳注 を 参照 (ヘム ヤ ッ サ ル 220 
つま り 、 そ れ ら を 崇拝 * し て も 、 そ れ ら が あな た を 益 す る こと は な い 。 


頁 参照 )。 


章 135「 純 正 な 」 に つい て の 訳注 を 参照 。 ま た 「 顔 」 に つい て も 、 同 章 112 の 訳注 を 
参照 。 


参照 )。 


こと 


そし て 、 も し 


それ ら に 敵対 し て も 、 そ れ ら が あな た を 害する こと も な い (アル テバ ガウ ィ ー2:437 
参照)。 
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107. (使徒 * よ 、) も し アッ ラー* が あな た に | 高 紀 前 あ 害 > 
害悪 を お 与え に な れ ば 、 か れ 以外 に は 誰 | 届 3 多 る 959 人 ) 
a それ を 取り 除い て くれ る 者 は いな RT OT 
。 ま た 、 か れ が あな た に 何ら か の 善 を OR 
Pe 人 と し て 、 そ の 軸 密 
を 突き 返す (こと の 出来 る ) 者 は いな い '。 
か れ は その 僕 の 内 か ら 、 か れ が お 望み に 
な る 者 に 、 そ れ (害悪 ある い は 療 ) を お 
与え に な る の で あり 、 か れ は 赦し 深い お 
方 、 慈 愛 深い * お 方 な の だ 。 
i08. (使徒 * よ 、) 言っ て や れ 。「 人 々 よ 、 あ ンー に る As 
な た 方 の 主 * か ら 、 あな た 方 の も と に 真理 SLB る 3 を 5 
が 到来 し た 。 そ れ で (それ に より ) 導 か ed ag os 
れ た 者 が あれ ば 、 本 当 に 彼 は 自分 ) を 鐘 す 
る た め に 導 か れる だ け で あり 、 ま た 迷 
者 が あれ ば 、 自 分 oi 
け 。 そ し て 私 は (あな た 方 の 信仰 を 委任 
され た ) 、 あ な た 方 に 対す る 代理 人 な ど 
で は な い 」。 
i09、 そ し て (使徒 " よ 、) あな た に 啓示 され る | そっ 53 と 8 
も の に 従い 、 ア ッ ラー* が 裁決 ? を 下さ れ RN 
る まで 忍耐 * せ よ 。 か れ は 、 裁 決 者 の 内 で 
も 最善 の お 方 で あら れる 。 


1 この 「 害 悪 」 と 「 善 」 に つい て は 、 家 畜 章 17 の 訳注 を 参照 。 


2 アッ ラー* は バド ル の 戦い * の 


な り 、 そ の 残存 者 た ち 


、 彼 ら を 征 


に つい て は 、 彼ら と 同様 の 
悟 す る か の いずれ か と な る よう 、 


伐 (せい ば つ ) する と いう 「 裁 決 」 を お 下 し に 
に あわ せる か 、 ある い は アッ ラー* に 悔 


命じ られ た (アッ = テ タ バリ ー5:4277 参照 )。 


11. フー ド 章 


直 起ち まね く * 灯 深き * 


アッ ラー* の 御名 に お いて 


アリ フ ・ ラ ー ム ・ ラ ー5。 (これ は ) その ア 
ー ヤ * が 完全 に 仕上 げ ら れ 、 それ か ら 解 明 さ 
れ た 、 英知 あふ れる “お 方 、 通 暁 され た お 方 


の 御 許 か ら の 啓典 で ある 。 
あな た 方 が 、 ア ッ ラ ー* 以 外 の いか な る も の 


Ne と の 。 (ムハンマド 
* よ 、 人 々 に 言え 。) 「 本 当 に 私 は あな た 方 
へ の 、 か れ (アッ ラー や か ら の 和 警告 者 、 吉 報 
を 伝え る 者 * で ある 」。 


あな た 方 の 主 * に ( 罪 の ) お 赦し を を 

、 そ れ か ら か れ に 人 悔 悟 せよ 、 と の 。 ( そ 

i re 

あな た 方 を 善き 楽し み で 楽し ませ て 下さ 
り 、 あ ら ゆ る 徳 の 持ち 主 に は 、 その 徳 を お 授 
け 下 さろ う $ っ も し 、 彼 ら が (あな た が 誘う 
も の か ら ) 背 き まる の で あれ ば 、 (言う の 
だ 、) 「 本 当 に 私 は 、 . あ な た 方 に 対し 、 大 
いな る (復活 の や 日 の 懲 六 を 怖 れ て いる 」。 


1 学者 間 の 見 解 は 、 マ ッ カ * 啓 示 で ほぼ 一 致 。 マ ッ カ * 啓 示 の 常 と し て 、 


TO 


w 


た 


NIE I St 
し の の たら へ WS 1 
I 


CC 
BCH EL GS 


2 Ac PA 


アッ ラー の 唯一 性 *、 


預言 者 * ム ハン マ ド * の 使徒 * 性 、 死 後 の 復 活 と いっ た 基本 的 信仰 の 確証 が な され 、 次 いで 預 
言 者 * た ちの 教え の 一 貫 性 の 強調 、 信 仰 者 た ち へ の 慰 (な ぐさ ) め 、 不 信仰 者 * へ の 警告 と 


いっ た 意味 を 含む 、 過 去 の 預言 者 * た ち 
スー ラ 


て いる 、 フー ド * (アー ヤ *50 以降 を 参照 ) に 


と その 民 の 間 に 起 こっ た 出来 事 が 、 描 写 さ れ て いく 。 
* の 名 称 は 、 そ うい っ た 預言 者 * た ちの 一 人 で あり 、 当 スー ラ * に お いて 詳細 に 描か れ 
来 。 尚 、 メ ー フ * と その 民 の 話 に つい て も 、 


他 の スー ラ * に は 見 られ な い 詳 し い 


ョ 写 が 見 受け られ る 。 


これ ら の 文字 に つい て は 頻出 名 ・ 用 諾 解説 の 「 ク ルアー ン の 冒頭 に 現れ る 文字 群 *」 を 参照 。 


この 「 父 告 者 …」 に つい て は 、 雌 和牛 章 


119 の 訳注 を 参照 。 


服従 行為 や 行い に 徳 が ある 者 に は 、 現 
の 報い を 下さ る 、 と いう こと (アッ = 


甘 で 、 ま た は 来世 で 、 あ る い は その 両方 で 、 そ の 徳 


シャ ウ カ ー ニ ー2:672 参照 )。 
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> ぬら - ハ 


4. 


アッ ラー* に と こそ 、 あ な た 方 の 帰り 所 が あ 
る 。 そ し て か れ は 、 あ ら ゆ る こと が お 出来 
な お 方 。 


本 当 に 彼ら (シル ク の 徒 ) は 、 か れ ! か ら ( 心 
の 内 を ) 隠 そ うと し て 、 身 を か が め て いる 
で は な いか 。 彼ら が その 衣服 で すっ ぽ り 身 
を 首 う 時 で も 、 か れ ( ア ッ ラ ー?) は 彼ら の 
秘密 に する こと も 、 角 わ に する こと も ご 存 


知 な の で は な いか 。 本 当 に か れ は 、 胸 中 に 
ある も の を (全て ) ご 存 知 に な る お 方 な の 
だ か ら 。 


地上 を 歩く いか な る 生き 物 で も 、 その 糧 が 
アッ ラー* に 委ね られ て いな いも の は な い 。 
また か れ は 、 それ ら の 定住 地 と 収容 地 2 を ご 
存 知 で ある 。 全 て は 、 明 白 な る 書 3 の 中 に 
( 予 め 定め られ て ) ある の だ か ら 。 


また 、 か れ (アッ ラー*) は 、 あ な た 方 の 対 
が 最も 行い が 善い か 、 あ な た 方 を 試さ れる 
た め 、 諸 天 と 大 地 を 太 日 間 で 創造 され た * お 
カー (その 時 、) か れ の 御座 は 水 の 上 に 
あっ た 一 一 。 (使徒 * よ 、) も し も あな た が 
彼ら (シル ク * の 徒 ) に 、「 本 当 に あな た 方 
は 死後 、 均 ら さ れる 身の上 な の だ 」 と 言っ 
た な ら ば 、 不 信仰 に 陥っ た 者 * た ち は 必ず 
や (こう ) 言う 。 「 こ れ (クル アー ン ?) は 、 


ま じゅ つ 


紛れ も な 魔術 に 外 な ら な い 」。 


1 


w 


OEE A 


まれ 2 0 
IE CLE CS oe 
る RN 4 A 


(で 


NY プル 9335 し 2 


< の YES Cid うう イ つい し うり 


BN の 2 つの AI まん 


「 か れ 」 は アッ ラー* を 指す と いう 説 と 、 預 言 者 *\ の こと を 指す と いう 説 が ある (アル = テバ 


ガウ ィ ー2:439 参照 )。 


この 「 定 住地 と 収容 地 」 に つい て は 、 家 畜 章 98 の 訳注 


を 参照 。 


この 「 明 白 な る 書 」 と は 、 守 られ し 碑 板 * の こと (前 掲 書 2:440 参照 )。 


「 六 日 間 で の 天地 創造 」【 
「 御 座 」 に 関し て は 、 高 壁 章 


[ 54 の 訳注 を 参照 。 


こつ いて は 、 詳 細 に され た 章 9-12 と その 訳注 も 参照 。 


11. フー ド 章 430 > ぷら どい 
8. そし て 、 も し も われ ら * が 彼ら (シル ク * の NE 
徒 ) に 、 決め られ た 時 期 まで 懲 凡 を 遅らせ A dss 
て や っ た な ら ば 、 彼ら は 必ず や (こう ) 言 も 
う 。「 (懲罰 が 真実 な ら 、 ) 何 が それ (が 
到来 する の ) を 妨げ て いる の か ?」 見 よ 、 0: 
それ (懲罰 ) が 彼ら に 到来 する 日 、 それ が 
彼ら か ら 逸 ら さ れる こと は な く 、 自分 た ち 
が 剛 話し て いた も の ( 懲 信 ) が 彼ら を 包 開 
する こと に な る の だ 。 

9. また 、 も し も われ ら * が 人 間 に 、 われ ら * の 御 SSG 

i RS 
の 後に 彼 か ら そ れ を 奪い 取っ て し まっ た 

な 本 当 に 彼 は 必ず 、 (アッ ラー* の ご 

慈悲 に 対し て ) 失意 の 念 激しい 者 、 (か れ 

の 由恵 に 対す る ) 大 層 な 恩 知ら ず に な る 。 

10、 そ し て 、 も し も われ ら * が 、 彼 に 降り か か っ ENS 
た 害悪 の 後 、 恩恵 ! を 味わわ せ た な ら ば 、 彼 EE I ES 
は 必ず や (こう ) 言う で あろ う 。「 悪 事 は 、 © 
私 か ら 去 っ て 行っ た ぞ 」 。 本 当 に 彼 は まさ 
し く 、 (恩恵 に ) 有頂天 な 者 、 (他人 に 対 
し て ) 高慢 ち き な 者 で ある 。 

ii. 但し 、 妨 面 * し て 正しい 行い * を 行う 者 た ち | eo まし る 


は 、 別 で ある 。 そ れ ら の 者 た ち 、 彼 ら に は 
( 罪 の ) ね 赦し と 、 大 いな る 褒美 が ある 。 


= 


wv 


w 


た 


彼ら は 、 懲 罰 を 早く 
ユー ヌス * 章 50、 雷 鳴 章 6、 夜 の 旅 章 92、 
火 草 18、 階 段 章 1-2 な ども 参照 。 


この 「 慈 悲 」 は 、 健 康 や 安全 な どの こと ( ム ヤ ッ サ ル 222 


巡礼 * 章 


し て みよ 、 と 挑発 し た も の だ っ た 。 
47、 競 昧 章 53.54、 サ ー ド 章 16、 相 


の 2285 わ A 


畜 草 57-58、 戦 利 品 * 章 32、 


参照 )。 


「 害 悪 の 後 の 恩恵 」 と は 、 病 の 後 の 健康 、 困 敵 の 後 の ゆ と りな ど を 指す 、 と され る (アル 


テク ルト ッ ゥ ピー9:11 参照 )。 


この 言葉 の 裏 に は 、 うぬぼれ と 、 苦境 か ら の 脱出 


HH が アッ ラー* か ら の 恩恵 で ある こと を 耕 認 


する 考え が 含ま れ て いる (イブ ン ・ ア ティ ー ヤ 3:153 参照 )。 


11. フー ド 章 431 > ぷら - い 


12. (使徒 * よ 、) あな た は 、 彼 ら が 「 ど うし て | 抽 2g 二 3 


彼 (ムハンマド ?) に 、 財 宝 が 下さ れ な か っ a dS 
た の か ? ある い は 、 彼 と 共に C、 彼 が 使徒 ICA SS 
で ある こと を 証明 する ) 天使 "が や っ て 来 な 

か っ た の か ?*」 と 言う こと (を 共 れ る が ) Sr Ie 
ゆえ に 、 あ な た に 啓示 され る も の の 一 部 を 放 
棄 し よう と し た り 3?、 そ れ ゆ え に 心 苦し く な 
っ た りす る か も し れ な い 。 (彼ら の 言う こと 
は 気 に する な 、 ) あな た は (啓示 を 伝え る だ 
け の ) 警告 者 に 過ぎ ず 、 アッ ラー* は 全て の 
物事 を 詩 NM 負わ れる * お 方 な の だ か ら 。 


13. いや 、 一 体 、 彼ら (シル ク * の 徒 ) は 、「 彼 | っ と 5 る 気 っ 


14. それ で 、 も し 彼ら が あな た 方 に 応じ な か っ 


(ムハンマド が 、 そ れ (クル アー ンカ を 2 た be 
提 造 し た の だ 」 と 言う の か ? 言っ て や れ 。 oP 
「 で は 、 それ と 同様 の 、 提 造 され た 十 の スー 

ラ * を (創作 し て ) 持っ て 来 て みよ *?。 そし て 、 
あな た 方 が アッ ラー*\ 以 外 に (それ を 頼む こ 
と が ) 出来 る (あら ゆる ) 者 を 呼ん で ( 手 伝 
わせ て ) みる が よい 。 も し 、 あな た 方 が 本 当 
の こと を 言っ て いる の な ら ば 。 


PA 


た な ら 、 知 る が よい 。 そ れ (クル アー ン り | 所) 
が 実に ア ッ ラ ー* の 御 知識 と 共に 下さ れ 、 か A 
れ (アッ ラー?) 以外 に は ( 真 に ) 崇拝 * す 


ja 


I) 


彼 の 使徒 * 性 の 真実 性 を 証言 する 、 天 使 * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 222 頁 参照 )。 

シル ク * の 徒 は 預言 者 * に 、 こ の よう な 奇跡 の 要求 を し た も の だ っ た 。 雌牛 章 108、 家 畜 章 
109-110、 ユ ー ヌ ス * 章 97、 夜 の 旅 章 90-93、 タ ー・ ハ ー 章 133、 預 言 者 * た ち 章 5、 識 別 
章 7-8、 創 成 者 * 章 42 な ども 参照 。 

使徒 *・ 預 言 者 * は 、 啓示 の 伝達 と いう 任務 に お いて 無 誠 (ざお びゅう ) で ある 。 ゆ え に 預 言 者 
* ム ハン マ ド * を 含む 、 い か な る 使徒 *・ 預 言 者 * も 、 アッ ラー* か ら の 抄 示 を 隠蔽 (いん ぺい) 
する こと な ど は 、 現 実に は 起き 得 な い (アル = Co. ウィ ー3:224 参照 )。 雌 和牛 凍 36 の 
R 注 も 参照 。 


肉牛 章 23 の 訳注 も 参照 。 


uk 
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{5; 


16. 


1 


べき も の が な いと いう こと を 。 な ら ば 一 
体 、 あ な た 方 は 服従 する 者 (ムスリム ? 
で ある か ?` 


誰 で あろ うと 、 現世 の 生活 と その 館 り が 欲 
し い 者 、 われ ら * は 彼ら に そこ で 、 その 行い 
(の 報い ) を 余す こと な く 与 えて や ろう 。 
そし て 彼ら が そこ で 、 (行為 の 報い を ) 減 
じ ら れ る こと は な い の だ 。 3 


それ ら の 者 た ち は 、 来世 で は 業火 の 外 に 、 
何 も な い 者 た ち 。 彼 ら が そこ (現世 ) で 
成 し た こと は 台無し と な る の で あり 、 彼 
ら が 行っ て いた こと は 、 ま さ し く 無 意 味 
な の だ 。 


また 一 体 、 自 分 の 主 * か ら の 明 証 に 依拠 し て 
いた 者 3 は (、 現世 の み を 欲し て いた 者 と 同 
様 で あろ うか ) ? そし て 、 か れ (アッ ラ 
ー*) の 御 許 か ら の 証人 * と 、 それ 以前 に ( 信 
仰 者 へ の ) 指針 と 慈悲 で あっ た ムー サー* 
の 啓典 ? が 、 そ れ ( 明 証 ) に 次 ぐ の で ある 。 
それ (クル ア ー ン $ を 


それ ら の 者 た ち が 、 
信じ る の だ 。 そし て (預言 者 * に 敵対 する ) 


— 


sj 


ww 


に 


これ は 食卓 章 91 同様 、「 服 従 す る 者 と な れ 」 と いう 
参照 )。 

これ は 現 
る (アッ テニ サ ァ ディ ー378 参照 )。 
「 明 証 」 の 解釈 に は 、「 イ スラ ー 
た 、 こ の 「 者 」 に つい て は 、 

ル テ ジ ャ ウズ ィ ー4:85 参照 )。 


世 の み を 求め て 行う 者 の こと 。 そ の 行い の 報い は 、 現 


ム *」「 預 言 者 灯 「 ク ルアー ン *」 
「 預 言 者 “| また は 「 ム スリ ム *」 と いう 説 が ある (イブ ン ・ ア 


REDEN 3 66 と 
Gr | 


Sor 
I RAN 
LAER ES 
RT EN 


ES II EA 
シビ RAH 


ch BSI HOLS 3 
ンー ン と ーー る を < 
IS Ae SE 


i 3 
OR 0 


命令 の 意味 (アル = バ ガ ウ ィ ー2:442 


世に の み 限 られ た も の と な 


と いっ た 諸説 が ある 。 ま 


この 「 証 人 」 の 解釈 に は 、「 ジ ブリ ー ル *」「 預 言 者 *」 
跡 性 」 と いっ た 諸説 が ある (前 掲 書 4:85-86 参照 )。 
「 ム ー サ ー* の 啓典 」 と は 、 ト ー ラ ー* の こ と 。 高 壁 章 
る 前 の トー ラー* に は 預言 者 * ム ハン マ ド * の 到来 と 、 
た (アル = クル トゥ ビー9:17 参照 )。 


彼 に つい て の 詳 


「 天 使 条 「 福 音 *」「 ク ルアー ン * の 奇 


157 な ど に も ある よう に 、 改 変 さ れ 
し い 描 写 が 記さ れ て い 


11. フード 章 433 か" 
党派 の 内 、 それ (クル アー ン を 否定 し た 
者 は 誰 で も 、 業 火 が その 約束 の 地 と な る 。 
な ら ば (使徒 * よ 、) あな た ! は 、 そ れ を 疑 
わし く 思 う 者 と な っ て は な ら な い 。 本 当 に 
それ は 、 あ な た の 主 * か ら の 真実 な た の だ か 
ら 。 だ が 、 人 々 の 大 半 は 信じ な い 。 

18. アッ ラー* に 対し て 嘘 を 提 造 し た 者 より も 、 GTI 
ひど い 不正 * を 働く 者 が いよ うか ? それ ら kh あう っ 
の 者 た ち は (復活 の 日 *、 自 ら の 行い に 対す | ob っ 3 色 人 S 
る 清算 の た め 、) 自分 た ちの 主 * に 差し 出さ - SN ERCIN 
れる 。 そ し て 証人 2 た ち は 言う の だ 。「 こ の 
者 た ち が (現世 で ) 、 自分 た ちの 主 * に 対し 
て 嘘 を 言っ た 者 た ち で す 」 。 不正 * 者 た ち に 
は 、 ア ッ ラ ー* の 呪い ? が ある の で は な いか 。 

19. (彼ら は 自分 た ちと 人 々 を ) ア ッ ラ ー* の 道 MO GN 
か ら 阻 み 、 そ れ (その 道 ) を 投じ 曲げ る こ OI BS 
と を 望む 者 た ち 。 そ し て 彼ら こそ は 、 ま さ 
し く 来 世 を 否定 する 者 た ちな の で ある 。 

20、 そ れ ら の 者 た ち は 、 地 上 で (アッ ラー* の 懲 es る 324 


宙 か ら ) 逃れ られ る 者 で は な か っ た の で あ 
り 、 彼 ら に は ア ッ ラー* の 外 に 、 (自分 た ち 
を 守っ て くれ る ) いか な る 棄 護 穫 莉 も な か っ 

た の だ 。 彼ら に は (地獄 で 、) 懲 禄 が 倍増 
され る 。 彼ら は 聞く こと も 出来 な けれ ば 、 
見 る こと も な か っ た の だ 3?。 


jas 


oR EE 
NE BE 
の 02 っ し 5 


CO 


と の 「 あ な た 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 120 の 訳注 を 参照 。 
この 「 証 人 」 と は 、 天 使 * や 、 預 言 者 * た ちな どの こと ( ム ヤ ッ サ ル 223 


「 ア ッ ラ ー* の 呪い 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 88 の 訳注 
アッ テ タ バリ ー* に よれ ば 、 彼ら に は 聴覚 も 視覚 も あっ た 。 


う ) ゆえ に 、 
る こと も な か っ た (6:4317 参照 )。 ア ー ヤ \*24、 雌 和牛 章 
章 46 と その 訳注 も 参照 。 


を 参照 。 


参 照 )。 


し か し 不信 仰 へ の 傾倒 ( け 
クル アー ン * を 聴い て も 利益 を 得 ず 、 そ れ を 棒 眼 (けい が ん ) に よっ て 理解 す 


7、 家 畜 章 50、 雷 


鳴 章 16、 


「 い と 


巡礼 * 
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21. 


まっ た の だ 。 


22. 


23. 
た ちの 主 
者 た ち は 天 国 

廊 ま る 。 


24. 


も うじ ん 


況 は 、 


25. 
し た 。 


26. 


それ ら の 者 た ち は 自 ら を 損ね た 者 た ち で 
り 、 彼ら が (執り 
上 げ て いた も の は 、 


間違い な く 、 彼ら こそ は 来世 に お いて 、 最 
大 の 損失 者 で ある 。 


本 当 に 、 信仰 し 、 正しい 行い * を 行い 、 
* に 護 ん で 従う 
の 徒 。 彼 ら は そこ に 、 永 遠 


その 二 つの 集団 (不信 仰 者 * と 
盲人 と 前 、 見 える 者 と 聞こ える 者 3 の 
よう で ある 。 そ れ ら ( 二 つ の 集団 ) は 、 そ 
の 状況 に お いて 同等 だ た ろう か ? 一 体 、 
ら は 教訓 を 得 な い の か ? 


われ ら * は 確か に 、 ヌ ー フ * を その 民 に 遺 わ 
( 彼 は 、 。) 
は あな た 方 へ の 、 明白 な る 警告 者 で ある 。 


(私 は あな た 方 に 、 ) ア 
を 崇拝 * し て は な ら な い (、 と 命じ る ) 。 本 
当 に 私 は 、 あな た 方 に 、 痛烈 な 日 の 
怖 れ て いる の だ か ら 」。 


成 し 手 ! と し て ) で っ ち 
彼ら か ら 消 え 去 っ て し 


= 


自分 
2 者 た ち 、 そ れ ら の 


に 


言 仰 者 ) の 状 


彼 


民 に 言っ た 。) 「 本 当 に 私 


ッ ラ ー* 以 外 の も の 


ちょ うば つ 


の 人 懲 久 を 


1 アッ ラー* の 御 許 で 、 


信仰 の 根拠 を 認め 、 そ こ へ と 招く 者 の 言う こ 
える 者 」「 聞 こえ る 者 」 に 警 


注 も 参照 。 


章 3 と その 訳注 


ある い は 悔 惜 が 定着 し 、 


> テー ンー 


門 つ と 


「 盲 人 」 


J id te fo 
DO 


KO 


et 
OP 


彼ら を アッ ラー* に 近づけ て くれ る 「 執 り 成 し 手 」 の こと 。 雌牛 章 48、 
マル ヤム * 章 87、 タ ー・ ハ ーー 章 109、 集 避 

2 「 護 ん で 従う (アフ バタ )」 の 原義 は 、「 ヨ 
ッ ラ ー* へ の 恭順 さと 安心 、 
トゥ ビー9:21 参照 )。 

3 井上 良 (けい が ん ) で 真理 を と ら え る こと も 、 そ れ に 6 
の 言う こと を 聞い て 導 か れる こと も な い 不 信仰 者 * が 


も 参照 。 


F ら で ある 」「 安 定 す る 」 と いっ た 意味 。 つ まり ア 
継続 し て いる 状態 の こと (アル = クル 


と も な く 、 ま た そこ へ と 招く 者 
「 龍 」 に 警 (た と ) えら れ 、 


と を 聞い て 、 


謀 え られ て いる ( ム ヤ ッ サ ル 224 頁 参 照 )。7 


それ を 受け 入れ る 信仰 者 が 「 見 
アー ヤ \*20 と その 訳 
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27. す る と 彼 の 民 の 内 の 、 不 信仰 だ っ た 有力 


28. 彼 (ヌー フ ?) は 、 言っ た 。 ! 我 が 民 よ 、 
っ て みよ 。 私 が 、 我 が 主 * か ら の 明 証 2 に 依拠 
し 、 その 御 許 か ら の ご 慈 要 を 接 か っ て いる 


29. 我 が 


者 た ち は 言 っ た 。 


私 た ちと 同様 の 人 間 と し か 思わ な いし 、 

あな た に 生 絡 的 に ! 従 っ た の は 、 私 た ちの 
内 で も まさ に 最 底辺 の 者 た ちと し か 思わ 
な い 。 ま た 私 た ち に 対し て 、 あ な た 方 に 
特に 優れ た 点 が ある と も 思え な い 。 いや 、 
私 た ち は あ な た 方 が 嘘つき だ と 確信 し て 


いる の だ 」。 


に も 関わ ら ず 、 ( 


え に 、 そ の ご 慈悲 が ) あな た 方 に 見 えな い 
の で あれ ば 、 一 体 私 た ち は そ れ を あな た 方 
に (無理 矢 理 ) 押し つけ る こと が 出来 よう 
か ? あな た 方 は それ を 、 嫌 っ て いる と い 


う の に ? 


出す 者 で は な い 5。 


自分 


民 よ 、 私 は 、 そ れ * 人 ゆえに あな た 方 に 
お 金 を 要求 し て いる の で は な い 。 私 の 見 返 
り は 、 全 創造 物 の 壮 * か ら 以 外 に は な い の 
だ か ら 。 また 私 は 、 信仰 する 者 た ち を 追い 
本 当 に 彼ら は (復活 の 


「 私 た ち は 、 あ な た が 


Sm 


) た ちの 無知 と 偽り ゆ 


1 


sj 


ww 


に 


wn 


「 短 絡 的 に 」 と 訳し た 語 
参照 )。 


吾 は 、 


「 見 せ か け だ け 」 と いう 解釈 も 可能 


この 「 明 証 」 は 、 彼 が アッ ラー* か ら 伝 える こと の 正 し さ を 放 


=4 
参照 )。 


ry tS TG 


< 


SA TIEN A 
GN SH GR っ 叫 


Cus 


Sd の の i 


タッ そ ン > ン 


AR の ある 


で ニッ ン 


csm i NE 


®o OS A 


(アル = クル トゥ ビー9:24 


E 明 する も の ( ム ヤ ッ サ ル 224 


この 「 ご 慈悲 」 は 、 導き 、 預言 者 * 性 、 英知 な ど と 解釈 され る (アッ ニタ バリ ー6:4322 参照 )。 
と の 「 そ れ 」 と は 、 タ ウ ヒ ー ド * へ と 招く と と ( ム ヤ ッ サ ル 225 頁 参照 )。 
ヌー フ * の 民 は 、 ヌー フ * を 信じ た 者 た ちと 共に ある こと を 毛嫌い し 、 ヌー フ * に 彼ら を 追い 


様 の 要求 を され た 。 


カス ィ ー ル 4:317 参照 )。 


出す よう 求め た 。 そ し て 預言 者 * ム ハン マ ド * も 、 ク ライ シュ 族 * の 不信 仰 者 * た ちか ら 、 同 
畜 章 52-53、 洞 窟 章 28、 詩人 た ち 章 111-113 な ども 参照 (イブ ン ・ 


11. フー ド 章 436 > ぬり - い 
日 、 彼 ら の 主 * と 振 記 する 身の上 ! な の 
だ か ら 。 し か し 私 は 、 あな た 方 が 無知 な 民 
で ある と 思う 。 

30. 我 が 民 よ 、 一 体 、 誰が 私 を アッ ラー* (の | と dd 
懲罰 ) か ら 助 け て くれ る の か ? も し 私 OLE 
が 、 彼 ら (信仰 者 た ち ) を 追い 出し た り 
し た ら ? 一 体 、 あ な た 方 は 教訓 を 得 な い 
の か ? 

31. また 私 は あな た 方 に 、 自 分 に は アッ ラー* FN LBT Gre I 


32. 彼ら (不信 仰 者 * た ち ) は 、 言っ た 。 
あな た は 私 た ちと 論争 し 、 私 た ちと 
i 逢 し た 。 で は 、 あな た が 私 た ち に 
約束 する も の (懲罰 ) を 、 私 た ち に も た ら 
し て みよ 。 も し 、 あ な た が 本 当 の こと を 言 


の (数 々 の ) 宝庫 が ある な ど と は 言っ て い 


な いし 、 不 可視 の 世界 * も 知ら な いし 2%、 自 
分 は 天使 * だ と も 言っ て は いな い 。 
な た 方 が 見 下 し て いる 者 た ち に 対し 、 

ラー* は 彼ら に 療 et Nan 


な い 、 と も 言わ な い 。 


きょう ちゅ う 


私 は 、 そ うす れ ば *、 ま さ に 不正 
と な っ て し まう の だ か ら 」。 


ブフ * よ 、 
や た ら 論 


っ て いる の で あれ ば 」。 


1 


IS) 


の 


た 


も し 彼ら を 不当 に 追い 出す よう な こと が あれ ば 、 
え に 、 彼 に 六 を 下さ れる と いう こと と (アッ テラ 


イム ラー ン 家 章 179、 家 畜 章 50 と その 訳注 、 


MM あ 


アッ ラー* が 彼ら の 
胸 中 を 、 最 も よく ご 存 知 な の だ 。 本当 に 
* 者 の 仲間 


「 ヌ ー 


OD EE EN 
SSS と FA 
AI 

Ul 


Ct Sa I CE SG 
DN EL, 


アッ ラー* は 復活 の 
ー ズ ィ ー6:339 参照 )。 


ジン * 章 26-27 も 参照 


*、 そ の よう な 罪 ゆ 


と の 「 善 きも の 」 と は 、 成 功 、 信 仰 心 、( 来 世 で の ) 褒美 の こと (アル テバ ガウ ィ ー2:446 


参照 )。 


信仰 を 表明 し た 者 た ちの 内 心 を 知識 も な く 判 断 し 、 


な い だ ろ うな ど と 言い 、 
6:4325 参照 )。 


彼ら に は 「 善 きも の 」 が 授け られ 
当分 の 回 りか ら 追 い 出せ ば 、 と いう こと (アッ = タバ リー 


11. フー ド 章 437 > ぬり ー い 
33. 彼 (ヌー フウ は 、 言っ た 。「 ( 外 な ら ぬ ) NC 
アッ ラー* こ そ が 、 そ れ ( 懲 凡 ) を あな た の ao 
方 に も た ら さ れる の だ れ が お - 
望み に な れ ば ーー 一 。 あ な た 方 は 、 (それ か 
ら ) 逃れ られ る 者 で は な い 。 
RR CS et Dr 
。 も し アッ ラー* が 、( あ な た 方 が 真理 を RN 
SD と ゆえ 、) あな た 方 を 逸脱 させ @ eT 3 
る こと を お 望み な ら ば 、 た と え 私 が あな た 
方 へ の 忠告 を 望ん だ と し て も 。 か れ が あな 
た 方 の 壮 * な の で あり 、 か れ に こそ 、 あ な た 
方 は 戻ら され る の だ か ら 」。 

35. い や 、 一 体 、 彼ら は 「 彼 が それ ' を 提 造 し た | る る, 放 完 gu 向 63 
の だ 」 と 言う の か ? 言っ て や れ 。「 も し to た さしも も Cr うた | 
私 が それ を 提 造 し た の な ら 、 私 (の み ) に 
我 が 罪 が ある 。 そ し て 私 は 、 あな た 方 の 犯 
し て いる も の (不信 仰 ) か ら 無 緑 な の だ 」 。 

36. そ し て ヌー フ * に 、 啓 示さ れ た 。 既に 信仰 RS RAI 
た 者 の 外 、 あ な た の 民 の 内 か ら ( 誰 一 人 ) Oo HVE, RH 2 
信仰 する こと は な い 、 と 。 な ら ば 彼ら が し 
て いた こと で 、 悲 嘆 に 暮れ る の で は な い 。 

AR われ ら * ご ES と 


盛 示 に よっ て 3 船 を 造り 、 (不信 何と いう ) 
時 (の 懲罰 の 延期 を 求 


め る こと ) に つい て 、 われ に 話し か ける の 
で は な い 。 実 に 彼ら は 、 油 れ させ られ る 者 
た ちな の だ か ら 。 


1 


2 


「 眼 差し の も と 」 に つい て 
3 ヌー フ * は 船 の 作り 方 を 知ら な か っ た が 、 


ー6:4328 参照 )。 


@ と 3 ea 


「 そ れ 」 と は 、 ヌ ー フ * の 主張 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 225 頁 参照 )。 
は 、 タ ー・ ハ ー 章 39 と その 訳注 を 参照 。 
アッ ラー* が その 方 法 を 啓示 し た (アッ テ タ バリ 


11. フー ド 章 438 > ぷら どい 

MR ey Se NE 
る た び 、 彼 を 喘 笑 す る 、 彼 は 船 を 造る 。 CE クン 
彼 (ヌー フツ は っ た 。「 あ な た 方 が た EE KS 
ち を 員 突 し て も 、 実 に 私 た ち は ( い ずれ ) 、 
あな た 方 が 私 た ち を 喘 笑 し て いる よう 
に 、 あ な た 方 を 員 笑 す る の だ 。 

39、 そ れ で あな た 方 は や が て 、 知 る こと と な ろ RA RAEI 
う 。 誰 に 辱 め の 懲 六 が 反 来 し 、 (来世 に LEE 
お いて は ) 永続 の 懲罰 が 襲い か か る こと に 
な る か を 」。 

40。 ついに ( 不 信仰 者 * を 滅亡 させ る ) われ ら * DE EE 
の 命令 が 到来 し 、 焼き 穴 が 噴き 出し た "時 、 EEC aD ms 
われ ら * は (ヌー フ * に ) 言っ た 。「 そ れ ( 船 ) A 3d soy 
に 、 全て (の 生き 物 ) か ら 一 つが い ず つ と 、 OE 
あな た の 家族 と 信仰 し た 者 を 、 そ こ に 乗り 
込ま せよ 。 但し 、 既に ( 懲 測 の ) 言葉 が 定 
め ら れ た 者 ? は 別 で ある 」 。 そし て 僅か な 者 
た ち だ けし か 、 彼 と 共に 信仰 し な か っ た 。 

41. 彼 (ヌー フ *) は 、( 信 仰 者 た ち に ) 言っ た 。| es その 
「 そ れ に 乗り 込む の だ 。 その 航行 と 停泊 oy S| ey 
は 、 ア ッ ラ ー* の 御名 に お いて 。 本 当 に 我 が 
壮 * は まさ し く 、 赦 し 深い お 方 、 蓄 愛 深い * 
お 方 」。 

42. 船 は 彼ら を 乗せ て 、 山 々 の よう な 波 の 中 を | GG dE 
走っ た 。 そし て ヌー フ * は 、 自分 の 息子 を 呼 | CS の 
ん だ (信仰 者 た ちか ら ) 遠い 場 OR 


= 


原語 で は 「 フ ァ 
な どの 解釈 が ある が 、 


ラ ・ ア ッ テ タ ン ヌ 


ルト ッ ゥ ピー9:33-34 参照 )。 


2 ヌー フ * の 家族 で も 、 そ の 妻 と 


ル 」。 そ の 他 、「 大 地 か ら 水 が 噴出 し た 」「 朝 が 来 た 」 
いずれ に せよ 、 ヌ ー フ * の 民 を 滅ぼす 大 洪水 の 予 光 の こと (アル テク 


息子 の 一 人 は 信仰 し な か っ た 。 役 らち は 民 と 一 緒 に 滅ぼさ れる 、 


と 予 (あら か じ ) め 述 べら れ て いた ( ム ヤ ッ サ ル 226 頁 参照 )。 
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. フ ー ド 章 439 め ら を 


43. 


44. 


45. 


所 [に いた の だ ー 一 。 (ヌー フ * は 言っ た 。 ) 
「 我 が 息子 よ 、 私 た ちと 一 緒 に ( 船 に ) 乗 
れ ! 不信 仰 者 * た ちと 一 緒 に いる の で は 
な い 1! 」 


彼 (息子 ) は 言っ た 。「 私 は 、 水 か ら 自分 
を 守っ て くれ る 山 に 、 避 難し ます 」。 彼 ( ヌ 
ー フ ?) は 言っ た 。「 こ の 日 アッ ラー* の ど 
命令 か ら 守 っ て くれ る も の は 、 何一つ な 
い 。 但し 、 か れ が ご 慈悲 を か け て 下さ ( り 、 
信仰 し て 船 に 乗 ) っ た 者 は 、 別 だ が 」。 そ 
し て 二 人 の 間 を 波 が 阻 み 、 彼 (息子 ) は 洪 
れ 死 ん だ 者 た ちの 一 人 と な っ た 。 


そし て (、 こ う ) 言わ れ た 2。「 大 地 よ 、 あ 
な た の 水 を 呑み 込み 、 天 よ 、 ( 雨 を ) 止め 
よ 」。 そ し て 水 は 引 き 、 (不信 仰 者 た ちの 
減じ という) ご 命令 は 成就 され 、 そ れ ( 船 
は アル ニー ジュー ディ ー* の 上 で 泊まっ た 。 そ 
し て 不正 * 者 で ある 民 に 、 (こう) 言わ れ た 
の だ 。 「 滅 あれ 」 6 


ヌー フ * は 彼 の 主 * に 呼び か け て 、 申 し 上 げ 
た 。「 我 が 主 * よ 、 本 当 に 我 が 息 子 は 、 我 が 
家族 の 一 員 で す 。 そ し て 本 当 に あな た の お 
約束 は 真実 で あり 、 あな た は 最 普 の 裁き 手 
で あら れ ま す の に (、 彼 は 湖 れ 死ん で し ま 
いま し た ) 」。 


1521 


 _ 


2 


6 の ンー 


OC 


と 
\ 
\ 


a 


ンー ィ る 


ae ch Ta 


1 イブ ン ・ ア ティ ー ヤ * に よれ ば 、「 遠 い 場所 」 と いう 表現 に は 、「 船 か ら 遠 い 」 と いう 物質 的 
な 遠 さと 、 信 仰 者 ら の 「 宗 教 か ら 遠 い 」 と いう 精神 的 な 遠 さ 、 二 つの 意味 が 含ま れ 得る 


(3:174 参照 )。 


2 この 言葉 の 主 は 、 ア ッ ラ ー* と され る ( ム ヤ ッ サ ル 226 頁 参照 )。 


「 ア ル テ ジ ュー ディ ー」 は 山 の 名 前 。 イ ラク 地方 の モス ル 近 郊 に ある 山 と か 、 シ ナイ 山 で 
ある と か いう 説 が ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:323-324 参照 )。 
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11. フー ド 章 440 > ぷら - い 


46. か れ (アッ ラー や は 、 仰せ られ た 。「 ヌ ー | 秘 を 和 366 


フ * よ 、 本 当 に 彼 は 、 あな た の 家族 の 一 員 な nN 2 じ jc 
で 1 C1 行 N で 2 そ 
ど で は な い '。 実に 彼 は 、 行い が 正しく な い DAE 


者 な の だ か ら 。 な ら ば 、 (その 結果 の 善悪 _ 
に つい て ) 自分 に 知識 も な いこ と を 、 わ れ 
に 求め る の で は な い 。 本 当 に われ は 、 あ な 
た が 無知 な 者 の 類 いと な ら ぬ よう 、 あ な た 
を 戒め る 」。 


47. 彼 (ヌー フ や は 申し 上 げた 。「 我 が 主 *| dE DGP2RIE2A 
よ 、 本 当 に 私 は 、 自 分 に 知識 が な いこ と Ns 
を あな た に 求め た り し な いよ う 、 あ な た Og 
に ご 加護 衝 を を いま す 。 そ し て あな た が 私 
を お 赦し に な り 、 私 に ご 慈悲 を か け て 下 
EN TT 


て し まい ます 」。 
48.。 (する と 、 こ う ) 言わ れ た %。「 ヌ ー フ * よ 、| E05 3 
われ ら * か ら の 平安 と 共に 、 そ し て あな た ああ 


\ 


と 、 あ な た と 共に ある 者 (た ち ) か ら な る | @ え 2 ある 
共同 体 へ の 祝福 と 共に 、 ( 船 か ら 地上 へ と ) 
降り よ 。 (その 子孫 の 内 に は 、) われ ら * 
が (現世 で ) 楽し ませ て お き 、 そ の 後に わ 
れ ら * か ら の 痛ま し い 懲 罰 が 降り か か る 共 
同体 も (、 出現 する こと に な る の だ が ) 」。 


49。 そ れ は (使徒 * よ ) 、 わ れ ら * が あな た に 啓示 | し る あの 
する 、 不 可視 の 世界 * に 属す る 消息 の 一 部 | p30 あこ 
で ある 。 あな た も 、 あな た の の 民 も これ 以前 、 oe の YU 


それ を 知り は し な か っ た の だ 。 忍耐 * せよ 。 
本 当 に (現世 と 来世 で の 普 き )% 千林 は 、( ア 
ッ ラ ー* を ) 虹 れる * 者 た ち に ある の だ か ら 。 


1 アー ヤ *40 と 、 そ の 訳注 を 参照 。 彼 は ヌー フ * の 家族 の 一 員 で は あっ て も 、 そ の 不信 仰 ゆえ 
に 滅び る こと が 既に 定め られ て いた (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:326 参照 )。 


2 この 言葉 の 主 は 、 ア ッ ラ ー* と され る ( ム ヤ ッ サ ル 227 頁 参照 )。 
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. フード 章 


441 


RN 


50. 


51. 


52. 


53. 


54. 


また アー ド * に は 、 そ の 同胞 フー ド * を (遣わ 
し た ) 。 彼 (フー ド *) は 言っ た 。「 我 が 民 
よ 、 ア ッ ラ ー* (の み ) を 崇拝 * せ よ 。 あな 
た 方 に は か れ の 外 、 崇 拝 " す べき も の な ど な 
い の だ か ら 。 あな た 方 は (シル ク * と いう 嘩 
の ) 、 提 造 者 以外 の 何者 で も な い 。 
我 が 民 よ 、 私 は それ ! ゆ え に 、 あな た 方 に 見 
返り を 要求 し て いる の で は な い 。 私 の 見 返 
り は 、 私 を 創成 され た お 方 (アッ ラー? 
か ら 以 外 に は な い の だ 。 一 体 、 あ な た 方 は 
(真理 を ) 弁 え な い の か ? 


我 が 民 よ 、 そし て 自分 た ちの 主 * に ( 罪 の ) 
赦 し を を を い 、 それ か ら か れ に 悔 悟 す る の 
だ 。 (そう すれ ば 、 .) か れ は あな た 方 の 上 
に 豊か な 雨 を 送り 給 い 、 あな た 方 の 力 の 上 
に 更 な る 力 を 上 乗せ し て 下さ ろう 。 そし て 
(私 の 招く 教え か ら 、) 罪 深 くも 背 き 去っ 
て は な ら な い 」。 


彼ら (アード は 、 言 っ た 。「 フ ー ド * よ 、 
あな た は (自分 の 正 し さ を 証明 する ) 証拠 
を 、 私 た ち に 持っ て 来 て は いな い 。 ま た 、 
私 た ち は あ な た の 言 葉 ゆ え に 、 私 た ちの 
神々 3 を 放棄 する 者 で は な いし 、 私 た ち は あ 
な た を 信じ る 者 で も な い の だ 。 


私 た ちの 神々 の 内 の いく つか が 、 あ な た を 
悪い も の (狂気 ) で 崇 っ た と し か 言い よう 
が な い 」。 彼 (ワー ド や わり は 言っ た 。「 実 に 
私 は 、 アッラー* を (私 の 言葉 の ) 証人 と し 
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「 そ れ 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *\29 の 訳注 を 参照 。 


2 頻出 名 ・ 用 語 解説 の 「 創 成 者 | の 項 も 参照 。 
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「 神 々 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 
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55. 


56. 


87。 


58. 


よう 。 そ し て あな た 方 は 、 あ な た 方 が ( ア 
ッ ラ ー* の ) 同 位 者 と し て いる も の と 私 が 無 
緑 で ある と 証言 せよ 。 


か れ (アッ ラー?) を 差し お いて (、 あな た 
方 が シル ク * を 犯し て いる も の と は 無線 だ 、 
と ) 。 で は 、 あ な た 方 は ー 丸 と な っ て 、 私 
に 対し 策 申 を 練る が よい 。 それ か ら 私 に 
は 、 猫 予 な ど 与え を な く て も よい 。 


本 当 に 私 は 、 我 が 主 * で あり 、 あな た 方 の 皇 * 
で ある アッ ラー* に 、 全て を 委ね た * の だ か 
ら 。 地 を 歩く 生き も の で 、 か れ が その 前 髪 を 
お 掴み に な っ て いな いも の は な い '。 本 当 に 
我 が 主 * は 、 ま っ すぐ な 道 に お られ る 2 お 方 。 


それ で も し 、 あな た 方 が (私 が 招く と と か 
ら ) 背 き 去 っ た と し て も 、 (私 は 構わ な い 、) 
私 は 確か に 、 私 が あな た 方 へ と 託さ れ て 遺 
わ さ れ た も の を 、 あ な た 方 に 伝え た の だ か 
ら 。 我 が 主 * は (あな た 方 を 滅ぼさ れ ) 、 あ 
な た 方 と は 別 の (信仰 する ) 民 を お 継が せ 
に な る の で あり 、 あ な た 方 が か れ を 害する 
こと な ど 少 し も な い の だ 。 本 当 に 我 が 主 * 
は 全て の こと を 、 よ く お 守 り に な る * お 方 」。 


( ア ー ド * を 滅 ます と いう ) われ ら * の 命令 
が 到来 し た 時 、 われ ら * は われ ら * の 件 許 か 
ら の 慈悲 に よっ て 、 フード * と 、 彼 と 共に 信 
仰 し た 者 た ち を 救い 出し た 。 わ れ ら “は 彼ら 
を 、 荒 々 し い 懲 罰 か ら 救 っ た の で ある 。 
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前 髪 を 掴む 」 と は 、 何 か を 自分 に 「 従 わせ 、 望 む が まま に 操 (ちあ やつ) る 」 状態 を 表す 、 
ラビ ア 語 的 表現 (アッ ニタ バリ ー6:4358-4359 参照 )。 
まり 、 ア ッ ラ ー* は その 定め と 法 、 ご 命令 に お いて 公正 な お 方 で あり 、 善 行者 に は 善 で 、 


悪行 者 に は 悪 で も っ て 報 わ れる お 方 ( ム ヤ ッ サ ル 228 頁 参 照 )。 


11. フー ド 章 443 > ぷら どい 
59. それ が アー ド *、 彼ら は 自分 ) た ちの 主 * の 件 12 の 27212 と 6 
徴 ! を 否定 し 、 その 使徒 * ら 4 に 歯 向かい 、( 真 OE AG ES 


60. 


61. 


62. 


理 に 対し て ) 尊 犬 で 頑 迷 Kk な あら ゆる 者 た ち 
の 命令 に 従っ た 。 


また 彼ら は 、 この 現世 に お いて 、 呪い 3 に 付 
きま と われ た 。 そし て 、 復活 の 日 * に お いて 
も 。 ま さ し く アー ド * は 、 自 分 た ちの 主 * に 
対し て 不信 仰 だ っ た の で は な いか 。 フー ド 
* の 民 ア ー ド * に 滅亡 あれ 。 


また サム ー ド * に は 、 I 
( 舎 わし た ) 。 彼 は 言っ た 。「 我 が 民 よ 、 

ッ ラ ー* (の み ) を 崇拝 * せ よ 。 Mii 
か れ の 外 、 崇 拝 * す べき も の な ど な い の だ か 
ら 。 か れ は 大 地 か ら あ な た 方 (の 福 ア ー ダ ム 
を 創造 され 、 あ な た 方 を そこ に お ける 開拓 
者 と され た 4。 な ら ば 、 か れ に ( 罪 の ) お 落し 
を を い 、 か れ に 悔 悟 す る の だ 。 本 当 に 私 の 主 
* は 近く に お られ る お 方 、 (祈り を ) 聞き 届 
けら れる お 方 ?* で ある の だ か ら 」。 


彼ら (サム ー ド ? は 、 言っ た 。「 サ ー リ フ 
* よ 、 あ な た は これ 9 以前 、 私 た ちの 間 で 確 
か に 期待 され た 人 物 で あっ た 。 一体 あな た 
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NM 


の 使徒 


この 「 御 徴 」 と は 、 ア 
参照 )。 


フー ド * が 「 使 徒 * ら 」 と 複数 


ッ ラ ー の 唯一 


rie 


tet 


EE LEA 
あと 353E2 あ る 


性 * を 示す 様々 な 証拠 の こと (アル テニ カース ィ ミ ー9:3459 


用 で 表 さ れ て いる の は 、 一 人 の 使徒 * を 否定 する こと は 、 全 て 
E* を 否定 する こと に 等 し いか ら で あ る 、 と され る (アル テバ ガウ ィ 


3 アッ ラー* か ら の 「 呪 い 」( ム ヤッ サル 228 頁 参照 )。 雌 有 


ー2:454 参照 )。 


ト 章 88 の 訳注 も 参照 


4 り 地上 に お ける 継承 者 (家畜 章 165 の 訳注 も 参照 ) と し 、 様 々 な 恩恵 と 共に 安定 させ 、 
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アッ ラー* は 、 か れ の み を 真 琶 
き 人 和信 れ て 下さ る (前 掲 書 、 同 


「 こ れ 」 と は アー ヤ *61 に ある よう な 、 サ ー リ フ \* の 言葉 の こと (前 掲 書 、 同 員 


参照 )。 雌 牛 章 


設 や 農 栽 培 な ど 、 そ こ を 利用 で きる よう に され た (アッ テニ サ ァ ディ ー384 参照 )。 


(し ん し ) に 崇拝 『 す る 信仰 者 の 近く に お り 、 その 和 祈り を 聞 
186 も 参照 。 


! 参 照 )。 
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は 、 私 た ち が 、 私 た ちの ご 先祖 様 が 崇め る 

も の を 崇め る こと を 、 禁じ る の か ? 本 当 
に 私 た ち は 、 あな た が 私 た ち を 描い て いる 
も の に 対す る 、 大 き な 疑 惑 の 真っ 只 1 に あ 
る と いう の に 」 。 


彼 (サー リフ や は 、 言っ た 。「 我 が 民 よ 、 
言っ て みよ 。 も し 私 が 、 我 が 主 * か ら の 明 
証 ! に 立脚 し 、 その 御 許 か ら の ご 慈悲 ? を 
授かっ て いる に も 関わ ら ず 、 私 が か れ に 
逆らっ た な ら ば 、 誰 が 私 を アッ ラー* (の 
微 隼 ) か ら 助け て くれ る の か ? あな た 
方 (の 呼び か け ) は 私 に 、 損 失 を 上 乗せ 
する だ け で ある 。 


我 が だ 民 よ 、 そ し て これ は (私 の 言う こと の 
正 し さ を 証明 する 、 ) あな た 方 へ の 御 徴 と 
し て の 、 ア ッ ラ ー* の 上 典 ラ クダ 3 だ 。 ゆ え に 
それ を アッ ラー* の 地 で 食べ る が まま に し 
て お き 、 それ に 対し て 害 を 及ぼ し て は な ら 
な い 。 そう すれ は 、 間近 に 迫 自 っ た 懲 凡 が あ 
な た 方 に 襲い か か る で あろ う 」。 


こう し て 彼ら は (サー リ フ * を 嘘つき 呼ば わ 
り し ) 、 そ の ( 雌 ラ クダ の ) 障 を 切っ た ? 
彼 (サー リフ や は 、 言 っ た 。「 ( 懲 注 が 
下る まで の ) 三 日 間 、 自 分 た ちの 土地 で 楽 
し ん で いる が いい 。 そ れ は 傍 り で は な い 、 
(アッ ラー* か ら の ) お 約束 だ 」。 
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この 「 明 証 」 に つい て は 、 


アー ヤ \*28 の 訳注 を 参照 。 
この 「 ご 慈悲 」 に つい て も 、 ー ヤ *28 の 訳注 
「 ア ッ ラ ー* の 雌 ラ クダ 」 と いう 表現 に つい て は 、 


する 訳注 を 参照 。 


4 肉 ラ クダ を 層 る こと に な っ た 経緯 (いき さ つ )、 


の 訳注 を 参照 。 


を 参照 。 
アル テヒ ジュル 章 29 の 「 わ が 魂 」 に 関 


a 
I の ラタン ン っ ( る で 
OD AE GE IG EN 


IN 


を SF 25。oXA aR 
を 248 SE 
⑤ の の 2 


ン ン ン ン 


ン の > ン 
a cd 2 


「 腫 を 切る 」 の 意味 に つい て は 高 壁 章 77 
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そし て (、 サム ー ド * を 滅ぼす と いう ) われ 
ら * の 命令 が 到来 し た 時 、 わ れ ら * は われ ら * 
の 御 許 か ら の 慈悲 に よっ て 、 サ ー リ フ * と 、 
彼 と 3 は に 信仰 し た 者 た ち を 救い 出し た 。 ま 
た 、 その 日 の 屈辱 か ら (、 彼 ら を 救っ た の 
だ ) 。 本 当 に あな た の 主 * は 強力 な お 方 、 偉 
力 な ら び な い * お 方 で ある 。 


そし て 不正 * を 働い た 者 た ち を ( 召 く ) 一 
声 ! が 捉え る と 、 彼ら は ( 四 日 目 の ) 朝 、 自 
宅 で 突っ 伏し て (死ん で ) いた 。 


彼ら は あたかも 、 そ こ に 暮らし て は いな か 
っ た か の よう で あっ た 。 まさ し く サ ムー ド 
は 、 彼ら の 主 * に 対し て 不信 仰 で あっ た の 
で は な いか 。 サ ムー ド * に 滅亡 あれ 。 


また 、 わ れ ら * の 御 使い (人間 の 姿 を 借り 
た 天使 ) た ち は 確 か に 、 吉 報 を 携え て イ 
ブラ ー ヒ ー ム * の も と に 到来 し た 3。 彼 ら は 
(イブ ラー ヒー ム * に ) 言っ た 。「 (あな た 
に ) 平安 を 邊 。 彼 (イブ ラー ヒー ム $) は 
言っ た 。 「 (あな た 方 に こそ ) 平安 を 」。 
そし て 彼 は すぐ さま 、 焼 いた 仔牛 を 持っ て 
(彼ら の と ころ へ と ) や っ て 来 た 。 


そし て 彼 (イブ ラー ヒー ム ? は 、 彼 ら の 手 
が それ (仔牛 ) に 伸び な い の を 見 た 時 、 彼 
ら を 不審 に 思い 、 彼ら に 対し て 麗 居 感 を 抱 
いた 。 彼 ら は 言っ た 。「 怖 が ら な く て も よ 
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サム ー ド * に 下さ れ た 懲 駐 の 詳細 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 用 』 


2 高 壁 章 92 の 訳注 も 参照 。 
3 同様 の 話 に つい て は 、 
も 参照 。 
4 家畜 章 54「 あ な た 方 に 平安 を 」 の 訳注 を 参照 。 
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語 解 説 の 「 サ ムー ド *」 の 項 を 参照 。 


アル = ヒジ ュ ル 章 51-60、 時 昧 章 31-32、 撤 き 散 ら す も の 章 24-34 


11. フー ド 章 446 > ぷら - い 
い 。 本 当 に 私 た ち は 、 ルー ト * の 民 に (彼ら 
を 滅ぼす べく ) 遣わ され た の だ か ら 」。 

71. 彼 の 妻 (サー ラ ) は 立っ て (その 話 を 聴い A EY 
MS Me 0 

ら * は 彼女 に (天使 * た ち を 介し て ) 、 
ハー ク " (8) の 科 を 伝え た 。 また イス 
ハー ク * の 後に は 、 ヤ ァ ク ー プ * を (授け た 
の だ ) 。 

72. 彼女 (サー ラ ) は 言っ た 。「 我 が 災い よ 3 ! SE Sd 
私 は 年 寄り で 、 これ (イブ ラー ヒー ム ? は Oa SE 
老人 で ある 我 が 主 人 だ と いう の に 、 私 が 出 
産 す る と で も ? 本 当 に これ は 全く 、 和 驚く 
べき こと で す 」。 

73. 彼ら (天使 * た ち ) は 、 言っ た 。「 あ な た は | 問う 交 ou 
アッ ラー* の 定め に 驚い て いる の か ? ちと CE LG 
(放り 家 の 人 々 よ 、 ア ツ ラー* の ご 慈悲 る ん し: 
と 祝福 が 、 あな た 方 の 上 に ある よう に 。 本 
当 に か れ は 称賛 され る べき * お 方 、 栄 准 高 
き * お 方 で ある 」。 

74.。 そ し て イブ ラー ヒー ム * か ら (、 彼 ら が 食事 GA 
に 手 を 出さ な か っ た こと に よる ) 恐怖 が 去 OR 


り 、 彼 の も と に 吉報 が 訪れ る と 、 彼 は ルー 
ト * の 民 に つい て 、 われ ら * (の 天使 * た ち ) 
と 議論 * し 出す 。 
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サー ラ は 、 部 屋 の 仕切 り の 裏 に 立っ て 話 を 聴い て いた の だ 、 
参照 )。 

こと ここ で サー ラ が 笑っ た 理 
で ある こと を 和 驚い た た め 」 と か 「 そ れ ま で 子 仁 


ょ が 出来 ず 、 夫 と 共 


と され る ( ム ヤ ッ サ ル 229 頁 


に は 、「 減 亡 が 迫っ て いる に も 関わ ら ず 、 ル ー ト * の 民 が 無頓着 


ーー 
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E 配 だ っ た の に 、 子 供 


を 授かる と 言わ れ て 驚い た た め 」 な ど 、 諸 説 あ る (アッ ニタ バリ ー6:4371-4373 参照 )。 


ww 


た 


ここ で の 「 我 が 災い よ 」 は 、 和 驚 (お どろ ) き や 否 認 の 気持 ち を 表す (前 掲 書 6 : 4376 参照)。 


この 「 議 論 」 は 、 天 使 * た ち が 滅 ほそ うと し て いる 町 の 中 に いる 、 信 仰 者 た ちの 処遇 (し ょ 
ぐう ) に つい て の も の 。 児 昧 章 32 も 参照 (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:335 参照 )。 


11. フー ド 章 447 ぷら どい 

75. 本 当 に イブ ラー ヒー こそ は 質 容 な 者 、 Sl 
哀願 する 者 !、 よ く Ng ッ ラ ー* に 悔 惜 し て) 
立ち 返る 者 で ある 。 

76. (天使 * た ち は 言っ た 。 ) 「 イ ブラ ー ヒ ー ム | ke あっ 
2 に これ * か ら 身 を 引く の だ 。 本 当 に あな DI OI a 
a 命令 は 確か に : 到来 し た の で あ 

、 彼ら に は まさ し く 、 防ぐ こと の 出来 な 
の の 3 

が が そし て われ ら * の 使い た ち が ( や は り 人 間 の I EIDE 
姿 で ) ルー ト "を 訪れ た 時 、 彼 は 彼ら (の NN I IR JC た る 
来訪 ) ゆえ に 気 が 滅 入り 、 心 昔 し く な っ た 。 

彼 は 言っ た 。 「 こ れ は 大 変 な 日 だ 」。3 
78. そし て 彼 (ルー ト ? の 民 が 、 彼 の も と に Oo ちら も 


急 き 立 て らち られ る よう に し て や っ て 来 た 。 
彼ら は (天使 * た ちの 訪問 ) 以前 、 悪行 ( 男 
色 ) を 働い て いた の だ 。 彼 (ルート? や) は 


言っ た 。 「 我 が 民 よ 、 こ れ ら の 者 た ち は 
私 の 娘 # で ある (か ら 、 望 む な ら 結婚 せ 
よ ) o 彼女 ら の 方 が 、 あな た 方 に と っ て 


清浄 な の だ 。 な ら ば ア ッ ラ ー* を 長 れ * 
a と で 私 を 辱 め る の で は な 

ヽ 。 一体 あな た 方 の 中 に 、 ま と も な 者 は 
DD 


1 


2 


ww 


と いう (アル = バ ガ ウ ィ ー2:458 参照 )。 彼 と その 民 の 間 に 起 こっ た 


80-84、 詩人 た ち 章 160-175、 農 章 54.58、 曲 昧 章 28-35、 月 


「 衰 願 す る 者 」 に つい て は 、 悔 悟 章 


114 の 訳注 を 参照 。 
「 こ れ 」 と は 、 天 使 * た ちと の 議論 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 230 
ルー ト * の 民 は 男色 癖 で 知ら れ て いた 。 天使 * た ち 


42 


2 
ES 


参照 )。 


は 美しい 容姿 の 人 間 の 姿 を 借り 、 か つ 芳 


(か ぐ わ ) し い 香 り を 漂わ も せ て いた た め 、 ルー ト * は 彼ら に 災難 が 起こ る こと を 恐れ た の だ 


アル = ヒジ ュ ル 章 61-77、 


章 33-40 も 参照 。 


選 


預言 者 * は 自分 の 


同体 に お ける 、 父 


< 親 の よう な 存在 で ある 。 


< 話 に つい て は 、 高 壁 章 


こと うし た 理由 か ら 、 そ の 女性 


た ち は 「 私 の 娘 」 と 表現 され た の だ と され る ( ム ヤ ッ サ ル 230 頁 参 照 )。 


11. フー ド 章 448 > ぷり ー い 

79. 彼ら ( 民 ) は 言っ た 。「 あ な た の 娘 た ち Fr CEL EE 
へ の 用 な ど 私 た ち に な いこ と は 、 と っ く OY 
に 知っ て いる は ず だ 。 そ し て 本 当 に あな 
た は 、 私 た ち が 求 め る も の を 、 ま さ に 知 
っ て いる 」。 

80. 彼 (ルー ト や は 言っ た 。「 も し 私 に 、 あ 放 ICE ば 2NRMHNE 
な た 方 に 対す る 力 が あっ た な ら 。 あ る い Da 
は 、 力 強い 支持 者 に 身 を 寄せ る こと が 出 
来 た な ら 」。 

81. 彼ら (天使 * た ち ) は 言っ た 。「 ル ー ト * | 502335 和 も 多 先 人 
よ 、 実 に 私 た ち は 、 あ な た の 主 * の 御 使い | kzJdkzebad 
な の だ 。 彼ら が (害悪 を も っ て ) 、 あ な Fe a 
た に 触れ る こと は な い 。 ゆ え に 夜 が 更け ES EC 
て か ら 、 あ な た の 家族 と 共に (町 ! を ) 出 あこ る だ 人 が 
発せ よ 。 そ し て あな た 方 の 誰 一 人 と し て 、 2 
(後ろ を ) 振り 向い て は な ら な い 。 但 し 、 
あな た の 妻 は 別 で ある 。 本 当 に 、 彼 ら に 職 
りか か る も の (懲罰) が 、 彼女 に (も ) 降 
りか か る の だ か ら 。 実に 彼ら の 約束 の 時 
は 、 早 朝 で ある 。 一 体 、 早 朝 は 間近 な の 
で は な いか ?」 

82. そ し て (ルー ト * の 民 を 滅ぼす と いう ) われ | CGE EES 
ら * の 命令 が 到来 し た 時 、 わ れ ら * は それ | pee CE 
(町 ) を 逆さ ま に (ひっ くり 返 ) し 、 そ の | Os 


上 に 、 積 み 重 な っ た 2 (重い) 泥 土 か ら な る 
石 を 降ら せ た 。 


_ 


町 の 名 は サド ー ム (ソドム ) で ある 、 と 言わ れる 。 ま た 町 は 一 つ だ け で は な く 五 つ あ 


り 、 そ の 中 で も サド ー ム が 最大 の 町 で あっ た と され る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:340-341 
参照 )。 


to 


参照 )。 


ほか に も 「 次 々 と 連続 する 」「 一 列 に な っ た 」 と いう 解釈 も ある (アル テク ルト ウゥ ビー9:83 


11. フー ド 章 449 > ぷら どー 

83. 主 * の 御 許 で 、 印 が 付け られ た ( 石 を ) 。 の と PV の チャ 
それ は (クラ イシ ュ 族 * の 不信 仰 者 * と いう ) ON 
不正 * 者 た ちか ら 、 遠 いわ け で は な い 2。 

84。 ま た マ ド ッ ヤン * (の 民 ) に は 、 その 同胞 シ | 6 bs 
ュ ア イプ * を ( 貴 わ し た ) 。 彼 は 言っ た 。 「 我 EA 
が 民 よ 、 ア ッ ラ ー* (の み ) を 崇拝 * せ よ 。 CR 
め な た に な か れ の 外 、 瞳 すべ きも の な 3 EI I 
ど な い の だ か ら 。 そし て 井 と 行 3 を 減じ (、 うう 

Dip 
不正 * を 働い ) て は な ら な い 。 私 は あな た 方 
が 豊か な の を 目 に し て いる が 、 本 当 に 私 は 
あな た 方 に 対し 、 (あな た 方 を ) 八方 ふさ 
が り に する 日 の 懲罰 * (が 降り か か る の ) 
を 怖 れ て いる の だ か ら 。 

85. 我 が 民 よ 、 そし て 井 と 衝 (の 測量 ) を 公 SIE NS 
正 さ で も っ て 全う する の だ 。 人 々 に 対し 、 NE 
彼ら の も の (権利 ) を 損ね た り 、 腐敗 * を 働 SO TBN IE 
く 者 と な っ て 、 地 上 で 退廃 を 広め た り し て 
は な ら な い 。 

86. アッ ラー* が 残さ れ た 物 * の 方 が 、 あ な た 方 | ニッ ジ に と AA る 


に と っ て より 善い の で ある 。 も し 、 あな た 
方 が (本当に ) 信仰 者 な の で あれ は 、 だ が 。 
そし て 私 は 、 あ な た 方 へ の 監視 役 な ど で 
は な い 」。 


jas 


それ が 命中 する 者 の 名 前 が 記さ れ て いた の だ 、 


参照 )。 


2 この 「 遠 いわ け で は な い 」 に は 、「 ア ラビ ア 半 島 か ら ル ー ト * の 町 まで は 、 地 理 的 に 遠く な 


い 」「 彼 ら に 起こ っ た こと は 、 


は な い 、 と いう 
3 「 井 と 租 」 に つい て は 、 家 畜 章 152 の 訳注 を 参照 。 


4 これ は 来世 の 懲罰 と も 、 現 ] 


wn 


く 、 笠 を 正 し た 後に 、 


「 ア ッ ラ ー* が 残さ れ た 物 」 と は 、 不当 


合法 な 稼ぎ と し て 手 


6 この 「 監 視 役 」 に つい て は 、 婦 人 章 80 の 訳注 も 参照 。 


Os 


と いう 説 も ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:340 


彼ら と 同様 の 不信 仰 者 * た ち に 対し て 、 起 こり 得 な いこ と で 
警告 の 意味 」 と いっ た 解釈 が ある (アッ ニシ ャ ン キ ー テ ィ ー2:193 参照 )。 


紀 の そ れ で ある と も 言わ れる (アル テク ルト ゥ ピー9285-86 参照 )。 


に 笠 を ご び ま か し て 得 た 非 合 法 な 稼 (か せ ) ぎ で は な 
許 に 残っ た 物 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 231 


参照)。 


ュ グ 


11. フー ド 章 450 ぷら" 

87. 彼ら ( 民 ) は 、 言 っ た 。「 シ ュ ア イブ * よ 、| EE i se 
あな た の (常々 行っ て いる ) 礼拝 ! が 、 私 た CE Ik ZC 
ちの ご 先祖 様 が 崇め る も の 2 や 、 私 た ち が 自 3 


88. 彼 シュア イブ は 言っ た 。 「 我 が 民 よ 、 


89. 我 が 民 よ 、 私 へ の 反目 の せい で 、 ヌ ー フ * 


90. そ し て あな た 方 の 主 * に お 赦し を を い 、 それ 


分 た ちの 財産 に お いて 好き 勝手 に 振舞 う 
こと を 私 た ち が 放 棄 す る よう 、 あな た に 命 
じ て い る の か ? 本 当 に あな た と いう 人 
は 、 寛大 な お 方 、 まとも な お 方 だ 3」。 


言っ て みよ 、 、 私 が 我 が 主 * か ら の 明 証 * に 依拠 
し 、 そ の 御 許 か ら の 善き 糧 を 授かっ て いる 
と いう の に (、 ど うし て 私 が アッ ラー* の 命 
に 背 こ うか ) ? そし て 私 は 、 自 分 が あな た 
方 に 禁じ る こと に お いて 、 自 ら 違 反する つ 
も り は な い 。 私 は 自分 の 出来 る 限り 、 ( あ 
な た 方 を ) 改善 し た い だ け な の だ か ら 。 そ 
し て 私 の 成功 は 、 アッ ラー* の み に か か っ て 
いる 。 i か EC 全て を 委ね *、 か れ に 
こそ ( 悔 悟 し て 不断 に ) 立ち 返る の だ 。 


の 民 、 フ ー ド * の 民 、 サ ー リ フ * の 民 に 降り 
か か っ た よう な も の を 、 自 分 た ち に 降り か 
か ら せ て は 、 絶対 に な ら な い 。 ルー ト * の 民 
は 、 あ な た 方 か ら 遠 いら わけ で は な い の だ 。 


か ら か れ に 悔 悟 せよ 。 本 当 に 我 が 主 * は 、 慈 
愛 深い * お 方 、 窟 愛 深い * お 方 な の だ か ら 」。 


= 


sl 


ww 


た 


[1 


この 「 あ な た の 礼拝 」 に は 、 文 字 通 り の 意味 の ほか に も 、 


2 まそ うっ に < うう の 505 


ンー メダ ーー 


4 EDT うろ 
( 


に 3 5 
の 3 の おば の NE 
あー ラル ルク 


で イッ ララ 


1 PA ICO の の と 


OE 


「 あ な た が 読ん で いる も の 」「 あ 


な た の 宗教 」「 あ な た の 信徒 」 と いっ た 解釈 も ある (アッ = ニシ ャ ウ カ ー ニ ー2:721 参照 )。 
つま り 、 偶 像 や 彫像 (ちょ う ぞ う ) の こと ( ム ヤ ッ サ ル 231 頁 参 照 )。 


これ は 、 喘 笑 (ちょ うし ょ う ) 的 な 意味 合い の 言葉 (前 掲 
と の 「 明 証 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *28 の 訳注 を 参照 。 
この 「 遠 いわ け で は な い 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *83 の 訳注 


書 、 同 頁 参 照 )。 


を 参照 
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451 


> ぬら - ハ 


91. 


92. 


93. 


94. 


. フ ー ド 音 
彼ら ( 民 ) は 、 言 っ た 。「 シ ュ ア イブ * よ 、 
私 た ち は あ な た の 言う こと の 多く が 分 か 


ら な いし 、 本 当 に 私 た ち は ま さ し く 、 あ な 
た が 私 た ちの 内 で 弱者 だ と 思う 。 ま た 、 も 
し あな た の 身内 さえ いな けれ ば 、 あ な た を 
( 石 で ) 打ち 殺 及 し て や っ た ! の だ が 。 あな た 
は 、 私 た ち に と っ て 貴人 な ど で は な い 」。 


彼 (シュ アイ ブ *) は 言っ た 。「 我 が 民 よ 、 
一 体 ア ッ ラ ー* よ り も 私 の 身内 の 方 が 、 あ な 
OR 

ー*) の こと を 、 自分 た ちの 背後 に 放っ 
た ら か し に し て お き な が ら ? 本 当 に 邊 
が 主 * は 、 あな た 方 の 行う こと を 慈 く 包 且 
され る * お 方 。 


我 が 民 よ 、 あ な た 方 は 自分 た ちの や り 方 で 
(、 出 来る 限り の こと を ) 行う が よい 。 実 
に 私 も 、 (自分 > の や り 方 で ) 行 お う 。 あな 
た 方 は や が て 、 誰 の も と に 懲罰 が 訪れ て 、 
その 者 を 辱 め る こと に な る か 、 ま た 誰が 
中 つき か を 、 知る こと に な ろう 。 そ し て ( 自 
分 た ち に 何 が 起こ る か 、) 見 守っ て いる が 
よい 。 本当に 私 も 、 あ な た 方 と 共に 見 守る 
者 な の だ か ら 。 


そし て ( マ ド ゥ ヤ ン * を 滅ぼす と いう ) われ 
ら * の 命令 が 到来 し た 時 われ ら * は われ ら 
Me シュ アイ ブ * 

、 彼 と 共に 信仰 し た 者 た ち を 救い 出 し 
そし て 不正 * を 働い た 者 た ち を ( 電 く ) 
一 声 2 が 捉え る と 、 彼ら は 朝 、 自宅 で 笑っ 伏 
し て (死ん で ) いた 。 


1 


「 石 で 打ち 殺す 」 の ほか に 、 


9:91 参照 )。 


2 マ ド ゥ ヤ ン * を 滅ぼし た 第 


懲罰 に つい て は 、 


う タン ン 


se GG Chl 
SN A 6b 
あぁ っ し CO ds2 う 


ラン イレ 


(と フラ 


、58 NE 牧 
DER ODS, 


a > タ GP 55 
ie > io 
IM MP 1 が の ひ う 2 


OC 


タン ン 1 ラン ンー 


たち ッ スン 
WAN 


@3 a A> 


ーッ に タッ ン > る 


Ri 


「 由 (の の し ) る 」 と いう 解釈 も ある (アル = クル トゥ ビー 


詩人 た ち 章 189 の 訳注 を 参照 


11. フード 章 


452 


> ぬら - い 


95. 


96. 


97. 


98. 


99. 


100. 


彼ら は あたかも 、 そこ に 暮 ら し て は いな か 
っ た か の よう で あっ た !。 サ ムー ド * が 滅 に 
し た よう に 、 マ ド ゥ ヤ ン * に (も ) 滅亡 あれ 。 


また 、 わ れ ら * は 確か に ムー サー* を 、 わ 
れ ら * の 御 徴 と 紛れ も な き 証 拠 2 と 共に 遺 
わし た 。 


フィ ルアウ ン * と 、 そ の ( 民 の ) 有力 者 た 
ち に 。 そ れ で 彼ら ( 民 ) は 、 (それ を 信 
じ る の で は な い 、 と いう ) A 
の 命令 に 従っ た 。 フィ ルアウ ン * の 命令 

ど 。 真っ 当 な も の で は な い の に 。 


彼 (フィ ルアウ ン ) は な 復活 の 、 その 民 の 
先頭 を 切っ て 進み 、 彼 ら を (地獄 の ) 業 火 ( と 
いう 水 場 ) に 連行 する 5 (彼ら の ) 連行 先 
で ある 水 場 は 、 何 と 本 悪 で あろ うか 。 


また 彼ら は 、 こ れ (現世 ) と 復活 の 日 * に 
お いて 、 呪い に 付き ま と わ れ る 。 (彼ら 
に ) 授 けら れ た その 授かり 物 は 、 何と 醒 悪 
で あろ うか 。 


(使徒 * よ 、) それ は (われ ら * が 滅ぼし 
た ) 町 々 の 消息 の 一 部 で あり 、 わ れ ら * 
が あな た に 語り 聞か せる も の 。 そ の 中 に 
は (まだ 痕跡 の ) 残っ て いる も の も あれ 
ば 、 ( 応 形 も な く ) 壌 滅 さ せら れ た も の 


も ある 。 


IN) 


と 


の な い 奇 跡 、 あ る い は その 


訳注 も 参照 


ググ So 


の 「 御 徴 」 は 、 ト ー ラ ー*、 


ー3:258 参照 )。 


「 連 行 す る 」 と 訳し た 諸 
いる 。 本 来 、 喉 の 湯 き を 癒 (いや ) す た め に 先導 する 者 が 、 
の 短 熱 (し ゃ くね つ ) へ と 導い て いる 、 と いう 修辞 的 指 


「 ア ウラ ダ 」 に は 、 そ も そ も 


CGI i 


OTe 
DE MG 5 


I I GN 
る 


Er SP rT 
Ey 


の ルン 


うじ じ , 


ある い は 数 々 の 奇跡 。「 紛 れ も な き 証 拠 」 と は 、 議 論 の 余地 
1 で も 、 特 に 杖 の こと を 指す と 言わ れる (アル = バイ ダー ウィ 


「 水 場 へ と 導く 」 と いう 意味 が 含ま れ て 


分 に 従う 者 た ち を 、 そ れ と は 逆 


写 (アッ = テラー ズィー6.394 参照 )。 


11. フー ド 章 453 > ぷら どー 


101.、 そし て 、 わ れ ら * が 彼ら に 不正 * を 働い た の | に 所 2 0 
で は な い 。 し か し 彼ら が 、 (シル ク * と 地上 
で 腐敗 * を 働く と と で 、) 自分 自身 に 不正 * 
を 働い た の で ある 。 (彼ら の 窟 罰 と いう ) 
あな た の 主 * の ご 命 命令 カ 到来 し た 時 、 彼ら が 
アッ ラー* を 差 し お いて 祈っ て いる 彼ら の 
NG 彼ら を 少し も 益 す る こと が な か っ 
た 。 そ し て それ ら は 彼ら に 、 破 滅 以外 の 何 
も 上 乗せ し て は くれ な か っ た の で ある 。 


102。 そ し て 不正 ? を 働く 町 々 (の 民 ) を ( 得 六 | あら Sao3Ela55 
で ) 捕え た 時 の 、 あ な た の 主 * の 捕らえ 方 る 23 
も 、 (それ ら の 町 々 に 対す る それ と ) 同 
様 な の で ある 。 本 当 に か れ の 捕らえ 方 は 、 
痛烈 で 潜 ま じい 。 


103. 本当 に その 中 に は まさ し く 、 来 世 の 懲罰 | SOG 98 
を 居れ る 者 へ の 御 徴 が ある 。 それ は ( 清 CGT 
算 と 報い の ) その た め に 、 人 々 が 集め ら の 2 
れる 日 、 そ し て それ は ( 全 創 造物 に よっ 


て ) 立ち 会 われ る 日 な の だ 。 


104。 そ し て われ ら * は それ (復活 の 日 や を 、 ON 
決め られ た 期限 まで し か 、 先 延ばし に す 
る こと が な い 。 

105.、 い か な る 者 も 、 か れ (アッ ラー や の お 許 | > お 3UML 放 9t2 
し な くし て は 話す こと が な い *、 そ れ ( 復 DRE 
活 の 時 ) が 到来 する 日 。 彼 ら の 中 に は 不 
幸 な 者 も 、 和 幸福 な 者 3 も いる 


~~ 


LTE 
Ly PB も 20O め 


1 「 神 々 」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 

2 この 「 不 正 *| と は 、 ア ッ ラ ー* に 対す る 不信 仰 と 反抗 、 そ し て 使徒 * を 嘘つき 呼ば わり し た 
こと と ( ム ヤ ッ サ ル 233 頁 参 照 )。 

こと この 「 御 徴 」 は 、 教 訓 や 訓 戒 の こと と (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 

4 夜 の 旅 章 97 の 訳注 も 参照 。 

「 不 幸 な 者 」 と は 懲罰 を 受け る 者 で 、「 幸 福 な 者 」 と は 享楽 を 味わう 者 の こと (前 掲 書 、 同 
頁 参 照 )。 


ww 
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11. フー ド 章 454 > ぬり - い 
106. それ で (間違っ た 信仰 と 悪行 ゆえ 、 現 世 ENE 
で ) 不 辛 に な っ た 者 た ち と いえ ば 、 ( 地 あふ る スン 


107. 


獄 の ) 業火 の 中 に ある 。 そこ で は 人 彼ら に 、 
(その 苦し みゆ え の ) 大 き な 串 き 声 と 中 
ぎ 声 ! が ある 。 


諸 天 と 大 地 が 続 く 限 り へ 永遠 に そこ と に 劉 


まる 。 但し 、 あな た の 壮 * が お 望み に な っ 0 35 つも 2 
た こと ? は 別 だ が 。 本 当 に (使徒 * よ 、) あ あれ ちょ 
な た の 主 * は 、 か れ が お 望み に な る こと を 

決行 され る の だ 。 

108. また 幸福 な 者 た ち は と いえ ば 、 天 国 の 中 | の EU 
に ある 。 諸 大 と 大 地 が 続く 限り *、 永 遠 に NCS eR 
そこ に 留まる 。 但 し 、 あ な た の 主 * が お 望 0236 は Pi 
み に な っ た こと ? は 別 だ が 。 (アッ ラー* 

は ) 途絶 ん る こと の な い 賜 物 (を 、 彼 ら 
幸福 な 者 た ち に お 与え に な る ) o 

109.、 な ら ば ( 便 徒 * よ ) 、 あ な た は (シル ク * PTE 
の 徒 で ある ) これ ら の 者 た ち が 岩 め る も Ck EC 
の (の 無 意 味 さ ) を 、 疑わ し く 思 っ て は OL 
な ら な い 。 彼 ら は 、 過 去 に 自分 た ちの 先 

1 「 大 き な 串 き 声 と 喘ぎ 声 」 と 訳し た 原語 の 解釈 に つい て は 、「 胸 か ら 出す 声 と 、 喉 か ら 出す 

声 」「 ロ バ の 鳴き 声 の 最初 の 部 分 に あたる も の と 、 最 後 の 部 分 に あたる も の 」「 息 を 吐き 出 


音 と 、 吸 い 込 む 音 」 など 多 説 ある が 、 


ル テ ク ルト ウゥ ビー9:98-99 参照)。 


NN) 


「 諸 天 と 大 地 が 続く 限り 」 の 解釈 に は 、 1 
に お ける 諸 天 と 大 地 の こ と (イブ ラー ヒ 


カー スィ ミー9 : 3486 参照 )。 


の 


罪深い ムスリム * が 地獄 で 斬 (し ば ら ) く 江 され た 後 


入れ られ る こと ( ム ヤ ッ サ ル 233 頁 参照 )。 


た 


m 


の 


この 「 あ な た 」 に つい て は 、 睦 和牛 章 120 の 訳注 を 


ー ヤ *107 の 同様 の 表現 に つい て の 訳注 を 参照 。 
罪深い ムスリム * は まず 地獄 に 入り 、 
と (前 掲 書 


後に アッ ラー 


同 頁 参照 )。 


== 


i 


アツ フー 


参照 ( ム ヤ 


いずれ に せよ 悲し みや 苦し みゆ え の 声 で ある ( ア 


紀 


る アラ ゼア RN 


* の ご 意 


思 に よっ て 天国 に 


* の ご 意思 に よっ て 天国 に 入れ られ る こ 


ッ サ ル 234 頁 参 照 ) 


o 


IN 


11. フード 章 


455 ぷら どい 


110. 


111. 


祖 が 涯 め て いた よう に (偶像 を ) 崇め て 
いる に 過ぎ ず 、 本 当 に われ ら * は 必ず や 、 
彼ら の 取り 分 ! を 不足 な く 全 うし て や る 
の だ か ら 。 


また 、 われ ら * は 確か に 、 ムー サザ サー を に だ 
啓典 (トー グッ を 授け た 。 す る と 、 
そこ に お いて 異論 が 生じ (、 あ る 者 は 信 
じ 、 ある 者 は 信じ な か っ ) た 。 そし て 
(使徒 よ ) 、 も し (彼ら に 対す る 徐 前 を 
猫 予 する 、 と いう ) あな た の 皇 * か ら の 先 
ん じ た 御 言葉 が な けれ な ば 、 彼ら の 間 に は 
裁決 < が 下さ れ て し まっ た で あろ う 。 そ 
し て 本 当 に 彼ら (不信 仰 者 * た ち ) は そ 
れ (クル ア ー ン や に 対し て 、 大 き な を 疑惑 
の 真っ 只 1 に ある の だ 。 


(使徒 * よ 、 ) 本 当 に 全て の 者 に 対し 、 あ 
な た の 主 * は 必ず や 、 そ の 行い に お 報い に 
な る の で ある 。 本 当 に か れ は 、 彼 ら が 行 
うこ と に 通 暁 さ れる お 方 な の だ か ら 。 


(預言 者 * よ 、 ) あな た が 命じ られ た よう 
に 、 確 固 と し て あれ 3。 そ し て 、 あ な た と 

共に 悔 悟 し た 者 も (確固 と し て あれ ) 。 
また (アッ ラー* の 法 と いう 境界 線 を 、) 
踏み 越え て は な ら な い 。 本 当 に か れ は 、 

あな た 方 の 行う こと (全て ) を ご 覧 に な 
る お 方 な の だ か ら 。 


と いっ た 諸説 が ある (アル テク ルト ゥ ピー9:103 参照 )。 
2 「 裁 決 を 下さ れる 」 に つい て は 、 ユ ー ヌ ス * 章 19 の 訳注 


3 アッ ラー* の 教え と その 実践 、 そ し て 人 々 を そこ へ と 招く こと に お いて 確固 と し て あれ 、 と 
いう 意味 で ある と され る (アル テバ ガウ ィ ー2.:468 参照 )。 


TG RIAAGRE 
© SR 


ER I ン ン ン を ン っ を 
ああ の 6 の 5 らい ょ 2 へ の 2 
2 0 

和久 38 OUFN 1 


1 この 「 取 り 分 」 の 解釈 に は 、「( 現 世 で の ) 糧 」「 懲 罰 」「 善 と 悪 に た いし て 約束 され た 報い 」 


を 参照 。 


11. フー ド 章 456 > ぷら どー 
ii3. そし て 不正 * を 働い た 者 (不信 仰 者 ? た 人 AM 
ち に 同調 し 、 それ ゆえ に (地獄 の ) 業火 が Sa 
I の っ CC 

。 あな た 方 に は ア ッ ラ ー* の 外 、 いか な 
内 (地獄 に 入っ た ) その 
後に は (そこ か ら ) 助け られ る こと も な 


い の だ 。 
114 (預言 者 * よ 、) 昼 の 両端 と 夜 の 一 部 | 5 
、 礼 拝 を 遵守 せよ *。 本 当 に 善行 は 、 ENG NRN 
0 それ は 教訓 を DN GE 3⑳5 


得る 者 た ち に と っ て の 、 教 誕 で ある 。 
115. そし て 忍耐 * せ よ 。 本 当 に の 
立 を 尽く す 者 3 た ちの 褒美 を 無駄 に は され 
な い の だ か ら 。 
116. どう し て 、 あな た 方 以前 の 幾つ も の 世代 EC Cp 
に は 、 地 上 で の 腐敗 * を 禁じ る 善き 名 残 を NF oN El PE A 


工 


有 し た 者 * た ちがい な か っ た の か ? われ < RI i 
ら * が 彼ら (不信 仰 の 民 * ) か ら 救 い 出 し 
だ 僅か な 者 た ち を 除い て は (: 
うな 者 た ち は い な か っ た の で ある ) 。 

し て 不正 "を 動い た 者 た ち は 、 の 
楽 と いう ) 与え られ た 交 沢 を 追求 し た の 
で あり 、 罪悪 者 だ っ た の だ 。 


1 「 昼 の 両端 」 に は 「 フ ァ ジ ュ ル * と 、 ズ フル * 及 び ア スル *」「 フ ァ ジ ュ ル * と マグ リブ ま *」「 フ 
ァ ジ ュ ル * と アス ル *」 な どの 諸説 が ある 。「 夜 の 一 部 」 に は 「 イ シャ ー ウ ゥ *」「 マ グリ ブ * と 
イシ ャ ー ウ *」「 マ グリ ブ * と イシ ャ ー ウ * と ファ ジュ ル *」 と いっ た 諸説 が あめ る (アル = クル 
トゥ ビー9:109-110 参照 )。 

2 礼拝 は 善行 の 中 で も 最たる も の で ある が 、 こ こと で の 「 善 行 」 は 全て の 善行 で 、「 悪 行 」 は 大 
俳 * 以 外 の も の で ある 、 と され る (イブ ン ・ ア ティ ー ャ 3:213 参照 )。 


「 療 を 尽く す 者 」 に つい て は 、 蜜蜂 章 128 の 訳注 を 参照 。 


「 善 き 名 残 を 有 し た 者 た ち 」 と は 、 アッ ラー* へ の 従順 さ 、 宗教 性 、 知性 、 華 眼 (けい が ん ) 
を 備え た 者 の こと と され る (アル テク ルト ウゥ ビー9:113 参照 )。 
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た 


11. フード 章 


457 


117. 


118. 


119. 


120. 


(使徒 * よ 、) あな た の 主 * は 、 そ の 住民 
が 改善 者 で ある 時 に 、 町 々 を 不正 ! ゆ え に 
滅ぼさ れ た り は し な い 。 3 


も し あな た の 主 * が お 望み だ っ た な ら 、 
人 々 を (イス ラー ム * の も と に ) 一 つの 共 
同体 と され た で あろ う 。 (だ が 、 ア ッ ラ 
ー* は 英知 ゆえ に そう は され な か っ た の 

で あり 、) 彼ら は 未だ 、 (宗教 に お いて ) 
分 裂 し て いる の で ある 。 


伯 し 、 あ な た の 主 * が ご 慈悲 を か けら れ (、 
アッ ラー* を 信仰 し 、 使 徒 * に 従っ ) た 者 
は 、 そ の 限り で は な い 。 そ れ * ゆ え に か れ 
は 、 彼 ら を 創造 され た の で ある 。 そ し て 「 わ 
れ は 必ず や 、 (信仰 し な か っ た ) 全て の 
ジン * と 人 間 で 、 地 獄 を 満た す の だ 」 と い 
う 、 あな た の 主 * の 御 言 葉 は 確定 し た の だ 。 


そし て (使徒 * よ ) 、 わ れ ら * は 便 徒 た ち 
の 消息 の 内 か ら あ な た に (、 あ な た が 必 
要 と する ) 全て を 、 つ まり それ に よっ て 、 
われ ら * が あな た の 心 を 駆 園 に する も の 
を 語り 聞か せよ う 。 あな た に は 、 この ( ス 
ー ラ * の ) 中 で 、 真理 と 訓 成 、 信 仰 者 に と 
っ て の 教訓 が 到来 し た の だ 。 


1 ここ で の 「 不 正 
る と され る 。 ある 学者 ら は この アー ヤ * か ら 、 


ライン ン テン イン マン ララ ン ン ーー 
TO I I SR 
ンタ ン ン 


2 oi TI 


Sn OY 


LN EY 
モー ン スイ ン ン シン の 
RC 


OAS 


*」 は 、 シ ルク * と 不信 仰 、 は 、 人 々 が お 互い の 権利 を 守る こと で あ 
アッ ラー* は 不信 仰 者 * の 社会 で も 社会 不正 を 


働か な い 限 り 、 全 滅 は させ られ な い の だ 、 a し て いる (アッ = テラ ー ズ ィ 
ー6:410、 ア ル テ ク ルト ゥ ピー9:114 参照 )。 


いい 】 


この アー ヤ * は 「 不 


参照 。 


3 アッ ラー* の ご 慈悲 に よっ て 真理 を 知り 、 そ れ を 実践 し 、 そ こ に お いて 団結 し た 者 (アッ = 
サ ァ ディ ー392 参照 )。 


4 この 「 そ れ 」 が 何 を 指す か に つい て は 、①⑦ 分 裂 、② ご 慈悲 、 


(アッ テ タ バリ ー6:4453-4455 参照 )。 


E*」 の 文法 上 の 位置 づけ に より 、 別 の 解釈 も 可能 。 家 畜 章 131 の 訳注 


③ そ の 両方 、 と いう 説 が ある 
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> ぬら ーー い 


2 


122. 


123. 


(使徒 * よ 、) 信仰 し な い 者 た ち に 、 ( こ 
う ) 言え 。「 あ な た 方 は 自分 た ちの や り 
方 で (、 出 来る 限り の こと を ) 行う が よ 
い 。 実に 私 た ち も 、 (自分 た ちの や り 方 
で ) 行 お う 。 

そし て (、 私 た ちの 結末 を ) 待つ が よい 。 
本 当 に 私 た ち も 、 (あな た 方 の 結末 を ) 
待っ て いる の だ か ら 」 。 


ア ッ ラ ー* に こそ 、 諸 天 と 大 地 に お ける 
不可 視 の 世界 * (に 関す る 知識 ) は 属し 、 
か れ に こそ 、 物 事 は 万 事 帰 され る 。 な ら 
ば 、 か れ を 上 拝 * し 、 か れ に 全て を 委ね * 
よ 。 そ し て あな た の 主 * は 、 あ な た 方 が 行 
うこ と に 、 無 頓 着 な お 方 で は あら れ な い 。 


IAIN 
DD) ORR 


12. ユー ス フ 章 


慈 圧 あ まね く * 此 愛 深き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 
アリ フ ・ ラ ー ム ・ ラ ー?。 そ れ は 、 解 明 する 啓典 
の 御 復 (アー ヤツ 。 
本 当 に われ ら * は それ を 、 あ な た 方 が (その 
わき ま 
意味 を ) 弁 え る べく 、 ア ラビ ア 語 の クル ア 
ー ン * ど し て 下 し た 。 


(使徒 * よ 、) われ ら * は この クル アー ン * を 
あな た に 啓示 する こと で 、 あ な た に 最良 の 


物語 話し て 聞か せる 。 実 に あな た は それ 
以前 、 (この よう な 話 に は 、) 無頓着 な 者 


の 類 い だ っ た の だ が 。 


ユー ス フ * が 、 自 分 の 父親 (ヤァ クー ブ *) に 
(こう ) 言っ た 時 の と と 。「 お 父さん 、 本 
当 に 私 は ( 夢 で ) 十 一 個 の 星 と 、 太 陽 と 、 
月 を 見 まし た 。 私 は か れ ら * が 、 私 に サジ タダ * 
する の を 見 た の で す 」。 
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マッ カ * 啓 示 で 学者 間 の 見 解 は 、 ほ ぼ 一 致 。 預言 者 * ユ ー ス フ * の 物語 が 主題 で ある こと か ら 、 
彼 の 名 が スー ラ * 名 と な っ て いる 。 ユ ー ス フ * と ヤァ クー ブ * が 信仰 心 、 忍 耐 * 心 、 英 知 、 四 
大 さと 共に 度 (た び ) 重なる 試練 に 立ち 向かい 、 最 後に は 成功 を 勝ち 取る 話 が 描か われ て い 
る 。 こと の 話 は 、 マ ッ カ * 時 代 の 苦境 に あっ た 預言 者 : ム ハン マ ド * と その 信徒 た ち に 対す る 大 
き な 慰 (な ぐさ ) め と な り 、 彼 ら を 抑圧 し て いた 不信 仰 者 * に 対し て は 厳 (きび ) し い 和 警告 


と 悔 司 (か い ご ) の 勧告 と な っ た 。 


これ ら の 文字 に つい て は 、 頻出 名 ・ 用 語 解説 「 ク タル アー ン の 冒頭 に 現れ る 文字 群 」 を 参照 。 


「 解 明 す る 啓 
を 解明 する 啓 
「 


1」 と は 、 正 し い 導 き を 始め 、 物 事 の 合法 性 や 非 合 法 性 な ど 、 あ ら ゆ る こと 
1、 つ まり クル アー ン * の こと (アッ = テ タ バリ ー6:4461-4462 参照 )。 
サジ ダ *」 と いう 、 知 力 を 備え た 存在 の 行為 ゆえ 、 こ れ ら の 物質 が 「 か れ ら 」 と 表現 され 


て いる (アル テバ ガウ ィ ー2.475 参照 )。 ま た 、 十 一 個 の 昨 は ユー ス フ * の 見 弟 を 、 太 陽 と 
月 は 彼 の 両親 を 暗示 し て いる と 言わ れる 。 詳 し く は アー ヤ *\*100 を 参照 (イブ ン ・ カ スィ ー 


ル 4 : 369 参照 )。 


12. ユー ス フ 章 460 ug ys ーW 

5. 彼 ( ヤ ァ ク ー ブ う は 、 言 っ た 。「 我 が 息子 3 FN 
よ 、 お 前 の 夢 を 兄さん た ち に 話し て は な ら ocMREGN 1 
な い 。 そ うす れ ば 彼ら は 、 お 前 に 悪 だ くみ る な 3 
を する 。 本当に シャ イタ ー ン * は 、 人 間 へ の _ 
紛れ も な い 敵 な の だ か ら 。 

6. そし て (、 お 前 に 正夢 を 見 せ て 下さ っ た の SR EILEEN 
と ) 同様 に 、 ね 前 の 主 * は お 前 を 選び 抜か れ kk, I 
お 前 に 話 の 解釈 を お 教え に な り 、 お 前 と ヤ 2 LA CR 

ァ ク ー ブ * の 一 族 に そ の 恩恵 を 全う され る 。 OD Rb | 
ちょ うど か れ が 以前 、 お 前 の 二 人 の 祖 イ ブ 
ラー ヒー ム * と イス ハー ク "に 対し て それ を 
全う され た よう に 。 本 当 に お 前 の 主 * は 、 全 
知 者 、 英 知 あ ふれ る * お 方 」。 

7.。 ユ ー ス フ * と その 兄弟 (の 間 に 起 きた 話 ) に | る asb 96533 
は 、 確 か に (それ に つい て ) 尋ね る 者 た ち oN 
に と っ て の 御 徴 ? が あっ た 。 - 

8. 彼ら (ユー ス フ * の 兄たち ) が (密談 し て 、 2 も AU 
こう ) 言っ た 時 の こと (を 思い 起こ せ ) 。 | ④、 ム 36 を 2 
「 本 当 に ユー ス フ * と あい つの 弟 3 は 、 私 た ち 
より も お 父さん に 愛さ れ て いる 。 私 た ち は 
多勢 で も る と いう の に 。 本 当 に お 父 < さん は 
全く 、 紛 れ も な い 迷 亡 の 中 に お られ る 。 

9. ユ ー ス フ * を 殺し て し まえ 。 そ れ か 、 (どこ RN GS 
か 辺 部 な ) 土地 に 放り 投げ て し まえ 。 ( そ 1 
うす れ ば 、) お 父さん の 顔 は あな た 方 だ け あこ らい ンタ 


に 向け られ る し 、 あ な た 方 は その 後 で 正 し 
い 民 と な る *! の だ 」。 


sl 


w 


た 


「 話 の 解釈 」 と は 夢 の 解釈 の こと で ある と され る が 、 


この 「 御 徴 」 と は 、 


少 で 、 彼 ら と は 母親 を 異 に し て いた と いう (イブ ン ・ 
アッ ラー* に 悔 悟 し 、 そ の 罪 の お 赦し を 選 う 


夢 だ け で は な くも っ と 広い 範 
択 能 力 の こと で ある 、 と も 言わ れる (イブ ン ・ ア ティ ー ヤ 3:220 参照 )。 


アッ ラー* の 御 力 と 英知 を 示す 証拠 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 236 真 参照)。 


a ヤミ ン )。 この 二 人 は 他 の 十 人 の 兄たち より も 年 
アテ ィ ー ヤ 3:221 参照 )。 


、 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 236 頁 参 照 )。 


の 解 


12. ユー ス フ 章 
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10. 


11. 


2 


13. 


14. 


15. 


彼ら の 内 の ある 者 が 、 言 っ た 。「 ユ ー ス フ 
* を 殺さ ず 、 井 戸 の 奥底 に 投げ 入れ て し ま 
(そう すれ ば 、 旅行 中 の ) 通行 人 た ち 
、 あ いつ を 拾っ て くれ る だ ろう 。 も し 、 
a だ が 」。 


(そう する こと を 決定 し た 後 、) 彼ら は 言 
っ た 。「 お 父さん 、 あ な た が 私 た ち に ユー 
ス フ * を 任せ て 下さ ら な い の は 、 ど うい うわ 
け で すか ? 本 当 に 私 た ち は 、 彼 に 対し て 
実に 親身 で す の に 。 


彼 を 明日 、 私 た ちと 一 緒 に (遊牧 地 へ ) 送 
っ て 下さ い 。 (そう すれ は ば ) は 拉 角 し 、 
遊ぶ で し ょ う 。 本 当 に 私 た ち は 、 ま さ し く 
彼 の 保護 者 な の で す 」。 


彼 ( ヤ アク ー ブ や ) は 言っ た 。「 本 当 に 私 は 、 
お 前 た ち が 彼 を 連れ て 行く こと が ひど く 
悲し い 。 そし て お 前 た ち が 彼 に 不 注意 に な 
っ て いる 時 に 、 狼 が 彼 を 食べ て し まう の 
で は な いか と 怖 れ て いる の だ 」 o 


彼ら は 言っ た 。「 私 た ち は 多勢 で ある と い 
う の に 、 も し も 狼 が 彼 を 食べ て し まう こ 
と が あれ ば 、 本 当 に その 時 は 、 私 た ち は ま 
さ し く (役立た ず の ) 損失 者 で す 」。 


それ で 彼ら が 彼 (ユー ス フ *) を 連れ て 行き 、 
彼 を 井戸 の 奥底 に 投げ 入れ る こと で 一 致し 
た 時 (、 彼ら は それ を 実行 し た ) 0 われ ら * 
は 彼 (ユー ス フ ウ う に 、 (こう ) 啓示 し た 。 
「 あ な た は 必ず や (将来 ) 、 彼ら の (策謀 し 
た ) この 事 に つい て 、 彼 ら に 語り 聞か せる こ 


1 


「 満 喫 ( ラ トゥ ウ )」 と は 語 
食べ 、 遊 び 、 羽 を 


講 源 的 に 、 「 快 楽 を 十分 に 味わう こと 」 で あり 、 こ 
ば すこ と を 指す (アル テバ ガウ ィ ー2:479 参照 )。 
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こと こ で は 楽し み 、 
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この の 6) の WV 


16. 


17. 


18. 


19. 


と に な ろう 。 彼ら は (その 時 、 あ な た が ユー 
ス フ * で ある こと に ) 気付 か な い の だ が 」。 


彼ら (ユー ス フ * の 兄たち ) は 夜 、 泣き な が 
ら 、 自 分 た ちの 父親 の も と に や っ て 来 た 。 


彼ら は 言っ た 。「 お 父さん 、 本 当 に 私 た ち 
は 競争 ! し に 行き 、 ユー ス フ * を 人 荷物 の 所 に 
残し て お きま し た 。 す る と 、 狼 が 彼 を 食 
べ て し まっ た の で す 。 あ な た は 私 た ちの こ 
と を 信用 し て は くれ な いで し ょ う 。 た と え 
私 た ち が 、 正 直 者 で あっ た と し て も 」。 


そし て 彼ら は 、 偽物 の 血 の 付い た 彼 の 上 着 を 
持っ て 来 た ?。 彼 (ヤァ クー ブツ は 言っ た 。 
「 い や 、 お 前 た ち 自 身 の 心 が (その 本 悪 な ) 
事 を 、 お 前 た ち に 惑わ も せ て 促 し た の で ある 。 
( 我 が 妨 耐 * は 、) よき 忍耐 3。 アッ ラー* ( こ 
そ ) は 、 お 前 た ちの 言う こと に 対し て (私 か 
ら ) 援助 を を われ る べき お 方 で ある 」。 


こう し て (井戸 に 、 旅 行 の) 通行 人 た ち 
4 が や っ て 来 た 。 彼ら は 水流 み の 者 を (井戸 
に ) や り 、 彼 は その 水 桶 を (井戸 の 中 に ) 
垂 ら し た 。 (そし て ユー ス フ * が それ に 掴ま 
っ て 井戸 の 外 に 出 て くる と 、) 役 は 言っ た 。 
「 お お 、 吉報 よ ! これ は (素晴らし い ) 
男の子 だ 5」 。 彼ら は 彼 の こと を 、 商品 と し 
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彼ら は それ を 、 自 分 た ちの i 
と いう の も それ は 、 破 (や ぶ ) き 像 か れ て は いな か っ た か ら で あ る (前 掲 書 、 
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「 競 争 」 と は 、 か けっ こ や 弓 矢 で の 競争 の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 237 頁 参 照 )。 


E 直 さ の 証拠 と し た か っ た が 、 そ れ は 逆 に 彼ら へ の 反証 と な っ た 。 


同 頁 参照 )。 


「 よ き 忍 遼 *」 と は 、「 動 じ た り 、 不平 を 言っ た り せ ず に 忍耐 する こと 」( ア ル テ ク ルト ゥ ピ 
ー9:152 参照 ) で ある と され る 。 


2:481 参照 )。 


wn 


9:153 参照 )。 


マ ド ゥ ヤ ン * 方 面 か ら 、 エジプト へ と 向かう 旅行 者 た ち で あっ た と いう (アル テバ ガウ ィ ー 


アー ヤ *31 の 伝承 に も ある 通り 、 ユ ー ス フ * は 絶世 の 美男 子 だ っ た (アル = クル トゥ ビー 


12. ユー ス フ 章 463 ug 8s 
て 秘密 に し た !。 ア ッ i 
ス フ * に 対し て ) 行う こと を 、 ご 存 知 の お 方 
で あら れる 。 

20. また 、 彼ら ? は 僅か な 値 で 、 つま り 数 える ほ DS 
どの ディ ル ハ ム 3 で 、 彼 を 売り 払っ た 。 彼ら OTN Es 


21. 


は 、 彼 に 関し て 無欲 な 者 た ち だ っ た の だ 。 


(旅行 者 ら は エジプト で ユー ス フ * を 売っ 
た が 、) 彼 を 買っ た エジプト 出身 の 者 は 、 
自分 ) の 妻 に 言っ た 。 「 彼 の 有 寺 過 を 、 よく 気 
遣っ て や りな さい 。 彼 は 私 た ちの 役に立つ 
か も し れ な いし 、 ま た 私 た ち は 彼 を 子供 の 
代わ り に する か も し れ な い の だ か ら 」。 そ 
の よう に 、 わ れ ら * は ユー ス フ * に ( エ ジ プ 
ト の ) その 地 で 、 催 天 た る 地位 を 授け た 
そし て (それ は 、) われ ら * が 彼 に 、 話 の 解 
釈 6 を 教え ん る た めで あっ た 。 ア ッ ラ ー* は 、 

事 を 決行 され る お 方 7 で あら れる 。 し か し 多 
く の 人 々 は 、 (それ が ) 分 か ら な い の だ 。 
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ww 
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「 商 品 」 と は 、 奴隷 * と し て の 商品 の こと 。 


で 買っ た も の だ 、 


水流 み の 者 と その 仲間 た ち は 自 分 た ちの 分 け 前 
が 減ら ぬ よ う 、 商 人 で ある 他 の 旅行 者 た ち に 対し 、 ユー ス フ * の こと は 水 の 所 有 者 か ら 共同 
と 主張 し た の だ と され る (アッ ニタ バリ ー6:4484 参照 )。 また 一 説 に は 、 
ここ で の 「 彼 ら 」 は ユー ス フ * の 兄たち の こと 。 彼ら は 旅行 者 た ちの も と に ユー ス フ * を 見 


5 ka 


そし 


つけ 、「 こ れ は 私 た ちの も と か ら 逃 げた 奴 半 


ル テ = テバ ガウ ィ ー2:481 参照 )。 
と の 「 彼 ら 」 に は 、 


(アル = テク ルト ゥ ピー9:155 参照 )。 フ 7 


水流 み の 者 と その 但 


* で ある 」 と 主張 し 、 売り 払っ た の だ と いう ( ア 


H 間 と いう 説 と 、 ユ ー ス フ * の 兄たち と いう 説 が ある 
アー ヤ *19 の 訳注 も 参照 。 


「 デ ィ ル ハム 」 は 銀貨 の こと 。「 数 える ほど の 」 と いう 形容 に は 、 笠 (は か り ) RO まで 


も な い 小 額 の 、 と いう 意味 が 含ま れ て いる 。 ま た 「 僅 か な 」 と いう 訳 を あて た 原 
非 合 法 な 、 と いう 意味 も ある (アッ ニタ バリ ー6:4485- 4490 参照 。 


ス 」 に は 、 不 正 な 、 


千 「 バ フ 


この 「 エ ジ プ ト 出身 の 者 」 は 、 エ ジ プ ト の 大 臣 で あっ た ( ム ヤ ッ サ ル 237 頁 参 照 )。 


つま り 主 人 の も と で 様々 な 権限 を 与え られ 、 エ ジ プ ト の 地 で 高い 地位 を 得 、 人 々 か ら 親 し 
まれ た (アル = カー スィ ミー9:3524 参照 )。 


「 話 の 解釈 」 に つい て は 、 


(いと な ) まれ る お 方 、 


アー ヤ *6 の 訳注 を 参照 。 
ご 自身 の 望ま れる こと を 決行 され る お 方 、 と いう 意 
慮 (は いり ょ ) で も っ て 営 


味 。 あるいは ユー ス フ * の 諸事 を 、 特別 の 配 
と いう 意味 (アル テバ ガウ ィ ー2:483 参照 )。 


12. ユー ス フ 章 464 ご の の 5) ーW 
22. 彼 (ユー ス フ ウ ep われ ら 5* | eS TIRE 
は 彼 に 英知 と 知識 * を 授け た 。 そ の よう に ON GLE 


で ある 。 


23。 そ し て 彼 が 住ん で いた 家 の 女 性 (大 臣 の | 28 の C85 
妻 ) が 彼 を (不倫 へ と ) 誘惑 し 、 扉 を きっ HAI 
ちり と 閉め て 言っ た 。「 さ あ 、 い らっし ゃ RU 
い 」 。 彼 は 言っ た 。「 ア ッ ラ ー* の ご 加護 を ンー YA 
(を いま す ) 。 本 当 に あの お 方 は 、 私 に よ ンー に 
くし て 下さ っ た 我 が ご 主人 様 な の で すか 
ら 。 不正 * 者 が 成功 する こと は 、 絶対 に あり 
ませ ん 」。 

24. そ し て 彼女 は 確か に 彼 を 望み 、 彼 も また 、 ATE HED 
彼女 に 対 し て 欲 が 生 じ た *。 彼 が 、 その 主 12962 っ 3 
* の 根拠 5 を 目 に し な か っ た な ら (、 彼 も Cp GN 


また 彼女 を 求め た で あろ う ) 。 そ の よう 
に (見 せ た の は ) 、 われ ら * が 役 か ら 悪 と 
且 行 を 逸らす た めで ある 。 本 当 に 彼 は 、 
われ ら * の 精選 され た 僕 7 の 内 の 一 人 な の 
だ か ら 。 


こと この 「 成 熟 」 に つい て は 、 巡 礼 * 章 5「 成 熟 」 の 訳注 を 参照 。 

一 説 に 、 こ の 「 英 知 」 は 預言 者 * 性 で 、「 知 識 」 は 宗教 理解 (アル = バ ガ ウ ィ ー2:483 参照 )。 
3 「 善 を 尽く す 者 」 に つい て は 、 密 蜂 章 128 の 訳注 も 参照 。 

4 大 臣 の 妻 は 欲望 と 決意 を も っ て 行動 に 移し た が 、 ユ ー ス フ * は 単に その よう な こと が 脳裏 


= 


IN) 


(の うり ) を よぎっ た だ け で あっ た 、 


と され る (前 掲 書 2:485 参照 )。 預 言 者 *・ 使 徒 * の 無 


診 ( ぜ び ゅ う ) 性 に つい て は 、 雌 


ト 章 36 の 訳注 を 参照 。 


5 この 人 の 解釈 に は 、「 ヤ ァ ク ー ブ * の 姿 」「 主 人 の 姿 」「 啓 典 の アー ヤ *」 と いっ た 諸説 
が ある 。 ア ッ テ タ バリ ー* は 、 い ずれ に せよ 、 彼 は 自分 の 欲望 を 制す る よう な アッ ラー* の 
ed と 結論 づけ て いる (6:4511 参照 )。 

6 「 醒 行 」 に つい て は 、 密 蜂 章 90 の 訳注 も 参照 。 

7 「 精 選 さ れ た アッ ラー* の 僕 」 と は 、 ア ッ ラ ー* の 崇拝 * に お いて 誠心 を 尽く す 一 方 で 、 ア ッ 
ラー* に よっ て 純粋 に され 、 選 ば れ 、 特 別 な 存在 と され 、 因 恵 を 注 が れる と 共に 、 悪 を 遠 ざ 


けら れ た よう な 存在 の こと (アッ テニ サ ァ ディ ー396 


3 参照 )。 


12. ユー ス フ 章 465 ご の 5) ーW 
25. そし て 二 人 は 扉 へ と 我 先 に 急ぎ '、 彼 女 は 本 

彼 の 上 着 を 後ろ か ら (引っ ぱっ て ) 破 いて ジジ CgSdI ス ィ ン レ に 
し まっ た 。 そし て 人 は 、 扉 の と ころ に 彼 a 
女 の 主 人 を 見 出し た 。 彼女 は 言っ た 。「 あ 8) 
な た の 家人 に 悪さ を し よう と し た 者 の 
応報 は 、 征 獄 に 入れ られ る か 、 あ る い は 痛 
まし い 懲 儲 の 外 に は あり ませ ん 」。 

26. 彼 (ユース フ *) は 言っ た 。「 彼 女 が 私 を 、 て 26 あと ゅ 55505 
(不倫 へ と ) 惑 し た の で す 」。 そ し て LENG 
彼女 の 家族 の 内 の 裁決 者 が 、( こ う ) 裁決 OA LS Vis 
し た 2。「 も し 彼 の 上 着 が 前 方 か ら 破れ て a 
いた ら 、 彼 女 は 本 当 の こと を 言っ た の で 
あり 、 彼 が 嘘つき の 類 い と いう こと に な 
り ま す 。 

27. そし て 、 も し 彼 の 上 着 が 後方 か ら 破れ て い の る 3 ん 506ob 
た ら 、 彼 女 は 嘘 を つい た の で あり 、 彼 が 正 Gx 
直 者 の 類 い と いう こと に な り ま す 」。 

28. それ で 彼 (大 臣 ) は 、 彼 の 上 着 が 後方 か ら PNG dE 
破れ て いる の を 見 る と 、 (こう ) 言っ た 。 OE 
「 実 に 、 こ れ は あな た た ち (女性 ) の 策略 
の 一 つ で ある 。 本 当 に あな た 方 の 策略 は 、 
途方 も を な いも の な の だ か ら 。 

29. ユ ー ス フ * よ 、 こ れ (を 他 言 する こと ) か ら A EAR 
身 を 慎む の だ 。 そし て ( 妻 よ 、 ) 自分 } の 潮 Bnet 


の 赦し を を え 。 本 当 に あな た は 、 過ち を 犯 
し た 者 の 類 い な の だ か ら 」 o 


1 ユー ス フ * は 逃げ る た め 、 大 臣 の 妻 は それ を 追う た め 


2 


に そう し た ( ム ヤ ッ サ ル 238 


参照 )。 


ュ グ 


「 裁 決 者 」 の 解釈 に は 、「 揺 りか ご の 中 の 赤ん坊 」「 上 着 そ の も の (話し た わけ で は な い が 、 
その 状態 が 全て を 物語 っ て いた )」「 大 臣 の 相談 役 の 男 」 な どの 諸説 が ある (アル テク ルト 
ゥ ビー9:172-173 参照 )。 


12. 


ユー ス フ 章 466 りー 


30. 町 の 婦人 た ち は 、 ( 噂 を 聞い て ) 言っ た 。 


31. 


32. 


「 (大 臣 ) 開 下 の 奥様 が 、 (彼女 の 召使 い 
の ) 若者 を 惑 す る ん で すっ て 。 ( 彼 は ) 
彼女 の こと を 、 恋心 で 夢中 に させ た ん で す 
よ 。 本 当 に 彼女 は 、 紛 れ も な い 迷 い の 中 に 
あり ます わ ね 」。 


それ で 彼女 (大 臣 の 妻 ) は 彼女 た ちの 策 課 
"を 聞く と 、 彼女 た ち に (使い を ) 送っ (て 、 
邸宅 に 招待 し ) た 。 そし て 彼女 た ち に 肘掛 
け を 用 意 3 し 、 彼女 た ち 一 人 一 人 に (食事 用 
の ) ナイ フ を 渡し 、 (こう) 言っ た 。「 ( ユ 
ー ス フ * よ 、 ) 彼女 た ちの と こと ころ に 、 お 出 で 
な さい 」。 そ れ で 人 彼女 た ち は 彼 を 目 に し た 
時 、 彼 に 賛 嘆 し 、 (余り の 美 し さ に 驚き 、 
ナイ フ で ) 自分 た ちの 手 を 切っ て し まっ 
た 。 そし て 彼女 た ち は 、 (こう ) 言っ た 。 
「 ア ッ ラ ー* に ご 加計 護 を (伺い ます ) 。 これ 
は 人 間 じ ゃ な いわ ! これ は 、 高 貴 な 天使 
* 様 以外 の 何 も の で も な いわ よ ! 」* 


彼女 (大 臣 の 妻 ) は (彼女 た ち に ) 、 言 っ 
た 。 「 そ の 人 が 、 あな た 方 が 彼 (へ の 恋心 ) 
ゆえ に 私 を 符 め た 者 で す 。 私 は 確か に 彼 を 

誘惑 し 、 彼 は | ら を 守り まし た 。 も し も ( 今 
後 ( 私 が 彼 に 命 命じ る こと を し な けれ ば 、 
彼 は 必ず や 年 獄 に 入れ られ 、 惨め な 者 の 類 
いと な る で し ょ う 」。 
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tv 


っ 8 る Ns 332 つ J62* 
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OI AG 


PIES A 
rrggec io 
SI AR 
OR CE 


RE RG 
Ci bs 4 あの 
Sax 8 a 0 に 


「 町 の 婦人 た ち 」 と は 、 町 の 有力 者 の 妻たち で ある 、 と 言わ れる (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:384 
参照 )。 


この 「 策 謀 」 と は 、 婦 人 た ちの 彼女 に 対す る 陰 


の こと ( ム ヤ ッ サ ル 239 頁 参 照 )。 
「 肘 掛け を 用 意 」] す る こと と は 、 食 事 の 場 を 提供 する こと の 意 ( ア ル テ バ ガウ ィ ー2.489 参照 )。 


w 


た 


た 」 (ムスリム 「 信 仰 の 書 」259 参照 )。 


と 、 彼 女 を けなす こと に お ける 「 策 謀 」 


預言 者 * ム ムハンマド * は ユー ス フ * の 美貌 に つい て 、 こ う 仰 っ た 。「 彼 は 美 の 半分 を 授け られ 


12. ユー ス フ 章 467 の お うー 
33. 彼 (ユー ス フ や は 言っ た 。「 我 が 主 * よ 、 Sad 
私 に は 、 彼 女 た ち が 私 を 招い て いる こと DAR IEI 35 
( 醒 行 ) より も 、 年 獄 の 方 が まし で す 。 そ SR 
し て 、 も し あな た が 私 か ら 彼 女 た ちの 策略 - 
を 遠ざけ て 下さ ら な けれ ば 、 私 (の 欲 ) は 
彼女 ら へ と 揺れ 動き 、 私 は ( 罪 を 犯す ) 愚 
か 者 の 類 い と な っ て し まい ます 」。 

34。 そ し て 彼 の 主 * は 彼 (の 祈り ) を お 聞き 届け | 区 282c と る 4 っ cec 
に な り 、 彼 女 た ちの 策略 を 彼 か ら 遠 ざけ て ON 
下さ っ た 。 本当 に か れこ と そ は 、 よ く お 聴 き 
に な る お 方 、 全 知 者 で あら れる 。 

35. そ れ か ら ( ユ ー ス フ * が 無実 で ある ) 証拠 ! を ele 
I RO De A 
と に し よう 、 と (いう 意 バボ 、) 彼ら 2 に 持 
ち 上 が っ た 。 3 

36. こう し て 彼 と 一 緒 に 、 二 人 の 若者 が 年 獄 に | 部 


人 っ た 。 その 片方 が 、( こ う ) 言っ た 。 「 本 
当 に 私 は ( 夢 で ) 、 自分 が 酒 * (を 造る た め 
に 六 荷 ) を 搾っ て いる の を 見 まし た 」。 ま 
た 、 も う 一 方 は 言っ た 。「 本 当 に 私 は ( 夢 
で )。 。 目 分 ) の 頭 の 上 に パン を 運ぶ の を 見 ま 
し た 。 そこ か ら 、 鳥 が 区 ば ん で いま し た 」。 
( 二 人 は 言っ た 。 ) 「 (ユー ス フ * よ 、 ) と 

の 解釈 に つい て 、 私 た ち に お 告げ 下さ い 。 


ュー 


この 「 証 拠 」 と は 、 上 着 の 件 、 


裁決 者 の 裁決 の 件 、 婦 人 た ち が ナ イフ で 手 を 傷つけ た 件 、 


メ そる ン ン イン ンー 
ks C06 “i 


彼女 ら が 彼 を 資 嘆 し た 件 、 と いっ た こと と され る (アル = クル トゥ ビー9:186 参照 )。 


) 


の 


り が 収まる まで 、 ユ ー ス 


「 彼 ら 」 と は 、 大 臣 と その 取り 巻き の 者 た ち 


ル 4:387 参照 )。 


「 二 人 の 若者 」 は エジプト の 王 の 家 来 で 、 何 ら か の 原因 で 王 の 篤 り を 招き 、 投 獄 さ れ た の 
だ と いう (アッ ニテ タ バリ ー6:4538-4539 参照)。 


た 


の こと ( ム ヤ ッ サ ル 239 頁 参 照 )。 


一 説 に よる と 、 不 祥 (ふし ょ う ) 事 の 噂 (うわ さ ) が 広がら な いよ うに する た め 、 ほ と ぼ 
フ * の こと を 拘束 し て お こう と し た の だ と 


いう (イブ ン ・ カ スィ ー 


12. ユー ス フ 章 


468 


この の 6) の WV 


人 


38. 


39. 


本 当 に 私 た ち は 、 あな た が 療 を 尽く す 者 ! た 
ちの 類 い で ある と お 見 受け し ます か ら 」。 


彼 (ユー ス フ ") は 、 言 っ た 。「 あ な た 方 が 
貰う と と に な っ て いる 食事 は 、 あ な た 方 に 
や っ て 来る こと は あり ませ ん よ 。 それ が あ 
な た 方 に や っ て 来る 前 に 、 私 が その 解釈 に 
つい て 、 あ な た 方 に 告げ る まで は それ ( 解 
釈 ) は 、 我 が 主 * が 私 に 教え て 下さ っ た も 
の の 一 部 。 本 当 に 私 は 、 ア ッ ラ ー* を 信じ ず 、 
来世 に 対し て も まさ し く 不 信仰 者 * で ある 
民 の 宗教 を 、 捨 て 去り まし た 。 


そし て 私 は 、 我 が こ 先祖 様 た ち 、 イ ブラ ー 
ヒー ム * と イス ハー ク “ と ヤァ アァ クー ブ * の 宗 
教 に 従っ た の で す 。 私 た ち は ア ッ ラ ー*( の 
崇拝 に 、 いか な る も の も 並べ る べき で は 
な い の で すか ら ?3。 そ れ (タウ ヒー の は 
私 た ちと 人 々 へ の 、 ア ッ ラ ー* の ど 因 秘か 
ら の も の で す 。 し か し 人 々 の 大 半 は 、 ( そ 
の 恩 籠 の 主 に ) 感謝 し ませ ん 。 


征 狂 の 仲間 た ちよ 、 異 な る 複数 の 主 * (の 
MM り 普 い の で し ょ うか ? それ と 
も 唯 、 全 て に 若 也 し 給 う * お 方 、 アッ 
i り 善 い の ) で し ょ うか ? 


js 


ユー ス フ * は 年 獄 の 中 で も 、 病 人 を 見 舞 
が ある 者 に は その た め に 努力 


照 )。 蜜 蜂 章 128「 善 を 尽く す 者 」 の 訳注 も 参照 。 


2 つま り 、 年 獄 で 配給 され る 食事 が や っ て 来る 前 に 、 彼 ら に 


が 出来 る と いう こと 。 こ の 言葉 は 、 彼 の 知識 の 高 さ と 、 夢 に 対す る 彼 の 解釈 力 の 確か さ を 
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っ た り 、 悲 し む 者 を 慰 (な ぐさ ) め た り 、 何 か 必要 
し た り し て いた と され る (アッ = テ タ バリ ー6:4540-4541 参 


きき 事 の 内 容 が 何 か 、 告 げ る こと 


示す と 共に 、 正 し い 信仰 へ の 呼び か け へ と つなが る 前 置き 的 な 役割 を 果たし て いる 。 商 、 


ここ で の 「 解 釈 」 は 「 内 容 」 


と いう 意味 だ が 、 


れ て いる (アッ ニテ シャウ カー ニー3:36-37 参照 )。 


ww 


頻出 名 ・ 用 語 解説 の シル ク * の 項 を 参照 。 
4 この 「 複 数 の 主 」 と は 、 木 、 石 、 
何 の 力 も な い 存 在 の こと (アッ = ニ サ アァ ディ ー398 真 参照 )。 


天使 、 


夢 の 解 釈 に つい て の 文脈 上 、 同 語 が 用 いら 


死人 な ど 、 シ ルク * の 徒 が 崇拝 * の 対象 と し て いた 、 


12. ユー ス フ 章 


469 


40. あな た 方 は か れ 


41. 


42. 彼 ( ユ ー ス フ ?) は 、 二 人 の 内 、 


(アッ ラー を 差し お いて 
自分 た ちと 自分 た ちの 先 福 が 名 付け た 名 
前 ! を 崇め て いる に 過ぎ ませ ん 。 アッ ラー* 
は それ ら (の 迷 拝 ツ に 、 いか な る (正当 な ) 
根拠 も 下さ れ て は いな い の で す 。 ご 裁決 は 

アッ ラー* に の み 属 し 、 か れ は あな た 方 が 、 
か れ 以 外 は 崇拝 * し な いよ うに 命じ られ た 
の で すか ら 。 そ れ が 正しい 宗教 。 し か し 
人 々 の 大 半 は (、 その こと を ) 知り ませ ん 。 


年 獄 の 仲間 た ちよ 、 あな た 方 の 一 人 は と い 
えば (年 獄 か ら 出 る こと に な り ) 、 そ の ど 
主人 (エジプト 王 ) に 酒 * を 注ぐ で し ょ う 。 
そし て も う 一 人 は と いえ ば 、 確 に され (て 
殺さ れ ) 、 鳥 が その 頭 を 味 む こと に な る で 
し ょ う 。 あな た 方 二 人 が 教示 を 請う た こ と 


は 、 決 定 さ れ ま し た 2」。 


(年 獄 か ら ) 
助かる 者 で ある こと を 知っ た 者 に 、 言 っ 
た 。 「 あ な た の ご 主人 様 ( 王 ) の も と で 、 
私 (が 無実 の 俳 で 投 絡 さ れ て いる こと ) に 

つい て 、 話 し て 下さ い 」 。 そし て ( 彼 は 年 獄 
か ら 出 た が 、) シャ イタ ー ン * が 役 に 、 そ の 
主人 に 話す こ と を 忘れ させ た e」 それ で 彼 
(ユー ス フ *) は 数 年 間 、 年 獄 で 過ごす こ と 
に な っ た 。 


1 この 「 名 前 」 に つい て は 、 
ユー ス フ * は 啓示 を 受け て この よう に 断言 し た 。 ま た 一 説 に は 、「 あ な た 方 の 質問 
に 対す る 答え は 終わ っ た 」 5 (イブ ン ・ 
一 説 に 、 こ の 「 彼 」 は ユー ス フ *、 
獄 か ら 出る 者 に 伝言 を 頼ん だ 時 、 

っ て し まっ た こと を 指す 。 CO 年 獄 に 
こと と に 対す る 六 で あっ た (アル = クル 
ゅ う ) 性 に つい て は 、 雌 和牛 章 36 の 訳注 を 参照 。 


2 一 説 に 、 


w 


高 壁 章 71 の 訳注 を 参照 。 
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アル = ジャ ウズ ィ ー3:226-227 参照 )。 
話す こと 」 は 「 思 い 起 こす こと 」 の 意 。 
し 援助 を 求め る の を 忘れ 、 人 間 に 頼 
年 と ど ま る こと に な っ た の は 、 そ の 
3 参照 )。 預 言 者 *・ 使 徒 * の 無 誠 (なび 


ユー ス フ * が 客 


12. ユー ス フ 章 470 し とら の ー バ 
43. 王 は 言っ た 。「 本 当 に 私 は ( 夢 で ) 、 痩 せ es EI 
た 七 頭 の 雌 生 に 食べ られ て し まう 太っ た a SSeS = 
七 頭 の 雌牛 と 、 七 本 の 緑 の 穂 と 、 別 の ( 七 we 
本 の ) 枯れ た 穂 を 見 た 。 名 士 た ちよ 、 我 が る 玉吉 映る 
夢 に つい て 教示 し て くれ 。 も し 、 あな た 方 
が 夢 を 解釈 する の な ら ば 」。 

44. 彼ら (名士 た ち ) は 言っ た 。「 (それ は 、) | Es 
夢 ま ぼろ し が ご ちゃ 混ぜ に な っ た ( 無 意 味 Sr 
な ) も の で す 。 そ し て 私 た ち は 、 夢 の 解釈 
な ど 知 る 者 で は あり ませ ん 」。 

45. そし て (年 獄 の 仲間 だ っ た ) 二 人 の 内 の 助 | 。 過 迄 2 と 移 C を は と 和 6 
か っ た 者 が 、( ユ ー ス フ * の こと を ) 長い 時 Oo 
間 の (経過 し た ) 後に 思い 出し て 、 言っ た 。 

「 私 め が そ の 解釈 を 、 あ な た 方 に 申し 上 げ 
まし ょ う 。 で すか ら 、 私 を (ユー ス フ * の も 
と に ) お 遣わ し 下さ い 」。 

46. ( 彼 は ユー ス フ * の 所 に 着く と 、 言 っ た 。) EAGAN 
「 ユ ー ス フ * よ 、 大 そう な 正直 者 ' よ 、 ( 王 ど つ う eG 
様 が ご 覧 に な っ た 、) 痩せ た 七 頭 の 雌牛 に cb 
食べ られ て し まう 太っ た 七 頭 の 雌牛 と 、 七 ORG IE 
本 の 緑 の 穂 と 、 別 の ( 七 本 の ) 枯れ た 穂 ( の 
夢 ) に つい て 、 私 た ち に ご 教示 下さ い 。 私 
は 人 々 の も と へ と 、 (それ を 伝え る べく ) 
帰る で し ょ う 。 (それ は 、) 彼ら が 知る た 
め ? な の で す 」。 

47. 彼 (ユー ス フ は 、 言っ た 。 [上 年 間 、 ず a 


っ と 懸命 に 耕し 、 あな た 万 が 収穫 し た も の 
は 、 そ れ を 穂 に 付け た まま 置き な さい 。 但 し 、 


あな た 方 が 食べ る 少量 の も の は 別 で す が 。 


1 


「 大 そう な 正直 者 」 に つい て は 、 婦 人 章 69 の 訳注 を 参照 。 
2 夢 の 解 釈 と 、 ユ ー ス フ * の 地位 と 徳 を 「 知 る た め 」 と いう 


DOR CI DR 


こと ( ム ヤ ッ サ ル 241 頁 参照 )。 


12. ユー ス フ 章 471 Cp et 
48. そし て その (豊作 の 七 年 の ) 後 、 あ な た 方 CR 
が その た め に 予 め 蓄 えて いた も の を 、 あ A 
な た 方 が 貯蔵 する 僅か な も の を 除い て 食 
べ 尽く し て し まう 、 (凶作 の ) 過酷 な 七 年 
が 到来 し ます 。 

49。 そ し て その ( 作 の 七 年 の ) 後 、 ( 雨 に よ 19UDICPA ば OCG の IO 
っ て ) 人 々 が 救済 され 、 (果実 を ) 搾 る 年 Dan 
が や っ て 来 ま す 」。 

50. ( 夢 の 解釈 を 聞い た 後 、) 王 は 言っ た 。 「 彼 CE ANI 
(ユー ス フ を (年 獄 か ら 出し ) 、 私 の も OR SN 
と に 連れ て 来 な さい 」。 そ し て 彼 の も と に eh Ye 
使い が 来る と 、 彼 は 言っ た 。「 あ な た の ど 2 の zz 
主人 様 の も と に 戻り 、 (私 の 無実 が 明らか ー 
に な る よう 、) 自分 > た ちの 手 を 切っ た ご 訪 
人 方 ! の 件 (の 真実 ) に つい て 、 彼 に 尋 まね て 
下さ い 。 本 当 に 我 が 主 * は 、 彼女 ら の 策略 に 
つい て ご ど ご存知 の お 方 で す 」。 

51. 彼 ( 王 ) は (それ を 聞く と 、 婦 人 た ちと 大 FIR 
臣 の 妻 を 呼ん で 、) 言っ た 。「 (その 日 、) RN 
コース フ * を 8 誘惑 し た 時 の 、 あな た 方 の 件 は EMI ンー >ー EAA る 2 6 
何だ っ た の か ?」 彼女 ら は 言っ た 。「 ア ッ dai 
ラー* に ご 加護 を (を いま す ) 。 私 た ち は 彼 中 22 
に 、 何 の 落ち 度 も 認め ませ ん で し た 」。( 大 os 
臣 ) 関 下 の 妻 は 、 言 っ た 。 「 今 、 真実 が 明 
る み に 出 まし た 。 私 が 彼 を 誘惑 し た の で あ 
り 、 本 当 に 彼 は 正直 者 で す 。 

52。 そ れ 2 は 彼 (大 臣 ) が 、 私 が 彼 を 陰 で 騙し て | Sb 
は お ら ず 3、 ま た 、 ア ッ ラ ー* が 双 く 者 た ち CE 


1 ユー ス フ * は 礼儀 と 散 意 の 念 か ら 、 大 臣 の 妻 を 名 指し に は し な か っ た (アル テバ ガウ ィ ー 
2:495 参照 )。 


2 


まで は 至ら な か っ た 、 


「 そ れ 」 と は 、 彼 女 が ユー ス フ * の 無実 を 告 


し た こと ( ム ヤ ッ サ ル 241 頁 参照 )。 
3 つま り 、 ユ ー ス フ * の こと を 誘惑 し た も の の 、 彼 は それ 


EE ( こ ば ) ん だ の で 、 最悪 の 罪 に 


と いう こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:394 参照 )。 尚 、 


アッ ニテ シ ャ ツウ カ 


12. ユー ス フ 章 472 rp et 


の 策略 を お 導き に は な ら な いと いう うこ 
を 、 知 る た め な の で す 。 


けっ 【 


53. そし て 私 は 、 自分 自身 が 潔白 だ と は 言い ませ | On 
ん 。 本 当 に 人 の 自我 と いう も の は 、 我 が 主 が BIER 
こ 慈 悲 を か け て 下さ っ た 者 を 除い て は 、 悪 を a 
よく 指図 する も の ! で すか ら 。 本 当 に 我 が 主 * 
は 赦し 深い お 方 、 慈愛 深い * お 方 で す 」。 


54. (ユー ス フ * の 無実 を 知る と 、) 王 は 言っ た 。 
「 彼 (ユース フツ を 連れ て 来る の だ 。 そう 
すれ ば 彼 を 、 私 に と っ て の 特別 な 側近 と し 
よう 」 。 それ で (ユー ス フ * が や っ て 来 て ) 
話し た 時 、 彼 ( 王 ) は (ユー ス フ * の 無実 と 
徳 の 高 さ を 知っ て 、) 言っ た 。「 本 当 に あ 
な た は この 日 、 私 た ちの も と で 地位 高き 者 、 


(全権 を 委ね られ た ) 信頼 第 き 者 で ある 」。 

55. 彼 (ユー ス フ や は 、 言っ た 。「 私 を 、( エ | と Glob 
ジ プ ト の ) 地 の 蔵 相 と し て 下さ い 。 本 当 に @⑧%c 
私 は 管理 に 長 じ た 者 、 知 者 で すか ら 」。 

56. そ の よう に 、 わ れ ら * は (エジプト の ) 地 aa 
に お いて 、 ユー ス フ * に 確固 た る 地位 を 投 しゃ うこ の < 2 $2 1 
けた 。 彼 は 自分 が 望む 場所 どこ に で も 、 る a とうや 


滞在 する こと が 出来 る 。 われ ら * は 、 護 で 
も われ ら * が 望 お 者 に 、 われ ら * の 慈悲 を 授 
け 、 普 を 尽く す 者 2 た ちの 報い を 反故 に は 
し な い の だ 。 


ー ニ ー* に よれ ば 、 大 半 の 解釈 学者 は 、 こ の アー ヤ * と 後続 の アー ヤ * の 言葉 は ユー ス フ * の 
も の で ある 、 と し て いる 。 そ の 場合 、 ユ ー ス フ * が この 言葉 を 語っ た の は 、「 生 獄 の 中 で 、 
王 と 婦人 た ちの 間 で 交わ され た 一 部 始終 を 、 王 の 使い か ら 聞 いた 時 」 あ る い は 「 王 の も と 
で 」 と いう 説 が ある (3:47-48 参照 )。 

これ が ユー ス フ * の 言葉 で ある と する 場合 、 雌牛 章 36 の 預言 者 *・ 使 徒 * の 無 斉 (びび 
性 に つい て の 訳注 も 参照 。 

2 「 療 を 尽く す 者 」 に つい て は 、 蜜 蜂 章 128 の 訳注 を 参照 。 
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12. ユー ス フ 章 473 ご の 5) ーW 


. 来世 の 報い こそ は 、 信仰 し 、 (アッ ラー* ES 
を ) 良 れ * て いた 者 た ち に と っ て 、 (現世 の 
報い ) より 善い の で ある 。 


58. (そし て 不作 に 見 舞 わ れ た た め 、 食 料 を 得 | 82 
より と 、) ユー ス フ * の 兄たち が 、( エ ジ プ RY 
ト に ) や っ て 来 た !。 彼ら が 彼 (ユー ス フ ” ウ 
の と ころ に 入っ た 時 、 彼 は 彼ら の こと が 分 
か っ た 。 彼ら は (長い 時 間 の 経過 と ユー ス 
フ * の 変わ り っ ぷ り ゆ え ) 、 彼 に 気付 かず に 
いた が 。 
59. そ し て 彼 (ユー ス フ ” は (彼ら を 気 前 よ | Ada 人 5 を 
く 歓待 し た 後 ) 、 彼 ら (の ラク タダ) に そ | た 交 a48sz9I2 
の 荷物 ? を 用 意 し た 時 、 言 っ た 。 「 あ な た 会 
方 の 父方 の 弟 (ビン ヤー ミー ン ) を 、 私 
の と ころ に 連れ て 来 な さい *。 あ な た 方 は 、 
私 が 井 * (に よる 計量 ) を 全う する と は 、 
そし て 私 が 最良 の 歓待 者 だ と は 、 思 わな 
い の で すか ? 


1 王 の 夢 に 対す る ユー ス フ \ の 解釈 通り 、 エジプト の 地 を 七 年 の 豊作 が 訪れ た 。 それ で 彼 は 
それ を 保存 し て お いた が 、 その 後に 凶作 の 年 が 訪れ る 。 それ は 他 の 諸国 に まで 及び 、 人 々 
食料 を 得る た め に 挙 ( こ ぞ ) っ て エジプト へ と 向かっ た 。 パ レス チ ナ に 住ん で いた ヤ 
ァ ク ー ブ * ら も 同様 で 、 ユ ー ス フ * に 次 いで お 気に入り だ っ た ビン ヤー ミー ン (アー ヤ *8 
「 弟 」 の 訳注 を 参照 ) を 除く 、 十 人 の 息子 ら を エジプト へ と 遣わ し た (アル = カー スイ ィ 
ミー9:3561 参照 )。 
つま り 、 彼 ら が 求め て いた 食料 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 242 頁 参照 )。 
この 「 弟 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *8 の 訳注 を 参照 。 食料 を 買う た め に エジプト に や っ て 来 た 
者 に は 、 一 人 に つき ラク ダー 頭 分 の 荷物 し か 積め な いよ うに 決め られ て いた 。 そ れ で 彼ら 
に は 故郷 に 弟 が 一 人 いる と いう 話題 に な っ た 時 、 も う 一 頭 分 の 食料 が 積め る よう に と 、 こ 
の よう に 言っ た の だ と いう (アッ = テ タ バリ ー6:4573 参照 。 あ る い は ユー ス フ * は 故意 に 、 
彼ら に スパ イ の 嫌疑 (けん ぎ ) を か け 、 彼 ら の 素性 を 詳し く 尋 ね 出し た 。 そ し て 彼ら に 、 
国 に 残し て きた 弟 が いる こと を 聞き 出す と 、 彼 ら の 言う こと が 正しい か どう か 試す た め と 
いう 名 目 で 、 役 を 連れ て 来る よう に 命じ 、 そ うす る まで 兄たち の 一 人 を 拘束 する こと に し 
た (アル = カー スィ ミー9:3562 参照 )。 
4 「 井 」 に つい て は 、 家 畜 章 152 の 訳注 を 参照 。 


中 
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12. ユー ス フ 章 474 up et 
60. そし て (次 回 ) 、 も し あな た 方 が 私 の と と | ee Ee oh 
ろ に 彼 を 連れ て 来 な か っ た ら 、 私 の も と に Ou 
あな た 方 の (食料 を 量 る た め の ) 井 は あり 
ませ ん 。 ま た 、 私 の も と に も 近 付 か な いで 
下さ い 」。 
61. 彼ら は 言っ た 。「 私 た ち は 彼 (を 一 緒 に 連 ob 6 
れ て 来る こと ) に 関し 、 彼 の 父 < 親 を 口 説い 
て み ま し ょ う 。 本 当 に 私 た ち は 、 必 ず や り 
ます 」。 
62. 彼 (ユー ス フ *) は 、 自分 の 小間 使い た ち に | の の っ っ の る 
言っ た 。「 彼 ら の 物品 ! を (気付 われ な いよ RT 
、 彼 ら の 荷物 の 中 に 入れ て お き な さ DT 
。 彼ら が 家人 の も と に 帰っ た 時 、 彼 ら が - 
etc, 彼ら は 恐らく 、 戻ら 
て 来る で し ょ う 」。 
人 NM AN 自 RS 
分 た ちの 3 父親 の と ころ に 戻 る と 、 言 っ た 。 EL も SI 


「 お 父さん 、 私 た ち に (食料 を 量 る た め の ) 
乾 3 が 禁じ られ て し まい まし た “。 で す の で 
私 た ちと 共に 、 私 た ちの 弟 (ビン ヤー ミー 
ン ) を 遣わ し て 下さ い 。 (そう すれ ば 、 ) 
本 当 に 私 た ち は 彼 へ の 保護 工 者 で あり つつ 、 
(食料 を ) 量 (っ て 持っ て 来 ) れる こと に 
な り ま す 」。 


1 


参照 )。 貨 幣 ( ヵ 
この 行為 の 理 
に する た め 」 


tv 


「 物 品 」 と は 、 彼 ら が 食料 と 交換 する た め 


に 持っ て 来 た 品 の こと (アッ = タバ リー6:4574 
\ へ い ) で あっ た と も 言わ れる (アル テバ ガウ ィ ー2:501 参照 )。 

に つい て は 、「 そ の 物品 で 食料 を 得る べく 、 
「 家 族 か ら 食 料 の 代価 を 取る こと を 、 恥 じ た た め 」「 彼 の 徳 を 知ら し め 、 


彼ら が また 戻っ て 来る よう 


また 戻っ て 来る よう に 差し 向け る た め 」 な どの 諸説 が ある (アル ニク ルト ウゥ ビー9:223 
参照 )。 


w 


4 その 理由 に つい て は 、 ア ー 


「 乾 」 に つい て は 、 家 畜 章 152 の 訳注 を 参照 。 


ヤ *59-60 を 参照 。 


12. ユー ス フ 章 475 ご の 5) ーW 

64. 彼 (ヤァ クー ブ ? は 言っ た 。「 ど うし て CN sk 
私 が 、 お 前 た ち に 彼 (ビン ヤー ミー ン ) と 
を 任せ よう か ? 以前 、 私 が お 前 た ち に @a a 
彼 の 兄 を 任せ (て 、 裏 切ら れ ) た よう に ? 

(私 は お 前 た ちの 保護 は 信用 し な い が 、 

アッ ラー*\* の 保護 を 信頼 する 。) アッ ラー 
- な 保護 才 の 内 で も 上 の お 方 で あら れ 、 
か れ は 慈悲 深い 者 た ちの 中 で も 最も 慈悲 
深い お 方 」。 

65. そし て 彼ら が 自分 た ちの 荷物 を 開け た 時 、 A ey 
彼ら は 、 自分 > た ちの 物品 "が 彼ら に 返さ れ て っ CC dE ら 33 
いる の を 見 出 し た 。 彼ら は 言っ た 。「 お 父 CNBHIETICEI EACEOOI 
さん 、 (これ 以上 ) 何 を 求め まし ょ うか ? | 425 st を っ 5 る 51 
これ は 私 た ち に 返さ れ た 、 私 た ちの 物品 で あっ 
す 。 (だ か ら 安 心して 、 ビ ン ヤ ー ミ ー ン を 
行か せ て 下さ い 、) 私 た ち は 私 た ちの 家族 
Ni ( 彼 

分 と し て ) ラク ダー 頭 分 ) の 井 (で 量 っ た 
人 を 付け jm え まし ょ う 。 それ は ( エ ジ 
プ ト の 蔵相 に と っ て ) 、 取る に 足ら な い 井 
(の 量 ) で す 」。 
66. 彼 (ヤァ クー ブ は 言っ た 。「 私 は 彼 ( ビ ゆあ っ る ニン 9JU 


ン ヤ ー ミ ー ン ) を 、 お 前 た ちと 一 緒 に 行か 
せ た り する まい 。 お 前 た ち が 八 方 ふさ が り 
と な ら な い 限 り 、 必 ず や 彼 を 連れ て (戻っ 
て ) 来る 、 と いう アッ ラー* を 証人 と し た 
辻 約 を 私 に する まで は 」。 そ し て 彼ら が 、 
彼 に 対し て その 警 約 を する と 、 彼 は 言っ 
た 。「 ア ッ ラ ー" が 私 た ちの 言う こと に 対し 
(て の 証人 で あり ) 、 請け 負わ れる * お 方 で 
あら れる 」。 


1 


「 物 品 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *62 の 訳注 を 参照 。 
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12. ユー ス フ 章 476 ご の 6) ーW 


67. また 、 彼 ( ヤ ア クー ブ や は 言っ た 。「 我 De 
が 息子 た ちよ 、( エ ジ プ ト に 入る 時 は ) 一 ET TE RR 
OI Ds 別々 の 門 か ら SA る 
人 る の だ !。 そ し て 私 は 、 ア ッ ラ ー* (の 定 EE 
め ) を よそ に 、 め な た 方 を 緒 す る こと な ど 、 らい の 
少し も 出来 や し な い 。 裁決 は アッ ラー* に の 
の み 層 する の だ か ら 。 私 は 、 か れ に こそ 全 
て を 委ね た *。 そし て ( 何 か を 誰か に ) 委ね 
る 者 た ち に は 、 か れ に こそ 全て を 委ね させ 
る の だ ] 。 

68. そし て 彼ら が 、 父親 の 命じ た 所 か ら ( エ ジ SE RA NAY 


プ ト に ) 入っ た 時 、( そ の こと が ) ア タブ Sok 
ー* (の 定め ) を よそ に 、 彼 ら の こと を 益 す | bug 始 
る こと な ど は 少し も な か っ た 。 た だ 、( そ ES 
れ は ) ヤァ クー ブ * の 気がかり だ っ た の で ee 
あり 、 彼 は それ を 晴らし た だ け な の で ある Wass 
2。 本 当 に 彼 は まさ し く 、 わ れ ら * が (啓示 
に よっ て ) 彼 に 教え た も の に よる 、 知 識 の 
持ち 主 で あっ た 。 し か し 人 々 の 大 半 は 知ら 


な い の だ 。 

69. そし て 彼ら が ユー ス フ * の も と に 入っ た dar 
時 、 彼 (ユー ス フ *) は その 第 (ビン ヤー er tA eC 
ミー ン と 二 人 きり に な り 、 彼 ) を 自分 の 6 と RE 
方 へ 抱き 寄せ た 。 彼 は (ビン ヤー ミー ン 
に ) 言っ た 。 「 実 に 私 こそ は 、 お 前 の 兄 


な の だ 。 な ら ば 彼ら が ( 昔 、 私 に 対し て ) 
行っ て いた こと ゆえ に 、 悲 嘆 に 暮れ る の 
で は な い 」。 


1 


彼ら 息子 た ち は 父 親 を 同じ くす る 、 美 貌 ( び ぼ う ) と 見 事 さ と 力 強 さ を 兼ね 備え た 十 一 人 
だ っ た 。 そ れ で ヤァ クー ブ * は 、 役 らち が 人 々 か ら 「 ア イン ( 筆 章 51 の 訳注 を 参照 )」 に 道 
( あ ) うこ と を 恐れ た の だ と いう (アル = クル トゥ ビー9:226 参照)。 

アー ヤ *67 の 「 別 々 の 門 か ら 和 信 る の だ 」 の 訳注 を 参照 。 


12. ユー ス フ 章 477 rp et 
70. そし て 彼ら (の ラク ダ ) に その 荷物 を 用 意 | GN る 
し た 時 、 彼 (ユー ス フ は 自分 の 弟 の 荷物 RA S08 
に (、 こ っ そり と ) 器 を 入れ (させ ) た !。 あっ あと 
それ か ら (彼ら が 出発 し よう と し た 時 、) 
呼び か ける 者 が (こう ) 呼び か けた 。「 隊 
商 (の 人 々 ) よ 、 実に あな た 方 は まさ し く 
徐 人 だ 1! 」 

71. 彼ら (ユー ス フ * の 兄弟 ら ) は その (呼ぶ ) I Re AN 
者 た ちの 方 に 向かい 、 言 っ た 。「 何 が 無い 
の で すか ?」 

72. 彼ら (呼ぶ 者 と 、 そ の 取り 巻き ) は 言っ | = あみ 3 
た 。「 王 の 器 が 無い の だ 。 そ し て それ を あん の 5 
持っ て 来 た 者 に は (褒美 と し て ) 、 ラ ク - 
ダー 頭 分 の (食料 が 入っ た ) 荷 を や ろう 」。 

(呼ぶ 者 は 、 言 っ た 。) 「 私 が その 保証 
人 だ 」。 

73. 彼ら (ユー ス フ * の 兄弟 ら ) は 言っ た 。 「 ア A AG 
ッ ラ ー* に 玖 っ て 、 あな た 方 は 確か に ご 存 DCG NG 
知 に な っ た で し ょ う 。 私 た ち が ( エ ジ プ 
ト の ) 地 を 腐敗 * さ せる た め に 来 た の で は 
な く 、 私 た ち が 浴 人 で も な か っ た と いう 
とこ と を 」。 

74. 彼ら は 言っ た 。「 で は (あな た 方 の も と で の coo あと 6 

の ) 、 その 者 ( 浴 人 ) の 報い は 何 か ? も 
し 、 あ な た 方 が 嘘つき だ っ た と し た ら (、 
だ が ) 」。 
1 この 「 器 」 と は 、 王 が 飲食 用 に 用 いる 器 。 一説 に は 金 製 、 あ る い は 銀製 だ っ た 。 ユー ス フ * 


が これ を ビン ヤー ミー ン の 荷物 の 中 に 忍ばせ た の は 、 


東 し て 自分 


彼 に 次 


潜み の 嫌疑 (けん ぎ ) を か け 、 


) の と ころ に 留め る た め だ っ た 。 と いう の も ヤァ クー ブ * の 法 で は 、 盗 人 の 六 は 、 


被害 者 の 奴隷 を と な る こと と し て 定め られ て いた か ら で あ る (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 1:421-422 


参照)。 


アー ヤ *75 と その 訳注 も 参照 。 


12. ユー ス フ 章 478 ご の 5) ーW 

75. 彼ら (ユー ス フ * の 兄弟 ら ) は 言っ た 。 「 そ 
の 者 (盗人 ) の 報い は 、 荷物 の 中 に それ ( 品 ) 

2 0 彼 自身 が その 報い と な る 

こと で す 。 この よう に 私 た ち は 、 (私 た ち 
の 法 に お いて 、 盗み を 犯し た ) 不正 者 た ち 
に 報い る の で す 」。 

76. (ユー ス フ * の 兄弟 ら は ユー ス フ * の も と に LE gS 
戻さ れ 、) 彼 (ユー ス フ ?) は 、 彼 の 弟 の 荷 og 
物入れ の 前 に 、 彼 ら の 荷物 入れ (の 検査 ) eG 

、 出し た 。 こ の よう , 。 
、 われ ら * は ユー ス フ * に 対し て (、 ビン PA 
Me に 留め て お ける よう 、 ) 
取り 計ら っ た 。 彼 は アッ ラー* が お 望み に な 
ら な い 限 り 、 (エジプト ) 王 の 決ま り に お 
いて 、 彼 の 弟 を 引き 取る こと が 叶わ な か っ 
た * の だ か ら 。 われ ら * は 、 わ れ ら * が 望む 者 
の 位 を 上 げ る 。 そし て あら ゆる 知 者 の 上 に 
は 、 ( 更 な る ) 知 者 が いる 3 の だ 。 
77. 彼ら (ユー ス フ * の 上 兄 ら ) は 言っ た 。 「 も し IA MG* 


彼 (ビン ヤー ミー ン ) が 浴 み を 犯し た の な 
ら 、 以前 、 彼 の 兄 (ユー ス フ * も 確か に 、 
梁 み を 犯し た * の で す 」 。 そ し て ユー ス フ * 


— 


つま り 、 縛 次 の 被害 者 に 自分 E 


244 頁 参 照 )。 


2 ユー ス フ * は 役 の 弟 を 兄たち か ら 引 き 取 り た か っ た が 、 当 
は 溝 】 
彼ら の 裁決 を 彼ら 


ィ ー2:505 参照 )。 


の 


た 


べ 物 を 隠し 取っ て は 、 
ン ヤ ー ミ ー ン と は 母 を 異 に する 兄たち の 、 
バ ガ ウ ィ ー2:506、 


そし て 知 の 頂点 に は 、 


カッ ちら つっ し 2 1 
ンー ンター ンタ 


る C2 


身 を 奴隷 * と し て 与え る こと で 、 報 いる こと ( ム ヤ ッ サ ル 


アッ ラー* が お られ る ( ム ヤ ッ サ ル 244 
と の 「 盗 み 」 に つい て は 、「 母 方 の 祖父 が 崇め て いた 人 


貧者 * 


B 像 を 取っ て 壊し た こと 」「 食 卓 の 食 
に 与え て いた こと 」 な ど 諸 説 あ る が 、 い ずれ も ユー ス フ * と ビ 


計 の エジプト の 法 で は 、 盗み の 食 


打ち と 浪 金 刑 の み で あっ た と され る 。 そ れ で ユー ス フ * は アッ ラー* の お 示し に より 、 
自身 の 法 に 任せ 、 そ の 目的 を 上 手 く 果たし た の で あっ た (アル テバ ガウ 


参照 )。 


ュ グミ 


ら の 体 
参照 )。 


ュ グ 


7 ツー リア ディ ー402 


男 を 気 に し た 


言い 逃れ で ある (アル = 


12. ユー ス フ 章 479 こと の NN 
は それ (彼ら の 路 ) を 心 の 内 に 隠し 、 彼ら OC 
に 対し て それ を 赴 わ に は し な か っ た 。 彼 は 
( 心 の 中 で ) 言っ た 。「 あ な た 方 は (あな 
た 方 が 財 し て いる 者 ) より も 、 悪 い 地 位 に 
ある の だ 。 そ し て アッ ラー* は あな た 方 の 言 
うこ と を 、 最 も よく ご 存 知 で あら れる 」。 

78. 彼ら (ユース フ * の 兄 ら ) は 言っ た 。「 関 A ち う (es 
下 、 実 に 彼 に は 、 老 いた 年 配 の 父親 が い IC 2 EI 
る の で す 。 で すか ら 彼 の 代わ り に 、 私 た ON 
ちの 誰か 一 人 を お 取り 下さ い 。 本 当 に 私 
た ち は 、 あ な た 様 を 善人 と お 見 受け し ま 
すか ら 」。 

79. 彼 (ユー ス フ ?) は 言っ た 。「 私 た ち が 、 私 te 
た ちの ( 和 難 ) 品 を その 手許 に 見 出し た 者 OR 
以外 を 捕まえ る な ど と いう と と か ら 、 ア ッ 
ラー* の ご 加護 を (と を う ) 。 そう し た ら 、 本 
当 に 私 た ち は ま さ し く 不正 * 者 で す 」。 

80. そし て 彼 (の 返事 ) に 絶望 する と 、 彼 ら は 時 
自分 た ち だ け に な っ て 密談 し た 。 彼ら の 最 RAC 
年 長者 は 言っ た 。 ! 一体 あ な た 方 は 、 お 父 Ca FG 3 
さん が 確か に 、 ア ッ ラ ー* を 証人 と する 奪 約 


! を あな た 方 に させ た の を 、 知 ら な い の か ? 
(これ ) 以前 た も 、 あ な た 方 は ユー ス フ * 
の こと で 不手際 を 犯し た の だ 。 そ し て 私 
は 、 お 父さん が 私 (の エジプト 出発 ) を お 
許し に な る か 、 あ る い は アッ ラー* が 私 に ご 
裁決 を 下さ れる まで 、 こ の (エジプト の ) 
地 を 離れ まい 。 か れ は 裁決 者 の 内 で も 最善 
の お 方 な の だ 。 


1 この 「 碑 約 」 に つい て は 、 


2 


アー ヤ *66 を 参照 。 


の る の EC 本 a 
CE eR 
(の ash 


「 ご 裁決 」 と は 、 死 、 あ る い は 、 弟 を 取り 返す こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:404 参照 )。 


12. ユー ス フ 章 480 ご の 5) ーW 
81. お 父さん の も と に 戻り 、 (こう) 言う の | 352 っ 3 
だ 。『 お 父さん 、 本 当 に あな た の 息子 ( ど | czgCIS シン 3 

ン ヤ ー ミ ー ン ) は 浴 み を 働き まし た 。 そ DE EL 


82. また 、 私 た ちがい た 町 ( エ ジ プ ト の 人 ん 々 ) 


83. (彼ら は 父親 の も と に 帰る と 、 事 の 一 部 始 


84. そし て 彼ら か ら 育 を 向け 、 計る 「 ユ ー 


し て 私 た ち は 、 自 分 た ち が 知っ た こと 以 
外 は 証言 し て いな い ! の で あり 、 知 り 得 な 
いこ とこ と に お いて まで 保護 する 者 で は な か 
っ た の で す %。 


と 、 私 た ち が 共 に 旅 し た 隊商 (の 同行 者 ら ) 
に 、 ( 事 の 真相 を ) お 尋ね 下さ い 。 本 当 に 
私 た ち は 、 ま さ し く 正直 者 な の で す 』」。 


終 を 話し た 。 ) 役 (ヤァ クー - ブ プリ は 言っ た 。 
「 い や 、 お 前 た ちの ( 悪 に 傾 きやすい ) 自我 
が (その ) 事 を 、 お 前 た ち に 惑わ せ て 促し 
た の で ある 。 ( 我 が 妨 軍 は 、 ) よき 妨 "だ 。 
アッ ラー* は 彼ら を 全員 *、 私 へ と 連れ 戻し 
て 下さ る か も し れ な い 。 本当に 彼 は 全 知 
者 、 英 知 あ ふれ る * お 方 な の だ か ら 」。 


ス フ * へ の 我 が 悲 哀 よ ! 」 彼 の 両目 は 悲し 
ゆえ に 白く 光り 5、 彼 は (募る 悲し み を ) 
し 殺し た 。 


選 


to 


CO 


5 泣き 過ぎ て 盲目 に な っ た 、 ま た は 視力 が 非常 に 弱く な っ た ( ア 


の ーー ジン さぶ 


RN つう 
0 


みろ 1 En I 


ン ン 


BN A EE 
Da 


この 「 証 言 」 と は 、 王 の 杯 が ビン ヤー ミー ン の 荷物 人 れ か ら 出 て きた た め に 、 彼 が それ を 
盗ん だ の を 認め た こと と され る (アッ テ タ バリ ー6:4606 参照 )。 

この 「 知 り 得 な いこ と 」 の 解釈 に つい て は 、「 ビ ン ヤ ー ミ ー ン が 盗み を する こと 」「 夜 、 彼 
ら が 眠っ て いる 間 の こと 」「 昼 夜 に お ける ビン ヤー ミー ン の 一 挙 一 動 」 と いっ た 諸説 が ある 


(アル = テク ルト ゥ ビー9:244-245 参照 )。 

「 よ き 忍 耐 *| に つい て は 、 ア ー ヤ \18 の 訳注 を 参照 。 
ユー ス フ *、 ビ ン ヤ ー ミ ー ン 、 そ し て 自ら エジプト に だ 残っ た 』 
245 頁 参 照 )。 


長兄 の 三 人 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 


ル テ ク ルト ッ ゥ ピー9:248 参照 )。 


12. ユー ス フ 章 481 ご の の 5) ーW 
85. 彼ら (息子 た ち ) は 言っ た 。「 ア ッ ラ ー* あっ うお を 区 AG 
に 響 っ て 、 あな た は 身 を 滅ぼし そう に な る i 
まで 、 あ る い は (実際 に ) 破滅 する 者 の 類 Dr 
いと な る まで 、 ユ ー ス フ * の こと を 思い 続け 
ます (か ) ! 」 

86. 彼 (ヤァ クー ブ は 言っ た 。「 私 は 自分 oi ちり 2 っ じ 3 
苦悩 と 悲し み を 、 te る A I SY 
の だ 。 そし て 私 は アッ ラー* に よっ て 、 お 前 
た ちの 知ら な いこ と ! を 知っ て いる 

87. 息子 た ちよ 、 (再び エジプト へ ) 赴き 、 ユ だ PPE 
ー ス フ * と その 弟 を 探索 せよ 。 そし て アッ ラ 3 に 3, 旋 放 PIG2 だ PD 
ー* の ご 慈悲 に 、 失意 し て は な ら な い 。 本 当 | ⑱ つ 2c 2 NP ED 
に アッ ラー* の ご 慈悲 に 失意 する の は 、 不 信 
仰 の 民 * だ け な の だ か ら 」。 

88. 彼ら は (エジプト へ と 向かい 、) 彼 (ユー NG EE 
スプ フツ の も と に (参じ て ) 入る と 、 言っ た 。 Es う CD CE 

「 関 下 、 私 た ちと 私 た ちの 家族 を ( 曲 態 と SE LAN CS 

仙 籠 の ) 災害 が 襲い 、 私 た ち は 僅か (で 粗 | @083 人 が eg る EE 
悪 ) な 物品 を 携え て 来 ま し た 。 で すか ら 
私 た ちの た め に 井 ? を 満た し 、 私 た ち に 光 
し て 下さ い 。 本 当 に アッ ラー* は 、 施す 人 々 
に お 報い に な り ま すか ら 」。 

89. 彼 (ユー ス フ *) は 言っ た 。「 一 体 あ な た 方 この ジン d6 


は 、 あ な た 方 が 無知 な 者 た ち で あっ た 時 3 
に 、 ユ ー ス フ * と その 弟 に 対し て 自分 た ち が 
し た こと を 知っ て いる の で すか ?」 


1 これ が 何 か に 関し て は 、 
(アル テバ ガウ ィ ー2:510 参照 ) と いっ た 解釈 が ある 。 


2 


ス 


3 1 


まだ 


「 ユ ー ス フ * が 、 


「 乾 」 に つい て は 、 家 畜 章 152 の 訳注 を 参照 。 


4 ュー > 
A と 94 ル 


生き て いる こと 」「 ユ ー ス フ * の 正夢 の 実現 」 


肥 ら は ユー ス フ * に 対し て の 仕打ち が 、 この よう な 結果 に な る と は 思っ て も いな か っ た ( ア 
ッ テ タ バリ ー6:4627 参照 )。 


12. 


ユー ス フ 章 


482 


90. 彼ら は 言っ た 。「 本 当 に 、 あな た は 本 当 に 、 


91. 


92. 


93. 


94. 


ユー ス フ * な の で すか ?」 彼 は 言っ た 。「 私 
は ユー ス フ * で 、 これ が 我 が 弟 で す 。 アッ ラ 

ー* は 私 た ち に 、 確か に (別離 の 後 の 再 会 と 
いう ) お 恵み を 授け て 下さ いま し た 。 本当 
に 誰 で あろ うと 、( ア ッ ラ ー* を ) 嘩 れ *、 災 耐 
“する 者 、 実に アッ ラー* は (その よう に ) 
善 を 尽く す 者 ! た ちの 褒美 を 無駄 に され る 
こと が な い の で す 」。 


彼ら は 言っ た 。「 ア ッ ラ ー* に 警 ほっ て 、 

ED 
き 立て 下さ いま し た 。 そ し て 本 当 に 私 た ち 
は まさ し く 、 過 っ た 者 た ち だ っ た の で す 」。 


彼 は 言っ た 。「 こ の 、 あ な た 方 に 符 め は 
あり ませ ん 。 アッ ラー* が あな た 方 を 、 お 族 
し 下さ いま す よう 。 そし て 、 か れ は 慈悲 深 

い 者 の 内 で も 、 最 も 慈悲 深い お 方 で す 」。 


(それ か ら 父 ヤ ア クー ブ \* の 話 を 聞く と 、 ユ 

ー ス プリ は 彼ら に 言っ た 。 ) 「 こ の 私 の 上 着 
を 携え て (再び お 父さん の 所 へ ) 行き 、 そ 
れ を お 父さん の 顔 に 投げ か け な さ い 。 彼 
は 、 眼 が 見 える よう に な る で し ょ う 。 そし 
て あな た 方 の 家族 を 皆 、 私 の も と に 連れ て 
来る の で す 」 。 


隊商 が (ユー ス フ * の 上 着 と 共に エジプト 
を ) 出発 し た 時 、 彼 ら の 父 (ヤァ クー ブツ 
は (周り に ) 言っ た 。「 本 当 に 私 は 、 ま さ 
に ユー ス フ * の 匂い を 感じ る 。 あ な た 方 が 私 
の こと を 、 愚か 者 扱い する の で な けれ ば (、 
私 の こと を 信じ た で あろ うに ) 」。 


「 善 を 尽く す 者 」 に つい て は 、 密 蜂 章 128 の 訳注 


IS day 
RP oe! 
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95. 彼ら (ヤァ クープ * の 周り に いた 者 た ち ) は 、| $ ぁ 3 っ Me ET GG 
言っ た 。「 ア ッ ラ ー* に 哲 っ て 、 本当 に あな 
た は まさ し く 、 (まだ ) 昔 の 迷い ! の 中 に あ 
り ま すね 」。 


96. それで (ヤァ クー プ * に ) 吉報 を 伝え る 者 が | 4 ゆん 3 
到着 し た 時 、 彼 は それ (ユー ス フ * の 上 着 ) PIN 
を 彼 の 顔 に 投げ か け 、 彼 の 視力 は 戻っ た 。 OTC M2 
彼 (ヤァ クー ブ う は (、 周 り の 者 た ち に ) 
言っ た 。「 一 体 、 私 は お 前 た ち に 言わ な か 
っ た の か ? 本 当 に 私 は アッ ラー*\ に よっ 
て 、 お 前 た ちの 知ら な いこ と 2 を 知っ て い 
る 、 と いう と と を ?」 


97. 彼ら (ユー ス フ * の 兄たち ) は 、 (エジプト GE GE 
か ら ヤ ァ ク ー ブ * の も と に 戻っ て 来る と 、 彼 OE 


に ) 言っ た 。「 お 父さん 、 私 た ちの た め 、 私 
た ちの 罪 の 族 し を と う て 下 さい 。 本 当 に 私 た 
ち は 、 過 っ た 者 た ち だ っ た の で すか ら 」。 


98. 彼 は 言っ た 。「 お 前 た ちの た め 、 そ の うち 人 の の 52 6 
我 が 主 * に お 赦し を を お う ?。 本 当 に か れこ ん 2 2 る 
そ は 、 赦し 深い お 3 方 、 慈愛 深い * お 方 な の 
だ か ら 」。 


99. そ し て 彼ら (全員 ) が (エジプト の ) ユー| ek ECS 
ス フ * の も と に や っ て 来 た 時 、 彼 (ユー ス フ | ⑧Suz 多 EL IS 
は 両親 を 自分 の 方 へ 抱き 寄せ て 、 言 っ た 。 
「 安 全 に 一 一 アッ ラー* が お 望み な ら 一 一 、 
エジプト に お 人 り 下 さい 」。* 


1 「 昔 の 迷い 」 と は 、 ユ ー ス フ * に 対す る 深い 愛情 と 回 想 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 246 頁 参照 )。 
アー ヤ *86 の 、 同 様 の くだり に 関す る 訳注 を 参照 。 


アル テバ ガウ ィ ー* に よれ ば 、 ヤ ァ ク ー ブ * は 、 祈 願 が 受け 入れ られ や すい 明け 方 まで 、 そ 
の 時 を 遅らせ た の だ と いう の が 大 半 の 解釈 学者 の 見 解 。 そ の ほか に も 、「 ユ ー ス フ * の 許し 
を 得 て か ら 、 赦 し を を うつ も り だ っ た 」 と いう よう な 説 も ある (2:514 参照 )。 

4 一 説 に ユー ス フ * は 、 エ ジ プ ト 国境 まで 彼ら を 迎え 出 た (アッ ニタ バリ ー6:4641 参照 )。 


IN) 


の 
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この の 6) の WV 


100. 


101. 


102. 


そし て 彼 は 自分 の 両親 を 御座 の 上 に 上 げ 
(て 自分 の 傍 に 座ら ちせ) 、 彼 ら (両親 と 十 
一 人 の 兄弟 ) は 、 彼 に 向かっ て サジ ダ *! し 
た 。 彼 は 言っ た 。「 お 父さん 、 こ れ は 我 が 
主 * が まさ に 実現 し て ドド さ っ た 、 以前 ( 小 
さい 頃 に ) 私 が 見 た 夢 ? の 解釈 で す 。 か れ 
( 我 が 主 り は 私 に 、 本 当 に よく し て 下さ 
いま し た 。 私 を 省 獄 か ら 出し て 下さ り 、 シ 
ャ イタ ー ン * が 私 と 私 の 兄たち の 間 を 突い 
(て こじ れ さ せ ) た 3 後 、 あな た 方 を 辺境 の 
地 か ら 連 れ て 来 て 下さ っ た の で すか ら 。 本 
当 に 我 が 主 * は 、 か れ が お 望み に な る こと 
(の 遂行 ) に 霊 妙 な * お 方 で あら れ ま す 。 
本 当 に か れ は 全 知 者 、 英知 あふ れる * お 方 。 


我 が 主 * よ 、 あな た は まさ し く 私 に 土 権 の 

一 部 を 下さ り 、 私 に 話 の 解釈 を 教え て 下 
さい まし た 。 諸 天 と 大 地 の 創成 者 * よ 、 あ 
な た は 現世 と 来世 に お ける 、 我 が 底 護 者 * 
で す 。 私 を 服従 する 者 (ムスリム や と し 
て お 召し に な り 、 正 し い 者 * た ちの 仲間 入 
り を させ て 下さ い 」。 


(使徒 * よ 、 ) そ む * は 、 わ れ ら * が あな た 
に 啓示 する 、 不 可視 の 世界 * に 属す る 消息 
の 一 部 。 そし て 彼ら (ユー ス フ * の 上 兄たち) 
が 策謀 し つつ 、 彼ら の 事 6 を 示し 合わ せ た 
時 、 あ な た は 彼ら の も と に (立ち 合わ せ 


て ) は いな か っ た の で ある 。 


ンク 


= 


イブ ン ・ カ スィ ー ル * に よれ ば 、 偉大 な 者 に 挨拶 する H 


計 に サジ タダ * す る の は 、 


& 
っ 2 


Ue | $3 2 
So God55 
SE Ia 3 を 
4 うっ 


rN OS5 8 


3 4 
< 
SRN Fn 2 8 つう ※ 


っ と MS uu お と 
ss Z 和 9。 524 NS 
Dk CL 


so bo Sod 


⑧O め っ 


彼ら の 法 で は 合法 だ 


っ た 。 し か し イス ラー ム * に お いて は 、 サ ジ ダ * は アッ ラー* だ け へ の も の と な っ た (4:412 参照)。 


2 て 


3 シャ イタ ー 
「 話 の 解釈 」 に つい て は 、 
ここ まで 述べ られ た ユー ス フ * の 話 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 247 頁 参照 )。 
アー ヤ *9-10 に 言及 され て いる 策謀 の こと (前 掲 書 、 同 真 参照 )。 


た 


5 て 


こ 


oo 


の 夢 に つい て は 、 ア ー ヤ *4 を 参照 。 

ン * か ら 突 か れる こと に 関し て は 、 
アー ヤ *6 の 訳注 を 参照 。 
の 「 そ れ 」 と は 、 
の 「 彼 ら の 事 」 と は 


高 璧 章 200 の 訳注 を 参照 。 
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AI 


103. 


104. 


105. 


106. 


107. 


108. 


109. 


そし て (使徒 * よ 、) 人 々 の 大 半 は 、 
ーー たとえ 、 あ な た が (彼ら を 信じ させ よ 
うと し て ) 躍起 に な っ た と し て も 一 、 
信仰 者 と は な ら な い 。 


また 、 あ な た は それ ! ゆ え に 、 彼 ら に いか 
な る 見 返り も 求め て は いな い 。 それ は 全 世 
界 に 対す る 教訓 に 、 外 な ら な い の だ か ら 。 


諸 大 と 大 地 に お ける 、 いか に 多く の (だ 
ッ ラ ー の 唯一 性 * と 人 力 を 示す ) 御 微 を 、 
彼ら は 通 り 過 ぎ ( 目 に し ) て いる こと か ? 
それ ら に 対し て 背 を 向け な が ら ? 


また 彼ら の 大 半 は 、 シ ルク * の 徒 で ある こと 
な くし て 、 アッラー* を 信じ る こと が な い 。 2 


一 体 彼ら は 、 ア ッ ラ ー* の 懲罰 で ある 、 ( 彼 
ら を ) 覆い 尽く す も の が 、 自 2 分 た ち に 襲い 
か か ら な いと 安心 し て いた の か ? ある 
い は 彼ら が 気付 か ぬ ま ま 、 (復活 の ) 時 
が 彼ら の も と に 突然 や っ て 来る こと と は な 
い 、 と ? 


(使徒 * よ 、) 言え 。「 こ れ は 、 我 が 道 。 
私 も 、 私 に 従っ た 者 た ち も 確 証 に 基づき 、 
アッ ラー* (の み へ の 崇 捧 り へ と 招く 。 
アッ ラー* に 称え * あ れ 、 私 は シル ク * の 徒 
の 類 い で は な い 」。 


そし て (使徒 "よう 、 われ ら * が あな た 以前 
に ( 便 人 "と し て ) 遣わ し た の は 、 わ れ ら * 
が 啓示 を 下す 、 町 の 住民 の 男性 (人 間 ) た 


OP DLE 


ライ レ ニン 


Rk 
DTN, 


DR NG ERE 
ッ タ ュー ッ ー > ラー ン ン る 5 ン 
OL ES 


RL ES 

タン > 

OS 
MEET 
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OO 


A is 
IG ジンク 


SN; 


1 この 「 そ れ 」 と は 、 彼 ら を 信仰 へ と 導く こと ( ム ヤ ッ サ ル 248 頁 参 照 )。 


2 つま り 、 ア ッ ラ ー* が 全 
それ と 同時 に 介 


て の 創造 主 で あり 、 崇 拝 * に 値する 唯一 の 対象 で や る と 認め つつ も 、 
和 像 を も 崇め て いる よう な 状態 の こと (前 掲 


書 、 同 真 参照 )。 
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110. 


111. 


ち 以 外 の 何者 で も な か っ た '。 それ で 一 体 彼 
ら (不信 仰 者 * た ち ) は 、 地 上 を 旅 し 、 彼 ら 
以前 の (不信 仰 ) 者 * た ちの 結末 が いか な る 


も の で あっ た か を 見 な か っ た の か ? 来世 


の 住ま いこ そ は 、 
者 た ち に と っ て 、 


(アッ ラー* を ) 異 れる * 
(現世 な ど ) より 善い の 


で ある 。 一体 あな た 方 は 、 分 別 し な い の か ? 


ば わり され た が 、 


(使徒 * よ 、 過去 の 使徒 * た ち も 嘘つき 呼 


すぐ 勝利 が 訪れ た わけ 


で は な か っ た 。) や が て 使徒 * た ち が (、 


自分 ) の 民 は も は や 信 じ る こと は な いと い 


う ) 大 き な 失 意 に 陥り 、 ( 民 が 、 自分 た 
ち は 使徒 * た ち に ) 確 か に 中 を つか れ た 2 の 
だ と 思っ た 時 、 彼ら (使徒 * た ち ) の も と 
に われ ら * の 勝利 が 到来 し 、 われ ら “ が 望 
お 者 は 救い 出さ れ た の だ 。 か れ の 導 成 (と 
いう 懲罰 ) が 、 罪 悪者 で ある 民 か ら 遮 ら 


れる こと は な い 。 
彼ら (ユー ス フ * と その 兄弟 た ち ) の 物語 


の 中 に は 確か に 、 


澄ん だ 理性 の 持ち 主 に 


と っ て の 教示 が あっ た 。 それ (クル アー 
ン ) は 、 で っ ち 上 げ ら れ た 作り 話 な ど で 


は な い 。 し か し 


(それ は ) それ 以前 の も 


の ? の 確証 、 全て の 物事 * の 解明 、 導き で 
あり 、 信 仰 す る 民 へ の 慈悲 な の で ある 。 


— 


NM 


ww 


た 


アッ ラー* は 使徒 * を 女性 
出身 の も の と も され な か っ た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:422-423 参照 )。 同 様 の アー ヤ * と し 


て 、 預 言 者 * た ち 章 7-8、 


つま り 、 彼 ら が 招い て いる 教え の 内 容 、 あ る い は 勝利 に 関し て 「 嘘 を つか れ た 」 と 思 


RL A 
ン ン プン る ぁ ラ 


= の) トー 


OE 


2 や の そる の 。 ジン スー を て 
IGEE EC 
ESIGN 


< ンタ ン ン ンプ 


OI eS 


と も せ ず 、 (天使 * な ど ) 人 間 以 外 の も の と も せ ず 、 健 地 (へ きち ) 


識別 章 20 も 参照 。 


と (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 1.428 参照 )。 


「 そ れ 以 前 の も の 」 と は 、 そ れ 以 前 に 下っ た 抄 


と 


Wy 


! の こと ( ム ヤ ッ サ ル 248 頁 参 照 )。 


こと の 「 全 て の 物事 」 と は 、 合 法 な こと や 非 合 法 な こと 、 勧 (すす ) め ら れる こと や 避け る 


べき こと な ど 、 人 間 が 必要 と する 全て の こと (前 掲 書 、 


同 真 参照 )。 


A 


= ブリ フィ ワーム" ミ 


ラー* の 御名 に お いて 


けい て ん 


2?。 そ れ は 啓典 


== 


ム ・ ラ 


の 御 徴 (アー ヤツ 。 そ し て ( 便 徒 * よ 、) (J NH 
あな た の 主 * か ら あ な た に 下さ れ た も の 

は 、 真理 で ある 。 だ が 、 人 々 の 大 半 は 信じ 

な い 。 

2. アッラー* は 諸 天 を 、 い か な る 柱 も な し に お | S36 
ト げ に な っ た お 方 。 あ な た 方 は 、 そ れ を 日 CPIO 
に し て いる 3。 それから か れ は 、 第 座 * に お 上 > GR GN GE 
が り に な っ た 。 ま た 、 太 陽 と 月 を (人 々 の or CN と el 
利益 の た め に ) 仕え させ られ た 。 (その ) - 
いずれ も 、 定 め ら れ た 時 期 (で ある 復活 の 
日 ) まで 運 電 般 し 続け る 。 か れ は (現世 と 来 
世 の ) 物事 を 司 られ る 。 あな た 方 が 自分 た 
ちの 辛 と の 拝 調 を 確信 する た め 、 か れ は (ご 
自身 の 御 力 と 唯一 性 * を 示す ) 御 徴 を 明 ら 
か に され る の だ 。 

1 マッ カ “* 啓 示 か マデ ィ ー ナ * 啓 示 か で 、 学 者 間 の 大 き な 相違 が ある スー ラ * の 一 つ 。 ア ー ヤ *13 
で 言及 され て いる 「 雷 鳴 」 の 語 に ちな ん で 、 この 名 称 で 呼ば れる 。 創造 や 自然 界 の 驚異 ( き 
ょ うい ) を 根拠 に 、 ア ッ ラ ー* の 存在 と 唯一 性 * が 確証 され 、 真 理 と 虚偽 、 信 仰 者 と 不信 仰 
者 * の 様々 な た と え が 、 各 々 へ の 吉報 や 警告 と 共に 描写 され て いる 。 また 、 信仰 者 と 不信 爺 

首 * の 特徴 、 来 世に お ける 両者 の 行き 先 な ども 取り 上 げ ら れ 、 最 後 は 預言 者 * ハ ムハンマド * 
の 使徒 * 性 を 確証 する 証言 に よっ て 、 締 めく くら れる 。 

2 これ ら の 文字 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 用 語 解説 「 ク タル アーン の 冒頭 に 現れ る 文字 群 *」 を 
参照 。 

3 本 文 訳 の よう な 解釈 以外 に も 、「 ア ッ ラ ー* は 諸 天 を 、 あ な た 方 に 見 える 柱 も な く 、 お 上 げ 


4 


re Nd A 


に な っ た お 方 」 と いう 解釈 も ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:429 参照 )。 


「 御 座 に お 上 が り に な る 」 に つい て は 、 


高 壁 章 54 の 訳注 を 参照 。 
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3、 ま た 、 か れ は 地 を 広げ 、 そ こ に 堅固 な 山々 SEEN I 
と 河川 を 置か れ 、 そ こ に 全て の 果実 か ら SI SIAL 
ー つ の 種類 を お 創り に な っ た ね お 方 。 か れ は SN EN SER 
夜 を 尽 に 首 わ せら れる ?。 本 当 に そこ に は ま の の 
さ し く (アッ ラー の 唯一 性 * と 御 力 を 示す ) 、 
就 考 する 民 へ の 御 徴 が ある の だ 。 

4 また 大 地 に は 、 隣 接し 合っ た (異な る 性 質 3 | 2S の の 
の ) 土地 、 (その 内 の 肥 湊 な 土地 に で きる ) od BE 
衛 茶 園 、 (種々 の ) 農作物 、 同 根 で 多 幹 の | ues gm 
ナツ メ ヤ シ の 木 と 、| 同 根 で 多 幹 で は な いも Oi RN ISN 
の が ある 。 (それ ら は 皆 ) 同一 の 水 を 与え 
られ て いる 。 そ し て 、 わ れ ら * は その 内 の あ 
る も の を 、 別 の も の より も 果実 に お いて 引 
き 立て る の だ *。 本 当 に その 中 に は まさ し く 
(アッ ラー* の 御 力 と 唯一 性 * を 示す ) 、 分 別 
する 民 へ の 御 徴 が ある 。 

5. (使徒 * よ 、 9376 これ ら の 和 件 徴 を 2 


な ら 、 (更に ) 驚く べき は 、 「 OE ん で 
土 と な っ た 後 、 本 当 に 私 た ち が 新 た に 創造 


され る と で も いう の か ?」 と いう 彼ら の 言 
葉 で ある 。 それ ら の 者 た ち は 、 自分 た ちの 主 
* を 否定 し た 者 で あり 、 そ れ ら の 者 た ち は 
(復活 の 日 * に 、) その 首 に 柳 が (か けら れ 


1 い 】 


5 


いも の と 酸っぱ いも の 、 


いも の と 黒い も の 、 熟 れ た も の と 乾燥 し た も の 、 
と 大 きい も の な どの 「 二 つの 種類 」 (アル テク ルト ウゥ ビー9:281 参照 )。 尚 、 


小さ いも の 
こと これ は イブ ン ・ 
ー ヤ * に よれ ば 、 ど ん な 果実 で も 二 種 類 は ある と いう こと を 示し て いる の で あり 、 そ 


れ 以 上 の 種類 が あっ て も アー ヤ \* の 意味 と は 矛盾 し な い (3:293 参照 )。 
イム ラー ン 家 章 27 の 、 同 様 の くだ り に 関す る 訳注 も 参照 。 


2、 大 き さ 、 匂 い 、 味 な ど に お いて 「 引 き 立 て る 」 


植物 の 生育 する 肥 湊 な 土地 も あれ ば 、 不 毛 の 土地 も ある ( ム ヤ ッ サ ル 249 


「 新 た な 創造 」 と は 、 復 活 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 249 


県 少 


参照 )。 


ュ グ 


(アル = テバ イダ ー ウ ィ ー3:318 参照 )。 


[参照 )。 
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て ) ある 者 な の で ある 。 そ し て それ ら の 者 
た ち は 、 i 業火 の 住人 で あり 、 彼 
ら は そこ に 永遠 に 留まる 者 た ちな の だ 。 


また 、 彼 ら (不信 仰 者 * た ち ) は あな た に 、 
善 よ り も 先 に 悪 を (もたらす こと を ) 性 急 
に 求め る !。 彼ら 以前 (の 不信 仰 者 * た ち ) 
に も 確か に 、 牧 鍋 割 が 降り か か っ て きた と 
いう の に 。 (使徒 * よ 、 ) 本 当 に あな た の 主 
* は 人 々 が 不正 * を 行っ て も ( 悔 司 する な ら 
ば ) 、 彼ら に と っ て まさ し くく 赦し の 主 な の 
で ある 。 そ し て 本 当 に あな た の 主 * は ( 不 
信仰 と 迷い と ア ッ ラ ー* へ の 反抗 に 固執 
る 者 に 対し ) 、 実 に 懲罰 が 厳し い お 方 な 
の だ 。 


また 、 不 信仰 に 陥っ た 者 * た ち は 言 う 。 「 ど 
う し て 人 役 (ムハンマド や に 、 その 主 * か ら 御 
徴 2 が 下さ れ な い の か ?」 (使徒 * よ 、) あ 
な た は 警告 で し か な い 。 そし て いか な る 
民 に も 、 (その ) 導き 手 が い る 。 


アッ ラー* は 、 いか な る 女性 が (胎内 に ) 宿す 
も の も 、 子 宮 が 減じ る も の も 、 増 える も の * も 
ご 存 知 で ある 。 そ し て 全て の 物事 は 、 か れ の 御 
許 で (一 定 の ) 量 に (定め られ て ) ある 。 


= 


to 


w 


参照)。 


と の 「 善 」 は 無事 、 
い 不 信仰 ゆえ 、E 


Nd 33265 た を 
OBI Se と ほる 
GA ea 

OGNI 


ンー 


si 1 
© DE 


ある い は 安全 と 善 が 望ま れる 、 信 仰 の こと 。「 悪 」 は 懲罰 。 彼 ら は ひど 
分 た ち に 懲罰 を 下す よう 挑ん だ も の だ っ た (アル テク ルト ウゥ ビー9:284 


家畜 章 57-58、 戦 利 品 * 章 32、 ユ ー ヌ ス * 章 50、 フ 


ド * 章 8、 夜 の 旅 章 92、 巡 礼 


章 47、 曲 昧 草 53-.54、 サ ー ド 章 16、 相 談 草 18、 階 段 草 1.2 な ども 参照 。 


と の 「 御 徴 」 は 、 ム ー サ ー* の 杖 、 サ ー 
( ム ヤ ッ サ ル 250 真 参照 )。 


リフ * の 雌 ラ クダ の よう な 、 


に 見 える 奇跡 の こと 


「 子 宮 が 減じ る も の 」 と は 堕胎 (だ た い ) や 、 通 常 の 出産 】 


し 、「 増 える も の 」 は 通常 の 出産 


E 期 間 よ り も 遅い 出産 


参照 )。 


5: の こと を 指す と され る (前 掲 書 、 同 頁 


月 間 よ り も 早い 出産 の こと を 表 
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9. 


10. 


LL 


12. 


(アッ ラー* は 、 ) 不可 視 の 世界 * と 現象 界 ! 
を ご 存 知 の お 方 。 大 いな る * お 方 、 至 高 の * 
お 方 で あら れる 。 


あな た 方 の 内 、 言葉 を 秘め る 者 も 、 そ れ を 
露 わ に する 者 も 、 夜 に こそ こそ と する 者 
も 、 昼 に 堂々 と する 者 も 、( ア ッ ラ ー* に は ) 
同じ こと 。 
か れ に は 、 (人 間 の ) その 前 と 、 そ の 後 
ろ に 、 ア ッ ラ ー* の ご 命令 に よっ て 彼 を 
守 ( り 、 そ の 行い を 記録 す ) る 、 交 代 番 
8 (の 天使 * た ち ) が いる 。 本 当 に アッ ラ 
ー* は 、 民 の ( 皿 恵 に 溢れ た ) 
彼ら が 自分 た ちの 状況 を (自ら) 変え 
3 まで 、 変 更 さ れる こと が な い の だ 。 
し て アッ ラー* が 民 に 災難 を お 望み に な 
それ を 庶 まる も の は 誰 一 人 と し て な 
、 彼 ら に は 、 か れ 以 外 に いか な る 友 護 
SI 


か れ (アッ ラー は あな た 方 に 、 (あな た 
方 が 堂 怖 と 待 望 ! を 抱く 稲光 を お 見 せ に 
な り 、 ( 雨 を 混 え た ) 重厚 な 雲 を お 造り に 
な る お 方 。 


1 


to 


人 間 に は 、 そ の 右側 
また その 前 後に は 、 


「 現 象 界 」 に つい て は 、 家 畜 章 73 の 訳注 を 参照 。 


OMP NIG LE 


レン ン ーー イ を 1 その 
ステ OO ント つと っ うー 
タン ララ ンダ タッ 


os Ml BARI 

© A 

CAR ls 
PDIEDS 先 3 CS 2 
S20 
Od ns 


、 


A ZS Ne 
OTN 


に 善行 を 記録 する 天使 『、 左 側 に 悪行 を 記録 する 天使 * が 一 人 ずつ お り 、 
彼 を 守る 天使 * が 一 人 ずつ 付い て いる 。 そ し て この 四 人 の 天使 * は 、 朝 


晩 に 別 の 四 人 と 交代 し て 任務 に つく (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:437 参照 )。 カ ー フ 章 17 と そ 


の 訳 
信仰 か ら 不信 仰 へ 、 アッ ラー* へ の 従順 さか ら 
意味 (アッ = サ ァ ディ ー414 真 参照 )。 戦 利 品 * 章 
稲光 に は 落雷 の 恐怖 も ある が 、 


w 


に 


住 も 参照 。 


それ に よっ て 雨 を 遇 


真 参照 )。 


反逆 へ と 自 
53 と その 訳注 も 参照 。 
有 待 する こと も 出来 る ( ム ヤ ッ サ ル 250 


ら の 状態 を 変え な い 限 り 、 と いう 


13. 雷鳴 章 491 i 
dab CN IE 
共に (か れ を ) 称え *、 天 使 * た ち は か れ 5 し の あっ ステ 
DRE (そう する ) 。 そし て か れ 0 人 5 
稲 厩 を 送り 、 A EA 


* (の 唯 


フ 


性 * と 御 力 ) に つい て 議論 
て いる 最 中 に 、 eee 
た れる 。 か れ は 、 御 力 ? の 凄まじ い お 方 。 


EE 


14. 真 の 呼び か け ? は 、 か れ (アッ ラー*) だ け 
に 層 す る 。 そ し て 、 か れ を 差し お いて 彼ら ICP 
が 祈っ て いる も の た ち は 、 少 し も 彼ら に 応 の RE 
じ る こと な ど な い 。 自分 の (乾い た ) 口 に 
届く よう 、 ON 
伸ばす が 、 そ こ に は 届か な い 者 (が 、 
RU 
その 念願 を 叶え られ な い の が だ) * 不信 仰 者 
* た ちの 祈願 は 、 全 く の 徒労 で ある 。 

15. そ し て アッ ラー* に こそ 、 諸 天 と 大 地 に ある CN oR NGF I 
(全て の ) も の は 、 従 順に で あろ う と 嫌々 SEI ES 


で あろ うと 5、 


サジ ダ * す る 。 ま た (創造 物 


1 


2 と 


w 


wn 


「 雷 鳴 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 19 の 同 語 に つい て の 訳注 も 参照 。 


と で 「 御 力 」 と 訳し た 語 「 
ル テ バ ガウ ィ ー3:12 参照 )。 


ミ ハ ー ル 」 に は 、「 懲 軸 」「 策 略 」 な ど と いっ た 解釈 も ある ( ア 


「 真 の 呼び か け 」 と は 、 シ ャ ハー タダ * の こと と され る 。 祈願 の た め に 呼ば れる べき 存在 は 、 
アッ ラー* の み で ある ( ム ヤ ッ サ ル 251 頁 参 照 )。 


つま り 、 そ の 念願 は 叶え られ な い 。 


ほか 


に も 、 こ れ が 「 空 想 の 水 に 手 を 伸ばす 者 」「 水 を 両 


手 で 揚 
ルト ッ ゥ ビー9:301 参照 )。 
ある 種 の 学者 に よれ ば 、 
と し て の サジ タダ * を する が 、 
* に つい て は 、 巡 礼 * 草 18 に よっ て 、 
され て いる 。 ま た 一 説 に は 、 
く 、「 服 従 」 と いう 意味 の サジ ダ *。 


この アー ヤ * の 
偽 信者 * は 嫌々 サジ ダ * す る 」。 


(つか ) も うと する が 、 掴 め な い 者 」 の 様子 で ある 、 と いっ た 説 が ある (アル = テク 


意味 は 、「 信 仰 者 と 天使 * は 、 文 字 通 り の 崇拝 * 行 為 
答 (に せ ) 信者 * 以 外 の 不信 仰 者 
「 全 て の 人 』 が サジ タダ * す る わけ で は な いと と が 説明 


こと で の 「 サ ジ ダ *」 は 文字 通り の 崇拝 * 行 為 の 一 形式 で は な 
と いう の も 不信 仰 者 * も また 、 


アッ ラー* の ご 意思 か ら 


逃れ られ ず 、 か れ に 物理 的 に 服従 し て いる の が 現状 だ か ら で あ る (アッ ー ニ シャン キー ティ 


ー2:237-239 参照 )。 イ ムラ ー ン 家 章 83 と その 訳注 、 蜜 蜂 章 48-49、 夜 の 旅 章 44、 


巡礼 * 


章 18 と その 訳注 、 御 光 章 41 と その 訳注 も 参照 。 
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の ) 影 も 、 朝 に タタ に (サジ ダ ! す る ) 。 ( 読 


議 の サジ ダ タツ 

16. (使徒 * よ 、 シ ルク * の 徒 に ) 言え 。「 諸 天 | 0 SU 
と 大 地 の 主 * は 誰か ? 」 言 っ て や る の だ 。 SPEC 
「 (それ は ) アッ ラー* で ある 」。 言う の だ 。 し 1 の リウ 
「 (その こと を 認め て いる ) に も 関わ ら ず 、 RD ed a 
一 価 あ な た 方 は か れ を 差し お いて 、 自 分 自 | < 選 看 信 洛 a8 族 放 4 


身 へ の 社 も 害 も 有 さ な い 府 護 葉 者 を 設け た 
と いう の か ?」 言え 「 僅 人 と 見 える 者 2 は 
同じ か ? いや 、 間 と 光 * は 同じ な の か ?」 
いや 、 彼ら は ア ッ ラ ー* に 、 か れ の 創造 と 同 
様 に 創造 し 、 それ ゆえ に (それ ら の 創造 と 
ア NN 
く な っ て し まっ た 同位 者 を 設け (、 

ー* と 共に 崇拝 * し ) て いる の か ? (人 
よ 、) 言う が よい 。「 ア ッ ラ ー* は 全て の も 
の の 創造 主 で あり 、 か れ は 唯一 の * お 方 、 


くん り 


君臨 し 給 う * お 方 で ある 」。 
17. か れ (アッ ラー は 天 か ら ( 雨 ) 水 を お 降 CGI て 
( 


の 


の 2596 


らし に な り 、 渓 谷 の 水 ) は その 規模 に 応 IN 
じ て 流 れ 、 流水 は 浮き 上 が っ た (所 益 な ) 0 と LE EG 
泡 を 洪 え る 。 ま た 、 彼 ら が 装飾 品 や 道具 (の | agu 擬 殺 放っ 3 


加工 ・ 鋳造 を 望ん で 火 の ! i に くべ る も の は る の 3 
* の 内 に も 、 そ れ と 同様 の (無益 な ) 泡 が ( 生 0 
じ る ) 。 同様 に アッ ラー* は 、 真理 と 虚偽 に の 


1 「 影 の サジ タダ *」 に つい て は 、「 ア ッ ラ ー* の ご 意思 に 沿っ て 、 そ の 傾き が 変化 する こと 」「 サ ジ 
タダ * す る 者 た ちの 影 」 と いっ た 説 が ある 。 蜜蜂 章 48 も 参照 (アル テク ルト ウッ ビー9:302 参照 )。 

信仰 者 と 不信 仰 者 * の た と え 。 真理 を 見 よ た うと せ ず 、 そ れ を 信じ も し な いこ と か ら 、 こ の よ 
うに た と えら れ て いる ( ム ヤ ッ サ ル 251、252 頁 参 照 )。 雌牛 章 7、18、 家 畜 章 50、 フ ー 
ド * 章 20、24 と 各 訳 注 も 参照 。 

これ も 、 不 信仰 と 信仰 の た と え (前 掲 書 251 頁 参照 )。 雌牛 章 257「 導 か ら 光 」 の 訳注 も 参照 。 
装飾 品 加工 の た め の 金 銀 や 、 種 々 の 道具 を 鋳造 (ちゅ う ぞ う ) する た め の 銅 な どの 人 金属 の 
と と (前 掲 書 、 同 貞 参 照 )。 


いい 】 


ww 


た 
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18. 


19. 


20. 


21. 


つい て 璧 えら れる 。 それ で 泡 は と いえ ば 散 
っ て 消え 去り 、 人 々 を 益 す る も の は と いえ 
ば 、 地上 に 残存 する 。 . そ の よう に ア ッ ラ ー 
"は 、 (真理 と 虚偽 導き と 迷 米 い に つい て ) 
壁 え を 挙げ られ る の だ 。 


自分 た ちの 主 * に 応え (て 従っ ) た 者 た ち 
に は 、 最短 の も の ! が ある 。 そし て か れ に 応 
え (て 従わ ) な か っ た 者 た ち は 、 も し 彼ら 
に 地上 に ある 全て の も の と それ と 同様 の 
も の が (も う 一 つ ) あり 、 (それ を 懲 六 を 
免れ る た め の 代償 と する こと が 出来 た の 
な ら ば 、) それ で 償 っ た で あろ う 。 それ ら 
の 者 た ち 、 彼 ら に は 悪い 清算 が あり 、 その 
住処 は 地獄 な の だ 。 そ し て その 寝床 は 、 何 
と 梗 悪 な とこ と だ ろう か 。 


(使徒 * よ 、) 一 体 、 あ な た の 主 * か ら あ な 
た に 下さ れ た も の が 、 ま さ し く 真理 で ある 
こと を 知 (っ て 信じ ) る 者 は 、 詐 人 2 で ある 
者 と 同様 で あろ うか ? 澄ん だ 理性 の 持 
ち 主 が 、 ま さ に 教訓 を 得 の 


(それ ら の 者 た ちと は 、 ) アッ ラー* と の 


契約 ? を 全う し 、 確 約 を 破 ら な い 者 た ち 


まだ 、 デ ッ ラー* が 上 繋ぎ と め られ る よう 命じ 
られ た も の を 上 繋ぎ と め 、 そ の 主 * を 玉 きれ 、 
悪い 清算 $ を 怖 れ る 者 た ち 


Eo 
CN 883 A 
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OO A か ンー OT 


OR ON 


と の 「 最 善 の も の 」 と は 、 天 国 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 251 頁 参 照 )。 

「 盲 人 」 に つい て は 、 ア ー ヤ \16 の 訳注 を 参照 。 

こと の 「 契 約 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 27 の 訳注 を 参照 。 

「 ア ッ ラ ー* が 繋ぎ と め る よう 命じ られ た も の 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 27 の 訳注 を 参照 。 


KW 


( ム ヤ ッ サ ル 252 頁 参 照 )。 


悪い 清算 」 と は 、 復活 の 日 * に 全て の 罪 を 清算 され 、 何 一 つ 見 


過ごし て は も ら え な いも の 
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っ と ls みつ WY 


22. また 、 そ の 主 * の 御 顔 を 求め て 忍耐 * し 、 礼 拓 
を 遵守 * し 、 われ ら * が 授け た も の か ら ( 施 
し の た め ) 秘密 裏 に 、 ま た は 公 け に 費やし 
!、 普 行 に よっ て 悪行 を 追い 払う ? 者 た ち 。 
その よう な 者 た ち 、 彼ら に は 、 世 の (善き ) 
結末 3 が ある 。 

23. (それ は ) 彼ら と 、 彼 ら の 祖先 、 配 偶 者 、 
子孫 の 内 で 正しかっ た 者 * が 入る こと に な 
る 、 永久 の 楽園 。 天使 * た ち も (彼ら を 祝福 
すべ く ) 、 全 て の 扉 か ら 彼ら の も と に 入る 。 


24. (天使 * た ち は 、 彼 ら に 言う 。 2 「 あ な た 方 
が (現世 で 、 アッ ラー* へ の 服従 に お いて ) 
忍 出 * し た こと "0 あな た 方 に 平安 を 4」 の 
そし て 世 の (善き ) 結末 5 は 、 何と 素晴らし 
いと こと か 。 


25.、 ア ッ ラ ー* と の 契約 を それ が 確約 され た 後 
に 破り 、 ア ッ ラー* が 叔 ぎ と め ら れる よう 命 
じ ら れ た も の を 断ち 、 地 上 で 腐敗 * を 働く 
者 た ち 、 そ れ ら の 者 た ちの 上 に は 呪い が あ 
る 。 そ し て 彼ら に は (来世 で ) 、 忌 まわ し 
い 住 処 が ある の だ 。 


26. アッ ラー* は 、 か れ が お 望み の 者 に 糧 を 但 富 
に 与え られ 、 また 控え られ る 7?。 現世 の 生活 
な ど 、 来 世 (と の 比較 ) に お いて は (僅か 


1 「 わ れ ら * が 授け た ・・ 


2 「 善 行 で も っ て 悪行 を 追い や る 」 に つい て は 、 フ ー ド * 

家畜 章 135 の 訳注 を 参照 。 

、 あ ら ゆ る 尽 ま わし 
畜 章 54 の 訳注 も 参照 。 

135 の 訳注 を 参照 。 

6 「 ア ッ ラ ー* が 繋ぎ と め る よう 命じ られ た も の 」 に つい て は 、 睦 和牛 


3 「 世 の (善き ) 結末 」 に つい て は 、 


4 「 あ な た 方 に 平安 を 」 と は 、「 あ な た 方 は この 
と いう 意味 と され る ( ム ヤ ッ サ ル 252 頁 参 照 )。 


5 「 世 の (善き ) 結末 」 に つい て は 、 家 畜 章 


7 物語 章 82、 サ バア 章 36、 暁 章 16 の 訳注 も 参照 。 


・ 費 や す 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 3 の 
章 114 の 訳注 を 参照 。 
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訳注 を 参照 。 


いこ と か ら 安 全 で す よ 」 


章 27 の 訳注 を 参照 。 
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で 徐 い ) 楽し み で し か な い の に 、 彼 ら ! は 
現世 の 生活 に 浮か れ て いる の だ 。 

27. 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち は 言 う 。 「 ど うし | ck 地縁 
て 彼 (ムハンマド の 主 * か ら 、 彼 の も CERN ES 
と に 御 徴 が 下さ れ な か っ た の か ?2」 言 っ OGA 


て や る が いい 。 - 「 本 当 に ア 


導き を 頑固 に | 


アッ ラー* は (、 


EE む 者 の 内 、) お 望み の 者 


を 迷わ され 、 よ く ( ア ッ ラ ー* に 悔 悟 し て ) 
立ち 返る 者 を 、 か れ の 御 許 へ と お 導き に 
な る 」。 


28. 信仰 し 、 その 心 が ア ッ ラ ー* の 貴 念 で 安 ら 
ぐ 者 た ち (を 、 お 導き に な る の だ ) Oo ア ツ 


し ょ う ね ん 
ラー の 唱 念 に よ っ て こそ 、 


は な いか 。 3 


心 は 安らぐ の で 


し い 行 い * を 行う う 者 た ち 、 彼ら に 


E 徒 * を 遺 わ し た の と ) 同 


ら * は あな た を 、 


遣わ し た 。 (それ は ) 


29. 信仰 し 、 IF 

は 記し きも の * と 、 よき 戻り 場所 ? が ある 。 
30. ( 介 去 に も 数 々 の 使 

様 に 、 (使徒 * よ 、 ) われ 

それ 以前 に いく つも の 共同 体 が 滅び 去っ 

て いっ た 共同 体 に 、 

あな た が 、 慈 悲 あま ね き * お 方 を 否定 し て い 

る 6 彼ら に 、 わ れ ら * が あな た に 砂 客 示し た も 
1 この 「 彼 ら 」 


m 


こと の 「 肌 し きも の 」 の 解釈 に 


た 諸説 が あ 


と の 「 よ き 
参照)。 


同様 の 意味 の 、 ア ー ヤ *7 と その 
同様 の アー ヤ * と し て 、 集 団 章 23 


SRN SN 

Ss 
EI SL 
6 尼 索 計る 3* A 
FRI 
DES 


we 


は 、 現 世 で 豊富 な 糧 を 授かっ た 不信 仰 者 * の こと (アッ ニテ タ バリ ー6:4730 参照)。 


る ( ア Ma ビ 


R 注 を 参照 。 


と その 訳注 も 参照 。 


ー9:316 参照 )。 


戻り 場所 」 と は 、 天 国 、 


、「 天 国 に ある 大 木 の 名 」「 喜 び 」「 天 国 の 別名 」 な ど と いっ 


アッ ラー* の ご 満悦 な ど と 言わ れる ( ム ヤ ッ サ ル 253 


マッ カ * の 不信 仰 者 * の 中 に は 、 「 慈 圧 あ まね き * お 方 」 と いう アッ ラー* の 御名 を 否定 する 者 
た ちがい た (アッ ニタ バリ ー6:4737-4738 参照 )。 夜 の 旅 章 110 と その 訳注 、 預 言 者 * た 
ち 章 36、 識 別 章 60 も 参照 。 
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31. 


の (クル アー ン *) を 読 誰 す る た めで ある 。 
(使徒 * よ 、 彼ら に ) 言っ て や る の だ 。「 か 
れ は 我 が 羊 *、 か れ 以 外 に 、 ( 真 に ) は 
すべ きも の な ど 存 在 し な い 。 か れ に こ 

私 は 全て を 委ね た * の で あり 、 か れ の 御 許 


こそ 、 我 が 帰り 先 は ある の だ 」。 


し 読谷 され る も の ( 砂 典 ) に よっ て 山々 
oe また は それ に よっ て 大 地 が 裂 
け 、 の る 0 は で ASSNDIK2EA が (蘇ら 
され て ) 語り か けら れる と する な ら ば (、 
と この クル アー ン * こ て そ が 、 それ で ある ) !。 
いや 、 ア ッ ラ ー* に こそ 全て の 物事 は 層 す 
る ? の だ 。 一体 、 信 仰 す る 者 た ち は 、 も し 
アッ ラー* が お 望み に な れ ば (奇跡 な ど と 起 
こさ ず と も ) 、 全て の 人 々 を お 導き に な 
っ た だ ろう と と を 知ら な い の か ?3 不信 
仰 に 陥っ た 者 * た ち に は アッ ラー* の お 約 
束 *? が 色 来 する まで 、 自分 た ち が 成 し た こ 
と ゆえ に 秋 難 3 が 前 いか か る か 、 ある い は 
それ が 彼ら の 土地 の 近く に 降り か か り 続 
ける の だ 。 本当に アッ ラー* は 、 約 束 を お 
破り に は な ら な い 。 


守 


で 


sj 


w 


た 


wn 


マッ カ * の 不信 仰 者 * ら は 預言 者 * ム ハン マ ド * に 、 
明 す る よう 求め て きた も の で あっ た (アッ = テ タ バリ ー6:4738-4740 参照 )。 家畜 章 111 
も 参照 。 

奇跡 を 含む 全て の 物事 は 、 アッラー* の 英知 と ご 意思 
ー3:115 参照 )。 


こと の アー ヤ * が 下っ た 背景 に は 、 預言 者 * が 奇跡 を 起こ し た ら 信 仰 す る 、 と いう シル ク * の 徒 
の 言葉 を 聞い た 教 友 * た ち が 、 奇跡 が 起き る の を 望ん だ と いう こと が ある (アル テバ ガウ ィ 
ー3:23 参照 )。 


奇跡 を 起こ すこ と で 彼 の 使徒 * 性 を 証 


1 に か か っ て いる (アッ テニ シャ ウ カ ー ニ 


「 ア ッ ラ ー* の お 約束 」 は 、 復 活 の 日 * と も 、 ム スリ ム * の 勝利 と も 言わ れる (前 掲 書 3:24 
参照 )。 


「 炎 難 」 と は 具体 的 に 、 罰 、 殺 害 、 捕 膚 、 負 伴 な どの こと (アル テク ルト ウゥ ビー9.321 


参照 )。 


13. 雷鳴 章 497 Jl な つ Y 
32。 (使徒 * よ 、) あな た 以前 の 使徒 * た ち も 確 EIA ES 
か に (自分 の 民 か ら ) 漠 笑 され た の で あ EN 
り 、 われ は 不信 仰 だ っ た 者 * た ち に 猫 予 を 与 @ Le 
え 、 それ か ら 彼 ら を 六 し た の だ 。 わが 懲 削 
は いか な る も の で あっ た か ? 

33 一体 、 あ ら ゆる 者 を その 稼ぐ も の に お いて の 1 スワ 
司 る お 方 ! が (崇拝 * に 値する の か 、 それ 
と も か れ 以 外 の 不能 な 創造 物 か ) ? 彼ら FC ANG 
は (創造 物 の 内 か ら ) 、 2 (の 崇拝 ei 
*) に 同位 者 を 設け た 。 0 ) 言っ OS 
て や れ 。「 そ れ ら の (同位 者 の ) 名 (と 性 * MM 
質 ) を 述べ て みよ 2。 いや 、 一体 あな た 方 は 、 

は 、 か れ が 地上 に お いて 関知 され な いも の 
3 に つい て 、 か れ に 申し 上 げ る と いう の か ? 
か ? いや 、 一 体 (実体 も な い の に ) 言葉 
の 上 っ 面 で 、 (それ を 同位 者 と 呼ん で いる 

だ け ) な の か ? いや 、 不信 仰 に 陥っ た 者 
* た ち に は 自分 た ちの 策 課 が 自 映 く 見 せら 
られ 、 彼ら は (アッ ラー* の ) 道 か ら 阻 まれ 
て し まっ た の だ 。 誰 だ ろう と ア ッ ラ ー* が 送 

わせ 給 う 者 に は 、 いか な る 導き 手 も な い 」。 

34. 彼ら に は 現世 の 生活 で 懲 六 が あり 、 来世 の TES 2 
敏 出 こそ は も っ と 厳し い 。 そし て 彼ら に は ONG 
アッ ラー* (の 浪 ) か ら 、 誰 も 守っ て くれ る 
者 な ど な い 。 

1 アッ ラー* は 人 の 行い を 、 全 て 数 え 上 げ ら れる お 方 ( ム ヤ ッ サ ル 253 頁 参 照 )。 頻 出 名 ・ 

語 解説 の 「 全 て を 司る * お 方 」 の 項 も 参照 。 


to 


述べ て みた と ころ で 、 そ れ ら は 宗 拝 * に 


の 


参照 )。 


彼ら が アッ ラー* の 同位 者 と し て 崇め て いる も の は 、 実 体 が な い ゆ え 、 


を 関知 され な い (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:463 参照 )。 


と の 「 策 謀 」 と は 


、 嘘 を 真実 の よう に 見 せる 


直す る も の で は な いか ら 、 の 意 


、 彼 ら の 偽装 


( ム ヤ ッ サ ル 253 


アッ ラー* は それ ら 


( ぎ そ う ) の こと 。 あ る い は 、 


シル ク * に よる 、 イス ラー ム * に 対す る 彼ら の 「 策 謀 」 の こと (アル = バイ ダー ウィ ー3:332 
参照 )。 
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A NY 


35. 克 農 な * 者 た ち が 約 束 さ れ た 、 天 国 の 様子 
この よう な も の ) 。 
は 河川 が 流れ て いる 。 その 
る こと が な く 、 その 陰 も (同様 ) 。 

が (アッ ラー* を ) Co 
そし て 不信 仰 者 * ら の 結末 は 、 


36. 


37。 


(と は 、 


業火 な の だ 。 


下さ れ た も の (が 、 


し て いる 事実 ) に 歓喜 する !。 


仰 の ) 徒党 の 内 に 
者 * が いる 。 
は アッ ラー* を 岩 提 
何 も の も 並べ な い 


な い 。 か れ (の 崇拝 


招く の で あり 、 か 
り 場所 は ある 」。 


言葉 で 啓典 を 下 し 
* は それ (クル アー 


4 ど し て 下 し た 。 も し も あな た が 、 
識 が 到来 し た 後に 彼ら (シル ク * の 徒 ) の 私 
欲 に 従う の な ら 、 あな た に は ア ッ ラ ー*( の 
いか な る 棄 護 者 も 守護 者 も 


六 ) に 対す る 、 
な い の だ 。 


われ ら * が 啓典 を 授け た 者 た ち は 、 あな た に 


(使徒 * よ 、 ) 言う の だ 。 


(使徒 * よ 、 過去 の 預言 者 * た ち に 、 彼 ら の 
た の と ) 同様 に 、 わ れ ら | 


(地獄 の ) 


自分 ) た ちの 教え と 符合 
そし て (不信 
は 、 そ の 一 部 を 否定 する 
「 私 
振 * し 、 か れ (の 崇拝 ツ に 
3 よう 、 命 じ ら れ た に 過ぎ 
*) に こそ 私 は (人 々 を ) 
れ の 御 許 に こそ 、 我 が 戻 


講 の 裁定 
) に 知 


ン り を アラ ビア 記 
自分 


= 


2 


ww 


た 


その R か 6 | Mgr 
i RIALN GL EG 
GE 


と OTN 
5 人 0 AISA A 


HHS 


ユダ ヤ 教 徒 * か ら ム スリ ム * と な っ た イブ ン ・ サ ラー ム や 、 キリ スト 教徒 * か ら ム スリ ム * と な 


っ た アン 


参照 ) や 、 ユダヤ 教徒 
書 、 同 真 参照 )。 


「 何 も の も 


y べ な い 」 


の ナディ ー ル 族 の 


と は 、 シ ルク * を 犯さ な い 、 
クル アー ン * に 含ま れる 法規 定 に よっ て 裁く と ころ の 「 裁 定 」、 


テテ ナジ ャ ー シ ー ら の こと を 指す ( ム ヤ ッ サ ル 254 頁 参 照 )。 


預言 者 * に 論争 を 挑ん だ ナジ ュ ラ ー ン の キリ スト 教導 師 ら (イム ラー ン 家 章 、 冒頭 の 訳 激 
ル テ = テ アシュラ フ ら の こと (前 掲 


民 カ ァ ブ ・ ブ ン ・ ア 


と いう こと 。 


E を 


ある い は アラ ビア 語 で 表現 


され た 「 英 知 」 と いう 意味 と され る (アッ テニ シャ ウ カ ー ニ ー3:120 参照 )。 
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38. (使徒 * よ 、) われ ら * は 確か に 、 あ な た 以 CS RED 
前 に も 使徒 * た ち を 遣わ し 、 彼 ら に 妻 と 子 折 | 素 d0 2 
を 授け た !。 そし て ア ッ ラー* の お 許し な し Oc ORAL 
に は 、 いか な る 使徒 * も 御 徴 2? を も た ら す こと = 
と は な い 。 全て の 期限 に は 、( 定 め ら れ な た ) 
書 が ある 3 の だ か ら 。 

39. アッラー* は お 望み の も の を 抹消 され 、 ま | 2 を 22 
た 、 定 着 さ せら れる 。 そ し て か れ の 御 許 に SK 
は 、 書 の 母 が ある の だ 。 * 


40. (使徒 * よ 、) も し 、 わ れ ら の 


41. 


し た も の ? の 一 部 を あな た に 見 せ て や る に の もら レン (CE ES 


し て も 、 あ る い は (その 前 に ) 


す に せよ 、 あ な た に は (アッ ラー* の 教え の ) 
伝達 ある の みな の で あり 、 清 算 す る の は わ 


れ ら * の 役目 な の だ 。 


to 


w 


に 


5 


一 説 に 、 こ れ は 預言 者 * が 結婚 し て いる 


そし て 一 体 、 彼 ら (不信 仰 者 * た ち ) は 見 な NGS 
い の か ? われ ら * が (彼ら の ) 土地 に 取り か | 8 こる RA 
か っ て は 、 それ を その 端々 か ら 削 り 取 っ て い 


彼ら に 約束 3 の 


R 
訟 


あな た を 召 


こと を 抑 撤 (や ゆ ) し た シル ク * の 徒 に つい て 下っ 


た と され る 。 だ が アッ ラー* は 、 使 徒 * た ち を 、 飲 み 、 食 べ 、 結 婚 も する 人 間 と され た の で 


あり 、 天 使 * と は され な か っ た (アル 


テバ ガウ ィ ー3:26 参照 )。 


こと の 「 御 徴 」 と は 、 人 奇跡 の こと 。 シ ルク * の 徒 ら は 、 使 徒 * の 証明 と し て 奇跡 を 起こ と す よ う 
要求 し た も の だ っ た ( ム ヤ ッ サ ル 254 頁 参照 )。 雌 和牛 章 108、 家 畜 章 109-110、 ユ ー ヌ ス 


* 章 97、 夜 の 旅 章 90-.93、 タ ー・ ハ ー 章 
も 参照 


用 No 


つま り 、 全 て の 物事 に は アッ ラー* に よ 
参照 )。 


法規 定 で も 何で も 、 アッ ラー* は その 英知 に よっ て 、 お 望み の も の を 抹消 し 、 保存 され る ( 財 
牛 章 106、 蜜 蜂 章 (| も 参照 )。 そ れ ら の こと も 含め 、 ア ッ ラ ー* の 御 許 に は 、 復 活 の 日 * 


まで の 創造 物 の 全 状 態 が 定め られ た | 


133、 預 言 者 * た ち 章 5、 識 別 章 7-8、 創成 者 * 部 42 


っ て 前 も っ て 定め られ た 期限 が ある (前 掲 書 、 同 頁 


書 の 母 」、 つ ま 5 守ら れ し 御 孤 が ある の ・ カ ス 


ィ ー ル 4:471、 ム ヤッ サル 254 頁 参 照 )。「 母 」 と 呼ば れ て いる の は 、 そ れ が 全て の 書 の 元 
で ある た め 。 ア ラビ ア 語 で は 、 何 か の 元 と な る も の を 「 母 」 と 呼ぶ こと が ある (アッ テラ 


ー ズ ィ ー7:52 参照 )。 


「 彼 ら に 約束 し た も の 」 に つい て は 、 ユ ー ヌ ス * 章 46 の 訳注 を 参照 。 


13. 雷鳴 章 


500 


A VY 


42. 


43. 


く "の を ? ア ッ ラ ー* は 裁決 を 下さ れる が 、 
その ご 裁決 を 覆 す 者 な ど は な い の で あり 、 
か れ は 即座 に 計算 され る * お 方 な の だ 。 


彼ら 以前 の 者 た ち は ( 自 分 た ちの 使徒 * に 対 
し て ) 確か に 策謀 し た 。 そ う で あっ て も 、 

全て の 策謀 は ア ッ ラ ー* に 属す る 2。 か れ は 、 
全て の 者 が 稼ぐ も の (行為 ) を ご 存 知 な の 
だ か ら 。 そ し て 不信 仰 者 * ら は (復活 の 日 め 、 
誰 に 世 の (善き ) 結末 3 が ある か を 知る こと 
に な ろう 。 * 


不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち は 言う 。「 ( ム ハ 
ンマ ド * よ 、) あな た は (アッ ラー* の 御 許 か 
ら ) 遣わ ちさ れ た 者 で は な い 」 。 言っ て や れ 。 
「 私 と あな た 方 の 間 の 証人 は 、 ア ッ ラ ー* 
だ け で 十分 で ある 。 時 
有する 者 ? (の 証言 ) だ け で 」。 


FR 


to 


wn 


これ は 、 ム スリ ム * の 


© ここ C お ね っ 5 


DS 
6 角間 


3 と ン 1 ルー 
ンー ラタン ラン ン 


つと ーー うい し と る 
® ee MS と 


国 の 領土 が 広がっ て いく に つれ て 、 シ ルク * の 徒 の 領土 が 減っ て いく 


こと を 示し て いる の だ と 言わ れる (アッ ニタ バリ ー6:4762-4765、 ム ヤッ サル 254 頁 参 照 )。 
この 解釈 に は 、「 ア ッ ラ ー* の 御 許 に こそ 、 彼ら の 策謀 の 応報 が ある 」「 役 ら の 策謀 も 全て ア 
ッ ラ ー* の 創造 な の で あり 、 か れ が お 望み に な ら な い 限 り 、 そ れ が 誰か を 害する こと は な い 」 


と 


「 


無論 、 そ れ は 


いっ た 説 が ある (アル = テバ ガウ ィ ー3:28 参照 )。 彼 ら へ の 罰 が 、 彼 ら の 罪 (策謀 ) の 名 
で 表現 され て いる こと に つい て は 、 雌 和牛 章 15 の 訳注 を 参照 

世 の (善き ) 結末 」 に つい て は 、 家 畜 章 135 の 訳注 を 参照 。 

隔 徒 * に 従っ た 者 た ちの も の で ある ( ム ヤ ッ サ ル 254 頁 参 照 )。 


5 の 民 * の 内 、 ム スリ ム * に な っ た 者 た ちの こと と され る (前 掲 書 255 頁 参 照 )。 


ー ヤ *36 と その 訳注 も 参照 。 


14. イ ブラ ー ヒ ー ム 章 


AU ちら 


し 


(YA と は ンス 
了 K ら ルポ 


ひ 


次 起ち まね く 閑 愛 深 き * 
+ の 御名 に お いて 


アリ フ ・ ラ ー ム ・ ラ ー2。 (使徒 * よ 、 これ は ) 
あな た が 人 々 を 、 彼ら の 主 * の お 許し に よっ 
て 聞か ら 光 * へ 、 つま り 停 力 な ら び な い * お 
方 、 称賛 され る べき * お 方 の 道 へ と ( 導 まき ) 
出す べく 、 われ ら * が あな た に 下 し た 啓典 
(クル アー ン *) で ある 。 


諸 天 に ある も の と 、 大 地 に ある も の が 属す 
る 、 ア ツラ フー (の 道 へ と ) 8 そし て 不信 爺 
者 * た ち に は 、 厳 し い 懲 凡 と いう 災い あれ 。 


(それ ら の 者 た ち は 、) 来世 より も 現世 の 
生活 を 愛し 、 アッ ラー“ の 道 道 (イス ラー ムツ 
か ら 阻 み 、 それ (その 道 ) を 投 じ 
曲げ よう と 望む 者 た ち 。 それ ら の 者 た ち は 、 

(真実 か ら ) 遠い 迷い の 中 に ある 。 
われ ら * は いか な る 使徒 * も 、 そ の 民 の 言葉 
で し か 、 遣わ すこ と が な か っ た 。( そ れ は ) 
彼ら に 、 (アッ ラー* の 教え を ) 明白 に す 


アッ ラー 


ME 3 Es 


③⑤ っ こる 


とう ン ョ ンー 


ュー UD ア うみ の すじ 5 


SI 
る RR A 


1 マッ カ * 啓 示 (一 部 アー ヤ * は 、 マ ディ ー ナ * 啓 示説 も あり )。 ク ルアー ン *\ と 預言 者 * ム ハン 


IN) 


w 


マ ド * の 使徒 * 性 の 真実 、 ア ッ ラ ー の 唯一 
話 や 、 本 
また 、 来世 


話 が 、 


び 不 信仰 者 * へ の イス ラー ム * へ の 招き と 警告 が 示さ れる 。 スー 
マッ カ * に ゆか り の ある 使徒 * で も あり 、 そ こ に 住ま わせ た 


る こと を 祈っ た 、 
これ ら の 文字 に つい て は 、 頻出 名 ・ 
この 「 閣 」 は 迷い や 誤り 、 
照 )。 雌 和牛 章 257 の 訳注 も 参照 。 


イブ ラー ヒー ム * の 逸話 に 
語 解説 


[ 米 。 


性 * の 確証 に 始ま り 、 ム ー サ ー* と フィ ルアウ ン * の 
不信 仰 者 * に 対す る 警 
こ お け る 信仰 者 と 不信 仰 者 * の 行き 先 と その 材 


共に 描写 され る 。 
ま 子 が 対照 的 に 描か れ 、 後半 で は 再 


ラ * 名 は この 流れ で 登場 する 、 
分 の 子 近 が 正しい 信仰 者 と な 


「 ク ルアー ン の 冒頭 に 現れ る 文字 群 *」 を 参照 。 
「 光 」 は 導き 、 つ まり イス ラー ム * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 255 


参 


ミュ 急 


14. イ ブラ ー ヒ ー ム 章 502 ee うめ Nt 
る た め 。 ア ッ ラ ー* は お 望み に な る 者 を 迷 1 
わ さ れ 、 お 思 み に な る 者 を ね 替 き に な る 。 


か れ は 停 力 な ら び な い * お 方 、 英 知 あ ふれ 
る * お 方 。 


われ ら * は 確か に 、 ム ー サ ー* を われ ら * の 御 
徴 ! と 共に 人 造 わ し (、 こ う 命じ ) た 。「 あ な 
た の 民 を 、 聞か ら 光 2? へ と (導き ) 出す の だ 。 
そし て アッ ラー* の 日 々 3 に つい て 、 彼 ら に 思 
い 出さ せよ 」 。 本当 に そこ に は まさ し く 、 
忍耐 * 強 く 感 謝 深い 全て の 者 * へ の (、 ア 

ー の 唯一 性 * と 全能 性 を 示す ) 和 穫 か ちる の 
だ か ら 。 


ムー サー* が 、 そ の 民 (イス ラー イー ル の 
子 ら *) に (こう) 言っ た 時 の こと (を 思 
い 起 こさ せよ ) 。 「 あ な た 方 に 対す る ア 
ッ ラ ー* の 由恵 を 思い 起こ と す の だ 。 か れ が 
あな た 方 を 、 フ ィ ル アウ ン * の 一 族 か ら 救 
い 出 され た 時 の こ と を 。 彼ら は あな た 方 
に 過酷 な 二 間 を 味わわ せ 、 男児 は 殺し 、 
女児 は 生か し て お いた っ そし て そこ に は 、 
あな た 方 の 主 * か ら の 偉大 な 試練 が あっ 
た の だ 。 


= 


IN) 


(て 


3」| 


の を っ 中.1o3 


ro 9 


3 


se くに も こつ と ぁ 
時 を っ A っ つめ 5 う っ 35 
SS を っ 5 あっ の 


ar 


この 「 御 徴 」 は 奇跡 な ど 、 ム ー サ ー* の 使徒 * 性 の 真実 を 証明 する も の (アッ ニテ タ バリ ー 


6:4773-4774 参照 )。 


と の 「 闇 と 光 」 に つい て は 、 ア ー ヤ \1 の 訳注 を 参照 。 


「 ア ッ ラ ー* の 
の 日 々 の こと (ムスリム 「 功 徳 の 書 」172 参照 )。 
アッ ラー* へ の 服従 に お いて 辛抱 し 、 


恩恵 に 感謝 深い 者 の こ と 。 この よう な 者 こそ は 、 
ある ( ム ヤ ッ サ ル 255 頁 参 照 )。 


この 出来 事 の 詳細 に つい て は 、 雌 和牛 章 49 の 訳注 を 参照 。 


々 」 と は 、 イス ラー イー ル の 子 ら * に 対す る 、 ア ッ ラ 


禁じ られ た 物事 を 犯す こと に お 
た 運命 を 耐え 忍ぶ 者 、 そ を し て アッ ラー* に 対す る 義務 を 


* か ら の 恩恵 や 試練 


$ い て 自制 し 、 定め られ 


行う こと で 感謝 の 念 を 表し 、 か れ の 
アッ ラー* の 御 微 か ら 真 に 教訓 を 得る 者 で 


14. イ ブラ ー ヒ ー ム 章 503 ET 


7. また 、 あ な た 方 の 主 * が (こう ) 宣言 され た RC 
時 の こと (を 思い 起こ させ る の だ ) 。 『 も DN 
し も 、 あな た 方 が (わが 恩恵 ゆえ 、 われ に ) ok 


感謝 し た な ら 、 われ は 必ず や (わが 恩 人 あう) 
あな た 方 に 上 乗せ し て つか わ そ う 。 そし て 、 
も し も あな た 方 が 皿 知 ら ず に な っ た な ら 、 
本 当 に (あな た 方 へ の ) わが 懲 凡 は 、 ま さ 
し く 厳 し いも の な の で ある 』 時 


8. そし て ムー サー* は 、 (彼ら に ) 言っ た 。「 も NB TIE 
し 、 あ な た 方 と 、 地 上 に いる 者 全て が 不信 仰 | @ 23 る ud 
に 陥 ろ うと も (、 そ れ は あな た 方 自身 を 害 す 
る だ け ) 、 実に アッ ラー* こ そ は 、 満 ち 足り た 
* お 方 、 称 賛 され る べき * お 方 な の だ か ら 」。 


9 (人 人々 よ 、) あな た 方 に は 、 あ な た 方 以前 の | ラメ eS 

者 た ちの 消息 が 届い て いな い の か ? ヌー フ SG 
* の 民 、 アー ド *、 サ ムー ド *、 そ し て アッ ラー で 2 CN で 2 し お EN 
"以外 に は (その 数 を ) ご 存 知 に な ら な い 、 彼 | a od 
ら 以後 の 者 た ち (の 知ら せ ) が ? 彼ら に は 、 内 生 
RE | RN 
た の だ 。 そ し て 彼ら ( 民 ) は 、 彼 ら の 手 を 自 | マタ 2 

分 た ちの 口 に 持っ て いき * 音 立 ちゆ え に そ 
れ を 噛み な が ら 、 こう ) 言っ た 。「 本 当 に 私 
た ち は 、 あ な た 方 が 携え て 遣わ され た も の を 
否定 する 。 そ し て 本 当 に 私 た ち は 、 あ な た 方 
が 私 た ち を 招い て いる も の * に 対し て 、 大 き な 
疑惑 を 抱い て いる の だ 」 o 


1 この 「 明 証 」 は 、 彼 ら が アッ ラー* の 使徒 * で ある こと を 示す 明白 な 証拠 の こと ( ム ヤ ッ サ 
ル 256 頁 参 照 )。 

2 この アー ヤ * に は 、 ほ か に も 「 彼 ら ( 民 ) が 、 自 分 た ちの 手 で 彼ら (使徒 * た ち ) の 口 を 指 
し (円 を 閉じ る よう 命じ ) た 」 と か 「 役 ら ( 民 ) が 、( 使 徒 * た ち を 黙ら せよ うと し て 、) 
分 た ちの 手 を 彼ら (使徒 * た ち ) の 口 に か ざし た 」 な ど 、 複 数 の 解釈 が ある (イブ ン ・ カ ス 
ィ ー ル 4:481 参照 )。 

3 つま り 、 信 仰 と タウ ヒー ド * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 256 頁 参 照 )。 


14. イ ブラ ー ヒ ー ム 章 504 el 
0 使徒 * た ち は 、 (彼ら に ) 言っ た 。「 一 体 、 GS Re 
アッ ラー* (と 、 か れ の み を 上 崇拝 ee と ) Naca ’ 


11. 


12。 


に 、 疑念 を 抱く の か ? 諸 天 と 大 地 の 創 成 者 
"に ? か れ は あな た 方 の た め に 、 あな た 方 の 
罪 の 一 部 を お 赦し に な り 、 あな た 方 に 一 定 の 
時 期 ま で (竹久 の ) 獲 予 を 与え て 下さ る 
く 、 あ な た 方 を (信仰 へ ) 招い て お られ る の 
だ 」。 彼ら ( 民 ) は 、 (使徒 * た ち に ) 言っ 
だ な だ 。 「 あ な た 方 は 、 私 た ちと 同様 の 人 間 に 外 
な ら ( ず 、 使 E 徒 など に 相応 し いも の で は ) 
な い 。 あな た 方 は 、 私 た ちの ご 先祖 様 が 崇め 
て いた も の (を 私 た ち が 崇 め る こと ) か ら 、 
私 た ち を 阻 も う と し て いる の だ 。 (あな た 方 
が 本 当 に 使徒 E*) な ら ば 、 紛れ も な き 証 拠 ! を 
私 た ち に 持っ て 来 て みよ 」。 


使徒 た ち は 、 彼 ら に 言っ た 。「 私 た ち は 、 
あな た 方 と 同様 の 人 間 に 外 な ら な い 。 し か 
し アッ ラー* は その 僕 の 内 、 お 望み に な る 者 
に お 恵み を 乗れ 給 う ? の だ 。 ま た 私 た ち は 、 
アッ ラー* の お 許し も な く 、 あ な た 方 に 証拠 
3 を も た ら す こと は 出来 な い 。 信 仰 者 た ち に 
は 、 ア ッ ラ ー* に こそ 全て を 委ね * さ せよ 。 


また 、 どう し て 私 た ち が 、 アッ ラー* に 全て 
を 委ね な いこ と か あろ うか ? か れ は 私 た 
ち を 確か に 、 ( 敷 済 へ の ) いく つも の 道 へ 
と お 導き に な っ た と いう の に 。 私 た ち は 
必ず や 、 あな た 方 が 私 た ち を 害し た こ と に 
対し て 、 耐 え 切 る の だ 。 そ し て ( 何 か を 誰 
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ww 
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この 「 証 拠 」 に つい て は 、 
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Rh CE 
CE GE rN 2 is 
ンタ ンタ イン 


CC る Ses 
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本 つう LN 
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A NG 
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と の 「 紛 れ も な き ぎ 証 拠 」 と は 、 奇 跡 の こと と され る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:482 参照 )。 
つま り 人 間 の 内 、 お 望み に な る 者 を 使徒 * と し て お 選び に な る ( ム ヤ ッ サ ル 257 頁 参照 )。 
アー ヤ *10 の 「 紛 れ も な き 証 拠 」 の 訳注 を 参照 。 

ある い は 、 ア ッ ラ ー* を 知り 、 か れ に こそ 全て の 物事 が 委ね られ て いる 、 と いう こと を 知る 


た め の 「 い くつ も の 道 」 の こと (アル テバ イダ ー ウ ィ ー3:341 参照 )。 
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AU はち ーー 


13, 


14. 


15. 


16. 


17, 


か に ) 委ね る (信仰) 者 た ち に は 、 ア ッ ラ 
全て を 委ね * さ せよ 」 


不信 爺 に 陥 っ た 者 * た ち は 、 自分 た ちの 
使徒 * た ち に 言っ た 。 「 私 た ち は 必 ず や 、 
あな た 方 を 私 た ちの 土地 か ら 追 放し よう 。 

さも な く は 、 あな た 方 は 私 た ちの 宗教 に 戻 
る 外 な い の だ 」 8 それ で 彼ら の 皇 * は 、 彼ら 
(使徒 * た ち ) に (こう ) 啓示 し た 。 「 わ れ 
ら * は きっ と 、 不正 * 者 た ち を 減 。 ほそ う 。 


そし て 彼ら の (滅亡 ) 後に 必ず や 、 あ な た 
方 を その 土地 に 住ま せよ う 。 それ は わが 立 
ち 所 ! を 怖 れ 、 わが ( 六 の ) 約束 を 怖 れ て い 
た 者 の た め の も の 」 。 


そし て 彼ら (使徒 * た ち ) は (アッ ラー* に 、 
敵 に 対す る ) 勝利 を を い 、( 真 理 に 対し て ) 
尊大 で 頑 迷 な 全て の 者 は 敗北 し た 。 


彼 (不信 仰 者 ) の 前 に は 地獄 が あ り 、 彼 は 
(そこ で 、 その 住人 の ) 血 膜 を 飲ま され る ?。 


彼 は それ を どう うに か 飲み 込 も うと する が 、 
な か な か 喉元 を 通す こ と が 出来 な い 3。 そし 
て 彼 は 死人 (と な っ て 楽 ) に な れ な い に も 
関わ ら ず 、 死 (の 原因 で ある 苦し み ) が あ 
り と あら ゆる 場所 か ら 彼 の も と を 訪れ る 。 
また 、 そ の 後に も 、 ( 別 の ) 荒 々 し い 懲 食 
が ある の だ 。 


ー* に とこ 


1 「 わ が 立ち 所 」 と は 、 復 活 の 日 
ッ サ ル 257 
2 地獄 の 


ヤ 


消 


参照 )。 


ュ グ 


EN 
Et Ek 
NE A 


に ン え (ん みれ > 
AS se、 う ) (AE と こう 5 


DG LA AE ゆい 


ee 
® EO CE A PY 


イィ ラン マン ーー イン ン ェ 
DR GI HDI? 
NE 

どど ュー ンタ ラタン < コス タ ラッ ン ヤヤ 
En Pb ON 
あう 


* に アッ ラー* の 御前 に 立つ こと に な る 、 そ の 場 の こと ( ム 


民 の 飲み 物 に つい て は 、 洞 窒 章 29、 サ ー ド 章 57、 ム ハン マ ド * 章 15、 出 来 事 草 54-55、 
息 章 24-25、 圧 倒 的 事態 章 5 も 参照 。 


3 喉 が 潟 いて いる に も 関わ ら ず 、 そ の 汚さ と 熱さ 、 不 味 さ ゆえ に 、 な か な か 飲み 込め な い の だ 


& 


言わ れる (アッ ニタ バリ ー6:4789、 ム ヤッ サル 257 


a 参照)。 ム ハン マ ド * 


章 15 も 参照 。 


14. イ ブラ ー ヒ ー ム 章 506 ET 
18. 自分 た ちの 皇 * を 否定 する 者 た ちの 様子 、 そ A RC 
の 行い は 、 強風 の 日 に 風 が 激しく な っ (て 、 出さ POR 
円 形 も な く 吹き 散ら し て し まっ ) た 灰 の よ EN 
うな も の 。 彼ら は 自分 た ち が 稼 い だ も の ( 行 あの 0OAIK 生れ の 
い ) に よっ て 、 (アッ ラー* の 御 許 で ) 何 一 
つ ( 益 を ) 得る こと が な い !。 それ こそ は ( ま 
っ すぐ な 道 か ら ) 遠い 、 迷 いな の で ある 。 

19. 一 体 あ な た ? は 、 ア ッ ラ ー* が 真理 ゆえ に 、 | NRE NR TLE 
WR a 
な か っ た の か ?3 か れ が お 望み な ら 、 あ な - 

た 方 を 滅ぼさ れ 、 新 た な 創造 物 * を も た ら さ 
れる の だ 。 

20. そし て 、 そ れ は アッ ラー* に と っ て 難し いこ OLA EK 
と な ど で は な い 。 

21. (復活 の 日 *、) 彼ら は 皆 ア ッ ラ ー* へ と 向 UA 
か っ て (馳せ 参じ る べく 、 墓 か ら ) 姿 を 
現す $。 そ し て 絢 者 た ち は 、 高 慢 だ っ た 者 | GC るみ 護る ED 
た ち $ に (、 こ う ) 言う の だ 。 「 本 当 に 私 そ 光 邊 の 2 3 


た ち は (現世 で ) あな た 方 に 追従 し て い 


た 。 それ で は (この 日 、 


) あな た 方 は 少し 


= 


Mv 


の 


oo 


Dar ee CE 


これ は 、 不 信仰 者 * の 行い に 対す る 来世 で の 褒美 の た と え 。 現世 で の 彼ら の 努力 は 、 散り 散 


り に な っ た 灰 を 回 収 す る よう な も の で あり 、 


彼ら は それ に よっ て 褒美 を 得る こと が 出来 な 


い ( イ ブン ・ カ スィ ー ル 4:486-487 参照 )。 雌 和牛 草 264、 イ ムラ ー ン 家 章 117、 御 光 章 39-40、 


識別 章 23 も 参照 。 


この 「 あ な た 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 120 の 訳注 を 参照 (ヘム ヤッ サル 258 頁 参 照 )。 


アッ ラー* の 創造 は 無 意 味 な も の な ど で は な く 、 そ れ に よっ て か れ の 唯一 性 * と 全角 
れ の み が 崇 拝 * に 値する こと を 示す た め の も の で あっ た (前 掲 書 、 同 頁 参 
家 章 191「 我 ら が 主 * よ ・…・ あ り ま せん 」 の 訳注 も 参照 。 

アッ ラー* に 従順 な 別 の 民 の こと (前 掲 書 、 同 
、 全 人 類 は 、 ど こ に も 隠れ 場所 の な い 台 地 に 集め られ る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:488 


「 新 た な 創造 物 」 と は 、 


その 
参照 )。 


E 性 、 か 
照 )。 イム ラー ン 


計 参 照 )。 


「 弱 者 た ち 」 と は 、 間 違っ た 道 に お ける 指導 者 で あっ た 「 高 慢 だ っ た 者 た ち 」 に 追従 し て 
いた 者 た ちや 、 同 調 し て いた 者 た ち (アッ テニ サ ァ ディ ー424 頁 参 照 )。 
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Dt 


22. 


ちょ うば つ 
で も 、 アッ ラー* の 懲罰 か ら 私 た ち を 守っ 


て くれ る の か ? 」 彼 ら (高慢 だ っ た 者 た ち ) 
は 、 言 う 。「 も し アッ ラー* が 私 た ち を お 導 


き に な っ て いた ら 、 私 た ち も あ な た 方 を 
導い て いた の だ ! a 私 た ち が 嘆 き 悲 し も う 
が 、 忍 耐 * し よう が 、 私 た ち に と っ て は 同 
じ こ と 。 私 た ち に 、 (懲罰 か ら の ) 逃げ 
道 な ど な い 」。2 


そし て シャ イタ ー ン * は 、 事 が 裁決 され (、 
天国 の 民 と 地獄 の 民 が 振り 分 けら れ ) た 
後 、 言う 。 「 本 当 に ア ラー\ は 、 あな た 方 
に (復活 と 報い と いう ) 真実 の 約束 を 約束 
され 、 私 も あな た 方 に (それ ら が 距 だ と ) 
約束 し た 。 そ し て 私 は 、 あな た 方 を 裏切っ 
た の だ 。 ま た 私 に は 、 あ な た 方 に 対し て い 
か な る (正当 な ) 根拠 3 も な か っ た 。 た だ 、 
私 は あな た 方 を (不信 仰 と 迷い へ と ) 招き 、 
あな た 方 は 私 に 応じ た の で ある 。 な ら ば 、 

私 を 責め る の で は な く 、 自 分 自身 を 責め 
よ 。 私 は (この 日 、 ア ッ ラ ー* の 懲 信 に 対 
する ) あな た 方 の 救 』 護 者 な ど で は な いし 、 

あな た 方 が 私 の 救 護 者 な の で も な い 。 本 当 
に 私 は 、 以 前 (、 現 世 で ) あな た 方 が 私 を 
(アッ ラー* の ) 同位 者 と し て (服従 し て ) 
いた と こと (に 対す る 責任 ) * を 、 否定 し た 」 。 


= 


彼 
は 
( 


ら は 自分 た ちの 迷い と 、 
自ら 逸脱 し た が ゆえ に 、 
アル = テカ ー ス ィ ミ ー10:3723、 参 照 )。 


回 


あ 


連合 


様 の 情景 の 描写 と し て 、 雌牛 章 166-167、 
章 67-68、 サ バア 章 31-33、40-41 も 参照 。 


る い は 、 


つ 


参照)。 


まり 、 シ ルク * の こと 。 


高 壁 章 38、 識 別 章 17-19、 物 語 章 63、 


分 に 従う こと を 無理 強い する 「 力 」 も な か っ た 、 


RABINIE 
EN ES 
を dS 3 ECE 
oc i) ok 


2 2 


に Or 1 ウー と 
oo だ と っ Cd 


DONE TN 


GE 
B 


他人 を 迷わ り わせ た こと を アッ ラー* の せい に する が 、 実際 の と ころ 
アッ ラー* も 彼ら を 逸脱 させ られ た の で ある 。 戦列 章 5 も 参照 


部 族 


と いう 意味 ( ム ヤ ッ サ ル 258 


14. イ ブラ ー ヒ ー ム 章 508 ET 
本 当 に 不正 * 者 た ち 、 彼 ら に は 痛ま し い 懲 
罰 が ある の だ 。 ! 

23. そし て 信仰 し 、 正 し い 行い * を 行っ た 者 た ち RARE っ 才 生 
は 、 その 詩 * の お 許し に よっ て 、 その 下 か ら Ss Os そこ 5 


24. 


25. 


26. 


EE 


品 | 


河川 が 流れ る 楽 に 人 れ ら れる 。 彼ら は そ 
こ に 、 永 遠 に 留まる 。 そこ で の 人 彼ら の 抽 掃 
は 、「 (あな た 方 に ) 平安 を *」 で ある 。 


(使徒 * よ 、 ) あな た は 、 アッ ラー* が いか 
に 忌 え を お 挙げ に な っ た の か 、 知ら な い の 
か ? その 根っこ は 堅 身 で あり 、 その 天辺 
は 天 に 替え る 、 よき 樹木 の よう な 、 よ き 言 
葉 (と いう 璧 え ) を ?3 


それ は その 詩 * の お | 許し に よっ て 、 あら ゆる 
時 節 に その 果実 を 振舞 う * 。 アッ ラー* は 人 々 
に 、 i ei (それ は 、) 
彼ら が 教訓 を 得る よう に 、 と の た めで ある 。 


また 、 悪 い 言葉 と は 、 地 表 か ら 抜 か れ て し 
まっ た 、 悪 い 樹 木 の よ うな も の 5。 そ れ に は 、 
いか な る 安定 も な い 。 


= 


同様 の ' 9 
ャ イタ ー 


の 言葉 の 続き と いう 説 と 、 ア ッ ラ ー* の 言 


ウィ ー3:346 参照 )。 


sl 


ww 


心 の 中 の シャ ハー ダ * の 


で 


「 あ な た 方 に ヨ 


言葉 、「 天 辺 は ・ 


届く 様子 で ある 、 と され る 。 ま た 、 こ と の 「 よ き 樹 木 」 


苗 写 と し て 、 カ ー フ 章 27-29 も 参照 。 尚 、 
葉 と いう 説 が ある (アル = バイ ダー 


OTE I 


し 5 前 角 1 
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@》 
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i Tt we 
EA 


Sor 
EE LE 
i CN En 


この アー ヤ * の 最後 の 一 文 は 、 シ 


F 安 を 」 に つい て は 、 埋 鳴 章 24 の 訳注 を 参照 。 
ここ と で の 「 よ き 言 葉 」 は シャ ハー ダ * の 言葉 、「 よ き 樹 木 」 は 信仰 者 、「 根 っ こ 」 は 信仰 者 の 
・]」 と は 、 そ の 言葉 に よっ て 信仰 者 の 行い が 天 に ま 


と は 、 特 に ナツ メ ヤ シ の 木 の こ と 


を 指し て いる 、 と 言わ れる (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:491-493 参照 )。 


た 


そ 


わ ず し て 褒美 (ほう び ) 0 ( ム ヤ ッ サ ル 259 
で 根付 か ず 、 
また 、 そ の 行い は アッ ラー* に まで 届か ず 、 そ 


wn 


同様 に 、 


これ は 不信 価 
悪い 言 
れ に よっ て 


信仰 と いう 樹木 の 根っこ RG 
し て 正しい 行い * や 高徳 と いっ た 枝 先 の 部 分 


の 言葉 つの た と え 。 そ れ は 心 に 有益 な 
も た ら す こと が な い 。 


葉 と 行い し か 、 


a 信仰 者 の 心 に し っ か り と 概 信 
アッ ラー* の 御 許 に まで 到達 し 、 


分 の こと も 他人 の こと も 益 す る こと が な い ( ア ッ テ サ アァ 


i く © 
時 を 問 


参照 )。 


自ら に と っ て 有害 無 益 な 


ディ ー425 頁 参照 )。 


14. イ ブラ ー ヒ ー ム 章 509 ET 
27. アッラー* は 現世 に お いて も 来世 に お いて | e080Sko 癌 和志 
も 、 信仰 する 者 た ち を 確固 と し た 言葉 で 臣 MS 


28. 


29、 


30. 


固 に され る ! また アッ ラー* は 、 不正 * 者 た 
ち を 迷わ せ 給 う の だ 2。 ア ッ ラ ー* は 、 か れ 
が お 望み の こと を し 給 う の で ある 。 


一 体 あな た ? は 、 アッ ラー* の 中 恵 * を 不信 人 
NB だ つの 
と 住ま わせ た 者 た ち を 見 な か っ た の か ? 


彼ら が そこ に 入っ て 炎 ら れる こと に な る 、 
地獄 へ と ? その 定着 地 は 、 何 と 酸 悪 で あ 
ろう か 。 


また 、 彼 ら (不信 仰 者 * た ち ) は (、 人 々 を 
イス ラー ム * という) その道 か ら 迷 わせ る べ 
く 、 アッラー に 同位 者 を 置い (て 崇め ) た 。 
(ss ) 言っ て や れ 。「 (現世 で ) 楽 
し ん で いよ 。 本当 に あな た 方 の 行き 先 は 、 
業火 な の だ か ら 」。 


A 
ed 


る 
Rt 
ry 


ンー 
IANA I 


AA PE 


OD Ns 0 


31. (使徒 * よ 、) 信仰 する わが 僕たち に 、 言 CW 
OR の の 
の ) 日 * が 到来 する 前 に 、 礼 振 を 遵守 * し 

1 「 確 固 と し た 言葉 」 と は 、 シ ャ ハー ダ * と 、 イ スラ ー ム * の 教え の こと 。 アッラー* は それ 


に よっ て 人 を 、 現世 と 来世 に 


左下 


お いて 堅固 


間 「 あ な た の 主 * は 誰か ? あな た の 宗教 は 何 か ? あな た の 預言 者 * は 誰か ?」 に も 、 正 


に され 、 死 後に 墓場 の 中 で 聞か れる 天使 * た ちの 


質 
し く 返 答 す る こと が 出来 る よう に し て 下さ る (アブ ー・ ダ ー ウ ー ド 4753、 ム ヤッ サル 259 
ヨ ョ 参照 )。 

2 現世 に お ける 彼ら の 「 迷 い 」 と は 、「 論 拠 に 基づい て いな いた め に 、 試練 が 訪れ る と 堅固 で 
いら れず 、 和 失敗 し て し まう こと 」 で 、 来 世に お ける 「 迷 い 」 と は 、 墓 の 中 の 質問 に 答え ら 
れ な いこ と と と され る (アブ ー・ ハ イヤ ー ン 5:423 参照 )。 

3 この 「 あ な た 」 に つい て は 、 ア ー ヤ \19 の 同 語 の 訳注 を 参照 。 

4 この 「 恩 恵 」 と は 、 ク ライ シュ 族 * の 不信 仰 者 * た ち が マ ッ カ * の 聖域 で 堪能 (た ん の う ) し 


て いた 安全 (雌牛 章 125 の 訳注 も 参照 ) と 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * の こと と され る ( ム ヤ ッ 


サル 259 


参照 )。 戦 利 品 * 章 53 と その 訳注 も 参照 。 


5 「 売 買 ] に つい て は 、 雌 和牛 章 254 の 訳注 も 参照 。 


14. イ ブラ ー ヒ ー ム 章 510 ET 
われ ら * が 彼ら に 授け た も の か ら 秘 密 裏 に 、 A 2 タ 発 J 
そし て 公然 と (施し と し て ) 費 や せ !、 と 。 

32。 ア ッ ラ ー* は 諸 天 と 大 地 を 創造 され 、 天 か ら NG NTE SN 
( 雨 ) 水 を お 降ら し に な り 、 それ に よっ て eS a ee 
果実 と いう あな た 方 へ の 糧 を お 出し に な RA 1 
り 、 その ご 命令 に よっ て 海 を 航行 すべ く 船 a SN を と = 1 
を あな た 方 に 仕え させ 、 河川 を あな た 方 に と だ の 2 が 
仕え させ られ た 2 お 方 。 

33. また 、 か れ は 、 あ な た 方 に 太陽 と 月 を 仕え ンー 
させ て 運行 し 続け させ 、 あ な た 方 に 夜 と 昼 ON ILL 
を 仕え させ られ た (お 方 ) 。 3 

34。 ま た 、 か れ は 、 あ な た 方 が か れ に 求め た 全 CO と みか うら 
て の も の の 内 か ら 、 あ な た 方 に お 授け に な ao me 
っ た (お 方 ) 。 た と え あ な た 方 が ア ッ ラ フラー の 2 と タバ い 1 
* の 恩恵 を 数 えた と し て も 、 そ れ を 数 え 上 げ 
る こと は 叶わ な い 。 本 当 に 人 間 は 不正 * 極 ま 
りな い 者 、 大 変 な 恩 知 ら ず で ある 。 

35. イブ ラー ヒー ム * が 、( こ う ) 言っ た 時 の と PID タチ ONI 
と * (を 思い 起 と させ る の だ ) 。「 我 が 主 * | $ 和 EC る ygsbE 
5 この 町 (マッ カ ") を 平穏 に し 私 と 、 

私 の 子孫 が 偶像 を 崇め る こと か ら 、 遠 ざけ 
て 下さ い 。 
1 「 わ れ ら が … 費 や す 」 に つい て は 、 睦 和牛 章 3 の 訳注 を 参照 。 
2 人 は そこ か ら 自 分 た ち 、 家 畜 、 農作物 の た め の 水 を 始め と し た 、 様 々 な 利益 を 得る (前掲 


w 


た 


いう 事実 が 、 


、 同 


アッ ラー* は 太陽 と 月 を 月 
動物 、 植 物 の 諸 益 の た め 、 そ し て 夜 は 休 忠 、 
ァ デ ィ ー426 頁 参 照 )。 


これ は イブ ラー ヒー ム * が 、 


参照 )。 


シル ク * の 徒 で あっ た ア 


4:512 参照 )。 雌 牛 章 126-129 と その 訳注 も 参照 。 


5 雌牛 章 125 と その 訳注 、 イ ムラ ー ン 家 章 97、 物 語 章 


日 の 計算 (ユー ヌス * 章 5 と その 訳注 も 参照 ) や 、 人 間 の 身体 、 
昼 は 活動 の た め に お 創り に な っ た (アッ = テ サ 


その 息子 イス マー イー ル * と その 母親 ハー ジャ ル を 、 マ ッ カ \* 
に 住ま わせ た 後 の 祈願 の 言葉 (ヘム ヤッ サル 260 頁 参 照 )。 マ ッ カ * が 本 来 、 
を 崇拝 * す る た め に 設け られ 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * も その た め に こそ カ ァ バ 神 殿 * を 建設 
ラブ 人 に 対し て 証 


アッ ラー* の み 
し た と 
明 さ れ て いる (イブ ン ・ カ スィ ー ル 


57 も 参照 。 
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36. 我 が 主 * よ 、 そ れ ら (偶像 ) は 、 多 く の 人 々 


37。 


38. 


を (正しい 道 か ら ) 迷 ち せま し た 。 ゆ え に 
私 に 従っ た 者 ! は 誰 で も 、 本 当 に 私 の 仲間 で 
す 。 そし て 私 に 反し た 者 ? が あっ て も 、 本 当 
に あな た は (その よう な 者 に も ) 赦し 深く 、 

慈愛 深い * お 方 で ちら れ ま す 。 


我ら が 主 * よ 、 本 当 に 私 は 自分 ) の 子孫 の 内 の 
者 た ち を 、 あな た の 聖なる 館 (カアバ 神殿 
*) の 傍ら ちの 、 作 物 も CK も ) な い 谷間 に 
住ま わせ まし た 、 我ら が 主 * よ 、 彼 ら が 礼 拓 
を 遵守 "する た め に (、 私 は そう し た の で 
す ) 3。 な ら ば 、 人 々 の 内 の 心 が 彼ら へ と 領 
く よ う に し 、 種 々 の 果実 の 内 か ら 彼 ら に お 
授け 下さ い *。 彼 ら は きっ と (あな た に ) 、 
感謝 する で し ょ う 。 


我ら が 皇 * よ 、 本 当 に あな た は 、 私 た ち が 
隠す こと も 露 わ に する こと と も ご 存 知 で 
す 。 地 で も 天 で も 、 アッ ラー* か ら 姿 を 暗 
上 OB の ウジ の 
ませ ん 。 


= 


IN) 


ww 


た 


タ 


一 説 に 、 


参 


当 


スン 


O33 


B 
cj 
ン 


| 


® っ 


\ ヽ e 


ウ ヒ ー ド * と 、 彼 の 手法 に お いて 役 に 「 従 っ た 者 」 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 260 頁 参 照 )。 


照 )。 
時 マッ カ * は 無 


シル ク * 以 外 の こと に 関し て イブ ラー ヒー ム * に 


反し た 者 の こと (前 掲 書 、 同 員 


人 か つ 不 毛 の 地 だ っ た が 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * は アッ ラー* か ら の ご 命令 ゆえ 


に 妻 ハ ー ジ ャ ル と 幼い 候 
は 、 役 ら の 姿 が 見 えな く な っ た } 
尽き て し まっ た ハー ジャ ル は 幼子 を 抱え 、 人 を 探し 

邊 章 158 の 訳注 参照 ) を 三 往復 半 し た 時 、 ザム ザム 


の 


ァ バ 神殿 * は 巡礼 * の 場 と 定め られ (巡礼 * 章 
時 され た 。 ま た 、 
ァ デ ィ ー427 頁 参 照 )。 


回 っ た が 、 
の 水 が 湧き 日 


子 イ スマ ー イ ー ル * を マッ カ * に 置き 去り に し た 。 こ の 祈願 の 言葉 
場所 で 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * が 唱え た も の 。 そ の 後 、 飲 み 水 が 
サフ ァ ー と マル ワ の 丘 ( 雌 


HH て きた 。 そ の 後 、 ア ラブ 


人 の ジュ ルフ ム 族 が 彼女 の 許可 を 得 て マ ッ カ * に 定住 し 始め 、 イ スマ ー イ ー ル * は アラ ブ 人 


1 で 育つ こと と な っ た (アル テ ブ ハー リー3364 参照 )。 
27 参照 )、 人 の 心 を ひき つけ る 秘密 が 施 ( ほ 
そこ に は あら ゆる 果実 が も た ら さ れ た (物語 章 57 参照 ) (アッ = テ サ 


14. イ ブラ ー ヒ ー ム 章 512 ET 

39. 年 老い た 私 に 、 イ スマ ー イ ー ル * と イス ハー FINE ISG NSLS 
ク ク * を お 授け に な っ た ア ッ ラ ー* に 、 全 て の A 
称賛 * あ れ 。 本 当 に 我 が 皇 * は 、 まさ し く 祈 る EA 
り を 聞き 届け られ る お 方 。 

40. 我 が 主 * よ 、 私 を 、 礼拝 を 遵守 する 者 と し | 80 
て 下さ い 。 また 、 私 の 子孫 の 内 の 者 た ち も 。 OES 
そし て 我ら が 主 * よ 、 私 の 祈り を お 受け 入れ 
下さ い 。 

41. 我ら が 主 * よ 、 清 算 が 行わ れる 日 に 、 私 と 我 A EI SS 
が 両親 !、 信 仰 者 た ち を お 赦し 下さ い 」。 DNS 

42. (使徒 * よ 、) あな た ? は 、 (イブ ラー ヒー LE NRE 
ム * の 宗教 に 反し た ) 不正 * 者 た ち が 行 っ て | の < 
いる こと に 対し て 、 ア ッ ラ ー* が 無頓着 で る NS 
NN 断じて 思っ て は な ら な 

。 か れ は 、 彼ら の 眼 が (余り の 訪 1 怖 ゆ え 
に 折 匠 を する その 日 まで 彼ら を 猫 予 
れる に 過ぎ な い の だ か ら 。 

43. (彼ら は その 日 、 ) あたふた と ( 旧 場 か ら 現 | 22 と つう osb ジ 
NN の まま 。 ( 余 Cpr の | 

名 人 ゆえ 、) 彼 ら の 購 き は 自分 た ち に 大 
呈 和 は その 心 は 虚ろ で ある 。 

44. (使徒 * よ 、) 人 々 に 警告 せよ 、 彼 ら に 懲 凡 A 
が 到来 し 、( 不 信仰 と いう ) 不正 * を 働い を | J ひ <9 ON 
者 た ち が (、 と う ) 言う (復活 の ) 日 * の と LN, GE 
と を 。「 我 ら が 主 * よ 、 短い 期間 だ け 、 私 た i 

1 これ は 、 彼 の 父親 が アッ ラー* の 敵 で ある こと が 明らか に され る 前 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 260 
参照 )。 詳 し く は 悔 悟 剖 114、 マ ル ヤ ム * 剖 47、 試 問 さ れる 女 章 4 も 参照 。 


この 「 あ な た 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 120 の 訳注 を 参照 ( ア 


ッ テ シ ャ ウ カ ー ニ ー3:157 参照 )。 


た 


参照 )。 


更 徒 * の 嘘つき 呼ば わり や 、 信仰 者 の 迫害 


な どの 罪 を 犯す 「 不 正 * 者 た ち 」 ( ム ヤ ッ サ ル 260 


つま り 暁 きす る こと も な く 、 眼 が 見 開か れ た まま の 状態 (アル ニカ ー ス ィ ミ ー10:3737 参照 )。 


14. イ ブラ ー ヒ ー ム 章 513 ET 


ち に 猫 予 お 接 け 下さ い 。 SS 0 が AUPD2 
け に 応え 、 使徒 * た ち に 従い ます か ら 」 8 
(する と 、 彼 ら に こう 言わ れる 。) 「 あ な 
た 方 は 以前 、 自 分 た ち に は (現世 か ら 来 世 
へ の ) 移転 な ど な い 、 と 抄 い を 立て た の で 
は な か っ た か ? 


45. また 、 あ な た 方 は 、 自ら に 不正 * を 働い た Pod の 


(過去 の 不信 仰 ) 者 * た ちの 住処 に 滞在 し Ge CS EES 3 
た 2。 われ ら * が 彼ら に 対し て いか な る 仕 打 
ち を し た か 、 あ な た 方 に は 明らか に な っ た 
の で ある 。 わ れ ら * は (この クル アー ン * 
の 中 で ) 、 あな た 方 に いく つも の 璧 え を 挙 


げた の だ 」。 

46. 彼ら (シルク * の 徒 ) は 確か に 、 3 A I 
策謀 を 企ん だ 。 そし て 彼ら の 策謀 は 、 0 況 EE 
ラー* の 御 許 に と そ (掌握 され て ) 昌和 る I 


彼ら の 策謀 は (その 脆弱 さゆ え ) 、 そ れ に 
よっ て 山々 を 動か すこ と も な い の だ 。 


ン ン 
2 ラン マン ンズ ズ 


47. だ か ら ( 使 徒 * よ )、 ア ッ ラ ー* が 、 か れ の 使徒 MBC ンタ 


* た ち に 対す る その お 約束 を お 破り に な る OS 
な など と 、 あな た? は 断じて 考え て は な ら な 
い 。 本 当 i に ア ッ ラ ー* は 偉 力 な ら び な い * お 
方 で あり 、 報復 の 主 * な の だ か ら 。 


= 


いい 】 


CO 


た 


いざ 復活 の 日 * (ある い は 死 ) が 到来 する と 、 彼 ら は 現世 で の 猫 予 を 求め た り 、 自 分 た ち を 

現世 に 返し て くれ る こと を 頼ん だ りす る 。 だ が 、 も ちろ ん それ は 叶わ な い 。 家畜 章 27-28、 

高 壁 章 53、 信 仰 者 た ち 章 99-100、 ア ッ テ サ ジ ダ * 章 12、 創 成 者 * 37、 赦 し 深い お 方 章 
i 12、 相 談 章 44、 偽 信者 * た ち 章 10-11 も 参照 。 

アラ ブ 人 た ち は 旅 を する 際 、 サ ムー ド * の 地 や アー ド * の 地 に 立ち 寄っ た も の だ っ た (イブ 
ン ・ ア ーシュ ー ル 13:249 参照 )。 

不信 仰 者 * ら は 預言 者 * ム ハン マ ド * の 暗殺 な ど 、 様 々 な 策謀 を 図っ た 。 し か し アッ ラー* は 
その よう な 策謀 を 全て ご 存 知 で あり 、 そ の 悪い 策謀 の 結末 は 彼ら に 返っ て 来る こと に な る 
( ム ヤ ッ サ ル 261 頁 参 照 )。 

この 「 あ な た 」 に つい て は 、 睦 和牛 章 120 の 訳注 を 参照 (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 
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el うー 


48. 


49. 


50. 


81. 


52. 


大 地 が その 大 地 で は な い ( 別 の ) も の ! に 、 
そし て 諸 天 も また (その 諸 天 で は な い 別 の も 
の に ) 取っ て 代わ られ る 日 (の 報復 で ある ) 。 
彼ら は 、 唯一 で 全て に 妊 臣 し 給 う * ア ッ ラ ー 
* へ と (馳せ 参じ る べく 、 墓 か ら ) 姿 を 現す ら 


(使徒 * よ 、) あな た は (復活 の ) その 日 、 
不正 * 者 た ち が 柳 で 、 が ん じ が ら め に され て 
いる 3 の を 見 る 。 


彼ら の 衣服 は ター ル * で 出来 て お り 、 炎 が 彼 
ら の 顔 を 着 う 。 


(それ は ) ア ッ ラ ー* が 全て の 者 を 、 (善行 
で あれ 患 行 で あれ 、 ) 彼 が 稼い だ も の に よ 
っ て お 報い に な る た めで ある 。 本 当 に アッ 
ラー* は 、 即 座 に 計算 され る * お 方 。 


i eR ss 

。 (アッラー* は それ を 彼ら へ の 忠告 の た 
" ) そし て 彼ら が それ に よっ て 警告 を 受 
け 、 か れ ( ア ッ ラ *) が 唯 の 崇拝 * さ れ 
る べき 存在 に 外 な ら な いと いう こと を 知 
り 、 澄ん だ 知性 の 持ち 主 た ち が 教訓 を 得る 
た め に (下さ れ た の で ある ) 。 


= 


「 


大 地 と 諸 天 が 「 取 っ て 代わ られ る 」 こと に は 、 ① そ の 人 性質 が 3 
れる 、 と いう 説 が ある 。 ① の 説 の 場合 
ば され 」、 諸 天 は 「 太 陽 と 月 が 巻き 込ま れ 、 


寺 に は 解け た 鉛 の よう に (階段 章 8 参照 )、 


113 


が OS 
(の WM A AY 


a 9 5 
SEN 


ーー 


あっ る 


ea 


A 3 
5 も 452 CS 
es | 


変化 する 、② 別 の 物 と 取り 換え ら 
、 大 地 は 「 丘 が 平坦 に な り 、 山 々 が 粉々 に な り 、 広 く 伸 
星々 が 落下 する (巻き 込む 章 1-2 参照 )) ある い は 
寺 に は 溶け た 脂 の よう に (慈悲 あま ね き * お 方 章 


37 参照 ) な っ た りす る 」。 ② の 説 の 場合 、 大 地 と 取り 換え られ る も の は 「 地 獄 の 架け 橋 ( 鉄 章 


12 と その 訳注 を 参照 )」「 純 
ハー リー6521 参照 )」、 ま た 
照 )「 諸 天 は 楽 


1 い 】 


ww 


に 


。 項 言 * 者 た ち 章 19 も 参照 。 


白 の 薄い パン の よう な 、 ピ ンク 色 の か っ た 白色 の 大 地 (アル = テ ブ 
「 大 地 は 銀 、 天 は 金 と な る 」 (アル テク ルト ッ ゥ ピー9: 383-384 参 
園 と な る 」 (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:521 参照 ) と いっ た 諸説 も ある 。 

ー ヤ *21 と その 訳注 も 参照 。 
識別 章 13 と その 訳注 も 参照 。 


一 説 に は 、 高 熱 で 溶解 し た 銅 や 真 鍛 (し ん ちゅ う ) の こと (アッ = テ タ バリ ー6:4855-4859 
参照 ) 


15. アル = ヒジ ュ ル 章 515 っ を 1 5) 6 


雪 起ち ま ね く * 表 深き SIN, や 

アッ ラー* の 御名 に お いて 

1. アリ フ ・ ラ ー ム ・ ラ ー?。 それ は 啓典 と 解明 す | uusug あ し 5 は scsi 中 
み し る し が AM ズー 

る 3 クル アー ン * の 、 御 徴 (アー ヤ ?) 。 


2 不信 仰 だ っ た 者 7 た ち は 、 自 分 た ち が (現世 NS 
で 、) 服従 する 者 (ムスリム *) で あっ た な co 


ら 、 と 望む と と に な る か も し れ な い 。* 


3. (使徒 * よ 、) 彼ら (不信 仰 者 * た ち ) の こと | 内 RE De 
は 放っ て お け 。 (そう すれ は 、 人 RAE 
べ 、 (現世 を ) 楽し み 、 ( 塗 し い ) 期待 
彼ら を ( ア ッ ラ ー* へ の 服従 IO 
に ) 勤 し ま せよ う 。 (そう と な れ ば ) 彼ら 
は 、 や が て (自分 た ちの 悪い 結末 を ) 知る 
こと に な る の で ある 。 


1 マッ カ * 啓 示 。 ク ルアー ン \ と 預言 者 * ム ハン マ ド * の 真実 性 、 ア ッ ラ ー* の 創造 の 偉大 さ が 確 
証 さ れ た 後 、 ア ー ダ ム *『 と イブ リー ス * を 始め と し た 、 各 預 言 者 * と その 民 の 間 に 起 こっ た 出 
来 事 と その 結末 が 、 信 仰 者 へ の 吉報 と 不信 仰 者 * に 対す る 警告 と 共に 描写 され る 。 ス ー ラ * 
名 は 、 こ の 流れ で 言及 され た 「 ア ル ニ テヒ ジュ ル の 仲間 た ち (アー ヤ *80 参照 )」、 つ まり サ 
ムー ド * の 民 に 由来 。 ま た 、 苦 境 に あっ た 預言 者 * ム ハン マ ド * へ の 慰 (な ぐさ ) め と 、 崇 拝 
* と 布教 に お ける 努力 の 命令 な ども 示さ れ て いる 。 

こと これら の 文字 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 用 語 解 説 「 ク タル アーン の 冒頭 に 現れ る 文字 群 *」 を 参照 。 
クル アー ン * は 、 最 も 素晴らし く 、 最も 明白 で 、 最 も 的 確 な 意味 の 語 に よっ て 、 真実 を 「 解 
明 す る 」。 尚 この アー ヤ * の 「 啓 典 」 も また 、 ク ルアー ン * の こと を 指し て いる と され る ( ム 
ヤッ サル 262 頁 参 照 )。 
「 望 どこ と に な る か も し れ な いか ら 、 注意 せよ 」 と いう 警告 と 茂 (さげ す ) み の 念 を 含む 、 
アラ ビア 語 的 表現 。 実際 の と ころ 、 彼ら は 絶対 に そう 望む こと に な る (イブ ン ・ ア ーシュ ー 
ル 14:11 参照 )。 こ れ が 、 い つの こと か に 関し て は 、「 地 獄 に 直面 する 時 」「 死 ぬ 時 」「 復 活 
の 日 *」「 罪 深かっ た ムスリム * が 地獄 か ら 出 され る の を 、 彼 ら が 目 に し た 時 」 と いっ た 諸説 
が ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:524 参照 )。 


to 


ww 


た 


15. アルテ ヒジ ュ ル 章 516 タナ 5) Ne 


4. 


ちょ うば つ 


(使徒 * よ 、 不 信仰 者 * た ち が 、 早 く 舞 駐 を | 2 
下 し て みよ 、 と 挑ん で きた に せよ 、 ) われ lo 
ら * が どん な 町 を 滅ぼす 時 で も 、 そ こ に は 定 


め ら れ た 期限 が あっ た の だ 。` 


いか な る 共同 体 も 、 その (滅亡 の ) 期限 に 先 
駆け る こと も な けれ ば 、 遅れ る こと も な い 。 


ィ イ オイ 。 ニン 
の ope 和らい 


彼ら は ( 聞 言 者 * ム ハン マ ド * に 、 画 笑 まじ | uu 世 お 
り に ) 言っ た 。「 訓 戒 (クル アー ンカ を 下 A 
され た 者 よ 、 本当に あな た は 、 ま さ し く 滞 か 

れ た 者 2 で ある 。 

天使 * を 連れ て 来 て みよ 。 も し 、 あ な た が 正 RA 
直 者 の 類 い だ と いう の な ら 3」。 Ox 
われ ら * が 天使 * を 下す の は 、 真 理 * と 共に の Be NR 
み 。 そし て 彼ら は 、 そう すれ ば 、( も は や 懲 ON 


六 を ) 獅 予 され た 者 た ち で は な く な る 。 5 


本 当 に われ ら * は 訓 戒 (クル アー ン * を 下 し 
た の で あり 、 実 に われ ら * が まさ し く 、 そ の 
守護 者 6 な の で ある 。 


je 


tv 


CO 


た 


wn 


同様 の アー ヤ * と し て 、 家 畜 章 57-58、 戦 利 品 * 章 323、 ユ ー ヌ ス * 章 50、 フ ー ド * 章 8、 電 
鳴 章 6、 夜 の 旅 章 92、 巡 礼 * 章 47、 星 昧 章 53-54、 サ ー ド 章 16、 相 談 章 18、 階 段 章 1-2 
な ども 参照 。 

彼ら は 、「『 あ な た 方 の ご 先祖 が 崇め て いた (アッ ラー* 以 外 の ) 神々 を 棄 ( す ) て 、 私 に 従 
いな さい 』 と いう 、 彼 の 主張 」、 ま た は 「 自 分 に 訓 戒 が 下さ れ た と いう 、 彼 の 主張 」、 あ る 
い は 単なる 咽 笑 ゆえ に 、 彼 を 「 引 か れ た 者 」 と 呼ん だ た の で ある (アル テカ ー ス ィ ミ ー10:3747 
参照 )。 

家畜 章 8-9、111、 夜 の 旅 章 92、 識 別 章 7 も 参照 。 

こと の 「 真 理 | に は 、「 ク ルアー ン *『」「 ア ッ ラ ー* の 教え の 伝達 」「 懲 凡 」 と いっ た 解釈 が ある 
(アル = クル トゥ ビー10:4 参照 )。 

家畜 章 8 と その 訳注 も 参照 。 


アッ ラー* ご 自身 が 、 ク ルアー ン * を あら ゆる 改 窒 (か いざ ん ) か ら お 守り に な る ( ム ヤ ッ 
サル 262 頁 参照 )。 詳 細 に され た 章 41-42 と その 訳注 も 参照 。 


15. ア ルー ヒジ ュ ル 章 517 タナ 5) Ne 

10. (使徒 * よ 、) われ ら * は あな た 以前 に も 確 | ⑥ 守 と ちゅ Su3oo23333 
か に 、 昔 の 人 々 の 各 集 団 に (使徒 * た ち を ) 
遣わ し た 。 

11。 そ し て 彼ら の も と に 使徒 * が 訪れ た 時 は 決 EN Si 
まっ て 、 彼 ら は 彼 (使徒 の の こと を 員 笑 or 
し た も の だ っ た 。 

12。 (それ ら の 者 た ちと ) 同 様 に 、 わ れ ら * は ( ア の oO 8 っ 5905 
ッ ラ ー“ を 杏 定 し 、 その 使徒 * を 嘘つき 呼ば 
わり し た ) 罪悪 者 た ち * の 心 に も 、 そ れ 2 を 
差し 込む の で ある 。 

13. 彼ら は それ (クル アー ン ツ を 信じ な い 。 確 | O58 0 
か に 昔 の 人 々 (に 対す る アッ ラー?) の 摂理 
は 、 先 ん じ た 3 と いう の に 。 

14。 も し 、 われ ら * が 彼ら (マッ カ * の 不信 仰 者 * A OA 3 
た ち ) に 天 の 扉 を 開け て や り 、 彼ら が そこ RG 
を 昇り 続け (、 そこ と で アッ ラー * の 王国 の 驚 
異 を 目の当たり に し ) た と し て も 、 

15. 彼ら は (、 こ う ) 言っ た で あろ う 。「 私 た ち A ve 
の 眼 は 、 封じ られ て し まっ た に 違い な い 。 い SH 
や 、 私 た ち は 魔 術 を か けら れ た 民 な の だ 」 。 

16。 わ れ ら * は 確か に 、 天 に 星座 を 設け 、 観る 者 | E353 
の た め に それ ( 天 ) を 和 飾り 付け た 。 Sl 

17. そ し て それ ( 天 ) を 、 全て の 追放 され た * シ SR A 


ャ イタ ー ン * か ら 、 守 っ た 。 


262 頁 参 照 )。 


参照 ) 


ユ ムペ ノ o 


更 徒 * た ち を 咽 笑 し 、 嘘 つき 呼ば わり し た とこ と ゆえ に 、 


こと の 「 罪 悪者 た ち 」 は 特に 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * の 民 の シル ク * の 徒 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 


不信 仰 を 「 差 し 込む 」 (前掲 書 、 同 


「 昔 の 人 々 の 摂理 は …・」 に つい て は 、 戦 利 品 * 章 38 の 訳注 を 参照 。 
「 追 放さ れ た 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 36 の 訳注 


を 参照 。 


15. アル テニ ヒジ ュ ル 章 
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18. 


9 


20. 


21. 


22, 


23. 


し か し (彼ら の 内 、 天上 界 の 言葉 を ) 浴 み 
聞き し 、 それ で 鮮明 な る 流星 が 追尾 (し て 、 
焼 殺 ) する 者 は 別 だ が !。 


また 、 大 地 は と いえ ば 、 わ れ ら * は それ を 広 
げ 、 そ こ に 駆 固 な 山々 を 置き 、 ま た そこ に 
(最適 の 量 に ) 調整 され た 全て の も の ( 植 
物 ) を 生育 させ た 。 


また 、 あな た 方 の た め 、 そこ に 生活 の 糧 と 、 
あな た 方 が それ を 養う わけ で は な いも の 2 
を (創り ) 設え た 。 


( 僕 を 益 す る ) いか な る も の も 、 われ ら * の 
御 許 に と そ 、 その 宝庫 が ある 。 そし て われ ら 
* は それ を 、 決 め ら れ た 量 し か 下さ な い *。 


われ ら * は 授粉 の 風 * を 送り 、 天 か ら ( 十 ) 
水 を 降ら し 、 あ な た 方 を それ で 潤 し た 。 
あな た 方 が 、 そ れ を 貯め て お く 者 で は な 
い の だ 5。 

そし て 本 当 に われ ら * こ そ が 、 生 か し 、 死 


な せる の で あり 、 わ れ ら * が 相続 者 な の 
で ある 。 


= 


な ど に 伝え た 後 、 
た ち 章 223 の 訳注 、 


to 


ヤッ サル 263 頁 参 照 )。 
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アッ ラー* は その ご 慈悲 と 英知 に 即 し た 形 で 、 諸 益 の 宝 有 
み の 者 ( 
風 に よっ て 水 が 運 


こ は 控 えら れる (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


訳注 を 参照 。 


軍 ば れ 、 それ が 雲 と な っ て 雨 を 降ら す 様 が 、 風 
えら れ て いる 。 ま た 風 に は 木々 の 花粉 を 運び 、 授 粉 を 促す 


アー ヤ *21 の 訳注 も 参照 。 
この 「 相 続 者 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 180「 諸 天 と 大 地 の 遺 産 は ・ 
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た だ し 、 それ は 藩 示 以外 に 関す る こと で あり 、 シャ イタ ー ン * は 盗み 聞き し た こと を 占い 師 
流星 で 撃た れる の だ と いう (アル = クル トゥ ビー10:10-11 参照 )。 詩 人 
整列 者 章 6-10、 王 権 章 5、 ジ ン * 章 
子孫 、 下働き の 者 、 家畜 な どの こと 。 それ ら に 糧 を 与え る の は 、 


Ei 8-9 も 参照 。 


アッ ラー* 以 外 に は な い ( ム 


ほか ら お 望み の 者 に 与え られ 、 お 望 


よる 雲 の 授粉 に 避 (た と ) 


i (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 
・]」 に つい て の 


15. ア ルー ヒジ ュ ル 章 519 ln Ne 
24. また われ ら * は 、 あ な た 方 の 内 の 先んじ た EE 
者 た ち も 確 か に 知っ て いる し 、 後 か ら や の の Cg 
っ て 来る 者 た ち ! の こと も 確か に 知っ て 
いる 。 


25. 


そし て 本 当 に あな た の 主 * こ そ は 、 彼 ら を | ⑨%AS26 に 32 み 353b 


(復活 の 日 * に 、 清 算 と 報い の た め ) 有 有 集 
され る 。 本当 に か れ は 英知 あふ れる * お お 方 、 


全 知 者 で あら れる 。 
26. わ れ ら * は 確か に 人 間 (アー ダム を 、 と の の Pe ICE 
質 し た * 黒 士 が 乾い た も の か ら 創っ た 。3 Dos 


27. そ し て 、 ジ ン * の 祖 (イブ リー ス や 。 わ れ OA A CT ey 


ら * は 彼 を それ 以前 に 、 無 煙 の 熱い 炎 * か ら 


創っ た 。 
28. (使徒 6 。 ) あな た の 主 * が 天使 * た ち に ASAI 
(こう ) 仰せ られ た 時 の こと 5 (を 思い 起 op er a 


こさ せよ ) 。 「 本 当 に われ は 、 人 間 ( ア 
ー ダ ム *) を 変質 し た 黒土 が 乾い た も の か 
ら 創 ろう 。9 


トー 


IN) 


w 


た 
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前 者 が 「 ア ッ ラ ー* へ の 服従 行為 と 善行 に よっ て 、( ア ッ ラ ー* に ) 近づく 者 た ち 」、 後 者 が 
「 罪 と 悪行 に よっ て 、( ア ッ ラ ー* か ら ) 遠ざかる 者 た ち 」 と いう 解釈 も ある (アル = クル 
トゥ ビー10:19 参照 )。 

「 変 質 し た (マス ヌー ン )」 の 解釈 に は 「 湿 り 気 が あり 悪臭 の する 」「 撤 ( ま ) か れ た 」「 形 
づく られ た 」 と いっ た 別 説 も ある (前 掲 書 10:21-23 参照 )。 
クル アー ン * の 中 で は 、 アー ダ ム * は 「 土 」「 泥 土 」「 変 質 し た 黒土 」「 乾 いた 土 」 と いう 
異な る 性 質 の 土 か ら 創造 され た と 言及 され て いる 。 多 く の 解 釈 学者 に よれ ば 、 土 が 固 
まっ て 泥 土 と な り 、 そ れ か ら 時 間 が 経っ て 悪臭 を 放つ 変質 し た 黒土 と な り 、 そ れ か ら 
乾い た 土 と な る 、 と いう 段階 を 経て 、 ア ー ダ ム * が 創 ら れ た の だ と され る (前 掲 書 10:21 
参照 )。 

「 熱 風 」 と いう 解釈 も ある (アル テバ ガウ ィ ー3:57 参照 )。 
同様 の 情景 を 描写 する アー ヤ * と し て 、 雌牛 章 34-39、 高 壁 章 11.25、 夜 の 旅 章 61.65、 タ 
ー・ ハ ー 章 116-123、 サ ー ド 章 71 以降 も 参照 。 

ー ヤ *26 の 訳注 も 参照 。 


15. アル = ヒジ ュ ル 章 520 tl 0 


29.、 そ れ で われ が それ を 整え 、 そ こ に わが 魂 」| 2 る ea の 25226 
か ら 吹 き 込ん だ ら 、 彼 に サジ ダ *2 せ よ 」。 Spl A 


30. する と 天使 * た ち は 皆 、 一 斉 に サジ タダ * し た 。 の っ し 2 て CN 
31. 信 し イブ リー ス * だ け は 別 で 、 役 は サジ ダ * | ⑧SusglZ っ SggucsN 
する 者 た ち と 共に ある こと を 拒ん だ 。 
32. か れ (アッ ラー は 、 仰せ られ た 。「 イ ブ | @susBC65YIGC ds 
リー ス * よ 、 あ な た が サジ ダ * す る 者 た ちと 
共に な い の は 、 ど うし た こと か ?」 


33. 彼 (イブ リー ス 〉 は 、 申 し 上 げた 。「 変 質 | た 折る 和 と 9206 
し た 黒 十 が 乾い た も の か ら 、 あ な た が お 創 ⑨、 っ だ 2 し 5 ルス レン 


Io 私 に 
は 相応 し く あ り ま せん 」 。 


34。 か れ (アッ ラー や は 、 仰 せら れ た 。「 な ら td 
ば 、 そこ から 出 て 行く が よい 。 まさ に あな 
た は 追放 され た 6 者 な の で あり 、 

35. 本当に あな た の 上 に は 、 報 い の 日 * ま で 呪い 
が ある の だ か ら 」。 

36. 彼 (イブ リー ス ” は 、 申し 上 げた 。「 我 が Od I 
主 * よ 、 で は 私 に 、 彼ら が 鱗 ら さ れる ( 復 
活 の ) 日 * ま で 猫 予 を お 授け 下さ い 」。 


= 


この 「 魂 」 と は 、 霊 妙 (れい みょう ) な 物質 の こと 。 アッラー* は この 物質 と 共に 、 肉 
体 に 生 を 宿 ら せら れる 。 尚 「 魂 」 が 「 わ が 」 と いう 、 ア ッ ラ ー* の 修飾 を 受け て いる の 
は 、「 ア ッ ラ ー* の 雌 ラ クダ (預言 者 * サ ー リ プ * の 何 蹴 )」 「 ア ッ ラ ー* の 館 ( カ ァ バ 神 殿 
*)」 な ど と 同様 、 特 別 な 栄 益 を 表し て いる た め と され る (アル = テク ルト ゥ ピー10:24 
参照 )。 


この サジ ダ * に つい て は 、 雌 和牛 章 34 の 訳注 を 参照 。 
ー ヤ *26 と その 訳注 も 参照 。 
4 高 壁 章 12 の 訳注 も 参照 。 
園 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 264 頁 参 照 )。 雌 牛 章 35 の 訳注 も 参照 。 
6 「 追 放さ れ た 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 36 の 訳注 を 参照 。 


IN) 


w 


(① 
溢 


15. ア ルー ヒジ ュ ル 章 521 タナ 5) Ne 

37. か れ (アッ ラー は 、 仰せ られ た 。「 そ れ OEN REIE 
で は 、 実 に あな た は 、 猫 予 され る 者 の 一 人 
で ある 、 

38. (角笛 ! に 最初 に 吹き 込ま れる 、 ) 定め られ A 
た 時 の 日 まで 」。? 

i ス や う は 、 申 し 上 げた 。「 我 が ET 

、 あ な た が 私 を 誤 ら せ た の で すか ら 、 EDN 
i 彼ら (アー ダム * の 子 
ら 59 に あな た へ の 不服 従 を ) 目 映 く し 
て 見 せ 、 彼ら 全員 を 必ず や 、 (正しい 道 か 
ら ) 踏み 誤 a, 

40. 彼ら の 内 、 精 選 さ れ た あな た の 僕たち 3 は OV ETN 
その 限り で は あり ませ ん が 」。 

41.、 か れ (アッ ラー は 、 仰 せら れ た 。「 こ れ も を 28 っ XA6 
は われ へ の 、 ま っ すぐ な 道 で ある 。 

42. 本 当 に (精選 され た ) わが 僕たち 、 彼 ら ( の | の YR な E68 
心 を 、 ま っ すぐ な 道 か ら 迷 わせ る こと ) に SN dR 
対し 、 あな た に は いか な る 力も な い 。 但し 、 
踏み き 中 っ た 者 た ちの 内 、 あな た に 従っ た 
者 は 別 だ が 。 

43. そ し て 本 当 に 地 狼 が 、 ま さ し く 彼ら (イブ OR RI 
リー ス * と その 追従 者 た ち ) 全員 の 、 約 東 
の 場 で ある 。 

44. NN その 各々 の 門 に を きく < AR つの 

、 彼 ら (イブ リー ス " の 追 徒 者 た ち ) の 7 
人 ) け が ある の だ 」。 
1 この 「 角 笛 」 に つい て は 、 家 畜 章 73 と その 訳注 を 参照 。 


2 イブ リー ス * の 申し 昌 


3 


H が 受け 入れ られ た こと に つい て は 、 


高 壁 章 15 の 訳注 を 参照 。 


「 精 選 さ れ た アッ ラー* の 僕 」 に つい て は 、 ユ ー ス フ * 章 24 の 訳注 を 参照 。 
「 門 」 と は 、 つ まり 「 階 層 の こと (アル テク ルト ゥ ビー10:30 参照 )。 彼ら は 自分 た ちの 
行い に 応じ て 、 各 層 に 入れ られ る こと に な る ( ム ヤ ッ サ ル 264 頁 参照 )。 


15. アル テー ヒ ジュ ル 章 522 
45. 本 当 に 散 虚 な * 者 た ち は 、 楽 園 と 泉 の 中 に あ 


る 。 


46. (彼ら に は こう 言わ れる 。 ) 「 平 安 と 共に 、 


安全 に そこ に 入り な さい !」。 


47. そし て われ ら * は 、 


彼ら の 胸中 に ある 憎 し | 6p 


ンー タ 


み の 念 を 一 押す る ?。 寝台 の 上 、 互い に 向 か @5M2 
い 合う 3 同胞 と し て 。 

48. そこ で は 疲労 が 彼ら を 襲う こと も な く 、 彼 A ey | 
ら が そこ か ら 出 され る こと も な い 。 OR ンー 

49. (使徒 * よ 、 ) わが 僕たち に 伝え よ 、 われ | ON GT IL 
こそ は 赦し 深い 者 、 慈 愛 深き * 者 で ある と い 
うこ と を 。 

50. そし て わが 懲罰 こそ は 、 痛 まし い 懲 凡 で | ④⑧ ん Nos3 は JE る 
ある と と を 。 

51. また ( 便 稚 * よ ) 、 = DD Da SY 


彼ら に 伝え No ミ 


52. 彼ら が 、 
人 っ て 来 て 、 


の で す 」。 
1 天国 は 、 死 、 疲 労 、 戯言 (た わ ご と )、 
ら ゆ る 悩み の 種 か ら 安 全 な 場所 で ある 
2 眉 
3 天国 の 民 は 互い に 訪問 し 、 集 まり 合い 、 
書 、 同 頁 参照 )。 
4 同じ 


m 


彼 (イブ ラー ヒー ム $) の と ころ に 
「 (あな た に ) 平安 を 5」 と 言 
っ た 時 の こと (を 思い 出せ ) 。 彼 は 言っ た 。 
EE あな た 方 の こと が 怖い 


そこ で の 恩恵 の 消失 、 病 気 、 悲 しみ 、 不安 な ど 、 あ 
(アッ = テ サ アァ ディ ー431 頁 参照 )。 


憎しみ の 念 を 一 掃 する 」 に つい て は 、 高 壁 章 43 の 訳注 を 参照 。 


お 互い に 向き 合っ て 痛 を 見 せる こと も な い (前 掲 


場面 を 描写 する アー ヤ * と し て 、 フ ー ド * 章 69-76、 睦 昧 章 31-32、 搬 き 散 ら す も の 章 
24-34 も 参照 。 


「( あ な た に ) 平安 を 」 に つい て は 、 


畜 章 54 の 訳注 も 参照 。 


6 ED の の それ か ら 役 ら に 食事 を 出し た が 、 彼ら は それ に 


手 を 
散ら 


つけ な か っ た の で 「 怖 く な っ た 」 
す も の 章 25-28 も 参照 。 


( ム ヤ ッ サ ル 265 真 参照 )。 フ ー ド * 剖 69-70、 撤 き 


15. アル テヒ ジュ ル 章 523 タナ 5) Ne 

53. 彼ら (天使 * た ち ) は 、 言っ た 。「 怖 が る の | @。z 少 認 c3YU6 
で は な い 。 実に 私 た ち は あ な た に 、 有 識 な 
男の子 ! (の 出産 に つい て ) の 吉報 を 告げ る 
の だ か ら 」。 

54. 彼 (イブ ラー ヒー ム ? は 、 言っ た 。「 一 体 の | は の WAR 
あな た 方 は 、 高齢 に 達し た 私 に 、 (出産 の ) co 
吉報 を お 告げ に な り ま し た か ? 一 体 あ 
な た 方 は 、 何と いう (突拍子 も な い ) 理 報 
を お 告げ に な る の で し ょ う ?」 

55. 彼ら (天使? た ち ) は 、 言 っ た 。「 私 た ち の っ と 3 し っ 名 6 
は あな た に 、 真 理 の 吉報 を 告げ た の で あ So 
る 。 だ か ら 、 絶 望 する 者 の 類 いと な っ て は 
な ら な い 」。 

56. 彼 (イブ ラー ヒー ム は 、 言っ た 。「 (私 a と まる の 6 
は 絶望 な を ど し ませ ん し 、 ) 自分 の 壮 * の ご る LR 
慈悲 に 絶望 する の は 、 (真理 の 道 か ら ) 迷 
っ た 者 た ち だ け で す 」。 

57. 彼 (イブ ラー ヒ ー ム ? は 、 言っ た 。「 で は 、 DANES IE 
あな た 方 の ど 用 件 は 何 な の で し ょ う 、 御 合 
いた ちよ 」 。 

58. 彼ら (天使 * た ち ) は 、 言っ た 。「 本 当 に 私 | ⑱ っ 322 タ 0 rd 
た ち は 、 罪悪 者 で ある 民 へ と (、 彼 ら を 大 
ぼ す べく ) 遣わ され た の で す 。 

59. 但 レル ー ト * の 一 族 だ け は 別 で 、 本 当 に 私 た | ⑥ は だ 0 
ち は 、 彼 ら 全員 を 必ず や 救い ます 。 

60. し か し 彼 の 妻 は 、 そ の 限り で は あり ませ ん | @ ご が oC A 


が 。 私 た ち は (アッ ラー* の ご 命令 に よ りう 、 
まさ し く 彼 女 が 残っ (て 滅ぼさ れ ) た 者 た 
ちの 一 人 と な る よう 、 決 め た の で す 」。 


1 イス ハー ク * の こと 。 フ ー ド * 章 71 も 参照 。 


15. アル = ヒジ ュ ル 章 524 りら 0 


el.、 そ れ で ルー ト * の 一 族 の も と に 、 御 使い た ち FN IE 
が や っ て 来 た 時 、! 

62. 彼 0 レート? は 言っ た 。「 本 当 に あな た 方 の ーー る %SIJ6 
は 、 見 慣れ な い 方 々 で すね 」。 

63. 彼ら (天使 ? た ち ) は 、 言っ た 。「 い や (、 Ed 336 
怖がる の で は な い ) 、 私 た ち は 、 彼 ら が 疑 る が る 


わし く 思 っ て いた も の (彼ら へ の 懲罰 ) を 
携え て 、 あ な た を 訪れ た の で ある 。 


64. そし て 私 た ち は 、 真理 と 共に あな た の も と $⑥5 ぬ 26b し 35 も 
に や っ て 来 た の で あり 、 本 当 に 私 た ち は 、 
まさ し く 正 直 者 で ある 。 


65. な ら ば 夜 が 更け て か ら 、 あ な た の 家族 と 共 ご ba ok 
に (町 2 を ) 出発 せよ 。 ま た 、 あ な た は 彼ら 0 


の 後方 に つき 、 あな た 方 の 誰 一 人 と し て (、 
後ろ を ) 振り 向い て は な ら な い 。 そ し て 、 
あな た 方 が 命じ られ て いる (安全 な ) 所 へ 


と 進む の だ 」。 

66。 わ れ ら * は 彼 (ルー ト や う に 、 こ れ ら の 者 た SR NS 
ち が 朝 を 迎え た 時 に は 、 ーー 人 残さ ず 根 こ そ に と 
ぎ に さ れる と いう 、 そ の 裁決 を 知ら せ た の 
で ある 。 

67. そ し て 町 の 人 々 が 、 (ルー ト * の 客人 の こと A IC 
を 聞き つけ て ) 心 躍ら せつ つ 、 や っ て 来 た 3。 

68. 彼 0 レー ト ” は 、 言 っ た 。 「 本 当 に と の 方 々 OL NIE 
は 、 私 の 客人 な の だ 。 な ら ば 、 私 の 面目 を 
失わ せな いで くれ 。 


1 彼 と その 民 の 間 に 起 こっ た 話 に つい て は 、 高 壁 章 80-84、 フ ー ド * 章 77-83、 詩 人 た ち 章 
160-175、 虹 章 54-.58、 昌 昧 章 28-35、 月 章 33-40 も 参照 。 

2 「 町 」 に つい て は 、 フ ー ド * 章 81 の 同 語 に つい て の 訳注 を 参照 。 

3 この 情景 の 詳細 と し て 、 フ ー ド * 章 77-78 と その 訳注 も 参照 。 


15. アル テヒ ジュ ル 章 
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ln Ne 


69. 


70. 


Ti. 


2 


73. 


74. 


75. 


76. 


そし て アッ ラー* を 異 れ *、 私 を 辱 め る の 
で は な い 」 。 


彼ら (町 の 人 々 ) は 、 言 っ た 。「 一 体 、 私 
た ち は (あな た に 警 告 し ) 、 あな た に 人 々 
(を 外 か ら 客 人 と し て 迎え 入れ る こと ) を 
禁じ な か っ た の か ? 1 


彼 (レー ト *) は 言っ た 。「 こ れ ら は 私 の 娘 
2 で ある 。 も し 、 あ な た 方 が (望み を 果たそ 
うと ) する の な ら ば (、 彼 女 ら と 結婚 せ 
よ ) 」。 


< (預言 者 * ム ハ ン マ ド FY) の 人 生 
に 替 っ て *、 実に 彼ら は まさ し く 、 迷い の 中 
で 符 利 っ て いる 一 。 


そし て 日 の 出 を 迎え た 頃 、 彼 ら を ( 副 く ) 
一 声 が 捉え た 。 


それ で われ ら * は 、 そ れ ( 町 ) を 逆さ ま に ( ひ 
っ くり 返 ) し 、 そ の 上 に (硬い ) 泥 土 か ら 
な る 石 を 降ら せ た 。 


本 当 に そこ に は まさ し く 、 眼 識 あ る 者 た ち 
へ の 御 徴 * が あり 、 


NMM 
た る 道 の 途上 に ある 。 


= 


こと ) を 禁じ な か っ た の 


別 の 解釈 で は 、「( 私 た ち が 醒 行 を 望ん だ 時 に 、) あな た に 人 々 (と 私 た ちの 間 に 
か ?」 (アルテ クル トッ ゥ ビー10:39 参照 ) 


ン ァ s 


Dor 520005 


OR CR ある 3 


Sai Eh 


a aaa 


割っ て 入る 


整列 者 章 1 の 訳注 


行 を 犯す こと に 


も 参照 。 
も 意 を 介さ 


2 「 私 の 娘 」 に つい て は 、 フ ー ド * 章 78 の 訳注 を 参照 。 

3 これ は 、 ア ッ ラ ー* の 誓い ( ム ヤ ッ サ ル 266 頁 参 照 )。 

4 この 「 御 微 」 と は 、 ア ッ ラ ー* へ の 反抗 を 恐 れ な い 者 、 ひ どい 悪 
な い 者 に 対し て は 、 アッ ラー* も ひど い 人 懲 久 で 応じ られ る 、 と いう 証明 の こと (アッ = サ ア 
ディ ー433 頁 参照 )。 

5 つま り そ の 痕跡 は 明白 に 残っ て お り 、 そ の 道 を 通り か か る 者 が 


いう こと (アッ = テ タ バリ ー6:4911 参照 )。 


に する こと が 日 


整列 者 章 137-138 も 参照 。 


H 来 る 、 と 
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7 本 当 に そこ に は まさ し く 、 信仰 者 た ち へ の 
御 徴 が ある の だ 。 

78. また 、 本 当 に 敷 の 仲間 た ち ! は 、 まさ し く 不 
正 * 者 で あっ た 。 

79. それで われ ら * は 、 彼 ら に 報復 し た 。 実に そ 
の いずれ (ルー ト * の 町 と 、 シュ ア イブ * の 


民 の 町 ) も 、 明 白 な 道筋 の 途上 に ある 2?。 


また 、 フ 7 
され た 者 (使徒 ” た ち * を 確か に 嘘つき 
ば わり し た 。 


そし て われ ら * は 彼ら に 、 わ れ ら * の 御 
5 を 与え た が 、 彼 ら は それ に 背 を 向け 
いた 。 

そし て 彼ら は 安全 に 山々 を 削っ て 住居 
し て いた 。 

それ で 朝 を 迎え た 時 、 彼ら を ( 談 く ) 一 声 
が 龍 っ た 。 7 


80. 


81. 


82. 


83. 


1 「 敷 の 仲間 た ち 」 と は 、 
266 頁 参 照 )。 


2 「 明 白 な 道 の 途 上 に ある 」 に つい て は 、 
「 ア ル ニ ヒ ジュ ル の 仲間 た ち 」 と は 、 サ ムー ド * の 


w 


微 
て 


アル == ヒジ ュ ル の 仲間 た ち * は 、 遣わ 


呼 


に 


OLN 1 つら 


JE 


Dai Ct 


< 


OAL CT 


a ESE 


eR A や 


敷 に 団 ま れ た 町 に 住ん を で いた シュ アイ ブ * の 民 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 


アー ヤ *76 の 訳注 を 参照 。 
民 の こと 。 


「 ア ル テ ヒ ジュ ル 」 は そ も そ 


も 、 6 (アッ = 0 6:4914 参照 )。 尚 、 サ ムー ド * と 、 彼ら に 遣わ さ 


ち 章 ie 農 章 45-.53、 詳 細 に さ 


注 を 参照 。 


3」| 


が 、 
と その 訳注 、 フ ー ド * 章 64-68、 詩人 た ち 章 155-15 
6 「( 山 が 崩れ 落ち る こと な く ) 安全 に 」 と か 、 
解釈 が ある (アッ ニタ バリ ー6:4915 参照 )。 


ココ 


事 に つい て は 、 高 壁 章 73-77、 フ ー ド * 章 61-68、 
れ た 章 17-18、 月 章 23-32 な ども 参照 。 
サー リフ * を 指す 「 遣 わ さ れ た 者 」 が 複数 形 に な っ て いる こと に つい て は 、 識 別 章 37 の 訳 


この 「 御 徴 」 は 、 サー リフ * の 伝え る こと の 真理 を 確証 す 
巨大 な 雌 ラ クダ で あっ た ( ム ヤ ッ サ ル 266 頁 参 照 )。 
H 章 27-29、 太陽 章 13-14 を 参照 。 


「( ア ッ ラ ー* の 懲 入 か ら ) 安全 に 」 と いっ た 


7、 


詩人 た 


、 数 々 の 証拠 の とこ と と 。 そ の 一 つ 
F 細 に つい て は 、 高 壁 章 73 


サム ー ド * に 下さ れ た 懲 久 の 詳細 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 用 語 解 説 の 「 サ ムー ド *」 の 項 を 参照 。 


15. アルテ ヒジ ュ ル 章 527 タナ 5) Ne 


84. そし て 彼ら が 稼い で いた も の ! は 、( ア ッ ラ OLE 
ー* の 懲 久 が 下さ れ た 時 、) 彼ら の 役 に 立 
つこ と が な か っ た 。 


85. われ ら * が 諸 犬 と 大 地 と その 間 に あ る も の 
を 創造 し た の は 、 真理 ゆえ に 外 な ら な いら 
人 で し て (復活 の ) その 時 は 、 必 ず や 到来 す 
る 。 な ら ば (使徒 * よ ) 、 . あ な た は (シル ク 
* の 徒 を ) 綺麗 さっ ぱり 見 逃し て や る の だ 。 


86. 本 当 に あな た の 主 * こ そ は 、 全 て の 創造 者 、 る RS 
全 知 者 で あら れる の だ か ら 。 

87. (預言 者 * よ 、) われ ら * は 確か に 、 反 復 さ IER CI I I 
れる 七 つ の も の 3 と 偉大 な る クル アー ン * OI 


を 、 あ な た に 授け た 。 
88. われ ら * が 、 彼 ら (不信 仰 者 * た ち ) の 各種 の | 2E5cCEECAAS2e6353 


者 を 楽し ませ て や っ た (現世 の ) も の に 、 決 EI ES 
し て 視線 を 釘付け に する の で は な い 。 ま た 、 0 


DO (の 不信 仰 ) ゆえ に 悲し まず 、 あ な た の 
翼 を 信仰 者 た ち に 下ろ し て や る * の だ 。 


89. そし て 、 言 え 。「 本 当 に 私 は 、 (あな た 方 @ る AS 
に ア ッ ラ ー* を 信仰 すべ き 証 拠 と 、 その 懲 
上 を ) 明 自 に する 警告 者 で ある 。 

90. 同様 に われ ら * は 、 分 断 する 者 た ち * に も SNE GT 
(竹田 を) 下 し た の だ 。 


1 財産 、 岩 山 の 堅固 な 砦 (と り で )、 力 、 地 位 な どの こと ( ム ヤ ッ サ ル 266 頁 参 照 )。 
イム ラー ン 家 章 191「 我 ら が 主 * よ …・ あ り ま せん 」 の 訳注 も 参照 。 

「 反 復 さ れる 七 つ の も の 」 と は 、 礼拝 の 中 で 毎回 「 反 復 さ れる 七 つ の ア ー ヤ *」 で ある 、 開 
端 章 の こと (アル = テ ブ ハー リー4703、 ム ヤッ サル 266 頁 参照 )。 

「 翼 を 誰か に 下ろ す 」 と は 、 そ の 者 に 対す る 優し さや 謙虚 さ を 示す 、 修辞 的 表現 (イブ ン ・ 
アー シュ ー ル 14:83 参照 )。 
5 「 分 断 す る 者 た ち 」 と は 、 ク ルアー ン * の ある 部 分 は 信じ る が 、 別 の 部 分 は 信じ な い 、 と い 

う 啓 典 の 民 * や 、 そ れ 以 外 の 不信 仰 者 た ちの こと で ある と され る ( ム ヤ ッ サ ル 266 頁 参照 )。 
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91. クル アー ン * を 、 ば ら ば ら に し た ! 者 た ち に 。 @ Tuas NE 

92。 あ な た の 主 * に 約 っ て 、 わ れ ら * は 必ず や ( 復 OILED 
活 の 日 * に ) 彼ら 全員 を 問い た だ そう 、2 

93. 彼ら が 行っ て いた こと 3 に つい て 。 oR IEEE 


94. な ら ば 、 あ な た に 命じ られ た こと を 公 け に る と ちあ あら 


し 、 シ ルク * の 徒 ら に 育 を 向け よ 。 


95. 本 当 に われ ら * が あな た を 、 南 笑 す る 者 た OTC イプ | 


ちか ら 守 っ た ? の だ か ら 。 


96. アッラー* と 共に 、 別 の 神 5 を 配 する 者 た ち | あう 0 と っ 上 go 導 


(か ら ) 。 彼ら は 、 (自分 た ち が し た 事 の lo 
結末 を ) 知る こと に な ろう 。 


97. (使徒 * よ 、) われ ら * は 確か に 、 彼ら が ( あ | 33 あじ に っ 3 スン る 仙 5 


な た と あな た の 布教 に つい て ) 言う こと ゆ 
え 、 あな た が 心 苦 し く な る の を 知っ て いる 。 


し ょ うさ 


98. な ら ば 、 あ な た の 計 * の 称 符 "と 共に (か れ を ) | Om NG HES 


99. そし て 、 あな た に 確 然 た る も の が 到来 する 


称え * サジ ダ * す る 者 た ちの 仲間 で あれ 。 


SD TANTS EGR 
まで 、 あな た の 主 * を 崇 提 ます る の だ 。 
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「 ク ルアー ン * を ば ら ば ら に し た 」 の 解釈 に は 、「 ア ー ヤ *90 と 同様 の 意味 」「 ク ルアー ン * に 
お ける 彼ら の 意見 を 、『 嘘 』『 魔 術 』 『 占 い 師 の 言葉 』 『 詩 』 な ど と いう 風 に 、『 ば ら ば ら に し た 』」 
「 魔 術 と 見 な し た 」 「 嘘 と し た 」 と いっ た 諸説 が ある (アル = クル トゥ ビー10:58-59 参照 )。 
食卓 章 109、 お よび 高 壁 章 6 の 訳注 も 参照 。 
クル アー ン * を 「 分 断 (アー ヤ *90 の 訳注 を 参照 )」 し た り 、 改 変 し た り 、 偶 像 を 崇め る な 
どの シル ク * を 行っ た り 、 そ の 他 の 罪 を 犯し た りす る と と ( ム ヤ ッ サ ル 267 頁 参照 )。 
「 命 じ ら れ た こと 」 と は 、 真理 へ と 招 (まね ) く こ と (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 一 説 に 、 こ の 
ー ヤ * が 下る まで 預言 者 * と 教 友 * た ち は 、 イ スラ ー ム * の 教え を 公 け に は し な か っ た ( イ 
ブン ・ カ スィ ー ル 4:551 参照 )。 
これ は 特に 、 預言 者 * を 咽 笑 し た こと ゆえ に 滅ぼさ れる こと に な っ た 、 マ ッ カ * の 不信 仰 者 * 
ら の 長 で あっ た 五 人 の 男 た ち を 指す と 言わ れる (アル テク ルト ゥ ビー10:62 参照 )。 
「 神 」 に 関し て は 、 雌 和牛 凍 133 の 訳注 を 参照 
この 「 確 然 た る も の 」 と は 、 死 の こと 。 そ し て 預言 者 * ム へ ムハンマド * は 、 ラー* か ら の こ 
の ご 命令 を 文字 通り 守っ た ( ム ヤ ッ サ ル 267 頁 参 照 )。 
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00 "を 犯し て いる も の か ら 


無縁 で ) 、 


遥か 高遠 で あら れる 。 


か れ は 、 その 僕たち の 内 か ら お 望み に な る 


者 (使徒 た ち 
魂 (啓示 ) 


(こう ) 警告 せよ 、 と 。 
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4? と 共に 天使 * た ち を 下さ れる 。 
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E も 参照 。 


32、 ユー ヌス * 章 50、 フ ー 
災 章 18、 


に つい て は 、 落 し 深い お 方 章 15 の 同 ヵ 


を 喘 笑 し て 、 懲 罰 を 早く 下 し て みよ 、 と 言っ た も の だ っ た 。 


ド * 章 8、 雷鳴 章 6、 夜 の 旅 章 92、 
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3. か れ は 真理 ゆえ に 、 諸 天 と 大 地 を お 創り に な SERENEN GE 
っ た !。 か れ は 、 彼ら が シル ク * を 犯し て いる OI 
も の か ら (無縁 で ) 、 遥 か 高遠 で あら れる 。 

4 か れ は 、 人 間 を 一 滴 の 精液 か ら 創 られ た ら RE NIE 
な の に どう で あろ うか 、 彼 は (その 主 * に 対 の 
する ) あか ら さ まな 反論 者 な の だ 。3 

5 また 、 家 畜 を (あな た 方 人 間 の た め に ) お i 
創り に な っ た 。 それ ら に は あな た 方 へ の 温 OE 

も り * と 諸 益 が あり 、 あ な た 方 は それ ら か ら 
食す る 。 

6. また 、 あ な た 方 が (タタ べ に 、 それ ら の 家畜 を | つる SedCzkaz2 
小屋 へ と ) 連 連れ て 帰る 時 、 そ し て ( 朝 に は ) ⑤5 を 35 う 
居館 れ て 行く 時 、 そ と に は あな た 方 に 8 
と っ て の 甘美 さ が ある 。 

7. ま た 、 そ れ ら (の 家畜 ) は 、 (あな た 方 ) CC 本 
自身 の 苦労 な し に は あな た 方 が 到達 で き な | 5854SGsJL。a 
か っ た で あろ う 町 に まで 、 あ な た 方 の 荷物 うる 
を 運ん で くれ る 。 本 当 に あな た 方 の 主 * は 、 
まさ に 哀れ み 深 い * お 方 、 慈 愛 深 い * お 方 な の 
だ か ら 。 

8. また 、 あ な た 方 が それ ら に 乗り 、 飾 り と す GPU 
る た め の 、 馬 と 、 ラ バ と 、 ロ バ (も 、 お 創 AT EY 


り に な っ た ) 。 ま た か れ は 、 あ な た 方 が 知 
ら な いも の を 創造 され る 。 
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イム ラー ン 章 191「 我 ら が 主 * よ 、 あ な た は …」 の 訳注 も 参照 。 


人 間 の 創造 の 変遷 に つい て は 、 巡 礼 * 章 


『5、 信 仰 者 た ち 章 14 と その 訳注 を 参照 。 


人 間 は 、 一 滴 の 取る に 足ら な い 精 液 か ら 創造 さ れ た に も 関わ ら ず 自 惚 ( う ぬ ぼ ) れ 、 復 活 
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アッ ラー* に こそ 、 まっ すぐ な 道 ! (の 明示 ) 
が ある 一 一 それ ら の に は 歪ん だ も の 2 も 
ある が で し て か れ が お 望み に な れ ば 、 
あな た 方 全員 を お 導き に な っ た の で ある 。 


か れ (アッ ラー? は 、 天 か ら ( 雨 ) 水 を お 
降ら し に な っ た お 方 。 そ の 一 部 は あな た 方 
の た め の 飲み も の で あり 、 そ れ か ら 、 あ な 
た 方 が それ で (家畜 に ) 餌 を や る 木々 が ( 得 
られ る の で ) ある 。 


か れ は あな た 方 の た め に 、 それ ( 水 ) で 作 
物 、 オ リー ブ 、 ナ ツメ ヤシ 、 人 世 荷 、 あ ら ゆ 
る 果実 の 内 の も の を 生育 させ られ る 。 本 当 
に その 中 に は まさ し く 、 熟考 する 民 へ の 御 
徴 3 が ある の だ 。 


また か れ は 、 あな た 方 に 夜 、 昼 、 太 陽 、 月 
を 仕え させ られ た 。 ST か れ の ど ご 
命令 に よっ て 奉仕 させ られ て いる 。 本 当 に 
その 中 に は まさ し く 、 分別 する 民 へ の 御 徴 
4 が ある 。 


また た あな た 方 の た め に 大 地 に 創造 され 
た 、 様 々 な 彩り の も の (も 、 あな た 方 に 仕 
えさ せら れ た ) 。 本当 に その 中 に は まさ し 
く 、 教 訓 を 得る 民 へ の 御 徴 が ある 。 
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る 道 も 、 真 の 意味 で 正しく 導い て は くれ な い (前 掲 書 、 
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アッ ラー* の 全能 性 と 唯一 性 


ー3.:210 参照 )。 
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この 「 御 徴 」 と は 、 創 造 
「 様 々 な 彩り の も の 」 と は 、 家 畜 、 


主 の 存在 と その 唯一 性 を 


示す 証 


* を 示す 証拠 の こと (アッ ー シ ャ ウ カ ー ニ 


拠 の こと (前 掲 書 3:211 参照 )。 


果実 、 鉱 物 な どの こと ( ム ヤ ッ サ ル 268 真 参照 )。 
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か れ は (あな た 方 に ) 、 海 を 仕え させ られ た 
お 方 。 (それ は ) あな た 方 が そこ か ら 新 鯉 な 
肉 を 食べ 、 あな た 方 が 身 に 纏う 装飾 品 を 、 

そこ か らち 採り 出す た め 。 あな た は そこ を 、 般 
が 水 を 切 ( り つつ 走 ) る の を 見 る 。 そし て ( そ 
れ は ) あな た 方 が 、 か れ の ご 皿 往 か ら ( 糧 を ) 
求め る た め な の で あり 、 あ な た 方 が (アッ ラ 
ー* に ) 感謝 する よう に する た め な の だ 。 


また 、 か れ は 大 地 に 、 そ れ が あな た 方 と 共 
に 揺れ 動か な いよ う 、 0 
れ ら れ た 。 そし て 河川 や 、 あ な た 方 が 導 
れる べく 道々 も (設え られ た ) 。 


そし て 、 道標 ! (も 設え られ た ) 。 星 に よ 
っ て こそ 、 実 に 彼ら は ( 夜 に 、 道 を ) 導 か 


れる の だ 。 


一 体 、 (これ ら 全て を ) 創造 する お 方 (アッ 
ラー? は 、 創造 し な いも の と 同様 で あろ う 
か ? 一 体 、 あな た 方 は 教訓 を 得 な い の か ? 


た と え あ な た 方 が アッ ラー* の 興 恵 を 数 え 
た と し て も 、 それ を 数 え 上 げ る こと は 叶わ 
な い 。 本 当 に ア ッ ラ ー* は まさ し く 、 赦し 深 
い お 方 、 慈愛 深 い * お 方 。 


また 、 ア ッ ラ ー* は あな た 方 が 隠す こ と も 、 
露 わ に する こと も ど ご存知 で ある 。 


そし て 彼ら が ア ッ ラ ー* を 差し お いて 祈っ 
て いる も の (偶像 ) は 、 何 一 つ 創造 する こ 
と な ど な い し 、 それ ら は (そもそも 不信 仰 
者 * に よっ て ) 造ら れる も の な の だ 。 


1 この 「 道 標 」 と は 、 陸 上 か 水上 か を 問わ ず 、 


旅行 者 が 昼間 に 道 を 迷っ た り し た 時 、 


の \2A3 
a 
る 5 


GN 


~ ラン > 


OBA 


OE GEL 


EEA 


ター 


の と つめ a 


RRC CN 


ンー タタ ラン 、 イ ンマ で ン ラ テン イン 
OLENA I ORL TN 


OT ALE 


印 に 


する 大 き な 山 や 小さ な 丘 な どの こと と され る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:564 参照 )。 


2 つま り 、 人 徐 物 の 神々 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 269 頁 参照 )。 
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21. (それ ら は 全て ) 死ん だ も の で あり 、 生 き RI 
て いる も の で は な い 。 そ れ ら は (自分 た ち 2 


さめ: 


23. 間 違 性 い な く ア 


を 崇め て いる 者 た ち が ) いつ 蘇 ら さ れる 


か 、 祭 知 す る こと が な し 
あな た 方 の 神 ? は 、 た 


の だ 。 


ミー つの 神 (アッ ラー 


*) 。 来世 を 信じ な い 者 た ち 、 そ の 心 は ( ア 


性 * を ) 


ie 


否認 し て いる 


の で あ 


、 彼 ら は (真理 を 受け 入れ 、 ア ッ ラ ー だ 


人 
な の だ 。 


* す る こと と に 対し て ) 高 慢 な 者 た ち 


ッ ラ ー* は 、 役 ら が 隠す こと 


も 、 露 わ に する こと も ど 存 知 で あ ( り 、 そ 


れ に お 報い に な ) る 。 本当 に か れ は 、 


な 者 た ち を お 好み に は な ら な い 。 


「 あ な た 方 の 主 * が 、 


に 言わ れれ ば 、 


と ぎ ば な し 


の お 伽 話 だ 」。 


. こう し て 彼ら は 復活 の 


分 た ちの 重荷 を 全て 背負 い 、 


な く 迷わ せる 者 た ちの 重 


人 荷 の 一 部 も 、 


うこ と に な る 3。 彼ら の 背負 う も の は 、 


訪 ま わし いも の で は な v 


‘か 。 


a 


sl 


3 し か し 


アー ヤ *86 や ユー ヌ 
を 吹き 込ま れ 、 


*、( 罪 と いう ) 自 
彼ら が 知識 も 


高慢 


(ムハンマド * に ) 下 
され た の は 何 か ?」 と 、 役 ら ( シ ルク * の 徒 ) 
彼ら は 言っ た 。 「 昔 


の 人 々 


音 負 
可 と 


RE RN 
EN 
ぅ ンー ラ 


ヾ oO 


CD いて 
ONE AS 


RN 
Re A 
i 
いり BN os 
Go めじ 


ス * 章 28 以降 に も ある よう に 、 崇 め ら れ て いた 偶像 は 復活 の 日 * に 魂 
ヨ ら の 崇拝 * 者 た ちと の 決別 を 表明 する 。 また 「 い つ 蘇 ちら され る か 知ら な 


い 」 の は 偶像 で は な く 、 不 信仰 者 * た ちの こと で ある 、 と いう 説 も ある (アル テバ ガウ ィ 


ー3:75 参照 )。 
「 神 」 に つい て は 、 雌 牛 章 133 


て も 、 自 分 E 
参照 )。 凌 昧 章 13 も 参照 。 


の 訳注 を 参照 。 


、 役 ら に 「 迷 ちせ られ る 者 た ち 」 は 、 


ヨ 分 た ちの 罪 の 一 部 を 彼ら に 背負 っ て も ら っ 
身 の 罪 が 減る わけ で は な い (ムスリム 「 知 識 の 書 」16、 ム ヤッ サル 269 頁 
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26. 彼ら 以前 の (不信 仰 ) 者 * た ち も 、 (使徒 a 
た ちと 、 彼ら が : 携え て 来 た 真理 に 対し て ) EN TS A 
確か に 策謀 し た の だ 。 それ で アッ ラー* (の i le 

ED 2 の 
ご 命令 ) が 、 彼 ら の 建物 に その 土台 か ら > 0 
ON 


到来 し (て 、 それ を 破壊 し ) 、 屋 根 が 彼ら 
に 、 その 上 方 か ら 崩 れ 落 ち た 。 彼ら が 気付 
きも し な いと ころ か ら 、 彼 ら に 懲罰 が 到来 
し た の で ある 。 


2 の それ か ら か れ ( ア ツラ エリ は 復活 の 日 *、 


彼ら を ( 負 割 で ) 辱 め ら れる 。 で し で 、 
(こう ) 仰せ られ る の だ 。 「 あ な た 方 が 、 
それ ら ゆ え に (使徒 * た ちや 信仰 者 ら と ) 対 
立 し て いた 、 わが 同位 者 た ち は ど こ な の 
だ の | 知識 を 授け られ た 者 た ち 3 は 言 の 。 
「 本 当 に この 日 、 屈 唇 と 災い ( 懲 宙 ) は 
不信 仰 者 * た ちの 上 に あり ます 。 


28. 自分 自身 に (不信 仰 と いう ) 不正 "を 働い た 


状態 * の まま 、 天使 * た ち * が (その 殊 を ) 召 
し た 者 た ち (の 上 に ) 」 。( 死 に 直面 し た 時 、 ) 
彼ら は 降伏 する 。 (そし て 、 こう 言う 。 ) 「 私 
た ち は 悪 いこ と な ど 、 何一つ や っ て いま せん 
で し た 」。 (する と 、 こう 言わ れる 。) 「 い 
や (、 あな た 方 は 嘘 を つい て いる ) 。 本 当 に 
アッ ラー* は 、 あ な た 方 が 行っ て いた こと を 
(全て ) ご 存 知 な の で ある 。 


NM 


1 


一 説 に これ は 、 天 に 昇っ て 天上 界 の 住人 と 戦 お うと 高い 塔 を 建て た 、 


と の ’ キン > 
人 


旨 A 


cb オー 2 0 


と に SE ンス 2 
⑧o た 3 SC 


ナム ルー ズ (雌牛 章 


258 と その 訳注 も 参照 ) と その 民 の こと (アル = テク ルト ッ ゥ ビー10 : 97 参照 )。 


「 わ が 同位 者 た ち 」 と は 、「 わ れ を よそ に 、 


あな た 方 が 崇め て いた 神々 」 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 


270 頁 参 照 )。。 そ れ ら の 「 同 位 者 た ち 」 は な ぜ 、 こ の 場 に や っ て 来 て 、 あ な た 方 を 懲罰 か ら 


救っ て くれ な い の か 、 


つま り 不 信仰 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 270 頁 参 照 )。 
この 「 天 使 * た ち 」 と その 任務 に つい て は 


と いう 意味 (アル テバ ガウ ィ ー3.77 参照 )。 


「 知 識 を 授け られ た 者 た ち 」 と は 、 タ ウ ヒ ー ド * へ と 招い て いた 預 言 者 *・ 学 者 た ちの こと 。 
ある い は 天使 * た ち (アル テバ イダ ー ウ ィ ー3:394 参照 )。 


畜 章 22-24 も 参照 。 


畜 章 61、 93、 戦利 品 * 章 50 と その 訳注 も 参照 。 


16. 蜜蜂 章 
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le ハ 


29。 ゆえ に 地獄 の 門 々 に 入り 、 そ こ に 永遠 に 留 a 
まる が よい 。 ( ア ッ ラ ー* へ の 信仰 と 服従 に OIE A 
対し て ) 高慢 な 者 た ちの 住処 は 、 何 と 実に 
醒 悪 で あろ うか 」。 

30. そし て 敬 虚 * だ っ た 者 た ち に は 、 こう ) 言 | 6 I 
われ る 。 「 あ な た 方 の 主 * が 、 (ムハンマド CS 56. 
* に ) 下さ れ た の は 何 か ?」 彼 ら は 言う 。 「 善 birt ceed 
きも の ! で す 」。 この 現世 で 善 を 尽く し た 者 る 
2 た ち に は 素晴らし いも の 3 が あり 、 実 に 来 
世 の 住ま い は (現世 より も ) 更に 善い の で 
ある 。 そし て 散 謀 な * 者 た ちの 住ま い は 、 何 
と 実に 素 晴 ら し いこ と か 。 

31. (それ は ) 彼ら が そこ に 入る こと に な り 、 PRI I LS 
その 下 か ら は 河川 が 流れ る 、 永 久 の 楽園 。 SAE GS 
彼ら に は そこ に 、 自 分 た ち が 望 む (あら ゆ OTENN EZLNN 
る ) も の が ある 。 こ の よう に アッ ラー* は 、 

散 農 な * 者 た ち に 報 わ れる の だ 。 

32. (彼ら は その 魂 が ) 善い 状態 の まま 、 天 | 3 あこ 称し 8 才 
使 * た ち に 召さ れる 者 た ち 。 彼ら (天使 * た EC 
ち ) は 言う 。「 あ な た 方 に 平安 を 5。 あ な た 5 る 
方 が (現世 で ) 行っ て いた も の ゆえ に 、 天 
国 に 入る が よい 」。 

1 「 善 きも の 」 と は 、 そ れ に 従い 、 そ れ を 信じ た 者 に と っ て の 慈悲 、 祝 福 、 療 の こと (イブ 

ン ・ カ スィ ー ル 4:568 参照 )。 

2 アッ ラー* の 崇拝 * に お いて 、 人 0 (し も べ ) た ち に 対し て 「 善 を 尽く 
し た 者 」 たち (アッ = テニ サ ア ディ ー439 頁 参照 )。 ー ヤ *128「 善 を 尽く す 者 」 の 訳注 
も 参照 。 

3 「 素 晴らし いも の 」 と は 豊か な 糧 、 安 逸 な 生活 、 心 の 静寂 、 平 安 、 喜 びな どの こと (前 掲 
書 、 同 頁 参照 )。 

4 つま り 、 不 信仰 の 汚れ か ら 清浄 な 状態 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 270 真 参照 )。 


「 あ な た 方 に 平安 を 」 に つい て は 、 雷 鳴 章 24 の 訳注 を 参照 。 
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33. 


34. 


35. 


36. 


一 体 、 彼ら (シル ク * の 徒 ) は 、 天使 た ち が 
彼ら の も と に 到来 する か 、 また は あな た の 主 
* の ご 命令 が や っ て 来る の を 待っ て いる だ け 
な の か ?! 彼ら 以前 の (不信 仰 ) 者 * た ち も 、 
その よう に し た の だ 。 ア ッ ラ ー* が 彼ら に 不 
正 * を 働か れ た の で は な い 。 し か し 彼ら が 、 
自分 自身 に 不正 * を 働い て いた の で ある 。 


それ で 、 彼 ら が 行っ た こと の 悪行 (に 対す 

る 報い ど し て の 演 軸 ) は 彼ら に 隈 いか か 

a le a 
、 彼 ら を 包囲 し た 。 


上 
「 ア ッ ラ ー* が お 望み で あっ た な ら 、 私 た ち 

も 、 私 た ちの ご 先祖 様 た ち も 、 か れ (アッ ラ 
ー?) を 差し お いて 何 も 崇め る こと な ど な か っ 

た し 、 私 た ち が か れ を よそ に (、 勝 手 に ) 何 
か を 禁じ る こと も な か っ た の だ 2」 。 彼ら 以前 
の (不信 仰 ) 者 * た ち も 、 同じ よう に し て いた 
の で ある 。 一 体 、 使徒 * た ち に は 、 明白 な る 伝 
達 以外 の 使命 が あめ る と で も いう の か ? 


われ ら * は 確か に 、 あ ら ゆ る 共 同体 へ と 使徒 
* を 遣わ し (て 、 こう 伝え させ ) た 。「 ア 9 
ラー* (だ け ) を 崇拝 * し 、 タ ー グ ー ト * を 人 層 
け よ 3」 。 そ し て 彼ら の 内 に は 、 ア ッ ラ ー* 
が お 導 『 き に な っ た 者 も あり 、 の 
に は 、 (誤っ た 道 に 頑 迷 に 従っ た こと と で 、) 
迷 妄 が 確定 し た 者 も ある 。 な ら ば 、 あ な た 


1 つま り 不 信 1 


の 
と 、 


2 て と の 言い 訳 の 詳細 に つい て は 、 家 
3 預言 


日 * の 到来 を 待っ て いる の か 、 


その 訳注 も 参照 。 


家畜 章 
奈 並 時 


者 * た ち 章 25 も 参照 。 


148 の 訳注 を 参照 


の 状態 の まま 、 死期 を 迎え て 魂 を 抜か れる か 、 
と いう 意味 (イブ ン ・ ア ティ ー ヤ 3:391 参照 )。 家畜 章 158 
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また は アッ ラー* の 懲罰 や 復活 
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ee 


37, 


38. 


39, 


40. 


方 は 地上 を 旅 し 、 (使徒 た ち を ) 嘘つき 
ば わり し た 者 た ちの 結末 が 、 い か な る も の 
で あっ た か を 見 て みる が よい 。 


(使徒 * よ 、 .) た と え あ な た が 彼ら (シルク 

* の 徒 ) の 導き に 懸命 に な っ て も 、 (それ 
は あな た に は 叶わ な い 、 ) 本 当 に アッ ラー 
* は 、 か れ が 迷 i の 
ら な い の だ か ら !。 そし て 彼ら に は 、 (彼ら 
を 懲罰 か ら 救 っ て くれ る 、 ) いか な る 援助 
者 も な い の だ 。 


また 彼ら は 、「 ア ッ ラ ー“ は 死ぬ 者 を 、 鯨 
ら せ た りな ど し な い 」 と 、 虫 起 に な っ て ア 
ッ ラ ー* に か け て 次 っ た 2 。 いや 、 (アッ ラ 
つつ 彼ら を 必ず や 復活 させ られ る と い 

う 、) そ の 真 の お 約束 (を 約束 され た の だ )。 
ro CR (アッ ラー* の 御 力 
を ) 知ら な い の で ある 。 


(アッ ラー* が 彼ら を 父 ちら せら れる の 
は 、 ) 彼ら が 意見 を 異 に し て いる こと 3 を 彼 
ら に 明らか に され る た めで あり 、 不信 仰 だ 
っ た 者 * た ち が 、 自 分 ) た ち が 嘘 つき で あっ た 
こと を 知る た め な の だ 。 


われ ら * が 何 か を 望ん だ 時 、 そ れ に 対す る わ 
れ ら * の 言葉 は 、 そ れ に 「 あ れ 」 と 言う だ け 。 
そう すれ ば 、 そ れ は 存在 する の で ある 。* 
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最終 的 な 導き が アッ ラー* の み に 委 ね られ て いる こと に つい て は 、 雌 和牛 章 272、 ユ ー ヌ ス * 
章 99-100、 蝶 章 80、 物 語 章 56、 相 談 章 52 と その 訳注 も 参照 。 


これ は 彼ら の 行為 の 奇異 さ を 示 し て いる 。 彼ら は アッ ラー* の 偉大 さ を 前 面 に 出 
ー* に お いて 誓っ て お き な が ら 、 か れ が 死者 を 復活 させ る こと は 不可 能 だ 、 


か ら で あ る (アル = テク ルト ゥ ビー10:105 参照 )。 
「 彼 ら が 意見 を 異 に し て いる こと 」 と は 、 復 活 の 真実 性 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 271 頁 参照 )。 


w 


た 


つま り 復 活 は 、 


アッ ラー* に と っ て 容易 いも の で ある (前 掲 書 、 


アッ ラフ 
I 


同 頁 参照 )。 
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41 不正 "を 受け た 後 、 ア ッ ラー* ゆ え に 移 住 | 1aMCgbAjalzatoab 
ut hb iS 必ず の IF (eg! 
や 彼ら を 素晴らし き (場所 ) に 住ま わせ る 。 a 
< テハ 1 デ \ 4 タン \ 
そし て 来世 の 褒美 (天国 ) こそ は 、 更 に 偉 ob 
大 な の だ 。 も し 彼ら が (その こと を ) 知っ 
て いた の な ら ば (、 ア ッ ラ ー* ゆ え の 移 住 * 
A A 

42. (彼ら は ) 妨 妨 面 * し 、 自分 た ちの 主 * に こと こそ 、 EIN GL 
全て を 委ね る * 者 た ち 。 

43. (使徒 * よ 、) われ ら * が あな た 以前 に (使徒 Uy 
* と し て ) 遣わ し た の は 、 わ れ ら * が 啓示 を oO の 2C の た SONHIPCG 
下す 、 男 性 (人 間 ) 以外 の 何者 で も な か っ 
た (シル ク * の 徒 よ 、 それ を 信じ な い ) 

な ら ば 、 教訓 の 民 に 尋ね て みよ 2。 も し 、 あ 
な た 方 が 知ら な い の な ら 。 

44. 明 証 と 書 巻 * と 共に (、 わ れ ら * は 便 徒 た ち 
を 遣わ し た ) 。 そし て われ ら * は 、 あな た が oc の すら BE 
SN Ua 
の 6 ある (それ を 聞い て 、 0 
する よう に 、 と 

45. 一 体 、 悪 事 を 策謀 し た 者 た ち は 、 安心 し て | っ aloc2NU6coalo 誠 


いる の か ? アッ ラー* が 役 ら を 地面 に 飲 
ee 、 彼ら が 気付 きも し な い 所 か 
ら 、 彼 ら に 懲 数 前 が 到来 し た り し な いと ? 


— 


IO 


同様 の アー ヤ * と し て 、 ユ ー ス フ * 章 109 と その 訳注 
と の 「 教 訓 の 民 」 は 、 啓 典 の 民 * の こと 。 し か し この アー ヤ * は 一 般 に 、 


えて いる の で あり 、 あ ら ゆ る 学識 の 中 で も 最高 の も の が クル アー ン 


Oe DU EP 


CN ES 
E も 参照 。 
学識 の ある 者 を 讃 
* に 関す る も の で ある 。 


また アッ ラー* は この アー ヤ * で 、 分 か ら な いこ と は 学識 ある 者 に 尋ね る こと を 義務 づけ て 


いる (アッ ニテ サ ァ アデ ィ ー441 
「 明 証 」 は 使徒 * 性 
預言 者 * ム ハン マ ド * に は 、 ク ルアー ン * の 説明 も 委 


w 


た 


参照 )。 


の 証拠 、「 書 巻 」 は 啓 


に よる も の で ある (アル テバ ガウ ィ ー3.80 参照 )。 


E さ れ た 。 


1 の こと 、 と され る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:574 参照 )。 


そし て それ は 、 彼 の スン ナ \ 
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ee 


46. 


47. 


48. 


49. 


50. 


また は 、 彼 ら が ( 旅 や 活動 に ) 勤しん で い 
る 間 に 、 彼 ら の とこ と を 注 さ れる こと が な い 
と (、 安心 し て いる の か ) ? 彼ら は 、( ア 
ツ ラー* の 懲 儲から ) 逃れ られ る 者 な ど で 
は な いと いう の に 。 


ある い は 、 (アッ ラー* が ) 彼ら を 減退 さ 
せつ つ : 滅 まさ れる こと は な いと (、 安心 
し て いる の か ) ? 本 当 に あな た 方 の 主 * 
は 、 まさし く 記 れ み 深 い * お 方 、 慈愛 深い * 
お 方 な の だ 。 


一 体 、 彼 ら (不信 仰 者 り は 、 ア ッ ラ ー* が 
Re et 
か ? そ ( れ ら ) の (も の の ) 時 ジ は 、 右 に 
左 に 揺れ 動き つつ 、 従順 に ア ッ ラ ー* に サ 
ジ タ クタ" する 。“* 


諸 天 に ある も の と 、 大 地 に ある (全て の ) 
生物 は 、 アッ ラー* に の み サ ジ ダ " す る 3 ま 
0 幅 り 高ぶる こと な く (サジ 
タダ * す る の だ ) 。 


彼ら (天使 * た ち ) は 、 (その 本 質 と 権勢 
と 完全 な る 属性 に お いて ) 彼ら の 上 に お 


わし ます 自分 た ちの 主 * を 怖がり 、 日 2 分 た 
ち が 命 じ ら れ た こと を 実行 する 。 ( 読 放 


の サジ ダッ 


SrA ER 


きり 536 JEL 


© 


EG NE 
Os 


i 


ン ニ イシン 。 ニア ュ ラ シン ニン ュ ン 
OI PD 
15 で りら) 


1 つい に は 全滅 する まで 、 財産 、 生命 、 収穫 な ど が 減退 し て いく こと 。 ある い は 、 人 々 が 次 々 


と 浪 


10:109-110 参照 )。 


2 山々 や 木々 な ど 、 
描 れ 動 


15 と その 訳注 も 参照 。 
章 15、 夜 の 旅 章 44、 


No 


され て いき 、 残 っ た 者 た ちの 恐怖 感 が 募 (つの ) る こと (アル = クル トゥ ビー 


影 を 有する も の の 影 は 、 昼 間 は 太陽 、 夜 は 月 の 動き に 応じ て 、 右 に 左 に 
く 。 そ し て それ ら 全 て は 、 そ の 主 * の 偉大 さ に 上 服従 し て いる の で ある ( ム ヤ ッ サ ル 
272 頁 参 照 )。 雷 鳴 媒 
3 イム ラー ン 家 章 83、 雷 鳴 章 
も 参照 


巡礼 * 章 18、 御 光 章 41 と 、 そ れ ら の 訳注 


5. 泊 陸 上 540 dl 


51. ア ッ ラ ー* は 仰せ られ た 。 「 二 つの 神 ! を 配 | GO も LE 人 6 
し て ( 此 捧 * し て ) は な ら な い 。 か れ (アッ a A 
ラー や は 外 な ら ぬ 唯一 の 神 な の だ 。 な ら ば 、 
われ だ け を 恐れ よ 」。 


と 


(全て) 6 時 そし て か れ に こそ 常に 、 1 


服従 は 属す る 。 な の に 一 体 、 あな た 方 は 、 
アッ ラー* 以 外 を 異 れる * と いう の か ? 


ん けい 


53. あな た 方 の も と に ある 、 い か な る 恩恵 も 、 

CR あな た 方 

害悪 が 降り か か れ ば 、 あ な た 方 は か れ に 
(祈り の ) 声 を 上 げ る の だ 。 


54。 そ れ か ら 、 か れ が あな た 方 か ら 害 悪 を 取り | っ 936 る NS 


除い て 下さ る と 、 何 と いう こと か 、 あ な た あこ を 
方 の 内 の 一 派 は 自分 ) た ちの 主 * に 対し て シ 
ルク * を 犯す 。 2 

55. と うし て 彼ら は 、 わ れ ら * が 彼ら に 授け た も SEERE 


の 3 を 否定 する 。 な ら ば 、 (現世 を ) 楽し ん 
で いる が よい 。 いずれ あな た 方 は 、 (不信 
仰 と 不服 従 の 結末 を ) 知る こと に な る だ ろ 


うか ら 。 
56. 彼ら は 、 わ れ ら * が 彼ら に 授け た も の の 内 の | 補記 し 2303 た る 
一 部 を 、 知 り も し な いも の 1! に あて が っ て い の 6 あたっ ec 移る 3 る 


る 。 ア ッ ラ ー* に 玖 っ て 、 あな た 方 は (復活 
の 日 *、) 自分 た ち が ( ア ッ ラ ー* に 対し て 距 


js 
i | 


」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 
2 同様 の アー ヤ * と し て 、 ユ ー ヌ ス * 章 12 も 参照 。 
3 害悪 の 除去 を 始め と し た 、 恩 恵 の 数 々 ( ム ヤ ッ サ ル 273 頁 参 照 )。 


不信 仰 者 * ら の 醒 行 の ~~ つと し て 、 知識 も 、 害 する 力も 、 益 す る 力も な い 偶 像 に 、 財産 の 一 
部 を 捧 (ささ ) げ る と いう も の が あっ た (家畜 章 136、 ム ヤッ サル 273 頁 参 照 )。 ま た 一 
説 に は 、「 そ れ ら の 偶像 が 、 害 する か も 益 す る か も 知ら な い の に 、 彼 ら は それ ら に 財産 の 一 
部 を 捧げ て いる 」( ア ル テ ク ルト ウゥ ビー10:115 参照 )。 


た 
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を ) で っ ち 上 げ て いた こと に つい て 、 必 ず 
や 間 わ れる こと に な る の だ 。 

57 また 彼ら は 、 ア IMG CA 

7 民 縁 な ) ア Gy が 6 
ーー お の の 
欲す る も の 2 を あて が っ て いる 。 

58. そ の くせ 、 彼 ら の 内 の 誰か に 女児 (誕生 ) 45 う 53 Sb 
の 吉報 を 告げ られ れ ば 、 (悲し み で ) 意気 @ SS 
消 深 し 、 そ の 顔 は 黒く 英 っ て し まう 。 3 

s9. 彼 は 、 自 分 ) に 告げ られ た 吉報 の 訪 ま わし さ の ピア ICO 


60. 


ゆえ に 、( 自 ら の ) 民 か ら 身 を 隠す 。 一 体 、 
屈辱 を 忍 ん で 、 そ れ (女児 ) を 留め (て 生 
か し ) て お く か 、 そ れ と も それ を 土 に 埋め 
て し まお うか ?* (と 、 迷い な が ら 。 ) 彼ら 
の 取り 決め る こと 5 は 、 何 と 忌まわしい こと 
で は な いか ? 


来世 を 信じ な い 者 た ち に こそ 、 悪 の 属性 が 
ある 。 そ し て ア ッ ラー* に こそ 最高 の 属性 7 
が ある の で あり 、 か れ は 偉 力 な ら び な い * 
お 方 、 英 知 あ ふれ る * お 方 な の だ 。 


1 


sl 


た 


wn 


当時 の アラ ブ 人 の 中 


ル 
- 
た 


テバ ガウ ィ ー3.83 参照 )。 


彼ら の 欲す る も の 」 と は 、 
ち を 女性 と し た こと 。 また 


男児 の こと 。 彼 ら は 多く の 間違い を 犯し て いる : ま ず 、 天 使 * 
分 た ち は 女 児 を 毛嫌い し て いる に も 関わ ら ず 、 天使 * た ち を 


gE 


NN a 4 os | 
RC 


イマ ンタ 


SS の 0 


て NIA CA 


に は 、 天使 * た ち は ア ッ ラ ー* の 娘 で ある 、 と 主張 する 者 た ちがい た ( ア 


アッ ラー* の 女児 と し た こと 。 そし て 更に は 、 その 天使 * た ち を アッ ラー* と 共に 崇め た こと 


(イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:577 参照 )。 整 列 者 章 149-154 も 


同 


「 


党 コ 


相 


様 の アー ヤ * と し て 、 金 の 装飾 章 15-18 も 参照 。 
玄 章 137 と その 訳注 も 参照 。 
彼ら の 取り 決め る こと 」 の 内 容 に つい て は 、 


参照 


用 SNo 


アー ヤ *57 を 参照 ( ム ヤ ッ サ ル 273 頁 参照 )。 
悪 の 属性 」 と は 、 役 らち が アッ ラー* に 対し て 主張 し て いる よう な 欠陥 や 不 完全 性 の ほか 、 
同 、 不 信仰 、 地 獄 の 懲罰 な どの こと (アル テク ルト ッ ゥ ピー10:119 参照 )。 

談 章 11 と その 訳注 も 参照 。 
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61. 


62. 


63. 


また 、 も し アッ ラー* が 人 々 を その 不正 * ゆ 
え に お 稚 め に な る と し た ら 、 そ と (地上 ) 
に は いか な る 生物 も 残し て は お か れ な か 
っ た だ ろう !。 し か し か れ は 、 定め られ た 其 
限 ま で 、 彼 ら を 猫 予 べ れ る の で ある 。 そ し 
て 彼ら の 期限 が 訪れ れ ば 、( 彼 ら は それ を ) 
一 刻 た り と も 遅らせ た り 、 早 め た りす る こ 
と は な い 。 


また 、 彼ら は アッ ラー* に 、 自分 た ち が 嫌 う 
も の 2? を あて が っ て いる 。 そ し て 彼ら の 舌 
は 、 自分 た ち に こそ 最上 の も の * が ある 、 と 
距 を つい て いる 。 間違い な く 、 彼 ら に は 業 
火 (の 懲 禄 ) が ある の で あり 、 彼ら は そこ 
に 放置 され る * の で ある 。 


アッ ラー* に 的 っ て 、 (使徒 * よ 、) われ 
ら * は 確か に 、 Mi 
* た ち を ) 遣わ し た 。 そし て シャ イタ ー 

nt 
の で ある 。 それ で 彼 (シャ イタ ー ン ?) は 
今日 、、 彼 ら の 底 護 者 な の で あり 、 彼 ら に 
は (来世 に お いて ) 痛ま し い 懲 軸 が ある 


の だ 。 


(いい 


A 
JA の Sec 


て 
や 公 


AE NC 


っ と ン ン 


1 0 (3 


ノル 2 


GAIT 


FAR EI 
NS 


一 説 に は 、 人 類 と 共に 、 地上 の 全 生物 を 滅ぼさ れ た で あろ う 、 と いう 意味 (イブ ン ・ カ スィ 
ー ル 4:578 参照 )。 同 様 の アー ヤ \ 
「 自 分 た ち が 嫌 う も の 」 と は 、 女 児 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 273 頁 参 照 )。 

と の 「 最 上 の も の 」 の 解釈 に は 、「 男 児 」「 天 国 」 と いっ た 説 が ある (アル テバ ガウ ィ ー3:84 


と し て 、 創 成 者 * 章 45 も 参照 。 


参照 )。 
4 その 他 、「 真 っ 先 に そこ に 放り 込ま れる 」 と いう 意味 合い も 含ま れる (アッ テニ タバ リー 


6:5002 参照 )。 


m 


不信 仰 、 嘘 呼ば わり 、 ア ッ ラ ー* 以 外 の も の へ の 崇拝 * な どの こと ( ム ヤ ッ サ ル 273 頁 参 照 )。 


「 今 日 」 と は 、 現世 、 あ る い は 復活 の 日 * の こと (アル テク ルト ゥ ビー10:121-122 参照 )。 
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64. そ し て ( 便 徒 * よ ) 、 われ ら * が あな た に 啓典 | 0 の N35 
(クル アー ン *) を 下 し た の は 、 あ な た が 、 に oo 導 
彼ら が (宗教 に お いて ) 意見 を 異 に し て い @ 8 
る こと を 彼ら に 明らか に し 、( わ れ ら * が ク 
ルアー ン * を ) 導き と し 、 信 仰 する 民 へ の 
慈悲 と する た めで あっ た 。 

65。 アッラー は 天 か ら (RN) 水 を お 降ら し に な | の Nw と MO 
' それ で 大 地 を 、 その 死後 に 息吹 か せ ! 給 re OER 
う 。 本 当 に その 中 に は まさ し く 、 耳 を 傾け 
る 民 へ の 入 側が ある の だ 。 

66. ま た (人 々 よ ) 、 本 当 に 家畜 の 内 に は まさ は まき PIN 
し く 、 あ な た 方 に と っ て の 教示 が ある 。 わ ED と 
れ ら * は その 腹部 に ある (食べ ) 物 より 、 胃 Su35 
袋 の ! の 残留 物 と 血液 の 間 か ら の (分 泌 物 a 
で ある ) 混じり 気 の な い 、 飲む 者 に と っ 
て 帆 越 し の よい 乳 を 、 あな た 方 に 飲ま せる 。 

67。 ま た 、 ナ ツメ ヤシ や 莉 荷 の 果実 か ら (も 、| 40S EN NI 
あな た 方 に 飲ま せる ) 。 あ な た 方 は そこ か | @5 あ 詳 3958 に 5j と 
ら 酒 ペ と 、 よ い 糧 を 得る 。 本 当 に その 中 に 
は まさ し く 、 分 別 する 民 へ の (アッ ラー* 

の 御 力 を 示す ) 御 徴 が ある 。 

68. ま た 、 あな た の 主 * は 、 蜜 妖 に (こう ) お 教 | JCios 双 dzNO い 3 ちな 示 
え に な っ た 。「 山 々 の 内 に 、 あ な た の 上 巣 を DEI 
作る の だ 。 そし て 木々 の 内 や 、 彼ら (人 々 ) 

が 建て る も の 5 の 内 に ( 巣 を 作れ ) 。 

1「 大 地 を その 死後 に 息吹 か せる 」 に つい て は 、 雌 牛 章 164 の 訳注 を 参照 。 

2 この 「 御 微 」 は 、 復 活 を 可能 に する アッ ラー の 御 力 、 か れ の 唯一 性 * の 証拠 の こと ( ム ヤ ッ 

サル 274 頁 参 照 )。 

3 これ は 、 酒 * が 禁じ られ る 前 の 啓示 ( ム ヤ ッ サ ル 274 頁 参 照 )。 雌牛 章 219 の 訳注 も 参照 。 

4 「 よ い 糧 」 と は 、 そ れ ら の 果実 か ら 得 ら れる 合法 な も の 。 つ まり 、 ナ ツメ ヤシ の 実 、 干 し 入 共 、 

それ ら か ら 抽 出さ れ た 糖蜜 、 酢 、 発 酵 す る 前 の 果汁 な どの こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:581 参照 )。 

5 一 説 に よれ ば 、 世 凛 棚 や 軒先 な ど 、 人 為 に よる も の 。 あ る い は そもそも 養蜂 家 が 、 そ れ を 


目的 に 作っ た 巣箱 の こと (アッ = ニシ ャ ルビ ー ニ ー2:192 参照 )。 
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69、 そ れ か ら 、 あ ら ゆ る 果実 か ら 食べ 、 (あな SN SS 
た の た め に ) 均 され た 、 あな た の 主 * の 道々 I BE 

を (、 糧 を 求め て ) 行く の だ 」。 その 腹部 eT 
か ら は 様々 な 色合い の 、 人 々 へ の 癒し を 含 る 
む 飲 み 物 が ) 泌 され る 。 本 当 に その 中 に は 
まさ し く 、 煎 考 す る 民 へ の ( ア ッ ラ ー* の 御 
力 を 示す ) 御 徴 が ある の だ 。 

70. アッラー* が あな た 方 を 創造 し 、 そ の 後に あ SR RGD 
な た 方 を 召さ れる の だ 。 あ な た 方 の 内 に は EE AN ELA 
(健常 な まま 死 を 迎え る 者 も いれ は ば ) 、 最 OPE 


悪 の 年 齢 へ と 戻ら され る 者 も いる 。 こ と うし 
て 彼 は 、 知識 (の 習得 ) の 後に (再び 、 誕生 
し た 時 の よう な ) 何 も 知 ら な い 状 態 に な る 
の だ 。 本 当 に アッ ラー* は 、 全 知 者 、 全能 の 
お 方 で あら れる 。 


71.、 また 、 ア ッ ラ ー* は 糧 に お いて 、 あな た 方 の 


ある 者 を 別 の 者 より も 、 お 引き 立て に な っ 
た 。 そ し て ( 糧 に お いて ) 引き 立て られ た 
者 た ち は 、 自分 * た ちの 右手 が 所 有する も の 
(奴隷 に その 糧 を 選 元 し 、 そ れ (の 所 有 ) 
に お いて 彼ら が (自分 た ちと ) 同等 と な る 
よう に は し な い 。 一体 、 彼 ら は アッ ラー* 
の 軸 恵 を 否定 する の か ?2? 


1 


IN) 


「 最 悪 の 年 齢 」 と は 老齢 の こと で 、 身 体 的 な 弱 さ や 


理性 や 


ブン ・ カ スィ ー ル 4:585 参照 )。 預言 者 * ム ハン マ ド * は 、 
され る こと か ら 、 ア ッ ラ ー の ご 加護 を どう た も の で あっ た (アル = ブ ハ ー リ ー2822 


参照 )。 


これ は 、 シ ルク * の 徒 に 対す る た と え 。 奴隷 * の 所 有 者 は 、 奴 隷 * に 自分 
て 、 彼 が 自分 の 財産 に お ける 同等 な 共有 者 と な る こと を 望ま な い 。 


SN 3 2 
Cs RDN 


ララ る ラス 


Pe RI PP 


と の 「 最 悪 の 人 


RC 


記憶 の 低下 な どの こと ( イ 


E 齢 」 に 戻ら 


の 財産 を 与え 


ず 、 ア ッ ラ ー* に 対し て 、 か れ の し も べ の 内 か ら 同 位 者 を 設け する と は どう 
と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 274 頁 参 照 )。 同 様 の アー ヤ * と し て 、 ビ ザン チン 章 28 も 


参照 


Ro 


それ に も 関わ ら 


いう こと か 、 


吉 . 半 陸上 545 dl 

72。 ま た 、 ア ッ ラ ー* は あな た 方 自身 の 内 か ら 、| R02 
あな た 方 の た め に 妻 を お 創り に な っ た 。 そ CO 
し て あな た 方 の 妻 か ら あ な た 方 に 、 子供 た RG 
ちと 孫 を 創 られ 、 あな た 方 に 善 壮 ぎ も の の 内 ORN と こう 
か ら 接 け られ た 。 そ れ で 一 体 、 彼 ら は 虚妄 「 
を 信じ 、 ア ッ ラ ー* の 恩恵 に は 恩 知 ら ず で あ 
り 続 ける 2 と いう の か ? 

73. また 、 彼ら (シル タダ * の 征 ) は 自 2 分 た ち に 、 Ar 0 
すす そう する こと も 出来 な いも の を 、 SI 
ア ッ ラ ー* を 差し お いて 崇め て いる 。 

74。 な ら ば (人 々 よ ) 、 ア ッ ラー* に 同類 を 設け | < 人 062 
て は な ら な い ?。 本 当 に アッ ラー* が ご 存 知 な AN 
の で あり 、 あ な た 方 は 知ら な い の だ か ら 。 

75. アッラー* は 、 圧 え $ を お 挙げ に な っ た 。 無 2 


能 な 友 越 * の 僕 と 、 われ ら * が われ ら * の 人 


| 


許 か ら よ き 糧 を 授け 、 そこ か ら 和 密か に 、 あ 
る い は 名 只 わ に 施す (裁量 権 を 有する ) 者 


(の 壁 え ) を 。 一体 、 
か ? アッ ラー* に こそ 称賛 * あ れ 。 いや 、 


彼ら は 同等 で あろ う 


I の 大 半 は (、 ア ッ ラ ー 
* こ そ が 全て の 称 人 賛 * と 崇拝 * に 値する こと 


を 、) 知ら な い の だ 。 
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ンタ ン ン ニン ン 


イイ スレ ラーン タン タン 


Fs po: a 2 


AN GA 


「 孫 」 で は な く 、 婚 如 (こん いん ) 関係 に よっ て 出来 た 親戚 、 援 助 者 、 奉 仕 す る 者 、 な ど 


と いっ た 解釈 も ある (アッ ニタ バリ ー6:5018-5022 参 
「 財 
る (アル テバ ガウ ィ ー3.88 参照 )。 


この 「 虚 妄 」 は 偶像 や シャ イタ ー ン * な どの こと で 、 
が 合法 と され た こと で ある 、 と され 


つま り 、 天 か ら 雨 を 、 大 地 か ら 作物 を 恵 ん を で も くれ な い 、 と いう 
アッ ラー* に 同類 の も の が ある な ど と し て 、 シ ルク * を 犯し て は な ら な い 、 


この 二 者 が 何 を 指す か に つい て は 、 前 者 と 後者 が それ ぞ れ 「 偶 像 、 ア 


照 ) © 


因 恵 


軸 ] は イス ラー ム * や 、 ア ッ ラ ー\ 
こと ( ム ヤ ッ サ ル 275 頁 参 照 )。 
と いう こと (前 


ッ ラ ー*」「 不 信仰 者 *、 


信仰 者 」 と いっ た 解釈 が ある (アル テク ルト ッ ゥ ビー10:146-147 参照 )。 
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76. ま た 、 ア ッ ラ ー* は 、 二 人 の 男 の 壁 え を お 挙 5 当っ あう 
げに な っ た 。 片方 は 口 が 聞け ず 、 無 能 で 、 PR 
その 後見 人 の お 荷物 で あり 、 (後見 人 が ) っ FFP 
彼 を どこ へ 遣わ そう と も 、 療 きも の を も た ER RE 
ら さ な い 。 一 体 、 彼 と 、 (健常 で 有 能 、 か の AE っ 
つ ) 公正 を 命じ 、 ま っ すぐ な 道 の 上 に ある - 


TT. 


78. 


79. 


者 と は 、 同 等 で あろ うか ?! 


アッ ラー* に こそ 、 諸 天 と 大 地 の 不 可視 
の 世界 * (に 関す る 知識 ) が 届 す る 。 そ 
し て 復活 の 日 * と いう も の (の 到来 ) は 、 
ほん の 一 臣 (の 速 さ ) に 過ぎ な いか 、 そ 
れ よ り 間 近 な の で ある 2?。 本 当 に アッ ラ 
ー* は 、 全 て の こと が お 出来 に な る お 方 
な の だ か ら 。 


アッ ラー* は あな た 方 を 、 あ な た 方 の 母親 の 
胎内 か ら 、 何 一 つ 知ら な い 状 態 で お 出し に 
な っ た 。 また 、 か れ は あな た 方 に 、 聴 覚 と 
視覚 と 心 を 授け られ た 。 あ な た 方 が (か れ 
の 恩恵 に ) 感謝 (し 、 か れ の み を 崇拝 す 
る よう に 、 で ある 。 


一 体 、 彼ら (シル ク * の 徒 ) は 、 (アッ ラー 
* に よっ て ) 天 空 に 仕え させ られ て いる 鳥 を 
見 な か っ た の か ? それ ら を (落下 せ ぬ よ 
う ) 支え を て いる の は 、 アッ ラー* 以 外 の 何者 
で も な い の だ 。 本 当 に その 中 に は まさ し 
、 信 仰 する 民 へ の 御 徴 が ある 。 
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の の 5 と 255 っ の Nb 


アー ヤ *75 の 訳注 を 参照 (アル テク ルト ウゥ ビー10:149 参照 )。 


ー* が 復活 の 日 * の 到来 を お 望み に な れ ば 、 復 活 も 召集 も 全て 、 明 
復活 の 日 * の 到来 が 近 


ー ヤ * は 、 
E も 参照 ) の だ 、 


いこ と を 示し て いる (アー ヤ \1、 
と いう 解釈 も ある (イブ ン ・ ア ティ ー ヤ 3:411 参照 )。 


猟 時 に 起こ る 。 ま た 
預言 者 * た ち 章 1 
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ee 


80. 


81. 


82. 


83. 


また 、 アッ ラー* は あな た 方 (定住 者 ) の た 
め に 、 あ な た 方 の 住居 と いう 安住 の 場 を 提 
供 され た 。 そし て あな た 方 (旅行 者 ) の た 
め に 、 家畜 の 皮 に よっ て 住居 (テン ト ) を 
授け られ た 。 あ な た 方 の 旅行 の 日 に も 、 あ 
な た 方 の 滞在 の 日 に も 、 あ な た 方 は それ を 
手軽 に 扱う '。 また 、 あな た 方 に 、 その 羊毛 、 
ラク ダ の 毛 、 山羊 の 毛 か ら 、 家財 と 、 暫し 
の 間 の 利益 を (あな た 方 に 授け られ た ) 。 


まだ 、 ア ッ ラ ー* は か れ が お 創り に な っ た も 
の か ら 、 あ な た 方 に 医 2 を お 授け に な り 、 あ 
な た 方 の た め に 、 山々 の 所 々 に 隠れ 場 (で 
ある 洞窟 を 設け られ た 。 また 、 あ な た 方 
の た め 、 あ な た 方 を 暑 さ か ら 守 っ て くれ る 
衣服 と 、 自 分 た ち (が 争い 合う 際 ) の 武力 
か ら 、 あな た 方 自身 を 守っ て くれ る 衣服 を 
授け られ た 。 その よう に 、 か れ は あな た 方 
に その 恩恵 を 全う され る ? の だ 。 (それ は 、) 
あな た 方 が (か れ の ご 命令 に の み 、 ) 服従 
する た めで ある 。 


(使徒 * よ 、 ) それ で も し 彼ら が 背 を 向け て 
も 、 あな た に は ( 幻 示 の ) 明白 な る 伝達 が 
課せ られ て いる だ け な の だ 。 


彼ら (シル ク * の 徒 ) は 、 ア ッ ラ ー* の 恩恵 3 
を 知っ て いる 。 そ の 後に 及 ん で 、 役 ら は そ 
れ を 否定 する の だ 。 彼 ら の 大 半 は 、 不 信仰 
者 * な の で ある 。 


— 


ヤッ サル 276 頁 参照 )。 
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ーッ と とう 
a I 
A RE » 


ゆめ ん 4 あま ンス ネン 
テー ラ つ 4 い と な や て つめ 
OR 


つま り 旅 行 中 の 携帯 や 、 旅行 後 の 滞 在 に お いて 、 そ れ を 組み 立て る 際 に 「 手 軽 」 で ある ( ム 


真理 の 宗教 を ご 説明 され る 、 と いう 意味 で ある と され る (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 
この 「 ア ッ ラ ー* の 恩恵 」 は 特に 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * が 使徒 * と し て 彼ら に 遣わ され た こ 
と を 指す と され る (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 
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84 われ ら * が 各 共 同体 か ら A Sd 2 


85. 


86. 


87. 


(の こ と を 彼ら に 思い 起こ させ よ ) 。 
後 、 不信 仰 だ っ た 者 * た ち に は の 
し も 与え られ な けれ は 、 (アッ ラー* の ) ご 
満悦 を 得る こ と も 課さ れ な い の だ 2。 


まだ (不信 仰 と いう ) 不正 * を 働い て いた 

者 た ち が (来世 の ) 懲罰 を 目 に する 時 、 そ 
れ は 彼ら に 軽 減 さ れる こと も な く 、 また 獲 
予 が 与え られ る こと も な い 。 


また 、 シ ルク * を 犯し て いた 者 た ち は (復活 
の 日 や 、 自 分 た ち (が アッ ラー? の 同位 
者 (と し て いた も の ) た ち を 見 る 時 、 ( こ 
う ) 言う 。「 我 ら が 主 * よ 、 こ れ ら の 者 た ち 
は 、 私 た ち が あ な た を よそ に 祈っ て いた 、 
私 た ち (が あな た ) の 同位 者 (と し て いた 
も の ) た ち で す 」。 そ し て それ ら は 、 彼 ら 
に 対し て 言葉 を 放つ 。 「( シ ルク * の 徒 よ 、 ) 
本 当 に あな た 方 は まさ し く 、 嘘 つき で あ 
る 」。 3 


そし て 彼ら (< シルク * の 徒 ) は その 日 、 ア 
ッ ラ ー* に 降伏 する 。 彼ら が で っ ち 上 げ て 
いた も の は 、 彼 ら か ら 消 え 去 っ て し まっ 
た の だ 。 


1 この 「 訓 


E 人 」 に つい て は 、 婦 人 章 41 と その 訳注 を 参照 。 


PD を NN 
OS ラン タン ニラ 
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Sb 


EN ec NS 
J 交 まう 3 NE RAS 
@ っ お 3 


2 来世 は 褒美 を 稼ぐ 場所 で は な い の で 、 そ こと で は も う 主 * の ご 満悦 を 得る た め の 努 力 は 出来 


ず 、 か と 言っ て 現世 に 戻っ て 悔 
活 の 日 * の 悔 司 に つい て は 、 家 畜 章 158 と その 訳注 も 参照 。 
3 シル ク * の 徒 が アッ ラー* を よそ ! 
ラー* の 同位 者 と し 、 
は あな た 方 に その よう な こと を 命 
な い 」 と 言っ て 、 自 
照 )。 同様 の 情 


アッ ラー* と 共に 
じ て は いな いし 、 


リー 


景 の 描写 と し て 、 雌牛 章 166-167、 


こ 崇 め て いた も の は 復活 の 日 
分 た ち を 崇め る と いう 、 
分 た ち が 崇 拝 * に 値する と も 思っ て い 
分 た ち を 崇め て いた 者 た ちと の 決別 を 表明 する ( ム ヤ ッ サ ル 276 頁 参 
高 壁 章 38、 イ ブラ ー ヒ ー ム * 章 21-22、 


悟 す る こと も 叶わ な い (アル テバ ガウ ィ ー3.:91 参照 )。 復 


日 *、「 あ な た 方 は 私 た ち を アッ 
嘘 を つい て いた 。 私 た ち 


識別 章 17-19、 物 語 章 63、 部 族 連合 章 67-68、 サ バア 章 31-33、40-41 も 参照 。 
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88. 不 信仰 で あり 、 (自分 た ちと 人 々 を ) ア WE うい も の | 
ラー* の 道 か ら 阻ん だ 者 た ち 、 われ ら * は 人 Ee fe We 
ら が 魔 敗 * を 働い て いた こと ゆえ 、 彼 ら に 懲 - の SL 
六 の 上 に 更 な る 懲 六 を 上 乗せ し て や る 。 

89. また 、 わ れ ら * が 各 共 同体 に 、 彼ら 自身 の A EI 
か ら 彼 ら に 対す る 証人 ! を 遣わ す 日 (の こと ぴい と MC と Eh 
を 、 思い 起こ させ よ ) 。 そし て (使徒 * よ 、) CG SEI 
われ ら * は 、 あ な た を これ ら の 者 た ち に 対す IEG GL 
る 証人 と し て 連れ て 来る の だ 。 わ れ ら * は 全 gu 
て の 物事 の 解明 、 導き 、 慈悲 、 そ し て 上 服従 a 
する 者 (ムスリム た ち に と っ て の 吉報 と 
し て 、 あな た に 啓典 を 下 し た の で ある 。 

90. 本 当 に アッ ラー* は 、 公 正 と 並行 と 近親 へ の Eb SR EA 
贈与 を ご 命じ に な り 、 梗 行 と 悪事 と 侵害 を | Ed 所 
RN III RL 

、 あ な た 方 を 戒め られ る の だ 。 

91、 ま た 、 ア ッ ラ ー* の 契約 * を 全う せよ 。 あな | 1 お 3 と 
た 方 が (それ を ) 結ん だ な ら ば 。 そ し て 警 約 | 台 を cu335 ン が NN 
を 、 そ れ を 確認 し た 後に 破っ て は な ら な CE 
い 。 あな た 方 は 確か に 、 アッ ラー* を あな た OE 
方 の (契約 と 警 約 に お ける ) 保証 人 と し た 
と いう の に 。 本 当 に アッ ラー* は あな た 方 の 
する こと を 、 ご 存 知 で ある の だ ぞ 。 

1 この 「 証 人 」 に つい て は 、 婦 人 章 41 と その 訳注 を 参照 。 

2 「 公 正 」 と は 、 ア ッ ラ ー* と その 創造 物 に 対す る 公正 さ の こと 。 つ まり アッ ラー* と その 創造 物 


に 対 し て その 義務 を 果 た し 、 人 々 と の 売買 な ど に お いて も 公 
身体 、 知 識 な ど で 他 者 を 益 す る こと 。「 近 親 へ の 贈与 」 は 物質 的 な も の に 限ら ちら ず 、 よ り 近 い 者 を 
優先 し つつ 善行 を 行い 、 その 縁 を 保つ こと 。 また 「 陳 行 」 は 、 シル ク *、 殺 
盗み 、 
の と し た も の 。「 悪 事 」 は 、 
財産 、 尊 厳 (そん げん ) に 対す る 侵 


3 アッ 


惚 ( う ぬ ぼ ) れ 、 高 慢 さ な ど 、 イ スラ ー ム * 法 と 


全て の 罪 (イム ラー ン 家 104 


正 さ を 守 る こと 。「 普 行 」 は 、 財 産 、 


人 、 女 通 (か ん つう )、 
然 な 人 間 の 天性 が 柄 ( み に く ) いも 
の 訳注 も 参照 )。「 侵 害 」 は 、 生 


の 、 
叩く 


ラー* と 人 々 の 


害 の こと (アッ = テ サ アデ ィ ー447 
間 の 契約 (雌牛 章 27 の 訳注 も 参照 )、 


参照 )。 


ある い は イス ラー ム * 法 的 に 合法 


な 、 人 と 人 の 間 の 契約 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 277 真 参照 )。 
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後 、 舘 いて ぱら ば ら に し て し まっ た 女性 の 


93。 
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段 ) と する こと で 2。 ア ッ ラ ー* は それ (契約 


手段 ) と し て は な ら な い 。 


よう に な っ て は な ら な い 。 あ る 集団 が ( 別 
の ) 集団 より も 優勢 で ある が ゆえ に 、 あ な 
た 方 の 次 約 を 、 あ な た 方 の 間 の 騙し (の 手 
の 遵守 ) に よっ て 、 あ な た 方 を 試み られ 
る に 外 な ら な い 。 そ し て か れ は 復活 の 日 ^ 
あな た 方 が (現世 で ) 意見 を 異 に し て いた 
こと 3 を 、 必 ず や あな た 方 に 明らか に され 
る の で ある 。 


も し アッ ラー* が お 望み に な れ ば 、 あ な た 方 
を (イス ラー ム * に 基づく ) ー つ の 民 と され 
た で あろ う 。 し か し 、 か れ は ( 迷 記 を 好 ん 
だ 者 の 内 、) お 望み に な る 者 を 迷わ せら れ 、 
(真理 を 好 ん だ 者 の 内 、 ) お 望み に な る 者 
を お 導き に な る 。 そし て (復活 の 日 *、) あ 
な た 方 は 自分 た ち が (現世 で ) 行っ て いた 
こと を 、 必 ず や 間 わ れる こと に な る の だ 。 


あな た 方 の 珠 約 を 、 あな た 方 の 間 の 騙し (の 
そう すれ ば 足元 
が 小 固 で あっ た 後に 頭 く こ と ? と な り 、 あな 
た 方 は (人 々 を 通し て ) ア ッ ラ ー* の 道 か ら 
阻ん だ こと と ゆえ に 、 災い 5 を 味わう こと に な 
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と の アー ヤ * は 、 あ る 部 族 と 量 約 を 結ん で お き な が ら 、 よ り 多 勢 で 強力 な 別 の 
前 者 と の 盟約 を 裏切っ て 後者 と 盟約 を 結ぶ 、 と いう 
より 多勢 で 豊か だ っ た 不信 人 1 
アル = テク ルト ゥ ビー10:171 参照 )。 


た 、 


つま り 、 
いた こ 昌 ( ム ヤ ッ サ ル 277 頁 参 


安泰 で あっ た 後に 、 滅 ぼ ば され る こと の た と え (前 掲 書 
こと の 「 災 い 」 と は 、 現 世 で の 懲罰 の こと で ある と 言わ れる (前 掲 書 、 


こと を 
と され る 。 こ こ で は 特に 、 
て は な ら な いと いう 、 信 仰 者 へ の 戒 (いま し ) め の 言 葉 ( 


参照 )。 
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部 族 が 出現 する と 、 
し て いた アラ ブ 人 た ち に 関し て 下っ 
者 * に な び い て 、 不 信仰 に 舞 


い 戻 っ 


アッ ラー* へ の 信仰 や 、 ム ハン マ ド * の 預言 者 * 性 


の 真実 に つい て 「 意 見 を 異 に し て 


278 頁 参 照 )。 
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る の だ 。 そ し て あな た 方 に は (来世 で ) 、 
この 上 な い 懲 罰 が ある の で ある 。 


また 、 ア ッ ラ ー* の 契約 と 引き 換え に 、 僅か 
な 値打ち の も の を 買っ た り し て は な ら な 
い 。 アッ ラー* の 御 許 に ある も の 、 それ こそ 
が あな た 方 に と っ て より 普 い の だ か ら 。 も 
し 、 あ な た 方 が 知っ て いる と いう の な ら 人 て 
現世 と 来世 に お ける 恩恵 の 違い を 、 よ く 熟 
考 する が よい ) 。 


あな た 方 の 手許 に ある も の は 消滅 する が 、 

ア ッ ラ ー* の 御 許 に ある も の (褒美 ) は 残る 
の だ 。 そし て われ ら * は 妨 9 面 * し た 者 た ち に 
対し 、 彼ら が 行っ て いた 最 善 の も の で 、 必 
ず や その 褒美 を 報い て や る の だ 。 


男性 で あれ 女性 で あれ 、 誰 で あろ うと 信仰 
者 で 正しい 行い * を 行う 者 、 われ ら * は その 
者 に 、 必 ず や よい 暮らし ! を 送ら せよ う 。 
そし て われ ら * は 彼ら に 対し 、 彼ら が 行っ て 
いた 最善 の も の で 、 必ず や 彼ら の 褒美 を 報 
いて や る の だ 。 


(信仰 者 よ 、) あな た が クル アー ン * を 諭 む 
時 に は 、 追 放さ れ た 2 イー ン * に 対し 、 
ア ッ ラ ー* に よる ご ど 加 護 如 を う の だ 。3 


本 当 に 、 信 仰 し 、 Worso tects 
を 委ね る * 者 た ち に 対し 、 彼 (シャ イタ ー 
*) に は いか な る 力 * も な い の だ か ら 。 
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この 「 よ い 暮 らし 」 に は 、「 合 法 で 善い 糧 」「 満 足 」「 幸 福 」 な ど 複 数 の 解釈 が ある が 、 
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ン ・ カ スィ ー ル * は それ ら が 全て 「 よ い 暮 らし 」 の 中 に 含ま れる と し て いる (4:601 参照)。 
「 追 放さ れ た 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 36 の 訳注 を 参照 。 
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クル アー ン * を 読み 始め る 前 に は シャ イタ ー ン * に 対し 、 ア ッ ラ ー* か ら の ご 加護 を 


ぢ う 祈 原 


の 言葉 を 口 に する の が 推奨 (すい し ょ う ) され て いる (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:602 参照 )。 


「 力 」 で は な く 、 


「 根 拠 」 と いう 解釈 も ある (前 掲 書 、 同 


参照 )。 
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100. 彼 (シャ イタ ー ン *) の 力 と は 、 0 


101. 


102. 


103. 


と する 者 た ち 、 そし て (シャ イタ ー 

従う こと で 、 ) か れ (アッ ラー 
クキ を 犯し て いる 者 た ち に 対す る も の に 
外 な ら な い 。 


また 、 われ ら * が ある アー ヤ * の 場所 に ( 別 
の ) アー ヤ * を (あて が っ て ) 取り 替え た 
! 時 一 一 アッ ラー* は ご 自身 が 下さ れる も 
の を 、 最 も よく ご存知 で ある 2 一 一 、 彼 ら 
(不信 仰 者 ひ は (こう) 言っ た 。「 ( ム 
ハン マ ド * よ 、 M あな た は 、 (アッ ラー* 
に 対す る 嘘 の ) 提 追 者 に 外 な ら な い 」。 
いや 、 彼 ら の 大 半 は (そこ に 含ま れる 英 
知 を ) 知ら な い の だ 。 


(使徒 * よ 、 彼ら に ) 言っ て や る が いい 。「 聖 
魂 (ジフ リー ル *) 3 が それ を あな た “4 の 
の 御 許 か ら 、 真理 と 共に 下 し た の で あ 
内 (それ は ) 信仰 する 者 た ち を 驚 固 に し 
(迷い か ら の ) 導き 、 服従 する 者 ムスメ リ 
ム $ た ち へ の 召 報 と する た めで あっ た 」 


われ ら * は 、 彼 ら (シル ク * の 徒 ) が 、「 彼 
に (クル アー ン * を ) 教え て いる の は 、 人 
間 に 外 な ら な い 5」 と 言う の を 、 確か に 知 
っ て いる 。 (彼ら は 嘘 を つい て いる の だ 、 


— 


IS) 


の 


た 


m 


ー ヤ * の 撤回 に つい て は 雌牛 章 106 と 雷鳴 章 39、 そ の 
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訳注 も 参照 。 


主 こ そ は 、 創 造物 に と っ て 最も 有益 な こと 、 異 な る 時 に お いて どの 法規 定 を 啓示 され 
る か を 、 ど ご存知 の お 方 で ある ( ム ヤ ッ サ ル 278 頁 参 照 )。 


ジブ リー ル * が 「 魂 」 と 表現 され て いる こと に つい て は 、 マ ル ヤ ム * 章 17 「 わ れ ら * の 魂 」 
の 訳注 を 参照 。 


本 来 は 「 我 が 主 *」 と 表現 され る と ころ だ が 、 敢 えて 「 あ な た 」 と いう 人 称 が 用 いら れ て い 


る 。 こ の 修辞 法 は 「 イ ル テ ィ フ ァ 


参照 )。 食 卓 章 12 の 訳注 も 参照 。 
同様 の アー ヤ * と し て 、 家 畜 章 105、 識 別 章 4-5、 煙 霧 章 14 も 参照 。 


ー ト (転換 )」 と 呼ば れる も の (イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 14:284 


6 泊 陸 上 553 ゆら たい 
0 ) 彼ら が (預言 者 * が 学ん で 
る 言葉 と し て ) 誤っ て 指摘 し て いる 男 
ee り 、 こ れ は 明白 な る 

アラ ビア 語 な の だ か ら 。 


104. 本 当 に アッ ラー* の 御 徴 (クルアーン PA RO 
を 信じ な い 者 た ち アッ ラー* は 彼ら を お NG 


導き に は な ら な い 。 そし て 彼ら に は ( 来 
世 で ) 、 痛 ま し い 徴 凡 が ある 。 


105。 アッラー* の 御 徴 を 信じ な い 者 た ちこ そ | Mo る N63 
が 、 嘱 を 提 造 する の だ 。 それ ら の 者 た ち | ぬっ 33 
こと そ は 嘘つき で ある 。 


106. 信仰 の 後に 、 ア ッ ラ ー* に 対す る 不信 仰 に to HN Ti 
拘っ た が が (、 嘘 を 捉 造 する の で ある ) NE ん あと 

。 信 し 、 そ の 心 は 信仰 で 満た され て いな | ゆっ ンー も っ i 

が ら も 、 (不信 仰 の 言葉 を 口 に する こと EA RL irs 

を ) 強制 され た 者 は 別 (で 、 お 符 め は な 

い の ) だ が 2。 し か し 、 不 信仰 に 胸 を 開い 
(て 、 不 信仰 の 言葉 を 口 に し ) た 者 、 彼 

ら の 上 に は ア ッ ラ ー* か ら の お 然 り が あ 

り 、 彼 ら に こそ は この 上 な い 懲 禄 が ある 。 


107. それ と いう の も 、 彼 ら が 来世 より も 現世 を は うそ あく VO 
愛し た か ら で あ り 、 ア ッ ラ ー* が 不信 仰 の RH KEN 
民 * を お 導 0 あー GR SE 


1 この アー ヤ * に は 多く の 文法 的 解釈 が ある が 、 ア ッ = ニ シャウ カー ニー* に よれ ば 大 半 の 学者 
は 、 本 文 の よう な 解釈 を 指示 し て いる (3:272 0、 

一 説 に よれ ば 、 こ の アー ヤ * は 、 教 友 * ア ンマ ー ル * が マッ カ * の 不信 仰 者 * に 反 問 (どう も ん ) 
され た 挙げ 句 、 彼 ら に 強い られ て 不信 仰 の 言葉 を 口 に し て し まっ た こと に 関し て 下っ た 。 
イブ ン ・ カ スィ ー ル * は 、 ム スリ ム * が こと この よう な 状況 に お いて 口先 だ け で そう する こと も 、 
それ を 拒否 し て 立ち 向かう こと も 、 い ずれ も 合法 で ある と し た 上 で 、 後 者 の 方 が より 優れ 
た 行為 で や る と し て いる (4:605-606 参照 )。 

つま り ア ッ ラ ー* は 、 そ の 御 微 を 否定 し 、 か つ そ こ に お いて 固執 する 者 た ち に 、( 上 真 の ) 成 
功 を お 授け に は な ら な い (アッ = タバ リー6:5060 参照 )。 
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それ ら の 者 た ち は 、 
也 覚 と 視覚 を 内 ぎ 給 うた 者 ! で あり 、 それ 


ら の 者 た ちこ そ は (懲罰 に ) 無 奄 着 な 者 
で ある 。 


アッ ラー* が その 心 と 


間違い な く 、 彼 ら こ そ は 来世 に お ける 
損失 者 な の だ 。 

それ か ら 本 当 に あな た の 主 * は 、 試練 に 唱 
っ た 後に 移住 * し 、 そ れ か ら (アッ ラー* 


の 道 に お いて 努力 替 闘 し 、 忍 主 " し た 者 
た ち 2 に 対し て 、 ーー 本当に あな た の 主 * 


は 一 一 その ( 悔 倍 の ) 後 、 実 に 赦し 深い 
お 方 、 慈 愛 深い * お 方 で あら れる 。 

全て の 者 が 、 自 分 ) の こと を 弁護 し つつ や 
っ て 来 て 、 各 人 が 自 ら 行 っ た こと (の 報 
い ) を 、 不正 * に 扱わ れる こと も な く 、 ふ 
ん だ ん に 受け 取る (復活 の ) その 日 (の 
こと を 、 思 い 起 こさ せよ ) 。 


平 午 で 安泰 で あり 、 あら ゆる 場所 か ら そ 
の 糧 が 存 分 ) に 拘 い 込ん で いた 3 ある 町 ( マ 
ッ カ ?) を 、 ア ッ ラ ー* は 璧 まえ に お 挙げ に 
な っ た 。 そ し て (、 そ の 民 は 自分 た ち に 
対す る ) アッ ラー* の 乱 恵 を 蔵 ろ に し (、 
感謝 せ ず に シル ク * を 犯し ) た 。 そ れ で ア 
ッ ラー* は 彼ら が 成 し て いた (不信 仰 と 
虚 朗 な 行い と いう ) 事 ゆ え に 、 そ れ ( そ 


3 雌 


雌牛 章 7 の 訳注 も 参照 。 


2 これ は マッ カ * で シル ク * の 徒 か ら 抑圧 され 、 彼ら か ら 不 本 意 
注 を 参照 ) を 強制 され た 後 、 マ ディ ー ナ * へ と 移住 し 、 
な 義務 の 困難 に 忍 出 * し た 者 た ちの こと を 指す ( ム ヤ ッ サ 


和牛 章 125、 蝶 章 91 と それ ら の 訳注 も 参照 。 
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ナル 279 頁 参 照 )。 
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113. 


114. 


115. 


の 町 の 民 ) に 錠 え と 恐怖 と いう 表 ! を 味 わ 
わせ られ た の だ 。2 


彼ら (マッ カ * の 民 ) の も と に は 、 彼ら の 
内 か ら の 使徒 * (ムハンマド やう が 確か に 
到来 し た 。 そ し て 彼ら は 彼 を 嘘つき 呼ば 
わり し 、 懲 視 3 は 不正 * 者 で あっ た 彼ら に 
龍 い か か っ た の だ 。 


な ら ば (信仰 者 た ちよ ) 、 アッ ラー* が あ 
な た 方 に 授け て 下さ っ た ns も の 
の 内 か ら 、 食べ る が よい 。 そ し て アッ ラ 
ー* の 恩恵 に 感謝 する の だ 。 も し あな た 方 
が 、 か れ の み を 崇拝 * する と いう の な ら 。 


か れ は あな た 方 に 、 死 肉 、 血液 、 豚 肉 、 
アッ ラー* 以 外 の 名 に お いて 層 ら れ た も 
の * を 、 人 禁じ られ た の だ 。 そ し て や む を 得 
な い 状態 に ある 者 は 、 法 を 超え ず 度 を 越 
さ な い 限り に お いて * (それ を 口 に し て 
も お 符 め は な い 、 と いう の も ) 本 当 に ア 
ッ ラ ー* は 落し 深い お 方 、 慈 裳 深い * お 方 
な の だ か ら 。 
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sl 
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この 「 魚 え 」 は 一 説 に 、 預言 者 * ム ハン マ ド * が マッ カ * の 


SE 
® 衣 0 NR 


マッ ター 2 


人 


NC 


ン 


| | 


a Cz 
3292 
タ うう < 


民 に 対し て 祈っ た 七 年 間 の 人 錠 僚 ( き 


が ) の こと 。 ま た 「 恐 怖 」 と は 、 ム スリ ム * た ち が 移 住 * し た 後に マッ カ * の 民 が 味わう こと 


に 
ち 

( 
の 
プ 
同 


「 


訳 


「 


な っ た 、 
は と 言え ば 、 


よう に 彼ら を 衝 (お お ) い 、 
ン ・ ア ーシュ ー ル 14:306 参照 )。 


様 の アー ヤ * と し て 、 イ ブラ ー ヒ ー 


っ 人 ベ 計 有り 」 


死 肉 」「 
生 を 参照 。 


液 」、「 ア ッ ラ ー* 以 外 の 名 に お 


法 を 超え ず 、 


寸 き まとう も の と な っ た 様 を 表わし て いる の だ と 


ム * 章 28-29 も 参照 。 

、 ア ー ヤ *112 に 言及 され て いる 「 餅 えと 恐怖 」 の ほか 、 
A と を 指し て いる と され る ( ム ヤ ッ サ ル 280 頁 参 照 )。 

3 いて 層 ら れ た も の 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 173 の 


マデ ィ ー ナ * か ら の 遠征 軍 に 対す る も の で ある 、 と され る 。 i 
彼ら と は 逆 に 貧困 の 後に 豊か さ を 、 恐 怖 の 後に 平安 
イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:608 参照 )。 尚 、「 衣 」 と いう 表現 は 、 に 


i 
いう ( イ 


バド ル の 戦い * で 


度 を 越 さ な い 限 り に お いて 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 173 の 訳注 を 参照 。 
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116. 


117. 


118. 


119. 


(シル ク * の 徒 よ 、) あな た 方 は 、 ア ッ ラ 

ー* に 対し て 嘘 を 近 造 すべ く 、「 こ れ は 合 
法 で あり 、 これ は 非 合 法 で ある '」 な ど と 、 
自分 た ちの 舌 が (根拠 も な く 口 先 だ け で ) 
語る 嘘 に まかせ て 、 喋 っ て は な ら な い 。 
本 当 に アッ ラー* に 対し て 嘘 を 提 造 する 
者 た ち は 、 成 功 し な い の だ か ら 。 


(彼ら に は 、 現 世に お ける ) 僅か な 楽し 
み が あ り 、 (来世 で は ) 彼ら に こそ 痛烈 な 
懲罰 が ある の だ 。 


(使徒 * よ 、) われ ら * は ユダ ヤ 教 徒 * で あ 
る 者 た ち に 対し 、 あ な た に 以前 話し て 聞 
か せ た も の 2 を 禁じ た 。 そ し て 、 わ れ ら * 
が 彼ら に 不正 * を 働い た の で は な い 。 だ 
が 、 彼 ら が 自分 自身 に 不正 * を 働い て いた 
の で ある 。3 


それ か ら 本 当 に あな た の 主 * は 、 無知 ゆえ 
に 悪事 を 働い た * も の の 、 その 後に 悔 悟 し 
て (自ら と 行い を ) 正 し た 者 た ち に 対し 、 
一 本 当 に あな た の 主 * は ーー その (性 


EN SY 
A EN 
a SN a el 
SN SINAN Eo 


ONS 


5 っ ン ン 


A | め 
A eds 


0 


6 
S33 


¥ 
が 


の ) 後に は 、 実に 赦し 深い お 方 、 慈愛 深 
い * お 方 で あら れる 。 
1 勝手 な 意見 や や 欲望 に 基づい て 、 アッ ラー* が 人 非 合 法 と され た も の を 合法 と し た り 、 合 法 と さ 


sl 


ww 


に 


れ た も の を 非 合 
イブ ン ・ カ スィ イー ル * は こと に 、 イ スラ ー 
奇 な 物事 も 含ま れる 、 と し て いる (4:609 参照 )。 
これ は 家畜 章 146 に 
同様 の アー ヤ * と し て 婦人 章 160、 そ し て その 訳注 

る 先 人 た ちの 言葉 に よれ ば 、 


* 法 と し た りす る こと (その 具体 例 と し て 、 
ム * に お いて いか な る 根拠 も な いよ 


「 ア ッ ラ ー* に 逆らう 者 は 皆 、 舞 


家畜 章 138-144 な ども 参照 )。 


うな 宗教 的 に 新 


『 与 され て いる も の で ある 、 と され る ( ム ヤ ッ サ ル 280 頁 参照 )。 
も 参照 。 


知 な の で ある 」( イ ブン ・ カ 


スィ ー ル 4:610 参照 )。 婦 人 章 17 と その 訳注 も 参照 。 
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120. 本 当 に イブ ラー ヒー ム * は アッ ラー* に 従順 | 6 る 6 
で 、 純 正 ' な # 共同 体 『 で あっ た 。 そし て 彼 は 、 
シル ク * の 徒 の 類 い で は な か っ た の だ 。 


Bt TGB ET I NAINA 
*) の 興 j 恵 に 、 感謝 深かっ だ 。 か れ ( ア My/ ムル ンク 


ラー*) は 彼 を (使徒 * と し て ) 選 り 抜 か 
れ 、 彼 を まっ すぐ な 首 (イス ラー ム 3 へ 
と お 導き 下さ っ た 。 


i22 また 、 わ れ ら * は 彼 に 、 現 世 で 素晴らし いも | 95 を 3 
の 3 を 授け た 。 そ し て 本 当 に 彼 は 、 来 世に お < 
いて 、 ま さ し く 正しい 者 * た ちの 一 人 な の だ 。 


123. それ か ら (使徒 * よ 、 ) われ ら * は あな た 
に 、 (こう ) 啓示 し た 。 [純正 * な イブ ラ 
ー ヒ ー ム * の 宗教 に 従え 。 彼 は シル ク * の 
徒 の 類 い で は な か っ た 」。 


て 

と 

に 3 
sr 
90 
し い 
ゃ ヽ 
N 


124. 土曜 日 (の 偉大 視 ) は 、 そ れ に お いて 意 | Eo 
見 を 異 に し た 者 た ち ? に 定め られ た に 外 な に 3 を っ 2585 
ら な い 。 そ し て (使徒 * よ 、 ) 本 当 に あな | @3 区 


1 「 純 正 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 135 の 訳注 を 参照 。 

2 この 「 共 同体 」 は 、 指 導 者 の 意 ( ム ヤ ッ サ ル 281 頁 参照 。 ま た 、 一 人 で ある に も 関わ ら 
ず 「 共 同体 」 と 表現 され て いる の は 、 当 時 彼 が 唯一 の 信仰 者 で あっ た た めで ある と か 、 あ 
る い は その 徳 と 完全 さゆ え 、 彼 一 人 で 一 つの 共同 体 と 同様 の 地位 に あっ た か ら で あ る 、 な 
ど と 言わ れる (イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 14:315-316 参照 )。 

3 この 「 素 晴らし いも の 」 の 解釈 に は 、 「 啓 示 と アッ ラー* か ら の ご 補 愛 」「 人 々 の 堆 美 と 祝福 」 

「 高 齢 で よい 子供 た ち を 授かっ た こと 」「 全 て の 民 か ら 受 け 人 入れ ら れ た こと 」 な ど と いっ た 
諸説 が ある (アル ニーバ ガウ ィ ー3:101 参照 )。 
「 純 正 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 135 の 訳注 を 参照 。 

5 預言 者 *: ん 人 ハン マ ド * に つい て 「 意 見 を 異 に し た 者 た ち 」 で ある 、 ユ ダ ヤ 教 徒 * の こと ( ム ヤ 

ッ サ ル 281 頁 参 照 )。 

6 アッ ラー* は 、 創造 を 完成 させ られ 、 僕 (し も べ ) た ち へ の 恩恵 が 全う され た 日 で ある 金曜 

を 、 人 々 が か れ の 崇拝 * の た め に 集まる 特別 な 日 と する よう 、 命じ られ た 。 し か し ユダ ヤ 

教徒 * は 、 創造 の 完成 後に アッ ラー* が 何 も 創 造 さ れ な か っ た 土曜 日 を 、 一 方 キリ スト 教徒 * 

は 、 ア ッ ラ ー が 創造 を お 始め に な っ た 日 曜日 を 選ん だ (ムスリム 「 金 曜日 の 書 」 22、 イ ブ 

ン ・ カ スィ ー ル 4:612 参照 )。 
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ee 


125. 


126; 


127. 


128. 


た の 主 * は 復活 の 日 * 彼ら が 意見 を 異 に 
し て いた と と に つい て 、 彼 ら の 間 を 必ず 
や お 裁き に な る の だ 。 


(使徒 * よ 、 また 、 彼 に 従う 者 よ 、 ) 英知 
と よき 訓 式 に よっ て あな た の 主 * の 道 へ 
と 招き 、 最 善 の 形 で 彼ら と 議論 する ! の だ 。 
本 当 に あな た の 主 * こ そ は 、 そ の 道 か ら 迷 
っ た 者 の こ と を 最も よく ご 存 知 で あり 、 
導 か れ た 者 た ちの こと も 最も よく ご 存 知 
で ある の だ か ら 。 


また (信仰 者 た ちよ ) 、 あ な た 方 が 懲 ら 
し め る 際 に は 、 あ な た 方 が され た の と 同 
程度 に 懲らしめ よ 。 そし て 、 も し あな た 
方 が 忍耐 * する な ら 、 それ こそ は 妨 面 * す 
る 者 た ち に と っ て より 善い こと な の だ 。 


そし て (使徒 * よ 、) 妨 間 “せよ 。 あ な た 
の 忍耐 * は 、 ア ッ ラ ー* (の ご 援助 ) に よ 
る も の 以外 の 何 も の で も な い 。 また 、( あ 
な た の 招き に 応じ な い ) 彼ら ゆえ に 悲し 
まず 、 彼ら が 策謀 する こと ゆえ に 心 苦 し 
さ を 覚 える の で は な い 。 


本 当 に ア ツ ラー* は 敬 虚 * な 者 た ち と 、 善 
を 尽く す 者 2 た ちと こそ 、 共 に ある の だ 
か ら 。 
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3 SE 
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OE 2 は 85 な る 
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1 優し さと 穏やか さ 、 よ い 話 し 方 で も っ て 議論 する こと 、 と され る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:613 
参照 )。 早 昧 章 46 の 訳注 も 参照 。 


2 


アッ ラー* か ら 義 務 づ けら れ た 物事 と 、 か れ へ の 義務 を 遂行 し 、 
て 「 善 を 尽く す 者 」 た ちの こと ( ム ヤ ッ サ ル 281 
くす こと (イフ サー ン )」 に つい て 、 
前 に お られ る か の ご と く 、 か れ 
か れ は あな た の こと を ご 覧 に 


こう 説明 され た 。「( そ れ は ) ア 
を 崇拝 * す る こと で ある 。 そ し て た と え か れ を 見 な く て も 、 
な る の だ 」( ア ル = ブ ハー リー50 参照)。 


アッ ラー* へ の 服従 に お い 


参照 )。 ま た 預言 者 * は 、 こ の 「 善 を 尽 


ッ ラ ー* が あたかも 眼 


17. 夜 の 旅 章 


中 os) な VY 


第 17 章 
夜 の 旅 草 !+ (アル = イス ラー ッッ) 


NS 


か 


直 起ち まね く * 表 深き * 


アッ ラー* の 御名 に お いて 


ハラ ー ム ・ マス ジ ド * か ら 、 われ ら * が その 周 


り を 祝福 し た ア クサ ー・ マス ジ ド “まで 、 わ 
れ ら * の ( 力 と 唯一 性 * 補 示す ) 御 微 の 一 部 
を 見 せる べく 、 一 晩 で その 僕 ( ム ハン マ ド り 
を お 連れ に な っ た 3 お 方 (アッ ラー や * に 称え 
* あ れ 。 本 当 に か れこ そ は 、 よく お 聴き に な 
る お 方 、 よ く ご 覧 に な る お 方 。 


われ ら * は (ムハンマド * に 夜 の 旅 で 栄 准 を 
与え た よう に 、 ) 上 で サー* に は 上 監 典 (トー 
ラー*) を 授け (て 業 状 を 与え ) 、 それ を イ 
ヘジン ーー イー ル の 子 ら * へ の 導き と し た 。 わ 
れ を よそ に 、 い か な る 委任 者 5 も 設け て は な 
ら な い 、 と 。 


1 マッ カ * 啓 示 (一 部 の アー ヤ * は 、 マ ディ ー ナ * 啓 示説 も 


1 いい 】 


の 


5 


プラ て 


SALLI AN EA 
SE oy っ 2 
© 2 っ う 


あり )。 ス ー ラ * 名 と も な っ て いる 、 


預言 者 * ム ハン マ ド * が 一 晩 で マ i レム 、 そし て 天界 の 彼方 を 廻っ て 帰っ て 来 


た 「 夜 の 旅 」 と いう 奇跡 の 描写 に 始ま り 、 


アッ ラー の 唯一 


性 * と 全能 性 、 ク ルアー ン *、 預 


言 者 * ム ハン マ ド の 使徒 * 性 、 復活 、 Te (か な め ) が 確証 され る 。 


シル ク * へ の 論 駿 ( ろ ん ば く ) と 非難 、 不 信仰 者 * に 対 
と 信仰 者 た ち へ の 弁護 と 慰 (な ぐさ ) め な どの ほか 、 
な ども 明確 に 言及 され て いる 


「 ア クサ ー」 と は 


する 区 を 


告 と 信仰 者 へ の 吉報 、 預 言 者 * 


イス ラー ム * の 道徳 律 や 、 4 拝 の 義務 


「 最 も 遠い 」 と いう 意味 。 その 名 称 の 由来 は 、 ハ ラー ム ・ マ スジ ド か ら 離 


れ て お り 、 か つ 当 時 は それ より 遠く に マス ジ ド * が な か っ た た め (アッ デシ ャ ウ カ ー ニ ー 


3:286 参照 )。 
預言 者 * ム ハン マ 
着 し 、 
が 全 
っ た と いう の が 、 

「 わ れ ら 」「 お 方 」 は 、 
訳注 も 参照 。 

「 委 人 


ド * は 一 晩 の 内 に 、 
アク サー・ マ スジ ド で 礼拝 し た 後 、 
て 夢 で は な く 覚 醒 (か くせ い ) し た 状態 で 、 預言 


侍 者 」 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 用 語 解 説 の 「 全 て を 請 


者 * が 


大 半 の 解釈 学者 の 説 (イブ ン ・ カ スィ ー ル 5:5-43 参照 )。 
いずれ も アッ ラー* を 指す 。 こ の 修辞 法 に つい て は 、 


ブラ ー ク と いう 獣 に 乗っ て マッ カ * か ら エ ル サ レ ム に 到 
ジブ リー ル * に 率い られ て 昇天 し た 。 こ の 出来 事 


自ら の 魂 と 肉体 を 伴い つつ 起こ 


食卓 章 12 の 


け 


われ る * お 方 」 の 1 
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3, 


われ ら * が ヌー フ " と 共に 運ん だ 者 (た ち ) の 
子孫 ! よ (、 役 に 依っ て われ ら * の 恩恵 に 感 放 
し シル ク * を 犯す の で は な い ) 。 本 当 に 彼 
は 、 感 謝 深い 僕 だ っ た の だ か ら 。 


また 、 わ れ ら * は 啓典 (トー ラー の 中 で 、 
イス ラー イー ル の 子 ら * に う ) 告げ た 。 
「 あ な た 方 は きっ ど 、 その 地 (エル サレ ム ) 
で 二 度 腐 敗 * を 働き 、 そ し て 必ず や ひど く 騙 
り 高 ぶる こと に な る 」。 


それ で 最初 の ( 鷹 散 "の ) 約束 が 訪れ た 時 
われ ら * は あな た 方 に 、 湊 ま じい 武力 を 備え た 
われ ら * の 僕たち を 道 わし ^ 彼ら は 家々 の 間 
を 隈 な く 従 価 し (て 、 あ な た 方 を 殺害 し ) た 。 
(それ は ) 実現 され る 約束 だ っ た の だ 。 


それ か ら (イス ラー イー ル の 子 ら * よ ) 、 

れ ら * は (あな た 方 の 善行 と 、 PO 
従 ゆ え に ) 、 あな た 方 に 彼ら ( 敵 ) に 対す 
る (勝利 と 国家 の ) 再興 を 与え 、 あ な た 方 
を 財産 と 子孫 で 増強 し た 。 そ し て あな た 方 
を 、 ( 英 の 数 ) より 多く し た の だ 。 


も し あな た 方 が 善 を 尽く し た な ら ば 、 自分 
自身 に 善 を 尽く し た こと に な り 、 悪 を 行っ 
た な ら ば 、 (その 悪 は ) 自分 自身 へ の も の 
と な る 3。 そし て 、 最後 の (腐敗 * の ) 約束 が 


CO 


た 


ン ン ン ラン ンタ 


bc 2 と > と ほど る 


2 6 
EE 


ン 


0 


KN 


S33 I 
| EC 


と 22 od 
as UE 
CE NE 
る OS BE 


ふら みう 


この 「 子 孫 」 の 解釈 に は 、「 全 人 類 」「 ム ー サ ー* と その 民 で ある イス ラー イー ル の 子 ら *」 


と いう 解釈 が ある (アル テク ルト ッ ゥ ビー10:213 参照 )。 

に よれ ば 、 こ の 「( 腐 骸 * の ) 約束 」 と は 、 イ スラ ー イ ー ル の 子 ら * の 間 に 罪 
邊 参照 )。 ま た 、 こ の 「 僕 た ち 」 が 誰 
アッ = テラー ズィー* (7:300 参照 ) や イブ ン ・ カ スィ ー ル * (5:47 参照 ) 
この アー ヤ * の 本 意 な の で は な い 」 と し て いる 。 
点 も また 六 と し て 返っ て 来る ( ム ヤ ッ サ ル 282 
アー ヤ *5 の 訳注 


アッ ー サ アデ ィ ー* 
920 彼ら が 法 に 背 

に 関し て は 諸説 ある が 、 ア 
上 「 そ れ ら の 民 の 詳細 を 知る こと が 、 
行っ た 善 は 自分 自身 に 褒美 と し て 返り 、j 
この 「( 腐 敗 * の ) 約束 」 に つい て は 、 


き さ 、 騙 り 高 ぶっ た 時 の こと (447 


参照 )。 


を 参照 。 
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10. 


11. 


2 


訪れ た 時 (、 わ れ ら * は 再度 、 あ な た 方 を 
英 に 制圧 させ た ) 。 (それ は ) 彼ら が あな 
た 方 の 顔 を (屈辱 で ) 歪め 、 ま た 彼ら ( 英 ) 
が 最初 に そう し た よう に 、 マス ジ ド * (エル 
サレ ム ) に 入城 し (て 破壊 の 限り を 尽く 
し か 彼ら が (そこ で ) 制圧 し た も の を 徹底 
的 に 滅ぼし て し まう た めで あっ た 。 


(イス ラー イー ル の ずら よ 、 ) あな た 方 の 主 

* は (、 も し あな た 方 が 悔 悟 し て 身 を 正す の 
で あれ ば ) 、 あな た 方 に ご 慈悲 を か け て 下さ 
る だ ろう 。 も し (不正 * と 腐敗 へ と ) 戻る の 
で あれ は ば 、 われ ら * も (あな た 方 の 懲罰 へ と ) 
戻る の だ 。 そし て われ ら “ は 地獄 を 、 不信 爺 
者 * た ちの (永遠 の ) 年 獄 と し た の で ある 。 


本 当 に 、 この クル ア ー プ "は 最も 正しき ( 道 
で ある イス ラー ム * や へ と 導き 、 正 し い 行 
い * を 行う 信仰 者 た ち に は 、 彼ら に 大 いな る 
褒美 が ある 、 と の 吉報 を 告げ る の だ 。 


また 、 来 世 を 信じ な い 者 た ち 、 彼 ら の た め 
に は 、 わ れ ら * が 痛ま し い 究 信用 意 し た 
と いう と と を (告げ る ) 。 


人 間 は (時 と し て ) 、 善 の 祈願 の よう に 、 
悪 を 祈る *。 本 当 に 人 間 は 元 来 、 せ っ か ちな 
も の だ か ら 。 


われ ら * は 、 夜 と 昼 を 〔 . わ れ ら * の 力 と 唯 
一 性 * な は す ) つの 御 復 と し た 。 を し て 
夜 の 御 徴 を 消し 、 昼 の 御 徴 を 視界 が 利く 
も の と し た ?。 (それ は ) あな た 方 が 自分 た 


| | 


悪 を 祈る 」 の 意味 に 関し て は 、 ユ ー ヌ ス * 章 11 と その 


夜 の 御 徴 」 と は 痢 と 月 の 出現 、 


ー ル 5:50 参照 )。 


訳注 
「 昼 の 御 徴 」 と は 光 と 太陽 の 出現 の こと (イブン ・ カ スィ 
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も 参照 。 
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お ん ちょ 


ちの 主 * の ご 恩 軍 を 求め 、 年 数 と 計算 ! を 知 
る よう に する た め 。 そし て 全て の 物事 を 、 
われ ら は 詳細 に 説明 し た の だ 。 


また 、 われ ら * は 全て の 人 間 の 首 に 、 その 取 
り 分 を 括り つけ た 2。 そ し て 復活 の 日 *、 わ 
れ ら は 彼 に 、 彼 が それ を 開か れ た 状態 で 受 


け 取 る (こと に な る 、 行い が 記さ れ た ) 帳 
紗 を 出し て や る の だ 。 3 


(それ か ら 彼 に 、 と う 声 が か か る 。) 「 自 
帳 邊 を 読め 。 この 日 、 あな た だ け で 、 
自分 自身 (の 3 い の 報 い ) に 対す る 清算 者 
uN 分 な の で ある 」。 


の 


を 付す る だ け で あり 、 ( 従っ て ) 迷 
に の み 」 た 者 は 誰 で も 、 迷っ て 自 ら を 害する だ け 。 


また ( 罪 の ) を 背負 う 者 は 、 他 者 (が 犯 
し た 罪 ) の 重荷 まで 背負 うこ と と は な い 。 そ し 
て われ ら * は 使徒 * を 遣わ すま で 、 (いか な る 
民 も ) 上 久 する こと な ど な い の で ある 5。 
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「 計 算 」 に つい て は 、 ユ ー ヌ ス * 章 5 の 訳注 を 参照 。 


ッ テ シ ャ ン キ ー テ ィ ー* に よれ ば 、「 取 り 分 
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復活 の 
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つま り 自 分 で 自分 の 行い を 計 
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語源 的 に は 1 
て 吉兆 を 占っ て いた こと に 由来 する ( 高 壁 
ュ ザ イ 1:483 参照 )。 ま た 、「 取 り 分 」 が 」 
そこ と が 、 ネ ッ ク レ ス や 首 柳 (か せ 


イル )」 と いう 語 は 、 


* の 帳 滝 の 提示 に つい て は 、 


ッ ラ ー* は 最も 公 
動か ぬ 


)」 に は 大 きく 分 け て 、 
と いっ た 、 ア ッ ラ ー* に よっ て 既に 定め られ た こと 」 と いう 二 つ の 解釈 が ある が 、 
互い に 原因 と 結果 と いう 関係 に あり 、 矛盾 する わけ で は な い (3:60 参照 )。 尚 、「 取 り 分 
鳥 」 と いう 意味 で あり 、 
時 の 訳注 も 参照)、 
に 結び 付け られ て いる の は 、 身 体 の 内 で 
) な ど 美 醒 ( び し ゅ う ) を 際立た せる も の 、 常 に 付い 
司る も の を つけ る 場所 だ か ら で あ る 、 と され る (アル テバ ガウ ィ ー3:124 参照 )。 
高 壁 章 8 の 訳注 も 参照 。 ま た 、 
は 、 洞 窒 章 49、 真 実 章 19.29、 割 れる 章 7 以降 な ども 参照 。 
之 み 、 そ れ に 対す る 報い を 知る こ と に な る ( ム ヤ ッ サ ル 283 


正 な お 方 で ある 。 ゆえ に その 教え が 人 々 に 伝達 され 、 それ が 彼ら に 対す 
証拠 と な っ た 後に 頑 迷 (が ん めい ) に 逆らわ な い 限 り 、 決 定 的 な 懲罰 を 
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参照 )。 


され な 


い (アッ テニ サ ア ディ ー455 頁 参照 )。 関 連 す る アー ヤ * と し て 、 婦 人 章 165、 家 畜 章 131、 


155-157、 タ ー・ ハ ー 章 134、 


詩人 た ち 章 208、 創 成 者 * 草 


24 も 参照 。 
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16. また 、 わ れ ら * が ある 町 を (その 民 の 不正 * 
ゆえ に ) 滅ぼそ うと する 時 に は 、 (ます ) 
その (町 の ) 柳沢 者 た ち に ( 民 の 代表 と し 
て 、 われ ら * へ の 服従 と 信仰 を ) 命じ た も 
の で あっ た 。 そし て 彼ら が そこ で 放 賜 に 振 
る 舞う ! と 、 それ (町 ) に ( 鍋 六 の ) 御 言 業 
が 確定 し 、 われ ら * は それ を 木 っ 端 微塵 に 減 
ぼ し た の で ある 。 


7 一 体 わ れ ら は 、 ヌー フ * の 後に どれ だ け 多 
く の (、 使 徒 "を 嘘つき 呼ば わり し た ) 世 
代 を 滅ぼし て きた で あろ うか 。 (使徒 * よ 、) 
あな た の 主 * だ け で 、 その 僕たち の 罪 に 通 
暁 さ れる お 方 、 ご 覧 に な る お 方 は 十分 な 
の で ある 。 


18. 誰 で あろ うと 、 手 っ 取り 早い も の (現世 ) 
を 望む 者 、 わ れ ら * は 彼 に そこ で 一 一 われ 
ら * が 望む 者 に われ ら * が 望む も の を 一 一 、 
手 っ 取り 早く 授け よう 2。 それ か ら わ れ ら * 
は 役 に 、 (来世 で は ) 地獄 を 与え る の だ 。 
彼 は 責め られ 、( ア ッ ラー* の ご 慈悲 か ら ) 
追い や られ つつ そこ と に 入り 、 災 られ る こと 
に な る 。 


19. そし て 誰 で あろ うと 、 信仰 者 で あり つつ 、 
来世 (の 委 医業 ) を 望 刀 み 、 その た め に こそ 懸命 
に 努力 し た 者 、 その よう な 者 た ち は 、 その 
努力 が (アッ ラー* の 御 許 で ) 労 わ れる 3 こと 
と に な る 。 
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1 つま り 、 アッラー* に 反抗 し 、 使徒 * を 嘘つき 呼ば わり する こと ( ム ヤ ッ サ ル 283 頁 参 照 )。 
2 これ は 、 来世 の た めで は な く 、 現 世 の た め だ け に 努力 する 者 の こと (前 掲 書 284 頁 参 照 )。 


フー ド * 章 15 と その 訳注 も 参照 。 


3 頻出 名 ・ 用 語 解 説 の 「 よ く 労 (ね ぎら ) われ る * お 方 」 の 項 も 参照 。 
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も 、 . ま た これ ら の 者 た ち * に も 、 あな た の 主 
* の 賜物 か ら 、 われ ら や ゃ が 増やし て や る 。 あ 
な た の 主 * の 賜物 は も と より 、( 信 仰 者 に も 
不信 仰 者 * に も ) 禁じ られ て いな い 。 


ノ 


21. (使徒 * よ 、) 見 よ 、 わ れ ら * が いか に 彼ら 


の ある 者 を 別 の 者 より 引き 立て た か ?3 
来世 こそ は (信仰 者 に と っ て ) より 位 が 高 
く 、 よ り 優 れ た も の な の だ が 。 


ほか 


22. (人 間 よ 、 ) あな た は ア し * と 共に 、 外 


ON 設け て (崇め て ) は な ら な 
ヽ 。 そ うす れ ば あな た は 足 め られ 、 見 捨て 
られ た まま に な る だ うう: 


れ ( ア ッ ラ ー ゆ 以外 に は 何 も 難 接 6 
と な く 、 両 親 に は 孝行 を (せよ ) 、 と 命じ 
られ た 。 も し 役 ら の 内 の 片方 、 あ る い は 二 
人 と も 、 あ な た の 許 で 高齢 に 達 し た な ら 、 
彼ら に 対し て 「 ち ぇ っ 」? と 言っ た り 、 彼 ら 
に 居 丈 高 に を っ た り し て は な ら な い 。 そ し 
て 彼ら に は (いつ も ) 、 温 か い 言 葉 を か け 
て や る の だ 。 
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現世 の た め だ け に 努力 する 者 た ちと 、 来 世 ゆ え に 努 力 する 者 た ちの こと ( ム ヤ ッ サ ル 284 


真 参照 )。 


いずれ も アッ ラー* を 指す 「 あ な た の 主 *」「 わ れ ら *」 と いう 表現 の 人 れ 替 わり は 、「 イ ル テ 


ィ フ ァ ー ト (転換 )」 と いう 修辞 法 。 食 卓 章 12 の 訳注 


現世 で の 糧 (か て )、 行 い に お いて 「 引 き 立 て た 」 
「・… 高 く 位置 づけ られ た お 方 」 の 訳注 も 参照 。 
「 神 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 


( ム ヤ ッ サ ル 284 頁 


も 参照 。 


参照 )。 家 畜 章 165 


wn 


ウィ ー3:127 参照 )。 これ は 


る と いう こと で あり 、 そ れ 以 上 の 心 表 


ー ウ ィ ー3.439 参照 )。 


原語 で は 「 ウ ッ フ 」。 語源 に は 諸説 ある が 、 


』 親 に 対 


嫌気 を 示す 語 と し て 通用 し て いる (アル テバ ガ 
し て 、 僅か で も 嫌 な 思い を させ る こと が 禁じ られ て い 
的 ・ 身 体 的 危害 で あれ ば 、 尚 更 で ある (アル テバ イダ 


17. 夜 の 旅 章 565 el -Y 
以 和 けん ラ DE RTD rk 。 っ と 

24. また 彼ら に 、 慈 圧 の 念 に よる 典 さ の 賀 を RN CZ に る sg も 
下ろ も (と う ) 言 言う う の だ 。 「 我 が 皇 * よ ® っ 2 の SN 


彼ら に ご 慈悲 を お か け 下さ い 。 彼ら が 効か 
っ た 私 を (優し くい た わっ て ) 育て て くれ 
た よう に 」。 

(人 々 よ 、 ) あな た 方 の 主 * は 、 あな た 方 の 
心 の 内 に ある も の を 最も よく ご 存 知 で あ 
られ る 。 も し あな た 方 が 正しい 者 * な ら ば へ 
(か れ は あな た 方 を お 赦し に な ろう 、) 本 
当 に か れ は 、 常に 回 帰す る 者 3 た ち に 対し 、 
も と より 落し 深い お 方 な の だ か ら 。 


(人 間 よ 、) 近親 の 者 に その 権利 を 与え よ 。 
また 、 貧 者 * と 旅路 (で 苦境 ) に ある 者 に 
も (与え る の だ ) *。 そ し て 、 ひ どい 浪費 を 
する の で は な い 。 

本 当 に 浪費 する 者 た ち は シ ャ イタ ー ン * の 
同胞 で あり 、 シャ イタ ー ン * は も と より 、 その 
皇 * に 対し て とこ の 上 な い 不 信心 者 な の だ か ら 。 
も し あな た が 、 あ な た が 望む 、 あ な た の 皇 
* か ら の ご 慈悲 の 不在 ゆえ 、 彼 ら か ら 背 を 向 
ける と いう の で あれ ば 、 彼 ら に は 優し り 物 
言い を せよ 。 5 
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28. 


「 翼 を 下ろ す 」 と いう 表現 に つい て は 、 
親孝行 を する と いう 
トゥ ビー10:246 参照 )。 


アル = ヒジ ュ ル 章 


CE CL ES 
RINE I Td 
SE 


イタ レー 


DS SN ES 


ODD LN 


(< 3 


So の 328 
OLN 


3 


っ 


SII ED 


< ンマ ンー らら うじ し 
OL 


ン ラ と 


erp 


し 章 88 の 訳注 を 参照 。 


意図 に お いて 正直 で あれ ば 、 と いう 意味 で ある と され る (アル = クル 


3 「 常 に 回 帰す る 者 (アウ ワー ブ )」 と は 、 あ ら ゆ る 状況 に お いて 、 悔 悟 、 愛 慕 、 崇 拝 *、 怖 
れ 、 希 望 、 異 怖 の 念 、 祈 りな ど と 共に 、 ア ッ ラ ー* に よく 回 帰す る 者 の こと (アッ テニ サ ァ デ 
ィ ー711 頁 参 照 )。 


m 


いた め 、 断 ら な けれ ば な ら な い 時 に は 、 


し な さい 、 と いう こと (アッ = テ タ バリ ー6:5158 参照 )。 


近親 の 者 」 の 権利 と は 、 義 務 、 あ る い は 推奨 (すい し ょ う ) され た 善行 や 施し を 、 そ の 状況 
や 必要 に 応じ て 与え る こと 。 ま た 「 貧 者 」 と 「 旅 路 (で 苦境 ) 
要 を 満た す だ け の 施し を 、 浄 財 ^ や 任意 の 施し か ら 与え る こと (前 掲 書 
ここ で の 「 ど ご 慈悲 」 は 、 糧 の こと と され る 。 つ まり 施し を 求め られ て も 物質 
彼ら に ( 祭 裕 が 出来 た ら 施 す と いう ) よい 約束 を 


に ある 者 」 に 対し て は 、 そ の 必 
456 頁 参 照 )。 


的 な 余裕 が な 
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29.、 ま た 、 ( 療 い こと に 費やす ) あな た の 手 を DELI I LEED 
自分 } の 首 に 締り つけ た まま に し た り 、 それ | 0 RR 


30. 


を 完全 に 解き 放っ た り し て は な ら な 
。 そ うす れ ば あな た は 符 め られ 、 悲 し み 
i 


本 当 に あな た の 主 * は 、 か れ が お 望み の 者 に 


SINR 


欄 を 豊富 に 与え られ 、 また 控え られ る 2。 本 の Eu 
当 に か れ は も と より 、 その 僕たち に ご 通 

暁 さ れ て お り 、 (その 全て を ) よく ご 覧 に 

な る お 方 な の だ か ら 。 

31.、 ま た (人 々 よ ) 、 貧 困 を 恐れ て あな た 方 の | 8 の 
子供 を 殺し て は な ら な い 。 わ れ ら * が 彼ら あし Ss CL 
あな た 方 を 養 う の だ か ら 。 本 当 に 彼ら 

殺害 は 、 元 来 大 き な 罪 で ある 。 3 

32。 ま た 、 婦 淫 に は 近づく な 4。 実に 、 それ は 醒 | 34225 っ の 区 80 あ 835 
行 ? で あり 、 悪 い 道 な の だ か ら 。 I 

33。 ま た 、 権 利 : が な い 限 り 、 ア ッ ラ ー* が ( そ | 8 し YU タン 者 LG 

OS WA 
い 。 不正 * に 殺さ れ た 者 は 、 わ れ ら * が 確か OR IL 
に 彼 の 後見 人 7? に 、 根 拠 s を 与え た の だ 。 な 
1 「 手 を 自分 の 首 に 縛り つけ る 」 と は 、 自 分 自身 と 自分 の 家族 、 困 っ て いる 者 た ち に 対し て 十分 
に 費やさ な いこ と 。「 完 全 に 解き 放つ 」 と は 、 出費 に お いて 浪費 し 、 自分 の 能力 以上 の も の を 与 
える と こと 。 前 者 は 他人 か ら 答 め ら れ 、 後 者 は 後悔 する こと に な る ( ム ヤ ッ サ ル 285 頁 参照 )。 

2 物語 章 82、 サ バア 章 36、 暁 章 15-16 と 、 そ れ ら の 訳注 も 参照 。 

3 「 子 供 を 殺す こと 」 に つい て は 、 家 畜 章 137 と その 訳注 も 参照 。 

4 大 淫 に 「 近 づく こと 」 の 禁止 は 、 逆 肖 そ の も の の 禁止 より も 意味 が 強い 。 そ れ は 、 女 淫 を 

招く よう な あら ゆる 事柄 を 禁じ て いる か ら で あ る (アッ = テ = サ ァ デ ィ ー457 頁 参 照 )。 

5 「 柄 行 」 に つい て は 、 和 蜜蜂 章 90 の 訳注 を 参照 。 

6 と の 「 権 利 」 に つい て は 、 家 畜 章 151 の 訳注 を 参照 。 

7 ある い は 、 イ スラ ー ム * 法 に よる 統治 者 ( ム ヤ ッ サ ル 285 頁 参 照 )。 

8 この 「 根 拠 」 と は 、 キ サー ス 刑 (雌牛 凍 178 と その 訳注 を 参照 )、 ま た は 刑 の 代わ り に 代 


償 金 を 請求 する こと 、 あ る い は いか な る 代償 も な し に 落 免 (し ゃ めん ) する こと (アッ = 
タバ リー6:5165 参照 )。 
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ら ば 、 無駄 に 命 を 奪っ て は な ら な い '。 本 当 
に 彼 (後見 人 ) は 、 (その 権利 を 満た すこ 
と に お いて ) 援助 され る 者 な の だ か ら 。 


34. また 、 孤児 の 財産 に は 、 それ が 最善 の 形 ? で と LGC ああ 
な い 限り 、 彼 が 成東 * す る まで 近づい て は A PO 


な ら な い 。 そし て 契約 を 全う する の だ $ OEE 
実に 契約 は (復活 の 日 ) 、 間 わ れる こと に 
な る の だ か ら 。 

35. また (他人 の た め に ) 量 る 時 に は 井 を 全う RR RN 
し 、 正 し い 衝 で も っ て 量 る の だ 5。 そ れ が op A A 


(現世 で ) より 善い こと な の で あり 、 ( 来 
世 で ) より 善い 結果 と な る の だ か ら 。 


36. また (人 間 よ ) 、 あ な た の 知識 の な いも の Scale 
に 従っ て は な ら な い 。 実に 聴覚 も 視覚 も OP I CO EN 
心 も 、 そ れ ら 全て は 、 それ 5 に つい て 問わ れ 


る こと に な る の だ か ら 。 
37. また 、 大 地 を 得意 然 と し て 歩い て は な ら な SEIT NID 
い 。 本当に あな た は (その よう a oxN2I2UGCr 2 


で ) 大 地 を 裂く こ こ と も な けれ は 、 (その 高 
さ に よっ て ) 山々 ほど に 背 高 く A 
叶わ な い だ ろ うか ら 。 


殺さ れ た 者 の 後見 人 が 、 キ サー ス 刑 で 処刑 し た 者 の 遺体 を 傷つけ た り 、 加 害 者 以外 の 者 
を 殺し た りす る こと 。 あ る い は 一 般 的 に 、 正 当 な 権利 も な く 人 の 命 を 奪う こと (アッ = 
タバ リー6:5165)。 

2 この 「 最 善 の 形 」 に つい て は 、 家 畜 章 152 を 参照 。 

3 この 「 成 就 」 に つい て は 、 家 畜 章 152 の 訳注 を 参照 。 

食卓 章 1「 契 約 を 果たす 」 の 訳注 も 参照 。 

「 井 」 と 「 竹 」 に つい て は 、 家 畜 章 152 の 訳注 を 参照 。 

6 「 そ れ 」 と は 、 聴 覚 、 視 覚 、 心 を 用 いて 行っ た 物事 。 そ れ ら を 善 に 用 いれ ば 褒美 を 得る こ 
と に な り 、 悪 に 用 いれ ば 久 を 受け る こと に な る ( ム ヤ ッ サ ル 285 頁 参照 )。 復活 の 日 * に 「 問 
われ る 」 こ と に つい て は 、 高 壁 章 8 の 訳注 を 参照 。 


jt 


た 


wn 
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38。 それ ら は 皆 、 その 悪 が 、 あな た の 皇 * の 御 許 | @G2 あ 2% 
で 原 わ れる こと こと な の だ 。 ! 

39、 そ れ ら は あな た の 羊 * が 、 あ な た に 啓示 し た RN 
英知 の 一 部 。 そし て (人 間 よ 、 ナナ アッ ラー EE iL 

* と 共に 、 外 の 神 2 を 設 設け て (県 め て ) は な @ 23 と 
ら な い 。 そ うす れ ば あな た は 答 め られ 、 ( あ 

ら ゆ る 善 か ら ) 追い や られ つつ 、 地 獄 に 放 

り 込 まれ る こと に な る 。 

40. (シル ク * の 徒 よ 、) 一 体 あ な た 方 の 主 * i 
は 、 あ な た 方 に 男子 を 特別 に お 選び に な OE GE 
り 、 (ご 自身 に は ) 天使 * た ち を 女 ( 娘 ) 

と し て 選ば れ た と いう の か ?3 本 当 に あ 
な た 方 は まさ し く 、 と ん で も な い 言 葉 を 語 
っ て いる 。 

41. われ ら * は 確か に 、 彼 ら (人 々 ) が 教訓 を A NR 
得る べく 、 と の クル アー ン * の 中 で (法規 O62 
定 や 璧 え 、 訓 成 な ど を ) 多彩 に 示し た 。 そ 
れ は 彼ら (不正 * 者 た ち ) に 対し 、 (真理 
か ら ) 離 れ 去る こと に 拍車 を か ける だ け な 
の だ が 。 

42. (使徒 * よ 、 彼 ら シ ルク * の 徒 に ) 言う の だ 。 RA 

「 も し 彼ら が 言う よう に 、 か れ (アッ ラー SL EN GS 
*) と 共に ( 別 の ) 神々 が 存在 し た と し た 


1 「 そ の 悪 」 と は 、 ア ー ヤ *22 か ら 37 まで の 中 で 示さ れ た 物事 の 内 、 シ ルク * や 親不孝 、 浪 
費 な ど 、 悪 と 定め られ た こと (アッ = ニ サ アァ ディ ー457 頁 参 照 )。 ま た ここ で の 「 原 われ る 
と と 」 は 法学 用 語 的 な 意味 合い で は な く 、「 禁 じ ら れ た こと 」 で ある 、 と され る (イブ ン ・ 
ジュ ザイ 1:487 参照 )。 

2 「 神 」 に つい て は 、 雌 牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 

3 マッ カ \* の 不信 仰 者 * た ちの 一 部 は 天使 * を アッ ラー* の 娘 と する 一 方 で 、 自 分 た ち 自 身 に は 
娘 で な く 息 子 が 授かる こと を 望ん で いた (アッ テ タ バリ ー6:5175 参照 )。 詳 し く は 、 蜜 蜂 
章 57-62 と その 訳注 を 参照 。 

4 「 神 々 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 
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ら 、 それ な ら ば 、 それ ら は 御座 * の 主 へ の 道 


を 求め た * で あろ うに 」。 


4 えッ タン ン ン 


43 アッ ラー* に 称え * あ れ 。 か れ は 彼ら の 言う (TO この 


は る こう えん 
よう な こと か ら 層 か に 程遠く 、 高速 な お 方 。 


4 七 層 の 天 と 、 大 地 、 そ こ に ある (全て の ) | mA の E43 
も の は 、 か れ を こそ 称え る 。 そし て あ り と ers Fob 
あら ゆる も の は 、 か れ の 称賛 * と 共に (か O68 EA 


れ を ) 称え る * の だ 3 e し か し (人 々 よ ) 、 
あな た 方 は それ ら の 称揚 を 理解 し な い 。 
本 当 に か れ は も と より 、 寛大 な * お 方 、 赦し 


深い お 方 で ある 。 


ン 


し と よ の ライ セン を ニン 
45. (使徒 * よ 、) あな た が クル アー ン * を 計 む | NOG SC Ok 


時 、 われ ら * は あな た と 、 来世 を 信じ な い 者 
た ちの 間 に 、 覆い 隠す 帳 を 下ろ し て や る $ 


46. また 、 彼ら が それ (クル アー ン ? を 理解 で PC の NG 
き な い よう に 、 彼 ら の 心 に 着い を 、 そ の 上 3 Gb rk 
に は 重 し を か けた *。 そし て 、 あな た が クル Oa 
アー ン * の 中 で あな た の 主 * お 一 人 を (崇拝 * - 


の 対象 と し て ) 言及 する と 、 彼 ら は 嫌がっ 


背 を 向け る の だ 。 


1 「 御 座 」 に つい て は 、 高 壁 章 54 の 訳注 


sj 


を 参照 。 


一 説 に は 、 ア ッ ラ ー* 以 外 に も 神々 が いた と すれ ば 、 そ れ ら は アッ ラー* の 王権 を 求め 、 か 
れ に 打ち 勝 と うと し た で あろ う 、 と いう こ 


と (信仰 者 た ち 章 91 も 参照 )。 あ る い は 、 そ れ 


ら も また アッ ラー* へ の お 近づき を 求め た で あろ う 、 と いう 解釈 も ある (アル = バ ガ ウ ィ ー 


3:135 参照 )。 
イム ラー ン 家 章 83 と その 訳注 、 雷 鳴 
の 訳注 、 御 光 章 41 と その 訳注 も 参照 。 


w 


に 


章 15 と その 訳注 、 密 蜂 章 48-49、 巡 礼 * 章 18 と そ 


彼ら は 預言 者 * の クル アー ン * 読 謀 に 背 を 向け 、 そ れ に 無頓着 ( ぜ と ん ちゃ く ) で ある が ゆ 


え に 、 あたかも 預言 者 * と 彼ら の 間 に は 因 い が あり 、 それ で 彼ら は 彼 を 目 に し な いか の よう 
で ある (アッ ニシ ャ ウ カ ー ニ ー3.321 参照 )。 ある い は 、 そ れ は 彼ら の 不信 仰 に 対す る 六 と 
し て の 、 無知 と 心 の 盲目 の こと で 、 彼ら の 心 は クル アー ン * を 理解 し 、 そ こ か ら 益 を 得る こ 
と か ら 阻 まれ た (アル = カー スィ ミー10:3936 参照 )。 


5 「 耳 に 重 し を か ける 」 に つい て は 、 家 畜 


章 25 を 参照 。 ま た 、 雌 和牛 章 7 の 訳注 も 参照 。 
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47. わ れ ら * は 、 彼 ら が あな た に 耳 を 傾け る 時 、| 33gao み 3 
そし て 彼ら が 密 『 談 し て いる 時 、 つ まり 不正 SAI ER 
* 者 た ち が 、「 あ な た 方 は 、 魔術 に か けら ON 
れ (て 正気 を 失っ ) た 男 に 従っ て いる に 外 
な ら な い 」 と 言う 時 、 彼 ら が 聴い て いる 様 
子 * を 最も よく 知っ て いる 。 

48. (使徒 * よ 、) 見 よ 、 彼ら が あな た に 対し て SS EN NR 
どん な 壁 え を 挙げ 2?、 近 迷い 去っ て し まっ た か OI ES 
を ? ゆえ に 彼ら は 、( 正 し い ) 道 に 到達 す 
る こと も 出来 な い の だ 。 

49. また 、 彼 ら (シル ク * の 徒 ) は 言っ た 。「 一 AA I 
体 、 骨 と 化し 、 ば ら ば ら に な っ た 後 で 、 本 OLE 
当 に 私 た ち が ま さ し く 、 新 た な 創造 "と し て 
蘇 らち され る と いう の か ?」 

50. (使徒 * よ 、) 言っ て や れ 。「 石 に で も 、 鉄 OI Es 
に で も な る が よい 。 

51、 あ る い は 、 あ な た 方 の 心 に と っ て (生命 うー 
か る と と 0 あり えな いよ うな 、 いか な の Mazdk っ 

る 創造 物 * に で も 。 (それ で も アッ ラー* は 、 BI の 321 
あな た 方 を 多 ちせ る の だ か ら 。) 」 す る | 。 2 7 
RI 


と 、 彼ら は 言う で あろ う 。「 誰 が 私 た ち を 、 
(死後 に 生き ) 返ら せる と いう の か ?」 言 
っ て や れ 。「 あ な た 方 を 、 最初 に ( 無 か ら ) 
創成 * さ れ た お 方 が (そう され る ) 」 。 する 


= 


く 、 た だ クル アー ン * の 中 に 落ち 度 を 見 つけ よう と する 悪い 意 


ディ ー459 頁 参照 )。 


1】 


彼ら が クル アー ン * に 耳 を 傾け た の は 導き を 得 た り 、 真 理 を 受け 人 人 れ た りす る た めで は な 


図 の た め だ っ た (アッー サ アァ 


預言 者 * ヘ ムハンマド * に 対す る 、「 魔 術 に か けら れ た 男 」「 単 な る 詩人 」「 狂 人 」 な ど と いう 悪 


口 の こと で ある 、 と 言わ れる (アッ テ タ バリ ー6:5181 参照 )。 


ww 


「 あ な た 方 の 心 に ・ 
より も 、 更 に 生命 か ら は 無 


た 


「 新 た な 創造 」 に つい て は 、 雷 鳴 


"創造 物 」 と は 、 
縁 と 思 


章 5 の 同 語 の 訳注 を 参照 。 
一 説 に 天地 や 山々 な どの こと 。 あ る い は 、 石 や 鉄 な ど 
われ る 全て の も の (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 1:489 参照 )。 
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中 es) な WV 


52. 


53. 


54. 


55. 


と 彼ら は 、 あ な た に 対し て ( 嗣 りな が ら ) 
頭 を 振り 、 (こう ) 言う で あろ う 。「 そ れ 
(復活 の 日 や は 、 い つの こと な の だ ね ?」 
言っ て や る の だ 。「 す ぐ か も し れ な い 」」 。 


か れ (アッ ラー や が あな た 方 を (墓場 か ら 
出 て 来る よう ) お 呼び に な り 、 あ な た 方 が 
か れ を 称賛 * し つつ (その ご 命令 に ) 応じ 、 
自分 た ち は (現世 で ) 少し の 間 し か 過 ご さ 
な か っ た と 思う 2 日 。 


(信仰 者 で ある ) わが 僕たち に 、 よ い 言 葉 を 
語り な さい 、 と 言う が よい 。 本 当 に シャ イタ 
ー ン * は 、 彼ら の 間 を (こじ れ さ せる べく ) 突 
いて くる 3 の だ か ら 。 本 当 に シャ イタ ー ン * は 
元 来 、 人 間 に と っ て の 紛れ も な い 瑞 な の だ 。 


(人 々 よ 、 ) あな た 方 の 主 * は 、 あな た 方 の 
こと を 最も よく こ 存 知 で ある 。 か れ が お 望 
みな ら ば 、 あな た 方 に ど 慈 悲 を か けら れ 、 
また お 望み な ら ば 、 あな た 方 を 罰せ られ 
J そし て (使徒 * よ 、) われ ら * は あな た 

、 彼 ら の (諸事 の 面倒 を 見 る ) 代理 人 と 
し e わ し た の で は な い 。 


また (使徒 * よ ) 、 あ な た の 主 * は 諸 天 と 大 
地 に ある 者 を 最も よく ご 存 知 の ね お 方 。 そ し 
て われ ら は 確か に 、 ある 預言 者 * た ち を 、 別 
の 預言 者 * た ちよ り も 引き 立て た 。 また 、 ダ 
ー ウ ー ド * に は 書 巻 4 を 授け た の だ 。 


1 復活 の 


* の 近 さ に つい て は 、 密 蜂 


LN tg ンー ライ タック ーー ラン ン デ 
OI OT I I RD 


OI 


BB er 
0 


ン タン 


BE こつ Co や < 
GO OT CS 
op 


OH GG £9 


1、 預 言 者 * た ち 章 1 の 訳注 も 参照 。 
「( 現 世 で ) 少し し か 過ごさ な か っ た と 思う 」 に つい て は 、 コ ユー ヌス * 章 45 と その 訳注 、 


及び ター・ ハ ー 章 103、 信 仰 者 た ち 章 113-114、 ビ ザン チン 章 55、 砂 丘 章 35、 引 き 離 す 


3 


も の 章 46 も 参照 。 
ジャ イタ ー 


ン * か ら 「 突 か れる こと 」 に 関し て は 、 
「 書 巻 」 に つい て は 、 放 人 章 163 も 訳注 を 参照 。 


高 壁 章 200 の 訳注 を 参照 。 
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56. (使徒 * よ 、 シ ルク * の 徒 に ) 言え 。「 あ な た RS ON 0 
方 が 、 か れ (アッ ラー や を よそ に (神々 ! で |  @ 以 約 水 (36 っ 
と ) 主張 し た 者 た ち に 、 祈っ て みる が よ 
。 そ れ ら は あな た 方 か ら 災い を 取り 除く 
(それ を ) 移す こと ? も 出来 な い 。 

57. 彼ら が (アッ ラー* に 並べ て ) 祈っ て いる そ | 85 1 つっ だ oi 
れ ら の 者 た ち 3 は (彼ら 自身 が ) 、 い ずれ の 6 3 
者 が ( 宇 * に ) 一 番 近 いか 、 と 自分 た ちの 詩 | <〆。 NE ES 
* へ の お 近づき を 求め 、 その ご 慈悲 を 望み 、 i 2 
その 懲 割 を 怖がる 者 た ちな の で ある 。 本 当 - 

に あな た の 主 * の 懲罰 は も と より 、 用 心 す 
べき も の な の だ 。 

58. われ ら * は いか な る (不信 仰 者 * の ) 町 も 、 SEN 
復活 の 日 * 以 前 に 滅亡 させ る か 、 あ る い は 上 厳 EC 
し い 徐 前 で 六 せ ず に は お か な い の だ 。 それ OE 
は も と より 、 書 (守ら れ し 碑 版 や の 中 に 記 
され て (お り 、 起 こる の が 運命 づけ られ て ) 
いる こと な の で ある 。 

59. また 、 わ れ ら * が (、 シ ルク * の 徒 が あな た | 23 る de Ga 


に 要求 する ) 御 徴 を も た ら さ な か っ た の 
は 、 昔 の 人 々 が (いざ 、 奇跡 が も た ら さ れ 
た 時 に ) それ を 嘘 呼ば わり し (、 それ ゆえ 
に 徴 信 X ( 湖 を 味わう こと に な っ ) た か ら に 外 な 
ら な い 。 われ ら “ は サム ー ド * に 、 明らか な 
る も の (奇跡) と し て 雌 ラ クダ を 授け 、 彼 
ら は それ に 対し て (否定 する と いう ) 不正 


1S】 


ww 


た 


ユー ヌス * 章 97、 ター・ ハ 


この 「 御 徴 」 と は 、 


「 宰 々 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 


「 そ れ ら の 者 た ち 」 と は 、 預 言 者 *、 正 し い 者 *、 


奇跡 の こと (前 掲 書 288 


イン ラン イン イン ライ ロン ョ ニュ ン ン テイ ママン 
a GO 
ORIN LS 


つま り 、 災 い を 別 の 者 に 転移 させ た り 、 別 の 状況 に 変え た た りす る こと ( ム ヤ ッ サ ル 287 頁 参 照 )。 
天使 * た ちな どの こと (前 掲 書 、 同 
頁 参照 )。 彼 ら は 、 真 の 預言 者 * な の で あれ ば 奇 
跡 を 起こ し て みよ 、 と 要求 し た も の だ っ た 。 ア ー ヤ *90-93、 雌 和牛 章 108、 


A 参照) 9 


畜 章 109-110、 


章 133、 預言 者 * た ち 章 5、 識別 章 


『 7-8、 創成 者 * 章 42 な ども 参照 。 
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中 es) な WV 


60. 


61. 


“を 働い た の だ 。 そ し て 、 わ れ ら * が 御 微 ? 
(と 共に 使徒 * た ち ) を 送る の は 、 (人 々 を 
戒め る べく ) 怖がら せる た め に 外 な ら な い 
の で ある 。 


( 便 徒 * よ 、 ) われ ら * が あな た に 、「 本 当 
に あな た の 主 * は 、 人 々 を (その 知識 と 御方 
に よっ て ) 包囲 され た 3」 と 言っ た 時 の こと 
(を 思い 起こ させ よ ) 。 また 、 われ ら * が あ 
な た に 見 せ た 光景 は 、 人 々 へ の 試練 以外 の 
何 物 で も な か っ た し *、 ク ルアー ン * の 中 の 
呪 われ た 木 5 も (、 そう な の で ある ) 。 われ 
ら * は 彼ら を 、 ( 懲 六 や 御 徴 の 数 々 で ) 怖 
が ら せ る 。 そし て 、 それ は 彼ら に 対し 、( 不 
信仰 と 迷い と いう ) ひど い 放 坪 さ に 拍車 を 
か ける だ け な の だ 。 


(使徒 * よ 、) われ ら * が 天使 * た ち に 「 ア ー 
ダム * に サジ タダ * せ よ 」 と 言い 、 そ し て 彼ら 
が サジ ダ * し た 時 の こ と (を 思い 起こ させ 


a 


NM 


w 


* ら は アッ ラー* の ご 意 
この 「 光 景 」 と は 、 預 


た 


る こと が 出来 ず 茎 教 (きき ょ う ) し た が 、 


サム ー ド * と 雌 ラ クダ の 逸話 に つい て は 、 
た ち 章 155-157、 


と の 「 御 徴 」? 


27-29、 太 陽 章 13-14 も 参照 。 


高 壁 章 73 と その 訳注 、 フ ー ド * 章 64-68、 


を 望む 者 か ら 


言 者 * が 夜 の 旅 と 昇天 に お いて 


( ム ヤ ッ サ ル 288 


カス ィ ー ル 5:92 参照)。 
「 呪 われ た 木 」 と は 、 ザ ッ ク ー ム の 木 の こ と 。 水 で は な く 地 獄 の 炎 に よっ て 生き る 木 で 、 


m 


地獄 の 
る よう に 、 


その 実は 忌 ま わ し く 、 悪 


ヽ 
NR 
\ 
Ge\ 
Cr 
CS 
cc 


る 7 


ew NS 
3 kN 5 と みろ 


詩人 


さ 、 奇 跡 や 教示 な どの こと ( ム ヤ ッ サ ル 288 頁 参 照 )。 
アッ ラー* は 預言 者 * ム ハン マ ド * に 対し て 午 
思 と 定め か ら 、 反 する こと は 出来 な い ( ア ッ テ タ バリ ー7:5199 参照 )。 
に し た 、 
肌 参 照 )。 そ し て 、 こ の 「 試 練 」 に より 、 あ る 人 々 は その 出来 事 を 信じ 
別 の 者 た ち は 逆 に 堅固 さと 確信 を 得 た (イブ ン ・ 


、 彼 を お 守り くだ さる 。 不信 仰 者 


驚く べき 光景 の 数 々 の こと 


民 の 食べ 物 。 「 無 理 や り 飲 み 込 む 」 と いう 意味 の 「 タ ザッ クム 」 が 語源 で ある と され 
臭 を 放つ の だ と いう 。「 ザ ッ ク ー ム 」 が 一 方 言 で 「 ナ ツ 


メ ヤ シ の 実 と バタ ー」 を 指し た こと か ら 、 マ ッ カ * の 不信 仰 者 * ら は 「 ア ッ ラ ー* よ 、 私 た ち 


の 家 に それ を お 増やし 下さ い 」 と 言っ た り 、 あ る い は 「 火 は 木 を 燃やす と いう の に 、 
に 木 な ど あ る は ず が な い 」 な ど と 笑っ た り し た (アル = クル トゥ ビー15:85 参照 )。 
章 62-66、 煙 霧 章 43-46、 出 来 事 章 


52-53 も 参照 。 


地獄 
整列 者 


17. 夜 の 旅 章 
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中 es) な VY 


62. 


63. 


64. 


よう !。 し か し 、 イ ブリ ー ス * だ け は 別 だ っ 
1 こう ) 申し 上 げた の 
「 一 体 、 あ な た が 泥 二 から 創 られ た も 


た 。 彼 は ( 不 遂に も 


だ 


の ? に 、 私 が サジ ダ * す る と いう の で すか ?」 


彼 (イブ リー ス ?) は 、 
し 上 げた 。 


す 


た が 、 私 に 復活 の 
っ た な ら 、 私 は (精選 され た ) 僅か な 者 た 
ち 3 を 除き 、 必ずや その 子孫 を ( 誘 5 惑 と 腐敗 
よっ て ) 思 い 通 り に し て みせ まし ょ う 」。 


1 (イブ リー スズ * よ 、 ) 行 
そし て 彼ら (アー ダム * の 子孫) 


まま ご 


「 仰 っ て 下さ い 。 
な た が 私 より も お 引き 立て に な っ た 者 で 
(が 、 その 説 は 何で すか ) 。 も し も あな 


1* ま で 獲 ア を 授け て 下さ 


か れ は 仰せ られ た 。 
く が よい 4。 


(アッ ラー* に ) 申 
これ が 、 


の 内 、 あ な た に 従 う 者 が あれ ば 、 地獄 こそ が 、 
あな た 方 へ の ふん だ ん な る 報い と な ろう 。 


と 歩兵 


と 歩兵 


= 


wn 


この HH 


1 来 事 の 詳細 に 関し て は 、 雌 # 


彼ら の 内 、 出来 る 限り の 者 を 、 あな た の 声 
に よっ て ( 罪 へ と ) 周 動 し 、 
を 彼ら に 対し て 結集 させ 、 財産 と 子 
供 た ち に お いて 彼ら の 2 分 け 前 に 与 か り *、 彼 


あな た の 騎兵 


ター・ ハ ー 章 116-123、 サ ー ド 章 71-83 な ども 参照 。 


注 を 参照 。 

この 

これ ら の 言葉 は 、 イ ブリ ー ス * と その 追随 者 へ の 警 
288 頁 参 照 )。 ま た 、 イ ブリ ー ス * の 申し 出 が 

の 訳注 を 参照 。 

シャ イタ ー ン * は 人 の 財産 に お いて 

合法 な 家畜 を 勝手 に 非 合 法 と する こと な ど 、 非 合 
また 子 


雌牛 章 34 の 訳注 を 参照 。 
アー ダム * が 土 か ら 段 階 を 経 (へ ) て 創 られ た こと に つい て 


あ 


また 、 


ENGI ば 


ン そ 


RS の 2 > 


ンジ ーー 


0 の 


っ 


A A 


に CI ンー イヤ 。 
zo っ OUJ の Ys 
OLY 2 


上 章 34-39、 高 壁 章 11-25、 ア ル = ヒ ジュ ル 章 28-42、 


ここ で の サジ ダ * に つい て は 、 


は 、 ア ル = ヒ ジュ ル 章 26 の 訳 


「 僅 か な 者 た ち 」 に つい て は 、 ユ ー ス フ * 章 24「 精 選 さ れ た 僕 」 の 訳注 を 参照 。 


ッ テ タ バリ ー7:5213 参照 )。 


告 的 意味 合い に よる も の ( ム ヤ ッ サ ル 


け 入 れ ら れ た こと に つい て は 、 高 壁 章 15 


Y 法 な 


アッ ラー* 以 外 の も の に 犠牲 を 捧げ た りす る こと や 、 


的 < ヨ 


F 段 に よる 出費 や 収入 へ と 招く 。 


[に 関し て は 、 女 浮 (か ん いん ) や 岬 児 (えい じ ) 殺し な どの 罪 を 飾り 立て る ( ア 
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ら に (偽り の ) 約束 を せよ 」。 シャ イタ ー 
ン * が 彼ら に 約束 する こと は 、 欺 き 以 外 の 
何 も の で も な い の だ が 。 

65. 本 当 に (精選 EO RA 
た ち ! は と いえ ば 、 あな た に は 彼ら (を 謗 SILIR GS 
する と と ) に 対し て 、 付す 
そし て (預言 者 * よ 、) あな た の 主 * だ け で 、 

(信仰 者 を シャ イタ ー ン * か ら 守 っ て くれ 
る ) 委任 者 3 は 十分 な の だ 。 

66. (人 々 よ 、 ) あな た 方 の 主 * は 、 あな た 方 が RR NS 
か れ の 加 軍 を 求め る べく 、 あ な た 方 の た め AS ET 
に 船 を 海 に 歩 ま せる お 方 。 本 当 に か れ は も DE 
と より 、 あ な た 方 に 慈愛 深い * お 方 な の だ 。 

67. そし て 、 海 で あな た 方 に 災難 が 降り か か れ A 

ば 、 あ な た 方 が 祈っ て いる も の た ち は 、 か A MC 
れ (アッ ラー や を 除い て (あな た 方 の 脳裏 OENGG 
か ら ) 消え 失せ て し まう 。 (あな た 方 は そ 
の 時 、 ア ッ ラ ー* だ け に 救い を 求め る が 、) 
か れ が あな た 方 を 陸上 に 救い 上 げ ら れる 
と 、 あ な た 方 は (信仰 と 誠実 さ 、 正 し い 行 
い * か ら ) 背 を 向け て し まう 。 人 間 と は そ も 
そ も 、 恩 知ら ず な も の 。 

68. (人 々 よ 、) 一 体 あ な た 方 は 、 か れ が あな AI の の: 
た 方 を 陸 の 一 辺 ? も ろ と も 沈め て し まっ た BNL LL 
り 、 あ る い は あな た 方 に 石 を 降ら す 風 を 送 $ ふ 55 


っ た り し (て 視 せ られ ) な いと 、 安 心して 


a 


IN) 


w 


た 


と の 「 わ が 僕たち 」 に つい て は 、 ユ ー 
ある い は 「 根 拠 」 と いう 意味 (アッ ニタ バリ ー7.:5213 参照 )。 
この 「 委 任 者 」 に つい て は 、 頻出 名 ・ 用 語 解説 の 「 全 て を 請け 


ッ ラ ー* が お 望み な ら 、 0 険 か ら 逃 れ て 上 陸 し た 直後 に 、 
ーシュ ー ル 15:162 参照 )。 


一 説 に は 海岸 の こと 。 ア 
A こと も あり 得る (イブ ン ・ 


ス フ * 章 24「 精 選 さ れ た 僕 」 の 訳注 を 参照 。 


われ る * お 方 」 の 項 を 参照 。 
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いる の か ? その 後 、 あ な た 方 は 自分 た ち 


69. 


70. 


Tl 


7 の 。 


(あな た 方 を 守っ て くれ る ) いか な る 
委任 者 も 見 出さ な い の だ 。 


いや 、 一 体 あな た 方 は 、 か れ が 自分 た ち を も 
う 一 度 そ こ ( 海 ) へ 戻し 、 自 2 分 た ち に 暴風 を 
送り 、 自 ら の 不信 仰 ゆ え に 自 2 分 た ち を 湧 れ 
させ な いと 安心 し て いる の か ? その 後 、 あ 
な た 方 は その こと で 、 われ ら * に 対す る 自分 
た ちの 後見 人 ! を 見出す こと も な い の だ 。 


われ ら * は 確か に 、 7 アー ダム * の 子 ら に 栄誉 を 
授け 、 彼ら を 陸 に 海 に 運ん だ 。 そし て 彼ら に 
善き 糧 か ら 授け 、 わ れ ら * が 創造 し た 多く の 
も の より も 、 彼 ら を 大 い に 引 き 立 て た の だ 。 


われ ら * が 全て の 人 々 を 、 そ の 導き 手 ? と 共に 
召喚 する (、 復 活 の ) 日 * (の こと を 思い 出 
させ よ ) 。 そ し て 自分 の 帳 往 を 右手 渡さ 
れ た 者 、 そ れ ら の 者 た ち は 自分 た ちの 眉 衝 

を (喜ん と し て ) 読む て こと と な り ^、 系 くず * ほ 
ど さ えも 不正 *c 扱 われ る と と が な い 。 


世に お いて も 曽 目 * で あり 、 更に 道 に 迷 っ う 者 
な の だ 。 


に 、 


彼 


— 


ら へ の 援助 者 、 
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彼ら の 復讐 (ふく し ゅ う ) を 要求 する 「 後 見 人 」 の こと 。 あ る い は 、 ア 


ッ ラ ー* の され た こと を 否認 し 、 か れ を 追求 する 者 (アル テバ ガウ ィ ー3.144 参照 )。 


TO 


っ 
が 
行 
印 
と 

。 


5 現 
え 


の 


た 
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とこ の 「 導 き 手 」 の 解釈 に は 、「 預 言 者 *」 


「 啓 
ある (アッ = テ タ バリ ー7:5217-5219 参照 )。 
い の 帳 筐 を 右手 に : 
で ある (アッ = テ サ ァ デ ィ ー463 頁 参照 )。 ま た 、 
その 訳注 、 洞 窟 章 49、 真 実 章 19-.25、 割 れる 章 

糸 く ず 」 に つい て は 、 婦 人 章 49 の 訳注 を 参照 。 
世に お いて 、 ア ッ ラ ー* の 御 力 を 示す 証拠 に 盲 
を 信じ な か っ た 者 は 、 復活 の 
サル 289 頁 参 照 )。 家畜 章 50、 


度 さ れる こと は 、 彼 が 正しく 導 か れ 


遇 「 現 世 で の 行い が 記さ れ た 帳 潤 」 な どの 説 


、 悪 行 よ り も 善行 が 優 っ た こと の 


この H 
7 以降 な ども 参照 。 


陸 の 様子 に つい て は アー ヤ *13-14 


で あり 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * の 伝え た 教 
*、 天 国 へ の 道 を 歩む こと に お いて 更に 第 
雷鳴 章 16、 フ ー ド * 章 20、24 と その 訳注 も 参照 。 


で ある ( ム ヤ 
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中 es) な VY 


73. 


74. 


75. 


76. 


17. 


(使徒 * よ 、) 本 当 に 彼ら (シル ク * の 徒 ) 
は 、 あな た に それ (クル アー ン ? 以外 の も 
の を われ ら * に 対し て で っ ち 上 げ さ せる ベ べ 
く !、 わ れ ら * が あな た に 下 し た も の (クル 

ン *) か ら 、 あ な た を 惑わ せ て 遠 ざ け て 
し まう と ころ で あっ た 。 そ うす れ ば 彼ら 
は 、 あ な た を 親友 と し た で あろ う 。 


そし て 、 も し われ ら * が あな た を (真理 に お 
いて ) 確固 と させ な けれ ば 、 あな た は 確か 
に 僅か な が ら も 、 彼 ら (の 提案 ) に 魔 いて 
し まう と ころ で あっ た 。 


(使徒 * よ 、 も し あな た が 彼ら に 少し で も 麻 
いて いた ) な ら ば 、 わ れ ら * は あな た に 倍 の 
生 と 倍 の 死 : を 味わわ せ た の で あり 、 そ れ か 
ら あな た は 自分 自身 に 、 わ れ ら * に 対す る い 
か な る 援助 者 も 見 出す こと は な か っ た の だ 。 


また 、 本 当 に 彼ら < 不信 仰 者 * ら ) は あな た を 
追放 する べく 、 あな た を 実に 類 わ せ て 、 その 
地 (マッ カツ や か ら 出 て 行か せる と ころ で あっ 
es で し て 。 そう し た と し て も 彼ら は 、 あな 
た の ( 出 て 行っ た ) 後 、 借 か ば か り (の 間 ) 
し か (そこ に ) 留まる こと が な い の で ある 3。 


(それ は 、) われ ら * の 合 E 徒 * た ちの 内 、 わ 
れ ら “が 確か に 、 あな た 以前 に 遣わ し た 者 た 
ちの 摂理 *。 そ し て (使徒 * よ 、) あな た は 


3 


フー ド * 章 12 の 訳注 も 参照 。 


2 つま り 現 世 で も 来 
7:5223 参照 )。 
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世 で も 、 倍 の 懲罰 を 味わう こと に な る と いう こと (アッ = タバ リー 


一 説 に は 、 バ ドル の 戦い * の こと 。 ム スリ ム * た ち が マ ッ カ * か ら マ ディ ー ナ * に 移住 『 し た 後 、 マ ッ 
カ * の 不信 仰 者 * が バド ル で 大 敗 す る まで 、 一 年 半 し か な か っ た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 5:101 参照)。 


「 使 徒 * た ちの 摂理 」 と は 、 使 徒 * を 自分 


摂理 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 290 頁 参 照 )。 


けた ちの 間 か ら 追 放し た 社会 が 滅ぼさ れる 、 と いう 


17. 夜 の 旅 章 


578 Dp WV 


78. 


79. 


80. 


い だ 


われ ら * の 援 理 に 、 い か な る 鍛 澤 も 自 抽 すこ 
と が な い 。 
太陽 が 傾い て か ら 、 夜 の 間 ( が 包み こむ 時 ) 


れい は し 


の 礼拝 を 遵守 "せよ 。 そし て 時 の クル 
ー ン を (遵守 する の だ ) 。 本 当 に 上 暁 の 
の ー ン * は 、 (天使 * た ち に ) 立ち 会 わ 


れる ON 


また ( 問 言 者 * よ ) 、 夜 の 一 部 を あな た (の 
高い 位 ) へ の 善き 上 乗せ と し て 、 そ れ ( ク 
ルアー ン ウ を も っ て タ ハ ッ ジ ュ ド 2 せ よ 。 
あな た の 主 * は 、 あ な た を 栄 準 ある 場所 * に 
菊 ら せ て 下さ る だ ろう か ら 。 


また 、 言う の だ 。「 我 が 主 * よ 、 私 を 善い 入 
り 所 か ら 入 れ 、 私 を 善い 出口 か ら 出 し て 下 
さい $ そし て あな た の 御 肛 f か ら 私 に 、 (私 
に 反対 する 者 に 対す る 、 我 が ) 助力 と な る 
拠 5 を お 授け 下さ い 」。 


上 


— 


これ は 一 説 に 、 夜 明け 前 の 義務 の 礼拝 の こと 。 そ こ 
が 集合 する と され る (アル = テ ブ ハー リー648、 雷 鳴 音 
この 直前 に 言及 され て いる 「 礼 拝 」 は 正午 過ぎ か ら 夜 まで に 定め られ た 、 四 つの 義務 の 礼 
拝 で ある と 言わ れる ( ム ヤ ッ サ ル 290 頁 参 照 )。 こ れ ら 五 回 の 義務 の 礼拝 は 、 預 言 者 * 


rd 2 
i NIE 


に は 、 夜 の 天使 * た ちと 昼 の 天使 * た ち 


11「 交 替 番 」 の 訳注 を 参照 )。 尚 、 


が 昇天 し た 際 に 定め られ た (アル = テ ブ ハー リー3887 参照 )。 
夜 に 一 度 眠っ た 後 起 き て 、 暁 の 前 まで に 行う 礼拝 の こと (アッ ニタ バリ ー7:5234 参 


照 )。 語 源 的 に は 、 


「 眠 り を 振り 払う べく 努力 する 」 と いう 意味 合い が ある (イブ ン ・ 


アー シュ ー ル 15:185 参照 ) その 義務 性 に つい て は 、 衣 を 纏 ( ま と ) う 者 章 2 と その 


ll 


ww 


訳注 も 参照 。 
預言 者 * ム ハン マ ド * は 復活 の 日 *、 最大 の 執り 成 し 手 と な る ほか 、 誰 も 授かる こと の 出来 な 


い 数 多く の 栄 状 や 、 特 別 な 役目 を 授かる (イブ ン ・ カ スィ ー ル 5:104 参照 )。 

「 善 い 入 り 所 」 と 「 善 い 出 口 」 の 解釈 に は 、 前 者 と 後者 が それ ぞ れ 「 死 、 復 活 」「( ア ッ ラ 
ー* か ら の ) ご 命令 (へ の 服従 )、 禁 止 (の 回 避 )」「( 安 全 な 避難 先 と し て の ) マデ ィ ー ナ *、 
(シル ク * の 徒 の 支配 下 に あっ た ) マッ カ *」 と いっ た 諸説 が ある が 、 ア ー ヤ * の 意味 は その 


た 


wn 


全て を 包括 する も の で ある (アル = クル トゥ ウゥ ビー10:312-313 参照 )。 
一 説 に は 、「 偉 力 と 勝利 」( 前 掲 書 10:313 参照 )。 


17. 夜 の 旅 章 579 ol と -Y 


タッ ン ン ン ン 


81. そし て (使徒 * よ 、 シル ク * の 徒 に ) 、 言 う NIR EY 
が よい 。 真理 は 到来 し 、 虚 安 は 消滅 し た @6 め 5 
!。 本 当 に 虚妄 は 、 消 滅する こと に な っ て 
いる の だ か ら 」。 


82。 わ れ ら * は クル アー ン * か ら 、 信 仰 者 た ち へ | の 和 colo 雪 ca9 
の 癒 し 2 と 交 悲 で ち も る も の を 下す 。 それ は | @⑧@SNouW2Y5Se 再 
(それ を 嘘つき 呼ば わり し て 信じ な い ) 不 - 
正 * 者 た ち に 、 (不信 仰 と 迷い と いう ) 損失 
し か 上 乗せ し な い の だ が 。 

83、 ま た 、 わ れ ら * が 人 間 に 矯 思 を 授け れ ば 、 彼 SN EN 
は (アッ ラー* の 想念 を ) 拒み 、 そっ ぽ を 向 OC 

いて 遠ざかる 。 そ し て 自分 に 悪 が 降り か か 

る と 、 和 失意 の 念 激 し い 者 と な る の だ 。 


84. (使徒 * よ 、) 言え 。「 (あな た 方 は ) 皆 、| 史 交 2ue-GMEs 
自分 に 合っ た や り 方 で 行う の で あり 、 あ な ONS 


た 方 の 主 * は 、 誰 こ そ が 最も (正しい ) 道 に 
導 か れ て いる 者 な の か 、 一 番 よ くど ご 存 知 な 
の で ある 」。 


85. 彼ら (不信 仰 者 * た ち ) は 、 魂 に つい て | 6 
あな た に 尋ね る 。 言 っ て や れ 。 「 魂 は 、 ) 
我 が 主 * (だ けが ご存知 ) の 事 。 あな た 方 


は 、 僅か ば か り し か 知識 を 与え られ て は い 


な い 」。 
86. ま た 、 も し われ ら * が 望む な ら 、 わ れ ら * は EN TE 
あな た に 啓示 し た も の (クル アー ン ) を ( あ op TO 


な た の 心から 、) まさ に 消し 去っ て し まお 
う 。 そ れ か ら あ な た は そこ に お いて 、 われ 
ら に 対し て (それ を 阻む 、 ) 自ら の 委任 者 
を 見 出さ な い の で ある 。 


1 この 「 真 理 | は イス ラー ム *、「 虚 妄 」 は シル ク * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 290 頁 参照 )。 
2 この 「 癒 し | に つい て は 、 ユ ー ヌ ス * 章 57 の 訳注 を 参照 。 


17. 夜 の 旅 章 580 sas, a VY 
87。 し か し 、 あ な た の 主 * か ら の ご 慈悲 ゆえ (、| SERS 
か れ は クル ア ー ン * を 、 あ な た の 心 に 堅固 に ④ し る 
し 給 う ) 。 本 当 に 、 か れ の あな た に 対す る - 


88. 


89. 


90. 


91. 


92. 
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ご! 3 籠 は 、 も と よ り 偉 大 な の だ か ら 。 


言っ て や れ 。 「 も し も 、 と の クル アー ン * 
と 同様 の も の を 創作 すべ く 、 人 間 と ジン * 
が 結集 し た と し て も 、 それ と 同様 の も の を 
作る こと は 断じて 叶わ な い 。 た と え 彼 ら が 
お 互い に 力 を 合わ せ て も 、 で ある 」。! 
われ ら * は 確か に この クル アー ン * の 中 で 、 
人 々 に 対し 、 (教訓 を 受け る べき ) あら ゆ 
る 壁 え を 多彩 に 示し た 。 そし て 大 半 の 人 々 
は 、 (真理 へ の ) 否定 以外 を 拒ん だ の だ 。 


(クル アー ン * の 真実 性 に 太刀 打ち で き な 

いと 知る と 、) 彼ら (シル ク * の 徒 ) は 言っ 
た 2。「 (ムハンマド * よ 、 ) あな た が その 地 
(マッ カ ") か ら 、 私 た ち に 噴 泉 を 湧か せる 
まで 、 私 た ち は あ な た の こと を 信じ まい 。 


また は 、 あな た に ナツ メ ヤ シ と 仙 荷 か ら な 
る 農園 が 現れ 、 あ な た が その 間 か ら 河 川 を 
勢い よく 注 ら せ る まで は 。 


ある い は 、 あ な た が 主張 し て いる よう に 、 
天 を いく つも の 破片 に し て 私 た ちの 上 に 
落下 させ る 3 か 、 あな た が アッ ラー* と 天使 * 
た ち を 眼前 に 連れ て 来る まで は 。 
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1 創造 物 に よる クル アー ン * の 創作 に つい て は 、 雌 和牛 章 23 の 訳注 を 参照 。 


2 マッ カ * の 不信 仰 者 * た ち は 、 
57-58、 戦 利 品 


預言 者 * ム へ ムハンマド * に 様々 な 無理 難題 を 突き つけ た 。 家畜 章 


サー ド 章 16、 相 談 草 18、 階 段 章 1-2 な ども 参照 。 


の 


一 足早 く 、 現 世 で それ が 起こ る よう 


参照 )。 山 章 44 と 、 そ の 訳注 も 参照 。 


た 


畜 章 8-9、111、 


* 章 32、 ユ ー ヌ ス * 章 50、 フ ー ド * 章 8、 雷 鳴 章 6、 巡 礼 * 章 47、 早 昧 章 53-54、 


復活 の 日 * に 天 は 脆 (も ろ ) く な っ て 割れ 、 そ の 片 々 が 落下 する 、 と あな た は 約束 し た が 、 
に し て みよ 、 と いう こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 5:120 


アル ニテ ヒジ ュ ル 章 7-8、 識 別 章 7 も 参照 。 


17. 夜 の 旅 章 581 


中 os) な WV 


93. それ と も 、 あな た に 金 の 邸宅 が 現れ る か 、 
あな た が 天 に 昇る まで は 。 そし て 私 た ち が 
読む 書 ! を (内 天 か ら 戻っ て 来 て ) 私 た ち に 
下す まで は 、 あ な た が 和 昇天 し た こと な ど 、 
信じ は し まい 」。 (使徒 * よ 、 ) 言っ て や れ 。 
「 我 が 主 "に 称え * あ れ ! 私 は 、 便 徒 * で あ 

る 一 介 の 人 間 に 過 ぎ な い の で は な いか ?」 


94. (不信 仰 な ) 人 々 が 、 自分 た ちの も と に 導 
き が 到来 し た 時 に ( ア ッ ラ ー* と その 使徒 * 
を ) 信仰 する の を 限 ん だ の は 、 「 ア ッ ラ ー 
* が 人 間 の 使徒 * を 遣わ され た だ と ?」 と 、 
彼ら が 言っ た こ と 2 に 外 な ら な か っ た 。 


95. (人 ) 言っ て や れ 。 | (アッ ラー* 
う 仰せ られ る 。 ) も し 地上 に 安住 し て 
i が いた な ら ば 、 わ 
90 3 天使 * の 使徒 * 
を 遣わ し た で あろ う 」 o 


時 人 NOM NIR 
こと の 、) 私 と あな た 方 の 間 の 証人 は 、 
ツ フー" の み で 丁 分 。 本 当 に か れ は 、 その 
た ち に 通 暁 され る お 方 、 全 て を ご 覧 に な る 
お 方 で あら れる 」。 


97. 誰 で あろ うと 、 アッ ラー* が お 導き に な る 
者 こそ は 、 0 導 か れ た 者 。 そ し 
て 、 か れ が 迷わ され る 者 が 誰 で あろ うと 、 
あな た は 彼ら に 対し 、 か れ (アッ ラー》 以 


1 ムハンマド * は 真 に アッ ラー* の 使徒 * で ある 、 と 記さ れ た 書 の 
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こと ( ム ヤ ッ サ ル 291 頁 参照 )。 


2 つま り 、 こ の よう な 言葉 を 発する 原因 と な る 、 あら ゆる 信条 や 考え の こと (アブ ー・ ア ッ テ 


サウ ー ド 5:195 参照 )。 


3 し か し 地上 の 住人 は 人 間 で ある こと か ら 、 彼 ら と 同種 で ある 人 間 の 使徒 * が 彼ら に 遣わ され た の 
で ある ( ム ヤ ッ サ ル 291 真 参照 )。 家畜 章 8-9、 111、 アル = ヒジ ュ ル 章 7-8、 識別 章 7 も 参照 。 


17. 夜 の 旅 前 582 ol な -YV 


外 の いか な る 底 護 者 も 見 出す まい 。 われ ら 552S ONT 
"は 復活 の 日 "、 役 ら を 顔 を 下 に し た 溢 欄 の る 


状態 に し ! 、 芽 目 で 、 中 で 、 誤 の 状態 の ま 
ま 有 集 す る 彼ら の 儲 徹 は 地 考 。 それ ( 
獄 の 炎 ) が 収まる た び 、 われ ら * は 彼ら に 烈 


火 を 上 乗せ すす る 3 の だ 。 


98. それ が 彼ら の 応報 。 と いう の も 彼ら は 、 I 5 と 5 


RN 「 一 体 、 角 と 化 AEE GA 

し 、 ば ら ば ら に な っ た 後 で 、 本 当 に 私 た Sarr ls 
ち が ま さ し く 、 新 た な 創造 * と し て 蘇 ら 
され る と いう の か ?」 と 言っ て いた か ら 
な の だ 。 


ン レ る ランラン そ 


99. 一 体 、 彼ら (シル ク * の 徒 ) は 、 諸 天 と 大 地 ERNE NR 


を 創造 され た ア ッ ラ ー* が 、 (彼ら の 滅亡 a NSP 
後 、) 彼ら と 同様 の 者 を お 創り に な る こと 
が お 出 来 な の を 知ら な か っ た の か ? また 
か れ は 、 彼ら に 対し て 疑惑 の 余地 の な い 期 
限 5 を 設け られ た の で ある 。 そ し て 不正 * 者 
た ち は 、 (アッ ラー* の 教え の ) 否定 以外 を 、 
拒ん だ の だ 。 


= 


NN) 


CO 


た 


預言 者 * は 仰 (お ね おっしゃ ) っ た 。「 一 体 、 彼 (人 ) を 現世 に お いて 両足 で 歩か せら れ た お 方 
が 、 復 活 の 日 *、 彼 を 顔 で 歩か せら れる こと と が 出来 な いな ど と いう こと が あろ うか ? (いや 、 
お 出来 に な る の で ある 。)」 (アルテ ブ ハ ー リ ー4760 参照 )。 

洞窟 章 53、 識 別 章 12-13 な ど に も ある よう に 、 ク ルアー ン * の 複数 の 箇所 で 、 復 活 の 日 * 
に 不信 仰 者 * が 見 、 聞 き 、 話す 描写 が 登場 する 。 こ れ に つい て は 「 彼 ら が 喜ぶ よう な も の を 
見 た り 、 根拠 の ある こと を 話し た り 、 嬉し いこ と を 耳 に し た りす る こと が な い 」「 こ れ は 召 
集 さ れる 時 の 、 一 時 的 な 状態 で ある 」 な ど と いっ た 解釈 が ある (アッ = タバ リー7:5263 
参照 )。 


こと これ は 婦人 章 56 に ある よう な 光景 の こと を 指し て いる 、 と も 言わ れる (アル テバ ガウ ィ 
ー3:164 参照 )。 


「 新 た な 創造 」 に つい て は 、 和 雷鳴 章 5 の 同 語 の 訳注 を 参照 。 


この 「 期 限 」 と は 、 彼 ら が 死ん だ り 、 懲 罰 に あっ た りす る まで の 期限 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 
292 頁 参 照 )。 


と 


17. 夜 の 旅 章 583 PD)/ 
100. (使徒 * よ 、 ) 言っ て や る が いい 。「 も し 、 Sx So hy 
あな た 方 が 我 が 主 * の ご 慈悲 の 宝庫 ! を 所 GN jk まだ 0 


101. 


102. 


NO 出費 (ゆえ の 貧困 ) 
如 れ て 出し 惜しみ し た で あろ う 。 人 間 
半 守 銭 丸 な の だ か ら 」 o 


われ ら “ は 確か に ムー サー* に 、 明らか な る 
九 つの 御 徴 ? を 授け た 。 な ら ば (使徒 * よ 、) 
イス ラー イー ル の 子 ら * に 、 彼 (ムー サー* ) 
が 彼ら (の 先祖 ) の も と に ( 御 微 を 携え 

て ) 到来 し 、 フ ィ ル アウ ン * が 彼 (ムー サ 
ー*) に 対し て 、 「 本 当 に 私 は まさ し く 一 

ムー サー* よ ーー、 あ な た が 魔術 に か け 
られ (て 正気 を 失っ ) た 者 だ と 思う の だ 」 
と 言っ た 時 の こと を 、 ミ き 尋ね て みよ 。 


彼 (ムー Me は 、 言っ た 。 「 こ れ ら の 
も の ( 九 つの 御 徴 ) を 開眼 と し て 下 し た 3 
の は 、 諸 天 と 大 地 の 皇 * 以 外 の 何 も の で も 
な いと いう こと を 、 あ な た は 確か に ご 
知 で す 。 そ し て 、 本 Mi に 私 は まさ し く ー 
ー フ ィ ル アウ ン * よ ーー 一 、 あな た が 破滅 す 
る 者 で ある と 確信 し て いま す 」。 


. それ で 彼 (フィ ル ア の の は 、 彼 ら ( イ 


スラ ー イ ー ル の 子 ら ? を 類 わ も せ て 、( ム 
ー サ ー* と 共に ) その 地 (エジプト ) か ら 
追い 出す こと を 望ん だ 。 そ し て われ ら * 
は 、 彼 (フィ ルアウ ン ? と 彼 と 共に あっ 
た 者 全員 を ( 海 で ) 滴 れ させ た 。 
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1 「 ご 慈悲 の 宝庫 」 と は 、 糧 の 宝庫 、 あ る い は 恩恵 の 宝庫 の こと (アル ニク ルト ゥ ビー10:335 参照 )。 


2 「 九 つの 御 徴 」 と は 一 説 に 、 
時 (か える )、 血 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 292 


3 つま り 、 ア ッ ラ ー の 唯一 性 * を 示す 証拠 と し て 下 し た 、 と いう 


4 フィ ルアウ ン \* の 軍勢 の こと (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 


杖 、 手 、 早 光 (か ん ば つ ) 、 凶作 、 洪水 、 イナ ゴ 、 屯 (し ら み )、 
き 参照 )。 高 壁 草 107-108、130、 


133 も 参照 。 
うこ と と ( ム ヤ ッ サ ル 292 真 参照 )。 


17. 夜 の 旅 章 584 ET WV 


104.。 ま た 、 わ れ ら * は その (出来 事 の ) 後 、 イ Sg nA 
スラ ー イ ー ル の 子 ら * に 言っ た 。「 そ の 地 の 3 を cis23B ら を 5 6 
! に 住む が よい 。 そ し て 来世 の 約束 (復活 
の 日 ) が 到来 し た ら 、 わ れ ら * は あな た 
方 を 皆 、 一 緒 く た に し て (清算 の 場 に ) 
連れ 出す の だ 」。 


105. われ ら * は 、 真理 と 共に それ (クル アー ン ats 5 は 
や う を 下 し 、 それ は 真理 と 共に 下っ た ?。 そ 
し て (使徒 * よ ) 、 われ ら * が あな た を 人 遣わ 
し た の は 、 吉報 を 伝え 警告 を 告げ る 者 3 と 


し て に 外 な ら な い 。 
io6. ま た ( 便 侍 ! よ 、 わ れ ら * は ) クル アー ン * | を っ 区 4326 
を (、 あな た に 下 し た ) o われ ら * は それ oy 


を 、 あな た が 人 々 に 対し て ゆっ く り 詩 む 
よう に 明確 に 分 け ^、 徐々 に 下 し た 5 の だ 。 


107. (使徒 * よ 、 クル アー ン * を 嘘 呼ば わり す 
る 者 た ち に 、) 言う の だ 。「 そ れ を 信じ 
よ 。 あ る い は 、 信 じ な く て も よい (、 い 
ずれ に せよ 、 それ は 変わ ら ず 真理 な の だ 
か ら ) 」 。 本 当 に それ (クル ア ー ン * の 啓 
示 ) 以前 に 知識 (啓典 ) を 授け られ た 者 
た ち は 、 そ れ (クルアーン) が 彼ら に 読 


WW MA あぶ sc 
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1 「 そ の 地 」 と は 、 シ ャ ー ム 地方 (現在 の シリ ア 、 パレ スチ ナ 周 辺 地域 ) の こと と され る ( ム 
ヤッ サル 292 頁 参照 参照 )。 

クル アー ン * は 人 々 へ の 命令 、 禁 止 、 褒美 、 懲 遇 の た め に 下さ れ 、 ま た 、 真 実 と 正義 、 改 変 
か ら の 保護 と 共に 下っ た (前 293 頁 参 照 )。 

「 吉 報 を 伝え 、 警 告 を 告げ る 」 に つい て は 、 睦 和牛 章 119 の 訳注 を 参照 。 

つま り ク ルアー ン * を 明快 な も の 、 完 全 な も の と し 、 導 き と 迷 妄 (めい も う )、 真 理 と 虚妄 
( き ょ も う ) を は っ きり と 分 ける も の と し た 、 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 293 真 参照 )。 
クル アー ン * は 明白 か つ 詳 細 に され 、 完全 な も の と し て 仕上 げ ら れ た 。 また 一 度 に 全部 下さ 
れ た の で は な く 二 十 三 年 ( 他 説 も あり ) と いう 年 月 を か け て 、 折 々 の 出来 事 や 状況 に 応じ 
て 徐々 に 下さ れ た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 5:127、 ム ヤッ サル 293 頁 参 照 )。 識別 章 32 と そ 
の 訳注 も 参照 。 
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109. 


110. 


・ そし て 彼ら は 、 


施さ れれ ば 、 顔 ! を 伏せ つつ 崩れ 落ち て サ 
ジ タ ダ タ * す る ? の だ 。 

(と こう) 言う の で ある 。 
「 我 ら が 主 * に 称え * あ れ 。 本当 に 我ら が 
壮 * の お 約束 3 は 、 ま さ し く 実 現さ れる こと 
に な っ て いた の だ 」。 


そし て 、 顔 を 伏せ つつ 泣き な が ら 崩 れ 落 
ち 、 (クル ア ー ン * を 聴 く と と は 、 2 彼ら 
に 更 な る 恭順 さ *? を 上 乗せ すす る 。 ( 読 議 の 
サジ ダ わ や 

(使徒 * よ 、 シ ルク * の 徒 に ) 言う が よい 。 
「 ア ッ ラ ー* に 祈る が よい 。 あ る い は 、 
慈悲 あま ね き * お 方 に 祈っ て も よい 。 (か 
れ の 美 名 の 内 の ) いずれ で 呼ば うと 、 最 
も 美しい 御名 は か れ に の み 属 する の で あ 
( り 、 か れ は 唯一 な の で あ ) る 5。 そ し て 
あな た の 礼拝 を 声高 に せ ず 、 低く も せ ず 、 
その 中 間 の 道 を 求め よ 」。 


= 


ー 
し 


IN) 


字義 的 に は 「 あ ご 」 の こと 。 顔 を 深々 と 地 
アー 


れ は 啓典 の 民 * の 内 、 クル アー ン * を 信じ て イス ラー ム * を 受け 入れ た 信仰 者 た ちの 描写 と 


シュ ー ル 15:234 参照 )。 


され る (アル テバ ガウ ィ ー3:167 参照 )。 


の 


クル アー ン 


の こと (アル = ワー ヒデ ィ ー13:508 参照 )。 


m 


oo 


一 説 に この アー ヤ * は 、 


「 恭 順 さ 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 45 の 訳注 を 参照 。 
一 説 に この アー ヤ * は 、 預 言 者 * が アッ ラー* を 、「 慈 悲 あ まね き * お 方 」「 慈 愛 
異な る 美 名 で 呼び つつ 祈っ て いた の を 耳 に 


言 者 * た ち 草 36、 識 別 章 60 も 参照 。 


* を 下 し 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * を 人 遣わ す と いう 、 彼 ら の 啓 


ESR 


⑨3 あ 3 


る ラー ンー の ン . Cs を て ンー る フン 
もめ 6 か ZOSS0S 


を 


SC 


NR 


ン = 


OD NO 


OLLIE IED 


に つけ る 意味 合い が 含ま れ て いる (イブ ン ・ 


に 示さ れ た 「 お 約束 」 


愛 深 き * お 方 」 と 


し た 不信 仰 者 * が 、 彼 が 複数 の 神 に 祈っ て いる の 
だ と 誤解 し た こと に 関し て 下っ た (アッ = テ タ バリ ー7:5279 参照 )。 雷鳴 章 30 と その 訳注 、 
預 


預言 者 * と その 教 友 \ た ち が マ ッ カ * で 密か に 礼拝 し て いた 時 に 下っ 


た 。 礼 捧 で クル アー ン * 読 語 の 声 を 上 げ れ ば 、 そ れ を 耳 に し た 不信 仰 者 * ら が その 悪口 を 言 


いい 


ご 


、 声 を 低め すぎ れ ば 、 礼 拝 に 参加 する 者 た ち に 聞こ えな いと いう 状況 を 避け る た め 、 
の よう な ご 命令 が 下っ た の だ と いう (アル = テ ブ ハー リー4722 参照 )。 ま た 別 の 説 で は 、 
で の 「 礼 拝 」 は 「 祈 願 」 の こと (前 掲 書 4723 参照 )。 


人 
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111. 


また (使徒 * よ ) 、 言 う の だ 。「 子 供 を 持 
た ず 、 王 権 に お いて いか な る 同位 者 も な 
く 、 届 辱 ゆえ の いか な る 克 護 備 者 "も な い ア 
ッ ラ ー* に 、 称賛 * あ れ 」 。 そ し て 、 ア ッ 
ラー* の 偉大 さ を 称 揚 * す る の だ 。 


に 
1 沿 
還 


ロ 


Hi 
ロ 


辱 か 
辱 


いら 守っ て くれ る 友 護 者 や 、 援 助 者 な ど 必 要 と し な い 、 


POD) 3 争 AT め 


NR IR る 
Sh 


と いう こと 。 つ まり 、 か れ は 


な どか ら は 無縁 の お 方 で ある (アル = クル トゥ ビー10:345 参照 )。 


18. 洞窟 章 


587 


RS 第 18 章 
財 窒 章 (アル テカ ハフ ) ! 


. 彼ら に も 


直 起ち まね く * 表 深き * 


アッ ラー* の 御名 に お いて 


その 僕 (ムハンマド に 啓典 (クル ア ー ン 3$ 
を お 下 し に な り 、 それ に いか な る 釜 み 2 も も 


た ら さ れ な か っ た アッ ラー* に 、 称 賛 * あ れ 。 


矛盾 の な い ) まっ すぐ な も の と し て (、 
それ を お 下 し に な っ た ) o .( 不 信仰 者 * た ち 
に は ) か れ の 御 許 か ら の 潜 ま じい 猛威 ? を 
均 告 し 、 正 し い 行 い * を 行う 信仰 者 た ち に 
は 、 善き 宮 美 (天国 ) は 彼ら に こそ ある 、 


と の 吉報 を 伝え る た めで ある 。 

彼ら (信仰 者 た ち ) は そこ に 、 永遠 に 留まる 。 

また 、「 ア ッ ラ ー* は 御子 を も うけ られ た 」 
と 言っ た 者 た ち に 般 告 する た め (、 クル ア 

ー ン * を お 下 し に な っ た ) o 


、 彼 ら の 先祖 た ち に も 、 そ れ に つ 
いて 何 の 知識 ! も な い 。 彼 ら の 口 か ら 出る 言 
葉 の 、 何 と 由 々 し きこ と か 。 彼 ら は 嘘 を 言 
っ て いる に 外 な ら な い の だ か ら 。 


= 


マッ カ * 啓 示 (一 部 の アー ヤ * は 、 マ ディ ー ナ * 啓 示説 も あり )。 
復活 と 清算 へ の 信 
の 話 」「 ア ー ダ ム * と イブ リー ス * 


一 性 * 


ョ 


を 覚え る と 、 ダ ッ ジ ャ ー ル ( 林 1 
の 礼拝 と その 短縮 の 書 」257 参照 )「 最 後 の 10 7 
守ら れる 」 
を 光 が 照 らし て くれ る (アッ = ダー 


タル アー ン *、 預 言 者 * ム た ハンマ ド *、 


ー ラ * 名 と も な っ て いる 「 洞 窟 の 人 々 の 話 」「 二 つの 果樹 


世に 出 


児 する 偽 の 救 ] 


(アフ マ ド 27516 参照 )「 人 金曜 


2 「 人 歪み 」 と は 、 真 理 か ら の 人 逸脱 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 293 
3 この | 猛威 」 に つい て は 、 家 畜 章 43 の 訳注 を 参照 。 


4 


「 ア ッ ラ ー* に は 子供 が ある 」 と いっ た 


[FE 
困 | 


話 」「 ム ー サ ー* と ハデ ィ ル の 話 」「 ズ ル テ カ ルナ イン * の 話 」 と いっ た 、 
よ に 描く 説話 が 挿入 (そう に ゅ う ) され て いる 。 ま た 、 


主張 を 裏付け る 「 知 識 」 


ュ グ 


A: 
AS 
OE TSN 


IFS edt 
SS 


頭 と 終わ り で アッ ラー の 唯 
が 確証 され 、 そ の 中 間 に 、 


信仰 と 不信 仰 を 教 


洞窟 章 に は 「 最 初 の 10 アー ヤ * 
紀 主 ) か ら 守 られ る 」 (ムスリム 「 旅 行者 
アー ヤ * を 読 ず と 、 ダ ッ ジ ャ ー ル の 試練 か ら 
日 の 夜 に それ を 読ん だ 者 は 、 カ アバ 神殿 * と 役 の 間 
リ ミ ー3450 参照 )」 な どの 徳 が 伝え られ て いる 。 


参照 )。 


の こと (前 掲 書 294 頁 参照 )。 


18. 洞 密 章 588 NE A 


6. (使徒 * よ 、 ) あな た は 彼ら の ( 背 き 去る ) Bo dB Nk 
跡 を 見 て 、 ひ どい 悲し み で 身 を 切り 裂く 思 AN LS 
いで あろ う 。 も し 彼ら が 、 こ の 話 (クル ア 
ー ン ? を 信じ な い の で あれ ば 。 


7, 本 当 に われ ら * は 、 地上 に ある も の を 、 その CT 
館 り と (、 地上 の 住人 の 利益 と ) し た 。( そ る が 


れ は ) われ ら * が 、 彼 ら の 誰が 最も 行い が 普 
いか 、 試 練 に か ける た め 。 

8. そし て 本 当 に われ ら * は (現世 が 終わ る 時 )、 OE 
そこ に ある も の を 必ず や 、 ま っ さら な 地面 
と し て し まう の で ある 。 


9. いや 、 一 体 (使徒 * よ 、) あな た は 、 洞窟 と 
碑文 "の 人 々 が 、 われ ら * の ( 他 の ) 御 徴 よ 
り も 、 驚く べき も の だ と 思っ た の か ?3 


10. (信仰 者 の ) 若者 た ち * が (、 不 信仰 な 民 * CG NI 


1 1 
か ら の 抑圧 を 逃れ て ) 洞窟 に 避難 し 、 ( こ の っ ORIG 
う ) 言っ た 時 の こ & (を 思い 起こ させ よ ) 。 ©VERA 
「 我 ら が 斑 " よ 、 NO 


の 状況 を 、 正しく お 取り 半 り 下さ い 3」 0 


1 「 試 練 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 214、 イ ムラ ー ン 家 章 186、 悔 悟 章 16、 贅 昧 章 2、 ム ハン マ 

ド * 章 31、 王 権 章 2 と それ ら の 訳注 も 参照 。 

「 碑 文 (ラキ ー ム )」 は 一 説 に 「 洞 窒 の 人 々 」 の 名 だ け で な く 、 彼 ら に つい て の 話 を 書き 留 

め た 碑文 の こと 。 ほ か に も 、「 彼 ら の 名 前 や 宗教 な ど が 記録 され た 書 」「 彼 ら が 逃げ た 町 の 

名 」「 谷 の 名 」「 洞 宿 の 上 に あっ た 岩 の 名 」「 彼 ら の 犬 」 と いっ た 複数 の 解釈 が ある (アル = 

クル トゥ ビー10:356-358 参照 )。 

人 々 が 洞窟 の 人 々 の 話 を 驚い た と し て も 、 天 地 を お 創り に な り 、 そ れ を 飾り つけ られ た 人 後 

に 砂 と され る お 方 の 力 を 考え て みれ ば 、 驚 くべ きこ と な ど で は な い (アッ = テ シ ャ ン キ ー テ 

ィ ー3:205 参照 )。 

4 彼ら は イー サー* の 宗教 に 従っ た ロー マ 人 と も 、 あ る い は イー サー* 以 前 の 時 代 の 人 々 だ と 

も 言わ れる (アル = テク ルト ッ ゥ ビー10:359 参照 )。 

5 彼ら は 、 自 分 た ち が 堅 固 で あり 、 悪 か ら 守 られ る た め の 「 ご 慈悲 」 と 、 迷 うこ と な く 、 ア 
ッ ラ ー* の ご 満悦 に 適 (か な ) う 行い へ と 導い て くれ る 「 正 し さ 」 を 祈っ た の で ある ( ム ヤ 
ッ サ ル 294 頁 参 照 )。 


1 


の 


18. 洞 鶴 章 589 NE A 


レア 


Ii.。 そ れ で われ ら * は 長年 に 渡っ て 、 洞 窟 の 中 で i Ig 
彼ら の 耳 を 遮っ た EG 
12。 それから われ ら * は 、 彼 ら を 上 自覚 め さ せ た 。 a 

(それ は ) 彼ら が 過ごし た 期間 に つい て 、 @ 1 


ー 派 ? の いずれ が よ り 正 し く 計 算 す る 者 か 
を 、 如 実に 表す た めで あっ た 。 


13. (使徒 * よ 、) わ れ ら * は あな た に 、 彼 ら の 消 
息 を 真実 の まま に 語っ て 聞か せよ う 。 本 当 
に 彼ら は その 主 * を 信じ 、 われ ら * が (真理 
の ) 導き を 増し て や っ た 若者 た ち で ある 。 


う ぞ うす う は 


14. ま た 、 彼 ら が (、 偶 像 崇拝 を 命じ る 不信 爺 OC 
の 王 の 前 に ) 立ち 上 が り 、 (こう ) 言っ た IN ORNS 
時 、 われ ら * は 彼ら の 心 を (信仰 心 で ) 繋ぎ Os» 


% 


と め た 3。「 我 ら が 主 * は 、 諸 天 と 大 地 の 主 * 
私 た ち は 決 し て か れ を よそ に 、 い か な る 神 
4 に も 祈っ た り は し ませ ん 。 そう すれ ば 私 た 
ち は 確 か に 、 (真実 か ら ) 逸脱 し た こ と を 
言っ て し まっ た と と "に な り ま す 」 。 


15. (それ か ら 役 らち は 、 互 い に こ う 言 い 合っ 3a ea et 
た 。) 「 こ れ ら 私 た ちの 民 は 、 か れ (アッ だ 
ラー* を 差し お いて 、 (アッ ラー* 以 外 の DE RF 
も の を ) 神々 と し た 5。 ど うし て 彼ら は 、 自 
分 た ち (の し て いる こと ) に 対す る 、 明 白 
な 根拠 を 持っ て 来 な い の か ? 一 体 、 


所 ン 
の 


1 「 耳 を 遮る 」 と は 、 眠 ら せ る こと を 意味 する 表現 。 深 い 眠 り は 聴覚 を 遮る た め (イブ ン ・ 
アー シュ ー ル 15:268 参照 )。 

2 アッ テ シ ャ ン キ ー テ ィ ー* に よれ ば 、 こ の 「 二 派 」 は 「 洞 窟 の 人 々 の 二 派 」 で ある と する の 
が 、 大 半 の 解釈 学者 の 見 解 。 ア ー ヤ \*19 も 参照 (3:208 参照 )。 

3 「 心 を 繋ぎ と め る 」 と いう 表現 に つい て は 、 戦 利 品 * 章 11 の 訳注 を 参照 。 

4 「 神 」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 

は 同位 者 が いる と いう 主張 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 294 頁 参照 )。 

6 「 神 々 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 


5 つま り 、 ア ッ ラ ー* に 


18.3| 


同 訪 章 


590 


NE A 


16. 


1 


18. 


ラー* に 対し て 嘘 を 提 造 する 者 より 、 ひ どい 
正 * を 働く 者 が いよ うか ? 


あな た 方 が 彼ら と 、 彼ら が 崇め て いる アッ 
ラー* 以 外 の も の か ら 離 別 す る た め に は 、 
(あな た 方 の 主 * だ け を 崇拝 すべ く 、 ) 洞 窟 
に 避難 せよ 。 あな た 方 の 主 * は 、 あな た 方 の 
た め に その ご 慈悲 か ら 豊 富 に 与え られ 、 あ 
な た 方 の 状況 を あな た 方 に 便宜 よく 取り 
計 ら っ て 下さ ろう 」 o 


(そし て 彼ら が 洞窟 に 避難 し た 時 、 ア ッ ラ 
ー* は 彼ら を 眠ら せ 、 お 守り に な っ た 。 ) あ 
な た は 太陽 が 昇っ た 時 に は 、 それ が 彼ら の 
洞窟 か ら 右側 に 傾き 、 沈ん だ 時 に は 、 左側 
へ と 彼ら を よ け る の を 見 る !。 彼ら は 、 その 
の (中 央 の ) 広い 所 に いた の だ 。 そ れ は 
アッ ラー* の ( 御 力 を 示す 、 ) 御 徴 の 一 2 
i アッ ラー* が お 導き 
A 導 か れ た 者 。 
また 、 か れ が 誰か を 迷わ せる な ら は ば 、 あな 
た は その 者 に 、 正 道 へ と 導く いか な る 
旗 署 者 も 見 出す まい 。 


まま 7 あな た は 彼ら が 眠っ て いる に も 関わ 
ら ず 、 自 覚め て いる よう に 思う で あろ う 。 
そし て 、 彼 ら の 犬 が (洞窟 の ) 入り 口 で 両 
の 前 足 を 伸ばし て いる 中 、 わ れ ら * は 彼ら を 
右 に 左 に 転がし た 2。 も し 彼ら を 見 た ら 、 あ 


う 


1 ア 
う 
が 


ッ ラ ー* は 彼ら に 、 
な 洞窟 を 用 意 し て 下さ っ た の だ と いう 説 と 、 
太陽 を 逸 ( そ ) らし て 下さ っ た の だ 、 


その 入り口 の 方 向 が 、 い か な る 


RY OE に 
NIG 


DANGN GS 


の 255 こる EN 3 
FEE NI 
FG 
ぁ ン っ 


BERTEN ETN 
OS 


イブ ンー タネ テラ ラン っ ~~ 
リー リリ メン 


A NS Ss づら > 
EE を と り ぅ 


OCI 


詩 間 帯 に お いて も 日 差し の 人 ら な いよ 
洞窟 に 日 差し が 入ら な いよ う 、 
と いう 説 が ある 。 ま た 洞 窒 内 の 広場 は 風通し も よ 


が ツア ー* 


く 、 適 当 な 涼し さ で あっ た と され る (アル テバ ガウ ィ ー3:183 参照 )。 


期 的 に 転 が さ れる こと で 、 体 が 地 


真 参照 )。 


面 に 侵食 され な か っ た の だ と 


いう ( ム ヤ ッ サ ル 295 


18. 


洞 窒 章 591 


NE A 


19. 


20. 


な た は 彼ら か ら 逃 げ て 中 を 返し 、 彼ら に 対 
する 起 【 怖 で 一 杯 に な っ た で あろ う 。 


(彼ら を 長年 に 渡っ て 眠ら せ 、 守 っ た の 
と ) 同様 に 、 われ ら * は 彼ら を ( 昔 と 何 の 変 
わり も な い 状 態 で ) 自覚 め さ せ た 。 (それ 
は ) 彼ら が 互い に 、 尋 ね 合う よう に する た 
めで あっ た 。 彼ら の 内 の ある 者 は 言っ た 。 
「 あ な た 方 は どれ 位 (眠っ て ) 過 ど ご し た の 

か ?」 彼ら (の 内 の ある 者 た ち ) は 言っ た 。 
「 一 日 か 、 一 日 足ら ず を 過ごし た の だ 」。 
彼ら (の 内 の 別 の 者 た ち ) は 言っ た 。「 あ 
な た 方 の 主 * が 、 あ な た 方 の 過ごし た 期間 を 
最も よく ご 存 知 で ある (の だ か ら 、 そ の 知 
識 は アッ ラー* に 委ね よ ) 。( そ れ よ り も 、 ) 
あな た 方 の 内 の 誰か を 、 あ な た 方 の この 銀 
( 貨 ) と 共に 町 へ 遣わ し 、 誰が (町 の 中 で ) 
一 番 清 い 食べ 物 ! を 持っ て いる か を 調べ さ 
せ 、 そ こ か ら 糧 (と し て の 食料 ) を 持っ て 
来 さ せる の だ 。 そ し て (買い 物 の 際 に は 、 
私 た ちの こと が ば れ て し まわ な いよ う ) 細 
心 の 注意 を 払わ せ 、 あ な た 方 の こと を 誰 に 
も 、 決 し て 感 づ か せな いよ うに せよ 。 


本 当 に 彼ら が 、 も し あな た 方 の こと を 知 
っ た な ら ば 、 あ な た 方 を ( 石 で ) 打ち 殺 
すず か 、 あ るい は あな た 方 を 彼ら の 宗教 へ 
と 戻 ミミ し て し まう だ ろう 。 そ し て そう な れ 
ば 、 あ な た 方 は 断じて 、 永 遠 に 成功 する 
と と は ある まい 」。 


いた の だ と いう 。 ほか に も 、「 最 も 祝福 の 多い 
と いっ た 解釈 も ある (アル テク ルト ゥ ビー10:375 参照 )。 


a ss 
Nig し 
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沈め た 後 、 彼 ら は 空腹 に 襲わ れ た の だ と いう 。「 一 番 清 い 食 べ 物 」 と は 、 最 も 合法 な も の 。 
の 民 は 偶像 の 名 に お いて 、 家 畜 を 層 ( ほ ふ ) っ て いた が 、 中 に は 信仰 を 隠し て いる 者 も 
食べ 物 」「 最 も よい 食べ 物 」「 最 も 安い 食べ 物 」 


「( 石 で ) 打ち 殺す 」 に つい て は 、 フ ー ド * 章 91 内 の 同 表現 の 訳注 も 参照 。 


18. 洞窟 章 592 NE A 
21. (彼ら を 長年 の 眠り に 落と し 、 そ れ か ら | TR NE 

目覚 め さ せ た の と ) 同様 に 、 わ れ ら * は 彼 GS A 

ら を (その 時 代 の 人 々 に ) oe 6 

(それ は ) 彼ら (発見 者 ら ) が 自分 た ち PING545 に 2 を 

6 問題 2 に つい て 言い 争っ て い a 

間 で 彼ら の 問題 ? に つい て 言い 争っ て v , BS de 


時 、 彼 ら が (復活 と いう ) 


アッ ラー* の お 


約束 は 真実 で あり 、 (復活 の ) その 時 (の OD 


到来 ) に は 疑惑 の 余地 が な いこ と を 知る た 
めで あっ た 。 そし て 彼ら (発見 者 ら ) は (、 
洞窟 の 人 々 が 死ん だ 後 ) し 言っ た 。 「 彼 ら 
の (洞窟 の ) 上 に 、 (入り 口 を 周 ぐ ) 建物 
を 建て よー 一 彼ら の こと は 、 彼 ら の 主 が 
最も よく ご 存 知 で ある 4 一 一 」。 彼ら の 諸 


事 に 発言 力 の ある 者 た ち は 


た ち は 必 ず や 、 彼 ら の (場所 の ) 上 に マ 


スジ ド * を 建て よう 5」。 


、 言 っ た 。「 私 


いさ 】 


m 


一 説 に 、 町 に 遣わ ちさ れ た 者 が 買い 物 に 使っ た 古い 時 代 の 銀貨 が 、 彼 ら が 発見 され る きっ か 
け と な っ た 。 ま た 、 役 ら が 日 覚め た 時 代 の 王 は 信仰 者 で 、 町 に 買い 物 に 来 た 者 と 共に 洞窟 
へ 行っ て 出来 事 の 真相 を 確認 し た と され る (アッ テ タ バリー7:5317-5318 参照 )。 ア ル = 
クル トッ ゥ ビー* に よる と 、 大 半 の 伝承 は 、 こ の 時 に 洞穴 の 人 々 は 死ん で し まっ た と し て いる 


(10:379 参照 )。 


一 説 に 当時 の 人 々 の 間 で は 、 死 後に 魂 だ けが 復活 する の か 、 そ れ と も 魂 が 肉体 を 伴っ て 復 
活 す る の か 、 議 論 の 種 に た っ て いた 。 し か し この 出来 事 の 後 、 後 者 の 説 が 確証 され た (前 


掲 書 10:378-379 参照 )。 


「 建 物 を 建て る 」 理由 と し て は 、「 彼 ら の 痕跡 (こん せき ) を 消す た め 」「 彼 ら の 遺体 や 、 
その 砂 な ど を 、 盗難 か ら 守 る た め 」「 洞 窟 の 目印 と する た め 」 と いっ た 諸説 が ある (イブ ン ・ 


ジュ ザイ 1:506 参照 )。 


この 挿入 名 の 意味 に つい て は 、 「 洞 窟 の 人 人 々 に つい て 、 ああ で も な いこ う で も な いと 議論 し 


て いた 、 預言 者 *: ム ハン マ ド * の 時 代 


の 啓典 の 民 * に 対す る 、 ア ッ ラ ー* の 御 言葉 」 と か 、「 洞 


視 の 人 々 の 状況 に 関す る 議論 の 未 に 行き 着い た 、 UE と か いっ た 説 が ある ( ア 


ル テ カ ー ス ィ ミ ー11:4036 参照 )。 
彼ら と その 出来 事 を 記念 し 、 かつ そ 
この こと は 、 墓 の 上 に マス ジ ド * を 建 


こと で アッ ラー* を 崇拝 『 す る た め の マ スジ ド * の こと 。 尚 
ほてる こと の 容認 を 意味 する わけ で は な い (アッ = テ サ アァ 


ディ ー473 頁 参照 )。 預言 者 * ム ハン 


マ ド * は 、 預言 者 * や 偉人 た ちの 墓 を マス ジ ド * と する こ 


と を 特に 強く 禁じ た (アル = ニブ ハー リー434-437 参照 )。 


18. 洞窟 章 593 Ji と A 
22. 彼ら (洞窟 の 人 々 に 関し 、 あ あ で も な いこ 2 
う で も な いと 言う 盛 典 の 民 *) は 、 言 う で あ WE LI 
ろう 。 「 (彼ら の 数 は ) 三 人 で 、 四 人 目 が I TG LS 
彼ら の 犬 だ っ た 」 。 ま た 、( 別 の 者 た ち は ) DIS SE 
言う 。「 (彼ら の 数 は ) 五 人 で 、 六 人 目 が 財 a 
彼ら の 犬 だ っ た 」。 (彼ら の いずれ も 、) a 
あて ずっ ぽう な の だ 。 ま た 、 ( 別 の 者 た ち 6 
は ) 言う 。「 (彼ら の 数 は ) 七 人 で 、 八 人 
目 が 彼ら の 犬 だ っ た の だ 」 6 (使徒 * よ 、 ) 
言っ て や れ 。 「 我 が 主 が 彼ら の : 数 に つい て 、 
最も よく ご 存 知 。 僅 か な 者 し か 、 彼 ら (の 
数 ) に つい て 知る 者 は いな い 」。 な ら ば 、 
彼ら (の 数 ) に 関し て は 表面 的 な 議論 ! し か 
し て は な ら ず 、 彼ら (啓典 の 民 ) の 内 の 対 
に も 、 彼 ら (の 詳細 ) に つい て 教示 を 請う 
て は な ら な い 。 
23. ま た 、 (自分 が や ろう と 決め た ) いか な | の 05068 
る と こと に つい て も 、「 本 当 に 私 は 、 明 日 
それ を や ろう 」 な ど と 、 決 し て 言っ て は 
な ら な い 。 
24. 但 し 、 ア ッ ラ ー* が お 望み な ら ば 、( と 言い SIY) 
添え る の で あれ ば ) 別 で ある が 2 そし て ( そ | GN SLLIG ES 
の 言葉 を 言う の を ) 忘れ て し まっ た ら 、 あ toUPAE 


1 


「 表 面 的 な 議論 」 と は 、 


ヤッ サル 296 頁 参 照 )。 


2 一 説 に 、 


啓示 に よっ て 知ら され た 情報 の み に 


ある 時 マッ カ * の 不信 仰 者 * ら は ムハンマド * の 1 
の ユダ ヤ 教 徒 * の も と に 赴 (お も む お ) いて 教示 を 請う た 。 


留め 、 深 信 り し な いこ と ( ム 


E 体 を 確か め る べく 、 マ ディ ー ナ * 


ユダ ヤ 教 徒 * た ち は ム ハン マ ド * 


が 本 当 の 預言 者 * か どう か を 判別 する た め 、 彼 に いく つか の 質問 を する よう 命じ た が 、 こ の 


め と し て 、 


「 洞 窒 の 人 々 」 に つい て の 話 も その 中 の 一 つ だ っ た 。 


と 、 そ の 訳注 も 参照 。 


だ が 預言 者 * は 質 
東 し た 際 、「 ア ッ ラ ー* が お 望み な ら ば 」 と 言い 添え る の を 忘れ て し まう 。 その 上 戒 (いま し ) 
啓示 は 半月 間 と だ えた と され る (イブ ン ・ イ スハ ー ク 1.239 参照 )。 サー ド 章 34 


問 に 応じ る こと を 約 


18. 洞窟 章 594 NE A 
な た の 主 * を 念じ !、 (こう ) 言う の だ 。「 我 
が 主 * は 私 を 、 こ れ よ り も も っ と 正しく 導 
いて 下さ る だ ろう 2」 。 

25. 彼ら は 、 彼 ら の 洞窟 の 中 で 三 百 年 間 (眠っ GES PE 
て ) 過 ど し 、 更に 九 (年 ) を 上 乗せ し た 3。 OS 

26. (使徒 * よ 、) 言っ て や れ 。「 彼 ら が 過 ど し | Xes 5PO 
た 期間 に つい て は 、 ア ッ ラ ー* が 最も よく ご Et PN 
存 知 で ある 。 か れ に こそ 、 諸 天 と 大 地 の Nu 
不可 視 の 世界 * (に 関す る 知識 ) は 属す る の の 
だ か ら 。 か れ は 何と よく ご 覧 に な り 、 お 開 Os 
き に な る の で あろ うか ! 彼ら (人間) に 
は 、 か れ の 外 に いか な る 克 護 後者 も いな い の 
で あり 、 か れ は ご 自身 の ご 裁決 に 、 誰 も 王 
渉 さ せ は し な い の だ 」。 

27. (使徒 * よ 、 ) あな た の 主 * の 啓典 か ら 、 あ led J 
な た に 啓示 され た も の を 読 芳 * せ よ 。 か れ の る 
御 言葉 こ に は いか な る 変更 も な く 、 あ な た は あし 
か れ 以 外 に 、 いか な る 避難 所 も 見 出す まい 。 

28. また (預言 者 * よ ) 、 その 御用 を 望み つつ 、 DLNONE SEI 
朝 に 夕 に 自分 ) た ちの 主 * (だ け ) に 祈る 者 た | 直入 
ちと 共に 、 忍 耐 * せ よ 5。 そ し て 現世 の 生活 6 


1 


to 


(て 


wn 


「 ア ッ ラ ー 


デバ ガウ ィ ー3:187 参照 )。 


* が お 望み な ら ば 」 と いう 言葉 を 言い 忘れ て も 、 そ の こと を 思い 出し た 時 に 、 
う 唱 (と な ) える こと 。 あ る い は 何 か を 忘れ た 時 に は 、 
れ ば アッ ラー* は 、 忘 却 を 遠ざけ て 下さ る ( ム ヤ ッ サ ル 296 頁 参 照 )。 
忘れ た こと を 思い 出す こと より も 、 も っ と 善い こと へ 。 ある い は 彼 
に つい て 、 洞 窒 の 人 々 の 話 よ り も 更に 明 


つま り 太 陽 暦 で は 三 百 年 、 イ スラ ー ム * 以 前 か ら ア ラブ 人 に 使 
ば 、 三 百 九 年 。 太 陰暦 は 太陽 暦 に 比べ 、 一 年 あたり 約 十 


算 (前 掲 書 3:188 参照 )。 


この 「 読 詩 」 だ つい て 
参照 )。 


座 章 52 と その 訳注 も 参照 。 


アッ ラー* を 


そ 
目 念 する こと 。 そ うす 


身 の 使徒 * 性 の 正 し さ 


な 根拠 を 授かる こと へ と 、 導 か れる こと (アル 


E 用 され て きた 太陰 暦 に よれ 


て は 、 雌 和牛 凍 121 の 同 語 に つい て の 訳 当 


日 、 百 年 で 約 三 年 少な く な る 計 


E も 参照 (アッ ニタ バリ ー7:5336 


18. 洞窟 章 


595 


NE A 


29, 


30. 


3 


の 飾り を 欲し て 、 あ な た の 眼 が 彼ら (信仰 
者 た ち ) か ら (不信 仰 者 * へ と ) 逸れ て し ま 
う よ う で は な ら な い 。 また 、 われ ら * が その 
心 を われ ら * の 唱 念 か ら 速 ざけ させ 、 自 ら 
の 欲望 を 追及 し 、 その 状態 が 破滅 に 頑 っ て 
し まっ た 者 に 従っ て は な ら な い 。 


そし て 、 言う の だ 。 「 (私 が 伝え る の は 、 ) 
あな た 方 の 主 * か ら の 真実 。 な ら ば 、 誰 で 
OT >、 誰 で も 望む 者 

否定 せよ 」。 本 当 に われ ら * は 不正 * 
者 た ち に 、 そ の 朱 が 邊 を 和み とむ (、 
獄 の ) 業火 を 用 意 【 し て お いた の だ か ら 。 そ 
し て 、 も し 彼ら が (ひど い 喉 の 潟 き ゆ え に ) 
救い を 求め れ ば 、 (煮え た ぎっ た ) どろ ど 
ろ の 油 ' の よう な 、 顔面 を 焼き 焦がす 水 で 
救 わ れる 。 その 飲み 物 は 何と 梗 悪 で * あ り 、 
それ (業火 ) は 休息 所 と し で て 、 可 と 忌 ま 
わし いこ と か 。 


実に 信仰 し 、 正しい 行い * を 行う 者 た ち 、 ( 彼 
ら に は 偉大 な 褒美 が ある 、 ) 本 当 に われ ら 
* は 、 行い に 善 を 尽く し た 者 の 衝 美 を 無駄 
に は し な い の だ か ら 。 


それ ら の 者 た ち に こそ は 、 その 下 か ら 河 
川 が 流れ る 永久 の 楽園 が ある 。 彼 ら は そ 
こ で 、 金 の ブナ レス レッ ト で 飾り つけ られ 、 
精巧 な 絹 地 と 旧 ON 
の 衣 を まとう 3。 そこ で 、 寝台 に も た れ か 


ピ 引 CDS > Ae 
CES 05 
OO 


FHA うき os 
Er EAS 4 
ob 2 | 


TA 


の ti 
イイン キラ ーッ ン ・ ン イブ タプ ろく 


計 あ 。 o 和 る 0 5 
タ つう EC < る る 
DY aoe: 

SII EL 


1 その 他 、「 血 膜 」「 高 熱 で 深 け た 鉱物 」「 毒 」 な ど と いっ た 解釈 も ある (アル = クル トゥ ビー 
10:394 参照 )。 ま た 地獄 の 民 の 飲み 物 に つい て は 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * 章 16-17、 サ ー ド 章 


57、 ム ハン マ ド * 章 15、 出 来 事 章 
2 「 善 を 尽く す 者 」 に つい て は 、 蜜 蜂 章 128 の 訳注 も 参照 。 


国 の 民 の 衣服 に つい て は 、 


54-55、 消 息 章 24.25、 圧 倒 的 事態 


剖 5 も 参照 。 


巡礼 * 章 23、 創 成 者 * 章 33、 煙 霧 章 51.53、 人 間 章 12、21 


18. 洞窟 章 596 ご で ちら と ーA 
か りつ つ 。 そ の 艇 美 は 何と 素晴らし く 、 


それ (楽園 ) は 休息 所 と し て 何と 素敵 で 
あろ うか 。 


32. (使徒 * よ 、) 彼ら (不信 仰 者 * た ち ) に 、 NE IE 
(方 は 信仰 者 、 も う 一 方 は 不信 爺 者 * で あ | 3 
る ) 二 人 の 男 の 壁 え を 挙げ て や れ 。 わ れ ら ER 
* は 彼ら の 一 方 (不信 仰 者 り に 、 黄 区 か ら 
な る 二 つの 果樹 園 を 与え 、 そ の 二 つの 周り 
を ナッ メ ヤ シ の 木 で 開 み 、 その ( 二 つ の 果 
樹 園 の ) 間 に は 作物 を 実ら せ て や っ た 。 


83, いずれ の 果樹 園 も その 果実 を 実ら せ 、 それ eS EVE 
( 収 笑 ) に 何 の 不足 も 導 さ な か っ た し 、 OLE 
われ ら は その ( 二 っ の 果樹 男 の ) 間 か ら (、 
それ ら に 水 を や る ) 川 を 噴き 出さ せ た 。 


34. 彼 (不信 仰 者 ) に は 、 収 穫 : が あっ た 。 そ | 2 人 あ 5.456 
し て 彼 は 、 その 連れ 合い (信仰 者 ) と 話し OCEAN 


合い な が ら 2、 (自惚れ つつ 、 ) 彼 に (こう ) 
言っ た 。 「 私 は あな た より も 財産 が ? 山 あ 
る し 、 も っ と 強い 衆 が つい て いる 」 


35. そ し て 彼 (不信 仰 者 ) は 、 月 ら に 不正 * を 働 | 頃 C6。a 計 AA に 
きつ つ *、 自分 の 果樹 園 に 入っ た 。 彼 は (その 4 } 
実り を 喜び 、 ) 言っ た 。「 こ れ (果樹 園 ) が 
絶対 に 、 消え 失せ て し まう うと は 思わ な いし 、 


36. (復活 の ) その 時 が 起き る と も 思わ な い 。 ES CNIS じ う 
そし て (信仰 者 よ 、 あな た が 主張 し て いる OEE NS 


よう に ) 、 も し も 自分 ) が 我 が 主 * の 御 許 に 戻 


1 この 「 収 穫 」 は 、 果 実 や 、 そ の 他 の 財産 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 297 頁 参 照 )。 

2 信仰 者 の 男 は 、 不 信仰 者 * の 果樹 園 の 主 を 戒 (いま し ) め 、 ア ッ ラ ー* と 復活 の 信仰 へ と 招 
(まね ) いて いた の だ と いう (アッ = SE 

3 つま り 不 信仰 、( ア ッ ラ ー* に 対す る ) 反抗 、 高 慢 さ 、 横 暴 さ 、 復 活 の 否定 と いう 「 不 正 *」 
を 働い て いた 、 と いう こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 5:157 参照 )。 


18. 洞窟 章 


Ali と A 


37. 


38. 


39. 


ら さ れ た と し て も 、 私 は 絶対 に それ (自分 
の 果樹 園 ) より も 善い も の を 、 (自分 の ) 
帰り 先 と し て 見 出す の だ o 


彼 の 連れ 合い (信仰 者 ) は 、 . 役 (不信 仰 
者 ) と 話し 合い つつ 、 (警告 し て ) 言っ 
た 。 「 一 体 あな た は 、 あ な た (の 父祖 ア 
ー み ダム や を 土 か ら お 創り に な りく その 
後に (両親 か ら の も の で ある ) 一 滴 の 精 流 
か ら (あな た を 創 ら れ ) 3、 それ か ら (均整 
の 取れ た 姿 形 の ) 人 間 と し て 整え て 下さ 
っ た お 方 を 否定 する の か ? 


し か し 私 は (、 あ な た の よう な 不信 仰 の 言 
葉 は 言わ ず 、 こう 言 お う ) 、 か れ 、 つま り 
アズ ッ ラ ー* は 我 が 主 * で あり 、 私 は 我 が 主 * 
に 誰 一 人 並べ (て 崇拝 * し ) た り は し な い 。 


か じゅ えん 


そし て 、 あ な た は どう し て 自分 の 果樹 
人 ( り 、 嬉 し く な ) っ た 時 、『 (これ は 、 
アッ ラー* が お 望み に な っ た こと “。 ア ッ 
ー* に よる 以外 、 い か な る 力も な い ?』 と 


聞 に 


中 NE ご 訓 


je: 


to 


彼 は 自分 の 高山 さ 、 アッ ラー* の 御 許 に お ける 自分 の 位 の 高 さ ゆえ 、 自分 に は その よ 


の が 相 


人 間 の 創造 の 変遷 に つい て は 、 巡 礼 * 章 5、 信 仰 者 た ち 章 14 と その 訳注 を 参照 。 


es 


Ro 


「 ア ッ ラ ー* が お 望み に な っ た こと (は 、 実 現す る )」 


ルト ッ ゥ ピー10:406 参照 )。 
誰 で あろ うと アッ ラー* の に こ 助 力 と ご 決定 な し に は 、 何 


力も 有する こと が な い 、 と いう こと (アッ = テラ ー ズ ィ 
ハウ ラ ・ ワ ・ ラ ー・ ク ッ ワ タ ・ イ ッ ラ ー・ ビ ッ ラ ー (アッ ラー* に よる 以外 に は 、 い か な 
況 の ) 転 変 も 、 力 も な い )」 と いう 唱 念 の 言葉 を 、「 天 


い 1 
a ら \ 
し un 
yi 
で や 


うな も 


応 (ふさ わ ) し い の だ と 思い 込ん で いた ( ム ヤ ッ サ ル 298 頁 参 照 )。 同 様 の 例 と し 
て 、 物 語 章 78 以降 の カー ルー ン の 話 、 サ バア 章 36、 暁 章 15-16 と それ ら の 訳 泊 


ー ダ ム * が 土 か ら 段 階 を 経 (へ ) て 創 ら れ た こと に つい て は 、 ア 


も 参照 。 
ル テ ヒ ジュ ル 章 26 の 訳 


と いう 文法 的 解釈 も ある (アル = テク 


ー7:463 参照 )。 預 言 者 * は 「 


国 の 財宝 の 一 つ 」 で ある 、 と 


に お いて も 、 僅 ( わ ず ) か ば か り の 


ラー・ 
る ( 水 
形容 し 


た (アル = ブ ハ ー リ ー4205 参照 2。 ま た 、 こ の アー ヤ * か ら あ る 種 の 先 人 た ち は 、「 自 分 の 


境遇 、 財 産 、 子 」 


息 な ど で 喜び を 感じ た 


ー* に よる 以外 、 
5:158 参照 )。 


いか な る 力も な い 』 


寺 に は 、『 ア ッ ラ ー* が お 望み に な っ た こと 。 ア ッ ラ 


と 言う べき で ある 」 と し て いる (イブ ン ・ カ スィ ー ル 


18. 洞窟 章 598 NE A 
わな か っ た の か ? た と え 、 あ な た が 私 を 、 
自分 より も 財産 と 子女 が 少な い 者 と 見 な 
し た と し て も 、 

40. 我 が 主 * は 私 に 、 あ な た の 果樹 園 よ り も | 2 あ 3 和 ol な 
普 い も の を 授け て 下さ ( り !、 あ な た へ NIE 
の 恩恵 は 消滅 させ られ ) る だ ろう 。 そし ol 
て か れ は 、 天 か ら そ こ (あな た の 保 樹 園 ) 

に 懲罰 を 送ら れ 給 い 、 そ れ は ある 朝 、( 刀 
裸 で ) つ る つる の 地面 と な っ て し まう だ 
の 9。 

41、 あるいは ある 朝 、 そ の 水 は (地下 に 沈ん | 4 まる 移る 
で ) 無く を っ て し まい 、 あ な た は それ を ©L 
求め る こと が 、 も は や 出来 な く な っ て し 
うる Sh 

42。 こ うし て 、 彼 (不信 仰 者 ) の 果実 は 全滅 さ | 88 
せら れ 、 彼 は その 朝 、 自 分 が その (昌樹 園 | 2p る 
の ) た め に 費やし た も の ゆえ に (嘆き 悔し OG Ei 
が り ) 、 その 両手 の 平 を 返し た *。 それ は (区 
荷 ) 棚 ご と 、 崩 れ 落 ち て し まっ な た 3。 彼 は 、 

(こう ) 言っ た 。「 あ あ 、 我 が 主 * (の 和恵 
と 御 力 を 認め 、 かれ) に 誰 の こと も 並べ て 
いな か っ た ら ! 」 
43. 彼 に は 、 アッ ラー* (の 徐 禄 ) に 対し て 自 Go A 


A 自ら 
(自力 で ) 助かる 者 で も な か っ た 。 


1 


参照)。 


2 


3 


⑨ レ デ 206 


「 善 いも の を 授かる 」 の は 、 来 世 で 、 ま た は 現世 で の こと (アル テク ルト ッ ゥ ビー10:408 


「 両 手の平 を 返す 」 と は 、 両手 を 上 に 上 げ て は 、 前 へ と 突き 出す 動作 。 悲哀 を 示す 表現 ( イ 
ブン ・ ア ーシュ ー ル 15:327 参照 )。 


「 月 れ 落 ちる 」 に つい て は 、 


雌牛 章 259 の 訳注 を 参照 。 


18. 洞 密 章 599 NS A 
44。 そ こ に お いて 序 護 は 、 真 実 の お 方 アッ ラー を ゆる る NE 
* に こそ 層 す る !。 か れ は (か れ の 曲 友 で あ あい 3 
る 信仰 者 た ち に と っ て ) 最良 の 論 美 を お 授 
け に な る お 方 で あり 、 最 良 の 結末 を 与え て 
下さ る お 方 。 

45. (使徒 * よ 、) 彼ら に 現世 の 生活 の 壁 え を 挙げ CC 
よ 。 (それ は 、) われ ら * が 天 か ら 降 ら せ る | SG a EE 
( 雨 ) 水 の よ うな も の で 、 大 地 の (様々 な ) | 888 
植物 は 、 そ れ と 混合 (し 、 茂っ て 互い に 混 生 ) OD 
する 。 そ し て (や が て ) それ は 、 風 が 吹き 散 
ら す 枯れ 草 と な っ て し まう の だ 。 ア ッ ラ ー* 

は 全て の こと に 、 全 能 な お 方 で ある 。 

46. 財産 と 子供 は 現世 の 生活 の 飾り 。 そ し て 永 Es を っ 68354 
遠 に 残る 正しい 行い ? は 、 あな た 方 の 主 * の CB SIL hE 
御 許 で より 普 い 細美 を も た ら す も の で あ OI 
り 、 より 善い 希望 を 叶え る も の な の で ある 。 

47. われ ら * が 山々 を 動か す 3 日 (の こと を 、 彼 NO 


ら に 思い 起 と させ よ ) 。 そ し て 、 あ な た は 
大 地 が 赴 わ に な る * の を 見 る 。 わ れ ら * は 彼 


= 


IN) 


ww 


つま り 懲 久 の 


ブン ・ カ スィ ー ル 5:1 


「 永 遠 に 残る 正しい 行い 」 と は 、 


フ マ ド 513 参照 )。 


一 説 に 山々 は 復活 の 
それ か ら 朋 壊し て 大 


寺 に は 、 
め 、 か れ に 服従 する 。 


信仰 者 も 不信 仰 者 * も 皆 、 
ユー ヌス * 章 90-91、 
60 参照 )。 


有 季 に 戻る (出来 事 


*、 そ の 場所 か ら 動 か され 、 


毛 (衝撃 章 


(アル = バ ガ ウ ィ ー5:152 参照 )。 


その 


日 、 地 表 を 覆 (お お ) っ て いた 


る (アッ = タバ リー7:5362 参照 )。 
ター・ ハ ー 章 105-107、 山 章 9-10、 出来 事 章 5-6、 真実 章 13-15、 階段 章 8-9、 消 】』 


また だ 、 


巻き 込む 章 3、 衝 撃 章 4.5 な ども 参照 。 


SE EE 


アッ ラー* へ と 立ち 返り 、 か れ の 棄 護 を 求 


ば ら ば ら の 


雲 が 飛ぶ よう に 和 宙 を 舞 
章 5-6 参照 、 と され る (アル = クル トゥ ビー10:416 


赦し 深い お 方 章 84 と それ ら の 訳注 も 参照 ( イ 


アッ テ タ バリ ー* に よれ ば 「 来 世に まで 残り 、 そ れ ゆ え に 
褒美 を 授かる こと に な る 、 SE の こと (7:5362 参照 )。 ア 
*、 偉 大 さ 、 崇高 (すう こう ) さ 、 全能 必 


ッ ラ ー の 唯一 性 


E を 念じ る こと は 、 そ の 筆頭 (ひっ と う ) で ある ( ア 


い ( 蝶 章 88 参照) 、 


参照 )。。 あ る い は 、 砕 け 散 っ た 砂山 ( 衣 を 纏う 者 章 14 参照 ) と な っ て か ら 、 散 り 散 り の 羊 


5 参照 ) の よう に な り 、 そ れ か ら 、 


塵 層 (出来 事 章 6 参照 ) と な る 


山々 や 木々 な ど 、 視 界 を 遮 (さえ ぎ ) る も の は 消失 す 
これ ら 復 活 の 日 


* の 天変 地異 の 様子 に つい て は 、 


皿 章 20、 


18. 洞窟 章 


600 


NE A 


48. 


49. 


ら を (清算 の 場 へ と ) 誠 集 し 、 彼 ら の 内 
の 一 人 た り と も 放っ て は お か な い 。 


そし て 彼ら は 列 を な し て 、 あ な た の 主 * へ と 
差し 出さ れる 。 (か れ は 、 仰 せら れる 。 ) 
「 あ な た 方 は 確か に ( 藤 らち され ) 、 われ 
ら * が あな た 方 を 最初 に 創っ た 時 の よう に 、 
われ ら * の も と に 一 人 きり で や っ て 来 た !。 
いや 、 あ な た 方 (復活 の 否定 者 た ち ) は 、 
われ ら * が あな た 方 に (復活 と 報い の ) 約束 
を 果たす 時 な ど 、 定 め は し な い だ ろ うと 思 
い 込 ん で いた の だ 」。 


そし て 、 (現世 で の 行い の ) 帳簿 が ( 各 人 
の 右手 、 あるいは 左手 に ) 置か れれ?、 あな た 
は 罪悪 者 た ち が 、 そ こ に ある も の 3 ゆえ に 以 
えて 、 (こう ) 言う の を 見 る 。「 あ あ 、 我 
ら が 災い よ !* ( 罪 の 内 、) 小さ いこ と も 
大 きい こと も (記録 し て ) 数 え 上 げ ず に は 
お か な い 、 こ の 帳 懲 は 一 体 どう いう こと な 
の か ! ?」 彼ら は 、 自 分 た ち が (現世 で ) 
行っ た こと を あり あり と 目 に する 。 あ な た 
の 主 * は 誰 に も 、 不 正 * を 働い た り は し な い 
の だ 。5 


2 復活 の 


家畜 章 94 と その 訳注 、 預 言 者 * た ち 章 104 も 参照 。 


され る 時 の 様子 に つい て は 、 夜 の 旅 章 13-14、71、 
ど を 参照 。 


3 帳 滝 に 記さ れ た 、 彼 ら が 現世 で 行っ た 悪行 の こと (アッ = テ タ バリ ー7:5363 参照 )。 


た 


wn 


この 表現 に つい て は 、 食 卓 章 31「 我 が 災い よ ! 」 の 訳注 


同様 の 意味 の アー ヤ * と し て 、 婦 人 章 40、 高 壁 章 8 と その 訳注 、 預 言 者 * た ち 章 47、 ル ク 
マー ン 章 16、 地 震 


章 7-8 な ども 参照 。 


* に 帳簿 が 渡さ れる こと の 意味 に つい て は 、 高 壁 章 8 の 訳注 を 参照 。 帳簿 が 渡 


真実 章 19-29、 割 れる 章 


っ も ちち 


EIR 


OO 


i 2 a EC tN 2 


ectsbiooas 


NANI% 9) うう Se SET 
0 
oad 


7 以降 な 


18. 洞窟 章 601 NE A 
50. われ ら * が 天使 * た ち に 、「 ア ー ダ ム * に サジ タダ * OO 3 0 
せよ 」 と 言い 、 彼ら が (全員 ) サジ ダ タダ "し た 時 | 2 55522850oeo6 し ci 

の こと (を 思い 起こ させ よ ) 2。 但 し イブ リー rd 


51. 


52. 


ズ " は 、 別 だ っ た 。 . 彼 (イブ リー ス $ は ジン 


の 占い で 、 自 ら の 主 * の ご 命令 に 対し て 放 旬 だ 
っ た の だ 。 (人 々 よ 、 ) 一 体 あ な た 方 は 、 彼 


(イプ リー スウ と 彼 の 子 孫 を 、 わ れ を よそ に 
盟友 と する の か ? 彼ら は あな た 方 の 敵 だ と 
いう の に 。 (アッ ラー* へ の 服従 を よそ に ) 不 
中 者 た ち が 代 わり と する も の (シャ イタ ー 5 
へ の 服従 ) は 、 何 と 醒 悪 で ちろ うか 。 


われ は 諸 天 と 大 地 の 創造 に も 、 彼 ら 自身 の 
創造 に も 、 彼ら (シャ イタ ー ン * と その 子孫) 
を 立ち 合わ せ (て 、 そ れ を 手伝わ せ ) た り 

は し な か っ た し 、 も と より 、 迷 わせ る 者 た 
ち を 補佐 役 と し た り も し な か っ た の だ (、 
それ な の に 、 な ぜ わ れ ら * を よそ に 、 彼 ら を 
明 友 と する の か ?) 。 


れ (アッ ラー) が (シル ク * の 徒 に 、 こう ) 
hhe (復活 の ) 日 の こと (を 思い 起 
こさ せよ ) 。「 あ な た 方 が (上 拓 村 に お ける 、 
われ の 同位 者 だ と ) 主張 し た 、 わが 同位 者 
た ち を 呼ん で (、 竹澤 か ら の 助け を 包 う て ) 
みよ 」。 そ れ で 彼ら は 、 彼 ら (アッ ラー* 
の 同位 者 と し て いた も の ) の こと を 呼ぶ も 
の の 、 応じ る こと は な い 。 われ ら * は 彼ら の 
間 に 、 破 滅 の 場 を も うけ た の だ 3。 


1 この サジ ダ * に つい て は 、 雌 牛 章 34 の 訳注 を 参照 。 


2 この 出来 事 の 詳細 に 関し て は 、 雌 和牛 章 34-39、 


高 卓 


11-25、 


@YX: Su 有る る 5: と) 


生計 (っ 
2 る Aa 


ッ ラ ッ ン マン > ィ イン ーー タンパ タン ン ンー 
Ae OA CE I 
ノラ ラン ン ン 


SE が ん とう あく と 
GyIY 


アル テヒ ジュ ル 章 28-42、 


夜 の 旅 章 61.65、 タ ー・ ハ ー 章 116-123、 サ ー ド 章 71-83 な ども 参照 。 


3 その 日 、 
マル ヤム * 章 81-82、 砂 丘 章 5.6 な ども 参照 ) 、 


シル ク * の 徒 と 彼ら が アッ ラー の 同位 者 と し て いた も の と の 関係 は 絶た れ (家畜 章 94、 
その 代わ り に 破滅 が 訪れ る 。 ま た 一 説 に この 「 破 


滅 の 場 」 は 、 地 獄 の 谷 の 名 称 (イブ ン ・ カ スィ ー ル 5:170 参照) 。 


18. 洞窟 章 602 NE ps A 
ざい あく どう か 2 を ララ レレ ンマ ン テイ レン 
53. 罪悪 者 た ち は 業 火 を 目 に し 、 彼 ら が そこ に A 


54. 


S5. 


56. 


人 る 身の上 で ある こと を 確信 する 。 そし て 
彼ら は 、 そ こ か ら の いか な る 逃げ 道 も 見 出 
すこ と が な い 。 


われ ら * は 確か に 、 この クル ア で 0 で 
あら ゆる 壁 え を 、 人 々 に 対し て 多 ※ に 示し 
た 。 そ し て 人 間 は も と より 、 最も 議論 倫 ば か 
り し て いる 生き 物 で ある 。 


人 々 に 導き ! が 到来 し た 時 、 信仰 し 、 自分 
た ちの 主 * に お 赦し を を うこ と か ら 阻 ん 
だ の は 、 昔 の 人 々 (に 対す る ア ッ ラ ー め や 
の 摂理 が 自 2 分 た ち に 訪れ る こと 、 また は 
懲罰 が 彼ら の 眼前 に 訪れ る (の を 、 彼ら 
が 自 ら 要 求 し た ) こと 以外 の 何 も の で も 
な か っ た 。 


そし て 、 われ ら * が 使徒 * た ち を 遺 わす の は 、 
吉報 を 伝え 、 警告 を 告げ る 者 * と し て に 外 な 
ら な い 。 け れ ど も 、 不信 仰 に 陥っ た 者 * た 
eT 虎 半 に よっ て 議 
する 。 わ が 御 徴 6 と 、 彼ら が 警告 され た 
も の iD を 喘 笑 の 的 と し つつ 。 


度 \ 


= 


EA ZR 


ay 
PC Po を 

pe 
RE GO 
5 凍 | 
OI NE 2 


イイ ーッ 


の CI つの Ww 
ーー 
8 2 IP | 9 UL 
OBC 


300 頁 参 照 )。 


の 


る も の で あり 、 自 分 た ち が 警 


理 へ の 服従 か ら 阻 まれ て し まう も の で ある 。 戦利 品 * 章 
た ち 章 187、 野 昧 章 29 な ども 参照 (イブ ン ・ カ スィ ー ル 5:172 参照 )。 


た 


m 


3 : 201 参照 )。 


の 


参照 )。 


この 「 導 き 」 と は 、 ク ルアー ン * と 共に 到来 し た 預言 者 * ム ハン マ ド * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 


「 昔 の 人 々 の 摂理 」 に 関し て は 、 戦 利 品 * 章 38 の 同 語 に つい て の 訳注 を 参照 。 
不信 仰 者 * と いう 人 明らか な 証拠 を 眼前 に し な が ら も 真理 を 否定 す 
告 さ れ て いる 懲 六 を 実際 に 見 せ て みよ と 要求 する こと で 、 真 
32、 


アル テヒ ジュ ル 章 6-7、 詩 人 


と の 「 吉 報 」 と 「 警 告 」 に つい て は 、 雌 牛 章 119 の 訳注 を 参照 。 
これ は 夜 の 旅 章 94、 金 の 装飾 章 31 に ある よう な 議論 の こと と され る (アル = テバ ガウ ィ ー 


この 「 御 微 」 は 、 使徒 * が も た らし た 明白 な 証拠 と 、 奇跡 の こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 5:172 


18. 洞窟 章 603 NE A 

57. 自分 の 半 * の 御 徴 に よっ て 戒め られ て か 0 
ら 、 それ に 背 き を 向け 、 目 分 の 手 が 行っ た GE を 示 
(前 悪 な ) 物事 を 忘れ て し ま ( い 、 悔 価 i ES 
し な か ) っ た 者 より も 、 ひ どい 不正 * を 働 | 1 Sib spi 
く 者 が あろ うか ? 本 当 に われ ら * は 、 彼 2 
ら が それ (クル アー ン を 理解 で き な い OE 
よう に 、 彼 ら の 心 に は 覆い を 、 そ の 耳 に 
は 重 し を か けた の だ !。 た と え あ な た が か 彼 
ら を 姓 『 さ へ と 招い て も 、 そ れ で も 彼ら は 

遠 に 導 か れ ま いら 5。 


58.、 あな た の 主 * は 、 落 し 深い お 方 、 慈 旧 の 主 。 CC おか RN 
も し か れ が 、 彼ら が 稼い だ も の (6) II I 


に 彼ら を お 答 め に な れ ば 、 Ms OR i 
前 を お 急ぎ に な っ た で あろ う 。 (だ が 、 
ッ ラ ー* は 懲罰 を お 急ぎ に は な ら な い 、 
いや 、 彼 ら に は 、 彼 ら が そこ か ら 逃 び 場 を 
見 出す こと が な い 、 (決め られ た ) 約束 3 が 
ある の だ 。 

59. ま た 、 そ れ ら の 町 々 (の 人 々 ?) は 、 (不信 CAC EE NN 
仰 と いう ) 不 正 * を 働い た 時 、 わ れ ら * が 滅 ぼ Oa ES 
し た 。 そし て われ ら * は 彼ら の 滅亡 に 、 約束 - 
の 期限 を 定め て お いた の で ある 。 

60. ムーサ ー* が その 従者 ? に 、 (こう ) 言っ | 店 交え C63 
た 時 の こと と (を 思い 起こ させ よ ) 。「 私 Oi NE 
は 二 つ の 海 が 交わ る 場所 に 着く まで 、 あ 

1 「 耳 に 重 し を か ける 」 に つい て は 、 家 畜 章 25 を 参照 。 ま た 、 雌 和牛 章 7 の 訳注 も 参照 。 


sl 


これ は 彼ら の 内 、 信仰 する こと が な いと アッ ラー* が ご 存 知 で ある 民 の こと (アル = バ ガ ウ 
ィ ー3:201 参照 )。 


この 「 約 束 」 に は 、「 死 」「 来 世 で の 懲罰 」「 バ ドル の 戦い *」 と いっ た 解釈 が ある (イブ ン ・ 
ジュ ザイ 1:513 参照 )。 


4 アー ド *、 サ ムー ド *、 ル ー ト * の 民 、 シ ュ ア イブ * の 民 な ど を 指す ( ム ヤ ッ サ ル 300 頁 参照 )。 
この 従者 の 名 は 、 ユ ー シ ャ ウ ・ ブ ン ・ ヌ ー ン (アル テ ブ ハー リー122 参照 )。 
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61. 


62. そし て 二 人 が (その 場所 を ) 離れ (て 、 翌 


63. 彼 (従者 ) は 、 言 っ た 。 「 ご 覧 に な り まし 


る い は 長 時 間 歩 み 続 ける まで は 、( 旅 を ) 
や め な い 」。` 


それ で 二 つ (の 海 ) が 交 さわ る 場所 に 到着 し 
(< 岩 に 腰 を 下ろ し ) た 時 、 彼ら 二 人 は 自 
分 た ちの (食事 と し て 携え て きた ) 魚 を 忘 
れ て し まっ た 。 そ し て それ ( 魚 ) は 、 ( 生 
き 返 っ て 海 に 潜っ て 行き 、 ) 海中 の 、 ト ン 
ネル の 道 を 進ん で 行っ た 。2 


日 まで 旅 を 続け ) た 時 、 彼 (ムー サー や は 
従者 に 言っ た 。「 私 た ちの 昼 ご 飯 を よこ し 
な さい 。 私 た ち は 、 こ の 旅 で 、 本 当 に く た 
びれ て し まっ た の だ か ら 」。 


た か ?3 私 た ち が 、 岩 に 身 を 寄せ た 時 の こ 
と で す 。 本当に 私 は 、 魚 (の こと を あな た 
に 伝え る の ) を 忘れ て し まい まし た 
に それ を 思い 出す こと を 忘れ させ た の は 、 


= 


sl 


w 


ある 時 ムー サー* は 「 あ な た より 有 識 な 者 は いま すか ?」 


ン ン 、 ン ン ン 


し る , ee 


ン ン ン 


AC Ek DE 
SER も ラン ww C3 


と 人 に 尋ね られ 、「 い な い 」 と 答 


えた 。 だ が アッ ラー* か ら 、「 二 つの 海 が 交わ る 場所 」 に いる 「 ハ ディ ル 」 は も っ と 有 識 で 
あり 、( 食 事 用 の ) 魚 を か ご に 入れ て 持っ て 旅 し た な ら ば 、 そ れ を 失 く し た 時 に 、 彼 に 会 う 


こと が 出来 る 旨 を 啓 示さ れ 、 ム ー サ ー* は 彼 を 探す 旅 を 始め る (アル = テ ブ ハー 
尚 、 ハ ディ ル は 全て に お いて ムー サー* よ り も 有 識 な の で は な く 、 ある 出来 事 に つい て の 詳 


細 な 規定 や 、 特 定 の 事件 に 潜 (ひそ ) む 英 知 に お いて 、 
(アル = クル トゥ ピー11:10 参照 )。 


一 説 に 、 二 人 は 岩の上 で 眠っ た が 、 そ こ に は 「 生 命 の 泉 」 


に 触れ て 生き 返り 、 海 に 飛び 込ん だ の だ と いう 。 人 魚の 周 


リー122 参照 )。 


彼 よ り も 有 識 だ っ た の だ と され る 


が あり 、 塩 漬け だ っ た 魚 は それ 


刑 の 水 は ア ー チ 状 に な り 、 泳 いで 


行っ た 道 は その 後 も 水 で 塞 (ふさ ) が れ な か っ た 。 従者 は 目覚 め て それ に 気づい た が 、 そ 
の こと こと を ムー サー* に 告げ る の を 忘れ て し まっ た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 5:174-175 参照 )。 
尚 、 魚 の こと を 忘れ た の は 従者 だ が 、「 魚 を 旅 の 荷物 と し て 共有 し て いた 」 こ と か ら 、「 忘 
れ た 」 の 主語 が 二 人 に 帰 さ れ て いる (アッ = テ タ バリ ー7:5380 参照 )。 

従者 は 、 ア ッ ラ ー* の 御 力 を 示す 、 忘れ が た いよ うな 開い 出来 事 を 目 に し な が ら 、 そ れ を 伝 
える の を 忘れ て し まっ て いた 。 こ の 「 ご 覧 に な り ま し た か ?」 と は 、 そ の 事実 に つい て ム 
ー サ ー* に 驚き を 求め る 表現 (アッ ニシ ャ ウ カ ー ニ ー3.:412 参照 )。 


18. 洞窟 章 605 Ji と A 
シャ イタ ー ン * に 外 な り ま せん 一 一 。 そし 
て 、 そ れ ( 魚 ) は 驚く べき こと に 、 (生き 


64. 


65. 


66. 


67. 


68. 


69. 


返っ て ) 海中 の (トン ネル の ) 道 を 進ん で 
行っ た の で す 」。 


彼 (ムー サー*) は 、 言 っ た 。「 そ れ が 、 私 
I ° それ で 二 人 は 自 

分 た ちの (歩ん で きた ) 跡 を 辿り つつ 、( 岩 
まで ) 引き 返し た 。 


そし て 二 人 は (そこ に ) 、 われ ら * が われ ら 
* の 御 許 か ら 慈悲 を 授け 、 われ ら * の 御 許 か 
ら の 知識 を 与え た 、 われ ら * の 僕たち の 内 
の 一 人 で ある 僕 ( ハ ディル) を 見 つけ た 。 


ムー サー* は 、 彼 に (挨拶 し た 後 、 ) 言っ た 。 
「 あ な た が 、 ( ア ッ ラ ー* か ら ) あな た に 教 
示さ れ た も の の 内 か ら の 導き を 、 私 に 教え 
て 下さ る と と を 前 提 に 、 あ な た に つい て 行 
っ て も よろ し いで し ょ うか ?」 


彼 (ハデ ィ ル ) は 、 言 っ た 。「 絶 対 に あな 
た は 、 私 と の 同伴 に 耐え る こと が 出来 な い 
だ ろう 。 


そし て あな た は 、( ア ッ ラ ー* が 私 に 教え て 
下さ っ た こと の 内 、 ) 自 2 分 が 熟知 し て も い 
な いこ と に 関し 、 ど う や っ て 忍耐 * す る と い 
う の か ?」 


i は 、 言 っ た 。 「 あ な た は 私 
"が お 望み な ら ば ーー 忍 3 面 
. あ る 者 で ある こ と を 見 出す で し ょ う うし 、 私 
は (あな た の ) 命令 に お いて 、 あ な た に 逆 
らい ませ ん 」。 


1 それ を 「 求 め て いた 」 理由 


に つい て は 、 


アー ヤ *60 の 


R 注 


RIEL 
SS 
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を 参照 。 
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70. 彼 〇 \ デ ィ ル ) は 、 言 っ た 。「 で は 、 も し ER ER 


712. 


73. 


74. 


私 に つい て 来る な ら 、 (あな た が 否認 する 
よう な ) いか な る こと に 関し て も 、 私 に 質 
問 し て は な ら な い 。 私 が あな た に 、 (あな 
た か ら 質 問 さ れる 前 に ) それ に つい て 説明 
する まで は 」。 


二 人 は 出発 し た 。 や が て 二 人 が 船 に 乗 ( せ て 
も ら ) っ た 時 、 彼 (ハデ ィ ル ) は そこ に 穴 を 
空け た 。 彼 (ムー サー* は 言っ た 。「 一 体 
あな た は 、 そ の 人 々 を 滋 れ させ る た め に 、 そ 
こ に 穴 を 空け て し まっ た の で すか ? あな た 
は 確か に 、 大 層 な こと を し で か し まし た 」」 。 
彼 〈 ハ ディ ル ) は 、 言 っ た 。「 一 体 、 私 は 、 
『 絶 対 に あな た は 、 私 と の 同伴 に 耐え る こと 
が 出来 な い だ ろ う 』 と 言わ な か っ た の か ?」 


彼 (ムー サー) は 、 言 っ た 。「 忘 れ て し ま 
っ た こと と に つい て 、 私 を 符 め な いで 下さ 
い 。 そし て 私 の 物事 * に お いて 、 私 に 困難 を 
課さ な いで 下さ い 」。 


二 人 は 出発 し た 。 や が て 二 人 が 一 人 の 少年 
と 会 い 、 彼 (ハデ ィ ル ) が 彼 (少年 ) を 殺 
し た 時 、 彼 (ムー サー?) は 言っ た 。「 一 体 
あな た は 、 誰か 一 人 (の 命 ) の 代償 と し て 
で も な く $、 無 垢 な 人 間 を 殺し て し まっ た の 
で すか ? あな た は 確か に 、 認 め ら れ な い 
事 を し で か し まし た 」。 
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1 船 の 人 々 は ハデ ィ ル へ の 敬意 ゆえ 、 代 金 を 取ら な か っ た の だ と いう (アル = テ ブ ハー リー 
4725 参照 )。 


2 


3 つ 


「 私 の 物事 」 と は 、 ハ ディ ル か ら の 学習 を 指す ( ム ヤ ッ サ ル 301 
まり 殺人 者 に 対し て の 、 死 刑 に よる 報 (むく ) いで も な く 、 と いう こと (前 掲 書 同 頁 参 


参照 )。 


照 )。 雌 牛 章 178-179 の 、 キ サー ス 刑 に つい て の 説明 も 参照 。 
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75, 


76. 


77. 


78. 


78. 


80. 


彼 (ハデ ィ ル ) は 言っ た 。 「 一 体 、 私 は あ 
な た に 、『 絶 対 に あな た は 、 私 と の 同伴 に 
耐え る こと が 出来 な い だ ろ う 』 と 言わ な か 
っ た の か ?」 


彼 (ムー サー* は 言っ た 。「 こ の 後 も し 、 
私 が あな た に 何 か 尋 き ね る こと が あれ は ば 、 私 
と 同伴 し な く て も 結構 で す 。 あ な た は 私 に 
関し て 、 既に (同伴 を 断る ) 弁解 (の 理由 ) 
を 見 つけ た の で すか ら 」 。 


こと うし て 二 人 は 出発 し た 。 そ し て 、 あ る 町 
の 民 の と ころ に 行き 着い た 時 、 二 人 は その 
民 に 食事 (に こよ る も て な し ) を を うた が 、 
彼ら は 二 人 を も て な すこ と を 揚 ん だ 。 する 
Mo 一 人 は その (町 の ) 中 に 、 今にも 崩れ 落 
ち そ うな 壁 を 見 つけ 、 彼 (ハデ ィ ル ) が そ 
れ を 直し た 。 彼 (ムー サー*) は 言っ た 。「 も 
し お 望み な ら 、 あ な た は それ で 見 返り を 得 
る こと が 出来 まし た の に 」。 


彼 (ハデ ィ ル ) は 言っ た 。「 こ れ が 私 と あ 
な た の 、 別れ (の 時 ) だ 。 あ な た が 示 慢 で 
き な か っ た こと の 解釈 を 、 あな た に 語っ て 
聞か せよ う 。 


あの 船 は と いえ ば 、 そ れ は (それ を 手段 に ) 
海 で 働く 貧し い 者 た ちの 物 で あっ た 。 そ れ 
で 、 私 は それ ( 船 ) を 傷 物 に し よう と し た 
の だ 。 と いう の も 彼ら の 行く 手 に は 、 ( 正 


常 な ) あら ゆる 船 を 強奪 する 王 が いた か ら 。 
また 、 あ の 少年 は と いえ ば (、 ア ッ ラ ー* 
は 彼 が 不信 仰 者 * と を な る こと を ご 存 知 で あ 
っ た が ) 、 そ の 両親 が 信仰 者 だ っ た の で 、 


GN 
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18. 洞窟 章 608 NE A 
私 た ち ! は 彼 が 、 二 人 (両親 ) に ひ どい 放 坪 
さ と 不信 仰 を 強い る こ と 2 を 恐れ た 。 

81. それ で 私 た ち は 、 人 の 主 * が 彼ら に 、 彼 よ あじ 


82.、 ま た 壁 は と いえ ば 、 そ れ は 町 の 孤児 で あ II 


83. また (使徒 * よ ) 5 彼ら は あな た に 、 ズル = テ 


り も 方 正 さ に 優 り 、 より 慈悲 深い 者 * を 、 代 ⑳ に と 明和 
わり に 授け て 下さ る こと を 望ん だ の だ 。 


る 、 二 人 の 少年 の も の で あっ た 。 そ し て そ ll 

一 人 の た め の 財 宝 が あり 、 二 人 人 の 的 DS 
父親 は 正しい * 人 で あっ た 。 そ れ で あな た RE 

の は 、 人 が 度 源 し 、 自 が けた ちの 財宝 Sa Gob la 

を 掘り 出す こと を 、 あな た の 主 か ら の ( 彼 OE 

ら に 対す る ) ご 開 と し て 、 お 望み に な っ こう 


た の だ 。 そし て (ムー サー* よ 、) 私 は それ 

( ら ) を 、 自 分 ) の 一 存 で し た わけ で は な い 
Ss それ が 、 あな た が 起 慢 する こ と の 出来 な 
か っ た こと の 、 解 釈 で ある 。」 


カル ナイ ン * に つい て 時 尋ね る 。 言え 「 私 は 
彼 に つい て 、 あ な た 方 に 教訓 を 謗 ん で 聞か 
せよ う 」。 


1 


TO 


CO 


た 
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ここ と で ハデ ィ ル が 「 私 た ち 」 と 言っ て いる の は 、 ア ラビ ア 語 特有 の 表現 に よっ て 、 自 ら の 
尊厳 を 誇示 し て いる (頻出 名 ・ 用 語 集 「 わ れ ら *」 も 参照 わけ で は な く 、「 ア ッ ラ ー* こ そ 
が 、 彼 に その こ 2 と 」 を 示す 、 ハ ディ ル の 謙虚 さ を 表 し て いる の だ と 
いう (イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 16:13 参照 )。 

我 が 子 へ の 愛情 ゆえ に 、 両親 まで も が 不信 仰 に 追い や られ て し まう こと (イブ ン ・ カ スィ ー 
ル 5:185 参照 )。 

ある い は 、「 よ り 親 孝行 で 、 親類 の 絆 (きず な ) を 大 事 に する 者 」 (アル テバ ガウ ィ ー3:210 
参照 )。 

この 「 成 熟 」 と は 、 成 人 * す る こと で ある と され る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 5:187 参照 )。「 成 
人 *」 に つい て は 、 婦 人 章 6 の 「 結 婚 」 に つい て の 訳注 を 参照 。 

ハデ ィ ル は これ ら の こと を 、 アッ ラー* か ら の ご 命令 の も と に 行っ た の で ある ( ム ヤ ッ サ ル 
302 頁 参照 )。 


18. 洞窟 章 609 Ji と A 

84. 本当 に われ ら * は 、 地 上 に お いて 彼 の た め に PG GA 
手 は ず を 整 え 、 あ ら ゆ る こと に 関す る 手段 る 
! な 彼 に 授け た 。 

85. それ で 彼 は 、 手段 に 則っ (て 、 そ れ を 肛 使 CO 
し ) た 。 

86。 こ うし て 太陽 が 沈む 土地 に 友達 し た 時 、 彼 | みや SC0o っ っ と SS 
は それ の が ( 束 え た ぎ ” 黒い 泥 の RN I 
見 し た 。 われ ら * は 言っ た 。「 ズ ルー カル ナ 
イン * よ 、 (彼ら の 内 、 信仰 し な い 者 を ) 名 
する か 、 あ る い は 彼ら (を 導く た め ) に 療 
くし て や る の だ 」。 

87. 彼 (ズル ニカ ルナ イン は 、 言っ た 。「 不 SERGE SSE 
正 * を 働く 者 に つい て は 、 私 た ち が 害 を 下 OL 
そう 。 それ か ら そ の 者 は 、 自分 の 主 * の 御 放 
へ と 戻ら され る 。 そし て か れ は 、 忌 まわ し 
い 直 廊 で その 者 を 名 せら れる の だ 。 

88. また 、 信仰 し 、 正しい 行い * を 行う 者 と いえ A FF 
ば 、 そ の 者 に は 褒美 と し て 最善 の も の ( 天 OA 
国 ) が ある 。 そ し て 私 た ち は 私 た ちの 命令 
に お いて 、 彼 に 易しい 言葉 を 用 いよ う 」。 

89、 そ れ か ら 彼 は ( 東 へ と ) 、 手段 に 則っ (て 、 OG 
それ を 駆使 し ) た 。 

90.。 そ し て 太陽 が 昇る 場所 に 着い た 時 、 彼 は そ HAP 
れ (太陽 ) が 、 ある 民 の 上 に 昇る の を 見 出 OR 

1 この 「 手 段 」 に 関し て の 詳細 を 語る 、 信 頼 性 の ある 伝承 は な い 。 し か し それ が 、 そ れ に よ 
っ て 強大 な 大 軍 が 秩序 を も っ て 行進 し 、 敵 を 征 圧し 、 大 地 の 方 々 へ と 到達 する こと を 可能 

に させ た 、 非 常に 強力 な 内 的 ・ 外 的 手段 で や あっ た こと に 間違い は な い (アッ = サ ァ ディ ー 
485 頁 参照 )。 


2 


「 太 陽 が 黒い 泥 の 泉 に 沈む せ 」 よう に 見 えた の で あり 、 実 際 に そこ へ 沈ん だ わけ で は な い ( ア 
ル ニ テク ルト ウゥ ビー11:50 参照 )。 


18. 洞窟 章 610 NE A 
し た 。 われ ら * は それ (太陽 ) に 対し て 、 彼 
ら に いか な る 牧 い も 与え な か っ た '。 

91. ( 事 は ) この よう な 次 第 で あっ た 。 わ れ ら OE 
* は 確か に 、 彼 に 備わっ て いた も の 2 を 和 熟知 
し て いた の で ある 。 

92. それ か ら 彼 は (また 別 方 面 に 向かい ) 、 手 
段 に 則っ (て 、 そ れ を 駆使 し ) た 。 

93. そし て (行く 手 を ) 阻む 二 つ の も の ( 山 ) | LG RN RE 
に 着い た 時 、 そ の 手前 3 に 、 (自分 た ち 以 ⑤3o 内 和紀 SA6SY 
外 の ) 言葉 を ほとん ど 理 解 し な い 民 を 発 
見 し た 。 

94. 彼ら は 言っ た 4。「 ズ ル = カ ルナ イン * よ 、 i 8 wie 
本 当 に ヤァ ジュ ー ジ ュ と マ ァ ジュ ー ジ ュ し 
* は 、 地 上 で 腐 取 * を 働い て いま す 。 あ な の は る 
た に 報酬 を 差し 上 げ ま すか ら 、 私 た ちと 
彼ら の 間 に 障 壁 を 築い て は 頂け な いで 
し ょ うか ?」 

95. 彼 は 言っ た 。「 我 が 主 * が 私 に 与え て 下さ っ a Osa 


た も の の 方 が 、 (あな た 方 の 財産 ) より 善 
CN それ で は 、 私 に 力 を 貸し な さ 

。 あ な た 方 と 彼ら の 間 に 、 高 壁 を 築い て 
0 0 


= 


2 ズル = カル ナイ ン * の 徳 や 、 偉 大 な 手段 の 数 々 の こと (前 掲 書 、 
「 向 こう 」 と いう 解釈 も ある (アル = クル 


参上 


県)。 


ュ グッ 


「 手 前 」 で な く 、 


この 「 覆 い 」 は 、 建物 や 木 な ど 、 太陽 の 光 を 遮 (さえ ぎ ) る も の と され る ( ム ヤ ッ サ ル 303 


同 頁 参照 )。 


トゥ ビー11:55 参照 )。 


4 ズル テカ ルナ イン * は 、 彼 が 授かっ た 「 偉 大 な 手段 」 の 一 つと し て 、 彼 ら の 言葉 を 理解 する 


知 的 手段 を 備え て いた と いう (アッ = テ サ ァ デ ィ ー486 
二 つ の 強大 な 人 類 集団 で ある と 言わ れる ( ム ヤ 
ー ヤ *98-99、 預 言 者 * た ち 章 96-97 も 参照 。 


5 


「 ヤ ァ ジ ュー ジュ と マ ア ァ アジ ュー ジュ 」 は 、 
ッ サ ル 303 頁 参照 )。 ア 


参照 )。 


18. 洞窟 章 


611 


NE A 


96. 


97. 


98. 


99) 


100. 


101. 


(ズル = ニカ ルナ イン * は 、 彼 ら に 言っ た 。 ) 
「 鉄 庁 を 私 に よこ し な さい 」。 そ し て 山 
と 山 の 間 を (それ で ) 平 垣 に する と 、 言 
っ た 。「( 火 を 起こ し て 、 ふ い ど を) 吹け 」。 
そし て それ ( 鉄 庁 の 山 ) を 火 だ する と 、 

言っ た 。 「 溶 けた 鋼 を 私 に よこ す の だ 。 
そこ に 、 注 ぎ 込 むか ら 」。 


こう し て 彼ら (ヤァ ジュ ー ジ ュ と マ ァ ジ 
ュー ジュ ) は 、 そ れ ( 高 壁 ) を 越え る こ 
と も 出来 ず 、 そ れ に ( 下 か ら ) 穴 を 開け 
る こと も 叶わ な か っ た 。 


彼 (ズル = カル ナイ ン け は 言っ た 。「 こ 
れ は 、 我 が 六 * か ら の ご 慈 大 。 そし て 我 が 
主 * の お 約 東 ! が | 来 すれ ば 、 か れ は それ 
( 高 壁 ) を 真っ 平ら に され る 。 そ し て 我 
が 主 * の お 約束 は 、 も と より 真実 な の だ 」。 


また 、 わ れ ら * は 彼ら (ヤァ ジュ ー ジ ュ と 
マ ア ジュ ー ジュ ) を その 日 、 次 か ら 次 へ 
と 押し 寄せ 、 入 り 混じる が まま に させ る 。 
そし て 角笛 2 が 吹き 鳴ら され 、 わ れ ら * は 彼 
ら (人 々 ) を 一 斉 に 名 集 す る の だ 。 


また 、 わ れ ら * は その 日 、 不 信仰 者 * た ち 
に 地獄 を まざまざ と 見 せる 。 
(彼ら は ) われ ら * の 教訓 か ら 、 そ の 眼 を 


覆 わ れ て いた 者 た ち で あり 、 聞 く こ と も 
出来 な か っ た の だ 。 3 


1 復活 の 


*、 あ る い は ヤァ ジュ 


NRE Pre 
3 a ン 回 タン 2 る 


ea, Ak rea \Js 


OE 

菊 | 3 SN PO 

© 

et 6 みう db 

ESE 
ラー CT 

0 * 
Hrd 9 


の る ス を ちら 


ー ジ ュ と マ ァ ジュ ー ジ ュ が 障壁 の 向こう か ら 出 現す る 時 の こ 


と (アル = クル トゥ ビー11:63 参照 )。 預 言 者 * た ち 章 96 も 参照 。 
2 これ は 、 復活 を 知ら せる 角笛 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 304 


参照 )。 家畜 章 73 の 訳注 も 参照 。 


3 関連 する 内 容 と し て 、 雌 和牛 章 7、 フ ー ド * 章 20 と その 訳注 も 参照 。 


形 


18. 洞窟 章 612 A 
102. 一 体 不 信仰 に 陥 っ た 者 * た ち は 、 われ を 差 の Ri os の 3 
し お いて 、 わが 僕たち を 用 穫 者 と し よう et oy 

と 思っ て いた の か ?! 本 当 に われ ら * は 地 I 
op 5 


103. 


104. 


105. 


獄 を 、 不信 仰 者 * た ちの 御 も て な し * と し て 
用 意 し て お いた の で ある 。 


(使徒 * よ 、 ) 言う が よい 。 「 あ な た 方 に 、 


行い に お ける 最大 の 損失 者 に つい て 教え 
よう か ? 


(彼ら は 、) 自分 た ち が 善 い 仕事 を し て 
いる 0 . (実は) 現世 の 生活 
で の 自分 の 努力 が 、 徒労 に な っ て し まっ 
て いる 者 た ち 」。 

それ ら の 者 た ち は 、 自 分 ) た ちの 主 * の 御 徴 


EEN GRIN 
ラー ラタン を 


DL 


ヤン イン 。 ニョ ン < マン No イネ 
0 SA WI 


と 、 (来世 に お ける ) か れ と の 拝 調 を 否 1282 わ メ NE EL 
定 し 、 そ れ で その 行い が 無駄 に な っ た 者 eG 
た ち 。 そ れ で われ ら * は 復活 の 日 *、 彼 ら | 
に 僅か ば か り の 価値 も 認め な い の だ 。 

106。 それは 彼ら が 不信 仰 に 陥 LR わが 御 微 と EA i 
わが 使徒 * た ち を 員 笑 の 的 と し て いた こと OR 
と ゆえ の 、 地獄 と いう 彼ら の 応報 で ある 。 

107. 本 当 に 、 信 仰 し 、 正 し い 行 い * を 行う 者 た EN NY 
ち に は 、 御 も て な し と し て フィ ル ダ ウ ス ott 182 
の 楽園 が ある 。 2 ーー 

1 つま り 彼 ら は 、 アッ ラー* を 差し 置い て 自分 た ちの 底 護 者 と し て いた も の が 、 自分 た ち を 益 

し た り 、 害 し た りす る と 思い 込ん で いた (アッ = テー サ ァ アァ ディ ー487 頁 参 照 )。 


tv 


3 


「 御 も て な し 」 の 原語 
的 意味 か ら 


は 「 ヌ ズル 」 で 、 
、 彼 ら へ の 上 基 (さげ す ) み と 


シュ ー ル 15:141 参照 )。 


「 善 い 仕事 」 と 思 
事 」 と 分 か っ て いる こと は 、 尚 更 


物 』 


っ て いる こと で も 無駄 (むだ ) 【 


こ な る の だ か ら 
で ある (アッ = ニ サ アァ ディー487 


滞在 者 や 客 を も て な す た め の も の 。 こ こ で は 修辞 
し て 、 懲 罰 に 対し て 


いら れ て いる (イブ ン ・ ア ー 


、 役 ら 自 身 が 「 無 意味 な 


大 


玉 | 


の 楽 


参照 )。 


園 に も 、 様々 な ラン ク が ある 。「 フ ィ ル ダウ ス 」 は その 中 で も 、 最 高 の 場所 と され 


る 。 預言 者 * ム ハン マ ド * は 仰 (お っ し ゃ ) っ た 。「 ア ッ ラ ー* に お 願い する の な ら 、 フ ィ ル 


ダウ ス を お 願い せよ 。 実 に それ は 天国 の 最も 中 履 
ね き * お 方 の 御座 (みく ら ) が 見 え 、 そ こ か ら 天 


部 、 最 


る の だ 」( ア ル = テ ブ ハ ー リ ー2790 参照 )。 


高 部 に ある 。 そ の 上 に は 慈悲 あま 
国 の 河川 (か せん ) が 噴 ( ふ ) き 出し て い 


18. 洞窟 章 613 Ji と A 
108. (彼ら は ) そこ に 永遠 に 留まり 、 そ こと か ONG 


109. 


110. 


ら (いか な る 別 の 場所 に も ) 移さ れる こ 
と を 望ま な い 。 


(使徒 * よ 、) 言っ て や れ 。 「 も し 海 が 、 
我 が 主 * の 御 言葉 (を 書き 写す た め ) の イ 
ンク で あっ た と し た ら 、 我 が 主 * の 御 言葉 
が 尽き る 前 に 、 海 は 枯れ 果て て し まっ た 
で あろ う 。 た と え 、 わ れ ら * が それ と 同様 
の も の を も う 一 つ 、 補充 分 と し て 持っ て 
来 た と し て も 」。!* 


(使徒 * よ 、 う 言え 。 「 私 は 、『 あ な た 方 
の ( 真 に ) 崇拝 "すべ き は 、 た だ 一 つの 神 
2I と 啓示 が 下さ れ て いる 、 あ な た 方 と 同 
様 の 一 一 人 の 人 間 に 過 ぎ な い 。 それ で 自分 
の 六 * と の 拝 調 を 望む 者 は 、 正しい 行い * 
に 励み 、 自 分 ) の 主 * の 此 FE* に お いて 、 い 
か な る も の も 並べ て は な ら な い *“」 。 


1 「 ア ッ ラ ー* の 御 言 葉 」 は 、 か れ の 用 
える も の で ある (アッ テニ サ ア ディ ー488 


1】 


ww 


同位 者 の いな い 、 
こと この 「 望 む 」 と いう 語 に は 、「 恐 れる 」 と 


ユー ヌス * 間 7「 望 まず 」 の 訳注 も 参照 。 


た 


つま り シ ルク * を 犯し て は な ら な い 、 と いう こと 。 


FAS IGP の とう 
GWS SS CB 


EE IN 
| Cr < Bs 
Sas Oe 


性 ( ぞ く せ い ) の 一 つ で あり 、 無 限 か つ 人 の 想像 を 超 
参照 )。 ル クマ ー ン 章 27 も 参照 。 


崇拝 * す べき 唯一 の 存在 で ある アッ ラー* の こと (前 掲 書 489 頁 参 照 )。 
いう 意味 も ある (アル = バ ガ ウ ィ ー3:222 参照 )。 


19. マル ヤム 章 


614 の りら ーA 


第 19 章 
マル ヤム * 章 1 


直 起ち まね く * 表 


深き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


カー フ ・ ハ ー・ ヤ ー・ ア イン ・ サ ー ド 2。 Oz 
(これ は 、) その 僕 ザ カリ ー ヤ ー* に 対す る 、| OE > 
あな た の 主 * の ご 慈悲 の 叙述 。 

彼 が 自分 の 王 * を 、 ひ そ や か に 呼ん だ 時 の OEE SY 
8 


また 私 の 妻 は 不妊 で あり 、 


骨 は 脆く な り 、 頭 は 白髪 だ ら け に な っ て し Dé AC る 2 
まい まし た %。 そし て 私 は 一 一 我 が 主 * よ ーー OE 
(これ 以前 ) 、 あ な た へ の 祈願 に お いて 
不幸 な 者 で は あり ませ ん で し た 5。 


イン ン ? 


彼 は 申し 上 げた 。 「 我 が 主 * よ 、 本 当 に 私 の | 6S 


て そ 


私 は 自分 の ( 死 ) Gr dN 


後 、 身 内 (が あな た の 宗教 を 達成 で き な い Ph 


か も し れ な いこ と ) を 怖 れ ます 。 で すか ら 
私 に 、 あな た の 御 許 か ら 後継 才 (と し て の 


子供 ) を お 授け 下さ い 。 


tv 


cw 


に 


m 


マッ カ * 啓 示 で 、 学 者 間 の 意見 は ほ 


ほぼ 一 致 。 前 半 で は 、 過 去 の 預言 者 * や 項 虚 (けい けん ) * 


な 人 々 に まつ わる 逸話 が 、 彼 ら へ の 賞賛 と 共に 描写 され る 。 そ の 中 で 最も 長く 、 か つ 詳 細 
に 語ら ちら れ て いる の が 、 ス ー ラ * 名 と も な っ て いる イー サー* の 母 マ ル ヤ ム * に つい て の も の 。 
後半 で は 、 アッ ラー* の 正しい 教え に 従順 で あっ た 、 この よう な 過去 の 偉人 た ちと は 対照 的 
な 、 シ ルク * の 徒 ・ 復 活 を 否定 する 不信 仰 者 * ら へ の 厳し い 警 告 と 、 信仰 者 ら へ の 吉報 、 ア ッ 


ラー の 唯一 性 * と 慈悲 深 さ の 説明 


な ど が 展開 され て いる 


この 文字 群 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 
ザ カ リー ヤー* が この 祈願 を する ! 


語 解説 の 「 ク ル ア に la て 現れ る 文字 群 *」 を 参照 。 
こ 至 っ た 背景 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 37-41 参照 。 


原語 で は 正確 に は 、「 頭 が 白髪 で 燃え 上 が っ た 」 と いう 表現 が 用 いら れ て いる 。 元々 は 黒い 


頭 が 白く な っ て し まっ た こと が 、 


あたかも 墨 (すみ ) の 塊 に 火 が つき 、 目 映 い 光 が 黒 い 物 


体 を 全体 的 に 覆っ て し まう こと に 辿 (た と ) えら れ て いる の で ある (イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 


16:64 参照 )。 


つま り 、 祈 願 を 叶 (か な ) えら れ な か っ た こと は な い 、 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 305 頁 参照 )。 


19. マル ヤム 章 615 だ の りつ 


6. 私 (の 預言 者 "と し て の 使命 ) を 継ぎ 、 ヤ ア | bgJg み ちる 、 2 
クー プ * の 一 族 (の 預言 者 * と し て の 使命 ) cy 
を 継ぐ (後継 者 を ) 。 そし て 一 一 我 が 主 * - 
よー 一 、 彼 を (あな た と あな た の 僕たち か 
ら ) 喜ば れる 者 と し て 下さ い 」。 

7 (アッ ラー* は 、 天 使 * を 通じ て 仰せ られ た 。) | し 5 265 を っ 
「 ザ カリ ー ヤ ー* よ 、 本 当 に われ ら * は あな た OE a EE 
に 、 ヤ ヒヤ ー* と いう 名 の 男の子 に つい て の 
吉報 を 伝え よう 。 わ れ ら * は ( 彼 ) 以前 、 誰 
も その 名 で 名 付け た こと は な か っ た 」。 


と 4 


8. 彼 ( ザ カ リー ヤー?) は 、 申 し 上 げた 。「 我 ENEILENSR 
が 主 * よ 、 私 に 男の子 が 出来 まし ょ うか ? rk | 
私 の 妻 は 不妊 で 、 し か も 私 は 老齢 で 干 か ら ひっ 
び て し まっ て いま す の に ?」 


9. 彼 (天使 り は 言っ た 。「 そ の 通り (だ が ) 、 EI i 
あな た の 主 * は 、 (と う ) 仰せ られ た の だ 。 DE Er RE 
『 そ れ は われ に と っ て 、 容易 いこ と 。 われ 
は 彼 ( ヤ ヒ ヤー? 以前 に 、 (以前 は ) 全く 
存在 し て いな か っ た あな た の こと も 、 確 か 
に 創造 し た の だ 』」。 

10. 彼 ( ザ カ リー ヤー? は 、 申 し 上 げた 。「 我 | の iz3G22kdJ ス 計っ 2d6 
が 主 * よ 、 私 に その 吉報 が 実現 する と い EC 
う ) 御 徴 を お 授け 下さ い 」。 彼 (天使 り a 
は 言っ た 。 「 あ な た の 御 徴 は 、 あ な た が 健 
常 で あり な が ら 、 三 夜 の 間 、 人 々 に 話し か 
ける こと が 出来 な く な る こと で ある 」。 

11. こう し て 彼 ( ザ カ リー ヤー や は 、 ミ フラ ー Is 
ブ ! か ら 彼 の 民 の も と に 出 て くる と 、 彼 ら に DGG A 
「 朝 に 、 (アッ ラー* を ) 称え * な さい 2」 
と 仕草 で 示し た 。 


1 「 ミ フラ ー ブ 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 37 の 訳注 を 参照 。 
2 ヤ ヒ ヤー* の 誕生 が 、 全 て の 者 に と っ て の 吉報 で あっ た こと ゆえ に 、 ア ッ ラ ー* を 称え る * 
よう 命じ た の だ と され る (アッ = テ サ ァ デ ィ ー490 頁 参照 )。 


19. マル ヤム 章 616 だ のり ど つ 4 


12。 (そし て ヤ ヒ ヤー* が 誕生 し 、 成長 し た 頃 NII NL ES 
A A OES 


4 


啓典 (トー ラー を 真 論 に 受け 取れ 9 
し て われ ら * は 、 nome 


NN EEE ES 
の 御 許 か ら の 慈しみ の 念 ( 罪 か ら の ) 
清らか さ を (授け た ) 。 役 は 散 箕 "で あっ た 。 


14. ま た ( 彼 は ) 、 自 分 ) の 両親 に 孝行 で あり 、 OEE HL 
尊大 で も 反抗 的 で も な か っ た 。 


15. そ し て 、 彼 が 生ま れ た 日 、 亡 く な る 日 、 生 
き て 蘇 らち され る 日 に 、 彼 に (アッ ラー* か 
ら の ) 平安 あれ 。2S 


16. また (使徒 * よ ) 、 啓 典 (タル アー ン ? の 


! で 、 マルヤ ム * に つい て 語る の だ 。 彼女 が の の 
自分 の 家族 か ら 、 東 方 の 場所 に 身 を 引い た 
3 時 の こと 。 
17. そし て 彼女 は 彼ら を 避け て 牧 い を か け 、 わ | CIR EE 
れ ら * は 彼女 に 、 わ れ ら * の 魂 を 遣わ し た 。 OE EE 


する と 彼 は 、 非の打ち所 の な い 人 間 の 姿 
で 、 彼 女 の 前 に 現れ た 。 


1 「 啓 典 を 真 撃 に 受け 取る 」 と は 、 ト ー ラ ー* を 真剣 に 受け 止め 、 そ の 暗記 、 理 解 、 実践 に 励 
(は げ ) むこ と ( ム ヤ ッ サ ル 306 頁 参照 )。 

イブ ン ・ ウ ヤ イ ナ *# に よれ ば 、 こ こ で これ ら 三 つの 状態 の み が 言 及 さ れ て いる の は 、 これ ら 三 つ 

の 瞬間 が 人 間 に と っ て 最も 不安 な 状態 で あや る か ら だ と いう (アッ テ タ バリ ー7:5466 参照 )。 

アル テク ルト ウゥ ビー* は 、 彼 女 は アッ ラー* の 崇拝 * の た め に 、 神 殿 の 東部 に 竜 ( こ ) も っ た 

の だ 、 と いう 見 解 を 述べ て いる (11:90 参照 )。 ま た 一 説 に 、 当 時 の 人 々 に と っ て 東 と いう 

方 向 は 、 特 別 な 善い 意味 が あっ た (アッ テー タバ リー7:5468 参照 )。 

4 大 半 の 学者 は 、 こ の 「 魂 」 を ジブ リー ル * と 解釈 し て いる 。 ジ ブリ ー ル * が ここ で 「 魂 」 と 
呼ば れ て いる の は 、 彼 と 、 彼 に よる 啓示 の 伝達 に よっ て 、 宗 教 が 息吹 (いぶ ) く か ら だ と 
され る 。 ま た 、 そ れ が 「 わ れ ら *」 と いう アッ ラー* の 修飾 を 受け て いる の は 、 カ アバ 神殿 * 
が 「 ア ッ ラ ー*\* の 館 」 と 呼ば れる よう に 、 ジ ブリ ー ル *\ へ の 栄誉 を 表し て いる た め と され る 
(アル = テア ルー スィ ー16:75 参照 )。 


to 


の 


19. マル ヤム 章 617 Re A 
18. 彼女 は 言っ た 。「 本 当 に 私 は 、 慈悲 あ まね RRL A GE 
き * お 方 (アッ ラー*) に 、 あ な た (の ら 炎 @ES 

い を 受け る こと ) に 対し て の 加護 を を い 
ます 。 も し あな た が 、 (アッ ラー* を ) 長 れ 
る * お 方 な ら ば (、 近づか な いで 下さ い ) 」。 

19. 彼 (ジブ リー ル ”) は 言っ た 。「 私 は まさ に 、| じ % 剖 こ 209 わ ゆら EIC 
あな た に 清らか な 男の子 を 差し 上 げ る た Lo 
め の 、 あな た の 羊 * か ら の 使い な の で す 」 o 

20. 彼女 は 言っ た 。「 私 に 、 男 の 子 が 出来 る な A YER ME 
ど と いう と と が あり まし ょ うか ? 私 に は 1 
人 一 人 触れ た こと は な く 、 私 は ふし だ ら で 
も あり ませ ん で し た の に 」。 

21. 彼 は 言っ た 。「 そ の 通り (で す が ) 、 あ な る 8 っ 6 LE 
た の 主 * は 、 (こう) 他 せ られ まし た 。『 そ EE 
れ は われ に と っ て 、 容 易い こと 。 6 の DEA 
れ は ) 、 彼 (その 男の子 ) を 人 々 へ の 件 徴 
! と し 、 われ ら * の 御 許 か ら の 開 悲 と する た 
め な の だ 。 (それ は ) 既に 定め られ て いた 
こと な の で ある 』」。 

22. こう し て 彼女 は 、 彼 (イーサー? を 和 宿 し 、| OC A Rs 
身ごもっ た 状態 で (人 々 か ら ) 遠い 場所 へ 
と 身 を 遠ざけ た ?。 

23. そし て 陣痛 が 彼女 を 、 ナ ツメ ヤシ の 木 % の 電 oe 
へ と 追い や ( り 、 彼 女 は それ に より か か ) TR EA EG 
っ た 。 彼女 は 言っ た 。「 あ ぁ 、 と これ 以前 に CEE 


1 この 「 御 徴 」 と は 、 
創造 され た 。 ア 
は 男性 を 介さ ず 、 そ し て それ 以外 の 人 間 は 皆 、 


アッ ラー* の 御 力 を 示す 証拠 の こと 。 


る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 5:220 参照 )。 


IN) 


彼女 は 、 未 婚 の 如 
一 説 に 、 


アッ ラー* は 、 人 間 を 多様 な 形 で 


on は 男性 も 女性 も 介さ ず 、 ハ ウ ワ ー 人 AKA a 
男性 と 女性 を 介し て お 創り に な っ た の で あ 


[ 娠 に よる 醒 聞 (し ゅ うぶ ん ) を 恐れ て いた (アッ ニー サ ァ アディ ー491 頁 参照 )。 
この ナツ メ ヤ シ の 木 は 枯れ 木 で あっ た (アル = テバ ガウ ィ ー3:229 参照 )。 
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RD 


24. 


26. 


27. 


A 


私 が 死ん で し まっ て いた ら 、 そ し て 忘れ 去 
られ た 、 ど う で も よい 存在 で あっ た ら よ か 
っ た の に 1!」 


する と 、 彼 ! は 彼女 の 下方 か ら 、 彼女 に ( こ 
う ) 呼び か けた 。 「 悲 し ん で は な り ま せん 。 
あな た の 主 * は 、 あな た の 下 に 、 まさ に 小川 
を 流れ させ 給 う た の で すか ら 


の 方 
に お 揺らし な さい 。 そ うす れ ば それ は 、 採 
り 頃 の 熟れ た ナツ メ ヤ シ の 実 を 、 あ な た の 


上 に 落と し ます 。 


そう し た ら 、 食べ か つつ 飲み 、( 子 の 誕生 に ) 
お 喜び な さい 2。 そし て 、 も し 誰か 人 を 見 る 
よう な こと が あれ は 、 (の ) 言う の で す 。 
『 本 当 に 私 は 、 茜 悲 あま ね き * お 方 (アッ ラ 
= に 斉 』 を 伯 い ま し た 。 そ れ で この 日 
は 、 絶 対 に 人 と は 話し ませ ん 』」。 


それ か ら 彼 女 は 彼 (イー サー*) を 抱き 、 彼 
と 共に 彼女 の 民 の も と へ や っ て 来 た 。 彼 ら 
は (、 そ れ を 見 て ) 言っ た 。「 マ ル ヤ ム }* 
よ 、 あ な た は 本 当 に 、 と ん で も な いこ と を 
し で か し た 。 


1 この 「 彼 」 に は 、「 ジ ブリ ー ル *」 と いう 説 と 、 


sl 


a 
coed 


EE ENEE NGS 
EAS 


BE EH $s 
SA は 3 
SEA 2 


「 イ ー サ ー*」 と いう 説 が ある (アッ テ タ バ 


リー7:5477-5479 参照 )。 

ここ で 「 喜 氷 」 と いう 訳 を あて た 原語 は 、「 ク ッ ラ トッ ウゥ ・ ア イン ( 眼 の 涼し さ )」 と いう 表現 
の 派生 形 。 ア ラビ ア 語 で 「 眼 が 熱く な る 」 と いう 表現 が 、「( 悲 し みゆ え に ) 泣い て ば か り 
いる 状態 」 を 表す の と 逆 に 、「 眼 が 涼し い 」 こと は 、 喜び を 表す (イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 16:89 
参照 )。 


Lz 


ゆ 


陸 の 「 斎 戒 *」 は 、 飲 食 だ け で な く 、 
え マ ル ヤ ム * は 、 


ィ ー ル 5:225 参照 )。 


言葉 を 慎 (つつ し ) む 必 要 が あっ た と され る 。 そ れ 
この 言葉 を 喋ら ず に 、 仕 草 で 示し た の だ と 


いう 説 も ある (イブ ン ・ カ ス 
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Rr 


28. 


29; 


30. 


31, 


32. 


33, 


34. 


35. 


ハー ルー ン の 姉妹 ! よ 、 あ な た の 父親 は 不 品 
行 な 男 で は な か っ た し 、 あ な た の 母親 も ふ 
し だ ら で は な か っ た の だ ぞ 」 。 


する と 彼女 は 、 (彼ら が 赤ん坊 に 直接 尋ね 
る よう 、) 彼 の 方 を 指し た 。 彼ら は 言っ た 。 
「 揺 りか どの 中 に いる 幼子 に 、 私 た ちがい 
か に 話し か ける と いう の か ?」 


彼 (イー サー や は 言っ た 。 「 本 当 に 私 は 、 
アデ ッ ラ ー* の 僕 で す 。 か れ は 私 に 、 啓典 を 授 
け て 下さ り 、 私 を 預言 者 * と され た の で す 。 
また 、 か れ は 私 が どこ と に あろ る うと 祝福 に あ 
ふれ た 者 と され 、 私 が 生き て いる 間 中 、 
礼拝 と 浄 財 * を 私 に 命じ られ まし た 。 


そし て (私 を ) 母親 に 孝行 する 者 と され 、 
尊大 で 不幸 な 者 と は され ませ ん で し た 。 


よみ が え 


私 が 生ま れ た 日 、 死 ぬ 日 、 生 きた まま 魅 ら 
され る 日 に 、 私 に (アッ ラー* か ら の ) 平安 
あれ *“」 。 


(ME よ ) それ が マル ヤム * の 子 イ ー サ 
。 彼ら (啓典 の 民 ⑦ が 疑わ し く 思っ て 


いる 、 (イー サー* に 関す る ) 真理 の 言葉 。 
アッ ラー* が 子供 を も うけ 給 う こと な ど 、 あ 
りえ な い 。 か れ に 称え * あ れ ?。 か れ が 一 事 


を お 取り 決め に な ( り 、 お 望み に な ) れ ば 、 


1 ここ で マル ヤム * が 、 
ー ル * は 「 そ の 崇拝 
め 」「 彼 女 が 、 
で 有名 な ハー ルー ン * と いう 名 の 兄弟 が いた た め 」 と いっ た 説 を 挙げ 、 


PB NEE ct 


ONE 
SR Ge SC 
ルン 


CR EN 
oe 


2 る Cg NS こう 
© 2 A 


BEE I 


⑨ じ 
SORA 
タ 
COLE 
イェン イイ < シュン 
SS A EE ら 
ois 


ン 5 レン ディ レー て マン キィ ンク ン ン 
A ig OR 


eS, Cs 


「 ハ ー ル ー ン * の 姉妹 」 と 形容 され て いる こと に 関し 、 イ ブン ・ カ スィ 
* 行 為 に お ける 熱心 ぐに お いて 、 預 言 者 ウール ー ン * に 類似 し て いた た 
預言 者 ウー ルー ン * の 一 族 に 属し て いた た め 」「 彼 女 に は 実際 、 崇 


押 * と 禁欲 
言 者 ジュ ー 


彼女 が 預 


ルー ン * の 実 の 姉妹 と いう 説 は 否定 し て いる (5:226-227 参照 )。 


TO 


アー ヤ *15 の 訳注 も 参照 。 
3 ここ と で の 「 称 え 


* あ れ 」 に つい て は 、 睦 和牛 章 116 の 訳注 も 参照 。 


19. マル ヤム 章 620 どり どー 
それ に 「『 あ れ 』 と 仰せ られ る だ け で 、 そ れ 
は 存在 する の で ある 。 

36. (イー サー* は 民 に 言っ た 。 ) 「 本 当 に アッ いす 作 4 お く を Yi(U 
ラー* は 、 我 が 主 * で あり 、 あな た 方 の 主 *。 OE 
な ら ば 、 か れ を 避 拝 * し な さい 。 これ が まっ 
すぐ な 道 な の で すか ら 」。 

37。 それから (啓典 の 民 * の ) 派 導 が 、( イ ー es I Cd 


38. 


39. 


40. 


ー* の こと に 関し 、) 彼ら の 間 で 意見 を 異 に 
もじ た } o それ で 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち に 、 
この 上 な ( く 恐 ろ し ) い (復活 の ) 日 * の 立 
会 い の 災 いあ れ 。 


われ ら * の も と へ と 彼ら が や っ て 来る その 
目 。 彼ら の 視力 は 何と 鋭く 、 その 聴覚 は 
何と 研ぎ 澄 ま さ れ て いる こと か !? し か 
し (現世 に お ける ) この 日 、 不正 * 者 た ち は 
紛れ も な い 迷 記 の 中 に ある の だ 。 


そし て (使徒 * よ ) 、 潤 間 で あり 、 信仰 する 
こ と の な い 彼 ら に 、 事 が 決定 され る 悔恨 の 
日 3 に つい て 警告 を 告げ よ 。 


本 当 に われ ら * は 、 大 地 と 、 そ の a 


を 引き 継ぐ 4。 そし て われ ら * の 和信 
彼ら は 戻さ れる の で ある 。 


に ある 者 
「 に こそ 、 


= 


IN) 


状況 を 明確 に 知っ て 、 後 
家畜 章 158 と その 訳注 、 


3 その 日 、 不 信仰 者 ' ら は アッ ラー* の ご 満悦 と 天国 を 和 失い 、 


ある 者 た ち は 彼 を 神聖 化し 、 ま た ある 者 た ち は 彼 を 魔 和 
エエ ユー ス フ * の 息子 と し た ( ム ヤ ッ サ ル 307 頁 参 照 )。 


復活 の 


*、 役 ら は 自分 た ちの 不信 仰 ・ シ ルク *※・ 


(不適 切な ) 言動 を 認め 


® EA 


Er 
SR 


SENS SN 
OT 

CG NG 
oS 


i 師 と し 、 ま た 別 の 者 た ち は 彼 を 大 


自分 た ちの 真 の 


ほす る (アッ テニ サ ァ ディー493 


参照 )。 関連 する ア ー ツ ま ど : し て 。 


夜 の 旅 章 97「 盲 


る 。 そ し て 、 や り 直 す た め に 現世 に 戻る こと も 出来 ず 、 


る こと も 叶わ な い 。 
ッ デ テ サ アデ ィ ー493 頁 参 


4 二 の 創造 物 は 滅び 、 


その よう な 中 で 彼ら は 、 
照 )。 


・ 引 き 継 ぐ 」 と いう 表現 に つい て 


ty の 訳注 も 参照 。 


」 の 訳注 も 参照 。 


代わ り に その お 怒り と 地獄 を 得 


反 に 戻っ て も 、 自 分 の 状況 を 変え 


心 が 張 り 像 けん ば か り の 後悔 に 襲わ れる ( ア 


アッ ラー* だ けが 残る (イブ ン ・ カ スイ ー ル 234:5 参照 )。「 わ れ ら * 
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どら"ー ボ 


41. 


42. 


43. 


44. 


45. 


46. 


(使徒 * よ 、) 啓典 (クル アー ン ? の 中 で 、 
イプ ラー ヒー ム " に つい て 語る の だ 。 本 当 に 彼 
は 大 そう な 正直 者 *! で あり 、 預言 者 * で あっ た 。 


彼 が 自分 の 父親 に 、 (こう ) 言っ た 時 の こ 
と 2。「 お 父さん 、 聞 きも し な けれ ば 、 見 る 
こと も 出来 ず 、 あ な た を 少し も 益 する こと 
の な いも の 3$ を 、 な ぜ 賑 め る の で すか ? 


お 父さん 、 本 当 に 私 の も と に 、 あ な た に は 
訪れ る こ こと の な か っ た 知識 の 一 部 が 、 確か 
に 到来 し た の で す 。 で すか ら 、 私 に 従っ て 
下さ い 。 そ うす れ ば 私 は あな た を 、 真っ 当 
な 道 に ご 案内 し ます 。 


1 くさ ん 、 シャ イタ ー ン * を 崇め な いで 下さ 
。 本 当 に シャ イタ ー ン * は 、 慈 詳 あま ね き * 
ッ ラ ー や に ひど く 有 反抗 的 な も の で す 。 


お 父さん 、 本 当 に 私 は 、 慈悲 あま ね き * お 方 
(アッ ラー や か ら の 信 が あな た に 及び 、 あ 
な た が シャ イタ ー ン * の 同志 と な る の を 李 
れ て いま す 」。 


彼 (イプ ラー ヒー ム * の 父親 ) は 、 言 っ た 。 
「 一 体 お 前 は 、 我 が 神 々 (の 崇拝 り か ら 身 
を 引き た い の か 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * よ ? も 
し も お 前 が (、 我 が 神々 へ の 中 傷 を ) 目 
め な い の な ら 、 私 は きっ と お 前 を ( 石 で ) 
打ち 殺し て や ろう 4。 私 か ら ず っ と 、 遠 ざ か 
っ て お れ 」。 


2 イブ ラー ヒ 
た ち 章 52-70、 
3 つま り 、 


「 大 そう な 正直 者 」 に つい て は 、 婦 人 章 63 の 訳注 を 参照 。 
ー ム * と その 父親 、 及 びそ の 民 の や り 取 り に つい て は 、 


詩人 た ち 章 70 一 89、 整 列 者 章 85-98、 


偶像 の こと (アッ テニ サ ア ディ ー494 頁 参 照 )。 


ORANG 5 
(2 


PP 1 う 


スン 作る 


0 は 4 


Fo i 


家畜 章 74-82、 預 言 者 * 


金 の 装飾 章 26-28 も 参照 。 


「( 石 で ) 打ち 殺す 」 に つい て は 、 フ ー ド * 章 91 内 の 同 表 現 の 訳注 も 参照 。 


19. マル ヤム 章 622 だ の りつ 

47. 彼 (イブ ラー ヒー ム は 言っ た 。「 あ な た | 00 し 6 
に 平安 あれ '。 私 は 我 が 主 * に 対し 、 あな た の Ese 
た め に 、 ( 罪 の ) お 赦し を と いま し ょ う 2%。 - 
本 当 に か れ は ( 祈 れ ば 聞き 入れ て 下さ る ) 、 
私 に 懇切 な お 方 な の で すか ら 。 

48. そし て 私 は 、 あ な た 方 と 、 あ な た 方 が アッ | ゆ b 誠 AoSSE2 計 5 
ラー* を よそ に 祈っ て いる も の か ら 遠 ざか | @EE SECIS Te 
り 、 我 が 主 * に 祈り まし ょ う 。 私 は 、 我 が 主 
* へ の 祈り に お いて 、( そ れ が 叶え られ な い 
よう な ) 不幸 な 者 と は な ら な いで し ょ う 」。 

49. 彼 (イブ ラー ヒー ム う が 、 彼ら と 、 彼ら が RIN III 

アッ ラー* を よそ に 崇め て いる も の か ら 遠 | @⑧ 区 CCS 

ざか っ た 時 、 わ れ ら "な は 彼 に イス ハー ク * と 
(イス ハー ク * の 息子 の ) ヤッ クー プ * を 投 
けた 。 そ し て (その ) いずれ も 、 預 言 者 * 
と し た の だ 。 

50 そし て われ ら * は 、 わ れ ら * の 慈悲 の 内 か ら | OCR 
彼ら に 授け ^ 彼ら に 対す る (人 々 の 、) 准 Sz 
れ 高く 素晴らし い ( 賞 傘 の ) 言葉 を 与え た *。 

s1. (使徒 * よ 、) 啓典 (クル アー ン ?) の 中 で 、 26 和 
ムー サー に つい て 語る の だ 。 本 当 に 役 は 、 OL の 


精選 され た 者 $ で あり 、 
で あっ た 。 


使徒 * で あ り 預 言 者 * 


1 


「 私 の 方 か ら は 、 


5:236 参照 )。 


1 いい 】 


後に 悔 悟 剖 112-113、 


は 、 禁 じ ら れ た (前 掲 書 、 同 真 参照 )。 


3 有益 な 知識 、 正 し い 行 い * 


5 


アッ ラー* は 、 人 々 が 公 (お お 
言葉 が 彼ら に 対す る 賞賛 と 愛 1 
世 の 終わ り ま で 続く の で ある (前 掲 書 、 同 頁 参 
24 「 精 選 さ れ た ア 


父親 で ある あな た に 害悪 は 及び ませ ん 」 と いう 事 


試問 され る 女 章 4 が 下り 、 不 信仰 者 * の た め に 罪 の 赦し を 名 


(イブ ン ・ カ スィ ー ル 


うこ と 


預言 者 た ちや 義人 (ぎじ ん ) ら を 含む 多く の 子孫 な ど 、 ア ッ ラ 


ー* が 彼ら に お 授け に な っ た 全て の ご 慈 慈 の こと (アッ = テ サ ァ デ ィ ー494 頁 参照 )。 


照 )。 
「 精 選 さ れ た 者 」 に つい て は 、 ユ ー ス フ * 章 


や ) け に 、 役 ら に 対す る 心から の 賞 貸 を 表明 し 、 人 々 の 心 と 
i dagen os そし て 役 ら に 対す る 賃貸 は 、 


ッ ラ ー* の 僕 」 の 訳注 も 参照 。 


19. マル ヤム 章 623 だ の りつ 


52. ま た 、 わ れ ら * は 山 の 右側 か ら 彼 に 呼び 65539b に に と 包 5 
か け !、 密 や か に 語り か けつ つ 、 彼 を 近 ®t 
寄せ た 。 

53。 そ し て われ ら * は 彼 に 、 わ れ ら * の 慈悲 ゆえ 、 DEE A 


よ げん 


預言 者 * で ある その 兄 ハ ー ル ー ン * を 授け た 2。 
54. (使徒 * よ 、) 啓典 (タル アー ン ? の 中 で 、| 323LacluS0 元 


イス マー イー ル * に つい て 語る の だ 。 本 当 に EIS 6 x 
彼 は 、 その 約束 に 忠実 ? で 、 使 徒 * で あり 預 
言 者 * で あっ た 。 


55. そし て 彼 は 、 自分 の 家族 に 礼拝 と 浄 財 * を 合 
じ 、 そ の 主 * の 御 許 で 喜ば れる 者 で あっ た 。 OES 
56. (使徒 * よ 、) 啓典 (クルアーン の 中 で 、| @CEGi2 64 Sa 
イド リー ス * に つい て 語る の だ 。 本 当 に 彼 は 、 
大 そう な 正直 者 1! で あり 、 預 言 者 “で あっ た 。 


57. そ し て われ ら * は 彼 を 、 高 い 場所 へ と 上 げ て SESE 
や っ た 。 

58. (われ ら * が あな た に 語っ て 聞か せ た 、) そ | gE 
れ ら の 者 た ち は 、 ア ッ ラ ー* が 恩恵 を お 投 け DI ELTA 53 
に な っ た 預言 者 * た ち で ある 。 (彼ら は ) ア 


Sg a 


ー ダ ム * の 子孫 、 わ れ ら * が ヌー フ * と 共に 運 
\ 1 ラテ 

ん だ 者 . イ プラ ー ヒ ビー ム * と イス ラー イー ル Ga ge 

SCS 


(ヤァ クー ブ * の 子孫 、 わ れ ら * が 導き 、 
選び 抜い た 内 の 者 た ち 。 慈 悲 あ まね き * お 方 


1 ムー サー* は マ ド ゥ ヤ ン * か ら エ ジ プ ト に 向かう 途中 、 山 の 傍 (か た わ ) ら に あっ た 、 ム ー 
サー* か ら 見 て 右側 の 木 か ら 呼び か けら れ た と いう (アル = クル トゥ ウゥ ビー11:114 参照 )。 こ 
の 時 の 様子 に つい て は 、 タ ー・ ハ ー 章 9-37、 財 章 8、 物 語 章 29-35 も 参照 。 

2 この こと の 詳細 に つい て は 、 ター・ ハ ー 章 29-32、 詩人 た ち 章 12-13、 物語 章 34-35 を 参照 。 

こと の 「 約 束 」 は 、 ア ッ ラ ー* と の も の も 、 人 間 と の も の も 、 い ずれ を も 含む 。 彼 は 自分 自身 

を 犠牲 と i うか 、 と いう 究極 的 な 状況 (整列 者 章 102 参照 ) に お いて さえ も 、 

自分 の 約束 を 全う し た (アッ = ニ サ アァ ディ ー496 頁 参 照 )。 

4 「 大 そう な 正直 者 」 に つい て は 、 婦 人 章 63 の 訳注 を 参照 。 


CO 


19. マル ヤム 章 624 だ の りつ 


(アッ ラー の 御 微 ! が 論 み 聞か せら れれ 
ば 、 彼ら は サジ ダ * し 、 涙 し つつ 、 崩れ 落 
ち た の だ ( 読 語 の サジ ダウ O 


59。 こ うし て 彼ら の 後 礼 振 を 放 径 し 、 欲望 を 2 
追い 求め た 愚か な 後継 者 た ち が 、 後 を 継い REN 
だ 。 な ら ば 彼ら は や が て 、 悪事 * に 直面 する ⑳ じ と 
で あろ う 。 

60. 信 し 、 衝 司 し 、 信 仰 し て 正しい 行い * を 行う | RCS 
者 、 そ れ ら の 者 た ち は 天 国 に 入り 、 少 し も EERE RS 
不正 * を 受け る こと は な い 。 

61. (彼ら は 、) 慈 圧 あま ね き * お 方 (アッ ラー Ce の 0 ら (lo 
*) が その 僕たち に 約束 され た 、 ま だ 見 ぬ @ 本 6 


永久 の 楽園 3 に (入る ) 。 本 当 に か れ の お 約 
東 は 、 実 現す る こと に な っ て いる の だ 。 


62. 彼ら は そこ で 、 い か な る 戯言 耳 に する こ EG GEN 
と も な い 。 た だ 、「 (あな た 方 に ) 平安 を SEIN 


4」 (と いう 挨拶 を 聞く ) 。 そし て 彼ら に は 
そこ で 朝夕 (いつ で も 望む だ け の ) 自分 
た ちの 糧 が ある の だ 。 


63. その 天国 は 、 われ ら * が 、 われ ら * の 僕たち | 


1 明白 な 証拠 を 含む 、 ア ッ ラ ー* の 御 言葉 の つこ と (イブ ン ・ カ スィ ー ル 5:242 参照)。 
2 この 「 悪 事 」 に は 、「 損 失 」「 地 獄 の 奥底 に ある 和 谷 の 名 前 」 と いっ た 解釈 も ある (前 掲 
書 5:245 i 
「 永 久 の 楽園 」 に つい て は 、 悔 悟 章 72 の 訳注 を 参照 。 
「 あ な た 方 に 平安 を 」 に つい て は 、 宇 鳴 章 24 の 訳注 も 参照 。 
5 解釈 学者 の 一 般 的 な 説 と し て 、 天 国 は 常に 光 で 包ま れ て お り 、 夜 が 存在 し な い 。 た だ 彼ら は 
昼 の 始ま り と 終わ り に 相当 する 時 間 帯 に 、 食 事 を 頂く の だ と いう 。 ま た 、 天 国 の 昼 と 夜 は 、 
垂れ 幕 の 上 げ 下 げに よっ て 分 か る の だ 、 と いう 説 な ども ある (アル テバ ガウ ィ ー3.241 参照 )。 
6 天国 に 入れ る こと が 、「 引 き 継が せる 」 と 表現 され て いる こと の 理由 と し て は 、「 あ た か も 相続 人 
に 遺産 を 取っ て お く よ う に 、 ア ッ ラ ー* が 彼ら の た め に 、 天国 を 取っ て 置か れる た め 」「 も し アッ 
ラー* に 従っ て いれ ば 、 自 分 の も の で あっ た 天国 の 権利 を 、 別 の 散 虚 な * 者 た ち へ と 移転 する 様子 
が 、 相 続 に た と えら れ て いる た め 」 な ど と いっ た 説 が ある (アッ テラ ー ズ ィ ー7:553 参照 )。 


1 の 
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19. マル ヤム 章 


625 Re A 


64. 


65. 


66. 


67. 


68. 


そし て (ジブ リー ル * よ 、 使徒 * ム ハン マ ド * 
に こう 言う の だ 、) 「 私 た ち (天使 り は 、 
あな た の 皇 * の ご 命令 に よら ず し て は 、( 天 
か ら 地 に ) 降臨 する こと が な い 。 か れ に こ 
そ 、 私 た ちの 前 に ある も の と 、 後 ろ に ある 
も の 、 そ し て その 間 に あ る も の が 属する! の 
だ 。 そし て あな た の 主 * は も と より 、 忘れ た 
りす る お 方 で は な い 。 2 


(か れ は 、 ) 諸 天 と 大 地 と その 間 に あ る も 
の の 壮 。 な な ら ば 、 か れ を 崇拝 * し 、 か れ へ の 


崇拝 * に 忍耐 * せよ 。 一 体 あ な た 3 は 、 か れ に 
似 た も の を 知っ て いる と いう の か ? 和 


(不信 仰 な ) 人 間 は 言う 。 「 一 体 、 私 が 死 
ん だ ら 、 や が て 生き て ( 墓 か ら ) 出さ れる 
と いう の か ?」 


一 体 、 そ の 人 間 は 、 存在 し て は いな か っ た 
自分 自身 を 、 われ ら * が 以前 、 創造 し た こと 
を 覚え て いな い の か ? 


(使徒 * よ 、) あな た の 主 * に か け て 、 わ れ 
ら * は 必ず や 彼ら と シャ イタ ー ン ン * た ち を 


召集 し 、 それ か ら 彼 ら を 路 いた 状態 の 
まま 、 地獄 の 周 り に きっ と 連れ て 来 よ う 。 
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まり アッ ラー* に こそ 、 未来 に お ける 来世 の こと も 、 過去 に お ける 現世 の こと も 、 ま た そ 


! 間 に ある こと な ど 、 全 て の 時 間 と 場所 に お ける 命令 カ 


309 頁 参照 )。 


sj 


この アー ヤ * は 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * が ジブ リー ル * に 、 


属す る と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 


「 な ぜ 、 今 あな た が 私 た ち を 訪れ る 


より も 沢山 、 私 た ちの も と を 訪れ な い の か ? 」 と 尋ね た こと に 関し 、 下 っ た と され る ( ア 


3 て 


相 言 


ス 


た 


ノル ルー 


の 「 あ な た 」 に つい て は 、 雌牛 章 120 の 訳 沼 
注 を 参照 。 


ブ ハ ー リ ー4731 参照 )。 


火 草 11 も 参照 。 


E を 参照 。 以下 、 同 様 の 表現 の 際 に も 、 同 訳 


5 彼ら は その 日 、 恐 怖 に より 立ち 上 が る こと が 出来 な い の だ と いう ( ム ヤ ッ サ ル 310 頁 参 照 )。 


19. マル ヤム 章 626 だ のり ど つ 4 
69、 そ れ か ら 、 わ れ ら * は 必ず や 、 慈 悲 あま ね | 32: 導 に ュー と 
き * お 方 (アッ ラー?) に 対し て 最も 反抗 的 SELFN 
な 者 を 、 各 々 の 集団 か ら 引き 抜い て (真っ 1 
先 に 懲罰 に か け て ) や ろう 。 

70. そ し て 本 当 に われ ら * は 、 そこ (地獄 ) に 入 OT 
っ て 炎 ら れる に 最も 相応 し い 者 た ち を 最 
も よく 知っ て いる の だ 。 

71、 ま た 、 あ な た 方 の 内 で 、 そ こと に や っ て 来 な | CEz35MSES5NMKso5 
い 者 は いな い '。 それ は も と より 、 あな た の E28 
主 * に と っ て 、 定め られ た 絶対 (に 起き る こ 
と ) な の だ 。 

72. それから われ ら * は 、 散 席 * な 者 た ち を 救い UI を を すら 
出し 、 不正 * 者 た ち を その 中 に 路 いた 状態 SE 
で 置き 去り に する 。 

73. また 、 われ ら * の 明白 な 御 徴 2 が 彼ら に 読 放 0 I 
され れ ば 、 不信 仰 に 陥 っ た 者 * た ち は 信 仰 (みあ IE IP の AU 
する 者 た ち に 、 (こう ) 言っ た 。 「 二 つの _ 
ON 住居 が より 素晴らし く 、 

合 の 場 が よ り 華々 し い の か ?」3 

74. 一体 、 われ ら * は 彼ら 以前 、 (彼ら より ) 家 | Re 

財 も 容 色 も 上 回 る 、 どれ だ け の 世代 を 滅 ぼ OC ET 


し て きた で あろ うか 。 


1 この アー ヤ * の 解釈 に は 、 以下 の よう な 諸説 が ある 。 ① 全 て の 者 が そこ に や っ て 来る が 、 そ 
の 後に 信仰 者 だ けが 救 わ れる 。 ぐ ② 実 際 に 全て の 者 が 地獄 の 中 に 入る が 、 信 仰 者 に と っ て 、 
その 火 は 涼 (すず ) し く 、 無 事 な も の と な る 。③ こ れ は 、 地 獄 の 上 に 架 (か ) けら れ た 橋 


( 鉄 章 12 と その 訳注 
し まう (アッ = テ サ アァ アディ ー498 頁 参 照 )。 


を 参照 ) の こと 。 信仰 者 で は な か っ た 者 は 、 そ こ か ら 地 獄 に お ち て 


2 クル アー ン * の アー ヤ * の こと (アル テク ルト ッ ゥ ピー11:141 参照 )。 


3 裕福 な クラ イシ ュ 族 * の 不信 仰 者 * ら は 、 
教え が 間違っ て いる の な ら 、 な ぜ 
いる の か 、 と 主張 し た (アル テク ルト ゥ ビー11:141 参照 )。 家畜 章 53 と 砂丘 章 11、 


びそ の 訳注 も 参照 。 


貧し い ム スリ ム * た ち に 向かっ て 、 も し 自分 
分 た ち は 財 産 や 仲間 に お いて ムスリム * た ちよ り 優 っ て 


た ちの 


お よ 


19. マル ヤム 章 627 だ の りつ 

75. 言っ て や れ 。 「 (真理 に 従わ すう 迷い の 中 NAB GCE 
に ある 者 、 その よう な 者 に は 慈悲 あま ね き a 
* お 方 (アッ ラー?) が 、 猫 予 を 伸ばし て 下 EERIE 
さる まま に し て お け !。 や が て (現世 で の ) 6 
懲罰 に せよ 、 その 時 (復活 の 日 に せよ 、 
彼ら が 警告 され て いる も の を 目の当たり 
に すれ ば 、 彼 ら は 誰が より 立場 が 悪く 、 
軍勢 が 弱い 者 で ある か を 知る こと に な る 
の だ 」。 

76. ま た (言っ て や れ ) 、「 ア ッ ラ ー* は 、 導 か | さっ 05832 od 
れ た 者 た ち に 、 導 き を 上 乗せ され る ?。 そ RR AS 
し て 永遠 に 残る 正しい 行い “で は 、 あ な た の の 2 
主 * の 御 許 で 谷 美 が より よく 、 結 末 も より よ 
いも の な の だ 」 と 。 

77。 (使徒 * よ 、) あな た は 、 わ れ ら * の 御 微 を EE GE NA 
否定 し 、「 私 は (来世 で も ) 必ず や 、 (を ONLEZKN 
く の ) 財産 と 子供 を 授かる の だ 」 な ど と 言 
っ た 者 4# を 知っ て いる か ? 

78. 一体 彼 は 、 不 可視 の 世界 * を 説き 見 で も し た | 0 EAN 
の か ? それ と も 、 慈悲 あま ね き * お 方 ( ア 

ラー* の 御 許 で 、 (その よう な ) 約束 を 

OB 

79. 断じて (、 そ う で は ) な い 。 われ ら * は 彼 の A eRe Se 


ーー テン 


叶う し と を 記録 し 、 彼 に 竹澤 を どん どん 上 
乗せ し て や ろう 。 


= 


1】 


イム ラー ン 家 草 178 も 参照 。 
アッ ラー* の 教え を 信じ 、 それに 則 (の っ と ) っ て 


ヤッ サル 310 頁 参照 )。 


ww 


た 


た だ し 


「 永 遠 に 残る 正しい 行い 」 に つい て は 、 


ラー = テー 


行う てこ 


洞 宿 章 46 の 訳注 
これ は 、 ( ル = テ アー ス ・ ブ ン ・ ワ ー イ ル ( ア ル テ ブ ハー リー2091 参照 )。 
ー ヤ * の 意味 は 、 彼 と 同様 の 全て の 者 に 適用 され る ( ム ヤ ッ サ ル 311 頁 参 照 )。 


と で 、 信仰 は 新た な も の に な る ( ム 


を 参照 。 


19. マル ヤム 章 628 だ の りつ 


80. そし て 、 わ れ ら * が 彼 の 言う も の を 引き 継ぎ OS 
a 


0 
81. また 彼ら (シル ク * の 徒 ) は 、 それ ら が 自分 RA 
た ち に と っ て の 成 信 と な る べく 、 アッ ラー $④ り cc の 


* を よそ に 神々 2 を 設け (、 拝 し ) A 


82. 断じて (、 そ う は な ら ) な い 。 そ れ ら は 彼 | ES 
ら の (自分 た ち に 対す る ) 崇拝 * を 否定 し 、 oe 
彼ら に 対し て (彼ら が 思っ て いた の と は 
正反対 の も の と な る の だ 。 3 


83. 一 体 (使徒 * よ 、) あな た は 、 われ ら * が シャ SN EEN SS 
イタ ー ン * た ち を 不信 仰 者 * ら へ と 遣わ し ( そ OS 
れ で 彼ら を 支配 し て し まっ ) た の を 、 知 ら な 
か っ た の か ? 彼ら (シャ イタ ー ン *) は 、 そ 
の 者 (不信 仰 者 ) た ち を 、 (アッ ラー* へ の 
服従 か ら 反 抗 へ と ) 煽り 立て る の だ 。 


84. なら ば 、 彼 ら に 対し て 、( 懲 軸 が 下る の を ) | @Ge0 SE SR 
急ぐ の で は な い 。 わ れ ら * は 彼ら の た め に 、 
数 え に 数 え を 上げる? だ け な の だ か ら 。 

85。 わ れ ら * が 散 席 * な 者 た ち を 、 使 節 団 と し て | OPN 
攻 赤 あま わき "お (アッ ラー の 御 許 へ 
と 召集 する (復活 の 日 。 

86。 そ し て われ ら は 罪悪 者 た ち を 、 喉 が か ら か OE NS 
ら の 状態 で 地獄 へ と 引っ ぱっ て くる 。 


w ン 


アッ ラー* は 彼 を 滅ぼさ れ 、 彼 が 来世 で も 授かる と 主張 し て いた 財産 と 子供 を 、 彼 か ら 奪 わ 
れる (アッ = テ タ バリ ー7.:5539 参照 )。 

「 神 々 」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 参照 の こと 。 
同様 の 情景 が 描写 され て いる アー ヤ * と し て 、 ユー ヌス * 章 28-29、 物語 章 63、 昨 昧 章 25、 
創成 者 * 章 13-14、 砂 丘 凍 6 な ども 参照 。 
4 彼ら に 与え られ た 寿命 と 、 彼 ら の 行い を 数 え 上 げ る 、 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 311 頁 参 照 )。 


= 


I*} 


ww 


19. マル ヤム 章 629 だ の りつ 


87. 彼 ら は ( 誰 に 対し て も ) 、 執 り 成 し (の 権 RNN 
利 ) を 持っ て いな い 。 し か し 、 慈悲 あま ね SEN 
き * お 方 (アッ ラー?) の 御 許 で 約束 を し た - 
者 ! は 、 別 で ある 。 

88. 彼ら は 言っ た 。「 慈 悲 あ まね き * お 方 (アッ NI 
ラー*) は 、 御 子 を も うけ られ た 」。 

89. あ な た 方 は 確か に 、 と ん で も な い 悪 事 を し OE 
で か し た も の だ 。 

90. 諸 天 は 、 そ れ ? ゆ え に ば ら ば ら に 割れ ん ば か RG A I 
り 、 ま た 地 硬 は 裂け ん ば か り 、 そ し て 山々 OR I NS 
は 有 崩れ落ち ん ば か り で ある 。 

91. 彼ら が 慈悲 あま ね き * お 方 (アッ ラー や に 、 ORNS 
御子 が ある な ど と し た た め に 。 

92. 慈悲 あま ね き * お 方 (アッ ラー が 御子 を OU と を 
も うけ る な ど と いう こと は 、 あ りえ な いこ 
と な の だ 。 3 

93. 諸 天 と 大 地 に ある いか な る 者 『 も 、( 人 復活 の 日 | ub を dg 
* に ) 僕 と し て 3、 慈悲 あま ね き * お 方 (アッ ONG 
ラー*) の 御 許 へ と 馳せ 参じ な い 者 は いな い 。 

94 か れ は 確か に 、 彼 ら を 数 え 上 げ ら れ 、 彼 ら OE 
を 勘定 し 尽く し て お られ る 5。 


アッ ラー* と その 使徒 * を 信じ 、 従い 、 ア ッ ラ ー* が お 喜び に な っ た 者 の こと (アッ テニ サ ァ デ 
ィ ー500 頁 参 照 )。 タ ー・ ハ ー 章 109 も 参照 。 

と の 「 そ れ 」 は 、 ア ー ヤ *88 に ある よう な 、 と ん で も な い 言 葉 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 311 頁 
参照 )。 

雌牛 章 116 の 訳注 も 参照 。 

天 に いる 天使 * と 、 地 に ある 人 間 と ジン *# の こと と され る (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 

つま り 、 ア ッ ラ ー* に 対し て 謙虚 ・ 従 順 (じゅ うじ ゅ ん ) で 、 か れ の み が 宗 拝 * に 値する お 方 
で ある EE 1 め る 僕 (し も べ ) の こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


アッ ラー* は 、 彼 ら 自 身 の こ と も 、 彼 ら の 行い の こと も 、 余す こと な く ご 存 知 で ある (アッ 
テー サ ア ディ ー501 頁 参 照 )。 


いい 】 
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19. マル ヤム 章 


630 


Rr 


95. 


96. 


97. 


98. 


そし て 彼ら 全員 は 復活 の 日 *、 (財産 も 子 
供 も な く ) 独り で 、 か れ の 御 許 に 馳せ 参じ 
る の だ 。 


本 当 に 、 信 仰 し 、 正しい 行い * に 励む 者 た ち 、 
慈悲 あま ね き * お 方 (アッ ラー*) は 彼ら に 
対し 、 愛 情 ' を お 授け に な ろう 。 


(あな た に 下っ た 啓示 を 伝え よ 、) と いう 
の も われ ら * は 、 あな た が それ (クル ア = 
人 に よっ て 散 庶 * な 者 た ち に 吉 報 を 伝え 、 
それ に よっ て 激しい 反 給 の 民 に 警告 する 
べく 、 それ を あな た の 言葉 ( ア ラビ プア 語 
に よっ て 容易 な も の と し た に 外 な ら な い 
の だ か ら 。 


そし て われ ら * は 彼ら 以前 に 、 一 体 どれ だ 
け 多 く の 世 代 を 滅ぼし た こ と か 。 一 体 あ 
な た は 彼ら の 内 の 一 人 で も 、 目 に する の 
か ? ある い は 、 彼 ら の 嘱 き 声 を 耳 に す 
る と で も ?2 


ン と ィ マ レン る 
⑨5 う た られ を っ 


Rd AP il 
ILL 


な > CAE > し 3 
⑱ うち っ 


2622 
OS 


1 アッ ラー* か ら の 鈴 愛 (ちょ う あ い ) と 、 信 仰 者 た ちか ら の 愛情 (アル = ニ バ ガウ ィ ー3:253 
参照 )。 


2 つま り 彼 ら は 、 跡 


多 ( あ と か た ) も な く 全 滅 し て し まっ た と いう 


こと (前 掲 書 、 同 ま 


(参照) 


N 


o 


20. ター・ ハ ハー 童 


第 20 章 
ター・ ハー 章 1 


02 


直 悲 あま ね く * 療 受 深き * 


アッ ラー* の 御名 に お いて 


NS 


(使徒 * よ 、) われ ら * が あな た に クル アー ン 
* を 下 し た の は 、 あ な た が 不幸 に な る た めで 
は な い 3。 


し か し 、 (それ を あな た に 下 し た の は 、 デア 
ッ ラ ー* の 懲 信 を ) 恐れ る 者 へ の 、 教訓 と す 
る た め 。 


大 地 と 、 高 き 諸 天 を お 創り に な っ た お 方 か 
ら 、 次 々 と 下さ れ た も の と し て 。 

(か れ は ) 慈悲 あま ね き * お 方 、 ま さ に 御座 
に 上 が られ た 4 

か れ に こそ 、 諸 天 に ある も の 、 地 に ある も 
の 、 そ の 間 に あ る も の 、 土 の 下 に ある も の 
は 届 す る 。 


て も ) 、 本 当 に か れ は 秘密 と 、 凍り 
れ た こと を ど ご存知 で ある 。 


1 


1S】 


ww 


4 


マッ カ * 啓 示 。 ス ー ラ * の 大 半 を 、 ム ー サ ー* に つい て の 話 が 占め て いる 。 ム ー サ ー 


OE GN SIH 


WIN GTN A 


oc た VC 
5005 6 Zo ob 
oy 

* が 啓示 


を 受け 、 フ ィ ル アウ ン * と その 民 に 人 遺 わ され 、 彼 ら を アッ ラー* の 教え に 招き 、 頑 迷 (が ん 


めい ) な イス ラー イー ル の 子 ら * に 四苦八苦 する 様子 が 描か れる 一 方 、 タ ウ ヒ ー ド *、 
復活 と いっ た 基本 的 な 信仰 教義 を 始め 、 人 々 へ の 教訓 と 、 マ ッ カ *\ 後 期 の 苦境 の 中 


者 * 性 、 


に あっ た 預言 者 * ハ ムハンマド * へ の 慰 (な ぐさ ) め と いっ た 要素 が 、 
言 解説 の 「 ク ルアー ン の 冒頭 に 現れ る 文字 群 *」 を 参照 。 
的 は 、 人 を 不幸 に させ る こと で は な い 。 慈 


この 文字 群 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 用 
啓示 と 、 様 々 な 義務 や 制約 を 含む その 教え の 


預言 


随所 に 現れ て いる 。 


悲 深 い ア ッ ラ ー* は それ を 、 辛 福 ・ 成 功 ・ 勝 利 へ の 導き と され 、 こ の 上 な く 易 (や さ ) し いも 


の と され 、 心 身 へ の 栄 


養 ・ 身 体 の 休息 と され た の で ある (アッ = ニ サ アァ ディ ー501 頁 参 


照 )。 


「( ア ッ ラ ー* が ) 御座 に 上 が られ る 」 に つい て は 、 高 壁 章 54 の 訳注 を 参照 。 


20. タ ー・ ハ ー 草 632 や りゃ 
8. アッ ラー* は 、 か れ 以外 に は 崇拝 すべ きる る DA 
の の な い お 方 。 か れ に こそ 、 美 名 は 属す る 。 


9. 一 体 、 あ な た の も と に ムー サー* の 話 は 届い 
た か ? 


10. 彼 が 火 を 目 に し 、 自 分 の 家族 に (こう ) 言 RANIG GSS 
っ た 時 。「 待 っ て いな さい 。 ま さ に 私 は 、 RE 
火 を 見 つけ た の だ 。 私 は そこ か ら あ な た 方 OE 


に 、 火 種 を 持っ て 来る だ ろう 。 あ る い は 火 
の も と に 、 ( 道 の ) 案内 人 を 見 つけ る か も 


し れ な い 」。! 

11、 こ うし て 彼 が そこ ? に や っ て 来 た 時 、( こ う ) DEI EE 
呼び か けら れ た 。「 ム ー サ ー* よ 

12. 本 当 に われ こそ は 、 あな た の 主 * で ある 。 な | 08 A Ed 
ら ば 、 (われ と の 語ら い の た め 、) あな た $ ELEN 


の 靴 を 脱ぐ が よい 。 ま さ に あな た は 、 聖 な 
る 谷 ト ウゥ ワー3 に いる の だ か ら 。 

13. そし て われ は 、 あな た を (使徒 と し て ) 選 DFE RI 
ん だ の だ 。 な ら は 、 (あな た に ) 啓示 され 
る こと に 、 耳 を 傾け よ 。 


14。 本 当 に われ と そ は 、 わ れ 以 外 に 岩 捧 すべ き | 5a YN 
も の の な い 、 アッ ラー*。 ゆえ に われ を 涯 拝 DL 


し 、 われ を 唱 念 すべ く 礼 朝 E を 遵守 * せ せよ 。 


1 これ は ムー サー* が 、 家 族 を 連れ て マ ド ウ ゥ ヤン * か ら エ ジ プ ト へ と 向かう 途中 、 道 を 迷っ て 
し まっ た 時 の 出来 事 で あり 、 時 節 は 冬 の 夜 で ちあ っ た と され る (アル テク ルト ウゥ ビー11:171 
参照 )。 蝶 章 7、 物 語 章 29 も 参照 こう し て 物質 的 な 明か り と 道 案内 を 求め て 火 の も と へ 
向かっ た ムー サー* は 、 そ こ で 啓示 と いう 精神 的 な 明か り と 導き を 見 出す こと と な る (アッ 
テ サ アデ ィ ー502 頁 参 照 )。 

ムー サー* が 火 と 思っ た も の は 、 白い 火 に 包ま れ た 緑 樹 で あっ た と いう (アル テバ ガウ ィ ー 
3:256 参照 )。 

「 ト ゥ ワー」 と いう 語 の 意味 に は 諸説 ある が 、 イ ブン ・ カ スィ ー ル * は それ が 谷 の 固有 名 詞 
で ある と いう 説 を 有力 視 し て いる (5:266-267)。 


】 


て 


20. ター・ ハ 一 章 633 や りゃ 

15. 本 当 に その 時 (復活 の 日 人 は 、 訪 れる 。 | kN 
全て の 者 が 目 分 の 勢力 する こと に よっ て CFES 
報 われ る よう に する た め 、 わ れ は それ (が 
訪れ る 時 ) を 、 (われ 自身 に さえ も ) 隠し 
て し まわ ん ば か り で ある 。 

16。 な ら ば 、 それ を 信じ ず 、 自分 の 欲望 に 従っ | S53 
た 者 が 、 あ な た を それ 2 か ら 阻 お よう で あっ 3 
て は な ら な い 。 そ うす れ ば 、 あ な た は 破滅 
し て し まう 。 

17. あ な た の 右手 に ある それ は 何 か 、 ム ー サ の つら 

18. 彼 は 申し 上 げた 。「 こ れ は 、 私 の 杖 で す 。 | DL<35 を っ 肌 る L22oe05 
私 は これ に 寄り か か っ た り 、 こ れ で (木々 | 。 @g0 の に toE 表 の 
の 葉 を ) 私 の 羊 の 上 に 突き 落と し た り し ま 
す 。 ま た 、 私 に は それ に 、 外 の 使い 道 も あ 
る の で す 」。 

19.、 か れ は 仰せ られ た 。「 そ れ を 投げ る が よい 、 OCNE 
ムー サー* よ 」。 

20. 彼 は それ を 投げ た 。 する と 、 どう で あろ う 、 OG PGI 
それ は 遣い 回 る 大 蛇 と な っ た (の で 、 彼 は 
怖がっ て 逃げ 出し た ) 。 

21. か れ は 仰せ られ た 。「 そ れ を 掴め 。 そ し て BE TE 
怖がる の で は な い 。 われ ら * は それ を 、 元 の STING 


形 に 戻す の だ か ら 。 


= 


の 時 を ご 


アル テバ ガウ ィ ー* に よれ ば 、 大 半 の 解釈 学者 は この アー ヤ * を 「 ア ッ ラ ー* は 、 復 活 の 日 * 
自身 に さえ お 隠し に な り そ う な 程 な の だ か ら 、 創 造物 に と と っ て は 知る 


も な い 」 


と 解釈 し て いる 。 また 、 復活 の 
に な る の で ある (3:258 参照 )。 
つま り 復 活 の 


いい 】 


* の 


* へ の 信仰 と 、 そ れ へ の 準備 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 313 


寺 が 分 か ら な いか ら こ そ 、 人 は それ を 常に 恐れ る よう 


参照)。 


ュ グ タバ 


20. ター・ ハ 一 章 634 や りゃ 
22. ま た 、 あ な た の 手 を 自分 の 脇 に 挟ん で み | SC デ GuicA32 こ ラジ 
よ 。 そ れ は も う 一 つの 御 徴 と し て 、 災 い ! も みあ 
な し に 、 自 く な っ て 出 て くる 。 
23. (こと れ ら の こと は 、) われ ら * が あな た に 、 DENEK GHA 
われ ら * の 最大 の 御 徴 ? の 内 か ら 、 見 せ て や 
る た め な の で ある 。 
24. (ムー サー* よ 、 われ へ と 招く べく 、 ) フィ RY S| 
ルアウ ン * の も と へ 行く の だ 。 実 に 彼 は 、( わ 
れ へ の 反抗 に お いて ) 度 を 越し て し まっ た 
の だ か ら 」。 
25. 彼 は 中 し 上 げた 。「 我 が 主 * よ 、 私 の 胸 を 広げ *、 ③⑨X24 ど 3 っ 206 
26. 我 が 任務 を 、 私 の た め に 容易 に し oe ey 
27. 私 の 舌 の も つれ ? を 解い て 下さ い 。 OI FH 
28. そう すれ ば 、 彼 ら は 私 の 言葉 を 理解 し ま (OPC 
よう 。 
29. また 私 に 、 私 の 家族 か ら 、 片 腕 を お 授け OR 
下さ い 。 
30. 我 が 兄 、 ハ ー ル ー ン * を 。 る 6 な 
1 この 「 災 い 」 は 、 皮 膚 ( ひ ふ ) の 病気 な どの こと を 指す ( ム ヤ ッ サ ル 313 頁 参照 )。 


2 この 「 御 徴 」 と は 、 


の 


ち を 取り 除く こと 」 の た と え に 用 いら れる (イブ ン ・ ア ー 


アッ ラー* の 御 力 、 そ の 権威 の 偉大 さ 、 ム ー サ ー* が 真 の 使徒 “で ある こ 
と を 証明 する 、 の の (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


「 胸 を 広げ る 」 と いう 訳 を あて た 原語 は 、 字 義 的 に は 「 胸 の 柔らか い 表 面 を 切り 開く 」 と 
いっ た 意味 。 それ が 転じ て 実際 に は 、 「 何 か を 実行 する に あたっ て 、 無気力 さや 迷い の 気持 


シュ ー ル 16:210 参照 )。 ム ー サ 


ー* は 、 強 大 な 権力 と 軍勢 を 有する フィ ルアウ ン * に 立ち 向かう こと に な り 、 非 常 な 恐怖 を 


感じ て いた (アル = バ ガ ウ ィ ー3:260 参照 ) し 、 預 言 者 * と な る 前 に 誤っ て 人 を 殺し て し ま 


っ た こと の 心配 も あっ た (物語 章 33 参照 )。 


4 ムー サー* に は 、 舌 足ら ず な 所 、 あ る い は ロ 下 手 (くち べた ) な 所 が あっ た と され る (イブ 
ン ・ カ スィ ー ル 5:282 参照 )。 詩 人 た ち 間 13、 物 語 章 34 も 参照 。 


20. ター・ ハ ー 章 635 bt 

31. 彼 に よっ て 、 私 の 背中 ! を 強固 に し | 

32. 私 の 任務 に 彼 を 、 協 力 さ せ て 下さ い 。 3? @ eS 

33. (それ は 、) 私 た ち が あ な た を 沢山 称え * SEL 

34 あな た を よく 噌 念 する た め ORV 

35. 本当に あな た は も と より 、 私 た ち を ご 覧 に aI 
な っ て いた お 方 」 o 

36. か れ (アッ ラー は 仰せ られ た 。 「 あ な た 人 ⑮ い や sg が 3JU3 
は 、 あ な た の 願い を 確か に 叶え られ た ぞ 、 
ムー サー* よ 」。 

37. そ し て われ ら * は 確か に 、 別 の 時 に も 、 あな OE 
た に 』 恵み を 垂れ て や っ た の だ 。 3 

38. わ れ ら * が あな た の 母 に 、 示 され る も の ! を る 3 
示し た 時 。 

39. 「 彼 (生まれ た ば か り の ムー サー やわ を 箱 に CD] CON GA 
入れ て 、 それ を 海原 5 へ と 放り 投げ よ ®。 そ | と 6 | 


し て 海原 に 、 そ れ を 岸 へ と 投げ 出さ せよ 。 
そう すれ ば わが 敵 と 、 彼 (ムー サー や に と 
っ て の 敵 " が 、 それ を 手 に する か ら 」 。 また 、 


こと と が 転じ て 、「 力 を 強く する 」 と いう 
ジュ ー リ 


tv 


w 


「 背 中 を 強固 に する 」 と は 、 背 


中 が 身体 動作 の 中 
意味 で 


レ 16:213 参照 )。 


ハー ルー ン * ま は 、 ム ー サ ー* よ り も 雄弁 だ っ た 。 物語 章 34 も 参 
この 「 恵 み 」 は ムー サー* の 出生 後 、 


GRE EV Ed 


心 で あり 、 確 固 さ の 要 (か な め ) で ある 
H い られ る アラ ビア 請 的 表現 (イブ ン ・ ア ー 


只 。 


彼 が 啓示 を 受け る まで に 授かっ た も の (アブ ー・ ア ッ 


= テス ウー ド 6:14 参照 )。 次 の アー ヤ * か ら は 、 そ の 過去 の 出来 事 が 長い 挿 人 人 (そう に ゅ う ) 


節 の 形 で 、 言 及 さ れる 。 

4 この よう に 「・…・ も の 」 と し て 、 関係 代名詞 を 用 いて 非 特 定 の 形 で 表現 する こと は 、 そ の 内 
容 の 重大 さ を 示 す ア ラビ ア 語 の 修辞 的 表現 の 一 つ (アッ = シャ ン キ ー テ ィ ー4:8 参照 )。 

5 て の 「 海 原 」 は 、 ナ イル 川 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 314 頁 参 照 )。 

6 この 出来 事 の 背景 に つい て は 、 雌 和牛 章 49 の 「 男 児 は 殺し ・・」 の 訳注 を 参照 ムー サー* 
の 効 少 時 に 起こ っ た 、 ア ッ ラ ー* の 彼 に 対す る 恩恵 を 示す 諸々 の 出来 事 は 、 物 語 章 7-14 に 


詳し く 描 写 さ れ て いる 。 
7 この 「 散 」 は 、 フ ィ ル アウ ン * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 314 頁 参 


照 )。 


20. ター・ ハ \ー 音 


636 や りゃ 


われ は あな た (ムー サー に 、 わ が 御 許 か 
ら の 愛情 を 授け た 。 そ し て 、 (それ は ) あ 
な た が 、 わ が 眼差し の 中 で 育ま れる た め 
で あっ た の だ 。 


40. あな た (ムー サー*) の 姉 が 、 (あな た の 


41. 


入っ た 箱 を 所 っ て ) 歩ん で 行き 、 (その 箱 
を 拾っ た 者 に 、 こう ) 言っ た 時 。 「 あ な 
た 方 に 、 彼 の 世話 を し て くれ る 者 を 、 お 
教え し まし ょ うか ?」 こ と うし て 、 わ れ ら * 
は あな た を 、 あ な た の 母親 へ と 返し た 。 
(それ は ) 彼女 が 喜ぶ 2 よう に し 、 悲 し ま 
な いよ うに する た めで あっ た 。 また 、 あ 
な た は ( 過 っ て 、 コプト ) 人 を 殺し て し 
まっ た 3 けれ ど 、 わ れ ら * は あな た を 苦悩 
か ら 救っ て や っ た 。 そ し て われ ら * は 、 あ 
な た を まさ た 試練 に か けた の だ 。 ま た 、 
あな た は (殺さ れる の を 怖 れ て 逃げ 、) 
マ ド ゥ ヤ ン * の 民 の も と で 数 年 過ごし 、 そ 
れ か ら 定 め 通 り ムー サー* よ あ 
な た は や っ て 来 た の だ $ 


われ は 、 わ れ 自 身 の (教え の 伝達 の ) た め 
に 、 あ な た を (これ ら の 恩恵 で ) 養成 し た 


w 


た 


mh 


2 0 


セテ タン ニン ン ン ン 


SN GL NE SE 
⑤ RS ES 


DE 


つま り 、 ア ッ ラ ー* の 守護 の も と で 、 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 314 頁 参照 )。 
の 「 喜 ぶ 」 と いう 表現 に つい て は 、 マ ル ヤ ム * 章 26 の 訳注 を 参照 。 


これ は ムー サー* が ある 程度 、 成 長 し て か ら の 出来 事 
し く は 、 物 語 章 15 を 参照 。 


(アル テバ ガウ ィ ー3:262 参照 )。 詳 


ムー サー* が エジプト か ら マ ドウ ゥ ヤン * へ と 逃れ 、 そ れ か ら ま た エジプト へ と 戻っ て 来る ま 


で の 出来 事 は 、 物 語 章 20-29 に 詳し い 。 そ し て アー ヤ *37 か ら の 、 ム ー サ ー* に 対す る 過 


去 の アッ ラー* の 恩恵 を 示す 話題 が ここ で 終わ り 、 こ こと か ら は アー ヤ *36 の 続き が 再開 する 。 
つま り ア ッ ラ ー* は 彼 を 、 か れ の 教え を 伝え る 者 、 か れ の 命じ られ 禁じ られ た こと を 守る 者 


と し て 、 お 選び に な っ た の で ある ( ム ヤ ッ サ ル 314 頁 参 照 )。 


20. ター・ ハ ー 童 


637 


Ab i, -°・ 


42. あな た (ムー と 、 あな た の 兄 (ハー 
ルー ン う は 、 わ が 御 徴 ! を 携え て 行く の だ 。 
そし て 。 われ の 中 念 (を 持続 する こと ) に 
お いて 、 気 力 を 失っ て は な ら な い 。 


43. ( 二 人 で 、) フィ ル ア ウン "の も と に 行け 。 


実に 彼 は 、 (われ へ の 反抗 に お いて ) 度 を 
越し て し まっ た の だ か ら 。 

44. そ し て 、 彼 が 教訓 を 得 、 (自分 の 壮 * を ) 
所 れる よう 、 彼 に 柔らか い 言 葉 で 語り か 
け よ 。 

45. 彼ら 二 人 は 、 申 し 上 げた 。「 我 ら * が 主 よ 、 


本 当 に 私 た ち は 、 彼 が 私 た ち に 対し て 早 ま 
っ た ご と “を し た り 、 ある い は (真理 に 対し 
て ) 高 『 慢 に な っ た りす る こと を 怖 れ ます 」。 


46. か れ は 仰せ られ た 。「 怖 れる の で は な い 。 
実に われ は 、 あ な た 方 二 人 と 共に あり 、 
(あな た 方 の こと を ) 聞き 、 見 て いる の 
だ か ら 」。 


47. そし て 、 あ な た 方 二 人 は 彼 の も と へ 行き 、 
(こう ) 言う の だ 。「 本 当 に 私 た ち は 、 あ 
な た の 主 * の 二 人 の 使徒 * な の で す 。 で すか 
ら 、 イ スラ ー イ ー ル の 子 ら * を 私 た ちと 共に 
自由 に し 3、 彼ら を 苦し め な いで 下さ い 。 私 
た ち は 確 か に 、 あな た の 壮 の 御 き か ら の 御 
徴 * と 共に 、 あな た の も と へ や っ て 来 た の 

で すか ら 。 導き に 従う 者 に は 、 (現世 と 
来世 で の ) 平安 が あり ます 。 


と の 「 御 徴 」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 92 の 「 明 証 」 
つま り 、 


SG RE FN 


@ 


OANA 


EE REGEN 


ET | 
ELE EN 
SE GL 


に つい て の 訳注 を 参照 。 
彼ら を 罰する こと ( ム ヤ ッ サ ル 314 頁 参 照 )。 


と の 「 に する 」 に つい て は 、 高 壁 草 105 と その 訳注 も 参照 。 
この 「 御 微 」 に 関し て は 、 ア ー ヤ *42 の 同 語 に つい て の 訳注 を 参照 。 


20. ター・ ハ ハー 章 638 bt 
48. 本 当 に 私 た ち に は 、( ア ッ ラ ー* の 教え を ) ER EI 
路 呼 ば わり し 、 (それから ) 背 を 向け る 者 es 
に は 懲罰 が ある と 、 確 か に 啓示 され た の 
で す 」。 

49. 彼 (フィ ルアウ ン や は 言っ た 。「 で は 、 OETA 
あな た 方 二 人 の 主 * と は 誰 な の か 、 ム ー サ 
ー* よ ?」 

50. 彼 (ムー サー や は 言っ た 。「 我 ら が 主 * は 、 RC (Cs 
全て の も の に その (相応 し い ) 形 を お 授け 
に な り 、 そ れ か ら 導 か れ た ! お 方 で す 」。 

51. 彼 (フィル アウ ン は 言っ た 。「 で は 、 ( 不 SN RILGHR 
信仰 の 中 に あっ た ) 昔 の 世代 は どう な る ?」 

52. 彼 (ムー サー は 言っ た 。「 そ の 知識 は 、 我 BND Le: 
が 主 * の 御 許 、 書 ? の 中 に あり ます 。 我 が 主 * 

は 間違え る こと も 、 忘 れる こと も あり ませ ん 。 

53. (か れ は 、) あな た 方 の た め に 大 地 を 平 二 | NR る 
に され 、 あな た 方 の た め に そこ に (多く の ) EET LENE RC 
道 を お 通し に な り 、 天 か ら ( 雨 ) 水 を お 降 DEE a 
らし に な っ た お 方 」 。 そし て 、 われ ら * は そ 
れ で 、 様 々 な 種類 の 植物 を 出 (し 、 
させ る 。 

54. (アッ ラー* が お 恵み に な っ た よき 作物 か EINE 


ら 、) 食べ 、 (それ で ) あな た 方 の 家畜 を 
飼育 する が よい 。 本 当 に その 中 に は まさ し 
く 、 ま と も な 理性 の 持ち 主 へ の 御 徴 3 が あ 
る の だ 。 


1 アッ ラー* は 全て の 創造 物 を 、 飲 食 ・ 生 殖 行為 な ど 、 彼 ら を 益 す る も の へ と お 導き に な っ た 


2 


(アル = テバ ガウ ィ ー3:264 参照 )。 


「 書 」 と は 、 守 られ し 碑 板 * の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 315 頁 参 照 )。 


3 この 「 御 徴 」 は 、 ア ッ ラ ー* の 御 力 、 か れ の 唯一 性 か れ の み を 崇拝 * す る こと に 関す る 証 
拠 の こと (人 同 頁 参照 )。 


20. ター・ ハ ー 章 639 の 


55.。 わ れ ら * は 、 あな た 方 を それ (大 地 ) か ら 創 os SA Gs 
り 、 (死後 に は ) その 中 へ と あな た 方 を 戻 
し 、 そ し て (復活 の 日 * に は ) 再び 、 そ こ 
いら あな た 方 を 出す の で ある 。 


56. われ ら * は 確か に 彼 (フィ ルアウ ン ?) に 対 CA CE 
し 、 わ れ ら * の 御 徴 ! を 全て 見 せ た 。 そ し て 
彼 は (それ ら を ) 嘘 と し 、 拒 ん だ の だ 。 


57. 彼 (フィ ルアウ ン ” は 言っ た 。「 一 体 あな | っ EC 6 
た は 一 一 ムー サー* よ ーー、 あ な た の 魔術 DE 
で 私 た ち を 、 私 を ちの 地 か ら 飼い 出す を 
め 、 私 た ちの も と に や っ て 来 た の か ? 


58. そ れ で は 、 私 た ち も 必 ず や 、 それ と 同様 の Cau A 
魔術 を あな た に 披露 し よう 。 そし て 私 た ち EN NU Der LS 
と あな た の 問 に 、 私 た ち も 、 あな た も 違え a 
る こと の な い 約 束 を 、 中 ほど の 場 ? に 設け る 
の だ 」。 3 


& 
* 


59. 彼 (ムー サー ツ は 言っ た 。「 あ な た 方 の 約 | し 32d5 到 救っ eZ6 
東 (の 日 時 ) は 、 晴れ 着 の 日 1 で 、 人 々 は 朝 @ ば る 
? に 集め られ ます 」。 


60. フィ ル ア ウン * は 引き 返し 、 自 分 の 策略 を $、 晃 5 っ の 58 の 
練り 上 げ て か ら 、 約束 (の ) に 現れ た 。 


1 この 「 御 徴 」 に 関し て は 、 ア ー ヤ *42 の 同 語 に つい て の 訳注 を 参照 。 
町 外れ に 住ん で いる 者 た ち で も 問題 な く 来 れる よう な 、 町 の 中 心地 の こと 。 あ る い は 、 


観衆 の 視界 を 阻 ( は ば ) む よう な も の が な い 、 平 坦 な 場所 (イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 16:246 
参照 )。 


フィ ルアウ ン * が 魔術 師 た ち を 集結 させ 、 ム ー サ ー* と 魔術 師 た ち に 決戦 させ た こと に つい 
て は 、 高 壁 草 109-126、 ユ ー ヌ ス * 章 79-82、 詩 人 た ち 章 34-51 も 参照 。 
人 々 が 着 飾 る 、 祭 日 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 315 頁 参 照 )。 


こと こと で 「 朝 」 と 訳し た 原語 は 「 ド ハー」、 つ まり 朝 、 太 陽 が 昇っ て 暑く な り 始 め る 頃 (イブ 
ン ・ ア ーシュ ー ル 16:246 参照 )。 
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ww 
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wn 


20. ター・ ハ ー 草 640 の 
ei ムー サー* は 、 彼 ら (魔術 師 た ち ) に 言っ | 0 PW 
た 。「 あ な た 方 の 災難 に ( 気 を 付け よ ) 。 0 
アッ ラー* に 対し て 嘘 を で っ ち 上 げ て は な | EN 
ら な い 。 そ うす れ ば 、 か れ は あな た 方 を 信 
で 根こそぎ に し て し まお う 。 (アッ ラー* 
に ) 嘘 を で っ ち 上 げ る 者 は 、 確 か に 敗北 す 
る の だ 」。 
a 仲間 内 で 自分 た ちの 事 に つ | @⑥e 
て 論議 し 、 密か に 密談 % し た 。 

63. 彼ら (魔術 師 た ち ) は 言っ た 。「 実 に この ao 
二 人 (ムー サー* と ハー ルー ン や は 、 ま さ Ga 
し く 魔 術 師 で ある 。 彼ら 二 人 は その 魔術 OC 
で 、 あ な た 方 を あな た 方 の 地 か ら 追い 出 
し 、 あ な た 方 の 最善 の や り 方 ! を 葬り 去 ろ 

うと し て いる の だ 。 

64. なら ば 、 あな た 方 の 策略 を 練り 上 げ 、 そ れ | 29052 は 3 秒 > 
か ら 一 列 に な っ て 行く の だ 。 そ し て この Os 
日 、 (相手 に ) 勝っ た 者 は 、 確 か に 成功 を 
収め た こと に な る 」。 

65. 彼ら (魔術 師 た ち ) は 、 言っ た 。「 ム ー サ | 458d 8 
ー よ 、 あ な た 方 が 枕 を 投げ る か 、 そ れ と も Os 
私 た ち が 最 初 に (自分 た ち が 持 っ て いる も 
の を ) 投げ る 者 と な る か ?」 

66. 彼 (ムー サー や は 言っ た 。「 い や 、 あ な た EE ES 
方 が ( 先 に ) 投げ よ 」。 す る と 、 彼ら の 細 か で 1 の り ト Y Pl 


と 杖 は どう で ある うか 、 その 魔術 に より 、 
彼 (ムー サザ サー) に は それ ら が (大 蛇 と 化し 
て ) 遣い 回 る よう に 映っ た 。 


1 


「 あ な た 方 の 最善 の や り 方 」 と は 、 彼 ら の 魔術 の 手法 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 315 頁 参照 )。 
「 あ な た 方 の 貴人 た ち 」「 あ な た 方 の 宗教 」 と いっ た 解釈 も ある (アル テバ ガウ ィ ー 
3:266-267 参照 )。 


20. ター 一 章 641 や りら で 

67. それで ムー サー* は 、 自 ら の 内 に 恐怖 感 を た つの: も 
抱い た 。 

68. われ ら * は 言っ た 。「 怖 れる の で は な い 。 ま SIR 
さ に あな た こそ は 、 (彼ら に 対す る ) 勝利 
者 な の だ か ら 。 

69. そ し て 、 あ な た の 右手 に ある も の ( 杖 ) を EH IS 
投げ よ 。 そう すれ ば 、 それ は 彼ら の 作っ た @⑳8 を 3 と 6 
も の ' を 、 呑み 込ん で し まう 。 本 当 に 彼ら の 
作っ た も の は 、 魔術 師 の 策略 な の だ 。 そ 
し て 魔術 師 は どこ こ に 行こ うと 、 成 功 す る こ 
と な ど は な い 」。 

70. (こう し て ムー サー* は 枕 を 投げ 、 そ れ は | 356 多 守 3 
の 大 蛇 を 呑み 込ん だ 。 ) そし て 魔術 師 あど とめ 
た ち は 、 サ ジ ダ * し つつ 崩れ 落ち た 2 。 彼ら 
は 言っ た 。 「 私 た ち は 、 ハー ルー ン * と ムー 
サー* の 主 * を 信 じ ま し た 」 o 

71、 彼 (フィ ルアウ ン ”) は 言っ た 。「 私 が あな | 紀和 記 Occ 
た 方 に 許可 を 出す 前 に 、 あな た 方 は 彼 を 信じ BI NAC GN 
た (の か ) O 本 当 に 彼 は まさ し く 、 あな た 方 どら A 2 
に 麻 術 を 教え た 、 あな た 方 の 親玉 な の だ 。 ®@ HC 0 RS EN 
な ら ば 私 は 必ず や 、 あ な た 方 の 手足 を 交互 0 と 
に 切り 落と し 、 あな た 方 を ナツ メ ヤ シ の 木 の 
幹 に 傘 に し て や ろう 。 そ し て あな た 方 は き 
の 私 た ち : の いずれ が 、 よ り 厳 し く 永 前 
(の 詩 ) な の か 、 知る こと に な る の だ 」。 

72. 彼ら (魔術 師 た ち ) は 言っ た 。「 私 た ち は 8 し レル 5 


決し て 、 私 た ちの も と に 到来 し た 明 証 と 、 


私 た ち を 創成 され た お 方 * よ り 、 あな た を 重 @ じ 3 dt 
1 魔術 に よる 幻 の 大 蛇 の こ と ( ム ヤ ッ サ ル 316 頁 参 照 )。 
2 高 璧 章 120 の 訳注 も 参照 。 
3 「 私 た ち 」 と は 、 フ ィ ル アウ ン * と 、 ア ッ ラ ー* の こと (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 


4 頻出 名 ・ 用 語 


衣 の 「 創 成 者 *」 の 項 も 参照 。 


20. ター・ ハ ー 童 


642 


bi, ー 


73. 


74. 


75. 


76. 


77. 


ん じ た り は し ませ ん 。 で は 、 あ な た の する 
こと を 、 する が よい で し ょ う 。 あ な た が 
(権限 を 有 ) する の は 、 こ の 現世 の 生活 だ 
け の こと と な の で すか ら 。 


本 当 に 私 た ち は 、 か れ (アッ ラー?) が 私 た 
ちの 過ち と 、 あ な た が 私 た ち に 無理 強い し 
た 魔術 の こと を お 赦し に な る べく 、 私 た ち 
の 主 * を 信じ ま し た 。 そ し て ア ッ ラ ー* は ( あ 
し より 善く 、 より 永い お 方 ! な の 
で す 」。 


本 当 に 、 自分 の 主 "の 御 許 に 罪 者 ( ト 信仰 者 
*) と し て 馳せ 参じ る 者 が あれ ば 、 地獄 は 彼 の 
た め に こそ ある 。 彼 は そこ で (安らぐ べく ) 
死ぬ こと も 、 (楽し く ) 生き る こと も な い 。 


そし て か れ の 御 許 に 、 正 し い 行い * に 励ん だ 
信仰 者 と し て や っ て 来る 者 、 そ れ ら の 者 た 
ち に こ 


そ は (天国 で ) 高い 位 が ある 。 


その 下 か ら 河川 が 流れ る 、 永久 の 楽 楽園 が 。 
彼ら は そこ に 永遠 に 留まる 。 それ が 、 自 ら 
を 努め て 清め た 者 * へ の 寿美 な の だ 。 


また 、 われ ら * は 確か に 、 ムー ザー CE 
う ) 啓示 し た 1。「 わ れ ら * の 僕たち (イス 


Mv 


た 


ア 


美 
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が 彼 に 逆らう 者 に 与え る より も 、 長 】 


CE GE 
OE Na 


NE tS el 
ODEs 


の シン を 
SR SLI PCS SS 
SRLSWY 


SEN i i 
を と レン ン ン の 
の あと も を 353K ゅ 


es 45 EAI SP 
EN Ca と ら っ る 5 


ッ ラ ー* は 、 か れ に 従う 者 に 対し 、 フ ィ ル アウ ン * が 彼 に 従う 者 に 与え る より も 、 善 い 褒 


(ほう び ) を お 授け に な る 、 ま た ア 


高 壁 章 125-126、 及 びそ の 訳注 も 参照 。 


「 


し 、 
た 者 の こと (前 掲 書 、 同 真 参照 )。 
高 壁 音 


本 時 


自ら を 清め た 者 」 と は 、 自 分 自身 を 、 汚 れ ・ 


127-135 に も ある よう に 、 こ の 紗 示 の 前 、 


に つい て の 訳注 
ムー サー* は エジプト に 長期 間 滞在 し 、 


ッ ラ ー* は 、 か れ に 逆らう 者 に 対し 、 フ ィ ル アウ ン * 
間 の 懲 負 を お 与え に な る ( ム ヤ ッ サ ル 316 


参照 )。 


ュ グ 


悪 ・ シ ルク * か ら 清 め 、 ア ッ ラ ー* だ け を 崇拝 * 
か れ に 従っ て 逆らわ ず 、 シ ルク * を 犯し た 状態 で は な くし て 主 * と 拝 詞 (は いえ つ ) し 
至高 者 草 14 の 同 語 


も 参照 。 


フィ ルアウ ン * と その 民 を アッ ラー* の 教え へ と 招き 続け て いる (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:142 


参照 )。 ま た 、 
いて は 、 ユ ー ヌ ス * 章 90-92、 


イス ラー イー ル の 子 ら * が エジプト を 脱出 し た 時 の 
詩人 た ち 章 61-66、 煙 霧 


ョ 写 (びょう し ゃ ) に つ 


章 23-24 も 参照 。 


20. ター ハー 章 643 や りら を 
ラー イー ル の 子 ら ? と 共に 、 夜 (エジプト ES 
を ) 旅 立 て 。 そ し て (追っ 手 が ) 追い つく 
こと を 怖がら ず 、 ( 油 れ る こと も ) 恐れ ず 、 
彼ら の た め 、 海 に 干上がっ た 道 を 作っ て や 
る の だ 」。 

78. と うし て フィ ルアウ ン * は 、 その 軍勢 に 彼ら | SE EL 
を 追 跡 させ た 。 そし て 海原 か ら 彼ら を 、 彼 ⑳ 
ら を 覆っ た も の が 因 っ た !。 

79。 フ ィ ル アウ ン * は その 民 を 迷わ せ た の で あ ON いそ の うり づら 
り 、 導い た の で は な か っ た の だ 。 

80. イ スラ ー イ ー ル の 子 ち * よ 、 わ れ ら * は 確か EIR LE 
に あな た 方 ? を 、 あ な た 方 の 敵 か ら 救 っ た 。| eG あ 之 9b し 画 92 
また 山 の 右側 で あな た 方 と 約束 を 交わ し SGN 
あな た 方 に マン ヌ と ウズ ラ 4 を 下 し た 。 

81。 わ れ ら * が あな た 方 に 授け た 善き も の か ら 、| 8 必 8 
食べ る が よい 。 そ し て それ に お いて 、 放 坪 I ar os 
で あっ て は な ら な い *。 そう すれ ば 、 あな た OEE 


方 に わが 怒り が 降り か か ろう フ 。 わが 祭り が 
降り か か る 者 は 誰 で も 、 確か に 転落 し ( 破 
滅 し ) た ?% の で ある 。 


= 


3 ムー サー* に 、 


ムー サー* ら が 海 を 渡 
* と その 軍勢 に 海 の 水 が 襲い か か り 、 彼 ら は 全滅 し た (アッー ニ サ ァ デ ィ ー510 
っ た も の が 覆っ た 」 と いう 表現 に つい て は 


度 り 終 えた と ころ で 、 そ の 後 を 追っ て 同じ 道 を や っ て 来 た フ ィ ル アウ ン 


参照 )。 「 首 


アー ヤ *38 の 訳注 を 参照 。 


ここ で の 「 あ な た 方 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 49「 あ な た 方 」 の 訳注 を 参照 。 


トー= ジ 


* を 啓 示す る と いう 約束 の こと と され る 。 雌牛 章 51、 高 壁 


章 142、 


本 スー ラ * の アー ヤ *86 も 参照 (アッ ニシ ャ ン キ ー テ ィ ー4:74 参照 )。 


た 


wn 


こと に それ を 費やし て は な ら な い 」「 貯 め 
バ ガ ウ ィ ー3:270 参照 )。 


「 転 落 ( ハ ワ ー)」 と いう 表現 は 、 地 獄 の 奥底 へ の 転落 と いう 


「 マ ン ヌ と ウズ ラ 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 57 の 訳注 を 参照 。 


トゥ ピー11:231 参照 )。 


具体 的 に は 、「 不 正 * を 犯し て は な ら な い 」「 因 恵 を な い が し ろ に し て は な ら な い 」「 罪 深い 
込ん で は な ら な い 」 と いっ た 解釈 が ある (アル = 


意味 も 含み 得る (アル = クル 


20. ター・ ハ ー 章 644 や りゃ 

82. 本 当 に われ は 、 悔 司 し 、 信仰 し 、 正 し い 行 GB 
い * に 励み 、 そし て 導 か れ た 者 に 対し 、 実 EE 
に 赦し 深い 者 な の で ある 。 

83. (アッ ラー* は 仰せ られ た 。 ) 「 何 が あな た DELI NE 
を 、 あな た の 民 か ら 急 が せ た の か !、 ム ー サ 
ー* よ ?」 

84. 彼 (ムー サー や は 、 申し 上 げた 。「 彼 ら は 、 SIL GS A I 
私 の 後 を 追っ て 来 て いる 、 あ れ ら の 者 た ち ey 
で す 。 そし て 私 は 一 一 我 が 主 * よ ーー、 あな 
た が お 喜び に な る べく 、 (彼ら を 置い て ) 
あな た の 御 許 へ と 急い だ の で す 」。 

85、 か れ は 仰せ られ た 。「 と いう の も 実に われ | 2 鉛 2b3uacedz 人 33865J6 
ら * は 、 あ な た (の 民 と の 離別 ) の 後 、 確 か SEA 
に あな た の 民 を 試み た の だ 。 そ ON 
リー が 彼ら を 、 迷 わせ た の で ある 」。 

86。 ムー サー* は 終り 、 悲 し みつ つ 、 自 分 の 民 di 


の も と に 戻っ た 。 彼 は 言っ た 。 i 
一 体 あな た 方 の 主 * は 、 あ な た 方 に 、 療 

半生 
か ? 一 体 、 (約束 の ) その 期間 が 、 あ な 
た 方 に 長引い (て 待ち 切れ な く な っ ) た と 
いう の か ? それ と も あな た 方 は 、 あな た 
方 の 壮 * か ら の お 怒り が 自分 ) た ち に 降り か 
か る こと を 望み 、 それ で 私 と の 約束 を 破っ 
た の か ?」 


1 人 々 を 後に し て 、 
317 
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参照 )。 高 壁 章 142 以降 も 参照 。 


に 0 ちあ うか ガッ 
Jo お ES 
PE I 
Sy 


アッ ラー* と の 約束 の た め に 山 へ と 急い だ 時 の こと を 指す ( ム ヤ ッ サ ル 


「 サ ー ミ リー」 が 誰か に つい て は 、「 和 牛 を 崇拝 * す る 民 の 出身 の 男 」「 ム ー サ ー* の 隣人 で あり 、 
彼 を 信じ た コプト 人 」 な ど 、 諸 説 あ る (アッ ニシ ャ ン キ ー テ ィ ー4:78 参照 )。 彼 は 、 ム ー サ 
ー* が トー ラー* を 受け 取る た め に 民 を 離れ て いた 時 ( 高 壁 章 143-145 参照 )、 イ スラ ー イ ー 


ル の 子 ら * の 試練 の 原因 と な っ た ( 高 壁 章 148-153、 イ ブン ・ カ スィ ー ル 5:310 参照 )。 
「 善 き お 約束 」 と は 、 ト ー ラ ー* の 啓示 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 317 頁 参 照 )。 
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20. ター・ ハ 一 章 645 や りゃ 
87. 彼ら は 言っ た 。「 私 た ち は 自 分 た ちの 選 】 CA CA AAR 
で 、 あ な た と の 約束 を 破っ た わけ で は な oer iE 
。 し か し 私 た ち は (フィ ルアウ ン * の ) 民 OA ss 
os 重い 荷物 を 背負 わ さ れ i 
た の で あり 、 そ れ を (サー ミリ ー の 命令 通 
り 、 火 を つけ た 穴 の 中 に ) 放り 込ん だ の だ 
!。 そし て サー ミリ ー も 同じ よう に 、 放 り 投 
ザ だ 2] 。 

88. こ うし て 彼 (サー ミリ ー) は 彼ら に 、 鳴 き | G53 4 
声 を 有する 、 実 体 の ある 仔牛 を (それ ら の OES 
黄金 か ら 作っ て ) 出し た 。 そ し て 彼ら 3 は 、 
言っ た の だ 。「 こ れ は 、 あ な た 方 の 神 * で あ 
り 、 ムー サー* の 神 で ある 。 そし て 彼 (ムー 
サー や は 、 ( 仔 邊 の こと を ) 忘れ て し まっ 
た 5 の だ 」 o 

9 一体 彼 ら は 、 そ れ (生年) が 彼ら に 言葉 も | ed 

返さ な けれ ば 、 彼 ら に 対し て 害 も 益 も 有 し CO か ロア < 
て は いな い % の が 、 分 か ら な い の か ? 

90. (ムー サー* の 帰還 ) 以前 、 ハ ー ル ー ン * は | R50 I 
彼ら に 対し 、 確 か に (こう ) 言っ た 。「 我 I 
が 民 よ 、 あな た 方 は まさ し く 、 それ (仔牛 ) GIRL 

1 一 説 に 、 イ スラ ー イ ー ル の 子 ら * は エジプト を 出る 時 、 コプト 人 た ちか らち 沢 山 の 宝飾 品 を 借 


ルト ウゥ ビー11:235 参照 )。 


Mv 


の 


た 


m 


つま り 、 


参照 )。 
こ 関 し て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 
「 ム ー サ ー* は 、 


「 神 」【 


勢 が 湧 れ た 
* は 、 彼 ら に と っ て 非 合 法 な も の で あっ た (アル = テク 


り て 来 て お り 、 そ の こと に つい て 罪悪 感 を 感じ て いた (アッ ニー サ アァ ディ ー511 頁 参照 )。 
ある い は 、 そ れ ら は フィ ルアウ ン * と その 軍 
ずれ に せよ 、 そ の 財産 、 ま た は 戦利 品 


寺 、 彼 ら か ら 奪 っ た 物 で あっ た 。 い 


サー ミリ ー の 放り 投げ た 物 に つい て は 、 ア ー ヤ *96 を 参照 。 
この 「 彼 ら 」 と は 、 イス ラー イー ル の 子 ら * の 内 、 
ル 318 


試練 に 負け て し まっ た 者 た ち ( ム ヤ ッ サ 


分 の 神 を ここ に 忘れ て 、 探 し に 行っ て し まっ た 」、 あ る い は 「 そ 


れ が あな た 方 の 神 で ある と 言う の を 、 忘れ て し まっ た 」( イ ブン ・ カ スィ ー ル 5:311 参照)。 
「 害 も 益 も 備え て は いな い 」 に つい て は 、 ユ ー ヌ ス * 章 106 の 訳注 を 参照 。 


6 


20. ター・ ハ ー 章 646 rH 
で 試さ れ て いる 。 そ し て 本 当 に 、 あ な た 方 
人 NE 
、 私 の 命令 に 服 す の だ 」。 
91. 彼ら は 言っ た 。「 私 た ち は 、 ム ー サ ー* 2 と ES 
が 私 た ちの 所 に 戻っ て 来る まで 、 そ れ ( 他 tc 


92. 彼 (ムー サー? は 言っ た 。「 ハ ー ル ー ン * |  $ 和 る 59222 の 5 


93.、 あ な た が 私 に 従う こと か ら (引き 止め た の 


94. 彼 (ハー ルー ン *) は 言っ た 。 「 我 が 母 の 


95. 彼 (ムー サー?) は 言っ た 。「 で は 、 あ な た 


生 ) に 崇め 仕え る の を 決し て 止め な い 
ぞ 」。 


よ 、 彼 ら が 迷っ た の を 目 に し た 時 、 あ な た 
を 引き 止め た も の は 何 な の か 、 


は ) ? 一 体 、 あ な た は 私 の 命令 に 背 い た 
の か ?!」 


息子 よ 、 私 の あご ひげ も 、 頭 ( 髪 ) も 、 
掴ま な いで くれ 。 本 当 に 私 は 、 (も し 私 
が 彼ら を 放っ た ら か し に て 、 あ な た を 追 
っ か け て いた ら 、) 『 あ な た は イス ラー 
イー ル の 子 ら * を 分 裂 させ 、 私 の 言い つけ 
OI 
訪れ て いた の だ 」。 


の 言い 分 は 何 な の だ 、 サ ー ミ リー よ ?」 


= 


to 


の 


3 gp 
る 


ムー サー* は 残し た 民 の こと を 、 高 壁 章 142 に ある よう な 言葉 と 共に 、 ハ ー ル ー ン * に 委任 


し て いた ( ム ヤ ッ サ ル 318 頁 参 照 。 ま た 、 こ の アー ヤ * と 同じ 場 ! 


章 150-151 も 参照 。 


男 を 描写 し て いる 、 高 壁 


「 我 が 母 の 息子 」 と いう 表現 に 関し て は 、 高 壁 章 150 の 訳注 を 参照 。 
高 壁 章 150 に は 、 こ の アー ヤ * で 示さ れ て いる の と は 別 の ハー ルー ン * の 言い 訳 と 、 そ れ に 
対す る ムー サー* の 反応 が 描写 され て いる 。 ま た 、 イ スラ ー イ ー ル の 子 ら * の この 罪 が 招い 


た 結果 に つい て は 、 雌 牛 章 54 と その 訳注 を 、 預 言 者 *・ 使 徒 * の 3 
て は 、 同 章 36 の 訳注 を 参照 。 


斉 ( ぜ び ゅ う ) 性 に つい 


20. ター・ ハ ー 童 


647 


bi, -°・ 


96. 


97. 


98. 


99. 


彼 (サー ミリ ー) は 言っ た 。「 私 は 、 彼 ら 
が 目 に し な か っ た も の (ジブ リー ルツ) を 見 
た の で す !。 それで 私 は 、 御 使い (ジブ リー 
ル *) の ( 馬 の 足 ) 跡 か ら 、 一 掴み (の 土 ) 
を 手 に し 、 それ を (燃やし て 溶け た 補 侯 品 
に ) 投げ か け ま し た 。 そ の よう に 私 の 自我 
は 、 (この よう な 行い を ) 自分 自身 に 自 映 
く 見 せ た の で す 」。 3 


彼 (ムー サー や は 言っ た 。「 な ら ば 、 行く 
が よい 。 と いう の も 本 当 に あな た は 、 こ の 
(現世 で の ) 生活 に いる 間 は 『 (私 に ) 近 
づく の で は な い 』 と 言う こと 3 に な り 、 本 当 
に あな た に こそ は 、 決し て 破 ら れる こと の 
な い (来世 で の 懲罰 の ) 約束 が ある の だ か 
ら 。 あな た が 仕え て いた 自分 ) の 神 ザ 邊 ) 
を 、 見 て みる が よい 。 私 た ち は そ れ を 必ず 
や 焼き 尽く し 、 それ か らき っ と 、 それ を 
海原 に 跡形 も な くば ら 搬 いて し まお う 」 B 


あな た 方 が 崇拝 すべ き は 、 か われ 以外 に ( 真 
に ) 崇拝 * す べき いか な る も の も な い 、 アッ 
ラー* の み 。 か れ は (その ) 知識 で 、 全て の 
も の を 網羅 し 給 う 。 


(使徒 "ムハンマド * よ 、) その よう に われ 
ら * は 、 既に 過ぎ 去っ た も の の 消息 の の 一 部 
を 、 あな た に 語っ て 聞か せる 。 また 、 わ れ 
ら * は 確か に われ ら * の 件 許 か ら 、 あな た に 
教訓 (クル アー ン ?$) を 授け た の で ある 。 


1 これ は 、 彼 ら (イス ラー イー ル の 子 ら ? が 海 を 渡 
勢 が 、 


2 アー ヤ *87 も 参照 。 
3 触れ る べき で は な か っ た ジブ リー ル * の 残し た も の に 触れ て し まっ た 現世 で の 六 と し て 、 サ 


ー ミ リー は 「( 私 に ) 近づく の で は な い 」 と 言い 、 
く な っ た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 5:313-314 参照 )。 


度 り 、 そ れ を 追う フィ ルアウ ン * と その 肖 
瀬 れ 死ん だ 時 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 318 頁 参 照 )。 
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~~ ン イン タタ ンー 一 


Ce 名 dc Oe 
OE 
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人 々 と の 接触 を 一 切 絶 た な く て は な ら な 


20. ター・ ハ ー 童 648 be 

100。 それ (クルアーン に 背 を 向け る 者 は 誰 I SS 
で も 、 本 当 に 復活 の 日 *、 ( 罪 と いう ) 重 oy 
荷 を 背負 うこ と に な る 。 

101. 彼ら は そこ (和久 創 ) に 、 永 遠 に 留まる 。 ORS TATE 


102. 


103. 


104. 


105. 


106. 


そし て 復活 の 日 *、 彼ら の 荷物 は 何と 忌 


わ し いこ と か 。 
角笛 に 吹き 込ま れる その 日 !。 わ れ ら * は そ 


の 日 、 眼 が 青く な っ た < 罪悪 者 た ち を 


し ょ うし ゅ う 


集 す る 。 


彼ら は 、 自 分 た ちの 間 で 、 ひ そ ひ そ 話 し 合 
( い 、 こ う 言 ) 3。 「 あ な た 方 は i 
十 (日 間 ) し か 過ごさ な か っ た 」。 


われ ら * は 、 彼ら の 中 で 最も 見 識 あ る 者 
が 、「 あ な た 方 は (現世 で ) 、 一 日 し か 過 
ご さなか っ た 」 と 言う 時 、 彼 ら の 言う こ 
と を 最も よく 知っ て いる の だ 。 


(使徒 * よ 、) 彼ら は 、 (復活 の 日 * の ) 
山々 (の 状態 ) に つい て 、 あな た に 民 き ね 
る 。 な ら ば 、 言う の だ 。 「 表 が 主 * は それ 
ら を 、 跡 形 も な く 粉 々 に され る 。 


そし て それ (大 地 ) を 、 真 っ 平 で つる つ 
る な も の と され 、 


1 復活 の 日 *f の こと ( ム ヤ ッ サ ル 319 


2 その 
参照 


8:98 参照 )。 イ ムラ ー ン 家 


3 ユー 
引き 


た 


実 章 


これ ら 復 活 の 


日 の 出来 事 と 恐怖 の 激 し さ ゆえ 、 
)。 また 一 説 に よれ ば 、 


章 106 も 参照 。 


ヌス * 章 45 と その 訳注 、 
離す も の 章 46 も 参照 また 


13-15、 


参照 )。 家畜 章 73 の 訳 
彼ら の 肌 と 眼 の 色 は 青 ず ん で し まう (前 掲 書 、 同 頁 
当時 の アラ ブ 人 は 青い 眼 を 不吉 が っ て いた (アッ = テラー 


ン タン ラー と 


NE 


ラタン イイ タン s ン え シン が テッ 
LS oa 3 
2 


ンタ ン < 


SECS 


生 も 参照 


No 


ズィー 


及び 、 信 仰 者 た ち 章 113-114、 ビザ ンチ ン 章 55、 砂 丘 章 35、 
説 に この 言葉 は 、 現 ] 
圭 の 、 彼 ら の 驚き の 声 で ある と も 言わ れる (アッ = テラー ズィー8.99 参照 )。 

* の 天変 地異 の 様子 に つい て は 、 洞 窟 章 47、 山 章 9-10、 出 来 事 
階段 章 8-9 と その 訳注 、 消 息 章 20、 巻 き 込 む 章 3、 衝 撃 章 4.5 な ども 参照 。 


世 と 来世 の 長 


さ の 違い を 実感 し た 


章 5-6、 真 


20. ター・ ハ ハー 童 


649 や りら を 


107. 


108. 


109. 


110. 


史上 


112. 


あな た は そこ に 、 いか な る 歪み や 起伏 も 
見 出す こと と が な い 」。 


その 日 、 彼 ら は 呼ぶ 者 (の 声 ) に 従 ( い 、 
集合 の 場 へ と 向 か ) う 。 彼 か ら の 逃げ 道 は 、 
全く な い 。 そ し て (人 々 の ) 声 は 、 慈悲 あ 
まね き * お 方 (アッ ラー に 対し て 恭 順 ! に 
な (っ て 消え 入 ) り 、 あ な た は ひそ ひそ 声 2 
し か 耳 に する こと が な い の だ 。 


その 日 、 慈悲 あま ね き * お 方 が 許可 を 授 
け 、 そ の 言 葉 に お いて ご 満足 され た 者 以 
外 、 執 り 成 し は 役に立た な い 。 3 


か れ は 、 彼 ら の 前 に ある も の も 、 背後 に あ 
る も の * も 、 ご 存 知 な の だ 。 ま た 彼ら が 、 
か れ の こと を 知り 尽く すこ と は 出来 な い 。 


そし て _ (人 々 の ) 氷 ? は 、 永生 する * お 方 、 
全て を 司 る * お 方 へ と 屈服 する 。 不正 * を 
背負 っ た 者 は 、 (復活 の 日 *、) 確か に 敗 
北 し た の だ 。 


そし て 信仰 者 で 正しい 行い * を 行う 者 は 誰 
で あれ 、 不正 * も 欠損 も 怖 れ る こ こと が な い 6。 


= 


IN】 


人 
ア 
で 


の 


と の 「 恭 順 」 に つい て は 、 雌 和牛 凍 45 の 訳注 
「 ひ そ ひ そ 声 (ハム ス )」 は 、 声 以外 に も 、 全 て の 小さ い 物 音 を 表し 得る 。 復活 の 集合 
(アッ テ シ ャ ン キ ー テ ィ ー4:100 参照 )。 
ッ ラ ー* の お 許し が な けれ ば 、 預 言 者 * や 使徒 *『 で さえ も 、 
いて アッ ラー* が お 喜び に な る 誠実 な 信仰 者 で な け 


を 参照 。 


と 静か に 向かう 、 人 々 の 足音 と いう 理解 も 可能 


執り 成 し を 受け る 側 も 、 そ の 言動 に お 


DCR I 205y 交 | 


5 の SG 
FAN 
ead SiS 
@Ckzo 導 る 

ーー タン ピタ < イイ レー て ララ 玉 Y ンー 
こし 3 みる x NS 


2 タン タン 


RIN ES 
SNEE AE 


の 場 


執り 成す こと は で き な い 。 そ し 


れ ば 、 執 り 成 し を 受け る こと が 出来 な い (アッ = テ サ ァ デ ィ ー513 頁 参照 )。 雌牛 章 48 の 訳 


m 


こ 


注 、 


マル ヤム * 章 87 も 参照 。 


「 彼 ら の 前 に ある も の …・」 に つい て は 、 雌 牛 章 255 の 訳注 を 参照 。 
こ で 特に 顔 の み が 言 及 さ れ て いる の は 、 人 の 屈服 は 顔 に よっ て 表 さ れ 、 顔 に お いて 


RM 
さき 


る か ら で あ る 、 と 言わ れる ( ア ッ テ ラ ー ズィー8:102 参照 )。 
6 や っ て も いな い 悪 行 に つい て 問わ れる こと も な けれ ば 、 行 っ た 善行 の 叙 美 (ほう び ) を 不 


当 に 減ら され る こと も な い 、 


と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 319 頁 参照 )。 


20. ター・ ハ ー 童 650 の 
113. そ の よう に 、 わ れ ら * は それ を アラ ビア 語 | 23 で G22 ES 
の クル ア ー ン * と し て 下 し 、 そ の 人 65 NG 

を 多彩 に 示し た 。 (それ は 、 ) 彼ら が ( ア あり 
が ラー) 長 れ * る た め 、 あ る い は 彼ら - 
に 教訓 を 波 ま せる た め な の で ある 。 

ii4。 そ し て 、 王 で あり 、 真 理 で あら れる アッ ES 
ラー* は 、 (いか な る 欠点 か ら も ) 高遠 な RI 
お 方 で あら れる 。 (使徒 * よ ) 、 あ な た に RA 


115. 


116. 


その 啓示 が (一 頻 り ) 下り 終わ る 前 に 、 
クル アー ン * (を 受け 取る こと ) に 慌て る 
の で は な い 。 そし て 、 言う の だ 。 「 我 が 主 
* よ 、 私 に 知識 を 増やし て 下さ い 」。 ! 


われ ら * は 確か に 以前 、 ア ー ダ ム * に ( 楽 
較 の 木の実 を 食べ な いよ う ) 命じ た 2。 そ 
し て 役 は (その こと を ) 忘れ て し まい 、 
われ ら は 彼 に ( 命 # 令 を 遵守 する だ け の ) 
決意 (の 力 ) を 見 出す と と が な か っ た 。 


また 、 わ れ ら * が 天使 * た ち に 「 ア ー ダ ム * 
に サジ ダ 3 せ よ 」 と 言い 、 彼 ら が (全員 ) 
サジ ダ * し た 時 の こと (を 思い 出せ ) *。 但 


Sey 
OAL 


ee PCA イン 1 Bs 
や NIS 


し イブ リー ス * だ け は 別 で 、 (それ を ) 拒 
ん だ 。* 
1 預言 者 * ム ハン マ ド * は 、 ク ルアー ン * と いう 知識 へ の 愛着 と 熱意 ゆえ に 、 ジ ブリ ー ル * が そ 


れ を 役 に 読 語 (どく し ょ う ) し て 伝授 する 際 
活 章 16 以降 、 お よび その 訳 沿 


* ご 自身 に こそ 求め る こと を 命じ られ た (アッ テニ サ ァ アァ ディ ー514 頁 参 


、 そ れ を 慌 (あわ ) て て 受け 取 ろ うと 人 和 
も 参照 )。 そ れ で アッ ラー* は 、 彼 が 知識 の 増加 を 、 


ま 照 )。 


2 この 出来 事 の 詳細 に 関し て は 、 雌 和牛 章 30-39、 高 壁 章 11-25、 夜 の 旅 章 61-.65、 サ ー ド 章 
71-83 な ども 参照 の こと 。 預言 者 *・ 使 徒 * の 無 座 ( ぜ ざ び ゅ う ) 性 に つい て は 、 雌 和牛 章 36 の 


訳注 を 参照 。 


© 


ww 


ー 
に っ 


夜 の 旅 章 61-65、 


91 


の 「 サ ジ ダ *」 に つい て は 、 雌 和牛 章 34 の 訳注 を 参照 。 

の 出来 事 の 詳細 に 関し て は 、 雌 和牛 章 34-39、 高 壁 章 11-25、 
洞 窒 章 50、 サ ー ド 章 71-83 な ども 参照 。 
イブ リー ス * が サジ ダ * を 拒ん だ こと に つい て は 、 


アル テヒ ジュ ル 章 28-42、 


高 壁 章 12 と その 訳注 も 参照 。 


20. ター・ ハ ー 章 651 bi 


117. われ ら * は 言っ た 。「 ア ー ダ ム * よ 、 本 当 So HEI EEG 


に これ (イブ リー ス * う は あな た と 、 あ な OG ELLR 
Oa な ら ば 、 彼 に 
(従っ て ) あな た 方 二 人 を 楽園 ! か ら 追 い 


出さ せ 、 そ れ で あな た 2 が 不幸 に な る よう 
で は な ら な い 。 
118. 本 当 に あな た は そこ (楽園 ) に お いて OE TY 
人 錠 え る こと も な けれ ば 、 深 に な る と と 
も な い 。 
119.、 また 、 そ と で 喉 が 潟 く と と も 、 太 陽 に 晒さ DEE BIS 


120、 す る と 、 シ ャ イタ ー ン * が 彼 に 嘱 き か け EA 


れる こと も な い 」。 


て 、 言っ た 。 「 ア ー ダ ム * よ 、 永遠 の ( 生 ENING EN 
を 授け て くれ る ) 木 と 、 廃 れる こと の な 
い 王 権 へ と 、 あ な た を 案内 し て や ろう 
か ?」 


121、 こ うし て 二 人 は そこ か ら 食べ 、 二 人 の IE 


恥部 (アウ ラ * は 彼 ら 自 身 に 釧 わ に な っ | 31325wEo っ 2 
て し まい 、 二 人 は 楽 ※ 園 の 葉 で それ ら ( ア OED HS 
ウラ や を 隠し 始め た 3%。 アー ダム * は 彼 の 主 

+ に 逆らい 、 誤 っ た 4 の で ある 。 


_ 


sl 


cw 


た 


この 「 楽 園 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 35 の 訳注 を 参照 。 

シャ イタ ー ン * に 従え ば 、 アー ダム * も その 妻 ハ ウ ワ ー ゥ ウ * も 、 人 不幸 に な る こと に 変わ り は な 
い 。 一説 に 、 こ こと で アー ダム * の み が 「 不 幸 に な る 」 と 言及 され て いる の は 、 こ こ で の 「 不 
幸 」 が 「 身 体 的 労苦 」 の こと で あり 、 シ ャ イタ ー ン * に 従っ て 楽園 か ら 出 た ら 、 そ れ ま で は 
保障 され て いた 衣食 住 を 獲得 する た め に 苦労 する の は 、 男 性 で ある アー ダム * 自 身 に 外 な ら 
な いた め 、 と され る (アル テク ルト ウゥ ビー11:253 参照 )。 

高 壁 章 22 と その 訳注 も 参照 。 

クル アー ン * か スン ナ * の 中 に ある 描写 を 読む の で な い 限 り 、 人 が アー ダム * を 「 主 * に 逆 ら 
っ た 」 な ど と 描写 する こと は 、 預 言 者 人 類 の 祖 に 対す る 礼儀 上 、 許 され な い (イブ ン ・ 
アル = アラ ビー3:259 参照 )。 預 言 者 * の 無 調 ( む ぴ び ゅ う ) 性 に つい て は 、 雌 和牛 章 36 の 訳 
注 を 参照 。 


20. ター・ ハ ー 草 652 や りゃ 

122. それ か ら 、 か れ の 主 * は 彼 (アー ダム EI 
を お 選び に な り 、 彼 の 悔 倍 を お 受け 入れ 
に な り 、 お 導き に な っ た 。 

123.、 か れ は 仰せ られ た 。「 二 人 と も 共に 、( イ LE 
ブリ ー ス * と ) 互い に 敵 と な っ て 、 そ こと ( 楽 ED A SS 
園 ) MC そし て 、 6 の EL る eo 
に われ ら * の 御 か ら の 導き が 到来 し た 
時 、 わ が 導き (使徒 * と 啓典 ) に 従う 者 
は 誰 で も 、 (現世 で ) 迷う こと は な く 、 

(来世 で ) 不幸 に な る こと も な い 。 

124. また 、 わが 教訓 に 背 を 向け る 者 、 本 当 に 彼 | 32456 と > あう 8 
に は 苦し い 生 活 ! が ある 。 そ し て われ ら * は (ルル KG スン 
復活 の 日 *、 彼 を 盲目 に し て 集め る 2 の だ 」 。 

125. 彼 は 言う 。「 我 が 主 * よ 、 ど うし て 私 を 第 目 3 っ 55 
に し て お 集め に な っ た の で すか ? 私 は hs 
(現世 で は 、) 目 が 見 えて いま し た の 
に ?」 

126. か れ は 仰せ られ る 。 「 (あな た が し た こ 
と と 、) 同様 (に し た の ) で ある 。 わ れ 
ら の 御 徴 は あな た に I 来 し 、 そ し て あな 
た は それ を (故意 に ) 忘れ た の だ か ら 。 
それ で 同じ よう に この 日 、 あ な た は (地獄 
に ) 忘れ 去ら れ よ う 」。 

127.、 そ の よう に 、 わ れ ら * は 自分 * の 皇 * の 御 徴 AID TG CEES 
を 信じ ず 、 ( 半 * へ の 反抗 に ) 度 を 越し て る GIA er 
いた 者 に 応報 を 与え る 。 来世 の 徐 六 こそ 
は 、 よ り 厳 し く 、 よ り 永 い の で ある 。 

1 ある 種 の 解釈 学者 ら は 、 こ の 「 苦 し い 生 活 」 を 、 現世 ・ 復 活 の 日 * が 来る まで の 死後 の 世界 ・ 

来世 に お ける も の 、 と いう 広い 意味 で 理解 し て いる (アッ テニ サ ア ディ ー515 頁 参照 ) 

2 現世 で 、 ア ッ ラ ー* の 教訓 に お いて 盲目 で あっ た よう に 、 来世 で は その 視覚 を 奪わ れる ( ア 


ル テ カ ー 9 ミー11:4230 参照 )。 夜 の 旅 章 97 の 訳 沿 


E も 参照 


NO 


20. ター・ ハ ー 童 653 bi 
128. 一 体 、 わ れ ら * が 彼ら 以前 に 、 ど れ ほ ど 多 | oy こる が る 
く の (不信 仰 な ) 民 * を 滅ぼし た か が 、 彼 | cg388K2 8 
ら に は まだ 明らか に な っ て は いな い の 6 
か ? 彼ら は その 者 た ちの 住居 の 中 を 、 
(その 減 亡 の 跡目 に し て ) 歩い て いる 
と いう の に ? 本 当 に そこ とこ ! に は まさ し 
く 、 ま と も な 理性 の 持ち 主 へ の 御 徴 が あ 
る の だ 。 
129. (彼ら 不信 仰 者 * の 懲罰 を 先送り に す CRI LE EI 
る と いう ) あな た の 主 * か ら の 先んじ た る 
御 言葉 と 、 定 め ら れ た 期限 さえ な けれ 
ば 、 (彼ら の 早期 で の 滅亡 は ) 必然 だ っ 
た の で ある 。 
130、 な ら ば (使徒 * よ ) 、 彼 ら の 言う こと に 忍耐 | 33529DAL ま > 
* せ よ 。 また 、 太 陽 が 昇る 前 と それ が 沈む eS Ne 
前 、 そし て 人 夜 の 一 部 * に お いて 、 あな た の 主 | @g353 NN I Cl 
* の 称賛 * と 共に (か れ を ) 称え る * の だ 。 
また 、 恒 の 端々 に ( ア ッ ラ ー* を ) 称え よ 。 
(それ は 、) あな た が (その 褒美 で ) 満 
足す る よう に な る た めで ある 。 
131.、 ま た 、 わ れ ら * が 彼ら (不信 仰 者 り の 内 Ca IEE 
OO RC BS 
、 決 し て あな た の ( 談 望 の ) 視線 を 釘 付 Obs 
ee i 
1 つま り 、 多 く の 不 信仰 な 民 が 六 を 受け て 滅亡 し 、 そ の 痕跡 が 残っ て いる こと ( ム ヤ ッ サ ル 
321 頁 参照 )。 
2 この 「 定 め ら れ た 期限 」 に は 具体 的 に 、「 彼 ら の 寿命 や 懲 久 に 関し て 定め られ た 期限 」「 復 
活 の 日 *」「 バ ドル の 戦い *」 と いっ た 解釈 が ある (アル = バイ ダー ウィ ー4:76 参照 )。 
3 この 三 つ の 時 間 は 、 そ れ ぞ れ フ ァ ジ ュ ル *、 ア スル *、 イ シャ ー ウ * の 礼拝 時 間 を 指し て いる 
の だ と いう ( ム ヤ ッ サ ル 321 頁 参 照 )。。 カ ー フ 章 39-.40 と その 訳注 も 参照 。 
4 これ は 一 説 に 、 昼 の 前 半 の 終わ り で ある ズ フ ル * と 、 昼 の 後半 の 終わ り で ある マグ リブ * の 
礼拝 時 間 の こと 同 頁 参照 )。 


20. ター・ ハ ー 童 


654 や りゃ 


ら * が それ で 彼ら を 試練 に か ける た め の 、 
E 活 の 飾り な の で ある 。 あな た の 
(彼ら が 味わっ て いる 事 3 楽 ) 
より 善く 、 より 永く 続 補 くも の な の だ 。 


現世 の 4 
主 * の 糧 ' は 、 


江 


132. また (使徒 * よ ) 、 あな た の 家族 * に 礼拝 を | 3E39Kgz 寺 あ 引 2 し 3 語 池 
命じ 、 そ れ (を 行う こと ) に お いて 忍 硬 の gh な 5382 六 人 め ) 


133. 


を 重ね よ 。 われ ら * が あな た に 糧 を 求め る 
の で は な く 3、 わ れ ら * が あな た に 糧 を 与え 
る の だ か ら 。 そし て (現世 と 来 
る 、 療 き ) 結末 は 、 散 席 * さ (を 纏っ た 者 


た ち ) に ある の だ 。 


彼ら は 言う 。 
し ゅ み 
分 の 主 * の 御調 


「 ど うし て 彼 (使徒 は 自 RT が 省 ER 
f か ら 、 私 た ち に 御 徴 * を 持 : 
っ て 来 な い の か ? 」 一 体 、 以 前 の 書状 の 


世に お け 


! に ある も の に 対す る 明 証 ? は 、 彼ら に 
到来 し な か っ た の か ? 

134 も し われ ら * が 竹 罰 に よっ て 、 そ れ 以 前 | GS 
に 彼ら を 滅亡 させ て いた ら 、 彼 ら は ( こ ESET 
う ) 言っ た で あろ う 。 「 我 ら が 主 * よ 、 ど の の SSe3cdz 


うし て あな た は 私 た ち に 、 使 徒 * を 遣わ し 
て くれ な か っ た の で すか ? そう すれ ば 


= 


NM 


の 


m 


この 「 糧 」 は 、 来 ] 


この 「 家 族 」 は 、 
る (アル = テク ルト 


アッ ラー* と こそ が 「 あ な た 


まり 、 


Pe 礼 


この 「 御 徴 」 と は 、 
に し て も 、 


な ども 参照 。 


過去 の 啓 
卓 章 48 も 参照 。 


使徒 * を 遺 


言わ し 、 


ゥ ビー11:263 参照 )。 


1 に 含ま れ た 真理 を 確 対す る 、 ク ルアー ン * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 321 頁 参照 )。 食 


は は で の 褒美 の こと (アッ ニテ タ バリ ー7:5661 参照 )。 
彼 の 家族 以外 は も ちろ ん の こと 、 彼 の ムスリム * 共 同体 全員 を も 指し て い 


自身 と 彼ら の 糧 」 を 保障 され る の だ か ら 、 生 活 の 糧 を 求 
手 を お ろ そ か に し て は な ら な い 、 と いう こと (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 撤 き 
散ら す も の 章 56-58、 離 婚 章 2-3 も 参照 。 

奇跡 の こと (アッ テニ サ ァ ディ ー517 頁 参 照 )。 し か し 、 た と え 奇 跡 を 
彼ら は 信じ る こと が な い 。 


畜 章 109-110、 ユ ー ヌ ス * 章 97、 創 成 者 * 章 42 


を 下す 以前 、 と いう こと (前 掲 書 、 同 真 参照 )。 


20. ター・ ハ ー 章 655 の 


私 た ち は 、 _( あ な た の 鉛 罰 に よっ て ) 挿し 
め ら れ 、 辱 め ら れる 前 に 、 あな た の 御 微 
に 従い ま CR Oo 1 


135. (使徒 * よ 、) 言っ て や る の だ 。「 (私 た FEI VS 
40 いずれ も 、 ( 誰 に 勝利 が ある か ) ONS CR eZ 
待ち 望む 身 に ある 。 な ら ば 、 待ち 望む が 
いい 。 あな た 方 は 、 誰が 真っ 当 な 道 の 徒 で 
あり 、 誰が 導 か れ て いた か を 知る こと に 
な る の だ か ら 」。 


~ 


関連 する アー ヤ * と し て 、 婦 人 章 165、 家 畜 章 131、155-157、 夜 の 旅 章 15 と その 訳注 
詩人 た ち 章 208、 創 成 者 * 章 24 も 参照 。 


21. 預言 者 た ち 章 


LN | 


じ ひ じ あい 

慈悲 あま ね く * 慈 愛 深き * 
み な 

アッ ラー* の 御名 に お いて 


人 々 に 、 そ の 清算 (の 時 ) が 近づい た 2。 に 


も 関わ ら ず 、 彼 ら は 上 の 空 で (警告 に ) 背 
を 向け て いる 。 

彼ら の も と に 、 彼ら の 主 * か ら (次 々 と ) 新 し 
い 教訓 (クル アー ン が や っ て 来 て も 、 彼 ら 
は 決ま っ て ふざけ な が ら そ れ を 聞く だ け 。 


彼ら の 心 は 、 不 注意 で ある *。 不 正 * を 働く 
者 た ち は 、 ひ そ ひ そ と (こう ) 密談 する 。 
「 一 体 これ は 、 あ な た 方 と 同様 の 人 間 に 外 
な ら な いで は な いか ?1 一 体 あ な た 方 は (、 
彼 が 人 間 で ある こと を ) 分 か っ て いな が ら 、 
魔術 ? へ と 赴く の か ?」 


I eg 
Os 


る ッ > る 


っ の Ao 
OI A が 


どど ン 
ンタ イー クラ ッ ー ン ンー、 そ イン ンー タン 6 ライン 
A 2 る Y イッ ! 


(ウラ アン 


1 マッ カ * 刻 示 。 マ ッ カ “啓示 の スー ラ * の 常 で ある よう に 、 ア ッ ラ ー* の 偉大 さと その 唯一 性 *、 
啓示 と 預言 者 * ム ハン マ ド * の 正直 さ 、 死 後 の 復 活 と 清算 の 証明 が 描か われ て いる 。 ま た 、 ス 
ー ラ * の 名 称 と も な っ て いる よう に 、 預 言 者 \: ム ハン マ ド * を 含め 十 七 人 も の 預言 者 *・ 使 徒 * 
が 言及 され 、 役 らち と その 民 と の 間 に 起 こっ た イス ラー ム * の 歴史 が 、 そ の 基本 教義 の 説明 ・ 


IS) 


ww 


た 


m 


使徒 * に 逆らう 民 へ の 教訓 や 警告 な ど と 共に 提示 され て いる 。 
R に 、 次 の よう な も の が ある 。 預言 


復活 の 日 * の 「 清 算 」 が 近い と いう 意味 に つい て の 解 


者 * ム ハン マ ド * は 最後 の 使徒 *・ 預 言 者 * で あり 、 そ の 共同 体 は 最後 の イス ラー ム * 共 同体 で 


ある 。 つ まり 、 そ れ 以 前 の イス ラー ム * ゞ * 共 同体 と 比較 する と 、 よ り 復 活 の 
こと で の 「 清 算 」 は 、 死 の こと 。 と いう の も 死ん で し まっ た 者 は 、 復 活 の 


* に 近い 。② こ 
* が 起こ っ て し ま 


っ た も 同然 で ある た め 。 密 蜂 章 1 の 訳注 も 参照 (アッ = サ ァ ディ ー518 頁 参照 )。 


彼ら の 心 は 現世 的 願望 に か まけ 、 その 体 は 娯楽 に 陸 (ふけ ) り 、 欲望 の 追求 、 無 


意味 な 物事 、 


俗悪 な 言葉 に 勤 (いそ ) し ん で いる 。 し か し 本 来 、 心 は アッ ラー* の ご 命令 に 従い 、 か れ の 御 
言葉 に 傾聴 (けい ちょ う ) する と 共に 、 そ の 意味 を 熟考 (じゅ っ こう ) し 、 来 世 を 念頭 に 置 
きつ つ 、 身体 は 創造 主 へ の 崇拝 * に こそ 勤 (いそ ) し む お べき な の で ある (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


家畜 章 8.9 な ど に も ある よう に 、 彼ら は 使徒 が 彼ら と 同村 


k の 人 間 で は な く 、 天使 * で ある べ 


きだ と 主張 し た り も し た (アル = バ ガ ウ ィ ー3:283 参照 )。 
こと の 「 魔 術 」 と は 、 マ ッ カ * の 不信 仰 者 ' ら が クル アー ン * を 畠 搬 (や ゆ ) し て 言っ た も の ( ム 
ヤッ サル 322 真 参照 )。 彼 ら は 、 人 間 の 手 に よる 奇跡 を 魔術 の 一 種 と し て いた (アブ ー・ 


アッ テス ウー ド 6:54 参照)。 


21. 預言 者 た ち 章 657 Li か -“\ 

| 彼 ( 問 言 者 * ム ハン マ ド は 、 言っ た 。「 我 | 555 と 32333 弧 衝 あ 6 
が 主 * は 、 天 と 地 に お ける (全て の ) 言葉 を OF EA 
存じ て お られ る 。 か れ は よく お 聞き に な る 
お 方 、 全 知 者 で あら れる の だ 」。 


A AEN GS 


な っ た 無 意 味 な ) A 。「 い や 、 彼 ( ム lo 


ハン マ ド や が それ を 、 提 造 し た の だ 」 。 「 い 
や 、 彼 は 店 き 人 な の で ある 」。 「 な ら ば 、 先 代 
の 者 た ち が (それ と ナチ 共に ) 遣わ され た よう に 、 
私 た ち に 何 か 御 徴 ! を 持っ て 来 させ よ 」。 


6. 彼ら (マッカ " の 不信 仰 者 * た ち ) 以前 に も 、 CEE EA 
われ ら * が 減 ぼ 0 (の 住人 ) 0 ⑤5 ん 突 


GA ) 信じ る こと は な か っ た の だ 。 そし て 
一 体 、 (奇跡 を 眼 に し た ら 、) 彼ら は 信じ 


る と いう の か ?2 
7 また 、 わ れ ら * が あな た 以前 に (使徒 * と し て ) | ENN 
道 わ し た の は 、 わ れ ら * が 啓示 を 下す 男性 ES 
(人 間 ) 以外 の 何者 で も な か っ た *。 な ら ば 、 DE 
教訓 の 民 * に 尋ね て みよ 。 も し 、 あ な た 方 が 
知ら な いと いう な ら 。 


この 「 御 徴 」 と は 、 サ ー リ フ * の 雌 ラ クダ 、 ム ー サ ー* や イー サー* の 奇跡 の ひよ うな 奇跡 の こ 
と (イブ ン ・ カ スィ ー ル 5:332 参照 )。 

家畜 章 109-110、 ユ ー ヌ ス * 章 97、 タ ー・ ハ ー 章 133、 創 成 者 * 章 42 な ども 参照 。 

3 啓典 の 民 * ど ころ か 、 マ ッ カ * の 不信 仰 者 たち で さえ 、 そ の 預言 者 * 性 を 信じ て いた イブ ラ 
ー ヒ ー ム * も また 、 人 間 の 男性 で あっ た 。 つ まり 、 人 間 だ か ら と いう 理由 で 預言 者 * ム ハン 
マ ド * を 否 定 する と いう 彼ら の 論理 は 、 彼ら の 信条 に さえ も 矛盾 し て いた (アッ ニ サ アァ ディ 
ー519 頁 参 照 )。 
この 「 教 訓 の 民 」 と は 、 過 去 の 啓典 に つい て の 知識 が ある 者 た ちの こと ( ム ヤ ッ サ ル 322 
真 参照 )。 言 、 こ の アー ヤ * を 、「 宗 教 に 関す る 知ら な いこ と は 、 無知 な 者 で は な く 、 知 識 を 
有する 者 に 尋ね よ 」 と 、 よ り 一 般 的 な 形 で 理解 する こと も 可能 で ある (アッ テニ サ ァ ディ ー 
519 頁 参 照 )。 


js 


I} 


た 


21. 預言 者 た ち 章 658 Ye 
8. また 、 わ れ ら * は 彼ら (使徒 の を 、 食 べ 物 | と 5 る 
を 口 に し な いり 物体 に し た わけ で も な いし CEEG 
彼ら が (現世 で ) 永遠 の 者 た ち だ っ た わけ 
で も な い 。* 

9。 それ か ら 、 わ れ ら * は 彼ら (使徒 * と その 信 | EE 
徒 た ち ) に (勝利 と 救い の ) 約束 を 実現 さ AS 
せ 、 彼 ら と 、 われ ら * が 望む 者 た ち を 救い 出 
し 、 (不信 仰 に お いて ) 度 を 越し て いた 者 
た ち を 滅ぼし た の だ 。 

10。 われ ら * は 確か に 、 あ な た 方 に 啓典 を 下 し | 3 提 る SaCse を 3 
た 。 (そこ に ある 教え を 信じ 実 ? すれ ば 、) る OS 
その 中 に は 、 あな た 方 へ の 栄誉 が ある 。 — 

体 、 あ な た 方 は 分 別 し な い の か ? 

11。 ま た 、 われ ら * は 一 体 、 どれ だ け 多 く の 不 正 GE ころ 
* で あっ た 町 を 全滅 させ 、 その 後 、 別 の 民 を Dk LI 
設け た の か 。 

12。 それで 彼ら は 、 わ れ ら * の (彼ら に 対す る 懲 EN neat 
凛 の ) 衝 威 を 宗 知 する と 、 どう で あろ うか 、 $ っ ある 
そこ (町 ) か ら 疾走 (し て 逃亡 し よう と ) 
する の で ある 。 

13. (その 時 、 彼 ら に は こう 言わ れる 。)「 疾 直 LRN 
せ ず に 、 あな た 方 が 内 受 し て いた も の OGK る で の の 


(現世 の 享楽 $) と 、 あ な た 方 の 住ま い に 
戻れ 。 あ な た 方 は 、 (自分 た ち が 現世 で 
し て いた こと と に つい て 、) 尋ね られ る で 
あろ う 」。3 


1 同様 の アー ヤ * と し て 、 ユ ー ス フ * 章 
「 栄 療 」 に つい て は 、 信 仰 者 た ち 章 71、 


2 


一 説 に は 、 天 使 * た ち 
る ) 高慢 さ の 原因 で あっ た 、 


現世 的 回 


『 109、 識 別 章 20 も 参照 。 

金 の 装飾 章 44 と その 訳注 も 参照 。 

が 彼ら に 対す る 喘 笑 (ちょ うし ょ う ) 的 意味 合い か ら 、「( 信 仰 に 対す 
あな た 方 の 豊か な 恩恵 の も と に 戻れ 。 あ な た 方 が 有 し て いた 
思 恵 か ら 、 ね だ られ る だ ろう 」 と 言う (アル テク ルト ッ ゥ ピー11:275 参照 )。 


21. 預言 者 た ち 章 659 LY 

14. 彼ら は 言う 。「 我 ら が 災い よ !! 本 当 に OE 
私 た ち は 、 不 正 * 者 で し た 」。 

15. そ し て 彼ら の その 言葉 は 、 わ れ ら * が 彼ら を ES St TE 
刈り 取ら れ た 作物 (の よう ) に し 、 皿 絶え OE rd 
ら せ る まで 、 続 く の で ある 。 

16. われ ら * は 、 天 と 地 と その 間 に あ る も の 全て ES A 
を 、 ふ ざけ 半分 に 創っ た の で は な い 。 (WO 

17. も し われ ら * が (自分 分 に 子供 や 妻 を 設け る な | Au5 返 dG2EK33 
ど と いう ) 戯れ 事 を する の で あれ ば 、 ( あ OR 
な た 方 の も と か ら で は な く ) わ れ ら * の 件 許 
か ら そ れ を 設け た で あろ う 2。 わ れ ら * が ( そ 
の よう な こと と を ) する こと は な い が 。 

i8、 い や 、 わ れ ら * は 真理 を 大 守 に 授 げ つけ る 。| 2 0 の 8 
する と 、 それ (真理 ) は それ ( 虐 交 ) を 割 の ん 25 っ 3 35 有る 
り 砕 き 、 どう で あろ う 、 そ れ (虚妄 は 消 
減 し て し まう 。 あな た 方 に は 、 自 2 分 た ち が 
言っ て いる こと 3 ゆえ の 、 災 い が あ る の だ 。 

19。 か れ (アッ ラー に と そ 、 語 天 と 大 地 に い Yoo あみ 
る 全て の も の は 届 す る 。 そし て 、 か れ の 御 OOP NI EE ES 
許 に いる 者 (天使 * た ち ) は 、 か れ を 崇拝 * 
する こと と に 対し て 幡 り 高 ぶ ら ず 、 疲れ る こ 
と も な い 。 

20. 夜 も 昼 も 、 供 むこ と な く (か れ を ) 称え * OIE ok 
て いる の だ 。 

1 「 我 ら が 災い よ ! 」 と いう 表現 に つい て は 、 食 卓 章 31 の 訳注 を 参照 。 


2 これ は イー サー* と その 母 マ ル ヤ ム * を 神 と し た 、 


つま り 、 子供 や 妻 は 自分 の 種族 か ら 得る も の で あり 、 


と は あり 得 な い 、 
3 つま り シ ルク * を 始め と し た 、 


ル 323 頁 参 照 )。 


キリ スト 教徒 * ら に 対す る 言葉 と され る 。 
アッ ラー* が 人 間 を 子供 や 妻 に する こ 
と いう こと (アル = バ ガ ウ ィ ー3:285 参照 )。 集 団 章 4 も 参照 。 

アッ ラー* に 相応 (ふさ わ ) し く な い 形 容 


の こと ( ム ヤ ッ サ 


21. 預言 者 た ち 章 660 Li な - い 
21. い や 、 一 体 彼ら は 地上 か ら 、 (死ん だ も の | ③ っ ヶ 央 る Ez2cb 科 
を ) 復活 させ る こと の 出来 る 神々 ! を 設け た 
と いう の か ?2 
22. そこ (天地 ) に アッ ラー* 以 外 の 神々 が い KA9cces6 相 
た ら 、 そ の 二 つ (天地 ) は 損なわ れ て し DREN SN 
まっ た で あろ 3 う 3?。 彼ら の 言う よう な こと 
か ら (無縁 な ) 、 御座 * の 辛 * ア ッ ラ ー* に 
称え あれ 。 
23、 か れ が ご 自身 の され る こと を 問わ れる の OI EN 
で は な く 、 彼 ら が (自分 た ちの 行い を ) 問 
われ る の で ある 。 5 
24. 、 一 体 彼ら は 、 か れ (アッ ラー や を ea oR 
Ne 設け た の か ? 言っ て や 153 CR 
れ 。「 (その こと の 正当 性 を 示す 、) あな I が 
た 方 の 明 証 を 持っ て くる が よい 。 こ れ は 私 の 5 
と 共に ある 者 の 教訓 と 、 私 以前 の 者 の 教訓 
$ で ある (が 、 そ こ に は その よう な 根拠 は 
な い ) の だ 。 いや 、 彼 ら の 多く は 真実 を 知 
ら な い 。 彼ら は (そこ か ら ) 背 を 向け て い 
る の だ 」。 
1 「 神 々 」 に 関し て は 、 雌 牛 凍 133 の 訳注 を 参照 。 以下 、 同様 の 表現 に つい て も 同 訳注 を 参照 。 
2 も ちろ ん 、 ア ッ ラ ー* 以 外 に その よう な 存在 は な い (イブ ン ・ カ スィ ー ル 5:337 参照 )。 


の 


た 


も し 、 こ の 世に 複数 の 全能 神 が あ れ ば 、 それ ら の 意向 は 衝突 し 合い 、 秩序 は 乱れ て し まう 。 


一 方 の 意向 の み が 存 在 す る こと は 、 他 方 の 不能 
に お いて 一 致す る こと は 、 あ り 得 な い (アッ テニ サ ア ディ ー521 


も 参照 


Ro 


「 御 座 」 に 関し て は 、 


造物 こそ が 、 
= タバ リー7:5680-5681 参照 )。 


一 番目 の 「 教 訓 」 は クル アー ン *、 
参照 )。 


その 行い を 問わ れる の で あり 、 そ れ に 応じ た 報い を 受け る こと に な る (アッ 


二 番 目 の は それ 以前 の 啓典 の こと 


性 を 示し 、 ま た それ ら の 意図 が 全て の 物事 
参照 )。 信 仰 者 た ち 章 91 


高 壁 章 54 の 訳注 を 参照 。 
全て の も の は アッ ラー* の 王権 の も と に ある の で あり 、 か れ は その 僕 に 関す る ご 決定 に つい 
て 、「 な ぜ 、 そ の よう に され る の で すか ? 」 な ど と 問わ れる 筋合い は な い 。 


天地 に お ける 角 


( ム ヤ ッ サ ル 323 真 


21. 預言 者 た ち 章 661 Ye 
25.、 ま た 、 わ れ ら * は あな た 以前 、「 わ れ 以外 に NIS 
( 真 に ) 崇拝 "すべ きも の は な い 。 ゆえ に わ OTA 
れ を 崇拝 * せ よ 」 と 啓示 する こと な し に は 、 
いか な る 使徒 * も 遣わ さなか っ た 。 ! 

26. 彼ら (シル ク * の 徒 ) は 言っ た 。「 慈 悲 あ ま |  。Acczb oe3 密 5 
ね き * お 方 (アッ ラー) は 、 (天使 た ちと Ce 
いう ) 御子 を も うけ られ た 2」。 / 

に 称え * あ れ 。 いや 、( 彼 ら は ) 状 れ 高き 僕 
な の で ある 。 

27. 彼ら は 、 か れ (アッ ラー や に 対し て 言葉 を っ あ J 史 し お ん 37 
先んじ る こと な く 、 か れ の ご 命令 に 治っ て @5 た る 
行動 する の だ 。 

28. か れ は 、 彼 ら (天使 * た ち ) の 前 に ある も の | や EC うー 
も 、 そ の 背後 に ある も の * も 、 ご 存 知 で ある 。 Si 
また 彼ら は 、 か れ (アッ ラー ウリ が ご 満悦 に i を 
MP 執り 成 し を し な 

。 そ し て 彼ら は 、 か れ へ の 暴 怖 ゆえ に 、 
oo 

29. また 、 彼ら (天使 * た ち ) の 内 、「 私 こそ は 、 あの 0 に つじ お 全 の * 
か れ と は 別 の 神 で ある 」 な ど と 言う 者 * が あ ENR I FE EN 
れ ば 、 わ れ ら * は その 者 を 地獄 で 報い て や Sn 


る 。 わ れ ら * は その よう に 、 不正 * 者 た ち に 
応報 を 与え る の だ 。 


= 


蜜蜂 章 36 も 参照 。 


to 


参照 。 


つま り 、 


ww 


マッ カ * の 不信 仰 者 * ら は 、 天使 * を アッ ラー* の 娘 と 見 


な し て いた 。 蜜蜂 章 57 と その 訳注 も 


彼ら 天使 * た ちの 未来 と 過去 の 行い の こと ( ム ヤ ッ サ ル 324 頁 参 照 )。 


「 執 り 成 し 」 に つい て は 、 マ ル ヤ ム * 章 87、 タ 


これ は 、 
ル テ ク ルト ッ ゥ ビー11.282 参照 )。 


た 


wn 


『 109 も 参照 。 


一 説 に イブ リー ス * の こと 。 また 一 説 に は 、 天使 * 一 般 に つい て の 、 仮定 上 の 話 ( ア 


21. 預言 者 た ち 章 662 Li こい 
・ 一 体 不信 仰 に 陥っ た 者 “た ち は 、 諸 天 と 大 EMT EN 
地 が 脱 腸 着 し た 状態 だ っ た こと を 知 ら な い の CED EE NS 
か ? そし て われ ら * が その 二 つ を 引き 裂 い ET 
た こと を ?! われ ら * は 、 水 か ら 全て の 生物 EE 
を 創っ た ?。 一 体 、 彼 ら は 信じ な い の か ? 

31。 ま た われ ら * は 大 地 に 、 そ れ が 彼ら と 共に 揺 | gtusolosbuyiatz ら う 
れ 動か な いよ う 堅 固 な 山々 を 設 え 、 彼 ら が REIL CCS 
導 か れる よう に と 、 そ こ に 広々 と し た 道々 OE 
を 用 意 し た 。 

32。 ま た 、 わ れ ら * は 天 を 守ら れ た 屋根 3 と し た 。 | 5 
それ で も 彼ら は 、 そ の 御 徴 か ら 背 を 向け て Rk 
いる の だ 。 _ 

33. か れ は 夜 と 昼 、 太陽 と 月 を お 創り に な っ た GE 
お 方 。 全 て は 、 軌 道 を 走る 。 OR EN 

34. (使徒 * よ 、) われ ら * は あな た 以前 (現世 っ AR その 
に お いて ) 、 い か な る 人 間 に も 永遠 (の 生 ) OE る 
を 授け た り は し な か っ た 。 一 体 、 も し あな 
た が 死ん だ ら 、 彼 ら は (その 後 ) 永遠 な る 
者 と な る と いう の か ?* 

1 つま り 、 雨 の 降ら な い 「 閉 じ ら れ た 」 状 態 の 空 か ら 雨 を お 降ら し に な り 、 植 物 の 育た な い 

「 閉 じ ら れ た 」 大地 か ら 、 植 物 を 芽生 えさ せら れる こと (アッ テ タ バリ ー7:5687、 ム ヤッ 
サル 324 頁 参照 )。 外 に も 、「 一 体 で あっ た 天 と 、 一 体 で あっ た 大 地 を 、 そ れ ぞ れ 七 層 に 分 


1 の 


た 


けら れ た 」「 天 
カス ィ ー ル 5:339 参照 )。 
つま り 水 を 、 全 て の 生物 の 
た 」「 大 半 の 生物 を 、 水 か ら 作 っ た 」 
一 説 に は 、 巡 礼 * 章 65 に も ある よう 
ある い は 、 


山 章 30 な ど に も ある よう に 、 


礎 と され た (前 掲 書 、 同 


アル テヒ ジュ ル 章 17 に も ある よう に 、 
し よう と し て 、 そ こ に 近づく こと か ら 」 守 られ て いる (前 掲 書 、 
不信 仰 者 * ら は 預言 者 * ム ハン マ ド * を 蔵 (さげ す ) みつ つ 、 


子 が そもそも 一 体 で あっ た の を 、 引 | き 像 か れ た 」 な どの 解釈 も ある (イブン ・ 


参照 )。 「 精 液 か ら 、 お 創り に な っ 
と いっ た 説 も ある (アル テバ ガウ ィ ー3:287 参照 )。 
に 、「 落 下す る こと か ら 守 られ て いる 」 と いう 意 

「 シ ャ イタ ー ン * が 天界 の 話 を 控 み 開き 
同 頁 参照 )。 


「 彼 が 死ぬ の を 待っ て 、 放 っ て お こう 」 と 言っ て いた 。 し か し 、 た と え 彼 が 彼ら より 先 に 
他界 し た と し て も 、 そ れ は 全て の 預言 者 * の 習い な の で ある 。 そ し て 後続 の アー ヤ * に も あ 


る 通り 、 彼 ら E 


身 も 遅かれ 早かれ 、 現 ] 


紀 と いう 試練 を 去り 、 そ こ で の 行い の 報い を 受け る 


こと に な る (アッ = テニ サ ァ ディ ー523 


参照 )。 


ュ グ 
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Ss と - い 


35. 全て の 者 は 、 死 を 味わう の だ 。 われ ら * は 悪 od 4 あり を っ 
と 善 と いう 試練 「 で 、 あな た 方 を 試す 。 そし 、 1 時 
て われ ら * の 御 許 に こそ 、 あ な た 方 は 戻さ れ 
る の で ある 。 

36. (使徒 * よ 、) 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち が あ | 8 る a EN A 

な た を 見 れ ば 、 あ な た の こと を 喘 笑 の 的 | る dze_ioiA 枯 WS 
と する だ け 。 (彼ら は あな た を 蔵 ん で 、 互 I ES 
い に と う 言 う の だ 。) 「 一 体 こ れ が 、 あ な - 
た 方 の 神々 に (無礼 な 言 葉 で ) 言い 及ぶ 者 
か ? 」 彼ら こそ は 、 慈悲 あま ね き * お 方 ( ア 
ッ ラ ー?$) の 教訓 (クルアーン * に つい て 
否定 する 者 た ち 2 で ある と いう の に 。 

37。 人間 は 、 せっ か ちさ か ら 創 られ て いる % わ | を 2 02 る 8 
れ は 間もなく 、 あな た 方 に わが 御 徴 * を 見 DE SI sc 
せ て や る 。 な ら ば 、 (それ を ) われ に 性 急 
に 求め る の で は な い 。 

38. 彼ら は 言う 。「 こ と の 約束 (の 実現 ) は 、 い | 放 を =ult30GK あ る る 
つ な の か ? も し 、 あ な た が 本 当 の こと を る os ょ の 
言っ て いる の な ら ば 」。 

39。 不信 仰 だ っ た 者 “たち が 、 自 分 た ちの 顔 も 彰 J NI 
中 も 業火 か ら 防 ぐ こ と が 出 来 ず 、 (誰か ら ce っ お まっ と 
も ) 助け られ る こと の な い 時 の こ と を 知っ の クン) ( チ う 5 
て いれ ば (不信 仰 に 留まる こと な く 、 懲 前 : 
も 復活 の 日 * も 、 急 ぐ こ oe 

1 この 「 悪 と 善 と いう 試練 」 と は 、 イブ ン ・ ア ッ パ バー ス * に よれ ば 、「 苦 難 と 安楽 、 健 康 と 病気 、 

裕福 さと 貧困 、 合 法 な 物事 と 非 合 法 な 物事 、 服 従 と 反抗 、 導 き と 迷 い 」 の こと (アッ = タ 


I} 


ww 


た 


バリ ー7:5693 参照 )。 


夜 の 旅 章 110、 
あま ね き * お 方 (アッ ラー?) の 神 性 
非難 し た 。 こ れ は 、 無 
こと の 表現 は 、 過 度 の 


雷鳴 章 


は 否定 する 一 方 で 、 


せっ か ちさ の 貼 (た と ) え 


この 「 御 徴 」 は 、 懲 罰 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 325 真 参照 )。 


i 30 と それ ら の 訳注 、 識別 章 60 も 参照 。 マ ッ カ * の 不信 仰 者 * ら は 、 慈悲 
分 た ちの 偶像 の 神 性 
知 の 中 で も 最たる も の で あっ た (アル テク ルト ウゥ ビー11:288 参照 )。 


(アル = バイ ダー ウィ ー4:93 参照 )。 


を 否定 する 者 を 


21. 預言 者 た ち 章 


664 LN りら - い 


40. いや 、 それ (復活 の 日 は 突然 訪れ て 、 


41. 


42. 


43. 


44. 


彼ら を 動転 させ る の で ある 。 そし て 彼ら 
は それ を 阻止 する こ こ と も 出来 な けれ ば 、 

(それ に 対す る ) 猫 予 を 与え られ る こと と 
も な い 。 


(使徒 * よ 、) あな た 以前 の 使徒 * た ち も ま 
た 、 確 か に 喘 笑 され た の で ある 。 そし て 
彼ら を 過 っ て いた 者 た ち は 、 自 分 た ち が 


咽 笑 し て いた も の ( 懲 丹 ) に よっ て 包囲 さ 
れ た の だ 。 


っ て や れ 。 「 誰 が 、 夜 で も 昼 で も 、 あ な 
た 方 を 慈 葛 あ まねき * お 方 (アッ ラー$) か 
ら 守 っ て くれ る と いう の か ?」 い や 、 彼 ら 
は 自分 た ちの 主 * の 教訓 か ら 、 背 を 向け る 者 
た ち で ある 。 


いや 、 一 体 彼ら に は 、 われ ら * (の 懲 宙 ) 
を 彼ら か ら 阻 止 し て くれ る 神々 な ど あ る 
と で も いう の か ? それ ら は 自分 自身 の こ 
と を 助け る こと も 出来 な けれ ば 、 わ れ ら : 
か ら 救 われ る こと も な いと いう の に 。 


いや 、 われ ら * は 、 これ ら の 者 た ちと その 先 
祖 を 、 彼 ら に 長い 年 月 が 流れ 去る まで 楽し 
ませ て お いた の だ 。 一 体 、 彼 ら (不信 仰 者 
*) は 見 な い の か ? われ ら * が (彼ら の ) 土 
地 に 取り か か っ て は 、 それ を その 端々 か ら 

削り 取っ て いく ! の を ? 一 体 、 彼 ら は 勝利 


者 * で ある と いう の か ? 
1 この 意味 に つい て は 、 宇 鳴 剖 41 の 訳注 を 参照 。 


イン ララ ン 。 ン ンマ ン 


ナジ ンク ミス ) CC すま lk 


CBHI っ の 


GI 0 
ッ ン ラー.。 ン ッ タイン モン や 
ED 
OL 


ss 


OO 
用 し 2 a 
(og の 2VII 


2 アッ ラー* の 御 力 が 迫っ て 来 た り 、 死 が 襲い か か っ て 来 た り する こと に 、 打 ち 勝 つ 者 の こと 。 
も ちろ ん 、 そ の 時 が 来れ ば 、 彼 ら は 大 人 し く 身 を 引き 
524 真 参照 )。 


度 す だ け で ある (アッ ニ サ ァ デ ィ ー 
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Sys と - い 


45. (使徒 * よ 、) 言う の だ 。「 私 が あな た 方 に 


克 告 する の は 、 (アッ ラー* か ら の ) 北 示 に 
よっ て こそ で ある 」。 龍 は 、 舟 告 を 受け て 
も 、 呼 び か け を 聞く こと が な い !。 


46. も し 彼ら に 、 あ な た の 半 * の 懲罰 の 一 片 が 


触れ で も すれ ば 、 彼 ら は きっ と (こう ) 言 
う の だ 。「 我 ら が 災い よ 12? 本 当 に 私 た 
ち は 、 不 正 * 者 で し た 」。 


は か り 


47.。 わ れ ら * は 復活 の 日 * に 、 公 正 な 笠 を 設 け 


る 。 誰 一 人 、 僅か た り と も 不正 * を 受け る こ 
と は な い 。 そし て 、 た と え (現世 で の 行い 
が ) か ら し 種 一 粒 き り の 重 さ で あっ た と し 
て も 、 われ ら * は それ を ( 痢 定 に 入れ る べ 
く ) 持っ て 来る の だ 。 われ ら * だ け で 、 清算 
者 は 十分 な の で ある 。3 


48. われ ら * は 確か に ムー サー* と ハー ルー ン * 


に 、 識 別 ! と ( 辺 然 た る ) 光 、 拘 席 な 者 た 
ち へ の 教訓 を 授け た 。 


49. (彼ら 散 度 * な 者 た ちと は 、 ) その 時 (復活 


日 ) に 合え つつ 、 SH 彼ら 


TO 


た 


m 


SD Wd 
OR RE A 


SERIE 5 


OE a 


SR DN 


GS に る 
DI IIE SS 


っ 1 の とも の 
1020 


ン ン 。 タ ン ン 


の も eo 


2 っ 
DRS 4320 | 


が 、 そ れ で 聞く も の か ら 利 益 を 得 な いと いう 理由 で 、 あ た か も 聴覚 自体 が な いか の 


よう に 表現 され て いる (アル = バイ ダー ウィ ー4:95 参照 )。 フ ー ド * 章 20、24 と その 


訳注 も 参照 。 
この 表現 に つい て は 、 食 卓 章 31 「 我 が 災い よ 」 の 訳 油 


E を 


同様 の 意味 の アー ヤ * と し て 、 婦 人 章 40、 高 壁 章 8 と その 訳注 、 洞窟 章 49、 ル クマ ー ン 章 


16、 地 震 章 7-8 も 参照 。 


この 「 識 別 」] に つい て は 、 雌 和牛 章 53「 識 別 の 啓典 」 に つい て の 訳注 を 参照 。 

アッ ラー* を 直 ( じ か ) に 見 は し な く て も 、 熟 考 と 実証 に よっ て 、 現 世 で の 行い に お 
報い に な る 全能 の 主 の 存在 を 知り 、 心 の 奥底 で 、 そ し て 他人 の 目 か ら 離 れ た 所 で 、 
か れ を 恐れ る こと (アル テク ルト ゥ ピー11:295 参照 )。 カ ー フ 章 33、 王 権 章 12 も 


参照 。 
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SYS, - い 


50. 


51. 


52. 


53. 


54. 


55. 


56. 


これ (クル ア ー ン は 、 わ れ ら * が 下 し た 祝 
福 あ ふれ る 教訓 。 一 体 あな た 方 は 、 そ れ を 
否定 する の か ? 


われ ら * は イブ ラー ヒー ム * に 以前 !、 確か に 


正道 を 授け た 。 そ し て われ ら * は 、 そ の こ 
と ? を 知っ て いた の だ 。 


彼 ( イ ブラ ー ヒ ー ム が 自分 の 父親 と 民 に 、 

(こう ) 言っ た 時 の こ と (を 思い 起こ させ 
よ ) 0 「 あ な た 方 が 仕え て いる 、 こ れ ら の 
偶像 は 何 な の で すか ?」 


彼ら は 言っ た 。 「 私 た ち は 、 私 た ちの ご 先 
祖 様 が 、 それ ら を 迷 め て いる の を 見 出し た 
0 だ 」。 


彼 は 言 っ た 。 「 あ な た 方 と 、 あな た 方 の ご 先祖 
は 確か に 、 紛 )j れ も な い 迷 い の 中 に あり ます 」 。 


彼ら は 言っ た 。「 一 体 あ な た は 、 真実 を 携え 
て 私 た ちの と ころ へ や っ て 来 た の か ?5 そ 
れ と も あな た は 、 ふざけ た 者 の 類 い な の か ?」 


彼 は 言っ た 。 「 い や 、 あ な た 方 の 主 * は 、 諸 天 
と 大 地 の 主 *。 そ れ ら を 創成 され た お 方 *。 
そし て 私 は その 事 に 関す る 、 証 人 の 一 人 な 
の で す 」。 


js 


to 


CO 


91 


oo 


預言 者 * と し て の 使命 を 授け る 以前 、 
アル = クル トゥ ビー* 
イブ ラー ヒー ム * が そ 


章 42-48、 
と の 言い 訳 に つい て 


頻出 名 ・ 用 語 4 
に な り 、 そ の 全て を 一 手 【 


ある い は ムー サー* と ハー ルー ン * 以 前 、 


DAC Gk 


ーー ン ン シン 


IO yO CN 


2 ン ン ン 


NN Do NN SN 
SD ngs は gg 39P 店 の 
と いう こ 


に よれ ば 、 
れ に 適役 で ある 、 と いう 


は 、 雌 和牛 章 


「 創 成 者 | の 項 も 参照 。 アッラー* 


前 者 の 説 が 大 半 の 学者 ら の 見 解 (11:296 参照 )。 

と と ( ム ヤ ッ サ ル 326 頁 参 照 )。 

イブ ラー ヒー ム * と その 父親 、 及び その 民 の や り 取 り に つい て は 、 家畜 章 74.82、 マル ヤム 
詩人 た ち 章 70 一 89、 整 列 者 章 85-98、 金 の 装飾 章 26-28 も 参照 。 

170「 ご 先祖 様 の や り 方 」 に つい て の 訳注 を 参照 。 

あな た の 言っ て いる こと は 本 当 で 、 か つ 本 気 な の か 、 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 326 頁 参 照 )。 


こそ は 、 天地 と そこ に ある 全 創 造物 を お 
て 司 (つか さ ど ) られ る お 方 で あり 、 


彼ら が アッ ラー* を よそ 


に 宗 め て いた 偶像 も その 一 つ で し か な い (アッ テニ サ ァ ディ ー525 頁 参 照 )。 
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57. (イブ ラー ヒー ム * は 、 つ や いて 言っ た 。) BE で PX EN IG, 
NN ッ ラ ー* に 碧 っ て 、 私 は あな た 方 
育 を 向け て 立ち 去っ た 後 *、 必ず や あな 

と の 本 人 に し よう 」。 


58. こう し て 彼 は 、 そ れ ら (の 偶像 ) を 、 そ れ 1 


る < 


ら の 長 ? を 除い て (全て ) 粉々 に し た 3?。( そ あっ た る 3 
れ は ) 彼ら が 、 そ れ に ( 総 る べく ) 戻っ て 
来る ま う に する た め * で あっ た 。 

59. 彼ら は (戻っ て 来 て 、 そ の 有 様 を 見 る と 、 ES 
お 互い に ) 言っ た 。「 私 た ちの 神々 に 、 こ る @ TN 
れ を や っ た の は 誰 だ ? 本 当 に そい つ は ま 
さ し く 、 不 正 * 者 の 類 い で ある 」。 

60. 彼ら は 言っ た 。「 私 た ち は 、 イ ブラ ー ヒ ー 2 を 
ム * と 呼ば れる 若者 が 、 それ ら に つい て ( 無 ©2A 


礼 な 言葉 で ) 言い 及ぶ ぶ の を 耳 に し た ぞ 」。 
61. 彼ら (の 内 の 有力 者 た ち ) は 、 言 っ た 。「 で 系 6 
は 、 そ いつ を 人 々 の 面前 に 連れ て 来る の STE 
だ 。 彼ら が 、 (イブ ラー ヒー ム * が その よう 
に 言っ た と 認め る 場 に ) 立 ち 会 う よ う に 95]。 


62.。 (イブ ラー ヒー ム * が 連れ て 来 られ る と 、) GG 
彼ら は 言っ た 。 「 一 体 あ な た が 、 私 た ちの OA ia 


神々 に 対し て こん な こと を し た の か 、 イ ブ 
ラー ヒー ム * よ ?」 


彼ら が 年 に 一 度 、 皆 外出 する 、 祭 日 の 日 の こと (アル = クル トゥ ビー11:297 参照 )。 こ の 時 、 イ 
ブラ ー ヒ ー ム * が いか に し て 外出 せ ず に 済む よう に し た の か に つい て は 、 整 列 者 章 88-89 を 参照 。 
2 偶像 の 中 で も 一 番 大 きい も の 。( ア ッ テ サ アァ ディ ー526 頁 参 照 )。 

3 この 時 の 様子 と 、 そ の 後 の 出来 事 に つい て は 、 整 列 者 章 91-98 を 参照 。 

4 一 説 に は 、「 イ ブラ ー ヒ ー ム * の 宗教 へ と 戻っ て 来る よう に する た め 」( ア ル テ バ ガウ ィ ー 
3:292 参照 )。 

一 説 に 彼ら は 、 王 ナム ルー ズ と その 民 の こと (アル テク ルト ゥ ビー11:299 参照 )。 雌 牛 章 
258 も 参照 。 

ある い は 、「 彼 ら の 神々 を こん な 目 に あわ せ た 者 が どう な る か 、 人 々 が 目の当たり に する よ 
うに 」( ア ッ テ サ ァ デ ィ ー526 頁 参 照 )。 


jas 


wn 


er) 
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SY, - い 


63. 


64. 


65. 


66. 


67. 


68. 


彼 は 言っ た 。「 い いえ 、 そ れ ら (偶像 ) の 
長 で ある これが 、 そ うし た の で す '。 で は 、 
それ ら (の 偶像 ) に お 尋ね 下さ い 。 も し 、 
それ ら が 喋れ る の な ら 、 で す が 」。 


そし て 彼ら は 我 に 返り ?、( 互 い に ) 言っ た 。 
当 に あな た 方 と そ は 、 不正 * 者 だ つ 人 o 


それ か ら 彼 ら は 、 ( 吉 迷 さ へ と ) 3 逆戻り し て 
(言っ た ) 6 「 あ な た は 確か に 、 これ ら の 者 
た ち (偶像 ) が 喋 ら な いこ と を 知っ て いる の 
に (、 いか に 私 た ち が そ れ ら に 媒 まね よう か ) ?」 


彼 (イプ ラー ヒー ム り は 言っ た 。 「 一 体 ( そ 
の こと を 知り な が ら 、) あな た 方 は ア ッ ラ 

ー* を よそ に 、 あな た 方 を 少し も 益 し な けれ 
ば 、 (それ を 崇拝 * し て も ) 害し も し な いも 
の を 崇め る の で すか ? 


あな た 方 と 、 あな た 方 が アッ ラー* を よそ に 因 
め て いる も の の 、 上 忌まわしい こと 。 一 体 あ な 
た 方 は (無知 で 、) 分 別 し な い の で すか ? 」 


彼ら は 言っ た 。 「 そ いつ を 焼き (殺し ) 、 
あな た 方 の 神々 を 助け る の だ 。 も し 、 あ な 
た 方 が (神々 を 援助 ) する な ら ば 」。 


(こう し て 彼ら は イブ ラー ヒー ム * を 、 火 の 
に 投げ 入れ た 3。) われ ら * は (こう ) 言 
っ (て 、 彼 を 助け ) た 。「 火 よ 、 冷 た く な 
り 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * に 安全 と な れ 」。 


「 本 
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た の だ 、 


一 説 に は 、 偶 像 の 長 が 、 自 分 と 


と いう 話 を 仕 


日 


上 に 崇め られ て いる 他 の 信 
立て 上 げた (アッ テニ サ ア ディ ー526 
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ン ン イン 
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$ OE 


回 0o う 
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Re et brs 


NG RR 6 
あと ちら うら 
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シ ン > フク 1 4 
RO 


③ つ AS 

京 A SG 
@ os 
SE 
© 


象 に 対し て 怒り 、 壊 し て し まっ 
参照 )。 


w 


と に 気付 いた ( ム ヤ ッ 
火 の 中 に 投げ 込ま れ た 時 
し ゃ れ ば 万 
参照 )。 


分 の 身 を 守れ も せ ず 、 質問 に も 応じ る こと の 出 
サル 327 頁 参 照 )。 


全 で ある 。 全 て i 
整列 者 章 97-98 も 参照 。 


来 な いよ 


、 イ ブラ ー ヒ ー ム * は こう 言っ た 。「 私 に は 、 
青 け 負わ れる * お 方 の 素晴らし さよ J」 (= ブ ハ ー リ ー4564 


ュ グ 


うな も の が 、 崇拝 * に 値 し な いこ 


アッ ラー* さ えい ら っ 


21. 預言 者 た ち 章 669 SN) と - い 
70. 彼ら は 、 彼 に 対し て 策略 を 望ん だ が 、 わ れ | @< ッ NESCO も 3 


ら * は 彼ら を 最大 の 損失 者 と し た 。」 


71. 


また 、 わ れ ら * は 彼 (イプ ラー ヒー ム と 


ルー ト * を 、 われ ら * が 全 創造 物 の た め に 祝 
福 し た 地 へ と 、 救 い 出 し た 。2 


72. 
イス ハー ク * と 、 そ の 」 


また 、 わ れ ら は 彼 (イプ ラー ヒー ム ) に 、 
上 ヤァ クー ブ * を 恵 ん 


だ 。 そ し て 皆 、 正 し い 者 * と し た の で ある 。 


73. 
よ っ て (AN を ) 導 


また 、 わ れ ら * は 彼ら を 、 わ れ ら * の 命令 に 
導く 導師 と し 、 彼ら に 療 


行 と 、 礼 振 の 価 守 ^ 浄 財 * の 拠出 を 啓示 し 


た 。 そ し て 、 彼 ら は われ ら * を 崇 


だ っ た の で ある 。 


74. 
授け た 。 そ し て 彼 を 、 


拝 " す る 者 


また 、 われ ら * は ルー a 
(その 民 が ) 忌 ま 


し い 事 * を 働い て いた 町 か ら 、 救 い 出 L 


た 。 本 当 に 彼ら は 、} 
で あっ た 。 


悪 の 民 、 放 逸 な 者 た ち 


= 


ル = バ イダ ー ウ ィ ー4:101 参照 )。 


彼ら の 試み は 、 彼ら が 誤っ て お り 、 イブ ラー ヒー ム * が 正 
た 上 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * の 位 を 上 げ 、 彼 ら が 上 是 


最も 厳し い 罰 を 


彼ら は イラ ク の 地 か ら 、 様 々 な 恩恵 に 恵まれ 、 多 く の 預 言 者 * た ち を 輩出 


IN) 


た 、 シ ャ ー ム 地方 (現在 の シリ ア 、 


ル 327 


この 「 裁 決 」 は 一 
参照 )。 


5 
参照)。 


CO 
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4 この 「 忌 まわ し い 事 」 と は 、 


パレ スチ ナ 、 ヨ ル ダ ン 周辺 ) へ と 移住 


男色 ( 高 壁 章 80-81、 フー ド * 章 77-79、 


議 章 54.55、 昌 昧 章 28-30 参照 )、 人 へ の 投石 、 


あっ た と され る (アッ = テ タ バリ ー7:5720 参照 )。 


3」| 


この 「 町 」 に つい て は 、 フ ー ド * 章 81 の 訳注 


を 参照 
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ン > < そる し 
i 3 っ 2 しめ) 
A CE 
a A 


公然 と 放 必 (ほう ひ ) し 合う こ 


E し いこ と の 絶対 的 証拠 を も た らし 
を 受け る に 値する 結果 と な っ た ( ア 


(は いし ゅ つ ) し 
し た ( ム ヤ ッ サ 


説 に 、 預 言 者 * と し て の 使命 と 、 人 々 の 間 を 裁く 力 の こと (前 掲 書 328 


詩人 た ち 章 165-166、 
と な ど で 


21. 預言 者 た ち 章 


670 


SY, - い 


75. 


76. 


7, 


78. 


79: 


そし て 、 わ れ ら * は 彼 を 、 わ れ ら * の 慈悲 ! の 
Ii に 入れ て や っ た 。 本当に 彼 は 、 正 し い 者 
* の 一 人 で あっ た の だ か ら 。 


また (使徒 * よ ) 、 メ ヌー フ * (の こと を 思い 
起こ させ よ ) 。 彼 が 以前 、 (その 主 * に 祈っ 
て ) 呼び か けた 時 の こと ?。 わ れ ら * は 彼 に 
応え 、 彼 と その 家族 を 、 この 上 な い 苦 悩 か 
ら 救 っ た 。 


そし て われ ら * は 、 われ ら * の 御 微 を 嘘 呼ば 
わり し た 民 か ら 、 彼 を 助け た 。 本 当 に 彼ら 
は 悪 の 民 だ っ た の で あり 、 われ ら * は 彼ら を 
貸 、 濃 れ さ せ た の だ 。 


また (使徒 * よ ) 、 ダ ー ウ ー ド * と スラ イマ 
ー ン * (の こと と を 思い 起こ させ よ ) 。 彼ら 二 
人 が 、 農 作 地 に つい て (争う 二 人 の 者 を ) 
裁 い た 時 の こと 。 (それ は 、 ) そこ に 夜 
(一 方 の ) 民 の 羊 が 侵入 し で (、 別 の 民 
の ) 作物 を 食べ ( 荒 ら し ) て し まっ た 時 の 
こと だ っ た 。 われ ら * は 、 彼ら の 裁決 に 立ち 
会 っ て いた の で ある 。 


= 


そ で て 、 われ ら * は スラ イマ ー ン * に 、 それ 
(争う 両者 の 利益 を 公正 に 配慮 する こ も どり 
に つい て の 理解 を 授け た *?。 一 一 われ ら * は 


トー 


いい 】 


ww 


この 「 苦 悩 」 と は 、 洪 


この 「 慈 悲 」 に は 、「 預 言 者 * と し て の 使命 」「 イ スラ ー ム *」「 天 
い 」 な ど 諸 説 あ り (アル = ニク ルト ウゥ ビー11:306 参照 )。 
呼び か けた 祈り の 内 容 に つい て は 、 月 章 10、 ヌ ー フ * 章 
水 に よっ て 湧 れ る こと と 、 民 か ら 嘘 つき 呼ば わり され て いた こと ( ア 


ル テ バ ガウ ィ ー3:298 参照 )。 


ユ 」 


ダー ウー ド * は 、 羊 が 、 
マー ン * は 、 羊 の 所 有 者 が 荒らさ れ た 農 作 地 を 元 通り に する まで 、 
や 壮 毛 な ど を 利用 する こと が 出来 る も の と し 、 農 作 地 が 元 通 り に な っ た 後 
E が それ ぞ れ 元 の 所 有 者 の も と に 返還 され る よう に し た ( ム ヤ ッ サ ル 328 真 参照 )。 


荒らさ れ た 農 作 地 の 所 有 者 の も の と な る よう に 裁 い た 。 


OCR 
kh 


A CE 
ON Nc (4 ん 225 


ラン レニ イン 

と うら ン クタ 

Gt L533 
ンタ ン ィ 2 。 ン 

2 DO 

Dr ed 


ン ン _ ン ン ン 


IEE 
SCA ls 


国 」「 不 信仰 の 民 * か ら の 救 


i 26-27 を 参照 。 


一 方 スラ イ 


農 作 地 の 所 有 者 が 羊 の 乳 
に は 、 農 作 地 と 


21. 預言 者 た ち 章 671 AL こい 
(両者 の ) いずれ に も 、 裁決 * と 知識 を 授け DEI 
た の で ある 2zー 一 。 ま た ダー ウー ド * に は 、 
(その 主 * を ) 称え る * 山 々 と 鳥 を 仕え させ 
た 3。 そ し て 、 わ れ ら * は (その よう に ) す 
る 者 で あっ た 。 

80. ま た 、 わ れ ら * は 彼 (ダー ウー ド ? に 、 あ 03 
な た 方 の た め の 鎧 の 作り 方 を 教え た 4。 ( そ Rts 
れ は ) あな た 方 を 、 あ な た 方 の 戦い (の 中 
で の 負傷 ) か ら 守 る た めで ある 。 な ら ば 、 
あな た 方 は (アッ ラー* の 恩恵 を ) 感謝 する 
者 な の か ?5 

81. また スラ イマ ー ン * に は 、 彼 の 命令 の も と 、 Da NITY 
われ ら * が 祝福 し た 地 ま で 吹い て 行 く 強 EN 


風 を (仕え させ た ) 7。 われ ら * は も と より 、 
全て の 物事 を 知っ て いた の で ある 。 


1 この 「 裁 決 」 に つい て は 、 
アル テク ルト ゥ ピ 
示 で は な く 、 
で ある 。 そ し て 二 人 の 裁決 の 差異 に つい て は 、 以 下 
ー ウ ー ド * は この 件 に お いて 間違え た わけ で は な く 、 
より 優れ て いた 。② こ の 件 に 限っ て みれ ば 、 ダ ー ウ ー ド 
預言 者 * で も (この よう な 分 野 で の ) 間 違 


NN) 


た が 、 
* は 間違い 、 
い は あり 得る (雌牛 章 36 の 訳注 も 参照 )。 た だ 、 預 
と が な い (11:308-309 参照 )。 


の 


m 


える * と 、 山 々 や 鳥 が それ に 応え て 、 ア 


アー ヤ *74 の 訳注 を 参照 。 


スラ イマ ー ン * の 方 が 彼 


スラ イマ ー ン * は 正しかっ た が 、 


ー* に よれ ば 、 ダ ー ウ ー ド * と スラ イマ ー 
ら の 知 的 努力 に よっ て 見 解 を 導き 出し た 、 


ン * は この 裁決 に お いて 、 啓 
と いう の が 大 半 の 学者 の 説 
の よう な 学者 の 意見 が ある 。① ダ 
「 裁 決 と 知識 」 を 与え られ て は い 


言 者 * は 間違い を 承認 し 続け る こ 


一 説 に は 、 ダ ー ウ ー ド * は 柔らか く 繊 細 な 美声 の 持ち 主 だ っ た 。 そ れ で 役 が アッ ラー* を 称 


頁 参照 )。 サ バア 章 10、 サ ー ド 章 18-19 も 参照 。 


と の 言い 回 


サバ ア 章 10-11 も 参照 。 


し に つい て は 、 


を 参照 。 


oo 


ココ 


この 「 わ れ ら * が 祝福 し た 地 」 と は 、 エ ル サ レ ム の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 328 頁 参 
サバ ア 章 12、 サ ー ド 章 36 も 参照 。 


食卓 章 91「 あ な た 方 は ・ 


ッ ラ ー* を 称え * た の だ と いう (アッー ニ サ アァ ディー528 


止める の か ?」 に つい て の 訳注 


照 )。 


21. 預言 者 た ち 章 672 LN | 


82. ま た 、 シ ャ イタ ー ン * ら の 内 か ら 、 彼 ( ス A TR NS 
ライ マー ン *) の た め に ( 海 へ ) 潜り 、 そ UE を ENS0L26 に の 
れ 以 外 の 仕事 も こなす ` 者 た ち を (仕え さ あこ と 
せ た ) 。 わ れ ら * は 、 彼 ら に 対す る 守護 者 2 
だ っ た の だ 。 

83. また (使徒 * よ た ) 、 ア イ ユ ー ブ * (の と と を | ぁ ジ 452-553 つ 地 * 
思い 起こ させ よ ) 。 彼 が 、「 私 に 災難 が 降 | あこ > っ も と 


りか か り ま し た 。 それ で も 、 あな た は 慈 し 
み 深 い 者 の 中 で も 、 最も 慈しみ 深い お 方 で 
あら れ ま す 」 と (言っ て ) 、 そ の 主 * を 呼ん 
だ 時 の こと 。 


84。 そ れ で 、 わ れ ら * は 彼 に 応え 、 彼 に 降り か か 2 
っ た 災難 を 取り 除い た 。 そ し て 、 わ れ ら * | を ちち 5g 4 
の 御 許 か ら の 慈悲 と 、 崇 拝 * 者 た ち へ の 教訓 の 
と し て 、 彼 に 家族 と 、 そ れ と 同様 の も の を 
も う 一 つ 与 えた * の だ 。 


85. ま た 、 イ スマ ー イ ー ル * と イド リー ス * と ズ | PG a 


ル = キ フル * (の こと を 思い 起こ ざさ せよ) 。 あこ 0 
(彼ら は ) いずれ も 、 忍耐 * 強 い 者 た ちの 促 
間 で あっ た 。 


シャ イタ ー ン * ら は スラ イマ ー ン * の た め に 、 海 に 潜っ て 真珠 や 宝石 類 を 採集 し た り 、 彼 の 
望む 物 を 作っ て いた り し た の だ と いう ( ム ヤ ッ サ ル 329 頁 参 照 )。 サ バア 章 12-13、 サ ー 
ド 章 37 も 参照 。 
2 つま り ア ッ ラ ー* こ そ が 、 彼 ら が ダー ウー ド * に 送ら わな いよ うに 制御 な さっ た お 方 だ っ た 、 
と いう こと (アッ テニ サ ァ ディ ー528 頁 参 照 )。 頻出 名 ・ 用 語 集 「 よ く お 守 り に な る * お 方 」 の 
項 も 参照 。 
身体 の 病気 に よる 試練 を 受け 、 家族 や 財産 を 失っ た と され る 。 だ が 彼 は 忍耐 * を 重ね 、 ア ッ 
ラー* に 状況 の 改善 を 祈っ た ( ム ヤ ッ サ ル 329 頁 参 照 )。 サ ー ド 章 41-44 も 参照 。 

アル テバ ガウ ィ ー* に よれ ば 、 こ の 意味 は 、「 ア ッ ラ ー* が 、 先 立っ た 家族 を 生き 返さ れ 、 か 
つ 彼 ら と 同様 の 家族 を 更に も う 一 つ 、 彼 に お 授け に な っ た 」 と いう の が 、 大 半 の 解釈 学者 
の 見 解 。 ほか に も 「 ア ッ ラ ー* か ら 再 び 授 か っ た 財産 と 家族 か ら 、 更 に 多く の も の を 授かっ 
た 」「 現 世 で は 先立っ た 家族 と 同様 の 家族 を 授かり 、 先立っ た 家族 と は 来世 で 共に な る こと 
を 約束 され た 」 と いう 説 な ど が ある (3:310-312 参照 )。 
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21. 預言 者 た ち 章 
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ルル Sys と - い 


86. 


87. 


88. 


そし て われ ら * は 彼ら を 、 わ れ ら * の 慈悲! の 
! に 入れ て や っ た 。 本 当 に 彼ら は 、 正 し い 
者 * た ち の 類 い だ っ た の だ か ら 。 


また 、 ズ ン = メ ヌー ン 2 (の こと を 思い 起こ 
させ よ ) 。 の 0 く 立腹 し 、 (その 民 の 
も と を ) 立ち 去っ た 時 の こと を 3。 そ し て 
彼 は 、 われ ら * が 彼 の こ と を (その こと ゆ 
え に 、 ) 決し て 辛い 目 に は 遭わ せな い だ ろ 
う と 思っ て いた 4“ ° それ で ( ア ッ ラ ー* か ら 
の 苦し い 試練 に 遣い 、 海 で 大 魚 に 飲み と ま 
れ た 時 、) 彼 は 開 * の 中 で ( ま * に 、 こう ) 
呼び か けた の だ 。 「 あ な た の 外 に 、 崇拝 
され る べき も の は あり ませ ん 。 あな た に 称 
え * あ れ 。 本 当 に 私 は 、 不正 * 者 の 類 い だ っ 
た の で す 95」 。 
それ で われ ら * は 彼 に 応え 、 彼 を 苦悩 か ら 救 
い 出 し た 。 同様 に 、 わ れ ら * は 信仰 者 た ち を 
救出 する の で ある 。 


1 


2 


の 


1 


この 「 慈 悲 」 に つい て は 、 
「 ズ ン テ ヌ ー ン (大 魚の 人 )」 
照 )。 そ の 異名 の 


アー ヤ *75 の 同 語 


来 は 、 整 列 者 章 142 に ある よう に 、 


と は 、 預言 者 * ユ ー ヌ ス * の こと 


と ネー a 
ES 
Sh 


っ 
そ ン ン レ る 


BC CR HA 


NA 


RA EO 


に つい て の 訳注 を 参照 。 


彼 が 海 


た こと で ある 。 

ヌス * は 、 預 言 者 * と し て 
時 それ で 彼 は 、 ア ッ 
の Pa 
は 、 その 情景 が より 詳し く 


その 民 へ 遣わ それ た が 、 
ラー* か ら 命 じ ら れ た よう に 妨 
の だ と いう 


雌牛 凍 36 の 訳注 も 参照 。 
アッ テ サ アァ ディ ー* に よれ ば 、 


預言 者 * に も 起こ り 得 る こと で ある (529 


この 「 閣 」 は 、 原 語 で は 複数 形 
な っ た 状態 で あっ た (アッ = 


預言 者 * ム ハン マ ド * は 、 こ の 


ョ 写 さ れ て いる 。 尚 、 預言 者 * の 舞 


彼ら は 信仰 せ ず 、 
A 耐 * せ ず 、 民 に 腹 を 立て 、 
( ム ヤ ッ サ ル 329 頁 参照 )。 整列 者 章 139-148 に 
斉 ( む びゅ う ) 性 


警告 に も 


に つい て は 、 


この よう な 発想 は 、 そ れ が 定着 ・ 継 続 し な いこ と を 条件 に 


タバ リー7:5755 参照 )。 


参照 )。 雌 和牛 章 36 の 訳注 も 参照 。 
肛 。 つ まり 大 魚の 体内 の 痢 と 、\ 


母 の 底 の 凍 、 夜 の 痢 な ど が 』 


(アッ テニ サ ァ ディ ー529 頁 参 


で 大 魚 に 呑 (の ) み 込 まれ 


を 貸さ 
彼ら 


um 


アッ ラー* に よっ て 必ず 叶 (か な ) えら 


れる 祈願 の 言葉 で ある 、 と 仰 (お っ し ゃ ) Je 者 ッ テ テ ィ ル ミズ ィ ー3505 参照 )。 
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Ss と - い 


89. 


90. 


91. 


92. 


また ( 合 E 徒 * よ ) 、 ザ カ リー WM (の こと 

を 思い 起こ させ よ ) 。 彼 が その 主 * に 、( こ 
う ) 呼び か けた 時 の こと 。「 我 が 主 * よ 、 私 
を (後継 ぎ も な い ) 孤独 な 状態 に 、 放 り 置 
か な いで 下さ い 。 あ な た は 、 最 善 の 相続 者 
0 。 


それ で 、 われ ら * は 彼 に 応え て 、 彼 に ヤ ヒ ヤ 
ー* を 授け 、 彼 ( ザ カ リー ヤー*) の た め に 
その 妻 を 正しく し て や っ た 。 本 当 に 彼ら は 
普 行 に 急ぎ 、 (われ ら * の 鍵 美 を ) 望み ( わ 
れ ら * の 宮 を ) 怖 れ つつ 、 われ ら * "に 祈っ て 
いた の で あり 、 わ れ ら * に 対し て 恭 順 * な 者 
た ち だ っ た の だ 。 


また (使徒 * よ ) 、 自 ら の 貞操 を 単 持 し 、 

われ ら * が その 内 に 、 わ れ ら * の 魂 か ら 吹 
き 込 ん で や っ た 女性 (マル ヤム * の と と を 、 
思い 起こ させ よ ) 。 われ ら * は 彼女 と その 息 
子 を 、 (自ら の 力 を 示す ) 全 創 造物 へ の 御 
徴 と し た 。 


本 当 に これ ら (の 預言 者 * た ち ) は 、 あ な 

た 方 の 共同 体 、 一 つの 共同 体 で ある 。 そ 
し て われ は 、 あ な た 方 の 羊 *。 な ら ば 、 わ 
れ を 崇拝 * せ よ 。 


= 


この 「 相 続 者 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 180「 天 地 の 遺 産 は … 


参照 。 


NM 


の 


この 場面 の 詳細 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 38-41、 
つま り 彼 の 妻 の 品 性 を 高め られ 、 ま た 不妊 で あっ た 彼女 を 、 妊 娠 と 出産 が 可能 な 状態 に し 


て 下さ っ た ( ム ヤ ッ サ ル 329 頁 参照 )。 


た 


wn 


の 


全て の 預言 
アッ ラー* に 従い 、 


「 恭 順 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 45 の 訳注 を 参照 。 


と の 「 魂 」 に つい て は 、 婦 人 章 171 の 訳注 を 参照 。 
者 * は 、 同 じ 一 つの 宗教 を 携え て 到来 し た 。 そ し て それ が イス ラー ム * で あり 、 
か れ だ け を 崇拝 * す る 教え な の で ある ( ム ヤ ッ サ ル 330 


ンタ ン ニン 


SI SS EN >) 


AE RA oS 
RR 
し ら まう こる きつ あう 
SE NE 


ン > ~~ 


CE ST Sr 
CE CD Gs 


ンー ポイ 


DN 


・」 に つい て の 訳注 を 


マル ヤム * 章 2-11 を 参照 。 


参照 )。 


員 参 
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93. (その 後 、) 彼ら (人 々 ) は 自分 た ちの ( 宗 
教 上 の ) 事柄 に お いて 、 互い に 分 像 し て し 
まっ た 。 全て の 者 は 、 わ れ ら * の 御 許 へ と 帰 
り 行く 身 な の で あ ( り 、 そ の 行い の 清算 を 
受け ) る 。 

94.。 そ し て 信仰 者 で あり つつ 、 正 し い 行 い * | の 2S ン 5 こと っ る ら 3 
を いく ら か で も 行う 者 な ら ば 、 そ の 努力 A 
が 蔵 ろ に され る こと は 絶対 に な い 。 本 当 る CLE 
に われ ら * は 、 彼 の た め に 記録 する 者 ! な 
の で ある 。 

95.。 わ れ ら * が 滅ぼし た 町 (の 民 ) は 、 ( 現 せ で | 0 人 3 る を 2 う 
や り 直 す た め 、) 戻っ て 来る こと を 禁じ ら N 
れ て いる の だ 。 

96. や が て 、 ャ ヤァ ジ ー ジ ュ と マ ァ ジュ ー rs > 
ジュ (を る 放 旧 ) か 前 き 放 た れ 、 DLL I 
ら が あら ゆる 丘陵 地 か ら 雪 朋 落 ち て く 
る 時 、 

97. 真実 の 約束 (復活 の 日 は 近づい た の 26 ES 


で ある 。 そ し て どう で あろ うか 、 (その 
日 の 恐怖 が 現れ る と 、) 不信 仰 だ っ た 者 
"た ちの 眼 は 見 開い た まま に な る 。 ( 彼 
ら は こう 言う の だ 。 ) 「 我 ら が 災い よ ! 
3 私 た ち は 確か に 、 こ の こと に 入間 で し 
た 。 い や 、 私 た ち は 不 正 * 者 だ っ た の で 
す 」。 


や 


アッ ラー* は そもそも 全て の 出来 


了 い を 天使 * ら の 「 行 い の 帳簿 (ちょ う ぼ )」 に も 


参照)。 


IN) 


ww 


『 を 、 守 られ し 碑 板 * に 記録 され て いる が 、 
記録 させ て いる (アッ ニ サ アァ ディ ー530 


同時 に 人 々 の 


「 ヤ ァ ジ ュー ジュ と マ ァ ジュ ー ジ ュ 」 に つい て は 、 洞 窟 章 94-99 参照 。 
「 我 ら が 災い よ ! 」 と いう 表現 に つい て は 、 食 卓 章 31 の 訳注 を 参照 。 
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676 


SYS, - い 


98. 


99. 


100. 


101. 


本 当 に (不信 仰 者 * よ 、) あな た 方 と 、 あ 
な た 方 が ア ッ ラ ー* を 差し お いて 崇め て 
いる も の ! は 、 地 獄 へ と 放り 込ま れる も の 3 
と な る 。 あ な た 方 は 、 そ と に 入る こと と に 
な る の だ 。 

も し 、 これ ら の 者 た ち が (上 真 に 崇拝 * に 値 
する ) 神々 で あっ た な ら 、 ンー 簡 。 と 


人 る こと は な か っ た の だ 。 そし て 表 *、 
こ に 永遠 に 留まる 。 


彼ら に は そこ で 、 咽 き 声 * 
が あり 、 彼 ら は そこ で ( 懲 
め ) 何 も 聞 こえ な い 。 


本 当 に 、 わ れ ら * に よっ て 最善 の も の が 既 
A ME それ ら の 者 た 
ち は そ こ (地獄) か ら 遠 ざけ られ る 。『 


* (を 催す 苦痛 ) 
の 恐怖 の た 


で 言 


の 


m 


CCN る 3 
ンー. 
OR 


©5 


GA 


つま り 偶 像 や 、 人 間 ・ ジ ン * の 内 、 
( ム ヤ ッ サ ル 330 頁 参 照 )。 


た ち が 崇 拝 * さ れる こと に 満足 し て いる 者 た ちの こと 


地獄 の 新 (た き ぎ ) と な る こと (前 


掲 ョ 


きき 、 同 


参照 )。 雌牛 章 24、 禁止 章 6 も 参照 。 また 、 


単なる 物体 で ある 偶 


象 が 業火 の 中 に 入れ られ る 意味 の 一 つ に 、 


嘘 が 明らか に な り 、 
ッ テ サ ァ アディ ー531 
「 皆 」 と は 、 
者 は 例外 。 
これ は 苦し みゆ え に 、 
17:153 参照 )。 

イー サー*、 天 使 * な ど 、 


彼ら の 舞 
参照) 


o 


肺 の 一 番 典 


念 が 募る こと で 、 懲 罰 が 更に 増加 する と いう こと が ある ( ア 


アー ヤ *98 で 言及 され て いる 者 た ち 。 た だ し 


か ら 強 く 吐 き 出 され る 


それ を 崇め て いた 者 た ちの 


アー ヤミ *101 で 言及 され て いる 


息 の こ と (イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 


永遠 の 幸福 を 授かる こと を 予 (あら か じ ) め ア ッ ラ ー* が ご 存 知 に 


な り 、 守 られ し 碑 板 * の 中 に そう 定め られ て いた 者 た ち (アッ ー サ アァ ディ ー531 頁 参照 )。 


「 最 善 の も の 」 に つい て は 、 婦 人 章 95 の 同 語 


に つい て の 訳注 を 参照 。 


一 説 に 、 こ の アー ヤ * は アー ヤ *98 が 下っ た 際 、 マ ッ カ * の 不信 仰 者 * ら が 「 そ れ で は 、 


天使 * や イー サー*、 
獄 に 入る の か ?」 と 
参照)。 


ウザ イル (ユダ ヤ 教 徒 * が 拝 し て いた 人 物 で ある と され る ) も 地 
反論 し た こと に 関し 、 下 っ た と され る (アル = ハー キム 2:453 


21. 預言 者 た ち 章 677 Ye 


102. 彼ら は 、 自 分 分 自身 の 欲す る も の ! の 中 に 氷 3 | 
住 し 、 (地獄 の ) その 微か な 音 さ え 聞く A “ 


こと が な い 。 


103. (復活 の 日 *、 業火 が 不信 仰 者 * に 押し 寄 SN 
せる 時 の ) 最大 の 戦 便 が 、 彼 ら を 悲し まる る GRR 
せる こと は な い 。 そし て 天使 * た ち は ( こ A 

う 言い つつ ) 、 彼 ら を 迎え 入れ る 。 「 こ と 
れ が 、 あ な た 方 が (大 いな る 褒美 を ) 約 
束 さ れ て いた 、 あ な た 方 の 日 で す よ 」。 


104。 あたかも 書 ( 面 の 上 ) に 頁 を 折り た た む 
か の よう に 、 われ ら * が 大 を 折り た た むく 
その 日 。 最初 の 創造 を 始め た よう に 、 わ 
れ ら は それ (創造 ) を 元 通 り に する の で 
ある 3。 われ ら * に と っ て (履行 ) 必須 の 終 

束 と し て (、 復活 を 約束 し た の だ ) 。 本 


当 に われ ら * は 、 も と より (約束 を 全う ) 
する 者 だ っ た の で ある 。 


105.、 わ れ ら * は (守ら れ し 碑 板 * の 中 で ) 記し NE 
た 後 、( 包 去 の ) 書簡 * の 中 で 、 確か に ( こ 
う ) 書き と め た の で ある 。「 大 地 は 、 正 
し きわ が 僕たち が 継承 する の だ 」。 


に > 


サジ ダ * 章 17 と その 訳注 も 参照 

同様 の アー ヤ * と し て 、 集 団 章 67 も 参照 。 

人 が 、 素 足 で 裸 で 割礼 を 受け て いな い 状 態 の 誕生 し た 時 の まま の 姿 で 、 死 後に 復活 させ 
られ る こと を 指す (アル テバ ガウ ィ ー3:320 参照 )。 家 座 草 94 と その 訳注 、 洞 窒 章 48 
も 参照 


4 過去 の 全て の 啓典 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 331 頁 参 照 )。 そ こ に 書か れ た こと を 含め 、 こ の 世 


で 起こ る 全て の 物事 は 、 守ら れ し 碑 板 * の 中 に 既に 記録 され て いる (アッ = テ サ ァ デ ィ ー531 
参 照 )。 


「 正 し きわ が 僕たち 」 と は 、 預 言 者 * ハ ムハンマド * の 共同 体 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 331 真 参照 )。 
この 「 大 地 」 と は 、 天 国 の こと 。 一 説 に は 地上 の 世界 (アッ ニ サ ァ デ ィ ー531 頁 参照 )。 
高 壁 章 128、 御 光 章 55、 赦 し 深い お 方 章 51 も 参照 。 


= 


Mv 


の 


131 


oo 
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106. 本 当 に この (クル アー ン * の ) 中 に は まさ 
し く 、 崇 拝 * す る 民 に と っ て 寸 2 分 な も の ! が 
ある 。 


107. また 、 (使徒 * よ 、 ) われ ら * が あな た を 遺 | ⑧ ご SUK SCLC 
わし た の は 、 全 創造 物 へ の 慈悲 ゆえ に 外 
な ら な い 。2? 

108. 言え 。「 私 に 啓示 され た の は 、 あ な た 方 | 0 レ る を 983 M3 
の 崇拝 * す べき も の が 、 唯 一 の 神 (アッ ラ SORE 


ー や で ある と いう と と に 外 な ら な い 。 で 
は 一 体 、 あ な た 方 は 服従 する 者 ( ム ス リ 
ム や りう と な る の か ?」 


I09。 も し 、 彼 ら が (イス ラー ム * に ) 背 を 向 | jp あ ある 5sk 坦 志 8 
ける な ら 、 言 っ て や る の だ 。「 私 は あな OT IRS ら 3 
た 方 に 、( 自 分 に 啓示 され た も の を ) 等 し 
く * お 知ら せ し た 。 そ し て 私 は 、 あ な た 方 
が 約束 され て いる も の (利紀 が か ー 体 
近い の か 、 そ れ と も 遠い の か 、 分 か ら な 


い の だ 。 

110. 本当に かれ (アッ ラー ツ は 、 吉 わ に され EAA RII TN 
る 言葉 を ご 存 知 で あり 、 あ な た 方 が 隠す ⑤ っ こと 
も の も ど ご存知 で ある 。 


1 「 十 分 な も の 」 と は 、 最 も 高貴 な 目的 で ある 、 主 * の 御 許 、 そ し て 天国 へ と 到達 させ て くれ 
る に 十分 な も の 。 ク ルアー ン * は 、 ア ッ ラ ー*、 不 可視 の 世界 *、 信 仰 の 真実 へ の 招き 、 確 信 
へ の 証拠 、 命 じ ら れ た 物事 、 ep 人 の 心 と 行い の 至ら な さ 、 宗 教 に お いて 歩 
むべ き 道 に つい て の 教示 、 シ ャ イタ ー ン * の 道 や 罠 に つい て の 警告 な ど を 一 手 に 担 (に な ) 
う 、 万 全 な 存在 で ある (アッ ニ サ ァ デ ィ ー532 頁 参 照 )。 

ゆえ に その 慈悲 を 受け 入れ 、 感 謝 し た 者 は 、 現 世 と 来世 に お いて 幸福 な 者 と な り 、 そ 
れ を 拒否 し 、 否定 し た 者 は 、 現世 と 来世 に お いて 破滅 する (イブ ン ・ カ スィ ー ル 5:385 
参照 )。 
警告 は 伝え た の だ か ら 、 そ こと に お いて 私 た ちの 知識 は 等 し い 、 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 331 
参照 )。 関連 する アー ヤ * と し て 、 放 人 章 165、 家 畜 章 131、155-157、 夜 の 旅 章 15、 
ター・ ハ ーー 章 134、 創 成 者 * 章 24 も 参照 。 


いい 】 


w 
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Ss と - い 


111. 


ら ず に いる の だ 」 O 


よ げん し ゃ * 


彼 (預言 者 D は 、 申 し 


2 


。 そ し て 我ら が 主 * は 


あな た 方 (不信 仰 者 り が 言 
対し て (私 か ら ) 援助 を を われ る べき お 


方 で ある *」。 


そし て 私 は 、 それ ! が あな た 方 へ の 試練 で 
あり 、 暫 し の 享楽 な の か どう か も 、 


(私 た ちの 間 を ) 真理 で お 裁き 下さ 


れん 


分 か 


上 げた 。 「 我 が 主 


慈悲 あま ね き * お 
うこ と に 


1 彼ら が 性 急 に 求め て いる 懲罰 が 、 
2 不信 仰 者 * ら は 、 


ッ デ ー サ アァ ディー532 頁 参 照 )。 


自分 た ちこ そ が 勝 
いた 。 し か し 全 創 造物 の 主 * で ある アッ ラー* こ 
れる べき お 方 で ある 。 そし て 実際 に ムスリム * は その よう に し 、 
する ご 援助 は 、 ヒ ジュ ラ 暦 *2 年 の バド ル の 戦い * を 


ダン ンー 。 う 


だ の: を たら A CM 


に デニ リ 


$2 ス Sled > 


すぐ 実現 し な いこ と ( ム ヤ ッ サ ル 331 頁 参 照 )。 


勝利 する と か 、 


イス ラー ム * は 敗北 する 、 な ど と 皿 巻 いて 
そ は 、 NAM 


アッ ラー* の ムスリム * に 対 


nD oe こと こと と な っ た ( ア 
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第 22 章 


WE FE と 
巡礼 * 章 (アル ニハ ッ ジ ) ! 89 
慈悲 あま ね く * 慈 愛 深き * RN 3 
アッ ラー* の 御名 に お いて 
1、 人 々 よ 、 あ な た 方 の 主 * を 崩れ * よ 。 本 当 に ( 複 A 
活 の ) その 時 の 地震 ? は 、 潜 まじ い 出 来 事 な OL EEN 
の だ か ら 。 


2 あな た 方 が それ (復活 の 時 ) を 目の当たり CN ENG 
に する 日 (の こ と を 、 思い 起こ せ ) s 全て CATER | 
の 授乳 する 女性 は 、 授乳 し て いた も の ( 乳 | ge 86 っ っ Be る 
飲み 児 ) を 忘れ 、 赤 ん 坊 を 窒 し て いた 女性 
は 流産 する 。 また あな た は 、( 酔 いで ) 氏 
し て いる の で は な く 、 ( 巡 居 で ) 錯乱 し て 
いる 人 々 を 見 る 。 だ が (これ ら に も まし て ) 、 


ター 一 る イン ニン ン パン 
Orc 


アッ ラー* の 懲 軸 は 厳し い の で ある 。 
3. 人 々 の 中 に は 、 知 識 も なく アッ ラー* に つい eI NILA 
て 議論 し 、 あら ゆる 反抗 的 な シャ イタ ー ン “ る 12 な 
に 従う 者 が いる 
4. 彼 (シャ イタ ー ン り に は 、 定 め ら れ て いる NE 


の で ある 。 彼 (シャ イタ ー ン ? を 盟友 と す OLNEY HB A 
る 者 が あれ ば 、 実に 彼 は その 者 を 迷わ せ 、 烈 
火 の 懲罰 へ と 導く こと に な る と 。 


1 マッ カ * 啓 示 か マデ ィ ー ナ * 啓 示 か で 、 学 者 間 に 大 き な 相違 が ある スー ラ * の 一 つ 。 ハ ッ ジ * 

へ の 呼び か け 、 そ の 偉大 さ の 称揚 (し ょ う よ う )、 そ こ に 含ま れる 数 々 の 徳 と 利益 へ の 言及 

に 因 (ちな ) み 、 こ の 名 称 で 呼ば れる 。 スー ラ }* 全 般 を 通し て 、 信仰 、 ア ッ ラ ー の 唯一 性 *、 

不信 仰 者 * へ の 警告 、 復 活 と 清算 、 復 活 の 日 * の 出来 事 の 描写 な ど 、 マ ッ カ * 啓 示 の 特徴 が 現 

れ て いる 一 方 、 不信 仰 者 * と の 戦い の 許可 、 ハ ッ ジ * の 法規 定 な ど 、 マ ディ ー ナ * 啓 示 の 特徴 
も 顕著 (けん ちょ ) で ある 。 

これ は 、 復活 の 日 * が 起こ る 直前 の 予 光 と し て の 地震 の こと を 指す 、 と いう の が 大 半 の 学者 

の 見 解 で や る (アル = クル トゥ ビー12:3 参照 )。 

アッ ラー* に は 復活 を 行う 力 が 備わっ て いる か 、 疑 念 を も っ て 議論 する こと ( ム ヤ ッ サ ル 

332 頁 参 照 )。 


NN) 
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5. 人 々 よ 、 も し あな た 方 が 復活 に 疑惑 を 抱い て 


いる の な ら (、 あな た 方 の 周り を 見 て みる が 
よい ) 。 と いう の も 本 当 に 、 わ れ ら * は あな 
た 方 (の 父 < 祖 ア ー ダ ム ^) を 土 か ら 創 っ た の 

A 
ら (一 塊 の 凝 血 へ ) 、 ま た 一 塊 の 凝 血 か ら 

(一 個 の 商 老 へ ) 、 そ し て 創造 が 進ん だ 肉 塊 、 
ある い は 創造 が 進ん で いな い 肉 塊 2? か ら (、 
段階 を 経て 創っ た の だ ) 。 (それ は 、 ) われ 
ら * が あな た 方 に (創造 の 変遷 に お ける 、 わ 
れ ら * の 力 を ) 明らか に する た め 。 わ れ ら ちら * は 
決め られ た (出産 の ) 時 まで 、 わ れ ら * の 望 
む お もの を 子宮 の 中 に 留め る 。 そ の 後 わ れ ら * 
は 、 あな た 方 を 子供 と し て (母体 か ら ) 出し 、 
それ か ら 、 あ な た 方 が 成熟 * す る よう に (、 
年 齢 を 重ね させ る ) 。 また 、 あ な た 方 の 
は 、 (成熟 する 前 に ) 寿命 を 全う する 者 も 
いれ ば 、( 成 半期 の 後に ) 最悪 の 年 齢 に 戻 
れる 者 も いる 。 (それ は ) 彼 が 知識 の ( 習 
得 ) 後に 何 も 知 ら な い 状態 と な る た め 。 また 、 
め な た は 上 が っ た 大 地 を 見 る か われ ら * 
が そ と に 雨 ) 水 を 降ら せる と 、 それ は 振動 
盛り 上 が り 、 あら ゆる 護 し い 種類 の も の 
(植物 ) を 芽生 えさ せる の だ 。 


に 


2 


3 


4 


ー ダ ム * が 土 か ら 段 階 を 経 (へ ) て 創 られ た こと に つ 


a 「 創 造 が 進ん で いな い 肉 塊 」 は 一 
供 と し て 生ま れ 出 る も の 」、 後 者 が 「 創 造 が 完 
者 が 「 人 間 と し て の 表面 的 な 
いも の 」、 
この 「 成 熟 」 は 、 知 性 
と と され る ( ム ヤ ッ サ 


ル 332 頁 参照 )。 


「 最 悪 の 年 齢 」 に つい て は 、 密 蜂 章 70 の 訳注 を 参照 。 ま た 、 


ん ) に つい て は 、 信 仰 者 た ち 章 14 も 参照 。 


遂 さ れず 、 流 産 す る も の 」。 ま た その 他 、 
成 が 始ま っ た も の 」 で 、 後 者 が 「 ま だ 
と いっ た 説 も ある (アル = クル トゥ ビー12:9 参照 )。 

が 完全 な も の と な り 、 身 体 的 な 力 に みな ぎっ た 、 
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E102 ui 


つっ SS 2T 
また だ うき 5 


ンタ ンー 


5 
っ 0 8 

A 
Shi kd 
eta Sk x 5 
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;. 


いて は 、 ア ル = ヒ ジュ ル 章 26 の 訳 


説 に 、 前 者 が 「 創 造 が 全う され 、 子 
前 


2 成 が 始ま っ て いな 


青年 期 の 頂点 の こ 


人 間 の 創造 の 変遷 (へ ん せ 
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6. 


10. 


11. 


それ と いう の も ア ッ ラ ー * が 真実 で あり 、 か 
れ が 死ん だ も の に 生 を 授け られ 、 そ し て か 
れ に は 全て の こと が お 出来 だ か ら で あ る 。 


また 、 その 時 (復活 の 日 ) が 疑惑 の 余地 な 
く 到 来 し 、 ア ッ ラ ー* は 墓 の 中 に いる 者 を 
菊 ら さ れる か ら な の だ 。 

また 、 人 々 の 中 に は 、 知識 も 導き も 光明 の 
書 も な し に 、 アッ ラー* に つい て 議論 する 者 
が いる 。 ! 


彼 は (人々 を ) ア ッ ラ ー* の 道 か ら 迷 わせ る 
た め 、 その 顔 を 背け つつ (議論 移す る の だ ) 。 
彼 に は 現世 に お いて 屈辱 が あり 、 われ ら * 
は 彼 に 復活 の 日 *、 焼 き 尽 くす 懲 禄 を 味 わ 
わせ よう 。 


( 役 に は 、 こ う 言 われ る 。) 「 そ れ は 、 5 
I 

し て アッ ラー* が 、 僕たち に 対し て 
OD 
の だ 」。 


人 々 の 中 に は 、 ア ッ ラー* を 覚 東 な い 形 で 
Io そし て 自分 に 善い て 
と が 起こ れ ば 、 そ れ に 安心 し 、 試練 が 降り 
か か れ ば 、 顔 か ら 引っ くり 返 (っ て 反転 す ) 
る 3。 彼 は 現世 と 来世 に お いて 、 損 を し た の 
だ 。 そ れ は 明らか な 損失 な の で ある 。 


1 彼 
イ 
2 至 


ら は 正しい 理 


ター ン * か ら 吹 き 込 まれ た 疑念 に 従っ て いる だ け で ある (アッ ニー サ アァ ディ ー534 
また は 現世 的 利益 へ の 欲望 ゆえ に イス ラー ム * 


い 信 仰 心 と 疑念 と 共に 、 


Rs 
ob で 2 


St rt し で 
DD a cS 


OG EL 
EN 
DS SG 
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NE TS 
Ox 


る 9 
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論 的 根拠 も 、 神 的 根拠 (アッ ラー* か ら の 啓示 と 使徒 * の 言葉 ) も な く 、 シ ャ 


参照)。 


に 入り 、 た め ら い 


つつ アッ ラー* を 崇拝 * す る 者 の た と え ( ム ヤ ッ サ ル 333 頁 参 照 )。 


3 
照 


まり 、 イ スラ ー ム * を 茎 ( す ) て る 、 と いう 


No 


こと (前 掲 書 、 同 


参照)。 時 昧 章 10 も 参 
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12。 


13. 


14. 


15. 


16. 


彼 は アッ ラー* を 差し お いて 、 自 分 ) を 害 も し 
な けれ ば 、 益 も し な いも の ! に 祈る 。 それ こ 
そ は 、 遠 い 迷い で ある 。 


彼 は 、 むし ろ 省 の 方 が その 益 よ り も 近い も 
の ? に 祈っ て いる 。 その 底 護 者 は 何と 実に 


醒 悪 で あり 、 その 身寄り は 何と 実に 梗 悪 
で あろ うか 。 


本 当 に アッ ラー* は 、 信仰 し 、 正しい 行い * 

を 行う 者 を 、 その 下 か ら 河川 が 流れ る 楽 系 園 
に 人 和信 れ て 下さ る 。 本 当 に アッ ラー* は 、 か れ 
が お 望み の こと を され る の だ 。 


(アッ ラー* は 、 預言 者 * ヘ ムハンマド * を 援 
助 さ れる 。) アッ ラー* が 、 彼 を 現世 と 来 
世に お いて 、 決 し て 援助 され る こと な ど 
な いと 思い 込ん で いた 者 は 、 空 へ と 綱 を 
伸ばし 、 それ か ら 断 ち 切っ て みよ ?。 そし 
て 自分 の 策略 が (、 自 分 自身 を ) 慎 ら 
せ て いる も の を 解消 し て くれ る か どう 
か 、 見 て みる の だ 。 


また 同様 に 、 われ ら * は それ (クル アー ン う 
を 、 解明 の 御 徴 と し て 下 し た 。 そし て アッ 
ラー* は (それ に よっ て 、) か れ の お 望み に 
な る 者 を 導 か れる 。 


よう な 者 は 自分 を 崇拝 * す る 者 に 対し 、 い くば く か の 現 
な い 。 し か し 、 そ の 結果 と し て の 地獄 で の 懲罰 に 比べ れ ば 、 そ れ は 非常 に 僅か な 利益 で あ 
る (アブ ー・ の パー シ 6:346 参照 )。 


w 


RAS ES 
SEN A GIN 


te M3 


⑤ ふ er 


「 自 分 を 害 も し な けれ ば ・・」 に つい て は 、 ユ ー ヌ ス * 章 106 の 訳注 を 参照 。 
EN フィ ルアウ ン * の よう に 、 崇 拝 * さ れ た 暴虐 (ぼう ぎゃ く ) 者 の こと 。 そ の 
世 的 利益 を 提供 し て くれ る か も し れ 


つま り 、 ア ッ ラ ー* が その 使徒 * と 啓典 、 宗 教 を 援助 され な いと 思っ て いた 者 は 、 頭 上 に 綱 


2 を くく っ て 死に 、 そ れ で 自分 の 怒り を 抑え て みる が よい 、 と いう こと 。 
また 一 説 に は 、 天 に 昇っ て 、 預 言 者 * ム ハハ ンマ ド * へ の 援助 を 断ち 切っ て みよ 、 と いう こと 


(イブ ン ・ カ スィ ー ル 5:402 参照 )。 
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17. 本 当 に 、 信仰 する 者 た ち 、 ユダ ヤ 教 徒 * で あ 


18. 


19, 


20. 


21。 


る 者 た ち 、 サー ビア 教徒 * た ち 、 キ リス ト 教 
徒 * た ち 、 マジ ュー ス 教 徒 !1 た ち 、 シ ルク * 
を 犯す 者 た ち 、 実に アッ ラー* は 復活 の 日 *、 
彼ら の 間 に 裁 き を お 下 し に な る 。 本 当 に ア 
ッ ラ ー* は 、 全 て の こと の 証人 で あら れる の 
だ か ら 。 


(使徒 * よ 、 


) 一 体 あな た は 、 まさ に アッ ラ 
ー* に 向かっ て 、 諸 天 に いる 者 と 大 地 に いる 

者 、 太 陽 、 月 、 星 々 、 山 々 、 木 々 、 陸 を 歩 
く 生物 、 多 く の 人 々 が サジ タダ “する の を 、 知 
ら な い の か ?2 また 、 < の 者 に は 懲 削 が 
定め られ た 。 ア ッ ラ ー* が 惨め に し 給 う 者 に 
は 、 栄 准 を 与え て くれ る 者 な どい な い 。 本 
当 に ア ッ ラ ー" は 、 か れ が お 望み の こと を し 
給 う の だ 。 ( 読 語 の サジ ダウ 


これ ら は 、 彼ら の 主 * (の 教え ) に 関し て 言 
い 争 う 、 二 つの 集団 *。 そ し て 不信 仰 に 陥っ 
た 者 * た ち 、 人 彼ら に は 火 で 出来 た 衣服 が 切 
り 2 分 けら れ 、 その 頭 ト か ら は 煮え た ぎっ た 
湯 が か けら れる 。 


それ に よっ て 彼ら の 腹の中 に ある も の と 、 
皮膚 は 溶け 落ち て し まう 。 


また 、 彼ら に は 鉄 の 金 棚 が あ ( り 、 そ れ で 
天使 * た ち に 殴打 され ) る 。 


一 説 に は 、 火 を 振 


する 宗教 を 奉じ る 人 々 ( ム ヤ ッ サ ル 334 


2 天使 * も 、 人 間 ・ ジ ン *・ 動 物 ・ 鳥 と いっ た 生物 も 、 天 体 、 山 々 、 木 々 も 、 
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参照 )。 


ュ グ 


皆 各 々 の や り 方 で サ 


ジ ダ * し 、 服 従 す る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 5:403 参照 )。 イム ラー ン 家 章 83 と その 訳注 、 雷 


3 信仰 者 た ちと 、 


4 昌 


鳴 章 


了 獄 の 民 が 身 に 纏 


15 と その 訳注 、 密 蜂 章 48-49、 夜 の 旅 章 44、 御 光 章 41 と その 訳注 も 参照 。 
不信 仰 者 * た ちの こと ( ム ヤ ッ サ ル 334 頁 参 照 )。 
( ま と ) う も の に つい て は 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * 章 50 も 参照 。 


22. 巡礼 章 685 りゃ 
22. 苦悩 ゆえ に そこ か ら 抜 け 出 よ うと する た び FPDI 
彼ら は そこ に 戻さ れる 。 そし て 、 ( こ 3) 言 i ds 


われ る の だ 。 「 焼 き 尽 く す 懲 罰 を 味わえ 」 o 


23. 本 当 に アッ ラー* は 、 信 仰 し 、 正しい 行い * 
を 行う 者 た ち を 、 その 下 か ら 河 川 が 流れ る 
楽園 に 入れ て 下さ る 。 彼ら は そこ で 金 の 腕 

輪 や 真珠 に よっ て 飾ら れ 、 そ こ で の 彼ら の 

衣服 は 絹 な の だ ! 


24. また 彼ら は 、 (現世 で は ) 善い 言葉 へ と 導 
か れ 2、 (来世 で は ) 称賛 され る べき * お 方 


の 道 へ と 導 導 か れ た の で ある 。 


25. 本 当 に 、 不 信仰 に 陥り 、 ア ッ ラ ー* の 道 と 、 
ハラ ー ム ・ 820 間 の た お (は 、 
損失 者 で ある ) 。 そ れ 〇 ハラ ー ム ・ マ スジ 
ド め ) は 、 わ れ ら * が そこ に 居住 する 者 に も 
来訪 者 に も 同様 に 、 (信仰 する ) 人 々 の た 
め と し た も の 。 不 正 * に も 、 そ こ (ハラ ー MY 
マス ジ ド ?) に お いて (真理 か ら の ) 偏向 な 
望む 者 に は 誰 で あろ うと 、 わ れ ら * が 痛ま し 
い 懲 軸 の 内 か ら 味 わ わ せる の だ 。 


26. (預言 者 * Be ) われ ら * が イブ ラー ヒー ム * 
に 館 (カアバ 神殿 役 ) の 場所 を 明確 に し 、 
準備 し て や っ た 時 の こと (を 思い 起こ させ 


る が よい 。 わ れ ら * は 彼 に 、 こ う 命 じ た の 
だ ) 。「 わ れ に 、 何 も の も 並べ て は な ら な 
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1 天国 の 民 の 衣服 に つい て は 、 洞 窒 章 31、 創 成 者 * 章 33、 煙霧 章 51.53、 人 間 章 12、21 な 


ども 参照 。 
2 現世 に お いて は シャ ハー ダ * の 言葉 や 、 
は 、 善い 結末 に 対し て の 賛美 の 言葉 


AWD 


アッ ラー* を 称え る * 言 葉 へ と 、 そ し て 来世 に お いて 
と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 335 頁 参 照 )。 


3 マッ カ * の 不信 仰 者 * ら は 、 人 々 が イス ラー ム * に 入る の を 阻 み 、 フ ダイ ビー ヤ の 和議 * の 年 
に は 、 ム スリ ム * た ち が ハ ラー ム ・ マ スジ ド * に 人 る こと を 阻ん だ (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


4 アッ ラー* に 対す る 不服 従 の こと (前 掲 書 、 


同 真 参照 )。 


22. 巡礼 章 686 りゃ 


。 そ し て わが 館 ? を タ ワー フ * す る 者 た 
NO サジ ダ 
+ し ルク ー ゥ * す る 者 た ちの た め に 清め よ 3。 


27。 ま た 、 人 々 に ハッ ジ * (の 義務 ) を 告げ よ 。 OIE AN 3 3035 


そう すれ ば 彼ら は 徒歩 で 、 そし て あり と あ Dc A 
ら ゆ る 遠い 山道 を や っ て 来る 無数 の 精 層 - 
な ラク ダ に 乗っ て 、 到来 する 。 


28. 自分 た ちの 利益 に 立ち 合い 、 か れ (アッ ラ 2 eb 


ー が 自分 た ち に 授け て 下さ っ た ( 探 げ 物 Ca 
の ) 家畜 柚 " に 対し 、 周知 の 日 々 6 に アッ ラ る 
ー* の 御名 を 唱え る た め (、 や っ て 来る の あっ > > 
だ ) 。 な ら ば 、 そ こ (必殺 ほし た 家畜 の 肉 ) 
か ら 食べ 、 み す ぼ ら し い 貧 者 * に も 食べ させ 


る が よい 。 

29。 そ れ か ら 彼 ら に 、 自 ら の 汚れ を 落と させ | こっ Ob し 3 
その 碑 約 * を 全う させ 、 解 放さ れ た 館 ? を タ oO きり 1 
ワー フ * さ せよ 」。 
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シル ク * を 犯し て は な ら な い 、 と いう こと 。 

カアバ 神殿 * が 、「 わ が 館 」 と 、 ア ッ ラ ー* の 御名 で 修飾 され て いる こと に つい て は 、 ア ル = テ 
ヒジ ュ ル 章 29 の 訳注 を 参照 。 

不信 仰 や 、 ア ッ ラ ー* の 教え に お いて 根拠 も な いよ うな 物事 、 汚れ な どか ら 清 め る 、 と いう 
と と ( ム ヤ 0 335 頁 参 照 )。 雌 牛 章 125 も 参照 。 

こと この 「 利 益 」 と は 、 ハ ッ ジ * に よる 罪 の 赦 (ゆる ) し 、 そ の 行 を 遂行 し 、 そ こ に お いて 従順 ( じ 
ゆ ゅ うじ ゅ ん ) で ある こと に よる 褒美 (ほう び )、 商売 上 の 利益 な どの こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 
「 家 畜 獣 」 に つい て は 、 食 卓 章 1 の 訳注 を 参照 。 
「 周 知 の 日 々 ] と は 、 ズ ル = テ ヒッ ジャ 月 * 十 日 か ら 十 三 日 目 まで と され る (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 
この 「 汚 れ (タフ ァ ス )」 は 通常 、「 残 され た ハッ ジ * の 行 」 と 解釈 され る (アル ニク ルト ゥ 
ビー12:48-50 参照 )。 つ まり 、 ハ ッ ジ * の 残り の 行 を 終わ ら せ 、 イ フラ ー ム * を 解き 、 爪 を 
切っ た り 、 髪 の 毛 を 剃 ( 切 ) っ た り し て 、 体 に 溜 (た ) まっ た 汚れ を 落と すこ と と され る 
(前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 

この 「 痺 約 」 と は 、 ハ ッ ジ や ウム ラ * や 犠牲 を する 碑 約 の こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 

「 解 放さ れ た (アテ ィ ー ク ) 館 」 と は 、 ア ッ ラ ー* が 抑圧 者 た ちか ら 解 放し て 下さ っ た カ ア ァ 
バ 神 殿 * (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 ほ か に も 、「 誰 も 所 有 し な い 」「 古 い 」 な どの 解釈 あり ( ア 
ッ テ タ バリ ー7:5834-5835 参照 )。 


22. 巡礼 音 687 lt 
30. そ れ (が 、 ア ッ ラ ー* の ご 命令 ) で ある 。( ゆ ea I RST 
え に そ れ を 族 沸 に 受け 止め よ 。 ナァ アッ ラー I SA 


31. 


3 


33. 


* の 神聖 な 諸事 を 厳粛 な も の と する 者 な ら 
ば 、 それ が 彼 の 主 * の 御 許 で 、 よ り 普 い こと 
な の で ある 。 また 、 あな た 方 に 議 ん で 聞か 
され る も の ! を 除い て 、 あな た 方 に は 家斉 
(の 食用 ) が 許さ れ た 。 な ら ば 個 像 に よる 
織 れ を 避け 、 偽 り の 言葉 を 避け る の だ 2%。 


アッ ラー* に 対し て 純正 3 に 、 か れ に (いか 
な る も の も ) 並べ る こと な く (、 それ ら を 
避け よ )。 そし て ア ッ ラー* に シル ク * を 犯す 
者 は 誰 で も 、 (その 様子 は ) 天 か ら 墜 落し 
て 、 鳥 が 彼 を さら っ て し まう か 、 あ る い は 
風 が 彼 を 遠い 場所 へ と (運び 去っ て ) 放り 


落と し て し まう か の よう で ある も 
それ (が 、 アッ ラー* の ど ご 命令 ) で ある 。 


ツ Sl を 厳粛 i A 
れ ば 、 それ は 心 の 散 席 さ * か ら こ と そ 来 る も の 。 


あな た 方 に は そこ (犠牲 ) に 、 一 定 の 期間 
の 利益 ? が ある 。 それ か ら 、 その (捧げ る ) 
場所 は 、 解放 され た 館 7 な の だ 。 
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これ は 食卓 章 3 の こと で ある 、 と され る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 5:419 参照 )。 


不信 仰 者 * た ち は 、 あ る 種 の 家畜 を 神聖 化し て 


つ わ ) 


これ は シル ク * を 犯す 者 が 、 
みか ら 不 信仰 と いう 低 み へ と 落下 する 様子 の 所 


ノ 


自ら に 禁じ 、 


自分 た ち が 偉大 視 する 偶像 こそ が 、 


「 純 正 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 135 の 訳注 を 参照 。 
あら ゆる 方 面 か ら 


ュ \ ッ ジ * の 行 と それ が 行わ れる 場所 、 捧 げ 物 な ど は 、 


書 、 同 真 
それ を 居 ( ほ ふ ) る 時 まで 、 そ れ を 害し な い 範 囲 


参照 )。 


fl 


昭 )、 


上 月 に し た り 出 来る (前 掲 書 、 同 頁 


参照)。 


こ で の 「 解 放さ れ た 館 」 は 、 マ ッ カ * の 全 聖 域 の こと を 指す 、 と され る (前 掲 書 、 同 


アー ヤ *29 の 訳注 も 参照 。 


その よう に 命じ た の だ と 虚偽 ( き ょ ぎ ) の 主張 を し て いた 


照 )。 食卓 章 103、 家畜 章 136、138-139 な ども 参照 。 尚 、 


り の 証言 を 始め と し た 、 全 て の 禁じ られ た 言葉 の こと (アッ ー サ ァ デ ィ ー537 


シャ イタ ー 
写 と され る ( ム ヤ ッ サ ル 336 
アッ ラー* の 聖 徴 の 一 部 で ある (前 掲 


に お いて 、 そ の 毛 や 乳 を 利 / 


(アル = テバ イダ ー ウ ィ ー4:124 参 
「 偽 り の 言葉 ] と は 、 嘘 や 、 偽 ( い 
参照 )。 


ュ ユン バ 


ン * に 襲わ れ 、 か つ 信 仰 と いう 高 
頁 参照)。 


ュ 錠 グ 


乗 


し た り 、 
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22. 巡礼 章 688 りー 

34.。 わ れ ら * は 全て の (信仰 する ) 共同 体 に 、 彼 ゅ と っ に つっ に < 33 1 を っ 
ら に 授け た 家畜 獣 に 対し 、 彼ら が アッ ラー et 
* の 御名 を 唱え る た め の 儀式! を 定め た 。 な も (KU に を 6 
ら ば 、 あな た 方 の 崇拝 * す べき は 、 ー つ の 神 DER 
(アッ ラー*) 。 で は 、 か れ に こそ 服従 ( 
スラ ー ムツ せよ 。 そし て (預言 者 9 護 
ん で 従う? 者 た ち に 吉 提 を 千 げ る の だ 。 

35. (彼ら は 、) ア ッ ラー* に つい て 言 人 あっ し と 5 oN 
れ ば 、 その 心 が 恒 く 者 た ち 。 そし て 自分 GT 
ち に 降り か か っ た こ と に 対し て 妨 面 * OR UN 
礼拝 を 遵守 * し 、 われ ら * が 彼ら に 授け た も 
の の 中 か ら 費 や す 3 者 た ち で ある 。 

36. ま た 、 ラ クダ * (の 犠牲 ) 。 わ れ ら * は それ EE NN 


を 、 あ な た 方 に 対す る ア ッ ラ ー* の 聖 徴 の 
ー つ と し た 。 そ れ に は 、 あ な た 方 に と っ て 
の 善き も の ? が ある 。 な ら は 立っ た まま 
それ に ア ッ ラ ー* の 人 御名 を 唱 え (て 局 ) る の 
だ 。 それ で 、 その 体 が 崩れ 落ち (て 皿 絶え) 
た ら 、( あ な た 方 自身 ) そこ か ら 食べ 、 遠慮 

深い 貧者 に も 、 せがむ 貧者 に も 食べ させ る 
3 アッ ラー* は その よう に 、 あ な た 方 
が 者 すべ く 、 それ (ラク ダ ) を あな た 方 
に 従わ せ た の で ある 。 


= 


た 


と の 「 儀 式 」 の 解釈 に は 、「 層 
ー* に 服従 する た め の 手 法 」 
トゥ ピー12:58 参照 )。 


ここ で 「 ラ クダ 」 と 訳し た 原語 


「 謎 ん で 従う 」 に つい て は 、 フ ー ド * 章 


: 23 の 訳注 を 参照 。 
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殺 (と さ つ )」「 そ の た め の 場 所 」「 ハ ッ ジ * の 儀式 」「 ア ッ ラ 
「 祭 り 」「 ハ ッ ジ * そ の も の 」 と いっ た 諸説 が ある (アル = クル 


「 わ れ ら * が 彼ら に 授け た も の の 中 か ら 費 や す 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 3 の 訳注 を 参照 。 


と を 指す と いう (アル テク ルト ウゥ ビー12:61 参照 )。 


m 


oo 


つま り 、 


「 善 きも の 」 と は 、 食 や 施 (ほど こ ) し 、 来世 で の 褒美 な どの こと ( ム ヤ ッ サ ル 336 
いずれ か の 前 足 を 縛 (し ば ) り 、 三 本 足 の 状態 で 立た せ た ま ま (アッ ー サ ァ アディ 


ー538 頁 参 照 )。 


「 ブ ドゥ ン 」 は 、 特 に カアバ 神殿 * に 捧げ られ る ラク ダ の こ 


参照 )。 


22. 巡礼 章 


689 lt 


37. その 血 と 肉 が 、 ア ッ ラ ー* に 届く と いう こと 


< は 、 朋 じ て な い 。 し か し 、 あ な た 方 の 内 
さ * が 、 か れ に 届く の で ある !。 そ の よう に 
か れ は 、 RR 
に 仕え させ られ た の だ 。 (それ は ) 自分 
ち を 導い て 下さ っ た こと に 関し 、 5 
が ア ッ ラー* の 偉大 さ を 称揚 する た めで 
ある 。 ( 交 言 者 * よ 、) 善 を 尽く す 者 2 た ち 

に 吉報 を 伝え よ 。 


38. 本 当 に アッ ラー* は 、 信仰 する 者 た ち を ( 敵 


か ら ) お 守り に な る 。 本 当 に アッ ラー* は 、 
欺 暗 に 満ち 、 皿 知 ら ず な 者 を 、 お 好き に は 
な ら な い 。 


39. 戦い を 仕掛 けら れる 者 た ち ( ム スリ ム り に 、 


40. 


彼ら が (不信 仰 者 * か ら ) 不正 * を 受け て い 
た こと ゆえ の 、 (戦い の ) お 許し が 出 た 3。 
そし て 本 当 に アッ ラー* は 、 ま さ に 彼ら の 援 
助 が お 出来 に な る お 方 。 

(彼ら は 、) た だ 「 我 ら が 壮 * は 、 アッ ラー 
*」 と 言う が ゆえ に 、 re 
も 追い 出さ れ た 者 た ち 。 も し アッ ラー* が 
人 々 の 一 部 に よっ て 、 別 の 者 た ち (の 不正 
*) を 追い や る (こと を 合法 化 さ れる ) こと 
が な か っ た な ら ば 、 (そこ で ) アッ ラー* 
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単に 犠牲 を 居る こと だ けが 、 目的 な の で は な い 。 し か し 、 その 行為 に お ける 真 撃 ( し ん し ) 


さ 、 春美 を 望む 心 、 正しい 意図 、 ア ッ ラ ー* の 御 顔 の み を 求め る 気持 ちこ そ が 、 受け 入れ ら 


れる の で ある 。 これ は 他 の 崇拝 


行為 で も 同様 で あり 、 こ の 部 分 が 欠け て いれ ば 、 あ た か も 


それ は 実 の な い 皮 、 魂 の な い 体 の よう な も の で ある (アッ = サ ァ ディ ー538 頁 参 照 )。 
この 「 善 を 尽く す 者 」 に つい て は 、 ユ ー ヌ ス * 章 26 の 訳注 を 参照 。 


to 


w 


頁 参 照 )。 雌 和牛 章 190、193、 悔 司 章 5、36、123 も 参照 。 


マッ カ * 時 代 、 ム スリ ム * は 不 


言 仰 者 * ら と の 戦い を 禁じ られ 、 た だ 抑 庄 に 耐え る こと を 命じ 


られ て いた 。 彼ら と の 戦い の 許可 が 出 た の は 、 ム スリ ム * ら が マデ ィ ー ナ * へ 移住 * し て か ら 
の こと で 、 こ の アー ヤ * が その 許可 を 告げ る 最初 の も の で あっ た と され る ( ム ヤ ッ サ ル 337 


22. 巡礼 草 690 ee ys -N 
の 御名 が 沢山 唱 念 され る 修道 院 も 、 ( キ or 生け tk お ピル 
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42. 


43. 


44. 


リス ト ) 教会 も 、 (ユダ ヤ ) 寺院 も 、 マ ス 
ジ ド * も 、 破壊 され て し まっ た だ ろう "。 
ッ ラ ー* は 必ず や 、 か れ (の 宗教 ) を 援助 
する 者 を お 助け に な る ?。 本 当 に ア ツラ ー ビ と 
そ は 、 強 力 な お 方 、 偉 力 な ら び な い * お 方 
な の だ か ら 。 


われ ら * が 彼ら に 地上 で 力 を 授け れ は 、 人 
を 状 守 * し 、 浄 財 * を 払い 、 善 事 を 命じ て 悪 


事 を 禁じ る ? 者 た ち *。 そし て ア レン Mamid 7 
そ 、 全 て の 物事 の 結末 は 届 す る 5。 


(使徒 * よ 、) も し 彼ら が あな た を 嘘つき 
ば わり する に し て も 、 確 か に 彼ら 以前 に も 、 
ヌー フ * の 民 、 アー ド *、 サム ー ド * が (その 疾 


げん し 


言 者 * た ち を ) 嘘つき 呼ば わり し た の で ある 。 
また 、 イブ ラー ヒー ム * の 民 、 ルー ト * の 民 も 。 


で し て 、 マ ド ゥ ヤ ン * の 民 も 。 ま た 、 ム ー サ 

ー* も 嘘つき \ ば わ りさ れ た 。 それ で われ は 
不信 仰 者 * ら に 猫 予 を 与え た 後 、 彼ら を ( 懲 浪 
で ) 捕 ら えた の だ 。 (彼ら の 不信 仰 に 対す る ) 、 
わが 否認 は いか な る も の だ っ た か ?? 


ア 


RR 


= 


つま り 奮 闘 と 宗教 の 実践 が な けれ ば 、 全て の 預言 者 * の 
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こう DD 
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CC ERY 
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礼拝 所 は 、 その 時 代 に お いて 人 破壊 さ 


れ て し まっ た だ ろう 、 と いう こと (アル テバ ガウ ィ ー3:343 参照 )。 


2 同様 の アー ヤ * と し て 、 イ ムラ ー ン 家 章 160、 ム ハン マ ド * 章 7 も 参照 。 
3 この 「 善 事 」 と 「 悪 事 」 に 関し て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 104 の 訳注 を 参照 。 
4 同様 の アー ヤ * と し て 、 御 光 章 55 も 参照 。 


5 力 を 授かっ て も 、 そ れ を アッ ラー* の 命令 の 実行 に 
それ を 私 欲 に / 
ディ ー539 


6 つま り 、 聞 言 者 * ら を 嘘つき 呼ば わり し て いた 者 た ち 


参照 )。 


ミ 依 


5 認 の こと (アル = バ ガ ウ ィ ー3:344 参照 )。 


に 対す る 、 


いる 敬 虚 な * 者 た ち に は よき 結末 が 、 
いて 暴虐 (ば う ぎ ゃ く ) を 行う 者 た ち に は 、 


悪い 結末 が ある (アッ = テ サ アァ 


「 わ が 懲 


懲罰 と 
べ 言 日 


と 破壊 に よる 」 


22. 巡礼 章 691 りー 

45. 一 体 わ れ ら * は 、 どれ だ け の 不正 な 町 (の 民 ) or 
を 滅ぼし た こ と で あろ う 。 それ ら (の 町 ) は 、 Po GER 
屋根 ご と 崩れ 落ち た ! の だ 。 . ま た 、 (どれ だ OE 
け の ) 放置 され た 井戸 と 、 備 える 城郭 を ? 

46. 一 体 、 彼ら は 地上 を 旅 し 、 分 別 する 心 か 、 聞 | の 820o8u 4 
く と と の 出来 る 耳 ? を 得る こと は な か っ た の a セ Eo つる 
か ? と いう の も 本 当 に (破滅 的 な 盲目 と ZN I 

は ) 、 眼 が 盲目 に な る こと で は な く 、 胸 の 内 OG 
に ある 心 が 盲目 に な る こと 3 な の で ある 。 - 

47. 彼ら は あな た (預言 者 * ム ハン マ ド り に 、 乾 i OP 

1 を ( 下 し て 見 せる こと を ) 性 急 に 求め る デン 2 の ce ある も ぶら 
。 そし て アッ ラー* は か れ の お 約束 を 、 決 る うお し 2 

し て お ね 度 り に は な ら な い 。 本 当 に 、 (復活 

の 日 * に お ける ) あな た の 主 * の 御 許 で の 一 

日 は 、 あ な た 方 が (現世 で ) 数 える 千年 の 

よう な も の 5 な の で ある 。 

48. 一 体 わ れ ら * は 、 ど れ だ け 多 く の 不正 * な 町 | ME の 
(の 民 ) に 猪 予 を 与え 、 それ か ら そ れ ら を Oa IS 
( 位 温 で ) 捕らえ た の か 。 われ に こそ 、( 来 
世 で の ) 行き 先 が あ ( り 、 そ こ で われ は 彼 
ら に 更 な る 懲罰 を 加え ) る の だ 。 


1 


to 


w 


に 


「 崩 れ 落 ちる 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 259 の 訳注 を 参照 。 
アッ ラー* の 御 徴 を 理解 し 、 教 記 


を 熟慮 (じゅ くり ょ ) する 理性 と 、 懲 負 が 下っ た 過去 の 民 


の 話 を 傾聴 (けい ちょ う ) する 耳 、 と いう こと 。 た だ 見 た り 、 聞 いた り 、 熟 考 す る こと も 


な く 物 質 的 に 移動 する だ け で は 、 
つま りら 真理 


照 )。 


関連 する アー ヤ * と し て 、 


雌牛 章 7、 家 畜 章 50、 雷 


役 に は 立た な い (アッ テニ サ ア ディ ー540 頁 参 照 )。 

晶 を と ら え 、 nk (けい が ん ) を 失う こと ( ム ヤ ッ サ ル 337 頁 参 
十 鳴 章 16、 フ ー ド * 章 20、24 と その 訳注 も 参照 。 

畜 草 57-58、 戦 利 品 * 章 32、 NM 50、 フ ー ド * 章 8、 


雷鳴 章 6、 夜 の 旅 章 A EE 階段 章 1.2 な ども 参照 。 


「 千 名 


F」 は 不信 仰 者 * に と っ て の 時 間 感 覚 。 信仰 者 に と っ て 、 復 活 の 日 * の 時 間 は 短い も の 


と な る 。 ま た 一 説 に 、 こ の 「 一 日 」 は 「 ア ッ ラ ー* が 天地 創造 し た 、 六 日 間 の 内 の 一 日 」 の 


こと 


(アッ = ミシャ ン キ ー テ ィ ー5 : 277-280 参照 )。 ア 


ら の 語 


R 注 も 参照 。 


ッ テ サ ジ ダ タダ * 章 5、 階 段 章 4 と それ 


22. 巡礼 章 692 りー 

49. (使徒 * よ 、) 言え 。「 人 々 よ 、 私 は あな た GC NS 
方 に 対す る 、 明白 な る 警告 者 に 過ぎ な い 」。 0s 

50. それ で 信仰 し 、 正 し い 行い * を 行う 者 た ち に koaK 
は 、 お 赦し と 貴 い 糧 ! が ある 。 (の アポ] 

si そし て 、 われ ら * の 御 徴 (の 否定 ) に お い ox 
て 、 英 対 し つつ 鍋 起 に な っ て いた 者 た ち DAD 
それ ら の 者 た ち は 火 狼 の 徒 な の で ある 。 

52. (使徒 * よ 、) われ ら * が あな た 以前 に 使徒 | お 3 
* や 預言 者 * を 遣わ せ ば 、 (その 使徒 * や | 8 に 
言 者 * が 紗 典 を ) 読 語 し た 時 に は 、 i CE NE 
て シャ イタ ー ン * が その 読 議 に (悪い 嘱 の OE る 移 
OR 
ッ ラ ー* は 、 シャ イタ ー ン * の 放り 込む も の 
を 消去 され 、 か れ の アー ヤ * を 確 回 と し た 
も の と され る 。 ア ッ ラ ー* は 全 知 者 、 英 知 
あふ ぶれ る * お 方 。 

53. (それ は 、) か れ (アッ ラー や が 、 シャ イ | 。 a530 を っ 52 
ター ン * が 放り 込ん だ も の を 、 心 に 病 が あ と ある 
る 3 者 た ちと 、 心 が 硬く な っ て し まっ た 者 DEE EN 
た ち へ の 試練 と する た め 。 本 当 に 、 不 正 * 

者 た ち は ま さ し く 、( ア ッ ラ ー* と その 使徒 
* と の ) 遠い 対立 の 中 に ある 。 


1 て この 「 貴 い 糧 」 に つい て は 、 戦 利 品 章 4 の 訳注 を 参照 。 


IN) 


アッ ラー* は 啓示 の 伝達 が 間際 ( ま ぎ わ ) らし いも の と な っ た り 、 そ こと に それ 以外 の 何 か が 


混和 人 し た りす る こと か ら 、 お 守り に な る 。 シャ イタ ー ン * が 啓示 に 紛れ させ よう と する も の 


は 、 決 し て そこ に だ 定着 ・ 継 続 す る こと は な い 。 


アッ ラー* は それ を 消去 され 、 そ れ が 啓示 で 


は な いと いう こと を 明 
保護 され る の で ある (アッ テ 
に つい て は 、 


肉牛 章 36 の 訳注 


サ ァ ディ ー542 
を 参照 。 


つま り 、 信 仰 心 が 細い か 舞 


w 


4 注意 や 教訓 が 届か ず 、 
午 、 同 頁 参 照 )。 


い に 等 し く 、 
( ま ど ) わ さ れ て し まう 状態 の こと (前 掲 書 、 


= 


ほん の 少 


参 


に され る 。 そし て 本 来 の アー ヤ * を 確固 と 
照 )。 尚 、 預 言 者 * の 舞 


sis ( ま ぎ ) ら わ 


頁 参 | 


アッ ラー* と その 使徒 * の a き な い 心 の 状態 の こと (前 掲 


し た も の と され 、 それ を 
診 ( む び ゅ う ) 性 


し さ に よっ て 心 が 惑 


22. 巡礼 章 693 
a | 


、 そ れ (クル アー ン *) が あな た の 主 * か a 
ee そし て それ を ce 
MEI ゴウ 


(更に 強く ) 信じ 、 ま た 彼ら の 心 が そ れ に 
還 謗 ん で 従う? よう に する た め 。 本 当 に アッ 
ラー* は 、 信仰 す る 者 た ち を 、 まっ すぐ な 道 
3 へ と お 導 『 き に な る お 方 。 


55. 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち は 、 その 時 (復活 2 5 


の 日 ) が 突然 彼ら に 訪れ る か 、 彼ら に 不 っ CN 6G 
毛 な 日 (復活 の 日 ) の 負 割 が 降り か か る OS 
か する まで 、 そ れ (クル アー ン ?) を 疑わ 

し く 思 い 続 ける の だ 。 

56. 王権 は その 日 、 ア ッ ラ ー* の み に 届 する %。 EU 
か れ は 、 I ee それ で | NL GLE TG 
信仰 し 、 正 し い 行 い * を 行っ た 者 た ち は 、 DN 

応 の 楽園 の 中 に ある の だ 。 


57. また 、 不 信仰 に 陥り 、 わ れ ら * の 御 徴 を 距 
呼ば わり し た 者 た ち 、 そ れ ら の 者 た ちこ そ 
に は 屈辱 の 懲 貞 が ある 。 


58. ま た 、 ア ッ ラ ー* の 道 に お いて 移住 * し 、 そ 
の 後に 殺さ れ た り 、 死 ん だ り し た 者 た ち 
アッ ラー* は 必ず や 彼ら に よき 往 $ を 授け 
ょ う 。 本 当 に ア ッ ラ ー*、 か れこ そ は 最も よ 
く 糧 を 授け られ る お 方 な の だ か ら 。 


1 クル アー ン * が アッ ラー* の 御 許 か ら 使徒 * 人 ムハンマド * に 下っ た 真実 で や あり 、 そ こ に 紛 ら わ 
し いも の は な く 、 また シャ イタ ー ン * に は そこ に 付け 入る 余地 が な いと いう こと ( ム ヤ ッ サ 
ル 338 頁 参照 )。 


2 「 護 ん で 従う 」 に つい て は 、 フ ー ド * 章 23 の 訳注 を 参照 。 

3 「 ま っ すぐ な 道 」 と は 、 イ スラ ー ム * の こと (前 掲 書 、 同 真 参照 )。 

4 家畜 草 73 の 、 同 様 の 言い 回 し に 関す る 訳注 も 参照 。 

5 「 よ き 糧 」 と は 、 来 世 で は 天国 、 現 世に お いて は 豊か で 善い 糧 の こと (アッ ー サ ァ アァ ディ ー 
543 頁 参 照 )。 


22. 巡礼 章 


694 


lt 


59. 


60. 


61. 


62. 


63. 


64. 


か れ は 必ず や 、 彼 ら が 満足 する 入り 口 ! に 、 
彼ら を お 人 れ 下 さる 。 本 当 に アッ ラー* こ そ 
は 、 全 知 者 、 寛 大 な * お 方 で ちら れる の だ か ら 。 


それ (が 、 信 仰 者 の よき 結末 ) で ある 。 自 
II し め 時 
の ) 、 そ の 後 (また ) 侵害 され た 者 、 
it i 
に アッ ラー* こ そ は 、 よく 工 舌 さ れる * お 方 、 

赦し 深い お 方 。 


それ は アッ ラー* が (全能 で あり 、 ) 夜 を 昼 
の 中 に お 入れ に な り 、 昼 を 夜 の 中 に お 入れ 
に な る ため 。 そ し て ア ウラ ワー" が 、 よ く お 
聞き に な る お 方 、 よく ど ご覧 に な る お 方 で あ 
る た め な の だ 。 


それ は アッ ラー* こ そ が (、 柴 拝 * さ れる べき 
唯一 の ) 真理 で あり 、 彼 ら (シル ク * の 徒 ) 
が 、 か れ を よそ に 祈っ て いる も の こそ が 虚 妥 
で ある た め 。 そし て アッ ラー* こ そ が 、 至 高 の 
* お 方 、 大 いな る * ね お 方 で ちる た め な の だ 。 


一 体 あ な た は 、 アッ ラー* が 天 か ら ( 雨 ) 水 
を 下さ れ 、 I する 
植物 に より ) 縁 と 化す の を 見 な い の か ? 
本 当 に ア ッ ラ ー* は 霊 妙 な * お 方 、 (全て に ) 
通 暁 され た お 方 。 


か れ に こそ 、 庄 天 に ある 0 
も の 全て は 届 す る 。 そし て 本 当 に アッ フラ 

、 か れこ そ は 満ち 足 り た * お 方 、 Ns 
れる べき * お 方 で ある 。 


1 つま り 、 天 国 の 人 り 
も 言わ れる (アッ = テ サ ァ アァ デ ィ ー543 
に ……」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 27 の 訳注 を 参照 。 


2 


「 夜 を 昼 の 中 


( ム ヤ ッ サ ル 339 
参照 )。 


と っ GS EE EE ER 
to 
® 2 を 3 


> ニッ ンー ン @ Na 
IP 5* 
2 SR 
I ン 2 

⑤ う 3 | 


移 とっ 2 A 


WE 9 の i - つ 
る と 


| の た 
OA LH 


ま 1 


参照 )。 マッカ 開城 * の こと を 暗示 し て いる 、 と 


22. 巡礼 章 


695 


lt 


65. 


66. 


67. 


68. 


69. 


一 体 あ な た は 、 ア ッ ラ ー* が 地上 に ある も の 
全て と 、 そ の ご 命令 に よっ て 海 を 進む 船 を 
あな た 方 に 仕え させ られ た の を 見 な い の 
か ? か れ は 、 か れ の お 許し に よる 外 は 地 
上 に 落ち な いよ うに 、 天 を お 支え に な っ て 
いる 。 本 当 に ア ッ ラ ー* は 人 々 に 対し 、 哀れ 
み 深 い * お 方 、 慈 愛 深い * お 方 。 


また か れ は 、 あ な た 方 に 生 を 与え 、 そ れ か 


EN PAC 


las pe ルレ 


\ 
3 0 


あと っ 放ち 


ら 死 な せら れ 、 ま た 生 を お 与え に な る お 方 BIR 
1 本当に 人 間 は まさ し く 、 恩 知ら ず で ある 。 

われ ら * は 各 共 同体 に 、 彼 ら が 奉じ る 儀式 Rs 
を 定め た 。 ゆえ に (使徒 * よ 、 ) その こ と に Nm 
お いて 彼ら (シル ク * の 徒 ) が 、 あ な た を 論 江 4 


する よう な こと が あっ て は 断じて な ら な 
い 。 そし て あな た の 詩 * へ と 牛 く の だ 。 本 当 
に あな た は 確か に 、 まっ すぐ な 導き の 上 に 
ある の だ か ら 。 


そし て 、 も し 彼ら が あな た と 議論 する な ら 
ば 、 言っ て や る が いい 。 
な た 方 が 行っ て いる こと を 、 最 も よく ご 存 
知 で ある 。 


アッ ラー* は 復活 の 日 *、 
異 に し て いた こと に お いて 、 あ な た 方 の 間 
に 裁き を 下さ れる の だ 」。 


ン っ 


Ob 

「 ア ッ ラ ー* は 、 あ あこ に る 
あな た 方 が 意見 を RE EN 
SoZ 


1 アッ ラー* は 人 々 を 無 
の た め に 復活 させ ら 
2 この 「 儀 式 」 に は 


3 イス ラー ム * の 教え と 、 


ッ サ ル 340 頁 参照 )。 


か ら お 創り に な り 、 その 寿命 が 訪れ た ら お 召し に な り 、 死後 に は 清算 
れる お 方 ( ム ヤ ッ サ ル 340 頁 参照 )。 

、「 法 」「 祭 り 」「 犠 牲 
いっ た 解釈 が ある (アル ニーバ ガウ ィ ー3.350 参照 )。 
アッ ラー* が 命じ られ た 儀式 、 様 々 な 種類 の 崇拝 * 行 為 の こと ( ム ヤ 


( ぎ せ い ) を 捧げ る 場所 」「 崇 拝 * す る 場所 」 な ど と 


22. 巡礼 章 696 lt 
70. (使徒 * よ 、) 一 体 あな た ! は 、 ア ッ ラ ー* | 選 2K、 3 
が 天 と 地 に ある も の 全て を ご 存 知 に な る EI NS 
の を 、 知 ら な い の か ? 本 当 に それ は ( 余 OIR EE 
すこ と な く ) 、 書 ? の 中 に (記録 され て ) あ 
る 。 本 当 に それ は 、 アッ ラー* に と っ て 容易 
いと と 。 
71. 彼ら は アッ ラー* を 差し お いて 、 か れ が Nn oO 
(崇拝 "すべ き ) いか な る 根拠 も 下さ れ な eo HAE 
か っ た も の 、 そ し て 自分 た ち に 、 そ れ に | 
関す る いか な る 知識 も な いも の を 崇め て 
いる 。 不正 * 者 た ち に は 、 援 助 者 な ど 全く 
な い 。 
72. ま た 、 わ れ ら * の 明白 な 御 徴 (アー ヤ ? きとう SE cb 
が 彼ら に 読 語 さ れれ ば 、 あな た は 不信 仰 | 365 和 Pao し 
に 陥っ た 者 * た ちの 顔 に 嫌悪 (の 表情 ) を UR 
認め る 。 彼 ら は 、 彼 ら に 対し て われ ら * の | 邊 Gc 6 
件 徴 を 読 放す る 者 た ち に 、 襲い か か らん a 
ば か り で ある 。 (使徒 * よ 、) 言っ て や れ 。 
「 そ れ よ り も 忌まわしい こと 3? を 、 あ な た 
方 に 教え よう か ? (それ は ) ア イク ント 
が 、 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち に 約束 し た 業 
火 で ある 。 そ の 行き 先 は 、 何 と 醒 悪 で あ 
ろう か 」 。 
] の No ポー の 5O っ 3 イル 


i en ee Rs 


1 この 「 あ な た 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 120 の 訳注 を 参照 。 以下 、 同 様 の 表現 の 際 に も 、 同 訳 


注 


2 この 「 書 」 は 、 守 られ し 碑 板 * の こと ( ム ヤ ッ 
3 彼ら が 真理 を 聞き 、 そ こ へ と 招く 者 た ち を 見 る 下 


を 参照 。 


わし いも の の こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


サル 340 頁 参 照 )。 
計 に 感じ る 局 ま わし さよ り も 、 も っ と 尽 ま 
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!、 それら は 断じて 、 虚 一 匹 作れ は し な い 。 


た ど え 、 その た め に 団結 し た と し て も 、 で 


UP 


ある 。 また 、 も し 帳 が それ ら か ら 何 か を 稚 De 
る 。 また 、 も し 映 が それ ら か ら 何 か Ne 
UI うお 

っ て も 、 そ れ ら が 、 その ( 稚 わ れ た ) も の OE RS, 

を 、 そ れ ( 映 ) か ら 取 り 戻す こと も で き な 
い 。 求 め る 方 も 、 求 め ら れる 方 も 弱い の 
で ある 。 

74. 彼ら (シル ク * の 徒 ) は アッ ラー* を 、 真 に 散 NE DL 
わな か っ た 4。 本 当 に アッ ラー* は まさ し く 、 @ > 
強力 な お 方 、 偉 力 な ら び な い * お 方 で あら 
れる 。 

75. アッ ラー* は 天使 * た ちと 人 々 か ら 、 (その As2 っ こっ と る 銘 
教え を 人 々 に 伝え る ) 使い を お 選び に な OA ニク 
る 。 本 当 に アッ ラー* は 、 よ く お 聞 き に な る 
お 方 、 よ くど 覧 に な る お 方 。 

76. か れ は 彼ら の 前 に ある こと も 、 彼 ら の 背 | EC た こじ 所 
後に ある こと も ご 存 知 で ある 。 そ し て 全 OER 
て の 物事 は 、 アッ ラー* の 人 御 許 に こそ 戻さ 
れる の だ 。 

77. 信仰 する 者 た ちよ 、 あ な た 方 が 成功 する た め | 23 
に 、 ルク ー ゥ * し 、 サジ ダ * し 、 あ な た 方 の 主 EE 
* を 崇拝 し 、 善 行 す よ 。 ( 読 話 の サジ ダッ | 

1 偶像 や 、 ア ッ ラ ー* の 同位 者 と し て 崇め られ て いる 者 た ちの こと ( ム ヤ ッ サ ル 341 頁 参 照 )。 


1 い 】 


ww 


wn 


[er 


最も 卑 小 (ひし ょ う ) な 創造 物 の 一 つ で ある 晶 さ え 創れ な いも の は 、 そ れ 以 上 の も の を 創 


造 す る こと な ど 、 到 底 (と う て い ) 


出来 な い (アッ ニテ サ ァ デ ィ ー546 頁 参 照 )。 


「 求 め る 方 」 は 、 礁 われ た も の を 求め る 側 。 つま り ア ッ ラ ー* を よそ に 宗 め られ る も の 。 「 求 


め ら れる 方 」 と は 、 昌 の こと 。 そ の 弱い 存在 か ら 、 自 分 


来 な いよ うな も の も また 弱い の で あり 、 上 崇拝 
つま り 、 


* す る に 値 し な い ( ム ヤ ッ 
全て の 面 に お いて 無力 な 存在 を 、 全 て の 面 に お いて 強力 か つ 満 ち 足 り た お 方 と 並 


が 取ら れ た 物 も 取り 返す こと の 出 
サル 341 頁 参照 )。 


べた こと は 、 最 大 の 不 散 (ふけ い ) で ある (アッ テニ サ ァ ディ ー546 


参照 )。 


この 「 彼 ら 」 と は 、 天 使 * と 人 間 の 使徒 * た ちの こと ( ム ヤ ッ サ ル 341 頁 参照 )。 


アッ ラー* は 彼ら の 創造 以前 か ら 、 
か も ご 存 知 で ある (前 掲 書 、 同 真 参照 )。 


彼ら の こと を ど ご存知 で あり 、 彼ら の 消滅 後に 何 が 起こ る 
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78. 


MM ッ ラ ー* の た め に 、 真 の 准 開 を せよ 
!。 か れ は あな た 方 を (イス ラー ム * の 担い 
手 と し て ) お 選び に な っ た の で あり 、 か れ 
は 、 宗 教 に お いて あな た 方 に いか な る 困難 
も 課さ れ な か っ た の だ ぞ 。 (この 宗教 と 
て ) あな た 方 の 父 祖 イ ブラ ー ヒ ー ム * の 宗 
教 。 か れ (アッ ラー や は 、 使 徒 * ( ム ハ ン 
マ ド $ が あな た 方 へ の 証人 と な り 、 あな た 
方 が 人 々 へ の 証人 と な る た め ? に 、 以前 (の 
諸 嘱 典 と ) 、 そ し て この (クル アー ン * の ) 
1 で 、 あ な た 方 を ムスリム * (服従 する 者 ) 
と 名 付け た 3 の で ある 。 な ら ば 礼拝 を 遵守 
浄 財 * を 支払 い 、 あな た 方 の 底 護 者 * で 

ある ア ッ ラー* に 細 り つく の だ 。 (アッ ラー 
* と いう ) そ の 棄 護 者 は 何と 素 晴 ら し いこ と 
か 、 そし て 、 (アッ ラー* と いう ) その 援助 
者 は 何と 素 晴 らし いこ と か 。 


晶 。 旧 


な ど 、 あ ら ゆ る 手段 Me 民 く し て 、 人 々 を そこ へ と 招く こと ( 


2 雌 
3 つ 
掲 


真 の 奮闘 」 と は 、 ア ッ ラ ー* の ご 命令 を 完全 に 遂行 し 、 


和牛 章 143 も 参照 。 
まり ムスリム * と いう 名 は 、 過 去 に お 
書 、 同 真 参照 )。 


FH 

いい 

= 
ノ 


EA 
ER GI 
Gg Es 
| 


告 ・ 教 育 ・ 戦 い ・ 礼 儀 ・ 注 意 ・ 訓 戒 
ッ ー サ ァ デ ィ ー546 頁 参 照 )。 


S い て も 現在 に お いて も 、 役 ら の た め の も の で ある (前 
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第 23 章 
信仰 者 た ち 章 (アル ニム ウミ ヌー ン ) ! 


じ 
慈 尋 まあ まね < * 基 愛 迷 き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


. 信仰 者 た ち は 、 確 か に 成功 する 。 


きょう じゅ ん 


(彼ら は 、) その 礼拝 に お いて 、 恭 順 ? な 者 
た ち 。 

また 、 戯 言 : か ら 背 を 向け る 者 た ち 

また 、 浄 財 * を 実行 する * 者 た ち 。 

また 、 中 ら の 陰 部 を (禁じ られ た 物事 5 から) 
守る 者 た ち 


但し 、 自 分 ) の 妻たち 、 あ る い は 自分 の 右手 
が 所 有する も の (奴隷 * 女 性 ) は 別 で 、 本 当 
に 彼ら (合法 な 物事 だ け を 行う 者 た ち ) は 人 符 
め ら れる 者 で は な い 。 


そし て 誰 で あろ うと それ 以上 を 欲す る 者 、 
それ ら の 者 た ちこ そ は (アッ ラー* の 法 の ) 
違反 者 な の だ 。 


to 


w 


1 


マッ カ * 啓 示 。 ス ー ラ \* の 名 称 は 、 冒 頭 お よび アー ヤ *57-61、 


ぎ 徴 の 描写 に 
べき 品 性 、 人 間 
者 * ム ハン マ ド * の 正直 さ 、 
な ど が 、 
「 蒸 順 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 45 の 訳注 を 参照 。 


過去 の 預言 


© 表 沈 学 | PR s35 5 
ON A 
OR IT oy 


タタ ーー っ | 


EE の TRI 


109-111 に お ける 、 信 仰 者 の 


来 する と され る 。 マ ッ カ * 啓 示 が の スー ラ * の 常 と し て 、 信 仰 者 の 身 に つけ る 
身 の 内 部 か ら 高遠 な 外界 に まで 存在 する アッ ラー の 唯一 性 * の 証拠 、 預言 
者 * た ちと その 民 の 間 に 起 こっ た 出来 事 、 復 活 の 日 
それ を 否 定 する 者 た ち へ の 警告 と 共に 描写 され て いる 。 


害 


トコ 


「 戯言 」 と は 、 そ こ に いか な る 善 も 認め られ な いよ うな 言動 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 342 


参照 )。 


物質 的 な 汐 財 * だ け で な く 、 自 分 自身 を 悪 
千 書 、 同 真 参照 )。 


こと の 「 人 禁じ られ た 物事 」 に つい て は 、 御 光 章 30 の 訳注 を 参照 


頁 参 照 )。 禁 じ ら れ た 物事 で あれ ば 尚更 (な お さら ) で ある (アッ = ニ サ ァ デ ィ ー547 


、 品 性 や 悪行 か ら 清め る こと も 含む と され る (前 


o 
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8. また 、 自 ら の 信託 と 、 自分 の 契約 を 厳守 す | あつ あら ょ go35 
る ! 者 た ち 。 

9. また 、 自 分 自身 の 礼拝 を 固守 する 者 た ち hG RS 

10。 それ ら の 者 た ちこ と こそ は 、 (天国 の ) 相続 人 OD 
2 で ある 。 

Ii (彼ら 5 は 、) フ ィ ル ダウ ス ? を 引き 継ぐ 者 た ち よっ っ 
催 ら は そ こ に 、 に 語 ま る 者 た ちと な る 。 Io 

12. わ れ ら * は 確か に 人 間 (の 父 祖 ア ー ダ ム り Uy NC 
を 、 泥 土 より 抽出 し た 物 か ら 創っ た 4 

13. それ か ら 、 われ ら * は それ (人 間 ) を 精液 の DSI SS 
一 滴 と し て 、 し っ か り と し た 定着 場 に 設 
えた 。 

14。 それから 、 そ の 一 滴 の 精液 か ら 一 i NC AE CE る 
を 創り 、 そ の 一 塊 の 海面 か ら 一 個 の 肉 塊 Ee ES 
創り 、 そ の 一 個 の 肉 塊 か ら 骨 を 創り 、 A Ee | 
て その 骨 に 肉 を か ぶせ 、 そ れ か ら (そこ に ON 
魂 を 吹き 込み 、) 別 の 創造 ( 物 ) と し て 、 
それ を 創り 上 げた 。 最 普 の 創造 者 で あら れ 
る アッ ラー* は 、 祝福 に 溢れ た お 方 よ 。 

15. そ れ か ら 本 当 に あな た 方 は 、 そ の 後 、 ま さ DEI TS 
に 死に 行く 身 な の だ 。 

1 アッ ラー* が し も べ に 義務 づけ た 信託 と 、 財産 や 秘密 に 関す る こと な ど 、 人 間 同士 の 信託 を 


守る こと 。 ま た 、 


契約 に つい て も 同様 (アッ = ニ サ アァ ディ ー547 


参 照 )。 雌牛 章 27 の 訳注 


2 「 相 続 人 」、 お よび アー ヤ \11 の 「 引 き 継 ぐ 」 と いう 表現 に つい て は 、 マ ル ヤ ム * 章 63 の 


訳注 を 参照 。 


(て 


MM と は 、 天 国 で 最も 高く 、 


最も 中 


心 部 に 位置 する 楽園 の こ と 。 そ の 真 上 に 


は 、 ア ッ ラ ー の 御座 (みく ら ) が ある (アル = テ ブ ハー リー2790 参照 )。 


アル テヒ ジュ ル 章 26 の 訳注 も 参照 。 人 間 の 創造 の 変遷 (へ ん せん ) に つい て は 


、 巡礼 章 5 


5 「 し っ か り と し た 定着 場 」 と は 、 子 宮 の こ と (アッ = テ サ ァ デ ィ ー548 頁 参 照 )。 
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16. 


17, 


18. 


19. 


20. 


21. 


それ か ら 本 当 に 、 あな た 方 は 復活 の 日 *、 
蘇 ら さ れる の で ある 。 


われ ら * は 確か に 、 あな た 方 の 上 に 七 つ の 重 
な っ た も の ( 天 ) を 創り ト げ た !。 そし て わ 
れ ら * は も と より 、 創 造 に 関し て 潤 間 だ っ た 
わけ で は な い ?。 


また な 。 われ ら * は 天 か ら ( 雨 ) 水 を 適度 に 下 
し 、 そ れ を 大 地 に 留まら せ た 。 そ し て 実に 
われ ら * は 、 そ れ を 消し 去っ て し まう こと 
も 、 確 実に 出来 る の で ある 。 


そし て われ ら * は それ ( 水 ) に よっ て 、 あな 
た 方 の た め に ナツ メ ヤ シ や 衛 茶 の 園 を 設 
えた 。 そ こ に は 、 あ な た 方 の た め の 豊 富 な 
果実 が め あり 、 あ な た 方 は そこ か ら 食 べ る の 
で ある 。 


また 、 シナ イ 山 か ら 生え る 木 ? を ( 設 は えた ) 。 
それ は 油 と 、 (それ を ) 食す る 者 た ち へ の 


味つけ (を も た ら す 果実 ) と 共に 、 生 育 す 
る 。 


また 本 当 に 家畜 に は 、 あ な た 方 に 対し て の 
教示 が ある 。 われ ら * は その 腹部 に ある も の 
5 か ら 、 あ な た 方 に 飲ま せる 。 そ こ (家畜 ) 


IN) 


は あら れ な い 。 


ヌー 
つま り 天 が 崩れ 落ち る こと で 、 人 々 が 減 ん で し まわ な いよ うに する こと に お いて 、 辻 闘 で 
ある い は 、 被 造物 の 福利 と 保護 に お いて 、 辻 闘 で は あら れ な い (アル = テク 


フ * 章 15 も 参照 。 


ルト ッ ゥ ビー12:111 参照 )。 


ww 


は 、 そ れ が シャ ー ム 地方 (現在 の シリ ア 、 


サ ァ ディ ー549 頁 参 照 )。 


た 


wn 


「 家 畜 」 に つい て は 、 食 卓 章 1「 家 畜 獣 」 の 訳注 を 参照 。 


つま り 、 乳 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 343 頁 参 照 )。 蜜 蜂 章 66 も 参照 。 


OO の 


3 北 < x Si 
ots 


き A 了 | 


Do LA ls tb 5 


ER ts 
oR 


タン 一 ーー 


NO こつ Pe と シャ スラ 
OETA 


Rai 
A A RS 
®o A 


この 「 木 」 は 、 オ リー ブ の 木 ( ム ヤ ッ サ ル 343 頁 参 照 )。 シ ナイ 山 、 と 限定 され て いる の 
パレ スチ ナ 周 辺 地域 ) 特産 で ある た め (アッ = 
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22. 


23. 


24. 


25。 


26. 


に は あな た 方 に と っ て の 多く の 利益 1! が あ 
り 、 ま た あな た 方 は 、 そ こ か ら 食 する 。 


そし て あな た 方 は 、 そ れ (家畜 ) と 、 船 の 
上 に (乗っ て ) 運ば れる 。 


われ ら * は 確か に 、 ヌ ー フ * を その 民 へ と 遣 
わし た 。 そし て 役 は 言っ た 。 「 我 が 民 よ 、 
の ッ ラ ー* を 崇拝 * せ よ 。 あな た 方 に は 、 か 
れ の 和 外 に 加 拝 * す べき いか な る も の も な い 
の だ か ら 。 一体 、 あな た 方 は (アッ ラー* 
に 逆らい 、) 異 れ * な い の か ?」 


彼 の 民 の 内 の 不信 仰 な 有力 者 ら は (人 々 
に 向かっ て 、) 言っ た 。 


「 こ れ は (預言 者 
* を 主張 する こと に よっ て 、) あな た 方 に 
優越 し よう と する 、 あな た 方 同様 の 一 人 
の 人 間 に 過 ぎ な い 。 そし て 、 も し アッ ラ 

ー* が (使徒 * を 下す こと を ) お 望み な ら 
ば 、 天 使 * た ち を 下 し た で あろ う 2。 私 た 
ち は こ と この よう な こと を 、 私 た ちの 昔 の ご 
先祖 様 (の 時 代 ) に お いて 、 聞 いた こと 
は な か っ た ぞ 。 


彼 は 司 き 物 が つい た 、 一 人 の 男 に 骨 昌 ぎ な い 

3。 な ら ば ( 彼 が 正気 を 取り 戻す か 、 死ぬ か 

する まで ) 、 し ば らく 彼 の こと を 見 守っ て 
お け 」。 

彼 (ヌー フ や は 、 申 し 上 げた 。「 我 が 主 * 
よ 、 彼 ら が 私 を 嘘つき 呼ば わり し ます ゆ 
え 、 私 を お 助け 下さ い 」。 * 


1 具体 的 な 利益 の 例 に つい て は 、 蜜 蜂 章 5-8、80 も 参照 。 
アル テヒ ジュ ル 章 14-15、 夜 の 旅 章 93 も 参照 。 
アル テヒ ジュ ラ 章 6「 紀 か れ た 者 」 に 関す る 訳注 も 参照 。 


と っ 2 


家畜 章 111、 


tv 


N 


4 月 章 10、 ヌ ー フ * 章 26-27 も 参照 。 
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27. それで われ ら * は 、 彼 に (こう ) 啓示 し た 。 RT ET (CR 
「 わ れ ら * の 眼差し の も と い 、 われ ら * の 刻 示 SR SN CAS ES 
の 船 を 造れ 。 そし て われ ら * の 命令 IR I rs 
到来 し 、 焼 き 祭 が 噴き 出し た 3 ら 、 全 て (の SR 
DO つが い ず つ と 、 あ な た の 家 Ob A 
族 を 、 そ こ に 乗り 込ま せよ 。 但し 、 彼 ら の 3 
内 、 既に ( 懲 信 の ) 言葉 が 定め られ た 者 1 は 
別 で ある 。 そし て 、 不正 * を 働い て いた 者 た 
ちの こと ? で 、 (その 救い を 求め て ) 私 に 話 
し か ける の で は な い 。 本 当 に 彼ら は 、 湖 れ 
死ぬ こと に な る 者 た ちな の だ か ら 。 

28、 そ れ で 、 あ な た と 、 あ な た と 共に いる 者 た | SRR 
ち が 船 に (無事 ) 乗っ た な ら 、 (こう ) 言 | 0 RA 
う の だ 。『 私 た ち を 不正 * 者 で ある 民 か ら 救 
っ て 下さ っ た アッ ラー* に 、 全て の 称賛 * あ 
れ 』」。 

29. また 、 言 う の だ 。「 我 が 主 * よ 、 私 を 祝福 多 I OE SY 
き 場 所 へ と 到着 させ て 下さ い 。 あ な た は 、 | 
最善 の 場 に 到着 させ て 下さ る お 方 で す 」。 

30. 本 当 に その 中 に は まさ し く 、 御 徴 7 が ある 。 OE NEI 


そし て われ ら * は 本 当 に 、 試 練 を 課す 者 8 で 
あっ た 。 


この 


「 焼 き 穴 が 噴き 出し た 」 に つい て は 、 フ ー ド 5* 


「 御 徴 」 は 、 ア ッ ラ ー の 唯一 性 *、 


「 眼 差し の も と 」 に つい て は 、 タ ー・ ハ ー 章 39 と その 訳注 を 参照 。 

「 わ れ ら * の 啓示 に よっ て 」 に つい て は 、 フ ー ド * 章 37 の 訳注 を 参照 。 
章 40 の 訳注 
「 既 に (懲罰 の ) 言葉 が 定め られ た 者 」 に つい て は 、 フ ー ド * 章 40 の 
と の 具体 的 内 容 に つい て は 、 フ ー ド * 章 37 の 訳注 を 参照 。 
6 彼ら が 船 に 乗っ て か ら の 出来 事 は 、 フ ー ド * 章 42-48 に 詳 
ヌー フ * の 正直 さ 、 そ の 民 の 偽 (いつ わ ) り 、 及 び 


を 参照 。 


に 


注 を 参照 。 


し い 。 


PY SU EE EE 証拠 の こと (アッ ニ サ アァ ディー551 頁 参 照 )。 


8 つま り 、 


344 頁 参 照 )。 


民 を 滅ぼす 前 に 使徒 * を 遣わ すこ と で 、 そ の 民 を 試す 者 と いう 


こと ( ム ヤ ッ サ ル 
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31、 そ れ か ら わ れ ら * は 、 彼 ら (ヌー フ * の 民 ) OE 
の 後 、 別 の 世代 ! を 設け た 。 


32。 そ れ で 、 わ れ ら * は 彼ら に 、 彼 ら 自身 の 内 か | CE 
ら 一 人 の 使徒 * を 遣わ し た 。 ( 彼 は 民 に 、 こ の 52 人 5> 
う 言 っ た 。) 「 ア ッ ラー* を 崇拝 * せ よ 。 あ 
な た 方 に は 、 か れ の 外 に 崇拝 * す べき いか な 
る も の も な い の だ か ら 。 一 体 あ な た 方 は 
(アッ ラー* に 逆らい 、 ) 呉れ * な い の か ?」 


33. 不 信仰 で 、 来 世に お ける 拝 庫 * を 路 呼 ば わり I NTE 
ia 


し 、 わ れ ら が 現世 の 生活 に お いて 徐 沢 を 味 2 どの 3 
わ わ せ た 、 彼 の 民 の 有力 者 ら は 言っ た 。 「 こ も も ESNUGsC 
れ は 、 あ な た 方 と 同様 の 一 人 の 人 間 に 過 ぎ の 5 し 55。54 


な い 。 彼 は 、 あ な た 方 が 食べ る (同じ ) も 
の か ら 食 べ 、 あ な た 方 が 飲む (同じ ) も の 
か ら 飲 ん で いる 。 


34。 そ し て 、 も し も あな た 方 が 自分 た ちと 同様 の OS EM 
人 間 に 従 ぅ うな ら ば 、 そう すれ ば 実に あな た 
方 は 、 ま さ し く 損失 者 と な っ て し まう の だ 。 


35. 一 体 、 彼 (使徒 は 、 あ な た 方 が 死ん で 土 REE 
と 骨 と 化し た 時 、 本 当 に あな た 方 が (再び Oo 
生 を 与え られ て 墓 の 中 か ら ) 出さ れる 者 に 
な る と 、 あ な た 方 に 約束 する の か ? 


36. あな た 方 が 約束 され て いる も の は 、 あ り 得 OI SR GR 
な い 、 あ り 得 な い の だ ぞ ! 
37. それは 、 現 世に お ける 私 た ちの 生活 に 過ぎ | つじ ちら SG 和 ECcMoal 


な い 3。 私 た ち は 死 に 、 生 き (て 、 世代 を 交 


1 と の 「 別 の 世代 」 と は 、 ア ー ド * の こと を 指す と され る 。 ま た 一 説 に は 、 サ ムー ド * の こと 
(イブ ン ・ カ スィ ー ル 5:474 参照 )。 

2 「 来 世に お ける 拝 誤 」 と は 、 復 活 と 清算 の こと (アル テク ルト ゥ ピー12:121 参照)。 

3 つま り 、 生 と は 自分 た ち が 今 いる も の だ け で あり 、 あ な た が 約束 する 来世 に お ける 復活 の 
後 の 生 な ど は な い 、 と いう こと (アル テク ルト ウゥ ビー12:124 参照 )。 


23 


信仰 者 た ち 章 


705 


OAD 


38. 


39. 


40. 


41. 


42. 


43. 


44. 


代 し 続け ) る だ け '!。 そ し て 私 た ち は 、 鱗 
ら さ れる 身 な ど で は な い の だ 。 


彼 は ア ッ ラ ー* に 対し て 距 を で っ ち 上 げた 、 
一 人 の 男 に 過ぎ な い 。 そ し て 私 た ち は 彼 の 
こと な ど 、 信 じ な い ぞ 」。 


彼 (使徒 り は 、 申し 上 げた 。 「 我 が 皇 * よ 、 
彼ら が 私 を 嘘つき 呼ば わり し ます ゆえ 、 私 
を お 助け 下さ い 」。 


か れ は 仰せ られ た 。「 彼 ら は 必ず や も うす 
ぐ 、 後 悔 す る 者 と な る 」。 


( 鞭 く ) 一 声 が 真理 と 共に * 彼 ら を 捕え 、 
われ ら * は 彼ら を 枯れ 誠に し た 。 不 正 * 者 で 


ある 民 に 、 減 亡 あれ 。 


それ か ら 、 わ れ ら * は 彼ら の 後 、 
くつ も の 別 の 世代 を 設け た 。 


いか な る 共 同体 も 、 そ の (滅亡 の ) 期限 
に 先駆 ける こと も な けれ ば 、 遅れ る こと 
も な い 。 


それ か ら わ れ ら * は 、 わ れ ら * の 使徒 "た ち を 
続け て 遺 わ し た 。 あ る 共同 体 に その 使徒 * 
が 到来 する た び 、 彼ら (共同 体 の 民 ) は 彼 
(使徒 を 嘘つき 呼ば わり し た 。 それ で わ 
れ ら “は 、 彼 ら を 次 か ら 次 へ と 立て 続け に し 
(て 減 亡 させ ) 、 彼 ら を (後世 へ と ) 語り 
継が れる も の と し た の だ 。 信仰 し な い 民 に 
は 、 滅 亡 あ れ 。 


(また ) い 


1 


2 


3 


「 私 た ち 
「( 田 く ) 
「 真 理 と 共に 」 と は 、 不 正 * で は な く 、 


」 の 先祖 が 死に 、 


551 上 頁 参 照 )。 


の こる た つる 2 


SN EHR 
Oa A 


3 a EA CR 
Oa “ 嘆 の 2U いる A 


Cn yA 4 3 し 


SE CL 
LL EE 
OE 


「 私 た ち 」 の 子孫 が 生き る こと ( ム ヤ ッ サ ル 344 頁 参 照 )。 
一 声 」 に つい て は 、 フ ー ド * 章 67 の 訳注 を 参照 。 
公正 さ に よっ て 、 と いう 意味 (アッ ニ サ ァ デ ィ ー 
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45。 そ れ か ら わ れ ら * は 、 わ れ ら * の 御 徴 ! と 紛 | CC 
れ も な き 証 拠 ? と 共に 、 ム ー サ ー* と その 兄 Os 
ハー ルー ン * を 潮 わ し た 。 _ 

46. フィ ルアウ ン * と その ( 民 の ) 有力 者 に 。 す GE I 
る と 彼ら は 、 (信仰 を 受け 入れ る こと に 対 る RE 
し て 、 ) 踊り 高ぶっ た 。 彼ら は 高慢 非道 な 
民 で あっ た 。 

47. また 、 彼 らち (フィ ルアウ ン * た ち ) は 言っ た 。 は に お あみ 3068 
「 一 体 私 た ち が 、 私 た ちと 同様 の 二 人 の 人 ois 
間 を 信じ る と で も ? 彼ら の 民 (イス ラー 
イー ル の 子 ら や ) は 、 私 た ちの 奴隷 * だ と い 
う の に 3」 o 

48. そ し て 彼ら は 二 人 を 嘘つき 呼ば わり し 、 RAN 
滅亡 する 者 の 類 い と な っ た 。 

49。 ま た 、 わ れ ら * は 確か に 、 彼ら が 導 か れる | OE EZR 
よう に と 、 ム ー サー* に 啓典 (トー ラー 

を 授け た 。 

50. また 、 わ れ ら * は マル ヤム * の 息子 (イー サ | 55252oEEo う 
ー") と その 母親 を 、 ー つ の 御 徴 ? と し た 。 OR 
そし て 二 人 を 、 安住 と 水 の 流れ る 台地 に 住 a 
まわ せ た 5。 

51 使徒 * た ちよ 、 善 きも の の 内 か ら 食べ 、 正 し | 1 に ああ っ codgEN 生 
い 行い * を 行え *$。 本 当 に われ は 、 あ な た 方 

1 この 「 御 徴 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 92「 明 証 」 の 訳注 を 参照 。 

2 この 「 紛 れ も な き 証 拠 」 に つい て は 、 婦 人 章 153 の 訳注 を 参照 。 

3 雌牛 章 49 と その 訳注 も 参照 。 

4 この 「 御 微 」 に つい て は 、 マ ル ヤ ム * 章 21 の 訳注 を 参照 。 


m 


oo 


一 説 に これ は 、 マ ル ヤ ム * が イー サー* を 身ごもっ た 時 、 
ァ デ ィ ー553 
合法 な も の を 摂取 (せっ し ゅ ) する こと は 、 正 し い 行 い * へ の 助力 と な る 。 一 方 で 、 非 合法 
な も の の 摂取 は 、 有 害さ を 招く ( ム ヤ ッ サ ル 345 頁 参 照 )。 そ し て その 害 の 一 つが 、 


身 を 寄せ た 場所 の こと (アッ = テ サ 


参照 )。 マ ル ヤ ム * 章 22-25 を 参照 。 


祈り 


が 叶 (か な ) えら れ な く な る こと で ある (ムスリム 「 浄 財 * の 書 」65 も 参照 )。 
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が 行う こと を 知っ て (ちり 、 そ れ で 報 ) い OE ES 
る の だ か ら 。 

52. また (預言 者 * た ちよ ) 、 まさ に と れ (あな た | 誠人 6 
方 の 宗教 ) は 、 一 つの 宗教 で ある 、 あ な た 方 6 
の 宗教 (イスラーム 。 そし て われ は 、 あな 
た 方 の 主 * な の だ 。 ゆ え に 、 わ れ を 黒 れ * よ 


53. (その 後 ) 彼ら (人 々 ) は 、 自分 た ちの ( 宗 る 3 
教 上 の ) 事柄 に お いて 、 互 い に 派 を 作っ て @6 み > 品 
分 裂 し て し まっ た 。 各 派 は 、 自 分 た ちの も - 
の (宗教 ) に 有頂天 で いる !。 


54、 な ら ば (使徒 * よ 、) 彼ら を し ば らく 、 彼ら RE tye 
の (迷い と 無知 の ) 奥底 に 漬 か り 切っ た ま 
ま に し て お け 。 


55. 一 体 彼ら は 、 思 い 込 ん で いる の か ? われ 
ら * が (現世 に お いて ) 彼ら に 増やし て や る 
財産 や 子供 、 


56. (それ ら に よっ て ) われ ら * が 彼ら の た め 、 
善 に 急い で いる と ?② いや 、 (それ は 彼ら 
の 試練 な の だ が 、) 彼ら は 気付 いて いな い 
の だ 。 2 


57. 本 当 に 、 自分 た ちの 主 へ の 悪 れ だ け か ら 、 
(か れ の 信 に ) 快 える 者 た ち 

58. また 、 自 分 た ちの 主 * の 御 復 を こそ 、 固 く あっ ao Ab 
信じ る 者 た ち 


の SE らち に 


のめる AU 


つま り 、( イ スラ ー ム * の も と に ) 団結 を 命じ られ た 後に 分 裂 し 、 各 々 の 宗教 が 真理 で 、 他 

の 宗教 が 嘘 だ と し 、 そ の こと に 喜ん で いる 状態 ( ヘ ヤ ッ サル 345 頁 参 照 )。 

同様 の アー ヤ * と し て 、 イ ムラ ー ン 家 章 178、 悔 悟 章 55 も 参照 。 

3 彼ら は 善 を 尽く し 、 信仰 し 、 正 し い 行 い * に 励み つつ も 、 アッ ラー* を 恐れ る 者 た ち で ある 。 
アル = ハサン * は 言っ た 。「 実 に 信仰 者 と は 、 善 を 尽く し つつ も 居 え る も の 。 そ し て 実に 偽 

a 悪行 * を 犯し つつ 安心 し て いる も の で ある 」 (イブ ン ・ カ スィ ー ル 5:480 参照 )。 


= 


NM 
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59. 


60. 


61. 


62. 


63. 


64. 


65. 


また 、 自 分 > た ちの 主 * に 対し 、 決し て シル ク 
* を 犯さ な い 者 た ち 。 


また 、 自 分 た ちの 主 * の 御 許 に 戻る 身 で ある 
が ゆえ に 、 心 恒 き つつ 、 与 える (べき ) も 
の を 与え る 者 た ち 。! 


それ ら の 者 た ち は 、 我 先 に と 、 善 % に お いて 
競い 合 っ て いる の だ 。 


また 、 われ ら * は いか な る 者 に も 、 その 能力 
以上 の も の を 課 し た り は し な い 。 そ し て わ 
れ ら * の 御 許 に は 、 真 理 を 語る 書 が ある の 
で あり 、 彼 ら が 不正 * を 被る こと も な い 。 


いや 、 彼ら の 心 は これ (クル アー ン *) か ら 
(迷い に よっ て ) すっ か り 揃 われ た 状態 に 
ある 。 そ し て 彼ら に は 、 そ の 外 に も 、 彼 ら 
が 行っ て いる (悪い ) 行い が ある の だ 3。 


や が て 、 役 ら の 内 の 牧 沢 者 た ち を われ ら * 
が 懲 禄 ? で 捕え る こ と こと に な れ ば 、 ど う で 
あろ うか 、 彼 ら は (助け を 求め て ) 苦し 
み 喚 く 。 

今日 、 (助け を 求め て ) 苦し み 喚 く の で は 
な い 。 本 当 に あな た 方 は 、 わ れ ら * (の 浪 ) 
か ら 助 けら れる こと な ど な い の だ か ら 。 


1 つま り 善 行 に 励み つつ も 、 それ が 受け 入れ られ ず 、 復活 の 日 * に 

れ な いこ と を 恐れ る 者 た ちの こと ( ム ヤ ッ サ ル 346 馬 
アッ ラー*\ へ の 服従 行為 、 正 し い 行 為 の こと (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 
3 これ は 天使 * た ち に よっ て 、 し も べた ちの 行い が 記録 され た 帳簿 の こと 。 


to 


と の 「 善 」 と は 、 


し 碑 版 * の こと (アル = クル トゥ ピー12:134 参照 )。 


た 


wn 


つま り 、 シ ルク * 以 外 に 
この 「 懲 久 」 が 、 バド ル の 戦い * で の 彼ら の 敗北 だ と か 、 
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分 の 役に立た な いか も し 


も 悪い 行い が ある 、 と いう 意味 ( ム ヤ ッ サ ル 346 
ある い は マッ カ * を 襲っ た 餅 人 ( き 


一 説 に は 、 守 られ 


参照 )。 


きん ) の こと で ある と か いう 説 も ある (アル テニ バ ガウ ィ ー3:369 参照 )。 


23. 信仰 者 た ち 章 709 UTE 


66. わが 御 徴 (アー ヤツ は 確か に 、 あ な た 方 ES lk EE 
に 対し て 読 褒 され て いた 。 そし て あな た 方 or 連ね 
は 、 距 を 返し て 後ずさり し た の で ある 。 

67. それ ! ゆ え に 剛 り 高 ぶ り 、 夜 も す が ら 悪口 に DRE HIE 
由 じ つ つ 2。 

68. 一 体 、 彼ら は その 言葉 (クル アー ン ツ を 熟慮 326 まえ 3 閣 じ 和央 
し な い の か ? いや 、 彼 ら の 昔 の 先祖 た ち に AANA 


訪れ な か っ た も の が 、 彼ら の も と に 到来 し た 
(こと が 理由 で 、 信 じ な いと いう ) の か ?3 


69. いや 、 彼ら は 自分 ) た ちの 使徒 * (ムハンマド OS 
*) を 知ら ず 、 そ れ で 彼 を 否認 する の か ?* 


70. いや 、 彼ら は 、 彼 が 還 か れ て いる $ と で も 言 CP 
う の か ? いや 、 彼 は 彼ら の も と に 真理 を OER 
携え て や っ て 来 た の だ が 、 彼ら の 多く は 真 
理 を 嫌う の で ある 。 


1 も し 真理 が 彼ら の 欲望 に 従う よう な こと | に 
が あれ ば 、 諸 天 と 大 地 、 そこ に ある も の は 、 IDE 
損なわ れ て し まっ た で あろ う 。 い や 、 われ OE 

ら * は 彼ら に 、 彼 ら の 栄 益 ? を も た らし た 。 ーー 
そし て 彼ら は 自分 た ちの 栄誉 に 対し 、 背 を 
向け て いる の だ 。 


1 「 そ れ 」 と は 、 大 方 の 学者 に よれ ば 、 マ ッ カ * の クラ イシ ュ 族 * が その 管理 を 携 (た ず さ ) わ 
っ て いた カアバ 神殿 * の こと 。 彼ら は その こと を 、 鼻 に か け て いた 。 また 一 説 に は 、「 そ れ ( ク 
ルアー ン ? に 対し て 凡 り 高 ぶ り …」 と いう 解釈 も ある (アル = クル トゥ ピー12:136 参照 )。 
2 詳細 に され た 章 26、 星 章 59-61 も 参照 。 

金 の 装飾 章 23-24 も 参照 。 

4 実際 の と ころ 、 彼 ら は 預言 者 * ム ハン マ ド * が 啓示 を 授かる 前 か ら 、 彼 を 「 誠 実 な 人 」 と い 
う 別 称 で 呼ぶ ほど 、 彼 の 良き 品 性 、 正 直さ 、 誠 実 さ に つい て 、 熟知 し て いた (アッ = テ サ ァ 
ディ ー554 頁 参照 う 。 ユ ー ヌ ス * 章 16 の 訳注 も 参照 。 

アル = ヒジ ュ ラ 章 6「 澤 か れ た 者 」 に 関す る 訳注 も 参照 。 

「 栄 准 ( ズ ィ ク ル )」 に は 、 彼 ら へ の 「 教 訓 」 と いう 意味 も 含ま れ 、 い ずれ に せよ クル アー 
ン * の こと を 指す 。 彼ら が その 教え を 実践 する 限り に お いて 、 それは 彼ら に と っ て の 栄誉 と 
な る (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 預言 者 * た ち 章 10、 金 の 装飾 章 44 も 参照 。 


ww 


wn 


oo 


23. 信仰 者 た ち 章 710 


AD 


72。 いや 、 (使徒 * よ 、) あな た は 、 彼 ら に 見 返 
り を 要求 : (し 、 そ れ ゆ え に 彼 ら は 信仰 を 指 
否 ) する の か ? (いや 、 違 う 、) と いう 
の も 、 あな た の 主 * の 見 返り の 方 が 、 より 療 
い の だ か ら 。 そ し て か れ は 、 最 も よく 糧 を 
授け られ る お 方 な の だ 。 


73. 本 当 に あな た は 、 彼ら を まさ に 、 まっ すぐ な 
道 (イス ラー ム $ へ と 招い て いる の で ある 。 


74. そし て 本 当 に 、 来 世 を 信じ な い 痢 た ち は 、 
正しい ) 道 か ら ま さ に 外れ て し まっ て い 
る 者 た ちな の だ 。 


75. も し 、 われ ら * が 彼ら に 茜 悲 を か け 、 彼ら の 害 
を 取り 除い て や っ た ら 2、 彼 ら は 稚 往 いつ つ 、 
自ら の ひど い 放 坪 さ に 固執 し た で あろ う 。 


76. われ ら * は 確か に 、 彼ら を 懲 貞 * で 捕え た 。 
そし て 彼ら は 自分 た ちの 詩 * に 従順 に な 
る こと も な か っ た し 、 お それ 胃 ま り も し 
な い 。 


7 や が て 、 われ ら * が 彼ら に 対し て 厳し い 懲 
凛 * の 扉 を 開け る 時 、 どう で あろ う 、 彼 ら 
は その 中 で 落胆 する 者 と な る 。 


78、 か れ は 、 あ な た 方 に 障 覚 と 視覚 と 心 を 備え 
付け て 下さ っ た お 方 。 あな た 方 が 感謝 する 
と と の 少な いこ と 。 
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js, 


この 「 見 返り の 要求 」 に つい て は 、 ユ ー ヌ ス * 章 72 の 訳 沼 
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を 参照 。 


一 説 に 、 こ れ は 「 地 獄 に 入れ ず に 現世 に 返し て や り 、( 再 び ) 試す こと 」。 また は 「 早 湊 (か 


ん ば つ ) や 餅 角 ( き が )」( ア ル = テ クル トゥ ビー12:142 参 


こと の 「 懲 罰 」 と は 、 試 練 と し て の 災 (わざ わ ) い の こ と 


ww 


紹 )。 
( ム ヤ ッ サ ル 347 頁 参 照 )。 


説 に は 、 マ ッ カ * の 民 を 苦し め た 七 年 間 の 大 人 錠 鐘 (きき ん ) の こと (アン ミナ サー イー 


11352 参照 )。 


4 この 「 懲 罰 」 は 、 来 世 で の 懲 席 の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 347 


計 参 照 )。 
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79. 


80. 


81. 


82. 


83. 


84. 


85. 


86. 


87. 


また 、 か れ は 、 あな た 方 を 大 地 に 緊 茂 させ 
られ た お 方 。 そし て か れ の 御 許 に こそ 、 あ 
な た 方 は 有 有 集 さ れる の だ 。 


そし て 、 か れ は 生 を 与え られ 、 死 を 与え ら 
れる お 方 。 また か れ に こそ 、 夜 と 昼 の 交 < 代 
は 属す る 。 一 体 あ な た 方 は 、 分 別 し な い の 
が マ 


いや 、 役 ら は 昔 の 人 々 が 言 
うな こ と を 言っ た 。 


彼ら は 言っ た の だ 。 「 一 一 体 、 死ん で 土 と 骨 
と 化し た 後 で 、 本 当 に 私 た ち が 多 らち され 
る 身 で ある な ど と いう の か ? 


私 た ちと 、 私 た ちの ご 先祖 様 た ち は 以前 、 
確か に これ ' を 約束 され た の で ある 。 これ は 
昔 の 人 々 の お 伽 話 に 外 な ら な い 」。 


(使徒 * よ 、) 言っ て や れ 。「 大 地 と 、 そ こ 
に ある も の は 誰 の も の か ? も し 、 あ な た 
方 が 知っ て いる の で あれ ば 」。 


彼ら は 言う で あろ う 。「 ア 
ある 」。 言っ て や る の だ 。 
方 は 教訓 を 得 な い の か ?」 
言っ て や れ 。 「 七 層 の 天 の 壮 * と 、 偉大 な る 
御座 2 の 主 * は 誰か ? 」 


彼ら は 言う で あろ う 。 


っ た の と 同じ よ 


ッ ラ ー* の も の で 
「 一 体 、 あ な た 


「 (それら は ) ア 


ラー* の も の で ある 」。 言っ て や る の だ 。「 a 


体 、 あ な た 方 は 呉れ * な い の か ?」 


1 


きた が 、 


2 


「 こ れ 」 と は 、 復 活 の こと と され る 。 つ まり 、 


参照)。 


「 御 座 」 に つい て は 、 高 壁 章 54 の 訳注 を 参照 。 


「 ご 先祖 様 の 代 か ら 
それ は まだ 起こ ら な いで は な いか ? 」 と いう 当て こす り (アッ テニ サ ア ディー557 


ン 


Pl OUR 
® つろ 


る 
RN CB IY 


ン タン 


CE と 25545 
④ どり 

IG RI 
Re A IO や | 


GIII LS 
⑧、 つ みう 


レー ララ ンー ニン 利信 g レネ タレ ノレ 
⑯ 、 つ うと うう 6 0 つり スン 


EEN NS 


@ nb 
る < を ラモン ネ ュ レン 
つう SIJ5 0、 つ かん に ン 


、 復 活 の こと を 耳 に し て 


23. 信仰 者 た ち 章 712 


AD 


88. 言っ て や れ 。 「 そ の 御手 に 全て の も の の 絶 


89. 彼ら は 言う で あろ う 。「 (それ ら は 全て 、) 


90. いや 、 わ れ ら * は 彼ら に 真理 を も た らし 


91. ア ッ ラ ー* は 御子 な ど は け て は お られ な 


92。 (か れ は ) 不可 視 の 世界 * と 現象 界 ? を ご 存 


対 な る 王権 が あり 、 そ し て (援助 を 求め る 
者 を ) お 助け に な り 、 か れ (の 意 ) に 反し 
て は ( 誰 も ) 助け られ る こと が な い お 方 は 、 
誰か ? も し 、 あ な た 方 が 知っ て いる の な 
ら ば 」。 


アッ ラー* の も の で ある 」。 言 っ て や る の だ 。 
「 な ら ば 一 体 、 あ な た 方 は どう し て まや か 
され る の か ?」 


た 。 本 当 に 彼ら は まさ し く 、 嘘つき だ っ 
た の だ 。 


いし 、 か れ と 共に ある 神 ! な ども 一 切な 

い 。 (も し ) . そ うな ら ば 、 きら と 会 て の 

神 は 自ら が 創っ た も の と 共に ( 銘 々 に ) 

去っ て し まい 、 彼 ら は 互い に 若 臨 し ( よ 

うと し 合っ ) た で あろ う S?。 彼ら の 言 う よ 

うな こと 3 か ら (無縁 な ) 、 アッ ラー* に 称 
え * あ れ %4。 


知 に な る お 方 で 、 彼ら が シル ク * を 犯し て い 
る も の か ら 、 (無縁 で ) 高遠 な お 方 。 


1 


ww 


「 神 」 に 関し て は 、 雌 牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 
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全能 で ある 真 の 神 が 二 つ 以 上 あっ た と し た ら 、 世 界 の 秩序 は 無茶 苦 茶 に な っ て し まう 。 し 


か し 実際 の と ころ 、 こ の 宇宙 は 太古 の 昔 か ら 、 あ ら ゆ る 被 造物 の 福利 を 実現 し つつ 、 い か 
な る 不具 合 や 矛盾 (おじ ゅ ん ) も な く 、 和 驚く べき 秩序 を 保ち 続け て きた (アッ ー サ アァ ディ 


ー558 頁 参 照 )。 


つま り 、 シ ルク * や 、 嘘 つき 呼ば わり する こと な ど ( ム ヤ ッ サ ル 348 頁 参 照 )。 


雌牛 章 116 の 訳注 も 参照 。 
「 現 象 界 」 に つい て は 、 家 畜 章 73 の 訳注 を 参照 。 
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93. 


94. 


95. 


96. 


97. 


98. 


99. 


100. 


(使徒 * よ 、) 言う が よい 。 「 我 が 主 * よ 、 
も し も あな た が 私 に 、 彼ら が 約束 され て い 
る も の ! を まさ に お 見 せ に な る と し て も 、 


我 が 主 * よ 、 私 を 不正 * 者 で ある 民 の 中 に 
は 置か な を いで 下さ い 」。 


本 当 に われ ら * は 、 わ れ ら * が 彼ら に 約束 
し て いる も の を あな た に 見 せる こと が 、 
まさ し く 出 来る 者 な の で ある 。 


悪 を 、 より 善い も の で こそ 押し の け よ 2。 われ ら 
* は 彼ら が 言う こと ? を 、 最 も よく 知っ て いる 。 


また (使徒 * よ ) 、 言 う が よ い 。「 我 が 主 
* よ 、 私 は あな た に 、 シャ イタ ー ン * の 煽り 
立て か ら の ど ご 加 護 を を いま す 。 

そし て 我 が 主 * よ 、 (何事 に お いて も 、) 彼ら 
(シャ イタ ー ン ) が 私 の と ころ に や っ て 来る 
こと か ら の ご 加護 を 、 あ な た に を を いま す 」 。 


や が て 、 彼 ら の 内 の 者 * に 死 が 訪れ れ は 、 
彼 は (こう ) 言う 。「 我 が 主 * よ 、 私 を ( 現 
世に ) 返し て 下さ い 。 

私 は 、 自 分 が 残し て 来 た も の 5 に お いて 、 
正しい 行い * を する で し ょ う 」。 断じて (、 
戻る こと は 出来 ) な い 。 本 当 に それ は 、 
彼 が (口先 だ け で ) 言っ て いる 、 た だ の 


1 「 わ れ ら * が 約束 し て いる も の 」 と は 、 懲 禄 
同様 の アー ヤ * と し て 、 詳 細 に され た 章 34-35 も 参照 。 
アー ヤ *91「 彼 ら が 言う よう な こと 」 の 訳注 を 参照 。 

これ は 不信 仰 者 、 あ る い は アッ ラー* の ご 命令 に 
「 残 し て 来 た も の 」 に は 、 シ ャ ハー ダ * の 言葉 、 施 (ほど こ ) すべ き 財 産 な ど と いっ た 解釈 
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が ある (アル = クル トゥ ビー12:150 参照 )。 


反し て いた 者 の こと (前 掲 書 、 同 
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の こと ( ム ヤ ッ サ ル 348 真 参照 )。 


参照)。 
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101. 


102. 


103. 


104. 


105. 


言葉 に 過ぎ な い の だ か ら 。 そし て 彼ら の 
先 に は 、 彼 ら が 蘇 ら さ れる 日 まで 、 障壁 
1 が ある 。 2 


角笛 に 吹き 込ま れれ ば 3、 そ の 日 、 彼ら の 
間 に は 自慢 ) な ども な けれ ば 、 


! 緑 (の 
互い に (安否 を ) 媒 ね 合う こと も な い 。* 


I 
それ ら の 者 た ちこ そ は 成功 者 。 
そし て 、 その 笠 が 軽かっ た 者 、 それ ら の 


者 た ち は 自 ら を 損ね た 者 た ち で あり 、 地 
獄 に 永遠 に 留まる 。 


業火 が 彼ら の 顔 を 焼き 焦がし 、 彼 ら は そ 
こと で (苦痛 ゆえ に ) 歯 を 剥き 出す 。 


(アッ ラー* は 彼ら に 、 こ う 仰 せら れる 。) 
「 あ な た 方 に は (現世 で ) 、 わ が 御 徴 が 語 
まれ て いた の で は な い の か ? そし て あ 
な た 方 は 、 それ を 嘘 呼ば わ り し て いた の 
で は ?」 
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106. 彼ら は 申し 上 げ る 。「 我 ら が 主 * よ 、 私 た | CC EE 

ちの 不幸 $ が 、 私 た ち を 制圧 し て し まっ た る 
の で す 。 私 た ち は 、 迷 っ た 民 で し た 。 

1 この 「 障 壁 (バル ザ フ )」 と は 、 現 世 と 来世 の 間 を 分 ける 障壁 の こと 。 現世 で アッ ラー* に 
従順 で あっ た 者 は 、 自分 の 死 か ら 復活 の 日 * ま で の 間 、 そ こ で 安楽 を 楽し み 、 反抗 的 で あっ 
た 者 は 、 そ こ で 和久 され 続け る (アッ テニ サ ア ディ ー559 頁 参 照 )。 

2 いざ 復活 の 日 * (ある い は 死 ) が 到来 する と 、 彼 ら は 現世 で の 猫 予 (ゆう よ ) を 求め た り 、 
自分 た ち を 現世 に 返し て くれ る こと を 頼ん だ りす る 。 だ が も ちろ ん 、 そ れ は 叶 (か な ) わ 


な い 。 
章 37、 赦 し 深い お 方 章 11-12、 相 談 章 44、 億 信者 * た ち 
笛 に 吹き 込ま れる 」 に つい て は 、 家 畜 章 73 の 訳注 を 参照 。 


に 


wn 


「 角 
階 
この 「 不 幸 」 と は 、 


畜 章 27-28、 高 壁 章 53、 イ ブラ ー ヒ ー ム " 章 44、 


アッ = サジ ダ * 章 12、 創 成 者 * 


段 章 10-14、 眉 を ひそ め て 章 34-37 も 参照 。 


ら が 働い て いた 不正 * と 、 真 理 へ の 拒否 、 


10-11 も 参照 。 


自分 を 害する も の を 志向 し 、 益 


する も の を 放棄 (ほう き ) する こと に より 生じ た 不幸 の こと (アッ = テ サ ァ デ ィ ー560 頁 参 照 )。 


23. 信仰 者 た ち 章 715 UTE 


107. 我ら が 主 * よ 、 私 た ち を こ こ か ら 出し て 下 
さい 。 そし て も し 、 (再び 迷 亡 へ と ) 戻っ 
て し まっ た ら 、 本 当 に 私 た ち は ( 真 に 懲罰 
に 値する ) 不正 * 者 で す 」。 


108、 か れ は 仰せ られ る 。「 そ こ に 、 (惨め な 
まま ) 下がっ て いよ 。 そ し て われ に ( こ 
れ 以上 ) 、 話 し か ける の で は な い 」。 


109. 本当 に 、 わ が 僕たち の (信仰 者 の ) 一 団 
は 、 (現世 で こう ) 言っ て いた も の な の 
だ 。「 我 ら が 主 * よ 、 私 た ち は 信 じ ま し た 。 
な ら ば 、 私 た ち を お 落し に な り 、 私 た ち 
に ご 慈悲 を お か け 下 さい 。 あ な た は 慈 し 
み 深 い 者 の 中 で も 、 最 善 の お 方 で す 」。 ! 


110. そし て あな た 方 (不信 仰 者 り は 彼ら を 、 
あな た 方 に わが 教訓 を 忘れ させ る ほど に 


まで 人 衡 基 の 的 と し 2、 彼ら を 嘱 り 笑っ て い 
た の だ 。 


111、 本 当 に われ は この 日 、 彼 ら が (現世 で ) 忍耐 
"し て いた こと ゆえ に 、 彼ら こそ を 成功 者 
と する こと で 、 彼ら に 報い て や る の だ 。 


112. か れ (アッ ラー?) は 、 (地獄 の 民 に ) 人 
せら れる 。「 あ な た 方 は 地上 で 、 何 年 間 過 
ご し た の か ?」3 


マッ バン セン イラ レン レン ょ > マニ ンス 
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1 彼ら は 、 以 下 の こ と を 結集 し た 者 た ち で あっ た :① 信 仰 と 、 そ れ が 要求 する 正しい 行い *。 
② 主 * か ら の お 赦し と 、 ご 慈悲 の 祈願 。③ ア ッ ラ ー* を 主 * と 認め つつ 、 信 仰 と いう お 恵み を 


か れ か ら 頂 いた こと 、 及 び か れ の 豊か な ご 慈悲 と 善 を 告 


えら れる た め の 一 手段 と する こと (アッ = テ サ ァ デ ィ ー560 頁 )。 ア ー ヤ *57-61 と その 訳注 


も 参照 。 


IN) 


え に 、 他 人 の 人 矯 蔵 (べつ ) に 勤 (いそ ) し むせ の で ある 


白 す る こと を 、 祈 願 が 叶 (か な ) 


他人 の 人 矯 藤 に 勤しむ こと は 、 教 訓 を 忘れ る こと に つなが る 。 そ し て 教訓 を 忘れ て いる が ゆ 


(前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 


3 食卓 章 109 の 、 復 活 の 日 * に お ける 質問 に つい て の 訳注 も 参照 。 


23. 信仰 者 た ち 章 


113. 


114. 


115. 


116. 


117. 


118. 


彼ら は (応え て ) 申し 上 げ る 。「 一 日 
一 日 足ら ず を 、 過 ご し まし た 。 な らい は 、 
数 える 者 た ち ! に お 尋ね 下さ い 」。 


か れ は 仰せ られ る 。 「 あ な た 方 は (現世 で )、 
僅か ば か り し か 過 ご し て は いな か っ た 。 も 
し 、 あ な た 方 が 知っ て いた な ら ば 2。3 


一 体 あな た 方 は 、 われ ら * が あな た 方 を 無 
意味 に 創造 し た と 、 そし て あな た 方 が ( 清 
算 と 報い の た め ) われ ら * の 御 許 へ と 戻ら 
され な いと で も 、 思 っ て いた の か ?」 


王 で あり 、 真 理 で あら れる アッ ラー* "は 、 
(その よう な 無 意 昧 な 行い か ら ) 高遠 な 
お 方 。 貴 い 御座 * の 主 *、 か れ の 外 に (上 真 


すう は し 


に ) 崇拝 * す べき も の は な い 。 
時 Eo の 


アッ ラー* に 並べ て 別 の 神 
に は それ (を 祈る 正当 性 ) 
に お いて 、 い か な る 根拠 も な い の だ が 
その 清算 は 、 その 主 * の 御 許 に と そ あ る 。 
当 に 不信 仰 者 * ら は 、 成 功 す る こと が な い 。 


(預言 者 * よ 、 ) 言う の だ 。 「 我 が 主 * よ 、 
お 散 し に な り 、 ご 慈悲 を お か け 下 さい 。 
そし て あな た は 、 慈 し 深い 者 の 中 で も 


最善 の お 方 で す 」。 


1 「 数 える 者 た ち 」 と は 、 


た ちの こと (アル テク ルト ッ ゥ ビー12:156 参照 )。 


IN) 


な る こと を 行い 、 


現世 が 短い こと を 知っ て いた ら 、 来 世 よ り も 現世 を 優先 させ る こと な く 、 
損 と な る よう な こと は 行わ な か っ た だ ろう 、 


ビー ニー2:467 参照 )。 


CO 


同様 の アー ヤ * と し て 、 ユー ヌス * 章 45、 タ ー・ ハ 


引き 離す も の 章 46 も 参照 。 


4 「 御 座 」 に つい て は 、 
5 「 神 」 


高 壁 章 54 の 訳注 を 参照 。 
に 関し て は 、 雌 牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 


計算 に 長 じ た 者 た ち 、 あ る い は 人 の 行い を 


と えて 2 し 2 ミイ 、 ン ー 
に た 1 も JOSEWC 


ライ 


W) こう 


ea ek sd 
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ラマ の 
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記録 し 、 数 える 天使 * 


分 た ちの 益 と 
と いう こと (アッ テ シ ャ ル 


章 103、 ビザ ンチ ン 章 55、 砂丘 章 35、 


24. 御 光 章 


第 24 章 
み ひか り 


御 光 章 (アン = ヌー ル ) ! 


1. 


じ ひ じ あい 
慈悲 あま ね く * 慈 愛 深き * 


み な 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


か 


(これ は 、) われ ら * が 下 し 、 そ れ (に 沿っ 
た 行い ) を 義務 づけ 、 あ な た 方 が 教訓 を 得 
る よう に と 、 そ こ に お いて 明 自 な 御 徴 を 下 
し た 、 一 つの スー ラ * で ある 。 


( 非 ム フサ ン * で ある ) 義通 し た 女性 と 、 
切通 し た 男性 、 彼 ら は いずれ も 百 回 の 鞭 打 
ち に 処せ 2。 また 、 あな た 方 が アッ ラー* の 宗 
教 に お いて 、 彼 ら へ の 憐れみ に 流さ れ (、 
刑 前 の 実施 を 放棄 し ) て し まう よう で は な 
ら な い 。 も し 、 あ な た 方 が アッ ラー* と 最後 
の 日 * を 信じ て いる の な ら 、 で ある 。 そ し て 
二 人 の 懲 六 (の 場 ) に は 、 信 仰 者 た ちの 一 
団 を 立ち 合わ せよ 。 

数 通し た 男性 は 、 炉 通し た 女性 か シル ク * の 
徒 の 女性 と し か 、 結 婚 し な い 。 ま た 切通 し 


3 


た 女性 は 、 姜 通し た 男性 か シル ク * の 徒 の 男 


= 
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DS 


0 5 (Pe 


FG Ep 
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Ao AE 
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マデ ィ ー ナ * 啓 示 。 ス ー ラ * の 名 称 は 、 そ の 中 で 七 回 言及 され る 「 光 」 と いう 語 、 及 び 、 こ 
の スー ラ * の 一 貫 し た テー マ で ある 「 信 仰 者 の 教育 」 に よっ て その 心 に 灯 (と も ) され る 、 


心 の 「 光 」 に 


来 す る と され る 。 冒頭 で は 数 通 罪 、 お よび 誰か を 数 通 罪 で 訴え る こと の 


mo 


大 さと 、 そ の 刑罰 の 規定 が 、 実際 に ムスリム * 社 会 で 起こ っ た 事件 へ の 言及 と 共に 、 説明 さ 
れる 。 そ し て 、 そ の よう な 重大 な 罪 に 対す る 予防 策 と し て 、 家 の 中 や 、 他 人 の 家 の 訪 問 、 

異性 間 の 礼儀 作法 、 結 婚 の 奨励 (し ょ うれ い ) な ど に つい て の 言及 が 続く 。 ま た 偽 信 者 * 
の 描写 や シャ イタ ー ン * に つい て の 警告 と 共に 、 信仰 と 不信 仰 と いう 「 光 と 痢 」 に つい て の 
印象 的 な た と えも あり 、 最後 は アッ ラー* の 信仰 者 に 対す る 約束 と 、 現世 の 行い の 清算 の 言 


及 に よっ て 締め くく られ る 。 


女 通 罪 に つい て の 詳細 は 、 婦 人 章 15 と その 訳注 を 参照 。 


24. 御 光 章 718 っ と を 
性 し か 彼女 と 結婚 し な い !。 そ し て それ は 信 
仰 者 に と っ て 、 禁 じ ら れ た 2 の で ある 。 

4 ム フ サ ン の 女性 3 た ち を ( 姜 通 で ) 符 め て お eA Oy 


き な が ら 、 その 後に 四 名 の 証人 * を 連れ て 来 
な い 者 た ち 、 彼 ら は 八 十 回 の 鞭打ち に 処せ 。 
そし て 彼ら か ら は (その 後 ) 一 切 、 証 言 を 
受け 人 人 れ て は な ら な い 。 それ ら の 者 た ちこ 
そ は 、 放 間 な 者 た ちな の で ある 。 


但し 、 そ の 後に 悔 悟 し 、 (行い を ) 正 し た 
者 た ち は 別 で あ ( り 、 アッ ラー" は 彼ら を お 
赦し に な ) る 6。 本 当 に ア ッ ラ ー* は 赦し 深い 
お 方 、 類 愛 深い * お 方 な の だ か ら 。 


また 、 彼 ら 自身 の 外 に は 彼ら に と っ て の 証 
人 が いな い の に 、 自 分 た ちの 妻 を ( 痕 通 で ) 
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) 


w 


た 


wn 


姦通 者 は 、 自分 
令 に も 従わ な い シ ルク * の 徒 と し か 結 


と 同様 の 身 持 ち に ある 者 、 あ る い は 復活 も 清算 も 信じ ず 、 
婚 (ある い は 玉 通 ) し な い 、 


タレ ーッ ン EA 


の 
© 


いで 


シン ビン る 
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アリ 


と 2505 の sa 


3 あっ Nu る 3 


アッ ラー* の ご 命 
と いう こと 。 女 通 者 は 、 


そもそも アッ ラー* と その 使徒 * の 決ま り を 守ら な い シ ルク * の 徒 で や る か 、 あるいは ム ス リ 


ム * で は あっ て も 、 


が 、 契 約 と し て の 結婚 で は な く 、 単 な る 性 
タバ リー7:5983、 イ ブン ・ カ スィ ー ル 6:9 参照 )。 


「 信 仰 者 」 と いう 名 に は 相応 (ふさ わ ) し く な い 罪 深い 者 で ある か の 
いずれ か で ある (アッ ニー サ ァ ディ ー561 頁 参 照 )。 また 、 
的 関係 の こと を 指す 、 と いう 説 も ある (アッ = 


この アー ヤ * の 「 結 婚 ( 二 カー フ )」 


この アー ヤ * の 「 結 婚 」 を 、 文字 通り 契約 上 の 結婚 と する な ら ば 、 一 説 に 「 女 通し た 者 と の 
結婚 の 禁止 」 は アー ヤ *32 に よっ て 取り 消さ ぐれ た (アル = クル トゥ ビー12:169 参照)。 


ここ と に は ム フ サ ン * の 男性 も 含ま れる と いう の が 、 
12:172 参照)。 
「 四 名 の 証人 」 に つい て は 、 婦 人 章 15 の 訳 3 


学者 間 の 見 解 の 一 致し た と ころ (前 掲 書 


生 を 参照 。 


li 


これ が 非 ム フサ ン の 場合 、 統 治 者 は 根拠 の な い 訴 え を し た 者 を 裁量 刑 に 処す こと が 出来 る 


(クウ ェ イ ト 法 学 大 全 33:25 参照 )。 


と いう 形容 で 表 さ れる こと は な く な る (アッ テニ サ ァ ディ ー561 頁 参 
ィ ー 学 派 * で は 悔 悟 の 後 も 、 証 言 は 受け 入れ られ な いと され る (イブ ン 


参照 )。 


自分 の 訴え を 嘘 で ある と 認め 、 悔 悟 し 、 行 い を 正 せ ば 、 


証言 は 受け 入れ ら れ 、「 放 逸 さ 」 
照 )。 但し 、 ハ ナ フ 


・ カ スィ ー ル 6:14 


24. 御 光 章 719 っ うら を でも 
符 め る 者 た ち 、 彼 ら 各 人 の 証言 は 、 本 当 に の syo NE 
自分 が (その 主張 に お いて ) まさ し く 正 直 


10. 


者 の 一 人 で ある と いう こと を 、 ア ッ ラ ー}* 
に 誓っ て 四 回 証言 ! す る こと 。 


そし て 五 回 目 (の 証言 ) は 、 も し 彼 が 嘘 つ 
き の 類 いで あっ た な ら 、 自分 自身 に アッ ラ 
ー* の 呪い あれ 、 と (いう 祈願 5 


また 、 彼女 ( 夫 か ら 訴え られ た 妻 ) は 、 本 
当 に 彼 ( 夫 ) が まさ し く 嘘 つき の 類 い で あ 
る と いう こと を 四 回 、 ア ッ ラー* に 奉っ て 証 
言 す る こと で 、 自 分 ) か ら 懲 禄 を 防ぐ こと が 
出来 る 。 


そし て 、 も し 彼 が 正直 者 の 類 い で あっ た な 
ら 、 彼女 自身 に ア ッ ラ ー* の お 怒り あれ 、 と 
五 回 目 に (祈願 する こと で ) 。3 


そし て も し 、 あ な た 方 に 対す る アッ ラー* 
の ご 恩 稼 と その ご 慈悲 が な か っ た な ら 
ば 、 ま た 、 ア ッ ラ ー* が よく 悔 悟 を お 受 け 
入れ に な る * お 方 、 英知 あふ れる “お 方 で 
な か っ た の で あれ ば あな た 方 は 罪 を 底 
われ る こと も な く 、 現 世 で 上 罰 さ れ て いた 


の だ ) 。 


ロ 


1 四 回 の 証言 
ィ ー562 頁 参 照 )。 尚 、 


NN) 


に は 、 四 人 分 の 証言 、 
この 証言 は イス ラー 


ン ・ カ スィ ー ル 6:14 参照 )。 


も し 妻 が 夫 の 証言 


し 


p 


『 者 は 、 
ビー12:194 参照 )。 ちな み に こ の ア 


に 対し 、 こ の 証言 で 対抗 し な けれ ば 、 離 婚 が 決定 し 、 
する と いう の が 大 方 の 学者 の 意見 (前 掲 書 、 同 


EAN EI 
So 


と た の \ ンタ ン ン 


Di SS NE 


I PN 


ィ っ 
ン 


PIEN SEI 


3 し ララ ーッ ンー 
2 


65, を うる 


に a AL 
OI 


と いう 意味 合い が 含ま れ て いる と され る (アッ = テ サ ァ デ 
ム * 法 廷 の 場 で 行わ れ な けれ ば な ら な い (イブ 


妻 の 女 通 罪 が 確定 


参照 )。 し か し 両者 と も 証言 を 終え た ら 


` ず れ の 刑 六 も 確定 し な いま ま 、 離 婚 す る 流れ と な る ( ム ヤ ッ サ ル 350 頁 参 照 )。 そ し て 


二度と 再婚 する こと が 出来 な い 、 


ヤ * は 、 


以外 に 何 の 証拠 も 証人 も な か っ た た め 、 大 き な 困 惑 に 


(アル = テ ブ ハー リー4745、4747 参照 )。 


と いう の が 大 半 の 学者 の 見 解 (アル = クル トウ 
分 の 妻 の 女 通 を 目の当たり に し た が 、 


それ 


直面 し た 男 に 関し て 下っ た と され る 


24. 御 光 章 720 っ りら め を 
11. 本 当 に で っ ち 上 げ ! を も た らし た の は 、 あ な II 
た 方 の 内 の 一 団 z で ある 。 それ が あな た 方 に RR 1 
と っ て 、 悪 いこ と だ と 思っ て は な ら な い 。 FR GA 
いや 、 そ れ は あな た 方 に と っ て 善い こと * な の 
の だ 。 彼ら の 内 の 各々 に は 、 自 分 自身 が 稼 A 
い だ 罪 (の 応報) が ある *。 そし て 彼ら の 内 、 
その 大 半 を 』 理 け 負 っ た 者 ?、 そ の 者 に は この 
ト な い 懲 罰 が ある 。 

12、 ど うし て 、 あ な た 方 が それ を 聞い た 時 、 信 導入 の 
仰 者 男性 ら と 信仰 者 女性 ら は 、 自 分 自身 に | ご 明和 Pk 
つい て 、 よい 方 に 考え な か っ た の か ? そ 
し て 「 こ れ は 、 紛 れ も な いで っ ち 上 げ で あ 
る 」 と 言わ な か っ た の か ? 

13. どう し て 彼ら は 、 そ れ に 関し て 、 四 人 の 証人 | 民 32384 9 


を 連れ て 来 な い の か ? そし て 証人 を 連れ て 
の の それ ら の 者 た らち は ア ッ ラ ー* の 
許 に お いて 、 ま さ に 嘘つき な の で ある 。 


= 


こと この 「 で っ ち 上 げ 」 は 、 あ る H 


くし て 探し て いる 内 に 、 
や っ て 来 た 男 が 彼女 を 見 つけ 、 
と その 男 の 間 に つい て の 構 


遠征 軍 に 置 


妊 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * の 妻 の 一 人 アー イシ ャ * に 対し て 流布 
(る ふ ) され た 虚言 の こと 。 彼女 は 、 あ る 遠征 に お いて 預言 者 * と 同伴 し た が 、 
置い て 行か れ て し まっ た 。 そ の 後 、 
ラク ダ に 乗せ て 彼女 を 送り 届け た が 、 
ほ い 噂 (うわ さ ) を 流し た 。 この 一 


首飾り を な 
軍 の 後方 か ら 遅 れ て 
ある 者 た ち が 、 彼 女 
連 の アー ヤ * は 、 彼 女 の 無実 に 


つい て 下っ た も の で ある (アル = ニブ ハー リー4141 参照 )。 


NN】 


その | 


563 真 参照 )。 


の 


m 


と っ て の 購 罪 (し ょ く ざ い )、 
ッ サ ル 351 頁 参 
彼ら の 一 部 は 後に 、 
偽 信者 * の 長 
と こと で は 。 
照 ) し 、 
が 本 来 、 
が ある た めで ある (アル = バイ ダー ウィ ー4:177 参 


照 )。 
鞭打ち の 


主語 が 「 あ な た 方 」 
中 傷 さ れ た 信仰 者 が 「 自 分 


に は 偽 信者 * も いれ ば 、 風 評 に 騙 (だ ま ) され た 信仰 者 も いた (アッ ニ サ アァ ディ ー 


と いう の も 、 そ とこ に は アー イシ ャ \ の 無実 と 潔癖 さ の 証明 、 彼女 の 栄誉 へ の 示唆 と 、 彼 女 に 
言 仰 者 と それ 以外 の 者 た ちの 選別 が あっ た か ら で あ る ( ム ヤ 


| に 処 さ れ た (アブ ー・ ダ ー ウ ー ド 4474 参照)。 

アブ ドッ ラー・ イ ブン ・ ウ バイ イ * の こと (アル = ブ ハ ー リ ー4141 参照 )。 
か ら 「 信 仰 者 」 と 転換 ( 
身 」 と 表現 され て いる 。 そ れ は 、 信 仰 者 と いう も の 


食卓 章 12 「 わ れ ら *」 の 訳注 も 参 


同じ 信仰 者 が 中 傷 さ れ た 時 に は 、 そ の 者 を 自分 


身 の こ と の よう に 弁護 する 義務 


所 )。 部 屋 章 11 も 参照 。 


24. 御 光 章 721 っ うり も 
14. も し 、 現 世 と 来世 に お いて 、 あ な た 方 へ の UE CE 
アッ ラー* の ご ど 央 索 と その ご 慈悲 が な か っ 2 Sy 
た な ら ば 、 あ な た 方 に は 自分 た ち が そ れ に の 
つい て 喋り 立て た こと ゆえ に 、 この 上 な い 
懲 竹久 が 及 ん だ で ある ろう う 。 

15. あな た 方 が それ (で っ ち 上 げ ) を 、 あ な た 5 る 2 し を 欧 3 
方 の 舌 で 互い に 受け 止め (て は 言い ふら | cg5S あ と 用 多少 
し ) 、 あ な た 方 の 口先 で 、 目 分 た ち に 全く ER 
知識 も な いこ と を 喋っ て いる 時 (、 あ な た 
方 は 罪 を 犯し て いた ) 。 そ し て 、 そ れ が ア 
ッ ラー* の 御 許 で 重大 な こと で ある に も 関 
わら ず 、 あ な た 方 は それ を 他愛 な いこ と と 
考え て いた の だ 。 

16. どう し て あな た 方 は それ を 聞い た 時 、 ( こ GE 
う ) 言わ な か っ た の か ?「 私 た ち は 、 こ の OEE EE GE 
よう な こ と を 喋る べき で は な い 。 あな 
た ( ア 2 に 称え * あ れ 一 一 。 これ は 、 
この 上 な い 大 嘘 で ある 」 o 

17. アッラー* は 、 あ な た 方 が その よう な こと を もの PE 
絶対 に 繰り 返さ な いよ う 、 あ な た 方 を 戒め あこ と 
給 う 。 も し 、 あな た 方 が 信仰 者 で ある の な 
ら ば (、 繰 り 返 す の で は な い ) 。 

18. そ し て アッ ラー* は 、 あな た 方 に 御 徴 ! を 明 NO 
ら か に され る 。 アッ ラー* は 、 全 知 者 、 英知 ーー 
あふ れる * お 方 。 

19. 本当 に 、( ム フサ ン * で ある ) 信仰 する 者 た Ee oN 
Nd 529bE2 Sk 

ち 、 役 ら に は 現世 と 来世 に お いて 痛ま し い OR OT 


1 この 「 御 徴 」 と は 、 イ スラ ー ム * の 法規 定 


ヤッ サル 351 頁 参 照 )。 


2 この 「 醒 行 」 は 、 根 拠 も なく 他人 を 姦通 で 訴え る こと を 始め と し た 、 
葉 の こと (前 掲 書 


UE 
っ 


と 訓 戒 を 含む 、 ク ルアー ン 


* の アー ヤ * の こと ( ム 


その 他 諸 々 の 悪い 言 


同 真 参照 )。 蜜 蜂 章 90「 酸 行 」 の 訳注 も 参照 。 


24. 御 光 章 722 っ うら を で も 
微 凡 が ある 。 アッ ラー* が ご 存 知 な の で あ 
り 、 あ な た 方 は 知ら な い の だ 。 

20. そし て も し 、 あ な た 方 に 対す る アッ ラー* < ちと よき あ 
の ご 恩 魚 と その ご 慈悲 が な か っ た な ら 、 ま ES 
た 、 ア ッ ラ ー* が 哀れ み 深い * お 方 、 慈愛 深 
い * お 方 で な か っ た な ら ば (、 か れ は これ ら 
の 法規 定 と 訓 戒 を 明らか に は され な か っ 
た で あろ う ) 。 

21. 信仰 する 者 た ちよ 、 シ ャ イタ ー ン * の 歩み に EATEN 
従っ て は な ら な い 。 誰 で あろ うと シャ イタ SA っ ただ っ の 
ー ン * の 歩み に 従う 者 、 本 当 に 彼 は (その a 
者 に ) 陳 行 と 悪事 ? を 命じ る の で ある 。 そ SC を ちか 
し て も し 、 あ な た 方 に 対す る アッ ラー* の ご DB 
皿 鈴 と その ご 慈 ド が な か っ た な ら ば 、 あ な 
た 方 の 内 の 誰 も 決し て (自分 の 罪 か ら ) 清 
く な る 3 こ と は な か っ た の だ 。 だ が ア ッ ラ フー 
* は 、 か れ が お 望み に な る 者 を お 清め に な 
る 。 ア ッ ラ ー* は 、 よ く お 聞 き に な る お 方 、 
全 知 者 で あら れる の だ 。 

22。 あ な た 方 の 内 、 (宗教 的 ) 徳 と (経済 的 ) | 電 紀 5 た 


祭 容 の ある 者 た ち は 、 近親 、 貧者 ** アッ ラ 
ー* の 道 に お いて 移住 “する 者 た ち に (彼ら 
の 過ち ゆえ 、 施し を ) 与え る こと の 放棄 を 

板 っ て は な ら な い 。 そし て 大 目 

し て や る の だ 。 あな た 方 は 、 アッ ラー* が 自 

i 


1 


「 現 世 で の 懲罰 」 は 、 赴 


獄 の 懲罰 が ある (アッ = テ タ バリ ー7:6011 参照 )。 


2 


3 


ほか に も 、 善 行 の 増加 と いう 意味 も 含ま れる (アッ = ニ サ アァ ディ ー563 


「 醸 行 」 と 「 悪 事 」 に つい て は 、 蜜蜂 章 90 の 訳注 を 参照 
民 す る 」 と いう 意味 も ある 。 つま り 「 罪 か ら 清 まる 」 


「 清 く な る ( ザ カ ー)」 に は 、 「 増 殖 ・ 成 ] 


Sn a 
〇 EN も が 人 a 


タイ イズ 


O20 


定 刑 * に よる 刑 負 の こと 。 ま た 悔 悟 しない 限り 、 来 世に お いて は 地 


o 


[参照 )。 


ニン 


24. 御 光 章 


723 


っ めも 


23. 


24. 


25. 


26. 悪 


ゆる じ あい 
い の か ?! アッ ラー* は 赦し 深い お 方 、 林 愛 
深い * お 方 な の で ある 。 


本 当 に 、 無 央 着 ? で 信仰 者 で ある ム フ サン * 
の 女性 ? た ち を (義通 で ) 答 め る 者 た ち は 、 
現世 と 来世 に お いて 呪 われ る % そし て 彼ら 
に は 、 こ の 上 な い 懲 罰 が ある の だ 。 


彼ら の 舌 、 手 、 足 が 、 彼 ら が 行っ て いた こ 
と に つい て 、 彼 ら に 不利 な 証言 を する 日 
(の こと ) 。 


その 日 アッ ラー* は 、 彼ら の 公正 な る 報い 

を 、 彼 ら に 全う され る 。 そし て 彼ら は ( そ 
5 ッ ラ ー* こ そ が 紛れ も な い 真 実 で 
ある こと を 知る の だ 。 


し き 女性 た ち は 悪 し き 男 性 た ち に 相応 
し く 、 悪 し き 男 性 た ち は 悪し き 女 性 た ち に 
相応 し い 。 ま た 、 普 き 女 性 た ち は 普 き 男性 
た ち に 相応 し く 、 善 ぎ 男 性 た ち は 善き 女性 


H 


1 


と の デー ヤ \ は 。 


ンー ニン タッ 


I og 
EP 
⑮2beQUc 


! 


x 


EE ES 
®o Be 


る ンー A 


92 (5 ん あめ う の タ 


る 3 NE を 
AA | < 
i 6 


ジュ ルン 


OS る 


アブ ー・ バ クル * が 、 彼 の 近親 で 、 貧 し い ム ハー ジル ー ン * の 一 人 で あ 


っ た ミス タフ ・ ブ ン ・ ウ サー サ が 「 で っ ち 上 げ 」 事 件 に 加担 し た た め に 、 彼 へ の 人 金銭 的 
援助 を 断ち 切る こと を 誓っ た こと に 関し て 下っ た 。 し か し この アー ヤ * が 下る と 、 ア ブ 
ー・ バ クル * は ア EEA Dy 彼 を 赦し 、 堆 い を 取り 消し た (アル ニブ ハ 
ー リ ー4141 参照 )。 尚 、 誓っ た こと を 撤回 (て っ か い ) する 際 の 罪滅ぼし に つい て は 、 


2 その よう な 醒 行 を 思い つく こと も な い ほ ど 、 


生 参 照 


3 この 


た 


m 


6 アッ ラ 


か れ が 少し た り と も 不 」 


5 


食卓 章 89 を 参照 。 


「 女 性 た ち 」 に 関し て は 、 ア ー ヤ *4 の 訳注 


つま り 、 現 世 と 来世 に お いて アッ ラー* の ど 慈 悲 
部 族 連合 章 57 


も 参照 


Ro 


(i 


垢 (むく) な 者 た ちの こと ( ム ヤ ッ サ ル 352 


: を 参照 。 
か ら 遠 ざけ られ る (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


夜 の 旅 章 97、 ヤ ー・ ス ィ ー ン 章 65、 詳 細 に され た 章 20 と それ ら の 訳注 も 参照 。 
ヨ 身 と 、 そ の お 約束 、 そ の ご 警告 、 そ の 他 か れ に よる 全て の も の は 真実 で あり 、 
E* を 行う こと な ど は な い (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


24. 御 光 章 724 っ うり も 


た ち に 相応 し い !。 それ ら の 者 た ち (善き 男 
女 ) は 、 彼 ら (悪し き 者 た ち ) の 言う こ 
か ら 無 線 で ある 。 彼 ら 善き 男女 ) に は お 


ゆる 


赦し と 、 (天国 で の ) 貴 い 糧 が ある 。 


27. 信仰 する 者 た ちよ 、 許 可 を 請 い 2、 そ の 住人 | GI 衝 9 と ko 
に 挨拶 する まで は 、 自 分 の 家 で も な い 家 に 和 人 I 
っ て は な ら な い *。 それ が あな た 方 に と っ て 、| egg: 人生 


より 善い こ と な の で ある 。 あな た 方 は (そう 
する こと に より ) 教訓 を 受け る で あろ う 。 


28. そ し て 、 も し あな た 方 が そこ に 誰 も 見 出さ Eg 
な けれ ば 、 あ な た 方 に 許可 が 出さ れる ま i 
で 、 そ こ に 人 っ て は な ら な い 。 ま た 、 も し pS 7 
あな た 方 た 「 お も 引き 取り 下さ い 」 と 言わ あれ | OS 
た ら 、 帰る の だ 。 それ が あな た 方 に と っ て 、 ー 
より 清 い こと 4 な の だ か ら 。 ア ッ ラ ー* は 、 
あな た 方 2 I 

29. 誰 も 住ん で お ら ず 、 そ の 中 に あな た 方 に | 交 G ee 


と っ て の 益 が ある 家 $ に 入っ て も 、 あ な た し Az i a 
方 に は 何 の 問 題 も な い 。 ア ッ ラ ー* は 、 あ @3 レプ SS つの 


= 


NM 


w 


on 選 


アル = テク ルト ウゥ ビー* に よれ ば 、 大 多数 の 学者 は ここ で の 「 女 性 」 を 「 言 葉 」 と 解釈 し て い 
る 。 つま り 、「 悪 し き 言 葉 は 悪し き 男 性 の た め の も の で あり 、 療 き 男性 は 善き 言葉 の た め の 
も の …」 と いう 意味 。 また 一 説 に は 、 そ れ は 文字 通り 「 女 性 」 を 意味 する (12:211 参照 )。 
善い 者 の 中 で も 最善 の 者 で ある 預言 者 * ム ハン マ ド * は 、 特 に 善い も の が 相応 (ふさ わ ) し 
い お 方 で ある 。 つま り 、 彼 の 妻 ア ー イ シャ * を けなす こと は 、 彼 自身 を けなす こと に 等 し い 

(アッ = テ サ アァ ディ ー563 頁 参 照 )。 

「 許 可 を 請う 」 と 訳し た 原語 は 「 イ ステ ィ ウ ナー ス (安心 を 求め る )」。 つ まり 「 あ な た 方 
に 対し て 、 住人 が 安心 する よう に せよ 」 と いう 意味 が 含ま れ て いる (イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 
18:197 参照 )。 
預言 者 * ム ハン マ ド * は 仰 (お っ し ゃ ) っ た 。「 三 回 (入室 の ) 許可 を 請う て も 許可 され な か 
っ た ら 、 引 き 返 す の だ 」( ア ル = テ ブ ハ ー リ ー6245 参照 )b。 ま た 、 こ う も 仰っ た 。「( 許 可 を 
請う 時 に は 、 こ う ) 言え 。『 あ な た 方 に 平安 を 。 入 っ て も よろ し いで すか ?』 と 」( ア ブー・ 
ダー ウー ド 5177 参照 )。 
アー ヤ *21「 清 く な る 」 の 訳注 を 参照 。 
旅行 者 な どの た め に 用 意 さ れ た 建物 な どの こと を 指す 、 と され る ( ム ヤ ッ サ ル 353 頁 参照 )。 


24. 御 光 章 725 っ うら を で も 
な た 方 が 雷 わ に する こと も 、 隠 すこ と も 
ご 存 知 で ある 。 

30. ( 避 言 者 * よ 、) 信仰 者 の 男 た ち に 、 彼ら の ot 
視線 の 一 部 を (見 る こと を 禁じ られ た 物事 | GK な の 


31. 


! か ら ) 低め 2、 そ の 陰部 を (禁じ られ た 物 
事 3 か ら ) 守る よう 、 言 え 。 そ れ が 彼ら に と 
っ て 、 より 清 い * こ と な の だ か ら 。 本 当 に ア 
ッ ラ ー* は 、 彼 ら が 成す こと に 通 暁 され て 
お られ る お 方 。 


また 、 信 仰 者 の 女 た ち に 、 彼 女 ら の 視線 の 
一 部 を (見 る こと を 禁じ られ た 物事 か ら ) 
低め 、 そ の 陰部 を (禁じ られ た 物事 か ら ) 
守り *、 現れ て し まう も の の 外 は 、 自分 た ち 
の 飾り を 圭 諾 わ に し な いよ うに 言う の だ 。 ま 
es 彼女 ら の スカ ー EC, その 胸元 まで き 
ちん と 矯 わせ よ 。 また 、 (隠さ れ た 部 位 に 
着け た ) 自分 た ちの 飾り 7 を 、 以下 の 者 以外 


= 


sl 


w 


た 


wn 


oo 


| 


つま り 非 合法 な 物事 や 、 恥 部 (アウ ラッ 、 
な どの こと 
預言 者 * は 仰 (お っ し ゃ ) っ た 。 「・ 
実に あな た に は 最初 の 視線 が 許さ れ て も 、 
ダー ウー ド 2149 参照 )。 尚 、 
込み の 際 な ど 、 
る と と が ある か ら 、 と され る 。 
れ ば な ら な い (アッ ニテ サ アァ ディー566 
つま り 禁 じ ら れ た 性 交 


ア 

アー ヤ *31 と その 訳注 を 参照 。 
と の 「 飾 り 」 と は 、 ア ンク レッ ト 、 腕輪 、 イ ヤリ ング 、 ネ ッ ク レ ス と いっ た 
の こと 。 そ し て ここ で の 意 B 
ウィ ー3:403 参照 )。「 現 れ て し まう も の 」 に は 、 
と いっ た 解釈 が ある が 、 


アッ テ サ アァ ディ ー566 真 参照 )。 
・( 非 


一 番 


視線 が 「 


参照 )。 


ュ 依 


ー ヤ *21「 清 く な る 」 の 訳注 を 参照 。 


渉 や 、 陰 部 を 見 られ た りす る こと か ら (前 掲 書 、 同 頁 


⑥S っ の ラー る に ズ 


rR ri SS 
I 6 を の a2 > ジ 
いた 2 EN 
a 5 らら 5 
5 i 5 
lo259 和 あの 2 
SL Ot っ 


分 の 心 を 虜 (と りこ ) に し そう な 現世 の 魅力 


合法 な も の を 見 て も 、) 視線 を 定め て は な ら な い 。 
の それ は 許さ れ な い の だ か ら 」( ア ブー・ 
一 部 」 と 表現 され て いる の に は 、 
場合 に よっ て は 、 普 段 は 禁じ られ て いる 物事 に 視線 を 定め る こと が 許さ れ 
一 方 、 貞 操 に 関し て は 、 い か な る 状況 に お いて も 守ら な け 


証言 や 結婚 の 申し 


参照)。 


「 隠 れ た 飾り 」 


は 、 そ れ ら を 着 / 


する 身体 的 部 位 の こと で ある (アル テバ ガ 
「 外 奏 (が いと う )」「 顔 と 両手 
イブ ン ・ カ スィ ー ル * は 後者 を 、 大 多数 の 学者 の 見 解 と し て いる 
(6:45 参照 )。 頻出 名 ・ 用 語 解 説 の 「 ア ウラ *」 も 参照 。 

この 「 飾 り 」 は 、 マ ハラ ム * に し か 見 せ て は な ら な い 「 隠 れ た 飾り 」 の こと (本 頁 の 訳注 5 参照 )。 


か ら 先 」 
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726 っ りゃ を 


32. 


に は 器 わ こし て は な ら な い : 自 


人 ( 夫 ) ら 。 自 分 た ちの 父親 ! た ち 


分 た ちの 主 | IDE eR 


o 自分 た 2 の! ン DB ) 2 


ちの 主人 の 父親 た ち 。 自 分 た ちの 子供 ? た の えー ィ NS 


ち 。 自 分 た ちの 主人 の 子供 た ち 。 


の 兄弟 た ち 。 自 分 た ちの 兄弟 の 
自分 た ちの 姉妹 の 子供 3 た ち 。 自 
同様 ) の 女性 * た ち 。 自分 た ちの 
する 者 た ち ( 必 衝 り 。 男性 の 内 、 
必要 と し な い ? お 付き の 者 た ち 。 


( ア ウラ に 関し て 無 知 な 男児 。 また 、 自 
分 た ち が 陣 し て (着け て ) い る 装飾 品 が ( 男 


た ち に ) 分 か る よう に と 、 自 分 
打ち 鳴ら し て は な ら な い 。 あ な 


する よう に 、 信 仰 者 た ちよ 、 皆 アッ ラー* 


に 悔 司 する の だ 。 
(信仰 者 た ちよ 、 自 分 の 後見 下 


分 た ち 
a ち し っ と 4 so 
分 た ちと | 
右手 が 所 有 

( 女 1 仁 を ) 
女性 の 恥 計 


) た ちの 足 を 
た 方 が 成功 


に ある ) あ Penola 


な た 方 の 内 の 独身 者 と 、 あな た 方 の 奴隷 * 8A し か ar っ b 


男 性 と 奴隷 * 女 1 隆 の 正しい 者 * た 
させ る が よい 。 も し 彼ら が 貧し 
ッ ラ ー* が その ど 買 人 ( 租 か ら ( 彼 


に な り 、) 彼ら を 豊か に し て 下さ る 。 ア 


ラー* は 、 広 量 な * お 方 、 全 知 者 
の だ か ら 。 


= 


I} 


wn 


こと で の 「 父 親 」 に は 、 祖父 な ど 、 父方 ・ 
自分 た ちの 主人 の 父親 」 も 同様 (アル = クル トゥ ビー12:232 参照 )。 


を OE A 
く て も 、 
NN 


BY る 


母方 の 男性 尊属 (そん ぞ く ) も 含ま れる と され る 。 


ここ で の 「 子 供 」 に は 、 孫 な ど 、 息子 ・ 娘 いずれ の 男性 卑 届 ( ひ ぞ く ) も 含ま れる と され る 。 
この アー ヤ \* 内 の 外 の 「 子 供 」 も 、 全 て 同様 (前 掲 書 12:232-233 参照 )。 


「 


され る 。 ま た 、 
り 」 を 見 せ て も よい と され る が 、 


女 ! 
去勢 され た 者 、 性 


12:234 参照 )。 
「 正 し い 」 に は 、 宗 教 的 な 正 し さ の 外 、 結 婚 す る に 適当 な 、 と いう 意味 も 含ま れ 得 る ( ア 


4 


テ サ アァ ディ ー567 頁 参照 )。 


自分 た ちの 兄弟 ・ 姉 妹 の 子供 」 と いう 言葉 に は 、 そ の 男 親 で ある 叔 ( 伯 ) 父 も 含ま れる と 
授乳 に よっ て 出来 た 親族 関係 (婦人 章 21 を 参照 ) の 男性 も 、「 隊 さ れ た 人 和 飾 
ここ で は 言及 され て いな い (前 掲 書 12: 233 参照)。 


仁 一 般 、 あ る い は ムスリム * 女 性 の こと (アッ ニー サ ァ デ ィ ー566 頁 参照 )。 
欲 の な い 者 、 老 人 な ど 、 女 性 に 関心 の な い 男 性 (アル = クル トゥ ビー 
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っ いら めも 


33. また 、 結婚 (の 費用 ) を 見 出せ な い 者 た ち は 、 


アッ ラー* が その ど 族 裾 か ら (彼ら に お 恵み 
に な り ) 、 彼ら を 豊か に し て 下さ る まで 、 慎 
まし く あ れ !。 ま た 、 あ な た 方 の 右手 が 所 有 
する も の (奴隷 つの 内 、( 自 ら を 解放 する 契約 
の ) 書 を 交わ すこ と を 望む 者 た ちと は 、 書 
を 交わ し て や る が よい 。 も し 、 あな た 方 が 令 
ら に 普 き も の * を 見 出し た の で あれ ば 、 だ が 。 
そし て あな た 方 は 、 ア ッ ラー* が 自分 た ち に 
i 
えて や る の だ *。 また 、 現世 的 利益 * を 求め て 、 
自分 た ちの ( 奴 博 ") 女性 に 売春 を 無理 強い 
し て は な ら な い 。 も し 、 彼 女 ら が 貞 節 さ を 望 
お な ら ば "、 で ある 。 そ し て 彼女 ら に (売春 
を ) 無理 強い する 者 は 誰 で も (、 そ の 罪 を 負 
う の は 彼 自 身 で あり 、 彼 女 ら は 散 され よう ) 、 
本 当 に アッ ラー* は 彼女 ら へ の 無理 強い の 後 
で も 、 赦 し 深い お 方 、 慈 愛 深い * ね お 方 で あら 


ENING DB 
ed 5 A り 代 5 


(の ( 


ed ESS SE 
* rs 
9 

< ld 
OI ERR 


で 


れる の だ か ら 。 


= 


IN) 


の 


た 


131 


イブ ン ・ カ スイ ィ イール * に よれ ば 、 


この アー ヤ * は 婦人 草 25 より も 優先 され る (6:52 参照)。 
預言 者 * は 仰 (お っ し ゃ ) っ た 。 「( 結 婚 の ) 必要 条件 が 揃 
と いう の も それ こそ は 視線 を より 低め させ 、 


(そろ ) っ て いる 者 は 、 結婚 せよ 。 
真 操 を より 守ら せる も の で ある か ら 。 そ し て 


(それ が ) 出来 な い 者 は 、 斎 戒 * せ よ 。 と いう の も 実に それ は 、 彼 に と っ て の 性 欲 の 抑制 な 
の だ か ら 」( ア ル = テ ブ ハ ー リ ー1905 参照 )。 


つま り 、 一 定 の 人 金額 を 分 割 し て 支払 うこ と 


条件 に 、 主人 が その 奴隷 * を 解放 する と いう 契 


約 の こと (アル テク ルト ッ ゥ ビー12:244 参照 )。 一 括 払 いで よい と も され る (クウ ェ イ ト 法 


学 大 全 38.362)。 
この 「 療 きも の 」 は 、 


分 別 、 稼 (かせ) ぐ 力 、 宗教 的 な 正 し さ の こと ( ム ヤ ッ サ ル 354 


大 多数 の 学者 は 、 こ れ を 、 奴隷 * の 主人 が 解放 の た め の 金 額 を 減額 し て や る こと の 命令 で あ 


る と し て いる 。 減額 後に 
れる 。 また 一 


ィ ー4:186 参照 )。 


一 説 に 、 


参照 )。 


も 、 更 に 経済 的 援助 を 与え る こと は 推奨 され る 行為 と さ 
説 に は 、 こ れ は 主人 だ け で は な く ム スリ ム *\ 一 般 へ の 命令 (アル テバ イダ ー ウ 


「 利 益 ]」 と は 、 そ れ に よっ て 得 ら れる 報酬 や 子供 の こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:56 参照 )。 


これ は 、 こ の よう な 場合 の 
いな けれ ば 、 女 通 を 舞 


* 型 的 状況 を 表し て いる だ け で あり 、 
理 強 いし て よい と いう 


彼女 ら が 貞 節 さ を 望ん で 
こと で は な い (前 掲 書 、 同 真 参照 )。 
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デ りら も 


34. われ ら * は 確 


35. 


か に 、 あな た 方 に 解明 の 御 竹 
と 、 あな た 方 以前 に 滅び 去っ た 者 た ちの 
例え と 、 敬 虚 * な 者 た ち へ の 訓 戚 を 下 し た 
の だ 。 


ひか り 


アッ ラー* は 、 諸 天 と 大 地 の 御 光 !。 その 御 光 
2 は 灯火 の ある 壁 苑 の よう 。 その 灯 
火 は 、 ガラ ス の 中 に ある 。 その ガラ ス は 、 . あ 
た か も 真珠 の 惑星 の よう で ある 。( そ の 灯火 
は ) 東方 の も の で も な く 西 方 の も の で も な い 
A ー ブ の 祝福 あふ れ た 木 (の 油 ) に よ 
っ て 灯 さ れる 。 その 油 は 、 火 が まだ つい て い 
な く て も 、 (その 入 め き ゆ え に ) 照ら し 出さ 
ん ば か り 。 光 の 上 に 、 ( 更 な る ) 光 *。 4 
ラー* は 、 か れ が お 望み の 者 を 、 ご "自身 の 御 光 
へ と 導 か れる 。 そし て アッ ラー* は 、 人 々 に 
数 々 の 壁 え を 挙げ られ る の だ 。 アッ ラー* は 、 
全て の こと を ご 存 知 で ある 。5 


= 


ois oN ogie 
atii 
a ir 
DI dt 
3 PE 22 し とう 6S 
a Fa A GE 
DEE DS EN 


アッ ラー* は 天地 の 全て を 司 (つか さ ど ) り 、 そ こ に 存在 する も の を 各々 の 利 へ と 導 か れる 
光 で ある 。 か れ を 包む 徐 い は 光 で あり 、 天 地 と そこ に ある も の 全て は 、 そ こ か ら の 光 を 浴 


びる 。 そ し て か れ の 書 (クル アー 
閣 が 覆い 重なる ば か りな の だ ( ム ヤ ッ サ ル 354 


これ は 、 アッラー* が ご 


ー ン * の こと で ある と も 言わ れる (前 掲 書 、 
午前 に だ け 太 陽 の 光 を 浴び る 東端 の 木 で も 、 


一 日 中 その 光 を 浴び る 、 


参照 )。 


ン や と 導き も また 、 


参照 )。 


光 で ある 。 か れ の 御 光 な くし て は 、 


身 へ と お 導き に な る 光 。 それ は 信仰 者 の 心 の 中 の 、 信 仰 心 と クル 


同 真 参照 )。 


火 に よる 更 な る 光 が 加 えら れる 様子 (前掲 書 、 同 頁 


この 描写 は 、 信 仰 者 の 状態 に つい て の た と え で ある と され 


混じり 気 の な い オ リー ブ ? 
準備 され た も の で ある 。 そ れ で そこ に 知識 と 信仰 が 洛 
点火 され る よう に 、 彼 の 心 に 燃え 上 が る 。 彼 の 心 は 悪い 意図 と 、 ア ッ ラ ー* に つい て の 誤解 


か ら 和 無縁 で ある 。 そ こ に 信仰 が 名 われ ば 、 そ れ は 不純 物 か ら の 純粋 さゆ え に 、 


の よう に 純粋 で 、 ア 


し 出す 。 そ れ は 真珠 の ガラ ス の よう で あり 、 


午後 に だ け そ れ を 浴び る 西端 の 木 で も な く 、 
中 央 に 位置 し た 木 の こ と と され る (前 掲 書 、 
油 そ の も の の 輝 (か が や ) き の 上 に 、 


同 真 参照 )。 


る 。 つ まり 彼 の 生来 の 天性 は 、 


ッ ラ ー* の 教え と それ に 沿っ た 行い の た め に 


E ぎ 込ま れる と 、 その 光 は 灯火 の 芯 に 


こう し て 彼 に は 天性 の 光 、 
光 、 知 の 純粋 さ が 結 集 さ れ 、 光 の 上 に 光 が 加 えら れる (アッ = ニ サ アァ ディ ー568 


明る く 照 ら 
信仰 の 光 、 知 識 の 
参照 )。 


ュ グ 
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36. 


37. 


38. 


39. 


ア ッ ラ ー" カ 、 (それ が ) 高め られ る こと と 、 
か れ の 件 名 が 中 倒さ れる と と を で ど 命 命じ に 
な っ た 館 ' の で 、 朝 に に 、 そ こと で か れ 
era 


(余り の 恐怖 ゆえ に ) 心 と 眼 が 頻 り に 
反転 する (復活 の ) その 日 の こと を 居れ 、 


ね ん い じゅ ん し ゅ じょう ざい 


アッ ラー* の 唱 念 や 礼 排 の 遵守 *、 浄 財 * 


き 


き ょ し ゅ 


の 拠出 を そっ ちの け に し て 商売 や 売買 
に 勤しむ こと の な い 男 た ち が (、 称え る 
の で ある ) 。 


その 結果 ア ッ ラ ー* は 、 彼ら の 行っ た 最善 の 
も の に お 報い に な り 、 、 そ の で 貞 穴 か ら 彼 らち 
に (更に ) 上 乗せ し 給 う 。 ア ッ ラ ー* は お 望 
み の 者 に 、 際 限 な く お 恵 み に な る の だ 。 


不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち 、 その 行い は (た 
と え 善行 を 意図 し て いた と し て も ) 、 内 が 
か ら か ら に 渦 い た 者 が 水 と 思い 込む 、 
広 漠 な 大 地 の 大 気 楼 の よう な も の 。 や が 
て そこ に や っ て 来れ ば 、 そこ に 何 も 見 出 
すこ と は な い $% そし て そこ と *#* で ア 4 
を 見 出し 、 か れ は その ( 了 い の ) 清算 を 
彼 に 全う な され る 。 ア ッ ラ ー は 即座 に 計 
算 さ れる * お 方 。 


ュー 


の 名 が 念じ られ る こと な どか ら 


と の 「 館 」 は 、 マ スジ ド * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 354 頁 参 照 )。 
は 、 建 築 物 と し て の 物質 的 な 高 さ を 始め 、 汚 れ 、 害 悪 、 不 信仰 、 戯れ ご と 、 
遠ざけ られ る と いう 、 抽 象 的 な 意味 で の 崇高 


(アッ = テ サ アァ ディ ー569 参照 )。 


EEDA RII, 


oN Eb RAY 
@ >2% a の 


ER oe Ee] 


i 


2 


1 の 前 a 
村人 | ey 
@ CA 


高め られ 」 た と いう こと に 
アッ ラー* 以 外 
さも 含み 得る 


2 大 半 の 解釈 学者 は 、 こ の 「 称 える *」 を 「 義 務 の 礼拝 」 と し て いる (アッ ー シ ャ ウ カ ー ニ ー 
4:48 参照 ) o 


w 


この アー ヤ * は 、 不信 仰 者 * の 行い が 実 を 結ぶ こと が な いこ と の た と え 。 同様 の アー ヤ * と し 


て 、 雌 牛 章 264、 イ ムラ ー ン 家 章 117、 イ ブラ ー ヒ ー ム * 章 18、 識 別 章 23 も 参照 。 


4 復活 の 


* の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 355 真 参照 )。 


24. 御 光 章 


730 


っ らら - も 


40. あ る い は (不信 仰 者 * の 行い は 、) 深い 海 


41. 


42. また 、 ア 


の 聞 の よう 。 それ を 波 が 狂い 、 その 上 に は 
別 の 波 が 、 そ し て その 上 に は 雲 が 軍 な る 。 
(それ は ) 互い に 重なり 合う 間 。 自分 の 手 
i それ は ほとん ど 見 えな 

5 そし て ア ッ ラ ー* が 光 を 授け て 下さ ら 
A ま PDO 
も な い の だ 。! 


(使徒 * よ 、) 一 体 あな た は 、 諸 天 と 大 地 
に いる 全て の 者 と 、 羽 を 広げ (つつ 飛 ? 行 す ) 
る 鳥 が 、 ア ッ ラー* を 称え * る の を 知ら な い 
の か ? 全て の 者 は 確か に 、 自 分 } の 礼拝 と 
称え * 方 を 知っ て いる の だ 2。 アッ ラー* は 、 
彼ら の する こと を 全て ご 存 知 な お 方 な の 
で ある 。 


ッ ラ ー* に こそ 、 諸 天 と 大 地 の 王権 
が 属す る 。 そし て アッ ラー* に こそ 、 帰り 先 
が ある の だ 。 


. 一体 あな た は 、 アッ ラー* が 雲 を 追い や り 、 

それ か ら そ れ ら を 接ぎ 合わ せ 、 その 後に そ 
れ を 積 雲 と され る の を 見 な い の か ? そし 
て あな た は 、 雨 が その 間 か ら (降っ て ) 出 


ンダ タッ ンタ 


ER EIS 

3 0 ZEA 
i Fe En' 

1 


oxN の > A た 3 
ES \ Sad 


スン タン 一 < 


⑧。 oe 2 3 う 


ン ン タン 


oN 
OS 


レン イフ ネル レン RE 


i ES 
EE SIGE 
na dN sd 
CG IY 


て くる の を 見 る 。 ま た か れ は 、 空 か ら 、 そ RR 
こ に ある 山々 (の よう な 大 き な 雲 ) か ら tn 
1 一 説 に 、 こ の 「 間 」 は 不信 仰 者 * の 行い 、 深い 海 は その 心 を 指し て お り 、 それ が 無知 、 疑念 、 


NM 


* 方 や 礼 提 
方 を 知っ て いる 」 と いう 
夜 の 旅 章 44、 


本 


っ て 信仰 と いう 光 を 
7、 家 畜 章 50、 雷 鳴 章 16、 フ 
全て の 者 は 、 人 間 や ジン * の よう に 使徒 * を 介する に せよ 、 そ れ 以 外 の 被 
自分 た ち に 相応 (ふさ わ ) し い 


惑 と いう 波 に 覆 わ れ 、 罪 の 汚れ 、 


ド * 章 20、24、 


ー* か ら 示 唆 (し さ ) され て そう する に せよ 、 


意味 に も 解釈 可 


巡礼 * 章 18 と その 訳注 も 参照 。 


E の 仕方 を 知っ て いる 。 あ る い は 、「 ア ッ ラ ー* は 確か に 、 
能 ( ア ッ = ニ サ ァ ディ ー570 頁 参照)。 蜜 蜂 章 48-49、 


封印 と いう 雲 で 包ま れ て いる 。 つ まり 、 そ の 心眼 に よ 
に する こと が 出来 な い (アル テク ルト ゥ ビー12.:285 参照 )。 雌牛 章 
巡礼 * 章 46 と その 訳注 も 参照 。 


造物 の よう に アッ 
で の 称え 
全て の 者 の 礼拝 と 称え * 


24. 御 光 章 731 っ うり も 


填 を 下さ れる 。 それ で か れ は 、 か れ が お 望 
み の 者 に それ を 命中 させ 、 か れ が お 望み の 
者 か ら それ を 逸 ちせ 給 う の だ 。 その 稲光 の 
関 光 は 、 視 力 を 奪わ ん ば か り で ある 。 


44. アッ ラー* は 夜 と 昼 を 、 変転 させ られ る 。 本 SG NLS 
当 に そこ に は まさ し く 、 研 眼 を 有する 者 た @ aio N 
ち へ の 教示 が ある の だ 。 


45. ま た アッ ラー* は 、 水 か ら 地上 を 歩く 全て の | 落 S あ る 85 先 孝 

生物 を お 創り に な っ た !。 それ で その 中 に は 
腹 ば い に 歩 くも の も いれ ば 、 二 本 の 足 で 歩 
くも の も あり 、 四 本 ( 足 ) で 歩く も の も い 
る 。 アッ ラー* は 、 か れ が お 望み に な る も の 
を お 創り に な る ?。 本 当 に アッ ラー* は 、 全 
て の こと が お 出来 に な る お 方 な の だ か ら 。 

46. わ れ ら * は 確か に 、( 真 理 を ) 解明 する 御 徴 | crg23b と 5 うと ci 
を 下 し た 。 そし て アッ ラー* は 、 か れ が お 望 DA 
み に な る 者 を 、 ま っ すぐ な 道 (イス ラー ム : 
りう へ と お 導き に な る 。 


47. 彼ら ( 偽 信 者 * た ち ) は 言う 。「 私 た ち は 、 RP Pr 


" ッ ラ ー* と 使徒 * (ムハンマド や を 信じ SE 
従い まし た 」。 それ か ら 彼 ら の 内 の 一 派 は A 


その 後 、 (信仰 か ら ) 立ち 去っ て し まう の 
だ 。 そ れ ら の 者 た ち は 、 信 仰 者 で は な い 。 


48. ま た (使徒 ムハンマド * が 、 彼ら の 争い に RII A LHDHY 
お いて ) 彼ら の 間 を 裁く た め 、 彼 ら が アッ の 5 る 2 る 6 
ラー* と その 使徒 * へ と 折 か れる と と が あれ - 
ば 、 ど う で あろ うか 、 彼 ら の 内 の 一 派 は 背 
を 向け る の だ 。 


預言 者 * た ち 章 30 の 訳注 も 参照 。 

基本 的 な 構成 要素 は 同じ な が ら も 、 腹 ば い に 進 む 蛇 や 、 二 足 歩行 する 人 間 、 四 足 歩行 する 
動物 の 類 な ど 、 様々 な 形態 の 生物 を アッ ラー* が お 創り に な っ た こと は 、 その ご 意志 の 達成 
力 と 御 力 の ほど を 示す 証拠 の 一 つ で ある (アッ = テ サ アァ ディ ー571 頁 参 照 )。 


= 


NN】 


24. 御 光 章 732 っ うり も 


49。 そ し て (イス ラー ム * の 裁決 に お いて 、) 彼 | @2ee32 居 区 絡 記 る 
ら に (その 私 欲 に 適う ) 権利 が あれ ば !、 彼 
ら は 彼 (預言 者 ) の と ころ に 素直 に や っ て 
来る 。 


50. 一体 、 後 ら の 心 の 内 に は 、 病 が ある の か ? G4 
いや 、 彼 ら は ( ム ハ ン マ ド * の 預言 者 * 性 に 0 
つい て 、 ) 疑 華 を 抱い て いる の か ? Me、 

アッ ラー* と その 使徒 * が 、 彼ら を 不当 に 裁 
| と 頂 れ て いる の か ? いや 、 そ れ ら の 者 
た ちと こそ 、 不 正 * 者 な の で ある 。 


51. ア ッ ラ ー* と その 使徒 "の も と へ と 、 、 彼 (使徒 FR a I 
*) が 上 自 2 分 た ちの 間 を 裁く た め に 招 か れ た の に 2 つっ ルーツ 
時 、 信 仰 者 た ちの (言う べき ) 言葉 と は 、 a 


「 私 た ち は 聞 き 、 従い まし た 」 と 言う こと 
に 外 な ら な い 。 それ ら の 者 た ちこ そ は 、 成 


功 者 な の で ある 。 
52。 そ し て 誰 で あろ うと 、 ア ッ ラー* と その 使徒 | 5540 の 和 20 選 の 
* に 従い 、 ア ッ ラ ー* を 恐 が り 、 か れ を 思 れ * oe YOM 


る 者 、 i こそ は 勝利 者 な の だ 。 


53. また 彼ら ( 偽 信 者 * た ち ) は 、 も し も あな た NP 
が 彼ら に 命じ た ら 必 ず や 出征 する と 、 中 も すら らし 
起 に な っ て ア ッ ラ ー* に か け て 警 っ た 。 る EA 
(使徒 * よ 、 ) 言っ て や れ 。 「 坂 う の で は な 
い 。 (あな た 方 の ) 服従 は 、 知れ た こと な 
の だ か ら 3。 本 当 に ア ッ ラ ー* は 、 あ な た 方 
が 行う こと に 通 暁 され て いる 」。 


1 つま り 、 イス ラー ム * に よる 裁決 に 満足 し て いる わけ で は な い が 、 そ れ が 彼ら の 私 欲 と 一 致 
する と 判断 すれ ば 、 と いう こと (アッ テニ サ ァ ディ ー57 頁 参 照 )。 

2 つま り 、 偽 の 信仰 と いう 病 ( ム ヤ ッ サ ル 356 頁 参 照 )。 

3 つま り 、 口先 だ け の 誓い で ある こと が 分 か っ て いる 、 と いう こと (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 あ 
る い は 、 「( 故 約 は よい か ら 、) よき 服従 を (せよ )」 と いう 意味 (アル テク ルト ゥ ビー12:296 
参照 )。 同 様 の アー ヤ * と し て 、 悔 悟 剖 96、 集 合 章 11-12、 偽 信者 * た ち 章 2 も 参照 。 


24. 御 光 章 733 っ 

54. (使徒 * よ 、) 言え 。「 ア ッ ラ ー* に 従い 、 RS 
使徒 * に 従え 」 。 も し 、 あな た 方 が 背 を 向 
け て も ( 間 題 は な い ) 、 彼 (使徒 ” に は 彼 NE 2 る 5 
に 課さ れ た も の が あり 、 あな た 方 に は あな る 
た 方 に 課せ られ た も の ! が ある だ け な の だ Ne 
か ら 。 そし て も し 、 役 に 従う の な ら 、 あな 
た 方 は 導 か れ よ う 。 使徒 * の 義務 は 、 (啓示 
の ) 明白 な る 伝達 に 外 な ら な い 。 

55. アッ ラー* は 、 あな た 方 の 内 の 信仰 し 、 正 し た 。 
い 行 い * を 行う 者 た ち に 、 ( こ う ) 約束 され Nd 
た か れ は それ 以前 の 者 た ち を 継承 者 ? と EE 
St EE | doi 

と 必 \ れ が 彼ら に 対し て ご ii 

満悦 な され る その 宗教 (イス ラー ムツ を 、 Ca りあ 
彼ら の た め に 確立 し て 下さ ゅ 、 彼ら (の 状 3 
況 ) を その 恐怖 の 後に 、 妥 当 へ と 替え て 下 ORI 
さる 、 と 。 彼ら は われ 3 を 崇拝 * し 、 われ に 
何 も 並 べ な い 。 そ し て その 後に 及 ん で 不信 
介 に 陥る 者 、 それ ら の 者 た ちこ そ は 放 間 
な 者 で ある 。 

66 し 浄 財 * を 支払 い 、 使 徒 *( ム | Abbey2NUA 
ハン マ ド り に 従う の だ 。 あな た 方 が ご 慈悲 の 5 が 420 


を 授かる よう フ に 。 


1 


いい 】 


の 


と は 、 そ れ に 従う 


と こと で アッ ラー* が 、 第 三人称 か ら 第 一 人 称 に 突如 変わ っ て いる が 、 この ア 
食卓 章 12「 わ れ ら *」 の 訳注 を 参照 。 


ッ ラ ー* は 、 まだ ムスリム * た ち が 地 上 の 継承 者 と も な っ て は お ら ず 、 イス ラー ム * と その 


| 


ア 


「 使 徒 * に 課せ られ た も の 」 と は 、 
と と ( ム ヤ NE 参 


「 継 承 者 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 30 の 訳注 を 参照 。 


照 )。 


和 辞 法 に つい て は 、 


アッ ラー* の 教え の 伝達 。・「 あ な た 方 に 課せ られ た も の 」 


ア 語 独特 の 


t 同 体 が 確立 し て いな い 時 期 に 、 こ の よう な 約束 を され た 。 そし て 信仰 と 正しい 行い * に 励 


ん だ ムスリム * た ち は 、 東西 の 国々 と 民 を 統治 下 に 入れ 、 完全 な る 安全 と 確立 を 獲得 し た の 


で ある (アッ = テ サ ァ デ ィ ー573 


生 参 照 ) 


ュ グ 


o 


24. 御 光 章 734 っ うり も 
. 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち が 、 地 上 に お いて Nao ペー スン の 
( ア ッ ラ ー* の 懲罰 か ら ) 逃れ られ る 者 だ る 22325 地 VOTIW 
な ど と 、 決 し て 考え て は な ら な い 。 そし て 、 
彼ら の 住処 は 業火 な の だ 。 そ の 行き 先 は 、 
何と 実に 柄 悪 な こと か 。 

58. 信仰 する 者 た ちよ 、 あ な た 方 の 石手 が 所 有 A le 
する も の ( 奴 隷 り と 、 あ な た 方 の 内 、 まだ A IE 
精通 を 見 て いな い 者 ! た ち (が 、 あな た 方 の ルン あみ あら 
と ころ に 人 室 する 際 ) に は 、 あ な た 方 に 対 EIC つべ を プン ン 」 ラン そ 
し て 三 度 許 し を 請 わ せよ 。 フ ァ ジ ュ ル * の ララ テン レレ 
礼拝 の 前 と 、 あ な た 方 が ( 尽 寝 の た め ) 自 な ze 
分 た ちの 衣服 を 脱ぐ 真昼 の 折 と 、 イ シャ ー ウン rg 

ゥ * の 礼拝 の 後 。 (これ は ) あな た 方 に と っ OK 
て の 、 三 つの アウ ラ * (が 現れ る 時 間 帯 ) 2 で |  @ た schDoo3 じ を っ 
ある 。 そ れ ら (の 時 間 帯 ) 以外 は 、 あ な た 
方 に と っ て も 、 彼ら に と っ て も 、 (許可 な 
く 入 室 す る こと に ) お 符 め は な い 。 (彼ら 
は あな た 方 の 世話 の た め 、) あな た 方 を 引 
っ 切り な し に 行き 来 す る 者 た ち で 、 あ な た 
方 は 互い に 行き 来 す る の だ か ら 。 こ の よう 
に アッ ラー* は 、 あ な た 方 に 御 徴 を 明らか 
に され る 。 アッ ラー* は 全 知 者 、 英知 ちあ ちふれ 
td 

59、 ま た 、 あ な た 方 の 子供 た ち が 精 通 を 見 た ら 49 を JO 
3、 彼 ら 以 前 の 者 た ち が 許可 を 請う た よう | Mo CE 
に 、 (入室 の 際 に は 常に ) 許可 を 請 わ せよ 。 時 NE 

1 つま り 民 の 未成 年 の こと 。 「 精 通 」 の み が 言 及 さ れ て いる の は 、 それ が 成人 * の 徴候 ( ち 


ょ うと こう) の 中 で も 最 


いずれ も 、 人 が 通常 の 衣服 を 着 
参照 )。 


ヤ *58「 精 通 を 見 て いな い 者 た ち 」 に つい て の 訳注 も 参照 。 
アー ヤ *27 に て 、 既 に 言及 され て い 


I 


3 ア 


た 


「 彼 ら 以 前 の 者 た ち 」 と は 、 大 人 の こと 。 あ る い は 、 


肥大 の も の で ある た め (アル = バイ ダー ウィ ー4:199 参照)。 


し て いな い 状 態 に ある 


時 間 帯 (アッ = サ ァ ディ ー573 頁 


る 者 た ちの こと 、 と され る (アル = カー スィ ミー12:4548 参照 )。 


24. 御 光 章 


735 っ りゃ を 


この よう に アッ ラー* は 、 あ な た 方 に その 件 
徴 を 明らか に され る 。 アッ ラー* は 全 知 者 、 
英知 あふ れる * お 方 。 


60. また 女性 た ちの 内 で 、 結婚 を 望ま な い 、 退 


いた 者 ! た ち 、 彼 女 ちら は 装 秘 品 で これ 見 よ 
が し に 飾り 立て な いよ うに し つつ 、 ( 非 マ 
ハラ ム * の 前 で ) その ( 外 ) 衣 を 外し て も 間 
題 は な い 。 そ し て ( 非 マ ハラ ム の 前 で も 外 
衣 を 脱が ず 、) 慎 ま し く あ る の が 、 彼 女 ら 
に と っ て より 善 いこ と 。 ア ッ ラ ー* は よく お 
聞き に な る お 方 、 全 知 者 で あら れる 。 


61. (自分 の 能力 以上 の 義務 を 果たせ な く て 


も 、) 視覚 に 障害 ある 者 に 罪 は な く 、 足 
が 不 自由 な 者 に も 罪 は な く 、 病人 に も 罪 
は な い 2。 ま た (信仰 者 た ちよ ) 、 あ な た 
方 が (以下 の 場所 で ) 食べ て も 、 問 題 は 
な い ? : あな た 方 の (妻子 が いる ) 家 。 あ 
な た 方 の 父親 た ちの 家 。 あ な た 方 の 母親 
た ちの 家 。 あ な た 方 の 兄弟 た ちの 家 。 あ 
な た 方 の 姉妹 た ちの 家 。 あ な た 方 の 父方 
の 叔 ( 伯 ) 父 た ちの 家 。 あ な た 方 の 父方 
の 彼 (件) 母 た ちの 家 。 あな た 方 の 母方 
の 叔 人) 3 父 た ちの 家 。 あな た 方 の 母方 
の 叔 ( 伯 ) 母 た ちの 家 。 あな た 方 が その 鐘 
を 所 有 し て いる も の #*。 あ な た 方 の 友人 


= 


tv 


w 


に 


つま り 、 高 齢 ゆえ に 諸々 の 行動 や 、 出産 ・ 月 経 な どの 諸 』 


クル トゥ ビー12:309 参照 )。 
例え ば 、 出征 の 義務 な ど 。 また 一 説 に は 、 こ の アー ヤ * 


ンー ラー っ ラス ンー の 
と を 


00 


ンタ ーー の 


0 

を ゆあ を ンー 
DF 2 と 3 
os i * つめ 
に りさ と っ 


っ ルン dg 0 ュー 
lA 3 SE 
A | 


NIH ED 


冒 か ら 「 退 いた 者 」 の こと (アル = 


で 言及 され て いる 場所 で 食事 を 共に 


する こと に 関し て 、 罪 は な い 、 と いう こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:84-85 参照 )。 
た だ し 、 言 葉 、 あ る い は 慣習 的 な 意味 に お いて 、 先 方 か ら の 許可 が ある と 見 な され た 場合 


に 限る (アッ = サ ァ ディ ー575 頁 参 照 )。 


つま り 、 そ の 所 有 者 の 不在 中 、 管 理 を 任 さ れ た 家 な どの こと ( ム ヤ ッ サ ル 358 頁 参 照 )。 


24. 御 光 章 736 っ の も 
(の 家 ) 。 あ な た 方 が 全員 で 、 あ る い は る る 
別々 に 食べ て も 、 問 題 は な い !。 そ し て あ 
な た 方 が 家 に 入っ た ら 、 あ な た 方 自身 2 
に 、 ア ッ ラ ー* の 御 許 か ら の 祝福 に あふ れ 
時 Rh 挨拶 せよ 。 この よ 
うに アッ ラー* は 、 あな た 方 が 分 別 す る よ 
うに と 、 あ な た 方 に 御 徴 を 明らか に され 
る の だ 。 

62. 信仰 者 た ちち と は 、 ア ッ ラ ー* と その 使徒 * | の kc so 
を 信じ る 者 た ち に 外 な ら な い 。 そ し て 彼 Je I EY 
ら は 、 集 まり 事 * 々 に お いて 彼 (使徒 9 と | る 3 
共に ある 時 に は 、 彼 に 許可 を 請う まで 、 の の の 
(その 場 を ) 立ち 去ら な い の で ある 。 本 の 凍 
当 に 、 あ な た に 許し を 請う 者 た ち 、 そ れ 5 彰 半 当 
ら の 者 た ち が ア ッ ラ ー* と その 使徒 * を 信 IN AO0D 
じ る 者 た ちな の だ か ら 。 そ れ で 彼ら が 、 ウッ 
彼ら の 何ら か の 用 事 ゆえ に 、 あな た に ( 退 
出 の ) 許可 を 請う た 時 に は 、 彼 ら の 内 の 
あな た が 望む 者 に 許可 を 与え 、 彼 ら の た 
め ア ッ ラー* に 赦し を う て や れ 。 本 当 に 
アッ ラー* は 赦し 深い お 方 、 慈愛 深い * お 
方 な の だ か ら 。 

1 いずれ も 合法 で は ある が 、 よ り 徳 が 多い の は 共に 食す る こと (アッ テニ サ ァ ディ ー575 頁 参 


照 )。 一 説 に ジャ ー ヒ リー ヤ \* で は 、 


一 人 で 食事 する こと を 忌 ( い ) み 嫌 う 者 た ちがい た 。 


また ムスリム * の 中 に は 、 他人 に 食事 を ご 馳走 に な る こと を 恥じ た 者 も いた と され る (イブ 
ン ・ カ スィ ー ル 6:86 参照 )。 


IS) 


ムスリム * は 一 


心 同体 で あら る こと か ら 、 こ 


され て いる (アッ = テ サ ァ デ ィ ー575 頁 参 照 )。 


w 


し 無人 の 家 だ っ た ら 、 
り ま す よ う 」( ム ヤッ サル 3 


ムスリム * の 福利 に 関わ る こと で 、 預言 者 * が 彼ら を 集め た 場 の こと (前掲 書 359 真 参照)。 


た 


「 あ な た 方 に 平安 と 、 


2 の 
こう 言う 。「 私 た ちと 、 
8 真 参照 )。 


ラー* の ご 慈悲 と 、 か れ の 祝福 が あり ます よう 」 と し 
p アッ ラー* の 正しい し も べた ち に 、 


こ で は 他 の ムスリム * が 「 あ な た 方 自身 」 と 表現 


ヽ う 挨拶 。 も 
平安 が あ 


24. 御 光 章 737 sy tt 
63. (信仰 者 た ちよ 、) あな た 方 の 間 に お ける BC が IP ビス ドビン 
合 徒 * の 呼び か け を 、 あ な た 方 の 互い に 対す る 避 誠 る く 5 


64. 


る 呼び か け の よう に する の で は な い !。 ア 、 

ラー+ は 、 あ な た 方 の も と か ら ( 計 可 も な 
く ) 、 こ そこ そ 隠 れ 合 いな が ら 出 て 行く 者 
た ちの こと を 、 確 か に ご存知 な の だ 。 な ら 
ば 、 彼 (使徒 * 人 ムハンマド? の 命令 に 違反 す 
る 者 た ち は 、 彼 ら に 試練 が 襲い か か る こと 
を 、 あ る い は 彼ら に 痛ま し い 懲罰 が 降り か 
か る こと を 用 心 せ よ 。 


本 当 に ア ッ ラ フー" に こそ 、 諸 天 と 大 地 に あ 
る も の は 属す る の で は な いか 。 か れ は 、 
あな た 方 の 状況 を 確か に ご 存 知 に な っ て 
お られ る の だ 。 そ し て 彼ら が 、 か れ の 御 許 
に 戻さ れ 、 か れ が 彼ら に 、 彼 ら が 行っ た 
こと に つい て お 告げ に な る (復活 の ) 日 * 
も 。 アッラー*\ は 全て の こと を ご ど ご存知 の お 
方 な の だ か ら 。 


1 使徒 * が 呼び か けた ら 、 ム スリ ム * は それ に 応え な けれ ば な ら な い 。 
* を 「 ム ハン マ ド *」 と 呼び 捨て に する の で は な く 、 敬 意 と 


る タメ EO 
LNA 


2 っ ラン ピタ 


Ne NE 3 Ca 
or A る 
る ラー タン 


SL, Ss ER 


また 、 ム スリ ム * は 使徒 
共に 「 ア ッ ラ ー* の 使徒 半 「 ア ッ 


ラー* の 預言 者 *]」 と いっ た 呼び 方 を し な けれ ば な ら な い (アッ テニ サ ア ディ ー576 頁 参 照 )。 


25. 識別 章 738 OGA ps Ye 
し き べ っ 第 25 章 とみ NM 
識別 意 (アル ニ フ ル カー ン ) ! 0 
慈 圧 あ まね く * 慈 愛 深き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 

1 全 創 造物 へ の 警告 者 と な る べく 、 その 僕 | EEN 
(預言 者 * ムハンマド り に 識別 3 を 下さ れ た OA 
お 方 は 、 祝 福 に あふ れ て お られ る 。 

2。 (か れ は ) 諸 天 と 大 地 の 王権 が ご 自身 に 属 | EN BN 
し 、 子 供 を 設け る こと な く 、 そ の 王権 に お ERNIE 
いて いか な る 共同 者 も お 持ち に な ら ず 、 全 OG 
て を お 創り に な り 、 そ れ ら を 然 る べ く 調整 
され た お 方 。 

3. 彼ら (シル ク * の 徒 ) は 、 か れ を よそ に 神々 EI RE 
* を 設け た 。 (それ ら は ) それ ら 自 身 が 創 な esi 
られ た も の で あり 、 何 も 創造 する こと な See GCC 
く 、 自分 自身 に 対す る 害 も 益 も 有 さ ず *、 らち 
死 も 生 も 再生 (を 司 る 力 ) も 有 し て は い ー 
な い 。 


1 


NN) 


ww 


た 


マッ カ * 啓 示 。 冒 頭 の アー ヤ * で 
いう 意味 で 、 ク ルアー ン * の 名 称 の 一 つ で も ある 「 議 史 


と な っ て いる 。 マッ カ * で の 布教 期 と いう 厳し い 状況 に あっ た 預言 


の 弁護 と 慰 (な ぐさ ) め が ス ー ラ \* 全 体 に 認め られ 、 マ ッ 


吐 、 ク ルアー ン *\ と 預言 者 * ヘ ムハンマド * の 真実 性 


で 言及 され て いる 、「 真 理 と 虚妄 ( き ょ も う ) 分 断 す る 」 と 


] (フル カー ン )」 が 、 ラ * の 名 前 
Ni アッ ラー* 
カ * 啓 示 の 常 と し て 、 ア ッ ラ ー* 


の 確証 、 そ れ を 信じ な い 者 た ち へ の 


衣 (は ん ば く )、 復 活 と 清算 、 来 世に お ける 信仰 者 と 不信 仰 者 * の 行く 未 、 過去 の 預言 者 * 


と その 民 の 間 に 起 こっ た 出来 事 に よる 教訓 な ど が 、 措 


自 写 さ れ て いる 。 禁 悲 あ まね き * 


お 方 の し も べた ちの 模範 的 品行 
警告 の 言及 に よっ て 、 ス ー ラ * は 締 (し ) めく くら れる 。 


高 忌 章 158 の 訳注 も 参照 。 
「 識 別 」 に 関し て は 、 本 頁 の 訳注 1 を 参照 。 
「 神 々 」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 


ヨ 分 以外 の 者 に 対し て 害 も 益 も 与え られ な い の は 、 
参照 )。 


と 、 彼ら に 対す る 偉大 な 褒美 の 約束 、 そ し て 不信 仰 者 * へ の 


尚更 で ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:93 


25. 識別 章 


739 


OAS a 6 


4. 


. ある い は 、 


不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち は 、 言っ た 。「 こ れ 
(クル アー ン ? は 彼 (預言 者 * ヘ ムハンマド? 
が 提 人 造 し 、 別 の 民 : が それ に 関し て 彼 に 手 を 
貸し た 、 で っ ち 上 げに 外 な ら な い 」。 そ し 
て 確か に 、 彼 ら は 不正 * と 偽り の 言葉 を 犯し 
た の だ 。 

また 、 彼 ら は 言っ た 。「 (クル アー ン * は 、) 
彼 が 書き 写 さ せ た 昔 の 人 々 の お 伽 話 で 、 
それ は 朝夕 に 、 彼 に 読み 聞か され て いる 
の だ 」。 


し 


(使徒 * よ 、) 言っ て や れ 。「 諸 天 と 大 地 に 
お ける 秘密 を ご 存 知 の お 方 (アッ ラー? が 、 
それ を 彼 に 下さ れ た の だ 。 本 当 に か れ は 、 落 
し 深い お 方 、 慈愛 深い * お 方 な の だ か ら 」。 


. また 、 彼 ら は 言っ た 。 「 食 べ 物 を 口 に し 、 


市 場 を 歩く ? こ の (自称 ) 使徒 * は 、 一 体 どう 
いう こと とか? どう し て 彼 の も と に (その 
正直 さ を 証言 する ) 天使 * が 下さ れ て 、 彼 と 
共に 警告 者 と は な ら な い の か ?3 


(どう し て ) 彼 に ( 天 か ら ) 財 
宝 が 下さ れ た り 、 彼 が そこ か ら 食 する 農 略 
が 現れ た り は し な い の か ?」 不 正 * 者 た ち 
は 、 (信仰 者 た ち に 対し て ) 言っ た 。「 あ 
な た 方 は 、 魔術 に か か っ た 男 に 従っ て いる 
に 過ぎ な い 」。 


= 


IN) 


(や 


「 別 の 民 」 と は 、 ユ ダ ヤ 教 徒 * な どの 啓典 の 民 * や 、 外 
説 が ある (アル ニー バ ガ ウ ィ ー3:435 参照 )。 家畜 章 105、 蜜 蜂 章 103、 煙 霧 章 14 も 


う 
参 


略 


SS っ ) 


DS NI 
スー の ンー イタ イレ ムン 5 イ 
0 のち あ ASU と も | 


ラン レイ ラシン 
⑤ り めじ ゆ に 


EA NL 
OR RS 


NEI 
IGN EC 
OO 


タ ィ ンー イ っ と と 区 ンー ヘー ライ 
A 
a と し る 
DAI Ek 
OOS 


国人 の 占い 師 の こと で ある と い 


彼ら は 使徒 * が 天使 * で ある こと を 望み 、 生 活 の 糧 を 稼ぐ た め に 売買 を 営む こと な ど は 、 使 


徒 に 相応 (ふさ わ ) し く な いこ と だ と 思っ て いた (アッ ー サ アァ ディー578 


参照 )。 


家畜 章 8-9、111、 ア ル ニ ヒ ジュ ル 章 7-8、 夜 の 旅 章 92 も 参照 。 


25. 識別 章 740 OS "0 

9. DE ON ENN 
し て 、 ど ん な 藻 え を 挙げ 、 迷い 去り !、 そ op 
nh 0 
ず に いる か を ? 

10. も し お ね 望み な ら 、 (現世 で ) あな た に それ ? RE Ns GN 
RA ENCG rE EE 

楽園 一 ー を 、 そ し て あな た に 豪邸 を お 投 oS 

2 の mh の 

ii いや 、 彼 ら は (復活 の ) その 時 を 、 嘘 と し A CE US 
た 。 われ ら * は 、 その 時 を 中 呼ば わり する 者 OA CA 
に 、 烈火 を 用 意 し て お いた と いう の に 。 

12. それ (地獄 の 烈火 ) が 彼ら を 遠い 場所 か ら | op 
認め る 時 、 彼 ら は それ が いき り 立 つの と 、 OHS 
中 く の を 耳 に する 。3 

13。 そ し て 、 がんじがらめ に され て ^、 その 中 の A A FE 
狭 苦し い 場所 に 放り 投げ 込ま れる 時 、 彼ら EA 
は そこ で (自ら の ) 破滅 を 祈る 。$ 

14。 (する と 、 こ う 声 が か か る 。) 「 こ の USy 
あな た 方 は た だ 一 度 だ け の 蔽 誠 を 祈る の GDP 
で は な く 、 何 度 も 破滅 を 祈る の だ 」。 

is (信徒 * よ 、) 言っ て や る が いい 。「 一 体 を | 1ekglu2JASoiPie 9 
れ が より 善い の か 、 そ れ と も 散 虚 * な 者 た ち ③ ル っ 2 多 当る の 中 
が 約束 され た 永遠 の 楽園 な の か ? それ 
(楽園 ) は 彼ら に と っ て の 科 美 で あり 、 行 
き 先 な の で ある 」。 

1 詳し く は 、 夜 の 旅 章 48 と その 訳注 を 参照 。 

2 「 そ れ 」 と は 、 ア ー ヤ \*8 で 述べ られ て いる よう な 物事 の こと (アッ テニ シャ ウ カ ー ニ ー4:86 参照 )。 

3 王権 章 7-8 も 参照 。 

4 手 と 首 が 鎖 で つなが れ て いる ( ム ヤ ッ サ ル 361 頁 参 照 。 イ ブラ ー ヒ ー ム * 章 49 も 参照 。 

5 苦し い 宮 か ら 楽 に な ろう と 、 自 分 た ち に 対し て 破滅 を 祈る (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


これ は 、 様 々 な 種類 の 懲 禄 
カー スィ ミー12:4569 参照 )。 


を 、 途 切れ る こと な く 繰 り 返 し 味わう こと を 意味 する (アル = 


25. 識別 章 


741 ON ye 6 


16. 


| 層 


18. 


19. 


そこ に は 永遠 に 住む 彼ら の た め に 、 彼 ら が 
望む も の が ある 。 そ れ は あな た の 主 * に と っ 
て 、 願 われ た 約束 ! だ っ た の だ か ら 。 


そし て 、 か れ (アッ ラー ツ ) が 彼ら と 、 彼ら 
が ア ッ ラ ー* を よそ に 崇め て いた も の を 
召集 され (、 そ の 崇め られ て いた も の に 、 
ご どう) 仰せ られ る 日 の こと (を 思い 起こ さ 
せよ ) 。 「 一 体 あ な た 方 が 、 こ れ ら の わが 
僕たち を 迷 K わ せ た の か ? それ と も 、 彼 ら 


が (自ら ) 道 を 迷っ た の か ?」 


彼ら ( ア ッ ラー* を よそ に 崇め られ て いた も 
の ) は 、 言う 。 「 あ な た に 称え * あ れ 。 あな 
た を 差し お いて 棄 者 を 設 負け る こと な ど 、 

私 た ちの すべ きこ と で は あり ませ ん で し 
た 。 し か し あな た は 、 彼 ら と その 先祖 が 教 
訓 を 忘 * れ る まで 、 . 彼 ら を 楽し ませ られ まし 
た 2。 彼 ら は 、 減 亡 の 民 だ っ た の で す 」。 


(する と 、 シ ルク * を 犯し て いた 者 た ち に 、 
こう 言わ れる 。 2 「 彼 ら は 、 あな た 方 の 言 
っ て いる こと を 嘘 と し た 。 そ し て あな た 方 
は 、( 自 分 人 
(自分 た ち を ) 助け る こと も 出来 な い 。 

な た 方 の 内 の 不正 * を 働く 者 に は 、 nn 
が 甚大 な 懲 久 を 味わわ せる の だ 」。 3 


1 


「 願 われ た 約束 」 と は 、 イ ムラ ー ン 家 章 


赦し 深い お 方 章 8 に ある よう な 天使 * た ち に よる 購 
13.9-10 参照 )。 


1 


62 っ そつ 名 Cx 
OI Dk 


ラッ ン 


nL RE 
A SN 
SL 1hC の の に 


JMB あっ MI EC EG 
2 っ PS 
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OS 


OI 
110 
OE ES 


194 に ある よう な 信仰 者 の 願い で ある と か 、 


目 い の こと (アル = クル トゥ ビー 


彼ら は 様々 な 恩恵 を 享受 し な が ら も 、 和 欲望 に 清 (お ぼ ) れ 、 ア ッ ラ ー* の 教訓 や その 恩恵 に 


対す る 感謝 、 か れ の 様々 な 御 徴 の 就 慮 (じゅ くり ょ ) を お ろ そ か に し た (アル テバ イダ ー 
ウィ ー4:211 参照 )。 蝶 章 4 の 訳注 も 参照 。 


w 


同様 の 情景 


章 63、 部 族 連合 章 67-68、 サ バア 章 31-33、40-41 も 参 


の 描写 と し て 、 雌 和音 166-167、 高 壁 章 38、 イ ブラ ー ヒ ー ム * 章 21-22、 物 語 


参照 。 


25. 識別 章 742 OS Ye 
20. (使徒 * よ 、) われ ら * が あな た 以前 、 使徒 AIN RE 
た ちの 内 か ら (誰か を ) 遣わ す 時 に は 決ま SC 
っ て 、 彼 ら は 食べ 物 を 口 に し 、 市 場 を 歩い | を 2。 9 を Sst 
た も の だ っ た o また (人 々 よ 、 2 われ ら * co RE うと 
は 、 あ な た 方 を 互い に 対す る 試練 ? と し た の a od 
で ある 。 「 果 た し て 、 あな た 方 は 忍耐 * す る 
の か ?」 と 。 あな た の 主 * は も と より 、 よく 
ご 覧 に な る お 方 な の だ 。 

21. また 、 (来世 で の ) われ ら * と の 拝 詞 を 思 ま | 6 
な い 3 者 た ち は 、 言っ た 。「 ど うし て 私 た ち Ns 
に 天使 * た ち が 下 され た り 、 あ る い は 私 た ち | る て ga 
が 自分 ) た ちの 主 * を 拝見 し た りす る こと が 
な い の か ?24| 彼ら は 確か に a に 自 惚れ 、 度 
を 越し て 反抗 し て いた の だ 。 

22. 彼ら が 天使 * た ち を 目 に する 日 5 (の こと を 、 思 0 
い 起 こさ せよ 。 天使 * た ち は 、 こう 言う ) 。「 こ の と 2 2 Oo 0 
の 日 、 書 悪 者 た ち に は 吉報 な ど な い 」 。 そし て 
彼ら (天使 * た ち ) は 、 言う の だ 。「 (天国 が 
彼ら に 、) 完全 に 禁じ られ た も の と な れ ! 」 

23。 われ ら * は 、 彼ら が (現世 で ) 行っ た (一 見 | 2b dC 
よい ) 行い へ と 向かい 、 そ れ を ば ら ば ら の OLS 
塵 局 と し て し まう 。 6 

1 同様 の アー ヤ * と し て 、 ユ ー ス フ * 章 109、 預 言 者 * た ち 音 8 も 参照 。 

2 現世 と は 、 裕 福 な 者 、 貧 し い 者 、 健 康 な 者 、 病 人 な ど 、 様 々 な 状態 に ある 人 々 が 、 互 い の 

権利 と 義務 を 果たす か どう か の 試練 の 場 で ある (アル = テク ルト ゥ ビー13:18 参照 )。 


た 


し 


(3 


せよ 、 と いう 要求 の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 362 頁 参 照 )。 夜 の 旅 章 
* に お いて 天使 * た ち を 


人 
は 
に 


来 


照 


接 、 預 言 者 * ム ハン マ 


この 「 望 む 」 に つい て は 、 ユ ー ヌ ス * 章 7 の 訳注 を 参照 


これ は 、 天 使 * や アッ ラー* に 直 


o 


ド * が 主張 する こと の 正 し さ を 証言 さ 


は 自分 の 死期 、 死 後 の 墓 の 中 、 復 活 の 
その 時 、 現世 で E 0 、 


する こと に な る (前 掲 書 、 


参照 )。 


92 も 参照 。 
に する 。 不信 仰 者 * た ち 
恐ろし く 厳 し い 姿 の 天使 * た ち を 目 


世 で 人 を 益 す る 行い は 、 8 トト の 条件 を 満た し た も の だ け で ある : ① ア ッ ラ 


ー* へ の 信仰 。② か れ へ の 真 撃 さ 。③ 使 徒 * の 教え に 従っ て いる こと ( ム ヤ ッ サ ル 362 頁 参 


)。 雌牛 章 264、 イ ムラ ー ン 家 章 117、 イ ブラ ー ヒ ー 


ム * 章 18、 御 光 章 39-40 も 参照 。 


25. 識別 章 743 OB 91 ps Co 

24. 天国 の 住人 は その 日 、 (地獄 の 住人 ) より I rt PU MR 
善い 定住 の 場 、 よ り 優れ た 休息 の 場 に ある 。 op 

25. 天 が 割れ て 、 薄 い 白 雲 が 出現 し 、 天使 * た ち re eA 
が 次 々 と 下さ れる 日 (の と と を 思い 起こ さ @⑤% 
せよ ) 。 ! 

26. NI EI I I 

ー* に 層 す る 2?。 そ し て それ は 不信 仰 Oh 

RE 困難 な 日 な の だ 。 

27. 不正 * 者 が (悔し が っ て ) 自 分 の 両手 を 噛み 、 A 
(こう ) 言う 日 (の こと を 思い 起こ させ ( 
よ ) 。「 あ ぁ 、 私 が 使徒 * と 共に 、 道 * を 選 
ん で いた ら よ か っ た の に ! 

28. 我 が 災 いよ *、 (不信 仰 な ) 何 筑 を 、 親友 | ⑥3 と G3 
と し な けれ ば よかっ た ! 

29. 彼 は 確か に 、 教訓 (クル アー ン ツ が 私 の も と SE 
に 到来 し た 時 、 私 を そこ か ら 迷 わせ て し まっ OPER 
た の だ か ら 」。 シャ イタ ー ン * は も と より 、 人 
間 に 対す る と ん で も な い 裏 切り 者 で ある 。 

30. また 、 使 徒 * (ムハンマド )》 は ( 壮 * に 許 え | SS 


て 、) 言っ た 。「 我 が 主 * よ 、 本 当 に 我 が 民 
は 、 こ の クル アー ン * を 放っ た ら か し 6 に し 
て し まい まし た 」 。 


jas 


た 


m 


シャ イタ ー ン * は アー ダム * の H 


ム * と いう 


ON 


同様 の アー ヤ * と し て 、 雌 和牛 章 210、 真 実 章 15-17、 暁 章 22 も 参照 。 
家畜 章 73「 か れ に こそ 王権 は 属す る 」 の 訳注 も 参照 。 


3 天国 へ と 通じ る 、 イ スラ ー 「 道 」 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 362 頁 参 照 )。 


「 我 が 災い よ 」 と いう 表現 に つい て は 、 食 卓 章 31 の 訳注 を 参照 。 


詩 代 か ら 、 人 々 を 騙 (だ ま ) し 、 地 獄 の 道連れ と する こと を 
その 使命 と し て いる ( 高 壁 章 16-17、20-22、27、 イ ブラ ー ヒ ー ム * 章 


『 22 な ど 参 照 )。 


6 イブ ン ・ カ スィ ー ル * に よれ ば 、「 ク ルアー ン * を 放っ た ら か し に する 」 こ と に は 、 以 下 の 物 


紀 


事 が 含ま れる : それ が 読 輔 され て いる 
れ た 章 26 参照 )。 そ の 学び と 暗記 、 信 


財 、 故 意 に 声 や 音 を 立て て 妨害 する こと (詳細 に さ 


叩 、 そ の 熟慮 と 理解 、 そ れ に 則 (の っ と ) っ た 行い 


の 放棄 (ほう き )。 それ より も 詩 や 歌 な ど 、 別 な も の に 勤 (いそ ) し むこ と (6:108 参照)。 


25. 識別 章 744 SA to 
31. (あな た に そう し た の と ) 同様 に 、 わ れ EE AE 
ら * は 全て の 預言 者 * に 、 書生 悪者 た ちか ら ORI IGN 
な る 敵 を 設け た ! の で ある 。 そ し て 導 ほ き 手 
と 援助 者 は 、 あ な た の 主 * だ け で 十分 な の 
だ 。 
32. 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち は 、 言 っ た 。「 ど | ds 雪 83925<03⑯ 
うし て クル アー ン * は (トー ラー* や 福音 * AE 
の よう に )、 彼 (預言 者 * ム ハン マ ド わ に 一 記 ® SS 
に 下さ れ な い の か ?」 わ れ ら * は 、 それ に よ 
っ て あな た の 心 を 巧 岡 に すべ く 、 (クル ア 
ー ン * を ) . そ の よう に (徐々 に 下 ) し 2、 ま 
た それ を 明瞭 に 区 切っ た の だ 3 
33. また (使徒 * よ ) 、 彼 ら (シル ク * の 徒 ) ICSC で CH 
が あな た に 警 え * を 挙 ば れ ば 、 わ れ ら * は CC 
決ま っ て 、 あ な た に 真理 (の 回 答 ) と 、 
(それ に 対す る ) より よい 説明 を も た ら 
す の で ある 。 
34. (彼ら は ) 顔 を 下 に し た 逆 様 の 状態 5 で 、 地 | る る る 


獄 へ と 集め られ る 者 た ち 。 そ れ ら の 者 た ち 
は より 悪い 場所 に あり 、 よ り 道 を 迷っ た 者 
た ち で ある 。 


= 


いい 】 


方 が 、 


同様 の アー ヤ * と し て 、 家 座 章 112-113 も 参照 。 
クル アー 
起こ っ た 時 な ど は 、 過 去 に 下さ れ た も の を 思い 』 
固 さ を も た ら す も の で ある ( ア 


ン * が 徐々 に 下る こと に よっ て 、 安心 と 


より 強い 作用 と 確 


の 旅 章 106 と その 訳注 も 参照 。 


(や 


れる 。 「 優 れ た 構成 と 明瞭 な 意味 の 言葉 と する 」 「( 啓 示 の 時 


「 明 瞭 に 区 切る 」 と 訳し た 原語 「 タ ル テ ィ ー ル 」 に は 、 


堅固 さ が 上 乗せ され る 。 特に 悲 
忌 こ す よ り 、 出 来 事 の 折々 に 直接 下さ れ た 


OI dE る 


し いこ と が 


ッ テ サ ァ アデ ィ ー582 頁 参照 )。 夜 
ここ で は 以下 の よう な 意味 が 含ま 
月 を) 区 切っ て 別々 に する 」「 明 


瞭 に 区 切り つつ 、 ゆ っ くり と 読 謀 する こと を 命じ る ( 衣 を 纏う 者 章 4 と その 訳注 も 参照 )」 


5 


(イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 19:20 参照 )。 


< 


「 顔 か ら 逆 様 の 状態 」 に 関し て は 、 夜 の 旅 章 97 と その 


4 この 「 冊 え 」 に つい て は 、 夜 の 旅 章 48 と その 訳注 を 参照 


Oo 


訳注 を 参照 。 


25. 識別 章 
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35, 


36. 


3 


38. 


39; 


40. 


われ ら * は 確か に ムー サー* に 啓典 (トー ラ 
ーー) を 授け 、 その 兄 ハ ー ル ー ン * を 彼 と 共 
に その 庁 腕 と し た 。 


そし て 、 わ れ ら * は 言っ た 。「 (あな た 方 二 
人 よ 、) われ ら * の 御 微 ! を 嘘 呼ば わり し た 
民 の も と へ 行 ( き 、 彼 ら を 正しい 信仰 へ と 
招 ) く の だ 」。 そ し て (彼ら は ムー サー* 
た ち を 信じ な か っ た の で 、 ) われ ら * は 彼ら 
を 徹底 的 に 滅ぼし た 。 


また 、 ヌ ー - フ * の 民 を (滅ぼし た ) 。 彼 ら が 使 
"た ち ? を 嘘つき 許 ば わり し た 時 、 われ ら * は 彼 
ら を 湖 れ させ 、 彼ら (の 洪 死 ) を 人 々 へ の 御 
徴 と し た 。 そし て われ ら * は 、 不正 * 者 た ち に 
痛ま し い 懲 禄 を 用 意 し て お いた の だ 。 


また な た 、 アデ アード サム バード ラッ ス の 徒 *、 
そし て その 間 の 多く の 世代 を (滅ぼし た ) 。 


また 、 わ れ ら * は 全て (の 民 ) に 壁 え 3 を 挙げ 
(た が 信じ な か っ た の で 、 彼 ら ) 全て を 完 
全 に 滅ぼし た 。 


彼ら は 確か に 、 忌まわしい 雨 を 降ら され た 
町 を 訪れ た 4 一 体 、 彼 ら は それ を (熟慮 し 
て ) 見 て いな か っ た の か ? いや 、 彼 ら は 
復活 を 望ん で は いな か っ た 5 の だ 。 


= 


sj 


ww 


れ で も 、 


この 「 御 徴 」 は 、 

「 使 徒 * た ち 」 と 複数 形 
徒 * を 信じ な いこ と に 等 し いか ら で あ る (前 掲 書 、 
アッ ラー* は こう し て 彼ら の 弁解 の 余地 が な く な る まで 、 真実 の 根拠 を 明らか に され た 。 そ 
雌牛 章 98 の 訳注 も 参照 。 


彼ら は 信じ な か っ た (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


こと の 「 町 


」 と は 、 ルー ト * の 


そこ を 通り か か る こと が あっ た の だ と いう 


| 


民 が 住ん を で いた サド ー ム の 町 の 
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アッ ラー の 唯一 性 * を 証明 する 証拠 の 数 々 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 363 頁 参 照 )。 
に な っ て いる の は 、 あ る 一 人 の 使 科 
同 頁 参照 )。 


ほぼ を 信じ な いこ と は 、 全 て の 使 


と と 。 マッ カ * の 人 々 は 旅 の 際 、 


(前 掲 書 、 同 


参照 )。 


この 「 望 ん で は いな か っ た 」 に つい て は 、 ユ ー ヌ ス * 章 7 の 訳注 を 参照 。 


25. 識別 章 
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41. 


42. 


43. 


44. 


45. 


また (使徒 * よ ) 、 あ な た を 見 れ ば 、 彼ら は 
あな た を 瑞 笑 の 的 と する だ け 。 (彼ら は 、 
こう 言う の だ 。) 「 一 体 これ が 、 ア ッ ラ ー 
* が 使徒 * と し て 遣わ され た 者 だ っ て ? 


本 当 に 彼 は 私 た ち を 、 私 た ちの 神々 (偶像 ) 
か ら 迷 わせ ん ば か り だ っ た 。 も し 私 た ち 
が 、 それら (の 崇拝 に お いて 儲 抱 強く な 
か っ た な ら ば 」。 彼ら は いずれ 、 彼ら が 懲 
六 を 目 に する 時 、 誰 が より 道 に 迷っ て いる 
者 か を 知る こと に な ろう 。 

( 便 徒 * よ 、) 言っ て みよ 、 自分 の 欲望 (へ 
の 服従 ) を 自分 の 崇拝 * す べき も の (へ の 服 
従 ) と し た 者 ! に つい て 。 一 体 あ な た は 、 
その 者 に 対す る 代理 人 ? な の か ? 


いや 、 あ な た は 、 彼 ら の 大 半 が (クル ア 
ー ン * を 和 熟慮 し て ) 聞い て いる と 、 あ るい 
は 分 別して いる と 思っ て いる の か ? 彼 
ら は 家畜 の よう な も の に 外 な ら な い 。 い 
や 、 彼 ら は (それ ら ) より 道 に 迷っ て い 
る の だ 。 3 


一 体 あな た は 、 あ な た の 主 * が いか に 陰 を 
引き 伸ばさ れ た か ーー か れ が お 望み に な 
れ ば 、 そ れ を 静止 させ 給 う た で あろ う 一 
ー を 、 見 な い の か ? それ か ら わ れ ら * が 、 


1 これ は 、 正 し い 根 拠 を 聞く こと も 見 る こと も な く 、 
の 基盤 と する 者 の た と え (アル テバ イダ ー ウ ィ ー4:21 


自分 の 欲望 に 従い 、 そ れ を 
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9 参照 )。 シ ルク * の 徒 は 石 を 崇め て 


は 、 そ れ と 違う も の が よい と 思う と 今 ま で 崇め て いた も の を 捨て 、 別 の も の を 崇め た も の 
だ っ た (アッ = テ タ バリ ー8:6141 参照 )。 


IN) 


その よう な 者 を 信仰 へ と 戻す 義務 を 課せ られ た 代理 


BE 人 な の か 、 と いう こと 。 そ う で は な く 、 


預言 者 * は 啓示 を 伝達 し 、 警 告 する 者 で し か な い (アル = クル トゥ ビー13:36 参照 )。 


w 


高 壁 章 179 と その 訳注 も 参照 。 


25. 議 別 章 747 SGA to 

太陽 を それ ( 陰 ) に 対す る 目印 と され た 
の を ?1 

46. それ か ら 、 われ ら * は それ ( 陰 ) を 、 われ ら OE 
* 自 身 の 方 へ と 少し ずつ 掴み 寄せ る 。 2 

47. かれ (アッ ラー や は 、 あな た 方 の た め に 夜 A eM 
を 衣 と し 3、 眠 り を 休息 と し 、 昼 を 展開 ( す es 
る 時 間 ) * と され た お 方 。 

48。 ま た 、 か れ は その ご 慈悲 ( 雨 ) の 前 触れ に | 8 
吉報 を 告げ る 風 を 送っ た お 方 。 そし て われ | @5, 贅 移 半 306B 交 ま 2< っ う 
ら 5 は 、 天 か ら 清 浄 な 雨 を 降ら せ た 。 

49. (それ は 、) われ ら * が それ に よっ て 死ん だ 人 
土地 を 生き 返し 、 わ れ ら * が 創っ た 家畜 や 沢 OE CC 
山 の 人 間 に そ れ を 飲ま せる た め 。 

50. われ ら * は 確か に 、 あ な た 方 が 教訓 を 得る べ | る GG を kz 
く 、 あ な た 方 の 間 に それ ( 雨 ) を 振り 分 け OANA 
た 6。 そし て 大 半 の 人 々 は 、( わ れ ら * の 大 恵 
に 対す る ) 否定 以外 を 拒ん だ の で ある 。 

1 ここ で の 「 陰 」 は 、「 完 全 な る 明る さと 完全 な る 閣 と の 中 間 的 状態 」 の こと と され る (アッ 


シャ ウ カ ー ニ ー4:106 参照 )。 そ し て 多く の 解釈 学者 は 、 こ の 「 陰 が 引き 伸ばさ れる 」 時 
間 帯 を 、 夜 明け か ら 日 の 出 ま で の 間 だ と し て いる 。 ま た 、 
太陽 が な けれ ば 陰 の 存在 


つま り 、 太 陽 が 高 


sl 


w 


584 頁 参 照 )。 


4 地上 に 散ら ば り 、 
主語 が 「 か れ 」 か ら 


i 


oo 


も の と し て 降ら せ た 」 中 
ー ヤ 日 


N 注 も 参照 。 


「 太 陽 が 陰 の 目印 」 と いう の は 、 


も 知ら れる こと が な いた め (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:113-114 参照 )。 
く 昇 る に つれ て 、 陰 も 短く な っ て 行く ( ム ヤ ッ サ ル 364 頁 参 照 )。 
そこ に 包み 込ま れ て 沙 ち 着く も の と し て 、 夜 が 衣服 に 警 え られ て いる (アッ テニ サ ァ ディ ー 


生活 の 糧 を 求め ある た め の 時 間 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 364 頁 参 照 )。 
「 わ れ ら *」 に 転換 し て いる こと に つい て は 、 食 卓 章 12「 わ れ ら *」 の 


この 解釈 に は 、「 既 に 定め られ て いる 量 の 雨 を 、 各 地 に 振り 分 けた 」「 雨 を 、 様 々 な 種類 の 
征 水 に よる 利益 を 多様 な も の と し た 」 と いっ た 説 が ある 。 また 、 ア 
H の 「 そ れ 」 が クル アー ン * (つま り 、 法 規定 や 訓 戒 、 幅 


えな ど を 多彩 に 示し た 、 と 


いう 意味 )、 あ る い は 風 を 指す 、 と いう 説 も ある (アル = テク ルト ッ ゥ ピー13:57 参照 )。 


25. 識別 章 748 O5 08) と で o 

51 また 、 も し われ ら * が 望め ば 、 わ れ ら * は 全 |  ⑧ じ 90 と と 上 33 お 
て の 町 に 警告 者 を 遣わ し た で あろ う 。! 

52。 な ら ば 不信 仰 者 * ら に は 従わ ず 、 彼ら と は そ Gr PN 
れ (クルアーン に よっ て 2 大 い に 蒼 闘 せよ 。 oy 

53。 か れ (アッ ラー ツ は 、 こち ら は 時 く て 美味 し | の ES 
人 こち ら は し ょ っ ぱく て 羊 いと いう 風 に 、 CR EN 
ーー つの 海 を 出会わ され 、 そ の 一 つの 間 に 障 ORE 
壁 を 設け られ 、 完 全 に 隔離 され た お 方 。 3 

54。 ま た 、 か れ は 水 ? か ら 人 間 を お 創り に な り 、| る 4 る る 
それ 5 を 血縁 関係 と 婚 成 関係 (か ら な る も EN 
の ) と され た お 方 。 も と より 、 あ な た の 主 
* は 全能 者 で あら れる 。 

55. 彼ら (不信 仰 者 * ら ) は アッ ラー* を よそ に 、 EEN NR ILS 
(それ を 具 拝 "し て も ) 自 分 た ち を 社 も し な OE GR 
けれ ば (、 崇拝 "し な く て も ) 自分 た ち を 害 
も し な いも の を 崇め て いる 。 不信 仰 者 * は そ 
も そ も 、 そ の 主 * に 対す る (シャ イタ ー ン * 

の ) 援助 者 な の で ある 。 
56. (使徒 * よ 、) われ ら * が あな た を 遺 わし た OR 


きっ ぽう 


の は 、 吉報 を 伝え 、 警告 を 告げ る 者 7 と し て 
に 外 な ら な い 。 


= 


sl 


w 


3」| 


oo 


7 


し か し アッ ラー* は 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * を 全 人 類 へ 遺 
る こと を ご 命じ に な っ た ( ム ヤ ッ サ ル 364 頁 参照 )。 
つま り 、 吉 報 や 警告 を 含む クル アー ン * の 
と に よっ て (アル = テ ビ カー イー5:327 参照 )。 

「 二 つの 海 を 出会わ され 」 で は な く 、 「 二 つの 海 を 
ルト ッ ゥ ビー13:58 参照 )。 慈 悲 あ まね き * お 方 章 19-20 


この 「 水 」 は 、 男 女 の 精 液 の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 364 
この 「 そ れ 」 は 、 男 女の子 孫 の こ と (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


シル ク * と 罪 に お いて 、 シ ャ イタ ー ン * を 援助 する 者 ( 
「 吉 報 を 伝え 、 和 警告 を 告げ る 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 1 


叶わ され 、 彼 ら に クル アー ン * を 伝え 


アー ヤ * を 伝達 し 、 そ の 明 証 に よっ て 論証 する こ 


分 けら れ 」 と いう 解釈 も ある (アル = テク 


も 参照 。 


参照 )。 


前 掲 書 、 同 
19 の 訳注 を 参照 。 


参照)。 


25. 識別 章 


749 


OA a 6 


57. 言う の だ 。「 私 は その こと (啓示 の 伝達 ) 


58. そし て 、 死 ぬこ と の な い 永生 する * お 方 ( ア 


59. (か れ は ) 諸 天 と 大 地 と 、 その 間 に あ る も 


60. 彼ら (不信 仰 者 * た ち ) に 「 慈 悲 あ まね き * 


61. 


に つい て 、 あ な た 方 に いか な る 見 返り ! も 要 
求 し て は いな い 。 し か し 、 自分 の 主 * へ と 首 
を 選 ほぼ うと する 者 の み (、 7 ウッ ラー ゆえ だ 
施す の で あり 、 i 自身 の た め に 外 
な ら な い の ) で ある 」。 


ッ ラ ー ツ に 全て を 交 ね 、 その 称賛 と 共に 


う ぎ ょ う 


か れ を 称え * よ 。 その 僕たち の 罪 に 通 暁 さ 
れる お 方 は 、 か れ だ け で 十分 な の で ある 。 


の を 六 日 間 で お 創り に な り ^ それ か ら 御 座 
に 上 が られ た “お 方 で 、 慈悲 あま ね き * お 方 。 
な ら ば (預言 者 * よ ) 、 ON 通 時 
され た お 方 (ご 自身 ) に 尋 


お 方 (アッ ラー* に サジ ダ * せ よ 」 と 言わ 
れ た 時 、 彼 ら は (こう ) 言っ た 。「 慈 悲 あ 
I 一 体 私 た ち 

、 あ な た が 私 た ち に 命じ る も の に サジ ダ 
oO と いう の か ?」 それ は 、 彼ら が (信仰 
か ら ) 離れ 去る こ と に 拍車 を か けた の だ 。 
( 読 論 の サジ ダ ? 


天 に 星座 を 入 け られ そこ に 灯火 と 照 る 月 を 
置か れ た お 方 は 、 祝 福 に あふ れ て お られ る 。 


= 


m 


の 


と の 「 見 返り 」 に つい て は 、 家 畜 章 90 の 訳注 を 参照 。 
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「 六 日 間 で の 天地 創造 」 に つい て は 、 詳 細 に され た 章 9-12 と その 訳注 も 参照 。 

「 御 座 に 上 が られ た 」 に つい て は 、 高 壁 章 54 の 訳注 を 参照 。 

この 「 そ れ 」 と は 、 諸 天 と 大 地 の 創 造 、 御座 に 上 が られ た こと (アル テバ ガウ ィ ー3.453 参照 )。 
夜 の 旅 章 110、 雷 鳴 章 30 と それ ら の 訳注 、 預 言 者 * た ち 章 36 も 参照 。 


と の 「 灯 火 」 は 、 太 陽 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 365 真 参照 )。 


25. 識別 章 750 OB 15) "0 


62. また 、 か れ は 夜 と 昼 を 、 (そこ か ら ) 教訓 | zz3i3513 そ っ 移 
を 得 た い 者 、 あ る い は (その 恩恵 に 対し 、 EI 
アッ ラー* に ) 感謝 を 望む 者 の た め 、 交替 す 
る も の と され た お 方 。 


63. 慈悲 あま ね き * お 方 (アッ ラー ツ の 僕たち 
と は 、 地上 を 慣 ま し や か に 歩く * 者 た ち 。 ま 
た 無知 な 者 た ち が 彼ら に ( 嫌 な こと を ) 話 

し か けれ ば 、 無 難 な こ と ? を 語る 者 た ち 。 


64。 ま た 、 自 分 た ちの 主 * に (礼拝 し つつ ) サ EEL TL 
ジ タ * し た り 、 立 っ た り し な が ら 夜 を 過 


す 者 た ち 
65. ま た 、 (こう ) 言う 者 た ち 。 [我ら が 主 * ee RG 
ペ :、 私 た ちか ら 聞 野 の 押 漠 を 志 ざ け て 下さ GLE GS 3 
。 本当 に その 懲 貞 は 、 ずっ と 付い て 回 る 
ee 
66. 本 当 に それ は 、 定 住地 、 滞 在 地 と し て 忌 CGE IE 


わし いも の で す 」。 


67. また 、 出 費 し た 際 に は 温 費 も せ ず 、 等 銭 | 以 5 あ ゆう 3 は Rueuib 
奴 に も な ら ず 、 その 中 間 に 程よく ある 者 ⑳ じ ゆあ 35 ご SU ろう 
た ち 。 


68、 ま た 、 ア ッ ラ ー* と 並べ て 別 の 神 を 祈 ら ず % | 5 

アッ ラー* が 禁じ られ た 者 を 正当 な 権利 ! な TI Re 

し に は 条 さ ず 、 切通 し な い 者 た ち 。 それ ( ら | @LERH WR LO 

の 大 俳 〉) を 行う 者 は 誰 で も 、 (来世 で ) 罪 
(の 報い ) に 出会う の だ 。 


弱 々 し さや わざ と らし さ で は な く 、 沙 ち 着 き と 厳 (お 6 ご) そ か さ を も っ て 歩く こと 、 と さ 
れる (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:122 参照 )。 

つま り 、 罪 か ら は 程遠い 物言い を し 、 無 知 な 者 に 対し て 無知 さ で 対抗 する よう な こと か ら 
無難 で あや る こと (アッ = テ サ ァ デ ィ ー586 頁 参 照 )。 
3 これ は シル ク * の こと 。「 神 」 に つい て は 、 雌 牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 
4 「 正 当 な 権利 」 に つい て は 、 家 畜 章 151 の 訳注 を 参照 。 
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25. 識 別 章 751 SB te 
69. 復活 の 日 *、 彼 に は 懲 六 が 倍増 さ れ 、 旦 し め 2 と 2 の に 32 
られ つつ 、 そ こ で 永遠 に ei 0 

70. 但し 、 悔 司 し 、 信 仰 し 、 正 し い 行い * を 行う 者 、| 2 る CY 
それ ら の 者 た ち は アッ ラー* が その 悪行 を 善 | と ュー< ェ gg っ 頒 2 る 3 
4 ッ ラ ー* は も と より 、 敷 DIE IE 

深い お 方 、 慈愛 深い * お 方 な の だ か ら 。 

71。 ま た 、 悔 悟 し 、 正しい 行い * を 行う 者 、 本 当 do SD 
に 彼 は アッ ラー* に 対し て 、 ま さ し く 悔 合 し (oO) 
て いる の で ある 。 

72、 また 、 偽 り に は 立ち 会 わ ず ^、 戯言 が 語 | 12234 装っ 
られ て いる 状況 ) に 出 道 え ば 、 綺 麗 に 通り OL NU 
過ぎ る 3 者 た ち 。 

73、 ま た 、 そ の 皇 * の 御 徴 に よっ て 教訓 を 与え ら | ea る 0 
れれ ば 、 角 や 弟 目 の よう に は な ら ず *、 そ れ OE CE る 
に 対し て (サジ ダ * し て ) 崩れ 落ち る 者 た ち 。 

74. また 、「 我 ら が 辛 * よ 、 内 Ca GL 
内 か ら 、 私 た ち に 喜び $ を お 授け 下さ い 。 ED | C3 
し て 私 た ち を 、 散 度 な * 者 た ち へ の 導師 と $ じ UI 
て 下さ い 」 と 言う 者 た ち 

1 永遠 に 地獄 に 留まる こと に な る の は 、 前 アー ヤ * で 言及 され て いる こと 全て を 犯し た 者 か 、 
ある い は シル ク * を 犯し た 者 ( ム ヤ ッ サ ル 366 頁 参 照 )。 

2 つま り 、 億 り の 証言 を 始め 、 ア ッ ラ ー* の 御 徴 を 括 い の 種 に する こと 、 無 意味 な 議論 、 陰 口 、 
悪評 を 立て る こと 、 悪口 、 名 誉 避 損 ( き そ ん )、 咽 笑 (ちょ うし ょ う ) な ど 、 あ ら ゆ る 非 合 
法 な 物事 に 関わ ら な いこ と (アッ テニ サ ァ ディ ー587 頁 参 照 )。 

3 その よう な 場 か ら は 遠ざかり 、 自 ら の 品位 を 保つ べく 、 同 席 し た り 話 に 付き 合っ た り し な 
いこ と 。 そ こ に は 、 下 品 な 物事 か ら 目 を 背け る こと 、 他 人 の 罪 を 大 目 に 見 て や る こと 、 直 


接 的 な 表現 が 憶 (は ば か ) れる こと を 間接 的 に 表現 する こと な ども 、 


イダ ー ウ ィ ー4:229 参照 )。 


に 


これ は つま り 、 ク ルアー ン * の アー ヤ * や 、 
それ を 疎 (お ろ そ ) か に せ ず 、 む し ろ そ れ を 心 で 理 


アッ ラー の 唯一 性 * 
# 解 し 、 そ れ に よっ て 有 眼 が 開か れ た 状態 


含ま れる (アル テバ 


を 示す 証拠 を 提示 され れ ば 、 


と な る こと ( ム ヤ ッ サ ル 366 頁 参 照 )。 夜 の 旅 章 107-109 も 参照 。 


m 


と の 「 喜 び 」 と は 、 善 


で 散 虎 な 子 係 の こと と され る 


(アル テバ ガウ ィ ー3.:459 参照 )。 ま 


た 「 喜 び 」 と いう 表現 に つい て は 、 マ ル ヤ ム * 章 26 の 訳注 を 参照 。 


25. 識別 章 752 OS, Ye 
75. それ ら の 者 た ち ( 慈 章 あま ね き * お 方 の 島 NL 
た ち ) は 、 彼ら の 忍 A 硬 * ゆ え に 、 (天国 の ) OS の 
高き 住ま い に よ っ て 報 わ れる 。 そし て そこ - 
で 、 挨 拶 と 平安 ! を 授かる の だ 。 
76. そこ で 永遠 に 留まる 。 それ は 定住 地 、 滞 在 BE GI DT 
地 と し て 素晴らし いも の 。 ⑨CU2 う 
77. 言っ て や れ 。「 も し 、 あ な た 方 の 祈り が な 3 を っ 


い の な ら る 2、 我 が 主 * は あな た 方 の こと な ど 、 
お 気 に も か けら れ な い 。 (不信 仰 者 * た ち 

よ 、) あな た 方 は 確か に 、 嘘 つき 呼ば わり 
し た の だ か ら 。 な ら ば 、 や が て (あな た 方 
に は 、) それ ( 懲 宙 ) が 必然 と な ろう 」。 


ODT OR 


1 天使 * た ちか ら の 善い 挨拶 と 、 よい 生活 、 あ ら ゆ る 害悪 か ら の 無事 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 366 


参照 )。 雷 鳴 剖 24 と その 訳注 も 参照 。 


2 一 説 に は 、 こ の 「 祈 り 」 は 「 崇 拝 *」 の こと 。 ア ッ ラ ー* は そもそも 彼ら を 、 ご 自身 の こと 
を 崇拝 * し 、 か れ の 唯一 性 * を 信じ 、 EL ( 撤 き 散ら す も の 章 56 


参照 ) の で ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:134 参照 )。 


26. 詩 人 た ち 章 753 中 40 5 と 


じ ひ 
慈悲 あま ね く ' 芝 愛 深き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


ター・ ス ィ イー ン ・ ミ ー ム 3%。 or 
それ は 、 解 明 す る 藩 典 * の 御 徴 (アー ヤツ REI 


で ある 。 
(使徒 * よ 、) 彼ら が 信仰 者 と な ら な い が ゆ |  @⑤5e9 和 5Ya353 


え に 、 あ な た は (悲し み で ) 身 を 切り 裂く 

思い で あろ う 。 

も し われ ら * が 望め ば 、 わ れ ら * は 天 か ら 彼 ら | gz に No み 二 Sa 
の 上 に 御 復 * を 下 し 、 彼 ら の 首 * は それ に OE GR 
屈服 する よう に な る の だ か ら 。 

また 、 慈 悲 あま ね き * お 方 (アッ ラー や か ら | Se tg 
彼ら の も と に 新た な 教 証 が や っ て 来 て も 、 彼 の 5 と 


ら は 決ま っ て それ に 背 を 向け た も の だ っ た 。 


I 


ww 


マッ カ * 啓 示 (一 部 の アー ヤ * は 、 マ ディ ー ナ '* 啓 示説 も も あり )。 ク ルアー ン * の 真実 性 の 確証 
と 不信 仰 者 * ら へ の 警告 に 始ま り 、 数 々 の 預言 者 *・ 使 徒 * と その 民 の 間 に 起こ っ た 出来 事 が 、 
イス ラー ム * の 根本 教義 の 提示 、 預 言 者, ムハンマド * と ムスリム * た ち へ の 慰め と 励ま し 、 
不信 仰 者 * ら へ の 教訓 と 警告 を 交え つつ 、 描写 され て いく 。 そし て 最後 に は 再び クル アー ン 
* の 真実 性 が 言及 され 、 そ れ が 詩人 の 言葉 で も 、 シ ャ イタ ー ン *\ の 言葉 で も な いこ と が 確認 
され る 。 ス ー ラ * の 名 称 の 由来 は 、 こ の スー ラ * だ け に 登場 する 「 詩 人 た ち 」 と いう 語 で あ 
る と も 、 あ る い は この スー ラ \* の 主題 の 一 つが 、 ク ルアー ン * が 詩 な ど と は 比べ よう も な い 
ほど に 高尚 な 真実 で ある こと の 確証 だ か ら 、 と も 言わ れる 。 

この 文字 群 に つい て は 、 頻出 名 ・ 用 語 解説 の 「 ク ルアー ン の 冒頭 に 現れ る 文字 群 」 を 参照 。 
「 解 明 す る 啓典 」 に つい て は 、 ユ ー ス フ * 章 1 の 訳注 を 参照 。 

この 「 御 徴 」 は 、 彼 ら 不 信仰 者 * が 信仰 せ ず る を 得 な く な る よう な 奇跡 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 
367 頁 参 照 )。 

屈服 の 様子 が 如 実 に 現れ る 箇所 と し て 、「 首 」 と いう 表現 が 用 いら れ て いる 。 一 説 に は 「 首 
領 た ち 」 ま た は 「 集 団 」 と いう 意味 (イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 19:96-97)。 

し か し アッ ラー* は 、 こ の よう に は され な か っ た 。 と いう の も 無理 強い され た 信仰 は 、 有益 
な も の で は な いか ら で あ る ( ム ヤ ッ サ ル 367 頁 参照 )。 家畜 章 158、 ユ ー ヌ ス * 章 99 と そ 
の 訳注 も 参照 。 


26. 詩人 た ち 章 754 A 

6. 彼ら は 確か に 、( ク ルアー ン * を ) 嘘 呼ば わ っ CE ルル る 8 
り し た の だ か ら 。 な ら は ば 、 直 に 彼ら の も と の も を 
に 、 彼ら が 員 笑 し て いた も の ( 微 宮 ) の - 
知ら せ が 訪 れ よう 。 

7. 一 体 、 彼 ら は 大 地 を 見 な い の か ? われ ら * EN 
が そこ で 、 どれ だ け 多 く の あ ら ゆ る 貢い 種 Os 
類 の も の (植物 ) を 、 生育 させ た か を ? 

8. 本 当 に そこ に は まさ し く 、( ア ッ ラー* の 御 | @ge 少 奴 2-fs6C6335a8) 
力 を 示す ) 御 徴 が ある 。 彼 ら の 大 半 は 信 
仰 者 で は な か っ た の だ 。 

9 そし て 本 当 に あな た の 壮 *、 か れこ そ は 人 力 の ⑤ ぇ ゆう 59358b 
な ら び な い * お 方 、 炉 愛 深い * ね お 方 で あら れる 。 

10. あな た の 主 * が ムー サー* に 対し 、 (こう) | © HELGE 
呼び か けら れ た 時 の こと (を 思い 起こ させ 
よ ) 。「 不 正 * 者 で ある 民 の も と へ 行け 。 

11. フィル アウ ン * の 民 の も と へ 。 一 体 彼ら は 、 EN 
( ア ッ ラ ー* の 懲 視 を ) 園 れ な い の か ?」 

12. 彼 (ムー サー やわ は 、 申 し 上 げた 。「 我 が 主 DSIGEG SIE 
* よ 、 本 当 に 私 は 、 彼ら が 私 を 嘘つき 呼ば わ 
りす る の が 怖い の で す 。 

13. ま た 、 私 の 胸 は (苦悩 で ) 狭まり !、 私 の 舌 | 5 の 
は 滑ら か に 動い て くれ ませ ん 2。 な ら ば ( 和 rig 
示 と 共に 、 ジブ リー ル * を ) 、 ハ ー ル ー ン * 

に お 遣わ し 下さ い 3。 

14. 私 に は 、 彼ら に 対す る 罪 (と いう 負い 目 ) OR LIE 
が あり *、 彼 ら が 私 の こと を 殺す の が 怖い 
の で す 」。 

1 「 胸 を 広げ る 」 と いう 表現 の 反対 の 意味 。 詳 し く は 、 タ ー・ ハ ー 章 25 参照 


2 ター・ ハ ー 章 27 と その 訳注 、 金 の 装飾 凍 52 も 参照 。 
3 この アー ヤ * の 背景 に 関し て は 、 タ ー・ ハ ー 章 27-32 の 訳注 、 物 語 章 33-35 を 参照 。 


4 ある コプト 人 を 殺し て し まっ た こと を 指す ( ム ヤ ッ サ ル 367 


参照 )。 物 語 章 15-17 参照 。 


26. 詩人 た ち 章 755 A 

15.、 かれ (アッラー?) は 仰せ られ た 。「 断 じ て く 
(、 彼ら は あな た を 殺さ ) な い 。 そし て ( あ 
な た 方 二 人 よ ) 、 わ れ ら * の 御 微 ! と 共に 行 
く の だ 。 本 当 に われ ら * は 、 あな た 方 と 共に 
あり 、 聞 く 者 2 と な る か ら 。 

16。 そし て フィ ルアウ ン * の も と へ 赴き 、 言う | @5J3coO256N あ 6 
の だ 。 『 本 当 に 私 た ち は 、 全 創造 物 の 主 * 

(か ら ) の 使徒 * な の で す 。 

17. 私 た ちと 共に (行く た め に ) 、 イ スラ ー イ DI 
ー ル の 子 ら * を 自由 に し て 下さ い 』」。3 

18. 彼 ( フ ィ ル アウ ン ツ は 言っ た 。「 私 た ち は 、| pa 6 
幼少 の あな た (ムー サー*) を 私 た ちの も と Dd 
で 育て て や り 、 0 
な か っ た か ?“ 

19、 ま た あな た は 、 あ な た が や っ た 、 あ な た の hl ds ts; 
行い * を し で か し た 。 あな た は 、 恩 知ら ず な | 
者 6 た ちの 類 い な の だ 」 da 

20. 彼 (ムー サー は 、 言っ た 。 「 私 は 、 自分 が ANTE 
(使徒 * と し て の 使命 を 授かる 前 の ) 迷 い 人 で 
あっ た 時 に 、 そ れ を や っ て し まっ た の で す 。 


= 


NM 


知識 と 守護 と 援助 に よっ て 、 


この 「 御 微 」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 92 の 「 明 証 」 に つい て の 訳注 を 参照 。 


さ 


ー・ ハ ー 章 46 も 参照 。 


の 


m 


oo 


ヤッ サル 367 頁 参 照 )。7 


高 壁 章 105 と その 


訳注 も 参照 。 尚 、 


ウジ の も と へ 行き 、 
タバ リー8:6193 NO。 


この 背 
と の 「 行 い 」 に つい て は 、 
フィ ルアウ ン * の 彼 に 対す る 恩 


ウン * は 神 を 自称 し て いた 。 


アー ヤ *29、 物 語 章 38、 


に 聞く 者 と な る と いう 


この アー ヤ * と 次 の アー ヤ * の 
アッ ラー* の お 言葉 を 伝え た と いう くだ り が 省略 され て いる (アッ = 


し 、 彼 の 神 性 
至高 者 章 24 に も ある よう に 、 


こと ( ム ヤ ッ サ ル 367 頁 参 照 )。 タ 


の 間 に は 、 二 人 が フィ ル ア 


景 に ある こと に つい て は 、 タ ー・ ハ ー 章 38-40、 物 語 章 7-13 を 参照 。 
アー ヤ 14 と その 訳注 を 参照 。 
を 基 (な い が し ) ろ に 


を 否定 する 者 の こと ( ム 
フィ ル ア 


26. 詩人 た ち 章 756 A 


21. それ で 私 は 、 (自分 が 殺さ れる の で は な いか か らら 3 
と ) あな た 方 を 怖 れ た 時 、 あな た 方 か ら 逃 げ ORAS 
まし た 。 そ し て 我 が 主 * は 私 に 英知 を お 恵み 
に な り 、 私 を 使徒 * の 一 人 と され た の で す 。 2 

22、 そ し て それ が 、 あ な た が 私 に 着せ て いる 因 を (た っ っ 55 
な の で す が - あな た が 、 イ スラ ー MM ko の | 
の 子 ら * を 隷 従 さ せ た と いう 一 一 ? 」。 

23. 彼 (フィ ルアウ ン ) は 言っ た 。 「 全 創造 物 DAN TG EE 
の 主 と は 、 何 な の か ね ?」 

24. 彼 - (ムー サー は 、 言 っ た 。「 (それ は ) dN , Wy Je 
諸 天 と 大 地 、 その 間 に あ る 全て の も の の 主 oe 2 


* で す 。 も し あな た 方 が 、 確信 する 者 で ある 
な ら ば (信じ て 下さ い ) 」。 


25. 彼 (フィ ルアウ ン *) は 、 周り の 者 た ち に 
っ た 。「 お い 、 あ な た 方 は 、 (この 突 拍 

も な いこ と を ) 聞い て いる か ?」* 

26. 彼 (ムー サー や は 、 言っ た 。「 (アッ ラー あの 内 Ce ら 5856 

* は 、) あな た 方 の 主 * と 、 あ な た 方 の 先代 

の ご 先祖 の 主 で す 」。5 


OOS 


Tl 


27. 彼 (フィ ルアウ ン ?) は 言っ た 。「 本 当 に 、 CR RNC 
あな た 方 に 遣わ され た あな た 方 の 使 お 徒 * は 、 ある 


まさ し く 馬 か れ た 者 6 だ 」。 


いい 】 


wn 


と の 「 英 知 」 は 、 知 識 と 預言 者 * 性 で ある と され る ( ム ヤ ッ サ ル 368 頁 参 照 )。 
この 間 の 出来 事 は 、 タ ー・ ハ ー 章 10-36、 物 語 章 20-30 に 詳し い 。 
これ は 一 説 に 、 そ も そ も フ ィ ル アウ ン * に よる イス ラー イー ル の 子 ら * へ の 抑圧 が な けれ ば 、 

幼い ムー サー* が 彼ら の も と で 育て られ る 必要 は な か っ た の だ 、 と いう 非難 の 意味 (アル テバ 
ガウ ィ ー3.465 参照 )。 当 時 の 状況 に 関す る 詳細 に つい て は 、 雌 和牛 剖 49 と その 訳注 を 参照 。 
フィ ルアウ ン * は 神 を 自称 し て いた ( ム ヤ ッ サ ル 368 頁 参 照 )。 ア ー ヤ *19 の 訳注 も 参照 。 
フィ ルアウ ン * の 先祖 も 、 他 の 者 た ちの 先祖 と 同様 、 既 に 死ん で し まっ て いる 。 彼 が 他人 と 
同じ 人 間 な の に 、 ど うし て 神 と する な ど と いう こと が あろ うか 、 と いう こと (前 掲 書 、 同 
参照 )。 


アル テヒ ジュル 章 6「 結 か れ た 者 」 の 訳注 も 参照 。 


26. 詩 人 た ち 章 757 中 テー20 5 と 
28. 彼 (ムー サー や は 、 言っ た 。「 (アッ ラー Cs 6 
* は ) 東 と 西 、 そ の 間 に あ る 全て の も の の 主 。 0 

あな た 方 が 分 別 す る の で あれ ば (、 信 仰 す 
る で し ょ うに ) 」 [< 

29. 彼 ( フ ィ ル アウ ン わ は 言っ た 。「 も し も 、 EN ESE AI 
あな た が 私 以外 の 神 ! を 設け る の な ら 、 私 ⑯ose と 1 と 
は 必ず や 、 あ な た を 囚人 の 一 人 に し て や 
る ぞ 」。 

30. 彼 (ムーサ ー や は 、 言っ た 。「 も し 、 私 が OE 
あな た に 明白 な も の ? を 披 喜 し て 着 し 上 げ 
た と し て も (、 私 を 投獄 し ます か ) ?」 

31. 彼 (フィル アウ ンカ は 言っ た 。 「 な ら ば 、 DN EH SJE 
それ を 披 吉 し て みよ 。 も し あな た が 正直 者 
の 類 い な ら ば 、 だ が 」。 

32. 彼 (ムー サー や は 、 自分 > の 杖 を 投げ た 。 す RE OE I 
る と どう し た こと か 、 そ れ は 紛れ も な い 一 
匹 の 大 蛇 と な っ た 。 

33. また 、 彼 が 自分 ) の 手 を ( 懐 に 入れ て か ら ) OT RSS 
出す と 、 ど うだ ろう 、 それ は 観衆 の 前 に 白 
く な っ て 現れ た 。 

34. 彼 (フィ ルアウ ン *) は 、 その 周り の 有力 者 | を c ク ちっ 2GA3j4 と 6 
た ち に 言っ た 。「 本 当 に これ は まさ し く 、 
習 熟し た 魔術 師 だ ぞ 。 

35. ( 彼 は ) その 魔術 で 、 あな た 方 を あな た 方 | = の 6 の る 用 も 
の 地 か ら 追 い 出し た い の だ 。 で は 、 あ な た OG 


方 は 何 を 命じ る か ?」 


1 


「 神 」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 物 語 章 38、 
フィ ル ア 


2 て この 「 明 


ウン * は 神 を 自称 し て いた 。 


な も の 」 と は 、 彼 の 正直 さ を 証 明 する 決定 的 な 証拠 ( ム へ ヤッ サル 368 


至高 者 章 24 に も ある よう に 、 


参照 )。 


IN 


26. 詩人 た ち 章 758 A 


36. 彼ら は 言っ た 。「 彼 と その 兄 (ハー ルー ン ツ | の osco5dg 56ebo356 
の こと は 後回し に され て 、 (ムー サー* に 対 


抗 す る た め の 魔 術 師 た ち を ) 台 集 する 者 
た ち (兵隊 ) を 、 町 々 た に お 遣わ し 下さ い 。 


37. そう すれ は ば 、 彼ら は あな た の も と に 、 あ ら OE ES 
ゆる 習熟 し た 腕 の 立つ 魔術 師 を 参上 させ 
る こと で し ょ う 」。 


38. そ し て 、 定め られ た 日 の ある 時 刻 に 、 魔術 | ②③ み Cc に 、35 
師 た ち は 集め られ た 。! 
39.、 そ し て 人 々 に は 、 (こう ) 言わ れ た 。「 あ OLE 
な た 方 は 、 集 合 する の か ?」2 
40. (人 々 は 言っ た 。) 「 私 た ち は 、 魔術 師 た | ⑥2A6 ol 
ち に 従 お う 。 彼ら こ そ が 勝利 者 と な っ た な 


ら ば 」。 
41. そし て 魔術 師 た ちはや っ て 来る と 、 フ ィ ル | eGo 
アウ ン * に 言っ た 。「 本 当 に 私 た ち に は 、 ご DNC 


複 美 が あり ます で し ょ うか ? も し 、 私 た 
ち が (ムー サー* に ) 勝利 し た な ら ば 」。 
42. 彼 (フィル ア ウン” は 言っ た 。「 あ あ 。 本 DN IG 
当 に あな た 方 は 、 そ うし た ら 、 き っ と 側近 
の 仲間 と な ろう 」 Oo 
43.、 ムー サー* は 彼ら に 言っ た 。「 あ な た 方 が 投 A ON 
げ る 物 を 、 投 げ る が よい 」。 3 


1 この 日 時 に つい て は 、 タ ー・ ハ ー 章 59 と その 訳注 を 参照 また 、 フ ィ ル アウ ン * が 魔術 師 
た ち を 集結 させ 、 ムー サー* と 魔術 師 た ち に 決戦 させ た 情景 に つい て は 、 高 壁 章 109-126、 
ユー ヌス * 章 79-82、 タ ー・ ハ ー 章 57-73 も 参照 。 

これ は 、 人 々 に 早く 集まる こと を 促す 、 ア ラビ ア 語 的 表現 (アル テバ イダ ー ウ ィ ー4:237 
参照 )。 


IN) 


3 ムー サー* の この 言葉 の 前 に は 、 高 壁 章 115、 ユ ー ヌ ス * 章 80、 タ ー・ ハ ー 章 65 に ある よ 
うな 魔術 師 た ちの 言葉 が ある (アッ テ タ バリ ー8:6200 参照 )。 


26. 詩人 た ち 章 759 SYS 

44. それ で 彼ら は 、「 フ ィ ル アウ ン * の 威信 に 敬 ジー と 9 し 人 
っ て 。 本 当 に 私 た ちこ そ は 、 勝 利 者 だ 」 と A RE 
言い な が ら 、 自 分 た ちの 縄 と 杖 を 投げ た 。! 

45. それ で ムー サー* は 、 自分 の 杖 を 投げ た 。 す CE RE 
る と どう で あろ う 、 そ れ は (一 匹 の 大 蛇 と ob 
な っ て 、) 彼ら が まや か す も の を 呑み 込ん 
で し まう 。 

46. そし て 魔術 師 た ち は 、 (それ が 魔術 で は Super a 
な く 、 アッ ラー* の 御 徴 で ちる こと を 知 
り 、) の し つつ 崩れ 落ち た 。3 

47. 彼ら は 言っ た 。「 私 た ち は 、 全 創造 物 の 主 RR AARC 
* を 信じ まし た 。 

48. ムー サー* と ハー ルー ン * の 羊 * を 」 a GODOYCO 

49. 彼 ( フ ィ ル アウン?) は 言っ た 。「 私 が あな Sk 
た 方 に 許可 を 出す 前 に 、 あ な た 方 は (ムー 移る 
サー* を ) 信じ た 。 本 当 に 彼 は まさ し く 、 あ を 
な た 方 に 魔術 を 教え た 、 あ な た 方 の 親玉 だ 義和 oO 
か ら だ 。 な ら ば 、 あ な た 方 は きっ と (自分 coo) 
た ちの 和 失敗 を ) 知る こと に な ろう 。 私 は 必 
ず や 、 あ な た 方 の 手 と 足 を 交互 に 切り 落と 
し 、 あ な た 方 を 全員 、 磁 に し て や ろう 」。 

50. 彼ら (魔術 師 た ち ) は 言っ た 。「 全 く 差し OAI CN 
障 り は ご ざい ませ ん 。 実に 私 た ち は 、 我 ら 
が 壮 * の 御 許 へ と 戻り 行く 身 な の で すか ら 

51. 本 当 に 私 た ち は 、 自 分 > た ち が 信 仰 者 の 先 務 


け と な っ た こ と で 、 、 私 た ちの 主 * が 私 た ちの 
た め に 、 私 た ちの 過ち を お 赦し に な る こと 
を 望ん で いる の で す 」。 


1 する と それ ら は 人 々 の 目 に 、 遺 い 回 る 大 蛇 と な っ て 見 えた 
壁 章 116、 
高 壁 章 120 の 訳注 を 参照 。 


ター・ ハ ー 章 66 も 参照 。 


Ci CEES PA 


( ム ヤ ッ サ ル 369 頁 参 照 )。 高 


26. 詩 人 た ち 章 


760 


a 


52. 


53. 


54. 


55. 


56. 


57. 


58. 


59. 


われ ら * は ムー サー* に 、 (こう ) 啓示 し た 。 
「 わ れ ら * の 僕たち (イス ラー イー ル の 子 
ら *) を 連れ て 夜 に 、( エ ジ プ ト を ) 旅立つ 
の だ 。 実に あな た 方 は 、 追 われ る 身 と な る 
の だ か ら 」。! 

フィ ルアウ ン * は (彼ら が エジプト を 脱出 し 


た こと を 知る と ) 、 ( 軍 を ) 召集 する 者 


た ち (兵隊 ) を 町 々 に 遣わ し だ 。 


(フィ ルアウ ン * は 言っ た 。) 「 本 当 に こ 
ら の 者 た ち ? は 、 全 くち っ ぽ け な 集団 で ある 。 


本 当 に 彼ら は 、 ま さ に 私 た ち を 慎 ら せ る 3 
者 た ち 。 


そし て 本 当 に 私 た ち は 、 まさ し く 全 員 、 警 
前 万 端 な る 者 な の だ 」。 


われ ら * は 、 彼ら (フィル アウン * と その 民 ) 
を 果樹 園 と 泉 (の 土地 エジプト ) か ら 
出し た 。 


また 、 財宝 (の 宝庫 ) と 、 上 等 な 居場所 か ら 
(彼ら の 出征 は 、 ) その よう な 次 第 で あっ 


に ーー 


追い 


た 。 そ し て われ ら *『 は それ ら * を 、 イ スラ ー 
イー ル の 子 ら * に 受け 継が せ た の だ 。? 


= 


高 壁 章 127-135 に も ある よう 


に 、 こ の 啓示 の 前 、 


TE っ に を 
CC1 


ンタ ンー 


oy さこ 1 色 


@ の と を 3965 


DA 


Ms 
ERED RY 
ムー サー* は エジプト に 長期 間 滞 在 し 、 


フィ ルアウ ン * と その 民 を アッ ラー* の 教え へ と 招き 続け て いる (イブン ・ カ スィ ー ル 6:142 


参照 )。 ま た 、 


イス ラー イー ル の 子 ら * が エジプト を 脱 H 


H し た 時 の 


中 写 ( び よ う し ゃ ) に つ 


いて は 、 ユ ー ヌ ス * 章 90-92、 タ ー・ ハ ー 章 77-78、 煙 霧 章 23-24 も 参照 。 
2 ムー サー* と 、 役 と 共に 脱出 し た イス ラー イー ル の 子 ち * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 369 真 参照 )。 


彼 
掲 ョ 


w 


に 


ら は 、 フ ィ ル アウ ン * の 宗教 に 背 き 、 彼 の 許可 な し ! 


「 そ れ ら 」 と は 、 


同 頁 参照 )。 


村 ゝ 


参照 )。 


mh 


高 壁 章 137、 物 語 章 5-6 も 参照 。 


こ 還 | 


を 出 た こと で 、 彼 を 慎 ら せ た (前 


アー ヤ *57-58 で 言及 され て いる よう な も の (アル テク ルト ウゥ ビー13:105 


26. 詩人 た ち 章 761 A で 

60. こう し て 彼ら (フィ ル ア ウン * と その 軍勢 ) OE 
は 、 太 陽 が 昇る と 共に 、 彼 ら (イス ラー イ 
ー ル の 子 ら *) を 追っ た 。 

61. 二 つの 集団 が お 互い の 姿 を 認め た 時 、 ム ー RTA EE 
サー* の 仲間 た ち は 言 っ た 。「 本 当 に 私 た ち OA 
は 、 ま さ に 追い つか れ て し まい ます 」。 

62. 彼 (ムー サー? は 言っ た 。「 断 じ て (、 師 ER A 
いつ か れ は し ) な い 。 本 当 に 我 が 主 * は 私 と 
共に ある の で あり 、 か れ は 私 を (救い の 道 
へ と ) お 導き 下さ ろう 」。 

63。 われ ら * は ムー サー* に 、 「 あ な た の 杖 で 、 RH 
海 を 叩け 」 と 啓示 し た 。 ( 彼 が そう ) する か の 2 
と 、 そ れ ( 海 ) は 割れ 、 全 て の 割れ た 部 分 
は 、 大 き な 山 の よう に な っ た 。! 

64。 そ し て われ ら * は 、 外 の 者 た ち (フィ ルアウ @ou5 じ SC 
ン * と その 軍勢 ) を そこ ( 海 ) へ と 近づけ (て 、 
そこ に 入ら せ ) 、 

e5. ムー サー* と 、 彼 と 共に あっ た 者 た ち を 全員 DE ESL 
救い 出し 、 

66. それ か ら 外 の 者 た ち ( フ ィ ル ア ウン * と その DNL 
軍勢 ) を 、 ( 海 を 閉じ て ) 溢れ させ た 。 

67. 本当 に そこ に は まさ し く 、( ア ッ ラ ー* の 御 | 始 _iae- の を 9253 
力 を 示す ) 御 徴 ? が ある 。 彼 ら の 大 半 は 信 Os 
仰 者 で は な か っ た の だ 。 

68. そ し て 本 当 に あな た の 主 ^、 か れこ そ は 偉 $ と の な 6865 


力 な ら び な い * お 方 、 開 愛 深い * お 方 で あら 
れる 。 


1 そこ に は イス ラー イー ル の 子 ら * の 支族 数 で ある 、 十 二 本 の 道 が 出来 、 その 間 の 海 オ 
彼ら は その 乾い た 道 を 、 無 事 


日 


上 が っ て 大 き な 山 の よう に な っ た と され る 。 


員 


2 この 「 御 徴 」 と は 、 ア 


H た (アル テク ルト ウゥ ビー13:107 参照 )。 
アッ ラー* の 全能 性 を 示す 、 驚 


に 渡っ て 対岸 に 


くべ き 訓 戒 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 370 頁 参照 )。 


26. 詩人 た ち 章 762 中 40 5) と 

69 (使徒 " よ ) 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * の 知ら せ を 、 OE 
彼ら に 謗 ん で 聞か せよ 。 

70. 彼 が その 父親 と 民 に 、 ( こ う ) 言っ た 時 の DLT NE 
こと !。「 あ な た 方 は 、 何 を 崇め て いる の で 
すか ?」 

71. 彼ら は 言っ た 。「 私 た ち は 個 像 を 団 め て お | ⑧aemPLGUESEE SU6 
り 、 そ れ ら に 仕え 続け る 」。 

72. 彼 (イブ ラー ヒー ム ? は 言っ た 。「 一 体 そ DoE Sad 
れ ら は 、 あ な た 方 が (それ ら に ) 祈る 時 、 
あな た 方 の こと を 聞い て くれ る の で すか ? 

73。 そ れ と も それ ら は 、 あな た 方 を 益 し た り 、 あ RE 
る い は あな た 方 を 害し た りす る の で すか ?」 

74. 彼ら は 言っ た 。「 い や 、 私 た ち は 私 た ちの TO AEA hG 
ご 先祖 様 が 、 そ の よう に し て いる の を 見 出 
し た の だ 」 o 

75. 彼 (イブ ラー ヒー ム *) は 言っ た 。「 そ れ で 5 も 26 
一 体 、 あな た 方 は (じっくり と ) 見 て みた の 
で すか ? あな た 方 が 崇め て きた も の を ? 

76. あな た 方 自身 と 、 あ な た 方 の 先代 の ご 先祖 DTI 
が (崇め て きた も の を ) ? 

77. 本 当 に それ ら は 、 私 に と っ て の 敵 。 全 創造 DANS 
物 の 主 * だ けが 違う の で す 。 

78. (か れ は ) 私 を お 創り に な っ た お 方 で 、 か TE CE | 
れ が 私 を 導い て 下さ り ま す 2。 

79.、 ま た 、 か れ は 私 に 食べ 物 を お 授け に な り 、 Or RB Bl 
私 に 飲み 物 を 与え て 下さ る お 方 。 

1 イブ ラー ヒー ム * と その 父親 、 及び その 民 の や り 取 り に つい て は 、 家畜 章 74-82、 マルヤ ム 

* 章 42-48、 預 言 者 * た ち 章 52-70、 整 列 者 章 85-98、 金 の 装飾 章 26-28 も 参照 。 


2 現 ] 


世 と 来世 に お ける 利益 へ と 導い て 下さ る 、 と いう 


こと ( ム ヤ ッ サ ゼル 370 上 頁 参 照 )。 


26. 詩 人 た ち 章 


763 


PEPS も | 


80. 


81. 


84. 


85. 


86. 


また 、 私 が 病気 に な っ た 時 に は 、 か れ が 私 
を 癒し て 下さ いま す 。 


また 私 を (現世 で ) 死な せ 、 そ れ か ら ( 復 
活 の 日 * に ) 私 を 生か し て 下さ る お 方 。 


、 また 報い の 日 * に は 、 我 が 過ち を お 赦し 下 


さる こと を 、 私 が 所 望 す る お 方 」。 


(イブ ラー ヒー ム * は 、 皇 * に 祈っ て 言っ 
た 。) 「 我 が 壮 * よ 、 私 に 英知 ! を 授け て 下 
さい 。 そし て 私 に 、 正しい 者 * た ちの 仲間 入 
り を させ て 下さ い 。 


また 後代 の 者 た ち に お いて 、 私 に 対す る 
(人 々 の 、 ) 素晴らし い ( 符 美 の ) 言葉 ? を 
お 恵み 下さ い 。 


また 私 を 、 安 蜜 の 楽園 を 相続 する 者 の 一 人 
と し て 下さ い 。 


また 、 私 の 父 を お 赦し 下さ い 4 本当に 彼 は 、 
迷っ た 人 々 の 一 人 だ っ た の で すか ら 


は ず か 


。 そ し て 彼ら が 蘇 ら さ れる 日 に 、 私 を 辱 め 


な いで 下さ い 、 
、 財産 も 子供 も 役に立た な いそ の 日 に 。 


. 信 し 、 健 全 な 心 $5 と 共に アッ ラー* の 御 許 に 
参じ た 者 は 別 で す が 」。 


1 この 「 英 知 」 は 、 知 識 と 責 


2 この 言葉 に つい て は 、 マ ル ヤ ム * ゞ * 章 50 の 訳注 を 参照 。 


3 天 


4 マル ヤム * 章 47「 お 赦し を 人 いま し ょ う 」 の 訳 沼 
健全 な 心 」 と は 、 シ ルク *、( 信 仰 に 対す る ) 疑念 、 悪 へ の 志向 、 
ら 無 事 で あり 、 か つつ 真 麗 さ 、 知 識 、 確 信 、 善 へ の 志向 、 
こと 基づい て いる よう な 心 の こと (アッ = テ サ ァ デ ィ ー593 頁 参 照 )。 


5 「 


ラー* へ の 愛情 


国 を 「 相 続 す る 」 と いう 表現 に つい て は 、 マ ル ヤ ム * 章 63 の 訳注 
を 参照 。 


の 


タン ンタ イー タ っ 3 kz 


の みう と クー Sl 


ン ラン ング くる イン 
OL BEY 


OI IENS 
SL とる 3 


と 


『 解 の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 370 頁 参 照 )。 


を 参照 。 


款 教 の 改新 、 罪 な どか 


2/ 


身 の 意 


K 思 ・ 


愛情 欲望 が アッ 
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90. 楽園 は 、 散 虎 * な 者 た ち に 近 寄 せ られ る 。 SN 

91. また 火 狂 は 、 鉛 脱 者 た ち ! の 前 に 雷 わ に され る 。 Cy 

92. そし て 彼ら に は 、 (こう ) 言わ れる 。「 あ SC お) の 
な た 方 が 崇め て いた も の は 、 ど こ な の か 、 

93.。 アッ ラー* を よそ に し て ? 一 体 彼ら は 、 OO TRI ons 


あな た 方 を ( ア ッ ラ ー* の 懲罰 か ら ) 助け 
て くれ る の か ? それ と も 彼ら は 、 自分 自 
身 を (そこ か ら ) 救う と いう の か ?」 


94. 彼ら と 逸脱 者 た ち ? は 、 そ こ に 送 様 に ( 何 OR RC 
度 も 何 度 も ) 投げ 集め られ る 。 


95. そし て イブ リー ス * の 箇 勢 も 、 全 員 。 OR ELS 

96. 彼ら は そこ で 、 (自分 た ち を 迷わ せ た 者 OOH 
た ちと ) 争い な が ら 、 に の 言う 。 

97. 「 ア ッ ラ ー* に 燥 っ て 、 本 当 に 私 た ち は 、 Di RG 
まさ に 明らか な 迷い の 中 に あっ た 。 

98 私 た ち が あ な た 方 を 、 全 創造 物 の 主 に 普 @o っ uo 
べ て ( 岩 拝 * し て ) いた 時 。 

99. 私 た ち を 迷わ せ た の は 、 罪 悪者 た ち 3 引 人 外 A GY 
の 何 も の で も な い 。 

100. そし て 私 た ち に は 、 い か な る 執り 成 し 手 oa 
も な くく 


101. 近しい 友人 も いな い 。 


1 この 「 逸 脱 者 た ち 」 と は 、 正しい 導き か ら 逸 脱し 、 ア ッ ラ ー* が 禁じ られ た 物事 に 身 を や つ 
し 、 使 徒 * を 嘘つき 呼ば わり MS の と ( ム ヤ ッ サ ル 371 頁 参照 )。 

2 ここ で の 「 人 逸脱 者 た ち 」 は 、 偶 像 や シャ イタ ー ン * な ど 、 不信 仰 者 ら が アッ ラー* を よそ に 

崇め て いた も の こと と され る (アッ = テ タ バリ ー8.:6217 参照 )。 

この 「 罪 悪者 た ち 」 に は 、「 シ ャ イタ ー ン \*」 「 彼 ら が 従っ て いた 者 た ち 」 な ど と いっ た 解釈 

が ある (アル = テク ルト ゥ ピー13:116 参照 )。 

つま りら 天使 *、 預 言 者 *、 信 仰 者 ら の 「 執 り 成 し 手 」 の こと (前 掲 書 、 同 真 参照 )。「 執 り 成 

し 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 48、 タ ー・ ハ ー 章 109 と その 訳注 も 参照 。 


w 
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102. も し 私 た ち に (現世 に ) 戻る と と が 出来 OR 


104. 


105. 


106. 


107. 


108. 


109. 


それ で 信仰 者 の 仲間 と な れ た な ら (、 よ 
か っ た の だ が ) 」。! 


- 本 当 に そこ ? に は まさ し く 、 ( ア ッ ラ ー の 


作 一 性 * と シル ク * の 誤 り を 示す ) 御 微 * 
が ある 。 彼 ら * の 大 半 は 信仰 者 で は な か っ 
た の だ 。 


そし て 本 当 に あな た の 主 *、 か れこ そ は 人 
力 な ら び な い * お 方 、 慈 愛 深い * ね お 方 で あ 
られ る 。 


ヌー フ * の 民 は 、 遣わ され た 者 (使徒 や 
た ち $ を 、 嘘 つき 呼ば わり し た 。 


彼ら の 同胞 で ある ヌー フ * が 、 彼ら に ( こ 
う ) 言っ た 時 の こ と 「 一 体 あ な た 方 は 、 
(アッ ラー* を ) 時 れ * な い の か ? 


本 当 に 私 は 、 (啓示 の 伝達 に お いて ) あ 
な た 方 へ の 誠実 な 使徒 * で ある 。 

な ら ば アッ ラー* を 異 れ *、 私 に 従う の だ 。 
そし て 、 私 は それ (啓示 の 伝達 ) ゆえ に 、 
あな た 方 に いか な る 見 返り も 要求 し て は 


いな い 。 私 の 見 返り は 、 全 創造 物 の 主 * か 
ら 以 外 に は な い の だ か ら 。 
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2 
RI CII GY 


ND 


OAT 


と は | 


eo cb 


同様 の アー ヤ * と し て 、 家 畜 章 27-28、 高 璧 章 12、 イ ブラ ー ヒ ー ム * 章 44、 信 仰 者 た ち 章 


99-100、 サ ジ ダ * 章 12、 創 成 者 章 37、 赦 し 深い お 方 章 11-12、 相 談 章 44、 偽 信者 * た ち 
章 10-11 も 参照 。 


2 つま り 、 イ ブラ ー ヒ 


の 


た 


5 還 


ー ム * に まつ わる 逸話 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 371 頁 参 照 )。 
この 「 御 微 」 に 関し て は 、 ア ー ヤ \67 の 訳注 を 参照 。 
と の 「 役 ら 」 は 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * の 逸話 を 聞い た 者 た ちの こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 

言わ され た 者 (使徒 う 」 が 複数 形 に な っ て いる こと に つい て は 、 識別 章 37 の 訳注 を 参照 。 
ー フ * と その 民 に 起こ っ た こと に 関し て は 、 高 璧 章 59.64、 フ ー ド * 章 25-48、 信 仰 者 た 


ち 章 23-30、 整 列 者 章 75-82、 月 章 9-17、 ヌ ー フ * 章 な ども 参照 。 


26. 詩 人 た ち 章 766 


お そ し た が 
110. な ら ば アッ ラー* を 異 れ *、 私 に 従え 」。 


111. 彼ら (ヌー フ * の 民 ) は 、 言 っ た 。「 一 体 
私 た ち が 、 あ な た を 信じ る と いう の か ? 

最 底辺 の 者 た ち が 、 あ な た に 従っ て いる 
と いう の に ?」 

112. 彼 (ヌー フ ?) は 言っ た 。「 彼 ら が 行っ て 
いた こと を 私 が 知っ た と ころ で 、 何 に な 
る の か ? 


ES 彼ら の (行い や 内 心 に 対す る ) 勘定 は 、 
我 が 主 * の み に 任 され た も の 。 も し 、 あ な 


た 方 が 気付 いて くれ れ ば 。 
114. そし て 私 は 、 信 仰 者 た ち を 追い や る 者 で 
は な い 。 


115. 私 は 明白 な る 警告 者 で し か な い の だ 」。! 


116. 彼ら (ヌー フ * の 民 ) は 言っ た 。 「 も し も 
あな た が (その 宗教 へ 招く の を ) 止め な 
けれ ば 、 ヌ ー フ * よ 、 必ず や あな た は ( 石 
で ) 打ち 殺さ れる 2 者 と な ろう 」。 


Ii7. 彼 (ヌー フ や は 言っ た 。 「 我 が 主 * よ 、 
本 当 に 我 が 民 は 、 私 を 嘘つき 呼ば わり し 
まし た 。 


118. ゆえに 私 と 彼ら の 間 に 、 裁決 を お 下 し に 
な り 、 私 と 、 信 仰 者 た ちの 内 で 私 と 共に 
ある 者 を 救っ て 下さ い 」。 

119. それ で われ ら * は 彼 と 、 彼 と 共に ある 者 を 

満載 され た 船 で 救っ た 。 


120. それ か ら (ヌー ブフ * ら を 救っ た ) 後 、 ( 信 
仰 を 拒ん だ ) 残り の 者 た ち を 溢れ させ た 。 
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1 この 内 容 の 詳細 に つい て は 、 フ ー ド * 章 27-31 と その 訳注 を 参照 。 
2 「( 石 で ) 打ち 殺さ れる 」 に つい て は 、 フ ー ド * 章 91 の 訳注 を 参照 。 


26. 詩 人 た ち 章 767 A 
21. 本 当 に そこ に は まさ し く 、 御 徴 が ある 。 
彼ら の 大 半 は 信仰 者 で は な か っ た の だ 。 
iz2. そし て 本 当 に あな た の 主 *、 か れこ そ は 佑 OI 
力 な ら び な い * お 方 、 愛 深い * お 方 で あ 
られ る 。 
123. アード * は 、 遣 わ さ れ た 者 (使徒 の た ち ! を な 、 Coe 


124. 


125. 


126. 


127. 


128. 


AS 


130. 


嘘つき 呼ば わり し た 。 

彼ら の 同胞 で ある フー ド * が 、 彼 ら に (こと 
う ) 言っ た 時 の こと ?。「 一 体 あな た 方 は 、 
(アッ ラー* を ) 詞 れ * な い の か ? 

本 当 に 私 は 、 ( 背 示 の 伝達 に お いて ) あ 
な た 方 へ の 誠実 な 使徒 で ある 。 

な ら ば アッ ラー* を 異 れ *、 私 に 従う の だ 。 


そし て 、 私 は それ (啓示 の 伝達 ) ゆえ に 、 
あな た 方 に いか な る 見 返り も 要求 し て は 
いな い 。 私 の 見 返り は 、 全 創 造物 の 主 * か 
ら 以 外 に は な い の だ か ら 。 


一 体 あな た 方 は 徒 ら に 、 あら ゆる 高 
に 塔 を 建て る 3 の か ? 

また 、 自 2 分 た ち が あ た か も 永遠 に 生き る 
か の よう に 、 城郭 ? を 造る の か ? 


そ で じ て 、 あな た 方 が (誰か を ) 制圧 する 
時 に は 、 暴 虐 的 に 制 話す る の だ 。 


Ook 3 


onE EI PC 


1 「 人 遣わ され た 者 (使徒 う 」 が 複数 形 に な っ て いる こと に つい て は 、 識別 章 37 の 訳注 を 参照 。 


2 フー ド * と その 民 に 起こ っ た こと に つい て は 、 
れ た 章 13-16、 砂 丘 


アー ド * の 民 は 、 


高 壁 章 65-72、 フ ー ド * 章 50-60、 主 
章 21-26、 月 章 18-22、 真 実 章 1.6、 暁 章 6-14 な ども 参照 。 

通行 人 を 見 下ろ し て 馬鹿 に する た め に 、 
(アル テバ ガウ ィ ー3.474 参照 )。 また 一 説 に は 、 


その よう な こと を し て いた と いう 
自分 た ちの 強大 さ を 誇示 する た め 、 必 要 


も な い の に 無 意 味 に 高い 建築 物 を 建て て いた (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:152 参照 )。 


一 説 に は 


成 郭 」 で は な く 、 貯 水池 (アッ テニ タ バリ ー8:6224 参照 )。 
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131. 


132. 


139. 


140. 


141. 


. あな た 方 に 、 
。 ま た 果樹 園 と 泉 を (供給 し 給 う た お 方 を )。 
. 本当 に 私 は あな た 方 に 、 


な ら ば アッ ラー* を 、 私 に 従え 。 


IE の PP 
る も の (で ある 各種 の 恩恵 ) を 供給 し 給 う 
た お 方 を 呉れ * よ 


か ちく た ま 
家畜 と 子供 を 供給 し 給 い 、 


偉大 な る 日 の 懲 


六 を 怖 れ て いる の だ 」。 
彼ら は 言っ た 。「 あ な た が 訓 戚 し よう と 、 


くん か い 


訓 式 者 の 類 い で は な か ろう と 、 私 た ち に 
は 同じ こと 。 


。 これ は 昔 の 人 々 の 習い に 過ぎ ず 、! 
私 た ち は 、 


(た と え 蘇ら され た と し て 
も 、) 名 され る 身 な ど で は な い の だ か ら 」。 


こう し て 彼ら は 、 彼 (フー ド ?) を 嘘つき 
呼ば わり し 、 わ れ ら * は 彼ら を 滅ぼし た 。 
本 当 に そこ に は まさ し く 、 (アッ ラー* の 
御 力 を 示す ) 御 徴 が ある 。 彼 ら の 大 半 は 
信仰 者 で は な か っ た の だ 。 

そし て 本 当 に あな た の 壮 *、 か れこ そ は 作 
力 な ら び な い * お 方 、 慈 愛 深い * ね お 方 で あ 
られ る 。 


サム ー ド * は 、 
ち ? を 、 


遣わ され た 者 (使徒 O た 
嘘つき 呼ば わり し た 。 


つま 
ル テ 


り 、 ある 期間 を 生き て は 死に 、 
バ ガ ウ ィ ー3.475 参照 )。 
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ICU 


DIANNE 


ON NIE 


DOANE 


その 後に は 復活 も 清算 も な いと いう 「 習 い 」 の こと ( ア 


2 「 遣 わ さ れ た 者 (使徒 り 」 が 複数 形 に な っ て いる こと に つい て は 、 識 別 章 37 の 訳注 を 


参照 


の や 
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142. 


143. 


144. 


145. 


146. 


彼ら の 同胞 で ちあ る サー リフ * が 、 彼 ら に 
(こう ) 言っ た 時 の こと '。 「 一 体 あ な た 
方 は 、 (アッ ラー* を ) 長 れ * な い の か ? 
本 当 に 私 は 、 ( 記 示 の 伝達 に お 5 いて ) あ 
な た 方 へ の 誠実 な 使徒 * で ある 。 

な ら ば アッ ラー* を 異 れ *、 私 に 従う の だ 。 
そし て 、 私 は それ (啓示 の 伝達 ) ゆえ に 、 
あな た 方 に いか な る 見 返り も 要求 し て は 
いな い 。 私 の 見 返り は 、 全 創造 物 の 主 * か 
ら 以外 に は な い の だ か ら 。 

一 体 あな た 方 は 、 こ と に その まま 人 泰 な 
状態 で 放っ て お か れる と いう の か ? 


Sk C0 と っ チ い 


147. 果樹 園 と 泉 の 中 で 、 REGO 

148. そし て 農作物 と 、 そ の 閑 (か ら 出 た 果実) と 4 きつ づつ 
が 熟れ た ナツ メ ヤ シ の 中 で ? 

149. また あな た 方 は 器用 に ?、 山 々 を くり 貫い Daa EL I 
て 家 と し て いる 。 

お そ し た が 

150. な ら ば アッ ラー* を 明 れ *、 私 に 従う の だ 。 

1s1. そし て 、 ( 罪 に ) 度 を 越し た 者 た ち * の 命 
合 に 従 う の で は な い 。 

152. 地上 で 腐敗 * を 働き 、 正 し いと こと を し な い | @5AL2YuNe の も 8e 敵 
者 た ち (の 命令 ) に 」。 

1 サー リフ * と その 民 に 起こ っ た こと に つい て は 、 高 壁 凍 73-77、 フ ー ド * 章 61.66、 ア ル = テ 

ヒジ ュ ル 章 80-84、 蝶 章 45-53、 著 23-32、 太 陽 章 11-15 な ども 参照 。 
2 つま り 、「 こ の 現世 に 安住 し つつ 、 恩 恵 を 享受 し 、 そ の 喪失 (そう し つ ) や 懲罰 、 死 な ど を 


免れ た 状態 」 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 373 真 参照 )。 


CO 


リ 


た 


これ は 一 


外 に も 「 馬 (お ご ) り 高 ぶっ て 」「 活 き 活き と し て 」 な ど と いっ た 解釈 が ある (アッ ニタ バ 
ー8 : 6229-6300 参照)。 


説 に 、 農 章 48 以降 に 登場 する 九 人 の 男 た ち を 指す (アッ ニ サ アァ ディー596 真 参照 )。 
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153. 


154. 


155. 


156. 


157. 


158. 


99, 


彼ら (サム ー ドウ は 言っ た 。「 実 に あな 
た は 、 ひど い 魔 術 に か か っ た 者 で ある 。 


あな た は 、 私 た ちと 同様 の 一 人 の 人 間 で 
し か な い 。 な ら ば 、 御 徴 ! を 持っ て 来い 。 
も し 、 あ な た が 本 当 の こと を 言っ て いる 
の な ら ば 、 だ が 」。 


彼 (サー リフ は 言っ た 。「 こ れ は 、( ア 
ッ ラ ー* が 岩山 か ら 出 し て 下さ っ た ) 雌 ラ 
クダ で ある 。 そ れ に は 水 (の 割り 当て ) 
が あり 、 あ な た 方 に も 決め られ た 日 の 水 
(の 割り 当て ) が ある 。 


また 、 それ に 危害 を 加え る こと で 、 偉大 
な る 日 の 敏信 が あな た 方 に 襲い か か る よ 
うな こと に な っ て は な ら な い 。 


こう し て 彼ら は 、 その ( 雌 ラ クダ の ) 腕 を 
切り 3、 後悔 する 者 と な っ た 。 
そし て 抽 割 が 、 彼ら を 襲っ た 。 本 当 に そ 
こ に は まさ し く 、 御 徴 5 が ある 。 彼ら の 大 
半 は 信仰 者 で は な か っ た の だ 。 
そし て 本 当 に あな た の 主 *、 か れこ そ は 人 


力 な ら び な い * お 方 、 慈 愛 深い * お 方 で あ 
られ る 。 


= 


373 頁 参照 )。 


to 


こと の 人 逸話 に つい て は 、 


壁 章 73-77 と その 訳注 、 フ ー 


13-14 も 参照 。 


3 肉 ラ クダ を 層 る こと に な っ た 経緯 (いき さ つ )、「 膝 を 
の 訳注 を 参照 。 
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サム ー ド * に 下さ れ た 懲罰 の 詳細 に つい て は 、 頻 出 名 
と の 「 御 微 」 


イマ ラン ン そ 


i PS 


し 5 3 DUR Gc ひら 
to は ププ oe 


OS 


この 「 御 徴 」 は 、 サー リフ * が 主張 する こと の 正 し さ を 示す 証拠 、 と いう 意味 ( ム ヤ ッ サ ル 


ド * 章 64-68、 


章 27-29、 太 陽 章 


切る 」 の 意味 に つい て は 高 壁 章 77 


に 関し て は 、 ア ー ヤ \67 の 訳注 を 参照 。 


語 解説 の 「 サ ムー ド *」 の 項 を 参照 。 


26. 詩人 た ち 章 771 a 1 

160 ルート * の 民 は 、 遣わ され た 者 (使徒 ) SA LE 
た ち ! を 、 嘘 つき 呼ば わり し た 。 

161. 彼ら の 同胞 で ある ルー ト * が 、 彼ら に ( こ ON NIR 
う ) 言っ た 時 の こと 2。「 一 体 あな た 方 は 、 
(アッ ラー* を ) 長 れ * な い の か ? 

162. 本当 に 私 は 、 ( 北 示 の 伝達 に お いて ) あ も 38 
な た 方 へ の 誠実 な 使徒 * で ある 。 

163、 な ら ば アッ ラー* を 長 れ *、 私 に 従う の だ 。 Ue 

164。 そ し て 、 私 は それ (啓示 の 伝達 ) ゆえ に 、| ek 
あな た 方 に いか な る 見 返り も 要求 し て は DN SE 
いな い 。 私 の 見 返り は 、 全 創造 物 の 主 * か 
ら 以 外 に は な い の だ か ら 。 

165. 一体 あな た 方 は 、 創 造物 (で ある 人 類 ) $o23oA306 多 | 
の 内 の 男性 に 近寄る 3? と いう の か ? 

166. あ な た 方 の 主 * が あな た 方 の た め に お 創 | ぶん 5 和 2 を 4 免 C695 
り に な っ た 、 自 分 た ちの 妻 を 放っ た ら か 1 
し に し て ? いや 、 あ な た 方 は (アッ ラー 
* の 法 の ) 違反 者 で ある 民 で ある 」。 

167. 彼ら (ルー ト * の 民 ) は 言っ た 。「 も し も i os 
あな た が (私 た ち へ の 批判 を ) 止め な い | 
の な ら 、 ル ー ト * よ 、 あな た は 必ず や (町 
4 か ら ) 追放 され る 者 と な ろう 」。 

168. 彼 (レー ト ?) は 言っ た 。「 本 当 に 私 は 、 SRR 
あな た 方 の 行い を 嫌悪 する 者 の 一 人 で 
ある 。 

」 「 遣 わ さ れ た 者 (使徒 う 」 が 複数 形 に な っ て いる こと に つい て は 、 識別 章 37 の 訳注 を 参照 


いい 】 


彼 と その 


民 の 間 に 起こ っ た 話 に つい て は 、 高 壁 章 80-84、 フ ー 


ド * 章 77-83、 アル テニ ヒジ ュ 


ル 章 61-77、 里 章 54.58、 昌 昧 章 28-35、 月 章 33-40 も 参照 。 


(CO 


た 


つま り 男 色 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 374 頁 参照 )。 
こと の 町 に つい て は 、 フ ー ド * 章 81「 町 」 の 訳注 を 参照 


26. 詩 人 た ち 章 


772 


a 


169. 


170. 


171. 


172, 


173. 


174. 


175. 


176. 


WW 


我 が 主 * よ 、 私 と 私 の 家族 を 、 彼ら が 行っ 
て いる こと (と 、 そ れ ゆ え の 懲 創 ) か ら 
お 救い 下さ い 」。 


こう し て われ ら * は 、 彼 と その 家族 を 皆 救 
っ た 。 

但し 、 残 っ (て 滅ぼさ れ ) た 者 た ちの 一 
人 だ っ た 老女 ! だ け は 、 別 だ っ た が 。 


それ か ら わ れ ら “は 、 外 の 者 た ち (不信 爺 
者 * た ち ) を 全滅 させ た 。 


そし て 彼ら の 上 に 、 ( 石 の ) 大 雨 を 降ら 
せ た 。 警告 を 受け て いた 者 た ち (へ ) の 
雨 は 、 何と 忌 ま わ し か っ た とこ と か 。 


本 当 に そこ に は まさ し く 、 御 徴 が ある 。 
彼ら の 大 半 は 信仰 者 で は な か っ た の だ 。 


そ し て 本 当 に あな た の 主 、 か れこ そ は 偉 
力 な ら び な い * お 方 、 慈愛 深い * お 方 で あ 
られ る 。 


敷 の 仲間 た ち * は 、 遣わ され た 者 (使徒 ?) 
た ち 3 を 、 嘘 つき 呼ば わり し た 。 

シュ アイ ブ * が 、 彼ら に (こう ) 言っ た 時 
* の こと 。「 一 体 あ な た 方 は 、( ア ッ ラー* 
を ) 長 れ * な い の か ? 


ラガ リンレン の の 02 の 
Oe eB ED 


- ン > そ ン フ ラン ンー マ 


Sus; (CC 


レン ン スネ 
Oo 


や ィ ャ ンー ンク アン スン ュー ン = レ 
AL 


OLIN 29。 GA 


A AO 


= 


1】 


これ は シュ アイ ブ * の 


この 「 老 女 」 は 、 不 信仰 者 * で あっ た ルー ト * の 妻 の こと ( ム ヤ ッ 
アル テヒ ジュ ル 章 78 の 訳注 を 参照 また 一 説 に よれ ば 、 
民 で ある マ ド ウ ゥ ヤン * で は な く 、 別 の 
た 預言 者 * た ち 同 様 、 シ ュ ア イブ * に 「 彼 ら の 同胞 で ある 」 と いう 


「 敷 の 仲間 た ち 」 に つい て は 、 


めで ある と いう (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:159-160 参照)。 
3 「 遺 わ さ れ た 者 (使徒 9」 が 複数 形 に な っ て いる こと に つい て は 、 議 別 章 37 の 訳注 を 参照 。 


4 シュ アイ ブ * と その 民 ! 


章 36-37 も 参照 。 


てこ 起こ っ た こと に つい て は 、 


サル 374 頁 参 照 )。 


民 の こ 


高 壁 章 85-93、 フ ー 


と 。 と これ 以前 に 言及 され 
2 人 容 が な い の は 、 そ の た 


ド * 章 84-95、 晶 昧 


26. 詩人 た ち 章 773 A 


178. 本 当 に 私 は 、 ( 刻 示 の 伝達 に お いて ) あ る dL 0a 
な た 方 へ の 誠実 な 便 徒 * で ある 。 

179、 な ら ば アッ ラー* を 長 れ *、 私 に 従う の だ 。 Pe 

Is0. そし て 、 「、 私 は それ ( 示 の 伝 喜 ) ゆえ に ooo RI 
いな い 。 私 の 見 返り は 、 人 宙 科 和 の 斑 か 
ら 以 外 に は な い の だ か ら 。 

181. ( 量 る 時 に は ) 井 ! を 全う し 、 (他人 の 権 ON a EN 
利 を 奪う べく ) 減ら す 者 と な っ て は な ら 
な い 。 

182. また 、 正 し い 衝 で 量 る の だ 。 (の と あの 

183。 ま た 、 人 々 に 対し 、 彼 ら の も の (権利 ) DR NY 
を 損ね た り 、 腐 敗 * を 働く 者 と な っ て 、 地 Oo 


ト で 退廃 を 広め た り し て は な ら な い 。 


Ig4。 そ し て 、 あ な た 方 と 昔 の 人 々 の 集団 を 創 
られ た お 方 を 暴れ * よ 」。 

185. 彼ら は 言っ た 。 「 (シュ アイ プ * よ 、 ) あ 
な た は 、 ひ どい 魔術 に か か っ た 者 の 一 人 


に 過ぎ な い 。 

186. そし て あな た は 、 私 た ちと 同様 の 一 人 EDS NO 
の 人 間 に 過ぎ な い し 、 本 当 に 私 た ち は | 
あな た が 、 ま さ し く 嘘つき の 類 い だ と 
思う 。 

187. な ら ば 、 私 た ち に 天 の 破片 を 下す ? が よい 。| 5ol に 2(oaCSE bs 
も し あな た が 、 本 当 の こと を 言っ て いる Dos 
の な ら ば 」。 


1 「 井 」 に つい て は 、 家 畜 草 152 の 訳注 を 参照 。 
2 夜 の 旅 章 92 と 、 そ の 訳注 も 参照 。 


26. 詩人 た ち 章 774 A 


188. 彼 (シュ アイ ブ や は 言っ た 。「 我 が 主 * SORATG 
が 、 あ な た 方 の 行っ て いる こと を 最も よ 
く ご 存 知 で ある 」。 ! 


ig9. こ うし て 彼ら は 彼 を 嘘つき 呼ば わり し 、 8 
筆 の 日 の 懲 禄 が 彼ら を 工 っ た 。 本 当 に OI OE 
それ は 、 偉 大 な る 日 の 懲 久 で あっ た 。 


190. 本 当 に そこ に は まさ し く 、 (アッ ラー* の ORAS CII GE I 
御 力 を 示す ) 御 徴 が ある 。 彼ら の 大 半 は 
信仰 者 で は な か っ た の だ 。 


191。 そ し て 本 当 に あな た の 主 、 か れこ そ は 伸 DLN EY 
力 な ら び な い * お 方 、 慈 愛 深い * お 方 で あ 
られ る 。 


so っ JO. 移 


192.、 実に それ 3 は まさ し く 、 全 創造 物 の 主 * か ら 
下さ れ た も の 。 


193. (啓示 の 伝達 を ) 託さ れ た 殊 # が 、 そ れ ON Nad 
を 携え て 降 臣 し た の で ある 。 

194. (使徒 * よ 、) あな た が 警告 者 の 一 人 と な Spor No 
る べく 、 あ な た の 心 へ と 、 

195. 明白 な る アラ ビア の 言葉 に よっ て 。 Ss solh 

i96. ま た 、 本 当 に それ (クル アー ン や わ は 、 ま oe 人 


さ に 先 人 た ち ちの 書状 (啓典 ) の 中 に (言及 
され て ) あっ た の だ 。 


つま り 、 ア ッ ラ ー* こ そ が 懲罰 を 下さ れる お 方 で あり 、 預 言 者 * の 使命 は 啓示 の 伝達 と 助言 
を 全 まっ の うす る こと で し か な い (アッ テ サ アァ ディ ー597 頁 参 照 )。 

一 説 に よれ ば 、 七 日 間 の 酷暑 (こく し ょ ) が 彼ら を 襲っ た 後 、 雲 が 現れ た 。 彼 ら は 涼む た 
め に その 下 に 集まっ た が 、 そ こ で 雲 か ら 火 が 下り 、 大 地 を 激震 が 捕らえ た ( 高 壁 章 91 参 
照 )。 そ れ か ら 坊 (と どろ ) く 一 声 が 鳴り 響き (フー ド * 章 94 参照 )、 彼 ら は 全滅 し て し ま 
っ た (イブン ・ カ スィー ル 6:160-161 参照)。 
これ ら 預 言 者 * た ちと その 民 の 話 が 言及 され た 、 ク ルアー ン * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 375 頁 参 照 )。 


こと の 「 魂 」 と は ジブ リー ル * の こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。「 魂 」 と 形容 され て いる こと に つ 
いて は 、 マ ル ヤ ム * 章 17「 わ れ ら * の 魂 」 の 訳注 も 参照 。 


= 


IO 


w 
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26. 詩人 た ち 章 775 A 

197. 一 体 、 イ スラ ー イ ー ル の 子 ら * の 学者 た ち LI ULE 
が それ を 知っ て いる こと ! が 、 彼 ら に と っ Spl 
て (あな た の 使徒 * 性 と クル アー ン * の 正 
当 性 ) の 御 徴 と は な ら な か っ た の か ? 

198. また 、 も し われ ら * が それ (クルアーン Cy 


199. 


200. 


201. 


202. 


を 、 あ る 異邦 人 2 た ち に 下 し 、 


(その 者 が ) 彼ら 3 に それ を 詳 ん で (聞か 
せ て ) も 、 彼 ら は それ を 信じ る 者 と は な 


ら な か っ た で あろ う 。 

同様 に 、 わ れ ら * は それ * を 、 罪悪 者 た ちの 
心 の に も 差 し 人 人 れ た 。 

彼ら は 、 痛 まし い 懲 視 を 目 に する まで 、 
それ を 信じ な い の で ある 。 


そ し て 彼ら が 気付 か な い 内 に 、 彼ら の も 


と に それ ( 懲 禄 ) が 突然 到来 し て 、 
(こう ) 言う こと に な る (時 まで 、 . 信じ 
な い の だ ) 。「 一 体 私 た ち は 、 猫 予 され 


る 身 な の か ?」* 


1 マッ 
知識 
者 た 
て 重 
参照 。 
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(者 


人 で 


sj 


ww 
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ある 
いざ 
た ち 
家畜 


wn 


章 12、 人 


カ * の 不信 仰 者 *# た ち に と っ て 啓 
が 豊富 な 学者 た ち で あっ た 。 イス ラー ム *\ 
ち が 、 
要 な 意味 を な し た (アル = クル 


で の 「 異 邦人 」 は 原語 
あっ て も 、 


語 で は 「 ア アァ ジャ ミー」 で 、 


クラ イシ ュ 族 * の 不信 仰 者 * た ちの こと ( ム ヤ ッ サ ル 375 頁 
つま り 、 ク ルアー ン * を 否定 する こと 。 そ し て それ は 、 彼 らち 


(前 掲 書 、 同 
復活 の 日 * (ある い は 懲罰 や 死 ) が 到来 する と 、 
を 現 


参照 )。 


a 急 


Oe EE 


Ne 


EP CE 


NING Ea TN 
> Vc ラン EE 


RI 


ンス る 
OO に と) 


1 の 民 * は 、 宗教 の 諸事 に つい て 質問 する こと の で きる 、 
て 改 款 し た か どう か は 別に し て 、 そ の よう な 
預言 者 * ム ハン マ ド * の 到来 を 知り 、 そ の 特徴 を 知っ て いた こと は 、 彼 ら に と っ 
トゥ ビー13:138-139 参照 )。 砂 丘 章 10 と その 訳注 も 


彼ら は 現世 で の 猫 予 を 求め た り 、 自 
紅 に 返し て くれ る こと を 頼ん だ りす る 。 だ が 、 


厳密 に は 、 た と え 血 統 的 に は アラ ブ 


アラ ビア 語 が 上 手 く 話せ な い 者 の こと (アル テバ ガウ ィ ー3.:479 参照 )。 


参照)。 


自身 の 不正 


en 


否認 の せい で 


分 


も ちろ ん それ は 叶 (か な ) わな い 。 


章 27-28、 


高 壁 章 12、 イブ ラー ヒー ム * 章 44、 信 仰 者 た ち 章 99-100、 


アッ ニ サ ジ ダ * 


成 者 * 章 


i 37、 放 し 深い お 方 章 11-12、 相談 章 44、 偽 信者 * た ち 章 10-11 も 参照 。 


26. 詩 人 た ち 章 


776 


204. 


205. 


206. 


207. 


208. 


209. 


210. 


211. 


212. 


一 体 彼ら は 、 わ れ ら * の 微 貞 を 性 急 に 求 


め る ' の か ? 


(使徒 * よ 、) 言っ て みよ 。 も し 、 わ れ ら 
* が 彼ら を ( 罰 さ ず に ) 何 年 も 楽し ませ て 
お き 、 

それ か ら 彼 ら の も と に 、 彼 ら が 辿 告 され 
て いた も の ( 懲 食 ) が 訪れ た と し た ら 、 


彼ら が 楽し まさ れ て いた も の が 、 彼 ら の 
役に立つ こと が ある も の か ? と 。 

われ ら * は 警告 者 た ち (を 遣わ すこ と ) な 
し に は 、 い か な る 町 も 滅ぼす こと が な か 
っ た の だ 。2 


教訓 の た め (の 警告 者 た ) 。 そ し て われ 
ら * は も と より 、 不 正 * 者 で は な い 。 


また 、 シ ャ イタ ー ン * た ち が そ れ (クル ア 
ー ン *) を 、 (ムハンマド * に ) 下 し た の 
で は な い 。 


そし て それ は 彼ら に そぐわ な いこ と で あ 
り 、 出 来 も し な い の だ 。 

本 当 に 彼ら は 、 ( 天 か ら ク ルアー ン * を ) 
聞く こと か ら 、 ま さ に 遠ざけ られ て いる 
者 た ちな の だ か ら 。3* 


= 


関連 する アー ヤ * と し て 、 家 畜 
雷鳴 章 6、 夜 の 旅 章 92、 


CR 


A 


@ Eb %% 


DEAT ES 


® Sd どら る 


1-2 な ども 参照 。 


NM 


ハー 章 134、 創 成 者 * 章 24 も 参照 。 


ww 


アル = ヒジ ュ ル 章 17-18 と その 訳注 、 整 列 者 章 6-10、 


E 権 


章 57-58、 戦 利 品 * 章 32、 ユ ー ヌ ス * 章 50、 フ 
巡礼 * 章 47、 昨 昧 章 53-.54、 サ ー ド 章 16、 相 談 章 18、 階 段 章 


is 


= 


ド * 章 8、 


アッ ラー* は 使徒 * を 遣わ し て 警告 させ る こと な く 、 人 々 を 滅ぼさ れる こと が な い 。 関連 す 


る アー ヤ * と し て 、 婦 人 章 165、 家 畜 章 131、155-157、 夜 の 旅 章 15 と その 訳注 、 タ ー・ 


5、 ジ ン * 章 8-9 も 参照 。 


26. 詩人 た ち 章 777 SYS 

213.、 な ら ば 、 あなた! は 、 アッ ラー* と 共に 外 の | 5 を 3 る 8 
神 ? に 祈り 、 i 罰 さ れる 者 と な っ @outcqf 
て は な ら な い 。 ー 

214 また ( 使 定 よ ) 、 一 鶴 下 親族 警告 せよ 。 3 rN 

215. そし て 信仰 者 た ちの 内 、 あな た に 従っ た 2 
者 に 、 あ な た の 加 を 下ろ し て や れ %。 

216. そし て 、 も し 彼ら (シル ク * の 徒 ) が あな OR EER 
た に 逆らう の で あれ ば 、 言 う の だ 。「 本 ーー - 
当 に 私 は 、 あ な た 方 が 行っ て いる こと か 

ら 無 縁 で ある 」。 

217. また 、 偉 力 な ら び な い * お 方 、 慈 愛 深い * OR 
お 方 に こそ 、 全 て を 委ね る * の だ 、 ー 

218. あな た が (一 人 礼拝 に ) 立つ 時 、 あ な た oe I 
を ど 覧 に な る お 方 に (全て を 委ね よ ) 。 

219. また 、 サジ ダ * す る 者 た ちの 「 で の 、 あな NE 
た の (礼拝 の ) 動作 を (を ご 覧 に な る お a 
方 に ) o 

220. 本 当 に か れこ そ は 、 よ く お 聞 き に な る お と あら II 
方 、 全 知 莉 で あら れる の だ か ら 。 

221. (人 々 よ 、) シャ イタ ー ン * ど も が 誰 に 下 ON ZAR 
る の か を 、 われ が あな た 方 に 教え よう か ? 

222. 彼ら は 大 嘘つき で 罪 に 潤 れ た 、 あ ら ゆ る OL 


者 * に 下る の だ 。 


1 この 「 あ な た 」 に つい て は 、 睦 和牛 章 120 の 訳注 を 参照 。 


2 「 神 」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 
3 縫 り 合わ され た 章 1 の 訳注 も 参照 。 尚 こ の アー ヤ * が 、 役 の 近親 者 や アラ ブ 人 以外 の 者 に 
対し て の 警告 を 否定 し て いる わけ で は な い 。 家 畜 章 19、 高 壁 章 158 と その 訳注 、 識 別 章 


1、 サ バア 


5 つ 8 


6 これ は 、 占 い 師 、 あ る い は それ と 同様 の 放 逸 な 者 た ちの こと (前 掲 書 、 


章 28 な ども 参照 (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:166 参照 )。 
4 「 翼 を 下ろ す 」 と いう 表現 に つい て は 、 
まり シル ク * や 、 迷 妄 (めい も う ) の こと ( ム ヤ ッ サ ル 376 頁 参 


の 3 


アル テヒ ジュ ル 章 88 の 訳注 を 参照 。 


26. 詩 人 た ち 章 


778 ルル 


223. 彼ら (シャ イタ ー ン ?) は (天界 に ) 聞き 
耳 を 立て る 。 そし て 、 彼 ら の 大 半 は 嘘 つ 


OAR る 


き な の だ 。 ! 

224. 詩人 た ち ? は と いえ ば 、 彼 ら に 従う の は 、 O36ID RE 
逸脱 者 た ち 3 で ある 。 

225. 一 体 (使徒 * よ 、) あな た は 見 な か っ た の CoE I と 補う 
か ? 彼ら が あら ゆる 谷 で 、 右 往 左 往 し 
て いる * の を ? 

226. そし て 彼ら が 、 自 分 た ち が や り も し な い SN 
こと を 言う の を ? 

227. 但し 、 信 仰 し て 正しい 行い * を 行い 、 アッ ラ EAI SP 


う ね ん 


ー* を よく 唱 念 


= 


(イス ラー ム * が 不信 爺 
者 * の 店 ほら の 風間 に よっ て 不正 * を 受け 
た 後 、( イ スラ ー ム * の 勝利 を ) 援助 し た 者 
た ち ? は 別 で ある 。 そし て 不正 * を 働い た 者 
た ち 5? は 、 彼ら が いか な る 戻 り 場所 に 戻る こ 
と に な る か 、 や が て 知る こと に な ろう 。 


se アール SS ゝ 5 


DA TAL II 


シャ イタ ー ン * は 天界 か ら 盗 み 聞 き し た こと を 、 占い 師 た ち に 伝え る 。 但し 占い 師 は 一 つ 正 し い 


こと を 言っ た と し て も 、 そこ に 百 の 嘘 を 混ぜ る の が 、 その 常 で ある ( ム ヤ ッ サ ル 376 頁 参照 )。 
アル テヒ ジュ ル 章 17-18 と その 訳注 、 整 列 者 章 6-10、 王権 章 5、 ジ ン * 章 8-9 も 参照 。 
2 解釈 学者 ら に よれ ば 、 こ れ は 不信 仰 者 * で 、 か つ 預 言 者 * ム ハン マ ド * と ムスリム * の こと を 


風刺 (ふう し ) し て いた 「 詩 人 た ち 」 の こと (アル テバ ガウ ィ ー3:484 参照 )。 


3 正しい 導き か ら 逸 脱し 、 誤 っ た 道 へ と 進む 者 た ちの こと (アッー サ ァ デ ィ ー599 頁 参 照 )。 


4 つま り 、 彼 ら は 詩 に よっ て 真理 や 正直 さ を 求 め ず 、 何 
か と 思え ば 、 そ の 逆 の こと を し た りす る (アッ = テラ ー 
事実 と は 反する 空想 の 世界 に あり 、 その 言葉 の 大 半 は 、 


か を 冊 ( け な ) し た 後に 褒め そ や し た 
ズィー8:538 参照 )。 ま た 彼ら は 大 抵 、 
女性 、 恋愛 、 嘘 の 誓い 、 名 准 を 財 (お 


と し ) め る こと 、 血 筋 の 卑下 (ひげ )、 嘘 の 約束 、 根 拠 の な い 思 い 上 が り 、 そ れ に 値 し な い 者 


へ の 讃 美 と いっ た こと と 、 密 接 に 結び つい て いる ( ア 


これ は ハッ サー ン ・ ブ ン ・ サ ー ビ ト な ど 、 不信 1 


m 


護 し た ムスリム * 和 詩人 た ちの こと (アル テバ ガウ ィ ー 


ル テ バ イダ ー ウ ィ ー4:256 参照 )。 


風刺 し 、 預言 者 * と その 教 友 *\ た ち を 弁 
3:485 参照 )。 


6 シル ク * や アッ ラー* へ の 不服 従 に よっ て 、 自 ら に 不正 * を 働き 、 他 人 の 権利 を 侵す こと で 、 
他人 に 対し て も 不正 * を 働い て いた 者 た ちの こと ( ム ヤ ッ サ ル 376 真 参照 )。 
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第 27 : 
DO PICS 
久間 (アン = ナムル) ! A 
慈 相 あ まね く * 閑 深き ・ NR や 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


1. ター 


れい は い 


礼 排 を 遵守 * し 、 浄 財 * を 支払 う 者 た ち 。 
、 来 世 を 信じ な い 者 た ち 


4. 本 当 に 


・ ス ィ ー ン ?。 それ は クル アー ン * と 解明 
する 啓典 3 の 御 徴 (アー ヤ ?) 。 

2 信仰 者 た ち へ の 導き と 、 吉 報 で ある 。 

3. (彼ら は 、) 来世 こそ を まさ に 


Od Rb 


OA GD ER 


と を コ 


APE 


へ 


E 信 し つつ 、 


、 彼 ら に 対 TO 


し て われ ら * は 、 その (悪い ) 行い を 上 


見 せ た ?。 それ で 彼ら は 初 律 っ て いる の だ 。 
5. それ ら の 者 た ち は (現世 で ) 、 忌 まわ し い 懲 


映 く 


Os AS て ライ と 


NI 


六 が ある 者 た ち 。 そし て 彼ら こそ は 、 ま さ DNR ss8 
に 来世 に お ぅ いて 最大 の 損失 者 な の で ある 。 

6. (使徒 * よ 、 ) 本 当 に あな た は 、 全 知 で 英知 $⑤。。S と 3 OH 
あぶ ふれ る * お 方 の 御 許 か ら 、 ク ルアー ン * を ま 
さ し く 授かっ て いる 。 


1 マッ カ * 啓 示 。 ス ー ラ 
が 冠 さ れる 。 ス ー ラ 
言 者 *・ 使 徒 * の 話 が 


る 感謝 の 念 を 惜しま な か っ た ダー 
の スー ラ * に 比べ 、 特 に 詳し く 述 べら れ て いる 。 ス ー ラ * 後 半 で は 、 
恩恵 を 確証 し つつ 、 シ ルク * を 紺 弾 ( ま きゅう だ ん ) す る 力 ee 


れ て いる 他 
の 御 力 ・ 全 能 性 ・ 
死後 の 復活 と 清算 の 証明 が 躍動 


1】 


「 解 明 す る 啓 


ww 


た 


と 普 を 、 自 分 


アッ ラー* の 恩恵 
手段 と し 、 


の 訳注 も 参照 。 


ラ * の 名 称 に は 、 こ の スー ラ * だ け に 登場 する 語 


この 文字 群 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 
」 に つい て は 、 ユ ー ス フ * 章 1 の 訳注 を 参照 。 

アッ ラー* が 長い 時 間 と 豊か な 糧 を 授け て 下さ っ た に も 関わ ら ず 、 
けた ちの 欲望 や [ ! 満 足 、 
分 た ちの 宗教 義務 は 放棄 し て いた (アブ ー・ ハ イヤ ー ン 7:53-54)。 識 別 章 18 


「 職 」 (アー ヤ \18) の 名 


* 冒 頭 は 、 イ スラ ー ム * の 基本 的 信仰 の 言及 に 始ま り 、 次 いで 数 々 の 預 
取り 上 げ ら れる 。 中 で も 幾多 (いく た ) の 恩恵 を 授け られ 、 そ れ に 対す 


ウー ド * と スラ イマ ー ン *『 に まつ わる 話 は 、 人 


アッ ラー\ 


(や くど う ) 的 に 描か れ て いる 
語 解 説 の 「 ク ルアー ン の 冒頭 に 現れ る 文字 群 *」 を 参照 。 


彼ら は 自分 た ち に 対す る 
豪 甘 (ご うし ゃ ) さ の 追求 の た め の 


27. 雌 章 780 UM 
7. ムー サー* が その 家族 に 、( こ う ) 言っ た 時 | zaC5G3cGgASN063 


の こと (を 思い 起こ させ よ ) 。「 本 当 に 私 | @5z づ 人 5Jgi 
は 、 火 を 見 出し た の だ 。 私 は そこ か ら 、 あ - 
な た 方 に ( 道 案内 の ) 知ら せ か 、 あ る い は 
あな た 方 が 暖 を 取れ る よう 、 一 片 の 火種 を 


あな た 方 に 持っ て 来る と し よ う 」 o ! 


8. それ で 彼 が そこ に や っ て 来る と 、 (こう ) ER CR 
呼び か けら れ た 。「 火 の 中 に ある 者 と 、 そ Oe 


の 周り に いる 者 2( に 祝福 あれ 。 全 創造 物 の 
主 * ア ッ ラ ー* に 称え * あれ 。 


9 ムー サー* よ 、 本 当 に われ は 、 偉 力 な ら び ON 
な く * 英 知 あ ゃ れる アッ ラー* で ある 」。 


10. ( ア ッ ラー* な 仰せ られ た 。 ) 「 そ し て 、 あ BE Gk IE 
な た の 杖 を 投げ て みよ 」。 (それ で 彼 が 杖 を SE ITN ERDDL 
投 < げ る と 、 それ は 大 蛇 と な っ た 。 ) そし て 、 る 3 と 
それ が 敏 控 な 小 蛇 の よう に 躍動 する の を 目 
に し た 時 、 彼 は 背 を 向け て 引き 下がり 、( そ 
こ に は ) 戻っ て 来 な か っ た 。( ア ッ ラ ー* は 爺 
せら れ た 。) 「 ム ー サ ー* よ 、 怖 が る の で は 
な い 。 本 当 に わが 御 許 で 、 遺 わ さ れ た 者 (使徒 
*) た ち が 怖 が る こと は な い の だ か ら 。 


Ii. し か し 不正 * を 犯し 、 そ れ か ら (人 罪 の ) 悪 の | GBs 
後に 、( 悔 惜 と いう ) 普 ま きも の で 換え る 者 C 3 
われ は その 者 を 散 し て や ろう ) 3。 実に われ 
は 落し 深い 者 、 慈愛 深い * 者 な の だ か ら 。 


1 この アー ヤ * が 描写 する 情景 に つい て は 、 タ ー・ ハ ー 章 10 と その 訳注 、 物 語 章 29 も 参照 。 


2 「 火 の 中 に ある 者 」 と 「 そ の 周り に いる 者 」 の 解釈 に は 、「 前 者 が 火 そ れ 自 体 、 後 者 が ムー 
サー* と 天使 * た ち 」「 前 者 が 火 の 近 くに いた ムー サー*、 後 者 が 天使 * た ち 」「 前 者 が 御 光 に 
包ま れ た アッ ラー* で 、 後者 が ムー サー\ と 天使 * た ち 」 と いっ た 諸説 が ある (アル テク ルト 
ゥ ビー13:158-159 参照 )。 

一 説 に 、 こ と の アー ヤ *\ は 「 不 正 * を 犯し … 換 える 者 (は 別 で 、 怖 が る )」 と も 解釈 され る 。 実 
際 、 ム ー サ ー* は コプト 人 を 殺し て し まっ た こと で 、 報復 され る こと を 怖がっ て いた (前 掲 
書 13:161 参照 )。 詩 人 た ち 章 14、 物 語 章 15-17 も 参照 。 


の 


27. 紫 章 781 i 
12. また 、 あ な た の 手 を 自分 の 懐 に 入れ て み sas 
よ 。 そう すれ ば 、 それは フィ ル ア ワン "と そ DE SG 
の 民 へ の 九 つの 御 徴 !( の 一 つ ) と し て 、 災 @⑧cs_5 じ 9 
い 2 も な し に 白く な っ て 出 て くる 。 本 当 に 彼 
ら (フィ ルアウ ン * と その 民 ) は 、 放 逸 な 者 
た ち だ っ た の だ 」。 

13. こう し て 彼ら の も と に 、 明 ら か な る われ ら RE 
* の 御 微 (奇跡 ) が 到達 し た 時 、 彼 ら は 言 SLi, 
っ た 。「 こ れ は 紛れ も な い 魔 術 で ある 」。 

14。 そ し て 彼ら の 心 は それ (奇跡 の 真実 性 ) を RED 
確信 し つつ も 、 不正 * と 徴 慢 さ に よっ て 、 3 OE RS 
れ を (言葉 で ) 否定 し た 。 な ら ば 見 よ 、 府 
敗 * を 働く 者 た ちの 結末 が いか な る も の で 
あっ た か を ? 

15、 ま た 、 わ れ ら * は 確か に 、 ダ ー ウ ー ド * と ス a 
ライ マー ン * に 知識 を 授け た 。 そ し て 彼ら は 
(その 知識 に 則っ て 行い 、 ) 言っ た 。「 私 
た ち を 、 信 仰 者 で ある その 僕たち の 多く 
(の 者 ) より お 引き 立て 下さ っ た アッ ラー 
* に 、 全 て の 称賛 * あ れ 」。 

16. そ し て スラ イマ ー ン * は 、 ダ ー ウ ー ド *( の 預 | Cs95 が 3 も る 5 
言 者 * と し て の 使命 と 、 知 識 と 王権) を 継ぎ 、| sos 人 2 
言っ た 。「 人 々 よ 、 私 た ち は 鳥 の 言葉 を 教 | 。 6 る 。 it53020Gs 
えら れ 、 全て の (必要 な ) も の の 内 か ら 投 
けら れ た 。 本 当 に これ こそ は 、 紛 れ も な い 
恩 劉 で ある 」。 

i7. そし て スラ イマ ー ン * の も と に 、 ジ ン *、 人 a ES 
間 、 鳥 か ら な る 彼 の 軍勢 が 大 集 され 、 整列 OS YD 


させ られ た 。 


1 


「 九 つの 御 微 」 に つい て は 、 夜 の 旅 章 101 の 訳注 を 
2 この 「 災 い 」 に つい て は 、 タ ー・ ハ ー 章 22 の 訳注 


を 参 


党 


$ 


27 時 章 782 DY 

18。 や が て 彼ら (スラ イマ ー ン * の 軍勢 ) が 潤 の | G6 
谷 に 名 着 し た 時 、 一 匹 の 潤 が (その 仲間 た EI RE ILENE 

ヽ 
ち に ) 言っ た 。 「 嫌 た ちよ 、 自分 た ちの 巣 に ⑳o 必 る お ああ お うう ラ 
入り な さい 。 スラ イマ ー ン * と その 香 勢 が 気 
付か ぬ ま ま 、 あな た 方 を (踏み つけ て ) 粉砕 
し て し まっ て は 、 決 し て な り ま せん よ 」。 

19. する と 、 彼 (スラ イマ ー ン *) は その 言葉 を DIET REE 
(理解 し て ) 笑い 出し 、 微笑 ん だ !。 そし て EA RT 
言っ た 。「 我 が 主 * よ 、 あな た が 、 私 と 私 の | 5 もっ に AS 
両親 に お 恵み に な っ た あな た の 恩恵 に 私 CB0P1E Ceg DP テッ 
が 感謝 で きる よう に 、 そ し て あな た の お 喜 
びに な る 正しい 行い * を 私 が 行え る よう に 
し て 下さ い 。 また 、 あ な た の ご 慈悲 に よっ 
て (天国 で ) 私 に 、 あ な た の 正しい 僕たち 
の 仲間 入り を させ て 下さ い 」。 

20. そし て 彼 (スラ イマ ー ン ) は 、 鳥 た ち を 探 | 2 I 
し 回 っ て 、 言 っ た 。「 ヤ ツガ シラ が 見 えな Oe EA 
い の は 、 ど うい うこ と か ? いや 、 一 体 彼 
は 、 不 在 な の か ? 

21. 私 は きっ と 彼 を 厳し い 六 で 凛 す る か 、 あ る | 棄 頒 NPCe4639 
い は その 首 を は ね て や ろう 。 さ も な くば 、 ⑨、 っ あら 
(不在 の 言い 訳 と し て ) は っ きり と し た 証 
拠 を 、 必 ず や 私 の も と に 持っ て くる の だ 」。 

22. 彼 (ヤツ ガシラ ) は 少し の 間 、 そ の まま OS I IE ES 
(不在 ) で あっ た 後 ?、 (スラ イマ ー ン * Ed 
の も と に や っ て 来 て 、) 言っ た 。「 私 は 、 
あな た が 把握 され な か っ た こと を 、 把 所 

1 スラ イマ ー ン * は 、 自 分 が 賊 の 言葉 を 理解 する こと が 出来 る と いう 、 ア ッ ラ ー* の 因 恵 を 実 


感 し た ( ム ヤ ッ サ ル 378 
2 「 暫 く 待 っ て いた 」 の は 、 ス ライ マー ン * だ っ た と 
13 : 


参照 )。 


180 参照 )。 


いう 少数 説 も あり (アル = クル トゥ ビー 


27. 里 章 783 NV 
し まし た 。 そ し て サバ ア ! か ら 、 紛 れ も な 
い 知ら せ と 共 に 、 あ な た の も と へ と や っ 
て 来 た の で す 。 

23. 実に 私 は 、 彼 らち (サバ ア の 民 ) を 治め る 一 | ob を 3 物 えら 2 
人 の 女性 2 を 見 つけ ま し だ 。 そし て 彼女 は OG 
( 王 が 現世 で 必要 と する ) 全て の も の を 授 
けら れ 、 偉 大 な る 御座 を 有 し て いま す 。 

24. 私 は 、 彼 女 と その 民 が 、 ア ッ ラ ー* を 差し 了 ま の もどれ プン 
お いて 太陽 に サジ ダ * ein AA 
し た 。 そし て シャ イタ ー ン * が 彼ら に 、 彼 DILLE LN EAD 
ら 自 身 の (悪い ) 行い を 目 映 く 見 せ せ 、 彼 
ら を 道 3 か ら 阻 ん で お り 、 彼 ら は 導 か れず 
に いま す 。 

25. 庄 大 と 大 地 に お いて 潜む も の * を お 出 し に 82 AER 
な り 、 あな た 方 が 隠す こと も 赴 わ に する こ DAE EN GE 
と も ご 存 知 の アッ ラー* に 、 彼 ら が サジ タダ タ * RR 
し な いよ う (、 彼 ら 自 身 の 悪い 行い を 目 映 
く 見せ て いる の で す 。) 

26. アッラー* は 、 か れ 以 外 に ( 真 に) 朱 拝 * す | ⑨ 人 45 づら 52RYI26 
べき いか な る も の も な い お 方 、 偉 大 な る 御 
座 5 の 主 *」。 ( 読 議 の サジ ダサ 

27. 彼 ( ス ライ マー ン は 言っ た 。「 お 前 が 本 EE Gs 
当 の こと を 言っ て いる の か 、 それ と も 嘘 つ Gs 
き の 類 いで ある か 、 調 べ て みよ う 。 


3 この 「 道 」 と は 、 


「 サ バア 」 は 、 イ エメ ン の 一 都市 ( ム ヤ ッ サ ル 378 真 参照)。 
2 彼女 の 名 は 、 ビ ルキ ー ス ・ ビ ント ・ シ ャ ラー ヒー ル と され る (アル テバ ガウ ィ ー3:498 参照 )。 


真 参照 )。 


5 アッ ラー* の 「 御 座 」 


「 潜 む も の 」 と は 、 天 の 雨 、 
こと 関し て は 、 


アッ ラー* へ の 信仰 と 、 か れ の み を 宗 拝 * す る こと ( ム ヤ ッ サ ル 379 


大 地 の 植物 な どの こと と され る (アッ ニテ タバ リー8:6281 参照)。 
高 忌 章 54 の 訳注 を 参照 。 


27. 里 章 784 よう りら NY 

28. 私 の この 書簡 を 携え て 行き 、 そ れ を 彼ら | :gz あ な lxdGs Ss っ y 
(サバ ア の 民 ) の も と に 落と し て 来る が よ 85e36c: 
い 。 そ れ か ら 役 ら か ら 離 れ 、 彼 ら が いか に - 
反応 する か を 見 守る の だ 」。 

29. (ヤツ ガラ シ が その 命令 に 従っ て 落と し | =8c8G あ GEd6 
て 行っ た 書簡 を 読む と 、 有 力 者 た ち を 集め OL 
て 、) 彼女 (ビル キー ス ) は 言っ た 。「 名 
士 た ちよ 、 本 当 に 私 の も と に 、 重 大 な 書簡 
が 届き まし た 。 

30. ま さ に それ は スラ イマ ー ン * か ら の も の で 、| Oa 
実に それ は 、『 半 悲 あま ね く * 愛 深い * ア 
ツ ラー の 御 名 に お いて 。 

31. 私 (が あな た 方 を 招く も の ) に 対し て 高慢 OIE 
に な ら ず 、 服 従 する 者 (ムスリム や と な 
られ て 、 私 の も と に いら っ し ゃ る が よい 』 

(と いう も の ) で す 」。 

32. 彼女 は 言っ た 。「 名 士 た ちよ 、 私 の (この) | ACG aN 
件 に つい て 、 私 に ご 教示 下さ い 。 あな た 方 AVG 
が 私 と (討議 の た め に ) 同席 され な い 限 り 、 

私 は 何事 も 決定 し ませ ん 」。 

33. 彼ら は 言っ た 。「 私 た ち は 強 力 で すし 、 この PP Nd 
上 な い 男 猛 さ も あり ます 。 そし て 事 は 、 あな OE cad IP 
た に 委ね られ て いる の で す 。 で すか ら 、 あな 
た が 何 を 命じ られ る か 、 ご 検討 下さ い 」 o 

34. 彼女 は 言っ た 。「 本 当 に 王 た ち が 町 に ( 攻 


US それ を 前 させ 、 i 
et ーー 彼ら は 、 その よう に す 


1 この 挿入 句 は 、 


アッ ラー* の 御 言 葉 。 


13:195 参照 )。 


I IES TE 
DEA 


一 説 に は 、 ビ ルキ ー ス の 言葉 (アル テク ルト ゥ ビー 


27. 里 章 785 dV 
a Gb 


、 使 者 た ち が 何 を 携え て 戻っ て 来る か 、 @5 セ af 
0 

36. そし て 彼 (ビル キー ス の 使者 ) が 、 REN 

Pi i DR EE gk 

っ て 来 た 時 、 彼 (スラ イマ ー ン や は 言っ らち 


だ 。 「 一 体 、 私 に 財 を 援助 する と いう の 
か ? アゲ ッ ラ ー* が 私 に 授け て 下さ っ た 
も の! の 方 が 、 あな た 方 に 授け て 下さ っ た 
も の より も 善い と いう の に 。 MR あな 
た 方 は 自分 た ちの 贈り 物 に 有頂天 に な っ 


て いる の だ 。 

37. (贈り 物 を 持っ て 、 ) 彼ら の も と へ 戻る が a lis 
よい 。 私 た ち は 必 ず や 、 彼ら に は 到底 太刀 (SO た ペグ II 所 
打ち で き な い 軍勢 と 共に 、 彼ら の も と に 
到来 し よう 。 そし て 必ず や 彼ら を 、 惨め に 


ii 


卑 し め られ た 状態 で 、 そ こ か ら 追 い 出 し て 


や ろう 」。 
38. 彼 (スラ イマ ー ン *) は 言っ た 。「 名 土 た ち | gOSkps 克 針生 
よ 、 彼 ら が 服従 する 者 (ムスリム ? と し RR 


て 私 の も と に や っ て 来る 前 に ?、 あ な た 方 の 
誰が 、 私 の と ころ に 彼女 の 御座 を 持っ て 来 
る の か ? 引 


1 英 大 な 財産 を は じ め 、 預 言 者 * と し て の 使命 や 王権 な ど 、 ア ッ ラ ー* か ら 授 か っ た も の ( ム 
ヤッ サル 380 頁 参 照 )。 

2 スラ イマ ー ン *# は 、 ビ ルキ ー ス ら が 来る こと に な る の を 知っ て いた (アッ テニ サ ァ アァ ディー605 

参照 )。 

3 スラ イマ ー ン * が 、 何 ゆえ に 彼女 の 御座 を 持っ て 来る よう 命じ た の か に つい て は 、「 彼 女 が 
イス ラー ム * を 受け 入れ る 前 に 、 そ の 御座 を 自分 の も ちの に し よう と 思っ た た め 」「 そ れ を 彼 
女 の 城 か ら 持 っ て 来 て 見 せる こと で 、 自 分 の 預言 者 * 性 と アッ ラー* の 全能 性 の 証拠 と する 
た め 」「 そ れ を 彼女 に 見 せ 、 彼 女 の 知 力 を 試す た め 」 な ど と いっ た 見 解 が ある (アッ = ニー タバ 
リー8:6293-6294 参照 )。 


27. 里 章 786 dV 
39. ジン * の 内 の 、 あ る イフ リー ト ! が 言っ た 。 CO Ad 
「 ま こと に 私 め が 、 あ な た が ご 自身 の 場所 OEE 
か ら お 立ち に な る 前 に 、 そ れ を あな た の も 
と に 持っ て 参り まし ょ う 。 そ し て 、 本 当 に 
私 は それ (を 持っ て 来る こと ) に 対し 、 実 
に 強く 、 信 用 ある 者 ? な の で す 」。 
40. 啓典 か ら の 知識 を 備え た 者 が 言っ た 。「 ま | CST 6 


41. 


と と に 私 め は 、 あな た が 視線 を 移す 前 前 に 、 
それ を あな た の と こ ろ へ 持っ て 参り まし 
OLE DC (その 者 が 御座 を 持っ て 
来る と 、) 彼 (スラ イマ ー ン ?) は それ が 確 
か に 自分 の と ころ に ある の を 見 て 、 言 っ 
だら 「 こ れ は 、 私 が 果たし て 感謝 する か 、 
ある い は 恩 知 ら ず と な る か 試み る た め の 、 
我 が 壮 * か ら の 恩 軍 で ある 。 感 感謝 する 者 は 
誰 で も 、 感謝 する こと で 自分 ) 自 身 を 益 す る 
に 外 な ら ず 、 皿 知 ら ず な 者 が あろ う と 、 本 
当 に 我 が 壮 * は 、 (その よう うな 者 の 感謝 を 必 
要 と は され な い ) 満ち 足り た * お 方 、 (その 
よう な 者 に も お 恵み に な る ) 貴 い * お 方 で 
あら れる の だ 」。 


彼 (スラ イマ ー ン ? は (、 彼 の 傍 に 控え て 
いる 者 に ) 言っ た 。「 彼 女 の 御座 を 、 彼 女 
に 分 か ら な いよ うに (手直し ) し て お け 。 
(そう 3 し た ら ) 私 た ち は 、 一 体 彼 女 が ( 自 
分 の 御座 の 認知 へ と ) 導 か れる か 、 ある い 
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「 イ フリ ー ト 」 と は 、 ジ ン * の 内 で も 反抗 的 で 強力 な 者 の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 380 


参照 )。 


2 つま り 、 そ れ を 運ぶ に 十分 な 強 さ と 、 そ れ に 付い て いる 様々 な 宝飾 品 に 対し て 信用 の ある 


者 、 と いう 
3 と の 者 は 、 知 識 と 正 し さ を 備え た 男 で あり 、 


こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:192 参照 )。 


で あっ た と いう (アッ = テ サ ァ アデ ィ en 


アッ ラー* に その 祈り が 叶 (か な ) えら れる 者 
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よう もめ VY 


42. 


43. 


44. 


は 導 か れ な い 者 の 仲間 と な る か 、 見 て みる 
と し よう 」。 } 


こう し て 彼女 (ビル キー ス ) が 、 (スラ イ 
マー ン * の も と に ) や っ て 来 た 時 、 (彼女 は 
こと こう) 言わ れ た 。 「 あ な た の 御座 は 、 と の 
よう で すか ?」 彼女 は 言っ た 。 「 そ れ は 、 
あたかも (私 の ) それ の よう で す 」。 ( ス 
ライ マー ン " は 言っ た 。) 「 私 た ち に は 彼女 
より も 前 に 知識 2 が 授け られ た の で あ り 、 私 
た ち は 服 従 す る 者 ( ム ス リ ム *$) だ っ た の だ 。 


彼女 が ア ッ ラ ー* を よそ に 崇め て いた も の 
が 、 彼女 を (イス ラー ム * か ら ) 阻ん だ の だ 。 
本 当 に 彼女 は 、 不 信仰 者 * の 民 の 一 人 だ っ た 
の だ か ら 」。 3 


彼女 に 、 (こう ) 言わ れ た 。「 (宮殿 区 の ) 
庭 に お 人 り 下 さい 」。 そし て それ を 見 た 時 、 
彼女 は それ を 水 溜り と 思っ て 、 自ら の 両 有 
を 釧 度 わ に し た 。 彼 (スラ イマ ー ン や は 言っ 
た 。 「 実 に それ は (その 下 を 水 が 流 れる ) 、 
磨き ト 上げ られ た ガラ ス 製 の 中 庭 な の で す 」。 
彼女 は (スラ イマ ー ン “の 王国 の 偉大 さ を 実 
感 し 、) 言っ た 。 「 我 が 主 * よ 、 本 当 に 私 は 
自分 ) 自 身 に 不正 * を 働い て いま し た 。 そし て 
スラ イマ ー ン * と 共に 、 全 創造 物 の 主 * ア ッ ラ 
ー* に 服従 (マス ラー ムツ いた し ます 」。 


ts 


スラ イマ ー ン * が この よう に し た 理 
は 問題 が ある 』 と 言っ た こと を 確か め る た め 」「 ジ ン * た ち 
子供 が 生ま れれ ば 、E 
め 、『 彼 女 は 知性 


に つい て は 、 


分 た ち が ス ライ マー ン * の 


説 あ る (アル = クル トゥ ビー13:207 参照 )。 


IN) 


こと の 「 知 識 」 は 、 導き 、 知力 、 


提 参 照 )。 


県 少 


3 彼女 は 知力 と 、 真 理 


月 


E ま れ 育 っ た が た め 


「 シ ャ イタ ー ン * た ち が 、 


EE 分 ける 賢明 さ を 備 えた 女性 
、 不 信仰 者 * の 宗教 の 中 に あり 続け た ( ム ヤ ッ サ ル 380 真 参照 )。 


放つ AWC 
DIG NC 


4 a ら め の る る Cu3 ン 


eas 


ラッ ーー ンタ ン 1 


4 $A Ws 
Nd a 
SES NRG 


Sa PR 


「 彼 女 の 知 性 に 
が 、 彼 が ビル キー ス と 結婚 し 、 


一 族 に 仕え 続け る こと に な る の を 恐れ た た 
が 薄弱 で 、 そ の 足 は ロバ の 足 の よう で ある 』 と 吹き こん だ た め 」 な ど 、 講 


思慮 (し り ょ ) 分 別 の こと と され る (アッ テニ サ ァ アァ ディー605 


で あっ た が 、 誤 っ た 教え の 中 で 
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45. 


46. 


47. 


48. 


また 、 われ ら * は 確か に サム ー ド * に 、 彼 ら 
の 同胞 で ある サー リフ * を 遣わ し た 。( サ ー 
リフ * は 言っ た 。)「 ア ッ ラ ー*( だ け ) を 上 崇拝 
"せよ 」 。 する と どう で あろ う 、 彼ら は 言い 


逢う 二 つ の 派 ! と な っ て し まっ た 。 2 


彼 (サー リフ *) は (、 不信 仰 の 一 派 に ) 言 
っ た 。「 我 が 民 よ 、 ど う し て あな た 方 は 普 
きも の の 前 に 、 悪 し きも の を 性 急 に 求め る 
"の か ? どう し て あな た 方 は 、 自 分 ) た ち が 
ご 慈悲 を 授かる よう 、 ア ッ ラ ー* に お 赦し を 
を わな い ?」 


彼ら は 言っ た 。「 私 た ち は あ な た と 、 あ な 
た と 共に (あな た の 宗教 に ) ある 者 を 、 不 
吉 に 思う 4」 。 彼 (サー リフ は 言っ た 。 
「 あ な た 方 の 不吉 の も と は 、 ア ッ ラ ー* の 御 
許 に ある 5。 いや 、 あな た 方 は 試練 に か けら 


れ て いる 民 ? な の で ある 」。 


町 ? に は 、 地 上 で 腐敗 * を 働き 、 正しい こと 
を し な い 九 人 の 男 た ちがい た 。 


HH < 


= 


I} 


サー リフ * を 信じ た 一 派 と 、 
こと の 言い 争い の 一 前 


月 章 23-26 章 も 参照 。 


ww 


た 


m 


〇 


ココ 


褒美 を も た らし て くれ る 信仰 や 善行 を 後回し に し 、 罪 を も た ら す 不信 仰 や : 
表す (前 掲 書 

「 不 吉 に 思う 」 に つい て は 、 
この 意味 に つい て は 、 高 壁 章 131 の 訳注 を 参照 。 
順 境 と 逆境 、 善 と 悪 に よっ て 試練 に か けら れ て いる 者 、 と いう こと (前 掲 書 、 同 頁 
サム ー ド * の 町 アル テニ ヒジ ュ ル の こと (アッ = タバ リー8 : 6305 参照 )。 ア ル ニ ヒ ジュ ル 


381 


参照 )。 


80 の 訳注 も 参照 。 


Co 


た ち 章 155-157、 月 


この 「 九 人 の 男 」 た ち が 、 
と いう (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:198 参照 )。 高 壁 章 73 と その 訳注 、 フ ー ド * 章 64-68、 
き 27-29、 太 陽 章 13-14 も 参照 。 


高 壁 章 131 の 訳注 を 参照 


ら た の こつ 
AE 


デ . 。 > 


あっ そら Ra (ze 


NIE 
あっ ん ん る 5 っ は そう 


彼 を 信じ な い 一 派 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 380 頁 参 照 )。 
に つい て は 、 高 壁 章 73-76、 フ ー ド * 章 61-63、 詩人 た ち 章 141-154、 


患 行 に 急ぐ 様 を 


参照 )。 


サム ー ド * の 有力 者 た ち で あり 、 雌 ラク ダ を 殺し た 者 た ち で ある 


詩人 


27. 里 章 789 dN NV 
49. 彼ら は (互い に ) 言っ た 。「 お 互い に 、 ア SAR RAR 
ッ ラ ー* に (こう) 扱う の だ 。 『 私 た ち は 必 A ELD 
ず や 、 彼 (サー リフ と その 家族 を 夜 に 険 訓 TIS 
し (て 殺し ) 、 そ れ か ら 彼 の 後見 人 に は 、 
(こう ) 言う の だ 。 私 た ち は 彼 の 家族 の 殺 
害 に は 立ち 会 っ て いな いし 、 本 当 に 私 た ち 
は まさ し く 正 直 者 な の だ 、 と 』」。 

50. 彼ら は まさ に 策謀 し 、 わ れ ら * も 彼ら が 気付 | て 2 っ 25X ク ター ッ とら 
か ぬ 内 に 、 ま さ に 策謀 し た 。 ! HY 

51. (使徒 * よ 、) 彼ら の 策謀 の 結末 が いか な る | caA<Cszol2 っ GS: 
も の だ っ た か 、 見 て みよ 。 われ ら * が 彼ら と の も ーー に ジジ ちあ AS 
その 民 を 、 全 滅 さ せ た こ と を 。 

52. そし て それ ら は 、 彼ら が 不正 "を 働い て い EPC あず ほじ ょ お 303 
た こと ゆえ (、 アッ ラー* に 滅ぼさ れ て ) 月 OREN ES 
れ 沙 ち た 、 彼 ら の 家 。 本 当 に その 中 に は ま - 上 
さ し く 、 知 識 あ る 民 へ の 御 徴 が ある 。 

53. また われ ら * は 、 信仰 し 、( ア ッ ラ ー* を ) 異 | あっ あ あ Eco 
れ * て いた 者 た ち を 救っ た 。 

54. ま た 、 ル ー ト * (の こと を 思い 出せ ) 。 彼 が SI 
その 民 に 、 (こう ) 言っ た 時 3 の こと 。「 一 DG 
体 あ な た 方 は 、 (その 語 悪 さ を ) 心得 て 
いな が ら 、 陳 行 ? を 行う の か ? 

55. 本 当 に あな た 方 は 女性 を 差し お いて 、 欲望 | で 3 る 


ゆえ に 男性 に 赴 こ う ? な ど と し て いる の 
か ? いや 、 あ な た 方 は 無知 な 民 で ある 」。 


1 つま り ア ッ ラ ー* は 、 彼ら の 策 課 


に 対し 、 


バ ガ ウ ィ ー3:509 参照 )。 


2 この 「 月 れ 落 ち た 」 


人 ンタ ビラ モ ィ ンド て て 
OR TTA ER 


彼ら へ の 懲罰 を 早め る こと で 応じ られ た (アル = テ 


に つい て は 、 雌 和牛 章 259 の 訳注 を 参照 。 


アル テヒ ジュ 


3 彼 と その 民 の 間 に 起こ っ た 語 に つい て は 、 高 壁 章 80-84、 フ ー ド * 章 77-83、 
ル 章 61-77、 詩 人 た ち 間 160-175、 昌 昧 凍 28-35、 月 章 33-40 も 参照 。 


た 


m 


「 醒 行 」 に つい て は 、 密 蜂 章 90 の 訳注 を 参照 。 
つま り 男 色 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 381 頁 参照 )。 


27. 里 章 790 NV 

56. その 民 の 答え は 、 (この よう に ) 言う こ りら Toa ES 
だ け で あっ た 。「 ル ー ト * の 家族 を 、 あな た MG PE で 351: る 
方 の 町 から 追放 する の だ 。 本 当 に 彼ら は 、 あー アン 
潔癖 ぶっ た 人 々 な の だ か ら 」。 

57. こう し て われ ら * は 、 彼 と 、 彼 の 妻 を 除い | 53843uA hG 
i Oe 
め た の だ 。 

58。 そ し て われ ら * は 彼ら の 上 に 、( 石 の ) 大 十 WAALES 
を 降ら せ た 。 警告 を 受け て いた 者 た ち (へ ) @ こ pt 
の 雨 は 、 何 と 忌 ま わ し か っ た こと か 。 

59. (使徒 * ム ハン マ ド * 「 よ 、 う 言う が よい 。 < 
「 ア ッ ラ ー* 全 て の 称賛 * あ れ 。 そし て 
か れ が お 選び に な っ た 、 か れ の 僕たち に 
平安 を 2。 一 体 ア ッ ラ ー* が よい の か 、 そ れ 
と も 彼ら が (アッ ラー* に ) 並べ て いる も 
の か ? 

60. いや 、 諸 天 と 大 地 を お 創り に な り 、 あ な た | っ を の ok NE A 
方 に 天 か ら ( 雨 ) 水 を お 降ら し に な り 、 そ SA a ET LN 


れ に より 羽 し い 庭園 一 あな た 方 に 、 そ の 
木々 を 生やす こと は 叶わ な い * 一 一 を 生育 
させ られ た お 方 か (、 そ れ と も 彼ら が 並べ 
て いる も の が よい の か ) ? 一 体 、 ア ッ ラ 
ー* と 共に 崇拝 * す る に 値する も の な ど 、 あ 
る の か ? いや 、 彼 ら は (真理 か ら ) 逸れ 
去る 民 で ある 。 


1 この 「 町 」 に つい て は 、 フ ー ド * 章 81 の 訳注 を 参照 


2 つま り 預 言 者 * や 使 
さ 、 アッラー* に つい て 彼ら が 語 


サ ァ ディ ー607 頁 参 照 )。 


3 つま り 、 


アッ ラー* が 水 を 与え て 下さ ら な い 限 り は 、 と いう 


は くう SE 


で ニッ ン ン 


es 
⑤ つ る 


徒 * た ちの 業績 を 讃え 、 そ の 高い 地位 と 、 あ ら ゆ る 悪 や 汚れ か ら の 無縁 
っ た こと と に お ける 無 良性 に つい て 、 


言及 する こと (アッ = 


こと ( ム ヤ ッ サ ル 382 頁 参 照 )。 


27. 雌 章 791 UM 

61. いや 、 大 地 を 安住 の 地 と され 、 その 裂け 目 We I SN A 
に 河川 を 流れ させ られ 、 そこ に 由 固 な 山々 HI I 
を 設け られ 、 二 つ の 海 の 間 に 障壁 ほ を 置か れ A eyW a 
た ! お 方 か (、 それ と も 彼ら が 並べ て いる も る RN ee 
の が よい の か ) ? 一 体 、 ア ッ ラ ー* と 共に 
崇拝 則り ある の か ? 
いや 、 eS 分 か ら な い の だ 。 

62. いや 、 独 近 H し た 者 が 呼べ ば 応え られ 、 災い ES RG と 6 
を 取り 除 か れ 、 あ な た 方 を 地上 の 継承 者 3 さき の 2 の 
と され る お 方 か (、 そ れ と YY DEI 
いる も の が よい の か ) ? 一 体 、 ア ッ ラ ー* 
と 共に 崇拝 * es ee ある 
の か ? あな た 方 が 教訓 を 得る こと の 、 実 
に 少な いこ と 。 

63. い や 、 陸 と 海 の 聞 の 中 、 あな た 方 を 導 か れ | っ 0b 区 こみ Jo 選 
計 そし て その ご 慈悲 ( 雨 ) の 前 触れ 0 BS 

吉報 を 告げ る 風 を 送ら れる お 方 か 、 そ hs 
CO $ る を っ 
か ) ? 一 体 、 アッ ラー* と 其 に 崇拝 * する に id 
値する も の な ど 、 ある の か ? アッ ラー* 
は 、 彼ら が ( ア ッ ラ ー* に ) 並べ る も の か ら 、 
遠 で あら れる 。 

64.。 い や 、 創 造 を お 始め に な り 、 そ れ か ら ( 再 | 5 の 
び ) それ を 繰り 返さ れる お 方 、 そ し て 天 と BE ISNG LN 
地 か ら 、 あな た 方 に 糧 を お 授け 下さ る お 方 DI RR 
が CG それ と も 彼ら が 並べ て いる も の が よ 
い の か ) 2 一 体 、 ア ッ ラ ー* と 共に 架 拝 * 
ee ある の か ?」 言 っ 
て や れ 。「 あ な た 方 の 明 証 3 を 持っ て 来る の 

1 「 二 つの 海 の 間 の 障壁 」 に つい て は 、 識 別 章 53、 慈 悲 あ まね き * お 方 章 19-20 も 参照 。 

2 「 継 承 者 」 に つい て は 、 家 畜 章 165 の 訳注 を 参照 。 

3 つま り 、 ア ッ ラ ー* の 王権 と 崇拝 に お いて 、 か れ に 同位 者 が ある と いう 「 明 証 」 の こと ( ム 


ヤッ サル * 真 参照 )。 


27. 蝶 章 


792 ひめ YY 


66. 


67. 


68. 


69. 


70. 


71。 


だ 。 も し 、 あ な た 方 が 本 当 の こと を 言っ て 
いる の な ら ば 」。 


(使徒 * よ 、) 言っ て や れ 。「 諸 天 と 大 地 に 

ある いか な る も の も 、 不 可視 の 世界 * を 知ら 

な い 。 し か し 、 アッラー* だ け (が 、 ご存知 ) 

< の そして は いつ 多 ら さ れる 
、 知 り も し な い 。 


いや 、 彼ら の 知 は 来世 で 達成 され る '。 いや 、 
彼ら は それ (来世 ) に 疑念 > を 抱い て いる 。 
いや 、 彼ら は それ に 盲目 ? な の で ある 」。 


不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち は 言 っ た 。「 一 体 、 
私 た ちと 、 私 た ちの ご 先祖 が (死ん で ) 土 
と な っ た 後 、 一 体 本 当 に 私 た ち が (蘇ら 
され て ) 出さ れる 身 な の か ? 


以前 に も 私 た ちと 私 た ちの こ ご 先 祖 様 は 、 確 
か に この こと (死後 の 復活 ) を 約束 され た 
の だ (が 、 その 事実 は 目 に し な か っ た し 、 
起こ り も し な か っ た の だ ) 。 こん な も の は 、 
昔 の 人 々 の お 伽 話 に 過ぎ な い 」。 


(使徒 * よ 、) 言っ て や れ 。 「 あ な た 方 は 地 
上 を 旅 し て 、 罪悪 者 た ちの 結末 が どの よう 
な も の で あっ た か 、 見 て みる が よい 」。 


そし て 、 彼 ら ゆえ に 悲し まず 、 彼 ら が 策 課 
する と と ゆえ に 心音 しく な る の で は な い 。 
彼ら (シルク * の 徒 ) は 言う 。「 こ の 約束 は 、 
一 体 い つの こと な の か ? も し 、 あ な た 方 
が 本 当 の こと を 言っ て いる の な ら ?」 


1 彼ら は 、 自 分 た ち に 来世 が 到来 し 、 そ の 日 の 怖 を 


Saga Ty 
SO 2 Ona A が 


ILL 3 ; 
DAG RG 


CE I 
OEE 


RC 1 
SO NLL 


の 当たり に し て 始め て 、 来 世 を 確信 


する ( ム ヤ ッ サ ル 383 頁 参照 )。 


2 


[ 目 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 7、 家 畜 章 50、 雷鳴 章 16、 フ ー ド * 章 20、24、 巡 礼 * 章 46 
と その 訳注 も 参照 。 


27. 蝶 章 


793 DY 


72. 


73, 


74. 


095 


76. 


i 


78. 


79, 


(使徒 * よ 、) 言っ て や れ 。「 あ な た 方 が 性 
急 に 求め て いる も の ( ア ッ ラ ー* か ら の 前 ) 
の 一 部 は 、 あ な た 方 に 近づい た か も し れ な 
い 」。! 


実に あな た の 詩 * は 、 人 々 に 対す る まさ に 恩 
龍 の 主 な の だ が 、 彼ら の 大 半 は 感謝 ? し な い 
の だ 。 


また 本 当 に あな た の 主 * は 、 彼ら の 胸 が 陣 
て いる も の も 、 A と ご 
存 知 で ある 。 


そし て 天 と 地 に 潜む いか な る も の で も 、 明 
白 な 書 ? に 記さ れ て いな いも の は な い 。 


本 当 に こと の クル アー ン * は 、 イ スラ ー イ ー ル 
の 子 ら * に 、 彼 ら が 意見 を 異 に する 大 半 の こ 
と に つい て 、 語 っ て 聞か せる 。* 


人 まさ し く 信 仰 者 た ち へ 
導き で あり 、 慈 悲 な の だ 。 


本 当 に あな た の 主 * は 、 その 裁決 で 、 彼ら の 
間 を ね お 裁き に な る 。 か れ は 偉 力 な ら び な い 
* お 方 、 全 知 者 で あら れる 。 


な ら ば (使徒 * よ ) 、 アッ ラー* に 全て を 委ね 
よ *。 あな た こそ は 、 en 上 に 
ある の だ か ら 。 


1 


を アッ ラー* の し も べ * 使 徒 * の 一 人 と し て 位置 づけ 、 


MN IDE 


ES Cr 
OTCP 


Dk i AS 


RIA ES oh ちり 


「 復 活 の 日 * の 近 さ 」 に つい て は 、 蜜 蜂 章 1、 預 言 者 * た ち 章 1 の 訳注 も 参照 。 

2 つま り 感 謝 し て 信仰 し 、 ア ッ ラ ー* だ け を 崇拝 * す る こと ( ム ヤ ッ サ ル 383 頁 参 照 )。 

「 明 白 な 書 」 と は 、 守 られ し 碑 版 XY の こと (アッ = ニ サ ァ アァ デ ィ ー609 真 参照 )。 

4 例え ば イー サー* に 関し て 言え ば 、 キ リス ト 教 徒 * は 彼 に 神 性 を 認め る こと で 、 ユ ダ ヤ 教 徒 * 
は 彼 を 嘘つき 呼ば わり する こと で 、 い ずれ も 極端 な 立場 を 取っ た 。 一 方 クル アー ン * は 、 彼 


表明 し た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:210 参照 )。 


公正 か つ 中 席 (ちゅ う よ う ) な 立場 を 


27. 蝶 章 


794 ひめ YY 


80. 


81. 


82. 


83. 


84. 


(使徒 * よ 、) 本 当 に あな た は 呼び か け を 、 
死人 ら に 聞か せる こと も 、 龍 た ち に 聞か せ 
る こと も 出来 な い 。 彼ら が (あな た か ら ) 
背 を 向け て 立ち 去る の で あれ ば 。 


また あな た は 、 弟 人 * た ち を その 迷い か ら 
導く 者 で も な い 。 あな た が 聞か せら れる の 
は 、 わ れ ら * の 御 微 を 信じ る 者 だ け 。 と い 
う の も 、 彼ら は 服従 する 者 (ムスリム 
な の だ か ら 。3 


彼ら に 対す る ( 懲 駐 の ) 御 言葉 が 確定 され 
た 時 、 わ れ ら * は 彼ら の た め に 大 地 か ら 大 獣 
4? を 出す 。 それ は 彼ら に 、 (復活 を 否定 する ) 
人 々 が 、 わ れ ら * の 御 徴 を 確信 し て は いな か 
っ た と と に つい て 、 話 し 聞か せる の だ 。 


われ ら * が 、 全て の 共同 体 の 内 か ら 、 われ ら 
* の 御 徴 を 嘘 呼ば わ り し て いた 集団 を 


召集 し 、 彼 ら が 整列 させ られ る 日 の こと 
(を 思い 起こ させ よ ) e】 


や が て 彼ら が や っ て 来る と 、 か れ (アッ ラ 
= は 仰せ られ る 。 「 一 体 あな た 方 は 、 

わが 御 徴 ? を 嘘 呼 ば わり し て いた の か ? 

それ に つい て 、 よ く 知 り も し な か っ た 5 の 


中 


ee 


= 


Ec 


NM 


や < 


HS II 
RUI 


da EEA UV 
0 


1 
プッ ンタ 


" の る Ne 
る oo ね de 


っ イッ っ イーラ ネタ シン 
つか っ っ こう し | ひら ーッ シン 
OES I CU 


| CE 


INR 


の 「 龍 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 7、18、 フ ー ド * 章 20、24 と その 訳注 も 参照 。 


の 「 盲 人 」 に つい て は 、 雌 生音 7、18、 家 畜 章 50、 


24、 巡 礼 * 章 46 と その 訳注 を 参照 。 


の 


記 


104、 雷 鳴 章 16、 フ ー ド * 章 20、 


SR ッ ラ ー* の み に 委 ね られ て いる こと に つい て は 、 雌 和牛 章 272、 蜜 蜂 章 37、 


ー ヌ ス * 章 99-100、 物 語 章 56、 相 談 章 52 と その 訳注 も 参照 。 


の 「 大 獣 」 の 出現 は 、 復活 の 日 * の 予兆 の 一 つ ( ム スリ ム 「 試 練 と 復活 の 日 の 諸 予 光 の 書 」 


39 参照 )。 


© 
( 
6 つ 
掲 


wn 


の 「 御 徴 」 は 、 ク ルアー ン * を 始め と する 、 ア ッ ラ 
ム ヤ ッ サ ル 384 頁 参 照 )。 


ー の 唯一 性 * を 示す 証拠 の 数 々 の こと 


まり 、 そ れ が 嘘 だ と 熟知 し て は いな か っ た の に 、 嘘 呼ば わり し て いた 、 と いう こと (前 


書 、 同 頁 参 照 )。 


27. 里 章 795 よめ YY 
に ? いや 、 一 体 あ な た 方 は 、 何 を 行っ て 
いた の か ?」 

85. 彼ら に は 、 自 分 た ち が 不正 * を 働い て いた EAE ENS 


86. 


87. 


88. 


89. 


こと ゆえ の ( 懲 凡 と いう ) 御 言葉 が 確定 さ 
れ 、 彼ら は (まとも な 言い 訳 を ) 喋る こと 
も な い !。 


一 体 彼ら は 、 彼 ら が そこ と で 安らぐ よう に わ 
れ ら が 夜 を 創り 、 昼 を (生活 の た め に ) 視 
界 が 利く も の と し た の を 、 見 な か っ た の 
か ? 実に そこ に は まさ し く 、 信 じ る 民 へ 
の 御 徴 が ある の だ 。 


つの ぶ え 


角笛 に 吹き 込ま れ ^、 諸 天 に いる 全て の 者 
と 、 大 地 に いる 全て の 者 が 戦 傑 する 日 の こ 
と (を 思い 起こ させ よ ) 。 但し 、 ア ッ ラ ー 
* が (恐怖 か ら の 安全 を ) お 望み に な る 者 は 
別 で ある 。 全 て の 者 は 低 頭 し て 、 か れ の 御 
許 に や っ て 来る の だ 。 


また 、 あ な た は 山々 を 、 そ れ ら が 静止 し て 
いる も の と 思っ て 見 る 。 そ れ は 、 雲 の 流 れ 
の よう に (速く ) 流れ て いる の に 3。 全て の 
も の を 完璧 に 仕上 ぼら れ た アッ ラー* の 御 
業 。 本 当 に か れ は 、 あ な た 方 の する こと に 
通 暁 され て いる の だ 。 


(復活 の 日 *、) 善行 * と 共に や っ て 来 た 者 、 
彼 に は それ よ 9 も 善き も の ? が ある 。 そ し て 彼 
ら は その 日 、 戦 國 か ら 無 事 な 者 た ち で ある 。 


②③ っ 


a A NET SA 
TO Ey 


ンジ テー ンダ ーー ラーグ 3 
FO RE I $7’ 


EN EL AU 
OPEC を | 


BERETE EI 


1 夜 の 旅 章 97「 志 目 で 、 嘩 で 、 序 の 状態 の まま 召集 する 」 の 訳注 も 参照 。 


w 


た 


wn 


「 


復活 の 
と の 「 善 行 」 は 、 
行い * の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 385 
この 「 善 きも の 」 と は 、 天 国 の こと と され る (前 掲 書 、 


アッ ラー の 唯一 


参照 )。 


H 笛 に 吹き 込ま れ 」 る こと に つい て は 、 家 畜 章 73 の 訳注 


* に お ける 山々 の 様子 に つい て は 、 洞 窟 章 47 の 
性 * の 信仰 と 、。、 か れ の み を 崇拝 * す 


PO つき 7 
を 参照 。 
訳注 を 参照 。 
る こと と 、 そ し て 正しい 


参照 )。 
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. 点 章 796 oY 


90. そし て (復活 の 日 *、) 悪行 ! と 共に や っ て | っ 因 み 人 は 38 生生 の 


91. 


92. 


来 た 者 、 彼 ら は 顔 か ら 逆 様 に 業火 の 中 に 投 LE Lk 
げ 込 まれ (、 こ う 言 われ ) る 。「 一 体 あな 
た 方 が 報 わ れ て いる の は 、 自 分 た ち が ( 現 
世 で ) 行っ て いた こと (に よる も の ) 以外 


の 、 何 も の で も な い の で は な いか ?」 
(使徒 よ 、 言 う の だ 。) 「 私 は 外 な ら ぬ 、| 。 恐 dx つら 
この 町 (マッ カツ の 詩 * を 崇拝 * す る よう に eR 
命じ られ た 。 か れ が そこ を 、 聖なる 地 3 と さ の gu 


れ た の だ 。 か れ に こそ 、 全 て は 届 す る 。 ま 
た 私 は 、 服 従 する 者 (ムスリム の 一 人 
と な る よう 、 命 じ ら れ た の で ある 。 


そし て 、 ク ルアー ン * を 語 む ? こ と を (命じ ら CIE 
れ た ) 」。 導 か れ た 者 が あれ ば 、 実に 彼 は 自 | CS 合 3 ち の ee 
分 を 益 す る た め に 導 か れる だ け で あり 、 また ko も | 


迷う 者 が あれ ば (、 使徒 * よ ) 、 言っ て や る の 
人 「 私 は (信仰 し な い 者 に アッ ラー* か ら の 
懲罰 を 告げ る 、) 警告 者 の 一 人 に 過ぎ な い 」 。 


と と ぁ ラン 


93. そし て (使徒 * よ 、 ) 言う の だ 。「 ア ッ ラ ー PE k た あたり あめ 


* に 全て の 称 低 * あ れ 。 や が て か れ は あな た CO A 
方 に 、 そ の 御 徴 ? を 見 せ 給 い 、 あな た 方 は - 
それ を 知る こ と に な る 。 あな た 方 の 皇 * は 、 
あな た 方 が 行っ て いる こと に 菩 間 で は あ 
られ な い の だ 」。 


— 


IN) 


この 「 悪 行 」 は 、 シ ルク * を 始め と し た 、 諸 々 の 悪行 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 385 頁 参 照 )。 
アッ ラー* は マッ カ * だ け で は な く 、 全 て の 町 の 主 * で ある 。 し か し ここ で は マッ カ * の 民 に 、 


彼ら に 対す る アッ ラー* の 特別 の 恩恵 を 知ら し め 、 彼 ら が アッ ラー* の み を 宗 拝 * す べき で あ 


ww 


た 


る こと を 訴 (うっ た ) えて いる (アッ = タバ リー8:6335 参照 )。 

そこ で は 不当 な 流血 、 不 正 *、 狩 猟 (し ゅ りょう )、 植 物 を 刈っ た りす る こと な ども 禁じ ら 
れる (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 雌 牛 凍 125 の 訳注 も 参照 。 

「 調 む 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 121 の 訳注 を 参照 。 

こと の 「 御 徴 」 は 、 真 理 を 示し 、 虚 妄 ( き ょ も う ) を 明らか に する 知識 の こと と され る ( ム 
ヤッ サル 385 頁 参照 )。 詳 細 に され た 章 53 も 参照 。 


28. 物 語 章 797 He A 


第 28 章 
物語 章 1 


上 


2 


じ 
綴 まあ まね < ' 愛 深き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


ター・ ス イィ ー ン ・ ミ ー ム %。 oe 
(使徒 * よ 、) それ は 解明 する 藩 典 ? の 御 徴 Da NMe 


(アー ヤ ? で ある 。 
われ ら * は (クル アー ン * を ) 信仰 する 民 の た HEL Er EE 
ムー サー* と フィ ル ア ウン の 消息 の 一 部 OU 
を 、 真 実 と 共に あな た に 詳 ん で 聞か せよ う 。 
本 当 に フィ ルアウ ン * は 地上 (エジプト ) で レ 
購 り 高 ぶ り 、 そ の 住民 を 諸派 に 分 けた *。 彼 A 
は その 内 の 一 派 (イス ラー イー ル の 子 ら り 


\ 
\ 
\ 


KN 
&, 
1 © 
6 
N 
MO 


を 抑圧 し 、 そ の 男児 を 殺し まく り 、 女 児 は MR 
生か し て お いた $ の だ 。 本 当 に 彼 は 、 腐敗 * の Ga っ と 
を 働く 者 の 類 い で あっ た 。 

そし て われ ら * は 、 地 上 で 抑圧 され て いた 者 | 3 和 v。 記 oORSO も ち 
た ち (イス ラー イー ル の 子 ら ちり に 】 恵み を 垂 RE LN 
れ 、 彼 ら を ( 善 の ) 導師 と し 、 相 続 人 * と す の る っ 
る こと を 望む の で ある 。 ーー 


1 


to 


の) 


wn 


er) 


マッ カ * 啓 示 (一 部 アー ヤ * は マデ ィ ー ナ * 啓 示説 あり )。 ス ー ラ * の 大 半 を 、 ム ー サ ー* に だ 関 
する 物語 が 占め て いる 。 暴君 フィ ルアウ ン * の イス ラー イー ル の 子 ら * に 対す る 圧 制 と 、 ム 
ー サ ー* の 数 奇 (すう き ) な 生い立ち 、 エ ジ プ ト か ら の 逃亡 、 使 徒 % と し て の 使命 を 受け た 
後 の エ ジ プ ト 帰還 、 及 び 不 信仰 の 暴君 に 対す る 勝利 と いう 逸話 が 、 不 信仰 だ っ た 大 富豪 カ 
ー ル ー ン の 破滅 の 話 も 交 さえ な が ら 、 当 時 の マッ カ * の 不信 仰 者 * た ち へ の 教訓 と 、 預 言 者 * 
ムハンマド * へ の 慰 (な ぐさ ) め 、 そ し て や が て 訪れ る 預言 者 * の マッ カ *\ 上 帰 選 と ムスリム }* 
た ちの 勝利 を 暗示 する 形 で 示さ れ て いる 
この 文字 群 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 用 語 解説 の 「 ク ルアー ン の 冒頭 に 現れ る 文字 群 *」 を 参照 。 
「 解 明 す る 啓典 」 に つい て は 、 ユ ー ス フ * 章 1 の 訳注 を 参照 ( ム ヤ ッ サ ル 385 頁 参 照 )。 
フィ ルアウ ン * は 各 集 団 を 、 彼 が 望む 分 野 に 仕え を させ た (イブン ・ カ スィ ー ル 6:220 参照 )。 
「 男 児 を 殺し …」 に つい て は 、 雌 和牛 章 49 の 訳注 を 参照 。 

フィ ルアウ ン * と その 民 の 滅亡 後に 、 そ の 地 を 相続 する 者 た ちと いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 385 
頁 参 照 )。 高 壁 章 137 も 参照 。 


28. 物語 章 


798 HN A 


6. 


また 、 われ ら * は 地上 に お いて 彼ら を 確立 さ 
せ 、 フ ィ ル アウ ン * と ハー マー ン ! と その 軍勢 
に 、 彼ら が 彼ら (イス ラー イー ル の 子 ら ) か 


ら 怖 れ て いた も の ? を 見 せる (こと を 、 望む ) 。 


。 わ れ ら * は ムー サー* の 母親 に 、( こ う ) 示し 


た 。「 彼 (生ま れ た ば か り の ムー サー$ に 、 
乳 を や る の だ 。 そし て あな た が 彼 の こ と * で 
怖 れ た 時 に は 、 . 彼 を ( 箱 に 入れ て ) 海原 4 へ 
と 放り 投げ 、 怖 れ も せ ず 、 悲 し み も する の 
で は な い 。 本 当 に われ ら * は 、 彼 を あな た の 

も と に 返す 者 で あり 、 修道 わ さ れ し 者 
(使徒 の 一 人 と する 者 な の だ か ら 」。 


そし て 彼 (ムー サー*) を 、 フ ィ ル アウ ン * 


の 一 族 が 拾っ た 。 そ の 結果 、 彼 は 、 彼 ら に 
対す る 敵 と 悲し み 々 と な っ た 。 本当に フィ ル 


アワ ン * と ハー マー ン と その 二 人 の 軍勢 は 、 
誤っ た 者 た ち だ っ た の だ 。 


. そし て フィ ルアウ ン * の 妻 ? が (、 彼 を 気 に 入 


っ て ) 言っ た 。 「 (この 子 は ) 私 と あな た 
に と っ て の 、 喜 び 『 で す 。 彼 を 殺さ な いで 下 


w 


た 


ココ 


SA つと うり は 
DE 9 


OT dC 
ED IGE 
eS TIGLEY 

ON 


ン ン ッ し レン イセ を 
RE GT ET 
2 レン ンー さ ラー 

I DI EI BE 

の rb ES 
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「 ハ ー マ ー ン 」 は 、 フ ィ ル アウ ン * の 宰相 (さい し ょ う )( ア ル テ ク ルト ゥ ピー13:253 参照 )。 
つま り 、 彼 ら の 滅亡 と 王権 の 終 寺 (し ゅ うえ ん )、 イ スラ ー イ ー ル の 子 ら * 出 身 の 者 の 手 に 


よっ て 、 役 ら が 国 か ら 追放 され る こと ( ム ヤ ッ サ ル 386 


頁 参 照 )。 


ュ グ 


つま り 、 彼 女 に 男児 が いる こと が 分 か っ て 、 彼 が 殺さ れ そ うに な る こと (前 掲 書 、 同 真 参 


照 )。 こ の 背景 に つい て は 、 雌 和牛 章 49 の 「 男 児 は 殺し …・」 
この 「 海 原 」 は 、 ナ イル 川 の こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


の 訳 1 注 を 参照 。 


この 後 、 ム ー サ ー* が 見 つか っ て 殺さ れ そ うに な り 、 彼 女 は アッ ラー* に 命じ られ た 通り に 


し た (イブン ・ カ スィ ー ル 6:222 


つま り 、 フィ ルアウ ン * ら の 宗教 に 異 を 唱 (と な ) える 敵 と な り 、 彼ら の 湧 死 (で き し ) と 、 
の の いい の の いな と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 386 頁 参 照 )。 
この 「 妻 」 は 、 ム ー サ ー* に よっ て 導 か れ た 女性 と な っ た 、 ア ー ス ィ ヤ の こと (イブ ン ・ カ 
スィ ー ル 6:222 参照 )。 預言 者 * ム へ ムハンマド * は 彼女 を 、 最善 の 女性 の 一 人 に 数 えて いる ( ア 


ル テ ブ ハー リー3411 参照 )。 


と の 「 喜 び 」 に つい て は 、 マ ル ヤ ム * 章 26 の 訳注 を 参照 。 


28. 物語 章 


10. 


11. 


12, 


| 


さい 。 彼 は 私 た ちの 役に立つ で し ょ うし 、 
ある い は 彼 を (私 た ちの ) 子供 に し て も よ 
いで し ょ うか ら 」。 彼 ら は (その 赤ん坊 が 
自分 た ち を 滅ぼす こと に な る と は ) 、 気付 
く 由 も な か っ た の だ 。 


SI (ムー サー* 
ゆえ の 悲し み で ) 空っぽ に な っ て し まっ 
た 。 本当に 彼女 は それ ゆえ に 、 (赤ん坊 が 
自分 の 子 で ある こと を ) 打ち 明け て し まい 
そう な ほど で あっ た 。 彼女 が 信仰 者 の 一 人 
と し て ある べく 、 わ れ ら * が 彼女 の 心 を 繋ぎ 
と め て ! お か な か っ た な ら ば 。 


また 、 彼 女 は (ムー サー の 入っ た 箱 を 川 に 
流し た 時 ) 、 彼 (ムー サー や の 姉 に 「 彼 を 
追っ か け な さ い 」 と 言っ て いた 。 そ れ で 役 
女 は (その 通り に し ) 、 彼 ら (フィ ルアウ 
ン * と その 民 ) が 気付 か ぬ 中 、 彼 の こと を 遠 
く か ら 見 た 。 


また 、。 われ ら * は (ムー サー が 母親 の も と 
に 帰 さ れる ) 以前 、 彼 (ムー サー 9) に 乳母 
た ち を 禁じ た 2?。 そ れ で 彼女 (ムー サー* の 
姉 ) は 、 言っ た 。 「 あ な た 方 の た め に 、 彼 
に 対し て 誠心 尽く し DC その 世話 を し て く 
れる 家族 へ と ご 案内 し まし ょ うか ?」 


こう し て われ ら * は 彼 (ムー サー*) を 、 そ 
の 母 の も と に 帰し た 。 そ れ は 彼女 が 喜び *、 
( 彼 と の 別れ を ) 悲し まな いよ うに する た 
めで 、 また 彼女 が 、 アッラー* の お 約束 が 真 


1 


2 ムー サー* は 複数 の 乳母 を あて が われ た が 、 そ の 
386 


3 この 「 喜 び 」 に つい て は 、 


「 心 を 繋ぎ と め る 」 に つい て は 、 戦 利 品 * 章 11 の 訳注 
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参照 )。 


の 授乳 を } 


AN, ys 人 


ン ァ ン 5 どー 。 る 4 イン ン 
と アン スル と アリ 


Ne ろう 


OR 


TSI 
2 つ 


PC を うど どう 48533 
A SE 
Oe 


を 参照 。 


EE ( こ ば ) み 続 けた 


( ム ヤ ッ サ ル 


アー ヤ *9 の 同 語 に つい て の 訳注 を 参照 。 


28. 物語 章 g00 つと っ | 5 ps A 
実 で ある こと を 知る た めで あっ た 。 し か し 
彼ら (不信 仰 者 ) の 大 半 は 、( そ の こと を ) 
知ら な い の だ 。 

14. 彼 (ムー サー?) が 成熟 ! し 、 強固 に な っ た BEET 
時 、 われ ら * は 彼 に 英知 と 知識 を 授け た 。 そ ON GL WH los 


15. そし て 彼 (ムー サー や は 、 そ の 民 が 油断 し 


16. 彼 は 申し 上 げた 。 「 我 が 主 * よ 、 本 当 に 私 は 


の よう に われ ら * は 、 善 を 尽く す * 者 た ち に 
報い る の で ある 。 


て いる 時 間 帯 3 に 町 に 入り 、 そこ で 戦っ て い 
る 二 人 の 男 を 見 出し た 。 (一 方 の ) この 者 
は 彼 の 部 族 出身 の 者 で 、 (も う 一 方 の ) こ 
の 者 は 彼 の 敵 の 内 の 者 3。 そ し て 彼 の 部 族 出 
身 の 者 が 、 彼 の 敵 の 内 の 者 に 対し 、 彼 ( ム 

ー サ ー*) に 助け を 求め た の で 、 ムー サー* 
は 役 を ( 挙 で ) 殴り 、 これ を 殺し て し まっ 
た 。 彼 (ムー サー や は 言っ た 。「 こ れ は シ 
ャ イタ ー ン * の わざ で ある 。 本 当 に 彼 は 、 (人 
間 を 正道 i 迷わ せる 、 紛れ も な い 敵 な 
の だ 」。 


自分 ) 自 身 に 不正 * を 働い て し まい まし た 。 
人 2 - お 赦し 下さ い 」 。 そし て が かれ 

、 彼 を お 落し に な っ た 。 本 当 に か れこ そ 
赦し 深い お 方 、 慈愛 深い * お 方 で ちら れ 
る の だ か ら 。 


js 
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ww 
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こと の 「 成 部 」 に つい て は 、 巡 礼 * 章 5「 成 熟 」 の 訳注 を 参照 。 
この 時 間 帯 に つい て は 、「 昼 寝 時 」「 マ グリ ブ * と イシ ャ ー ウ * の 間 」 と いう 説 が ある (アル 


テバ ガウ ィ ー3:526 参照 )。 


つま り 前 者 が イス ラー イー ル の 子 ら * の 内 の 者 、 後 者 が フィ ルアウ ン * の 民 の 内 の 者 で ある 
コプト 人 (アッ = テ サ ァ デ ィ ー613 頁 参照 )。 こ の 時 に は 、 ム ー サ ー* が イス ラー イー ル の 子 
ら * の 一 人 で ある こと は 知れ 渡っ て いた と され る (アル = テバ ガウ ィ ー3:527 参照 )。 

この 出来 事 は 、 ム ー サ ー* が 預言 者 * と な る 前 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 387 頁 参 照 )。 


28. 物語 章 801 つと 1 5 ps A 
17. 彼 (ムー サー や は 申し 上 げた 。「 我 が 主 * | go を kc<osd6 
よ 、 あ な た が 私 に 恵 ん で 下さ っ た も の ' ゆ Ons 


18. 


19. 


え 、 私 は 決し て 、 罪 悪者 た ち に 対す る 援助 
者 と は な り ま せん 」。 


彼 は 翌朝 、 (復讐 され る の で は な いか と ) 
町 で 怖 れ 始め 、 ( 何 が 起き る か と ) 注意 深 
く 見 守る よう に な っ た 。 そ し て どう で あろ 
う 、 昨 日 彼 に 助け を 求め た 者 が 、 (また 別 
の コプト 人 と 争っ て お り 、) 彼 に 向かっ て 
(助け を 求め 、) 大 声 で 叫ん で いる 。 ム ー 
サー* は 彼 ? に 言っ た 。「 実 あな た は 、 紛れ 
も な く 誤 っ た 者 だ 」。 


そし て 彼 (ムー サー?) が 、 (イス ラー イ 
ー ル の 子 ら * の 内 の 者 に 同情 し 、) 彼ら 二 
人 の 敵 で ある 者 を や っ つけ よう と し た 
時 、 彼 * は 言っ た 。「 ム ー サ ー* よ 、 一 体 
お 前 は 昨日 人 を 殺し た よう に 、 私 の こと 
も 殺す つも りな の か ? お 前 は 、 地上 で 寺 
君 と な る と と を 望ん で いる に 外 な ら な 
い 。 そ し て お 前 は 、 改 善 者 と な り た く は 
な い の だ 」。 


sl 


ww 


た 


{ 
アル = バ ガ ウ ィ ー* に よ 


慣 悟 、 


罪 の 落し 、 そ の 他 の 偉大 な 恩 
れ ば 、 大 半 の 学者 は この 「 彼 」 


者 と 解釈 し て いる (3:528 参照 )。 


「 誤 っ た 者 」 と 言っ た の は 、「 


は 「 ム ー サ ー* が 彼 ゆ え に 人 を 殺し て し まっ た の に 、 翌 
いる 」 ゆ え で ある 、 と され る (アル テク ルト ウゥ ビー13.265 参照 )。 


この 「 役 」 は 、 イ スラ ー イ ー ル の 子 ら 計 
う も の だ と 


違い し て 、 こ う 言 っ た の だ と され る 。 そ 


H 身 の 者 で 、 ム ー サ 


所 


CRN SEIT 

BS 2 5 も の dG 
ER NE 
DN NG 


恵 の 数 々 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 387 頁 参 照 )。 


を 、 イ スラ ー イ ー ル の 子 ら * 出 身 の 


分 で は 太刀 (た ち ) 打ち で き な い 者 と 争う 」 ゆえ 、 あ る い 


日 に また 同じ こと を させ よう と し て 


* が 自分 に 対し て 暴力 を 振る 
聞い た コプト 人 が 、 そ の 


し て それ を 


話 を 広め 、 フ ィ ル アウ ン * は ムー サー* を 捕まえ 、 殺 す お 触れ を 出し た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 


6:225-226 参照 )。 ア 


ッ テ シ ャ ウ カ ー ニ ー* に よれ ば 、 
「 彼 」 が コプト 人 と いう 説 も ある (4:217 参照 )。 


これ が 大 半 の 解釈 学者 の 見 解 だ が 、 


28. 物語 章 802 つと 1 ps A 
20. 町 の 一 番外 れ か ら 、 一 人 の 男 が 急い で や っ て EN 
来 た 。 彼 は 言っ た 。「 (ムー サー* よ 、) 本 当 EI NE 
に (フィ ルアウ ン * の 民 の ) 有力 者 た ち は 、 あ A 
yo AL 
な た を 殺 そ うと 、 あ な た に つい て 相談 し て い Oe 2 
ます 。 な ら ば 、 (この 町 を ) 出 て 行き な さい 。 
本 当 に 私 は あな た へ の 、 助言 者 な の で す よ 」 。 

21. それで 彼 は 怖 れ 、 (人 省 っ 手 に つか ま ら ぬ よ | 放っ 26C3 和 Eu でき 
う ) 注意 深く そこ を 脱出 し 、 (こう ) 申し OR 
上げ た 。 「 我 が 主 * よ 、 私 を 不正 * 者 で ある 
民 か ら 救 っ て 下さ い 」。 

22。 マ ドゥ ヤン * の 方 を 目指 す と 、 彼 は (こう ) RC RET 
5 「 我 が 主 * は 私 を 、 ま っ すぐ な 道 へ DLN GE 

と 導い て 下さ る だ ろう 」。! 

23。 そ し て マ ド ウ ゥ ヤン * の 水 場 に 赴 い た 時 、 彼 は | A623 
そこ で 人 々 の 集団 が (家畜 に ) 水 を や っ て い た oe スー つう dE 
る の を 見 た 。 また 、 二 人 の 婦人 が | MPIH に MPP 
り 込め ず に ) 彼ら か ら 離 れ て 、 (自分 た ち タッ る 6 交 2 
家畜 を ) 制 し て いる の を 見 出し た 。 on i 
た 。「 ど うな さい まし た か ?」 彼女 た ち 二 人 © 
は 言っ た 。 「 牧 音 た ち が (彼ら の 家畜 を 水 電 
か ら ) 出 て 行か せる まで 、 (自分 た ちの 家畜 
に ) ーー と が 出来 ませ ん 。 そし て 私 た 
ちの 父 年 配 の 老人 な の で す 」 0 

24。 そ れ で 彼 は 、 彼 女 た ち 二 人 の た め に (家畜 | の G38 
に ) 水 を や っ た 。 そ れ か ら (本 ) 陰 に 退く @⑥4 る る と の 30c3 
と 、 (こう ) 言っ た 。「 我 が 主 * よ 、 本 当 に - 

私 は 、 あ な た が 私 に 下さ れ た 普 き も の に 錠 
えて いま す 」。? 
1 マ ド ウ ゥ ヤン * の 民 は 預言 者 # イ ブラ ー ヒ ー ム * の 子孫 で 、 ム ー サ ー* と の 血縁 関係 が ある 。 し 


か し 彼 は 、 そ の 道 を 知ら な か っ た た め 、 


ルト ッ ゥ ビー13:253 参照 )。 


2 ムー サ 


(アル テバ ガウ ィ ー3.:528 参照 )。 


アッ ラー* に 道 案内 を 祈っ た の だ と いう (アル = テク 


* は 、 着 の 身 着 の まま で エジプト を 後に し て 来 た の で 、 ひど い 錠 え に 襲 われ て いた 


28. 物語 章 803 つと | ps A 
25. する と 、 彼 の も と に 二 人 の 婦人 の 内 の 一 人 ルフ と 2 うじ も うら 185383 


26. 


27. 


が 、 恥 ず か し そう に 歩き な が ら 、 や っ て 来 
た 。 彼女 は 言っ た 。 「 私 の 父 は あな た に 、 
あな た が 私 た ちの た め に 水 を や っ て 下さ 
っ た ご 褒美 を 差し 上 げた く 、 あな た を お 呼 
び し て いま す 」。 と こう し て 彼 (彼女 ら の 父 
親 ) の も と に や っ て 来る と 、 彼 (ムー サー 
り は 彼 に 物語 ' を 語っ て 聞か せ た 。 彼 ( 彼 
女 ら の 父親 ) は 言っ た 。「 怖 れ な いで 下さ 
い 。 あな た は 不正 * 者 で ある 民 か ら 、 救 わ れ 
た の で すか ら 」。 


彼女 た ちの 内 の 一 人 が 言っ た 。「 お 父さん 、 
彼 を お 雇い な さい 。 本 当 に 、 あ な た が お 雇 
い に な る 最善 の 者 は 、 力強く 、 誠実 な た 人? な 
の で すか ら 」。 


彼 (婦人 た ちの 父親 ) は 言っ た 。 」 私 は 、 
あな た が 人 年 間 、 私 に ( 敗 童 と し て 自 ら を ) 
雇 わ せる こと で 、 この 我 が 二 人 の 娘 た ちの 
内 の 一 人 を あな た に 嫁 が せ た い の で す 。 そ 
し て も し 、 あな た が 十 年 間 全 うさ れる の な 
ら 、 それ は あな た か ら の も の ? で あり 、 私 は 
(それ を 義務 づけ る こと で 、) あな た に 苦 
労 さ せる つも り は あり ませ ん 。 あ な た は 
ーー も し ア ッ ラ ー* が お 望み な ら ば ーー 一 、 私 
が 正しい 者 4 の 一 人 で ある こと を 見 出す で 
し ょ う 」。 


— 


この 「 物 語 」 と は 、 彼 と 、 フ ィ ル アウ ン * と その 


388 頁 参 照 )。 


IN 


の 後方 に 歩か せつ つ 、 
3 つま り 、 
つま り 、 よ き 付 き 合い と 


ムー サー* は 、 十 人 が か り で し か 動か せな いよ うな 旨 
また 、 帰 人 と 共に 彼女 ら の 父親 の も と に 行く 


寺 に は 、 彼 女 を (見 て 誘 
道 案内 を させ た の だ と いう (イブ ン ・ カ スィ イール 6:227.-229 参 中 


自発 的 な 善行 と いう こ 


3 RS NEE 


ン ン と ン 


HE SS EE 
Sn し EE ご 2YJW 


惑 さ れ ぬ よう ) 


と ( ム ヤ ッ サ ル 388 頁 参 照 )。 


、 約 東 の 遵守 に お いて 「 正 し い 者 *」 (前 掲 書 、 同 


参照 )。 


ュ は 錠 


民 の 間 に 起 こっ た 話 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 


計 い 岩 を 持ち 上 げ て 家畜 に 水 を や っ た 。 


分 


照 ) © 


28. 物 語 章 804 Ra, pe A 
28. 彼 (ムー サー や は 言っ た 。「 そ れ は 、 私 | IE IE 
と あな た の 間 で (成立 し まし た ) 。 い ず | し まま RRS 
れ の 期限 を と こなす に せよ 、 私 へ の 違反 は be 
な し で す 。 そし て 、 ア ッ ラ ー* が 私 た ちの 
言う とこ と に お いて 、 Al 詩 け 負わ れる * 
お 方 で す 」。 

29. こ うし て ムー サー* が 期限 ! を 終え 、 自 分 | 役 季 50 
の 家族 と 共に (エジプト へ と 向かっ て ) | 906 区 2 選 kem 
歩ん だ 時 2 山 の 傍 ら に 火 を 認め た 。 彼 は dE ka 
自分 の 家族 に 言っ た 。 「 (ここ に ) 留 ま に うじ まあ 16 て | 
っ て いな さい 。 実 に 私 は 、 火 を 見 つけ た る OE 
の だ 。 私 は そこ か ら あ な た 方 の も と に 、 

( 道 案内 の ) 知ら せ と 共に 、 あ る い は あ 
な た 方 が 暖 を 取れ る よう に 、 火 種 を 携え 
て や っ て 来 よ う 」。 

30. それで 彼 が そこ へ や っ て 来 た 時 、 祝福 に あ | eG 
ふれ た 地 に お ける 谷 の 右側 か ら 、 つ まり そ | Jszoe of っ 紹 
の 木 か ら ?、 役 に (こう ) 呼び か けら れ た 。 | ⑤ と 4 ス AL もっ GS この 
「 ム ー サ ー* よ 、 本 当 に われ こそ は 、 全 創 造 
物 の 主 * ア ッ ラ ー で ある 」。 

31. また 、「 あ な た の 杖 を 投げ よ 」 と 。 それ GEG I 
で ( 彼 が それ を 投げ 、) それ が 人 敏 揮 な 小 ER 
蛇 の よう に 躍動 する の を 見 た 時 、 彼 は 背 る a EG 


を 向け て 引き 下がり 、 戻っ て 来 な か っ た 。 
( ア ッ ラ ー* は 仰せ られ た 。 ) 「 ム ー サ ー 
* よ 、 近 寄る の だ 。 そし て 怖がる の で は な 
い 。 本当 に あな た は まさ し く 、 安 全 な の 
だ か ら 。 


1 ムー サー* は 十 年 間 、 
2 この 時 


3 マル ヤム * 章 52 の 訳注 も 参照 。 


彼 の も と で 働い た と され る (アル = テ ブ ハー リー2684 参照 )。 
の 出来 事 に つい て は 、 タ ー・ ハ ー 章 10-16、 賊 章 7 と それ ら の 訳注 も 参照 。 


28. 物語 章 805 つと 1 5 ps A 
32. あな た の 手 を 慎 に 入れ て みよ 。 そう すれ | AEE LIRA 
ば 、 それ は 災い ! も な し に 白く な っ て 出 て dS TE 
くる 。 ま た 、 恐 怖 (の 軽減 ) の た め に は 、 TGR RIE 
あな た の 翼 を 自分 (の 側 ) に 引き 寄せ て み 2 
CE NG TE 
よ 2。 そ の 二 つ は 、 あ な た の 主 * か ら フ ィ ル 2 
アウ ン * と その ( 民 の ) 有力 者 た ち へ の 、 明 = 
証 で ある 。 本当に 彼ら は 、 放 競 な 民 だ っ た 
の だ か ら 」。 

33. 彼 は 申し 上 げた 。「 我 が 主 * よ 、 本 当 に 私 は SE 
彼ら (フィ ルアウ ン * の 民 ) の 一 人 を 殺し て ot 
し まい ま し た 3。 そし て 、 彼ら が 私 を 殺す こ 
と を 怖 れ ます 。 

34. また 、 我 が 兄 ハー ルー ン * こ そ は 、 私 より 言 | 5 
葉 が 雄弁 で す !。 ゆえ に 彼 を 、 私 と 共に 、 私 So と 

(の 言葉 ) を 確証 する 助っ人 と し て お ね 遣わ or 
し 下さ い 。 本 当 に 私 は 、 彼ら が 私 を 嘘つき 上 
呼ば わり する こと が 怖い の で す 」 

35. か れ は 仰せ られ た 。 「 わ れ ら * は 、 あな た の UEU 6 
兄 を あな た の 片腕 と し 、 あ な た 方 二 人 に | も otoz5MLEC と 3 
権勢 ? を 与え よう 。 そし て 彼ら が 、 あな た 方 SNC A 
二 人 を 害する こと は な い 。 わ れ ら * の 御 微 - 


し た が 


ゆえ 、 あ な た 方 二 人 と 、 あな た 方 二 人 に 従 
っ た 者 は 、 勝 利 者 な の で ある 」。 


1 


2 この 「 翼 」 は 、 腕 、 あ る い は ヨ 
っ た ら 、 そ れ を また 胸元 に 入れ て 、 
胸元 へ と 引き 寄せ れ ば 、 大蛇 へ の 巡 
せる 」 と いう 表現 は そもそも 、「 帝 疾 


3 詳 
ター・ ハ ー 章 27 と その 訳注 、 
この 「 権 勢 」 と は 、 1 
ァ デ ィ ー615 真 参照 )。 


mh 


「 災 い 」 に つい て は 、 タ ー・ ハ ー 章 22 の 訳注 を 参照 。 


(アル テバ ガウ ィ ー3:534 参照 )。 
まし く は 、 ア ー ヤ \15 を 参照 。 
詩人 た ち 章 13 も 参照 。 


E 全 体 の こと 。 意味 の 解釈 に は 、「 手 が 真っ 
戻し て みよ 。 そ うす れ ば 、 そ れ は 元 通り に な る 」 「 手 を 
怖 は 消え 去る 」 な どの 諸説 が ある 。 また 、 
5 を 和らげ る 」 と いう 慣 


に な っ て 怖く な 


「 翼 を 引き 寄 
H 句 で ある 、 と いっ た 説 も ある 


肥 ら が 招く も の に 対す る 根拠 と 、 敵 に 対す る 威圧 感 の こと (アッ = テ サ 


28. 物語 章 806 


36. こ うし て ムー サー* が 、 わ れ ら * の 明 自 な 御 
徴 ! と 共に 彼ら (フィ ルアウ ン * と その 民 の 
有力 者 た ち ) の も と に や っ て 来 た 時 、 彼ら 
は 言っ た 。「 こ れ は 提 人 造 さ れ た 魔術 に 外 な 
ら な い 。 そ れ に 私 た ち は こ の よう な こと 2 
を 、 先 人 で ある 私 た ちの ご 先 祖 様 た ち (の 

時 代 ) に も 、 聞 いて は いな か っ た の だ 」。 


97 ムー サー* は 言 っ た 。 「 我 が 主 * は 、 誰が か 
れ の 御 許 か ら 導 き を 携 えて や っ て 来 た 
か 、 そ し て 誰 に 世 の (善き ) 結末 ? が ある か 
を 、 最も よく ご 存 知 で す 。 本 当 に 不正 * 者 た 
ち は 、 成 功 す る こと が あり ませ ん 」。 


38. フィ ルアウ ン * は 言っ た 。「 名 士 た ちよ 、 私 
は 自分 以外 、 あ な た 方 に と っ て 崇拝 すべ き 
いか な る 存在 も 知ら な い ?。 ハー マー ン ? よ 、 
私 の た め に 泥 土 に 火 を つけ よ 6。 そ し て ムー 
サー の 神 を 見 る た め に 、 私 の た め に (それ 
で ) 増 を 建て よ 。 本 当 に 私 は 、 as 
嘘つき の 類 い だ と 思う の だ 」。 


39. そし て 彼 と その 軍勢 は 、 不当 に も 地上 ( エ 
ジ プ ト ) で 賭 り 高 ぶ り 、 自分 た ち が (死後 ) 
われ ら * の も と に 戻さ れる こと な ど な い 、 と 

思い 込ん で いた 。 


— 


参照 )。 


IN) 


ブン ・ カ スィ ー ル 6:237 参照 )。 
「 世 の (善き ) 結末 」 に つい て は 、 家 畜 章 135 の 訳注 を 


w 


「 ハ ー マ ー ン 」 に つい て は 、 ア ー ヤ 6 の 訳注 を 参照 。 


とっ | 5 ) 人 

CU06。 tA 
GE NS 
@ CS 


Re A DEI 
NE A SI 
OR 


~~ ンタ 


Ry 
@ OC pr 2 


この 「 御 徴 」 は 、 彼 ら の 主張 を 裏づけ る 知 的 証拠 、 あ る い は 奇跡 (アル = クル トゥ ビー13:288 


「 と の よう な こと 」 と は 、 アッ ラー* に 何 も の も 並べ ず に 崇拝 * す る 、 と いう 教え の こと ( イ 


参照 。 


同様 の アー ヤ と し て 、 詩 人 た ち 章 29、 和 至高 者 章 24 も 参照 。 


れ は 、 レ ン ガ を 焼く こと を 意味 する (アッ = ニ サ アァ ディ 
様 の アー ヤ と し て 、 落 し 深い お 方 章 36-37 も 参照 。 


ささ の の は 
本 (Y 


616 参照)。 


28. 物語 章 807 っ と っ | 5) ヶ … バ 人 
40. それ で 、 われ ら * は 彼 と その 軍勢 を 捕え 、 彼 | 6 
ら を 海原 に 放り 捨て た 。 な ら ば 不正 * 者 た ち EE EE 
の 結末 が いか な る も の で あっ た か 、 見 て み 
る が よい 。! 

41。 ま た 、 われ ら * は 彼ら を 、 業火 へ と 招く 先導 | 届か っ 多 わる zs 
者 と し た 。 そし て 復活 の 日 *、 彼ら は (いか @ NK 
な る 者 か ら も ) 援助 され る こと が な い 。 

42。 ま た 、 われ ら * は 現世 に お いて 、 彼ら に 呪い | お GN 
を 付き 纏 わ せ た 3 o そし て 復活 の 日 *、 彼ら RE PE | 
は (アッ ラー* の ご 慈悲 か ら ) 」 遠ざけ られ た 
者 た ちの 類 い で ある 。 

43。 わ れ ら * は 確か に 、 先 の (幾多 の ) 世代 を 滅 と こと と SE 
ぼ し た 後 、 ム ー サ ー* に 啓典 (トー ラー dN Ca 
を 授け た 。 人 々 へ の 開眼 * と 、 導き 、 慈悲 と 6 
し て 、 彼 ら が 教訓 を 得る よう に と (、 そ れ る る あと 
を 授け た の で ある ) 。 - 

44. (使徒 * ム ハン マ ド * よ 、) われ ら * が ムー サ | Eee 

ー* に 事 を 命じ た 時 ?、 あ な た は (その 山 の ) DIN NN 

西側 に いた わけ で も な いし 、 そ こ に 立ち 会 
っ て いた 者 の 一 人 で も な か っ た の だ 。 

45. し か し われ ら * は (ムー サー* の 後 ) 数 々 の EEC 


世代 を 8 設け 、 彼ら に 長い 年 月 が 流れ 去っ て 
(、 彼 ら は アッ ラー* と の 約束 を 忘れ て ) し 
まっ た 。 また あな た は 、 マ ド ゥ ヤ ン * の 民 の 


= 


その 様子 に つい て は 、 ユ ー ヌ ス * 章 90-92、 タ ー・ ハ ー 章 77-78、 


章 23-24 も 参照 。 


sl 


ww 


外 に 


同様 の アー ヤ * と し て 、 フ ー ド 章 *99 と その 訳注 も 参照 
も 、「 滅 ぼ さ れ た 者 た ち 」「 本 くさ れ た 者 た ち 」 と いう 解釈 が ある (アル テバ ガ ウィ ー 


3:536 参照 )。 


wn 


つま り 、 


「 開 眼 」 に つい て は 、 家 畜 章 104 の 訳注 も 参照 。 
アッ ラー が ムー サー に 、 


の EE と 7 


詩人 た ち 章 61-66、 煙 霧 


彼 と その 民 が 守る べき 物事 に お いて 命令 され 、 彼 と の 契 


NPD と を 指す (アッ ニタ バリ ー8:6397 参照 )。 


28. 物語 章 


808 


とっ | 5 ) 人 


46. 


47. 


48. 


も と に 滞在 し て いた 者 で も な けれ ば 、 彼 ら 
に われ ら * の 御 徴 を 詳 み 聞か せ て いた わけ 
で も な い 。 だ が われ ら * は も と より 、 (使徒 
* を ) 遣わ す 者 だ っ た の だ 。 


また (使徒 * よ ) 、 わ れ ら * が (ムー サー* 
に ) 呼び か けた 時 、 あな た は その 山 の 傍 ら 
に いた わけ で も な か っ た !。 し か し 、 あな た 
以前 に 警告 者 が 一 人 も 到来 し て いな か っ 

た 民 ? に 警告 を 告げ る た め 、 あ な た の 主 * か 
ら の 慈 圧 と し て ( 潮 わ され た の で ある ) 。 
(それ は 、) 彼ら が 教訓 を 得る よう に する 
た め だ っ た の だ 。 


そし て 、 も し 自分 た ち が 行 っ た こと ゆえ 
に 、 彼 ら (不信 仰 者 に 災難 が 降り か か り 、 
「 我 ら が 皇 * よ 、 ど うし て 私 た ち に 使徒 * を 
遣わ し て くれ な か っ た の で すか ? そう 
すれ ば 私 た ち は あ な た の 御 徴 に 従い 、 信 
仰 者 の 仲間 と な り ま し た の に ?」 と 言う こ 


と に な ら な けれ ば (、 i は 使徒 * を 遣わ 
さなか っ た の だ が ) 。 


そし て 彼ら の も と に 、 われ ら * の 御 許 か ら 真 
理 が 訪れ た 時 4、 彼 ら は 言っ た 。 「 ど うし 
て 彼 (ムハンマド *) に は 、 ム ー サ ー* に 与 
えら れ た よう な も の が 、 与 えら れ な か っ た 


mm 


の 状況 を 事細か に 
な い 、 


と の 「 民 」? 


tv 


写 で きる の は 、 
と いう こと で ある (アッ = ディ ー617 頁 参 


6 2 的 
I IRI 


2 ニン ン 


© っ ゅ を = うら 


シセ oh 


5 る ぅ ン 


CEL A “ dr 


ー ヤ *44-46 の 説明 は 、 預 言 者 * ム ハン マ ド が その 場 に いた わけ で も な か っ た の に 、 当 時 
アッ ラー か ら の 啓示 を 授かっ た 使徒 で ある に ほか な ら 


は 、 長 い 間 、 使 徒 が 遣わ され て いな か っ た アラ ブ 人 の こと 。 尚 この アー ヤ が 、 


アラ ブ 人 以外 の 者 に 対し て の 警告 を 否定 する こと に は な ら な い (前 掲 書 、 同 真 参照 )。 家畜 


章 19、 


ww 


m 


奇跡 や 、 啓 典 が 


高 璧 章 158 と その 訳注 、 識 別 章 1、 


な ど を 指す (前 掲 書 、 同 真 参照 )。 


サバ ア 章 28 な ども 参照 
関連 する アー ヤ * と し て 、 夜 の 旅 章 15 と その 訳注 も 参照 。 
4 預言 者 * ハ ハンマ ド * が 警告 者 と し て 到来 し た 時 、 と いう こと 
度 に 全部 下さ れ た こと ( 夜 の 旅 章 106、 識 別 章 32 と その 訳注 も 参照 ) 


と ( ム ヤ ッ サ ル 391 真 参照 )。 


28. 物 語 章 809 つっ 5 A 
の か ?」 彼 ら は 以前 、 ム ー サ ー* に 授け られ OL TG ES 
た も の を 否定 し な か っ た の か ? 彼ら は 言 - 
っ た の だ 。「( ト ー ラー* と クル ア ー ン * は 、) 
お 互い に 支え 合う 二 つ の 魔術 ! で ある 」 8 
また 、 (こう ) 言っ た 。「 本 当 に 私 た ち は 、 
その いずれ を も 拒否 する 者 な の だ 」。 


49。 ( 便 徒 " よ 、) 言っ て や れ 。「 な ら ば 、 RRR 
ラー* の 御 許 か ら 、 そ の 二 つ ko i OC 


クル アー ン *) より も 正しく 導い て くれ る 
啓典 を 持っ て 来 て みよ 。 そう すれ ば 、 私 は 
それ に 従 お う 。 も し 、 あな た 方 が 本 当 の こ 
と を 言っ て いる の な ら ば 、 だ が 」。 


50. そし て 、 も し 彼ら が あな た (の 要望 ) に 応 中 し る っ 396 
じ な か っ た ら 、 彼 ら が 自分 人 ICE 
っ て いる に 過ぎ な いと いう こと を 知れ 。 3 SH i ih Fiat 
ッ ラ ー* か ら の お 導き も な いま ま に 、 x oh 2 oN 
の 欲望 に 従う 者 より も 、 ひ どく 迷っ た 者 が 
あろ うか ? 本 当 に アッ ラー" は 、 不 正 * 者 
で ある 民 を お 導き に は な ら な い の だ 。 
51。 われ ら * は 確か に 、 彼 ら の た め に 御 言葉 (クル MY 
アー ン * を 、 つなげ (て 下 し ) た ?。( そ れ は 、) あっ が 


彼ら が 教訓 を 得る よう に する た めで ある 。 


52. そ れ 以前 に 、 わ れ ら * が 啓典 を 授け た 者 | ぁ gsoeo00ASo 
( 牙 典 の 民 ) た ち 3、 彼ら こそ は 、 それ ( ク あっ る 
ル ア (3 ン め を 信じ る の だ 。 


1 不信 仰 者 |' ら は 、 そ れ ら が 魔術 と 人 々 を 迷わ ちせ る こと に お いて 互い に 助長 し 合う も の だ 、 と 
主張 し た (アッ = テ サ アァ デ ィ ー617 頁 参 照 )。 

クル アー ン * が 「 つ な げ る 」 と 表現 され て いる の に は 、 クル アー ン * が 一 度 に 下 ら ず に 、 次 々 
と 下っ た こと の 外 、 そ の 内 容 に お いて 、 吉 報 や 警告 、 希 望 や 恐怖 、 物 語 や 訓 成 な ど が 連続 
し て 現れ る こと な ども 示し て いる と され る (イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 20:142 参照 )。 


3 自分 た ちの 啓典 を 改 ず ん し た りす る こと の な か っ た 、 啓 典 の 民 * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 392 
SS 


ュ グ 


TO 


28. 物語 章 810 な ‘A 

53. そし て 、 彼 ら に それ (クル アー ン が 謡 ん | 宏紀 Eb 
で 聞か され た 時 、 彼 ら は (こう ) 言っ た 。 A 
「 私 た ち は そ れ を 信じ まし た 。 本当に それ 
は 、 我 ら の 主 * か ら の 真理 で すか ら 。 本 当 に 
私 た ち は それ 以前 か ら 、 服従 する 者 ( ム ス 
リム ) だ っ た の で す 」。 

54。 そ れ ら の 者 た ち は 、 彼 ら の 忍耐 * ゆ え に 、 そ | 52oog ま alo 育 3 
の 褒美 を 二 度 与 えら れる 。 そし て 彼ら は 悪 DT ED I EN 
を 善 で 追い や り *、 われ ら * が 彼ら に 授け た 
も の の 内 か ら (施し と し て ) 費やす ? の で 
ある 3。 

55. また 彼ら は 、 戯言 を 耳 に すれ ば 、 それに 背 | BU 0 っ 
を 向け て (こう) 言っ た 。「 私 た ち に は 私 ES A LC 
た ちの 行い が あり 、 あ な た 方 に は あな た 方 BAA 
の 行い が あり ます 。 あな た 方 に 平安 を ?。 私 
た ち は 、 無 知 な 者 た ち (の や り 方 ) を 望ま 
な い の で すか ら 」。 

56. (使徒 * よ 、 ) 本 当 に あな た が 、 自分 の 好む WEG EG CEI ES 
者 を 導く の で は な い 。 し か し アッ ラー * が 、 OE GS 
か れ の お 望み に な る 者 を お 導き に な る の 
で あり 、 か れ は 導 か れる 者 た ち を 最も よく 
ご存知 で ある 。5 

1 「 悪 を 善 で 追い や る 」 に つい て は 、 信 仰 者 た ち 章 96、 詳 細 に され た 章 34-35 も 参照 。 

2 「( 施 し と し て ) 費やす 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 3 の 訳注 を 参照 。 

3 「 褒 美 を 二 度 与 えら れる 」 の は 、 彼 ら が 自分 た ちの 啓典 を 信じ て いた 上 に 、 ク ルアー ン * 


の こと も 信じ た た め ( ム ヤ ッ サ ル 392 
この 「 戯 言 | に は 、「 無 】 


た 


語 味 な 言葉 ]「 そ も そ も 啓 


参照 )。 鉄 章 28 も 参照 。 
t に は 含ま れ て いな か っ た 、 人 人 為 (じん 


い ) 的 に 付け 加え られ た も の 」 と いっ た 解釈 が あめ る (アッ ニタ バリ ー8:6409 参照)。 


m 


これ は 挨拶 で は な く 、 放免 の 意味 。「 あ な た 方 は 、 私 た ちか ら 
する こと か ら と 無事 で す よ 」 と いう 


訳注 も 参照 


〇 


ユー ヌス * 章 99-100、 農 章 80、 相 談 章 52 と その 訳 


や 汚い 言葉 で 返さ ぐれ た り 


と と (アル = パ ガ ウ ィ ー3:539 参照 )。 議 別 章 63 と その 


最終 的 な 導き が アッ ラー* に の み 委 ね られ て いる こと に つい て は 、 雌 和牛 章 272、 蜜 蜂 章 37、 
も 参照 。 


28. 物 語 章 811 a A 
57. 彼ら (マッ カ * の 不信 仰 者 * た ち ) は 、 言 っ a 
た 。「 も し 私 た ち が 、 あな た と 一 緒 に 導き Cs 
に 従え ば 、 、 私 た ち は 自 分 た ちの 土地 (マッ i 
カカ) か ら 揚 わ れ て し まう だ ろう !」 。 わ れ ーー ン 
ら * は 彼ら に 、 安 全 な る 聖域 を を 確立 し て や oy お の 9 も 
っ た の で は な いか ? あら ゆる も の の 果実 
は 、 わ れ ら * の 御 許 か ら の 糧 と し て そこ に 集 
め ら れ て 来る の だ 。 し か し 彼ら の 大 半 は 、 
(その 恩恵 の ほど が ) 分 か ら な い 。 

58.、 わ れ ら * は その 暮らし 向き に 思い 上 が っ た 、| 革 ち と ラ 5 ek を 3 誠 ち 
どれ だ け 多 く の (不信 仰 な ) 町 (の 人 々 ) そつ 
を 滅ぼし て きた こと か 。 そし て 、 そ れ ら が OE 
( 廃 境 と 化し た ) 彼ら の 住居 で ある 。 ( そ 
の 内 ) 作 か な も の を 除い て は 、 彼ら の 
(滅亡 ) 後 、 居 住 さ れる こと は な か っ た の 
だ 。 わ れ ら * こ そ は も と より 、 相 続 者 な の 
で ある 。 

59. また (使徒 * よ ) 、 あな た の 主 * は も と より 、 i EN TIS RS 


町 々 を 滅ぼさ れる お 方 で は な い 一 一 町 々 
の 母 * (の 民 ) の も と に 、 わ れ ら * の 御 徴 を 
彼ら に 衣 ん で 聞か せる 使徒 * を 遣わ すま で 
は 一 一 。 そ し て われ ら * は 、 そ の 民 か 不正 * 
者 で あり も し な い の に 、 町 々 を 誠 ぼ す 者 で 
は な い 。? 


= 


つま り シ ルク * の 徒 で ある 他 の アラ ブ 人 た ち を 敵 に 回 すこ と で 、 


GSES GA 
CI NSLSL EL 
⑧S2 ゆ 


殺害 され た り 、 捕 虜 (ほり 


ょ ) に な っ た り 、 財 産 を 奪わ れ た りす る こと (イブン ・ カ スィ ー ル 6:247 参照 )。 
「 安 全 な る 聖域 」 と は 、 マ ッ カ * の 聖域 の こと 。 雌牛 章 125 の 訳注 、 賊 章 91 「 聖 な る 地 」 


の 訳注 も 参照 。 


4 町 々 の 


「 相 続 者 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 180 の 訳注 も 参照 。 


訳注 も 参照 。 


wn 


関連 する アー ヤ * と し て 、 夜 の 旅 章 15 と その 訳注 も 参照 。 ま た 、 


も 参照 。 


母 」 と は 、 マ ッ カ * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 392 頁 参 照 )。 家 畜 章 92「 都 市 の 母 」 の 


アー ヤ \*46「 民 」 の 訳注 


28. 物語 章 


812 He 人 


60. (人 々 よ 、) あな た 方 に 授け られ た いか な | Ma まる 


る も の ! も 、 現 世 の 生活 の 楽し み と その 館 り Oy 
す み フェ 
に 過ぎ な い の で ある 。 そ し て アッ ラー* の 御 ③⑤ つ 3 


許 に ある も の は 、 よ り 普 く 、 よ り 永く 残る 
も の 。 一 体 、 あ な た 方 は 分 別 し な い の か ? 


61. われ ら * が (われ ら * に 従っ た 者 に は 天国 SI Re 
を 与え る と いう ) 善き 約束 を し 、( そ の 約 | し 2 の きら を 


き 


する 者 は 、 わ れ ら * が 現世 の 生活 の 享楽 で 
楽し ませ 、 (導き に も 従わ ず に 現世 に 湧 


れ 、) それ か ら 復活 の 日 『 に (悪い 清算 へ 
と ) 連れ て 来 ら れる 者 た ちの 類 い と 、 同様 


東 を 果たす と と で ) それ ? を 目の当たり に ON 


で あろ うか ? 
62。 そ し て 、 か れ (アッ ラー ツ が 彼ら (シル ク ENR SY 


* の 徒 ) を 呼ん で 、「 あ な た 方 が 主張 し て い Ko 


すう は い 


た 、 (崇拝 * に お ける ) われ の 同位 者 た ち 3 は 、 
どこ な の か ?」 と 仰せ られ る 日 の こと (を 


思い 起こ させ よ ) 。 


ちょ うば つ お と と ば ニ イ タ ン ン ュ ン ン ン と や ッ イン マン イイ スン 
63. 自分 た ち に (懲罰 と いう ) 御 言葉 が 確定 し I ENE 


1 つま り 財 産 や 子供 な どの こと ( ム ヤ ッ サ ル 393 
2 天国 の こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


た 者 た ち * は 、 言 う 。「 我 ら が 辛 * よ 、 こ 
ら の 者 た ち は 、 私 た ち が 逸 脱 さ せ た 者 た ち | 0 らら X26 る 
で す 。 私 た ち は 自 分 た ちか 逸脱 し た よう 
に 、 彼 ら を 逸脱 させ まし た 。 私 た ち は あ な 
た に 、 (彼ら と は ) 無縁 だ と 宣言 し ます 。 


se 2 


れ CA 


\ 


を 


参照 )。 


3 「 わ れ の 同位 者 た ち 」 と は 、 彼 ら が アッ ラー* に 対し て シル ク * を 犯し て いた 偶像 な ど 、 彼 
ら が 拠 ( よ ) り 所 と し て いた 対象 の こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 
4 これ は シャ イタ ー ン * を 始め 、 人 々 を 不信 仰 へ と 招い て いた 者 た ち (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6 : 


250 参照 )。 


28. 物語 章 813 つと っ | 5 ps A 
彼ら は 私 た ちの こと な ど 、 崇 め て は いな か 


64. 


65. 


66. 


67. 


68. 


69. 


っ た ! の で すか ら 」 o * 


そし て 、( シ ルク * の 徒 は 、 こ う ) 言わ れる 。 
「 あ な た 方 (が アッ ラー*) の 同位 者 (と し 
て いた も の ) た ち を 、 呼 ん で みよ 」。 そ れ 
で 彼ら は か れ ら を 呼ぶ も の の 、 か れ ら の 方 
で は 彼ら に 応え て は くれ ず 、 彼ら は 懲罰 を 
目の当たり に する 。 も し 、 彼ら が 導 か れ て 
いれ ば (、 懲罰 を 目の当たり に する こと は 
な か っ た も の を ) 。 

か れ (アッ ラー や が 、 彼 ら (シル ク * の 徒 ) 
を 呼ん で 、 「 あ な た 方 は 、 遣わ され た 者 
(使徒 た ち に 何と 応え た の か ?」 と 守 せ 
られ る 日 の こと (を 思い 起こ させ よ ) 0 


そし て その 、 彼 ら に と っ て の 言 きい 訳 は な 
く な っ て し まい 、 彼ら は 互い に 尋ね 合う こ 
と (で 、 よい 言い 訳 を 見 出す こと ) も な い 。 
(現世 で ) 悔 司 し て 信仰 し 、 正 し い 行 い * 
を 行っ た 者 は と いえ ば 、 き っ と 成功 者 の 一 
人 と な る で あろ う 。 

あな た の 主 * は 、 お 望み の も の を 創り 、 選ば 
れる 。 役 ら に 選択 (の 余地 ) は な い の だ ?。 
ア ッ ラ ー* に 称え え * あ れ 、 人 
ク * を 犯し て いる も の か ら (無縁 で ) 、 
Ne 


時 般 わ に する こと も 、 HS 


= 


9220 
EE 
OBE 


A のか い ら は 
に の とう | 


EER EE 
る CS 
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OA 


5 
タン ンタ ンー ン イ スン タッ ン ン ラタン ン 
MY eg CR ER 


イイン ン 


OE go っ シフ 


し 2 まち えろ ちと うじ 和 れる 3 ぴぴ う 
③⑤ つ みう 


実際 の と こる ろ 、 彼 ら が 崇め て いた の は シャ イタ ー ン * に 過ぎ な い ( ム ヤッ サル 393 頁 参 照 )。 
景 の 描写 と し て 、 雌 牛 章 166-167、 高 壁 章 38、 イ ブラ ー ヒ ー ム * 章 21-22、 識 別 


2 同様 の 情 
童 17-19、 部 族 連合 章 67-68、 サ バア 章 31-33、40-41 も 参照 。 
3 この 質問 に 関し て は 、 食 卓 章 109 と その 訳注 も 参照 。 


に な っ た も の で ある 。 


また 一 説 に 、 これ ( 


イダ ー ウ ィ ー4:301 参照 )。 


アッ ラー* の し も べ が 自ら 行う 選択 は 、 そ も そ も ア ッ ラ ー* が それ を お 選び に な り 、 お 創り 
金 の 装飾 章 31 に ある 言葉 へ の 返答 (アル = バ 


28. 物 語 草 


70. 


72 


73. 


そし て 、 か れ は アッ ラー*、 か れ 以 外 に ( 真 
に ) 崇拝 "すべ きい か な る も の も な い 。 カ か れ 
に こそ 、 現世 と 来世 に お ける 全て の 称賛 
が ある 。 そ し て か れ に こそ 裁決 は 居 し 、 か 
れ の 御 許 に こそ 、 あ な た 方 は 戻ら され る の 
で ある 。 


(使徒 * よ 、) 言っ て や れ 。「 言 っ て みよ 、 
も し アッ ラー* が あな た 方 に 対し 、 夜 を 復活 
の 日 * ま で 永続 する も の と され た な ら ば 、 
( 尋 然 た る ) 光 を も た ら す の は アッ ラー 以 
外 の どの 神 か ? 一 体 あな た 方 は 、 耳 を 傾 
け な い の か ? 」 


言っ て や れ 。 「 言 っ て みよ 、 も し アッ ラー 
* が あな た 方 に 対し 、 昼 を 復活 の 日 まで 永続 
する も の と され た な ら ば 、 あ な た 方 が そこ 
で 休息 する 夜 を も た ら す の は 、 ア ッ ラ ー* 
以外 の どの 神 か ? 一 体 あ な た 方 は 、 眼 を 
開か な い の か ?」 


(人 々 よ 、) か れ は 、 そ の ご 慈悲 ゆえ に 、 
あな た 方 の た め に 夜 と 昼 を 設け られ た 。 
(それ は ) あな た 方 が そこ ( 夜 ) に お いて 

休息 し 、 ま た ( 昼 に は ) か れ の ど ご 皿 鍋 を 求 
め (て 活動 す ) る た め 。 そ し て 、 あ な た 方 
が (か れ か ら の 恩恵 に ) 感謝 する よう に な 
る た め な の だ 。 


また 、 か れ (アッラー が 彼ら (シルク * 


の 徒 ) を 呼び 、「 あ な た 方 が 主張 し て いた 、 
( 岩 拝 * に お ける ) われ の 同位 者 た ち ! は 、 
どこ な の か ?」 と 仰せ られ る 日 の こと (を 
思い 起こ させ よ ) 。 


1 


「 同 位 者 た ち 」 に つい て は 、 


アー ヤ *62 の 訳注 を 参照 。 


ELSE 
UE る っ 3 
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28. 物 語 章 815 a A 
75. そし て 、 われ ら * は (使徒 * を 嘘つき と し た ) | G8 に る 
各 共 同体 か ら 一 人 の 証人 ! を 抜き 出し 、( こ と DIS 
う ) 言 う 。「( シ ルク * の 正当 性 を 確証 する 、) ぬら ご SE うし 
あな た 方 の 明 証 を 持っ て 来い 」 。 そ し て 彼 
ら は 、 真理 が ア ツ ラー* に 属す る こ こと を 知 
る 。 彼 ら の 提 造 し て いた も の は 、 彼 ら か ら 
消え 失せ て し まう の だ 。 
76. 本当に カー ルー ン は ムー サー* の 民 の 一 人 2 | まる みあ o ム つ S の 83 
で あり 、 彼ら に 対し て (その 高慢 さと 圧 制 に | 人 zaiz8 じ Jo 
お いて ) 度 を 越し て いた 。 また われ ら * は 、 RN RN 
実に その ( 箱 の ) 鍵 が 力持ち の 集団 に さえ 重 DIRTY ET 
く の し か か る ほど の 財宝 を 、 彼 に 与え た 。 彼 _ _ 
の 民 (の 内 、 正しい 者 た ち ) が 彼 に 、( こ う ) 
言っ た 時 の こと (を 過 1 い 起 こさ せよ ) 。 「 ( 自 
分 の 財産 に ) 有頂天 に な っ て は いけ ませ ん 。 
本 当 に アッ ラー* は 、 i 
に な る 者 た ち を 、 好 まれ な い の で すか ら 
77. そ し て アッ ラー* が あな た に 授け た も の に Ei 


お いて 、 来世 の 住ま い (の 奏 美 ) を お 求め 
な さい 。 ま た 、 現 世 か ら の ご 自分 の 取り 分 
も 忘れ て は な り ま せん 3。 そ し て アッ ラー* 
が あな た に 対し て 善く な され た よう に 、 
(他人 に 対し て ) 善く し 、 地上 で 腐 敢 * を 求 
め て は な り ま せん 。 本 当 に アッ ラー* は 、 腐 
敗 * を 働 く 者 た ち を お 好み に は な ら な い の 
で すか ら 」。 


1 この 「 証 人 」 と は 、 各 預言 
分 た ち を 嘘つき 呼ば わり し た こと な ど を 、 
の 訳注 

2 カー ルー ン は ムー サー* の いと こ で あっ た 、 

3 一 説 に 、 こ の 「 取 り 分 
を 無駄 に 
いう 「 現 世 の 取り 分 


も 参照 。 


者 * の こと 。 彼 ら は 自分 の 民 が 現世 で 行っ て いた シル ク * や 、 自 
証言 する ( ム ヤ ッ サ ル 393 


)」 は 寿命 の こと 。 つ まり 、 
し て は な ら な い 」 と いう 意味 。 別 の 一 説 で は 、 
)」 の こと を 指す (アル = クル トッ ウッ 


参 照 )。 婦人 章 41 


と 言わ れる (アッ = テ タ バリ ー8:6424 参照 )。 
「 現 世 で 正 し 


い 行 い * を し な いま ま 、 寿 命 
「 合 法 な 物事 を 楽し み 、 求 め る 」 と 
ビー13:314 参照 )。 


28. 物語 章 


79. 


80. 


こ と は な い %。 


ン に 与え られ た よ 


の 持ち 主 だ 」。 


816 とろ | 人 
78. 彼 (カー ルー ン ) は 言っ た 。「 私 は 外 で も EN 
な い 、 自 分 に ある 知識 ゆえ に 、 そ れ を 授け | oo/ 区 で AS 
られ た の だ ]」 。 一 体 、 彼 は 知ら な い の か 7 | 2 
彼 よ り も 、 ず っ と 力 が 強大 で 遥か に 蓄え も の の 8 の 
多かっ た 役 以前 の 数 々 の 世代 を 、 ア ッ ラ ー 
* が 確か に 滅ぼさ ぐれ た と いう こ 6 
罪悪 者 た ち は 、 そ の 罪 に つい て 尋ね られ る 
こう し て 彼 は (ある 日 ) 、 ei ンク あら 53 
身 を 包ん で (自ら の 偉大 さと 財産 を 誇示 CIE SN 
し つつ ) 、 彼 の 民 の 前 に 現れ た 。 現 世 PP で 
生活 (の 煙 び や か さ ) を 望ん で いる 者 た - - 
ち は 、 言 っ た 。「 私 た ち に も 、 カ ー ル ー 
うな 物 が あっ た らい い 
の に ! 本 当 に 彼 は まさ し く 、 偉 大 な 幸運 
そし て 、 知識 を 授け られ た 者 た ち ? は 言っ NR IS 
た 。「 あ な た 方 の 災い よ !* 信仰 し 、 正 DES LG RE ye 
し い 行 い * を 行う 者 に と っ て は 、 ア ッ ラ ー* A 
の ご 村人 の カ が (カー ルー ン に 与え られ た 
i それ を 授かる の 
は 、 妨 出 * 強 い 者 た ち ? だ け で す が 」。 


= 


5) 


w 


た 


wn 


つま り 、 彼 は その 財産 を 、 
手 に し た 、 と いう こと 。 あ る い は 、「 ア ッ ラ ー* が 、 自 分 の こと を それ に 相応 (ふさ わ ) し 
いと ど ご存知 で ある ゆえ に 、 


頁 参照)。 


県 少 


復活 の 日 *、 清 算 も な し に 地獄 へ 入れ られ る と いう 
貌 (よう ぼう ) に 現れ た 地獄 の 民 の 印 ゆ え 、 も は や 天使 


自分 


自身 の 稼ぎ と 、 金 稼ぎ の 方 法 に 関す る 知識 と 技術 


に よっ て 


それ を 授け られ た の で ある 」 と いう こと (アッ テニ サ ァ ディ ー623 


と いう こと (アッ = テ タ バリ ー8:6434 参照 )。 
アッ ラー* と その 教え 、 そ し て 物事 の 真相 を 知っ た 者 た ちの こと ( ム ヤ ッ サ ル 395 頁 参 照 )。 
この 表現 に つい て は 、 食 卓 凍 31 の 訳注 を 参照 。 
つま り 、 ア ッ ラ ー* へ の 服従 、 罪 に 対し て の 自制 、 辛 い 定 め に お いて 忍耐 * し 、 か つ 現 世 と 
その 欲望 に 対し て 忍耐 * す る 者 た ちの こと (アッ = テ サ ァ アデ ィ ー623 頁 参 照 )。 


こと 。 ある い は 来世 に お いて 、 彼 ら の 容 
庄 た ち が 彼 ら に 尋ね る こと は な い 、 


28. 物 語 章 817 AN A 
81。 こ うし て われ ら * は 、 彼 と その 邸宅 を 地面 に 内 二 半生 の Ft 
飲み 込ま せ た 。 彼 に は 、 アッ ラー* を よそ に | 2 5 
彼 を 助 す てく れる いか な る 集団 も な か っ SEN EG 
た し 、 ( 懲 六 か ら ) 援助 され る 者 で も な か 
っ た の だ 。 
82. そし て 昨日 、 彼 の (よう な ) 境 過 を 望ん で っ 2 し お の 32 CC 
いた 者 た ち は 、 (こう ) 言い 出し た 。「 こ 2 
れ は 驚い た こと ! ア ッ ラー* は その 僕 た CE a 
ちの 内 、 か れ が お 望み の 者 に 糧 を 豊 分 本 っ KS も っ 
えら れ 、 また 控え られ る の だ !。 も し アッ ラ 
ー* が 私 た ち に お 恵み な 下さ ら な けれ ば 、 私 た 
ちの こと も 沈め て し まっ た で あろ う 。 これ 
は 驚い た こと ! 不信 仰 者 * た ちか が 成功 す 
る こと は な い の だ 」。 
83. (天国 と いう ) その 来世 の 住ま い 、 わ れ ら | SMG DG 
“は それ を 地 上 で (、 真理 に 対し て ) 高 高慢 さ ON Ne 
も 腐敗 "も 望ま な い 者 た ちの た め の も の と 
し た 。 そ し て (善き ) 結末 ? は 、 区 席 * な 者 
た ちの も の で ある 。 
84. 誰 で あろ うと (復活 の 日 *、) 善行 を 携え | の E62 
て や っ て 来 た 者 、 彼 に は それ より も 善い も る て の る 8 
の 3 が ある 。 そ し て 誰 で あろ うと 悪行 を 携 る た ER 
えて や っ て 来 た 者 、 ( 彼 に は それ に 応じ た 
悪い 報い が ある 、 と いう の も ) 悪行 を 行っ 
1 つま り 彼ら は 、 ア ッ ラー が 誰か に 財産 を お 授け に な る の が 、 そ の 者 に 対す る アッ ラー の ご 
OE と を 知っ た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:257 参照 )。 ア ッ ラ ー は 財産 を 、 か 


れ が 愛さ れる 者 に も 愛さ れ な い 者 に も 、 お 授け に な る 。 だ が 信仰 心 は 、 か れ が 愛さ れる 者 


に し か お 授け 


れ ら の 訳注 も 参照 。 


sl 


w 


この 「 善 」 と は 、 


に は な ら な い (アル = ハー キム 7381 参照 )。 サ バア 章 36、 暁 章 15-16 と そ 


この 「 約 東 」 と は 、 天 国 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 395 頁 参照 )。 
アッ ラー の 唯一 性 * に 対す る 純粋 な 信仰 と 、 


アッ ラー の 教え に 沿っ た 善行 


の こと で あり 、「 そ れ よ り も 善い も の 」 と は 、 そ の 褒美 と a i eal 
る と され る (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


28. 物 語 章 818 つと っ | ps 人 


て いた 者 た ち が 報 われ る の は 、 自分 た ち が 
行っ て いた こと (ゆえ の 応報) に 外 な ら な 
い の だ か ら 。 


(使徒 * よ 、) 本 当 に あな た に クル アー ン * を (3 SD OTE NY 
授け に な り 、 そ の 伝 圭 と 遵守 を ) 義務づけ 給 う 3 | 3 の 0 
た お 方 は 、 あ な た を 帰り 場所 へ と 必ず や お 返 れい 
し に な る お 方 !。 言え 。「 我 が 主 "は 、 誰が 導き 
を 携え て 到来 し た か 、 そ し て 誰が 紛れ も な い 


めい も う 


迷 安 の 中 に ある か を 、 ど ご 存 知 で ある 」。 
86. (使徒 * よ 、) あな た は 、 啓典 が 自分 に 下さ | CS LI cA 
れる こと を 願っ て いた わけ で は な か っ た 。 | 上 の 銘 交 9 っ 
し か し 、( そ れ は ) あ な た の 主 * か ら の ご 慈悲 - @g 有 っ 3 
ゆえ (の も の ) だ っ た の だ 。 な ら ば 決し て 、 
不信 仰 者 * た ちの 援助 者 と な る の で は な い 。 


87. ま た 、 あ な た に それ が 下さ れ た 後 、 彼 ら に | sbs 
あな た を アッ ラー* の 御 微か ら 阻ま せ て | 55 ある pd 


“へ 


85. 


は 、 決 し て な ら な い 。 そ し て あな た の 主 * の so っ 
(の 教え ) へ と 招 け 。 絶対 に シル ク * の 徒 の 
類 いと な っ て は な ら な い 。 

88。 そ し て アッ ラー* に 並べ て 、 外 の 神 を 祈っ て FAN ENS LS 
は な ら な い 。 か れ の 外 に は 、 ( 真 に ) 崇拝 GY 
すべ きい か な る も の も な い の だ か ら 。 か れ の I 


御 導 以外 の 全て の も の は 、 減 び 行 く の で あ 
る 。 か れ に こそ 裁決 は 属す る の で あり 、 か れ 
の 御 許 に こそ あな た 方 は 戻さ れる の だ 。 


1 この アー ヤ * の 解釈 に は 諸説 ある が 、 ア ル = ニ = クル トゥ ビー* に よれ ば 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * 
が 故郷 マッ カ * に 勝利 者 と し て 帰還 (きか ん ) する こと の 暗示 で ある 、 と いう 説 が 多数 派 と 
され る (13:288 参照 )。 

2 「 神 」 に 関し て は 、 雌 牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 

3 アッ ラー* ご 自身 が 、「 御 顔 」 と 表現 され て いる 。 あ る い は 、「 ア ッ ラ ー* の 御 顔 の み を 求め 
て 行わ れ た 行為 」 以外 は 、 全 て 無駄 ( む ひだ) な もち の と な る 、 と いう 意味 (イブ ン ・ カ スィ ー 
ル 6:261-262 参照 )。 


29. 時 昧 章 819 SA ps A 


慈悲 あま ね < * 天 愛 深 ぎ ・ ュー うり 0。 う 
アッ フー * の 御名 に お いて 
1. アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム 2。 oA 
2 一体 人 々 は 、「 私 た ち は 信 仰 し た 」 と 言う dt RI 
と と で 、 試 練 に か けら れる と と も な く 、 放 HEDY PE 


っ て 置か れる と で も 思っ た の か ?3 

3、 ま た 、 われ ら * は 確か に 、( 使 徒 * が 遣わ され | giEAcSEkszodES っ 5 
た ) 彼ら 以前 の 者 た ち を 試練 に か けた の だ 。 iP 
それ で ア ッ ラ ー は 、 (信仰 に ) 正直 な 者 た 
ち を 必ず や ご 存 知 に な り 給 い 、 距 つき た ち 


を 必ず や ご 存 知 に な り 給 う 。 
4. いや 、 一 体 、 悪行 * を 行う 者 た ち は 、 わ れ ら * A 2 
を 出し 抜け る と で も 思っ た の か ? 彼ら の ox | 2 ん る りー a 


判断 する こ し と の 、 何と 忌まわしい こと と か ? 


1 マッ カ * 啓 示 (一 部 アー ヤ * は 、 マ ディ ー ナ * 啓 示説 あり ) の 中 で も 、 最 も 遅い 時 期 に 下っ 
た も の と され る 。 つま り マ ディ ー ナ * へ の 移住 * を 強い られ る 直前 の 、 苦難 と 迫害 の 極 ( き 
わ ) み に あ っ た ムスリム * た ちの 状況 を 背景 に 、 冒頭 か ら 真 の 信仰 ・ 試 練 ・ 信 仰 者 と 不信 爺 
者 * の 未 路 に つい て 取り 上 げ ら れる 。 そし て 、 信仰 者 た ちの 試練 と 勝利 ・ 不 信仰 者 * の 敗北 
と いう 不変 の 法則 は 、 過 去 の 預言 者 *・ 使 徒 * た ちと その 民 の 間 に 起 こっ た 出来 事 の 描写 に 
よっ て 強調 され 、 シ ルク * の 無根 拠 さ と 脆弱 ( ぜ い じ ゃ く ) さ が 、 こ の スー ラ * の 名 称 に 
も な っ て いる 「 睦 昧 の 巣 (アー ヤ \*41 参照 )) に た と えら れる 。 ス ー ラ * の 最後 は 、 ア ッ 
ラー* の 全能 性 の 描写 、 試 績 に お いて 忍耐 * し 、 努 力 奮闘 する 信仰 者 た ち へ の 吉報 に よっ 
て 締め くく られ る 。 


こと の 文字 群 に つい て は 、 頻出 名 ・ 用 語 解説 の 「 ク ルアー ン の 冒頭 に 現れ る 文字 群 *」 を 参照 。 


預言 者 * ム ハン マ ド * は 仰 (お っ し ゃ ) っ た 。「 人 は 、 自 分 の 宗教 (に 対す る 堅固 さ の 程度 ) 
に 応じ て 、 試練 を 受け る ・…・」 (アフ マ ド 1481 参照 )。 雌牛 章 214、 イ ムラ ー ン 家 章 186、 
悔 悟 章 16、 洞 窟 章 7、 ム ハン マ ド * 章 31、 王 権 章 2 と それ ら の 訳注 も 参照 。 

4 この 「 悪 行 」 は 、 シ ルク * を 始め と し た 、 ア ッ ラ ー* に 対す る 不服 従 行為 の こと ( ム ヤ ッ サ 
ル 396 頁 参照 )。 


) 


w 


29. 時 昧 章 820 SA ps tA 
5. (来世 に お ける ) アッ ラー と の 拝 詞 を 望む ! | RR 
者 は 誰 で も 、 (その た め に 準備 せよ 、) 本 OL 


当 に アッ ラー* の (復活 の ) 期限 は 、 必 ず や 
っ て 来る の だ か ら 。 か れ は 、 よ く お 聞 き に 
な る お 方 、 全 知 者 で あら れる 。 


6. そし て ( ア ッ ラ ー* ゆ え に ) 益 闘 する 者 は 誰 
で も 、 自 分 ) 自 身 の た め に 奮闘 し て いる に 過 
ぎ な い 。 本 当 に アッ ラー* は いか な る 創造 物 
pe 了 為 ) か ら も 、 ま さ し く 満 
ち 足 り て お られ る * お 方 な の だ か ら 。2 


宮 まだ 信仰 し て 正しい 行い * を 行う 者 た ち 、 . わ 
れ ら * は 必ず や 、 その 悪行 を 彼ら の た め に 眉 
消し に し て や る 。 そし て 必ず や 、 彼ら が 行っ 

て いた 最善 の も の で 、 彼 ら に 報い て や る の だ 。 


8. われ ら * は 人 間 に 、 自 2 分 の 両親 へ の 孝行 を 命じ 

た 3。 そし て も し 彼ら 二 人 が 、 あ な た * が (崇拝 

* の 正当 性 に つい て ) 何 も 知 ら な いも の を われ 
* べ る べく 、 あな た に 執 兵 に 迫っ て 来 た な 
ら ば 、 (その こと に 関し て は ) 彼ら に 服従 す 
る の で は な い ?。 わ れ に こそ (復活 の 日 や 、 
あな た 方 の 帰り 所 が ある の だ 。 そ し て われ は 、 
あな た 方 が (現世 で ) 行っ て いた と と を 、 あ 
な た 方 に 告げ 聞か せ (、 そ れ に 報い ) る 。 


に 


= 


アッ ラー* は 被 造 物 が ご EE 
務 行 為 を 課 し た の は 、 ひ と え に 彼 ら へ の 慈悲 で あり 、 
イダ ー ウ ィ ー4:308 参照 )。 

夜 の 旅 章 23-24 も 参照 。 

と の 「 あ な た 」 
注 を 参照 。 

アッ ラー* へ の 不服 従 に お ける 服従 、 な ど と いう 


to 


ww 


た 


m 


こと の 「 望 むせ 」 に つい て は 、 ユ ー ヌ ス * 章 7 の 訳注 を 参照 。 
身 に 服従 する こと な ど 、 必要 と され な い 。 
彼ら の 利益 の た めで ある (アル テバ 


42 ls i 

ee ko 
NGS まけ すり サッ 
OLBE 


A は dE UR Ly 
ee 


sd 3. 列 
RS 


ON 


し も べた ち に 諸々 の 義 


に つい て は 、 雌 和牛 章 120 の 訳注 を 参照 。 以 下 、 同 様 の 表現 の 際 に も 、 同 訳 


も の は な い ( ア ル テ ブ ハー リー7257 参照 )。 
それ は 、 た と え 両 親 で あっ て も 同様 で ある 。 尚 シル ク * の み に 限 ら ず 、 


アッ ラー* に 対す る 


全て の 反逆 行為 に お いて 、 他 人 に 従っ た り し て は な ら な い ( ム ヤ 00 397 頁 参照 )。 


29. 睦 昧 章 821 SA A 

9. 信仰 し て 正しい 行い * を 行う 者 た ち 、 わ れ ら RL る と ko 
* は 必ず や 彼ら に 、 (天国 で ) 正しい 者 * た ek 
ちの 仲間 人 り を させ る 。 

10. 人 々 の 中 に は 、「 私 た ち は ア ッ ラ ー* を 信 CRG 
じ た 」 と 言い つつ も 、 ア ッ ラ ー* (の 道 ) NE 
に お いて 許し め られ れ ほ 人 々 (か ら ) の る と KIDS スー 
試 績 を あたかも ア ッ ラ ー* の 懲罰 の よう の Sd メラ BPY の 

に 受け 止め て ( 快 み 、 イ スラ ー ム * に 背 を 
向け て ) し まう 者 が いる '。 そし て 、 も し 
も あな た の 主 * か ら の 勝利 が (信仰 者 た ち 
に ) や っ て 来れ ば 、 彼 ら ( 棄 教 者 た ち ) 
は きっ と (こう) 言う の だ 。「 本 当 に 私 た 
ち は 、 あ な た 方 と 共に あっ た の だ 」。 一 体 
アッ ラー* は 、 全 創造 物 の 胸 の 内 ? を 、 最も 
よく ご 存 知 な の で は な いか ? 

11。 ま た アッ ラー は 、 信仰 する 者 た ち を 必ず や Ska tt 
ご 存 知 に な り 給 い 、 偽 信者 * た ち を 必ず や oO 
ご 存 知 に な り 給 う 。 

12. また 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち * は 、 信 仰 する ko 
者 た ち に 言う 。「 私 た ちの や り 方 (宗教) A 
に 従っ て 、 私 た ち に あな た 方 の 過ち (の ERLE A 
罪 ) を 背 『 負 わせ よ 」。 彼ら IRIS は 、 ⑧ る 8 る > 導 


彼ら (信仰 者 ) の 罪 な ど 少 し も 背負 う 
な ど な い と いう の に 。 本 当 に 彼ら は 、 ま さ 
し く 嘘 つき な の だ 。 


= 


IN) 


同様 の アー ヤ * と し て 、 


いか に 表 画 


巡礼 章 11 と その 訳注 も 参照 。 
的 に 取り 繕 (つくろ) っ て も 、 


る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:266 参照 )。 


の 


そし て それ は 、 順 境 と 逆境 に よる 試 績 に よっ て で ある (前 掲 書 、 同 


訳注 も 参照 。 


これ は 、 マ ッ カ * の 不信 仰 者 * た ち ( ム ヤ ッ サ ル 397 頁 


アッ ラー* は 人 が 心 の 内 に 隠す も の を ご 存 知 で あ 


参照 )。 ア ー ヤ 2 の 


参照 ) © 


29. 時 昧 章 822 SA A 

13. また 彼ら は きっ と 、 自分 た ちの ( 罪 と いう ) | >: 
重荷 と 、 (彼ら が 迷 まわ せ た 民 の 罪 と いう ) 2 る と 統 25 a 
別 の 重荷 を 、 自 分 た ちの 重荷 と 共に 背負 う あっ 
a そし て 彼ら は 復活 の 日 *、 自 
分 た ち が 揚 和 告 し て いた こと と に つい て 、 必ず 
や 尋ね られ る こと こと に な る の だ 。 

14。 われ ら * は 確か に ヌー フ * を その 民 に 遣わ し 、| ょ as " 
彼 は その 中 で (アッ ラー* の 教え へ と 招き つ 3 | な る 
つ 、) 千年 か ら 五 十 年 差し 引い た 年 月 を 過 ご 95 0 
し た ?。 そし て (彼ら が 信じ な か っ た の で 、) 
不正 * 者 で あっ た 彼ら を 、 洪 水 が 捕らえ た 。 

15. そ し て われ ら * は 彼 (ヌー フウ と 船 の 民 を SAN TOCT 
救い 、 そ れ ( 船 ) を 全 創 造物 に 対す る 一 つ $su120 知 
の 御 徴 3 と し た 。 

16. ま た 、 イブ ラー ヒー ム * を (遣わ し た ) 。 彼 I 
が その 民 に (こう ) 言っ た 時 %。 「 ア ッ ラ ー oR ol ea 
* を 崇拝 * し 、 か れ を 良 れ * よ 。 それ が あな た 
方 に と っ て より 善い の だ 。 も し 、 あ な た 方 
が 知っ て いた の な ら ば 。 

17. あな た 方 は 、 アッ ラー* を よそ に 彫像 を 崇 Co 5oa 32 に 
め 、 I し て いる 5 に 過ぎ な LN A 
い 。 本 当 に 、 ア ッ ラ ー* を よそ に あな た 方 が 1 
崇め て いる 者 た ち は 、 あな た 方 に 対し て 糧 SN 
(を 授け る 力 ) を 有 し て は いな い の だ 。 な 6 


= 


IN) 


ち 章 23-30、 


w 


ラー* の ご 慈悲 


た 


言 者 * た ち 章 52-70、 


wn 


同様 の アー ヤ * と し て 、 蜜 蜂 章 25 と その 訳注 も 参照 。 
ヌー フ * と その 民 に 起こ っ た こと に 関し て は 、 
詩人 た ち 章 105-122、 整 列 者 章 75-82、 月 章 9-17、 ヌ ー 
こと の 「 御 徴 」 と は 、 信 仰 者 ・ 不 信仰 者 * へ の 教訓 の こ と 。 ま た 船 それ 自体 も 、 そ れ を 通し て アッ 
こ 思 い を 馳 (は) せる べき 、 一 つの 御 微 で ある (アッ テニ サ ア ディー628 頁 参 照 )。 
イブ ラー ヒー ム * と その 民 の や り 取 り に つい て は 、 家 畜 章 74.82、 マ ル ヤ ム * 章 42-48、 預 
詩人 た ち 章 70-89、 整 列 者 剖 85-98、 
この 「 で っ ち 上 げ 」 は 「 彫 像 」 の こと で ある 、 と いう 解釈 も ある (アッ テニ タバ リー8:6459 参照 )。 


高 壁 章 59-.64、 フ ー ド * 章 25-48、 信 仰 者 た 


フ * 章 な ども 参照 。 


金 の 装飾 章 26-28 も 参照 。 


29. 時 昧 章 


823 


SA ps A 


18. 


MS 


20. 


21。 


22, 


み も と か て 
ら ば 、 アッ ラー* の 御 許 に こそ 糧 を 求め 、 か 
すう は 


れ を 崇拝 * し 、 か れ に 感謝 せよ 。 か れ の 御 許 
に こそ 、 あ な た 方 は 戻さ れる の だ か ら 」。 


ーー! も し あな た 方 が (使徒 * ム ハン マ ド * 
を ) 嘘つき 呼ば わり し た と し て も 、 あな た 
方 以前 の 共同 体 も る (また 、 そ の 便 徒 * た ち を ) 
確か に 嘘つき 呼ば わり し た の だ 。 そ し て 
使徒 * の 義 務 は 、 (啓示 の ) 明白 な る 伝達 に 
外 な ら な い の で ある 。 


また 彼ら は 、 アッ ラー が いか に ( 無 か ら ) 
i の P の 
か ? それ か ら か れ は 、 それ を (死後 に ) 
繰り 返 し 給 う 。 本 当 に それ は アッ ラー に と 
5 容易 いと と な の だ か ら 。 


(使徒 * よ 、 ) 言え 。「 地 上 を 旅 し 、 か れ が 
Ne 見 て みる が よ 

。 それ か ら ア ッ ラ ー" は 、 (死後 の 復活 と 
の 最後 の 創造 を お 創り に な る の だ 。 本 
当 に アッ ラー* は 、 全 て の こと が お 出来 の お 
方 な の だ か ら 」。 


か れ は 、 か れ が お 望み の 者 を 前 せ られ 、 か 
れ が お 望み の 者 に ご 慈悲 を お か け 下 さる 。 
そし て か れ の 御 許 に こそ 、 あ な た 方 は 戻さ 
れる の だ 。 


(人 々 よ 、) あな た 方 は 地 で も 天 で も 、( ア 
ッ ラ ー* か ら ) 逃れ られ る 者 で は な い 。 そし 
て あな た 方 に は ア ッ ラ ー* の 外 に 、 いか な る 
棄 護 者 も 援助 者 ちな い の だ 。 


1 この アー ヤ * か ら ア ー ヤ *23 まで が 挿入 説 で は な く 、 全 て イブ ラー ヒー ム * の 言 
と いう 説 も ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:270 参照 )。 
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葉 で ある 、 
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23, 


24. 


25. 


26. 


そし て アッ ラー* の 御 徴 と 、 か れ と の 拝 調 
を 否定 し た 者 た ち 、 そ れ ら の 者 た ち は ( 来 
世に お いて ) わが 慈悲 に 絶望 する こと に な 
る 者 た ち 。 そ れ ら の 者 た ち 、 彼 ら に は 痛ま 
し い 懲 昌 が ある 一 。 


そし て 彼 ( イ ブラ ー ヒ ー ム の 民 の 返答 は 、 

「 彼 を 殺す か 、 焼 いて し まえ 」 と 言う も の 
だ け だ っ た 。( 彼 ら は イブ ラー ヒー ム * を 火 
の 中 に 放り 込ん だ が 、 ) アッ ラー* は 彼 を 火 
か ら お 救い に な っ た !。 本 当 に その 中 に は ま 
さ し く 、 信 仰 する 民 へ の 御 微 が ある 。 


また 、 彼 (イブ ラー ヒー ム ぅ Ma 
「 本 当 に あな た 方 は 、 現 世に お ける 自分 
ちの 間 の 愛情 ゆえ eet 
像 を 設け て (崇め て ) いる 。 や が て 復活 の 
日 * に は 、 あ な た 方 は お 互い を 否定 し 合い 、 
お 互い に 呪い 合う 3 の だ 。 そ し て 、 あ な た 
方 の 住処 は 業火 な の で あり 、 あな た 方 に は 
(そこ か ら 救 っ て くれ る ) い か な る 援助 者 
も な い 」。 


そし て ルー ト * が 彼 を 信じ 、 彼 (イブ ラー ヒ 
ー ム ?) は 言っ た 。「 本 当 に 私 は 、 我 が 主 * 
へ と 移住 * す る 4。 本 当 に か れ は 、 偉 力 な ら 
びな い * お 方 、 英 知 あ ふれ る * お 方 」。 


mm 


いい 】 


つま り 、 


ゆえ 」 (アル = バイ ダー ウィ ー4:313 参照 )。 


3 復活 の 日 *、 ア ッ ラ ー* を よそ に 崇 
る 。 雌 4 


砂丘 章 6 も 参照 。 


4 つま り 、 不 信仰 の 民 * の 地 か ら 、 
ー4:262 参照 )。 


ミ め て いた も の と その 崇拝 
上 章 166-167、 ユ ー ヌ ス * 章 28-29、 マル ヤム * 章 82、 物語 章 63、 創成 者 * 章 13-14、 


NE 
イレ ネ St 
SI I 
ON 


i PO と ん 2 試 史 
@ っ ああ 29928 


CLASTE 
A 3 

らら る と と 纏っ る 
2 


IS LAr 
Od 


預言 者 * た ち 革 69-70 と その 訳注 、 整 列 者 章 97-98 も 参照 。 
「 彼 ら の 間 の 愛情 を 育 (は ぐ く ) む た め 」 ある い は 「 役 ら の 間 で の 、 彫像 へ の 愛情 


* 者 は 、 互い に 縁 を 切り 、 英 と な 


分 の 主 * を 崇拝 * す る 場所 へ の 移住 (アッ ニシ ャ ウ カ ー ニ 
この 「 移 住 」 に 関し て は 、 預 言 者 * た ち 章 71 と その 訳注 を 参照 。 


29. 時 昧 章 


825 


SA ps A 


27. また われ ら * は 、 彼 (イブ ラー ヒー ム $) に 


28. 


29. 


30. 


RN と ヤァ クー プ * を 授け 、 彼 の 子 
孫 の 内 に 預言 者 * と し て の 天 分 ) と 啓典 を 与 
えた 。 また 、 現世 に お いて は 彼 に 奏 美 ! を 授 
けた 。 そ し て 本 当 に 彼 は 来世 に お いて 、 ま 
さ し く 正しい 者 * た ちの 一 人 で ある 。 


また (われ ら * は ) 、 ルート * を (遣わ し た ) 。 
彼 が その 民 に 、( こ う ) 言っ た 時 % 「 一 体 、 


本 当 に あな た 方 は 、 全 創造 物 の いか な る 者 
も あな た 方 以前 に は 行わ な か っ た 醒 行 
に 、 手 を 染 め る と いう の か ? 


一体 、 本当 に あな た 方 は 、 男性 へ と 赴き ^ 
(旅人 の ) : 道 を 阻 み *、 自分 た ちの 集会 の 
場 で 悪事 を 犯す の か ?」 そし て 彼 の 民 の 
返答 は 、「 ア ッ ラ ー* の 懲 割 を 、 私 た ち に 
も た らし て みよ 。 も し 、 あな た が 正直 者 の 
類 いな の で あれ ば 」 と 言う も の で し か な か 
っ た 。 
彼 0 レー ト ) は 言っ た 。「 我 が 主 * よ 、 腐 
敗 * を 働く 民 に 対し て 、 私 を 勝利 させ て 下 
さい 」。 


= 


ws} 


の 


wn 


具 
彼 
ル 章 

[ 


と う 
ア 
つっ 


も 


体 的 に は 、 人 々 か ら の 貨 詩 や 、 正 し い 子 供 


章 61-77、 
醒 行 」 に つい て は 、 和 蜜蜂 章 90 の 訳注 を 参照 。 
まり 男色 の こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 

ル = ク ルト ウゥ ビー* 
た ら か し に する こと で 、 
悪事 」 に つい て は 、 蜜 蜂 章 90 の 訳注 を 参照 。 ル ー 


高 壁 章 80-81、 
参照 。 


に よれ ば 、 彼 ら は 財産 や 性 行為 ゆえ に 旅人 の 「 道 を 
ら の 子孫 を 残す 「 道 を 阻ん で いた 」(13:341 
ト * の 民 が 犯し て いた 悪事 に 関し て は 、 


フー ド * 章 77-79、 預 言 者 * た ち 章 74、 詩 人 た ち 章 


=~~ < 


ーー 1 AE 5 ジ 


る で ニラ ン っ > Ct 
CN a Pi te 
OR A EE Y 


る ン a RE クタ 
つと za4 列 06 し あ 
し と JO さて) 

る A パ 


な どの こと ( ム ヤ ッ サ ル 399 頁 参 照 )。 


と その 民 の 間 に 起 こっ た 話 に つい て は 、 高 壁 章 80-84、 フ ー 
詩人 た ち 章 160-175、 賊 章 54-58、 月 章 33-40 も 参照 。 


ド * 章 77-83、 アルテ ニ ヒ ジ ュ 


阻 み 」、 女 性 を 放 
参照 )。 


165-166、 歳 章 54-55 


29. 時 昧 章 826 SA ps A 
31. こう し て 、 わ れ ら * の 使い (天使 り た ち が | © に SE 


32. 


33. 


34. 


吉報 ! を 携 えて イブ ラー ヒー ム * の も と に 
や っ て 来 た 時 、 彼 ら (天使 * た ち ) は 言っ た 。 
「 本 当 に 私 た ち は 、 こ の 町 2 の 民 を 滅ぼす 者 
で ある 。 本 当 に その 民 は 、 不正 * 者 だ っ た の 
だ か ちら 」。 


彼 (ゴイ プラー ビー ム り は 、 言 っ た 。「 本 当 
に そこ に は 、 ルー ト * が いま す 」。 彼ら は 言 
っ た 。「 私 た ちの 方 が 、 そこ に いる 者 た ち 
の と と を よく 知っ て いる 。 私 た ち は 必ず 
や 、 彼 と その 家族 を 救い 出す の だ 。 但し 、 
残っ (て 滅ぼさ れ ) た 者 た ちの 一 人 と な る 、 
彼 の 妻 だ け は 別 だ が 」。3 


こう し て 、 わ れ ら * の 使い た ち が ル ー ト * の 
も と に や っ て 来 た 時 *、 彼 0 レー ト ?) は 彼ら 
の こと で 気 が 滅 入り 、 心 苦しく な っ た 。 そ 
し て 、 彼ら は ぴー ト * に ) 言っ た 。「 怖 れ 
る こと と も 、 悲 し むと と も あり ませ ん 。 本 当 
に 私 た ち は 、 あな た と あな た の 家族 の 救い 
手 な の で す 。 但 し 、 残 っ (て 滅ぼさ れ ) た 
者 た ちの 一 人 と な る 、 あな た の 妻 は 別 で す 。 


本 当 に 私 た ち は こ の 町 の 民 に 、 彼 ら が 衣 旬 
で あっ た こと ゆえ の ( 罰 の ) 制裁 を 、 天 か 
ら 下す 者 な の で す 」。 


1 


ly ッ ラ ー* か ら 遺 


ッ テ サ ァ アデ ィ ー630 頁 参 照 )。 
2 この 「 町 」 に つい て は 、 フ ー ド * 章 81「 町 」 の 訳注 
3 イブ ラー ヒー ム * と 天使 * た ちの 話 の 詳細 に つい て は 、 フ ー 


吉報 」 と は 、 イ スハ ー ク 


51-60、 撤 き 散 ら す も の 章 24-34 も 参照 。 


た 


この 時 、 


き 33-40 も 参照 。 


UA NI 


* 誕 生 の 知ら せ ( ム ヤ ッ サ ル 400 頁 参 照 )。 ル ー ト 
言わ され た 天使 * た ち は 、 まず イ ブラ ー ヒ ー ム * の も と に 立ち 寄っ た ( ア 


56 
@ EE 
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iN 
0 


MO 
A ン > に 


EI 
EG Gs 
uh aE ED 


* の 祈り を 受 


ド * 章 69-76、 ア ル テ ヒ ジュ ル 童 


彼 と その 民 の 間 に 起こ っ た 話 に つい て は 、 高 壁 章 80-84、 フード * 章 69-83、 詩人 
た ち 章 160-175、 里 章 54-58、 月 


29. 時 昧 章 827 SA ps tA 

35。 そ し て われ ら * は そこ と か ら 確 か に 、 分 別 す る | 。 光 CKdkze と の っ 
民 に 対し て 明らか な 御 徴 ! を 残し て お いた 。 Ss 

36.。 ま た マ ド ウ ヤン * に は 、 そ の 同胞 シュ アイ ブ 0 2 
* を (遣わ し だ た) る 2 そし て 彼 は 言っ た 。 「 我 MOSS Pr 
が 民 よ 、 ア ッ ラ ー* を 長 れ ^ 最後 の 日 * を 望 i 
む * の だ 。 そし て 腐敗 を 働き つつ 、 地 上 で ーー 
退廃 を 広め て は な ら な い 」 o 

37 する と 彼ら は 、 彼 を 嘘つき 呼ば わり し た 。 2 お 2 2 る 3 
それ で 彼ら を 激震 が 捕らえ ^、 彼ら は 朝 、 そ の て めき 
の 地 で 笑っ 伏し て (死ん で ) いた 。 

38. また 、 ア ー ド * と サム ー ド * も (、 わ れ ら * あり ビー 
は 滅ぼし た ) 。 彼 ら の 住ま い の 一 部 は 、 あ 2 が こち 0 
な た 方 に 確か に 明らか に な っ て いる 。 シャ の に > 3 
イタ ー ン * が 彼ら に 、 彼 ら の 行い を 目 映 く 見 | 0S 
せ 、 彼ら を (アッ ラー* の ) 道 か ら 阻ん だ の 
だ 。 彼ら は 、 (真理 を 見 極め る ) 見 識 を 備 
えた 者 た ち ?% だ っ た と いう の に 。 

39、 ま た 、 カ ー ル ー ン 、 フ ィ ル アウ ン *、 ハ ー マ の ならっ 


ー ン (も 滅ぼし た ) 8。 彼ら の も と に は 確か 
に ムー サー* が (奇跡 と いう ) 明 証 を 携 えて 
到来 し た の に 、 彼ら は 地上 に お いて (真理 に 
対し ) 贈り 高ぶっ た の だ 。 そ し て 彼ら は 、 ( わ 
れ ら * を ) 出し 抜け る 者 た ち で は な か っ た 。 


= 


NN】 


この 「 御 徴 」 は 、 ル ー ト * の 
示 で ある ( ム ヤ ッ サ ル 400 頁 参 照 )。 
マ ド ウ ゥ ヤン * と シュ アイ ブ \* の 話 に つい て は 、 


176-191 も 参照 。 


3 この 「 望 むせ 」 に つい て は 、 ユ ー ヌ ス * 間 7 の 訳注 を 参照 。 


4 高 壁 章 91 と その 訳注 も 参照 。 

5 一 説 に は 、「( 自 分 た ちの や り 方 を ) 気に入り 、 
8:6473 参照 ) 

6 「 カ ー ル ー ン 


re Ce の 
EEG uN 


民 の 町 が 滅ぼさ れ た 痕跡 の こと 。 それは 、 分 別 あ る 人 々 へ の 教 
アル = ヒジ ュ ル 章 76、 整 列 者 章 137-138 も 参照 。 


高 壁 章 85-93、 フ ー 


ド * 章 84-95、 詩 人 章 


悦に入っ て いる 者 た ち 。」( ア ッ テ タ バリ ー 


」 に つい て は 物語 章 76-81 を 、「 ハ ー マ ー ン 」 に つい て は 同 章 6 の 訳注 を 参照 。 


29. 時 昧 章 
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40. われ ら * は (彼ら の 内 の ) いずれ の 者 も 、 そ 
の 罪 ゆ え に (後代 で ) 捕らえ た 。 そし て そ 
の 中 に は 、 われ ら * が 石 確 を 降ら せ た 者 も 


I 
NS ass 
EI NA > の 3 


あり 、 ま た その 中 に は 、 (轟く ) 一 声 が 捕 | スッ し と 。 
8 の Pe の HH 下 に の の ら で Ne 
* が 地面 に 飲み 込ま せ た 者 も あり 、 ま た その OA 
! に は 、 わ れ ら * が 滋 れ させ た 者 も ある !。 

そし て ア ッ ラ ー* が 、 彼 ら に 対し て 不正 * を 

働か れる こと な ど は 、 も と より あり 得 な い 

こと だ っ た の だ 。 し か し 彼ら が 自分 自身 

に 、 不 正 "を 働い て いた の で ある 。 

41. アッ ラー* を よそ に 旗 計 者 を i 設け る 者 た ち a ET NIS 
の 巣 を 作る 疫 味 の 様子 に 似 て い らら そり 
る 。 本 当 に 最も 脆い 住処 は 、 負 昧 の 巣 だ と うっ ポー が 5ME 
いう の に S。 彼ら が (その こと を ) 知っ て い の っ As 35 
た な ら ば (、 彼 ら を 旗 護 者 な ど と は し な か 
っ た だ ろう ) 。 

42. 本 当 に アッ ラー* は 、 彼 ら が か れ を よそ に 祈 | oskp3ok つ SC 所 る 206L 
っ て いる いか な る も の も 、 ど ご 存 知 な の だ 3。 ON 
か れ は 、 偉 力 な ら び な い * お 方 、 英 知 あふ 
れる * お 方 。 

43. そ し て われ ら * は 人 々 に それ ら の 璧 え を 挙 GS EN 


げ る が 、 


る 者 た ち だ け で ある 。 


それ ら を 理解 する の は (アッ ラー 
* と その 御 徴 、 そ の 教え に つい て ) 知識 あ 


1 「 石 除 を 降ら せ た 者 」 は ルー ト * の 民 、「( 紀 く ) 一 声 が 捕らえ た 者 」 は サー リフ * の 民 サ ム 


ー ド * と 、 シ ュ ア イブ * の 民 マ ドゥ ヤン *、「 地 男 
せ た 者 」 は フィ ルアウ ン * と その 民 、 
2 牟 昧 の 巣 は 、 最 も 弱い 生物 の 一 つが 作っ た 、 
り で ) と する こと は 、 弱 さ の 上 に 弱 さ を 上 乗せ すす る こと に 等 し い (アッ ニ サ アァ ディ ー631 


参照 )。 


最も 弱い 家 の 一 つ で あり 、 それ を 


3 それ ら は 実際 の と ころ 、 有 名 舞 


実 の 存在 で ある (前 掲 書 、 同 賜 


参照 )。 


IN 


に 飲み 込ま せ た 者 」 は カー ルー 
及び ヌー フ * の 民 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 401 


ン 、「 治 れれ さ 
引 参 照 )。 


自分 の 弟 (と 


29. 凌 昧 章 829 pS 

44。 アッラー* は 諸 天 と 大 地 を 、 真 理 と 共に お 創 | 0 の 8N6 eR 
り に な っ た !。 本 当 に そこ (それ ら の 創造 ) @ RN EEG EN 
に は 、 ま さ し く 信仰 者 た ち へ の 御 徴 < が ある 。 

45. あな た に 縮 典 の 内 か ら 啓示 され た も の を | し 補 
読本 し 、 礼 拝 を 遵守 * せ よ 。 実 に 礼拝 は 、 3 REN 
醒 行 と 悪事 を 禁じ る の だ か ら 。 そし て 、 の 本 中 
ア ッ ラ ー* の 唱 念 こそ は ( 何 ) より 偉大 ? で Pi 1 
あり 、 ア ッ ラ ー* は あな た 方 の 成す こと を ご 
a 

46. (信仰 者 た ちよ 、) 最善 の 形 e で な くし て 、| LLCS と I は 
啓典 の 民 * と 議論 DL AN 
の 内 で も 、 不 正 * を 働い た 者 た ち ? は 別 で あ 


る 。 そ し て 、 言 う の だ 。 


ち に 下さ れ た も の (クル アー 
た 方 に 下さ れ た も の 8$ を 信じ る 。 また 、 私 た 
ちの 神 9 と 、 あな た 方 の 神 は 一 つ で あり 、 私 
た ち は か れ (アッ ラー に 服従 する 者 ( ム 


スリ ム *) な の で ある 」。 


「 私 た ち は 自分 た 
ン *) と ど 、 あな 


= 


wn 


=3 


イム ラー ン 家 章 191「 我 ら が 主 * よ ・・ あ り ま せん 」 の 訳 
御 力 の 偉大 さ 、 か れ の み を 崇拝 * し な けれ ば な ら な いこ と の 


この 「 御 徴 」 は 、 ア ッ ラ ー* の 
根拠 ( ム ヤ ッ サ ル 401 頁 参 照 )。 
この 


「 醒 行 」「 悪 事 」 に つい て は 、 蜜 蜂 草 90 の 訳注 


「 読 請 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 121 の 訳注 を 参照 。 


を 参照 。 


別 の 解釈 と し て 、「 あ な た 方 に 対す る アッ ラー* の 讃 美 は 、 
美 より も 偉大 で ある 」 と いっ た 複数 の 説 が ある ( ア = 8:6479 参照 )。 


と 誘う こと 。 ま た 、 
それ を 伝達 する に あたっ て 、 
照 )。 密 蜂 章 125 の 訳注 も 参照 。 


頑 迷 (が ん めい ) に 真理 


「 最 善 の 形 ] と は 、 よ き 品 性 、 穏 (お だ ) や か さ 、 和 柔らか い 言 
虚妄 ( き ょ も う ) を 恥ず べき も の と し 、 そ れ に 
最も 効果 的 な 手段 を 


に た て つき 、 ム スリ ム * た ち に 戦い を 宣 


福音 * と いっ た 啓 


ッ サ ル 402 頁 参照 )。 
啓典 の 民 * に 下さ れ た トー ラー*、 
「 神 」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 


Na 


a 


A 7 と 2 Cb 


ド も 参照 。 


いる こと (アッ = テ サ ァ デ ィ ー632 


の こと (前 掲 書 、 


アッ ラー* に 対す る あな た 方 の 讃 


葉 、 真 理 を 讃 美 し 、 そ こ へ 
反論 する こと 。 そし て 


告 し た 者 た ちの こと ( ム ヤ 


同 参照 )。 


29. 野 昧 章 830 SA A 
47。 そ の よう に ( 便 徒 * よ ) 、 わ れ ら * は あな た NI NS 
に 啓典 (クル ア ニン 9 を 下 し た 。 そし て 、 De CS < < 
われ ら * が 啓典 を 授け た 者 た ち (啓典 の 民 り ああ の 付設 
は それ を 信じ 、 そ れ ら の 者 た ち ! の 一 部 に の 
も 、 そ れ を 信じ る 者 が いる 。 不信 仰 者 * た ち Ds 
以外 は 、 われ ら * の 御 徴 を 否定 し な い の だ 。 

48. また (使徒 * よ ) 、 あな た は それ (が 下る ) こと と ー So こと 
以前 、 い か な る 書 も 詩 ん で いな けれ ば 、 あ GN TLE 
な た の 右手 で それ を 書い て も いな か っ た の る x AI 
だ 。 そ う で あっ た な ら 、 (真実 を ) 虚 朗 と 
する 者 た ち は 、 疑惑 に 陥っ た で あろ う 。 3 

49。 い や 、 それ (クル アー ン 〉 り は 知識 を 授け ら は spe 
れ た 者 た ちの 胸 の 内 に ある 、 (真理 ) 解明 i ンコ 

⑧ こ AA NICE や ュ スン ジレ 
の 御領 な の で ある 。 そ し て 不正 * 者 た ち 以 | ” ~ 5 
外 、 わ れ ら * の 御 微 を 否定 する こと は な い 。 

50. 彼ら (シル ク * の 徒 ) は 、 言 っ た 。「 ど うし | a 
て 彼 (ムハンマド ? に 、 、 そ の 主 "か ら 御 微 が らし 
下さ れ な い の か ?」 (使徒 * よ 、) 言え 。「 御 II 
徴 は 、 アッラー* の 御 許 に と そ ある 。 そし て Cs 
私 は 、 明 白 な る 警告 者 で し か な い の だ 」。 

51. (使徒 * よ 、 あな た の 正直 さ の 証明 は 、 ) わ Sc GE と < 
れ ら * "が あな た に 、 彼ら に 対し て 読 議 さ れ “ 
る 啓典 (クル アー ン り を 下 し た こと と だ け で 、 < LE 

LI SL IY ジ 


彼ら に は 十分 だ っ た の で は な いか ? 実 


js: 


た 


この 「 そ れ ら の 者 た ち 」 と は 、 ク ライ シュ 族 * や それ 以外 の 不信 仰 者 * た ち 


参照 )。 


は 「 彼 は 過去 の 啓 


こと の 「 御 微 」 と は 、 ク ルアー ン * と そこ に 含 


( ム ヤ ッ サ ル 402 


まれ る 様々 な 明 証 の こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 
預言 者 * ム ハン マ ド * が それ ら の こと に 長 (た ) け て いた と し た ら 、 あ る 種 の 無知 な 者 た ち 
+ か ら 学 ん だ に 違い な い 」 と 言っ た で あろ う 、 と いう こと 。 
育 で あっ た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:286 参照 )。 識 別 章 5 も 参照 。 


預言 者 * は 文 


こと の 「 御 微 」 と は 、 サ ー リ フ * の 雌 ラ クダ 、 ム ー サ ー* の 杖 (つえ ) の よう な 奇跡 の こと ( ム 
畜 章 109-110、 ユ ー ヌ ス * 章 97、 夜 の 旅 章 90-93、 


ヤッ サル 402 真 参照 )。 雌牛 章 108、 


ター・ ハ ー 章 133、 預 言 者 * た ち 章 5、 


識別 章 7-8、 創 成 者 * 章 42 も 参照 。 


29. 時 昧 章 831 SA ps A 


に その 中 に は まさ し く 、 信 仰 す る 民 に と っ 
て の 慈悲 と 教訓 が ある 。 


52. (使徒 * よ 、) 言う の だ 。「 ア ッ ラ ー* だ け で 、 ーー 
私 と あな た 方 の 間 の 証人 は 十分 。 か れ は 諸 天 Nb っ AR 
と 大 地 に ある も の を ご 人 存 知 な の だ 。 そし て i a 
虚 記 を 信じ アッ ラー* を 杏 定 し た 者 た ち 、 人 LE A 
それ ら の 者 た ちこ と そ は 損失 者 な の で ある 」 - 

53. (使徒 * よ 、) 彼ら は あな た に 、 懲 軸 を ( 下 ta 
すこ と を ) 性 急 に 求め る !。 そし て 定め られ J ある A 


た 期限 さ えな けれ ば 、 徐 六 は 彼ら の も と に 
到来 し た の で ある 。 それ は 必ず や 、 彼ら が 
気付 か な いま ま に 、 彼ら の も と を 突然 訪れ 


る の だ 。 

54. 彼ら は あな た に 、 懲 信 を (下す こと を ) 性 he 
急 に 求め る 。 本 当 に 地獄 は 、 不 信仰 者 * た ち Do 
を まさ に 包囲 し て いる と いう の に 。 


ーッ ンジ 


55. 懲罰 が 彼ら を その ( 頭 ) 上 か ら 、 そし て そ SS 
の 足元 か ら 丁 い 込 む 、 . (復活 の ) その 日 。 の 
か れ (アッラー?) は 、 仰せ られ る の だ 。 「 あ 
な た 方 が (現世 で ) 行っ て いた こと (の 報 


い ) を 味わえ 」。 

56. 信仰 する わが 僕たち よ 、 本 当 に 我 が 大 地 は KS koe 区 る 
広い の だ ?。 な ら ば (移住 * し ) 、 われ を こ @ ゅ 系 っ 35 
そ 上 崇拝 * せ よ 。 


57. 全て の 者 は 死 を 味わう の だ 。 そ れ か ら あ な 
た 方 は 、 (清算 の た め 、) われ ら の も と へ 
と 戻さ れる 。 


1 関連 する アー ヤ * と し て 、 家 畜 草 57-58、 戦 利 品 * 章 32、 ユ ー ヌ ス * 章 50、 フ ー ド * 章 8 
雷鳴 章 6、 夜 の 旅 章 92、 巡 礼 * 章 47、 サ ー ド 章 16、 相 談 章 18、 階 段 章 1-2 な ども 参照 。 
2 婦人 章 97、 集 団 章 10 と その 訳注 も 参照 。 


29. 時 昧 章 832 SA ps tA 
58. 信仰 し 正しい 行い * を 行う 者 た ち 、 わ れ ら * oN Ht 
は 必ず や 彼ら を 、 その 下 か ら 河 ) 川 が 流れ る Er ELI > 
楽園 の 高き 住ま い に 、 永遠 に 住ま わせ よう 。 @ っ ou ポン Gc 
Ns 
(アッ ラー* の 服従 行為 を ) 行 っ て いた 者 た 0 
ちの 舞美 は 、 何 と 素晴らし いこ と か 。 

59. (彼ら は ) : 妨 耐 * し 、 そ の 主 * に こそ 、 全 て oO イブ 2 
を 委ね る 者 た ち 。 

60. 自ら の 糧 を 調達 する こと の な い 、 どれ ほど SI 
多く の 地 を 歩 お 生き物 に 対し 、 ア ッ ラ ー* IG 
は 糧 を 授け られ る こと か ?! そし て あな た 
方 に も ? か れ は よく お 聞き に な る お 方 、 
全 知 者 で あら れる 。 

61. (使徒 * よ 、) も し も 、 あな た が 彼ら (シル | お 5 CS 

ク * の 徒 ) に 「 諸 天 と 大 地 を お 創り に な り 、 A 

太陽 と 月 を 仕え させ られ た お 方 は 誰 な の 68 
か ?」 と 尋ね れ ば 、 彼ら は 決ま っ て (こう ) 
言う の だ 。 「 ア ッ ラ ー* で ある 」 o な ら ば 一 
体 、 どう し て あな た 方 は (アッ ラー* の 信仰 
か ら ) 背 か され る の か ? 

62。 アッラー* は その 僕たち の 内 、 か れ が お 望 ot HE GIN IN 
み の 者 に 糧 を 豊富 に 与え られ 、 また (か れ DEE ENE 5 
が お 望み に な る ) 外 の 者 に は 控え られ る ?。 

本 当 に アッ ラー* は 、 全 て の こと を ご ど 存 知 の 
A 

63. また ( 便 徒 * よ ) 、 も し も あな た が 彼ら ( シ | 系 っ 5 
ルク * の 徒 ) に 、「 天 か ら ( 雨 ) 水 を お 降ら GN A 
し に な り 、 それ に よっ て 大 地 を 、 その 死後 1 た 6 用 
に 息吹 か せら れ た 3 の は 誰か ? 」 と 尋ね れ _ 

1 多く の 生物 は 、 明 日 の た め の 糧 を 備蓄 ( び ち く ) し な い 。 し か し アッ ラー* が それ ら に 、 柱 


を お 授け に な る の で ある ( ム ヤ ッ サ ル 403 頁 参 照 )。 
2 物語 章 82、 サ バア 章 36、 暁 章 15-16 と 、 そ れ ら の 訳注 も 参照 。 
3 「 大 地 を その 死後 に 息吹 か せる 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 164 の 訳注 を 参照 。 


も に 833 Sd 
ば 、 彼 ら は 決ま っ て (こう ) 言う の だ 。 「 ア の に が いち やり 

ッ ラ ー* で ある 」。 言っ て や れ 。「 ア ッ ラ 
ー* に 称賛 * あ れ 」 。 いや 、 彼 ら の 大 半 は 弁 
えな い 。 


ゆう 


64. この 現世 の 生活 は 戯れ ご ど と と 遊 軸 に 過ぎ | 5 る 30 CN 
な い !。 そし て 本 当 に 来世 の 住ま い 、 それ と | SAEEDN 
そ が ( 真 の ) 生 な の で ある 。 も し 彼ら が ( そ 
の こと を ) 知っ て いた な ら ば 。 


65. 彼ら (不信 仰 者 が 秀 に 乗っ (て 較 を 季 a IS GS 
れ ) た 時 に は 、 アッ ラー* だ け に 真 疫 に 崇拝 PR CD 
0 SR 
か れ が 自分 た ちの こと を 陸地 に 救っ て 下 
さっ た 時 に は 、 どう で あろ う 、 シル ク * を 犯 
す の で ある 。 

66. こ うし て 彼ら は 、 わ れ ら * が 彼 に 与え た も の PA) 
3 に 対し て 恩 知 ら ず と な り 、 の DAS 
楽し か の だ 。 彼 ら は や が て 、 (自分 た ち 
行い の 悪い 結果 を ) 知る こと に な る 。 

67. 一 体 、 彼 ら (不信 仰 者 り は 、 わ れ ら * が 安 Ca 
全 な る 陳 域 ? を き 股 け た の を 、 見 な い の か ? | 0 GE 
その 周り か ら 、 人 々 は 撮 わ れ て いる 5 と いう DON LI OL 


の に 。 一 体 彼ら は 虚 記 を こそ 信じ 2。 
ラー* の 恩恵 に つい て は 恩 知ら ず で ある と 
いう の か ?8 


家畜 章 32 の 訳注 も 参照 。 

アッ ラー* だ け に 「 真 撃 に 崇拝 * 行 為 を 捧げ る 」 こ と に つい て は 、 婦 人 章 146 の 訳注 を 参照 。 
3 彼ら や 彼ら の 財産 に 対す る 、 ア ッ ラ ー* の 因 恵 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 404 頁 参照 )。 

「 安 全 な る 聖域 」 に つい て は 雌牛 章 125 の 訳注 、 蝶 章 91「 聖 な る 地 」 の 訳注 も 参照 。 


5 当時 、 マ ッ カ * の 聖域 外 の アラ ブ 部 族 は 、 互 い に 襲 撃 ・ 略 奪 し 合っ て お り 、 和 殺人 や 捕虜 な ど 
の 被害 を 出し て いた (アル = テア ルー スィ ー21:14 参照 )。 


6 「 虚 妄 を 信じ ・・」 に つい て は 、 容 蜂 章 72 の 訳注 を 参照 。。 


= 


to 


に 


29. 時 昧 章 834 SA ps tA 
68. アッ ラー* に 対し て 嘘 を で っ ち 上 げた 者 よ | RE 
り も 、 ひ どい 不正 * を 働く 者 が あろ う か ? の ンス と し 
ある い は 真理 を 、 それ が 自分 ) の も と に 到来 Sn 1 
し た 後 、 嘘 呼ば わり し た 者 より も ? 地 狼 ーー 
に こそ 、 不 信仰 者 * た ちの 住処 が ある の で は 
な いか ? 

69。 われ ら * に お $ い て 努力 奮闘 する 者 ' た ち 、 わ | と 移っ 2E ab44c < 
れ ら * は 必ず や 彼ら を 、 われ ら * の 道 ? へ と RA VAY 
導 こ う 。 そし て 本 当 に アッ ラー* は 、 善 を 尽 
くす 者 た ちと まさ し く 共 に ある の だ 3。 

1 これ は 、 ア ッ ラ ー* の 敵 、 自 分 自身 、 シ ャ イタ ー ン * と 戦い 、 試練 と アッ ラー* の 道 に お ける 

本 ( ム ヤ ッ サ ル 404 頁 参 照 )。 


2 アッ ラー* の 御 許 へ と 続く 道 じ こ と 。 あ る い は 、 あ ら ゆ 


3 


る 普 の 道 に お ける 導き を 上 乗せ され 、 


そこ を 歩み 続け る と いう 成功 を 授け られ る こと (アル テバ イダ ー ウ ィ ー4:324 参照 )。 


アッ ラー* は その 援助 と 、 支持 、 


ご 加護 、 導き と 共に 、 la 


ヤッ サル 404 頁 参 照 )。「 善 を 尽く す 者 」 に つい て は 、 還 


尽く す 者 た ちと 共に あら れる ( ム 
峰 章 128 の 訳注 を 参照 。 


BR 
寺 起ち まね く * 表 深き NN う 
アッ ラー* の 御名 に お いて 
1. アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム 5。 る a 
2。 ビ ザン チン ( 軍 ) は 、 敗 北 し た 。 OHNE 
3. 最も 近接 し た 地 3 で 。 そ し て 彼ら は その 敗北 | ge っ 0033 
の 後 、 や が て 勝利 する で あろ う 。 RA rr 


4. 数 年 4 の 内 に 。 アッ ラー* に こと こそ 、 (ビザ ンチ Oo ととろ は 
ン 軍 の 勝利 ) 以前 と 以後 の 、 (全て の ) 物 | @ みっ 2W ど 2 えっ 
事 は 属す る 。 そし て その 日 、 信 仰 者 た ち は 歓 
喜 する の だ 、5 

5. (ビザ ンチ ン に 授け られ た ) アッ ラー* の 勝 
利 に 。 ア ッ ラ ー* は 、 か れ が お 望み に な る 者 
を お 助け に な る 。 か れ は 偉 力 な ら び な い * 
お 方 、 慈 愛 深い * お 方 で あら れる 。 


マッ カ * 刻 示 で 学者 の 見 解 は 一 致 。 ス ー ラ * の 名 称 は 、 冒 頭 に 登場 する 、 ビ ザン チン 軍 の サ 
サン 朝 ペ ル シ ャ 軍 に 対す る 勝利 (西暦 622 年 ) に つい て の 予言 に 由来 。 マ ッ カ * 啓 示 の 常 
と し て 、 ア ッ ラ ー の 唯一 性 * ム ハン マ ド * の 使徒 * 性 ・ 復 活 と 報 (@ く ) いと いう 、 イ スラ ー 
ム * の 基本 的 な 信仰 筒 条 (か じょう ) を 確証 する と 共に 、 シル ク * を 始め と し た 誤 (あや ま ) 
っ た 信仰 を 紺 弾 (まき ゅ うだん) する 。 また 、 ア ッ ラ ー* の 御 力 と 偉大 さ を 示 す 自 然 界 の 様々 
な 現象 が 、 ス ー ラ * の 所 々 で 描写 され る 。 ス ー ラ * の 最後 は 、 ク ライ シュ 族 * の 不信 仰 者 * へ 
の 語り か け と 、 預 言 者 * へ の 忍耐 * の 勧 (すす ) め に よっ て 締め くく られ る 。 

この 文字 群 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 用 語 解 説 の 「 ク ルアー ン の 冒頭 に 現れ る 文字 群 *」 を 参照 。 
ビザ ンチ ン に と っ て ペル シャ 側 か ら 最 も 近接 し た 地 で ある 、 シ ャ ー ム 地方 (現在 の シリ ア 、 
パレ スチ ナ 周 辺 地 域 ) の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 404 頁 参 照 )。 
4 「 数 年 」 の 「 数 ( ビ ド ゥ ア )」 は 、 ア ラビ ア 語 で 三 か ら 九 まで の 数 を 表す 。 そ し て ビザ ンチ 
ン 軍 が 勝利 し た の は 、 こ の アー ヤ * が 下っ た 九 年 後 の こ と で あっ た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 
6:303 参照 )。 
当時 、 シル ク * の 徒 は 同じ 偶像 崇拝 者 で ある 、 ペル シャ 人 が ビザ ンチ ン 人 に 勝利 する こと を 
望ん で いた 。 一 方 ムスリム * た ち は 、 同 じ 啓 典 の 民 * で ある ビザ ンチ ン 人 が ペル シャ 人 に 勝 
利 す る こと を 望ん で いた (アッ = テテ ィ ル ミズ ィ ー3193 参照 )。 
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30. ビザ ンチ ン 章 


836 


De 


6. 


10. 


11. 


アッ ラー* の お 約束 を (、 信仰 者 た ち に 約束 
i 。 アッ ラー* は その お 約束 を 、 破 ら 
れ な い 。 し か し 、 (マッ カ * の 不信 仰 な ) 人 々 
の 大 半 は 知ら な い の だ 。 


彼ら は 、 現世 の 生活 の 上 辺 の こ と は 知っ て 
いる 。 実に 来世 に 関し て は 、 まさ し く 無 屯 
着 な 者 た ちな の だ が 。 


一 体 、 彼 ら は 自分 自身 に つい て 熟考 し な か っ 
た の か ?! アッ ラー* が 諸 天 と 大 地 、 そ の 間 に 
ある も の を お 創り に な っ た の は 、 真 理 と 定め ら 
れ た 時 期 (で ある 復活 の 日 ? ゆ え に 外 な ら な 
い 。 本 当 に 人 々 の 多く は まさ し く 、 自分 た ちの 
主 * と の 拝 調 に 対す る 否定 者 な の で ある 。 


一 体 、 彼 ら は 地上 を 旅 し 、 彼 ら 以 前 の ( 不 
信仰 ) 者 * た ちの 結末 が いか な る も の で あっ 
た か を 見 な か っ た の か ? その 者 た ち は 彼 
ら よ り も 力 が 強く 、 大 地 を 耕し 、 彼ら が そ 
れ (大 地 ) を 開拓 し た の よ り も 沢山 、 開拓 し 
た の だ 。 そ し て 彼ら の 使徒 た ち は 、 明 証 を 
携え て 彼ら の も と に 到来 し た 。 アツ ジー 
が 彼ら に 不正 * を 働く な ど と いう こと は 、 あ 
り 得 べく も な か っ た の だ 。 し か し 彼ら が 、 

自分 自身 に 不正 * を 働い て いた の で ある 。 


そし て ア ッ ラ ー* の 御 徴 を 嘘 と し 、 それ を 
画 笑 する こと に よっ て 悪 を 働い て いた 者 
た ちの 結末 は 、 最 悪 な も ん の で ある 。 


アッ ラー* は 創造 を 始め 給 い 、 そ れ か ら そ れ 
を お 戻し に な り 、 や が て あな た 方 は 、 か れ 
の 御 許 に こそ 戻ら され る 。 


1 詳細 に され た 章 53、 撤 ( ま ) き 散 らち す も の 章 21 も 参 
2 この 「 真 理 ]」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 章 191「 我 ら が 主 * よ 、 あ な た は …」 の 訳 泊 
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生 を 参照 。 


30. ビザ ンチ ン 章 837 2 ブ ら と - ツ 

12. そ し て (復活 * の ) そ の 時 が 到来 する 日 、 罪 悪 | 6 あがめ 
者 た ち は (自分 ) た ちの 救い 難い 状況 に 、) 
落胆 する 。 

13. また 彼ら に は 、 彼ら (が アッ ラー?) の 同位 と 語る みあ 
者 (と し て 崇め て いた も の ) た ちか ら の 、 OE EE 
いか な る 執り 成 し 手 も い な い !。 そ し て 彼ら 
は 、 彼ら (が アッ ラー*) の 同位 者 (と し て 
崇め て いた も の ) ら へ の 否定 者 と な る 。 

14. (復活 の ) その 時 が 到来 する 日 、 彼ら ( 信 冗 DTE I IS 
者 と 不信 仰 者 り は その 日 、 離れ 離れ に な る 。 

15. 信仰 し 、 正しい 行い * を 行っ た 者 た ちと いえ A | IM6 
ば 、 彼 ら は (天国 の ) 庭園 で 、 喜 悦 を 授け 8 
られ る 。 

i6. そし て 不信 仰 に 陥り われ ら * の 御 徴 と 来 Ge 
世に お ける 拝 調 を 嘘 と し て いた 者 た ち は | uB39 る 8 計 2 
と いえ ば 、 それ ら の 者 た ち は 懲 六 に 立ち 合 Or 
わ さ れ る 者 と な る 。 

WX あな た 方 が 夜 を 迎え る 時 と 朝 を 迎え る 時 、 OLB IGEN 
ア ッ ラ ー* に 称え * あれ (、 と 称え よ ) 

18. 一 一 か れ に こそ 、 諸 天 と 大 地 に お ける 称 人 賛 NN 
* が ある 一 一 。 また 、 夜 に 、 そ し て あな た 方 ok の 
が 昼 を 迎え る 時 に (称え よ ) 。 

19. かれ は 死 か ら 生 を 取り 出さ れ 、 生 か ら 死 を | の oo6 あ こみ し 
取り 出さ れる 3。 また 、 か れ は 大 地 を その 死 | ⑧6 あ る GS 
後に 、 息 吹か せら れる 4%。 そ し て 同様 に (人 々 

1 復活 の 日 * の 「 封 り 成 し 」 に つい て は 雌牛 章 48、 マ ル ヤ ム * 章 87、 タ ー・ ハ ー 章 109 と そ 

の 訳注 を 参照 。 
2 シル ク * の 徒 と 、 彼 ら が 神々 と し て 崇め て いた も の は その 日 、 お 互い に 緑 を 切り 合う ( ム ヤ 
ッ サ ル 405 頁 参 照 )。 関 連 す る アー ヤ * と し て 、 雌 生 章 166-167、 ユ ー ヌ ス * 章 28-29、 マ 


ル ヤ ム * 章 82、 物 語 章 
イム ラー ン 家 章 27 の 訳注 を 参照 。 


w 


+ 


63、 野 昧 章 25、 創 成 者 * 剖 13-14、 砂 丘 章 6 も 参照 。 


「 大 地 を その 死後 に 息吹 か せる 」 に つい て は 、 雌 牛 章 164 の 訳注 を 参照 。 


30. ビザ ンチ ン 章 838 2 ブ 5 ら と - 
よ 、) あな た 方 は 、 (清算 の た め 、 墓 場 か 
ら 呼 び ) 出さ れる の で ある 。 

20. かれ (アッラー) が 、 あ な た 方 (の 父 福 ア | 8 で bo Sak 
ー ダ ム ?) を 土 か ら お 創り に な り !、 そ れ か 0 
ら 何 と 、 あな た 方 が ( ア ッ ラ ー の 因 税 を 求 
め て 、 大 地 に ) 散開 する 人 間 と な っ た こと 
は 、 か れ の (偉大 さと 御 力 を 示す ) 御 徴 の 
ー つ で ある 。 

21. また 、 か れ が あな た 方 自身 か ら あ な た 方 の | し 品 あみ と コ 3Scszo ら 
た め に 、 あ な た 方 が 安らぐ た め に 妻 を お 創 NC 
り に な り ?、 あな た 方 の 問 に 愛情 と 慈悲 の 念 I IL 
を お 授け に な っ た こと は 、 か れ の (偉大 さ あっ の し 
と 御 力 を 示す ) 御 徴 の 一 つ で ある 。 本当 
に そこ に は まさ し く 、 熟考 する 民 へ の 御 
徴 が ある の だ 。 

22。 ま た 諸 天 と 大 地 の 創 造 と 、 あな た 方 の 言葉 あつ が IPSIO 
と ( 肌 の ) 色 の 違い は 、 か れ の (偉大 さと A 
御 力 を 示す ) 御 徴 の 一 つ で ある 。 実に そ DANN 
こと に は まさ し く 、 知 識 あ る 者 た ち へ の 御 徴 
が ある 。 

23. また 、 夜 と 昼 に お ける あな た 方 の 睡眠 と 、 OY 
か れ の 恩 \ 秀 に 対す る あな た 方 の 追求 * は 、 ER Oy 
か れ の (偉大 さと 御 力 を 示す ) 御 微 の 一 Os) 
つ で ある 。 本 当 に そこ に は まさ し く 、 耳 を 
傾け る 者 た ち へ の 御 徴 が ある 。 

1 アー ダム が 土 か ら 段 階 を 経 (へ ) て 創 ら れ た こと に つい て は 、 ア ル テ ヒ ジュ ル 章 26 の 訳 

注 を 参照 。 
2 アー ダム * の 助 骨 ( ろ っ こつ ) か ら 創 られ た 、 ハ ウ ワ ー ウ ゥ * の こと を 示唆 (し さ ) し て いる 
と され る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:309 参照 )。 


3 つま り 、 人 々 が 糧 を 求め て 活動 する た め 


、 昼 を お 創り に な っ た ( ム ヤ ッ サ ル 406 真 参照 )。 


「 夜 と 昼 」 の いずれ も 、「 あ な た 方 の 睡眠 」 と 「 あ な た 方 の 追及 」 に か か る と いう 説 、「 夜 」 


は 
る 


「 あ な た 方 の 睡眠 」 た だ け に か か り 、 
(アッ = ラー ズィー9:93 参照 )。 


「 昼 」 は 「 あ な た 方 の 追及 」 に か か る 、 と いう 説 も あ 


30. ビザ ンチ ン 章 839 2 ブ ら と - 
0 OIDSIE0E 90 を を BS 
恐怖 と 待望 ! を 抱く 稲光 を お 見 せ に な り 、 GLEN ord 
天 か ら ( 二 ) 水 を 降ら せ て 、 それ に よっ て NSIS 
大 地 を その 死後 に 息吹 か せる 2? の は 、 か れ の る っ も る 
(偉大 さと 御 力 を 示す ) 御 微 の 一 つ で あ 
る 。 本 当 に そこ に は まさ し く 。 弁 え る 民 へ 
の 御 徴 が ある の だ 。 

25. また 、 天 と 大 地 が か れ の ご 命令 に よっ て 成 の も 02 丘 cgk5g 

り 立 っ て いる 3 の は 、 か れ の ( 停 大 さと 御 力 Wo A 
を 示す ) 御 徴 の 一 つ で ある 。 そ れ か ら ( 復 0 
活 の 日 *、 ) か れ が あな た 方 を 大 地 か ら ( 出 

て くる よう に ) 一 声 呼 び か けら れれ ば 、 ど 

う で あろ う 、 あ な た 方 は (草場 か ら ) 出さ 

れる の で ある 。 

26. そし て 、 か れ に こそ 諸 大 と 大 地 に いる (人 の IS: ER 
て の ) 者 は 属す る 。 全て は 、 か れ に 護 ん で or 
仕え る 者 た ちな の だ 。 

27。 ま た 、 か れ は 創造 を お 始め に な り 、 や が て | の 全う る 2 
それ を 戻し 給 う お 方 一 それ は か れ に と oN ERG 
っ て (最初 の 創造 ) より 容易 いこ こき OS NS 
また 、 か れ に こそ 諸 天 と 大 地 に お ける 最高 
の 属性 が ある 4。 か れ は 偉 力 な ら び な い * お 
方 、 英 知 あふ れる * お 方 。 

28. (シル ク * の 徒 よ 、 ) か れ は あな た 方 に 、 あ 語っ 近 あ と ンタ 


な た 方 自身 の 内 か ら 
れ た 。 あな た 方 に 、 
けた 物 に お いて 、 自 分 


、 一 つの 骨 え を 挙げ ら 
われ ら * が あな た 方 に 授 
) た ちの 右手 が 所 有 す 


2 


I EE 
EID GE 


この 「 恐 怖 と 待望 」 に つい て は 、 雷鳴 章 12 の 訳注 を 参照 。 また 、 雌牛 章 19 の 訳注 も 参照 。 
「 大 地 を その 死後 に 息吹 か せる 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 164 の 訳注 を 参照 。 
3 天地 の 安定 や 、 天 が 崩れ 落ち る こと の な いこ と を 


を 示す と され る ( ム ヤ ッ サ ル 407 頁 参 照 )。 


「 最 高 の 属 性 」 に つい て は 、 相 談 章 11 と その 訳注 を 参照 。 


30. ビザ ンチ ン 章 


840 


gl らち 


29. 


30. 


31. 


る も の (奴隷 で ある 共同 者 が いた ら ? 
そし て あな た 方 (と その 共同 者 ) が そこ に 
お いて 同等 で も り 、 あ な た 方 が あたかも 
(自由 民 で ある ) あな た 方 自身 を 怖 れ る よ 
うに 、 彼 ら を 怖 れ る と し た ら (、 そ の よう 
な こと は あな た 方 の 気に入ら な いで あろ 
う ) ?! 同様 に われ ら * は 弁 える 民 に 対し 、 
御 微 を 明らか に する の で ある 。 


いや 、 不正 * を 働い た 者 た ち は 知 識 も な く 、 
自ら の 欲望 に 従っ た の だ 。 そし て ア ッ ラ 
ー* が j 迷わ せ 給 う た 者 2 を 、 誰が 導く と いう 
の か ? 彼ら に は 、( ア ッ ラ ー* の 懲罰 か ら 
救っ て くれ る ) いか な る 援助 者 ちな いと い 
う の に 。 
な ら ば (使徒 * よ ) 、 あ な た の 顔 を 純正 ? な 
宗教 (イス ラー ム *) へ と 正す の だ 。 アッ ラ 
a 
ツ ラー* の 天性 "に (従え )。 ア ッ ラー の 創造 
(と 宗教 ) PWM それ が ま 
っ すぐ な 宗教 。 し か し 人 々 の 大 半 は 、 分 か 
ら な い の だ 。 


か れ ( ア ッ ラ ー*) に 、 よ く ( 悔 悟 し て ) 立 立 
ち 返 りつ つ ( 従 え )。 また か れ を 最 れ *、 礼 拓 
を 遵守 * し 、 シル ク * の 徒 の 仲間 と な る の で 


は な い 。 


= 


) 


w 


同様 の アー ヤ * と し て 、 衛 峰 章 71 と その 訳注 も 参照 。 
アッ ラー* が 彼ら を 迷わ せ 給 うた の 
ら な い ( ム ヤ ッ サ ル 407 
雌牛 章 135「 純 正 な 」 に つい て の 訳注 を 参照 。 ま た 「 顔 」 に つい て も 、 同 章 112 の 訳注 を 


参照 )。 


参照 。 


アッ ラー* は 人 間 を 、 か れ の み を 崇拝 * 対 象 と し て 信 


っ た 。 高 壁 章 172 と その 訳注 も 参照 (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:313 参照 )。 


oe っ | GN 3 


は 、 彼ら が 不信 仰 と 頑 迷 さ に 固執 し た が ゆえ に 、 


じ る と いう 天性 の も と に 、 


っ < を 25 53 ほっ 


OO I NNE 


re oly 
る (の CE 


aa 


\ 
\ 
も 
さ 
ヽ 
Ld: 
\ 
、 は ce や 


A 


oO 


内 0 に 


ほか な 


お 創り に な 
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32. 自分 た ちの 宗教 を 分 裂 さ せ 、 い くつ も の 分 A 
派 と な っ た 者 た ちの 内 の (仲間 と は な る Ot 
な ) 。 各 派 は 、 自 分 た ちの も の (宗教 ) に 
有頂天 で いる 


が 


33. 害悪 が 人 々 に 降り か か れ ば 、 彼 ら は よく Fy 
( 牝 惜 し て ) 立ち 返る 者 と な り 、 (救い を お 2 あ 352 そう おっ 
求め て ) 自分 た ちの 主 * に 祈る 。 そ れ か ら 、 Oo 
か れ が その 御 許 か ら の ご 慈悲 を 彼ら に 味 
わ わ せら れれ ば 、 ど う で あろ う 、 彼 ら の 内 
の 一 派 は 自分 た ちの 主 * に 対し て シル ク * を 


犯す の で ある 。 
34。 こ うし て 彼ら は 、 わ れ ら * が 彼 に 与え た も の 3 し 25 53 人 5 
"に 対し て 恩 知 ら ず と な る の だ 。 (シル ク * OS 


の 徒 よ 、 現 世 の 富 を ) 楽し ん で いよ 。 あ な 
た 方 は や が て 、 (自分 た ちの 行い の 悪い 結 
果 を ) 知る こと に な る の だ か ら 。 


35. い や 、 一 体 われ ら * が 、 彼 ら に 根拠 * を 下 し | CBCPL ェ を 
た と で も ? そし て それ が 、 彼 ら が か れ ( ア OB BE 
ッ ラ ー?) に 対し て シル ク * を 犯し て いた こと 
と (の 正当 性 ) に つい て 、 語 る と で も ? 


36。 われ ら * が 人 々 に 慈悲 を 味わわ せれ ば 、 彼 る GT 
ら は (感謝 する こと な く ) それ に 有頂天 に OE ES 
な る 。 そ し て 、 も し 彼ら に 、 自 分 た ち が 行 
っ て いた こ と ゆえ に 悪 ? が 降り か か れ ば 、 ど 
う で あろ う 、 彼ら は 絶望 の 底 に 陥る の だ 。 


1 信仰 者 た ち 章 53 の 訳注 を 参照 。 


2 彼ら の 害悪 や 困難 を 取り 除い て 下さ っ た 、 ア ッ ラ ー* の 恩恵 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 408 頁 
参照 )。 


この 「 根 拠 」 と は 、 啓 典 の こと と され る (アッ = テ タ バリ ー8:6528 参照 )。 
この 「 慈 悲 」 は 、 健 康 ・ 無 事 ・ 安 楽 と いっ た アッ ラー* の 恩恵 ( ム ヤ ッ サ ル 408 頁 参 照 )。 
この 「 悪 」 は 、 病 気 ・ 貧 困 ・ 恐 怖 ・ 苦 難 な ど の こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


w 


た 


ow 
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RN RAI LY 
を 豊富 に 与え られ 、 ま た 控え られ る ! の を 知 |  @ っ みあ 列 >9925G3A 細 
ら な い の か ? 本 当 に そこ に は まさ し く 、 
信仰 する 民 へ の 御 復 が ある の だ 。 

38. な ら ば (信仰 者 よ ) 、 近親 の 者 、 貧者 *、 旅 | 5 oS 
路 (で 苦境 ) に ある 者 に 、 そ の 権利 を 与 | 63 の 85 2 
えよ 。 そ れ が アッ ラー* の 御 顔 を 望む 者 た ち る 3352 
に と っ て より 善い の で あり 、 そ れ ら の 者 た 
ちこ そ が 成功 者 な の だ か ら 。 

39. あな た 方 が 人 々 の 財産 か ら 儲け る べく 、 利 | EOS 
息 と し て 与え た も の (借金 ) な ら ば 、 それ | EIN DBE 
は アッ ラー* の 御 放 『 で は 儲から な い 。 そし て Ot 
あな た 方 が アッ ラー* の 人 御 顔 を 望み つつ 、 る TN 
浄 財 * の 内 か ら 与 える の で あれ ば 、 そ れ ら 
の 者 た ちこ そ は (褒美 を ) 倍増 する 者 た ち 
で ある 。 

40、 ア ッ ラ ー* は 、 あ な た 方 を お 創り に な り 、 そ 所 


れ か ら (現世 で ) あな た 方 に 糧 を お 授け に 
な り 、 や が て あな た 方 に 死 を 与え られ 、 そ 
れ か ら (復活 の 日 *、) あな た 方 に 生 を 与え 
られ る お 方 。 一 体 、 あ な た 方 (が アッ ラー 
*) の 共同 者 (て と し て 崇め て いる も の ) た ち 

の 内 、 そ れ ら の いずれ か で も 行う 者 は いる 

の か ? か れ に 称え * あ れ 、 か れ は 彼ら が シ 
ルク * を 犯し て いる も の か ら (無線 で ) 、 
か 高遠 な お 方 で ちら れる 。 


通 


1 物語 章 82、 サ バア 章 36、 暁 章 15-16 と それ ら の 訳注 
施 G 


2 


「 近 親 の 者 」 の 権利 と は 、 よ い 近 親 関係 の 維持 、 


に kd 
CS っ RI 


の 9 


も 参照 。 


ま ど こ ) し な ど 、 そ の 他 の 療 行 の こ 


と 。 「 貧 者 *」 お よび 「 旅 路 で 苦境 に ある 者 」 の 権利 と は 、 浄 財 * や それ 以外 の 施し の こと ( ム 
ヤッ サル 408 真 参照 )。 


30. ビザ ンチ ン 章 843 PEY の 
4 人 々 の 手 が 稼 い だ も の (部 ) ゆえ に 、 陸 と 海 | Cycb 93C 尼 る 
に 腐敗 ! が 出現 し た の で ある 。 それ は か れ ( ア |e 2 Ge 
ッ ラ ー が 、 彼ら の 行っ た ある 種 の こと ( ゆ ok | 
え の 懲 六 ) を 、 彼ら に 味わわ せ 給 うた め な 
の だ 。 彼ら が 、( 悔 悟 し て ) 立ち 返る よう に 。 


42 (使徒 * よ 、) 言え 。「 地 上 を 旅 し て 、 過 去 | 33Z9S レ oylab 
の (不信 仰 ) 者 * た ちの 結末 が どの よう な も OS 3 
の で あっ た か 、 見 て みる が よい 」。 彼ら の 
大 半 は 、 シ ルク * の 徒 だ っ た の だ 。 


43. な ら ば (使徒 * よ ) 、 ア ッ AN ら 押 し 戻す eg NNE 
術 の な い (復活 * の ) の 日 が 到来 する 前 に 、|  ⑧3 如 名 04 シ Y 多 
あな た の 顔 を まっ すぐ な 宗教 (イス ラー ム り 
へ と 正 せ 2。 彼ら は その 日 、 散り 散り に な る 。 


44. 不 信仰 で ある 者 * に は 、 自 分 自身 に 自ら の に の る 5 
不信 爺 (ゆえ の 邊 員 ) が ある 。 そ し て i ep 4 
し て ) 正しい 行い * を 行う 者 は 、 自分 た ち 
た め に (天国 の 住ま い の ) 1 


の で ある 。 
45. (それ は ) 信仰 し 、 正 し い 行い * を 行う 者 た | way が る ko 
ち に 、 か れ (アッ ラー が その ご 興 能 か oO あい AI NAS 


ら お 報い に な る た め 。 本 当 に か れ は 、 不信 
仰 者 * た ち を お 好み に は な ら な い の だ か ら 。 


46. か れ が 吉報 を 告げ る 風 を 送ら れる こと は 、 の Ole 
か れ の (偉大 さと 御 力 を 示す ) 御 復 の 一 oi: RN 
つ で ある 。 か れ が その ご 慈悲 か ら あな た 方 GE 


に 味わわ せ 給 い 、 (か れ の ご 命令 と ご 意思 
に よっ て ) 船 が 進み 、 あ な た 方 が か れ の ご 


1 て と の 「 陸 と 海 」 は 、 文 字 通 り の 意味 で ある と いう 説 と 、 前 者 が 「 砂 漠 」、 後 者 が 「 町 」「 川 
沿い の 町 」 と する 説 が ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:319-320 参照 )。 ま た 「 腐 敗 *j] と は 、 
早 湿 (か ん ば つ )、 雨 不足 、 病気 の 墓 延 (まん えん ) な どの こと ( ム ヤ ッ サ ル 408 真 参照 )。 
アー ヤ *30 も 参照 。 


NN】 


30. ビザ ンチ ン 章 844 2 ブ 5 ら と - 
四 堆 を 求め る よう に する た め (、 か れ は そ 
うさ れ た の だ ) 。 あ な た 方 が 感謝 する よう 
だ 、 と 。 

47. (使徒 * よ 、 ) われ ら * は 確か に あな た 以前 、 I OU Ry 
使徒 - た ち を その 民 へ と 遺 わ し た 。 そ し て 彼 間 和 の 
NOW の oo REG 

て 到来 し (た が 、 民 の 大 半 は 信じ な か っ 
た の で ) 、 わ れ ら * は 人 を 働い た 者 た ち に 
報復 し た 。 信 仰 者 た ちの 援助 は 、 も と より 
われ ら * に と っ て 必 2 だ っ た の だ 。 

48. アッラー* は 風 を 送ら れる お 方 。 そ し て それ | 2 衝 人 3 
( 風 ) は 雲 を 追い や り 、 か れ (アッ ラー CC 52 
は お 望み の まま に 、 そ れ ( 雲 ) を 天 に 散り is Be 
ば め 、 断 片 に され る 。 そ し て あな た は 、 そ One 
の 間 か ら 雨 が 出 て くる の を 見 る の だ 。 ま 
た 、 か れ が それ ( 雨 ) を 、 か れ の 僕たち の 
内 、 彼 が お 望み に な る 者 に お 降ら し に な る 
と 、 ど う で あろ う 、 彼ら は 心 虫 ら せ る 。 

49. か れ が 彼ら の 上 に ( 雨 を ) お 降ら し に な る | cg OR Eb 
前 、 そ れ 以前 に は 、 本 当 に 彼ら は まさ し く oc の 

( 香 涯 に ) 落胆 する 者 で あっ た と いう の に 。 

50. な ら ば 、 か れ が どの よう に し て 大 地 を その RNS ed 
死後 生き 返ら され る か 、 ア ッ ラ ー* の ど ご 2582As 
ee 本 当 に | 
それ こそ は 、 死 ん だ も の に 生 を 与え られ る 
お 方 。 か れ は 全て の こと が お 出来 の お 方 な 
の だ 。 

1 「 明 証 」 と は 、 彼 ら が 招く も の の 正 し さ を 示す 明白 な 証拠 。 奇跡 も その 一 つ ( ム ヤ ッ サ ル 

409 頁 参 照 )。 


2 


「 ご 慈悲 の 跡 」 と は 、 雨 が 降っ た こと で 生じ た 植物 ・ 木 々 ・ 様 々 な 果実 の こと と され る ( ア 
ル = バ イダ ー ウ ィ ー4:340 参照 )。 
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51. そ し て 、 も し も われ ら * が (彼ら の 作物 に 有 | 8 区 
害 な ) 風 を 送り 、 そ れ が (枯れ て ) 黄色 く の 
な っ て し まう の を 彼ら が 見 れ ば 、 彼 ら は そ 
の 後 、 (一 転 し て ) 否定 し 続け る *。 

52. ゆえ に (使徒 * よ 、) 本 当 に あな た は 、 死人 NYG 
に 開か せる こと も 、 租 に 呼び か け を 開か せ A 
る こと も 出来 な い 。 も し 彼ら が 、 背 を 向け 
て 立ち 去る の で あれ ば 。 2 

53、 ま た (使徒 * よ ) 、 あ な た は 盲人 * を その 迷い | と る Ob る 
か ら 導 く 者 で も な い 。 あな た が 聞か せら れる OO 
の は 、 われ ら * の 件 微 を 信じ る 者 だ け で あり 、 
彼ら は 服従 する 者 (ムスリム や な の だ 。 * 

54。 アッ ラー* は あな た 方 を 弱き ? か ら お 創り に | 3 る 3 
な り 、 それ か ら (幼児 期 の ) 弱 さ の 後 、( 成 RA 
人 の ) 強 さ を お 授け に な り 、 そし て 強 さ の WE 
後に 、 弱 さ と 老 座 を 与え られ た お 方 。 か れ る RL 
は お 望み の も の を お 創り に な る 。 か れ は 全 | 
知 者 、 全 能 者 な の だ 。 

55. (復活 "の ) その 時 が 起こ る 日 、 発 量 者 (シー つみ 


ルク * の 徒 ) た ち は 、 自分 ) た ち が 僅か な 時 間 
し か (現世 で ) 過ごさ な か っ た 、 と 次 うぅ 6。 
その よう に 、 彼ら は (現世 で 、 真 理 か ら ) 
背 か され て いた の だ 。 


1 アッ ラー* を 否定 し 、 そ の 恩恵 に 対し て 恩 知 ら ず に な る ( ム ヤ ッ サ ル 410 
2 この 「 襲 」 に つい て は 、 雌牛 章 272、 フ ー 
3 この 「 盲 人 」 に つい て は 、 


雌牛 章 7、 


礼 * 章 46 と その 訳注 を 参照 。 


4 最終 的 な 導き が アッ ラー* の み に 委 ね られ て いる こと に つい て は 、 雌 和牛 章 272、 ユ ー ヌ ス * 
章 99-100、 蜜 蜂 章 37、 物 語 章 56 も 参照 。 


5 この 「 弱 さ 」 は 、 精 液 の こと 。 あ る い は 、 幼 少 期 の 弱い 状態 の こと (アル = クル トゥ ビー 


10:46 参照 )。 
6 ユー ヌス * 章 45 と その 訳注 、 


引き 離す も の 章 46 も 参照 。 


18、 家 畜 章 50、 フ ー ド * 章 20、24、 


EE EC 
oR 


参照 )。 


ド * 章 20、24 と その 訳注 も 参照 。 


雷鳴 章 16、 巡 


E、 及 び タ ー・ ハ ー 章 103、 信 仰 者 た ち 章 113-114、 砂 丘 章 35、 


30. ビザ ンチ ン 章 846 a 
56. また 、 知 識 と 信仰 心 を 授け られ た 者 た ち ! GN TE 
は 、 言 う 。「 あ な た 方 は 確か に 、 ア ッ ラ ー II の 2 (SE 
* の 書 の 中 で ?、 (あな た 方 が 誕生 し た 日 か | Ss ちる 
ら ) 復活 の 日 まで 、 過 ご し て いた の で ある 。 
そし て これ が 復活 の 日 な の だ が 、 あ な た 方 
は 知ら な か っ た 3 の だ 」。 
57.。 そ し て その 日 、 不 正 * 者 た ち を その 言い 訳 が 
凛 する こと は な く 、 彼ら が (、 ア ッ ラ ー* の ) 
ご 満悦 を 得る こと も 課さ れる こと は な い “。 
58. われ ら * は この クル アー ン * の で 確か に 、 
人 々 に 対し て あら ゆる 民 え を 挙げ た 。 そ し 2 
て (使徒 * よ ) 、 も し も あな た が 彼ら に 御 徴 a | | 
$ を も た らし て も 、 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち 
は 必ず や ( こ う ) 言う で あろ う 。「 (使徒 
* と その 信徒 た ちよ 、 ) あな た 方 は 虚妄 の 徒 
以外 の 何 も の で も な い 」 。 
59. 同様 に アッ ラー* は 、 知 ら な い 者 た ち 6 の 心 | @ GNSS 
を 閉じ られ る 。 
60. な ら ば ( 便 徒 * よ ) 、 あな た は は 胡 " せ よ 。 0 欄 池 FE ラウ 
ら 。 そ し て ( 科 話 と その 日 の 幸い を ) 確信 a 
し な い 者 た ち が 、 あな た を 動 米 させ る よう 
な こと が あっ て は 、 断 じ て な ら な い 。 
」 天使 *、 預 言 者 *、 信 仰 者 た どの こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 410 頁 参 照 )。 
2 つま り 、 ア ッ ラ ー* の 定め られ た 運命 の 中 で 、 と いう こと (アッ = テ サ ァ デ ィ ー645 頁 参照 )。 


3 真理 の 探求 と 追従 を 怠 (お ちこ た ) っ て いた た め に 、 


が な か っ た (アル = カー スィ ミー13:4790 参照 )。 
4 蜜蜂 章 84 と その 訳注 も 参照 。 


ス 


5 1 


肥 と 、 


彼 が 人 々 を 招い て いる も の の 正 し さ を 示す 、 


ー イ リー4:195 参照 )。 


oo 


ら 妨げ られ 、 真 到 


れる こと こと に つい て は 、 雌 和牛 章 7 の 訳注 を 参照 。 


復活 の 日 が 真実 で ある こと を 知る こと 


奇跡 な どの 証拠 の こと (アル = ジャ ザ 


知識 を 求め も せ ず 、 迷 信 に すがり つく 者 た ちの こと 。 無知 が 重なる と 、 真 理 を 知る こと か 
E を 嘘 と する よう に な る (アル = テバ イダ ー ウ ィ ー4:343 参照 )。 心 を 閉じ ら 


31. ル クマ ー ン 章 


ネン 


じ 

慈 尋 k あ まね く * 英 有 深き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 
・ ミ ーー た 2 


む けつ けい て ん み 


全 無 欠 3 な 啓典 の 御 徴 で ある 。 
導き と 、 普 を 尽く す * 者 た ち へ の 慈悲 。 


(彼ら は ) 礼 振 を 遵守 * し 、 浄 財 * を 払い 、 
そし て 来世 を こそ 、 ま さ に 確信 する 者 た ち 


それ ら の 者 た ち は 、 その 主 * の 導き の 上 に あ 
り 、 そ れ ら の 者 た ちこ そ は 成功 者 で ある 。 


人 々 の 中 に は 、 知識 も な く ア ッ ラ ー" の 道 か ら 
迷わ せ 、 (アッ ラー* の 御 徴 を ) 咽 笑 の 的 と 


すぐ べく 、 下らない 話 * を 買う 者 が いる 。 それ ら 


スン > ン ン 


EIGA 


ON 

ラン と セン ネジ レン イン イン 。 ラン 

内 0 は IKE 

Oa 

0 1 そ 2 
1ecseearee 


デー グ ジー ラー 


る AI 


の 者 た ち 、 彼 ら に こそ 屈辱 の 懲 


微 仙 が ある の だ 。 


Tos 


プラ タン 


上 8 


そし て 、 わ れ ら * の 御 徴 が 読 褒 さ れ た 時 に 
は 、 ま る で それ を 聞か な か っ た か の よう に 、 
あたかも その 両 耳 に 重 し が ある か の よう に 
じ で 、 高慢 に も 立ち 去っ た 。 な ら ば 彼 に は 、 
痛ま し い 懲 凡 の 吉報 を 告げ よ %。 


3 


シン 6 りら 


to 


いと と CR ICE RY 


GRG 3 を 


マッ カ * 啓 示 で 学者 の 見 解 は 、 ほ ぼ 一 致 。 ス ー ラ 


* の 名 称 は 、 


アー ヤ \12 以降 に 登場 する 、 


賢人 ルク マー ン に 由来 。 


る 訓 戒 の 言葉 を 通し て 、 ア 


正しい 行い * の すす め 、 


然 界 の 様々 な 驚く べき 現象 の 


ッ ラ ー *、 清 算 と 報 ( ぜ く ) い が 邊 


の 唯一 性 


復活 の 


* の 警告 な ど が 提示 され る 。 


HO 


ルク マー ン の 息子 に 対す 
寺 ち 受け る 来世 の 確証 、 


(に 現れ る 文字 群 *」 を 参照 。 


この 文字 群 に つい て は 、 頻出 名 ・ 用 語 解説 の 「 ク ルアー ン の 冒頭 
「 完 全 無 欠 な 啓典 の 御 徴 」 に つい て は 、 ユ ー ヌ ス * 章 1 の 訳注 


「 下 ら な い 話 」 と は 、 アッラー へ の 服従 か ら 勤 (いそ ) 


む お よう な 、 あ ら ゆ る 物事 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 411 


a 急 


ー 1 


「 懲 罰 


を 参照 。 


し ませ 、 彼 の お 喜び か ら 阻 (は ば ) 
参照 )。 


に 重 し が ある 」 に つい て は 、 家 畜 章 25 の 訳注 を 参照 。 
の 吉報 を 告げ る 」 と いう 表現 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 


家 章 21 の 訳注 を 参照 。 


31. ル クマ ー ン 章 848 OL 

8. 本 当 に 信仰 し 、 正 し い 行い * を 行う 者 た ち A A 
彼ら に は 安寧 の 楽園 が ある 。 OL 

9. 彼ら は そこ に 永遠 に 留まる 。 ア ッ ラ ー* の 真 SNS 
実 の お 約束 。 か れ は 偉 力 な ら び な い * お 方 、 oi 
英知 あふ れる * お 方 。 

10. アッ ラー* は 諸 天 を 、 い か な る 柱 も な し に お | 放っ る 2 多 
創り に な っ た 。 あ な た 方 は 、 そ れ を 目 に し wo て 3go の AN 
て いる !。 また 、 か れ は 大 地 に 、 それ が あな 20ob 二 と > 
た 方 と 共に 揺れ 動か な いよ う 、 堅 固 な 山々 2 と je 

DP rs 

を 投げ 入れ られ 、 そ こ に 地 を 歩 お あら ゆる ウッ ーー の yo 
生物 を 散開 させ られ た 。 そ し て われ ら *% は 天 
か ら ( 雨 ) 水 を 降ら せ 、 そ こ (大 地 ) に あ 
ら ゆ る 貴 再 [ い 種類 の も の を 生育 させ た の だ 。 

In.、 こ れ が アッ ラー* の 創造 で ある 。 な ら ば ( シ | eS BC ES 
ルク * の 徒 よ ) 、 か れ 以 外 の 者 た ち が 創 っ た | @⑥00 る 8 る kd» 
も の を 、 私 に 見 せ て みよ 。 いや 、 不正 * 者 た 
ち は 紛 れ も な い 迷 妄 の 中 に ある の だ 。 

12。 わ れ ら * は 確か に 、 ルク マー ジン 3 に 英知 4 な 授 Re LA 
け (、 と こう 言っ ) た 。「 ア ッ ラ ー* に (その OE 
恩恵 に 対し て ) 感謝 せよ 。 感謝 する な ら ば 、 あえ = Es 


彼 は 自分 自身 を 益 す る た め に 感謝 する に 
外 な ら な い の で あり 、 恩 知ら ず に な る の で 
あれ ば 、 実に ア ッ ラ ー* は (その よう な 者 の 
感謝 を 必要 と は され な い ) 満ち 足り た * お 
方 、 称 賛 さ れる べき * お 方 な の で ある 」。 


IN) 


w 


れ た 人 物 で あっ た 、 


た 


この 人 箇所 の 解釈 に つい て は 、 雷 鳴 章 2 
この 人 称 の 移り 変わ り に つい て は 、 


イブ ン ・ カ スィ ー ル * に よれ ば 大 半 の 学者 は 、 ルク マー ン は 預言 
一 説 に は 容 色 の 優れ な い 、 


この 「 英 知 」 は 宗教 理解 、 理 性 、 正 し い 言 


の 訳注 を 参照 。 


と し て いる 。 


(6:333-334 参照 )。 


食卓 章 12 「 わ れ ら *」 の 訳注 を 参照 。 


者 * で は な く 、 英知 を 授け ら 
エチ オビ ピア 人 奴隷 で あっ た 


葉 の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 411 頁 参照 )。 


31. ル クマ ー ン 章 849 OL 
13. (使徒 * よ 、) ルク マー ン が その 息子 に 、 彼 | 3 和朗 93 6 
人 OA INNA NY 
思い 起こ させ よ ) 。「 我 が 息子 よ 、 
INDD の 0 
当 に シル ク * は まさ し く 、 こ の 上 な い 不 正 * 
な の だ か ら 」。 
14。 一 われ ら * は 人 間 に 、 両 親 に 対し て (孝行 | 知る go る 
を ) 命じ た !。 彼 の 母親 は 、 哀 憶 の 上 に 衰弱 SES 
を 重ね て 、 彼 を 身ごもっ た の で ある 。 そし て OG TL 
乳 離れ (まで ) は 、 二 年 か か る の だ 。 (われ 
は 言っ た 。 ) 「 わ れ に 感謝 せよ 。 そ し て あな 
た の 両親 に 。 われ に こそ 行き 先 が あ ( り 、 そ 
こ で われ は 全て の 者 に 応報 す ) る の だ か ら 。 
15. そし て (信仰 者 の 息子 よ 、) も し 彼ら 二 人 3 Sp Migr ob 
が 、 あな た が (崇拝 * の 正当 性 に つい て ) 何 | 、 ち > レヒ な ば う 828 
ee あな Sd Sao 
た に 執 勧 に 迫っ て 来 た な ら ば 、 彼ら に 従う dS 
の で は な い ?。 また 現世 に お いて 、 彼ら に 適 る た 癌 と 
切な 形 ? で 同伴 せよ 。 そし て われ に よく ( 必 
悟 し て ) 立ち 返る 者 の 道 4 に 従う の だ 。 そ 
れ か ら わ れ に こそ 、 あ な た 方 の 帰り 所 が あ 
る の で あり 、 わ れ は あな た 方 に 自分 た ち が 
(現世 で ) 行っ て いた こと に つい て 、 あ な 
た 方 に 告げ 聞か せる の で ある 」 一 一 。 
16. (ルク マー ン は 言っ た 。) 「 我 が 息子 よ 、 SE I ES 
実に それ が (悪行 で あれ 、 善 行 で あれ ) 、 ck 1 っ る (39 ジテ ネン 8 


た と え 弁 子 種 一 粒 の 重 さ (ほど の も の ) で 
あり 、 岩 の 中 に あっ た と し て も 、 ま た は 諸 


1 夜 の 旅 章 23-24 も 参照 。 


1】 


ww 


俳 に は な ら な い 形 ? 
4 罪 を 悔 悟 し 、 フ 2 


同様 の 意味 を 含む 、 晶 昧 章 8 と その 訳注 も 参照 。 
こ お い て 、 と いう 意味 ( ム ヤ ッ サ ル 412 頁 参 照 )。 
アッ ラー* に 立ち 返り 、 預言 者 * ム へ ムハンマド * を 信じ た 者 の 道 (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


ン Ns os 
OS ENING 


31. ル クマ ー ン 章 850 oO し 5) らい 
天 (の どこ か ) 、 あ る い は 大 地 (の どこ か ) 
に あっ た と し て も 、 アッラー* は (復活 の 
8 ep られ (、 笠 に お か 
け に な ) る の だ 。 本 当 に アッ ラー は まさ し 
く 、 霊 妙 な * お 方 、 (全て に ) 通 暁 され た 
お 方 な の だ か ら 。 
17. 我 が 息子 よ 、 礼 排 を 遵守 * し 、 普 事 を 命じ 、| 35 っ 6 5 た 2 し 5 
悪事 を 禁じ よ ?。 そ し て あな た に 降り か か っ | 3533L2Cgx 5 
た こ RC 忍耐 * す る の だ 。 本 当 に そ る Ns 
れこ そ は 、 決 意 を 固め る べき 事柄 の 内 の も 
の で ある 。 

I8. ま た 、 あ な た の 類 を (高慢 さか ら 斜 に 構え | GUS 
て ) 人 々 に 向け て は な ら ず 、 大 地 を 得意 然 | @ っ お J 
と し て 歩い て は な ら な い 。 本 当 に アッ ラー 
* は 、 尊 大 ぶっ た 高慢 ち き な 者 を お 好み に は 
な ら な い の だ か ら 。 

19、 ま た 、 あ な た の 歩み に お いて 節度 を 保ち 、、| 1952w ぁ ba。 ジ ad 
自分 ) の 声 を 抑え よ 。 実に 最も 嫌 な 声 と は 、 SATIN 
まさ し く ロ バ の 声 な の だ か ら 4」 。 

20. (人 々 よ 、) 一 体 あ な た 方 は 、 ア ッ ラ ー* a | 
が あな た 方 に 諸 天 に ある も の と 大 地 に あ EE EE 
る も の を 仕え させ られ 、 か れ の 趣 わ な 、 そ er 
し て 密か な 恩恵 5 を 、 あ な た 方 に 全う され 

1 同様 の 意味 の アー ヤ * と し て 、 婦 人 章 40、 洞 密 章 49、 預言 者 * た ち 章 47、 地 震 章 7-8 な ど 
も 参照 

2 この 「 善 事 」 と 「 悪 事 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 104 の 訳注 を 参照 。 

3 遅 す ぎ で も な く 、 早 過ぎ で も な く 、 そ の 中 間 で 歩く こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:339 参照 )。 

4 これ は 、 話 し すぎ た り 、 必 要 も な く 声 を 上 げた りす る こと へ の 禁止 と 、 そ れ に 対す る 厳し 
い 非 難 を 表す (前 揚 書 、 同 頁 参 照 )。 こ れ ら 全て は 、 謙 虚 さ の 命令 を 示し て いる (アル ニク 
ルト ウゥ ビー14:71 参照 )。 

5 恩恵 の 「 填 わな も の 」 と 「 密 か な も の 」 に つい て は 、 前 者 が 「 健 康 と 財産 な ど 」、 後者 が 「 ア 
ッ ラ ー が 罪 を 大 目 に 見 て 下さ る こと 」、 ま た は 前 者 が 「 現 世 で の 恩恵 」、 後 者 が 「 来 世に お 
ける 恩恵 」 で ある 、 と いっ た 諸説 が あめ る が 、 も っ と 多く の 意味 も 含み うる (イブ ン ・ ジ ュ ザ 
イ 2.174 参照)。 


31. ル クマ ー ン 章 851 OL 
た の を 見 な い の か ? 人 々 の 中 に は 、 知 識 OE GEAY 
も 導き も 光明 の 書 ! も な い の に 、 ア ッ ラ ー* 

MA つい の 
る 者 が いる 

21. また 、 彼 ら に 「 ア ッ ラ ー* が (預言 者 * * ム ハ NN Eik3b49036b 
ンマ ド * に ) 下さ れ た も の に 従え 」 と 言わ CNC sR 
れれ ば 、 彼 ら は (こう ) 言っ た 。「 い や 、 | CE 
私 た ち は 、 私 た ち が 見 出し た 自分 ) た ちの ご ど 
先祖 様 の や り 方 2 に 従う 」。 一 体 、 シ ャ イ 
ター ン * が 彼ら を 銘 火 の 宙 罰 へ と 招い て い 
る と いう の に 、 (彼ら は そう する の ) か ? 

22、 誰 で あろ うと 、 普 を 尽く す 者 ^ で あり つつ 、| あっ うめ 庁 Js ら ル 35 の * 
アッ ラー* の み に 顔 を 向け て 服従 する 者 ^ RI IG 
その 者 は 堅固 な 取っ 手 を 確か に 握り 締め ON 
た の で ある 。 そし て アッ ラー* に こそ 、 物 事 
の 結末 は 属す る の だ 。 

23. ま た (使徒 * よ ) 、 不 信仰 に 陥っ た 者 "が い | 46 る を 08 
て も 、 そ の 不信 仰 が あな た * を 悲し ませ る よ | 人 @ っ 4 S08 
うな こと が あっ て は な ら な い 。 (復活 の 日 
*、) われ ら * に こそ 人 彼ら の 帰り 所 は あり 、 
われ ら * は 彼ら に 自分 た ち が 行 っ た こと を 
告げ 聞か せ (、 それ に 報い を 与え ) る の だ 
か ら 。 本 当 に アッ ラー* は 、 胸 中 を ご 存 知 
に な る お 方 な の で ある 。 

24。 わ れ ら * は 彼ら を (現世 で ) 少し 楽し ませ 、 るる: 
それ か ら (復活 の 日 荒 々 し い 懲 出 へ と 、 OLE 
彼ら を 無理 強い する 。 

1 「 光 明 の 書 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 184 の 訳注 を 参照 。 


2 


3 


「 ご 先祖 様 の や り 方 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 170 の 訳注 を 参照 。 
「 ア ッ ラ ー の み に 顔 を 向け て 服従 する 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 112 の 訳注 を 参照 。 
4 この 「 あ な た 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 120 の 訳注 を 参照 。 以下 、 同 様 の 表現 の 際 !( 


こも 、 同 訳 


31. ル クマ ー ン 章 


852 


OL 


25, 


26. 


27. 


28. 


29. 


また (使徒 * よ ) 、 も し も あな た が 彼ら ( シ 
ルク * の 徒 ) に 「 諸 天 と 大 地 を 創造 され た の 
は 、 誰か ?」 と 時 時 ね れ ば 、 彼ら は きっ と ( こ 
う ) 言う ト ア ッ ラ ー* で ある 」 。 言っ て や 
れ 。 「 (彼ら の 誤り を 、 彼ら 自身 に 証明 さ 
せ た ) ア ッ ラ ー* 称賛 * あ れ 」 。 いや 、 彼 
ら の 大 半 は 知ら な い の だ 。 


ッ ラ ー* に と こそ 、 諸 天 と 大 地 に ある も の は 
属す る 。 本 当 に ア ッ ラ ー* は 満ち 足り た * お 
方 、 称 次 され る べき * お 方 。 


そし て 、 も し 大 地 に ある (全て の ) 木 が 筆 
と な り 、 ( 水 が イ ンク と 化し た ) 海 が あっ 
て 、 そ の ( イ ンク が 尽き た ) 後 を 、 
海 が (イン ク で ) 補充 し た と し て も 、 
ラー* の 御 計 すき 尽く せな か っ た だ ろ 
!。 本 当 に アッ ラー* は 、 偉 力 な ら び な い 
so 英知 あふ れる * お 方 。 
(人 々 よ 、 アッ ラー* に と っ て ) あな た 方 の 
創造 と 、 あな た 方 の 優作 は 人 間 一 人 (の 
創造 と 復活 ) の よう な (容易 い ) も の 。 本 
当 に ア ッ ラ ー\ は よく お お 聞き に な る お 方 、 よ 
くど ご覧 に な る お 方 。 


(使徒 * よ 、) 一 体 あな を た は 、 ア ッ ラ ー* が 
夜 を 昼 に お 入れ に な り 、 0 
な る の を 見 な い の か ? また 、 か れ が 太陽 
と 月 一 一 (その ) いずれ も 、 定 め ら れ た 時 
期 (で ある 復活 の 日 ) まで 運行 し 続け る 
ーー を 仕え させ られ た の を ? また 、 ア ッ 


1 いか な る 創造 物 も アッ ラー* に は 似 て いな いよ う 
御 言葉 も また 、 
「 夜 を 昼 に …」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 27 の 訳注 
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に 、 ア ッ ラ ー* の 属性 の 一 つ で ある か れ の 
どん な 創造 物 の 言葉 と も 似 て いな い (アッ = ニ サ ァ デ ィ ー466 頁 参照 )。 
を 参照 。 


31. ル クマ ー ン 章 853 OL 5 らい 
ラー* が あな た 方 の 行う こと (全て ) に 通 時 
され て いる の を ? 

30. それは アッ ラー* こ そ が 真理 で あり 、 彼 ら | spccsh 引 る 放 和 3 
(シル ク * の 徒 ) が 、 か れ を 差し お いて 祈っ | ム 。 jkudbkafBbtudtos 
て いる も の が 、 虚 交 で ある た め 。 そ し て ア 
ッ ラ ー* と こそ が 、 至 高 の * お 方 、 大 いな る * 
お 方 で ある た め な の だ 。 

31. 一 体 あな を た は 、 船 が (創造 物 に 対す る ) ア | 如 こ cullae 基 刷 0 
ッ ラ ー* の 恩恵 と 共に 、 海 を 進 の を 見 な い NSIS 
の か ? (それ は ) か れ が 、 そ の 御 徴 ! の い る ぶる っ 多 
くつ か を あな た 方 に お 見 せ に な る た め 。 本 
当 に そこ と に は まさ し く 、 忍 面 "強く 感謝 深い 
全て の 者 2 へ の 御 徴 が ある 。 

32、 ま た 、 波 が 雲 の よう に 彼ら (シル ク の 徒 ) SE 
を 履 ( い 、 浦 死 の 処 怖 が 襲 ) えば 、 役 ら は JO MdN 4 
アッ ラー だ け に 真 対 に 柴 崇拝 行為 を 捧げ つ と る の 3 0 二 の 
つ 、 祈る の で ある 3。 そし て か れ が 彼ら を 陸 OE 
に お 救い に な れ ば 、 彼ら の ! ! に は いい 加減 - 
な 者 * も いる 。 われ ら * の 御 微 を 否定 する の 
は 、 あ ら ゆ る 無節操 で 不信 心 こ の 上 な い 者 
の みな の だ 。 

33. 人 々 よ 、 あな た 方 の 六 * を 虹 れ * よ 。 また 、 父 


親 が 自分 の 子 を 益 す る こ とこ と が な く 、 子 ども も 
また 、 そ の 父親 に 対し て 少し の 役 に も 立つ こ 
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GA PEG 
ER DS 


と の 「 御 徴 」 と は 、 ア ッ ラ ー の 唯一 性 *・ 御 知識 ・ 御 力 と を 示す 証拠 (アブ ー・ ア ッ テ サ ウー 
ド 7:77 参照 )。 
「 忍 遼 * 強 く 感 謝 深 い 」 に つい て は 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * 章 5 の 訳注 を 参照 。 


NM 


ww 


容 に つい て は 、 家 畜 章 63 な ど を 参照 ) を 守る 者 」「 信 仰 者 」「 


同様 の アー ヤ で ある 、 ユ ー ヌ ス 章 22 と その 訳注 も 参照 。 
「 海 で アッ ラー に 扱っ た こと (その 内 


「 い い 加 減 な 者 」 と 訳し た 語 「 ム クタ スィ ド 」 に は 、 


で は 信仰 を 語る が 、 内 心 


に は 不信 仰 を 隠す 者 」 と いっ た 諸説 が ある (アル テク ルト ゥ ピー14:80 参照)。 


31. ル クマ ー ン 章 854 OL 


と が な い (復活 の ) 日 * を 恐れ よ 。 本 当 に ア EG 
ッ ラ ー* の お 約束 は 真実 な の だ 。 な ら ば 決し 0 の sts 
GA 現世 の 生活 が あな た 方 を 欺 い た り 、 其 OPNAL 


く 者 ! が あな た 方 を 、 アッ ラー* に お いて 欺 
いた りす る こと が あっ て は な ら な い 。 

34. 本当に アッ ラー*、 か れ の 御 許 に こそ 、( 復 ES 
活 の 日 * の ) その 時 の 知識 が ある 。 また か れ GSN LI EH 
は 慈 雨 を お 降ら し に な り 、 子宮 の 中 に ある Jo の > る 3 RW タタ 
も の を ご 存 知 に な る 。 そ し て いか な る 者 | ァ ィ cd 
も 、 自 分 が 明日 か せ ぐ こと に な る も の を 知 
ら ず 、 い か な る 者 も 、 自 分 が い ず こ の 地 で 
死ぬ こと と に な る か を 知ら な い の だ 。 本当 に 
アッ ラー* は 、 全 知 者 、 (全て に ) 通 暁 さ 
れる お 方 。? 


1 「 歌 く 者 」 と は 、 ジ ン * と 人 間 か ら な る 、 シ ャ イタ ー ン * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 414 頁 参 照 )。 
2 家畜 章 59 と その 訳注 も 参照 。 
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第 32 章 
アッ = サジ ダ - 部 ! 


直 悲 あま ね く * 療 受 深き * 


アッ ラー* の 御名 に お いて 


アリ フ ・ ラ ー ム ・ 


(と の クル アー ン * は ) 全 創 造物 の 主 * か ら 
の 、 疑 惑 の 余地 の な い 、 啓 典 の 降 示 で ある 。 


いや 、 彼 ら (シル ク * の 徒 ) は 、 「 彼 ( ム 
ハン マ ド *) が それ (クル アー ン の を 所 造 
し た の だ 」 と 言う 。 い や 、 (使徒 * よ 、) 
それ は あな た が 、 あな た 以前 に いか な る 
警告 者 も 訪れ な か っ た 民 ? を 警告 する た め 

の 、 あな た の 主 * か ら の 真理 な の で ある 。 

(それ は ) 彼ら が 、 導 か れる よう に する た 
め な の だ 。 


アッ ラー* は 諸 天 と 大 地 、 そ の 間 の も の を 六 
日 間 で お 創り に な り *、 そ れ か ら 御座 に 上 が 
られ た 5。 か れ を 差し お いて 、 あ な た 方 に は 
いか な る 棄 護 護 者 も 執り 成 し 手 も いな い 。 
体 、 あ な た 方 は 教訓 を 受け な い の か ? 
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マッ カ * 啓 示 で 学者 の 見 解 は 、 
御 力 、 人 間 に 対 eh 
者 と 頑 迷 (が ん めい ) な 不信 仰 者 * の 態 
て いる 「 サ ジ ダ *」 は 、 信 仰 者 た ち が 従 順に サジ ダ * す る 
そし て 復活 の 日 * の 復活 と 清算 が 確証 
で も 対照 的 に 提示 され る 。 ス ー ラ * の 最 
た ち へ の 警告 に よっ て 締め くく られ る 。 
この 文字 群 に つい て は 、 頻出 名 ・ 
この 「 民 」 に つい て は 、 物 語 章 46 の 訳注 を 参照 。 


「 六 


「 御 座 ! 


こ 上 られ た 」 に 関し て は 、 高 壁 章 54 の 訳注 


ま ぼ 一 致 。 ク ルアー ン * の 真実 性 、 
それ に 対す る 従順 (じゅ うじ ゅ ん ) な 信仰 
度 が 対照 的 に 描写 され る 。 ス ー ラ \* の 名 称 と も な っ 


ュー ン イン シト スン マテ 
EPS 
ょ ーー づけ 5 
る 3 
rN EN 
の sg 
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SS ES っ みる 3 じ 
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oN ECIP) 
チレ EE 
os あの 250 しゅう 
OPI 


アッ ラー の 唯一 性 * と その 


描写 に 
され 、 そ こ に お ける 信仰 者 と 不信 仰 者 * の 描写 が ここ 
後 は 、 預 言 者 * へ の 司 (な ぐさ ) め と 、 不 信仰 者 * 


語 解 説 の 「 ク ルアー ン の 冒頭 


由来 する (アー ヤ *15 参照 )。 


(に 現れ る 文字 群 *」 を 参照 。 


間 で の 天地 創造 」 に つい て は 、 詳 細 に され た 章 9-12 と その 訳注 も 参照 。 
を 参照 。 


32. アッ = サジ タ 章 
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5. 


か れ は 天 か ら 地 まで (創造 物 の ) 物 事 を 司 | NEN 
られ 、 や が て それ は 、 あな た 方 が (現世 で ) SD 


数 える 千年 の 長 さ に 相当 する 日 へ 、 か れ の 御 - る っ 
許 へ 昇っ て いく 。 1 

それ は 不可 視 の 世界 * と 現象 界 ? を ご 存 知 の NG ES 
お 方 、 偉 力 な ら び な い * お 方 、 慈 愛 深 い * お 方 。 oN 
(か れ は 、) か れ が お 創り に な っ た 全て の EE 
物事 を 、 最 療 の 形 に され た お 方 。 また か れ あと と oN 
は 、 人 間 の ( 祖 ア ー ダ ム * の ) 創造 を 泥 土 か a 
ら 始 め ら れ た 3。 


それ か ら か れ は その 子孫 を 、 卑 し い 液体 か | @③ R68 


ら 抽出 し た 物 と され た 。 


それ か ら か れ は 彼 を 整 


えら れ 、 か れ の 弄 | 
か ら 、 そ こ に 吹き 込ま れ た 。 そ し て か れ は UN ちっ Nb 
あな た 方 に 、 聴覚 と 視覚 と 心 を 備え 付け て Do 


下さ っ た の だ 。 あ な た 方 が 感謝 する こと 


の 、 少 な いこ と 。 


10. 彼ら (シルク * の 徒 ) は 


る 者 た ち で ある 。 


言っ た 。「 一 体 、 私 | 天 Gus 
た ち が (死ん で 砂 と な り 、) 地 ! に 消え 失 DHE 1 る As 
せ た 後 、 本 当 に 私 た ち が 新 た に 創造 6* さ れる 
と で も いう の か ?」 Me 彼ら は (復活 の 
日 * の ) 自 2 分 た ちの 主 * と の 振 語 を 、 否 定 す 
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に 


wn 


この 「 日 」 は 「 ア ッ ラ ー* の ご 命令 が 下り 、 ま た 昇っ て いく まで の 期間 」 と も 、 ま た は 復活 


の 日 * の こと で ある と も 言わ れ 
章 12、 階 段 章 4 も 参照 。 


る (アッ テ シ ャ ン キ ー テ ィ 6:183-184)。 巡礼 * 草 47、 離 婚 


「 現 象 界 」 に つい て は 、 家 畜 章 73 の 訳注 を 参照 。 
ー ダ ム * が 「 泥 土 」 か ら 創造 され た こと に つい て は 、 ア ル テ ヒ ジュル 章 26 の 訳注 を 参照 。 


これ は 、 そ れ に よっ て 人 間 が 


造 の 変遷 (へ ん せん ) に つい て は 、 巡 礼 * 章 5、 信 仰 者 た ち 章 14 も 参照 。 


E 殖 する 、 精 液 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 415 頁 参 照 )。 人 間 の 創 


と の 「 か れ (アッ ラー?) の 魂 」 に 関し て は 、 ア ル ニ ヒ ジュ ル 章 29 の 訳注 を 参照 。 
「 新 た な 創造 」 と は 、 復 活 の こと (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 


32. アッ = サジ タ 章 857 
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Ii. (使徒 * よ 、) 言っ て や る が いい 。「 あ な た 
方 を 任 さ れ た 死 の 天使 ! が 、 あ な た 方 (の 
' 魂 ) を 召す の だ 。 それ か ら あ な た 方 の 主 * 
の 御 許 に こそ 、 あ な た 方 は 戻ら され (て 、 
行い の 清算 を 受け ) る 」。 


12。 そ し て 、 も し あな た が 、 自分 た ちの 主 * の 御 
藤 で 頭 を うな だ れ て いる * 蔵 悪者 た ち を 見 
る な ら ば 。 (彼ら は 言う の だ 。) 「 我 ら が 
主 * よ 、 私 た ち は 見 、 聞 きま し た 3。 で すか 
ら 、 私 た ち を (現世 に ) 返し て くだ さい 。 
そう すれ ば 、 正しい 行い * を 行い ます 。 本 当 
に 私 た ち は (今や 、 あ な た の 唯一 性 * と 復活 
を ) 確信 する 者 な の で すか ら 」。 * 


13. また 、 も し われ ら * が 望め ば 、 全 て の 者 に 導 
き を 与え た で あろ う 。 し か し 、「 わ れ は 必 
ず や 、 地 獄 を 全て の (不信 仰 な ) ジ ン * と 人 々 
で 満た す の だ 」 と いう 、 わ れ ら * か ら の 言葉 
が 確定 し た の で ある 。 5 

14. な ら ば (シルク * の 徒 よ ) 、 自 分 た ちの この 

日 の 拝 調 を 忘れ て いた ゆえ に 、 ( 懲 六 を ) 

味わえ 一 一 実に われ ら * も 、 あ な た 方 を 忘 


1 「 死 の 天使 *」 に つい て は 、 家 畜 章 61、93 な ども 参照 。 
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Od RE A 


21 ため て と と とり 


ひと CS す は みあ 
ei oR 
Dr LD ELS 


アン ラリ レッ る ラ 
SU CK りみ 


つこ を いつ 


2 恥ず か し さと 後悔 ゆえ に 、 頭 を うな だ れる (アル テバ ガウ ィ ー3.:596 参照 )。 
3 ( 今 、 私 た ち は ) 自分 た ち が (現世 で ) 嘘 と し て いた も の を 見 、 否 定 し て いた も の を 聞き 


ルト ッ ゥ ピー14:95 参照 )。 家 畜 章 158 と その 訳注 も 参照 。 


まし た 、 と いう こと 。 し か し この よう な 確信 も 、 こ の 時 に 


は も う 役 に 立た な い (アル = テク 


4 いざ 復活 の 日 * (ある い は 死 ) が 到来 する と 、 彼 ら は 現世 で の 猫 予 を 求め た り 、 自 分 た ち を 


現世 に 返し て くれ る こと を 頼ん だ りす る 。 だ が 、 も ちろ ん それ は 叶わ な い 。 家畜 章 27-28、 


高 壁 章 53、 イ ブラ ー ヒ ー ム * ゞ * 章 44、 信 仰 者 た ち 章 99-100、 創 成 者 * 章 37、 落 し 深い お 方 


章 11-12、 相 談 草 44、 偽 信者 * た ち 草 10-11 も 参照 。 


wn 


頁 参 照 )。 


そし て それ は 、 彼 ら が 導き を そっ ちの け で 迷い を 選ん だ こと の 結果 で ある ( ム ヤ ッ サ ル 416 


32. アッ = サジ タ 章 858 sadls ps -Yt 
た の だ ! < 方 が 行っ て いた 
こと ( 不 信 爺 ゃ 虹 ゆえ に 、 永 遠 喜 の 懲 信 を 
味わえ 。 

is. われ ら * の 御 微 (アー ヤツ を 信じ (、 そ の | 35LogWEso る に 
教え を 実践 お) る の は 、 そ れ で 教訓 を 与え 3 
られ れ ば 思い 上 が る こと な く サ ジ ダ * し て OE 
崩れ 落ち 、 自分 > た ちの 主 * の 称賛 * と 共に 
(か れ を ) 称 える * 者 た ち に 外 な ら な い 。 読 
語 の サジ ダ ? 

16. ( 懲 前 を ) 怖 れ 、 ( 奉 美 を ) 望み つつ 、 そ SN 
の 半 に 祈り な が ら 、 彼 ら の 脇腹 は 寝 度 床 か ら EEC 
遠ざかる 2。 そし て 彼ら は 、 われ ら * が 授け SS 
た も の か ら (施し の た め に ) 費やす 3 の だ 。 

17. また 、 いか な る 者 も 、 彼 ら (信仰 者 た ち ) が | 50 
行っ て いた (善い ) こと ゆえ の 報い と し て 、 oo た 
彼ら の た め に 秘蔵 され た 喜び を 知ら な い 。 * 

18. 一 体 、 信 仰 者 だ っ た 者 は 、 放 逸 だ っ た 者 と | @6 な CN LEK 
同様 だ ろう か ? 彼ら は 同等 で は な い 。 

19. 信仰 し 、 正 し い 行い * を 行っ て いた 者 た ち は | 英 cchS0 は 2 を < 下 の 
と いえ ば 、 彼 ら に は 自分 た ち が 行 っ て いた SL BA 


と ゆえ の 御 も て な し と し て 、 ( 真 の ) 住処 
の 楽園 が ある 。 
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彼ら が 「 忘 れ て いた 」 と いう の は 、 来 
に 測れ て いた こと を 、 
on ( ム ヤ ッ サ ル 416 


けい 、 夜 の 礼拝 に 勤しむ ひと と (アッ テニ サ ァ ディ ー655 


遠ざかり 、 そ れ よ り も 


「 い 眠り か ら 


ッ ラ ー* は こう 仰せ られ た : 
な く 、 


引 参 照 )。 
「 わ れ ら * が 授け た も の か ら ・…‥」 に つい て は 、 睦 和牛 
「 喜 び 」 に つい て は 、 マ ル ヤ ム * 章 26 の 訳注 を 参照 。 


いか な る 耳 も 聞い た こと も な く 、 


世 の こ と を お ろ そ か に し 、 現世 の 享楽 (きょう らく ) 
アッ ラー* が 「 忘 れ た 」 と いう の は 、 彼 ら の こと を 懲罰 の 中 に 置き 去 
参照 )。 


章 3 の 訳注 を 参照 。 

預言 者 * は 仰 (お っ し ゃ ) っ た 。「 ア 
『 わ れ は 正しき わが 僕 (し も べ ) に 、 
いか な る 人 間 の 心 に も 思い 浮か ん だ こと の な いよ 
うな も の を 、 用 意 し て お いた 』」 (アルテ ブ ハ ー リ ー34779 参照 )。 


いか な る 目 も 見 た こ と も 


32. アッ = サジ タ 章 859 serJl 5 ) Vt 

20. そし て 、 放 輝 で あっ た 者 た ち は と いえ ば 、 NG 
の 住処 は (地獄 の ) 業火 。 そこ か ら 出 よう と | tstb4cugdbd 
する た び 、 彼ら は そこ に 戻さ れる 。 そし て (に っ 83 イン レッ ーー 3 ’ 

SI 
う ) 言わ れる の だ 。 「 あ な た 方 が 台 呼 ば わり ORS tA RIN 
し て いた 、 業 火 の 懲 罰 を 味わう が よい 」。 

21、 ま た 、 わ れ ら * は 必ず や 彼ら を 、 最 大 の 懲 SSN 
凛 で は な く 、 最小 の 懲 凡 "か ら 味わわ せよ oR 2NuSN 
う 。 (それ は ) 彼ら が 、 (その 罪 か ら ) ゝ 
ち 返 る よう に する た め 

22. 自分 の 主 * の 御 徴 で 教訓 を 与え られ て いな oO 2 
が ら 、 そ れ に 背 を 向け る 者 より も ひど い 不 | @5zz26o sa (ee 
正 * を 働く 者 が いよ うか ? 本 当 に われ ら * 

は 、 罪 悪者 ら に 報復 する 者 な の で ある 。 

23。 わ れ ら * は 確か に 、 ム ー ー サ ー* に 啓典 (トー | ゅ 5 を Cc 
ラー や を 授け た 。 な ら ば 、 彼 と の 面会 ? に RS 
つい て 、 疑 わし く 思 っ て は な ら な い 。 そし (to! 
て われ ら * は それ を 、 イ スラ ー イ ー ル の 子 ら 
* へ の 導き と し た の だ 。 

24. また 、 わ れ ら * は 彼ら (イス ラー イー ル の 子 EES 

ら *) が 妨 3 遼 * し た 時 、 . 彼 ら の 内 か ら 、 われ SE 
ら * の 命令 に よっ て 導 く 導師 た ち を 出し 
た 。 そし て 彼ら は 、 われ ら * の 御 微 を こそ 、 
確信 し て いた の で ある 。 

25. 本当 に (使徒 " よ ) 、 あ な た の 主 * こ そ は 復 | っ 2 ああ 人 み 35S) 
活 の 日 *、 彼ら が (宗教 に 関し ) 意見 を 異 に OR EC 


し て いた こと に つい て 、 彼ら の 間 を お 裁き 
に な る 。 


1 


2 て の 「 


「 最 大 の 懲罰 」 と は 、 復 活 の 日 * の も の 。「 最 小 の 懲罰 」 
こと ( ム ヤ ッ サ ル 417 頁 参 照 )。 
面会 」 は 、 預 言 者 *: ム ハン マ ド * が 昇天 し た 時 ( 和 夜 の 旅 章 1 の 訳注 を 参照 ) に 、 
サー* と 会 っ た 時 の こと を 示し て いる と され る (前 掲 書 、 


と は 、 現 世に お ける 試練 や 災難 の 


ムー 
同 頁 参照 )。 


32. アッ = サジ タ 章 860 sadl is ) Vt 
26. そ し て 一 体 、 わ れ ら * が 彼ら 以前 に どれ ほど | ASoaE を NN っ る 
多く の (不信 仰 な ) 民 * を 滅ぼし た か 、 彼ら | 80 
に は 明らか に な っ て いな い の か ? 彼ら は OLN 35 
その 者 た ちの 住居 の 中 を 、 (その 滅亡 の 跡 
を 目 に し て ) 歩い て いる と いう の に ? 本 
当 に その 中 に は まさ し く 、 御 徴 ! が ある 。 
一 体 彼ら は (アッ ラー* の 御 言葉 に ) 耳 を 
傾け な い の か ? 

27. また 一 体 、 彼 ら は われ ら * が 不毛 の 地 に 水 を YA は PD 
引っ ぱっ て 行き 、 そ れ に よっ て 作物 を 生育 dn 
させ る の を 見 な か っ た の か ? 彼ら の 家畜 の の と 
と 彼ら 自身 は 、 そこ か ら 食 する の だ 。 一 体 、 
彼ら は (この 恩恵 を ) 目 に し な い の か ?2 

28. 彼ら (シル ク * の 徒 ) は 、 言う 。「 (私 た ち | 世 を っ だ $6 
が 懲罰 を 受け る と いう ) その 裁決 は 、 いつ あこ の 
な の か ね ?3 も し あな た 方 が 、 本 当 の こと 
を 言っ て いる の な ら ?」 

29. (使徒 * よ 、) 言っ て や れ 。「 裁 決 の 日 、 不 | eo の EE 
信仰 だ っ た 者 * た ち を その 信仰 が 益 す る こ EGE 
と は な く ^、 彼 ら が 猫 予 を 与え られ る こと も 
な い 」。 

30. な ら ば 彼ら か ら 離 れ 、( ア ッ ラ ー* の 彼ら に | ⑨92bo。 る じみ 人 吉 


対す る 処分 を ) 6 
な た 方 の 不幸 を ) 、 


OR 
待つ 者 た ちな の で ある 。 


jas 


この 「 御 微 」 と は 、 使 徒 * た ちの 正 


サル 417 頁 参 照 )。 


1 い 】 


ww 


4 復活 の 


と いう こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


アー ヤ *12 と その 訳注 も 参照 


直さ と 、 そ の 民 の シル ク * の 虚妄 さ を 示 す 証 拠 (ヘム ヤッ 


そし て その よう な 力 が ある アッ ラー* に は 、 復 活 を 行わ れる 力 が 備わっ て いる こと に 気付 か 
な い の か 、 
これ は 、「 早 く 私 た ち に 懲罰 を 下 し て みよ 」 と いう 挑発 を 意味 する (前 掲 書 、 同 


参照)。 


*、 あ る い は 死 が 訪れ た 際 の 悔 悟 に つい て は 、 家 畜 章 158 と その 訳注 を 参照 。 
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9 


D2 


i 


、 預言 者 * よ ?、 アッ ラー* を 黒 れ * よ 。 そし て 不 


じ ひ じ あい 

慈悲 あま ね く * 慈 愛 深き * 
み な 

アッ ラー* の 御名 に お いて 


信仰 者 * た ちと 偽 信者 * た ち に 従っ て は な ら 
な い 。 本 当 に アッ ラー* は も と より 、 全 知 者 、 
英知 あふ ゃ れる * お 方 な の だ か ら 。 


また 、 あ な た の 主 * か ら あ な た に 下さ れ た も 
の (啓示 ) に 従え 。 本 当 に アッ ラー* は 、 あ 


な た 方 が 行う こと (全て ) に 通 暁 され た お 
方 で ある 。 

そし て アッ ラー* に こそ 、 全 て を 状 ね る * の 
だ 。 アッ ラー* だ け で 、 委任 者 * は 十分 な の で 
ある 。 


アッ ラー* は いか な る 者 に も 、 そ の 内 面 に 二 
つの 心 を お 与え に は な ら な か っ た *。 ま た か 


— 


w 


マデ ィ ー ナ * 刻 示 で 学者 の 見 解 は 一 致 。 ス ー ラ * の 名 称 は 、 


彼ら と 徒党 を 組ん だ アラ ブ 諸 部 族 が 、 マ ディーナ * 内 の ユダ 


力 と 共に 、 マ ディ ー ナ * に 攻め て 来 た ヒ ジュ ラ 暦 *5 年 の 「 涯 


イン 1 セイ 


は 6383 
EY 
D> 

RL 


イン 1 る 


PU ンプ UN 
に の の っ 
クラ イシ ュ 族 * の 不信 爺 者 * と 、 


ヤ 教 徒 * の 一 部 と 偽 信者 * ら の 協 
* 族 連合 の 戦い 」 別名 「 新 壌 ( ざ 


ん どう) の 戦い 」 が 描写 され て いる こと に よる 。 マ ディ ー ナ * 啓 示 の 常 と し て 、 ズ ィ ハ ー ル 


*、 養 子 縁組 、 結 婚 、 と ジャ ー プ ブ (女性 の ペール) な どの 法 


的 側面 を 取り 上 ば げ る 一 方 、 預 言 


者 * と その 家族 に 関す る 特別 規定 な ども 提示 され る 。 ま た 部 族 連 合 の 戦い に お ける ムスリム 
信仰 者 ・ 不 信仰 者 *・ 偽 信者 * ら の 様子 や 、 兵 数 が 約 一 万 に も 達し た 強大 な 敵 軍 (ムスリム * 


軍 は 兵 数 約 三 千 ) を 戦う こと な く 奇 跡 的 に 撃退 し た 情景 の 


ョ 写 は 、 ア ッ ラ ー* の 恩恵 へ の 感 


謝 と 、 か れ と その 使徒 * へ の 従順 (じゅ うじ ゅ ん ) さ の 重要 性 、 そ し て アッ ラー* の 勝利 は 


誠実 な 信仰 者 の も ちと に こそ や っ て 来る 、 と いう こと を 想起 
この 預言 者 * ム ハン マ ド * へ の 語り か け に つい て は 、 雌 和牛 章 


させ る 。 
120 の 訳注 を 参照 。 


「 委 任 者 」 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 用 語 解 説 の 「 請 け 負 われ る * お 方 」 を 参照 。 

と の 解釈 に は 、「 そ の 頭 の 良さ ゆえ に 、 自 分 を 『 二 つの 心 が あ る 者 』 だ と 言っ て いた 、 ク ラ 
イシ ュ 族 * の 不信 仰 者 * に 対す る 批判 」 「 一 つの 心 が 、 信仰 と 不信 仰 を 両立 する こと は な いこ 
と 」「 人 間 に 心 が 二 つ な い の と 同様 、 事 実 上 『 母 親 が 二 人 い る 』 と いう 主張 で ある ズ ィ ハ ー 
ル * は 、 あ り 得 な いこ と 」 な ど 諸 説 あ る (アル = テク ルト ゥ ピー14:116-117 参照 )。 
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れ は 、 あ な た 方 が ベ ズ ィ ハ ー ル * す る あな た 方 
の 妻たち を 、 あ な た 方 の 母親 と は され な か 
っ た し 、 あな た 方 の 養子 を 、 あ な た 方 の ( イ 
スラ ー ム * 法 的 に 正当 な ) 子供 と も され な か 
っ た 。 そ れ は あな た 方 の 口先 の 言葉 ! で ある 。 
そし て アッ ラ "は 真実 を 語ら れる の で あ 
り 、 か れ が (正しい ) 道 へ と お 導き に な る 
の だ 。 


彼ら (養子) を 、 そ の (生み の ) 3 父親 に 帰属 
させ て 呼べ 、 そ れ が ア ッ ラ ー* の 御 許 で 、 よ 
り 公 正 な の だ か ら 。 そ し て も し 、 あ な た 方 
が 彼ら の (生み の ) 父親 を 知ら な い の で あ 
れ ば 、 (彼ら は ) 宗教 に お ける あな た 方 の 
同胞 で あり 、 盟 友 で ある 。 ま た 、 あ な た 方 
が (意図 せ ず ) 間違っ た こ と に お いて 、 あ 
な た 方 に は いか な る 罪 も な い が 、 (アッ ラ 

ー* が お 符 め に な る の は ) あな た 方 の 心 が 意 
図 し た こ と な の で ある 。 アッ ラー* は も と よ 
り 、 赦 し 深い お 方 、 Se 


預言 者 * (ムハンマド ? は 、 信仰 者 た ち に 関 
し 、 彼 ら 自身 より も 優先 され る の で あり 2、 
その 妻たち は 彼ら の 母親 な の で ある *。 ま た 
近親 関係 に ある 者 た ち は (遺産 相続 に 関 
し ) 、 ア ッ ラ ー* の 定め に お いて 、 信 仰 者 た 
ちや ム ハ ー ジ ルー ン * よ り も お 互い に 優先 


= 


sl 


ズ ィ ハ ー ル * の 言葉 に よっ て 、 


と ( ム ヤ ッ サ ル 418 頁 参照 )。 


< 


eG I 
くば ee 
OERN SS NS 


Wo 
PE の 
CR 
Eo 
の る 


| 


と 名 gh 5 

rd CI | を ちゃ 
Cd Tho 

3 0 


分 の 雪が 実 の 母親 の よう に 結婚 不可 能 な 相手 と な る こと は 
な く 、「 こ れ は 私 の 息子 だ 」 と 主張 する こと で 、 養子 関係 が 確定 する こと も な い 、 


と いう こ 


預言 者 * は 仰 (お っ し ゃ ) っ た 。「 私 の こと が 自分 


身 の 親 や 子供 、 


そし て 全て の 人 々 より 


も 愛す べき 存在 と な る まで 、 人 は (上 真 に ) 信仰 し て は いな い 」 (アル = テ ブ ハー リー15 参照 )。 


彼 の 妻たち は 、 
女 ら へ の 敬意 、 善 行 、 尊 散 と いっ た 義務 ゆえ に 、 
トゥ ピー14:123 参照 )。 


彼 以外 の 誰 と も 結婚 で き な い 関係 に ある (アー ヤ *53 参照 ) と 同時 に 、 彼 
「 信 仰 者 た ちの 母親 」 で ある (アル = クル 
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され る !。 但 し 、 あ な た 方 の 盟友 に 善 事 を 行 
うこ と * は 別 で ある 。 それ は も と より 、 書 ( 守 
られ し 碑 板 *) の 中 に 記さ れ て いた の だ 。 


よ げん 


(預言 者 * よ 、) われ ら * が 預言 者 * た ちか ら 
彼ら の 確約 * を 取っ た 時 の こと (を 思い 出せ )。 
また あな た か ら 、 そし て ヌー フ *、 イブ ラー ヒ 
ー ム *、 ムーサ ー*、 マル ヤム * の 子 イ ー サ ー* 
か ら (確約 を 取っ た 時 の こと を ) 4。 わ れ ら * 
は 彼ら か ら 、 厳 粛 な る 確約 を 取っ た の だ 。 


(それ は ) か れ (アッ ラー*) が 誠実 な 者 た 
ち に (復活 の 日 り 、 そ の 誠実 さ ざ に つい て お 
尋ね に な る 5 た め 。 . そ し て か れ は 不信 仰 者 
た ち に 、 痛 まし い 懲 馬 を 用 意 さ れ た 。 


信仰 する 者 た ちょ 、 あな た 方 に 対す る アッ ラ 
ー * の 恩恵 を 思い 起こ す の だ 。 あな た 方 の も 
と に 軍勢 6 が 到来 し 、 われ ら * が 彼ら に 風 と 、 
あな た 方 に は 見 えな か っ た 軍勢 を 遣わ し た 
時 の こと を ?。 アッ ラー* は も と より 、 あな た 
方 が 行う OS 


= 


to 


w 


た 


wn 


〇 


ココ 


戦利 品 * 章 75 と その 訳注 を 参照 。 


2 


oA 


Nr 


ATR Ed | HG 
の の の 0 


レネ 


2 
シン イン s 


< oo 
2 っ 2 328 3 
の 3 


近親 関係 に ある 相続 人 で も な い 者 た ちの 相続 は 撤廃 (て っ ぱい ) され た が 、 それ 以外 の 「 療 


事 」」、 つ まり 援助 、 
ー ル 6:382 参照 )。 


普 行 、 よ い 関係 の 維持 、 遺 言 な ど は 


行う こと が 出来 る (イブ ン ・ カ スィ 


アッ ラー* の 教え を 伝え 、 か つ 全 て の 預言 者 * を 信じ る と いう 「 確 約 」 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 
419 頁 参 照 )。 雌牛 章 40 「 契 約 」 に つい て の 訳注 も 参照 。 


ここ で 数 ある 預言 者 *『 の 中 で も この 五 人 が 取り 上 げ ら れ て いる の は 、 彼 ら が 刻ま 
アル テア ズム )」 で ある た め (アル テバ ガウ ィ ー3:610 


られ た 、「 決 然 と し た 者 た ち (ウル ー・ 
参照 ) と され る 。 相 談 章 13、 砂 丘 章 35 も 参照 。 


アッ ラー* は 彼ら 預言 者 *、 そ し て その 追随 者 た ち に 、 


と 法 を 授け 


確約 を 全 (まっ と ) うし た か どう か 、 


お 尋ね に な る (アッ ニテ サ ア ディ ー659 頁 参照 )。 高 壁 章 8 の 訳注 も 参照 。 


この 「 軍 勢 」 と は 、 部 族 連 合 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 419 頁 参 


訳注 を 参照 


照 )。 詳 し く は 、 ス ー ラ \ 冒 頭 の 


強風 が 部 族 連合 軍 の 設営 し た テン ト な ど を 吹き 飛ば し 、 天 か ら は 天使 * が 送ら れ 、 その 心 に 


恐怖 が 吹き 込ま れ た (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 
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10. あな た 方 の 上 方 か ら 、 そ し て あな た 方 の 下 Me 2 
い 出 せ ) !。 ま た 、 視 線 が We っ 0 ts っ 3 
け と な っ て 、 彼 ら 以外 の 全て か ら ) 狗 
心臓 が 喉元 に まで 達し 、 お た が アッ ッ ラ 
ー* に 対し て (様々 な ) 憶測 2 を し た 時 の こ 
と を 。 
Ii. そこ で 信仰 者 た ち は 試練 を 受け 、 激 し く EA OO 
動揺 し た 。 oe 
12. また 、 偽 信者 * た ちと 心 に 病 が ある 者 た ち | goboAsEG あ 3 
が 、 と こう 言っ た 時 の と と (を 思い 出せ ) 。 OA 
「 私 た ち に ア ッ ラ ー* と その 使徒 * が 約束 し 
た こと * は 、 欺 き 以 外 の 何 も の で も な か っ 
だ 
13. また 、 彼 ら ( 僧 信 者 * た ち ) の 内 の 一 団 が 、| GN SR 5G 


(こう ) 言っ た 時 の こと (を 思い 起こ せ ) 。 
「 ヤ スリ プ * の 民 よ 、 あな た 方 が (戦い で 敗 
れる た め に ) 慰留 する こと は な い 。 だ か 
ら 、 (マデ ィ ー ナ * の 中 に ) 戻る 6 の だ 」 0 


~ 


ユダ ヤ 教 徒 * の クラ イザ 族 ら が 所 


参照 )。 


NN) 


つま り 真 撃 (し ん し ) な 信仰 者 た ち は 、 


者 た ちの 脳裏 (の うり ) に は 敗北 が よぎっ た 。 ま た 、 
示さ れる よう な こと を 憶測 し た (アル テバ イダ ー ウ ィ ー4:366 参照 )。 


の 


「 心 に 病 が ある 者 」 と は 、 


419 買 参 照 )。 


た 


つま り 、 勝 利 の こと (前 掲 書 、 
ー (ペル シャ 王 ) の 富 は ムスリム * の も の と な る だ ろう 、 と 予 


ー2952 参照 )。 


m 


6 ムスリム * 軍 


マデ ィ ー ナ * の 旧称 ( ム ヤ ッ サ ル 419 頁 参 照 )。 
還 は マデ ィ ー ナ * 郭 外 に 町 壊 (ざん ご どう ) を 堀 り 、 そ の 付近 に 駐留 し て いた ( ア 


上 参照)。 


ッ テ サ アァ ディ ー660 


アッ ラー* の お 約束 が 果たさ 
偽 信 者 * た ち は 、 


同 頁 参照 )。 預 言 者 # は 、 カ エサ ル (ロー マ 皇 


SI と 2 と ちえ 


SDR 69 
® NS の 2 


マデ ィ ー ナ * 東 部 の 谷 の 上 方 か ら アラ ブ 庄 部 族 が 、 西 部 の 谷 の 下方 か ら は クラ イシ ュ 族 *、 
っ て 来 た こ と を 示す と いう (アル ニク ルト ゥ ピー14:144 


れる と 思い 、 ま た ある 
次 の アー ヤ * 以 降 に 


心 に 疑念 が ある 、 信 仰 心 の 弱い ムスリム * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 


帝 ) と ホス ロ 
言 し て いた (アル ー ブ ハ ー リ 


33. 部 族 連 合 章 
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14. 


5, 


16. 


17. 言 


また 、 彼 ら ( 偽 信 者 * た ち ) の 内 の 一 派 は 、 
「 本 当 に 私 た ちの 家 は ( 英 か ら ) 無防備 な 
の で す 」 と 言っ て 、 預言 者 * に (自宅 に 帰る ) 
許し を 請 う 。 それ は 無防備 で は な いと いう 
の に 。 彼ら が 望ん で いる の は 、 逃 亡 以外 の 
何 も の で も な い の だ 。 


また 、 も し 彼ら ( 偽 信 者 た ち ) が その 方 々 
か ら ( 敵 軍 に ) 侵入 され 、 試 練 ! を 要求 さ 
れ た ら 、 そ れ を (進ん で ) 差し 出し た で あ 
ろう 。 そし て そこ (試練 ) に お いて 、 少 し 
だ けし か 持ち 堪え る こと は な か っ た の だ 。 


また 、 彼 ら は 確か に (その 戦い ) 以前 、 背 
を 見 せ て 逃 げ な いと の 契約 を (、 ア ッ ラ ー 
* と その 使徒 * と ) 結ん だ 。 アッ ラー* の 契約 
は 、 も と より (その 遵守 を ) 問わ れる こと 


に な っ て いる 。 


(預言 者 * よ 、 彼 ら 偽 信 者 * た ち に ) 言っ て 
A 

。 た と え あ な た 方 が 、 死 や 殺害 か ら 逃 れ 
た と し て も 。 そし て そう し た と し て も 、 あ 
な た 方 は 僅 i か ば か り し か 、 (この 現世 で ) 
楽し ませ て は も ら え な い の だ 」。 


っ て や る の だ 。「 あ な た 方 を アッ ラー* 
か ら 守 っ て くれ る の は 、 誰 な の か ? も し 
か れ が 、 あ な た 方 に 災い を 望ま れる か 、 
MN 7) 
ら ば ?」 彼ら は ア ッ ラ ー* 以 外 、 自分 
へ の いか な る 棄 護 者 も 援助 者 も 見 | 
と が な い 。 


すこ 


F ミ 


1 この 「 試 練 」 と は 、 イ スラ ー ム * を 棄 


( す ) て 、 不 信人 


サ ア ディ ー660 頁 参 照 )。 
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者 * た ちの 宗教 に 戻る こと (アッ = 


33. 部 族 連 合 章 


866 


Obs と YY 


18. アッラー* は 、 あ な た 方 の 内 (アッ ラー* の I A DN 
道 に お ける 戦い ) の 妨害 者 た ちと 、 そ の 仲 | 26 移 szgsy 
間 た ち に 「 (ムハンマド * を 捨て て ) 私 た ち Os 
の も と に 来る が よい 」 と 言う 者 た ち を 、 確 
か に ご 存 知 で ある 。 そ し て 彼ら は 僅か ば か 
り し か 、 戦 い に や っ て 来る こと が な い 。 」 

19. あ な た 方 (信仰 者 た ち ) に 対し て 、 惜しみ つ EE ES 
つ ?。 (戦い に よる 死 の ) 興 怖 が 到来 し た 時 、 i 
あな た は 彼ら が あな た を 涯 視 す る の を 見 た | と っ 8 
で あろ う 。 まる で 死 (へ の 和 恐怖) ゆえ に 気絶 IO 
する 者 の よう に 、 彼ら の 眼 は 回 る 。 そし て 恐 0 
他 が 立ち まっ た 時 に は 、 普 き も の ( 持 呈 ) | うつ 
を 惜しみ つつ 、 あ な た 方 に 鋭い 口調 で まく Drs 
し 立て た の だ 3?。 そ れ ら の 者 た ち は 信仰 し て 
は いな か っ た の で あり 、 ア ッ ラ ー* は その 行 
い を 無 駄 に され た 。 i ッ ラ フー* に と う 
て 、 も と より 容易 いこ と だ っ た の だ 。 

20. 彼ら ( 偽 信 者 * た ち ) は 、 諸 (部 族 ) 連合 が | ktbssdo5NK っ る 
行っ て し まっ た の で は な い 、 Oe EPJ 
*。 また 、 も し 請 (部 族 ) 連合 が (再び) | ee お KC 
や っ て 来 た ら i SK 
な た 方 の (動向 に つい て の ) 知ら せ を 尋ね 2 8 
つつ 、 べ ドウ ィ ン た ちと 共に 砂漠 に いた な 
ら ば 、 と 望ん だ で あろ う 。 そ し て も し あな 
た 方 と 共に あっ た な ら ば 、 彼 ら は 僅か ば か 
り し か 戦う こと な ど な か っ た の だ 。 

1 死 へ の 恐怖 の た め 。 あ る い は 戦い に 参加 する の は 、 単 な る 外 聞 や 見 せ か け の た め (アル = 


クル トゥ ビー14:152 参照 )。 


いい 】 


っ た こと を 犠牲 に する こと を 惜しん だ ( ム ヤ ッ サ ル 420 
戦い の 時 に は 誰 よ り も 腫 病 (お く び ょ う ) だ が 、 


w 


雄弁 に な っ た (アル = クル トゥ ビー14:154 参照 )。 


た 


アッ ラー* が 彼ら を 退却 (た いき ゃ く ) させ られ た 後 も 、 偽 信者 * た ち は 恐 怖 と 
びょう ) さゆ え に 、 役 ら の 退却 を 信じ な か っ た の だ と いう ( ム ヤ ッ サ ル 420 


偽 信者 * た ち は 信仰 者 た ち へ の 敵意 と 憎しみ ゆえ 、 彼 ら に 対し て 財産 ・ 生 命 ・ 労 力 ・ 愛 情 と い 


戦利 品 * 


参照 )。 

の 分 配 な ど に お いて は 、 誰 より も 
騰 病 (お く 
参照 )。 
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ob と YY 


21. 


22. 


23. 


24. 


(信仰 者 た ちよ 、 ) 確か に 、 あ な た 方 に と っ 

て アッ ラー* の 使徒 * の 内 に は 、 よ き 模 範 が あ 
っ た 。 ア ッ ラ ー* と 最 最後 の 日 * を 望み \、 アッ ラ 
ー タ な よく 貴信 念 し て いた 者 に と っ て は 。 


また 信仰 者 た ち は 、 諸 (部 族 ) 連合 を 目 に 
し た 時 、 (こう ) 言っ た の で ある 。 「 こ れ 
は アッ ラー* と その 使徒 * が 、 私 た ち に 約束 
し た さ は lo を し で デア ッ ラ ー* と その 使徒 * 
は 、 本 当 の こと を 仰 られ た 」。 それ 3 は 彼 
ら に 、 信 仰 心 と 従順 さ し か 上 乗せ し な か 
っ た の だ 。 


信仰 者 た ちの 内 に は 、 ア ッ ラ ー\* と 契約 し た 
こと に 誠実 で あっ た 男 た ちがい る 。 また 、 
その 中 に は 次 約 を 果たし た 者 も いれ ば 、 そ 
の 中 に は きつ 者 ? も いる 。 彼 ら は (契約 を ) 
改題 し て し まう と と な ど 、 な か っ た の だ 。 


(これ ら の 出来 事 が 起こ っ た の は 、) ア 
ラー が か 請 な 有 た ち を その 庶 実 さわ 
和 れ 、 偽 信 者 * た ち を 人 前 され 一 一 も し 、 か れ が 
(彼ら の 懲罰 を ) お 望み な ら ば で ある が 
、 あ る い は 彼ら の 修悟 を お 受け 入れ に 
な る た め 。 本 当 に アッ ラー* は も と より 、 赦 
し 深い お 方 、 慈愛 深い * お 方 。 
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sl 


ww 
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wn 


こと の 「 望 む 」 に つい て は 、 ユ ー ヌ ス * 章 7 の 訳注 を 参照 


一 説 に 、 こ れ は 雌牛 章 214 に ある 言葉 。 つま り 近 い 


ン ・ カ スィ ー ル 6:392 参照 )。 
部 族 連合 を 目 に し た こと ( ム ヤ ッ サ ル 420 頁 参 照 )。 
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の 勝利 に 先駆 ける 試練 の こと (イブ 


アッ ラー* の 道 に お いて 列 教 (じゅ ん きょう ) し た り 、 契 約 を 全 (まっ と ) う し た 、 あ る い 


は 契約 に 
アー ヤ *15 を 参照 。 


勝利 か 狗 教 と いう 、 い ずれ に し て も 善き も の を 待つ 者 の こと (前 掲 書 、 同 真 参照 )。 悔 


52 も 参照 。 


誠実 な 状態 で 死 を 迎え た り し た 者 の こと (前 掲 書 


芋 421 頁 参 照 )。 契 約 に つい て は 


ほ 悟 草 
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25. ま た アッ ラー* は 、 不 信仰 だ っ た 者 * た ち | Cga レ 6 
NM NG 


26. 


27, 


28. 


て ア A i 戦い な し で 
済ま せ て 下さ っ た ! o アッ ラー* は も と よ 
Ne ee 
あら れる 。 


また か れ は 、 啓典 の 民 * の 内 、 彼ら (部 族 連 
合 ) を 援助 し た 者 た ち % を その 砦 か ら 引 き 
ずり 出し 、 そ の 心 の 内 に 恐怖 を 投げ 入れ ら 
れ た 。 あな た 方 は (その ) 一 派 を 殺し 、( 別 
の ) 一 派 は 捕虜 と する 。 


また 、 か れ は あな た 方 に 、 彼 ら の 土地 、 役 
ら の 住居 、 . 彼 ら の 財産 、 そし て あな た 方 が 
まだ 足 を 踏み 信 れ て は いな い 土 地 3 を 引き 


継が され た 。 アッ ラー* は も と より 、 全て の 
こ と が お 出来 に な る お 方 。 
預言 者 * よ 、 あ な た 妻たち に 言う の だ 。 


「 も し 現世 の 生活 と その 館 り が 欲し い の 
な ら 、 来 な さい 。 私 は あな た 方 に 贈り 物 * 
を や り 、 あな た 方 と 綺麗 さっ ぱ り 別 れ て 
や ろう 。 
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部 族 連合 の 退却 の 経緯 (いき さ つ ) A 
を 境 (さか い ) に 敵 の 侵攻 は 途絶 (と だ ) え 


カス ィ ー ル 6:396 参照 )。 


アー ヤ *9 の 訳注 を 参照 。 沿 、 
送 に ムスリム * 軍 


いい) 
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ユダ ヤ 教 徒 * の クラ イザ 族 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 421 


て いた ユダ ヤ 教 徒 * ナ ディ ー ル 族 (集合 章 


か ) され 、 協 定 を 結ん で いた ムスリム * た ち を 裏切り 、 


ィ ー ル 6:384 参照 )。 


その 当時 、 ま だ ムスリム * た ちの 土地 と は な っ て いな か っ た マッ カ *、 
イエ メン な どの こと (アッ = テ タ バリ ー8:6650 参照 )。 


雌牛 章 236 で 言及 され て いる 、 離 婚 の 際 の 贈り 物 の こと (前 掲 書 、 


ロー マ 帝 国 、 


AGRE 
EN で ン ン 
RI GIRARD 
まこ 2» 


OR 


CE Fa っ 
i 
も SN SN 


CE う ビ 1 TO 
OE SR 


間 
UL 


この 出来 
軍 の 進撃 が 始ま る (イブ ン 


頁 参 照 )。 既 に マデ ィ ー ナ * を 追放 され 
参照 ) の 長 フ ヤ ャ イイ ・ ブ ン ・ ア フタ ブ に 唆 (そそ の 


部 族 連合 に 協力 し た (イブ ン ・ カ ス 


ハイ バル 、 ペル シャ 、 


同 頁 参照 )。 
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32, 


そし て 、 も し あな た 方 が ア メー だ で の 
使徒 *、 来世 の 住ま い を 望む (が ゆえ に 忍耐 
* し て 使徒 * に 従う ) の な ら 、 本 当 に アッ ラ 
ー" は あな た 方 の 内 、 善 を 尽く す * 者 た ち に 
偉大 な 奏 美 を 用 意 さ れ て いる 。 ! 


預言 者 * の 妻たち よ 、 あ な た 方 の 内 、 紛 れ 
も な い 醒 行 を 犯す 者 が あれ は 、 その 者 に 
は 徐 宙 が 二 倍 に 倍増 され よう 。 そ し て そ 
れ は も と より アッ ラー* に と っ て 、 容易 い 


と と な の だ 。 


あな た 方 の 内 、 アッ ラー* と その 使徒 * に 護 
ん で 仕え 、 正しい 行い * を 行う 者 が あれ ば 、 
われ ら * は その 者 に 褒美 を 度 与 えよ う 。 そ 
し て われ ら * は 彼女 の た め に 、 貴 い 糧 3 を 用 
意 し て も いた の だ 。 


よ げん し ゃ 


預言 者 * の 妻たち よ *?、 あ な た 方 は (その 徳 
と 地位 に お いて 、) 女性 た ちの 誰 と も 同様 
で は な い 。 も し あな た 方 が (アッ ラー* を ) 
異 れ * る な ら ば 、 (マハ ラム * で も な いり い 男 性 
に 対し て ) な よ な よ と し た 物言い を し 、 心 
に 病 が ある 者 に (禁じ られ た ) 欲望 を 抱か 
せ て し まっ て は な ら な い 。 そ し て 適切 を 物 
言い ? を する の だ 。 


— 


ー ヤ *28-29 は 、 


ヤッ サル 421 頁 参照 )。 


この 呼び か け に よる 一 


「 醸 行 」 に つい て は 、 蜜 蜂 章 90 の 訳注 を 参照 。 
「 貴 い 糧 」 と は 、 天 国 の こと (前 掲 書 422 真 参照 )。 
連 の 指導 は 、 預 言 者 * の 妻 だ け で な く 、 全 て の ムスリム * 女 性 に も 向 


けら れ た も の で ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:408 参照 )。 
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ず 、 放 逸 な 者 の 欲望 を 煽 


自分 た ち へ の 出費 を 増やす よう 要求 し た 、 


EO そし て 彼女 ら は 全員 、 アッ ラー* と その 使徒 * 


DANO 

Re AIT NS 
SC 

a IN 
So NG TD I 

OSIRASE 


I ASI A 


Wt Cr ts 
SL 


i 
EI SEIT al 
OE 2 


預言 者 * の 妻たち に 関し て 下 
、 そ し て 来世 を 選ん だ ( ム 


疑惑 の 原因 と な る よう な こと を 避け つつ 、 イス ラー ム * 法 に 沿っ た 形 で 、 聞く 者 が 嫌 に も 思わ 
(あお ) ら な いよ うな 物言い (アッ ニテ シャウ カ ー ニ ー4:365 参照 )。 


33. 部 族 連合 章 870 ol りーYY 
33. また (必要 時 以外 は ) あな た 方 の 家 に 留 ま どら くそ 6555 わかっ 5 
り 、 先 ⑦ 0 で ビリ = ヤ * の 飾り 立て Nh Na 
の よう に 、 自 ON 
財 * を 支払 い 、 ア ソラ ー と その 人 人 1 5 6 20 
上 J 
え 。 本当 に アッ ラー* は ーー (預言 者 * の ) Ss $s a 
家 の 者 た ち ? よ ーー、 あな た 方 か ら 機 れ を 取 
り 除き 、 あ な た 方 を 綺麗 に 清め られ た い の 
で ある 。 

34. そ し て (預言 者 * の 妻たち よ ) 、 あな た 方 の PCC 
家 で 読 語 さ れる アッ ラー* の 御 徴 と 英知 CR 
念 する の だ 。 本 当 に ア ッ ラ ー* は も と OE EVE 

、 霊 妙 な * お 方 、 通 暁 さ れ た お 方 。 

35. 本 当 に 服従 する 男 (ムスリム や た ちと 服 EAS TN 
従 する 女 た ち 、 信仰 する 男 た ちと 信仰 する の IO AI 
女 た ち 、 従 順 な 男 た ちと 従順 な 女 た ち LI GE 
( 詩 動 に お いて ) 正直 な 男 た ちと 正直 な 女 a LRA 
WM 人 和 3 A 8 BE = 3 5 
恭順 な 男 た ちと 恭順 な 女 た ち 、 よ 

3 と と て 2 2 て 0 
す 男 た ちと よく 施す 女 た ち 、 (義務 、 任意 AL 明り M 
を 問わ ず ) サウ ム * す る 男 た ちと サウ ム * す この ーー も 
る 女 た ち 、 肖 ら の 陰部 を (禁じ られ た 物事 | sib et = 
か ら ) 守る 男 た ちと (それ を ) 守る 女 た ち OE NE 
アッ ラー" を よく 唱 低 念 する 者 た ちと 、 (か 
れ を よく ) 唱 念 する 女 た ち 、 ア ッ ラ ー* は 


IS) 


の 


の こと 。 この アー ヤ \* の 意 


m 


アー ヤ *59、 御 光 章 31、 
子 孫 を 含む 、 そ の 一 族 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 422 頁 参照 )。 

* の アー ヤ *、「 英 知 」 は 、 そ の 奥 に ひそ お 意味 と 、 預言 者 * の スン ナ * 
「 心 に 刻 せ 」 だ け で な く 、 その 読 席 、 熟考 ( じ 
ゅ っ こう )、 そ こ に 含ま れる 英知 と 法規 定 の 発見 、 そ の 実践 と 解釈 な ども 含ま れる と され る 


預 


60 も 参照 。 


言 者 * の 妻 
「 御 徴 」 は クル アー ン 
味 に は 、 その 言葉 を 


(アッ テニ サ ァ ディ ー663 頁 参 照 )。 
「 恭 順 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 45 の 訳注 を 参照 。 


と の 「 禁 じ ら れ た 物事 」 に つい て は 、 御 光 章 30 の 訳注 を 参照 。 


33. 部 族 連合 章 


hos YY 


36. 


37. (預言 者 * よ 、) アッ ラー* が 恩恵 を ね お 授け 
に な り 、 あ な た が 恩恵 を 与え た 者 (ザイ 
ド ・ ブ ン ・ ハ ー リ サ ) 3 に 、 あな た が (こう ) 
言っ た 時 の こと (を 思い 出さ せよ ) 。「 ( ザ 
イド よ 、 ) あな た の 妻 1 を 自分 の も と に 留め 
て お け 。 そし て アッ ラー* を 長 れ る * の だ 」 。 
そし て あな た は 、 ア ッ ラ ー* が 胃 わ に され る 
こと に な る も の を 心 の 内 に 隠し *、 ア ッ ラ ー 
* が あな た の 迅 れ る に より 相応 し い お 方 な 
の に 、 人 々 を 麗 れ て いた 6。 そし て ザイ ド が 


彼ら の た め に 、 お 赦し と 偉大 な 寿美 !' を ご 用 


意 さ れ た 。 


逆らう 者 が いれ ば 、 確 か に 彼 は 紛れ も な く 
迷い 去っ て いる の で ある 。2 


よ げん 


彼女 と の (離婚 と いう ) 用 件 を 果たし (、 


イッ ダ * が 終了 し ) た 時 、 わ れ ら * は あな た 
(それ は ) 自分 た ち 
の 養子 の 妻 (と の 結婚 ) に 関し 、 彼 ら が 彼 


と 彼女 を 結婚 させ た 。 


1】 


た 


[il 


天国 の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 422 頁 参 照 )。 
同様 の アー ヤ * と し て 、 婦 人 章 65 も 参照 。 


信仰 者 の 男性 も 、 信 仰 者 の 女性 も 、 ア ッ ラ 
ー* と その 使徒 * が 何 か を 裁決 し た ら 、 彼 ら 
に 自分 た ちの 武生 に よる ( 別 の 裁決 の ) 選 
択 は な い 。 そ し て アッ ラー* と その 使徒 * に 


GB ogo 
ラン 
RAS A 


ン 
プン ンマ 


MSA 


he Eb 
HIG TED ELA 
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アッ ラー* は 役 に イ スラ ー ム * の 恩恵 を お 授け に な り 、 預言 者 * ム ハン マ ド * は 奴隷 * で あっ た 
彼 を 解放 し 、( イ スラ ー ム * に お いて 養子 関係 が 禁じ られ る 前 に ) 彼 を 自分 の 養子 と し た (前 


掲 書 423 
ザイ ナブ ・ ビ ント ・ ジ ャ ハシ ュ の こと (前 掲 書 、 


参照 )。 


同 頁 参照 )。 


アッ ラー* は 、 ザ イド が その 妻 ザ イナ ブ を 離婚 し 、 預 言 者 * が 彼女 と 結婚 する こと に な る こ 


と を 、 預 言 者 * に 前 も っ て 知ら せ て いた (前 掲 書 423 頁 
分 の 養子 の 妻 と 結婚 し た 」 と 言う こと を 、 恐 れ て いた 


悪意 ある 人 々 が 、「 ム ハン マ ド * は 
(前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 


参照 )。 


33. 部 族 連 合 章 


872 


hs YY 


38. 


39. 


40. 


41. 


42. 


女 ら と の (離婚 と いう ) 用 件 を 果たし た な 
ら ば 、 信仰 者 た ち に と っ て の 罪 に は な ら な 
い (よう に する ) た めで ある !。 ア ッ ラ ー* 
の ご 命令 は も と より 、 実 行 さ れる こと に な 
っ て いた の だ 。 


よ げん し ゃ 


預言 者 * は ア ッ ラ ー" が 彼 の た め に 合法 と ) 
定め られ た こと に お いて 、 何 の 罪 も な い 。 
過去 に 滅び 去っ た (預言 者 * た ち に お ける 、 
アッ ラー* の 摂理 (と し て 、 か れ が お 定め に 
な っ た こ と な の で ある ) 。 アッ ラー* の ご 命 
令 は も と より 、 (既に ) IO 
命 な の だ 。 


(彼ら 預言 者 * た ち は 、) ア ッ ラ ー* の お 言 伝 
を 伝達 し 、 か れ (の み ) を 恐れ 、 ア ッ ラ ー 
* 以 外 の いか な る も の も 記 oo 
者 た ち 。 そ し て アッ ラー* だ け で 、 清 算 者 * 
は 十分 で ある 。 


ムハンマド * は そもそも 、 あ な た 方 の 男性 の 
内 の 、 誰 の 父親 で も な い 2?。 し か し アッ ラー 
* の 使徒 *、 預 言 者 * た ちの 封印 3 な の だ 。 そ 
し て アッ ラー* は も と より 、 全 て の こと と を ど 
存 知 の お 方 。 


信仰 する 者 た ちよ 、 
せよ 。 


そし て か れ を 、 朝 に 夕 に 称え * よ 。 


0 
アッ ラー* を よく 唱 念 


Rel SG 
EP 


Ne 


DD 


PO TA I | 
0 の 0 
NR FD a rd 


本 る es 


ン ィ ッ 


OS ls zo る 


I 


PS 


OL 


= 


つま り ア ッ ラ ー* は 、 自分 


の 養子 が 離婚 し た 女性 と 


結婚 する こと を 合法 と する た め 、 預言 者 


* を その 実例 と し て お 選び に な っ た 。 養 子 関係 そ を の も の は アー ヤ *5 に よっ て 禁じ られ た ( ム 


ヤッ サル 423 頁 参照 )。 
預言 者 * は 生前 、 


NN) 


ザイ ド を 含め 、 い か な る 成人 * 男 性 の 父親 と な る こと も な か っ た 。 彼 の 男 


児 は 皆 、 天 折 (よう せつ ) し て いる (アル テク ルト ウゥ ビー14:196 参照 )。 


最後 の 預言 者 *、 


w 


と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 423 頁 参 照 )。 


33. 部 族 連合 章 873 ob と -YY 

43. か れ は 、 あ な た 方 (信仰 者 ) を 聞か ら 光 ! へ RR A 
と (導き) 出す べく 、 あ な た 方 の た め に ( 善 a (ed 
きこ と を ) 念じ られ た 2 お 方 。 そし て 、 か れ 0 
の 天使 * た ち も (あな た 方 の た め 、 善き こと 

を 念じ る けり RS か れ は も と よ り 、 信仰 者 た ち 
に 対し て 慈愛 深い * お 方 な の だ 。 

44. その 日 (天国 で ) 、 彼ら が (アッ ラー* か ら ) ICU し スタ を 学 
受け 取る その 挨拶 は 、「 (あな た 方 に ) 平 あら っ 
安 を *」 。 そし て か れ は 彼ら の た め 、 貴 い 究 
美 ? を ご 用 意 され た 。 

45. 預言 者 * よ 、 実 に われ ら * は あな た を 、 証 人 *、 I EE IG GE 
吉報 を 伝え る 者 、 警 告 を 告げ る 者 7 と し て 遺 あふ る 
わし た 。 

46. ま た 、 か れ の お 許し の も と に 、 ア ッ ラ ー* | 0 区 の の C2 

.《 の タツ ヒー ド う へ と 招く 者 、 煙 々 た る 灯 
火 と し て 。 
47. そし て ( 宮 言 者 * よ 、) 信仰 者 た ち に は 、 ア の し 
ッ ラ ー* の 御 許 か ら 彼 ら へ の 大 き な ど ご 軸 窟 あじ る = 
が ある こと の 吉報 を 伝え よ 。 
48 5 不信 仰 者 * た ちや 偽 信者 * 0 so 


、 彼 ら の 害 は 放っ て お き 、 
の の 
で 委任 者 は 十 2 分 な の で ある 。 


アッ ラー* 
し 


= 


5) 


この 「 閣 」 と 「 光 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 257 の 訳 沼 
アッ ラー* が 彼ら の た め に 「 念 


じ ら れ る 」 と は 、 彼ら に 


され る こと ( ム ヤ ッ サ ル 423 頁 参 照 )。 


の 


天使 * た ち が 彼 ら の た め に 「 念 じ る 」 と は 、 


彼ら の た め 


赦し 深い お 方 章 7-9 も 参照 。 


8 頻出 名 ・ 用 語 解説 の 「 全 


「 あ な た 方 に 平安 を 」 に つい て は 、 
「 貴 い 褒 美 」 と は 、 天 国 
「 証 人 」 に つい て は 、 雌 
「 吉 報 を 伝え る 者 」「 警 


雷鳴 章 24 の 訳 泊 


牛 章 143 の 訳注 を 参照 。 


の こと (前 掲 書 424 真 参照 )。 


え Gt ラン ンマ イイ ンマ る ズー 
②④ う し を) し REN k= 


を 参照 。 
ご 慈悲 を か け 、 彼 ら を 讃 美 (さん び ) 


に 祈願 する こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 
生 も 参照 。 


告 を 告げ る 者 」 に つい て は 、 雌 牛 章 119 の 訳注 を 参照 。 
て を 請け 負わ れる * お 方 」 も 参照 。 


33. 部 族 連 合 章 


874 


Obs YY 


49. 


50. 


信仰 する 者 た ちよ 、 あな た 方 が 信仰 者 の 女 
た ちと 結婚 し 、 それ か ら 彼 女 ら に 触れ る 前 
i に 彼女 ら と 離婚 し た な ら ば 、 あ な た 方 に と 

っ て 彼女 ら に 3 数 え る べき イッ ダ * は な い ?。 

な ら ば 彼女 ら に 贈り 物 を 与え *、( 結 婚 関係 
か ら ) 綺麗 に 解き 放っ て や る の だ 。 


よ げん し ゃ 


預言 者 * よ 、 本 当 に われ ら * は あな た に 、 あ 
な た が 婚 資 金 * を 贈っ た あな た の 妻たち を 
合法 と し た 。 また 、 アッ ラー\ が あな た に 戦 
利 品 と し て お 写 え に な っ た 、 あ な た 方 の 右 
手 が 所 有 し た 者 た ち (奴隷 * 女 性 ) も 。 また 
あな た と 共に 移住 "し た ?、 あ な た 方 の 父 方 
の 叔 ( 介 ) 3 父 の 娘 た ち 、 あな た 方 の 父 < 方 の 
叔 ( 伯 ) 母 の 娘 た ち 、 あな た 方 の 母方 の 叔 
( 伯 ) 3 父 の 娘 た ち 、 あ な た 方 の 母方 の 叔 
(仙骨 の 娠 た ち も *。 ま た 信 作 者 の 女性 も 、 
も し 彼女 が 預言 者 * に 、 自 ら を ( 婚 資 金 * な 
し で 妻 と し て ) 贈っ た な ら ば ( 彼女 は 彼 
に と っ て 合 合法 で ある ) 。 (但し 、 それ は ) 
も し 預言 者 * が 、 彼 女 と の 結婚 を 望ん だ 場合 
で ある が 7。 (それ は 外 の ) 信仰 者 た ち は 別 
と し た 、 あ な た だ け の 特別 な も の 。 わ れ ら 


性 交 す る 前 に 、 
2 イッ ダ * の 種類 に つい て は 、 雌 和牛 


章 228「 三 度 の 


3 雌牛 章 236-237 も 参照 。 


wn 


こと の 「 戦 利 品 * 
これ は 預言 者 * ム へ ムハンマド * だ け の 、 特 別 な 条 


と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 424 頁 参照 )。 
経 」 に つい て の 訳注 も 参照 。 
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(ファ イ ゥ ウゥ)」 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 


語 解説 を 参照 。 
件 と され る (アッ テニ サ ァ ディ ー669 頁 参照 )。 


一 般 に 共通 し た 規定 。 ま た 、 


アー ヤ \ 冒 頭 か ら こ こま で は 、 預 言 者 * だ け で な く ム スリ ム * 男 性 
ここ て で 一 部 の 近親 女性 が 挙げ られ て いる の は 、 そ れ 以 外 の 女性 が 禁じ られ て いる と いう わ 


け で は な く (婦人 章 23 も 参照 )、 結婚 する こと を 許さ れる 最近 緑 の 女 性 を 示し て いる に 過 


ぎ な い (前 掲 書 、 同 
紫 実 上 、 預言 者 * に 


= 


参照 )。 


ュ グ 


自ら を 差し 出し た 女性 


は 複数 に 上 る が 、 


彼 が それ を 受け 入れ た こと は 一 


度 も な か っ た と され る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:444 参照 )。 


33. 部 族 連合 章 875 bs, po YY 
* は 確か に 、 彼ら (信仰 者 た ち ) の 妻 と 、 彼 
ら の 右手 が 所 有する も の (奴隷 * 女 性 ) に つ 
いて 、 わ れ ら * が 彼ら に 定め た も の ! を 知っ 
て いる 。 (これ ら の こと を 、 あ な た に 特別 
に 合法 と し た の は 、) あな た に 困難 が な い 
よう に する た め 。 アッ ラー* は も と より 、 落 
し 深い お 方 、 慈 愛 深い * ね お 方 。 

51、 あ な た は 、 あ な た が 漠 お 者 を 澤 ら せ 、 あ な | 。 ど ddMg あ 68285 と 
た が 望む 者 を 自分 の も と に 引き 寄せ る *。 ま CG BE EA SIE 
た 、 あ な た が 一目 は ) 3 避け た 者 の 内 、 あ NO 
な た が (後に ) 欲し た 者 も 。 あ な た に は い | 265 に 。 スジ の こち の 
か な る 罪 も な い 。 それ が 、 彼女 た ち が 斉 ん | 向っ ScAz25 
で *、 悲 し どこ と は な く 、 彼 女 た ち 全 員 が 、 ④ じ と と 
あな た が 彼女 ら に 与え た も の に 満足 する 
の に 、 よ り 適 切な の で ある 。 ア ッ ラ ー* は 、 
あな た 方 の 心 の 中 に ある こと を ど ご存知 で 
ある 。 アッ ラー* は も と より 全 知 者 、 寛大 な 
* お 方 な の だ か ら 。 

52. 以後 、( 計 に 結婚 し て いた 事 た ちと は 別 の ) | GA 
女性 た ち (と の 結婚 ) は 、 あ な た に 許さ れ LI 
な いし 、 彼 女 ら を (離婚 し て 、 別 の ) 妻 た 名 CI 


= 


to 


w 


た 


と の 「 定 め た も の 」 と は 、 自 由 民 女 必 
と 、 そ し て 結婚 の 際 に は 、 後見 人 、 婚 
ヤッ サル 424 頁 参 照 )。 
と これ は 、 自 ら を 差し 出し た 女性 
128 と その 訳注 も 参 
配分 は 、 預言 者 * に と っ て の 義務 で は な か っ た が 、 
た 、 と する (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:446 参照 )。 

「 そ れ 」 と は 、 そ の 選択 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 425 
で は な い に も 関わ ら ず 、 預 言 者 * が 妻たち に 平等 に 


、 共 に 過ごす 


資金 *、 証人 が 条 付 


尻 ) に 関す る こと と され る 。 一 部 の 学者 は 、 妻 た ち へ の 時 間 の 
それ で も を 彼 は 


カス ィ ー ル 6:446 参照 )。 


この 「 喜 び 」 に つい て は 、 マ ル ヤ ム * 章 26 の 訳注 を 参照 。 


員 参 照 )。 ま た は 、 


上 は 四 人 まで 、 奴 隷 * 女 性 は 数 の 制限 な く 結 婚 で きる こ 
上 付け られ る こと で ある と され る ( ム 


計 間 を 妻たち の 間 で 配分 する こと (婦人 章 


『 等 な 


計 間 を 平等 に 振り 分 け て い 


分 に と っ て は 義務 
こ 時 間 を 割 ( さ ) いて いた こと (イブ ン ・ 
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ちと 換え る こと も (許さ れ な い ) !。 た と え 、 
彼女 ら ( 妻 以外 の 女性 た ち ) の 美 し さ が 、 
あな た を 膝 了 し た と し て も 。 但し 、 あな た 
の 右手 が 所 有する も の (奴隷 * 女 性 ) は 別 で 
ある 。 アッ ラー* は も と より 、 全て の こと を 
見 守ら れる お 方 。 


可 さ れ た 場 除き 、 預言 者 * の 家 に 入っ て 
RR (食事 が 用 意 で きる ) その 時 
を 、 ( 彼 の 家 の 中 で ) 待っ て も な ら な い 。 
し か し 呼ば れ た ら 人 り 、 食べ 終わ っ た ら 
解 敵 する の だ 。( 預 言 者 * の 迷惑 に な る まで 、 
夢中 に な っ て 長 々 と ) 話 に 興じ る こと な 
く 。 本 当 に その こ と は 預言 者 * を 害し て いた 
の で あり 、 NH 
抱く の だ か ら アッ ラー* は 、 真 理 に 対し 
5 お 。 また 、 あ な た 方 
が 彼女 ら ( 彼 の 表 た ち ) に 何ら か の 物 を 上 
む 時 に は 、 希 い の 向 こう か ら 、 彼 女 ら に 頼 
む の だ 。 それ が あな た 方 の 心 と 彼女 ら の 心 
に と っ て 、 より 清 い の で ある 。 また 、 あ な 
た 方 に は アッ ラー* の 使徒 * を 害し た り 、 彼 
の ( 死 ) 後 、 そ の 妻たち と 結婚 し た りす る 
こと は 、 絶対 許さ れ な い *。 本 当 に それ は 
も と より 、 ア アッ ラー* の 御 許 で この 上 な いこ 
MA 


| 


= 


I} 


ww 


た 


これ は 預言 者 * ム ハン マ ド * の 妻たち が 、 


アー ヤ *29 を 受け て 、 


る CB と ず 公 っ 


記 
ン 


そ ー マ 


KG と を ) 


II 3 a 
oe 
EN IO 
gE IG 
7 i 5 1 
hs dpe i et 
So 56 5 
or TSI GE 
(cl あう (で か イー 


アッ ラー* と その 使徒 * と 来 


世 を 選ん だ こと に よる 、 栄 准 と 報い で あっ た ( ム ヤ ッ サ ル 425 頁 参照 )。 
一 説 に この アー ヤ * は 、 ヒ ジュ ラ 暦 *5 年 暮れ の 、 預 言 者 * と と ザイ ナブ ・ ビ ント ・ ジ ャ ハシ ュ の 
婚 宴 (こん えん ) の 食事 で 起き た こと に 関し て 下っ た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:451 参照 )。 


アー ヤ *6 に も ある 通り 
と 来世 ! 


この 上 な い 罪 、 


、 彼 女 ら は 信仰 者 た ちの 母 で あり ( ム ヤ ッ サ ル 425 
こ お け る 預言 者 * ム ハン マ ド * の 妻 な の で ある (アッ = ニ サ アァ ディ ー670 
と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 425 頁 参照 )。 


参照 )、 現 世 
参照 )。 


33. 部 族 連合 章 877 ob と -YY 
54。 あ な た 方 が 何 か を 路 わ に し よう と 、 そ れ を | SgiSgs 育 jc:sb33o 
隠 そう と 、 実 に アッ ラー* は も と より 、 全 て a 
の こと を ご 存 知 の お 方 。 


55. 彼女 た ち ! に と っ て 、 (以下 の 者 た ちか ら 3 。 
身 を 失わ な く て も ) 俳 は な い 2: 自分 た ちの Gg RY 


父親 。 自 分 た ちの 息子 。 自 分 た ちの 兄弟 。 | EER 
自分 た ちの 兄弟 の 息子 。 自分 > た ちの 姉妹 の A RNIN 
息子 。 自分 た ちの 女性 。 0 - LE 


所 有する も の (奴隷 * 男 性 ) 。 アッ ラー* を 明 
れ * よ 。 本当に ア 0 全て 


の こと の 証人 で あら れる の だ か ら 。 

56. 本 当 に アッ ラー* と その 天使 * た ち は 、 疾 DD 
言 者 * の た め に (善き こと を ) 念じ る 3。 信 0 と と 
仰 す る 者 た ちよ 、 彼 の た め に (善き こと を ) こと 


念じ 、 平 安 を 祈る の だ ?。 


57. 本当に アッ ラー* と その 使徒 * を 害する 者 EE rT 
た ち 、 ア ッ ラ ー* は 彼ら を 現世 と 来世 に お い | 
て 呪 われ た 6。 そし て か れ は 彼ら に 、 山 辱 的 
な 懲 信 を ご 用 意 さ れ た の だ 。 


1 預言 者 * の 妻たち と 、 そ れ 以 外 の ムスリム * の 成人 *・ 民 女 性 の こと (アッ テ シ ャ ウ カ ー 
ニー4:394 参照 )。 ア ー ヤ \59 も 参照 。 
2 ムスリム * の 成人 *・ 自 由 民 女性 が 身 を 覆う べき と され る 相手 に つい て は 、 御 光 章 31 と その 
訳注 に より 詳し く 描 写 さ れ て いる 。 また 体 の どこ を 和 覆 うべ きか に つい て は 、 同 ア ー ヤ * の 訳 
注 、 お よび 頻出 名 ・ 用 語 解 説 の 「 ア ウラ *」 を 参照 。 
3 アッ ラー* が 預言 者 * の た め に 「 念 じ る 」 と は 、 か れ の お 傍 (そば ) に 控え て いる 天使 * た ち 
の も と で 、 役 を 讃 美 (さん び ) する こと 。 天使 * た ち が 役 の た め に 「 念 じ る 」 と は 、 彼 を 讃 
美 し 、 彼 の た め に 祈願 する こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 426 頁 参照 )。 
ムスリム * が 預言 者 * の た め に 「 念 じ る 」 形 式 に は 、 様 々 な も の が ある 。 そ の 内 の 代表 的 な 
も の と し て 、 アル テ ブ ハー リー4797 に 収録 され た も の を 参照 (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 ま た 、 
「 平 安 を 祈る 」 に つい て は 、 家 畜 章 54 の 訳注 を 参照 。 

「 ア ッ ラ ー* を 害する 」 と は 、 不信 仰 、 シ ルク *、 か れ に 対し て 相応 し く な い 言 葉 (前 掲 書 、 
同 頁 参照 )。「 ア ッ ラ ー* の 使徒 * へ の 害 」 は 、 彼 を 害する 全て の 言行 (アル = クル トゥ ビー 
14:237-238 参照 )。 
6 「 ア ッ ラ ー* の 呪い 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 88 の 訳注 を 参照 。 
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mh 
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58. 


59. 


60. 


61. 


62. 


また 、 信仰 者 の 男 た ち と 信仰 者 の 女 た ち 
を 、 彼ら が 稼い だ こと で も な いこ と で 害 す 
る ' 莉 た ち 、 彼ら は 確 か に 大 嘘 と 紛れ も な い 
罪 を 背負 い 込 ん だ の で ある 。 


よ げん 


預言 者 * よ 、 あ な た の 妻たち と あな た の 娘 た 
ち 、 信仰 者 た ちの 女性 ら に 、 彼 女 ら の 外 衣 
2 の 一 部 を 自ら の 上 に 垂らす よう 、 言 う の 
だ 。 それ が 、 彼女 ら が 認識 され *、 害さ れる 
こと が な いよ うに する の に 、 より 相応 し い 
の だ か ら 。 アッ ラー* は も と より 、 赦し 深い 
a 


も し も 偽 信 者 * た ち 、 心 の 中 に 病 が ある 者 
た ち 、 マ ディ ー ナ * で (ムスリム * に 対す る 中 
を ) 吹聴 する 者 た ち が (悪事 を ) 止め な か 
っ た の な ら 、 わ れ ら * は 必ず や あな た を 彼 
ら (の 懲 六 ) へ と 促 そ う 。 そ れ か ら 彼 ら 
は 僅か な 間 し か 、 そ こ で あな た と 隣り 合っ 
て 暮らす こ と は な い 。 


呪 われ た 者 た ちと な っ て 。 彼 ら は どこ に あ 
ろう と 、 ( 捕 磨 と し て ) 捕らえ られ 、 完 民 
な きま で に や っ つけ られ る の だ 。 

過去 に 滅び 去っ た ( 偽 信 ) 者 * た ち に お ける 、 
アッ ラー* の 摂理 (と し て 、 か れ が お 定め に 
な っ た と こと) 。 そし て (預言 者 * よ 、) あな 
た は ア ッ ラ ー* の 摂理 に 、 いか な る 変更 も 見 
出す こ と は な い 。 


1 


1 る レス る 
a 


シイ ンコ 


5 も うう IN SEN GG 


3 と a 


PP し で 5 いる 


1 タラ ラン シラ ネタ ラレー そ ーッ ン 
CY A 
op 0 


う ィ ン て 。 マ イン ンー 3 
rE OA I 2 
DEE AL 


1 言っ た り 、 や っ た り し て いな い 罪 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 426 頁 参 照 )。 
2 この 「 外 衣 (ジル バー ブ )」 は 、 御 光 章 31 に ある 「 ス カー フ 」 よ り も 大 きく 、 全 身 を 包む 
も の (アル = クル トゥ ビー14:243 参照 )。 


3 慎 (つつ し ) み 深 さと 、 保 身 を 認識 され る と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 426 頁 参照 )。 あ る い 
は 、 奴 隷 * 女 性 や ふし だ ら な 女性 で は な く 、 自 由 民 女 性 と 認識 され る こと 。 一 説 に 、 マ ディ 


ー ナ * の 夜 に は 放 逸 な 者 た ち 
あっ た 。 
う (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:482 参照 )。 


が 出現 し 、) ei 
し か し 外 衣 を まとっ た 女性 は 自由 民 


に 外出 し た 奴隷 * 女 性 ら を 害する こと が 
と 認識 され 、 害 され る こと は な か っ た の だ と 
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63. (使徒 * よ 、 ) 人 々 は あな た に 、 (復活 * の ) | eG 2 に Ek 
その 時 に つい て 時 き ね る !。 。 言 っ て や れ 。 「 そ oe oS bi 
の 知識 は 、 ア ッ ラ ー* の 御 許 に こそ ある 」。 
そし て 何 が あな た に 知ら せる と いう の か 、 
その 時 が 近い か も し れ な いこ と を ?2 

64. 本当 に アッ ラー* は 、 不 信仰 者 * た ち を 呪 わ の ed 

れ 3、 彼ら に 烈火 を ご 用 意 さ れ た 。 

65. 彼ら は そこ に 、 Ni 者 も 扱 助 者 も あし 356423 ou 
見 出す こと な く 、 永 遠 に 留まる 。 

66. 業火 の 中 で その 顔 が ひっ くり 返さ れる 日 、 彼 の IE) そる の 
ら は (こう ) 言う 。「 あ あ 、 私 た ち が ア ッ ラ ILE NERS 
ー* に 従い 、 使徒 * に 従っ て いた な ら ば 1 ] 

67. そ し て 、 彼 ら は 言う 。「 我 ら が 主 * よ 、 本 当 GEL EG 
に 私 た ち は 自 分 た ちの 長 と 有力 者 た ち に Oa 
従い 、 彼ら は 私 た ち を 道 に 迷わ せま し た 。 

68. 我ら が 壮 * よ 、 彼 ら に は 懲罰 の 内 か ら 倍 の | E35 Rr 
も の を お 与え に な り 、 彼 ら を こっ ぴ ぱど く 呪 A 
っ て くだ さい 」 0° ' 

69. 信仰 する 者 た ちよ 、 ム ー サ ー* を 害し た 者 た | 8k ら os 3 と oN 
ちの よう に な っ て は な ら な い 。 アッ ラー* RG 4 2 
は ムー サー* を 、 彼 ら が 言っ た こと か ら 潔 百 Bs 

み ss 
と し て 下さ っ た の だ ? Oo 彼 は ア 2 ラー* の 御 
許 「 で 、 栄誉 ある 者 だ っ た 。 

1 ある 者 は それ を 早く 起こ し て みよ 、 と 言い (家畜 章 57-58 と その 訳注 も 参照 )、 あ る 者 は 

それ を 嘘 と し た (アッ = ニ サ ァ デ ィ ー672 頁 参照 )。 

2 「 復 活 の 日 * の 近 さ 」 に つい て は 、 密 蜂 章 1、 預 言 者 * た ち 章 1 の 訳注 も 参照 。 

3 「 ア ッ ラ ー* の 呪い 」 に つい て は 、 雌 牛 章 88 の 訳注 を 参照 。 

4 同様 の 情景 の 描写 と し て 、 雌 牛 章 166-167、 高 壁 章 38、 イ ブラ ー ヒ ー ム * 章 21-22、 識 別 

章 17-19、 物 語 章 63、 サ バア 章 31-33、40-41 も 参照 。 
5 一 説 に い 、 ム ー サ ー* は 非常 に 着 恥 (し ゅ うち ) 心 が 強 く 、 人 に 肌 を 見 せる こと が な か っ た 。 


それ で イス ラー イー ル の 子 ら * の 一 
と 主張 し た が 、 ア ッ ラ ー* は ある 時 
ブ ハ ー リ ー 0 参照 )。 


部 の 者 た ち は 、 彼 の 体 に は 欠陥 (けっ か ん ) が ある の だ 
寺 、 彼 の 体 に は 何 の 欠 陥 も な いこ と を 証明 され た (アル = 


33. 部族 連合 章 880 ob と -YY 
70. 信仰 する 者 た ちよ 、 ア ッ ラ ー* を 長 れ *、 ま EA 
っ と うな 物言い ! を せよ 。 る 
71. (そう すれ ば ) か れ は あな た 方 の た め 、 あ | 紀和 ao 
な た 方 の 行い を 正 し て 下さ り 、 あ な た 方 の | ゅ cz685 迄 2 の 仙 員 る 
た め に その 発 を お 赦し 下さ ろう 。 ア ッ ラ ー 
* と その 使徒 * に 従 う 者 は 誰 で も 、 確 か に 
(現世 と 来世 に お いて 、) 偉大 な 勝利 を 
獲得 し た の だ 。 
72. 本 当 に われ ら * は 信託 * を 、 諸 天 と 大 地 と 山々 | No NE る AEE 
に 差し 出し (選択 させ ) た 。 そ し て それ ら EG IL 
は それ を 語 きけ 負う の を 拒否 し て 、 それ (を る LE ラン CE 人 ne 
遂行 で き な い こと ) に 舗 え 、 人 間 が それ を 請 
け 負 っ た の だ 。 本 当 に 彼 は 不正 * 極 ま り な 
く 、 無 知 こ の 上 な い 者 だ っ た の で ある 3?。 
73. (人 間 が それ を 請負 っ た の は ) アッ ラー A NN 


に せ し ん 


* が 偽 信者 * の 男 た ちと 偽 信者 * の 女 た ち 、 シ 
ルク * の 徒 の 男 た ちと シル ク * の 徒 の 女 た ち 
を 宮 さ れ 、 ま た アッ ラー* が 信仰 者 の 男 た ち 
と 信仰 者 の 女 た ち の 悦司 を お 受け 入れ に 
な る た め *?。 アッ ラー は も と より 、 赦し 深い 
お 方 、 慈 愛 深い * お 方 で ある 。 


いさ 】 


「 ま っ と うな 物言い 」 と は 、 真 実に 根ざし た 、 


= 
参照 )。 


この 「 信 託 」 と は 、 


公私 の 別 な く 、 ア ッ ラ ー* の ご 命 


つう と も の とも 


つの を 
@ ヒ う BR 


嘘 の な いま っ すぐ な 言葉 ( ム ヤ ッ サ ル 427 


じ に な る こと を 行い 、 禁 じ ら れ る こと 


を 避け れ ば 褒美 (ほう び ) を 授かり 、 それ が 出来 な けれ ば 罰 を 受け る 、 と いう 信託 の 事 ( ア 


ww 


た 


人 間 は この 「 信 託 」 に 対す る 態 
る 。 つま り 信 託 を 表 直 


的 に の み 実 行 する 偽 信者 


シル ク * の 徒 、 そ し て それ を 表 直 


的 に も 内 面 的 ( 


ー673 頁 参 照 )。 


ッ デ テ サ アァ ディ ー673 頁 参照 )。 高 壁 章 172 と その 訳注 も 参照 。 


人 間 は 、 そ の 弱 さ 、 無 知 さ 、 不 正 * 
な い 者 た ち も い る が 一 に も 関わ ら ず 、 信 託 を 請 


ー ア ッ ラ ー* が 成功 を お 授け に な っ た 者 に は 、 そ う で は 
け 負 っ た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:489 参照 )。 
度 に お いて 、 こ の アー ヤ * で 言及 され て いる 三種 に 分 類 さ れ 
それ を 表 
こも 実行 する 


町 的 に も 内 面 的 に も 実行 し な い 
言 仰 者 で ある (アッ テニ サ ァ ディ 
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第 34 章 と の る の 
じ っ ィ ン っ 
慈 尋 k あ まね く * 問 愛 深 き * A 3 


アッ ラー* の 御名 に お いて 
1. 諸 天 に ある も の と 大 地 に ある も の が 属し 、 3 
来世 に お ける 称賛? が ある お 方 、 アッ ラー* CS ECI 
に 称 貸 * あ れ 。 か れ は 、 RT 


つう ぎ 
ヽ 


通 暁 され る お 方 。 
2. カ 


ン 


れ は 大 地 の 中 に 入り 込む も の も 、 そ こ か 
ら 出 て くる も の も 、 天 か ら 落 ち て くる も の | Ke どの た っ > 


上 


EEN I 


9 


も 、 そ こ へ 上 昇っ て いく も の * も 、 (全て ) ご の 3 っ 
存 知 で ある 。 か れ は 慈愛 深い * お 方 、 赦 し 深 
い お 方 。 

3 不 信仰 に 陥っ た 者 * た ち は 、 言っ た 。「 ( 復 | 選 計 CNV3 る 5 
活 * の ) その 時 は 、 私 た ち に は や っ て 来 な い 」。 WI うー デビ 
(使徒 * よ 、 ) 言っ て や れ 。 「 い や 、 不可 視 の こっ G3 EE 
世界 * を ご 存 知 で ある 我 が 主 * に か け て 、 それ Fj NS i 3 ll 
は 必ず や 、 あな た 方 の も と に 到来 する 。 諸 天 i 

Oi oA 


で あろ う が 大 地 で あろ う が 、 


も 、 か れ (の 知識 ) か ら 免 れる こと は な い 。 
また 、 そ れ よ り 小 さい も の で も 、 大きな も の 


僅か な 重み で 


1 マッ カ * 啓 示 で 学者 の 見 解 は 、 


水 で 滅ん だ サバ ア の 民 に 関す る 記述 に 由来 。 マ ッ カ * 啓 示 の 常 と し て 、 
復活 と 報い ・ ム ハン マ ド * の 使徒 * 


っ 


7 
る 現世 と 来世 に お ける 和久 が 、 


to 


ほぼ 一 致 。 ス ー ラ * の 名 称 は 、 ge ン に 栄え た が 、 洪 


アッ ラー の 唯一 性 * 
E な ど 、 イ スラ ー OE また だ 。 
ッ ラ ー* か ら の 恩恵 に 感謝 深かっ た 預言 者 * た ちの 話 と 共に 、 恩 知 ら ず な 不信 仰 者 * に 対す 


Ed 


サバ ア の 民 を 例 に 挙げ て 描写 され て いる 。 そし て スー ラ * の 最 
後 は 、 シ ルク * の 徒 に 対す る 信仰 へ の 誘い に よっ て 締め くく られ る 。 


アッ ラー* が 全て の 者 を 完全 な る 公 i 


の アッ ラー* へ の 称賛 * が 、 天 国 の 民 
3 「 大 地 の 中 に 入り 込む も の 」 と は 、】 


・ 地 獄 の 民 の 間 に 起 こる (アッ ニ サ ァ デ ィ ー674 


な ど を 、「 そ こと か ら 出 て くる も の 」 と は 、 植物 、 


ュ グ ババ 


E さ と 英知 に よっ て 裁 か れる 時 、 現 世 で は な か っ た ほど 
参照 )。 


ぶ 


鉱物 、 


水 な ど を 、「 天 か ら 沙 ち て くる も の 」 と は 雨 、 天使 *、 啓示 な ど を 、「 そ こ へ 昇っ て いく も の 」 
と は 天使 *、 人 間 の 行い な ど を 指す 、 と され る ( ム ヤ ッ サ ル 428 真 参照 )。 
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Tia 


で も 、 明白 な 書 (守ら れ し 碑 板 り に (予め 
記さ れ て い ) な いも の は な い の だ ! 


4 (復活 の 日 * の 到来 は 、 ) か れ が 、 信 仰 し 、 
正しい 行い * を 行う 者 た ち に 報 わ れる た め 。 
それ ら の 者 た ち に は 、 お 赦し と 貴 い 糧 ? が 
ある 」。 


5、 わ れ ら * の 御 徴 に お いて 、 (使徒 * と クル ア 
ー ン * を 嘘 呼ば わり する た め に ) ね じ 伏 せよ 
うと 喘 起 に な っ て いた 者 た ち 、 そ れ ら の 者 
た ち に は 痛ま し い 制裁 に よる 懲 貞 が ある 。 


6. そし て 知識 を 授け られ た 者 た ち は 、 あな た 
の 主 * か ら あ な た に 下さ れ た も の (クル ア 
ー ン ?) が 真理 で あり 、 偉 力 な ら び な い * 
お 方 、 i 
の 道 へ と 導い て くれ る も の で ある と 分 
る の だ 。 


うし ょ う 


7. 不 信仰 に 陥っ た 者 * た ち は ( 漠 笑 し つつ 、 
お 互い に ) 言っ た 。 「 (死ん で ) 跡形 も な 
くば ら ば ら に され た 後 、 本 当 に あな た 方 は 
新た に 創造 され る の だ 、 な ど と あな た 方 に 
告げ る 男 3 を 、 あな た 方 に 見 せ て や ろう 
か ?」 


8. 一 体 、 彼 は アッ ラー* に 対し て 嘘 を 提 造 し た 
の か ? それ と も 、 彼 に は 若き 物 が つい て い 
る 4 と で も ? いや 、 来世 を 信じ な い 者 た ち は 
(来世 に お いて は ) 懲 信 と 、 (現世 に お い 
て は ) 遠い 迷い の 中 に ある 。 


= 


「 貴 い 糧 」 と は 、 天 国 の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 428 


1】 


ww 


4 アル テヒ ジュ ル 章 6「 交 か れ た 者 」 の 訳注 を 参照 。 
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同様 の アー ヤ * と し て 、 婦 人 章 40、 家 畜 章 59、 ユ ー ヌ ス * 章 61 も 参照 。 


[参照 ) o 


ュ グ 


復活 を 説く 預言 者 * ハ 人 ハンマ ド * の こと を 、 意 図 し て いる (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 
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me ちと Yt 


9. 


10. 


11. 


12, 


一 体 、 彼ら (不信 仰 者 * た ち ) は 天 と 大 地 と 
いう 、 自 分 た ちの 前 に ある も の と 、 自 分 た 
ちの 後ろ に ある も の を 見 な か っ た の か ? 
も し われ ら * が 望め ば 、 わ れ ら * は 彼ら を 地 
面 に 飲み 込ま せ 、 あ る い は 役 ら の 上 に 天 か 
ら 破 片 を 下 し て や る ! の だ 。 本 当 に その 中 に 
は まさ に 、 よく (アッ ラー* に 悔 悟 し て ) 立 
ち 返 る 、 全 て の 僕 へ の 御 徴 が ある 。 

因 


われ ら * は 確か に 、 わ れ ら * の 御 許 か ら の 恩 
久 ? を 、 ダ ー ウ ー ド * に 授け た 。 (われ ら * 
は 言っ た 。) 「 山 々 よ 、 彼 と 、 そ し て 鳥 と 
共に (アッ ラー* を 称え * て ) 連呼 せよ 」。 
また 、 われ ら * は 彼 の た め に 、 鉄 を 柔らか く 
し て や っ た 。 


(われ ら * は 命じ た 。 ) 「 す っ ぽ り 牧 う も の 
( 負 ) を こし ら え 、 継ぎ目 を (いい 投 配 に ) 
調整 せよ 。 (ダー ウー ド * と その 一 族 よ 、) 
あな た 方 は 正しい 行い * を 行え 。 本 当 に われ 
は 、 あな た 方 の 行い を 見 る 者 な の だ か ら 」。 


また スラ イマ ー ン * に は 、 そ の 午前 (の 進 
行 距 離 ) は 一 ヶ月 (の 旅程 ) で 、 午後 (の 
進行 距離 ) は 一 ヶ月 (の 旅程 ) の 風 を (、 
仕え させ た ) 4。 そ し て 、 わ れ ら * は 彼 の た 
め に 銅 の 泉 を 溶かし て や り 5、 ジ ン * の 内 か 


1 


預言 者 * と し て の 使命 と 、 啓 


GU gei 
NVS EEN RN 


Ni ン 人 3 4 
ve Lc lis | 
Or AN EE 
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fe vl eT UA 
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「 天 か ら 破 片 を 下す 」 に つい て は 、 夜 の 旅 章 92 の 訳注 を 参照 。 


ス 


1 
\ 


1 


参照 )。 彼 は それ で 、 望 む 物 を 作る こと が 出来 た ( ム ヤ ッ サ ル 429 


皮 は 一 日 で 二 ヶ 月 の 旅程 を 進む この 風 を 、 


、 知 識 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 429 
部 品 を 小さ くし 過ぎ て 華 秦 (きゃ し ゃ ) に する の で も な く 、 大 きく し 過ぎ て 装着 する 者 の 
担 に する の で も な いよ うに 調整 せよ 、 と いう こと (前 掲 書 、 
ヨ 分 や その 他 の 物 を 乗せ た り し て 、 望 み の ま ま 


参照 )。 


同 頁 参照 )。 


こ 操 (あや つ ) っ た の だ と いう (アッ テニ サ ァ ディ ー676 


参照)。 


っ 少 7 


皮 の 鉱山 に は 、 溶け た 銅 が 水 の 泉 の よう に 流れ た の だ と いう (アル = クル トゥ ビー14:270 


参照)。 


ュ 用 が 


34. 


サバ ア 章 884 po 


13. 


14. 


ら は 、 そ の 主 * の お 許し の も と 、 彼 の 前 で 
働く 者 も (仕え させ た ) 。 彼ら (ジン 
の 内 、 わ れ ら * の 命令 ! に 背く 者 が あれ ば 、 
われ ら * は 彼 に 烈火 の 懲罰 の 内 か ら 、 味 わ 
わせ て や ろう 。 


彼ら (ジン ? は 彼 (ベラ イマ ー ン の の た 
め 、 ミ フラ ー プ ^、 ( 鋼 や ガラ ス 製 の ) 像 、 
池 の よ うな 貯水 槽 、 臣 固 な 鍋 と いっ た 、 彼 
の 望む 物 を 作る 。 (われ ら * は 言っ た 。 )「 ダ 
ー ウ ー ド * の 一 族 よ 、 (アゲ ッ ラ ー" に ) 感謝 
すべ く 、 行 え ?。 わが 僕 の 内 、 僅か な 者 だ 
けが 、 感 謝 す る 者 な の だ か ら 」。 


そし て 、 わ れ ら * が 彼 (スラ イマ ー ン うり 
に 死 を 定め た 時 、 彼 の 杖 を 人 触 む 地面 の 虫 
以外 、 彼ら に その 死 を 知ら せ た 者 は な か 
っ た 5。 それ で スラ イマ ー ン * が (地面 に ) 
月 れ 落 ち た 時 、 ジ ン * た ち は 、 も し 彼ら 
が 不可 視 の 世界 * を 知っ て いた な ら 、 彼 
ら が 屈辱 の 懲罰 の 中 に 留 ま ( り 続 け ) 
る こと は な か っ た の だ 、 と 分 か っ た の 
だ っ た 。 


= 


sl 


スラ イマ ー ン * に だ 従え 、 と いう アッ ラー* の ご 


「 ミ フラ ー ブ 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 37 の 訳 


3 当時 、「 像 」 は 合法 で あっ た (アル テク ルト ッ ゥ ピ 


wn 


彼 が 生き て いる も の だ と 思っ て 働き 続け た 。 


J SG i, Pe 
MC こと ゆう 59 の PKG 


⑧ う 3 し と Cd る 


ンー ン ュ ン ン 


っ と サ と (AEC 
MG の 者 5IFEIR 
A EI Oe 

oA RR 


こと ( ム ヤ ッ サ ル 429 頁 参照 )。 
生 を 参照 


No 


:273 参照 )。 


こと の 「 行 い 」 と は 、 ア ッ ラ ー* に 服従 し 、 か れ の ご 命令 を 実行 する こと ( ム ヤ ッ サ ル 429 
引 参 照 )。 


= 


スラ イマ ー ン * は 杖 に 寄り か か っ た まま 他界 し た た め 、 ジ ン * た ち は 暫 (し ば ら ) く の 間 、 
役 の 死 が 明らか に な っ た の は 、 そ の 杖 が 虫 に 


喰わ れ て 朽 ( く ) ち 、 遺体 が 崩れ 落ち た 時 の こと だ っ た (アッ テニ サ ァ ディ ー676 真 参照 )。 


の 


ある 種 の 人 々 が 考え て いる よう に 、 ジ ン * が 不可 視 の 世界 * を 知っ て いた の な ら 、 彼 ら は ス 


ライ マー ン * の 死後 も 厳し い 労働 の 中 に 留まり 続け る こと は な か っ た の だ 、 と いう こと ( ム 
ヤッ サル 429 頁 参照 )。 
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La 


15, 


16. 


17. 


18. 


確か に サバ ア ! (の 民 ) に は 、 その 住ま い の 
! に ( ア ッ ラー の 件 力 を 示す ) 御 徴 が あ 
っ た 。 右 と た だ に 二 つ の 昌樹 園 。 (彼ら に は 、 
こう 言わ れ た 。 ) 「 あ な た 方 の 斑 * の 編 か ら 
食べ 、 か れ に 感謝 せよ 。 (あな た 方 の 国 は ) 
よき 国 で あり 、 (恩恵 の 主 は ) 赦し 深い 主 
* な の だ か ら 」。 


そし て 彼ら は (アッ ラー* の ご f 命令 と 使徒 
に ) 背 い た の で 、 われ ら * は 彼ら に 、 猛烈 な 
洪水 を 送っ た 。 ま た ハム ト の 実 と アス ル の 
木 、 僅か ば か り の スィ ドル か ら の も の が な 


る 二 つの 果樹 園 で 、 彼ら の 二 つ の 果樹 園 と 
取っ て 換え た 。 


彼ら が 不信 仰 で あ ( り 、 恩 恵 へ の 感謝 を 名 ) 
っ た こ と ゆえ 、 わ れ ら * は まさ し くそ れ で 彼 
ら に 報い た の で ある 。 そし て われ ら * が 不信 
心 こ の 上 な い 者 の 外 に 、 (この よう な ) 
を 与え る こと が あろ うか ? 


また 、 われ ら * は 彼ら と 、 われ ら * が 祝福 を 
授け た 町 々 * と の 間 に 、 (その 近 さ ゆえ 互い 
に ) 目 に 見 える 町 々 を 科 け 、 そこ に (ちょ 
うど いい 間隔 の ) 旅程 を 整え た 。( そ し て 、 
われ ら は 彼ら に こう 言っ た の だ 。) 「 夜 に 
昼 に 、 そ こ を 安全 に 行く が よい 」。 


MH 


1 「 す サバ ア 」 の 民 に つい て は 、 ス ー ラ * 
2 サバ ア の 民 の 町 、 マ アラ ブ ! 
その 水 の 利 用 に より 、 
ー 参照 )。 


の 


渓谷 の 両側 


冒頭 の 訳注 を 参照 。 
こ は 渓 谷 (けい こく ) が あり 、 彼 ら は そこ に ダム を 築い て いた 。 
に は 豊か な 果樹 園 が 広がっ て いた (アッ = テ サ ァ アディ ー677 
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これ ら の 植物 は 、 い ずれ も 砂漠 性 の も の 。「 ハ ム ト 」 は いわ ゆる アラ ー ク の 木 で 、 苦い も の 


の 代名詞 。「 ア スル 」 は 、 タ マリ スク に 似 た 副 々 の 大 き な 木 。「 ス ィ ド ル 」 は ナツ メ の 木 に 


4 ジ 


以 た 、 球 の ある 木 の こ と (イブ ン ・ ア 


ャ ー ム 地方 (現在 の シリ ア 、 


真 参照 )。 


ーシュ ー ル 22:171 参照 )。 
パレ スチ ナ 周 辺 地 域 ) の こと 、 と され る ( ム ヤ ッ サ ル 430 


34. サ バア 章 886 i VE 

19. そし て 彼ら は (安楽 と 豊か な 暮らし に 飽き EE SIN 
て ) 、 言 っ た 。「 我 ら が 主 * よ 、 私 た ちの (町 ads 
か ら 町 へ の ) 旅行 (の 距離 を ) を 遠ざけ て NIR 
下さ い 」。 こ うし て 彼ら が (不信 仰 に よっ る を < 
で ) 自分 た ち に 不正 * を 働い た の で 、 われ ら 
* は 彼ら を (後世 へ と ) 語り 継が れる も の と 
6 診 も な く ほ ら ば ら に し て や っ た 。 本 
当 に その 中 に は まさ し く 、 忍 耕 * 強 く 感 謝 深 
い ! 全 て の 者 へ の 御 徴 が ある 。 

20. ま た 、 イブ リー ス * は 確か に 、 彼ら (人 問 た | O62 に 83 
ち ) に 対し て 自分 の 思い 込み * を 実現 し 、 彼 OG 
ら は 信仰 者 た ちの 一 派 以外 、 彼 に 従っ た 。 

21. そし て 後 (イブ リー ス ? に は 、 (彼ら を 自 | 513oPo み 6 と 

分 に 従わ せる こと に お いて 、 ) 彼ら に 対す こっ 9 し し 

る いか な る (正当 な ) 根拠 3 も な か っ た 。 し OE ERG EE 
か し (それ は 、 ) われ ら * が 来世 を 信じ る 者 
を 、 それ に 疑 次 を 抱い て いる 者 か ら 判別 す 
る た め だ っ た の だ 。 あな た の 主 * は 、 全て の 
こと を よく お 守り に な る * お 方 で ある 。 

22. (使徒 * よ 、) 言え 。「 ア ッ ラ ー* を 差し お い Jo IN 


で あな た 方 が (か れ の 同位 者 と ) 主張 し て 
( 周 め て ) いる 者 た ち に 、 祈る が よい 。 彼ら 
は 諸 天 に お いて も 大 地 に お いて も 、 僅 か な 重 
みす ら 有 し て は いな い の だ *。 そ し て 彼ら に 
は そこ に お いて 、 (アッ ラー* に 対す る ) い 
か な る 加担 も を な けれ ば 、 か れ (アッ ラー 
に は 、 彼 ら か ら の いか な る 援助 者 も ちな い 」。 


1 い 】 


「 忍 耐 * 


い 込 み 」 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 430 真 参照 )。 


CO 
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っ 


や っ 2 8: Id 
A GG 
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強く 感謝 深い 」 に つい て は 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * 章 5 の 訳注 を 参照 。 
イブ リー ス * が 人 類 を 迷わ せ 、 彼ら が アッ ラー* へ の 不服 従 に お いて 、 


分 に 従う と いう 「 思 


と の 「 根 拠 」 に 関し て は 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * 草 22 の 同 語 に つい て の 訳注 も 参照 。 


いか な る 害 益 (が いえ き ) を も た ら す 力も な い 、 と いう こと (アッ = テ タ バリ ー8:6750 参照 )。 


34. サバ ア 章 887 et 


23. ま た か れ の 御 許 で は 、 か れ が お 許し に な A I Re RSY, 


っ た 者 に 対し て し か 、 執 り 成 し が 益 す る TE 
こと は な い '。 や が て 彼ら の 心から 戦 恒 が ⑧ え < eo を 6 


取り 除 か れる と ^ 彼ら は (互い に ) 言う 。 
「 あ な た 方 の 主 * は 、 な ん と 仰せ られ た の 

か ?」 彼 ら は 言う 。「 真 実 を (仰せ られ 
た ) 。 か れ は 至高 の * お 方 、 大 いな る * お 


方 で あら れる 」。 

24. (使徒 * よ 、 彼ら シル ク * の 徒 に ) 言 っ て や or ge 
れ 。「 あ な た 方 に 諸 天 と 大 地 か ら 、 糧 を 授 Gy 
けら れる お 方 は 誰か ? 」 言 っ て や る の だ 。 OS GS 


「 (それ は ) アッ ラー* で ある 。 そし て 実に 
私 た ち . と あな た 方 (の いずれ か ) が 、 ま さ 
し く 導き の F か 、 あ ある い は 紛れ も な き 迷 迷い 
の 中 に ある の だ 3」 。 


25. 言っ て や れ 。「 私 た ち が 罪 を 犯し た こと で 、 
あな た 方 が 問わ れる こと は な く 、 私 た ち も 
あな た 方 が 行う こと で 問わ れ は し な い 」。 


26. 言え 。「 我 ら が 主 * が 、 (復活 の 日 * に ) 私 | UE 
た ち を お 集め に な り 、 そ れ か ら 私 た ちの 間 ー @ あ 2 
を 真理 に よっ て お 裁き に な る 。 か れ は 裁決 
者 、 全 知 者 で あら れる 」。 


= 


復活 の 日 * の 「 執 り 成 し 」 に つい て は 雌牛 章 48、 マ ル ヤ ム * 章 87、 タ ー・ ハ ー 章 109 と そ 
の 訳注 を 参照 。 

この 「 彼 ら 」 は 「 シ ルク * の 徒 」 と も 、「 天 使 * た ち 」 と も 言わ れる 。 前 者 の 場合 、 彼 ら が 復 
活 の 日 *、 自 分 た ち が 現 世 で 否定 し て いた こと が 真理 で あっ た こと を 認め る 描写 と な る 。 ま 
た 後者 の 場合 、 天 界 で の 啓示 の 様子 の 描写 と な る (アッ ー サ ァ デ ィ ー678 頁 参 照 )。 ア ッ 
ラー* が 天 で 何 か を 語ら れる と 、 天 使 * た ち は 長 怖 (いふ ) の 念 ゆ え に 震 (ふる ) え 上 が る 
と され る (アル テ ブ ハー リー4800 参照 )。 

天地 か ら 糧 を お 授け に な る お 方 に 対し 、 シ ルク * を 犯し て いる 者 た ちこ そ が 迷い の 中 に ある 
の は 自明 で ある が 、 あえ て 間接 的 な 問い か け を し て いる (アル テク ルト ッ ゥ ビー14:298-299 
参照 )。 


IS) 


w 


34. サ バア 章 888 の りら Vt 
27. 言っ て や る の だ 。 「 あ な た 方 が 、 か れ に | 肖 移 。coaioi 
( 宗 拝 『 に お ける ) 同 位 者 と し て 属さ せ た 者 る a IAS 
た ち (の 根拠 ) を 、 私 に 見 せ て みよ 。 断 じ 
て (、 そ の よう な も の は ) な い 。 い や 、 か 
れ は 偉 力 な ら び な く * 英知 あふ ゃ れる * ア ッ 
ラー* で あら れる 」。 

28. (使徒 よ 、) われ ら * が あな た を 人 遣わ し た の | はぁ oGM2Ne-LSGL つ 3 し う 
は 、 全て の 人 に 向け て !、 吉報 を 伝え る 者 、 RE 5 の 
警告 を 告げ る 者 々 と し て に 外 な ら な い 。 し か OE 
し 大 半 の 人 々 は 、 知 ら な い の だ 。 

29. 彼ら (シルク * の 徒 ) は 、 言 う 。「 そ の 約束 | た と っ eS 
(復活 の 日 は 、 いつ な の か ? も し 、 あな @ Tiss2 
た 方 が 本 当 の こと を 言っ て いる の な ら 」。 

30. ( 使 征 よ 、) 言 っ て や れ 。「 あ な た 方 に は 、 一 時 EN 
た り と も 遅らせ る こと も 出来 ず 、 早 め る こと も ぶら の 
出来 な い (復活 の ) 日 * の 約束 が ある の だ 」。 

31. また 、 不 信仰 に 陥っ た 者 * た ち は 言っ た 。 | の 8 
「 私 た ち は こ の クル アー ン * を 信じ な い だ DE RNIN 
ろう し 、 それ 以前 の も の * も (信じ な い ) 」。| も の oe5 紗 みる 
(使徒 * よ 、) も し あな た が 、 不 正 * 者 た ち OU ks 
が その 主 * の 和 件 1 (清算 の た め に ) 拘留 さ UK で お ラン 
れ 、 お 互い に ( 計 責 の ) 言葉 を 返し 合う 時 | フン 
の こと を 見 る な ら ば 。 抑圧 され て いた 者 た Ory 
ち は 、 高慢 だ っ た 者 た ち * に (こう ) 言う の 
だ 。「 も し あな た 方 が いな けれ ば 、 私 た ち 
は 信仰 者 だ っ た の に 」。『 

1 高 壁 章 158 と その 訳注 も 参照 。 

2 「 吉 報 を 伝え た …」 に つい て は 、 雌 牛 章 119 の 訳注 を 参照 。 

3 クル アー ン * ま 以前 の 啓典 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 431 頁 参照 )。 

4 自分 た ち が 迷 うだ け で な く 、 他 人 を も 迷わ り せ て いた 不信 仰 の 長 た ちの こと ( ム ヤ ッ サ ル 431 頁 参照 )。 


5 同様 の 情景 の 
章 21-22、 


識別 章 17-19、 物 語 章 63、 部 族 連 合 


き 写 と し て 、 ア ー ヤ *40-41、 雌 牛 章 166-167、 
章 67-68 も 参照 。 


高 壁 章 38、 イ ブラ ー ヒ ー ム * 


34. サ バア 章 889 し つり かー 
32. 貞和 だ っ た 者 た だ ち は 抑圧 され て いた 者 た ち | 司 。 入 2 民 I の Eo 
に 言う 。 一 体 、 私 た ち が あ な た 方 を 導き か CAR RE Ce 2 
あな た 方 の も と に 、 そ a RY 
れ が 到来 し た 後に ? : の 0。 あな た 方 は (自ら a 
不信 仰 を 選ん だ ) 発 悪者 だ っ た の だ 」 8 

33、 そ し て 、 抑 圧 さ れ て いた 者 た ち は 高 慢 だ っ た | Sio3M 和 < 雪 め 
者 た ち に 言う 。 「 い や 、 私 た ち が ア ッ ラ ー* JE bd 
を 否定 し 、 か れ に (崇拝 の ) 同位 者 を 置く よ イイ ンタ ン つく 
う 、 あな た 方 が 私 た ち に 命じ て いた 時 、( あ fes NN 
な た 方 の ) 夜 と 昼 の 策謀 が (私 た ち を 破滅 夫 oY の 0 
せ た の だ ) 」。 そ し て 懲 六 を 目の当たり に DU 
する 時 、 彼ら は (余り の 麗 怖 ゆえ ) 後悔 の 念 OE 
を 赴 わ に 出来 な い !。 また 、 われ ら * は 不信 仰 
だ っ た 者 * た ちの 音 に 、 柳 を 縛り 付け る 。 

体 彼ら が 報 われ る の は 、 自 分 た ち が ( 現 世 で ) 
行っ て いた こと (に よる も の ) 以外 の 、 何 も 
の で も な い の で は な いか ? 

34 われ ら * が 警告 者 を 町 に 追わ し た 時 に は 決 6YUR 925 
まっ て 、 そ の (町 の ) 柳沢 者 た ち は (こう ) | ⑧ っ % CG 
言っ た も の だ っ た 。「 本 当 に 私 た ち は 、 あ 
な た 方 が 携え て 遣わ され た も の を 認め な 
い 者 で ある 」。 

35. また 、 彼 ら は 言っ た 。「 私 た ち は 財 産 も 子供 | 計 ウ 50 も 322 コ 4055 
も (あな た 方 ) より 多い し 、 私 た ち は (現世 @ ou 
で も 来世 で も 、) 六 さ れる 者 な ど で は な い 」。 

36. (使徒 * よ 、) 言っ て や れ 。「 本 当 に 我 が 六 | 9943o3 833 Nb 


* は 、 か れ が お 望み の 者 に 糧 を 湯 富 に 与え ら 
れ 、 また 控え られ る 。 し か し 、 大 半 の 人 々 
は 知ら な い の だ 」。 


1 


2 豊か で ある か 貧し いか 、 
憎悪 を 示し て いる の で は な く 、 
を 知 


3 


ky a 


「 後 悔 の 念 を 赴 わ に 出来 な い 」 と いう 表現 に つい て は 、 ユ ー ヌ ス * 章 54 の 訳注 を 参照 。 


と いう こと は 、 そ の 者 に 対す る アッ ラー* の 角 愛 (ちょ う あ い ) や 
アッ ラー* か ら の 試練 で ある 。 だ が 、 
! ら な い ( ム ヤ ッ サ ル 432 頁 参 照 )。 物 語 剖 82、 暁 章 15-16 と それ ら の 訳注 も 参照 。 


多く の 人 々 は その こと 


34. サ バア 章 


890 


be Yt 


37. あな た 方 の 財産 も あな た 方 の 子息 も 、 あ な 


38. 


39. 


40. 


た 方 が われ ら * の も と で お 近づき を 得る も 
の で は な い 。 し か し 信仰 し 、 正 し い 行い * 
を 行う 者 、 それ ら の 者 た ち に こそ 、 彼ら が 
行っ た こ と ゆえ の 倍 の 人 民 ビ 美 が め る の だ !。 そ 
し て 彼ら は (懲罰 か ら ) 安全 な 状態 で 、( 天 
国 の ) 高き 住ま い に あ る 。 


また 、 わ れ ら * の 御 徴 に お いて 、 ( 距 呼 
わり する た め に ) ね じ 伏せ よう と 喘息 に な 
る 者 た ち 、 そ れ ら の 者 た ち は 、 懲 罰 へ と 立 
ち 合 わ さ れ る 者 た ち で ある 。 


(使徒 よ ) 言っ て や れ 。「 本 当 に 我 が 主 は 、 
その 僕たち の 内 、 か れ が お 望み の 者 に 組 を 

富 に 与え られ 、 ま た 控え られ る 2 そし て 、 
あな た 方 が どん な も の で も (アッ ラー* に 人 
じ ら れ た こと に ) 費 や せ ば 、 か れ は それ を 
( 伺 美 で ) 継が せ 給 う 3。 か れ は 、 最も よく 
糧 を 授け られ る お 方 」。 


か れ ( ア ッ ラ ー?) が 彼ら (シル ク * の 徒 ) 全 
員 を 有 集 さ れ 、 それ か ら 天 使 * た ち に (こう ) 
仰せ られ る 日 の こと (を 思い 起こ させ よ ) 。 
「 一 体 こ れ ら の 者 た ち は 、 あな た 方 (天使 * 
た ち ) の こと を 崇め て いた の か ?」* 
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w MN 


た 


財産 や 子息 は 、 そ れ 
その 財産 を アッ ラー* の 道 に 費やし た り 


体 で は アッ ラー* へ の お 近づき を 望め な い 。 


タン ンタ ママ タ て そ ーー 多 タ レニ そ ー 
すく の EIDUF DI 
So oe TS 


NG 
Ook 


A oR GOR OY 


イー ンタ ンタ タマラ ンタ 


OC YE 


OR 
OoLI! 6 oN 


し か し 正しい 信仰 者 が 、 


、 あるいは 


分 の 子供 に 善い こと を 教え た り 、 正 し 


い 教 育 を 施し た りす る こと と で 、 初め て アッ ラー* へ の お 近づき を 望め る の で ある (アル = バ 
イダ ー ウ ィ ー4:403 参照 )。 
アー ヤ 36 の 訳注 を 参照 。 


現 


こと ( ム ヤ ッ サ ル 432 頁 参 照 )。 
同様 の 情景 の 
章 21-22、 


芯 


世に お いて は それ に 代わ る も の で 、 来 世 


Hm 号 と し て 、 ア ー ヤ *31-33、 
識別 章 17-19、 物 語音 63、 


部 族 連合 


雌牛 章 166-167、 
章 67-68 も 参照 。 


に お いて は 人 知美 で 償 (つぐ な ) われ る 、 と いう 


高 壁 章 38、 イ ブラ ー ヒ ー ム * 


34. サ バア 章 891 し つり かー を 


41. 彼ら (天使 た ち ) は 申し 上 げ る 。「 あ な た De ra 
に 称え * あ れ 。 彼ら は 無関係 で 、 あ な た と | 0 あみ 緒 天 os 
そ が 私 た ちの 詩 座 工 者 * で す 。 いえ 、 彼ら は ジ 
ン *2 を 崇め て いま じ た 。 彼ら の 大 半 は 、 彼 
ら (ジン や の こと を 信じ て (従っ て ) い 


た の で す 」。 

42. (復活 の ) この 日 、 あ な た 方 は お 互い に 、 Py YS > る る LOYz26 
益 も 害 も 有 し て は いな い 。 そ し て われ ら * Ae 
は 不正 * を 働い て いた 者 た ち に 、( こ う ) 言 SIS 


う の だ 。「 あ な た 方 が 嘘 呼ば わり し て いた 、 
業火 の 人 当 を 味わう が よ い 」。 


43. わ れ ら * の 明白 な 御 微 (アー ヤ ウ が 彼ら ( マ VDE eb 
ッ カ * の 不信 仰 者 ) に 読谷 され れ ば 、 彼ら 5 
は 言っ た を も の で あっ た 。「 こ れ (預言 言 者 NB も HU 
ムハンマド は 、 あな た 方 の ご 先祖 様 が 央 a 
め て いた も の か ら 、 あ な た 方 を 阻 も うと す 和 


る 男 以外 の 何 も の で も な い 」。 ま た 、 ( こ 
う ) 言っ た 。「 こ と れ (クル アー ン 〉 は 、 撮 千 
され た で っ ち 上 げに 過ぎ な い 」 。 そ し て 不 
信仰 だ っ た 者 * た ち は 真 理 に 対し 、 それ が 彼 
ら の も と に 到来 し た 時 、 (こう ) 言っ た の 

で ある 。 「 こ れ は 紛れ も な い 魔 術 に 外 な ら 


な い 」。 
ュ ム ノラ 、 じ ゅ く と 。 ララ a 
44。 わ れ ら * は (クル アー ン * 以 前 ) 、 彼ら * が 熟 EI SE 
読 する いか な る 啓典 も 、 彼ら に 下 し は し な LR 


か っ た し 、 (使徒 * よ 、) あな た 以前 に は い 
か な る 警告 者 も 、 彼ら に 遣わ すこ と は な か 
っ た の だ 。 


1 私 た ち は 彼ら の こと を 自分 た ち へ の 崇拝 * 者 と し た わけ で も な く 、 彼 ら の 底 護 を 引き 受け た 
わけ で も な い 、 と いう こと (アッ = テ シ ャ ウ カ ー ニ ー4:437 参照 )。 

2 ここ で の 「 ジ ン *」 は 、 シ ャ イタ ー ン * の 意 ( ム ヤ ッ サ ル 433 頁 参照 )。 

3 ここ で の 「 彼 ら 」 は 、 ア ラブ 人 の こと と され る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:525 参照 )。 


34. サ バア 章 892 i VE 
45. また 、 彼 ら 以前 の (不信 仰 ) 者 * た ち は 、 SI rE 
(われ ら * の 使徒 * た ち を ) 嘘つき 呼ば わ IIE 
り し た 。 彼ら (マッ カ * の 不信 仰 者 * た ち ) SRR 
は 、 われ ら * が 彼ら (それ 以前 の 不信 仰 者 - 
* た ち ) に 与え た も の ! の 、 十 分 の 一 に も 達 
し て いな いと いう の に 。 彼ら は 、 わ れ の 
使徒 * た ち を 嘘つき 呼ば わり し た の で あ 
る 。 そ れ で 、 わ が 耕 認 は いか な る も の だ 
っ た か ?2 
46. ( 便 徒 * よ 、 彼 ら に ) 言っ て や れ 。 「 ま さ | Eds Ye 
に 私 は 、 あ な た 方 に 一 つ だ け 訓 成す る 。 | た oy を っ gy58 ジ 
あな た 方 が アッ ラー* に 向かっ て 二 人 すず 92 の と 5YA 
つ 、 ま た 一 人 ずつ 立ち 上 が り 、 そ れ か ら 就 Oa 
考 す る こと を *。 あ な た 方 の 仲間 ( ム ハ ン 
マ ド * に 、 潤 きも の な ど 潤 いて は いな い 
4。 彼 は (あな た 方 が 味わう こと に な る ) 誠 
し い 懲 六 に 先立つ 、 Ot 
に 過ぎ な い の だ 5」 加 
47. (使徒 * よ 、) 言え 。「 も し 、 私 が あな た 方 | eae 
に 何ら か の 見 返り を 求め た % と し て も 、 そ れ OE ERE 


は あな た 方 の も の 。 私 の 見 返り は 、 ア ッ ラ 
ー* か ら 以 外 に は な い の だ 。 そ し て か れ は 、 
全て の こと の 証人 で あら れる 」。 


— 


to 


の 


た 


mh 


これ は 勢力 、 財 産 、 長 寿 な どの こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 433 頁 参 照 )。 


「 わ が 否認 は いか な る も の だ っ た か ?」 に つい て は 、 巡 礼 * 章 44 の 訳注 を 参照 。 
預言 者 * の 件 に つい て 、 決 意 と 熱意 、 真 理 の 追求 と アッ ラー* へ の 真 撃 さ を も っ て 立ち 上 が 
り 、 寄 り 集 まっ て 調べ 合い 、 あ る い は 一 人 で 自分 自身 に 問い か け て みれ ば 、 役 が 引 ( つ ) 
か れ て な どい な いこ と が 分 か る (アッ = ニ サ ァ デ ィ ー682 頁 参照 )。 

アル テヒ ジュ ル 章 6「 還 かれ た 者 」 の 訳注 を 参照 。 
縫 り 合わ され た 章 の 訳注 1 も 参照 。 
と の 「 見 返り の 要求 」 に つい て は 、 家 畜 章 90 の 訳注 を 参照 。 


34. サ バア 章 


893 


し っ 5) を 


48. 


49. 


50. 言っ 


51. 


52., 


う の だ 。「 実 に 我 が 主 * は 、 真理 を (上 
に 向け て ) 投げ か け 給 い !、 不 可視 の 世界 * 
郊 知 され る お 方 で ある 」。 


言え 。「 真 理 は 到来 し た 。 そし て 虚 妥 は ( 減 
び 、 も は や ) 出現 する こと も 、 回 帰す る こ 
と も な い 」。 2 


て や れ 。「 も し 私 が (真理 か ら ) 迷っ 
た の な ら 、 私 は 自分 自身 に 対し て ( 罪 を 負 
うべ く ) 迷っ て いる の で ある 。 そし て も し 
正しく ) 間 か れ た の な ら 、 (それ は ) 我 
が 主 * が 私 に 落 示 され た も の ゆえ の こと 。 本 
当 に か れ は よく お 聞き に な る お 方 、 (か れ 
を 呼ぶ 者 の ) 近く に お られ る お 方 」。 
(使徒 * よ 、 ) 彼ら (不信 仰 者 * た ち ) が 戦 避 
する 時 の こと を 、 目 に し た な ら ば 。 彼ら に 
逃げ 道 は な く 、 近 い 場所 か ら 連れ て 行か れ 
る の だ 3 


そし て 彼ら は (、 そ の 時 に な っ て ) 言う 。 
「 私 た ち は そ れ ? を 信じ た 」 。 どう し て 遠い 
場所 か ら 、 易 々 と (信仰 を ) 手 に 入れ られ 
る と いう の か ?$ 


1 " ll 


a 


= 


その 他 、 


AA (TI も 3 あお 38 


ob ちこ 6 も を 3 て お あ 
Dp 


II A 
© nob 


「 ア ッ ラ ー* は その 紗 示 を 、 か れ が お 選び に な る 者 に 下さ れる 」「 真 理 を 世界 中 に 広 


め ら れる 」 と いっ た 解釈 も ある (アル = バイ ダー ウィ ー4:406 参照 )。 


to 


い は 、「 虚 妄 」 と は シャ イタ ー 


つま り 虚 妄 は 跡形 も な く 消 え 去 り 、 進 退 も 開始 も 再開 も まま な ら な い 状 況 に な っ た 。 あ る 
ン * の こと で 、 そ れ は 何 を 創造 する こと も 出来 な けれ ば 、 何 


か を 人 蘇 (よみ が え ) ら せ る こと も 出来 な い (アッ ニシ ャ ウ カ ー ニ ー4:441 参照 )。 


ww 


算 の 場 か ら 、 地獄 へ と 落と され る 
や す ) く 負 
この 「 そ れ 」 は 、 ア ッ ラ 
既に 現世 か ら 遮 (さえ ぎ ) られ 、 


wn 


*、 啓 


に する こと は 出来 な い (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 家 畜 章 


この アー ヤ \* の 解釈 に は 、「( 死 が 訪れ 、) 地表 か ら 地 下 へ と 移さ れる 時 の こと 」「 復 活 の 日 * の 清 
寺 の こと 」「 か つて は 強力 だ っ た の が 、 戦場 に お いて 容易 (た 
か され る 時 の こと 」 と いっ た 諸説 が ある (アル = カー スィ ミー14:4968 参照 )。 

、 使 徒 * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 434 
そこ が 「 遠 い 場 所 」 と な っ て し まっ た 後 で は 、 信 仰 を 手 
158 と その 訳注 も 参照 。 


参照 )。 


Tt 


34. サバ ア 章 894 し っ 5) VE 

53. 彼ら は 確か に 以前 、 そ れ を 杏 定 し 、 不 可視 | っ ね Saal る 
の 世界 『 に つい て (真理 か ら ) 遠い 場所 か Rd 
ら ( 虚 詞 に 満ち た ) 憶測 を し て いた と い 2 
う の に 。 

54. そし て 彼ら と 、 彼ら が 湯 望 する も の ! と の 間 SRL RI I 
は 阻ま れ た 。 ちょ うど 彼ら の (先代 で ある ) a 
同類 者 た ち が 、 以前 (そう ) され た よう に 。 Ou» 


本 当 に 彼ら は (現世 で ) 、 大 き な 疑惑 の 中 
に あっ た 2 の で ある 。 


Ft 


1 「 渦 望 す る こと 」 と は 、 現 世 【 


と 選 


戻っ て 信仰 する こと ( ム ヤ ッ サ ル 434 頁 参照 )。 


2 つま り 、 使 徒 *、 復 活 、 清 算 に つい て 疑念 の 中 に あっ た (前 掲 書 、 同 真 参照 )。 


35. 創成 者 章 
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2 


上 


次 起ち まね く ^ 灯 愛 深き * 

アッ ラー* の 御名 に お いて 
アッ ラー* に て そ 称 将 * は あり 。 諸 天 と 大 地 
6 天使 * た ち を 、 二 枚 、 三 枚 、 四 枚 


、 買 を 備え た 御 使 いと され た お 方 。 か れ 
eo お 望み の も の を 増やし 給 
う 。 本当 に アッ ラー* は 、 全 て の こと が お 出 
来 の お 方 で ある 。 


アッ ラー* が 人 々 に ご 慈悲 2# を 開き 放 て ば 、 
それ を 押し 留め る (こと の 出来 る ) 者 は 
いな い 。 また 、 か れ が (それ を ) 押し 留め 
る な ら ば 、 か れ を 差し お いて それ を 放つ 
(こと の 出来 る ) 者 は いな い 。 か れ は 偉 力 
な ら び な い * お 方 、 英 知 あ ふれ る * お 方 で あ 
られ る 。 


人 々 よ 、 あ な た 方 に 対す る ア ッ ラ ー* の 周 恵 
を 思い 起こ す の だ 。 あ な た 方 に 天地 か ら 糧 
を お 授け に な る アッ ラー* の 外 、 創造 主 が あ 
る と いう の か ? か れ の 外 に 崇拝 * す べき 、 

いか な る も の も な い 。 ど うし て あな た 方 は 、 
(アッ ラー* だ け を 崇拝 * す る こと か ら ) 背 か 
され る の か ? 


1 


NM 


マッ カ * 啓 示 で 学者 の 見 解 は 一 致 。 ス ー ラ * の 名 称 は 


アッ ラー* の 御 


「 創 成 者 | に 由来 。 そ の 名 の 通り 、 


忠 本 いり 


(な ぐさ ) め な ども 用 (うか が ) える 。 


この 「 ご 慈 砺 」 と は 、 生 活 の 糧 、 雨 、 健 康 、 
434 頁 参照 )。 


NN 


eo Sas ll 

GTO 

FEN RT 
C5 


UE a 1M 


SA NR 


ある %3 1 


gb を NIE EN 


と 
NG 3 A 


、 冒 頭 に 登場 する アッ ラー* の 美 名 の 一 
力 ・ 唯 一 性 * を 示す 自然 界 の 様々 な 創 
が 、 ス ー ラ * の 所 々 に お いて 描写 され て いる 。 また マッ カ * 啓 示 の 常 と し て 、 シ ルク * へ の 
告 、 ム ハン マ ド * の 使徒 * 性 ・ 復 活 の 確証 、 よ き 品 格 の 強調 が な され る と 同時 に 、 
* の 恩恵 の 描写 と その 感謝 の すす め 、 信仰 者 と 不信 仰 者 * の た と え 、 預 


グ 2 ツ ワ プー 
言 者 * へ の 励ま し や 慰 


知識 と いっ た 諸々 の 恩恵 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 
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P65, Ye 


4. 


また (使徒 * よ ) 、 も し 彼ら (不信 仰 者 * た ち ) 
が あな た を 嘘つき 呼ば わり し た と し て も 、 
あな た 以前 の 使徒 * た ち も 確 か に 、 忠 つき 呼 
ば わり され た の で ある 。 . そ し て (来世 で は ) 
アッ ラー* に こそ 物事 は 戻さ れ (て 、 全て の 
者 は その 報い を 受け ) る の だ 。 


人 々 よ 、 本 当 に アッ ラー* の お 約束 ! は 真実 で 
ある 。 な ら ば 決し て 、 oo 
方 を 到 い た り 、 到 く 者 2 が あな た 方 を 、 
ラー* に お いて 欺く と と が あっ た り Me 
な ら な い 。 


実に シャ イタ ー ン * は 、 あ な た 方 に と っ て の 英 
な の で ある 。 な ら は ば 彼 を 、 英 と せよ 。 本 当 に 
彼 は その 徒党 を 、 彼ら が (地獄 の ) 電 炎 の 介 
間 と な る べく 、 ( 迷 妥 へ と ) 招く の で ある 。 


不信 人 に 陥っ た 者 "た ち 、 彼 ら に は 厳し い 
竹久 が ある 。 そし て 信仰 し 、 正 し い 行 い * 


を 行う 者 た ち 、 彼 ら に は お 赦し と 大 き な 符 
美 が ある 。 
一 体 、 自 分 ) の 行い の 悪 が 目 映 く 見 え 、 それ 


を 美しく 思う 者 は (、 正 し く 導 か れ 、 それ 
を 美しく 思う 者 と 同様 だ ろう か ) ? 実に ア 
ッ ラ ー* は 、 か れ が お 望み に な る 者 を 迷わ さ 
れ 、 お 望み に な る 者 を お 導き に な る の だ 。 
な ら ば 、 彼 ら (の 不信 仰 ) へ の 悲嘆 ゆえ 、 

あな た "自身 を 滅ぼし て は な ら な い 。 本 当 に 


i 


tv 


w 


た 


イィ と ン ジッ タン ン レラ ニッ ン 
83853 ob 


OE 
EEN CE 
ON IECNSSN 
EA EN RI 
@ IT 2 ゆ はぐ Pe SF 
kd ge EN 


ORNL 


(ste の プア ドン | 8 
EG 
0 


OR 


AY 2 


復活 、 褒 美 (ほう び )、 懲 席 と いっ た 来世 で の お 約束 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 434 頁 参 照 )。 


「 欺 く 者 」 に つい て 


て は 、 ル クマ ー ン 章 33 の 訳注 を 参照 。 
シャ イタ ー ン * が 人 類 を 迷 り せる こと と な っ た 経緯 (いき さ つ ) に つい て は 、 高 壁 


章 11-18、 


アル テヒ ジュ ル 章 28-42、 夜 の 旅 章 61.65、 サ ー ド 章 71-85 を 参照 。 
この 「 あ な た 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 120 の 訳注 を 参照 。 以 下 、 同 様 の 表現 の 際 に も 、 同 訳 


注 を 参照 。 
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P65, -Y6 


10. 


1。 


アッ ラー* は 、 あ な た 方 の な すこ と を ご 存 知 
の お 方 な の だ か ら 。 


アッ ラー* は 、 風 を 送ら れる お 方 。 それ ( 風 ) 
は 雲 を 追い や り 、 われ ら * は それ を 死ん た 土 
地 へ と 率い て 行き 、 それ ' に よっ て 大 地 を そ 
の 死後 に 息吹 か せる ?。 (復活 の 日 * の ) 再 
生 も 、 同 様 な の だ 。 


けん せ 


権勢 を 求め る 者 が ある な ら ば (、 ア ッ ラ ー 
+ から それ を 求め よう 、 アッ ラー* に こそ 全 
て の 人 か 話す る の だ 。 か れ k こそ 善き 言 
葉 は 昇っ て いく の で あり 、 正 し い 行い * が そ 
れ を 上 げ る *。 そ し て 悪 を 策謀 する 者 た ち 、 

彼ら に は 厳し い 懲罰 が あり 、 そ れ ら の 者 た 


ちの 策謀 こそ は 、 ご 破 算 に な る の だ 。 


アッ ラー* は あな た 方 (の 父祖 アー ダム う 
を 土 か ら 5、 そ し て (その 子孫 を ) 一 滴 の 精 
液 か ら お 創り に な り 6、 そ れ か ら あ な た 方 を 
夫婦 と され た 。 ま た 、 い か な る 女性 も 、 か 
れ が ご 存 知 に な る こと な くし て は 、 妊 娠 す 


1 


2 


ww 


「 そ れ 」 と は 、 
「 大 地 を その 死後 に 息吹 か せる 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 164 の 訳注 を 参照 。 
アッ ラー* で は な く 、 そ の 創造 物 に 権勢 を 求め る 者 は 卑 (いや ) 


雲 か ら 降 る 雨 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 435 年 


EE SIT NAN 
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(5 と 1 
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ラン ラ 
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ーー 


ンタ る 2 < 
PS IP 
tC sds is 
マン る 4 な づ ス 


の う A (gs 8 に 2 


参照 )。 


し め ら れる こと に な る が 、 


アッ ラー* か ら 権 勢 を 求め る 者 は 、 か れ か ら そ れ を 授かる 。 そ し て アッ ラー* か ら の 権勢 と 
は 、 か れ へ の 服従 に よっ て 得 ら れる も の な の で ある (前 掲 書 、 同 真 参照 )。 


た 


「 善 き 言 葉 」 は 、 シ ャ ハー タダ * の 言葉 、 
教授 な ど 、 全 て の 善い 
を 上 げ る 、 つ まり 正しい 行い * が 伴わ な い 言 葉 
① 「 善 き 言 葉 」 が 「 正 し い 行い *」 を 上 げ る 、 つ まり シャ ハー タダ 


唱 念 、 


祈願 、 


クル アー ン * の 読 議 、 
言葉 を 指す と され る 。 本文 の よう に 「 正 し し 
は 受け 入れ られ な い 、 と いっ た 解釈 の 外 に も 


中 


イス ラー ム * 学 の 
行い *」 が 「 善 き 言葉 」 


* の 言葉 を 語っ た ム ス リ ム * 


か ら こ そ 、 正 し い 行 い * は 受け 人 人 れ ら れる 、② ア ッ ラ ー* が それ を 「 上 げ て 」 お 受け 人 れ に 
な る 、 と いっ た 解釈 も ある (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 2:212-213 参照 )。 


13)| 


[er 


人 間 の 創造 の 変遷 (へ ん せん ) に つい て は 、 


ー ダ ム * が 土 か ら 段 階 を 経 (へ ) て 創 ら れ た こと に つい て は 、 
を 参照 。 


巡礼 * 章 


アル テヒ ジュ ル 章 26 の 訳 


5、 信 仰 者 た ち 章 14 の 訳注 を 参照 。 


35. 創成 者 章 898 PB -Ys 
る と こと も 出産 する こと も な い 。 そ し て 長命 


12. 


13. 


14. 


者 が 長生 き さ せ られ る こと も 、 そ の 年 か ら 
差し 引か れる こと も 、 全 て 書 (守ら れ し 碑 
板 り の 中 に (あら か じ め 記 録 さ れ て ) ある 
の だ 。 本 当 に それ は アッ ラー* に と っ て 、 
容易 いと と な の で ある 。 


まだ 、 ー つ の 海 は 同様 で は な い 。 こと こちら 
は 甘く て 美味 、 飲む に 只 て 越し が よく 、 こ 
ちら は し ょ っ ぱく て 辛い と いう よう に 。 
そし て その いずれ か ら も 、 あ な た 方 は 新 
鮮 な 肉 を 食べ 、 あ な た 方 が 身 に 縄 う 装飾 
品 を 採り 出す 。 まだ に あな た は そこ を 、 
船 が 水 を 切 (りつ つ 走 ) る の を 見 る 。 ( そ 
れ は ) あな た 方 が 、 か れ の ご 皿 冬 か ら 求 
め る た めで あり 、 そし て あな た 方 が ( 授 か 
っ た 恩恵 に 対し 、 ア ッ ラ ー* に ) 感謝 する 
ei 


か れ は 夜 を 昼 に お 入れ に な り 、 ま た 昼 を 夜 
に お 入れ に な り !、 太 陽 と 月 を 仕え させ られ 
た 。 (その) いずれ も 、 定め られ た 時 期 (で 
ある 復活 の 日 *) まで 運行 し 続け る の で あ 
る 。 その お 方 が アッ ラー*、 あな た 方 の 主 *、 
か れ に こそ (全て の ) 王権 は ある 。 そ し て 
彼ら が 、 か れ を よそ に 祈っ て いる 者 た ち 
は 、 薄皮 2 すら 有 し て は いな い の だ 。 


(人 々 よ 、) も し 、 あ な た 方 が (アッ ラー 
* を よそ に ) 彼ら に 祈っ て も 、 彼ら に は あな 
た 方 の 祈願 が 聞こ えな い 。 ま た 、 た と え 開 
とこ えた と し て も 、 彼 ら が あな た 方 に 応じ る 


1 


「 夜 を 昼 に …」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 27 の 訳注 


タダ 」 タ | 


oo ld GA 
Pest 
eb 
CORE 


SES NS 人 遇 
と っ と し ー< も I レ テス メ の 3 3 うう 
志和 


LOGI EN 4 
© ra 


ィ ン ジラ ゃ ジッ コラン 
EI TRE 
52 を レ め ば に ンー イレ 


ンタ ラー ンタ 


sds NS 


を 参照 。 


2 原語 で は 「 キ トミ ー ル 」 で 、 種 子 の 上 を 覆 うう 薄皮 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 436 頁 参 照 )。 僅 ( わ 


ず ) か な 物 も 有 し て は いな い 、 


と いう た と え (イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 22:283 参照 )。 


35. 創成 者 章 899 PB -Ys 
こと は な い 。 そし て 復活 の 日 *、 彼ら は あな 
た 方 の シル ク * を 否定 する の で ある 。 (使徒 
* よ 、 誰 も 、 全 て に ) 通 暁 され る お 方 ( ア 
ッ ラ ー? の よう に は 、 あな た に (正しい こと 
と を ) 伝え る こと は な い の だ 。 

15. 人 々 よ 、 あ な た 方 は アッ ラー* な し で は いら 2 
れ な い 者 で あり 、 ア ッ ラ ー* は 満ち 足り て Se Sy 
お られ る * お 方 、 称賛 され る べき * お 方 な の 
で ある 。 

16。 かれ が お 望み な ら 、 あ な た 方 を 滅ぼさ れ 、 | ③ ぁ ああ っ 52 と っ 35 
新た な 創造 物 々 を も た ら さ れる の だ 。 

17. そ し て それ は 、 ア ッ ラ ー* に と っ て 難し いこ あろ っ あじ 5 
と な ど で は な い 。 

18. ま た 、( 罪 の ) 重荷 を 背負 う 者 は 、 他 の (者 | 衝 語 SI も あ 寺 お 


お 


i 

。 そし て 、 も し ( 罪 の ) 香 
時 iP の ら 
よう に 頼ん も で も 、 そ こと か ら 少 し も 背負 っ て 
も ら え る こと は な い 。 た と え 、 そ れ が 近親 
者 で あっ た と し て も (、 そう な の で ある ) 。 
(使徒 * よ 、) あな た は 、 まだ 見 ぬ ま ま に 自 
分 た ちの 主 * を 恐れ 、 礼 拝 を 遵守 する 者 
た ち に て そ (、 有効 な ) 警 消 を する の だ 。 
自ら を 努め て 清め る 者 * は 、 清め る こと で 
自分 ) を 益 す る に 外 な ら な い 。 そし て アッ ラ 
ー* に こと そ 、 (全て の 者 の ) 行き 先 は ある 。 


上 吉 * 
9 fe / 

RY 
蔽 * 
六 s(v 
ざ 区 
nt 


この 具体 的 な 情 


物語 剖 63、 時 昧 章 25、 砂 丘 章 6 な ども 参照 。 


w 


この 
「 ま だ 見 ぬ ま ま に 
この 


Re る に る ed 
る 2 OD C2 


SS ai 


ン 
の 


DIA SS 


景 の 描写 と し て 、 雌牛 章 166-167、 ユー ヌス * 章 28-29、 マル ヤム * 章 82、 


「 新 た な 創造 物 」 に つい て は 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * 章 19 の 訳注 を 参照 。 
分 た ちの 主 を 恐れ る 」 に つい て は 、 預 言 
ら を 努め て 清め る 」 に つい て は 、 タ ー・ ハ ー 章 76 の 訳注 を 参照 。 


ML 


者 * た ち 章 49 の 訳注 を 参照 。 


35. 創成 者 章 


900 


EE eka 


19. 


24. 本 


まま 


. あな た は 


当 に われ ら * は あな た を 、 
者 、 警 告 を 告げ る 者 と し て 、 真 理 * と 共に 遺 
[が (出現 し て は 、 
不信 仰 の 結末 を 警告 し 、) 過ぎ 去っ て いか 
な か っ た 共同 体 な ど 、 な い の だ 。 


.・ そし て 、 も し 彼ら (シル ク * の 徒 ) が あな た 
を 嘘つき 呼ば わり する な ら ば 、 
(使徒 "た ち を ) 嘘つき 
ば わり し た の で ある 。 彼ら の 使徒 * た ち は 、 
白 な 啓典 を 携え て 、 彼 ら の 


か れ が お 望み に な る 者 を 、 


あな た は 墓 の 1 に いる 


は な い の だ 。 


ゝ ヽ 桂 口 


才 2 
NM 大 mi 


わし た 。 そ し て 


者 た ち も 確 か に 、 


明 証 や 書 巻 や 明 
も と に 到来 し た 。 


- それから われ は 、 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち 
を (様々 な 懲 貞 で ) 捕らえ た 。 それ で ( 彼 
わが 否認 は いか な る 


ら の 行い に 対す る ) 、 
も の だ っ た か ?7 


盲人 と 見 る 者 は 、 同 じ で は な い 。" 
. また 、 闇 と 光 も 。 2 
(天国 の ) 陰 と (地獄 の ) 熱風 も 。 
. そし て 、 生 者 と 死者 * も 。 実に アッ ラー* は 、 


年 で ) 聞か せら れる の で あり 、 
者 * に 聞か せる 者 で 


和合 者 に 外 な ら な い の だ か ら 。 


(理解 と 許容 の 
(使徒 * よ 、) 


電報 を 伝え る 


彼ら 以前 の 
14 


「 青 人 」 は アッ ラー* の 宗教 に 
ヤッ サル 437 真 参照 )。 ま た 、 
「 聞 」 は 不信 仰 で 、「 光 」 は 信 
「 生 者 」 は 、 信 1 
「 墓 の 中 に いる 者 」 は 、 


「 真 理 」 と は 、 


目 


目 な 者 、「 見 る 者 」 は 真下 


叩 の こと (前 掲 書 、 
! で 心 が 生 き て いる 者 、「 死 者 」 は 不信 仰 で 心 が 死 ん だ 者 ( 
心 が 死ん だ 不信 仰 者 * の た と え (前 掲 書 、 
「 吉 報 を …」 に つい て は 、 雌 和牛 章 119 の 訳注 を 参照 。 


家畜 章 50、 雷 鳴 章 16、 フ ー 


Or a と ec 
NE 
OT 

WNT E35 
eI 
Ss 


RE NR IGRI 
GN DIE 
OA EN 


1 


みつ 


9 I | 
⑨ ム を で 


E を 見 出し 、 そ れ に 従っ た 者 ( ム 
ド * 章 20 と その 訳注 も 参照 。 


同 頁 参 ! 


抱 )。 雌牛 章 257 の 訳注 も 参照 。 
前 掲 書 、 同 真 


参照 )。 


へ の 


アッ フー* へ 


7 巡礼 * 章 44 i 


言 仰 と 、 宗 教 上 


の 決ま り の こと (前 掲 書 、 同 』 


同 真 参照 )。 


[参照 )。 


ュ グ 


35. 創成 者 章 901 PB ) 
27. (使徒 * よ 、) あな た は アッ ラー* が 天 か ら 邊 0 CN 
( 雨 ) 水 を お 降ら し に な る の を 見 な い の | 86S 
か ? そし て われ ら * は それ に よっ て 、 様 々 | zzzxz っ る eg 
な 色 の 果実 を 生育 させ る 。 ま た 山々 の 内 に の も oz の 
は 、 日 や 赤 の 、 異な る 色 の ( 道 ) 筋 が あり 、 
漆黒 の も の も ある 。 

28. ま た 人 々 や 地 を 歩く 生物 、 PWM END DI No 
様 に 、 異 な る 色 の も の が ある 。 ア ッ ラ ー* ea SESS 
を 恐れ る の は 、 その 性 た ちの 、 (アッ ラ OR 
ー* に つい て ) 知 識 あ る 者 た ち に 外 な ら な い 
!。 本 当 に アッ ラー* は 偉 力 な ら び な い * お ね 
方 、 赦 し 深い お 方 な の だ 。 

29. 本 当 に ア ッ ラ ー* の 啓典 (クル アー ン り を 読 RS FR 
議 し 2 礼拝 を 遵守 の われ ら * が 彼ら に 投 0 
けた も の か ら (施し の た め に ) 密 に 、 十 わ te 
に 、 費やす 3 者 た ち は 、 決 し て ご 破 算 に な る 
こと の な い 取 引 * を 望む 者 た ち 

30. (それ は ) か れ が 彼ら に その 褒美 を 全う さ | Lu29ozAS 
れ 、 そ の ご 央 箇 か ら 彼ら に 上 乗せ され る た | 
め 。 本 当 に か れ は 赦し 深い お 方 、 よく 労 わ 
られ る * お 方 な の だ か ら 。 

31. (使徒 * よ 、) わ れ ら * が あな た に 下 し た 啓典 | 4 は Ausod3Ez 季 
(クル アー ン ? は 、 そ れ 以 前 の も の を 確 っ っ 46565Os し 6 スン 2 


証する 真理 で ある 。 本 当 に アッ ラー* は その 


1 創造 物 が 様々 に 異な る よう に 、 人 々 の アッ ラー* に 対す る 恐れ の 度合 いも 様々 で ある (アル 


テク ルト ッ ゥ ビー10:46 参照 )。 完 


全 な る 属性 と 美 名 で 


容 さ れる アッ ラー* に つい て 知れ ば 


知る ほど 、 か れ に 対す る 恐れ の 念 は 強く な る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:544 参照 )。 


sl 


ww 


に 


この 「 読 諾 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 121 の 訳注 も 参照 。 


ラー* が 「 授 けた も の か ら (施し と し て ) 費やす 」 に つい て は 、 雌 邊 章 3 の 訳注 を 参照 。 


参照 )。 


「 そ れ 以 前 の も の 」 と は 、 ク ルアー ン * 以 前 の 啓 


それ ら の 行い と 引き 換え に 、 アッ ラー* の お 喜び と 多大 な 褒美 を 得る と いう 取引 の こと ( ム 
ヤッ サル 437 


の こと (前 掲 書 438 真 参照 )。 


35. 創成 者 章 902 bj Yo 
僕たち に 対し 、 まさ し く 通 暁 され る お 方 、 Oa nd 
よく ど ご 覧 に た なら れる お 方 。 

32.。 それから われ ら * は その 啓典 (クル アー ン OAT 
を 、 われ ら * の 僕 の 内 か ら 、 われ ら * が 選び EER 
抜い た 者 た ち に 受け 継が せ た 。 それ で 彼ら Oo とお の えと 
の 内 に は 、 中 ら に 対し て 不正 * を 働く 者 も る 
いる し 、 ほ ど ほ どの 者 も いる し 、 ア ッ ラ ー _ 

* の お 許し と 共に 善 へ と 急ぐ 者 ' も いる 。 そ 
れ * こ そ は 、 大 いな る 恩 入 な の だ 。 

33. 永久 の 楽園 、 彼 ら は そこ に 入る 。 彼ら は そ | catsS 入 eo 必 So や 
こ で 金 製 の 腕輪 と 真珠 で 飾り 立て られ 、 そ し 28 和 あこ 5 
こと で の 彼ら の 衣服 は 組 な の で ある 。 3 。 @ あ を 

34. 彼ら は (天国 に 入っ た 時 、 こう ) 言う 。「 私 2 
た ちか ら 悲 し み ^ を 消し て 下さ っ た ア 6 る 
ー* に 、 称 賛 * あ れ 。 本当に 彼ら が は 、 
まさ し く 赦 し 深い お 方 、 よ く 労 わら れる * 

お 方 だ 。 

35. (か れ は ) その ど 加 紀 に より 、 私 た ち を 永 aS DS 
住 の 世界 (で ある 天国 ) に 住ま わせ て 下さ | 0Gak2 る と 62 
っ た お 方 。 そ こ で は 私 た ち に 、 い か な る 消 
耗 も 及ぶ こと は な く 、 そ こ で は 私 た ち に 、 
いか な る 疲労 が 及ぶ こと も な い 」。 


2 この 「 そ れ 」 は 、 ア ッ ラ ー* が 啓典 を お 授け に な り 、 
PD (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 

3 天国 の 民 が 身 に まとう 物 に つい て は 、 洞窟 章 31、 
21 も 参照 。 

4 て この 「 悲 し み 」 と は 、 地 獄 の 懲罰 、 


ゆる 悲し みか の こと (イブ ン ・ ジュ ザイ 2:217 参照 )。 


自ら に 対し て 不正 * を 働く 者 」 と は 罪 を 犯す 者 の こと で 、 
を 果たし 、 禁 じ ら れ た 物事 を 避け 
の 善行 に も 励 (は げ ) お 者 の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 438 


「 ほ ど ほ どの 者 」 と は 宗教 義務 


る 者 の こと 、「 善 へ と 急ぐ 者 」 と は 義務 行為 の ほか 、 任意 


参 照 ) o 


預言 者 * ム ハン マ ド * の 共同 体 を お 選び 


巡礼 * 章 23、 煙霧 章 51-53、 人 間 章 12、 


復活 の 日 * の 恐怖 、 現世 で の 心配 事 な ど に お ける 、 あ ら 


35. 創成 者 章 903 PB -Ys 
36. また 、 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち EN 彼ら に は 5 スー 2 っ る は の 
の あり 、 の MME TE | ES 
(っ cE だ 信人 計 | の 
され る こと も な い 。 同様 に われ ら * は 、 あら SD I ES le 
ゆる 不信 心 こ の 上 な い 者 に 報い る の だ 。 
37 8 (不信 仰 者 ) は そこ で 、 叫び わ RY 
。「 我 ら が 皇 * よ 、 私 た ち を (地獄 か ら ) EE 
1 そう し て (現世 に 戻し て ) SN EE 
下さ っ た ら 、 私 た ち は 自 2 分 た ち が (現世 で ) > z C33 A 
行っ て いた の と は 違う 、 正 し い 行い * を 行い I 
ます 」。! (する と アッ ラー* は 仰せ られ る 。) ⑨ み クン 
「 一 体 わ れ ら * は 、 教 訓 を 受け る 者 が そこ に 
お いて 教訓 を 受け る だ け の (十分 な ) 年 月 
を 、 あな た 方 に 与え な か っ た の か ? . そ し 
の で は ? な ら ば (地獄 の 究 貞 を) 味わえ 。 
不正 * 者 た ち に は 、 い か な る 援助 者 も な い の 
だ か ら 」。 
38. 本 当 に アッ ラー* は 、 諸 天 と 大 地 の 不可 視 の | GN Do 
世界 * (に 関す る 知識 ) を ご 存 知 の お 方 。 実 あっ og と 交 
に か れ は 、 胸 の 内 に ある も の を ご 存 知 で あ 3 
られ る 。 
39. (人 々 よ 、) か れ は あな た 方 を 地上 の 継 | は 389(Gd 生 
承 者 2 と され た お 方 。 不 信仰 に 陥っ た 者 * co A 
は 自分 自身 に 対し て 、 そ の 不信 仰 (の 害 ) る 
LN の 
が ある 。 そし て 不信 仰 者 * た ちの 不信 仰 は Ne oe 
その 半 * の 御 話 に お いて 、 自 分 自身 へ の 憎 OY 
悪し か 上 乗せ すす る こと が な く 、 、 不 信仰 者 * 
た ちの 不信 仰 は 自分 分 自身 に 、 損失 し か FE 
乗せ し な い の だ 。 
1 同様 の 情 昌 時 家畜 章 27-28、 高 壁 章 53、 イ ブラ ー ヒ ー ム ゞ * 章 44、 信 仰 者 た ち 
章 99-100、 ア ッ テ サ ジ ダ * 剖 12、 赦 し 深い お 方 章 11-12、 相 談 章 44、 偽 信者 * た ち 間 10-11 
も 参照 。 


2 


「 地 上 の 継承 者 」 に つい て は 、 家 畜 章 165 の 訳注 を 参照 。 


35. 創成 者 章 


904 


P65, Ye 


40. 


41. 


42. 


43. 


(使徒 * よ 、 シ ルク * の 徒 に ) 言っ て や れ 。 「 言 
っ て みよ 、 あ な た 方 が アッ ラー* を よそ に 祈 
っ て いる 、 あな た 方 (が アッ ラー?) の 同位 
者 た ち (と し て 崇拝 * し て いる も の ) に つい 
で 5 彼ら が 地上 で 何 を 創造 し た の か 、 私 に 見 
せ て みよ 」 。 いや 、 一 体 彼ら に は 、 諸 天 (の 
創造) に お ける 、 (アッ ラー* へ の ) 加担 が 
0 と いう の か ? いや 、 一 体 わ れ ら * が 彼ら 
暴 を 与え 、 彼ら が それ に よる 明 証 ! に 基 
づい て いる と で も ? いや 、 不 正 * 者 た ち は 互 
い に 偽り し か 約束 する こと が な い 。 


実に アッ ラー* は 諸 天 と 大 地 を 、 そ れ ら が 月 
れ 落 ちな いよ う 、 お 支え に な る 。 そ し て 、 

も し も それ ら が 崩れ 去っ た な ら ば 、 か れ の 
後 、 い か な る 者 も それ ら を 支え られ な い 。 

本 当 に 彼 は も と より 、 邊 大 な * お 方 、 赦 し 深 
い お 方 で ある 。 


彼ら (不信 仰 者 ) は 曜 起 に な っ て 、7 
ー* に か け て 爾 っ た 。 も し も 自分 た ちの も と 
に 警告 者 が 到来 し た な ら ば 、 自 分 た ち は 必 

ず や 、 数 々 の 民 ? の いずれ より も 導 か れ た 

も の と な る 、 と 。 だ が 彼ら の も と に 警告 者 
( 要 言 者 * ム ハン マ ド ” が 到来 し た 時 、 そ 

れ は 彼ら に 対し 、 (真理 か ら ) 離れ 去る こ 

と に 拍車 を か けた だ け だ っ た 。 


地上 で 秦 り 高 ぶ り 、 悪 の 策謀 を (望み つ 
つ ) 。 悪 い 策謀 は 、 そ の 者 自身 を 包囲 する 
だ け だ と いう の に 。 そ し て 彼ら は 、 昔 の 

人 々 の 摂理 * を 待っ て いる だ け な の か ? と 


1 シル ク * を 正当 化す る 明 証 の こと (アッ = ニ サ ァ デ ィ ー691 
2 ユダ ヤ 教 徒 *、 
1 参照 )。 


「 昔 の 人 々 の 摂理 」 に つい て は 、 戦 利 品 
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SEEN BI II 
Ae 


キリ スト 教徒 *、 ある い は その 他 の E 


* 章 38 の 訳 沿 


参照 )。 


分 た ち 以 外 の 民 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 439 


E を 参照 。 


35. 創成 者 章 905 PB -Ys 
も あれ 、 あ な た は アッ ラー* の 摂理 に 変 が 更 を OE 
見 出す こと も な く 、 アッ ラー* の 摂理 ! に 転 
er 

44. そし て 彼ら (不信 仰 者 は 地上 を 旅 し 、 彼 SSE ND 
ら よ り も 力 強 か っ た 、 彼ら 以前 の (不信 仰 ) EG I BN 
者 * た ちの 結末 が いか な る も の だ っ た か を 、| と NS 
見 て みな い の か ? アッ ラー* は も と より 、 DE A NS 
諸 天 に お いて も 大 地 に お いて も 、 い か な る a 1 
も の も か れ (の 懲 信 ) か ら 逃 れ よ う も な い 
お 方 。 本当 に 彼 は も と より 、 全 知 者 、 全 能 
者 な の だ 。 

45.。 も し アッ ラー* が 人 々 を 、 彼 ら が 稼い だ も の ンー に ュ プ W 條 > 愉 あ 


2 ゆえ に お 符 め に な れ ば 、 か れ は (大 地 の ) 
その 表面 に 、 い か な る 生物 も 残し て は お か 
な か っ た だ ろう 3?。 し か し か れ は 、 彼 ら (の 
NS 
だ 。 そ し て 彼ら の ( 鋼 罰 の ) 時 が 来 た ら 
(か れ は 彼ら を 全 六 し 給 う 、 ) 本 当 に ア ウラ 
ー* は も と より 、 そ の 僕たち を よく ご 覧 に 
な る お 方 。 


1 この 「 ア ッ ラ ー* の 摂理 」 と は 不信 仰 者 * へ の 懲罰 の こと 。 誰 も それ を 変え た り 、 
分 か ら 他 人 に 転移 させ る こと な ど 


「 稼 い だ も の 」 と は 、 罪 の こと (前 掲 書 440 頁 参 照 )。 


2 


3 同様 の アー ヤ * と し て 、 和 蜜蜂 章 61 と その 訳注 を 参照 。 
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それ を 


H 来 な い ( ム ヤ ッ サ ル 439 頁 参 照 )。 


36. ヤー・ ス ィ ー ン 童 


ん 


第 36 章 
Nm Am 2 


じ 
慈 尋 まあ まね < ' 芝 愛 深き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


。 ヤ ー・ ス ィ ー ン 2 


完全 無欠 な 3 クル ア ー ン * に 敬 で 

本 当 に (ムハンマド * よ 、) あな た は まさ し 
く 、 使 徒 * の 一 人 、 

まっ すぐ な 道 (イス ラー ム り ) の 上 に ある 。 


(アッ ラー* は 、 クル アー ン * を ) 偉 力 な ら 
びな く *、 慈 悲 あま ね き * お 方 の 下さ れ た も の 
と し て (お 下 し に な っ た ) 。 


(それ は 使徒 * よ 、 あな た の 到来 以前 に ) 自 
分 た ちの 先祖 が 管 告 さ れ て お ら ず 、 (信仰 
と 正しい 行い * に お いて ) 無 順 着 に な っ て い 
る 民 * に 、 あな た が 和 警告 する た め 


(真理 を 知っ た 後に 拒否 し た ) . 彼 ら の 多く 
に は 、 既 に (懲罰 と いう ) 御 言葉 が 確定 し 
た 。 彼 ら は 、 信仰 し な い の だ か ら 。 


1 


sl 


w 


OE SA 


LAS EDF 


2 が こり 


マッ カ * 啓 示 で 学者 の 見 解 は 、 ほ ぼ 一 致 。 ス ー ラ * の 名 称 は 、 財 頭 の ア MA 啓示 ・ 
預言 者 * ム ハン マ ド * の 使徒 * 性 ・ 2 日 * 報 (むく ) い ・ 天 国 と 地獄 ・ ア ッ ラ ー の 唯一 性 * と 


いっ た 、 イ スラ ー ム * の 基本 的 な 信仰 筒 条 (か じょう ) 


を 取り 上 げ る 。 ま た 、 当 時 の マッ カ 


* に お ける 預言 者 * と 不信 仰 者 * ら の 情景 を 科 御 (ほう ふつ ) と させ る 、 使 徒 * が 遣わ され た 
町 の 話 は 、 使 徒 * に 逆らう 民 へ の 警告 と 共に 、 使 徒 * に 従う 者 た ち へ の 吉報 を 告げ て いる 
そし て スー ラ * の 最後 は 、 こ の スー ラ * の 基本 的 テー マ で ある 、 復 活 と 報い 、 そ の 証明 に よ 


っ て 締め くく られ る 。 


この 文字 群 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 用 語 解 説 の 「 ク ルアー ン の 冒頭 に 現れ る 文字 群 を 参照 。 
「 完 全 無欠 な 」 に つい て は 、 ユ ー ヌ ス * 章 1 の 訳注 を 参照 。 


この 「 民 」 は 、 ア ラブ 人 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 440 


外 の 者 に 対し て の 警告 を 否定 する こと に は な ら な い 。 家畜 章 19、 高 壁 章 158 と その 訳注 、 


参照 )。 高 この アー ヤ * が 、 ア ラブ 人 以 


識別 章 1、 サ バア 章 28 な ども 参照 (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:166 参照 )。 


36. ヤー・ ス ィ ー ン 草 907 oD 
8. 本 当 に われ ら * は 、 彼 ら の 首 に 柳 を つけ た 。 DTE gz 
それ は 彼ら の あご に 至っ て お り 、 0 (の の 5 と ある SS 
顔 ) は 上 を 仰 が され た 状態 に ある 。 
9. NR Po 
に ) 、 彼ら の 前 に 障 壁 を 置き 、 その 後ろ か DLLTERERGS 
ら も 障壁 を 置き 2、 彼ら (の 眼 ) を 覆っ た 3。 
それ で 彼ら は (正道 を ) 見 る こと が な い 。 
10. (使徒 * よ 、) あな た が 彼ら に 警告 し た と し | 3 あ 記 あじ め 和 8 計っ つう 
て も 、 警 告 し な か っ た と し て も 、 彼 ら に と の のり 
っ て は 同じ こと 。 彼ら は 信じ な い の だ 。 
11 NN (クル アー ン 〉 に 従う 
CR お 方 ( ア I EN 
2 な ら ば その 者 に は ( 判 の 
赦し と 、 貴 い 細 美 5 の 吉報 を 伝え よ 。 
12. 本当 に われ ら * は (復活 の 日 *、) 死者 た ち に EE 
生 を 与え る の で あり 、 彼ら が (現世 で ) 行っ oO 
て いた こと と 、 その 軌跡 9 を 書き 留め る 。 そ EV 
し て われ ら * は 全て の 物事 を 、 明らか な る 規 
範 7 の 中 で 数 え 尽 くし て お いた の で ある 。 


手 を あご の 下 に つけ た 形 で 、 


i 


[ 
態 


(イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:166 参照 )。 こ の 解釈 に は 、 


光景 
ノ b 県 


阻 (は ば ) まれ て いる 状態 」「 地 獄 の 懲 浪 


ある (アル = クル トゥ ビー15:8-9 i 


5) 


雌牛 章 7、 フ ー ド * 章 20 と その 訳注 も 参照 。 


天国 の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 440 頁 参照 )。 


「 そ の 軌跡 」 と は 、 彼 ら の 生前 と 死後 に 、 彼 ら が 原 


央 | 


これ は 、 信 仰 か ら 阻 まれ て いる 様子 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 440 


「 ま だ 見 ぬ ま ま に ア ッ ラ ー* を 恐れ る こと 」 に つい て は 、 


首 も ろ と も 柳 を つけ られ て いる の で 、 頭 が 上 方 を 向い た 状 


「 導 か れ な い 状 態 の た と え 」「 ア ッ ラ 


ー* の 道 に お いて 施 (ほど こ ) さ な い こ ee ( 夜 の 旅 章 29 参照 )」「 あ ら ゆ る 善 か ら 
(赦し 深い お 方 章 71 参照 )」 な ど 、 諸 説 


参照 )。 


預言 者 * た ち 章 49 の 訳注 を 参照 


Oo 


と し て 生じ た 善い こと や 悪い こと 。 


前 者 の 例 と し て は 正しい 子供 、 有 益 な 午 
例 と し て は 、 シ ルク * や 諸々 の 罪 な ど が ある (前 掲 書 、 


1 識 、 継 続 する 施 (ほど こ ) し な ど が あり 、 


後者 の 


| 参 


同 』 挫 )。 


「 明 ら か な る 規範 」 と は 、 守ら れ し 碑 板 *。 存在 する 全 
て いる 、 と いう こと と (イブ ン ・ カ スィ ー ル 6:568 参照 ) 


県 少 ぢ 


て の も の は 元々 、 こ の 中 に 記録 され 
。 高 璧 草 8 の 訳注 も 参照 。 
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- ヤ ー・ ス ィ ー ン 章 


908 


oH 


13. 


14. 


15, 


16. 


17. 


18. 


(使徒 * よ 、) 彼ら (シル ク * の 徒 ) に 、 
ー つ の 警 え を 挙げ よ 。 町 の 人 々 (の 話 ) 
を 。 使 徒 た ち が 、 そ こ へ と や っ て 来 た 時 
の こと 。 


われ ら * が 彼ら に (アッ ラー* へ の 信仰 と 、 
シル ク * の 放 乗 へ と 招く ) 二 人 (の 使徒 ) 
を 門 わ し 、 彼 ら が 二 人 を 嘘つき 呼ば わり 
し た 時 の こと 。 それ で われ ら “* は (その 二 
人 を ) 三 人 目 (の 使徒 ) で 強化 し た 。 す 
る と 、 彼 ら (使徒 た ち ) は 言っ た 。「 本 
当 に 私 た ち は 、 あ な た 方 へ と 遣わ され た 
者 な の で す 」 。 


彼ら (町 の 人 々 ) は 言っ た 。 「 あ な た 方 は 、 
私 た ち と 同様 の 人 間 に 過 ぎ な い 。 そし て 
慈悲 あま ね き * お 方 (アッ ラー*) は 、 ( 刻 示 
な ど ) 何一つ 下 し て は いな い の だ 。 あ な た 
方 は 嘘 を つい て いる に 過ぎ な い 」。 


彼ら (使徒 た ち ) は 言っ た 。「 我 ら が 主 * 
は 、 本 当 に 私 た ちか が まさしく 、 あ な た 方 に 
対す る 使徒 で ある こと を ご 存 知 で ある 。 


そし て 私 た ちの 義務 は 、 (啓示 の ) 明白 な 
る 伝達 に 外 な ら な い 」 O 


彼ら (町 の 人 々 ) は 言っ た 。「 本 当 に 私 た 
ち は 、 あ な た 方 を 不吉 に 思う !。 も し も 、 あ 
な た 方 が (私 た ち を あな た 方 の 教え に 招く 
の を ) 止め な けれ ば 、 私 た ち は 必 ず や 、 あ 
な た 方 を ( 石 で ) 打ち 殺し て や ろう 2。 そし 
て 、 き っ と 私 た ちか ら の 痛ま し い 懲 禄 が 、 
あな た 方 に 降り か か る で あろ う 」。 


1 


2 


「 不 吉 に 思う 」 に つい て は 、 高 壁 草 131 の 訳注 を 参照 。 
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「( 石 で ) 打ち 殺す 」 に つい て は 、 フ ー ド * 章 91 の 同 表現 の 訳注 を 参照 。 


36. ヤ ー・ ス ィ ー ン 草 909 oD 
19. 彼ら (使徒 た ち ) は 言っ た 。「 あ な た 方 の | 5 る 3 
不吉 の も と は 、 あ な た 方 の と ころ に ある !。 IO 
た と え 教 訓 を 与え られ た と し て も 、 (あな 
た 方 は 私 た ち を 不吉 が り 、 私 た ち を 脅す 
の ) か ? いや 、 . あ な た 方 は ( 罪 と 嘘 呼ば 
わり に お いて ) 度 を 越し た 民 で ある 」。 

20. そし て (彼ら が 使徒 た ち を 手 に か け よ うと ぶら を (しら 
し た 時 ) 、 町 の 一 番 速 く か ら 、 一 人 の 男 が 訪 OF 
急い で や っ て 来 た 。 彼 は 言っ た 。 「 我 が 民 
よ 、 使徒 た ち に 従 5 フ の だ 。 

21. あ な た 方 に 見 返り ? を 求め な い 者 に 、 従 え 。 ES 
彼ら は 導 か れ た 者 た ちな の だ 。 9 

22。 そ れ に 私 が 、 自 分 の こと を 創成 し て 下さ っ BNLATIS 
た * お 方 を 崇め な い 、 な ど と いう こと が あろ RE 
うか ? かれ の 御 許 に こそ 、 あ な た 方 は 戻 
ら さ れる と いう の に ? 

23. 一 体 私 が 、 か れ を 差し お いて ( 外 の ) 神々 | No 
3 を 選ぶ と いう の か ? も し 慈悲 あま ね き * | jo る < 絡 S る まち 
お 方 (アッラー?) が 私 に 害悪 を お 望み に な Io て 
れ ば 、 彼 ら の 執り 成 し は 私 を 何一つ 益 す る 
こと も な く 、 彼 ら は 私 を 救っ て も くれ な い 
の に 。 

24.、 そ ん な こと を すれ ば 、 本 当 に 私 は まさ し く OPEC 
紛れ も な い 迷 い の 中 に ある 。 

25. 本 当 に 私 は 、 あ な た 方 の 主 * を 信じ た 。 だ か あっ と 6 な っ と 
ら 、 私 に 耳 を 傾け る の だ 」。 

1 不吉 な こと が 起こ る の は 、 彼 ら の 不信 仰 の せい だ 、 と いう こと こと 。 あ る い は 、 善 いこ と も 悪 


いこ と も 、 全 て 既に 定 命 な の で ある 、 と いう こと (アル テバ ガウ ィ ー4:11 参照 )。 


2 この 「 見 返り 」 


3 


に つい て は 、 家 畜 章 90 の 訳注 を 参照 
し て は 、 雌 牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 


「 神 々 」 に 関 


36. ヤー・ ス イー ン 草 910 の さり -Y ハ 

26. ( 彼 は こう し て 列 教 し た 後 、 こ う ) 言わ EE ES 
れ た 。「 天 国 に 入る が よい 」。 彼 は 言っ OR る 
た 。「 我 が 民 が 、 知 っ て いた ら よ か っ た 
の に 。 

27。 (私 の 信仰 と 忍 前 へ 、 使 徒 * た ち へ の 追従 | @a み owa じみ お ゆあ を し 
ゆえ に ) 我 が 主 * が 私 を お 赦し に な り 、 私 
を 栄 准 高 き 者 た ちの 一 人 と し て 下さ っ た 
こと を 」 に 

28. わ れ ら * は その ( 男 の 死 と 、 使 徒 た ち を 嘘 PCE で: 
つき 呼ば わり し た ) 後 、 そ の 民 に 対し 、 CARCG LENS 
天 か ら (天使 * の ) 軍勢 な ど 下 すま で も な 
か っ た 。 わ れ ら * は (人 々 を 滅ぼす た め 
わざ わざ 天使 * を ) 下す 者 で は な か っ た の 
で ある 。 

29。 そ れ は 、 (次 く ) 一 声 に 過ぎ な か っ た 。 そ | O35 6 
し て どう で あろ う 、 彼 ら は 息 絶え た 者 と な 
っ て し まっ た の で ある 。 

30 (復活 の 日 *、 守 前 を 目の当たり に し た 時 | 22c み 9cdi を ジ っ 5 
の 、 ) 僕たち の 悲痛 よ ! 使徒 "が 彼ら の も る た | 
と を 訪れ れ ば 、 彼ら は 決ま っ て 彼 (使徒 ) 
の こ と を 画 笑 し た も の だ っ た の だ 。 

31 一 体 彼ら は 、 わ れ ら * が 彼ら 以前 に どれ だ け | の oR 
多く の 世代 を 滅ぼし た の か を 、 見 な か っ た の か) 
の か ? 彼ら は 、 (現世 に いる ) 彼ら の も 
と に 戻っ て は 来 な い 。 

32. そし て (それ らち 滅ぼさ れ た 世代 の ) 全て の OLE WY 


者 は 、 (復活 の 日 * に は ) 例外 な く 、 われ ら 
* の も と に (清算 の た め ) 連れ て 来 ら れる の 
で ある 。 


36. ヤー・ ス ィ ー ン 童 


911 


JO で こら の -Y ハ 1 


33。 また 。 死ん だ 土地 は 彼ら へ の 御 徴 ! で あ 
る 。 われ ら * は それ を 息吹 か せ 、 そこ か ら 


種 粒 を 生育 させ 、 
べ る の だ 。 


あな た 方 は そこ か ら 食 


34。 ま た 、 われ ら * は そこ に 、 ナツ メ ヤシ 、 御 茶 


か ら な る 果樹 園 を 』 
させ た の で ある 。 


謗 け 、 そこ に 泉 を 噴き 出 


35. (それ は ) 彼ら が その 果実 か ら 食 する た め 
ーー それ を 作っ た の は 、 彼ら の 手 で は な い 


の か ? 


36. 大 地 か ら 生 育 す る も の の 内 に 、 あら ゆる 種 
類 を お 創り に な っ た お 方 に 称え 


(この 恩恵 に ) 感謝 し な い 


* あ れ 。 そ し 


て あな た 方 自身 ? の 内 と 、 あ な た 方 の 知ら な 


いも の の 内 に も 


37. また 、 夜 は 彼ら へ の 御 徴 4 で ある 。 われ ら * 
が そこ か ら 昼 を 剥ぎ 取る と 、 ど う で あろ 
う 、 彼 ら は 真っ 暗 に な っ て し まう 。 


38. また 、 そ の 停 ま り 場 * へ と 進み 行 く 太陽 も で 


彼ら へ の 御 徴 ) 。 


それ は 偉 力 な ら び な い * 


お 方 、 全 知 者 の お 定め な の だ 。 


と の 「 御 徴 」 は 、 
参照 )。 


ュ グ 


アッ ラフ 


= 


「 彼 ら が その 果実 と 、 


IN) 


ww 


つま り 人 間 の こと も 性 別 、 


le Na 
SNLIE GS 


と いび: ご と “ Sa スス ンジ う 2 
aa 

ライ ニョ ン ン イラ を 
FR I Sa 


oO 


ンマ タ NE NS 
IA GN EE 


ー* に 復活 と 、 再 生 を 行う 力 が ある こと の 証拠 ( ム ヤ ッ サ ル 442 


分 た ち が 作 っ た も の を 食べ る た め 」 と いう 解釈 も ある (アッ = タ 
バリ ー8:6831-6832 参照 )。 


形質 、 性 格 、 外面 的 ・ 内 正 


(アッ = テ サ アァ ディ ー695 
この 「 御 徴 」 は 、 
真 参照 )。 

毎日 、 あ る い は 毎年 の 、 


た 


wn 


アッ ラー の 唯一 性 * と 、 


参照 )。 


決め られ た 周 』 


終わ ちり の こと (アル テカ ー ス ィ ミ ー14:5005 参照 )。 


の こと 。 あ る い は 、 そ の 動き が 止ま る 、 


的 特徴 に お いて 、 異 な る も の と され た 


完全 な る 御 力 を 示す 証拠 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 442 


この 世 の 


36. ヤー・ ス イー ン 草 912 の さり -Y1 

39. また 、 月 も 。 わ れ ら * は それ が (細い 三日月 か SA EY 
ら 満 月 と な り 、 再 び ) 古い 到 の よう に 戻り 行 @ 2 
くま で 、( 毎 晩 の ) その 諸々 の 宿り 場 を 定め た 。 

40. 太陽 が 月 に 追い つく こと は あり え ず 、 夜 が SN 
昼 に 先 駅 ける こ こと も な い 。 そ し て 全て は 、 ⑧⑥2 メ と こう 8 
その 軌道 を 走る 。 

DN EAT Es 
子孫 を 、( 各 種 の 生き 物 で ) 満載 され た 船 So 
運ん だ の も 、( ア ッ ラー* の み が 崇 大 人 
べき こと を 示す 、) 彼ら へ の 御 徴 で ある 。 

42. また われ ら * は 彼ら 3 に も 、 彼 ら が 乗る 、 そ SG 
れ と 同じ よう な 物 を 作っ た 。 

43、 も し われ ら * が 望 め ば 、 彼 ら を 瀬 れ さ せる の Rr 
で ある 。 そ し て 彼ら に は いか な る 救助 者 も の 523 記 
な く 、 救 われ る こと も な い 。 

44。 し か し 、 わ れ ら * か ら の 慈悲 ゆえ 、 そ し て ( 彼 @ re CEI 
ら に 定め られ た ) 時 * ま で の 楽し みゆ え (、 
彼ら を 無事 に 運行 させ る の だ ) 。 

45. また 、 彼 ら (シル ク * の 徒 ) に 、「 あ な た 方 i SC OR 


の 前 に ある も の と 、 あな た 方 の 後ろ に ある 
も の を 真 れ * よ 。 (それ は ) あな た 方 が 、 
(アッ ラー* か ら ) 慈 し ま れる よう に する 
た め な の だ 」 と 言わ れれ ば (、 彼 ら は 背 を 
向け 、 そ れ に 応じ な か っ た ) 。 


ww 


5 


と の 「 茎 (ウル ジュ ー ン )」 と は 、 ナ ツメ ヤシ の 実 を つけ る 、 


さ 、 湾 曲 (わん きょく ) し た 形 、 黄 色 い 色 ゆえ に 、 細 い 三 


ッ サ ル 442 真 参照 )。 


先端 部 分 の 茎 の こと 。 そ の 細 
月 に た と えら れ て いる ( ム ヤ 


これ は 預言 者 * ヌ ー フ * と 信仰 者 た ち 、 生 き 物 た ち を 乗せ た 船 の こと (前 掲 書 443 頁 参 照 )。 


「 彼 らち 」 と は 、 シ ルク * の 徒 や 、 そ の 他 の 者 た ち (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


こと の 「 時 」 は 、 死 期 、 あ る い は 復活 の 日 * の こと と され る (アル テク ルト ッ ゥ ビー15:35 参照 )。 


「 前 に ある も の 」 は 来世 と 、 彼 ら を 待ち 受け る 恐怖 の こと 。 
と 、 そ こ に お ける 懲罰 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 443 頁 参 照 )。 


「 後 ろ る に ある も の 」 と は 、 現世 


36. ヤー・ ス ィ ー ン 章 913 oO こら や 


46.。 そ し て 彼ら の 主 * の 御 徴 ! の 内 、 いか な る 御 の と 226 の 25 


徴 が 彼ら の も と に 到来 し た 時 で も 、 彼ら が の の 1 の 
それ に 背 を 向け な いこ と は な か っ た の で - 
ある 。 


の 


47. また 彼ら に 、「 ア ッ ラ ー* が あな た 方 に 授け | 8 SCE NEI 
た も の か ら 、 (施し の た め に ) 費やす ? の RE oa 
だ 」 と 言わ れれ ば 、 不 信仰 に 陥っ た 者 * た Dio RE 2 
ち は 信 仰 す る 者 た ち に 、 (こう ) 言っ た 。 
「 も し アッ ラー* が お 望み に な れ ば 食べ さ 
せ 給 う た 者 に 、 私 た ち が 食べ させ る と いう 
の か ?3 あな た 方 は 確か に 、 紛 れ も な い 迷 
い の 中 に いる *“」 。 


48. 彼ら (不信 仰 者 り は 、 言 う 。「 (復活 の ) | @28a2 江 BS 
この 約束 は いつ な の か ? も し あな た 方 が 
本 当 の こと を 言っ て いる の な ら 」 。 


49. 彼ら は 、 彼ら が (現世 の 生活 に お いて ) 議論 | お GSA 
し 合っ て いる 最 中 に 自分 た ち を ( 突 0 胃 う 、 の 52 


と 


(轟き の ) 一 声 ? を 待っ て いる に 過ぎ な い 。 


50. そ し て 彼ら は (その 時 、 誰 に も ) 遺言 で な 
いし 、 家 族 の も と に 戻る こと も 出来 な い 。$ 


1 この 「 御 徴 」 と は 、 ア ッ ラ ー の 唯一 性 * と 預言 者 * ハ ハンマ ド * の 正直 さ を 示 す 根 拠 の 数 々 の 
こと (イブ ン ・ の 6:580 参照 )。 

2 雌牛 章 3 の 訳注 も 参照 。 

ムスリム * た ち は 恵 まれ な い 者 へ の 施し を 勧め て いた が 、 彼 ら は 音 和 妊 と 咽 笑 ゆえ に 、「 ア ッ 

ラー* が 食 を 禁じ られ た 者 に 、 私 た ち が 食 べ さ せる わけ に は いか な い 」「 全 て の 物事 は アッ 

ラー* の 御手 に 委ね られ て いる な ら 、 どう し て 私 た ち に 施し を 求め る の か ?」 な ど と 返し た 

(イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 2:225 参照 )。 

「 あ な た 方 は 確か に …」 と いう 言葉 は 、 不信 仰 者 * た ち に 対す る アッ ラー* の 言葉 、 あ る い は 不 
信仰 者 * た ち に 対す る 信仰 者 た ちの 言葉 、 と いう 説 も ある (アル テク ルト ゥ ピー15:37 参照 )。 
復活 の 日 * に 吹き 鳴ら され る 、 最 初 の 角笛 の 一 吹き の こと ( ム ヤ ッ サ ル 443 頁 参 照 )。 家畜 
章 73 の 訳注 も 参照 。 
6 つま り 、 そ の 場 で 即死 する と いう こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


CO 


た 


[1 


36. ヤー・ ス ィ ー ン 童 


914 


oR Hs 


51. 


〇 1 
a 


56. 


58. 


そし て (0 度目 に ) 角笛 に 吹き 込ま れる と 

、 ど う で あろ う 、 彼ら は 菜 か ら ( 出 て 来 て 、 ) 
自分 た ちの 主 * の 御 許 へ と 、 急 いで 馳せ 参じ 
て 行く 。 


彼ら は (無念 が っ て 、 こ う ) 言う の だ 。 「 我 
ら が 災い よ 12 私 た ち を 、 私 た ちの 寝床 か 
ら 蘇 ら せ た の は 誰 だ ?」 (する と 、 彼ら 
に こう 言わ れる 。) 「 こ れ が 、 慈悲 あま ね 

き * お 方 (アッ ラー?) が 銘 東 さ れ 給 い 、 使徒 
* た ち が 正 直 に 語っ た も の で ある 」。 


(復活 は 、 田 き の ) 一 声 に 過ぎ な か っ た の 
だ 。 そし て どう で あろ う 、 彼ら は 皆 、( 清 算 
と 報い の た め ) わ れ ら * の も と に 連れ て 来 ら 
れる の で ある 。 


この 日 、 人 は 少し も 不正 “を 受け る こと が な 
い 。 そ し て あな た 方 が 報 わ れる の は 、 自 分 
た ち が (現世 で ) 行っ て いた こと (に よる 
も の ) 以外 の 、 何 も の で も な い 。 
105 日 、 
蜜 に ) 喜 々 と し て 忙し い 。 

彼ら と その 妻たち は 日 陰 に お り 、 寝 台 に 寄 
りか か っ て いる 。 

彼ら に は そこ で (様々 な ) 果実 が あり 、 彼 
ら に は 自分 た ち が 求 め る (あら ゆる ) も の 
が ある 。 


慈愛 深き * 主 ( ア ッ ラ ー ツ か ら の お 言 葉 、「( あ 
な た 方 に ) 平安 あれ 」 (と いう 挨拶 も 。) 3 


(様々 な 


1 


2 この 表現 に つい て は 、 


3 


食卓 章 31 の 訳注 を 参照 。 


eA A 6 GO う 
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メン ニー ンー。 
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る ③ イン と っ チラ 


る oR eG 


度目 の 角笛 が 鳴ら され る と 、 魂 は 肉体 に 戻ら され て 復活 する ( ム ヤ ッ サ ル 443 頁 参 照 )。 


「 平 安 を 」 に つい て (6? 


は 、 宇 鳴 章 24 の 訳注 を 参照 (前 掲 書 444 頁 参照 )。 


36. ヤー・ ス ィ ー ン 草 915 の さり -Y ハ 

59. そし て (不信 仰 者 ? た ち に は 、 こ う 言 われ (a 
る 。) 「 こ の 日 、 あ な た 方 は (信仰 者 た ち 
か ら ) 離れ て いよ 。 罪悪 者 た ち め 」。! 

60. (アッ ラー* は 彼ら に 仰せ られ る 。 ) アー J Se 
ム * の 子 ら よ 、 一 体 わ れ は 、 (使徒 * た ち を EN 
通じ て ) あな た 方 に 命じ な か っ た の か ? の る っ 
シャ イタ ー ン * を 崇め る 2 の で は な い 、 と ? 

本 当 に 彼 は 、 あ な た 方 に と っ て 紛れ も な い 
敵 な の だ か ら 。 

61. ま た 、 わ れ (の み ) を 崇拝 * せ よ 、 と (命じ | 0 2 
な か っ た の か ) ? これ が (わが 喜び と 天 
国 へ と 至る 、) まっ すぐ な 道 な の で ある 。 

62. また 、 彼 (シャ イタ ー ン *) は あな た 方 の 内 、| 区 33 向 
多く の 創造 物 を 迷わ せ た *?。 一 体 、 あ な た 方 oa 
は 弁 え て いな か っ た の か ? 

63. これ が 、 あ な た 方 が (現世 で ) 約束 され て に バチ を と 
いた 地獄 で ある 。 

64。 あ な た 方 は 今日 、 自分 た ち が 不 信仰 で あっ OR NLA 
た こと と ゆえ に 、 そ こ に 入っ て 巡ら れ よ 。 

65. 今日 われ ら * は 、 彼 ら (シル ク * の 徒 ) の 口 RS TE 


封じ る 。 そ し て 彼ら が 稼い で いた も の 
( 罪 ) に つい て は 、 彼 ら の 手 が わ れ ら に 話 
し 、 そ の 足 が 証言 する の で ある 。 * 


1 ユー ヌス * 章 28 と その 訳注 も 参照 。 


2 


「 シ ャ イタ ー 


罪 が 含ま れる (アッ ニ サ アデ ィ ー698 真 参照 )。 


3 シャ イタ ー 


ン * が 人 類 を 迷わ ちせ る こと と な っ た 経緯 (いき さ つ ) に つい て は 、 高 中 


OE RD 


ン * を 崇め る 」 と は 、 彼 へ の 服従 めこ と 。 そこ に は 、 あ ら ゆ る 種類 の 不信 仰 と 


草 11-18、 


アル ニテ ヒジ ュ ル 章 28-42、 夜 の 旅 章 61.65、 サ ー ド 章 71-85 を 参照 。 


4 食卓 章 109、 


高 壁 章 8、 夜 の 旅 章 97 の 各 訳注 、 お よび 御 光 章 24 も 参照 。 


36. ヤー・ ス ィ ー ン 草 916 の さり -Y ハ 
66. また 、 も し われ ら * が 望め ば 、 彼 ら の 眼 を 消 | 20:eg Gy 
すこ と も 出来 る の だ 。 そ うな れ ば 彼ら は 首 DELLE EN 


67. 


68. 


69. 


70. 


71. 


を 競い 合う が 、 ど うし て 彼ら が ( 道 を ) 見 
る こと が 出来 る だ ろう か ?」 

また 、 も し われ ら * が 望め ば 、 彼 ら ( の 創造 
を その 場 で 変異 させ て し まう こと も 出来 
る 。 そ うな れ ば 彼ら は 進む こと も 出来 な け 
れ ば 、 戻れ も し な い 。3 


まま われ ら * が 長生 き させ る 者 が あれ ば 、 
われ ら * は その 創造 を 逆転 させ る %。 一 体 、 
彼ら は えな い の か ? 


われ ら * は 彼 (預言 者 * ム ハン マ ド め に 詩 を 
教え た り は し な か っ た し 、 それ は 彼 に 相応 
し く な いこ と 。 それ は 教訓 と 、 解明 する * ク 
ル ア ー ン * に 外 な ら な い の だ 。 


(それ は ) 役 が C 心 の ) 生 き て いる 者 に 警告 
し 、 不 信仰 者 * た ち に 御 言葉 が 確定 する "た 
め の も の な の で ある 。 


そし て 彼ら は 、 わ れ ら * が 彼ら の た め に 、 わ 
れ ら * の 手 が な し た も の で ある 家畜 を 創造 
し た の を 見 な か っ た の か ? 彼ら は それ ら 
の 所 有 者 な の で ある 。 


— 


活 の 


っ た 解釈 が ある (アル = クル トゥ ビー15:49-50 参照 )。 


IN) 


ww 
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この アー ヤ * の 意味 に は 、「 石 な どの 物質 や 、 動 物 な ど に を 
る 復活 の 
高齢 に な る と 、 幼 少 期 の よう に 、 
頁 参 照 )。 

「 解 明 す る 」 に つい て は 、 ユ ー ス フ * 章 1 の 訳注 を 参照 。 
心 が 生 き 、 目覚 め て いる 者 こそ が 、 


* の こと (アー ヤ *66 の 訳注 を 参照 )」 


時 の 9 


羽 We RT 
@ ns 

J NG 
Ss に ぅ 
RE A 
© ou 


CAN 
SR GE 


この アー ヤ * の 意味 に は 、「 視 力 が な く な る こと の た と え 」「 信 仰 に お ける 迷い の た と え 」「 復 
日 *、 地 獄 の 上 上 に か けら れ た 橋 の 話 。 そ こ を 越え られ る 者 は 、 天国 の 民 し か な い 」 と い 


変異 させ 、 思 う よ う に 動け な くさ せ 
と いっ た 解釈 が ある (前 掲 書 15:50 参照 )。 
知 的 ・ 身 体 的 に 弱体 化す る こと を 表す ( ム ヤ ッ サ ル 444 


クル アー ン * に よっ て 清め られ 、 そ の 知識 と 行い を 深め 


る 者 で ある 。 そ れ は ちょ うど 、 良 質 の 土地 に 雨 が 降る 様子 に 似 て いる (アッ = テ サ ァ デ ィ ー 


698 
この 
信仰 で あっ た こと に 関し 、 


員 参 照 )。 高 壁 章 58 と その 訳注 も 参照 。 


「 御 言葉 」 は 、 懲罰 の こと 。 ク ルアー ン * と いう 明 


な 根拠 ゆえ 、 彼 ら は 自分 
言い 逃れ で き な く な る ( ム ヤ ッ サ ル 444 頁 参 照 )。 


た ち が 不 


36. ヤー・ ス イー ン 草 917 の さら -Y1 
72。 そし て われ ら * は 、 それ ら ( 家 x 畜 ) を 彼ら の た 0 
め に 仕え させ た 。 そ の 内 に は 彼ら の 乗り 物 が あっ 

あり 、 ま た 彼ら は そこ か ら 食 べ る の で ある 。 

73. また 、 そこ ( 家 玄 ) に は 彼ら に と っ て の ( 別 の ) GI 
利益 ! と 飲物? も ある 。 一 体 、 彼 ら は 感謝 し A 
(て 、 アッ ラー* の み を 朱 提 条 し ) な い の か ? 

74. 彼ら (シル ク * の 徒 ) は 、 ア ッ ラ ー* を よそ DR 
に (崇め る ) 神々 3 を 選 美 ん だ 。 自分 た ち が ( そ ® マウ クン 
れ ら に よっ て 、 ア ッ ラ ー* の 懲罰 か ら ) 助 
けら れる よう に 、 と 。 

75. 彼ら (それ ら の 神々 ) は 、 彼 ら (その 崇拝 うう る | 
者 た ち ) を 助け る こと な ど 出 来 な い 。 彼 ら Or 
は 彼ら の た め に 、 立 ち 会 わ さ れ た 兵隊 で あ 
る と いう の に ?$。 

76. な ら ば (使徒 * よ ) 、 彼 ら の 言葉 5 に 悲し ん | 9 グル 2 2 の 色 % 
で は な ら な い 。 実 に われ ら * は 彼ら が 秘密 に A A 
し て いる こと も 、 露 わ に し て いる こと も 知 
っ て いる の だ か ら 。 

77. 一 体 、 (復活 を 否定 する ) 人 間 は 、 わ れ ら | 刀 だ 生じ 3 お 
* が 彼 を 一 滴 の 精液 か ら 創っ た ? の を 見 な か Dn asb 
っ た の か ? な の に どう で あろ うか 、 彼 は 
あか ら さ まな 反論 者 で ある 7。 


= 


いい 】 


ww 


具体 的 な 利益 の 例 に つい て は 、 密 蜂 章 5-8、80 も 参照 。 
つま り 、 乳 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 445 頁 参照 )。 蜜蜂 章 66 も 参照 。 


「 神 々 」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 


この 二 つ の 「 彼 ら 」 は 、 
が ある 。 前 者 の 説 の 場合 


た 


『、 現 ] 


る こと を 、 後 者 の 説 の 場 


テク ルト ッ ゥ ビー15:57 参照 )。 
アッ ラー* へ の 不信 仰 、 使 徒 * の 嘘つき 呼ば わり 、 


wn 


ル 445 頁 参照 )。 


6 人 間 の 創造 の 変遷 に つい て は 、 


蜜蜂 章 4 の 訳注 も 参照 。 


ココ 


場合 、 


前 者 が シル ク * の 徒 、 後 者 が その 神々 と いう 説 と 、 そ の 逆 と いう 説 


世に お いて 、 シ ルク * の 徒 が それ ら の 神々 の 兵隊 的 な 存在 で あ 


それ ら の 神々 が 彼ら と 共に 地獄 に 入る こと を 意味 する (アル 


巡礼 * 章 


彼 へ の 喘 笑 な ど に 関す る 言葉 ( ム ヤ ッ サ 


: 5、 信仰 者 た ち 章 14 と その 訳注 を 参照 。 


36. ヤー・ ス イー ン 草 918 の さら -Y い 
78. そし て 彼 は 自分 自身 の 創造 を 忘れ て 、 われ FE HEU 
ら * に 対し て (許さ れ な い ) 尽 え ! を 挙げ た 。 の 
彼 は 言っ た の だ 。 「 誰 が 、 朽ち 果て た 骨 に 

生 を 与え る と いう の か ?」 

79. 言っ て や れ 。「 そ れ を 最初 に お 創り に な っ NL 
た お 方 が 、 それ に 生 を 与え られ る 。 か れ は 、 の ge と 
全て の 創造 に つい て ご 存 知 の お 方 」。 ーー 

80. (か れ は ) あな た 方 の た め に (湿っ た ) 緑 | 19522YL< 拓 っ 6 着 
樹 か ら 、 火 を 生じ させ られ る お 方 ?。 そし て OI NG 
どう で あろ う 、 あ な た 方 は そこ か ら 火 を 起 
こす の で ある 。 

81. 一 体 、 諸 天 と 大 地 を お 創り に な っ た お 方 NIE EN 
は 、 彼 ら と 同様 の も の を (再び ) お 創り に PO の CCI 
な る こと が 出来 る お 方 で は な いか ? い ORT 
や 、 (か れ に は お 出来 で ある 、) そし て か _ 

れ は 創造 主 、 全 知 者 で あら れる の だ 。 

82. 本当に か れ の ご 命令 と いう も の は 、 か れ が 一 | ぶ 405olc ち 56 し 3 
事 を お 望み に な っ た 時 、 そ れ に 「 あ れ 」 と 仰 Oo 
せら れる だ け で 、 そ れ は 存在 する の で ある 。 

83. なら ば 、 称え * あ れ 。 その 御手 に こ &、 傘 て は まこ 


の こと の 絶対 な る 王権 が 属す る お 方 に 。 そ 
し て か れ の 御 許 に こそ 、 あ な た 方 は 戻ら さ 
れる の で ある 。 


1 創造 主 の 力 を 、 創造 物 の 力 と 同様 の も の と し て ]} 


照 )。 
2 つま り 、 ある 物 か ら 全く 反対 の 物 を 創造 する こと が 可能 な お 方 は 、 死人 に 生 を 与え 、 魅 ( よ 


み が え ) ら せ る こと も 可能 で ある (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


傘 側 し た こと を 表す ( ム ヤ ッ サ ル 445 頁 参 


37. 整列 者 章 919 DE 


な 


第 37 章 


整列 者 章 (アッ ニー サー ッ フ ァ ー ト ) ! 


じ 
k あ まね く * 問 愛 深 き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


1. 列 を な す 整 列 者 た ち ? に か け て (、 約 う ) 。 3 GA 
2. また 、 力 強く 追い 立て る 者 た ち 、 on 
3. そし て 、 教 訓 を 読 褒 す る 者 た ち に か け て 。 Or 
4 (人 々 よ 、 fie kA 


は 、 た だ お 一 方 、 
5. 諸 天 と 大 地 と その 間 に あ る も の の 皇 * いく | ERG NN 


つも の 東 * の 主 。 eu 
6. われ ら * は 、 最 下 層 の 天 を 、 星 々 と い SIN (ES CE 
装飾 で 飾っ た 。 
7. 反抗 的 な 、 あ ら ゆ る シャ イタ ー ン * か ら の 議 OE Ss 
衛 の た め 。 


1 マッ カ * 啓 示 で 、 学 者 間 の 見 解 は 一 致 。 ス ー ラ * の 名 称 の 由来 は 、 ス ー ラ \ 冒 頭 の アー ヤ * に 
来 。、 ア ッ ラ ー* の 崇拝 * に 従順 な 天使 * が 描写 され 、 当 時 の 人 々 が 信じ て いた 天使 * の 神 性 
は も ちろ ん の こと と 、 そ ね れ 以下 の 存在 の 神 性 も 否定 され る 。 スー ラ * 全 般 を 通し て 、 あ ら ゆ る 
用 の シル ク * の 否定 と 、 ア ッ ラ ー の 唯一 性 * の 証明 が 提示 され て いる 。 そ し て その 一 環 と し 
て 、 ア ッ ラ ー* と その 預言 者 * に 従い 、 シ ャ イタ ー ン * に 屈し な か っ た 者 た ちと 、 そ の 逆 の 状 
態 に あっ た 不信 仰 者 * た ちの 来世 で の 結末 が 、 復 活 、 清 算 、 報 (で むく) い の 確 証 と 共に 、 過 
去 の 預言 者 * た ちと その 民 の 逸話 を 通し て 描写 され る 。 

アッ ラー* に 仕え る た め 、 整 列 する 天使 * た ちの こと 、 と され る (アッ テ サ アデ ィ ー700 頁 
参照 )。 

これ は 、 ア ッ ラ ー* の 誓い 。、 ア ッ ラ ー* は 、 か れ が お 望み に な る も の で 誓 わ れる が 、 人 間 は 
ア I ( ム ヤ ッ サ ル 446 頁 参 照 )。 

4 大 半 の 解釈 学者 は 、 ア ー ヤ *2 を 「 雲 を 追い や り 、 移 動 さ せる 」 天 使 * た ちの こと で ある と 
し 、 と の アー ヤ * も 「 ア ッ ラ ー* の 教訓 を 読 輔 する 」 天使 * た ち で ある 、 と し て いる (アッ == 
シャ ルビ ー ニ ー3.448 参照 )。 

ここ で の 「 東 」 は 、 同 年 に お いて 毎日 異な る 、 太 陽 の 昇る 地点 の こと と され る 。 ま た 、「 陽 
の 目 を 見 る 、 全 て の も の の 主 」 と いう 説 も ある (アル テバ ガウ ィ ー4:26 参照 )。 


IN) 


ww 
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37. 整列 者 章 920 らし ls) -YV 


8. 彼ら (シャイ ター ン *) は 、 ( 天 の ) 最上 層 LOGO dE と 22 
i (で ある 天使 * た ち が 、 啓 示 に つ $@ こ 
て 話す こと ) に 聞き 耳 を 立て て は 、 あ ら - 

ゆる 方 向 か ら (時) 理 れ て それ を 


阻止 され ) る 。 

9 (彼ら を ) 放 遂 すべ く 。 そし て 彼ら に は ( 来 OB 
世 で ) \ 常 な る 竹久 が ある 。 

10. 但し 、 ( 話 を ) さっ と 拉 め 取り 、 貫く 流星 RT EA 
に よっ て 追尾 され る 者 は 別 で ある 。 ! Se 

11. (使徒 * よ 、) 彼ら (復活 を 否定 する 者 た ち ) EE NE 
に 聞い て みよ 。 一体 彼ら が より 強力 な の ONE 


か 、 そ れ と も われ ら * が 創造 し た (これ ら の ) 
も の か ? 本 当 に われ ら * は 、 彼 ら (の 父祖 
ー ダ ム や を ね ば ね ば する 泥 土 か ら 創 っ た 
の だ ぞ ?。 
12。 いや (使徒 * よ ) 、 あな た は (彼ら が 復活 を OE 
否定 する こと に ) 驚い た 。 彼ら は (あな た 
の 言葉 を ) 員 笑 し て いる 


ee @S が 5YU&6b 
14 そし て (あな た の 預言 者 * 性 を 示す ) 御 徴 を oO て TIE 


見 れ ば 、 喘 笑 す る 。 

15. また 、 彼 ら は 言っ た 。「 こ れ は 紛れ も な い 
魔術 に 外 な ら な い 。 

16. 一 体 、 死 ん で 土 と 骨 と 化し た 後 で 、 本 当 に OS ES 
私 た ち が 交 ら さ れる 身 で ある な ど と いう 

の か ? 


17。 そ し て 、 私 た ちの 昔 の ご 先祖 様 た ち も ?」 CNT 


1 アル = ヒジ ュ ル 章 17-18、 詩 人 た ち 章 212、223 と その 訳注 、 王 権 章 5、 ジ ン * 章 8-9 も 参照 。 
2 人 間 の 創造 の 変遷 に つい て は 、 巡 礼 *5 章 、 信 仰 者 た ち 章 14 と その 訳注 を 参照 。 


37. 整列 者 章 921 Silall s,s -YV 


i8. (使徒 * よ 、) 言っ て や れ 。 「 あ あ 。 あな た OR 
方 は 茂 ま れ た 者 と な っ て (、 蘇ら され 
る ) 」。 


19。 それ は 、 た だ の 一 声 ! に 過ぎ な い の だ ぞ 。 す OE A IS 
る と どう で あろ うか 、 彼ら は (蘇っ て 、 
復活 の 日 * の 恐怖 を ) 目の当たり に する 。 


20. そ し て 彼ら は 言う 。「 我 ら が 災い よ !? こ OI 
れ は 報い の 日 * だ 」。 
21. (する と 、 彼 ら に 言わ れる 。) 「 こ れ が 、 OI RN RIS 


あな た 方 が NY 嘘 呼ば わり し て いた 
裁決 の 3 で ある 」。 


22. (そし て 天使 * た ち に 、 こ う 言わ れる 。 ) 不 REN Ss 
正 * を 犯し た 者 た ちと 彼ら と 同様 の 者 た ち ⑧ る 5 
、 そ し て 人 彼ら が 固め て いた 者 た ち を 且 集 


23. アッラー* を よそ に (崇め て いた 者 た ち を )。 | @e rode oP 
そし て 彼ら を 、 火 獄 の 道 へ と 案内 せよ 。 

24。 ま た (地獄 に 入る 前 に ) 、 彼 ら を 止め よ 。 OLS 
実に 彼ら は (現世 で の 言動 に つい て ) 、 問 
われ る 者 た ちな の だ か ら 。 6 


と の 「 一 声 」 は 、 二 回 目 の 角笛 と され る (アル = クル トゥ ビー15:72 参照 )。 家畜 章 73 の 

訳注 も 参照 。 
「 我 ら が 災い よ 」 と いう 表現 に つい て は 、 食 卓 章 31 の 訳注 を 参照 。 

3 善い 行い の 者 と 悪い 行い の 者 が 分 けら れる 、「 裁 決 の 日 」 の こと (アル テバ ガウ ィ ー4:29 
参照 )。 

4 て の 言葉 の 主 に は 、「 ア ッ ラ ー*」「 天 使 *」「 地 獄 の 民 ど うし の 言葉 」 と いう 説 が ある (アル 

= テク ルト ッ ゥ ピー15:72 参照 )。 

「 不 正 * を 犯し た 者 た ち 」 と は 、 シ ルク * を 犯し た 者 た ちの こと 。 そ れ と 「 同 様 の 者 た ち 」 

に は 、「 不 信仰 に お いて 同調 し て いた 彼ら の 妻たち 」「 彼 ら の 仲間 で ある シャ イタ ー ン *」 と 

いっ た 解釈 が ある (前 掲 書 15:73 参照 )。 

6 食卓 章 109、 高 壁 章 8 の 訳注 も 参照 。 
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25, 


26: 


27。 


28. 


29, 


30. 


31. 


(そし て 彼ら に は 、 こ う 言 われ る 。) 「 あ 
な た 方 が 互い に 助け 合わ な い の は 、 ど うい 
うこ と か ?」 


いや 、 彼ら は その 日 、 
に ) 降 参 し た 者 た ちな の だ 。 


彼ら (不信 仰 者 り は 互い に 近づき 、 質問 し 
合う 。 

彼ら (他人 に 位 っ て 不信 仰 者 * と な っ た 者 た 
ち ) は 、 (自分 た ち を 不信 仰 へ と 主導 し た 
者 た ち に ) 言う 。「 本 当 に あな た 方 は (私 
た ち を 迷わ せる べく ) 、 右 側 か ら 私 た ちの 
も と に や っ て 来 て いた !」。2 


彼ら (不信 仰 へ と 主導 し た 者 た ち ) は 、 言 
う 。「 い や 、 あ な た 方 は (そもそも ) 信仰 
者 (と な る べき 者 ) で は な か っ た の だ 。 


また 、 私 た ち に は (あな た 方 を 信仰 か ら 陽 
むこ と に お いて ) 、 あな た 方 に 対す る いか 
な る (正当 な ) 根拠 * も な か っ た 。 いや 、 あ 
な た 方 は 放 坪 な 民 だ っ た の で ある 。 


それ で 私 た ち に 対し て 、 我ら が 主 * の 御 
言葉 が 実現 し た の だ 。 本 当 に 私 た ち は 、 
まさ し く ( 懲 六 を ) 味わう 者 た ちな の で 
ある 。 


1 


つ 」「 宗 教 的 側 g 
同様 の 情景 の 描写 と し て 、 雌 4 


IN) 


「 右 側 か ら 来 る 」 の 解釈 に は 、 


の の の KNIP 


OA 


OS RR 


TAN 


CR BE EES 
Sok 


「 期 待 さ せる よう な こと を 言い つつ 」「 誓 い の 言 葉 を 添え つ 
か ら 」「 力 づく で 」 な どの 諸説 が あめ る (アル = クル トゥ ビー15:75 参照 )。 
E 章 166-167、 高 壁 章 38、 イ ブラ ー ヒ ー ム * 章 21-22、 識 別 


章 17-19、 物 語 草 63、 部 族 連合 章 67.68、 サ バア 章 31-33 な ども 参照 。 


w 


た 


と の 「 御 言葉 」 は 、 


イブ ラー ヒー ム * 章 22 の 同 語 に 関す る 訳注 も 参照 。 
アッ = サジ ダ * 章 13 に ある 、 懲 罰 の 


4:30 参照 )。 


言葉 と され る (アル テバ ガウ ィ ー 
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32. 


33. 


34. 


39; 


36. 


37, 


38. 


39. 


40. 


そし て 私 た ち は 、 あな た 方 を (正しい 道 か 
ら ) 逸脱 させ た 。 本 当 に 私 た ち は 、 誤 っ た 
者 た ち で あっ た 」 o 


(復活 “の ) その 日 、 本当に 彼ら は (全員 ) 、 
共に 微 に 1 ( 祖 の 中 に ある 。 


本 当 に われ ら * は 罪悪 者 た ち に 対し 、 こ の よ 
う に する の だ 。 


実に 彼ら は 、「 ア ッ ラ ー* の 外 に 、 上 崇拝 * す 
べき いか な る も の も な い (、 と 言 いな さ 
い ) 」 と 言わ れ た 時 、 (そう せ ず に ) 秦 り 
高ぶっ て いた 。 


そし て 、 彼 ら は 言う の だ 。「 一 体 、 本 当 に 
私 た ち が 、 下 か れ た 時 き 人 (ムハンマド * の 
こと ) ゆえ に 、 自 分 た ちの 神々 2 を 棄て 去 ろ 
うか ?」 


いや 、 彼 (ムハンマド は 真実 を 携 えて 
や っ て 来 た の で あり 、 ( 彼 以前 に ) 遣わ さ 
れ た (預言 ) 者 * た ち (が アッ ラー* に つい 
て 伝え た こと ) を 確証 し た の だ 。 


本 当 に (シル ク * の 徒 よ 、 ) あな た 方 は まさ 
に 、 痛 まし い 懲 凡 を 味わう 者 た ち で ある 。 


そし て あな た 方 が (来世 で ) 報 わ れる の は 、 
自分 た ち が (現世 で ) 行っ て いた こと (に 
よる も の ) 以外 の 、 何 も の で も な い 。 


但し 、 精選 され た アッ ラー* の 僕たち 3 は 別 
で ある が 。 


で < 


1 アル = ヒジ ュ ル 章 6「 畠 か れ た 者 」 の 訳注 も 参照 。 


2 


3 


「 神 々 」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 


RE OR 


Dra bdc 


SAB 


osa 


「 精 選 さ れ た アッ ラー* の 僕 」 に つい て は 、 ユ ー ス フ * 章 24 の 訳注 を 参照 。 
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41. それ ら の 者 た ち に は 、 周 知 の 糧 : が ある 。 


(それ は ) 果実 で あり 、 彼 ら は 厚遇 され る 


42. 
者 た ち 

43. 密 の 楽園 で 、 

44. 互い に 向かい 合い つつ 2、 RM 

45. ( 酒 の ) 湧き 水 か ら の 僅 が 、 彼 ら に 回 さ 
れる 。 

46. (その 錠 ド は ) 白く 、 飲 む お 者 た ち に と っ て 
美味 な も の 。 

47. そこ に は ( 頭 や 腹 の ) 痛み も な けれ ば 、 そ 
れ ゆ え に 理性 を 失う こと も な い 。 

48. また 彼ら の も と に は 、 (自分 の 夫 だ け に ) 視 


49. 


50. 


51. 


線 を 定め た *、 肌 し い 眼 の 女性 た ちがい る 。 
彼女 た ち は ま る で 、 秘 め ら れ た 卵 * の よう 。 


彼ら は 互い に 近づき 、 (現世 に お ける 彼ら 
の 状態 に つい て 、) 質問 し 合う 。 

彼ら (天国 の 民 ) の 内 の 、 あ る 者 は 言う 。 
「 本 当 に 私 に は (現世 で ) 、 付 きま と う 者 
5 が あり まし た 。 


1 


sj 


wn 


その 永遠 性 、 
アル テヒ ジュル 章 47 の 訳注 を 参照 。 
天国 の 妻 は 
、 完 全 で ある た めで ある 。 あ る い は 、 


『25「 純 潔 な 妻 」、 及 び 煙 霧 章 54 の 訳注 も 参照 。 


波 で 、 夫 以外 の 誰 の そば に も 近づか な い 。 
く 彼女 が 夫 だ け を 見 つめ る の は 、 夫 が 完全 
を 備え た 彼女 だ け を 見 つめ て いる か ら な の で ある (アッ テニ サ ァ アァ ディー702 
間 


秘め られ た 卵 」 の 意味 に は 、「 そ の 羽 で 風 や 頑 (ほこ り ) か ら 守 っ た 、 
色 地 に 白身 が か っ た 色 で 、 最 も 美しい 女性 の 色 の 象徴 」「 殻 


ラン タタ 


OS ON 
CIS 


ン る 


⑧ou 2 
Oe 


OS 
OE EEN 
Oe 


O08 8 4 
OO ra 


美味 さと いっ た 特質 に お いて 、「 周 知 の 」 糧 (アル = バイ ダー ウィ ー5:11 参照 )。 


そし て それ は 彼女 の 夫 も また 美 し 
な 美 し さ 
参照 )。 雌 和牛 


ダチ ョ ウ の 卵 。 黄 
(か ら ) が 割れ る 前 の 、 卵 の 中 


身 の こ と 」「 卵 の 薄い 殻 」「 真 珠 の た と え 」 と いっ た 諸説 が ある (アル = クル トゥ ビー 


15:80-81 参照 )。 
これ に は 「 シ ャ イタ ー 
る 者 で あっ た (アル テバ ガウ ィ ー4:32 参照 )。 


ン *」「 人 間 」「 兄 弟 」 な どの 説 が ある が 、 い ずれ に せよ 復活 を 否定 す 


37. 整列 者 章 


925 


52. 


53. 


54. 


55. 


56. 


57. 


58. 


9) 


60. 


61. 


彼 は (こう ) 言っ て いま し た 。「『 本 当 に あ 
な た は 、 (復活 を ) 信じ る と いう の か ? 


死ん で 土 と 骨 と 化し た 後 で 、 本 当 に 私 た ち 
が (蘇ら され 、 自分 ) の 行い で ) 報 わ れる 
身 で ある と ?』」 


彼 (天国 の 民 の ある 者 ) は 、 (仲間 た ち に ) 
言う 。「 あ な た 方 は 、 (現世 で 付き まとっ 
て いた その 者 の 結末 を ) 見 て み ま す か ?」 


それ で 見 て みる と 、 彼 が 火 獄 の 真ん中 に い 
る の を 目 に する 。 


彼 は (現世 で 付き まとっ て いた 者 に 、) 
う 。 「 ア ッ ラ ー* に 玖 っ て 。 本 当 に あな た は 、 
私 の こ と を (信仰 の 妨害 に よっ て 、 ) まさ 
し く (破滅 へ と ) 転落 させ る と ころ だ っ た 。 


そし て も し 、 (信仰 と いう ) 我 が 主 * の 恩恵 
が な けれ ば 、 私 は (あな た と 共に 懲罰 へ と ) 


連行 され る 者 と な っ て いた 。 


私 た ち は (永遠 に 安寧 を 味わう 者 で あり 、) 
死に ゆく 者 で は な い の で は な いか ? 


た だ 、 (現世 で ) 一 度 の 死 だ け (を 味わっ 
た の み ) で あり 、 (天国 に 入っ た 後 、) 私 
た ち は 六 され る こと な ど な い の で は な い 
か ? 


本 当 に これ こそ は 、 ま さ に 偉大 な る 勝利 。 


この よう な も の (の 獲得 ) の た め に こそ 、 


勤行 者 た ち は 、 (現世 で ) 勤行 する が 


よい 」。" 


nl 


1 アー ヤ *60-61 は 、 天 国 の 民 の 


葉 で は な く 、 ア ッ ラ ー 


バイ ダー ウィ ー5:14 参照 )。 
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* の 御 言 葉 と いう 説 も ある (アル = 
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62. 


63. 


64. 


65. 


66. 


67. 


68. 


69. 


70. 


71. 


72. 


73. 


74. 


一 体 そ を れ が 、 よ り 善 い 御 も て な し な の か 、 
それ と も ザッ クー ム の 木 か ? 

本 当 に われ ら * は それ を 、 不 正 * 者 た ちの 試 
練 と し た の だ 。 

実に それ は 、 火 獄 の 奥底 に 生え 出る 木 。 
その 実は 、 あ た か も シャ イタ ー 
う (に 醒 い ) 。 


本 当 に 彼ら (シル ク * の 徒 ) は 、 ま さ し く そ 
こ か ら 食 べ 、 そ れ で 腹 を 満た すこ と に な 
る 。 


それ か ら 本 当 に 彼ら に は 、 そ の 上 に 煮え た 
ぎる 湯 の 混じっ た (飲み ) 物 が ある 。 
それ か ら 彼 ら の 戻り 場所 こそ は 、 ま さ に 火 
獄 な の だ 。 


本 当 に 彼ら は 、 自 分 た ちの 先祖 が (シルク 
* を 犯し て ) 迷っ て いる の を 認 


2 の oo 
な 結末 と な っ た の で ある ) 。 


彼ら 以前 に も 確か に 、 昔 の 人 々 の 多く が 
(真理 か ら ) 迷っ た 。 

そし て われ ら * は 確か に 、 彼 ら に 警告 者 た ち 
を 遣わ し た の で ある 。 

な ら ば 、 見 て みる が よい 。 警告 され た 者 た 
ちの 結末 が いか な る も の で あっ た か を ? 
但し 、 精選 され た アッ ラー* の 僕たち 2 は 別 
で ある が 。 


ン * の 頭 の よ 


1 夜 の 旅 章 60「 呪 われ た 木 」 の 訳注 、 
「 精 選 さ れ た アッ ラー* の 僕 」 に つい て は 、 ユ ー ス フ * 章 24 の 訳注 を 参照 。 


2 


上 、 お よび 煙霧 章 43-46、 
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出来 事 章 52-53 を 参照 。 
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75. ヌー フ * は 確か に 、 わ れ ら * に 呼び か けた !。 OA 
( 彼 に ) 応え られ る お 方 の 、 何と まさ し く 
素晴らし いこ と か 。 

76. そ し て われ ら * は 、 彼 と その 家族 を と この 上 な | @ 3 いた 
い 苦 悩 2 か ら 救 っ た 。 

77. また 、 われ ら * は その 子孫 を (溢れ ず に ) 生 Ds ss 
き 残 る 者 と し た 。 

78. そし て 後世 の 人 々 の 内 に 、 彼 へ (の 替 美 を ) RC 
残し て お いた 。 3 

79. 全 創造 物 に お いて 、 ヌ ー フ * に 平安 を 。* Oa 

80. 本 当 に われ ら * は この よう に 、 療 を 尽く す 者 (の tl 
5$ た ち に 報い る の だ 。 

81. 実に 彼 (メー フ ”) は 、 信仰 者 で ある われ ら ON 向 
* の 僕たち の 一 人 で ある 。 

82。 そ れ か ら わ れ ら * は 、 (信仰 者 で は な い ) 他 ONE 
の 者 た ち を 湖 れ させ た 。 

83. また 、 彼 (ヌー フ や の 党派 《 の 一 人 が 、 ま CO PO 
さ し く イブ ラー ヒー ム * で ある 。 


呼び か けた 祈願 の 内 容 に つい て は 、 月 章 10、 ヌ ー フ * 章 26-27 を 参照 。 ま た 、 ヌ ー フ * と 
その 民 の 間 の 出来 事 に つい て は 、 高 壁 草 59.64、 フ ー ド * 章 25-48、 信 仰 者 た ち 章 23-30、 
詩人 た ち 章 105-122、 月 章 9-17 な ども 参照 。 


ss 


2 「 こ の 上 な い 苦 悩 」 に つい て は 、 預 言 者 * た ち 章 76 の 訳注 を 参照 。 
3 アッ ラー* は 復活 の 日 * ま で 、 彼 が 他 の 預言 者 * た ちや 民 の 間 で 、 賛 美 さ れ 、 褒 で ほ ) め た た 


える よう に され た (アル = バ ガ ウ ィ ー4:34 参照 )。 

一 説 に 、 こ の 「 平 安 」 は アッ ラー* か ら の 御 言葉 で 、 誰 か ら も 彼 が 悪く 言わ れる こと は な い 、 
と いう アッ ラー* か ら の 保証 の ひこ と 。 また 一 説 に 、 こ れ は 彼 が 復活 の 日 * ま で 、「 平 安 を 」 と 
いう 挨拶 (家畜 章 54 の 訳注 を 参照 ) を 受け 続け る と いう こと (イブ ン ・ ア ティ ー ヤ 4:478 
参照 )。 


た 


5 「 善 を 尽く す 者 」 に つい て は 、 密 蜂 章 128 の 訳注 を 参照 。 
6 その 宗教 と 手法 に お いて 、 同 じ 発 派 で お っ た と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 449 頁 参 照 )。 
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84、 彼 が 健全 な 心 ! と 共に 、 そ の 主 * の 御 許 へ や OY 
っ て 来 た 時 2 の こと 。 

85. 彼 が その 父 と 民 に 、( こ う ) 言っ た 時 。「 あ OILEC PH LAIGY 
な た 方 は 、 何 を 崇め て いる の で すか ? 

86. でっち上げ 、 つ まり アッ ラー* 以 外 の 神々 3 GPIB 
を 、 あ な た 方 は 求め て いる の で すか ? 

87. 全 創造 物 の 主 * に つい て の 、 あ な た 方 の ご Do LG 
推測 は いか が な も の な の で すか ?4」 

88. そし て 彼 (イブ ラー ヒー ム ?) は 、 星々 の 方 De 
へ と 視線 を や る と 、5 

89. ( 民 に ) 言っ た 。「 本 当 に 私 は 、 病 気 な の © と Hd 
で す 」。 

90. こう し て 彼ら は 背 を 向け て 、 (イブ ラー ヒ OR 
ー ム * を 後に ) 立ち 去っ た 。 

91.。 それ か ら 彼 (イブ ラー ヒー ム ” は 、 彼ら の OSYINC シ US 
神々 (彫像 ) の と ころ へ 赴き 、 ( 歳 ん で ) 
言っ た 。「 あ な た 方 は 、 (供え 物 の 食事 を ) 
食べ な い の か ? 

92.、 あ な た 方 が 喋ら な い の は 、 ど うい うこ と 
か ?」 


1 「 健 全 な 心 」 に つい て は 、 詩 人 た ち 章 89 の 訳注 を 参照 。 

「 主 "の 御 許 へ や っ て 来 た 圭 」 と は 、 ア ッ ラ ー の 唯一 性 * と か れ へ の 服従 へ と 人 々 を 招い た 

寺 の こと 、 あ る い は 、 彼 が 火 の 中 に 放り 込ま れ た 時 の こと を 指す 、 と され る (アル = クル 

トゥ ビー15:91 a イブ ラー ヒー ム * と その 父親 、 及 びそ の 民 の や り 取 り に つい て は 、 
畜 章 74-.82、 マ ル ヤ ム * 章 42-48、 預 言 者 * た ち 章 52-70、 詩 人 た ち 章 70 一 89、 金 の 装 

飾 章 26-28 も 参照 。 

「 神 々 」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 

も し あな た 方 が アッ ラー* に シル ク * を 犯し た ら 、 か れ は あな た 方 を どう され る と 思う の か 、 

と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 449 頁 参 照 )。 

人 々 と 共に 祭日 に 出かけ な く て も 済む お よう 、 言 い 訳 を 思案 し た 様子 を 表す (前 掲 書 、 同 頁 

参照 )。 そ し て それ は 彼ら の 不在 中 に 、 彫 像 を 破壊 する た めで あっ た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 

7:24 参照 )。 こ の 一 連 の 出来 事 に つい て は 、 預 言 者 * た ち 章 57-70 と その 訳注 も 参照 。 
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37. 整列 者 章 


929 


Las) -YV 


93. 


94. 


95. 


96. 


97. 


98. 


99。 


そし て 彼 は 右 の 手 で 区 ほり (壊し ) つつ 、 そ 
れ ら を 回 っ た 。 


こう し て 彼ら ( 民 ) は 、 彼 (イブ ラー ヒー 
ム *) の も と に 、 駆 け 足 で や っ て 来 た 。 


彼 (イブ ラー ヒー ム 〉) は 言っ た 。「 一 体 あ 
な た 方 は 、 自 分 た ち が 彫 っ た も の を 崇め る 
の で すか ? 


アッ ラー* が あな た 方 と 、 あ な た 方 が 行う も 
の ! を お 創り に な っ た と いう の に ?」 


彼ら は 言っ た 。 「 彼 の た め に 建屋 を 建て 
(て 、 そ こ に 火 を つけ ) 、 彼 を 火 獄 の 中 へ 
と 放り 込ん で し まえ 」。2< 

こう し て 彼ら は 彼 (イブ ラー ヒー ム う に 策 
略 を 望ん だ が 、 わ れ ら * は 彼ら を 敗北 者 と 
レ た だ 。 


また 、 彼 は 言っ た 。 「 私 は まさ し く 、 我 が 
主 * の 御 許 へ と 赴く * 者 で ある 。 か れ は 私 
を 、 お 導き 下さ ろう 。 


100. 我 が 主 * よ 、 私 に 正しい 者 * た ちか ら (の 


101. 


者 と な る 子供 を ) 、 お 授け 下さ い 」。 


それ で われ ら * は 彼 に 、 寛大 な (者 と な る ) 
男児 (イスマーイール? の 吉報 を 伝え た 。 


102. こう し て 、 彼 (イスマーイール? が 彼 ( イ 


ブラ ー ヒ ー ム ? と 共に 働く よう に な る ま 


Oo 


OA ANC 


I 


i GEA 


イン ンク ss 


DIRS: 


1 「 あ な た 方 が 行う も の 」 と は 、「 行 為 一 般 」 また は 「 作 成 し た 彫像 の こと 」 (イブ ン ・ カ スィ 


ル 7:24 頁 参照 )。 
2 預言 者 * た ち 章 69-70 と その 訳注 も 参照 。 


3 不信 仰 の 民 * の 土地 か ら 
449 上 頁 参照)。 


了 言 者 た ち 章 章 71 と その 訳注 も 参照 。 


アッ ラー* の 崇拝 * が 出来 る 土地 へ と 移住 する こと ( ム ヤ ッ サ ル 


37. 整列 者 章 


930 


の し Las) -YV 


104. 


105. 


106. 


107. 


108. 


で 成長 し た 時 、 彼 (イブ ラー ヒー ム $ は 
言っ た 。「 息 子 よ 、 実に 私 は 夢 で 、 私 が 
お 前 の こと を 層 る の を 見 る の だ 。 な ら ば 、 
お 前 は どう 思う か 、 考 えて みる が よい 」。 
彼 (イス マー イー ル や は 言っ た 。「 お 父 
さん 、 あ な た が 命じ られ る と と を し て 下 
さい 。 あな た は ーー ア ッ ラ ー* が お 望み な 
ら ー 私 が 忍耐 * 強 い 者 で ある こと を 見 
出す で し ょ う 」。 


こう し て 彼ら が ( 壮 * の ど ご 命令 に ) 服 し 、 
彼 (イブ ラー ヒー ム $) が 彼 (イス マー イ 
ー ル ) を 、 こ めか み を (地面 に ) つけ て 
(横向 き に ) 倒し た 時 、 

われ ら * は 彼 に 呼び か けた 。 「 イ ブラ ー 
ヒー ム *\ よ 、 

あな た は 確か に 夢 を 確証 し た 。 実 に われ 
ら “ は 普 を 尽く す 者 2 た ち に 対し 、 こ の よう 
に 報い る の だ 。 

本 当 に これ こそ は まさ し く 、 紡 れ も な き 
試練 で あっ た 」。 

そし て われ ら * は 彼 (イス マー イー ル *) 
を 、 こ の ト な い 犠 牲 で 償 っ た 。3 


また 後世 の 人 々 の 内 に 、 彼 へ (の 替 美 を ) 
残し て お いた 。* 


1 つま り 、 ア ッ ラ ー* が 夢 の 中 で 彼 を 層 ( ほ ふ ) る よう に ご 独 


Ds SE 


Oa 


| 


SANT 
OE EN 


IR 


! じ に な る 、 と いう こと 。 預言 者 


Ei, と 言わ れる (アッ = テ サ ァ デ ィ ー705 
2 「 善 を 尽く す 者 」 に つい て は 、 蜜 蜂 章 128 の 訳注 を 参照 。 


ww 


「 こ の 上 な い 居 り 物 」 と は 大 き な 羊 の こと 。 こ れ が イス マー 


ヤッ サル 450 頁 参 照 )。 


た 


この 意味 に つい て は 、 ア ー ヤ *78 の 訳注 を 参照 。 


参照 )。 


ュ ググ 5 


イー ル * の 代わ り に 居 ら れ た ( ム 


37. 整列 者 章 931 DE) 

109. 全 創造 物 に お いて 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * に 平 に Wh うく 
安 を 。! 

110. 本 当 に われ ら * は この よう に 、 善 を 尽く す (CC で を いい 
者 ? た ち に 報い る の だ 。 

iil. 実に 彼 (イブ ラー ヒー ム ”) は 、 信 仰 者 で DTN Ce 
ある われ ら * の 僕たち の 一 人 で ある 。 

112。 ま た われ ら * は 彼 (イブ ラー ヒー ム り に 、 SONNE LH 
(後に ) 正しい 者 * の 一 人 で ある 預言 者 * と 
な る 、 イス ハー ク * (誕生 ) の 吉報 を 伝え た 。 

ii3。 そ し て われ ら * は 、 彼 (イプ ラー ヒー ム め i 
と イス ハー ク * を 視 福 し た 。 彼 ら 二 人 の 子 OLN 
孫 に は 、 善 を 尽く す 者 * も いれ ば 、 自 ら に 
明らか な 不正 * を 働く 者 も いる 。 

ii4。 ま た われ ら * は 確か に 、 ム ー サ ー* と ハー Cor EAE ED 
ル ー ン "に (預言 者 * と し て の 使命 と いう ) 
恵み を 授け た 。 

il5. そし て 彼ら 二 人 と その 民 (イス ラー イー ル | ⑧ ょ buAJIo に だ めじ 弧 
の 子 ら や) を 、 こ の 上 な い 苦 悩 か ら 救っ た 。 

116. また われ ら * は 彼ら を 助け 、 彼 ら は まさ に OR 
(フィ ルアウ ン * と その 民 に 対す る ) 勝利 
者 と な っ た 。 

ii7. そ し て われ ら * は 彼ら 二 人 に 解明 の 啓典 5 | OC 
を 授け 、 

1 この 意味 に つい て は 、 ア ー ヤ *79 の 訳注 を 参照 。 

2 「 善 を 尽く す 者 」 に つい て は 、 蜜 蜂 章 128 の 訳注 を 参照 。 

3 アー ヤ *110 の 訳注 を 参照 。 


態 と 抑圧 (雌牛 章 49 と その 訳注 を 参照 ) の こと 。 


5 トー 


ラー* の こと 。 高 璧 章 145 の 訳注 も 参照 。 


彼ら の 「 苦 悩 」 と は 、 湖 死 (で き し ) の こと (ユー ヌス * 章 90-92、 タ ー・ ハ ー 章 77-78、 
詩人 た ち 章 61-66、 煙 霧 章 24 参照 )、 ま た は フィ ルアウ ン * に 対す る 隷 


属 (れい ぞ く ) 状 


37. 整列 者 章 932 らし ls ) と -YV 
118. 彼ら 二 人 を まっ すぐ な 道 (イス ラー ム り DA GNC ES 


へ と 導い た 。 

il9. また 後世 の 人 々 の 内 に 、 彼 ら 二 人 へ (の 符 Sak te 
美 を ) 残し て お いた 。 ! 

120. 全 提 造物 に お いて 、 ムー サー* と ハー ル © Oy DE 0 
ン * に 平安 を 。 

121. 本 当 に われ ら * は この よう に 、 善 を 尽く す A CE Cl 
者 3 た ち に 報い る の だ 。 

122. 実に 彼ら 二 人 は 、 信 仰 者 で ある われ ら * の | 
僕たち の 内 の 者 で ある 。 


128. また 実に イル ヤー ス * は 、 ま さ し く ( 預 
言 者 * と し て ) 遣わ され た 者 の 一 人 で あ 


っ た 。 

124. 彼 が その 民 に 、 (こう ) 言っ た 時 。 「 一 DERI 
体 あ な た 方 は 、 (アッ ラー* を ) 虹 れ * な 
い の か ? 


125. 一 体 あ な た 方 は バァ ル * に 祈り 、 創 造 する | @ cao の Ro 3 
者 の 内 で も 最善 の お 方 (アッ ラー や を 放 
っ た ら か し に する と いう の か ? 


126. アッ ラー* を 、 つ まり あな た 方 の 主 * で あ | ⑥ NL ES 
り 、 あ な た 方 の 昔 の 先祖 の 主 を ? 」 


127. そし て 彼ら は 、 彼 (イル ヤー ス ?) を 嘘 つ 
き 呼ば わり し た 。 ゆ え に 、 本 当 に 彼ら は 
(復活 の 日 *、) 必ず や (懲罰 へ と ) 連 
行 され る 者 と な る 。 


1 この 意味 に つい て は 、 ア ー ヤ *78 の 訳注 を 参照 。 

2 て の 意味 に つい て は 、 ア ー ヤ *79 の 訳注 を 参照 。 

3 「 癌 を 尽く す 者 」 に つい て は 、 密 蜂 章 128 の 訳注 を 参照 。 

4 「 バ ァ ル 」 と は 、 彫 像 の 名 と され る (アッ テニ サ ァ ディ ー707 頁 参 照 )。 


37. 整列 者 章 933 olall s,s -YV 


128. 但し 、 精 選 さ れ た アッ ラー* の 僕たち ! は NIC 
別 で ある が 。 


129. また われ ら * は 、 後 世 の 人 々 の 内 に 、 彼 へ 
(の 替 美 を ) 残し て お いた 。 2 


130. 信人 物 に お いて 、 イル ・ ヤ ー ス イィ ー ン 3 に 


安 を 。 * 
CS 
者 5 た ち に 報い る の だ 。 


132. 実に 彼 (イル ヤー ス *) は 、 信 仰 者 で ある 
われ ら * の 僕たち の 一 人 で ある 。 


SS : ま た 。、 実に ルー ト * は 、 まさ に (預言 者 * 
と し て ) 遣わ され た 者 の 一 人 で あっ た 。$ 


134。 われ ら * が 彼 と その 家族 を 、 皆 救い 出し た ORAS 
時 の こと 。 


135. 但し 、 残 っ (て 滅ぼさ れ ) た 者 た ちの 一 
人 で あっ た 老女 7 だ け は 、 別 だ っ た が 。 


136. それから われ ら “* は 、 (信仰 者 で は な い ) 


他 の 者 た ち を 滅ぼし た 。 
137. そし て (マッ カ * の 民 よ ) 、 I DI EN 
方 は まさ し く 、 彼 ら (ルー ト * の 民 ) の も 


と を 朝 に 通り 過ぎ て いる 。 8 


1 「 精 選 さ れ た アッ ラー* の 僕 」 に つい て は 、 ユ ー ス フ * 章 24 の 訳注 を 参照 。 

この 意味 に つい て は 、 ア ー ヤ *78 の 訳注 を 参照 。 

「 イ ル ・ ヤ ー ス ィ ー ン 」 の 解釈 と し て は 、「 イ ル ヤ ー ス * 自 身 の 別 称 」「 イ ル ヤ ー ス * の 信徒 た 
ち 」 な ど 、 諸 説 あ る (アル = バイ ダー ウィ ー5:26 参照 )。 

4 て の 意味 に つい て は 、 ア ー ヤ *79 の 訳注 を 参照 。 

5 「 善 を 尽く す 者 」 に つい て は 、 密 蜂 章 128 の 訳注 を 参照 。 

6 彼 と その 民 の 間 に 起 こっ た 話 に つい て は 、 高 壁 草 80-84、 フ ー ド * 章 69-83、 詩 人 た ち 章 
160-175、 蝶 章 54-58、 昨 昧 章 28-35、 月 章 33-40 も 参照 。 

こと の 「 老 女 」 に つい て は 、 詩 人 た ち 章 171 の 訳注 を 参照 。 

アル テヒ ジュ ル 章 76 と その 訳注 を 参照 。 
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37. 整列 者 章 934 olall s,s -YV 


138. また 、 夜 に も 。 一 体 、 あ な た 方 は 弁 えな OR 
い の か ? 

139、 ま た 実に ユー ヌス * は 、 まさ に (預言 者 * OA A 
と し て 遣わ され た 者 の 一 人 で あ っ た 。 

140. 彼 が (自分 の 民 に 立腹 し て 、) 満載 の 船 SOERRNI RY 


へ と 逃げ た 時 の こと 。! 


141. そし て くじ 引き を し 、 彼 (ユー ヌス * や や は 
負け た 内 の 者 と な っ た 。2 


142. と うし て (ユー ヌス * は 海 に 落と され た O26 
が ) 、 大 魚 が 彼 を 呑み 込ん だ 。 彼 は 答 め 
られ る べき 者 で あっ た 。 


143. も し 彼 が 、 (アッ ラー* を ) よく 称え る * 

ROBE 

144. 彼ら が 菊 * ら され る (復活 * の ) 日 まで 、 
その 腹の中 に 留まっ た こと で あろ う 。 < 

145.。 こう し て われ ら * は 彼 を (大 魚の 腹 の 内 
か ら ) 、 弱 り 切 っ た 状態 で 、 不 毛 の 地 に 
放り 投げ た 。 

146. そ し て われ ら * は 彼 の 上 に 、 瓜 の 木 ? を 一 DE ECS 

本 、 生 や し て や っ た 。 


この 出来 事 に つい て は 、 預 言 者 * た ち 章 87 と その 訳注 を 参照 。 

船 は 荒波 に 襲わ れ 、 乗 員 た ち は 船 の 転覆 (て ん ぶ ぷく) を 恐れ た 。 そ れ で 彼ら は 船 の 重量 を 
減ら す た め 、 誰 が 犠牲 に な る か で 、 く じ 引 き を し た ( ム ヤ ッ サ ル 451 頁 参 照 )。 

それ 以前 に 行っ て いた 多く の 崇拝 * 行 為 や 正しい 行い * が な か っ た ら 、 と いう 意味 と さ 
れる 。 預言 者 * た ち 章 87 に 描写 され て いる 、 こ の 時 の 彼 の 言葉 も 参照 (前 掲 書 、 同 頁 
参照 )。 

そこ が 彼 の 墓 と な っ た で あろ う 、 と いう 意味 (前 掲 書 、 
これ に より 彼 は 日 陰 と 、 そ の 他 の 益 を 得 た (前掲 書 、 同 頁 参 照 )。 
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37. 整列 者 章 
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の し Las) -YV 


147. 


148. 


149. 


150. 


151. 


152. 


153. 


154. 


155. 


157. 


. いや 、 


また われ ら * は 彼 を 十 万 人 、 いや 、 そ れ 以 
上 (の 民 ) へ と 遣わ し た 。 ! 


そし て 彼ら は 信じ 、 われ ら * は 彼ら を ( 彼 
ら に 死 が 訪れ る ) その 時 まで 楽し ませ て 
お いた 。 


な ら ば 内 、 彼 ら ( マ ッ ガ "の で 
mm op 
か 、 と 。2 

それ と も 、 わ れ ら * は 彼ら が 立ち 会 う 中 、 
天使 * を 女 と し て 創っ た の か ? 

本 当 に 彼ら は で っ ち 上 げ て 、 ま さ に 
う ) 言っ て いる の で は な いか 。 

「 ア ッ ラ ー* は 子供 を お 産み に な っ た 」 6 
本 当 に 彼ら は 、 まさ し く 嘘 つき な の だ 。 

一 体 か れ が 、 息 子 を 差し お いて 娘 を お 選 
びに な っ た と いう の か ? 

一 体 、 あ な た 方 は どう し た こと か ? あな た 
方 は いか に (不当 な ) 決め 方 を する の か ? 
一 体 、 あ な た 方 は 教訓 を 受け な い の か ? 
一 体 あな た 方 に は (その よう な 主 
張 へ の 、) 紛れ も な い 証 拠 で も ある と い 
う の か ? 

で は 、 あな た 方 の 啓典 を 持っ て 来 て みよ 。 
も し 、 あ な た 方 が 本 当 の こと を 言っ て い 
る の な ら 。 


1 そもそも ユー ヌス * が 預言 者 * と し て 人 遣わ され た の は 、 


説 も ある 。 ま た 大 魚 か ら 出 た 後 、 彼 が 自分 の 民 だ け で な く 、5 


と いう 説 も ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:40 参照 )。 


2 この アー ヤ * の 意味 に つい て は 、 密 蜂 章 57 と その 訳 当 
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NOS EC 2612 
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OD 


A 寺 


大 魚 か ら 出 た 後 の こ と で ある と いう 
別 の 民 に も 遣わ ぐさ れ た の だ 、 


E を 参照 。 


37. 整列 者 章 
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の し Las) -YV 


158. 


159, 


161. 


162. 


164. 


165. 


166. 


彼ら (シル ク * の 徒 ) は 、 か れ (アッ ラー 
*) と ジン * の 間 に 近 親 関係 を も うけ た 。 
そし て ジン シ * は 確か に 、 彼ら (シル ク * の 
徒 ) が (復活 の 日 *、 懲 信 へ と ) まさ し く 
連行 され る こと を 、 知 っ て いる の だ 。* 


彼ら の 言う よう な こと か ら ( 無 緑 な ) 、 
ア ッ ラ ー* に 称え * あ れ 。 


但 され た アッ ラー* の 僕たち は 


ーー 


介し 、 精選 
別 で ある が 。 * 
(シル ク * の 徒 よ 、) 本 当 に あな た 方 と 、 
あな た 方 が (アッ ラー* を 差し お いて ) 崇 
め て いる も の 、 


あな た 方 は それ ゆえ に 、 (誰か を ) 迷わ 
せる (こと が 出来 る ) 者 で は な い 、 

(不信 仰 ゆえ に ) 火 獄 に 入り 災 ら れる ( こ 
と に な る 、 と アッ ラー* に よっ て 定め られ 
た ) 者 を 除い て は 。 

(天使 * た ち は 、 言 う 。) 「 私 た ちの 内 

で 、 ( 天 に ) 特定 の 持ち 場 ? が な い 者 は い 
な い 。 
私 た ちと そ は 、 ま さ し く (アッ ラー* た 仁 
える た め ) 整列 する 者 。 
そし て 本 当 に 私 た ちこ そ は 、 
を ) 称え る * 者 」。 


(アッ ラー* 


シティ 2 ン レ デット イン シン ンー イオ ニン ニ 
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1 ここ で の 「 ジ ン *」 は 、 大 半 の 学者 に よれ ば 天使 * の こと (アル = クル トゥ ビー15:135 参照 )。 


2 雌 


和牛 章 116 の 訳注 も 参照 。 


3 「 精 選 さ れ た アッ ラー* の 僕 」 に つい て は 、 ユ ー ス フ * 章 24 の 訳注 を 参照 。 
まり 、 彼 ら は アッ ラー* に ふさ わし く な いこ と を 言わ な い ( ム ヤ ッ サ ル 452 頁 参照 )。 


4 つ 


アッ ラー* を 崇拝 * し 、 


命じ られ た 月 


14:5068 参照 )。 


り の 任務 を こなす 「 持 ち 場 」( ア ル = テ カー スィ ミー 


37. 整列 者 章 


937 


Las) -YV 


167. 


168. 


169. 


170. 


147 


172. 


173. 


174. 


175. 


176. 


(預言 者 * よ 、 あ な た が 遣わ され る 前 、) 
本 当 に 彼ら (マッ カ * の 不信 仰 者 * ら ) は 、 
(こう ) 言っ て いた 。 


「 も し 私 た ちの も と に 、 
教訓 【 が あっ た な ら ば 、 
私 た ち は 、 精 選 さ れ た ア 
あっ た の に 」。 
NT (使徒 * ム ハン マ ド * が クル 

ー ン * を 携え て 到来 し た 時 ) 、 それ を 人 否 
人 な ら ば 、 彼 ら は (来世 で の 自分 
た ちの 結末 を ) 知る で あろ う 。 


遣わ され た 者 で ある われ ら * の 僕たち に 
は 確か に 、 (彼ら が 理論 と 力 に よっ て 勝 
利 す る と の ) われ ら * の 言葉 が 、 既 に 定め 
られ て いる 。 


本 当 に 彼ら こそ は 、 援 助 さ れる 者 。 
また 本 当 に われ ら * の 軍勢 こそ は 、 勝 利 者 。 


な ら ば (使徒 * よ 、) その 時 まで 、 彼 ら か 
ら 育 を 向け よ 。* 


そし て 彼ら (が 、 ど ん な 目 に あう か ) を 
見 て お け 。 そう すれ ば 、 彼ら は や が て ( 懲 
凡 を ) 見 る こと と な ろう 。 


うば つ いき ゅ う 


一 体 彼ら は 、 わ れ ら * の 懲罰 を 性 急 に 求 
め る の か ?* 


昔 の 人 々 か ら の 


し も べ 
ッ ラ ー* の 僕 ? で 
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IO 


w 


と の 「 教 訓 」 と は 、 過去 の 民 に 到来 し た 、 啓 
「 精 選 さ れ た ア 


お け 、 と いう こと (前 掲 書 、 同 真 参照)。 


雷鳴 章 6、 夜 の 旅 章 92、 


SN 


CNA 


A NE LE セル 和 を 
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の kg っ 


(oOD 作 2 CFO 
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ほや 預言 者 * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 452 頁 参 照 )。 
ッ ラ ー* の 僕 」 に つい て は 、 ユ ー ス フ * 章 24 の 
真理 を 受け 入れ な い 頑 固 な 者 た ち を 、 ア ッ ラ ー* が 猫 予 (ゆう よ ) され た その 時 まで 放っ て 


訳注 を 参照 。 


1-2 な ども 参照 。 


「 懲 入 を 急ぐ 」 に つい て は 、 家畜 章 57-58、 戦利 品 章 32、 ユー ヌス * 章 50、 フー ド * 章 8、 
巡礼 * 草 47、 睦 昧 草 53-.54、 サ ー ド 草 16、 相 談 草 18、 階 段 章 


37. 整列 者 章 938 DE) 


177. そし て それ が 彼ら の 庭 に 到着 する 時 、 A NR 
警告 され て いた 者 た ちの 朝 は 、 何 と 忌 
わし いこ と だ ろう か 。! 


178。 な ら ば (使徒 * よ 、) その 時 まで 、 彼 ら か Sed 
背 を 向け よ 。2 
179. そし て 彼ら (が 、 ど ん な 目 に あう か ) を 
見 て お け 。 そう すれ ば 、 彼 ら は や が て ( 懲 
時 を ) 見 る こと と な ろう 。 
180. 彼ら の 言う よう な こ と か ら (無縁 な ) 、 SE と ちの 
あな た の 主 *、 権勢 の 主 * に 称え * あれ 。 


181. また 遣わ され た 者 た ち に 、 平安 を 。 


182. そし て 全 創 造物 の 主 * ア ッ ラ ー* に 、 a 
あれ 。 


懲罰 が 、 敵 の 軍隊 に た と えら れ て いる 。 また 「 朝 」 と いう 語 は 、 不意 打ち を 連想 させ る ( イ 
ブン ・ ア ーシュ ー ル 23:197 参照 )。 
= 


ヤ *174 の 訳注 を 参照 。 
3 この 意味 に つい て は 、 ア ー ヤ *79 の 訳注 を 参照 。 


38. サ ー ド 章 


第 38 章 
サー ド 章 ! 
慈 圧 あま ね 、 " 粉 愛 深 き * NR, 3 


アッ ラー* の 御名 に お いて 


ちか 


1. サー ド 2。 教訓 を 含む クル ア ー ン * に 瑠 っ 


て 
2. いや 、 不 信仰 に 陥っ た 者 * た ち は 、 (真理 に OS IEEE 
対す る ) 尊大 さと 対立 の 中 に ある 。 
3. われ ら * は 彼ら (シル ク * の 徒 ) 以前 に も 、 ど | eS 
NN Or 
。 彼ら は (懲罰 が 訪れ て ) 救い が な く な 
he 


の だ 。 3 
4 また 彼ら は 、 自 分 た ちの も と に 自分 た ちの IIE ETRE 
内 か ら (人 間 の ) 入 告 者 が 到来 し た こと に 、 OS 


驚い た 。 そし て 不信 仲 者 “と た ち は 、 言っ た の 
だ 。「 こ れ は 大 嘘つき の 魔術 師 だ 。 


5. 一 体 彼 は 、 神 々 ? を 一 つの 神 と する * と いう の TE 
か ? 本 当 に これ は 、 ま さ し く 邊 司 きす べき 内 
こと と 」 。 


1 マッ カ * 啓 示 で 学者 の 見 解 は 、 ほ ぼ 一 致 。 ス ー ラ * の 名 称 は 、 冒 頭 の アー ヤ * に 出現 する 
文字 「 サ ー ド 」 に 由来 。 ア ッ ラ ー の 唯一 性 *・ シ ルク * の 禁止 ・ 啓 示 ・ 預 言 者 * ム へ ムハンマド * 
の 使徒 * 性 ・ 復 活 の 日 *・ 清 算 ・ 天 国 と 地獄 な ど と いっ た 、 イ スラ ー ム * の 基本 的 な 信仰 億 
条 (か じょう ) を 取り 上 げ る 。 ま た 、 過 去 の 預言 者 * た ち を 訪れ た 試練 の 描写 は 、 マ ッ 
カ * で 人 迫害 され て いた 預言 者 * ム ハン マ ド * へ の 慰 (な ぐさ ) め と 、 励 (は げ ) まし と も 
な っ て いる 。 
この 文字 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 用 語 解 説 の 「 ク ルアー ン の 冒頭 に 現れ る 文字 群 | を 参照 。 

3 「 悔 悟 が 受け 入れ られ な い 時 」 に つい て は 、 家 畜 章 158 と その 訳注 も 参照 。 

4 「 神 々 」 に 関し て は 、 雌 牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 

つま り ア ッ ラ ー* に いか な る 同位 者 も 置か ず 、 か れ だ け を 崇拝 * す る こと を 命じ た (アッ == 
サ ァ ディ ー709 頁 参照 )。 
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38. サ ー ド 章 940 の りら 人 
6. そし て 、 人 (て 、 A IE 
民 に こう 言っ ) た 。 | (その まま シル ク * ®VE Oc た dk 
を ) や り 通し 、 あ な た 方 の 神々 (の 崇拝 り 
に し が み 付 け 。 本 当 に こと れ は まさ し く 、 仕 
組ま れ た こと ! な の だ 。 

7. 私 た ち は こ の よう な こと を 、 最 近 の 宗教 ? で | sSNA 
は 聞い た こと が な い 。 こ れ は 提 造 に 外 な ら ORR 
な い の だ 。 

8. 一 体 、 私 た ちの 間 か ら (ムハンマド * が 特別 | R98 
に 選ば れ て ) 、 彼 に 教訓 (クル アー ン ? が RG NAR 
下さ れ た と いう の か ?」 いや 、 彼 ら は わ 
が 教員 (クル アー ン ” に 対し て 、 疑念 の 中 
に ある 。 いや 、 彼ら は まだ 我 が 懲罰 を 味 わ 
っ て は いな い (か ら 、 そ の よう な こと が 言 
える の だ ) 。 

9. いや 、 一 体 彼ら に は 、 偉 力 な ら び な く *、 Oa 
恵み 深い * あ な た の 主 * の ご 慈悲 の 宝庫 が あ 
る と いう の か ? 

10。 いや 、 一 体 彼ら に は 、 諸 天 と 大 地 、 そ の 間 | CskzuNbok33U 
に ある も の の 王権 が ある と いう の か ? な © 
ら ば 、 綱 で ( 天 へ と ) 昇っ て みさ せよ 。 3 

11. (彼ら は 、 そ れ 以 前 の 不信 仰 な ) 徒党 の よ oe ば IGT 


う に 、 そこ 3 で 敗北 する こと に な る 、 た か が 
軍勢 な の だ か ら 。 


預言 者 * ム ハン マ ド * は 、 役 


身 が 権勢 を 得る た め に 、 


と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 453 頁 参 照 )。 


1S】 


CO 


た 


一 説 に は クラ イシ ュ 族 * の 宗教 、 ま た 一 説 ! 


彼ら に 天地 の 王権 が あり 、 そ こ に ある も の を 自 
に そう し て みよ 、 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 453 真 参照 )。 


この 「 そ こ 」 が 何 を 指す か 


その 教え を 広め よう と し て いる の だ 


こ は キ リス ト 教 (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:55 参照 )。 
に 出来 る と いう の な ら 、 天 に 昇っ て 本 当 
巡礼 * 章 15 と その 訳注 も 参照 。 
に は 、「 彼 ら が 陥っ て いた 不信 仰 と いう 立場 」「 天 」「 バ ドル の 戦 


い *」 など と いっ た 説 が ある (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 2:248 参照 )。 


38. サ ー ド 章 941 0 A 

12. 彼ら 以前 に も 、 ヌー フ * の 民 、 アー ド *、 杭 の の の ンプ 所 
の 主 フ ィ ル アウ ン * が 、( 使 徒 * た ち を ) 嘘 つ ®tEAN 
き 呼 ば わり し た 。 

13. また サム ー ド *、 ル ー ト * の 民 、 戴 の 仲間 た | S30 
ち ? も 。 それ ら の 者 た ち は (不信 仰 の ) 徒党 6 
で あっ た 。 

14. (彼ら ) 全員 が 、 例外 な く 使 徒 " た ち を 距 つ He Sig 
き 呼 ば わり し 、 そ れ で (彼ら へ の ) わが 懲 @ ale 
宮 が 確定 し た の で ある 。 

15、 そ し て これ ら の 者 た ち (シル ク * の 徒 ) は 、| Co5 和 >2YLN 季 5 
(シル ク * に 留まる こと で 、 轟く ) 一 声 (に SR 
よる 懲罰 ) を 待っ て いる に 過ぎ な い 。 そこ 
に は 、 帰 り 所 な ど な い 。 

16. 彼ら は 言っ た 。「 我 ら が 主 * よ 、 清 算 の 日 | ⑧。 に 4503C5G を 
の 前 に 、 私 た ち に 取り 分 を お 与え 下さ 
い 」。* 

17. (使徒 * よ 、) あ な た * は 彼ら の 言う こと に 耐 | 396S9skce あ 54 先 < 


え 、 つ わ も の 5 で あっ た ダー ウー ド * を 思い 
起こ す の だ 。 実に 彼 は 、 常に 回 帰す る 者 6 で 
あっ た の だ か ら 。 


1 


「 杭 」 の 解釈 に は 、「 完 成 度 の 高い 建築 物 」「 多 く の 建 築 物 」「 武 力 」「 人 を 滑 する 時 に 


SN 


| い 


て いた 杭 の こと 」「 多 く の 軍 勢 」 な ど と いっ た 説 が あめ る (アル テク ルト ゥ ピー15:154 参照)。 


2 


「 戴 の 仲間 た ち 」 に つい て は 、 ア ル ニ テヒ ジュ ル 章 78 の 


訳注 を 参照 。 


3 懲 凡 、 あ る い は 天国 の 享楽 の 一 部 を 、 現世 で 下 し て みよ 、 と いう こと 。 こ れ は 、 不信 仰 者 * 
ら が 喘 笑 し て 言っ た 言葉 (前 掲 書 15:157-158 参照 )。 家畜 章 57-58、 戦 利 品 * 剖 32、 ユー 
ヌス * 章 50、 フ ー ド * 章 8、 和 雷鳴 章 6、 夜 の 旅 章 92、 巡 礼 * 章 47、 睦 昧 凍 53-.54、 相 談 章 
18、 階 段 章 1.2 な ども 参照 。 


4 この 「 あ な た 」 に つい て は 、 睦 牛 章 120 の 訳注 を 参照 。 


「 つ わ も の 」 と は 、 ア ッ ラ ー* の 敵 に 対し て は 力強く 、 か れ へ の 服従 に お いて は 忍耐 * 強 い 
者 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 454 頁 参 照 )。 


「 常 に 回 帰す る 者 」 に つい て は 、 夜 の 旅 章 25 の 訳注 を 参照 。 


38. サー ド 章 942 の り ど 人 

18. 本 当 に われ ら * は 、 夕 に 朝 に 、 彼 (ダー ウー A 
ドウ と 共に (アッ ラー* を ) 称え る * 山 々 を 、 ®NY 
仕え させ た 。 

19. また 、 集 合 させ られ た 鳥 た ち も (、 仕 えさ を そい 
せ た ) 。 (その ) 全て は 、 か れ ! に 常に 回 帰 
する 者 で あっ 7 だ 。 

20. そ し て 、 われ ら * は 彼 の 王権 を 強力 に し 、 彼 SSE 
に 英知 と 能 弁 さ を 授け た 。 © 

21. また (使徒 * よ 、) あな た に 論争 (者 た ち ) EA I 
の 消息 は 届い た か ? 彼ら ( 二 人 ) が ミ フ SN 
ラー ブ ? を 乗り 越え て (、 ダ ー ウ ー ド * の と 
ころ へ 入っ て ) 来 た 時 の こと 。 

22. 彼ら が ダー ウー ド * の も と に 入っ て 来 て 、 | ENG 
彼 が 懐い た 時 の こと 。 彼ら は 言っ た 。 「 怖 | 区 6 
れ て は いけ ませ ん 。 (私 た ち は ) 論争 中 | @wR dC 

、 一 方 が 他方 を 侵害 し て いま す 。 で す 
ne 
る こと な く 、 私 た ち を 全う な 道 へ と お 導 
き 下さ い 」。 
23. (一 方 の 男 は 言っ た 。) 「 実 に これ は 我 が | 徐 お 張 32 人 


兄弟 で 、 九 十 九 頭 の 雌 羊 を 所 有 し て いま す 
が 、 私 に は 一 頭 の 雌 羊 し か いま せん 。 な の 


に 彼 は 、 「 そ れ を 私 に (よこ し て 、 ) 任せ 
な さい 』 と 言っ て 、 議論 で 私 を 打ち 負かし 
た の で す 」。 


1 この 「 か れ 」 は アッ ラー* の こと と も 、 ダー ウー ド * の こと で ある と も され る 。 


© LL ES Ge 


一 説 に 、 山々 


や 鳥 た ち は 、 ダ ー ウ ー ド * が アッ ラー* を 称え る * た びに 、 そ れ に 応え て 彼 と と も に 称え た ( ア 
ル = テ クル トッ ゥ ビー15:161 参照 )。 サ バア 章 10 も 参照 。 ま た 「 常 に 回 帰す る 者 」 に つい て 
は 、 夜 の 旅 章 25 の 訳注 を 参照 。 


2 「 ミ フラ ー ブ 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 37 の 訳注 


を 参照 。 


38. サ ー ド 章 943 PH A 
24. 彼 (ダー ウー ド ? は 言っ た 。「 彼 (あな た 2 人 
の 兄弟 ) は 、 あな た の 一 頭 の 雌 羊 を 、 彼 の の ET 
( 九 十 九 頭 の ) 雌 羊 に (加え る こと を ) 要 上 a 

求 す る こと で 、 あ な た に 対し て 確か に 不正 a 
* を 働い た 。 そ し て 実に 共同 者 た ちの 多く 6 ct 
は 、 信仰 し 、 正しい 行い * を 行う 者 た ち を 除 0 

き ー 一 そし て 彼ら は 数 少な い の だ 一 一 、 ま 
さ に 互い に 侵害 し 合う も の な の で ある 」。 
する と ダー ウー ド * は 、 わ れ ら * が 彼 を ( そ 
の 論 で ) 試練 に か けた と いう こと を 確信 

し 、 彼 の 主 * に お 赦し を を を い 、 ルク ー ゥ "し 
な が ら 月 れ 落 ち 、 ( ア ッ ラ ー* に 悔 悟 し て ) 
立ち 返 っ た 。 ( 読 語 の サジ ダ ? 

25. それ で われ ら * は 彼 (ダー ウー ド ) に 、 そ co 9652652355 
の こと ? を 赦し た 。 そ し て 本 当 に 彼 に は まさ の 
し く 、 わ れ ら * の も と に お ける お 近づき と 、 - 
(来世 に お ける ) 善き 戻り 場所 が ある の だ 。 

26. ダー ウー ド * よ 、 本 当 に われ ら * は 、 あ な た | S68 3S 
を 地上 に お ける 継承 者 と し た *。 ゆ え に 、 ERE ES OC 
真理 に よっ て 人 々 の 間 を 裁く の だ 。 そし て EGR NS 


私 欲 に 従っ て 、 自 分 を アッ ラー* の 道 か ら 
迷わ せ て は な ら な い 。 本 当 に アッ ラー* の 道 
か ら 迷 う 者 た ち に は 、 清算 の 日 を 忘れ た こ 
と ゆえ の 厳し い 懲 出 が ある 。 


1 イブ ン ・ カ スィ ー ル * に よれ ば 、 多く の 解釈 学者 ちら が この アー ヤ * 
来 の 情報 で 、 預 言 者 * ム へ ムハンマド * に まで 辿 (た ど ) る 
ゆえ に この 話 


は 、 大半 が クル アー 
こと の で きる 真正 * な 伝承 は 一 つと し て な い 。 
図 は アッ ラー* に 委ね て お くべ きだ 、 と し て いる (7:60 参照 )。 

を 明言 され な か っ た の で あり 、 そ れ を 追及 する 
は そもそも 、 ダ ー ウ ー ド * の 優し さと 憶 


その 真 の 意 
アッ ラー* は その 人 不 必 要 性 ゆえ に 、「 そ の こと 」 
の は 行き 過ぎ と いう も の で ある 。 こ の 話 の 意 区 


sl 


ン * 以 外 の 啓 


OC あ G JCA の 


に 関し て 言及 し て いる 説話 


は 読 証 す る だ け に 留め て お き 、 


悟 、 そ 


w 


し て 悔 司 の 後に は それ 
711 頁 参照 )。 ま た 、 


以前 より も 優れ た 者 


預言 者 * の 無 診 


アッ ラー* は 彼 を 、 療 和 


と な っ た 、 と いう こと な の だ か ら (アッ テニ サ ァ ディ 
( む び ゅ う ) 性 に つい て は 、 雌 和牛 章 36 の 訳注 を 参照 。 


事 を 命じ 、 悪事 を 禁じ る 王 と し 、 そ れ 以 前 の 預言 者 ** 正 し い 導 師 た ち 
の 後 を 継が せら れ た (アル テク ルト ウゥ ビー15:188 参照 )。 


38. サ ー ド 章 944 の りゃ A 

27. 一 一 われ ら * は 天 と 大 地 と その 間 に あ る も | Sscgscs が 53 じ に 死 
の を 、 無 意 味 に 創っ た の で は な い !。 それ は EN 
不信 仰 に 陥っ た 者 * た ちの 思い 込み で あ Oa 
る 。 そ し て 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち に は 、 ィ 
(地獄 の ) 業火 の 災い あれ 。 

28. いや 、 一体 われ ら * が 、 信 仰 し て 正しい 行い | oka る 
* を 行う 者 た ち を 、 大 地 で 腐敗 * を 働く 者 た OI NS 
ちと 同様 に する と で も ? いや 、 一 体 われ 

ら * が 堆 護 "な 者 た ち を 、 放 聞 な 者 た ちと 同 
様 に する と いう の か ? 

29. (使徒 * よ 、 こ の クル アー ン * は ) 彼ら が そ IVA NES 
の 御 徴 を 熟慮 し 、 澄 ん だ 理性 の 持ち 主 ら OI 
IRO われ ら * が あな た に 下 し 
た 啓典 、 祝 福 あ ふれ た も の で ある 一 一 。 

30. わ れ ら * は ダー ウー ド * に 、 (その 息子 ) ス な ゴイ レ っ Sc2233DUES2 
ライ マー ン * を 授け た 。 僕 (スラ イマ ー ン う fo 
の 素晴らし いこ と よ 、 本 当 に 彼 は 常に 回 帰 
する 者 z な の だ か ら 。 

31. 彼 (スラ イマ ー ン ? に 夕 の 頃 、 優良 な 駿 馬 * | OS 2 
が 見 せら れ た 時 の こ と (を 思い ‘起こ させ よ ) O 

32. そし て 彼 ( ス ライ マー ン ? は 、 言 っ た 。 「 本 と あああ 知ら 28006 
当 に 私 は 、 (太陽 が ) # 覆い に 包ま れる * ま で 、 8 
我 が 主 * の 唱 念 を よそ に 、 財産 ? へ の 愛 情 を 
傾け て し まっ た 。 

1 イム ラー ン 家 章 191 の 訳注 も 参照 。 

2 「 常 に 回 帰す る 者 」 に つい て は 、 夜 の 旅 章 25 の 訳注 を 参照 。 


oo 


> 五 
cia 


「 駿 馬 」 と 意訳 し 「 サ ー フ ィ ナ ー ト 」 は 、 


馬 の み に 


H い られ る 能動 分 詞 の 複数 形 


2。 止 


まっ て いる 時 に 三 本 足 で 立ち 、 四 本 目 の 足 は 爪先 立ち し て いる 様子 の こと 。 敏 挿 (びん し 


ょ う ) さ を 示 す 印 と され る (イブ ン ・ ア ー 
つま り 日 没 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 455 頁 参照 ) 


と の 「 財 産 」 は 、 馬 の こと (前 掲 書 、 同 


o 


参照 )。 


シュ ー ル 23:255 参照 )。 


解釈 学者 た ち は こ の 出来 事 を 、 ス ライ マー ン * が 馬 の 観 賞 に 熱中 し て 、 


れ て し まっ た の だ と し て いる (イブ ン ・ 
性 に つい て は 、 雌 牛 章 36 の 訳注 


を 参り 


アス ル * の 礼拝 を 忘 
カス ィ ー ル 7:65 参照 )。 預言 者 * の 無 座 ( む びゅ う ) 
Ro 


38. サ ー ド 章 945 2 5 と VA 

33. それ ら ( 馬 ) を 私 の も と に 、 ま た 連れ て 来 SEG 
い 」 o そし て ( 馬 が 連れ て 来 ら れる と 、 ) 3 CN 
彼 は ( 剣 で ) その 足 と 首 を 打ち 始め た 。* 

34。 また 、 わ れ ら * は スラ イマ ー ン * を 試 績 に か | っ \ に dbora2E535 
け 、 その 椅子 に ( 死 ) 体 を 投げ た ?。 それ か OI 
ら 彼 は 、( ア ッ ラ ー* に 悔 悟 し て ) 立ち 返 
た の だ 。 

35. 彼 ( ス ライ マー ン は 言っ た 。「 我 が 斑 * よ 、| YU dS 
私 を お 落し 下さ い 。 そし て 私 の 後 の (人 間 の ACC 
内 、 ) 誰 に も 相応 し く な いよ うな (偉大 な ) 
王権 を 、 私 に お 授け 下さ い 。 本 当 に あな た こ 
そ は 、 恵 み 深い * お 方 な の で すか ら 」。 

36. また 、 わ れ ら * は 彼 (スラ イマ ー ン や に 、 Sc EAE 
彼 の 命令 に よっ て 、 彼 の 意図 し た 場所 へ と る Sa 
走る 、 穏 や か な 風 3 を 仕え させ た 。 

37.。 ま た 、 シャ イタ ー ン * た ち 、 つ まり ( 彼 の 命 ST Ch A 
令 に 従う ) あら ゆる 建設 家 、 潜水 夫 * を ( 仁 
えさ せ た ) 。 

38. そ し て 、 柳 で が ん じ が ら め に され て いる 、 OE GL 


別 の 者 た ち ? を 。 


_ 


馬 を 殺し た の で は な く 、 愛情 を も っ て た て が み と 足 を 控 


ッ テ タ バリ ー8:7000 参照 )。 
2 スラ イマ ー ン * は ある 時 、 自 分 が 全員 の 妻 と 交わ り 、 そ の 結果 、 彼 女 ら 全員 は アッ ラー* の 


道 ゆ え に 戦う 騎 ゴ 


(な ) で た 、 と いう 解釈 も ある ( ア 


上 ( き い を 産む の だ と 誓っ た が 、 そ の 際 「 も し アッ ラー* が お 望み な ら ば 」 


と 付け 加え な か っ た (洞窟 章 23.24 と その 訳注 も 参照 )。 そ の 結果 、 彼 の 妻たち の 内 、 妊 


M 


(や 


辰 し た の は 一 人 だ け で 、 し か も 彼女 が 産ん だ の は 未熟 児 だ っ た と いう (アル ニテ ブ ハー リー 
6639 参照 )。 


風 は スラ イマ ー ン * の 思い 通り に 、 強 く な っ た り 、 穏やか に な っ た り し た (アル テバ ガウ ィ 


ー3:301 参照 )。 預言 者 * た ち 章 81、 サ バア 章 12 も 参照 。 


wn 


サバ ア 章 13 で 示さ れ て いる よう な も の を 建設 
な ど を 採集 する 者 た ちの こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:73 参照 )。 
これ は シャ イタ ー ン * の 内 で も 、 反 抗 的 な 者 た ちの こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 455 頁 参照 )。 


* 作 成す る 者 た ちや 、 海 に 潜っ て 真 


中 
3 
で 
本 


38. サ ー ド 章 946 Pn -Y 人 

39. こ れ は (スラ イマ ー ン * へ の ) 、 われ ら * の 剛 OCA 
り 物 。 な ら ば (望む 者 に は ) 際限 な く 恵 み 、 
ある い は (望む 者 に は ) 禁じ る が よい 。 

40. そし て 本 当 に 彼 (スラ イマ ー ン ” に は まさ OEE 
し く 、 われ ら * の も と に お ける 近侍 と 、 ( 来 
世に お ける ) 普 き 戻り 場所 が ある の だ 。 

41。 わ れ ら * の 僕 、 ア イ ユ ー ブ * を 思い 出せ 。 彼 | e853 
が その 主 * に 、 「 シ ャ イタ ー ン * は 疲労 と 禄 ! GL EN 
5 私 を 襲い ま し た 」 と 呼び か けた 時 の こと 。 

42. (われ ら * は 言っ た 。 ) 「 あ な た の 足 で ( 地 2 8 
面 を ) 蹴る が よい 」。 (そし て その 通り に 
する と 、 水 が 吹き 出 た 。) 「 こ れ は 冷た い 
洗浄 水 で あり 、 飲 み 物 で ある 」。3 

43. また 、 われ ら * は 彼 に その 家族 と 、 更に それ と EAC 
同様 の も の * を 授け た 。 われ ら * か ら の 慈悲 と 、 る RLN 
澄ん だ 理性 の 持ち 主 た ち へ の 教訓 * と し て 。 

44. (われ ら * は 言っ た 。 ) 「 そ し て 手 に ( 草 の ) EDA RE 
一 東 を 取り 、 それ で それ ( 妻 ) を 叩き 、( 約 の らし 比 125 
い を ) 破る の で は な い 」 。 実に われ ら * は 、 - 
彼 が 忍耐 * する 者 で ある こと を 認め た 。 僕 
(アイ ユー ブ *) の 素晴らし いこ と よ 、 本当 
に 彼 は 常に 回 帰す る 者 6 な の だ か ら 。 


— 


た 


wn 


ー* が 彼 の 3 
正しい 女性 


アイ ユー ブ * は シャ イタ ー ン * に より 、 
被害 を 受け た と され る ( ム ヤ ッ サ ル 455 頁 
2 彼 が それ を 飲み 、 そ れ で 体 を 洗う と 、? 
3 この 「 同 様 の も の 」 に つい て は 、 0 84 の 訳注 
忍耐 * の 後に は 、 慰 (な ぐさ ) め と 、 


病 を 治し て 下さ っ た ら 
だ っ た の で 、 


参照)。 


、 役 女 を 潜 (むち ) で 百 上 


分 の 体 、 財 産 、 家 族 に お いて 


皮 を 苦し め て いた 害悪 は 消え 去っ た (前掲 書 、 同 


を 参照 。 


甚大 (じん だ い ) な 


参照 )。 


悪 の 解消 が ある と いう 「 教 訓 」( 前 掲 書 456 頁 参 照 )。 
アイ ユー ブ * は 病 に 苦し ん で いる 時 、 0 (ささ い ) な こと で 妻 の こと を 怒り 、 も し アッ ラ 


打つ 、 と 誓っ た 。 た だ し 彼女 は 


* は その 誓い を アー ヤ * で 


アッ フラ 


じ ら れ 、 彼 と 彼女 を 慈 し ま れ た の だ と いう (前 掲 書 、 同 頁 参 』 
性 に つい て は 、 雌 牛 章 36 の 訳注 を 参照 。 


6 「 常 に 回 


る 。 預言 者 * の 4 


帰す る 者 」 に つい て は 、 夜 の 旅 章 25 の 訳注 を 参照 


言及 され て いる 行為 に よっ て 免 
誠 (や びゅ う ) 


38. サ ー ド 章 947 の りか YA 

45. ま た 、 わ れ ら * の 僕たち 、 つ わ も も の ! で 、 難 眼 be 
の 主 だ っ た イブ ラー ヒー ム *、 イ スハ ー ク *、 $ 2NbexN 
ヤァ クー ブ * を 思い 出せ 。 - 

46. 本 当 に われ ら * は 彼ら を (偉大 な る ) 特 性 、 CINE GE 
つま り (来世 の ) 住ま い の 吐 念 で 精錬 
し だ 

47. また 本 当 に 彼ら は われ ら * の も と で 、( 嘱 示 IT GE 
の 伝達 の た め に ) まさ に 選び 抜か れ た 者 た 
ち 、 (われ ら * へ の 服従 の た め に ) 選ば れ 
し 者 た ち で ある 。 

48. ま た 、 イ スマ ー イ ー ル * と アル ニヤ サ ァ * と $$ CAT 
ズル ニキ フル * を 思い 出せ 。 (彼ら は ) 皆 、 OT 
選ば れ し 者 た ち で ある 。 

49. これ (クルアーン?) は 、 訓 戒 3。 本 当 に 敬 虚 DEIN NS 
* な 者 た ち に は 、 実 に よい 戻り 所 が ある 、 

50. 彼ら に 向け て 門 が 開か れ た 、 永 久 の 楽園 が 。 oO ri 

51. 彼ら は そこ で 、 (寝台 に ) 寄り か か っ て い | @uG SS SE 
る 。 そ こ で (望む だ け の ) 沢山 の 果実 と 飲 
み 物 を 、 持 っ て 来 させ つつ 。 

52. また 彼ら の も と に は 、 同 い 年 の 、 (自分 の ③ の > 所 の ン 8 はら 9 
夫 だ け に ) 視線 を 定め た 女性 * た ちがい る 。 

53. (区 塵 な * 者 た ちよ 、) これ が 清算 の 日 に 、 OHS 
あな た 方 が 約束 され て いる も の 。 

1 「 つ わ も の 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *17 の 訳注 を 参照 。 

2 つま り 来 世 を よく 想起 し 、 来 世 の た め に 現世 で 努力 し 、 ア ッ ラ ー* に 服従 し 、 か れ を 意識 し 

て 行動 する 者 と し た 、 と いう こと 。 自分 だ け で は な く 他 人 の こと も 、 アッ ラー* と 来世 に つ 


いて 想起 させ る 者 、 と いう 意味 も 含ま れ 得 る (アッ ニタ バリ ー8:7018 参照 )。 


栄 


4 「 


CO 


准 、 と いう 解釈 も ある (アル テバ ガウ ィ ー4:74 参照 )。 
視線 を 定め た 女性 」 に つい て は 、 整 列 者 章 48 の 訳 


金 の 装飾 章 44 も 参照 。 
を 参照 。 


38. サ ー ド 章 948 つつ 5 か -Y 人 

54. 実に これ は まさ し く 、 (あな た 方 へ の ) わ @ Er AL GR 
れ ら の 糧 。 そ こ に 決し て 終わ り は な い 。 

55. これ は (、 散 席 な * 者 た ちの た め の も の ) 。 DL NS 
実に (不信 仰 に お いて ) 度 を 越し た 者 た ち 
に は 、 本 当 に 悪い 戻り 場所 が ある 、 

56. 彼ら が 入っ て 区 られ る こと に な る 、 地獄 で 
が 。 そ の 寝床 は 何と 醒 悪 で あろ うか 。 

57. これ は 一 一 彼 ら に それ を 味わわ せよ ーー、 MY うさ イイ eS 
煮え た ぎる 湯 と 膜 汗 。 

58.、 ま た 、 そ れ と 同様 の 別 の も の が 、 各 種 ある 。 OA a 5 

59. (地獄 の 民 は 、 別 の 集団 が そこ に 入っ て 来 i 
る と 、 お 互い に 言う ?。) 「 こ れ は 、 あ な た INS 
方 と 共に (地獄 に ) 飛び 込ん で 来る 集 
だ 」。「 彼 ら の 鞍 ま し いこ と 。 本 当 に 彼ら 
は (私 た ちと 同様 に 、) 業火 に 入っ て 表 ら 
れる の だ か らち 」。 

60. 彼ら (既に 地獄 に 入っ て いる 集団 に 位 っ て | uazsj を (ca 
不信 仰 者 * と な っ た 、 後 か ら 地 獄 に 入っ て 来 @ DN A 


た 集団 ) は 、 (自分 た ち を 不信 仰 へ と 主導 
し た 集団 に ) 言う 。「 い や 、 あな た 方 こそ 
疎 ま し い こと 。 あな た 方 が それ を 、 私 た ち 

に 提供 し た の だ か ら 3。 その 留まり 所 は 、 何 


し ゅ う あ く 


と 醒 悪 で あろ うか 」。 


1 


「 臓 汁 」 と 訳し た 語 「 ガ ッ サ ー ク 」 の 解釈 に 


は 、「 強 列 


な 異臭 の 騰 」「 極 限 まで 冷や され た 


冷水 」「 毒 の 泉 の 名 称 」「 地 獄 の 民 の 体液 」 な どの 諸説 が ある (アル = クル トゥ ビー 
15:221-222 参照 )。 


2 ある い は 、 最 初 の 言葉 は 地獄 の 番 人 で 、 次 の 言 


3 あな た 方 は 現世 で 私 た ち を 迷 ち すこ と で 、 私 た ち に 地獄 の 住 
参照 )。 同様 の 情景 の 描写 と し て 、 雌 # 
ヒー ム * 章 21-22、 


(前 掲 書 15:223 参照 )。 


( ム ヤ ッ サ ル 456 


識別 章 17-19、 物語 『 音 63、 部 族 連合 


葉 は 不信 1 


釘 へ と 主導 し た 有力 者 た ちの も の 


まい を 提供 し た の だ 、 と いう 意味 


E 章 166-167、 高 壁 章 38、 イ ブラ ー 
* 間 67-68、 サ バア 章 31-33 も 参照 。 


38. サ ー ド 章 


949 


の りら 人 


61. 


62. 


63. 


64. 


65. 


66. 


67. 


68. 


69. 


彼ら ( 後 か ら 地獄 に 入っ て 来 た 集 団 ) は 、 


言う 。 「 我 ら が 主 * よ 、 私 た ち に これ を 提供 
し た 者 に は 、 業火 の ! で 倍 の 懲 負 を 上 乗せ 
し て 下さ い 」 。 


彼ら (地獄 の 民 の 内 、 暴虐 な 不信 仰 だ っ た 
者 * た ち ) は 、 言う 。「 私 た ち が 、 (現世 で ) 
ろく で な し と 見 な し て いた 男 た ち ! を (ここ 
で ) 見 か け な い の は 、 ど うし た こと だ ? 


一 体 、 私 た ち は 彼ら を (誤っ て ) 喘 笑 の 的 
に し て いた の か ? それ と も (彼ら は 地獄 
に いる の に 、 私 た ちの ) 目 は 彼ら か ら 逸 ら 
され て し まっ た の か ?2」 


実に それ は 、 まさ し く 真 実 な の で ある 。 (で 
れ は ) 地獄 の 民 の 議論 な の だ 。 


(使徒 * よ 、) 言 え 。 「 本 当 に 私 は 一 人 の 警告 
者 で ある 。 そし て 唯一 の * お 方 、 看 臨 し 給 う 
* お 方 で も る アッ ラー* の 外 に 、 崇 拝 * す べき 
いか な る も の も な い 。 

諸 天 と 大 地 と 、 その 問 に ある も の の 主 *、 儲 
力 な ら び な い * お 方 、 赦 し 深い お 方 で ある 
(アッ ラー* の 外 に は ) 」 。 
(使徒 * よ 、 民 に ) 言っ て や れ 。 
ルアー ン ツ ) は 偉大 な る 消息 。 
あな た 方 は そこ か ら 背 を 向け て いる が 。 


私 に は 、 最 上 界 の 貴人 (天使 た ち が ( ア 
ー ダ ム * の 創造 に 関し て ) 議論 し て いる 時 3 
の 知識 な ど 、 な か っ た の で ある 。 


「 こ れ ( ク 


1 信仰 者 た ちの こと (アッ テニ サ ァ ディ ー716 
2 ある い は 、「 本 当 は 彼ら は 


参照 )。 


の か ?」 と いう 意味 (アル テバ ガウ ィ ー4:76 参照 )。 
3 と の 内 容 は 、 ア ー ヤ *71 以降 に 描写 され て いる 出来 事 の こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:81 参照 )。 
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分 た ちよ り 優 れ て いた の に 、 現世 で それ を 見 落と し て し まっ た 
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. サ ー ド 章 


950 


0. 私 に 啓示 が 下さ れる の は 、 まさ に 私 が 明白 


71, 


る, 


73. 


74. 


75。 


76. 


な る 警告 者 で ある ゆえ に 外 な ら な い 」。 


あな た の 主 * が 天使 * た ち に 、 (こう ) 仰せ ら 
れ た 時 の こと (を 思い 起こ させ よ ) !。 「 本 
当 に われ は 、 泥 土 2 か ら 人 間 を 創る 者 で ある 。 
それ で われ ら * が それ を 整え 、 そ こ に わが 
魂 3 より 吹き 込ん だ ら 、 彼 (アー ダム ? 
に 向かっ て サジ ダ 4 せ よ 」。 


それ で 天使 * た ち は 皆 、 一 斉 に サジ ダ * し た 。 


介し 、 A” リー ス * I 
た の だ 。 


か れ (アッ ラー や は 仰せ られ た 。「 イ ブリ 
ー ス * よ 、 わ が 両手 に よっ て 創造 し た 5 も の 
に 対し 、 あ な た が サジ ダ * す る の を 妨げ た 
の は 、 何 な の か ? 一 体 あな を た は (アー ダ 
ム * に 対し ) 高慢 だ っ た の か 、 それ と も ( わ 
れ に 対し て ) 秦 り 高ぶる 者 た ちの 類 い だ っ 
た の か ?」 


彼 (イブ リー ス ? は 申し 上 げた 。「 私 は 彼 
(アー ダム より も 優れ て いま す 。 あな た 

は 私 を 火 か ら お 創り に な り 、 彼 の こと は 泥 

土 か ら お 創り に な っ た の で すか ら 」。$ 


— 


この 出来 事 の 詳細 に 関し て は 、 雌 牛 章 34-39、 高 壁 章 
夜 の 旅 章 61-.65、 タ ー・ ハ ー 章 116-123 も 参照 。 


sj 


た 


wn 


ー ダ ム * が 土 か ら 段階 を 経 (へ ) て 創 ら れ た こと に つい て は 、 


Ro 


この サジ タダ タ * に つい て 
アッ ラー* は こう する こと で アー ダム * を 、 他 の いか な る 創造 物 に 対し て も 与え られ な か っ 
た 栄誉 を 授け られ た (アッ テニ サ ア ディ ー716 頁 参 照 )。 


6 この イブ リー ス * の 言 


「 わ が 次 に つい て は 、 
は 、 雌 和牛 章 34 の 訳注 を 参照 。 


葉 に つい て は 、 


11-25、 


アル ニテ ヒジ ュ ル 29 の 訳注 を 参照 。 
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アル ニテ ヒジ ュ ル 章 28-42、 


アル テヒ ジュ ル 章 26 の 訳 


高 壁 章 12 の 訳注 を 参照 。 


38. サ ー ド 章 951 の りら と VA 

77. かれ (アッ ラー は 仰せ られ た 。「 な ら ば 、 OE EI 
そこ と (楽園 ) か ら 出 て 行く が よい 。 ま さ に 
あな た は 、 追 放さ れ た ' 者 な の だ 。 

78. そし て 本 当 に あな た の 上 に は 、 報 い の 日 * ④ogAks3lacSb 
まで 、 わ が 呪い 2 が ある 」。 

79. 彼 (イブ リー ス り は 申し 上 げた 。「 我 が 主 SI SI 
* よ 、 そ れ な ら 私 に 、 彼ら が 蘇 ら さ れる 日 
まで 猫 予 を お 授け 下さ い 。 

80. か れ (アッ ラー は 仰せ られ た 。 「 そ れ OE 
で は 、 実 に あな た は 猫 予 され る 者 の 一 人 
で ある 。 3 

81. 定め られ た (復活 の 時 の 日 まで 」。 A 

82. 彼 (イブ リー ス や は 申し 上 げた 。「 で は 、 EN DIO 
あな た の ご ど 偉 力 に 維 っ て 、 私 は 必ず や 彼 
ら (人 類 ) を 全員 、 踏 み 誤 ら せ て みせ まし 
の 5 

83. 但し 、 彼ら の 内 、 精選 され た あな た の 僕 た OE RN 
ち ? は その 限り で は あり ませ ん が 」。 

84.、 か れ (アッ ラー は 仰せ られ た 。「 真 実 こ CRA 
そ (、 わ が 碑 い ) 。 そ し て 真実 を こそ 、 わ 
れ は 語る 。 

85. わ れ は 必ず や 地獄 を 、 あ な た (イブ リー ス | @ oa 


*) と 、 彼 ら (人 類 ) の 内 で あな た に 従っ 
た 者 全員 で 、 満 た そう 」。 


1 


2 アッ ラー* の 「 呪 い 」 に つい て は 、 睦 和牛 章 88 の 訳注 を 参照 。 


3 イブ リー ス * の 申し 出 が 受け 入れ られ た こと に つい て は 、 高 壁 章 15 の 訳注 を 参照 。 


4 


「 追 放さ れ た 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 36 の 訳注 を 参照 。 


「 精 選 さ れ た アッ ラー* の 僕 」 に つい て は 、 ユ ー ス フ * 章 24 の 訳注 を 参照 。 


38. サ ー ド 章 952 PH NA 

86. (使徒 * よ 、) 言う が よい 。「 私 は その こと te ot 
ゆえ に 、 あ な た 方 に 見 返り ! を 求め て いる わ Od 
け で は な いし 、 無理 (し て 預言 者 * を 自称 ) 
する 者 の 類 い で も な い 。 

87。 それ (クル アー ン ツ ) は 、 全 創 造物 へ の 教訓 OS 
に 外 な ら な い の だ 。 

88. そ し て あな た 方 は きっ と 、 し ば らく 後に そ Dr ES 
の 消息 < を 知る こ と に な ろう 」 oO 


1 と の 「 見 返り 」 に つい て は 、 家 畜 章 90 の 訳注 を 参照 。 


2 この 「 消 


思 」 と は 、 ク ルアー 


ン * の 伝え る 
ー ム * が 栄え 、 人 々 が 一 斉 に 改宗 する 時 、 


内 容 と 、 そ の 正 し さ の こと 。 役 ら 不 信仰 者 * は イ 


ある い は 実際 に 彼ら を 懲罰 が 襲 い 、 


取り 返し 


が つか な く な る 時 に な っ て 、 そ れ を 認め る こと と な る ( ム ヤ ッ サ ル 458 頁 参 照 )。 


39. 集 団 章 


PD 


Ar 


第 39 章 
(7 ミョン ムン ル ) 中 


集団 章 


オン る TR ララ 


1. 


直 起ち まね く * 朱 深き * 


アツ ブー 


* の 御名 に お いて 


(この クル アー ン * は 、 ) 偉 力 な ら び な く * 
英知 あふ れる * ア ッ ラ ー* か ら の 啓典 の 降 示 。 


(使徒 * よ 、 ) 本 当 に われ ら * は あな た に 、 真 


実 と 共に 啓典 を 下 し た 。 ゆえ に アッ ラー* を 


崇 涯 捧 * せ よ 、 か れ だ け に 真 
げ つ つ 2。 


頁 天 に 崇拝 * 行 為 を 捧 


アッ ラー* に こそ 、 純粋 な 宗教 が 属す る の で 


5 
設け る 者 た ち は 、 


けれ ども 、 か れ を よそ に 底 護 工 者 
(こう 言っ て いる 。 ) 
tts Ne 


彼ら が 私 た 


ち を ア ッ ラー* の お 傍 へ と 近づけ て くれ る 
た め に 外 な ら な い 引 。 本 当 に ア ッ ラ ー* は ( 復 


活 の 日 


8 、 彼ら (信仰 者 と シル ク * の 徒 ) が 


意見 を 異 に し て いた こ と に お いて 、 彼ら の 
間 を お 裁き に な る 。 本 当 に ア ッ ラ ー* は 、 中 
つき で 不信 心 こ の 上 な い 者 を 、 お 導き に な 


ら な い の だ 。 


1 マッ カ '* 啓 示 (一 部 の アー ヤ * は 、 マデ ィ ー ナ * 啓 示説 も あり )。 ア 


いい 】 


ww 


IE LHPG EE 


ッ ラ ー の 唯一 性 * の 正 し さ ・ 


シル ク * の 誤 (あや ま ) り を 様々 な 根拠 と 例 を 挙げ て 証明 し 、 信 仰 者 と 不信 仰 者 * の 様子 を 


多様 な 形 で た と え 、 不 信仰 者 * た ち に 一 刻 も 早い 悔 悟 を すす め る 。 


ん ) で は 、 天 国 の 民 と な る 幸福 な 集 
ー* ヤ 73) の 来世 で の 様子 が 明瞭 な コン トラ スト と 共に 


の 由来 と も な っ て いる 。 


スー ラ * 終 盤 (し ゅ うば 


団 (アー ヤ *71) と 、 地 獄 の 民 と な る 不幸 な 集団 ( ア 
か れる が 、 これ が スー 


ラ * の 名 称 


「 か れ だ け に 真 刺 に 崇拝 * 行 為 を 捧げ る 」 こ と に つい て は 、 婦 人 章 146 の 訳注 を 参照 。 
アッ ラー* に と そ シ ルク * と は 無縁 な 、 完 全 な 服従 を 捧げ な けれ ば な ら な い ( ム ヤッ サル 458 


参照)。 


た だ 、 そ れ ら が 、 
ディ ー717 頁 参 照 )。 


彼ら は 、 そ れ ら の 存在 が 創造 も し な けれ ば 、 糧 を 与え て くれ も し な いこ と を 知っ て いた 。 
か れ の 御 許 で 執り 成 し て くれ る こと を 望ん で いた の で ある (アッ ニテ サ アァ 


39. 集団 章 954 デル 5 VA 
4。 も し アッ ラー* が 、 (彼ら が 思い 込ん で いる | 己 対 3 る 2 夫 393 
よう に ) 子供 を 設け られ る こと を お 望み で ET いつ MCP3 
あっ た な ら 、 か れ が お 創り に な る も の の 内 る AR 


か ら 、 お 望み の も の を お 選び に な っ た で あ 
ろう !。 (その よう な こと と は 無 緑 な ) か れ 
に 称え * あ れ 2。 か れ は 唯 で あり *、 君 臨 し 給 
う * ア ッ ラ ー で ある 。 


か れ は 諸 天 と 大 地 を 、 真理 に よっ て お 創り 
に な っ た *。 か れ は 夜 を 昼 に 巻き 付け (て 牧 わ 
れ ) 、 昼 を 夜 に 巻き 付け (覆い ) 給 う 4。 ま 

た 、 大 陽 と 月 を (人 間 を 益 す る 秩序 に お い 
て ) 仕え させ られ た 。 (その ) いずれ も 、 
定め られ た 時 期 て で ある 復活 の うつ うま で ( そ 
の 軌道 を ) 運行 し 続け る 。 か れ は 偉 力 な ら 
びな い お 方 、 赦 し 深い お 方 で は な いか 。 


か れ は あな た 方 を 、 一 人 の 人 間 (アー ダム 
か ら お 創り に な り 、 そ し て それ (アー ダム 
か ら 、 彼 の 妻 を お 創り に な っ た 。 ま た 、 か 
れ は あな た 方 の た め に 、 家 畜 の 内 か ら 八 頭 
を 下 し た 。 か れ は あな た 方 を 、 あ な た 方 の 
母親 の 胎内 に 創造 の 後に 創造 を 重ね つつ 、 

三 つ の 間 *6 に お いて お 創 り に な る 。 そ の お 方 
が アッ ラー*、 あな た 方 の 主 *、 か れ に こそ 王 
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この 仮定 は そもそも 不可 能 で あり 、 つま り は 天使 * を アッ ラー* の 娘 と し 、 イー サー* を か れ 


の 息子 と 主張 し た 、 


(イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:85 参照 )。 預 言 者 * た ち 章 17、 


肉牛 章 116 の 訳注 も 参照 。 


シル ク * の 徒 の 無知 さ を 露 星 ( ろ て い ) させ る 意味 の 修辞 的 表現 で ある 


金 の 装飾 章 81 も 参照 。 


「 真 理 に よっ て …」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 章 191「 我 ら が 主 よ 、 あ な た は …」 の 訳注 も 
参照 。 
イム ラー ン 家 章 27「 夜 を 昼 の 中 に お 入れ に な り …」 の 訳注 も 参照 。 


ラク ダ 、 和牛 、 羊 、 
も 参照 。 


「 三 つの 閣 」 と は 、 お 腹 、 子 宮 、 胎 盤 (た い ば ん ) の こと と され る (前 掲 書 、 


山羊 の 雌雄 (し ゆう ) の こと ( ム ヤ ッ サ ル 459 


1 参照)。 家畜 章 143-144 


同 頁 参照 )。 


39. 集団 章 
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権 は 届 す る 。 か れ の 外 に 、 岩 拝 * さ れる べき 
いか な る も の も な い 。 な ら ば 一 体 、 ど うし 
て あな た 方 は (か れ の 畠 拝 * か ら ) 逸 ら さ れ 
る の か ? 


(人 々 よ 、) も し あな た 方 が 不信 仰 に 陥っ 
て も 、 実 に アッ ラー は あな た 方 (に 対す る 
必要 ) な どか ら 、 満 ち 足り た * お 方 。 ま た 、 
か れ は その 僕たち に 不信 仰 を お 喜び に は な 
ら な い 。 そ し て 、 も し あな た 方 が (か れ の 
恩恵 に ) 感謝 する な ら ば 、 か れ は あな た 方 
に それ を ね 喜び に な る 。( 罪 の ) 重荷 を 背負 
う 者 は 、 他 の 者 (が 犯し た 罪 ) の 重荷 まで 
背負 うこ と は な い 。 そ れ か ら あ な た 方 の 主 
に こそ 、 (復活 の 日 * の ) あな た 方 の 帰り 所 
は あり 、 か れ は あな た 方 が 行っ て いた こと 
に つい て 、 あ な た 方 に 告げ 聞か せ 給 う 。 本 
当 に か れ は 、 胸 の 内 を ど ご存知 の お 方 な の だ 
か ら 。 


害悪! が 人 に 降り か か れ ば 、 彼 は 自分 の 主 * 
に ( 悔 悟 し て ) 立ち 返り つつ 、 祈 る 。 そ れ 
か ら か れ (アッ ラー や が (その 害悪 を 取り 
除い て や り 、 ) か れ の 御 許 か ら の 恩恵 を 彼 
に お 恵み に な れ ば 、 か れ は 以前 、 自 分 が か 
れ に 祈っ て いた こ と を 忘れ 、 ア ッ ラ ー* に 同 
位 者 を Me の SD 
者 を ) 迷わ ちせ て し まう 。 (使徒 * よ 、) 言う 
の だ 。「 あ な た の 不信 仰 を 、 少し ば か り 楽 
し ん で いよ 。 本 当 に あな た は (死後 ) 、 業火 
の 仲間 と な る の だ か ら 」。 
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「 害 悪 」 と は 、 試 練 、 
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苦境 、 病 気 な どの こと ( ム ヤ ッ サ ル 459 真 参照 )。 
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9. (その よう な 不信 仰 者 * が よい の か 、) それ CS I ER 


10. 


11. 


12.。 
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と も 来世 (の 懲罰 ) を 用 心 し 、 自分 の 主 * 
の ご 慈悲 を 望み つつ 、 夜 の 刻 に サ ジ ダ * し 、 
起立 (し つつ 礼拝 ) する 従順 な 者 か ? 
(使徒 * よ 、) 言っ て や れ 。「 一 体 、 (自分 
の 主 * と 宗教 を ) 知る 者 た ちと 、 知ら な い 者 
た ち は 同 等 か ? 本 当 に 教訓 を 得る の は 、 
澄ん だ 理性 の 持ち 主 だ け で ある 」。 


(使徒 * よ 、 わ れ が こう 言っ て いる 、 と ) 
言う の だ 。 「 信 仰 する わが 僕たち ょ 、 ぁ 
な た 方 の 主 を 時 れ * よ 。 この 現世 で 善 を 尽 
くす 者 ! に は 、 善き も の Z が ある 。 そ し て ア 
ッ ラ ー* の 大 地 は 広大 な の だ 3。 本 当 に 忍耐 
* す る 者 た ち は 、 そ の 衝 美 を 際限 な く 全 う 
され る 」。 

(使徒 * よ 、) 言え 。「 本 当 に 私 (と 私 の 信 
者 ) は 、 アッ ラー* を 振 拝 に する よう 命じ ら 


れ た 。 時 け に 真 撃 に 崇拝 * 行 為 を 捧げ つ 
5 の 


そし て (自分 の 共同 体 に お いて ) 、 服従 す 
生生 
命じ られ た の だ 」。 


(使徒 * よ 、) 言う の だ 。「 本 当 に 私 は 、 も 
し 我 が 主 "に 逆らっ た り し た ら 、 偉大 な ( 復 
活 の ) 日 * の 懲 凡 を 怖 れ る 」。 
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「 善 を 尽く す 者 」 に つい て は 、 窒 蜂 章 128 の 訳注 を 参照 。 
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2 この 「 善 きも の 」 と は 、 来 世 で は 天国 、 現 世 で は 健康 、 糧 、 勝 利 な どの こと ( ム ヤ ッ サ ル 


4 


59 頁 参 照 )。 


3 つま り 祖 国 で 「 普 を 尽く す 」 こ と を 全う 出来 な い の で あれ ば 、 そ れ が 出来 る と ころ へ と 移 


住 


せよ 、 と いう こと (アル = バイ ダー ウィ ー5:61 参照 )。 婦 人 章 97、 
「 か れ だ け に 真 黄 に 崇拝 * 行 為 を 捧げ る 」 こ と に つい て は 、 婦 人 章 146 の 訳注 を 参照 。 


則 昧 章 56 も 参照 。 


39. 集団 章 957 デブリ ら と A 


14. (使徒 * よ 、 ) 言え 。「 私 は アッ ラー* を こ る WC 
そ 、 岩 拝 * す る 。 か れ だ け に 真 撃 に 岩 拝 * 行 
洛 を 捧げ つつ 。。 

15. な ら ば (シル ク * の 徒 よ ) 、 あな た 方 が 望ん iD 
。 か れ 以 外 の も の を 崇め る が よい ら 。 I i 
(使徒 * よ 、) 言っ て や れ 。「 本 当 に 損失 者 OA 


と は (現世 と 不信 仰 へ の 誘 感 に よって) 、 
復活 の 日 * に 自分 ) 自 身 と その 家族 を 損ね る 
者 た ち 3 の こと 。 そ れこ そ は 紛れ も な い 損 失 
で は な いか 」。 


16. 彼ら に は (復活 の 日 *、) その 上 か ら ( 何 重 ks いい 
も の ) 業火 の 層 が あり 、 そ の 下 か ら も ( 同 | る 。 絡 csscea 光 用 9 
様 の ) 層 が ある 。 ア ッ ラ ー* は それ に よっ て 、 
その 僕たち を 怖 れ させ る 。 わが 僕たち よ 、 


な ら ば われ を 累 れ る * の だ 。 

17. ター グー ト * を 崇め る こと を 避け 、 ア ッ ラ ー | 8 中 
* へ と ( 悔 惜 し て 不断 に ) 立ち 返る 者 た ち @ EGR 
彼ら に こそ は 吉報 ' が ある 。 ゆえ に 、 わ が 僕 
た ち に 吉報 を 伝え よ 。 

18. (彼ら は ) 言葉 を 聞き 、 その 内 の 最善 の も の SG TORN 
に 従 う * 者 た ち 。 そ れ ら の 者 た ち は 、 ア ッ ラ る 3 知る 

ー* が 導 か れ た 者 た ち で あり 、 2 る 


ちこ (5 そ は 、 浴 管 ん だ 日 隆 の 持ち 主 な の だ 。 


1 「 か れ だ け に 真 撃 に 崇拝 * 行 為 を 捧げ る 」 こ と に つい て は 、 婦 人 章 146 の 訳注 を 参照 。 
2 これ は シル ク * の 徒 へ の 、 警 告 的 な 意味 合い ( ム ヤ ッ サ ル 460 真 参照 )。 
3 現世 へ と 誘惑 し 、 信 仰 か ら 迷 ちせ る こと に よっ て 損ね る こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 

この 「 吉 報 」 と は 、 現 世 で は 讃 美 さ れ 、 ア ッ ラ ー* の 成功 へ と 導 か れる こと 。 そ し て 来世 で は 
アッ ラー* の お 喜び と 、 hc ける の (あん ね い ) を 得る こと (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 


「 言 葉 を 聞き 、 そ の 内 の 最善 の も の に 従う 」 の 解釈 に は 、「 ク ルアー ン * と それ 以外 の も の を 聞 
いた 後 、 ク ルアー ン * に 従う 」「 善 いこ と と 悪い こと を 聞け ば 、 善い こと だ け を 話し 、 悪 いこ と 
か ら は 口 を 閉ざす 」「 ク ルアー ン * と 預言 者 * の 言葉 を 聞け ば 、 そ の 内 の 明確 な も の に 従う ( イ 
ムラ ー ン 家 章 7 と その 訳注 を 参照 )」 な ど 、 諸 説 あ る (アル テク ルト ウゥ ビ ピー15:244 参照)。 
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19. 一 体 ( 混 腕 と 頑 迷 さ の 中 に あり 続け る こ SE NEE SN 
と で 、) 懲 禄 (と いう 定め ) の 言葉 が そ 
の 身 に 確定 し た 者 が 、 (使徒 * よ 、 あ な た 
に よっ て 導 か れ よ う ) か ? 一 体 地 獄 の 
中 に ある 者 を 、 あ な た が 救い 出せ る と い 
う の か ? 


20. し か し 自分 た ちの 主 * を 時 れ た * 者 た ち 、 彼 


っ っ NN て 
ゆみ DD So 


ら に は (天国 で ) 高き 人 


生ま い が あ る 。 そ の 


RG ラン 


上 に は 、 (幾重 に も 重なっ て ) 建て られ た ONAN 
高き 住ま い が あ り 、 そ の 下 か ら は 河川 が 流 
れ て いる の だ 。 (アッ ラー* は それ を 、 実現 
する ) アッ ラー* の お 約束 (と し て 、 約束 さ 
れ た ) 。 アッ ラー* は その お 約束 を 、 江 り 結 
わな い 。 

21. (使徒 * よ 、) 一 体 あ を た は アッ ラー* が GE LNAI 
大 か ら ( 雨 ) 水 を お 降ら し に な り 、 そ れ 31 の りこ 
を 噴 泉 と し て (湧き 出る こと に な る ) 大 SR I 
地 に お 入れ に な っ た の を 、 見 な い の か ? EI EE I SE 
それ か ら か れ は 、 それ ( 水 ) に よっ て 異な 6 NA 
る 色 の 作物 を 生育 させ る が 、 や が て それ a 
は 枯れ て し まい 、 あ な た は それ が 黄色 く 
な る の を 目 に する 。 そ れ か ら か れ は 、 そ 
れ を 木 っ 端 微塵 に し て し まう の だ 。 本 当 
に そこ に は まさ し く 、 澄ん だ 理性 の 持ち 
主 へ の 教訓 が ある 。 

22. 一体 、 アッラー* が その 胸 を 服従 (イス ラ SELINA 
ー ム や へ と 広げ られ 、 そ の 主 * か ら の (お 導 | あっ 和夫 と と 葬 256 わ 3 
き と い う ) 光 の 上 に ある 者 が (、 そう で な い (あり わい Pt 


者 と 同様 ) か ? その 心 が ア ッ ラ ー“ の 教訓 
に 対し 、 硬く な っ て し まっ た 者 た ち に 災い 
あれ 。 そ れ ら の 者 た ち は 、 明 ら か な 迷い の 
1 に ある の だ か ら 。 
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23. アッラー* は 話 の 内 で 最善 の も の 、 つ まり ( そ GT 
の 内 容 が 互い に ) 似 通 い 、 反復 する ' 嘱 典 ( ク CUE リオ 2 i 
ルアー ン ") を 下さ れ た 。 その 主 * を 泉 れ る * 向 湊 馬 2 の 

者 た ちの 皮膚 は それ 2 に よっ て 逆立ち 、 それ 


か ら 彼 ら の 皮膚 と 心 は 、 ( 幸 SSB IN Ins 
いら 彼ら の 心 は 、 ア ッ ラ ー* の 
AC 3 A 
の ) 想念 へ と 和らぐ 3。 そ れ は 、 か れ が それ ORAS TS 
に よっ で て 、 か れ が お 望み の 者 を 導 か れる ア 
ッ ラ ー* の お 導き 。 そし て 、 ゲッ ラー が ( そ 
の 不信 仰 と 頑 迷 さゆ え に ) 3 迷わ せ 給 う 者 に 
は 、 い か な る 導き 手 も な い の だ 。 
24. 一 体 、 復 活 の 日 *、 (自ら の 不信 仰 と 迷い FES 
ゆえ 、 人 RAM 自分 ) の 顔 で CR SR 


る ) 者 が C a 
か ?4 不正 * 者 た ち に は 、( こ う ) 言わ れる 
の だ 。 「 あ な た 方 が (現世 で ) 稼い で いた 
も の 5 (ゆえ の 罰 ) を 味わえ 」。 


25. 彼ら 以前 の 者 た ち も 、 (その 使徒 * た ち を ) | の AM35xuozoWo 


嘘つき 呼ば わり し た 。 それ で 懲罰 は 、 彼ら SNES 
が 気付 きも し な い 所 か ら 、 彼 ら の も と に 
到来 し た の で ある 。 


1 「 似 通う 」 と は 、 各 ア ー ヤ * が 、 そ の 美 し さ 、 完 璧 さ 、 矛盾 の な さ に お いて 、 互 い に 人 通っ 
て いる こと 。 ま た 「 反 復 する 」 と は 、 物 語 、 法 規定 、 証 明 、 根 拠 な ど が くり 返し 出現 し 、 
か つ 、 ど れ だ け 沢山 読ん で も 飽 ( あ ) き が 来る こと も な く 、 く り 返 し 読ま れる も の で ある 
こと を 指す ( ム ヤ ッ サ ル 461 頁 参照 )。 

この 「 そ れ 」 と は 、 ク ルアー ン * に 含ま れる 警告 の こと (前 掲 書 、 同 頁 
アッ ラー* の 懲罰 へ の 恐怖 ゆえ に 鳥肌 が 立つ が 、 彼 ら の 皮膚 と 心 は その 後 、 ア ッ ラ ー* の 褒 
美 へ の 希望 に よっ て 和らぐ (アッー ラーズ ィ ー5:450-451 参照 )。 戦利 品 *2、 雷鳴 章 28 も 
この アー ヤ * の 解釈 に は 、「 顔 か ら 逆 様 に 地獄 を 引き ずら れる 」「 顔 か ら そ こ に 放り 込ま れる 」 
「 手 を 縛ら れ た 状態 で 、 首 に 巨大 な 焼 (リン ) の 塊 を つけ られ 、 燃 や され る 」 と いっ た 諸 
説 が ある (アル ニ バ ガウ ィ ー4:87 参照)。 

これ は 、 ア ッ ラ ー* に 対す る 不服 従 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 461 頁 参 照 )。 
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39. 集団 章 960 UEY VA 

26. こう し て アッ ラー は 彼ら に 、 現 世 の 生活 に EO 6 
お ける 屈辱 を 味わわ せら れ た 。 そし て 来世 1 っ 
の 懲 仙 と こそ は 、 より 甚大 な の で ある 。 も し 
彼ら が 、( そ の こと を ) 知っ て いた な ら ば 。 

27. われ ら * は 確か に 人 々 に 対し 、 彼 ら が 教 証 を | ば osg8GwaoaG0 あ 3 
受け る よう に と 、 こ の クル アー ン * の 中 で あ あっ が 
ら ゆ る 壁 え を 挙げ た 。 

28. 彼ら が (アッ ラー* を ) 異 れる * よう に と 、 倫 歪 OE STEG 
み の な い ア ラビ ア 語 の クル アー ン * と し て 。 

29. アッ ラー* は 、 互い に 確執 する 複数 の 共 LSE SIS TE HS 
(所 有 ) 者 が いる (奴隷 * の ) 男 と 、 = a 
男 (主人 ) に 従順 な (奴隷 * の ) 男 の 警 え あっ 5 お 
を 挙げ られ た !。 一 体 、 彼ら 二 人 は 璧 えと し 
て 、 同 等 だ な ろう か ? アッ ラー* に こそ 全て 
の 称賛 * あ れ 。 い や 、 彼 ら の 大 半 は 知ら な 
い の で ある 。 

30. (使徒 * よ 、) 実に あな た は 死に ゆく 者 で あ ODES 
り 、 本 当 に 彼ら も 死に ゆく 者 た ちな の だ 。 

31。 それ か ら 本 当 に あな た 方 は 復活 の 日 へ あな OLEE DIAS 
た 方 の 主 * の 御 許 で 、』 論 し 合 ( い 、 アッ ラ 
a 

32. アッラー* に 対し て 嘘 を つき 、 真 実 が 自分 の A 
も と に 到来 し た 時 に 嘘 呼 ば わり し た 者 よ RE YELL SE 
り も 、 ひ どい 不正 * 者 が あろ うか ? 一 体 、 SA GI 


地獄 に こそ 、 不 信仰 者 * た ちの 住ま い が あ る 
の で は な いか ? 


1 方 針 の 違う 複数 の 主人 に 仕 を な けれ ば な ら ず 、 
困惑 と 疑 食 の 中 に ある シル ク * の 徒 に た と えら れ 、 方 針 が 明白 な た だ 一 
人 に 仕え る 者 が 、 


る 者 が 、 


安らぎ と 落ち 着き の 


ル 461 頁 参 照 )。 


彼ら 全員 を 満足 させ よう と し て 困惑 す 


人 の 主 


1 に ある 信仰 者 に た と えら れ て いる ( ム ヤ ッ サ 
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33. 真実 を も た らし 、 それ を 確証 し た 者 !、 それ a 
ら の 者 た ちこ そ は 散 虎 な * 者 た ち 。 A 

34、 彼 ら に は 、 その 主 * の 御 許 に お いて 、 彼 ら の | を 52 
望む も の が ある 。 それ は 善 を 尽く す 者 ? た ち あっ が 
へ の 欠 美 。 

35. (それ は ) アッ ラー* が 、 彼 ら が (現世 で ) 6 
行っ た 最悪 の も の ? を 彼ら の た め に 帳消し | 0 っ GR る 
に され 、 彼 ら が 0 行っ て いた 最善 る とる 
の も の で 、 彼 ら に その 寿美 を お 報い に な る 
か ら で あ る 。 

36. 一 体 ア ッ ラ ー* だ け で 、 そ の 僕 ( ム ハ ン マ DE 
ド * の 守護 ) に は 十分 な の で は な いか ? RB TIR LT 
(使徒 * よ 、) 彼ら (シル ク * の 徒 ) は 、 か @ SA 
れ (アッ ラー 以外 の 者 た ち に よっ て 、 あ 
な た を 怖がら せる 。 ア ッ ラー* が 迷わ せ 給 う 
者 に は 、 い か な る 導き 手 も な い の だ 。 

37. そ し て アッ ラー* が お 性 き に な る 者 、 彼 に | LC う 光 > る 5 の 5 
は いか な る 迷わ し 手 も い な い 。 一 体 ア ッ ラ ⑤ 和 2 e) ある 側 
ー* は 偉 力 な ら び な い * お 方 、 報復 の 主 で は ーー 
な い の か ? 

38. (使徒 * よ 、) も し あな た が 彼ら (シル ク * | みる 玖 5 っ と 3N 多 の 。 補 6 
の 徒 ) に 、「 諸 天 と 大 地 を 作っ た の は 誰 6 あお 3 あ 2 人 つ つめ 


か ?」 と 尋ね た な ら ば 、 彼 ら は きっ と ( こ 


1 これ ら の 者 た ちの 筆頭 が 預言 者 * で あり 、 そ の 信徒 
ほか に も 、「 真 実 を も た らし た 」 の は ジブ リー ル * で 「 そ れ を 確証 し た 」 の が 預 


と か 、「 真 実 」| と は シャ ハー タダ * の 言葉 で 「 そ れ を 確証 し た 」 の が 預 


解釈 も ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:99 参照 )。 


TO 


w 


ち 」 に と っ て は 、 


「 状 を 尽く す 者 」 に つい て は 、 和 密 蜂 章 128 の 訳注 を 参照 。 

罪 が 「 最 悪 の も の 」 と 表現 され て いる の は 、 最 悪 の 罪 が 放免 (ほう めん ) され る の で あれ 
ば 、 そ れ 以 外 の も の は 尚更 で ある 、 と いう 強調 の 意味 。 あ る い は 、 
小さ な 罪 も 最悪 な も の と 位置 づけ られ て いた こと を 表す (アル テバ イダ 


ー ウ ィ ー5:67 参照)。 


RC PNR 


た ち で ある ( ム ヤ ッ サ ル 461 頁 参 照 )。 


言 者 * で ある 
上 言 者 * で ある 、 と いっ た 


彼ら 「 善 を 尽く す 者 た 
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39. 


40. 


41. 


42. 


う ) 言っ た で あろ う 。「 ア ッ ラ ー* で ある 」。 
言っ て や れ 。 「 で は 言っ て みよ 。 あ な た 方 
は アッ ラー* を よそ に 、 何 を 祈っ て いる の 
か ? も し アッ ラー* が 私 に 何ら か の 害 を 
お 望み に な っ た ら 、 一 体 そ れ ら は か れ の 
(お 望み に な っ た ) 害 を 、 除 去 し て くれ る 
と いう の か ? それ と も 、 か れ が 私 に ご 
慈悲 を お 望み に な っ た ら 、 それ ら が か れ の 
ご 慈悲 を 押し 留め る (こと が 出来 る ) と で 
も ? 」 言う の だ 。「 ア ッ ラ フー* だ け で 、 私 に 
は 十分 。 何 か を 誰か に ) 委ね る 者 に は 、 
か れ だ け に (全て を ) 委ね させ よ *」。 


(使徒 * よ 、) 言え 。「 我 が 民 よ 、 あ な た 方 
は 自分 た ちの や り 方 で (出来 る 限り の こと 
を ) 行う が よい 。 実に 私 も 、 ( 自 2 の や り 
方 で ) 行 お ね う 。 あな た 方 は や が て 、( 誰 に 信 
が 下る か を ) 知る こと に な る だ ろう か ら 」。 


(現世 で ) 懲罰 が 訪れ る 者 、 か れ (アッ 
ラー*) は その 者 た ち を 辱 し め ら れる 。 そ 
し て (来世 で は ) 彼ら の 上 に 、 永 元 の 懲 温 
が 降り か か る の だ 。 


(使徒 * よ 、 ) 本 当 に われ ら * は あな た に 、 人 々 
へ の 啓典 (タル アー ン ) を 真理 と 共 よ に 下 し 
た 。 そ れ で 導 か れ た 者 は 、 自分 自身 の た め 
(に 導 か れ た の ) で あり 、 また 迷っ た 者 は 、 
自分 を 害する た め に 迷う だ け 。 そ し て あな た 
は 、 彼 ら に 対す る 代理 人 な ど で は な い 。 
アッ ラー* は 魂 を 、 そ の 死 の 折 に お 召し に 
な る 。 ま た 、 そ の 眠り に お いて 死な な か っ 
た も の ( 魂 ) も 。 そし て か れ は 、 死 を 決 
定 さ れ た も の を (その まま ) 留め られ 、 別 
の も の は 定め られ た 期限 まで 放 た れ (、 そ 
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の 肉体 へ と お 戻し に な ) る '。 本 当 に その 中 Or 


43. 


44. 


45. 


46. 


47. 


に は まさ し く 、 
る の だ 。 


いや 、 彼ら は ア ッ ラ ー* を よそ に 、 執り 成 し 
手 を 設け た の か ? (使徒 * よ 、) 言っ て や 
れ 。 「 一 体 、 彼ら は 何一つ 所 有 し て も いな 
けれ ば 、 (あな た 方 の 崇拝 * も ) 弁 え る こ 
と が な いと いう の に 、( そ うす る の ) か ?」 


「 ア ッ ラ ー* に こそ 、 全 て の 執り 
成 し が 届 す る *。 か れ に こそ 、 諸 天 と 大 地 の 
王権 は 属す る の だ 。 それ か ら (復活 の 日 ) 
か れ の 御 許 に こそ 、 あ な た 方 は 戻さ れる の 
で ある 」。 


ア ッ ラ ー* だ け (を 崇拝 * す る こと ) 

言及 され れ ば 、 来世 を 信じ な い 者 た ちの 
は する 。 そし て か れ 以 外 の 者 た ち 
(へ の 崇拝 が 言及 され れ ば 、 どう で あ 
ろう か 、 彼 ら は 喜ぶ の だ 。 


言え 。「 語 天 と 大 地 の 創成 者 *、 不 可視 の 世 
界 * も 現象 界 ? も ご 存 知 の ア ッ ラ ー" よ 、 あな 
た は (復活 の 日 *、 ) あな た の 僕たち の 間 を 、 
彼ら が (あな た に つい て ) 意見 を 異 に し て 
いた こと に ね お いて 、 お 裁き に な り ま す 」 o 


も し 、 不正 * を 働い た 者 た ち (シル ク * の 徒 ) 
に 大 地 に ある も の 全て と 、 そ れ と 一 緒 に 
( 別 の ) 同様 の も の が あっ た と し た ら 、 復 


誤 考 する 民 へ の 御 微 2 が あ 


言う の だ 。 


1 この アー ヤ * の 意味 に つい て は 、 
2 て の 「 御 
3 復活 の 日 * の 「 執 り 成 し 」 に つい て は 雌 
の 訳注 

「 現 象 界 」 に つい て は 、 家 畜 


4 


畜 章 60 と その 訳 


! 徴 」 は 、 ア ッ ラ ー* の 人 御 力 を 示す 証拠 の こと 


を 参照 。 


章 73 の 訳注 を 参照 。 


eb 


EE NE 
(らし 


RN 3 A GN (Rs 


© 22220 5 NS 


Nk RW oe > や So 


③⑨ っ ンク の AA i | 


eo 0 
Cc > と スグ 2 EAI ls ei 
る OS 


CARS 
Ee の oe 4 A 
タ に の そ らら うら eo の 
のみ の うん とう る 


を 参照 。 


( ム ヤ ッ サ ル 463 頁 


参照)。 


ト 上 章 48、 マ ル ヤ ム * 章 87、 タ ー・ ハ ー 章 109 と そ 
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48. 


49. 


50. 


51. 


活 の 日 、 そ れ で 忌まわしい 懲 貞 を 償 っ た 
で あろ う (が 、 そ れ は 受け 入れ られ な い の 
だ ) 。 そし て ア ッ ラ ー* の 御 許 か ら 、 彼ら に 、 
自分 た ち が (現世 で ) 予想 も し な か っ た こ 
と が 出現 する 。 


また 、 彼 ら に は (その 日 、 現世 で ) 自分 た 
ち が 稼 い だ 悪 (の 報い ) が 現れ る 。 そし て 
自 2 分 た ち が 咽 笑 し て いた も の ( 懲 禄 ) が 、 
彼ら を 包囲 する の で ある 。 


また 人 間 は 、 害 悪 が 降り か か れ ば 、 わ れ 
ら * に (その 除去 を ) 祈る 。 そ れ か ら わ れ 
ら * が 、 わ れ ら * の も と か ら の 皿 恵 を 彼 に 
恵 ん で や れ ば 、 (こう ) 言う の だ 。「 私 
は 本 当 に 、 自 分 に ある 知識 ゆえ に 、 こ れ 
を 授け られ た の だ 。 い や 、 そ れ は 試 
2 で ある 。 し か し 彼ら の 大 半 は 、 (その こ 


と を ) 知ら な い 。 


彼ら 以前 の (不信 仰 ) 者 * た ち も 確 か に 、 そ 
う 言 っ た の だ 。 そ し て 彼ら が 稼い で いた も 
の 3 は 、 (懲罰 が 訪れ た 時 、) 彼ら を 益 す 
る こと が な か っ た の で ある 。 

こう し て 彼ら に 、 彼 ら が 稼い だ 悪 (の 六 ) 
が 襲い か か っ た の だ 。 そ し て それ ら の 者 
(マッ カ * の 民 ) の 内 、 不 正 * を 働い た 者 た 
ち に は 、 自 分 た ち が 稼 い だ 悪 が 襲い か か る 
だ ろう 。 そ し て 彼ら は 、 (アッ ラー* か ら ) 
逃れ られ る 者 な ど で は な い 。 
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意味 に つい て は 、 物 語 章 78 の 訳注 を 参照 。 
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一 人 彼ら は アッ ラー か その 僕たち の 内 、 
か れ が お 望み の 者 に 糧 富 に 与え られ 、 

か の や な 知ら から た の 

か ?! 本 当 に その 中 に は まさ し く 、 信 仰 す 
る 民 へ の 御 徴 が ある 。 


53. (使徒 * よ 、 われ が こう 言っ て いる 、 と 言 
え 。) 「 自 分 自身 に 対し 、 ( 罪 と いう 重荷 


を ) 背負 い に 背 負っ た 、 わ が 僕たち よ 。 ア 
ッ ラ ー* の ご 慈悲 に 絶望 する の で は な い 。 本 
当 に アッ ラー* は 、 罪 を 全て お 赦し に な る の 
だ か ら 。 本 当 に か れこ そ は 、 赦 し 深い お 方 、 
和 愛 深い "お 方 な の だ ぞ 。 


54. また 、 あな た 方 に 仁 政 当 が 訪れ る 前 に 、 あ 
な た 方 の 主 * に ( 悔 司 し て ) 立ち 返り 、 か れ 
に 服従 (イス ラー ム う せよ 。 ( 欠 害 が 訪 
れ た ら 、 あな た 方 は 六 さ れ 、 ) そこ か ら 助 
けら れる こと は な く な っ て し まう の だ 。 


55. そ し て 、 あ な た 方 が 気付 か ぬ まま 、 懲罰 が 
あな た 方 の も と に 突然 や っ て くる 前 に 、 あ 
な た 方 の 主 * か ら 自分 た ち に 下さ れ た 最善 


し た が 


の も の (クル アー ン ?) に 従え 。 


56. 人 が 、『 あ あ 、 私 が (現世 で ) 、 ア ッ ラ ー 
"の こと に お いて いい 加減 だ っ た こと ゆえ 
の 、 我 が 悲痛 よ ! 私 は まさ し く 、 咽 笑 者 
3 の 類 い だ っ た の だ 』 と 言う よう に な ら な い 


た め に 。 


計 


1 物語 草 82、 サ バア 章 36、 暁 章 15-16 と その 訳注 も 参照 。 
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2 この アー ヤ * は 、 殺 人 や 女 通 な ど を 散々 犯し た 挙げ 句 、 預 言 者 * の も と に や っ て 来 て 「 あ な 
た が 語り 、 招い て いる も の は 素晴らし い 。 私 た ち が 犯 し た こと の 償 (つぐ な ) い に つ いて 、 
教え て 下さ い 。」 と 尋ね た 、 シ ルク * の 徒 ら に 関し て 下っ た も の と され る (アル = テ ブ ハー リ 


ー4810 参照 )。 


の 


アッ ラー、 ク ルアー ン 、 使 徒 、 信仰 者 た ち を 「 喘 笑 」 する 者 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 464 真 参照 )。 
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57。 ま た は 、『 ア ッ ラ ー* が 私 の こと を 導い て ETONIER NE 
下さ っ て いた ら 、 私 は 散 農 な * 者 た ちの 仲間 あっ 
と な っ て いた の に 』 と か 、 

58. あ る い は (復活 の 日 ) 、 懲 禄 を 自 の 当 た INN GL 
り に する 際 に 、『 も し 、 私 に (現世 へ と ) A と 


戻る こと が 出来 て 、 善 を 尽く す 者 ' た ちの 一 
人 と な る こと が 出来 た な ら 』 と か 、 言 わな 
いよ うに する た め に 。 


59. い や 、( 真 理 を 示す ) わが 御 徴 は 確か に 、 ES Gi TI 
ちな た の も と に 到来 し た の だ 。 そし て あ DNL EST ER 
な た は それ を 中 呼ば わり し 、 (その 受 - 
に 対し ) 高慢 で 、 ED UE 


の だ 」。 

60. 復活 の 日 *、 あ な た は アッ ラー* に 対し て 嘘 RE A 
を つい た 者 2 た ちの 顔 が 黒 ず む 3 の を 見 る 。 ご えと 2 6 は る 
一 体 地獄 に こそ 、 (アッ ラー* に 対し て ) So $ 
高慢 だ っ た 者 た ちの 住ま い が あ る の で は ー 
な いか ? 

61. そ し て アッ ラー* は 散 虚 * だ っ た 者 た ち を 、 TIE RE 
その 勝利 に よっ て (地獄 か ら ) お 救い に な OIL 1 の 


る 。 彼ら に は 忌まわしい こ と が 降り か か る 
と と も な いし 、 (現世 で や り 残 し た こと に 
つい て ) 悲し むこ と も な い 。 


62. アッ ラー* は 全て の も の の 創造 主 で 、 か れ | っ 
a 理 け 負わ れる * お 方 で あ Tis 
られ る 。 


1 「 療 を 尽く す 者 」 に つい て は 、 密 蜂 章 128 の 訳注 を 参照 。 
2 アッ ラー* に と っ て ふさ わし く な いこ と を 言っ た り 、 シ ルク * を 犯し て いた り し た 者 の こと 
( ム ヤ ッ サ ル 465 頁 参照 )。 


3 「 顔 が 黒 ず せ 」 こと に 関し て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 106 の 訳注 を 参照 。 


39. 集団 章 967 UEY VA 
63. か れ に こそ 、 諸 天 と 大 地 の (宝庫 の ) 鍵 は I or GA 
属す る の だ 。 そ し て ア ッ ラー* の 御 徴 を 否 作る 3 yc 
定 する 者 た ち 、 そ れ ら の 者 た ちこ そ は 損失 0 

者 で ある 。 だ 

64. (使徒 * よ 、) 言っ て や れ 。「 あ な た 方 は 、 LIGA 
私 が アッ ラー* 以 外 の も の を 崇め る よう 命 @ っ 
じ る の か ? 無知 な 者 た ちよ 」。 

65. (使徒 * よ 、 ) あな た と 、 ONE oN DIR 
(使徒 O た ち に は 、 確 か に (こう ) 史 IER GD 
れ た の で ある 。 Tb し も あな た が シル SN EER 
無し と な る の で あり 、 あな た は 必ず や 損失 
者 の 類 いと な る の だ 」。 

66. いや 、 (預言 者 * よ 、 ) あな た は アッ ラー* DNG LR 
を こそ 岩 拝 * せ よ 。 そ し て (アッ ラー* の 恩恵 
に ) 感謝 深い 者 の 一 人 と な る の だ 。 

67. 彼ら (シル ク * の 徒 ) は 、 ア ッ ラ ー* を 真 に 散 | る eS 
わな か っ た 。 そし て 復活 の 日 *、 大 地 は 全て Ed OI IS 29 
か れ の 一 掴み の 中 に あり 、 諸 天 は か れ の 右 | @ CE 
手 で 折り た た まれ た 状態 と な る '。 ア ッ ラ ー - 
* に 称え * あ れ 、 か れ は 彼ら の 言う よう な こ 
と (シル ク ?) か ら (無縁 で ) 、 遥 か 高遠 な 
お 方 で あら れる 。 

68. そし て 角笛 に 吹き 込ま れ ?、 諸 天 に いる 者 | o%2Naoxse ろ ッ 21 は 3 
と 大 地 に いる 者 は ( 皆 ) 、 ア ッ ラ ー* が お PC のり 半 IE 


望み に な っ た 者 3 以外 、 人 卒倒 (し て 死亡 ) 
する 。 そ れ か ら 、 そ こ (角笛 ) に も う 一 回 


1 同様 の アー ヤ * と し て 、 
2 これ は 一 所 
3 これ が 誰 の こと で ある か と いう 解釈 に は 、「 列 教 者 た ち 」「 ジ ブリ ー ル * な どの 一 


た ち 」「 そ れ 以 前 に 既に 死ん で し まっ た 者 た ち 」 な どの 諸説 が ある (アル = クル トゥ ビー 


預言 者 * た ち 章 104 も 参照 。 
の 吹き 込み の こと ( ム ヤ ッ サ ル 466 上 頁 参 


15:279-280 参照 )。 


照 )。 家 畜 章 73 の 訳注 も 参照 。 


部 の 天使 * 


39. 集団 章 
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I VA 


69. 


70. 


吹き 込ま れる と 、 どう で あろ う 、 彼ら は 立 
ち 上 が っ て (自分 た ちの 処遇 を ) 見 守る 者 
た ちと な る 。 

また 、 大 地 は その 主 * の 御 光 に よっ て 亡 
き 、 帳 簿 が 置か れ !、 預 言 者 * た ちと 証人 た 
ち が 連れ て 来 られ る 2?。 そ し て 不正 * を 受け 
る と こと な く 、 彼ら の 間 が 真理 に よっ て 裁 か 
れる の だ 。 


また 全て の 者 は 、 自 分 が 行っ た こと (の 報 
い ) を 全う され る 。 か れ (アッ ラー や は 、 
彼ら が (現世 で ) する こと を 、 最 も よく ご ど 
存 知 な の だ 。 


71. そし て 不信 仰 だ っ た 者 * た ち は 、 集 団 で 地獄 


に 引き 連れ て 来 ら れる 。 や が て 彼ら が そこ 
に や っ て 来る と 、 そ の 門 が 開け られ 、 門 番 


pa 
oe うと 
SABN らし ON っ 5 


ST A 
の つら 


ヒコ 
2 


RI eS ペラ 
MES 


SERINE 


は 言う 。 「 一 体 あ な た 方 の も と に は 、 あな Ct 
た 方 に 自分 ) た ちの 王 * の 御 徴 を 読 論 し レン 06Gs を る 
の 日 の 拝 調 を 警告 する 、 あな た 方 の 内 か ら NET 
の 使徒 * た ち は 訪 れ な か っ た の か ?」 彼 ら は SN 
の 「 え え N 確か に 訪れ ま し た ) 」。 

し か し 懲 禄 の 御 言葉 ? が 、 不 信仰 者 * た ち に 

は 確定 し た の だ 。 

72. (不信 仰 者 ? た ち に は 、 と う ) 言わ れる 。「 あ | ouiS る 3s 
な た 方 は 、 地獄 の 門 に 入れ 。 そこ に 永遠 に 。 OREN GR 
(信仰 に 対し て ) 高慢 な 者 た ちの 住ま い 
は 、 何と 陣 識 な と と か 」 。 

1 天使 * た ち に よっ て 、 各 人 の 行い の 帳簿 が 広げ られ る ( ム ヤ ッ サ ル 466 頁 参 照 )。 高 壁 章 8 

の 訳注 と 、 洞 窟 章 49 も 参照 。 
2 143、 ME 41 と その 訳注 も 参照 。 
3 」 と は 一 説 に 、 ア ッ テ サ ジ ダ * 章 13 に ある 言葉 (アル テク ルト ウゥ ビー15:284 


39. 集団 章 969 Se VA 

73、 ま た 、 自 分 た ちの 主 * を 長 れ * た 者 た ち は 、 | も A UE 
集団 で 天国 へ と 引き 連れ て 来 ら れる 。 や が IP この ul Is っ 
て 彼ら が そこ に や っ て 来る と 、 そ の 門 が 開 bE 
けら れ 、 門 番 は 彼ら に 言う 。「 あ な た 方 に a 

< 部 
平安 を !。 あな た 方 は 、 素晴らし い 状 態 と な OS 
っ た 2。 な ら ば 、 永遠 に そこ に 人 る が よい |」 。 

74. そし て 、 彼 ら (信仰 者 た ち ) は 言う 。「 そ | の C6 る 5 
の お 約束 を 私 た ち に 実現 され 、 私 た ち に AE NS 
(天国 の ) 地 を 引き 継が せ て 下さ っ た ? お 方 2 
に 、 全 て の 称賛 * あ れ 。 私 た ち は 天 国 で 望 a 
む 所 に 住む どこ と が で きま す 。 (デア ッ ラ ー* 

へ の 服従 に ) 勤しむ 者 た ちの 人 美 は 、 何 と 
表 晴 らし いこ と で し ょ う 」 0° 
75. また (預言 者 * よ 、) あな た は 天使 * た ち が 、| Ooo 


その 詩 * の 称賛 * と 共 [に (か れ を ) 称え * な 
が ら 、 御座 ! の まわ り を 囲む の を 見 る 。 そし 
て 彼ら の 間 は 真理 に よっ て 裁 か れ 、 (と う ) 
言わ れる の だ 。 「 人 創 近 物 の 主 ア ッ ラ ー 
に 、 全て の 称賛 * あ れ 」 o 


1 


「 あ な た 方 に 平安 を 」 に つい て は 、 宇 鳴 章 24 の 訳注 


と え イ ニー シン ンー. ネン を ンー ーッ ン マラ ェ ー 
PIC 
DN SALT 


も 参照 。 


2 現世 に お ける 行い と 言葉 、 努 力 が 素晴らし いも の だ っ た た め 、 そ の 報い も 素晴らし いも の 


5 その 裁決 と 公 


と な っ た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:122 参照 )。 


「 天 国 の 地 を 引き 継が せる 」 と いう 表現 に つい て は 、 
「 御 座 」 に 関し て は 、 高 壁 章 54 の 訳注 を 参照 。 


マル ヤム * 章 63 の 訳注 を 参照 。 


正 さ に つい て 、 全 創造 物 が か れ を 称賛 する (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:125 参照 )。 


40. 落し 深い お 方 章 970 Et 
了 し 深い お 方 意 (ガー フィ ル ) ! SS 8 


> ひ 


i 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


1 ハー ミー ニム な 


2 (と の クル アー ン * は 、) 偉 力 な ら び な く * 


けい て ん こう 


英知 あふ れる * ア ッ ラ ー* か ら の 、 啓典 の 降 示 。 
3 罪 を お 赦し に な り 、 悔 司 を お 受け 入れ に な 


り 、 懲罰 が 厳し く 、『 豊潤 さ の 主 で ある ( ア 
ッ ラ ー* か ら の 降 示 ) 。 か れ 以 外 に 、 崇拝 * す 
べき いか な る も の も な い 。 か れ に こそ 、 ( 復 


活 の 日 * に お ける 、 全 創造 の ) 行き 先 は ある 。 


4. 不信 仰 に 陥っ た 者 た ち 以 外 、 アッ ラー* の 
7c ( 計 つ いて ) 府 答 し た り は し な い 。 
な ら ば (使徒 * よ ) 、 不信 仰 者 * ら が (商売 や 
現世 で の 享楽 に ) 勤しん で いる の に 、 惑わ 
され て は な ら な い 。 


5. 彼ら 以前 に も 、 ヌー フ * の 民 と その 後 の 徒党 
が 、 (使徒 * た ち を ) 嘘つき 呼ば わり し た の 
だ 。 そ し て (それら) 全て の お 共同体 は 、 そ 
の 使徒 * を 捕らえ (て 殺害 し ) よう と 意図 し 、 
真理 を 消し 去る べく 虚 朗 に よっ て 議論 し 


0 


RENN RGRL 
の az 


PS は 
と 3 i a 
いち を >. NE 


⑤olscoP ES 265 も 8 


1 マッ カ * 啓 示 で 学者 間 の 見 解 は 、 ほ ぼ 一 致 。 ス ー ラ * の 名 称 は 、 冒 頭 に 登場 する 「 赦 し 深い 
お 方 (ガー フィ ル )」 と いう 語 pg 「 信 仰 者 章 」 な どの 別称 も あり 。 マッカ "啓示 の 常 
で ある よう に 、 ア ッ ラ ー* へ の 信仰 ・ 来 世 と いっ た 基本 的 信仰 が 取り 上 げ ら れ 、 真 理 と 迷 妄 、 


fC 吐 し て 描か れ て いる 。 ムー 


サー* と フィ ルアウ ン *、 フ ィ ル 


アウ ン * の 民 の 内 で 信仰 し た 者 の 話 も 、 そ の 流れ で 取り 上 げ ら れ た も の 。 ま た 、 ア ッ ラ ー* 
の 御 力 と 唯一 性 * を 示す 宇宙 の 神秘 も 、 随 所 で 描写 され て いる 。 


IN) 


(や 


これ ら の 文字 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 用 語 解説 の 「 ク ルアー ン の 冒頭 に 現れ る 文字 群 *」 参照 。 
こと の 「 御 徴 」 は クル アー ン * や 、 ア ッ ラ ー の 唯一 性 * の 証拠 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 467 頁 参 照 )。 


40. 赦し 深い お 方 章 
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ED 


10. 


た 。 そ れ で われ ら * は 、 彼ら を ( 懲 凡 で ) 
捕らえ た の だ 。 わが 懲 禄 は 、 いか な る も の 
だ っ た か ? 


同様 に 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち に は 、 彼ら 
は 業火 の 住人 で ある と いう 、 あ な た の 主 * 
の 御 言 葉 が 確定 し た の で ある 。 


御座 を 運ぶ 者 た ちと 、 その 周り に いる 者 
彼ら の 主 * の 称賛 * と 共に (か れ を ) 称 

、 か れ を 信じ る 。 そし て 、 信仰 する 者 た 
ちの た め に (こう 言っ で 衣 し を を う 。 「 我 
ら が 主 * よ 、 あな た は 全て の も の を 、 慈悲 と 
知識 で 網羅 され まし た 。 で すか ら 、 悔 悟 し 、 
あな た の 道 (イス ラー ム 》$ に 従っ た 者 た 
ち を お 赦し に な り 、 彼 ら を 火 獄 の 懲罰 か ら 
お 守り 下さ い 。 


我ら が 主 * よ 、 そし て 彼ら を 、 あな た が 彼ら 
に お 約束 に な っ た 永久 の 楽園 に お 入れ 下 
さい 。 ま た 、 彼 ら の 父祖 、 妻 、 子 孫 た ちの 
内 、 正 し か っ た 者 * を 。 本 当 に あな た こそ は 、 
偉 力 な ら び な い * お 方 、 英知 あふ ゃ れる * お 方 
な の で すか ら 

また 、 彼 ら を 悪 (の 結末 ) か ら 、 お 守り 下 
さい 。 あ な た が (復活 の ) その 日 、 悪 か ら 
お 守り に な る 者 こそ は 、 あな た が 確か に ご 
慈悲 を か けら れ た 者 。 そ れこ そ は 、 偉 大 な 
勝利 で す 」。 

本 当 に 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち に は 、 ( 地 
獄 の 番 人 か ら 、 こ う ) 呼 び か けら れる 。「( 現 
世 で ) あな た 方 が 信仰 へ と 呼び か けら れ 、 


1 いずれ も 天使 * た ちの こと ( ム ヤ ッ サ ル 467 頁 参 照 )。 「 御 座 」 に 関し て は 、 


上 を 参照 


Ro 


ー*\ 


EA ANZ 
OI OPI DIS 
1 0 
と も oO EFS 


OAL NIH EL 


PEI NE EET I ED 


1 
Da TO FES: ふう 


ン 人 イ イー ン ン モン ン W ュー 
SENECA 
ン イ イン ラ ィ ン ラン 。 ンタ ン ン 。 ン ン 
うか うだつ うめ っ 


op 


HAA TR 
DY OE 入っ と 
OR と 


高 壁 章 54 の 訳 


40. 落し 深い お 方 章 972 Et 
それ を 否定 し て いた 時 の (あな た 方 に 対す 
る ) アッ ラー* の 憎悪 そ は 、 ( 今 の ) あな 
た 方 の 自分 自身 に 対す る 憎悪 より も 、 大 き 
か っ た の だ ぞ 」。* 

11. 彼ら (不信 仰 者 * た ち ) は 言う 。「 我 ら が 主 | IE SEC 
* よ 、 あ な た は 私 た ち に 二 度 、 死 を 与え られ 、 LE 
一 度 、 生 を 与え られ まし た そし て 私 た ち ss 
は ( 今 ) 、 自分 た ちの 人 罪 を 認め まし た 。 で 
す の で 、 (私 た ち が 地 獄 か ら ) 出る 術 は あ 
り ま す で し ょ うか ?」3 

12. (不信 仰 者 * た ちよ 、) それ (地獄 の 懲 浪 ) SI IBS es 
は あな た 方 が 、 ア ッ ラ ー* だ けが 呼ば れ た うっ b 導 和 一 
SN MM Oe dt 
れ ば 信 ON (全て の ) _ 
裁決 は 、 高 で * 大 いな る * ア ッ ラ ー に こ 
5 人 拉 

13. (人 々 よ 、) か れ は あな た 方 に (、 創 造 の RS NR 
完全 さ を 示す ) その 御 徴 を お 見 せ に な り 、 ORE EN 
天 か ら あ な た 方 に 糧 を 下さ れる お 方 。 そ し 
て 、 よ く ( 悔 合 し て ) 立ち 返る 者 以外 、 教 
訓 を 受け る こと は な い 。 

1 不信 仰 者 * た ち は い ざさ 地獄 を 目 に する と 、 自 分 自身 を これ 以上 な い ほ ど 、 激 し く 憎 悪 する 。 
し か し 現世 で 不信 仰 に 固執 (こし つ ) し て いた 彼ら に 対す る アッ ラー* の 憎悪 こそ は 、 そ れ 
より も 激しい 憎悪 だ っ た の で ある ( ム ヤ ッ サ ル 468 頁 参 照 )。 

2 一 度目 の 「 死 」 は 、 魂 を 吹き 込ま れる 前 の 精液 だ っ た 状態 で 、 二 度目 の 「 死 」 は 、 現 世 で 
の 人 生 の 終わ り 。 ま た 一 度目 の 「 生 」 は 現世 で の 誕生 、 二 度 「 生 」 は 死後 の 復活 の こ 
と (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 

3 も ちろ ん 、 現 世に 戻る こと は 叶わ な い 。 家畜 章 27-28、 高 壁 章 53、 イ ブラ ー ヒ ー ム * ゞ 章 44、 


信仰 者 た ち 章 99-100、 アッ = サジ ダ * 章 12、 創 成 者 * 章 37、 相 談 章 44、 偽 信者 * た ち 章 
10-11 も 参照 。 


が 


ッ ラ ー の 唯一 


真 参照 )。 


性 * と 、 か れ の みゆ え の 善 行 へ と 招 か れ た 


時 、 と いう こと (前 掲 書 、 同 


40. 落し 深い お 方 章 973 Ee 


14. だ か ら 、 ア ッ ラ ー*" だ け に 真 没 に 岩 拝 * 行 導 を 搾 NA 
げ つ つ !、 祈 ( り 、 崇拝 す ) る の だ 。 た と え 不 DL A 2 
信仰 者 * た ち が 、 (それ を ) 嫌っ た と し て も 。 - 

15. (アッ ラー* は ) 位 高 き お 方 、 御 護 2 の 主 、| SA 
か れ は 会 合 の 日 を 警告 する た め 、 そ の 僕 | ea 
た ちの 内 か ら お 望み の 者 に 、 そ の ご 命令 に る SR 


よ っ で 紅 4 を 投げ か けら れる 。 


16. 彼ら が 直 盛 わな 者 た ち ? と な る 、 そ の 日 を EDN EEN OD HS 
(警告 する た め ) 。 彼ら の (状態 や 行い の ) OR NRN 
内 、 ア ッ ラ ー* か ら 隠 れ ら れる も の な ど 、 何 
ー つ な い 。( ア ッ ラ ー* は 仰せ られ る 。 )「 今 
日 、 王権 は 誰 の も の か ?」 (か れ は 、 肖 ら 
お 答え に な る 。) 「 唯 * か つ 君 臨 し 給 う * 
アッ ラー* に こそ 、 属 する の だ 6」。 


17. この 日 全て の 者 は 、 自ら が (現世 で ) 稼い | Ec る octO と ちあ 
だ も の に よっ て 報 われ る 。 て の 日 、 不 正 * OS 
は な い 7。 本 当 に ア ッ ラ ー* は 即座 に 計算 さ 
れる * お 方 な の だ か ら 。 


18. (使徒 * よ 、) 心臓 が ( 興 怖 ゆえ に ) 喉元 に Rr 
まで 達し 、 沈 杭 に な る 、 間近 な 日 の こと を | まる 
彼ら に 警告 せよ 。 不 正 * 者 た ち に は 近しい 友 Ot 


1 「 ア ッ ラ ー* だ け に 真 撃 に 崇拝 * 行 為 を 捧げ る 」 こ と に つい て は 、 朗 人 章 146 の 訳注 を 参照 。 

2 「 御 座 」 に 関し て は 、 高 壁 章 54 の 訳注 を 参照 。 

先代 と 後代 の 者 が 一 同 に 会 する 、 復 活 の 日 * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 468 頁 参照 )。 

この 「 魂 」 と は 、 啓 示 の こと 。 肉体 が 魂 に よっ て 生 を 受け る よう に 、 心 は 啓 示 に よっ て 4 

を 受け る た め (アル = バ ガ ウ ィ ー4:108 参照 )。 

5 その 日 、 彼ら を 覆い 陣 す も の は 、 何一つ な い (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:136 参照 )。 家畜 章 94 
と その 訳注 、 洞 窟 章 48、 預 言 者 * た ち 章 104 も 参照 。 

6 家畜 章 73「 か れ に こそ 王権 は 属す る 」 の 訳注 も 参照 。 

つま り 悪 行 が 不当 に 付け 加え られ た り 、 善 行 が 差し 引か れ た りす る こと は な い (アッ = テ サ 

ァ デ ィ ー735 頁 参 照 )。 

「 間 近 な 日 」 と は 、 復 活 の 日 * の こと 。 そ の 「 近 さ 」 に つい て は 蜜蜂 章 1、 預 言 者 * た ち 章 1 

の 訳注 を 参照 。 
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LT 


た 


= 


oo 
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ED 


人 も いな けれ ば 、 受 け 入れ られ る 執り 成 し 
手 も い な い !。 

19。 かれ は 眼 が 近 め 取る も の 2? も 、 胸 が 洪 め る | @ 釣 希 妥 CNIS セ る 
(善い も の も 悪い ) も の も ご 存 知 で ある 。 

20. アッ ラー* が 真理 * で (人 々 の 間 を ) 裁 か れ | eo ea 
る の で あり 、 役 ら が か れ を よそ に 祈っ て い 5 ある 
る 者 た ち は 、 何 も 裁き は し な い 。 本当に ア ON 
ッ ラ ー* こ そ は 、 よき お 聞き に な る お 方 、 よ 2 
く ご 覧 に な る お 方 な の だ か ら 。 

21. 彼ら は 地上 を 旅 し 、( 預 言 者 * た ち を 嘘つき SEG NG 
呼ば わり し た ) 彼ら 以前 の 者 た ちの 結末 ERIK seo 
が 、 ど の よう な も の で あっ た か を 見 な か っ AT 

| Gk 0 | 
た の か ? 彼ら (以前 の 者 た ち ) は 、 彼 ら 0 
より も 力 と 、 大 地 の 建 設 に お いて 強力 だ っ | の パー の の の らき サ チー う 
た 。 そし て アッ ラー* は 彼ら を 、 その 罪 ゆ え OH 
に ( 視 和 剖 で ) 捕 ち えら れ 、 彼 ら に は アッ ラ 
ー* (の 懲 視 ) に 対し て の いか な る 守護 者 
も な か っ た の で ある 。 

22. それ は 彼ら が 、 自 分 た ちの 使徒 * が 明 証 を | ec 6s 
携え て 彼ら の も と に 到来 し て いた の に 、 不 8112553 
信仰 に 陥っ た か ら で あ る 。 それ で アッ ラー @ LG 
* は 、 彼ら を ( 懲 骨 で ) 捕らえ られ た の だ 。 
本 当 に か れ は 強い お 方 、 厳 し く 懲 久 され る 
お 方 で あら れる 。 

23. わ れ ら * は ムー サー* を 確か に 、 わ れ ら * の 御 | EL2ExaaL っ 3 っ 
徴 4 と 紛れ も な い 証 拠 * と 共に 遺 わし た 。 Cs 

1 復活 の 日 * の 「 封 り 成 し 」 に つい て は 雌牛 章 48、 マ ル ヤ ム * 章 87、 タ ー・ ハ ー 章 109 と そ 

の 訳注 を 参照 。 

2 見 る こと を 許さ れ な いも の を 、 こっ そり 見 る こと (アッ テ シ ャ ウ カ ー ニ ー4:638 参照 )。 

3 この 「 真 理 | と は 、 公 正 さ の こと ( ム ヤ ッ サ ル 469 頁 参 照 )。 

4 この 「 御 徴 」 と は 、 啓示 の 真実 性 を 証明 する も の (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 夜 の 旅 章 101「 九 

つの 御 微 」 の 訳注 も 参照 (アル = テク ルト ゥ ビー15:304 参照 )。 

5 「 紛 れ も な い 証 拠 」 に つい て は 、 フ ー ド * 章 96 の 訳注 を 参照 。 


40. 散 し 深い お 方 章 975 Ee 

24。 フ ィ ル アウ ン * と ハー マー ン と カー ルー ン ! EN 
へ と 。 す る と 彼ら は 言っ た 。「 ( 彼 は ) 大 OE 
嘘つき の 魔術 師 だ 」。 

25. そし て 彼 て ムー サザ サー や が われ ら * の も と か IN 
ら 、 真 理 を 携え て 彼ら の も と に や っ て 来 た PF の 
時 、 彼 ら (フィ ルアウ ン * た ち ) は 言っ た 。 12 Pe 
「 彼 と 共に 信じ た 者 た ちの 男児 を 殺し 、 そ OR 
の 女児 は 生か し て お け 2」。 不 信仰 者 * た ち - 

の 策謀 は 、 無 に 帰す の で ある 。 

26. フィル アウ ン * は 、( 自 分 の 民 の 有力 者 た ち eo の 5655J 
に ) 言っ た 。「 私 に ムー サー* を 殺さ せ 、 彼 を 991 
を 自分 の 詩 * に 祈 ら せ て みよ 。 本 当 に 私 は 、 る CR Ne 
彼 が あな た 方 の 宗教 * を 変 だ えて し まっ た り 、 
地上 (エジプト) に 腐敗 * を 出現 させ た りす 
る こと と を 怖 れ て いる の だ 」。 

2 ムー サー* は 言っ た 。 「 実 に 私 は 、 我 が 主 * と ERD DOL NE I 
あな た 方 の 主 * に 、 清 算 の 日 を 信じ な いあ ら DNR 
ゆる 高慢 な 者 か ら の ご 加護 を を いま し た 」。 

28. フ ィ ル アウ ン * の 一 族 の 内 、 そ の 信仰 を 了 HI 
し て いた 信仰 者 の 男 は 、 言 っ た 。「 一 体 | AS 
あな た 方 は 一 人 の 男 を 、『 我 が 主 * は アッ RN 0 
ラー* で す 』 と 言う (だ け ) ゆえ に 、 殺 す saas oS 
と いう の で すか ? 彼 (ムー サー*) は あ 2 RN Sb 
な た 方 の 主 * か ら 、 明 証 * を 携え て あな た 

1 「 ハ ー マ ー ン 」 に つい て は 8 物語 章 6 の 訳注 ん を 、「 カ ー ル ー ン 」 に つい て は 物語 章 76-82 を 

参照 。 


tv 


w 


* は 神 を E 


高 壁 章 127 の 訳注 も 参照 。 
フィ ルアウ ン * を 崇め る 「 宗 教 」 の こと (アル テク ルト ゥ ピー15:305 参照 )。 フ ィ ル アウ ン 
至高 者 * 章 24 も 参照 。 

と の 「 明 証 」 の 意味 に つい て は 、 ア ー ヤ *23「 紛 れ も な い 証 拠 」 の 訳注 を 参照 ( ム ヤ ッ サ 


称し て いた 。 詩 人 た ち 章 29、 物 語 章 38、 


ル 470 頁 参照 )。 
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ED 


29. 


30. 


3 。 


方 の も と に や っ て 来 た と 言う の に 。 そ し 
< も し 彼 が 嘘つき な ら ば 、 その 嘘 ( の 禄 ) 
は 彼 自身 が 負い ます 。 ま た 、 も し 彼 が 正 
直 者 な ら ば 、 人 彼 が あな た 方 に 束 す る も 
の の 一 部 ! が 、 あな た 方 に 襲い か か る で し 
ょ う 。 本当に アッ ラー * は 、 


き に は な り ま せん 。 


我 が 民 よ 、 あ な た 方 に こそ 今日 、 地上 ( エ 
ジ プ ト ) で の 勝利 者 と し て 、 王権 は あり 
ます 。 で も 、 ア ッ ラ ー* の ( 徐 六 と いう ) 
猛威 が 私 た ちの も と に や っ て 来 た ら 、 誰 
が 私 た ち を 助け て くれ る で し ょ うか ?」 
フィ ルアウ ン * は 、( 自 分 の 民 に ) 言っ た 。 
「 (人 々 よ 、) 私 が あな た 方 に 示す の は 、 
私 が (私 と あな た 方 に と っ て 有益 な も の 
と ) 計 8 め る も の に 外 な ら な い 。 そし て 私 
が あな た 方 を 導く の は 、 正 道 に 外 な ら な 
い の だ 」。 


信仰 する 者 は 言っ た 。「 我 が 民 よ 、 (あな 
た 方 が ムー サー* を 殺せ ば 、 ) 本 当 に 私 は あ 
な た 方 に 、 徒 党 の 日 Z の よう な こと を 怖 れる 
の で す 。 


ヌー フ * の 民 、 アー ド *、 サ ムー ドミ 、 そ し 
て 彼ら の 後 の (不信 仰 ) 者 * た ちの 習い の 
よう な こと を 。 そ し て アッ ラー* は 全 世 界 
に 対し 、 断 じ て 不 正 * な ど お 望 み に は な り 
ませ ん 。 


] (真理 へ の 拒 
否 に お いて ) 度 を 越し た 大 嘘つき を 、 お 導 


OR 


2 


0 
ONGEN I 


< Ka も イタ 
II II EI > 


③ > と 30 の SR6 


1 


2 


これ は 現世 で の 懲罰 の こと (アッ = ニ サ ァ デ ィ ー736 頁 参照 )。 


「 徒 党 の 日 」 と は 、 預言 者 * た ち 


に 敵対 し て 徒党 を 組ん だ 者 た ち が 、 


指す (アル テク ルト ッ ゥ ビー15:310 参照 )。 


六 さ れ た 


々 の こと を 


40. 落し 深い お 方 章 977 Et 

32。 ま た 我 が 民 よ 、 本 当 に 私 は あな た 方 に 、 呼 OI ARES RS 
び 合 い の 日 * を 怖 れ ます 。 

33. あな た 方 が 背 を 向け て 逃げ ば る 、 そ の 日 を 。 あ | と cw 放 20Cou26 お 人 
な た 方 に は アッ ラー* に 対し 、 い か な る 援助 者 る 628 SSS 
も あり ませ ん 。 そ し て アッ ラー が 謗 わせ 給 3 
た 者 に は 、 い か な る 導き 手 も な い の で す 。 

34. (ムー サー? 以前 、 ユ ー ス フ * は 明 十 * を 携 | と 3003 の つろ な を と 生 5 
えて 、 確 か に あな た 方 の も と に や っ て 来 ま PO 
し た 。 そ し て あな た 方 は まだ 、 彼 が あな た OO EE 
に も た らし た も の に 対す る 疑念 念 の 中 に PRIE の 6 
方 は (上 自分 た ちの 縫 六 と シル ク * に 指 葉 を か 2 の 
け て 、 こう ) 言い まし た 。 『 ア ッ ラ ー* は 彼 
の 後 、 使徒 * を 遣わ ちさ れる こと は な い 』 。 同 
様 に ア ッ ラ ー* は 、 (真理 へ の 拒否 に お いて ) 

度 を 越し 、 (アッ ラー の 唯一 性 * に ) 疑惑 の 
念 を 抱く 者 を (正道 か ら ) 迷わ せら れ ま す 。 

35。 アッラー* の 御 徴 (を 拒む こと ) に お いて Re GEL SN 
プッ ラ ー* の 御 語 か ら ) 捉 来 し た 要 交 も な eI A フ 
AR OE 

で 、 選 まわ し いこ と と こと の 上 な い の で す 。 同 i 
様 に ア ッ ラ ー* は 、 ( ア ッ ラ ー* へ の 服従 に 
対し て ) 高慢 で 尊大 な (あら ゆる ) 電 49 
て の 心 を 、 閉 じ て し まわ れ ま す 」。 
1 人 々 が 自分 の 指導 者 の も と に 呼ば れ ( 夜 の 旅 章 71 参照 )、 互 い に 呼 び 合い 、 天 国 の 民 と 地 


獄 の 民 、 そ し て 高 壁 の 民 が 互い に 呼び 合う ( 高 壁 章 44-51 参照 )、 


= テバ ガウ ィ ー4:112 参照 )。 


クル トッ ウゥ ビー15:312-313 参照 )。 


w 


この 「 明 証 」 は 、 


拠 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 471 頁 参 照 )。 


た 


アー ヤ *33 の 訳注 も 参照 。 


レス ドジ 
H 


アッ ラー* だ け を 崇拝 * せ よ 、 と いう 命令 


* の こと (アル 


復活 の 


アー ヤ *33・34 に ある 言葉 は 、① 信 仰 者 の 男 の も の 、② ム ー サ ー* の も の 、 と いう 説 が ある 。 
アー ヤ *35 の 言葉 は 、① 〇 アッラー* の も の 、⑨② 信 仰 者 の 男 の も の 、 


と いう 説 も ある (アル = 


と 、 彼 の 言葉 の 


E し さ を 示 す 証 


40. 衣 し 深い お 方 章 978 FE 

36. フィル アウ ン * は 、 言 っ た 。「 ハ ー マ ー ン ! よ 、 つう JJ の 25 
私 の た め に 塔 を 建て よ 。 私 が 通り 道 に 到達 NS 
で きる よう に 。2 

37. 諸 天 の 通り 道 に 。 私 は 、 ムーサ ー* の 神 を 見 FS A NSS 
て みよ う 。 本 当 に 私 は 、 彼 が まさ に 嘘つき i 
だ と 思う の だ 」。 と この よう に 、 フ ィ ル アウ の に 2 ちら 6 の 
ン * に は 彼 の 悪い 行い が 目 映 く 映り 、 彼 は の こし つの た っ の 
(真理 の ) 道 か ら 阻ま れ た 。 フィ ルアウ ン - 

* の 策略 3 は 、 破 滅する 外 な い の で ある 。 

38. 信仰 する 者 は 言っ た 。「 我 が 民 よ 、 私 に 従 DAS GE NIE 
いな さい 。 あな た 方 を 正道 へ と 導い て あげ の る を っ: 
まし よう 。 

39. 我 が 民 よ 、 本 当 に この 現世 の 生活 は (僅か | NS 
な ) 楽し みな の で あり 、 実 に 来世 こそ は 、 ③ 3 作っ つみ と 2 る も 
(あな た 方 が 定着 する ) 留まり 所 な の で す 。 

40. (現世 で ) 悪 を 行っ た 者 は 、 (来世 に お い | Nee る 
て ) それ と 同等 の も の で し か 、 報 われ ませ | 。 宮 と るい の る 55 
ん 。 そ し て 男性 で あれ 女性 で あれ 、 信 人 者 83 ある 
で 正しい 行い * を 行う 者 、 それ ら の 者 た ち は の 2 SI の の る 
天国 に 入る の で す 。 彼 ら は そこ で 際限 な _ 

く 、 糧 を 授け られ ます 。 

41. 我 が 民 よ 、 ど うい うこ と で し ょ うか ? 私 FN RS 

が あな た 方 を (地獄 か ら 天国 へ の ) 救い * へ NIE 


と 招い て いる の に 、 あ な た 方 が 私 を 地獄 
(の 原因 と な る 行い ) へ 招く の は ? 


「 ハ ー マ ー ン 」 に つい て は 、 物 語 草 6 の 訳注 を 参照 。 


2 同様 の アー ヤ * と し て 、 物 語 章 38 も 参照 。 


3 フィ ルアウ ン * が 正しく 、 ムー サー 


ヤッ サル 471 頁 参照 )。 
4 つま り ア ッ ラ ー* へ の 信仰 と 、 そ の 使徒 * ム ー サ ー* へ の 服従 の こと (前 掲 書 472 頁 参 照 )。 


* が 間違っ て いる と 人 々 に 信じ させ る 「 策 略 」 の こと ( ム 
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42. あな た 方 は 私 が ア ッ ラ ー* を 否定 し 、 私 が 
(その 崇拝 * の 正当 性 に つい て ) 何 も 知 ら な 
いも の を 、 か れ に 並べ る こと へ と 招い て い 
る の で す 。 私 は あな た 方 を 、 偉 力 な ら び な 
く *、 赦し 深い お 方 へ (通じ る 道 へ ) と 招い 
て いる と いう の に 。 

43. 間違い な く 、 あ な た 方 が 私 を 招い て いる も 
の に は 、 現 世に お いて も 来世 に お いて も 、 
いか な る 招き (の 価値 ) も あり ませ ん 。 そ 
し て 私 た ちの 戻り 場所 が ア ッ ラ ー* の 御 許 
で あり 、( 罪 に ) 度 を 越し た 者 た ちこ そ が 、 
地獄 の 徒 で も る と いう こと も 」。 


44. (そし て 民 が 彼 の 助言 に 従わ な か っ た 
時 、 彼 は 言っ た 。) 「 そ れ で は 、 あ な た 
方 は 私 が あな た 方 に 言っ て いる こと を 、 
や が て 思い 出す で し ょ う 。 私 は アッ ラー* 

に 、 自 分 ) の 事 を 委ね ます 。 本 当 に アッ ラ 
ー* は 僕たち の と と を 、 よ くど 覧 に な る の 

で すか ら 」。 
45. こ うし て アッ ラー* は 彼 を 、 彼 ら が 策謀 し た 
こと の 悪 か ら お 守り に な り 、( 滑 死 と いう ) 
訪 ま わし い 懲 割 が フィ ル ア ウン * の 一 族 を 


46. (更に その 死後 に は 、 ) 朝 に 夕 に 晒さ れ 
る こと に な る 業火 が (、 彼ら を 包囲 する ) 。 
そし て (復活 * の ) その 時 が 起こ る 日 、( 彼 
ら に は こう 言わ れる の だ 、) [フィル ア 
ウン * の 一 族 を 、 最も 厳し い 懲罰 に 入れ 
上 ne 


A A RR PN 
る 
4 “ 


も ぁ ら bo ある 1 
IES や 2 
@ Li EE 


1 死後 、 復 活 の 日 * ま で 、 彼 ら の 魂 は 業火 に 晒さ れる 。 そ し て 復活 の 日 * が 来れ ば 、 魂 と 肉体 
が 合わ さっ た 形 で 、 地 獄 の 業火 に 入れ られ る こと に な る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:146 参照 )。 
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47. 彼ら が (地獄 の ) 業火 で 議論 し 合い 、 弱 5 チコ 
者 た ち が 高 慢 だ っ た 者 た ち ! に (こう ) 言 も る UIY と { 
う 時 の こと (を 思い 起こ させ よ ) s 「 本 I 
当 に 私 た ち は ( 現 世 で ) あな た 方 に 追従 し ORNS 


て いた わけ だ が 、 (この 日 ) あな た 方 は 業 
火 の 一 部 か ら で も 、 私 た ち を 守っ て くれ 
る の か ?」 


48. 高慢 だ っ た 者 た ち は 、 言 う 。「 (その よう RE NI 
な こと は 出来 な い 。) 本 当 に 私 た ち は 皆 、 ORE RG 
(地獄 の ) その 中 に ある の だ 。 本 当 に アッ 
ラー* は 、 確 か に 僕たち の 間 に 裁 き を 下さ 
れ た の で ある 2?」 。 


49。 ま た 、 業 火 の 中 に ある 者 た ち は 、 地獄 の 門 を 62 っ て 85 
番 た ち に 言う 。 「 あ な た 方 の 主 "に 祈っ て く | 


れ 。 か れ が 私 た ちか ら 、 一 日 で も 懲 湯 を 軽 ot 
減 し て 下さ る よう 」。 3 
50. 彼ら (地獄 の 門番 た ち ) は 言う 。 「 一 体 、 NG 


あな た 方 の 使徒 "た ち は 明 証 を 携え て 、 あ 
な た 方 の も と に 到来 し て いた の で は な か 
っ た か ?」 彼 ら (地獄 の 民 ) は 言う 。「 そ 
の 通り で す 」。 彼 ら (門番 た ち ) は 言う 。 
「 な ら ば (私 た ち は 祈 ら な いか ら 、) あな 
た 方 が 祈る が よい 。 不信 仰 者 * た ちの 祈 順 
は 、 全 く の 徒労 で ある 」 8 


1 「 弱 者 た ち 」 と 「 高 慢 だ っ た 者 た ち 」 に つい て は 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * 章 21 の 訳注 を 参照 。 
また 同様 の 情景 の 描写 と し て 、 雌 和牛 章 166-167、 高 壁 章 38、 識 別 章 17-19、 物 語 章 63、 
部 族 連合 草 67-68、 サ バア 章 31-33 も 参照 。 

つま り ア ッ ラ ー* は その 公正 な 裁決 に より 、 彼ら の 間 に 、 各 人 に 適当 な 形 で 懲罰 を 振り 分 け 
られ た ( ム ヤ ッ サ ル 472 頁 参照 )。 

3 金 の 装飾 章 77 も 参照 。 


IN) 
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51. 本 当 に われ ら * は 、 現世 の 生活 と 、 証人 た ち 23 
が 立つ (復活 の ) 日 * に 、 われ ら * の 使徒 * る CS CN LN 
た ちと 、 信 仰 す る 者 た ち を 必ず や 助け る の 
で ある 。 

52. 不正 * 者 た ち を その 言い 訳 が 益 す る こと が 時 
な い 、 そ の 日 に 。 そ し て 彼ら の 上 に は 呪い る SN 
が あり 、 彼 ら に は (来世 で ) 選 ま わし い 住 
まい が ある 。 

53.。 わ れ ら * は 確か に ムー サー* に 導き を 授け 、 re CY 
イス ラー イー ル の 子 ら * に 啓典 (トー ラー DN LG 
を 引き 継が せ た 。 

54、 浴 ん だ 理性 の 持ち 主 へ の 導き と 、 教 市 と し て 。 | @ CONE 

55.、 な ら ば (使徒 * よ ) 、 妨 耐 * せ よ 。 本 当 に ア DD 

ッ ラ ー* の お 約束 は 真実 な の だ 。 そ し て あな NE 

た の 人 罪 の 赦し を を い 、 ク に 朝 に 、 あな た の 
主 * の 称賛 * と 共に (か れ を ) 称え る * の だ 。 

56. 本 当 に ア ッ ラ ー* の 御 徴 (を 拒む こ と ) に RNG DLE ONY 
お WC、( ゲ アッ ラー の ら ) 到来 し た 根拠 も と えみ 、o じ を 3 
な く 議 論 す る 者 た ち 、 彼 ら の 胸 の 内 に は 、 EGAN 
彼ら が 到達 する こと も な いも の * に 対す る @ 0 人 4 人気 。 
高慢 さ し か な い 。 な ら ば アッ ラー* に 、( 彼 ーー 
ら の 悪 か ら の ) ご 加護 を を え 。 本 当 に か れ 
こそ は 、 よ く お 聞 き に な る お 方 、 よ くど ご 覧 
に な る お 方 な の だ か ら 。 

57. 諸 天 と 大 地 の 創造 こそ は 、 人 々 の 創造 (と | 5 め 5 っ に 3035 
その 再生 ) より も 偉大 な の だ 。 し か し 、 人 々 | Yu 外宮 
の 大 半 は 分 か ら な い 。 RA EA 

1 復活 の 日 * の 証人 に つい て は 、 雌 牛 章 143、 婦 人 章 41 を 参照 。 


2 アッ ラー* が 預 


の こと ( ム ヤ ッ サ ル 473 頁 参 照 )。 


言 者 * に 授け られ た 恩 釣 (お ん ちょ う ) や 、 預 言 者 * と し て の 使命 と いう 栄 状 
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Dt 


58. 


59. 


60. 


61. 


62. 


63. 


また 、 盲人 と 見 える 者 は 同じ で は な く !、 信 
仰 し て 正しい 行い * を 行う 者 た ちと 悪い 行 
い の 者 ? は 、 同じ で は な い 。 あな た 方 が 教訓 
を 得る こと の 、 少 な いこ と 。 


本 当 に (復活 の ) その 時 は 、 疑 惑 の 余地 な 
く 、 必 ず や 到来 する 。 し か し 、 人 々 の 大 半 
は 信じ な い の だ 。 


また (人 々 よ ) 、 あな た 方 の 主 * は 仰せ られ 
た 。「 私 に (の み ) 祈る の だ 。 そ うす れ ば 
われ は 、 あな た 方 に 応え よう 。 本 当 に われ 
の 崇拝 * に 対し て 者 り 高 ぶる 者 た ち は 、 や が 
て 越 ま れ た 者 と な っ て 、 地 獄 に 入る こと に 
な る 。 


アッ ラー* は あな た 方 の た め に 、 あ な た 方 が 
そこ で 安らぐ べく 夜 を お 創り に な り 、 昼 を 
生活 の た め に ) 視界 が 利く も の と され 
た 。 本 当 に ア ッ ラ ー* は まさ し く 人 々 に 対す 
る 恩 芝 の 主 で ちあ られ る が 、 人 々 の 大 半 は 
(か れ へ の 服従 と 崇拝 * に よっ て 、 か れ に ) 
感謝 し な い 。 


その お 方 が ア ウッ ラー あな た 方 の 主 ^ 全 
て の 創造 主 。 か れ の 外 に 、 崇拝 * す べき いか 
な る も の も な い 。 な の に 一 体 、 どう し て あ 
な た 方 は (か れ を 信仰 し 、 崇拝 * す る こ こと か 
ら ) 背 か され る の か ? 


同様 に 、 ア ッ ラ ー* の 御 徴 を 否定 し て いた 者 
た ち は 、 (真理 か ら ) 背 か され る の で ある 。 


の w 


1 と の 意味 に つい て は 、 家 畜 章 50 の 訳注 を 参照 。 
2 前 者 は アッ ラー* が 唯一 、 真 に 崇拝 * に 値する 存在 で ある こと を 認め 、 そ の 使徒 * た ちの 招き 
に 応え 、 ア ッ ラ ー* の 教え に 沿っ て 行う 者 た ち 。 後者 は その よう に し な い 者 の こと ( ム ヤ ッ 
サル 473 頁 参照 )。 
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ED 


64. 


65. 


66. 


67. 


アッ ラー* は あな た 方 の た め に 大 地 を 安住 
の 地 と され 、 空 を 屋根 と され た お 方 。 また 、 
か れ は あな た 方 を 形づくら れ 、 あ な た 方 の 
形 を 最善 の も の と され 、 あ な た 方 に 善き も 
の の 内 か ら お 恵み に な っ た (お 方 ) 。 そ の 
お 方 が アッ ラー*、 あ な た 方 の 主 *。 そ し て 
全 創 造物 の 壮 * ア ッ ラ ー* は 、 祝 福 に あふ れ 
た お 方 よ 。 


か れ は 永生 され る お 方 。 か れ の 外 に 崇拝 * 
すべ きい か な る も の も な い 。 ゆ え に 、 か れ 
だ け に 真 設 に 崇拝 “行為 を 捧げ つつ !、 か れ 
に 祈る の だ 。 全 創 造物 の 主 * ア ッ ラ ー* に 称 
替 * あ れ 。 


(使徒 * よ ) 言っ て や る が いい 。「 本 当 に 私 
は 、 我 が 主 * か ら の 明 証 2 が 自分 に 訪れ た 時 、 
あな た 方 が アッ ラー* を 差し お いて 祈っ て 
いる 者 た ちの 崇拝 * を 禁じ られ た の だ 。 ま た 
私 は 、 全 創造 物 の 主 * に 服従 (イス ラー ム ? 
する よう 命じ られ た の で ある 」。 


か れ は あな た 方 (の 父祖 アー ダム を 土 か 
ら 3、 そし て (あな た 方 を ) 一 滴 の 精液 か ら 、 
次 いで 一 塊 の 洗 血 か ら お 創り に な り 、 そ の 
後 あな た 方 を 子供 と し て (生ま れ ) 出さ せ 、 
それ か ら あな た 方 が 成熟 に 達し 、 更 に 老人 
に な る べく (あな た 方 の 年 齢 を 積み 重ね て 
行か れる ) 。 あ な た 方 の 内 に は 、 (これ ら 


め 


の 段階 ) 以前 に 召さ れる 者 も いる 。 ま た 、 


1 


「 か れ だ け に 真 黄 に 宗 提 


ES CRE 
IL 


2 


2 イス ンー 
A EN 


SN 
NA TE A 
2 


OAD も 生ま も の 
どの うろ 


タン ンタ っ タイ 
は は 5 
イン を イイ タレ レン クン ミン 
EL GH 


所 行為 を 捧げ る 」 こ と に つい て は 、 婦 人 章 146 の 訳注 を 参照 。 


2 この 「 明 証 」 と は 、 ア ッ ラ ー の 唯一 性 * を 示す 、 論 理 的 根拠 と 神 的 根拠 (啓示 ) の こと ( ア 
ッ テ シ ャ ウ カ ー ニ ー4:656 参照 )。 
3 アー ダム * が 土 か ら 段 階 を 経 (へ ) て 創 ら れ た こと に つい て は 、 ア ル ニ テヒ ジュ ル 章 26 の 訳 


40. 落し 深い お 方 章 984 Ek 
か れ は 、 あな た 方 が (これ ら の 段階 を 経て ) 
定め られ た 時 期 ! へ と 到達 すべ く (、 あ な た 
方 の 年 齢 を 積み 重ね て 行か れる ) 。 そ し て 
(それ は 、) あな た 方 が 弁 え る ? よ うに す 
る た め な の だ 。 

68. か れ は 生 を 与え られ 、 死 を お 与え に な る お | EGS 
方 。 そ し て 、 か れ が 一 事 を お 取り 決め に な の と を 0 
( り 、 お 望み に な ) れ ば 、 そ れ に 「 あ れ 」 

と 仰せ られ る だ け で 、 そ れ は 存在 する の で 
ある 。 

69 (使徒 * よ 、) 一 体 あな た は 、 ア ッ ラ ー* の 御 He IE NI 
徴 3 に ( 慎 つ いて ) NN い oS 
か に (そこ か ら ) : 逃 ら きれ て し まっ て いる 
か 、 見 な い の か ? 

70. (彼ら は ) 啓 典 と 、 わ れ ら * が われ ら * の 使徒 CT SN 
* た ちと 共に 遣わ し た も の * を 、 嘘 呼ば わり OE 
し た 者 た ち 。 な ら ば 、 彼 ら は や が て (その 
結末 を ) 知る こと に な ろう 。 

71. その 首 に 柳 と 、 (その 足 に ) 鎖 が 付け られ MO も OU け すす 93 
て 、 (それ で ) 彼ら が 引き 回 され る 時 に 。 OR 

72. 煮え た ぎる 湯 の 中 で 、 そ れ か ら 業 火 の 中 | ⑧ の a Ng 
で 、 彼 ら は (彼ら 自身 が その 燃料 と な っ て 、 
地獄 を ) 煮え た ぎら され る 。 

1 「 定 め ら れ た 時 期 」 と は 、 死 期 、 あ る い は 復活 の 日 * の こと (アル テバ イダ ー ウ ィ ー5:100 

参照 )。 


2 その よう な こと が お 日 
ば な ら な いと いう こと を 「 弁 える 」 こ と ( ム ヤ ッ サ ル 475 
アッ ラー の 唯一 性 * と 御 力 を 示す 、 明白 な 証拠 の こと (前 掲 書 、 同 


「 御 徴 」 は 、 


照 )。 


H 来 に な る の は アッ ラー* の み で あり 、 宗 拝 


族 典 」 は クル アー ン * で 、「… と 共に 遺 わし た も の 」 は それ 以前 の 啓 


* は か れ に の み 行 わな けれ 
参照 )。 


計 参 照 )。 


の こと (前 掲 書 、 同 
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73. それ か ら 彼 ら に 、 (こう ) 言わ れる 。「 あ | ⑥ る た っ お 2 
な た 方 が (アッ ラー* の 崇拝 * に お いて 、 か - 
れ と ) 並べ て いた 者 た ち は 、 ど こ な の か ?! 

74。 アッラー* を よそ に し て ?」 彼 ら は 言う 。「 私 | GSS RR 
た ちの も と か ら 、 い な く な っ て し まい まし | 交 も 2d0Ge-E る 43 と 
た 。 いえ 、 私 た ち は 以 前 、 何 に 祈っ て いた わ Oe 
け で も な か っ た の で す 2?」 。 同様 に アッ ラー* 
は 、 不 信仰 者 * た ち を (天国 か ら ) 迷 わせ 給 う 。 

75、 そ れ と いう の も 、 あ な た 方 が 地上 で 不当 に の uo 
も ( 罪 を 犯す と と に ) 有頂天 に な っ て いた ⑨5 ち 3 お cs 紀 
た め 、 そ し て あな た 方 が ( 他 の 僕たち に 対 
し て ) 得意 然 と な っ て いた め な の だ 。 

76. 地獄 の 門 に 入る が よい 。 そこ に 永遠 に 。 ( ア ERE A RS 

ッ ラー* に 対し て ) 高慢 な 者 た ちの 住ま い ON 

は 、 何 と 醒 悪 な こと か 。 

77. な ら ば (使徒 * よ ) 、 妨 面 * せ よ 。 実 に アッ と 
ラー* の お 約束 は 、 真実 な の だ 。 た と え 、 わ | 8 る る 
れ ら * が (あな た の 存命 中 、 ) 彼ら に 約束 し 1 
た も の の 一 部 ? を あな た に 見 せ て や る に せ ec 
よ 、 あ る い は (その 前 に ) あな た を 召す に 
せよ 、 (復活 の 日 ^ ) われ ら * (の 御 話 ) 
に こそ 彼ら は 戻ら され (て 、 往 され る こと と 
に な ) る の で ある 。 

78. (使徒 * よ 、 ) われ ら * は あな た 以前 、 確 か EIT 


に 使徒 * た ち を 遣わ し た 。 彼 ら の 中 に は 、 わ 
れ ら * 本 
し 、 そ の 中 に は 、 わ れ ら * が あな た に 語っ 

聞か せな か っ た 者 も いる 。 ま た 、 人 


1 それ ら は あな た 方 を この 


2 彼ら が 崇 (ちあ が) め て いた も の は 、 実 体 が な いも の だ っ た の で ある (前 掲 書 、 同 


3 


、 助 け て は くれ な い の か 、 


EE 
RGGI LA EI 
CS A RW Sh 


の 意 ( ム ヤ ッ サ ル 475 頁 参 照 )。 


参照)。 


「 約 束 さ れ た も の の 一 部 」 に つい て は 、 ユ ー ヌ ス * 章 46 の 訳注 を 参照 。 


40. 赦し 深い お 方 章 986 Ep 
使徒 * も 、 アッ ラー* の お 許し な し に は 御 徴 ! @ NIRS 
es と な ど な か っ た 。 そし て ア ツ 
ラー* の ご 了 命令 が 到来 すれ ば 、 (使徒 * た ち 

と 彼ら を 嘘つき 呼ば わり し て いた 者 た ちの 
間 は ) 真実 に よっ て 裁 か れ 、 (真実 を ) 虐 誠 
と する 者 た ち は 、 そこ で 損失 する の で ある 。 


79、 ア ッ ラ ー* は 、 あ な た 方 の た め に 家畜 を ご っ し と 3 そく 遂 導 
用 意 さ れ た お 方 。 それは あな た 方 が その 内 DEA 


の も の に 乗り い 、 そ こ か ら 食 べ る た め 。 


80. ま た そこ (家畜 ) に は 、 あ な た 方 の た め の | 42 と tgztAL3AE24 み と 
諸 利 益 * が ある 。 そし て それ ら に 乗っ て 、 あ 1 
な た 方 の 脳 店 に 浮か ぶ (遠い 場所 で の ) 用 ④ る た る 
事 を 果たす た め (、 アッ ラー* は それ ら を あ 
NN 。 あ な た 方 は それ 
ら や 、 船 に 乗っ て 運ば れる 。 


81. また 、 か れ は あな た 方 に 、 そ の ( 御 力 と 、 人 っ egg を っ 、 あ 
か れこ そ が 全 創 造 を 司 っ て いる の だ と い AK 


うこ と を 示す ) 御 徴 を お 見 せ に な る 。 ー 体 
あな た 方 は 、 ア ッ ラ ー* の いずれ の 御 徴 を 


否定 する と いう の か ? 
82. 一 体 、 彼 ら は 地上 を 旅 し 、 彼ら 以前 の ( 預 | と まる ey も ん 36 
言 者 * た ち を 嘘つき 呼ば わり し た ) 者 た ちの I oN aco 


結末 が どの よう な も の で あっ た か を 、 見 な 
か っ た の か ? 彼ら (以前 の 者 た ち ) は 、 

彼ら より も 多勢 で 、 力 と 、 大 地 の 建 設 に お 
いて 強力 だ っ た 。 そ し て (アッ ラー* の 倫 凡 
が 降り か か っ た 時 、) 彼ら が 稼い で いた も 
の は 、 彼 ら を 益 す る こと が な か っ た の だ 。 


gi EDP スー 


ko A ゆ 


1 この 「 御 徴 」 と は 、 論 理 的 証拠 (啓示 ・ 論 証 ) と 感覚 的 証拠 (奇跡) の こと ( ム ヤ ッ サ ル 
476 頁 参 照 )。 

「 家 畜 」 に つい て は 、 食 卓 章 1 「 家 畜 獣 」 の 訳注 を 参照 。 
3 具体 的 な 利益 の 例 に つい て は 、 密 蜂 章 5-8、80 も 参照 。 


tv 


40. 赦し 深い お 方 章 987 


ED 


83. また 、 彼ら の も と に 彼ら の 使 i 
を 携え て や っ て きた 時 、 彼ら は 自分 た ち 
も と に ある 知識 ! に 有頂天 に な っ た 。 
i 
、 彼 ら を 包囲 し た の だ 。 


MIN 
当たり に し た 時 、 彼 ら は (こう ) 言っ た の 

だ 。「 私 た ち は ア ッ ラ ー* だ け を 信じ 、 私 た 
ち が か れ に 並べ て (崇拝 * し て ) い た も の を 、 
否定 し まし た 」。 


85. そし て 彼ら の 信仰 は (その 時 ) 、 彼ら を 僧 
する こと が な か っ た 2 s 彼 ら が 、 われ ら * の 猛 
万 (と いう 懲 前 ) を 自 の 当たり に し た 時 に 
は (、 も う 遅 か っ た の だ ) 。 ( 徐 軸 が 訪れ 
た ら 信 仰 し て も 遅い と いう 、 ) か れ の 僕 た 
ち に お いて 過ぎ 去っ て きた 、 ア ッ ラー* の 摂 
理 。 そし て 不信 仰 者 * た ち は 、 そこ で 損失 し 
た の で ある 。 


< 


CS Pl キラ う > 22 SM 
< ター の EIR 


の ち を つう 


435 う AU 
OS ei 


に Me 


ッ ト ー ン マラ 


に 
6 の 、】 
A 


1 「 自 分 た ちの も と に ある 知識 」 の 解釈 に は 、「 彼 ら (不信 仰 者 * た ち ) の 、『 自 分 た ち は 罰 さ 
れる こと も 、 蘇 (よみ が え ) ら さ れる こと も な いこ と を 知っ て いる 』 と いう 主張 」「 彼 ら ( 不 
信仰 者 り の 、 現 世に 関す る 知識 (ビザ ンチ ン 章 7 も 参照 )」「 役 ら (預言 者 * た ち ) が アッ 
ラー* か ら 授 か っ た 、『 信 仰 者 が 救 わ れ 、 不 信仰 者 * た ち が 滅 ぼ さ れる 』 と いう 知識 」 と いっ 


た 諸説 が ある (アル = クル トゥ ビー15:336 参照 )。 
2 家畜 章 158 と その 訳注 も 参照 。 
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= 


. 詳 細 に され た 章 


> ひ 


じ じ あい 
慈悲 あま ね く * 慈 愛 


深き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 

ハー・ ミ ー ム 2%。 
(と の クル アー ン * は 、) 林 悲 あま ね く *、 閥 
愛 深き * お 方 か ら の 降 示 で ある 。 

. 知識 ある 民 の た め 、 ア ラ ビア 語 の クル アー 
ン * と し て 、 そ の アー ヤ * が 詳細 に され た 
啓典 。 


涯 報 を 伝え 、 警 告 を 告げ ける も の 3 と し て 。 そ 
し て 彼ら の 大 半 は (それ に ) 背 を 向け 、 耳 
を 傾け な い 。 


また 、 彼 ら (不信 仰 者 * た ち ) は (使徒 * ム ハ 
ンマ ド * に ) 言っ た 。 「 私 た ちの 心 は 、 あな 
た が 私 た ち を 招く も の (へ の 理解) か ら ( 介 
お ) 頂い が か けら れ 、 私 た ちの 耳 に は 重 し 
が か けら れ て お り *、 私 た ちと あな た と の 間 
に は で あな た の 招き に 応じ る こと を 阻む ) 
障壁 が ある 。 な ら ば 、 あ な た は (自分 の ※ 
教 に 従っ て ) 行う が よい 。 本 当 に 私 た ち は 、 
(自分 ) た ちの 宗教 従って) 行う か ら 」。 


1 


NM 


3 


4 


マッ カ * 啓 示 。 ス ー ラ * の 名 称 は 、 
スィ ラ ト )」 と いう 語 に よる 。 ア ッ ラ ー* へ の 信仰 、 
様子 な どの 基本 的 信仰 が 取り 上 げ ら れる 。 また 、 


TE NS 
⑤5 た ろう 


543) CR 
ROG A 


3 じ : 


アー ヤ *3 と アー ヤ \44 に 登場 する 「 詳 細 に され た (フッ 
啓示 と その 真実 性 、 
啓示 に 対す る 不信 仰 者 * た ちの 様子 、 過去 


復活 の 日 “来世 の 


の 不信 仰 者 * た ちの 結末 、 そ し て 来世 に お ける 信仰 者 と 不信 仰 者 * の 状況 が 対照 的 に 描写 さ 


れる ほか 、 天地 創造 を 始め 、 
さ れ て いる ‘る Lo】 


アッ ラー の 唯一 性 * と 御 力 を 示す 多様 な 印 の 数 々 も 所 々 に 言及 


この 文字 群 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 用 語 解説 の 「 ク ル ア 
「 吉 報 を 伝え 、 
「 耳 に 重 し が か けら れ た 」 


頭 に 現れ る 文字 群 *」 を 参照 。 


拘 告 を 告げ る 」 に つい て は 、 雌 牛 章 119 の 訳注 を 参照 。 
に つい て は 家畜 章 25 の 訳注 


が No 


41. 詳細 に され た 章 989 Nas 8) ー い 
6 (使徒 * よ 、) 言っ て や れ 。「 私 は 、『 あ な RE NN 
た 方 の ( 真 に ) 崇拝 * す べき は 、 た だ 一 つの SA PA 
神 』 と の 背 示 を 受け て いる 、 あな た 方 と 同 DI や 
様 の 一 人 の 人 間 に 過 ぎ な い 。 ゆえ に 、 か れ 
へ と まっ すぐ に 歩み 2、 か れ に お 赦し を を 
の だ 。 そ し て シル ク * の 徒 た ち に は 、 いい 

7. (彼ら は ) 浄 財 * を 支払 う *? こ と な く 、 来 世 | みみ 0 の 50S 綴 3od 
に 対し て は まさ に 不信 仰 者 * で ある 。 OO 

8. 本 当 に 信仰 し 、 正 し い 行 い * を 行う 者 た ち A 
彼ら に は 尽き る こと の な い 壌 美 が ある 」。 Doi 

9. (使徒 * よ ) 言え 。「 本 当 に あな た 方 は 、 NE RL 
大 地 を 間 で 創 ら れ た お 方 を 否定 し 、 か OR な 
れ に 同位 者 を 設け (て 崇拝 * す ) る と いう $ TLR 
の か ? o の SB: 全 創 造物 の 主 * な の 
で ある 。 

10. ま た か れ は そこ と に 、 そ の 上 に (替え る ) 江 IP Gs 
固 な 山々 を 置か れ 、 そこ を 祝福 され 、 ちょ TIEN 
うど 四 日 ( 目 ) ? で 、 その 糧 を そこ に お 定め OG 
に な っ た 。 (天地 創造 の 時 間 に つ いて ) 問 
う 者 た ち へ の た め に $ (、 彼ら が それ を 知る 
KO) 

1 て と の 「 神 」 に つい て は 、 洞 窟 章 110 の 訳注 を 参照 。 

2 アッ ラー* へ と 「 ま っ すぐ に 歩む で 」 と は 、 か れ の 御 言 葉 を 信じ 、 そ の ご 命令 を 守る こと で 、 


か れ へ と 続く 道 を 歩み 続け る こと (アッ ー サ アァ ディ ー744 頁 参 照 )。 ま た 、 


法 


ー 


3 くっ 


な し 


m 


の 
あ 


oo 


ブ 


使徒 * た ちの 手 


に 沿っ て 、 か れ だ け に 崇拝 * 行 為 を 捧 ( さ さ ) げ ばる こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:164 参照 )。 


の 「 浄 財 条 に つい て は 、 家 畜 章 141「 義 務 」 の 訳 測 


アー ヤ *9 に ある 、 


る い は 、「( 糧 を ) 求め る 者 た ちの た め 、 ち ょ うど v 
ン ・ カ スィ ー ル 7:166 参照 )。 


を 参照 。 


「 尽 きる こと の な い (マム ヌー ン )」 の 意味 に は 、 そ の 他 「 不 足 な い 」「 際 限 (さい げん ) 
\」「 恩 着せ が まし く な い 」 と いっ た 解釈 も ある (アル = テク ルト ウゥ ビー15:341-342 参照 )。 


アッ ラー* が 大 地 を 創造 され た 二 日 間 は 、 
内 の 最初 の 二 昌和 ( ム ヤ ッ サ ル 477 頁 参 照 )。 


\ い 案 配 に 」 糧 を お 定め に な っ た ( イ 


ここ で 言及 され て いる 四 日 間 


41. 詳細 に され た 音 


990 si ys 


11. 


12。 


13; 


14. 


それ か ら 、 か れ は 煙 状 で あっ た 天 (の 創造 ) 
を お 望み に な り 、 そ れ ( 天 ) と 大 地 に 向 か 
っ て 、 (こう ) 仰せ られ た 。「 従 順に で あ 
ろう と 、 嫌 々 で あろ うと 、 (わが 命令 へ と ) 
来 た れ 」。 そ れ ら ( 天 と 大 地 ) は 、 申 し 上 
げた 。「 私 た ち は 従 順に 、 参 り まし た 」。 


こう し て か れ は それ ら を 一 日 間 で 、 七 層 の 

天 ( の 創造 ) と し て 終え られ !、 天 の 各々 (の 

層 ) に 、 そ の ご 命令 を 示さ れ た 。 ま た 、 わ 
れ ら は 最 下層 の 天 を ( 星 ) 灯り で 飾り つけ 、 
(それ を シャ イタ ー ン * に 対す る ) 護 衛 と し 
た 2?。 そ れ は 偉 力 な ら び な く *、 英 知 あふ れ 
る * お 方 の 定め で ある 。 


も し 彼ら が (アッ ラー* と クル アー ン * の とこ 
と を 説明 され た 後に ) 背 を 向け る の な ら 、 

言っ て や る が いい 。 「 私 は あな た 方 に 、 ア 
sr と サム ー ド * の 懲 凡 の よう な 懲罰 を 


使徒 * た ち が 、 彼ら の 前 と 後ろ か ら 彼ら (アー 
ド * と サム ー ド や の も と に 名 | 来 し *、 アッ ラー 
* 以 外 は 崇拝 * し て な ら な い 、 と 言っ た 時 の こ 
と 。 彼ら は 言っ た 。「 も し 我ら が 主 * が お 望み 
に な っ た な ら 、 天 使 * た ち を (使徒 * と し て ) 
下 し た で あろ う *。 ゆえ に 私 た ち は 、 あな た 方 
が 携え て 遣わ され た も の を 否定 する 」。 


1 こう し て アッ ラー* は 天地 の 創造 を 、 日 曜日 か ら 金曜 
ッ ラ ー* は 、 お 望み で あれ ば 、 天 地 を 一 上 朋 で お 創り に な る こと も お お 出来 だ が 、 そ れ ら を この 日 
ゆえ の こと で ある (アッ テニ サ ァ ディ ー745 頁 参照 )。 


アル = ヒジ ュ ル 章 17-18 と その 訳注 、 詩 人 た ち 章 212、223、 整 列 者 章 6-10、 王 権 章 5、 


数 で お 創り に な っ た の は 、 か れ の 英 箇 


2 


ジン * 章 8-9 も 参照 。 
3 つま り 、 次 々 と 連続 し て 到来 し た 、 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 478 頁 参 照 )。 
4 家畜 章 8-9 も 参照 。 


の の マス て で 


cio 
の っ の づみ 55UK っ う 


IT GN 
RI 


まで の 六 日 間 で 終え られ た 。 全能 の ア 


41. 詳細 に され た 章 991 NaS の れい 

15.、 そ れ で アー ド * は と いえ ば 、 不当 に も 地上 IR GSE IE 
で 高慢 と な り 、 (こう ) 言っ た 。「 誰 が TT FET SN 
私 た ちよ り も 強力 だ と 言う の か ?!」 彼ら | e626 
は 一 体 、 彼 ら を お 創り に な っ た アッ ラー* の とる de 
が 、 彼 らち より も 強力 で ある と は 思わ な い 8 
の か ? 彼ら は 、 か れ の 御 微 2 を 否定 し て 
いた の だ 。 

i6。 そ れ で われ ら * は 、 彼 ら に 現世 の 生活 に お け SG ER 
る 屈辱 の 懲罰 を 味わわ せる べく 、 大 難 の UBS0N や も MEI 
日 々 3 に お いて 、 彼ら に 兄 叶 の 暴風 を 送っ の 92 あめ 振っ 3 
た 。 そし て 来世 の 懲罰 こそ は 、 よ り 屈 辱 に 
満ち た も の な の だ 。 彼ら は (誰か ら も ) 援 
助 さ れる こと が な い 。 

ER ド * は と いえ ば 、 わ れ ら * が 彼ら | koE6: EY 

導き を 示し た 後 、 導 きよ り も (迷い と CDN EA 

盲目 を 好 ん だ 。 それ で 彼ら が 稼い で る sg 
いた も の ? ゆ え 、 屈辱 的 な 懲 六 の 稲妻 * が 彼 
ら を 捕らえ た の だ 。 

18. そ し て われ ら * は 、 信 仰 し 、 敬 虎 * だ っ た 者 EG NE 
た ち を 救っ た 。 

19. アッラー* の 敵 た ち が 業 火 へ と 集め られ 、 NS 


整列 させ られ る 時 
させ よ ) 。 


(の こ と を 、 思い 起こ 


— 


アー ド * は 強力 な 身体 と 武力 を 備え て お り 、 二 


て いた (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:169 参照 )。 


sl 


と 偉大 さ の ) 印 」 あるいは 「 そ れ ら 全 


ニー4:669 参照 )。 


ww 


この 「 大 難 の 


々 」 に つい て は 、 真 実 章 5-7 も 参照 。 


の 懲罰 に すら 太刀 打ち で きる と 考え 


この 「 御 徴 」 の 解釈 に は 、「 使 徒 * の 奇跡 」「 啓 示 」「 世 の 中 に 存在 する (アッ ラー の 唯一 性 * 
て の こと と 」 と いっ た 諸説 が ある (アッ ニシ ャ ウ カ ー 


4 アッ ラー* へ の 不信 仰 と 、 そ の 使徒 * た ち を 嘘つき 呼ば わり し た 罪 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 478 


参照)。 


サム ー ド * に 下さ れ た 懲罰 の 


詳細 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 用 語 解 説 の 「 サ ムー ド *」 の 項 を 参照 。 


41. 詳細 に され た 章 992 と に 29 8) ー い 

20、 や が て 彼ら が そこ に 到来 (し 、 自 分 た ちの | 尺 な っ >: 靖 っ alyiECi 
俳 を 否定 ) する と 、 彼 ら の 耳 と 目 と 皮膚 は 、 ee 
彼ら が (現世 で ) 行っ て いた こと に つい て kL 
彼ら に 不利 な 証言 を する !。 

21. そし て 彼ら は 、 自 分 た ちの 皮膚 に (こう ) 言 PIE 時 PLAIN 


う 。「 あ な た 方 は 、 ど う し て 私 た ち に 不利 な 
証言 を する の か ?」 彼 ら (皮膚 ) は 、 言う 。 
「 全 て の も の に 言葉 を 喋 ら せ ら れる アッ ラ 
ー* が 、 私 た ち を 喉 ら せ ら れ た の だ 。 か れ が 
あな た 方 を 最初 に お 創り に な っ た の で あり 、 
か れ の 御 許 に こそ 、 あな た 方 は 戻ら され る 。 


22. あな た 方 は ( 弾 に 手 を 染 め る 時 ) 、 自 分 た 
ちの 耳 や 目 や 皮 膚 が (復活 の 日 *、 ) 自分 A 
ち に と っ て 不利 な 証言 を する (だ ろう 
2 RL 
か っ た 。 し か し あな た 方 は アッ ラー* が 、 自 
分 た ちの 行う ( 罪 の ) 多く を 知ら な い だ ろ 
う 、 と 思い 込ん で いた の で ある 。 


23. そし て それ は 、 あ な た 方 が 自分 > た ちの 主 * に 
対し て 思っ て いた 、 あな た 方 の 憶測 で ある 。 
それ は あな た 方 を (破滅 に ) 転落 させ 、 あ 
な た 方 は 損失 者 の 類 い と な っ た の だ 」。 3 


24. それ で 、 も し 彼ら が ( 微 食 を) 忍ぶ と し て 
も 、 業火 が 彼ら の 住ま いで ある 。 も し 彼ら 
が ( ア ッ ラ ー* の ) ご 満悦 を 得 よう * と し て 
も 、 彼ら が ど 満 悦 を 得る こと な ど 叶 うわ け 
も な い の だ 。 


御 光 章 24、 ヤ ー・ ス ィ ー ン 章 65 も 参照 。 
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皮膚 の 言葉 は 、 ア ー ヤ *21「… 喋 ちせ られ た の だ 」 ま で 、 あ る い は 「… 思 い 込 ん を で いた の 


で ある 」 ま で と いう 説 も ある 。 そ し て その 場合 、 そ こ か ら ア ー ヤ \*23 まで の 言葉 は アッ ラ 
ー*、 あ る い は 天使 * の も の 、 と され る (アル テク ルト ウゥ ピー15:350-351 参照)。 


蜜蜂 章 84 と その 訳注 も 参照 。 
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41. 詳細 に され た 章 993 ha, ps - い 

25. ま た われ ら * は 彼ら (不信 仰 者 * た ち ) に 、 | 98 区 5 
付き まとう 者 た ち ! を あて が っ た 。 そ し て 彼 | 3 交 多 うっ: 
ら は 彼ら に 対し 、 そ の 前 に ある も の と 後ろ og dG 
に ある も の を 目 映 く 見 せ た 2。 彼ら に は ジン 上 あの 505 
* と 人 間 か ら な る 、 彼ら 以前 に 滅ん だ (不信 M 021 
仲の ) 民 * の 一 員 と し て (地獄 に 入る と い 
う ) 、 御 言葉 が 確定 し た の で ある 。 本当に 
彼ら は 、 損 失 者 だ っ た の だ 。 

26. 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち は (、 互 い に 助 計 RVR NI 

合っ て 、 こう ) に 9 と が の 「 こ の クル アー (| 

ン * に は 耳 を 傾け ず 、 それ ( 読 芳 ) に 対し 
て 戯言 を 言っ て (邪魔 し て ) や れ ?。 (それ 
に よっ て 読 調 を 限 み 、 ) あな た 方 が 優勢 と 
な る よう に 」。 

27. われ ら * は 必ず や 、 不 信仰 に 陥っ た 者 * た ち | Cu5GGclyse_oi そ る 
に (現世 と 来世 に お いて ) 厳し い 懲 禄 を 味 Ko か の 
わ わ せ 、 彼ら が 行っ て いた 最 悪 の も の * で 、 
必ず や 彼ら に 報い よう 。 

28. それ が アッ ラー* の 敵 ど も の 報い 、 業 火 で あ | 世 人 6 


る 。 彼 ら に は そこ で 、 彼 ら が (現世 で ) わ 
れ ら “の 御 徴 ? を 冶 定 し て いた こと ゆえ の 
報い と し て 、 永 遠 束 の 住 まい が ある 。 
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1】 


れ た 楽し みや 欲望 へ と 招く こと 。 
させ た り 、 復 活 を 嘘 と する 考え へ と 招い た りす る こと (前 掲 書 、 同 頁 
シャ イタ ー ン * が 人 類 を 迷 ち せる こと と な っ た 経緯 (いき さ つ ) に つい 
アル テヒ ジュル 章 28-42、 夜 の 旅 章 61-.65、 サ ー ド 章 71-85 を 参照 。 

クラ イシ ュ 族 * の 不信 仰 者 ら は 、 預 言 者 * が クル アー ン を 読 語 する と 、 
雑音 を 立て た り し て 、 そ れ を 妨害 し た (アッ ニタ バリ ー9:7191 参照 )。 
つま り 不 信仰 と 、 


創造 物 の 内 に 存在 する アッ ラー* の (唯一 性 


の 訳 沿 
て は 、 


ww 


に 


wn 


人 間 と ジン * か ら な る 、 シ ャ イタ ー ン * た ちの こと ( ム ヤ ッ サ 7 
紀 で 悪事 を 善い こと の よう に 見 せ 、 そ の 禁じ ら 


「 そ の 前 に ある も の 」 を 目 映 く 見 せる と は 、 現 ] 


「 後 ろ る に ある も の 」 を 


E も 参照 。 また だ 、 
高 壁 章 11-18、 


アッ ラー* へ の 不服 従 の めこ と (アッ == 


* と 偉大 さ 
アー ヤ * の こと (イブ ン ・ ア ティ ー ヤ 5:13 参照 )。 


@ LE 


し 479 参照 )。 


目 映 く 見 せる と は 、 来 世 の こ と を 忘れ 


参照 )。 高 壁 章 17 と そ 


貞 や 拍手 を し た り 、 


ー サ アァ ディ ー748 
の ) 印 、 お よび 預言 者 * に 啓 


参照 )。 


示さ れ た 


41. 詳細 に され た 章 994 と し 29 8) ー い 
29. ま た 、 不 信仰 に 陥っ た 者 * た ち は (地獄 で 、 CN 
こう ) 言う 。「 我 ら が 皇 * よ 、 ジ ン * と 人 間 | cc4 と る bo 
の 内 、 NE CR お 見 せ ONE 
下さ い 。 (そう すれ ば 、 ) 彼ら が (地獄 の ) - 
最 下 層 の 者 と な る べく 、 私 た ちの 足 の 下 に 
し て や り ま す 」。 ! 

30. 本 当 に 「 我 ら が 主 * は アッ ラー* で す 」 と 言 | ゴ る 交 65 作っ 吉 & 
い 、 それ か ら ま っ すぐ に 歩ん だ 者 た ち 、 彼 | GRE ee あう 
ら に は (その 死期 に 、 2 天使 * た ち が (こう 2 EE 
言い つつ ) 下る 。「 頂 れる の で も 、 悲 し む あつ 5 
の で も な い 3。 あな た 方 が (現世 で ) 約束 さ 
れ て いた 天国 を 、 喜 ぶ の だ 。 

31. 私 た ち は 現 世 の 生 活 と 来世 に お ける 、 あ めじ 3 BE に つじ 
i ot そ ぞ そし じ て 。 そこ と ( 天 人 
es そこ に は あな た 
方 の た め に 、 あ な た 方 が 求め る も の が あ 
る の だ 。 

32. 赦し 深く 、 慈 愛 深い * お 方 か ら の 御 も て な し OE 
と し て 」。 

33. アッラー* (の 唯一 性 * と 虹 拝 り へ と 招き 、| SS RR 
正しい 行い * を 行い 、「 本 当 に 私 は 、 服従 す SA 
る 者 (ムスリム ? の 一 人 で す 」 と 言う 者 よ 
り も 、 善 い 言葉 の 者 が いよ うか ? 

1 同様 の 情景 の 描写 と し て 、 高 壁 章 38-39 も 参照 (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:175 参照 )。 


1 い 】 


つま り 「 ア ッ ラ ー* へ の 服従 に お いて 、 信 仰 、 
ル テ ク ルト ッ ゥ ビー15:358 参照 )。 
3 雌牛 凍 38「 怖 れ も な けれ ば 、 悲 し むこ と も な v 


= 
に 


\」 の 訳注 


つま り 天 使 
し た 。 そし て 来 ] 


た 


世に お いて は 、 墓 の 中 ・ 復 活 の 


行い が まっ すぐ で あり 続け た 者 」( ア 


も 参照 。 


たち は 、 現 世 で は アッ ラー* の 命 に よっ て 信仰 者 た ち を 正 し 、 成 功 さ せ 、 守 護 
日 * の 恐怖 を 和らげ 、 復 活 の 時 に は 安心 させ 、 


地獄 の 架け 橋 ( 鉄 章 13 参照 ) を 渡る の を 助け 、 天 国 へ と 到達 させ て くれ る (イブ ン ・ カ ス 


ィ ー ル 7:177 参照 )。 


41. 詳細 に され た 章 995 ha, ps れい 


34. 普 と 悪 と は 同じ で は な い 。 (使徒 * よ 、 あ な | 綴 23% つも 
た ! に 悪く する 者 に も 、 ) より 善い も の で も R38 $2 i al 
っ て 、 返 し て や れ 。 そう すれ ば どう だ ろう 、 OE 


あな た と の 問 に 敵対 心 が あ る 者 も 、 あ た か 
も 親しい 味方 の よう に な る の だ 。 


35. そ し て それ は 、 忍 耐 * す る 者 し か 手 に する こ 人 0 クン NIS 倍 2 


と が な く 、 それ は (現世 と 来世 に お ける 、) 明和 
この 上 な い 幸 福 の 持ち 主 し か 手 に する こ - 
と は な い 。 

36. ま た 、 も し シャ イタ ー ン * か ら の 一 突き が あ | 565ios ES 
な た を 突い た ら 2?、 ア ッ ラ ー* に ご 加護 を を OR 


う の だ 。 9 く お 聴 き に な る お 
方 、 全 知 者 で あら れる の だ か ら 。 


37。、 夜 、 昼 、 太陽 、 月 は 、 か れ の (唯一 性 * と 全 NG I sds 
能 性 を 示す ) 御 徴 の 一 部 で ある 。 太陽 に も | < 私 Bb 
月 に も サジ ダ * せ ず 、 そ れ ら を お 創り に な っ | る と る Ee 
ッ ラ ー* に サジ ダ * せ よ 。 も し あな た 方 OA 
、 か れ の み を 崇拝 * す る の な ら 。 


38. そし て 、 も し 彼ら が (アッ ラー* へ の サジ タダ あう 2 
に 対し て ) 著 り 高ぶっ た と し て も 、 (放っ て 9 も J3U4 っ なろ 
お く が よい 、) あな た の 皇 * の 件 許 に いる 者 0 る 
(天使 ) た ち は 傍 む こと な く 、 夜 に 昼 に か 
れ を 称え て いる * の だ か ら 。( 読 語 の サジ ダ ツ 
3 たら | (saad: 3 


39. また あな た が 、 大 地 が 惨め な 有 様 3 な の を \ 
見 て も 、 そこ に われ ら * が ( 雨 ) 水 を 降ら CR SD FAN GE 
せる と 、 そ れ が 震動 し 、 膨 張 す る * の は 、 OIE EE 


この 「 あ な た 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 120 の 訳注 を 参照 。 
この 表現 に つい て は 、 高 壁 章 200 の 訳注 を 参照 
「 惨 め な 有 様 」 と は 、 乾 きき っ て 不毛 な 様子 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 481 頁 参 照 )。 


「 震 動 」 は 、 植 物 が 芽生 え 、 動き出す こと を 、「 膨 張 」 は 大 地 が 水 を 含ん で 、 膨張 する こと 
を 指す と いう (イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 24:302 参照 )。 
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41. 詳細 に され た 音 


996 


と ル し っ 9 58) ー ハ 


40. 


41. 


42. 


43. 


か れ の (唯一 性 * と 全能 性 を 示す ) 御 徴 の 
ー つ 。 それに 生 を 与え た お 方 こそ は 、 ま 
さ し く 死ん だ も の に 生 を 与え られ る お 
方 。 本当に か れ は 全て の こと が お 出来 に 
な る お 方 な の だ 。 


本 当 に 、 われ ら * の 御 徴 (アー ヤ *) に お い 
て (真理 か ら ) 逸脱 する 者 た ち が 、 わ れ ら 
* か ら 隠 れる こと は 出来 な い 。 それ で (その 
逸脱 者 の よう に 、) 業火 に 放り 込ま れる 者 
が より 善い の か 、 それ と も 復活 の "に ( 御 
微 を 信じ る 者 と し て 、 懲 凡 か ら ) 安泰 な 

状態 で や っ て くる 者 か ? あな た 方 が 望む 
こと こと を 行う が よい 。 本当 に か れ は 、 あな た 
方 が 行う こと を ど ご覧 に な っ て いる 。 


本 当 に 、 その 教訓 (クル デー ン や が 自分 た 
ちの も と に 到来 し た 時 に 、 それ を 否定 し た 者 
た ち は (、 破滅 する 定め に ある ) 。 そ れこ そ 
は 、 ま さ し く 偉 力 あふ れ た 啓典 ? な の だ 。 


も う お と ず 


その 前 か ら も 、 そ の 後ろ か ら も 、 虚妄 が 訪 
れる こと が な い ? (啓典 ) 。 英知 あふ れる *、 
称賛 され る べき * お 方 か ら 下 され た も の 。 


(使徒 * よ 、 シ ルク * の 徒 か ら ) あな た に 言 
われ る こと は 、 既 に あな た 以前 の 便 徒 * た ち 
に 言わ れ た と と に 外 な ら な い 。 本当 に あな 
た の 主 * は 、 まさしく 赦し の 主 で あり 、 痛 烈 


ちょ うば つ 


な 懲罰 の 主 で ある 。 


1 否 
の 


(3 


3 ク 


定 、 嘘 呼ば わり 、 改 ざん 、 真 の 意味 か ら の 脱線 、 ア ッ 


IE RE 
A oN Sg 
いら 約 MP 3 0 

© 20 た る 


3d 


I DR 
SS 


a EIR NAN 


Dr 


II TOE 
ジウ いま 


ー* が お 望み に な っ て は いな い 別 


意味 を 与え る こと な ど 、 あ ら ゆ る 形 で の 「 人 逸脱 」 アッ ッ テ サ アァ ディ ー750 頁 参 照 )。 
2 アッ ラー* に よっ て 偉 力 あふ れ た も の と され 、 あ ら ゆ る 種類 の 変更 か ら 守 られ た 「 啓 典 」 の 


こと ( ム ヤ ッ サ ル 481 頁 参 照 )。 


ルアー ン * は アッ ラー* に よっ て 守ら れ た 啓典 で あり 、 そ こ に 新た な 削除 や 付け 加え が 及 
こと は な い (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 ア ル = ヒ ジュ ル 章 9 と その 訳注 も 参照 。 


41. 詳細 に され た 章 997 ha 5) ー い 


44. も し 、 わ れ ら * が それ を 外国 語 の クル アー ン NESS < る に 
* と し た な ら ば 、 彼 ら (シル ク * の 徒 ) は 言 A et 
っ た こと だ ろう 。「 そ の ア ー ヤ * は どう し て 、 っ あお 83 交 Re 2 
(私 た ち に 理解 で きる よう ) 詳細 に は され ET EE fa 
な か っ た の か ? 外国 語 (の 刻 導 示 ) と アラ ® 了 の a 
ブ 人 ! (の 預言 者 ツ だ と ?」 (使徒 * よ 、) a at 
言っ て や れ 。「 そ れ (クル アー ン » は 、 信 
仰 す る 者 た ち に と っ て の 導き と 癒し な の 
だ 。 信仰 し な い 者 た ち は そ の 耳 に 重 し が あ 
る 3 の で あり 、 そ れ は 彼ら に と っ て の 盲目 
(の 原因 ) で ある 。 そ れ ら の 者 た ち は 、 硝 
い 場 所 か ら 呼 び か けら れ て いる の だ 3」 。 


45. わ れ ら * は 確か に 、 ムー サー* に 啓典 ( ト a EE Fk DS 
= ララ) を 授け た が 、 そこ に お いて 異論 っ の っ eo 


が 生じ (、 あ る 者 は 信じ 、 あ る 者 は 信じ OS 
な か っ ) た 。 そし て (使徒 * よ ) 、 も し ( あ 
な た の 民 に 対す る 懲罰 を 猫 予 する 、 と い 
う ) あな た の 主 * か ら の 先 ん じ た 御 言 『 葉 が 
な けれ ば 、 彼 ら の 間 に は 裁決 が 下さ れ て 
し まっ た で あろ う 。 本当 に 彼ら は それ ( ク 
ルアー ン ?) に 対す る 、 大 き な 疑 惑 の 真っ 
只 中 に ある の だ 。 
46. 誰 で も 正しい 行い * を 行う 者 は 、 自 分 の た め の be その 
に (そう する の ) で あり 、 悪 い 行 い を する OE RI 


者 は 、 自分 > に 対し て (そう する の ) で ある 。 
アッ ラー* は 、 その 僕たち に 対す る 不正 * 者 
な ど で は な い 。 


1 それ が 下っ た 者 の 言葉 は アラ ビア 語 な の に 、 外国 語 の クル アー ン *『 と は どう いう こと だ 、 と 
いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 481 頁 参照 )。 

2 「 癒 し 」 に つい て は 、 ユ ー ヌ ス * 章 57 の 訳注 を 参照 。 

3 「 耳 に 重 し が ある 」 に つい て は 、 家 畜 章 25 の 訳注 を 参照 。 

4 つま り 呼 び か け を 聞く こと も な けれ ば 、 そ れ に 応じ る こと も な い (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


41. 詳細 に され た 章 998 has, ps 
47. かれ (アッ ラー の 御 許 に こと そ 、( 復 活 の ) EE GI * k 
その 時 の 知識 は 帰 さ れる 。 ま た 、 か れ の 知 生生 RS 


48. また 、 彼ら が 以前 (アッ ラー* を よそ に ) 祈 


49. 人 間 は 、 普 の 祈願 * に は 飽き る こ と と が な い 。 


50. また 、 も し も われ ら * が 、 彼 (人 間 ) に 災難 


識 な し に は 果実 が その 包み か ら 出 て 来る 
こと こと は な く 、 女 性 が 身 ご も る こと も 、 出 産 
する こと も な い 。 か れ が (シル ク “* の 徒 に 、 ) 
「 (あな た 方 が 、 崇拝 * に お いて ) われ の 同 
位 者 た ち (と し て いた 者 た ち ) は 、 ど とこ な 
の か ? 」 と 呼び か けら れる 、 そ の 日 の こと 
(を 思い 起こ させ よ ) 。 彼ら は 言う 。 「( 今 ) 
私 た ち は 、 あ な た に お 知ら せ し ま す 。 私 た 
ちの 中 に は 、 誰 も 証言 者 | が いま せん 」。 


っ て いた も の は 、 消 え 失 せ て し まう 。 そ し 
て 彼ら は 自分 た ち に 、 い か な る 逃げ 道 も な 
いこ て と を 確信 する の だ 。 


そし て 、 も し 悪 が 彼 を 襲え ば 、 失意 の 念 
し い 者 、 絶望 の 度 に 陥っ た 者 と な る 3。 


が 襲っ た 後 、 われ ら * の 御 許 か ら の 慈悲 を 味 
わ わ せ た な ら ば 、 彼 は 必ず や (こう ) 言う 
の だ 。「 こ れ は 私 の た め (に 相応 し いも の ) 
で あり 、 私 は (復活 の ) その 時 が 起こ る と 
は 、 思 わな い 。 そ し て 、 も し も 私 が 我 が 主 * 
の も と に 戻ら され た と し て も 、 私 に こそ は 
か れ の 御 許 に お いて 、 ま さ し く 最善 の も の * 


= 


アッ ラー* に 同位 者 が いる 、 と 証言 する 「 証 言 者 」 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 482 頁 参 照 )。 
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富 、 財 産 、 子 供 な ど 、 現 世 の 魅 力 的 な も の を 求め る 祈願 の こと (アッ = サ ァ ディ ー752 頁 参照 )。 

つま り 、 アッラー* の ご 慈悲 に 絶望 し 、 oT と 思い 込む 。 し か し 信仰 者 
BN DT ッ ラ ー* に 感謝 し 、 そ れ が 久 の 前 触れ で は な いか と 警 
戒 す る 。 そし て 災難 が 襲え ば 忍耐 * し 、 * の 恩 獄 (お ん ちょ う ) を どう の で ある (前 


掲 書 、 同 頁 参照)。 
つま り 天 国 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 482 頁 参照 )。 
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. 詳細 に され た 章 


999 


と ル し っ 9 58) ー ハ 


51. 


52. 


53. 


54. 


が ある の だ 」。 で は 、 われ ら * は きっ と 不信 
仰 に 陥っ た 者 "た ち に 、 彼ら が 行っ た ( 悪 ) 
事 を 告げ 、 彼ら に 必ず や 、 荒 々 し い 懲 信 を 
味わわ せよ う 。 


われ ら * が 人 間 に 乱 恵 を 授け れ ば 、 彼 は 
理 に 従う こと を ) 拒み 、 そっ ぼ を 向い て 
ざか る 。 そ し て 自分 Ra 
延々 と 祈願 する 者 と な る 。 


(使徒 * よ 、 ) 言っ て や れ 。 「 言 っ て みよ 。 
も し 、 それ (クルアーン? が アッ ラー* の 御 
許 か ら の も の で あり 、 そ し て あな た 方 が そ 

れ を 否定 し た と すれ ば (、 あ な た 方 ほど 迷 
っ て いる 者 は いな いで は な いか ) ? ( 真 
理 と ) 遠い 対立 の 中 に ある 者 より も 、 ひ ど 
く 迷 っ て いる 者 が あろ うか ?」 


われ ら * は 、 彼 ら に 見 せよ う 。 それ (クル ア 
ー ン が 彼ら に 真実 で ある こと が 明らか に 
な る まで 、 わ れ ら * の 御 微 を 彼方 に 、 そ し 
て 彼ら 自身 の 内 に '。 一体 、 あ な た の 主 * だ 
け で 、 か れ が 全て の こと の 証人 と いう こ 
だ け で 、 (クル アー ン * の 真実 性 の 証拠 は ) 
十分 な の で は な いか ? 


本 当 に 彼ら (不信 仰 者 * た ち ) は 、 自分 た ち 
の 羊 * と の (死後 の ) 拝 語 を 、 疑 わし く 思 
っ て いる の で は な いか 。 本 当 に か れ (アッ 
ラー? は 、 全て の も の を 舟 く 包 開 さ れる 
* お 方 な の で は な いか 。 


1 撤 き 散ら す も の 章 20-21 も 参照 。 
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42. 相談 章 J/ 1000 SN ik 


じ 
慈 尋 まあ まね < ' 芝 愛 深き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


1. ハー・ ミ ー ム 。 or 
2。 ア イン ・ ス イィ イィ ー ン ・ カ ー ブ 。? OTs 
3 その よう に 朋 間 旨 ) 偉 力 な ら び な く | 癌 sooo33hog30% 
英知 あふ れる * ア ッ ラ ー* は 、 あな た に 、 DN 
そし て あな た 以前 の (預言 ) 者 * た ち に も 啓 
示 * し 給 う 。 
4。 か れ に こそ 、 諸 天 に ある も の と 大 地 に ある PU 
も の は 届 す る の で あり 、 か れ は 至高 の * お る 4 


方 、 こ の 上 な く 偉 大 な る * お 方 で あら れる 。 


5 本 (アッ ラー* の 偉大 さと 童 厳 さ ゆ | 35236 

、) その 上 方 か ら 割 れ 裂 けん ば か り 。 ob 

i た ち は 彼 ら の 主 * の 称賛 * と 共に 

(か れ を ) 称え *、 大 地 に いる (信仰 ) 者 

た ちの た め 、 落し を を う 1 e 実に アッ ラー* 

こそ は 落し 深い お 方 、 慈 愛 深 い * お 方 で は 
な いか 。 


OA Nt 


1 マッ カ * 啓 示 で 学者 間 の 見 解 は 、 ほ ぼ 一 致 。 ス ー ラ \* 冒 頭 と 末尾 に 見 受け られ る よう に 、 
示 、 お よび 預言 者 * と し て の 使命 DR その 他 、 アッ ラー の 内 
一 性 *、 復 活 の 日 * の 信仰 な どの 基本 的 信仰 も 取り 上 げ ら れ て いる 。 ま た 、 20P 
を 示す 自然 界 の 様々 な 恩恵 の 描写 や 、 施 し 、 赦 し の 心 な ど 、 eS 
も 描写 され る 。 ス ー ラ * の 名 称 と も な っ て いる 「 相 談 (アー ヤ *38 参照 )」 の 必要 性 も 、 こ 
の 流れ で 言及 され た も の 。 

アー ヤ *1-2 の 文字 群 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 用 語 解 説 の 「 ク ルアー ン の 冒頭 に 現れ る 文字 群 *」 
を 参照 。 
つま り ア ッ ラ ー の 唯一 性 * と 復活 の 信仰 へ と 招く 、 啓 示 の こと (アッ テニ シャ ウ カ ー ニ ー 
4:688 参照 )。 


人 間 に 対 する 天使 * の 祈願 に つい て は 、 赦 し 深い お 方 章 7-9 も 参照 。 


IN) 


ww 


に 


42. 相談 章 J/ 1001 SN 
6. か れ を よそ に 底 護 者 を 設け (て 崇め ) た 者 人 
た ち 、 ア ッ ラ ー* は 彼ら の (行い を ) 見 守ら | 0 9G Ire Ls 
i (使徒 * よ 、) あな た は (和敬 ii 
告 者 で あっ て ) 彼ら の 代理 人 な の で は な い 。 

7. その よう に 、 わ れ ら * は あな た に アラ ビア 語 ICE GIGI WG 
の クル アー ン * を 啓示 し た 。 (それ は ) あな dp no 
た が 都市 の 母 と 、 、 その 周辺 ! に いる 者 に 警告 の る (22 の 
を 告げ 、 疑 惑 の 余地 の な い 集 合 の 日 を 警告 
する た め 。 (そこ に お いて ) ある 集団 は 天国 
に あり 、 ま た ある 集団 * は 烈火 の 中 に ある 。 

8. また 、 も し アッ ラー* が お 望み だ っ た な ら RI RE 
ば 、 か れ は 彼ら (人 々 ) を ( 導 か れ た ) 一 | ああ AS SS 
つの 共同 体 に され た だ ろう 。 し か し か れ | る ん る 3 
は 、 か れ が お 望み に な る 者 を 、 そ の ご 慈悲 - 

の 中 に お 入れ に な る 。 そ し て 不正 * 者 た ち 、 
彼ら に は いか な る 底 護 者 も 援助 者 も な い 。 
9. 0 一 体 彼ら (シル ク * の 徒 ) は 、 か れ ( ア 大 | 
ー を よそ に 底 護 者 を 設け (て 崇め ) OE NL 
る と いう の か ? そう だ と し て も アッ ラー 
こそ が ( 真 の ) 棄 護 者 * で あり 、 か れ は 死 
ん だ も の に 生 を 与え られ る 。 そ し て か れ 
は 、 全 て の こと が お 出来 な の だ 。 

10. (人 々 よ 、) あな た 方 が そこ (宗教 ) に お い SS I EI 
で 何 に つい て 意見 を 異 に し た に せよ 、 その | bE S08 交 
裁決 は アッ ラー* に 属す る の だ 。 (使徒 * よ Od 
言え 。) 「 そ の お 方 が アッ ラー*、 和 が 。 

か れ に こそ 、 私 は 全て を 委ね *、 か れ に こそ 、 


私 は よく ( 悔 司 し て ) 立ち 返る の だ 」。 


1 


tv 


つま り 復 活 の 日 * の 懲罰 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 483 


前 者 の 「 集 団 」 は 、 ア ッ ラ ー* を 信じ 、 預 言 者 * に 従っ た 9 


「 都 市 の 母 」「 そ の 周辺 ! 


提 参 照 )。 


ニン 


隊 


こい る 者 」 に つい て は 、 家 畜 章 92 の 訳注 を 参照 。 
参照 )。 


団 。 後 者 は その 逆 (前 掲 書 、 


同 


42. 相談 章 1002 NN から か 

1i1. (アッ ラー* は ) 諸 天 と 大 地 の 創成 者 *。 か rd UN ALE 
れ は あな た 方 自身 の 内 か ら 、 あ な た 方 の た CN A 
め に 配偶 者 を 創 ら れ 、 家 畜 の 内 か ら も 雌雄 ES 
を お 創り に な っ た 。 か れ は そこ に お いて 、 
あな た 方 を 繁茂 させ る の で ある 。 い か な る に 
も の も 、 か れ に は 似 て いな い !。 そし て か れ 
は よく お 聞き に な る お 方 、 よ くど ご覧 に な る 
お 方 で ある 。 

12. かれ に こそ 、 諸 天 と 大 地 の 鍵 は 属す る ?。 7 ア SN RD oN A 
ッ ラ ー* は 、 か れ が お ね 望み の 者 に 糧 を 豊富 に 1 
与え られ 、 ま た 控え られ る 3。 本 当 に か れ は 、 
全て の こと を ご 存 知 で ある の だ か ら 。 

13. (人 々 よ 、) か れ は 、 か れ が ヌー フ * に 命じ | ae の coo220 と っ * 
た 宗教 の 一 部 を 、 あ な た 方 に 明らか に し GG DNE EIS 
た 。 また 、 (使徒 * よ 、) われ ら * が あな た | に 地 る の いあ わる 納 
に 啓示 し た も の と 、 イ ブラー ヒー ム * と ムー を か 
サー* と イー サー や # に 命じ た も の を 。 つま り 3 2 
「 あ な た 方 は 宗教 を 確立 し *、 そ と に お いて i 
分 裂 し て は な ら な い 」 と いう こと で ある 。 ORI NSN 
(ムハンマド * よ 、 ) あな た が 彼ら を 招い て 
いる も の (タウ ヒー ド や は 、 シ ルク * の 徒 
に と っ て 重大 で あっ た 。 アッ ラー* は 、 か れ 
が お 望み の 者 を そこ (タウ ヒー ド や へ と 選 
び 抜 か れ 、 よく ( 悔 悟 し て ) 立ち 返る 者 を 
そこ へ と 導 か れる 。 

1 アッ ラー* は その 本 質 、 美 名 、 属 性 、 行為 に お いて 、 い か な る 創造 物 に も 似 て いな い ( ム ヤ 


NM 


の 


ッ サ ル 484 頁 参 照 )。 ビ ザン チン 章 27 も 参照 。 


天地 の 王権 、 慈 悲 と 柚 の 鍵 は アッ ラー* に こそ 属す る (前 掲 
物語 章 82、 サ バア 章 36、 暁 章 15-16 と その 訳注 も 参照 。 

食卓 章 12「 わ れ ら *」 の 訳 泊 
部 族 連 合 章 7 の 訳注 を 参照 。 


主語 の 転換 に つい て は 、 
で 言及 され て いる 五 人 の 使徒 * に つい て は 、 


書 、 同 頁 参 照 )。 


を 参照 。 


ッ ラ ー* の タウ ヒー ド * と 、 か れ へ の 服従 、 か れ の み の 宗 拝 * に よっ て 、「 宗 教 を 確立 」 す 


る こと (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 


42. 相談 章 


a 


SAS pK 


14. 彼ら (シル ク * の 徒 ) が (宗教 に お いて ) 分 


裂 し た の は 、 彼 ら の も と に 知識 が 到来 し た 
彼ら の 間 の 侵犯 ゆえ 以外 の 何 も 


後 の こ と 、 
の で も な か っ た !。 そ し て 定め られ た 


まで の 、 あ な た の 主 * か ら の 先んじ た 御 言 葉 


が な か っ た な ら ば 、 彼 ら の 問 に は (時 


の 懲罰 と いう ) 裁決 が 下さ れ て いた だ ろ 
1 を 引き 継が さ 

れ た 者 た ち ( 典 の 民 * ツ は 、 そこ (宗教 と 
! に あ 


う 。 本 当 に 、 彼 ら の 後に 啓典 


信仰 ) に お ける 大 き な 疑 惑 の 真っ 只 
る の だ 。 

な ら ば (使徒 * よ ) 、 
い 宗 教 ) へ と 招き 


15。 


ヽ 


な い 。 また 、 言 う の だ 。 


が ある 。 真実 が 明らか に な っ た 後 、 
た ちと あな た 方 の 間 に 、 
い 。 アッラー* は (復活 の 日 


) 


ョ 5e た 
』 我 


1 この | 知識 」 と は 、「 分 像 の 禁止 」「 使 徒 * の 到来 」「 使 徒 

る (アル テバ イダ ー ウ ィ ー5:125 参照 )。「 侵 犯 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 213 と その 訳 
世 で 六 さ れる こと に な っ て いる 
」 な どの 説 が ある (アル テニ バイ ダー ウ ィ ー5:125 参照 )。 
訳注 を 参照 。 以 下 、 同 様 の 表現 の 際 に も 、 同 訳 


2 て の 「 期 限 」 の 解釈 に は 、「 復 活 の 日 *」「 彼 ら が 現 ] 
クル トッ ゥ ピー16:12 参照 ) 「 彼 ら の EH 
3 この 「 あ な た 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 120 の 


あな た 3 は そこ と ( 正 し 
自分 が 命じ られ た よう 
に まっ すぐ で あれ 。 そ し て 、 彼 ら (真実 に 
疑念 を 抱く 者 た ち ) の 私 欲 に 従っ て は な ら 
「 私 は 、 ア ッ ラ ー 
* が 啓典 と し て 下さ れ た (全て の ) も の を 信 
じ た 。 そ し て 私 は 、 あ な た 方 の 間 を 公正 に 
取り 持つ こと を 命じ られ た の で ある 。 ア ッ 
ラー* は 私 た ちの 主 * で あり 、 あな た 方 の 主 
*。 私 た ち に は 私 た ちの 行い (の 報い ) が あ 

り 、 あ な た 方 に は あな た 方 の 行い (の 報い ) 


の 余地 は な 
、) 私 た ち を 
お 集め に な ( り 、 真実 で お 坊 き に な る 。 

そし て か れ に こそ 、 戻 り 場所 が ある の だ 」。 
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生 を 参照 。 
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42. 相談 章 


io04 


SAS ー バ 


16. 


1 


18. 


19. 


20. 


よ げん し ゃ 


アッ ラー* (の 宗教 ) に つい て 、 彼 (預言 者 
* ム ハン マ ド * の 呼び か け ) が (人 々 に ) 応 
じ ら れ (て 、 従 われ ) た 後 、 ( 盾 つい て ) 
議論 する 者 た ち 、 彼 ら の 議論 は その 主 * の 御 
許 で 脆い も の で ある 。 そ し て 彼ら の 上 に は 
(現世 で は アッ ラー* か ら の ) お 怒り が あ 
り 、 (来世 で は ) 厳し い 懲 貞 が ある の だ 。 


アッ ラー* は 真理 と 共に 啓典 と 、 程 を お 下 
し に な っ た お 方 。 そ し て (復活 の ) その 時 
が 近い か も し れ な いこ と ? を 、 何 が あな た に 


知ら せる と いう の か ? 


それ を 信じ な い 者 た ち は 、 そ れ (が 到来 す 
る の ) を 性 急 に 求め る 3。 そし て 信仰 する 者 
た ち は 、 そ れ (の 到来 ) を 快 える 者 た ち で 
あり 、 そ れ が 真実 で ある こと を 知っ て い 
る 。 本 当 に 、 そ の 時 (の 到来 ) に つい て 疑 
わし く 思 っ て いる 者 た ち は ま さ し く 、 遠 い 
迷い の 中 に ある の だ 。 


アッ ラー* は その 僕たち に 対し て 霊 妙 な * 
お 方 で ちり 、 か れ が お 望み の 者 に 糧 を お 投 
け に な る 。 そし て か れ は 強力 な お 方 、 偉 力 
な ら び な い * お 方 。 


われ ら * は 、 来世 の 収穫 を 望ん で いた 者 * に 
は 誰 で も 、 その 収穫 に 上 乗せ する 。 そし て 
現世 の 収穫 (だ け ) を 望ん で いた 者 に も 


1 この 
2 「 復 活 の 日 * の 近 さ 」 に つい て は 、 密 蜂 章 1、 


3 彼 
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ー ド * 章 8、 雷 鳴 章 6、 夜 の 旅 章 92、 


EY 
$ ララ ン 2 
: 2 


人 の ん と ん と みい RS a 


EEE 


イッ ン (2 


8 つめ 3 うー ト A 


ES EI A 
円) 2 パイ ン ン ン 盾 レン 
SCA 


公正 さ の こと ( ム ヤ ッ サ ル 485 


「 笠 」 は 、 


参照 )。 鉄 章 25 も 参照 。 


預言 者 * た ち 章 1 の 訳注 も 参照 。 


ら は 復活 の 日 * を 嘘 と し 、 あ り 得 な いこ と と し て 、 不 信仰 と 頑 迷 さか ら 、 こ の よう に 言っ 


(イッ: カス ィ ー ル 7:197 参照 )。 


も 参照 。 


4 来 


家畜 草 57-58、 戦 利 品 * 剖 32、 ユ ー ヌ ス * 章 50、 フ 
巡礼 * 章 47、 時 昧 章 53-54、 サー ド 章 16、 階段 章 1-2 


世 を 信じ 、 そ の 褒美 ゆえ に 努力 する 者 の こと (アッ = ニ サ ァ アディ ー756 真 参照 )。 


42. 相談 章 1005 の の わーい 

そこ か ら 与 えて や る が 、 役 に は 来世 に お い 
て 少し の 取り 分 も な い の だ 。 ! 

21. いや 、 一体 彼ら (シル ク * の 徒 ) に は 、 アッ so し も と みす の の 
ラー* が お 許し に も な っ て いな いと こと を 、 彼 Je わあ 拓 5 
ら の 宗教 と し て 定め た 共同 者 た ち ? が いる FN PO た 
と いう の か ? そし て (彼ら の 懲 宙 の 猫 予 OL 
を 定め た ) 裁断 の 御 言 葉 が な けれ ば 、 彼ら ー 
の 間 に は 裁決 が 下さ れ て いた だ ろう 3。 本 当 
に (アッ ラー* を 信じ な い ) 不正 * 者 た ち に 
は (復活 の 日 や 、 痛 ま し い 懲 凡 が ある 。 

22. (使徒 * よ 、) あな た は (復活 の 日 * に ) 不 Co NES 
正 * 者 た ち が 居 え る の を 見 る 。 彼ら が (現世 | <』 A 
る) 稼い だ も の ゆえ 、 それ ( 懲 劉 ) が 自分 らち と ん っ スン 
た ち に 降り か か っ て くる 状況 の 中 で 。 一 | ミュン ーー 5E 
方 、 信 爺 し 、 正 し い 行い * を 行う 者 た ち は 、 ムッ と ンク っ 
天国 の 庭 還 に ある 。 彼 ら に は その 件 話 に 、 OI I 
望む も の が ある の だ 。 そ れこ そ は 大 いな る 
恩 細 な の で ある 。 

23. それは アッ ラー* が 、 信 仰 し て 正しい 行い * i 。 
を 行う その 人 た ち に 、 間 を お 告げ に な っ | 結 層 0 SS 
て いる も の 。 (使徒 * よ 、) 言う の だ 。「 私 FPS UM 
は その こと で 、 あ な た 方 に 見 返り を 要求 し ORI 
て いる わけ で は な い *。 た だ 、 近親 関係 に お 
ける 愛情 (を 、 あ な た 方 か ら 求め る ) だ け 」。 
そし て 一 つの 善 を 稼ぐ 者 に は 、 われ ら * が そ 
こ に 善 を 上 乗せ し て や る 。 本 当 に アッ ラー 
* は 赦し 深い お 方 、 よ く 労 わ られ る * お 方 。 


1 夜 の 旅 章 18-21 も 参照 (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:198 参照 )。 


この 「 共 同 者 た ち 」 と は 、 不 信仰 に お ける 共同 者 で あり 、 
イタ ー ン * の こと 。 あ る い は 、 
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ー ス ィ ミ ー14:5237 参照 )。 


ww 


た 


この アー ヤ * の 詳細 に つい て は 
この 「 見 返り の 要求 」 に つい て は 、 家 畜 章 90 の 訳 


アー ヤ *14 と その 訳 泊 


彼ら を そこ へ と 促し て いた シャ 


彼ら が アッ ラー* に 並べ て 崇め て いた 偶像 の こと (アル テカ 


を 参照 。 
を 参照 。 


42. 相談 章 1006 \N、 の の わめい 


に コ 


24. いや 、 一体 彼ら (シル ク の 徒 ) は 、「 彼 ( ム NRN ERR 


ハン マ ド ?) は ア ッ ラ ー* に 対し て 嘘 を 提 和 se rf は ご 
し た !」 と 言う の か ? も し (使徒 * よ 、 あ な RNA 
た が その よう な こと を し 、) ア ッ ラ ー* が お 
望み に な れ ば 、 か れ は あな た の 心 を 突 が れ 
よう アッ ラー* は 虚 半 を 無 に 帰 さ せら れ 、 
時 『 葉 に よっ て 真理 を 確立 させ られ 
。 本 当 に か れ は 、 (人 々 の ) 胸 の 内 を ご 
12 


25. また か れ は 、 ( ア ッ ラ ー* だ け に 服従 する ) 1 っ eA 0 


ン 3 タンク 


OTC > EN 


その 僕たち か ら 悔 悦 を お 受け 入れ に な り 、 
悪行 を 大 目 に 見 られ 、 あ な た 方 の する こと 


を ご 存 知 の お 方 。 

26. また 信仰 し 、 正しい 行い * を 行う 者 た ち は eh: 3 
(アッ ラー* の 呼び か け に ) 応え (て 服従 の みみ の DA | 
す ) る の で あり 、 か れ は その ご ど 恩 福 か ら SE 0 っ の 65 


彼ら に 上 乗せ され る 。 そし て 不信 仰 者 * た 
ち に は 、 (復活 の 日 * に ) 厳し い 懲罰 が あ 


る の だ 。 

27。 も し アッ ラー* が 、 そ の 僕たち に 糧 を 豊 党 | 3 
に 与え られ た な ら ば 、 彼 ら は 地上 で 度 を 越 旋 Mg 
し た * で あろ う 。 し か し か れ は 、 彼 が お 望み pr 


に な る も の を 適度 に 下さ れる の だ 。 本 当 に 
か れ は 、 その 僕たち の こ と を 通 暁 され る 
お 方 、 よ くど 覧 に な る お 方 。 


ーー 


I} 


ww 


つま り 彼 ら は 、 ク ルアー ン * が 嘘 だ と 主張 し た ( ム ヤ ッ サ ル 486 頁 参 照 )。 関連 する アー ヤ 
* と し て 、 家 畜 章 105、 蜜 蜂 草 103、 識 別 章 4-5、 煙 霧 章 14 も 参照 。 

同様 の アー ヤ * と し て 、 真 実 章 44-47 も 参照 (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:204 参照 )。 

と と で の 「 真 理 」 と 「 虚 妄 」 に つい て は 、 戦 利 品 * 章 8 の 訳注 を 参照 。 


こと の 「 度 を 越す 」 の 解釈 に は 、 「 放 博 に な り 、 反抗 的 に な る 」「 多 く の も の を 与え られ れ ば 、 
更に 多く の も の を 求め る 」「 富 ゆえ に 互い に 侵害 し 合う 」「 高 慢 に な る 」 と いっ た 諸説 が あ 
る (アル = テク ルト ッ ゥ ピー16:27 参照 )。 


42. 相談 章 1007 の JI ん - バ 


28. か れ は 、 彼ら が ( 昌 虐 に よる ) 絶望 の 底 に 


29. 


30. 


Ro 


32. 


33. 


陥っ た 後に 、 慈 十 を 下さ れ 、 その ご 慈悲 を 
広め られ る お 方 。 か れ は 棄 計 護 者 *、 称賛 さ 
れる べき * お 方 。 


諸 天 と 大 地 の 創造 と 、 歩 行 生物 の 内 、 か れ 
が その 両方 に 散開 させ られ た も の '! は 、 か れ 
の (偉大 さと 御 力 、 権威 を 示す ) 御 徴 の 一 
つ で ある 。 そし て か れ は (復活 の 日 、 か 
れ が お 望み に な る 時 に 、 そ れ ら を 集合 させ 
る こと が お 出来 に な る お 方 。 

(人 々 よ 、) いか な る 災難 で あれ 、 あ な た 
方 に 降り か か っ た も の は 、 あ な た 方 の 手 が 
稼い だ ( 悪 ) 事 ゆ え の こ と 2。 そ し て 、 か れ 
は 多く (の 悪行 ) を 大 目 に 見 られ る 5。 


あな た 方 は 地上 で 、 (アッ ラー* の 御 力 か 
ら ) 逃げ られ る 者 で は な い 。 そ し て あな た 
方 に は アッ ラー* の 外 に 、 いか な る 底 護 者 も 
援助 者 ちな い の だ 。 


まだ 、 山々 の よう に 海 を 進む も の ? は 、 か れ 
の ( 御 力 、 権 威 を 示す ) 御 徴 の 一 つ 。 


も し か れ が お 望み な ら 、 風 を 鎮め られ 、 そ 
れ ら (の 船 ) は ( 海 の ) その 表面 に 停留 し 

続け る 。 本 当 に その 「 に は まさ し く 、 忍耐 
* 強 く 感 調 深い * 全 て の 者 へ の 御 徴 が ある 。 


— 


2 関連 する アー ヤ * と し て 、 婦 人 章 79 と その 訳注 も 参照 。 
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ラー* が 諸 天 に 散開 させ られ た 「 歩 行 生 物 」 の 解釈 に は 、「 天 使 *」「 未 知 の 生物 」「 そ も そ 


も 『 両 方 』 で は な く 、 大 地 だ けが 意図 され て いる 」 と いっ た 説 が ある (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 2:303 
参照 )。 ま た 一 説 に 、 地 上 に 下り れ ば 歩行 する 鳥類 の こと (イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 25:97 参照)。 


3 蜜蜂 章 61、 創 成 者 * 章 45 も 参照 。 


章 24 の 訳注 も 参照 。 
「 忍 耐 * 強 く 感謝 深い 」 に つい て は 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * 章 5 の 訳注 を 参照 。 


5 


「 山 々 の よう に …」 と は 、 大 き な 船 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 487 頁 参照 )。 慈悲 あま ね き * お 方 


42. 相談 章 SA st 

34 あるいは 、 か れ は 彼ら が 稼い だ も の ' ゆ え ER 
に 、 そ れ ら (の 船 ) を 沈没 させ られ る 。 そ 
し て か れ は 、 多 く (の 罪 ) を 大 目 に 見 られ 
る の だ 。 

35. われ ら * の (唯一 性 "を 示す ) 御 徴 に 対し て | Ugo る 
(大 変 を 用 いて ) 議 倫 す る 者 た ち が 、 自分 Soes 
た ち に は (アッ ラー* の 懲罰 か ら ) 逃げ 道 
ー つ な いこ と を 知る よう に 、( わ れ ら * は 彼 
ら を 湧 れ させ る の ) で ある 。 

36. (人 々 よ 、) あな た 方 が いか な る も の を 投 EID 
けら れ た と し て も 、 (それ は ) 現世 の 生活 の の My 
の (合い ) 楽し み 。 そし て アッ ラー* の 御 許 6 
に ある も の は 、 信仰 し 、 自分 た ちの 主 * に 全 
て を 委ね る * 者 た ち に と っ て 、 より 善く 、 よ 
り 長 く 続く も の な の だ 。 

37。 そ し て (彼ら は ) 、 罪 の 内 の 大 き な も の 2 と | 86 
柄 行 * を 避け 、 (誰か に 悪く され て ) 怒っ CORE PA EG 
て し まっ た 時 に も 、 赦し て や る * 者 た ち 。 

38. また (彼ら は 、) その 羊 * (の 唯一 性 * と 服 oi 


従 の 呼び か け ) に 応え 、 礼 排 を 遵守 * し 、 
その 諸事 が 彼ら の 間 の 相談 (に よっ て 決 
定 され る の ) で あり 、 わ れ ら * が 彼ら に 授 
けた も の の 内 か ら (施し と し て ) 費やす 5 
者 た ち 。 


し べく と と と 2 し 


O02 RR 


1 


2 


3 


4 


5 


船 に 乗っ て いる 者 た ちの 罪 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 487 


「 罪 の 内 の 大 き な も の 」 に つい て は 頻 H 


参照 。 ア ー ヤ *30 と その 訳注 も 参照 。 


H 名 ・ 用 語 解 説 の 「 大 罪 *」 を 参照 。 


「 醒 行 」 に つい て は 、 密 蜂 章 90 の 訳注 を 参照 。 


詳細 に され た 章 34-35 も 参照 。 
「 わ れ ら * が … 費 や す 」 に つい て は 、 雌 


和牛 章 3 の 訳注 を 参照 。 


42. 相談 章 1oo9 NN NK 
39. ま た (彼ら は ) 侵害 に 遭 え ば 、 (その 侵害 OA 


40. 


41. 


42. 


43. 


44. 


に 対し て ) 打ち 勝つ "者 た ち 


つの 悪 の 報い は 、 そ れ と 同様 の 一 つの 悪 。 
それ で ( 悪 を 行っ た 者 を ) 大 目 に 見 、 (その 
者 と の 関係 を ) 改善 する な ら ば 、 そ の 克美 は 
アッ ラー* の 御 許 で 確定 する 。 本 当 に か れ は 、 
a 


また その 不正 * の 
に 対し て ) 打ち 勝つ 者 、 それ ら の 者 た ち に は 
(そう する こと で 、) 符 め られ る 調 れ は な い 。 


実に 符 め られ る べき は 、 人 々 に 不正 “を 働 
き 、 地 上 に お いて 不当 に 度 を 越す 者 た ち 
それ ら の 者 た ち に は 、 厳 し い 懲 ( 昌 か ある 。 


また 忍耐 * し 、 赦し て や る 者 こそ は 、 本 当 に 
それ こそ は 、 あ な た 方 が 決意 を 固め る べき 
事柄 の 内 の も の 。 


ア ッ ラ ー* が (その 者 の 不正 * ゆ え に ) 迷わ 
せ 給 う 者 に は 、 か れ を お いて 、 いか な る 
底 護 者 も な い 。 そし て (使徒 * よ 、 .) あな た 
は (復活 の 日 や 、 不正 * 者 た ち が 懲罰 を 目 
の 当たり に する 時 、 (こう ) 言う の を 見 出 
す で あ ろう 。 「 (私 た ち に 、 現 世 へ ) 戻る 
術 は あり ます で し ょ うか ?」 3 


ln 


1 不正 * や 侵害 
ハン マ ド * は 、 侵 a 分 を 迫害 
殺し よう と し た 者 な ど 、 自 
ル 7:211 参照 )。 5 


2 二 番 目 の 「 悪 」 は 報復 の こと で あり 、 そ も そ も 「 悪 」 で は な い が 、 


に 打ち 勝つ 力 が あり 、 無 力 で も 惨 


蜜蜂 章 129 も 参照 。 


じ 言 い 回 し が ) 


に つい て の 訳注 も 参照 。 


cw 


いざ 復活 の 日 * (ある い は 死 ) が 到来 する と 、 
る 。 だ が 、 


0 
アッ = サジ タダ * 章 


者 "た ち 間 10-11 も 参 。 


後 、( 自 分 に 不正 * を 働い た 者 


A めで も な い 。 
害し た 者 た ち 、 魔術 を か けた 者 、 毒 
分 を 害し た 多く の 者 た ち を 赦し た も の だ っ た (イブ ン ・ カ スィ ー 


いら れ て いる (アル テバ ガウ ィ ー4:151 参照 )。 雌 和牛 章 178「 キ サー ス 刑 」 


ンチ 


0 25 と う 
Oo JRE t 


シン レ ン ニ イィ イ 和 を ャ ラン ンー ン ンマ イン 
な の し A 


oR 

SoA NG 
a 5 NG 

る ® 
PR I Ay 
NT 


3 ey 002 の 
RENE 
Od 


その 一 方 で 預言 者 * ム 


表面 上 の 類似 点 か ら 同 


彼ら は 現世 で の 猫 予 や 、 現世 へ の 回 帰 を 求め 
家畜 草 27-28、 高 壁 草 53、 イ プラ ー ヒ 
『12、 創成 者 * 章 37、 


ー ム * 章 44、 
赦し 深い お 方 章 11-12、 偽 信 


42. 相談 章 1010 の JI ん 人 バ 


45. また (使徒 * よ ) 、 あ な た は 彼ら が 、 そ と ( 業 
火 ) に 晒さ れる の を 見 る 。 彼ら は 屈辱 ゆえ 
に な す 術 も な く 、 ( 懲 湯 を 、 そ の 恐怖 ゆえ 
に ) ちら ちら と 横目 で 見 る 。 (現世 で ) 信 
仰 し て いた 者 た ち は (これ を 見 て) 言う る 
「 本 当 に ( 真 の ) 損失 者 た ちと は 、 復活 の 
日 * に 自分 ) た ちと その 家族 を て 業火 に 入れ 
る こと に よっ て ) 損ね た 者 た ちの こと 。 に 3 
さ に 不正 * 者 た ち は 、 永 永遠 の 懲 視 の 1 に あ 
る の で は な いか 」。 


46. また 、 役 ら に は (復活 の 日 り 、 ア ッ ラ ー* 
を お いて 彼ら を 助け て くれ る 、 いか な る 
底 護 者 も な い 。 アッ ラー* が (その 者 の 不信 
A 
道 ! も な い の だ 。 


47. (不信 仰 者 * た ちよ 、 ) アッ ラー* か ら そ れ 
を 押 し 戻す 術 の な い (復活 の ) 日 が 来る 前 前 
に 、 あな た 方 の 主 * に (信仰 と 服従 に よっ 
て ) 応え る の だ 。 その | 、 あ な た 方 に は ( 懲 
涯 か ら の ) いか な る 避難 所 も な く 、 あな た 
方 に は いか な る 否認 も な い 2%。 


48. それで 、 た と え 彼 ら が (信仰 か ら ) 背 を 向 
け て も 、 (使徒 * よ 、) われ ら * は あな た を 
彼ら の 監視 役 * と し て 遣わ し た わけ で は な 
い 。 あな た の 使命 は 、 (啓示 の ) 伝達 の み 。 


PD GE ORI 
J$3 i dN 
の ls96 ME の AI 
3 ゴラン アテ 
© saa Ni 


ERLE 
EI (タッ ン ン > ’ 
OPAC EI ND 


32505J Ja こり 
Nr A 
OI A 3 


1 現世 で は 真理 へ と 至る 「 道 」、 来 世 で は 天国 へ と 至る 「 道 」 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 488 


参照 )。 


2 この 解釈 に は 、「 そ の 日 、 彼 ら に 襲い か か る 懲罰 を 否認 


する 者 は いな い 」「 自 分 た ちの 罪 を 


否認 する 者 は な い 」「 い か な る 援助 者 ちな い 」 と いっ た 諸説 が ある (アル = クル トゥ ビー 


16:47 参照 )。 
3 「 監 視 役 」 に つい て は 、 婦 人 章 80 の 訳注 を 参照 。 


42. 相談 章 1011 SA 人 バ 


われ ら * が 人 間 に 、 わ れ ら * の 件 許 か ら 交 天 
を 味わわ せれ ば 、 役 ら は それ 有頂天 に な 
る 。 そ し て も し 悪 が 、 自ら の 手 が 行っ た 
( 悪 ) 事 ゆ え に 彼 ら を 襲え ば (、 彼 ら は 恩 
知ら ず に な る ) 。 本当 に 人 間 は 、 不 信心 こ 
の 上 な い 。 


49. アッラー* に こそ 、 諸 天 と 大 地 の 王 権 は 属す 


る 。 か れ は お 望み の も の を 創 られ る 。 お 望 
み の 者 に は 女 ( 子 の み ) を 接 け られ 、 お 望 
み に な る 者 に は 男 ( 子 の み ) を 授け られ る 
の だ 。 


50. ある い は 、 か れ は (お 望み の 者 に ) 男子 と 


女子 (の 両方 ) を 、 組 み 合わ せ (て 授け ) 
られ る 。 そ し て お 望み の 者 を 、 不 妊 に され 
る の だ 。 本 当 に か れ は 全 知 者 、 全 能 者 で あ 
られ る 。 


OE: ン so 


し Oo WW 
BREA A EE 
oN A 


と 


ン ネ ンー 


ラン < 
AC 9 
© IE ae 3 と 所 る 


51. アッ ラー* が 人 間 に 語り か け 給 うこ と な ど | 世紀 約 So 403 し 2 
は 、 あ り 得 べく も な い 。 し か し 啓示 に よる っ あ あら ひっ お Jo 
も の か 、 ま た は 履い の 向 と うか ら (語り か | ⑧ み 2 っ < 錠 232UE0Zao3b 
けら れる も の ) 、 ある い は 御 使い を 遣わ せ 
か れ の お ね 許し と 氏 に 、 か れ が お 望み の 
こと を 啓 示し 給 う 場 合 は 別 で ある 3?。 本 当 に 
か れ は 、 至 高 の * お 方 、 英 知 あふ れる * お 方 
で あら れる 。 
1 と こと で の 「 慈 悲 」 と は 、 健康 、 豊か な 糧 、 地位 な どの こと (アッ ー サ アァ ディ ー761 頁 参 照 )。 
2 この 「 悪 」 と は 、 病 気 、 貧 因 な どの こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 
3 「 啓 示 に よる も の 」 と は 、 啓 示 を 使徒 の 心 の 中 に 下す こと 。「 棲 い の 向 と うか ら 語 りか ける 」 
と は 、 ム ー サ ー* が 経験 し た よう に 、 見 えな いと ころ か ら 直 接 語り か けら れる こと 。「 御 合 
い を 遣わ せる 」 と は 、 ジ ブリ ー ル * な どの 天使 * を 介し て 、 ア ッ ラ ー* が 語り か ける こと (前 


掲 書 762 頁 参 照 )。 


42. 相談 章 


io2 


の めい ー バ 


52. 


53. 


また ( 尽 言 者 * よ ) 、 われ ら * は その よう に 、 
われ ら * の 命令 に よる 魂 ! を 、 あな た に 啓 
示し た 。 あな た は (それ 以前 、) 啓典 が 、 
そし て 信仰 が 何 か を 、 知 ら な か っ た の だ 。 
し か し われ ら * は それ (クルアーン) を 、 

われ ら * が 望む 僕たち を 導く 、 光 と し た の 

で ある 。 ( 便 徒 * よ 、) 本 当 に あな た は まさ 
し く 、 まっ すぐ な 道 (イス ラー ム り へ と 導 
く の だ 2。 


諸 天 と 大 地 に ある も の (全て ) が 属す る お 
方 (アッ ラー* の 道 へ 。 ア ッ ラ ー* の 御 放 に 
こそ 、 (全て の ) 物事 は 戻り 1 く の で ( あ 
り 、 各 人 は その 行い に よっ て 、 報 い を 受け 
る の で ) は な いか 。 


1 


「 わ れ ら * の 命令 に よる 魂 を 、 あ な た に 啓 


ン 


SO 
ENG 

上 あ 5 eo zo 

© 2 ed sa 


や 、 KR 


示し た 」 と は 、 奇跡 的 な 文体 と 驚異 的 な 構成 か ら 


な る クル アー ン * を 、 か れ が お 望み の 形 で 、 お 望み の 者 に 下さ れ た こと (アル テク ルト ゥ ビ 


ー16:55 参照 )。 こ 


と で 啓示 が 「 魂 」 と 呼ば れ て いる 理 | 


の 訳注 を 参照 。 


IN 


前 者 の 「 導 き 」 は 、「 導 き を 授け る こと 」 で あり 、 
一 方 、 後 者 の 「 導 き 」 は 「 説 明 、 案 内 に よる 導き 」 で あり 、 


に つい て は 、 赤 し 深い お 方 章 15 


アッ ラー* だ け に 可能 な 特別 な 導き の こ 


一 般 的 な 導き の こと ( ア 


テテ シャン キー ティ ー7:21 参照 )。 雌 牛 章 272、 蜜 蜂 音 37、 ユ ー ヌ ス * 章 99-100、 蝶 音 
6 物語 章 56 と その 訳注 も 参照 。 


43. 金 の 装飾 章 


J 1013 NN SN VY 


な 


第 43 章 
金 の 装飾 章 (アッ ニ ズ フ ルフ ) ! 


Sa 


じ ひ 
慈悲 あま ね く * 芝 愛 深き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


ハー・ ミ ー ム 2。 
解明 する 啓典 3 に 碧 う 3 Ce 

本 当 に われ ら * は それ を 、 ア ラビ ア 語 の クル 
アー ン * と し た 。 あな た 方 が (その 意味 を ) 、 
弁 え る こと が 出来 る よう に 。 

そし て 本 当 に それ は 、 われ ら * の 御 許 に ある 
啓典 の 母 4 の 中 で 、 実に 気高く 、 完全 無欠 5 な 
も の な の で ある 。 


一 体 、 あ な た 方 が (不信 仰 に ) 度 を 越し た 
民 だ か ら と いっ て 、 わ れ ら * が あな た 方 へ の 
教 有川 (クル ア ー ン * の 啓 導 示 ) を 見 合わ せ 、 保 
劉 し て お く と いう の か ? 


われ ら * は 昔 の 人 々 に 、 ど れ だ け 多 く の 預言 
者 * を 遣わ し た こと か 。 


1】 


DO NG 


マッ カ * 啓 示 で 学者 間 の 見 解 は 、 ほ ぼ 一 致 。 ス ー ラ * の 名 称 は 、 ア ー ヤ \*35 に 登場 する 「 金 


の 装飾 」 と いう 語 に よる 。 0 ー ン * の 奇跡 性 、 


アッ ラー の 唯一 性 * と 御 力 の 証明 に 始ま 


る が 、 ス ー ラ * の 全体 を 流れ て いる テー マ は 、 2 を 始め と し た 、 ジ ャ ー ヒ リー ヤ * の 迷 
信 の 打破 (だ は ) と 信仰 の 矯正 (きょう せい ) と いう テー マ で ある 。 過 去 の 不信 仰 の 民 * 
と 、 イ ブラ ー ヒ ー ム *、 ム ー サ ー* な ど 、 彼 ら に 遣わ され た 使徒 * た ちの 話 も 、 こ の 流れ で 取 
り 上 げ ら れ た も の 。 最後 は 天国 と 地獄 の 描写 、 不信 仰 者 * た ち に 対す る 警告 に よっ て 締め く 


くら れる 。 


この 文字 群 に つい て は 、 頻出 名 ・ 用 語 解 説 の 「 ク ルアー ン の 冒頭 に 現れ る 文字 群 *」 を 参照 。 
「 解 明 す る 啓典 」 に つい て は 、 ユ ー ス フ * 間 1 の 訳注 を 参照 。 


「 啓 典 の 母 」 と は 、 ク ルアー ン * ま が そこ か ら 写 され た 


「 啓 典 の 原版 」 で ある 、 守 られ し 古 板 


* の こと と (アッ = テ タ バリ ー9:7263 参照 )。 出来事 章 77-78、 星 座 章 21-22 も 参照 。 
「 完 全 無 欠 」 に つい て は 、 ユ ー ヌ ス * 章 1 の 訳注 を 参照 。 


43. 金 の 装飾 章 1014 NN DY 

上 そし て 彼ら の も と に 預言 者 * が 訪れ た 時 は 1 
決ま っ て 、 彼ら は 彼 (預言 者 や の こと を ES 
画 笑 し た も の だ っ た 。 上 

8. それ で われ ら * は 、 彼 ら ! よ り も 強力 な 者 た 2 の お 2 る 3 
ち を 滅ぼし た 。 昔 の 人 々 の 有り 様 は 、 ( 不 DRANG 
信仰 ゆえ の 破滅 と いう 形 で ) 過ぎ 去っ て い 
っ た の で ある 。 

9. (使徒 * よ 、) も し あな た が 彼ら (シル ク | NCE NE EC 
* の 徒 ) に 、 「 諸 天 と 大 地 を 創造 し た の は oO あま いい も の ララ ン イン は 
誰か ? 」 と 尋ね た な ら ば 、 彼ら は きっ と 
(こう ) 言っ た だ ろう 。 「 偉 力 な ら び な 
く *、 全 知 の お 方 が 、 そ れ ら を お 創り に な 
っ た の だ 」 o 

10. (アッ ラー* は 、 ) あな た 方 の た め に 大 地 を ss Ne da 
平坦 に され 、 あ な た 方 の た め に そこ に ( 多 

OrE 3 < を ag 1 
く の ) 道 を お 通し に な っ た お 方 。 あ な た 方 
が 導 ほか れる よう に 、 と 。 

11. また (アッ ラー* は ) 、 天 か ら 適量 の ( 雨 ) Pe eT 
水 を 下さ れ た お 方 。 そ し て われ ら ? は それ DRE EE a 
で 、 死 ん だ 土地 を 生き 返す 。 同 様 に 、 あ 6 ー 
な た 方 は (復活 の 日 *、 死 ん で 砂 と な っ た 
後に 元 通 り に な っ て 、 大 地 か ら ) 出さ れ 
る の で ある 。 

12. また (アッ ラー* は 、 生物 や 植物 に ) あら ゆ 


る 種類 を お 創り に な り 、 あ な た 方 の た め に 
船 や 家畜 と いっ た 、 あ な た 方 が 乗る 者 を 創 
られ た お 方 。 


CY 
ON GR 9 


1 て この 「 役 ら 」 と は 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * の 民 、 つ まり マッ カ * の 不信 仰 者 * た ち ( ム ヤ ッ サ 


ル 489 頁 参照 )。 


2 連続 し た 文章 で の 主語 の 変換 に つい て は 、 食 卓 章 12 の 訳注 を 参照 。 


43. 金 の 装飾 章 1015 NN DY 
13. (それ は ) あな た 方 が その 上 に 乗る た めで か に の る っ 彰 あ ぼう 


14. 


15. 


16. 


17. 


18. 


あり 、 あな た 方 が その 上 に 乗っ た 時 に は 自 

分 た ちの 辛 * の 恩恵 を 思い 起こ し 、 (こう 2 
言う た めで ある 。 「 私 た ち に 、 これ を 仕え 
させ て 下さ っ た お 方 に 、 称え * あ れ 。 私 た ち 
に は 、 それ を 届 従 させ る こ と は 叶 いま せん 
で し た 。 


そし て 本 当 に 私 た ち は 、 私 た ちの 主 * の 御 許 
に こそ 、 まさ し く 戻 り 行く 身 な の で す 」 6 


彼ら (シル ク の 徒 り は か れ (アッ ラー 
に 、 その 僕たち の 内 か ら の 分 ) 身 が ある と 


し た !。 本 当 に 人 間 は 、 紛 れ も な い 不 信心 
者 で ある 。 
いや 、 一 体 か れ (アッ ラー や が 、 ど 自身 が 


お 創り に な る も の の 内 か ら 娘 た ち を お 選 
びに な り 、 あ な た 方 に は 男子 を 特別 に 割り 
当て られ た と ?2? 


彼ら の 内 の ある 者 は 、 自 分 > が 慈悲 あま ね き * 
お 方 ( ア ッ ラ ー ウ に 対し て 璧 え を 挙げ た も 

の の 吉報 * を 告げ られ れ ば 、 (悲し み で ) 意 
気 消沈 し 、 その 顔 は 黒く 上 時 っ て し まう の に 。 


NMN III ES 飾り 立 
て られ つつ 育て られ た 者 * を (、 
の 子 だ な ど と する の か ) ? 


ツジ ー テ 


「 


いい 】 


ww 


(た と ) え 」 に つい て は 、 
4 喋 (し ゃ べ ) る こと も 出来 な い 、 


アー ヤ \16 に ある 通り 、 
ル 490 
この アー ヤ * の 裏 に ある 背景 に つい て は 、 密 蜂 章 57 と その 訳注 を 参照 。 


つま り 、 女児 誕生 の 知ら せ の こと (前 掲 書 、 同 
この 前 の ア ー ヤ * と その 訳注 を 参照 。 


金銀 や 宝石 な ど で 作ら れ た 彼ら の 偶像 の こと を 指し て い 


参照)。 


る と いう 説 も ある (アル テク ルト ゥ ビー16:72 参照 )。 


SM NS EE NS 
CS 


Ey ER 
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る 52 


あう I 
(OCG 


SA 
OA 52 を う りあ 


A IR ES 9 


「 天 使 * た ち は ア ッ ラ ー* の 娘 で ある 」 と いう 言葉 の こと ( ム ヤ ッ サ 


参照 )。「 慈 悲 あ まね き * お 方 に 対し て の 警 


43. 金 の 装飾 章 J/ 1016 NN BD 

19. 彼ら (シルク * の 徒 ) は 、 慈悲 あま ね き * お 方 SN NR I 
(アッ ラー の 僕 で ある 天使 * た ち を 、 女 RE ん Sa 
( 娘 ) と し た 。 一 体 彼ら は 、 彼 ら (天使 "た る 3 を 8 
ち ) の 創造 に 立ち 会 っ て いた と で も ? ( 天 
使 * は アッ ラー* の 娘 で ある 、 と いう ) 彼ら の 
証言 は 書き と め ら れ 、 彼ら は (その こと に つ 
いて 来世 で ) 問わ れる こと に な ろう 。 

20. ま た 、 彼 ら は 言っ た 。「 も し 慈悲 あま ね き | 6b 
* お 方 (アッ ラー や が お 望み な だ っ た ら 、 私 OE 
た ち は 人 彼ら! を 崇め た り は し な か っ た 2」。 
彼ら に は それ に つい て 、 い か な る 知識 も な 
い 。 彼 ら は (根拠 も な く ) 、 た だ 決め つけ 
て いる に 過ぎ な い の だ 。 

21. いや 、 一 体 われ ら が 彼ら に 、 そ れ (クル ア be ER 
ー ン の 以前 に 世 【 を 授け た の で あり 、 彼ら De 
が それ を 遵守 し (、 便 徒 * に 対す る 自分 た 
ちの 主張 の 根拠 と し ) て いる と で も ? 

22、 い や 、 彼 ら は 言っ た の だ 。「 本 当 に 私 た ち | 紀 あ GAgztxs3GBG 
は 、 ご 先祖 様 が 宗教 に 属し て いる の を 見 出 Ok 
し た 。 私 た ち は 、 彼ら の (辿っ た ) 道筋 の 
上 に 、 導 か れ た 者 な の で ある 」。 

23. また 同様 に (使徒 よ 、 ) あな た 以前 、 わ れ | RR IC SS 


ら が 町 に 警告 者 * を 3 言わ し た 時 に は 決ま っ 
て 、 そ の (町 の ) 次 沢 者 た ち は (こう ) 言 
っ た も の な の だ 。 「 本 当 に 私 た ち は 、 と 先 
祖 様 が 宗教 に 属し て いる の を 見 出し た 。 私 
た ち は 、 彼 ら の (辿っ た ) 道筋 を 継ぐ 者 な 
の だ 」。 


1 


「 彼 ら 」 と は 、 天 使 * た ち 、 あ る い は 偶像 の こと (アル テバ ガウ ィ ー4:157 参照 )。 
2 同様 の アー ヤ で ある 、 家 畜 章 148 と その 訳注 を 参照 。 
3 不信 仰 者 * に は 懲 六 が 下る と いう 「 警 告 者 」 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 491 頁 参照 )。 


43. 金 の 装飾 章 ブ 1o7N、 SD 

24. 彼 ! は 言っ た 。「 私 が 、 あな た 方 が 見 出し た I RS 
あな た 方 の 先祖 の も の より も 正しい 導き Ee 
を 携え て 、 あ な た 方 の も と に 到来 し た と し 0 
て も (、 そ うす る の ) か ?」 

25.、 ゆ え に 、 われ ら * は 彼ら に ( 懲 久 で ) 報復 し EE 
た 。 な ら ば 見 て みよ 、 (アッ ラー* の 御 徴 と A 
その 使徒 * た ち を ) 嘘 つき 呼ば わり する 者 た 
ちの 結 未 が 、 いか な る も の だ っ た か を ? 

26. イブ ラー ヒー ム * が 、 彼 の 父 と 民 に (こう ) CA NAA 
言っ た 時 の こと ? (を 思い 出さ せよ ) 。「 本 SxLs 
当 に 私 は 、 あ な た 方 が (アッ ラー* を よそ に ) 
崇め て いる も の か ら 無 緑 で す 。 

27. 但し 、 私 を 創成 され た お 方 * は 別 で す が 。 OSN 
本 当 に か れ は 、 私 を お 導き に な る で し ょ 
うか ら 」。 

28. 彼 (マブ ラー ヒー ム *) は それ * を 、 彼 の 後 ALE IE GS 
( 世 ) に お ける 永遠 の 言葉 と し た 。 (それ Oe 
は ) 彼ら が 、 (不信 仰 か ら 信 仰 へ と ) 戻っ 
て 来る よう に する た めで ある 。 

29. いや (、 使 徒 * よ ) 、 わ れ ら * は それ ら の 者 | 革 光 記入 る 0 
た ちと その 先祖 * を 、 彼 ら の も と に 真理 と OO 2300 
解明 の 使徒 6 が 到来 する まで 、( 現 世に お い 


て ) 楽し ませ て お いた の だ 。 


= 


この 「 彼 」 は 、 


預言 者 * ム ハン マ ド * を 含む 、 使 徒 * た ちの こと 。 言葉 を 向け られ た 相手 


=~ 


よ 、 


アー ヤ \*22・23 の よう な 主張 を し て いた 者 た ち ( ム ヤ ッ サ ル 491 頁 参 照 )。 


to 


イブ ラー ヒー ム * と その 父親 、 及び その 
* 章 42-48、 預 言 者 * た ち 章 52-70、 


3 頻出 名 ・ 用 語 解説 の 「 創 成 者 *」 も 参照 。 


「 そ れ 」 と は 、 


同 頁 参照 )。 


wn 


預言 者 * ム ハン マ ド * の 時 代 の シル ク の 徒 


「 真 理 」 は クル アー ン *、「 解 明 の 使徒 *」 
か に する 使徒 * の こと (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


アッ ラー* 以 外 に 崇拝 * す べき いか な る も の も な し 、 と いう 言葉 (前 掲 書 、 


と 、 そ の 先祖 の こと (前 掲 書 、 
と は 、 人 々 が 必要 と し て いる 宗教 上 の 物事 を 明 ら 


民 の や り 取 り に つい て は 、 家畜 章 74-.82、 マ ル ヤ ム 
詩人 た ち 章 70 一 89、 整 列 者 凍 85-98 も 参照 。 


同 頁 参照 )。 


43. 金 の 装飾 章 J/ 1018 NN テル りー 

30. そ し て 彼ら の も と に 真理 が や っ て 来 た 時 、 bu A 
彼ら は 言っ た 。「 こ れ は 魔術 で あり 、 実に Io 
私 た ち は そ の 否定 者 で ある 」。 

9, また 彼ら は 言っ た 。「 ど うし て この クル FH ERS IIINS 

ー ン * は 、 二 つ の 町 の (いずれ か の ) 偉大 _ 内 Cl 

RE - 

32. 一 体 彼ら が 、 あ な た の 詩 * の ど 慈 悲 を (所 | AHC ス 9D る 39 と っ 誠 
む 者 に ) 割り 当て る と いう の か ? われ ら 前 9 
* は 、 現 世 の 生活 に お ける 彼ら の 生活 (の 糧 ) CE 
を 彼ら の 間 に 割 り 当 て 、 彼 ら が お 互い に 仕 ゴキ レッ アリ 1 
える 身 と な る ? べ く 、 彼 ら の 内 の ある 者 を 別 - 
の 者 より も 高い 位 に 上 げた の で ある 。 
(使徒 * よ 、) あな た の 主 * の ご 慈悲 は 、 彼 
ら が (現世 で ) 集め て いる (つま ら な い ) 
も の より も 善い の だ 。 

33. も し 、 人 々 が (不信 仰 な ) 一 つの 共同 体 と 前 EN 
な っ て し まう の で な けれ ば 、 わ れ ら * は 慈悲 の 入る 
あま ね き * お 方 (アッ ラー* ご 自身 ) を 否定 ES Eo の に うる > 


する 者 の 家 に 、 銀 の 屋根 と 、 彼 ら が そこ へ 
と 昇る 階段 を 与え を た で あろ う 。? 


1 マッ カ * か ター イフ に お ける 、 彼 ら 不 信仰 者 * ら の 目 
ィ ー ル 7:225 参照 )。 具 体 的 に 誰 を 指し て いる か 、 
章 124、 
こと の 「 ご 慈悲 」 は 、 預 言 者 * と し て の 使命 を 指す (前 掲 書 、 同 
各々 の 必要 に お いて 依存 し 合い 、 


IN) 


cw 


物語 草 68 と その 訳注 も 参照 。 


に 偉大 な 者 、 と いう 意味 (イブ ン ・ カ ス 
と いう こと に つい て は 諸説 ある 。 家 畜 


参照 )。 


それ に よっ て 親愛 と 団結 が 生ま れ 、 世 界 は 秩序 立っ た も 


の と な る (アル テバ イダ ー ウ ィ ー5:145 参照 )。 家 畜 章 165「… 高 く 位置 づけ られ た お 方 」 
の 訳注 も 参照 。 


4 この 


「 ご 慈悲 」 の 解釈 に は 、「 預 言 者 * と し て の 使命 」「 天 国 」「 来 世 で の 褒美 」 な どの 諸説 


あり (アル = クル トゥ ビー16:84 参照 )。 家 畜 章 124 と その 訳注 も 参照 。 


5 全て の 人 々 が 現世 へ と 傾倒 し 、 来 世 を 放棄 する こと に よっ て 不信 仰 に 陥 (お ちい ) る の で 


な けれ ば 、 役 ら に 現世 で それ ら の も の を 授け られ た だ ろう 、 


ビー16:84)。 


と いう と と (アル = クル トウ 
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時 IRIS ORE IG 
りか か る 寝台 

35. また 、 金 の 装 生 飾 を 。 そ れ ら 全て は 、 現世 の NE Yom 
生活 の ( 優 い ) 楽 しみ で し か な い 。 そし て @ EA EN 
来世 (の 安寧 ) は あな た の 主 * の 御 許 で 、 散 謀 
な * 者 た ちの た め に ある の で ある 。 

36. 慈悲 あま ね き * お 方 (アッ ラー の 教訓 ( ク を っ の 


が 


38. 


39. 


40. 


ルアー ン *) に 目 を つむ る 者 が あれ ば 、 わ れ 
ら * は その 者 に シャ イタ ー ン "を あて が い 、 彼 
(シャ イタ ー ン $ は その 者 の 相棒 と な ろう 。 


また 、 本当に 彼ら (シャ イタ ー ン ? は 、 彼ら 
(教訓 に 目 を つ お る 者 ) の こと を (真理 の ) 
道 か ら 、 ま さ し く 前 む の で ある 。 彼ら は 、 自 
分 た ち が 導 か れ た 者 だ と 思っ て いる の だ が 。 
や が て 彼 (教訓 に 目 を つむ る 者 ) は (復活 
の 日 *、 清 算 の た め に ) われ ら * の も と に や 
っ て 来る と 、 (相棒 に 、 こ う ) 言う 。「 あ 
あ 、 私 と あな た の 間 に 、 東西 (ほど ) の 隔 
た り が あっ た ら よ か っ た の に ! (あな た 
は ) 何と 梗 悪 な 相棒 で あろ うか 」。 


この 日 、 (現世 で シル ク * と いう ) 不正 * を 
(共に ) 働い た ゆえ 、 あな た 方 が 懲罰 の 中 

で 一 緒 に な っ て も 、 そ の こと が あな た 方 を 
益 す る こと は な い 。 


一 体 (使徒 * よ )、 あ な た は 骸 に 聞か せ 彰人 
! と 明らか な 迷い の 中 に ある 者 を 和紙 < く 2 と 
いう の か ? 


OPES 


Ry 


⑮ ご こつ SN 


HFN SEIT A EN M6 
Saas 


1 この 「 査 」 と 「 育 人 」 に つい て は 、 雌牛 章 7、18、 家畜 章 50、 雷鳴 章 16、 フ ー ド * 章 20、 
24 と その 訳注 も 参照 。 


2 この 「 導 き 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 272 と その 訳注 を 参照 (イブ ン ・ カ スィ イー ル 7:228 参照 )。 


43. 


金 の 装飾 章 1020 NN、 Ni 


41. 


42. 


43. 


44. 


45. 


(使徒 * よ 、) も し 、 われ ら * が あな た を (、 
不信 仰 の 民 * に 対す る 勝利 の 前 に ) 他 界 さ せ 
た と し て も 、 本 当 に われ ら * は (来世 に お け 
る ) 彼ら へ の 報復 者 で ある 。 


ある い は 、 わ れ ら * が 彼ら に 約束 し た も の ! 
を あな た に 見 せ て や る と し て も 、 本 当 に わ 
れ ら * は (早かれ 遅かれ 、) 彼ら を 堂 握 す 
る 者 な の だ 。 


な ら ば (使徒 * よ ) 、 あ な た に 啓示 され た 
も の を 固守 せよ 。 本 当 に あな た は 、 ま っ 
すぐ な 道 (イス ラー ム ① の 上 に ある の だ 
か ら 。 


また 、 相当 に それ (クル アー シ ウ 9 は まさ し 
く 、 あ な た 方 と あな た の 民 に 対す る 栄 准 な 
の だ 。 あ な た 方 は (その こと に 関す る アッ 
ラー* へ の 感謝 と 、 その 実践 に つい て ) 問わ 
れる こと と に な ろう 。 


また (使徒 * よ 、) われ ら * の 使徒 : た ちの 内 、 
われ ら * が あな た 以前 に 遣わ し た 者 た ち ( の 
信徒 で ある 盛 典 の 民 (に 、 き 尋ね て みよ 。 
体 わ れ ら * が 、 慈 井 あま ね き * お 方 ( ア ッ ラ 
ー*) を よそ に 崇め られ る 神々 $ を 設け た の 
か 、 と 。 


1 


(4:162 参照 )。 


ン ン 、 イン ン ミン ンー 


も つう を 266 9632 


ッ ン 一 


EE EN EN 


レイ イッ クー 2 
OI I I 


RAAT 


RE EN PIG 


アル テバ ガウ ィ ー* に よれ ば 、 大 半 の 解釈 学者 は これ を バド ル の 戦い * の こと と し て いる 


2 クル アー ン * は 預言 者 * ム ハン マ ド * の 民 の 言葉 で 下っ た の で あり 、 それ ゆえ に 彼ら は それ 
対す る 最も よき 理解 者 ・ 実 践 者 た る べき で ある 。 そ の 意味 で クル アー ン * は 彼ら へ の 「 栄 蒼 」 


な の で あり 、 よ き 先 人 で あっ た ム ハ ー ジ ルー ン * の 精鋭 た 


ち 、 彼ら と 同様 の 者 た ち 、 彼ら を 


踏 (と うし ゅ う ) し た 者 た ち は そ の 好例 で ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:229 参照 )。 預 言 
者 * た ち 章 10、 信 仰 者 た ち 章 71 と その 訳注 も 参照 。 
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「 神 々 」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 


43. 金 の 装飾 章 1021 OY 


46. われ ら * は 確か に ムー サー* を (、 彼 の 正 し EIC ELE 


さ を 示 す ) われ ら * の 御 微 ! と 共 t に 、 フ ィ ル | oo の 5 

アウ ン * と その 有力 者 た ち に 遣わ し た 。 そ し 
て 彼 (ムー サー?) は 、 言っ た の だ 。「 本 当 
に 私 は 、 全 食 造物 の 主 * の 使徒 * な の で す 」 。 


47.。 それで 彼 (ムー サー や が 、 われ ら * の 御 微 を OOGLE PE 


携え て 彼ら の も と に 到来 する と 、 どう だ ろ 
うか 、 彼 ら は それ ( 御 微 ) を 笑い 飛ば し た 。 


48. ま た 、 わ れ ら * が 彼ら に 御 徴 を 見 せる 時 、 に ECC 
それ は 決ま っ て それ に 先行 する も の より NTA 
も 大 き な も の と な っ た 。 そし て われ ら * は 、 @5 あ る 


俊 ら を 馬 で 反 ら えた の で ある 。 彼ら が 、 
(不信 仰 か ら 信仰 へ と ) 戻る よう に と 。 


49. 彼ら (フィル アウン * た ち ) は 、 (ムー サー | 1eecu35GPeCW25 


* に 向かっ て ) 言っ た 。「 魔 術 師 よ 、 私 た A OC 
ちの た め 、 あな た の 主 * に 、 か れ が あな た に _ 
約束 され た も の ? で 祈っ て くれ 。( そ うす れ 
ば 、) 本 当 に 私 た ち は 必 ず 、 導 か れ た 者 
と な る か ら 」。 


50. それ で われ ら * が 彼ら か ら 懲 六 を 取り 除け IE 


51. 


て や る と 、 ど う で あろ う 、 彼ら は (約束 を ) 
破る の だ 。 


フィ ルアウ ン * は 、 自 分 の 民 に 呼び か けた 。 
彼 は 言っ た 。「 我 が 民 よ 、 私 に こそ エ ジ プ 
ト の 王権 は 属し 、 これ ら の 河川 は 私 の ( 宮 
殿 の ) 下 か ら 流 れ て いる の で は な いか ? 
一 体 、 あ な た 方 は ( 我 が 偉大 さと 、 ム ー サ 
* の 無力 さ を ) 見 な い の か ? 


1 


3 


その 筆頭 が 、 九 つの 奇跡 ( 夜 の 旅 章 101 の 訳注 を 参照 ) で ある (アル = クル トゥ ビー16:97 参照 )。 
同様 の 情景 の 描写 と し て 、 高 壁 章 133-136 も 参照 (ヘム ヤ ッ サ ル 493 真 参照 )。 

当時 、 魔 術 師 の 地位 は 高く 、 人 々 の 尊 散 を 集め る 存在 だ っ た と され る (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 
「 約 束 さ れ た も の 」 に つい て は 、 高 壁 章 134 の 訳注 を 参照 。 


43. 金 の 装飾 章 グ 】022 い た うり EYE 
52. い や 、 私 の 方 が 、 取 る に 足ら ず (言葉 の ) A NEA 
説明 も まま な ら な い ! こ の 者 より も 、 優 れ て OR 


53, 


54. 


55. 


56. 


57. 


58. 


いる の で は な いか ? 
(ムー サー* が 本 当 の こと を 言っ て いる ) な 


どう し て 彼 に は 金 製 の 腕 (st 
た り 、 彼 と 共に 天使 * た ち が 連 な り 合 


し (、 彼 の 正 し さ を 証言 し ) 0 
な い の か ?」 


そし て 彼 ( フ ィ ル アウ ン リ ) は 、 その 民 を 無 
知 へ 追 自 い や っ て 迷 亡 へ と 招き 、 自分 ) に 従わ 
せ た 。 本 当 に 彼ら は 、 放 逸 な 民 だ っ た の だ 。 


それ で 彼ら が ( 反抗 と 不信 仰 に よっ て ) 
われ ら * を 恒 ら せ た 時 、 われ ら * PR 
報復 し 、 彼ら を 皆 、 消 れ させ た の で ある 。 


I 後世 の (同様 の ) 
者 た ち へ の 先駆 と 、 壁 えと し た 。 


また 。、 マル ヤム * の 息子 (イー サー*) が 壁 え 
と し て 挙げ られ れ ば 、 どう で あろ う 、 あな た 
の 民 は その こと で (喜ん で ) ど よ めく 。3 


そし て 、 彼 ら は 言っ た 。「 一 体 、 私 た ちの 
神々 が より 優れ て いる の か 、 それ と も 役 
(イー サー*) か 彼ら は 議論 の た め に 、 
あな た に 対し て 彼 を ( 警 え に ) 挙げ た に 刀 
ぎ な い 。 い や 、 彼 ら は ( 虚 詞 に よっ て ) 議 
論 す る 民 な の で ある 。 


レン 


I ST 
OAR 


ES ER 
(69 a 


ンー ン ン で 


GE A si 


rr 


CN EG RS 


1 詳し く は ター・ ハ ー 章 27 と その 訳注 、 詩 人 た ち 章 13 を 参照 。 


w NM 


この 
一 説 に 、 


圭 の 様子 に つい て は 、 ユ ー ヌ ス * 章 90.92、 ター・ ハ ー 章 77-78、 詩 人 た ち 章 61-66 も 参照 。 
この アー ヤ * と 後続 の アー ヤ * は 、 預 言 者 * た ち 章 の アー ヤ *98 が 下っ た 時 、 


シル ク 


の 徒 * が イー サー* ら に つい て 議論 し た こと に つい て 下っ た と され る ( ム ヤ ッ サ ル 493 頁 参 
照 )。 詳 し く は 預言 者 * た ち 章 101 の 訳注 を 参照 。 


つま り 、 彼ら が アッ ラー* の 娘 と し て 崇め て いる 天使 
在 で あり 、 ゆ え に 天 使 * た ち は イ ー サ ー*\ よ り も 崇拝 * に 値する 、 と いう 
ミー14:5278-5279 参照 )。 


記 た ちの 方 が 、 イ ー サ ー 


* よ り 優れ た 存 
こと と (アル テカ ー ス 


43. 人 金 の 装飾 章 


J/1023 


eis 


59. 


60. 


61. 


62. 


63. 


彼 (イー サー は われ ら * が 中 恵 恵 を 授け 、 
イス ラー イー ル の 子 ら * へ の 堅 え ? と し た 、 
一 人 の 僕 に 過ぎ な い 。 


も し われ ら * が 望め ば 、 わ れ ら * は あな た 方 
(人 類 ) の 代わ り に 地上 で (の 物事 の 管理 
を ) 継承 する 、 天 使 * た ち を も うけ た だ ろ 
33。 

そし て 本 当 に 彼 (イー サー や は まさ し く 、 
(復活 の ) その 時 の 知識 {で ある 。 な ら は ば 、 
それ (復活 の 日 ) を 疑わ し く 思わ ず 、 私 
に 従う の だ 。 これ が (天国 へ と 続く ) まっ 
すぐ な 道 な の で ある 。 


まな 決し て シャ イタ ー ン * に 、 あな た 方 を 
(私 へ の 服従 か ら ) 明 ま せ て は な ら な い 。 
彼 こ そ は あな た 方 に 対す る 、 紛 れ も な い 敵 

な の だ か ら 。 


イー サー* が 明 証 5 を 携え て (イラ ブラー イ = 
ル の 子 ら * の も と に ) 到来 し た 時 、 彼 は 言っ 
た 。 「 私 は 確か に 、 英知 6 を 携え て あな た 
方 の も と に 到来 し た 。 そし て あな た 方 に 、 
あな た 方 が (宗教 に お いて ) 意見 を 異 に し 


いい 】 


ww 


崇拝 


この 「 因 恵 」 と は 、 預 言 者 * と し て の 使命 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 493 
アッ ラー* の 御 力 を 示す 御 微 と 、 


「 あ な た 方 人 類 の 内 か ら 天 使 を * も うけ 、 彼 ら を 地上 に 人 
* に 値する 栄 癒 で は な いこ と を 教え た で あろ う 」 と いう 解釈 も ある (アル = クル トゥ ビ 


訓 戒 と し て の 「 冊 ( た と 


ー16:105 参照 )。 


た 


3)| 


の 


末 世 に イー サー* が この 世に 降臨 (こう りん ) する こと は 、 
拠 で ある 、 と 言う 意味 ( ム ヤ ッ サ ル 494 


この 解釈 に は 「 奇 跡 」「 福 る 
5:151 参照 ) 


この 「 英 知 」 の 解釈 に は 、「 奇 跡 」 


参照 )。 


*」「 明 


ル ニ テク ルト ウゥ ビー16:107-108 参照 )。 


OCS IGE 


ャ ィ イ ーー 
ぞい め プン 
みみ Sb 
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te ェ ン 
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参照 )。 


) え 」( 前 掲 書 、 同 頁 


参照 )。 


キキ まわ せ 、 天 使 * が 天 に いる こと が 、 


復活 の 日 * が ある こと を 示す 証 


な 法規 定 」 な どの 諸説 が ある (アル = バイ ダー ウィ ー 


「 福 音 *」「 預 言 者 * と し て の 使命 」 な どの 諸説 が ある ( ア 


43. 金 の 装飾 章 1024 つみ 5 りー 
て いる 、 い くつ か の こと を 明らか に する た 
め !。 ア ッ ラ ー * を 長 れ *、 私 に 従う の だ 。 

64. 本 当 に アッ ラー* こ そ は 我 が 主 * で あり 、 あ EY 
な た 方 の 主 *。 な ら ば 、 か れ を 上 崇拝 * せ よ 。 OE 
これ が まっ すぐ な 道 な の だ か ら 」 o 

65. それから (イー サー* に 関し ) 、 彼ら の 間 で rN 
派閥 が 意見 を 異 に し た ?。 それ で (イー サー | @ る 
* に 神 性 を 認め る と いう ) 不正 * を 働い た 者 
た ち に 、 (復活 の ) その 日 の 痛ま し い 懲 衣 
の 災い あれ 。 

66. ー 休 彼ら は (復活 の ) その 時 が 、 気 付か EIN ss 
ぬ 内 に 突然 、 彼ら の も と に や っ て 来る の を 6 る 
NR 

67. (不信 仰 と 罪 に お ける ) 親友 た ち は その J a I 3 
日 、 お 互い に 敵 と な る 。 但し 、 敬 席 な * 者 た る っ 
ち は 別 (で 、 そ の 親愛 は 永遠 ) だ が 。 

68. ( 敬 虎 な * 者 た ち に は 、 こ う 言 われ る 。) 「 わ 2 た Yo5 
が 僕たち よ 、 こ の 日 あな た 方 に 怖 れ は な 2 
< 悲し ず こ と も な い 3」 O 

69. (彼ら は ) われ ら * の ( 秒 典 と 使徒 と いう ) esd 
御 微 を 信じ 、 服従 する 者 (ムスリム 3 だ S$ つう 
っ た 者 た ち 。 

70. (また 、 彼 ら に は こう 言わ れる 。) 「 あ な | ⑧ つ と る SR 


た 方 と あな た 方 と 同様 の 者 た ち * は 、 喜 悦 を 
授け られ て 天国 に 入る が よい 。 


= 


た (アッ ニー サ ア ディ ー768 
マル ヤム * 章 37 の 訳注 も 参照 。 


いい) 


イー サー* は ムー サー* の 法 、 つ まり トー ラー* の 法規 定 を 完遂 (か ん すい ) すべ く 、 到 来 し 
参照 )。 イ ムラ ー ン 家 章 50 も 参照 。 


3 「 怖 れ は な く …」 に つい て は 、 雌 和牛 章 38 の 訳注 を 参照 。 
妻 、 子供 、 友人 な どの 内 、 彼ら と 同様 の 行い で あっ た 者 た ちの こと (アッ = ニ サ アァ ディ ー769 


加 4 


提 参 照 )。 


43. 金 の 装飾 章 1025 NN PU 
71. 彼ら に は 、 金 の 忠 (に 載っ た 食事 ) と ( 金 RII gE 
の ) 杯 (に 盛 ら れ た 飲み 物 ) が 回 され る !。 TL EG 
また 、 そ こ に は 心 が 和 欲し 、 眼 を 喜ば せる あー 
物 が あり 、 あ な た 方 は そこ に 永遠 に 留 ま 
る の だ 。 

72、 そ し て それ は 、 あ な た 方 が (現世 で ) 自分 | GS 
た ち が 行 っ て いた こと ゆえ に 引き 継が さ @? を 3 
れ た 2、 天 国 で ある 。 

73.、 そこ に は あな た 方 に 沢山 の 果実 が あり 、 あ | @⑧ 5 る GER SCS 
な た 方 は そこ か ら 食 べ る の だ 」。 

74. 本 当 に (不信 仰 を 犯し た ) 罪 上 者 た ち は 、 | 
地獄 の 微 久 の 中 に 永遠 に 留まる 。 

75. それ が 彼ら に 対し て 鎮め られ る こと は な OAI て 

く 、 彼 ら は そこ で 落胆 する 。 

76. われ ら * が ( 懲 軸 に よっ て ) 彼ら に 不正 * を | @⑳ouNh 人 8 と を 2C3 
働い た の で は な い 。 し か し 彼ら こそ が 、 ( シ 
ルク * と 預言 者 * へ の 不服 従 を 犯す ) 不正 * 

者 だ っ た の だ 。 

77. 彼ら は 呼ぶ 。「 マ ー リ ク よ 、 あ な た の 主 * | 56286E 9965355 
に 、 (私 た ち が 苦 し みか ら 休め る よう 、) る 
私 た ちの 息の根 を 止め させ て くれ 」。 彼 ( マ 

ー リ ク ) は 言う 。 「 実 に あな た 方 は 、 ( 永 
遠 に そこ に ) 留まる 身 な の で ある 」。* 

1 天国 の 民 の 食べ 物 と 飲み 物 に つい て は ヤー・ ス ィ ー ン 章 57、 整 列 者 章 45-.47、 サ ー ド 章 51、 
詳細 に され た 章 31、 煙 霧 章 55、 ム ハン マ ド * 章 15、 山 章 22、 慈 悲 あ まね き * お 方 章 52、 
68、 出 来 事 章 17-21、 真 実 章 23、 人 間 章 5-6、14、17-18、21、 送 られ る も の 章 42、 消 
息 章 34、 量 を 減ら す 者 た ち 章 25-28 な ども 参照 。 
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大 
「 マ ー リ ク 」 は 、 地獄 の 番 人 の 名 ( ム ヤ ッ サ ル 495 頁 


還 | 


を 「 引 き 継 が され た 」 と いう 表現 に つい て は 、 マ ル ヤ ム * 章 63 の 訳注 を 参照 。 


参照 )。 赦し 深い お 方 章 49 も 参照 


43. 金 の 装飾 章 1026 た うり つう 


78. われ ら * は 確か に 、 あ な た 方 に 真実 を も た ら 
し た 。 し か し あな た 方 の 大 半 は 、 真 実 を 嫌 
う 者 だ っ た の だ 。 1 


79. い や 、 一体 彼ら は (真理 に 対す る 策謀 を 、 ) 
万 全 に 準備 し た と いう の か ? だ と し て 
も 、 わ れ ら * こ そ が (彼ら へ の 懲 信 を 、) 
万 全 に 準備 する 者 な の で ある 。 


80. いや 、 a: 本 当 に われ ら * が 彼ら の 
秘密 も 、 彼 ら の 密談 も 聞い て は いな いと 思 
oe いや 、 わ れ ら * の 使い た ち 
2 は われ ら * の も と で 、 (彼ら の 全て の 行い 
を ) 記録 し て いる と いう の に 。 


81. (使徒 * よ 、 シ ルク * の 徒 に ) 言う の だ 。「 も 
し (、 あな た 方 が 思い 込ん で いる よう に ) 、 
慈悲 あま ね き * お 方 ( ア ッ ラ ー ツ に 御子 が 
あっ た と し た ら 、 私 が (その ) 崇拝 * 者 の 先 
駆け だ っ た だ ろう 3| 


82. 彼ら が 言 うこ と か ら ( 無 緑 な 、 ) 諸 天 と 大 
地 の 皇 * 御座 4 の 主 * に 、 称え * あ れ 。 


83. な ら ば (使徒 * よ ) 、 彼ら を 放っ て お け 。 ( そ 
うす れ ば ) 彼ら は 、 自分 けた ち が ( 懲 視 5 を ) 


約束 され て いる 日 に 遭遇 する まで 、 ( 岸 宴 


の 中 に ) の め り 込み 、 (宗教 に お いて ) 戯 
れる で あろ う 。 
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この 言葉 は 、 ア ッ ラ ー* の も の と も 、 天 使 * た ちの も の 、 と も 言わ れる 。 ま た 地獄 の 民 の み 


な ら ず 、 ク ライ シュ 族 * に 向け て 語ら れ て いる 、 と も され る (アブ ー・ ハ イヤ ー ン 8:2 参照 )。 


tv 


も 参照 。 


ww 


人 間 の 行い を 記録 する 天使 た ちの こと ( ム ヤ ッ サ ル 495 頁 参照 )。 雷 鳴 章 11 と その 訳注 


も ちろ ん 、 そ の よう な こと は 過去 に も 未来 に も あり 得 な いこ と で ある (前 掲 書 、 同 真 参照 )。 


同様 の アー ヤ * と し て 、 預 言 者 * た ち 章 17、 集 団 章 4 と その 訳注 も 参照 。 


「 御 座 」 に 関し て は 、 高 壁 章 54 の 訳注 を 参照 。 


た 


m 


この 「 懲 罰 」 は 現世 の も の 、 来世 の も の 、 ある い は その いずれ も と な りら 得 る (前 掲 書 、 


員 参 照 )。 
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43. 金 の 装飾 章 1027 D-NY 

84. かれ (アッ ラー は 天 で ( 真 に ) 崇拝 さ | 乱 。 交 5 移 贅 20e 和 5 
れる べき (唯一 の ) お 方 で あり 、 大 地 で ( 真 OS 
に ) 崇拝 * され る べき (唯一 の ) お 方 。 か れ 
は 英知 あふ れる * お 方 、 全 知 者 で あら れる 。 

85. ま た 、 諸 天 と 大 地 、 そ し て その 間 の (全て | 35 
の ) も の の 王権 が 属し 、 そ の 御 許 に (復活 GENE IC ER 
* の ) その 時 の 知識 が あり 、 か れ に こそ あな 2 
た 方 が 戻り 行く お 方 (アッ ラー? は 、 祝福 
に あふ れ た お 方 よ 。 

86. 彼ら (シルク の 徒 ) が 、 かれ (アッ ラー ツ | oto あっ し 90335 
を よそ に 祈っ て いる 者 た ち は 、 執り 成 し ' を KC4GWr や LN 
有 し て いな い 。 但 し 、 知 識 と 共に 、 真 理 を RS 
証言 する 者 ? は 別 だ が 。 

87. (使徒 * よ 、 ) も し も あな た が 彼ら に 、 誰が 彼 Pe EC RN 
ら を 創っ た の か と 尋ね た な ら ば 、 彼 ら は 必ず @⑧6% る 
や (こう ) 言っ た こと だ ろう 。 「 ア ッ ラ ー* 
で ある 」 s で は 、 どう し て 彼ら は (アッ ラー* 
だ け を 崇拝 * す る こと か ら ) 背 か され る の か ? 

88. ま た 、「 我 が 主 * よ 、 本 当 に これ ら の 者 た ち | @⑧5 あ 的 部 5、 ら 当 
は 信じ な い 民 な の で す 」 と いう 彼 (預言 者 * / 
の 言葉 も (、 ア ッ ラ ー* は ご存知 で ある ) 。 

89. な ら ば (使徒 * よ ) 、 彼 ら を 見 逃し て や り 、| O62 
「 (私 が すべ き は ) 平安 で ある “」 と 言う の 
だ 。 彼ら は や が て (自分 た ち が 遭 遇 する 
試練 と 懲 を ) 知る で あろ う 。 

1 復活 の 日 * の 「 封 り 成 し 」 に つい て は 雌牛 章 48、 マ ル ヤ ム * 章 87、 タ ー・ ハ ー 章 109 と そ 

の 訳注 を 参照 。 
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w 


ある (イブ ン ・ 
つま り 、 


た 


「『 我 が 主 * よ 』 と いう 彼 の 言葉 


アー シュ ー ル 25:273 参照 )。 


アッ ラー の 唯一 性 * と ムハンマド * の 預言 者 * 性 を 、 そ の 真実 性 を 知っ た 上 で 証言 する 者 の こ 
と ( ム ヤ ッ サ ル 495 頁 参 照 )。 


こ 誓 っ て 、 本 当 に これ ら の 民 は …」 と いう 、 文法 的 解釈 も 


彼ら か ら 安 全 な 状態 で あり 、 か つ 彼 ら と の 平穏 (へ い お ん ) な 状態 を 保つ こと ( ア 
ッ テ シ ャ ウ カ ー ニ ー4:742 参照 )。 


44. 煙 邑 章 1028 BA 4 


直 寺 起ち まね く - 灯 深き * SIN, ふう 
アッ ラー* の 御名 に お いて 
AA or 
2. 解明 する 啓典 3* に 坂 っ て 。 RA 
3. 本 当 に われ ら * は 祝福 あふ れる ( 券 れ の ) 夜 * は 人 CECGAI1 
に 、 それ を 下 し た 。 われ ら * こ そ は 、 も と より も こら 
(使徒 * を 遣わ し 、 啓 示 を 下す ) 警告 者 な の だ 。 
4 あら ゆる 的 確 な 物事 は そこ で 、 決定 され る 。 ^ OS SR 
5. われ ら * の 御 許 か ら の 命令 と し て (、 決 定 さ IO が WI あの 


れる ) 。 わ れ ら * こ そ は も と より 、 (使徒 * 
た ち を その 民 に ) 遣わ す 者 。 


6 (使徒 よ 、) あな た の 主 * か ら の ご 慈悲 と し ③ ょ HDSL35 み たら 
て (、 使 徒 * た ち は 遣 わ さ れ る の だ ) 。 本 当 
に か れこ そ は 、 よ く お 聞 き に な る お 方 、 全 


知 者 で あら れる 。 
i その 間 に あ る も の の 主 (か ら | EG weN ox NS 
ご 慈悲 と し て ) 。 も し 、 あ な た 方 が ( そ Dr 


の こと を ) 確信 する 者 だ っ た の な ら (、 ア 
ッ ラ ー* を 信じ よ 。) 


1 マッ カ * 啓 示 。 ス ー ラ * の 名 称 は 、 ア ー ヤ *10 に 登場 する 「 煙 霧 」 と いう 語 に よる 。 ク ル ア 

ー ン * の 啓示 、 ア ッ ラ ー の 唯一 性 *、 死 後 の 復活 の 確証 が 主 な テー マ で あり 、 そ れ に 対す る 

不信 仰 者 * ら の 反応 が 描写 され る と 共に 、 彼 ら に 警告 が 向け られ る 。 ム ー サ ー* と フィ ル ア 
ウン * の 話 も 、 そ の 流れ で 取り 上 げ ら れ た も の 。 ス ー ラ * 後 半 で は 、 来 世に お ける 信仰 者 と 

不信 仰 者 * の 行き 先 が 、 対 照 的 に 描か れる 。 

この 文字 群 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 用 語 解説 の 「 ク ルアー ン の 冒頭 に 現れ る 文字 群 *」 を 参照 。 
「 解 明 す る 啓典 」 に つい て は 、 ユ ー ス フ * 章 1 の 訳注 を 参照 。 

准 れ の 夜 に 、 そ の 一 年 間 に お ける 物事 の 期限 や 得 に つい て の こと な ど 、 的 確 に 定め られ た 

全て の と と が 、 守 られ し 碑 板 * か ら 、 筆 記者 で ある 天使 * た ち へ の も と へ と 写 さ れる ( ム ヤ 
ッ サ ル 496 頁 参 照 )。 
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13. 


14. 


か れ の 処 に 、 避 拝 * す べき いか な る も の も な 
い 。 か れ は 生 を 与え られ 、 死 を 与え られ る 
お 方 。 あな た 方 の 主 * と 、 あ な た 方 の 昔 の 先 
祖 の 皇 * で ある 。 

いや 、 彼ら (シル ク の 徒 う は 疑念 の 
れ て いる 

な ら ば (使徒 * よ ) 


た わせ 


、 天 が 明らか な る 煙霧 を 


も た とら す 日 を 待て 
それ (煙霧 ) は 人 々 を 包み 込む な 。 (そし て 
彼ら に は 、 こ う 言 われ る ) 。「 こ れ が 痛ま 


し い 懲 罰 だ 」。 


(する と 彼ら は 言う ) 。「 我 ら が 皇 * よ 、 私 
た ちか ら 懲 久 を 取り 除い て 下さ い 。 本 当 に 
私 た ち は 、 (あな た を ) 信じ る 者 と な り ま 
すか ら 」。 3 


(この 期 に 及 ん で 、) どう し て 彼ら に 教訓 
な ど あ ろう か ? 彼ら の も と に は 解明 の 
使徒 3 (ムハンマド や が 確か に 到来 し た と 
いう の に 。 


それ か ら 彼 ら は 彼 (使徒 か ら 立ち 去り 、 
っ た の だ 。 「 ( ム ハ ン マ ド * は 使徒 * な ど で は 
な く 、) 教授 され た 者 *、 縛 か れ た 者 ? で ある 」。 


ll 


= 


た 時 、 余 り の 飾 え で 見 えた 、 幻 覚 の 煙 」 と いう 説 以 外 に 
いう 説 も ある (アッ テー サ ァ アァ ディ ー771 頁 参 照 )。 


3 人 々 に 必要 な 宗教 的 ・ 現 世 的 諸事 を 明 


テン クー I 
ら う かう ジコ LAN 
DAK 


パ イン シィ ン ッ ンター つき 3 
CS や NYA 


OFAN EEL 


この 「 煙 霧 」 の 解釈 に は 、「 預 言 者 * の 祈り に よっ て クラ イシ ュ 族 * を 人 錠 伴 (きき ん ) が 襲っ 


も 、「 復 活 の 


日 * の 予兆 の 一 つ 」 と 


「 懲 入 」 は 取り 除 か れ た が 、 役 ら は 約束 どおり 信仰 者 と は な ら な か っ た ( ム ヤ ッ サ ル 496 


= 
参照 )。 


に する 「 使 徒 


4:746 参照 )。 


F 


い 師 、 シ ャ イタ ー ン * な どの 他人 か ら 、 教 授 さ れ た 者 と いう 


照 )。 家 畜 章 105、 蜜 蜂 草 103、 識 別 章 4-5 も 参照 。 
アル テヒ ジュ ル 章 6「 濃 か れ た 者 」 の 訳注 も 参照 。 


[31 


E*」 の こと と (アッ = テ シ ャ ウ カ ー ニ ー 


こと ( ム ヤ ッ サ ル 496 


潮 


44. 煙霧 章 /1030 NN SE 4 

15. 実に われ ら * は 少し の 間 、 (あな た 方 か ら ) 失 | @ ら AE 多 3E UV 
削 を 取り 除 こう 。 本 当 に あな た 方 は 、 (不信 
仰 と 迷 妄 へ と ) 回 帰す る 者 と な ろう か ら 。 

16. われ ら * が (全て の 不信 仰 者 * を ) 、 最 大 の 制 | ©6229 
圧 に よっ て 制圧 する (復活 * の ) の こと (を 
思い 起こ せ )。 本 当 に われ ら * は 報復 者 な の だ 。 

17。 わ れ ら * は 確か に 彼ら 以前 、 フ ィ ル アウ ン * | 830 の ジラ 
の 民 を 試練 に か けた 。 そし て 彼ら の も と に は あん 60 ち 
高貴 な 使徒 * (ムー サー*) が 到来 し た の だ 。 

18. (ムー サー* は 彼ら に 言っ た 。 ) 「 ア ッ ラ ー Cd 
* の 僕たち (イス ラー イー ル の 子 ら ちらり を 、 る 
私 に お 渡し 下さ い !。 本 当 に 私 は 、 あな た 方 
へ の 誠実 な 便 徒 * な の で す 。 

19. そし て (私 を 否定 する こと で ) 、 ア ッ ラ ー 送ら を cai 
^ に 対し て 思い 上 が り ま せん よう 。 本 当 に 私 - Os 
は あな た 方 に 、 紛 れ も な い 明 証 2 を 携え て 
来 た の で すか ら 。 

20. また 本 当 に 私 は 、 我 が 主 * と あな た 方 の 主 * (で の っ 2 人 82 め ら る 
ある アッ ラー に 、 あな た 方 が 私 を ( 石 で ) 
打ち 殺す こと 3 か ら の ご 加護 を を いま し た 。 

21. そ し て 、 も し 私 を 信じ な い の な ら 、 私 の こ DE TS 
と を 放っ て お いて 下さ い 」。 

22. (し か し 彼ら は ムー サー* を 、 放 っ て は お か SS 


な か っ た 。 ) それ で 彼 (ムー サー*) は 、 . 彼 
の 主 * に 祈っ た 。 これ ら の 者 た ち は 、 罪悪 の 
民 な の で す 、 と 。 


1 つま り ア ッ ラ ー* だ け を 崇拝 * す る べく 、 私 と 共に 行か せ て 下さ い 、 
ル 496 頁 参 照 )。 同 様 の くだ り と し て 、 


ち 章 16-17 も 参照 。 
2 この 「 紛 れ も な い 明 証 」 に つい て は 、 婦 人 章 153 の 同 語 に 関す る 訳注 を 参照 。 
「( 石 で ) 打ち 殺す こと 」 に つい て は 、 フ ー ド * 章 91 の 同 語 に つい て の 訳注 も 参照 。 


3 


と いう こと ( ム ヤ ッ サ 


高 壁 章 105 と その 訳注 、 タ ー・ ハ ー 章 47、 詩 人 た 


a ci 0 a 
23. な ら ば (ムー サー* よ 、 信仰 し た ) わが 僕 た CEI 


24. 


25:; 


26. 


27. 


28. 


29、 


30. 


31, 


ちと 共に 、 夜 に 旅 立 て 。 実 に あな た 方 は 、 
(フィ ルアウ ン * と その 民 か ら ) 追 われ る 身 


と な ろう 。! 


そし て 海 を (閉じ ず に 、 割 れ て ) 2 空い た ま 
i 本 当 に 彼ら は 、 溢 れる 軍勢 な の 
だ か ら 。 


彼ら は 一 体 、 ど され だ け の 果樹 園 と 泉 を 残し 
(て 滅び ) た の か ? 


また 作物 と 、 魔 A 


そし て (由恵 の ) 享受 を ? 彼ら は そこ で 、 
喜 々 ん と し て いた の だ 。 


この よう に (、 わ れ ら * は われ ら * に 反逆 す 
る 者 を 、 滅 ます の で ある ) 。 そし て われ ら 
* は それ ら (の 恩恵 ) を 、 別 の 民 (イス ラー 
イー ル の 子 ら ? に 引き 継が せ た の だ 。 


それ で 天 も 大 地 も 、 彼 ら (の 滅亡 へ の 悲し 
み ) ゆえ に 泣く こと は な か っ た * し 、 彼ら は 


ちょ うば つ 


(懲罰 を ) 獲 予 さ れ も し な か っ た 。 
われ ら * は 確か に 、 イス ラー イー ル の 子 ら * 
を 屈辱 的 な 懲 負 か ら 救 っ た 。 


フィ ルアウ ン * か ら (、 彼ら を 救っ た ) 6 本 
当 に 彼 は 高慢 で 、( ア ッ ラ ー* の 法 の 侵犯 に ) 
度 を 越し た 者 た ちの 一 人 だ っ た 。 


= 


sl 


w 


詩人 た ち 章 52 と その 訳注 も 参照 。 

この 状況 の 詳細 に つい て は 、 タ ー・ ハ ー 章 77-78、 
「 天 と 大 地 が 泣く 」 の 解釈 に は 、「 偉 人 が 他界 し た 時 、 
「 泣 く の は 天 と 大 地 に いる 天使 * た ちの こと 」「 信 仰 者 が 他界 する と 天 と 地 が 泣く が 、 


IF の 
が ン > ン | 


oO を YE 


I 


Oo EDD 
DAES 


っ re 
OP ENR 


る っ 


3 の oN iy SAE 


@ NES 


詩人 た ち 章 61-66 と その 訳注 を 参照 。 
アラ ブ 人 が 用 いる お 悔やみ の 表現 」 


不信 


仰 の まま 死ん だ 彼ら に 対し て は 泣か な か っ た 」 と いっ た 説 が ある (アル = クル トゥ ビー 


16:139-140 参照 )。 


44. 煙 霧 章 1032 ol ちと ーー 

32. われ ら * は 彼ら (イス ラー イー ル の 子 らち) OI 
を 知識 と 共に 、 全 て の 者 の 上 に 選び 上 げ 
7 だ 。。 

33. そ し て 彼ら に 御 微 ? の 内 か ら ら 、 明 ら か な 試 A ES 
練 (と 恩恵 ) を 含む も の を 授け た の だ 。 Cs 

34. 本当 に (使徒 * よ 、 あ な た の 民 で ある ) これ RP | 
ら の 者 た ち は 、 まさ し く (こう ) 言っ て いる 。 

35. 「 そ れ ( 死 ) は 、 私 た ちの 最初 (で 最後 ) | @ る る GIN 
の 死に 外 な ら ず 、 私 た ち は (死後 ) 生き 返 
され る 者 な ど で は な い の だ 。 

36. で は 、 (既に 他界 し て いる ) 私 た ちの ご 先 I GAP 
祖 様 を 連れ て き て みよ 。 も し あな た 方 が 、 
本 当 の こと を 言っ て いる な ら ば 」。 

37. 一 体 彼ら (シル ク の 徒 ?) が より 優れ て いる I EE 
の か 、 それ と も トッ バウ ゥ の 民 3 と 、 彼ら 以前 OEE 
の (不信 仰 ) 者 * た ちか ? われ ら * は 彼ら を 
滅ぼし た の だ 。 本 当 に 彼ら は 、 罪悪 者 で あ 
っ た 。 

38. われ ら * は 諸 天 と 大 地 、 そ の 間 に あ る も の CG SEE 
を 、 遊 び 半 分 で 創っ た の で は な い 。 ②C 

39。 わ れ ら * が それ ら を 創造 し た の は 、 真 理 ゆ え | ef 4c 
に 外 な ら な い の だ *。 し か し 彼ら の 大 半 は 、 Re 


(その こと を ) 知ら な い 。 


= 


つま り 「 彼 ら の 内 か ら 多 く の 預 
と (アル = クル トゥ ビー16:142 参照 )。 


47 の 訳注 を 参照 。 


いい 】 


ww 


サバ ア の 
分 た ちの ゴゴ 
イム ラー ン 家 章 191「 あ な た は これ ら を … あ り ま せん 」 の 訳注 も 参照 。 


た 


この 「 御 徴 」 は 、 ム ー サ ー 
イブ ン ・ カ スィ ー ル * に よれ ば 「 ト ッ バ ァ の 


E へ の 称号 だ っ た と され る (7:256 参照 )。 


言 者 * が 出現 する と いう 、 わ れ ら * の 知識 と 共に 」 と いう こ 
「 全 て の 者 の 上 に 選び 上 げた 」 に つい て は 、 睦 和牛 章 


* に 授け られ た 奇跡 の 数 々 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 497 頁 参 照 )。 


民 」 と は 、 サ バア の 民 の こと (サバ ア 章 参照 )。 
民 に と っ て 「 ト ッ バ ァ 」 と は 、 ペ ル シ ャ の ホス ロー や ロー マ の カエ サル 同様 、 自 


1033 い NN 


EA tt 


44. 煙霧 章 

40. 本当 に 裁決 の 日 ! は 、 彼 ら 全員 の 約束 の 時 で 
ある 。 

41. 味方 同士 が 少し も 益 し 合う こと は な く 、 助 
けら れる こと も な いり い 日 。 3 

42。 伯 し 、 ア ッ ラ ー* が ど ご 慈悲 を お か け に な っ た 
(信仰 ) 者 は 別 で ある 。 本 当 に か れこ そ は 、 
偉 力 な ら び な い * お 方 、 慈愛 深い * お 方 な の 
だ か ら 。 

43. 実に ザッ クー ム の 木 3、 

44. (その 実は 、) 罪 に 溢れ た 者 の 食べ 物 で 、 

45. 腹の中 で 煮え 立つ 、 深 けた 鉛 の よう な も の 。 

46. 煮え た ぎる 湯 の 沸騰 の よう に 。 

47. 「 彼 を 捕まえ 、 火 獄 の 真ん中 へ と 彼 を し ょ 
っ ぴい て いけ 。 

48、 そ れ か ら 彼 の 頭上 に 、 煮 えた ぎる 湯 の 懲 剖 
を 注ぎ か け て や れ 」。 4“ 

49. (そし て 人 罪 に 滴 れ た その 者 に は 、 こ と う 言 わ 


れる ) 。「 ( 浪 を ) 味わえ 。 あ な た こそ は 、 


偉大 な 者 、 高 山 な 者 な の だ か ら 」。 3 


1 「 裁 決 の 


sl 


と その 訳注 を 参照 。 


DE FERNS 
タン う 


® I 


CS 


ED 2 ど 
の 用 
NEA ENS 


日 」 に つい て は 、 整 列 者 章 21 の 同 語 の 訳注 を 参照 。 


アー ヤ *42 に も ある よう に 、 復 活 の 日 * に 「 執 り 成 し 」 は 起こ る 。 詳 し く は 雌牛 章 48、 マ 
ル ヤ ム * 章 87、 タ ー・ ハ ー 章 109 


3 「 ザ ッ ク ー ム の 木 」 に つい て は 、 夜 の 旅 章 60「 呪 われ た 木 」 の 訳注 . お よび 整列 者 章 62-66、 


こっ 
出来 事 章 


章 29、 サ 


た 


ー ド 立 


52-53 も 参照 。 地 獄 の 


5-7 も 参照 。 


葉 と され る (アル テバ ガウ ィ ー4:182 参照 )。 


131 


ー* の 懲 六 


これ は 、 歳 (さげ す ) み と 答 (と が ) め の 言葉 ( ム ヤ ッ サ ル 498 


民 の 飲食 物 に つい て は 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * 間 16-17、 洞 窒 
57-58、 ム ハン マ ド * 章 15、 出来 事 章 52-55、 衣 を 纏 ( ま と ) う 者 章 13、 
真実 章 36-37、 圧 倒 的 事態 章 


アー ヤ *47-48 は 、 ザ バー ニヤ と いう 地獄 の 番 人 ( 泌 血 章 18 の 訳注 を 参照 ) へ の 命令 の 言 


参照 )。 自 分 が アッ ラ 


か ら 免 ( ま ぬ が ) れる こと が 出来 る ほど 偉大 で 、 高貴 だ と 思い 込ん で いた 不信 爺 


者 * に 、 こ の よう に 言わ れる (アッ テニ サ ア ディ ー774 


参照 )。 


44. 煙 霧 章 1034 NN PET tt 

50. 実に これ は 、 あ な た 方 が (現世 で ) 疑わ し 
く 思 っ て いた も の な の で ある 。 

51. 本 当 に 散 庶 な * 者 た ち は (来世 で ) 、 安全 な 
居場所 に ある 。 

52. 果樹 園 と 泉 の 中 に 。 CT ベス し 

53. 彼ら は お 互い に 向かい 合っ て 、 精 巧 な 絹 地 | と ーッ ホー の この 3 
と 重厚 な 絹 地 の も の を 身 に まとっ て いる 。! めい 

54. (それ ら の 恩恵 と ) 同様 に 、 わ れ ら * な 彼ら Dr DE 
に 、 鹿 し い 眼 の 色 自 の 女性 た ち 2 を 連れ 添 
わせ る 。 

55. 彼ら は そこ で 安泰 に 、 あ ら ゆ る 果実 を 持っ NI Ga DS 
て 来 さ せる 。 

56. 彼ら は そこ と で 、( 現 世 で の ) 最初 の 死 の 外 、| Ga っ あぁ 
死 を 味わう こと が な い 。 そ し て か れ (アッ Da EN 
ラー*) は 、 彼 ら を 火 獄 の 懲罰 か ら お 守り 
下さ っ た の だ 。 

57. あな た の 壮 * か ら の ご 恩 籠 ゆえ に 。 そ れこ |  @ ム 4 交信 35355o 
そ は 偉大 な る 勝利 。 

58. (使徒 * よ 、) われ ら * は それ (クル アー ン RG 63335 
を 、 あな た の 言葉 (で ある アラ ビア 語 ) に よ oC 
っ て 容易 な も の と し た の だ 。 (それ は ) 彼ら 
が 教訓 を 受け る よう に 、 と の た めで ある 。 

59。 なら ば (使徒 * よ ) 、 待 つの だ 3。 実に 彼ら に だ ジン ンプ 
も 、 待 つ 者 た ち * な の だ か ら 。 

1 天国 の 民 の 衣服 に つい て は 、 洞 窒 章 31、 巡礼 * 章 23、 創成 者 * 剖 33、 人 間 章 12、 21 も 参照 。 

2 この 中 に は 、 現世 で 自分 の 妻 だ っ た 者 も いれ ば 、 アッ ラー* が 天国 だ け の た め に 創造 され た 

女性 (出来 事 章 35 参照 ) も いる (イブ ン ・7 a 25:319 参照 )。 雌 牛 章 25「 純 潔 
な 妻 」 の 訳注 も 参照 。 

3 アッ ラー* が 預言 者 * に 約束 され た 、 シ ルク の 徒 * に 対す る 勝利 と 、 彼ら に 降り か か る 懲罰 を 

待て 、 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 498 頁 参 照 )。 

4 預言 者 * の 死 と 、 自 分 た ちの 勝利 を 「 待 つ 者 た ち 」 (前掲 書 、 同 頁 参照 )。 


45. 跳 く 章 


Ar 


第 45 章 
く 章 (アル = テ ジ ャ ー ス ィ ヤ ) ! 


じ ひ じ あい 
慈悲 あま ね く * 慈 愛 深き * 


み な 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


ミー ム 2。 


ペー テ 


(この クル アー ン * は 、 ) 偉 力 な ら び な く *、 


けい て ん 


英知 あふ れる * ア が ラー* か ら の 啓 1 の 降 示 No 


本 当 に 、 諸 天 と 大 地 の 中 に は まさ し く 、 ( ア 
ッ ラ ー* の 存在 と 御 力 を 示す ) 信仰 者 た ち へ 
の 御 徴 が ある 。 


また (人 々 よ )、 あ な た 方 の 創造 と 、 か れ が 散開 
させ られ る 、 地 を 歩く 生物 の 中 に は 、 (アッ 
ラー* と その 教え を ) 確信 する 民 へ の (、 アッ 
ラー* の 存在 と 御 力 を 示す ) 御 徴 が ある 。 

また 和 夜 と 昼 の 交代 、 アッ ラー* が 天 か ら 米 と 
Cee NE 
れ で 大 地 を 、 Men 
る 一 一 、 風 の 変化 は 、 分 別 する 民 へ の (、 

I 


(使徒 * よ 、 ) それ は 、 わ れ ら * が 真実 と 共に 
あな た に 謀 ん で 聞か せる 、 アッ ラー* の ( 唯 
一 性 * と 御 力 を 示す ) 和 和 。 な の に 一 体 、 
彼ら は アッ ラー* と その 御 微 を 差し お いて 、 

いか な る 話 を 信じ る と いう の か ? 


1 


IN) 


マッ カ * 啓 示 で 、 学 者 間 の 見 解 は ほぼ 一 致 。 啓 示 、 ア ッ 
っ た 基本 的 な 信仰 筒 条 の ほか 、 自然 界 に お ける 様々 な 様 
明 さ れる 。 ま た 、 啓 示 ・ 死 後 の 復活 ・ 清 算 を 嘘 呼 
対し て 警告 が な され る 。 ス ー ラ * の 最後 は 、 来 


る 、 人 々 の 様子 で ある 。 
この 文字 群 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 用 語 


よ まわり no 
世に お ける 信仰 者 と 不信 仰 3 
スー ラ * の 名 称 と も な っ て いる 「 路 く 」( ア ー ヤ *28) は 、 


ON oF NG 


ES 
Co 


NG GIN 
GE DAG ES 


ois Ede 
LEH 


a 4 A うる > ン ど 
2 つる いっ と 
PT 


ラー の 唯一 
k 相 に よっ て 、 


来世 へ の 信仰 と い 
アッ ラー* の 御 力 が 証 
き 写 され 、 彼 ら に 
"の 描写 だ が 、 

こう し た 中 で の 清算 の 場 に お け 


衝 説 の 「 ク ルアー ン の 冒頭 に 現れ る 文字 群 *」 を 参照 。 


45. 跳 く 章 1036 NN SL を 

7 NA AN 

8. 彼 は アッ ラー* の 御 徴 (アー ヤツ が 自分 に | 2 A 
読 謀 され る の を 聞い て も 、 Rs ON 
に し な か っ た か の よう に 、 (アッ ラー* と そ 
の 使徒 * へ の 服従 に 対し て ) 高慢 な 者 と な 
り (不信 仰 を ) 続け る 。 (使徒 よ 、 ) な ら 
ば 彼 に は 、 痛 まし い 懲 久 の 吉報 を 告げ て や 
る が よい !。 

9 また 彼 は 、 わ れ ら * の 御 竹 (アー ヤツ の 内 | る ES 
か ら 何 か 耳 に すれ ば 、 それ を 喘 笑 の 的 に る 0 
し た 2。 そ れ ら の 者 た ち に は 、 屈 辱 的 な 懲 肖 
が ある 。 

10. 彼ら の 前 に は 、 地 獄 が ある 。 そ し て 彼ら が RE EI 
様 い だ も の ? も 、 役 ら が ア ッ ラ フー" を よそ に 5 移る RI 
盟友 と し た も の も 、 彼ら を 少し も 益 す る こ OE 
と は な い 。 彼 ら に は この 上 な い 懲 罰 が ある 
の だ 。 

ji. これ (クル アー ン やう は 、 導 き で ある 。 さき | 55365 
れ ど 自分 た ちの 主 * の 御 役 (アー ヤツ を 杏 OE 
定 し た 者 た ち に は 、 痛 まし い 制裁 に よる 鍋 
単 が ある 。 

12。 ア ッ ラ ー* は あな た 方 の た め に 、 海 を 仕え さ | 63 る と と 5 


せら れ た お 方 。 (それ は ) か れ の ご 命令 に 
よっ て 船 が そこ を 進み 、 あな た 方 が その 四 
得 か ら ( 糧 を ) 求め る た めで あり 、 あ な た 
方 が (アッ ラー* に ) 感謝 する よう に する た 
めで ある 。 
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「 懲 凡 の 吉報 を 告げ る 」 と いう 表現 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 21 の 訳注 
2 夜 の 旅 60「 呪 われ た 木 」 訳注 に ある よう な 、 


参照 )。 


「 稼 い だ も の 」 と は 、 財 産 や 子供 な どの こと ( ム ヤ ッ サ ル 499 頁 参 照 )。 


3 


そ 


IO 5 A ジィ A 


を 参照 。 


咽 笑 の こと (アル テク ルト ゥ ビー16:159 


45. 貴 く 章 1037 は to 


13. また か れ は あな た 方 に 、 諸 天 に ある も の と に の YS テン 
大 地 に ある も の 、 そ の 全て を 仕え させ られ の RN DE II 
た 。 本 当 に そこ に は (アッ ラー の 唯一 性 * 

を 示す ) 、 熟 考 する 民 へ の 御 徴 が ある 。 


OI NN Nk oy 
アッ ラー* の 日 々 を 望ま な い ! 者 た ち を 、 落 RR A I PN 
0 (それ は ) か れ が 民 を 、 自 
分 た ち が (現世 で ) 稼い で いた も の で 報 わ 


れる よう に する た めで ある 。 
15. 誰 で も 正しい 行い * を 行う 者 は 、 自 分 自身 を SS ELS SE 
益 す る の で あり 、 (行い が ) 悪い 者 は 、 自分 ⑤ つみ 555 うに i 


自身 を 害する の だ 。 それ か ら あ な た 方 は ( 復 
活 の 日 、 自 2 分 た ちの 主 * の 御 許 へ と 戻ら さ 
れ (、 自 分 ) の 行い の 報い を 受け ) る の で ある 。 


16。 われ ら * は イス ラー イー ル の 子 ら *k、 啓典 gig ey 
(トー ラー*、 福 音 * と 英知 2? と 預言 者 * と EL i 
が を 与え 善き も の の 内 か ら 接 SII E 
け 、 彼 ら を 全 創造 物 よ り も 引き 立て た 4 


17. また 、 わ れ ら * は 彼ら (イス ラー イー ル の 子 NG GELS ES 
ら *) に 、 その こと に お ける 明 証 5 を 授け た 。 oN 
そし て 彼ら が そこ に お いて 意見 を 異 に し 6 
た の は 、 彼ら の も と に 知識 が 到来 し た 後 の 
こと 、 彼ら の 間 の 侵犯 ゆえ 以外 の 何 も の で 
も な か っ た 6。 (使徒 * よ 、) 本 当 に あな た 


1 「 ア ッ ラ ー* の 日 々 」 と は 、 ア ッ ラ ー* が 各 人 に 、 現 世 で の 行い に 対し て 報い を 与え る 復活 
の 日 * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 500 頁 参 照 )。 「 望 む 」 に つい て は 、 ユー ヌス * 章 7 の 訳注 を 参照 。 
と の 「 英 知 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 79 の 同 語 の 訳注 を 参照 。 
3 大 半 の 預言 者 \ は 、 イ スラ ー イ ー ル の 子 ら * か ら 出 現し た ( ム ヤ ッ サ ル 500 頁 参照 )。 
「 彼 ら を … 引 き 立 て た 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 47 の 訳注 を 参照 。 


「 そ の こと に お ける 明 証 」 の 意味 に つい て は 、「 ム ハン マ ド * の 預言 者 * 性 の 証拠 」「 物 事 の 
合法 性 ・ 非 合法 性 を 明らか に する 、 法 の こと 」 と いっ た 解釈 が ある (アル = クル トゥ ビー 
16:163 参照 )。 

6 詳し く は 、 雌 牛 章 213、 相 談 章 14 と その 訳注 を 参照 。 


to 


wn 


45. 路 く 章 / 1038 \ sp te 
の 主 * は 復活 の 日 *、 彼 ら が 意見 を 異 に し て 


18. 


19. 


20. 


2 は 。 


22。 


いた こと に つい て 、 彼ら の 間 に 裁 決 を お 下 
し に な る 。 


それ か ら (使徒 * よ ) 、 われ ら * は あな た を 、 
その こと に お ける 道 ! の 上 に 立脚 させ た 。 
ゆえ に 、 あ な た は それ に 従う の だ 。 そ し て 、 
(真理 を ) 知ら な い 者 た ちの 私 欲 に 従っ て 
は な ら な い 。 


本 当 に 彼ら (シル ク の 徒 ) は 、 2 
(の 後 六 ) に お いて i 
は し な い 。 そし て 本 当 に 不正 "者 た ち は お 互 
い に 疫 友 な の で あり 、 アッ ラー* は 敬 虚 な * 
i 


これ i *) RON 
る 民 へ の 導 未 で ある 。 


いや 、 悪行 を 稼い だ 者 た ち は 、 われ ら * が 彼 
ら を 信仰 し て 正しい 行い * を 行う 者 た ちと 
同様 に する と で も 思っ た の か ? その 生 と 
死に お いて 、 同 等 だ と も ? 彼ら の 決め つ 
ける こと の 、 何 と 肪 まわ し いこ と か 。 


アッ ラー* は 真理 に よっ て 、 諸 天 と 大 地 を お 
削り に な っ た ! 。 そし て (それ は か れ が ご 自 
身 の 御 力 を お 示し に な り 、 来世 に お いて ) 
各 人 が 不正 * を 受け る こと な く 、 自 2 分 が 稼い 
だ も の に よっ て 報 わ れる よう に する た め 
だ っ た の だ 。 


1 


「 そ の こと に お ける 道 」 と は 、 真 理 へ と 導く 、 


クル トッ ゥ ビー16:163 参照 )。 


2 この 「 生 と 死 」 は 、 現 世 と 来世 と いう 意味 ( ム ヤ ッ サ ル 500 


3 イム ラー ン 章 191「 我 ら が 主 * よ 、 あ な た は …」 の 訳注 も 参照 。 
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Kk 

ND oS ES 
Tre の い 1 と こめ の 595 
SREN 


宗教 に お ける 明らか な 手法 の こと (アル = 


参照 )。 


45. 跳 く 章 1039 \ SIL, 6 
3. ( 便 信 よい 言っ て み ょ 、 自分 の 欲望 (へ FS PT の FEA 
の 服従 ) を 自分 の 崇拝 * す べき も の (へ の PN ACI UT 


24. 


25。 


服従 ) と し た 者 ! に つい て 。 彼 は 知識 を 有 


し て いた に 
され へ その 


に は 逢い を か けら れ た 3 の で ある 。 


ー* (に よる 


と いう の か ? 一 体 、 あな た 方 は 教訓 を 得 


な い の か ? 


で ) 死に 、3 
た ち を 減 


だ 」。 彼ら に は (、 
の こ と に つい て 、 
彼ら は 憶測 し て いる に 過ぎ な い の だ 。 


彼ら に (、 復活 が 起こ る て こと を 確証 

I 
読 語 さ れれ ば 、 彼ら の 論拠 は (こう ) 言 

ede 


に 。 


また 、 


様 た ち を 、 


の な ら 」。 


彼ら (シル ク * の 徒 ) は 言っ た 。 
生 ) は 、 私 た ちの ( 今 、 生 き て いる 
の 生活 以外 に は な い 。 


ぼ す の は 、 時 間 に 外 な ら な い * の 


(生き 返し て ) 連れ て 来 て みよ 。 
も し 、 あ な た 方 が 本 当 の こと を 言っ て いる 


も 関わ ら ず ア ッ ラ ー* に 迷わ 
聴覚 と 心 を 寒 が れ 、 1 i 覚 
アッ フラ 
re 


「 そ れ (人 
) 現世 

私 た ち は (この 現世 
E き る (だ け な ) の で あり 、 私 


彼ら が 言っ て いる ) そ 
いか な る 知識 も な い の 


「 私 た ちの こ 先 祖 


ja: 


ww 


た 


識別 章 43 と その 
正常 な 理性 


ブン ・ カ スィ ー ル 


が ある の に 、 
こと と を 示す と され る (イブ ン ・ ア 
彼 が それ に ふさ わし いこ と を ご 存 知 で ある が ゆえ に 


訳注 も 参照 。 


ーシュ ー ル 25:358 参照 )。 また 一 説 ! 


7:268 参照 )。 


「 そ の 聴覚 と 心 を …」 に つい て は 、 雌 和牛 章 7 の 訳注 を 参照 。 


シル ク * の 徒 は 、 


歳 月 の 流れ と 年 齢 の 積み 重ね に 


参照)。 


MI レン Oo EN CE 
Ss Ua 


ある い は 正しい 導き に 関す る 知識 が 伝わっ た 後に 、 


自分 た ち を 死な せ 、 滅 ぼ す 主 * の 存在 を 否定 し 、「 


ONAN rh 


の PSP GN 55 
ee NRE 


(oO 


っ っ 


Es 


迷い を 選ん だ 
こ は 、「 ア ッ ラ ー* は 、 


こ 、 彼 を 迷わ り せ られ た 」 と いう 意味 ( イ 


分 た ち を 滅ぼす の は 、 


過ぎ な い 」 と 言っ た も の だ っ た (アッ テニ タ バリ ー9:7381 


45. 跳 く 章 


1040 NN 


3 お は 5 to 


26. 


27。 


28. 


29, 


30. 


(使徒 * よ 、) 言っ て や る が いい 。「 ア ッ ラ 
ー* は あな た 方 に 生 を 与え られ 、 そ れ か ら 死 
を 与え られ る 。 それ か ら か れ は 、 あ な た 方 
を 疑惑 の 余地 の な い 復活 の 日 * へ と 、 0 
れる の だ 。 し か し 人 々 の 大 半 は 

ー* の 御 力 を ) 知ら な い 」。 


アツ フー* に こそ ぞ 。 諸 天 と 大 地 の 王権 は 属す 
る 。 そし て (復活 の ) その 時 が 到来 する | 日 
その 日 (真実 ) を 岩 安 と する 者 た ち は 岳 失 
する の だ 。 


そし て (使徒 * よ ) 、 あな た は (復活 の 日 や 
全て の 共同 体 が 路 く の を 見 る !。 全て の 共 
同体 は 、 自 分 た ちの 帳 科 ? へ と 呼ば れる 。 
(そし て 、 こ う 言 われ る 。) 「 こ の 日 あな 
た 方 は 、 自分 た ち が (現世 で ) 行っ て いた 
こと を 報 われ る の だ 」。 


これ が 、 あ な た 方 に 対し て (あな た 方 の 行 
い を ) 真理 と 共に 語る 、 われ ら * の 帳簿 で 
ある 。 われ ら は 、 あな た 方 が 行っ て いた こ 
と の 転写 を (天使 * た ち に ) 命じ て いた の だ 
か ら 。* 


それ で 信仰 し 、 正 し い 行 い * を 行う 者 た ち は 
と いえ ば 、 主 * は 彼ら を その ご 慈悲 の へ 
と お 人 れ に な る 。 それ こそ は 紛れ も な い 勝 
利 な の だ 。 


= 


2 現 


これ は 、 恐 怖 と 共に アッ ラー* の 裁き を 待つ 様子 の こと 


参照 。 


の 


イブ ン ・ ア 


CM っ の が 


ン ニッ ンー ン < 


ND RNID 


OA I 


PIGCDIR2Y0 プ の は CI スラ 


の 9 に Sg 


CF CE 
i 


A ⑯ る と メン k < (A 
a ン と 。 と うる ンー タタ 
Ns DI 3 


A 


(アッ = テ サ アァ ディ ー778 頁 参 照 )。 
世 で の 行い が 記録 され た 「 帳 簿 」 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 501 


参照 )。 高 壁 章 8 の 訳注 も 


ッ バ ー ス * ら に よれ ば 、 人 々 の 行い を 記録 する 天使 * た ち は 、 その 記録 と 共に 天 に 


昇っ て 行き 、 守 られ し 碑 板 * か ら 写 され た 帳 潤 の も と に いる 天使 * た ち に 会 う 。 そ の 帳簿 は 


毎年 、 


る 


4 この 「 こ ご 慈悲 」 と は 、 つ まり 天 


(イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:271 参照 )。 


状 れ の 夜 * に 守ら れ し 碑 板 * か ら 写 され た も の で あり 、 


記録 と 帳簿 は 一 字 一 句 符合 す 


国 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 501 頁 参 照 )。 


45. 踊 く 章 J 1041 NN で は | りか -te 
31。 また 、 不 信仰 に 陥っ た 者 "た ち は と いえ ば (、 i NG 
こう 言わ れる ) 。「 一 体 、 わが 御 徴 (アー DI LRA 
ヤ *) は (現世 で ) あな た 方 に 、 読谷 され て 
は いな か っ た の か ? そし て あな た 方 は ( そ 
れ に 耳 を 傾け 、 信仰 する こと か ら ) 高慢 に 
な っ た の で あり 、 罪悪 の 民 だ っ た の で は ? 

32. また 、『 本 当 に (復活 に 関す る ) アッ ラー* oo 
の お 約束 は 真実 で 、 その 時 (の 到来 ) は 、 疑 NN 
惑 の 余地 が な い 』 と 言わ れ た 時 、 あな た 方 は DI 
言っ た 。『 私 た ち は (復活 の ) その 時 が 何 の 
こと か 、 分 か ら な い 。 私 た ち に は 、 それ が 思 
い 込 み に し か 思え な い 。 私 た ち は (その 到来 
を ) 、 確 信 す る 者 で は な い の だ 』」。 

33. そし て 彼ら に は (その 日) 、 自 分 た ち が ( 現 RI TE 
世 で ) 行っ た 悪 (の 報い ) が 現れ る 。 tk I 4 
ND 

、 彼 ら を 包囲 する の だ 。 

34. また 、 彼 ら に は (、 と こう) 言わ れる 。「 と | れん S 
の 日 われ ら * は 、 あな た 方 を 忘れ よう 。 ちょ OE EG I 
うど あな た 方 が 、 あ な た 方 の この 日 の 振 記 
を 忘れ た よう に !。 そ し て あな た 方 の 住処 は 
(地獄 の ) 業火 で あり 、 あ な た 方 に は いか 
な る 援助 者 も な い 」。 

35.、 そ れ と いう の も 、 あ な た 方 は アッ ラー* の 件 kL 
徴 を 咽 笑 の 的 と し 、 現世 の 生活 に よっ て が Do Se は 
抜か れ て いた か ら な の で ある 。 この 日 、 あ 0 


な た 方 は そこ (業火 ) か ら 出 され る こと も 
な く 、( ア ッ ラ ー* の ) ご 満悦 を 得る こと 2 も 
課さ れ な い 。 


1 と の 「 忘 れる 」 に つい て は 、 高 璧 章 51 の 訳注 を 参照 。 
2 蜜蜂 章 84 と その 訳注 も 参照 。 


45. 跳 く 章 


36. アッ ラー* に 称 殴 * あ れ 、 諸 天 の 主 *、 大 地 
の 主 *、 全 創造 の 主 * に 。 

37. ま た か れ に こそ 、 諸 天 と 大 地 の 権 成 は 属す 
る 。 そ し て か れ は 偉 力 な ら び な い * お 方 、 
英知 あ ゃ れる * お 方 で あら れる 。 


1042 は to 


2 を 25 PJ 


No NI 


> 
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46. 砂丘 章 ブ 1043 NN Ys 
第 46 章 SI 
砂丘 章 (アル = ニア フカ ー フ ) ! こと 
9 まあ まね く * 拓 深き NR っ 
アッ ー* の 御名 に お いて 

1 ハー・ ミ ー ム 2。 or 

2. (この クル アー ン * は 、) 偉 力 な ら び な く * ON LN 

英知 あふ れる * ア ッ ラ ー* か ら の 、 啓典 の 降 示 ea 
3. われ ら * が 諸 天 と 大 地 、 そ の 間 に あ る も の を LE vy GN 
創っ た の は 、 真 理 と 定め られ た 期限 ゆえ に CAP AN 
外 な ら な い *。 に も 関わ ら ず 、 不 信仰 に 陥っ 0 
た 者 * た ち は 、 自 分 ) た ち が 警 告 され て いる こ 
と に 対し 背 を 向け て いる 

4 (使徒 * よ 、 彼 ら 不信 仰 者 * た ち に ) 言っ て や ons PE 
れ 。「 言 っ て みよ 、 あ な た 方 が アッ ラー* を Fs RV 
よそ に 祈っ て いる 者 た ち (で ある 神々 に つ | が Ne os EAI 
いて ) 。 彼 ら が 大 地 か ら 創 っ た も の を 、 私 も 
に 見 せ て みよ 。 いや 、 彼ら に 、 諸 天 (の 創造 ) 
に お いて (アッ ラー* へ の ) 何ら か の 関与 で 
2 (シル ク * を 正当 化す 
る ) これ 以前 の 啓典 、 あるいは (過去 の 聞 
te) 知識 の 遺物 を 、 私 の 
も と に 持っ て 来 て みる が いい 。 も し 、 あ な 
た 方 が 本 当 の こと を 言っ て いる の な ら ば 」。 

1 マッ カ * 刻 示 ( 一 部 アー ヤ * に は 、 マ ディ ー ナ * 啓 示説 あり )。 ク ルアー ン * の 奇跡 性 と 真実 性 、 
アッ ラー の 唯一 性 *、 復 活 の 日 * の 確証 、 そ し て それ ら を 否定 する 者 た ち へ の 警告 が 主 な テ 
ー マ 。 ス ー ラ * の 名 称 「 砂 丘 」 は 、 不 信仰 で あっ た アー ド * の 民 が 住ん で いた 場所 と し て 言 
及 さ れ た も の (アー ヤ *21 参照 。 ス ー ラ * 後 半 部 で は 、 マ ッ カ * 時 代 の 布教 期 に お いて 困難 
の 中 に あっ た 、 預 言 者 7: ムハンマド * と その 信徒 ら へ の 慰 (な ぐさ ) め と 励 (は げ ) まし と 
し て 、 ジ ン * の 集団 が イス ラー ム * を 受け 入れ た 出来 事 が 描 ( え が ) か れる 。 

2 この 文字 群 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 用 語 解説 の 「 ク ルアー ン の 冒頭 に 現れ る 文字 群 *」 を 参照 。 
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「 真 理 と 定め られ た 期限 」 に つい て は 、 ビ ザン チン 章 8 の 訳注 を 参照 。 


46. 砂丘 章 ea UY a 

5. 一 体 アッ ラー* を よそ に 、 復活 の 日 * ま で 自 RIP EL 
分 (の 祈り ) に 応え て は くれ な い 者 (で あ ER I N 
る 神々 ) に 祈る 者 より 、 ひ どく 迷っ た 者 が Oo 


いる だ ろう か ? 彼ら ( ア ッ ラ ー* 以 外 の 
神々 ) は 、 彼ら の 祈り な ど に は 無頓着 だ と 


いう の に 。 


し ょ うし ゅ う 


また 、 人 々 が (復活 の 日 * に ) 召集 され た 
時 に は 、 彼 ら は 自分 た ち に と っ て の 敵 と な 
る の で あり 、 彼 ら の 崇拝 * を 否定 する 者 と な 
る と いう の に 。! 


彼ら (シル ク * の 徒 ) に われ ら * の 明白 な 御 徴 
(アー ヤ ? が 読 謀 され れ ば 、 不 信仰 に 陥っ 
た 者 * た ち は 真 理 (クル アー ン *) が 彼ら に 
到来 し た 時 、 (こう ) 言っ た の だ 。「 こ と れ 
は 紛れ も な い 魔 術 で ある 」。 
いや 、 彼 ら (シル ク * の 徒 ) は 「 彼 ( ム ハ ン 
マ ド $) が 、 それ (クル ア ーー シ ン *) を 提 造 し た 」 
と 言う の か ?? (使徒 よ 、) 言っ て や れ 。 
「 も し 私 が それ を 所 造 し た の (で あり 、 
ッ ラー* が それ ゆえ に 私 を 当 さ れる ) 
あな た 方 は 私 の (援護 の ) た め に 、 ア ッ ラ 
ー* に 対し て 何 も 出 来 な い 。 か れ は 、 あな た 
方 が (クル アー ン * に つい て ) 喋り 立て て い 
る こと を 、 最 も よく ど ご存知 で ある 。 か れ だ 
け で 、 私 と あな た 方 の 間 の 証人 は 十分 な の 
で あり 、 か れ は 赦し 深い お 方 、 慈愛 条 い * お 
方 で あら れる の だ 」。 


= 


2 


復活 の 


*、 偶 像 な どの シル ク * の 対象 は 、 そ れ を 宗 振 


CG 


ン 
> ペー 


CU EY 


* し て いた 者 へ の 敵 と な る 。 雌 和牛 章 


166-167、 ユー ヌス * 章 28-29、 マルヤ ム * 章 82、 物語 章 63、 販 昧 章 25、 創成 者 * 章 13-14 


も 参照 。 
家畜 章 105、 蜜 蜂 章 103、 


識別 章 4-5、 煙 霧 章 14 と その 訳注 も 参照 。 


46. 


9. 


10. 


11. 


砂丘 章 1045 UN se 


(使徒 * よ 、 ) 言 っ て や る が いい 。 「 私 は 使徒 
* た ちの 内 で も 、 目新し い (こと を 言う ) 
者 で は な い !。 また 自分 に つい て も 、 あな た 
方 に つい て も 、 (現世 で ) どの よう に 処 過 
され る こと に な る か も 2 分 か ら な い % 私 は 自 
分 に 啓示 され た こ と に 従う だ け で あり 、 明 
自 な る 千 和 に 外 な ら な い の だ 」。 


(使徒 * よ 、 シ ルク * の 徒 に ) 言っ て や れ 。 
「 言 っ て みよ 。 も し (クル アー ン * が ) 
アッ ラー* の 御 許 か ら の も の で 、 あ な た 
方 が それ を 否定 し 、 イ スラ ー イ ー ル の 子 
ら * の 証人 3 が それ と 同様 の も の * を 証言 
し て それ を 信じ 、 あ な た 方 が (信仰 に 対 
し て ) 高慢 に な っ た の な ら ば (、 そ れ 以 
IMU 本 当 に アッ 

が 、 不正 * 者 で ある 民 を 導 か れる こ 
0 


不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち は 、 信 仰 する 者 た 
ち に 、 (こう ) 言っ た 。「 も し 、 そ れ 5 が 善 
いも の だ っ た な ら 、 彼 ら が 私 た ち を 差し お 
いて それ を 先取 り し (て 信仰 し ) た は ず が 


i 
a Re 


1 預言 者 * ム ハン マ ド * は 史上 初 の 預言 者 *\ で は な く 、 過 去 の 預言 者 * た ちと 同様 の 教え を 伝え 
る 者 で あっ た (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 2:332 参照 )。 


家畜 章 50「… 不 可視 の 世界 * も 知ら な い 」 の 訳注 も 参照 。 


IN) 


w 


m 


この 「 証 人 」 に は 、「 ユ ダ ヤ 教 徒 
ー サ ー*」「 イ スラ ー イ ー ル の 子 
ィ ー4:193-194 参照 )。 


* か ら ム スリ ム * に な っ た 教 友 *\ イ ブン ・ サ ラー ム の こと 」「 ム 
F ら * の 、 あ る 預言 者 *」 と いっ た 解釈 が ある (アル テバ ガウ 


「 そ れ と 同様 の も の 」 の 解釈 に は 、「 ク ルアー ン * と 同様 の も の 。 つま り ク ルアー ン *\ の 内 容 


を 裏づけ 、 そ れ と 一 致す る トー 
か ら の も の で ある クル アー ン * 
諸説 が ある 。 詩 人 た ち 章 197 


ラー* の 一 部 の こと 」「 ト ー ラ ー\ と 同様 、 ア ッ ラ ー* の 御 許 
その も の の こと 」 (アルテ バイ ダー ウィ ー5:178 参照 ) な ど 
と その 訳注 も 参照 。 


「 そ れ 」 と は 、 ク ルアー ン *、 あ る い は 預言 者 * ム ハン マ ド * の こと (アッ テニ シ ャ ウ カ ー ニ ー 


5:22 参照 )。 


46. 砂 丘 章 1046 NN UI, a 
な い 」!。 そ し て それ に よっ て 導 か れ な か 
っ た の な ら 、 彼 ら は (こう ) 言い 続け る で 
あろ う 。 「 こ れ は 、 十 いで っ ち 上 げ だ 」。 

iz2 それ (クルアーン 以前 に は 、 (従う べき ) | SC 5 
誰 † と (信仰 者 へ の ) 慈 門 で ある 、 啓 典 ( ト | EC38224ege 一 55 
ー ラ ー*) が あっ た 。 そし て これ (クル アー ン OGsAs RE 
は 、 (それ 以前 の 啓典 を ) 確証 し 、 ア ラビ 

語 で 下さ れ た 砂 典 で あり 、 (不信 仰 に よっ 

て 省 pk を 人 いた 導 た ち に は 和 
(信仰 と 服従 に ) 療 を 尽く す 者 た ち に は 
吉報 を 伝え る た め の も の な の で ある 。 3 

13. 本 当 に 「 我 ら が 主 * は アッ ラー*」 と 言い 、 EMI 
それ か ら ま っ すぐ 歩ん だ 者 た ち 、 彼 ら に は DLN EF 
怖 れ も な けれ ば 、 悲し お こと も な い 5。 

14. それら の 者 た ち は 天 国 の 徒 。 彼ら は そこ に 1236 ば 2 
永遠 に 留まる 。 自 分 た ち が (現世 で ) 行っ の Ss の 
て いた (正しい) こと ゆえ の 、 報い で ある 。 

15. われ ら * は 人 間 に 、 両 親 へ の 孝行 を 命じ た 。 TE 


彼女 (母親 ) は 、 大 変 な 思い で 彼 を 身 ご も 
り 、 大 変 な 思い で 彼 を 出産 し た の だ か ら 。 

そし て その 妊娠 と 乳 離 れ (の 期間 ) は 、 三 
十 ヶ 月 。 や が て 彼 は 成熟 6 し 、 四 十 歳 に な 
っ た 時 、 (こう ) 言う の だ 。「 我 が 主 * よ 、 
あな た が 私 と 我 が 両 親 に 授け て 下さ っ た 


w 


wn 


oo 


一 説 に 、 


この 「 成 熟 」 に つい て は 、 


これ は 高い 地位 に あっ た 不信 仰 者 * た ち が 、 


WE 
CA を sz る 5 閑 


社会 的 に 弱い 立場 に あっ た ムスリム * 
た ち を 見 下 し て 言っ た 言葉 (イブ ン ・ カ スィ ー ル 1:279 参照 )。 
と その 訳注 も 参照 。 
「 療 を 尽く す 者 」 に つい て は 、 窒 蜂 章 128 の 訳注 を 参照 。 
この 「 和 警告 」 と 「 吉 報 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 119 の 


家畜 章 53、 マルヤ ム * 章 73 


E を 参照 。 


「 ま っ すぐ 歩 で ず 」 に つい て は 、 詳 細 に され た 章 30 の 同様 の 表現 に つい て の 訳注 を 参照 。 
「 怖 れ も な けれ ば …」 に つい て は 、 雌 和牛 章 38 の 訳注 を 参照 。 


巡礼 * 章 5 の 訳注 を 参照 。 


46. 砂 丘 章 1047 NN ue 和 Ns いい 
あな た の 恩恵 に 、 私 が 感謝 で きる よう に し A GE TO ONE 
て 下さ い 。 ま た 私 が 、 あ な た を 喜ば せる よ 


16. 
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18. 


うな 正しい 行い * を 行え る よう に 。 そ し て 私 
の た め 、 我 が 子 失 を 正 し て 下さ い 。 本 当 に 
私 は あな た に 悔 惜 し た の で あり 、 まさ に 私 
は 服従 し た 者 (ムスリム の 一 人 な の で 
すか ら 」。 ! 


それ ら の 者 た ち は 、 わ れ ら * が 彼ら の 行っ た 
最 普 の も の を 受け 入れ 、 そ の 悪行 は 天国 の 
徒 と 共に 見 過ごし て や る 者 た ち 。 (それ 
は 、 ) 彼ら が 約束 され て いた 、 真 な る 約 東 。 


一 方 、( ア ッ ラ ー* と 復活 の 信仰 へ と 招 か れ 
れ ば 、) 自分 の 両親 に 対し て 「 あ な た 方 の 
呆れ 果て た だ こと 。 . 私 以前 に も 数 々 の 世代 が 
滅び 大 っ (て 、 戻 っ て 来る こと も な か っ ) 
た と いう の に 、 私 が (死後 、 墓 の 中 か ら ) 
出さ れる ん で すっ て ? 」 と 言う 者 。 彼ら ( 両 
親 ) は 、 (子供 が 導 か れる よう 、 こ う 言 い 
な が ら ) ア ッ ラ ー* に ご 助力 を 求め て いる と 
いう の に 。 「 お 前 の 災い よ 2 1 信じ な さ 
い 。 本 当 に (復活 と いう ) アッ ラー* の お 約 
束 は 、 真 実 な の だ か ら 」。 そ れ で も 、 彼 は 
言う 。「 こ れ は 、 昔 の 人 々 の お 伽 話 以 外 の 
何 も の で も あり ませ ん よ 」。 


それ ら の 者 た ち に は 、 ジン * と 人 間 か ら な る 、 
彼ら 以前 に 滅ん だ (不信 仰 の ) 民 * の 一 員 と 
し て (地獄 に 入る と いう ) 御 言葉 が 確定 し た 
の だ 。 本 当 に 彼ら は 、 損 失 者 だ っ た の で ある 。 


1 これ は 親孝行 で あり 続け 、 人 生 に お いて 最も 忙し い 時 } 
目 の 前 で も 陰 (か げ ) で も 親孝行 する こと が 出来 ます よう に 、 
シュ ー ル 26:32 参照)。 


食卓 章 31「 我 が 災い よ 」 の 訳注 を 参照 。 


れず 、 親 の 
る 信仰 者 の 指 
2 この 言い 区 


ぼ で ある と いう (イブ ン ・ ア ー 


し に つい て は 、 


e の ラン ラン ン ン ン ン そ 
A I 


2 と 4 
る 8 の くう 
PIE Us296e 電 
CA に と も 
cd loE と うろ 


a DG 
電 ま 


A RR 


え 


ご 3 
ego 


go 33 
Job が Ss 


R 


し た 


に 到達 し た 時 で さえ も 親孝行 を 忘 


と アッ ラー* に 祈 
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砂丘 章 


1048 \N、 


UN se 


19. 各 人 に は (復活 の 日 や 、 


20. 不信 仰 だ っ た 者 * た ち が 、 


21, 


22, 


自分 た ち が (現世 
で ) 行っ た こ と ゆえ 、( ア ッ ラ ー* の 御 許 で 
の ) 位 が ある 。 それ は (アッ ラー* が ) そ 
の 行い (に 対す る 報い ) を 彼ら に ふん だ ん 
に 報 わ れる た めで あり 、 彼ら は 不正 * を 受け 
る こと と が な い 。 


業火 に 晒さ れる 
日 。 (彼ら に は 、 こ う 言 われ る 。) 「 あ な 
た 方 は 、 現 世 の あ な た 方 の 生活 に お ける 自 
分 た ちの 善き も の ! と は お さら ば し 、 そ れ を 
no だ か ら こ の 日 あな た 方 は 、 自分 

ち が 地 上 で ( ア ッ ラ ー* へ の 信仰 と 服従 
に は の 不当 に も 秦 り 高ぶっ て いた こと 


と 、 放 人 逸 だ っ た こと ゆえ に 、 屈辱 の 信 で 幸 
われ る の だ 」。 


7 ド * の 同胞 (フー ド * や や を 、 思い 出せ 。 彼 
が 砂丘 2 で 、 彼 の 民 に (こう ) 弥 告 し た 時 の 
こと を 一 一 既に 数 々 の 艇 和 が 、 大 (フー ド 
*) の 前 後に 過ぎ 
「 ア ッ ラ ー* 以 外 ( 何 も ) # 崇拝 陸 し て は な ら な 
い 。 本当 に 私 は 、 あな た 方 に 、 偉大 な る ( 復 
活 の ) 日 * の 懲罰 を 怖 れ て いる の だ 」。 


彼ら は 言っ た 。 「 あな た は 、 私 た ち を 私 た ち 

の 神々 3 (へ の 崇拝 か ら 背 か せる た め に 、 
や っ て 来 た の か ? で は 、 あ な た が 約束 する 
も の ( 懲 宮 ) を 、 私 た ち に 持っ て 来 て みよ *。 
も し 、 あ な た が 正直 者 の 類 い な の で あれ ば 」。 


= 


Mv 


の 


礼 * 章 47、 


この 「 善 きも の 」 と は 、 
16:200 参照 )。 


アラ ビア 半島 南部 の 、 砂 丘 が 多く 連なる 地帯 と され る ( ム ヤ ッ サ ル 505 頁 参 照 )。 


家畜 章 57-58、 戦 利 品 


「 神 々 」 に 関し て は 、 雌 和牛 剖 133 の 訳注 を 参照 。 


章 32、 ユ ー ヌ ス * 章 50、 フ 


ド * 章 8、 雷 
則 昧 章 53-.54、 サ ー ド 章 16、 相 談 章 18、 階 段 章 1.2 な ども 参照 。 
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ッ ラ ー* の 法 に 反し た 形 で の 、 欲 望 や 快楽 (アル = クル トゥ ビー 


鳴 章 6、 夜 の 旅 章 92、 巡 


46. 砂丘 章 ea = 
23. 彼 (フー ド ツ は 言っ た 。「 本 当 に ( 懲 神 が | し 老人 る 放 誠 oc 
到来 する 時 の ) 知 識 は ア ッ ラー* の 御 許 に あ ~~ 


24. 


25. 


26. 


る の で あり 、 私 は 自 2 分 が 携え て 遣わ され た 
も の を 、 あな た 方 に 伝え る だ け 。 し か し 私 
に は 、 (懲罰 を 急ぐ ) あな た 方 が 無知 な 民 
に 見 える 」。 


こう し て 、 雲 の 形 を し た それ ( 懲 禄 ) が 自 
分 た ちの 谷 に 向かっ て くる の を 見 た 時 、 彼 
ら は 言っ た 。「 こ と これ は 、 私 た ち に 雨 を 降ら 
し て くれ る 雲 だ 」。 い や 、 そ れ は 、 あ な た 
方 が 性 急 に 求め て いた も の 。 痛 まし い 懲 禄 
を 運ぶ 、 風 な の で ある 。 


それ は その 主 * の ご 命令 に より 、 全 て の も の 
を 破壊 する 。 こ うし て (彼ら の 国 に は 、) 
彼ら の 住居 の 外 、 ( 何 一 ー つ ) 見 えな く な っ 
て し まっ た 。 同様 に 、 わ れ ら * は 罪悪 者 で あ 
る 民 に 報い る の で ある 。 


また (クラ イシ ュ 族 * の 不信 仰 者 * た ち 
よ ) 、 わ れ ら * は 確か に 彼ら (アー ド * の 
民 ) を 、 あ な た 方 を (そこ まで は ) 強力 
に し な か っ た ほど に 、 (現世 で ) 強力 に 
し た !。 また 、 わ れ ら ~ は 彼ら に 陵 党 と 視覚 
と 心 を 与え た の に 、 彼 ら の 聴覚 も 視覚 も 
心 も 、 彼ら を 少し も 益 す る こと は な か っ 
た 。 彼ら は ア ッ ラ ー* の (唯一 性 * を 示す ) 
御 徴 を 否定 し て いた の で あり 、 自分 た ち 
が 順 笑 し て いた も の ( 懲 福 ) が 、 彼ら を 
包囲 し た の だ 。 
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1 アッ ラー* は アー ド * に 対し 、 ク ライ シュ 族 * に も お 授け に は な ら な か っ た よう な 沢山 の 財産 


と 強 夫 (きょう じん ) な 肉体 を 授け られ た が 、 
リー9:7419 参照 )。 


その 不信 仰 ゆ え に 滅 ぼ ば され た (アッ ニテ タ バ 


46. 砂 丘 章 1050 NN UY pu 
27. また (クラ イシ ュ 族 * の 不信 仰 者 * た ちよ 、) RE ECE 


28. 


29, 


われ ら * は 確か に 、 あ な た 方 の 周り の 町 々 
(の 民 ) ! を 滅ぼし 、 (彼ら に ) 御 徴 を 多彩 
に 示し た ?。 (それ は ) 彼ら が 、 (不信 仰 か 
ら ) 戻っ て 来る よう に する た めで ある 。 


そし て 彼ら が ア ッ ラ ー* を よそ に 、 (その 
崇拝 * が アッ ラー* へ と ) 近づけ て くれ る 
も の 、 つ まり 神々 3 と し て いた 者 た ち は 、 
どう し て (彼ら が 必要 と し て いる 時 、) 
彼ら を 助け な か っ た の か ? いや 、 そ れ ら 
(神々 と され た も の た ち ) は 、 彼 ら ( シ 
ルク * の 徒 ) か ら 、 消 え 去 っ て し まっ た の 

で ある 。 そ れ (シル クウ は 彼ら の で っ ち 
ト げ で あり 、 彼 ら が 提 造 し て いた も の だ 
っ た の だ 。 


(使徒 * よ 、) われ ら * が あな た へ と 、 ク 
ルアー ン * に 耳 を 傾け る ジン * の 集団 を 送 
っ た 時 の こと (を 、 思 い 出 させ よ ) 。 役 
ら は 、 彼 (使徒 の も と に や っ て 来 た 時 、 
(互い に ) 言っ た 。 「 (クル アー ン * の 読 
語 を 、 ) 傾聴 せよ 」 5。 で し て 6 語 が ) 
済む と 、 彼ら は (不信 仰 者 * へ の 懲罰 に 対 
する ) 舟 告 者 と な っ て 、 自分 た ちの 民 へ 
と 帰っ て 行っ た 。* 


ja: 


DotA 


ィ ン 


ひめ いら WRONG 
BU 23 ト te 十 半 の ) CCN 
(の この いす 


DA 4 dN gr 
er | 
dl あっ 5 


遣わ され た 使徒 * を 嘘つき 呼ば わり し て 滅ぼさ れ た 、 ア ー ド *、 サ ムー ド *、 サ バア (サバ ア 


章 、 冒頭 の 訳注 を 参照 、、 マ ドゥ ヤン *、 ル ー ト * の 民 な どの こと (イブ ン ・ カ スィー ル 7:288 
参照)。 
2 証拠 、 警 (た と ) え 、 訓 戒 、 教 示 を 様々 な 形 で 、 く り 返 し 示し た 、 と いう こと (アル = ジ 
ャ ザー イリ ー5:63 参照 )。 


た 


イブ ン ・ カ スィ ー ル * に よれ ば 、 ジン * が 預 


「 神 々 」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 


言 者 の クル アー ン * 読 衣 を 聞い た こと に 関す る 伝 


承 は 、 多 様 な 形 で 数 多く 存在 し て お り 、 そ の よう な 出来 事 が 起き た の は 一 度 だ け で は な い 


こと を 示し て いる (7:296 参照 )。 


46. 砂 丘 章 1051 | 
30. 彼ら は 言っ た 。「 我 ら が 民 よ 、 本 当 に 私 た と JC a A AR 


31. 


ドア 
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ち は 、 ムー サー の 後に 下さ れ た 、 それ 以前 
の も の を 確証 する 啓典 を 聞い た の だ 。 そ れ 
は 真理 へ と 導き 、 まっ すぐ な 道 へ と 導く 
の で ある 。 


我ら が 民 よ 、 アッ ラー* の 招き 手 (預言 者 * 

NS 
ー や は あな た 方 の た め に その 罪 の 一 部 

を お 赦し に な り 、 あ な た 方 を 痛ま し い 懲 前 

か ら お 守り 下さ ろう 。 

そし て アッ ラー* の 招き 手 に 応じ な か っ 

た 者 は 、 地 上 で (アッ ラー* の 懲罰 か ら ) 


逃れ られ る 者 で は な い 。 また 、 そ の 者 に 
は か れ (アッ ラー? 以外 、 底 護 者 な ど な 


い の だ 。 そ れ ら の 者 た ち は 、 
い の 中 に ある 」。 


王 條 。 人 彼ら は 諸 大 と 大 地 を お 創 り に な り 、 
その 創造 が 不可 E で は な か っ た お 方 (アッ 
ラー が 、 死人 に 生 を 与え る こと が お 出来 
な の を 知ら な か っ た の か ? いや 、 本 当 に 
か れ は 、 全 て の こと が お 出来 の お 方 。 


不信 仰 だ っ た 者 * た ち が 、 業 火 に 晒さ れる 
(復活 の ) 日 *。 (彼ら に は 、 こ う 言 われ 
る ) 「 一 体 、 これ ! は 真実 で は な い の か ?」 
彼ら は 言う 。「 我 ら が 主 * に か け て 、 確 か 
に そう で す 」。 か れ は 何せ られ る 。 「 で 
は 、 あな た 方 が (現世 で 地獄 の 仁 凡 を ) 
否定 し て いた こと ゆえ に 、 懲 罰 を 味わう 
が よい 」。 


明らか な 迷 


1 地獄 の 懲 遍 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 506 上 頁 参 照 )。 
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46. 砂 丘 章 1052 UY a 
35. な ら ば (使徒 * よ ) 、 使 徒 * た ちの 内 の 決 然 っ 
と し た 者 た ち ' が 忍耐 * し た ご と く 、 忍 面 * の NE 

せよ 。 そし て 、 彼 ら に (懲罰 が 降り か か る 0 


の 生え の IF 
の を ) 性 急 に 求め る の で は な い 。 自分 た ち の J 6 
が 約束 され て いる も の (懲罰 ) を 目 の 当 た SL 


り に する 日 、 彼 ら は (現世 で ) あたかも 昼 
の 一 時 し か 過 ど さなか っ た か の よう な の 
だ か ら *。 (これ こそ は 、 ) 伝達 だ 。 そし て 
放 逸 な 民 以 外 に 、 (懲罰 で ) 滅ぼさ れる こ 
と な ど あ ろう か ? 


ml 


決 然 と し た 者 た ち 」 に つい て は 、 部 族 連合 章 7 の 訳注 を 参照 。 
2 ユー ヌス * 章 45 と その 訳注 、 及 び タ ー・ ハ ー 章 103、 信 仰 者 た ち 章 113-114、 ビ ザン チン 
章 55、 引 き 離 す も の 章 46 も 参照 。 
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47. ムハンマド 章 


ハン マ ド * 章 DCC うか 
慈悲 あま ね 、 " 粉 愛 深 き * 
アッ ラ ー* の 御名 に お いて 

1 不信 仰 で あり 、 ア ッ ラ ー* の 道 か ら (人 々 ) (WP 
を 阻ん だ 者 た ち 、 か れ (アッ ラー” は 彼ら OA 
の 行い を 無 に 帰 させ 給 う 。 

2. そし て か れ は 、 信仰 し 、 正しい 行い * を 行い 、 GNA 
ムハンマド * に 下さ れ た も の 一 一 それ は 役 M の 1 
ら の 主 * か ら の 真実 一 一 を 信じ る 者 た ちの の Cg 
悪行 を 帳消し に され 、 (現世 と 来世 に お け 
る ) 彼ら の 諸事 を 正 さ れる 。 

3. それ と いう の も 、 不 信仰 に 陥っ た 者 * た ち は NO 
ns SEG I SI 
の 真実 に 従う た めで ある 。 こ の よう に ア - A 
ラー* は 、 彼 ら の 様 を 人 々 に 示さ れる 。 

4 ゆえ に (信仰 者 た ちよ ) 、 あ な た 方 が 不信 CO 
仰 に 陥っ た 者 * た ちと (戦場 で ) 会 っ た な ら A CC NR a 
ば 、 首 へ の 打撃 を (食らわ せよ ) 。 や が て 
あな た 方 が 彼ら を 入 底 的 に 痛め つけ た な ら A シン 
ば 、 戦争 が 幕 を 引く まで (捕虜 に ) 綱 を 縛り 1 
つけ 、 後 に 情け を か け て (無償 で 解放 し て ) aaah 
や る か 、 身 代金 (を 受け 取っ て 解放 する ) 

か (、 す る の だ ) 2。 ( 事 は 、) そう な の で 


1 マデ ィ ー ナ * 啓 示 で 、 学 者 間 の 意見 は ほぼ 一 致 。 ス ー ラ * 名 は 、 ア ー ヤ \2 に 出現 する 預言 者 


* ム ハン マ ド *\ の 名 に 由来 。 ア ッ ラ ー* を 否定 し 、 イ スラ ー 
シル ク * の 徒 と の 戦い へ と 、 ム ス ! 
過去 の 不信 仰 者 * た ちの 結末 、 来 世に お ける 信仰 者 と 天 
写 も 、 そ の 流れ の 中 で 登場 する も の 。 

二 虜 は この ほか 、「 死 刑 」「 奴 隷 *# に する 」 な ど と いう 選 } 


フ 


ム * た ち を 力強い 調子 で 促 (うな が ) す 。 勝利 の 要 


ム * を 阻止 (そし ) し よう と する 
因 、 
、 偽 (に せ ) 信者 * ら の 描 


国 の 様 ] 


R 肢 も ある (法学 派 に よっ て 相違 の 


a 解 あ り ) が 、 い ずれ も 


お よび 戦利 品 * 章 67-68 


属す る (クウ ェ イ ト 法 学 大 全 4 : 200-201)。 


その 決定 権 は 、 イ スラ ー ム * 国 


と その 訳注 も 参照 。 


アー ヤ *20「 戦 い の 命令 」 に つい て の 訳注 、 


国家 の 統治 者 、 あ る い は その 代理 人 に 


47. ムハンマド 章 


1054 こそ りら -tY 


。 かれ (アッ ラー や は 、 彼 ら を 導 か れ 、 そ の 
. そし て 彼ら を 、 天 国 に 入れ て 下さ る 。 か れ 


. 信仰 する 者 た ちよ 、 も し あな た 方 が アッ ラ 


. 不 信仰 に 陥っ た 者 * た ち 、 彼 ら に は 没落 が あ 


. それ と いう の も 、 彼 ら が アッ ラー* が 下さ れ 


ある 。 そ し て アッ ラー* が お 望み で あっ た な 
ら 、 (信仰 者 た ち を 、 戦い な し で ) 彼ら ( 不 
信仰 者 * た ち ) に 勝利 させ られ た だ ろう 。 だ 
が (戦い が 定め られ た の は ) 、 あな た 方 の 
一 方 を 別 の 一 方 で 試練 に お か け に な る た 
め 。 か れ (アッ ラー*) は 、 ア ッ ラ ー* の 道 に 
お いて 和 殺 受 さ れ た (信仰 ) 者 た ちの 行い (に 
対す る 報い ) を 、 無 に 帰 させ 給 わ な い 。 


諸事 を 正 し て 下さ ろう 。 


は それ を 、 彼 ら に ご 教示 され た の だ 2。 


ー* (の 宗教 ) を 援助 3 する な ら ば 、 か れ ( ア 
ッ ラ ー? は あな た 方 を 援助 され 、 (戦い 
に お お いて) あな た 方 の 足 を 堅固 に し て 下さ 
ろう 。 


り 、 か れ (アッ ラー は その 行い を 無 に 帰 
させ 給 う 。 


た も の (クルアーン? を 嫌っ た た めで ある 。 
それ で か れ (アッ ラー?) は 、 彼 ら の 行い を 


台無し に され た の だ 。 


ww 


OF 
SS 


0 ジグ CD Ss Rs 


「 試 練 」 に つい て は 、 雌牛 章 214、 イム ラー ン 家 章 186、 
王権 章 2 と それ ら の 訳注 も 参照 。 


決 を 下 し 、 か れ の ご 命令 を 守り 、 
参照 )。 


大 半 の 解 科学 者 の 見 解 で は 、「 天 国 で の 各 人 の 居場所 を 、 
テク ルト ウゥ ビー16:231 参照 )。 


悔 司 章 16、 洞窟 章 7、 時 昧 剖 2、 


ご 教示 され た 」 と いう 意味 (アル 


「 ア ッ ラ ー* (の 宗教 ) の 援助 」 と は 、 ア ッ ラ ー* の 道 に お いて 戦い 、 そ の 啓典 に よっ て 裁 


CRO ( さ ) ける こと ( ム ヤ ッ サ ル 507 真 


47. ム ハン マ ド 章 1055 NN エー まう / 

10. 一 体 、 彼ら (不信 仰 者 * た ち ) は 地上 を 旅 し | EN Gs 
て 、 彼 ら 以前 の (不信 仰 ) 者 * た ちの 結末 が 、 Ld rc 
どの よう な も の で あっ た か を 見 な か っ た Ot 
の か ? アッ ラー* は 彼ら に 対し て 破壊 し 
良く し 綺 うた の で あり 、 不 全便 た ち に は 

(彼ら を 襲っ た の と ) 同様 の も の が ある 。 

Ii. それ と いう の も 、 ア ッ ラ ー* こ そ が 信仰 する SW 
者 た ちの 底 護 者 * で あり 、 不 信仰 者 "た ち に oR ye a 
は 序 護 者 な ど な い か ら な の だ 。 

12. 本 当 に アッ ラー* は 、 信 仰 し 、 正しい 行い * 1 RR 
を 行う 者 た ち を 、 その 下 か ら 河 川 が 流れ る NE rd 
PR A - か 不信 仰 に 陥っ 5 CC oS 

A 
が 食べ る よう に (ひたすら ) 食べ て いる 
(地獄 の ) 業火 が 、 彼ら の 任 舌 な の だ 。 

13. (使徒 * よ 、) われ ら * は 、 あ な た を 追い 出 2 3 
し た 、 あな た の 町 (マッ カツ より も 強力 な RIRS 
町 (の 民 ) を 、 一 体 ど れ だ け 滅 ぼ し た こと 
か ? そし て 彼ら に は 、 い か な る 援助 者 も 
な か っ た の だ 。 

14。 そ の 壮 * の 御 許 か ら の 明 証 に 依拠 する 者 は 、 ER EN I 

(シャ イタ ー ン * に よっ て ) 自 分 の 悪行 が 目 ANESAE 

映 く 見 せら れ 、 自 分 た ちの 欲望 ! に 従う 者 

SM 

は 、 、 この よう な も の ) 1 潤 る こ や oo 

と の な い 水 の 河川 その 味わい が 変わ ら な BI 

N a Pi ) の 

ie 飲む 者 に と っ て 美味 な 酒 の 河 FASS Lois 
、 純 粋 な 蜂蜜 の 河川 が ある 。 ま た 、 そ こ CRIES 

pe 彼ら の 


1 この 「 和 欲望 」 は 、 シ ルク * を 始め と し た 罪 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 508 頁 参 照 )。 
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主 か ら の ( 罪 の ) お 赦し が ある 。 (一 体 、 or 
この 大 国 の 1 に ある 者 は 、 ) 業火 に 永遠 に 
留まり 、 煮 えた ぎる 湯 を 飲ま せら れ て 腸 が 
散り 散り に な っ て し まう 者 と 、 同 様 で あろ 
うか ? 

16. (預言 者 * よ 、) 彼ら ( 偽 信 者 * た ち ) の CT 
内 に は 、 (理解 する こと な く 、 ふ ざけ 半 UR 3 

分 で ) あな た に 耳 を 傾け る 者 も いる 。 挙 げ Gr 
旬 、 彼ら は あな た の も と か ら 出 て 行く と 、 OR 
(啓典 の ) 知識 を 授け られ た 者 た ち に (、 
EN 

ハン マ ド * は 何 を 語っ た の か ?」 ア 

ー* は 、 それ ら の 者 た ちの 心 を (真理 の 下 
解 か ら ) 仁 が れ た ! の で あり 、 役 ら は ( 不 
信仰 と 迷 妄 に お いて ) 自公 > た ちの 欲望 に 

従っ た の で ある 。 

17。 一 方 、 導 か れ た 者 た ち *? は と いえ ば 、 か れ iG SIAR NG 
( ア ッ ラ ー や か ら 導 き を 上 乗せ され 、 英 席 ③: あ 名 
さ を 授け られ る 。 

18. 彼ら (真理 を 嘘 呼 ば わり する 者 た ち ) は 、 INE 
(復活 の ) その 時 が 自分 た ちの も と に | : あ に 9 入閣 移 名 
突然 や っ て 来る の を 、 待っ て いる だ け な る や る 
の か ? その 予兆 ? は 、 確か に 到来 し た と 
いう の に 。 彼ら の も と に 復活 の 時 が ) 訪 
れ た 時 、 ど うし て 彼ら の 教訓 (に 益 ) が 
あろ うか ?* 

1 「 心 を 塞 が れ た 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 7 の 訳注 を 参照 。 

2 つま り 、「 導 き 」 を 求め た 者 た ち (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:315 参照 )。 

3 預言 者 7 ムハンマド * の 到来 は 、 復 活 の 日 * の 予兆 の 一 つ (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 密 蜂 章 1 の 

訳注 も 参照 。 

4 復活 の 日 * が 到来 し た 時 、 彼ら は 教訓 を 受け 、 信仰 する 。 し か し その 日 、 信仰 が 役立つ こと 


は な い (アッ ニテ シャ ン キ ー テ ィ ー7:255 参照 )。 


畜 章 158 と その 訳注 も 参照 。 
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ブ 1057 NN 


19. な ら ば ( 疾 言 者 * よ ) 、 


20. 


ら 21。 


2 の: 


ア ッ ラ ー* の 外 に は 
( 真 に ) 崇 拝 " さ れる べき 何 も の も な いこ と 
を 知り 、 自 分 の 罪 の お 赦し を 選 う の だ 。 そ 
し て 男 の 信仰 者 た ちと 、 ta 
た め に も ( 罪 の 散 し を を を え ) 6 アッ ラー* 
は あな た 方 の 動作 も 、 の も ご 
存 知 で あら れる 。 


信仰 する 者 た ち は 、 言う 。「 ど うし て 、 (私 
た ち に 不信 仰 者 * た ちと の 戦い を 命じ る ) ス 
ー ラ *\ が 下さ れ な い の で すか ?」 そ し て 明確 
な スー ラ * が 下さ れ 、 そこ で 戦い (の 命令 
が 言及 され た 時 、 (預言 者 * よ 、) あな た は 
心 に 病 が ある 者 た ち が 、 死 (の 恐怖 ) ゆえ 
に 気絶 する 者 の 視線 で 、 あ な た を 党 視 する 
の を 目 に する 。 彼 ら に は 先決 で ある の に 、* 


(アッ ラー* へ の ) 服従 と 、 適 切な 言葉 ? が 。 
(不信 仰 者 * と の 戦い と いう ) ど ご 命令 が 決定 
し た 時 、 彼 ら が アッ ラー* に 正直 だ っ た な 
ら 、 そ れ が 彼ら に と っ て より 善い こと で あ 
っ た の だ 。 


あな た 方 は 、 も し (イス ラー ム * の 教え か ら ) 
背 を 向け た ら 、 地上 で 腐敗 * を 働い た り 、 自 
分 た ちの 近親 関係 を 断絶 し た りす る の で 
は な いか ? 


= 


| CN 
ュ プ ? に の 


85 ジ 5 の NN トン MO 


タン ター 


り Ca 3 
CE NO 


OI 


RC 
OE EI 


っ タ ラッ ン ン 


る 4 Ne 
ON NN 


この 「 動 作 」 と 「 住 処 」 の 解釈 に は 、 そ れ ぞ れ 「 現 世に お ける 行動 と 、 来 世に お ける 行き 


先 」「 昼 間 の 行動 と 、 夜 の 接 場 所 」「 父 親 の 精巣 か ら 母 親 の 子宮 へ の 移動 、 地上 


で の 居住 地 」 


な ど と いっ た 諸説 が ある (アル テバ ガウ ィ ー4:215 参照 )。 


ア 


イ 


「 戦 い の 命令 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 190、 


「 役 ら に は 先決 で ある 」 で は な く 、 
る 。 


悔 悟 章 36 と その 訳注 


も 参照 。 


ッ ラ ー* の 宗教 に 対し て 疑念 の ある 者 や 、 偽 信者 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 509 真 参照 )。 


その 場合 、 
ダー ウィ ー5:194 参照 )。 


「 適 切な 言葉 ]」 と は 、 イ スラ ー ム * の 教え に 沿っ た 言葉 の 


「 彼 ら に も っ と (破滅 が ) 近づく よう 」 と いう 解釈 も あ 
次 の アー ヤ \ 冒 頭 は 「… が (、 彼 ら に は より 善い )」 と いう 意味 (アル = テバ 


と ( ム ヤ ッ サ ル 509 頁 参照 )。 
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23. それ ら の 者 た ち は 、 ア ッ ラ ー* が 呪 わ れ 、 | と 弟 25 交 3oiad 
龍 に され 、 a Ce あっ 

24. 一 体 、 彼ら ( 偽 信 者 * た ち ) は 、 クル アー ⑤ い OR lo PC 
* を 熟慮 し な た ない の か ? いや 、 i 
けら れ て いる の だ 。 

25. 本 当 に 、 導き が 明らか に され た 後に 及 ん A RE NS 8 
で 、 背 中 を 向け て (不信 仰 へ と ) 退 い た 者 本 包 、 22 お っ し 
た ち に 、 シャ イタ ー "は (彼ら の 過ち を ) (oN の 

映 く 見 せ 、 彼ら に ( 芝 き の 願望 を ) 長 引 

か せ た 3 の だ 。 

26. それと いう の も 彼ら が 、 ア ッ ラ ー* が 下さ れ | CA ユン 0 し 3 
た も の を 嫌っ た 者 た ち に 対し 、 (こう ) 言 YS に と る ビン 六 お 
っ た から で あ る 。 a OR 
に お いて 、 あな た 方 に 従 お う 」 。 アッ ラー 
* は 、 人 6 の 上 を ど 69 だ と いう の 

27. で は 、 天使 * た ち が そ の 顔 と 背中 を 骨 ほり つけ そし おう っ: そっ 
つつ 、 彼 ら (の 魂 ) を 取り 上 げ る 時 (の $ ょ と Sb た 5 つめ ち 
状況 ) は 、 い か な る も の と な ろう か ?5 

28。 それ と いう の も 彼ら は 、 ア ッ ラ ー* を 激怒 させ A 
る こと に 従い 、 か れ の ご 満悦 を 嫌っ た か ら な OE EE 
の だ 。 それ で か れ (アッ ラー? は 、 彼 ら の 行 
い (の 褒美 ) を 台無し に され た の で ある 。 

29. い や 、 心 の 中 に 病 が ある 者 た ち は 、 7 a 

ー* が 彼ら の (イス ラー ム * と ム ス リ ec 対 ③ 充 外交 る 

する ) 憎悪 を (信仰 者 た ちの 眼前 に ) 引き 8 
出さ れ な いと で も 思い 込ん で いた の か ? 

1 「 ア ッ ラ ー* の 呪い 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 88 の 訳注 を 参照 。 

2 「 龍 」「 十 目 」 に つい て は 、 睦 和牛 章 7、18、 フ ー ド * 章 20 と その 訳注 も 参照 。 

3 婦人 章 120 も 参照 

4 この 言葉 を 誰が 誰 に 言っ た か に つい て は 、「 偽 信者 * た ち が 、 シ ルク * の 徒 に 言っ た 」「 偽 信者 * 


た ち が 、 ユダ ヤ 教 徒 * に 言っ た 」「 そ の 逆 」 と いう 説 が ある (アッ ニシ ャ ウ カ ー ニ ー5:51 参照 )。 


wn 


この 様子 に つい て は 、 家 畜 章 93、 戦 利 品 * 章 50 と それ ら の 訳注 を 参照 。 


47. ムハンマド 章 


1059 \N、 


30. そし て ( 台 言 者 * よ ) 、 


31; 


Sg, 


33. 


34. 


も し われ ら * が 望め 
ば 、 わ れ ら * は あな た に 彼ら を (特定 し て ) 
見 せ 、 あ な た は 必ず や 人 彼ら を その 特徴 で 知 
る で あろ う 。 ま た 、 あな た は 必ず や (彼ら 

の 意図 が 見 え 隠れ する ) 含み を 持た せ た 言 
葉 に よっ て 、 彼 ら を 知る の だ 。 ア ッ ラ ー* 
は 、 あ な た 方 の 行い を ご 存 知 で ある 。 


また (信仰 者 た ちょ ) 、 われ ら * は 必ず や 、 
あな た 方 を 試練 に か ける 。 Ni あ 
な た 方 の 内 の 努力 礁 闘 す る 者 た ち と 、 入出 
* あ る 者 た ち を 如 実 に 表し 、 あな た 方 の 消 
息 2 を 試す た め に 。 
本 当 に 不信 爺 で あり 、 アッ ラー* の 道 か ら 
(人 々 を ) 明 み 、 自 分 た ち に 填 き が 叶 ら か 
に な っ た 後に 使徒 こ 歯 向かっ た 者 た ち は 、 
少し も アッ ラー* (の 宗教 ) を 害する こと な 
ど な い 。 そし て か れ (アッ ラー*) は いずれ 、 
彼ら の 行い を 台無し に され る の で ある 。 


信仰 する 者 た ちよ 、 ア 
+ に 従 え 。 そ し て あな た 方 の 行い を 
信仰 や 罪 で ) 無駄 に し て は な ら な い 。 


本 当 に 不信 爺 で あり 、 アッ ラー* の 道 か ら 
(人 々 を ) 阻 み 、 それ か ら 不作 の まま 
死ん だ 者 た ち を 、 ア ッ ラ ー* が お 赦し に な る 
と と は な い の だ 。 


ッ ラ ー* に 従 い 、 使徒 
不 
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IN) 


「 試 練 」 
E 権 章 2 と それ ら の 訳注 も 参照 。 


この 「 准 
る い は 悪い も の だ っ た か 、 
誠実 だ っ 
5:196 参 


照 ) © 


に つい て は 、 雌牛 章 214、 イ ムラ ー ン 家 章 186、 悔 


EASEN SY 
EI STR 
OES 


Eee る 
る HE 


nd 


EIB NE 

イマ ルン eT IN 
GE I JNES 
EE BN 


人 し しり IGP の N Gs 
OKT NL 


EID DDN 
OI 


悟 章 16、 洞窟 章 7、 多 昧 章 2、 


肖 息 」 の 解釈 に つい て は 、「 あ な た 方 の 行い に つい て 、 そ れ が 善い も の だ っ た か 、 あ 
知ら せる も の 」 「 信 仰 心 と 信仰 者 た ち へ の 愛情 に お いて 、 そ れ が 
た か 、 嘘 だ っ た か を 知ら せる も の 」 と いっ た 諸説 が ある (アル テバ イダ ー ウ ィ ー 


47. ムハンマド 章 a A 5 EV 
35. な ら ば (信仰 者 た ちよ ) 、 あ な た 方 が 優位 | sbi N63 
者 で ある と いう の に 、 羽 気 に な っ た り 、 講 RE 

和 へ と 呼び か けた り し て は な ら な い !。 ア ッ 
ラー* は (その 勝利 と 援助 に よっ て ) 、 あな 
た 方 と 共に あり 、 あな た 方 の 行い (の 褒美 ) 
を 減ら し た り は され な い の だ 。 
36 と は 、 遊 軸 と 戯れ に 過ぎ な い ?。 あ YTVPUSYIGCUIZ 
、 あ な た 方 が 信仰 し 、 (アッ ラー* を ) トク 
ee か れ は あな た 方 に その 美 を a 
授け られ る 。 そ し て 、 あ な た 方 の 財産 を ( 浄 
財 * と し て 、 全 て ) 要求 され る こと は な い 。 

37. も し 、 か れ (アッ ラー や が それ を あな た 方 | も So 
に 要求 され 、 あな た 方 を 無理 強い させ られ る OA 
な ら ば 、 あな た 方 は 出し 惜しみ し 、 か れ は あ 
な た 方 の 憎悪 を 引き 出さ れる で あろ う 。 

38. ほら 、 (信仰 者 た ちよ 、) あな た 方 と いう | 婦 PO 
人 た ち は 、 ア ッ ラ ー* の 道 に お いて 出費 する RG へ 
こと へ と 招 か れ て いる の に 、 あな た 方 の 内 ル 信 人族 2 UPOP LN 
に は 出し 惜しみ する 者 が いる 。 出し 惜しみ っ 
する 者 は 誰 で も 、 自 分 自身 に 出し 惜しみ し A 
て いる に 外 な ら な い 3。 ア ッ ラ ー* が 満ち 足 の の 
り た * お 方 な の で あり 、 あ な た 方 が 貧し い 者 


た ちな の だ 。 そ し て 、 . も し あな た 方 が ( ア 
ッ ラ ー* へ の 信仰 と 服従 に ) 背 を 向け る な 
ら 、 か れ (アッ ラー*) は あな た 方 で は な い 
別 の 民 と (あな た 方 を ) 交換 され 、 そ れ か 
ら 彼 ら は あな た 方 の よう に (アッ ラー"* に 不 
服従 に ) な る こと も な いで あろ う 。 
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「 不 信仰 者 * と の 講和 」 に つい て は 、 不 信仰 者 * の 方 か ら 講 和 を 申し 人 れ て きた 


寺 に は 、 そ 


れ を 受け 入れ る の も 可能 。 戦 利 品 * 章 61 も 参照 (アッ = シャ ン キ ー テ ィ ー7:390 参照 )。 
2 家畜 章 32 の 訳注 も 参照 。 


3 と いう の も 彼ら は そう する こと で 、 
り 損 ね た か ら で あ る (アッ = テ サ ァ デ ィ ー790 


自分 た ち に アッ ラー 


邊 参照 )。 


ュ グ 


* か ら の 褒美 を 禁じ 、 多く の 善 を 取 


48. 勝利 章 


第 48 章 
勝利 章 (アル ニ フ ァ トゥ フ ) ! 


直 悲 あま ね く * 療 受 深き * 


アッ ラー* の 御名 に お い 


白 な る 勝利 で 勝利 させ た 。< 


te 


(使徒 * よ 、 ) 本 当 に われ ら * は あな た に 、 明 


OLLICINEEG 


(それ は ) アッ ラー* が あな た の た め に 、 あ CGA ER 
な た の 人 罪 の 内 、 先んじ た も の と 後 か ら 生じ II IEE 
た も の * を お 落し に な り 、 あな た の 上 に その あじ 
恩恵 を 全う され 、 あ な た を まっ すぐ な 道 へ 

と 導 か れる た め 。 

また 、 あ な た を 、 こ の 上 な い 援 助 で 援助 さ Oh 
れる た め 。 

か れ (アッ ラー ツ は 信仰 者 た ちの 心 に 、 そ | os し 8c 
の 信仰 心 の 上 に 更 な る 信仰 心 を 上 乗せ すべ A 
RR 静寂 を 下さ れ た 4 お 方 。 そし て ア = ④⑥ じ < と し k 釣 GING LEN 


* に こそ 、 諸 天 と 大 地 の 軍 勢 は 属す る 。 _ 


= 


[I] 


ww 


た 


マデ ィ ー ナ * 刻 示 。 ムスリム * 信 
示さ れる 。 ス ー ラ * 名 の 
う 言 葉 (アー ヤ \1、1 
誘い 、 


に と っ て は 
来 は 、 ス ー 
8、27 参照 ) に よる 。 ま た 


フ \ 


人 = 方 で 、 


な ベ べ ベ ドウ ィ ン や 偽 信 者 * ら へ の 非難 も 描写 され る 。 


大 多数 の 解釈 学者 に よれ ば 、 こ の 「 勝 利 」 は 、 フ ダイ ビー ヤ の 和 
カー ニー5: 59 参照 )。 そ の 他 「 マ ッ カ 開城 *」「 ロ ー マ 帝 


の 勝利 」 な どの 諸説 も ある が 、 
ー15:5395 参照 )。 
罪 の 内 で 「 先 ん じ た も の 」「 後 か ら 


寺 ま で の も の 」「 使 徒 * と な っ た 時 以 


る (アル = クル トゥ ビー16:262 参照 


て は 、 雌 和牛 凍 36 の 訳注 を 参照 。 


これ は アッ ラー* と その 使徒 * の 決定 


* た ちの 


前 の も の と 、 将 来 の 全 
)。 尚 、 


< 従 (し た が ) っ た 、 
間 写 と され る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:328 参照 )。 


国 、 そ の 他 の 征服 」 


E じ た も の 」 の 解釈 に は 、 そ れ ぞ れ 「 使 徒 * と な っ た 8 
以前 の も の と 、 以後 の も の 」「 使 徒 * と な っ た 


預言 者 * や 使徒 * の 無 座 ( む び ゅ う ) 


フ ダ イ ビ ー ヤ の 和議 * の 


見 不利 に 見 える フ ダ イ ビ ー ヤ の 和議 * の 後 、 啓 
冒頭 、 そ し て その 後 も 繰り 返さ れる 「 勝 利 」 と い 
アッ ラー* の 道 に お ける 戦い へ の 
あら ゆる 局面 で 従順 (じゅ うじ ゅ ん ) 信人 者 た ちの 抽 半 、 それ と 対照 的 に 不 従順 


義 * の こと (アッ テ シ ャ ウ 
「 イ スラ ー ム * 
いずれ に せよ 、 そ れ ら は 全て 実現 し た (アル = カー スィ ミ 


EE 
け 


寺 以 前 の も の と 、 そ れ か ら こ の アー ヤ * が 下る 
て の 罪 」 な ど 、 数 多く の 説 が あ 
性 に つい 


日 の 教 友 


48. 勝利 章 


J 1062 


EA tA 


ラー* は も と より 、 全 知 者 、 英 知 あ ふれ る * 
お 方 で あら れる 。 


信仰 者 の 男 た ちと 、 信仰 者 の 女 た ち を 、 そ 
の 下 か ら 河 川 が 流れ る 楽園 に 永遠 に 留まる 
べく 入れ 給 い 、 彼ら の た め に その 悪行 を 帳 
on 
それ は も と より 、 ア ッ ラ ー* の 御 許 で 偉大 な 
勝利 で あっ た 。 


また 、 アツ ラー* に 対し て 悪 ミ い 憶測 ! を し て い 
る 、 偽 信者 * の 男 た ち と 偽 信者 * の 女 た ち 、 シ 
ルク “の 徒 の 男 た ち と シル グ * の 徒 の 女 た ち を 
罰する た め 。 彼ら の 方 に こそ (彼ら が 憶測 し 
て いる 状況 の ) 悪し き 暗転 が ある の だ 。 そし 
て アッ ラー* は 彼ら を お 怒り に な り 、 呪 わ れ ^、 
彼ら の た め に 地獄 を 用 意 さ れ た 。 (それ は ) 
何と 忌 ま わ し い 行 き 先 で あろ うか 。 


そし て ア ッ ラ ー* に こそ 、 諸 天 と 大 地 の 軍 夫 
は 属す る 。 アッ ラー* は も と より 、 偉 力 な ら 
i 英知 あふ れる * お 方 。 


( 便 備 * よ ) 本 当 に われ ら * は あな た を 証人 
*、 吉 報 を 伝え る 者 、 警 告 を 告げ る 者 * と し て 、 
遣わ し た 。 


(それ は ) あな た 方 が ア ッ ラ ー* と その 使徒 
を 信じ 、 か れ (の 宗教 ) を 助け *、 か れ を 遇 
し 、 か れ を 朝 に 夕 に 称え る * た めで ある 。 
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アッ ラー* が 、 預言 者 * と 信仰 者 た ち を その 敵 に 対し て 援助 され ず 、 イス ラー ム * の こと も 勝 


利 さ せら れ な い 、 
「 ア ッ ラ ー* の 呪い 」 に つい て は 、 


ムハンマド * 章 7 と 、 そ の 訳注 も 参照 。 
「 か れ を 助け 、 か れ を 胃 蔽 し 」 の 「 


か れ 」 に 限っ て は 、 


と いう 「 悪 い 憶測 」 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 511 頁 参 照 )。 
雌牛 章 88 の 訳注 を 参照 。 

「 証 人 」 に つい て は 雌牛 章 143、 婦 人 章 41 の 訳注 を 参照 。 

「 吉 報 を 伝え る 者 …」 に つい て は 、 雌 和牛 章 119 の 訳注 を 参照 。 


アッ ラー* で は な く 、 預 言 者 * の て 


と を 指す 、 と いう 解釈 も ある (アル = テバ ガウ ィ ー4:224 参照 )。 


48. 勝 利 章 1063 \ どー 
10. (預言 者 * よ 、 ) あ な た に 次 う 者 た ちこ そ は 、 2 
まさ し く ア ルフ 1 者 きっ て いる '! の で あ CO NE PR 
る 。 アッ ラー* の 御手 は 、 彼ら の 手 の 上 に あ 名 の 。 0 
る の だ か ら 2。 (その 維 い を ) 破っ た 者 は 誰 REE 
で あろ うと 、 (その 信 が 自分 ) に 返っ て くる 
ゆえ 、) 自分 に 対し て 破っ て いる の で ある 。 
そし て 誰 で あろ うと 、 ア ッ ラ ー* と 契約 し た 
こと を 全う する 者 に 対し 、 アッ ラー* は 偉 
大 な 奉 美 を お 授け に な る ろう 。 

11. (預言 者 * よ 、) ベ ド ウィ ン た ちの 内 、( あ | JrRNteo 導 4 っ 
な た と 共に マッ カ * に 出発 せ ず ) 居 残 ら さ CESS 
れ た 者 た ち 3 は 、 あ な た に 言う で あろ う 。 っ っ 336 AU 595 
「 私 た ちの 財産 と 家族 が 、 私 た ち を 掛か a i aS 
り っ き り に させ た の だ 。 だ か ら 私 た ちの C2 
た め 、 (その こ と に つい て ア nd ERS 
散 し を を う て く れ 」。 彼 ら は 自分 た ち 
心 に も な いこ と を 、 na 
言っ て や る の だ 。「 で は アッ ラー* が あな 
た 方 に 害 を お 望み に な る か 、 あ る い は 益 
を お 望み に な る と し た ら 、 か れ (の ご 意 
思 ) に 反し て 誰か 、 あ な た 方 に 何 か し て 
や れる 者 が いよ うか ? いや 、 ア ッ ラ ー* 

は も と より 、 あ な た 方 が 行う こと に 通 暁 
され る お 方 で ある 。 


1 これ は 「 リ ド ワ ー ン の 碑 い 」 の こと 。 


2 あたかも アッ ラー* に 直接 、 手 を 重ね て 扱っ た か の よう で ある 、 と いう 


詳し く は 、 頻出 名 ・ 


語 解説 の 「 フ ダイ ビー ヤ の 和議 


こと 。 碧 い の 意味 の 


確認 と 強調 、 そ の 遵守 (じゅ ん し ゅ ) へ の 奨励 (し ょ うれ い ) の 意味 (アッ ニ サ ァ デ ィ ー 


792 
3 預言 者 * が ウム ラ * の た め マ ッ カ * へ 出発 し た 際 、 ク ライ シュ 族 * へ の 警 


参照 )。 


ュ グ 


戒 心 か ら 同行 を 命じ 


た も の の 、 それ に 応じ な か っ た マデ ィ ー ナ * 周 辺 の ベ ド ウィ ン た ちの こと と (アル = クル トウ 


ビー16:268 参照 )。 悔 悟 


章 81 の 同 語 


に つい て の 訳注 も 参照 。 


48. 勝 利 章 1064 \N、 と A 

12。 いや 、 あ な た 方 は 使徒 * と 信仰 者 た ち が 1 
(殺さ れ ) 、 彼ら の 家族 の も と に 永遠 に っ 9 6 あ る 対 5 
帰っ て 来 な い だ ろ う と 憶測 し て いた の で る 


13. 


14. 


15. 


あり 、 そ れ は あな た 方 の 心 に 目 映 く 映 っ 
た の だ 。 そ し て あな た 方 は まさ し く 悪 い 
憶測 を し た の で あり 、 あ な た 方 は 減 亡 の 
民 だ っ た の だ 」 。 


アッ ラー* と その 使徒 * を 信じ な い 者 た ち は 
誰 で あろ うと (、 湯 され る こと に な ろう ) 、 
本 当 に われ ら * は 不信 仰 者 * た ちの た め に 列 
火 を 用 意 し た の だ か ら 。 


そし て 諸 天 と 大 地 の 土 権 は 、 アッ ラー* に 
こそ 属す る 。 か れ は お 措 み に な る 者 を ね 
赦し に な り 、 お 望み に な る 者 を 前 され る 。 
ア ッ ラ ー* は も と より 、 落 し 深い お 方 、 慈 
愛 深い * お 方 。 


居 残 ら され た 者 た ち ! は 、 あ な た 方 が 戦利 品 
* を 手 に 入れ る べく 出発 し た 時 ?、 (こう ) 
言う だ ろう 。「 私 た ち を 、 あな た 方 に お 供 
させ て 下さ い 」 。 彼ら は アッ ラー* の 御 言 葉 
3 を 、 変更 し よう と し て いる 。 言っ て や る が 
いい 。 「 あ な た 方 が 、 私 た ち に つい て 来る 
こと と は な い 。 アッ ラー* は 以前 、 そ の よう に 
NO 。 す る と 、 彼ら は 言う 。 
「 い や 、 あな た 方 は 私 た ち を 娠 如 し て い 
る 」。 い や 、 彼 ら は 僅か ば か り し か 、 理 解 
する こと が な か っ た の で ある 。 
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3 アル = クル トゥ ビー 
ビー ヤ の 和議 * に 立ち 会 っ た 者 た ち に 、 


「 居 残さ れ た 者 た ち 」 に つい て は 、 


(16:271 参照 )。 
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アー ヤ *11 の 訳注 を 参照 。 
2 これ は 、 ハ イ バ ル の 戦い * へ の 出征 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 512 
* こ よれ ば 、 大 半 の 解釈 学者 は この 「 御 言葉 」 を 、「 ア ッ ラ ー* が フ ダ イ 
ハイ バル の 戦利 品 * を 約束 され た こと 」 と し て いる 


参照 )。 


ミュ 急 


48. 勝 利 章 1065 \ どー 

16. ベ ド ウィ ン た ちの 内 、 (あな た と 共に 出発 せ 本 
ず ) 居 残 ら さ れ た 者 た ち * に 、 言っ て や れ 。 「 あ る i 
な た 方 は 、 強 烈 な 武力 を 備え た 民 ?( と の 戦い ) 2 ob 
へ と 呼ば れる だ ろう 。 あな た 方 が 彼ら と 戦う iz くす 
か 、 彼ら が (戦わ ず し て ) 服従 (イス ラー ム oc 
*) する か の 、 い ずれ か な の で ある 3。 それ で 、 < 
も し あな た 方 が (その 呼び か け に ) 応じ る の 
な ら 、 ア ッ ラ ー* は あな た 方 に 善き 褒美 を お 授 
け に な る 。 そし て 、 も し 以前 ( マ ッ ガ * へ と 出 
発する 命令 に ) 背 いた よう に 、 あな た 方 が 背く 
の で あれ ば 、 か れ (アッ ラー*) は あな た 方 を 
痛ま し い 懲 罰 で 凡 さ れ よ う 」 

17. (出征 し な いこ と に 関し 、) 視覚 に 障害 あ oN の SIN 
る 者 に 罪 は な く 、 足 が 不 自由 な 者 に も 罪 は も ざら どっ 2 も 
な さく 。 病人 に も 罪 は な い 。 アッ ラー* は 、 か GE LE LE 
れ と その 使 筐 "に 従う 者 は 應 で も 、 その 下 $@CiC 32 2 の 5 
か ら 河 川 が 流れ る 楽園 に 入れ て 下さ る 。 
し て か れ は ( ア ッ ラ ー* と その 使徒 * に ) 背 く 
者 を 、 痛 ま し い 微 禄 で 人 宮 さ れる の だ 。 

18. (預言 者 : よ 、) アッ ラー* は 確か に 信仰 者 た TAF oe 


ち を 、 お 喜び に な っ た 。 彼ら が 木の下 で あな 
た に 級 っ た 時 の こと 。 か れ は 彼ら の 心 の 内 
の さ 、 忠誠 心 ) を ご 存 知 に な 
ヽ 彼ら の 上 に 静寂 を 下さ れ 、 彼ら に 近い 
1 (の 約束 ) で お 報い に な っ た の だ 。 * 
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「 居 残さ れ た 者 た ち 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *\11 の 訳 泊 
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この 「 民 」 の 解釈 に は 、 
フ 族 (頻出 名 ・ 用 語 
ムサイ リマ と その 


これ は 、 ジ ズ ヤ * を 受け 入れ られ な い 利 


「 ペ ル シ ャ 人 」「 ロ ー マ 人 」「 そ の fi 


衝 説 「 フ ナイ ン の 戦い *」 参照 )」「 ヤ マー マ 地 方 で 預言 者 * を E 
民 ハ ニー ファ 族 」 な どの 諸説 が ある (アル = クル トゥ ビー16:272 参照 )。 
類 の 人 々 に 関す る 規定 


』 方 」「 ハ ワー ズ ィ ン 族 と サキ ー 
称し た 、 


と され る (前 掲 書 16:273 参 


照 )。 雌 和牛 章 190、 悔 悟 章 36 の 訳注 も 参照 。 

こと これ は 、「 リ ドド ワー ン の 扱い 」 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 513 頁 参 照 )。 詳 し く は 、 頻 出 名 ・ 用 語 
解説 「 フ ダイ ビー ヤ の 和議 *」 を 参照 、 ま た 「 近 い 勝 利 」 と は 、 ハイ バル の 戦い * の こと (前 
掲 書 、 同 真 参照 )。 


48. 勝 利 章 106e6 NN と tA 
19. また 、 彼 ら が 手 に する こと に な る 沢山 の 戦 | fuziogtoL る の 2 の 
利 品 呈 (の 約束 ) で (お 報い に な っ た 時 ) o lo 
アッ ラー* は も と より 、 偉 力 な ら び な い * お 
方 、 英 知 あふ ゃ れる * お 方 。 

20. アッ ラー* は あな た 方 に 、 あ な た 方 が 手 に す ES 
る こと に な る 沢山 の 戦利 品 * を お 約束 に な EAS sr 
り 、 あ な た 方 の た め に これ を 前 倒し に され | と Sea 
た の だ ?。 ま た 、 か れ は 人 々 3 の 手 を あな た EE A 
方 か ら 阻ま れ た の で あり 、 (それ は 、 そ の 
こと が ) 信仰 者 た ち に と っ て の 御 徴 と な 
り 、 あ な た 方 を まっ すぐ な 道 へ と お 導き に 
な る た めで あっ た 。 

21. また 、 アッ ラー* が 既に 確保 され 、 あな た 方 疾 GI 
が まだ 入手 で き て は いな い 、 別 の 物 も (お Dh ENG 
約束 に な っ た ) 。 アッ ラー* は も と より 、 全 
の お の 

22. た と え 不 信仰 に 陥っ た 者 * た ち * が 、 あ な た 方 | 公 53( あ 856 設 ど 65 あ 
と 戦っ た と ころ で 、 背中 を 見 せ て 敗走 する の OIG ER 
が 落ち な の で ある 。 その後 、 彼ら は (自分 た ーー 
ちの ) 棄 護 者 も 援助 者 も 見 出す こと が な い 。 

23. 過去 に 、( 不 信仰 者 "の 民 と 信仰 者 の 民 の 間 に EA 

お いて ) 過ぎ 去っ て きた 、 ア ッ ラ ー* の 摂理 。 of 
そし て ( 疾 言 者 * よ ) 、 あな た は アッ ラー の 
理 に 、 い か な る 変更 も 見 出す こと は な い 。 
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こと の 「 戦 利 品 条 は 、 
この アー ヤ * の 「 沢 山 の 戦利 品 和 | 


全て の も の 。「 こ れ 」 は 、 ハ イ バ ル の 戦利 品 


クル トッ ゥ ビー16:278 参照 )。 
この 
彼ら の 援助 者 た ち 」「 ム スリ ム * 軍 


「 人 々 」 の 解釈 に は 、「 フ ダイ ビー ヤ の 和議 * の 


は 、 ム スリ ム * た ち が 復 活 の 日 * ま で 手 に する こと !【 
*、 ま た は フ ダ イ ビ ー ヤ の 和 


寺 の クラ イシ ュ 族 *」「 ハ イ バ ル の 
が フ ダ イ ビ ー ヤ や ハイ バル に 遠征 中 に 、 


ハイ バル の 戦い * に よる も の と され る ( ム ヤ ッ サ ル 513 頁 参照 )。 


こと なる 


識 * の こと (アル = 


民 と 、 


マデ ィ ー ナ * を ユダ 


ヤ 教 徒 * の 手 か ら 阻 ん で 下さ っ た 」 と いっ た 諸説 が ある (アッ = ニシ ャ ウ カ ー ニ ー55:68 参照 )。 
4 マッ カ * の クラ イシ ュ 族 * の こと を 指し て いる 、 と され る ( ム ヤ ッ サ ル 513 頁 参照 )。 


48. 勝 利 章 1067 NN どり ーー 
24。 か れ は 、 あ な た 方 が 彼ら (シル ク * の 徒 ) を | > 多 衝 あ 2 紀和 
マッ カ * の 谷間 で 掌握 し た 後に 、 彼 ら の 手 EB 
を あな た 方 か ら 阻ま れ 、 あ な た 方 の 手 を 彼 0k 知る 8 
ら か ら 阻 まれ た ! お 方 。 そ し て アッ ラー* は 
も と より 、 あ な た 方 の 行う こと を 通 暁 され 
る お 方 で ある 。 
25. 彼ら (クラ イシ ュ 族 * の 不信 仰 者 "た ち ) は FI 


不信 仰 に 陥り 、 (ウム ラ * を し よう と し て 
いた ) あ な た 方 を ハラ ー ム ・ マス ジ ド * か ら 、 
そし て 足止め を 食らわ され た 供物 が その 
( 屋 殺 の ) 場 2 に 達する こと か ら 、 阻ん だ 者 
た ち 。 そ し て 、 も し (マッ カ * に 潜ん で いる ) 
あな た 方 の 知ら な い 信仰 者 の 男 た ちと 信 
仰 者 の 女 た ち が お ら ず 、 あな た 方 が 彼ら を 
(シル ク * の 徒 も ろ と も ) 粉 砕 し て し まう こ 
と で 、 あ な た 方 に 予想 も し な か っ た 面倒 が 
降り か か る の で な けれ ば (、 われ ら * は あな 
た 方 に その 時 、 マ ッ カ * の 民 を 制圧 させ た の 
で ある ) 。 (それ は ) ア ラー * が 、 か れ が 
お 望み に な っ た 者 を 、 そ の ご 慈悲 の 中 に お 
人 人 れ に な る た め $。 も し 彼ら が (不信 仰 者 * 
た ちか ら ) 隔 た れ て いた ら 、 われ ら は 彼ら 
の 内 の 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち を 、 痛ま し 
い 徴 創 で 前 し た の で ある 。 


一 説 に これ は 、 フ ダイ ビ 


ェ ー ヤ の 地 で 、 ム スリ ム * た ち 
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た 八 十 名 の シル ク * の 徒 の こと 。 ム スリ ム * た ち は 彼 ら を 捕らえ た 後 、 解 放し て や っ た ( ム 


ヤッ サル 514 


この 「 場 」 と は 、 
頭 の ラク ダ を 連れ て 来 て いた 。 ア 
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ム 
参照 )。 


マッ カ * の 聖域 の こと 。 ム スリ ム * た ち は ウ ムラ * の 「 供 物 」 と し て 、 七 十 
ッ ラ ー* は フ ダ イ ビ ー ヤ で 、 そ れ を 控 (ささ ) げ る こと を 


お 許し に な っ た (アッ ニシ ャ ウ カ ー ニ ー5:71 参照 )。 巡礼 * を 阻ま れ て し まっ た 際 の 規定 に 


関し て 
倒 」 と は 、 信 仰 者 を 殺し て し まう こと に よる 罪 、 非 難 、 そ の 罪滅ぼし と し て の 代償 の 


は 、 雌 和牛 章 196 も 参照 。 


Wi 


こと ( ム ヤ ッ サ ル 514 頁 参 照 )。 


た 


実際 に この 後 、 マ ッ カ * の 民 の 内 で も 、 イ スラ ー ム * を 受け 人 れ 、 よ き ム スリ ム * と な り 、 天 
国 に 入れ られ る こと と な っ た 多く の 者 が 出現 し た (アル = クル トゥ ビー16:286 参照 )。 


48. 勝利 章 


a Na th 


26. 不信 仰 に 陥っ た 者 た ち が 、 


尊大 さ 、 ジ ャ ー ヒ リー ヤ * の 尊大 さ を 答 
時 の こと ! (を 思い 起こ させ よ ) 8 に も 関わ 2 (5 
ら ず 、 ア ッ ラ ー* は か れ の 静寂 を 、 その 使徒 
"と 信仰 者 た ちの 上 に 下さ れ た 。 そ し て 彼ら 


その 心 の 中 に A EO I 


し GT 


EN 


て 2 る っ まげ 

に 散 席 さ * の 言 葉 ? を 命じ られ た の で あり 、 OE INE 
MM り 相応 し く 、 
と より 、 全 て の こ eR 

27. 確か に アッ ラー* は その 使徒 * (ムハンマド ? に あめ 突 32 ン 骨 
に 、 正夢 で 真実 を 語ら れ た 。 あな た 方 は も し Ce At 2 3 

アッ ラー* が お 望み な ら 、 必ず や 頭 を 制 り 、 3855 を とら ss ud 
セ 人 E * ウラ ンク 

髪 を 切っ た 状態 で 、( シ ルク \* の 徒 を ) 怖 れ る A 23 し (2 i 
こと こと な く 安 全 に 、 ハラ ー ム ・ マ スジ ド * に 人 る LEE EEL 
の だ 。 そし て か れ (アッ ラー? は 、 あな た 方 7 
が 知ら な か っ た こと 3 を ど ご存知 に な り 、 そ れ 以 
外 に も 近い 勝利 # を ご 用 意 に な っ た 。 

28. かれ (アッ ラー は 、 そ の 便 徒 * を 導き と | gst の 1 っ る ボ る 


真理 の 宗教 (イスラーム? と 共に 遣わ され | あー まる 選 志 


た お 方 。 (それ は ) か れ が 、 


| を あ ら ゆ る 宗教 の 上 に 君臨 させ る $ 


それ (イス ラ < 


た め 。 (使徒 * よ 、) ア ッ ラ ー* だ け で 、 


の ) 証人 は 十分 で ある 。 


sl 
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ー の 御名 に お いて 」「 ア ッ ラ ー* の 使徒 
ヤッ サル 514 真 参照 )。 


詩人 ハン マ 


Oa 


( そ 


彼ら は フ ダ イ ビ ー ヤ の 和議 * の 際 、 預 言 者 * が 協定 文書 に 「 慈 可 あ まね く * 慈 愛 深い * ア ッ ラ 


ド *」 と 書く こと を 認め ず 、 削除 させ た ( ム 


「 敬 度 さ * の 言葉 」 と は 、 大 半 の 解釈 学者 に よれ ば 、「 ア ッ ラ ー\* 以 外 に 崇拝 * (すう は い ) 
すべ き 、 い か な る も の も な し 」 と いう 言葉 (アル テバ ガウ ィ ー4:243 参照)。 

「 あ な た 方 が 知ら な か っ た こと 」 と は 、 ム スリ ム * た ち が フ ダイ ビー ヤ の 年 で は な く 、 そ の 
後に ウム ラ * の た め マ ッ カ * 訪 問 す る こと に お ける 利益 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 514 頁 参照 )。 
大 半 の 解釈 学者 に よれ ば 、 こ の 「 近 い 勝 利 は フ ダ イ ビ ー ヤ の 和議 * の こと 。 マ ッ カ 開城 *、 
ある い は ハイ バル の 戦い * に お ける 勝利 、 と いう 説 も ある (アル ニク ルト ゥ ピー16:291 参照 )。 

「 イ スラ ー ム * を あら ゆる 宗教 の 上 に 君臨 させ る 」 に つい て は 、 悔 悟 章 33 の 訳注 を 参照 。 


48. 勝 利 章 1069 NN と tA 
29. ムハンマド * は 、 ア ッ ラ ー* の 使徒 *。 そし て 、 EHS NS フイ スン ンス 
彼 と 共に ある 者 ( 教 友 ) た ち は 不 信仰 者 * | <zzpzz6 5 RN 
た ち に 対し て は 厳格 で 、 彼 ら 自 身 の 問 で は 8 
慈悲 深い 。 あな た は 彼ら が 、 アッ ラー* か ら お 

の ご 乱 鐘 と ご 満悦 を 求め つつ 、( ア ッ ラ ー 8 
* へ の 礼拝 で ) ルク ー ゥ * し 、 サジ ダ * す る の CS 
を 目 に する 。 彼ら の 打 は その 顔 に あり 、 サ | 6 が 6 AWD Ab 
ジ ダ * の 跡 に よる も の 。 そ れ は トー ラー* の ee 

! に ある 彼ら の 描写 で あり 、 福音 * の 中 に NL 


ある 彼ら の 描写 で ある 。 (その 様子 は ) 芽 
を 出し ( 枝 を 増やし ) て それ を 支え 、 駆 固 
その 幹 の 上 に 確立 し た 作物 の よう 

。 それ は 栽培 者 を 喜ば せる 。 か れ (アッ ラ 

ー? が 、 彼 ら (信仰 者 た ち ) に よっ て 、 不 
信仰 者 * た ち を 慎 ら せ る た め に 。 アッ ラー 
* は 彼ら 3 の 内 、 信仰 し て 正しい 行い * を 行う 
者 た ち に 、 ( 罪 の ) お 赦し と 偉大 な る 奏 美 
を 約束 され た の で ある 。 
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彼ら の 印 」 の 解釈 に は 、「 復 活 の 
謙虚 (けん き ょ ) さ 」「( 崇 拝 * 行 為 ゆ え の ) 夜 更 か し に よ 
色 さ 」 な どの 諸説 が ある (アル テバ ガウ ィ ー4:245 参照 )。 

れ は 、 最 初 は 数 少な か っ た も の の 、 


*、 そ の 顔 に 現れ る 


45 の 訳注 を 参照 )、 


も ある (前 掲 書 、 同 


参照 )。 


© Cbs a 


白い 光 」「 よ き 作 法 、 恭 順 さ (雌牛 


る 、 顔 の 


後に 多数 と な っ た 教 友 た ちの 例え と され る 。 ま た 、 
作物 」 は 預言 者 * ム ハン マ ド で 、 そ の 「 芽 と 枝 」 が 教 友 と 信仰 者 を 表し て いる 、 と いう 解 


この 「 彼 ら 」 は 教 友 * た ち だ け で は な く 、 信 仰 者 一 般 を 指す (アル = クル トゥ ビー16:295-296 
参照 )。 


49. 部 屋 章 


2 で プ 


で こつ と っ 


信仰 する 者 た ちよ 、 ア ッ ラ ー* と その 合 徒 * 
の 前 で 、 出し ゃ ば っ て は な ら な い S そし で 
アッ ラー * を 異 れ * よ 。 本 当 に アッ ラー* は 、 
よく お 聞き に な る お 方 、 全 知 者 で あら れる 。 


信仰 する 者 た ちよ 、 預 言 者 * の 声 の 上 に 、 あ 
な た 方 の 声 を 張り 上 げ て は な ら な い 。 ま た 、 


自分 た ち が 互 い に 大 声 を 上 げ る よう に 、 役 
(預言 者 り に 対し て 大 声 で 物言い を し て は 
な ら な い 。 (それ は ) あな た 方 が 気付 か な 
い 内 に 、 あ な た 方 の 行い が 台無し に な っ て 
し まわ な いよ うに 、 で ある 。 


本 当 に アッ ラー* の 使徒 * の も と で 声 を 低め 
る 者 た ちこ そ は 、 ア ッ ラ ー* が その 心 を 散 度 
0 そこ へ と 導 尊い て 下 
さ ) つた 者 た ちな の だ 。 彼ら に こそ 、 ( 罪 の ) 


お 赦し と 偉大 な 褒美 が ある 。 
本 当 に (預言 者 * よ ) 、 あ な た を を 部 屋 の 向 こ 
うか ら (大 声 で ) 呼ぶ 者 た ち 、 その 大 半 は 弁 
える こと が な い 。3 


= 


sl 


w 


マデ ィ ー ナ * 啓 示 。 スー ラ \* 名 は 
要 な 一 部 と し て 、 


アー ヤ *4 に 出現 する 「 部 屋 」 と いう 語 に 由来 。 信仰 の 重 


アッ ラー* と その 預言 者 * へ の 礼儀 を 始め 、 同 胞 愛 を 育 (は ぐ く ) お 作法 


0 oN 
OR 0 


BN 
8 4 2 ED 52 
Lk ジテ a at 


RE 


う タ マ 


る の の の 


® bs 3 2 


RD 
OR EE 


EAN 


そ 


や 品 性 、 真 の 信仰 者 と し て の 価値 観 、 そ れ ら に 逆行 する 物事 の 禁止 な ど 、 健 全 で 正しい ム 


スリ ム * 個 人 ・ 社 会 の 
性 の 草 」 と 呼ぶ 者 も いる 。 


基礎 が 取り 上 げ ら れる 。 現代 の 解釈 学者 の 中 


に は 、 こ の スー ラ * を 「 品 


アッ ラー* と その 使徒 * を 差し お いて 、 款 教 に 関わ る 物事 を 勝手 に 決め た り し て は な ら な い 、 


と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 515 頁 参照 )。 


一 説 に この アー ヤ * は 、 マ ディ ー ナ * に や っ て 来 た ベ ドウ ィ ン た ち が 、 


預言 者 * の 部 屋 の 外 か ら 


「 ム ハン マ ド #*! ムハンマド * ! 」 と 呼ん だ こと に 関し て 下っ た (アッ テニ サ ァ ディ ー799 頁 参照 )。 


49 部屋 章 こす かー 
5 そし て 、 も し 後 ら か 、 NM の 


半生 
深い お 方 、 慈 愛 深 い * お 方 で あら れる 。 
信仰 する 者 た ちよ 、 も し あな た 方 の も と に 
放 逸 な 者 が 何ら か の 消息 を 携え て や っ て 
来 た ら 、 (それ を 信用 する 前 に 、 そ の 真 偽 
を ) 確認 せよ !。 あ な た 方 が 、 あ る 民 に 無 
知 か ら 被 害 を 及ぼ し 、 それ で あな た 方 が 自 
分 た ち が し た こと ゆえ 、 悔やむ 者 と な ら な 
いよ うに 。2< 


そし て 知る の だ 、 あ な た 方 の 間 に は (あな 
た 方 の 福利 を 知り 、 あ な た 方 に 善 を 望む ) 
Ne と いう と と を 。 も 
し 、 彼 が 物事 の 多く に お いて あな た 方 に 従 
えば 、 あな た 方 は 苦境 に 陥っ た で あろ う 。 
し か し アッ ラー* は 、 あ な た 方 に 信仰 を 愛さ 
せ 給 い 、 そ れ を あな た 方 の 心 に 自 映 い も の 
と され た 。 そし て 、 あな た 方 に 不信 仰 と 放 旬 
さと (アッ ラー* へ の ) 反抗 を 嬢 わせ 給 う た 
の で ある 。 そ れ ら の 者 た ちこ そ は 、 正 し く 導 
か れ た 者 た ちな の だ 。 


アッ ラー* か ら の と ご 軸 鶴 と 、 恩恵 ゆえ 。 アッ 
ラー* は 全 知 者 、 英 知 あふ れる * お 方 で ある 。 


= 


sl 


ここ で の 「 放 逸 」 さ の 意味 に は 、「 嘘 つき 」「 


6 CE 
ラー ラプ < PC 


al ol 


EC RNN EN I 
A CS GA NS 
8 oN 
2 

ol と 


DILLER 


分 の 罪 を 公 (お お や ) け に する 者 」「 ア ッ ラ 


ー* に 対し て 癌 恥 (し ゅ うち ) 心 を 抱か な い 者 」 と いっ た 諸説 が ある 。 尚 、 放 逸 で ある こと 
が 確定 し た 者 の 情報 ・ 伝 承 は 、 例外 的 な も の を 除い て は 受け 入れ られ な いと いう こと で 、 学 
者 間 の 見 解 は 一 致し て いる (アル = テク ルト ウゥ ビー16:312 参照 )。 

と の アー ヤ は 、 ワ リー ド ・ ブ ン ・ ウ ク バ が 浄 財 * の 徴収 (ちょ うし ゅ う ) の た め 、 ム スタ ラク 
族 へ 遣わ され た 際 の 出来 事 に 関し て 下っ た と され る 。 ム スタ ラク 族 が 浄 財 を 渡す こと を 拒 


ん だ と 
た (アフ マ ド 18459 参照 )。 


いう ワリ ー ド の 誤っ た 報告 に よ に り 、 ム スリ ム た ち 


は 危う く 彼ら を 攻撃 し そう に な っ 


49. 部 屋 章 1072 ds, tA 
9. も し 、 信 仰 者 た ちか ら な る 二 派 が 戦い 合っ looseoEaUEob 
た な ら 、 (信仰 者 た ちよ 、) 彼ら の 間 を 取 ずみ に SR RL 
り 持 て !。 そし て 、 も し その 一 方 が (呼び か RAGIN EN 
け に 応じ ず に 、 ) 他方 を 侵犯 し た の で あれ SA SR 
ば 、 侵 犯す る 方 に 対し 、 彼 ら が アッ ラー* 。 イラ ラン イ g (ピッ 
6 ゆ ) YAIK グ チコ OM 
の ご 命令 に 立ち 返る まで 戦え 。 それ で ( そ 3 4 
の 一 派 が 、 ア ッ ラ ー* の ご 命令 に ) 立ち 返っ 
た な ら 、 彼 ら 二 派 の 間 を 正義 で 取り 持ち 、 
公正 に ( 坊 決 ) する の だ 。 本 当 に ア ッ フ ラー 
* は 、 公 正 に する 者 た ち を お 好み に な る の だ 
か ら 。 

10. 本 当 に 信仰 者 た ち は 、 (宗教 に お ける ) 同 PLOT 
胞 な の で ある 。 な ら ば 、 あ な た 方 の 同胞 を OE 
取り 持つ が よい 。 そし て あな た 方 が 慈 し ま 
れる よう 、 アッ ラー* を 異 れる * の だ 。 

ii. 信仰 する 者 た ちよ 、 あ る 民 が 別 の 民 を 選 | 放 c 學 た 39 ゆ coC 拓 
鹿 に し て は な ら な い 。 (馬鹿 に され た ) RD RE gE 
彼ら の 方 が 、 (馬鹿 に し た ) 彼ら より 優生 
れ て いる か も し れ な い の だ か ら 。 ま た 、 NP 
ある 女性 た ち が 、 別 の 女性 た ち を 馬鹿 に ak i a 
し て は な ら な い 。 (馬鹿 に と ) {1 NE 

て は な ら な ( 馬 され た ) 彼女 A 


ら の 方 が 、 
れ て いる か も し れ な い の だ か ら 3。 


(馬鹿 に し た ) 彼女 ら よ り 優 
また 。 


1 アッ ラー* と その 使徒 
516 


sl 


w 


肖 参 照 )。 


「 ア ッ ラ ー* の ご 命令 」 と は 、 ア ッ ラ ー* と その 使 往 


許 で 高い 地位 に ある 者 を 蔵 む こと に より 、 
アッ = テス ウー ド 8:121 参照 )。 


ゆえ に 人 は 、 も し か する と アッ ラー* の 御 許 で は 


多 、 地位 、 状 況 と いっ た 表面 的 な も の で は な く 、 


也 人 を 、 無 


の 裁決 へ と 招き 、 そ の 裁決 に 満 


括 の 裁決 の こと (前 掲 書 、 同 
人 間 が 真 に 人徳 と すべ きこ と は 、 大 方 の 場合 に お いて 喘 笑 (ちょ うし ょ う ) の 対象 と な る 姿 
心 の 中 に 秘め られ た 内 面 的 な も の で ある 。 
自分 より も 徳 の 高い 者 で ある か も し れ な い 
閣 (むやみ) に 基 (さげ す ) むべ き で は な い 。 


足 さ せよ 、 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 


参照)。 


= 


そう すれ ば 彼 は 、 ア ッ ラ ー* の 御 


PA 


ガ 


預言 者 * は 、 


ー* は 、 あ な た 方 の 姿 や 財産 を ご 覧 に な る の で は な い 。 
に な る の で ある 。」 (ムスリム 「 善 行 と 血縁 の 絆 と 礼儀 作法 の 書 」34 参照 ) 


身 を 害する こと ! BDD (アブ ー・ 
こう 仰 (お っ し ゃ ) っ て いる 。 
し か し 、 あ な た 方 の 心 と 行い を ご 覧 


「 本 当 に アッ ラ 


49. 部 屋 章 1073 NN lr tA 
あな た 方 自身 ! を 中 傷 し た り 、( 本 人 が 
が る ) あだ名 で 呼び 合っ を たり し て は な ら 
な い 。 信仰 (に 入っ た ) 後に 放 逸 さ で 呼 
ば れる こと の 、 何と 前 悪 な こと か ?。 そ し 
て (これ ら の 悪事 か ら ) 悔 悟 し な い 者 こ 
そ は 、 不 下村 な の で ある 。 

12. 信仰 する 者 た ちよ 、 憶 測 の 多く を 避け よ 。 kN 
実に ある 種 の 憶測 * は 、 罪 な の だ か ら 。 また 、| 2 る 直下 
(同胞 の ぼろ を ) 診 索 し た り 、 互 い に 陰 RR 
4 を 言っ た り し て は な らち な い 。 一 体 、 あ な た る as Lt 
方 の 誰が 、 死 ん だ 同 同胞 の 肉 を 食べ た いと い の 2325 6 る 
う の か ?? あな た 方 は 、 それ を 忌み 嫌う で 
あろ う 。 ア ッ ラ ー* を 明 れ * よ 。 本 当 に ア 
レ A MP 
方 、 慈愛 深い * お 方 な の だ 。 

13. 人 々 よ 、 本当に われ ら * は 、 あな た 方 を 一 人 | 56 と 


の 男性 と 一 人 の 女性 か ら 創 り ?、 あ な た 方 が 
知り 合う べく 、 あ な た 方 を いく つも の 民族 


や 部 族 と し た 。 実 に あな た 方 の 内 、 ア ッ ラ 


1 他人 が 「 あ な た 方 自身 」 


と 表現 され て いる の は 、 


「 同 胞 を 中 傷 し た 者 は 、 自 分 


eb Ss 


OL KA 


身 を 中 傷 し 


た も 同様 」 で 、「 他 人 を 中 傷 す る 者 は 大 抵 、 自 分 自身 も 相手 か ら 中 傷 さ れる か ら 」( ア ッ = テ 
ラー ズィー10:109 参照 )。 


IN 


の 


た 


m 


状態 
を 露出 させ 、 死 体 に 対し て 


oo 


信仰 に 入っ た 後に 、 こ れ 
参照 )。 
同胞 に 対す る 悪い 「 憶 3 
イス ラー ム * に お ける 「 陰 
分 の 同胞 に つい て 、 彼 が 嫌 に 思 
礼儀 作法 の 書 」70 参照 )。 

人 の 尊厳 を 傷つけ 、 人 を (お お ) い 隠 し て いる 尊厳 を 奪 (うば ) い 去 り 、 反 論 で き な い 
人 の 肉体 その も の を バラ バラ に し 、 身 体 の 要 
忌まわしい 行為 に 例え らち られ て いる (アル = テ 


の こと ( ム ヤ ッ サ ル 517 


で 攻撃 する こと が 、 
口 で な ぶる と いう 、 


ビ カ ー イ ー7:361 参照 )。 


全 人 類 は アー ダム * と ハウ ワー ウ * と いう 同一 の 祖先 を 有 し 、 か つ 男 性 と 女性 
れる (アッ = テ サ アァ 


ディ ー802 頁 参 照 )。 


(ギー バ )」 と は 、 そ の 内 容 が 真実 で あっ た と し て も 、 陰 で 「 自 
うこ と を 話す こと 」 で ある (ムスリム 「 善 行 と 血縁 の 絆 と 


ら の 罪 を 犯す 者 は 「 放 逸 な 者 」 で ある (アル = テカ ー ス ィ ミ ー15:5461 


け 
参照 )。 


(か な め ) で ある 骨 


を 介し て 生ま 


4 a 
ー* の 御 許 で 最も 高貴 な 者 と は 、 最 も 散 虚 * 
な 者 な の で ある 。 ア ッ ラ ー* こ そ は 全 知 者 
通 暁 され る お 方 。 
14。 ペド ウィ ン た ち ! は 、 言 っ た 。 「 私 た ち は 、| e566 


15. 


16. 


(アッ ラー* と その 使徒 * を ) 信仰 し た 」。 
(預言 者 * よ 、 彼ら に ) 言っ て や れ 。「 あ な 
た 方 は 、 まだ 信仰 し て は いな い 。 し か し 、 

服従 し た 』 と 言う の だ 。 信仰 は まだ 、 あ 
な た 方 の 心 の 中 に は 人 っ て いな い 2。 そし 
で も し あな た 方 が アッ ラー* と その 使徒 
に 従え ば 、 か れ は あな た 方 の 行い (の 論 美 ) 
か ら 、 何一つ 差し 引き され る こと は な い 。 

本 当 に アッ ラー* は 、 落し 深い お 方 、 慈愛 深 
い * お 方 な の だ か ら 」。 


本 当 に 信仰 者 と は 、 
を 信じ 、 そ の 後 か お いて ) 疑惑 を 抱 
か ず 、 アッ ラー* の 道 に お いて 自ら の 財産 
Oe bin 
と 。 そ れ ら の 者 た ちこ そ は 、 (自分 た ちの 


信仰 に 対す る ) 正直 者 で ある 。 

(預言 者 * よ 、 彼 ら ベ ドウ ィ ン た ち に ) 言っ 
て や れ 。 「 一 体 、 あ な た 方 は アッ ラー* に 、 
自分 た ちの 宗教 (の 度合 い ) に つい て 知ら 


アッ ラー* と その 使徒 


1 と と で 言及 され て いる の は 、 信 念 
い 信 仰 で は な く 、 
と へ の 願望 な ど が 理由 で イス ラー ム * を 受け 入れ た 、 


念 に 満ち た 心 、 


テン ジ シヤ ウ カ ー ニ ー5:90 参照 )。 


一 説 に 、 こ の アー ヤ * で 言及 され て いる 
身体 に よる 行為 に よっ て 服従 する こと 」 で あり 、 
る 承認 と 、 身体 に よる 行為 に よっ て 、 表 看 
た ち は 偽 (に せ ) 信者 * と な る 。 別 説 に よれ ば 、 こ こ で の 「 信 仰 」 は 、「 完 
の と と 。 と の 場 


7:419-420 参照 )。 


純粋 な 意 


「 信 仰 」 と は 、 


「 心 に よる 信念 、 言 葉 t 
「 服 従 」 と は 「 信 念 は な く て も 、 言葉 に よ 
的 に 服従 する こと 」。 この 場合 


\ 
ラン ンプ に に 


る 3 | 中 
SE と の 240 ob 


CC 


A ag 
1 


安心 感 を 伴 (と も な ) う 正 し 


殺害 や 捕虜 (ほり ょ ) と な る こと へ の 和 恐怖 や 、 施 (ほど こ ) し を 得る こ 
ある 種 の ベ ド ウィ ン た ちの こと (アッ 


こよ る 承認 、 


、 こ の ベ ド ウィ ン 
全 な る 信仰 心 」 


合 、 彼 ら に は 信仰 心 が 存在 する こと に な る (アッ テ シ ャ ン キ ー テ ィ ー 


49. 部 屋 章 1075 NN ls, tA 
せる と いう の か ? アッ ラー* は 諸 天 に あ 
る も の 、 大 地 に ある も の を ご 存 知 で あり 、 
アッ ラー* は 全て の こと を ど ご存知 の お 方 だ 
と いう の に ?」! 


17. ( 疾 言 者 * よ 、) 彼ら (バド ウィ ン た ち ) は RI IR 
自 分 た ち が 服 科 (イス ラー ム の 2? し た こと RS ER kt 
96 あな た に 恩 を 着せ る 。 言っ て や れ 。 「 あ PP 
な た 方 の 服従 に 関し 、 私 に 恩 を 着せ る の で a 
は な い 。 い や 、 アッ ラー* が あな た 方 を ( 
i 信仰 へ と お 導き 
に な っ た こと で 、 あ な た 方 に 恩 を 施し て 下 
さっ て いる の で ある 。 も し 、 あ な た 方 が 本 
当 の こと を 言っ て いる の な ら ば 、 だ が 」。 


18. 本 当 に アッ ラー* は 、 諸 天 と 大 地 の 不 可視 の | ozND ら 2 の 28 


世界 “を ご 存 知 で ある 。 そ し て アッ ラー* は 、 ⑤ め っ た っ る 
あな た 方 が 行う こと を ご 覧 に な る お 方 な 
の だ 。 


1 彼ら の 「 自 分 た ち は 信仰 者 だ 」 と いう 主張 は 、 全 知 者 で ある アッ ラー* に 対す る 無 作法 か 、 
ある い は その 言葉 に よっ て 現世 的 な 利益 を 意図 し て いる か の どちら か で ある (アッ = テ サ アァ 
ディ ー802 頁 参 照 )。 

2 自分 た ち が 服 従 (て イスラーム? を 受け 入れ た 、 と いう 主張 の こと (アッ ニシ ャ ウ カ ー ニ ー 
5:91 参照 )。 
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じ 
慈 尋 まあ まね < ' 有 愛 深き * 
アツ ラー* の 御名 に お いて 


1. カーフ S。 栄 善 高き クル アー ン ** に か け て OS 
( 約 う ) 。 

2。 い や 、 彼 ら (不信 仰 者 * た ち ) は 、 彼 ら の も EE EAVES 
と に 、 自分 ) た ちの 内 か ら 警 告 者 が 到来 し た の と を SO oN 


こと に 驚い て いる 。 そし て 不信 仰 者 * た ち 
は 、 言 っ た の だ 。 「 こ れ は 驚く べき こと 。 


3. 私 た ち が 死に 、 砂 と な っ た 後に (、 元 通り OI GS 
に 戻さ れる と は ) ? それ は 途方 も な い 回 上 帰 
で ある 」。 

4 われ ら * は 、 大 地 が 彼ら (の 死後 、 そ の 肉体 ) | Sc あし 2 お cc 
を 減少 させ る も の を 、 確 か に 知っ て いる *。 OL 
そし て われ ら * の 御 許 に は 、 保 存 さ れ た 書 5 が 
ある の だ 。 

1 マッ カ * 啓 示 で 学者 間 の 見 解 は 、 ほ ぼ 一 致 。 ス ー ラ * の 名 称 は 、 冒 頭 に 出現 する アラ ビア 文 


字 「 カ ー フ *」 に 由来 。 ク ルアー ン * と 預言 者 * ム へ ムハンマド * の 使徒 * 性 、 死 後 の 復活 に つい て 
の 真実 性 の 確証 に 始ま り 、 そ れ を 信じ な い 者 に 対し 、 過去 の 不信 仰 者 * た ちの 現世 と 来世 に 
お ける 結末 、 お よび 死 と 復活 の 日 * に 起き る 出来 事 の 描写 に より 、 警告 が 放 た れる 。 スーラ 
* の 最後 は 、 預 言 者 * へ の 慰 (な ぐさ ) め と 、 崇 拝 * 行 為 と 忍耐 * へ の 激励 (げき れい ) に よ 
っ て 、 締 めく くら れる 。 一 説 に は 、 預言 者 * が 集団 礼拝 な ど に お いて 、 と て も 多く 読 諭し た 
スー ラ * の 一 つ 。 

この 文字 に つい て は 、 ワ 頻出 名 ・ 用 語 解説 の 「 ク ルアー ン の 冒頭 に 現れ る 文字 群 *」 を 参照 。 
「 栄 準 高 き ク ルアー ン *」 に つい て は 、 星 座 章 21 の 訳注 を 参照 。 

4 地面 が 死体 を 人 触 (むし ば ) む も の 、 そ れ ら が どこ に 分 散 し た か 、 ど こ へ 行っ た か と いう こ 
と まで ど ご存知 の お 方 に と っ て 、 復 活 は 不可 能 で は な いと いう こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 
7:395 参照 )。 

「 保 存 さ れ た 書 」 と は 、「( 改 変 な ど ) あら ゆる こと か ら 保 存 さ れ 、 あ ら ゆ る こと が その 中 
に 保存 され て いる 、 守 られ し 碑 板 * の こと (アッ テ シ ャ ウ カ ー ニ ー5:95 参照 )。 
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5 いや 、 彼 ら な は 真理 (クルアーン を 、 それ FRE I 
が 自分 た ちの も と に 到来 し た 時 、 嘘 呼ば わ Oar 


10. 


11. 


12, 


り た 。 それ で 彼ら は 、 混乱 し た 状態 ! に あ 
る の だ 。 


一 体 、 彼ら は 自分 >* た ちの 上 に ある 天 を 見 な 
い の か ? われ ら * が それ を いか に 構築 し 、 
そこ に 割れ 目 一 つ な く 、 (星々 で ) 飾り 立 
て た か を ? 


また 、 われ ら * は 大 地 を 広げ 、 そこ に 堅固 な 
山々 を 投げ 入れ 、 そこ に あら ゆる 貞 し い 種 
類 の も の を 芽生 えさ せ た 。 


よく (われ ら * に 悔 悟 し て ) 立ち 返る 、 全て 
の 僕 の た め の 開 眼 、 教訓 と し て (、 万 物 を 
創造 し た の で ある ) 。 


また 、 われ ら * は 天 か ら 祝福 に 満ち た ( 証 ) 
水 を 降ら せ 、 それ に よっ て 農園 と 、 収穫 の 
種 粒 を 芽生 えさ せ た 。 


そし て 、 高く 響 え る ナツ メ ヤ シ の 木 を NR 。 
芽生 えさ せ た ) 。 それ に は 、 重 な り 合 う 茨 
2 が つい て いる 。 


僕たち へ の 糧 と し て (、 それら を 芽生 えさ 
せ た の だ ) 。 また われ ら * は 、 そ れ ( 雨 ) に 
よっ て 死ん だ 土地 を 生き 返さ せ た 。 同様 に 
(復活 の 日 *、 死 後 の ) 召喚 は ある の だ 。 
彼ら (シル ク * の 徒 ) 以前 た も 、 ヌ ー フ * の 
民 、 ラ ッ ス の 徒 *、 サ ムー ド * が (自分 た ち 
の 使徒 * を ) 嘘つき 呼ば わり し た 。 


1 彼ら は 預言 者 * の こと を 、 時 


に は 魔術 師 、 時 に は 詩人 、 


ル ニ テク ルト ウゥ ビー17:5 参照 )。 


2 この 「 茜 」 に つい て は 、 家 畜 


章 99 の 訳注 を 参照 。 


EE NK 
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OLA EN 


ン ン と ノラ 
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2 いい 


SE 4 GY 
eg 


NE DE HSE 
© 


寺 に は 占い 師 、 と 呼ん だ り し た ( ア 
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13. また 、 ア ー ド *、 フ ィ ル アウ ン *、 ル ー ト * OIF LEE 
の 同胞 た ち も 。 

14. そし て 、 堪 の 仲間 た ち !、 ト ッ パ ウゥ の 民 ? も 。 INI SNL 
(彼ら の ) 全 て は 使徒 * た ち を 嘘つき 呼ば わ 2 


り し た の で 、 (不信 仰 に 対す る 懲 負 と いう ) 
わが 警告 が 実現 し た の で ある 。 


。 一 体 、 われ ら * が 最初 の 創造 に お いて 不能 中 
っ た と いう の か ? いや 、 彼 ら は 新た な 
創造 に つい て 疑念 の 中 に ある の だ 。 


16. われ ら * は 確か に 、 人 間 を 創っ た 。 われ ら * 


は 彼 の 前 が 自ら に 嘱 くも の を 知っ て お 


り 、 吾 動脈 の 写 よ り も 彼 に 近い の で ある 。 


17. 右 に 、 そ し て 左 に 控え る 二 人 の 受 手 が 、 


(人 間 の 行い を ) 受け 取 (っ て 記録 す ) 
る 時 。3 
18. 彼 (人 間 ) は 、 自 分 に 配備 させ られ た 監視 


19. そ し て 真 の 、 死 の 苦 問 が 到来 し た 。 


役 (の 立ち 会 い ) な し に は 、 
と と が な い 。 


一 言 も 発する 


(人 間 
よ 、) それ は あな た が 逃げ て いた も の 。 


20. そし て 、 角笛 に 吹き 込ま れる 5。 それ は 警告 


(され て いた 、 復 活 ) の 日 *。 


た 


m 


「 敷 の 仲間 た ち 」 に つい て は 、 
「 トッ バウ ゥ の 民 」 に つい て 


参照 )。 


雪 鳴 章 11 の 訳注 も 参照 。 


の 吹き 込み (前 掲 書 、 


同 


参照 。 


EAS a 
OE 


OECD EN Fl 


OO A 
OTISIN GT 


アル = ヒジ ュ ル 章 78 の 訳注 を 参照 。 

は 、 煙 霧 章 37 の 訳注 を 参照 。 

無 か ら 「 最 初 の 創造 」 を 始め られ た お 方 に は 、 そ れ を 「 新 た な 創造 」 と し て 元 通 り に する 
こと も お 出来 で ある ( ム ヤ ッ サ ル 518 
これ は 人 間 の 右側 と 左側 に 付き 添い 、 その 行 
引 参 照 )。 高 壁 章 8 の 訳注 、 
これ は 、 復 活 を 知ら せる 一 番目 


ヽ を 記録 する 二 人 の 天使 * の こと (前 掲 書 519 


参照 )。 家 畜 章 73 と その 訳注 も 
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1079 NN 


0 


21。 


22. 


23. 


24. 


25. 


26. 


27。 


そし て 全て の 者 は 、 先 導 役 と 証人 ! を 伴っ 
て 、 や っ て 来る 。 


NN MM 2 i 


着 だ っ た 。 だ が 、 わ れ ら * は あな た か ら 、 
あな た の 閣 い ? を 取っ て や っ た の だ 。 それ 
で こと の 日 、 あ な た の 目 は 研ぎ 澄 きま され (、 
現世 で 否定 し て いた こと を 目の当たり に 
し ) て いる 」。 


また 、 彼 の 同伴 者 (天使 り は 言う 。「 こ れ 
が 、 私 の も と で 用 意 さ れ た も の 3 で す 」。 

( ア ッ ラ ー* は 、 二 人 の 天使 * に 仰せ られ 
る 。) 「 頑 迷 で 、 不信 心 こ の 上 な い 者 を 全 
て 、 地 獄 に 放り 込め 。 


断 と し て 間 み 、 


善 を 断 四 ( ア ッ ラ ー* の 僕 た 
ちと その 法 を ) 侵犯 し 、 疑 惑 的 だ っ た 者 
(全て を ) 。 


アッ ラー* と 共に 、 外 の 神 を 拝 し た 者 。 そ 
の 者 を 、 厳し い 懲 軸 に 放り 込 な の だ 」 了 


彼 の 同伴 者 (シャ イタ ー ン 9 は 、 言う 。 「 我 
ら が 壮 * よ 、 私 が 彼 を 放 坪 に し た の で は あり 
ませ ん 。 し か し NNN 幸い 迷い の 
1 に あっ た の で す 」。 


「 先 導 役 」 は 、 


合 の 地 ま で 連行 し て いく 天使 * で 、「 証 


衝 を 証言 する 天使 の と と ( ム ヤ ッ サ ル 519 参照 )。 


は 行い の 帳簿 (ちょ う ぼ ) の こと (前 掲 書 、 同 


「 現 世 


て ィ マー < ン スシ ァ ラ ン ン 
OT A NN 


sd 
DNS Ps 


OE Db 


E 人 」 は 、 人 が 現世 で 行っ た 普 悪 の 


に お ける 敗 い 」 に つい て は 、 睦 和牛 章 7、 フ ー ド * 章 20 の 訳注 も 参照 。 
「 同 伴 者 」 と は 、 現世 で の 人 間 の 行い を 記録 し て いた 天使 の こと で 、「 


意 さ れ た も の 」 と 


ュ グ 


参照 )。 高 壁 章 8 の 訳注 も 参照 。 


4 この 「 神 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 
5 同様 の 情景 を 描写 し た アー ヤ * と し て 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * 章 22 も 参照 。 
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28. (アッ ラー* は 仰せ られ る 。 ) 「 (報い と 清 5 ちる も し と 26 
算 の 場 で ある ) われ の も と で 、 議論 する の @ sl 
で は な い 。 わ れ は 既に 、 あ な た 方 に 警告 
し て いた の だ か ら 。 

29.、 わ れ の も と で 言葉 が 変更 され る こと は な OA ACG 話し 
く !、 わ れ は 僕たち に 対す る 不正 * 者 を な ど で 
は な い の だ 」。 

30. (使徒 * よ 、) われ が 地獄 に 「 あ な た は 、 一 | e002 Ao00 売 
杯 に な っ た の か ? 」 と 言い 、 そ れ (地獄 ) が oO 
「 (まだ ) 追加 は あり ます か ?」 と 言う 日 の 
こと (を 、 あな た の 民 に 思い 起こ させ よ ) o 

31. そし て 天国 は 、 散 虎 な * 者 た ち に 遠く な い 場 It 
所 へ と 、 近 づく 。 

32. (和孝 席 な "者 た ちよ 、) これ (天国 ) は 、 あ Ob oncILS 
な た 方 に 約束 され て いた も の 。 常 に 回 帰 
し 、 遵 守 す る 全て の 者 2 に 。 

33. 慈悲 あま ね き * お 方 (アッ ラー ツ を (現世 | coszeouAo ま Jo 
で ) まだ 見 ぬ ま ま に 恐れ ?、( 復 活 の 日 ^、 主 
* の 御 許 に 、 悔 悟 し て 不断 に ) 立ち 返る 心 で 
や っ て 来 た 者 に 。 

34. (彼ら 信仰 者 た ち に は 、 こ う 言わ れる 。 ) OS SS 


i そこ に 人 る が よ 
)。 それ は 永遠 の 日 」 o 


= 


sl 


3 


アッ ラー* の お 約束 に 変 


更 は な く 、 そ れ は 必ず や 実現 する 。 か れ が 懲罰 で 裁 い た 者 が 、 そ の 


裁決 を 覆 (くつ が え ) され る こと も な い 。 一 説 に この 「 言 葉 」 は 、 家畜 章 160 に ある 言葉 、 


ある い は アッ ニテ サ ジ ダ * 章 13 に ある 言 


参照)。 


「 常 に 回 帰す る 者 」 に つい て は 、 夜 の 旅 章 25 の 訳注 
ッ ラ ー* へ の お 近づき と な る 全て の 物事 を 遵守 する 者 の こと ( ム 


義務 行為 、 
ヤッ サル 519 


服従 行為 な ど 、 ア 
参照 )。 


「( ア ッ ラ 


葉 と も 言わ れる (アッ ニシ ャ ウ カ ー ニ ー5:102-103 


を 参照 。「 遵 守 す る 者 」 と は 、 諸 々 の 


* を ) まだ 見 ぬ ま ま に 恐 れ 」 る こと に つい て は 、 預言 者 * た ち 章 49 の 訳注 を 参照 。 
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35. 彼ら に は そこ で 自分 た ちか が 望む も の が あり 、 TED GRY 
われ ら * の 御 許 に は ( 更 な る ) 上 乗せ ! が ある 。 

36. NNN ON 以前 、 本 1 人 1 
し た 、 と fu だ は の 世代 を 識 ば し て きた こと っ 
か ? 一 体 、( そ の 不信 仰 ゆえ に 微 六 が 訪れ 
た 時 、 彼ら に ) 逃げ 道 が めった と いう の か ? 

37. 本 当 に そこ に は まさ し く 、 ⑫ 分 別 する ) 心 CEAT GEIS & 
を 備え て いる か 、 あ る い は 注意 深く 傾聴 す て の を りり 
る 者 に と っ て の 教訓 が ある 。 

38。 わ れ ら * は 確か に 、 諸 天 と 大 地 、 そ の 間 に あ | る RG の oC 所 
る も の を 六 日 間 で 創っ た 2。 疲れ 一 つ 、 われ REG 
ら * に 及ぶ こと も な し に 。 

39.。 な ら ば (使徒 * よ ) 、 彼 ら の 言う こと に 耐え 、| 5 た ろ な つつ か も じみ 2 
SN MM Si DEHNID NESE 
称 貸 * と 共に (か れ を ) 称え 

40. また 夜 の 一 部 に も 、 i サジ タダ * OS 
の 後に も (そう せよ ) 。3 

41. (使徒 * よ 、) 聴く が よい 。 呼び か ける 者 が 、|  ③y ぁ sog2oeEE の と 
近い 場所 か ら 呼び か ける (日 。 


= 


IN) 


ww 


た 


こと の 「 上 乗せ 」 に つい て は 、 ユ ー ヌ ス * 章 26 の 訳注 を 参照 。 


「 諸 天 と 大 地 、 … 六 日 間 で 創り 
イブ ン ・ カ スィ ー ル * に よれ ば 、 
は アス ル * の こと で 、 夜 の 旅 * で 毎 
の 礼拝 だ っ た 。 尚 「 夜 の 一 


:] に つい て は 、 


日 五 回 の 礼 提 
部 」 は 、 マ ッ カ * 初 期 の 一 


ド ( 夜 の 旅 章 79 の 訳注 を 参照 ) の こと (7:409 参照 )。 ま た 、 


の すぐ 後 の こ と と され る ( ム ヤ ッ サ ル 520 頁 参照 )。 
こと の 「 呼 び か け 」 と は 一 説 に 、「 復 活 の 
前 者 の 場合 は ジブ リー ル *、 
ある い は 、 そ の いずれ を も 指し て いる 、 
レム の 岩の上 (アル テク ルト ゥ ピー17:27 参照 )。 


* へ と 呼ぶ ぶ 者 の 声 、 あ る い は その 角 
後者 の 場合 は イス ラー フィ ー ル (家畜 章 73 の 訳注 を 参照 )。 
と いう 説 も ある 。「 近 い 場 所 」 と は 、 一 説 に エル サ 


詳細 に され た 章 9-12 と その 訳注 も 参照 。 
アー ヤ *39 の 「 太 陽 が 昇る 前 」 は ファ ジュ ル *、 
E が 義務 づけ られ る 以前 は 、 


「 日 没 前 」 

この 二 つ が 義務 
詩 期 に お いて 義務 だ っ た 、 タ ハッ ジュ 
「 サ ジ ダ * の 後 」 と は 、 礼 振 


笛 」 の こと 。 


50. カ ー フ 章 1082\N、 i 

42. 彼ら が ( 田 く ) 一 声 を 、 真 実 と 共に 耳 に | 始 253L2z2o と 3 
する 日 。 そ れ は ( 慕 場 か ら の ) 召喚 の 日 ee 
で ある 。 


43. 本 当 に 、 わ れ ら * こ そ は (現世 で ) 生 を 与え 、|  ⑤ タ dc る < ま ぼ 
死 を 与え る の で あり 、 われ ら * に こそ (復活 
の 日 * の ) 行き 先 は ある 。 


44. 大 地 が 散り 散り に 裂け 、 そこ か ら 彼 ら が 層 EI EE 3 


て て 出 て 来る 日 。 それ が 召 「 集 、 われ ら * に @ ACE 
は 容易 いこ と 。 

45.。 わ れ ら * は 、 彼 ら (シル ク * の 徒 ) が 言う こ | Gg 
と ' を 最も よく 知っ て お り 、 (使徒 * よ 、) Dg GG 5 


あな た は 彼ら に 対す る 圧 制 者 で は な い % な 
ら ば 、 わ が 警告 を 怖 れ る 者 に 、 ク ルアー ン 
* で 式 め る の だ 。 


1 アッ ラー* に 対す る 提 造 (ね つ ぞ う ) や 、 か れ の 御 徴 を 嘘 呼ば わり し て いる こと な ど ( ム ヤ 
ッ サ ル 520 真 参照 )。 

2 預言 者 \ は アッ ラー* の 教え を 伝え る た め に 遣わ ちさ れ た の で あり 、 彼ら に イス ラー ム * を 押し 
付け る 者 で は な い (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


51. 撤 き 散 ら す も の 章 
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じ 
綴 まあ まね < " 粉 愛 深 き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


。 ば ら ば ら と 、 撤 き 散 ら す も の 2 に か け て 、3 


また 、 重 厚 な も の を 運ぶ も の * に か け て 、 
また 、 滑 ら か に 走る も の 5 に か け て 、 

また 、 ご 命令 を 分 配 す る も の た ち 6$ に か け て 
( 碑 う ) 。 

本 当 に (人 々 よ ) 、 あ な た 方 に 約束 され て 


いる こと (復活 と 清算 ) は 、 ま さ し く 真実 
で ある 。 


そし て 本 当 に 、 応 報 は 必ず 起こ る 。 
(創造 ) 美 を 備え た 天 に か け て (敬う ) 。 
本 当 に (嘘つき た ちょ ) 、 あな た 方 は (使徒 


* と クル アー ン * に つい て 、 ) まさ に 相 異 な る 
(混乱 し た ) 言説 ? の 中 に ある 。 


w 


ココ 


る co 
Oe 


© 
EA 


| 


マッ カ * 啓 示 。 ス ー ラ * の 名 称 は 、 冒 頭 に 出現 する 同 語 に 
を 否定 し た 者 た ち へ の 反論 、 信 仰 者 と 不信 仰 者 * の 結末 、 
自然 界 に お ける 数 々 の 明 証 が 取 り 上 げ ら れる ほか 、 中 盤 か ら は 過去 の 預言 者 * た ちと 不信 仰 
な 民 * の 問 に 起こ っ た 話 に よる 訓 戒 が な され る 。 ま た スー ラ * 終 盤 で は 、 創 造 の 目的 が 説明 


され る と 共に 、 不 信仰 者 * た ち に 警告 が 向け られ る 。 


来 。 復活 と 預言 者 * ム ハン マ ド * 


砂 を 撤 き 散ら す 風 の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 520 


アッ ラー の 唯一 性 * と 御 力 を 示す 


参照 )。 


ー ヤ *1-4 で 言及 され て いる 「 約 い 」 に つい て は 、 整 列 者 章 1 の 訳注 を 参照 。 アッラー* 
は 、 ご 自身 の 御 業 (みわ ざ ) と 御 力 を 示す べく 、 こ れ ら の も の に お いて 的 わ れ た (アル = 


バ ガ ウ ィ ー4:280 参照 )。 


沢山 の 水 を 蓄 (た くわ ) えた 、 雲 の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 520 頁 参照 )。 


水上 を 走る 、 船 の こと と され る (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


カー フ 章 5「 混 乱 し た 状態 」 の 訳注 も 参照 。 


雨 や 得 (か て )、 そ の 他 の も の を 分 配 する 、 天使 * た ちの こと と され る (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 
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SL 


9. 


10. 


11. 


13. 


14. 


15. 


16. 


WM 


18. 


( ア ッ ラ ー* の 明 証 に 背 を 向け た た め 、 信仰 か 
ら ) 背 か され た 者 は 、 そ こ ! か ら 背 か され る 。 


嘘つき た ち が 、 成 敗 さ れ ま す よ う 。 


(彼ら は ) 不 注意 に も 、( 不 信仰 と 迷 
奥底 に 漬 か り 切っ て いる 者 た ち 


彼ら は 、 報い の 日 ほ は いつ な の か 、 
し じ つ つ ) 周 虹 ね る 。 2 


(その 日 と は ) 彼ら が 、 業 火 で 熱さ れ (る 
と いう 試練 に か けら れ ) る 日 。 


(彼ら に は 、 こ う 言 われ る 。) 「 あ な た 方 
が (現世 で ) 性 急 に 求め て いた @ 業火 の 
懲罰 と いう ) 試練 を 、 味 わ う が よい 」。 


本 当 に 散 虚 な * 者 た ち は 、 楽 園 と 泉 の 中 に 
ある 。 

彼ら の 羊 * が 授け て 下さ っ た (お 望み の ) も 
の を 、 手 に し つつ 。 本 当 に 彼ら は 以前 ( 現 
世 で )、 善 を 尽く す 者 3 た ち だ っ た の だ か ら 。 


彼ら が 眠っ て いた の は 、 ( タ ハ ッ ジ ュ ド * の 
た め 、) 夜 の 僅 # か な 時 間 だ け だ っ た 。 


また 明け 方 に は 、 
を を う て い た 。 5 


米 い の ) 


ちょ うし ょ う 


と ( 喘 笑 


つみ ゆる 
(アッ ラー* に 罪 の ) 赦し 


ン 


OH FES 


OA 
DAC I 


Rd 


Oo ey NSS OU 


ン マン 


OI GENS 


スイ ンス < レ 
NS ID RI 
OR 


DoE GREE 


oO の あす づり 


1 使徒 * と クル アー ン * へ の 信仰 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 520 頁 参 照 )。 


sl 


鳴 章 6、 夜 の 旅 章 92、 


同様 の アー ヤ * と し て 、 家 畜 草 57-58、 戦 利 品 * 章 32、 ユ ー ヌ ス * 章 50、 フ ー ド * 章 8、 雷 


な ども 参照 。 
「 善 を 尽く す 者 」 に つい て は 、 蜜 蜂 章 128 の 訳注 を 参照 。 
「 タ ハッ ジュ ド 」 に つい て は 、 夜 の 旅 章 79 の 訳注 を 参照 。 


wn 


夜 の 残り が 三 分 


巡礼 * 章 47、 曲 昧 章 53-54、 サ ー ド 章 16、 相 談 章 18、 


の 一 を 切る 頃 か ら フ ァ ジ ュ ル * の 時 間 ま で は 、 罪 の 赦し 、 祈 願 、 


階段 章 1-2 


悔 司 が ( そ 


れ 以 外 の 時 間 帯 より も ) 受け 入れ られ る 時 間 帯 で ある (ムスリム 「 旅 行者 の 礼拝 と その 短 
縮 の 書 」172 参照 )。 
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SN 


19. 


20. 


21, 


22, 


23. 


24. 


25. 


また 彼ら の 財産 の 内 に は 、( 他 人 に 施 し を ) 
求め る 者 に も 、 (それ を ) 禁じ られ た 者 ! に 
も 、( 与 える こと を 決め た ) 権利 が あっ た 。 
また 大 地 に は 、 (アッラー の 唯一 性 * を ) 確 
信 す る 者 た ち に と っ て の (、 か れ の 全能 性 
を 示す ) 御 徴 が ある 。 

そし て 、 あな た 方 自身 の (創造 の ) 内 に も 
一 体 、 あ な た 方 は (それ に 無論 状 で ) 目 を 
開か な い の か ? 


また 天 に は 、 あ な た 方 の 糧 と 、 あ な た 方 に 
約束 され て いる も の 2 が ある 。 


そし て 天地 の 主 * に か け て 、 本 当 に それ 3 は 
まさ し く 真 理 な の だ 。 ち ょ うど 、 あ な た 方 
が 喋る (こと に 対し 、 自 分 自身 、 そ の 事 
を 疑う こと が な い ) の と 同様 に 。 


( 合 徒 * よ 、 ) あな た の も と に 、 イブ ラー ヒ 
ー ム * の 貰い 客人 た ち (人 間 の 姿 を 借り た 
天使 * た ち ) の 話 4 は 届い た か ? 
彼ら (天使 * た ち ) が 、 彼 (イブ ラー ヒー ム 
*) の と ところ に 入り 、「 (あな た に ) 平安 を 
5」 と 言っ た 時 。 彼 (イプ ラー と モー ム め 9 は 
言っ た 。「 (あな た 方 に こそ 、) 平安 を 」。 
一 彼ら は 、 見 慣れ な い 民 で ある ぞ ー。 


本 


IS) 


3 復活 の 


に 


られ て 
「 善 いこ と や 悪い こと 」「 そ の いずれ か 」「 天 国 と 地獄 」「 復 活 の 


一 説 に これ は 、 その 遠慮 深 さ ゆえ に 貧し く な いと 思わ れ 、 
じ ら れ た 」 状 況 に ある 者 (アル テニ バイ ダー ウ ィ ー5:237 参照 )。 雌 牛 章 273 も 参照 。 


「 雨 と 、 そ れ に よっ て 育つ 作物 、 及 びそ れ に よっ て 生き る 創造 物 」「 糧 が 定め 


「 糧 」 に は 、 
いる 「『 守 られ し 碑 板 *』」 と いっ た 解釈 が ある 。 


(アル テク ルト ゥ ビー17:41 参照 )。 


* 報い と いっ た 、 ア 


51-60、 上 昧 章 31-32 も 参照 。 


wn 


家畜 章 54「 あ な た 方 に 平安 を 」 の 訳注 


も 参照 。 


グッ 


De NE II 
OA G5 
OY 
OA 


CA DERN 
(6 の の 


その 結果 、 施し を 受け る の を 「 禁 


「 約 束 さ れ て いる も の 」 の 解釈 に は 
*」 と いっ た 諸説 が ある 


ッ ラ ー* が お 約束 に な っ た も の (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:420 参照 )。 
イブ ラー ヒー ム * と 、 こ て の 天使 * た ちの 話 に つい て は 、 フ ー ド * 章 69-76、 


アル テヒ ジュ ル 章 


51. 撤 き 散 ら す も の 章 
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SN 


26. 


27。 


28. 


29。 


30. 


31: 


32. 


それ で 彼 (イプ ラー ヒー ム り は 家族 の 方 へ 
と 席 を 外す と 、 肥え た 仔 生 (の 焼き 肉 ) を 
持っ て (客人 の と ころ へ と ) や っ て 来 た 。 


そし て 、 それ を 彼ら に 差し 出し た 。「 ど う 
ぞ 、 召 し 上 が っ て 下さ い 」 と 言い つつ 。 


(し か し 、 彼ら が 手 を 出さ な か っ た の で 、 ) 
彼 (イブ ラー ヒー ム め ぅ は 彼ら に \ 怖 心 を 抱 
いた 。 彼ら は 言っ た 。 「 怖 が ら な く て も よ 
い (、 私 た ち は ア ッ ラ ー* か ら の 御 使い で あ 
る ) 」 。 そし て 彼 に 、 有 識 な 男の子 ! の ( 誕 
生 に つい て の ) 吉報 を 告げ た 。 


する と 役 ( イ ブラー ヒー ム ?$) の 妻 (サー ラ ) 
は 、 (それ を 聞く と 客人 た ちの と ころ へ と ) 
声 を 上 げ て 赴き 、 自 分 の 顔 を 叩き つつ ^、 

「 (私 は 、) 年 寄り で 、 不 妊 で す 


言っ た 。 
の に 1! 」 


彼ら (天使 * た ち ) は 言っ た 。 
に 、 ア アッ ラー* が 仰せ られ た の だ 。 
he 英知 あふ れる * お 方 、 
な の だ か ら 」。 


彼 (イブ ラー ヒー ム "*) は 言っ た 。 「 で は 、 
あな た 方 の ご 用 件 は 何 な の で し ょ う 、 御 使 
いた ちよ 」 o 


彼ら は 言 本 つ た 。 「 本 当 に 私 た ち は 、 罪悪 者 
で ある 民 3 へ と 遣わ され た の で ある 。 


「 そ の よう 
本 当 に 
全 知 者 


1 これ が 誰か に つい て は 、 フ ー ド * 章 71、 


2 これ は 当時 、 何 か 驚く こと が あっ た 時 計 、 
26:360 参照 )。 尚 、 フ ー ド * 草 71-72 と その 訳注 も 参照 。 
3 預言 者 7 レート 


数 々 の 醒 行 (し ゅ うこ 


の 訳注 も 参照 。 


Di i AR 


2 


NN i 


Oa IE 


アル = ヒジ ュ ル 章 53 と その 訳注 を 参照 。 
女性 が する 仕草 だ っ た (イブ ン ・ ア 


ー ジ ュー ル 


* の 民 の こと 。 彼 ら は シル ク * を 犯し 、 ル ー ト * を 嘘つき 呼ば わり し 、 し か も 


う ) を 犯し て いた (アッ = テ サ ァ デ ィ ー810 


参照 )。 野 昧 章 29 と そ 


51. 搬 き 散ら す も の 章 1087 LN 


33. 彼ら の 上 に 、 泥 士 か ら な る 石 つぶ て を 送る Coben 
た め 。 
34. ( 放 間 さと 罪 に お いて ) 度 を 越し て いる 者 CAI 


た ち に 対し 、 あ な た の 主 * の 御 許 で 印 を つけ 
られ た ( 石 つぶ て を ) 」。 


35. こう し て われ ら * は 信仰 者 だ っ た 者 た ち を 、 OE 
そこ (ルー ト * の 民 の 町 2 か ら 脱 出さ せ た 。 
36. われ ら * は そこ に 、 服従 する 者 (ムスリム EATON IR 


た ちの 一 家 ? し か 、 見 出さ な か っ た 。 


37. そ し て われ ら * は 、 痛 まし い 懲 貞 を 怖 れ | ⑧zJSicGdS NS 
る 者 た ち へ の 御 徴 * を 、 そ こ に 残し た の 


で ある 。 
38、 ム ー サ ー* に も (、 わ れ ら * は 御 徴 を 残し | 出 み っ 5dMGSNX 
た ) 。 わ れ ら * が 彼 を 、 紛 れ も な い 明 証 % と Os 


共に フィ ルアウ ン * へ と 遣わ し た 時 の て と 。 


39。 そ し て 彼 (フィ ルアウ ン は 、 自ら の 後 Rh GS 
ろ 大 ほ と 共に (信仰 か ら ) 背 き 、 言 っ た 。「( ム 
ー サ ー* は ) 魔術 師 か 、 ある い は 澤 か れ た 
者 "で ある 」。 


1 この 時 の 様子 に つい て は フー ド * 章 82-83、 アル = ヒジ ュ ル 章 73-74 を 、 石 つ ぶ て の 「 印 」 

に つい て は 、 フ ー ド * 章 82 を 参照 。 

と の 「 町 」 に つい て は 、 フ ー ド * 章 81 の 訳注 を 参照 。 

つま り ル ー ト * の 一 家 の こ と ( ム ヤ ッ サ ル 522 頁 参 照 )。 た だ し フー ド * 章 81、 ア ル = テ ヒジ 

ュ ル 章 60 に も ある 通り 、 彼 の 妻 は 不信 仰 者 * で あり 、 救 われ な か っ た 。 

この 「 御 徴 」 と は 、 ア ッ ラ ー* の 御 力 と 、 不 信仰 者 * た ち に 対す る 応報 を 示す 、 懲 六 の 跡 の 

こと (前 掲 書 、 同 旨 アル テヒ ジュ ル 章 76 と その 訳注 も 参照 。 

5 「 紛 れ も な い 明 証 」 に つい て は 、 婦 人 章 153 の 訳注 を 参照 。 

6 「 自 ら の 後ろ 盾 」 に は 、「 役 の 軍勢 」「 彼 の 威力 」「 そ っ ぽ を 向い て 」 な ど と いっ た 解釈 が あ 
る (アル = クル トゥ ビー17:49 参照 )。 

7 「 還 か れ た 者 」 に つい て は 、 ア ル = ヒ ジュ ル 章 6 の 訳注 を 参照 。 
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40. 


41. アー 


42. 


43. 


44. 


45. 


46. 


47. 


48. 


それ で 、 われ ら * は 彼 と その 軍勢 を 捕らえ 、 
彼ら を 海原 へ と 放り 棄て た '。 彼 (フィ ル ア 
ウン ? は (その 不信 仰 ゆ え ) 、 盆 め られ る 
者 で あっ た 。 


ド * に も (、 わ れ ら * は 御 徴 を 残し た ) 。 
われ ら * が 彼ら に 、 不 吉 な 風 を 送っ た 時 の こと 。 


それ は 、 そ れ が 届い た いか な る も の も 、 配 
ち 果 て た 骨 と せ ず に は お か な か っ た 。 


サム ー ド * に も NN われ ら * は 御 徴 を 残し 
た ) 。 彼ら に 「 暫 く の 間 、 楽し ん で いる が 
よい 」 と 言わ れ た 時 の こと 。 


そし て 彼ら は 自分 た ちの 主 * の ご 命令 に 反 
抗 し た ? の で 、 彼 ら の 眼前 で 、 稲 婦 が 彼ら を 
捕らえ た 。 

それ で 彼ら は (竹久 か ら ) 0 と 
も 叶わ な けれ ば 、 (自分 た ち を ) 救う 

も 出来 な か っ た 。 


(彼ら ) 以前 に は 、 ヌー フ * の 民 も (、 滅 ぼ 
し た ) o 本 当 に 彼ら は 、 放 逸 な た 民 だ っ た の 
だ か ら 。 


われ ら * は 天 を 、 偉 力 に よっ て 築い た 。 われ 
ら * こ そ は 、 ま さ に 力量 あふ れる 者 な の だ 。 
また 、 大 地 。 われ ら * は それ を 敷き 広げ た 。 


そし て 均 し 整え る 者 の 、 何 と 素晴らし いこ 
と か 。 


時 の 様子 は 、 ユ ー ヌ ス * 章 90-92、 タ ー・ ハ ー 章 77-78、 語 


ンマ ラン タタ ン テ タン 


©% 9 TC RE 


OE TEI 


Oe E03 


ター スン る 
A PI で と っ 
5 on» 2 


DPE EEE 


OIG 


DEG TS 


計 人 た ち 章 61-66、 煙 霧 章 23-24 


2 アッ ラー* の ご 命令 に 反し 、 雌 ラク ダ を 殺し た こと を 指す (アル = クル トゥ ビー17:51 参照 )。 


高 壁 章 73 と その 訳注 、 フード * 章 64-68、 


詩人 た ち 章 155-157、 


H 章 27-29、 太 陽 章 13-14 
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49。 ま た 、 わ れ ら * は あら ゆる も の に 番 い ! を 創 


50. 


51. 


52. 


53. 


54. 


っ た 。 (それ は ) あな た 方 が 、 
る よう に する た めで ある 。 


な ら ば (使徒 * よ 、 こう 言う 
よ 、) ア ッ ラー* へ と 避難 せよ 
は 、 か れ か ら の 明白 な る 警告 者 で ある 。 


そし て アッ ラー* と 共に 、 別 の 神 3 を ( 因 振 


教訓 を 受け 


の だ 、)「 (人々 
本 当 に 私 


x 


の 対象 と し て ) 振 し て は な ら な い 。 本 当 に 私 


は 、 か れ か ら の 明白 な る 警告 


者 な の で ある 」。 
(クラ イシ ュ 族 * の 不信 仰 者 * た ちと ) 同様 


に 、 . 彼 ら 以前 の (不信 仰 ) 者 * た ちの も と に 


「 ( 彼 は ) 
た も の だ っ た 。 

一 体 、 彼ら は その こと を 勧め 合っ て いた の 
か ?25 いや 、 彼 ら は 放 坪 な 民 で あっ た 。 
な ら ば (使徒 * よ ) 、 彼 ら (シル ク * の 徒 ) 
こ 背 を 向け よ 6。 
め ら れる 者 で は な い の だ か ら 。 


= 


NM 


の 


m 


oo 


この 「 番 い 」 の 例 と し て は 、 天 と 地 、 太 陽 と 月 、 夜 と 昼 、 陸 と 海 、 


使徒 * が 到来 し た 時 に は 、 彼 ら は 決ま っ て 
詩人 か 、 濃 か れ た 者 * だ 」 と 言っ 


あな た は (誰か ら も ) 、 徐 


プン ニッ ン > ン 」 ン タイ ン Zz" らら 
ATID と ひそ 


⑥⑯S が 5 
NLS 
OE 
ot 

kG le ZY 
OS 
EO 


の Cie 


ORI A 


De ES 


平地 と 山 、 冬 と 夏 、 ジ 


ン * と 人 間 、 男 と 女 、 光 と 間 、 信仰 と 不信 仰 、 幸 福 と 不 辛 、 天国 と 地獄 、 真 理 と 虚妄 (きよ 
も う )、 甘 さと 苦 さ な ど が ある (アル = テバ ガウ ィ ー4:287 参照 )。 


アッ ラー* と その 使徒 * へ の 信仰 、 
従 に よっ て 、 ア ッ ラ ー 
真 参照 )。 
「 神 」 に 関し て は 、 雌 牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 
「 半 か れ た 者 」 に つい て は 、 
URI 


アル テヒ ジュ ル 章 6 の 訳 3 
、 後 代 の 不信 仰 者 *\ は 、 い ずれ も 使徒 


アッ ラー* の ご 命令 の 遵守 (じゅ ん し ゅ ) と 、 か れ へ の 服 
* の 懲 久 か ら か れ の ご 慈悲 へ と 「 避 難 」 す る こと ( ム ヤ ッ サ ル 522 


+ を 参照 。 


E* を 嘘つき 呼ば わり し て いた の 


で 、 彼 ら は あたかも お 互い に その こと を 勧め 合っ て いた か の よう で ある (前 掲 書 523 


参照 )。 
アッ ラー* の 教え は 伝え た の だ か ら 、 ア ッ ラ ー* か ら の 新た な ご 命令 が 下る まで は 、 役 ら の 
こと を 放っ て お け 、 と いう 意味 (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


51. 撤 き 散ら す も の 章 


1090 NN 


こも ちな の 


NS 


Doe i 


Sc» 


55. そ し て (同時 に 、 人 々 に ) 教訓 を 与え よ 。 Oa 
本 当 に 教訓 は 、 信 仰 者 た ちの 役に立つ の だ 
か ら 。 

56. わ れ が ジン * と 人 間 を 創造 し た の は 、 彼 ら が (DOY3 APP VH 
われ (の み ) を 崇拝 * す る た め に 外 な ら な い 。 

57. われ は 彼ら か ら 糧 が 欲し いわ け で も な け | @ox a 
れ ば 、 彼 ら が われ に 食べ させ て くれ る の を 
欲し て いる わけ で も な い 。 

58. 実に アッ ラー* こ そ は 糧 を 授け られ る お 方 、|  @⑥ 3 
強力 さ の 主 、 力 みな ぎる お 方 な の だ か ら 。 

59.、 な ら ば 、 (預言 者 * ム ハン マ ド * を 嘘つき 呼 | あっ ああ BC3SLAUEoaD88 
ば わり する と いう ) 不 正 * を 働い た 者 た ち に 
こそ は 、 彼 ら の 仲間 た ち ! の 劇 と 同様 の 代 が 
ある 。 彼 ら は われ に 、 (それ を ) 性 急 に 求 
め て は な ら な い ?。 

60 不信 仰 で ある 者 * た ち に 、 彼 ら が (懲罰 を ) | ciWxszoslyeo369 タ 
約束 され て いる 、 彼 ら の 日 * の 災い あれ 。 

1 「 彼 ら の 仲間 た ち 」 と は 、 過 去 の 不信 仰 者 た ちの こと ( ム ヤ ッ サ ル 523 上 頁 参 照 )。 

2 彼ら は 自分 た ち に 懲罰 を 下 し て みよ 、 と 挑発 し て いた (アル ニク ルト ゥ ピー17:57 参照 )。 


アー ヤ *12 と その 訳注 も 参照 。 


「 彼 ら の 日 」 と は 、 復 活 の 日 * の こと 。 あ る い は バド ル の 戦い * の 日 (アル テバ ガウ ィ ー4:289 
参照)。 
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52. 山 章 


第 52 章 
山間 (アッ = トール) } 

多 直 あまねく 迷 愛 深き * 

アッ ラー* の 御名 に お いて 
1 山 2 に か け て 、 © 
2. また 、 書 き 記さ れ た 啓典 3 に か け て 、 の っ 
3 (それ は 、) 広げ られ た 紙片 の 中 。 ⑤ う うめ 
4 また 、 語 で られ る 館 3 に か け て 、 OL 
5. また 、 掲 ば られ た 天井 * に か け て 、 DEN 
6. そし て 溢れ か える 海 に か け て (敬う ) 。 OS 
7. (使徒 * よ 、) 実に (不信 仰 者 * た ち に 対す る ) OBIS NEd 

あな た の 主 * の 懲 凡 は 、 必 ず や 起こ る の だ 。 

8. それ を 押し 戻す 者 は 、 誰 も いな い 。 OSA 
9. 天 が 揺れ に 揺れ 動く (、 復 活 の ) 日 。 ORAS 


1 マッ カ 『 啓 示 。 ス ー ラ * の 名 称 は 、 骨 頭 に 出現 する 同 語 に 由来 。 数 々 の 恐る べき 兆候 (ちょ 


うこ う ) を 伴う 復活 の 


* の 到来 、 不 信仰 者 * へ の 懲罰 が 起こ る こと の 確証 と 、 来 世に お け 


る 彼ら の 悲惨 (ひさ ん ) な 状況 の 描写 が され た 後 、 そ れ と 対照 的 な 形 で 、 来 世に お ける 信 


仰 者 の 行き 先 と 、 そ の 享 
する 啓示 の 伝達 と 警告 


: 楽 (きょう らく ) が 描き 出さ れる 。 和 で は 、 不 信仰 者 * た ち に 対 
の 義務 ( ぎ む ) が 取り 上 げ ら れ た 後 、 ア ッ ラ ー の 唯一 性 * と 預言 者 * 


ムハンマド * の 使徒 * 性 の 確証 が 、 不 信仰 者 * た ちと の 議論 きる ん の 形式 で 提示 され 、 最 
後 は 忍 遼 “だ と アッ ラー* へ の 感謝 の 勧 (すす ) めで 締め くく られ る 。 


アッ ラー* が ムー サー* 
この 「 啓 典 」 は 、 ク ル ア 
イブ ン ・ カ スィ イー ル * に 
あり 、 と の 「 語 で られ 


1S】 


ww 


た 


に 語り か けら れ た 、「 山 」 の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 523 頁 参 照 )。 
アー ン * の こと と され る (前 掲 書 、 同 真 参照)。 

よれ ば 、 七 層 ある 天 の 各 層 に は 、 地上 の カ ァ バ 神 殿 * に 相当 する 館 が 
る 館 」 は 、 七 層 目 の 天 の そ れ で ある と いう 。 そ こ に は イブ ラー ヒー 


ム * が 寄り か か っ て お り 、 毎 日 新た に 七 万 も の 天使 * が その 周り を タワ ー フ * す る と され る 


(7:427-428 参照)。 
と の 「 天 井 」 は 、 最 下 
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oo 


層 の 天 で ある と され る ( ム ヤ ッ サ ル 523 頁 参 照 )。 


この 「 溢 れ か える 」 に は 外 に も 、 「( 復 活 の 日 * に ) 点火 され た 」「 空 っ ぽ に な っ た 」「 湧 ( わ ) 


き 返 っ た 」 と いっ た 解釈 も ある 。 また 一 説 に 、 こ の 「 海 」 は アッ ラー* の 御座 (みく ら ) の 
下 に ある 水 の こ と 。 復活 の 日 『 に それ が 地上 に 降る と 、 死 人 が 交 (よみ が え ) る の だ と いう 


(アル テク ルト ゥ ビー 


17:61-62 参照 )。 
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10. そ し て 、 山 々 が 激しく 移動 する (日 ) 。 ! OE 

11。 なら ば 、 そ の 日 、 (アッ ラー* と その 使徒 OI 
を 否定 し た ) 嘘つき た ち に 災い あれ 。 

12. 戯言 の 中 で ふざけ て いる 者 た ち に 。 | 

13. 彼ら ( 距 つ きた ち ) が 、 地 獄 の 業火 へ と 荒 々 DET SI 
し く 押 し や られ る 日 。 

14。 (彼ら に は 、 こ う 言 われ る 。 ) 「 こ れ が 、 あ |  ⑧ っ 3 と を っ 
な た 方 が 嘘 呼ば ド わ り し て いた 業火 で ある 。 

15. 一 体 、 こ れ ( 懲 凡 ) は 魔術 な の か ? そ OP 
れ と も 、 あ な た 方 に は 見 えな い の か ? 

16. そ こ に 入っ て 炎 ら れ よ 。 そ し て (その 苦痛 を ) | っ る 6 メス 
我慢 し て も 、 我慢 し な く て も よい 、( い ずれ っ た る Ko? 疹 GA 
に せよ 、) あな た 方 に は 同じ こと 。 あな た 方 
は 、 自 2 分 た ち が (現世 で ) 行っ て いた こと に 
対し て 、 報 われ る の みな の だ か ら 」。 

17. 実に 散 農 な * 者 た ち は 、 楽園 と 安楽 の 中 に DIT GE 
ある 。 

18. 彼ら の 主 * が 、 自 分 た ち に お 授け に な っ た も | っ 込め ao 
の に 喜 々 と し つつ 。 彼ら の 主 * は 、 彼ら を 火 eG 
獄 の 懲罰 か ら 守 っ て 下さ っ た の で ある 。 

19. 自分 た ち が (現世 で ) 行っ て いた こと (の ⑦ 報 | ⑧5 た し JoSl 衣 
い ) ゆえ に 、 お いし く 食 べ 、 飲 む の だ 。2 

, 復活 の 日 * の 天変 地異 の 様子 に つい て は 洞窟 章 47、 タ ー・ ハ ー 章 105-107、 里 章 88、 出 来 

事 章 5 一 6、 衣 を 纏 ( ま と ) う 者 章 14、 真 実 章 13-15、 階 段 章 8-9、 消 息 章 20、 巻 き 込む 
章 3、 衝 撃 章 4-5 も 参照 。 


2 天国 の 民 の 飲食 物 に つい て は 、 ヤ ー・ ス ィ ー ン 章 57、 整 列 者 章 45-.47、 サ ー ド 章 51、 詳 細 


に され た 章 31、 


事 章 17-21、 


真実 章 23、 人 間 章 5-6、14、 


量 を 減ら す 者 た ち 章 25-28 も 参照 。 


17-18、21、 


金 の 装飾 章 73、 ム ハン マ ド * 章 15、 慈 砺 あ まね き * お 方 章 52、68、 出 来 
送ら れる も の 章 42、 消 息 章 34、 
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20. 互い に 向かい 合い つつ !、 整列 し た 寝 台 の 上 


21. 


22;, 


26. 


6 彼ら は そこ で 、 


に 。 わ れ ら * は 彼ら に 、 


過 し い 眼 の 色白 の 


女性 た ち ? を 連れ 添 わせ る 。 


また 、 (自分 自身 が ) 信仰 に 入り 、 その 子 
孫 も 信仰 心 と 共に 彼ら に 従 つ た 者 た ち 、 わ 


れ ら “は その 子 失 を (、 そ の 行い が 、 


た と え 


彼ら の 父 入 祖 ほど で は な く て も 、 、 天国 で ) 彼 
ら と 一 緒 に し て や り 、 彼 ら 父 祖 ) の 行い 


か ら は 何 一 つ 差 し 引き し 
は 、 


な い 。 全 て の 者 


自分 が 稼ぐ こと に よっ て (解放 され る 


か どう か が 決ま る 、) 差し 押さ えら れ た 者 


3 な の だ か ら 。 


また 、 われ ら * は 彼ら に 、 彼ら が 欲す る 果実 


と 肉 を ふん だ ん に 与え た 。 


金 を 交わ し 合う 。 


ON 


は 戯言 も な けれ ば 、 罪 深 さ も な い 。 


. また 、 彼 ら の (奉仕 の ) た 


彼ら の 周り を 回 っ て 歩く 
た 真珠 の よう 。 


天国 に 入っ た 理由 


彼ら は 言う 。 
に いる 時 ) 、 家族 の も と で 、 
罰 を ) 尽 え る 者 で あっ た 。 


「 本 当 に 私 た ち は 以前 (現世 


め の 少 年 た ち が 、 
彼ら は 秘め られ 


. そし て 彼ら は 互い に 近づき 、 (自分 た ち が 
に つい て ) 質問 し 合う 。 


( 主 * と その 懲 


= 


アル = ヒジ ュ ル 章 47 の 訳注 を 参照 。 


へ 当 避 ーー 


il 


く 、 


肛 


注 も 参照 。 
行 に よっ て 救 わ れる か 、 


2:377 参照 )。 
国 の 酒 * は 現世 の それ と は 違い 、 


羽 し い 眼 の … 女 性 た ち 」 に つい て は 、 煙 霧 章 54 の 


頭痛 、 腹 痛 、 理 性 


タン マン ン ビ ンタ ーー ィ ン ン ン 和 を 
A IIL ES 

Oro# 
SAEs 


2 Et 
PE I IE I 


OO ON プ に 


OE SE 
ON RG 


FE Sl Es 
Oy 


OI hi 


OG EEE 


R 注 を 参照 。 雌 和牛 章 25「 純 潔 な 妻 」 


悪行 に よっ て 滅ぼさ れる か の いずれ か で ある こと か ら 、 自 分 の 
い の 抵 当 (て いと う ) と し て 「 差 し 押さ えら れ た 者 」 と 表現 され て いる (イブ ン ・ ジ ュ ザ 


の 麻痺 (まひ ) な ど を も た ら す こと も な 
それ が 理由 で 戯言 や 下品 な こと を 口 に する こと も な い (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:434 参照 )。 


52. 山 章 1094 NN Ne 

27. それで アッ ラー* は 私 た ち に (導き を ) お OR 20 っ 66O39 じ 235 る 
恵み に な り 、 私 た ち を (地獄 の ) 熱風 の 懲 
沼 か ら 守 っ て 下さ っ た 。 

28. 本 当 に 私 た ち は 以 前 、 (天国 に 入り 、 地 獄 | る 2 は 。2 あ 3eEe こ 
か ら 救 われ る こと を 、) か れ (だ け ) に 祈 
っ て いた の だ 。 実に か れこ そ は 、 善 き お 方 、 
慈愛 深い * お 方 な の だ か ら 」。 

29. な ら ば (使徒 " よ 、 ク ルアー ン * で ) 戒め よ 。| @p52Nxuo9p と っ ci 
あな た は あな た の 主 * の 恩恵 ゆえ 、 占 い 師 
2 で も 渦 か れ た 者 * で も な い の だ か ら 。 

30. いや 、 彼 ら (シル ク * の 徒 ) は 言う の か ? | OG I A 
「 (ムハンマド * は ) 詩人 で ある 。 私 た ち は 
彼 に 、 死 の 到来 を 寺 ち 望ん で いる の だ 」。 

31. (使徒 * よ 、) 言っ て や れ 。「 (それ を ) 待 | Oe の Ro SS 
ち 望 ん で いる が よい 。 本当に 私 も 、 あ な た 
方 と 共に 待ち 望む 者 * な の だ か ら 」。 

32. い や 、 彼ら の 知性 が 、 彼ら に 0 NZ DPCP 
る の か ? いや 、 彼ら は 放 坪 な 民 で ある 。 

33. いや 、 彼 ら (シル ク * の 徒 ) は 言う の か ? OI OA 
「 彼 (ムハンマド) が 、 そ れ (クル アー ン 
*) を 仕立 て 上 げた の だ 6」。 い や 、 彼 ら は 
信じ て いな い 。 


= 


Mv 


の 


131 


彼ら へ の 懲罰 を 、「 待 ち 望 む 者 」 の 意 ( ム ヤ ッ サ / 
彼ら は 預言 者 * を 「 占 い 師 」「 半 か れ た 者 」「 詩 人 」 


預言 者 * と し て の 使命 と 、 高 い 知性 と いう 「 恩 恵 


「 時 か れ た 者 」 に つい て は 、 


選 」 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 524 頁 参 


「 占 い 師 (カー ヒン )」 と は 、 不 可視 の 世界 * を 知っ て いる か の よう に 見 せ か け 、 
け て も いな い の に 、 未 来 の こと を 伝え る 者 の こと (イブ ン ・ ア 


アル テヒ ジュ ル 章 6 の 訳 泊 


照 )。 
啓示 を 受 
ル = テ ジャ ウズ ィ ー8.:53 参照 )。 
を 参照 。 


レ 524 
な ど と 形容 し た が 、 


引 参 ま 照 )。 


それ ら は 互い に 矛盾 


( む じ ゅ ん ) する 言葉 で ある ( ム ヤ ッ サ ル 525 


ち が 知 性 と 理性 の 持ち 主 で ある と 
6 家畜 章 105 と その 訳注 も 参照 。 


参照 )。 し か し クラ イシ ュ 族 * は 、 
負 ( じ ふ ) し て いた (アブ ー・ ハ イヤ ー ン 8:151 参 ! 


分 た 
栓 )。 


52. 山 章 1095 i et 
34。 な ら ば 彼ら に 、 それ (クルアーン? と 同様 | @⑧ つ 6BEoleas er 
の 話 を 持っ て 来 さ せよ 。 も し 、 彼 ら が 本 当 
の こと を 言っ て いる の な ら ば 。 ! 
35. い や 、 彼 ら は いか な る も の も な し に %、 創 ら OE EA 
れ た と いう の か ? それ と も 彼ら が 創造 者 
な の か ? 
36. そ れ と も 、 彼 ら が 諸 天 と 大 地 を 創っ た の だ ⑨5 お が Nb っ と 2 
と ? いや 、 彼 ら は ( ア ッ ラ ー* の 敏信 を ) 
確信 し て いな い 。 
37. いや 、 彼 ら の も と に は 、 あな た の 辛 * の 宝庫 | Sbz2 和 6 放 あ 6 
3 が あ ( り 、 そ れ を 自由 に する こと が 出来 ) 
る の か ? それ と も 、 . 彼 ら が (アッ ラー* の 
創造 物 に 対す る ) 制圧 者 だ と も ? 
HE (彼ら の 主張 を 裏づけ IE 
啓示 を ) 聞く こと の 出来 る (、 天 に か け os 
0 DO な ら ば 、 聞 
いて いる (と 主張 する ) 者 に 、 明 ら か な 根 
拠 を 持っ て 来 さ せる が よい 。 
39.、 そ れ と も 、 か れ ( ア ッ ラ ー?) に は 娘 が あり 、 OIE 
あな た 方 に は 息子 が ある と で も ?* 
40。 い や C、 使徒 * よ ) 、 あな た が 彼ら に 見 返り | ⑥38 の 入 ある は 
を 要求 し 、、 そ れ で 彼ら は 負債 ゆえ の 重荷 
背負 わ さ れ (、 あな た の 呼び か け を 拒否 す ) 
る 者 だ と いう の か ? 
1 雌牛 章 23 の 訳注 も 参照 。 
2 これ に は 、「 創 造 者 も あな し に 」「( 命 じ ら れ る こと も 、 禁じ られ る こと も な い ) 無生物 の よう 
に 、 父 も 母 も な し に 」「 無 意味 に 」 と いっ た 解釈 が あめ る (アッ ニシ ャ ウ カ ー ニ ー5:133 参照 )。 


3 


の 「 宝 庫 」 の 解釈 に は 、 


4:295 参照 )。 


4 て 


wn 


この 「 見 返り の 要求 」 に つい て は 、 家 畜 


の アー ヤ * の 意味 に つい て は 、 蜜 蜂 章 57-59 と その 
章 90 の 訳注 


「 雨 や 糧 」「 有 預言 者 * 性 」 と いっ た 説 が ある (アル = バ ガ ウ ィ ー 


訳注 を 参照 。 
を 参照 。 


52. 山 章 


88 i 


41. 


42. 


43. 


44. 


45. 


46. 


それ と も 、 彼 ら の も と に は 不可 視 の 世界 * 
(の 知識 ) が あり !、 そ れ で 彼ら が (そこ 
か ら 、 人 々 の た め に ) 書き 記し て いる 2 と 
で も ? 


いや 、 彼ら は (信仰 者 た ち に ) 策略 を 望ん 
暗 そし て 不信 仲 に 陥っ た 者 * た ちこ 
1、 策略 され て いる 身 な の だ 。 * 


それ と も 彼ら に は 、 ア ッ ラ ー* 以 外 の 神 * が 
ある と いう の か ? 彼ら が シル ク * を 犯し 
て いる も の か ら (無線 な ) 、 ア ッ ラ ー* に 称 
え * あ れ 。 


も し 彼ら が 、 天 の 破片 が 落下 し て 来る の を 
目 に し て も 、( 不 信仰 を や め る こと な く 、) 
「 (これ は ) 積み 重なっ た 雲 だ 」 な ど と 言 
っ た で あろ う 。 5 


な ら ば (使徒 * よ ) ‘ 彼ら が 卒倒 する その 
日 s に 遭遇 する まで 、 彼 ら を 放っ て お く が 
よい 。 

彼ら の 策略 が 少し も 自分 た ち に 役立つ こ 
と が な く 、 彼ら が (アッ ラー* の 懲 福 から) 
助け られ る こと も な い 日 に 。 


= 


「 預 言 者 * ム ハン マ ド * の 方 が 、 


され る (アル テバ ガウ ィ ー4:295 参照 )。 


2 ある い は 、「 判 断 し て いる 」 と いう 


の 


こと の 表現 法 に つい て は 、 雌 和牛 章 15 の 訳注 も 参照 。 
4 「 神 」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 


m 


6 「 そ の 日 」 の 解釈 に は 、「 彼 ら が 死ぬ 日 」「 バ ドル の 戦い * の 


る 日 (家畜 章 73 の 訳注 も 参照 )」 「 復 活 の 日 *」 と いっ た 諸説 が ある (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 


ox タダ < の の YIO で | 


OA EIS 
OE EAI 


< A eA A RY 


or 2 


ビー17:77 参照 )。 


2 


DE eS 


これ は 彼ら が 、「 復 活 の 日 * を 否定 し た こと 」、 あ る い は 役 ら ち が ア ー ヤ *31 の 言葉 を 受け て 、 
自分 た ちよ り 先 に 死ぬ 」 と 主張 し た こと を 指し て いる 、 と 


意味 (アル テク ルト ゥ ビー17:76 参照 )。 


彼ら の 策略 に 対す る 応報 が 、「 策略 」 と 表現 され て いる (アブ ー・ ハ イヤ ー ン 8:153 参照 )。 


一 説 に 、 こ の アー ヤ * は 夜 の 旅 章 92 や 詩人 た ち 章 187 に ある よう な 、 不 信仰 者 * た ちの 挑 
発 の 言葉 に 対し て 下っ た (アル = クル トゥ 


」「 最 初 に 角笛 に 吹き 込ま れ 


52. 山 章 1097 NN ET En 
47. 本 当 に 不正 “を 働い た 者 た ち に は 、 (その A 
日 の 前 に も 、) その 他 の 懲 加 が ある 。 し @ あ oN 
か し 彼ら の 大 半 は 、 (その こと を ) 知ら 
な い の だ 。 
48. (使徒 * よ 、 ) あな た の 壮 * の お 決め に な っ AO Cy 
た と と ゆえ に 、 忍 面 * せよ 。 本 当 に あな た は 、 、 
われ ら * の 眼差し の も と に ある の だ か ら !。 
そし て 立つ 時 2 に 、 あな た の 主 * の 称賛 * と 共 
に (か れ を ) 称え * よ 。 
49. また 、 夜 に も か れ を 称え *、 星々 が 去っ た 時 Oe NS 
3 に も (、 そ うす る の だ ) 。 


1 


w 


これ は ファ ジュ ル * の 礼拝 、 


「 眼 差し の も と 」 に つい て は 、 タ ー・ ハ 一 章 39 と その 訳注 も 参照 。 
と の 「 立 つ 時 」 の 解釈 に は 、「 座 っ て いる 姿勢 か ら 立 つ 
つ 時 」 と いっ た 説 が ある (アル テク ルト ゥ ピー17:78-80 参照 )。 

また は ファ ジュ ル * の 義務 の 礼拝 に 先立つ 任 : 


寺 」「 眠 りか ら 起 きた 時 」「 礼 振 に 立 


意 の 礼拝 、 あ る い 


は その 両方 の こと を 指す と され る (アル テニ カース ィ ミ ー15:5552 参照 )。 


53. 星 章 J/ 1098 ei, ps oY 


NN ンー oe 


み な 
アッ ラー* の 件 名 に お いて 


1. 星 ? に か け て (上 警 う ) 。 そ れ が 、 落 ち (て 消 Or 
え ) た 時 。3 

2. あ な た 方 の 同胞 (ムハンマド ”) は (導き か DEG et 
ら ) 迷っ た の で も な く 、 (信念 を ) 誤っ た 
の で も な い 。 

3. また 、 彼 は 私 欲 で 語っ て いる の も な い 。 OE 

4 それ ? は 、 下 され る 啓示 以外 の 何 も の で も な Io ひな の IP や 
い の だ 。 


5. 強力 な 者 (ジブ リー ル ? が 、 彼 ( ム ハ ン マ 
ド *? に それ を 教え た 。 

6. 力 を 備え た 者 が 。 そ し て 彼 (ジブ リー ル ? 
は 真っ 直ぐ に 立っ た 、 


7. 空 の 向こう の 最も 高い と ころ に 5。 ONAN 


1 マッ カ * 嘱 示 。 一 説 に 、 預 言 者 * が マッ カ * で 公衆 の 面前 で 読ん だ 最初 の スー ラ *。 ス ー ラ * の 
名 称 は 、 冒 頭 に 出現 する 同 語 に 由来 。 前 半 の 主題 は 、 預言 者 * ム ハン マ ド * の 使徒 * 性 と 啓示 
の 確証 、 シ ルク * の 徒 が 犯し て いる 罪 と 間違い の 説明 と 議論 、 彼 ら へ の 警告 な ど 。 後 半 で は 、 
復活 と 報 (むく ) い 、 ア ッ ラ ー の 唯一 性 *、 不 信仰 な 民 * の 結末 な ど が 明白 に され 、 ア ッ ラ 
ー* の み へ の 崇拝 * の 呼び か け に よっ て 、 幕 を 閉じ る 。 

2 この 「 星 」 に は 「 徐 々 に 下っ た クル アー ン * の 啓示 」 と の 解釈 も ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 
7:442 参照 )。 

3 この 「 誓 い 」 に つい て は 、 整 列 者 章 1 の 訳注 を 参照 。 

「 そ れ 」 と は 、 ク ルアー ン * と スン ナ * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 526 頁 参 照 )。 

預言 者 * が 、 ジ ブリ ー ル * を その 本 来 の 姿 に よっ て 目 に し た の は 地上 で 一 度 (この 時 )、 天界 

で 一 度 (アー ヤ *13 参照 ) だ け だ っ た 。 こ の 時 、 ジ ブリ ー ル * は 東方 か ら 出現 し て 上 方 へ と 

広がり 、 六 百 も の 翼 を 広げ つつ 、 西 方 の 空 ま で を 覆っ た の だ と いう (アル = テク ルト ウゥ ビー 

17:87 参照 )。 


た 


wn 


53. 星 章 1099 NN | or 

8. それ か ら (使徒 * に ) 近づき 、 降 り て 来 た 。 © 

9 それ で 彼 は (使徒 * か ら ) 弓矢 二 本 分 か 、 OS GSI Es 
れ 以 下 (の 近 さ ) で あっ た 。 

10. そし て か れ (アッ ラー は 、 か れ が (ジブ RS NES 
リー ル * に ) 啓示 し た こと を 、 そ の 僕 に 啓示 
じ だ も 

ii. (使徒 * の ) その 心 は 、 彼 が 目の当たり に し EC IN SRL 
た こと に つい て 、 嘘 を つい た の で は な い 。 

12. 一 体 あな た 方 は 、 役 が 見 た こ と に つい て 議 DERE 
論 す る と いう の か ? 

13. 彼 (使徒 は 確か に 、 彼 (ジブ リー ル ? の RR 診 6 
を も う 一 度 、 目 に し た 。2 

14. 最果て の スイ ドラ 3 の も と で 。 DEN LS 

15. そこ と に は 、 ( 散 諾 な * 者 た ちの ) 住処 と し て OE 
の 楽園 が ある 。 

16. 首 う も の が 、 ス イィ ドラ を 刈っ て いる 時 (、 OR 
使徒 * は 見 た の だ ) 。* 

17. (使徒 * の ) その 目 は 、( 彼 が 見 る こと を 命 OI 


じ ら れ た も の か ら 、) 逸れ る こと も 、 越 え 
る こと も な か っ た 。 


に し た 時 の こと と され る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:451 参照 )。 ア 


1 同様 の 表現 法 と し て 、 タ ー・ ハ ー 章 38 「 示 され る も の 」 の 訳注 も 参照 。 

2 これ は 、 預 言 者 * が 夜 の 旅 ( 夜 の 旅 章 1 と その 訳注 を 参照 ) で 昇天 し た 際 、 ジ ブリ ー ル * を 
その 本 来 の 姿 で 二 度 目 に 
ー ヤ *7 の 訳注 も 参照 。 

3 天 の 第 七 層 に ある 木 で 、 地 上 か ら 昇 天 し た 者 は そこ か ら 先 


4 同 


は 、 天使 


ー ル 7:454 参照 )。 


に は 進め な v 
参照 )。「 ス ィ ド ラ 」 に つい て は 、 サ バア 章 16 「 ス イィ ドル (スィ ドラ の 複数 形 )」 の 訳注 
を 参照 。 


様 の 表現 法 と し て 、 タ ー・ ハ ー 章 38「 示 され る も の 」 の 訳 沿 


E も 参照 。「 最 


ヽ ( ム ヤ ッ サ ル 526 


区 果て の スィ ドラ 」 


詩 た ちと 主 * の 御 光 、 様々 な 色 の も の に よっ て 和 覆 われ て いる と いう (イブ ン ・ カ スィ 


53. 星 章 ブ 1100 NN かーeY 


18. 彼 は 確か に 、 彼 の 主 * * の 最も 偉大 な 御 微 の 
一 部 *! を 、 目 に し た の で ある 。 


19. (シル ク * の 徒 よ 、) 言っ て みよ 、 ア ッ テ ラ 
ー ト と アル = ウッ ザー2 に つい て 、 


20. また 、 別 の 三 番目 、 マー ト に つい て (、 
それ ら が 害する 力 や 益 す る 力 を 有 し て い 
る の か を ) 。 


21. 一 体 、 あ な た 方 に は 息子 が あり 、 か れ ( ア 
ー?) に は 娘 が ある と いう の か ?3 


22. だ と し た ら 、 そ れ は 不当 な 配分 で ある 。 


23. それ ら は 、 あな た 方 と 、 あな た 方 の 先祖 が 

名 付け た 名 前 ! に 過ぎ な い 。 アッ フラー" は そ 

れ ら (の 上 崇拝? に 、 い か な る 0 : 当 な ) 根拠 

NO 彼ら は 憶測 と 、 自 

分 た ち が 欲 する も の に 従っ て いる に 外 な 

ら な い 。 彼ら の も と に は 、 彼ら の 主 * か ら の 
導き が 、 確か に 3 到来 し た の で ある 。 


24. い や 、 一 体 、 人 間 に は (それ ら の 個 像 か ら 、) 
望み 通り の も の 5 が ある と いう の か ? 


中 


25. アッ フー*\ に こそ 、 最後 の も の (来世 ) と 最 
初 の も の (現世 ) が 属す る と いう の に 。 


1 「 最 も 偉大 な 御 徴 」 と は 、 天国 と 地獄 な ど を 始め と し た 、 アッラー 


根拠 の 数 々 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 526 頁 参 照 )。 


to 


OE dp bY 
oO の 0 鐘 2 2 
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DARIEN ニッ ィ ン ン 
19) SI の し 
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ィ ッ ンー ン 


@9%5 Nas 


* の 御 力 と 偉大 さ を 示 す 


アー ヤ 20 の 「 マ ナー ト 」 も 含め た これ ら 三 つ は 、 当 時 アラ ブ 人 の 間 で 有名 か つ 偉 大 視 さ 


れ て いた 偶像 の 名 (アッ = シャ ウ カ ー ニ ー5:142 参照 )。 高 壁 章 180 の 訳注 も 参照 。 
3 彼ら 自身 、 娘 を 授かる こと を 嫌っ て いた に も 関わ ら ず 、 天 使 * た ち を 「 ア ッ ラ ー* の 娘 」 と 


4 「… 和 名 前 」 に つい て は 、 高 壁 草 71 の 訳注 を 参照 。 


wn 


も 参照 。 


それ ら の も の に 対す る 、 執 り 成 し の こと ( ム ヤ ッ サ ル 526 真 参照 )。 集 団 章 3 と その 訳注 


呼ん だ ( 電 蜂 章 57-59 と その 訳注 を 参照 ) り 、 あ る い は アー ヤ *\19-20 で 言及 され て いる 
偶像 に 女性 の 名 前 を つけ た り し て いた こと を 指し て いる 、 と され る (前 掲 書 5:143 参照 )。 
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ion 


el a OV 


26. 


at, 


28. 


29. 


30. 


31. 


一 体 、 語 天 に いる どれ だ け 多 く の 天 使 * の 幸 
り 成 し が 、 少し も 役に立た な いこ と で あろ 
うか 。 アッ ラー* が 、 か れ が お 望み に な る 者 
に (執り 成 し の ) 許可 を 授け られ 、 (執り 
成 し を 受け る 者 に 対し 、 ) ご 満足 する 後 で 
な けれ ば 。! 


本 当 に 、 来 世 を 信じ な い 者 た ちこ そ が 、 天 
使 た ち を 女性 の 名 で 名 付け る sz の で ある 。 


彼ら に は 、 それ に つい て 僅か ば か り の 知識 
も な いと いう の に 。 彼 ら は 憶測 に 従っ て い 
る に 外 な ら な い 。 実に 、 憶測 は 真理 3 に 対 し 
て 何 の 役 に も 立た な い の だ が 。 


な ら ば (使徒 * よ ) 、 わ れ ら * の 教訓 (クル 
ン *) か ら 背 を 向け 、 現世 し か 欲す る て 
Ne 、 背 き 去 れ *。 


それ が 、 彼ら の 知識 の 限界 ?。 本 当 に あな た 

の 主 * こ そ は 、 か れ の 道 か ら 迷 う 者 を 最も よ 
く ご 存 知 の お 方 で やり 、 か れこ そ は 導 か れ 
た 者 を 最も よく ご 存 知 な の だ か ら 。 


ア ッ ラ ー* に こそ 、 諸 天 に ある も の と 大 地 に 
ある も の は 属す る 。 か くし て 、 か れ は 悪い 
i 
よっ て 報 われ 、 療 を 尽く し た 者 た ち を 最 

の も の (天国 ) で 報 わ れる 。 


ゅ So SN Et 
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1 復活 の 日 * の 「 執 り 成 し 」 に つい て は 雌牛 章 48、 マ ル ヤ ム * 章 87、 タ ー・ ハ ー 章 109 と そ 
の 訳注 を 参照 。 
2 アー ヤ *21 の 訳注 を 参照 。 


3 この 


4 撤 き 散ら す も の 章 54 の 訳注 も 参照 。 


5 来 


世 よ り も 現世 を 優先 させ た と いう 、 


す ) み の 表 現 (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 


6 蜜蜂 


章 128「 善 を 尽く す 者 」 に つい て の 訳注 も 参照 。 


「 真 理 」 は 、 知 識 、 あ る い は 懲罰 の こと を 指す (アル テバ ガウ ィ ー4:310 参照 )。 


彼ら の 知識 の 所 産 と 理性 の 程度 に 対す る 、 蔵 (さげ 


53. 星 章 ni02 NN cal ya et 

32. 中 細 な も の ! は 別 と し て 、 俳 の 内 の 大 き な も | Ue005 62 る 
の (大 罪 り と 本 1 を 避け る 者 た ち を 6 EA NS 
最 療 の も の で 報 わ れる ) 。 実に あな た の 主 Pb 
* は 、 落 し の 念 の 深い お 方 な の だ か ら 。 か れ 3 の 
は 、 あな た 方 (の 父 ア ー ダ ム を 大 地 か ら - 放 
MM 0 
あな た 方 つい て 最も よく ど 存 知 な の だ 
ぞ 。 な ら ば 、 自 分 自身 を ( 罪 か ら ) 潔白 で 
ある と 主張 し て は な ら な い 。 か れ は 散 席 * 
で ある 者 を 、 最 も よく ご 存 知 な の だ 。 

(使徒 * よ 言っ て みよ 、 (アッ ラー* へ OF NEA 
の 服従 に ) 背 き 、3 

34。 (自分 の 財産 か ら ) 少し だ け 与 え 、( 答 衝 OI 
さゆ え に 、 施 し を ) 打ち 切っ た 者 (に つ 
RY 

35. 一 体 、 彼 の も と に は 不可 視 の 世界 * の 知識 が Ko を りお 
あり 、 彼 は (それ を ) 目 に し て いる と いう 
の か ?* 

36. い や 、 彼 は ムー サー* の 書 養 に ある こと を 、 SE 
知ら され な か っ た の か ? 

37. そ し て 、 (アッ ラー* の 命令 を ) 全う し た 、 ③ あ c し ゅ jj 


イブ ラー ヒー ム * の ( 書 善 に ある こ と ) を? 


1 


2 


3 シル ク * の 徒 の 無知 さ に つい て の 
が 、 そ の 悪 
つい て は 諸説 ある (アル テク ルト ゥ ビー17:111 参照 )。 

自分 の 財産 が な く な る こと を 知っ て いる が ゆえ に 、 施 し を 打ち 切っ た の か 、 
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施し に よっ て 、 


「 性 細 な も の 」 と は 、 本 人 を 害し な い 程 度 の 小さ な 罪 、 あ る い は 、 稀 (まれ ) に 犯し て し 


(か いひ ) し て いる 限り 、 
「 柄 行 」 に つい て は 、 審 蜂 章 90 の 訳注 を 参照 。 
写 が てこ 
行 と 共に 取り 上 げ ら れる 。 そ れ が 誰か 、 


と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 527 頁 参 照 )。 


員 参 


こと で 一 旦 終わ り 、 こ 
いか な る 行い に 関し て か 、 


まう 小さ な 罪 の こと と 。 こ れ ら の 行為 は 、 義 務 ( ぎ む ) 行為 を 行い 、 禁 じ ら れ た 物事 を 回 避 
アッ ラー* が お 赦し 下さ る ( ム ヤ ッ サ ル 527 頁 参 照 )。 


こ か ら は 彼ら の 内 の 特定 の 者 
と いう 点 に 


53. 星 章 ブ 1103 NN el ys -eY 
38. ( 罪 の ) 重荷 を 背負 う 者 は 、 他 者 (が 犯し OC 


39; 


40. 


41. 


42. 


43. 


44. 


45. 


46. 


47. 


48. 


た 罪 ) の 重荷 まで 背負 うこ と が な い 、 と い 
うこ と を (、 知 ら さ れ な か っ た の か ) ? 


また 人 間 に は 、 自 分 が 努力 し た も の (の 報 
い ) し か な い 、 と いう こと を ?! 


また 、 そ の 努力 は や が て (来世 で ) 目 に 見 
える も の と な り 、 


それ か ら 全 き 応 報 で 、 そ れ を 報 わ れる の だ 
と いう こと を ? 


また (復活 の 日 *、 全 創造 物 の ) 行き 着く 先 
は 、 (使徒 * よ 、 ) あな た の 主 * に こそ ある 
と いう こと を ? 

また 、 本 当 に か れこ そ が 笑わ せ 、 泣 か せる 
の だ と いう こと を ? 

また 、 本 当 に か れこ そ が 死な せ 、 生 か す の 
だ と いう こと を ? 

また 、 か れ が 雌雄 の 番 い を 創造 され た の だ 
と いう こと を ? 

一 滴 の 精液 か ら り 、 そ れ が (子宮 へ ) 注 が れ 
る 時 に 。 

また 、 か れ に て そ (復活 の 日 う 、 も う 一 つ 
の 創造 ? が 委ね られ て いる と いう こと を 2? 
また 、 か れこ そ が (お 望み の 者 を ) 富 ま せ 、 
所 有 さ せ (、 満 足 さ せ ) られ る の だ と いう 
こと を ? 


1 この こと は 、 人 が 1 


に の りみ > WIRD 


ああ つと うみ も 


OAI の PE 


ET NIN GE 0 
i ae 
CORRS 


ンー イン < イー ニン ン レス で 
ENEN ES 


2 
Ey 


取 人 の 努力 か ら 益 を 得る 可能 性 を 否定 し て いる わけ で は な く ( 山 章 21 


も 参照 )、 人 は 自分 自身 の 努力 し か 有 し て は お ら ず 、 他人 の 努力 に まで 立ち 入る こと は 出来 
な いこ と を 示し て いる (アッ ニシ ャ ン キ ー テ ィ ー7:470-471 参照 )。 


NM 


死後 の 復活 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 528 頁 参 照 )。 
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49。 ま た 、 か れこ そ は シリ ウス ! の 主 * だ と いう RA 
こと を ? 

50. また 、 か れこ そ が 最初 の 2 アー ド * を 滅ぼさ れ 、 INE 

51. サ ムー ド * も (滅ぼし ) 、 (一 人 た り と も ) @ GE 
残し て は お か ず 、 

52. (彼ら ) 以前 に は 、 ヌー フ * の 民 も (滅ぼさ | は 
れ た ) 、 と いう こと を ? 本 当 に 彼ら こそ @8 


は 、 (それ 以後 の 者 た ち ) より 不正 * が ひど 
く 、 よ り 放 坪 だ っ た の だ 。 


53. また 、 転覆 し た 町 々 。 (アッ ラー* は それ ら ④sal5345 
を ひっ くり 返し 、) 墜落 させ られ 、 


54 そし て 逢う も の が 、 そ れ ら を 覆っ た 4 


55. な ら ば 一 体 、 (不信 仰 な 人 間 よ 、) あな た 
は 自分 の 皇 * の いずれ の 刷 徳 に つい て 、 昼 
疑 し て いる の か ? 

56. これ 6 は 、 先 代 の 警告 者 た ちの 内 の 警告 者 な ONIN GD 
の で ある 。 


大 いぬ 座 の シリ ウス 星 の こ と 。 一説 に よれ ば アラ ブ 人 の フ ザ ー ア 族 が 、 こ れ を 崇め て いた 
(イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 27:150-151 参照 )。 

この 「 最 初 」 の 解釈 に は 、「 彼 らち が サム ー ド * よ り も 前 の 時 代 だ っ た こと 」「 ヌ ー フ * の 後に 
滅ぼさ れ た 最初 の 民 だ っ た こと 」「 ア ー ド * に は 二 つ あ り 、 こ れ は その 最初 の 方 だ っ た こと 」 
を 示し て いる 、 と いっ た 諸説 が あめ る (アル テク ルト ゥ ピー17:120 参照 )。 

「 転 覆し た 町 々 」 に つい て ! さ 、 悔 悟 剖 70 の 訳注 を 参照 。 そ れ が 滅ぼさ れ た 時 の 様子 に つ 
いて は 、 フ ー ド * 章 82-83、 ア ル = ヒ ジュ ル 章 73-74 を 参照 。 

「 覆 う も の 」 と は 、 石 の 雨 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 528 頁 参 照 )。 同様 の 表現 法 と し て 、 タ ー・ 
ハー 章 38「 示 され る も の 」 の 訳注 も 参照 。 

こと こと こま で の アー ヤ * に は 、 恩 恵 だ な け で な く 、 六 の 描写 も 含ま れ て いる 。 そ れ に も 関わ ら ず 、 
それ ら 全 て が 「 恩 徳 」 と 表現 され て いる の は 、 そ れ ら の 江 の 中 に も 数 々 の 教示 、 訓 戒 が あ 
り 、 預言 者 * た ちと 信仰 者 た ちの 敵 (か た き ) 討ち と いう 意味 も あっ た か ら で あ る (アル = 
バイ ダー ウィ ー5:261 参照 )。 

「 こ れ 」 に は 、「 ム ハン マ ド *『」「 ク ルアー ン \*」 と いっ た 解釈 が ある (アル = クル トゥ ビー 
17:121 参照 )。 
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53. 星 章 ゾ nos NN ally et 
57. 近づく も の (復活 の 日 は 、 近 づい た 。 


58. アッラー* を よそ に 、 それ (の 到来 の 時 ) を Nh 2 
明か す も の ! は な い 。 


59. (シル ク * の 徒 よ 、 ) 一 体 あ な た 方 は 、 こ の 


話 に 驚い て いる の か ? 

60. そし て ( 喘 笑 し て ) 笑う だ け で 、 ( 拘 告 を EE SE 
怖 れ て ) 泣き は し な い の か ? 

61 得意 然 と な っ (て 、 そ こ か ら 背 い た ) た ま も の も と も 
Ne 

62. な ら ば ア ッ ラ ー* に サジ タダ タ * し 、 (か れ を ) oY 


崇拝 * す る の だ 。 ( 読 褒 の サジ タダ? 


1 また は 、「 復 活 の 日 * が 到来 し た 時 、 そ の 恐怖 や 困難 を 取り 除 (の ) ける も の は 、 ア ッ ラ ー* 
以外 に は いな い 」 と いう 意味 (アル テバ ガウ ィ ー4:318 参照 )。 


54. 月 章 nioe NN IT et 
と 21 ャ ン ン ント ほ ネン パス 
月 章 (アル ニカ マル ) 2 
次 起ち まね く ^ 閑 愛 深 き * ーー 0 っ 
アッ ラー* の 御名 に お いて 
1. (復活 の ) 時 は 近づき 2、 月 は (真っ 二 つ に ) OF EN 


裂け た 3。 


を 示す ) 御 微 を 目 
の 徒 ) は (その 信仰 に ) # 


だ 。 | (これ は 、 ) 消え 失せ る 魔術 1 で ある 」 o 


また 、 彼 ら は (預言 者 * を ) 嘘つき 呼ば わり 
自分 けた ち の 私 欲 に 従 つ た 。 
日 、 決 着 を 見 る 。 


(使徒 * を 嘘つき 呼 
間 邊 


BR 
(復活 の 


彼ら の も と に は 、 
り し た 、 過 去 の 民 の ) 消 
を (十分 
た の だ 。 


(それ は ) 確固 と し た 
(それ に 背 
つこ と な ど 、 あ ろう か ? 


5, 


そし て 、 た と え (使徒 * ム ハン マ ド * の 正 し さ 
に し て も 、 彼 ら (シル ク * 


) に ) 含ん だ も の が 、 


英知 で ある 。 そし て 
『 を 向け る 者 た ち に ) 警告 カ 


月 を 向け 、 言う の 


細 


事 の 全て は 


タン ンタ 


の Aa AS 


『 ば わ る © の = 
で ある 、 戒め 


確か に 到来 し 


が 役 立 


1 マッ カ * 啓 示 。 ス ー ラ \* の 名 称 の 
か つ )」 の 言及 に 始ま り 、 シ ルク * の 徒 に 対す る 警告 を 放つ よう 、 
ラ * の 大 
上 め 、 ス ー ラ 


の 一 つ 「 月 の 断 割 (だ ん 
命令 が な され る 。 ス ー 
つい て の 教訓 に 満ち た 話 が 


来 と も な っ て いる 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * が 起こ し た 奇跡 
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過去 の 預言 者 * た ちと その 民 の 間 に 起 こっ た 出来 
* の 最後 は マッ カ * の 不信 仰 者 * た ち へ の 警告 と 、 信 


F を 、 


仰 者 た ちの 善き 結末 に 関す る 描写 に よっ て 締め くく られ る 。 


IN) 


「 復 活 の 日 * の 近 さ 」 に つい て 6 
大 半 の 解釈 学者 は 、 こ れ が 預言 
いる (アッ テ シ ャ ウ カ ー ニ ー5: 
の 要望 に 応じ 、 月 を 割っ て 見 せ 


預言 者 た ち 章 1 の 訳注 を 参照 。 

と いう 見 解 を 示し て 
言 仰 者 * た ち 
E* な 伝承 経路 に よっ て 伝え られ て い 


は 、 密 蜂 章 1、 
者 * の 生前 、 彼 に 起こ っ た 奇跡 の 一 つ だ 
158-159 参照 )。 預 言 者 * が クラ イシ ュ 族 * の 不 
た こと は 、 数 多く の 真 i 


る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:472 参照 )。 


4 


「 強 力 な 魔術 」 と いう 意味 に 解釈 する こと も 可能 


(アル テバ ガウ ィ ー4:322 参照 )。 


54. 月 章 ブ 1107 13) 6 を 
6. 9 (使徒 * よ ) 、 彼ら に 背 を 向け る が よ | ⑤。 と 8GN6 の 2 
。 呼 ぶ 者 ! が 、 想 像 を 絶する こと 2 へ と 呼 
N (復活 の ) 日 、 
7 彼ら は 怖 気 づい た 眼 を し つつ 、 まる で 散ら A lt 
ば る イナ ゴ の よう に 墓場 か ら 出 て 来る 、 の 2 称し < 
8 呼ぶ 者 の と ころ へ 、 あ た ふた と 。 不 信仰 者 | 人 Scoy53O あ 83NOggb4 
* た だ ち は 、 言う 。 「 こ れ は 過酷 な 日 だ 」 o \ ん と 
9. 彼ら (マッカ * の 不信 仰 者 * ら ) 以前 、 ヌ ー | 1 gr 
プ * の 民 が 嘘つき 『 ば わり し た 。 彼ら は 、 わ の 0622 
れ ら * の 僕 (メー フ ?) を 嘘つき 呼ば わり し 
て 、「 ( 彼 は ) 滞 か れ た 者 * だ 」 と 言い 、( ヌ 
ー フ * は 布教 する こと を ) 戒め られ た % 
10. それで 彼 (ヌー フ * は 、「 本 当 に 私 は 抑圧 OI 
され た 者 で す 。( 私 を ) お 助け 下さ い 引 」 と 、 
その 主 * に 祈っ た 
11 と うし て われ ら * は 降り つけ る (大 量 の 雨 ) ONI 
水 と 共に 、 天 の 諸 門 を 開い た 。 
12。 また 、 大 地 を (沢山 の ) 泉 で 噴き 出さ せ 、 | PG 
( 天 と 大 地 か ら の ) 水 は 既 に 定め られ て い っ 3 る 
た 命令 の 通り 、 合流 し た 。 
i3。 そ し て 、 われ ら * は 彼 (と 、 彼 と 共に あっ た OL E LS 
者 た ち ) を 、 数 々 の 板 と 釘 か ら な る 物 ( 船 ) 
で 運ん だ 。 6 
1 角笛 に 吹き 込む 、 天 使 * イ スラ ー フ ィ ー ル の こと (アル = バ ガ ウ ィ ー4:322 参照 )。 家 畜 章 
73 と 、 そ の 訳注 も 参照 。 


IN) 


の 


5 


6 


想像 を 絶する ほど に 恐ろし い 、 


アル テヒ ジュ ル 章 6「 二 か れ た 者 」 の 訳注 を 参照 。 


関連 する アー ヤ と し て 、 
信仰 者 た ち 章 26、 ヌ ー 
この 時 の 様子 は 、 フ ー ド * 章 42-48、 信 仰 者 た ち 章 27-29 に 詳 


フ * 章 26-27 も 参照 。 


清算 の 場 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 528 


参照 )。 


ュ グ 


詩人 た ち 章 116 も 参照 (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:476 参照 )。 


し い 。 


54. 月 章 1108 NN、 Met 

14.、 それ は 信じ て は も ら え な か っ た 者 (ヌー フ BRA GE 
*) へ の 報い と し て 、 わ れ ら * の 眼差し の も 
と ! 走 っ た 。 

15. わ れ ら * は 確か に 、 そ れ を (われ ら * の 力 を ONG 
証明 する ) 御 徴 と し て 残し て お いた 。 で は 、 
(この 話 か ら ) 教訓 を 得る 者 は いる の か ? 

16. わが 懲罰 と 警告 は 、 い か な る も の だ っ た RE 
か ? 

17. わ れ ら * は 確か に クル アー ン * を 、 教 訓 を 得 | ⑥2os0 
る に 容易 いも の と し た 2。 で は 、( そ れ か ら ) 
教訓 を 得る 者 は いる の か ? 

I8.。 ア ー ド * は 、 (フー ド * を ) 嘘つき 呼ば わり EE GS 
し た 。 わが 懲罰 と 警告 は 、 い か な る も の だ 
っ た か ? 

19. 本当 に われ ら * は 、 立 て 続く 大 難 の 日 3 に 、 | E58 

彼ら に 対し て 兄 嗜 の 暴風 を 送っ た 。 OE 
20. 人 々 を 、 引 っ と 抜か れ た ナツ メ ヤ シ の 木 の OIE NS 
根 齋 の よう に 、 根こそぎ に する (暴風 を ) o 

21. わ が 懲 軸 と 警告 は 、 い か な る も の だ っ ⑥ っ abcogG33 
た か ? 

22.。 わ れ ら * は 確か に クル アー ン * を 、 教 訓 を 得 | ⑥ oe つら 3 
る に 容易 いも の と し た 4。 で は 、( そ れ か ら ) 
教訓 を 得る 者 は いる の か ? 

1 「 眼 差し の も と 」 に つい て は 、 タ ー・ ハ ー 章 39 と その 訳注 を 参照 。 

2 アッ ラー* は 、 ク ルアー ン * の 言葉 に つい て は 読 議 と 暗記 と いう 面 か ら 、 そ し て その 意味 に 
つい て は 理解 と 熟慮 (じゅ くり ょ ) と いう 面 に お いて 、 易 し いも の と され た ( ム ヤ ッ サ ル 
529 頁 参照 )。 

3 この 「 大 難 の 日 」 に つい て は 、 真 実 章 5-7 も 参照 。 


た 


アー ヤ *17 の 訳注 を 参照 。 


54. 月 音 


1109 NN 


23. 


24. 


25. 


26. 


27。 


28. 


29. 


サム ー ド * は 、( サ ー リ フ * か ら の ) 警告 を 嘘 
呼ば わり し た 。 


彼ら は 言っ た 。「 一 体 、 私 た ちの 内 の 一 介 
の 人 間 に 、 私 た ち が 従 うと で も ? そう し 
た ら 、 本 当 に 私 た ち は 、 迷 いと 狂気 の 中 に 
ある こと に な る 。 


一 体 、 私 た ち を 差し お いて 、 彼 の 上 に 教訓 
( 刻 示 ) が 下さ れ た と ? いや 、 彼 は 大 嘘 つ 
き で 自惚れ 屋 だ 」。 


近い 日 に 、 彼 ら は 知る で あろ う 。 誰 が 大 中 
つき で 自惚れ 屋 か を 。 


本 当 に われ ら * は 、 彼 ら へ の 試練 ゆえ 、 雌 ラ 
クダ を 送る 者 で ある 。 ゆ え に (サー リフ * 
よ 、) 彼ら (に 何 が 起こ と る か ) を 見 守り 、 
よく 忍耐 * せ よ 。! 


そし て 彼ら に 伝え る の だ 。 水 は 、 役 ら (と 
肉 ラ クダ ) の 間 で (、 隔 日 の ) 割り 当て で 
ある と いう こと を 。 水 の 各々 の 順番 は 、( 順 
番 の 主 に の み ) 立ち 会 われ る も の で ある 2。 


こう し て 彼ら は で 雌 ラ クダ を 殺す た め に ) 
自分 た こち の 仲間 * を 呼び 、 彼 は (それ を ) 捕 
まえ 、 (その ) 膝 を 切っ た % 


= 


この 話 に つい て は 高 壁 章 73 と その 訳注 、 フ ー ド * 章 64-68、 


13-14 も 参照 。 


IS) 


た だ し 、 ラ クダ が 水 を 飲む 


7:479 参照 ) o 


CO 


た 


es 
Os 4 ッッ クタ IGP 


これ は 、 ク ッ ダ ー ル ・ ブ ン ・ サ ー リ フ と いう 名 の 男 と され る (前 掲 書 
「 腹 を 切っ た 」 と いう 表現 に つい て は 、 高 壁 草 77 の 訳注 を 参照 、 ま た 、 彼 ら が 雌 ラ クダ 


を 殺す こと に な っ た 背景 に つい て も 、 同 アー ヤ * の 訳注 を 参照 。 


sk 


CO A A 


詩人 た ち 章 155-157、 太 陽 章 
日 に は 、 人 々 は その 乳 を 飲ん だ と され る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 


書 、 同 頁 参照 )。 


54. 月 章 ブ 110 NN | 6 を 
30. わが 懲罰 と 警告 は 、 い か な る も の だ っ た か ? BEG er 
31. 本 当 に われ ら * は 、 彼ら に 轟き の 一 声 ! を 送 5 シン: I 
り 、 そ れ で 彼ら は 棚 の 枯れ 枝 の よう に な っ @ 4 しゅ る 
で し まっ た 。 
32.、 わ れ ら * は 確か に クル アー ン * を 、 教 訓 を 得 OE IIA EETD 
る に 容易 いも の と し た 2。 で は 、( そ れ か ら ) 
教訓 を 得る 者 は いる の か ? 
33. ルー ト * の 民 は 、 警 告 を 嘘 呼ば わり し た 。 $ っ 300 925 
34. 本 当 に われ ら * は 彼ら に 、 石 を 降ら す 風 を 送っ CEES 
た 。 ル ー ト の 一 族 は 別 で 、 わ れ ら * は 明け 方 に 、 OEE 
彼ら (ルー ト * の 一 族 ) を 救い 出し た 。 3 
35. わ れ ら * の も と か ら の 、 恩 恵 ゆえ に 。 (6 の もう 
ト * と その 一 族 に そう し た の と ) 同様 に 、 
れ ら * は (われ ら * を 信仰 し 、) i 
に 報い る の だ 。 
36. 彼 0 レー ト ”) は 確か に 彼ら に 対し 、 われ ら OI 
* の (稔久 に よる ) 制圧 を 警告 し た 。 に も 
関わ ら ず 、 彼 ら は 警告 に 対し て 懐疑 的 だ っ 
た の だ 。 
37. 彼ら は 確か に 彼 ( ル レー ト う を 、 そ の 客人 (へ | P53 
の 醒 行 を 求め る が ) ゆえ に 、 言い くる め よ OS 
うと 試み た 4。 そ れ で われ ら * は 、 彼 ら の 眼 
を 消し た の で ある 。 (彼ら に は 、 こ う 言 わ 
れ た 。) 「 わ が 懲 六 と 警告 を 味わう が よい 」。 


= 


IN) 


サム ー ド * に 下さ れ た 懲 
アー ヤ *17 の 訳注 を 参照 。 
この 
章 80- 
この 


軸 


罰 の 詳細 に つい て は 、 占 出 名 


詩 の 様子 と 、 ル ー ト * の 一 族 の 中 で 、 彼 の 妻 だ け は H 


84、 フ ー ド * 章 69-83、 
時 の 様子 に つい て は 、 高 壁 草 80.82、 フ ー 


54-56、 睦 昧 章 28-30 と それ ら の 訳注 を 参照 。 


詩人 た ち 章 160-175 に 詳 
ド * 章 77-81、 


語 解 説 の 「 サ ムー ド *」 の 項 を 参照 。 


か ら な か っ た と いう こと は 、 高 壁 
し い 。 
詩人 た ち 章 165-169、 潤 章 


54. 月 章 ブ 1111 NN、 テー 

38. そし て 早朝 に は 、 恒 入 的 な 懲 六 が 確か に 、 GE Rh Cy 
彼ら を 襲っ た 。 

39. (彼ら に は 、 こ う 言わ れ た 。 ) 「 わ が 窒 拓 @ Sa 

と 警告 を 味わう が よい 」。 

40. われ ら * は 確 か に クル アー ン * を 、 教 訓 を 得 Ord i PA IWC 
る に 容易 いも の と し た !。 で は 、( そ れ か ら ) 
教訓 を 得る 者 は いる の か ? 

41. フ ィ ル アウ ン * の 一 族 の も と に 、( 不 信仰 に No IE 
対す る 懲 六 の ) 警告 が 、 確 か に 到来 し た 。 

42. 彼ら は 、 わ れ ら * の 御 微 ? を 全て 嘘つき 呼ば ESE ES 
わり し た の で 、 われ ら * は 彼ら を 偉 〕 力 な ら EC 
びな く 全 能 な る 者 の 掌握 で 捕らえ た 。 

43. 一 体 (クラ イシ ュ 族 * よ 、) あな た 方 の 不信 | 23 お 
仰 者 * た ちの 方 が 、 そ れ ら の (滅ぼさ れ た 不 (の 
信仰 ) 者 "た ちよ り も 優れ て いる の か ? そ 
れ と も 、 あな た 方 に は 書状 の 中 に (、 アッ 
ラー* の 懲 貞 か ら の ) 無事 が (保証 され て ) 
ある と いう の か ? 

44. いや 、 彼 ら は 「 私 た ち は 全 員 、 勝 利 者 で あ とこう を の た] 
る 」 な ど と 言う の か ? 

45. (不信 仰 者 * の ) 集団 は じき に 打倒 され 、 背 と 
i を 見 せ (敗走 す ) る の だ 。 * 

46、 い や 、 (復活 の ) 時 が 、 彼ら の 約束 の 時 。 そ UN 
の 時 は より 過酷 で 、 苦 痛 に あふ れ て いる 。 

47. 本 当 に 罪悪 者 た ち は 、 迷い と 烈火 の 中 に ある 。 あろ JA2 goes 

1 アー ヤ \17 の 訳注 を 参照 。 


この 「 御 徴 」 と は 、 


ヤッ サル 530 真 参照 )。 


(CO 


こと の 「 書 巻 」 と は 、 啓 
これ は 後に 、 バ ドル の 戦い * で 実現 し た (前 掲 書 、 


の こと (前 掲 書 、 同 


参照 )。 


同 真 参照 )。 


アッ ラー の 唯一 性 * と 、 預 言 者 * た ちの 使命 を 証明 する 根拠 の こと ( ム 


54. 月 章 1112 NN、 NG a et 
48. その 日 、 彼 ら は 顔 か ら 逆 様 に な っ て 業火 の | ゆあ > お あめ SS 


49. 


50. 


51. 


52. 


53. 


54. 


55. 


中 を 引き ずら れ 、 (こう 言わ れる 、) 「 焦 
炎 の 感触 を 味わう が よい 」。 

本 当 に われ ら * は 全て の も の を 、 定 め と 共に 
創造 し た '。 

そし て 、 わ れ ら * の 命令 は 一 覧 の びと き (「 あ 
れ 」 と いう ) 一 言 に 過ぎ な い 。 

われ ら * は 確か に 、( 不 信仰 だ っ た ) 彼ら の 
同類 た ち を 滅ぼし た 。 で は 、 (その こと か 
ら ) 教訓 を 得る 者 は いる の か ? 

そし て 彼ら が し た 全て の 物事 は 、 書 巻 の 中 
に (記録 され て ) あり 、 

小さ いこ と も 、 大 きい こと も 、 全 て 書き 劉 
め ら れ て いる の だ 。 3 

本 当 に 艇 虎 な * 者 た ち は (復活 の 日 、 楽 
園 と 河川 の も と に ある 。 

全能 の 王者 (アッ ラー” の 御 許 の 、 善き 』 
り 場所 に 。 


+ 
さす 


ン ン ーー テン ン 7 コ CT 
BC PE 


PIES 
@ っ と = 


ン テ タ ン ン PE つ ンタ ン ・ 
⑨ っ と ち み て らら て 2 うっ > 


1 つま り 、 ア ッ ラ ー* の 英知 に 基づい た 規格 に お いて 創造 し た 。 あ る い は 、 守 られ し 碑 板 * に 


記さ れ た 定 命 と 共に 創造 し た (アル テニ バイ ダー ウィ ー5:270 参照)。 
2 雌牛 凍 117、 蜜 蜂 章 40、 ヤ ー・ ス ィ ー ン 章 82、 赦 し 深い お 方 章 68 な ども 参照 。 


3 天使 * た ち が 、 現世 で の 行い の 帳 潤 (ちょ う ぼ ) に 記録 し て いる 、 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 
531 真 参照 )。 高 壁 章 8 の 訳注 も 参照 。 


55. 慈悲 あま ね き お 方 章 J 1113 N° 


第 55 章 


慈悲 あま ね き * お 方 章 (アッ ニラ フ マ ー ン )」 


じ 


じ 
慈 尋 まあ まね < ' 芝 愛 深き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


i. 慈悲 あま ね き * お 方 、 i 
2。 か れ が クル アー ン * を 教え て 下さ り 、 る ok 
3. 人 間 を 創造 され 、 OIE 
4. 彼 に (自分 の 内 面 に ある も の の 、) 説明 を ONE 
教え て 下さ っ た 。 
5. 太陽 と 月 は (精密 な ) 計 算 の も と に (運行 し )、 うー 
6. 星 と 木 ? は サジ ダ * す る 3。 MI いけ た 
7. そし て か れ は 天 を 上 げ 、 衝 を 置か れ た 。 ON HE 
8. あな た 方 が 竹 に お いて 、 度 を 越 さ な いよ う 。 る ida 
9 そし て 重 さ を 公正 に 量り 、 冬 を 損ね て は な PIR 
ら な い 。 あっ 
10. ま た 大 地 は 、 そ れ を 創造 物 ? の た め に 置か Ge 
れ た 。 


1 マッ カ * 啓 示 (マデ ィ ー ナ * 啓 示説 も あり )。 スー ラ * の 名 称 は 、 冒頭 に 出現 する 同 語 に 由来 。 
クル アー ン * や 創造 を 始め と し た アッ ラー* の 偉大 な 恩恵 と 、 か れ の 全能 性 を 示す 証拠 の 
数 々 が 、「 な ら ば (ジン * と 人 間 よ )、 あ な た 方 双方 は 自分 た ちの 主 * の 、 い ずれ の 恩 徳 を 嘘 
呼ば わり する と いう の か ?」 と いう 問い か け の 言葉 の 反復 と 共に 、 並 べら れ て いく 。 ス ー 
ラ * 中 盤 か ら は 復活 の 日 * の 恐怖 、 来世 に お ける 不信 仰 者 * と 信仰 者 の 行き 先 、 そ こと で 彼ら が 
受け る 苦し み 、 あ る い は 享楽 (きょう らく ) の 数 々 が 描写 され て いき 、 最 後 は アッ ラー\ 
へ の 讃 美 に よっ て 締め くく られ る 。 
こと の 「 木 」 と は 、「 茎 (くき ) や 幹 (みき ) の ある 植物 」 の こと 。 尚 「 星 (ナジ ュ ム )」 の 
解釈 に は 、「 茎 や 幹 の な い 植 物 」 と いう 説 も ある ( ム ヤ ッ サ ル 531 頁 参照 )。 

この 「 サ ジ ダ *」 に つい て は 、 和 蜜蜂 章 49、 巡 礼 * 章 18 と その 訳注 も 参照 。 

この 「 程 」 と は 、 公 正 さ の こと と され る 。 鉄 章 25 も 参照 (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:490 参照 )。 
こと の 「 創 造物 (アナ ー ム )」 は 、 特 に 人 間 の こと 、 あ る い は ジン * と 人 間 の こと を 指す 、 と 
いう 説 も ある (アル テク ルト ゥ ビー17:155 参照 )。 
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11.、 そ こ に は 果実 や 、 功 ' を つけ た ナツ メ ヤ シ の 
木 が ある 。 

12、 そ し て 茎葉 を 有する 種 粒 と 、 芳 し いも の 2 が 。 

13. な ら ば (ジン "と 人 間 よ ) 、 あな た 方 双方 は 


自分 ) た ちの 主 * の 、 いずれ の 恩 徳 を 嘘 呼 ば わ 
りす る と いう の か ? 


14. か れ (アッ ラー や は 人 間 (の 祖 アー ダム 
*) を 、 陶 土 の よ うな 乾い た 土 か ら お 創り 
に な り 、3 


15. ジン * (イブ リー ス ? は 、 炎 の 混じり 合っ 
た も の * か ら 創 られ た 。 
16. な ら ば (ジン * と 人 間 よ ) 、 あな た 方 双方 は 


自分 ) た ちの 主 * の 、 いずれ の 加 和徳 を 嘘 呼ば わ 
りす る と いう の か ? 


17. (アッ ラー* は ) 二 つ の 東 と 、 二 つの 西 の 


EE 


18. な ら ば (ジン "と 人 間 よ ) 、 あな た 方 双方 は 
自 2 分 た ちの 主 * の 、 い ずれ の 軸 徳 を 嘘 呼ば わ 
りす る と いう の か ? 


19. か れ は 二 つ の 海 ? を 出合 わせ て 、 合 流す る も 
の と され た 。 


ON 


© EC DA RO 


SLEEL LI 


OS Nk EG 


< 


SRS 


1 「 昔 」 と は 、 ナ ツメ ヤシ の 実 が その 中 か ら 出 て くる 、 衝 い の 部 分 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 531 


参照 )。 
2 「 芳 し いも の 」 に つい て は 、 出 来 事 


注 を 参照 。 


章 89 の 訳注 を 参照 。 
3 アー ダム * が 土 か ら 段 階 を 経 (へ ) て 創 ら れ た こと に つい て は 、 


アル テヒ ジュ ル 章 26 の 訳 


4 「 炎 の 先 」「 混 じ り 気 の な い 火 」 と いっ た 解釈 も ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:492 参照 )。 
5 「 二 つの 東 」 と は 、 そ れ ぞ れ 冬 と 夏 に 太陽 が 昇る 地点 で 、「 二 つの 西 」 と は 、 そ れ ぞ れ 冬 と 
夏 に 太陽 が 沈む 地点 の こと を 指す 、 と され る (アル テバ ガウ ィ ー34:26 参照 )。 


この 「 二 つの 海 」 と は 一 説 に 


の 


、 淡 水 と 海水 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 532 頁 参照 )。 
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20. その 二 つ の 間 に は 、 EN 合う こと ON ST 


21. 


22, 


23. 


24. 


28、 


26. 


27。 


28. 


29. 


の な い 障壁 が ある 。 

な ら ば (ジン "と 人 間 よ ) 、 
自分 た ちの 主 *『 の 、 い ずれ の 
りす る と いう の か ? 


な ら ば (ジン "と 人 間 よ ) 、 
自分 } た ちの 主 * の 、 い ずれ の 
りす る と いう の か ? 


れ (アッ ラー や に は 、 山 
MA 


な ら ば (ジン "と 人 間 よ ) 、 
自分 ) た ちの 羊 * の 、 いずれ の 
りす る と いう の か ? 


そこ (大 地 ) に ある 全 
そ し て あな た の 主 * の 、 高 
えた 御 庄 だ けが 残る 。 


な ら ば (ジン "と 人 間 よ ) 、 
自分 > た ちの 主 * の 、 いずれ の 恩 
りす る と いう の か ? 


諸 天 と 大 地 に ある 者 は 、 か 
の 必要 な も の を ) を う 。 毎 
あたっ て お られ る $。 


て の も 


その 二 つ か ら は 、 真珠 と 赤 琴 期 が 産 する 。 


あな た 方 双方 は 
恩 徳 を 嘘 呼ば わ 


あな た 方 双方 は 
妃 徳 を 中 呼ば わ 


々 の よう な 建造 
属す る 。 


あな た 方 双方 は 
恩 徳 を 嘘 呼ば わ 


AE 


の は 、 消 え 行く 。 
貴 さ と 荘厳 さ を 混 


あな た 方 双方 は 
和徳 を 忠 呼 ば わ 


れ に (自分 た ち 
日 、 か れ は 事 に 


js 


いさ 】 


CO 


高い マス ト と 帆 ( ほ ) を 掲げ た 、 


事 に あたる 」 と いう の は 、 事 を 新た に 始め る の で は な く 、 
いく こと (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 2:394 参 


「 赤 再 期 」 に は 
17:163 参照)。 


| 


船 の 描写 


( ム ヤ ッ サ ル 532 


浴 )。 


1 参照 )。 識 別 章 53 も 参照 。 
、「 小 さ な 真 珠 」「 大 き な 真 珠 」 と いっ た 解釈 も ある (アル テク ルト ウゥ 


OE i 
ORSNk kG 3 


@ NG 


OFS 


一 方 の 海 は 、 別 の 海 を 越境 (えっ きょう ) し て 、 その 水 の 特性 を 変え て し まう こと が な い 、 
と いう 意味 と され る ( ム ヤ ッ サ ル 532 


参照 )。 相談 章 32-34 も 参 』 
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(既に 定め た こと を ) 実現 


55. 慈悲 あま ね き お 方 章 1 い NN の | か -69 


30. な ら ば (ジン * と 人 間 よ ) 、 あな た 方 双方 は ORSSAL EG 
自分 た ちの 羊 * の 、 い ずれ の 恩 徳 を 嘘 呼ば わ 
りす る と いう の か ? 

31. 重き 双方 の 者 た ちよ !、 じ き に われ ら * は 、 OI 


あな た 方 (の 現世 で の 行い の 清算 と 報い の 
仕事 ) に 、 取 りか か ろう 。 


32。 な ら ば (ジン * と 人 間 よ ) 、 あな た 方 双方 は ON 
自分 ) た ちの 主 * の 、 い ずれ の 軸 徳 を 嘘 呼ば わ 
りす る と いう の か ? 

33。 ジ ン * と 人 間 の 衆 よ 、 も し あな た 方 が ( ア ER 
ッ ラ ー* の ご 命令 と ご 決定 か ら 逃 れ よう ND NN IS 


と ) 、 諸 天 と 大 地 の 端 々 か ら 脱 出 で き る の ON 
で あれ ば 、 脱 出し て みよ 。 あ な た 方 は ( ア 
ッ ラ ー* の ) 権威 な し に は 、 脱出 する こと な 


ど 出 来 な い の だ 。2 

34。 な ら ば (ジン * と 人 間 よ ) 、 あな た 方 双方 は OHNE 
自分 ) た ちの 主 * の 、 い ずれ の 恩 徳 を 嘘 呼 ば わ 
りす る と いう の か ? 


ほ の お 


35. あな た 方 双方 に は 、 業 火 か ら の 無 誰 の 秋 と ( 縮 
けた ) 鯉 が 送ら れ 、 助 け を 得る こと は な い 。 


36. な ら ば (ジン * と 人 間 よ ) 、 あな た 方 双方 は 
自分 ) た ちの 主 * の 、 い ずれ の 軸 和徳 を 嘘 呼ば わ 
りす る と いう の か ? 


重き 双方 の 者 た ち 」 と は 、 ジ ン * と 人 間 の こと 。 そ の 名 称 の 由来 に は 、「 他 の 創造 物 に 比べ 、 
その 重要 な 位置 づけ ゆえ 」 「 生 前 、 死後 を 問わ ず 、 地上 に お ける 荷物 の よう な 存在 で ある た め 」 
「 罪 と いう 重荷 を 背負 っ て いる た め 」 (アル テバ ガウ ィ ー4:336 参照 )「 ア ッ ラ ー* に 対す る 諸々 

の 義務 が 課せ られ て いる た め 」( ア ル テ ク ルト ウゥ ビー17:169 参照 ) と いっ た 諸説 が ある 。 

2 これ は 復活 の 日 * の こと と も 、 現 世 で の こと と も 言わ れる (前 掲 書 17:169-170 参照 )。 

3 「 無 煙 の 炎 」 と 訳し た 「 シ ュ ワ ー ズ 」 に は 、 ほ か に も 「 地 獄 か ら 上 が っ て 遊 見 (ゆう り ) 
し た 緑色 の 炎 」「 炎 か ら 生 じ た の で は な い 煙 」 と いっ た 説 も ある 。「 銅 (ヌメ ハー ス )」 に つい 
て は 「 炎 を 伴 (と も な ) わな い 煙 」「 煮 えた ぎっ た 油 」 な ど と いっ た 解釈 も ある (アッ = テ シ 
ャ ウ カ ー ニ ー5:182 参照 )。 


55. 慈悲 あま ね き お 方 章 ブ nn7 NN ジャー 

37. (復活 の 日 *、) 天 が 裂け 、 真紅 と な り 、 深 5 の 66 所 3( に 32305 
けた 脂 :* の よう に な る 時 (、 あ な た 方 は 刀 a 
る べき も の を 目 に する ) 。2 

38.、 な ら ば (ジン * と 人 間 よ ) 、 あな た 方 双方 OS Nk 
自分 yx た ちの 主 * の 、 い ずれ の 興 徳 を 嘘 呼ば わ 
りす る と いう の か ? 

39. そ の 日 、 人 間 も ジ ン * も 、 自 分 の 罪 に つい て | @5G の aS 
尋ね られ る こと は な い 。3* 

40、 な ら ば (ジン * と 人 間 よ ) 、 あな た 方 双方 は OR Nk 
自分 た ちの 半 * の 、 い ずれ の 恩 徳 を 嘘 呼ば わ 
りす る と いう の か ? 

41. 罪悪 者 た ち は 、 そ の 目印 に よっ て 認め ら SR Ne 
れ 、 前髪 と 足 を 掴ま れ * (て 、 地獄 へ と 放り DNA 
投げ られ ) る 。 

42。 な ら ば (ジン * と 人 間 よ ) 、 あな た 方 双方 は RR er 
自分 た ちの 壮 * の 、 い ずれ の 恩 徳 を 嘘 呼ば わ 
りす る と いう の か ? 


1 「 溶 けた 脂 」 と いう 訳 を あて た 
よっ て 色 が 変化 する が 、 復活 の 


デ 


* の 空 も 同様 に 色 が 変化 する ) 


れ を 撤 ( ま ) いた 
17:173 参照)。 


復活 の 


IN) 


出来 事 章 5 一 6、 衣 を 纏 ( ま と ) う 者 章 14、 真 実 章 13-15、 階 段 章 8-9、 消 息 章 


寺 に 見 える 様々 な 


色 」 な ど と いっ た 諸説 も 


込む 章 3、 衝 撃 章 4.5 な ども 参照 。 


アル ニテ ヒジ ュ ル 章 92-93 な ど 


ww 


いた だ され た 後 、 


し た の か ?」 と 仰せ られ る ( 高 
行く 天使 * た ちの こと で 、 


4 


に も ある よう に 


彼ら の 口 が 封じ られ 、 
ー・ ス イィ ー ン 章 65 と その 訳注 も 参照 )。② そ の 日 、 
は この よう な こと を し た の か ? 」 と いう よう な 言い 方 で は な く 、 
も 参照 )。③ こ れ は 、 
間 な ど し な い (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:499 参照 )。 


壁 章 8 の 訳注 
彼ら は 質 
「 前 髪 を 掴ま れる 」 と いう 表現 に つい て は 、 


彼ら の 手 や 足 が 、 


凝 血 * 章 15 の 訳 当 


ハー ン 」 の 解釈 に は 、「 赤 い 皮 」「 赤 毛 の 


、 ク ルアー ン * の 別 の 箇所 に は 、 
彼ら を 問い た だ す 描 写 が 登場 する 。 これ に 関し て は 、 以下 の 様 な 回 答 が ある : ① 
彼ら の し た こと を 話し 出す ( ヤ 
全 知 の アッ ラー* は 彼ら に 、 


馬 (季節 に 
」「 油 その も の で は な く 、 そ 
ある (アル テク ルト ウゥ ビー 


* の 天変 地異 に つい て は 洞窟 章 47、 タ ー・ ハ ー 章 105-107、 農 章 88、 山 章 9-10、 


20、 巻 き 


アッ ラー* が 
通り 問 


「 あ な た 方 
「 な ぜ 、 こ の よう な こと を 
彼ら を 地獄 へ と 連れ て 


を 参照 。 
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XIE A ー6 


43. 


44. 


45. 


46. 


47. 


48. 


49. 


50. 


51. 


52, 


これ が 、 俳 悪者 た ち が (現世 で ) 嘘 呼ば わ 
り し て いる 地獄 。 

彼ら は それ ( 火 獄 ) と 、 煮 えた ぎる 熱湯 の 
間 を 回 る 。 


な ら ば (ジン "と 人 間 よ ) 、 あな た 方 双方 は 
自分 た ちの 主 * の 、 い ずれ の 恩 徳 を 嘘 呼ば わ 
りす る と いう の か ? 


そし て (清算 の に お ける ) 自ら の 主 * の 
立ち 所 を 怖 れ C、 か れ に 服従 し 、 か れ へ の 
反抗 を 断っ ) た 者 に は 、 二 つ の 楽園 が ある 。 


な ら ば (ジン "と 人 間 よ ) 、 あな た 方 双方 は 
自分 た ちの 主 * の 、 い ずれ の 恩 徳 を 中 呼ば わ 
りす る と いう の か ? 


(果実 を つけ た 豊か な ) 樹 枝 を 探す る (、 
二 つ の 楽園 が ) 。 


な ら ば (ジン "と 人 間 よ ) 、 あな た 方 双方 は 
自分 ) た ちの 羊 * の 、 い ずれ の 軸 徳 を 嘘 呼ば わ 
りす る と いう の か ? 


その 二 つ の (楽園 の ) 中 に は 、 二 つの 泉 が 
流れ て いる 

な ら ば (ジン "と 人 間 よ ) 、 あな た 方 双方 は 
自分 た ちの 六 * の 、 い ずれ の 恩 徳 を 嘘 呼ば わ 
りす る と いう の か ? 


その 二 つ の (楽園 の ) 中 に は 、 あ ら ゆ る 果 
実に 二 つ の 種類 が ある 。" 


GE RE 
LNG EL ART) 


DEI 


ot 


ODE Sr 


1 この 「 二 つの 種類 」 の 解釈 に つい て は 、「 い ずれ も 美味 な 二 種 類 の 果実 」「 瑞 々 (みず みず ) 


し いも の と 乾燥 し た も の 」 「 他 の 楽園 に 比べ て 、 倍 の 楽し み が あ る こと を 示し て いる 」 と い 


っ た 諸説 が ある (アル テク ルト ウゥ ビー17:179 参照 。 ま た 天国 の 民 の 食べ 物 に つい て は 、 


ヤー・ ス ィ ー ン 章 57、 サ ー ド 章 51、 


詳細 に され た 章 31、 


金 の 装飾 章 73、 煙 霧 章 55、 ム 
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53. なら ば (ジン * と 人 間 よ ) 、 あな た 方 双方 は ORSALEG 
自分 た ちの 壮 * の 、 い ずれ の 恩 徳 を 嘘 呼ば わ 
りす る と いう の か ? 

54、 そ の 内 側が 、 車 厚 な 紺地 製 ! の (敷き 物 で | ずっ み 54EAMos 
ある ) 寝床 に 寄り か か りつ つ (、 彼 ら は そ ⑧ が HH 


こ で 楽し お ) 。 二 つの 楽園 の 果実 が 、 ( 彼 
ら の ) 手近 に ある 中 で 。 


55. な ら ば (ジン * と 人 間 よ ) 、 あな た 方 双方 SER LN 
自分 ) た ちの 主 * の 、 い ずれ の 恩 徳 を 嘘 呼 ば わ 
りす る と いう の か ? 

56. そこ (寝床 に は 、 (自分 の 夫 だ け に ) 視 | るみ 所 っ 286 を 3 
線 を 定め た 女性 2 た ちがい る 。 彼 女 た ち に は CC 
彼ら 以前 、 い か な る 人 間 も 、 ジン * も 触れ て 
は いな い 。 

57. な ら ば (ジン * と 人 間 よ ) 、 あな た 方 双方 は (OK で GHC 
自分 た ちの 主 * の 、 い ずれ の 軸 徳 を 嘘 呼ば わ 
りす る と いう の か ? 

58. 彼女 た ち は 、 ま る で ルビ ー と 赤 華 其 ' の よう 。 


そう ほう 


59. な ら ば (ジン "と 人 間 よ ) 、 あな た 方 双方 は 
自分 た ちの 主 * の 、 い ずれ の 恩 徳 を 中 呼ば わ 
りす る と いう の か ? 


60. 一 体 、 (現世 で の ) 善 の 報い は 、 (来世 で Oak 
の ) 療 に 外 な ら な い の で は な いか ? 


ハン マ ド * 章 15、 山 章 22、 出 来 事 章 20-21、 真 実 章 23、 人 間 章 14、 送 られ る も の 章 42 
な ども 参照 。 

1 内 側が 重厚 な 絹 地 な の だ か ら 、 そ の 外側 が 素晴らし い の は 言う まで も な い 。 一 説 に よれ ば 、 
その 外側 は 地上 で 比較 で きる も の が な いた め に 、 あ えて 言及 され て は いな い (アル テバ ガ 
ウィ ー4:341 参照 )。 

2 「 視 線 を 定め た 女性 」 に つい て は 、 整 列 者 章 48 の 訳注 を 参照 。 

3 「 赤 工 表 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *22 の 訳注 を 参照 。 


55. 慈悲 あま ね き お 方 章 ブ 1120 \、 


ON °° 


61. な ら ば (ジン * と 人 間 よ ) 、 あな た 方 双方 は 


62. 


63. 


66. 


68. 


70. 


。 な ら ば (ジン * と 人 間 よ ) 、 あな た 方 双方 は 


。 なら ば (ジン * と 人 間 よ ) 、 あ な た 方 双方 は 


. な ら ば (ジン * と 人 間 よ ) 、 あな た 方 双方 は 


自分 た ちの 主 * の 、 い ずれ の 軸 徳 を 嘘 呼ば わ 
りす る と いう の か ? 


そし て 、 そ の 二 つ の (楽園 の ) 外 に 、 (も 
う ) 二 つ の 楽園 が ある 。 


な ら ば (ジン * と 人 間 よ ) 、 あな た 方 双方 は 
自分 た ちの 主 * の 、 い ずれ の 恩 徳 を 嘘 呼ば わ 
りす る と いう の か ? 

( 緑 濃く ) 果 ず ん だ 二 つ の (楽園 が ) 。 


自分 た ちの 主 * の 、 い ずれ の 軸 徳 を 嘘 呼ば わ 
りす る と いう の か ? 


その 二 つ の (楽園 の ) 中 に は 、 二 つの ほ と 
ば し る 泉 が ある 。 


自分 た ちの 主 * の 、 い ずれ の 加 徳 を 嘘 呼ば わ 
りす る と いう の か ? 


その 二 つ の (楽園 の ) 中 に は 、 (各種 の ) 
果実 、 ナ ツメ ヤシ の 木 、 ザ クロ が ある 。! 


自分 た ちの 主 * の 、 い ずれ の 買 徳 を 嘘 呼ば わ 
りす る と いう の か ? 


それ ら (全て の 楽園 ) の 中 に は 、 普 良 で 鹿 
し き 女 性 た ちがい る 。2 


逆 旬 


人 


2 雌牛 章 25「 純 潔 な 妻 」 の 訳注 、 お よび 整列 章 48、 煙 霧 章 54 の 


間 章 14、 送 られ る も の 章 42 な ども 参照 。 


国 の 民 の 食べ 物 に つい て は 、 ヤ ー・ ス ィ ー ン 章 57、 サ ー ド 章 
の 装飾 章 73、 煙 霧 章 55、 ム ハン マ ド * 章 15、 山 章 22、 出 来 事 章 20-21、 真 実 章 23、 


KN 


の 246 に 


そ 


OS I 


es 


OL LIE gs 


51、 詳 細 に され た 章 31、 


訳注 も 参照 。 


55. 慈悲 あま ね き お 方 章 ブ 12 Need 

71、 な ら ば (ジン * と 人 間 よ ) 、 あな た 方 双方 は の pu323622Sg&3 
自分 た ちの 壮 * の 、 い ずれ の 恩 徳 を 嘘 呼ば わ 
りす る と いう の か ? 

72. 天幕 の 中 に 滞留 させ られ (守ら れ ) た 、 色 る dy 
白 の 女性 た ち 。 

73。 な ら ば (ジン * と 人 間 よ ) 、 あな た 方 双方 は oR Cd RC 
自分 ) た ちの 主 * の 、 いずれ の 因 徳 を 嘘 呼ば わ 
りす る と いう の か ? 

74. 彼女 た ち に は 彼ら 以前 、 い か な る 人 間 も 、 OOC ぶ け で うじ あの 
ジン * も 触れ て は いな い 。 

75. な ら ば (ジン * と 人 間 よ ) 、 あな た 方 双方 は OK 
自分 た ちの 主 * の 、 い ずれ の 軸 徳 を 嘘 呼ば わ 
りす る と いう の か ? 

76. 緑色 の クッ ショ ン * と 、 精 妙 な 敷き 物 に 寄 EI I I 
りか か りつ つ (、 彼 ら は そこ で 楽し お ) 。 So 

77。 な ら ば (ジン * と 人 間 よ ) 、 あな た 方 双方 は OLLI 
自分 } た ちの 主 * の 、 い ずれ の 恩 徳 を 嘘 呼ば わ 
りす る と いう の か ? 

78. 高貴 さ と 斑 厳 さ を 洪 え た 、 あな た の 主 * の | @ SEIN HSL 
御名 は 、 祝福 に あふ れ て いる こと よ 。 

1 肉牛 章 25「 純 潔 な 妻 」 の 訳注 、 お よび 整列 章 48、 煙 霧 章 54 の 訳注 も 参照 。 


2 


「 ク ッ シ ョ ン (ラフ ラフ )」 に は 、「 天 国 の 庭園 」「 敷 き 物 」「 ソ ファ ー の 類 」 と いっ た 別 の 
解釈 も ある (アル ー バ ガウ ィ ー4:346 参照 )。 


56. 出来 事 章 1122 25) 61 


第 56 章 


出来 事 章 (アル = ワー キア ) ! 


寺 起ち まね く * 表 深き * 

アッ ラー* の 御名 に お いて 
1. (復活 の 日 * と いう ) 出来 事 が 起こ る 時 。 © SN 
2. それ が 起き る の を 、 嘘 と する 者 は いな い 。 OR A 
3. (その 出来 事 は 、 あ る 民 を 地獄 へ と ) 下げ 、 2 

(ある 民 を 天国 へ と ) 上 げ る 。 
4 大 地 は 激しく 揺れ 動き 、 ⑤ ち ぶ 付 に お 
5. 山々 は 細か く 砕 け 散 っ て 、 co AR A 
6. ばらばら の 詞 層 となり 、? i 
7. あな た 方 (人 々 ) が 三 つ の 種類 3 と な る 時 。 OCI 
8. 右側 の 徒 、 右 側 の 徒 と は 何 か ? OFA A A A 
9 また 左側 の 徒 、 左 側 の 徒 と は 何 か ?* OEN LS 25 と 


1 マッ カ * 諸 示 (一 部 アー ヤ * に は 、 マ ディ ー ナ * 啓 示説 も あり )。 冒頭 で は スー ラ * の 名 称 と も 
な っ て いる 「 出 来 事 」、 つ まり 復活 の 日 * の 到来 の 確証 と その 恐る べき 様子 の 描写 が な され 、 
それ か ら 来 世に お ける 三種 類 の 人 々 の 状況 が 、 信 仰 者 へ の 吉報 と 不信 仰 者 * へ の 警告 と 共に 、 

詳し く 描 き 出 され て いく 。 スー ラ * 後 半 で は 、 自 然 界 の 様々 な 驚異 (きょう い ) や 因 恵 の 言 
及 と 共に 、 ア ッ ラ ー* の 存在 、 か れ の 唯一 性 * の 証明 が な され 、 最 後 は [来世 に お ける 三 
種類 の 人 々 の 集団 に つい て の 描写 で 幕 を 閉じ る 。 

2 復活 の 日 * の 天変 地異 の 様子 に つい て は 洞 窒 章 47、 タ ー・ ハ ー 章 105-107、 昆 章 88、 山 章 

9-10、 衣 を 纏 ( ま と ) う 者 章 14、 真実 章 13-15、 階段 章 8-9、 消息 章 20、 巻き 込む 章 3、 

衝撃 章 4.5 な ども 参照 。 

アー ヤ *8、9、10 の それ ぞ れ で 言及 され て いる 者 た ち (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:515 参照 )。 


「 右 側 の 徒 」 と は 、 高 い 位 の 者 た ち で 、「 左 側 の 徒 」 は 低い 位 の 者 た ち ( ム ヤ ッ サ ル 534 
頁 参 照 )。 そ の 名 前 の 由来 に つい て は 、「 天 国 が 右側 、 地 獄 が 左側 に ある た め 」「 ア ー ダ ム * 
の 全て の 子孫 が その 後背 部 か ら 出さ れ た 時 ( 高 壁 章 172 と その 訳注 も 参照 )、 彼 の 右側 に 
いた 者 た ち が 、 天国 の 民 と な る こと を 約束 され た た め 」 「 行 い の 帳簿 を 右手 に 渡さ れ た 者 が 
天国 の 徒 に 、 左手 に 渡さ れ た 者 が 地獄 の 徒 と な る た め 」 「 右 が 立 行 を 、 左 が 悪行 を 表し て い 
る た め 」 な どの 諸説 が あめ る (アル = テク ルト ゥ ビー17:198 参照 )。 


ww 
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56. 出来 事 章 1123 \N、 NG, pe 0 
10. そし て (現世 で 善 に ) 先んじ る 者 た ち は 、 ORNL 


11. 


12. 


13. 


14. 


15. 


16. 


IM 


18. 


19. 


20. 


al, 


22, 


23. 


(来世 で 高い 位 へ と ) 先んじ る 者 た ち 。 
それ ら の 者 た ち は 、( ア ッ ラ ー* の 件 許 に お 
ける ) 側近 で ある 、 
安 蜜 の 楽園 に お いて 。 

(彼ら 側近 た ち は 、) 先代 の 者 た ちか ら 
参 く 、 
後代 の 者 た ちか ら は 少な い 。 ! 

(金銀 宝石 で ) 刺繍 され た 寝台 の 上 に 、 
その 上 に 寄り か か っ て 、 互 い に 向 か い 合 い 
つつ 。 2 
永遠 の 少年 た ち が 、 彼 ら の 周り を (奉仕 の 
た め に ) 回 っ て 歩く 。 

杯 と 、 水 差し と 、 ( 酒 * の ) 湧き 水 か ら の 益 

を 携え て 。 
彼ら は それ ( 酒 ゆえ に 頭痛 を 催す こと 
も 、 理 性 を 失う こと も な い 。 
また (永遠 の 少年 た ち は ) 、 彼 ら (側近 た 
ち ) が 選 り 取 り の 果実 と 、 
彼ら が 欲す る 鶏肉 を (携え て 、 彼ら を 回 っ 
て 歩く ) 。 
また (彼ら に は ) 、 詞 し い 眼 の 色白 の 女性 
た ちがい る 、3 
秘め られ た 真珠 の よう な (女性 た ち が ) 、 


1 


を 


RR 


OI 


イ | ビン タン スン ン 2 える 
® < CS 
シン < ワン ジテ 


マン タタ ン て ン 


Ok 
DG 
OE RN 
CA CY 
OE 
Coo 


ー 


a 


「 先 代 」 と は 、 預 言 者 * ふ ムハンマド * の 共同 体 、 及 びそ の 他 の イス ラー ム ゞ * 共 同体 の 先代 の 者 


た ち 。「 後 代 」 と は 、 イ スラ ー ム * 共 同体 の 後代 の 者 た ち ( ム ヤ ッ サ ル 534 頁 参 照 )。 
2 アル テヒ ジュ ル 章 47 の 訳注 を 参照 。 
3 雌牛 章 25「 純 潔 な 妻 」 の 訳注 、 お よび 整列 章 48、 煙 霧 章 54 の 訳注 も 参照 。 


56. 出来 事 章 1124 | 
24. 彼ら が (現世 で ) 行っ て いた (正しい ) こ OB 
と ゆえ の 、 報 いと し て 。 
25.、 彼 ら は そこ で 、 戯言 も 罪 な 言葉 も 、 耳 に す @⑧C5 あ 556 を 339 
る こと が な い 。 
26. た だ 、「 (あな た 方 に ) 平安 を 、 (あな た OGG 
方 に ) 平安 を 2?」 と いう (互い に 交わ ゎ さ れる ) 
言葉 を 聞く だ け 。 
27。 そ し て 右側 の 徒 、 右 側 の 徒 3 (の 大 いな る 位 OT I 
むく 
と 報い ) と は 何 か ? 
28. (彼ら は 、) 鼓 の な い ス ィ ド ルム Od 
29. 折り 重なる バナ ナ 5、 ③⑤。 み 2 
30. (消え 入る こと な く ) 行き 渡る 陰 、 OI 
31. ( 潤 れ る と こと な く ) 流れ る 水 、 De 
32. ふん だ ん な 果実 の 中 に いる 。 DEE 
33. 絶え ん る こと が な く 、 禁 じ ら れ も し な い ( 果 る Cy 
実 の 中 に ) 。 
34. また 、 高 く 上 げ ら れ た 寝床 (の 中 に ) 。 © 
35. 本当 に われ ら * は 彼女 (天国 の 女性 ) た ち を 、 OE 
(完全 な 形 に ) 創り 上 げ 、 
36. 彼女 た ち を 処女 と し 、 OE 
1 「 戯 言 」 に つい て は 、 信 仰 者 た ち 章 3 の 同 語 の 訳注 を 参照 。 
2 「 あ な た 方 に 平安 を 」 に つい て は 、 雷 鳴 章 24 の 訳注 を 参照 。 
3 「 右 側 の 徒 」 に つい て は 、 ア ー ヤ +*8-9 の 訳注 を 参照 。 
4 「 ス ィ ド ル 」 に つい て は 、 サ バア 章 16 の 訳注 を 参照 。 現 世 で は 走 だ ら け で 実 の 少な い ス 


ィ ド ル の 木 だ が 、 来世 で は 逆 に 球 が な く 、 沢 


ル 7:525 参照 )。 
5 アル = クル トゥ ビー* に よれ ば 、 こ の 「 バ ナナ 」 と いう 解釈 が 大 半 の 学者 の 見 解 だ が 、 ほ か 


に も 「 ア カシ ア の 木 」 と いう 解釈 も ある (17:208 参照)。 


山 の 実 を つけ る の だ と いう (イブ ン ・ カ スィ ー 


6 雌牛 章 25「 純 潔 な 妻 」 の 訳注 、 お よび 整列 章 48、 煙 霧 章 54 の 訳注 も 参照 。 
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37。 


38. 


39. 


40. 


41. 


42. 
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44. 


45. 


46. 


47. 


48. 


49. 


50. 


51, 


愛らしく 、 (彼女 ら 自 身 が 互い に ) 同い年 
の 女性 と し た 。 


右側 の 徒 の た め に 。 
(彼ら は 、) 先代 の 者 た ちか ら 多 く 、 
後代 の 者 た ちか ら も 多い 。 


そし て 左側 の 徒 、 左 側 の 徒 '( の 状態 と 報い ) 
と は 何 か ? 


(彼ら は 、) 熱風 と 煮え た ぎる 湯 、 

昌 煙 の 陰 の 中 。 

涼し くも 、 肌 し くも な い ( 陰 の 中 に いる ) 。 
本 当 に 彼ら は それ 以前 、 i られ た ) 
この 上 な い 罪 ? に 固執 し 、 

(こう ) 言っ て いた か ら な の だ 。 「 一 体 、 
私 た ち が 死ん で 砂 と 骨 と 化し た 後 、 本 当 に 
蘇ら され る と いう の か ? 

そし て 、 私 た ちの 先代 の ご 先祖 様 た ち も ?」 
(使徒 * よ 、) 言っ て や る が いい 。「 本 当 に 
先代 の 者 た ち も 、 後 代 の 者 た ち も 、 
(復活 の 日 * と いう ) 定 め ら れ た 日 の 定め ら 
れ た 時 に 、 ま さ し く 集め られ る の で ある 。 


それ か ら 一 一 (アッ ラー* の お 約束 を ) 嘘 呼 
ば わり する 迷い 人 た ちよ ょ よー 一 、 本 当 に あな 
た 方 は 、 


hug 
へ 


1 
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「 諾 側 の 徒 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *8-9 の 訳注 を 参照 。 
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「 こ の 上 な い 罪 」 と は 、 ア ッ ラ ー* へ の 不信 仰 、 シ ルク *、 か れ へ の 反抗 の こと ( ム ヤ ッ サ 
ル 535 真 参照 )。 


56. 出来事 章 126 \、 JDA 

52.、 ま さ に ザッ クー ム の 木 か ら 食べ 、 Dr 

53. それ で 腹 を 満た し 、 oN G0 

54。 そ の 上 に 煮え た ぎる 湯 を 飲み 、 ON 

55. 喉 を 潟 か せ た ラ クダ が 飲む よう に 、 (それ Oi 
を ) 飲む 者 た ち 

56. と これ が 報い の 日 * の 、 彼ら (へ ) の 御 も て な DI 
し 2 で ある 。 

57。 (人 々 よ 、) われ ら * が あな た 方 を 、 創っ た Pe CH 
の だ 。 な の に 、 ど うし て あな た 方 は (死後 
の 復活 を ) 信じ な い の か ? 

58. 言っ て みよ 、 あ な た 方 が (自分 た ちの 表 の OR 
子宮 に ) 射精 する も の に つい て 。 

59。 一 体 、 あ な た 方 が それ を (人 間 と し て ) 創る WC 人 じす の 
の か ? それ と も 、 わ れ ら * が 創造 者 な の か ? 

60. われ ら * は あな た 方 (各々 ) の 間 に 、 死 (の 時 | ③ ら 69 っ ゆら SSD382 
期 ) を 定め た の で あり 、 不能 者 な を ど で は な い 、 

61.、 わ れ ら * が (あな た 方 を 、) あな た 方 と 同様 RR 
の 存在 と 取り 替 え 、 あな た 方 を あな た 方 が ®o5 ハハ 
知ら な い 形 に 創造 する こ こと に お いて 。3 

62. あな た 方 は 確か に 、 最初 の 創造 を 知っ て いる 。 NTR IAT 


な の に 、 ど うし て (アッ ラー* は 二 度 目 の 創 衝 
も され る と の 、) 教訓 を 得 な い の か ?1 


1 


「 ザ ッ ク ー ム の 木 」 に つい て 


煙霧 章 43-46 を 参照 。 


いい 】 


w 


た 


これ は 一 説 に 、 
と (食卓 章 60 参照 。 あ る い は 来世 に お いて 、 現 
され る 、 と いう こと (アル = テク ルト ゥ ピー17:217 参照 )。 
アッ ラー* が 彼ら を 創造 され た こと 。 
サル 536 頁 参 照 )。 PA 67、 ビ ザン チン 章 


「 最 初 の 創出 」 と は 、 


過去 の 民 に 起こ っ た よう に 、 


は 、 夜 の 旅 章 60「 呪 われ た 木 」 の 


展 


注 、 お よび 整列 者 章 62-66、 


この 「 御 も て な し 」 に つい て は 、 洞 窒 章 102 の 訳注 を 参照 。 


その 姿 形 を 猿 や 豚 な ど に 3 
世 の も の と は 違う 


変え られ て し まう こ 
に 人 鱗 (よみ が え ) ら 


の も の は 、 復 活 ( ム ヤ ッ 


36-40 も 参照 。 


27、 ヤ 5 ン 章 77-79、 復 活 章 


6 出来事 章 


a 


ER 9) 9 で ー-6+1 


63. 


64. 


65. 


66. 


67. 


68. 


69. 


70. 


71. 


72。 


73. 


74. 


言っ て みよ 、 あな た 方 が 耕す も の に つい て 。 


一 体 、 あ な た 方 が それ (作物 ) を 生育 させ る 
の か ? それ と も 、 わ れ ら * が 生育 者 な の か ? 


も し 望ん だ な ら 、 われ ら * は それ を 木 っ 端役 
痢 に し 、 あ な た 方 は (その 信 に ) 驚 慢 し た 
まま と な っ た だ ろう 。 


「 本 当 に 私 た ち は 、 破 滅 者 で ある 。 
いや 、 私 た ち は ( 糧 を ) 禁じ られ て し まっ 
た の だ 」 (と 言い つつ 。 ) 


言っ て みよ 、 あ な た 方 が 飲む せ も の GK) に 
つい て 。 


一 体 、 あ な た 方 が それ を 雲 か ら (地上 へ ) 
降ら す の か ? それ と も 、 わ れ ら * が 降ら す 
者 な の か ? 


も し 望ん だ な ら 、 わ れ ら * は それ を 辛い も の 


と し た の だ 。 な の に 、 ど うし て あな た 方 は 
感謝 し な い の か ? 


言っ て みよ 、 あ な た 方 が 点 す 火 に つい て 。 


一 体 、 あ な た 方 が (火種 と する ) その 木 を 
創っ た の か ? それ と も 、 わ れ ら * が (その ) 
創造 者 な の か ? 
われ ら * は それ を (復活 と 地獄 の 業火 を 想起 
させ る ) 教訓 と 、 広 漠 な 地 に ある 者 ! た ち へ 
の 益 と し た の だ 。 


な ら ば ( 問 言 者 * よ ) 6 この 上 な く 偉 大 な あ 
な た の 主 * の 御名 と 共に 、( か れ を ) 称え * よ 。 


1 


し 


SHEE 


る Os る A 時 


(5 じ 2 KICS 
る OE 


③ っ つみ 3 
Do 


ラノ 


oc 


So OA 


DREN RCE 


a 2 


OI SEE 


Seki 


「 空 腹 な 者 た ち 」 と いう 解釈 も ある 。 い ずれ に せよ 、 広 漠 な 地 に ある 者 は 明か りや 暖 に お 
\ て 、 空腹 な 者 は 食べ 物 と その 調理 に お いて 、 火 か ら 特 に 大 き な 益 を 得る (イブ ン ・ ア ー シ 
ュー ル 27:327 参照 )。 


56. 出来 事 章 1128 AS ye - い 


75、 わ れ は まさ に 、 星々 の 沈む 場所 ! に か け て OE 
坂 う 。2 

76. 本 当 に それ は まさ し く 、 偉 大 な る 敬い な の CEE A 
で ある 。 も し 、 あ な た 方 が (その こと を ) 
知っ て いる の な ら ば 。 

77. 実に それ は まさ し く 、 気 高い クル アー ン * の 285 放 . 向 
な の だ 、 

78. 秘め られ た 書 ? の 中 の 。 Dori SS 

79. 清浄 な 者 た ち し か 、 そ れ に 触れ る こと は SENN 
な い 。* 

80. (それ は ) 全 創 造物 の 主 * か ら の 、 降 示 な の CNIS 
で ある 。 

81. (シル ク * の 徒 よ 、) 一 体 あな た 方 は 、( ク Oa GA 
ルアー ン * と いう ) こ の 話 を 嘘 呼 ば わり する 
者 5: な の か ? 

82. そし て 自分 た ちの 編 (へ の 感謝 の 念 ) を 、 ER GE CS 
( 皿 恵 に 対す る ) 嘘 呼ば わり に 替え る と い 
う の か ? 


1 「 星 々 の 沈む 場所 」 の ほか に も 、「 ク ルアー ン * が 徐々 に 下っ た こと 」「 星 々 の 位置 」 と いっ 
た 解釈 の 仕方 ちあ ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 7:544 参照 )。 

この 誓 い に つ いて は 、 整 列 者 章 1 の 訳注 を 参照 。 

「 秘 め ら れ た 書 」 に は 、「 ク ルアー ン * が 記録 され て いる 、 守 られ し 碑 板 * ( 金 の 装飾 章 4 
と その 訳注 を 参照 )」「 啓 示 と 共に 下さ れる 、 天 使 * た ちの 手許 に ある 書 」 (アッ テニ サ ァ ディ 
ー836 頁 参 照 ) 「 書 物 と し て の 形 の クル アー ン *」 と いっ た 解釈 が ある (アル = テク ルト ゥ ビ 
ー17:225 参照 )。 
それ に 触れ る こと が 出来 る の は 、 害 や 罪 の な い 清光 な 存在 で ある 天使 * た ちと 、 シ ルク *、 
ジャ ナー バ *、 生 (けが ) れ の な い 状 態 に ある 者 た ち だ け で ある ( ム ヤ ッ サ ル 537 頁 参 照 )。 
「 嘘 呼ば わり する 者 ( ム ド ゥ ヒン )」 の 語源 的 な 意味 は 、「 本 心 で は な いも の で 上 辺 を 取り 
繕 (つく ろ ) う 者 」 の こと で 、 ほ か に も 「 和 否定 者 」「 偽 善 ( ぎ ぜ ん ) 者 」「 背 (そお ) く 者 」 
「 受 け 入 れる 決意 の な い 者 」 な ど と いっ た 解釈 が ある (アル テク ルト ウゥ ビー17:227-228 
参照 )。 
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の 


た 


m 


56. 出来 事 章 J 1129 PPU 

83. さあ 、 ( 殊 | を 体 に 押し 留め て みよ 、 ) そ AE 
れ が 喉元 に 達 ほし た 時 に 。 ! 

84. あな た 方 は その 時 、 (その 様子 を ) 自 の 当 OR 


85. 


86. 


87. 


88. 


89. 


90. 


91. 


92. 


た り に し て ( 何 も 出 来 ず に ) いる 


われ ら * (の 天使 * た ち ) は 、 あな た 方 ( 自 
身 ) より も それ (あな た 方 の 魂 ) に 近い 
の だ が 、 あ な た 方 に は (彼ら が ) 見 えな い 
の だ 。 


さあ 、 も し あな た 方 が 、 (自分 た ちの 行い 

に よっ て ) 報い を 受け る 者 で は な いと いう 

の で あれ ば 、 

それ ( 殊 ) を ( 体 に ) 戻し て みる が いい 。 

も し 、 あ な た 方 が 本 当 の こと を 言っ て いる 

と いう な ら ば 。 

も し (死ん だ 者 が 、 ) 

っ た の で あれ ば 、 

( 彼 に は ) ご 慈悲 、 芳 し いも の 

楽園 が ある 。 

また 、 も し 右側 の 徒 * の 一 人 だ っ た の で あれ ば 、 
( 彼 に は 、 こ う 言 われ る 。 ) 「 あ な た に 平安 
を 5。 (あな た は 、 ) 右側 の 徒 の 一 人 で ある 」。 


0 “ IS 内 呼ば わり する 、 


側近 た ち 2 の 内 の 者 だ 


安 司 の 


に | 


1 家畜 章 61、 
「 側 近 た ち 」 に つい て は 、 


「 ご 慈悲 (ラウ フ )」 の 解釈 に は 、 ほ か 
「 芳 し いも の (ライ ハー ン )」 に は 、「 安 息 」「 糧 」「 香 り 高 い 植物 」 と いっ た 解釈 


2 


3 


も 


説 が あり 、 


「 右 側 の 徒 」 
「 あ な た に 平安 を 」 に つい て は 、 雷 鳴 


93 と その 訳注 も 参照 。 
アー ヤ \*10-11 も 参照 。 


ある (アル テバ ガウ ィ ー5:22 参照 )。 
に つい て は 、 ア ー ヤ *8-9 の 訳注 を 参照 。 


に も 「 安 息 」「 喜 び 


章 24 の 訳注 も 参照 。 


Sai i NM 


NAK の IP 


「 お 赦し と ご 慈悲 」 と いっ た 諸 


56. 出来 事 章 1130 NN、 3 うめ 9 ハ 

93. ( 彼 に は ) 煮え た ぎる 湯 か ら の 御 も て な ⑧ ょ その 5 
し ! と 、 

94. 火 獄 の 火炎 り が ある 。 De 

95. (使徒 * よ 、 ) 本 当 に これ こそ は 、 まさ に 人 確 Sos SR 
固 た る 真理 な の だ 。 

96. な ら ば 、 こ の 上 な く 偉大 な あな た の 主 * の ONIN 


御名 と 共に 、 (か れ を ) 称え * よ 。 


1 この 「 御 も て な し 」 に つい て は 、 洞 窒 章 102 の 訳注 を 参照 。 


諸 天 と 大 地 に ある も の は (全て ) 、 


直 起ち ま ね く * 閑 深き * 
+ の 御名 に お いて 


アツ テー 


アッ ラ 
ー* を 称え * る 。 人 3 
方 、 英 知 あ ふれ る * お 方 。 


か れ に こそ 、 諸 天 と 大 地 の 王 権 が ある 。 か 
れ は 生 を お 与え に な り 、 死 を お 与え に な る 
お 方 。 かれ は 、 全 て の こと が お 出来 の お 方 。 


か れ は 最初 の お 方 、 最後 の お 方 へ 、 (最も ) 外 
な る * お 方 、 (最も ) 内 な る * お 方 。 そ し て か 
れ は 、 全 て の こと を ご 存 知 の お 方 で あら れる 。 


か れ は 諸 天 と 大 地 を 六 日 間 で お 創り に な り 
3、 そ れ か ら 御 座 に 上 が られ た *。 か れ は 大 地 
の 中 に 入り 込む も の も 、 そ こ か ら 出 て くる 
も の も 、 天 か ら 落 ち て くる も の も 、 そ こ へ 昇 
っ て いく も の * も 、 ど ご存知 で ある 。 ま た 、 か 


= 


sl 


た 


wn 


マデ ィ (スー ラ * の 
名 称 は 、 ア ッ ラ ー* か ら の 恩恵 で ある と 共に 、 


性 (で くせ い ) の 言及 と 、 
へ の 信仰 、 そ の 命令 へ の 有 


か れ へ の 讃 美 (さん び ) 


KW の IO VPS 
9 くり 


ラン ラー ラン ーー ラビ ミイ レーン ン ン 3 包 
IC FD I EGAN NA 
< 

eG 


ち そっ プン イン イモ イラ 
ES 


TN GN 
ol EA タタ | 
i G'S 


Ras 


部 、 あ る い は 全体 を マッ カカ "啓示 と する 説 も あり )。 ス ー ラ * の 
イス ラー ム * を 支え 、 守る 手段 で も ある 一 つの 試 
練 と し て 計 及 され た 、 「 鉄 」 (アー ヤ *25 参照 ) に 由来 。 ス ー ラ * の 冒頭 は アッ ラー* の 美 名 と 属 
に よっ て 始ま り 、 
R 従 、 献身 (けん し ん ) へ の 呼び か けが な され る 。 中 盤 で は 、 信 仰 者 


アッ ラー* と その 使徒 * 


と 偽 (に せ ) 信者 * の 来世 で の 様子 が 描か れ た 後 、 


過去 の 使徒 * た ちの 話 が 描か れ 、 


アッ ラー* よ り 先 に 存在 し た も の も 、 ま た 、 
537 頁 参 照 )。 


「 諸 天 と 大 地 を 六 日 間 で お 創り に な り …」 に つい て は 、 
も 参照 。 


真 の 信仰 へ の 回 帰 (か いき )、 


アッ ラー* の 


定め に 対す る 忍耐 * の すす め な ど が 提示 され 、 後 半 で は 、 使 徒 
最後 は 使徒 * へ の 信仰 へ の 誘い で 締め くく られ る 。 


か れ の 後に 存在 する も の も な い ( ム ヤ ッ サ ル 


詳細 に され た 章 9-12 と その 訳注 


A 


TT 


「 御 座 に 上 が られ た 」 に つい て は 、 高 壁 草 54 と その 訳注 を 参照 。 


サバ ア 章 2 の 同様 の アー ヤ * に つい て の 訳注 も 参照 。 


57. 鉄 章 


Li 


っ オ | 5) 9 で ー6V 


れ は あな た 方 が ど と に あろ うと も 、( そ の 御 
知識 と 共に ) あな た 方 と 共に ある の だ 。 ア 
ッ ラ ー* は 、 あ な た 方 が 行う こと に 通 暁 され 
た お 方 で ある 。 


ー マ イン < 


の ん る 6 る 


5. か れ に こそ 諸 天 と 大 地 の 王権 が あり 、 か れ | 2 No GBA 
に こそ (来世 の ) 物事 は 帰 され る 。 3 
6. か れ は 夜 を 昼 の 中 に お 入れ に な り 、 昼 を 夜 | OS 
の 中 に お 入れ に な る 。 ま た 死 か ら 生 を 取り OI ALE 
出さ れ 、 生 か ら 死 を 取り 出さ れる !。 そ し て 
か れ は 、 胸 中 に ある も の を (余す こと な く ) 

ど ご 存 知 な の で ある 。 

7。 ア ッ ラ ー* と その 使徒 * (ムハンマド や を 信 EZ 
じ 、 か れ (アッ ラー”) が あな た 方 を その 継 | 9 あ 2c9 尼 oi 
承 者 と し た も の の 内 か ら 、 費 や せ ?。 あ な た oS 
方 の 内 で 信仰 し 、 費 や し た 者 た ち に は 、 大 
いな る 褒美 が ある の だ ぞ 。 

8 使徒 * が 、 あ な た 方 の 羊 * を 信じ る よう に 招 | る 25 所 35 
いて いる と いう の に 、 あ な た 方 が アッ ラー A CA) 
* を 信じ な い の は どう し た こと か ? か れ OR 
(アッ ラー や は 確か に 、 あ な た 方 の 確約 3 を 
お 取り に な っ た と いう の に 。 も し 、 あ な た 
方 が 信仰 者 だ と いう の な ら ば (、 信 仰 に 急 
ぐ の だ ) 。 

1 「 夜 を 昼 の …」 と 「 死 か ら 生 を …」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 27 の 訳注 を 参照 。 

2 そもそも 全て の 財産 は アッ ラー* の 所 有 で あり 、 人 間 は その 代理 人 と し て 、 ア ッ ラ ー* が お 


喜び に な る 形 に お いて 財産 を 費やす 必要 が ある 。 ま た は 、 人 間 は 前 の 世代 か ら 財 産 を 継承 


し た の で あり 、 
な い (アッ テニ シ ャ ウ カ ー ニ ー5:222 参照 )。 


こと の 「 確 約 」 と は 、「 ア ッ ラ ー* が 全 


分 た ち も ま た それ を 次 世代 に 継承 する の だ か ら 


人 類 を アー ダム * の 後背 部 か ら 取 り 出 し て 、 ご 


、 出 し 惜しみ し て は な ら 


身 が 彼 


ら の 主 *『 で ある こと を 証言 させ た 時 の も の ( 高 壁 章 172 と その 訳注 参照 )j」。 また 一 説 に は 、 
人 間 に 与 えら れ た 理性 と 、 預 言 者 *: ム ハン マ ド * へ の 服従 を 義務 づけ る 様々 な 証拠 の 存在 の 


こと (アル = テク ルト ッ ゥ ピー17:238 参照 )。 


57. 鉄 章 1133 NN PE 
9. か れ は 、 あ な た 方 を (不信 仰 と いう ) 間 か ed eden RY 


10. 


1 前 上 


ら (信仰 と いう ) 光 ! へ と 出 19 Ns その 僕 
(ムハンマド ? に 明白 な 御 徴 ? を 下さ れ た 


も 方 。 本 当 4 に アッ ラー* は 、 あな た 方 に 対し 
て 実に 哀れ み 深い * お 方 、 慈愛 深い * お 方 。 


あな た 方 が アッ ラー* の 道 に お いて 費やさ 
な い の は 、 どう いう こと か ? アッ ラー* に 
こそ 、 諸 天 と 大 地 の 遺 産 は 属す る 3 と いう の 
に 。 あな た 方 の 内 、 (マッ カ ?) 開城 の 前 
に 費 や し 、( 不 信仰 者 * た ちと ) 戦っ た 者 は 、 
(舞美 に お いて ) 同等 で は な い の だ ぞ 。 そ 
れ ら の 者 た ち は 、( マ ッ カ 開城 * の ) 後に 費 
や し 、( 不 信仰 者 * た ちと ) 戦っ た 者 た ちよ 
り も 位 が 偉大 な の だ そし て デッラ ー* 
は 、 (その 両者 の 内 の ) いずれ に も 最善 

も の (天国 ) を お 約束 され た の で あり 、 の 
ッ ラ ー* は あな た 方 が 行う こと に 通 暁 され 
る お 方 な の で ある 。 


アッ ラー* に 、 よき 貸付 "を する 者 は 誰か ? 
そう すれ ば 、 か れ は それ を 役 の た め に 倍増 
し て 下さ る の で あり 、 彼 に は 貴 い 紛 美 ( 天 
国 ) が ある 。 


= 


た 


wn 


この 「 開 城 」 が 、 
イ ビ ー ヤ の 和議 *」 で ある 、 と いう 説 も ある (前 掲 書 、 


と の 「 痢 」 と 「 光 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 257 の 訳注 を 


「 明 白 な 御 徴 」 と は 、 ク ルアー ン *、 


参照 


Yo 


ある い は 奇跡 の こと (アル テク ルト ゥ ビー17:239 
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「 諸 天 と 大 地 の 遺 産 …」 と いう 表現 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 180 の 訳注 を 参照 。 


「 マ ッ カ 開城 | の こと で ある と する の が 、 


大 半 の 解釈 学者 の 見 解 。「 フ ダ 


「 開 城 」 以 前 は (ムスリム * た ち に と っ て ) 


同 真 参照)。 
厳し い 状 況 で あり 、 そ の 当時 ムスリム * と な る 


者 は 、( 信 仰 に ) 誠実 な 者 し か いな か っ た 。 一 方 、「 開 城 」 後 は イス ラー ム * が 大 き な 拡 大 を 


参照 )。 


oo 


見 、 人 々 が 大 挙 (た いき ょ ) し て アッ ラー* の 教え を 受け 人 れ た (イブ ン ・ カ スィー ル 8:12 


アッ ラー* に 対す る 「 よ き 貸 付 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 245 の 訳注 を 参照 。 


57. 鉄 章 1134 ASyw eV 
12. あ な た が (地獄 の 上 の 架け 橋 ! の も と で 、) FRIAR GS 
信仰 者 の 男 た ちと 、 信 仰 者 の 女 た ちの 光 が | 義 2D R83 
(現世 で の 行い に 応じ て ) 、 彼 ら の 前 方 と NCE PEREN 
石手 ? を (彼ら と 共に ) 進 お の を 目 に する ( 復 OR 
活 の ) 日 *。 (彼ら に は 、 こ う 言 われ る 。) 
「 こ の 日 、 0 6 
河川 が 流れ 楽園 で ある 。 (あな た 方 は ) 
0 それ こ 
そ は 、 偉 大 な る 勝利 で ある 」。 

13. 偽 信者 * の 男 た ちと 偽 信 者 * の 女 た ち が 、 信 | ko 計 
仰 者 た ち に (こう ) 言う 日 。「 私 た ち を 待 Pe 
っ て くれ 。 あ な た 方 の 光 か ら 、 灯 火 を 得 た PC 
い 」。 (する と 彼ら に は 、 こう ) 言わ れる 。 ON I TN A 
「 自 分 た ちの 後方 へ と 戻っ て 、 光 を 探す が 
よい 」。 そ し て 彼ら の 間 に は 、 壁 2 が 置か れ 
お 互い に 遊 られ ) る 。 そこ に は 扉 が あ 

、( 信 仰 者 た ちの いる ) その 内 側 に は 慈悲 
i その 外側 の 方 向 に は 懲罰 が ある 。 
14. 彼ら ( 偽 信 者 * た ち ) は 、 彼ら (信仰 者 た ち ) | se 5 北 2 セ 


を 呼ぶ 。「 私 た ち は (現世 で ) 、 あ な た 方 
と 一 緒 だ っ た * で は な いか ?」 彼ら (信仰 者 
た ち ) は 言う 。 「 そ の 通り 。 し か し 、 あな 
た 方 は 自分 自身 を ( 偽 の 信仰 と 罪 で ) 試練 


1 


害 物 が ある 。 信 仰 者 は 現世 で の 行い に 応じ た 速 さ で そこ を 渡り 、 天 国 へ と 向かう 


ム 「 信 仰 の 書 」302 参照)。 この 時 に 各 人 が 授かる 光 の 大 き さ は 様々 で 、 偽 信者 * 


っ 


5 ああ 5 人 
OL A ea 


「 地 獄 の 上 の 架け 橋 」 は 、 足 元 が 定まら ず 滑 (すべ ) りや すい 所 で 、 そ の 上 に は 様々 な 障 


説 に 、 


( ム ス リ 


の 光 は この 人 架け橋 で 消え て し まう と され る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:15 参照 )。 マ ル ヤ ム * 章 


71 と その 訳注 
2 彼ら の 前 方 を 照ら す 光 は 、 彼ら の 信仰 心 と 正しい 行い * で 、 


も 参照 。 


彼ら の 右手 


に ある の は 行い の 帳 


潤 (ちょ う ぼ ) で ある ( 夜 の 旅 章 71 参照 )、 と いう 解釈 も ある (アル = テク ルト ウゥ ビー17:243 
参照 )。 


3 


一 説 に こ 
4 偽 信 者 * た ち は 表 面 上 、 


の 「 壁 」 は 、 高 壁 章 46 に 登場 する 「 障 壁 」 の こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:17 参照 )。 
宗教 的 な 義務 を 果たし て いた ( ム ヤ ッ サ ル 539 頁 参照 )。 
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15. 


16. 


LW 


に か け 、 (預言 者 * と 信仰 者 た ちの 死 と 災難 
を ) 待ち わび 、 (復活 へ の ) 疑惑 に MM っ た 。 
ア ッ ラー* の ご 命令 ! が 到来 する まで 、 根拠 
も な い 願 望 が あな た 方 を 芝 い た の で あり 、 

其 く 者 ? が あな た 方 を ア 2220 (の 寛大 さ 
と 獲 予 と いう 実 ) に よっ て 欺 い た の だ 」。 


な ら ば ( 偽 信 者 * た ちよ 、 ) この 日 、( 彼 
単 を 免じ て も ら う た め の ) 償い が あな た 
方 か ら も 、 不 信仰 だ っ た 者 * た ちか ら も 、 
受け 入れ られ る こと は な い 。 あ な た 方 の 
住処 は 業火 な の だ か ら 。 そ れ が あな た 方 
の 相応 し い 場 所 。 そ の 行き 先 の 、 何 と 醸 悪 
な こと か 。 


信仰 に 入っ た 者 た ち に は 、 ア ッ ラ ー* の 教訓 
ss 真理 か ら 下 っ た も の (クル アー ン *) に 
対し て 、 その 心 が 恭順 3 な る 時 期 は まだ 
来 な い の か ? また 、 以前 に 啓典 を 授け ら 
れ た も の の 時 間 が 経っ て し まい 、 その 心 が 
便 化 し て し まっ た 者 た ちの よう に な ら な 
いた め の (時 期 は ) ? 彼ら の 多く は 、 放 逸 
な 者 た ち だ っ た の で ある 。 


知る の だ 、 ア ッ ラ ー* こ そ が 大 地 を 、 そ の 
死後 に 息吹 か せら れる * お 方 で ある と いう 
こと を 。 わ れ ら * は あな た 方 に 対し 、 確 か 
に (われ ら * の 全能 性 の ) 御 徴 を 明らか に 
し た 。 あ な た 方 が (それ を ) 弁 え る よう 
に 、 で ある 。 


jas 


CO 


4 ゴ 


「 欺 く 者 」 に つい て は 、 ル クマ ー ン 章 33 の 訳注 
「 恭 順 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 45 の 訳注 も 参照 。 
F 上 が っ た 大 地 を 息吹 か せる よう に 、 


アッ ラー* は 不信 仰 だ っ た 者 * を 信仰 者 に 、 
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この 「 ア ッ ラ ー* の ご 命令 」 と は 、 死 の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 539 頁 参 照 )。 
を 参照 。 


迷っ た 者 


を 導 か れ た 者 と し て 下さ る (アッ = テ タ バリ ー9:7895 参照 )。 雌牛 章 164 の 訳注 も 参照 。 


57. 鉄 章 1136 \N、 d,s -0V 
18. 本 当 に 、( ア CS 0 3 し 55 っ 5 A CA 


す 男 た ちと よく 施す 女 た ち 一 彼ら は 、 ア 

ッ ラ ー' に よき 符 促 を し た の だ ーー に は 、 
(その 袋 美 が ) 倍増 され よう 。 そ し て 彼ら 
に は 、 貴 い 糧 (天国 ) が ある の だ 。 


19. ア I 0 


れ ら の 者 た ちこ そ は 大 そう な 正 直 者 * 

た 菊 教 者 た ち に は ア ッ ラ ー* の 御 許 で 四 
活 の 日 、 その 報い と 光 ? が ある 。 そし て 
不信 仰 に 陥り 、 われ ら * の 御 徴 を 嘘 呼ば 
わり し た 者 た ち 、 そ れ ら の 者 た ち は 地 獄 の 
徒 な の だ 。 


20. 2 ) 知る が よい 、 現世 の 生活 は 遊 


興 、 戯れ ご と 、 飾り 、 自分 ) た ちの 間 の 誇り 
合い 、 財 産 と 子供 の 増やし 合い に 過ぎ な 
い 。 (それ は ) あたかも 、 その 植物 が 農夫 
た ち を 喜ば せ た 慈 坪 の よう で ある 。 や が て 
それ は 枯れ 、 あな た は それ が 黄色 く な る の 
を 目 に し 、 つ い に は それ は 木 っ 端 微塵 に な 
の そし まう 。 そし て 来世 に こ 、 (不信 仰 
者 に 対す る ) 厳し い 懲罰 と 、 (信仰 者 に 対 
する ) ア ッ ラ ー* か ら の お 赦し と お 喜び が あ 
る の だ 。 現世 の 生活 は 、 偽 り の 楽し み に 過 
ぎ な い 。$ 
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アッ ラー* に 対す る 「 よ き 貸 付 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 245 の 訳注 を 参照 。 


「 大 そう な 正直 者 」 に つい て は 、 婦 人 章 69 の 訳注 を 参照 。 尚 、「 列 教 者 た 


ち 」 も 「 そ れ ら 


の 者 た ち 」 の 述語 に 含め る 、 と いう 解釈 も ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:22-23 参照 )。 


この 「 光 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *12 と その 訳注 を 参照 。 
* と 、 そ こと に 含ま れる 教え や 規定 の こと (アル = ジャ ザー イ 


この 「 御 徴 」 と は 、 ク ルアー ン 
リー5:270 参照 )。 


「 農 夫 」 で は な く 「 不 信仰 者 * た ち 」 と いう 解釈 も ある (アル テク ルト ウゥ ビー17:255-256 


参照 )。 


畜 章 32 の 訳注 も 参照 。 


57. 鉄 章 


i 


よっ オナ | 5) 9 で ー6V 


21. 


22. 


23. 


24. 


(人 々 よ 、) あ な た 方 の 壮 * か ら の お 赦し と 、 
天国 へ と 向かっ て 競い 合え 。 そ の 広 さ は 、 
天地 の 広 さ も ある か の よう で あり 、 ア ッ ラ 
ー* と その 使徒 * た ち を 信じ る 者 た ちの た め 
に 用 意 さ れ て いる 。 そ れ は 、 か れ が お 望み 
の 者 に お 与え を に な る 、 ア ッ ラ ー* の こ 皿 稚 
な の だ 。 ア ッ ラ ー* は 偉大 な 恩 鐘 の 主 で あ 
られ る 。 

地上 に お ける 、 そ し て あな た 方 自身 に お 
ける いか な る 人 炎 難 も 、 わ れ ら * が それ を 
創 生 ! す る 以前 に 書 ? の 中 で ( 予 め 定め る 
こと ) な くし て は 、 降 りか か る こと が な 
か っ た の だ 。 実に それ は アッ ラー* に と っ 
て 、 容 易い こと 。 


(アッ ラー* が この よう に 仰せ られ る の 
は 、) あな た 方 が 、 (現世 で ) 自分 た ち が 逃 
し た も の ゆえ に 心痛 ませ た り 、 か れ (アッ 
ラー*) が 自分 た ち に 授け て 下さ っ た も の ゆ 
え に 、 有 頂 天 に な っ た り し な いよ うに する 
た め 。 ア ッ ラ ー* は (、 自 分 が 現世 で 授かっ 
た も の ゆえ に ) 尊大 ぶる 者 、 (他人 に 対し 
て ) 高慢 ち き な 者 を お 好み に は な ら な い 。 


(彼ら は 、 財 産 を ) 出し 惜しみ し 、 人 々 に 
も 次 凌 を 勧め る 者 た ち 。 そし て (アッ ラー 
* へ の 服従 に ) 背 を 向け る 者 が あっ て も 、 
(アッ ラー* は その よう な 者 の こと な ど 意 
に も 介さ れ な い 、) 本 当 に アッ ラー* こ そ は 
満ち 足り て お られ る * お 方 、 称 賛 され る べ 
き * お 方 な の だ か ら 。 


1 頻出 名 ・ 用 語 解説 「 創 生 者 *」 も 参照 。 
2 この 「 書 」 は 、 定 め ら れ し 碑 板 * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 540 頁 参 照 )。 
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57. 鉄 章 1138 い NN adil, ye eV 
25. われ ら * は 確か に 、 わ れ ら * の 使徒 * た ち を 明 CB EI 
証 ! と 共に 遣わ し 、 彼ら と 共に 中 を 曲 と 、 人 々 っ ちこ ラン 
が 公正 を 行う た め の 笠 を 下 し た 。 また われ GG TAN 


26. 


27. 


ら * は 、 多 大 な 威力 と 、 人 々 へ の 諸 益 を 有 
する 鉄 を 下 し た 。 (それ は ) アッ ラー* が 、 
か れ (の 宗教 ) と その 使徒 "た ち を まだ 見 ぬ 
まま に * 援 助 する 者 が 誰か を 、 如 実に 表し 給 
うた めで あっ た 。 本 当 に アッ ラー* は 、 強力 
な お 方 、 偉 力 な ら び な い * お 方 で あら れる 。 


また 、 わ れ ら “は ヌー フ * と イプ ラー ヒー ム * 
を 遣わ し 、 彼ら 一 人 の 子孫 の 内 に 預言 者 * 
と し て の 天 分 ) と 啓典 を 与え た 3。 そ し て 彼ら 
の 内 に は 導 か れ た 者 が いる 一 方 、 彼ら の 多 
く は 放 逸 な 者 た ちな の だ 。 


それ か ら 、 われ ら * は 彼ら (ヌー の と イブ 
ラー ヒー ム ” の 跡 を われ ら * の 便 徒 * た ち に 
継が せ 、 マル ヤム * の イー サー* に も 継が 
せ て 、 彼 に 福音 * を 授け た 。 また 、 彼 (イー 
サー? に 従っ た 者 た ちの 心 の i に は 、 哀 れ 
み 深 さ と 慈悲 の 念 を 授け た 。 そし て 彼ら 
は 、 、 わ れ ら * が 彼ら に 義務 づけ た も の で は な 
い 修 道生 活 を 、 (崇拝 * に お ける * き 過ぎ 
か ら 勝 手 に ) 創始 し た 。 た だ 、 (彼ら は ) 
アッ ラー の お 喜び を 求め て (そう し た ま 
で ) の こと だ っ た の だ が 、 それ (修道 生活 ) 


に 対し て 真 の 配慮 を 払う こと も な か っ た 4 


ュー 


この 「 明 証 」 と は 、 


彼ら が も た らし た も の の 正 


541 頁 参 照 )。 
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明 す る 、 証 拠 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 


人 々 か ら 見 えな いと こと ろ で 、 援 助 す る と いう こと 。 あ る い は 、 自 分 の 目 で 見 た わけ で も な 
い ア ッ ラ ー* と その 使徒 * た ち を 、 援 助 す る と いう こと (アッ テニ シャ ウ カ ー ニ ー5:236 参照 )。 


彼 
② 


全て の 預言 者 * は 、 ヌ ー フ \ 及 び イ ブラ ー ヒ ー ム * の 子孫 で あり 、 啓 
孫 に 下っ た (アッ テ サ アァ 
] で 、 そ れ を な お ざり に し た :① そ の よう な こと を 
こ 果 た さなか っ た こと (前 掲 書 、 同 


参照 )。 


ディ ー842 


ら は 以下 の 二 つ の 
自分 た ち に 課 し た こと を 、 十 分 ! 


も また 全て 、 役 ら の 子 


a Es 
同 頁 参照)。 


ュ グ 


57. 鉄 章 1139 \N、 ae eV 
そし て われ ら * は 彼ら の 内 の (預言 者 * ム ハ 
ンマ ド * を ) 信仰 し た 者 た ち に 、 その 斉 美 を 
授け た の だ 。 彼ら の 多く は ( 池 言 者 * ム ハン 
マ ド * を 信じ な い )、 放 逸 な 者 た ちな の だ が 。 
28. 信仰 する 者 た ち ! よ 、 アッ ラー* を 長 れ * , RE 
IN の に GE 
ご 慈悲 か ら の 倍 の 取り 人 i Gd a 
| あな た 方 が それ を 携 えて 歩む 光 ? を あ 2 
の え っ うう と 
な た 方 に 下さ り 、 あな た 方 の た め に ( 罪 を ) 
お 赦し 下さ ろう 。 ア ッ ラー* は 赦し 深い お 
方 、 慈愛 深い * お 方 。 
29. (アッ ラー* が その よう に され る の は 、) oD EN HIS 
啓典 の 民 * が 、 自 分 た ち が アッ ラー* の で 因 | 4 と 420 も か 


秩 * の 内 、 いか な る も の に 対し て も 力 を 有 
し て は いな いこ と 、 そし て (全て の ) 因 科 
は ア ッ ラ ー* の 御手 に と そ 委ね られ て お 
り 、 か れ が それ を お 望み の 者 に 与え られ る 
と いう こと 3 を 、 知る た め な の で ある 。 ア 
偉大 な る 恩 葵 の 主 で あら れる 


ッ ラ ー* は 、 
の だ か ら 。 


= 


つの 説 が ある 。 
の いずれ を も 信仰 する こと ゆえ の 、 
参照 )。 物 語 章 52-54 と その 訳注 も 参照 。 ま た 後者 の 場合 、「 信 仰 と 、 
褒美 」「 命 令 に 従い 、 禁 令 を 避 ( さ ) ける こと ゆえ の 二 つ の 褒美 」 あ る い は 、 そ も そ も 「 倍 」 
褒 」 に 限ら ず 、 褒美 が 何 倍 に も され る こと を 示し て いる ( ア ッ ー サ アァ ディ 843 
に は 、「( 現 世 で の ) 導き 」「 ク ルアー ン *」「 地 獄 の 架け 橋 で 共に 歩み 、 天 国 へ と 導 
れる 光 (アー ヤ \12 参照 )」 と いっ た 解釈 が ある 。 (アル テク ルト ウゥ ビー17:267 参照 )。 


は 「 二 


いて く 


ある 


書 、 同 頁 参 照 )。 一 説 に こ 


イス ラー ム * を 受け 入れ な い 啓 
館 を 与え られ た と 


こと の | 信仰 する 者 た ち 」 が 誰 の こと を 指す か に つい て は 、「 啓 典 の 民 *」「 全 て の 者 」 と いう 二 


前 者 の 場合 、「 倍 の 取り 分 」 と は 、 


この 「 光 」 


倍 の 褒美 (ほう び ) の こと 


自分 た ちの 預言 者 * と 預言 者 * ム へ ムハンマド * 


(イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:30-33 
庶 れ * の 念 ゆ え の 二 つ の 


参照 )。 


と の 「 ご 思 鶴 」 の 解釈 に は 、「 イ スラ ー ム *」「 詞 美 」「 糧 (か て )」「 恩 恵 」 と いっ た 諸説 が 


へ 


前 掲 書 17:268 参照 )。 


この 「 恩 籠 」 は 、 特 


の 意味 は 、「 
1 の 民 が 、 ア ッ ラ ー 


に 預言 者 * ム ハン マ ド * の 預言 者 * 愉 


E を 指し て いる 、 と も 言わ れる (前 掲 
分 た ち が 他 の 人 々 より も 優れ て いる と 信じ て いた 、 

* が ムスリム * た ち に 彼ら より も 沢山 の 恩 
いう こと を 、 知 る た め 」 と いう こと (アル テカ ー ス ィ ミ ー16:5702 参照 )。 


58. 抗弁 する 女 章 ゾ nm40 NN ul < 人 
Ep 


慈 尋 ド あ まね く * 問 愛 深 き * RNR, A 
アッ ラー* の 御名 に お いて 
1. ( 避 言 者 * よ 、) ア Hi 自分 の | FS 
夫 (の こ と) で あな た に 抗弁 し 、 アッ ラー* SL GDN EC 2 ペー 
oe NN Oe 


た 。 そし て ア ッ ラ ー\ は 、 あな た 方 両 人 の 
間 答 を お 聞き で ある 。 本 当 に ア ッ ヲ ー * は 、 
よく お 聞き に な る お 方 、 よ く ご 覧 に な る お 


方 な の だ か ら 。 

2. あな た 方 の 内 で 、 自 分 た ちの 妻 を ズ ィ ハ ー ル * RE Se ON! 
する 者 た ち 。 彼 女 ら は 彼ら の 母親 で は な い 。 に Pk WGP A 
彼ら の 財 親 は 自 2 分 た ち を 産ん だ 女性 に 外 な 9350 弧 る し るー 2 る 2 lz 
ら な い の だ 3。 そし て 本 当 に 彼ら は 、 言葉 に よ の 2 


る 悪事 * と 偽り を まさ し く 口 に し て いる の で 
あり 、 本 当 に ア ッ ラ ー* は まさ に 、 よく 費 乱 さ 
れる * お 方 、 赦 し 深い お 方 で あら れる 。 


3. また 、 自 分 た ちの 妻 を ズ ィ ハ ー ル * し 、 そ れ | SS し Soeo み god5 
か ら 自 分 が 言っ た こと を 撤回 する 者 た ち EE RE 
(彼ら に は 、 妻 と 性 交 k 沙 すべ く ) お 互い に 角 OE ES 

合う 前 に 、 首 一 つの 解放 (が 義務 づけ ら 


マデ ィ ー ナ * 啓 示 で 学者 間 の 見 解 は 、 ま ぼ 一 致 。 スー ns 「 抗 弁 す る 女 」 の 「 抗 弁 」 の き 
っ か け と な っ た ズ ィ ハ ー ル * を 始め 、 密 談 (みつ だ ん )、 集 まり の 場 で の 決ま りや 作法 な ど 
が 説明 され る 一 方 、 ユダ ヤ 教 徒 * や 偽 (に せ ) 信者 * た ちの 内 に 秘め た 悪 が 所 々 で 暴 ( あ ば ) 
か れる と 共に 、 そ の よう な 「 シ ャ イタ ー ン * の 党派 」 の 敗北 と 、 信 仰 者 た ち 「 ア ッ ラ ー* の 
党派 」 の 勝利 が 約束 され る 。 

この 女性 は 、 ハ ウラ ・ ビ ント ・ サ ァ ラ バ で 、「 夫 の こと 」 と は 、 彼 女 の 夫 アウ ス ・ ブ ン ・ ア ッ テ 
サー ミト が 、 彼 女 を ズ ィ ハ ー ル * し た こと (アブ ー・ ダ ー ウ ー i 


3 妻 を ズ ィ ハ ー ル * す る こと と 、 自 分 の 母親 の 関連 性 に つい て は 、 頻 出 語 解説 「 ズ ィ ハ 
ー ル *」 の 中 の 具体 的 な ズ ィ ハ ー ル * の 例 と 、 半生 


4 「 悪 事 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 104 の 訳注 を 参照 。 
5 ここ で の 「 首 」 の 意味 に つい て は 、 婦 人 章 92 の 同 語 の 訳注 を 参照 。 


mm 


tv 


58. 抗 弁 する 女 章 ブ 1141 い NN、 As, 0 
れる ) 。 (信仰 者 た ちよ 、) それ が 、 あ な 
た 方 が 成 め られ て いる こと 。 アッ ラー* は 、 
あな た 方 が 行う こと に 通 暁 され る お 方 で あ 
られ る 。 

4 (も し 夫 が 、 解 放す べき 奴隷 * を ) 見 出せ IE 
な い 者 な ら ば 、 お 互い に 触れ 合 う 前 に 、 連 2 Nn 


続 二 ケ 月 の 斎 戒 * (が 義務 づけ られ る ) o 
そし て (それ も ) 出来 な い 者 な ら ば 、 ババ 十 
人 の 貧者 * に 食物 '* を 施す こと (が 課さ れ 
る ) e それ は 、 あ な た 方 が ア ッ ラ ワー" と そ 
の 使徒 * を 信じ (て ア ッ ラ ー* の 法 に 従い 、 
ジャ ー ヒ リー ヤ * の 習 ョ 慣 を 放棄 す ) る た め 
そし て それ が ア ッ ラー* の 決ま り で あり 、 
不信 仰 者 * た ち に こそ は 痛ま し い 懲 六 が あ 
る の だ 。 


本 当 に 、 ア ッ ラー* と その 便 徒 * に 歯 向かう 者 
た ち は 、 彼ら 以前 の (同様 の ) 者 た ち が 足 し 
め ら れ た よう に 、 見 し め ら れる の で ある 。 
われ ら * は (、 アッ ラー* の 教え と 法 が 真理 で 
i 明らか な る 御 微 を 、 
確か に 下 し た の だ 。 そし て 不信 仰 者 * た ち に 
こそ は 、 屈 辱 の 懲罰 が ある 。 


アッ ラー* が 彼ら 全員 を 菊 ら せ ら れ 、 彼 ら 
が 行っ た こ と を お 告げ に な る (復活 の ) 日 * 
(、 ア ッ ラ ー* は 彼ら を 六 し 給 う ) 。 彼 ら が 
それ (行い ) を 忘れ て し まっ て いて も 、 ア 

ッ ラ ー* は それ を 数 え 上 げ ら れる 2 の で あり 、 
アッ ラー* は 全て の こと に 対す る 証人 な の 
だ か ら 。 


1 


2 


「 食 物 」 の 分 量 に つい て は 、 食 卓 凍 89 の 訳注 を 参照 。 
そもそも 全て の 出来 事 は 、 守 られ し 碑 板 
の 


Do FA es へ 
ON cs RE 2 


CA の 254 NS 
A 3 2 (< と 


4 Ec 
⑤ め ひど ぴの ご oO YO 


ン 


りら 


に 定め られ て お り 、 か つつ 天使 * た ち に よっ て 行い 
眼 簿 (ちょ うほ ぼ ) に 記録 され て いる ( ム ヤ ッ サ ル 542 頁 参 照 )。 高 壁 章 8 の 訳注 も 参照 。 


58. 抗弁 する 女 章 


ブ nn42 


sd ps -0 人 


7. 一体 (預言 者 * よ 、) あな た は 、 ア ッ ラ ー* が 
諸 天 に ある も の と 、 大 地 に ある も の (全て ) 
を ど ご存知 な の を 知ら な い の か ? か れ (アッ 
ラー*) が (その 御 知識 に よっ て ) その 四 番 
目 と な る こと な し に 、 三 人 の 密談 は 成立 せ 
ず 、 か れ が その 六 番 目 と な る こと な し に 、 五 
人 (の 宮 放 0 が 成立 する こと も な い !。 ま た 、 
それ より 少な い 数 (の 密談 ) も 、 多い 数 (の 
密談 ) も 、 彼 ら が どこ に あろ うと 、 か れ が ( そ 
の 御 知識 に よっ て ) 彼ら と 共に ある こと な く 
し て は 成立 し な い の だ 。 それ か ら 、 か れ は 復 
活 の 日 *、 彼 ら が 行っ た こと を 彼ら に お 告げ 
に な る 。 本当 に アッ ラー* は 、 全 て の こと を 
ご 存 知 の お 方 な の だ か ら 。 


(使徒 * よ 、) 一 体 あ な た は 、 密談 を 禁じ ら 
れ た 後に 自分 > た ち が 人 禁じ られ た こ と へ と 


し ん ば ん 


戻り 、 罪 や 侵犯 や 使徒 へ の 反抗 を も っ て 
索 談 する 者 た ち を 見 な か っ た の か ?2 
(使徒 * よ 、) 彼ら は あな た の と ころ に や っ 
て 来る と 、 ア ッ ラー* が あな た に 挨拶 さ れ た 
も の で は な いも の に よっ て 、 あ な た に 挨拶 
し た 3。 そ し て 彼ら の 内 輪 で 、 (こう ) 言う 


1 


I 


ww 


この 後続 の 文 に も ある よう に 、 密談 する 者 の 数 が 何人 で あろ うと 、 


I NIA 
EE oS EN 
83 の CM な るり 
NG や 35 
LE 3 で 3 と 

DOLEE RNY 


テラ タン る 、 


I SC (Re) 

5 NS 5 を と 
RE NL 
he CE 2 a る 


[te 275 1 > 


アッ ラー* は 彼ら の 話 を 


ご 存 知 で ある (アル = クル ゥ ビー17:290 参照 )。 し か し 、 な ぜ こ i ッ ラ ー* が 「 三 人 」 
と 「 五 人 」 と いう 数 を 、 特 に 言及 され て いる か に つい て は 、 以 下 の よ うな 解釈 が ある : ① 


それ が 実際 に 、 


め (アル = テバ イ ダー ウィ ー5:310 参照)。 


ユダ ヤ 教 徒 * や 偽 信者 * た ち は 、 ム スリ ム * た ち に これ 見 よ が し に 、 


偽 (に せ ) 信者 * た ちの 間 で 起こ っ た こと だ っ た 。② ア ッ ラ ー* は 奇数 を お 
好み に な る た め 。 ぐ ③ 話 し 合い は 常に 二 者 間 で 、 か つ そ の 間 に 誰 か を 


お いた 形 で 行わ れる た 


集まっ て 密談 し た も の だ 


っ た 。 そ の こと は ムスリム * た ちの 不 興 (ふき ょ う ) を 買っ て いた が 、 彼 ら は 密談 を 禁じ ら 
れ て も 、 や め な か っ た の だ と いう (アル テク ルト ッ ゥ ピー17:291 参照 )。 婦 人 章 114 も 参照 。 


と の アー ヤ * は 、 ユ ダ ヤ 教 徒 * が 預言 者 * に 対し 、「 あ な た に 平安 (アッ サラ ー ム ) を 」 ( そ 


の 意味 に つい て は 、 家 畜 章 54 の 訳注 を 参照 ) と いう 挨拶 の 変わ り に 、 


「 あ な た に 死 (アッ 


= サー ム ) を 」 と 言っ た こと に つい て 下っ た と され る (ムスリム 「 挨 拶 の 書 」11 参照 )。 
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1143 


dl ps -0 人 


10. 


生還 


の だ 。「 ど うし て アッ ラー* は 、 私 た ち が ( ム 
ハン マ ド * に つい て ) 言う こと ゆえ に 、 私 た 
ち を 江 さ な い の か ?」 彼ら に は (その 懲 禄 
と し て ) 、 彼ら が 入っ て 災 ら れる こと に な 
る 地獄 で 十分 。 その 行き 先 は 、 何と 醒 悪 だ 
ろう か 。 
信仰 する 者 た ちよ 、 あな た 方 が 密談 する 時 
マ 人 俳 や 侵犯 や 便 徒 * へ の 反抗 を も つ て 
談 し て は な ら な い 。 そし て 善 と 散 虚 さ * 
ne 談 し 、 その 御 許 へ と あな た 方 が 
有 集 され (、 全て の 言動 の 報い を 受け ) 
る こと と な る ア ッ ラ ー* を 披 れ る * の だ 。 


( 罪 や 侵犯 ゆえ の ) 密談 は 、 信 仰 する 者 た 

ち を 悲し ませ る ゆえ 、 ま さ し く シャ イタ ー 
ン * か ら の も の 。 ア ッ ラ ー* の お 許し な くし 
て は 、 彼 (シャ イタ ー ン ?) が 彼ら (信仰 者 
た ち ) を 害する 者 と な る こと は な い が 。 そ 
し て 信仰 者 た ち に は 、 ア ッ ラ ー* に と こそ 全て 
を 委ね * さ せる の だ 。 


信仰 する 者 た ちよ 、 集まり の 場 で あな た 方 
に 「 (新しく 来 た 者 が 座る た め に 、 場 所 を 
空け て ) 広く し て や りな さい 」 i 
ら 、 広 くし て や れ 。 (そう すれ ば ) ア ・ 
ー* は 、 あな た 方 の た め に ( 訓 世 と 来世 で ) 
広く し て 下さ ろう 。 また 、 あ な た 方 に (礼拝 
や 戦い な ど 、 自 分 ) た ちの 益 と な る 物事 に お 
いて ) 「 立 ち 上 が りな さい 」 と 言わ れ た な 
ら ば 、 立 ち 上 が る の だ 。 (そう すれ ば ) ア 
ッ ラ ー* は 、 あ な た 方 の 内 の 信仰 する 者 た ち 
と 。 知識 を 授け られ た 者 た ちの 位 を 上 げ て 


1 婦人 章 114 も 参照 。 
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58. 抗弁 する 女 章 1144 SA, po oA 


下さ ろう !。 ア ッ ラ ー* は 、 あ な た 方 が 行う 
こと に 通 暁 され る お 方 。 


みつ 


12. 信仰 する 者 た ちよ 、 あ な た 方 が 使徒 * と 密談 dA 
する 時 に は 、 あ な た 方 の 密談 の 前 に 、 ( 貧 の 2 の 55 て っ る るる 


し い 者 に ) 施し を せよ 2?。 そ れ が あな た 方 EE 
に と っ て 、 より 善く 、 清 い こと 。 て uC 

も し (施す も の を ) 見 出せ な く て も (問題 
は な い )、 本 当 に アッ ラー* は 赦し 深い お 方 、 
慈愛 深い * お 方 な の だ か ら 。 


13. 一 体 あな た 方 は 、 (使徒 * と の ) 系 談 の 前 に EGYPT や Ft 
施し を する こと を 、 ( 貧 末 の 原因 と し て ) | 尼 索 KE 矯 っ gc 
恐れ た の か ? も し 、 あ な た 方 が (施し を ) 5 RN 


し な か っ た の な ら ば ーー ア ッ ラ ー* は 、 あ な 
た 方 の 情 情 を お 受け 入れ に な っ た 
礼拝 を 遵守 * し 、 浄 財 * を 払い 、 ア ッ ラー* 
と その 使徒 * に 従え 。 ア ッ ラ ー* は 、 あ な た 


方 が 行う こ し に 通 暁 され る お 方 な の だ 。 


14. 一体 あな た は 、 ア ッ ラ ー* が お 人 然 り に な っ た の CPU 2 
民 (ユダ ヤ 教 徒 を 盟友 と し た 者 た ち を 、 EAE ER 

見 な か っ た の か ?3? 彼ら は あな た 方 ( ム ス OE 

リム や の 仲間 で も な けれ ば 、 彼ら (ユダ ヤ 

教徒 の 仲間 で も な い 。 そし て 彼ら は (和正 

分 た ちの 嘘 を ) 知り つつ 、 嘘 に お いて 頑 

て いる の だ $。 


06 た あら 


1 つま り 、 自分 の 同胞 が や っ て 来 た 時 に 場所 を 空け て や っ た り 、 立ち 上 が る よう に 言わ れ て 立っ 
た りす る こと は 、 自 分 の 権利 を 失う こと で は な く 、 む し ろ ア ッ ラ ー* の 御 許 で の 位 が 上 が り 、 
特別 な も の と な る こと を 意味 する (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8.:48 参照 。 ま た 、 こ こ で の 「 知 識 を 
授け られ た 者 」 と は 、 知 識 と 行い を 両立 し た 者 の こと (アル テバ イダ ー ウ ィ ー5:312 参照 )。 

2 この アー ヤ * で 述べ られ て いる 決ま り は 、 間 も な く ア ー ヤ *13 に よっ て 撤回 (て っ か い ) され 
た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8.49-51 参照 )。 ア ー ヤ * の 撤回 に つい て は 、 雌 牛 章 106 の 訳注 を 参照 。 

3 ユダ ヤ 教 徒 * を 映 友 と し た 者 た ちと は 、 偽 信者 * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 544 頁 参照 )。 イ ムラ 
ー ン 家 章 28 と その 訳注 も 参照 。 

4 偽 信 者 * た ち は 、 自 分 た ちの 悪い 言動 を 答 (と が ) め ら れる と 、 自 分 た ち は そ ん な こと は し 
て いな い 、 と 誓 っ た も の だ っ た (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 2:423 参照 )。 


58. 抗弁 する 女 章 1145 A po oA 

I5. ア ッ ラー* は 彼ら ( 偽 信 者 * た ち ) に 、 厳 し PC 
い 懲 神 を ご 用 意 さ れ た 。 本 当 に 、 彼ら が 行 ⑧5 を る 
っ て いた こと の 何と 忌まわしい こと か 。 

ie. 彼ら は 自分 た ちの ( 嘘 の ) 哲 約 を 慎 ! に し て 、| Neo つう 色 友 計 b3 
(自分 ) た ちと 人 々 を ) ア ッ ラ ー* の 道 から 胃 od 
ん だ 。 彼ら に は 、 屈辱 的 な 懲罰 が ある 。 

[人 彼ら の 財産 も 、 子供 た ち も 、 ア ッ ラ ー*( の TI 
懲 久 ) に 関し て 、 DO OE 
こと は な い 。 TN 地獄 の 
徒 。 彼 ら は そこ に 、 永 遠 に 留まる 者 た ち 
で ある 。 

18. (信仰 者 た ちよ 、) アッ ラー* が 彼ら 全員 を A EL 
釣ら せら れ 、 あ な た 方 に 対し て 彼ら が ( 現 | 80 が 6 
世 で ) 才 替 っ て いる よう に 、 か れ (アッ ラー SO 
うに 対し て (自分 た ち は 信 仰 者 で し た 、 と ) 
NN 
ムスリム * た ち に 通用 し た よう に ) ヽ 自分 
ち が 通 用 する と 思っ て いる 。 本 当 に My 
こそ は 嘘つき な の で は な いか 。 

19. シャ イタ ー ン " が 彼ら を で 彼ら が シャ イタ 


ー ン * に 服従 し た ゆえ に ) 制圧 し 、 彼 ら に 
アッ ラー* の 中 念 を 忘れ させ た 2 の で ある 。 


それ ら の 者 た ち は 、 シ ャ イタ ー ン * の 党派 。 
そん し つ 
本 当 に シャ イタ ー ン * の 党派 こそ は 、 損 失 者 
な の で は な いか 。 
1 ムスリム * た ちか ら 自 分 た ちの 生命 と 財産 を 守る た め の 、「 盾 
参照 )。 
2 彼ら は アッ ラー* を 、 心 で も 言 


5:314 参照 )。 ある い は 、 
ル テ ク ルト ッ ゥ ビー17:306 参照 2。 シャ イタ ー 
さ つ ) に つい て は 、 


高 壁 章 11-18、 


71-85 を 参照 。 


」 と いう 意味 ( ム ヤ ッ サ ル 544 


葉 で も 、 想 起す る こと が な か っ た (アル テバ イダ ー ウ ィ ー 
アッ ラー* の ご 命令 と か れ へ の 服従 を お ろ そ か に し 、 放棄 し た ( ア 
ン * が 人 類 を 迷わ り わせ る こと と な っ た 経緯 (いき 
アル テヒ ジュ ル 章 28-42、 夜 の 旅 章 61.65、 サ ー ド 章 


58. 抗弁 する 女 章 1146 \N、 ul と oA 

20. 本 当 に 、 ア ッ ラ ー* と その 使徒 * に 歯 向かう | @gSGa34 2366 設 2 
者 た ち 、 そ れ ら の 者 た ち は (現世 と 来世 に 
お いて 、 ) 最も 卑 し め られ た 者 。 

21 アッ ラー* は (守ら れ し 秘 板 * の 中 で 、) 「 わ | る は 
れ と 、 わ が 使徒 * た ち は 、 OE 
の だ 」 と 書き 記さ れ た の で ある 。 本 当 に 
ッ ラ ー* は 、 強 力 な お 方 、 Na 
お 方 で あら れる の だ 。 

22。 (使徒 * よ 、) あな た は アッ ラー* と 最後 の 5 つじ 313y 


日 * を 信仰 する 民 が 、 ア ッ 2 と その 使徒 
0 見 出す こと が 
な い 。 た と え 彼 ら が 、 自 分 た ちの 父親 、 自 
分 た ちの 兄弟 、 自 分 た ちの 近親 だ っ た と し 
て も 、 で ある !。 アッ ラー* は 、 それ ら の 者 
た ちの 心 の a (確固たる も の と し 
て ) 書き 定め られ 、 か れ か ら の 魂 ? に よっ 
て 彼ら を お 支え に な っ た の だ 。 そ し て 、 か 
れ は の 彼ら を 、 そ の 下 か ら 
河川 が 流れ 楽園 に お 人 れ に な る 。 彼ら は 
そこ に 、 留まる の だ 。 アッ ラー* は 彼 
ら を お 喜び に な り 、 彼 ら も か れ に 満足 す 
る 。 そ れ ら の 者 た ち が 、 ア ッ ラ ー* の 党派 。 
本 当 に アッ ラー* の 党派 こそ は 、( 現 世 と 来 
世 で の ) 成功 者 な の で は な いか 。 


1 同様 の アー ヤ * と し て 、 イ ムラ ー ン 家 章 28 と その 訳 泊 


2 この 「 魂 」 の 解釈 に は 、「 勝 利 」「 信 仰 」「 ク ルアー ン * と その 根拠 」「 ア ッ ラ ー* の ご 慈悲 」 
「 ジ ブリ ー ル * と その 援助 」 と いっ た 諸説 が ある (アル テバ ガウ ィ ー5:50 参照 )。 
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も 参照 。 


59. 集合 章 


第 59 章 
集合 章 (アル テハ シュ ル ) * 


次 起ち まね く 迷 愛 深き * 

アッ ラー* の 御名 に お いて 

1. 諸 天 に ある も の と 大 地 に ある も の は ( 全 | sal2o2NaE る あと 
て ) 、 ア ッ ラ ー を 称え * る 。 か れ は 偉 力 な ら の 3 の 
びな い * お 方 、 英 知 あふ れる * お 方 。 
2. か れ は 啓典 の 民 * の 内 、 不 信仰 だ っ た 者 * た ち EPR 


を 、 最 初 の 集合 ? に お いて その 住居 か ら 追 い 作ら 
出し 給 う た お 方 。 (ムスリム * た ちよ 、) あ ts Es 
な た 方 は 彼ら が 出 て 行く と は 思っ て お ら FILE ちと と 人 82 
ず 、 彼 ら 自身 、 自分 た ちの 砦 が 、 彼 ら を ア RY ラル 
ッ ラ ー* (の 役 久 ) か ら 守 っ て くれ る も の と $ 29J d 短 り 系 と 
思っ て いた 。 だ が アッ ラー* (に よる 追放 の 
定め ) は 、 彼 ら が 想像 も し な か っ た と ころ 
か ら 彼ら の も と に 到来 し 、 彼 ら の 心 の 中 に 

釣 怖 を 投げ 人 入れ た の で ある 。 彼ら は 自分 た 
oe 自 ら の 手 と 、 信仰 者 た ちの 手 で 壊 


1 マデ ィ ー ナ * 啓 示 。 ユダ ヤ 教 徒 * で あっ た ナディ ー ル 族 と の 戦い に 関し て 下っ た スー ラ 
* で あり 、 そ の スー ラ * 名 も 、 彼 ら が 「 集 合 」 さ せら れ て マデ ィ ー ナ * を 追放 され た 出 
来 事 に 由来 する 。 そ れ に 関連 し 、 戦 利 品 * に 関す る 規定 、 ム ハー ジル ー ン * や アン サー 
ル * へ の 賛美 、 ユダ ヤ 教 徒 * と 内 通す る 人 (に せ ) 信者 * た ちの 暴 赴 (ば くろ ) な ど が 
取り 上 げ ら れる 。 ス ー ラ * 後 半 で は 、 信 仰 者 に 対す る 敬 虚 さ * の すす め と 、 不 信仰 者 * 
NN アッ ラー* の 偉大 な 属性 の 数 々 に よる 賞賛 に よっ て 締め くく 
られ る 。 

「 最 初 の 集合 」 と は 、 ナ ディ ー ル 族 が 集合 させ られ 、 最 初 の 追放 を 強 (し ) いら れ た 出来 

事 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 545 頁 参 照 )。 詳 しく は 、 頻出 名 ・ 用 語 解 説 「 ナ ディ ー ル 族 と の 戦い 

*」 を 参照 。 一 方 、 二 番目 の 「 集 合 」 に つい て は 、「 ア ラビ ア 半 島 か ら シ ャ ー ム 地方 (現在 

の パレ スチ ナ 、 シ リア 周辺 地域 ) へ と 、 彼 ら を まとめ て 追放 し た こと 」「 復 活 の 日 *、 大 火 

が 人 々 を 東 か ら 西 へ と 集め つつ 追い や る こと 」 と いっ た 解釈 が ある (アル テバ ガウ ィ ー 

5:53 参照 )。 
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し た ! の だ 。 な ら ば 最 眼 の 持ち 主 た ち よ 、( 彼 
ら に 起き た こと を ) 熟慮 せよ 。 


も し 、 ア ッ ラ ー* が 彼ら に 追放 を お 定め に な ら 
な か っ た の な ら 、 か れ は 現世 で 彼ら を (殺害 
や 捕 因 な ど に より 、) 前 され た こと で あろ う 。 


そし て 彼ら に は 来世 で 、 業 火 の 懲 貞 が ある 。 


それ と いう の も 、 彼 ら が ア 
使徒 * に 反し た か ら で あ る 。 ア ッ ラ ー* と その 
ee アッ ラー* は そ 
の 者 を 章 さ れる )、 実 に か れ は 議 し い 指 を 
与え 給 う お 方 な の だ か ら 。 


(信仰 者 た ちよ 、) あな た 方 が ナツ メ ヤシ 
の 木 を 切っ た と し て も 、 そ れ ら を その 根幹 
の 上 に そびえ る まま 放っ て お いた と し て 
も 、 (それ は ) アッ ラー* の お 許し に よる も 
の (だ っ た の ) で あり 、 か れ が 誠人 包 な 者 た 
ち を 辱 め る た め だ っ た の で ある 。 


ッ ラ ー* と その 


そし て アッ ラー* が その 使徒 * に 、 彼ら ( ナ デ 


ィ ー ル 族 ) か ら (戦闘 する こと な く ) 戦利 
品 ? と し て 与え た も の は 、 あ な た 方 が その 
(獲得 の ) た め に 馬 や ラク ダ を 駆っ た わけ 
で は な か っ た 。 し か し アッ ラー* は その 使徒 


to 


ww 


3 oC 
a EN ONG 


2 レン 


A ste 1 
CU 
DIS 


この 意味 に は 、「 追 放さ れる 際 、 家屋 を 壊し て 木材 な ど を 運ん で 持っ て 行き 、 残り の 部 分 は 
ムスリム * に よっ て 壊さ れ た 」「 追 放 の 後 、 ムスリム * た ち に よっ て 利用 され な いよ う 、 自 分 


た ちの 手 で 家屋 を 壊し た 」「 ム スリ ム * た ち は 戦 い の 場 を 拡大 すべ く 、 


彼ら の 住居 を 壊し て 


いっ た が 、 彼 ら は 住居 の 後方 に 穴 を 開け て は 別 の 住居 へ と 移動 し 、 転 々 と し て いっ た 」 な 


どの 解釈 が ある (アル = バ ガ ウ ィ ー5:53 参照 )。 
ムスリム * た ち は 預 言 者 * 
を 広く する た め 
ル 族 が それ を 悪い 行い と し て 非難 し た た め 、 この ア 
ルト ッ ゥ ビー1856 参照 )。 
この 戦利 品 ま 「 フ ァ イ ゥ 」 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 用 語 


認可 の も と 、 ナ ディ ー ル 族 の ゴ 
、 彼 ら が 所 有する ナツ メ ヤ シ の 木々 を 切り 倒し た 。 そ れ に 関し 、 ナ ディ ー 
ー ヤ * が 下っ た の だ と され る (アル テク 


士気 を くじ く た め 、 あ る い は 場所 


昌 解 説 の 「 戦 利 品 *」 を 参照 。 
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"た ち に 、 か れ が お 望み に な る 者 を 制圧 させ 
給 う 。 ア ッ ラ ー* は 全て の こと が お 出来 の お 
方 な の だ 。 


アッ ラー* が 、 町 の 住人 (で ある シル ク の 徒 
*) か ら その 使徒 * に 、 (戦闘 する こと な く ) 
戦利 品 mn と し て 与え た も の は 、 ア ッ ラ ー* と そ 
の 使徒 *、 近親 、 孤児 、 貧者 *、 旅路 (で 音 境 ) 
に ある 者 に 層 す る ?。 (それ は 財産 が 、 ) あ 
な た 方 の 裕福 な 者 た ちの 間 ( だ け ) を 循環 す 
る も の と な ら な いよ うに する た め 。 ま た 、 
使徒 * が あな た 方 に 与え た も の は 取り 入れ 、 
彼 が あな た 方 に 禁 $ じ た も の は 放棄 する の 
だ 。 だ ッ ラ ー* を 長 れ * よ 。 本 当 に アッ ラー* 
は 、 厳 し い 懲 六 を 与え 給 うお 方 な の だ か ら 。 


自分 ) た ちの 住居 と 財産 か ら 追い 出さ れ た 、 
ム ハ ー ジ ルー ン * の 困 疾 者 "た ち に 3 。 彼ら は 
x ッ ラ ー* か ら の ご ど ご 幅 替 と お 喜び を 求め 、 ア 

ッ ラ ー* (の 宗教 ) と その 使徒 * を 援助 する 。 
それ ら の 者 た ちこ そ は 、 (自分 た ちの 言葉 
を 行い で 証明 し た ) 正直 者 で ある 。 


また 、 彼 ら ( ム ハ ー ジ ルー ン * の 移住 以前 
に 、 そ の 町 (マデ ィ ー ナ や に 信仰 心 と 共に 居 
を 定め た 者 た ち (アン サー ル ? *。 彼ら は 自 
分 た ち (の も と ) に 移住 * し た 者 を 愛し 、 彼ら 


— 


) 


た 


この 戦利 品 *「 フ ァ イ ウ 」 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 用 語 解説 の 「 戦 利 品 | を 参照 。 ま た 、 
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た 
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イン ラテ ょ ジン 0 る ネン ンー レ 
YO の うと の 


非 ム 


スリ ム と の 安全 保障 ・ 戦 い に つ いて は 、 悔 悟 章 36 の 訳注 も 参照 。 


同様 の アー ヤ * で ある 、 戦 利 品 草 41 と その 訳注 を 参照 


この アー ヤ *「 ム ハー ジル ー ン * の 困 負 者 た ち に 」 人 「 ア ー ヤ *7 の 『… 


属す る 』 


る )』 と いう 文 が 


この アー ヤ * は 文法 上 、 ア ー ヤ *8「… 困 鍛 者 た ち に 」 に か か る と も 、 そ れ と は 舞 


言わ れる (アル = テク ルト ウゥ ビー18:21 参照 )。 


に つなが る 」「 同 アー ヤ * の 『… 循 環 す る も の と な ら な いよ うに する た め 』 に つ な 
が り 、『… で は な く 、 し か し … 困 負 者 た ち に 』 と な る 」「『… 
省略 され て いる 」 と いっ た 諸説 が ある (アッ ニシ ャ ウ カ ー ニ ー5:266 参照 )。 


林 鍛 者 た ち に (は 驚く べき で あ 


関係 だ と も 


59. 集合 章 


1150 


10. 


11. 


( ム ハ ー ジ ルー ン り が 与え られ た も の ' に つ 


いて 、 その 胸 中 に 長 始 の 念 
ら の こと を ) 自分 た ち 
た と え 彼 ら に 、 


見 出さ ず 、 


( 彼 


ち 自 身 よ り も 優先 する 。 
必要 性 が あっ た と し て も 、 


で ある 。 自分 自身 の 次 欲 さか ら 守 られ た 者 、 


それ ら の 者 た ちこ そ は 成功 者 な の だ 。 


う 者 た ちく 


「 我 ら が 主 * よ 、 私 た ち oo 


また 、 彼ら RR EA 
(こう ) 言 


信 


仰 に お いて 私 た ち に 先駆 けた 私 た ちの 兄 


弟 た ち (の 罪 ) を お 赦し 下さ い 。 


そし て 私 


た ちの 心 の 内 に 、 信仰 する 者 た ち へ の 憎 し 


み の 念 を 湧か せな いで 下さ い 。 我ら が 主 


ME 9 


仰 に 陥っ た 彼ら の 同胞 に (こう ) 言う 。 
し も 、 あ な た 方 が (ムハンマド "に よっ 


じ 
慈 受 


よ 、 本 当 に あな た は 哀れ み 深 い * お 方 、 慈 3 


和 モ * 


NB 


見 な い の か ? は 生生 不信 


「 も 
て ) 


追い 出さ れ た な ら ば 、 私 た ち は 必 ず や あな 


た 方 と 共 


に 出 て 行き 、 あ な た 方 (を 見 捨て 


た りす る こと ) に 関し て 、 絶対 に 誰 に も 従 


わな い 。 ま た 、 も し あな た 方 が 戦い を 


上 掛 


けら れ た な ら ば 、 私 た ち は 必 ず や あな た 方 


を 援助 し よう 」 3。 ア ッ ラ ー* は 、 本当 に 
ら ( 偽 信者 * た ち ) が まさ し く 、 
る こと を 証言 され る 。 


1 


NM 


w 


これ は ム ハ ー ジ ルー ン 
ィ ー5:58 参照 )。 


* だ け に 分 配 さ れ た 、 


彼 


嘘つき で あ 


5) 9 
ュー ンタ 


この gn 
ッ ン ンス 


③⑤ つ る 21 Et 


め つの Sb gb 
A CP | 
RE 
OA OI Lk 


っ UsG rl de 
NS bg タテ | 
kc dtl 
ds 
@ の oA る PP 


ナディ ー ル 族 の 戦利 品 * の こと (アル テバ ガウ 


これ は 、 ム ハー ジル ー ン * と アン サー ル * の 善き 手法 と 美 点 を 踏襲 (と うし ゅ う ) し 、 か つ 


カス ィ ー ル 8:72-73 参照)。 


彼ら の た め に 公私 に お いて 幸 を 祈る 者 た ちの こと 。 


悔 悟 剖 100 と その 訳 3 


生 も 参照 (イブ ン ・ 


これ は ナディ ー ル 族 に 対す る 、 偽 信者 * た ちの 扇動 (せん どう ) の 言葉 ( ム ヤ ッ サ ル 547 


頁 参 照 )。 詳しく は 、 頻 出 名 ・ 


語 解説 「 ナ ディ ー ル 族 と の 戦い *」 を 参照 。 


59. 集合 章 


nls51 NN、 


5) 9 


2, 


3 


14. 


も し も 彼ら (ナディ ー ル 族 ) が (マデ ィ ー 
ナ * か ら ) 追放 され た と し て も 、 彼 ら ( 偽 信 
者 * た ち ) は 決し て 、 彼 ら と 共に 出 て 行く 
こと は な い 。 また 、 も し も 彼ら が 戦い を 仕 
掛け られ た と し て も 、 彼 ら ( 偽 信 者 * た ち ) 
は 絶対 に 彼ら を 援助 し た り し な い 。 そ し 
て 、 た と え 彼 ら ( 偽 信 者 * た ち ) が (、 ナ 
ディ ー ル 族 を ) 援助 し た と し て も 、 彼 ら は 
きっ と 背中 を 見 せ て 敗走 する の で あり 、 
(アッ ラー* に よっ て ) 勝利 を 授け られ る 
こと も な い の だ 。 


(信仰 者 た ちよ 、 ) 彼ら ( 偽 信 者 * た ちと ユ 
ダ ヤ 教 徒 *) の 胸中 に お いて は 、 あな た 方 
こそ が アッ ラー* よ り も 激しい 恐 怖 (の 的 ) 
な の だ 。 そ れ は 実に 彼ら が 、 (アッ ラー* 
の 偉大 さと 、 か れ へ の 信仰 を ) 理解 し な い 
民 だ か ら な の で ある 。 


彼ら (ユダ ヤ 教 徒 り ) は (その 勝 病 さ と 区 
怖 ゆ え 、) 此 で 囲ま れ た 町 か 、 壁 の 向こう 
則 か らし か 、 あ な た 方 に 全員 で 攻撃 し て き 
た り は し な い 。 彼ら の 間 の 敵意 は 激しい !。 
あな た は 彼ら 2? が 団結 し て いる と 思う 。 彼 ら 
の 心 は (信条 や 目的 の 不一致 で 、) ぱら ば 
ら な の だ が 。 そ れ は 実に 彼ら が 、 (アッ ラ 
ー* の ご 命令 と 御 徴 を ) 弁 え る こと の な い 
民 だ か ら な の だ 。 


1 その 他 、「 壁 や 系 の 向こう に 
う 解 釈 も ある (アル = バ ガ ウ ィ ー5:62 参照 )。 


分 た ち だ け で いる 限り 、 


イン RD タタ 


が OPD る ぶり に 8 
Sb 
® の に の 5 \ 


ダン ッ ン る そそ 
TIT る 
2 < る で 

OD TIR EL EDEN 


ン ン ン ン 2 と 
NY! NY 
2 3 oo 

ララ ライ し メア チン 1 


EC 
@ OS タ 


彼ら の 威勢 (いせ い ) は 強い 」 と い 


2 この 「 彼 ら 」 が 誰 を 指す の か に つい て は 、「 ユ ダ ヤ 教 徒 * と 偽 信者 * た ち 」 「 偽 信者 * た ち 」「 シ 
ルク * の 徒 と 啓典 の 民 *」 と いっ た 説 が ある (アル テク ルト ウゥ ビー18.:36 参照 )。 


59. 集合 章 TTAS わい 
15. (彼ら ユダ ヤ 教徒 * の 様子 は 、) 彼ら より 前 | 155C あ 4g ら っ 着る 
の 最近 の 者 た ち ! の 様子 の よう で ある 。 彼ら OE cv 
は (現世 で ) 彼ら の 事 ? (ゆえ ) の 信 を 味 わ 
っ た の で あり 、 役 ら に こそ は (来世 に お い 
て ) 痛ま し い 懲 六 が ある の だ 。 

16. (彼ら 人 信者 "た ち が 、 ユ ダ ヤ 教 徒 * を 戦い | oR 

へ と 唆 す 様 子 は 、) 人 間 に 「 不 信仰 と な | 3ghGL3uzeG33906 和 8 
れ 」 と 言っ た 時 の 、 シャ イタ ー ン * の 様子 の of 
よう で ある 。 そ れ で 彼 が 不信 仰 に 陥 る と 、 
彼 (シャ イタ ー ン $) は (と う ) 言っ た の だ 。 
「 本 当 に 私 は 、 あな た と は 無縁 で ある 。 本 
当 に 私 は 、 全 創 造物 の 主 * ア ッ ラ ー* を 怖 れ 
て いる の だ か ら 」。 

17. 彼ら (シャ イタ ー ン * と 彼 に 従っ た 人 間 ) | RSC 
両 人 の 行く 末 は 、 地 獄 の 中 。 彼ら 両 人 は そ ®RSTS 
こ に 、 永 遠 に 留まる 者 と な る 。 それ が 不正 
* 者 た ち へ の 応報 な の だ か ら 。 

18. 信仰 する 者 た ちよ 、 ア ッ ラ ー" を 良 れ ^、 自 | 8 お 8 
分 自身 が 明日 3 の た め に 成 し た こと を よく | っ 59z366 
考え よ 。 そ し て ア ッ ラ ー* を 思 れ る * の だ 。 る 5 
本 当 に ア ッ ラ ー* は 、 あ な た 方 が 行う こと に i 
通 暁 さ れる お 方 な の だ か ら 。 

19。 ま た 、 アッ ラー* (の 唱 念 と 義務 ) を 忘れ 、| 丸 254 も cumS5 


それ で か れ が 彼ら に (その 不服 従 ゆ え ) 、 
自分 自身 の こと を 忘れ させ 給 う た 者 * た ち 
の よう に な っ て は な ら な い 。 それ ら の 者 た 
ちこ そ は 、 放 逸 な 者 た ちな の だ か ら 。 


i 


sl 


た 


RA Fd 


これ は 、 バ ドル の 戦い * で の クラ イシ ュ 族 * の 不信 仰 者 * た ちや 、 ナ ディ ー ル 族 よ り 先 に マデ ィ ー ナ 


* を 追放 され た 、 
彼ら の 不信 仰 と 
復活 の 
復活 の 


= 


参照 )。 


ユダ ヤ 教 徒 * の カイ ヌカ ー ゥ ウ 族 の こと を 指す と され る ( ム ヤ ッ サ ル 547 頁 参照 )。 
、 預 言 者 * に 対す る 敵対 心 と いう 「 事 」( 前 掲 書 、 同 
* と いう 「 明 日 」 の こと (前 掲 書 548 頁 参 照 ) 
* に 自分 自身 の 役に立つ 原因 と な る 、 善行 を 忘れ させ られ た 者 の こと (前 掲 書 、 


参照 )。 


本 


59. 集 合 章 ブ 1153 NN な oo W 
20. 地獄 の 徒 と 天国 の 徒 は 、 同 等 で は な い 。 天 TINTS GLY 


21. 


22. 


23, 


24. 


国 の 徒 こ そ は 勝利 者 な の だ 。 


も し 、 われ ら * が この クル アー ン * を 山 に 下 
し (、 そ れ が その 約束 と 警告 を 理解 し ) た 
な ら ば 、 あな た は それ が 恭 順 と な り ト 、 アデ 
ッ ラ ー* へ の 恐怖 ゆえ に 砕け 散る の を 見 た 
で あろ う 。 そし て それ ら の 璧 え は 、 われ ら 
"が 人 々 に 挙げ る も の 。 彼ら が (アッ ラー* 
の 御 力 と 偉大 さ を ) 熟考 する よう に 、 と 
の た めで ある 。 


か れ は アッ ラー*。 その 外 に 、( 真 に ) 崇拝 
* す べき いか な る も の も な い お 方 で 、 
不可 視 の 世界 * と 現象 界 ? を ご 存 知 の お 方 。 
か れ は 慈悲 あま ね き * お 方 、 慈愛 深い * お 方 
で あら れる 。 


か れ は アッ ラー*。 その 外 に 、 ( 真 に ) 崇拝 
* す べき いか な る も の も な い お 方 。 ( 真 の ) 
王 、 聖なる * お 方 、 平安 な * お 方 、 保障 され 
る * お 方 、 統制 され る * お 方 、 偉 力 な ら び な 
い * お 方 、 制 庄 さ れる * お 方 、 成 風 堂々 た る * 
ね 方 。 彼 ら が シル ク * を 犯し て いる も の か ら 
(無縁 な ) 、 ア ッ ラ ー* に 称え * あ れ 。 


ぞう けい 


か れ は アッ ラー*、 創造 創 生 者 *、 造 形 者 。 
か れ に こそ 、 美 名 は 属す る 。 諸 大 と 大 地 に 
ある (全て の ) も の は 、 か れ を 称え * る 。 そ 
し て 、 か れ は 偉 力 な ら び な い * お 方 、 英 知 
あふ れる * お 方 で あら れる 。 


1 


2 


「 恭 順 さ 」 に つい て は 、 雌 和牛 凍 45 の 訳注 を 参照 。 
「 現 象 界 」 に つい て は 、 家 畜 章 73 の 訳注 を 参照 。 
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60. 試問 され る 女 章 2 
第 60 章 


試問 され る 女 草 (アル テム ムタ ヒナ ) ! 


じ 
慈 尋 まあ まね < " 粉 愛 深 き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


信仰 する 者 た ちよ 、 わ が 敵 と 、 あ な た 方 の | お eb 


敵 を 盟友 と し て は な ら な い 。 あな た 方 は ( 彼 GA PR CO 
ら に 対す る ) 愛情 ゆえ 、 彼 ら に (使徒 * の 情 EC 0 ジ の 


報 と ムスリム * 間 の 秘密 を 、) 軽々 し く 流 し Re た 0 
て いる ?。 彼 ら は 、 あ な た 方 の も と に 到来 し 2 
た 真理 * を 、 確 か に 否定 し た と いう の に 。 Q ST oI 
仰 者 た ちよ 、) 彼ら は 、 あ な た 方 が 自分 た | か 28 
ちの 主 * ア ッ ラー* を 信仰 する が ゆえ 、 ON oi 


と あな た 方 の こと を (マッ カ * か ら ) 追い 出 
し た の だ 。 あな た 方 が わが 道 に お ける 奮闘 
わが 喜び へ の 希求 ゆえ に (、 移住 * に ) 
出 た の だ と し た ら (、 彼 ら を 盟友 と する の 
で は な い ) 。 あ な た 方 は (彼ら へ の ) 愛情 
ゆえ 、 彼 ら に 秘 徐 裏 に 伝え て いる ーー われ 
は あな た 方 が 隠し た と と も 、 露 わ に し た こ 
と も 、 最 も よく 知っ て いる の だ 一 一 。 あ な 
た 方 の 内 、 そ うす る 者 は 誰 で も 、 真っ 当 な 
道 か ら 確 か に 迷い 去っ て し まっ て いる 。* 


1 マデ ィ ー ナ * 啓 示 。 シ ルク * の 徒 を 盟友 と する こと の 警告 が 、 そ の 理由 、 結 果 、 た と えな ど 
と 共に 、 取り 上 げ ら れる 。 また 戦争 、 あ る い は 平和 な 状態 に お ける ムスリム * と 非 ム スリ ム 
間 の 関係 に つい て の 法規 定 が 描写 され る が 、 ス ー ラ * 名 と も な っ て いる 「 試 問 さ れる 女 」 は 、 

この 流れ で 登場 する 、 マ ッ カ * か ら 移 住 き し て きた 女性 た ちの 試問 、 碑 約 (せい や く ) な ど 
の 規定 の 説明 (アー ヤ \*10 以降 を 参照 ) に 由来 する 。 ス ー ラ * の 最後 は 再び 、 不 信仰 者 * を 
盟友 と する こと に 対す る 警告 に よっ て 、 締 めく くら れる 。 
「 彼 ら に 、 愛 情 を 軽々 し く 示 し て いる 」 と いう 解釈 も ある (アル = テク ルト ウゥ ビー18:52 参照 )。 

こと の 「 真 理 】 と は 、 ア ッ ラ ー* と その 使徒 *、 そ し て クル アー ン * へ の 信仰 の こと ( ム ヤ ッ サ 
ル 549 頁 参 照 )。 

4 預言 者 * が マデ ィ ー ナ * か ら マ ッ カ * へ と 向かう こと を 決心 し た 際 、 マ ッ カ * に いた 自分 の 子 
供 と 財産 を 心配 し た ハー ティ ブ ・ ブ ン ・ ア ビー・ バ ル タ ア と いう 教 友 * が 、 そ の 知ら せ を マッ 
カ * の 民 に 伝え る 伝言 を 送っ た 。 啓 示 が 下っ て その 事実 が 明らか に な り 、 そ の 伝言 は 阻止 ( そ 


IN) 


の 


60. 試問 され る 女 章 本 oli pa 
2. も し 、 彼 ら (われ と あな た 方 の 敵 ) が あな た A A | 
方 に 優勢 に 立て ば 、 彼 ら は あな た 方 に 対す る 
(公然 の ) 敵 と な り 、 あ な た 方 に 悪意 を も っ Or 
て その 手 と 口 を 伸ばし て 来 よ う !。 あな た 方 が 
(彼ら 同様 ) 、 不 信仰 に 陥る こと を 望み つつ 。 

3 (彼ら 不信 仰 者 * た ち を 能 友 と し て も 、) あ | eg 
な た 方 の 近親 の 絆 も 、 あ な た 方 の 子供 た ち CR 
も 、 あ な た 方 の 役に立つ こと と は な い 。 復活 
の 日 *、 か れ は あな た 方 の 間 を お 分 け に な 
( り 、 信 仰 者 は 天国 へ 、 不 信仰 者 * は 地獄 へ 
人 ) る の だ 。 ア ッ ラ ー* は 、 あ な た 方 が 行う 
こと を ご 覧 に な る お 方 。 

4 (信仰 者 た ちよ 、) イブ ラー ヒー ム * と 、 彼 | OA 
と 共に あっ た (信仰 ) 者 の 内 に は 、 確 か に a A ES; 
あな た 方 へ の よき 模範 が あっ た 。 彼 ら が ( 不 CO og oe NS 
ee 自 2 分 た ちの 民 に 、 ( こ う ) し 2 を 5 1 ルン 25324 ず を : 
言っ た 時 の こと 。 「 本 当 に 私 た ち は 、 あ な RN 
た 方 と 、 あな た 方 が ア ッ ラ ー* を よそ に 崇め と 
て いる も の と は 無線 で す 。 私 た ち は あ な た た Po 
方 を 否定 し 、 あ な た 方 が アッ ラー* だ け を 信 | Oe EG 
仰 す る まで 、 私 た ちと あな た 方 と の 間 に は 、 
永遠 の 敵意 と 憎悪 が 現れ た の で す 」 。 但 し 、 
イブ ラー ヒー ム * の 彼 の 父親 に 対す る 、「 私 
は 必ず や 、 あ な た の た め に 赦し を 人 いま し 
ょ う 。 私 は あな た の た め に 、 ア ッ ラ ー* (の 
ご 意思 ) に 対し て 、 何 (の 力 ) も 有 し て は 
いま せん が 」 と いう 言葉 は 別 (で 、 模 範 と 
し ) され た が 、 こ の アー ヤ * は 、 こ の 出来 事 に つい て 下っ た と され る (アル テ ブ ハー リー 


= 


4274 参照 )。 尚 、 


ヤ *8、 イ ムラ ー ン 家 章 28 と その 訳注 も 参照 。 


つま り 、 殺 害 や 捕虜 (ほり ょ ) の 有 憂 ( う ) き 目 を 味わわ せ た り 、 悪 口 や 
と ( ム ヤ ッ サ ル 549 頁 参照 )。 


う ) の 言葉 を 投げ か け て きた りす る 、 と いう こと 


これ は マッ カ 開 城 * の 年 の こと だ と も 、 フ ダイ ビー ヤ の 和議 * の 年 の こと 
だ と も 言わ れる (アル テク ルト ッ ゥ ビー18:51 参照 )。 不 信仰 者 * と の 関係 に つい て は 、 


アー 


傷 (ちゅ うし ょ 


60. 試 問 さ れる 女 章 


ブ 1156 い NN 


ol 5 ー・ 


し て は な ら な い ) !。 (イブ ラー ヒー ム * と そ 
の 仲間 た ち は 、 言 っ た 。) 「 我 ら が 主 * よ 、 
私 た ち は あ な た に こそ 全て を 委ね *、 あ な た 
に こそ ( 悔 悟 し て ) 立ち 返り まし た 。 そ し 
て あな た に こそ 、 帰 り 所 は あり ます 。 


我ら が 主 * よ 、 私 た ち を 不信 仰 に 陥っ た 者 * 
た ちの 試 績 と は し な いで 下さ い ?。 ま た 、 私 
NO NN 

、 我 ら が 主 * よ 。 本当 に あな た こそ は 、 偉 
nh ee 
の で すか ら 」。 


(信仰 者 た ちよ 、 ) 彼ら (イブ ラー ヒー ム * と 、 
彼 と 共に あっ た 者 た ち ) の 内 に は 、 確 か に あ 
な た 方 、 ア ッ ラ ー* と 最後 の 日 * を 望む ? 莉 へ 
の 、 よ き 模 範 が あっ た 。 そ し て 背く 者 が あろ 
うと (、 そ の つけ は 自分 自身 に 返っ て 来る だ 
け で ある ) 、 本当 に アッ ラー* こ そ は 満ち 足り 
た * お 方 、 称賛 され る べき * お 方 な の だ か ら 。 


(信仰 者 た ちよ 、) も し か する と アッ ラー* 
は 、 あ な た 方 と 、 彼 ら (近親 で ある シル ク }* 
の 徒 ) の 内 で あな た 方 が 敵対 し た 者 た ちの 
間 に 、 (彼ら が イス ラー - ム “を 受け 人 れる こ て 
どど に まう て 。 ) 愛情 を 芽生 えさ せら れる か 
も し れ な い 。 ア アッ ラー* は 全能 の お 方 で あ 
り 、 ア ッ ラ ー* は 赦し 深い お 方 、 煽 愛 深い * 
お 方 な の だ か ら 。 


= 


ww 


た 


イブ ラー ヒー ム * が アッ ラー* に 、 


不信 仰 者 * だ っ た 父 
悔 惜 章 114 と その 訳注 、 マ ル ヤ ム * 章 47 を 参照 。 


この アー ヤ * の 意味 に つい て は 、 ユ ー ヌ ス * 剖 85 と その 訳注 
この 「 望 む 」 に つい て は 、 ユ ー ヌ ス * 章 7 の 訳注 を 参照 。 


預言 者 * た ち へ の 追従 (つい じゅ う ) と いう 、 
盟友 と する 者 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 550 上 頁 参 照 )。 


2763 の EN 
ON 


CA 
PS 0 を 620 
る お 


CS CR 


OE 0 


く < 親 の 罪 の 赦 し を 全う た こと に つい て は 、 


を 参照 。 


アッ ラー* の ご 命令 に 背 き 、 


アッ ラー* の 敵 を 


60. 試問 され る 女 章 ブ 1157 otis 
8. アッ ラー* は 、 宗 教 に お いて あな た 方 と 戦っ EO | 
て も お ら ず 、 あな た 方 を あな た 方 の 家 か ら 追 A 
い 出 し て も いな い 者 た ち に 、 あな た 方 が 普 行 DRLRN A 
を 施 し 、 公 正 に 接する こと を 禁じ て いら っ 
し ゃ る わけ で は な い '。 本 当 に アッ ラー* は 、 
公正 な 者 た ち を お 好み に な る の だ か ら 。 

9. 実に アッ ラー* が あな た 方 に 禁じ られ る の | ge る S90 る 
は 、 宗 教 に お いて あな た 方 と 戦い 、 あ な た | 民 \ dP お 0 は チラ 
方 を あな た 方 の 家 か ら 追 い 出し 、 あ な た 方 | ⑥6 み 3350 を の の ああ 
の 追放 に 手 を 貸し た 者 た ち を 骨 友 と する 

こと な の で ある 。 彼ら を 盟友 と する 者 、 そ 
れ ら の 者 た ちこ そ は 不正 * 者 な の だ か ら 。 
10. 信仰 する 者 た ちよ 、 あ な た 方 の も と に 信仰 | es5。 oO 


者 の 女 た ち が (不信 仰 者 * の 世界 か ら 、 イス 
ラー ム * 世 界 へ と ) 移住 * 者 と し て や っ て 来 


た ら 、 (その 信仰 心 を 確か め る べく ) 彼女 
ら を 試 癌 せよ ーー アッ ラー* が 彼女 ら の 信 


仰 心 を 、 最 も よく ど ご存知 で ある ー 一 。 そ し 
て 、 も し 彼女 ら が 信仰 者 だ と 分 か っ た な ら 
ば 、 あな た 方 は 彼女 ら を 不信 仰 者 * た ち (で 
ある 彼女 ら の 夫 の も と ) に 返し て は な ら な 
い 。 彼女 ら は 彼ら に と っ て ( 妻 と し て ) 合 
法 で は な く 、 彼 ら も 彼女 ら に と っ て ( 夫 と 
し て ) 合法 で は な い の だ か ら 。 ま た 、 彼 ら 


の ck ひら 
ND he oy 
CE 人 A EN 
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1? タラ ラチ セレ 


1 イム ラー ン 家 章 28 と 、 そ の 訳 3 


2 フタ ダイ ビー ヤ の 和議 * の 合意 の 


は 、 マ ッ カ * へ と 返還 され な けれ ば な ら な い 、 
が マッ カ * を 後に し て 預言 者 * の も と に や っ て 来 た が 、 彼 は 「( 例 の ) 項目 
に は 適 ) 
と の と と に 関し て 下っ た と され る 。 尚 、 
アッ ラー* と その 使徒 * へ の 愛情 以外 の 何 も の で も な いこ と の 宣誓 
」「 ア ー ヤ *12 に ある 奪 約 」 と いっ た 諸説 が あめ る (アル テク ルト ウゥ ビー18:61 


を 受け 入れ た 女性 
は 男性 だ け の も の で あり 、 女性 
た 。 こ の アー ヤ * は 、 
「 移 住 * の 目的 が 、 
ャ ハー タダ * の 証言 
参照 )。 


注 も 参照 。 
HH に は 、 マ ッ カ * か ら マ ディ ー ナ * へ と や っ て 来 た ム スリ ム * 


と いう 項目 が あっ た 。 そ の 後 、 イ スラ ー ム * 


され な い 」 と し て 、 彼女 を マッ カ * に 返還 し な か っ 
「 試 問 」 の 内 容 に つい て は 、 
碑 」「 シ 


60. 試 問 され る 女 章 nss NN oi ys 


11. また 、 も し あな た 方 の 妻たち の 一 部 が 、 ( イ 


(自分 の 妻 が イス ラー ム * に 改宗 し た 、 不 信 
候 者 * の 夫 た ち ) に は 、 彼 ら が (彼女 ら に ) 
費やし た も の ! を 与え よ 。 そし て 、 あな た 方 
が 彼女 ら に (イッ ダ * の 後 、 ) 彼女 ら の 婚 次 
金 " を 与え た な ら ば 、 あ な た 方 が 彼女 ら と 結 
婚 し て も 、 あな た 方 に 罪 は な い 。 また 、 不 
信仰 者 * の 女性 た ちの 絆 に 、 し が み 付 いて 
は な ら な い 2。 そし て あな た 方 が (自分 た ち 
の 妻 に ) 費やし た も の を 請求 し 、 彼 ら に は 
彼ら が (自分 た ちの 妻 に ) 費やし た も の を 
請求 させ よ 3。 それ が 、 あな た 方 の 間 を 裁く 
アッ ラー* の 法 。 ア ッ ラ ー* は 全 知 者 、 英 知 
あふ れる * お 方 で あら れる 。 


ズラ ー ム * を 棄て て ) あ な た 方 か ら 不 信仰 者 
* た ちの と ころ へ と 逃れ 、 そ の 後に あな た 方 
が (彼ら 不信 仰 者 * た ち に 勝利 を 収め 、 戦利 

品 * と いう ) 戦果 を 得 た 4 な ら ば 、 妻 た ち に 
去ら れ て し まっ た 者 た ち に 、 彼ら が (彼女 
ら に 婚 資金 * と し て ) 費やし た も の を 与え 
よ 。 そし て あな た 方 が 信じ て いる アッ ラー 
* を こそ 、 良 れる * の だ 。 


IN) 


ww 


つま り 婚 資金 * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 550 頁 参 照 )。 
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つま り 、 不信 仰 者 * の 女性 と の 結婚 関係 を 続け て は な ら な い 、 と いう こと (前 掲 書 、 同 頁 参 
照 )。 尚 、 啓 典 の 民 * の 女性 は 、 こ こ に は 含ま れ な いと され る (アル = クル トゥ ビー18:66 


参照 )。 


ムスリム * 男 性 の 妻 で あっ た 女性 が イス ラー ム * を 棄 ( す ) て 、 不 信仰 者 * の と ころ へ 逃げ て 


彼ら と 結婚 し た ら 、 そ の ムスリム * 男 性 は 彼女 に 与え た 婚 】 


金 * を 彼ら に 請求 せよ 、 そ し て 


その 逆 も 同様 で ある 、 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 550 頁 参 | 


よれ ば 、 こ の 規定 の 有効 性 が 当時 の 特別 な 状況 に 限定 され 
意見 は 一 致し て いる (4:231 参照 )。 


と いっ た 解釈 が ある (アル テバ ガウ ィ ー5:74 参照 )。 


加 )。 イ ブン ・ ア ル = ア ラビ ー* に 


た も の と いう こと で 、 学 者 間 の 


ま か に も 、「 彼 ら を 戦い で 痛め つけ て 、 戦 利 品 * を 得 た ら 」「 彼 ら と 同じ よう に や り 返 し た ら 」 


60. 員 問 され る 女 間 1159 NN ol ya 
- 預言 者 * よ 、 信 仰 者 の 女 た ち が 、 あ な た と es NE 
アッ ラー* に 何 も 並 べ (て 此 拝 * せ ) DID EE RS BN 
ず !、 姿 まず 、 女 通せ ず 、 (出産 前 で も 後 で FS の EY 
も ) 自分 の 子供 た ち を 殺さ ず ?、 自分 分 た ちの hp 計る 
手 と 足 の 間 で 捉 造 を で っ ち 上 げ ず 3、 普 事 E688 
に お いて あな た に 逆らわ な い 、 と の (区 約 EI NN 
a あな た の も と に や っ て 来 DA 
、 彼女 ら と 警 約 を 交わ し 、 彼女 ら の た 

和 ッ ラー* に お 赦し を を え 。 本 当 に ア 

ッ ラ ー* は 赦し 深い お 方 、 慈愛 3 深い * お 方 な 

の だ か ら 。 

13. 信仰 する 者 た ちよ 、 ア ッ ラ ー* が お 怒り に な | 和英 光 oc ro e5 
うた 民 を 朋 秋 と する の で は な い 。 彼ら は 、 甘 SN rE 
の 住人 で ある 不信 仰 者 * た ち が (、 来 世 で ア OS IN 
ッ ラ ー* の ご 慈悲 : を 受け る こと に 対し て ) | 
望 し て いる よう に 6、 来 世 (で の 褒美 を 得 
こと ) に 対し て 、 i 

1 頻出 名 ・ 用 語 解説 「 シ ルク *」 も 参照 。 

2 「 興 児 (そい じ ) 殺し 」 に つい て は 、 家 畜 章 137 と その 訳注 も 参照 。 

3 「 手 と 足 の 間 で 提 造 を で っ ち 上 げ る 」 と は 、 大 半 の 解釈 学者 に よれ ば 、 夫 の も の で は な い 

子供 を 、 彼 の 子供 で ある と 偽 (いつ わ ) る こと (アル テク ルト ウゥ ビー18:72 参照 )。 


m 


この 「 善 事 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 104 の 訳注 を 参照 。 


この 軟 約 は マッ カカ 開城 * の 際 、 イス ラー ム * を 受け 人 れる 意 
に 対し 、 行 われ た 。 ま た 、 


対 


「 復 活 を 信じ な い 不 信仰 者 * た ち が 、 墓 の 


ee 


それ 以前 、 マ ディ ー ナ * へ と 移住 


党 思 を 表明 し た マッ カ * の 女性 た ち 
* し て きた ムスリム * 女 性 た ち に 


し て も 、 こ の 奪 約 が 取り 交わ され た と され る (前 掲 書 


に 人 っ て いる 
」 と いう 別 の 解釈 も ある 


と に 、 失 望 し て いる よう に … 


芋 18:71 参照 )。 


自分 た ちの 親族 と は 二度と 会 えな い 
(イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:103 参照 )。 


61. 戦列 章 


> ひ 


じ あい っ (と <1 マヤ 品 
慈悲 あま ね く * 慈 愛 深 き * PP 
み な 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


1. 諸 天 に ある も の と 大 地 に ある も の は ( 全 | 5G 
て ) 、 ア ッ ラ ー* を 称え * る 。 か れ は 偉 力 な OE 
ら び な い * お 方 、 英 知 あ ふれ る * お 方 。 


2. 信仰 する 者 た ちよ 、 な ぜ あ な た 方 は 、 自 分 | すじ C つ 5 は oNWUs 
た ち が や り も し な いこ と を 言う の か ? の 3 

3 自分 た ち が や り も し な いこ と を 言う の は 、 CS スー 
アッ ラー* の 御 許 で 、 訪 ま わし いこ と と の 上 る る 
な い の だ 。 

4. 本当に アッ ラー* は 、 か れ の 道 に お いて 、 結 | 4 ュ ン a3 上 た 当所 8 


束 し た 一 つの 建物 の よう に ( 戦 ) 列 を 組ん ああ 0 らし っ 
で 戦う 者 た ち を 、 お 好み に な る 。 


5. ムー サー* が その 民 に 、 (こう ) 言っ た 時 a I 
の こと (を 思い 起こ させ よ ) 。「 我 が 民 よ 、 PD I ORI I ES 
あな た 方 は 、 本 当 に 私 が あな た 方 に 対す る a LR 


アッ ラー* の 使徒 * で ある こと を 確か に 知 
っ て いる の に 、 な せ ぜ せ 私 に 危害 を 加え る の 
か ?」 そし て 彼ら が (真理 を 知っ た 上 で 、 
そこ か ら ) 逸れ た 時 、 ア ッ ラ ー* は 彼ら の 
心 を (、 導き の 受 を 容 か ら ) ね 逸 ら し に な っ 
es アア ッ ラ ー* は 放 逸 な た 民 を お 導き に は な 
ら な い 。 


OILS SLEY 5 


1 マデ ィ ー ナ * 啓 示 で 学者 間 の 意見 は 、 ほ ぼ 一 致 。 一 説 に は 、 こ の スー ラ * 自 体 、 教 友 * た ち が 
「 ア ッ ラ ー* が 最も 好ま れる 行い は 何 か ?」 と 話し 合っ て いた こと を 受け て 、 下 っ た も の と 
され る (アフマド 23788 参照 )。 約束 を 守る こと 、 信仰 に 対す る 誠実 さ 、 ア ッ ラ ー* の 道 に 
お ける 人 努力 奮闘 、 ア ッ ラ ー* の 使徒 * へ の 服従 、 RO LCE (すす ) め な 
ど が 取り 上 げ ら れ て いる が 、 ス ー ラ * 名 と も な っ て いる 「 戦 列 」 は 、 そ の 流れ で 登場 し た も 
の で ある 。 


61. 戦列 章 


6. 


10. 


また 、 マ ル ヤ ム * の 子 イ ー サ ー* が 
言っ た 時 の こと と (を 思い 起こ させ よ ) 。「 イ 
スラ ー イ ー ル の 子 ら * よ 、 本 当 に 私 は 、 1 
ラー* と いう 私 以前 の も の (の 内 容 ) を 確証 
し 、 私 の 後に 到来 する アフ マ ド と いう 名 の 
使徒! の 吉報 を 伝え る 、 あな た 方 へ の アッ ラ 

ー* の 使徒 * で ある 」 。 そ し て 人 彼 の 2 ド ) 
が 、 明 証 2 を 携 えて 彼ら の も と に 到来 し た 時 、 
彼ら は 言っ た 。 「 こ れ は 紛れ も な い 魔術 だ 」。 


自 2 分 が イス ラー ム * へ と 招 か れ て いる の に 、 
アッ ラー* に 対し て 嘘 を 提 造 し た 者 より 、 ひ 
どい 不正 "を 働く 者 が あろ うか ? アッ ラー* 
は 不正 * 者 で ある 民 を 、 お 導 #『 ぎ に は な ら な い 。 


彼ら は 、 その 口先 で アッ ラー* の 御 光 を 消 
し て し まお うと 望ん で いる 。 ア ッ ラ ー "は 、 
た と え 不 信仰 者 * た ち が K お う と も 、 その 御 


ひか り か ん 


光 を 完遂 させ られ る お 方 。 


か れ は 、 そ の 使徒 * を 導き と 真理 の 宗教 ( イ 
スラ ー ム や ) と 共に 遣わ され た お 方 。( そ れ 
は ) か れ が 、 それ (イス ラー ム *) を あら ゆ 

る 宗教 の 上 に 痢 臨 さ せる ため 。 た と え 、 シ 
ルク * の 徒 が (その こと を ) 嫌 が ろ うと も 。 


信仰 する 者 た ちよ 、 あな た 方 に 、 あ な た 方 
を 痛ま し い 懲 六 か ら 救っ て くれ る (偉大 
な ) 商売 を 教え て や ろう か ? 


1 


和牛 章 129「 使 徒 和 | の 訳注 、 
この 「 明 証 


w 


この 「 御 光 」 
「… 君 軌 さ せる 」 の 意味 に つい て は 、 悔 悟 章 33 の 訳 泊 


「 ア フ マ ド 」 


」 と は 、 
(アッ = テ タ バリ ー10:8019 参照 )。 
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は 、 最 後 の 預 言 者 * ム ハン マ ド * の 別名 (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:109 参照 )。 雌 
高 壁 章 157 と その 訳注 も 参照 。 
アッ ラー* か ら 授 か っ た 、 彼 の 預言 者 


仁 を 証明 する 数 々 の 根拠 の こと 


に つい て は 、 悔 悟 章 32 の 同 語 に つい て の 訳注 を 参照 。 
を 参照 。 


61. 戦列 章 


ne2 


こ を 5 ー い 


11。 


12。 


13. 


14. 


アッ ラー* と その 使徒 * を 信じ 、 
財産 と 生命 を か け て 、 ア ッ ラ ー* の 道 に 努力 
故 闘 する の だ 。 それ が 、 あ な た 方 に と っ て 
(現世 の 商売 ) より 善い の だ か ら 。 も し 、 
あな た 方 が 知っ て いた の な ら ば (、 そ うし 
た で あろ う ) 。 


(信仰 者 た ちよ 、 も し そう し た な ら ば 、) 
か れ は あな た 方 の た め 、 あな た 方 の 罪 を お 
艇 し に な り 、 その 下 か ら 河 川 が 流れ る 楽 園 
と 、 永久 の 楽園 の 農 し き 住 まい へ と 、 あな 
た 方 を お 入れ 下さ ろう 。 そ れ は 偉大 な る 騰 
利 な の だ 。 


また 、 あ な た 方 が 欲す る 外 の も の も ( 
と し て 、 お 授け 下さ ろう ) 。 (それ は ) 
ツ ラー* か ら の て 援助 と 、 近い 勝利 。 信仰 
た ち に は 、 吉報 を 伝え よ 。 


信仰 する 者 た ちよ 、 ア ッ ラ ー* の (宗教 へ 
の ) 援助 者 と な れ 。 PP サ 
ー* が 弟子 た ち ! に 「 ア ッ ラ ー\ (の 道 ) へ 
の 、 私 の 援助 者 は 誰か ? 」 と 言い 、 弟 子 た 
ち が 「 私 た ち が 、 アッラー* の 援助 者 で す 」 
と 言っ た よう に 。 そ し て イス ラー イー ル の 
子 ら * の 一 派 は 信仰 し 、 ( 別 の ) 一 派 は 硝 
定 し た 。 そ れ で 、 わ れ ら * は 信仰 し た 者 た 
ち を その 敵 (で ある 不信 仰 の 一 派 ) に 対し 
て 支持 し 、 彼ら (信仰 者 た ち ) は 勝利 者 と 
な っ た の で ある 。 


自分 た ちの 
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イン ョ る の フイ ラン タイ ンタ 
GOI AI OL 
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「 弟 子 た ち 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 52 の 訳注 を 参照 。 


62. 合同 礼拝 章 


. 諸 天 に ある も の と 大 地 に ある も の は ( 全 


直 起ち ま ね く * 表 深き * 


アッ ラー* の 御名 に お いて 


て ) 、 ア ラー* を 称え * る 。 ( 真 の ) 王 、 聖 
内 UM 英知 あ 
ふれ る * お 方 (を ) 。 


か れ は 文 穫 者 た ち ? の 中 に 、 彼ら 自身 の 内 か 
ら 、 その 御 徴 (アー ヤッ を 彼ら に 語 み 聞か 

せ 、 彼 ら を 清め 、 彼ら に 啓典 と 英知 を 教え 
る 一 人 の 使徒 * ( ム ハ ン マ ド や う を 遣わ され た 
お 方 。 (その 使徒 * が 遣わ され る ) 以前 、 彼 
ら は 明白 な 迷い の 中 に あっ た の だ 。 


また (か れ は 、 ) 彼ら の 内 、 まだ 彼ら の と 
ころ に 到達 し て いな い 外 の 者 た ち * に も GG 
彼 を 貴 言わ され た ) o か れ は 偉 力 な ら び な い * 
お 方 、 英 知 あ ふれ る * お 方 。 


$s 


マデ ィ ー ナ “啓示 。 
対す る その 恩恵 の 言及 に 始ま り 、 
列 と 、 


EN | 1 a ー 


OE NA 


2 EN GI EN 
Cs は 2 I 
A Eb えぐ 


ララ ター ンー イン ン 


(に の CO と とう 


@ ょ 3 


ちち bo 


アッ ラー* の 賛美 と 、 預言 者 * ム ハハ ンマ ド * の 使徒 * 性 の 確証 、 及 び 人 々 に 
アッ ラー* の 宗教 に 対す る 態度 に お ける ユダ ヤ 教 徒 * の 悪 
RE スー ラ * の 終わ り は 、 ス ー ラ * 名 と も な っ て お り 、 


イス ラー ム * の 特別 な 宗教 行 事 の 一 つ で ある 金曜 
世 的 諸事 に か まけ る こと な く 、 
っ て 締め くく られ る 。 


啓典 も その 残 諸 も な か っ た 、 


者 * ム ハン マ ド * は 役 ら に だ け 人 遣わ され た わけ で は な い が 、 
顕著 (けん ちょ ) で ある 。 高 壁 章 158 と その 訳注 も 参照 (イブ ン ・ 


する それ より も 大 きく 、 
カス ィ ー ル 8:115 参照 )。 


活 の 
ゥ ビー18:93 参照 )。 


「 清 め る 」「 英 知 」 に 関し て は 、 雌 和牛 章 129 の 訳注 を 参照 
こと の 「 他 の 者 た ち 」 の 解釈 に は 、「 非 アラ ブ 人 」「 タ ー ビ ウ ー ン \」「 預 言 者 * の 死後 か ら 、 復 
日 * ま で の 間 に ム スリ ム * と な っ た 全て の 者 」 な ど と いっ た 諸説 が あめ る (アル テク ルト 


の 「 合 同 礼拝 」 参加 へ の 呼び か け と 、 現 
アッ ラー* の ご 命令 に すぐ 応じ る こと へ の 和 勧 (すす ) め に よ 


[文盲 者 た ち 」 と は 、 そ の 大 半 が 読み 書き を 知ら ず (アル = テバ イダ ー ウ ィ ー5:337 参照 )、 
当時 の アラ ブ 人 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 553 頁 参 照 )。 尚 、 預 言 


彼ら に 対す る 恩恵 は 他 の 民 に 対 


Ro 


62. 合同 礼拝 章 


J 1164 \N、 


4. 


それ ! は か れ が 、 お 望み に な る 者 に 授け られ 
る ア ッ ラ ー* の ど 皿 神 。 か れ は 、 偉大 な る 皿 
穴 の 主 で あら れる 。 


トー スー (の 実践 を 担わ ちさ れ 、 そ の 後 そ 

れ を (請け ) 負わ な か っ た 者 た ち ? の 様子 は 、 

あたかも ( 何 冊 も の ) 書物 を 背負 っ た 、 ロ ) 

バ の 様子 の よう で ある $ アッ ラー* の 御 徴 

を 嘘 呼ば わり RA 何と 醒 悪 な 

と と か 。 アッ ラー* は 不正 * 者 で ある 民 を 、 お 
導き に は な ら な い 。 


i ) 言っ て や れ 。 「 ユ ダ ヤ 教 徒 * 
で ある 者 た ちよ 、 も し 自分 た ち が 人 々 を 差 
し お いて アッ ラー* と 親密 な 者 で ある と 言 
い 張 る な ら 、 死 を 望ん で みた らい か が か ? 
も し 、 あ な た 方 が 真実 を 語っ て いる と いう 
の で あれ ば 、 だ が 」。 5 


. 彼ら は 自分 た ち が 行 っ て きた こと ゆえ 、 決 


し て その よう な こと を 望ん だ り は し な い 。 
アッ ラー* は 、 不 正 * 者 た ち を ご 存 知 の お 方 。 


言っ て や れ 。「 本 当 に 、 あ な た 方 が 逃げ て 
いる 死 、 そ れ は まさ し く 、 あ な た 方 と 対面 
する こと に な る も の 。 . そ れ か ら あ な た 方 は 
(復活 の 日 *) 、 不 可視 の 世界 * と 現象 界 ? を 
ご 存 知 の お 方 (アッ ラー へ と 戻さ れ 、 そ 


to 


ww 


に 


5 


6 


「 そ れ 」 と は 、 
ユダ ヤ 教 徒 * の こと (前 掲 書 、 同 
つま り 彼 ら は 


ろか 、 そ れ を 
ー ル 8:117 参照 )。 


参照 )。 
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彼ら アラ ブ 人 の も と に 使徒 * が 遣わ され た こと ( ム ヤ ッ サ ル 553 頁 参 照 )。 


た 生計 井本 だ 解せ ず 、 そ れ に 従っ て 行い も し な い ど こ 
分 た ちの 都合 の よい よう に 解釈 し た り 、 改ざん し た り し た (イブ ン ・ カ スィ 


この 「 御 徴 」 は 、 預言 者 * ハ ムハンマド * の 使徒 * 性 の 正 し さ を 示す 証拠 (アル = バイ ダー ウィ 


ー5:338 参照 )。 
雌牛 章 94、 食 卓 章 18 な ども 参照 。 
「 現 象 界 」 に つい て は 、 家 畜 章 73 の 訳注 を 参照 。 


62. 合同 礼拝 間 1165 NN EE 
し て か れ は あな た 方 に 、 あ な た 方 が 行っ て 
いた こ と を お 告げ に な ( り 、 そ れ に 対し て 
報 わ れ ) る の だ 」。 

9 信仰 する 者 た ちよ 、 合 同 の 日 金曜 日) に ( 合 | ozs206 め codfg 
同 ) 礼 礼拝 に 呼び か けら れ た ら ! ア ッ ラ ー* の 唱 8 ゆっ し 5 も Va | 
念 z に 励み 、 商 売 (な ど 、 あ ら ゆ る 仕事 ) を oo の も の まく 
! 断 する の だ 。 それ が あな た 方 に と っ て 、 よ 
り 善い の だ か ら 。 も し 、 あ な た 方 が (その こ 
と を ) 知っ て いた の な ら (、 そ う せ よ ) 。 

IO そし て ( 合 還 ) 入 が 終わ っ た ら 、 大 地 に MNO 
拡散 し 、 ア ッ ラ ー* の ご 恩 籠 を 求め 、 ア RS つり 
ラー* を 多く 唱 念 する が よい 。 人 っ と 3Y ま 人 
成功 する よう に 。 

ii. 彼ら (一 部 の 人 ムスリム”) は 商売 や 戯れ ご | ある 
と を 目 に し た 時 、 あ な た を (説教 壇 の 上 に ) TIN TE Nc Cl 

の NEO 


立っ た まま 放っ た ら か し に し て 、 散り 散り 
に な っ て (そこ へ と ) 去っ て し まっ た 。 ( 融 
言 者 * * よ 、 ) 言っ て や れ 。 「 ア ッ ラ ー* の 件 許 
に ある も の ( 礁 美 ) の 方 が 、 戯 れ ど と より 
も 商売 より も 善い 」 。 ア ッ ラ ー* は 、 最も よ 


く 糧 を 授け られ る お 方 で ちら れる 。 3 


\ 


1 この 「 呼 び か け 」 は 、 第 三代 カリ フ ・ ウ スマ ー ン * が 人 口 の 増加 ゆえ に 新た に 付け 加え 、 現 


sl 


w 


在 まで 存続 する 「 一 度目 の 呼び か け 」 で は な く 、 預言 者 * が 説教 壇 に 入っ た 時 点 で 行わ れ て 


いた 、 現 在 に お ける 「 二 度目 の 呼び か け 」 の こと 。 尚 、 金 曜日 の 合同 礼拝 の 参加 は 、 健 康 
ある 自由 民 で 成人 * 男 性 の 参加 が 義務 


ト の 間 題 な ど 正当 な 理由 が な い 限 り 、 定 住 し た 状態 に 
づけ られ る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:122 参照 )。 


つま り 説 教 を 聴き 、 そ の 後に 続く 礼拝 を 行う こと ( ム ヤ ッ サ ル 554 真 参照 )。 
と ある 金曜 日 の 合同 礼拝 の 最 中 、 マ ディ ー ナ * に 隊商 が 到着 し 、 わ ず か な 人 数 を 除き 、 人 々 


が そこ へ と 立ち 去っ て し まっ た こと が あっ た 。 この ア 
その 時 期 、 マ ディ ー ナ * は 貧し さと 


と され る (アル = テ ブ ハー リー4899 参照 )。 一 計 


(こん きゅう ) の 中 に あっ た (アッ = テ シ ャ ウ カ ー ニ ー5:303 参照 )。 


ー ヤ * は 、 その 出来 事 に 関し て 下っ た 


困 徐 
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に じゃ 第 63 章 
論 信 者 * た ち 章 (アル テム ナー フィ クー ン )} 


3 
2 


じ 
慈 尋 ド まあ まね < * 基 愛 迷 き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


1. (使徒 * よ 、 ) 偽 信者 * た ち は 、 あな た の も と SI SE RIEY 
に や っ て 来 た 時 、 (こう ) 言っ た 。「 私 た A AN 
ち は 、 あ な た と そ が まさ に 、 ア ッ ラ ー* の OI 
使徒 * で ある と 証言 し ます 」 一 一 アッ ラー* 
は 、 本 当 に あな た こそ が まさ し く 、 か れ の 
全 徒 "で ある こと を ご 存 知 で ある 一 一 9 ツ 
ラー* は 、 本 当 に 人 人 者 "た ちか まさしく 里 
き で ある こと を 、 証 言 し 給 う の だ 。 


2 彼ら ( 偽 信 者 * た ち ) は 、 自 分 た ちの ( 嘘 の ) | Jo の 負 完 653 
辻 約 を 盾 代わ り と し へ (自分 た ちと 人 々 を ) OI 
2 2 道 か ら 阻 ん だ 。 本 当 に 1 


ヽ 彼ら が 行っ て いた とこ と は 、 何と 忌 ま 


ー ぞ 


A 
AA 


0 と か 。 
3 それ と いう の も 、 彼 ら は (口先 だ け で ) 信 RIL ES 
仰 し 、 それから (内 心 で は ) 不信 仰 に 陥り rr 


その 心 が (不信 仰 ゆ え に ) 塞 が れ て し まっ 
た か ら で あ る 。 ゆ え に 、 彼 ら は 理解 する こ 
と が な い 。 


マデ ィ ー ナ * 啓 示 。 ム スリ ム * た ち が あ る 戦い (イブ ン ・ カ スィ ー ル * に よれ ば 、 こ れ を ヒ 
ジュ ラ 暦 *6 年 の ム ス タ ラ ク 族 の 戦い と する の が 、 Na 8:127 参照 ) の た 
め に 出征 し た 際 、 偽 信者 * の 長 イ ブン ・ ウ バイ イ * が 陰 で ー ヤ *7-8 に ある よう な 言葉 
を 口 に し た 。 彼 は 後に 、 そ の 言葉 の 真備 (し ん ぎ ) Ri アッ ラー* に 約 
っ て それ を 否定 し た (アー ヤ *2 参照 。 こ の スー ラ * は 、 I 
され る (アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー3313 参照 )。 主 に 偽 信者 * の 悪 稔 と イス ラー ム * へ の 敵意 
が 描か れる が 、 後 半 は 信仰 者 た ち に 対す る 、 来 世 の た め の 出 費 の 勧 (すす ) め に よっ て 
締め くく られ る 。 


この 表現 に つい て は 、 抗 弁 する 女 章 16 と その 訳注 を 参照 。 
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EN | ye ーW 


4. また 彼ら ( 偽 信 者 * た ち ) を 見 て みれ ば 、 


その (結構 な ) 風体 は あな た の 気に入る だ 
ろう 。 そし て 彼ら が 話せ ば 、 あ な た は その 
(巧み な ) 言葉 に 耳 を 傾け る だ ろう 。 彼ら 
は まる で 、 立 て か けら れ た 木材 の よう '。 
(その 臓 病 さと 恐怖 ゆえ 、) 全 て の 大 声 が 、 
自分 た ち に 向け られ た も の だ と 思い 込ん 
で いる 2?。 彼 ら は 敵 で ある か ら 、 警 式 せ よ 。 
アッ ラー* が 彼ら を 成敗 し て 下さ いま す よ 
う 。 彼 ら は どう し て 、 (真理 か ら ) 背 か さ 
れる の か ? 


また 、 彼 ら ( 偽 信者 * た ち ) に 、「 ( 悔 悟 し 
て ) 来 な さい 、 ア ッ ラ ー* の 便 徒 * が あな た 
方 の た め に ( 罪 の) 散 し を を う て く れ よう 」 
と 言わ れ た 時 、 彼 ら は その 顔 を 背け た 。 そ 
し て (使徒 * よ 、 ) あな た は 彼ら が 思い 
が りつ つ 、 (その 招き を ) 拒む の を 目 に し 
た の だ 。 


(使徒 * よ 、) あな た が 彼ら の た め に 放し 
を を うた と し て も 、 彼 ら の た め に 赦し を 
を わな か っ た と し て も 、 彼 ら に は 同じ こ 
と 。 ア ッ ラ ー* は 彼ら の た め に 、 (その 罪 
を ) お 赦し に は な ら な い 。 本 当 に アッ ラ 
ー* は 放 逸 な た 民 を 、 お 導き に は な ら な い の 
だ か ら 。 
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to 


これ は 、 
や 壁 の 補強 に 
参照 )。 
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見 た 目 は よい が 、 理解 力 の な いこ と の 例え 。 壁 に 立て か けら れ た 木材 は 、 屋 根 
いら れる 木材 と は 違い 、 無益 (むせ え き ) で ある (イブ ン ・ ジ ュ ザ イィ 2:449 


偽 信者 * た ち は 常 に 、 預 言 者 * が 彼ら の こと を 殺す 命令 を 出す の で は な いか 、 と 恐れ て いた 。 


声 、 啓 


彼ら は 捜索 (そう さく ) 命令 、 


、 盛 示 が 下っ た と の 知ら せ を 


に する と 、 動 挿し た も 


の だ っ た (イブ ン ・ ア ティ ー 84312 参照)。 悔 悟 章 64 も 参照 。 


63. 偽 信者 た ち 章 116s OM pe 
7. 彼ら ( 偽 信 者 * た ち ) は 、「 ア ッ ラ ー* の 使徒 | 2 の gs3 9 計っ 
“の も と に いる 者 た ち に は 、 彼ら が ( ム ハ ン | の 和 80 0 
マ ド * か ら ) 離散 する まで (財産 を ) 費やす Yo NG kN 
の で は な い 」 と 言う 者 た ち !。 ア ッ ラ ー* に っ 
こそ 、 諸 天 と 大 地 の 宝 庫 は 属す る と いう の 
に 。 し か し 偽 信者 * た ち は 、 ( 糧 を 司 る の 
は アッ ラー* だ け と いう こと を ) 理 解 し な い 
の だ 。 

8. 彼ら は 言う 。「 も し も 私 た ち が マデ ィ ー ナ ER NOS NR 
* に 帰っ た な ら ば 、 最も 偉 力 ある 者 が 、 最 A 
も 卑しい 者 ? を (そこ か ら ) 追放 する で あろ SD eG A 
う 」 。 本 当 に ア ッ ラ ー* に こそ 、 . そ し て その ONIN 
使徒 * と 信仰 者 た ち に 偉 力 は 属す る 
と いう の に 。 し か し 偽 信者 * た ち は 、( そ の 
こと が ) 分 か ら な い の だ 。 

9 信仰 する 者 た ちよ 、 あ な た 方 の 財産 と 子供 | うに 95YU2z っ 所 
た ち が 、 あな た 方 を ア ッ ラ ー* の 中 | 念 か ら A Fr 
背け させ て し まう よう で は な ら な い ?。 誰 で つつ アン まあ 35 
あろ うと そう する 者 、 そ れ ら の 者 た ちと そ 
は 損失 者 な の で ある 。 

10. そし て (信仰 者 た ちょ) 、 わ れ ら * が あな I ig 
た 方 に 授け た も の の 内 か ら 、( 善 いこ と に ) Ca ET 
費やす の だ 。 あ な た 方 の 内 の 誰か に 死 が oR 
到来 し 、「 我 が 主 * よ 、 私 (の 死 ) を 近い Osi 
期限 まで 、 延期 し て 下さ い 。 それ に よっ て 

1 この 言葉 、 及び アー ヤ *8 の 偽 信者 * の 言葉 の 背景 に ある も の に つい て は 、 ス ー ラ \ 冒 頭 の 訳 

注 を 参照 。 
2 この 偽 信者 た ちの 言葉 の 中 の 「 最 も 偉 力 ある 者 」 と は 、 ス ー ラ *\ 冒 頭 の 訳注 に も ある よう に 


イブ ン ・ ウ バイ イ *、 
ド * と 、 


及び その 
彼 の 仲間 た ち ( ア 


— 


3 戦利 品 * 章 28 の 訳注 も 参照 。 
「 わ れ ら * が 授け た も の の 内 か ら … 費 や す 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 3 の 訳注 を 参照 。 


中 間 の 備 信者 * た ち 。「 最 も 畠 し い 者 」 と は 、 預 言 者 * ム ハン マ 
ッ テ サ アデ ィ ー865 頁 参 照 )。 


63. 偽 信者 た ち 章 


1169 ON YY 


11. 


私 が 施し を し 、 正 し い 者 * た ちの 仲間 と な 


れ ま す よ うに 」 な ど と 言う よう に な る 前 


is 

アッ ラー“ は 誰 の こと も 、 その ( 死 と いう ) 
A 延期 し て 下さ ら な い 。 
そし て アッ ラー* は 、 あ な た 方 が 行う こと に 
通 暁 され (、 そ の 行い に 報 わ れ ) る お 方 で 
あら れる 。 


っ そし イセ 


POPAPARIPK( を も が 
W 5 ご に 


1 いざ 復活 の 日 * (ある い は 死 ) が 到来 する と 、 彼 ら は 現世 で の 猫 予 を 求め た り 、 自 分 た ち を 


現 


イブ ラー ヒー ム * 章 44、 信 仰 者 た ち 章 99-100、 ア ッ 


深 


ヽ お 方 章 11-12、 相 談 章 44 も 参照 。 


世に 返し て くれ る こと を 頼ん だ りす る が 、 そ れ は 叶わ な い 。 家畜 章 27-28、 高 壁 章 53、 


= サジ ダ * 章 12、 創成 者 * 章 37、 赦し 


64. 騙 し 合い 章 


CET Pb 


. 諸 天 に ある も の と 大 地 に ある も の は ( 全 


じ ひ じ あい 
慈悲 あま ね く * 慈 愛 深き * 


み な 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


て) ペア ッ ラ ー* を 称え * る 。 か れ に こそ ( 全 
て の ) 王権 は あり 、 か れ に こそ 称賛 * は ある 。 
そし て か れ は 、 全 て の こと が お 出来 に な る 
お 方 。 

か れ が 、 あ な た 方 を 創造 され た お 方 で あら 
れる 。 そ れ で 、 あ な た 方 の 内 に は 不信 仰 者 * 
も いれ ば 、 NT 
アッ ラー* は 、 あ な た 方 が 行う こと を ど ご覧 

な る お 方 。 


か れ は 、 諸 天 と 大 地 を 真理 に よっ て お 創り 
に な り ?2、 あ な た 方 を 形作ら れ 、 そ の 形 を 最 
善 の も の と され た 。 そし て か れ に こそ 、( 復 
活 の 日 * の ) 行き 先 は ある 。 


か れ は 諸 天 と 大 地 に ある も の (全て ) を ご 
存 知 で あり 、 (人 々 よ 、) あな た 方 が 秘密 
に する こと と も 、 露 わ に する と 1 と も ご 存 知 に 
な る 。 ア ッ ラ ー* は 、 胸 中 に ある も の を ど 


存 知 の お 方 。 
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マデ ィ ー ナ * 啓 示 (マッ カ * 啓 示説 も あり )。 全 て の 所 有 者 、 創 造 主 で あら れる アッ ラー* の 


アッ ラー* と その 使徒 *、 ク ルアー 
愛 に 湧 (お ぼ ) れる こと へ の 警 
使徒 * へ の 服従 、 
ー ラ * 名 は 、 フ 7 


賛美 に 始ま り 、 か れ に 対し て 人 間 が 信仰 者 と 不信 仰 者 * に 分 か れ た こと 、 そ し て アッ ラー* 
と その 使徒 *、 復活 を 否定 し た 過去 の 不信 仰 者 * た ちの 結末 が 、 警告 と 共に 
ン * の 信仰 へ と 招く と 共に 、 
告 が な され 、 er pg oii (けい けん ) * さ 、 
アッ ラー* の 道 に お ける 出費 の 勧 (すす ) め に よっ て 締め くく られ る 。 ス 
Oa at 「 騙 し 合い の 


か れる 。 また 、 
復活 の 日 * の 恐怖 、 及 び 現 世 


」 に 由来 。 


イム ラー ン 家 章 191「 我 ら が 主 * よ … あ り ま せん 」 の 訳注 も 参照 。 


64. 騙 し 合い 章 ブ 1171 い NN、 ANS pe 1 
5. (シル ク * の 徒 よ 、) 一 体 あな た 方 の も と に 、 lS SO」 
(あぁ な た 方 ) 以前 に 不信 仰 に 陥り 、 自分 た の ob 
ちの 事 ! (ゆえ ) の 江 を (現世 で ) 味わっ た 
者 た ちの 消息 は 届か な か っ た の か ? そし 
て 彼ら に こそ は 、 (来世 に お いて ) 痛ま し 
い 懲 罰 が ある の だ 。 

6 それ は 、 彼 ら の も と に 彼ら の 使徒 * た ち が 明 っ 8 由 
証 2 を 携え て 到来 し た 後 、 「 一 体 、 人 間 が 私 | cb あ iM6CotS 
た ちの こと を 導く だ と ?3」 と 言っ て 不信 爺 2 
に 陥り 、 (真理 に ) 背 を 向け た か ら で あ る 。 
アッ ラー* は 、 (彼ら の 信仰 や 崇拝 * な ど ) 無 
要 な の だ が 。 ア ッ ラ ー* は 満ち 足り た * お 方 、 

a 

7 條 人 人 に 科 っ た 者 た ち は 、 (死後 ) 自分 | scadd5o 折 る 
た ち が 蘇 ら さ れ な いと 言い 張っ た 。 EGLO 
(人 よ 、 ) 言っ て や れ 。 「 い や 、 我 が る OA 

半 * に か け て ( 約 う ) 。 あな た 方 は 必ず や 
菊 ら さ れ 、 そ れ か ら 自 分 た ち が ( 現 世 で ) 
行っ た こと を 、 必ず や 告げ 聞か せら れる 
の だ 。 それは アッ ラー* に と っ て 、 容易 な 
と と 」。 

8. な ら ば (シル ク * の 徒 よ ) 、 ア ッ ラー* と その DA 
使徒 *、 わ れ ら * が ( 彼 に ) 下 し た 光 * を 信じ OE ok 
よ 。 ア ッ ラ ー* は 、 あ な た 方 が 行う とこ と に 通 
隣 さ れ て いる お 方 。 


= 


1 い 】 


ww 


に 


彼ら の 不信 仰 と 、 
アッ ラー の 唯一 性 * 
5:363 参照 )。 

彼ら は 、 使徒 * が 
ゆえ に 、 


分 た ちと 同様 の 人 間 で ある こと に 対し 、 高 慢 に な っ た 。 そ し て その 理 
真理 に 従 ち うと し な か っ た (アッ テー タバ リー10:8056 参照 )。 


悪行 と いう 「 事 」( ム ヤッ サル 556 頁 参照 )。 
と 、 使 徒 * の 正 し さ を 証明 する 「 明 証 」 の こと (アル ー ジ ャ ザー イリ ー 


こと の 「 光 」 は 、 ク ルアー ン * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 556 頁 参 照 )。 


64. 騙 し 合い 章 ne i 

9. か れ が 、 あ な た 方 を 集合 の 日 に お 集め に な | S358 っ と の か と る っ る 41 
る (復活 の ) I 8 5 に の たと 65322 に 220 し 0 

ズ へ) ン 
れ は 、 騙し 合 い の 日 ーー a SN 
ッ ラ ー* を 信じ 、 正しい 行い * を 行う 者 に は 、 Oa EE 
か れ (アッ ラー*) が その 悪行 を 帳消し に と と eo と 
し て 下さ り 、 そ の 下 か ら 河 川 が 流れ る 楽園 
に 人 れ て 下さ ろう 。 彼ら は そこ に 、 ず っ と 
遠 に 留まる 。 そ れ は 偉大 な 勝利 な の だ 。 

10. また 、 不 信仰 で 、 われ ら * の (唯一 性 * を 示す ) a NCAA 305 
御領 を 嘘 呼ば わり し た 者 た ち 、 それ ら の 者 た | 
ち は 地 獄 の 徒 。 彼ら は そこ に 永遠 に 留まる 。 @ a 
その 行き 先 は 、 何 と 醒 悪 な こと だ ろう か 。 

11. いか な る 人 災難 も 、 ア ッ ラ ー* の お 許し な し に | 00 rE 

は 降り か か る こと が な い ?。 そし て アッ ラー RUS 

‘eC. 0 - oi 
が その 心 を 導い て 下さ ろう 3 ョ ジグ ー テ ーー 
は 、 全 て の こ 0 

12. (人 々 よ 、 ) アッ ラー* に 従い 、 使徒 * に 従 | e825 
え 。 そ れ で 、 も し あな た 方 が (アッ ラー* ON EC 2 
と その 使徒 * へ の 服従 に ) 1 背 い た と し て も 、 - 
われ ら * の 使徒 * の 義務 は 、 (真理 を ) 解明 す 
る (啓示 の ) 伝達 の みな の で ある 。 

13. アッラー* は 、 か れ の 外 に ( 真 に ) 崇拝 * さ | を = 沙 人 あ 列 人 み IN 
れる べき も の が な い お 方 。 信 仰 者 た ち に $、 つ * ぁ 9 


は 、 アッ ラー* に こそ 全て を 委ね * さ せよ 。 


1 


「 騙 し 合い の 日 」 と は 、 


復活 の 


* の 名 前 の 一 つ 。「 騙 し 合い 」 の 語 
ン 」 の 意味 は 、 取 引 で 相手 に 損 を させ る こと 。 つ まり 復活 の 日 * に 、 
入れ 、 地 獄 の 徒 が 地獄 を 手 に 入れ る こと が 、 
せ た か の よう に 貼 (た と ) えら れ て いる (雌牛 章 


源 と な っ て いる 「 ガ ブ 
天国 の 徒 が 天国 を 手 に 


あたかも 天国 の 徒 が 地獄 の 徒 に 損 な 取 引 を さ 
16 も 参照 )。 ま た 、 


その 日 、 不 信仰 者 * 


は 信仰 を 放棄 (ほう き ) し た こと で 、 信仰 者 は その 全 ら な さと 時 間 の 無駄 づか い に よ っ て 、 


その 損失 が 明白 に な る (アル テク ルト ウゥ ビー18:136-137 参照 )。 
2 鉄 章 22 も 参照 。 


3 


状態 」 へ と 導い て 下さ ろう 、 と いう 


「 ア ッ ラ ー* の ご 命令 へ の 服従 と 、 か れ の 定め た こと に 対す る 満足 、 そ し て より 善い 言動 と 


と と ( ム ヤ ッ サ ル 557 頁 参 照 )。 


64. 騙 し 合い 章 ゾ n73 NN i 
14. 信仰 する 者 た ちよ 、 実 に あな た 方 の 妻たち Ok EG 
と 子供 た ちの 内 に は 、 あ な た 方 へ の 敵 ! が い | 36z と いあ ょ と っ っ 絢 
る 。 ゆ え に 、 彼ら を 警 式 せ よ 。 そし て 、 も ER 
し あな た 方 が (彼ら の 悪行 を ) 大 目 に 見 、 
見 逃し 、 赦 し て や る な ら ば 、 本 当 に アッ ラ OSIENE 
ー* は (あな た 方 に 対し て ) 赦し 深い お 方 、 
慈愛 深い * お 方 で あら れる 。 

15. あな た 方 の 財産 と 子供 た ち は 、 試練 に 外 な EE DI 
ら な い % . そ し て ア ッ ラ ー* の 御 許 に こ の Ab なし 2 
(その 試練 に 打ち 勝っ た 者 へ の ) 偉大 な 夏 
美 が ある 。 

16. な ら ば (信仰 者 た ちよ ) 、 出来 る 限り アッ ラ | Psi も た Iica0 旗 
ー* を 長 れ *、 (使徒 * の 言う こと を よく ) 間 本 PS 
き 、 ( 彼 の 命令 に ) 従い 、 ( ア ッ ラ ー* か らち 接 ON TE 
か っ た も の か ら ) 費 や せ 3、 (そう すれ ば ) 
あな た 方 自身 の た め に 善い の で ある 。 誰 で あ 
ろう と 、 自 分 自身 の 貧 欲 さか ら 守 られ た 者 、 
それ ら の 者 た ちこ そ は 成功 者 な の だ 。 

17. も し 、 あ な た 方 が アッ ラー* に よき 貸付 * を DC I 
する の で あれ ば 、 か れ は それ を あな た 方 の | ⑧ に 分 る 0 
た め に 人 邊 増し て 下さ り 、 あな た 方 の た め に 
( 罪 を ) お 赦し 下さ る 。 ア ッ ラ ー* は よく 労 
わら れる * お 方 、 寛 大 な * お 方 。 

18. (か れ は ) 不可 視 の 世界 * と 現象 界 5 を ど ご 存 NG AS 


知 の お 方 、 偉 力 な ら び な い * お 方 、 英 知 あ 
ふれ る * お 方 で あら れる 。 


| 


1 アッ ラー* の 道 か ら 阻 (は ば ) み 、 か れ へ の 服従 を 怠 (お こ た ) ら せ よ うと する と いう 意 


で の 「 英 」 と いう 


こと ( ム ヤ ッ サ ル 557 参照 )。 


2 戦利 品 * 章 28 の 訳注 も 参照 。 
3 肉牛 章 3「 わ れ ら * が 授け た も の か ら … 費 や す 」 の 訳注 も 参照 。 


4 アッ ラー* に 対す る 「 よ き 貸 付 」 に つい て は 、 雌 


5 


「 現 象 界 」 に つい て は 、 家 畜 章 73 の 訳注 を 参照 。 


F 章 245 の 訳注 を 参照 。 
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次 起ち まね く * 迷 


愛 深き * 
アッ ラ ー* の 御名 に お いて 
者 千 千 よる あな た 方 (あな た と 信仰 者 た ち ) 


が 女性 ( 妻 ) た ち を 離婚 し (よう と 思っ ) た 
な ら 、 イッ ダ * に 離婚 し *、 イッ ダ * (の 期間 ) 
を 数 え 上 げ よ ?。 そし て 、 あな た 方 の 主 * ア ッ 
ラー* を 長 れる * の だ 。 彼女 ら が 紛れ も な い 梗 
行 5 を 犯さ な い 限 り 、 (イッ ダ * が 終わ る まで 
は 、) 彼女 ら を 彼女 ら の (住ん で いる ) 家 か 
ら 追 い 出 し て は な ら な いし 、 彼 女 ら も (そこ 
9 ei 
ー* の 決ま り で あり 、 ア ッ ラ ー* の 決ま り を 侵 
す 者 は 誰 で も 、 自 分 対し て 際 か に 
を 働い て いる の で ある 。 (離婚 する 者 よ 、 ) 
あな た は アッ ラー* が (離婚 の ) その 後に 、 何 
ら か の 事 を 引き 起こ され る か も し れ な いと い 
うこ と 6 を 、 知 ら な い の だ か ら 。 


= 


sj 


ww 


wn 


oo 


マデ ィ ー ナ '* 啓 示 。 ス ー ラ * 名 は 、 
法規 定 と 作法 の 説明 に 


に 逆らっ た 過去 の 民 の 結末 や 、 


20 i 


2 


2 


C 
4 


プン ンー ン ン > 


SO 


冒頭 か ら 始 まり スー ラ * の 大 半 を 占め る 、 離婚 に つい て の 
来 。 婦人 章 を 「 大 きい 婦人 章 」、 本章 を 「 小 さい 婦人 章 」 と 呼ぶ こ 
と も ある 。 離婚 と いう 重大 な テー マ ゆ え 、 随 所 (ずい し ょ ) に 
そ ) れる * こ と が 勧 (すす ) め ら れ て いる 。 ス ー ラ * の 最後 は 、 
アッ ラー* の 御 力 と 唯一 恒 


お いて 、 ア ッ ラ ー* を 思 (お 
アッ ラー* と その 使徒 E* た ち 


Py の 第 に よっ て 幕 を 閉じ る 。 


と の 預言 者 * ハ ハン マ ド * へ の 呼び か け に つい て は 、 雌 和牛 章 120 の 訳注 を 参照 。 


つま り 彼 女 が 月 経 中 で は な く 、 か つ 最 近 の 
る い は そう で な けれ ば 、 彼 女 の 妊 
ヤッ サル 558 真 参照 )。 


ト 


娠 が 明らか 


イッ ダ * の 期間 は 、 女性 の 状態 に よっ て 異な る 。 詳し く は 雌牛 


を 参照 


No 


H 経 後に まだ 性 交 


に な っ て いる 状態 で 離婚 せよ 、 


し て いな い 状 態 に お いて 、 あ 
と いう こと ( ム 


T 


章 228「 三 度 の 月 経 」 の 訳注 


「 紛 れ も な い 醸 行 」 と は 、 到 通 (か ん つう ) を 始め 、 夫 と その 家族 に 対す る 敵対 や 、 言 動 に よ 
る 害 な どの こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:143-144 参照 )。 密 蜂 章 90「 醸 行 」 の 訳注 も 参照 。 


つま り 気 が 3 


変わ っ て 、 彼 女 と 復 線 し よう と 思う よう に な る こと ( ム ヤ ッ サ ル 558 頁 参照 )。 
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ノ n75 


| っ ー1% 


. 彼女 ら が その 期限 ( イ ッ ダ * の 終わ り ) に 
差し か か っ た な ら ば 、 彼女 ら を 適切 な 形 で 
留め 置く か 、 ある い は 適切 な 形 で 別れ よ *。 
まだ ( 復 線 す る に せよ 、 別れ る に せよ ) 、 
あな た 方 の 内 の 公正 な 男性 二 人 に (それ 
を ) 証言 させ 、 (証人 た ちよ 、) あな た 方 
は アッ ラー* に 対し し っ か り 証 言 せ よ 。 そ 
れ は 、 アッ ラー* と 最後 の 日 * を 信じ る 者 が 
訓 戒 を 受け る と ころ の も の 。 誰 で あろ うと 

アッ ラー* を 県 れる * 者 に 、 か れ ( ア ッ ラ ー 
6 は (あら ゆる 困難 か ら の ) 出口 を お 授け 
に な る 。 


8 また 、 か れ は 、 彼 が 思い も よら な い 所 か ら 

糧 を お 授け に な る 。 アッ ラー* に 全て を 甘 ね 
る * 者 に と っ て は 、 内 (アッ ラー*) だ け で 
十分 。 本当 に ア ッ ラ ー* は 、 物 事 を (望み 通 
り に ) 成就 させ られ る お 方 。 アッ ラー* は 確 
か に 、 全 て の 物事 に 定め を 与え られ た の だ 。 


. あな た 方 の 女性 ( 妻 ) た ちの 内 で 閉経 し た 
者 た ち は 、 あな た 方 が (彼女 ら に つい て の 
法規 定 に ) 疑惑 を 抱く の で あれ ば る 2 彼女 ら 
の イ ッ ダ * は 三 ヶ月 で ある 。 そ し て 、 和 
潮 を 迎え て は いな い 者 た ち も (同様 ) 。 

た 、 身重 な 者 た ちの (イッ ダ * の ) 人 
彼女 ら が その 荷 を 降ろ すま で 。 誰 で あろ う 
と ア ッ ラ ー* を 良 れ る * 者 に は 、 か れ ( ア ッ ラ 
ー? が (現世 と 来世 に お いて 、) その 物事 
を 容易 くさ れる の で ある 。 


1 雌牛 章 229 の 同様 の 表現 の 訳注 も 参照 。 
2 一 説 に この アー ヤ * は 、 月経 の な い 者 や 、 妊婦 の イッ ダ * 


た 。 ま た 「( 月 経 の 到来 に 関し て ) 
ィ ー ル 8:149 参照 )。 


疑惑 を 抱く 場 


a 


Fa RE 
EDA が 6 
Ga I IE RNR 

NRA LS 

の しら に 4 


プン OE RT 
CP CT | 
OHSE AN \ es 


ear 

PENG プー 35) Po 
CI らち る 5 

ER 

Oe A LN 


に 関す る 教 友 * の 質問 を 受け て 下っ 
合 に は 」 と いう 解釈 も ある (イブ ン ・ カ ス 
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5. (人 々 よ 、) それ が 、 か れ が あな た 方 に 下さ れ 2 の A 
た ア ッ ラ ー* の ご 命 合 令 。 そ し て 、 誰 で あろ うと ア | る 32 | 
ッ ラ ー* を 藤 れる * 者 に 、 か れ (アッ ラー や は で 
の 暑 行 を 帳 消 し に し て 下さ り 、 彼 の た め に ( 来 
世 で の ) 奉 美 を 偉大 な も の と し て 下さ る の だ 。 


6. (イッ ダ * の 期間 中 、) 彼女 (離婚 宣告 を DIE SA 

た 自分 た ちの 妻 ) ら を 、 edie ob LS 
いる 場所 に 、 あ な た 方 の 能力 に 応じ て 、 住 TNE GE EE 
まわ せよ 。 ま た 、 (住ま いか ら 出 て 行か せ も 
る 魂胆 で ) 彼女 ら に 嫌がら せ し て 、 彼女 ら 
を 害し て は な ら な い 。 そ し て 、 も し 彼女 ら 
WE 受け た 妻たち ) が 身重 だ っ た 
ら 、 彼女 ら が その 荷 を 降ろ すま で 、、 彼女 ら 
に 出費 せよ 。 また (離婚 後 ) 、 役 女 ら が あ 
な た 方 の た め に (報酬 を 条件 に ) 授乳 する 
な ら ば 、 彼 女 ら に は その 報酬 を 与え 、 あ な 
た 方 の 間 で 善 事 を 勧め 合う 2 が よい 。 そ し て 、 
も し 互い に 困難 を 見 出し た な ら ば 3、 別 の 女 
性 が 彼 (乳児 ) に 授乳 する こと に な る 。 

7。 余裕 が ある 者 に は 、 そ の 余裕 ある も の の 内 | 92 和 8 の まっ あっ 
か ら (、 離 婚 宣 告 し た 自分 の 妻 と 、 そ の 子 | MES 交 dES92Skcce asa 
供 に ) 出費 させ よ 。 また 、 糧 に 乏しい 者 に OF sc レ 
は 、 ア ッ ラ ー* が 彼 に お 授け に な っ た も の の 
内 か ら 、 出 費 さ せよ 。 ア ッ ラ ー* は 誰 に も 
か れ が ね 折り け に な っ た 以上 の も の を 負わ せ 
られ な い の だ か ら 。 アッ ラー* は や が て 、 逆 
i ee 


ou a A 


1 つま り ア ー ヤ *4 に も ある よう に 、 イ ッ ダ * を 終え る まで 、 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 559 頁 参照 )。 

2 「 善 事 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 104 の 訳注 を 参照 。 夫婦 は 、 離婚 を 宣告 され た 妻 が 
イッ ダ * に ある 時 も 、 実際 に 離婚 する 時 も 、 自分 た ち 自 身 や 子供 た ちの 現世 と 来世 に お ける 
福利 に お いて 、 善 事 を 勧め 合わ な けれ ば な ら な い (アッ テー サ アァ ディ ー871 頁 参 照 )。 

3 離婚 し た 実母 が 、 子 供 を 授乳 する こと で 合意 に 至ら な か っ た ら 、 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 
559 頁 参 照 )。 雌 和牛 章 233 と その 訳注 も 参照 。 
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8 一体 どれ だ け 多く の 町 (の 民 ) が 、 そ の 皇 * | RE 


10. 


11. 


12. 


の ご 命令 と 使徒 "た ち に 反抗 し (て 不信 仰 に 

陥っ ) た こと か 。 そ れ で われ ら * は 、 そ れ を 

0 厳し い 清算 で 清算 
想像 を 絶する 懲 六 で 人 六 し た の だ 。 


そし て 、 そ れ (不信 仰 な 民 *『 の 町 ) は その 事 
の 割 を 味わっ た 。 その 事 (不信 仰 ) の 結末 
は 、 損失 で あっ た 。 


ッ ラ ー* は 彼ら (不信 仰 な 民 り に 、 Mo 
ee ご 用 意 さ れ た 。 な ら ば 、 信仰 に 入っ た 港 
だ 理性 の 持ち 主 た ち よ 、 ア ッ A 

(信仰 者 た ちよ 、 ) アッ a あな 
た 方 に 対し て 教訓 を 下さ れ た の だ 。 


つま り 信 仰 し 、 , 正 し い 行 い * を 行う 者 た ち を 
(不信 仰 の ) 間 か ら (信仰 の ) 光 ! へ と ( 導 
き ) 出す べく 、 あな た 方 に ア ッ ラ ー* の 明 ら 
か な る 御 徴 (アー ヤ ?) を 読 語 する 使徒 * (と 
いう 教訓 ) を 。 誰 で あろ うと 、 ア ッ ラ ー* を 
信じ 、 正 し い 行い * を 行う 者 を 、 か れ (アッ 
ラー*) は その 下 か ら 河 川 が 流れ る 楽園 に お 
入れ に な る 。 彼ら は そこ に 、 ず っ と 永遠 に 留 
まる の だ 。 ア ッ ラ ー* は 確か に 、 (天国 に お 
ける ) 彼 へ の 糧 を 善き も の と され た 。 


アッ ラー* は 七 層 の 天 と 、 大 地 に も それ と 同様 
の も の を 、 お 創り に な っ た お 方 。 か れ の ご 命 
令 ? は 、 そ の 間 か ら 降 り て 来る 。 (それ は 人 々 
よ 、) アッ ラー* こ そ が 全て の こと が お 出来 に 
な る お 方 で あり 、 ア ッ ラ ー* こそ が 全て の 物事 
を 、 知識 に よっ て 確か に 包囲 され て いる と い 
こと を 、 あ な た 方 が 知る た め な の だ 。 
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1 この 「 聞 」 と 「 光 」 に つい て は 、 雌 邊 章 257 の 訳注 を 参照 。 


2 この 「 ご 命令 」 と は 、 


創造 物 を 司 ( つ か さ ど ) る 


使徒 た ち へ 啓示 する イス ラー ム * の 教え 、 


款 教 的 な 決ま り 、 あ る い は 


ヨ 然 界 の 定め や 運命 な どの こと (アッ テニ サ ァ ディ ー872 頁 参 照 )。 


66. 禁止 章 


第 66 章 
祭具 (2 ソー タリ ニム ト ) | 


1. 預言 者 * よ 2、 あ な た は な せ 自 分 
アッ ラー* が あな た に 合法 と さ 


問 起ち まね く - 閑 深き * 
> の 御名 に お いて 


グラー 


足 を 求め て 、 
れ た も の を ら に ) 
ラー* は 赦し 深い お 方 、 


祭 じ る 


慈愛 深い * お 方 。 


の 妻たち の 満 


‘ 5 


て 
の か ?3 アッ 


2. (信仰 者 た ちよ 、) アッ ラー* は あな た 方 に A OR | 
対し 、 あ な た 方 の 宣 約 を 解消 する こと “を 、 @2 i 
確か に 義務 づけ られ た 。 ア ッ ラ ー* は あな た 
方 の 守護 者 で あり 、 か れ は 全 知 者 、 英 知 あ 
ふれ る * お 方 で あら れる 。 

3 預言 者 * が 彼 の 妻たち の ある 者 * に 、 あ る 話 を | CNGzgugsdMilb 
秘密 裏 に 伝え た 時 の こと 。 そ れ で 彼女 が そ RSE ENE EE 
れ を (アー イシ ャ * に ) 話し 、 アッラー* が そ | CsI6abE ES 

1 マデ ィ ー ナ * 啓 示 。 スーラ * 名 の 由来 と も な っ て いる よう に 、 預 言 者 * が 合法 な も の を 自ら に 
「 禁 じ た 」 こと へ の アッ ラー* の 注意 か ら 始 まり 、 次 いで その 原因 と な っ た 彼 の 妻たち へ の 
注意 と 警告 (けい こく ) へ と 移行 する 。 和 警告 は 更に 信仰 者 、 不 信仰 者 *、 偽 (に せ ) 信者 * 
へ も 向け られ 、 ス ー ラ * 後 半 で は 信仰 者 と 不信 仰 者 * の 夫婦 の 例 が 挙げ られ 、 行 い の 悪い 者 
に は 区 庶 (けい けん ) * な 配偶 者 と の 縁 な ど 役 に は 立た な いこ と が 明示 され る 。 


sl 


w 


た 


wn 


この 預言 者 * ム ハン マ ド * へ の 語り か け に つい て は 、 雌 


預言 者 * が 何 を 禁じ た の か に つい て は 、 
ー16:5852-5854 参照 )。 ア 


ら か の 飲み 物 、 あ る い は それ 以外 の も の だ っ た 可 前 
ER 
」 (10:8100 参照 ) 尚 、 拓 計 ・ 使徒 * の 


雌牛 章 36 の 訳注 を 参照 。 


宮 辻 の 解消 に お ける 罪滅ぼし に つい て は 、 


ー872 頁 参 照 )。 


ッ テ タ バリ ー* は 、 こ う 言 う 。 


和牛 章 120 の 訳注 を 参照 。 
異な る 複数 の 伝承 が 残っ て いる (アル テカ ー ス ィ ミ 
… そ れ は 彼 の 奴隷 * 女 性 や 、 何 
E 性 も ある 。 と に か く 彼 は 、 そ も そ も 自 
アッ ラー* は その こと で 彼 を お 答 (と が ) め に な 
診 ( む び ゅ う ) 性 に つい て は 、 


食卓 章 89 と その 訳注 を 参照 (アッ ニー サ ァ ディ 


デ 


多く の 解釈 学者 に よれ ば 、 「 彼 の 妻たち の ある 者 」 と は ハフ サ ・ ビ ント ・ ウ マル の こ と 。 預言 


者 * は 彼女 に ある 内 緒 (な いし ょ ) 
同 真 参照 )。 


話 を し 、 そ れ を 誰 に も 伝え な いよ うに 言っ た (前 掲 書 、 
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れ ! を 彼 ( 痕 言 者 ) に 明か され た 時 、 彼 ( 痕 
言 者 ) は ハフ サ に 、 彼 女 が 洩らし た 秘密 
の ) 一 部 を 知ら せ 、 ( 別 の ) 一 部 は (言及 
せ ず に ) 放っ て お いた 。 そし て 彼 が 彼女 ( ハ 
フサ ) に それ を 知ら せ た 時 、 彼 女 は 言っ た 。 
「 誰 が あな た に 、 こ れ を 知ら せ た の で す 
か ?」 彼 (株 言 者 う は 言っ た 。 全 知 者 で 
通 暁 さ れ て いる お 方 (アッ ラー$ が 、 私 に 
知ら せ て 下さ っ た の だ 」。 


(ハフ サ と アー イシ ャ “ よ 、 ) あな た 方 一 人 
が ア ッ ラ ー* に 悔 合 する な ら ば 、 (その 和 悔 司 
は 受け 入れ られ よう 、) あな た 方 二 人 の 心 
は 確か に 、 (真理 か ら ) 傾い た 3 の だ か ら 。 
そし て 、 も し そこ と *# に お いて 助け 合う に し て 
も 、( 屈 言 者 * は 援助 され よう 、 と いう の も ) 
実に アッ ラー* こ とこ そ が 彼 の 棄 護 者 * で あり 、 ジ 
ブリ ー ル * と 、 信仰 者 の 正しい 者 * た ち 、 そ し 
て 天使 * た ち が 、 ( 彼 に 対し て の ) その 更 な 
る 天才 な の 8 が が 5 


(預言 者 * の 妻たち よ 、 ) 彼 の 主 * は ーー も し 
彼 が あな た 方 を 離婚 し た ら ー 一 、 彼 に あな 
た 方 より も 善い 妻たち を 、 代わ り に あて が 
っ て 下さ ろう 。 服従 する 女 ( ム ス リ マ リ た 
ち 、 信仰 する 女 た ち 、 従 順 な 女 た ち 、 悔 人 
する 女 た ち 、 崇 拝 に 行 放 に 鹿谷 する 女 た ち 
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OR 


「 そ れ 」 と は 、 ハ フサ が 秘密 を 漏 (も ) らし た こと ( ム ヤ ッ サ ル 560 頁 参 照 )。 


彼女 ら 二 人 は 、 預言 者 * が 合法 な も の を 自ら に 禁じ た 原 


参照)。 


大 


で あっ た (アッ テ サ ァ アデ ィ ー872 


つま り 、 預言 者 * の 嫌がる こと を 志向 し た こと で 「( 真 理 か ら ) 傾い た 」 こと 。 ある い は 「( 悔 
悟 に ) 傾い た 」 と いう 解釈 も ある (アル = テク ルト ウゥ ビー18:188 参照 )。 


つま り 、 預 言 者 * が 嫌がる こと ( ム ヤ ッ サ ル 560 頁 参 』 


Ry) 


o 
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ピア の 5 ー い 


. 信仰 する 者 た ちよ 、 


斎 成 * する ! 女 た ち 、 既婚 の 女 た ち 、 奴 女 た ち 
(で ある 妻たち を ) 。 


. 信仰 する 者 た ちよ 、 あな た 方 自身 と 、 あな 


た 方 の 家族 を (地獄 の ) 業火 か ら 守 る の だ 。 
その 燃料 は 、 人 々 と 石 ?。 その 上 に は 、 荒 々 
し く 厳 し い 天 使 * た ち 3 が いる る 。 彼ら は アッ 
ラー* が 彼ら に 命じ られ た こと で 、 か れ に 
逆らう こと が な く 、 命じ られ る こと を する 
の で ある 。 

(彼ら が 地獄 に 入れ られ る 時 、 こ う 言 わ 
れる 。 ) 「 不 信仰 だ っ た 者 * た ちよ 、 この 
日 、 言 い 訳 を する の で は な い 。 あな た 方 
が 報 わ れる の は 、 自分 > た ち が (現世 で ) 
行っ て いた と と (の 応報 ) に 外 な ら な い 
の だ 」。 


Do * に 真 革 な 悔 
悟 を せよ 。 NN あな た 方 の 
た め に あな た 方 の 悪行 を 帳消し に し て 下 
さり 、 あ な た 方 を 、 そ の 下 か ら 河川 が 流れ 
る 楽園 に お 入れ に な ろう 。 ア ッ ラ ー* が 預 
言 者 * と 、 彼 と 共に 信仰 し た 者 た ち を 辱め 
られ は し な い 、 (復活 の ) その 日 に 。 彼ら 
の 光 は (地獄 の 上 の 架け 橋 ? の も と で ) 、 

彼ら の 前 方 と 右手 ? を (彼ら と 共に ) 進む 。 
彼ら は 言う の だ 。「 我 ら が 主 * よ 、 私 た ち 
に (天国 に 到達 する まで ) 私 た ちの 光 を 
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「 斎 戒 * す る 女 ]」 に つい て は 、 悔 悟 章 112「 斎 戒 * す る 者 」 の 訳注 を 参照 。 


雌牛 章 24、 預 言 者 * た ち 章 98 と その 訳注 も 参照 。 
これ は ザ バ ー ニ ヤ と 呼ば れる 、 
泌 血 章 18 の 訳注 も 参照 。 


「 地 獄 の 上 の 架け 橋 」 に つい て は 、 鉄 章 12 の 訳注 を 参照 。 
鉄 章 12 の 訳注 を 参照 。 


こと の 「 前 方 と 右手 」 に つい て も 、 


地獄 の 天使 * た ちの こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:168 参照 )。 
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J 18 


PA ー い 


10. 


1 半 


完遂 させ 、 私 た ち を お 赤 し 下さ い 。 本 当 に 
あな た は 、 全 て の こと が お 出来 で あら れる 
お 方 な の で すか ら 」 。 


預言 者 * よ 、 不信 仰 者 * た ちと 偽 信 者 * ら に 
対し て 努力 奮闘 し 、 彼ら に 厳し く あ れ 。 
彼ら の (来世 で の ) 住処 は 地獄 な の だ 。 
そし て その 行き 先 は 、 何と 醒 悪 な こと と で 
あろ うか 。 


アッ ラー* は (、 ム スリ ム * と 近い 関係 に 
あっ た に も 関わ ら ず 、) 不信 仰 だ っ た 者 * 
た ちの 警 え と し て 、 ヌ ー フ * の 姦 と ルー ト 
* の 妻 を 挙げ られ た 。 彼女 ら 一 人 は 、( そ 
れ ぞ れ ) われ ら * の 正しい 僕 二 人 の ( 後 
見 ) 下 に あっ た も の の 、 彼ら 二 人 を ( 宗 
教 的 に ) 裏切っ た (不信 仰 者 * だ っ た ) の 
で あり 、 彼 ら 二 人 は アッ ラー* (か ら の 懲 
宙 ) に 対し て 、 彼 女 ら に 少し も 役に立て 
な か っ た 。 そ し て 彼女 ら 二 人 に は (来世 
で 、 こ と こう) 言わ れる の で ある 。 「 (そこ 
に ) 入る 者 た ち と 共 よ に 、 (地獄 の ) 業火 に 
人 人 る が よい 」 。 


また アッ ラー* は (、 不 信仰 者 * の 中 に あ 
っ た に も 関わ ら ず ) 信仰 し た 者 た ちの 警 
えと し て 、 フ ィ ル アウ ン * の 妻 !* を 挙げ られ 
た 。 彼女 が 、 (こう ) 申し 上 げた 時 の こ 
と 。「 我 が 主 * よ 、 天国 の あな た の 御 許 で 、 
私 の た め に 家 を お 建て 下さ い 。 そ し て 私 
を フィ ルアウ ン * と その (悪い ) 行い か ら 
お 救い に な り 、 私 を 不正 * 者 で ある 民 か ら 
お 救い 下さ い 」。 


1 フィ ルアウ ン * の 妻 に つい て は 、 物 語 章 9 の 訳注 を 参照 。 
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みず か て し けん じ っ 


12. ま た (アッ ラー* は 、) 自ら の 貞操 を 堅持 し シス ンジ ENG 
た 、 イム ラー ン の 娘 マ ル ヤ ム * (を 、 信仰 者 EL 4C322C を お 
に つい て の 璧 鮭 えと し て お 挙げ に な っ た り GA の 6 
われ ら * は その 内 に 、 わ れ ら * の 魂 か ら 吹 る 3 


き 込 ん だ の で ある 。 また 、 彼 女 は 自分 ) の 主 


ば けい 


* の 御 言 葉 と 落 ほ を 信じ た の で あり 、 従 順 
な 者 た ちの 一 人 で あっ た 。 


ー ヤ *10、11 で は 、 そ れ ぞ れ 配 偶 者 が 不信 仰 者 で あっ た 男女 の 信仰 者 の 例 が 挙げ ら 
れ て いる が 、 こ と こ で は 独身 者 の 信仰 者 の 例 が 挙げ られ て いる (アル = バイ ダー ウィ ー 
5:358 参照 )。 


2 この 「 魂 」 に つい て は 、 婦 人 章 171 の 訳注 を 参照 。 
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第 67 章 
(⑦ の 2 20! 


王権 間 


直 悲 あま ね く * 療 受 深き * 
* の 御名 に お いて 


の 0 が アー 


1. その 御手 に こ 
方 (アッ ラー?) は 、 


る 。 そ し て か れ は 、3 


な られ る お 方 。 


2. (人 々 よ 、 か れ は ) 
り 善 い 行 いか を 試さ 


そ ( 全 創 造 の ) 王権 が ある お 


ゅ く ふ く 


祝福 に あふ れ て お られ 
全て の こと が お 出来 に 


あな た 方 の いずれ が よ 
れる べく 2、 死 と 生 を お 


創り に な っ た お 方 。 か れ は 偉 力 な ら び な い * 


お 方 、 赦 し 深い お 方 
3. (か れ は ) 組み 合わ 


創り に な っ た お 方 。 
あな た は 慈悲 : あ まね 


で あら れる 。 


さっ た 3 七 層 の 天 を 、 お 
(それ を 見 る 者 よ 、) 
き * お 方 ( ア ッ ラ ー?$ の 


創造 に 、 いか な る 不調 和 も 見 出さ な い 。 で 


は 、 視 線 を 3 


< 戻し て みる が よい 。 
、 少 し で も 鱗 裂 を 見 


出す の か ? 


1 マッ カ * 啓 示 で 学者 間 見 解 は 、 


ラン ポジ 


ソン ツチ 


ン ィ ン 


SA EN 


535 
OIE 


き WCU EN 
Ns > RE ss 
Cy 


ま ぼ 一 致 。 自然 界 に お ける 身近 な 、 そ し て 高遠 な 驚異 ( き ょ 


うい ) に 言及 し つつ 、 創 造 


本 し て の アッ ラー* の 御 力 と 唯一 性 


* の 確証 が 、 


= 


し て 取り 


上 げ ら れ て いる 。 ス ー ラ * 名 は その 流れ の 冒頭 で 言及 され た 、「 王 権 」 と いう 語 に 由来 。 ア 


ッ ラ ー* の 御 力 を が す 様 々 な 根拠 が 提示 され る が 、 


現世 と 来世 に お ける 厳しい 警告 告げ られ て いる 。 


IS) 


ン ナ * に 由 


っ た ) 正しい 行い * の こと 。 


それ で も 不信 仰 に 留まる 者 た ち に 対し 、 


「 よ り 療 い 行い 」 と は 、 よ り (アッ ラー* に ) 純化 され (婦人 146 の 訳注 も 参照 )、 より ( ス 
アッ ラー* は 人 間 を この 世界 に 置か れ 、 彼ら が いずれ 


i 彼ら に 命令 や 禁止 を され 、 そ れ 
に 逆行 する 私 欲 に よっ て 彼ら を 試練 に か けら れ た 。 それ で アッ ラー* の ご 命令 に 従い 、 善き 


行い に 努め た 者 は 、 現 世 と 来 ] 
報い は 悪い も の と な る (アッ ー ニ サ ァ ディー875 


及び ムハンマド * 章 31 と 
一 説 に は 、「( 階 層 的 に ) 上 


その 訳注 も 参照 。 


世に お ける 知美 を 授かる 。 し か し そう で な か っ た 場合 
参照 )。 イ ムラ ー ン 家 章 179、 昌 昧 章 2 


、 そ の 


且 な り 合 っ た 」 と いう 意味 (アル テク ルト ウゥ ビー18 : 208 参照 )。 
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4. それ か ら 何 度 も 、 視線 を 戻し て みる が よ ジン 2 し 
い 。 (そう すれ ば 、 ) 視線 は 惨め に も 疲れ Os 
切っ て 、 自 ら の も と に 返っ て 来 よう 。 

5 われ ら * は 確か に 最 下層 の 天 を ( 星 ) 灯り で CS NT 
飾り つけ 、 そ れ を シャ イタ ー ン * ら へ の 射撃 © NS 2S oC あ 
と し た !。 そ し て われ ら * は 彼ら に 、 舌 火 の 
懲罰 を 用 意 し た の だ 。 

6. 自分 た ちの 詩 * に 対し て 不信 仰 だ っ た 者 * た | 2 ス 和 rg: 
ち に は 、 地 獄 の 懲罰 が ある 。 その 行き 先 は 、 ol 
何と 醒 悪 な こと で あろ うか 。 

7. 彼ら (不信 仰 者 ) は その 中 に 放り 込ま れ た Ei 
時 、 い きり 立っ た (CK の) その 兄 を 聞く 。 os 

8. それ は (不信 仰 者 * へ の 慎 り ゆ え ) 、 張り i 
裂け ん ば か り 。 そこ に 集団 が 放り 込ま れる の は る の EAC 
た び 、 そ の 門番 た ち は 彼 ら に 尋ね る 。「 あ 
な た 方 に は (現世 で 、 あ な た 方 が 今 味わっ 
て いる 懲 浪 を 警告 する ) 、 警告 者 が 到来 し 
な か っ た の か ?」 

9 彼ら は (、 応 えて ) 言う 。「 え え 、 確 か に | C66 
警告 者 は 、 私 た ちの と ころ に 来 ま し た 。 け OI 
れ ど も 私 た ち は ( 彼 を ) 嘘つき 呼ば わり し 、 

(と こう) 言っ た の で す 。 『 ア ッ ラ ー* は ( あ 
な た 方 に 啓示 を ) 何一つ 、 下さ れ て な どい 
な い 。 あな た 方 (使徒 * た ち ) は 、 大 き な 迷 
い の Ii に ある に 過ぎ な い の だ ]』 ls 

10. ま た 、 彼 ら は 言う 。「 も し 私 た ち が (真理 RIE 
を 求め て ) 聴き 、 弁 えて いた ら 、 烈 火 の 徒 | 


と は な っ て いな か っ た の に 」。 


1 アル テヒ ジュ ル 章 17-18 と その 訳注 、 詩人 た ち 章 212、 


223、 整列 者 章 6-10、 ジン * 章 8-9 
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ES WV 


11. 


12. 


13. 


14. 


15. 


16. 


17. 


こう し て 彼ら は 自分 分 た ちの 罪 を 、 認め る 。 
ゆえ に 烈火 の 徒 が 、( ア ッ ラ ー * の ご 慈悲 か 
ら ) 遠ざけ られ る よう 。 


本 当 に 自分 た ちの 主 * を 、 また だ 見 ぬ ま ま に 設 
れる ! 者 た ち 、 彼ら に は ( 罪 の ) 赦し と 、 ( 天 
国 で の ) 大 いな る 報い が ある 。 


(人 々 よ 、) あな た 方 の 言葉 を 、 秘 密 に し 
て みよ 。 ある い は 、 それ を 公 け に し て みよ 
(、 いずれ に し て も 、 ア アッ ラー* に は 同じ こ 
と ) 。 本 当 に か れ は 、 胸 中 に ある も の を 
ご 存 知 の お 方 な の だ か ら 。 


創造 され た お 方 が 、 (彼ら の こと を ) ご 存 
知 に な ら な いと で も ? か れ は 霊 妙 な * お 
方 、 通 暁 され る お 方 だ と いう の に 。 


か れ は あな た 方 の た め 、 大 地 を 平坦 に され 
た お 方 。 ゆえに そ の 方 々 を 歩き 、 か れ の 炉 
か ら 食べ る が よい 。 そし て か れ に こそ 、( 清 
算 と 報い の た め の ) 復活 が ある の だ 。 


NG 
お られ る お 方 ォ 4 ア ッ ラ ー ウ が 、 地面 を あな 
た 方 も ろ と も 沈め 給 う . 
か ? そし て どう で あろ う 、 そ れ (大 地 ) 
は (あな た 方 を 滅ぼす まで 、) 揺れ 動く の 
で ある 。 


いや 、 一 体 あ な た 方 は 、 天 に お られ る お 方 
(アッ ラー?) が 自分 た ち に 、 石 を 運ぶ 風 を 
お 送り に な る こ と か ら 安 全 だ と いう の 
か ? な ら ば 彼ら は 、 わ が 警告 が いか な る 
も の か を 知る こと に な ろう 。 
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「( ア ッ ラ 


ダッ フ ラズ イッ 人 


CNS GSLIAS I EE 


イタ 


ター らち めい <31b OE 
2 a 


ズ ンス チャ ラン イイ タイ イラ 和 セ 
RE ER 
DN 


EY CS 


EIDIENI EE 
i Tr ンー と あう 
⑨ OO oO と の ビッ レ 


* を ) まだ 見 ぬ ま ま に 恐 れ 」 る こと に つい て は 、 預言 者 * た ち 章 49 の 訳注 を 参照 。 
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18. 


19. 


20. 


21. 


22, 


彼ら ( マ ッ カ “の 不信 爺 者 た ち ) 以前 の 者 た 
ち は 、 確か に (彼ら の 使徒 "たち を ) 嘘つき 
呼ば わり し た の だ 。 そ れ で 、 わが 和音 認 は い 
か な る も の だ っ た か ?! 


ん ちゃ 


(その 無頓着 さゆ え 、) 彼ら (不信 仰 者 * 
た ち ) は 、 自 分 た ちの 頭上 を 羽 を 広げ た り 、 
崩 ん だ り (し て 飛 了 ) する 烏 を 見 な か っ た 
の か ? . そ れ ら を (墜落 か ら ) 支え られ る 
の は 、 慈 悲 あ まね き * お 方 (アッ ラー 
か お られ な い 。 本 当 に か れ は 、 全 て の こと 
を ど ご覧 に な る お 方 。 


いや (、 不 信仰 者 ?* た ちよ ) 、 慈悲 あま ね き 
^ お 方 を 差し お いて あな た 方 を 援助 する 、 あ 
な た 方 の 軍勢 で ある この 者 ? と は 、 誰 な の 
か ? 不信 仰 者 * た ち は 外 な ら ぬ 、 (シャ イ 
ター ン * の ) 歌 き の 1 に ある 。 


いや 、 あ な た 方 に 糧 を 授け て くれ る 、 こ の 
者 と は 誰 な の か か れ ( ア ラー *) が 、 
その 糧 を (あな た 方 か ら ) お 控え に な っ た 
と し た ら ーー? いや 、 彼 ら は 反抗 と (上 
理 へ の ) 忌避 と 共に 、 歯 向 か っ た の で ある 。 


一 体 、 顔 を 下 に し て 歩く 者 が 、 よ り 導 か れ 
て いる の か ? それ と も 、 ま っ すぐ な 道 を 
正しく 歩く 者 か ?3 


中 


1 「 わ が 否認 は いか な る も の だ っ た か ?」 に つい て は 、 


2 ア 


自 


ww 
| 


「 


り 、 
っ と ) び 、 そ れ に 則っ て 行い 、 
書 、 同 真 参照 )。 尚 、 来世 に お いて 信仰 者 は 天 
顔 か ら 逆 さ に され て 地獄 に 集め られ る (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:161 参照 )。 夜 の 旅 97 章 と 


ッ ラ ー* 以 外 の いか な る も の が 、 


I 


EIS 
Os 


0 RN 
EN \os A PS 


ーー* ゃ A 
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DLA RANA 
タタ ンタ ター. や 


9 ln 


巡礼 * 章 44 の 訳注 を 参照 。 
いか な る 敵 に 対し て どれ だ け 集 結 し た と し て も 、 それ ら 


体 が 人 を 益 す る こと は 少し も な い (アッ テニ サ ァ ディ ー877 頁 参 照 )。 


迷い と 不信 仰 に 浸 ( ひ た ) りき っ て いる 


その 訳注 、 里 章 90 も 参照 。 


者 の た と え 。 


前 者 は 、 真理 が 虚妄 (きよ ょ も う )、 成 妄 が 真理 に な っ て し まう と いう 心 が 逆転 し た 状態 に あ 
後者 は 真理 を 知り 、 そ れ を 尊 (た 
あら ゆる 言動 や 状態 に お いて まっ すぐ な 道 を 歩く 者 (前 掲 
国 へ と まっ すぐ に 導 か れ 


る が 、 不信 仰 者 * は 、 
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ES WV 


23, 


24. 言 


25, 


26. 


27. 


28. 


(使徒 * よ 、 ) 言っ て や れ 。 「 か れ ( ア ッ ラ 
ー*) は あな た 方 に 、 聴覚 と 視覚 と 心 を 備え 
付け て 下さ っ た お 方 。 (不信 仰 者 * た ちよ 、) 
あな た 方 が 感謝 する こと の 少な いこ と 」。 


っ て や る が いい 。「 か れ は 、 あ な た 方 
を 大 地 に 繁茂 まさ せら れ た お 方 。 そ し て か 
れ の 御 許 に こそ 、 あ な た 方 は 召集 され る 
の だ 」。 


彼ら (不信 仰 者 * た ち ) は 、 言う 。「 そ の 約 
東 (復活 の 日 は 、 い つ な の か ?2 も し 、 
あな た 方 が 本 当 の こと を 言っ て いる の な 
ら ば 」。 


(使徒 * よ 言っ て や れ 。 8 の * 
の 鉛 琴 に つい て の ) その 知識 は 、 ア ッ ラ ー 
* の 御 許 に こそ ある 。 そし て 私 は 、 人 


けい こく 


警告 者 で し か な い の だ 」。 


それ (アッ ラー* の 懲 劇 ) が 近く に 迫る の 
を 目 に する と 、 不 信仰 だ っ た 者 "た ちの 顔 つ 
き は ( 有 憂鬱 さゆ え に 、) 悪く な る 。 そ し て 
彼ら に は 、 (こう ) 言わ れる の だ 。「 こ れ 
が 、 あ な た 方 が (現世 で 、 そ の 到来 を ) 求 
め て いた ! も の で ある 」。 


( 便 徒 * よ 、 彼 ら 不信 仰 者 * た ち に ) 言っ て 
や る が いい 。 「 言 っ て みよ 、 も し アッ ラー 
* が 私 と 、 私 と 共に ある 信仰 ) 者 を 滅ぼさ 
れ た り 、 ま た は 私 た ち に と 慈悲 を お か け に 
な っ (て 、 六 か ら 救 っ て くれ ) た り し た と 
し て も 、 一 体 誰が 、 不 信仰 者 た ち を 痛ま し 
い 懲 罰 か ら 守 っ て くれ る の か ? 」 


1 


「( そ れ は 到来 し な い 、 と ) 


5:352 参照 )。 


Eo NR 
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NN NS 
Oasis 


と Cl っ 


OI EE EL 


ES と 55 25 
ン ライ ン ラク 
OR NS eS 


REN 
ある 


思い 込ん で いた 」 と いう 解釈 も ある (アッ ニテ シャ ウ カ ー ニ ー 
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29. 言っ て や れ 。「 か れ は 、 慈 悲 あ まね き * お | Sagal EIA 


30. 


方 。 私 た ち は か れ を 信じ 、 か れ に 全て を 委 
ね た *。 な ら ば 、 あ な た 方 は 誰が まさ に 明 
ら か な 迷い の 中 に あっ た の か 、 知 る こと 
に な ろう 」 o 

(使徒 * よ 、 シ ルク * の 徒 に ) 言う の だ 。「 言 
っ て みよ 、 も し あな た 方 の 水 が (地下 に 沈 
ん で ) 無く な っ て し まっ た ら 、 一 体 誰が 、 
あな た 方 に 漠 き 水 を 与え て くれ る と いう 
の か ?」 


に 


RE 
Os 


次 起ち まね く 灯 愛 深き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 

ヌー ン 2。 筆 と 、 それ と 彼ら が 書き 記す も の 3 
に か け て ( 碑 う ) 。 


(使徒 


し け 


E よ 、 ) あな た は 、 あな た の 詩 * の 恩恵 
5 ゆえ 、 馬 か れ た 者 ? な ど で は な い 。 


あな た に こそ は 、 まさ し く 尽 きる こと の な 
い ? 奉 美 が ある 。 

また 本 当 に (使徒 * よ ) 、 あ な た こそ は 、 こ 
の 上 な い (よき ) 品 性 を 備え て いる 。 

な ら ば 、 あ な た は 目 に し 、 彼 ら (不信 仰 者 * 
た ち ) も 目 に する で あろ う 、 

あな た 方 の いずれ が 、 試練 に か けら れ た 者 『 
か を 。 


5】 


oo 


Co 


マッ カ * 啓 示 で 学者 間 の 見 解 は 、 
に 由来 。 預 言 者 * ム ハン マ Pe 


仰 者 の 悪い 性 質 が 言及 され 、 次 いで その 帰結 と し て の 六 が 
恵 に 対す る 感謝 の 念 と 、 普 行 を 茂 (な い が し ) ろ に し た 
後半 で は 信仰 者 と 不信 仰 者 * の 比較 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * と いう 大 き な 恩 】 
耕 定 し て いた 同時 代 の 不信 仰 者 * へ の 警告 が 改め て 繰り 返さ れ 、 預言 者 * に 向け られ た 妨 


(は さ ) み 、 


の 勧 (すす ) め に よっ て 、 ス ー ラ * は 締め くく られ る 。 


ま ぼ 一 致 。 ス ー ラ * の 名 称 は 、 


LGS 


OI 


OE IR 


ラン =2 デビ 


oy ブック ッ 9 クー 


A 


冒頭 に 出現 する 同 語 「 筆 」 
彼 の 布教 の 前 に 立ち は だ か る 不信 
mm され る 。 アッ ラー* か ら の 』 
農園 主 の 教 記 に あふ れる 物語 を 挟 
1 耐 * 
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この 文字 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 用 語 解説 の 「 ク ルアー ン の 冒頭 に 現れ る 文字 群 *」 を 参照 。 


天使 * や 人 間 が 「 書 き 記す 」 善い こ と 、 利益 、 知 識 な どの こと を 指す ( ム ヤ ッ サ ル 564 頁 参照 )。 
アッ ラー* の 「 暫 い 」 に つい て は 、 整 列 者 章 1 の 訳注 も 参照 。 

この 「 恩 恵 」 と は 、 預 言 者 * 性 の こと で ある と され る (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 

「 押 か れ た 者 」 に つい て は 、 ア ル = ヒ ジュ ル 章 6 の 訳注 を 参照 。 


つま り 、 
ブン ・ カ スィ ー ル 8:190 参照 )。 


「 尽 きる こと の な い 」 に つい て は 、 詳 細 に され た 章 8 の 訳注 も 参照 。 
「 滞 ( つ ) か れ た 者 」。 あ る い は 、「 真 理 か ら 迷 うと v 


\ う 試 績 に か けら れ た 者 」( イ 


68. 委 意 ブ ieo い 、 DW 

7. 本 当 に あな た の 主 * こ そ は 、 誰 が か れ の 道 ( イ | 2 おら の 8 
スラ ー ム ") か ら 迷 っ た 者 か を 最も よく ご 存 oA | 
知 で あり 、 (正しい 教え に ) 導 か れ た 者 た 
ち を 、 最 も よく ご 存 知 で あら れる の だ 。 

8. な ら ば (使徒 * よ ) 、 (アッ ラー* の 御 徴 と ON ER 
使徒 を ) 嘘 呼ば わり する 者 た ち に 従う の で 
は な い 。 

9. 彼ら は 、 あ な た が (彼ら の 宗教 に ) お も ね $⑤5 ち の 3 も 5 
れ ば 、 彼 ら も お も ね る こと を 欲し て いる 。 ! 

10. また (使徒 * よ ) 、 刺し く 、 や た ら と 約 う い RE A 
か な る 者 に も 従う の で は な い 。 

Ii. 中傷 ば か り し て 2?、 悪 い 噂 を 吹い て 回 る 3 Do 
(者 に ) 。 

12 普 を 障 み 、 (人 々 へ の 侵 利 と 非 合 法 な 物事 ON 
に お いて ) 度 を 越し 、 罪 に 泥 れ た (者 に ) o 

13. 粗暴 で 、 そ の 上 、 素 性 が 知れ な い (者 に ) 。 OH 

14. 財産 と 子供 を 有する 者 だ っ た が ゆえ に (、 DIEY 
彼 は 真理 を 受け 入れ る こと に 対し 、 高慢 に 
な っ た の だ ) o 

15. われ ら * の 御 徴 (アー ヤツ が 彼 に 読 語 さ れ AE 


た 時 、 彼 は 言 つつ “ 


の お 伽 話 だ 」。 


「 (これ は ) 昔 の 人 々 


1 夜 の 旅 章 74-75 も 参照 。 


1】 


ww 


せる こと と を 意 B 
879 
アー ヤ *10-15 は 、 あ る シル ク * の 徒 に 関し て 下っ た と され る 。 そ の 一 方 で この 中 に は 、 こ 
質 が 当て は まる 者 た ち に 対す る 、 ムスリム * へ の 泊 


た 


れ ら の 性 


と の 「 中 傷 」 に つい て は 、 中 傷 者 章 1 の 訳注 を 参照 。 


語 で は 「 ナ ミー ム (また は ナミ ー マ )」 で 、 人 間 関 係 の 悪化 や 、 悪 
= 者 に 告げ る こと (アッ = サ ア 


し つつ 、 誰 か が 話し た こと を 第 三 


参照 )。 


ッ サ ル 564 真 参照 )。 


敵意 や 憎悪 


E 意 の 勧告 が 見 受け られ る ( ム ヤ 


68. 筆 章 ブ 1191 い NN、 ID TA 
16. わ れ ら * は 彼 に 対し (人 の 目 に 明らか な ③ 衝 も スン 
懲罰 と し て ) 、 鼻 の 上 に 印 を つけ て や ろ 
う 。! 
17. 本 当 に われ ら * は 、 彼 ら ( マ ッ カ * の 民 ) を 試 | め 2 に 3 対人 天 
MNO 0 シン 
、 彼 ら が 「 朝 早く 、 それ ら (旧家) を 指 
ee lp っ た 時 、 試 練 に か 
けた よう に 。2 
18. (「 も し 、 ア ッ ラ ー* が お 望み に な っ た な ら EY 
ば 」 と 言っ て 、 それ が 実現 し な い 可 能 性 を ) 
了 外 する こと も な く (彼ら は そう 将 
た ) 。 
19. それ で 彼ら が (夜中 ) 眠っ て いる 最 中 、 A TS EN 
あな た の 主 * か ら の 包囲 * が それ (農園) 
を 包囲 し 、 
20. それ は 闇夜 の よう に (、 黒 こと げに ) な っ て At 
し まっ た 。 
21. そし て 彼ら は 朝 、 互 い に 呼び か け 合っ た 、 Se 
22.「 あ な た 方 の 作物 へ と 、 朝 早く 出かけ よ 。 @o ン と Mb 
も し あな た 方 が 、 (それ を ) 摘み 取る の な 
ら ば 」 と 。 


ー 
(8 


= 


ドル の 戦い * に お いて 剣 で 鼻 を 打 た れ 、 死 ん だ と され る )」「 復 活 の 


の アー ヤ * の 解釈 に は 「 剣 で 鼻 を 打 た れる (一 説 に 、 


凶 さ れ た 者 は 、 バ 
也 人 か ら そ の 姿 が 


この アー ヤ * で 意 
国際 


認め られ る よう 、 鼻 に 印 を つけ られ る (慈悲 あま ね き * お 方 章 41 参照 )」「 不 名 誉 を 与え ら 
れる 」 と いっ た 諸説 が ある (アル テク ルト ゥ ビー18:236-237 参照 )。 


1】 


で 


時 
に 


書 


(9 


これ は 、 イ エメ ン 地 方 に あっ た 農 


関連 


主 の 話 。 較 


了 と の 農 


は 正しい 人 物 で 、 果 実 を 収穫 する 


に は 、 
受け 継い だ 三 人 の 息 
18:240 参照 )。 


し て 、 洞 窟 章 24 と その 訳注 も 参照 。 
の 「 和 包囲 」 と は 、 


子 た ち は 分 け 前 を 惜しみ 、 そ の 習い 


財 


提 参 照 )。 


恵まれ な い 人 々 に も そこ か ら 施 すこ と を 常 と 0 し か し 彼 の 死後 、 そ れ を 


に 反し よう と し た の だ っ た (前 掲 


ッ ラ ー* が 天 か ら お 下 し に な っ た 炎 の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 565 


68. 筆 草 1192 らい A 


ンタ ンマ ンプ ンマ テン 


23. それ で 彼ら は 、 ひ そ ひ そ 話 し 合い つつ 出発 OOF 
し た 、 

24 「 今 日 は 貧者 * が あな た 方 と 共に 、 そこ ( 農 ON GEES 

園 ) に 入る こと が あっ て は な ら な い 」 と 。 

25. そし て (貧者 * た ち に 果実 を ) 禁じ よう と し bE 
て 、 (計画 を 実行 する ) 力 に みな ぎっ た 状 
態 で 、 朝 に 出かけ た 。 

26. それで 、 そ れ ( 黒 こ げに な っ た 農園 ) を 見 RD 
た 時 、 彼ら は (信じ られ ず 、 こう) 言っ た 。 
「 本 当 に 私 た ち は (農園 へ の 道 で ) 、 迷 子 
に な っ て し まっ た の だ 」。 

27. (そし て 、 そ れ が 自分 た ちの 農園 だ と 認 DES 
た 時 、 彼 ら は 言っ た 。) 「 い や 、 私 た ち は 
(農園 の 恵み を ) 禁じ られ た の で ある 」。 


28. 彼ら の 内 、 最善 の 者 が 言っ た 。「 私 は あな ENC NC 
た 方 に 、『 さ あ 、 称 そえ る れ の だ 』 と 言わ な 
か っ た か ?」 

29. 彼ら は 言っ た 。「 ア ッ ラ ー* に 称え * あ れ 。 AN 
本 当 に 私 た ち は 、 不正 * 者 で し た 」。 

30. 彼ら は 互い に 、 責 め 合 い 出 し た 。 oR 

31. 彼ら は 言っ た 。「 我 ら が 災い よ !? 本 当 に さら oss 
私 た ち は 、 放 皇 者 で し た 。 

32. 我ら が 主 * は 、 き っ と あれ (農園 ) より 善い GEE LG 
も の を 、 私 た ち に 取り 替え て 下さ ろう 。 本 3 


当 に 私 た ち は 、 我ら が 皇 * に こそ 、 (お 赦し 
と お 恵み を ) 切望 する の だ か ら 」。 


1 つま り 、 ア ー ヤ *18 に ある よう に 「 も し 、 ア ッ ラ ー* が お 望み に な っ た ら 」 と いう 言葉 の こ 
と ( ム ヤ ッ サ ル 565 頁 参 照 )。 この 言葉 が 、 彼ら に と っ て の 称え の 言葉 だ っ た の だ と いう 。 
また 、「 ア ッ ラ ー* に 称え * あ れ と 言い 、 感 謝 す る こと 」「 お 赦し を どう こと 」 と いう 説 も あ 
る (アル テバ ガウ ィ ー5:138 参照 )。 

2 この 表現 に つい て は 、 食 卓 章 31 「 我 が 災い よ ! 」 の 訳注 を 参照 。 


68. 筆 章 1193 NN 時 iA 
33. (現世 の ) 懲 軸 と は 、 こ の よう な も の :。 2 の SI a 
そし て 来世 の 稔久 こそ は 、 よ り 偉 大 な の で 


34. 


35. 


36. 


37. 


38. 


99 


ある 。 彼ら が も し 、 知 っ て いた な ら ば 。 


実に 艇 虚 な * 者 た ち に は 、 そ の 壮 * の 御 許 に 
安寧 の 楽園 が ある 。 


一 体 わ れ ら * は 服従 する 者 (ムスリム 


た ち を 、 (その 報い に お いて 、 不 信仰 に 陥 


っ た ) 人 罪 吉 者 た ちの よう に する で あろ う 
か ?3 


一 体 、 あ な た 方 は どう し た こと か ? あな 
た 方 は いか に (不当 な ) 決め 方 を する の 
か ? 


いや 、 一 体 あ な た 方 に は 啓典 が あり 、 あ な 
た 方 は それ を 読ん で いる と いう の か ? 


人 1 で 、 あ な た 方 は 、 自 分 た ち が 
選ぶ も の ? を 手 に する と いう こと を (読ん 
CC 見 出し た の か ) ? 


いや 、 一 体 あ な た 方 に は 復活 の 日 まま で ( 存 
続 する ) 、 わ れ ら * に 対す る 確固 と し た 贅 約 
が ある と で も いう の か ? 本 当 に あな た 方 
は 、 自 分 た ち が 決め る (思い 通り の ) こと 
を 手 に する と いう ( 絡 約 が ) ? 


そ 


= 


参 ! 


れ ら 農園 主 の よう に 、 ア ッ ラ ー* の ご ど ご 命 
ー* へ の 義務 を 果たさ な い 者 に は 、 同様 の 
恨 )。 


当 3 


に 逆らい 、 
が 下る と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 565 頁 


Goat ルン 1 EF 


DRE NC 


@6 め 9 


OPH RS 


IAP 


NS gd LS 0 | 
る ox 


恵まれ た 恩恵 に 対す る アッ ラ 


2 一 説 に 、 裕福 だ っ た クラ イシ ュ 族 * の 頭目 た ち は 、 貧し か っ た ムスリム * た ち を 見 て 、「 仮 に 


来 


世 が ある と し て も 、 私 た ちと 彼ら の 状況 は 、 現 世に お ける 状況 と 同じ (で 、 私 た ちの 方 


が 豊か ) か か 、 せ い ぜ い 同じ 位 だ ろう 」 な ど と 言っ て いた (アル ニク ルト ッ ゥ ピー18:246 参照 )。 
マル ヤム * 章 77 も 参照 。 


w 


つま り ア ー ヤ *35 に ある よう な 、 彼 ら の 見 解 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 565 頁 参 照 )。 


68. 筆 章 ブ 1194 NS WA 

40. (使徒 * よ 、) 彼ら の 内 の 誰が それ ! に つい EE 
て の 保証 人 な の か 、 彼ら (シル ク * の 徒 ) に 
尋ね よ 。 

41. い や 、 一 体 彼ら に は 、 (彼ら が アッ ラー* 09 の 9 の 
の ) 同位 者 (と する も の ) た ち が (、 そ の OO の 
保証 人 と し て ) ある の か ? で は 、 自 分 た 
ちの 同位 者 た ち を 連れ て 来 て みる が よい 。 

も し 、 彼 ら が 本 当 の こと を 言っ て いる と い 
う の な ら ば 。 

42。 そ の 騰 が 圭 わ に され 2、 彼ら (不信 仰 者 * や 備 | っ た が HI PLR 
信者 ) が サジ ダ * に 呼ば れ 、 (そう する こ Do A 
と が ) 出来 な い 3 (復活 の ) 日 * の こと (を 
思い 起こ させ よ ) 。 

43. 怖 気づい た 目 を し 、 屈 辱 が 彼ら を 姜 う 。 | oe を ag 
彼ら は 確か に (現世 で 、 健 康 も 力も 備 わ OS 
っ て いた ) 無事 な 時 、 サジ ダ * へ と 呼ば れ ” 
て いた ? (が 、 高 慢 に も そう し な か っ た ) 

の で ある 。 

44。 な ら ば (使徒 * よ ) 、 (クル アー ン * の ) こ EA CR CTR YE 
の 話 を 嘘 呼 ば わり する 者 を 、 わ れ に (任せ ON EE 
て ) 放っ て お け 。 われ ら * は 彼ら を 、 彼ら が 
知ら な い 所 か ら 徐 々 に (破滅 へ と ) 導い て 
行こ う 。5 

1 「 そ れ 」 と は 、 ア ー ヤ \*35 に ある 、 彼 ら 不信 仰 者 * の 思い 込み の こと ( ム ヤ ッ サ ル 565 頁 

参照 )。 


2 アッ ラー* が 「 そ の 膝 を 忠 わ に され る 」 と いう 文字 通り の 解釈 と 、 そ の 日 の 「 厳 し さと 恐怖 」 


を 表す 言い 回 し で ある 、 と いう 説 が ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:198-199 参照 )。 


3 その 
た 者 は 、 そ うす る こと が 旨 


た 


5 


つま り 礼 提 


、 信 仰 者 は サジ ダ * で きる が 、 現 世 で 人 


や 外 聞 (が いぶ ん ) ゆえ に サジ タダ * し て い 
H 来 な い (アル = テ ブ ハー リー4919 参照 )。 
E や 、 ア ッ ラ ー* へ の 崇拝 * へ と 呼ば れ て いた ( ム ヤ ッ サ ル 566 頁 参 照 )。 


「 知 ら な い 所 か ら 徐 々 に 導い て 行く 」 こ と の 具体 例 に つい て は 、 家 畜 章 44 を 参照 。 


68. 筆 章 1195 た IET A 
45. そ し て われ ら * は 彼ら に 、 猫 予 を 与え て お OE 
く の だ 。 本 当 に わが 策略 ! は 、 手堅い の だ 
か ら 。 
46. い や 、 (使徒 * よ 、) あな た が 彼ら に 見 返り | 5 のみ る 誠人 
を 要求 し へ それ で 彼ら は 負債 ゆえ の 重荷 を 
背負 わ さ れ (、 あな た の 呼び か け を 拒否 す ) 
る 者 だ と いう の か ? 
47. それと も 、 彼 ら の も と に は 不可 視 の 世界 * OIE 
(の 知識 ) が あり 3、 そ れ で 彼ら が (そこ 
か ら 、 人 々 の た め に ) 書き 記し て いる * と 
で も ? 
48、 な ら ば (使徒 " よ ) 、 あ な た の 皇 * の お 決め OY CAS 
に な っ た こ と ゆえ に 、 忍 耐 * せ よ 。 そし て ( 計 2 2 NE os 
し み で ) 意気 消沈 し 、( 自 分 の 民 へ の 懲 昼 
が 早く 下る こと を ) 祈っ た 時 の 、 大 魚の 人 
(預言 者 ユー ヌス * や ) の よう に な る の で は 
な い 5。 
49. も し 、 ( 彼 の 悔 悟 が 受け 入れ られ る こと に | SR 
より ?、) 彼 の 主 * か ら の ご 慈悲 が 彼 に 降り YO 
か か ら な けれ ば 、 彼 は 謗 られ つつ 、 不 毛 の 
地 に 放り 去ら ち れ た で あろ う 。 
1 彼ら に 猫 予 を 与え て お く こ と に お ける 、 ア ッ ラ ー* の 「 策 略 」 に つい て は 、 イム 家斉 


178 を 参照 。 


の Mv 


た 


者 章 139-148 を 参照 。 


〇 


この 時 の 様子 と 悔 惜 の 言葉 


この 「 見 返り の 要求 」 に つい て は 、 家 畜 章 90 の 訳注 を 参照 。 
この 背景 に ある こと に つい て は 、 山 章 41 の 訳注 を 参照 。 
書き 記し て いる 」 に つい て は 、 山 章 41 の 訳注 を 参照 。 


5 ユー ヌス * が 「 大 魚の 人 」 と 呼ば れる 
の 訳注 を 参照 。 ま た 、 


来 に つい て は 、 預 言 者 * た ち 章 87「 ズ ン = テ ヌー ン 」 
この 話 の 背景 に ある 出来 事 に つい て は 、 同 章 と その 訳注 、 及 び 整 列 


に つい て は 、 預 言 者 た ち 章 87 を 参照 。 


68. 筆 章 J 1196 DW 


50. だ が 、 か れ の 主 * は 彼 を 選び 抜か れ 、 彼 を 正 | @⑥ る ek Rp 4 と 23 5 C2 


し い 者 * た ちの 一 人 と され た 。 


51. (使徒 * よ 、 ) 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち は 教 | 8 る Ne 


訓 (クル アー ン ?) を 耳 に し た 時 、 そ の 視線 ED 
に よっ て 、 あ な た を 今にも 串 か せ ん ば か り 
で ある '。 そし て 彼ら は 、 言う の だ 。「 本 当 
に 彼 (ムハンマド や は 、 まさ に 澤 か れ た 者 


2 で ある 」。 
52. それ は 全 世 界 へ の 教訓 に 、 外 な ら な いと い @ NS 
う の に 。 


1 


2 


つま り 、「 ア イン ( 那 視 ) を 及ぼ す 」 と いう 意味 ( ム ヤ ッ サ ル 566 頁 参 照 )。 ほ か に も 「 減 
ぼ す 」「 視 線 で 射 抜く 」「( ア ッ ラ ー* か ら 授 か っ た 地位 か ら ) 退 (し り ぞ ) か せる 」「( イ ス 
ラー ム * の 教え を 伝達 する と いう 任務 か ら ) 逸 ら せ る 」 と いう よう な 解釈 が あめ る が 、 ア ル テ 
クル トウ ビー* に よれ ば 、 こ れ ら 全て の 説 は 「 ア イン を 及ぼ す 」 と いう 意味 か ら 派生 し た も 
の (18:255-256 参照 )。 尚 「 ア イン 」 と は 、 悪 い 性 質 を 帯び た 者 か ら 発 さ れる 、 長 始 (し 
っ と ) が 混じっ た 羨望 (せん ぼう ) の 視線 の こと で 、 そ れ に よっ て 視線 の 対象 が 害 を 被 ( こ 
うむ ) る 類 い の も の (クウ ェ イ ト 法 学 大 全 31:1 19-120 参照 )。 


「 畠 か れ た 者 」 に つい て は 、 ア ル = ヒ ジュ ル 章 6 の 訳注 を 参照 。 


第 69 章 


(アル テハ ーッ カ ) ! 


悲 あ まね N " 粉 愛 深 き * 
ラー* の 御名 に お いて 


1. 真実 (で ある 復活 の 
2. 真実 (で ある 復活 の 


上 や り 
日 と は 何 か ? 


3. (使徒 * よ 、) あな た に 、 真 実 (で ある 復活 PCO 
の 日 *) が 何かと いう こと を 知ら せる も の 
は 、 何 か ? 

4 サム ー ド * と アー ド * は 、( 恐 怖 に よる ) 衝撃 OIG RES 
(で ある 復活 の 日 を 嘘 呼ば わり し た 。 

5. それ で サム ー ド * は と いえ ば 、 碁 だ し いも の OSE 
に よっ て 2 滅ぼさ れ た 。 

6. また アー ド * は と いえ ば 、 湊 ま じい 兄 嘩 の OT eC 
暴風 に よっ て 滅ぼさ れ た 。 

7。 か れ (アッ ラー や は それ (暴風 ) で 彼ら を 、| Rd 
七 晩 と 八 昼 に 渡っ て 続け ざま に 制圧 し た 。 EKER 
et Mn ま 

冠 油 に な っ た ナツ メ ヤ シ の 木の根 幹 の 
NE 

1 マッ カ * 啓 示 。 復 活 の 日 * の 到来 を 示す 、 冒 頭 の 「 真 実 」 と いう 言葉 が スー ラ * 名 と も な っ て 
いる 通り 、 前 半 部 分 で は 復活 の 日 * の 到来 の 確証 、 そ の 恐怖 、 そ れ を 嘘 と し た 過去 の 不信 仰 
者 * た ち へ の 六 が 、 同 時 代 の 不信 仰 者 * へ の 警告 と 共に 提示 され る 。 ま た 中 盤 で は 、 復 活 の 
の 到来 に 伴っ て 起こ る 諸々 の 出来 事 や 、 清 算 と 報 (で むく) い 、 そ とこ に お ける 信仰 者 と 不 
言 仰 者 * の 描写 が 描か れる 。 後半 で は 、 ク ルアー ン * と 預言 者 * ム ハン マ ド * の 使徒 * 性 が 確証 
され る と 共に 、 それ ら を 信じ な い 者 に 厳し い 警 告 が 投げ か けら れ 、 アッラー へ の 崇拝 * の 命 


NN】 


令 に よっ て 締め くく られ る 。 
この 「 甚 だ し いも の に よっ て 」 に は 、 


「( 田 き の ) 一 声 


に よっ て 」「 罪 ゆえ に 」「 肉 ラク ダ を 


層 ( ほ ふ ) っ た 者 ( 高 壁 章 77 と その 訳注 を 参照 ) ゆえ に 」 と いっ た 解釈 が ある (イブ ン ・ 
カス ィ ー ル 8:208 参照 )。 尚 、 サ ムー ド * に 下さ れ た 懲罰 の 詳細 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 用 語 


解説 の 「 サ ムー ド *」 の 項 を 参照 。 


69. 真実 間 nN Fe 

8. あな た は 彼ら の 内 、 で も (その 微 信 か oy の 
ら 生 き ) 残っ た 者 を 見 出す の か ? 

9 また 、 フ ィ ル アウ ン * と それ 以前 の (不信 仰 ) ae 8 の 0 と 
者 *、 転覆 し た 町 々 ! は 、 罪 ? を 犯し た 。 

10. 彼ら は 自分 た ちの 主 * の 便 徒 * に 逆らっ た 。 OL ERI 
それ で 、 か れ (アッ ラー*) は 途 較 も な い 罰 
で 彼ら を 食し た 。 

ii. 本当 に われ ら * は 、 (洪水 で ) 水 が 溢れ た 時 、 OD IFN 
あな た 方 (の 先祖 で ある ヌー フ * と 、 彼 と 共 
に あっ た 者 た ち ) を 、 走 る も の ( 船 ) に 乗 
せ て 運ん だ 。3 

12. (それ は 、) われ ら * が それ *? を あな た 方 へ PCI の SI 
の 教訓 と し 、 分 別 ある 耳 が それ を 分 別 (し 、 
記憶 ) する た めで ある 。 

13. 角笛 に 一 吹き 、 吹 き 込 まれ 、$ の を yl は BB 

14. 大 地 と 山々 が ( 元 の 場所 か ら ) 運ば れ 、 そ | ⑧5o535638dCb お 3 お 
れ ら が 一 撃 の も と 粉々 に され る 時 、 

15. その 日 、 (復活 の 日 * と いう ) 出来 事 は 起 OI 
こる 。 

16. また 天 は 裂け 、 そ れ は その 日 脆く な る 。 OA IN IE 


1 


いて は 、 フ ー ド * 章 82-83、 
と の 「 罪 」 は 、 不 信仰 、 


NN】 


の 


と を 指す (前 
これ は 、 
6 復活 の 

9-10、 出来 事 


m 


「 転 覆し た 町 々 」 に つい て は 、 悔 悟 章 70 の 訳注 を 参 l 
アル テヒ ジュル 章 73-74 を 参照 。 


醒 行 な どの こと ( ム ヤ ッ サ ル 567 頁 


シル ク *、 
i 与 は 、 フ ー ド * 章 40-48 に 詳し い 。 


この 出来 事 の 


喉 。 そ れ が 滅ぼさ れ た 


時 の 様子 に つ 


参照)。 


「 そ れ 」 と は 、 信 仰 者 が 救 わ れ 、 不 信仰 者 * は 湧 (お ぼ ) れ 死 ん だ と いう 、 そ の 出来 事 の こ 


因 書 、 同 頁 参 照 )。 


一 回 目 の 吹き 込み の こと (前 掲 書 、 同 


参照 )。 家畜 草 73 の 訳注 


も 参照 


Oo 


* の 天変 地異 の 様子 に つい て は 洞窟 章 47、 タ 


衝撃 章 4.5 な ども 参照 。 


* ノ \ 


章 105-107、 農 章 88、 山 章 


章 5 一 6、 衣 を 纏 ( ま と ) う 者 章 14、 階段 章 8-9、 消 ) 


時 章 20、 巻き 込む 章 3、 


69. 真実 章 1199 NN i 
17. そし て 天使 * は ( 天 の その 方 々 に あり 、 八 FI ERIE 
名 (の 天使 *) が その 日 、 あな た の 主 * の 御座 OG 
! を その 上 に 担ぐ 。 3 
18. (人 々 よ 、) その 日 、 あ な た 方 は (清算 と の PC 
報い へ と ) 差し 出さ れる の だ 。 あ な た 方 の 
いか な る 秘め 事 も 、( ア ッ ラ ー* か ら ) 隠し 
お お せ は し な い 。 
19. 自分 の (行い の ) 帳 短 を 右手 渡さ れ た | ee 
者 は と いえ ば 、 (嬉々 と し て 、 こ う ) 言 @ と % 
う 。「 お 取り 下さ い 、 我 が 帳簿 を お 読 
下さ い 。3 
20. 私 は 、 我 が 清算 と 面会 する こと を 、 (現世 OL I 
で ) 確信 し て いた の で すか ら 」。 
21. 彼 は 、 満 足す る 生活 の 中 に ある 、 OE 
22. 高き 楽園 の 中 。 rt 
23. その 果実 の 房 は 、 手 近 に ある 。 (eo ア の RY 
24. (彼ら に は 、 こ う 言 われ る 。) 「 過 ぎ 去 っ PIEE わ PIA の EDP 4 
た (現世 で の ) 日 々 に お いて 、 あ な た 方 が © 
既に 行っ た (正しい ) こと ゆえ 、 お いし く 
食べ 、 飲 む が よい 」。 
25. そ し て 、 自 分 ) の (行い の ) 帳簿 を 左手 に 渡 ESPN 


され た 者 4 は と いえ ば 、 (悔し が っ て 、 こう ) 
言う 。 「 我 が 帳簿 な ど 渡さ れる こと が な か 
っ た ら 、 よ か っ た の に 。 


1 


1】 


ww 


「 御 座 」 に つい て は 、 高 壁 章 54 の 訳注 を 参照 。 


同様 の 状況 を 示す アー ヤ * と し て 、 雌 和牛 章 210 と その 訳注 、 
壁 章 8 の 訳注 も 参照 。 また 、 この 時 の 様子 に つい て は 夜 の 旅 章 13-14、 71 と その 訳注 、 


洞 補間 49、 割 れる 章 7 以降 な ども 参照 。 


た 


割れ る 章 10 と 、 そ の 訳注 も 参照 。 


SLE 


識別 章 25、 暁 章 22 も 参照 。 


69. 真実 章 /1200 sp 

26. 我 が 清 算 な ど 、 知 ら な けれ ば よかっ た 。 る 

27. あれ が 終結 で あれ ば 、 よ か っ た の に 。 ! LN 

28. 我 が 財 産 は 、 私 の 役に立た な か っ た 。 SL EFC 

29. (言い 訳 に 出来 る ) 我 が 根拠 ?* は 、 私 か ら 消 SG 
え 失 せ て し まっ た の だ 」。 

30. (地獄 の 番 人 た ち に 、 こ う 言 われ る 。)「 彼 OL 
を 捕まえ 、 ( 柳 で ) 縛り つけ よ 。 

31. それ か ら 彼 を 地獄 に 入れ て 、 秋 っ て や れ 。 (oh グン 

32. それから 、 七 十 腕 尺 3 の 長 さ の 鎖 の 中 に 、 | @33C6EDAGoz ン 5 しめ 
彼 を 巻き 入れ よ 。 

33. 本 当 に 彼 は 、 こ の 上 な く 偉大 な * ア ッ ラー* OIE 
を 信じ て お ら ず 、 

34. 貧者 * た ち に 食べ 物 を 施す こと を 、 勧 め て DoS 
も いな か っ た の だ か ら 。 

35. ゆえ に この 日 、 彼 に は そこ と で (懲罰 か ら 守 ed 
っ て くれ る ) 、 近 し い 者 も いな けれ ば 、 

36. (地獄 の 徒 の 体 か ら 出 る ) 膜 ! く らい し か 、 NO 
食べ 物 も な い 。 

37. それ を 食べ る の は 、 (不信 仰 に よる ) 罪 深 SITE 


い 者 た ちの み で ある 」。 


ja: 


ヤッ サル 567 頁 参照 )。 


「 根 拠 」 で は な く 、「 王 権 、 力 」 と いっ た 少数 派 の 見 解 も あら る (アル = バ ガ ウ ィ ー5:148 
参照 )。 


1】 


ww 


4 


この 


つま り 復 活 な ど な く 、 現 世 で の 死 で 全て が 終わ っ て いれ ば よかっ た の に 、 と いう こと ( ム 


アル テハ サン * は 言っ た 。「 そ れ が いか な る (基準 に よる ) 腕 尺 か は 、 ア ッ ラ ー* が 最も よく 
ご ど 存 知 で ある 」( 前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 
嘩 ( ギ ス リー ン )」 に は 、「 地 獄 の 徒 が 食べ る 木 」「 地 獄 の 徒 の 血 肉 」「 ザ ッ ク ー ム の 


木 ( 夜 の 旅 章 60「 呪 われ た 木 」 の 訳注 を 参照 )」 と いっ た 解釈 も ある (アル テク ルト ゥ ピ 
ー18:273 参照 )。 


69. 真実 章 1201 い NN、 DEE PE 

38.、 われ は まさ に 、 あ な た 方 が 見 える も の に お OL LR 
いて 、 絡 う 。 ! 

39. また 、 あな た 方 が 見 えな いも の に お いて SIN 
抄 う ) 。 

40. 本 当 に それ (クル アー ン や は 、 まさ し く 高 A 
貴 な る 使徒 * の ( 読 調 す る 、 アッ ラー* の ) 
言葉 。 

41. そ し て それ は 、 詩 人 の 言葉 な ど で は な OI RH A 
い 。 あ な た 方 が 信じ る こと の 、 少 な いこ 
と よ 。 

42. また 、 占 い 師 ? の 言葉 で も な い 。 あ な た 方 の eg 
が 教訓 を 受け る こと の 、 少 な いこ と よ 。 

43. (クル アー ン * は 、 ) 全 創 造物 の 羊 * ア ッ ラ DAN SAR 

ー* か ら の 、 降 示 な の で ある 。 

44. も し 、 彼 (ムハンマド *) が われ ら * に 対し 、 OT RE ISD 
いく ら か で も (われ ら * が 言っ て いな い ) 言 
葉 を 提 造 し た の で あれ ば 、 

45. われ ら * は 彼 を 右手 ? で 劇 し 、 ON 

46. それ か ら 、 彼 の 犬 動脈 を 断ち 切っ て し まっ OS 
た だ ろう 。 * 

47.。 そ し て 、 あ な た 方 の 内 の 誰 も 、 彼 を (われ A 
ら * の 懲 当 から) 遮る 者 は な い の で ある 。 

48. また 、 本当 に それ (クル アー ン ツ ) は 、 散 席 ON 
な * 者 た ち へ の 教訓 で ある 。 

1 この 約 い に つい て は 、 整 列 者 章 1 の 訳注 を 参照 。 

2 「 占 い 師 」 に つい て は 、 山 章 29 の 訳注 を 参照 。 

3 この 「 右 手 」 と は 、 力 強 さ の こと を 表わす ( ム ヤ ッ サ ル 568 頁 参照 )。 


4 同様 の アー ヤ * と し て 、 相 談 章 24 と その 訳注 も 参照 。 


69. 真実 章 1202 


Ns, A 


49. そし て 実に われ ら * は 、 あな た 方 の 内 に ( そ 


50. また 、 本 当 に それ は 、 まさ に 不信 仰 者 * た ち 


51. そし て 本 当 に それ は 、 催 固 た る 真実 な の だ 。 


52. な ら ば この 上 な く 偉 大 な * ちな た の "の 


れ を ) 嘘 呼ば わり する 者 た ちがい る こと 
を 、 まさ し く 知 っ て いる 。 


へ の 悲痛 「 で ある 。 


御名 で (アッ ラー* を ) 称え * よ 。 


= 


NM 


不信 仰 者 * た ち は 、 自 分 た ち が ク ルアー ン * に よっ て 約束 され て いた も の ( 入 ) を 目 に する 


計 、 そ れ に よっ て 導 か れず 、 そ れ に 従い も し な か っ た こと ゆえ に 


次 美 (ほう び ) を 貫い 損 


ね 、 現 世に 戻る 機会 も 失っ た こと を 知り 、「 悲 痛 」 の 念 に と ら わ れる (アッ = ニ サ アァ ディ ー 


884 頁 参 照 )。 


アッ ラー* を 唱 念 し 、 人 々 を か れ と その 教え へ と 招き 続け よ 、 あ な た と 信仰 者 た ち に こそ 、 
よき 結末 が 待っ て いる の だ 、 と いう 意味 (アル = カー スィ ミー16:5922 参照 )。 


70. 階 段 章 


第 70 章 
階段 章 (アル = テマ アー リ ジ ュ ) * 


As 


Q 


慈悲 起ち まね く - 閑 深き * 

ラー* の 御名 に お いて 

請う 者 が 、 (自分 と 自分 の 民 に 、 復 活 の 日 * 

に ) 起こ る べき 懲 人 語 明 ( が 下さ れる こ と ) を 請 

うた 。2 

不信 仰 者 * た ち に は 、 そ れ を 防い で くれ る 者 

な ど 、 い な い 。 

階段 の 主 ? で あら れる アッ ラー* か ら (、 それ 

を 防い で くれ る 者 な ど ) 。 

天使 * た ちと 魂 ! は 、 そ の 長 さ が 五 万 年 も の 

日 、 か れ の 御 許 へ と 昇っ て いく 5。 

a 彼ら の 喘 笑 と 挑発 に ) 、 
き 忍 耐 6 で 忍耐 * せ よ 。 

oe 

が あり 得 な いと 思っ て いる 。 


1 


1S】 


ww 


た 


wn 


6 


マッ カ '* 啓 示 。 ス ー ラ * 名 は 、 ア ッ ラ ー* の 御名 


で は 、 


これ は 、 懲罰 を 早く 下 し て みよ 、 


「 階 段 の 主 (アー ヤ *4 参照 )」 に 
復活 の 日 * の 到来 の 確証 と 、 そ の 恐怖 の 描写 、 そ れ を 耕 定 し 喘 笑 す る 不信 

警告 が 提示 され る 。 そ し て 中 艦 で は 、 そ れ と 対比 する よう に 信仰 者 の 特質 
最後 は 再び 復活 の 確証 と 、 そ の 日 に 関す る 不信 仰 者 * た ち へ の 和敬 
と いう 不信 仰 者 * の 挑発 的 な 言葉 と され る (アル 


65 つっ 


ODa en 


来 。 前 半 
者 * た ち 
バ 描 か れ 、 
告 に よっ て 幕 を 閉じ る 。 
テバ ガウ 


ここ 


< 


ィ ー5:151 参照 )。 
夜 の 旅 章 92、 巡 礼 * 章 


畜 章 57-58、 戦利 品 * 章 32、 ユー ヌス * 章 50、 フ ー ド * 章 8、 雷鳴 章 6、 
i 47、 睦 昧 章 53、 サ ー ド 章 16、 相 計 


火 章 18 も 参照 。 


天使 * が 天 へ と 昇っ て 行く 「『 階 段 』」 の 主 」 の ほか に も 、「 高 さ の 極み と 、 位 階 、 徳 、 因 恵 を 備 
えた お 方 」「 偉 大 さと 至高 性 の 主 」 と いっ た 解釈 が ある (アル ニク ルト ウゥ ピー18:281 参照 )。 


この 「 魂 」 に は 、「 ジ ブリ ー ル *」「 人 間 の 魂 」 と いっ た 解釈 が ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:220 


参照 )。 
これ は 一 説 に 「 復 活 の 
と その 訳注 も 参照 ) まで の 階段 を 、 
事 を 指す (イブ ン ・ ア 


*」 の 事 。 ま た 一 


説 に は 「 地 上 か ら ア ッ ラ ー* の 御座 ( 高 壁 章 54 
彼ら 以外 で あれ ば 五 万 有 
ル テ ジ ャ ウズ ィ ー8:359-360 参照 )。 


E か か る と ころ を 、 


で 昇る 」 


「 よ き 忍 出 家 に つい て は 、 ユ ー ス フ * 章 18 の 訳注 を 参照 。 


70. 階段 章 1204 EA 

7. そし て われ ら * は 、 それ が 近い (日 に 、 確実 ⑤C ゆ やう 
に 到来 する ) も の と 見 る 。 

8. 天 が 、 溶 けた 鉛 の よう に な る 日 。 OLN 

9 また 山々 が 、 ( 解 さ れ て 散り 散り に な っ SL 
た 、 ) 3 染め られ た 羊毛 の よう に な る 日 。 1 

10. 近しい 者 が 、 近しい 者 に つい て 尋ね る こと CEH 
も な い 。2 

ii. 彼ら に は 、 彼 ら ? が 見 える 。( 不 信仰 だ っ た ) EER 
罪悪 者 は 、 自分 の 子供 た ち で 、 そ の の 懲 OI 
罰 を 償 え れ ば 、 と 望む 。 

12. また 自分 の 配偶 者 、 兄 弟 、 Oasis 

13. 自分 を 匿っ て くれ る 近親 、 あぁ あと し あめ 

14. そし て 地上 の 全て の 者 (に よっ て 自ら の Da SCN 
徴 涯 を 償う こと こと) で 、 (その 代償 が ) 自 
分 を 救っ て くれ る こと を (望む ) 。 

15. 断じて (、 そ ん な こと は 役に立た ) な い ! SLEX 
実に それ (地獄 ) は 燃え 盛る も の 。 

16. (それ は 、) 身体 の 各部 を も ぎ 取 る 。 Oc 


= 


章 9-10、 出 来 事 章 
む 章 3、 和 撃 章 
この 解釈 に は 、 


4-5 も 参照 。 
「 人 は その 日 、 近しい 者 か ら の 援助 を 


to 


来 な いこ と を 、 知っ て いる か ら で あ る 」 「 誰 し も が EE 


復活 の 日 * の 天変 地異 の 様子 に つい て は 、 洞 窒 章 47、 タ ー・ ハ ー 章 105-107、 蝶 章 88、 山 
5 一 6、 衣 を 纏 ( ま と ) う 者 章 14、 真 実 章 14-16、 消 』 


時 草 20、 巻き 込 


請う こと は な い 。 な ぜ な ら 役 が 何 も 出 


分 の こと で 頭 が 一 杯 な た め 、 他 人 の こ 


と を 尋ね る 余裕 も な い 」 と いっ た 説 が ある (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 2:486 参照 )。 


の 


た ち 」「 前 者 は 天使 
18:285-286 参照 )。 
4 「 身 体 の 各部 」 の 解釈 に は 、 ほ 
諸説 が ある (アル テバ ガウ ィ ー5:153 参照 )。 


ば た ち 


二 つ の 「 彼 ら 」 に つい て は 、「 い ずれ も 、 近 し い 者 た ち 」「 信 仰 者 た ち が 、 
信仰 者 た ち を 見 せら れる 」「 い ずれ も 不信 仰 者 * だ が 、 


地獄 に いる 不 


前 者 は 追従 者 た ち 、 後 者 は 指導 者 


、 後 者 は 人 々 」 と いっ た 説 が ある (アル = クル トゥ ビー 


か に も 「 頭 友 」「 骨 以外 の 肉 」「 顔 の 重要 な 部 分 」 と いっ た 


70. 階段 章 1205 NN の らち ー 

17. そ れ は 、 招 く の で ある 。 (現世 で 真理 に ) OR 
育 を 向け 、 (アッ ラー* と その 使徒 * へ の 上 服 
従 か ら ) 普 き 去り 、 

18. (財産 を ) か き 集 め て は 、 (そこ に お ける SS 
ア ッ ラ ー* へ の 義務 も 果たす こ と な く 、) 貯 
めこ ん だ 者 を 。 

19. 本当 に 人 間 は 、 せ っ か ち に 創 られ た 。 SN 

20. 悪 が 自分 に 降り か か れ ば 、 ひ どく 取り 乱 し 、 の と EY 

21. 普 が 自分 に 降り か か れ ば 、 強 欲 に な る 。 ON 

22. 但し 、 礼 拝 す る 者 た ち は 別 だ が 。 RAY 

23. (彼ら は 、) 自ら の 礼拝 を 常々 (守り つつ 、) ORI EN 
行う 者 た ち 。 

24。 ま た 、 自ら の 財産 の 内 に 、 (施し の た め Oo 
の ) 一 定 の 権利 : が ある 者 た ち 、 

25. (人 々 に 施し を ) 要求 する 者 に も 、 (それ Oe EL 
を ) 禁じ られ た 者 3 に 対し て も 。 

26. また 、 報 い の 日 * を 信じ (、 正 し い 行 い * に ON 
よっ て それ に 備え ) る 者 た ち 

27. また 、 自 ら の 壮 * の 懲 軸 に 、 快 える 者 た ち Oo ER 

28. 一 一 本 当 に 彼ら の 壮 * の 懲罰 は 、 ( 誰 も ) 安 OI NE 
心して いら れる も の で は な い の だ か ら 一 一 。 

29.、 ま た 、 自 ら の 陰部 を (禁じ られ た 物事 か Goi i 


ら ) 守る 者 た ち 


= 


彼ら は 礼拝 の 遵守 ゆえ 、 現 世に お いて は 慎 ま し い 人 間 と な っ た 者 た ち で ある 。 彼 ら は 、 現 


Ma 来 事 に 取り 乱す こと も な く 、 和 善い 物事 に 対し て 強欲 に な る こと も な い (イブ 


1】 


ww 


た 


ン ・ ジ ュ ザ イ 2:486-487 参照 )。 


この 「 権 利 」 に つい て は 、 撤 き 散 ら す も の 章 19 の 訳 油 


E を 参照 。 


「 禁 じ ら れ た 者 」 に つい て は 、 撤 き 散 ら す も の 章 19 の 訳注 を 参照 。 


この 「 禁 じ ら れ た 物事 」 に つい て は 、 御 光 章 30 の 訳 油 


E を 参照 。 


70. 階 段 章 
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= TE 


30. 


介し 、 自 分 の 妻たち 、 あ る い は 自分 の 右手 
が 所 有する も の (奴隷 * 女 性 ) は 別 で 、 本 当 
に 彼ら (合法 な 物事 だ け を 行う 者 た ち ) は 
稚 め られ る 者 な ど で は な い 。 


31. 誰 で あろ うと それ 以上 を 欲す る 者 、 そ れ ら 
の 者 た ちこ そ は (アッ ラー* の 法 の ) 違反 者 
な の だ 。 

32 また 、 自 ら の 信託 と 契約 を 厳守 する ' 者 
た ち 。 

33. また 、 自 ら の 証言 を (改変 も 隠蔽 も な く ) 
遂行 する 者 た ち 

34. また 、 自 分 た ちの 礼 振 を 固守 する 者 た ち 。 

35. それら の 者 た ち は 天 国 で 、 厚 通さ れる 者 た 
ち で ある 。 

36. (使徒 * よ 、) 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち が 、 
あな た に 向かっ て あたふた と や っ て 来る 
の は 、 ど うし た こと か ?2 

37. 右 か ら 左 か ら 、 三 々 五 々 に ? 

38 一体 、 彼ら (不信 爺 者 * た ち ) の 内 の いずれ 
の 者 も 、 安 蜜 の 楽園 に 入れ られ る こと を 所 
望 し て いる と いう の か 23 

1 同様 の アー ヤ * で ある 、 信 仰 者 た ち 章 8 の 訳注 も 参照 

2 一 説 に この アー ヤ * は 、 預 言 者 * の 言葉 を 聞き 、 

た め 


の 


り 
9 


咽 笑 (ちょ うし ょ う ) し 、 
、 彼 の も と に 集まっ て 来 た 不 信仰 者 * た ちの 集団 に 関し て 下っ た (アル テバ ガウ ィ ー 
5:154 参照 )。 


彼ら は 、「 彼 ら (ムスリム * た ち ) が 天国 に 入る の で あれ ば 、 


る rR 3 DR 


ORENR NS 
OAS 


CE RS 


0 EO 
OR RI ENIG 
Oo NS Ng 


CG ッッ イイ シン の 3 
OR SAP 


嘘 呼 ば わり する 


必ず や 私 た ちこ そ が 、 彼 ら よ 


も 先 に そこ に 入る で あろ う 。 そ し て 彼ら が そこ か ら 何 か 授かる の な ら 、 必 ず や 私 た ちこ 
が 、 そ れ よ り 多 く の も の を 授かる だ ろう 」 な ど と 言っ た も の だ っ た (アル = クル トゥ ビ 


18:294 参照 )。 


70. 階 段 章 


1207 \、 


で っ ll 56) 9 ー ツ *・ 


39. 断じて (、 そ ん な こと は 絶対 に あり 得 ) な 


~~ タバ ィ ン 


Oo A EEK 


い ! 本 当 に われ ら * は 彼ら が 知っ て いる 
も の '! か ら 、 役 ら を 創っ た の だ か ら 。 

40. わ れ は まさ に 、 い くつ も の 東 と 、 い くつ も | @92 双 og に 35 
の 西 ? に お いて 和 示 う *。 本 当 に われ ら * は まさ 
し く 、 可 能 な 者 な の で ある 、 

41. 彼ら より も (アッ ラー* に 服従 する ) 善い 者 EE 
た ち を 、 (彼ら の ) 代わ り と する こと と が 。 そ る 8 
し て われ ら は 、 出 し 抜か れる 者 な ど で は な い 。 

42。 な ら ば (使徒 * よ ) 、 彼 ら を 放っ て お け 。 彼 | 2 デル 
ら は 、 自 分 た ち が ( 懲 温 を) 約束 され て い DEIN 
る 日 に 道 遇 する まで 、 ( 虐 朗 の 中 に ) の め り 
込み 、 (宗教 に お いて ) 戯れ る で あろ う 。 

43. まる で (アッ ラー* を 差し お いて 崇め る た め | CCE 
に ) 立て られ た も の ? へ と 急ぐ よう に 、 彼ら の ⑤ っ を 2 し 
が 墓場 か ら 慌 て て 出 て 来る 日 に ( 道 遇 する 
まで ) 。 

44. 怖 気 づい た 目 を し 、 屈辱 が 彼ら を 覆う 。 そ | 3952 あ の の ig 
れ が (現世 で ) 、 彼 ら に 約束 され て いた 日 EE 
な の で ある 。 

1 彼ら 以外 の 者 た ちと 同じ 、 し が な い 一 滴 の 精液 か ら 創 られ た の だ か ら 、 天 国 に 入る に 値 す 

る ほど 高貴 な 存在 だ な ど と 考え る の で は な い 、 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 569 頁 参 照 )。 


2 ここ で の 「 い くつ も の 東 」 と 「 い くつ も の 西 」 は 、 同 年 
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(て 


た 


wn 


を 参照 。 


食卓 章 3 の 訳注 


に お いて 毎日 異な る 、 太 陽 の 昇る 
凶 点 と 沈む 地点 の こと と され る (アル テバ ガウ ィ ー4:26 参照 )。 


この 誓い に つい て は 、 整 列 者 章 1 の 訳注 
この 「 懲 久 」 に つい て は 、 金 の 装飾 章 83 の 訳注 を 参照 。 
この 「 立 て られ た も の 」 に つい て は 、 


を 参照 


デム No 


71. ヌー フ 章 


第 71 章 
ヌー ブフ * 講 


メン マラ 


2 タッ 


. 彼 ( ヌ ー フ や は 言っ た 。 


じ ひ じ あい 
慈悲 あま ね く * 慈 愛 深き * 


み な 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


. 本当に われ ら * は 、 ヌ ー フ * を その 民 に 遣わ し 


(て 言っ ) た 。「 あ な た の 民 に 警告 せよ 。 
彼ら に 、( そ の 不信 仰 ゆ え の ) 痛ま し い 懲 前 


が 到来 する 前 に 」。 
彼 (ヌー フ ? や は 言っ た 。 「 我 が 民 よ 、 本 当 に 
告 者 な な の だ 。 


私 は 、 あ な た 方 へ の 明白 な る 警告 


アッ ラー* (だ け ) を 崇拝 * し 、 か れ を 豊 れ ^ 
私 に 従 え 。 


(そう すれ ば 、 ) か れ は あな た 方 に 、 あな 
た 方 の 罪 を お 落し 下さ り 、 (前 する こと な 
く 、) あ な た 方 に 定め られ た 期限 3 うま で の 猫 予 
を 与え て 下さ ろう 。 本 当 に 、 ア ッ ラ ー* の の 
限 が 到来 し た ら 、 そ れ は (絶対 に ) 猫 予 さ 
れる こと が な い の だ 。 あ な た 方 が (その こ 
と を ) 知っ て いた の な ら (、 か れ へ の 信仰 
と 服従 へ と 急い だ で あろ うに ) 」。 


「 我 が 主 * よ 、 本当 
に 私 は 我 が 民 を 、 夜 に 昼 に 、 (あな た へ の 
信仰 へ と ) きま し た 。 


。 そし て (彼ら に 対す る ) 私 の 招き は 、 彼 ら 


の 逃亡 に 拍車 を か けた だ け で し た 。 


1 


マッ カ '* 啓 示 。 ス ー ラ \ の 名 称 と も な っ て いる よう に 


タン ィ ン 


Je 人生 人 


EN EN 


OI LIE SI 


© NR 


、 預 言 者 * メ ヌー フ * と その 民 へ の 熱心 な 
布教 警告 、 祈願 に つい て の 詳細 が 取り 上 げ ら れ て いる 。 


2 アッ ラー* に 逆らえ ば 、 か れ の 懲罰 が あな た 方 に 降り か か る 、 と 「 警 告 」 する 者 ( ム ヤ ッ サ 


3 


ル 570 頁 参 照 )。 


アッ ラー* が お 決め に な っ た 、 現 世 で の 滞在 「 期 限 」 の こと (アッ テニ サ ァ ディ ー888 


参照 )。 
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. ヌー フ 章 


1209 NN 


CP WN 


10. 


| 江馬 


12. 


13. 


14. 


また 本 当 に 、 あ な た が 彼ら (の 罪 ) を お 落 
し 下さ る よう 、 私 が 彼ら を (あな た へ の 信 
仰 へ と ) 招く た び 、 彼 ら は (それ を 聞く ま 
いと し て ) その 指 を 自分 た ちの 耳 に あて 、 

(私 を 見 まい と し て ) 衣服 で 身 を 覆い 、 ( 信 
仰 を 受け 入れ る こと に 対し て ) ひど く 上 牙 り 
高 ぶ り まし た 。 


それ か ら 本 当 に 私 は 、 彼ら を 大 っ ぴら に 
(信仰 へ と ) 招き 、 


それ か ら 本 当 に 私 は 、 (ある 時 は ) 彼ら に 
対し て (布教 を ) 公然 と 行い 、 (また ある 
時 に は ) 彼ら に 対し て (布教 を 〕 そっ と 内 
密 に 行い まし た 。 

また 、 私 は ( 民 に ) 言い ま し た 。『「 あ な た 
方 の 皇 * に 、 ( 罪 の ) 赦し を を い (、 不信 仰 
か ら 悔 司 し ) な さい 。 本 当 に か れ は 、 落 し 
深い お 方 な の だ か ら 。 


(そう すれ ば 、) か れ は 、 あ な た 方 の 上 に 
豊か な 雨 を お 送り に な り 、 

あな た 方 に 財産 と 子供 を 増やさ れ 、 あ な た 
方 の た め に 農園 を 創 られ 、 あな た 方 の た め 
に 河川 を お 創り に な ろう 。 

.( 民 よ 、) あな た 方 が アッ ラー* の 偉大 さ を 
怖 れ な い の は 、 ど うい うこ と とか? 

か れ は 確か に 、 あ な た 方 を 段階 的 に お 創り 
に な っ た 2 と いう の に 。 


1 


「 ア ッ ラ ー* に 褒 
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ed 
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A 
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‘©: 
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© ES EA OI 
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A 
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ORE 


府 美 を 望ま ず 、 その 懲 久 を 設 れ な い の か ?」「 ア ッ ラ ー* の 偉大 さ を 知 ら な い 


の か ?」「 ア ッ ラ ー* に (信仰 する こと に よる 善い ) 結末 を 望ま な い の か ?」 な ど と いっ た 
解釈 も ある (アル = クル トゥ ビー18:303 参照 )。 


2 関連 し て 、 


巡礼 * 章 5、 信仰 者 た ち 章 章 14 も 参照 。 


71. ヌー フ 章 1210 EA 


15. 一 体 あ な た 方 は 、 い か に し て アッ ラー* が 、| @6Cb SE IE GA 
組み 合わ さっ た ' 七 層 の 天 を お 創り に な っ 
た の か 、 見 な か っ た の か ? 

16.・ ま た 、 か れ が 月 を そこ に お ける 光 と され 、 NI IAN 
太陽 を 煙 々 た る 灯火 と され た の を ? ey 

17. ア ッ ラー* は 、 あな た 方 (の 先祖 アー ダム SN 
ei 

18. それから 、 あ な た 方 を (その 死後 に ) そ OE OS 
こ へ と お 戻し に な り 、 (復活 の 日 * に は ) 
あな た 方 を 必ず や (そこ か ら ) お 出し に 
な る 。 

19.、 ま た アッ ラー* は 、 あ な た 方 の た め に 大 地 を DEE NI 
敷物 (の よう に 平坦 な も の ) と され た 。 

20. (それ は 、) あな た 方 が そこ で 、 広 々 と し CCI GA 
た 道々 を 進む た めで ある 」。 

21. ヌー フ * は 言っ た 。「 我 が 宇 * よ 、 本 当 に 彼 | So の の る oO 
ら ( 民 の 内 の 弱者 た ち ) は 私 に 逆らい 、 そ OR AL 
の 財産 も 子供 も 自ら に 損 突 し か 上 乗せ し 
な い 者 に 従っ て し まい まし た 。3 

22. 彼ら は (弱者 た ち に 対し て 、 ) 途方 も な い $@ り 655 
策謀 4 を 企ん だ の で す 。 

1 「 組 み 合わ さっ た 」 に つい て は 、 王 権 章 3 の 訳注 を 参照 。 

2 アー ダム * が 大 地 か ら 出 現し 、 そ こと か ら 組 成 ( そ せ い ) され た こと を 強調 すべ く 、「 創 造 」 


が 「 芽 生え 」 に 警 (た と ) えら れ て いる (アル = テバ イダ ー ウ ィ ー5:394 参照 )。 


CO 


つま り 、 役 ら の 内 の 弱い 者 た ち は 、 財産 や 子供 を 沢山 持っ て いる 、(E し い 道 か ら ) 迷っ た 


指導 者 た ち に 従っ て し まっ た 。 そ し て 彼ら の 財産 も 子供 も 、 彼 ら に は 現世 で の 迷い と 、 来 
世に お ける 懲罰 を 上 乗せ する 原因 で し か な か っ た ( ム ヤ ッ サ ル 571 頁 参 照 )。 戦 利 品 * 章 


28 の 訳注 も 参照 。 
この 「 集 謀 」 の 解釈 に は 、「 ヌ ー フ * の 殺害 を 促 (うな が ) し た こと 」「 現 世 的 な 楽し み を 誇 


た 


大 ( こ だ い ) 視 さ せ た こ と 」「 不 信仰 」「 次 の アー ヤ * で 言及 され て いる こと 」 と いっ た 諸説 
が ある (アル = クル トゥ ビー18:307 参照 )。 


71. ヌー フ 章 


iz11 


て の ちら どー パ 


23. 


24. 


25. 


26; 


27. 


また 、 彼 ら は (弱者 た ち に ) 言い まし た 。 
.! あ な た 方 は 絶対 に 、 ( ア ッ ラ ー* だ け を 
崇拝 * す る こと で 、) あな た 方 の 神々 を 捨て 
去っ て は な ら な い ぞ 。 そ し て 絶対 に 、 ワ ッ 
ド 、 ス ワー ウ 、 ヤ グー ス 、 ヤ ウー ク 、 ナ ス 
ル ! を 捨て 去っ て は な ら な い 』 o 


彼ら は 確か に 、 多 く の 者 た ち を 迷い 去ら せ 
0 (それ か ら 、 ヌー フ * は 言っ た 。 ) 

「 ( 歌 が 皇 * よ 、 ) ES 
外 、 何 も 上 乗せ し な いで 下さ い 」。 


彼ら は (不信 仰 へ の 固 幸 という) その 過ち 
ゆえ 、 (洪水 で ) 溢れ させ られ 3、 業火 に 入 
れ ら れ た 。 そ し て 彼ら は ア ッ ラ ー* と は 別 
の 、 自 分 た ちの た め の 援 助 者 た ち を 見 出す 
とこ と も な か っ た 。 


また 、 ヌ ー フ * は 言っ た 4。「 我 が 壮 * よ 、 不 
信仰 者 * で 動き 回 る 者 * は 誰 一 人 、 地 上 に 残 
し て お か な いで 下さ い 。 


本 当 に も し 、 あ な た が 彼ら を 残し て お か れ 
る な ら 、 彼ら は あな た の (信仰 者 で ある ) 
僕たち を 迷わ せ 、 彼 ら は 放 競 で 不信 仰 の 激 

し い 者 (と な る 子孫 ) し か 生ま な いで し ょ 
うか ら 。 


ES 


= 


sj 


これ ら の 名 称 は いずれ も 、 彼ら が ア 
し い 人 物 が 死ん だ 後 、 人 々 が 彼ら を 思 
間 の 経過 と シャ イタ ー 
( ム ヤ ッ サ ル 571 頁 参 照 )。 

* は 、 彼 ら が も う 信 じ な いこ と を アッ ラー* か ら 知 ら さ れ た 後 、 こ の 祈願 の 


ッ ラ ー* を よそ に 


崇め て いた 偶像 の 名 前 。 そもそも は 正 


CS CR 
So IP oI ES 
の のち 35 る 人 


っ > ィ ン ン ンタ る を と 
OPEN 


ON 


5 0 7 を と の 
区 を AGE と 1 


マタ ス 


NIEIS 


Ss 


RE 


A LB 


い 出 し て 崇拝 * 行 為 に 励む べく 作っ た 像 だ っ た が 、 時 


ン * の 策略 に より 、 そ れ ら 


。 2 ル テ バ ガウ ィ ー5:158 参照 )。 


91 


この 出来 事 の 
と の 言葉 に つい て は 、 
ある い は 「 家 ! 


ド * 章 40-48 に 詳し い 。 
を 参照 。 


写 は 、 フ ー 
アー ヤ *24 の 訳注 
居住 す る 者 」 と いう 意味 (前 掲 書 、 


同 E 


IN 


体 を 崇め る よう に な っ て し まっ て いた 


の 言葉 を 言 


(参照)。 


2 ジー ラフ 卓 ブ 1212 NN NN 
28. 我 が 主 * よ 、 私 と 我 が 両親 、 信仰 者 と し て 我 AC ey 
が 家 に 入っ た 者 !、 信 仰 者 の 男 た ちと 信仰 者 | っ の ジン 0 
の 女 た ち を 、 お 赦し 下さ い 。 で LCT SEN 
者 た ち に は 、 (現世 と 来世 に お ける ) 滅亡 
以外 の 何 も 上 乗せ し な いで 下さ い 」 8 


1 ヌー フ * の 両親 は 、 信 仰 者 だ っ た 。 ま た 「 我 が 家 」 の 解釈 に は 、 ほ か に も 「 私 の マス ジ ド *」 
「 私 の 船 」 と いっ た 諸説 も ある (アル = クル トゥ ビー18:313-314 参照 )。 


72. ジン 章 


3 


4. 


直 悲 あま ね く * 閑 有 


デア ツラ テー 


(使徒 * よ 、) 言え 。 


た と いう こ Cc. と を 。 
き 読 み 物 * (クル アー 


る 一 一 、 か れ が 配信 者 も 子供 も 、 


RN CS 


また 、 私 た ちの 内 の 愚か 者 "が 、 
に 対し て (真実 か ら ) 逸脱 し た こと 7 を 言っ 


て いた と いう こと 。 


深き * 
+ の 御名 に お いて 


「 私 に は 、* 
ジン "の 集団 が (、 私 の クル ア ー ン 精 読 語 に ) 
耳 を 傾け 、 (自分 た ちの 民 に 、 こ う ) 言っ 
『 本 当 に 私 た ち は 、 敬 く 
ン や を 聞い た 。3 


(それ は ) 正 し さ へ と 導い て くれ る 。 ゆ え 
に 私 た ち は そ れ を 信じ た の で あり 、 我 ら が 
主 * に 何者 も 並べ た り は し まい 引 。 


また 、 一 一 我ら が 主 * の 偉大 さ は 、 


詩 示 され た 。 UG: 


3 まあ 2 EN II 

④ あ 2 

守ら ィ イン タン ン イン ラセン ルン ンタ シィ ン の 
崇高 で あ Ds Da ka 
も うけ ら © 
アッ ラー* | @③ UE EE 


wn 


oo 


ココ 


マッ カ * 啓 示 。 ジ ン * の 言葉 、 性 質 


と が 、 
ー の 唯一 性 を 


で あり 、 預 言 


A 参照)。 


< 事 に つい て は 、 砂 


572 
この 出 3 
つま り 、 
アー ヤ *15 i 
の 「… を 信じ た 」 
と の 「 愚 か 者 」 に は 、「 イ ブリ 
カス ィ ー ル 8:239 参照 )。 


クル アー ン * の 真実 性 、 
仰 が 確証 され る 。 そ し て それ は 同 
者 * へ の 慰 (な ぐさ ) め と も な っ て いる 。 


その 修辞 的 秀 越 さ 、 雄弁 さ 、 英知 、 


圭 に 、 


法規 定 、 


29 の 訳注 も 参照 。 
アッ ラー* に 対し て シル ク * を 犯さ な い 、 


と いう と こと 。 


この ジン * の 言葉 の 
に か か る 、 と され る (イブ ン ・ ア 


i の 「… と いう こ 


洞窟 章 14 の 同様 の 表現 と 、 そ の 訳注 も 参照 。 


と 」 と いう 名 詞 文 は 、 
ーシュ ー ル 29:222 参照 )。 
ー ス *」「 シ ルク * を 犯す ジン *」 と いっ た 解釈 が ある (イブ ン ・ 


、 宗 教 、 人 間 と の 関係 な ど が 多く 取り 上 げ ら れ て いる こ 
スー ラ * 名 の 由来 。 ク ルアー ン * を 聞い て 信仰 に 入っ た ジン * の 言葉 を 通し て 、 ア ッ ラ 
預言 者 * ム ハン マ ド * の 使徒 * 性 、 

人 間 の 内 の 不信 仰 者 * へ の 警 


復活 な どの 基本 的 信 


告 、 信仰 へ の 呼び か け 


情報 に お いて 「 驚 くべ き 読 み 物 」 ( ム ヤ ッ サ ル 


アー ヤ *2 


72. ジン 章 ブ 1 ュ 214 NN rN 

5 また 、 私 た ち が 人 間 も ジン * も 、 ア ッ ラ ー* | が ed 
に 対し て 嘘 ! な ど つ か な い だ ろ う 、 と 思っ て SK 
いた と いう こと 。 

6. また 、 人 間 の 男 た ち が ジン * の 男 た ち に 加護 | eso 
を を い 、 それ で 彼ら (ジン が 彼ら (人間) ODA 

に 恐怖 2 を 上 乗せ し た と いう こ て (し どら 

7。 また (ジン * た ちよ ) 、 あな た 方 が 考え て い | @Cclaisczydkcbt ち ああ 
た よう に 、 ア ッ ラ ー* は 誰 も (死後 に ) 低 
ら せ た り し な い だ ろ うと 、 彼 ら (人 間 の 不 
信仰 者 * た ち ) が 考え て いた と いう こと 。 

8. また 、 私 た ち が (天界 の 住民 の 話 を 聴 こ う EIEN 
と し て ) 天 を 探る を と 、 そ こと が (天使 * に よる ) Ds 
厳し い 警護 と 、 流星 に 満ち 溢れ て いる 3 の を 
見 出し た 、 と いう こ (8 と 。 

9 また 、 私 た ち が (以前 、 天界 の 話 を ) 聴く た | EC 
め に 、 その 一 部 に 居場所 を 構え て いた 、 と い ORE NE NI どう 
うこ と 。 そし て 今 、 聞き 耳 を 立て る 者 は 誰 で 
も 、 そこ に 』 工 衛 の 流星 を 見 出す の だ 。 

10。 ま た 、 (この 天界 の 変化 に よっ て ) 一 体 、 地 | 99aay 多 ko 


上 の 者 に 悪 が 望ま れ て いる の か 、 それ と も 彼 
人 が 彼ら に 正しい 導き を お 望み な の 
、 私 た ち に は 分 か ら な いと いう こ 


= 


I} 


19:10 参照 )。 
と の 「 流 星 」 に つい て は 、 


CO 


アッ ラー* に 配偶 者 や 子供 が いる 、 と いう 「 嘘 」( ム ヤッ サル 572 頁 参照 )。 


「 恐 怖 ( ラ ハ ク )」 の 解釈 に は 、「 罪 」「 不 信仰 」 と いっ た 諸説 も ある (アル = クル トゥ ビー 


整列 者 章 6-10、 王 権 章 5 も 参照 。 
4 つま り 、 地 上 の 者 た ち が 預 言 者 \* ム ハン マ ド * を 信じ て 導 か れる か 、 あ る い は 嘘つき 呼ば わ 


アル テヒ ジュ ル 章 17-18 と その 訳注 、 詩 人 た ち 章 212、223、 


り し て 滅び る か 、 分 か ら な いと いう こと (アル テク ルト ッ ゥ ピー19:14 参照 )。 あ る い は 、 こ 


れ は 天 の 護 衛 が 厳し く な っ た の を 見 出し た 時 に 、 ジ ン * た ち が 互 い に 不 思 議 が っ て 言っ た 言 


葉 。 その 後 、 ク ルアー ン * を 聞い た 時 、 彼ら は その 理 


ー テ ィ ー8:318 参照 )。 


を 知っ た の だ っ た ( ア ッ ー テ ジャ ヤ ン キ 


72. ジン 章 ブ 1215 NN っ りー 

11. また 、 私 た ちの 内 に は 正しい 者 * た ち も い れ | CK EAE NE 
ば 、 そ う で な い の も いる と いう こと 。 私 た 3 
ち は 、 ば ら ば ら な 道 に あっ た 。 

12。 ま た 、 私 た ち が 地 上 で 、 アッ ラー* (が お 望み NRG EE 
に な っ た こと ) か ら 入 れる と と も (出来 ) な る CS 
く 、 ( 天 へ と ) 逃亡 し て か れ か ら 逃 れる こと 
も (出来 ) な いこ と を 確信 し た 、 と いう こと 。 

13. また 、 私 た ち が 導 き (クル ア ー ン ”) を 聞い ER 
た 時 、 それ を 信じ た 、 と いう こと 。 自 ら の 主 主 DGDVHCEIEGITR.42 9 
"を 信じ る 者 は 誰 で も 、 いか な る (善行 の ) 減 損 
も 、 屈 辱 も 、 怖 れる こと が な い の だ か ら 。 

14. また 、 私 た ちの 内 に は 服従 し た 者 ( ム ス リ TE ESASANE, 
ム ) た ち も い れ ば 、 (真理 か ら 外 れ た ) 不 OE TIR 
公正 な 者 た ち も い る 、 と いう こと 。 そし て 誰 _ 

で あろ うし と 服従 し た 者 (ムスリム 、 そ れ 
ら の 者 た ち は 正 し い 導 き を 目指 し た の だ 。 

15. また 、 (真理 か ら 外 れ た ) 不 公正 な 者 た ち EN 
は と いえ ば 、 地 獄 の 礎 と な っ た 」。 

16. また 、 も し 彼ら (不信 仰 者 * の 人 間 と ジン EN RE 
が (、 イス ラー ム * と いう ) 道 を まっ すぐ 歩 et 
ん だ ! の な ら 、 わ れ ら * が 彼ら に 豊富 な 水 を 
飲ま せ て や っ た の だ 、 と いう ご と 。? 

17. (われ ら * の 央 恵 に 感謝 する か どう か 、) 彼 の の のち うら の RR 


ら を 試練 に か ける べく 。 そし て 自ら の 主 * 
の 唱 念 3 に 背 を 向け る 者 が あれ は 、 か れ ( ア 
ッ ラ ー? は その 者 を 険しい 懲罰 に お 入れ 
に な ろう 。 


®t A 


1 この 「 ま っ すぐ 歩く こと 」 に 関し て は 、 詳 細 に され た 章 30 の 訳注 を 参照 。 


2 この アー ヤ * 以 降 の 「… と いう こと 」 は 、 
か る 、 と され る (イブ ン ・ ア ー 
3 て この 「 


唱 念 」 に は 、 


アー ヤ *1 に 「… が 、 啓 示さ れ た 」 と いう 
シュ ー ル 29:237 参照 )。 

アッ ラー* へ の 服従 、 ク ルアー ン * に 耳 を 傾け る こと 、 そ の 熟慮 (じゅ 
くり ょ )、 そ れ に 則 (の っ と ) っ た 行為 な ど が 含ま れる ( ム ヤ ッ サ ル 573 頁 参照 )。 


2 で か 


72. ジン 章 1216 っ チー 


18。 ま た 、 マス ジ ド * は アッ ラー* (だ け を 崇拝 * | @ ERE 
する た め ) の も の 、 と いう こと 。 な ら ば 、 
あな た 方 は アッ ラー“ と 並べ て 、 何 も の に も 
祈っ て ( 岩 拝 * し て ) は な ら な い 。! 


19. また 、 ア ッ ラ ー* の 僕 (ムハンマド や が 、 RR EE 
か れ に 祈っ て (崇拝 * し つつ ) 立っ た 時 、 彼 ® 


ら (ジン * た ち ) は (クル アー ン * を 聴く た 
め に 、) 彼 に 一 九 と な (っ て 笑い か ぶる ) 
らん ば か り だ っ た と いう こと 。 


20 (使徒 * よ 、 不 信仰 者 * た ち に ) 言っ て や れ 。| Cs 
「 私 は 我 が 宇 * (だ け ) に 祈願 (し つつ 此 拝 
う する の で あり 、 か れ (の 崇拝 り に 誰 も 
並べ た り は し な い 3」。 


21. (使徒 * よ 、) 言う の だ 。「 本 当 に 私 は 、 あな OC A EN 
た 方 に 対し て 、 害悪 も 善 も 有 し て は いな い 」 。 

22. (使徒 * よ 、) 言え 。「 実 に (も し 私 が アッ | ea ある 
ラー* に 逆らえ ば )、 誰 一 人 ア ッ ラ ー* (の 懲 OR» 


信 ) か ら 私 を 守っ て くれ は し な いし 、 また 
私 が か れ を よそ に 、 (か れ の 懲罰 か ら の ) 
いか な る 避難 所 も 見 出す と と も な い 。 


23.、 た だ 、 ア ッ ラ ー* と 、 か れ の お 言 伝 か ら の 伝 i AGN) 
達 の み (を 、 私 は 有 し て いる の だ ) 。 誰 で | @⑥3 Cao 26.466 和 4 
あろ うと 、 アッ ラー* と その 使徒 * に 逆らう 


1 この アー ヤ * に つい て は 一 説 に 、「 啓 典 の 民 * は 自分 た ちの 教会 に 入る と シル ク * を 犯し て い 
た た め 、 信 仰 者 た ち は マ スジ ド * に 入っ た 時 、 彼 ら と 同様 に する の で は な い 、 と いう 意味 」 
「 こ こ で の 『 マ スジ ド *』 は 、 あ ら ゆ る 土地 の 意味 」「 こ の 『 マ スジ ド * (語義 的 に 「 サ ジ ダ 
* す る 場所 」)』 と は 、 サ ジ ダ * す る 時 に 地面 に つけ る 、 身 体 の 各 箇 所 の こと 」 と いっ た 解釈 
が ある (アル テバ ガウ ィ ー5:162 参照 )。 

ほか に も 、「 こ れ は ジン * が 、 自 分 た ちの 民 に 伝え て 言っ た 言葉 。 こ の 場合 、 彼 に 押し 寄せ 
て 来 た の は 、 彼 と 共に 崇拝 * 行 為 に 勤 (いそ ) し むこ と に 熱心 な 教 友 * た ち 」「 彼 に 押し 寄せ 
て 来 た の は 、 彼 の 布教 を 胃 (は ば ) も うと する 人 間 と ジン * た ち 」 と いっ た 解釈 が ある ( イ 
ブン ・ カ スィ ー ル 8:245 参照 )。 


つま り 、 シ ルク * を 犯し た り は し な い 、 と いう こと 。 


TO 


w 


72. 
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ria17 い NN 


っ -VY 


24. 


25. 


26. 


27. 


28. 


者 、 実に その 者 に は 地獄 が あり 、 彼ら は ず 
っ と 永遠 に そこ に 留まる 。 


や が て 自分 た ち が 約束 され て いる も の (人 
前 ) を 見 る 時 、 彼ら (シル ク * の 徒 ) は 誰が 
援助 者 が 弱く 、 (軍勢 の ) 数 が 少な い 者 か 
を 知る こと に な ろう 」 。 


(使徒 * よ 、 彼 ら シ ルク * の 徒 に ) 言っ て や 
れ 。「 私 は 、 あ な た 方 が 約束 され て いる も 
の (懲罰) が 近い の か 、 そ れ と も 、 我 が 主 
* が そこ に (長い ) 期間 を 置か れる の か 、 分 
か ら な い 」。 


(アッ ラー* は 、) 不可 視 の 世界 * を ご 存 知 
の お 方 で あり 、 か れ の 不可 視 の 世界 を 、 誰 
に も 串 わ に は され な い 。 


た だ 、 か れ が ご 満悦 に な っ た 使徒 * で ある 者 
は 別 (で 、 不可 視 の 世界 * の 一 部 を 、 お 教え 
に な る ) 。 と いう の も 、 本 当 に か れ は 彼 の 
前 と 後ろ か ら 、 (天使 * の ) 護衛 を 遣わ され 
る ! の だ か ら 。 


(それ は 使徒 が 、) 彼ら (過去 の 使徒 * た ち ) 
2 が その 主 * の お 言 伝 を 確か に 伝達 し た 、 と 
いう こと こと 、 そ し て 、 か れ (アッ ラー が ( そ 
の 知識 で 、) 彼ら の も と に ある も の を 包囲 
され 、 全 て の 物事 の 数 を 数 え 上げ ら れ た と 
いう こと を 知る た め な の で ある 。 


IN) 


の ほか 
ne 天使 * た ち 」 


( ム ヤ ッ サ ル 573 頁 参 照 )。 


「 知 る 者 」 が 「 使 徒 * ム ハン マ ド *」、「 伝 達し た 者 た ち 」 が 「 過 去 の 使徒 * を たち 」 と いう 解釈 
に も 、 前 者 と 後者 が それ ぞ れ 「 使 徒 * ム ハン マ ド *、 ジブ リー ル * と その 仲間 た ち 」 「 使 
分 以外 の 使徒 * た ち 」「 イ ブリ ー ス *、 使 徒 * た ち 」「 ジ 
、 使 徒 * た ち 」「 使 徒 * た ち を 嘘つき 呼ば わり し た 者 た ち 、 使 徒 * た ち 」「 ア ッ ラ ー*、 


「 あ る 使徒 *、 


Fo いし EI > 
る i CS 


6A 3 


4d 


0 Rt 


I 
CA CE 


肥 ら 天使 * た ち は 、 使徒 * を ジン * か ら 守 り 、 天界 か ら の 情報 が 盗み 聞き され な いよ うに する 


使徒 


1 と いっ た 諸説 が ある ( ア ル = クル トゥ ビー19:30 参照 )。 


73. 衣 を 纏う 者 章 1218 A NY 


he a 
と 2 も さま と 第 73 草 


を 纏う 者 章 (アル = ムッ ザン ミル ) ! 


慈悲 あま ね 、 " 粉 愛 深 き * 
プ ツ ラー* の 御名 に お いて 


1. 表 を 纏う 者 ? よ 、 OR 

2 少し だ け 除 いて 、 (礼拝 の た め ) 夜 に 起き OI 
て いよ 。 3 

3 つま り 、 そ の 半分 (を 起き て 過ごせ ) 。 (つの 


た は 、 そ と か ら 少 し (、 つ まり 三 分 の 一 M 
で ) 減ら す が よ い 。 


4。 あ る い は 、 そ こ に 上 乗せ し (、 三 分 の 二 に OGA DI 
し ) て も よい 。 そ し て クル アー ン * を 、 明 購 
に 区 切り つつ 読 論 せ よ 4 


5. (預言 者 * よ 、) 本 当 に われ ら * は 、 あ な た DE RE 
に 宣 厚 な 言葉 (クル アー ン ?) * を 投げ か け 


926 


1 マッ カ * 啓 示 の 内 で も 、 最初 に 下っ た も の の 内 の 一 つ (一 部 アー ヤ * に は 、 マ ディ ー ナ * 啓 示 
説 も あり )。 スーラ * の 名 称 は 、 ス ー ラ \ 冒 頭 に 出現 する 同 語 に 由来 。 夜 の 礼拝 、 及び 唯一 な 
る アッ ラー* へ の 真 撃 (し ん し ) な 崇拝 * の 命令 と その 手法 の 描写 に 始ま り 、 預言 者 * ム ハン 
マ ド * の 真実 性 と 復活 の 日 * の 確証 、 使徒 * を 信じ な い 不 信仰 者 * へ の 警告 が 取り 上 げ ら れる 。 
そし て 最後 は 、 夜 の 礼拝 の 軽減 と 、 そ の 他 の 崇拝 * 行 為 の 命令 に よっ て 締め くく られ る 。 
預言 者 *\ は ヒラ ー 洞 窟 で 最初 の 啓示 が 下っ た 時 、 余 り の 恐怖 の た め に 当時 の 妻 で あっ た ハデ 
ィ ー ジ ャ の も と へ 戻り 、 衣 で 包ん で くれ る よう に 頼ん だ (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 2:500 参照 )。 
この 夜中 の 礼拝 ( 夜 の 旅 章 79 の 訳注 も 参照 ) の 義務 は 、 こ の アー ヤ * が 下っ た 一 年 後 、 ア 
ー ヤ *20 に よっ て 撤回 (( ア ー ヤ * の 撤回 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 106 の 訳注 を 参照 ) され 、 
ムスリム * た ち に と っ て の 任意 の 行為 と な っ た (ムスリム 「 旅 行者 の 礼拝 と その 短縮 の 書 」 
139 参照 )。 
つま り 、 各 文字 を は っ きり と 発音 し 、 伸 ば すべ き 箇 所 は 伸ばし つつ 、 ゆ っ くり と 読 議 する 
こと (イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 29:260 参照 )。 
重厚 な 」 の 解釈 に は 、「 そ こ に 含ま れる 様々 な 宗教 義務 」「 高 中 な 」「 そ の 褒美 が 、 復 活 の 
* の 笠 に 重い 」「 不 信仰 者 た ち に と っ て 上 厳し い 」「 そ の 啓示 を 受け 取る 時 に 、 使 徒 * に 大 き 
な 負担 が か か る 」 と いっ た 諸説 が ある (アル テク ルト ウゥ ビー19:38 参照 )。 
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73. 衣 を 纏う 者 章 1219 NN ぴら VY 

6. 実に 夜 に 生ずる も の (崇拝 * 行 為 ) は 、 より OI NS 
強く C 心 に ) 響き 、 より 確実 な 言葉 な の だ 。 

7. 本 当 に あな た に は 昼間 、 (生活 や 用 事 の た あと っ Mia308) 
め の ) 長い 作 走 が ある 。 

8 ( 夜 か 昼 か を 問わ ず 、) あな た の 主 * の 御名 を (GO 
唱 念 し 、 か れ (の 崇拝 り に 完全 に 専念 せよ 。 

9 の れ は ) 東西 (と 、 そ こ に ある 全て ) の 主 NA RS 
* な の だ 。 か れ 以 外 に ( 走 に ) 崇拝 すべ きも ④⑤ ふ る 
の は な い 。 な ら ば 、 か れ を 委任 者 ? と せよ 。 

i0 また 、 彼 ら (シル ク * の 徒 ) が (あな た と あな | ⑤DL= ら ao ゆま みっ 
た の 宗教 に つい て ) 言 刀 の く と に 忍 硬 * し 、 彼ら 

(の 悪 ) を 綺麗 な 回 避 で も っ て 避け る の だ 。 

ji. そし て (使徒 * よ ) 、 柳沢 さ の 主 で (クル ア | 2 と e693 

ー ン * を ) 嘘 呼ば わり する 者 た ち を 、 われ に @% 
(任せ で ) 放っ て お き 、 少 し の 間 、 彼 ら に 
猫 予 を 与え て お け 。 

12. 本 当 に われ ら * の も と に は (来世 で ) 、 重い ⑧C っ SE36 
く び き と 火 獄 、 

13、 そ し て 喉 に 詰まる 食べ 物 * と 、 痛 まし い 懲 OCIS; 
軸 が ある 。 

14. 大 地 と 山々 が 激 距 し 、 山 々 が 砕け 散っ た 砂 | SO お NG 
山 と な る 日 に 。* (の 5 


1 


「 よ り 確 実 な 言葉 」 に は 、「 周 囲 


ル テ ク ルト ッ ゥ ビー19.41 参照 )。 


2 


3 


し い 植 物 0 
4 復活 の 日 
9-10、 


「 委 任 者 」 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 


が 静か な の で 、 よ り 正 し い 


きる 」「 よ り 活 発 で 、 より 真 撃 で 、 よ り 祝 福 に あふ れ た 崇拝 


多 で 確実 か つ 継続 する 読 語 が で 
* 行 為 」 と いっ た 解釈 が ある ( ア 


語 解説 「 全 て を 請け 負わ れる * お 方 」 も 参照 。 


「 喉 に 詰まる 食べ 物 」 と は 、 ザッ クー ム ( 夜 の 旅 章 60「 呪 われ た 木 」 の 訳注 を 参照 ) と 、 忌 々 


F 倒 的 事態 章 6 の 訳注 


出来 事 草 5.6、 真 実 章 13-15、 


な ども 参照 。 


を 参照 ) の こと と され る (アル = テバ ガウ ィ ー5:170 参照 )。 
* の 天変 地異 の 様子 に つい て は 洞窟 章 47、 タ ー・ ハ ー 章 105-107、 農 草 88、 山 章 
階段 章 8-9、 消 息 


章 20、 巻 き 込む 章 3、 衝 撃 章 4-5 


73. 衣 を 纏う 者 章 1220 、 NY 
15. 本 当 に われ ら * は 使徒 * (ムハンマド ? を 、 CEE NGS 
あな た 方 に 対す る 証人 ! と し て あな た 方 に DHE id が | 
遣わ し た 。 ちょ う ど 、 フィ ル ア ウン * に 使徒 
(ムー サー?) を 遣わ し た よう に 。 

16。 それで フィ ルアウ ン は 使徒 * に 逆らい 、 わ れ | ⑧32O25kO2D5eas 
ら * は 彼 を お ぞ ま し い 六 で 前 し た 。 

17. で は 、 か れ (アッ ラー や ) が 子供 た ち を ( そ I ORE 
NN © 
の ) 日 *、 あな た 方 は いか に し て 自分 た ち 
守る と いう の か ? J 
仰 に 陥っ た の な ら ? 

18. そこ に お いて 、 天 は 裂け る ?。 か れ の お 約束 DICN 
は 、 実 現さ れる こと に な っ て いた の だ 。 

19. 本 当 に これ (警告 の アー ヤ ? は 、 教 訓 で | の dR 
ある 。 そし て 、 誰 で も (それ に よる 教訓 を ) る 3 
望む 者 に は 、 (服従 行為 と 艇 虚 さ * に よっ 
て ) 自ら の 主 * (の ご 満悦 ) へ と 道 を 取ら 
せよ 。 

20. (使徒 * よ 、) 本 当 に あな た の 詩 * は 、 あ NE OE SE 
な た と 、 あ な た と 共に ある 者 の 一 団 が 、 oO 
(時 に は ) 夜 の 三 分 の 二 未 満 、 (時 に は ) RE BE 


その 半分 、 (また 時 に は ) その 三 分 の 

ost 
そし て アッ ラー* (の み ) が 、 夜 と 昼 (の 
範囲 ) を お 定め に な ( り 、 そ れ を ご 存 知 
に な ) る の だ 。 か れ は 、 あ な た 方 が それ 
を 数 え 上 げ ら れ な いこ と を ご 存 知 に な 
り 、 あ な た 方 の 悔 悟 を お 受け 入れ に な っ 


1 この 「 証 人 」 に つい て は 、 婦 人 音 41 の 訳注 を 参照 。 


2 識別 章 25 も 参照 (アル = クル トゥ ビー19:244 参照 )。 
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73. 衣 を 纏う 者 章 1221 i NY 


ジィ 


た !。 な ら ば ( 夜 の 礼拝 の 中 で ) 、 ク ル ア が 
ー ン "か ら 、 (あな た 方 に と っ て 読 語 が ) 
容易 な も の を 謗 やむ が よい ?。 か れ は 、 あ な 
た 方 の 内 に 病人 や 、 ア ッ ラ ー* の ご 恩 規 を 
求め つつ 地上 を 旅 す る 別 の 者 た ち アッ 
ラー* の 道 に お お いて 努力 着 凍 する 別 の 者 
た ち が 出 て くる こと も 、 ど ご 存 知 に な っ た 
の だ か ら 。 な ら ば ( 夜 の 礼拝 の 中 で ) 、 
そこ (29 し 2 紀 か ら 、 (あな た 方 に 
内 容易 な も の を 調 む が よ 

。 そし て (義務 の ) 礼拝 を 遵守 * し 、 浄 
EN アッ ラー* に よき 貸付 3 を せ 
よ 。 あ な た 方 が 自分 の た め に し て お く 善 
いこ と は 何で あれ 、 あ な た 方 は それ を ( 復 
活 の 日 * に ) アッ ラー* の 御 許 で 、 (現世 
で 自分 た ち が 行っ た も の ) より 善く 、 よ 
り 偉大 な 報い と し て 見 出す こと に な る の 
だ か ら 。 そ し て ア ッ ラー* に 、 お 赦し を を 
え 。 本 当 に アッ ラー は 、 赦し 深い お 方 、 慈 慈 
愛 深い * お 方 な の だ 。* 


ja, 


I} 


アー ヤ *2 に よっ て 夜 の 礼拝 が 義務 づけ られ た 後 、 ある 種 の 者 は 夜 の 礼拝 時 間 の 計算 が 分 か 
その 結果 、 間 違い を 避け る た め に 夜通し で 礼拝 し 続け 、 ひ どい 疲労 に 教 わ れ る と い 
こと が あっ た 。 こ の よう な 中 、 アッ ラー* は 彼ら に ご 慈悲 を お か け に な り 、 軽減 し て 下さ 
2 (アル = テク ルト ウゥ ビー19:53 2 
夜 の 任意 の 礼拝 が 、 ク ルアー ン * の 読 語 に よっ て 表わさ れ て いる 。 つま り 、 自 分 に と っ て 容 
易 に 感じ られ る 範囲 で 、 夜 に 任意 の 礼拝 を せよ 、 と いう こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:258 
参照 )。 
アッ ラー* に 「 よ き 貸 付 」 を する こと に つい て は 、 雌 和牛 章 245 の 訳注 を 参照 。 
この アー ヤ * と 、 夜 の 任意 の 礼拝 に つい て は 、 ア ー ヤ *2 の 訳注 も 参照 。 
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第 74 章 


包 る 者 章 (アル = ムッ ダッ スィ ル ) 1! 


じ 
慈 尋 まあ まね < " 粉 愛 深 き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


1. ( 表 に ) 包 る 者 よ 、2 
2 立ち 上 が り 、 


けい こく 


舟 告 せよ 。 
3 また 、 あ な た の 壮 * (の 偉大 さ を ) を 称揚 し *、 
4 あな た の 衣服 を 清め 、 
5. 偶像 )( と 、 あ ら ゆ る シル ク *) を 避け よ 。 


6. また 、 (見 返り に ) 多く の も の を 得 よ うと 
し つつ 、 恵 ん で は な ら な い 。 


ちょ う 


(人 々 に アッ ラー* の 懲 食 を ) 


7. そし て 、 あ な た の 羊 * の (ご 満 便 の ) た め 


妨 耐 * せ よ 。 


1 マッ カ * 啓 示 (一 部 アー ヤ * に は マデ ィ ー ナ * 啓 示説 あり )。 スー 


者 * ム ハン マ ド * に 対す る 呼び か け の 語 に 
る 命令 が な され 、 次 いで 復活 の 日 * が 確証 され る 。 ま た 、 


知ら ず な 不信 仰 者 * の 悪 例 が 取り 上 げ ら れ 、 同 様 の 状態 に ある 者 に 厳 
ラ * の 最後 は # 


一 方 、 信 仰 者 に は 楽園 の 吉報 が 告げ られ る 。 ス ー 
それ を 拒 ( こ ば ) お 者 へ の 警告 で 締め くく られ る 。 


sl 


カス ィ ー ル 8:261-262 参照 )。 


の 


衣服 の 汚れ だ け で な く 、 あ ら ゆ る 行い を 、 悪 、 見 せ か け 、 


© RI 
FERC 


ラ * の 名 称 は 、 冒 頭 で の 預言 
来 。 イス ラー ム * の 教え を 実践 する と 共に 伝達 す 
現世 に 江 (お ぼ ば) れ た 、 頑 迷 で 恩 
警告 が 向け られ る 
び 、 信 仰 へ の 呼び か け と 、 


最初 の 啓示 ( 泌 血 章 の 冒頭 ) が 下っ た 後 、 し ば らく 啓示 は 途絶 (と だ ) えた 。 そ の よう な 
中 、 預 言 者 * が ヒラ ー 洞 窒 の 近く を 歩い て いる 時 、 ジ ブリ ー ル * が 本 来 の 
れ た 。 彼 は 恐怖 に 襲わ れ て 妻 ハ ディ ー ジ ャ の も と に 戻り 、 


巨大 な 次 で 天 に 現 


「 私 を ( 衣 で ) 包ん で くれ 」 と 言 
っ た 。 こ の アー ヤ * は 、 こ の 時 に 下っ た も の と され る (アル = 


ブ ハ ー リ ー4922、 イ ブン ・ 


自 惚 ( う ぬ ぼ ) れ 、 高 慢 


さ 、 不 注意 な ど 、 それ を 台無し に し て し まう 、 ある い は 不 完全 な も の と し て し まう よう な 、 


あら ゆる 要素 か ら 「 清 め る 」 こ と (アッ ー サ ァ アデ ィ ー895 真 参照)。 
は 、「 罪 」「 懲 罰 (の 原因 と な る よう な 全て の 行為 ))」 と いっ た 解釈 


「 偶 像 0 し レジ ュ ズ )」 に 
も ある (アル = テク ルト ゥ ピー19:67 参照 )。 


た 


74. 包 る 者 章 1223 Mss VE 
8. 角笛 に 打ち 鳴ら され る 時 、! OY 
9. その 日 、 そ れ は 困難 な 日 で ある 。 OI AIN 
10. 不信 仰 者 ? た ち に と っ て 、 容 易 で は な い 。 Py A 
ii (使徒 * よ 、) われ に (任せ て ) 放っ て お け 、 OIE HS 
われ が (子供 も 財産 も な い ) 独り きり の 者 
と し て ( 彼 の 母親 の 胎内 に ) 創っ た 者 を 。 
12.、 わ れ は 、 彼 に た っ ぷり 財産 を 授け て や っ た 。 ee Re 
13. (離れ る こと な く 、 彼 に いつ も ) お 付き す CLE 
る 、 子 供 た ち も 。 
14. ま た 、 わ れ は 彼 に (生計 の ) 道 を 均 し て や OBA 
っ た 。 
15. そ の 後に 及 ん で 彼 は (不信 仰 に 陥り ) 、 RA 
が (8 の 子供 と に 革 業 せ す る と と 
2 を 所 望 する の だ 。 
16. 断じて (、 そ ん な こと は あり 得 ) な い ! 本 OC 
当 に 彼 は 、 われ ら * の 御 徴 3 (を 嘘 呼ば わり 
する こと ) に 頑 迷 な 者 だ っ た の だ か ら 。 
17. わ れ は や が て 、 彼 を 険しい 上 り 坂 (こよ る あみ っ 4 
懲罰 ) で 昔 しめて や ろう 。 * 
18. 本 当 に 彼 は 、 (使徒 * と クル アー ン * に 対す Or 
る 誹謗 を ) 思 思索 し 、 準 備 し た の だ か ら 。 
1 「 角 笛 」 に つい て は 、 家 畜 章 73 の 訳注 を 参照 。 こ こ で の 角笛 は 、 回 目 の も の 、 あ る い 
は 二 回 目 の も の 、 と いう 説 が ある (アル テク ルト ッ ゥ ビー19 : 70 参照 )。 
2 これ に は 、「 来 世 で も 同様 の 恩恵 を 得る こと 」 と いう 解釈 も ある (アッ = ニ サ ァ アァ ディ ー896 
頁 参照 )。 
3 この 「 御 徴 」 は 、 啓典 や 使徒 と いっ た 、 創 造物 に 対す る アッ ラー* か ら の 論拠 ( ム ヤ ッ サ ル 
575 頁 参 照 )。 


た 


アー ヤ *11 か ら 取 り 上 げ ら れ て いる 者 は 、 
アル = テ ワ リー ド ・ ブ ン ・ ア ル テ ム ギー ラ 


* の こと と され る 。 し か し 真 域 


一 説 に マッ カ * の 不信 仰 者 * た ちの 長 の 一 人 で あっ た 、 
取 こ 対し て 頑 迷 で あり 、 それ 


を 放棄 (ほう き ) し た 者 に は 、 役 と 同様 の 六 が 待ち 受け て いる (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


74. 包 る 者 章 1224 \N、 づら Vt 

19. 彼 が 成敗 され ます よう 。 彼 は いか に (その 3 
よう な 誹謗 を ) 準備 し た と いう の か ? 

20. そし て 、 彼 が 成敗 され ます よう 。 彼 は いか に © 
(その よう な 誹謗 を ) 準 備 し た と いう の か ? 

21. それ か ら 、 彼 は (準備 し た 誹謗 を ) 吟味 し た 。 ③ 才 る 

22。 それから 彼 は (、 クル アー ン * を 誹謗 する こ OLED 
と が 出来 な いこ と を 認め る と 、) 眉 を ひそ 
め 、 顔 を し か め た 。 

23. それ か ら 彼 は (真理 に 背 を 向け ) 後退 し 、 @ RS 
(真理 を 認め ず に ) 鱗 り 高ぶっ た 。 

24. そし て 、 彼 は 言っ た 。「 こ れ (クル アー ン © ENS IG 
*) は 、( 昔 の 人 々 か ら ) 伝わる 魔術 に 外 な 
ら な い 。 

25. これ は 人 間 の 言葉 以外 の 、 何 も の で も な い OR NEA 
の だ 」。 ! 

26。 わ れ は や が て 、 彼 を 焦 炎 2 へ と 入れ て 朋 っ @ 
て や ろう 。 

27. 焦 炎 が 何 か を 、 あ な た に 知ら せる も の は A ey 
何 か ? 

28. それ は ( 肉 も 骨 も 、 焼 きま 尽く し て ) 残し て ODEN 
は お か ず 、 放 っ て お きも し な い 。3 

29. (それ は 、 人 間 の ) 皮膚 を 、 黒焦げ に 変え る 。 ONLY 


— 


家畜 章 105 「 あ な た は 学習 し た の だ 」 の 訳注 も 参照 。 


「 焦 炎 (サカ ル )」 は 「 溶 か す 、 焼く 」 と いう 意味 か ら 派 3 


E し た 語 で 、 地 獄 の 別称 。 一 説 に 


は 、 地 獄 の 第 六 層 の こと (アル = クル トゥ ビー19:77 参照 )。 
一 説 に は 、「( 焼 きま 尽く し た まま ) 放っ て お きも し な い 」 と いう 意味 。 つ まり 、 新 し く 創造 


いい 


され て は 焼き 


尽く され る 、 と いう 苦し み を ずっ と 味わい 続け る (前 掲 書 、 同 


[参照 )。 


ュ グ 


74. 包 る 者 章 


ブ 1225 


JA と VE 


30. 


32. 


33. 


その 上 に は 、 (地獄 の 番 人 で ある ) 十 九 人 
(の 天使 * た ち ) が いる 。` 


われ ら * は 地獄 の 主 (で ある 番 人 ) た ち を 、 
天使 "以外 の 何者 に も し な か っ た 。 また 、 そ 
の 数 を 、 不 信仰 に 中 っ た 者 * た ち へ の 試練 
以外 の 何 も の と も し な か っ た 3 > (また 、 そ 
れ は ) 啓典 を 授け られ た 者 * た ち が (クル ア 

ン * の 真実 性 を ) 確信 し 3、 信仰 する 者 た 
ち が 信 仰 心 を 増加 させ 、 そし て 啓典 を 授け 
られ た 者 * た ち と 信仰 者 た ち が 疑 惑 に 陥 ら 
な いよ うに する た めで あり 、 か つ 心 の 中 に 
病 が ある 者 ! た ちと 不信 仰 者 * た ち に 、 「 一 
体 ア ッ ラ ー* は 、 この 壁 え で 何 を 望ん だ の 
か ?」 と 言わ せる た めで ある 。 同様 に アッ 
ラー=* は 。、 か れ が お 望み に な る 者 を 迷わ さ 
れ 、 か れ が お 望み に な る 者 を 導 か れる 。 
し て (それ ら の 天使 * も 含め ) 、 あな た の 主 
* の 軍勢 を 知る の は 、 か れ の み で あり 、 それ 
5 は 人 間 に 対 する 教 訓 に 外 な ら な い の だ 。 


断じて (、 使徒 * は 嘘つき な ど で は ) な い ! 
月 に か け て 、$ 


また 、 後 退 す る 夜 に か け て 、 


= 


NN】 


一 説 に アブ ー・ ジ ャ ハル * は 、 
よう し ょ う ) し た (アル テバ ガウ ィ ー5:178 参照 )。 
3 啓典 の 民 * は 、 預 言 者 * を 


これ は 、 地 獄 の 天使 * ザ バー ニヤ の こと ( ム ヤ ッ サ ル 576 
も 参照 。 


試す 


| 


8:268-269 参照 )。 


た 


131 


アー ヤ *32-34 に お ける 、 


ン ン ン 


© Fs 


ea Rh | し う 
eg23 DI FC に 36 
A NST NS 
CE ARO A 
A I あう 6 

FS IN RI 
3 1 つう WI CfCT A 
PS 


@233.85 


参照 )。 北 | 


章 18 と その 訳注 


獄 の 番 人 の 数 が 十 九 人 と 聞き 、 そ の 数 の 少な さ を 喘 笑 ( ち 


的 で 、 地 獄 の 番 人 の 数 を 尋ね た こと が あっ た 。 そ し て この 
十 九 人 」 と いう 数 は 、 彼ら の 知識 と 一 致す る も の だ っ た の だ と いう (イブ ン ・ カ スィ ー ル 


つま り イ スラ ー ム * に 疑念 を 抱く 者 や 、 偽 信者 * の こと (アッ ー サ ァ デ ィ ー896 頁 参照 )。 


「 そ れ 」 が 何 を 指す か に つい て は 、「 地 獄 」「 現 世 の 火 」「 地 獄 の 番 人 の 数 」「 軍 勢 」 と いっ 
た 諸説 が あめ る (アル テク ルト ウゥ ビー19:83 参照 )。 


アッ ラー* に よる 誓い に つい て は 、 整 列 者 章 1 の 訳注 を 参照 。 


74. 包 る 者 章 1226 PA Vt 


34、 ま た 、 赴 わ に な る 朝 に か け て ( 告 う ) 、 OE 

35. 本当 に それ (地獄 ) は 、 ま さ に 途方 も な い ON 
事 の 一 つ な の で ある 。 

36. 人 類 へ の 警告 で ある 。 ③ 230 

37. あな た 方 の 内 、 (服従 行為 に よっ て アッ ラ OPC 


ー* の お 傍 へ と ) 近 づく こ こと を 、 ちる い は (人 
に よっ て 、 か れ か ら ) 遠ざかる こと を 、 生 
む 者 へ の (警告 な の だ ) 8 


38. 全て の 者 は 、 自 分 が 稼い だ こと に よっ て 差 DHE 
し 押さ えら れ た 者 。 
39. 但 し 、 右 側 の 徒 ? は 別 だ が 。 Sd に 
40. 彼ら は 楽園 で 尋ね 合う 、 OE 
41. ( 下 信 仰 を 犯し て いた ) 借 坦 者 た ち に つい て 、 Dag 
42. 「 あ な た 方 を 焦 炎 ? に 入れ た の は 、 何 な の oN 
か ?」 と 。 < 
43. 彼ら (罪悪 者 た ち ) は 、 言 っ た 。「 私 た ち Oo iE 


は (現世 で ) 礼拝 する 者 で は な く 、 


44. 貧者 * た ち に 、 食 べ 物 を 与え て も いま せん で 
し レ た 。 


45.、 ま た 、 私 た ち は 戯 言 を 喋る 者 た ちと 共に 
戯言 を 喋り 、 

46. 報い の 日 * を 嘘 呼ば わり し て いま し た 、 

47. 確 然 た る も の が 到来 する まで 」。 


1 この 表現 に つい て は 、 山 章 21 の 訳注 を 参照 。 

2 「 右 側 の 徒 」 に つい て は 、 出 来 事 章 9 の 訳注 を 参照 。 

3 「 焦 炎 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *\*26 の 訳注 を 参照 。 

4 天国 の 住人 た ち は 、 地 獄 の 民 の 様子 を 目 に し 、 話 し か ける こと が 出来 る と され る (アッ = 
サ ア ディー897 頁 参 照 )。 整 列 章 54 以降 も 参照 。 

5 「 確 然 た る も の 」 に つい て は 、 ア ル ニ ヒ ジュ ル 章 99 の 訳注 を 参照 。 


74. 包 る 者 章 1227 ET Vt 


48. な ら ば 、 執 り 成 し 手 ら の 執り 成 し が 、 彼 ら OG 
の 役に立つ こと は な い 。! 
49. 彼ら (シル ク * の 徒 ) が 、 教訓 (クル アー ン Oe NE 


*) か ら 背 を 向け る の は 、 どう いう こと か ? 
50. ま る で 退散 する ロバ の よう に ? 
51. ライ オン か ら 逃 げ 出 し た (ロバ の よう 
に ?) 。 


52. いや 、 彼 ら (シル グ “ の 徒 ) の 全て の 者 が 、 


開か れ た 書 巻 を 授かる こと を 望ん で いる 
の か ?3 


53. 断じて ( そん な こと と が ある は ず も ) な い ! 
彼ら は 来世 を 怖 れ て は いな い の だ 。 


54. 断じて (真実 で ある ) ! 本 当 に それ ( ク ob 
ルアー ン ?) は 教訓 な の だ 。 

55. そし て 誰 で も (教訓 を ) 望む 者 に は 、 そ れ OS 
を 熟慮 させ よ 。 

56. そし て 彼ら は 、 ア ッ ラ ー* が (彼ら に 導き RI 
ID (教訓 を ) 想 あて 


起す る こと が な い % か れ は 長 れ * の 念 (を 
受け る ) に 相応 し い お 方 、 お 赦し (を お 授 
け に な る ) に 相応 し い お 方 。 


復活 の 日 * の 「 執 り 成 し 」 に つい て は 雌牛 章 48、 マ ル ヤ ム * 章 87、 タ ー・ ハ ー 章 109 と そ 
の 訳注 を 参照 。 

一 説 に は ライ オン で は な く 、「 射 手 」 の こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:273 参照 )。 
同様 の アー ヤ * と し て 、 家畜 章 7、 124、 夜 の 旅 章 93 も 参照 (アル = カース ィ ミ ー16:5985 
参照 )。 


人 間 は 自由 意志 を 有する が 、 そ れ は あく まで アッ ラー* の ご 意思 に 付随 ( ム ず い ) する も の 
で ある (アッ = テ サ ァ デ ィ ー898 頁 参 照 )。 


js: 
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ww 
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第 75 章 RA り ジ | メン パス 
復活 章 (アル ニキ ヤー マ ) ! - 、 の 2 
殺 悲 あまねく ^ 灯 愛 深 き * ーー 放っ 
アッ ラー* の 御名 に お いて 
1 われ は まさ に 、 復 活 の 日 * に か け て 癌 う 。2 OL 
2. また 、 真 め 葵 む 魂 3 に か け て 警 う (、 人 々 OL 
は 菊 ら さ れる の で ある 、 と ) 。 
3. (中信 仰 な ) 人 間 は 、 わ れ ら * が 彼 の 骨 を ( そ の 


れ が 散り 散り に な っ た 後に 、 ) 集め る こと 
が (出来 ) な い 、 と で も 思っ て いる の か ? 


4 いや 、 わ れ ら * は その 指先 まで 、 き っ ちり 整 EGO 
え (て 組み 立て 、 生 前 と 同じ 状態 に 復活 さ 
せ ) る こと が 出来 る 。 


5 いや 、 (不信 仰 な ) 人 間 は 、 自 ら の 前 途 に ON 
お いて ' 下 逸 で ちる こと を 欲し (、 復 活 を 否 
定 し ) て いる 。 

6. 「 復 活 の 日 * は 、 一 体 いつ な の か ?」 と 尋ね OI 
な が ら 。 

7. (人 々 の ) 眼 が (、 復 活 の 日 * の 恐怖 に よっ OTS 
て ) 動転 し 


1 マッ カ * 啓 示 。 ス ー ラ *\* 名 は 冒頭 の アー ヤ * に 登場 する と 共に 、 ス ー ラ \ 全 体 を 流れ る テー マ 
で も ある 「 復 活 の 日 *」 に 由来 。 復活 を 癌 A その 真実 、 到 来 の 予兆 、 人 々 
の 状態 な ど が 鮮明 に 示さ れ 、 不信 仰 者 * ら に 対す る 厳し い 警 告 が 投げ か けら れる 。 そし て 復 
活 と 報い が 正義 で ある こと 、 アッ ラー* に と っ て 復活 が 可能 で ある こと の 実証 に より 、 スー 
ラ * は 幕 を 閉じ る 。 

この 誓い に つい て は 、 整 列 者 章 1 の 訳注 を 参照 。 


死 を 迎え る 時 、 魂 は 自分 の 行い を 責め る 。 一 方 、 信 仰 者 の 魂 は 、 義 務 の 遂行 に お ける 至ら な 
さ 、 不 注意 な ど に つい て 、 現 世 で 自分 自身 を 責め る の で ある (アッ = サ ァ ディ ー898 頁 参照 )。 
ほか に も 、「 自 分 自身 の 目的 と 欲望 の 追求 に お いて 」「 復 活 の 日 * が 到来 する 前 に 」 と いっ た 
解釈 も ある (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 2:513 参照 )。 


1】 


ww 
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NS ys Vo 


8. 


9: 


10. 


11, 


12 


13. 


14. 


15. 


16. 


月 (の 明か り ) が 消え 
く 


太陽 と 月 が (共に 暗 
に され る 時 、* 


人 間 は その 日 
げ 場 所 は どこ だ ?」 


断じて (、 そ う は いか ) な い 。 避 難 場所 な 
ど 、 な い の だ 。 


その 日 は あな た の 主 * に こそ 、 定 住 先 が あ る 
の だ か ら 。 


人 間 は その 日 、 自 分 が (生き て いる 時 に ) 
早め た も の と 、 遅らせ た も の 2? に つい て ( 全 
て ) 告げ 聞か せら れる 。 


いや 、 人 間 は 自分 自身 (が 行っ た こと ) に 
対す る 、 証 人 で ある 。 

た と え 、 自 分 の ( 罪 の ) 言い 訳 を 申し 立て 
て も 。 


よ げん し ゃ 


(預言 者 * よ 、 啓 示 が 下っ た 時 に は 、) 
それ (クル アー ン * の 暗記 ) に 急ぐ が ゆえ に 、 
(啓示 が 下り きる 前 に ) あな た の 舌 を 動か 
す の で は な い 。3 


な っ て 、) 一 緒 く た 


ーー と 


ヽ 旨 フ 。 


ちょ うば つ 
「 (懲罰 か ら の ) 逃 


= 


その 他 、「 合 わ さ っ て 真っ 黒 な 形 で 、 


ORG 
る の た 20 あめ 


タッ タ 


SR 


か ら 同 時 に 昇る 」「 一 緒 に され て 海 へ と 放り 込ま れ 、 


海 が 燃え 上 が る 」 あ る い は 地獄 に 「 ま と め て 入れ られ る 」 と いっ た 解釈 が ある (アル テク 
ルト ッ ゥ ビー19:97 参照 )。 


「 早 め た も の 」 と 「 遅 ら せ た も の 」 の 解釈 に は 、「 生 前 の 行為 と 、 死 後に 自分 の 行為 を 規範 


sl 


w 


に な っ て 


19:98 参照 )。 


( き は ん ) と し て 行わ れる 他人 の 行為 」「 最 初 の 行為 と 最後 の 行為 」「 前 者 が 罪 、 後 者 が 服 
従 行為 」 と いっ た 諸説 が ある (前 掲 書 
預言 者 *\ は ジブ リー ル * が 啓示 と 共に 訪れ る と 、 そ れ を 急い で 受け 取 ろ うと 、 躍起 (や っ き ) 

口 を 動か し た も の だ っ た 。 それ で アッ ラー* は 、 役 が まず は 啓示 に 耳 を 傾け る よう 


ご 命じ に な り 、 暗記 と 読 謡 と 説明 に つい て は 、 アッ ラー* ご 自身 が 保証 され る こと を 約束 さ 
れ た の だ っ た 。 タ ー・ ハ ー 章 114 も 参照 (アル = テ ブ ハー リー4927-4929、 イ ブン ・ カ スィ 
ー ル 8:278 参照 )。 
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1230 


As し ll 5) 9 で ーV9 


本 当 に それ を (あな た の 胸 に ) 結集 させ る 


17. あ A25 ん を 2c8L 
こと と 、 そ れ を (あな た が 望む 時 に いつ で 
も ) 読む こと (を 可能 に させ る の ) は 、 わ 
れ ら * の 任務 な の だ か ら 。 

18. それ で 、 わ れ ら * が それ を (ジブ リー ル * を © eS CN 
介し 、 あな た に ) 読ん だ 時 に は 、 その 読み 
に (まず は よく 耳 を 傾け 、 それ か ら そ の 読 
菩 に ) 続く の だ 。 

19、 そ れ か ら 、 実 に われ ら * に こそ 、 そ の ( 意 OALEE 
味 や 法規 定 に つい て の ) 説明 義務 が ある 
の だ 一 。 

20. (シル ク * の 徒 よ 、) 断じて (、 復活 と 報い OSE SR 
は 嘘 な ど で は ) な い 。 い や 、 あ な た 方 は 手 
っ 取り 早い も の (現世 ) を 愛し 、 

21. 来世 (の た め の 行い ) を 放っ た ら か し に し NOD 
て いる 。 ! 

22. (復活 の ) その 日 、 (信仰 者 た ちの ) ほこ oO の スプ 
ろ び る 顔 は 、 

23. まさ に その 主 * を 眺め る 。2 SA 

24. また その 日 、( 不 信仰 者 * た ちの ) し か め っ OA た 
顔 は 、 

25. 春 椎 を 破壊 する ほど の 淡 補 が 、 自 分 た ち に OCS 
及ぼ され る こと を 確信 する 。 

26. 断じて (、 復 活 と 報い は 嘘 な ど で は ) な い ! (ofCVIUISH6R' 
(死期 が 到来 し て 、 ) それ ( 魂 ) が 鎖骨 ま 
で 達し 、3 

1 現世 の 享楽 は 手 っ 取り 早く 、 来 世 (遅れ る も の 、 と いう 原義 も あり ) は 永遠 の 安 憲 な が ら 

も 、 遅 れ て や っ て 来る も の (アッ ー ニ サ アァ ディ ー899 頁 参照 


2 復活 の 日 *、 天 国 の 民 が アッ ラー* を 拝見 する こと に つい て は 、 家 畜 章 103 と その 訳注 、 ユ 
ー ヌ ス * 章 26、 量 を 減ら す 者 章 15 も 参照 。 


3 家畜 


章 61、93 と その 訳注 も 参照 。 


75. 復 活 章 1231 \ い ん し Ye 
27. (彼ら の 間 で ) 「 (この 状態 を ) 治し て く る あゆ ああ 


28. 


29. 


30. 


31. 


32. 


33. 


34. 


35. 


36. 


37。 


れる 者 は 、 誰 か ? 」 と 言わ れ 、 
それ が まさ に (現世 と の ) 別離 だ と 確信 し 、 
腫 と 腫 が 絡み 合っ た 時 。」 

(復活 の 日 *、) あな た の 主 * に こそ 、 連 れ 
られ て 行く 先 が あ る の で ある 。 

彼 (不信 仰 者 り は 、 (使徒 も クル アー ン * 
も ) 信じ な けれ ば 、 礼 振 も し な か っ た 。 
それ どこ ろか (クル アー ン * を ) 距 呼 ば わり 
し 、 (信仰 か ら ) 並 いた 。 


それ か ら 自 分 の 家族 の も と へ 、 闘 歩 し つつ 
2 向かっ た の だ 。 


あな た に 、 も っ と (破滅 が ) 近づく よう 、 
も っ と (破滅 が ) 近づく よう 。 

更に 、 あ な た に も っ と (破滅 が ) 近づく よ 
う 、 も っ と (破滅 が ) 近づく よう 。3 
一 体 、 (復活 を 否定 する ) 人 間 は 、 (命令 
も 禁止 も され ず 、 報 いも 懲罰 も な く 、) 
放っ た ら か し に され る と で も 思っ て いる 
の か ? 


彼 は 、 (子宮 へ ) 注 が れる 精液 の 一 滴 で は 
な か っ た の か ? 


(| 
回 


1 この 解釈 に は 、「 現 世 の 最 後に お け 
と 」「 激 し い 苦 し みゆ え に 、 人 の 両足 が 絡み 合う 様 」「 死 人 の 本 
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© EISEN 
ORNS 


RR 


OLR SA 


OE A 


する 苦し み と 、 来世 の 始ま り に お ける 苦し み が 連 続 す る こ 


』 足 が 、 遺 体 を 包む 布 で 包ま 


れる こと 」 と いっ た 諸説 が ある (アル テク ルト ゥ ピー19:112 参照 )。 


2 これ は つま り 、 尊大 さ 、 高慢 さ を 示す 歩き 方 の こと 。 この アー ヤ \ は 一 説 に 、 


分 の 出身 部 


族 で ある マフ ズー ム 族 の 中 で その よう に し て 歩く こと が 知ら れ て いた 、 ア ブー・ ジ ャ ハル * 
に つい て 下っ た (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 2:515 参照 )。 
3 一 説 に この アー ヤ * は 、 あ る 時 アブ ー・ ジ ャ ハル * か ら 嫌 が ら せ を 受け た 預言 者 * が 彼 に 対し 
て 言っ た 言葉 が 、 後 に その まま 啓示 と し て 下っ た も の (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:283 参照 )。 
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38。 それから 一 塊 の 湊 血 と な り 、 そ し て か れ が OGL 
お 創り に な っ て 、 (その 姿 形 を 最も 美 し 
く ) 整え られ 、 

39. そこ か ら 二 種類 、 つ まり 男性 と 女性 を お 創 | ⑧89b そ =3、。 和 な 多 Ea0253 
り に な っ た の で は ? 


40. 一 体 ( そ れ ら の 創造 主 で ある ) その お 方 ( ア EIEN 
ッ ラ ー*) は 、 死者 に (再び) 生 を お 与え に OR 


な る こと が 出来 る お 方 な の で は な いか ? 
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第 76 章 


人 間 草 (アル テイ ン サ ー ン ) ! 


内 
慈 尋 k あ まね く * 問 愛 深 き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


1 人間 に は (そこ に 魂 を 吹き 込ま れる 以前 ) 、 


言及 すべ き 何 も の で も な か っ た 長い 一 時 期 
が 、 確 か に 訪れ た で は な いか ?2 


2. 本 当 に われ ら * は 人 間 を 、 (男女 の 精 液 が ) 
混じり 合っ た 、 一 滴 の 精 流 か ら 創 造 し た 。 
われ ら * は 彼 を (その 後 、 宗 教 的 な 義務 に よ 
っ て ) 試練 に か ける の だ 3。 われ ら * は 彼 を 開 
き 、 見 る 者 と し た 。 

3 本当 に われ ら * は 彼 を 、 道 へ と 導い た 。 感 
謝 す る 者 か 、 あ る い は 大 層 な 恩 知 ら ず か (と 
な る べく ) 。 

4 本 当 に われ ら * は 不信 仰 者 * た ち に 、 鎖 と 柳 
と (地獄 の ) 烈火 を 用 意 し た 。 


Cook 


ON 


ペ ン ッ イン 
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1 マッ カ * 啓 示 か マデ ィ ー ナ * 啓 示 か で 、 学 者 間 の 大 き な 相 違 が ある スー ラ * の 一 つ 。 ス 
ー ラ * の 名 称 は 、 冒 頭 に 出現 する 「 人 間 」 と いう 語 が 由来 。 人 間 の 創造 に つい て の 示 
唆 (し さ ) に 始ま り 、 そ の 意味 、 そ し て 人 間 が 二 つ の 種類 に 分 か れる こと が 明らか に 
され 、 各 々 の 特徴 、 来 世 で の 行き 先 が 、 特 に 信仰 者 た ちの 天国 に お ける 褒美 (ほうび) 
と 楽し み の 数 々 の 詳細 と 共に 、 描 か れる 。 ス ー ラ * の 最後 は 、 預 言 者 * ム へ ムハンマド * の 
使徒 * 性 と クル アー ン * の 真実 性 の 確証 、 布 教 と 崇拝 * 行 為 に お ける 忍耐 * の 勧 (すす ) 


め 、 不 信仰 者 * へ の 警告 に よっ て 締め くく られ る 。 商 、 預 言 者 \ は この スー ラ * を 、 金 


曜日 の ファ ジュ ル * の 礼拝 で よく 読 議 (どく し ょ う ) し た も の だ っ た (アル = デブ ハー 


リー891 参照 )。 


sl 


っ た (アル テバ イダ ー ウ ィ ー5:425 参照 )。 
時 昧 章 2、 お よび 王権 章 2「 試 練 」 の 訳注 も 参照 。 
4 正しい 導き と 迷い 、 善 と 悪 と いう 「 道 」( ム ヤッ サル 578 頁 


w 


人 は 以前 、 根 源 的 物質 や 液体 と いっ た 、 人 間 と し て の 特性 が な い 、 取 る に 足ら な い 存 在 だ 


参照 )。 


ンク )3 
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5 実に (アッ ラー* へ の 義務 を 果たす ) 善行 者 | の 60 
た ち は (復活 の 日 、 EN 
ある ( 酒 の ) 欠 か ら 飲む 。 

6。 つま り 、 ア ッ ラ ー* の 僕たち が (思う が ま | Oe 
ま ) 容易 に 噴き 出さ せつ つ 飲 む 、 泉 で ある 。 

7 彼ら ( 普 行 者 た ち ) は (現世 で ) 約 約 を 全 OE EGE 
うし 、 (アッ ラー* が ご 慈悲 を お か け に な っ 
た 者 を 除く 全て の 者 に ) その 悪 が 拡散 する 
(復活 の ) 日 を 怖 れ 、 

8 自ら の (それ に 対す る ) 愛着 に も 関わ ら ず 、 EAR CAA EN 
貧者 *、 孤児 、 捕虜 に 食べ 物 を 食べ させ る の © 
だ か ら 。 

9. (彼ら は 心中 で 、 こ う 言 う の だ 。) 「 私 た PP で IP 
ち が あ な た 方 に 食べ させ る の は 、 ア ッ ラ ー 6% 
I I 
方 か ら 、 見 返り も 感謝 も いら な い 。 

10. 本 当 に 私 た ち は 、 眉 を し か め る 潜 まじ い 日 OI Gr IE 
の 、 我 ら が 主 * を 怖 れ て いる の だ か ら 」。 

11。 それ で アッ ラー* は 、 そ の 日 の 悪 か ら 彼ら を EA ES NY 
お 守り に な り 、 彼ら に ( 顔 の ) 交 き と ( 必 ⑧⑤5 ク 5 
の ) 喜び を お 授け に な っ た 。 

12. そし て 彼ら が (現世 で ) 忍耐 * し た こと ゆえ IE ES 
に 、 彼ら を 楽園 と 紅 (の 衣服 2 で お 報い に 
な っ た 。 


1 天国 の 民 の 飲み 物 に つい て は 、 
に され た 章 31、 ム ハン マ ド * 章 15、 出 来 事 


アー ヤ *17-18、21、 


章 17-19、 消 


も 参照 。 


2 天国 の 民 の 衣服 に つい て は 、 


アー ヤ *21、 洞 窒 章 31、 


51-53 も 参照 。 


サー ド 章 51、 整 列 者 章 45-47、 詳 
息 章 34、 量 を 減ら す 者 た ち 章 25-28 


細 


巡礼 * 章 23、 創 成 者 * 章 33、 煙 霧 章 


76. 人 間 章 ブ 1235 NN OYE pW 
13. 彼ら は そこ で 、j 寝台 に 寄り か か っ て いる 。 CN 
彼ら は そこ で 、 太陽 (の 炊 熱 ) も 酷 塞 も 見 あら る 5 


14. 


15、 


16. 


1 


18. 


19. 


20. 


出す と と が な い 。 


また 、 彼ら の 上 に は (、 楽 園 の 木々 の ) そ 
の 陰 が 間近 に ( 牧 い か ぶさ っ て ) あり 、 そ 
の 果実 の 房 は (手近 に ) 低く 垂れ 下げ られ 
て いる 。 


また 彼ら に は 、 銀 の 食器 と 砂子 の 杯 と 共 
(奉仕 する 少年 た ち が ) 回 ら せ ら れる 。 


彼ら が ち よ う どい い 分 量 に 合わ せ た 、 銀 製 
の 硝子 ! (の 杯 と 共に ) 。 


また 彼ら は そこ で 、 その 混ぜ 物 が 生姜 で あ 
る ( 酒 の ) 和仁 を 飲ま され る 。 


つま り サ ル サ ビ ー ル * と 呼ば れる 、 そこ ( 楽 


が 


園 ) に ある 泉 の (生姜 3 で ある ) 。 


また 、 永 遠 の 少年 た ち が 、 彼 ら の 周り を ( 
仕 の た め に ) 回 っ て 歩く 。 も し あな た が 彼 


守 


こ 


0 


ら を 見 れ ば 、 彼 ら を 散り ば め ら れ た 真珠 か 
と 思っ た で あろ う 。 


そし て 、 あ な た が そこ で (天国 の いか な る 
場所 で も ) 見 れ ば 、 安 楽 と 、 大 いな る 王国 
を 目 に し た こと で あろ う 。 


— 


sl 


つま り 、 そ の 杯 は 銀製 
19 : 
「 サ ル サ ビ ー ル 」 と は 、 
よう に 、 


140 参照 )。 


タン ンタ タタ ニー タレ ンタ ンー 
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に も 関わ ら ず 、 ガ ラス の 透明 さ を 備え て いる (アル ニク ルト ゥ ビー 


「 サ ラサ (滑ら か で ある )」 と いう 語 か ら 派 生 し て いる と 言わ れる 
飲 お 者 の 喉 に も 、 そ の 流れ る 状態 も 滑ら ちか で あり 、 天 国 の 民 は それ を どこ に で も 


好き な よう に 操 (あや つ ) る こと が 出来 る (アッ ニタ バリ ー10.:8376 参照)。 


w 


液体 が 、 
飲み 物 に つい て は 、 


つま り 、 そ の 泉 に 漬け られ た 生姜 で ある 。 あ る い は 生姜 か ら 抽 出 ( ち 
アー シュ ー ル 29:395 参照 )。 ま た 、 
整列 者 章 45-47、 


泉 の よう に 豊富 
アー ヤ *5、21、 


で ある (イブ ン ・ 
サー ド 章 51、 


うし ゅ つ ) され た 
天国 の 民 の 
詳細 に され た 章 31、 


ムハンマド * 章 15、 出 来 事 章 17-19、 消 息 章 34、 量 を 減ら す 者 た ち 章 25-28 も 参照 。 


76. 人 間 音 


ノ / ae 


LYE, a - WD 


21. 


彼ら の 上 に は 、 緑色 の 精巧 な 絹 地 と 重厚 な 
絹 地 の 衣服 。 そ し て 銀製 の 腕輪 で 館 り 立 て 
られ !、 彼 ら の 壮 * は 彼ら に 清 い 水 を 飲ま せ 
て 下さ る 。 


| a > ンタ ンー 
る DE RE 
人 ら 北 る イタ ララ タン 


めで 3 の うち の の 


ン レ Gs? 


22. (彼ら に は 、 こ う 言 われ る 。) 「 本 当 に と | OD 
れ は も と より 、 あ な た 方 へ の (正しい 行い 
* の ) 報い で ある 。 そし て 、 あな た 方 の ( 現 
世 で の ) 努力 は 、( ア ッ ラ ー* の 御 許 で ) 労 
われ る 2* こ と に な っ て いた の だ 」 Oo 

23. (使徒 * よ 、) 本 当 に われ ら * は あな た に 、 ORNATE 
クル アー ン * を 徐々 に 下 し た 3。 

24。 な ら ば 、 あ な た の 主 * の お 決め に な っ た こと と | 3C3z め BDD220 み 
ゆえ に 忍耐 し 、 彼 ら (シル ク * の 徒 ) の 内 りー 
の 罪 に 滑れ た 者 に も 、 不信 心 こ の 上 な い 者 
に も 、 従う の で は な い 。 

25。 ま た 、 あ な た の 主 * を 朝 に タ に 念じ 、 ORR 

26. 夜 の 一 部 に は か れ に サジ ダ * し 、 か れ を 夜長 3 な と 2325 5 
く 称え る の だ 。 (Op 

27. 本当 に これ ら の 者 た ち (シル ク * の 徒 ) は 、| みあ も 9954e6 叶 史 康 
手 っ 取り 早い も の 5 を 愛し 、 自 分 た ちの 背後 oi の 
に (復活 の 日 * と いう ) 重大 な 日 (の た め の 
行い ) を 、 放 っ た ら か し に し て いる 6。 

1 天国 の 民 の 衣服 に つい て は 、 ア ー ヤ \*12、 洞 窒 章 31、 巡 礼 * 章 23、 創 成 者 * 敬 33、 煙 霧 章 

51-53 も 参照 。 

2 頻出 名 ・ 用 語 解 説 の 「 よ く 労 (ね ぎら ) われ る * お 方 」 の 項 も 参照 。 

3 「 徐 々 に 下 し た 」 に 関し て は 、 夜 の 旅 章 106、 識 別 章 32 と それ ら の 訳注 も 参照 

4 これ は タ ハ ッ ジ ュ ド ( 夜 の 旅 章 79 の 訳注 を 参照 ) の こと を 指す 、 と され る ( ム ヤ ッ サ ル 

580 頁 参 照 )。 
5 「 手 っ 取り 早い も の 」 に つい て は 、 復 活 章 20-21 と その 訳注 も 参照 。 


「 


自分 た ちの 前 方 に ある 復活 の 日 * へ の 


る (アル = テク ルト ゥ ビー19:151 参照 )。 


言 仰 を 、 放っ た ら か し に し て いる 」 と いう 解釈 も あ 


76. 人 間 章 1237 OYE pW 
28。 われ ら * が 彼ら を 創り 、 そ の 繋ぎ 目 を 堅固 に | Gb る 35 計 記 
し た の だ !。 そ し て 、 も し われ ら * が 望ん だ OA 
な ら (彼ら を ) 、 彼ら と 似 た 者 た ち (だ が 、 
われ ら * に 従 順 な 者 た ち ) と すっ か り 取 り 
替え て し まっ た で あろ う 。2< 

29. 本 当 に これ (と この スー ラ は 、 教訓 。 そ し CI 8 
て 、 誰 で も (それ に よる 教訓 を ) 望む 者 に - る 
は 、( 信 仰 心 と 敬 塵 さ * に よっ て ) 自ら の 主 
* (の ご ど 満 憶 ) へ と 道 を 取ら せよ 。 

30. そ し て あな た 方 は 、 ア ッ ラ ー* が お 望み に | 2ST 
な ら な い 限 り 、 (いか な る こと も ) 望む @ じ < と と 
こと が な い 3。 本 当 に アッ ラー* は 、 も と 
i 
る の だ か ら 。 

31。 か れ は 、 か れ が お 望み に な る (信仰 ) 者 を 、 A GS 
その ご 慈 才 ド の 中 に お 入れ に な る 。 そ し て 不 ONE 

正 * 者 た ち 、 彼 ら に は 痛ま し い 懲 禄 を 用 意 
され た の だ 。 


— 


骨 や 神経 や 血管 で 、 体 の 各部 を し っ か り と 繋ぎ 止め た と いう 


29:409 参照 )。 


IN 


ー19:152 参照 )。 


w 


包 る 者 章 56 の 、 同 様 の 件 (くだ り ) の 訳注 も 参照 。 


と と (イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 


彼ら の 姿 形 を 、 醒 いも の に 変え て し まっ た だ ろう 、 と いう 解釈 も ある (アル テク ルト ゥ ピ 
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な 
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送ら れる も の 章 ( ア ルー ムル サラ ー ト ) | | 22 


慈悲 あま ね < * 間 深き 
アッ ラー* の 御名 に お いて 
. 立て 続け に 送ら れる も の に か け て 、 OR 
また 、 庶 々 と いう 吹き 荒れ る も の に か け で て 、 ON 
また 、 広 く 拡散 する も の 2 にかけて 、 OF 
また 、 し っ か と 分 断 す る も の 3 に か け て 、 OB 
また 、 教 訓 を 投げ か ける も の * た ち に か け て Os 
( 級 う ) 。 5 
弁解 、 あ る い は 警告 ゆえ に 。 @ 6 


1 


の 


wn 


の 


マッ カ '『 啓 示 で 学者 間 の 見 解 は 、 ほ ぼ 一 致 。 ス ー ラ * の 名 称 は 、 冒 頭 に 出現 する 同 語 に 
来 。 冒頭 で は 風 や 天使 * た ち に お ける アッ ラー* の 誓い に よっ て 、 死 後 の 復 活 の 真実 
が 確証 され る 。 前半 部 で は 復活 の 日 * が 起き る 時 の 光景 が 描写 され た 後 、 ア ッ ラ ー* の 
御 力 と 全能 性 を 示す 物事 の 数 々 が 示さ れ 、 後 半 部 で は 来世 に お ける 不信 仰 者 * と 信仰 者 
の 様子 が 描か われ る 。「 そ の 日 、 嘘 呼ば わり し て いた 者 た ち に 、 災 いあ れ 」 と いう 言葉 が 
回 度 も 繰り 返さ れる よう に 、 ス ー ラ \* 全 般 で 、 不 信仰 者 * に 厳し い 警 告 が 投げ か けら れ 
て いる 。 
何 を 「 拡 散 す る 」 か に つい て は 、「 雲 」「 雨 」「 行 い の 帳簿 (ちょ う ぼ )」 な ど と いっ た 諸説 
が ある (アル = テク ルト ゥ ピー19:155 参照 )。 

「 真 理 と 虚妄 ( き ょ も う ) を 分 断 す る 啓示 と 共に 下る 天使 * た ち 」「 雲 を 分 散 さ せる 風 」 と 
いっ た 解釈 が ある (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 

アッ ラー* か ら 啓 示 を 授かり 、 そ れ を 預言 者 * た ち へ と 伝え る 天使 * た ちの こと ( ム ヤ ッ サ ル 
580 頁 参 照 )。 

アー ヤ *1-5 で 言及 され て いる 「 約 い 」 に つい て は 、 整 列 者 章 1 の 訳注 を 参照 。 尚 イブ ン ・ 
カス ィ ー ル * に よれ ば 、 こ れ ら の 約 わ れ て いる も の に つい て は 、 ア ー ヤ *5 を 除き 、 そ れ ら 
が 天使 * の こと を 示し て いる か 、 ある い は 風 そ の も の で ある か で 、 学者 間 の 解釈 の 相違 が あ 
る (8:297 参照 )。 

啓示 に よっ て 、 人 々 の アッ ラー* に 対す る 弁解 の 余地 は な く な る ( ム ヤ ッ サ ル 580 頁 参照 )。 
関連 する アー ヤ * と し て 、 婦 人 章 165、 家 畜 章 131、155-157、 夜 の 旅 章 15 と その 訳注 、 
ター・ ハ ー 章 134、 詩 人 た ち 章 208、 創 成 者 * 章 24 も 参照 。 
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11. 


12, 


13. 


14. 


15. 


16. 


17, 


あな た 方 に 約束 され て いる こと ! は 、 確 実に 
起こ る の で ある 。 


星々 (の 光 ) が 消さ れ た 時 、 
また 、 天 が 割れ た 時 、 


、 また 、 山 々 が 粉々 に され た 時 、2 


また 、 使 徒 * た ち が (、 そ の 民 と の 決着 まで 、) 
時 間 $ を 定め られ た 時 、 


(彼ら に は 、 こ う 言 われ る 。) 「 一 体 、 い 
ずれ の (偉大 な る ) 日 まで 、( 使 徒 * た ち は ) 
延期 され た の か ? 

裁決 の 日 * ま で 、 で ある 」。 

(人 間 よ 、) 裁決 の 日 が 何 か を 、 あ な た に 
知ら せる の は 何 か ? 

その 日 、 (復活 の 日 * を ) 嘘 呼ば わり し て い 
た 者 た ち に 、 災い あれ 。 

われ ら * は 、 (自分 た ちの 使徒 * を 嘘つき 呼 
ば わり し た こと ゆえ 、) 昔 の 人 々 を 滅ぼし 
た の で は な か っ た か ? 

それ か ら 、 わ れ ら * は (彼ら と 同様 で あっ た ) 
後代 の 者 た ち を 、 彼 ら に 続か せる の だ 。 


1 


2 復活 の 日 * の 天変 地異 の 様子 に つい て は 洞窟 章 47、 タ 
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「 約 束 さ れ て いる こと 」 と は 、 復 活 の 日 * と 、 そ こ で の 清算 や 報い の こと ( ム ヤ ッ サ ル 580 


け 
参照 )。 


105-107、 農 草 88、 山 章 


9-10、 出 来 事 章 5-6、 衣 を 纏 ( ま と ) う 者 章 14、 階 段 章 8-9、 消 息 章 20、 巻 き 込む 章 3、 
衝撃 章 4.5 な ども 参照 。 


3 これ は 、 使 徒 * た ち が 自 分 た ちの 民 に つい て 証言 する 、 復 活 の 


ー5:196 参照 )。 婦 人 章 41 と その 訳注 も 参照 。 


4 


「 裁 決 の 日 」 に つい て は 、 整 列 者 章 21 の 訳注 を 参照 。 


* の こと (アル テバ ガウ ィ 
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18. 


19. 


20. 


21 


みる 。 


23. 


24. 


25. 


26. 


27. 


28. 


その よう に 、 われ ら * は (使徒 "ムハンマド " 
を 嘘つき 呼ば わり し た ) 罪悪 者 た ち に 対し 
て 、 す る の で ある 。 

(復活 の ) その 日 、 (アッ ラー の 唯一 性 * 
と 、 使徒 * と 、 復活 と 報い を ) 嘘 呼 ば わり し 
て いた 者 た ち に 、 災 いあ れ 。 

(不信 仰 者 * た ちよ 、) われ ら * は あな た 方 
を 、 卑 し い 液体 ! か ら 創 っ た の で は な いか ? 
そし て それ を 、 し っ か り と し た 定着 場 ? に 
設え た の で は ? 

定め られ た 段階 3 まで 。 

われ ら * は 、 (その 創造 造形 、 出産 を ) 調 
整 し た の だ 。 調整 する お 方 の 何と 素晴らし 
いこ と か 。 

(復活 の ) その 日 、 (われ ら * の 力 を ) 距 呼 
ば わり し て いた 者 た ち に 、 災 いあ れ 。 
われ ら * は 大 地 を 、 収 容 す よる も の と し た の 
で は な いか ? 

(数 え 切 れ な い ほど の ) 生 者 た ちと 死者 た 
ち を (、 収 容 す る も の と ) ? 


また 、 われ ら * は そ て (大 地 ) に 、 高く 供え 
る 典 周 な 山々 を 置き 、 あ な た 方 に 美味 な る 
水 を 飲ま せ て や っ Es 


(復活 の ) その 日 、 (これ ら の 由恵 を ) 嘘 
呼ば わり し て いた 者 た ち に 、 災い あれ 。 


1 


2 


3 つま り 、 


「 殖 し い 液 体 ] に つい て は 、 ア ッ テ サ ジ ダ * 章 8 の 訳注 
「 し っ か り と し た 定着 場 」 に つい て は 、 信 仰 者 た ち 章 13 の 訳注 
出産 の 時 期 の こと (アル テバ ガウ ィ ー5:197 参照 )。 


© NI II 


OE SAE 
OS GE 
Dai 
OID 
OSEN EN 


SE 


ンス 
REN SGD GS 


を 参照 。 
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33, 


34. 
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36. 


37. 


38. 


(復活 の 、 不 信仰 者 * た ち に は 、 こ う 言 言 
われ る 。) [ (現世 で ) あな た 方 が 嘘 呼ば 
わり し て いた も の (地獄 の 懲 前 ) へ と 、 進 
み 行 く が よい 。 

三 っ 又 の ! ( 煙 の ) 陰 へ と 、 進 み 行け 」。 
濃 影 2 で も な く 、 炎 か ら 防 いで も くれ な い 


実に それ (地獄 ) は 、 城 の よう な (巨大 な ) 
火花 を 飛ば す 。 


し ょ く 


まる で 、 黄 褐色 の ラク ダ の 一 群 ? の よう な 
(火花 を ) 。 


(復活 の ) その 日 、 ( ア ッ ラ ー* の 警告 を ) 
嘘 呼ば わり し て いた 者 た ち に 、 災 いあ れ 。 


これ は 、 彼 ら ( 嘘 呼ば わり し て いた 者 た ち 
が 、 自分 た ち を 益 す る こと を ) 喋る こと が 
な い 3 (復活 の ) 日 *。 


また 、 彼ら に (弁明 が ) 許可 され る こと で 、 
言い 訳す る こと も な い (日 ) o 


(復活 の ) その 日 、 (この 日 の 出来 事 を ) 
嘘 呼 ば わり し て いた 者 た ち に 、 災 いあ れ 。 


これ は 裁決 の 日 !。 わ れ ら * は あな た 方 ( 不 
信仰 者 * た ち ) と 、 昔 の (不信 仰 だ っ た ) 人 々 
を 集結 させ た 。 


1 燃え 立つ 炎 と 共に 上 る 煙 が 、 その 激 し さ ゆえ に 三 本 に 分 か れ 


ィ ー ル 8:299 参照 )。 


2 その 大 き さ 、 
られ て いる の だ と いう (イブ ン ・ ア ー 
と いう 説 も ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:299 参照 )。 


3 復活 の 日 、「 喋 る こと が な い 」 こ と に つい て は 、 夜 の 旅 章 97 の 訳注 も 参照 。 


4 


「 裁 決 の 日 」 に つい て は 、 整 列 者 章 21 の 訳注 を 参照 。 


色 、 炎 か ら 飛 び 散 っ て 遠ざかっ て 行く 動き が 、 
シュ ー ル 29:437 参照 )。 ま た 、 黄 褐色 で は な く 黒 色 
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る 様子 と され る (イブ ン ・ カ ス 


黄 褐 色 の ラク ダ の 一 群 に 例え 
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40. 


41. 


42. 


43. 


44. 


45. 


46. 


47. 


48. 


それ で 、 も し あな た 方 に ( 徐 六 か ら 逃れ 
る ) 策略 が ある の な ら 、 われ ら * に 策略 し 
て みよ 。 


(復活 の ) その 日 、 (復活 の 日 * を ) 距 呼 
わり し て いた 者 た ち に 、 災い あれ 。 


本 当 に 散 虎 な * 者 た ち は 、 (その 日 、 木 々 の ) 
険 と 泉 の も と に ある 。 


また 、 自 分 た ち が 欲す る 果実 の も と に 。 


(彼ら に は 、 こ う 言 われ る 。) 「 自 分 た ち 
が (現世 で ) 行っ て いた (正しい ) こと (の 
報い ) ゆえ に 、 お いし く 食 べ 、 飲 むせ の だ 。* 


本 当 に 、 われ ら * は この よう に 、 療 療 を 尽く す 
者 ? た ち に 報い る の だ か ら 」。 


(復活 の ) その 日 、 (報い と 清算 を ) 嘘 呼 
ば わり し て いた 者 た ち に 、 災い あれ 。 


(不信 仰 者 * た ちよ 、) 僅か な 間 、 食べ 、 楽 
し む が よい 。 本 当 に あな た 方 は 、 (シル ク 
* と いう 罪 を 犯す ) 罪悪 者 な の だ 。 


(復活 の ) その 日 、 (清算 と 報い の 日 を ) 
嘘 呼ば わり し て いた 者 た ち に 、 災い あれ 。 


彼ら (シル ク * の 徒 ) は 、 自 分 た ち に 「 ル 
クー ウネ きよ] と 言わ れ で も 。 ル クー ウド 
し な い 。* 


1 大 


に され た 章 31、 金 の 装飾 章 73、 煙霧 章 556、 ム ハン マ ド * 章 
お 方 章 52、68、 出来事 章 17-21、 真 実 章 23、 人 間 章 5-6、14、 
量 を 減ら す た ち 者 章 25-28 も 参照 。 


2 「 療 を 尽く す 者 」 に つい て は 、 蜜蜂 草 128 の 訳注 を 参照 。 
つま り 、 礼 拝 せ よ 、 と 言わ れ て も し な いと いう 


w 


これ は 復活 の 日 


BoE A 


Do bi oN 


⑧ る たら る め 
© 6 た 3 る 35 し CA が 
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国 の 民 の 飲食 物 に つい て は 、 ヤ ー・ ス ィ ー ン 章 57、 整 列 者 章 45-47、 サー ド 章 51、 詳 細 
: 15、 山 章 22、 慈 悲 あ まね き * 


17-18、21、 消 息 章 34、 


こと ( ム ヤ ッ サ ル 581 頁 参 照 )。 一 説 に は 、 
* の こと (アル テバ ガウ ィ ー5:198-199 参照 )。 筆 章 42-43 と その 訳注 も 参照 。 


77. 送ら れる も の 章 ブ 1243 い NN、 oR Ms ーVY 

49. (復活 の ) その 日 、( ア ッ ラ ー* の 御 徴 を ) 
嘘 呼ば わり し て いた 者 た ち に 、 災 いあ れ 。 

50. な ら ば 一 体 、 彼ら は それ (クル アー ン ?) を 
差し お いて 、 い か な る 話 を 信じ る と いう の 
か ? 


78. 消息 章 


直 起ち まね く * 灯 深き * 


アッ ラー* の 御名 に お いて 


彼ら (不信 仰 者 # た ち ) は 何 に つい て 、 
合っ て いる の か ? 

僅 大 な る 消息? に つい て (、 で ある ) 。 
彼ら は そこ に お いて 、 意 見 を 異 に し て いる ?。 


断じて (、 復活 は 嘘 で は ) な い ! や が て 
彼ら は (自分 た ち が 嘘 呼ば わり し た こ と の 
結末 を 、) 知 ろ う 。 


更に 、 断じて (、 復活 は 嘘 で は ) な い ! や 
が て 、 彼 ら は (自分 ) た ち が 距 呼ば わり し た 
こと の 結末 を 、) 知 ろう 。 

われ ら * は 大 地 を 、 (平坦 な ) 寝床 (の よう ) 
に は し な か っ た の か ? 


また 、 山 々 を ( 世 固 な ) 杭 の よう に ? 


た ず 
尋ね 


to 


w 


た 


ンー ン ン ン 
ン 


OE 


oe 


OHNE 


Oe 


DIRE 


また 、 わ れ ら * は あな た 方 を (様々 な ) 種類 

4 に 創造 し 、 

あな た 方 の 眠り を 休息 と し 、 DE I 
マッ カ * 刻 示 。 スー ラ * の 名 称 は 、 置 頭 の 同 語 に 由来 。 スー ラ * は 、 不信 仰 の 重大 さ を 喚 起 (か 
ん き ) する 質問 の 形 で 始ま り 、 次 いで アッ ラー* の 全能 性 と 唯一 性 * を 示す 、 自 然 界 の 驚異 
(きょう い ) と 恩恵 が 並べ られ て いく 。 中 盤 か ら は 復活 の 日 * の 確証 と 、 そ れ が 起こ る 日 の 
様子 が 描か れ た 後 、 不 信仰 者 * た ちの その 日 に お ける 悲惨 (ひさ ん ) な 状況 が 警告 と 共に 、 
そし て 信仰 者 た ちの 善き 結末 が 吉報 と 共に 描写 され る 。 ス ー ラ * の 最後 は 再び 、 不 信仰 者 * 


た ち へ の 警告 に よっ て 締め くく られ る 。 


「 偉 大 な る 消息 」 と は 、 死 後 の 復活 を 伝え る クル アー ン * の こと と ( ム ヤ ッ サ ル 582 頁 参 照 )。 


「 意 見 を 異 に し て いる 」 


に は 、「 あ る 者 は それ を 嘘 と 決め つけ 、 ま た ある 者 は それ を 疑っ た 」 


「 そ れ を 魔術 、 詩 、 占 い 師 の 言葉 な ど と 異な る 言葉 で 表現 し た 」「 あ る 者 は それ を 信じ 、 あ 
る 者 は それ を 信じ な か っ た 」 と いっ た 解釈 が ある (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 2:527-528 参照 )。 


この 「 種 類 」 の 角 
っ た 、 


記 # に は 、「 男 女 」「 様 々 な 色 」「 美 醒 ( び し ゅ う )、 
あら ゆる 種類 の こと 」 と いっ た 諸説 が ある (アル = クル トゥ 


背 の 高低 な ど 、 対 に な 
ビー19:171 参照 )。 
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11. 


12. 


13. 


14. 


15. 


16. 


7, 


18. 


19. 


20. 


21. 


夜 を 衣 と し 、 
昼 を 生計 (の 手段 ) と し 、 


あな た 方 の 上 に 、 (割れ 目 一 つない ) 強固 
な 七 層 (の 天 ) を 築き 上 げ 、 


煙 々 と し た 灯火 を 置 


絞り 時 の も の ( 雨 を 減 え た 宏 ) か ら 、 さ あ 
ざ あ と いう 雨 を 降ら せ た 。 


(それ は ) われ ら * が それ で 、( 人 が 食べ る ) 
種 粒 と (家畜 が 食べ る ) 植物 を 生え 出さ せ 
る た め 。 
そし て 、 (いく つも の 枝 が 交差 し て ) 重 な 
り 合 っ た 農園 を 。 

本 当 に 裁決 の 日 3 は も と より 、 時 が 定め られ 
て いる 。 


角笛 に 吹き 込ま れ ^、 


お の 


あな た 方 が (各々 、 自分 
た ちの 指導 者 と 共に ) 集 団 で や っ て 来る 日 は 。 
また (その 日 、) 天 は 開か れ 、( 天 使 * が 降 障 


する た め の ) い くつ も の 鹿 (を 有する も の ) 
と な り 、 


山々 は 動か され 、 (それ か ら 粉 々 に され て ) 
展 気 楼 の よう うに な る 。5 

本 当 に 地獄 は も と より 、( 不 信仰 者 * た ち に 
対す る ) 見 張り の 場 で ある 。 
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識別 章 47 の 訳注 も 参照 。 
こと の 「 灯 火 」 に つい て は 、 議 別 章 61 の 訳注 を 参照 。 
「 裁 決 の 日 」 に つい て は 、 整 列 者 章 21 の 訳注 を 参照 。 


「 角 笛 に 吹き 込ま れる 」 に つい て は 、 家 畜 章 73 の 訳 泊 


る 一 吹き の こと ( ム ヤ ッ サ ル 582 頁 参 照 )。 
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を 参照 。 尚 、 こ れ は 復活 を 知ら せ 


復活 の 日 * の 天変 地異 の 様子 に つい て は 洞窟 章 47、 タ ー・ ハ ー 章 105-107、 農 章 88、 山 章 9-10、 


出来 事 章 


5-6、 衣 を 纏 ( ま と ) う 者 章 14、 階 段 章 8-9、 巻 き 込 む 章 3、 衝 撃 章 4-5 も 参照 。 
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22. (それ は 、 不 信仰 に お いて ) 度 を 越し た 者 Geo 
た ちの 、 帰 り 場所 な の だ 。 

23. 彼ら は そこ に 長期 間 、 留 まる 身の上 。 SG 

24. 彼ら は そこ で 、 ( 暑 さ を 冷 ま す ) 冷た さも (、 ON 


喉 を 潤す ) 飲み 物 も 、 味 わ う こと が な い 、 
25. 煮え た ぎる 湯 と 膜 汁 の 外 は 。 


26. (それ ら は 、 彼 ら の 現世 で の 行い に ) 相応 
し い 報 いと し て の も の 。 


27. 本 当 に 彼ら は 、 清 算 を 望ん で お ら ず 、2 
28. われ ら * の 御 徴 3 を ひど く 嘘 呼ば わり し 、 


29.、 そ し て われ ら * は 、 全 て の 物事 を 書 で 数 え 尽 
くし て お いた * の だ か ら 。 


30。 なら ば (不信 仰 者 た ちよ 、 自 分 た ちの 行い 
の 応報 を ) 味わえ 。 わ れ ら * は あな た 方 に 、 
懲 宙 以 外 の 何 も 上 乗せ は し まい 。 

31 本当 に 艇 賊 な * 者 た ち に は 、 勝利 の 場 が ある 。 


ぶ どう 


32. 農園 、 役 荷 、 


33. (彼女 ら 自 身 が 互い に ) 同い年 の 、 胸 も ふ 
っ くら と し た 女 た ち 


まん ば いさ か ず き 
34. ( 酒 * で ) 満杯 の ? 仁 が 。 


1 「 膜 汁 」 に つい て は 、 サ ー ド 章 57 の 訳注 を 参照 。 


2 こと の 「 望 む 」 に 関し て は 、 ユ ー ヌ ス * 章 7 の 同 語 に つい て の 訳注 
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@C32 Pe の と > し あめ 
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E も 参照 。 


3 クル アー ン * の アー ヤ * を 始め と し た 、 ア ッ ラ ー* か ら の 「 御 徴 」 
ニー5:486 参照 )。 


4 ヤー・ ス ィ ー ン 章 12 と その 訳注 も 参照 。 尚 、 こ の 「 書 」 の 解釈 


の と と (アッ = テ シ ャ ウ カ ー 


に は 、「 天 使 * た ち が 書 き 留 


め る 、 行 い の 帳 簿 (ちょ う ぼ )」「 守 られ し 碑 板 *] と いう 説 が ある (アル = クル トゥ ビー 


19:182 参照)。 


ほか に も 、「 次 々 と や っ て 来る 」「 澄 ( す ) ん だ 」 と いっ た 解釈 
5:202 参照 )。 
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35. 彼ら は そこ で 戯言 も 、 中 の 言い 合い も 、 耳 


に する と と が な い 。 = 


36. (それ ら は 全て 、 ) あ な た の 主 * か ら の 報い 、 


ふん だ ん な る 贈り 物 と し て 


の も の 。 


37. 諸 天 と 大 地 、 その 間 に あ る も の の 主 *、 慈悲 
あま ね き * お 方 (か ら の ) 。 彼ら は か れ に 対 
し 、 (ね 許し を 授かっ た 者 以外 、 ) 語り か 


ける こと が 出来 な い 、3 


た まし い 


38. 魂 * と 天使 * た ち が 、 列 を な し て 立つ 日 に 。 
慈悲 あま ね き * お 方 が (執り 成 し を ) 許し 
に な り 、 正しい こと 6 を 語っ た 者 し か 、 話す 


こと は な い の だ 。 
39. それは (必ず や 起こ る 、 ) 


真実 の 


。 な ら 


ば 、 誰 で も (その 日 の 救い を ) 望む 者 に は 、 
(正しい 行い * に より 、) 自 ら の 主 * を 帰り 


場所 と させ る の だ 。 


40. われ ら * は 、 あな た 方 に 間近 に 迫っ た 


懲罰 を 警告 し た 。 人 が 、 自 


ク 分 が 行 つ た ( 全 


て の ) こと を 目 に し 、 不信 仰 者 * が (清算 の 
付 怖 ゆえ 、) 「 あ あ 、 私 が 土 で あっ た ら よ 


ちょ うば つ 


か っ た の に ! 7」 と いう 日 の (懲罰 を ) 。 
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1 「 戯 言 」 に つい て は 、 信 仰 者 た ち 章 3 の 同 語 の 訳注 を 参照 。 
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山 章 23 と 、 そ の 訳注 も 参照 (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:308 参照 )。 
復活 の 日 * に 「 話 すこ と 」 に つい て は 、 夜 の 旅 97 の 訳注 も 参照 。 


4 この 「 魂 」 は 、 ジ ブリ ー ル * の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 583 頁 参照 2。「 魂 」 と 呼ば れ て 


いる 所 以 に つい て は 、 マ ル ヤ ム * 章 17 の 訳 沿 


復活 の 日 * の 「 執 り 成 し 」 に つい て 
の 訳注 を 参照 。 


m 


E を 参照 。 


は 雌牛 章 48、 マ ル ヤ ム * 草 87、 タ ー・ ハ ー 章 109 と そ 


6 「 正 し いこ と 」 の 筆頭 が 、 シ ャ ハー タダ * の 言葉 で ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:310 参照 )。 
7 その 日 、 人 間 は 懲罰 を 目 に し 、 自 分 が 現世 で (清算 を 受け る 必要 の な い ) 土 で あっ た な ら 


ば 、 と 望 お 。 あ る い は 、 そ の 日 は 動物 で さえ も 集め られ 、 


は その 後に 懲罰 を 受け る こと な く コ 


土 と 化す 。 


彼ら は 、 


な ら 、 と 望 せ の だ と いう (前 掲 書 8:310-311 参照 )。 


公正 な 裁き を 受け る が 、 そ れ ら 
分 た ち も そ の よう な 存在 で あっ た 


79. 引 き 離 す も の 章 


引き 離す も の 章 (アン テナー ズ ィ 
じ な 
慈 電 5 あま ね く ・ 灯 深き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


(不信 仰 者 * の 魂 を 、) 力任せ に 引き 離す 
も の に か け て 、2* 
また 、 (信仰 者 の 魂 を ) さっ と 引き 抜く も 
の に か け て 、 
また だ た 、 
け て 、 


自在 に 飛び 回 る も の に か 


すい と う われ さき 


また 、( ア ッ ラ ー* の ご 命令 の 遂行 へ 、 ) 我 先 


に と 先 ん ず る も の に か け て 、 


また 、 (アッ ラー* か ら 委 任 さ れ た ) ご 命令 
を 司 る も の ? に か け て (敬う 。 あ な た 方 は 
鯨 ら さ れ 、 清 算 を 受け る の で ある ) 、 


激震 する も の が 、 激 因 す る 


日 に 。* 
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マッ カ * 啓 示 。 ス ー ラ * の 名 称 は 、 


の 不信 仰 者 * の 様子 が 描か れる 。 そ の 後 は 、 
ー サ ー* と フィ ルアウ ン \ の 話 を 挟ん だ 後 、 ア 
造 と 因 恵 が 示さ れ 、 
者 * に は 警 I 


ー ヤ *1-5 で 言及 され て いる 「 誓 い 」 に つい て は 、 整 列 者 章 1 の 
上 * た ちの こと を 指し て いる と され る ( ム ヤ ッ サ ル 
ヤ *5 を 除い て は 、「 星 の こと 」 を 表す 、 と いっ た 別 説 も ある (イブ 
アー ヤ *1-2 で 言及 され て いる 、 不 信仰 者 * と 信仰 者 の 「 魂 
家畜 章 93 と その 訳注 を 参照 。 


の アー ヤ * で 誓 わ れ て いる も の は 全て 天使 
583 頁 参 照 ) が 、 ア ー 
ン ・ カ スィ ー ル 8:312-313 参照 )。 
を 抜く 」 こ と に 関し て は 、 


冒頭 に 出現 する 同 語 


再び 復活 と 報い の 確証 が な され た 後 、 


ぐみ らら 
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に 由来 。 様 々 な 任務 を 任 さ れ た 
天使 * た ち に お ける アッ ラー* の 誓 い に よ っ て 、 死 後 の 復活 の 真実 が 確証 され 、 そ の 日 
アッ ラー* の 使徒 * へ の 不信 作 を 警 
ッ ラ ー の 唯一 性 * と 全能 


告 する ム 
能 性 を 示す 偉大 な 魚 


信仰 者 に は 電報 が 、 


不信 爺 


訳注 を 参照 。 沿 、 


これ ら 


アッ ラー* か ら 啓 示 を 授かり 、 そ れ を 預言 者 * た ち へ と 伝え る 天使 『 た ちの こと ( ム ヤ ッ サ ル 


583 頁 参 照 )。 


「 激 恩 す る も の 」 と は 大 地 の こ と で 、 こ れ は 全て の も の に 死 が も た ら さ れる 、 一 回 目 の 角 
笛 (家畜 章 73 の 訳注 も 参照 の こと と され る (前 掲 書 、 同 頁 
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参照 )。 
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16. 


17. 


18. 


後続 の も の ! が 、 そ れ に 続く 。 

その 日 、( 不 信仰 者 * た ちの ) 心 は 圭 圭 抜 する 。 
その 眼 は 怖 気 づい て いる 。 

彼ら (復活 を 否定 する 者 た ち ) は 、 言 う 。 
「 一 体 (死後 ) 、 本 当 に 私 た ち が ( 生 ) 前 
の 状態 に 、 戻 され る 身 だ と ? 


私 た ち が 、 朽 ち 果 て た 骨 と な っ た 後に ? 」 
彼ら は 言っ た 。「 そ れ は 、 そ う で ある な ら 
ば 、 損 な 戻り 様 だ 」。 * 

それ は 、 た だ の 一 明 に 過ぎ な い 。 

する と どう で あろ う 、 彼 ら は ( 地 中 か ら 菊 
ら さ れ 、 生 きた 状態 で ) 地表 3 に ある の だ 。 
(使徒 * よ 、) あな た の も と に 、 ム ー サ ー* 
の 話 は 届い た か ? 

彼 の 主 * が トゥ ワー* の 聖なる 谷 で 、 彼 を お 
呼び に な っ た 時 の こと 。5 

(アッ ラー* は 、 彼 に 仰せ られ た 。) 「 フ ィ ル 
アウ ン * の と ころ へ 行け 。 本 当 に 彼 は 、 (われ 
ら * へ の 反逆 者 と し て ) ひ どく 放 坪 な の だ か ら 。 
そし て 、 ( 彼 に ) 言う の だ 。 『 あ な た に 、 
ご 自身 を 清め る 6 お つも り は あり ます か ? 
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6 不信 


これ は 復活 を 知ら せる 、 二 回 目 の 角 笛 (家畜 章 73 の 
ッ サ ル 583 頁 参 照 )。 

これ は アッ ラー* の 御 力 に 対す る 
< 言葉 と され る (アッ テニ サ ァ ディ ー908 頁 参 照 )。 
この 「 地 表 」 に つい て は 、 イ ブラ ー ヒ 
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R 注 も 参照 ) の こと と され る ( ム ヤ 


知 さ と 、 不 遊 さか ら 、 復活 を あり 得 な いこ と と し て 言っ 


ー ム * 章 48 も 参照 (イブン ・ カ スィ ー ル 8:314 参照 )。 


「 ト ゥ ワー」 に つい て は 、 タ ー・ ハ ー 章 12 の 同 語 の 訳注 を 参照 。 


909 頁 参 照 )。 


この 出来 事 は 、 タ ー・ ハ ー 章 10 以降 、 蝶 章 7 以降 、 物 語 章 29 以降 に 詳し い 。 
ll と 放 坪 さ の 汚れ を 清め 、 信 仰 と 正しい 行い * を 身 に つけ る こと (アッ テニ サ ァ ディ ー 


79. 引 き 離 す も の 章 1250 SW 

19.、 そ し て 私 が あな た を 、 あ な た の 壮 * へ と 演 EES 
き 、 それ に よっ て あな た が (か れ を ) 恐 恐れ 
る よう に な る (お つも り は ) ?』」 


ンタ 3 


20. それ で 彼 (ムー a は 、 (フィ ルアウ OS 
ン *) に 最大 の 御 微 ! を 披露 
21. 彼 (フィ ルアウ ン " は (ムー サー* を ) 嘘 つ OR 
き 呼ば わり し て 、( 自 ら の 主 * に ) 逆らっ た 。 
22. それ か ら 彼 (フィ ル ア ウン * は 、 (ムー サ OG 
ー* へ の 対抗 心 に ) 躍 起 に な っ て (信仰 か ら ) 
背 を 向け 、 
23. (自国 の 民 を ) 召集 し て 、 呼 び か け 、 OE 
24. 言っ た 。「 私 が 、 あ な た 方 の 至高 の 主 * で ある 」。 ORNIG 
25. それ で アッ ラー* は 彼 (フィ ルアウ ン " を 、 ⑤3 が 590 


後 の も の (来世 ) と 初め の も の (現世 ) の 
微 六 2 で 全 出さ れ た 。 


26. 本 当 に その 中 に は まさ し く 、 恐 れる 者 へ の RA ON 
教示 が ある の だ 。 
i ) 一 体 あな た 方 (の 死後 の 再生 ) ON GE 


、 よ り 創 造 に 難い の か ? それ と も 、 . 天 
主意 か れ が それ ( 天 ) を 、 築 か 


れ た の で ある 。 

28. か れ は ( 天 の ) その 高み を お 上 げに な り 、 I 
それ を (完璧 に ) 整え られ 3、 

29. そ の 夜 を (日 没 に よっ て ) 間 と され 、 (日 EE SL 


の 出 に よっ て ) その 光 を お 出し に な っ た 。 


1 「 最 大 の 御 徴 」 と は 、 手 と 杖 の 奇跡 と され る ( ム ヤ ッ サ ル 584 頁 参 照 )。 高 壁 章 107-108、 

詩人 た ち 章 32-33 も 参照 。 

2 現世 に お ける 彼ら の 懲罰 に つい て は 、 ユ ー ヌ ス * 章 90.92、 タ ー・ ハ ー 章 78、 詩 人 た ち 章 
66 を 参照 。 ま た 、 来 世に お ける 懲 久 に つい て は 、 落 し 深い お 方 章 46 も 参照 。 

3 天 が 完 壁 に 整え られ た こと に 関し て は 、 カ ー フ 章 6、 王 権 章 3 を 参照 。 
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また 、 大 地 は 、 


ら に 広げ られ 、 

そこ か ら そ の 水 と 、 (家畜 に ) 食 ま せる も 
の を お 出し に な り 、 

山々 を 了 葉 固 に され た 、 


ハ ちく 


あな た 方 と 、 あ な た 方 の 家畜 の 利益 の た 
め に 。 

そし て 、 こ の 上 な い 大 難 ! が 到来 し た 時 (、 
人 々 は 蘇 ら さ れる ) 。 

人 間 が 、 (現世 で の 自分 の 行い を 見 せら 
れ 、) 自分 が 勤 し ん で いた (善い こと 、 悪 
い ) こと を 思い 出す 日 、 


また 、 見 る 者 の 眼 に 、 火 獄 が 露 わ に な る 
(日 に ) 。 


それ で (アッ ラー* の ご 命令 に 対し て ) 放 藤 で 、 
現世 の 生活 を (来世 より も ) 好 ん だ 者 は と 
いえ ば 、 

本 当 に 火 獄 こ そ が 、 (その ) 住処 で ある 。 


そし て 自分 ) の 主 * の 立ち 所 ?C で の 清算 ) を 屈 
れ 、 自 ら に (罪深い こと へ の ) 私 欲 を 禁じ 
た 者 は と いえ は 、 


本 当 に 天国 こそ が 、 (その ) 住処 で ある 。 


(使徒 * よ 、 ) 彼 ら ( シ ルク * の 従 ) は 、 ( 南 笑 
し つつ ) あな た に 旦 き ね る 。 一 体 い つ 、 ( 復 
活 の ) その 時 は や っ て 来る の か 、 と 。 


1 あら ゆる 恐ろし い 


が 行わ れる 復活 の 時 


2 「 自 分 の 


物 


ll sd ぴる NS 
CFL ER 


CEI 
RN 


OL 


を 


OG SE 


の 5 


Ok 
ON 


DN pt ok 
NR ARG SE EAD 
る 


還 の 上 を いく 最大 の 災難 で ある 「 こ の 上 な い 大 難 」 と は 、 清 算 と 報い 


の こと (アル = カー スィ ミー17:6053 参照 )。 
主 の 立ち 所 」 に つい て は 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * 章 14 の 訳注 を 参照 。 


79. 引 き 離 す も の 章 


TSN 


Ss -VA 


(使徒 * よ 、) あな た は 、 
何 の 関わ り が ある の か ? 


43. 


あな た の 主 * に 
が 届 す る の だ か ら 。 


44. 


45. 
ぎ な い の だ 。 

彼ら が 、 そ れ (復活 ) を 
日 、 彼 ら は (その 余り の 恐 


46. 


こそ 、 2 


あな た は 、 そ れ を 恐れ る 者 へ の 警告 者 に 過 


それ を 話す こと に 


終着 


へ 


点 
四 


の 当たり に する 
【 頂 ゆえ 、 現 世に 


上 


お いて ) あたかも ( 
い は 午前 
で ある %。 


し か 過ごさ な か っ た か の よう う 


の ) 午後 か 、 あ る 


喜 


高 壁 草 187 も 参照 。 


2 ユー ヌス * 章 45 と その 訳注 、 
章 55、 砂 丘 章 35 も 参照 。 
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E、 及 び タ ー・ ハ ー 章 103、 信 仰 者 た ち 章 113-114、 


の を ーッ iz > 
OCE NN 


スイ タン フタ ター 


OER の 


ビザ ンチ ン 


80. 肩 を ひそ め た 章 


第 80 章 


眉 を ひそ め た 草 (アバ サ ) ! 


. 眉 を ひそ め て 、 


問 起ち まね く * 閑 深き * 


アッ ラー* の 御名 に お いて 


背 を 向け た 、 


自分 芽 目 の 者 が 来 た た め 
そし て 、 何 が あな た に ( 彼 の 真実 を ) 知ら 
せる の か ? 彼 が 清め られ る ? か も し れ な い 、 


と いう こと を ? 


ある い は 、 彼 が 教訓 を 受け 、 そ れ で 教訓 が 
彼 を 益 す る か も し れ な いこ と を ? 


(導き な し で も ) 十分 だ と する 者 4 は と い 
えば 、 


あな た は 彼 に 掛か りき り 。 


の も と に 、 


に 。2 


1 


ww 


た 


ン ~~ 


5 ure 


@3 
DFN 
® 珍 入 あ 3 


OT 


マッ カ * 啓 示 。 ス ー ラ \ 和 名 は 、 冒 頭 に 出現 する 同 語 に 


来 。 預言 者 * ム ハン マ ド * に 対す る ア 


ッ ラ ー* の お 符 (と が ) め に 始ま り (詳し く は アー ヤ \*2 の 訳注 を 参照 )、 ク ルアー ン * の 真 


実 性 と その 偉大 さ の 確証 と 共に 、 そ れ を 信じ な い 者 へ 


々 な 事象 に よっ て 証明 され た 後 、 


の 警告 が 告げ られ る 。 そ し て 創造 に 


復活 の 日 * と そ 


の 出来 事 、 信 仰 者 と 不信 仰 者 * の 対照 的 な 結末 が 


か れる 。 


実 
お ける アッ ラー の 唯一 性 * が 、 自 然 界 の 様 
の 
ア 


ブン ・ ウ ン ム ・ マ クト ゥ ー ム に 関し て 下っ た と いう こと 


言 者 * は ある 時 、 


ム * へ と 熱心 に 招い て いた 。 そ の よう な 場 に や っ て 来 た 盲 
) し ん で いる の を 知ら ず 、 イ スラ ー ム * の 教え を 役 


は 、 預 言 者 * が 別 の 者 と の 話 に 勤 (いそ 


に し つこ くせ が ん で し まう 。 預言 者 * は 話 を 邪魔 され る の を 嫌い 、 彼 を 相手 ( 
店 に 勤しん だ 。 こ の アー ヤ *『 が 下っ て その こと を 答 め られ た 後 、 預 言 者 * は 彼 を 大 


た ち へ の 話 
事 に 扱い 、 重 用 する よう に な っ た (アル テバ ガウ ィ ー 
良 (びび ゅ う ) 性 
と と で の 「 清 め ら れる 」 と は 、 
清 汐 と な り 、 無知 と いう 間 が 消え 去る こと 、 と され る ( ア 
これ は 善 へ の 意欲 が な いた め 、 質 問 も 教示 も 名 う こと 
ディ ー910 頁 参 照 )。 


ょ EN 


ッ テ ラ ー ズ ィ ー* に よれ ば 、 解釈 学者 ら は 、 こ の アー ヤ * が 預言 者 * ム ハン マ ド * と 教 友 * イ 


で 、 一 致し て いる (11:53 参照 )。 預 


クラ イシ ュ 族 * の 有力 者 ら が ムスリム * に な る こと を 望み 、 彼ら を イス ラー 


の イブ ン ・ ウ ン ム ・ マ クト ゥ ー ム 


こせ ず 、 有力 者 


5:210 参照 )。 尚 、 預 言 者 *・ 使 徒 * の 


に つい て は 、 雌 和牛 章 36 の 訳注 を 参照 。 
預言 者 * か ら の 教え を 得る こと で 、 


自ら の 宗教 に お いて より 
アル = クル トゥ ビー19:213 参照 )。 


も な いよ うな 者 の こと (アッ テ サ ァ 


80. 居 を ひそ め た 章 ブ 1254 \、 みや りー 

7. 彼 が 清め られ ず と も 、 あ な た に は 何 の 符 め @ め ag 
も な いと いう の に 。 

8. そし て (あな た と 会 うこ と に ) 意気 込ん で 、 DIEHL 
あな た の も と に や っ て 来 た 者 は と いえ ば 、 

9. (アッ ラー* を ) 葉 れ て いる と いう の に 、 DEL 

10. あ な た は 彼 を そっ ちの け に し て いる uitec 

11. 断じて (、 使徒 * よ 、 あ な た が し た よう な こと ぐ ⑤ ジ と 
と は 、 許 され ) な い ! 実に それ (この ス 
ー ラ や は 、 教 訓 な の だ 。 

12. そし て 誰 で も (教訓 を ) 望む 者 は 、 それ ( 啓 OE 
示 ) を 熟慮 せよ 。 

13. (この クル ア ー ン * は ) 3 貴 い 書状 ! の 1、 OL B28 

14. ( 位 ) 高く 、( あ ら ゆ る 不純 さや 改変 か ら ) DH 
清浄 な ( 書 巻 の 中 ) 、 

15. 使い の 者 (天使 た ちの 手許 に ある 。 Ot 

16. 高 貫 で 、 普 良 な 者 た ちの (手許 に ) 。 Ok 

17. (不信 仰 な ) 人 間 が 、 成敗 され ます よう 。 OSC ENGS 
彼 は (自分 ) の 主 * に 対し ) 、 何と ひど い 不 信 
仰 に 陥っ て いる こ と か ! 

18. か れ (アッ ラー は 彼 を 、 いか な る も の か OPEC の 
ら お 創り に な っ た の か ? 

19. 一 満 の 精液 か ら 彼 を お 創り に な り 、 それ を OBE 


(徐々 に ) 調整 さ れ た の だ 。2 


1 


2 


参照 )。 尚 、 人 間 の 創造 の 変遷 (へ ん せん ) に つい て は 、 


「 貴 い 書 巻 」 と は 、 守ら れ し 碑 板 *、 ある い は 啓典 の こと (アル = テバ ガウ ィ ー5:210 参照 )。 
「 そ の 各 身 体 器 官 、 美 本 ( び し ゅ う )、 大 小 、 不 幸 な 者 と な る か 幸福 な 者 と な る か 、 
と いう こと な ど を お 決め に な っ た 」 と いう 解釈 も ある (アル テク ルト ウゥ ビー19:218 


14 を 参照 。 


巡礼 * 章 5 章 、 信 仰 者 た ち 章 


80. 眉 を ひそ め た 章 ブ 1255 sn A 


20. それ か ら か れ (アッ ラー や は 、 道 を 容易 く OI 
され 、 

21.、 や が て は 彼 に 死 を 与え られ 、 墓 に お 埋め に OE 
な り 、 

22。 それから 、 か れ が お 望み に な っ た ら 、 ( 清 OI 
算 と 報い の た め に 、) 彼 を 生き 返さ せ 給 う 。 

23. 断じて (、 不 信仰 者 * の 状況 は 正しく ) な い ! oO しい 


彼 は 、 か れ ( ア ッ ワ フー が 自分 に ご 命じ に 
な っ た こと < を 、 遂行 し て は いな い の だ か ら 。 


24.、 なら ば 人 間 に 、 自 分 の 食べ 物 (が 、 い か に Oa dE 
創造 され た か ) に つい て 考え させ て みよ 。 
25. われ ら * は 、( 地 上 に ) 水 を ざ あ ざ あ と 降ら せ 、 EAE 
26. それ か ら 大 地 を 、 ひ び 割 れ さ せ (、 そ こ か OE NG 
ら 各種 の 植物 を 芽 出 せ さ せ ) た の だ 。 
27。 そ し て 、 わ れ ら * は そこ と に 種 粒 を 生育 させ た 、 OE 
28。 ま た 、 黄 茶 、 ま ぐさ 、 CLE; 
29. オ リー ブ 、 ナ ツメ ヤシ 、 IEE 
30. 木 深い 農園 ORS 
31. 果実 、 牧 草 も (生育 させ た ) 、 OH 
32. あな た 方 と 、 あ な た 方 の 家畜 の 利益 の た め に 。 CNN 
33. そ し て 、 (復活 の 日 * を 知ら せる ) 田 き の SEL 


一 声 3 が 到来 し た 時 (、 人々 は 自分 の 事 で 掛 
か りき り に な る ) 。 


1 この 「 道 」 に は 、「 母 親 の 胎内 か ら 出 て 来る こと 」「 真 理 と 虚偽 の 道 、 及 びそ の 判別 (人 間 
章 3 eat tiv 「 各 自 が 運命 づけ られ た 物事 」 と いっ た 解釈 が ある (アル テバ ガ 
ウィ ー5:211 参照 )。 

2 つま り 信 仰 と 、 か れ へ の 服従 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 585 頁 参照 )。 

3 「 護 き の 一 声 」 は 一 説 に 、 角 笛 が 吹き 鳴ら され る こと (アル テバ イダ ー ウ ィ ー5:454 参照 )。 

畜 章 73 と その 訳注 も 参照 。 
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1256 


ぼう だ ー ツ 


34. 


35. 


36. 


37. 


38. 


39. 


40. 


41. 


42. 


人 間 が 、 (その 恐怖 ゆえ に 、) 自分 の 兄弟 
か ら 逃 出す 日 、 


また 、 自 分 の 母親 、 父 親 、 
自分 の 妻 、 子 供 た ち (か ら 逃 び 出 す 日 ) 。 


彼ら 全員 に は その 日 、 自 分 の こと だ け で 精 
一 杯 な 用 事 が ある 。 


その 日 、 (天国 に 入る ) 顔 の 数 々 は 輝い て 
お り 、 
笑い 、 心 躍ら せ て いる 。 


また その 日 、 (地獄 に 入る ) 顔 の 数 々 は 、 
その 上 に 燥 が か か (っ て 真っ 黒 に な ) る 。 


換 が それ ら を 首 ( い 、 唇 め に あ ) う 。 


それ ら の 者 た ちこ そ は 、 不信 仰 者 *、 放 逸 な 
者 た ち で ある 。 


Oa 
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81. 巻き 込む 章 ブ 1257 


クウ ィ ー ル ) ! 


次 起ち まね く ・ 灯 愛 深 き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 
1 太陽 が 巻き 込ま れ (、 そ の 光 を 失っ ) た 時 、 OY 
2 また 、 星々 が (その 光 を 失っ て ) 落下 し た 時 、 OS BNAN 
3 また 、 山 々 が 動か され (て 、 粉 々 に され ) OL Ny 
た 時 、 
4 また 、 妊 娠 十 ヶ 月 目 の 雌 ラク ダ が 放っ た ら OLENY 
か し に され た 時 、3 
5. また 、 野 獣 た ち が 集め られ た 時 、* Or 
6. また 、 海 々 が 溢れ 返っ た 時 、5 DL IN 
7 また 、 魂 が (自分 と 同様 の も の と ) 一 緒 に OO EDEN 
され た 時 、$ 
8 また 、 埋 め られ た 女児 7 が 尋ね られ た 時 、 lo 時 4 か 
1 マッ カ * 啓 示 。 ス ー ラ \* の 名 称 は 、 冒 頭 に 出現 する 語 が 由来 。 そ の 前 半 の 六 つ が 復活 の 日 * 


の 始ま り 、 後 半 の 六 つ が 終わ り に 起こ る と され る 、 十 二 の 出 来 事 の 言及 に よっ て 始ま り 、 
復活 と 報い が 、 不 信仰 者 * へ の 警告 と 共に 確証 され る 。 後 半 で は 啓示 と 、 預 言 者 * ム ハン マ 
ド * の 使徒 * 性 の 真実 が 証明 され 、 人 々 を その 教え に 招く と 共に 、 全て は アッ ラー* の ご 意思 
に 委ね られ て いる と いう こと の 言及 で 締め くく られ る 。 
復活 の 日 * の 山々 の 変化 に つい て は 、 洞 窒 章 47 の 訳注 を 参照 。 

3 「 妊 娠 十 ヶ 月 目 の 雌 ラク ダ 」 は 、 ア ラブ 人 に と っ て 、 最 も 大 事 な も の の 一 つ だ っ た 。 そ の 
は それ すら も 構っ て いる 余裕 は な く 、 自 分 の こと で 手 一 杯 の 状態 で ある (アル テク ルト 
ゥ ビー19:228 参照 )。 

復活 の 日 * に は 、 動物 で さえ も 集め られ 、 裁き を 受け た 後に 砂 と 化 せ られ る (アッ = ニ サ ァ アデ 
ィ ー912 頁 参 照 )。 消 息 章 40 の 訳注 も 参照 、 ま た 、 ほ か に も 「 殺 され る 」「 一 緒 く た に さ 
れる 」 と いう 解釈 も ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:331 参照 )。 

「 海 が 溢れ 返る 」 こ と に つい て は 、 山 章 5 の 訳注 を 参照 。 
6 出来 事 章 7 と その 訳注 も 参照 、 ほ か に も 「 魂 が 肉体 に 戻さ れる 」「 魂 に 行い が 結び 付け ら 
れる 」 と いっ た 解釈 も ある (アル = クル トゥ ビー19:232 参照 )。 

7 生ま れ た 女児 を 殺す ジャ ー ヒ リー ヤ * の 習慣 に つい て は 、 家 畜 章 137 と その 訳注 を 参照 。 
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9. 


10. 


11。 


13, 


14. 


「 彼 女 は 、 い か な る 罪 ゆ え に 殺 され た の 
か ?」 と 。 


また 、 書 巻 が 開か れ (て 、 各 人 に 差し 出さ 
れ ) た 時 、* 


また 、 天 が 剥ぎ 取ら れ た 時 、2 
また 、 火 獄 が 点火 され た 時 、 


また 、 天国 が (その 住人 で ある 和敬 席 な * 者 た 
ち に ) 近づい た 時 、 


人 は 、 自 分 が 携え て 来 た も の (善行 と 悪行 ) 
を 知る 。 

われ は まさ に 、 身 を 隠す も の に か け て 警 う 。 3 
つま り 、 巣 に 向かっ て 駆け る も の * に か け て 、 
また 、 到 来 し た 夜 5 に か け て 、 

また 、 息 づい た 朝 に か け て 。 


本 当 に それ (クル アー ン ? は 、 ま さ し く 高貴 
な 御 使い (ジブ リー ル ?) の (伝達 する ) 言葉 。 


力 みな ぎる 者 、 御 座 @ の も と で 位 高 者 、 


( 他 の 天使 * た ち に ) 追従 され る 者 で 、 誠 
実 な 者 の (伝達 する 言葉 で ある ) 。 


| 


IN) 


co アク RFPtl 


OE GILES 


Soe 


「 書 巻 」 は 、 現 世 で の 行い の 帳簿 (ちょ う ぼ ) の こと ( ム ヤ ッ サ ル 586 頁 参 照 )。 高 


この 
壁 章 8 の 訳注 も 参照 。 ま た 、 こ の 時 の 様子 に つい て は 夜 の 旅 章 13-14、 洞 窟 章 49、 真 実 
章 19.29、 割 れる 章 7 以降 な ど を 参照 。 


イブ ラー ヒー ム * 章 48、 預 言 者 * た ち 章 104、 集 団 章 67 と それ ら の 訳注 も 参照 


Ro 


3 アー ヤ *15-18 まで の 、 ア ッ ラ ー* に よる この 誓い に つい て は 、 整列 者 章 1 の 訳注 を 参照 。 


た 


これ は 、 夜 に 現れ 、 昼 に は 見 えな く な る 星々 の こと と され る が 、「 野 牛 」 


と いっ た 解釈 も ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:336-337 参照 )。 
5 「 過 ぎ 去 っ た 夜 」 と いう 解釈 も ある (前 掲 書 8: 


6 「 御 座 」 に 関し て は 、 高 壁 章 54 の 


訳注 を 参照 。 


338 参照 )。 


「 カ モ シ カ の 類 」 


81. 巻き込む 章 1259 NN、 = 

22.、 そ し て 、 あ な た 方 の 同胞 (ムハンマド ? は 、 DN 
天 か れ た 者 ' な ど で は な く 、 

23、 彼 は 確か に 彼 (ジブ リー ル や を 、 明 随 な (OUEIKPPCF 
地平 線上 に 見 た の で ある 。2 

24. また 、 彼 (ムハンマド ? は 不可 視 の 世界 3 に Coo AN ER 
つい て 、 出 し 惜しみ する 者 な ど で は な く 、 

25. それ (クル アー ン *) は 、 追 放さ れ た シャ 
イタ ー ン * の 言葉 な ど で は な い 。 

26. な ら ば 、 あ な た 方 は (この 明白 な 論拠 の OI 
後 、) どこ へ と 向かう の か ?5 

27. それ は 、 全 創造 物 へ の 教訓 に 外 な ら な いと ON GS 
いう の に 。 

28. あな た 方 の 内 、 (真理 の 上 を ) まっ すぐ 歩 OE 
むこ と と を 望ん だ 者 へ の 。 

29. そし て あな た 方 は 、 全 創造 物 の 主 * で あら れ | @3R SRSEITL OA 


る アッ ラー* が お 望み に な ら な い 限 り 、( い 
か な る こと も ) 望む こと が な い の だ 。$ 


た 


m 


oo 


「 半 か れ た 者 」 に つい て は 、 ア ルー テヒ ジュ ル 章 6 の 訳注 を 参照 。 
2 これ は 預言 者 * が 、 初 め て ジブ リー ル * を その 本 来 の 姿 で 見 た 時 の こと と され る ( ム ヤ ッ サ 

ル 586 頁 参 照 )。 詳 し く は 星 章 7 の 訳注 を 参照 。 
3 こと で の 「 不 可視 の 世界 *」 と は 、 啓 示 を 伝達 する こと (前 掲 書 、 同 
「 追 放さ れ た 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 36 の 訳注 を 参照 。 


参照 )。 


これ は 、 ク ルアー ン * を 嘘 呼ば わり する こと に 対す る 非難 の 言葉 (前 掲 書 、 同 
包 る 者 章 56 の 、 同 様 の 件 (くだ り ) の 訳注 も 参照 。 


ュ グッ 


照 )。 


ュ グ 


っ US -AY 


第 82 章 
裂け る 章 (アル = 2 ンク 5 バラ リカ ルリ 


2。 


3, 


6. 


人 


8. 


慈 電 起ち まね く * 閑 深き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 

天 が 裂け た 時 、?2 

また 、 星 々 が (散り 散り に ) 墜落 し た 時 、 
また 、 海 々 が 溢れ 出 (て 、 互 い に 混じり 合 
っ ) た 時 、 


まな 墓 が ひっ く り 返 され (て 、 そ の 中 に 
いる 者 が 鱗 ら さ れ ) た 時 、 


人 間 は 、 自 分 が (生き て いる 時 に ) 早め た 
も の と 、 遅 ら せ た も の ? (の 全て ) を 、 知 る 
こと に な る 。 


(復活 を 否定 する ) 人 間 よ 、 ea 


る あな た の 主 * (へ の 義務 の 遂行 ) に お いて 
休 が あな た を 販 い た の か ?1 
あな た を お 創り に な り 、 整え られ 、 (最良 


の 形 に ) 均整 づけ られ た お 方 に お いて ? 


か れ は あな た を 、 か れ が お 望み に な っ た い 
か な る 姿 に 、 組み 立て られ た と いう の か ?5 


IN) 


w 


ow 


マッ カ * 啓 示 。 ス ー ラ * の 名 称 は 、 
っ て 始ま り 、 復 活 と 報い が 確証 され る 。 ま た 、 


DE EE 


Ry I 


ONI SR SE EN 


冒頭 に 出現 する 語 が 由来 。 復活 の 日 * の 出来 事 の 言及 に よ 
復活 を 否定 し 、 
主 で ある アッ ラー* に 対し て 恩 知 ら ず な 不信 仰 者 * を 答 (と が ) め る と 共に 、 


唯一 の 創造 主 で あり 恩恵 の 
彼ら に 反省 を 


促 (うな が ) す 。 ス ー 
復活 の 日 * の 報い に 対す る 警 


ラ * の 最後 は 、 来 世に お ける 


言 仰 者 と 不信 仰 者 * の 行く 末 の 描写 
告 に よっ て 締め くく られ る 。 


識別 章 25 も 参照 (アル ニク ルト ゥ ピー19:244 参照 )。 


「 早 め た も の 」 と 「 遅 ら せ た も の 」 に つい て は 、 
彼 を 「 歌 いた も の 」 の 解釈 に は 


19:245 参照 )。 


復活 章 13 の 訳注 を 参照 。 


、「 シ ャ イタ 


ン *」 


知 」 と いっ た 諸説 が ある (前 掲 ョ 


と 、 


庄 
村 


「 か れ が お 望み に な っ た な ら 、 あ な た を いか な る 姿 に で も 組み 立て られ た 」 と いう 解釈 も 


ある (前 掲 書 19:247 参照 )。 


82. 像 ける 章 1261 ND 


9 断じて 、 欺 かれ て は な ら ) な い ! いや 、 oR SI やう 
あな た 方 は 応報 (の 日 ) を 嘘 呼ば わり し て 
いる の だ 。 

10. 本 当 に あな た 方 に は 、 見 守る 者 (天使 》 た Obi A 
ち ! が つい て いる の に 。 

11. 高貴 で 、 記 録 する (者 た ち が ) 。 Sa th 

12. 彼ら は 、 あ な た 方 の する こと を 知っ て いる 。 A 

13. 本 当 に 療 行 者 た ち は 、 必 ず や 安寧 の 中 。 ONY 

14。 そ し て 本 当 に 、 放 逸 な 者 3 た ち は 、 必ずや 9 まわり 
火 獄 の 中 に 。 

15. 彼ら は 報い の 日 *、 そ こ (地獄 に ) 入っ て 嫌 
られ る 。 

16. そし て 彼ら は 、 そ こ か らち 不 在 で いら れる 者 OR 
た ち で は な い 。 

17. 報い の 日 * が 何 か を 、 あ な た に 知ら せる の は ON SS 
何 か ? 

18. 更に 、 報い の 日 * が 何 か を 、 あな た に 知ら せ OR 
る の は 何 か ? 

i9. (報い の 日 * と は 、) 人 が ( 他 ) 人 に 対し 、| 9 る. 交 衝 人 CS9g 
何一つ 役立て な い 日 。 その 日 、 事 は アッ ラ ⑧ あ 5 
ー* (だ け ) に 層 す る の だ 。 5 


_ 


この 天使 * た ち に つい て は 、 宇 鳴 章 11 の 訳注 、 カ ー フ 章 17-18 と その 訳注 も 参照 。 

アッ ラー* へ の 義務 、 人 々 へ の 義務 を 果たし て いた 、 散 庶 な * 者 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 587 頁 参 照 )。 
これ は アッ ラー* と 人 々 へ の 義務 の 遂行 を 、 怠 (お こ た ) っ て いた 者 (前 掲 書 、 同 頁 参照 )。 
復活 の 日 * の 「 執 り 成 し 」 に つい て は 雌牛 章 48、 マ ル ヤ ム * 章 87、 タ ー・ ハ ー 章 109 と そ 
の 訳注 を 参照 。 
復活 の 日 * だ け で な く 、 現 在 も 全て アッ ラー* の も の で ある 。 し か し 、 そ の 日 は 誰 一 人 と し 
て 、 か れ に 反抗 する 者 が いな い (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:345 参照 )。 家 畜 章 73「 か れ に こ 
そ 王 権 は 属す る 」 の 訳注 も 参照 。 


to 


ww 


に 


wn 


83. 量 を 減ら す 者 た ち 章 


(彼ら は 、 ) 自分 た ち が ( 買 


は か 


量 っ た り 、 笠 で 量 っ た りす る 時 に は 、 


手 に ) 損 さ せる (者 た ち ) 。 


一 体 、 彼 ら は 自分 た ち が 蘇 ら さ れ ( て 、 応 幸 
を 受け ) る 身 で ある と 、 考 えな い の か ? 


日 * に ? 
人 々 が 了 い の 清算 の た め ) 、 全 創 造物 の 主 


偉大 な る (報い の ) 


(の 御前 ) に 立つ 日 。 


断じて (、 彼ら の 状態 は 正しく ) ない! 本 
当 に 放 間 な 者 た ちの (行い が 記録 され た ) 帳 
短 は 、 まさ に スィ ッ ジ ー ン 4“ ペ “ の 


ラー* の 御名 に お いて 


量 を 減ら す 者 た ち に 災い あれ 。 32 


うた め 、) 人 々 
に 井 (や 妊 り で 量 ら せ る 時 に は 、 (自分 た 
ちの 権利 を た) 全う させ る 者 た ち 


そし て 自分 ) た ち が (売る た め 、 ) 彼ら に 井 で 


OE 
( 相 


る 8 33 EN 


Soa の 2 Al Ns 


Da ERC SN SE 


! に ある 。 


to 


w 


た 


マッ が * 秘 示 か マデ ィ ー ナ * 肖 


示 か で 、 学 者 間 の 大 き な 相 違 が ある スー ラ * の 一 つ 。 ス ー ラ * 


の 名 称 と も な っ て いる 、 取 引 に お いて 公正 で は な い 者 た ちの 批判 を 皮切り に 、 復 活 と 清算 、 


クル アー ン * の 真実 性 の 確証 、 
る 彼ら の 懲罰 の 
うら く ) が 対照 的 に 取り 上 げ ら れ 、 
信仰 者 * た ち が 、 


それ ら を 信じ な い 者 た ち へ の 和 警告 
『 与 へ と 移行 する 。 次 いで 、 来 世に お ける 信仰 者 た ち 


が な され た 後 、 来世 に お け 
の 幸福 と 享 業 (きよ 
最後 は 現世 に お いて 信仰 者 た ち に 悪行 を 働い て いた 不 


来世 で その 報い を 受け る こと が 確証 され る 。 


この アー ヤ * は 、 商 取引 に お いて 公正 で は な か っ た マデ ィ ー ナ * の 民 に 関し て 下っ た と され る 。 


そし て この アー ヤ * が 下っ た 後 、 


彼ら の 商取引 は 改善 され た (イブ ン ・ マ ー ジ ャ 2223 参照)。 


「 井 」 と 「 笠 」 の 詳細 に つい て は 、 家 畜 章 153 の 訳注 を 参照 。 


こと の 「 帳 簿 」 の 解釈 に は 、 文 字 


る (アル = テク ルト ッ ゥ ビー19 : 257 参照 )。「 ス ィ ッ ジー ン 」 は 一 説 に 、 
と いう 語 か ら 派 生 し た 言葉 で 、 地 獄 で の 幽閉 (ゆう へ い ) と 苦し み の 原 因 で あり 、 そ れ 自 


通り の 意味 の ほか に も 「 行 い 」「 魂 と 行い 」 と いっ た 説 も あ 


「 ス ィ ジ ン (年 獄 )」 


83. 量 を 減ら す 者 た ち 章 


1263 い NN 


8. 


13. 


14. 


15. 


16. 


| 箇 


報い の 日 * を 、 


スィ ッ ジ ー ン が 何 か を 、 あ な た に 何 が 知ら 
せる か ? 


(その 書 は 、) し っ か り と 記さ れ た ! 帳 簿 で 
ある 。 


その 日 、 中 呼ば わり する 者 た ち に 災い あれ 。 
路 呼 ば わり する 者 た ち に 。 


侵犯 し 、 俳 に 滑れ た 全て の 者 以外 、 それ ( 報 
い の 日 ? を 嘘 呼ば わり し た り は し な いと い 
う の に 。 


われ ら * の 御 徴 (アー ヤツ が その 者 に 読 語 
され た 時 、 . 彼 は 言っ た 。 「 (これ は ) 昔 の 
人 々 の お 伽 話 だ 」。 


(、 彼ら の 主張 は 正しく ) 0 1 い 
、 彼 ら が 稼い で いた も の ( 罪 ) が 、 
J 


断じて (、 彼ら の 主張 は 正しく ) な い ! 本 
当 に 彼ら は (復活 の ) その 日 、 自分 た ちの 
主 * (の 拝 調 ) か ら 阻 まれ て いる 。 2 


それ か ら 本 当 に 彼ら は 、 必ずや 火 獄 に 入っ 
て 秋 ら れる 。 


それ か ら 、( 彼 ら に は こう ) 言わ れる の だ 。 
「 こ れ が 、 あな た 方 が 嘘 呼ば わ り し て いた 
と と (の 、 報 い ) で ある 」。 


OES 
ONI 


OS 
® 9 5 も る ay “< 


CAA NC ANI 


LE ph EE 


4 


ン 


⑤ ょ ゆう 8 


3 RIG 


体 が 年 獄 の よう な 屈辱 (くつ じ ょ く ) と 懲罰 の 場所 に ある こと が 、 そ の 名 称 の 由来 と され 


る (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 2:548 参照 )。 不 信仰 者 * や 不正 * 者 の 魂 、 


彼ら の 行い の 帳簿 が 置か れ 


る こと と に な る 、 世 界 で 最も 低い 場所 の こと (アル = ジャ ザー イリ ー5:535 参照 )。 
1 ほか に も 、「 目 印 の つけ られ た 」 「 封 印 さ れ た 」 と いう 解釈 が ある (アル テバ ガウ ィ ー5:224 


参照 )。 
復活 の 日 * に 天国 の 民 が 、 ア ッ ラ ー* を 拝見 する こと に つい て は 、 家 畜 章 103 と その 訳注 、 


IN) 


ユー ヌス * 章 26、 復 活 章 23 も 参照 。 


83. 量 を 減ら す 者 た ち 章 


1264 rs) AY 


18. 断じて (、 彼ら の 主張 は 正しく ) な い ! 本 


ら せ る か ? 


20. (その 書 は 、) し っ か り と 記さ れ た 3? 帳簿 で 


ある 。 


そ 


21. 側近 (天使 り た ち が 、 そ こ に 立ち 会 う 。* 
22. 本 当 に 善行 者 た ち は 、 必 ず や 安寧 の 中 に 。 


23. 寝台 の 上 で 、 (アッ ラー* 
め つ つ 。 


24 あな た は 彼ら の 顔 に 、 姿 穴 の 輝き を 上 邊 出す 。 
25. 彼ら は 、 封 印 さ れ た 美酒 か ら 飲 まさ れる 。 7 
26. その 封印 き は 、 処 香 (の 風味 ) 。 なら ば 、 そ 


こ に お いて こそ 、 競 い 合 
わせ よ 。 


当 に 善行 者 ! た ちの (行い が 記録 され た ) 帳 
和仁 は 、 ま さ に イッ リ イ ユ ー ン の 中 に ある 。 


19. イッ リ イ ユ ー ン が 何 か を 、 あ な た に 何 が 知 


ょ 


と 天国 の 美 を ) 眺 


う 者 た ち を 競い 合 


~ 


sj 


si! 


と し て は 、「 天 国 」「( 舘 仰 者 の 魂 


ul 


の 


\ バ ガウ ィ ー5:226 参照 )。 包 る 者 


が 留まる 、) 天 の 第 七 層 」 
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っ 
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この 「 敬 行者 」 に つい て は 、 銘 け る の 章 13 の 訳注 を 参照 。 
この 「 帳 簿 」 の 解釈 に つい て は 、 ア ー ヤ *7 の 訳注 を 参照 。「 イ ッ リ イ ユ ー ン 」 は 一 説 に 、 
「 ウ ルウ ( 高 さ )」 と いう 語 か ら 派生 し た 言葉 で 、 天 国 に お ける 位 の 高 さ 、 あ る い は 高い 場 


で ある こと が 、 そ の 名 称 の 由来 と され る (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 2:549 参照 )。 具 体 的 な 解釈 


「 最 果て の スィ ドラ ( 星 章 14 の 


R 注 を 参照 ) 」「 天 の 第 七 層 の 上 に ある 、 ア ッ ラ ー* の 御座 

E 部 分 」「 天 使 * た ちの こと 」 と いっ た 諸説 が ある (アル ニク ルト ッ ゥ ビー19:262-263 参照 )。 
「 し っ か り と 記さ れ た 」 に つい て は 、 ア ー ヤ *9 の 訳注 も 参照 。 

ある い は 復活 の 日 *、 そ こ に 記さ れ て いる 内 容 を 証言 する ( ア 

5 地獄 に いる (現世 で の ) 自分 た ちの 敵 が 六 さ れる 様子 を 見 る 、 と いう 解釈 も ある (アル = 
メ 


章 42 の 訳注 も 参照 。 


6 彼ら 普 行 者 た ち が そ の 「 封 印 」 を 解く まで は 、 誰 の 手 も 錠 


ィ ー5:226 参照 )。 


( 高 壁 章 54 の 訳注 を 参照 ) の 右 


ッ テ シ ャ ウ カ ー ニ ー5:535 参照 )。 


h れ る こと が な い (アル テバ ガウ 


7 天国 の 民 の 飲み 物 に つい て は 、 サ ー ド 章 51、 整 列 者 章 45-47、 詳 細 に され た 章 31、 ム ハ 
ンマ ド * 章 15、 出 来 事 章 17-19、 人 間 章 5.6、17-18、21、 消 息 章 34 も 参照 。 


この 「 封 印 」 に は 、「 混 ぜ 物 」 上 


oo 


クル トゥ ビー19:265 参照 )。 


最後 の 味 、 あ る い は 残り 香 」 と いっ た 解釈 も ある (アル = 


83. 量 を 減ら す 者 た ち 章 ブ 1265 NN ob ーAY 
27.。 そ し て 、 そ の 混ぜ 物 は タス ニー ム ! か ら の も の 。 の づつ となり 
28. (つま り 、) 側近 た ち ? が そこ か ら 飲む 、 泉 OG SEE 
で ある 。 
29。 本 当 に 、 罪 斉 に 手 を 染め て いた 者 た ち は (明世 SE A I 
で ) 、 信仰 に 入っ た 者 た ち を 咽 り 笑 っ て いた 。 @6 を ち 
30. また 、 彼 ら の も と を 通り か か っ た 時 に は 、 OE IS 
(馬鹿 に し て ) 目 配 せ し 合っ て いた 。 
31。 ま た 、 自 分 た ちの 家族 の も と に 帰っ た 時 に | @⑥ oS A 
は 、 (信仰 者 た ち を 茶 化 す 話 に ) 興じ な が 
ら 帰 っ た も の だ っ た 。 
32. そし て 彼ら を 見 た 時 に は 、 (こう ) 言っ た OCI EY 
の だ 。「 本 当 に これ ら の 者 た ち は 、 ま さ し 
く 迷 っ た 者 た ち だ 」 oO 5 
W 人 ( 還 光 者 た ち ) は 、 彼ら (信仰 者 た ち ) OI LI 
監視 役 $ と し て 遣わ され た の で は な いと 
CC 
34. な ら ば 、 (復活 の ) その 日 に は 、 信 仰 し た を と 202 欧 
者 た ち が 不 信仰 者 * た ち を 笑う の だ 。 る と 
35. 寝台 の 上 で 、( ア ッ ラ ー* と 天国 の 美 を ) 眺 toCD42DNIN ワ 
め つ つ 。* 
36. 一体 、 不信 仰 者 * た ち は 、 自分 た ち が (現世 @ ORR 


で ) し て いた (罪深い ) こと (の 応報) を 、 


報 わ れ た で は な いか 08 


1 


w 


た 


wn 


「 タ スニ ー ム 」 は 「 ス ィ ナ ー ム (高い 場所 )」 と いう 語 か ら 派 生 し た 言葉 と 言わ れ 、 高 い 場 


所 か ら 、 天 国 の 民 の 部 屋 や 家 へ と 流れ 注ぐ 飲み 物 。 あ る い は 空中 を 流れ 、 彼 ら の 杯 に ちょ 


うど いい 塩梅 (あん ば い ) で 注 が れる 飲み 物 (アル = テバ ガウ ィ ー5:226 参照 )。 
この 「 側 近 た ち 」 は 、 天 国 の 民 で も 最良 の 者 た ちの こと (アル = テク ルト ッ ゥ ビー19:266 参照 )。 


も 参照 。 


これ は 、「 不 信仰 者 * た ち は ・・ 
ン ・ ア ーシュ ー ル 30:215 参照 )。 


生 参 照 )。 


ュ グ 


*・ 確 か に 報 わ れ た 」 と いう 意味 を 表わす 、 断 定 の 疑問 形 


信仰 者 た ち が 迷 い の 中 に ある と いう 虚偽 ( き ょ ぎ ) の 主張 を すべ く 、 その 行い を 見 守る 「 監 
視 役 」 の こと (アッ テニ サ ア ディ ー916 


アー ヤ *23 の 訳注 


(イブ 


第 84 章 
割れ る 章 (アル テイン シカ ー ク ) ! 


BOD3 


じ 
慈 尋 まあ まね < " 粉 愛 深 き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


(復活 の 日 * に 、) 天 が 割れ 、?2 

それ (大 ) が 自分 の 主 * (の ご 命令 ) を 聞き 、 

(その ご 命令 へ の 服従 が ) 義務 づけ られ た 時 、 
また 、 (山々 が 粉々 に され て ) 大 地 が 伸 ば 
され 、 

それ (大 地 ) が その 中 に ある も の (死ん だ 


人 々 ) を 投げ 出し 、 (彼ら を ) すっ か り 吐 
き 出し 、 


それ (大 地 ) が 自分 ) の 圭 * (の ご 命令 ) を 聞 
き 、 (その ご 命令 へ の 服従 が ) 義務 づけ ら 
れ た 時 、 


者 で ちり 、 SO 
が (章介 すら の は の 
それ で 自分 の (行い の ) 帳簿 を 、 右 手 に 渡 
され た 者 は と いえ ば 、 


易しい 清算 で 、 清算 され 、 


1 


IN) 


w 


た 


マッ カ * 啓 示 。 ス ー ラ * の 名 称 は 、 冒 頭 に 出現 する 語 


が 起き る 時 の 出来 事 が 描か われ る と 共に 、 信仰 者 と 不信 人 1 
し て 後半 で は 、 ア ッ ラ ー* か ら の 啓示 も 復活 も 信仰 し な v 


た れる 。 


識別 章 25 も 参照 (アル ニク ルト ウゥ ビー19:244 参照 )。 


⑥ と こう 9 A 
OL EY 


DESkk EW 


OLD SD 


あら ん YAS 


店 


プン マンマン 


シル ク * の 徒 に 、 


が 由来 。 前半 で は 、 復 活 の 日 * と 、 そ れ 
者 * の 清算 の 様子 が 描写 され る 。 そ 


厳し い 警 告 が 放 


その 他 、「 自 ら の 善悪 の 行い と 直面 する 」 と いう 解釈 も ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:356 参照 )。 


高 壁 章 8 の 訳注 も 参照 また 、 この 時 の 様子 に つい て は 夜 の 旅 章 13-14、 71 と その 訳注 、 


洞 間 49、 真 実 章 19 以降 な ども 参照 。 


84. 割れ る 章 Laer 


SNS ) 人 を 


9. 


10. 


11。 


12 


13. 


14. 


15. 


16. 


| 


18. 


嬉々 と し て (天国 に いる ) 自分 } の 家族 ! の と 
ころ へ 、 戻 っ て 行く と と に な ろう 。 


また 、 自 分 の (行い の ) 要衝 を 自ら の 人 後 
か ら 渡 され た 者 は と いえ ば 、 


みず 


(自ら に 対し て ) 破滅 を 祈り 、 
時 Pi 


実に 彼 は 、 (自分 け の 行く 末 も 考え ず 、 ) 
自分 の 家族 の も と で 嬉々 と し て いた の だ 
か ら 。 


実に 彼ら は 、 (清算 の た め に 創造 主 の も と 
へ ) 戻る こ こと な ど あ る まい 、 と 考え て いた 
の だ 。 


いや 、 ( 彼 は 蘇ら され 、 行い の 報い を 
受け る 、 ) 本 当 に か れ の 主 * ま も と より 、 
彼 の こと を よく ご 覧 に な る お 方 で あっ 
た の だ 。 

われ は まさ に 、 夕 焼け に か け て 敬う 。 ^ 
また 、 夜 と 、 そ れ が 集め た も の 5 に か け て 、 
また 、 (その 光 と 形 が ) 満ち た 月 に か け て 
(次) 。 


= 


to 


ww 


た 


wn 


この 「 家 族 」 の 解釈 に は 、 「 近 親 の 内 の 、 天国 の 住人 」「 現 世 で E 
先 に 天国 に 入っ た 者 た ち 」「 ア ッ ラ ー が 天国 の 民 の た め に 創造 し た 、 
説 が ある (アッ = シャ ウ カ ー ニ ー5:541 参照 )。 


彼ら は 右手 を 首 に 巻き 付け られ て 縛 (し ば ) られ 、 左 手 は 背中 に 回 され て いる 状 


全員 ]」 と いっ た 諸 


この 日 、 
態 な の だ と いう (アル = バ ガ ウ ィ ー5:229 参照 )。 真 実 章 25 も 参照 。 
この 情景 に つい て の 詳細 に つい て は 、 識 別 章 13-14 と その 訳 

ー ヤ *16-18 の 、 ア ッ ラ ー* に よる この 暫 い に つい て は 、 整 列 者 章 1 の 訳注 を 参照 。 


「 夜 が 集め た も の 」 と は 、 昼 間 に 活動 する 鳥類 や 動物 を 始め 、 夜 に 安らぎ 、 静 か に な る 、 


Oid CE) 
Cb, LIN 


(PP2 け の 
OPC の 


OD GE 


分 の 妻子 だ っ た 者 た ち で 、 


配偶 者 た ち 」「 そ れ ら 


を 参照 (前 掲 書 、 同 頁 参照)。 


全て の 創造 物 の こと を 指す と され る (アル = カー スィ ミー17:6110 参照 )。 


84. 割れ る 章 


126s \ 


SYS go -A を 


19. 


20. 


21. 


22. 


23. 


24. 


25. 


(人 々 よ 、 ) あな た 方 は 必ず や 、 あ る 段階 
か ら ( 別 の ) 段階 へ と 、 乗 り 次 いで (移転 
し て ) 行く の で ある 。 ! 

で は 、 彼 ら が (アッ ラー* と 最後 の 日 * を ) 
信じ な い の は 、 ど うし た わけ か ? 


そし て 、 彼 ら に 対し て クル アー ン * が 語 ま れ 
て も 、 彼 ら が サジ ダ * し な い の は ? ( 読 謀 の 
サジ ダ *) 

いや 、 不信 仰 に 陥っ た 者 * た ち は 、 
を ) 嘘 呼ば わり し て いる 

時 me の ウン 
て いる こと * を 、 最 も よく ご 存 知 な の に 。 
な ら ば 、 彼 ら に 痛ま し い 懲 貞 の 填 報 を 告げ 
よ 。 3 


但し 、 信 仰 し て 正しい 行い * を 行 う 者 た ち 
は 、 別 で ある 。 彼ら に は (来世 で ) 、 尽 き 
る こと の な い 舞 美 4 が ある の だ 。 


(真実 


1 精液 、 活 血 、 


肉 塊 、 魂 が 吹き 込ま れ た 状態 、 


参照 )。 巡礼 * 章 5、 信仰 者 た ち 章 13-16 も 参照 。 


また 、 


の 
< 1 


⑳ 久 398 FA 


死 、 復活 、 と いう 段階 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 589 
「 復 活 の 日 * の 上 厳し い 状況 の 変化 」 


「 過 去 の 不信 仰 な 民 * の 宗教 へ と 逆行 する こと 」「 順 境 と 逆境 、 貧富 、 健康 状態 な どの 変化 」 


「 


つ 
で 
「 
「 


‘る こと ( ム ヤ ッ サ ル 589 頁 参照 )。 


現世 か ら 来 世 へ の 移行 」 と いっ た 解釈 も ある (アル = ニク ルト ゥ ピー19:278-280 参照 )。 
まり 、 ク ルアー ン * が 真実 で ある こと を 知っ て いな が ら 、 そ れ を 頑 迷 (が ん めい ) に 拒ん 


懲罰 の 吉報 を 告げ ば よ た 」 に つい て は 、 イ ムラ ー ン 家 章 21 の 訳注 を 参照 。 
尽き る こと の な い 褒 美 」 に つい て は 、 詳 細 に され た 章 8 の 訳注 を 参照 。 


第 85 章 
星座 章 (アル = ブル ー ジ ュ ) ! 


ED 


ひ 


釣 起 あま ね く * 巡 深き ・ 
アッ ラー + の 御名 に お いて 


、 星座 を 擁する 天 に か け て 、2 


また 、 約 束 さ れ た (復活 の ) 日 * に か け て 、 


また 、 立ち 会 a われ る も の に 
か け て (誓う ) 、 


堀 の 仲 間 た ち * が 、 成 敗 さ れ ま す よう 。 
つま り 、 燃 料 が くべ られ た 炎 と いう ( 堀 の ) 。 


彼ら が (信仰 を 棄て な い 信仰 者 た ち を 、 そ 
の 炎 で 肖 す る べく 、 ) そこ (の 測 ) に 腰 か 
けた 時 の こと 、 


自分 た ち が 信仰 者 た ち に する こと ( 懲 禄 ) 
を 、 見 物 し つつ 。 


いさ 】 


CO 


た 


CE EA 
Os 


EIS 
FC の C33 


NN 
3%3 cS 


OR 


来 。 過去 の 信仰 者 が 不信 仰 者 * か ら 受 


マッ ガ 『 啓 示 。 ス ー ラ * の 名 称 は 、 冒 頭 に 出現 する 語 が 


けた 抑圧 と 試 績 に つい て の 話 が 、 マ ッ カ “時 代 に クラ イシ ュ 族 * の 不信 仰 者 * か ら 抑 圧 さ れ て い 


た 信仰 者 へ の 慰 (な ぐさ ) め と 吉報 、 不 信仰 者 * へ の 警 


告 と 共に 、 取 り 上 げ ら れる 。 ま た 、 ア 


ッ ラ ー* の 御 力 、 復活 、 預言 者 * ム ハン マ ド * の 使徒 * 性 、 ク ルアー ン * の 真実 が 確証 され て いる 。 


アー ヤ *1-3 の 、 ア ッ ラ ー* に よる この 扱い に つい て は 、 


「 立 ち 会 う も の (シャ ー ヒ ド )」 と 「 立 ち 会 われ る も の (マシ ュ フ ー ド )」 は 、 そ れ ぞ れ 「 証 
言 する も の 、 証 言 さ れる も の 」 と も 解釈 可能 (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 2:555 参照 )。 ア ル = テ ワー 
ヒデ ィ ー* に よれ ば 、 大 半 の 解釈 学者 は 前 者 と 後者 を 、 そ れ ぞ れ 「 金 曜日 と アラ ファ の 日 ( ズ 
ル = テ ヒッ ジャ パ * 月 九 日 )」 と 解釈 し て いる が 、 そ の 他 「 そ の 逆 」「 預 言 者 * ム ハン マ ド * (雌牛 


整列 者 章 1 の 訳注 を 参照 。 


章 143、 婦 人 章 41 と その 訳注 を 参照 ) と 復活 の 日 * (フー ド * 章 103 参照 )」「 人 間 と 復活 


の 日 *」 な ど 、 非 常に 多く の 説 が ある (23:380-383 参照 )。 


「 堀 の 仲間 た ち 」 と は 、 信 仰 に 入っ た 自国 民 に 対し て 、 堀 を 掘っ て その 中 に 火 を つけ 、 信 
仰 を 捨て な か っ た 者 を その 中 に 放り 込ん で 殺害 し た 、 不 信仰 者 * の 王 と その 手下 た ちの こと 


(ムスリム 「 信 心 深 さと 心温まる 話 の 書 」73 参照 )。 


彼ら が 殺害 し た 信仰 者 た ち に つい て 


は 、「 預 言 者 * ム ハン マ ド * が 遺 わ され る より 四 十 年 前 の 、 イ エメ ン の キリ スト 教徒 | 「 イ ス 


ラー イー ル の 民 *」「 エ チオ ピア の 民 」「 ペ ル シ ャ の 民 」 
ルト ウゥ ビー19:289-290 参照 )。 


な ど と いっ た 諸説 が あめ る (アル テク 


85. 星 座間 ian で か 49 
8. そし て 、 彼 ら ( 堀 の 仲間 た ち ) が 彼ら ( 信 | ぁ ポ 移り 5S じ を は 3 
仰 者 た ち ) を 符 め た の は 、 彼 ら (信仰 者 の 
た ち ) が 偉 力 な ら び な く *、 称 替 さ れる 
べき * ア ッ ラ ー* を 信じ る が ゆえ に 外 な ら 
な か っ た 。 

9. 諸 天 と 大 地 の 王 権 が 属す る お 方 (で ある ア | 5 A 
ッ ラ ー や を 。 ア ッ ラ ー* は 、 全 て の こと の LEE 
証人 で あら れる 。 

10. 本 当 に 、 信 仰 者 の 男 た ちと 信仰 者 の 女 た ち | co3db oit5o 間 8 
を 火 (と いう 試 細 ) に か け 、 そ の 後に 悔 司 OSI EE 
し な か っ た 者 た ち 、 彼 ら に こそ は 地獄 の 仙 
前 が あり 、 彼ら に こそ は 、 (焼き 尽くす) 

炎 の 懲罰 が ある 。 

ii 本当に 、 信 仰 し て 正しい 行い * を 行う 者 た | eS 
ち 、 彼 ら に と そ は 、 そ の 下 か ら 河 川 が 流 NG EE 
れる 楽園 が ある 。 そ れ は 大 いな る 勝利 な る 
の だ 。 

12. 本 当 に あな た の 主 * の (懲罰 に よる ) 搬 ら Sl 
え 方 は 、 実 に 痛烈 な の で ある 。 

13. 本当に か れこ そ は 、 (創造 を ) 始め られ 、 OA 
(それ を ) お 戻し に な る の だ 。 

14. そ し て か れ は 、 示 し 深い お 方 、 稼 愛 深い * Of UPSIPY 
お 方 、 

15. 栄 准 高 き 御座 ! の 主 、 ON A 

16. お 望み の こと を 決行 され る お 方 で ある 。 SG 

17. (使徒 * よ 、) あな た に 、 (自分 た ちの 預言 者 OFNL Ld 


* に 対し て 集結 し た 、 不信 仰 な ) 軍勢 の 話 は 
届い た か ? 


1 


「 御 座 」 に 関し て は 、 高 壁 章 54 の 訳注 を 参照 。 


85. 星座 章 1271 て の 5 ー 人 6 


18. フィ ルアウ ン * と サム ー ド * の ( 話 は ) ?1 (の は 2 
i9。 い や 、 不 信仰 に 陥っ た 者 * た ち は 、 (彼ら CEI RN 


以前 の 不信 仰 者 * た ちと 同様 、 合 徒 * と 啓示 
の ) 路 呼 ば わり を し て お り 、 


20. アッ ラー* は 彼ら の 後方 か ら 、 蒸 く 包囲 さ OLE 
れる お 方 な の だ 。 2 

21、 い や 、 そ れ は 栄 准 高き クル アー ン な の で OL 
ある 、 

22。 (いか な る 改変 か ら も 無事 な 、) 守ら れ し OES 
碑 板 * の 中 の 。 


1 ここ で 特に フィ ルアウ ン * と サム ー ド *# だ けが 取り 上 げ ら れ て いる の は 、 比 較 的 後代 に 滅亡 
し た 前 者 は 啓典 の 民 * ら に よく 知ら れ て お り 、 一 方 後者 は 、 比較 的 先代 に 滅亡 し た に も 関わ 
ら ず 、 ア ラブ の 地 に 居住 し て いた 民 で 、 ア ラブ 人 た ち に よく 知ら れ て いた か ら だ と 言わ れ 
る ( ア ル ニ ク ルト ッ ピ ー19.298 参照 )。 

2 アッ ラー* は 彼ら を 、 そ の 知識 と 御 力 に よっ て 掌握 (し ょ う あ く ) され て お り 、 彼 ら の 行い 
は 全て アッ ラー* に 笛 抜 (つつ ぬ ) け な の で ある ( ム ヤ ッ サ ル 590 頁 参照 )。 

3 つま り そ れ は 、 シル ク の 徒 * ら が 主張 し て いた よう な 詩 、 占い 、 魔術 な ど で は な く 、 宗 教 的 ・ 
現世 的 諸事 に 関す る 様々 な 教え を 明らか に する 、 こ の 上 な い 誉 ( ほ ま ) れ 、 高 貴 さ 、 祝 福 
に あふ れ た 啓典 で ある (アッ = テ シャ ウ カ ー ニ ー55:552 参照 )。 


86. 夜 訪 れる も の 章 


ゅ Us) -A1 


0 年 


5 第 86 章 
夜 訪れ る も の 章 (アッ == ター リク ) 1 
直 悲 あま ね く * 閑 有 深き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


と 、 夜 訪れ る も の に か け て ( 均 う ) 。 2 


そし て 、 夜 訪れ る も の が 何 か を 、 何 が あな 
た に 知ら せる か ? 


(それ は ) 等 ち 爆 く 星 3 で ある 。 


いか な る 者 で も 、 そ の 上 に 見 守る 者 (天使 や う 
4 が つい て いな い 者 は な い 。 


で は 人 間 に 、 自 分 が 何 か ら 創 ら れ た の か 、 
考え させ て みよ 。 


は 、 射 | 出す る 液体 5 か ら 創 られ た の だ 。 
Ue a ) 泌 され る (、 液 体 
5) 。 


sl 


w 


wn 


マッ カ * 啓 示 。 ス ー ラ 


ン * の 真実 性 


確証 され る 。 そ し て 復活 を 約束 する クル アー 
ラー* の 懲罰 の 警告 と 共に 、 ス ー 


* の 名 称 は 、 冒 頭 に 出現 する 語 が 由来 。 死 後 の 清 算 と 復活 が 、 
全能 の 創造 主 ア ッ ラ ー* に と っ て 可能 で ある こと の 証明 と 、 復 活 の 日 * に 対す る 警告 と 共に 、 


ン ン イン ャ 


oy 


それ が 


E の 強調 、 不 信仰 者 * に 対す る アッ 


ラ * は 幕 (まく ) を 閉じ る 。 


アッ ラー* に よる この 誓い に つい て は 、 整 列 者 章 1 の 訳 
夜 に 現われ 、 昼 に は 姿 を 隠す 星 が 、 
ル 8:374 参照 )。 

この 天使 * た ち に つい て は 、 
「 射 出す る 液 
「 後 背部 と 胸部 」 に は 、「 男 性 
女性 の 精液 が 胸部 で 分 泌 さ 

「 前 者 が 男性 、 後 者 が 女性 
17:6124 参照 )。 ま た 、 人 間 
も 参照 。 


雷鳴 章 11 の 訳注 も 参照 (前 


の 精液 が 、 そ こ で 分 


の 創造 の 変遷 に つい て は 、 


を 参照 


No 


「 夜 訪れ る も の 」 と 形容 され て いる (イブ ン ・ カ スィ ー 


掲 書 8:375 参照 )。 


林 」 と は 、 子 宮 に 射出 され る 精液 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 591 頁 参 照 )。 
) 泌 され る 」「 男 性 
れる 」 と いう 解釈 (アッ = ニ サ アァ ディ ー919 頁 参 照 ) の ほか 、 
を 表し て いる 」 と いう 説 も ある (アル = カー スィ ミー 


の 精液 が 後背 部 で 、 


巡礼 * 章 5、 信 仰 者 た ち 章 


86. 夜 訪 れる も の 章 


1273 の Us) - 人 AT 


8. 本 当 に か れ ( ア 


後に 、 生 きた 状態 へ と ) 戻す と が お 出来 


ッ ラ ー? は 、 彼 を (その 死 OG 


の お 方 。! 

9 秘め られ た こと が 試さ れる (、 復 活 の ) 日 ONG 
* に 。 2 

10. な ら ば 、 役 に は (自分 自身 か ら ア ッ ラ フー OG AG 
の 懲 信 を 押し の ける 、) いか な る 力も 援助 
者 も な い 。 

11. 回 帰す る も の 3 を 有する 、 天 に か け て 、 OL 

12 また 、( 相 物 を 生え させ る べく 、 ) 亀裂 を DOERR NS 
有する 大 地 に か け て (敬う ) 、 

13. 本 当 に それ (クルアーン?) は 、 (真理 と 虚 APN 
偽 を ) 裁断 する 御 言 葉 で あり 、 

14. 戯言 で は な い 。 © SRL 

15. 本 当 に 彼ら (使徒 * と クル アー ン * を 貴 呼 は SEI TN 
わり する 者 た ち ) は 、 (真理 を 退け る た め 
の ) 策略 を 講じ て いる 。 

16. われ も 策 了 略 * 和 を 講じ る の だ が 。 OAL 


17. な ら ば (使徒 * よ ) 、 ( 懲 湯 が 下る こと を OD I EAE 


急 が ず に 、 ) 不信 仰 者 * に 猪 予 を 与え よ 。 彼 
ら に 暫し 、 猫 予 を 与え る の だ 。 


1 関連 する アー ヤ * と し 


て 、 ビ ザン チン 上 章 27 も 参照 (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:375 参照 )。 


2 その 日 、 善悪 の 別 な く 、 人 が 隠し て いた 全て の 物事 と 、 心 に 秘め た 信仰 心 と 不信 仰 が 露 ( あ 


ら ) わ に な る (アル = テ 


クル トゥ ビー20:8 参照 )。 


3 「 回 帰す る も の 」 の 解釈 に は 、「( 降 っ て は 止む の を 繰 ( く ) り 返 す 、 ある い は 海 か ら 水 を 洪 (た 
た ) えて 大 地 に 戻っ て 来る ) 雨 」「( 出 現し て は 姿 を 隠す ) 天体 」「( 人 間 の 行い と 共に 、 天 へ と 


戻っ て 行く ) 天使 *] な ど と いっ た 諸説 が ある (アッ テ シ ャ ウ カ ー ニ ー5:560-561 参照 )。 
4 同様 の アー ヤ * と し て 、 


蛋 を ひそ め た 章 26 も 参照 また 、 ア ッ ラ ー* に よる この 夫 い に つ 


いて は 、 整列 者 章 1 の 訳注 を 参照 。 


wn 


この 「 策 略 」 と は 、 彼 ら が 知ら な い 所 か ら 、 徐 々 に 破滅 (は め つ ) へ と 導い て 行く と と ( ア 


ル テ バ ガウ ィ ー5:240 参照 )。 そ の 具体 例 に つい て は 、 家 畜 章 44 を 参照 。 


直 悲 あま ね く * 療 受 深き * 


アッ ラー* の 御名 に お いて 


あな た の 主 * の 御名 を 称え * よ 。 

創 告 され 、( 件 和 物 を 完璧 に ) 整 区 えら れ た ね 
また 、 (全て を ) 調整 し 給 い 、 お 導き に な 
っ た 2 お 方 を 。 

また 、 (家畜 に ) 食 ま せる ( 緑 の 牧 ) 草 を 


お 出し に な り 、 
そし て それ を 、 黒ずん だ 枯れ 草 と され た お 方 を 。 


(使徒 * よ 、) われ ら * は 、 あな た に (ジブ リ 
ー ル * を 介し て 、 ク ルアー ン * を ) 読 ませ よう 。 


そし て 、 あ な た は (それ を ) 忘れ な い 。 
但し 、 ア ッ ラ ー* が お 望み に な っ た も の * は 別 
だ が 。 本 当 に か れ は 、 赴 わな も の も 、 隠 さ 
れる も の も ご 人 存 知 な の だ か ら 。 

また 、 われ ら * は あな た に 、 (あら ゆる 物事 
に お ける ) 容易 さ へ と 導い て や ろう 。 


1 


sl 


w 


マッ カ * 啓 
に 由来 。 全て を 最善 の 
っ て 始ま り 、 


対す る 人 々 の 態度 が 示さ れる 。 そし て 来世 に お ける 信仰 者 と 不信 人 
と 警告 と 共に 描か れ 、 そ れ ら の 教え が 過去 の 使徒 * ら の 教え と 共通 の も の で ある と いう 
この スー ラ * は 圧倒 的 事 
の イー ド * の 礼拝 と 金曜 日 の 合同 礼拝 に お いて 、 よ く 読 調 


吉報 
こと を 強調 し つつ 、 ス ー ラ * は 幕 を 閉じ る 。 尚 、 
者 * が 二 つ 
スリ ム 「 金 曜日 の 書 62 参照 」)。 
と の 「 導 か れ た 」 に つい て 


アッ ラー* が 、 
の の こと ( ム ヤ ッ サ ル 591 頁 参 照 )。 雌牛 章 106 の 、 


は 、 タ ー・ ハ ー 章 50 の 訳注 


か れ が ど ご 存 知 に な る 利益 ゆえ 、 そ れ を 忘れ させ る こと が 英知 に 適 (か な ) う も 
避 に つい て の 訳注 も 参照 。 


を 参照 。 


アー ヤ * の 孤 


DREGE 


次 いで イス ラー ム * 布 教 に お ける 預言 者 * ム ハン マ ド * へ の 教示 、 
者 * の 結末 が 、 各々 へ の 


E 態 章 と 共に 
し た スー ラ * で ある ( ム 


oy NG 
OG NR 


OLEH 


示 (マデ ィ ー ナ * 啓 示説 も あり )。 スー ラ * 名 は 、 置 頭 に 登場 する アッ ラー* の 美 名 
区 に 整え 、 秩 序 ( ち つ じ ょ ) づけ られ た 創造 


E ア ッ ラ ー* の 賛美 に よ 


使命 、 布 教 に 


こ 、 預言 


87. 至高 者 章 1275 NN ば と -AY 

9. な ら ば (使徒 * よ 、 あ な た に 啓示 され た も の ONAN 
で 、 民 に ) 教訓 を 与え よ 。 も し 、 教 訓 が 役 
立つ な ら ば (、 だ が ) !。 

10. (自ら の 主 * を ) 恐れ る 者 は 教訓 を 受け 、 OES 

11. 最も 不幸 な 者 は 、 そ れ を 回 避 し よう 、 CEN 

12. 琶 大 な る 業火 に 入っ て 炎 ら れる (者 は ) 。 DERN GGN 

13. それ か ら 、 彼 は そこ で (安らぐ た め に ) 死ぬ OCS の 
こと も 、 (有益 な 生 を ) 生き る こと も な い 。 

14、 自ら を 努め て 清め た 者 ? は 、 確 か に 成功 し OS 
た の で ある 。 

15. そ し て 、 自 ら の 主 * の 御名 を 唱 念じ *、 礼 拓 OES 
4 し た (者 は ) 。 

16. い や 、( 人 々 よ 、 ) あな た 方 は (来世 の 安寧 CNIS 
より も ) 、 現 世 の 生 活 の 方 を 愛し て いる 。 

17. 来世 (の 安寧 ) は (現世 の それ ) より 普 く 、 る 
より 長く 続く も の な の に 。 

18. 実に これ 5 は 、 まさ し く 最 初 の 書 巻 に (確証 SIN SE 
され て ) ある の で ある 。 

19. イ ブラ ー ヒ ー ム * と 、 ム ー サ ー* の 書 巻 に 。 ON ジフ アー 


つま り 、 教 訓 に 対し て 頑固 


= 


で 、 そ れ を 受け 入れ な いよ うな 者 の 教訓 に 勤 (いそ ) し むこ と 


は な い 、 と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 591 


「 あ る い は 、 役 立た な く て も 」 と いう 文 が 3 


ウィ ー5:242 参照 )。 
シル ク * や 不正 *、 


sl 


参照 )。 ま た は 、「 教 訓 が 役立っ た な ら ば 」 の 後に 


悪い 品 性 か ら 自 ら を 「 清 め た 者 」 の こと (アッ = ニ サ ァ デ ィ ー920 


略 さ れ て いる 、 と いう 説 も ある (アル テバ ガ 


参照 )。 


ター・ ハ ー 章 76 の 同 語 に つい て の 訳注 も 参照 。 


(や 


と ( ム ヤ ッ サ ル 592 頁 参 照 )。 
これ は 一 説 に 、 毎 


| 


アッ ラー* を 想起 し 、 そ の 唯一 性 * を 信じ 、 か れ に 祈り 、 か れ の ご 満悦 に 沿う 行い を 行う こ 


五 回 の 義務 の 礼拝 の こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:381 参照 )。 
この 「 こ れ 」 は 、 特 に アー ヤ \*14-17 を 指す と され る (アッ ニタ バリ ー10:8597 参照 )。 


88. 圧 倒 的 事態 章 


ん る Jl 8) y= - 人 人 


第 88 章 
圧倒 的 事態 章 (アル = ガー シヤ ) } 


直 起ち ま ね く * 表 深き * 


アッ ラー* の 御名 に お いて 


(使徒 * よ 、 ) 圧倒 的 事態 2 の 話 は 、 あな た に 
届い た か ? 


うば つ 


2. その 日 、 (不信 仰 者 * た ちの ) 顔 は 、 ( 微 信 の EE 5 
へ の ) 防 怖 に 陥っ て いる 。 

3. (それ ら の 顔 は 、 過 酷 な ) 労 役 に 就き 、 消 大 OE 
し て いる 

4 (それ ら は 、) 醒 符 の 業火 に 入っ て 災 ら れる 。 OLS 

5 (それ ら は 、) 煮え た ぎる 泉 か ら 、 飲ま され る 。 3 On 

6. 彼ら に は 、 忌 々 し い 植 物 * し か 、 食 べ 物 が な い 。 De 


(それ は 彼ら を ) 太ら せ も し な けれ ば 、( 彼 


(2 スウ に ぶり NE 352 


ら の ) 飲 え を 満た し て も くれ な い 。 


8. (復活 の ) その 日 、 (信仰 者 た ちの ) 顔 は 、 oyC つ 1 
恩恵 を 享受 し て いる 。 
9. (それ ら は 、) 自分 た ちの (現世 で 行っ た ) 


努力 (へ の 褒美 ) ゆえ に 満足 し て いる 


1 マッ カ * 啓 示 。 ス ー ラ * 名 は 、 冒 頭 に 出現 する 同 語 に 由来 。 復活 の 日 * が 、 そ の 日 の 信仰 者 と 
不信 仰 者 * の 対照 的 な 状態 の 描写 と 共に 、 取り 上 げ ら れる 。 また 、 自 然 界 の 観察 に よっ て 、 
創造 主 ア ッ ラ ー の 唯一 性 * と 全能 性 を 確認 する こと が 促 (うな が ) され 、 ア ッ ラ ー* の 教え 
の 伝達 義務 ( ぎ む ) と 、 れい 者 本 RS スー ラ * の 最後 は 、 再 び 復 
活 と 清算 の 確証 で 締め くく られ る 。 至高 者 * 章 と 共に 、 預言 者 * ム ハン マ ド * が 折 に 触れ て よ 
く 読 調 (どく し ょ う ) し た スー ラ * ( 再 高 者 剖 の 冒頭 の 訳注 も 参 )。 

2 「 圧 倒 的 事態 」 と は 、 そ の 恐怖 で 人 々 を 圧倒 する 、 復 活 の 日 * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 592 頁 参 照 )。 

地獄 の 民 の 飲食 物 に つい て は 、 洞 窒 章 29、 イ ブラ ー ヒ ー ム * 章 16-17、 整 列 者 章 62-66、 

サー ド 章 57-58、 煙 霧 章 43-46、 ム ハン マ ド * 章 15、 出 来 事 章 52-55、 衣 を 纏 ( ま と ) う 

者 章 13、 真 実 章 36-37 な ども 参照 。 

「 忌 々 し い 植 物 」 の 解釈 に は 、「 炎 の 木 」「 ザ ッ ク ー ム ( 夜 の 旅 章 60「 呪 われ た 木 」 の 訳注 

を 参照 )」「 隷 の ある 植物 の 一 種 」 と いっ た 諸説 が ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:385 参照 )。 


の 


た 


88. 圧倒 的 事態 音 ブダ 7 JA 

10. 高き 楽園 で 。 or 

ii. (それ ら は 、) そこ で 戯言 を 耳 に する こと OGLEN 
も な い 。 

12。 そ こと に は 、 流 れる 泉 が ある 。 LLG 

13. そこ に は 、 高 い 和 寝台 が ある 。 オア タン 

14. また 、 配 置 され た 杯 、 FOE 

15. 並べ られ た 肘掛 け 、 SS 

16. 敷き 広げ られ た 級 税 が ある 。 bs 

17. 一 体 、 彼ら (不信 仰 者 * た ち ) は 、 ラ クダ が A 
いか に 創 ら れ た の か 、 見 て (考え ) な い の か ? 

18. ま た 天 が 、 い か に 上 げ ら れ た の か を ? DIE LN 

19.、 また 、 山 々 が いか に 据え 付け られ た の か を ? CELIEY 

20. また 、 大 地 が いか に 平坦 に 伸ばさ れ た か を ? OL EE NY 

21。 な ら ば (使徒 * よ 、 人 々 に 、 啓 示 で ) 教訓 を OR 
与え よ 。 あ な た は 教訓 を 与え る 者 で し か な 
い の だ か ら 。 

22。 あ な た は 、 彼 ら に 対 (し て 信仰 へ と 無理 強 の ge 
い ) する 制圧 者 な ど で は な い 。 a 

23. 介 し 、 (教訓 に ) 背 を 向け 、 不 信仰 (の 固 OG BGAN 
執 ) に 陥っ た 者 は 別 で 、 

24。 ア ッ ラ ー* は 彼 を (、 業 火 と いう ) 最大 の 懲 5 と IPCIOLGC 
前 で 前 され る 。 

25. 本 当 に われ ら * に こそ 、 彼 ら の (死後 の ) 帰 ⑧> ち CIE 8 
り 所 が ある の だ か ら 。 

26。 そ れ か ら 、 本 当 に われ ら * に こそ 、 彼 ら の ( 生 OC IS 


い の ) 清算 が 委ね られ て いる の だ か ら 。 


1 


「 蔵 言 」 に つい て は 、 信 仰 者 た ち 章 3 の 同 語 の 訳注 を 参照 (アッ テニ サ ァ ディ ー921 頁 参 照 )。 


89. 暁 章 


第 89 章 
世間 (が ルル ブフ デジ ルル 周 . 


7. 


慈 和 起ち まね く * 基 深き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 

"上 暁 に か け て 、3 

また 、 十 夜 3 に か け て 、 

また 、 偶 数 と 奇数 1 こ か け て 、 

また 、 (その 間 と 共に ) 流れ 行く 夜 に か け 
て ( 坂 う ) 。 
その 中 に は 、 
で は な いか ? 
(使徒 * よ 、) 一 体 あ な を た は 、 あ な た の 主 * 
が アー ド * に 対し て され た こと を 、 見 な か っ 
た の か ? 


は し ら 


柱 の 主 、 イ ラム 5 に 対し て ? 


分 別 あ る 者 へ の 碧 い が ある の 


wn 


マッ カ * 啓 示 で 学者 間 の 意見 は 、 ほ ぼ 一 致 。 ス ー 


ラ * の 名 称 は 、 冒 頭 に 出 


現す る 


過去 に 地上 で 栄え て は いた が 、 
に お ける 不信 仰 者 * へ の 応報 が 警 


その 不信 仰 ゆえ に 滅ぼさ れ た 


民 の 言及 と 共 


語 が 由来 。 
に 、 現 世 と 来世 


告 さ れる 。 また 、 


誤っ た 人 生 観 、 諸々 の 悪行 が 


mm か れ た 後 、 


復活 の 


不信 1 


! 者 * と は 対照 的 な 形 で 


アー ヤ *1-4 に お ける 、 
この 
れる 
この 


ある い は 対極 


月 十 日 


アッ ラー* と 最後 の 
A 
彼ら の 悪い 結末 へ の 警告 が 放 た れる 。 スー ラ \* の 最後 は 、 信 仰 者 の 準 ( ほ ま ) れ 高 い 結 末 が 、 
ョ 写 さ れ 、 締 めく くら れる 。 
アッ ラー* に よる この 誓 い に つ いて は 、 整 列 者 章 1 の 訳注 を 参照 。 
「 十 夜 」 は 、 非常 に 徳 が 多い と され る 、 ズ ル テ ヒ ッ ジ ャ 月 の 最初 の 十 
(イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:390-391 参照 )。 

「 偶 数 と 奇数 」 の 解釈 に は 、 そ れ ぞ れ 「 奇 数 回 
= ヒッ ジャ * 月 九 日 ) と イー ド *・ ア ルニア ド ハ ー ( 同 
的 な 別 の も の と 共に 創 られ た ) 創造 物 と ( 唯 


* を 信仰 し な い 者 の 


ョ 写 と 共に 、 再び 


と 偶数 回 の 礼拝 」「 ア ラフ ァ の 日 
の 犠牲 祭 )」 Co し て 、 
ーー で ある ) ア 


日 間 で ある と さ 


(ズル 


ラー*」「 文 字 通 


り 、 偶 数 と 奇数 、 つ まり 全て の 数 」 な ど 、 非 常に 多く の 説 が ある (アル = 内 トゥ ビー20:39 


ー 41 参照 )。 


「 イ ラム 」 は 、 


アー ド * の 民 の 部 族 名 。 彼 ら の 住居 は 、「 柱 」 


た も の だ っ た と され る ( ム ヤ ッ サ ル 593 頁 参照 )。 


に よっ て 非常 に 高く 建築 され 


89. 暁 章 


8. 


14. 


15. 


16. 


諸国 に お いて 、 そ れ と 同様 の ( 強 筋 か つ 強 
力 な ) も の は 創 ら れ た こと が な か っ た (、 
イラ ム に 対し て ) 。 


また 、 渓谷 で 岩 を 切り 抜い (て 、 住居 と し ) 
た サム ー ド * に 対し て ? 


また 、 杭 ! の 主 フ ィ ル アウ ン * に 対し て ? 


(彼ら 不信 仰 の 民 * は 、 ) 諸国 で 放 坪 さ の 限 
り を 尽く し 、 


そこ に お いて 腐敗 * を 散々 行い 、 
それ で 、 あ な た 


し ゅ ちょ うば つ | むち 
の 主 * が その 上 に 、 懲罰 の 潜 


を 浴び せら れ た 者 た ち 


(使徒 * よ 、) 本 当 に あな た 
場 に お られ る の だ 。 


人 間 と いう も の は 、 その 主 * が 彼 を 試練 
に お か け に な り 、 栄誉 を お 授け に な り 、 


お ん けし 


恩恵 を 与え 給 う た 時 に は 、 


の 主 * は 、 監 視 の 


(こう ) 言う 


「 我 が 壮 * は 、 私 に 栄 < 準 を お 授け に な っ 
た 。 
そし て 、 か れ が 彼 を 試 績 に お 5 か け に な り 、 


役 に その 粗 を 控え られ た 時 に は 、 (と うり ) 
言う の だ 。 「 我 が 主 * は 、 私 を 卑 し め られ 
ei * 


1 この 「 杭 」 に つい て は 、 サ ー ド 章 12 の 訳注 を 参照 。 


2 現世 に お ける アッ ラ 


* か ら の 厚 有 遇 と 恩恵 を 、 


と 、 か れ と の 特別 な 間柄 ゆえ の も の と 考え 、 逆 の 
か ら の 卑下 (ひげ ) で ある と 考え る 、 人 間 の 一 NPD し か し 物質 的 な 


状況 の 良し 悪 


923 頁 参 照 )。。 サ バア 章 36 と その 訳注 も 参照 。 


1279 FA -M 


ツ ON 
合 に は 、 そ れ が 


ほし は 、 い ずれ も アッ ラー* か ら の 試練 な の で あり 、 
況 に お いて 人 が 感謝 する か 、 


oe て 


EE GAR 2 


ン ン ン ン マタ 


0, CVtYOOI NE 3 


3 


こ お け る 自分 自身 の 高貴 さ 


分 に 対す る アッ ラー\* 


アッ ラー* は その よう な 状 


また は 忍耐 * す る か を ご 覧 に な る の で ある (アッ ニ サ アァ ディー 


89. 暁 章 


1280 い NN 


03) 人 


18. 


19. 


20. 


2 


2 の 。 


23. 


24. 


25; 


7。 断 じ て (、 そ の よう な 考え は 正しく ) な い ! 
いや 、 ( 栄 準 は ア ッ ラ ー* へ の 服従 、 辱 め 
は か れ へ の 反抗 に よる も の な の だ !、) あな 
た 方 は 孤児 を 手厚く 扱わ ず 、 

貧者 * ら に 食べ させ る こと も 勧め 合わ ず 、 

遺産 を どっ そり と 在り 、 

財産 を こよ な く 愛 し て いる 。 


断じて その よう な 状 昔 NSR 
大 地 が 木 っ 端 微塵 に 、 粉 々 に され 、 


} 


ちな た の 主 "と 、 次 か ら ら 次 へ と 隊列 を 組ん だ 
天使 * が 到来 し 、 
その 日 、 地獄 が も た ら さ れる 時 4、 そ の 日 に 


(不信 仰 な ) 人 間 は 教訓 を 受け (、 悔 悟 す ) 
る *。 (現世 は 終わ っ て し まっ た と いう の 
に 、) 教訓 (と 悔 悟 ) が 、 ど うし て 彼 の 役 
に 立 と うか ? 


彼 は 言う 。「 あ あ 、 (来世 で の ) 我 が 人 生 
の た め 、 あ ら か じ め (現世 で 、 有 益 な 行い 
を ) し て お け ば よかっ た ! 」 


その 日 、 誰 も か れ (アッ ラー の 徳 汗 
よう に 人 軸 す る こと は な く 、 


の 


= 


sj 


関連 する アー ヤ * と し て 、 婦 人 章 79、 相 談 章 30 と その 
復活 の 日 
章 9-10、 


* の 天変 地異 の 様子 に つい て は 、 


20、 巻 き 込 む 章 3、 衝 撃 章 4.5 な ども 参照 。 


4 その 
引っ 張る 七 万 の 天使 * が つい て いる (ムスリム 「 天 
29、 イ ブン ・ カ スィ ー ル 8:399 参照 )。 

家畜 章 158 と その 訳注 を 参照 。 
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復活 の 


訳注 


DNSIE 


DS Nb oD 
る OIE 
CE AE 


OEE EN SR 


OE GES 


I IE RS 
EN EN 


出来 事 章 5-6、 衣 を 纏 ( ま と ) う 者 章 14、 真 実 章 13-15、 階 段 章 


E も 参照 。 
洞 窒 章 47、 タ ー・ ハ ー 章 105-107、 虹 章 88、 山 
8-9、 消 息 音 


3 同様 の 状況 を 示す アー ヤ * と し て 、 雌牛 章 210 と その 訳注 識別 章 25、 真実 章 15-17 も 参照 。 


日 、 地 獄 は 七 万 の 手綱 を つけ られ て 、 持 っ て 来 ら れる 。 そ の 各々 の 手綱 に は 、 そ れ を 


| 


* の 悔 司 に つい て は 、 


と その 享楽 、 及 びそ の 住人 の 描写 の 書 」 


89. 暁 章 1281 FP -M 
_ し ば タン ニテ ンタ トラ イン 
26. 誰 も 、 か れ の 縛り 方 の よう に 縛る こと は OE SD 
な い 。 


し ょ う ね ん 


27. (アッ ラー* の 正念 と 、 か れ へ の 信仰 へ と ) OE NG 
安らぐ 魂 よ 、 

28. (アッ ラー* か ら の 御 も て な し に ) 満足 し 、 A ST eS 
(アッ ラー* か ら ) ど ご 満悦 を 受け つつ 、 あな 
た の 主 * へ と 戻る が よい 。 

29. そ し て 、 わ が (正しき ) 僕たち も の と ころ に ⑧cxes 
入り 、 


30. (彼ら と 共に 、) わが 楽園 に 入る の だ 。 OE 


90. 町 章 


第 90 章 
町 章 (アル = テバ ラド ) 


慈悲 あま ね く * 此 愛 深き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 
われ は まさ に 、 この 町 (マッ カ ) に お いて 


坂 う 。2 

ーー (預言 者 * よ 、) あな た は この 町 で 、 許 
され た 者 3$ で ある 一 一 

また 、 生 む も の と 生 まれ た も の ! に か け て (敬う )。 
われ ら * は 確か に 、 人 間 を (現世 の ) 辛 労 5 の 
中 に 創っ た 。 

一 体 、 彼 は 思っ て いる の か 、 (自分 が 集め 
た 財産 ゆえ に 、) 誰 も 自分 を 掌握 (し 、 単 ) 
する こと な ど な い と ? 

彼 は (、 得 意 に な っ て ) 言う 。「 私 は 、 山 
ほど の 財産 を 使い 切っ た ぞ 」。 

一 体 、 彼 は 思っ て いる の か 、 誰 も 彼 を 見 て 
いな か っ た と ? 


ME 


w NM 


マッ カ * 啓 示 。 スー ラ * 名 は 冒頭 の アー ヤ * に 登場 する 語 に 


OA 
CE 記入 


来 。 人 間 が 苦労 する 存在 で ある 


こと が 強調 され た 後 、 ア ッ ラ ー* の 存在 と 唯一 性 * を 示す 様々 な 印 を 目 に し 、 正 し い 道 と 間 
MM アッ ラー* の 教え に 従わ ず に 現世 の 楽し み に か まけ る 不信 
仰 者 * に 警告 が 向け られ る 。 ま た 来世 で 成功 する た め に は 、 信 仰 、 忍 耐 *、 慈 悲 、 和 善行 、 そ 
こと に お ける 助け 合い が 必要 で ある こと が 明らか に され る 。 

アッ ラー* に よる 、 こ の 誓い に つい て は 、 整 列 者 章 1 の 訳注 を 参照 


これ は 預言 者 * が 、 マ ッ カ * の 神聖 さ (雌牛 章 125 の 訳 泊 
で 戦う こと を 「 許 され 」、 開 城 す る こと を 約束 する も の 


も 参照) に も 関わ ら ず 、 後に そこ 
(アル テバ ガウ ィ ー5:254 参照 )。 


その 他 「 居 住 者 」「 ア ッ ラ ー* の ご 満悦 を 受け た 善行 者 」「 罪 な き 者 」 と いっ た 解釈 も ある ( ア 


ル テ ク ルト ウゥ ビー20:60-61 参照 )。 


8:402-403 参照 )。 
「 現 世 と 来世 で の 辛 労 」 「 き ちん と 整っ た 形 に 創 っ た 」 
8:403 参照 )。 


「 生 ぜ も の と 生ま れ た も の 」 の 解釈 に は 、 そ れ ぞ れ 「 ア 
も の と 、 生 まれ る も の 」「 生 む お 者 と 、 不 産 の 者 」 な どの 諸説 が ある (イブ ン ・ カ スィ ー ル 


ー ダ ム * と その 子孫 」「 全 て の 生む 


な ど と いっ た 解釈 も ある (前 掲 書 


90. 町 章 1283 い NN、 NS a 4 

8. 一 体 、 われ ら * は 彼 に 、 二 つ の 眼 を 与え て や OE A 
っ た で は な いか ? 

9. また 、 一 本 の 舌 と 、 二 つの 唇 を ?! DEELEY 

10。 ま た 、 わ れ ら * は 彼 を 、 二 つの 道筋 2 へ と 導 ODN 
いて や っ た の だ 。 

11。 そ れ で 、 ど うし て 彼 は 、 (その 財産 に よっ DENN 
て 、 来 世 と いう ) 険しい 道 の 踏破 ) へ 飛 
び 込 まな か っ た の か ? 

12. (来世 と いう ) 険しい 道 (の 踏破 ) が 何 か ONC SS 
を 、 あ な た に 知ら せる の は 何 か ? 

13. (それ は 、) 首 3 の 解放 。 © 

14、 ま た は 空腹 の 日 に 、 食 べ 物 を 施す こと 、 OE I IR 

15. 近親 の 孤児 に 、 Od 

16. あ る い は 、 砂 まみ れ の 貧者 * に 。 DS 

17。 それから 彼 は 、 信 仰 し 、 妨 面 * を 勧め 合い 、 kN 
(創造 物 に 対す る ) 慈悲 を 勧め 合う 者 た ち op OY 
の 一 人 と は (、 な ら な か っ た の か ) ? 

18。 それら の 者 た ち は 、 右 側 の 徒 4 ONI 

19。 そ し て 、 わ れ ら * の 御 徴 (アー ヤツ を 否定 OE A LN 
する 者 た ち は 、 左 側 の 徒 5。 

20. 彼ら に は 、 密 閉 さ れ た 業火 が ある 。 ER 


1 つま り 、 そ れ ら の も の を 人 問 に 備え 付 


その 行い を 全て ご 覧 に な る こと も お 


"プア 


る アテ 


「 け られ た アッ ラー* は 、 人間 を 人 蘇 ( よ み が え ) ら さ れ 、 
出来 な の で ある (アル テク ルト ッ ゥ ビー20:65 参照 )。 


レル = バ ガ ウ ィ ー* に よれ ば 、 大 半 の 解釈 学者 は 「 二 つの 道筋 」 を 、 善 と 悪 、 真理 と 虚偽 ( き 


よ ょ ぎ )、 導 き と 迷 い の 道 と 解釈 し て いる 。 人 間 章 3 と その 訳注 も 参照 (5:256 参照 )。 


3 この 「 


4 


5 


」 に つい て は 、 雌 和牛 章 177 の 訳注 を 参照 (アッ テニ サ ァ ディ ー924 頁 参 照 )。 


「 右 側 の 徒 」 に つい て は 、 出 来 事 章 8.9 と その 訳注 を 参照 。 
「 諾 側 の 徒 」 に つい て も 、 出 来 事 章 8-9 の 訳注 を 参照 。 


ゆ な 


じ じ あい 
慈悲 あま ね く * 慈 愛 深き * 
み な 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


. 太陽 と 、 そ の 朝 ? に か け て 、* 


うこ う 


それ に 続い (て 昇降 し ) た 月 に か け て 、 
それ ( 間 ) * を 開い た 昼 に か け て 、 
また 、 そ れ (大 地 ) 5 を 覆う 夜 に か け て 、 
また 、 天 と 、 そ れ を 築い た も の 6 に か け て 、 


また 、 大 地 と 、 そ れ を 平ら に 広げ た も の に 
か け て 、 


また 、 
また 。、 


た まし い と と の | 
また 、 魂 と 、 そ れ を 整え 、 


それ に 、 そ の 放 混 さと 人 席 さ “7 を 吹き 込ん だ 
も の に か け て ( 警 う ) 。 


. それ を 清め た 者 “$ は 、 確 か に 成功 し た の で 


あり 、 


= 


sl 


w 


wn 


oo 


| 


Oo 


マッ カ * 啓 示 。 ス ー ラ \* の 名 称 は 、 
ける 誓い の 後 、 人 間 の 真 の 成功 と 


この 「 朝 」 の 解釈 に は 、「 光 」「 美 し さ 」「 署 さ 」「 昼 間 」 


トゥ ビー20:72-73 参照 )。 


敗北 と は 何 か が 、 確 訓 
の 出来 事 が 、 ア ッ ラ ー* の 預言 者 * に 対す る 不信 仰 へ の 厳し い 警 告 と 共に 、 


ン ン シン 
\ 


CL 


OEP EA 
DEG EN 
IO7 の の 1 
Id 


OS GE 


頭 に 出現 する 語 が 由来 。 アッラー* の 偉大 な 創造 物 に お 
[され る 。 ま た 、 サ ー リ フ * と その 民 


m 写 され る 。 


と いっ た 諸説 が ある (アル = クル 


アー ヤ *1-8 まで の 、 ア ッ ラ ー* に よる この 誓い に つい て は 、 整 列 者 章 1 の 訳注 を 参照 。 
「 痢 」 の ほか に も 「 太 陽 」 「 大 地 」「 大 地 に ある も の 」 と いっ た 解釈 が ある (前 掲 書 20:74 参照 )。 


「 太 陽 」 と いう 解釈 も ある (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


つま り 、「 そ の 構築 」 と いう 意味 。 あ る い は 「 ア ッ ラ ー*」 の こと 。 ア ー ヤ *6-8 の 解釈 も 同 


様 (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 


つま り 療 悪 の 道 の こ と ( ム ヤ ッ サ ル 595 頁 参 照 )。 人 間 章 3 と その 訳注 も 参照 。 


自ら を 罪 や 汚点 か ら 清め 、 アッラー* に 対す る 服従 に より 崇高 な も の と し 、 有益 な 知識 と 正 


し い 行 い * で 高め た 者 の と と (アッ ー ニ サ ァ ディ ー926 
14 の 訳注 も 参照 


参照 )。 タ 章 76、 至 高 者 章 


ノヽ 


91. 太陽 章 1285 \ ak 

10. それ を ( 罪 で ) 埋もれ させ た 者 は 、 確 か に CEES ES 
敗北 し た の だ 。 

サー ド * は 、 そ の ひど い 放 圭 さ ゆえ に 、( 預 TEBEES 
言 者 * サ ー リ フ * を ) 嘘つき 呼ば わり し た 。 

12. そ の (サム ー ド * の 部 族 の 内 、 ) 最も 不幸 な CGE 
者 ! が 立ち 上 が っ た 時 の こと 。 

13。 そ れ で アッ ラー* の 便 徒 * (サー リフ や は 、| OG NE I 
彼ら に 言っ た 。「 ア ッ ラ ー* の 雌 ラ クダ 2( に 
危害 を 加え な いこ と と) と 、 そ れ に 水 を や 
る こと (に お いて 粗相 が な いよ う 、 気 を 
つけ よ ) 」。 

14. だ が 彼ら は 、 彼 (サー リフ を 嘘つき 呼ば eo bie 
090 それ ( 肉 ラ クダ ) の 腫 を 切っ た DFI 

。 それ で か れ (アッ ラー*) は 、 彼 ら を そ 

の 発 ゆ え に (4 懲 削 で ) 往 い 給 い へ それ ( サ 
ムー ド ?) を 等 し く ( 滅 ぼ ) され た 。 

15、 そ し て か れ は 、 そ の 結末 を 怖 れ る こと な ど SCIEY 
な い の だ 。5 


= 


sl 


「 ア ッ ラ ー* の 雌 ラ クダ 」 と いう 表 


旧 に つい て は 、 


する 訳注 を 参照 。 ま た 、 こ の 話 の 詳 
64-68、 詩 人 た ち 章 155-157、 月 章 27-29 を 参照 。 


この 「 最 も 不幸 な 者 」 に つい て は 、 月 章 29「 仲 間 」 の 訳 沿 


E を 参照 


SNo 


アル テヒ ジュ ル 章 29 の 「 わ が 魂 」 に 関 
細 に つい て は 、 高 璧 章 73-77 と その 訳 泊 


生 、 フ ー ド * 章 


(や 


wn 


「 腫 を 切っ た 」 と いう 表現 に つい て は 、 


高 上 章 77 の 訳注 を 参照 
サム ー ド * に 下さ れ た 懲罰 の 詳細 に つい て は 、 頻 出 名 ・ 


語 解説 の 「 サ ムー ド *」 の 項 を 参照 。 


と の アー ヤ * の 解釈 に は 、「 ア ッ ラ ー* は 、 懲 罰 に よる サム ー ド * の 結末 な ど 怖 れ な い 」「 雌 ラ 


クダ を 居 ( ほ ふ ) っ た 者 は 、 


自分 が し た こと の 結末 を 怖 れ な い 」「 サ ー リ フ * は 、 サ ムー ド * 
の 結末 を 怖 れ な い 」 (アルテ クル トッ ゥ ピー20:79-80 参 | 


加 ) と いっ た 諸説 が ある 。 


92. 夜 章 


次 起ち まね く ^ 灯 愛 深 き * EN や 
アッ ラー* の 御名 に お いて 
1. (その 聞 に よっ て 、 大 地 を ) 親 う 夜 に か け RR 
Ce 
2. ま た 、 (その 光 で 聞か ら ) 赴 わ に な っ た 昼 OE 
に か け て 、 
3 また 、 男 性 と 女性 を 側 っ た も の 3 にかけて ( 警 う )。 SN 
4. 本 当 に あな た 方 の 行い は 、 実 に 多様 ! で ある 。 OK 
5. (自分 の 財産 を ) 与え 5、( ア ッ ラ ー* を ) 長 れ *、 OA 
6. 最善 の も の を 信じ る 者 は と いえ ば 、 DEA 
7. われ ら * が 彼 を 、 ( 善 、 正 し さ 、 あ ら ゆ る 物 の ⑤ ン 202 実る 
事 に お ける ) 伏 兄 さ へ と 尾 い て や ろう 。 ? 


= 


の 誓い の 後 、 真 の 成功 者 と 和 失敗 者 の 様子 が 、 各 々 へ の 吉報 と 警告 と 共に 対照 的 に 描か れる 。 
アー ヤ *1-3 に お ける 、 ア ッ ラ ー* に よる この 誓い に つい て は 、 整 列 者 章 1 の 訳注 を 参照 。 


NM 


マッ ガ " 啓 示 。 ス ー ラ * の 名 称 は 、 骨 頭 に 出現 する 語 が 由来 。 対 照 的 な 物事 に お ける アッ ラー* 


3 つま り 、「 そ の 創造 」 と いう 意味 。 あ る い は 「 ア ッ ラ ー*」 の こと (アル = クル トゥ ビー 


20:80-81 参照 )。 


ー926 頁 参照 )。 
5 i ディ ー* に よれ ば 、 こ れ は 兆 財 *、 施 (ほどこ) し 、 扶 養 ( ふ よ う ) な ど と いっ 


行い の 種類 、 量 、 そ こ に お ける 活力 、 目 的 な ど に お いて 「 多 様 」 で ある (アッ = サ ア ディ 


、 財 産 に よる 崇拝 * 行 為 に お いて 「 与 える 」 こ と を 始め 、 礼 拝 や 斎 戒 * な どの 身体 に よる 


1 ある い は 巡礼 * な どの 、 財産 と 身体 の いずれ に も 関連 し た 崇拝 * 行 為 に お いて 
ら の 義務 を 果たす こと (926 頁 参 照 )。 


oo 


邊 


この 「 最 善 の も の 」 と は 、 シ ャ ハー タダ * の 言葉 と 、 そ れ が 要求 す ' る も の 、 そ し て それ に よっ 


て 得 ら れる 褒美 の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 595 頁 参 照 )。 婦 人 章 95 の 同 語 に つい て の 


訳注 も 参照 


| 


も 参照 


No 


一 説 に この アー ヤ * は 、 マ ッ カ * 時 代 、 抑 圧 さ れ て いた 弱い 奴隷 * た ち を 解放 し て いた アブ ー・ 
バク ル * に 関し て 下っ た も の と され る (アッ テ タ バリ ー10:8674 参照 )。 ア ー ヤ \17 の 訳注 


92. 夜 章 1287 NN RUE の EL 

8 そし て 、 (財産 を ) 出し 惜しみ し 、 ( 宇 * の 
の 褒美 な し で も ) 十分 だ と 主張 し 、 

9 最善 の も の ! を 嘘 呼 ば わり し た 者 は と いえ ば 、 EY 

10. わ れ ら * が 彼 を 、 困 難 へ と 導い て や ろう 。 3 OCA 

11. そし て 、 彼 の 財産 は 彼 に 役立た な い 、 彼 が ON ACEg RS 
(業火 へ と ) 転落 し て し まっ た 3 時 に は 。 

12. 本 当 に われ ら * に こそ 、 導 き (の 解明 ) が 属 ④52 交 CS 
する の で あり 、 

13 本当 に われ ら * に こそ 、 来 世 と 最初 の も の OINGENGY 
(現世 ) が 属す る の だ 。 

14. な ら ば (人 々 よ ) 、 わ れ ら * は あな た 方 に 、 の ES 和信 
燃え 盛る (地獄 の ) 業火 を 警告 し た 。 

15.、 そ こ に 入っ て 多 ら れる の は 、 最 も 不幸 な 者 SEINGLN 
だ け 。 

16. (預言 者 * ム ハン マ ド * を ) 嘘つき 呼ば わり ON 
し 、 (信仰 に ) 背 を 向け た 者 。 

17. そし て 、 和敬 虚 な * 者 ? は 、 そ こ か ら 免 れる こ SE 
と に な ろう 。 

18. 自ら を 努め て 清め ? つ つ 、 自 分 の 財産 を 与 ot 


える 者 は 。 


= 


sl 


この 「 最 善 の も の 」 に つい て は 、 
アッ ラー* は 善 を 志 し た 者 に は 、 そ こ へ と お 導き に な る こと で お 報い に な り 、} 


アー ヤ *6 の 訳注 を 参照 


思 を 志 し た 者 


に は 、 和 失敗 と いう 応報 を 与え られ る 。 そ し て その 全て は 、 定 め ら れ た 運命 な の で ある ( イ 
ブン ・ カ スィ ー ル 8:417 参照 )。 
3 ある い は 、「 死 ん で し まっ た 」 と いう 意味 (アル テク ルト ウゥ ビー20:85 参照 )。 


一 説 に 、 
の よう な 特質 を 備え て いる 


ル 8:422 参照 )。 


この 「 艇 虚 * な 者 」 と は アブ ー・ バ クル * を 指し て いる と され る が 、 


アー ヤ *18-20 


ほか の 全て の 者 も 、 こ こ に 含ま れる と され る (イブ ン ・ カ スィ ー 


ら を 努め て 清め る 」 こ と に つい て は 、 タ ー・ ハ ー 章 76、 


至高 者 * 章 14 の 訳注 を 参照 。 


92. 夜 章 1288 Ns A 


19. 彼 に は 、 誰 か に 対し て 返す べき 恩 が あ (っ DCL 
て 、 そ れ ゆ え に 財 産 を 与え る わけ で は 
な い 。 

20. し か し 、 至 高 な る * 自 分 の 主 * の 御 顔 を 求め OIA 
る が ゆえ な の で あり 、 

21. 彼 は 必ず や 、 (天国 で 彼 が 授かる も の に ) DEES 
満足 する こと に な ろう 。 


93. 朝 章 


/ 


ゆ な 


じ じ あい 
慈悲 あま ね く * 慈 愛 深き * 
み な 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


1. 朝 に か け て 、2 
また 、 静 まっ た 夜 に か け て (敬う ) 。 


(預言 者 よ 、) か れ (アッ ラー や は 、 あな 
た に 見 切り を つけ られ た の で も な けれ ば 、 
あな た を お 嫌い に な っ た わけ で も な い 。3 


そし て 来世 こそ は 、 あ な た に と っ て 最初 の 
も の (現世 ) より も 善い の で あり 、 


あな た の 主 * は (来世 で ) 、 あな た に 必ず や 
(諸々 の お 恵み を ) お 授け に な り 、 あ な た 


は (それ に ) 満足 する の で ある 。 

か れ は 、 あ な た が (以前 、) 孤児 で ある の 
を 見 出さ れ 、 そ れ で (あな た を ) 匿っ て 下 
さっ た の で は な いか ?* 


1 マッ カ * 啓 示 。 ス ー ラ * の 名 称 は 、 骨 頭 に 出現 する 語 が 
章 59 の 訳注 も 参照 )。 マ ッ カ * 


IR っ 
Or 
あぁ っ db 


⑤%C2 933 


3 


ン ン ンー ラ ン ティ ン ン イン 
CET HELI OL 


OCI 


来 (「 朝 」 に つい て は 、 タ ー・ ハ ー 


詩 代 の 苦境 に あっ た 預言 者 * ム へ ムハンマド * へ の 吉報 、 彼 に 対 


する アッ ラー* の 特別 な 思 (お ぼ ) し 召し が 、 彼 に 対す る 慰 (な ぐさ ) め と 共に 再 確認 され 


る 。 ま た 、 過 去 の 苦難 を 思い 出し て アッ ラ 
行為 に 励 (は げ ) む お よう 、 命 じ ら れ て いる 。 


[I] 


ww 


こ 感 謝 し つつ 、 忍 遼 *、 善 行 、 崇 拝 * 


* の 恩恵 ( 


アー ヤ *1-2 に お ける 、 ア ッ ラ ー* に よる この 誓い に つい て は 、 整 列 者 章 1 の 訳注 を 参照 。 
こと この アー ヤ * は 、 預言 者 * に 対す る ジブ リー ル * の 訪問 が し ば らく 途絶 (と だ ) えた 


EE 
計 、 


シル 


ク * の 徒 が 「 ア ッ ラ ー* は 彼 を 嫌い 、 見 切り を つけ た の だ 」 と 言っ た こと に つい て 、 下 っ た 


と され る (アル = クル トゥ ビー20:92 参照 )。 
預言 者 * ム へ ハンマ ド * は 誕生 前 、 あ る 
ビビ くし た 。 その後 は 祖父 の 後見 下 に 入っ た が 、 八 歳 の 
ー・ タ ー リ ブ が 彼 の 電 
た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8.426 参照 )。 


い は 誕生 後 す ぐに 父親 を 亡くし 、 六 歳 の 時 に は 母親 も 


計 に 彼 が 他界 し て か ら は 、 叔 父 アブ 


倒 を 見 始め 、 預言 者 と と し て の 使命 を 受け て か ら も 、 彼 を 援助 し 続け 


93. 朝 章 1290 NN Fal 5) AY 


7 また 、 あ な た が 迷っ て いる の を 見 出さ れ 、 ON ES 
それ で (あな た を ) お 導き 下さ っ た の で 
は ?1 

8 また 、 あ な た が 貧し い 者 で ある の を 見 出さ DEERE 
れ 、 (満足 と 忍耐 * に よっ て ) 豊か に し て 下 
さっ た の で は ? 

9. なら ば 、 孤 児 に つい て は 、 央 丈 高 に な る の OER 
で は な い 。 

10.、 ま た 、 を う 者 に つい て は 、 叱 りつ けた りす FEI IN 
る の で は な い 。 

11. そし て 、 あな た の まき の 選 記 に つい て る る ⑤ ら る 35 IF 
話し て 聞か せる の だ 。 

1 つま り 、 啓 典 も 信仰 も 知ら な い 状 態 だ っ た (相談 章 52 参照 ) 彼 に 、 そ れ 以 前 に は 知ら な 


か っ た も の を 教え て トト さり 、 最 善 の 行為 と 品 性 へ と お 導き に な っ た 、 と いう こと (アッ = 
サ ァ ディ ー928 頁 参 照 )。 

2 「 恩 恵 」 の ほか 、「 ア ッ ラ ー* か ら 伝 達 を 命じ られ た こと 」「 ク ルアー ン *」 と いっ た 解釈 も 
ある (アル テバ ガウ ィ ー5:270 参照 )。 


94. 胸 を 広げ る 章 


PT シリ ーー 


二 第 94 章 2 
胸 を 広げ る 章 (アッ ニシ ャ ルフ ) ! 2 
慈 斐 起ち ま ね く - 閑 深き * NN 3 
アッ ラー* の 御名 に お いて 
1 ( 融 言 者 * よ 、) われ ら * は あな た の た め 、 あ OD HE 
な た の 胸 を 広げ て や っ た 2? の で は な いか ? 
2 そし て 、 あ な た か ら 、 あ な た の 重荷 * を 下ろ の うう LC えろ あめ 
し て や っ た の だ 。 
3 (その 重み で 、) あな た の 背 を 皿 ま せ て い OLRN 
た も の (重荷 を 。 
4 また 、 あ な た の た め 、 あ な た の 名 声 を 高め OY 
て や っ た 。 * 
5. 本 当 に 、 苦 と 共に こそ 楽 あり 、 ③⑤ ら と 8 
6. 本 当 に 、 苦 と 共に こそ 楽 あり 。5 ON 


1 


IN) 


w 


た 
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マッ カ * 啓 示 。 ス ー ラ * の 名 称 は 、 骨 頭 に 出現 する 語 が 由来 。 マ ッ カ \* 時 代 の 苦境 の 中 に 
ある 預言 者 * ム ハン マ ド * へ の 慰 (な ぐさ ) め と し て 、 彼 に 対す る アッ ラー* の 特別 な お 


計ら いと 、 彼 に 授け られ た 預言 


者 * と し て の 使命 と いう 偉大 な 恩恵 に つい て 、 語 りか け 


られ て いる 。 ま た 、 Ne 紅 の 法則 が 確認 され た 後 、 預 言 


者 * と し て の 使命 を 果たす べく 、 
努力 する こと が 命じ られ て いる 


アッ ラー* の み を 求め 、 か れ の み に 全 て を 委ね つつ 、 


つま り 信 仰 、 預 言 者 * と し て の 使命 、 知 識 、 英 知 を 受容 で きる よう 、 心 を 広げ 、 柔 ら か くさ 
れ た 、 と いう こと (アル = テバ ガウ ィ ー5:274 参照 )。 家 畜 章 125、 タ ー・ ハ ー25 章 も 参照 。 


この 「 重 荷 」 の 解釈 に つい て は 、 


て の 使命 に つき も の の 苦労 」 と v 


「 罪 (勝利 章 2 の 訳注 も 参照 )」「 間 違い 」「 預 言 者 * と し 
ヽ っ た 諸説 が ある (アル ニク ルト ゥ ビー20:105-106 参照 )。 


預言 者 * と し て の 使命 を 授かる こと な ど に よっ て 、 ま た は シャ ハー タダ * の 言葉 に お いて 、 役 


の 名 が アッ ラー* の 御名 と 共に 言及 され た り 、 役 へ の 服従 が アッ ラー* へ の 服従 と 見 な され 


た り (婦人 章 80 参照 )、 天 使 * た ちや 信仰 者 た ち に よっ て 讃 美 (さん び ) され る (部 族 連 
合 章 56 と その 訳注 を 参照 ) 存 有 


ー ウ ィ ー5:505 参照 )。 
解釈 学者 ら に よれ ば 、 アー ヤ *5 


E と な る こと に よっ て 「 和 名 声 を 高め られ た 」( ア ル テ バ イダ 


と 6 の 「 苦 」 は 同一 の も の で 、「 楽 」 は 別 の も の 。 つま り 、 


ー つ の 苦 は 、 必 ず 二 つの 楽 を 伴う と いう こと (アル テバ ガウ ィ ー5:275 参照 )。 


94. 胸 を 広げ る 章 1292 Ct 


7 な ら ば 、 (現世 の 用 事 か ら ) 手 が 空 いた ら 、 OEM 
すう は い じん り ょ く 
(崇拝 * 行 為 に ) 尽力 せよ 。 ! 


8. そし て (あら ゆる 必要 に お いて ) 、 あ な た OI 
の 主 * に こそ 希求 する の だ 。 


1 ほか に も 、 前 者 と 後者 が それ ぞ れ 「 礼 拝 、 祈 願 」「 義 務 の 崇拝 * 行 為 、 夜 の 任意 の 礼拝 」「 イ 
スラ ー ム * の 教え の 伝達 、 自 分 と 信仰 者 た ちの 赦 し を アッ ラー* に を うこ と 」「 英 と の 戦い 、 
アッ ラー* の 崇拝 *」 で ある と いっ た 解釈 も ある (アル ニテ クル トゥ ビー20:108-109 参照 )。 


95. 無花果 章 
0 
無花果 章 (アッ ー ニ ティ ー ン ) * 


SS 


1. 


直 起ち ま ね く * 閑 深き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 
無花果 と オリ ー ブ に か け て 、2 
また 、 シ ナイ 山 に か け て 、 


また 、 eal (マッ カ *) に か け て 
(敬う ) 。 


われ ら * は 確か に 人 間 を 、 最善 の 形 に 創造 し た 。 


それ か ら 、 われ ら * は 彼 を 、 (われ ら * と 使徒 
* に 服従 し な か っ た ゆえ に ) 低 劣 な 者 た ちの 


1 


sl 


た 


OS 
Don 


GI 


ン 


内 で も 最低 の 者 と 帰 さ せ た * の で ある 。 
信 し 、 信 仰 し て 正しい 行い * を 行う 者 た ち OREN IE 
は 別 だ が 。 彼ら に は 、 尽き る こと の な い 褒 OR 
美 5 が ある 。 

マッ カ * 啓 示 。 ス ー ラ \* の 名 称 は 、 冒 頭 に 出現 する 語 が 由来 。 ア ッ ラ ー* の 創造 に お ける 御 力 


と 
真実 が 確証 され る 。 
アー ヤ *1-3 に お ける 、 
ある 種 の 学者 ら は 、 アー ヤ *1-3 で 言及 され て いる 語 が 、 
の 訳注 を 参照 )」 の 内 の 三 人 の 使徒 * が 遣わ され た 場所 
まり 「 舞 


花 果 と オリ ー ブ 」 は エル サレ ム の 地 で 、 イー サー 


は 、 ム ー サ ー* が アッ ラー* か ら 語 りか けら れ た 場所 、「 


(イブ ン ・ カ スィ ー ル 8.434 参照)。 
つま り 、 地獄 に 落と し た 、 
蜂 章 70 の 訳注 を 参照 )) に 戻し た 、 
は 「 理 
し し 


と いう 解釈 も ある 。 


と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 597 頁 参 照 )。 また は 


性 が 衰 (お と ろ ) える こと で 新た に 善行 の 庫 美 を 得る こと は な く な 
‘行い * を 行っ た 者 た ち は 別 で 、 若く 健康 だ っ た 頃 の 善行 が 書き 留め られ る 」 と いっ た 風 


恩恵 が 強調 され た 後 、 不信 仰 者 * と 信仰 者 の 様子 が 対照 的 に 描か れ 、 次 いで 復活 と 報い の 


アッ ラー* に よる この 誓い に つい て は 、 整 列 者 章 1 MM 


を 示し て いる 、 計 P 
* が 遣わ され た 場所 、「 シ ナイ 山 」 


F 安 な 町 (この 名 の 由来 に つい て は 、 
雌牛 章 125 の 訳注 を 参照 )」 は 、 預 言 者 *\ ム ハハ ンマ ド * が : 


カカ だ と いう こと 


遣わ され た 町 マッ 


「 最 悪 の 年 齢 ( 密 
その 場合 、 ァ ー ヤ *6 と の つなが り 
る が 、 信 仰 し 正 


に な る (アル テバ ガウ ィ ー5:277-278 参照 )。 あ る い は 、 そ も そ も ア ー ヤ *6 と の つなが り 


は な く な る (アル = クル トゥ ビー20:115 参照 )。 
「 尽 きる こと の な い 褒 美 」 に つい て は 、 詳 細 に され た 


章 8 の 訳注 を 参照 。 


95. 無花果 章 1294 ol) A 


7。 な ら ば (人 間 よ 、 そ の 根拠 が 明白 に な っ た ) ON RR 
後 で 、 何 が あな た に (来世 で の 復活 と ) 報い 
を 嘘 と させ る の か ? 

8. 一 体 アッ ラー* は 、 英 知 あふ ゃ れる * 者 の 内 で OE LNA 
も 、 最 も 英知 あふ れる お 方 な の で は な い 
か ?! 


1 果たし て 、 命 令 も 禁止 も 、 褒 美 (ほう び ) も 六 も な いま ま に 、 創 造物 を 放っ た ら か し に し 
て お く こ と が 、 ア ッ ラ ー* の 英知 に 適う 事 で あろ うか 、 と いう こと (アッ = テ サ アァ ディー929 
頁 参照 )。 


96. 凝 血 章 


アッ ラー* の 御名 に お いて 


( 李 言 者 * よ 、) 創造 を され た 、 あ な た の 主 
* の 御名 に お いて (、 啓 示さ れ た クル アー ン 
* を ) 読め 。 

か れ は 人 間 を 、 一 塊 の 海 血 か ら お 創り に な 
っ た 。 2 

( 聞 詩 者" よ 、 ク ルアー ン * を ) 読め 。 あな た 

の 羊 * は 、 最 も 貴 い * お 方 。 


筆 ( 記 ) を 教え て 下さ っ た お 方 。 


人 間 に 、 彼 が 知ら な か っ た こと を 教え て 下 
さっ た (お 方 ) 。 

断じて (、 ア ッ ラ ー* の 興 恵 に 対し て 興 知 ら 
ず に な っ て は な ら ) な い ! 実に 人 間 は 、( ア 
ッ ラ ー* に 対し て 、) まさ し く 放 博 で ある 。 
自ら を 、 十 分 な 者 と 見 な す が ゆ え 。 
実に あな た の 主 * に こそ 、 (来世 で の ) 戻り 
場所 が あ ( り 、 そこで 自分 が 行っ た こと を 報 
われ る こと に な ) る の で ある 。 


1 マッ カ * 啓 示 。 ス ー ラ * 名 は アー ヤ \*2 で 言及 され て いる 語 に 


sl 


w 


来 。 初 期 に 下っ た スー ラ * の 


ー つ で 、 特 に 最初 の 5 アー ヤ * は 、 ヒ ラー 洞穴 に 和 (こも ) っ て 崇拝 * 行 為 に 没頭 し て いた 
ムハンマド * が 、 ジ ブリ ー ル * の 訪問 を 受け 、 初 め て 受け 取っ た 啓示 (アル テ ブ ハー リー3 
参照 )。 創造 と 知識 と いう 恩恵 の 言及 に 始ま り 、 預言 者 * の イス ラー ム * 布 教 を 阻む 不信 仰 者 
* に 対し て 厳し い 警 告 が 向け られ る と 共に 、 敵 に 対す る 毅然 ( き ぜ ん ) と し た 態度 、 忍耐 


崇拝 * 行 為 に よる アッ ラー* へ の 奉仕 が 命じ られ て いる 。 


人 間 の 創造 の 変遷 (へ ん せん ) に つい て は 、 巡 礼 * 癌 5、 信 仰 者 た ち 章 14 も 参照 。 
財産 、 子 供 、 権 力 に お いて 満た され た 「 十 分 な 者 」 と いう こと (アル テ ジ ャ ザー イリ ー5:594 


参照)。 


96. 凝 血 章 1296 NN i A 


9. 言っ て みよ 、 阻 む 者 ! (について) 、 ORNS 

10. 僕 (ムハンマド を 、 彼 が 礼拝 し た 時 に on の RW2 
(阻む 者 に つい て ) 。 

11. 言っ て みよ 、 も し 彼 (預言 者 ) が 導き の ERNE 


上 に あっ た と し た ら (、 いか に 彼 を 礼拝 か 
ら 阻 むと いう の か ) ? 


12、 あ る い は 、 (人 に ) 散 農 さ * を 命じ た の だ と SEN 
し た ら (、 い か に 彼 を そこ か ら 阻 むと いう 
の か ) ? 

13. 言っ て みよ 、 も し 彼 (阻む 者 ) が 、 (自分 ORE 


が そこ へ と 招 か れ て いる も の を ) 嘘 呼ば わ 
り し 、 背 を 向け た な ら ば 、 


14. 役 は アッ ラー* が (、 自 分 の する こと 全て を ) ONAN 
ご 覧 に な ( り 、 そ れ に 対し て 報 わ れ ) る と 
いう こと と を 、 知 ら な か っ た の か ? 


15. 断じて (、 彼 の 主張 は 正しく ) な い ! も OPC の UIN を NPC 
し も 彼 が (預言 者 * に 対す る 敵対 と 抑圧 を ) 
止め な けれ ば 、 われ ら * は 必ず や ( 彼 の ) 
前 髪 を 引っ 掴ん で * (、 業 火 へ 放り 込ん で ) 


し まお う 。 

16. (言葉 は ) 嘘つき で 、 (行い の ) 誤っ た OE 
(、 彼 の ) 前 髪 を 。 

17. なら ば 彼 に 、 自 分 の 会 合 の 場 (の 仲間 た ち ) (GS 


を 呼ば せ て (、 援 助 を を わせ て ) みよ 。 


1 これ は 不信 仰 者 * の 長 ア ブー・ ジ ャ ハル * の こと だ が 、 彼 と 同様 に 善 を 了 朋 も うと する 全て の 者 
も 、 こ こと に 当て は まる (アッ テニ サ ァ ディ ー930 頁 参 照 )。 

2 「 前 髪 を 掴む 」 と いう 表現 に は 、 そ の 対象 へ の (さげ す ) みや 辱 (は ず か し ) め の 意 味 
が 含ま れ て いる (アル = テク ルト ッ ゥ ピー20:125 参照 )。 


96. 凝 血 章 1297 Ss -A 


18. わ れ ら * は ザ バ ー ニ ヤ ! を 呼ん で や る か ら 。 ②③ を K ン 
19. 断じて (、 彼 の 主張 は 正しく ) な い ! (使徒 @⑨ き っ 又は 


* よ 、) 彼 に 従わ ず ?、 (あな た の 詩 * に ) 
サジ ダ * し 、 お 近づき を 求め よ 。 ( 読 謀 の 
サジ ダウ 


1 「 ザ バー ニヤ 」 と は 、「 ザ ブン (押し や る )」 と いう 語 か ら の 派生 語 と され 、 地 獄 の 住人 を 
押し や る 、 荒 々 し く 厳 し い 天使 * た ち (禁止 章 6 の 訳注 も 参照 ) の こと (アル テバ ガウ ィ 
ー5:282 参照 )。 

2 つま り 、 崇拝 * 行 為 を 継続 し 、 沢山 行う こと か ら 阻 (は ば ) まれ て も 従う の で は な い 、 と い 
うこ と (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:439 参照 )。 


97. 葵 れ の 夜 章 


1298 っ わら め -AV 


8 第 97 章 
巻 れ の 夜 * 章 (アル テカ ドッ ゥ ル ) 1! 


じ ひ じ あい 

慈悲 あま ね く * 慈 愛 深き * 
み な 

アッ ラー* の 人 御名 に お いて 


. 本当に われ ら * は 、 状 れ の 夜 に それ (クル ア BC FCP GA 
ー ン *) を 下 し た 。 
(預言 者 * よ 、) 准 れ の 夜 が 何 か を 、 何 が あ OFLA 
な た に 知ら せる か ? 
准 れ の 夜 は 、 千 の 月 に 優る も の 。 3 OE TTR 


天使 * た ちと 魂 (ジブ リー ル ? “は そこ に | SNK 
お いて 、 彼 ら の 主 * の お 許し と 共に 、 (か れ ph 4 


が お 定め に な っ た ) 全て の 物事 ゆえ 、 次 々 


と 降臨 する 。* 


角 明 の 出現 まで 、 そ れ は (いか な る 悪 か ら 


も 、) まさ し く 安 全 ? な の で ある 。 


to 


(て 


ン 


© FE 


マッ カ * 啓 示 か マデ ィ ー ナ * 啓 示 か で 、 学 者 間 の 大 き な 相 違 が ある スー ラ * の 一 つ 。 ス ー ラ * 
名 は 、 本 スー ラ * の 主題 で あり 、 か つこ の スー ラ * に し か 登場 し な い 「 準 れ の 夜 」 と いう 語 


に よる 。 ク ルアー ン * の 徳 と 恩 


恵 、 創 造 の 管理 を 一 手 に 司 (つか さ ど ) られ る アッ ラー* の 


偉大 さと 英知 が 取り 上 げ ら れる と 共に 、 そ れ ら と 審 接 な 関係 の ある 、 荘 厳 (そう ご ん ) さ 


と 祝福 に あふ れ た 誉れ の 夜 の 様子 が 描か れ 


る 。 


つま り 、 そ こ に お ける 正しい 行い * は 、 誉 れ の 夜 が な い 千 の 月 に お ける 正しい 行い * に 優る 、 


と いう こと ( ム ヤ ッ サ ル 598 
ここ で ジブ リー ル * が 「 魂 」 と 
煙霧 章 4 の 訳注 も 参照 。 


頁 参 照 )。 


呼ば れ て いる こと に つい て は 、 マ ル ヤ ム * 章 17 の 訳注 を 参照 。 


と の 「 安 全 (サラ ー ム )」 と いう 語 は 、「『 平 安 を 』 と いう 、 天 使 * た ちの 挨拶 (家畜 章 54 
の 訳注 を 参照 )) の こと で ある 、 と いう 解釈 も ある (アル = バ ガ ウ ィ ー5:289 参照 )。 


98. 明 証 章 


第 98 章 
明 証 章 (アル テバ イイ ナ ) ! 


2 が アー 


けい て 
戸 


間 典 の 民 * と シル 
っ た 者 * た ち は 、 
到来 する まで 、 
は な ら な か っ た 。2 


清光 な る 書 午 を 読 謀 す る 、 
の 使徒 * (と いう 明 証 ) が 。 


その ( 書 巻 の ) 中 に は 、 適 確 な 書 ? が ある 。 


啓典 を 授け られ た 者 * た ち が (、 ム ハ 
更 徒 * 性 が 真実 か どう か に つい て ) 


の 2 


また 、 
ンマ ド * の 
分 裂 し た の は 、 


到来 し た 後 の こ と に 外 な ら な か っ た 。$ 


悲 あ まね ^ * 基 愛 迷 き * 
+ の 御名 に お いて 


ク * の 徒 で ある 不信 仰 に 陥 
自分 た ちの も と に 明 証 が 
(不信 仰 か ら の ) 脱却 者 と 


アッ ラー* か ら 


自分 > た ちの も と に 明 証 が 


1 マッ カ * 啓 示 か マデ ィ ー ナ * 啓 示 か で 、 学 者 間 の 大 き な + 
名 に も な っ て いる 、 ア ッ ラ ー* の 使徒 * と 役 が 授かっ た クル アー ン * と いう 「 明 証 」 が 、 啓 
ee We ON そし て クル アー ン * と それ 以前 の 啓 
本 的 な 教え が 同一 で ある こと を 強調 し つつ 、 
否 す る 者 と 信じ る 者 の 来 ] 


NM 


w 


wn 


の 


計上 交 に 指 写 き 


紀 で の 行き 先 が 、 


この アー ヤ * は 、 上 記 の 不信 仰 者 * の 内 、 使 徒 * の 招き に 従っ 
れ た 者 た ちの こと を 話し て いる (アル テバ ガウ ィ ー5:290 参照 )。 


つま り 、 ク ルアー ン * の こと ( ム ヤ ッ サ ル 598 頁 参 照 )。 そ の 内 容 に 虚妄 ( き ょ も う ) が 触 


れる こと は な く ( 詳 


と が 出来 な い (出来 事 音 
ィ ー5:515 参照 )。 


に され た 章 
79、 


こと この 「 読 謀 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 121 の 訳注 も 参照 。 


「 適 確 な 書 」 と は 、 真 理 と まっ すぐ な 道 へ と 


と 導い て くれ る 、 


931 


ッ ー サ アァ ディ 


参照 )、 あるいは 法 基 


「 明 証 」 と は 、 
る こと を 示す 、 
遣わ され る と 、 
598 真 参照 2。 雌 和牛 章 


ムハンマド * が 、 


彼ら の 啓 


も 参照 


NO 


213 と その 訳注 


目 違 が ある スー 


ッ ラ ー* の 教え の 基本 が 提示 され 、 それ 


っ と ) し て 否定 する 者 に 分 


GS NS NGOI (6 


VN S83 
721 の FC 


る 20 を 
62 
ラン 


OE 


る 


の 


ラ * の 一 つ 。 ス ー ラ \* 


1 
L の 根 


れる 。 
て 信仰 し 、 


無知 と 迷い か ら 救 わ 


42 と 、 そ の 訳注 も 参照 )、 清 浄 な 者 し か それ に 触れ る こ 
眉 を ひそ め た 章 14 と その 訳注 も 参照 ) (アル テバ イダ ー ウ 


正しい 情報 と 命令 の こと ( ア 


見 定 の こと (アル = クル トゥ ビー20:143 参照 )。 
の 中 で その 到来 を 約束 され て いる 預言 者 * で あ 
数 々 の 証拠 の こと 。 彼ら は その こと を 心得 て いた が 、 いざ 彼 が 使徒 * と し て 
彼 を 信じ る 者 と 、 妨 尋 (し 


像 し た ( ム ヤ ッ サ ル 


98. 明 証 音 


1300 


5. そし て 彼ら は 、 ア ッ ラ ー* に 真衣 に 崇拝 * 行 旋 


を 捧げ つつ 、 純正 ' な 状態 で か れ (だ け ) を 

崇拝 * し 、 礼拝 を 遵守 * し 、 浄 財 * を 支払 うこ 

8 命じ られ は し な か っ た の だ 2%?。 それ 
、 適 確 な 宗教 (イス ラー ム * や ) で ある 。 


本 当 に 、 啓典 の 民 * と シル ク の 徒 * で ある 不信 
仰 に 了 畜 っ た 者 * た ち は (復活 の 日 ) 、 地 氏 
の 業火 の 中 に ある 。 彼 ら は そこ に 永遠 に 罰 
まる の だ 。 そ れ ら の 者 た ちこ そ は 、 最 
創造 物 。 


本 当 に 、 信仰 し 、 正 し い 行 い * を 行う 者 た ち 、 
それ ら の 者 た ちこ そ は 最善 の 創造 物 。 


(復活 の に お ける ) 彼ら の 報い は 、 その 

下 か ら 河 川 が 流れ る 、 彼ら の 主 * の 御 8 許 で の 

永久 の 楽園 。 彼ら は そこ で 、 ずっ と 永遠 に 留 

まる 。 ア ッ ラ ー* は 彼ら を お 喜び に な り 、 彼 

ら も ア ッ ラ ー* に 満足 する 。 そ れ が 、 自 分 の 
主 * を 恐れ た 者 ? の た め の も の な の だ 。 


1 


「 純 正 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 135 の 同 語 に つい て の 訳 沿 


EN 
aE IG 
232 


っ る に っ 
es 


ンタ を 


sso 
0% ER 


E を 参照 。 


2 蜜蜂 剖 36、 預 言 者 * た ち 六 25 も 参照 (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:457 参照 )。 
3 つま り 主 * を 妨 れ る が ゆえ に 、 かれ に 逆らわ ず 、 義務 を 果たし た 者 の こと (アッ ニ サ アァ ディ 


ー932 頁 参照 )。 


99. 地震 章 1301 9 も 4 


2 第 99 章 


人 0 tz スン ペラ 
地 江 章 (アッ ー ザ ル ザ ラ ) ! に 
慈 圧 あ まね 、 " 粉 愛 深 き * RN 3 
アッ ラー* の 御名 に お いて 
1 大 地 が 激しく 雷 動 させ られ る 時 、 TO 
2。 ま た 、 大 地 が その 重荷 ? を 吐き 出し 、 ON 
3. ( 戦 便 に 襲わ れ た ) 人 間 が 「 そ れ (大 地 ) OGL 
に 、 何 が 起こ っ た の か ?」 と 言う 時 、3 
+ それ (大 地 ) は (和泊 の ) その 日 、 自ら の 消 for も 


息 を 話す 、 
5. あな た の 主 * が 、 (そう する よう 、) 自分 に 
ご 命じ に な っ た の だ 、 と いう こと を 。5 
6. その 日 、 人 々 は 自分 た ちの 行い を 見 る べく 、| の GAGE SS 
三 々 五 々 に 出 て 行く 6。 


7。 そ れ で 、 僅 か な 重み で も 善い こと を 行う 者 OE IE os 
は 誰 で も 、 (来世 で ) それ (に 対す る 税 美 ) 
を 見 出す の で あり 、 


1 マッ カ * 啓 示 か マデ ィ ー ナ * 啓 示 か で 、 学者 間 の 大 き な 相違 が ある スー ラ * の 一 つ 。 復活 の 日 
* が 、 そ れ が 起こ る 時 の 恐ろし い 出 来 事 と 共に 描写 され る 。 ス ー ラ \* 名 と も な っ て いる 「 地 
震 」 は 、 そ の 日 に 起こ る 天変 地異 の 一 つ 。 そ の 日 の 清算 と 報い が 、 善 行者 へ の 吉報 と 悪行 
者 へ の 警告 と 共に 確証 され る 。 
この 「 重 荷 」 は 、 死 ん だ 人 々 や 、 財 宝 の こと と され る ( ム ヤ ッ サ ル 599 頁 参 照 )。 
復活 の 日 の 天変 地異 の 様子 に つい て は 、 洞 窟 章 47、 タ ー・ ハ ー 章 105-107、 蝶 章 88、 山 
章 9-10、 出 来 事 草 5-6、 衣 を 纏 ( ま と ) う 者 章 14、 真 実 章 13-15、 階 段 章 8-9、 消 息 章 
20、 巻 き 込む 章 3、 衝 撃 凍 4.5 な ども 参照 。 
この 「 消 息 」 と は 、 大 地 で 行わ れ た 善悪 の 行い の こと ( ム ヤ ッ サ ル 599 頁 参 照 )、 あ る い 
は 大 地 の 変 動 の 理由 (アル = テバ イダ ー ウ ィ ー5:518 参照 )。 

… 自 分 に お 伝え に な っ た た め に 」 と いう 解釈 も ある (前 掲 書 、 同 頁 参 照 )。 
清算 の 場 か ら 、 天 国 、 ま た は 地獄 へ と 連れ て 行か れる 。 あ る い は 、 慕 場 か ら 清算 の 場 へ と 
出 て 行く (アル テク ルト ゥ ピー20:149-150 参照 )。 


Mv 


w 


た 
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99. 地震 章 1302 A A 


8 僅か な 重み で も 悪い と と を 行う 者 は 誰 で の の 0 も に る め う 
も 、 (来世 で ) それ (に 対す る 応報 ) を 見 出 
す の だ 。* 


1 同様 の 意味 の アー ヤ * と し て 、 婦 人 章 40、 洞 窒 章 49、 預 言 者 * た ち 47、 ル クマ ー ン 章 16 
な ども 参照 。 


100. 疾 駅 す る も の 章 1303 Sb ps 


の 。 第 100 章 6 
疾 駆 する も の 章 ( ア ルテニア ー デ ィ ヤ ー ト ) ! 


じ 
慈 尋 まあ まね < ' 芝 愛 深き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


は な いき 


1. 鼻息 を 荒 げ て 疾 駆 する も の 2 に か け て 、3 


2 また 、( 踏 で 石 を ) 打ち 付け つつ 、 火花 を 散 
ら す も の に か け て 、 


3 また 、 朝 に ( 散 陣 へ と ) 進撃 する も の に か 
け て ( 克 う ) 、 

4 それ ら は 、 そ れ * に よっ て 去 を 巻き 上 げ 、 

5. それ 5 と 共に 、 ( 英 の ) 集団 の 只 中 へ と 進み 
込む 6、 

6 本 当 に 人 間 は 、 自分 の 主 * に 対し て まさ し く 
山 知 ら ず で あり 、 


7. 本 当 に か れ ? は 、 そ の こと に お ける 確か な 証 
言 者 で ある 。 


ON 


③④ し 23525 


1 マッ カ * 啓 示 (マデ ィ ー ナ “啓示 説 も あり )。 スー ラ * の 名 称 は 、 冒 頭 に 出現 する 語 が 由来 。 田 猛 


に 敵陣 へ と 駆け 込ん で いく 軍隊 の 様子 が 描か れ た 後 、 ア 


ッ ラ ー* の 恩恵 に 対し て 恩 知ら ず で 、 


復活 の 日 * の 清算 と 報い を 疎 (お ろ そ ) か に し て いる 人 間 ( 


警告 が 放 た れる 。 一 見 、 前 半 部 と 


後半 部 の 関連 性 が な いよ うに 見 える が 、 一 説 に は 前 半 部 で は 不信 仰 者 * で ある 敵 、 後 半 部 で は 
復活 の 日 * が 、 い ずれ も 来世 で の 損失 に つなが る 用 心 す べき も の と し て 取り 上 げ ら れ て いる 。 


sj 


も の を 、 ア RN CN 


大 方 の 解釈 学者 は 、 ア ー ヤ *5 まで 登場 する 、 こ の 「 疾 駆 」 し 火花 を 散ら し 」「 進 撃 する 」 


と 解釈 し て いる 。「 ハ ッ ジ *# に お ける 


ラク ダ 」 と いう 説 も も ある が 、 そ の 場合 、 ア ー ヤ *5 まで の 解釈 は 、 本 文 訳 と は 多少 変わ っ て 


来る (アル = クル トゥ ビー 0 


いい 


この 「 そ れ 」 と は 、 疾 駆 と 、 敵 へ の 進撃 の こと (アッ 


た 
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5:520 参照 )。 
ある い は 「( 英 の ) 只 


に 、 集 団 で 入り 込む せ 」 と いう 意味 


の 


コ 


ー20:162 参照 )。 


アー ヤ *1-3 まで の 、 ア ッ ラ ー* に よる この 誓い に つい て は 、 整 列 者 章 1 の 訳注 を 参照 。 
= サ ァ ディ ー932 頁 参照 )。 
と の 「 そ れ 」 に は 、「 朝 の 時 間 」「 疾 駆 」「 均 」 と いっ た 解釈 が ある (アル = バイ ダー ウィ ー 


(イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:466 参照 )。 


と の 「 か れ 」 が 誰か に つい て は 、「 人 間 」「 ア ッ ラ ー*」 と いう 説 が ある (アル テニ クル トゥ ピ 


100. 疾 駆 す る も の 章 


1304 らら を ーー 


8. 


10. 


章 記 


また 、 本 当 に 彼 (人 間 ) は 、 善き も の ! へ の RAB CAP 


愛情 お いて 、 こ と さら 激しい 者 で ある 。 


人 彼 は ( 何 が 自分 を 待ち 受け て いる | ③④ 昼 a じ 25UALSON* 


ヽ 、) 知ら な い の か ? 墓 の 


1 に ある も の 


MRA か ひっ くり 返さ れ (て 、 
清算 と 報い の た め に 蘇 ら さ れ ) 、 


胸 の 内 に ある (善悪 の ) こと が 明らか に さ IRN 
れる 時 、 
本 当 に 彼ら の 主 * は (復活 の ) その 日 、 彼ら EES 


(の 行い ) を まさ し く 通 時 され る お 方 で あ 


られ る 。* 


1 この 「 善 きも の 」 は 、 財 産 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 600 頁 参 照 )。 
アッ ラー* は 復活 の 日 * 以 外 で も 、 全 て を 通 暁 され る お 方 で ある 。 こ こ で 「 そ の 日 」 と 限定 


2 


され て いる の は 、 報 い の 日 『 に 対す る 党 


告 の 意味 (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 2:602 参照 )。 


101. 衝撃 章 1305 NN ep 
ys 第 101 章 
衝撃 章 (アル = カー リア ) ! 
多 起 あま ね く 迷 愛 深き * NR 3 
アッ ラー* の 御名 に お いて 
1 衝撃 2 DT 
2. 箱 湯 と は 伺か? ot 
3 衝撃 と は 何 か を 、 何 が あな た に 知ら せる か ? OL 
4 (衝撃 と は 、 ) 人 々 が 、 散り 散り に な っ た | Oe LE SS 
洋 の よう に な り 、3 
5 また 山々 が 、 槻 か れ た 羊毛 の よう に な る 日 。 1 ON I 
6. 自分 の (善行 の ) 租 が (悪行 の 笠 よ り ) DLIG SE SC 
重かっ た 者 は と いえ ば 、5 
7. 彼 は (天国 で ) 満足 な 生活 の 中 に ある 。 Dic 95 
8. また 、 自 分 の (善行 の ) 竹 が (悪行 の 笠 よ DIGE 
り ) 軽かっ た 者 は と いえ ば 、 
つい らく の を し 
9. その 落ち 着く 先 は 、 墜 落 。6 の 
10. それ が 何 か を 、 何 が あな た に 知ら せる か ? OR ESS 
11. (それ は ) 酷 熱 の 業火 で ある 。 lo か の 6 
1 マッ カ * 啓 示 。 ス ー ラ \* の 名 称 は 、 冒頭 に 出現 する 語 が 由来 。 復活 の 日 * が 、 そ の 日 の 恐る べき 
様子 、 そ こ で 起き る 清算 と 報い 、 善 行者 と 悪行 者 の 対照 的 な 行き 先 の 描写 と 共に 、 確 証 さ れる 。 


1S】 


ww 


oo 


この 「 衝 撃 ] と は 、 そ の 恐怖 と 戦 便 ( せ ん りつ ) に よっ て 創造 物 に 衝撃 を 与え る 、 復 活 の 日 


* の こと (アル = クル トゥ ビー20:164 参照 )。 


の 数 の 多 さ 、 衣 (お あわ) れ さと 、 散 ら ば り 、 
る (アル = バイ ダー ウィ ー5:522 参照 )。 


復活 の 日 * の 山々 の 変化 に つい て は 、 
復活 の 日 * の 種 に つい て は 、 


高 壁 章 8 の 訳注 も 参照 。 


「 落 ち 着 く 先 (ウン ム )」 に は 、「 頭 」 と いう 解釈 も ある 。 そ の 場合 、 
「 隊 落 」 と は 、 底 知れ ず 墜 落す る 場所 で ある 、 地 獄 の 別称 


する 」 と いう 意味 と な る 。 ま た 、 
(アル テバ ガウ ィ ー5:297 参照 )。 


混乱 し た 様子 が 洗 に 警 


ン 


『 (た と ) えら れ て v 


洞窟 章 47 の 訳注 を 参照 


No 


「 頭 か ら 業 火 へ と 墜落 


102. 増やし 合い 章 


66\N、 er 


第 102 章 
増やし 合い 章 (アッ ニタ カー スル ) ! 


中 


ひ 


じ じ あい 
慈悲 あま ね く * 慈 愛 深き * 
み な 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


. 増やし 合い ? が 、 あな た 方 を (アッ ラー* へ の 


服従 3 か ら ) そっ ちの け に させ る 、 

あな た 方 が (死ん で ) 墓場 を 訪れ る まで 。 
断じて (、 そ の よう で ある べき で は ) な い ! 
あな た 方 は や が て 、 ( 事 の 結末 を ) 知る だ 
ろう 。 

更に 、 断 じ て (、 そ の よう で ある べき で は ) 
な い ! あな た 方 は や が て 、 ( 事 の 結末 を ) 
知る だ ろう 。 * 


断じて (、 その よう で ある べき で は ) な い ! 


も し 、 あ な た 方 が 確固 た る 知識 ? で 知る な ら 
ば (あな た 方 は その よう な こと か ら 身 を 慎 
み 、 自 ら を 破滅 か ら 救 うこ と へ と 急い だ で 


あろ う ) 。 


1 


】 


(いい 


に 


m 


マッ カ * 啓 示 。 ス ー ラ * の 名 称 は 、 冒 頭 に 出現 する 語 が 


AGIE 


OEILRS 


OIE 


来 。 復活 の 日 * と 、 そ の 日 の 報 ( む 


く ) い の 確 証 と 共に 、 来 世 で 自分 自身 を 救っ て くれ る 物事 を お ろ そ か に し 、 現 世 の 諸 事 に 


か まけ る こと へ の 厳 (きび ) し い 警 告 が な され る 。 


財産 、 子 供 、 仲 間 、 軍 勢 、 部 下 、 地 位 な ど 、 ア ッ ラ ー* の た めで は な く 、 他 人 に 対す る 
数 量 的 な 優勢 を 意図 し た 全て の 物事 に お ける 「 増 や し 合い 」 の こと (アッ = テ サ ァ アデ ィ 


933 真 参照 )。 


ある い は 、「 来 世 を 求め る こと 」( イ ブン ・ カ スィ ー ル 8:472 参照 )。 

一 説 に 、 こ の アー ヤ *『 は アー ヤ *3 の 内 容 の 強調 。 そ の 他 、 ア ー ヤ *3 と アー ヤ *4 の 「 知 る 」 
が 、 そ れ ぞ れ 「 墓 の 中 で の も の と 来世 で の も の 」「 死 が 訪れ た 時 と 復活 の 時 」「 死 が 訪れ た 
時 と 墓 に 入っ た 時 」「 不 信仰 者 * の も の と 信仰 者 の も の 」 で ある 、 と いう 解釈 も ある (アル 


テク ルト ッ ゥ ビー20:172-173 参照 )。 


この 「 確 固 た る 知識 」 と は 、「 死 後 、 ア ッ ラ ー* が 人 を 蘇 (よみ が え ) ら せ る と いう こと 」 


(アッ = テ タ バリ ー10:8754-8755 頁 参 照 )。 


102. 増やし 合い 章 1307 BA a NY 


6. 


7. 


あな た 方 は 必ず や 、 火 獄 を 見 よう 。 eA 
更に 、 あ な た 方 は 必ず や 、 揺 る ぎ な い 目 で OTS 
それ を 見 よう 。 ! 

それ か ら 、 あな た 方 は (復活 の ) その 日 、 必 DAN II IEAG 
ず や 安 筆 に つい て 暴 ね られ よう 。 2 


IN) 


一 説 に 、 こ の アー ヤ * は アー ヤ *6 の 内 容 に 対す る 強調 。 その 他 、 ア ー ヤ *6 と アー ヤ *7 の 「 見 
る 」 は 、 そ れ ぞ れ 「 地 獄 が 彼ら を 遠い 場所 か ら 認め る こと (識別 章 12 参照 ) と 、 彼 ら が 
耶 語 へ と や っ て 玉 た 時 、 そ れ を 日 に する こと (マル ヤム * 章 71 と その 訳注 を 参照 )」「 知 識 
に よる も の と 、 目 視 に よる も の 」 と する 解釈 も ある (アル = テバ イダ ー ウ ィ ー5:524 参照 )。 


「 安 寧 」 と は 、 人 が 現世 で 味わう 、 あら ゆる 因 恵 の こと (アッ ニタ バリ ー10:8759 参照 )。 
人 は その 日 、 現世 で 味わっ た 恩恵 に 対し て 感謝 を し 、 そ こ に お いて アッ ラー* に 対す る 義務 
を 果たし て いた か 、 そ れ を 罪 に 利用 する こと は な か っ た か 尋ね られ (この 「 質 問 」 に つい 
て は 、 高 壁 章 8 の 訳注 も 参照 )、 そ の 内 容 い か ん に より 、 更 な る 恩恵 を 頂く か 、 あ る い は 
懲罰 を 受け る か する こと に な る (アッ = テ サ ァ デ ィ ー933 頁 参 照 )。 そ し て 、 ア ッ ラ ー* 以 外 
の も の を 崇 ( あ が ) め る 者 は 、 か れ の 思 恵 に 対し て 感謝 し て いる こと に は な ら な い (アル 
テバ ガウ ィ ー5:299 参照 )。 


103. 時 間 章 


時 間 章 7) レー ベル) N 


じ 
慈 尋 まあ まね * 基 愛 迷 き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


1. 時 間 に か け て ( 克 う ) 。 2 ④ と 
2. 本 当 に 人 間 は 、 ま さ し く 損失 の 中 に ある 。 ON 
3. 信仰 し 、 正 し い 行い * を 行い 、 真理 (の 固守 NG MY) 

と ア ッ ラ ー* へ の 服従 ) を 勧め 合い 、 忍耐 * OF 


を 勧め 合う 者 た ち 以 外 は 。 


1 マッ カ * 啓 示 。 ス ー ラ * 名 は 冒頭 で 登場 する 語 に 由来 。 信仰 、 正しい 行い *、 互 い に 真 理 と 忍 
環 を 勧め 合う こと を 実現 し な い 限 り 、 人 間 は 損失 と 欠如 の 中 に ある こと が 確証 され る 。 
2 アッ ラー* に よる 、 こ の 奪い に つい て は 、 整 列 者 章 1 の 訳注 を 参照 。 


104. 中 傷 者 章 


ちゅ うし ょ う 第 104 章 


中 傷 者 草 (アル = ニ フ マ ザ ) + 


7. 


じ 
慈 尋 ド まあ まね < ' 芝 愛 深き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


ゅ うし ょ う 


. 全て の 中 傷 者 、 誹 謎 者 4 に 、 災 いあ れ 。 Os と 0 と 5 
財産 を 集め 、 そ れ を 数 える (こと に 現 を 抜 OHNE 
か す ) 者 に 。 
彼 は 自分 の 財産 が 、 自 分 を (現世 で ) 永吉 OHP レコ 
に 生か し て く れる と 思っ て いる 。 

断じて (、 彼 の 主張 は 正しく ) な い 1 彼 は 必 の 引っ る 人 
ず や 、 粉 砕 す る も の 3 の 中 に 投げ 込ま れ よう 。 

(使徒 * よ 、) 粉砕 する も の が 何 か を 、 何 が CS 
あな た に 知ら せる の か ? 

(それ は 、) 点火 され (流し く 燃 え 上 が っ ) OAR 
た 業火 。 

(身体 を 突き 抜け 、) 心臓 に まで 達する も の 。 * NEL 


I) 


ww 


た 


マッ カ '* 啓 示 。 ス ー ラ *\ 名 は 冒頭 の アー ヤ * に 登場 する 語 に 由来 。 シ ルク * の 徒 が 、 ム スリ ム * 
た ち を イス ラー ム * か ら 遠 ざけ 、 シ ルク * へ と 回 帰 (か いき ) させ よう と し て 行っ て いた 害 
の 一 例 が 取り 上 げ ば られ 、 正 し い 信 仰 も 普 行 も せ ず 現世 に 湧 (お ぼ ) れ て いる 彼ら に 対す る 、 
来世 で の 厳しい 懲罰 が 警告 され る 。 

と の 「 中 傷 者 」「 誹 謗 者 」 の 解釈 に は 、 前 者 と 後者 が それ ぞ れ 、 「 悪 い 噂 を 吹い て 回 る 者 (等 
章 11 の 訳注 を 参照 )、 人 の 欠点 を あげ つら 2 i と 向かっ て 中 傷 す る 者 、 陰 口 (部 屋 
章 12 の 訳注 を 参照 ) を 言う 者 」「 そ の 逆 」「 言 葉 で 中 傷 す る 者 、 目 配 (くば ) せ で 中 傷 す 
る 者 」 な ど 、 非 常に 多く の 説 が ある ( ア 人 61 

「 粉 砕 す る も の 」 と は 、 そ こと に 入れ られ た も の 全て を 粉砕 する 、 地 獄 の 業火 の 別称 (前 掲 
書 20:184 参照 )。 

と の アー ヤ * の 解釈 に は 、「 炎 は 全身 を 覆 (お お ) い 尽く す が 、 誤っ た 信仰 は 心 に 宿 (や ど ) 
る も の で ある こと か ら 、 心臓 が 特に 言及 され て いる 」 「 心 臓 に まで 痛み が 達 す れ ば 人 は 死ぬ 
も の だ が 、 そ こ で は 死ぬ こと も で き な い (創成 者 * 章 36、 至 高 者 * 者 13 も 参照 )」「 心 の 内 
を 見 通し 、 彼 ら の 各々 が どれ だ け 懲 罰 に 値する か を 知っ て いる 」 と いっ た 諸説 が ある ( ア 
ッ テ シ ャ ウ カ ー ニ ー5:665 参照 )。 


104. 中 傷 者 章 


Si TE 


8. 本 当 に それ は 、 彼 ら を 密閉 し て いる 、 
9. 長く 伸び た 列 梓 ! の 中 で 。 


1 この 「 列 柱 
章 8 も 参 


展 い 鎖 や 析 


」 の 解釈 に は 、「 そ れ に よっ て 罰 さ れる 柱 」「 


I 


Gd 
Dc 


に つけ られ る 柳 (ヤー・ ス ィ ー ン 


叶 )」「 足 に つけ られ る 柳 」「 地 獄 の 民 を 密閉 する 杭 (くい )」「 体 を 紳 (し ば ) る 


(真実 章 30-32 も 参照 )」「 終 わり の な い 


テク ルト ウゥ ビー20:186 参照 )。 


民 い 


計 間 」 と いっ た 諸説 が ある (アル 


105. 象 章 


隊 第 105 章 
人 梨 章 (アル テニ フ ィ ー ル ) ! 


じ 
慈 尋 まあ まね < " 粉 愛 深 き * 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


I あな た の 主 * 
、 象 の 仲間 た ち に どの よう に な さっ た の 
\、 知ら な か っ た の か ??2 


2 0 無 に 帰 させ られ た の 
で は な か っ た か ? 

3 そし て 、 か れ は 彼ら に 、 大 群 を な す 鳥 た ち 
を 遣わ され た の だ 。 1 


1 マッ カ '* 啓 示 。 預言 者 #: ム ハン マ ド * が 誕生 し た 年 で ある と され る 
(か ん けつ ) に 描写 し て お り 、 そ れ が スー ラ * の 名 称 と も な っ て 
あっ た イブ ラー ヒー ム * と 、 そ の 息子 で あり アラ ブ 人 の 祖 で も あ 


LGS の 


O&A 


タン > ン 


OER LA 


「 象 の 年 」 の 出来 事 を 簡潔 
いる 。 タ ウ ヒ ー ド * の 徒 で 
る イス マー イー ル * が 建設 


し 、 ア ッ ラ ー* が 神聖 な る も の と され た カ ァ バ パ 神 殿 * と マッ カ * を 汚 そ うと する 者 に 対す る 、 
アッ ラー* の お 怒り と 懲罰 (ちょ うば つ ) の 警告 、 そ れ を お 守り に な る の は 当時 そこ で 上 崇 ( あ 


が ) め られ て いた 偶像 な ど で は な く 、 ア ッ ラ ー* ご 自身 で ある こと 


が 強調 され る 。 そ こ に は 、 


カアバ 神殿 * の 諸事 を 司 (つか さ ど ) っ て いた 当時 の クラ イシ ュ 旋 * の 不信 仰 者 * に 対す る 警 


告 と 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * と その 宗教 に 対す る アッ ラー* の ど 加 護 


ー ム * と その 預言 者 * に 対す る 敵 の 策略 が 無 に 帰す こと の 約束 が 、 
キリ スト 教 で あっ た エチ オ ピ ア 王国 の イエ メン 総督 (そう と く ) 


to 


(か ご )、 そ し て イス ラ 
暗 に 示さ れ て いる 
アブ ラ ハ は 、 サ ヌ ア に 大 


き な 教 会 を 建て 、 そ れ が カ ァ バ 神 殿 * に 代わ る 巡礼 * の 場 と な る こと (肉牛 章 125、 悔 悟 章 
28 の 訳注 も 参照 ) を 望ん だ 。 し か し アラ ブ 人 た ち が そ れ を 受け 入れ な い の を 見 る と 、 カ ァ 


バ 神 殿 * を 破壊 (は か い ) すべ く 、 象 を 従え た 強大 な 軍隊 と 共に 
ブン ・ カ スィ ー ル 8:483-484 参照 )。 


肥 ら は 、 ク ライ シュ 族 * に 対し て は 殺害 や 捕 囚 (ほし ゅ う )、 カ アノ 


の 
に 


アブ ラ ハ 軍 の マッ カ *\* 人 入城 と いう と ころ で アブ ラ ハ の 象 が 進 軍 を 拒 


マッ カ * へ と 進軍 し た ( イ 


神 屋 * に 対し て は 破壊 と い 


う 「 策 略 」 を 立て て いた (アル テク ルト ゥ ピー20:195 参照 )。 ク ライ シュ 旋 * は 彼ら に 対し て 
軍事 的 に 太刀 (た ち ) 打ち 出来 な か っ た の で 、 周 辺 の 山中 に 避難 (ひな ん ) し た が 、 い よい よ 


( こ ば ) み 、 役 ら は イエ メ 


ン へ の 撤退 (て っ た い ) を 余儀 ( よ ぎ ) な くさ れ た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8.485 参照 )。 


た 


と これ は アブ ラ ハ 軍 が 、 イ エメ ン へ 撤退 する 途中 の こと 。 そ れ ら の 鳥 は くち ば し と 両足 か ら 


三 つ の 石 を 投下 し た が 、 そ の 石 が 命中 し た 者 は 即死 する か 、 あ る い は 体 が 少し ずつ 崩 ( く 
ず ) れ 落 ち て 行き 、 死 に 至っ た 。 尚 、「 大 群 を な す (アバ ー ビ ー ル )」 と いう 語 に は 、 ほ か 
に も 「 次 々 と 連 (つら ) な っ て や っ て 来る 」「 四 方 か ら 分 散 し て や っ て 来る 」 と いっ た 解釈 


が ある (前 掲 書 8: 485-487 参照 )。 


105. 象 章 1312 dl 3) 6 


4 彼ら に 、 泥 士 か ら な る 石 を 落下 させ る (人 つり タン ジジ に と ジ 
た ち を ) 。 

5. それ で か れ は 、 彼 ら を 食い 散ら か され た 枯 OI 
れ 葉 の よう に な さっ た の だ 。 


106. クラ イシ ュ 族 意 


第 106 章 
クラ イシ ュ 族 * 章 1 
半 悲 起ち まね く - 基 深き * NR っ 
アッ ラー* の 御名 に お いて 
1。 ク ライ シュ 族 * の 慣例 に (、 感 嘆 せ よ ) 。2 RN 
2. 冬 と 夏 の 旅 に お ける 彼ら の 慣例 に 、 感嘆 せ | ④ っ > 現下 知ら ょ 84 
a 
3. な ら は 彼ら に 、 この 館 (カアバ 神殿 役 ) の 主 SNES 
+ を 茜 まさ せる の だ 。 
4 空腹 ゆえ に 食べ 物 を 彼ら に お 授け に な り 、 の に 2 
彼ら を 恐怖 か ら 安 ら げ て 下さ っ た 3 お 方 を 。 上 衝 


1 


いい 】 


ww 


た 


マッ カ * 啓 示 。 ス ー ラ * 名 は 


する クラ イシ ュ 族 * と いう 語 に 


米 。 


た クラ イシ a こ 対 し 、 


へ の 感謝 と 共に 、 ア ッ ラ ー の 唯一 


性 * 


冒頭 に 出現 する 、 ク ルアー ン * の 中 で は この スー ラ * の み に 登 場 
0 カ ァ バ 神 殿 * の 世話 人 で も あっ 
アッ ラー* が 彼ら に 特別 の 恩恵 を お 授け に な っ た こと 


\ め 、 か れ の み を 崇拝 * す る こと が 命じ られ る 。 


その 他 、「 こ の アー ヤ * は この 前 の スー ラ * と 関連 し て お り 、『 ク ライ シュ 族 * の 慣例 ゆえ に (、 


アッ ラー* は 象 の 促 


『 ク ライ シュ 族 * の 慣例 ゆえ に 


間 を 壊滅 させ られ た )』 と いう 意味 」「 こ れ は アー ヤ *3 と 関連 し て お り 、 


(… 主 * を 崇拝 * さ せる の だ )』 と いう 意味 」 と いっ た 解釈 が 


ある (アル テク ルト ゥ ピー20:201 参照 )。 


「 冬 の 旅 」 と は イエ メン 地方 、「 夏 の 旅 」 と は シャ ー ム 地方 (現在 の シリ 
ム ヤ ッ サ ル 602 


辺 地 域 ) へ の も の 
ー ム * 章 37 も 参照 ) で 、 そ の 周 
と その 訳注 を 参照 ) が 、 


ア 、 パ レス チ ナ 周 


1 参照 )。 マ ッ カ * は 作物 も 実ら な い 土地 (イブ ラー ヒ 


埋 で 


アッ ラー* は 、 ク ライ シュ 族 * が 定期 的 に 交 


“は アラ ブ 人 た ち が 常 に 戦争 し 合っ て いた ( 遇 昧 章 67 
ぷ 易 (こう えき ) の 旅 を 


し 、 必 要 な 物資 を 手 に 人 れる こと を 容易 (た や す ) くし て 下さ っ た 。 (マッカ * の 外 で ) 何 


か 問題 が 降り か か っ た 時 に は 、 


「 私 た ち は ア ッ ラ ー* の 聖域 の 住 


民 で ある 」 と 言え ば 、 人 々 


か ら 害 を 及ぼ され る こと も な か っ た の だ と いう (アル ニク ルト ゥ ピー20:204-209 参照 )。 


ー ヤ *2 の 訳注 、 


生 章 125 の 訳注 、 雌 章 91「 聖 な る 地 」 の 


訳注 も 参照 。 


107. 手 助け 章 1314 KEY 


慈 圧 あ まね 、 " 粉 愛 深 き * NN 3 
アッ ラー* の 御名 に お いて 
言っ て みよ 、 (復活 と ) 報い を 嘘 と する 者 oR OS 
(に つい て ) 。 
それ は 孤児 を (その 権利 か ら ) 押し や り 、 ON RD 
貧者 * た ち に 食べ 物 を 施す こと を 勧め な Co まそ 
い 者 。 
いあ れ 、 和 振 者 た ち (で は あっ て も ) 、 Di 
自分 た ちの 礼拝 を 、 お ろ そ か に する 者 2 た ち 。 |  ④ つ ビン ェ 2 
見 せ び ら か し で (善行 を ) 行い 、 | 
手助け 3 を 妨げ る 者 た ち に 。 OPEL 


1 


sl 


w 


マッ カ * 刻 示 (マデ ィ ー ナ * 啓 示説 も あり )。 ス ー ラ * 名 は 、 ク ルアー ン * の 中 で この スー ラ * 
の み に 登 場 する 同 語 (アー ヤ *7 と その 訳注 を 参照 ) に 由来 。 復活 と 報い を 信じ な いこ と が 
悪 の 元凶 の 一 つ で ある こと を 強調 し つつ 、 ア ッ ラ ー* の 崇拝 に お いて も 、 そ の 創造 物 に 対 
し て も 善 を 尽く さ な い こと で 、 自 分 自身 に 災い を 招く 者 の 姿 が 警告 と 共に 描か れ て いる 。 
(義務 の ) 礼拝 時 間 の 遵守 (じゅ ん し ゅ )、 礼拝 の 基本 的 行為 や 条件 を 満た すこ と 、 礼 拝 に 
お ける 恭順 さ (雌牛 章 45 の 訳注 も 参照 ) や 、 そ の 意味 の 熟慮 (じゅ くり ょ ) な ど を 「 お 
ろ そ か に する 者 」 の こと (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:493 参照 )。 

この 「 手 助け (マー ウー ン )」 と いう 語 の 具体 的 な 解釈 に は 、「 浄 財 *」「 財 産 」「 基 (お の )、 
鍋 (な べ )、 火 な ど 、 家 で 利用 する 物 」「 全 て の 有益 な 物 」「 食 し 物 」「 あ ら ゆ る 善 事 」「 水 と 


草 」「 水 」「 権 利 」「 水 と 火 と 塩 」 な ど と いっ た 諸説 が ある (アル テク ルト ウゥ ビー20:213-215 
参照 )。 


108. 潤沢 章 


第 108 章 


じゅ ん た 


潤沢 章 (アル = カウ サル ) ! 


1 


悲 あ まね N " 粉 愛 深 き * 


メア ラー 


+ の 御名 に お いて 


(預言 者 よ 、 ) 本 当 に われ ら * は 、 あ な た に 


潤沢 を 授け た 。 

な ら ば 、 あ な た の 主 * に の み 礼 振 し 、 (か れ 
の 御名 に お いて の み ) 屋 れ 。3 

実に あな た (と 、 あな た の 携え て 来 た 導 


き ) を 憎む お 者 こそ は 、 断 ち 切ら れ た 者 * な 


の で ある 。 


1 マッ カ * 刻 示 か マデ ィ ー ナ * 刻 示 か で 、 学 者 間 の 大 き な 相 違 が ある スー ラ 
* の み に 登 場 する 同 語 に 
と の 吉報 と 慰安 (いあ ん )、 それ に 対す る 


いい 】 


ww 


た 


は 、 ク ルアー ン * の 中 で この スー ラ 


世 と 来世 に お いて 多く の 善き も の を 授かる と いう こ 


ラ * 名 
現 


“の = メー 
来 。 預 言 者 * ム ハン マ ド * が 、 


アッ ラー* へ の 感謝 の 命令 、 預 言 者 * と その 教え に 敵対 する 者 へ の 警告 が 述べ られ て いる 。 


「 潤 沢 
復活 の 日 * に 預 
さと 幅 は 一 ヶ月 の 旅程 、 水 は 乳 よ り 


と 輝き ゆえ に 星空 の よう で 、 そ れ を 一 品 


い 、 と され る (アッ = テ サ アァ ディ ー935 


[参照 )。 


これ は 、 


アッ ラー* 以 外 の も の に サジ タダ \ し 、 
2 正反対 の こと 。 者 


参照 )。 ま た 、 
を 層 る こと 」 を 示し て いる の だ 、 
尚 、 
われ る 「 首 の 


外 の 情 殺 法 に よる 層 和 殺 も 含ま れる (アッ ニシ ャ ン キ ー テ ィ ー9 : 


「 断 ち 切ら れ た 者 (アブ タル )」 と は 語 
「 そ の 後に 
(アル テク ルト ゥ ピー20:223 参照 )。 マ ッ カ * の 不信 仰 者 * ら は 、 預 言 者 * に 
り 継 が れる こと も な い 者 」「 男 児 が 天 折 (よう せつ ) し た た め 、 跡 継 (あと 


次 の こと で 、 そ れ が 転じ て 、 


ば 、 そ の 後に 語 


これ は 特に 「 イ ー ド * ア ル = ア ド ハ 
と も 言わ れる (アル = クル トゥ ビー20:218-219 参照 )。 
と こと で 「 層 れ 」 と いう 訳 を あて た アラ ビア 語 は 「 ナ フル 」 で 、 主 に ラク ダ に 対し て 行 


すけ 根 を 刃物 で 突き 刺す 」 居 条 法 。 た だ し 、 こ の アー ヤ * 


源 的 


了 | ど 、 
、 水 を 飲む た め の 杯 は その 数 の 多 さ 
1 (の ど ) が 渦 (か わ ) く こ と は な 


アッ ラー* 以 外 の 名 に お 
162-163 も 参照 (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:503 
(犠牲 祭 ) の 


こ 、 男 児 が いな い 者 、 


(カウ サル )」 と は 、 そ も そ も 「 沢 山 の 善 きも の 」 と いう 意味 。 そ し て その 一 つが 、 
言 者 * に 与え られ る 同名 の 川 「 カ ウサ 
白く 、 蜜 より 


水飲み 場 で ある 。 そ の 川 の 長 


3 いて 家畜 を 層 っ て いた 


、 礼 拝 を し て か ら 冬 牲 


の 意味 に は 、 そ れ 以 
130 参照 )。 


尻尾 (し っ ぽ ) の な い 家 


善き も の が 残ら な いよ うな 全て の こと 」 を 指す 言葉 


「 死 ん で し まえ 


つ ) ぎの な い 者 」 な ど と 悪口 を 言っ た も の だ っ た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:504-505 参照 )。 
し か し 実際 の と ころ 、 そ うな る の は 役 ら 預言 者 * の 敵 な の で あり 、 預 言 者 \ は と いえ ば 、 そ 


の 子孫 も 名 声 も 徳 も 復活 の 


* ま で 続く の で ある (アル テバ イダ ー ウ ィ ー5:537 参照 )。 


109. 不信 仰 者 た ち 章 ブ 1s16 NN 


第 109 章 RR 1 RA スン 
不信 仰 者 * た ち 章 (アル = カー フィ ルー ジジ) の 92 


直 悲 あま ね く * 閑 有 深き * 

アッ ラー* の 御名 に お いて 

1. (使徒 * よ 、 ア ッ ラ ー* と その 使徒 * を 否定 す OS 
る 者 た ち に 、) 言っ て や れ 。 「 不 信仰 者 * た 


ち ま 、 

2 私 は 、 あ な た 方 の 崇拝 する も の ? を 崇拝 * せ ず 、 る RT 

3、 あ な た 方 は 、 私 の 崇拝 する も の (アッ ラー OVA 
* の 崇拝 * 者 で は な い 。 

4 また 、 私 は あな た 方 が 崇拝 * し た も の の 上 崇拝 OE 
+ 者 で は な く 、 

5、 あ な た 方 は 、 私 の 崇拝 "する も の の 貯 拝 * 者 で る Eo 
は な い 。 3 

6. あな た 方 に は あな た 方 の 宗教 ? が あり 、 私 に Sd 


は 我 が 宗 教 が あ る 」 Oo 


1 マッ カ * 啓 示 か マディ ー ナ * 啓 示 か で 、 学者 間 の 大 き な 相 違 が ある スー ラ * の 一 つ 。 タウ ヒー 
ド * の 強調 と 、 シ ルク * と の 決別 を 衣 (うた ) う ス ー ラ *『 で 、 ス ー ラ \* 名 は 冒頭 で の 呼び か け 
の 言葉 に 由来 。 一 説 に 、 マ ッ カ * の 不信 仰 者 * た ち が 預 言 者 * ヘ ムハンマド * に 対し 、「 隔 年 (か 
くね ん ) で お 互い の 崇拝 対象 を 崇拝 * し よう 」 と いう 妥協 (だ きょう ) 策 を 提示 し た こと に 
関し 、 下 っ た スー ラ * と も 言わ れる 。 ク ルアー ン * の 中 で も 特に 重要 と され 、 預 言 者 * に よっ 
て 頻繁 (ひん ば ぱん) に 読 議 (どく し ょ う ) され た スー ラ * の 一 つ 。 

2 つま り 偶 像 や 、 偽 (に せ ) の 神々 の こと ( ム ヤ ッ サ ル 603 頁 参 照 )。 

アー ヤ *2-3 と アー ヤ *4-5 の 関係 に つい て は 、「 前 者 は 崇拝 * の 対象 、 後 者 は 崇拝 * の 仕方 に 

お いて 、 a も の 。 つ まり アー ヤ *4-5 は 、『 私 は あな た 方 の 

崇拝 * の 仕方 で 崇拝 * せ ず 、 ア ッ ラ ー が お 喜び に な る 仕方 で 崇拝 『 す る が 、 あ な た 方 は アッ ラ 

ー* の 崇拝 * に お いて 、 ア Ge 自分 た ち で 勝手 に 崇拝 * の 仕 

方 を で っ ち 上 げ て いる 』 と いう 意味 」「 前 者 は 現在 、 後 者 は 未来 の こと 」「 後 者 は 前 者 の 意 

味 の 強調 」「 前 者 が 彼ら の 行為 の 否定 、 後 者 が 行為 と それ を 受け 入れ る こと の 否定 」( イ ブ 

ン ・ カ スィ ー ル 8:507-508 参照 ) 「 前 者 は 未来 、 後 者 は 現在 、 あ る い は 過去 の こと 」( ア ル 

テバ イダ ー ウ ィ ー5:537-538 参照 ) と いっ た 諸説 が ある 。 

4 「 宗 教 」 で は な く 、「 報 い 」 と いう 解釈 も ある (アル = テク ルト ゥ ビー20:229 参照 )。 


CO 


110. 援助 章 1317 
第 110 章 
援助 章 (アン = ナス ル ) ! 
妖 起ち ま ね く - 閑 深き * NN うう 
アッ ラー* の 御名 に お いて 
1 (使徒 * よ 、) アッ ラー* の 援助 と 勝利 が 到来 | ~④ だ づち 強し る 所 
本 
2. 人 々 が 、 次 々 と 集団 で アッ ラー* の 宗教 ( イ | 拓 p8o 人 る の C5 
スラ ー ム ?) に 入る の を 見 た な ら ば 、 OCR ペ 
3 あな た の 主 * の 称 質 * と 共に (か れ を ) 称え *^、 | ap つ ジ と うる 
か れ に お 赦し を を え 。 本 当 に か れ は も と よ の ゆっ そっ 
た よく 悔 合 を お 受け 入れ に な る * お 方 な の 
だ か ら 。 
1 マデ ィ ー ナ * 啓 示 で も 後期 に 下っ た も の 。 スー ラ * 名 に も な っ て いる よう に 、 ア ッ ラ ー* か ら 


NN) 


の 援助 と 勝利 、 宗教 の 完結 、 


大 勢 の 人 々 が イス ラー ム * を 受け 入れ る こと の 吉報 と は 


E に 、 預 


言 者 * ム ハン マ ド * の この 世 と の 別れ が 近づい た こと が 暗 に 示さ れる 。 そ し て 偉業 ( い ぎ ょ 


う ) が 完遂 し た 締め くく り 


と し て 、 


どう こと が 、 命 じ ら れ て いる 
こと の 「 勝 利 」 と は 、 マ ッ カ 開城 * の こと と され る 。 ア ラビ ア 半 島 の アラ ブ 諸 部 族 は 、 預 言 者 


* ム ハン マ ド * が 


いた 。 そ れ で マッ カ 開 城 * の 後 、 彼 ら は 次 々 と イス ラー ム * を 受 
ム * が 行き 渡る まで 二 年 も 要 し な か っ た の で ある (イブ ン ・ カ スィ 
国 の 開城 」「 一 般 的 な 意味 で の 勝利 」 で ある 、 と 


ビア 半島 全体 に イス ラー 
ー ル 8:513 参照 )。 ま た 、 


「 勝 利 が 「 諸 


アッ ラー* に 対す る 更 な る 感謝 と 崇拝 *、 


いっ た 解釈 も ある (アル テク ルト ッ ゥ ビー20:230 参照 ) 


罪 の お 散 し を 


分 の 民 に 勝利 し 、 マ ッ カ * を 開城 する こと を 預言 者 * 性 の 印 の 一 つと し て 


け 入 れる こと と な り 、 ア ラ 


111. 縫 り 合 わ さ れ た も の 章 1318 dl pe 


第 111 章 


続 り 合わ され た も の 章 (アル = マサ ド ) ! 


し 』 


慈 和 悲 あま ね く * 慈 愛 深 き " RN, 3 
アッ ラー* の 御名 に お いて 
1。 ア ブー・ ラ ハブ * の 両手 * は 破滅 せよ 。 そし て ORANG 
彼 は 、 (確か に ) 破滅 し た の だ 。3 
2. 彼 の 財産 も 、 彼 が 得 た も の *! も 、 (アッ ラー* ORG ACIEEC 
の 懲罰 が 下さ れ た 時 、) 彼 の 役 に は 立た な 
か っ た 。 
3. 彼 は 、 (激しく 燃え 上 が る ) 炎 を 有する 業火 ⑤ と 955 5 ルン 
に 入っ て 計ら れる こと に な ろう 。 
4。 そ し て その 妻 、 つま り 新 の 運搬 人 5 も (そこ ER 
に 入っ て 表 ら れ よ う ) 。 6 


マッ カ * 啓 示 。 ス ー ラ * 名 は 、 こ の スー ラ * に し か 登場 し な い 同 語 ( ア MA に 由来 。 預言 者 * 
ムハンマド * を 否定 し 、 敵 対し 、 危 害 を 加え よう と する 男女 に 対す る 懲罰 の 警告 が な され る 。 
アラ ビア 語 特有 の 表現 で 、 体 の 一 部 「 両 手 」 に よっ て 体 全身 を 表し て いる 。 ある い は 、「 彼 
oan 所 有 物 ] (アル テバ ガウ ィ ー5:327 参照 )。 そ の 他 「 預 言 者 * に 向け て 石 を 投げ て い 
た た め に 、 両 手 が 特に 言及 され て いる 」「 彼 の 現世 と 来世 」 と いっ た 解釈 も ある (アル テバ 
イダ ー 5 5:544 参照 )。 
3 「 一 番 近い 親族 に 警告 せよ 」 と いう アー ヤ * (詩人 た ち 章 214) が 下っ た 後 、 預言 者 * ム ハン マ 
ド * は サフ ァ ー の 丘 に 登り 、 ア ッ ラ ー*\ か ら の 命令 通り 、 クラ イシ ュ 族 「 を 集め て 「 本 当 に 私 は 
厳し い 懲 六 に 先立つ 、 の で ちる (サバ ア 章 46 も 参照 ) と 呼び か けた 。 そ 
れ に 対し 、 ア ブー・ ラ ハブ * が 「 お 前 に 破滅 あれ 。 こ ん な こと の た め に 私 た ち を 集め た の か ?」 
と 言っ た こと に 対し 、 こ の スー ラ *\ が 下っ た と され る (アル テ ブ ハー リー4971 参照 )。 

「 彼 が 得 た も の 」 と は 、 子 供 の こと と され る 。 ~ 半 に 彼 は 、 来世 に お ける 不信 仰 の 応報 を 
聞か され た 時 、「 も し それ が 本 当 な ら 、( そ の 日 、) 私 は 自分 の 財産 と 子供 を 代償 (だ いし ょ 
う ) と し て 、 そ れ を 免じ て も ら お う 」 な ど と 言っ た (イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:515 参照 )。 


アブ ー・ ラ ハブ * の 妻 は 、 ウ ン ム ・ ジ ャ ミー ル 。「 閑 の 運搬 人 」 の 解釈 に は 、「 束 (と げ ) を 運 
ん で き て は 、 預 言 者 * の 通り 道 に 撤 ( ま ) いて いた こと 」「 預 言 者 # に つい て 、 悪 い 噂 を 吹い 
避 っ て "a 筆 章 11 の 訳注 も 参照 ) こと の た と え 」「 預 言 者 * の 貧し さ を 越 (さげ す ) 
方 、 自分 は 裕福 な の に 、 け ち だ っ た こと の た と え 」「 罪 を 負う こと の た と え 」 と いっ た 
説 が ある (アル = クル トゥ ピー20.239- 240 参照 )。 


際 、 彼 ら 夫 婦 は イス ラー ム * を 受容 する こと な く 、 こ の 世 を 去っ た (アッ = ニ サ ァ デ ィ ー 
936 頁 参照 )。 


= 


to 


た 


wn 


半生 


111. 続 り 合わ され た も の 章 


1319 ll 


5 彼女 の 首 に は 、 絆 り 合 わ お され た も の の 紐 が 


(か けら れ て ) ある 。` 


1 


a ン ン 。 ダ タニ ルン 。 
OR 


es 


「 絆 り 合 わ さ れ た も の (マサ ド )」 の 具体 的 な 意味 に つい て は 、 様 々 な 説 が ある 。 だ が 、 そ 
の 語義 的 意味 は 「 ラ クダ の 革 で あれ 、 ヤ シ の 木 の 繊 維 ・ 葉 で 
わ さ れ た も の の こと 」 (アル = ニワ ー ヒ ディ ー24:417 参照 )。 ここ か ら 解 釈 学者 ら は 、 彼女 が 

「 現 世 で は 、『 続 り 合 わ さ れ た 紐 』 で 首 に か けた 背負 い 袋 に 
ヤ *4 の 訳注 も 参照 ) が 、 来世 で は 首 に 『 火 の 鎖 ( 鉄 で 継 り 合わ され た も の )』 を か けつ つ 、 


地獄 の 業火 に くべ る 新 の 袋 を 背 


11:355 参照 )。 


う 」 と いう 解釈 を 導き 昌 


あれ 、 鉄 で あれ 、 き つく 締り 合 


隷 (とげ) を 集め て いた (アー 


HH し て いる (アッ テラ ー ズ ィ ー 


112. 純正 章 


第 112 章 


A NX OER RA 
純正 章 (アル = イフ ラー ス ) ! _ 2902 


1. 


じ ひ じ あい 
慈悲 あま ね く * 慈 愛 深き * 


み な 
アッ ラー* の 御名 に お いて 


(使徒 * よ 、) 言え を 。「 か れ は アッ ラー*、 唯 OR 
ー な る * お 方 、 

アッ ラー* は 、 威 光 高き * お 方 、 る RN 
お 産み する こと も な けれ ば 2、 お 産ま れ に も $ や の 
な ら な か っ た 3 の で あり 、* 

誰 一 人 、 か れ に 匹敵 する も の も な か っ た 」。 ci52 と 


1 マッ カ * 啓 示 か マデ ィ ー ナ * 啓 示 か で 、 学者 間 の 大 き な 相 違 が ある スー ラ * の 一 つ 。 アッ ラー 
の 唯一 性 * を 月 定 す る と 共に 、 シ ルク * を 否定 する 。 ア ッ ラ ー* の 属性 の み を 純粋 に 取り 上 げ 、 
E な も の と する こと の 必要 性 を 説く こと か ら 、 こ の ス 
ー ラ * 名 で 知ら れる 。 イス ラー ム * の 根本 教義 が 簡潔 に まとめ られ て いる こと か ら 、「 ク ル ア 
ー ン * の 三 分 の 一 に 相当 する (アル = テ ブ ハー リー5013 参照 )」 と され 、 礼 拝 中 か どう か に 
関わ ら ず 、 折 に 触れ て よく 読ま れる スー ラ * の 一 つ 。 

アッ ラー* に 子供 が な い の は 、 以 下 の こ と か ら も 明白 で ある :① 子 供 は 親 と 同種 だ が 、 ア ッ 
ラー* に 同種 の も の は な い (食卓 章 75、 相 談 章 11 と それ ら の 訳注 な ども 参照 )。@② 親 は 子 


5】 


アッ ラー の 唯一 性 * に 対す る 信仰 を 純 ] 


供 を 必要 と する ゆえ に 子供 が ある が 、 ア ッ ラ ー* は 何 も の を も 必要 と され な い (ユー ヌス * 


章 68 も 参照 )。③ 全 創造 物 は アッ ラー* の し も べ (マル ヤム * 章 93 も 参照 ) な の で あり 、 
その 事実 は 親子 関係 を 否定 する 。 ④ そ も そ も ア ッ ラ ー* に 配偶 者 は な い (家畜 章 101 も 参 


照 ) (イブ ン ・ ジ ュ ザ イ 2:626 参照 )。 


全て の 産ま れる も の は 「 発 生 さ せら れ た 存在 」 だ が 、 ア ッ ラ ー* は 誰 に も その 永遠 の 存在 を 


発生 させ られ る こと な く 、 そ の 存在 に お いて 誰 に も 先行 され る こと の な か っ た 「 最 初 の お 
方 ( 鉄 章 3 と その 訳注 も 参照 )」 な の で ある (前 掲 書 、 同 真 参照)。 


これ ら の 動詞 は 全て 、 過 去 に お ける 人 杏 


区 で 表現 され て お り 、 未 来 形 は 言及 され て いな い 。 


その 理由 は 、 こ の アー ヤ * が そもそも 、 当 時 の シル ク * の 徒 の 「 ア ッ ラ ー* は 子供 を お 生み に 
な っ た (整列 者 章 152 参照 )」 と いう 言葉 へ の 反論 と し て 下っ た た めで ある 、 と され る ( ア 


ッ テ シ ャ ウ カ ー ニ ー5:698-699 参照 )。 


113. 般 明 章 


1321 みり 5 NY 


上 


じ ひ 
慈悲 あま ね ^ * 慈 愛 迷 き * 


デア ツブ プー 


ご 加護 を を う 。 


+ の 御名 に お いて 


(使徒 * よ 、 ) 言え 。 


「 私 は 東明 2 の 主 * に 、 


か れ が 創造 され た 物 の 悪 か ら 。 
また 、 深 まっ た 闇 ( 夜 ) の 悪 か ら 。 


また 、 繋 ぎ 目 


ら 。 3* 


に 息 を 吹き 込む 女 た ちの 悪 か 


また 、 燃 始 * し た 始 み 屋 の 悪 か ら 」。 


1 マッ カ * 啓 示 か マデ ィ ー ナ "啓示 か で 、 学 者 間 の 大 き な 相 違 が ある スー ラ * の 一 つ 。 ス ー ラ *\ 
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ww 


た 


名 は 、 冒 頭 に 登場 する 語 に 


来 。 悪 が は び こ りや すい 


物 の 悪 か ら 身 を 守る た め の 祈 願 の 言葉 が 教示 され る 。 
この スー ラ * を 「 人 々 章 」 と 共に 読み (て この 二 つ の スー ラ * は 、 ま と め て 「 ア ル = テ ム ア ウ ウ 
| 護 を 求め る 二 つ の スー ラ })」 と 呼ば れる )、 災難 か ら の 予防 と 魔よけ と し 


ィ ザ ター ン (ご 加 


た も の で あり 、 そ れ は 以後 の ムスリム * た ちの 慎 


「 般 明 (ファ ラク )」 は 、「 裂 く 」 と いう 語 か ら 派 生 し 
闘 か ら 裂 き 出さ れる ) 移 明 (家畜 章 96 も 参照 )」 だ け で な く 、 動 物 、 種 子 、 水 な ど 、 裂 か 
れ て 出現 する 全て の も の を 指す 、 と いっ た 説 も ある ( 


これ は 魔術 師 の 女 た ち の こと 。 魔術 を 行う 際 に は 、 紐 (ひも ) の つなぎ 目 に 息 を 吹き 込ん 


で いた と され る 。 


また 、 魔術 師 と し て 特に 女性 が 


時 期 や 状況 を 示し つつ 、 悪 し き 創造 
預言 者 * ム ハン マ ド * は 折 に 触れ て 、 


習 と な っ た 。 


た も の と され る 。 そ こ か ら 、「( 夜 の 


アル = クル トウ ビー20:255 参照 )。 


言及 され て いる こと に 関し て は 、「 そ も そ 


も 魔術 師 が 女性 な の で は な く 、『 心 』 と いう 省略 され た 女性 名 詞 に か か っ て いる た め 」「 預 
言 者 * ふ ムハンマド * に 魔術 を か けた ユダ ヤ 教 徒 * ラ ビー ド ・ ブ ン ・ ア ルニア ァ サ ム の 娘 た ちの 
を 、 特 に 指し て いる た め 」( ア Do 705 参照 ) 「 ア ラブ 人 の 魔術 


師 の 多く は 、 女 則 


と は 、 


むこ と ( ム ヤ ッ サ ル 604 


E だ っ た た め 」( イ ブン ・ ア ーシュ ー ル 
「 婚 如 ( ハ サ ド )」 


恩恵 を 授かっ た 誰か か ら 、 そ 
員 参 照 )。 筆 章 51 訳注 内 の 


30:628 参照 ) と いっ た 説 が ある 。 
の 恩恵 が 消え 去っ て し まう こと を 望 
「 ア イン 」 に つい て の 説明 も 参照 。 


114. 人 々 章 


NS NE 


= 


じ ひ じ あい 

慈悲 あま ね く * 慈 愛 深き * 
み な 

アッ ラー* の 人 御名 に お いて 


加護 を を う 、 
人 々 の 王 、 
真 に 崇拝 * さ れる べき 唯一 


る 、) 人 々 の 神 2 に 、 


(使徒 * よ 、) 言え 。「 私 は 人 々 の 主 * に 、 ご 


の 存在 で あ 


問 り に 身 を 潜 ま せ て 嘱 き か ける 者 * (シャ イ 


ター ン ? の 悪 か ら 。 
(それ は 、 ) 人 々 の 胸 に ( 悪 を ) 
ジン * と 人 々 で ある 」。 * 


いい 】 


ww 


た 


ささ や 


嘱 き か ける 、 


ター タプ 


OAT TE EC 


マッ カ * 啓 示 か マデ ィ ー ナ * 啓 示 か で 、 学 者 間 の 大 き な 相 違 が ある スー ラ * の 一 つ 。 ス ー ラ * 


名 は 、 冒 頭 に 登場 する 語 に 
い を 損 


来 。 全能 か つ 唯 一 の アッ ラー* に 細 ( す が ) りつ つ 、 人 間 の 行 
(そこ ) ね 、 正 し い 道 か ら 逸 ( そ ) ら そ うと する 、 人 間 と ジン * か ら な る シャ イタ ー 


ン * の 悪 か ら 身 を 守る た め の 祈 願 の 言葉 が 教示 され る 。 いわ ゆる 「 ア ル テ ム アウ ウィ ザ タ ー 
ン ( 多 明 章 の 訳注 1 を 参照 )」 の 一 つ で 、 玩 明 章 が 主 に 身体 的 な 害悪 に 対す る ご 加護 を 祈 
る の に 比べ 、 本 スー ラ * は 主 に 心 的 な 害悪 に 対す る ご 加護 を 祈る 。 

「 神 」 に つい て は 、 雌 和牛 章 133 の 訳注 を 参照 。 


シャ イタ ー ン * は 不 注意 な 
て し まう 」( ム ヤッ サル 604 頁 参 照 )。 


寺 に は 嘱 き か け て くる が 、 ア ッ ラ ー* が 想起 され る と 「 身 を 潜め 


家畜 章 112 も 参照 。 尚 、 人 間 の シャ イタ ー ン * の 「 嘱 き 」 と は 、 同 情 的 な 忠告 者 を 装 ( よ 
て 


そお ) っ て 、 ジ ン * の シャ イタ ー ン * が 嘱 く よう な こと を 、 忠 告 の 形 で 胸 に 計 


か ける こと (アッ = シャ ウ カ ー ニ ー5:708 参照 )。 


うっ た ) え 
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一 校訂 、a1-Maktab al-Islami 社 、 ベ イル ー ト 、1985 年 。 


AZ No アル ーー ラ アダ グイ リー、 ム ぬ の と シマ ド o ラ ショ アラ ドッ ラー アテ アリー 


(Muhammad al-Khudairi) 、 ター ビ ウ ー ン の クル アー ン 解 釈 (Tafsir al- 
7g27 yin) | 、Dar al-Watan 社 。 


み 2 シン バー ラック ラバ ー リ ドー イー ジア カッ ー デ ティー シン (EN gldWiWn WIDEYaglkdHewei a 
『 封 印 さ れ た 果汁 (al-Rahig al-Makhtum 』、Dar al-Muayed 社 、 リ ヤ ド 、2000 年 。 


ム ヤ ッ サ ル 、 ア ッ ニ テニ タフ スイ ィ イー ル ・ ア ル ニ テニ ム ヤッ サル (a/-7afsir al-Muyassar) 、 
第 二 版 、King Fahad Complex for Printing、2009 年 。 


RII Y= = (One al=Ss ie 。 上 信 ハジ シマ ド o プ シャ アラ ドア ルル 
三 ウ ッ ハ ー プ 著 『 ア ッ ラ ー の 使徒 が 反し た 、 ジ ャ ー ヒ リー ヤ 的 諸事 2 の 研究 ・ 校 
訂 ・ 解 説 (Sharah itab gz7- 婦 sg7/ ag77ag77 Khalafa fiha kasu 477z/ 4// z/ー 


Jahiliyah) | 、Dar al-Muayed 社 、 リ ヤ ド 、1996 年 。 


Tt 


ム ニ ー ラ ・ ム ハン マ ド ・ ナ ー ス イィ イル ・ ア ッ ニ ドー ス リー (Munira Muhammad al- 
Dusuri) 、『 ク ルアー ン の スー ラ の 名 称 と その 徳 (4sma Suwar al-Quran wa 
20277772) 証 還 主 潮 語 度 Das 時 ii 計 3 時 8U2Z0 還 人 還 の 当 ン ト ン 2 全日 2 全 に ミン ニラ シン 9 由 
1426 年 。 


アッ ジー ミセ タダ 、 ア ルル ア サイ シュ アシ ジッ ム グ の ンマ Ro アル ニテ スラ ァ アハ ー テ ー 
( al-Raghib al-Asfahani) 、『 ク ルアー ン の 難易 語 目 録 (al-Mufradat fi 
Gear 7 コ 52220) ジテ ニン ce ア ドッ テー ジン ジ " タ クニ ッッ ニ テテ 人 三 記 Dee a 
"Tlm - al-Dar al-Shamiyah 社 、 ヒ ジュ ラ 暦 1412 年 。 


ケタ ッ ター ジー イー、 ジ アァ ラ ルッ アッ ディー シム ハシ ジマ "アシ みそ ルッ アン デア 
ル テ ハ サン (Fakhr al-Din al-Razi) 、『 不 可視 の 世界 の 鍵 (Tafsir Mafatih 
ag7- の ag7 の 』、 第 一 版 、Dar Ihya al1-Turath al1- “Arabi 社 、 ベ イル ー ト 、 ヒ ジュ 
ラ 暦 1429 年 。 


52 ター ルー ミー クラ デパ ドラ シィ アラ No アッ ー ラ クラ マー ンス ラマ ンー ン (06glieel 
al-Rumni) 、『 ク ルアー ン 諸 学研 究 (の 7zasa7 77 7 ag7- の 7ap) 』 、 第 十 三 版 、 
Fahrasat Maktabat al-Malik Fahad al1-Wataniyah、 リ ヤ ド 、2013 年 。 
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ゲタ ッ 邦 ルー ミー 、 ジ テハ ドド o ア ンダ アラ Cc アッ ー ジ ララ マー シッ ライ マー シ (Pleegwl 
al-Rumi) 、『 ス ー ラ 冒頭 の 文字 群 に お ける 挑戦 と 奇跡 性 の 諸 側 面 (juh al- 


7222977 EN EN SO RDG ア 77 4g77 a/-52mg7) 』』 、 第 一 
版 、Maktabat al-Taubah 社 、1997 年 。 


2 クル ーー ロディ ルー アリ ーッ クン ケア ラマ ド 2 ラ シム へ シマ NR (PA Im Angl 
al1-Wahidi) 、『 詳 注 (a7-7g 太 婦 27- の gs7 の 』、 ア ブ ド ・ ア ルテニア ズィー ズ ・ ブ 
ジ 2o が 文 グ ーー ム ュ アジ ショ アラ No アル ー ア バイ ーッ ゲー リッ が ウー 還 議 偽 、j 
Muhammad Tbn Saud Tslamic University、 リ ヤ ド 、 ヒ ジュ ラ 暦 1430 年 。 


SIG NN 


頻出 名 ・ 用 語 解説 ( 五 十 音 順 ) * 


よ げん し ゃ 
アー イシ ャ : アブ ー・ バ クル * の 娘 ア ー イ シャ 。 預言 者 * ふ ムハンマド * の 妻 の 一 人 で 、 
けっ し ゅ つ 


よ げん し ゃ きょう ゆう 
傑出 し た 学者 の 一 人 で あり 、 預 言 者 * か ら 最 も 多く の 伝承 を 伝え る 教 友 * の 一 人 
で も ある 。 ヒ ジュ ラ 暦 *58 年 頃 没 。 2 


よ げん し ゃ 


アイ ュ ユー ブ プ : 旧約 聖書 の ヨブ の こと で ある と 言わ れる 。 忍耐 強い 預言 者 * で 、 ア ラ 
よ げん し ゃ 

ブ 人 だ っ た と され る 8。 預言 者 * た ち 章 83-84、 サ ー ド 章 41-44 で その 話 が 言及 され 

ie 。 


アウ ラ : 語 源 的 意味 は 「 急 所 」。 法 学 的 に は 「 男 女 が 露 わ に する の を 禁じ られ て 
いる 場所 」。 成 人 * 男 性 の アウ ラ は 、 腕 より 下 と 両 膝 か ら 上 と いう こと で 学者 の 見 
解 は 一 致 。 礼拝 時 以外 に お ける 、 自 由 民 の 成人 * 女 性 の アウ ラ に つい て の 一 般 的 見 
解 は 次 の 通り 。① マ ハラ ム * 以 外 の 男性 に 対し て の アウ ラ : 顔 と 両手 音 か ら 先 を 除 
く 全 身 (ハナ フィ ー 学 派 # で は 、 両 足首 か ら 先 に つい て 意見 の 相違 あり ) 。② マ ハ 
ラム * 男 性 お よび ムスリム * 女 性 に 対し て の アウ ラ : マー リク 学派 ** ハ ン バ リ ー 学 
派 * で は 、 顔 ・ 頭 部 ・ 首 ・ 両 腕 ・ 両 足 を 除く 全身 。 ハ ナ フ ィ ーー 学派 * ま で は 、 そ こ に 胸 も 
含め る 。 シャー フィ イー 学派 * で は 、 騰 より 下 と 両 膝 か ら 上 まで *。 但し これ ら は 全 
て 、 欲 望 や 間 題 を 引き 起こ す 恐 れ が な い 場合 に お いて 許さ れる 、 と いう こと で あ 
る 5!。 尚 、 夫 婦 ど う し は 、 互 い に 全 身 を 見 る こと が 許さ れる 


ぎ む れい は い 


アス ル : 五 つ の 義務 の 礼拝 の 一 つ で 、 午 後 の 皿 ラ クア の 礼拝 。 そ の 時 間 帯 は 大 半 
の 法学 者 に よれ ば 、 あ る 物 の 影 が それ 自身 と 同じ 長 さ に まで 達し た 時 点 か ら 始 ま 
る ( 影 が それ 自身 の 倍 の 長 さ に 達し た 時 点 か ら 始 まる と いう 、 少 数 派 の 見 解 も あ 
り ) 。 ア スル の 時 間 が 終わ る の は 、 で ① 太 陽 が 沈む 前 まで 、② 太 陽 が 白 ず み 始 め る 
まで 、③ あ る 物 の 影 が それ 自身 の 倍 の 長 さ に な る まで 、 と いっ た 見 解 が ある 7。 し 
か し 一 般 的 に 言っ て 、 何 の 正当 な 理由 も な い 限り 、② の 時 間 ま で に 行う こと が 望 
まし いと され る 。 


コ の mh の 


ここ で は アラ ビア 語 に お ける 目録 の 一 般 的 法則 に 従い 、 ア ラビ ア 語 の 定冠詞 「 ア ル 」 を 語 の 一 部 と 見 な さ な い 。 つ ま 
り 「 ア ルー ニ ヤ サ ァ 」 は 、「 ヤ 」 か ら 始 まる 語 と する 。 

アッ ニー ニ ズ ィ リク リー3:240 参照 。 

前 掲 書 2:36-37 参照 。 

クウ ェ イ ト 法 学 大 全 24:173-174 参照 。 

前 掲 書 31:48 参照 。 

前 掲 書 24:174 参照 。 

前 掲 書 7:173-175 参照 。 


/ ISSS7 N 


アデ アー ダム : 人 類 の 祖 ア ダム の こと 。 イ スラ ー ム * で は 預言 者 * の 一 人 '! と され 、 そ の 
名 は 大 地 の 「 表 面 (アデ ィ ー ム ) 」 に あっ た 土 か ら 創 ら れ た こと に 由来 する と も 
言わ れる S 


アッ ラー : 全 知 全能 の 創造 主 。 ア ッ ラ ー* を 信仰 する こと は 、 い わ ゆ る 太 信 の 一 つ 
で ある 。 売 全 無 欠か つ 永 遠 で ある 唯一 の 存在 で あり 、 崇拝 * す べき 唯一 の 対象 。 3 
て を その 英知 に 適っ た 形 で お 定め に こ な り 、 お 望み の こ と を 行い 給 い 、 復活 の 日 * に 
は 現世 で の 被 造物 の 行い を 公正 【 に お 裁き に こ な る 。 孤 02 ョ シス | 思 い め の 軸 2K( は 6 
それ が 固有 名 詞 で ある と か ?、「 ア リハ ( 畠 拝 * す る ) 」 と いう 動詞 か ら 派 生 し た も 
0 MA が 結合 し て 変化 し た も の で ある "な ど 、 諸説 存在 する 。 2 
ー は 人 類 の 創造 以来 、 人 々 に に か れ の 世 示 を 伝え る 預言 者 * や 使徒 * を お 六 わ し に 
9 ポー ラ < や イラ シー ム *、 ム SS (ーー 人 6 の 人 で あり 、 


よ げん し ゃ けい じ 


預言 者 * ふ ハンマ ド * は 最後 の 使徒 * と し て 蔵 示 の 最終 版 と 共に 全 人 類 に 遣わ され た 。 
ゆ だ 


アッ ラー* に こそ 全て を 委ね る : 原語 で は 52 0420 ss2052020 つ 0 と その 
派生 形 。 ア ッ ニ ラー ズィー* に よれ ば 、 そ れ は ら の 努力 を 怠 る こ 3 は な く 、 
的 達成 の た め の 外 的 要因 を 満た し た 上 で 、 心 は アッ ラー* の 完全 な る 御 心 に お 任 
せ す る 、 と いう こと ?。 ま た アル テク ルト ッ ゥ ビー* に よれ ば 、 法 学者 間 で の その 定義 
は 「 ア ッ ラ ー* を 信頼 し 、 そ の 定め の 実現 を 確信 する こと 。 ま た 、 飲 食 、 敵 に 対す 
る 自衛 、 武 器 の 準備 、 ア ッ ラ ー* が 定め られ た 然 法則 上 -、 必 要 不 可 欠 な も の の 使 
な ど 、 避 けら れ な い 物事 に お いて 、 アッ ラー* の 使徒 * の スン ナ * に 依 抱 し つつ 却 
区 計る こし て で アタ テラ = に こそ 全て を 委ね る こ と 」 に は 自分 の 無力 さ を 認 
め 、 全て の 物事 を お 望み の まま に こさ れる アッ ラー の 御 力 に 頼る こと で ある 。 そ れ は 
信仰 と 不可 分 7 で あり 、 アッ ラー* が 愛 で ら れ 、 ご 滴 悦 され る 最も 偉大 な 崇拝 * 行 為 の 
つづ で 、 全て の 柴 拝 * 行 旋 の 前提 で も ある 全て を 請け 負わ れる お 方 * も 参照 。 


R 


ゅ だ ゅ だ 
アッ ラ ォ *ー に (全て を ) 委ね る : アッ ラー* に こそ 全て を 委ね る の 項 を 参照 。 


アッ ラー* の 偉大 さ を 称 揚 する : 原語 は NSJ 2 SD 束 KK 味 の 「 タ クビ ー 
ル 」 と その 派生 形 。 アッ ラー* が 全 創造 物 の 主 * と OC 岩 拝 * さ れる 傘 一 の 存在 と 


し て 、 ま た その 美 名 と 属性 に - お いて 、 そし て か れ が 定め られ た 定 命 と 法 に お いて 、 
ご の 20 く (AS ぐ (る こ と を 称え る こ と 5。 大 いな る お 方 * の 項 も 参照 。 


0 コ の wm 愉 eo bo ご 


ニタ バリ ー1.:357 参照 。 
アル テハ ー キ ム 2:261 参照 。 


アン テニ ナ イサ ー ブ プー リー1:73、 ア ッ ニ ラー ズィー1:65 参照 。 

アッ ニタ バリ ー1:125-127、 ア ッ ー ニ ザッ ジャ ッ ジ ー29 頁 、 イ ブン ・ タ イミ ー ヤ 「 フ ァ ト ワー 集 」1:88 参照 。 
アッ ニテ ラー ズィー3:410 参照 。 

アル テク ルト ゥ ッ ピ ー4:189 参照 。 

アッ ー サ テディ ー145、422、657 頁 参 照 。 

サー リフ ・ ア ー リ ・ ア ッ テ シ ャ イフ 196-198 頁 参照 。 
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アッ ラー* の 唯一 性 : タウ ヒー ド * の 項 を 参照 。 


に よ げん し ゃ 
INN 0 コ ア 半 島 南部 ! に 栄え た 強大 な 民 。 アッ ラー* は 彼ら に 預言 者 * 
ー ド * を 遣わ され た が 、 彼 に 背 い た た め に 犬 亡 さ せら れ た 。 そ の 記述 は 高 壁 章 

し ょ うき い 

65-72、 フ ー ド * 章 50-60、 詩 人 た ち 章 123-140、 詳細 に され た 章 13-16、 砂 丘 章 

あか つき 


21-26、 月 章 18-22、 真 実 章 1-6、 暁 章 6-14 な ど に 見 受け られ る 。 


ょ う ゆ う 


アブ ー・ ザ ッ ル : イス ラー ム * 布 教 開 始期 で も 最も 早期 に 改宗 し た 、 oo 
直さ と 清貧 さ で 知ら れる 。 ヒ ジュ ラ 暦 *32 年 没 。! 


アブ ー・ ジ ャ ハル : 本 名 は アム ル ・ ブ ン ・ ヒ E ヒ シャ ー ム 。 マッ カ * の 不信 仰 者 * の 中 で も 、 
イス ラー ム * と その 信徒 に 対し て 特に 敵対 し て いた 指導 者 的 存在 の 一 人 。 バ ドル の 
役 * (ヒジ ュ ラ 暦 *2 年 ) で 戦死 。 


アブ ー・ ス フ ャ ヤー ン : 本 名 は サフ ル ・ ブ ン ・ ハ ル ブ 。 ク ライ シュ 族 * の 指導 者 的 存在 
の 一 人 。 ウ マイ ヤ 家 出身 で 、 ウ マイ ヤ 朝 初代 カリ フ の ム ア ー ウ ィ ヤ の 父 。 イ ス 
ラー ム * に 対し て 長年 敵対 し て いた が 、 マ ッ カ 開城 * の 際 に イス ラー ム * 改 宗 。 ヒ 
ジュ ラ 暦 *31 年 没 。 * 


グラ パー2 パ グル 0 2 人 アラ N み アー マク シ ジ く ウス マー シアン 0 ガー ミル アタ ニー クイ 
ミー。 預言 者 * ム ハン マ ド * 折 去 後 の 、 イ スラ ー ム * 国 家 初 代 正統 カリ フ 。 預 言 者 * 
に よっ て 天国 を 約束 され た 、 十 人 の 教 友 * の 一 人 5 マッ カ * の クラ イシ ュ 族 * の 中 
で も 、 有 力 者 の 家 に 生 を 受け る 。 成 人 * 男 性 で は 最も 早期 に 改宗 し た 教 友 * で ある 
と 言わ れ 、 預 計 者 * に 最も 近しい 人 物 で あっ た 。 また 敬 度 まさ と 善行 で 知ら れ 、 マ ッ 

お ける 布教 期 に は 、 抑 圧 さ れ て いた 数 多く の 奴 閑 * 改 宗 者 を 買い 取り 、 解 放 
ON NH 
体現 する 者 と いっ た 意味 ) 」 と い う 称 号 を 有する 。 カ リブ 在 位 期 に は ウマ ル * の 
提案 に より 、 ク ルアー ン * の 第 一 次 編 築 を 主導 。 娘 アー イシ ャ * は 、 預 言 者 * ム ハン 
マ ド * の 妻 の 一 人 。 ヒ ジュラ 暦 *13 年 没 。* 


よ げん し ゃ 
テテ ニテ ラペ バン 8 人 逢 ア ラ No アル ウッ が ーッ クン シュ アラ ルー ムッ タリ ラク 。 過言 科 に 
3 は げ 
ムハンマド * の 伯父 だ っ た が 、 イ スラ ー ム * に 対 し て 最も 激しく 敵対 し 、 信 徒 た ち を 
よく あっ 


抑圧 し た 者 の 一 人 。 バ ドル の 戦い * の 数 日 後 、 病 死 *。 継 り 合わ され た 章 も 参照 


nn 尽 の Do ピピ 


アッ ニ ズ ィ リク リー2:140 参照 。 

前 掲 書 3:201 参照 。 

アブ ー・ ダ ー ウ ー ド 4650 参照 。 

イブ ン ・ ハ ジャ ル 「 修 訂 の 簡約 」255 真 、 ア ッ ー ズ ィ リ クリ ー4:102 参照 。 
アッ テ ズ ィ リ クリ ー4:12 参照 。 


sssN 


の Nn ow Do ロロ 


アプ ドッ ラー・ ブ ン ・ ウ バイ イ : マデ ィ ー ナ * の ハズ ラジ ュ 族 の 指導 者 で 、 偽 信者 * 
の 0 内 側 か ら 様 々 な 手段 を 用 いて イ 
ヌス に 敵対 する 行動 を 行う 。 ヒ ジュ ラ 暦 *9 年 没 。! 


パーン 8 多 光 アー ン 2 に お ける 節 の こ Ea 


oN 0 FE 2 プン MI = A EN 
正統 カリ フ 。 預言 者 * ム ハン マ ド * の 叔父 の 息子 で 、 預言 者 * の 娘 フ ァ ー ティ マ の 夫 。 


よ げん し 


預言 者 * に よっ て 天国 を 約束 され た 、 二 人 の 教 友 * の 一 人 最も 早期 こ 改 示し た ム 
スリ ム * の 一 人 で あり 、 . 未 成年 で は 最初 に 改宗 。 勇猛 さと 雄弁 さ 、 英知 を 兼ね 備え 


えい けつ 


た 英傑 。 グル 一 > 解 宮 だ け で な く 、 タク アーム 骨 に る め 時 し じ で い 活 。 ほ ビジ ミラ 


じゅ ん きょう 


暦 *40 年 に 狗 教 。 


長 れ み 深 い お 方 : 0 0 0 NM (0 「 ラ 
0 を 語源 と する 「 慈 悲 あ まね き お 方 * 「 到 愛 和 休 き お 方 *」 より も 、 繊細 な 
慈悲 の 意味 合い が ある と 言わ れる 。}* 


クア ジー ルル 6 アン サー ル と は 複数 形 で 、 26 形 (カシ ザー リ 三 | 。 詞 当 Se 

「 撲 助 する 者 」 と いう 意味 で 、 イ スラ ー ム * 用 語 に お いて は 、 マ ッ カ * か MO 
た ち ( ム ハ ー ジ ルー ン * ゃ ) を 迎え 入れ 援助 し た 、 マ ディ ー ナ * 在 住 の ムスリム * た ち 
の こと を 指す 。 


アン マー ル : アン マー ル ・ プ ン ・ ヤ ー ス イル 。 最 も 早期 に 両親 と 共に 改宗 し た 、 孝 
友 * の 一 人 。 両 親 は いずれ も 、 拉 間 死 し た 疾 教 者 。 ヒ ジュ ラ 暦 *37 年 没 。 

イア ティ カー フ : 一 定期 間 の 間 、 特 定 の 条件 に 基づい て マス ジ ド * に お 穫 も りす る 
岩 拝 * 行 為 の こと 。 

威光 高き お 方 : 0 2 1 つ 。 原語 『 ゲ 三立 ママ ド I 。 アッ ラー 


* は 、 この 上 な いり 威光 を 誇り 、 その 栄 堂 、 人大 、 Ne 知識 、 英 知 に お いて 完 
強固 な る 長 。 そ れ ゆ え に に 全 創 造物 は 、 か れ を 求め 、 か れ に を い 、 
に 依存 する が 、 その こと が か れ を 不 注意 に させ る こと も な い 。『 


イー サー : いわ ゆる マリ ア の 子 イエ ス 。 イ スラ ー ム * に お いて は 傑 出 し た 使徒 * の 
一 人 で あり 、 福 音 * を 授かっ た 。 イス ラー ム * に お いて は いか な る 神 性 も 備え て は 


よ げん し ゃ 


お ら ず 、 春 に され て 死ん で も いな い 。 預言 者 * ム ハン マ ド * の 伝承 に よれ ば 、 彼 


アデ ッ ニテ ズ ィ リ クリ ー4:65 参照 。 

アッ ニー ティ ルミ ズ ィ イー3747 参照 。 

イブ ン ・ ハ ジャ ル 「 修 訂 の 簡約 」341 真 、 ア ッ ー ズ ィ リ クリ ー4:295-296 参照 
ウマ ル ・ ア ルニア シュ カル 258 - 259 頁 参 照 。 

アッ ニテ ズ ィ リ クリ ー55:36 参照 。 

ウマ ル ・ ア ルニア シュ カル 235 - 236 頁 参 照 。 


/isseN 


は か い 


は 未 世 ! に 地上 に に 降臨 し 、 十字 架 を 破壊 し 、 豚 を 殺 し 、 富 を 広く 行き 渡ら せ 、 彼 が 
死 を 迎え る まで イス ラー ム で 公正 に 統治 する !。 イ ムラ ー ン 家 章 42-55、 婦 人 章 
157-158、 食 卓 章 110-118、 マ ル ヤ ム * 章 16-37 な ど に その 描写 が 認め られ る 。 


ぎ む れい は い 


イシ ャ ーッ : 五 つの 義務 の 礼拝 の 一 つ で 、 夜 の 四 ラ クア の 礼拝 。 そ の 時 間 帯 は タ 
焼け が 消え 去っ て か ら 始 まり 、 0 。 し か し 正 
当 な 理由 も な く 、 夜 の 最初 の 三 分 の 一 、 あ る い は 半分 が 終わ る まで 遅らせ る べき 
et 


NC 120 
訳 さ れる こと も 多い 。 イ スラ ー ム * 用 語 上 の 意味 は 、 シ ルク * の 徒 の 支配 下 に あ 
彼ら か ら の 宗教 的 迫害 の 恐れ の ある 地 か ら 、 0 2 
4 電 200 2GN0OCMA0 人 AO 05 ん 7 
の 第 二 次 移住 を 示し て いる (第 一 次 移住 は 、 預言 者 ムハンマド +* が 万 示 を 受け 
て か ら 五 年 後に 行わ れ た 、 現 在 の エチ オ ピ ア 地方 へ の 移住 ) 。 


よ げん し ゃ 


4 炎 バ ー ク ョ イザ サク の こと 。 イ ズラ タラ ー ム に 8 の る 油 計 寺 @ 一 人 で 。、 イ ヲ ララ ー 
ヒー ム * と サー ラ と の 息子 。 ヤ アァ クー プ * の 父親 で あり 、 つ まり は ユダ ヤ 教 徒 * の 父 


祖 で も ある 。 預言 者 * た ち 章 72-73、 DS 全 ドド 訪 250 人 ど に 
その 描写 を 垣間見 る こと が 出来 る 。 


R= = ジル の こと イス テラー お ける 預言 者 ネ の っ 人 人 3 
よ げん し ゃ 

イブ ラー ヒー ム * と ハー ジャ ル と の 息子 。 ア ラブ 人 の 父祖 と され 、 ゆ え に 預 言 者 * 

な ペン ママ ド * も また 彼 の 子孫 で ある 。 雌牛 章 125-129、 マ ル ヤ ム * 章 54-55、 整 列 章 


100-111 な ど 【 こそ の 描写 を 垣間見 る こと が 出来 る 。 


イジ ラー イー デル の 8 原語 at 12 表 ーo イ ネス ラー イー ル 」|」。 イネ ジー イー ル と 
は 、 イ ブラ ー ヒ ー ム * の 孫 ヤ レク ー プ * の 別名 。 そ の 子 ら と は 彼 の 子孫 の こと で あ 
り 、 一 般 に ユダ ヤ 教 徒 * の こと を 指す 。 た だ し クル アー ン * の 中 で 、 ユ ダ ヤ 教 徒 * が 
OR は 、 彼 ら の 父祖 イネ ラー イー ル を 言 『 及 する こ 回 

、 特 別 な 意味 が 含ま れ て いる の だ と いう 。 つ まり 、「 ア ッ ラ ー* に 従 順 で 
NMM の 子孫 よ 、 彼 を 見 習う の だ 」 と いっ た 意味 合 
い が 含 まれ て いる の だ と され る ?,。 


イス ラー ム : ムスリム * の 項 を 参照 。 


偉大 な お 方 : この 上 な く 偉 大 な お 方 * の 項 を 参照 。 


アル テ ブ ハー リー3443 参照 。 
クウ ェ イ ト 法 学 大 全 7:174-176 参照 。 
イブ ン ・ カ スィ ー ル 1:241 参照 。 


VS SUN 


イッ ダ : 夫 と の 離別 な どの 理由 に より 、 女 性 が 妊娠 の 有無 の 確認 な どの 目的 で 待 
機 する 、 あ る 一 定 の 期間 の こと !。 こ の 期間 中 、 (それ まで に 同一 の 奏 に 対し て 二 
回 の 離婚 を 宣告 し て いな いこ と を 条件 に ) 大 に は 新た な 結婚 の 契約 を 結ぶ こと な 
く 、 彼 女 を 復縁 する 権利 お ある ?。 ま た この 期間 中 、 女 性 は 再婚 する こと が 許さ れ 
な い 。 典 生音 228 と その 訳注 な ども 参照 


よ げん し ゃ 
イド リー ス : イス ラー ム * に お ける 預言 者 * の 一 人 で 、 上 旧約 聖書 の エ ノ ッ ク の こと 
と され る 。 マル ヤム * 章 56-57 に 言及 あり 。 


さい か い 
ー ド : 一 般 的 に は 祭り の こと 。 イ スラ ー ム ょ ム * 用 語 に お いて は 、 斎 戒 * 明 け の 祭 
と 呼ば れる イー ド ・ ア ル ニ テニ フ ィ ト ッ ル (シャ ウ ワ ー ル * 月 の 一 日 目 ) と 、 a 
還る ドア デア の ドン 呈 の 六 同 還 りり ②⑦= と 


成 風 堂 々 た る お 方 : アッ ラー* の 美 名 の 一 つ 。 原 語 で は 「 ア ル ニ ム タカ ッ ピ ル 」。 


a ぞ く せ い む えん 


偉大 さと 権威 を 備え 、 信和 物 の 属性 か ら は 無線 か つ 高速 で あり 、 高 慢 な 者 た ち に 
対し て は その 高大 き を 誇 り 給 う お 方 。 


CUIO SS 2 / 中 SEEN TE ANT 
の 父親 で も あり 、 イ スラ ー ム * に お ける 條 | | し た 使 E 徒 * の 一 人 。 イ ラク の 人 で あっ 
だ の 還 2 ョ の 出 の 中 (人 三 の と リリ 詳 レス 7 周 以 0 起り 証 二 ニン ンド 2 に 
ア 半 島 と 様々 な 地 を 旅 し た 。 イ スラ ー に に お いて は ユダ ヤ 教 徒 * で も な く キ リス 
ト 教徒 * で も な い 、 純 正 な 一 神 教 徒 の 模範 と し て 描写 され (イム ラー ン 家 斉 67 参 
放り 1 アッ ラー 近しい 者 」 と いう 尊称 で 呼ば れる (婦人 章 125 参照) 。 雌 4 
中 吊 22 コ 182 還 258 証 260 語 休 パ ニョ ン 家 章 65-68、 家 畜 吉 74-84、 フー ド * 章 69-76、 
イプ ラー ヒー ゅ 章 35-41、 ア ル ニ ヒ ジュ ル 車 51-58、 マ ル ヤ ム * 車 41-50、 預 言 者 * 
た ち 51- 73、 巡 礼 * 章 26-29、 詩 人 た ち 章 69-89、 閉 昧 章 16-32、 整 列 者 章 83-113、 
撤 き 散ら され る も の 章 24-34 な ど に その 描写 が 認め られ る 。 


【 


イフ ラー ム : 語源 的 に は 、「 禁 忌 状 態 只 に 入る こと 」。 イ スラ ー ム * 用 語 に お いて は 
ハッ ジ *、 ま た は ウム ラ *、 あ る い は その 両方 の 宗教 儀礼 に 入る 意図 の こと 。 大 
の 法学 派 は 、 NR a お ける 根幹 的 要素 DE TCS 
尚 、 こ の 状態 に 入っ た 者 は 、 髪 や 体毛 を 除去 し な いこ と や 、 結 婚 し な いこ と な 
0 


ドド 


nn ww RM ロビ 


ク ウェイト 法学 大 全 29:304 参照 。 
前 掲 書 22:107-108 参照 。 


前 掲 書 31:114 参照 。 


ウマ ル ・ ア ル テ ア シュ カル 164-167 頁 参 照 。 
アッ ニテ ズ ハイ リー3:2180 参照 。 


ノノ isssN 
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イブ リー ス : 一 説 に は そもそも ジン * の 出自 で あり 、 天 使 * た ちと 共に アー ダム * に 
サジ ダ * す る よう に アッ ラー* か ら 命令 され た (雌牛 章 34、 高 壁 章 11、 
ジュ ル 章 29、 夜 の 旅 章 61、 タ ー・ ハ ー 章 116、 サ ー ド 章 72 参照 ) の は 
行為 な どの 行為 に お いて 天使 * に 相似 し て いた か ら だ と 言わ れる 。 ま た 

イブ リー ス は 天使 * の 内 の 「 ジ ン 」 と 呼ば れる 一 族 の 出身 で 、 他 の 天使 * の よう に 
光 か ら で は な く 火 か ら 創 られ た 。 い ずれ に せよ 、 これ ら の 説 が 基 に な っ て いる 伝 
承 の 大 半 は 典拠 が 不確か な も の で あり 、 ク ルアー ン * に お いて 明確 に 示さ れ て いる 
の は 、 イ ブリ ー ス が アッ ラー* に 反抗 し た た め に 追放 され た シャ イタ ー ン * と な っ 
EN EEG SD 


IT VE ョ アア 2 0 ムッ りり 2 


よ げん し ゃ ょ げん し ゃ 


預言 者 * ム ハン マ ド * の いと こ で 、 人 算出 し た 学者 の 一 人 で あり 、 預 言 者 * か ら 最も 
きょう ゆう か いし ゃ く 
多く の 伝承 を 伝え る 教 友 * の 一 人 で も ある 。 クル アーン * 解 釈 マッ カ * 
か いし ゃ く 


の クル アー ン * 解 釈 ・ 伝 承 学派 の 祖 。 ヒ ジュラ 暦 *68 年 没 。 ぢ 


クジ o ガ シイ ー コ 4828 メラ No アル ルー ペッ クッ クシ ャ ター リプ Te アラ Ro アァ 
ニラ ダマ ー ジ < ダシ < FF ヤ 。 グラ ナダ 出身 の クル アー ン 解 導 学 伝承 学 ・ 内 
ラビ ア 語 学 ・ 法 学者 で 、 裁判 衛 も 務め た 。 全 時 代 を 通 0 晶 識 し た クル アー ン 解 
釈 書 の 一 つと 見 な され る 「 偉 大 な る クル アー ン ! に 関す る 抄 録 」 の 著者 。 ヒ ジュ 


ラ 暦 *540 年 代 没 。? 


イブ プン ・ ア ルニア ラビ ー : 本 名 ムハンマド ・ ブ ン ・ ア プ ド ッ ラ ー・ ブ ン ・ ム ハン マ ド 。 
ヒジ ュ ラ 暦 *468 年 没 。 セ ビリ ア の 出身 。 マ ー リ キー 学派 # の 法学 者 で 裁判 各 。 伝承 
学 ・ 法 学 ・ 法 源 学 ・ ク ルアー ン * 解 釈 学 ・ 文 学 ・ 歴 史学 な ど に お いて 、 後 世に 残る 著作 
を 残 た < 


よ げん し ゃ 
イブ ン ・ イ スハ ー ク : 本 名 ムハンマド ・ ブ ン ・ イ スハ ー ク 。 歴史 上 、 初 め て 預言 者 
E 頃 


。 
あら わ 
yyL5 
Ne 


* 伝 を 著 し た と 言わ れる 歴史 家 ・ 伝 承 家 。 ヒ ジュ ラ 暦 *150 年 


イブ ン ・ ウ バイ イ : アプ ドッ ラー・ ブ ン ・ ウ バイ イ * の 項 を 参照 。 


イブ プン ・ ウ マル : 第 三代 カリ フ ・ ウ マル ・ プ ブン - ア ル ニ ハ ッ タ ー プ ォ の 息子 。 預言 者 * 
か ら 最 も 多く i 敦 友 * の 一 人 。 ヒ ジュ ラ 礎 * 73 年 頃 没 。 


イブ ン ・ カ スィ ー ル 5:167-169 参照 。 

イブ ン ・ ハ ジャ ル 「 修 訂 の 簡約 」 251 頁 参照 。 
アッ テニ ズ ィ リ クリ ー3:282 参照 。 
前 掲 書 6:230 参照 。 

イブ ン ・ ハ ジャ ル 「 修 訂 の 簡約 」403 真 参照 。 
前 掲 書 256 頁 参 照 。 


MSS YNN 
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Na RM クー ファ ア ( に 33 マッ 0 還 
みみ 、 そ こ で ヒジ ュ ラ 暦 * 198 年 に 没 。 当時 の ヒジ ャ ー ズ 地 方 CU 
ナ * を 擁する アラ ビア 半島 の 入 海 治 岸 地域 ) ! お ける 傑 | 1 し た 学者 の 一 人 で あり 、 
初期 に クル アー ン * に つい て の 伝承 を 書 に まとめ た 学者 の 一 人 で も ある 。~` 


る 


イプ ン ・ カ スイ ー ル : RR =A A 0 ERD) 
シリ ア 地 方 出身 の クル アー ン s 解 放 ・ ・ 伝 承 ・ 法 学 ・ 歴 史学 者 。 全 時 代 を 通し て 最良 の 
クル アー ン * 解 釈 書 の 一 つと 目 され る 「 偉 大 な る クル アー ン 解 釈 」 の 著者 。 ク ル 
アー ン * そ れ 自身 と 伝承 に 基づい て クル アー ン * を 解 要する 、 と いう 手法 が 特徴 的 。 


ヒ ジュ ラ 暦 *774 年 没 。2 


ジラ ング Se RO RR 2 EY = クジ ダク NS 


アッ テ サ ラー ム 。 現在 の シリ ア 地 方 出身 。 多 分 に 渡っ て 傑出 し た 学者 で あり 、 
ZZ アッ ア ルイ リス ラー ム イー pp 」 と いう 尊称 で 呼ぶ こ ここ 
好 な 人 々 も いる 。 二 十 歳 に な る 前 に こ 教 財 を 取り 、 法 的 決定 を 発する 権威 が 


あっ た と 言わ れる 。 90 イブ ン ・ カ スィ イー ル * の 師 で も ある 。 3 


きょう ゆう 


イプ ブ プン ・ マ スウ ー ド : アプ ドッ ラー・ ブ ン ・ マ スウ ー ド 。 最も 早期 に 改宗 し た 教 友 * 

の 一 人 で 、 ク ルアー ン * 学 を 始め と する イス ラー ム * 諸 学 に 通じ た 学者 の 一 人 で も 
か いし ゃ く 

あっ た 。 イ ラク の クー ファ に お ける 、 ク ルアー ン * 解 釈 学派 の 祖 。 ヒ ジュ ラ 暦 *32 

年 頃 没 。* 


偉 力 な ら び な い お 方 : 2 0 0 つ 。 原 語 は 「 ア ルテニア ズィー ズ 」。 


ひっ て き 


最も 強大 で 、 何 より も 優越 し 、 荘厳 で 、 MO と が 不可 能 な 
存在 。 ク ルアー ン * の 中 で は よく 、「 英 知 あ ふれ る お 方 *」 「 末 愛 深 連 き お 方 *」 と 


いっ た 美 名 と 並列 し て 言及 され る 。 ア ッ ラ ー* の ご | は 英知 や 公正 さ 、 慈 悲 の 
念 に 裏づけ され た も の で ある 。 


外 な る お 方 : oo 10 70 0 原語 は 「 ア ッ テ ザ ー ヒ ル 」。 光 に よる ベー 
ル と 、 その 持 * 性 と 唯一 性 * を 証明 する 事象 と 、 明 ら か な る 根拠 の 数 々 に より 、 こ 
の 上 な く 顕 現し た 存在 。 また 、 高 き に あり 、 全 て を 上 回 る お 方 。 い か な る 外側 に 
ある も の 、 上 に ある も の も 、 か れ を 越え る こと は 出来 な い 。 関連 し て 「 内 な る お 
方 *」 も 参照 。『 


アッ ニー ニ ズ ィ リク リー3:105 参照 。 
前 掲 書 1:320 参照 。 

前 掲 書 1:144 参照 。 

イブ ン ・ ハ ジャ ル 「 修 訂 の 簡約 」 265 真 参照 。 
ウマ ル ・ ア ル テ ア シュ カル 69-73 頁 参 照 。 
前 掲 書 242-243 頁 参 照 。 


YONN 


ウン ペ マ ペー ニラ 三代 正統 カリ フ 、 LR の 04020 レラ 2 預言 者 * に よ 
MK 十 人 の 教 友 * の 一 入 全 言 者 * ふ ハン マ ド * の 娘 二 人 (ルカ 


4 We 星 玉 ジ ジム < グル 一 ム ) を 誤っ た こと か ら 、 [ 炎 ーo ゲ デン テーラ イジ ( 三 つ 
の 光 の 持ち 主 ) 」 と 呼ば れる 。 裕 福 か つ 地 位 の 高い 家 に 生ま れ 、 イ スラ ー ム * の た 

に 財 を 惜しむ こ と な く 施 した 。 彼 の カリ フ 時 代 に は イス ラー ム * 国 家 の 領土 が 
大 きく 拡大 し た が 、 扇 動 さ れ た ムスリム 群衆 に よっ て 殺害 され 、 ヒ ジュ ラ 暦 335 年 


じゅ ん きょう 


内 な る お 方 : アッ ラー* の 美 名 の 一 つ 。 原語 は 「 ア ルミ テバ ー テ ィ ン 」。 全て の 内 な 
る も の 、 秘め られ た も の を ご 存 知 に な り 、 MM (カー フ 章 16 参照 ) 
で 、 か つ 現 世 で は 拝見 する こ と の 出 来 な い 存在 。 従 造 こと っ て は いか に 遠い も 
の も 、 か れ に と っ て は 近い も の で ある 。 0 と っ て は 現象 
界 と 変わ ら ず 、 い か な る 内 に 秘め られ た も の も 、 か れ に と っ て ! は 露 わ な も の で し 
か な い 。 関連 し て 「 外 な る お 方 *」 も 参照 。* 


ウド ッ ー : 語源 的 に は 、「 よ い 状 態 、 清 め る こと 」。 法 的 用 語 と し て の 意味 は 
「 そ うす る 意図 を 持ち つつ 、 身 体 の 特定 部 分 を 水 を 用 いて 洗う こと 」。 ウド ッ ー 


は いせ つっ ほう ひ 


は 、 排 港 、 放 司 、 深 い 眠 り 、 失 神 な ど に よっ て 生じ た いわ ゆる 「 小 さ な 機 れ 」 を 
れい は い ぶ 

清め 、 礼 拝 や クル アー ン * に 触れ る こと な ど 、 特定 の 行為 を 可能 な 状態 に させ る だ 

け で な く 、 そ の 他 様 々 な 状況 に こ お い て 勧め られ て いる *。 右 「 大 き な 機 れ 」 a 


スル に よっ て 清め る 。 


ウフ ド の 戦い : ヒジ ュ ラ 暦 *3 年 、 マ ディ ー ナ *G 近 部 ウフ ド 山 の 薦 で 起こ っ た 、 マ 
ディ ー ナ * の ムスリム * 軍 と マ ッ カ * の 不信 仲 者 * 軍 の 戦い 。 デラ ター。 ス ラキ ヤー ン * 率 
いる マッ カ * 軍 は 、 前 年 に 品 し た バド ル で の 大 敗 の 圭 を か け 、 約 三 千 も の 兵 と 
多数 の ラク ダ と 馬 を 従 えて 、 マ ディ ー ナ * 近 郊 に 進軍 し た 。 バ ドル の 戦い に 参加 
する 機会 を 逃し た 教 友 * た ち ! ょ 勝気 に は や り 、 マ ディ ー ナ * 郊 外 に 出向 いて マッ カ 
* 軍 を 迎え 撃つ べき だ と 提案 し 、 0 見 で あっ た その 
提案 を 受け 入れ た 。 当初 マデ ィ ー ナ * 軍 の 兵 数 1 は 約 千 名 だ っ た が 、 敵 軍 を 前 に 、 偽 
信 訂 の ドッ ラー ラッ ウ バ イイ * 率 いる 約 三 百名 が 撤退 。 の 2 な SHI 
も 戦局 は マデ ィ ー ナ * 軍 ( 2 < 進み 、 マッ カ * 軍 は 後退 し 始め る 。 。 し か し その 時 、 
絶対 に 持ち 場 を 離れ な いよ う 預言 者 * か ら 命じ られ て いた 玉 十 名 の 弓 兵 の 大 半 が 、 
戦利 品 * を に し て その 命令 に 音 い て し まっ た 。 その 隙 を つい て マッ カ * の 騎兵 隊 


ほう い 


が マデ ィ ー ナ * 軍 を 包囲 し 、 戦 況 は 一 転 す る 。 こ の 結果 、 マ ディ ー ナ * 軍 は 戦死 者 


た の to 


アブ ー・ ダ ー ウ ー ド 4650 参照 。 


アッ ニテ ズ ィ リ クリ ー4:210 参照 。 
ウマ ル ・ ア ルテニア シュ カル 著 242-244 頁 参照 。 
クウ ェ イ ト 法 学 大 全 43 : 315、320-325、385-399 参照 。 


en 


コ の nn よ の ら の RR ご 


七 十 名 (マッ カ * 軍 の 戦死 者 は 三 十 数 名 ) と いう 被害 を 出す 結果 と な っ た !。 ウ フ ド 
の 戦い の 描写 は 、 イ ムラ ー ン 家 章 (121-179 参照 ) に 詳し い 。 


マイ パ ベー 7 クレ 三 バッ ター ジン アブー バク ル * の 中 を を 継い た 、 第 二 代 正 統 カ リ 
フ 。 預言 者 * に こよ っ て 天国 を 約束 され た 、 十 人 の 教 友 * の 一 人 ?。 イ スラ ー ム * 牙 宗 
以前 か ら そ の 政治 力 と 誤用 さ で 知ら れ た 彼 の 改宗 は 、 イ スラ ー ム * の 歴史 に 大 き な 
IO 0 

け に 礼拝 が 出来 る まう に な っ た と 言わ れ 3、 彼 の カリ フス 時代 に は イス ラー ム * 国 
家 の 領土 が シャ ー ム 地方 (現在 の シリ ア 、 パ レス チ ナ 周辺 地域 ) 、 イ ラク 、 エ ジ 
プ ト 、 ア ル ジ ェ リア 方 面 に まで 及び 、 国 家 組 織 の 整備 が 進む と 共に 、 社 会 的 公正 
が 広く 行き 渡っ た 。 [FA 人 = LP 2 真っ ニ - つ に 分 断 す る 者 ) 」 の 異名 通 


り いっ ぽう 


り 、 真 理 と 虚妄 を 分 ける イス ラー ム * の 興隆 衣 


よ a 


仰 者 と ON 娘 ハ フサ は 、 預 言 者 * ム ハン マ ド * の 妻 の 一 人 。 ヒ ジュ ラ 
暦 *23 年 に 狗 教 。 


ウム ラ : いわ ゆる 小 巡 礼 。 マ ッ カ * の カアバ 神殿 * を 訪問 し 、 あ る 特定 の 形式 に お 
ぎ れい 
いて 宗教 儀礼 を 行う こと 。 


永生 する お 方 : アッ ラー* の 美 名 の 一 つ 。 原 語 で は 、 生き る 、 と いう 意味 の 語 か ら 
派生 し た 「 ア ルミ テハ イ ユ 」。 アッラー* は 、 生 と いう 属性 を も っ て 存在 し 続け る お 
方 。 他 の 生物 の よう に 誕生 し た の で も な く 、 死 を 迎え る こと も な い 。『 


英知 あふ れる お 方 : アッ ラー* の 美 名 の 一 つ 。 原 語 は 「 ア ル ニ ハ キー ム 」 で 、「 何 


ふき さわ きょう ちょ う 
か を それ に 相応 し い 場 に に 置く こと 」 Se In1 と いう 語 の 調 
A 
分 詞 。 つ まり 、 か れ の 御 言 葉 と 御 業 は て 英知 に 適っ た 正しい も の で あり 、 
さき ば 


けん げ , 
完璧 な も の で ある 。 ま た 、 か れこ そ は 唯一 
手 に 担わ れ た お 方 で ある SN 


えい よ 
栄 巻 高 き お 方 : アッ ラー* の 美 名 の 一 つ 。 原語 で は 、 寛 大 さや 、 恵 み 深 さ 、 高 貴 さ 
み くら 


な ど を 表す 語 か ら 派生 し た 「 ア ル テ マ ジー ド 」。 ク ルアー ン * と アッ ラ ォ *ー の 御座 
も また 、 同 語 に よっ て 形容 され る 。 


ム バ ー ラ ク フ ー リ ー248-284 参照 。 
アブ ー・ ダ ー ウ ー ド 4650 参照 。 

アル テハ ー キ ム 3:4548 参照 。 

アッ ニテ ズ ィ リ クリ ー4:45-46 参照 。 

アル テハ ッ タ ー ビ ー80 頁 参 照 。 

ウマ ル ・ ア ルニア シュ カル 127-131 頁 参 昭 。 


前 掲 書 188-189 頁 参 照 。 
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の Nn mw Do ロロ 


大 いな る お 坊 下 カシ クー* の 美 名 の 語 請 原語 i で は 2 クレ ョ カビ ニル | 凍 2 シ 
ジラ ハー だ 6 . そ の 本 質 と 程度 に お いて 大 いな る お 方 で 、 か れ 【 こ 比 べ れ ば いか な る 偉大 
な 存在 も 卓 小 な も の と な っ て し まう !。 ア ッ ラ ー の 偉大 さ を 称 揚 す る * の 項 も 参照 


So iR ズ ん ぎ 


長 れ る : 抽 訳 に て 便宜 上 、 一 綱 し て 「 思 れ る 」 「 敬 度 」 と いっ た 訳語 を あて た 原語 
a NA RR ウゥ 」 あ る い は 「 タ ク 
ワー」) 。 そ もそ も の 語源 的 意味 は 「 自 ら を 守る こと 」 で あり 、 つ まり アッ ラー* 
の ご 命令 に < 従い つっ 、 か れ が 禁じ られ た 物事 や か れ へ の 不 従順 さ を 回 避 す る こと 


SN ら を アッ ラー* の お 怒り や 懲 人 罰 か ら 守 る と いう 意味 が 含ま れ て いる 。* 


し ん で ん 


カ ァ バ 神 殿 : マッ ンカ * の ハラ ー ム ・ マ スジ ド * の ほぼ 中 央 部 ( に 位置 する 、 0 
い 建 築 物 。 022 才 ィ ン 家 章 96 に も ある 通り 、 アッ ラー* を 崇拝 * す る た め こ 地 上 に 
建て られ た 最初 の 館 と され 、 2 。 こ Ee に は 、 
天国 か ら 落 ち た と され る 黒石 が 内 め られ で NS 


ウレ ジニ カニ スイ RN 2 2 イー ニン ペペ ンマ ド ・ 
アル ニカ ー ス ィ ミ ー。 様 々 な 分 野 に お いて 多く の 著作 を 残し た 、 ダ マス カス 出身 
か いし ゃ く 


の 学者 。 そ れ 以 前 の クレ アー ン * 解 釈 書か ら 、 著 者 が 選 り す ぐ っ た 解 衝 を 引用 し 
し ゃ くぎ 
た 作品 「 釈 義 の 美 点 」 の 著者 。 ヒジ ュ ラ 暦 *1332 年 没 。* 


2 の クハ バーグ 8 の グ 0 = が ドッ 2 く ー SA = RO, 


し ゅ か | 
当時 の バス ラ に お ける 傑出 "し た クル アー ン * 解 札 ・ 伝 承 学者 の 一 人 。 ヒ ジュ ラ 歴 * 
110 年 代 に 没 。* 


ゅ だ ゅ だ 
か れ に こそ 全て を 委ね る : アッ ラー に こそ 全て を 委ね る * の 項 を 参照 。 


か ん じ ょ 


寛 想 され る お 方 : よく 寛 想 され る お 方 * の 項 を 参照 。 


寛大 な お 方 : アッ ラー* の 美 名 の 一 つ 。 さま ER a 怒り に 流 
され る こと も な く 、 人 間 の 無知 さや 罪 深 に 取り 乱す こ と も な い 、 落 し 深く 、 


し ん ぼう 
辛抱 強い お 方 。$ 


か ん し 

看 視 さ れる お 方 : アッ ラー* の 美 名 の 一 つ 。 原 語 で は 、「 ア ル == ム キー ト 」。 和 守護 
する 、 見 守る 、 立 ち 会 う 、 カ ああ ふれ る 、 と いっ た 意味 。 語源 的 に は 、 糧 を 与え る 
と いう 意味 の 語 「 ア カー タ 」 が 由来 。? 


ウマ ル ・ ア ルテニア シュ カル 156-157 頁 参 照 。 
アッ ニテ タバ リー1:183 参照 。 

アッ テニ ズ ィ リ クリ ー2:135 参照 。 
イブ ン ・ ハ ジャ ル 「 修 訂 の 簡約 」389 頁 参 照 。 
アル テハ ッ タ ー ビ ー63 頁 参 照 。 

イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 5:144 参照 。 


ss 


キ プ ブラ : 礼拝 の 際 に 向かう 方 向 の こと 。 ム スリ ム * の キ プ ラ は 、 マ ッ カ * の ハラ ー 
2 スン の ) 位置 し て いる カアバ 神殿 * で ある 。 雌牛 章 142-150 と その 訳 
注 も 照 。 礼 拝 に お いて キ プ ラ に 向かう こと は 、 そ れ が 可能 な 者 に と っ て 、 礼拝 
が 有効 と な る た め の 一 条件 (旅行 中 に 乗り 物 に 乗っ た まま で 行う 任意 の 礼拝 を 除 
く ) で ある る 。 は 礼拝 の 際 に 6 カアバ 神 典 * を 見 る こと が 可能 な 者 に こと っ て は 、 
カアバ 神 股 * そ の も の に 向かう こと が 義務 づけ られ る こと で 、 法 学者 の 見 解 は 
致 。 一 方 、 カ アバ 神殿 * を 見 る こと が 出来 な い 者 に と っ て は 、 カ アバ 神殿 * 自 体 に 
正確 に 向かわ な けれ ば な ら な いと い 2 う 意見 と 、 ONS 8 力 さ えす れ 
ば よい と いう 意見 が ある `。 尚 、 マッ クト が ら 加 い 場 所 に こい る 者 の 礼拝 ご 関 IPG は 、 
四 大 法学 派 * の 大 も 解 で は 、 カアバ 神殿 * の 方 向 へ と 回 Kega る Ve で 
分 と され る 


トド 
SS 


教 友 : 原語 で は 「 サ ハー ビー( 複 数 形 は サハ ー パ )。」 教 友 の 定義 は 、 信 仰 者 と 


し て 預言 者 * ム ハンマ NG SN 信仰 者 と し て 天命 を 全 うし 江 着 ら 梅 司 章 100、 
勝利 章 18、29 な ど を 始め 、 預言 者 * ム ハン マ ド * の 「 最 療 の 人 々 は 我 が 世 代 で あり 、 
それ に その 次 の 世代 、 そ し て その 次 の 世代 が 続く 」* と いっ た 言葉 な ど 、 そ の 徳 は 
クル アー ン * と スン ナ * に 数 多く 見 受け られ る 。 


キリ スト 教徒 : 原語 で は 「 ナ スラ ー ニ ー (複数 形 は ナナ サーラ ー) 」。 そ の 名 称 は 
彼ら が お 互い に 助け 合っ て いた ( ナ サ ラ : 援助 する ) こと に 由来 する と か 、 彼 ら 
の 居住 し て いた 「 ナ ー ス ィ ラ (ナザレ ) 」 と いう 知名 に 由来 する な ど 、 諸 説 ある 5。 
預言 者 * ム ハン マ ド * 時 代 の アラ ビア 半島 周辺 に は 、 ロ ー マ 帝 国 の 支配 ト に あっ た 
RM ム 地 方 (現在 の シリ ア 、 パ レス チ ナ 周辺 辺 地域 ) 還る の 
領 で あっ た イエ メン 地方 な ど 、 キ リス ト 教 徒 の 領域 が NS EE 
ビア 半島 内 に も キリ スト 教徒 は 少数 な が ら 存 在 し て いた こと か ら 、 イ スラ ー ム が 
信徒 レベ ル で も 国家 レベ ル で も 、 当 時 か ら キ リス ト 教 と 関わ むり 合い を 持つ こと は 
ご 同 約 交 こ と で あっ た 。 まだ 年 若い ムハンマド * が シャ ー ム 地方 へ の 隊商 に 同行 
し た 時 、 彼 が 将来 預言 者 と 2 めこ 居 空 寺 滑 し た の は ボス ラ の キリ ス ト 教 修道 
だ る だ し 、 徹 か 初め て 甚 示 を 受 けた 際 、 そ の 預言 者 性 を 最初 に 認め た ワラ カ ・ ブ 
NI TT EVE 加 書 に 通じ た キリ ス ト 教 徐 で あっ た と され る 。 マッカ * で 
te 少数 の ムスリム * た ち が 庶 護 を 求め て キ リス ト 教 国 で あっ た エチ オ 

ア に 移住 * し た こと も あれ ば 、 マ ディ ー ナ * の イス ラー ム 国家 と ロー マ 帝国 と の 
こ 戦 い が 起 こっ た こと (タブ ー ク の 戦い * の 項 も 参照 ) も あり 、 預 言 者 * 時 代 か 
ら キ リス ト 教徒 と の 接触 は 多かっ た 。 


は 


m * の Do ロビ 


クウ ェ イ ト 法 学 大 全 32:302 参照 。 

前 掲 書 4:67 参照 。 

イブ ン ・ ハ ジャ ル 「 教 友 の 判 別に 関す る 正答 」1:7 参照 。 
アル = テ ブ ハー リー6429 参照 。 

イブ ン ・ カ スィ ー ル 1.:285 参照 。 


isa 


グ ス ル : 法 的 用 語 こ お い て は 、「 特 定 の 条件 を 満た し つつ 、 全身 を 清 い 水 で 洗う 
NII 性 交 、 の SG に よっ て 生じ た 「 大 き な 乏 れ 」 


を 清め る 。「 大 き な 機 れ 」 の 状態 に ある 時 は 、 礼 捧 、 タ ワー フ * 書物 と し て の ク 
ルアー ン * に 触れ る こ & クル アー ン * の 読 育 、 マ スジ ド * に 滞在 する こ ND 
られ 、 月 経 産 後 の 出血 が ある 女性 は 斉 戒 * も 禁じ られ る 。 ま た グ ス ル は 金曜 日 や 
イー ド * に お いて 、 勧 め ら れ た 行為 と な る !。 ウ ドゥー* の 項 も 参照 。 


よ げん し ゃ 


クラ イシ ュ 族 : 預言 者 * ム ハン マ ド * 時 代 以 前 か ら 巡 礼 地 と し て 栄え て いた マッ カ * 
に 居住 し 、 0 2 マス ント の 代理 が ど に こ 携 わっ て いた 、 ア ラブ 部 族 の 


中 で も と り わ け 高 貴 な 一 族 。 預 言 者 * ム る ムハンマド * は この 一 族 の 中 で も 、 更 に 高貴 
と され PHN 


ク グフ k ア ー ジ シン Mu 2 (2 ES アッ ラー* か ら の 人 類 へ の 導き と レ 
て 攻 あ る 啓典 が され て きた が 、 ク ルアー ン * は 最後 の 預言 者 * ム ハン マ ド * に 啓示 
され た 、 啓 典 の 最終 版 。 過去 に ムー サー* に に 啓示 され た トー ラー*、 イ ー サ ー* に 訂 
示さ れ た 福音 * な ど 周 知 の 啓典 が 下さ れ た と いう こと へ の 信仰 や 、 そ れ 以 外 の 詳細 
が 知ら れ て いな い 啓 典 に つい て も 一 般 的 な 形 で 信仰 する こ と 、 そ し て 最後 の 啓 
クル アー ン * と そこ に 含ま れる 永久 不変 の 教え を 信じ る の よ 、 い わ ゆ る 六 信 の 一 つ 。 
クル アー ン * と は 何かと い う 定義 は 大 き な 議論 の 的 に な っ て いる が 、 そ の 内 の 最も 
(lo その 読 放 

栄 拝 * 行 為 と な る も の 」 と いう も の が ある ?。 商 、 本 来 は 定冠詞 「 ア ル 」 が 付属 し 
6 「 ア ル テ ク ルアー ン 」 と 呼ば れる が 、 提 訳 で は 一 般 的 に 普及 し つつ ある 通称 
に 基づき 、 単 に 「 ク ルアー ン 」 と し た 。 


クル アー ン の 冒頭 に 現れ る 文字 群 : 全部 で 百 十 四 ある クル アー ン * の スー ラ * の 内 、 
唐 包 の 2 デン の 2 172 リラ co ラー ム o ミ ー ム | 1 ポー ミー ムリ 寺 ろ 。 三 貞 語 県 
不明 の アラ ビア 壇 字 群 に よっ て 始ま る 。 そ の 意味 に は 様々 な 解 根 が ある が 、 多 く 
の 学者 に よっ て 支持 され て いる 説 は 、 こ れ ら の 文字 が クル アー ン * の 奇跡 性 を し 
™ と いう も の で ある 。 つ まり クル アー ン * は 、 こ れ ら の 限ら れ た アラ ビア 文 
字 ( 全 二 十 八 文字 の 内 、 そ の 半数 の 十 四 文字 パ が 、 こ の よう な 形 で いく つか の スー ラ 
PT こ 出 現し て いる ) か ら 成 立 し て いる に も 関わ ら ず 、 そ の 様式 と 内 容 に お い 
て て 類 を 中 な い 完 成 度 を 示し て いる 、 と いう も の で ある ?。 そ し て アラ ビア 語 に 最も 
精通 し て いた 当時 の アラ ブ 人 で さえ 、 こ の ご く 限 られ た 文字 か ら 成 立 し て いる クル 
アー ン と 同様 の も の を 創作 し て みよ と 挑 ま れ て も 、 応じ る こと が 出来 な か っ た *。 
雌牛 章 23、 ユ ー ヌ ス * 剖 38、 フ ー ド * 章 13、 夜 の 旅 章 88、 山 章 33-34 も 参照 。 


た ww to 


クウ ェ イ ト 法 学 大 全 17:124-128、31:194 - 205 参照 。 

イブ ン ・ ハ ジャ ル 「 修 訂 の 簡約 」255 真 、 ア ッ ニ ズ ィ リ クリ ー「 人 名 」4:102 参照 。 

アッ テル ー ミ ー 「 ス ー ラ 冒頭 の 文字 群 に お ける 、 挑 戦 と 奇跡 性 の 諸 側面 」8 真 以降 参照 。 
ム ヤ ッ サ ル 2 頁 参 照 。 


ee 


コ の nn よ の ら の Do ご 


アル ニク ルト ッ ゥ ピー : ム DR cn アジ ッ ア ダマ ド < 2 2 ビー。 コル 
` し ゃ ょ うさ い あっ か 

ド バ 出 身 の ク ルアー ン * 解 衝 学者 で 、 特 ( に 法学 的 側面 を 詳細 に 扱っ た 大 著 「 ク 

ルアー ン * 法 規定 に 関す る 大 全 」 の 著者 。 学 問 の た め 諸 国 を 旅 し た 後 、 エ ジ プ ト に 


定住 し そこ で ヒジ ュ ラ 暦 *671 年 に 逝去 。 


くん りん せい ふく せい あつ 


君臨 し 給 うお 方 : アッ ラー* の 美 名 の 一 つ 。 原語 で は 「 征 服 す る 、 制 圧する 」 と 
いっ た 意味 の 計 か ら 派 生 し た [2 泌 三 2 第 選 視 人 0Z 江 三 乏 アバ パー ルコ | 。 
後者 の 方 が 、 より 強 調 され た 意味 合い が ある と いう 。 2 2 コリ は その 偉大 さと 
崇高 さ 、 至 商 さ と 全能 性 ゆえ に 全角 第 物 が 屈服 し 、 そ の 御 力 と ご 裁決 の 前 で は い 
か な る 権力 者 も 惨め で ある よう な お 方 で ある 。 * 


散 虚 : 「 思 れ る *」 の 項 を 参照 の こと 。 
けい て ん 
啓典 の 民 : ユダ ヤ 教 徒 * を と キリ スト 教徒 * の こと 。 


けい て ん 


NN SNS の 民 *」 の 項 を 参照 。 


固定 刑 : 法学 用 語 上 は 、「 ア ッ ラ ー* へ の 権利 、 あ る い は アッ ラー* と 人 間 の 権利 
(の シリ ツン ツン リレー と 」。 前 者 の 


例 と し て は 、 衣 通 罪 な ど 、 後 者 の 例 と し て は 他人 を 姦通 で 訴 える 罪 な ど が 挙げ ら 
れる 5。 


憩 く 包囲 きれ る お 方 : アン ラー* の 美 名 の 一 つ 。 原 語 は 、 何 か を 完全 に 配下 に 収 

め 、 制 する こと を 表す 語 町 か ら 派生 し た 動作 06 まま の 2 
MIN こよ っ て 、 創 造物 を 完全 に 包囲 し て お り 、 い か な る も 
の も そこ か ら 発 れる こと は 出来 な い 。 * 


この 上 な く 偉 大 な お 方 : アッ ラー* の 美 名 の 一 つ 。 原語 は 、 高き さや 広 さ 、 奥 行き な 
こ お け る 大 き さ を 表す 語 か ら 派 生 し た 強 調 能動 分 詞 ルニア スズ イー バリ 
アッ ラー* は その 位階 に に お いて 途方 も な く 、 その 蘭 厳 さ が 理性 の 限界 を 超え た お 方 。 


ゆえ に その 本 質 や 、 真実 の お 次 1 は 想像 不可 能 で ある ?。 


広 量 な お 方 : アッ ラー* の 美 名 の 一 つ 。 原語 は 、「 広 い 」 と か 「 余 傘 の ある 」 と か 
いっ た 意 味 の 語 か ら 派生 し た 削 動 分 け 誤 ウッ ー RN 全 創造 に 対す る そ 
の 糧 と ご 玉 悲 が 、 あり 余る ほど に 0 そし て その 知識 、 法 規定 、 英 知 、 
落し 深き など に お いて も 、 広 大 無辺 な お 方 。 


アッ ニテ ズ ィ リ クリ ー5:322 参照 。 

ウマ ル ・ ア ルニア シュ カル 95-96 真 参照 。 
クウ ェ イ ト 法 学 大 全 17 : 129 参照 。 

ウマ ル ・ ア ルテニア シュ カル 202-203 頁 参 照 。 
アッ テ ズ バイ ディ ー3:110。 

イブ ン ・ ア ルー ニア スィ ー ル 2:224 参照 。 
ウマ ル ・ ア ルニア シュ カル 180 頁 参 照 。 


コ の nn Rw Do ご 


困 処 者 : 「 貧 者 」 を 参照 の こと 。 

婚 資金 : 原語 で は 「 マ ハル 」、「 サ ダー ク 」、「 ニ フラ 」 な ど 多 数 の 呼び 名 が あ 
けい や く 

る 。 イ スラ ー ム * 用 語 に お いて は 、 女 性 が 結婚 の 契約 を する か 、 あ る い は 男性 と 性 


交渉 し た 際 ( 無 
性 交渉 し て し まっ た よう な 場合 ) 【 


けい や く 


A au2 こ 正 し い 人 条 
、 贈 られ る べき 財産 の こ と 。』 これ! 


知 か ら 、 条件 を 満た し て いな い 結 婚 を 


う 契 約 の 重要 性 と 価値 を 表し 、 女 性 に 栄誉 と 敬意 を 示す も の で ある 。 
サー プア : 容積 に よる 測量 単位 で 、4 ムッ ド に 相当 。 約 2.75 リッ トル に 相当 する 
いう の が 一 般 的 な 説 だ が 、 他 説 も あり 。3 


| 


は 結婚 と い 


a 


アッ ニ サ ァ デ ィ ー CR 人 。 代表 作 に 「 恵 み 
1 1 
ヒジ デラ 暦 *1376 年 没 。3 

音 戒 : 原語 で で は 「 サ ウム 」 ま た は 「 ス イヤ ー ム 」 で 、 導 的 に は 「 何 か を 控え る ] 
と いう 意味 が ある 0 0 こ お い て は 、 アッ ラー* へ の 畠 拝 * 行 為 の 意 刻 を 
も っ て 飲食 や 性 交 な ど 、 斉 式 で 禁じ しら れ て いる 行為 を 日 の 出し ば らく 前 か ら 日 没 
まで 控え る こ と を 指す 。 南 、 ム スリ ス * 特 別居 人 0 0 
月 * に - ヶ 月 間 の 斉 戒 を 行う こと が 義 ナ ら れ て いる 。 い ね わ ゆ る 五行 の 一 つ 。 雌 


和牛 章 183 以降 も 参照 の こと 。 


最後 の 日 : 善行 


まり 復活 の 日 * の こと 。 5 


2 人 NoDnーIGINIS 2 (202G2BHSUS22 っ / だ ハバ パラ ンー 
きょう ゆう 
身 の 教 友 *。 十 一 歳 の 時 、 ム スリ ム * た ちと 共に マデ ィ ー ナ * へ 移住 きき イス ラ 


* 諸 学 に 秀 で 、 クル アー ン * の 筆 録 者 の - 人 で あり 、 


へ ん さん 


に せよ 、 現 世 で 行っ た 行為 の 清算 と 報い を 受け る 日 。 
最後 の 日 と 来世 を 信仰 する こと は 、 い わ ゅ ゆる 大 信 の 


に せよ 時 行 


ひつ ろ 


“> 


- つ 。 


ー ム 
アブ ー・ バ クル * と ウマ ル * の カ 


リフ 期 に 編 舞 作業 を 委任 され 担当 し た 。 ヒ ジュ ラ 礎 *45 年 没 。5 
サウ グ ・ ピ ント ザ ュ ア : NACS は 彼 の 最初 の 


妻 へ ディー ジャ の 逝 3 


クウ ェ イ ト 法 学 大 全 24: 
アッ ニ ズ ハ イ リー1:142- 


アッ ニー ニ ズ ィ リタ リー3:3 


rt 


、 初 め て 結婚 し た 女性 。 ヒ ジュ ラ 暦 *55 年 頃 没 。 7 


64 参照 。 
143 参照 。 
40 参照 。 


アッ ニテ タバ リー2:889 参照 。 


前 掲 書 1:143-144 参照 。 


アッ ニテ ズ ィ リ クリ ー3:57 参照 。 


アル ニテ ミッ ズィー35:200 以降 、 


イブ ン ・ ハ ジャ ル 「 修 訂 の 簡約 」 666 頁 参 照 。 


sz\ 


ザ カ リー ヤー : 新約 聖書 の ザ カ リア 、 あ る い は ザ カ リヤ の こと 。 預言 者 * ヤ ヒヤ ー 
よ げん し ゃ 2 


* の 父親 で あり 、 彼 自身 も 預言 者 * の 一 人 。 イ ー サ ー* の 母親 マル ヤム * の 後見 も 聞 
め た 。 イ ムラ ー ン 家 章 37-41、 マ ル ヤ ム * 章 2-11 な ど に その 描写 が 認め られ る 。 


酒 : 原語 の 「 ハ ムル 」 に は 、 語源 的 に 「 杉 う も の 」 と いう 意味 が 含ま れ て いる 
めい お お 
つま り 酒 な どの 前 町 を 及ぼ す 物 質 に は 理性 を 覆い 、 人 が アッ ラー を 想念 する こと 
を 炉 げ る 疲 害 が ある (食卓 間 91 も 参照 ) 。、 大 半 の 学者 は 麻薬 な ど 、 酒 同様 の 作 
けん か い 


が ある 物質 の 摂 取 も 禁じ る 解 を 示し て いる 。 尚 、 イ スラ ー ム * の 歴史 に お いて 、 
酒 は 段階 的 に 禁止 され た 。 雌牛 章 219 の 訳注 も 参照 。 


サジ ダ : 路 き 、 額 づく 動作 の こと 。 礼 拝 の 一 動作 で も ある 。 


すう は い 


サー ビア 教徒 : 後 ら が いか な る 民 だ っ た か に 関し て は 、「 無 宗教 者 」 「 天 使 崇拝 


けい て ん 


者 」「 啓 典 の 民 * の 一 派 」 な ど 、 諸 説 が 存在 する 2。 


ぬ 


ザ サム ーー ド (か バー ド は は 商科 アク ビタ ョ 島 北 西部 | と 楽 え た 民 。 土山 を くり 中 
げん し ゃ 


いた 住居 に 住ん を で いた と 言わ れる 。 彼ら に は 預言 者 * サ ー リフ * が 遣わ され た が 、 
そ む ほろ 

彼 に 背 い た か ど で 滅 ぼ さ れる 。 その 記述 は 高 璧 章 R= ド * 章 61-66、 ア ル 

ー ヒ ジュ ル 章 80-84、 詩 人 た ち 章 141-159、 農 章 45-53、 詳細 に され た 章 17-18、 


ちょ うば っ つ 


月 章 23-32、 太 陽 章 I 15 な ど に 見 受け られ る 。 員 、 as Ni こ 下 っ た 懲 六 は 、 
と どろ 
クル アー ン * の 中 で 「 稲 雪 (詳細 に され た 章 18、 搬 き 散ら す も の 章 44) 」「( 協 
げき し ん 
き の ) 一 声 (フー ド * 章 67、 ア ルー ニ ヒ ジュ ル 章 83、 月 章 31) 」「 激 震 ( 高 壁 章 
は な は だ 


お お た も 
78) 」「 甚 だ し いも の (真実 章 5) 」「 彼 ら を 利 い 給 う た (太陽 章 14) 」 と 


ほっ た ん 


様々 な 形 で 描写 EE され いる が 7 ンー シャ ン キ ー テ イー* は その 全 で の 発端 が 


いな づま と ざる 


「( 放 き の ) 一 声 」 で ある と し て いる 。 つま り 「 第 雪 」 を 伴う 「( 杉 き の ) 
声 中 が 起き る に (ea よ っ 「 泊 大 」 . が お き 、 その 様子 は 「 着 だ し いも の で あり 0 


お お た も 


DT A は 彼ら を それ ら の 懲 ! 凛 で 「 覆 い 給 うた 」 の で ある 


サー リラ クサ バード * 目 の 項 参 昭 の こと 


慈愛 探 き お 方 : アッ ラー* の 美 名 の 一 つ 。 原語 で は 「 ラ フ マ 」 と いう 名 詞 か ら 派 
し た 、「 ア ッ ニ ラ ヒ ー ム 」 と いう 能動 分 詞 の 強 調 形 。「 慈 起ち まね き お 方 *」 と 
いう 所 店 を 当て た 「 ア ッ ニ ラフ マー ン 」 に 此 べ 、 特 に 信仰 者 を 対象 と し た 行 謝 的 
な 慈 門 で ある 、 と 言わ れ て いる 。 * 


ww to 


アッ ニタ バリ ー2:1155-1159 参照 。 


前 掲 書 1:444-445、 イ ブン ・ カ スイ ー ル 1:286-287 参照 。 


ワッ ニー ジンジャ ジン キー ショ イー 7:2 本 28 参照 
ニタ バリ ー1:125-129 参照 。 
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至高 の お 方 、 至 高 者 : アッ ラー* の 美 名 の 一 つ 。 原 語 で は 「 ア ル テ ア リー」 ま た は 
ぞ く せ い 

A アァ ラー」 あ る い は 「 ア ル テ ム タ ア ー リ ー」。 そ の 属性 に お いて いか な 

る 創造 物 よ り も 高く 、 全て の も の が その 支配 下 に あり 、 か つこ の 上 な い 位 階 に お 


られ る お 方 。^* 


使徒 提 訳 に お いて 一 貫 し て 「 合 人 と いう 駅 語 を あて た アラ ビア 語 は 「 ラ 
スー ル (複数 形 は ルス ル ) 」 で あり 、 一 方 「 預 言 者 と いう 訳 を あて た の は アラ 
ビア 語 の 「 ナ ビ イ (複数 形 は アン ビ ピ ヤ ーッ 、 に ニー ン 使徒 * と 預言 者 * 
の 違い に つい て は 、 以 下 の よ うな 諸説 が ある : 使徒 * は よ 「 ア ッ ラ ー か ら 天 麻 法 と 


\ て ん け まね 
に 人 々 へ と 遣わ され た 者 」 eS _ 項 


言 者 * は I 工 を 招 K ま と 

に より 、 あ る \ は 天 摩 法 の 内 で 既に こ 確 立 さ れ た 教え へ と 息 ER 彼ら の 
し 

諸事 を 正す べく 、 ア ッ ラ ー か ら 啓 示 を 受 ! けた 者 」 ち 使徒 * は 隊 の 


よ げん し ゃ 


せら れ た 民 男 性 」 で 、 預言 者 * は 「 其 示 1 は 受 けた も の の 、 そ の 伝達 まで ! は 課せ 
けい て ん よ げん し ゃ けい て ん 
られ な か っ た 者 」 ⑧ 使 徒 * は 「 啓 典 と 共 に 遣わ され た 者 」 で 。 預言 者 * は 「 啓 典 


を 授 か る S と な く 遣 わ さ れ た 者 」 3。 つ まり 以上 の いずれ の 説 に せよ 、 使徒 * の 方 が 


よ げん し ゃ 


誠 言 者 * よ り も 特別 で あり 、 そ の こ と は 預言 者 * の 数 が 十 二 万 四 千 人 、 使徒 * の 数 が 
ニー 三 人 で ある と いう 預言 者 * の 伝承 に も 現れ て いる *。 ヌ ー フ ォ *、 イ プラ ー ヒ ー ム *、 
ムー が ーー ム 、 イ ー ザ ーS、 あ パン マ ド * と いっ た 周知 の 使徒 預言 者 * を 信仰 する 

は も ちろ ん の こと 、 そ れ 以 外 の 知ら れ て は いな い 使徒 *・ 預言 者 * に に つい て も 一 般 的 
な 形 で 信仰 する こと は SS いわ ゆる 六 信 の 一 つ 。 尚 、 全 人 類 に 向け て 遣わ され た 最 


後 の 使 徒 * 「 預 言 [者 * の 詩 印 (部 族 連合 章 40 参照 ) 」 ムハンマド * は 、 ク ルアー ン * 
の 中 で 「 便 徒 * [預言 者 *」 と 描写 され る こと が ほとん ど で あ る 。 


慈悲 あま ね き お 方 : アッ ラー* の 美 名 の 二 も 原語 半 で は | と いう 名 詞 か ら 
派生 だ 者 5 人 ーー 選 る 放 N9 能動 分 3 市 の 強 調 形 。 「 慈 愛 深 き お 方 」 


避 の 凡 だ ニレ 6 まん 属 ( と MeS 、 全 創 人 告 物 を 包含 > する 普 遍 的 な 
じ ひ KIRK 
慈悲 と いう 属性 の 持ち 主 、 と いっ た ニュ アン ス が 含ま れ て いる 。『 


ジ ズ ヤ : イス ラー ム * 法 治 国家 内 に 居住 する た め 、 ま た は 生命 ・ 子 孫 ・ 財 産 の 保証 の 
た め 、 あ る い は 停戦 状態 の 維持 の た め 、 自 発 的 に 支払 われ る 財産 の こと ?。 そ の 額 


下 の Oo ご 


ウマ ル ・ ア ル デ テア シュ カル 152-155 頁 参 照 。 

イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 17:297 参照 。 

アル テア ルー スィ ー17:172-173 参照 。 

アル ニ バ イダ ー ウ ィ ー4:133 参照 。 尚 、 こ の 伝承 は 伝承 学者 の 間 で 脆弱 ( ぜ い じ ゃ く ) な も の と 見 な され て いる 。 
預言 者 * と 使徒 * の 数 に 関す る 真正 な 伝承 に つい て は 、 ア ッ ニ タブ リー ズィー に よる 伝承 集 「 灯 火 (と も し び ) の 
壁 痢 (へ き が ん )」 の 中 に 収録 され て いる 「 預 言 者 * の 数 は 十 二 万 四 千 人 で 、 使 徒 * の 数 は その 内 、 三 一 五 人 」 と い 
う 伝承 が 現代 の 伝承 学者 アル シニア ル バ パー ニー に よっ て 真正 * と 判定 され て いる (5737)。 

アッ ニタ バリ ー1:125-129 参照 。 

クウ ェ イ ト 法 学 大 全 15:150 参照 。 
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けい て ん 
は 、 法 学派 や 状況 に より 大 き な 差 異 が ある '。 啓典 の 民 *、 DD (巡礼 * 
章 17 の 訳注 を 参照 ) か ) ら ジ ズ ヤ を 取る こと が 出来 る こ と に 異論 の 余地 1 よ な い が 、 
3 


その 他 の シル ク * の 徒 、 偶像 此 拝 者 に こ 関 し て は も 解 の 相違 が ある 。 ? 


けい じ IE 間 コ 
ジブ リー ル : 大 天使 ガブ プリ エル の こと 。 ア ッ ラ ー* か ら の 産 示 を 使徒 * に 伝達 する 役 
を 負う 。 


シャ イタ ー ン : 悪魔 、 サ タン の こと 。 語 源 抱 に は 「 人 間 、 ジ ン *、 そ の 他 の 生き 物 
1 2 と を 指す 。 ク ルアー ン * に お 
いて 言及 され る 場合 、 そ の 反逆 と 謀反 の 対象 は 、 ア ッ ラ ー* と その 宗教 で ある 。 測 、 
シン シャ イタ ー ン が 人 類 を 迷わ せる こと と な っ た 経緯 に つい て は 、 高 壁 章 11-18、 ア ル 
ー ヒ ジュ ル 章 28-42、 夜 の 旅 章 61-65、 サ ー ド 章 71-85 を 参照 。 


アッー ジマ み ーーー ョ ムペ ハジ ンマ Ne ラシャ アリ ーッ ムン マ ド Ro ッ アッ ニー シャ ウタ ー 
か いし ゃ く 

ニー。 イ エメ ン 出 身 の 法学 者 。 「 ク ルアー ン * 解 釈 学 に お ける 、 伝 承 と 智 見 の 両 

学 を 集結 し た 全能 者 の 勝利 」 の 著者 。 ヒ ジュ ラ 暦 *1250 年 没 。* 


シャ ウ ワ ー ル 月 : ヒジ ュ ラ 暦 * の 十 月 。 


ジャ ナー バ : 法 的 用 語 に お ける 意味 は 、 精 液 の 放出 、 性 交 に よる 「 大 き な 機 れ 」 
の 状態 に ある こと 。 こ の 状態 に ある 限り 、 グ スル * し な けれ ば 、 礼 拝 、 タ ワー フォ 、 
書物 と し て の クル アー ン * に 触れ る こと 、 ク ルアー ン * の 読 調 、 マ スジ ド * に 滞在 
する こと な ど が 禁じ られ る 。) 0 「 ジ ャ ナー バ 」 は 、 語 源 的 に 「 遠 ざか る こと 」。 
身 を 清め な い 限 り 、 礼 拝 の 場 に 近づけ な い 状態 で も る こと か ら 、 こ う 名 付け られ 


だ と これ る 


シク ペー 8 A SC の イッ ラッ ラー 、 ム ハン で NR ウッ クス ネー ルッ ラー 
(アタ アー 以外 、 真 に 崇拝 * す べき いか な る も の も 存在 し な い 。 ムハンマド * は 
シア ンー とこ BU の カラ ピ ロ 7 の 8 UDB の の 
その 内 で も 一 番 上位 に 位置 する も の 。 こ の 言葉 を 信仰 心 と 共に 証言 する こと で 、 
ムスリム * で な い 者 は ムスリム * と な る 。 


32 リー 8 の 7 計 選 の 60RGE し た 語 。 通常 は 、 2 6 
その 使徒 *、 及 び 宗 教 規定 に つい て の 無知 、 そ し て 統 の 誇り 合い や 叙 慢 さ な ど に 


クウ ェ イ ト 法 学 大 全 15:183 参照 。 
前 掲 書 15:166 参照 。 

アッ ニテ タバ リー1:119 参照 。 
アッ ニテ ズ ィ リ クリ ー6:298 参照 。 

クウ ェ イ ト 法 学 大 全 16:47-54 参照 。 
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よっ て 特徴 づけ られ る 、 ES ム X 以 前 の アラ ブ 人 の 態 を 指す !。 ま た 近代 に 
いて は 、 「 ア ッ ラ ー* の お 必 『 き が 到来 する 以前 の 、 社会 の 状態 。 ま た は 、 ア ッ 
ラー* の お 導き を 措 否 する 社会 全体 ある い は 社会 の 一 部 の 状態 の こと 」 と いう 、 
有り 股 的 な 解 秋 も られ る %。 


シャ ー フ ィ イ ー 法 学派 : 四 大 法学 派 * の 一 つ 。 法 源 学 を 初め て 体系 化 さ せ た と 言わ 
4 れ の 二 の ハ ンド Na ノン 人 NUU 生 ーション ロ ョ ンク (ビン テン 尼 %204 4E) 
を 祖 と する 。 現在 は 東 ア ラブ 世界 、 東 アフ リカ 、 イ ンド 南部 、 東 南ア ジア な ど を 
中 心 に 分 布 。 


+ 


アデ アッー ニシ ャ ン キ ー テ ィ ー : ムハンマド ・ ア ルニア ミー ン ・ プ ブン ・ ム バハ ンマ ド ・ ア ルー 
ム フ タ ー ル ・ の ジャ シン キー ディ ーー。 号 一 り 多 選 ア 出 身 の 近 代 の 学者 で 、 が 2 
きょう べ ん 


か いし ゃ く 
アラ ビア に て 教鞭 を 取る 。 「 ク ルアー ン * 解 釈 に お ける 解 明 の 光 」 の 著者 。 ヒ 
ジュ ラ 暦 *1394 年 没 。* 


主 : 押 訳 に て 「 主 」 と 統一 し て 訳し た 語 は 、 原 語 で は 「 ラ ッ プ 」。 語 源 的 に は 
中 、 翌 、 物事 を 改善 する 者 、 物事 を 司 る 者 、 何 か を その 完成 に 向け て 諾 了 
的 に 成長 させ る 者 、 な ど と いう 複数 の 意味 が 含ま れる * クル アー ン * の 中 で は 大 方 
の 場合 、 「 全 創造 物 の 主 」 「 天 の 主 」 「 地 の 主 」 と いっ た よう に 、 他 の 語 の 
修飾 を 受け た 形 で 出現 し 、 こ の 場合 の 「 ま ま 」 862 ラー の ご と を 指す 。 し か し 
非 限定 の 複数 形 (イム ラー ン 家 章 64、80、 悔 司 章 31、 ユ ー ス フ * 章 39 参照 ) だ っ 
た り 、 文 脈 的 に 明らか に アッ ラー* 以 外 の も の を 指し て いる 場合 Io 2 
41「 ご 主人 様 」 な ど ) 、 ア ッ ラ ー* ご 自身 の こと を 指し て いる の で は な い 。 


よ げん し 


シュ アイ ブ : マ ド ゥ ヤ ン * の 民 に 遣わ され た 預言 者 その 記述 は 高 壁 章 85-93、 
フー ド * 章 84-95、 詩 人 た ち 章 176-191、 角 昧 章 36-37 な ど に 見 受け られ る 。 


巡礼 : ハッ ジ * と ウム ラ * の 項 参 照 。 


ょ うざい じょう ざい お せま る 


浄 財 : 「 浄 財 」 と いう 訳語 を あて た 原語 は 「 ア ッ = 020 で あり 、 義務 の 3 
財 の こ さい やゆ 2 条 ( の 誠に oR ムスリム * に と っ て の 義務 。 ポス ズラ フーム * 法 息 
の 定義 は 「 特 定 の 形式 に お いて 、 特 定 の 財産 に お ける 義務 を 果たす こ eh で あり 、 
所 有 し た 財産 の 種類 、 その 数 や 量 、 . そ れ を 所 有 し た 期間 ] な ど 、 様々 な 条件 が 揃っ 


じょう ざ 


て 初め て 、 浄 財 の 義務 を が 生じ る 。 浄 財 を 支払 う 対象 は 、 梅 二 章 60 1 こと 明らか に さ 


ひん じゃ 


れ て いる 通り 、 貧 者 * や 借金 に 苦し ん で いる 者 な ど で あ る 5。 尚 「 ザ カー」 に は 語源 


NN 


nn 尽 の や ピピ 


イブ ン ・ ア ルテニア スィ ー ル 1.:317 参照 。 
ユー ス フ ・ ア ッ ニ サイ ー ド 1:59 参照 
アッ テ ズ ィ リ クリ ー6:45 参照 。 

ウマ ル ・ ア ルテニア シュ カル 41 真 参照 。 
クウ ェ イ ト 法 学 大 全 23:226-335 参照 。 
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的 に 、 増 加 、 成 長 な ど と いっ た 意味 が 含ま れ て いる 。 つ まり 樹木 が 適切 な 形 で 


六 定 され る こと に よっ て 、 上 成長 の 促進 や 害虫 の 予防 が 期待 され る よう に 、 ア ッ 

じょう ざい 
ラー* は 浄 財 を 支払 うこ と ゆえ に 財産 を 増加 させ 、 お 清め 下さ る の で ある '!。 ま た 
シレ ンー 再 財 を 池 者 を 還 と 巧 い 人 性質 か ら 清め 、 令 ら を 成長 させ 、 導い 人 


質 と 正しい 行い *、 現 世 と 来世 に お ける 彼ら の 秦 美 を 増 や し て 下さ る 。 


ょ うさ ん し ょ うさ ん た た あい 


ぼ 
称 状 : 称賛 と いう 訳語 を 当て た 「 ハ ム ド 」 は 、 讃 える 対象 の 美 点 を 、 愛 慕 の 念 
を も っ て 表明 する こと を 意味 する 。* 


称 替 さ れる べき お 方 : アッ ラー* の 美 名 の 一 つ 。 原 語 は 、 称 准 す る 、 と いう 意味 
み わざ 


の 語 か ら 派生 し た 受動 分 詞 「 ア ル ニ テニ ハ ミー ド 」。 ア ッ ラ ー* は その 物 業 ゆえ に 


称 養 に 値する お 方 。 そ し て 順 科 に ちっ て も 芋 彼 に こ あ っ て も 、 困 難 に あっ て も 安寧 
に あっ て も 、 常 に 称え られ る べき お 方 で ある 。 


し ょ う よ う Ka 


称 揚 : 称え る * の 項 を 参照 


お うお う 
シル ク : 往々 に し て 「 多 神 教 」 と いう 訳 が あめ て られ る こと の 多い アラ ビア 語 の 
せっ や く 


A と いう 言葉 と その 派生 形 は 、 抽 訳 に お いて | と いう 原語 の ま 
ま に 留 め て お いた 。 そ れ は シル ク と いう 言葉 は 多神教 と いう 概念 と 全く 無線 で は 
な いも の の 、 それ と は 異な る 概念 も 多く 含ん で いる た め ( こ 、「 多 神 教 」 と 訳す る 
こと に よっ て 大 き な 誤解 を 招く 恐れ が ある か ら で あ る 。 シ ルク と は 、 全 宇宙 の 
創造 ・ 所 有 ・ 支 配 な ど 、 ア ッ ラ ー* の み が 専 有する 権威 や 性 質 に お いて 、 か れ 以 外 の 
何 か が 共同 ・ 関 与 し て いる な ど と 考え た り 、 あ る い は アッ ラー* の み に 向 けら れる 


すう は い 


べき 崇拝 * 行 為 を 、 か れ 以 外 の も の に 向け て 行っ た りす る こ と を 意味 する 。 こ の 意 
味 に お いて シル ク は 、 単 に こ 複 数 の 神 性 を 認め る こと だ け で は な い 。 シ ルク は イス 


すう は い 


ラー ム * の 根本 教義 で あ る タウ ヒー ド * の 反対 語 で あり 、 ム スリ ム * は 信条 や 崇拝 * 


さ 


行為 だ け に 限ら ず 、 蛇 細 な 心 の 動き な ど に お いて も シル ク * 的 な も の を 避け 、 タ ウ 


じゅ ん すい 


ヒー ド * を 純粋 な も の に し て いく 努力 を 課さ れ て いる 


ジン : 人 間 の よう に 理性 と 身体 E カ を 有する 、 1 ee Be 人 間 同 
様 に アッ ラー* の 宗教 に 従 う 義 務 を 課さ れ て お り 、 来世 で は 現世 の 行い に 応じ て 
その 行き 先 が 決 2 定 さ れる (家畜 章 130、 高 壁 章 179、 蔽 き 散ら され る も の 意 56、 
蓄 想 あま ね き お 方 章 な ど 参照 ) 。 


真正 : 伝承 (ハデ ィ ー ス ) 学 用 語 「 サ ヒー フ 」 の 訳 。 役 に 、 以 下 の 条 件 を 満た 


て ん き ょ 


し た 伝承 は 「 真 正 」 な 伝承 と 呼ば れ 、 信 頼 する こ 足る 典拠 と 見 な され る 。① 伝 承 


忌 の to 


ニタ バリ ー1:369 参照 。 


アッ ニー サ ア ディ ー350 真 参照 。 
イブ ン ・ タ イミ ー ヤ 「 フ ァ ト ワー 集 」8:378-379 参照 。 
アル テハ ッ タ ー ビ ー78 真 参照 。 
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者 の 鎖 が 最初 か ら 最後 まで 、 途 切れ ず に つなが っ て いる こと 。 ② そ れ を 伝え る 


て の 伝承 者 が 、 正 呈 常 な 理性 良識 を 備え 、 信頼 性 


貴 つ き の 織 疑 を か けら れ て も お ら ず 、 大 郵 * も 犯さ ず 、 それ 以外 の 


いっ だ っ 


固執 し て お ら ず 、 また 正統 な 教義 か ら の 逸脱 も 
成人 * ム スリ ム で ある こ 
確 さ を 備え て いる こと 。 ぐ 伝承 本 文 の 内 容 に 、 
の 内 容 と 反する 部 分 が な いこ と 。 ぐ ⑤ 伝 承 本 文 の 
な 要素 が 含ま れ て は いな いこ と 。" 


し ん せい 


神聖 月 : ム ハ ッ ラム 月 *、 


DO アラ ブ 人 の 間 で は イス ラー ム * 以 前 に 
お ける 戦い の 禁止 は 悔 悟 


らら UKGLZ/G コ 2 語 | に 神聖 月 に 


iR0K こ R 応戦 の 時 以外 に は 神聖 朋 に 戦っ て は 


「 ズ ィ ハ ー ル (「 背 中 」 と いう 意 
ジャ ー ヒ リー ヤ * か ら イ スラ ー ム * 初 期 に か け て 


ー つ で 、 夫 が 妻 に 対し 「 お 前 は 私 に と っ て 、 私 


ズ イ ィ イハ ー ル : 


こと 。③ そ れ を 伝え る 全て の 伝承 者 が 、 


に me つり 上 eb な 
深い 行為 に 
和夫 
伝達 行為 に お いて 正 
それ より も っ と 信頼 性 の 高い 伝承 
内 容 に 、 そ の 信頼 性 を 損なう よう 


ラジ ャ ブ 月 *、 ズ ルー ニカ ァ ダ 月 *、 ズ ル ニ ヒ ッ ジ ャ 月 * の 四 


こも 、 こ れ ら の 月 に お ける 戦闘 は 
草 36 に よっ て 撤回 され た 、 


と いう 説 が ある ?。 


な ら な い 、 


意味 の 「 ザ ハル 」 が 由来 ) 」 と は 
アラ ブ 社 会 に 存在 し て いた 悪 習 の 
の 母親 の 背中 同然 だ 」 と 言う こと 。 
- 部 ) を 、 彼 に と っ て 永久 
その よう な 女性 の 身体 部 分 の うち 、 
ee こ な ぞ ら え る こと 」。 こ 
ぐ N 


に 離婚 する わ 


と 言っ て 完全 


a 


(抗弁 する 女 章 2-3 参照 ) 。 そ し 


語 (alT ハーグ | イブ フン タイ ミュ ヤ ft は 
「 ア ッ ラ ー* が 愛 で ら れ 、 お 喜び に な る 、 


こ 対す る 集合 的 名 称 」 と 定義 づ け 


より 一 般 的 な 定義 と し て は が 妻 (また は 彼女 の 
に 結婚 が 禁じ られ る 関係 に ある 女性 ある い は 

『 背 中 、 腹 、 乃 』 な ど 、 i 
DEE 夫 は 妻 を 自分 こと っ て 妻 で も な 

け で も な いと いう 移 地 に 国 

ぬ ・ 大 罪 で あり 、 順 罪 を 行わ な けれ ば な ら な い 

て 順 固 を 行う まで は 、 妻 と の 関係 が 禁じ られ る 。* 
拓 : 「 朱 拝 」 と いう 訳語 を 当て た 原 

イス ラー ム * 用 語 と し て の 「 張 拝 」 を 、 

あら ゆる 内 面 的 ・ 外 面 的 言動 を 含む 、 全 て の 物事 


この 「 イ バー ダ 」 を アッ ラー* の み に 向 け 、 
と が 、 イ スラ ー ム * の 重要 な 根本 教義 で あ 


む れい は い 


2 ル 5 五 っ つの 義務 の 礼拝 の 一 つ で 、 正 午 過 ぎ 


と る 2 
SUN 


その 
NS 


也 の いか な る 対象 【 0 ら さ 


の 四 ラ クア の 礼拝 。 太 陽 が 子午 線 


を 通過 し た 後 か ら 始 まり 、 あ る 物 の 影 が それ 


マフ ムー ド ・ ア ッ ニ タッ ハー ン 44 頁 参 照 。 
アッ ニー サ ア ディ ー336 頁 参 照 。 

イブ ン ・ カ スィ ー ル 4:149 参照 。 

クウ ェ イ ト 法 学 大 全 29:189-208 参照 。 
イブ ン ・ タ イミ ー ヤ 「 フ ァ ト ワー 集 」1:149 参照 。 
ム ヤ ッ サ ル 1 頁 参 照 。 


身 と 同じ 長 さ に まで 達し た 時 点 で 


/isssN 


その 時 間 帯 は 終了 する ( 影 が それ 自身 の 倍 の 長 さ に 達し た 時 点 で 終わ る と いう 、 
少数 派 の 見 解 も あり ) 。! 


全て を 請け 負わ れる お 方 : アッ ラー* の 美 名 の 一 つ 。 原 語 で は 、 任 せる 、 委 ね る 、 
と いっ た 意味 の 語 か ら 派 生 し た 受動 分 詞 「 ア ル ニ ワ キー ル 」。 ア ッ ラ ー* は 全て の 
NN その 諸事 を 見 守ら れ 、 存 続 に 必要 な も の を 供給 され 、 

滅亡 か ら お 守 (SS ぬ 882 が 。 人 (8 ご の よう な 存在 に こそ 全て を 委ね 、 依拠 し な け 

人 時 ゲッ ラー に こそ 全て を 委ね る * の 項 も 参照 。 


全て を 司 る お 方 : 0 つ 。 原語 で は 、 No 
味 の 語 か ら 派 生 し た 能動 分 詞 「 ア ル = カ ー イ ム 」、 ある い は 強 調 能動 分 詞 「 ア 
ルカ イニ ユー ム 」。 後 者 の 方 が 意味 的 に 強い 。 ア ッ ラ ー* は 自 ら 存 立 さ れ 、 か つ 
他 の 存在 を 存続 させ られ る お 方 。 か れ は 何 も 必 要 と は され な い が 、 全 て の 被 造物 
は 、 か れ の 思 し 右 し な し で は 存続 で き な い 。!# 


の ほう い 


全て を 包囲 され る お 方 : 燕 く 包囲 され る お 方 の 項 を 参照 


全て を 委ね る : プッ クー うこ こそ 全て を 委ね る の 項 を 参照 


ペー ンク ルレ リー ニン (お (0 の 1 滞 の jl 二 クジ レニ ンジ ネ ( 自 且 目 ( の 6 雪 用 K7 ら RS 


よ げん し ゃ 


ライ マー ン : ソロ モン の こと 。 イ スラ ー ム * で は 預言 者 * の 一 人 に こ 数 えら れる 。 


ス 
よ げん し ゃ AO 


預言 者 * ダ ー ウ ー ド * の 息子 。 雌 和牛 章 102、 預 言 者 * た ち 章 78-79、81、 賊 章 15 以降 、 
サバ ア 埋 12-14、 サ ナード 斉 30-40 な ど に お いて 、 後 に 関す る 描写 が 見 受け ち れる 。 


ズル ニカ アダ 月 : ヒジ ュ ラ 歴 * の 十 一 月 。 神 聖 月 * の 一 つ 。 


ズル = カル ナイ ン : 原語 で は 、 「 二 本 の を 持つ 者 」 と いう 意味 。 癌 、 その 名 称 
の 由来 に た つい て は 、「 髪 を 二 本 に 結 わ えて いた 」 [東西 の 果て に 到達 し た 」 と 
いっ た 説 が ある 1?。 こ の 人 物 の 特定 に つい て は 、 古 く か ら 学 者 の 間 で 大 き な 見 解 の 
相違 が ある が 、 確 実 な の は クル アー ン * の 中 で 述べ られ て いる よう に 、 強 大 な 力 と 
正しい 信仰 を 備え た 者 で あっ た と いう こと で ある 。 


よ げん し ゃ 
ズル テキ フル : 一 説 に は 旧約 聖書 に 登場 する 預言 者 * エ ゼ キ エル と も 言わ れる が 、 
詳細 は 不明 。 アラ ビア 語 で は 語源 的 に 「 順 守 す る 者 」 と いっ た 意 味 合 い が あ る が 、 


それ は 一 説 に アル テニ ヤ サ ア * の 呼び か け に 答え て 彼 の 中 言 を 順守 する 者 と 88 
イス ラー イー ル の 子 ら * に 対す る 彼 の 後継 者 と な っ た た め と され る 5?。 


nn ww Do ピピ 


クウ ェ イ ト 法 学 大 全 7:172-173 参照 。 
ウマ ル ・ ア ルー ニア シェ ュ カ ル 204 頁 参照 。 
前 掲 書 225 頁 参 照 。 

アル テク ルト ッ ゥ ピー5:34-36 参照 。 

イブ ン ・ ア ーシュ ー ル 17:129-130 参照 。 
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前 掲 書 164-167 頁 参 照 。 


し ん せい 


ズル ニテ ヒッ ジャ 月 : ヒジ ュ ラ 暦 * の 十 二 月 。 神 聖 月 * の 一 つ で 、 そ の 上 旬 に ハッ ジ * 
の 主 な 行事 が 行わ れる 。 


せっ や く 
スン ナ : この 語 の 定義 は 、 伝 承 学者 ・ 法 学者 ・ 法 源 学者 の 間 で 異な る が 、 押 訳 で 
いっ か ん よ げん し ゃ 


- 員 し て 「 預 言 者 * ム ハン マ ド * に A 『 動 と 彼 の 認証 し た こと 、 及 び 彼 の 
外面 的 ・ 内 面 的 特徴 」 と いう 伝承 学 の 定義 に 沿っ た も の と し た 。 


即座 に 計算 され る お 方 : 原語 で は 「 サ リー ウ ・ ア ル ニ ヒ サー プ ブ 」 ま た は 「 ア スラ 
TE NR Ee アッ ラー* は その 僕 の あら ゆる 行い を こ = 存 知 に な り 、 
それ に 対し て 適切 に こ お 報い に (SS 復活 の 日 *、 現 世 で の 行い の 裁き を 受け る 
僕 の 数 は 膨大 で ある が 、 ア ッ ラ ー* は その 清算 を 即座 に 、 か つ 容 易 に 行わ れる *。 

清算 者 * の 項 も 参照 。 


制圧 され る お 方 : PDE DOD つろ)。 原語 (ae 722 ル 三 2 p 人 
の 美 名 に は 、 以下 の よう な 複数 の 意 只 が 含ま れる と され る : ①「 育 も (RN 
ル ) 」 と いう 意味 。 つ まり 弱い 者 、 貧し い 者 、 赴 げ ら れ て いる 者 な どの 状況 を 改 
療 し て 下さ る お 方 。② 「 制 圧 、 強制 ( イ 2 4) SMMS つり で 
の ご 意思 を 有無 を 言 わせ ず 実 行 し 給 う お 方 で 、 全 創 造物 は か れ に と 服 し て いる 。⑨ 
「 高 い 」 と いう 意味 。3 


清算 者 : アッ ラー* の 美 名 の 一 つ 。 原 語 で は 「 ア ル = ニ ハス イィ ー プ 」。 こ の 美 名 は 主 
に 二 つ の 意味 を 含む 、 と 言わ れる 。 一 つ は 、 ア ッ ラ ー* が 現世 に お ける 僕 の 行い 
を その 大 小 を 問わ ず 数 え 上 げ ら れ 、 来 世に お いて は それ に お 報い に な る お 方 だ と 
いう も の 。 も う 一 つ は 、 その 御 カ と ご 援助 さえ あれ ば 、 信仰 者 が 敵 を 打ち 負かす 
に 十分 な お 方 、 と いう 意味 で ある *。 即 座 に 計算 され る お 方 * の 項 も 参照 


成人 : イス ラー ム * に お ける 成年 の 徴候 は 、 女 性 の 場合 、 初 測 と 妊娠 が ある 。 ま 


た 男女 に 共通 する 後 と し て ! は 一 般 的 に 、 精 通 を 見 る か 、 ヒ ジュ ラ 暦 * で 十 玉 歳 
( 他 説 も あり ) に 達する か 、 陰毛 が 生え る か の 三 つ が ある 5」 


聖なる お 方 : 000 7 の 及 語 で は 2 グッ ドウ み ー ズ 」。 アッ 
し ゅ く ふ ふく 

1 あら ゆる 不足 や 欠陥 と いっ た こと か ら 無 藤 で 、 清く 、 祝福 に あふ れ た 

お 方 。 伴 早 、 子 供 、 MMNE と か ら 無縁 な 存在 で あり 、 その 徳 と 善 


きん ぴ ぞ く せ い 


性 に よっ て 次 美 きれ る 、 な 属性 を 備え た お 方 で ある 。『 


ム ヤ ッ サ ル 31 頁 参 照 。 
ウマ ル ・ ア ルー ニア シュ カル 著 「 ア ッ ラ ー の 美 名 」 166 頁 参 照 。 
前 掲 書 74-76 頁 参照 。 


ム ヤ ッ サ ル 31 頁 参 照 。 
ウマ ル ・ ア ルニア シュ カル 51 頁 参 照 。 
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戦利 品 : イス ラー ム * に お ける 戦利 品 の 種類 に は 様々 な も の が ある が 、 以下 に 示す 
の は その 一 部 で ある : 「 フ ァ イ ッ 少 」 (8、 ムスリム * が 戦闘 な し に 手 【 に 入れ た 戦利 癌 。 
「 ガ ニー マ 」 は 、 戦 闘 に よっ て 手 に に 入れ た 戦利 品 。「 ナ ファ ル (複数 形 は アン 
ラ ァ テー ル ぐ 。、 ヌ メー ラ る に も な っ て いる ) 」 は 、 戦い へ と 哉 舞 すべ く 、 ム スリ ム * 


の 指導 者 が 通常 の 戦利 品 と は 別に 、 戦 闘 員 の た め に 特別 に 用 意 す る も の 。" 


そう せい 


人 2 7 DS つ 。 原 語 で は T= a 0) で あり 、 ゝ 語源 
的 に は 単なる 創造 者 と いう 以外 に も 、「 何 か を 裂 いた り 割っ た り し て 創造 する 
者 」 i 0 


創 生 者 : 0 - つ 。 原語 で は 「 ア ルー= バ パー リウ 」。 誠 的 に は 単 な 

る 創造 考 と いう 以外 に ° 分 離さ せ た り 、 人 造 す る こ 必 0JGS つ 1 、 何 か か ら 別 

の も の を 押 ! RT TO 欠損 な ど 
そう ぞ が た 


か ら 無 緑 ( バ ウ ) な 創造 を され 、 か つ 創 造 を 互い に 異な る 形 と 姿 に お いて 特 
徴 づ け 80 の 3 


た いざ い 志 
大 爆 : 原語 で は 「 カ ビー ラ (概数 形 は カペー イル ) 」。 具体 的 に は 、 そ れ を 犯す 
こと で 現世 に お いて イス ラー ム * 法 ( こ に おけ る 刑 凍 が 適 ) ] さ れ た り ある い ! は 来世 に 


ちょ うば つっ 


お いて 地獄 の 懲 宙 を 警告 され て いた り 、 ま た アッ ラー* の お 色 り を 招い た りす る 


か ん いん ま じゅ つ | そく 


こと と きれ て いる も の 。 具体 例 と し て は シル ク *、 殺 人 、 雪 淫 、 魔術 、 利 息 *、 親 
不 孝 、 嘘 の 維 い な ど が ある 。 


タウ ヒー ド : 語源 的 に は 「 何 か を 一 つ に する こと 」 と いう 意味 。 イ スラ ー ム 用 語 
上 は 、「 ア ッ ラ ー* だ け に 特徴 づけ られ る 物事 に お いて 、 か れ だ け を 唯一 と する こ 
So に 特徴 づけ られ る 物事 」 に は 大 きく 分 け て 、 の 性 、 の 
性 、⑧ 美 名 と 属性 と いう 三 っ つの 分 野 だ が ある 。① は 、 1 
有 者 で 、 こ の 世 を 司 る お 方 で ある と いう 信じ る こと 。② は 、 その よう な 存在 で 
ある アッ ラー* だ け を 朱 拝 * に は 値 し な い 他 の 何 も の も 潤 拝 * し な いこ と 。 
⑨ は 、 ア ッ ラ ー* が その 北 典 や 使徒 * の 言葉 で ご 自身 を 表し た 美 名 ・ 届 性 に お いて 只 
ー で ある こと を 認め 、 そ れ ら の 美 名 必 性 を 改ざん し た り 、 実 質 が な いと 見 な し た 
り 、「 ア ッ ラ ー* が いか に こそ の よう で ある の か ?」 DD 軸 代物 に 選 まえ た り 

する こと な く 、 ア ッ ラ ー* が 背 定 し 給 う た も の を 月 定 し 、 和 否定 し 給 う た も の を 各 定 


3EF 有 と 。「 


nn 忌 の Do rm 


クウ ェ イ ト 法 学 大 全 32 : 227-228 参照 。 
ニタ バリ ー4:3143 参照 。 

アッ ニテ ズ バイ ディ ー1:145 参照 。 

アッ ニー ラー ズィー1:516 参照 。 


イブ ン ・ ウ サイ ミー ン 「 フ ァ ト ワー 論説 集 」6:33-34 参照 。 


の Nn ow Do ロ 


/isset 
た た せっ や く 


称え る : 押 訳 に て 、 ul 動詞 「 サ ッ パ 
ハ 」 の 派生 形 。 そ の 語源 的 な 意味 は 、 何 か を 遠ざけ た り 、 隔絶 させ た りす る こ eS 
イス ラー ム 馬上 は 、 アッ ラー を か れ に 相応 し く な いあ ら ゆ る 性 質 か ら 無 線 で 
媒 高 な 存在 と し て 称え る こ SR 


正しい 行い : 原 言 で は [2 FR 0 訪 | 及び その 派生 形 。 具 体 的 
に は アッ ラー* に 服従 し 、 その 法 を 遵守 bs ご に お いて 定め られ た 義 務 を 果 た 
し 、 禁 じ し ら れ た も の を 避け る こと 。 あ る い は アッ ラー* の 教え に 則 っ た 善行 の こ 
し 


正しい 者 : 抽 訳 に 潤 w て で WE し いい で うう 誤 議 を めで て だ アラ タビ ア 議 は 「 ツ ツ = 
リフ (複数 形 は サー リフ ー ン ) 」。 正しい 行い *」 を 行う 者 の こと 。 ア ッ ニ タバ 
リー* は この 語 「 ア ッ ラ ー* へ の 義務 を 果たす 者 」 と 説明 し て いる 3 


すう は い くじ ゅ う 
ター グー ト : アッ ラー* を 差し 置い て 崇拝 * さ れ た り 、 服従 され た りす る 全て の 対 
の) ご と その 意味 で は 偶像 で ある か 、 シャ イタ ー ン * で ある か 、 ある い は 人 間 で 
ある か を 問わ ず 、 そ の よう な 状態 に ちる も の 全て が この 概念 の 中 に 含ま れる こと 
だ な る 。 


ググ の 2 の 0 ムペ シマ ラン < ジャ リー ルッ アッ メー ク バ リー。 ク リス クー シ 
に 生 を 受け る 。 クル アー ン * 学 に 限ら ず 、 アラ ビア 語学 、 法学 、 伝 承 学 、 歴 史学 な 
に も 精通 。 代 表 作 「 ク ルアー ン * の アー ヤ * 釈 義 に 関す る 明 証 大 全 」 は 、 後 世 の 


か いし ゃ く けっ I 


の MNT 大 き な 影 響 を 及ぼ し た と 言わ れる ほど 傑 l レ た 天 
よ げん し ゃ いし ゃ 

著 。 預言 者 * ム ハン マ ド * の 伝承 を 始め 、 WUD TT ン * 解 穴 学者 の 言葉 を 伝 

承 経 路 を も っ て 提示 し た . 1 で それ ら を 2 分 析 ・ 吟味 する 、 と いう 当時 と し て は 画 期 的 


ルル アー に 解釈 を 孝 SO 


きょう ゆう 


ター ビ イ ー : 教 友 * の 次 世代 。 数 多く の 定義 が ある が 、 一 般 的 に は 教 友 * と 出 
I TF ENE SS SED TE 


ふく すう 


ター ビ ウ ー ン : 「 タ ー ビ イ ー*」 の 複数 形 。 


タブ ー ク の 戦い : ヒジ ュ ラ 暦 *9 年 、 タ ブー ク で 起こ っ た 、 マ ディ ー ナ * か ら の ム ス 
リム * 速 征 軍 と 、 ロ ー マ 軍 と の 戦い 。 ム ウタ の 戦い * で の 敗北 の 後 、 ロ ー マ 軍 は ム 


アッ ニー タバ リー1.:311 参照 。 
アッ ニタ バリ ー1:526、 ム ヤッ サル 12 頁 参 照 。 
アッ ニテ タバ リー1:720 参照 。 


前 掲 書 2:1499-1500 参照 。 


アッ ニテ ズ ィ リ クリ ー6:69 参照 。 
ムハンマド ・ ア ル ニ フ ダイ リー1.:45-47 参照 。 


/ 957 


か い め つ た い ぐ ん 5 


は 、 先 手 を 困っ て ロー マ 帝国 の 国 革 を 攻撃 すべ く 


よ げん し ゃ 


スリ ム * 軍 の 壊滅 を 目的 に 、 大 軍 を 整え て いた 。 そ の 知ら せ を 受け 取っ た 預言 者 * 


マデ イー だ で 2 人 SS 。 


周辺 


の アラ ブ 人 遊 枚 民 部 族 や マッ カ * の 民 に も 、 タ ブー ク | 出 征 の 命令 を 出し た 。 時節 は 


こん な ん 


0 果物 が 熟す 頃 、 し か も タブ ー ク まで の 旅程 は 長く 、 困 難 で あっ た 。 
に 例 を 見 な い 三 方 も の 兵 数 を 率 まい て の 遠征 で は あっ た が 、 乗り 物 用 の ラ 


よ げん し ゃ みず か 


2 し か し 預言 者 * E 
ク に 入る と 、 ロ ー マ 帝 国 国境 周辺 に いた ロー マ 軍 


ら が 率い る ムスリム * 軍 が タ 


葉 れ を な し て 退却 し 、 葉 器 


まま 
クダ 
ブー 


交え る こと な く ム スリ ム * 軍 が 勝利 を 得る こと と な っ た 。 この 結果 、 イ スラ ー ム * 


国 


8 り 2 ト 教 都市 国家 が イス ラー ム * 国 家 に 2 こと に よる 協定 を 


か い 
出 た 。 タ プー ク の 戦い の 描写 は 悔 属 章 に 詳し く 、 


遠征 の 命令 


の 偽 信 者 * た ち 、 ある い は 一 部 の 信仰 者 た ち に つい て も 、 その 様子 の 詳細 が 措 


NS 


タ ヤ ン ム ム : 語学 的 に は 「 何 か を 意図 する 」。 法 学 的 に 
1 | ンジ 


RON NN RN 


申し 
多く 
か れ 


「 特 定 の や り 方 に お い 
用 が 何ら か 


の 理由 に より 不可 能 な 場合 、 ム スリ ム * は 砂 を いて 顔 と 両手 を 撫で る こと に より 


ウド ッ ー* や グ ス ル * の 代用 と する こと が 出来 る 


し ん で ん 


婦人 章 43、 食 卓 章 6 も 参照 。 


タワ ー フ : カアバ 神殿 * の 周り を 黒石 が 飲め 込 まれ て い る 柱 か ら 始 め 、 逆 時 計 


すう は い 


に 七 周 回 る 崇拝 * 行 為 の こと 。 ハ ッ ジ * と ウム ラ * に 


ちょ う あ い 


鶴 愛 深い お 方 8 パウ ッ フート の 義人 の A Li IS 
る と いう 意味 の 語 か ら 派 生 し た 強 調 能動 2 分 詞 。 


お ける 必須 行為 の 一 つづ で る 


お ん けい 


3 その 僕たち WM 0 
別に 衛 愛さ れ 、 罪 深 深い 者 た ち こも また その ご 慈悲 と お 赦し に 居る で 。 六 愛 深 


示さ れる お 考 で あや る 。 ま た アッ ラー* ご 自身 、 欄 愛し 給 う だ け で は な く 、 


た ち に よっ て 愛さ れる 存在 で も ある 。* 


天使 : アッ ラー* の 岩 拝 * の た め 、 光 か ら 創 られ た 存在 。 理 性 を 備え 、 欲望 を 


な い *“。 羽 を 有 し (創成 者 * 間 1 参照) 、 様々 な 任務 を 負う 天使 が いる 。 


* へ と 伝達 する 役 割 の ジブ リー ル *、 肌 に 関す る 任務 を 負う ミ シッ ルコ ルン 


つの ぶ え 


の 日 * に 錦 笛 を 吹き 鳴ら サイ スラ ー フ ィ ー ル ( 家 
て いる 者 た ち 以 外 に も 、 人 間 に 死 が 訪れ た 際 に 


周り 
ある 。 


H ぐ as I 學 光 二  . 


アッ ラー* は 様々 な 恩恵 に し よっ 
を 特 

案 さ を 

牧 愛 信仰 者 
有 し 

いじ 1 

啓示 を 使徒 

復活 

章 78 参照) な ど 名 称 が 知ら れ 
次 を 引き 抜く 役目 の 天使 た ち 
(雷鳴 章 10-11 参照 ) 、 人 間 の 善 


(家畜 章 61 参照 ) 、 人 間 を 守る 役目 の 天使 た ち 


忌 の to 


ム バ ー ラ ク フ ー リ ー429-4838 参照 。 

クウ ェ イ ト 法 学 大 全 14:248-273 参照 。 
ウマ ル ・ ア ル テ ア シュ カル 186-187 頁 参 照 。 
イブ ン ・ ア ビー・ ア ル ニ テイ ッ ズ 284 頁 参 照 。 


/sssN 


悪 の 行為 を 記録 する 役目 の 天使 た ち (カー フ 章 17-18 参照 ) 、 天 国 の 番 人 と 地獄 
の 番 人 (集団 章 71、73 参照 ) 、 ア ッ ラ ー* の 御座 を NPD 
章 7 参照 ) な ど が いる !。 天 使 た ち を 信仰 する こと は 、 い わ ゆ る 太 信 の 一 つ で ある 。 
また 、 フ ー ド * 章 69 以降 、 マ ル ヤ ム * 章 17 以降 な ど に も ある よう に 、 天 使 は 人 間 
の 形 を 借り る こと も で きる 。 


そ み ぞう 


統制 され る お 方 : アッ ラー* の 美 名 の 一 2 呈 原語 で は デル = ミ ム ハ イミ ン 」 伸 造 
物 の 行い 、 糧 、 寿 命 な ど 全 て の 事柄 を 、 全 て お 見 通し に な る その 知識 、 そ の 支配 
力 、 保 護 カ に よっ て 、 統 制 さ れる お 方 。? 


邊 い お 方 : アッラー* の 美 名 の 一 つ 。 原 語 は 「 ア ルー カリ ー ム 」 あ る い は 「 ア ル 
ー ア クラ ム 」。 気 前 が よく 、 偉 大 で 、 落し 深い お 方 。 アッ ラー* は それ に 値 し な い 
お ん けい さす ど こま 


者 に も 恩 下 を 授け られ 、 を われ る 前 に 普 を 施 し 給 い 、 俳 を お 牙 し に な り 、 過 ち 
を 犯し た 者 を 大 目 に 見 られ る お 方 で ある 。 3 


pe 


Ni 


独創 者 : アッ ラー* の 美 名 の 一 つ で 、 ク ルアー ン * の 中 で は 「 諸 天 と 大 地 の 独創 者 」 
と いう 形 で 、 二 回 (典生 章 117、 家畜 章 101) だ け 登 場 する 。 原 語 で は 「 ア ル ニ バ 
ディ ー ウ 」。 語 源 的 に は 創造 者 で ある と いう 以外 に も 、「 前 例 の な い 形 で 、 新 し 
く 画 期 的 な 創造 を する 者 」 と いっ た 意味 合い が 含ま れる 。* 


I クー 。 ムー TI NM 6 授かっ 


た 啓典 の こと 。 ム スリ ム * は ムー サー* を 偉大 な る 使徒 * の 一 人 と し て 信じ 、 彼 に 


藩 典 が 下さ れ た こと も 信じ る が 、 現存 し て いる トー ラー は 改 穴 され た も の と も な し 
いて ん 
NG EE お ける 啓 へ の 信仰 に つい て は 、 ク ルアー ン * の 項 を 参照 。 


CE 


の サ ジグ : 「 サ ジ ダ * の アー ヤ *」 を 読 謝 し た 時 に 義務 づけ られ る 、 ある 
は 棒 さ れる サジ ダ ォ の こ と 。 マ ーー リリ 叶 三 学 旅 "シャー ジィ イー 学 旅 :: ハ シバ パ 
リー 学派 * で は 推 奨 され る 行為 と きれ 、 ハ ナ フ ィ ー 学派 * で は 閉 務 と 見 な され る 。 
クル アー ン * に お ける 「 サ ジ ダ * の アー ヤ *」 の 特定 に ! ょ 、 学 者 に よっ て 微妙 な 見 
解 の 相違 が ある 。 サ ジ ダ * の 回 数 は 一 だ け で 、 大 半 の 学者 は サジ ダグ * の 前 後に 
2000400000057 ー は 偉大 な り ) 」 と 唱え る こ と を 義 務 と し て いる 。 
そし て サジ ダ * す る 際 に 礼拝 に お け る 条件 と 同じ 条件 が 求め られ 、 礼拝 で 勧め 
で いる SE こと 同じ i 


斉 ぶ 
2 さす 


hd 


m ww Do rm 


ヒシ ャ ー ム ・ ブ ン ・ ア ブ ド ・ ア ルー カーデ ィ ル 187-192 頁 参照 。 
ウマ ル ・ ア ルテニア シュ カル 67-68 頁 参 照 。 

前 掲 書 168-169 頁 参照 。 

アッ ニテ タバ リー1.:663 参照 。 

クウ ェ イ ト 法 学 大 全 24:212-221 参照 。 


/sssN 
ど れい 


e 奴隷 : 当時 の アラ ビア 半島 に 限ら ず 、 奴 鞭 は イス ラー ム * が 到来 する 以前 か ら 世 界 
各地 に 存在 し て いた 。 2 ムネ * は 奴隷 制 を 積極 的 | に 月 定 し 、 勧め て いる わ MG 
は な く 、 実際 に は それ を 除去 する た め の 多 く の 鹿 を 開い た 。 イ スラ ー ム * に お い 
て 奴隷 の 解放 は 強く 推奨 ほ され た 善行 の 一 つ で あり 、 ま た 同時 に 、 殺 人 を 始め と し 


っ つみ 


た 様々 な 罪 の 是 罪 と し て 定め られ て も いる 。 


人 


・ ナディ ー ル 族 と の 戦い : ヒジ ュ ラ 暦 *4 年 、 ム スリ ム * た ち が マ ディ ー ナ * 近 郊 に 住 
む ユ ダ ヤ 教 徒 * の ナディ ー ル 族 を 武装 3 し 、 最 終 的 に は マデ ィ ー ナ * か ら 追 放し 
た 出来 事 。 そもそも マデ ィ ー ナ * の ユダ ヤ 教 徒 * た ち は 預言 者 * ム ハンマ 22 ス 
ラー ム * 国 家 と 安全 協定 を 結ん で いた が 、 徐々 に xR) a に 対す る 英 韻 を 圭 わ に 
LEN この ② カ ガン RE は 預言 者 の 暗 殺 を 企 ん だ 。 それ が 判明 し 
た 後 、 NN マデ ィ ー ナ * を 出 て 行く よう 命じ る が 、 彼 ら は 偽 信 者 * ら に 
そそ の か され (集合 章 11 以降 参照 ) 、 そ れ を その 結集 、 ムスリム * た ち は 
彼ら の 集 導 を 大 日 間 、 ある い は 十 五 晶 間 に 渡っ て 武装 包 開 し 、 最 終 的 に は 彼ら が 
隆 伏 し 、 マデ イ ョ ナカ * を 田 で 行 @ と いら こ と で 合意 に 至 つ た 伐 ら は バイ バッ ル や 
シャ ー ム 地方 (現在 の バ ペレ スチ ナ 、 シ リア 周辺 地 城 ) へ と 移住 し 、 彼ら が 運び 切 
れ な か っ た 多大 な 動産 、 武 器 な ど は 、 彼 ら の 住居 と 共に ムスリム * に よっ て 没収 
され た !。 こ の 戦い の 様子 は 、 集 全音 に 詳し く 描写 され て いる 。 


i 


* 七 大 読 語法 : WII ESS 2 リー ル * を 介し て 預言 者 * に < 啓示 され た クル アー 
ンー* だ が 、 そ れ に は た だ 一 通り の 読み 方 だ けし か な い の で は な い 。 ク ルアー ン * の 
- 部 に は 、 正 し い 伝承 に 則 っ た 複数 の 読み 方 が 存在 する 。 現 在 、 最 も 信頼 性 が 高 
いと 目 され て いる oO そもそも イプ ン ・ ム ジャ ー ヒ ド (ヒジ ュ ラ 麻 
*324 年 没 ) が その 著 「 七 つの 読 語法 」 に お いて 厳選 し た 、 七 人 の 学者 た ちか ら 伝 
わる も の 。 一 般 に こ 正 し い 読 語法 と は 、① 伝 承 経路 が 真正 * で ある こと 、② ア ラビ 
ア 語 法 te 則 し て いる こ と 、③ 筆 記 的 見 地 か ら ウ スマ ー ン * 版 の クル アー ン * 写 本 表 
記 と 巴 盾 し な いこ と 、 の 三 つ の 条件 を 満た し た も の だ が 、 これ は 彼ら 七 人 の み に 
限定 され る わけ で は な い 。 た だ 一 般 に 、 この 七 人 か ら 伝 わる 読 調 Sat な ワー 
ティ ル * と し て 認識 され て いる 。 そし て 更に ここ に 過 生 王 性 の 高い 別 の 三 人 を 加 
え 、 十 大 読 衣 法 と する 場合 も ある 。 な お 読み 方 の 相違 点 は 、 単 語 そ の も の で あっ 
た り 、 単 語 の 派生 や 活用 に 関す る も の (ウス マー ン * 版 の クル アー ン * 写 本 原本 に 
は 、 あ る 種 の 似通っ た 文字 どう し を 区 別 す る 文字 記号 や 、 語 の 派生 形 や 活用 形 を 
明確 に 示す アク セン ト 記 号 な ど が 存在 し て いな か っ た ) で あっ た り 、 発 音 に 関す 
る も の で あっ た りす る が 、 注意 すべ き は 正しい 読 語 法 間 の 相違 が 意味 的 な 矛盾 
を 抱え る と は な く 、 む し ろ る 意味 の 多様 性 や 説明 を 提供 し て いる こと で ある 5 


1 ム バ ー ラ ク フ ー リ ー294-297 参照 。 
2 アッ テル ー ミ ー「 ク ルアー ン 諸 学研 究 」341 頁 以 降参 照 。 
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偽 信者 : 原語 は 「 ム ナー フィ ク 」 で 、 抜 け 道 の ある 穴 、 と いう 意味 の 語 に 由来 す 
NE RAE OG CN 
仰 の 抜け 道 と し て いる 者 の こと 。 こ れ は 単なる 不信 爺 者 * よ り も 悪い と され 、 ク ル 
アー ン * の 中 で も 最高 の 旬 ( 副 を 警告 警告 され て いる _ (雌牛 章 145 参照 ) 。 尚 、 預言 者 * 
ムハンマド * は 、 人 信者 の 特徴 と し て 「 何 か を 託さ れれ ば 裏切り 、 喋 れ ば 嘘 を つ 

き 、 約 束 す れ ば 破り 、 争 論 に な れ ば 放 逸 で も る 」 こ と を 挙げ て いる ? が 、 イ スラ ー 
ム * の 基本 的 信仰 を 信じ て いる 限り に お いて 、 こ れ ら の 「 行 為 的 な 特徴 」 ゆ え に 偽 
信者 と 見 な され る こと は な い 。 


に ん た い 0 に ん た 


忍耐 : 2 0 で 忍耐 する こ と は 最も 完 全 な 忍耐 で ある 。 それ は つま り 、 


みず か 
① ア ッ ラ ー* へ の 服従 | こ お い て 忍耐 し 、 yo ー* へ の 反抗 に 対し て 自 ら を 制 
た も に ん た い 
が あご に お いて 忍耐 し 、 Se た 苦難 に お いて 忍耐 する こと で 
6229 
の 

ヌー フ : 旧約 聖書 の ノア 。 イ スラ ー ム *t に お ける 使徒 * の - 人 。 彼 と その 民 に つい 
て の 記述 は 、 高 壁 章 59-64、 フ ー ド * 章 25-48、 信 仰 者 た ち 章 23-30、 詩 人 た ち 章 


105-122、 整 列 者 章 75-82、 月 章 9-17、 ヌ ー フ 章 な ど に 見 受け られ る 。 


ハイ バル の 戦い : フ ダ イ ビ ー ヤ の 和議 * に よる クラ イシ ュ 族 * と の 休戦 中 の ヒジ ュ 
ラ 暦 *7 年 ム ハ ッ ラム 月 * に 、 マ ディ ー ナ * の ムスリム * 軍 が マデ ィ ー ナ * 北 部 約 百 キ 
ロ の 地点 に あっ た 町 、 ハ イ バ ル を 攻略 し た 戦い の こと 。 ハ イ バ ル * は 、 部 族 連合 の 


戦い や クラ イザ 族 の 課 反 を 画策 し た ユダ ヤ 教 徒 * の 本 拠 地 で あり 、 彼 ら 自 身 も ム ス 
リム * た ちと の 戦い を 準備 し て いた 。 こ の の 達 征 に 参加 し た の は 、 ラフ ダイ ビ ー ヤ の 和 
議 * に 立ち 会 っ た 王 四 百名 の み で 、 その 時 に 預言 者 * の 命令 に 応じ て 出発 し な か っ 
た 者 た ち は 、 遠 征 の 参加 を 拍 否 『 さ れ た (勝利 章 15 を 参照 ) 。 ハイ バル に は いく つ 
か の 砦 が あり 、 ユダ ヤ 教 徒 * ら は その 暮 を 転々 と し て 穫 城 し た が 、 つい に ム ス 
リム * 電 の 前 に 降伏 する 。 こ れ に よっ て ムスリム * 軍 は 、 英 大 な 戦利 品 * を 得 た 。 ム 


スリ ム * 側 の 戦死 者 は 十 数 名 、 ハ イベ バル 側 の 戦死 者 時 だ る 


ハウ ワー ッ : 5 の ム t の 事 いわ ゆる イブ の こと 。 イ スラ ー ム * に お いて は 、 後 女 
0 ー ク / ム 守 吹 し て 禁断 の 実 を 食べ させ た と は 信じ られ て いな い 。 
722ー パ バタ ルウ イー 5 アル クイ ショ ラン シト マイ パード o ラ シン ッ ム の と ジマ に アル 有三 ペ 


か いし ゃ く 


ガウ ィ ー。 ホ ラー サー ン 地 方 出身 の クル アー ン * 解 釈 ・ 伝 承 学 ・ シ ャ ー フ ィ イ ー 派 * 


尽 の to 


アッ ニテ ラー ギブ 503 頁 参 照 。 
アル ニテ ブ ハ ー リ ー33 参照 

アッ ニテ サ ァ デ ィ ー895 頁 参 照 。 
ム バ ー ラ ク フ ー リ ー364-379 参照 。 


ra 


ほう な ふ る か いし ゃ く 
法学 者 。 豊富 な 伝承 学 の 知識 に よっ て 著 EYE LT ン * 解 秋 書 の 一 つ 
か いし ゃ く = ひょう ちょ う 
と し て の 評価 が 高い 「 ク ルアー ン 解 釈 に る 降 示 の 表 徴 の 著者 。 クン 2 


暦 *510 年 没 。* 


アル テハ サン : アル テハ サン ・ ア ル テ バ スリ ー。 タ 0 あ その 高弟 カタ ー ダ * 
0 

と 並び 、 当 時 の バス ラ に お ける 傑出 し た クル アー ン * 解 選 ・ ・ 伝 承 学者 の 一 人 。 ヒ 

ジュ ラ 暦 * 110 年 没 。? 


ハッ ジ : いわ ゆる 大 巡礼 の こと 。 マ ッ カ * の カアバ 神殿 * 及 びそ の 周辺 の 関連 する 
場所 を 、 あ る 特定 の 時 期 に 、 ある 特定 の 形式 に お 3 いて 訪問 する こと 。 精神 的 に 健 
常 な 成人 * の 自由 民 ム スリ ム * は 、 旅 行 の 往復 必要 経費 、 交 通 手段 、 身 体 的 健康 、 
道 の 安全 、 十 分 な 時 間 を 確保 で きる 場合 に お いて 、 ハ ッ ジ を 義務 づけ られ る 。 間 、 
扶 状 義務 の ある 者 は 、 自 分 が 留守 の 間 、 兵 養 す る 者 た ちの 必要 経費 を 確保 し て い 
る こと も 要求 され る 。 ま た 女性 の 場合 、 上 記 の 条件 以外 に も 、 マ ハラ ム * の 同伴 、 
イッ ダ * 中 で は な いこ と も 条件 づけ られ る 。 雌 牛 章 196 以降 、 イ ムラ ー ン 家 章 97 
も 参照 。 ? 


バド ル の 戦い : イス ラー ム * の 命運 を 分 ける こと に な っ た 、 ヒ ジュ ラ 暦 *2 年 に お け 
よ げん し ゃ 


る 、 マ ディ ー ナ * の ムスリム * 軍 と 、 マ ッ カ * の 不信 仰 者 * 軍 の 戦い 。 預言 者 * は 
ジー の 0 大 (現在 の シリ ア 、 パレ スチ ナ 周 辺 地域 ) か ら マ ッ カ * へ 帰る 途 疹 中 の 、 
クラ イシ ュ 族 * の 英 5 大 な 富 を 積ん だ 隊商 の 知ら せ を 受け 、 その 仙 撃 の た め に 三 百 


十 数 名 の ムスリム * を 率い て マデ ィ ー ナ * を 出 陣 す る 。 OPD 


指導 者 アブ プー・ ス フ ヤ ー ン * が マッ カ * に こ 援軍 を 要請 EE A W 2: だ 

ち は 隊 商 で は な く 、 ア ブー・ ジ ャ ハル * が 指揮 する 兵 数 一 千 に 及ぶ マッ カ * か ら の 
援軍 と 戦う こと に な る 。 戦 闘 の た め に 準備 し て 出 軍 し て きた マッ カ * 軍 に 比べ 、 ム 
スリ ム * た ち は 数 で も 装備 で も 大 きく 劣 つ て いた が 、 ha リム * た ちの も の 
ER SRY ム * 側 の 戦死 者 が * 十 四 名 だ っ た の に 対し 、 マ ッ カ * 側 ! は 七 十 名 の 6 


戦死 者 と 七 十 名 の 捕虜 と いう 大 き な 被 害 を 受け た !。 バ ドル の 戦い の 様子 は 、 戦 利 
品 * 章 に 取り 上 げ ら れ て いる 。 


3 


ハナ フィ ー 法 学派 : 四 大 法学 派 * の 一 つ 。 ア ブー・ ハ ニー ファ (ヒジ ュ ラ 暦 *150 人 
没 ) を 祖 と し 、 当 時 の イラ ク 地 方 を 起点 に 広まっ た 法学 派 。 現 在 は 、 ユ ー ラ シア ・ 
イン ド 亜 大 陸 一 帯 を 中 心 に 広く 分 布 。 


た の to 


アッ テニ ズ ィ リ クリ ー2:259-260 参照 
イブ ン ・ ハ ジャ ル 「 修 訂 の 簡約 」 99 頁 参 照 。 
クウ ェ イ ト 法 学 大 全 17:27-38 参照 。 
ム バ ー ラ ク フ ー リ ー204-225 参照 。 


/ ノ sez\ 


2 ジー ム マジ IN 8 


スジ ド *。 


マッ カ * に 位置 し 、 そ の 中 心 に 


いわ ゆる ハラ ー ム ・ モ スク の こ と で 、 イス ラー ム * 第 
る 効 デ バ 神 典 届 * を 擁する 。 


- の 聖 マ 


よ げん し ゃ 


メー ルー ン : アー ロン の こと 。 ムー サー* の 兄弟 で 、 イ スラ ー ム * で は 預言 者 * の 一 


に 数 えら れる 。 


YU) 


*241 年 没 ) 


アッ ラー* の 美 名 の 一 5 お \ 語 で は 
、 全 世界 ・ 全 信 造 の 諸 


あー 


(ae 加護 、 


と っ て の 真実 か つ 
| 宮 ジュ ラ 暦 ・ 預言 


九 日 か 三 士 日 し か 


ひん じゃ せつ や く 


リー 法学 派 : 
を 祖 と し 、 現 在 は 主 に アラ ビア 半 


。 一般に は 
CC た だ し アッ ラー* は 、 OD 
す 不 信仰 者 * の 庶 護 者 で は あら れ な い 。 
ご 援助 を も っ て . 


高 壁 章 


に 


150-151、 
I SN 


写 が 


田 


大 法学 派 * の 一 つ 。 ア フ マ 
島 を 中 


つか さき 


兄 ゴ つて 下さ 


人 の 底 護 者 で ある 。! 


よ げん し ゃ 


NO NAS ッ カ * か ら マ ディ ー ナ * に 
暦 622 年 ) を 元 年 と する 、 大 陰 礎 


な く 、 太 陽 


ひん じゃ 


貧者 : 抽 訳 に 


ジジ ) 」 
う 説 が ある ?。 尚 、 


で あり 、 . お 互い に 
で の 「 答 し い 者 」) 


時 刻 は 、 夜 空 に 


0 る BI ま IG ど の の 昌 当 な 理 
と いう の が 一 般 的 な 学者 の 見 解 。* 


き で は な い 、 


「 貸 者 」 と し 


の 訳 宅 め で 
2 の な し て い な いき の こ SG 
いう 訳 を あて た 「 フ ァ キ ー ル (複数 形 は フカ ラー ウ ) 」 


の 意味 上 の ご % 人 5 三 つ %3 


E 占 (は 、 


ター・ ハ ー 章 42-48、90-94、 
受け られ る 。 


ほ を 司 どり 、 
恩恵 と 普 を 、 シル ク * や 不服 従 
アッ ラー* は 信仰 者 

る の で あり 、 


「 ミ スキ ー ン ( 和 複数 


い じゅ う 


EN b 
に 対し て 特別 の ご 愛 願 
アッ ター こそ で 


詩人 た ち 章 13、81、 


シシ ッ ペ パシ パル (ジョ 居 
心 に 分 布 し て いる 。 


「 ア ル テ ワ リ イ 」 あ る い は 「 ア ル テ マ 
ご 助 放 を 下さ る お 方 、 ミ 


信 で 返 


は 信仰 者 に 


に 移住 


の こと 。 十 二 の 月 か ら 成 立 す る が 、 
暦 の 一 年 と 比べ る と 十 一 日 ほど 短く な る 。 


ふく すう 


* し た 


年 ( 西 
各 月 は 二 十 


(る 


こん きゅう 


| 


べべ て 言及 され 


ー 
に 


に 独立 し て 言及 され た 場合 に 
) を 指す 、 と いう の が 解釈 学者 ら の 通 員 


ぎ む 


ヨ い 光 が 地 平 線 と 平行 に 


は 、 


れい は い 


ファ ジュ ル : 五 つ の 義務 の 礼 持 


の 2JG 夜 朋 計 


ほぼ 同 


広がり 始め る 時 


前 


| で ある 


様 の 意味 (一 


れい は い 


の) ラク 7 (の 


で 、 終 了 時 刻 


空 が 


が な い 限 り 、 


み 始 め 


ジイ ノリ ジ アウ ンジ ョ ムー ツー の 有志 NN の ラテ ラガ の こと 。 


時 


の エジプト を 支配 し て いた 不信 仰 な ヨ 


これ は 固有 名 


m ww や ロビ 


ウマ ル ・ ア ルニア シュ カル 213-214 頁 参 照 。 


ム ヤ ッ サ ル 196 頁 参照 。 
ウー シャ ンー テ (5 


クウ ェ イ トト 法学 大 全 7:171- 


195 参照 。 


172 参照 。 


イブ ン ・ カ スィ ー ル 1:258 参照 。 


E の 通称 で あっ た 。* 


詞 で は な く 、 当 


机 久 者 *」 と 
は 、 全 く の 無 所 有 者 と い 


た 場合 の 話 
般 的 な 意味 


その 開始 
は 太陽 が 現 


る 頃 ま で は 遅らせ る ペ 


で 


ああ か が も し けい じ 
不可 視 の 世界 : 原語 で は 「 ガ イブ 」。 天 国 や 地獄 、 be 日 * な ど 、 啓 示 に よっ て 


で し か 知り 得 な い 、 全 て の 秘め られ た 物事 を 指す 密 に は 視覚 の み で な く 、 他 
前 うい き せつ や く 


の 感覚 を も っ て し て も 啓示 な し に は 到達 0 と だ が 、 抽 訳 で 
は 便宜 上 、 - 律 「 不 可視 の 世界 」 と いう 訳 を あて た 。 


けい じ 


いん [に 
音 : ・ 原語 は 「 イ ンジ ー ル 」。 使徒 * イ ー サ ー* が Tw * か ら 接 と た 啓示 の こ 
ふく いん 
| 0 トコ 2 1 同様 に 福音 も 、 後 ( に 改修 を 藻 蒙 っ た と 信 民 泡 。 イ 
けい て ん 
ー ム * に お ける 啓典 へ の 信仰 に つい て は 、 ク ルアー ン * の 項 を 参照 。 


Nr 還 


不信 仰 だ っ た 者 、 不 信仰 で ある 者 : 不信 仰 者 * の 項 を 参照 。 

不信 爺 者 : 和 覆い 隠す 、 と いう 意味 の 「 カ ファ ラ 」 か ら 派 生 し た 能動 分 詞 。 押 訳 で 
は 便宜 上 「 不 信仰 者 」 あるいは 「 不 信仰 だ っ た 者 た ち 」 「 不 信仰 に 陥っ た 者 た ち 」 
RC し 2 汰 、 そもそも は 意図 的 で ある か どう か を 間 わ ず 、「 真 理 を 


知っ た 後に 、 そ れ を 耕 5 定 し て 覆い 隠す 者 」 と いう 意味 合い が 含ま れ て いる 


不信 仰 に 陥 っ た 者 : 不信 仰 者 * の 項 を 参照 


不信 仰 の 民 : 不信 仰 者 * の 項 を 参照 。 


せつ やく 


不正 : 押 訳 に お いて 「 不 正 」 と いう 訳語 を あて た アラ 回 ii た 9 間 昌 し) 以 2N 介 鹿 当 る 
の 派生 形 。 語 学 的 に は 「 何 か を それ に 相応 し く な い 場 所 に 置く こと 」 で ある が 、 
その 意味 で 「 不 正 」 の 最たる も の は 「 ア ッ ラ ー* に 対し 、 か れ に 相応 し く な い 考 え 
を 持っ た り 、 言 動 を 示し た りす る こと 」 で ある 。 「 シ ルク *」 の 項 、 ル クマ ー ン 章 
13 も 参照 。 


フ ダ イ ビ ー ヤ の 和議 : ヒジ ュ ラ 暦 *6 年 ズレ ニカ テア ダ 月 を 、 マ ディ ー ナ * の イス ラー 
ム * 国 家 と マッ カ * の クラ イシ ュ 族 * と の 間 で 結ば れ た 条約 。 数 友 * た ちと マッ カ * 
へ 巡礼 * す る 夢 を 見 た 預言 者 * は 、 ( 最 有 力説 に よれ ば ) 総数 千 四 百 と いう ム ス リ 
ム * を 率い て 、 ウム ラ * を する だ けた め に マッ カ * へ と 向かう 。 し か し ムスリム * た 
ちの マッ カ * 入 り を 警戒 し た クラ イシ ュ 族 * の 動向 を 受け 、 ムスリム * た ち は マ ッ カ 
* 近 郊 の フ ダ イ ビ ー ヤ の 地 に 留まり 、 両 者 の 仲介 役 や 使者 を 介し て 、 交渉 が 始ま る 。 
一 時 は 、 ム スリ ム * 側 の 使者 ウス マー ン * が マ ッ カ * で 殺害 され た と の 只 が 広まっ 
た こと で 、 マ ッ カ * へ と 攻撃 を し か け 、 絶 対 に 人 退却 し な いと の 碑 い (リド ワー ン 


の 響い ) が 預言 者 # と ムスリム * た ちの 聞 で 交わ され た が 、 そ れ は 真実 で は な いこ 
と が 明らか に な り 、 結 局 フ ダ イ ビ ー ヤ の 地 に て 預言 者 * と クラ イシ ュ 族 * と の 間 の 
和議 が 結ば れ た 。 それ は 十 年 間 の 休戦 協定 で あり 、 その 期間 内 は 誰 も が 、 両 陣営 
の どちら と で も 自由 に 同盟 関係 を 結ぶ こと が 出来 た 。 し か し 一 方 で 、 ム スリ ム * た 
ち が ウ ムラ * を 翌年 に 延期 する こと や 、 新 規 に マッ カ * か ら マ ディ ー ナ * に や っ て 来 


1 アッ ニテ タ バリ ー1:184-185、 ム ヤッ サル 2 真 参照 。 
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TRI i Ne 送 選 され る 一 方 、 マ ディ ー ナ * か ら マ ッ カ * に 逃れ た 者 は 
マデ ィ ー ナ *【 に 送還 不要 と する 、 見 マデ ィ ー ナ * 側 に は 不利 な 条件 も 含ま れ て い 
た 。 こ れ は 一 部 の ムスリム * に と っ て 山大 的 な 出来 事 だ っ た が 、 こ れ が ムスリム * 
た ち に と っ て の 「 勝 利 で ある こ 0 (勝利 章 ) が 下る と 、 彼 ら の 
心 は 和らい だ 。 0 こう 翌年 ウム ラ * を 行い 、 休 戦 期間 が 守ら れ た 
年間 に こ ム スリ ム * の 数 は 激増 する こ と に な る 。 尚 この 協定 は 、 マ ディ ー ナ * と の 

同盟 関係 に TE リー ア 族 を 避 襲っ た バ ヌ ー・ バ クル 族 に 対し 、 ク ライ シュ 族 * が 
秘密 裏 に 援軍 を 送っ た こと で 破棄 され た 。 ! 


お ん まえ 


復活 の 日 : 原語 で は 「 ヤ ウム ・ ア ル テ キ ヤー マ 」 で 、 人 々 が アッ ラー* の 御前 に 立 
は か 

つ 日 、 あ る い は 人 々 が 墓 の 中 か ら 立 ち 上 が る 日 の こと <?。 詳 しい 意味 に つい て は 、 

最後 の 日 * の 項 を 参照 の こと 。 


フー ド : 「 ア ー ド *」 の 項 を 参照 の こと 。 


フナ イン の 戦い : ムスリム * 軍 が マッ カ * 開 城 か ら 約 一 ヵ月 後 の ヒ ジュ ラ 暦 *8 年 、 
彼ら の NH 本 イフ 方 面 の ハ ワ 0) R= 


うば っ う ぜ い 


族 を 討伐 する た め 遠征 し た 戦い 。 総勢 一 騙 三 : 千 名 と いう 大 軍 を 誇っ た ムスリム * 


まん し ん も きち き し ゅ う 
軍 で あっ た が 、 の 災 i フナ イン 牧 谷 で 英軍 の 弓 兵 隊 ( 知生 
攻撃 され る 。 ム スリ RR けた が 、 アッ ラー* の ご 助力 に より 形勢 


を 立て 直し 、 最 終 的 に ょ 勝利 を 収め た 梅 司 剖 25- 26 も 参照 。 


腐敗 : A OE を も を 


っ だ っ 


「 正 常 な 状態 か ら の 逸脱 」 を 表す ?。 一 般 的 に は 全て の 害悪 を 指す 言 き 葉 。 沿 「 地 上 


で 腐敗 を 働く 」 こ と の 具体 例 と し て は 、 信 仰 者 た ち を 唆 し て 戦争 や 双 乱 を 誘発 
させ た り 、 不 信仰 者 * に 記入 れ し て 、 信 仰 者 た ちの 秘密 を 彼ら に 漏らし た りす る こ 
と な どの ほか 、 アッ ラー* へ の 不服 従 を 赴 わ に し た り 、 イ ター ム * を 苦 ん だ り 


の ⑳ こ 6 の 62 ご の JR 2 の 26 こ の (85SS、 混乱 を 生じ し め 、 世界 の 秩序 を 損 
な う 類 い の も の で ある SR 


RS : アッ ラー* の 美 名 の 一 つ 。 原語 で は 「 ア ッ ニ サラ ー ム 」 っ IE 
ぞ く せ い み わざ ぎ 


は 、 そ の 本 質 、 属 性 、 御 業 に お いて 完全 な お 方 で 、 あ ら ゆ る 不足 、 欠陥 悪 な ど 
あん た い 
と いっ た こと か ら 、 安 泰 な お 方 で ある 。 


ム バ ー ラ ク フ ー リ ー337-348 参照 。 
イブ ン ・ マ ンズ ー ル 12:496 参照 。 
アッ ニタ バリ ー5:3959-3963 参照 。 
アッ ニラ ー ギ ブ 381 頁 参 照 。 

アル テバ イ ダー ウィー1:169 参照 。 
ウマ ル ・ ア ルニア シュ カル 57 頁 参 照 。 


の Nn ww Do ロロ 
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包囲 され る お 方 : 覆 く 包 囲 さ れる お 方 * を 参照 


ほう ふく ぬ し は げ 


人 FD = は か れ に 逆らう 者 を 、 い か な る 者 に も 出来 な いよ うな 激しい 


EH っ ま 


散 太 で も っ て 、 富 し 絵 う お 方 で ある 。 


保障 され る お 方 : アッ ラー の 美 名 の 一 つ 。 原 語 「 ム ウミ ン 」 に は 語源 的 に 、 大 き 
く 分 け て 「 保 障 、 安 全 」 し 1 承認 、 証明 」 と いう 二 つ の 意味 が ある 、 と され る 。 つ 
ま ッ ワ アー AM お 方 で あり 、 ま た ご 自身 の 唯 
一 性 、 合 E 徒 * た ちの 正直 直さ を 明 証 に よっ て 証明 され る お 考 で ある 。* 
堂 れ の 夜 原語 で は 「 ラ イラ トゥ ・ ア ル ニ テカ ド ? RM 年 を 通し て 最も 祝福 
報奨 こ あ る を れ た 8 な され る 。 2 本 NEO 
ン * を お 授け に な る べく 、 それ を 守ら れ し 古 板 * か ら 、 七 層 か ら な る 天 の 最 下層 に 
OO この 夜 の こと で あっ た (定説 に よれ は 、 その 後 ク ルアー ン * は 
二 十 三 年 間 に 渡り 、 そ こ か ら 預 言 者 * ム ハン マ ド * に 徐々 | に ド き 29UE) 。 阿 。 の 
夜 が 「 カ ドッ ゥ ル 」 と 名 付け られ た 所 以 に は 、 2 フフ に お いて 毎年 起き る 
定め ( カ ダ ル ) を 天使 * に に 知ら せる か ら で あ る (そもそも 創造 の 原初 か ら 終 わり ま 
に 起き る こ 中 (8RSSTG 、 守ら れ し 碑 板 * に 記さ れ て いる ) と か 、 ま た は その 偉大 さ 
MR (カド ッ ゥ ル ) ゆえ で ある な ど と いっ た 説 が ある 。 毎年 、 ラ マダ ー ン 月 * 
NE あたる と され る が 、 その 夜 の 侍 拝 * 行 為 や 善行 は 人 十 年 分 
以上 の 価値 が あ 。 煙霧 章 3- 4 と その 訳注 、 路 く 章 29 の 訳注 、 養 れ の 夜 章 も 参 
照 の こと 。 


れい は v れい は い 


マグ リブ : 五 つの 義務 の 礼拝 の ー つ で 、 日 没後 の ニラ クア の 礼拝 。 そ の 時 間 帯 は 
日 没 後に 始ま り 、 夕 焼け が 消え 去る こと に よっ て 終了 する 。『 


マス イー フ : いわ ゆる 1 メジ ング] こと 。 ア アビ ア 語 の 「 マ ネイ ィ イーダ]」( 成 、! マ 
サハ (消す 、 触れ る ) 中 . と いう 動詞 の 派生 形 で ある A 有力 で ある SE 
か ら そ の 意味 は で 欄 れ を 私 され た 者 」 と か 、 祝 福 で も っ て 触れ る 者 」 
で ある 、 な ど と いう 解 用 が ある 。 


マス ジ ド : いわ ゆる 「 モ スク 」 の こと 。 原語 で は そもそも 「 マ スジ ド 」 で あり 、 
語源 的 に は 「 サ ジ ダ * す る 場所 」 の 意味 。 日 本 語 で は 、 様 々 な 言語 を 経由 し て 変化 
し た | モス クリ が 外来 語 と で 定着 じ た が 、 抽 訳 で は ドジ ド RI 吉 流 王座 呈し 
(ON 


アッ ニテ シャ ルビ ー ニ ー1:161 参照 。 
ウマ ル ・ ア ルニア シュ カル 61-66 頁 参 照 。 


イブ ン ・ カ スィ ー ル 8:441 参照 。 


アッ テラ ー ズ ィ ー11:229-230 参照 。 
クウ ェ イ ト 法 学 大 全 7:174 参照 。 
ニテ タバ リー3:1787 参照 。 


Ee 


マー リキ ー 法 学派 : 四 大 法学 派 * の 一 つ 。 マ ー リ ク ・ ブ ン ・ ア ナス (ヒジ ュ ラ 暦 *179 
年 没 ) を 祖 と し 、 当 時 の マデ ィ ー ナ を 中 心 に 広まっ た 法学 派 。 現 在 は 、 北 ・ 西 アフ 
リカ 世界 を 中 心 に 分 布 。 


マー リク 3 マー リク (アシ ッ グ が る 。 そ マー リー 寺沢 


せっ や く 
マッ カ : 日 本 語 で は 「 メ ッ カ 」 と し て も 知ら れる が 、 抽 訳 で は より 原語 に 忠実 と 
思わ れる 「 マ ッ カ 」 と 表記 し た 。 預言 者 * ム ハン マ ド * の 生誕 の 地 。 アラ ピア ァ 


西部 に 位置 し 、 ハ ラー ム ・ マス ジ ド * 及 び カ アバ 神殿 * を 擁する 。 2 アーム 2D 
の 聖地 。 


マッ カカ 開城 : ヒ ジュ ラ 暦 *8 42 ェ ン 月 *、 クラ イシ ュ 族 * が フ ダ イ ビ ー ヤ の 
和議 * を 破棄 し た こと を きっ か け に 総数 一 万 こも 上 る マデ ィ ー ナ * の ムスリム * 軍 
が マッ カ * へ 無血 入城 。 NN oe ム * を 受け 入れ た 。 


CN われ る 。 その 民 の 
間 に こ は 不 信仰 だ け すけ で な く 、 商取引 に お ける 不正 * な ども 莉 延 し て いた 。 彼 ら に 遣わ 
され た の が 、 預言 | 


マデ ィ ー ナ : 日 本 語 で は 「 メ ディ ナ 」 と し て も 知ら れる が 、 撮 訳 に お いて は より 
原語 に 忠実 と 思わ れる 「 マ ディ ー ナ 」 で 表記 し た 。 マ ッ カ * か ら 北 東 へ 約 四 百 キ ロ 
の 四 離 に 位置 する 。 か つて は 「 ヤ スリ プ 」 と いう 名 で 呼ば れ て いた が 、 預言 者 * ム 
ハン マ ド * の 移 住 * 以 降 は IS2 だ イー ナド トウ 寺 に 3 RE (預言 者 * の 町 記 ら 
いっ た 名 称 で 呼ば れる よう に な り 、 そ れ が 箱 略 化 され て 「 マ ディ ー ナ 」 と 通称 さ 
れる よう に な っ た 。 イ スラ ー ム * 国 家 の 首 都 と し て 栄え 、 こ こ を 中 心 に イス ラー ム 
RES NSP 
し 、 マ ッ カ * に 次 いで イス ラー ム * に お ける 第 二 の 聖 地 と 見 な され 


呈し 


マハ ラム : : 法学 上 、 0 授 乳 に こよ っ て 生じ た 近親 関係 ・ 結 婚 に よっ 
年 じ た 婚 燃 関 係 に 、 悟 の 的 に 結婚 が 許さ れ な い 関 係 に ある 男性 の こと 。! 


ひば ん 
守ら れ し 碑 板 : 原語 で は 「 ア ッ テ 2 ( 2 シーク <| 症 (の En が US 


ひ ば ん よ げん し ゃ そう ぞう 
た 碑 板 * の こと 。 融 言 る ド * は 他 っ た 。 「 ア ッ ラ ー* は 諸 天 と 大 地 を 創造 
され る 五 万 年 前 - 御座 ( 高 壁 章 ) は 水 の 上 に あっ た - 、 被 造物 の 定 命 を お 書き 留め 
に な っ た 」?。 そ の 場所 や 形状 に 関し て は 、「 天 使 * き イス ラー フィ ー ル の 面前 に ある 


が 、 彼 は それ を 見 る こと が で き な い 」「 い 真珠 で 出来 て お り 、 その 真 は 赤い ル 
、 そ の 筆 と 宇 は 光 で ある 」「 ア ッ ラ ー* の 御座 の 右側 に ある 」*「 御 座 の 上 に あ 


i 


クウ ェ イ ト 法 学 大 全 36:200 参照 。 
ムスリム 「 定 命 の 書 」16 参照 。 
イブ ン ・ カ スィ ー ル 48:373 参照 。 


mer 


る 」' な ど 、 様 々 な 説 が ある 。 定 命 を 信じ こと は 、 いわ ゆる 六 信 の 内 の 一 つ で ある 。 
沿 、 定 命 に 関し て は 、 _ 者 ま ム ハン マ ド * か ら 伝 わっ て いる 。 


よ げん し ゃ 


す で 
「 預 言 者 * は 価 っ た 。 『 全 て の 者 は 地獄 か 天国 か に 、 その 居場所 を 既に 定め られ て 


還 


いる 』。 あ る 数 友 * が 言っ た 。『 ア ッ ラ ー* の 使徒 * よ 、 自 分 の 定 命 に < 任 せ て 、 一 切 


(行い を ) 行わ な いと いう の は ど 2 ぐし の の l 預言 UN FR* は 爺 SDE 
『 行 いな さい 。 全 て の 容易 いこ と が 、 自 ら の 定め な の だ か ら 。 幸福 の 民 に は 、 幸 手 
民 の 行い が 容易 く 24S | 。 24RS コ (の) は 不幸 の 民 の 行い が 容易 く 8 のり の J| 。 党 う 
Ph っ て 、 夜 章 5-10 を お 読み に な っ た 」?。 券 れ の 夜 * の 項 も 参照 巡礼 * 章 70 


創成 者 * 事 11、 鉄 章 22、 星 座 章 22 な ど に も 、 関 連 す る アー ヤ が ある 。 


マル ヤム : いい の の る A DE TO 艇 度 な * 女 性 と し で 知 ゆ 4。 一 
サー* を 処女 懐胎 し た 。 イス ラー ム * に お いて も 最善 の 女性 の 一 人 に 数 えら れる 。 
彼女 に 関す る 描写 は 主 に 、 イ ムラ ー ン 家 章 35-47、 マ ル ヤ ム 章 16-29、 禁 止 剖 12 
な ど に 見 受け られ る 。 


ー カ ー イ ー ル : いわ ゆる 天使 * き ミカ エル の こと 。 雨 や 作物 な ど 糧 に 関す る 任務 を 
ESZUNGUNS EU 


満ち 足り て お られ る お 方 : アッ ラー* の 美 名 の 一 つ 。 原語 で は 、 豊 か で ある 、 他 を 
必要 と し な い 、 と いっ た 意味 の 語 か ら 派 生 し た I Eh 人 

、 自己 完結 され た お 方 で あり 、 天 地 と そこ に ある 全て の も の の 真 の 所 有 者 で あ 
る 。 か れ は 連れ 合い や 子供 、 共 同 者 な ど を 始め 、 何 も の も 必要 と は され な い 。 む 
し ろ 人 間 を 始め と する 全て の 被 造物 こそ が 、 か れ を 必要 と し て いる の で ある 。* 


満ち 足り た お 方 : 満ち 足り て お られ る お 方 * を 参照 。 


ムウ タ の 戦い : ヒジ ュ ラ 暦 *8 年 に 起き た 、 ム スリ ム * の キリ スト 教 諸国 へ の 進出 の 
きっ か け と な っ た 戦い 。 ロ ー マ 帝 国 か ら シ ャ ー ム 地方 (現在 の シリ ア 、 パ レス チ 
ナ 周 辺 地 域 ) の 支配 を 委任 され て いた アラ ブ 人 キリ ス ト 教徒 * の ガッ サー - ン 族 が 、 

ムスリム * 側 の 使節 を 殺害 し た こと が 原因 で 勃発 。 使 節 の 殺害 は 大 き な 罪 と 見 な さ 
れ 、 戦 争 の 布告 を 意味 し て いた 。 三 千 の 兵 と 共に 進軍 し た ムスリム * 軍 だ が 、 ロ ー 
マ 帝 国 は 一 万 に 及ぶ 大 軍 で それ を 迎え 撃つ 。 し か し 勝利 は ムスリム * 軍 の も の と な 
り 、 ロ ー マ 帝 国 側 の 多数 の 戦死 者 に 対し 、 戦 死者 十 二 名 を 数 える だ け で あっ た 。* 


むく 


報い の 日 : 最後 の 日 * を 参照 の こと 。 


た の to 


イブ ン ・ ハ ジャ ル 「 ア ル テ ブ ハー リー の 真正 集 解説 に お ける 創 生 者 の 勝利 」13:526 参照 。 
アル = テ ブ ハー リー4949 参照 。 

ウマ ル ・ ア ルテニア シェ ュ カ ル 260-265 頁 参 照 。 

ム バ ー ラ ク フ ー リ ー387-392 参照 。 


/sesN 


el 旧約 弄 書 の モー ゼ の こ と 。 ク ルアー ン * の 中 で 、 最 も 言及 され る こと が 多 


32232 


い 使徒 を トー ラー* を 授 か る 。 雌 和牛 章 、 高 壁 章 、 ユ ー ヌ ス * 章 、 洞 窟 章 、 詩 人 た ち 章 


さ 


の か な り の 部 分 が 彼 と その 民 に まつ わる 話 に 割か れ て いる が 、 そ の 他 多 く の 章 で も 
言及 され て いる 。 尚 ター・ ハ ー 章 と 物語 章 の 大 半 は 、 彼 と その 民 に まつ わる 話 で ある 。 


1 


玉 


Na Ss EN 4 7 ター ビ イ ー*。 マッ カ * の クル アー 
ン * 解 釈 ・ 伝承 学派 の 祖 で ある 教 友 * イ ブン ・ アッ パース * の 高弟 。 ヒ ジュ ラ 暦 * 
100 年 初頭 に 没 。` 


ム ス リ マ : ムスリム * の 女性 形 。 


ムスリム : いわ ゆる イス ラー ム * 教 徒 の こと 。 「 ア スラ マ (服従 する ) 」 と いう 
語 の 能動 分 詞 で 、 イ スラ ー ム * は その 名 詞 形 。 つ まり ムスリム と は そもそも 、「 全 
上 に 服従 する 者 」 の こと で ある *。 そ の 意味 に お いて 、 “= 
AA。 ペー ララ イラ ラー に ム *、 ーー イー デザ * と いっ た 預言 者 * 人 - 合 徒 
* を 始め 、 彼 ら の 純正 な る 教え に 従 っ て いた 信徒 た ち も 、 i 
で の っ る し し イー 用 「 ア ッ ラ ー* 以 外 に 崇拝 * す べき 存在 
(SS 細 ムハンマド * は アッ ラー* の 使徒 * で ある 」 EC 
か ら 最 後 の 便 徒 * に 下さ れ た 最後 の 啓示 を 訟 包め 、 信 じ 、 そ の 証言 と 、 そ の 証言 に お 
いて 求め られ る 物事 を 信条 ・ 言 動 面 に お いて 遵守 する 者 の こと で ある 


ムタ WF 2 記 議 。 語源 的 に 連続 し た も の 」 と いっ た 意味 。 イス 
じょう し き 
ラー ム * 用 語 上 は 、「 常識 的 に に 嘘 の 合 NB ほど 、 多 数 の 伝承 者 に よっ て 


伝え られ た 伝承 」、 の こと 。}* 
よう せき | 


ムッ ド : 容積 に よる 測 量 単位 [で 、 四 分 の 一 サー ア * に 相当 。 そ も そ も は 、 平 均 的 
な 成人 * 男 性 が 両手 に 換え る 量 の こと 。 約 0.688 リッ トル に 相当 する と いう の が 一 
般 的 な 説 だ が 、 他 説 も あり 。 


ふく すう 


ム ハ ー ジ ルー ン : 「 ム ハー ジル 」 の 複数 形 。 語 源 的 に は 「 避 難 す る 者 」 と いう 彰 
イス ラー ム * 用 語 に お いて は 通常 、 イ スラ ー ム * の 信仰 を 守り 実践 する た め 
SM 0 
ちの こと を 指す 。 


し ん せい 


ム ハ ッ ラム 月 ・ ヒ ジュ ラ 暦 * の 一 月 。 神 聖 月 * の 一 つ 。 


m 尽 の RM ピピ 


イブ ン ・ ハ ジャ ル 「 修 訂 の 簡約 」453 頁 参 照 。 
アッ ニタ バリ ー1:646-647 参照 。 

アリ ー・ ア ル テ フ ダイ リー1.:27 参照 。 

マフ ムー ド ・ ア ッ ニ テー タ ッ ハ ー ン 23 頁 参 照 。 
アッ ニテ ズ ハ イリ ー1:143 参照 。 


/ ノ sss 


I LAS s AZ2S22 マ Ro ラジ co アラ ド み アー アシ ャ アラ Se = a 2 
マッ カ * の 藤 導 で あっ た クラ イシ ュ 族 4 ハー シム 家 に 2 生 を 受け る 。 多く し て 両親 を 
亡くし 、 祖 父 や 叔父 の 後見 を 受け な が ら 育 つ 。 聞 言 者 * と し て の 使命 を 受け る 前 か 
ら 、「 ア ルニア ミー ン (信頼 の お ける 人 ) 」 と いう 呼び 名 で 知ら れ た 。 二 十 五 歳 
i 四 十 歳 の 時 こ に マッカ * の ヒラ ー 洞 穴 で 眼 想 中 、 初め て の 蔵 示 
夫 有 (ける 時 害 を 受け な が ら も マッ カ * に こ て 十 三 年 間 ! ほど 布教 を 続け た 後 、 2 
ター: の ⑦ の こ 0 に 移住 当地 で イス ラー ム * 国 家 の 基礎 を 築 

、 そ の 僅か 人 年 後に は マッ カ 開 城 * に こ 成 功 。 アラ ビア 半島 全域 に と イス ラ ョ へ ! を 
™ アッ ラー* が 遣わ され た 最後 の 使徒 * と し て の 任務 を 余す こ と な く 果 た し た 
後 軸 ビジ テラ 礎 * 直 計 年 この 旨 を 去 つ た 


ム フ サ ン (女性 形 は ム フ サ ナ ) : 語源 的 に は 「 防 護 さ れ た 者 」 と いう 意味 。 一 般 
的 に は 、 ゆ ムスリム ( ム ス リ マ ) * で 、② 正 し い 結 婚 の も と に 完全 な 性 交 を 経験 し 、 
⑨ 正 常 な 理性 を 備え た 、④ 自 由 民 の 、⑤ 成 人 * を 指す 。? 

恵み 深い お 方 7 まあ 60 ョ 2) 原語 は 、 贈る 、 与え る 、 と いう 意味 の 語 
か ら 派生 し た 強調 能動 分 詞 「 ア ル ニ ワ ッ ハ ー プ 」。 天地 の 真 の 所 有 者 で あり 、 
その 宝庫 を 一 手 に され る アッ ラー* は 、 限り な く お 和 与え に な る お 方 。 か れ が お 授け 
に な る いか な る も の も 、 か れ に と っ て は 紫 少 で あり 、 それ に よっ て か れ の 王国 の 


宝庫 か ら 減る こと も な い 。『 


中 


聖書 の ヤコブ の こと 。 イ スラ ー ム * に お ける 預言 者 * の 一 人 で 、 
AN ユー ス フ * の 父親 。 A a 6 


に 
| 
NY 
| 
き 
圭 


アデ アル ニテ ヤ サテ アァ : 一 説 に は 、 上 旧約 聖書 の エリ シャ の こと 。 


よ げん し ゃ 


ヤ ビ ヤ ーー: 旧約 聖書 の ヨハ の こ と で 頂 言 者 * の 人 ョ 記 こ は イ ー 人 
兄 で 、 最 初 に 彼 を 信じ た 人 物 。 マ ル ヤ ム * 章 2-15 な ど に 彼 に ER 


唯一 な る お 方 : アッ ラー* の 美 名 の 一 つ 。 原語 で は 「 (数 字 の ) 一 、 一 つ 、 単 独 の 」 
と いっ た 意味 の 語 か ら 派生 し た 「 ア ル ニ ワ ー ヒ ド 」 ま た は 「 ア ルニア ハ ド 」。 後 者 
の 方 が 、 よ り 強 調 さ れ た 意味 合い が ある 。 GS と 属性 に お いて 永遠 
に 唯一 の 存在 で あり 、 同 様 の も の が な く 、 何 に も 似 て は お られ な い 。 ま た 、 創 造 や 
世界 の 運営 な ど 全 宇 宙 の 主 * と し て の 権威 nD と いう 権威 に お いて 唯一 で 


あり 、 い か な る 共同 者 も お られ な い お 方 で ある *。 ア ッ ラ ー の 唯一 性 * の 項 も 参照 。 


ww to 


アッ ニテ ズ ィ リ クリ ー6:218-219 参照 

クウ ェ イ ト 法 学 大 全 参 照 2:223-226。 
ウマ ル ・ ア ルテニア シュ カル 97 真 参照 。 
前 掲 書 228 以降 頁 参照 。 
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唯一 性 : アッ ラー の 唯一 性 * の 項 を 参照 。 


ユー スン フ : 旧約 聖書 の ヨセフ の こ で RR ム * に ね お ける 預言 者 * の 一 A 
7 ンジ / プ * の 息子 。 邊 に < 降り か か っ た 数 奇 な 運命 と 、 数 々 の 試練 を 乗り 越え て 成 
功 に 至っ た 人 逸話 は 、 ユ ー ス フ 章 に 詳し く 描 写 さ れ て いる 。 


ニー ジラ < ジ 8 古代 イラ ク の モス ル 地 方 ( に 造 わ され た 、 預言 者 * エ ー ヌ ス ・ ブ ン ・ マ ッ 

利和 リポ ン ニー 1 .( 字 言 者 * た ち 章 87 の 訳注 も 参照 ) 、 旧 約 聖 書 の ヨ 
0 ヌス 章 98、 預 言 者 * た ち 章 87-88、 整 列 者 章 139-148、 筆 章 48 な ど 
に 描写 あり 。 


ニダ ヤ 教 徒 : 原語 で は 「 ヤ フー ディ ー (複数 形 は ヤフー ド ) 」。 そ の 名 称 は 、 高 
a に 見 受け られ る よう 1 < 後 ら の 悔 悟 (テラ ビデ テ 計 の [ペー タマ スー ニード | ) 
に 0 8 の ヤァ クー プ * の 息子 ヤフー ザ (ユダ ) に 由来 する な ど 、 諸 説 存在 
する ^。 預言 者 * ム ハン マ ド * 時 代 の アラ ビア 半島 に は ユダ ヤ 教 徒 が 存在 し て お り 、 

ムスリム * た ち が マ ッ カ * か ら 移住 * し た ヤス リプ (ムスリム * た ちの 移住 * 後 に 
「 マ ディ ー ナ *」 と 改名 ) に お いて は 、 有 力 な 地位 を 築い て いた 。 彼 ら ! さ 一 説 に 、 
新 バ ベビ ロニ ア 王 国 の ネプ カド ネ ザ ル 二 世 に よる ニダ 王国 の 攻撃 や 、 紀元 後 一 世紀 


SUE 


と 二 世 紀 初 頭 に お ける ロー マ 帝 国 と ユダ ヤ 属 州 と の 間 の 戦争 に 3U 記 幾度 か に 分 


け で アラ ピア 半島 に 移 仁 定 療 し た の だ と いう 。 当 時 の ヤス リブ の ニア ヤ 散 集 に 
は 、 カ イヌ カー ツウ 族 、 REN A 
26-27 と その 訳注 を 参照 ) と いう 主要 三 部 族 が お り 、 此 を 築い て 独自 の 閉鎖 的 な 
生活 を 党 | みつ っ 農業 や 工業 に よっ て ヤス リプ の 経済 を 握っ て いた 。 ES 当地 
の 主要 アラ ブ 部 族 で あっ た アウ ス 族 、 ハ ズラ ジュ 族 が 勢力 を 増し つつ ある の を 人 
する と 、 0 カイ ヌカ ー ツ ウ 族 は ハズ ラジ ュ 族 と 、 他 の 沼部 族 は アウ ス 族 と 
同盟 を 結び 、 策謀 し で アラ ブ 三 部 族 を 互い に 戦い 合わ せ た (時 生 剖 85 と その 訳注 
も 参照 ) 。 こ の 状態 は 彼ら の 間 の 最後 の 戦争 が 終わ り 、 ア ウス 族 と ハズ ラジ ュ 族 
が ア テテ ド ッッ テ ーッ ブン ・ ウ バイ イ * を 指導 者 と する こ 2 IT ムスリム 
* た ちの 移 住 き の 玉 年 前 まで 続い て いた の だ と いう 。 和尚 、 器 講 者 * ム ハン マ ド * の 移 
住 * 後 に は 、 ア ウス 族 と ハズ ラジ ュ 族 の 間 の 敵対 関係 は 完全 に 取り 除 か れ 、 ュ ダ 
ヤ 部 族 と も 友好 条約 が 結ば れ た 。 


よく 労 われ る (お 方 ) : アッ ラー* の 美 名 の 一 つ 。 原 語 で は そもそも 「 感 謝 す る 」 
と いう 意味 の 語 か ら 派 生 し た 「 ア ッ ニ シャ ー キ ル 」 あ る い は 「 ア ッ ニ テ シ ャ クー ル 」 
OR 後者 の 方 が より 強い 意味 を 含む と いわ れる 。 ジス ズーニー は ほん の 少し の よき 
行い を 労 い 給 い 、 そ れ に し て 則 か な 和美 で お 報い に こ な り 、 偉 大 な 恩恵 を 授け ら 
れ 、 小 さ な 感 謝 の 念 で も ご 満悦 され る お 方 で ある 。 


イブ ン ・ カ スィー ル 5:366 参照 。 
前 掲 書 1:285 参照 。 


アル ニテ ハッ ター ビー65 真 参照 。 


“an 


の Nn ww to ロロ 


JE ぐ 58 和 SM 本 谷 の 8822 8 アッ ジー の 還 争 の 一 つ 。 月 ぶ は 「 守 る 、 記 録 す る 」 と 
いう 意味 の 語 か ら 派生 し た 「 テ アル テニ ハーフ ィ ズ 」 0 [ 光 三 ペ クラ シー 
後者 の 方 が 、 よ り 強 調 され た 意味 合い が ある と いう 。 ア ッ ラ ー* は 定め られ た 時 


期 まで 、 0 ご 栄 配 に より 、 全て の 創造 物 を その 消 波 や 減 記 か ら 
お 守り に な る お 方 。 ま た 人 々 の 現世 で の 言行 を 天使 を た ち に 記録 させ 、 散 度 な * 信 
0 悪 か ら 守ら れる お 方 で も ある 。 」 


よく 悔 合 を お 受け 入れ に な る お 方 : アン ラー* の 美 名 の 一 つ 。 原 語 で は 「 戻 る 」 と 
いい 意味 の 語 か ら 派 生 し た 強 調 能動 分 アシ ング ウラ アッラー 人 届 
Ok いつ まで も 、 何 度 で も 、 EE I EE TAR ム 

こ お け る アッ ラー* へ の 析 司 は 、 ue ーー - と で ある : ① 罪 か ら 手 を 
<= と ② 犯 し て し まっ た 罪 を 局 や むこ きき 。 ⑨ そ の 罪 を 再び 犯さ な いと 決心 す 


SS ④ そ の 罪 が 取り 返し の つく こぐ 2 っ つ 選 ら 。 だ の りり ② こ ら 。「 


よく 寛 想 され る お 方 : アッ ラー* の 美 名 の つつ 。 厚 南 で は そもそも 、 用 」 と い 
2 意味 の 語 か ら 派生 し た 「 ア ルニア フウ 」。 つ まり アッ ラー は 、 罪 その も の を 朱 
し 去っ て くれ る お 方 で ある 。 一説 に 、 こ の 美 名 が 「 落 し 深い お 方 」 と いう 訳 を 当 
0 誠志 少 二 巡 交 王 示 風 ポル フィ ル 」 「 ア ル デ ニ ガ ッ フ ァ ー ル 」 よ り も 強 
い 意 味 を 含む と 言わ れる の は 、 . そ れ ら が [覆い 隠 す 」 VN2 旧 味 の 間 カラ ァ ラリ 
に 由来 し て いる # か ら で あ り 、 罪 を 「 覆 い 隠す 」 より も 「 消 し 去る 」 方 が 強力 で あ 
DR BE TN 


よ げん し ゃ し 


預言 者 : 使徒 * の 項 を 参照 の こと 。 


四 大 法学 派 : ハナ フィ ー 学 派 *、 マ ー リ キー 学派 *、 シ ャ ー フ ィ イ ー 学 派 *。 ハ ン バ 
ー 学 派 * の 四 学 派 の こと 。 


ラビ ー ウ ・ ア ルー アー ヒル 月 : ヒジ ュ ラ 暦 * の 四 月 。 


ラジ ャ ブ 月 : ヒジ ュ ラ 暦 * の 七 月 。 神聖 月 * の 一 つ 。 
アッ ニテ ラー ズィー : ファ フル ・ ア ッ テ デ ィ ー NLT 2 PA TR 
りー の ペロン 5 の ラン ョ 6 人 ルル ン * 解 択 学 の 導師 と 呼ば れる が 、 

宗教 分 野 だ け で な く 、 様々 な 分 野 の 学問 に 通じ て いた 。 ク ルアー ン * 解 委 書 
「 不 可視 の 世界 の 鍵 」 の 著者 (完成 前 に 他界 し 、 未 完 部 分 は 別 の 学者 が 同じ 手法 


か ん すい 


で 完遂 ) 。 ヒ ジュ ラ 暦 *606 年 、 ヘ ラー ト に て 没 。『 


ウマ ル ・ ア ルニア シュ カル 159-161 頁 参照 。 


前 掲 書 247 頁 参 照 。 
アッ テラー ギブ 83 頁 参 照 。 
前 掲 書 364 頁 参照 。 


ウマ ル ・ ア ル = ア シュ カル 255-257 頁 参 照 。 


アッ デズ ィ リ クリ ー6:313 参照 。 


szzN 


ラッ ス の 徒 : 
スィ ー ン 章 に 登場 する 
「 ア ゼル バイ ジャ ン 地 方 ! 


wl | 


「 ラ ッ ス 1」 の 原義 は 3 
民 ( 同 章 13 


伯 戸 の こと 。 彼ら が 誰 だ っ た か に は 
っ か 
「 シ ュ ア イブ * が 遣わ され た 民 


以降 を 参照 ) 」 


の の 


島 中 部 ) 


に いた 民 」 


ET 0 


に いた 民 」 
ジル ク * の 


な ど 諸 説 ある が 、 
民 で ある 


要 は 彼ら に 遣わ され た 預言 者 * を 信じ ず に 滅ぼさ れ た 、 


ぎ も さい か い 
ラマ ダー ン 月 : ヒジ ュ ラ 暦 * の 九 月 。 義 務 の 斎 戒 * の 季節 で も ある 。 


利息 : 
スラ ー ム * 法 学 的 に は 
る N 王 | 凡 「 余 剰 の リバ ベー」 の 
雌牛 章 275-280、 イ ムラ ー ン 家 


カク ペ ボー 8 


便宜 上 「 利 息 」 と いう 訳語 を あて た 原語 
正確 な 訳 で は な い 。 
一 種 炒 
RIO | 邊 が ジラ 2 と ま S (b235 


語源 的 に は そもそも 


こ は 大 きく 2 


いわ ゆる 利 候 


「 リ バー」【 
順 が あり 、 


ふく じゅ う 


服従 」 と いう 意味 が あ 


。 イ 


は 、 


立っ た まま 上 体 を 前 方 へ 直 


し と 
旧約 聖書 の ロト 。 使徒 


お い 
ER の 


= hs 


の 地 か ら 現 在 の パレ スチ ナ 地 方 へ と 移 
に 起こ っ た 話 は 、 高 壁 章 80-84、 フ ー 
28-35、 月 章 33-40 な ど に 


の 民 の 司 


あり く も 
農 章 54-58、 時 昧 章 


礼拝 を 遵守 する : 原 


じゅ ん し ゅ れい は い 


遵守 し つつ 礼拝 を 行う 、 


いみ ょ う 


霊 妙 な お 方 : プッ ジー の 半 欠 の 一 つづ 、 
味 の 語 か ら 派生 | 了 eg a o 
か つ そ の 福利 を それ 


を ご 存 知 で あり 、 
され る お 方 で ある 。* 


アデ アルテ ワリ ー ド ・ ブ ン ・ ア ル テ ム ギー ラ : ジャ ー ヒ リー ヤ * に 
CR FA シュ 族 * の 指導 者 の 人 。 イイ ラーム 3 が 
激しく 敵対 し 、 その 信徒 を 抑圧 し た 。 


ER 


こ あ た り 
よ げん し ゃ 


身 も 預言 者 


E だ 語 備 


086 1 リー @⑯ め ② が 、 


は 前 者 に 


これ は 1 
けけ て [遅延 の リ 
分 類 さ れる 。 


スラ ー ム * 用 語 上 


れい は い 


< 傾 ける 、 お 辞 儀 の よ の 明和 0 Ee 


、 彼 と 共に イラ ク 


* の 一 人 。 彼 と そ 


* 章 69-83、 詩 
受け られ る 。 


ee ll220 コ SNRo 罰 の が ー」| らち W9 言 の 
es oe これ に は 
と いう 意味 が 含ま れ て いる 。* 


EE 


E の 時 


前 帯 や 、 


人 た ち 章 160-175、 


晶 


し 。 破 


定め られ た 形式 を 


で は 「 優 し い 、 


原語 


せい みょう 


こ < 値する も の に 


せん さい 
ト 
繊 # 

び みょう 


アッ ラー* は 最も 微妙 で 微 / 
、 精 妙 か つ 繊 細 な 


oO 
出現 し た 時 期 


つる ぎ 


「 ア ッ ラ ー* の 鋼 


な 」 と いっ た 意 
ぴ し ょ う 


ヽ な 福利 


せん さい 


こ は 既 に 


0 


」 の 異名 を 


まま 


つ ハ ー リ ド ・ ブ プン ・ ア ル テ ワ リー ド の 父親 で も ある 。 ヒ ジュ ラ 暦 * 元 年 没 。? 


nn 尽 の Do ロビ 


アル ニテ ニク ルト ッ ゥ ピー13:32-33 参照 。 
アッ ニテ タ バリ ー1.:369 参照 。 


前 掲 書 1:187、 ム ヤッ サル 2 真 参 照 。 


ウマ ル ・ ア ルニア シュ カル 132 頁 参 照 。 
アッ ニテ ズ ィ リ クリ ー8:122 参照 。 


/ 1373 \ 


0 グル ーー ロー 8 アニマ クン < アク No ブシ て ムペ ンマ NR 9 だ (サー ラール 


と いう 規模 の 異な る 三 = つの クル アー ン * 解 秋 書 


出身 の クル アー ン * 解 息 学者 、 文 学者 。 代表 作 は 


し ょ うち ゅ う ちゅ う よ う 


「 詳 注 」「 中 遍 」 


か ん りゃ く 


「 科 略 」 


人 ヒ ジュラ 礎 *468 年 没 。* 


。 われ ら : 第 一 人 称 代名詞 の 単数 形 を 複数 形 で 表す の は 、 ア ラビ ア 語 だ け で な く 丁 


そん げん ふく すう 


区 の 言語 な ど に も 見 られ る 「 尊 厳 の 複数 (pluralis NN 」 と いう 表現 法 


で ある 。 Mn 2 クル アー ン * の 中 で ご 


た 時 に は 複数 形 の 代名詞 で お 示し に が Se 


ヨ 身 を 、 


せ 


出 訳 で は 


こ は 単 数 形 の 代 名 


調 で で 


この 表現 法 の 違い に も 


アッ ラー* の 英知 が 含ま れ て いる と いう 信念 に 
後者 の 場合 は 「 わ れ ら 」 と し て 区 別 を 付け た 。 


1 アッ ニ ズ ィ リク リー4:255 参照 。 


MM 
氏 づ き 、 


前 者 の 場合 に a 


/ 1374 \ 


は の 
A 


スー ラ 名 の 東 引 
番号 = ペー ジ dl 

1 開 端 章 1 RLU ty 
2 雌牛 章 2 BB 
3 イム ラー ン 家 章 94 oe Js 
4 婦人 章 147 LNBe 
5 食卓 章 201 sa 
6 家畜 章 240 PN 
7 高 壁 章 288 ll 
8 戦利 品 章 341 NG 
9 悔 悟 章 362 Dl 
10 ユー ヌス 草 400 iO 
11 フー ド 章 428 > ぬら 
12 に ドー バン 459 に 3 の 6 の 
13 雷鳴 章 487 ET の 
14 イブ ラー ヒー ム 章 501 に DE 
15 アル = ヒジ ュ ル 章 515 i 
16 蜜蜂 章 529 Jl 
17 夜 の 旅 章 559 a 
18 洞窟 章 587 lie 
19 マル ヤム 草 614 だ だ よき の 
20 ジー て 2 バー5 < 631 の 
21 預言 者 た ち 章 656 LSD 
22 巡礼 章 680 で うと 
23 信仰 者 た ち 章 699 LIU 
24 御 光 章 717 ld 
25 識別 章 738 oD 
26 詩人 た ち 章 753 
27 蝶 章 779 よう りり と 


番号 ハラ ペー ジ シ ydl 
28 請 章 797 っ っ っ 引 | 5) 
29 凌 昧 章 819 gS 
30 ビザ ンチ ン 草 835 は ET 
31 ルク マー ン 章 847 LD 
32 アッ = サジ ダ 章 855 Bb UIBoa 
33 部 族 連合 章 861 ob と 
34 サバ ア 章 881 Dn 
35 創成 者 章 895 の EE の 
36 ニッ シバ シーン / 詞 906 こさ りら 
37 整列 者 章 919 Ll 
38 サー ド 章 939 a 
39 集団 章 953 A 
40 赦し 深い お 方 章 970 8985o 
41 詳細 に され た 章 988 eas 3) 
42 相談 草 1000 2008 
43 金 の 装飾 章 1013 た 
44 煙霧 章 1028 UN 
45 路 く 章 1035 3 は 
46 砂丘 章 1043 SN 
47 ムハンマド 章 1053 PF 
48 勝利 章 1061 Ey 
49 部 屋 章 1070 た こう ET の 
50 カー フ 章 1076 Ge 
51 撤 き 散ら す も の 章 1083 AS 
52 山 章 1091 2 た 0555 あ 
53 星 章 1098 に UE 
54 月 章 1106 Nd 
55 慈悲 あま ね き お 方 章 1113 A 
56 出来 事 章 1122 EOID 


番号 R= ペー ジ dl 
57 鉄 章 1131 ad lige 
58 抗弁 する 女 章 1140 dl ya 
59 集合 章 1147 た そら 
60 試問 され る 女 章 1154 SU 人 
61 戦列 章 1160 Ca sy 
62 合同 礼拝 章 1163 cydUIBou 
63 傍 信 者 た ち 章 1166 OL 
64 騙し 合い 章 1170 kl 
65 離婚 章 1174 NN 
66 禁止 章 1178 UE 
67 王権 章 1183 ET 
68 筆 章 1189 li 
69 真実 章 1197 3 
70 階段 章 1203 CE の 
71 ヌー フ 章 1208 て ぷら 
72 ジン 草 1213 BNGE 
73 衣 を 縄 う 者 草 1218 UE 
74 包 る 者 章 1222 Spa 
75 復活 章 1228 ls 
76 人 間 意 1233 CN 
77 送ら れる も の 章 1238 oy と 
78 消息 章 1244 MS 
79 引き 離す も の 章 1248 SPIE 
80 眉 を ひそ め た 章 1253 ひつ と 
81 巻き 込む 章 1257 まで ET の 
82 像 ける 章 1260 っ Us と 
83 量 を 減ら す 者 た ち 音 1262 CN 
84 割れ る 章 1266 SAY1s 
85 星座 草 1269 の UE つの 


nt 


番号 スニ フラ ペー ジ ら っ ァ | 

86 夜 訪れ る も の 章 1272 SN 
87 至高 者 章 1274 Yi らら 
88 圧倒 的 事態 章 1276 I 
89 暁 章 1278 ET 
90 町 章 1282 ANSz 
91 太陽 章 1284 a 8 
92 夜 章 1286 NB 
93 朝間 1289 a 
94 胸 を 広げ る 章 1291 の UE の 
95 無花果 音 1293 a 
96 凝 血 章 1295 EE 時 
97 準 れ の 夜 章 1298 PIE の 
98 明 証 章 1299 CPU の 
99 地震 章 1301 RAR 
100 疾 駆 する も の 意 1303 SI 
101 衝撃 章 1305 es 
102 増やし 合い 章 1306 SA, 
103 時 間 章 1308 ai 
104 中 傷 者 章 1309 は ET 
105 象 章 1311 より ちと 
106 クラ イシ ュ 旋 章 1313 oO きき りら 
107 手助け 章 1314 oO を UE と 
108 潤沢 章 1315 SS 
109 不信 仰 者 た ち 章 1316 MP たい ET 
110 援助 章 1317 の UE 
111 続 り 合わ され た も の 章 1318 ge 
112 純正 章 1320 I 
113 融 明 章 1321 le 
114 人 々 章 1322 I 


DD EDV SD 
CAN ER 
EA SRN GN 
NA GIN I RG NS 


ン ン ~~ 


* ン トルン トン ュ ン ッ ネー * ee 3 
AG Jlo の 294 し A え 人 の 9 


2 
EAN し * ・ て る NN・ 
の いつ ・ 

ws ャ ンー ン で < ン 


これ 4 めおと 


ブー ンー 


RA 


サウ ジア ラビ ア 王 国 イ スラ ー ム 諸事 ・ 布 教 ・ 伝 道 省 は 、 そ の 管轄 下 に あ 
る ファ ハ ド 国 王 マ ディ ー ナ ・ ク ルアー ン 印 刷 コ ユン プレ ックス を 通じ て 、 
クル アー ン の 日 亜 対訳 注解 を 出版 で きる こと を 喜ば し く 思 うと 共に 、 


・ サ ウー ド 国 王 に 、 最 普 の ご 人 誰 美 を お 授け 下さ いま す よ 2 う 。 


ッ ラ ー は 全て の 成功 の 主 で や られ ます 


6 な タラ ダス OO a 
NDNA 放 
3D 


RR | 
の AN 


シンキ と て 
いる 1 
ど ク っ = 


PNM -W o.02 
wwwqurancomplex.govsa 
contact(②qurancomplex.govsa 


か ら の 


Gy 
46 
JJ 
kN 
【 

1 
NN 
、 孔 
回 
4J 


} 
て 
人 
Ne 
コロ 
ヶ 
N 
9) 
3 


ヒジ ュ ラ 暦 1440 年 


x 


NN 
人 電電 
PS SG 多 
¢ 3 
へ て 外 表 
ロ 皿 抽 時 
— a 
計 ト 名 
NN RY 
| 計 
に 
© 
させ 5 


午 
4 
| 
Uy 
4 
x 
弄 
草 
トト 
y 
か 
に 
の 
EN 
お 
や 
に 


印刷 され まし た 


著作 権 は ファ ハ ド 国 王 マ ディ ー ナ ・ ク ルアー ン 印 刷 コ ンプ レッ クス に 属し ます 。 


PO. 6262 マデ ィ ー ナ 、 サ ウジ アラ ビア 王国 


wwwdurancomplex.govsa 
contact②qdurancomplex.govsa 


BNE ci dl し pal Ao し っ る の AI © 
Ab A gs AS 3 
ll Call Ela) gs EL の を 


[SU BN dl spy aS A pHI OL 
A 8 dl ol - a ool ac し) っ の UI こそ 


oe XNE to EA 


4YA- い YY-ANAV-eV-% i , 


Ma OLA See) 
3 い re 


N/A la 8, 


AYA- い や -ANAV-9V- : eS, 


AYA-Y-A\AV-eV-% : っ) ( ヾ )(①) WA s/t 


